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初版 序文 


慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 
聖 ク ルアー ン は イス ラム 教 の 聖典 で ある 。 お よそ 1400 年 前 、 ア ラビ ア に 
お いて 、 全 能 な る 神 が そ の 使徒 で ある ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) に 啓示 し た も 
TR 
の 啓示 は 、 聖 預言 者 ムハンマド が 四 十 才 の 時 に 始ま り 、 爾 来 23 年 間断 
OS の 啓示 は 、 そ の 都度 、 使 徒 側近 の 者 た ちの 手 に 
よっ て 記録 され 、 後 に 聖典 と し て 編 和 貸さ れ た の で ある 。 筆 記者 と し て 、 こ の 聖 
な る 仕事 に 従事 し た 者 た ちの 中 に は 、 ア ブー・ バ クル や アリ ー、 ザ イィ イド ・ ビ ン ・ 
サー ビ ト 、 ズ バイ ー ル ・ ビ ン ・ ア ル ・ ア ワー ム た ち ( 彼 等 に 恵み あれ ) が いる 。 こ 
の 外 、 多 く の 弟 子 た ち が 使 徒 に 啓示 され た 通り 、 聖 章 節 を 一 字 一 名 違え る こと 
な く 暗 0 DS 人 ラフ ビデ NR 力 
NY 


集積 に よっ て 、 使徒 に SW a 語 た り 知生 
。 欧 米 の 学者 た ち は 、 こ れ ま で に さま ざま な る 角度 か ら 、 聖 クル アー ン の 改 貸 
を 立証 すべ く 試み て みた が 、 皆 こと ご と く 和 失敗 し た 。 

ウィ リア ム ・ ミ ュー ア 卿 (Sir William Muiry は その 著書 「 ム ハン マ ド の 生涯 」 
(ロン ドン 、1912 年 、 第 1 巻 ) の 中 で 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

ムハンマド の 死後 、 二 十 数 年 後に 、 オ スマ ン の 暗殺 に 端 を 発し て 興 っ た 諸 
宗派 は 、 争 い を 繰り 返し 、 互 に 敵意 を つの ら せ た 結果 、 ム ハン マ ド が 苦労 し て 
うち 建て た イス ラム 共同 体 を 分 裂 さ す せ て し まっ た 。 し か し 、 彼 等 は 、 常 に 一 つ 
の 聖 ク ルアー ン を 用 いた 。 今 日 に 下る まで 、 ど の 時 代 の 人 々 も 同じ 聖 ク ルアー 
ン を 用 いて いる と いう こと は 、 不 運 な カリ ブフ の 命 の も と に 編 穫 さ れ た 聖典 と 
全く 同じ 聖典 が 、 今 日 まで 伝え られ て いる と いう 動か し が た い 証 拠 で ある 。12 
世紀 も の 長き に わた っ て 、 こ れ ほ ど 純 料 に 伝え られ て いる 文献 は 、 他 に 例 を 
みな い 。 

また 、E・M ヴェ ー リ ーB・M・Wherry) は 、 そ の 著書 「 ク ルアー ン に つい て 
の 総合 的 考察 」( ロ ンド ン 、1986 年 、 第 一 巻 349 頁 ) の 中 で 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

クル アー ン の 文章 は 、 古 典 の 中 で も 最も 純粋 な も の で ある 。 


レー ン ・ プ ブー レ (Lane Poole\ も その 著書 [精選 クル アー ン 」( タ ー ン バー、 ロ 
ンド ン 、1879 年 、 序 章 C 頁 ) の 中 で 述べ て いる 。 

クル アー ン が 啓 ホ され た まま の 状態 で ある と いう こと は 、 疑 念 の 余地 な 
き 事 実 で ある 。……. (中 略 ).……… すべ て の 言葉 は 1300 年 経た 今 で も 、 全 く 変 り 
が な いと の 確信 を も っ て 読む こと が で きる 。 

ボス ワー ス ・ ス ミス (Bosworth Smih) も また 然 り 。 そ の 著書 「 ム ハン マ ド と 
イス ラム 教 j( ロ ンド ン 、1974 年 、22 頁 ) で 述べ て いる 。 
クル アー ン の 中 に ある も の は 、 ま さ し く ムハンマド の 言葉 その も の で あ 
全く 加筆 も 削除 も され て いな い 。 
最後 に 、T・W・ ア ー ノ ルド T・W・Arnold) 教 授 が その 著書 「 イ スラ ム 教 
の 信仰 」( ロ ンド ン 、9 頁 ) の 中 で 以下 の よう に 述べ て いる こと を 紹介 する 。 

この 改訂 版 の テキ スト に は 、 ム ハン マ ド 自 身 が 実際 に 言っ た 言葉 が 書か 
れ て いる 。 こ の 奇跡 的 な 聖典 に つい て 、 そ の 特徴 を すべ て 詳細 に 説明 する こと 
は 不可 能 で ある が 、 イ スラ ム 教 に つい て の 知識 を ほとん ど 持 ちあ わせ て いな 
い 読 者 の た め に 、 い くつ か の 注目 すべ き 点 を 挙げ て みた いと 思う 。 す な わ 
ち 、 聖 クル アー ン は アラ ブ だ け を 対象 に し た も の で は な く 、 人 類 す べ て を 対 
象 に し て いる 。 そ し て 、 聖 預言 者 ムハンマド は 全 人 類 の た め の 預 言 者 で ある 
と し て いる 。 


ざ 
ン 


聖 ク ルアー ン は 神 の 探 の 最後 の 言葉 で あり 、 人 類 の 指針 と な る 完全 無欠 
の 聖典 で ある 。 


また 、 聖 クル アー ン は 、 預 言 と いう 現象 が 日 常 的 な 事柄 で ある と 認め る 
唯一 な る 聖典 で ある 。 さ ま ざ ま な る 人 種 、 さ ま ざ ま な る 国 に 属す る 人 々 が 、 
人 間 の 歴史 の 中 で 幾度 も 神 の 啓示 を 授け られ て 来 た 、 と 繰り 返し 述べ て い 
る 。 す な わ ち 、 陸 ク ルアー ン は 次 の よう に 明白 に 説く 。 

原文 「 耐 し て 、 如 何 な る 民 も 、 そ の 中 に 警告 者 が 遣わ され ざり し こと は 
な し 」(33:25)。 

原文 「 面 し て われ ら は 確か に 各々 の 民 に 使徒 を 幅 わ し 、「 ア ッ ラ ー を 崇 
捧 し 、 偶 像 を 避け よ 」 と (命じ た り )」(16:37)。 

つま り 、 聖 クル アー ン は 、 問 言 の 現象 が 、 新 約 並び に 旧約 聖書 に 書か れ 
て いる 預 詩 に と ど ま る も の で は な いと し て いる 。 ま た 、 聖 クル アー ン は 、 公 
止 で 、 慈 悲 深 く 、 恵 み 遍 く 普 遍 の 神 と いう 概念 を 主張 し 、 す べ て の 人 間 を 人 


種 、 国 籍 に か か わり な く 公 平 に 扱っ て いる 。 そ し て 、 繰 り 返 し 強調 し て いる 
こと は 、 神 に 同位 者 を つく る こと も 、 併 せ 祀 る こと も で き な い その 独 一 性 で 
ある 。 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 神 と その 被 造物 と の 間 に は 、 た だ 一 つの 関係 し 
か 存在 し な い 。 す な わ ち 、 創 造 主 と 創 造物 と の 関係 で ある 。 ど ん な 形 に 被 千 
され る と も 、 神 の 栄光 と 偉大 さ 並び に その 永遠 さ を 讃え る 聖典 は 、 聖 クル ア 
ー ン を 措 い て 他 に あろ うか 。 ま た 、 聖 クル アー ン は 、 三位一体 の 考え を 明確 
に 否定 する 。 神 に は 配偶 者 も 子 も いな い の で ある 。 

原文 「 云 え 、 彼 こそ は アッ ラー、 唯 一 に まし ます 御方 な り 。 ア ッ ラ ー は 
RT A 
の も な し 」 (112:2-5)。 

聖 ク ルアー ン は 、 六 つの 基本 的 な 理念 を 信ずる こと を 説い て いる 。 す な 
わ ち 、 神 の 存在 を 信ずる こと 、 天 使 の 存在 を 信ずる こと 、 神 の 啓示 され た す 
べ て の 聖典 を 信ずる こと 、 す べ て の 預 斉 者 を 信ずる こと 、 復 活 の 日 と 審判 の 
日 を 信ずる こと 、 す べ て を 包括 する 神 の 経 給 を 信ずる こと で ある 。 

また 、 聖 クル アー ン は 性 悪 説 を 否定 する 。 人 間 は すべ て 汚れ な く 生 まれ 
人 NNE 神 は 公正 で あり 、 慈 悲 深く 、 寛 容 で あ 

情け 深く 、 森 羅 万 象 の 主 で あり 、 EE 
A その 罪 は 悔 悟 の 涙 に よっ て 洗い 流さ れ 
る の で ある 。 

。 更 クル アー ン の 説く と ころ に よれ は 、 寺 潮 と は 、 己 が 所 業 ei 


提 き の ある 

また 、 聖 クル アー ン は 、 イ エス ・ キ リス ト を 、 高 貴 に し て 尊 散 せら る べ 
き 頂 言 者 な り と は 云う が 、 ユ タ ヤ 教徒 や キリ スト 教徒 が 主張 する が 如く 、 神 
の 御子 で あり 、 人 類 の 購 罪 の た め に 十字 架 の 上 で 死ん だ と いう 考え 方 は 耕 定 
する 。 キ リス ト に 敵対 する 者 ども は 、 十 字 架 上 で 仮死 状態 に あっ た キリ スト 
を 見 て 、 す で に 死 せ り と 判断 し た の で ある 。 事実 ユダ ヤ 人 た ち は 、 為 政 者 ボ 
ン テ ィ ウ ス ・ ピ ラ ト に キリ スト の 租 を 引き 渡し て ほし いと 懇 請 し 、 許 され 
て 引き 取っ た 時 、 わ き 腹 の 傷 か ら 新 た に 血 が 吐き 出 で る の を 見 て 、 死 に 至ら 
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ざる こと を 確認 し た 。 ま た 、 聖 クル アー ン は 、 マ リア の 処女 受胎 に よっ て キ 
リス ト は 生ま れ た と し 、 マ リア の 処女 性 を 疑う 主張 を 否定 し て いる 。 

この 他 、 聖 クル アー ン は 、 詳 聖典 の 中 で も 、 他 の 宗教 に 対す る 見 解 の 点 
で 、 独 特 な も の が ある 。 す な わ ち 、 聖 書 に お ける 預言 を 認め て いる ば か り 
か 、 何 処 に 降っ た 預言 で あろ うと 、 信 仰 の 基本 と し て 信じ る よう イス ラム 教 
徒 に 説い て いる 。 

原文 「 そ れ ら の 中 に 恒久 的 聖典 あり き 」(98:46。 

聖 クル アー ン に よれ ば 、 す べ て の 宗教 の 根幹 と な る 神託 は も と も と 同じ 
も の で あっ た 。 す な わ ち 、 独 一 の 神 を 信じ る こと は 、 遵 奉 の 誠 を 尽 し 、 神 の 
多 賞 を 得 ん が た め に 謙 っ て 、 第 借 た る こと で ある 。 し か る に 、 イ スラ ム 以 
外 の 宗教 に よれ ば 、 そ の 道義 的 、 社 会 的 教え は 、 時 代 と と も に 、 ま た 状況 に 
応じ て 書き 換え られ て いる 。 旧約 聖 書 並び に 福音 書 は 、 他 の 聖典 同様 神 の 啓 
示せ る も の と され て いる が 、 完 全 に も と の まま で ある と は 云い 難い 。 それ 等 
は 不幸 に も 、 歴 史 の 流れ の 中 で 、 加 筆 改 軒 が な され て いる 。 聖 クル アー ン は 
その 証拠 に 、 こ れ 等 聖典 の 中 に は さま ざま な 不一致 や 矛盾 が 多 す ぎる と 看破 
する 。 

聖 ク ルアー ン は 、 人 間 創 造 の 究極 の 目的 は 神 を 崇拝 する こと で ある と 説 
く 。 そ し て 、 神 を 崇拝 する と いう こと は 、 単 に 皿 頭 礼拝 する だ け で な く 、 神 
の 届 性 を 体得 し よう と 努力 し 、 神 の 啓蒙 の 光 と 美 稔 を 具現 化し 、 地 上 に お い 
て 神 の 代理 者 と を な ろう と する こと で ある 。 

確か に 、 人 間 は 宇宙 に お ける 神 の 最も 高尚 な 創造 物 で ある 。 す べ て の 創 
造物 の 中 で も 、 威 厳 と 名 准 あ る 地位 を 占め て いる 。 人 間 は 他 の 生物 に 優る 地 
位 を 与え られ て いる けれ ども 、 人 間 同 志 の 間 に は いさ さか も 優劣 は 存在 し な 
い 、 と 聖 ク ルアー ン は 教え る 。 創造 主 の 目 か ら 見 れ ば 、 身 分 の 上 下 と は 、 人 
格 が 示す 徳 の 有る 無し 、 高 潔 か 否 か に よっ て 決ま る の だ 、 と 更に 説く 。 

聖 ク ルアー ン の 教え は 、 普 遍 的 に 行え る 、 宗 教 的 、 社 会 的 、 経 済 的 、 道 
徳 的 体系 と し て 、 人 間 の すべ て の 興味 と 活動 の 領域 を 名 括 し て いる 。 し か 
し 、 加 何 に 素晴らし い 体系 で あろ うと も 、 絶 対 的 な 道徳 的 価値 感 を 遵守 する 
こと な し に は 、 う まく 働き 得 な いと 厳命 する 。 

更に 聖 クル アー ン は 、 社 会 の 様々 な 階層 の 人 々 の 権利 と 義務 を 説き 、 社 
会 的 秩序 と 調和 を も た らし 、 人 間 ど うし の 摩擦 の も と を すべ て 取り 除い て く 
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。 従 っ て 、 聖 クル アー ン は 、 階 級 闘 争 や 人 間 が 人 間 を 搾取 する と いう 考 
を 退け る 。 

また 、 聖 クル アー ン は 、 す べ て の 聖典 の 中 で も 、 特 に 女性 の 権利 を 確立 
し 、 女 性 に 対し 、 社 会 の 中 で 尊敬 さ れる べき 高い 地位 を 与え た と いう 車 越 性 
を 持っ て いる 。 た と えば 、 女 性 が 相続 する 権利 を 保護 し 、 そ の 相続 法 を 明示 
し て いる 。 

また 、 信 仰 の 自由 は 、 聖 クル アー ン の 教え の 中 で も 特に 重要 な 項目 で あ 
る 。 人間 は 、 神 に よっ て 、 信 ずる か 拒否 する か の 意志 の 選択 を ま か さ れ て い 
る 。 従っ て 、 信 仰 を 無理 強い する こと は 、 何 人 た り と も これ は 認め られ な 
い 。 そ れ ば か りか 、 如 何 な る イデ オロ ギー も 無理 に 押し つけ る こと は で き な 
いし 、 そ の 人 の 信仰 を 捨て させ る こと も で き な い 。 NIS 
変化 を も た ら す 方 法 が 許さ れる と し た な ら 、 そ れ は 説得 し 、 彼 を 納得 さ 
こと の みな の で ある 。 

原文 「 信 仰 は 強制 する も の に 非 ず 」(2:237)。 

原文 「 明 証 に よっ て 死ぬ べき 者 こそ 死に 、 明 証 に よっ て 生き る べき 者 こ 
そ 生 きる が た め な り 」(8:43)。 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 人 間 は 死後 、 その 魂 は 復活 せしめ られ 、 そ れ か 
ら の 運命 は 生前 の 所 業 に よっ て 決定 され る と いう 。 す な わ ち 、 人 の 癌 行 、 悪 
行 に よっ て 、 死 後 の 新しい 生命 の 状態 が 決ま る の で ある 。 

聖 ク ルアー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 イ スラ ム 教 は 長い 戦い の 未 、 必 ず 
暗闇 を 打ち 破り 、 勝 利 を お さめ 、 如 何 な る 宗教 や イデ オロ ギー に も 増し て 世 
界 的 に 理解 され 、 全 人 類 の 指針 光明 と な る で あろ う 。 型 預言 者 ムハンマド の 
伝承 に よれ ば 、「 我 が 弟子 と 目 さ れる マフ ディ ー す な わ ち 救世 主 に よっ て 、 
論理 、 道 理 、 説 得 を 通し て イス ラム の 使命 は 大 願 成就 され る で あろ う 」 と 語 
り 伝 えら れ て 来 た 。 

1835 年 、 イ ンド の カー デイ アン に 生ま れ た ハズ ラ ト ・ ミ ル ザ ・ の 

CI TN 
し と 命ぜ られ た 。 彼 は 直ちに 神 命 に 服 し 、「 バ ラー ヒ イ ー アフ マデ ィ 

ア 」 の 名 の も と に 、 宗 教 改 革 運 動 に 信 進 し た の で ある 。 時 自ら は 、 
[救世主 」 で あり 、「 マ フ デ ィ ー」( 神 に より 正しく 導 か れ た 者 ) で ある と 宮 
言 し た 。 今 日 、 イ スラ ム 教 アフ マデ ィ ア 協会 と し て 、 広 く 世 界 に その 名 を 知 
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られ て いる の は 、 こ の 運動 の 名 称 に 由来 する 。 

アフ マデ ィ ア 運動 は 、 当 初 よ り 、 平 和 的 に 説得 する こと 、 納 得 さ せる こ 
と 、 世 界 の 各地 で ムスリム 兄弟 た ち に 奉仕 する こと を 通し て 、 イ スラ ム の 神 
託 を 記 く 世 界 に 知ら し めん と 奮闘 努力 し た 結果 、 今 日 の 隆盛 を みた の で あ 
る 。 現在 世界 100 ケ 国 に 運動 の 拠点 を 持つ 。 

此 の 度 、 SR MN 

、 日 本 に お ける アフ マデ ィ ア 見 弟 た ちの 努力 の 結晶 の た ま も の に 外 な ら な 

。 神 よ 、 本 A 

1988 年 6 月 24 日 

アフ マデ ィ ア 出版 局 事 業 部 長 ム か バー ラク ・ ア フ マ ド ・ サ ー キ 
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改訂 版 序 文 


1988 年 12 月 に 悪 クル アー ン の 注釈 付 和訳 初版 が イス ラム ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 
・ パ ブリ ケー ショ ンズ か ら 発 行 さ れ た 。 こ の 和訳 初版 は 注釈 付 英訳 版 斑 クル アー ン 
に 基づい て いた が 、 こ の 和訳 初版 で は 大 部 分 の 注釈 が 省略 、 短 縮 さ れ て いた 。 

今回 、 聖 クル アー ン 和 訳 第 二 版 を 発行 する に 際 し 、 ハ ズラ ト ・ ハ リー ファ トル ・ 
マス ィ ー フ ・ ア ル ハ ー ミ ス ・ ア ッ ヤ ダフ ッ ラ ー (アフ マデ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 第 五 
RRB 


次 聖 ク ルアー ン 英 訳 版 の 注釈 を 省略 、 短 縮 せ ず に 完全 な 形 で すべ て 和訳 する べき 
で ある 。 


凛 聖 クル アー ン 英 訳 版 に 基づく すべ て の 凍 の 概論 も 和訳 する べき で ある 。 
聖 ク ルアー ン 英 訳 版 に つい て いる アラ ビア 語 の 語 業 と 表現 と 略称 名 付き 参照 図 
書 そ れ ぞ れ の 一 覧 表 も 和訳 する べき で ある 。 

六 聖 ク ルアー ン 英 訳 版 の 形式 同様 、 聖 クル アー ン 和 和訳 版 に 相互 参照 を 記入 する 

べき で ある 。 

上 記 を も と に 、 陳 タル アーン 和 和訳 初版 の 改訂 並び に 、 新 し いい 和訳 に つい て は 、 ア 
フ マ デ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 日 本 支部 の 尊敬 すべ き 信 徒 で あら れる ムハンマド ・ オ ウ 
ー ス ・ 小 林 先 生 に 一 任せ られ 、 元 アフ マデ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 日 本 支部 長 と 主任 
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宣教師 で ある ズ ィ ア ウッ ラー・ ム バッ シル 氏 が その 協力 者 と し て 任命 され 、 

ア 語 の 表現 に 適し た 翻訳 を 確認 する 等 の 業務 を 実 RNS Pe 
・ 小 林 先 生 は この 神聖 な る 業務 の た め に 2009 年 末 か ら 2014 年 の 初期 に か け て 三 度 
パキスタン を 訪問 し 、 滞 在 さ れ た 。 ズ ィ ア ウッ ラー・ ム バッ シル 氏 は パキスタン 及 
び 日 本 で 常に 小林 先生 を 支援 され た 。 

2011 年 12 月 に は 、 小 林 先 生 と ズ ィ ア ウッ ラー・ ム バッ シル 氏 は ロン ドン を 訪 
れ 、 ハ ズラ ト ・ ハ リー ファ トル ・ マ スィ ー フ ・ ア ル ハ ー ミ ス ・ ア ッ ヤ ダフ ッ ラ ー 
(アフ マデ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 第 五代 最高 指導 者 ) に 本 業務 が 終了 し た 中 報告 し 
た 。 そ の 際 、 最 高 指導 者 は 、 印 刷 物 と し て 完成 させ る 際 は 、 不 明確 な と ころ や 間 違 
い が な いよ うに と 念 を 押さ れ た 。 

この 課題 に 対処 すべ く ア フ マ デ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 日 本 支部 に 所 属す る 日 本 語 を 
母語 と する 信徒 で チー ム を 結成 し た 。 改 訂 版 を 作成 する た め の 、 翻 訳 、 研 究 、 タ イ 
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ピン グ や 校正 な ど で ご 尽力 を 賜っ た 方 々 の 名 前 を ドゥ アー (祈願 ) の た めこ こ に 記 
載 す る こと と する 。 

関口 洋史 アク バル 氏 、 村 松 学 サ イー ド 氏 、 勝 子 パ バル ヴィ ー ン ・ イ スマ トッ ラー 
氏 、 サ イエ ド ・ ア マト ル バ ー リ ー 氏 、 小 島 そ の 実 タ ー ハ ー 氏 、 下 谷 ソ ニヤ 氏 、 河 若 
忍 タ ー ヒ ラ 氏 、 サ イエ ド ・ フ ァ ー テ ィ マ ・ バ トゥ ー ル 氏 、 サ ディ ヤ ・ マ リク タ 氏 、 フ 
アァ リー ハ ・ マ リク 氏 、 サ イエ ド ・ イ ブラ ー ヒ ー ム ・ ア フ マ ド 氏 、 ム ハン マ ド ・ タ ー 
ヒル 氏 、 ム アッ ザム ・ ア フ マ ド ・ ベ ー グ 氏 、 ム ハン マ ド ・ ザ フル ッ ラ ー・ ノ ア 氏 、 
ムハンマド ・ モ ヒー 氏 、 バ ッ ト ・ モ ハマ ッ ド ・ ナ セル 氏 、 ナ ディ ル ・ ス ペー ル ・ バ 
ッ ト 氏 、 ( 散 ) マリ ク ・ バ シャ ー ラ ト ・ ア フ マ ド 氏 、 ウ マル ・ ア フ マ ド ・ ダ ー ル 
氏 。 そ の 他 ア ニー ス ・ ア フ マ ド ・ ナ ディ ー ム 氏 ( ア フ マ デ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 日 本 支 
部 長 ) も 組織 的 な 立場 か ら ご 支援 を いた だ きま し た 。 皆 さま に アッ ラー より の 報酬 と 
因 能 が あり ます よう お 祈り いた し ます 。 

2013 年 11 月 に 、 第 五代 最高 指導 者 が 来 日 し た 折 、 小 林 先 生 と ズ ィ ア ウッ ラー 


・ 和 バッ シル 氏 が 面会 し 、 改 訂 の 業務 が 完成 し た こと を 報告 し た 。 そ の 時 、 第 五代 
最高 指導 者 は 、 聖 クル アー ン と 注釈 の 和訳 出版 に 係る 校正 や 編集 等 出版 の た め の 一 


切 の 仕上 げ 作業 は 、 ラ ブ ワ (パキスタン ) で 行う よう に 指導 され た 。 こ の た め に 、 ワ カ 
ー ラ ティ ・ ヴ ル ヤ ー・ タ フリ ー キ ・ ジ ャ ディ ー ド ・ ア ンジ ュ マ ン ・ ア フ マ デ ィ ア ・ 
パキスタン ・ ラ ブ ワ の 下 で 、 ムハンマド ・ ナ スル ッ ラ ー 氏 (出版 部 門 員 、 コ ン ピ 
ー タ ー 専 門 家 ) と ファ ヒー ム ・ ア フ マ ド ・ ハ ー リ ド 氏 (宣教 師 、 日 本 語 関係 部 門 員 ) 、 
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スズ ィ ア ウッ ラー・ ム バッ シル 氏 で 構成 する 3 人 の 委員 会 が 作ら れ 、 ラ ブ ワ に 滞在 中 
こっ た 小林 先生 の 監修 の も と 最終 作業 が 進め られ た 。 一 方 、 日 本 に お いて は 、 そ の 
最終 的 校正 の た め 、 1/ NMR 関口 洋史 アク バル 
氏 、 村 松 学 サイ ー ド 氏 と 勝子 パル ヴィ ー - イ スマ トッ ラー 氏 の = : 人 が 、 最 高 指導 
OG Ca CBU INHER RE LR. 
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更に 、 ズ ィ ア ウッ ラー・ ム バッ シル 氏 、 マ ダブ ー ル ・ ア フ マ ド ・ ム ニ ー ブ 氏 ( 宣 教 
wm aan 2 とこ ムハンマド 
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ナス ルッ ラー 氏 の 四 人 の チー ム が 、 和 訳 の 原稿 と 英字 訳 の 本 文 と の 照合 ・ 精 査 を 製 
本 印刷 の 準備 作業 と し て 実施 し た 。 
アッ ラー の お 共に より 、 ハ ズラ ト ・ ハ リー ファ トル ・ マ スィ ー フ ・ ア ル ハ ー ミ ス 
アッ ヤダ フッ ラー (アフ マデ ィ ア ・ ム スリ ム 協 会 第 五代 最高 指導 者 ) の 特別 な 意 
向 や 専念 の 結果 、 聖 クル アー ン 和 訳 の この 改訂 版 は と て も 分 か りや すく 、 ア ラビ ア 
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語 で の 原文 に 最も 近い 和訳 
的 に 働き 、 協 力 さ れ た 皆 材 


を 包 信 し て いる 。 こ の 神聖 な る 重大 な 仕事 の た め 、 献 身 
ま に 心 よ り 感謝 し 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 と 祝福 を 賜 わ れ る こ 


と 、 且 つこ の 素晴らし い 努 力 が 日 本 人 の た め 、 摘 導 や 成功 、 そ し て 神 の 恵み の 道 を 


あけ る こと を 祈願 する 。 


2016 年 8 月 1 日 


ド ・ ア ンジ ュ マ ン ・ ア フ マ デ ィ ア ・ パ キス タン ・ ラ ブ ワ 
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略称 名 付き 参照 図書 


回 クル アーン の 或 る 解説 者 達 は 、 単 数 文字 や 複数 文字 で 彼 等 が 引用 し た 
出典 の 略称 名 を 記し て いる 。 こ れ ら は 読み 手 に と っ て あま り 役 立つ も の で は 
な い 。 なぜなら 何 度 も 略称 名 の リス ト か ら そ の 文字 が 言及 する 出典 を 確認 す 
る 必要 が ある か ら で あ る 。 し か し すべ て の 出典 の 正式 な 名 前 を 示す の は 重 苦 


で 記載 し 、 そ の 中 間 系 を 通る こと に し た 。 た と えば 、 ア ブー・ ハ ッ ヤ ー ン 
(Aba Hayyan) に よる アル ・ バ フル ル ・ ム ヒー ト (ALBahrul-Muhi) と 記載 する 代 
わり に 、 我 々 は 簡潔 に ム ヒ ー ト (MuhiD と 記し た 。 ま た イブ ン ・ ヒ シャ ー ム 
(bn-Hisham) に よる スィ ー ラ トン ナビ ー(Siratun-Nabi) に お いて は 、 そ の 短縮 系 
で ある ヒシ ャ ー ム (Hisham) と 記し た 。 こ れ ら の 略称 名 に より 読み 手 側 は 参照 
欄 か ら 本 の 著者 ら を 簡単 に 検索 する こと が で きる 。 ま た 頻繁 に 引用 され な い 
出典 に 関し て は 、 略 称名 は 使わ れ て いな い 。 聖書 の 場合 、 キ リス ト 教 の 文献 
で 一 般 的 に 使用 され て いる 略称 名 で 記し て ある 。 我々 が この 解説 に お いて 詩 
及 さ れ た 著名 な 参照 例 や 重要 文献 の リスト を 以下 に 示す 。 我 々 は それ ぞ れ の 
著書 の 正式 な 名 前 と 著者 を 特別 な 注意 を 払っ て その 略称 名 と 共に 記載 し た 。 


伝承 の 諸 本 
本 名 の 省略 され た 形 本 の 正式 な 名 前 及び 著者 名 


ブ ハ ー リ ーCBukhar や ) アブ ー・ ア ブ ド ッ ラー・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ 
イス マイ ー ル ・ ブ ハー リー 著 に よる サ ヒ ー フ ・ 
ブ ハ ー リ ー。 

ムスリム (Muslim) ハー フィ ズ ・ ア ブル ・ フ サイ ン ・ ム スリ ム ・ イ 


ブン ・ ハ ッ ジ ャ ー ジ ュ ・ ア ルカ シー リー 著 に よ 
る サビ ー ブ ・ ム スリ ム 。 


ティ ルミ ズィー アブ ー・ イ ー サ ー・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ イ ー 
(Tirmidhi) サー・ テ ィ ル ミズ ィ ー 著 に よる ジャ ー ミ イ ・ テ 
ィ ル ミズ ィ ー。 
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ダー ウー ド 又 は アブ ー・ 
ダー ウー ド 
(Dawud or Abu Dawud) 


時 スラ イマ ー ン ・ イ ブン ・ ア シュア 
ス ・ ・ ダ ー ウ ー ド 著 に よる スナ ン ・ ア ブ 
ee 2 ド 。 


マー ジャ (Majah) 


ムハンマド ・ イ ブン ・ ヤ ズィー ド ・ ア ブ ド ッ ラ 
ー・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ ・ カ ズ ウ ィ ー ニ ー 著 に よ 
る スナ ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 。 


ム ス ナ ド (Musnad) イマ ー ム ・ ア ブー・ ア ブ ド ッ ラー・ ア フ マ ド ・ 
イブ ン ・ ハ ン バ ル 著 に よる ム ス ナ ド ・ ア フ マ ド | 
・ イ ブン ・ ハ ン バ ル 。 

ナ サ イ ー(Nasa? ハー フィ ズ ・ ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ ア フ マ ド ・ 


イブ ン ・ シ ュ ア イブ ・ ナ サイ ー 著 に よる スナ ン 
* ナ ザイ ポー。 


ム ア ッ タダ (Mu'atta) 


ーー 


バイ ハ キ ー(Baihaqi) 


ウッ マー ル (UmmaD) 


クト ウゥ ニー(Qutni) 


ES 


・ バ クル ・ TT イブ ン ・ フ サイ ン 
5 ・ バ イハ キー 閉 に よる スナ ン ・ バ イハ キ | 


トーー 


シャ イフ ・ ア ラー ウッ ディ ー ン ・ ア リー・ ア ル 
ムッ タキ ー 著 に よる カン ズル ・ ウ ッ マ ー ル ・ フ ィ 
一 ・ ス ナニ ル ・ ア クワ ー ル ・ ワ ル ・ ア フ ア ー ル 。 


ハー フィ ズ ・ ア リー・ イ ブン ・ ウ マル ・ ア ッ ダ 
トー ニル ・ ク トゥ ニー 閉 に よる スナ ン ・ ダ ー ル ・ ク 
トゥ ニー 


カス タラ ー ニ ー(Qastalan?) 


アフ マ ド ・ ム ハン マ ド ・ ア ル ・ ハ ティ ー ブ 


(Khatib)・ カ スタ ラー ニー 著 に よる イル シャ ー ド 

アツ サー リー 
バー リー(Banii) アブ ル ・ フ ァ ド ル ・ シ ハー ブッ ディ ー ン ・ ア フ 
マ ド ・ イ ブン ・ ア リー・ ア スカ ラー ニー 著 に よ 


る ファ ト フ ル ・ バー リー。 


サギ ー ル (Sashir) 


アル ・ ジ ャ ー ミ ウッ サギ ー ル ・ フ ィ ー・ ア ハー 
ディ ー ス ィ ル ・ バ シー ル ・ ア ン ナ ズィー ル 。 


アサ ー キ ル (Asakir) 


アブ ル ・ カ ー ス イィ イム ・ ア リー・ イ ブン ・ ア ル パ 
サン ・ イ ブン ・ ア サー キル 閉 に よる イブ ン 
サー キル 。 
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マル ダ ワ イー(Mardawaih) | アブ ー・ バ タル ・ ア フ マ ド ・ イ ブン ・ ム ー サ ー・ 
イブ ン ・ マ ル ダ ワ イー 著 に よる マル ダ ワ イー。 
タ ハ ー ウ ィ ー(Jahawt) アブ ー・ ジ ャ ファ ル ・ ア ッ タ ハー ウィ ー 閉 に よ 


る シャ ルフ ・ マ アー ニー・ ア ル ・ ア ー サ ー ル 。 


マナ ー ウ ィ ー(Manawt) 


イマ ー ム "アプ ドッツ ラテ ウーフ アル * マ チー ニワ 
ィ ー 著 に よる アル ・ ジ ャ ー ミ ウッ サギ ー ル の 解 
説 書 で ある アッ タフ スィ ー ル 。 


聖 


クル アー ン の 解説 書 


ジャ リー ル (Jarrr) 


イマ ー ム ・ ア ブー・ ジ ャ ファ ル ・ ム ハン マ ド ・ 
イブ ン ・ ジ ャ リー ル ・ タ バリ ー 閉 に よる 聖 ク ル | 
アー ン の 解説 書 。 


カス ィ ー ル (Kathir) 


カッ シャ ー プ (Kashshaf) 


アブ ル ・ フ ィ ダ ー・ イ スマ ー イ ー ル ・ イ ブン 
・ ア ル ・ カ スィ ー ル 著 に よる 聖 ク ルアー ン の 
解説 書 。 

イマ ー ム ・ マ フ ム ー ド ・ イ ブン ・ ウ マル ・ ザ マフ 
シャ リー(Zamakhshar) 著 に よる アル ・ カ ッ シ ャ ー ゴ 
フ ・ ア ン ・ ガ ワー ミディ ッ タ ンズ ィ ー ル 。 


ム ヒ ー ト (Mubhit) アス ィ ー ル ッ デ ィ ー ン ・ ア ブー・ ア ブ ド ッ ラ | 
ー・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ユ ー ス フ ( 別 名 は アブ 
一 ・ ハ ッ ヤ ー ン ) 著 、 グ ラナ ダ ( ス ペイ ン ) 出 身 に 
よる アル ・ バ フル ル ・ ム ヒー ト 。 

マン スー ル (Manthmr) ハー フィ ズ ・ ジ ャ ラー ルッ ディ ー ン ・ ア ブ ド ッ 


ラフ マー ン ・ サ ッ ユ ー テ ィ ー 著 に よる ドゥ ッッ ル 
・ マ ンス ー ル 。 


マ ア ー ニ ー(Ma'ani) 


アブ ル ・ フ ァ ド ル ・ シ ハー ブッ ディ ー ン ・ マ フ 
ムー ド ・ ア ル ・ バ グ ダ ー デ ィ ー 著 に よる ルー フ 
ル ・ マ アー ニー。 


バイ ダー ウィ ー カー ディ ー・ ナ スィ ー ル ッ デ ィ ー ン ・ ア ブー・ 

(Baidawr) サイ ー ド ・ バ イダ ー ウ ィ ー 著 に よる アン ワー ル 
ッ タ ンズ ィ ー ル 。 

カカ ディ ー ル (Qadir) ムハンマド ・ イ ブン ・ ア リー・ ア ッ シ ャ ウ カ ー 


ーー 著 に よる ファ トブ フル ・ カ ディ ー ル 。 
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ファ ト フ (Fath) 


アブ ッ タ ッ イ ブ ・ ス ィ ッ ディ ー ク ・ イ ブン ・ ハ 
サン 著 に よる ファ トブ フル ・ バ ヤー ン 。 


ラー ズィー(Razi) イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ フ ァ フ ルッ ディ ー ン ・ 
ラー ズィー 著 に よる タフ スィ ー ル ・ カ ビー ル 。 
バ ヤ ー ン (Bayan) KEEP TRA 


ルー フル ・ バ ヤー ン 。 


タフ スィ ー ル (Tatfsir) 


ハ ド ラ ト ・ ミ ル ザ ・ バ シー ルッ ディ ン ・ マ ブフ ム ー 
ド ・ ア フ マ ド 閉 に よる タフ スィ ー ル ・ カ ビー ル 。 


サー ラビ ー(Tha'labi) 


シャ イフ ・ ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ サ ー ラ ビー 者 
に よる アル ・ ジ ャ ワー ヒル ル ・ ヒ サー ン ・ フ ィ 
トー-ー・ タ フス イィ ー リ ル ・ ク ルアー ン 。 


クル トウ ビー(Qurtubn) 


アブ ー・ ア ブ ド ッ ラー・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ 
アフ マ ド ・ ア ル ・ ク ルト ッ ゥ ピー 著 ( コ ルド バ 、 ス 
ペイ ン 出 身 ) に よる クル トゥ ピー。 


ウェ リー(Wherry) 


BE.M. ウ ェ リ ー.M.A 閉 ( 牧 師 ) に よる 聖 ク ルアー ン | 


辞書 、 百 科 事典 及び 定期 刊行 物 


ビハール (Bihar) 


シャ イフ ・ ム ハン マ ド ・ タ ー ヒ ル 著 、 グ ジュ ラ | 
ー ト 出身 に よる マジ ュ マ ア ・ ビ ハー ルル ・ ア ン 
ワー ル 。 


クッ リヤ ー ト 、 ま た は バ 
カー(Kulliyat 又は Baq8) 


アプ ル ・ バ カー・ ア ル ・ フ サイ ニー 着 に よる ア 
ル ・ ク グッ リ ヤー ト 。 


ム フ ラ ダー ト (Mufradat) 


シャ イプ ・ ア ブル ・ カ ー ス ィ ム ・ フ サイ ン ・ イ 
ブン ・ ム ハン マ ド ・ ア ッ ラ ー ギ ブ 著 に よる アル 
・ ム フラ ダー ト ・ フ ィ ー・ ガ ラー イ ビ ル ・ ク ルル 
マン へ 


リサ ー ン (Lisan) 


イマ ー ム ・ ア ブル ・ フ ァ ド ル ・ ジ ャ マー ルッ デ 
ィ ー ン ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ム カッ ラム 閉 に 
よる リサ ー ヌ ル ・ ア ラブ 。 


ター ジェ ュ (Ti) 


プル ・ フ ァ イ ド ・ サ ザッ エド ・ ム ハン マ ド ・ ム 
ル タ ダ ー・ ア ル ・ フ サイ ニー 閉 に よる ター ジュ 


ル ・ ウ ルー ス 。 


pe 
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レー ン (Lane) EW レー ン 著 に よる アラ ビア 語 英 語 辞典 

カー ムー スズ ス (Qamns) シャ イフ 、 ナス ル ・ ア ブル ・ ワ ファ ー 碑 に よる 
アル ・ カ ー ム ー ス 

スィ ハー ブフ (Sihah) アブ ン ナ スル ・ イ スマ イー ル ・ ジ ャ ウ ハ リ ー 閉 | 
か 

アク ラブ (Aqrab) サイ ー ド ・ ア ル ・ ハ ウリ ー・ ア ッ シ ャ ルト ゥ ー 


COE 


ミス バー フ (Misbah) 


アフ マ ド ・ イ ブン ・ ム ハン マ ド ・ ア ル ・ フ ァ ユ コー 
ミー 著 に よる アル ・ ミ スバ ー フ ブル ・ ム ニー 


ゲ セ ニウス (Gesenius) 


ゲ セ ニ ウス に よる へ ブ ライ 諸 ぶ 英語 辞典 。 


IEnc. Bri 


ブリ タニ カ 百 科 事 典 14 版 。 


Enc. Rel. Eth 宗教 及び 倫理 百科 事典 。 
Hew. Enc ユダ ヤ 教 百科 事典 。 
IEnc. Bib 盟 書 百科 事典 。 


IEnc. Islam 


イス ラム 教 百科 事典 。 
ザ ・ レ ウィ ウ ・ オ ヴ ・ レ リ ジ オ ンズ 、 


(The Review of Religions)。 


クル デン (Cruden) クル デン に よる 旧約 聖書 及び 新約 聖書 と 聖書 2 

典 の 全 用 語 索 引 。 
歴史 と 地理 

タバ リー(Tabari) アブ ー・ ジ ャ ファ ル ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ジ 
ャ リー ル ・ タ バリ ー 著 に よる タリ ー フ ッ ル スル 
・ ワ ル ・ ム ルー ク 。 

イス ハー ク (fshak) イブ ン ・ イ スハ ー ク 。 

スィ ー ラ ト (Sirat) ミル ザ ・ バ シー ル ・ ア フ マ ド ・M・A. 著 (ラブ ワ 
出身 ) に よる スィ ー ラ ト ・ ハ ー タ ムン ナビ ッ イ ー 
ン 。 

ミュ ー ア (Muir) ウィ リア ム ・ ミ ュー ア 卿 、K.C.S.I(1923) に よる 
ムハンマド の 生涯 。 

ザ ・ ヒ ラフ ァ ト ウィ リア ム ・ ミ ュー ア 卿 、K.C.S.I(1923) に よる 

(The Caliphate) ザ ・ ヒ ラフ ァ ト 、 そ の 裏 退 及び 陥落 。 
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ヒシ ャ ー ム (Hisham) 


シャ イフ ・ ア ブー・ ム ハン マ ド ・ ア ブ ド ル ・ マ | 
一 リタ クタ ・ イ ブン ・ ヒ シ ジ シャー ム 閉 に よる スィ ー ラ 
ト ン ナ ビー。 


フト ウゥ ー プ (Futnh) 


リバ ラー ザ リ ー 著 に よる フト ゥ ー フ ル ・ ブ ル ダ ー 
ジジ 


タバ カー ト (Tabaqat) 


ぬ バ ンマ ド ・ イ ブ プン ・ サ ー ド 著 に よる タバ カー 


トル ・ カ ビー ル 。 


リュ ミー スズ ス (Khamis) 


シャ イフ ・ フサ イン ・ イ ブン ・ ム ハン マ ド ・ ア 
ッ デ ィ ヤ ー ル ・ ア ル ・ バ クリ ー 著 に よる タリ ー 
フル ・ ハ ミー スズ ス 。 


ズル カー ニー(Zurqanm) イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ア ブ ド ル ・ パ 
トー キー・ ア ッ ズ ルカ ー ニ ー 著 に よる シャ ルフ ・ 
ズル カー ニー。 

ガー アッ パ (Ghabbah) ハー フィ ズ ・ ア ブル ・ ハ サン ・ ア リー・ イ ブン 


マ ア ー ド (Ma'ad) 


・ ム ハン マ ド 著 に よる ウス ドウ ゥ ウル ・ ガ ー ア ッ パ 
・ フ ィ ー・ マ ー リ ファ ティ ッ ス イィ ハー バ パ ・ 
ムハンマド ・ イ ブン ・ ア ブー・ バ クル ・ イ ブン 

・ ア ッ ユ ー ブ ・ ア ッ デ ィ マ シュ キー 著 に よる ザ | 
ーー ドル oe フィ ー・ ハ ドイ エ ・ ハ イリ 
ル ・ イ バー ド 。 


ブル ダー ン (Buldan) アブ ー・ ア ブ ド ッ ラー・ ヤ ー タ クー ト ・ イ ブン ・ 
アブ ドッ ラー・ ア ル ・ バ グ ダ ー デ ィ ー 著 に よる 

ムー ジャ ムル ・ ブ ル ダ ー ン 。 
ザ ハ ブ (Dhahab) アッ ラー マ ・ ア ブル ・ ハ サン ・ ア リー・ イ ブ ジ 
・ フ サイ ン ・ ア ル ・ マ スウ ー デ ィ ー 著 に よる ム 


ルー ジュ 人 DA ワ ・ マ アー ディ ヌル ・ ジ ャ 
ワー ヒル 。 


アス イィ ー ル (Athir) 


アブ ル ・ ハ サン ・ ア リー・ イ ブン ・ ア ブル ・ カ 
(別名 は 、 イ ブ ヌ ル ・ ア スィ ー ル ) 著 に よ 
る カー ミル ・ イ ブン ・ ア スィ ー ル 。 


マリ ワー ヒ ブ (Mawahib) 


シ ハ ー ブ ッ ディ ー ン ・ ア ブフ マ ド ・ カ スタ ラー こ 
a 


リル ドウ ゥ ー ン (Khaldnn) 


アブ ドッ ラフ マー ン ・ イ ブン ・ ハ ルド ウゥ ー アア 


SAR ON 
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カル ビッ ヤ (Halbiyyah) アリ ー・ イ ブン ・ プ ブル ハー ヌ ッ ディ ー ン アル ・ 

ゥ ッ ルビー 著 に よる スィ ー ラ トル ・ ハ ルビ ッ マ ヤ 。 
タ サ ッ ヴ フ (スー フィ ー 折 学 ) と 教義 

フト ウッ ウー ハー ト (Futahat) フュ ッ ディ ー ン ・ イ ブ プ ヌ ル ・ ア ラビ ー 閉 に よ 

る ブフ トウ ハート ・ マ ッ キ ッ ヤ 。 


アリ ワー リブ (Awarif) アブ ー・ ハ フス ・ ウ マル ・ イ ブン ・ ム ハン マ ド | 
著 に よる アワ ー リ フル ・ マ アー リフ ブフ 。 
ザー ヒ リ ー(Zahim) ダウ ー ド ・ ザ ー ヒ リー。 


[マラー イカ (Mal&ikah) ゥ ドラ ト ・ ミ ル ザ ー・ バ ジー ルッ ディ ー ン ・ マ ブフ 
ムー ド ・ ア フ マ ド 閉 に よる マラ ー イ カト ッ ラ ー。 


文献 学 及び 純文学 
ム バ ッ ラ ド (Mubarrad) アブ ル ・ ア ッ バ パー ス ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ヤ | 
ズィー ド ・ ア ル ・ ム バッ ラド 閉 に よる キタ ー ブ | 
ルル ・ カ ー ミ ル 。 
ム ア ッ ラ カ ー ト (Mu'alqaD げ スラ ム 以 前 の 七 人 の 著名 な 詩人 達 の 七 つ の 有 
名 な 詩 の サブ ウ ・ ム アッ ラ カ ー ト 。 


文法 書 
スィ ー バ ワイ ー(Sibawaih) アブ ル ・ バ シャ ル ・ ア ムル ・ ス ィ ー バ ワイ ー 著 
に よる スィ ー バ ワイ ー。 
ライ ト (Wright) IW. Wright、LLD 若 に よる アラ ビア 語 の 文法 書 。 
法学 
ハッ ラー(Muhal3) イマ ー ム ・ ア ブー・ ム ハン マ ド ・ ア リー・ イ ブ 


ン ・ ア フ マ ド ・ イ ブン ・ サ イー ド ・ イ ブン ・ フ 7 
ズム 著 に よる アル ・ ム ハッ ラー。 
マル ダ ワ イー(Mardawaih) げ ブ ン ・ マ ル ダ ワ イー。 
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マ ア ー ニ ー 


ム ブ プ ブタ サル (Mukhtasar) マス ウー ド ・ イ ブン ・ ウ マル 、( 別 名 は 、 サ ー ド 
> タラ ター ザー ニー) 著 に よる ムタ ザル ル ・ て 
アー ニーs 

ムタ ッ リ ワル (Mutawwal) ピス ウー ド ・ イ ブン ・ ウ マル 、( 別 名 は 、 サ ー ド 
・ タ フタ ー ザ ー ニ ー) 著 に よる アル ・ ム タッ ワリ ワ 
ル 。 

約束 され た 救世 主 の 著書 

タウ ディ ー フ (Taudih) タウ ディ ー フ ル ・ マ ラー ム 。 

アー イー ナ (A'inah) アー イー ナ ・ カ マー ラー ティ ・ イ スラ ム 。 

リキ ー カ ト (Haqiqab) リッ キー カト ル ・ ワ フイ 。 

イザ ー ラ (Halah) イザ ー ラ ・ ア ウ ハ ー ム 。 

教え (Teachings) イス ラム の 教え 。 | 

バラ ー ヒ ー ン (Barahin) バラ ヒー ン ・ ア フ マ デ ィ ア 。 

雑多 な も の 


上 記 の リス ト に 包含 され て いる 以外 、 こ の 解説 書 の た め に 、 様 々 な 作品 
の うち 下記 の 雑多 な も の も 用 いら れ て いる 。( こ の リス ト は 徹底 的 で は な い )。 
アサ ー ス (Asas) ハ キ カ トル ・ ア サー ス 。 
マー ワル ディ ー(Mawardi) アル ・ マ ー ワ ルディ ー。 
ハ ド ラ ト ・ シ ャ ー・ ワ リー・ ウ ッ ラ ー( デ ー リ 出身 ) に よる イザ ー ラ トル ・ ヒ 
ファ ー・ ア ン ・ ヒ ラー ファ ティ ル ・ フ ラフ ァ ー(Hzalatul-Khifa "an Khilafatil- 
khulaf8)。 
ザ ・ ア ル ・ ハ カム (The ALHakam)。 
ザ ・ ア ル ・ フ ァ ド ル (The Al-Fadl)。 
Dr M.M. サ ー デ ィ ク 著 ( ラ ブ ワ 出身 、 元 カー デイ アー ン ) に よる イエ ス の 御 幕 
(The Tomb of Jesus)。 
旧約 聖書 及び 新約 聖書 。 
ザ ・ ゼ ンド ・ ア ベス タ (The Zend-Avesta)。 
ザ ・ ダ サー ティ ー ル (The Dasatr)。 
ゾロ アス ター の 第 一 後継 者 、 ジ ャ ー マ ー ス プ に よる ザ ・ ジ ャ ー マ ー ス ピー 
(The Jamasp?)。 
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ジョ ー ン ・ ペ ン リ ク 著 に よる クル アー ン 辞 典 と 用 語 解説 書 。 

歴史 家 に よる 世界 史 (Historians History of the World)。 

PK. ヒ ッ テ ィ 著 に よる アラ ビア 民 の 歴史 (The History of the Arabs)。 

アボ ッ ト 著 に よる ナポレオン の 生涯 (Life of Napoleon)。 

ジョ ゼ フ に よる ユダ ヤ 民 族 の 歴史 (History of the Jewish Nation)。 

フチ ン ソ ン に よる 諸 民 族 の 歴史 (History of the Nations)。 

聖書 外典 (The Apocrypha)。 

ジェ ムズ ・ へ ヘン リ ・ ブ レス テ ド 著 に よる 良心 の 中 (The Dawn of Conscience)。 
スィ グモ ンド ・ フ レ ウ ド 着 に よる モー ゼ と 唯一 神 教 (Moses and Monotheism)。 
エド ワー ド ・ ギ ボン 著 に よる ロー マ 帝 国 の 衰退 と 陥落 (Decline and Fall of 
Roman Empire)。 

J ・ エ ディ に よる 聖書 百科 事典 。 

ディ オド ラス ・ ス ィ ク ラス (Diodorus SiculnsyC.M. オ ー ル ド ・ フ ァ ー ザ ー、 ロ 
ンド ン の 翻訳 1935 年 。 

リウ ト ・ バ ー ル トン に よる ザ ・ ビ ピリ グリ メジ (The Pilgrimage= 巡 礼 )。 

スコ フィ ルド 聖書 百科 事典 (Scoffield Reference Bible)。 

聖書 文献 百科 事典 (ニュ ヨー ク 1887)(Cyclopaedia of Biblical Literature)。 
古代 の 三 冊 の クル アー ン の 頁 よ り (Leaves form Three Ancient Qur’an)、A. 
ン ガ ナ .D.D 師 に よる 編集 。 

JW. エ セリ ッ ジ に よる タル グ ム の 翻訳 (Translation of Targum)。 

E. ロ ー エ ・ ケ ル ヴ ァ ー ル ト 著 に よる 20 世紀 に 於 ける 死刑 (Capital panishment 
in the Twentieth Cettury)。 

ラリ タ ・ ヴ ィ ス タラ (SK.)(Lalita Vistara)。 

ブッ ダ ・ チ ャ リタ (SK.)(Buddha-Charita)。 

ロバ パート ・ ブ リッ ファ ルト 著 に よる ザ ・ メ ー キ ング ・ オ ヴ ・ ヒ ュ マ ニテ ィ ー 
(The Making of Humanity)。 

トマ ス ・ カ ー リ ル 著 に よる オン ・ ヒ ロ ズ 及 び ヒ ロ ・ ワ ォ ー ル シ プ (On Heroes 
and Hero-Worship)。 

ジョ ー ン ・ キ ッ ト 著 (ロン ドン 1844 年 )/ に よる パレ スチ ナ の 歴史 と ユダ ヤ 教 徒 
(History of Palestine and Jews)。 

アメ リカ 医学 ジャ ー ナ ル (American Medical Journal)。 
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R. ミ トラ (LLD.、C.LE.) 若 に よる イン ド ・ ア リャ ンズ (mdo-Aryans)。 
ザ ・ タ ー ル ムー ド (H. ポ ラノ に よる 選択 )(The Talmad)。 
CJ. エ リコ ッ ト ( グ ロス ター 主教 )/ に よる 聖書 の 解説 。 
旧約 聖書 及び 新約 聖書 の 解説 (出版 :Society for Promoting Christian Knowledse、 
ロン ドン )。 

ー・ ム ハン マ ド ・ ア ル ・ フ サイ ン ・ イ ブン ・ ア ル ・ バ パグ ウィ ー 着 に よる 
シャ ルフ ブッ スズ スンナ (Sharhus-Sunnah)。 
NO SS ・ ハ リー ファ トル ・ マ スィ ー 
フ ・ ア ル ・ ア ッ ワ ピル に よる ファ スル ル ・ ヒ ター ブ (Faslul-Khitab)。 
サッ ェ ド ・ i ・ ハ ー ン 卿 、K.C.SI に よる フタ バー ト ・ ア フ マ デ ィ ッ プア 
(Khutabat Ahmadiyya)。 
エ ヴ ェ リ ・ マ ン ・ イン サイ クロ ペデ ィ ア ( 各 人 の イン サイ クロ ペデ ィ ア ア )。 
A ッ PY A ts き る 細 ON of Rome)。 
トイ ン ビ ー 半 に よ 0 of History)。 
ハロ ルド ・ リ チャ ー ド 著 に よる 賢 察 し た 宇宙 (The Universe Surveyed)。 
NR RE 


バー ンズ 教 に 。 る キ リ ト 教 の 繁栄 (Rise of Christianity)。 


アリ ソン ・ ホ クス 著 に よる 科学 の 驚異 と 秘密 (Marvels and Mysteries of 


Science)。 
HE プレ スコ ッ ト 著 に よる 一 度 シ ナイ へ (Once to Sinai)。 
文明 の 基礎 と な る 感情 (Emotions as Basis of Civilization)。 
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A 
章 
アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ Al-Fatihah ( 開 扉 ) 
メッ カ 啓 示 
盛 示 の 時 期 と 場所 

数 多く の 伝承 記録 者 の 伝達 に よる と 、 当 章 は すべ て メッ カ で 啓示 され 、 
初期 か ら イ スラ ム の 礼拝 の 一 部 に な っ て いた 。 当 章 は 、 メ ッ カ で の 盛 示 と し 
認め られ て いる 聖 ク ルアー ン の ある 節 に 、 次 の 通り 言及 され て いる 。 「 わ 
れ ら は 液 に 繰り 返し て 唱 える べき 七 つ の 節 と 偉大 な る 聖 ク ルアー ン を すでに 


も 啓示 され て いる 。 い ずれ に せよ 、 一 回 目 の 啓 示 の 時 期 は 預言 者 の きわ め て 
初期 の 時 代 と し て と られ て も よい 。 
当 章 の 複数 の 名 称 と その 意義 


(聖典 の 開 扉 ) は 、 テ ィ ル ミズ ィ ー と ムスリム と いう 信頼 性 の 高い 複数 の ハデ 
ィ ー ス に 伝達 され て いる 。 こ の 表題 は 後に スー ラ ・ ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ハ と さ 
ら に 簡単 な アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ に 省略 され た 。 当 章 は 多く の 名 称 で 知ら れ て 
いる が 次 の 10 個 の 名 称 は も っ と も 信 ず べ きも の で ある 。 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ 
ハ 、 ア ッ サ ラー ト 、 ア ル ・ ハ ム ド 、 ウ ッ ム ル ・ ク ルアー ン 、 ア ル ・ ク ルアー 
ヌル ・ ア ズィー ム 、 ア ッ サ ブウ ル ・ マ サー ニー、 ウ ッ ム ル ・ キ ター ブ 、 ア ッ 
シフ ァ ー、 ア ッ ル ク ヤ と アル ・ カ ンズ 。 こ れ ら の 名 称 は 当 章 の 広範 囲 の 重要 
性 の 解明 に みな ぎる 光 を 投げ て いる 。 

ファ ー テ ィ ハ トウ ゥ ウル ・ キ ター ブ 「 聖 典 の 開 情 章 」 と いう 名 称 は 、 当 前 が 
聖 ク ルアー ン の 最初 に 置か れ て いる こと に よっ て 聖 ク ルアー ン 全 体 の 内 容 の 
鍵 で ある こと を 意味 し て いる 。 ア ッ サ ラー ト 「 お 祈り 」 と いう 名 称 は 、 当 章 
が 完全 で 完璧 な お 祈り で ある こと や イス ラム の 制度 化 さ れ た 礼拝 の 構成 要素 
と な っ て いる こと を 表し て いる 。 ア ル ・ ハ ム ド 「 讃 美 」 と いう 名 称 は 、 当 章 
が 人 類 誕 生 の 高尚 な 目的 を 明る み に 出 し て いる こと や 神 と 人 間 と の 関係 が 恩 
鐘 と 慈 砺 の 一 つ で ある こと を 教え て いる 内 容 を 表し て いる 。 ウ ッ ム ル ・ ク ル 
アー ン 「 ク ルアー ン の 母 」 と いう 名 称 は 、 当 章 が 聖 ク ルアー ン 全 体 を 要約 し 、 
人 類 の 徳 義 的 や 精神 的 発達 に 影響 を 及ぼ す よ うな 全て の 知識 を きわ め て 簡潔 
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に 説明 し て いる こと を 表し て いる 。 ア ル ・ ク ルアー ヌル ・ ア ズィー ム 「 偉 大 
な クル アー ン 」 と いう 名 称 は 、 当 章 が ウッ ムル ・ キ ター ブ や ウッ ムル ・ ク ル 
アー ン の 名 称 で 知ら れ て いる に も か か わら ず 聖 クル アー ン の 一 部 分 で ある こ 
と を 意味 し 、 別 の 存在 と する 見 方 は 間違い で ある 。 ア ッ サ ブウ ル ・ マ サー ニ 
ー「 幾 度 と な く 繰り 返し て 読ま れる 七 つ の 人 節 」 と いう 名 称 は 、 七 つの 短い 節 
か ら な る 当 章 が 人 間 の 精神 的 な 全て の ニー ズ を 実質 的 に 充 た し て いる こと を 
意味 する 。 そ し て 、 礼 捧 の 全て の ラク アト に 、 当 章 を 必ず 繰り 返す こと を 表 
わし て いる 。 ウ ッ ム ル ・ キ ター ブ 「 キ ター ブ の 母 」 と いう 名 称 は 、 当 章 に 含 
まれ て いる お 祈り が 聖 ク ルアー ン 律 法 の 啓示 の 原因 だ っ た こと を 表わし て い 
る 。 ア ッ シ フ ァ ー「 癒 し 」 と いう 名 称 は 、 当 章 に お いて 人 間 の 全て の 合理 的 
な 疑問 や 懸念 に 対し て 癒し を 与え て いる こと を 表わし て いる 。 ア ッ ル ク ヤ 
「 お 守り 」 と いう 名 称 は 、 当 章 が 病気 の 攻撃 を か わす だ け で は な く 、 サ タン 
と その 従者 に 対し て 人 に 加護 を 与え る ば か りか 、 彼 ら に 対抗 する た め に 人 間 
の 心 を 強く し て くれ る 効果 も ある こと を 表わし て いる 。 ア ル ・ カ ンズ 「 宝 」 
と いう 名 称 は 、 当 章 が 知識 の 無尽 蔵 の 宝庫 で ある こと を 示し て いる 。 
既に 新約 固 書 の 預言 に 言及 され た アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 

いずれ に せよ 当 章 の 一 番 良く 知ら れ た 名 称 は アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ で ある 。 
まさ に この 名 称 が 新約 聖書 の 預言 に 存在 し て いる こと が 関心 を 惹く 注目 すべ 
き ぎ 点 で ある 。 「 ま た 私 は 、 も う ひ と り の 強い 御 使い が 、 雲 に 包ま れ て 、 天 か 
ら 降 り て 来る の を 見 た 。 そ の 頭上 に は 時 が あっ て 、 そ の 顔 は 太陽 の よう で あ 
り 、 そ の 足 は 火 の 柱 の よう で あっ た 。 そ の 手 に は 開か れ た 小さ な 巻き 物 を 持 
ち 、 右 足 は 海 の 上 に 、 左 足 は 地 の 上 に 置き 、……… 」 (黙示 録 10:1. 2)。 開 く 
(OPEN) と いう 言葉 は へ ブラ イ 語 で は ファ ト ア フ (Fatoah) と 言う 。 こ れ は ア 
ラビ ア 語 の ファ ー テ ィ ハ と 同じ 言葉 で ある 。 そ し て 、 獅 子 が 叫 え る と き の よ 
うに 大 直 で 叫ん だ 。 役 が 叫ん だ と き 、 巧 つの 雷 が お の お の 警 を 出し た 。 七 つ 
の 雷 が 語っ た と き 、 私 は 書き 留め よう と し た 。 す る と 、 天 か ら 示 が あっ て 、 
「 七 つの 電 が 言っ た こと は 封じ て 、 書 き し る す な 」 と 言う の を 聞い た (黙示 
録 10:3, 4 。 七 つの 雷 が 当 章 の 七 つ の 節 の こと を 象徴 し て いる 。 こ の 預言 は 
イエ ス ・ キ リス ト の 再臨 に 言及 し て いる と キリ スト 教学 者 は 言っ て いる 。 こ 
れ は 実際 の 出来 事 に よっ て 立証 され て いる 。 ア フ マ デ ィ ア 運動 の 聖なる 創始 
者 で ある ハズ ラ ト ・ ミ ル ザ ・ グ ラー ム ・ ア フ マ ド 師 の 出現 に よっ て キリ スト 
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再 踊 に 関す る 預言 が 実現 され て いる 。 彼 が 当 章 の 解釈 を 書き 、 そ の 内 容 か ら 
自ら の 主張 の 真実 性 を 論理 的 に 推理 し た 。 そ し て この 当 章 を いつ も お 祈り の 
モデ ル と し て 使っ て いた 。 彼 が 以前 知ら れ て いな か っ た 神聖 的 な 事実 と 永遠 
な 真理 を 当 意 の 七 つ の 節 か ら 論 理 的 に 推理 し た 。 当 章 が 密封 され た 本 で あっ 
た か の よう に その 隠さ れ て いた 宝 を ハズ ラ ト ・ ア フ マ ド 師 に よっ て 解明 され 
た の で ある 。 こ の よう に 上 黙示録 10.4 に ある " 七 つ の 雷 が 語っ た と き 、 私 は 書 
き 留 め よ うと し た 。 す る と 、 天 か ら 才 が あっ て 、「 七 つの 雷 が 言っ た こと は 
封じ て 、 書 き し る す な 」 と 言う の を 聞い た "と いう 預言 が 実現 され た 。 こ の 
預言 に ファ ト ア フ (Fatoah) や アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ が 一 時 密封 され た 本 で あり 
続け た 後に 、 こ れ に 含ま れ て いた 精神 的 な 知識 の 宝 が 解明 され る 時 代 が 来る 
こと に 言及 し て いる 。 こ れ は 、 ハ ズラ ト ・ ア フ マ ド 師 に よっ て 実行 され た 。 
それ 以外 の 聖 ク ルアー ン と の 関連 

当 章 は 聖 ク ルアー ン の 序文 と し て 構成 され て いる 。 当 章 は 実に 聖 ク ル ア 
ー ン の 縮図 で ある 。 読 者 は 最初 の 段階 か ら 、 聖 クル アー ン に 期待 すべ き 内 容 
の 大 ざっ ぱな 概略 に 親しみ を 持つ よう に な る 。 聖 預言 者 は アル ・ フ ァ ー テ ィ 
ハ 意 を 、 聖 クル アー ン の 中 で 最も 重要 な 間 で ある 、 と 言っ た と いう こと が 報 
告 され て いる ( プ ブ ハ ー リ ー よ り )。 
主題 
当 章 は 聖 ク ルアー ン の 教え 全体 の 本 質 を 持っ て いる 。 当 章 は 、 聖 クル ア 
ー ン 本 体 に 詳し く 扱わ れ て いる 全て の 題目 の 概略 で 成り 立っ て いる 。 最 初 に 、 
神 の 基本 的 な 性 質 の 記述 が ある 。 こ れ ら の 性 質 が 他 の 全て の 神聖 な 性 質 が 回 
転 する 軸 、 宇 宙 の 働き や 人 間 と 神 と の 間 の 関係 の 原理 を つく り 上 げ て いる 。 
人 類 を 誕生 させ た 後に 神 が 人 間 の 肉体 的 、 社 会 的 、 道 徳 的 と 精神 的 な 進歩 を 
実現 させ る た め に 最良 の 自然 能力 と 必要 な 手段 や 材料 を 人 間 に 授け た こと は 
神 の 四 つ の 主要 で 神聖 な 性 質 、 ラ ッ プ (造物 主 、 持 続 者 、 発 育 者 、 ラ フ マ ー 
ン (慈悲 深く )、 ラ ヒー ム ( 恵 み 記 く ) と マー リキ ・ ヤ ウミ ッ デ ィ ー ン (審判 の 日 
の 主宰 者 ) に よっ て 明確 に な っ て いる 。 更 に 、 人 間 の 全て の 励み と 努力 に 対 
し て 十分 な 報酬 を 与え る こと は 神 が 恵 み 給 うた こと で ある 。 人 類 は 、 イ バー 
ダ つ まり 、 神 を 崇拝 する た め と 神 に 近づけ る た め に 創 ら れ 、 そ の 最高 の 目標 
を 達成 する た め に 常に 神 の 助け を 必要 と する 。 神 の 四 つ の 属性 に 言及 し て か 
ら 、 人 間 の 魂 の 全て の 願い が 完全 に 表現 で きる よう な 包括 的 な お 祈り が 述べ 
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られ て いる 。 神 か ら 現 世 と 来世 に 成功 する た め に 必要 な 力 を 与え られ る よう 
に 人 間 が 常に 神 の 助け を 求め 、 そ の 助け を 得る た め に 祈 ら な けれ ば な ら な い 
こと を 当 閣 で 教え られ て いる 。 し か し 、 人 間 が か つて 誕生 の 目的 を 成し遂げ 
た 高潔 で 偉大 な 魂 の 良い 前 例 か ら 、 力 と 霊感 を 受け 易い た めそ の 方 法 と 同じ 
よう に 、 神 が 彼 に も 無制限 の 道徳 的 や 精神 的 な 進歩 の 道 を 開け させ て くれ る 
うに と お 祈り が 教え られ て いる 。 正 し い 道 へ 導 か れ た 後 、 は ぐれ た り 、 目 
標 を 見 失っ た り 、 創 造 主 か ら 遠 ざ で か る こと に な ら な いよ うに と 警告 が この お 
祈り の 最後 に 含ま れ て いる 。 い つも 用 心して 神 か ら 疎 速 さ れる こと も な く 常 
に 神 の 加護 を 求め る よう に 教え られ て いる 。 そ の 主題 が 当 章 に 要約 され て い 
る 。 そ し て 、 聖 クル アー ン が 読者 の 指導 の た め 多 数 の 例 を 述べ 、 そ の 主題 を 
完全 で 包括 的 に 論じ て いる 。 

信者 達 が 聖 クル アー ン の 読 褒 の 前 に 悪魔 に 対し て 神 に 加護 を 請 い 求め る 
よう に 命じ られ て いる 。「 液 クル アー ン を 読 褒 す る 時 は 、 追 い 払 われ た る 
悪魔 に 対し て アッ ラー の 加護 を 求め よ 」 (16:99) 。 従 っ て 避難 や 加護 は 次 の こ 
と を 意味 する 。(1) いか な る 悪 も 我々 に 降り か か ら な い 。 (2 いか な る 善 も 
我々 の 注意 か ら 逃 れる 秒 i が な い 。 ⑬) 美徳 を 得 た 後に 悪 へ 逆戻り する 答 は な い 。 
“私 は 追い 払わ れ た る 悪魔 に 対し て ア ッ ラ ー の 加護 を 求め ます "と いう 言葉 は 、 
お 祈り の 規定 され た 言葉 で ある 。 こ れ は 聖 ク ルアー ン の すべ て の 読 調 の 優先 
文 と な っ て いる 。 - 

聖 ク ルアー ン の 章 は スー ラ と 言わ れ 、 聖 クル アー ン は 114 章 か ら 構 成 さ 
れ て いる 。 章 と し て 表現 され て いる この スー ラ の 意味 は 次 の 通り で ある 。(1) 
階級 や 高位 、(2②) し る し や 後 候 (3) 高潔 な 、 美 し い 建物 。 (4) 満 ち た も の 、 完 全 
な も の (Aaqrab 及び Qurtabi より ) 。 聖 クル アー ン の 章 が スー ラ と 呼ば れる 理由 
は 次 の 通り で ある 。(a) これ ら を 読 診 する こと に よっ て 人 は 高尚 な 地位 に 高め 
られ 、 名 声 を 得 ら れる 。 (b) これ 等 は 、 聖 クル アー ン が 取り 扱っ て いる さま ざ 
まな 主題 の 始ま り と 終わ り の し る し と し て 機能 する (c) これ ら の すべ て は 高貴 
な る 精神 的 な 体系 の よう で ある 。(⑩ それ ら の すべ て は 完全 な テー マ を 包含 し 
て いる 。 聖 クル アー ン が 自ら この よう な 分 配 の こと を スー ラ と 述べ て いる (2:24 
及び 24:2)。 こ の 言葉 は ハデ ィ ー ス に も 使わ れ て いる 。「 た っ た 今 ス ー ラ が 私 
に 啓示 され た 。 そ れ は 次 の と お り で ある 」 と (ムスリム より )。 聖 クル アー ン の 
配置 が スー ラ と いう 言葉 で 表現 され 始め た の は イス ラム の きわ め て 初期 で あ 
り 、 後 の 時 代 の 新設 定 で は な いこ と が この ハデ ィ ー ス に よっ て 証明 され る 。 
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7 第 9 間 を 除い て 、 各 章 の 初め に 記さ れ て いる : 更に 27:31: 96:2 も 参照 


I 彼 は 慈悲 を 
示し 給 う た 、 彼 は 愛情 深く 天 で あっ た 、 彼 は 許し 給 う た 、 と いう こと を 意味 する ラ 
ヒマ を 語源 と し て いる 。 ラフ マ と いう 語 に リッ カ 即 ち 、 優 し さと イフ サー ン 即 ち 、 
善 の 概念 を 合同 する (Mufradat より ) 。 ア ッ ラ フ マ ー ン と いう 語 は ファ ラー ン 
(Wen) 4 寸法 に 当て は まる 。 そ し て ア 0 ム と いう 語 は 、 フ ァ イ ー ル (Fail) 
の 寸法 に 当て は まる 。 ア ラビ ア 語 の 原則 に 従え ば 、 原 語 に 文字 を 加え れ ば 加え る ほ 
ど 、 そ の 意味 が 広く て 強調 的 に な る (Kashshaf より ) 。 フ ァ ラ ー ン (Falan) の 寸法 
は 充足 且つ 、 包 括 了 的 で ある こと の 概念 を 表す が 、 フ ァ イ ー ル (Fail) の 寸法 は 、 繰 り 
返し ゃ 値する 者 に 豊か な 報酬 を 与え る こと を 示す (Muhit より ) 。 従 っ て 、 ア ッ ラ フ 
マー ン と いう 語 は 、 全 世界 を 包 蔵 する 慈悲 を 示す の に 、 ラ ヒー ム と いう 語 が 示す 慈 
悲 は 、 あ る 範囲 に 限っ て いる が 、 繰 り 返 し て 示さ れる 慈悲 で ある 。 上 記 の 意味 か ら 
見 る と 、 ア ッ ラ フ マ ー ン と は すべ て の 創造 物 に 対し 、 そ の 努力 の 如何 に か か わら ず 、 
隅 々 まで 与え られ る 無償 の 慈悲 を 現す 者 を 意味 する の に 対し 、 も う 一 方 の アッ ラ ヒ 
ー ム と は 人 間 の 行動 に 対す る 見 返り 且つ 、 結 果 と し て 、 自 由 に 繰り 返し て 茜 悲 を 表 
す 者 を 意味 する 。 前 者 は 神 の み が 示 され る 美徳 で ある が 、 後 者 は 人 間 も 持 ち 得る こ 
と の で きる 美徳 で ある 。 前 者 の 慈愛 は 信者 に も 不信 者 に も そし て あま ね く 全 て の 創 
造物 に 与え そら れる が 、 後 者 の 慈愛 が 対象 と する の は 、 大 体 に 於 て その 信者 達 で ある 。 
聖 預言 者 の 言葉 に 従え ば 、 RT 後者 の 美徳 
は 一 般 的 に 来世 に 関し て で ある (Muhit より ) 。 、 現 世 は 、 ほ ほぼ 行動 の 世界 で あ 
り 、 Ms oe et 
i 力 す る 手段 を 授け 、 神 の 美徳 の アッ ラ ヒ ー ム は 来世 に お いて 人 
こそ の 努力 の 結果 を も た ら す の で ある 。 我 等 が 必要 と し 、 生 活 の 基盤 と する 全て は 、 
i NN お 邊 お の PD 
難く も 恵まれ た も の で あり 、 来 世に 約束 され る 恩恵 は 、 我 等 の 行い の 報い と し て 与 
MA NR CNR 
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ヒー | で 始め られ る が 、 これ は 、 OE RE 
る た めで ある 。 イ ブン ・ ア ッ バ パ バース に 依 れ ば 、 新 し い 章 が 啓示 され た 時 は 必ず 第 一 
節 と し て 「 ビ スミ 0 が 啓示 され 、「 ビ スミ ッ ラ ー」 な し で 始ま る 如何 な る 章 
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も 、 聖 預 斉 者 は 知ら な か っ た と いう こと を 意味 する 斉 い 伝え が ある (Dawud より ) 。 


あり 何ら 余分 な 部 分 で は な いと いう こと 、 そ し て (2)9 章 は 独立 し た 章 で は な いと い 
うこ と こと で ある 。 ま た 、 こ と の いわ れ は 、「 ビ スミ ッ ラ ー ヒ ッ ラ フ マ ー ニ ッ ラ ヒー ム 」 
は 、 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ム ハ 章 の 一 部 の み を 形成 し 全て の 型 クル アー ン の 章 の 一 部 を 形 
成す る も の で は な いと 信 じ こ ん で いる 一 部 の 人 々 の 思い 込み に 対す る 反証 と も な る 。 
聖 預言 者 は 、 更 に 「 ビ スミ ッ ラ ー ヒ ッ ラ フ マ ー ニ ッ ラ ヒー ム 」 の 節 は 全て の 聖 ク ル 
アー ン 中 の 意 の 一 部 を 成す も の で ある と 言っ た と 伝え られ て いる ( ブ ハ ー リ ー と クッ 

トゥ ニー より )。 全 て の 章 の 最初 に この 節 が 存在 する と いう こと に は 以下 の よう な 意 
味 を 持つ 。 

聖 ク ルアー ン は 聖なる 知識 の 宝典 で あり 、 神 の 特別 な 御 加 護 な くし て は 、 そ れ を 
触れ る こと は 出来 な い 。「 清 め ら れ た る 人 々 の 外 に 、 何 人 も 之 に 触れ る 能 わ ず 」 
(56:80) そのため 、「 ビ スミ ッ ラ ー」 が 全て の 章 の 始め に 置か れ 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 
聖 ク ルアー ン 中 の 神 の 知識 の 宝庫 に 近づく た め に 又 そ の 益 を 受け る た め に は 、 純 粋 
な 心 で 台 クル アー ン に 近づく だ け で な く 、 神 の 助け を 常に 祈念 せ ね ば な ら な いこ と 
を 思い 起 さ せる 。「 ビ スミ ッ ラ ー」 と いう 人 節 は も ー… つ の 重要 な 目的 も 果す 。 道 徳 や 
精神 的 事柄 に 関し た 全て の 問題 は 何ら か の 形 で 基本 的 な 神 の 美 千 で ある 「 ラ フ マ ー 
ニッ ヤ 」 ( 慈 破 ) と 「 ラ ヒー ミッ ヤ 」 (恵み ) に 関係 し て いる た め 、 各 々 の 独立 し 
た 童 の 持つ 意味 へ の 鍵 と も な る 。 実際 に 於 いて 、 こ の 節 に 述べ られ る 神 の 美徳 の 幾 
つか の 面 を 詳細 に 渡っ て 示し て いる の が 各 章 な の で ある 。 こ の 決ま り 文 句 り 「 ビ ス 
ミッ ラー」 は 聖典 に 先立つ 聖書 より 取ら れ た と いう 論争 が ある 。 セ ー ル は ゼン ド ・ 
アベ スタ を 出典 と し て いる と 主張 し 、 ロ ッ ド ウェ ル は イス ラム 以前 の アラ ブ 人 達 が 
ユダ ヤ 人 の 真似 を し 、 そ れ が 最終 的 に 聖 ク ルアー ン に 組み 込ま れ た と の 意見 を 主張 
し て いる が 、 両 者 の 見 解 共 、 明 ら か に 正しく な い 。 先ず 第 一 に イス ラム 教徒 達 は 、 


っ た と は 、 主 張 し て いな いし 、 第 二 に その 常 と う 句 が 、 賠 一 或いは 類似 の 形式 で 、 

イス ラム 以前 の アラ ブ 人 達 に 、 た と え 耳 クル アー ン 中 に 示さ れる 以前 に 使わ れ た と し 
て も 、 そ の こと が 理由 で 、 神 より 出 で し 言葉 で ある こと を 否定 する こと は 出来 な い の 
で ある 。 実際 に 聖 ク ルアー ン 中 で も 、 ソ ロモ ン が シバ の 女王 宛 に 送っ た 手紙 の 中 に 、 

この 文 旬 が 使わ れ て いる (27:31)。 イ スラ ム 教 徒 が 主張 する の は 、 聖 クル アー ン こ そ 、 
その 言葉 を そう ある べき 形 で 使用 し た 、 初 め て の 啓示 され た 了 典 で ある と どい うこ と で 
この 主張 は 未だ か つて 論破 され た こと が な い 。 ま た 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ 人 の 間 に 、 
この 言葉 が 流布 し て いた と いう の も 正しく な い 。 何 故 な ら 、 ア ラブ 人 人 達 が 神 に 対し ア 
ッ ラ フ マ ー ン の 名 称 を 使用 する の を 嫌っ て いた こと は 周知 の 事実 だ か ら で あ る 。 再度 
繰 返 す が 、 も し この 言葉 が 以前 より 知ら れ て いた と し て も 、 そ の 事実 は 、 ど ん な 民 
に も 必 ら ず 指 導 者 が 遣わ され た と いう こと (35:25) と 、 聖 クル アー ン こ そ 、 そ れ 以 前 
の 啓示 され た 聖書 に 包括 され る 全て の 永遠 に 変わ ら ぬ 真実 が 網羅 され て いる 書 で あ 
る (98:5) と いう 了 墨 ク ルアー ン の 教え の 真実 を 確証 する に すぎ な い の で ある 。 


LT 
lle 


アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ ALFathah( 開 扉 ) 


2.? す べ て の " 讃 美 * は 、 森 弘 万 の CS a SS 
象 ? の 主 史 、 ア ッ ラ ー に 届 す 。 


76:2: 6:46: 10:H: 18:2: 29:64: 30:19: 31:26: 34:2: 35:2; 37:183; 39:76: 45:37, 


? アッラー と は 、 完 全 な 美徳 を 有 し 、 想 像 で きる 如何 な る 過ち を 持た ぬ 唯 一 無比 の 存 
在 で ある 。 ア ラビ ア 語 で アッ ラー と いう 語 は 他 の 如何 な る 物 や 人 の た め に 使用 され 
る こと は な い 。 他 の 言語 で これ に 該当 する 言葉 は 全て 修飾 的 且つ 説明 的 で あり 、 
往々 に し て 複数 の 形 を 取る が 、 ア ラビ ア 語 の 「 ア ッ ラ ー」 が 複数 形 を 取る こと は 総 
対 に な い 。 ア ッ ラ ー と は 、 単 一 の 実存 で あり 、 派 生 し た も の で は な く 、 資 格 を 示す 
言葉 で も な い 。 日 本 語 で は アッ ラー に 区 敵 す る 言葉 が な いた め 、 ア ラビ ア 語 の 専門 
家 に 従い 、 翻 訳 で は その まま アッ ラー の 訳 が あて られ る 。 ア ッ ラ ー の 最も 正確 な 解 家 
と し て は 、 ア ル と は 切り 離す こと が 出来 ず 、 全 て の 完全 な る 美徳 を 有する 必然 の 結果 
と し て 何 に も 依存 し な い 存 在 に 対し 与え られ た 名 称 と いう こと で ある (Lane より )。 
3 (アク ラブ 辞典 に よれ ば )Ism (イス ム ) と いう の は 名 称 や 属性 と いう 意味 で あっ て 、 
ここ で は 神 の 実在 を 示す 御名 で ある 「 ア ッ ラ ー」 と その 属性 で ある 「 ア ッ ラ フ マ ー 
ン 」 ( 遇 正 深 き ) や 「 ア ッ ラ ヒー ム 」 (恵み 計 く ) 両 方 の 意味 に お いて 使わ れる 。 

* バー と いう 語 は アラ ビア 語 の な か で 助詞 と し て 沢山 の 意味 を 持つ 。 そ の 中 で ここ で 

最も 適合 し て いる の は 、 英語 で 言う 意味 の with で ある 。 従 っ て ビス ミ と いう 複合 3 
池 は ア ラブ の 語法 に よっ て 「…… の 名 に お いて 」 を 意味 する 。 ビ スミ ッ ラ ー の 先 に 
「 私 は 読み 始め る 」 と いう 言葉 は 無論 で ある 。 そし て 、 私 は 神 の 名 に お いて 読み 始 
め る と 意味 に な る 。 ビ スミ ッ ラ ー の 表現 の 翻訳 に は 、“ ア ッ ラ ー の 御 各 に お いて "と い 
う 表 現 は 最も わか り 易 い 表 し 方 で ある (Lane より )。 
『 アラ ビア 語 で 「 ア ル 」 (al) と いう 文字 は 英語 の 「 ザ 」 (the) と いう 定冠詞 に 相当 する 
が 、 主 題 の あら ゆる 方 向 に 全て の 位階 を 含む ほど まで 理解 力 や 完全 性 を 示す た め に 
使わ れる 。 ま た 予め に 話し 出さ れ た も の や 構想 を 指定 する よ 0 
や アラ ビア 語 で マ ド ゥ プ (Madh) と ハム ドゥ と いう こつ の 言葉 no 
味 を 表し て いる 。 と こる ろ が 、 RA 味 で も 使え る が 、 
ム ド は 真実 の 賛美 を 意味 する 。 そ し て 又 、 マ ドゥ フ (Madh) は 、 者 が 震 行 を 出来 
な い 場 合 に 使わ れる が 、 ハ ム ド ウ は 、 意 志 を は た ら か せる よう な こと だ け に 関し て 
使え る (Mufradat より )。 ハ ム ド ウ は 、 又 、 賞 讃 する 対象 を 讃 美 す る 、 拡 大 する そし 
て 名 人 准 と する こと を 意味 する し 、 ま た 、 そ れ を 与え る 人 聞 へ の へ りく だ り 、 謙 慮 さ 、 


従順 さも 意味 し て いる (Lane より )。 従っ て 、 こ こ で は 、 神 の 本 質 的 な 普 と 真実 な 讃 
美 及び 賞 護 を 表現 する ここ に 於 いて 、 ハ ム ド ゥ と いう 言葉 が 最も 適当 に 使わ れ て い 


る 。 MA ハム ドゥ と いう 言葉 は 、 神 に 関係 する こと の み に 使 われ る 。 

° アル ・ ア ー ラ ミー ン (Al-Alamin) と いう の は 、 ア ル ・ ア ー ラ ム (al-Alam) の 複数 で 、 
イル ム 人 と いう 原形 か ら 由 来 し た 語 で 、 知 る と いう 意味 を 表す 。 こ の 言葉 は 、 全 
て の 生物 や 物 に 、 そ の 創造 者 を 表す 意味 で 適用 され て いる (Aqrab より )。 ま た それ は 、 
創造 され た すべ て の 生物 や 物 だ け で は な く 、 そ れ 等 の 集合 的 な 種類 に も また 、 適 用 
され る 。 従っ て 、 ア ー ラ ムル ・ イ ンス (AlamuLIms) と いう の は 、 人 間 の 世界 、 そ し て 
アー ラム ル ・ ハ ヤ ワ ー ン (Alamul Hayawan) と いう の は 、 動 物 の 世界 を 表し て いる 
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波 


ーーーーーーーー ニ ーー 


% ま お 
3 " 氷 悲 深く 、 如 み 記 く "、 TE 


925:61: 26:6: 41:3: SS:2: 59:23. 733:44: 36:59. 


アル ・ ア ー ラ ミー ン (ALAlamn) と いう 言葉 は 人 間 や 天使 、 つ まり 理性 の ある も の だ 
け に 限っ て 使用 し て いな い 。 聖 クル アー ン は すべ て の 創造 物 に 対し て それ を 使用 し 
て いる (26:24-29 及び 41:10 節 )。 時 々 、 も ちろ ん 限定 的 に 使用 され る こと も ある 
(2:123)。 こ こ で は 、 最 も 広い 意味 で 使用 され て お り 、' ア ッ ラ ー 以 外 の も の すべ て " す 
な わ ち 、 太 陽 、 月 、 星 等 の 天体 を 含み 生物 、 無 生物 を 示し て いる 。 

「 全 て の 讃 美 は 、 森 雑 万 象 の 主 ア ッ ラ ー に 属す 」 と いう 表現 は 、 単 に 「 我 は 神 を 
賞 讃 する 」 と いう より も っ と 広く 深い 意味 が ある 。 な ぜ な ら ば 、 人 は 自分 の 知識 の 
分 だ け の 哲 讃 だ けし か で き な い 、 し か し 、 こ の 節 「 全 て の 讃 美 は 、 森 苺 万 象 の 主 ア 
ッ ラ ー に 必 す 」 は 、 人 が 知り うる 賞 讃 だ け で は な く 、 人 が 知り えな い 讃 美 が 含ま れ 
て いる の で ある 。 神 は 、 人 間 の 不 完全 な 知識 や 理解 力 と は 無関係 に 、 賞 讃 す る に 足 
る 。 更 に 、 ア ル ・ ハ ム ド ッ ウゥ (alLHamd) と いう 言葉 は 不定 詞 で あり 、 主 格 と し て も 、 ま 
た 目的 語 と し て も 両方 の 解釈 が で きる 。 主格 と し て アル ・ ハ ム ド ウ ・ リ ッ ラ ー(aL 
Hamd Lillah) と いう の は 、 真 の 賞 讃 の 贈与 権 を も つも の は 神 し か な いと いう 意味 を 表 
す 。 目 的 格 と し て 使え ば 、 そ れ は すべ て の 真 の 賞 讃 且 つ 、 如 何 な る 賞 讃 も 完全 に 
神 の み に 届 する こと を 意味 する 。 ア ル (al) と いう 定冠詞 の こと 、 注 3 を 参照 。 

当 節 は 現世 の 進化 の 法則 を 指し て いる 。 即 ち 、 全 て の 事物 は 発達 を 続け 、 こ の 発 
達 は 滞 進 的 で 段階 を て も た ら さ れ 、「 閑 貫 万 象 の 主 」 こ そ 事 物 を 段階 的 に 発達 、 
進化 させ る 存在 で ある と の 意味 を 表わし て いる 。 こ の 行い は 又 、 進 化 の 法則 は 神 へ 
の 信仰 と 矛盾 し な いこ と を も 指摘 し て いる 。 し か し 、 こ こ で 言及 され て いる 進化 の 
過程 は 、 一 般 に 理解 され て いる 進化 論 と 同一 と いう 訳 で は な い 。 進化 と いう 言葉 は 
一 般 論 的 な 意味 で 使わ れ て いる の で ある 。 更に この 斉 葉 か ら 解 か る の は 、 人 は 限り 
な く 前 進 す る た め に 創造 され た と いう 事実 で ある 。 何故 な ら 「 ア ッ ラ ー、 森 苺 万 象 
の 主 」 と いう 表現 は 、 神 は 森 座 万 象 を 低い 段階 か ら 高 い 段 階 へ と 発達 させ る と いう 
こと を 意味 し て お り 、 こ れ は 全て の 段階 が 終わ っ た 後に 、 果 て る こと の な いも う - 
内 が ある 場合 の み に 可 能 な の で ある 。 

^ ラッ バ と いう 語 は 動詞 で あり 、 次 の よう な 意味 で ある 。 彼 は 仕事 を 管理 し た 、 彼 

は 物事 を 増進 させ 、 改 善 さ せ 、 完 成 し た 。 彼 は 藍 督 し た 。 従っ て 、 ラ ッ プ と いう の 
は 次 の よう な 意味 を 持つ 。 (a) 主 、 支 配 者 、 創 造 者 (b) 維持 し 成長 させ る も の (<) 次 第 
に 完備 する も の (Maifradat 及び 、Lane より )。 他 の 単語 と 組み 合わ せら れ た 時 、 そ れ 
は 神 の 他 に 人 間 と 生物 の た め に 使え る 場合 も ある 。 
? ビス ミッ ラー と いう 表現 の 中 で 慈悲 深い と 恵み 遍 き とい う 神 の 必 性 は 、 全 章 の 意味 
の 鍵 と な る 。 そ れ ら は ここ で 特別 な 目的 、 つ まり 、 ラ ッ プ ブル ・ ア ー ラ ミー ン (Rabbul- 
Alamin、「 森 凌 万 象 の 主 」) と マー リク ・ ヤ ウミ ッ デ ィ ー ン (Malik Yaumiddinm、「 審 
判 の 日 の 主宰 者 」) の 間 の 関連 を 表す た め に 引 述 され て いる 。 


一 次 アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ Al-Fatihah( 開 扉 ) 
し ゅ まり しゃ し EP 
4. < 審判 * の 日 ? の / 生 宰 者 "。 あたり すでに つい 
5 “ 我 等 は 汐 に の み 仕え え 1 4d 泊 に の SR LE 
み 救い を 希 う 


51:13: 74:47: 82:18 19; 83:7. 48:15、 本 3 12:41: 16:37: 17.24: 4 38. の :46。 134, 21:113, 


“ディー ン と いう の は 、 返 報 や 報酬 、 審 判 や 清算 、 支 配 権 や 統治 、 服 従 、 信 教 、 な ど 
を 意味 を する (Lane より )。 

神 の 四 つ の 美徳 、 即 ち 、* 全 世界 の 主たる こと "、" 愛 に 満ち て いる こと "、“ 慈 悲 深 
きこ と "、 そ し て “ 響 判 の 日 の 主宰 者 た る こと "は 、 神 の 神 た る 礎 の 美徳 で ある 。 そ の 
他 の 美徳 は これ ら 四 つの 美徳 の 議 明 或いは 注釈 に すぎ ず 、 四 つの 美徳 こそ 、 全 能 の 
玉座 が まし ます 四 本 柱 な の で ある 。 

これ ら の 四 つ の 美徳 が 述べ られ る 順序 で 、 人 間 に 与 えら れる 神 の 美徳 が 明らか に 
され る 。 即 ち 、 ラ ッ プ ル ・ ア ー ラ ミー ン (Rabbul-Alamin、「 森 終 万 祭 の 主 」) と は 、 
神 が 人 間 を 造ら れ た の と 同時 に 、 人 聞 が 精神 的 に 前 進 し 発達 する の に 必要 な 環境 を 
も 創 ら れ た こと を 意味 し 、 ア ッ ラ フ マ ー ン (慈悲 深い 神 ) た る 美徳 は 次 に 来る 段階 で 
あっ て 、 灯 愛 に 満ち た 美徳 を 通し て 神 は 、 い わ ば 、 人 間 に 対 し その 道徳 的 叉 精神 的 
前 進 に 必要 と され る 手段 と 材料 を 手渡 され る の で ある 。 そ し て 人 が 手渡 され た 手段 
を 正しく 使う こと が 出来 れ ば 、 ア ッ ラ ヒー ム の 美徳 が 人 の た めし た こと に 対す る 報 
い を 与え て くれ る 。 そ し て 最後 に マー リク ・ ヤ ウミ ッ デ ィ ー ン (Malik Yaumiddm 
「 審 判 の 日 の 主宰 者 」) が 人 の た めし た こと に 対す る 最終 の そし て 集団 と し て の 結果 
を 生み だ し 、 然 る べく し て その 過程 が 完結 する の で ある 。 最 後 の 完全 な る 報い は 最 
後 の 審判 の 日 に 下さ れる の で ある が 、 一 時 的 な 報い は 現世 で も 与え られ る 。 但し 現 
世 で の 人 間 の 行動 は し ば し ば 、 他 の 人 間 、 王 、 支配 者 等 に よっ て 判断 され 、 報い が 
与え られ る と いう 違い が ある が 故に 、 常 に 間違い の 起こ る 可能 性 が ある 。 最 後 の 審 
判 の 日 に 、 神 が 裁き に 出 で ま すこ と は 絶対 の こと で あり 、 全 て は 神 の 手 に 委ね られ 
る 。 そ こ で は 何 の 間 違い も 、 不 当 な 罰 も 、 不 当 な 報い も な い 。 又 、「 主 宰 者 」 とい 
う 語 を 使う の も 神 が 裁 き を 与え られ る 時 は 、 定 め ら れ た 法律 に 従っ て 審判 を 下す 栽 
判官 の 如く で は な いと いう こと を 示す た めで ある 。 手当 宰 者 と し て 彼 は 己 が 好き な と 
ころ で 好き な 方 法 に よっ て お 赦し 、 上 且つ 慈悲 を あら わす こと が 出来 る 。 ディ ー ン と 
いう 語 を 信仰 を 意味 する 語 と 考え れ ば 、「 信 仰 の 日 の 主宰 者 」 と は 、 真 実 の 信仰 が 
示さ れる 時 に は 、 人 類 は 神 の 類 ま れ な る 力 の 顕現 を 目のあたり に する が 、 信 仰 が 哀 
える と 、 ま る で 、 宇 宙 が その 創造 者 で ある 主 の 手 を は な れ 何 の きま り も な く た だ 機 
械 的 に 動く だ け に な っ て し まう と いう こと を 意味 する 。 

? ヤ ウ ム と は 、 総 対 的 な 時 間 、 日の出 か ら 日 没 ま で の 間 、 現 今 を 意味 を する (Aqrab 
より )。 
0 主宰 者 、 を そし て ある も の に 対し て 所 有 権 を 持つ 者 及 

分 が 好き な よう に 扱う 力 の ある 者 な ど を 意味 する (Aqrab より )。 
I 服従 、 従 う 、 礼 拝 を 意味 を 
する 。 ま た それ は 神 の 唯一 性 を 信じ る こと 及び 、 そ の 信仰 告白 の 意味 も 表す 。 こ の 
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夫 


アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ ALFathah ( 開 扉 ) = | 


6. 我 等 を 正しい 道 に 導き 給え 3、 の 2 が 2 ECIE AI 


7. 流 が 6 恵み を 乗れ 給え し 人 々 の に こく 31 ご 3 レラ 


19:37; 36:62: 42:53, 54、 24:70: 5:21: 19:59. 


言葉 は 、 あ る 物事 に 印象 付け られ る こと の 告白 と 言う 意味 に 於 いて も 適用 され る 。 
その 意味 で 、 イ バー ダ と いう の は 神 の 属性 の 感銘 を 受け 、 そ れ を 自分 自身 に 同化 し 
て も た ら す と 言う こ を を 表す 。 
う 「 我 等 は 液 に の み 仕 え 」 と いう 言葉 は 、 人 が 神 の 偉大 な 美徳 に 気付 いた 後に 第 一 
に 心 を 動か され る の は 神 へ の 礼 捧 で ある と いう こと を 示す た め 「 流 に の み 救い を 希 
う 」 と いう 詩 葉 の 前 に 置か れ て いる 。 神 の 助け を 祈念 する の は 信仰 の 衝動 の 後に 来 
る も の で 、 人 は 神 を 礼拝 する こと を 望む が 、 そ うす る た め に は 神 の 助け が 必要 で あ 
る こと に 気付 く の で ある 。 又 、 こ の 言い まわ し の 中 の アラ ビア 語 に 複数 形 が 用 いら 
れ て いる の に は 二 つ の 重 朋 な ポイ ント が ある 。 即ち (1) 人 は この 世に 只 一 人 の 存在 で 
は な く 自 分 を 取り 巻く 社会 の 一 部 で ある 、 そ の た め 、 人 が 神 へ の 道 を 歩む お 時 に は 、 
己 の み で は な く 他 の 者 と も 連れ 立つ べき で ある こと 。 そ し て 、 ⑫) 人 は 自分 を 取り 巻 

く 環 境 を 改革 し な い 限 り 安 全 で は な いと いう こと で ある 。 

又 、 神 が 最初 の 四 行 で は 三人称 で 表わさ れ て いる が 、 こ の 行 で 突然 二人称 に な っ 
て いる こと は 注目 に 値する 。 こ れ は 、 神 の 四 つ の 美徳 を 上 防 想 す る こと で 人 に 創造 主 
を 拝 す る と いう 押さ え が た い 熱 望 が 生ま れ 、 心 か ら 神 に 献身 し た いと 強く 願う が た 
め 、 そ し て その 心 の 満足 を 得 ん が た め に 、 最 初 の 四 行 で の 三人称 が この 行 で は 二 人 
称 と な る の で ある 。 

3 白 り は 人 の 物質 的 、 精 神 的 、 ま た 現在 及び 未来 の 必然 の 全て の 分 野 に 渡っ て いる 。 
信者 は 、 真 っ 直ぐ な 道 一 最も 近い 道 を 示し て くれ る よう 祈る 。 時 々 、 人 は 真っ 直ぐ 
で 正しい 道 を 示さ れ て も 、 そ の 道 ま で 導 び か れる こと が な か っ た り 、 導 び か れ て も 、 
正しい 道 を 辿り 最後 まで 行き つく こと が 出来 な か っ た りす る 。 祈 り は 人 に 、 道 を 示 
され た こと で 、 或 い は 道 ま で 導 び か れ た と し て も それ だ け で 満足 せ ず 、 最 後 の 目 的 
地 に 到達 する まで 従い 続け る こと を 要求 する 。 こ れこ そ 、 上 正しき 道 を 示し 給え 

(90:11) 、 正 し き 道 に 導き 給え (29:70) そ し て 正しき 道 を 歩 ま せ 拾 え (7:44) と いう 意味 
を 表わす ヒダ ー ヤ (指導 ) の 意義 で ある (Mufradat 及び 、Lane より ) 。 実際 人 は あら 
ゆる 段階 で 神 の 助け を 必要 と し て お り 、 い か な る 時 に あっ て も 、 こ の 節 に 具体 的 に 
表わさ れ て いる 祈願 を 神 に ささ げ 続 け な け れ ば な ら な い の で ある 。 故に 常に 祈る こ 


限り 、 我 々 に は 祈り が 必要 な の で ある 。 

4 真 の 信者 は 、 正 し き 道 に 導 び か れ 、 幾 つか の 方 正 な る 行為 を な す だ け で 、 満 足す 
る も の で は な い 。 真 の 信者 は 、 目 標 を より 高く 掲げ 、 神 が その 下僕 に 、 特 別 の 恩 欠 
を 贈り 始め られ る 地位 を 得 よ うと 努力 する 。 真 の 信仰 者 は 、 神 が 選ば れ し 者 に 与え 
給 うた 神 の 恩 錠 の 例 を 崇め 、 彼 等 に 勇気 づけ られ る 。 し か し 単に それ だ け に 停 ま ら 
ず 、 一 層 の 努力 を し て 神 が 恩 鐘 を 与え し 者 達 の 中 に 加え られ る よう 、 彼 等 と 一 緒 に 
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道 に 、 波 の «怒り を 蒙 り し 人 々 や ? 踏 & OL EIA 
み 迷 え し 人 々 の 道 で は な く “。 


| 
| i 
問 


2:62, 9 113; S:61 79. KR 5:78; 18:103、 


な る よう 、 禄 る の で ある 。 こ れ ら の 「 恩 籠 を 賜っ た 者 達 」 に つい て は 4:70 節 で 触れ 
られ て いる 。 又 、 和 祈り は 一 般 的 で あり 何ら 特定 の 恩 鐘 に 対し 祈 ら れる も の で は な い 。 
信仰 者 は 、 神 が 役 に 最高 の 神聖 な る 恩 禄 を 与え て 下さ る こと を 懇願 し 、 神 は 、 適 切 
と 思わ れ 又 その 信者 が それ に 値する だ け の 因 鈴 を 、 神 の 御 意志 に より 与え られ る の 
で ある 。 
0 ファ ー テ ィ ム ハ 意 の 言葉 と 文章 の 配列 の 順序 は 実に 美しい 。 前 半 は 神 に つい 
て 、 後 半 は 人 に つい て で ある が 、 互 い の 色 々 な 部 分 が 驚嘆 すべ き 形 式 で 関わ り 合 っ 
て いる 。 前半 に 書か れ て いる 全て の 高貴 な 美徳 を 有する 存在 を 意味 する "アッ ラー" に 
対応 し 、 後 半 に は 、 我 等 は 、「 液 に の み 仕え 」 と いう 文章 が 配 さ れ て いる 。 熱心 な 
信者 は 神 を 何 の 欠点 も な く 全 て の 完全 な 美徳 を 所 有する 存在 と 思え ば 、 直 ち に 、 心 
の 奥底 か ら 自 ず か ら 、" 流 の み を 我 等 は 崇拝 する "と いう 叫び が わき 出る の で ある 。 又 、 
“ 全 世 界 の 主 " と いう 神 の 美徳 に 対し て は 、「 液 に の み 我 等 は 政 い を 希 う 」 と いう 文章 
が 対応 し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 神 こそ 、 世 界 の 創造 主 に し て 支持 者 、 そ し て 全 
て の 発展 の 源 で ある こと を 知れ ば 、" 流 の み に 助 け を 願い ます "と 言い 、 神 の 許 護 を 直 
ち に 求め る の で ある 。 数 知れ ぬ 程 の 恵み と 我 等 の 日 の 糧 を 惜しみ な く 与 えて 下さ る 
主 で ある 、 ア ッ ラ フ マ ー ン の 美徳 に 対応 し て "“ 我 等 を 正しき 道 に 導き 給え "の 語 知 が 配 
され て いる 。 何故 な ら 人 に 与え られ る 神 よ り の 最大 の 御 恵 み は 、 神 の 使者 達 を 通し 
て の 天 啓 に よる 導き に 他 な ら な いか ら で あ る 。 人 の な し た こと へ の 最上 の 報い を 与 
える アッ ラ ヒ ー ム の 美術 に 対応 する の は 、" 流 が 恵み を 算 れ 給え し 人 々 の 道 に "と いう 
語句 で 、 こ れ は 、 神 が 恩 鐘 を 与え 給え し 下僕 に 報い の ある 祝福 を 授け られ る の は ア 
ッ ラ ヒー ム だ か ら で あ る 。 そ し て 、「 狼 判 の 日 の 主宰 者 」 と 対 を な す の は 、"“ 液 の 篤 
り を 蒙 り し 人 々 や 踏み 迷 え し 人 々 "の 行 で ある 。 人 は 行為 を な す 時 失敗 を 恐れ る 者 で 
ある 。 故に 人 は 、「 審 判 の 日 の 主宰 者 」 た る 美徳 に 考え を めぐ らし 、 神 の 怒り に ふ 
れ ぬ よう 、 又 、 正 し い 道 を ふみ は ず さ ぬ よう 、 神 に 祈り 始め る の で ある 

当 章 の 祈り の も う 一 つの 特徴 は 、 祈り が 人 の 内 な る 本 能 に 、 全 く 自然 な 形 で 放 え 

る と いう こと で ある 。 人 に は 、 即 ち 、 従 わざ る を 得 な い 、 愛 と 恐怖 と いう 二 つ の 基 
本 的 な 動機 が ある 。 あ る 人 は 愛 に 心 を 動か され 、 又 、 あ る 人 は 恐怖 に つき 動か され 
る 。 愛 に 依っ て 行動 を する こと は 高 忠 な こと で ある が 、 実 際 に は 、 愛 が 何 の 影 響 も 
与え な い 人 々 も いる の で ある 。 そ うい っ た 人 ん 々 は 恐れ か ら 行 動 を 起こ す の で ある 。 
第 一 章 で は 両方 の 人 の 心 の 動き に 訴え て いる 。 即 ち 、 先 ず 最 初 に 「 森 羅 万 象 の 主 」 
で あり 「 慈 悲 深き 」「 恵 み 遍 く 」 愛 を 心 に ふき こむ 神 の 美徳 が 述べ られ 、 凍 る べき 
後に 、「 審 判 の 日 の 主宰 者 」 が 続き 、 こ れ が 人 に 悔い 改め 愛 に こたえ な けれ ば 、 神 
の 前 で 、 選 の 行為 の 報い を 受け ね ば な ら な いこ と を 思い 起こ させ て いる 。 こ の よう 
に 、 地 居 の 動機 づけ が 、 愛 の 動機 づけ と 並べ て 導入 され る の で ある 。 し か し 、 神 の 
慈 不 は 、 神 の 怒り より 、 は る か に 抜き ん 出 た 美 徹 で ある た め 、 唯 一 興 怖 を 呼び 起こ 
す よ う 意 図 さ れ た この 属性 で すら 、 神 の 慈悲 に つい て の 言及 を 伴っ て いる の で ある 。 
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は 、 CN NC 
許す 力 を 持つ 主宰 者 の 前 に 身 を 和 要 ね る の で ある と いう こと が 黙示 され て いる 。 
手短 か に 言え ば 、 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 痢 は 、 形 曽 上 的 知識 の 素晴らし い 宝 庫 で あ 
る 。 簡単 な 巧 つ の 節 か ら な る 短い 章 で は あっ て も 、 真 実 の 知識 と 知恵 が つま っ て い 
る 。 「 経 典 の 母 」 と 呼ば れる の も 、 こ の 章 が 聖 ク ルアー ン の 集大成 だ か ら で あ る 。 
全て の 恩 鈴 の 源泉 で ある アッ ラー の 名 前 で 始ま る この 章 は 、 神 の 神 た る 四 つ の 美徳 
の 説明 へ と 移っ て ゆく 。 即 ち 、(1) 世界 の 創造 主 で 支持 者 た る 、 (2②) 人 の 努力 に か か 
わり な く 、 人 が 生ま れる 以前 より 、 人 の 求め る 全て を 与え る 慈愛 に 満ち た 、(3) 人 の 
行動 へ の 一 番 よ い 結 果 を 決定 し 、 分 け 隔 て な く 報 い を 与え る 慈悲 深き 、 (4d) 我 等 が 我 
等 の な し た こと を その 目前 に さら さ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 そ の 被 造 物 に 対し 単 
な る 裁き 手 で は な く 、 主 宰 者 と し て 接 せ られ 、 慈 悲 を も っ て 裁き 、 許 すこ と が 良い 
結果 と な る 場合 に は 常に 許し を 与え て 下さ る 審判 の 日 の 主宰 者 で ある 、 と いう 四 つ 
の 美 稔 で ある 。 こ れ が 聖 ク ルアー ン の 一 番 始 め に 描か れ た 、 無限 の 力 と 王国 を 持ち 
限り な い 慈 悲 と 思 吸 を 与え て 下さ る 、 イス ラム の 神 の 描写 で ある 。 そし て その 後に 、 
ne NE CSN CG a 


く の で ある 。 し か し 、 角間 深 き 神 は 人 が 羽 い 存在 で 問 違い を 犯し ゃ すい こと を 、 人 
存 知 の た め 、 神 の 御 国 に 近づく 途中 の あら ゆる 段階 で 人 の 直面 する 困難 の 全て に 神 
の 助け を 願う よう 熱心 に 説 か れる の で ある 。 そ し て 最後 に 、 統 合 的 で 尊大 な 祈り が 
示さ れる 。 こ の 祈り は 、 人 が 創造 主 に 、 精 神 的 で あれ 世俗 的 で あれ 、 又 現在 で あれ 、 
未来 で あれ 、 全 て の 事柄 に つき 、 正 し い 道 を お 導き 下さ いと 嘆願 する 祈り で ある 。 
人 は 試 錬 に 首尾 よく 耐 える の み で な く 、 神 に 選ば れ し 者 達 と 同様 に 、 神 より の 惜 し 
みな い 恩 龍 を 授 か れ る よう に と 心から 願う 祈り な の で ある 。 一 生 間 違わ ず に 正しい 
道 を 歩め る よう 、 先 人 達 同様 、 主 で ある 神 に 途中 で つま づか ず に より 近づけ る よう 、 
人 は 神 に 祈る の で ある 。 こ れ が 、 聖 クル アー ン の 了 開 扉 章 の 主題 で あり 、 聖 クル アー 
ン の 中 で 色々 形 を 変え な が ら も 、 常 に 繰り 返さ れる 主題 な の で ある 。 


アル ・ バ カラ Al-Baqarah ( 牝 午 ) 
メデ ィ ナ 啓示 


題名 、 啓 示 の 日 と 背景 ー 

アル ・ バ カラ と し て 知ら れ て いる 聖 クル アー ン の 最長 の 当 章 は 、 聖 各 後 
の 初期 の 四 年 以内 に メデ ィ ナ で 啓示 され た 。 そ の 名 称 は 聖 預 言 者 自身 に よっ 
て 用 いら れ た 。 当 導 は この 名 称 を 、68-72 節 か ら 得 た も の と 思わ れる 。 そ の 分 


人 達 は 長い 間 、 和 牛 を 宗 拝 し て いる ファ ラオ 達 の 最も 残酷 な 東 縛 に よっ て エ ジ 
プ ト で 農奴 や 奴隷 と し て 生活 を お くっ て いた 。 被 支配 民族 の 通例 と し て 、 一 
般 的 に 見 られ る 傾向 に より 、 ユ ダ ヤ 民 族 も 支配 する エジプト 人 の 多く の 風習 

習慣 を 奴隷 の よう に まね て 受け 入れ る よう に な り 、 そ の 結果 と し て 和牛 に 対 


崇拝 の 対象 の 特定 の 邊 を 生け 細 に する よう 彼 等 に 求め る と 、 役 ら は 大 騒ぎ に 
な っ た 。 68-72 節 は この 出来 事 に 言及 し て いる 。 アル ・ バ カラ 以外 に 当 章 は ア 
ッ ザ フラ ー (Az-Zahra) と いう 名 称 を 持っ て いる 。 当 章 と アー リ ・ イ ムラ ー 
ン 准 は 共に アッ ザ フ ラ ワー ン (Az-Zahrawan) と いう 名 称 で 知ら れ て いる 。 そ 


よう に お っ し ゃ っ た と 報告 され て いる 。「 す べ て の も の に 頂点 が ある 。 ク ル ア 
ー ン の 頂点 は アル ・ バ カラ 章 で ある 」( テ ィ ル ミディ ー)。 読者 が アル ・ フ ァ 
ー テ ィ ハ 章 を 読み 終え て 聖 ク ルアー ン 本 文 の 研究 の 際 に 直面 する すべ て の 重 
要 な 問題 の 解答 を 表現 し て いる か ら 当 章 は アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 草 の 次 に 配置 
され て いる 。 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 童 は 他 の すべ て の 章 と も 一 般 的 な 関連 性 を 
きっ て いる が 「 正 し い 道 に 導き 給え 、 汽 の 怒り を 蒙 り し 人 々 や 踏み 迷 え し 人 々 
の 道 で は な く 、 液 が 恵み を 垂れ 給え し 人 々 の 道 に 」 と いう お 祈り の 実現 が 構 
成 さ れ て いる アル ・ バ カラ 章 と の 関連 が 特別 な も の で ある 。 お し る し に 対す 
る 説教 、 経 典 、 知 恵 や 浄 め る 方 法 で 構成 され た アル ・ バ カラ 章 は (2:130)、 こ 
の 偉大 な お 祈り に 対し て 実に 適切 で 包括 的 な 回 答 と な っ て いる 。 
主題 

当 章 の 最初 の 節 に 「 こ れこ そ は 完全 無欠 な る 経典 に し て 、 疑 惑 を 容れ ざ 
る な り 」 と 述べ られ て いる た め 、 時 に は 、 聖 クル アー ン が 当 章 で 始ま っ て い 
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る と 詩 わ れる こと も ある 。 同 時 に アル ・ フ ァ ー テ ィ ム バハ 章 が 聖 ク ルアー ン の ミ 
ニチ ュ ア (雛形 ) で あり な が ら 不 可 欠 な 部 分 と し て 構成 され 独立 且つ 独自 の 地 
位 を 獲得 し て いる (15:88) 。 こ の 長い 章 の 主題 は 130 館 に 要約 され て いる 。 当 
節 は アブ ラ ハ ム 族長 の お 祈り を 包含 し 、 そ の 中 で 彼 は 次 の こと を 実行 で きる 
よう な 預言 者 を メッ カ の 人 々 の 中 か ら 出 現さ せる こと を 神 に 懇願 し た 。 (1) 神 
の お し る し を 彼ら に 朗読 する 。 (2) 人 々 に 完全 な 法 と な る シャ リー ア を 包含 す 
る 経典 を も た ら す 。 (3) その 教え に 隠さ れ て いる 知恵 を 彼ら に 説く 。(4) そ し 
て 、 彼ら の 人 生 に 精神 的 な 変化 を 起こ す た め に ふる まい の 法則 と 規定 を 定め 、 
全 世 界 の 指導 に あたる た め に 強く て 相応 し い 民 族 に 仕立 て る 。 ア ブラ ハム が 
祈っ た 四 つ の 偉大 な 目的 は 願っ た 順 で 当 章 に 扱わ れ て いる 。 お し る し は 最初 
の 168 節 ま で 審議 され 、* 経 典 " と “知恵 "は 169-243 節 で 、 そ し て 最後 に "民族 発 
展 の 手段 "は 244-287 節 で 審議 され て いる 。“ お し る し の 朗読 ' は 聖 預 言 者 の 真実 
性 に 関す る 論証 に 言及 し て いる 。" 経 典 の 教え と 知恵 "は 当 章 に 据え られ て いる 
シャ リー ア 法 と その 基礎 と な る 知恵 や 哲学 を 指し て いる 。 そ し て 最後 に 、 ア 
ブラ ハム が 祈っ た 精神 的 な 変化 を 民族 的 な 目覚 め に 導く 法則 に 言及 し て 、 そ 
の 主題 を 明確 に させ て いる 。 

当 章 は 40 の 項 か ら 成 り 、 全 部 で 287 節 で ある 。 そ し て 、 三 つの 根本 的 な 
信仰 で 開 扉 さ れる 。 即 ち 、 神 を 信仰 する こと 、 啓 示 と 死後 の 再生 を 信じ る こ 
と 、 及 び 礼 拝 や 豆 捨 に 関す る 二 つ の 実践 法 で ある 。 そ の 他 は この 基本 や 実践 
法 の 延長 や 解釈 で ある 。 維 導 を 求め る 礼拝 に 関し て は 、 聖 クル アー ン は すべ 
て の 事実 を 包含 する 法 の 完全 な る 規約 を 与え る こと を 主張 し て いる 。 それ は 、 
以前 啓示 され た 経典 に ある すべ て の 真実 で 構成 され て いる も の だ け で は な く 、 
それ ら の 経典 に 含ま れ て いな いも の も 包含 し 、 人 間 を 精神 的 な 栄誉 の 絶頂 に 
導く こと も また 主張 し て いる 。 第 二 項 は 、 心 に 深い 根 を 持つ も の の な い 単 な 
る 言葉 だ け の 信仰 の 宮 言 を 公然 と 非難 し 、 反 対し て いる 。 然し な が ら 、 第 三 
項 は 、 実 際 に 聖 ク ルアー ン の 真実 さ を 試 め さ れ 、 確 か め ら れる よう な 標準 と 
基準 を 制定 し て いる 。 こ の 目的 を 果たす た め に 物質 的 な 宇宙 に 働く 進化 の 過 
程 へ 集中 的 に 注意 を 惹き 付け て いる 。 こ の 過程 は 精神 的 な 領域 で も 見 られ る 
こと で ある 。 そ れ か ら こ の 精神 的 な 連鎖 の 最初 の 連結 に 於 いて 、 神 は 御 旨 を 
啓示 し た 最初 の 人 間 で ある アダ ム に 言及 され て いる 。 第 四 項 で 、 聖 疾 言 者 に 
対し て 数 々 の 反対 が 立ち 上 が る と 告げ られ て いる 。 し か し 、 こ れ ら の 反対 が 
アダ ム の 真実 を けなす こと が で き な か っ た こと と 同様 、 聖 預言 者 の 真実 を け 
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な すこ と も 出来 な いで あろ う 。 第 五 項 か ら 第 十 六 項 ま で の 次 の 上 二 の 項 で は 、 
ある 意義 を 処理 され て いる 。 即ち 、 神 ご 自身 が 既に アダ ム に 示し た の に 、 ど 
うし て 次 の 新しい 啓示 の 必要 性 が あっ た の で あろ うか ? と いう 異議 で ある 。 
それ は 、 そ の 精神 的 な 体系 に お ける 進歩 的 な 進化 と 調和 し て 神 は その 啓示 を 
各 時 代 に 降 さ れ た と 述べ て いる 。 あ ら ゆ る 新しい 啓示 は 以前 の 啓示 の 改善 で 
No 彼 の 後に は 、 イ スラ エル の 人 々 
に よっ て 反対 され 、 人 迫害 を 被っ た 使徒 た ちの は な や か な 群れ が 続い て いる 。 
人 
号 を 失っ た 。 こ れ 故 に 、 聖 書 の 預言 通り 、 預 言 者 の 身分 が イシ ュ マ エル 家 に 
移さ れ て し まい 、 聖 預言 者 が 一 番 完 全 上 且つ 正確 な 近 を も っ て 、 不 毛 で や せ た 
地 の メ ッ カ で 出現 され る こと に な っ た 。 イ スラ エル の 人 々 が 預言 者 制度 が 取 
り 上 げ ら れ た た め 、 和 怒る 権利 が な か っ た の に 、 こ の こと は 、 彼 等 を 激怒 で 満 
た し た 。 彼 等 は 聖 預 言 者 に 反対 し て 、 彼 を 無 価値 に し よう と 労 を 惜しま な か 
っ た 。 し か し な が ら 、 神 の 目的 に 反対 し て も 成功 し た 例 が な い 。 

次 の 二 つ の 項 は 、 ユ ダ ヤ 人 た ちの 異議 、 つ まり 、 何 故 聖 預言 者 は カー バ 
神殿 の 利益 と な る よう に 、 前 の 預言 者 た ちの キ ブ ラ (Qiblah) を 諦め 不要 に する 
か で ある 。 彼 等 は 、 第 一 に 、 礼 拝 に お いて 戚 る 方 向 に 向かっ て いる 特定 な 場 
所 、 ま た は 、 キ ブラ (Qiblah) と し て 決め られ る 特別 な 場所 が 、 要求 され る 目標 
で は な く 、 人 々 の 団結 を 維持 し 成し遂げ る こと を 勤め る だ け で ある と 告げ ば ら 
れ て いる 。 次 に 、 ア ブラ ハム が イシ ュ マ エル の 子 ら の た め に な し た お 祈り に 
お いて 、 メ ッ カ が いつ か 彼 等 の た め に 巡礼 の 地 に な り 、 カ ー バ が 彼 等 の Qiblah 
に な る で あろ うと いう こと が 預言 され て いた 。 第 十 九 項 で 、 聖 預言 者 は その 
炉 わ し い 使 命 を 果たす た め に 不信 者 た ちか ら 猛 反対 に 遺 い 、 そ の 反対 は メッ 
カ が 陥落 する まで 続く で あろ うと いう こと に 言及 され て いる 。 第 二 十 項 は 、 
上 記 に 叙述 され て いる すべ て の こと は 無駄 な 推測 や 憶測 で な いと いう 写 高 の 
真理 に 注意 を 惹く 。 つ まり 、 天 と 地 の 実 際 の 創造 、 夜 と 昼 の 交替 や 他 の 白 然 
の 庄 現 象 は 、 そ の 宮 言 の 真実 論争 の 余地 の な い ほ ど 立 証する 。 一 方 で は 、 = 
自然 の 法 は 、 道 徳 律 の 存在 是 つ 、 そ の 中 に ある 進歩 の 展開 の 成り 行き を 強調 
する が 、 も う 一 方 で は 、 全 宇宙 が 聖 預言 者 を 擁護 し て いる よう に 思わ れる 。 
第 二 十 一 項 か ら 、 シ ャ リー ア の 探 、 及 びそ れ 等 を 基礎 と する 知恵 の 解説 が 始 
まる 。 そ し て 先ず 第 一 に 、 合 法 ( ハ ラール ) と 健全 な (タッ ヤブ ) 食べ 物 が 制定 
され て いる 。 何故 な ら ば 、 人 間 の 行動 は 心 の 状態 に よっ て 支配 され 、 そ の 精 
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神 状態 は その 人 が 食べ る 食物 に 強く 影響 され て いる か ら で あ る 。 第 二 十 三 項 
で は 、 神 を 信じ る こと 、 死 後 の 生命 、 啓 示さ れ た 経典 、 そ し て 預言 者 た ち を 
信じ る こと の イス ラム 教 の 要旨 が 述べ られ て いる 。 又 、 他 の 人 達 に 普 行 を な 
すこ と 、 崇 拝 そ し て 、 国 家 の 基 金 に 寄与 する こと も 義 し い 稔 導 の 制定 と し て 
記載 され て いる 。 こ れ 等 に 対し て 、 試 練 の も と に 忍耐 の 導 守 する こと に 従っ 
て 、 粒 重 な 約束 が 履行 され る こと が 付け 加え られ て いる 。 公明 正大 の 維持 、 
親戚 身内 へ の 正当 な 援助 、 そ し て 、 受 け 継 い だ 慣 習 は 顕著 な 場所 を 占め る 社 
会 的 な 法 を 遵守 する こと も 重要 だ と 考え られ て いる 。 次 の 項 で は 、 イ スラ ム 
的 断食 に よっ て 、 そ の 目的 が 履行 され る 信心 の 実習 を 強調 し て いる 。 第 二 十 
四 と 二 十 五 項 は 、 人 巡礼 に 関係 し た 慣習 や 儀礼 を 扱っ て いる 。 巡礼 は ムスリム 
た ち に 国家 的 統一 と 団結 を も た ら す 非常 に 重要 な 役割 を 演じ る 。 第 二 十 六 項 
は 、 重 要 視 され る べき シャ リー ア の 探 の 哲学 に 光 を 注ぐ 。 何 故 な ら ば 、 外 面 
的 な 行動 は 心 の 純粋 に 非常 に 影響 を 及ぼ すか ら で あ る 。 そ し て 又 、 一 般 に 人 
間 は 神 の た め に 時 間 や 金 を 費やし た く な いか ら 、 シ ャ リー ア の 探 を 軽視 する 
の で ある と 語ら れ て いる 。 そ し て 人 々 は その こと に つい て 上 自分 た ちの 義務 を 
忌 避 す る た め に 、 ま ずい 弁解 を する 。 実 際 、 犠 牲 的 行為 な し に 進歩 向上 は 出 
来 な い 。 従っ て 、 信 者 た ち は 骨 折っ て 得 た 富 を 神 の 道 に か け て 使う こと を 和 勧 
告 さ れ て いる 。 さ すれ ば 完全 な る 宗教 的 自由 が 樹立 され る で ある ろう 。 第 二 二 
七 項 は 、 宗 教 の 自由 が 妨げ られ た 時 、 戦 い は 義務 と な り 、 生 命 と お 人 金 の 犠牲 
が 必要 と な る こと が 告げ られ て いる 。 そ し て 、 人 々 は 時 間 を ゆっ た り と 過 ご 
す た め 、 且 つ 心 の 安心 を 求め る た め に 酒 を 楽し ん だ り 、 戦 い の 費 用 を 満た す 
金 の た め に 賭 に 頼る こと が 述べ られ て いる 。 イ スラ ム は これ 等 の 悪 習 を 非難 
する 。 次 に 、 戦 争 は 、 き ちん と 正しく 世話 を し な けれ ば な ら な いり 沢山 の 孤児 
を 生み 出す こと が 告げ られ て いる 。 従 っ て 、 こ の 点 に つい て 、 ム スリ ム は 偶 
像 崇拝 者 の 女性 た ちと の 婚約 の 約束 の 破棄 は 禁じ られ て いる 。 何 故 な ら ば 、 
それ は 、 家 庭 的 生活 の 和合 を 騒が せる か ら で あ る と 考え られ る 。 第 二 十 八 、 
ニー 二 九 、 三 十 と 三 十 一 項 で 、 当 座 の 別離 で ある 月 経 中 は 、 吉 達 と の 性 行為 を 
持つ こと は 禁じ る と 教え られ て いる 。 こ れ 等 の 教え の 次 に 、 や や も すれ ば 永 
久 の 別離 と も な りか ね る 離婚 を 抑制 する 戒律 が 述べ られ 、 そ の 次 は 、 有 乳児 の 


家 的 覚醒 と 注意 深い 特別 な 忍耐 の 原則 を 論じ て いる 。 そ れ 等 の 原則 だ け で 
人 々 は 真 の 発展 を 生じ させ る こと が 出来 る 。 そ し て 、 ム スリ ム た ち は 、 強 力 
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な 国々 の 中 で 尊敬 され る 地位 を 占め る こと を 求め る 人 々 は 真実 と 正義 の 運動 
を 奨励 する た め に 、 死 に 向かう こと を 用 意 し な けれ ば な ら な いと 告げ られ て 
いる 。 第 三 十 四 項 で 、 人 間 は この 世に 一 時 的 に 留まる が 、 自 分 の 創造 主 と の 
真 の 関係 を 確立 する た め に 骨 身 を 惜しん し ん で は な ら な いと いう こと に 言及 され 
て いる 。 そ し て 、 こ れ は 神 の 属性 に つい て 深遠 な 限 想 の み に よ っ て 可能 で あ 
る 。 次 に 、 聖 預 斉 者 に よっ て 、 ア ー ヤ トル ・ ク ルス ィ ー(AyatulLkursiyy) と 名 
づけ られ た クル アー ン の 節 の な か で 一 番 そ し て 最も 高尚 な 節 に 於 いて 、 神 の 
属性 に 関し て 簡潔 な 、 し か し 、 非 常に 包括 的 な 斉 及 が な され て いる 。 そ し て 
この よう な 高 沿 で 崇高 な 属性 の 持ち 主 と 関 係 を 創立 する こと は 強制 的 で は な 
いと 語ら れ て いる 。 次 に 第 三 十 五 項 で 、 個 人 的 に 人 々 は 神 の お 陰 に よっ て 、 
道徳 的 正義 を 直接 に 受け る こと に 対し て 、 国 々 に 徳 義 の 転換 が 使徒 た ちの 尽 
力 を 通し て 生ずる こと で ある と 告げ られ て いる 。 そ し て 、 こ れ 等 の 両方 の 改 
革 は アブ ラ ハ ム の 子孫 の 中 で 四 度 な され る こと が 定め られ て いる こと を 暗示 
し て いる 。 次 に 、 共 同 の 骨折 り と 全国 家 的 な 協力 の いずれ も 、 国 家 的 規模 に 
お ける 道徳 の 転換 の た め に 必要 で ある と 語ら れ て いる 。 申 し 合わ せ ど と 共 同 の 
努力 、 及 び 真 の 信者 達 の 相互 の 協力 の 結果 は 彼 等 の 犠 性 を は る か に 超過 し て 
いる 。 それから 、 利 息 に 基礎 を 置い て いる すべ て の 取引 は 厳し く 禁 止 さ れ て 
いる 。 そ し て 、 利 息 に 基づく や り と り は 、 神 と 使徒 に 対し て 戦い を 遂行 する 
こと と 同等 と し て 、 弾 効 され て いる 。 何故 な ら ば 、 利 息 を 基礎 に 置く 取引 は 
互い に 助け 合う 心 と 人 間 同 士 が 善い こと を な すこ と に 逆らう か ら で あ る 。 更 
に ムスリム た ち は 、 進 歩 は 利益 な し で は 可能 で は な いと の 懸念 を 抱く べき で 
は な いと 告げ られ て いる 。 神 は 、 利 息 を 得 た り 取 っ た りす る 国々 は 結局 破壊 
され る と 定め た の で ある 。 次 に 、 互 い に 助 け 合っ た り 療 を な し た りす る 一 つ 
の 手段 は 貸付 金 の 手付 金 で ある と 語ら れ て いる 。 し か し 貸借 金 の すべ て の 取 
引 を 正確 に 記録 され る べき で ある と 述べ て いる 。 当 章 は 、 上 述 の 説 示 は 人 々 
に 最善 是 つ 最も 安全 な 道徳 の 転換 を 惹き 起こ す た め に 必要 で ある こと に 対し 
て 、 道 徳 の 基準 に 引き 上 ば げ る 最も 確実 な 方 法 及 び 、 道 人徳 の 転換 を 引き 起こ す 
最善 且つ 最も 安全 な 、 そ し て 最も 確実 な 方 法 は 、 役 等 は 神託 を 確実 に 遵守 し 、 
神 の 属性 を 絶え ず 心 に 留め 、 心 か ら 捧げ る 礼拝 に よっ て 神 の 助け を 提 し 求め 
る べき こと で ある と いう 美しい 留意 で 完結 し て いる 。 

要する に 、 こ れ は 聖 ク ルアー ン で 一 番長 い 章 の 主題 の 概要 で ある 。 そ し 
て 、 聖 預 詩 者 は アブ ラ ハ ム 族長 の 祝 願 を か な えた こと を 、 一 般 的 に は 不信 者 
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た ち に 、 そ し て 特に 経典 の 民 に 激しく 自覚 させ て いる 。 従 っ て 、 も し 聖 預言 
者 が 拒否 され る な ら ば 、 ア ブラ ハム は 嘘つき や 詐欺 者 と みな され て し まい 、 
その 結果 と し て 、 モ ー ゼ の 律 法 も キリ スト 教 も また 偽り と 虚偽 の か た まり と 
称 さ れる で あろ う 。 遠 向 し に イス ラム の 神託 の 真実 を 全 世 界 が 受け 入れ る こ 
と は 明確 で ある 。 な ぜ な ら ば 、 人 間 の 創造 は 偉大 に し て 宗 高 な 目的 を 持ち 、 
その 目的 は 聖 ク ルアー ン に 具体 化 さ れ て いる 神託 を 信じ る こと に よっ て 虹 た 
され る か ら で あ る 。 聖 クル アー ン の み が 正 し い シ ャ リー ア ( 控 ) を 包含 し 、 そ 
の 控 と 知恵 の 哲学 に 光 を 注ぐ 。 そ れ を 信じ る こと 及び 、 実 行 す る こと の み に 
よっ て 、 心 の 清浄 と 神 の 認識 が 得 ら れる 。 


El 
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アル ・ バ カラ Al-Baqarah ( 牝 牛 ) 
節 数 287、 メ ディ ナ 啓 示 


あま ね ン ン 1 
1.? 慈 甘 恵み 退く アッ ラー の SM Dee 
8 深く 、 み 遍 く ア ッ Os er 
御名 に お いて 。 
0 ペー ペニー 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム *。 殿 ol 


や アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム の よう な 略語 は (アラ ビア 語 で ) ア ル ・ ム カッ タ ア ー ト (分 
か ち 書 き し て 切っ て 読む お ) と し て 知ら れ て いて 、28 章 ま で の 初め に 書か れ て いる 。 ま 
た この 略語 は アラ ビア 文字 の 一 語 か ら 五 語 ま で の 語数 か ら 成 っ て いる 。 この よう な 略 
a は 次 の 十 四 語 で ある 。 ア リフ 、 ラ ー ム 、 ミ ー ム 、 サ ー ド 、 ラ ー、 カ ー フ (Ka)、 

、 ヤ ー、 ア イン 、 タ ー、 ス イィ ー ン 、 ハ ー、 カ ー フ (QRD、 ヌ ー ン 、 こ の うち カー 
J ン は カー フ 音 と カラ ム 章 の 初め に だ け 書 か れ て いる 。 その 他 の 語 は それ ぞ れ 
決ま っ た 章 の 初め に 二 つ ま た は それ 以上 の 組合 せ で 書か れ て いる 。 アラ ビア 人 の 間 で 
ムカ ッ タ アー ト の 使用 が 流行 し て いる る 。 詩 や 会 話 に 使用 され て いる 。 あ る アラ ビア の 
矢 人 は 次 の よう に 庄 う 、 ク ルナ ー・ キ フィ ー・ ラ ナー・ フ ァ カ ー ァ アト ・ カ ー フ (Qulna 
Qif Lana,Fqalat Qaf) 好 ち 、「 我 等 は 彼女 に 云っ た 、 我 等 の た め に 留 ま れ 。 彼女 は 云っ 
た 、 私 は 留まっ た 」。 カ ー フ (Q&D と いう 文字 は 、 KAN RE EN 
そし て また 、 ク ルト ビー に よっ て 聖 預言 者 の 伝承 が 次 の よう に 伝え られ て いる 。 
ファ ー・ ビ ッ サ イフ ィ ・ シ ャ ー」 即ち 、 剣 さえ あれ ば 矯正 する に は 充分 We 
ー と は シャ ー フ ィ ア ン を 表す 。 現代 の 西洋 、 そ し て また その 物まね を する 東洋 の 国々 
で は 省略 語 は と て も さか ん に な っ て 広まっ て いる 。 すべ て の 辞書 に その 一 覧 表 が 述べ 
られ て いる 。 ム カッ タ ア ー ト は 神 の 届 性 に 対す る 員 語 で あり 、 各 章 の 初め に 書か れ て 
いて その 主題 を あら わす と と も に 、 そ れ ら に よっ て 示さ れる 神 の 属性 に 深い か か わり 
を も っ て いる 。 賠 語 は 諸々 の 章 の 初め に 無 意 味 に つけ て いな いし 、 略字 の 組合 せ に も 
意味 が ある 。 それ ら の 異な っ た 組合 せ の 間 に 層 大 で 深い 関連 が あり 、 その 作成 され た 
文字 も 特定 の 目的 を 果たす 。 略 文字 で 始ま ら な い 章 の 主題 は 従属 的 で 、 そ の 前 の 省略 
文字 の ある 章 の 主題 に 従う 。 省略 文字 の 解説 され た さま ざま な 意味 の 中 で 、 二 つ が よ 
り 正 確 で ある と 考え られ る 。(a) 各 文字 が 確定 の 数 値 を 有する (arir より )。 ア リフ ・ ラ 
ー ム ・ ミ ー ム の 文字 は 71 の 数 値 に 価 す る ( ア フ の 有する 数 値 は 1 で 、 ラ ー ム は 30 に 
価 し 、 そ し て ミー ム は 40 に 価 す る )。 従 っ て 、 当 章 の 初め に アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム を 
配置 する こと は 、 当 章 の 主題 つま り 、 初 期 の イス ラム 教 の 特別 な 強化 が 完全 に 現れ る 
た め に 71 年 間 が か か る こと を 意味 する 。(①) 上 記 で 示さ れ た よう に 、 そ れ ら は 神 の 特 
定 の 属性 を 表す 略語 で あり 、 略 文字 の ある 章 の 主題 が 、 そ の 特定 の 略 文字 に よっ て 示 
され る 神 の 属性 と 関連 され て いる 。 従っ て 、 こ こ に 配置 され た アリ フ ・ ラ ー ム ・ 
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Ai 

3. これ こそ "は 完全 無欠 な る “の 経 典 き 
に し て 、 “疑惑 を 容れ ざる な り "。 尋 1 
殴 者 た ち ? へ の 矯 導 な り 、 ON 


2:24; 10:38; 32:3: 41:43. 82:186; 3:139: 31:4. 


ム と いう 略 文 字 が 、 聖 クル アー ン の 3、29、30、31、32 の 各 音 で は 「 我 は 全能 の アッ 
2 の 意味 で ある 。 そ れ は イブ ン ・ ア ッ バ パー ス と イブ ン ・ マ スウ ー ド に よっ て 支 
持 さ アリ フ は アナ を 示し 、 ラ ー ム は ア i そし て ミー ム は アー ラム (と 
NN や また 、 何 人 か に よれ ば 、 ア リフ は アッ ラー を 示し 、 ラ ー ム は ジブ リー 
ル を 示し 、 そ し て ミー ム は ムハンマド を 示し 、 当 章 の 中 心 と な る 主題 は ど ブ リー ル に よ 
っ て 、 ア ッ ラ ー か ら ム ハン マ ド に 接 け られ た 神聖 な 知識 で ある こと を 暗示 する 。 こ れ ら 
の 省略 文字 は 聖 ク ルアー ン の 啓示 に お ける 絶対 必要 な 部 分 で ある ( プ ブ ハ ー リ ー よ り )。 
ザー リカ (Dhatika) と は 、 本 来 " そ れ " と いう 意味 で 使用 され て いる 。 し か し 、 時 に は 、 
“これ "と いう 意味 で も 使用 され る (Aqrab より )。 叉 、 時 に は 留意 させ る 主題 の 高位 や 
品位 を 暗 に 示す た め に 使わ れ て いる 。 こ こ で は 、 経典 を 意味 し 、 読 者 に と っ て 非常 に 
高貴 で 立派 な 勲功 の ある こと を 示す (Fath より )。 
A アル (al) と いう 前 置 詞 は 、 英語 の 定冠詞 *the" と 同じ で 、 読者 に 明確 な 目的 を 表示 す 
る た め に 使用 され る 。 こ の 意味 で ザー リカ ル ・ キ ター ブ (Dhalikal kitab) は 次 よう に 意 
味 し て いる 。 こ れこ そ は 完全 無欠 な る 経典 な り 、 又 は これ こそ は 経典 、 つ まり 約 東 さ 
れ た 経典 な り 。 当 前 置 詞 は また 、 あら ゆる 可能 な る 属性 を 特有 の も の に 組み 合わ せる 
た め に も 使わ れ て いる 。 従っ て 、 こ の 表現 は 、 こ れ は 完全 な る 経典 が 持つ べき あら ゆ 
る すばらし い 資 質 を 包含 する 経典 で ある こと を 意味 する 。 又は 、 これ こそ 唯 一 完全 な 
る 経典 で ある こと を 意味 する 。 
や ライ ブ と は 心 の 不安 、 疑念 、 苦悩 、 不 幸 、 悪意 、 責任 転嫁 、 中傷 を 意味 する (Aqrab 
より )。 こ の 文 音 g は 今 まで に 聖 クル アー ン に 疑念 を も っ た 人 が ひと り も いな いと いっ 
て いる わけ で は な い 。 た だ この 教え は 道理 に か な っ て いる の で 曲解 せ ず に 正しく 考え 
れ ば 、 確 か な 指針 と な り 、 平 安 が 与え られ る と 言っ て いる 。 
ムッ タキ ー( 正 し い 者 ) は ワカ ー と いう 語源 か ら 出 た 言葉 で 、 災難 か ら 守 る 意味 が あ 
る 。 ウ ィ カ ー ヤ と は 盾 を 意味 し 、 イ ッ タ カー・ ビ ヒー と は 、 彼 は その 人 や 物 を 盾 と し 
て 利用 し た こと を 意味 する (Lane より )。 聖 預 党 者 の 卓越 し た 弟子 の ウ バ イー・ ビ ン ・ 
カー ブ は 、 タ クワ ー と いう 語 を 次 の よう に 適切 な 例 を 挙げ て 説明 する 。 つま り 、 ム ッ 
タキ ー と は 、 丈 や 茂み の ある 道 を 用 心 深く 歩き 、 自分 の 衣服 が その 枝 な ど に 引っ 掛か 
り 裂 けら れ な いよ うに 注意 を する 者 で ある (Kathir より )。 従っ て 、 ム ッ タ キー と は 、 
罪 に 対し て 自分 自身 を 護り 、 その た め に 神 を 盾 や 保護 者 と な し 、 自分 の 義務 に 注意 深 
い 者 で ある 。「 明 散 者 達 へ の 稚 導 な り 」 と いう 語 は 聖 ク ルアー ン に 記さ れ た 導き は 際 
限 の な い 導き で ある こ と を 含 落す る 。 聖 ク ルアー ン は 、 人 々 に 無限 の 精神 的 向上 へ の 
導き を 与え 、 神 の 恩 科 に より ふさ わし い 者 と な る よう 導く 。 
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二 章 アル ・ バ カラ ALBaqarah( 牝 牛 ) 一 伏 
GEE HARIRINGIARICECIG ESRI ERR EIEIO RR RIER ESRC RSE SEER ENSEGRERCE RIRSE KEIR GEIR REE ROSACEAE SRE AER EIGER SREERER CEE ER 


4. “見 る あ た わざ る も の % を 信じ 、 0K5 3 の お 3 
5 礼拝 を 遵守 し ず 、 “われ ら が 彼 等 に 与 3 ン っ 2 4 ぅ っ 99 る ン ン の ング る り る 
え し 滋養 物 の 中 か ら 施 す 者 た ち 。 OO お ス を うに 。 53 


5. また 、" 牧 に 啓示 せ し も の 全 、 並 びる 4 31 に ヒュ て) 和 お そる 骨 5 
に 溢 以 前 に 啓示 せる も の 人 を 信じ 、 時 a 


45:95: 6:104; 21:50; 35:19; 36:12: 50:34; 57:26: 67:13. 82:44,84, UL: 4:78;5:56: 8:4: 971; 20:15: 27:4: 30:32; 31:5: 73:21 
“2:196,255,263,268; 3:93: 8:4; 9:34; 13:23; 14:32; 22:36; 28:55; 32:17; 42:39. の の:137.286: 3:200; 4:61, 137, 163; 5:60. 


アル ・ ガ イー ブ (Al-Ghaib) と は 、 隠 れ た も の 或いは 、 見 えな いも の 、 見 る こと が 出 
来 な いも の 、 不在 ま た は 、 遠 ざか る を 意味 する (Aqrab より )。 神 、 天 使 や 末日 は す 
べ て アル ・ ガ イー ブ (AI-Ghaib) で ある 。 そ の うえ 、 聖 クル アー ン で 利用 され た この 語 
旬 は 、 想像 上 で 実在 し な い 物 を 示し て いる の で は な く 、 隠 れ て いる の に 実在 する も の 


イス ラム は その 信者 達 が 不思議 な 信仰 を 無 閣 に 信ずる こと を 強要 する と いう 考え は 
間違い で ある 。 こ の 語 の 示す も の は 、 人 知 を 越え て いる が 、 そ れ に も か か わら ず 理 性 
や 散 虚 で 確証 され 得る も の で ある 。 認知 で き な い も の 、 知覚 で き な い も の が 必ず し も 
非合理 と は 限ら な い 。 イス ラム 教徒 が 信じ る べき 「 見 る あ た わ ざる も の 」 の 何一つ と 
し て 理 に 反する も の は な い 。 世界 に は 知覚 で き な く と も その 存在 を 否定 で き な い 未知 
な も の が た くさ ん ある 。 

323「 札 拝 を 遵守 し 」 は 定め られ た 法則 すべ て に 従っ て 祈 著 式 を 行う と いう 意味 で ある 。 
礼拝 は 人 間 の 神 に 対す る 内 な る 関係 を 外 に 向っ て 表現 する こと で ある 。 それ 以上 に 神 
の 恩 鐘 が 心 ば か り で な く 身 体 を も 包む こと で ある 。 だ か ら 心 身 相 伴っ て 完全 な る 礼拝 
が 可能 と な る 。 心 身 な く し て 真 の 霊 的 礼拝 は 守れ な い 。 霊魂 に よる 礼拝 は 中 身 で あり 、 
肉体 に よる 礼拝 は その 器 で ある 。 中 身 は その 器 な くし て は 保存 され 得 な い 。 器 が 壊さ 
れれ ば その 中 身 も 同様 の 道 を 辿る 。 

ぞ リ ズ ク と いう 語 は 、 人 間 が 神 に よっ て 授け られ た 物質 的 や 非 物質 的 な も の すべ て を 
包含 する 意味 で ある (Mufradat より )。 当 節 で は 三 つ の 事柄 を 人 間 の 霊 的 議 福 の 三 つ の 


が ある こと を 信じ る べき で ある 。 た と えば 、 人間 は 正義 感 を も っ て いる と 信じ られ る 
こと で も わか る 。 (2) 天地 創造 を 考え て も すばらし い 秩 序 と 計画 が ある 。 そ の 思い が 
創造 主 の 存在 を 確信 させ 、 人 間 を 制 し て いる 神 と の 真実 の 交わ り を 切望 させ る 。 この 


い を 確立 で きた な ら 、 そ の 人 は 進ん で 同胞 に 仕え を たく な る で あろ う 。 

2 悪 預 言 者 を 信じ る こと が 、 こ の 中 心 に な っ て いる (2.286:4:66.137) 。 

分 イス ラム は 、 その 信徒 に 、 先 の すべ て の 預言 者 達 の 鶴 導 の 神 性 の 起源 を 信じ る こと 
を 義務 づけ る 。 何 故 な ら ば 、 神 は すべ て の 民族 に 預言 者 達 を 遣わ し た か ら で あ る (13:8, 
35:25) 。 
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一 維 アル ・ パ バカ ラ AL-Baqarah( 牝 生 ) 二 章 


g 笠 才 因 く 信ずる 者 た fe 59 イア 
つっ 来 世 や を 固く 信ずる 者 た ち 。 LC SIUS 
イップ ラガ 2 A 
OVE Hn oa 


6. これ ら の 人 々 こそ 、 己 が 主 より の 19 

5 導き に も と づき 、 ま た <“ 彼 等 こそ は 必 IEEE 

ず 成 功 す る 者 な り 。 2 る 

7. げに 不信 せ し 者 ども は 、“ 溢 が 彼ら PE | pp 0 り 
を 警告 する も 、 せ ざ る も 、 彼 等 は 信 せ 


8. 0 ER a 
、 そ し て 彼 等 の 眼 に は 底 義 あ り 。 1 ンチ 遇 
だ 貢 苦 あ り 。 I EE EES 


& OE る | 人 
二 項 


% また 人 々 の 中 に は 我 等 は ほ ア デッラ 3 396 し UI は 毅 2625 

ー と 末日 を 信 ず 」 と 云う 者 あり 、 彼 等 、、 

は 信者 に 非 ざ る に も か か わら ず %。 OO の じゅ | 
96:93: 27:4: 31:5. 2:158: RON i 0 2 6:26, 47; 7:102.180: 10:73: 


人 ダ アル ・ ア ー ヒ ラ (AI-Akhira) と は 、(① 最終 地 す な わ ち あの 世 で また 、(2) 従う べき 啓 
示 の こと 、 を 意味 する 。 第 2 の 意味 で は 聖 ク ルアー ン 62:3.4 節 に 記述 され て いる 聖 預 
詩 者 の 二 回 に わた る 降 了 区 に つい て の 箇所 で 詳 述 され て いる 。 一 度目 は 7 世紀 に お ける 
: ムハンマド の 到来 で あり 、 その 時 聖 ク ルアー ン が 神 か ら 聖 預 斉 者 に 啓示 され た 。 

二 度 目 は 、 近年 に お ける 彼 の 弟子 の 一 人 の 到来 を 指す 。 即ち アフ マデ ィ ア 運動 の 創始 


者 で あり 約束 され た 救世 主 で ある アフ マ ド そ の 人 で ある 。 
ERA 6 け まい が 気 RR RL 


人 器 人 CAE RS 
真実 を 理解 し よう と する 心 と 耳 を も つこ と を 拒ん で いる 。 そ の 結果 彼 等 が 聞い た り 、 
理解 し た りす る 力 は 失わ れる と 述べ て いる 。「 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 心 と 耳 を 封じ 」 の 人 句 
で 述べ られ て いる よう に わざ と 無関心 に な れ ば 当然 それ だ け の 結果 に な る 。 すべ て の 
法 は 神 に 由来 し 、 す べ て の 理由 は 当然 神 の 意志 に 従属 する の で 信仰 を 持た ぬ 者 の 心 と 
耳 を 閉ざす の も 神 に 帰す る 。 


8 神 と 終末 の 日 が 来る こと だ け を 信じ て その 他 の イス ラム の 信仰 を 忘れ て いる こと 
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10. 彼 等 は アッ ラー 並び に 、 信じ た る "1 ご 2313 6 の 88 
人 々 を 2“ 欺 か ん と する 3 され ど 彼 等 っ ンプ ライ ~~ ン ン か ジラ ン 

は 己 自 身 を 央 くに 外 な ら ず 。 し か し 彼 ーー YN DDFs に 5 
等 理 得 る な te と ン ラー ラタン ン 
等 は 理解 し 得 ざ る な り @6 ‘G5 


Hi. * 彼 等 の 心 に は 病 あ り 。 され ば 、 ア ーー 区!243359 る 2 で 3 
ッ ラー は 彼 等 の 病 を 重 か ら し め た り 。 。。 』。 レ 。。 レン ェ ノ レー 
9。 消し て 彼 等 に は 痛ま し い 責 苦 あ ら Ip うつ は そこ が 5 し ろう 2 
ん 、 彼 等 が 能 を 言い た る ゆえ に 。 90883% 


12. 面 し て 、 彼 等 に 向かっ て "大地 に みみ Il95 て 才 Y:3.5513 
臓 乱 を 起こ す な か れ 」 と 云わ れる と 、 A 
彼 等 は 云う 、「 我 等 は た だ 秩序 を 正 さ OO 
ん と する 者 な り 」。 「 - 
13. 用 心 せ よ 、 彼 等 こそ は 騒乱 者 な ぉ c1? この 822 引 る と る 51 
り 。 し か し 彼 等 は 理解 し 得 ざ る な り 。 の 
⑤O の うう 
14. また 彼 等 に 向っ て 「 信 ぜ よ 、 人 々 13 ZOS に 
が 信 ぜ し 如く 」 と 云わ れる と 、 彼 等 は 


U4: 143. 05:53; 9:125: 74:32. "2:28.221. 


を 意味 し て いる 。 イ スラ ム の 信仰 形式 で は 神 を 信じ る こと が 最初 に 出 て くる 事柄 で あ 
り 、 終 末 を 信じ る こと は 最後 に 出 て くる 事柄 で ある 。 そ の 両者 を 信仰 告白 すれ ば 、 そ 
の こと 自体 で すでに イス ラム の 他 の 事柄 を 信仰 告白 し た こと に な る 。 ここ 以外 で も 終 
末 を 信じ る こと は 聖典 を 信じ る こと 同様 、 天 使 を も 信じ る こと で ある と 聖 ク ルアー ン 
は 述べ て いる (6:93)。 

ハー ダ ア フー(Khada'a-hn) と は 、 彼 は 、 捜 し 求め た 又は 、 彼 を 欺く こと を 望ん だ が 、 
その 企 て は 、 成 功 し な か っ た を 意味 する 。 ハ ダ ア フー(Khada'a-hn) は 、 彼 は その 人 を 
裏切る こと に 成功 し た 、 を 意味 する 。 つ まり 、 彼 は その 人 を 見 捨て た 、 又 は それ を 見 
捨て た で ある (Baqs より )。 前 の 言葉 は 、 或 る 人 は いま だ その 希望 を 達成 し て な か っ 
た 場合 使用 され 、 後 者 は 、 そ の 希望 を 達成 し た 場合 に 使用 され る (Lane より )。 

39 神 は イス ラム 教徒 を 守っ て いる と いう 神 兆 を た くさ ん 示さ れ て いる 。 その 神 兆 は 次 
第 に 力 を 増し て きた の で 偽 普 者 た ち は 次 第 に イス ラム 教徒 を 刀 れ は じ め て きた 。 その 
結果 彼 等 は ます ます 備 善 の 度 を 増し た 。 
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云う 、「 愚か 者 た ち が 信 じ た る が 如く 
我 等 も る 信 ぜ よ と な ?」。 用 心 せ よ 、 げ 
に 愚か な る 者 、 そ は 彼ら な り "。 され 
ど 彼 等 は 知ら ず 。 


15. 面 し て 、 彼 等 は “信じ た る 人 々 に 


) 
FT 


本 YE A 
DORIY S34 3 


> っ | 
NY 


3 GR C3 HS 


会 えば 「 我 等 は 信 ず 」 と 云う 5。 され ど 
不 時 な 仲間 だ け に な れ は 、 役 等 は さっ 286 dE 
う 「 我 等 は お 前 補 の 仲間 な り 。 げ に ip 

% 我 等 は た だ 愚 弄 する な り 」 と 。 S03 i 
16. < アッ ラー は 彼 等 の 喘 り を 罰 し や で 32 る 3 うる 、 タ 人 
彼 等 を 猫 予 し "4、 < 彼 等 を その 迷い た 2 
る 反逆 心 の まま に 任せ し めん 4。 OO こじ めど 

92:77: 3:120: 5:62.29:64、65. "9:79: 11:9; 242. 96:J1 7:187: 10:12. 


偽善 者 は イス ラム 教徒 を と り 思 かれ た 思 


に 生命 と 財産 を 捧げ る こと は 無 意 味 と 考え て いる 。 し か し 


遇 者 の 一 団 と みな し て いる 。 道理 の な いも の 
、 彼 等 こそ が 愚者 で あり 、 


CE NN こと は 確か で ある 。 
* シ ャ ヤー ティ ー ン と は 、 首 謀 者 達 を 意味 する (イブ ン ・ ア ッ バ パ バース 、 イ ブン ・ ア ス 


の ド 、 カ ター アダ と ムジ ャ ー ヒ ド よ り ) 
ン ( サ タン ) で 、 
三 人 の 乗り 手 は 、 組織 体 と な る と 言 きわ れ た 、 
ジャ イタ ー ン は 、 


悪行 に 対す る アラ ビア 絆 で ある 大 行 の 昌 り は 、 悪 その も の の た め に 使わ れ た 


て 示さ れる こと も ある 。* 


包 害 に 対す る 報復 は 、 そ れ と 同じ 危害 な り "(42:41) 。 


。 聖 預 常 者 は 、 孤 独 な 騎手 は 、 シ ャ イタ ー 


二 人 組 の 乗り 導 も シャ ヤー ティ ー ン (サタ ン 達 ) で ある 。 然 し な が ら 、 


と 報告 され て いる (Dawud より )。 聖 伝 は 、 


必ず し も 悪魔 を 意味 する 必要 は な いと 擁護 し て いる 。 
や ヤス タフ ズ ィ ウ ・ ビ ヒム (Yastahgi'u bi-him 


) と は 、 彼 等 を 六 す る で あろ う を 意味 する 。 
言葉 に よっ 


有名 な 


アラ ビア の 詩人 アム ル ・ ビ ン ・ ク ルス ー ム は 言っ て いる 。 ア ラー ラー ヤジ ュ ハ ラン ア 
ハ ド ゥ ウゥ ン アラ イナ ー・ フ ァ ナ ジュ ハル ファ ウ カ ジャ ブフ リル ジャ ー ヒ リー ナ 、 つ ま 


り 、 用 心 せ よ 、 


誰 も 我 等 に 逆 ら っ て 不 案 


内 な 危険 を 冒す べき で な い 。 


先立っ て 我 等 が 


大 な る 無知 を 見 せる で あろ う 。 つ まり 、 我 等 は 、 彼 の 無知 に 復讐 する (Muallagat より )。 


4 ここ で は 、 神 が 猫 予 を 与え て 偽善 著 の 罪 が 深まっ て ゆく の を 許し て いる 
っ て 解釈 すれ ば 35:38 節 と 矛盾 し て し まう 。 そ こ 
で は 神 は 信仰 を 持た な い 者 に 改心 する 猫 予 を 
4 ウム ユン と は 、 NT 


ー きき 
3 


いる の で は な い 。 も し その よう 【 


(Al-Amah) は 、 精 神 育 を 
味 す る (Aqrab より )。 


意味 し 、 


と いっ て 


許し て いる と 述べ られ て いる 。 
ー に 起源 を 有する 。 ア ル ・ ア マ 
・ ア マー (Ama) は 、 精 神 も 肉体 も 盲目 を 意 
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17. 彼 等 こそ は 御 導き の 代り に 邪道 ULAR に EU 一 
を “選び し 者 な り %。 さ れ ば その 取引 6 
は 彼 等 を 何 も 准 する こと な く 、 ま た 人 彼 2L そ = っ ビ 528 に 3 こう じ 3 
等 は 決し て 正しく 導 か れ ざ る な り 。 A 


18. 彼 等 の こと を た と うれ ば 、 火 を 灯 KTS に 人 5 
し た る 者 の 如 し 、 "辺り が 明る く な り 上 2 2 
た る や 、 ア TD HC LSI 


rs に 37 S33 
彼 等 は な に も 見 得 ざ る な り 。 2 
19. 彼 等 は 、< 艶 で 画 で 盲 な り 。 さ れ NN 923 i 
ば 引き 返す こと か な わ ず 3。 

20. 或いは 、 “暗雲 た れこ め 、 雷 、* 稲 る JE どる SE a IE 
妻 を と も な いて 天 よ り 降 り し きる 豪 > と 500 の 
や の 如く な り 。 役 等 は 死 を 居れ っ し 216 寺 5 83938 
2:87、176: 3178: 14:4 16:108. 56:40、123: の 2:172: 6:40: 7 は 180: 8:23: 10:43; 11:25; 17:98; 21:46; 27:8 30:53,54; 43:41. 
6:40, 123: 24:41.613:13) 24:44: 30:23. 

35 (1) よ き 導 き を 捨て て 代わ り に 誤り を と る 。 と の 意味 で ある 。(2) よき 導き と 誤り の 
両方 な 与え られ る が 、 誤 り を と り 、 よ き 導 き を 拒む と の 意味 で ある 。 
や 「 火 」 と いう 語 は 戦争 の 意 を も つこ と が ある 。 こ こ で 「 火 を 灯 し 」 と いう の は 備 立 
者 が 信仰 を 持た ぬ 者 達 と 共謀 し て イス ラム 教徒 に 対し て 戦争 を し か ける と いう 意味 
で 使わ れ て いる 。「 火 を 灯す 」 は 、 他 に 聖 預言 者 が 神 の 命 に より 聖なる 光 を 灯す と い 
う 意 味 で 使わ れ て いる 箇所 も ある 。 彼 は 次 の よう に 語っ た と 伝え られ て いる 。『 私 を 
例 う れ ば 、 火 を 灯す 者 の よう で ある 』( ブ ハー リー より )。 
” この 表現 は 、 偽 普 者 た ち は 、 彼 等 の 失っ た 影響 を 再 確立 する た め 戦 い を 扇動 する こ 
と を 意味 する 、 し か し 、 こ れ 等 の 戦い の 実際 の 結果 は 、 彼 等 の 偽善 の 露見 で あり 、 彼 
等 の 当然 な 混乱 と 紛 料 で あっ た 。 ズ ル マ ー ト (Zuluma) と いう 語 は 、 徹 義 や 精神 的 な 
暗 さ を 意味 する 場合 、 還 ク ルアー ン で は 、 常に 複数 形 で 使用 され て いる 。 罪 や 上 行 
為 は 、 光 輝 ある 孤立 で は 、 存在 し 得 な た い 。 一 つの 悪 は 、 他 の 悪 を 引っ 張り 、 一 つの 災 
難 は 、 他 の 人 災難 を 引き 寄せ る 。 つ まり 、 偽 療 者 達 は 、 種々 の 危険 と 災難 に 尊い か か ら 
(11 
3 彼 等 が 預言 者 の 忠告 に 少し も 耳 を か さ ず 、 彼 等 の 疑問 を 消 散 させ る よう に 表せ な く 、 
イス ラム の 繁栄 を 自分 の 目 で 実 見 し た こと に 無 感覚 と な っ た 故 、 彼 等 は 龍 嘩 で 盲目 と 
語ら れ て いる 。 
% サ マー は 、 上 空 に 差し 迫 ら れ 、 影 を 与え る も の を 意味 する 。 空 や 天 、 雲 な ど で あ る 
(Lane より )。 
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名 
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て 29 雷鳴 に お の の き 、 己 が 耳 に 指 を nd 2 NG マメ 3 
差し 込む 。 され ど ア ッ ラ ー は 不信 者 ど 2 
も を 取り 囲む な り 。 ORS Es hs 
21. 稲 雪 は 危う く 彼 等 の 日 を 骸 ま す し じ る うし る ES 
な り 。 関 く た びに そこ に 歩み を 進め の 2 の 
も 、“ 聞 に た ち 戻れ ば 立ち ど ま る 。 つい) 3 228 1 だ 2 る 天 う ) 
02222 必ず 彼 等 の 聴 。 レ << 
は 、 視 党 を 取り あげ る な り *。 ば に ア で“ 


ます "4 よる OO} な 人 るり ぐつ 
- M と < >< 展 
な 


( 
三 項 

Ns 。 42 で ヵ所 3 EN ラ 8 で 9 て | ラッ プラ で 
22。 ? 等 人 々 よ v 用 江 の を 区 き ド 2 ^ i 5 用 MI 
拝 せ よ 。( つ まり) お 前 達 を 創り い 、 お 前 _ 
達 の 前 の 人 々 を 創り 給え し 件 方 を 。 お OO25 2 し は 別 3 
前 達 、 長 蔽 せん が た め に 。 

e473.74. D4:2, 37; 5173, 118; 16:37; 22:78; SH:57. 


NU SR RN 
を する 不信 者 、(⑫) 信仰 心 が 藻 く 不信 仰 に 傾い て 醒 行 に 走る 者 。 当 節 の 趣 臣 は 後者 の 
修善 者 の 状態 が 、 雷 と 稲 者 を 伴っ た 小雨 で 居 え 、 それ に よっ て 軸 恵 を 損なう 障 状 な 者 
た ちの よう で ある 、 よ うに 思わ れる 。 

“信仰 心 の 弱い 信者 と し て 特徴 づけ られ た 偽善 者 は 、 彼 等 の 信仰 を 非常 に 見 失い 易い 。 
役 等 は 実際 に は それ を 失っ て は いな か っ た が 、 勇気 を 求め られ る 状況 や 稲 表 や 雷 【 こ 銀 
徴 さ れる 犠牲 に 繰り 返し 直面 する な ら ば 、 彼 等 は まさ に その 信仰 を 失い そう で ある 。 
し か し 神 の 慈悲 は 、 稲 概 が 常に 落雷 を 伴う も の で な いこ と を 定め て いた 。 し ば し ば そ 
れ は 、 暗闇 の 覆い を 取り 除く 見 事 な 関 光 で 、 旅人 が 前 進 す る こと を 手助け する 。 イ ス 
ラム が 前 進 す る よう な 場合 に 備え て これ ら の 偽善 者 た ち は ム スリ ム に 協力 する 。 し か 
し 、 稲 妻 が 替 凡人 即ち 、 状 況 が 生命 若しくは 財産 の 犠牲 を 要求 され る と き 、 
世界 は 彼 等 に 暗く な る 。 彼 等 は 嘩 然 と し て 立ち すく み 忠 実 な 信者 と 共に 進む こと を 拒 
放す る 。 

シャ イー と は 、 決 意 し た 、 又 は 、 意図 し た も の を 示す 。 

当 節 は 、 聖 クル アー ン で 、 神 が 与 えた 最初 の 命令 を 包含 し て いる 。 そ の 命令 の 語句 
が 示す 如く 、 ア ラビ ア 人 ば か り で は な く 、 人 類 す べ て に 話し か け て いる 。 そ れ は 、 イ 
スラ ム は 最初 か ら 全 世 界 的 な 宗教 で ある こと を 宣言 する 。 一 国 を 象徴 する 宗教 の 概念 
を 廃止 し 、 人 間 は 皆 兄弟 と し て 考え る べき で ある と 説い て いる 
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ルン ン 


23. “ 彼 は お 前 達 の た め に 大 地 を 世 所 ECD YB 
と し て つく り 、? 天 を 屋根 と し て 設 lS 


43、 面 し て 天 よ り 水 を 降ら せ 、 逐 に よ る 2 ed A EE 

っ て お 前 達 の た め に 滋養 物 た る 果実 』, ゴ イン 。< 0122 2 
asl OLS SS 

> 和 らち せ 給え た り 。 され ば 、 ァ アッラー I 


に 同位 者 を 配 す る な か れ 、 お 前 達 ( 真 OO I 5131 
実 実 を ) 知 る に も か か わら ず 。 a 
24. も し お 前 達 が 、 わ れ ら の 儀 に 降 せ UG ols 


し 啓示 を 疑わ ば 、 お 前 達 之 に 類する 0 A 
“一 章 を 創り 、 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 達 2 4 
の 助け 隆 と な る 者 た ち を 喚 べ 、 も し ゎぉ つい OUAMO お こし うっ 2 


2 we 


前 達 正直 な ら ば ぞ OR 


て 


20:54; 27:62; 43:11; 51:49; 71:20; 78:7. 151:48; 78:13; 79:28, 29. で 10:39: 14; 17:89; 52:35. 


人 この 表現 は 建物 や 屋根 の よう な も の で その 中 や 下 に いる 生き も の が 保護 され て い 
る こと を 意味 する 。 同様 に 宇宙 の 離れ た 部 分 が 私 達 の 惑星 (地球 ) を 保護 し て くれ て 
いる 。 星 、 雲 その 他 宇 宙 の 現象 を 科学 的 に 研究 し て いる 人 は 他 の 天体 が いか に 重い か 、 
また 地球 の すべ て の 側 か ら 高 く 上 が っ て 、 果 て し な い 広 が り を も っ て 軌道 を 通っ て 、 
し か も いか に 安全 に 安定 し て いる か を 知っ て いる 。 ここ で は また 天 と 地 の 力 の 釣り 合 
い に よ り 物 質 世 界 が 完全 に な っ て いる こと を 暗示 し て いる 。 
4 亜 ク ルアー ン の 比類 な いす ば らし さ に つい て の 事柄 が 五 ヶ 所 で と りあ げ ば られ て い 
る 。 そ れ は 2:24: 10:39: 11:14: 17:89 及び 、32:34、33 節 で ある 。 こ れ ら 五 つ の 節 の 内 二 
つ (2:24 と 1039) で は 、 問 いか け は 周一 で あり 、 残 り 三 つの 節 で は 、 信 仰 を 持た ぬ 
者 か ら の 三 つ の 別個 の 問い か け (要求 ) が 出さ れ て いる 。 そ れ ぞ れ に 異な っ た 箇所 で 、 
問い か け の 形 を と っ た この 相 異 は 、 一 見 つじ つま が 合わ ぬ よ うに 思わ れる が 、 そ う で は 
な い 。 実 際 に 、 こ れ ら の 分 に は いつ の 時 を も 象徴 する 要求 が 含ま れ て お り 、 それ ら の 間 
いか け は 陸 預 詩 者 の 時 代 と 同様 に 、 今 日 に 於 いて も 聖 ク ルアー ン 中 に それ ぞ れ 違っ た 形 
で 提示 され て いる の で ある 。 

これ ら の 挑戦 の 様々 な 状態 を 説明 する 前 に 、 注目 すべ きこ と は 、 そ れ ら の 聖 ク ル ア 
ー ン に お ける 記載 は 、 当館 を 除い て 、 Ni 常に 富 と 権力 の 言及 を 伴っ て いる こ と で ある 。 
当 節 は 、 既 に 述べ られ た 如く 、 新 し い 挑 戦 を 含ま ず 、10:39 節 で 成 さ れ た 挑戦 を 反復 
する の み で ある 。 こ の こと に よっ て 、 常 と 権力 の 問題 と 了 悪 クル アー ン に 類似 し た 著作 、 
又は 、 そ の 一 部 に 類似 し た 著作 を 制作 する こと の 挑戦 と の 間 で 緊密 な 関係 が 存在 する 

と 結 褒 を 下 し て も 差し つか えな い 。 こ の 関係 は 、 聖 クル アー ン が 不信 者 た ち に 極め て 
a ほど とし て 提供 され た と いう 事実 に ある 。 不信 者 た ち が 陸 預 言 者 に 物質 的 な 宝 
物 を 要求 し た と き (11:13) 、 彼 が 聖 ク ルアー ン と いう 形 で 比類 な い 室 物 を 所 有する と 
彼 等 が 告げ られ た 。 そ し て 彼 等 が 「 何 故に 天使 は 彼 と 共に 至ら ざる か (li:13) 」 を 誠 


27 


書 


一 登 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) ご 


ね た と き 、 彼 等 に 答え と し て 告げ られ て いる 。 天使 達 の 任務 は 神 の 言葉 を や もたらす こ 
と で ある 如く 、 天 使 は も ちろ ん 彼 に 降り 、 彼 は 神 の 言葉 を 既に 与え られ て いる 。 従っ 
て 、 宝物 と 天使 の 降臨 の 両方 の 要求 も 、 天使 に よっ て も た ら さ れ た 比類 な い 宝 物 で あ 
る 聖 ク ルアー ン に よっ て 結合 的 に 適 え られ た 。 そし て 、 そ の よう な も の を 作り 出す 問 
いか け は 、 そ の 比類 な い 本 質 の 証拠 と し て 前 に 出さ れ て いる 。 

さて 、 この 間 い か け を 含む 種々 の 節 を 別々 に 引用 し て みよ う 。 そ の 最も 大 き な 要 求 
は 、17:89 節 に お ける 不信 者 た ち が 、 そ の 多様 な 本 質 す べ て を 満た し た 聖 ク ルアー ン 
全体 の よう な 書物 を 提示 する こと で ある 。 そ の 節 に お いて 、 不 信者 た ち は 、 神 の 言葉 
と し て の 彼 等 の 創作 を 表明 する こと を 必要 と され て いな い 。 彼 等 は 自身 の 創作 を 前 面 
に 出し 、 そ れ を 聖 ク ルアー ン と 同等 で ある と か 、 そ の 場合 は 、 さ ら に より 優れ て いる 
と 宮 斉 する こと に 至る 。 し か し 、 この 問い か けが な され た 時 点 で 聖 ク ルアー ン の すべ 
て が まだ 啓示 され て いな か っ た 如く 、 不 信者 た ち は 直 ち に は 聖 ク ルアー ン に 類する も 
の の 創作 を 求め られ な か っ た 。 従っ て 、 そ の 問い か け は 、 彼 等 は 、 そ の 当時 の 形 に 対 
し て も 、 完成 され た 形 に 対し て も 、 そ の 上 類似 し た 創作 が 決し て 出来 な いで ある ろう とい 
う 預 言 を 暗示 し て いた 。 ま た 、 そ の 問い か け は 預言 者 の 時 代 の 不信 者 た ちの み に 限 定 
され ず 、 古今 を 通じ て 疑い 深い 者 た ちや 批評 家 た ち に 及 ん だ 。 11:14 節 に お いて 不信 
者 た ち が 聖 クル アー ン 全 体 で は な く 、 そ の 10 の 章 を 創作 する こと が 求め られ た 理由 
は 、 そ の 人 節 に お ける 論点 が 聖 ク ルアー ン 全 体 の 完成 に 関連 し て いた の で は な く 、 そ の 
ーー 部 の み に 関 連 し て いた か ら で あ る 。 不信 者 た ち は 不 完全 で ある その いく つか の 部 分 
に 異議 を 唱え た 。 従っ て 、 彼 等 は 完全 で ある 聖 ク ルアー ン の よう な 完成 され た 書物 の 
創作 が 要求 され 、 彼 等 の 主張 の 真実 を 試す 目的 で 、 不 完全 で ある と 考え た 聖 ク ルアー 
ン の それ ら の 部 分 に 代わ っ て 、10 の 痢 の み が 要 求 さ れ た の で ある 。 こ の 目的 の た め 


な 書物 で ある と 主張 され た か ら 、 反対 者 た ち は そ の 完全 な も の と 同様 を 丸ごと 創作 す 
る よう 求め られ た の で ある 。 し か し 、ii:14 節 に お いて その 箇所 は 、 一 定 の 異議 を 喘 
えら れ た 部 分 で あっ た か ら 、 彼 等 は 、 自 分 が 思っ た 最も 欠落 し て いる も の の 如く 、 そ 
の よう な 10 箇所 を 選び 、 ま さ に それ ら に 類似 し た も の を 創作 する こと が 求め られ た 
の で ある 。10:39 飾 に お いて 、 不 信者 た ち は 、 聖 クル アー ン の 一 つの 章 の み 類 似 する 
も の を 創る よう 求め られ て いる 。 これ は その 人 節 に お ける 問い か けが 、 上 に 示さ れ た 二 
つの 節 と 異な っ て 、 聖 クル アー ン 自 体 に よる 主張 の 支持 で ちあ っ た か ら で あ っ て 、 不信 
者 た ちの 如何 な る 反論 の 論破 で も な い 。10:38 節 に お いて 聖 ク ルアー ン は 非常 に 際 立 
っ た 五 つの 特質 を 持つ こと を 主張 し た 。 こ の 主張 を 支持 する こと に よっ て 、10:39 節 
は 、 そ れ を 谷 定 も し く は 疑う 者 へ 、 第 10 章 に 含ま れる の と 同様 に 、 完 全 な 形 で これ 
ら の 性 質 を 含ん だ 単独 の 竜 を 創作 出来 る よう 、 問い か け を 広め か せ て いる 。 回 クル ア 
ー ン に 類似 し た も の を 創作 する 5 番目 の 問い か け は 当 節 (2:24) に 含ま れ て いて 、 こ こ 
で も また 、10:39 節 に ある よう に 不信 者 た ち は 、 加 クル アー ン の 章 と 類似 し た 単独 の 
章 を 前 面 に 出す よう 求め られ て いる 。 この 問い か け は 、 聖 クル アー ン が 精神 的 発展 の 
最も 高い 段階 に 正義 さ を 導 く と いう 主張 に 先行 し て いる 。 も し 不信 者 た ち が 聖 クル ア 
ー ン の 神 的 起源 に つい て 疑念 を 多 く な ら ば 、 彼 等 が その 信奉 者 達 に 及ぼ す 精 神 的 影響 
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25、 し か し 、 そ れ が な し 得 ず ば 、 そ し 1983G 2 に お 12 お 3 

て お 前 達 は 絶対 に 出来 は し まい が 。 そ を を し 

の 場合 は 、 不 信者 ども の た め に 用 意 き ea 

ご うか 

れ た る 業火 に 対し て 身 を 護 れ 。 < その | 
え し る OR る U | 

燃料 は 人 ぐ と 石 な り 。 5 

26、 され ど 信 じ て 、 癌 行 を 積み し 者 に 91 \ Ah Es 1330 55 

は 、 河 川 流れ る "楽園 あり と の 朗報 を a 

伝え よ 。 彼 等 そこ で 果実 の うち より 与 6 3S 

え 賜 われ た る た びに 、「 こ れ は 我 等 が rcWes レレ < 。 レレ の 

以前 賜 わ れ る も の な り 」 と 云う 。 両 し 6 5 の と 2 つめ うじ 
4 ー ヨ ぅ ゴイ プレ 3 Fst 2 re ) ライ 

て 彼 等 は 之 に 類する も の を 賜 わ れ る る の 1 CS、 つ 2E5 う 、 装い > 


93:1E 66:7. 13:16,134,196,199; 4:14.58.123: 5:13,86; 7:44: 9:72.89.100: 10:10: 13:36: 22:15.24: 25:11: 32:18: 47:16; 
5823: 61:13; 64:10、 


に お いて それ に 匹敵 する よう な 単独 の 章 を 前 面 に 出す べき で ある 、 と 不信 者 た ち が 告 
げ ら れ て いる 。 解説 の 特大 版 58-62 頁 も 参照 。 

上 記 の 説明 は 不信 者 た ち が 聖 クル アー ン に 類似 し た も の を 創作 する よう 挑戦 され 
て いる これ ら の 全て の 問い か けが 、 確実 に は っ きり し た も の で あり 、 それ ぞ れ お 互い 
に 分 離さ れ た も の で ある 。 そ し て その 全て は いつ まで も 絶え ず 、 表象 し 、 そ れ ら の い 
ずれ も 他 に 取っ て 代わ られ た り 、 取 り 消 され た り し な い 。 然し 、 台 クル アー ン は 名 高 
で 高尚 な 理念 を 構成 する 如く 、 そ の 思想 の 表現 の 媒体 と し て 、 最も 美しい 語法 と 慎み 
深い 文体 が 採用 され る こと は 、 必然 的 で あっ た 。 さも な けれ ば 、 主題 が 不明 瞭 で 疑わ 
し いも の と し て 残り 、 聖 クル アー ン の 完全 な 美 し さ が 損なわ れ た で あろ う 。 従っ て 、 
どん な 形態 で も 、 そ し て どん な 点 に お いて も 、 不信 者 た ち が 、 聖 クル アー ン の よう な 
作品 を 創作 する こと が 挑戦 され た 時 、 そ れ が 文体 の 美 し さ と 語法 の 優 玲 さ に よっ て 、 
聖 ク ルアー ン に 区 敵 す べき で ある こと も その 問い か け の 一 部 と し て 、 包含 さ れ て いる 。 


が 原因 で ある と いう こと を 表す 。 従っ て 、 偶 像 た ち は 、 地獄 の 火 の 新 炭 で あり 、 そ れ 
を 生じ させ る 手段 で ある 。 ま た 、" 石 "は 偶像 崇拝 者 た ち が 神 々 と し て 崇め 拝ん で いる 
偶像 を 意味 し て いる 。 偶像 崇拝 者 た ち は 、 それ 等 の 偶像 が 火 の 中 に 投 ぜ られ た の を 目 
撃 し て 、 恥 を か か させ られ る で あろ うと いう 意 未 で ある 。 

や アン ナー ス (人々) と アル ・ ヒ ジャ ー ラ ( 石 ) と いう 言葉 は 、 地獄 の 二 種 類 の 在 監 者 を 
指摘 し て いる と 取れ る 。 アン ナー ス (人々 ) は 、 神 へ の 愛 の 何 か を 忘れ な いで いる 不信 
者 達 を 意味 し て いる の か も 知れ な い 。 そ し て 、 ア ル ・ ヒ ジャ ー ラ ( 石 ) は 、 神 へ の 愛 が 
その 心 に 残っ て いな い 人 々 で ある 。 その よう な 人 た ち は 確 か に 石 より も 価値 の 低い 者 
た ち で ある 。 こ の 語 は ハジ ャ ル の 複数 で 、 石 や 岩 、 金 、 匹 散 す る も の の な いな ど を 意 
味 す る 。 即 ち 、 偉 い 人 や 指導 者 で ある (Lane より )。 
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な り 。 また そこ で は 、 彼ら の た め に 純 53 を 1 1 3 C2 
潔 な " 写 側 者 辻 あ らん *%。 面 し て 、 彼 ー 5 


zi os 2 メタ る 
等 は 永吉 に そこ に 住み 留まら ん *。 Go3AUA 3 
3:16; 4:358. 


4 型 ク ルアー ン で は 、 全 て の 披 造 物 に は 、 そ の 完全 な 発展 の た め に 連れ 合い が 必要 
で ある と 教え て いる 。 楽園 で は 、 品行 方 正 な 男子 と 女子 は 、 汚れ の な い 連 れ 合 いと な 
り 精神 的 に 発達 し 、 幸福 を 全う する の で ある 。 ど の よう な 連れ 合い に な る か は 、 来世 
で の みわ か る こと な の で ある 。 
7 当 節 で は 、 信者 が 来世 に 報 わ れる こと が 簡単 に 説明 され て いる 。 イス ラム 教 を 批判 
する 人 々 は この 説明 に 対し あら ゆる 反対 を 唱え て いる の で ある が 、 そ れ は 彼 等 が 、 天 
か ら の 御 恵み に つい て の イス ラム の 教え を 完全 に 誤解 し て いる 点 に 端 を 発する 。 聖 ク 
ルアー ン で は 、 神 の 恩 宜 の 本 質 を 把握 する こと は 人 の 力 の 及ば ぬ 所 で ある と 強く 主張 
し て お り (32:18) 、 聖 預 昔 者 も 以下 の 如く 語っ た と 伝え られ て いる 。 即ち 、「 目 で 見 た 
者 も 、 耳 で 聞い た 者 も いな い 、 ま し て 人 の 心 の は る か 及ぶ と ころ で は な い 」 と ( ブ ハ 
ー リ ー よ り )。 神 の 恩 鈴 に 、 何 故 現世 の 具体 的 な 事物 名 を は め る の か 疑問 は 当然 生じ 
る が 、 これ は 聖 ク ルアー ン を 読む 者 が 必ず し も 知 的 に 高い レベ ル の 人 々 ば か り で は な 
いた めで ある 。 誰 に で も 判る 平 明 な 言葉 が 聖 ク ルアー ン で は 使わ れ て いる の で ある 。 
神 の 因 苑 を 説明 する に あたり 、 聖 クル アー ン で は 、 現世 で 一 般 的 に 善い と みな され る 
事物 名 を 用 い 、 信者 に 来世 に 於 いて より よい 形 で これ ら の 物 を 全て 得る こと が 出来 る 
と 説く の で ある 。 身近 な 言葉 が 使わ れ て いる の は 、 0 DT 


る 。 更に イス ラム に 依 れ ば 、 来世 が 精神 的 状態 の み で 成り の で いる と いう 意味 で な 
ら 、 霊 的 で ある と は いえ な い 。 来世 に 於 いて で も 、 人 間 の 魂 は 、 一 種 の 肉体 は 持つ が 、 
その 肉体 は 物質 的 な も の で は な い 。 これ は 夢 を 想い 起こ て せ ば 思い 当る こと で 、 人 が 夢 
で 見 る 場面 は 、 夢遊 状態 で は 人 の 肉体 を 持ち 、 小川 の 流れ る 園 に いた り 果 実 を 食し た 
り 乳 を 飲ん だ り し て いた りす る と いう 意 【 味 か ら 、 純粋 に 精神 的 或いは 霊 的 で ある と は 
いえ な い の で ある 。 夢 の 中 の 乳 は まぎれ も な く 実 際 の 経験 な た の で ある が 、 誰 も これ を 
現 民 で 人 が 実際 に 飲ん で いる 本 当 の 乳 で ある と は いわ な い 。 来世 に 於 ける 霊 的 思 籠 と 
は 現世 で 神 が 我 々 に お 与え 下さ る 御 恵 みな が 、 単 に 主観 的 に 実現 され る も の で は な い 。 
我々 が 今 こ こ で 手 に し て いる 物 は 、 来 世 で 人 が 気付 く 神 の 真実 の 天 思 の 一 例 に すぎ な 
い 。 又 、" 園 "は 信仰 を 表わし 、" 小 川 "は 、 谷 行 を 表わす 。 そ れ で 人 々 は 、 信 仰 や 善行 が 
無駄 に な ら な いこ と を 知る の で ある 。 故に 聖 ク ルアー ン の 中 の * こ れ は 前 世 で 我々 に 
与え られ て いた も の で ある "と いう 語句 か ら 、 天 上 で は 、 信 仰 深き 者 達 に は 、 こ の 世 
で 手 に し た 果実 等 が 与え られ る と いう 結論 を ひき 出す こと は 間違い で ある 。 人 故 な ら 、 
説明 の あっ た 通り 、 この 二 つ は 同一 の 物 で は な いか ら で あ る 。 来世 で 手 に する 果実 と 
は 、 自分 達 の 信仰 の あか し な の で ある 。 人 が それ を 口 に する 時 、 即座 に その 果実 は 現 
世 で の 彼 等 の 信 爺 の 実り で ある こと に 気付 く の で ある 。 この 喜び の た め 、* こ れ は 我 等 
が 以前 に 賜 わ れ る も の な り " と 言う の で ある 。 こ の 表現 は 又 、* 我 等 に 約束 され し も の *" 
と の 意味 を も 有する 。 
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27. アッ ラー は 、 下 の 如き も の や 、 ま Kg と 2 8 2 Rc 
RRB < 例証 と し て 00 

も "は ばか ら ず 9"。 さ れ ば 信じ た る 者 GG 
は 、 それ が 彼 等 の 主 よ り の 真理 な る こと oe 2 = 

と を 知る 。 され ど 、 不 信 せ し 者 ど 時 ああ た コ ヒ 
云う 、「 ア ッ ラ ー は この 警 蘭 を 以 て 何 スイ シレン イィ と ン ェ 
を 望み た る や ? 」。 彼 は 、 そ れ に よっ 全て 


イ ュ ン グ 
ラン | ラン ィ ャ 


本 25: 16:76、112: 47:4 66:12. P33:54. 


「 類 する も の 」 と いう 語 旬 は 、 現世 に 於 ける 信者 た ち に よっ て 行わ れる 崇拝 所 業 と 
来世 に お ける 楽園 の 果実 と の 類似 を 示す 。 現世 で 行わ れ た 崇拝 所 業 は 、 来世 で は 果実 
と し て 信者 た ちの た め に 現れ る で あろ う 。 人 の 崇拝 行為 が 思 実 で 質 の よい 、 正しい 行 
為 と な れ ば な る ほど 彼 は 楽園 の 果実 か ら 自 分 が 得 ら れる 分 け 前 を 楽し お で あろ う 。 従 
っ て 、 自 分 が 得 ら れる で あろ う 果 実 の 質 を 、 選 が 望む お 通り ほど 良く する こと は 、 自 分 
自身 の 努力 に よる 。 当 節 は また 、 天国 で 信者 達 の 精神 的 食べ 物 が 各 人 それ ぞ れ の 味覚 
こ 合 い 、 そ の 精神 的 地位 や 上 達 に 相応 し いで あろ うと いう こと も を 意味 する 。 

「 役 等 は .……… 住み 留まら ん 」 と いう 語句 は 、 楽園 の 居住 者 達 は 如何 な る 変化 や 
裏 退 に も 遭わ な いで ある ろう こと を 示し て いる 。 人 が 死に 遇 する の は 、 食 物 を 消化 
吸収 し な いた め 、 そ れ と も 殺さ れる た めで ある が 、 楽 園 の 食べ 物 が その 各 人 それ 
ぞ れ に 相応 し く な り 、 人 は 純粋 で 相互 協力 的 な 仲間 を 有する か ら 死 や 衰退 が な く 
な る の は 当然 で ある 。 
忠実 な 者 は 楽園 で 純潔 な 配偶 者 を 有する 。 良い 婦 は 喜び と 安らぎ で ある 。 忠実 な 人 
は 現世 で も 良い 婦 を 求め ん と し 、 来世 で も 良き 有 徳 な 配偶 者 を 有する で あろ う 。 然し 
な が ら 、 1 90 8 らら 楽園 の 恩恵 や その 現実 さ の 叙述 を 詳し く 見 る 
た め に 、 ア ッ ト ウ ゥ ー ル 音 、 ア ッ ラ フ マ ー ン 痢 及び 、 ア ル ・ ワ ー キ ア 章 を 参照 せよ 。 
"em クル 7 A EN 上 用 いて 説明 され て いる 。 直 只 と 

暗 喉 を 用 いな けれ ば 、 深 い 意 味 を 適 確 に 表 わ すこ と が 出来 ず 、 圭 的 な 事柄 に つい て は 、 
この 方 法 に よ ら ね ば 適 を 得 て 伝 わら ず 、 そ れ 以 外 で 天 を 形容 すれ ば 、 虹 の よう に 取る 
に 足ら な く な っ て し まう 。 又 、 こ の 場合 に 尼 の 例え を 使う の は アラ ブ 人 の 8 品 で は 、 昌 
は ひど く 弱 い 生き も の と 考え られ る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 比 剛 か ら 天 の 像 を 浮 
か びあ が ら す こと も で きる 。 信者 は 聖 ク ルアー ン の 語句 が 暗 験 に すぎ すず すそ の 深い 意味 
を 伝え る た め に 使わ れ て いる こと を 知っ て いる が 、 信仰 を 持た ぬ 者 は その こと が 間 違 
っ て いる と 言っ て 、 誤 りや 間違っ た 導き を 増長 させ る の で ある 。 

や ファ ウ ク と は 、 よ り 高 く 、 よ り 大 き な も の 、 よ り 小 さ な も の 、 両 方 を 意味 し 、 文 
脈 に ふさ わし い 意 味 で 使用 され て いる (Maufradat より )。 

18 ダ ラバ ル ・ マ サラ (Darabal-Mathala) と は 、 彼 は 例証 又は 叙述 を 与え た 、 彼 は 声明 
し た 、 彼 は 比 喰 を 提起 し た を 意味 する (Lane、Taj 及び 、14:46 節 よ り )。 
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一 伏 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 
の た 半 け 1 49 > る 3 se る 。 ュ ブイ ン ン 1 
0 PS EI YO ひる EZ 
た 多く の 人 々 を それ に よっ て 導き 給 SN CN tt 
うな り 。 され ど 彼 は 逆 心 者 以外 は 何人 RL YL LR ES 
も 迷い た る こと を 判定 し 給 わ ず 。 
28.( つ まり ) ア ッ ラ ー と の 約束 を 確 8Eua22 の 
約 せ し 後 、 5 ちと これ を 破り 、 アッ ラー が イ 2 で ぅ oe の | | ES 
っ 20 
1 


0 


RO ひろ ぁ C 
に 落 乱 を 起こ す 者 ども 、 彼 等 こそ 損失 と と そつ 
する 者 な り 。 の 


0 UEGSU2S パ ツン ピ を 下 和 BRGS2N 8 すい < 
得る や ? お 前 達 は 命 な き 者 " な り し 
に も か か わら ず 。 され ば 彼 は お 前 達 に i LG 
“生命 を 与え た り 『"。 然 る 後 彼 は お 前 
達 を 死に 至ら し め 、 次 いで お 前 達 を 昧 0 LS 
らし めん 2。 然 る 後 、 お 前 達 は 彼 の 御 

96:118: 7:187: 13:28: 16:94; 40:35, 02:101; 4156; 5:14; 13:26. 19:34: 22:67; 30:41: 40:12; 45:27. 


や アダ ッ ラ フッ ラー ブフ (Adallallahu) と いう の は 神 は 、 (1) 人間 の 過ち に 対し て 、 判決 を 
下す 、⑫) 人 間 が 堕落 し た か ら 見 放す (Kashshaf より )、(3) 人 間 が 疲 道 に 了 張 ち た の を 知 
っ て 見 放す と いう 意味 で ある (Lane より )。 


> アム ワー ト と は 、 マ ッ イ ト の 複数 形 で あり 、 死 ん だ も の 及び 、 命 の な いと いう 意味 
で ある 。 従っ て この 詩 葉 は 、 今 まで の と ころ は 命 が な か っ た も の 、 ま た 命 は ある が 、 
死ん で いて 、 現存 し な いも の で ある 。 ま た この 言葉 は 、 ま だ 死ん で は いな い が 、 死 に 
か け て いる 人 や 、 死 を 目前 に ひか えて いる 人 を 示す の に 使わ れる (Lane より )。 
ハヤ ー ト と いう の は 次 の よう に 意味 を する 。 (1) 発展 する 能力 、 (2) セン セー ショ ン 、 
3⑬) 知性 、(4) 昔 し みや 悲し みか ら の 解放 、($) 来世 に お ける 永遠 の 命 (6) 有利 や 利益 な 
ど 、(⑰) 行 動 や 力 の 状態 (Lane より )。 

“ 当 節 で は 人 の 生命 が 物質 的 肉体 の 消滅 や 月 壊 で 終わ る も の で は な く 、 生 命 に は 余り 
に も 重要 な 意義 が ある た め 、 肉体 の 消滅 で 終わ る こと な く 、 物質 的 消滅 後 も 育て られ 
る こと を 表わし て いる 。 も し 生命 に 偉大 な る 目的 が な けれ ば 、 神 は 生命 な ど 創 造 な さ 
ら な か っ た は ず で ある し 、 来世 が な けれ ば 死す べき も の と され な い は ず で ある 。 も し 
死 が 全て の 生命 の 終り と すれ ば 、 人 間 の 創造 と は 、" 単 な る 娯楽 と 時 間 つ ぶし "で 神 の 
知恵 の 偉大 さ を 示 す も の に すぎ な く な っ て し まう 。 全て の 知恵 と 英知 の 源 で ある 神 が 
人 間 を お 創り に な っ た と いう こと は 取り も 直さ ず 、 人 が た っ た 60 年 や 70 年 生き た 後 
に 塵 に 返る べく 創 られ て いる の で は な いと いう こと で ある 。 そ れ ど ころ か 、 人 は 、 そ 


32 


二 章 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 一 登 
EIRENE ER EERE RSI SEONG REREAD TTI ERAGE ER ER ERS ET EE RRR RE 


許 に 戻さ れん "。 
30. * 彼 こそ は 、 大 地 に ある 一 切 の も の いみ)YI3 じ 0 ご うま 、 光 
を お 前 達 の た め に 創造 し た る な り 。 然 。 


の 2 MES し 3 4 る 9 クゥ ~ 
る 後 2 役 は 天 に 向かい “、 之 を 完全 に ひ の dl と で ウッ 
5 上層 の 5 天 と な せり 。 され ば 彼 は 万 & i を と 
事 を 知 葵 す る 御方 な り “9%。 i os 
四 項 
31. 大 し て 、 液 の 主 は 天使 た ち 7 に 向 deka 1 85 ER 
か っ て 、「 わ し は 地上 に < 代理 者 を お か | 


2:66: 31:21: 45:14. 7:55: 10:4 41:10-13.7:130: 10:15: 15:29: 24:56; 38:27. 


霊魂 の 借り の 宿 で ある 肉体 か ら 抜け 出 た 後に 生き な けれ ば な ら な い 、 よ り 良 い 、 よ 
り 充 実 し た 永遠 の 生命 の た め に 創造 され た の で ある 。 


3 人 の 魂 は 死後 に すぐ 天国 や 地獄 へ 行く の で は な く 、 バ ル ザ フ と いう 中 間 地 点 で 自分 

の 行い の 良い 結果 と 悪い 結果 の 幾つ か を 吟味 させ られ る 。 然 る 後 、 完全 な 報い の 前 ぶ 
れ と な る 復活 に 到 る の で ある 。 

イス タワ ー の 意味 は 、 彼 が し っ か り 自 分 自身 を 確立 する と いう 意味 で ある 。 イス タ 
ワー・ イ ラ ・ ア ッ シ ャ イー の 意味 は 、 彼 が 注意 を その も の に 向け る 、 お よび 彼 が 直接 
的 に 注意 を その 点 に 向け る と いう 意味 で ある (Lane より )。 

8 サッ ワー フ (Sawwa-hun) と いう の は 次 の 意味 で ある 。 彼 は 物事 を 一 定 で 同等 に し た 、 
それ を 多数 の 分 野 に 於 いて 一 致し た 、 ま た 、 彼 は 物事 を その 創造 の 目的 に ふさ わし く 、 
正しい 状態 に 完成 し た (Lane より )。 


や アラ ビア 語 で は ' 七 ' は 通常 、 完 全 で ある こと の 象徴 と し て 使わ れ "70" と か "700" を 用 
いる 言葉 は 大 き な 数 を 意味 し て いる 。 これ ら 三 つの 数 字 は 、 数 的 に 大 きい と いう 意味 
で 耶 ク ルアー ン の 中 に 使わ れ て いる (9:80: 15:45)。 ま た 、 他 の 箇所 で 、" 七 層 の 天 " と い 
うぅ 言葉 は 七 つ の 段 階 を 意味 する (23:18) 。 


” 太陽 や 月 、 及 びそ の 他 の 天体 は 人 問 に 多大 な 益 を も た ら す も の で あり 、 近 代 科学 
は そう いっ た 意 IE の GS 。 これら 全て は 、 
聖 ク ルアー ン の 教え の 真実 と 普遍 性 を 証明 する こと に 他 な ら な い 。 科学 は 地球 の 特性 
に つい て も より 多く の 発見 を し 続け て お り 、 以前 は 不用 と 思わ れ て いた 事物 が 今 で は 
人 に と っ て 非常 ! こ 有 用 で ある と 気付 か れ て きた 。 

7 マラ ク (Malak) の 複数 で ある マラ ー イ カカ (Mala'ikah) は 、 彼 は 支配 し た を 意味 する マ 
ラ カ (Malaka) か ら 派 生 し て いる 。 又 は 、 彼 は 送っ た 、 届 けた 、 行 か せ た を 意味 する ア 
ラ カ (Aalaka) に 起源 を 有する 。 天使 寺 は 、 マラ ー イ カ (Mals'ikah) と 呼ば れ て いる 。 何 
故 な ら ば 、 彼 等 は 、 自 然 の 力 を 管理 する か 、 天使 達 が 使者 達 や 宗教 改革 者 達 に 神 の 啓 
示 を も た ら す か ら で あ る 。 
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ん と す 」 と 云え し 時 "A、 彼 等 は 三 え 1 じ 3 P1364 YG 
り 、「 そ こ で 騒乱 を 起こ し 、 流 血 す る 。 こ ea 
者 8 を お か ん と する か ? 我 等 は 滋 の 23S 5 8 で 
栄光 を 讃え "、 波 の 神聖 さ を 賞 揚 す る エレ ィ 。。 コ レレ ュ ン ニュ ォ ュ ュ ン 
に も か か わら ず 」。 彼 は 云え り 、 FI I ES 
「 わ し は お 前 達 の 知ら ざる こと So 
を 知る 」。 


"7A カー ラ (Qala) は 、 ア ラビ ア 語 の 中 で 一 般 的 に 使わ れる 言葉 で 、" 彼 は 言っ た "の 意味 
で ある 。 然し な が ら 、 時 に は 比 只 的 な 意味 で 、 用 語 上 の 表現 の 代り と し て 、 使 用 され 
る 。 事情 や 状態 は 動詞 の 語法 が 意味 する こと に 等 し い 。 イ ムタ ラ ア ル ・ ハ ウド ウゥ ・ ワ 
カー ラ ・ カ トニ ー(Hhmtala'ul-Haudu wa Qala Qatmi、 水槽 は いっ ぱい に な っ た の で 、 十 分 
だ と 言っ た ) は 、 水 槽 自体 が そう 言っ た わけ で は な く 、 そ の 状態 が いっ ぱい で ある こ 
と を 意味 し て いる 。 

神 と 天使 の 会 話 の 描写 は 実際 に 書か れ て いる 言葉 通り に 理解 され る 必要 は な い 。 こ 
こ に 使わ れ て いる 「 カ ー ラ 」 と いう 語句 は 、 実際 の 文字 通り で は な く 、 比 較 的 な 表現 
で あり 、 言葉 で 表わさ れ て いる の と 等 し い 状 態 や 態度 を 示す に すぎ な い 。 両 し て 当 節 
は 単に 、 その 態度 や 状態 で 天使 達 は 、 こ こ に 言葉 で 示さ れ て いる 返答 を 暗黙 の 内 に 示 
し た こと を 意味 し て いる 。 
天使 達 は 、 神 の た めさん と する こと に 反対 し た り 、 ア ダム より 自分 達 の 方 が 優れ て 
いる と 主張 し た 訳 で は な い 。 この 間 い か け は 神 が 代 理 者 を 指名 する と 仰せ られ た た め 、 
促さ れ た 結果 で ある 。 秩序 を 維持 し 、 法 を 実行 する の に は 地上 の 代理 者 が 必要 で ある 。 
天使 達 の 反対 は 、 地上 に 無秩序 を 生み 、 血 を 流す 者 達 が 出現 する こと へ の 懸念 か ら 出 
た も の で ある 。 人 は 、 事 の 普 と 悪 を な す 大 き な 力 を 与え られ て いる の で 、 天使 は その 
悪い 面 に つい て 語っ た の で ある が 、 神 は 人 は 神 の 美徳 の 映し 鏡 た る べき 高い 道徳 に 達 
し 得る こと を 御存知 だ っ た の で ある 。 この 人 間 の 素晴らし い 特 性 に つい て は 、 神 が "私 
は お 前 達 の 知ら な いこ と を 知っ て いる "で 言及 され て いる 。 

99 天使 達 の 質問 は 神 の 御 業 に 異議 を 唱え る も の で は な く 、 そ の 指名 の 本 質 と 英知 に つ 
いて より よく 分 か ろう と する た め に 、 投 げ か けら れ た の で ある 。 ヌ サッ ビ フ 
(Nusabbihu) の 意味 に 関し て 、 注 2981 も 参照 の こと 。 

” タス ビーフ ( 苦 美 する 、 栄 光 を 讃え る ) と は 、 神 の 属性 に 関し て 使用 され る が 、 タ ク 
ディ ー ス (その 神聖 を 賞 揚 する こと ) は 、 神 の 行為 に 関し て 使用 され る 。 

ほぼ 6000 年 前 に 生存 し た アダ ム は 、 神 が 地上 に 創 られ た 最初 の 人 間 で ある と 世間 
で は 信じ られ て いる 。 し か し 、 聖 クル アー ン で は 、 こ の 考え を 確証 し て は いな い 。 世 
界 は 何 度 も 創造 と 文明 の 輪 を 繰り 返し 、 現在 の 人 類 の 先祖 と され る アダ ム は 、 現在 の 
輪 の 最初 の つなぎ 目 に すぎ ず 、 神 の 創造 し た 最初 の 人 間 で は な い の で ある 。 国 が 興 り 、 
そし て 亡 び 、 文明 も 又 然 り で あっ た 。 何人 も の 輪 に アダ ム が 存在 し 、 今 の アダ ム に 到 
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SS と ー プ か ー み 、 6 人 2 2 が ジン ン る る ンタ ラス ヤン ン す レン 
2 GS ZSMG 人 8 で の っ と 23 CN | i 3 
2 名 を 教え 4 し か る 後に 天使 た ちの 


SE LE 59:24、 23. 


っ て いる の で ある 。 人 以外 の 種族 が 繁栄 し 消滅 し 、 そ し て 人 違っ た 輪 の 文明 が 起こ り 亡 
び た か も し れ な い の で ある 。 偉大 な イス ラム 教徒 の 神秘 学者 で ある ム ヒ ユ ッ デ ィ ー 
ン ・ イ ブン ・ ア ラビ ー は か つて 、 カ ー バ の 巡礼 を 演じ て いる 自分 自身 を 夢 に 見 た こと 
が ある と 語っ た こと が ある 。 その 夢 の 中 で 、 彼 の 祖先 の 一 人 で ある と いう 男 が 彼 の 前 
に 現われ た 。 イ ブン ・ ア ラビ ー が “貴方 が 死ん で か ら ど の 位 に な る の か "と 問 ね た ら 
その 男 は "3 万 年 以上 に も な る "と 答え た 。" し か し この 期間 は 、 我 々 と ア ダム の 隔たり 
より も 長い 。" と イブ ン ・ ア ラビ ー が 言う と 、" ど の アダ ム の こと を お 前 は 話し て いる の 
だ 。 お 前 に 一 番 近 い ア ダム な の か 、 そ れ と も 、 他 の 誰か に 一 番 近い アダ ム な の か ?" 
と 答え た 。"“ そ こ で 私 は 思い 出し た の で す 。 聖 問 斉 者 が 、 神 は 少な く と も 何 十 万 も の ア 
ダム を お 創り に な っ た と 言っ た こと を 。 そ し て 私 は 、 自 分 自身 に つぶ や いた の で す 。 
多分 この 男 は 私 の 祖先 と いっ て いる が 、 今 の アダ ム よ り 以 前 の アダ ム の 一 人 な の だ ろ 
うと "と イブ ン ・ ア ラビ ー は 語っ た の で ある (フト ウー ハー ト 2 巻 607 頁 ) 。 


アダ ム 以 前 に 生き た 種 族 が 、 ア ダム が 生ま れる 以前 に 、 全く 絶え て し まっ た と は 主 
張 さ れ て いな い 。 最も 可能 性 が ある の は 、 以 前 の 種族 が 衰退 し て し まい 、 僅 か に 生き 
残っ た 者 の 内 の 一 人 が アダ ム と な っ た の で あろ うと いう こと で ある 。 神 は 然 る 後に 、 
彼 を 新しい 種族 の 先祖 、 そ し て 新しい 文明 の 先駆 者 に 選ば れ た の で ある 。 彼 は 、 あ た 
か も 死 せ る 者 達 の 中 か ら 創 造 さ れ た 、 生命 の 新しい 時 代 の 夜明け を 表わし て いる 。 ハ 
リー ファ (Khalifah) は 後継 者 と いう 意味 を 表わす こと か ら も 、 彼 が 引き 継い だ アダ ム 
以前 に 地上 に 存在 し 生き た 人 々 が いた こと は 明確 で あり 、 ア メリ カ や オー スト ラリ ア 、 

又 そ の 他 の 国 の 元々 の 居住 民 が 、 一 番 近 い ア ダム か 、 今 の アダ ム 以 前 の アダ ム の 先祖 
か どう か 、 確 信 を も っ て 言う こと は 出来 な い 。 

アダ ム が どこ で 生ま れ 、 改革 者 と し て どこ で 育て られ た か に つい て は 、 諸説 が ある 
が 、 最 も 受け 入れ られ て いる の は 、 彼 は 元々 楽園 に いた が 、 後 に そこ か ら 出 され 、 地 
上 の どこ か に 置か れ た と いう 説 で ある 。 し か し “地上 に "と いう 語句 は 、 こ の 見 解 に 矛 
盾 し 、 明らか に アダ ム は 地上 で 暮らし 、 改革 者 と し て 育て られ た の は 地球 で あっ た こ 
と を 示し て いる 。 可能 性 と し て は 彼 は 先ず イラ クタ に 住ま わ さ れ 、 然 る 後に 、 近隣 の 土 
地 に 移さ れ た と 考え る の が 最も 妥当 で あろ う 。 解説 の 特大 版 当 節 項 も 参照 。 
の ここ で 使用 され て いる 「 す べ て 」 と は 、 絶 対 的 な すべ て を 意味 し て いな い 。 そ れ は 
単に 必要 で ある も の すべ て を 意味 し て いる 。 型 ク ルアー ン は 他 で も この 語 を 使用 し て 
いる (6:45: 27:17, 24: 28:S8) 。 
24 アス マー と は 、 イ スム の 複数 形 で あり 、 名 前 また は 届 性 : 徴 や 記号 を 意味 する (Lane 
及び 、Mufradat より )。 こ と で の アス マー (名 前 ) と いう 語 が 示す こと に つい て 解釈 
者 達 は 異な っ た 見 0 0 ANN 


教え られ た こと は ま ぎれ も な い が 、 吾 ク ル ア ー ン に は 、 人 が 、 その 道 Oe 
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Rm bi 628B — 2 ーー み gt -# 2 イ や る て 3。 Mt ン や | 
MCG035 CSK Sa 上 LG 35 | 1 
「 も し 自分 た ち が 正 し いと 思わ ば 、 こ 2 


れ 等 の も の の 名 を 我 に 告げ よ 」 と 。 Or 


33. 彼 等 は 云え り 、「 聖 な る か な 波 ! レヒ Ye Ye 
激 が 我 等 に 教え 給 う た も の 以外 は 、 我 の 

等 は 如何 な る 知識 も 有 せ ず 。 げに 激 ©@ 人 Sd は CE GS 
は 、 全 知 、 全 能 に まし ます 」"3。 

34. 彼 は 云え り 、「 ア ダム よ 、 彼 等 に “ふじ に つ し 2581 20 J 
それ 等 の 名 を 告げ よ 」。 さ れ ば 彼 が 彼 22 ee 
侍 に それ ら の 名 を 告 ば る や 、 彼 は = えつ 1J5 っ に し っ 3 


する た め に 学ば ね ば な ら ぬ アス マー (名 前 或いは 属性 ) が ある と 7:181 に 訳 さ れ て いる 。 
この た め 、 人 は 神 の 美徳 を 正しく 認識 し 理解 し な けれ ば 、 神 の 知識 に 達する こと が 出 
来 ず 、 且 つ 、 神 の 美術 は 神 に よっ て の み 教 えら れ 得 る こと が 解る 。 そ れ 故 に 、 そ の 最 
初 に 、 ア ダム が 神 を 知り 、 認 識 し 、 神 に 近づく よう 、 そ し て 神 か ら 離 れ て いっ て し ま 
わ ぬ よう 、 ア ダム (人 ) に 神 の 美徳 に つい て の 知識 を お 与え に な る こと が 必要 だ っ た の 
で ある 。 聖 クル アー ン に 依 れ ば 、 人 と 天 使 の 違い は 、 人 は 、 全 て の 完全 な 神 の 美徳 で 
ある アス マー( 名 前 )、 フ スナ ー( 美 ) の 形象 、 或いは 反映 で ある の に 対し 、 天 使 は 神 の 


ず 、 受 動 的 に 、 神 の 与え られ た 機能 を 果す だ け で ある が (66:7) 、 そ れ に 反し 、 人 は 自 
由 意 志 と 自由 な 選択 の 権利 を 与え られ て お り 、 自分 を 神 の 美術 の 完全 な 顕現 と し うる 
能力 を 有 し て いる と いう 点 に 於 いて 天使 と 違っ て いる 。 簡潔 に 言え ば 、 当 節 の 意味 し 
て いる の は 、 神 は 先ず アダ ム に 、 色 々 な 神 の 美徳 を 理解 する の に 必要 な 、 自 由 意 志 と 
必要 な 能力 を 植え つけ られ 、 然 る 後に これ ら 美 徳 が 何たる 物 で ある か の 知識 を 与え ら 
れ た と いう こと な の で ある 。 ま た 、 アス マー と は 、 自 然 界 の 色々 な 事物 の 性 質 を も 意 
味 し て いる 。 人 は 自然 の 力 を 利用 する べく 運命 づけ られ て いる た め 、 神 は 人 に 自然 の 
性 質 と 特性 を 知る 能力 と 力 を 与え られ た の で ある 。 
228 代名詞 ブフ ム (hum、 こ れ 等 ) は 、 こ こ で 留意 し た 目的 は 無生物 の こと で は な い 。 ア 
ラビ ア 語 の 代名詞 の この 形 は 、 道 理 を わき まえ た 生き 物 の み に 使用 され る 。 従 っ て 、 
表現 の 意味 は 、 神 は アダ ム の 子孫 か ら 、 将来 神 の 層 性 を 表明 する 正義 的 優れ た 人 々 の 
紀 を 天使 達 に 見 せ た と な る 。 そし て 彼 等 は 、 彼 等 自身 が 神 の 属性 を 証明 出来 る か どう 
か を 尋ね られ た 。 そ れ に 対し て 天使 達 が 自分 の 無力 を 表し た 。 こ れ が 当館 で 、「 こ れ 
等 の も の の 名 を 告げ よ 」 と いう 表現 の 意味 で ある 。 

93 天使 達 は 自分 達 の 限界 を 認識 し て いた の で 、 自 分 達 が 人 の よう に 神 の 全て の 美徳 を 
反映 する こと が 出来 な いと 指 直 に 告白 し て いる 。 即ち 彼 等 は 、 神 が 、 神 の 永遠 の 英知 
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り 、「 わ し は お 前 に 告げ ば ざり し か 、 わ つっ 具 人 こう E1 こり 558) 
し は 諸 天 と 大 地 の 見 る あ た わ ざる も Oe 
の を 知り 、 お 前 達 が 蜜 に する こと も < ぐつ ゅ ビス ME 5 Oo る 2Y1 5 
隠す こと も 知る 者 な り 」 と %。 see 82 2 

の OS っ に BS 
35. また 、 わ れ ら が 天使 た ち に 向っ 9 13 錠 XE Ca 
て 、「 ア ダム に 服従 せよ 交 と 命ぜ し 。 
< 時 (を 思い 起 せ )。 され ば 、 彼 等 は 服従 “GS245 9 て) 54 
し た り 。 但 し % イ ブリ ー ス は 別 な 


AT:12, 13; 15:29, 33: 17:62: 18:51; 20:117: 38:72-77. 


4 天使 達 が アダ ム の 具現 出来 うる 神 の 全て の 美徳 を 、 彼 等 自身 の 内 に は 顕現 出来 な い 
と 告げ た 時 、 アダ ム は 、 神 の 御 意志 に 従い 自分 の 中 に 生得 の 異な っ た 自然 の 能力 を 表 
わし 、 天 使 達 に その 広大 な 特質 を 啓示 し た の で ある 。 そ れ に より アダ ム は 、 自 由 意 志 
と 決断 する 力 を 与え られ 、 そ れ ら を 使う こと で 、 神 の 栄光 と 偉大 さ を 啓 示す る こと の 
出来 うる 人 間 の 創造 の 必要 性 を 証明 し た の で ある 。 

や アダ ム は 神 の 美徳 の 象徴 と な り 、 預言 者 の 位 を 得 た の で 、 神 は 天使 達 に アダ ム に 服 
従 せ よ と 命じ られ た 。 ア ラビ ア 語 の 「 ウ スジ ュ ド ゥ ー」 は "アダ ム の 前 に 平伏 せよ "と 
いう こと を 意味 する も の で は な い 、 何故 な ら 聖 クル アー ン で は 、 は っ きり と 神 以外 の 
者 に 平伏 する こと を 禁じ て いる し (41:38) 、 そ うい う 意 味 で の 命令 は 天使 達 に 下さ れ 
て いな いか ら で あ る 。 命令 は “私 が アダ ム を 創造 し た こと へ の 感謝 の し る し と し て 、 
液 ら 自身 を 神 の 前 に 、 平 伏せ し め よ "と の 意味 な の で ある 。 

9 イッ ラーGlla… を 除い て は : … の ほか は ) は 、 例 外 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 ア ラ 
ビア 語 で イス ティ スナ ー (例外 ) は 、 二 種 類 で ある 。(1) イス ティ スナ ー・ ム ッ タ スィ 
ル 即 ち 、 同 じ 種類 か 例外 を 斉 っ た 形式 。(2②. イ ステ ィ ス ナー・ ム ンカ ティ 即ち 、 除 外 
され た も の が 違っ た 部 類 か 種 に 属し て いる 。 当 人 節 の 説明 に 於 ける イッ ラー Gil) の 言 
葉 は 、 後 者 の 部 類 の 例外 つま り 、 イ ブリ ー ス は 天使 達 に 属し な いこ と を 示す 。 

ツイ ブリ ー ス と いう 語 は アブ ラサ か らち 派生 さ れ 、 次 の よう に 意味 する 。 (1) 人 の 徳 や 
良質 が 低下 し た : ⑫) 彼 は 神 の 慈悲 を 絶望 し 、 見 込み を 止め た ; 3) 精神 的 に 破壊 さ 
れ た よう に な っ た : (④ 当惑 し 、 自 分 の 道 が 見 えな く な っ た : そし て 、($) 彼 は 自分 
の 願望 を 達成 する こと を 疲 魔 され た 。 この 言葉 の 本 来 の 根源 の 意味 の 外 、 イ ブリ ー ス 
並び に 、 普 を 乏しく 、 悪 を 豊か に 有する 者 を 示し 、 神 の 慈悲 を 絶望 し た 故に 不服 従 を 
抱え 、 当惑 と 混乱 し て 自分 の 道 が 見 えな い 者 を 指す 。 イブ リー ス は し ば し ば 、 サタ ン 
と 同一 に 考え られ る が 、 幾 つか の 場合 そう で ある と は いえ な い 。 先ず 、 イブ リー ス は 
天使 で は な か っ た こと が 理解 され ね ば な ら な い 。 天使 達 は 、 ずっ と "従順 で “忠実 "で あ 
る と 表現 され て いる の に 、 イ ブリ ー ス は 神 に そ む お いた と 書か れ て いる か ら で あ る 
(66:7)。 彼 も アダ ム に つく す よ う 谷 ぜ ら れ て いた の に 、 そ れ に そお むい た の で 神 が お 急 
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り 。 彼 は 拒否 し 、 働 慢 に 振 多 いた り 。 OSI に 
面 し て 役 は 不信 者 た ちの うち な りき 。 1 

36. 面 し て 我 等 は 云え り 、「 ア ダム よ 、 EE ES 
ゃ i * A る ロ KC2 9 
流 と 流 の 妻 は 楽園 に "住み “、 そ の 中 i 9 > 
で 、 い ず こ なり と 好き な と ころ で 豊 に し 253 し 3 るる EL 
食 せ よ 4^。 さ れ ど 、 こ の 樹 * に 近 づ 


M0 


り に な っ た の で ある 7:13)。 その 上 、 イ ブリ ー ス へ の 別個 の 戒め が な か っ た と し て も 、 

天使 は 字 宙 の 色々 な 場所 で の 保護 者 で ある た め 、 天使 に 与え られ た 戒め は 、 全て の 生 
き と し 生け る 者 に も 自動 的 に 向け られ た も の と な る の で ある 。 今 まで 述べ た よう に 、 
イブ リー ス と は 、 実際 に は その 語 の 語源 に 基づき 、 天使 に 対し は むか っ た 悪し き 精 霊 
に 対し て 与え られ た 名 前 で ある 。 役 は 、 列 記さ れ た 属性 、 特 に 、 善 を 放棄 し 、 路 頭 に 
迷い 、 神 の 慈悲 を 遺棄 する と いう 属性 を 有する が 故に 、 そ う 名 付け られ た の で ある 。 
聖 ク ルアー ン で は 、 ア ダム の 話 の ある 所 で 常に 二 つ の 名 前 が 並ん で 述べ られ る が 、 イ 
ブリ ー ス が 2:37 で 言わ れ て いる よう に 、 サ タン で は な いと いう こと は どの 場合 に も 
この 二 つ の 名 前 に は 明確 な 区 別 が みか られ る こと か ら も わか る 。 天使 と 異な り 、 ア ダム 
に 仕え る こと を 拒否 し た 者 を 指す 時 は 常に イブ リー ス で 、 ア ダム を 和央 まき 、“ 園 "を 出さ 
れる 原因 と な っ た 者 を 指す 時 は 常に "サタ ン " と いう 名 が 示さ れる 。 非 常に 重要 で 、 聖 
クル アー ン を 通し て 常に 変ら ぬこ の 区 別 は 、 少 な く と も 10 ケ 所 に 現われ (2:33. 37: 7:12, 
21: 15:32: 17:62: 18:51: 20:117、 121: 38:75)、 は っ きり と 、 イ ブリ ー ス と サタ ン と は 別個 
で あり 、 ア ダム 白身 と 同様 の 人 々 の 一 人 で あっ た サタ ン が アダ ム を 其 いた こと が 明 ら 
か で ある 。 亜 クル アー ン の 他 の 入所 で は 、 イブ リー ス は 神 の 秘密 な る 創造 で あり 、 天 
使 と 違っ て 、 神 に 仕え る こと も そ む く こと も 出来 る と 示さ れ て いる (7:12, 13)。 

9 当 節 に 表れ る 「 ジ ャ ン ナ 」( 楽 園 ) と いう 言葉 は 、 天 或いは 天国 で は な く 、 単 に 、 

アダ ム が 最初 に 住ま お され た 園 の よう な 場所 を 意味 し て いる 。 この 言葉 が 天 を 表わさ 
な い 理 由 は 、 先ず アダ ム が 最初 に 住ま わ さ れ た の は 地上 で あっ た こと (237) 、 第 二 に 、 
天 と は 、 一 旦 そ こ に 入る と 決し て 出さ れる こと の な い 場 所 の こと で ある (15:49)。 何 
故 な ら 、 アダ ム は この 節 で 楽園 を 出さ れ た と 言っ て いる か ら で あ る 。 これ は 、 ア ダム 
が 最初 に 住ん だ 園 は 、 そ の 土地 の 肥 浜 さと 、 溢れ る ば か り の 新緑 の 草木 改 に そう 呼ば 
れ た こと を 表わし て いる 。 最近 の 研究 で は 、 イ ラク か アッ シリ ア の バビ ロン の 近く が 
エデン の 了 園 で ある と 言わ れ て いる (大 百科 事典 "Ur" 項 を 参照 )。 

A “好き な 所 で 豊か に 食す "と の 表現 か ら 、 ア ダム の 住ん で いた 場所 は 誰か が 治め て 
いる 所 で も な く 、 言わ ば 、 自 分 の 検分 し た 所 全て 、 そ の 領主 と な る べく 創 ら れ た アダ 
ム に 与え られ た " 神 の 土地 "と 言え よう 。 

陽 書 に よれ ば 、 禁断 の 木 は 療 悪 の 知識 の 木 で あっ た (創世 記 2:17)。 し か し 聖 クル ア 
ー ン で は 、 禁断 の 実 を 食べ て し まっ た アダ ム と イブ は 裸 と な っ た と いう こと か ら 、 こ 
の 木 は 善 の 源 で ある 知識 で は な く 、 ア ダム に その 弱 さ を 羅 穴 させ た 悪 の 木 で あっ た こ 
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く な か れ 。 さも な くば 、 液 等 二 人 は 不 ンー 21 ンド ラン の る ィ ン ン 名 | て 1 
OT 2 3 nA oda 

義 者 た ちの うち と な らん 」。 2 6 


だ RS7O 3 笛 衝 一 a る ンタ ン ンタ イイ キン タン オラ っ の (ンタ の ン イ イ 

7 され は 直属 が 彼 等 一 人 を 中 EC る EE 
み は ず させ 、 彼 等 二 人 を その あり し 22 

(状態 ) よ り 引 き 離 し た り 。 され ば われ っ ころ うり 過 JAIES 3 bE 
> う | ヒ 4 グ 人 の プン 。 う 

部 は 他 の 一 部 の 敵 な り 。 面 し て 、* お 02 うっ 0 うう うと 、 


7:21.28: 20121. 77:25: 20:124. 7:25, 26: 20:56: 77:26, 27. 


と を 意味 し て いる 。 聖 クル アー ン の 見 解 は 明らか に 正しい 。 何故 な ら 、 人 か ら 知 識 を 
取り 去っ て し まう と いう こと は 人 が 存在 する に いた る 、 まさ に その 目的 を 駄目 に する 
こと で ある こと に 他 な ら な いか ら で あ る 。 然し な が ら 、 ク ルアー ン と 聖書 は この 木 が 
実際 の 木 で は な か っ た と いう 点 で は 同一 の 見 解 の よう で ある 。 人 を 裸 に し た り 、 人 に 
善 と 悪 を 教え た りす る 特徴 を 持っ た 木 な ど 、 こ の 地上 に は 存在 し て いな い の だ か ら 、 
これ は 何 か を 象徴 し て いる と 考え られ る 。 シャ ジャ ラ ( 木 と いう アラ ビア 語 ) は 口論 や 
いさ か い を も 意味 し て いる 。 そ し て クル アー ン の 他 の 箇所 で は 二 種 類 の シャ ジャ ラ 
( 木 ) の こ と が 述べ られ て いる 即ち 1) 美しく 純粋 な 善 の 木 と (②) 汚れ た 悪 の 木 で ある 。 
これ に 関し て は 、 14:25 と 27 を 参照 する と よい 。 純粋 な こと と 純粋 な 教え は 前 者 に な 
ぞ ら れ 、 不順 な 事柄 や 考え は 後者 に な ぞ ら えら れる 。 こ れ ら の 説明 か ら 考え 、 当 人 節 の 
意味 し て いる の は 、(1) アダ ム は 口論 (けん か ) を さけ る よう 命ぜ られ た 、(2②) 彼 は 悪 に 
対し 、 注 意 を 促さ れ た と いう こと で ある 。 

7 当 節 の 最初 の 二 つ の 文 は サタ ン の 存在 が アダ ム と その 妻 を 彼 等 が それ まで 住ん で 
いた 場所 か ら 誘惑 し 、 そ れ に よっ て 二 人 が 今 ま で 楽し ん で いた 心地 よさ を 失わ され た 
こと を 意味 し て いる 。2:33 節 で 説明 され て いる よう に 、 ア ダム を 琴 き 、 苦悩 を も た ら 


リー ス で は な い 。 故に ここ で は イブ リー ス を 指す の で は な く 、 ア ダム の 時 代 に いた 
人 々 の 中 で アダ ム の 敵 で あっ た 他 の 誰か を 指し て いる 。 この 推論 は 、 イ ブリ ー ス が ア 
ダム に 対し て は 何 の 力 も 持た な か っ た と いう こと を 示す 17:66 人 節 で も 支持 され る 。 サ 
タン と いう 言葉 は イブ リー ス よ り 、 ず っ と 広い 意味 を 持つ 。 と いう の は イブ リー ス は 
ジン に 届 し 、 ア ダム に 仕え る こと に 従わ な か っ た 、 悪 の 霊 鬼 に 与え られ た 名 前 で あり 、 
その た め 、 宇宙 の 悪 の 力 の 旗頭 で 代表 と な っ た 者 で ある 。 然し サタ ン は 、 そ れ が 霊 で 
あろ うと 、 人 、 動 物 、 病 気 、 或いは その 他 の どん な も の で あっ て も あら ゆる 悪 又は 番 
の ある 存在 或いは 事物 に 対し 使わ れる の で ある 。 故に イブ リー ス は "サタン" で あり 、 
イブ リー ス の 仲間 や や 結託 者 は "サタ ン 達 ' で あり 、 真 実 の 敵 、 有 害 な 動物 、 有 害 な 病気 
も 全て "サタ ン 達 "な の で ある 。 聖 ク ルアー ン 、 ハ ディ ー ス そし て アラ ビア の 文学 で は 、 
“サタ ン ' と いう 芝 葉 が 、 こ れ ら の 一 つ 又 は 全て に つい て 自由 に 使わ れ て いる 例 が 至る 
所 に み ら れ る 。 
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前 達 の た め に 、 地 上 に 仮 の 宿 あ り “、 Ee de i 
を - 定 の 期限 まで の 歓楽 あり 」。 6 _- 


38. 面 し て アダ ム は 、 そ の 主 よ り “ 御 2 に CSC a ョ イン ィ 
言葉 を 学び た り 。 され ば / 役 ( 和 ) は 、 彼 


に 憐れみ に 転じ た り 。 げに 彼 ( 主 ) は た OL TR 
び た び | 隣 れ み に 転 じ 、 慈悲 当 栄 き 御 方 に 
まし ます 。 


39. われ ら は 云え り 、「 お 前 達 す べ て 、 まとっ CS し CG 
ここ か ら 出 て 行け 。 も し * わ が 符 導 が 。 。 0 - 
お 前 達 に 来 た り 、 耐 し て わが 簡 導 に つう SG は る て SOe9 ら うる 、 2 
従い し 者 あら ば 、 彼 等 に は 恐 愉 も な づ ゴン ゥ ン タタ 
く 、 呈 悲嘆 も "な か らん 。 0 ge 
40. され ど 4 拒否 し 、 わ れ ら の 神 兆 を sl | EL 2 
9 3 う 19 こみ J| 9 
庶 偽 と みな し た る 者 あら は 、 これ 等 こ 4 6 i 
そ 業 火 の 者 ども な り 。 彼 等 、 そ の 中 に を og 3 3 C2] 
住み 留まら ん “7」。 
時 6 
41. イス ラ エ ル の 子 係 よ 、 デ お 前 達 に x 逢 の <5 放 も 1 、 5 
ラーー ド ) SS 
対す る < わし が 婦 恵 を 思い 起 し 、 わ し eo 


7:24. 220:123.7:36: 20:124. 97:37. 22:48,123; 5:21: 14:7. 


憲 聖 クル アー ン で は 生き た まま 天 に 昇る 者 は いな いと 主張 され て いる 。 当 節 で 、 は っ 
きり と 、 地 上 を 人 の 生涯 の 住家 と 定め 、 イエ ス 或 い は 、 そ の 他 の 誰 も 、 生 きた まま で 
NS 

ハウ フ (Khauf) と は 、 将 来 の 恐怖 を 意味 する 。 

パウ ズン (Huzn= 悲 嘆 ) と は 、 過 去 に あっ た 恐 愉 に つい て 物語 る 
デイ スラ ム で は 、 地 獄 が 永遠 に 続く と は 信じ て お ら ず 、 地 鍼 を 、 罪人 が 、 定 め ら れ た 
期間 、 精 神 を 治癒 し 回 復 さ せる た め に 居る 一種 の 刊 悟 の 場 と みな し て いる 。 注 1351 
も 参照 。 
HRC 

交 に ヤコブ に 与え られ た 名 で ある ( 創 生 記 32:28)。 元 々 の へ ブラ イ 語 で は イス ラー と 
2 ら 成 る 複合 語 で 、 (a) 神 の 王子 、 勇 士 又は 兵士 を 意味 し て いる (Concordance by 
Cruden 及び Hebrew-English Lexicon: 著 者 W. Gesenins より )。 イ スラ エル と いう 言葉 は 、 
(D) ヤコブ 自身 (創世 記 32:28) 、(2) ヤコブ の 後 商 ( 申 命 記 6:3,4) そし て 、⑬3 全て の 公 
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と の 約束 を 履行 せよ 、 わ し は お 前 達 と こ に 14 CR | 
の 約束 を 果 さ ん 7?。 面 し て 、 わ し の み er 
を 買 れ 散 え 。 OV sa Gl Sn 


42. 耐 し て 、 お 前 達 が 護持 せ し も の の SU Rb 
< 確証 と し て "、 わ し が 降 せ し 啓示 を DA 
信じ 、 こと れ を 拒 2 初 の 者 と な る な 555YS" っ J SY 


2:90, 98, 102: 3:4, 82: 4:48; 3:49. 67:102: 10:73. 


正 で 神 を 長 れ る 人 々 と いう 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 三 つ の 意味 を 表し て し る 


(Hebrew-English Lexicon) 。 


7@ アブ ラ ハ ム 以降 、* 契 約 " は 、 ユダヤ 人 達 に よっ て 更新 され た 。 ここ で の "契約 "は 聖書 
の 数 ケ所 で 触れ られ て いる ( 出 エ ジ プ ト 記 20 章 、 申 命 記 5,18,26 章 )。* 契 約 " が な され 
シナ イ 山 に 神 の 栄光 が 顕現 し た 時 、 ユ ダ ヤ 人 達 は これ に 伴っ た " 雷 と 稲 と トラ ン ペ 
ッ ト の 音 に 、 山 か ら 煙 が 立つ "( 出 エ ジ プ ト 記 20:18) の を 見 て 、 余りに も 恐れ を お ぼ え 
た の で 、 モ ー ゼ に 「 貴 方 が 話し て くれ れ ば 聞き ます が 、 我 々 が 死な ぬ よ う 、 神 が 我々 に 
話さ な いよ うに し て 下さ い 」 と 叫ん だ ( 出 エ ジ プ ト 記 20:19)。 これ ら の 無 分 別 な 神 へ の 斉 
葉 は 彼 等 の 運命 を 封印 し て し まい 、 そ の た め 神 は モー ゼ に 、 こ れ よ り 後 に は 、 ユ ダ ヤ 
人 の 中 か ら は モー ゼ の よう な 、 律 法 を 与え る 預言 者 は 現れ な いこ と を 告げ られ た の で 
ある 。 その よう な 預言 者 は 、 後に ユダ ヤ 人 の 同胞 で ある イシ ュ マ エル の 末次 か ら 出 現 
する の で ある 。 この よう に 、 当 節 で は 、 神 は イス ラ エ ル の 子供 達 に 、 神 が イ サク と " 契 
約 " を し 、 イサ ク の 子孫 が 、 神 と の "契約 "を 果たし 、 神 の 十戒 に 従う の な ら 、 神 は 彼 等 
に 恩恵 を 与え 続け 、 も し 果たさ な い の で あれ ば 、 恩 恵 を は く 奪 され る こと を 思い 起 さ 
せ て いる の で ある 。 今 で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、* 契 約 " を 守っ て いな いた め 、 神 は 、 既 に 
約束 され た 通り イシ ュ マ エル の 後 落 より 約束 され た 預 堂 者 を 出現 させ た の で 、" 契 約 " 
は 、 新 し い 預 斉 者 に 従う 人 々 に 譲渡 され た の で ある 。 

で ム サ ッ ディ ク と は 、 サ ッ ダ カ か ら 派 生 し 、 彼 は それ (人 、 も の ) を 間違い が な いと 考 
えた 、 言 明 し た を 意味 する (Lane より )。 こ の 語 が 、* あ る も の の 真実 さ を 宣言 する ' 意 
味 で 使わ れ た と き は 、 前 置 詞 な し に 従う か 、 前 置 調 バー に 従う か で ある 。 し か し 、 当 
節 の よう に "達成 する こと "の 意味 で 使用 され て いる 時 は 、 前 置 調 ラ ー ム (am) に 続く 
(2:92 及び 、35:32) 。 従 っ て 、 こ こ で 表し て いる 意味 は 、 真 実 さ を 宮 斉 する こと や 確 
証する こと で は な く 、" 達 成す る こと "で ある 。 聖 タル アー ン は 、 普遍 的 な 聖典 と 立法 
を 持つ 預言 者 の 出現 に つい て 以前 の 経典 に お ける 預言 を 満た し て いる 。 聖 ク ルアー ン 

は 、 ど こ で も 以前 の 聖典 の ム サ ッ ディ ク で ある こと を 主張 し た 場合 は 、 そ れ 等 の 教え 
に 適合 させ る 意味 で は な い が 、 それ 等 の 預言 の 成 競 に 至る と いう 意味 で ある 。 それに 
も か か わら ず 、 そ れ は 、 以 前 に 啓示 され た 全て の 経典 の 神 起 源 を 受 納 し て いる 。 然 し 、 
それ 等 の 現在 の 教え は 、 全体 的 に 真実 で ある と は みな し て いな い 。 それ ら の 一 部 分 は 
改題 され て し まい 、 そ れ ら の 大 部 分 は 特定 の 期間 に お いて な し た 教え は 、 廃 語 に な っ 
て し まっ た の で ある 。 
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NN また ? わ ず か な 価 で わし の 神 兆 D038G bls EEL 
を 売る な か れ 。 大 し て 、 わ し の み を 設 

和 れ 芝 え 。 


43. 面 し て 、 虚 偽 を 以 っ て 真理 を 混 だ S5 re 
員 さ せる な か れ 。 ま た 、 真 理 を < 隊 1 
す な か れ 、 お 前 達 、 知 る に も か か わ OR IS 
"78 

oe - NE e 宮 拾 を Zh hit ow 

・ 面 し て 、“ 和 礼拝 を 遵守 し 、<“ 療 捨 を と PC る 38S 13l5 A LS 
な し 、 御 辞 儀 する 人 々 と 共に 御 辞 儀 
せよ ?。 ous Ie 
45.7 お 前 達 は 人 々 に 善行 を 勧め な が 633 3 | 
ら "9、 自 ら は 忘れ た る や ? お 前 較 、 経 し ee 18 イン スン 示 
典 を 読む に も か か わら ず 1 お 前 遅 は SD 3 5 2 


理解 し 得 ざ る か ? < os 


し か hb 6 ン 28 2 イッ る っ {< 
UN や と 礼 措 や に よっ て sl 5 a 1 


る l 1 1< ざ ぼっ ン ン 
事 な り 、 介 し 謙 央 者 達 を 除い て 。 oss EY SAN 
W280,175; 3:200; 5:45; 9:9; 16:96. b3.72. 2: 147.160: 6:92. の 4 を 参照 . 2:84, 111, 178: 4:163; 5:56; 9:1 2E74: 23:3. 


の 6: 227: 61:3-4. 82:154; 7:120. 74:143: 9:54. 
人 こと で ユダ ヤ 人 た ち は 次 の こと を 禁止 され て いる 。 (①⑪) 自分 達 の 経典 か ら 引 用 し て 、 
真実 と 虚偽 を ミッ クス し て 、 人 々 に 誤っ た 判断 を 与え る こと 。 (⑫) 真実 を 削除 し た り 
隠す こと 。 即 ち 、 聖 聞 昔 者 に 関連 し て いる 彼 等 の 聖書 に 在 る 預言 を 削除 する こと 。 
7 ラー キ と は 、 神 の 前 に 跳 振 する 者 を 意味 する (Lisan より )。 ア ラビ ア 人 た ち は 偶 像 
朱 拝 を 拓 際 し 神 の み を 崇拝 する 人 に この 語 を 使用 する (Asas より )。 
や ビッ ル ( 癌 ) と は 徳 、 善行 を 意味 し 、 縁故 や 他人 に は 情け 深く 振舞 う 。 正直 、 誠実 
公正 、 神 に 服従 する こと な ど を 意味 する (Aqrab より )。 こ の 語 は また 広い 優し さや 慈 
悲 も 意味 する (Mufradat より )。 
すこ こ で 経典 と は 聖書 を 指し て いる 。 し か し 「 経 典 を 読む に も か か わら ず 」 と いう 文 
は 、 聖 書 の 全て の 内 容 が 真実 で ある と 認め られ て いる こと を 意味 する も の で は な い 。 
サブ ル と は 、 理性 や 命令 法 に し っ か り と 固執 する こと 及び 、 禁止 法 に し た が っ て 心 
を 抑え る こと を 意味 する 。 そし て 昔 開 を 表 さ ず 、 扇動 や 短気 を 防止 し て 我慢 する こと 
(Mufradat より )。 
3 所 節 は 次 節 に 加え て 、 ユ ダ ヤ 人 か ムスリム の どちら か に 話し か け て いる と 考え られ 


42 


っ 記 デル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) ーー 伏 


47.( つ まり )< 彼 等 が 己 が 主 に 見 える 53 2832318 拉 ご 353| 
2 へ 


と レン ョ ラメ 2 て 1 っ ラス 8 イ ン 
こと を 固く 信ずる 人 々 な り 。 e る © 2 
太 項 


48. イス ラ エル の 子 拘 よ 、? 思い 起こ る お 全う 5 
せ 、 わ し が お 前 達 に 授け し 恩恵 、 且つ Me NR 
< わし が お 前 達 を (時 の ) 万 物 き に 短く 


らし めし こと を 。 os 


。 面 し て 、 如 何 な る 生命 も 、 他 の 2 
人 ECD RE の 0 
ら 身 を 鞭 れ 。 ま た 執り 成 し き も 登れ ら お YE YC 


2:224、230: 11:30: 18:1I 1: 29:6: 84:7. 2:41 を 良 照 , 2:123: 3:34: 5:31: 6:87: 7:141: 45:17. の :124: 31:34; 82:20. 


る 。 前 述 の 事例 に 於 いて 見 れ ば 、 そ れ は イス ラ エ ル 人 た ち へ の 演説 の 継続 を 構成 し 、 
彼 等 は 聖 預言 者 を 軽率 に 否認 すべ き で は な く 、 忍 耐 と 礼 捧 に よっ て 真実 を 発見 する よ 
う 努 力 す べき で ある こと を 意味 する 。 また 、 そ れ は ムスリム た ち に 語 し を か け て いる 
な ら ば 、 彼 等 に 希望 と 激励 の 神託 が 与え られ て いる と 考え られ る 。 つ まり 、 も し 忍耐 
と 礼 振 に よっ て 行動 を する な ら ば 、 彼 等 は 丸 れ る べき で は な い 。 
4 当 節 の 意味 する の は 、 ユ ダ ヤ 人 が 優 っ て いた の は 、 彼 等 の 時 代 の 他 の 人 々 に 対し て だ 
け で あり 、 聖 クル アー ン で は 、 全 て の 民 の 中 で 永久 的 に 優越 で ある 民 を 伝え よう と する 
た め 、3:111 分 の よう に 、 イ スラ ム 教 徒 が "最も 息 れ た 人 々 "で ある と の 表現 を し て いる 。 
や シャ ファ ー ア (執り 成 し ) と は 、" 彼 は 単なる 一 つ の も の に も う 一 つの も の を 供給 し 
た 、 又 は 、 或 る も の を その よう な も の に 結合 し た "を 意味 する シャ ファ ア か ら 派 生 し 
て いる (Mufradat より )。 従っ て この 語 は 、 類似 や 相似 の 意味 を 有する 。 又 、 仲 裁 者 と 
綴 故 で ある と いう 理由 で 、 その 罪 が 許さ れる た め に ある 人 を 仲裁 する か 、 彼 の た め に 
祈る こと を 意味 する 。 そ し て また 、 そ れ は 、 請 願 者 が 弁償 され た 者 より 高い 地位 に 居 
る 人 物 で 、 仲裁 する 人 物 と 深い 関係 が ある 場合 含 も 使用 され て いる (Mufradat と Lisan 
より )。 執り 成 し は 次 の 条件 で と り 行 な われ る 。 先 づ ①⑬ 執 り 成 し を する 人 は 、 執り 成 
し て や り た いと 思う 人 と 特別 な つなが り が な く て は な ら ず 、 その 人 か ら 特 別 の 恩恵 を 
受け て いる こと で な いと 、 執り 成 し を する 人 は あえ て 執り 成 し を する こと は せ ず 、 執 
り 成 し 自体 も 実り 多き も の と な りえ な いか ら で あ る 。 (2) 執り 成 し を うけ る 人 は 、 執 
り 成 し て くれ る 人 と 真実 の 関係 を 有 し て いな けれ ば な ら な い 。 後者 が 、 前 者 と 真実 の 
関係 に な けれ ば 、 誰 も 他 の 人 の た め に 執り 成 し を し よう な ど と 思わ な いか ら で あ る 。 
3) 執り 成 し を 施 こ し て も ら う 人 は 、 普 通 神 の 喜び を 勝ち える の に 正志 な 努力 を し た 
人 で な く て は な ら な い (21:29) 。 (4) 執り 成 し は 、 神 の 明白 な 許可 な し に は な され な い 
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れず 、“ 購 い $s も 受け られ ず 。 布 し て 
彼 等 は 如何 な る 助け も 得 ら れ ざ る べし 。 
50. また 、 わ れ ら が ファ ラオ "の 民 革 
より お 前 達 を ? 下 いた る 時 (を 思い 起 
せ )。 彼 等 は お 前 達 を 区 酷 な 貢 苦 で 苦 
し めき Ac お 前 達 の 息子 た ち を 殺害 

お 前 達 の 女 た ち を 生か し て お いた り 。 
その こと に お いて は 、 お 前 達 の 主 よ り 


ラッ プン っ * ) っ ゅ っ プー ルマン 3」 ン 
つめ っ りこ うっ SS 5 


ut ぐっ? っ テオ メッ テス イラ ター ラタン 
〇 5 ひっ の は al ンジ ーー ニン 2 
rr 


35 Se OAS | 
の っ ゃ 6。 »# 6 こ て ぅ る 
OE SE EY SSS 


お 前 達 へ の 大 いな る 試練 な りき 。 
SL また 。 われ ら が お 前 達 の た め に 海 C3 “2 s CAE る イメ ン イ る 
を 分 けし 時 (を 想 え )%。 さ れ ば 、 我 等 で = 


2:124.256: 19:88; 20:110: 21:29; 34:24: 39:45: 43:87: 33:27: 74:49, 14:7; 20:81: 44:31, 32. 7:128.142: 28:5。 


(2:236: 10:4)。 イ スラ ム 教 で 表現 され る 「 執 り 成 し 」 と は 、 実 際 に は 、 償 い の 形 を 変 
えた も の に すぎ な い 。 何故 な ら 「 タ ウ バ 」( 後 悔 有 ) と は 、 こ われ た 絆 を 直す と か 、 ほ 
どけ か か っ た 絆 を し め る と の 意味 を 表わす か ら で あ る 。 それ 故 、 後悔 の 扉 が 死に よっ 
て 義 ざ され て も 、「 執 り 成 し 」 の 扉 は 開か れ て いる の で ある 。 そ し て 「 執 り 成 し 」 は 
神 の 慈 圧 の 顕現 の 方 法 で あり 、 神 は 裁き 手 で は な く 主 宰 者 で ある た め 、 神 が 御 自分 が 
欲す る 者 に 、 着 砺 の 手 を 指し の べら れる の を 阻む も の は 何 も な い の で ある 。 

9 アド ゥ ル (Adl= 償 い ) と は 、 公 平 ま た は 公正 、 同 等 な 償い 、 公 平 な 暑い を 意味 する 
(Aqrab より )。 

7 ファ ラオ と は 特定 の 王 の 名 前 で は な く 、 ナ イル 川 流域 と アレ キサ ンド リア を 治め る 
者 が 、 ブ ファ ラオ と 呼ば れ て いた の で ある 。 モー ゼ は ファ ラオ で ある ラム セス ご 世 の 統 
治す る 時 代 に 生ま れ 、 彼 の 息子 メン フェ ター 世 の 君 候 時 に 、 ユ ダ ヤ 人 達 を 連れ て 、 エエ 
ジ プ ト を 出 な けれ ば な ら な か っ た 。 ラム セス 二 世 は 圧政 の ファ ラオ と 呼ば れ 、 彼 の 後 
継 着 で ある メン フェ ター 世 が 「 出 エジプト の ファ ラオ 」 と し て 知ら れ て いる ファ ラオ 
で ある (聖書 百科 事典 及び 、 ピ ー ク に よる 聖書 の 解説 を 参照 ) 

や ゲール (A に 人々 ) と は 、 復帰 、 管理 又は 運動 の 調整 の 意味 を 与え る アー ラ (Ala) と い 
う 動詞 か ら 由 来 さ れ て いる 。 従っ て この 語 は 、 家 庭 や 人 の 党派 、 ま た は 指導 者 の 信奉 
者 、 或 い は 、 人 々 を 支配 し 抑制 する 支配 者 の 被 支配 者 を 意味 する (Lane より )。 
84 ファ ラオ は 、 ユダヤ 人 に 、 つ らく 屈辱 的 な 労働 を させ て 、 彰 酷 な 普 役 を 課 し た 上 、 
ユダ ヤ 人 の 息子 達 を 虐殺 し 、 娘 達 は 生か し て お く と の 命令 も る 下 し た 。 こう いっ た 方 法 
で 役 は ユダ ヤ 人 の 人 間 性 を 破壊 させ よう と し た だ け で な く 、 彼 等 の 気高く 勇壮 な 特質 
の 抹殺 まで 企 て た の で ある 。 

や この 事件 は 、 モ ー ゼ が 神 の 命 に より ユダ ヤ 人 を エジプト か ら カ ナン の 地 へ 脱出 させ 
た 時 の こと で ある 。 ユダ ヤ 人 達 は 秘密 裏 に 夜 脱 出し 、 フ ァ ラ オ が これ を 知り 家 来 達 と 


44 


HI 


アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 和牛 ) ーー 傘 


後 を 追っ た 時 、 紅海 で 海 に の まれ た の で ある 。 この 偉大 な 神 の 啓示 の 持つ 本 質 的 意味 
を 理解 する に は 、 類 似 し た 節 で ある 20:78: 26:62-64: 44:23 を も 併せ て 読む 必要 が ある 。 
これ ら の 記述 か ら 判 る こと は 、 聖 クル アー ン が 述べ る よう に (① モー ゼ が 杖 で 海 を 打 
っ た 時 、 或 い は 聖書 が 述べ る よう に モー ゼ が 海 に 手 を か ざし た 時 、 丁 度 引 き 潮 で あり 、 
海 は その 海 床 を 表わし 、 後 退 し て ゆく 時 で あっ た 。 (2) モ ー ゼ は 神 に 、 向 か う 岸 まで 
急い で 渡る よう 命じ られ た 。(3) し か し ファ ラオ の 一 族 が 海 に 着い た 時 は 丁度 満潮 時 
に あたっ て お り 、 彼 等 は ユダ ヤ 人 に 追い つく こと に 夢中 で 、 何 の 考 えも な く 海 に と び 
こん だ 。 (④ 戦車 の 重 装備 や 、 重 い 武 具 等 を つけ て いた た め 、 フ ァ ラ オ の 軍隊 の 進み 
具合 が 非常 に 遅く 、 ま だ 海中 に いる 折 、 満 湖 と な っ て 、 全 員 、 湧 れ て し まっ た らし い 
と いう こと で ある 。 モー ゼ が 杖 で 海 の 水 を 打っ た こと と 海 が 分 か れ た こと に は 何 の 因 
果 関 係 も な い の で ある 。 ひき 潮時 で あっ た こと と 、 ユ ダマ ヤ 人達 は 大 急ぎ で 海 を 渡れ と 
いう こと が 、 モ ー ゼ へ の 神 兆 、 或いは 神 か ら の お 告げ で あっ た か ら に すぎ な い 、 神 が 


命じ られ た 通り モー ゼ が 杖 で 海 を うつ と 、 潮 が 引き 始め ユダ ヤ 人 達 が 渡る た め の 道 が 
出来 た の で ある 。 引き 潮 と モー ゼ の 打ち お ろ し た 杖 は 偶然 重なっ た の で あり 、 神 の み 
が 引き 潮 と な る こと を 御存知 で モー ゼ に 丁度 その 時 水 を うつ よう 命ぜ られ た た め 、 庁 
跡 と な っ た の で ある 。 

モー ゼ が エジプト か ら カ ナン に 脱出 する た め に 渡っ た 、 紅海 の 正確 な 地点 に つい て 
は 、 歴史 家達 の 意見 は 異な っ て いる 。 あ る 歴史 家 た ち は 、 そ の 場所 が タム スィ ラー ト 
の 谷 或いは ワー ディ ー・ ト ウゥ ミラー ト と も 呼ば れ た 、 フ ァ ラ オ 族 の 首都 の あっ た ゴ シ 
ェ ン 地域 で ある と 指摘 し (聖書 百科 辞典 、 第 4 巻 4012 項 ' ラ ム セ ス "の 項 )、 モ ー ゼ が 
ティ ム サ ー フ (Timsah) 湾 を 渡っ た (聖書 百科 辞典 、 1438 及び 1439 項 ) 。 他 の 学者 は 、 
モー ゼ は も っ と 北 へ 上 り 、 地中海 の 近く の カナ ン と 向かい あっ た ゾ ア ン の まわ り を ま 
わっ て いっ た と 考え て いる (聖書 百科 辞典 、1438 項 )。 然 し 、 一 番 高 い 可 能 性 と し て 
は 、 モー ゼ の 時 代 の ファ ラオ 族 の 都 の あっ た タル ・ ア ビー・ ス ライ マー ン か ら 出 て ユ 
ダ や ヤ 人達 は 先ず ティ ム サ ー 満 の 北西 部 まで 行っ た が 、 湾 が 網 の 目 状 に 行 手 を 阻ん で い 
た た め 南 に 戻り 、 幅 が 2~3 マイ ル し か な い ス エズ の 街 の 近く の 紅海 を 渡り 、 カ ダス 
へ 向かっ た と 考え られ る (聖書 百科 辞典 、1437 項 )。 イ スラ エル 人 た ち は 彼 (モー ゼ ) 
と ゴ シ ェ ン の 湿地 を 渡っ て シナ イ 半 島 に 逃れ た 。 紅海 (yam suph, 海 ま た は 華 の 湖 ) の 
吐 断 は 恐らく 、 現在 紅海 と 呼ば れる 北西 数 マイ ル に ある 湖 の 南端 の 横断 で あっ た 。 エ 
ジ プ ト 軍 が 逃亡 者 た ち を 追跡 し た と き 、 風 が 幅広 く 広 が っ た 岸 を 剥き 出し に し た 。 湿 
っ た 上 上 で 彼 等 の 戦車 は 早く 走る こと が で きず 、 風 の 向き が 変わ っ た と き 水 が 彼 等 の 方 
へ 戻っ て きた 。 イス ラ エ ル の 民 の 採っ た 道筋 に つい て 著者 た ちの 意見 が 異な る 。 彼 等 
が (現在 の ) シ ナイ の 連なる 山地 を 南方 へ 進み 、 そ れ か ら 現 在 の アカ バ 湾 と し て 知ら れ 
る 紅海 の 東 の 支流 に 沿っ て エズ ィ オ ン ・ ゲ ベル の 最 北 端 に 抜け た と 、 あ る 者 は 考え る 。 
エズ イィ オン ・ ゲ ベル の 東 に 位置 する こと か ら 、 そ の 近く を 今 尚 メッ カ 巡 礼 者 が 取る 道 
筋 に 形跡 が 残る 地点 を 、 そ こ か ら 彼 等 は 北西 に カ デ ィ シ ュ (Bamea) ヘ シ ナイ 山 ま た 
は 、 ホ レブ 山 か ら アカ バ 湾 の 東側 に 沿っ て 南方 を 移動 し た 、 と 別 の 者 は 考え る 。 伝承 
は 異な り 、 確 定 は で き な い (聖書 で の Peake の 解説 ) 。 


Ta 
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ー 徐 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 二 


は お 前 達 を 救い 、 お 前 達 の 目前 に て フ SortLfsP3 8 
ァ ラ オ の 民 を " 湖 死 せしめ た り 。 

s2. また 、 われ ら が モー ゼ % と 四 十 夜 
に わた る 約束 "を 結び し 時 時 ee 0 
起 せ )。 され ど 、 彼 の 不在 に 乗じ 、* お OS3515 | 
前 達 は 帆 を 取り あげ た り 。 時 

お 前 達 は 不義 者 な りき 。 

53. それ で も 7 われ ら は 後ほど 、 お 前 RI OL SEC ES 
達 を 散 し た り 、 お 前 達 が 感謝 せん が た 


め に 。 OO 


54. また < われ ら が モー ゼ に 、 経典 96 天 っ こよ と 3 
と / 識 別 の 基準 * を 授与 し た る 時 (を 。 


IC に 0 ルン 1 て を 1 


想 え )、 お 前 達 が 正しく 導 か れん が た OEE 
め に 。 
55. また 、 モ ー ゼ は その 民 に 云え し 時 353e 25 ん っ 38 rR 


(を 想 え )、「 我 が 民 よ 、 お 前 達 は 策 を 


97:137: 8:55; 20:78, 81; 26:64-67; 28:41; 44:25. 07:143. ©2:55, 93; 4:154; 7:149,153; 20:89. 4:154, 
“2:88. 23:50; 32:24; 37:118; 40:54. 21:49. 


9 ユダ ヤ 教 の 始祖 で ある モー ゼ は 、 ユダ ヤ の 民 を ファ ラオ の 独裁 か ら 逃 れ さ せ た 、 ユ 
ダ ヤ 人 の 最も 偉大 な 預言 者 で ある 。 聖書 の 記載 に 依 れ ば 、 アブ ラ ハ ム の 死後 500 年 程 
の 後 、 そ し て イエ ス に 先立つ こと 1400 年 の 頃 生 きた と 言わ れ て いる 。 彼 は 律 法 を 与 
えた 預言 者 で あり 、 その 他 の ユダ ヤ の 預言 者 は 彼 の 確立 し た シス テム の 後継 者 に すぎ 
な い 。 

7143 節 を 参照 の こと 。 

ぞ 人 は 自分 の まわ り を 取り 巻く 環境 に 隷属 し て いる 、 これ は 時 に 、 支配 を うけ る 人 々 
に 特有 で 、 彼 等 は 自分 達 の 支配 者 の や り 方 や 習慣 を 大 体 に 於 いて 真似 る 。 ユ ダ ヤ 人 達 
は 長い 間 、 フ ァ ラ オ 放 の 奴隷 で あっ た た め 、 自然 に エジプト 人 達 の 偶像 崇拝 を 受け 入 
れ て いた 。 彼 等 は 、 モ ー ゼ に 連れ られ て エジプト を 出 て か ら 途 中 で 偶像 崇 捧 を する 
人 々 に 出会っ た 時 、 モー ゼ に 、 似 た よう な 礼拝 を する こと を 許し て くれ と 、 頼 ん だ の 
で ある (7:139) 。 

モー ゼ に 与え られ た 十戒 の 書か れ て いた * 板 ? 7:146. 151.133 節 を 参照 の こと 。 
ブル カー ン ( 議 別 の 基準 ) は 、 論証 、 朝 又 は 、 夜明け 、 維持 する こと を 意味 する (Lane 
より )。 当 節 で は 、 神 は モー ゼ に 経典 或いは 板 に 書か れ た - 十戒 を 与え られ た の み で な 
く 、 善悪 を は っ きり 区 別 で きる よう な 天 啓 や 神 兆 、 そし て 規範 を お 与え に な っ た こと 
が 述べ られ て いる 。 
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取り あげ る こと に よっ て 、 己 自身 に 不 
義 を な し た り 。 され ば 悔い 改め て お 前 
達 の 創り 主 の 方 に 戻れ 。 面 し て 己 の 邪 
欲 を 断 て "。 その 方 が お 前 達 の 創り 主 
の 御 許 で お 前 達 の た め に 最善 な り 」。 
され ば 彼 ( 主 ) は 、 お 前 達 に 対し て 憐 れ 
み に 転 じ た り 。 げに 彼 は た び た び 憐 れ 
み に 転 じ 、 慈 悲 深 くま し ます 。 


Ss6. また 、 お 前 達 が 云え し 時 (を 想 え ) 、 
「 モ ー ゼ よ 、 我 等 は アッ ラー を “ 顕 わ 
に 見 ず ば 、 液 を 信 ぜ ず 」。 さ れ ば 、 埋 
が お 前 達 を 襲い た れ ば 、 お 前 達 は 瞳 目 
し た る な り 。 

57. 然 る 後 、 わ れ ら が お 前 達 を その 死 

から ? 避 らし め た り 、 お 前 達 が 感謝 
せん が た め に 。 

58. 毅 し て われ ら は 、 雲 を 以 て "お 前 
達 を 狼 い 、 そ し て お 前 達 に マン ナ 


1 
ンプ 3 5 る 2 イ 


kW EL っ る 


ンプ タッ 


< 
2 0 


ンプ タイ 


| 


EE 

EAN 
i 

NO る う 


O03 RS 


4:154. b2:260; 6:123. 


や アン フサ クム (お 前 達 の 邪 欲 ) と は 、 0 
意味 する 。 イス ラ エ ル 人 は 才 欠 谷 に よっ て 、 自 
分 達 の よこ し まな を か じす る こと を 6 で ら れ た 彼 等 
分 の 兄 第 を 、 各 々 自分 の 仲間 を 、 各 々 自作 
プ ト 記 3227) な は 型 クル ア ー ン (4:154) に よっ て 支持 され て いな い が 、 役 等 


フス の 単数 で ある ナ フ ス は 情熱 や 欲望 


まり 「 各 々 E 


; 汐 の 政 欲 を 意味 し て いる 。 ア ン 

が 命ぜ られ た 聖書 の 声明 、 つ 
) の 近い も の を 殺せ 」( 出 エ ジ 
は 散 免 され 、 


彼 等 の 指導 者 サー ミリ ー で さえ 殺さ ざさ れ な か っ た こと が 確認 され て いる (20:98) 。 
96 当 節 は 、 不作 に 示さ れ た 不当 な ユダ ヤ 人 達 の 要求 が 、 彼 等 の 肉体 的 な 死 で は な く 精 


神 的 な 死 を も た ら 
前 達 を 死 か ら 皮 ら せ た "即ち 、 


の 意味 を 持つ 節 で 確証 され て いる 。「 死 」 と は 成長 の 力 の 終息 、 
6:123) : 人 間 の 生活 を みじめ に する 悲し み (14:18) : 肉 体 的 


失 (19:24) : 解 明 す る 力 の 損失 (6 
死 を 意味 し て いる (Lane より )。 


27 出 エ エジプト 記 、40:34-38 を 参照 の こと 。 


し た こと を 意味 し て いる 。 この 意 
自分 達 の 失っ て し まっ た 尊厳 と 名 人 堆 を 再び 与え られ た 


ト 味 は 次 の 節 で 神 が 抑 せら れる 、" お 


(37:18) : 感 じ る 力 の 損 


「 マ ン ナ 」 と は 好意 或いは 贈り 物 、 何 の 苦労 や 問題 も な く 手 に 入る 物 、 は ち み つ 或 
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間 休 


ー 伏 アル ・ バ カラ AI-Baqarah( 牝 牛 ) 


と サル ワー や” を < 隆 し た り 。 れれ GLC CI 
お 前 達 に 賜 え し 2 佳 き も の の 中 か ら 食 - 

せよ 。 両 し て 、 役 等 は われ ら を 害し た 1334c4352UB レ っ 83 
る に 非 ず 、 し か し 彼 等 は 己 自身 を 害し es 
た りき 。 OO っ を の | 
59. また 、 われ ら が 云え し “時 (を 思い し ち 委 3 っ う し 入り 仙 ME 
起こ せ )、「 お 前 達 この 邑 に 入り “"、 On 

その 中 で 、 い ず こ な り と 好き な と ころ こつ He うに) > 
で 豊 に 食 せ よ 。 面 し て 服従 し な が ら 門 エイ 。.sg 18 531682 
に 入り 、 面 し て 云え 『 我 等 の 罪 を 許し 2 


給え 』 と 。 われ ら は お 前 達 の 諸々 の 過 (OAI も まく 
ち を 赦 さ ん 。 面 し て 、 我 等 は 善行 者 に 

は (報奨 を ) 増 さん 」。 

60. 7 され ば 、 不 義 を な し た る 者 ども CI LET ERI TI 


が 、 彼 等 に 告げ られ し 言葉 を 他 の 言葉 
I:161. BT:161; 20:81.7:162. 7:163、 


い は 露 を 意味 し て いる (Aqrab より )。 マ ン ナ と は 、 聖 預言 者 の 伝承 で 次 の よう に 言 
及 さ れ て いる 。「 ト ラッ フル は マン ナ に 包含 され る も の の 一 つ で ある 」 ブ ハー リー よ 
り 。Lane の Turanjabin 項 も 参照 。 

2 サル ワー(Salwa) と は 、 (1) アラ ビア の 地域 や 近隣 の 国々 に いる うず ら に 似 た 白色 の 
鳥 、(②) それ が 何で あれ 、 人 を 満足 させ 羊 せ に する 物 つ まり 、 は ち み つ な ど を 表し て 
いる (Aqrab より )。 マ ン ナ と サル ワー を 天 か ら 授 か っ た と の 表現 は 聖 ク ルアー ン で 
は 、 当 節 そし て 2:58 節 と 7:161 節 の 三 ケ 所 に 見 うけ られ る 。 そ の 三 つ の 節 全て に 「 我 
等 が 授け た よき 物 を 食べ よ 」 と の 訓令 が 続い て いる 。 この こと か ら シ ナイ 山 の 荒 地 で 
幾 種類 か の 健康 に 良く 美味 な 食べ 物 が ユダ ヤ 人 達 に 授け られ た こと が わか る が 、 それ 
は 主として マン ナ と サル ワー で あっ た 。 出 エジプト 記 の 16:13-15 を 参照 の こと 。 

"OO 「 邑 」 と は 特定 の 街 を 指す 必要 は な い 。 シ ナイ 山 か ら カナ ン に 向かう 途中 に あっ 
た 近く の 街 、 或いは 最も 近く に あっ た どの 街 で あっ て も よい 。 ユ ダ ヤ 人 遅 は 自分 達 の 
送っ て いた 生活 レベ ル に 達する 施設 や 快適 な 環境 や 、 以前 の 生活 様式 を 持つ 街 に 住み 
た いと いう 欲望 が 強かっ た の で 、 私 有 権 の な い 砂漠 で は ご く 当 り 前 な 、 好き な 所 で 食 
べ る こと が で き 、 住 宅地 の 生活 と 砂漠 の 生活 と を 融合 し た よう な どこ か 近隣 の 村 に 入 
る こと を 試み た 。 し か し この 人 変化 は 自分 送 を 他 の 人 々 と 接触 させ る こと と な り 、 ひい 
て は 自分 達 の 道徳 律 に も 影響 が 生じ る た め 、 自 分 達 自 身 に 関し て 注意 深く 、 又 神 に 対 
し て も を 従順 で あろ うと 和 努力 し た 。 
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二 章 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) ー 傘 


に 変え た り 。 され ば われ ら は 、 6 マコ VS1t る 1 
7 に 
り 、 彼 等 が 服従 せ ざ り し 故に 。 8 a Ad 
七 項 
61. また モー ゼ が 己 が 民 の た め に 水 i は 3 リラ ター まっ て 1・ 
を 求め て “祈り し 時 、 わ れ ら は 云え り 、 上 
「 溢 の 杖 で その 岩 を う て 」。 さ れ ば 、 いつ ム 5b 人 SSL25 ご 
そこ より 十 二 の 泉 が 湧き 出 で “、 す SC > GP 
べ て の 人 々 は それ ぞ れ の 水 を 飲む Es EE, 
場所 を 知り た り 。「 ア ッ ラー の 滋 差 物 is の 
2 うう 記 ll 
の 中 か ら 食 し 、 且つ 飲め 。 面 し て 地上 ーッ っ 


7:161、 


19+ 現在 その 地点 に 泉 の 形跡 が 残っ て いな いこ と は 、 特 に 驚く べき こと で は な い 。 何 
履 な ら モ ー ゼ が どの よう な 地域 を 旅 し た の か 、 未だ 明らか に な っ て いな いか ら で あ る 。 
更に 泉 の 流れ が と きど き 突 然 山 で 閉ざさ れ て 途 総 え る こと は 一 般 に よく 起こ る 。 ここ 
に 言及 され た 出来 事 は 数 千年 前 に 起こ り 、 と きど き 泉 が 噴出 する の は よく 知ら れ て い 
る 。 し か し すぐ に 水 の 流 れ は 止ま り 、 泉 は 枯 温 する 。 か つて 湧き 出 て いた 泉 は し ば し 
ば 枯 温 し 、 そ れ ら の 跡 も 残ら な い 。15 世紀 の 末 に 至る まで 12 の 泉 が 実際 この 場所 に 
湧き 出 て いた 。「 そ の 岩 は アラ ビア の 国境 内 に あっ て 、 彼 (預言 者 ) の 国 の 人 々 の 幾 人 
か は それ を !』 ADS 彼 (預言 者 ) 自身 は 見 た こと が な か っ た か 、 実際 に は 見 
た こと が ある 可能 性 が 高い よう に 思え る 。 イスラ エル の 多く の 部 族 に よれ ば その 岩 の 
NE 場所 に 人 っ た 者 が 我々 に 語っ て い 
RB 8 頁 )。 更 に モー ゼ に 率い られ た 12 の 部 族 の た め に 、 
神 は 彼 等 に 多く の 泉 が 湧き 出る よう に し た に ちがい な い 。 聖書 に よれ ば それ は 、60 
方 に ee 1:46) 、 そ れ ら の 数 が あま り に 多かっ た の で 、 ひと つの 泉 で は 彼 等 
の 必要 性 を 満た な すこ と は で き な か っ た 。 

この 場合 の モー ゼ の 奇跡 は 、 自然 の 法則 に さか ら っ た こと を し た と いう の で は な く 
神 が モ ー ゼ に 彼 が 杖 で た た け ば すぐ 溢れ で る よう に な っ て いる 特定 の 位置 を 啓示 な 
さっ た と いう こと な の で ある 。 地質 学者 に 知ら れ て いる こと で ある が 、 時 々 、 小 高い 
土地 や 岩 の 下 の 浅い 所 か ら 水 が 浦 き 、 岩 か 何 か 重 い 物 で 、 た た か れ た りつ か れ た りす 
る と 上 肝 時 に 水 が ほ と ば し る こと が ある 。 

イド ウッ ゥ リブ ・ ビ アサ ー カ ル ・ ハ ジャ ラ (Idrib bi Asakal Hajara、 梁 の 杖 で その 岩 を う 
て ) と いう 表現 は 、* 液 の 集団 と 岩 へ 急げ 、 ま た は 、 促 進 せ よ " の 意味 も ある か も し れ な 
い 。 アサ ー( 杖 ) は 陣 喰 的 に 集団 意味 し 、 イ ドウ リブ ( う て ) は 急ぐ 、 ま た は 促進 する 
こと を 意味 する 。 ダ ラバ ル ・7 アル ダ (DarabaL Arda) また は 、 ダ ラバ ・ フ ィ ル ・ ア ルディ 
(Daraba fil-Ardi) と いう の は 、 彼 は 地球 に 促進 し た 、 ま た は 急い だ こと を 意味 する (Lane 
より )。 
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し 
IS 


で 騒乱 者 と し て 、 邪 悪 な 振 舞い を する 
な か れ 」。 

62. また 、 お 前 達 が 云え し 時 を (思い 
起 せ )「 モ ー ゼ よ 、 EE 
で は 決し て 満足 せ ず 。 され ば 、 我 等 
CC 
に 、 大 地 が 繁茂 せ し め る も の を も た ら 
さん こと を 。 即ち 、 そ の 青菜 、 その 崩 払 、 
その 雲 、 そ の ヒラ 豆 や その 玉 萩 の う 
ち 」。 彼 は 云え り 、「 お 前 達 は 優れ る も 
の の 代り に 劣 れる も の を 求む る か ? 
お 前 達 、 あ る 都 に 降り 行け 。 し か ら ば 
お 前 達 が 求む る も の を 得 ん 1?」。 され 
ば < 彼 等 が 屈辱 と 困 鍛 を 被 らし め ら れ 
た り 。 証し て 、 ? 彼 等 は アッ ラー の 激 
怒 に 適 え て 戻れ り 。 こ は 彼 等 が アッ ラ 
ー の 神 兆 を 拒否 し 、< 預 言 者 た ち を 不 
当 に も 殺し た る が 故 な り 3。 こ と は 彼 


OE STGIRETYS 


2 a jf sa 835 


A 


ン T Ss ン 
Cs 5 


Pe 


0 の 
エン る Ed uw ン ゴゴ 2 ン ン 8 。 用 
A 


3:113. 92:91: 3:113; 3:61. 


々 が 続い た た め 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 騰 病 で 怠 愉 と な っ 


72 長い 間 の 奴隷 生活 と 、 隷 必 の 日 


て し まっ た 。 神 は 、 ユダ ヤ 人 達 が 自 け 達 の 麻 病 さと 意 


よう に と 、 し ば らく の 間 、 砂 漠 で 野草 と 必 


C2:88: 3:22, 113, 184: 5:7L. 


\ 情 さ を う ち す て る こと が 出来 る 
獣 に 頼る 生活 を お させ に な っ た 。 そ うす る 


OR 約束 され た 土地 へ と 導 か れ 、 パレ スチ ナ の 統 


治 者 と な っ た の で ある 。 し か し ユダ ヤ 人 達 は 神 の 本 当 の 御 心 を 理解 で きず 又 、 理解 し 
た と し て も その 意味 を 深く 考え る こと を せ ず 、 街 に 住 せ むこ と を 主張 し た 。 神 は 彼 等 が 
約束 され た 土地 を 支配 出来 る よう に 準備 させ た か っ た の に 、 これ ら の 御 心 を 損ね た 不 


戻る よう に 告げ られ た 。 
や カト ウゥ ル (Qau= 殺 害 
企てる か 殺す つも り で ある 、 又 は 、 打 つ 、 
上 気 を そこ な う 影 響 を 

ー ン (Yaqtulan an-Nabiyyim) と いう 表現 は 、 
害し た こと を 意 
され た 預言 者 は 一 人 も 挟 


運 な 人 々 は いろ いろ な 作物 を 耕作 する こと に 固執 し た た め 


と いう 諸 は 、 本 来 の 事実 上 の 殺人 の 意味 の 外 に 


味 し な い 。 何故 な ら ば 、 モ ー ゼ の 時 代 に 至る まで 、 彼 等 に よ 
[られ て いな いか ら で あ る 。 事実 モー ゼ は 、 国民 と し て の イス 


、 望む も の の 得 ら れる 街 へ 


こ 、 殺 すこ と を 


の の し る 、 何 も 関係 が な い 、 ま た は 物事 の 


区 凛 に する こと を 意味 する 。 そ し て ヤク トゥ ルー ナン ナビ ッ イ 


イス ラ エ ルル 人達 は 、 現実 に 預言 者 た ち を 殺 
っ て 殺害 


ラ エ ル 人 達 に 遺 わ さ れ た 最初 の 預言 者 で ある 。 役 や 彼 の 兄弟 アロ ン だ け は 、 これ 等 の 
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等 が 背 い て 、 短 を 超え た る が 夏 な り 。 & DOLE EE 


八 項 
63. 4 げに 信じ た る 人 々 、 上 且つ ユダ ヤ 教 Ce 23336) 
徒 た ちゃ や キリ スト 教徒 た ち 、 並 びに サ Nh 
ー ビ ア 人 た ち (の うち )、 ア ッ ラ ー | tb A 


45:70; 22:18. 


言葉 が 依頼 され る 人 間 で ある 。 然 し な が ら 、 彼 等 は 、 確 か に イス ラ エ ル 人 人 達 に 殺さ れ 
な か っ た も の で ある 。 と いえ ども 、 殺 そう と 思わ れ た こと が ある ( 出 エ ジ プ ト 記 、17:4)。 
従っ て 、 当 節 で カト ウゥ ウル と いう 語 は 、 恐 らく 、 現実 の 殺害 を 意味 する こと は 不可 能 で 
ある 。 そ れ は 、 彼 等 が 預 斉 者 た ち に 激しく 反対 し た こと を 意味 する 。 そ し て も し 彼 等 
が 預 斉 者 た ち を 殺せ る な ら 、 そ れ を し た で あろ う 。3:22 と 40:29 節 も 参照 せよ 。 
4 サー ビア と いう 青葉 は も と も と 自分 の 信仰 を 新しい 信仰 の た め に 捨て る 者 を 指す 。 
し か し ここ で の サー ビア 人 と いう の は サー ビア 教徒 を 指し 、 ア ラビ ア の 一 部 の 地域 と 
その 周辺 の 国々 に 存在 する 特定 の 宗教 グル ー プ を 奄 味 し て いる 。 その 名 称 は 、(1) メ 
ソ ポ タ ミ ア に 住ん で いた 星 を 拝む 人 々 (ギボン の "ローマ帝国 "ムル ー ジ ュ ッ ザ ハ ー ブ 
及び 、 倫理 宗教 百科 辞典 、8 巻 の “Mandaeans” 項 を 参照 )、(2② う 2 イラ ク の ム サ ー ル の 近く 
に 住み 単 一 神 と 全て の 神 の 預言 者 を 信じ て いた が 、 経典 を 所 有 し な か っ た 人 々 に 対し 
て 用 いら れる 、 彼 等 は ノア の 信仰 に 従 が うと 主張 し て いる 。 し か し 彼 等 と 、 聖書 の 注 
息 者 が 、 古 代 イ エメ ン に 住ん で いた と し て 説明 する サー ビア 人 と を 混同 し な いこ と 。 
当館 は 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る こと の み で 救 わ れる 、 と 間違え て 埋 解 さ れ て いる こ 
と が ある が 、 そ うい うこ と を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 聖 ク ルアー ン が 強く 主張 し て 
いる の は 、 Re RR DS 


人 MP ずる こと を も し て いる (a. 151, 152:6:93) 。 他 で も 、 3 
く 、 宗教 と し て 神 に 認め られ て いる と 明 対 され て いる (3:20.86) 。 こ こ で 、 聖 クル アー 
ン は 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る こと と の 言明 に 局 限 し て いる 。 これ は 啓示 と 聖 預 営 者 を 信 
じ る こと が 必須 で は な いと いう 理由 で は な く 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る こ と に は 神 の 啓 
示 と 聖 預 斉 者 を 信じ る こと が 内 包 さ れ て いる か ら で あ る 。 この 4 つ は 本 次 的 に 切 離す 
こと が 出来 な い の で ある 。 実際 に は 、 当 節 は ユダ ヤ 人 の " 我 等 こそ 神 に 選ば れ し 者 達 
で ある "そし て それ 故 救 い の 対象 と な る ジン で ある 、 と いう 間違っ た 信仰 を うち こわ 
す よ う 意 図 さ れ て いる 。 当 節 が 斉 わ ん と し て いる の は 、 救 われ る べき 者 が 、 ユ ダ ヤ 人 、 

キリ スト 教徒 、 サ ー ビ ア 教徒 、 或いは イス ラム 教徒 で あろ うと 構わ な いと いう こと な 
の で ある 。 信仰 が 口 だ け の も の で ある の な ら 、 そ れ は 生命 や 人 を つき 動か す 力 の な い 
死 し た も の と な っ て し まう 。 そ し て 当 節 は 、 預言 を 只 体 的 に 表わす た め 、 イス ラム の 
真実 を 試す 安全 な 規準 と し て も 取り 上 げ ら れ て いる 。 預言 は 、 即ち イス ラム が 真実 の 

信仰 (宗教 ) と し て 勝利 を 得る と の 預 斉 で ある 。 規準 は 、 預 堂 が 、 イ スラ ム が まさ に そ 
の 生存 を か け て 戦っ て いる 時 に な され た と いう 事実 に 基づい て いる 。 当 節 の 言わ ん と 
し て いる こと は 、 ユ ダ ヤ 人 、 キ リス ト 教 徒 、 サ ー ビ ア 信徒 等 、 宗教 に 関し て は それ が 
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を “信じ 、 最 後 の 審判 の 日 を 信じ 、 善 の っ 423 る 26820 し 2 し < 5 
tt 人 NN 


は 、 そ の 皇 の 御 許 に 彼 等 の 幸美 あり 。 OOP RAVI EEE SEYS 
面 し て 彼 等 に は 、 2 如何 な る 恐怖 も な 

く 、 悲 嘩 も な か らん 。 

64. また “われ ら が 、 お 前 達 に 約束 を EL TS 
取り 、“ お 前 達 の 上 に トゥ ー ル 由 を 符 人 202 か の 
え 立 た せ し "時 (を 想 え )。 わ れ ら が i 0 の うっ 


お 前 達 に 授け し も の を 護持 し 、 そ の 中 Py るい PIEK を 1E 
に 記さ れ た る こと を 銘 記せ よ 、 お 前 達 

が 曳 散 せん が た め に 。 

65. し か る に その 後 、 お 前 達 は 背け た (LSV EU 


り 。 され ば 、 も し アッ ラー の 央 恵 と そ I 
の 義 革 が 196 な か り せ ば 、 お 前 達 は 必 EE 


ず 損 失 す る 人 々 の うち と な り し 管 。 Oe 


66. 面 し て お 前 達 は 、 お 前 達 の うち サー 8 2 る | 332 ご 3532333 
プ ト の 日 に つい て 短 を 超え し 者 ども と ) 2 イリ イー アレ タル ン の 
を 確か に 知り た り 。 され ば われ ら は そ を ⑤CL よ 5328 82 ダ 23 ビ 1 あこ て 
の 者 ども に 向かっ て 、 去 え り 、 軍 給 な SS | 
る / 独 に な れ 7。 


ad:137; 6:93. 82:113,278; 6:49: 10:63. 2:84, 94; 4:155. 7:172. “4:48, 155; 7:164; 16:125.15:61; 7:167. 


どの 宗教 で あろ うと 、 彼 等 が 神 と 終末 の 日 へ の 、 深く 正直 な 信仰 を 持つ の な ら 、 そ し 
て 、 真 の 宗教 (信仰 ) 即ち 、 絶 対 的 な 帰依 「 イ スラ ム 」 の 真 稀 で ある 善い 行ない を な す 
の で あれ ば 、 彼 等 が 嘆く こと も 、 彼 等 恐怖 も な く 、 砺 唄 も な か らん と いう こと で ある 。 
78 この 語句 は シナ イ 山 が 実際 に ユダ ヤ 人 の 頭上 に そそ り 立 っ た こと を 意味 し て いる 
訳 で は な い 。 これ は ユダ ヤ 人 が シナ イ 山 の ふも と に た た ずん で いた 時 、 約 約 が 起こ っ 
た こと を 意味 し て いる に すぎ な い 。 又 、 ユ ダ ヤ 人 が ふも と で 野営 し て いた 時 、 シナ イ 
山 に 地震 が 起こ っ た 情景 と も 考え られ る ( 出 エ ジ プ ト 記 19:2)。 そう いう 場合 に は 、 高 
い 山 の 山頂 が ゆれ る と 頭上 に まる で か ぶさ っ て いる よう に も みえ る で あろ う 。 


oN 0 
精神 的 な 間 題 に 関す る 神 の その よう な 行為 ゆえ に 通常 話さ それ て いる 


107「 狐 」 と いう 言葉 が 比較 的 に イス ラ エ ル 人 の 卑屈 さと 上 王 さ を RR 
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すろ し 


67. され ば 、 わ れ ら は その こと を 、 役 Ci に 660 ば YESURc<S 
等 の 面前 の 人 々 、 且つ 彼 等 の 後 の 人 々 es 
の た め に “戒め と な し 、 そ し て 羅 散 者 ON ls 23 
た ち へ の 教訓 と な せり 。 
68. 面 し て 、 モ ー ゼ が その 民 に 「 ア ッ EC SN LR 
2 ol ング. デ ど り 5) 
ラー が お 前 達 に 牝 生 を 皿 牲 に 供え ん A 
こと を 命 ず 」 と 告げ し 時 、 彼 等 は 云え da が 6 55155 っ つつ! 
り 、「 泊 は 我 等 を か ら か うか ?」 と 。 ンス 2 ンコ 
の To PR Ee 
彼 は 云え り 、「 我 は 遇 者 た ち に 届 す る ロダ 9 J 
こと より アッ ラー の 底 護 を 求む 」 と 。 SER gal 


69. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の た め に 激 「 ゅ レ C552 そ 988 引 5 
の 玉 に 祈 れ 、 そ は 何たる も の か を 彼 が SARE A 
我 等 の た め に 説き 明か さん が た め Yo225Y ち SL)O 宮 lO 
に 」。 彼 は えり 、「 げ に 彼 は 仰せ られ レレ 22 

る 、 そ は 牧 寺 な り 、 を い 伺 で も な く 、 プー IO っ 


2 


若 過ぎ て も い ず 、 そ の 中 間 で 丁度 年 頃 D032 
の も の な り と 。 され ば お 前 達 、 命ぜ ら 
れ し こ と を な せ 」。 


70. 彼 等 は 去 え り 、 我 等 の た め に 液 の 3 し RE ES 8 
主 に 祈 れ 、 牝 生 が 如何 な る 色 か を 彼 が 0 0 AA っ こい PN 
我 侍 に 説き 明か さん が た め に 。 彼 は 云っ 42 55 りあ 60 JUN 
えり 、「 彼 は 仰せ られ る 、 そ は 焦げ 茶 


75:39. 


て いる が 、 これ は 形状 的 な も の で は な く 性 格 と 精神 の 構造 が 握 の よう で ある と の 意味 
で ある 。* 彼 等 の 心 が 握 の よう に な っ て し まっ た の で ある "(Maujahid より )。“ 神 は 比較 的 
な 表現 を お 使い に な っ た "(Kathir より )。 も し 聖 ク ルアー ン で 肉体 的 な 独 へ の 変形 を 
意味 し て いる の で あれ ば アラ ビア 語 で ハー スィ ア (Khasiah) と いう 言葉 を 使う は ず で 
あり 、 合理 的 な 存在 に 対し て の ハー スィ イー ン と いう 語 は 使用 し な い の で ある 。 この 
言葉 を 使う こと で 、 イ スラ エル 人 が いく ら 富 や 教育 が あっ て も 旬 同 様 世 間 で さげ すま 
れ 、 地 上 で 強大 な 力 を 得 ざ る こと が 指摘 され て いる 。「 包 」 と いう 語 の 持つ 原義 は 、 
ご み の 中 に 届 伏 する と いう 内 容 の 他 に 、 卑 屈 さ と さげ すみ と いう 意味 が ある 。 注 764 
も 参照 の こと 。 


53 


航 


ー 傘 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 生 ) 9 


色 の 牝 生 な り 。 その 色 は 鮮明 で 、 見 る を s 
人 を 喜ば し むる な り 」。 ob CIE 
71. 彼 等 は 云え り 、 我 等 の た め に 激 の 8) 
主 に 祈 れ 、 そ は 如何 な る も の な る か を 剛 8 
彼 が 我 等 に 説き 明か さん が た め に 。 我 AL ( ES 
等 に は (どの ) 牝 生 も 同じ よう に 見 え a 
る な り 。 され ど 、 アッ ラー の 思 し 召 し O03 
な ら ば 、 我 等 は 必ず 正しく 導 か れん 。 

72. 彼 は 全 え り 、 役 は 仰せ られ る 、 そ の も も 3551 
は (大 地 を 耕作 せ ず 、 作物 に 水 を 洪 が ーー OY GO 


イズ 


ざる 牝 生 な り 。 完全 無傷 の 一 色 な り 。 NY | 


彼 等 は 去 え り 、 い ま よ う や く 溢 は 真実 を 9 7 
も た らし た り 。 さ れ ば 彼 等 は それ を 犠 あっ PIE) 0 


bE 
牲 に 供え た り 、 彼 等 は (以前 それ を ) 行 う PID 
者 に 非 ど ざり た る に も か か わら ず 8。 & hai 53 
九 項 
73. また 、 お 前 層 が ある 生命" を 攻守 邊 2 し 232 う 48 に お 及 E33| 3 
し 時 (を 想 え ) 34、 さ れ ば お 前 達 は そ ラリ 
467:16. 


8 イス ラ エ ル 人 達 は 牛 を 非常 に 尊 散 する エジプト 人 に 混じっ て 長く 暮らし て きた 故 
に 和牛 に 対す る 尊 散 の 念 は イス ラ エ ル 人 の 心 に すみ つい て いた 。 これ が 、 彼 等 が 偶像 を 
造っ た 際 、 和 牛 の 形 を 用 いた 理由 で ある (2:52 節 : 出 エ エジプト 記 32: 心から その 念 を 
呼び 起こ す た め 、 何 度 も 、 ON A と 彼 等 は 命令 され た ( 民 数 紀 
19:1-9; レビ 記 4:1-21: 16:3,11) 。 彼 等 は 、 愛 が ん の て いた よう で あ 
り そ う すべ き 神 命 が あ る と の 誤解 を し て いた 。 故に 、 彼 等 は 、 何 度 も 、 モ ー ゼ に 、 神 
が いけ に え に せ よ と 命ぜ られ た 和牛 に 関し 、 CS その 質問 の 
結果 と し て 、 モ ー ゼ か ら 動 物 を 指定 する た め の 、 幾ら か の 条件 が 加え られ た 。 
I NT 不 確 定 の 形 で 使わ れ た 場合 、 ア ラビ ア 
語 の 文法 に よれ ば 、 非 常に 重要 な 人 物 に 言及 する (Mutawwal より )。 

先行 する 人 節 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 邪悪 な 習慣 や 罪悪 が 述べ られ た が 、 当 節 で は 、 十 字 架 上 
で イエ ス を 殺 そ うと し た 最大 の 罪 が 述べ られ て お り 、 そ の た め 、 聖 書 に 依 れ ば 、 そ の 
ユダ ヤ 人 は 、 偽 り の 預 斉 者 で あっ た こと が 示さ れ て いる ( 申 命 記 21:23) 。 こ の 極悪 な 
ユダ ヤ 人 の 計画 は 、 全く の 失敗 に 帰し た の で ある 。 イエ ス は 十字 架 か ら 、 ま る で 死人 
の よう で は あっ た が 、 ま だ 生き て いる 状態 で お ろ さ れ た 。 こ の 歴史 的 事実 に 関し て は 、 
注 2000 を 参照 の こと 。 


4 カタ ルト ウム (Qatalmm) と は 、 液 は 殺す こと を 捜し 求め た 、 試 みた 、 要 求 し た 、 


さい G な ef 
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れ に つい て 相 い 争い た り 。 面 し て 、 ア る を っ ィ ブ プラ と チー 衝 ダ 0 
〇 Le 3 

ッ ラ ー は お 前 達 が 隠せ し こと を 明白 UE a 

に し た る 者 な り "5 


74. 靖 し て われ ら は 云え り 、 そ れ を そ CO Na 3 
の 他 の (同様 な ) 事実 実 ほ と く ら べ よ 人 ーー ーー 3 人 
か く の 如 く 、? 々 アッ ラー は 死者 を 難 ら lH gy RI 
せ 194、 そ の 神 兆 を お 前 達 に 示す な OO 


り 、 お 前 達 が 理解 し 得 ん が た め に 。 


RR 


又は 決心 し た (40:29) 、 又 は 、 液 は 彼 が 死 し た よう と 見 な し た 、 を 意味 する 。 カ タラ 
フー(Qatala-hn) と いう 表現 が ある 。 即ち 、 彼 は その 人 を 物質 的 又は 道徳 的 に も 殺さ れ 
た 者 の よう に な し た (Lane より ) 。 ウ マル が 言っ た 有名 な 言葉 、 ウ クト ウゥ ルー・ サ ー 
ダン (Uqtwld Sa'dan) と いう の は 、Sad を すべ て の 意図 や 目的 に と っ て 放棄 し た 者 の よ 
うに な せる こと を 意味 する と 考え られ て いる 。 
" 当 委 は 、 イ エス の 死に 関す る 真実 が 明る み に 出 て 、 こ の 事件 を 長く 隠し 続け て き 
た 釘 い が 取 り は ら わ れる 時 が くる こと を 示し て いる 。 
110 ダル ブ と は ある も の の 頻 を 意味 する (Lane より )。 ダラ バ の 動詞 は 、 違っ た 時 制 で 
使用 され 、 類 似 対 照 を 意味 する (13:18: 16:75 及び 、43:S8)。 従 っ て 、 イ ドリ ブー フ ・ 
ビバ パー ディ ハー(Idribu-hu Bi-ba'di-ha) と いう 表現 は 、 イ エス が 十字 架 か ら 降ろ され た 
と き の 状 態 を 、 死ん だ も 同然 で あっ た 、 事 際 に 死ん で いな い 人 の 状態 と 比較 し て 見 れ 
ば 、 イ エス の 噂 の 死 の 事実 は 明らか に な る と いう 解釈 で あろ う 。 
194 当 人 節 は 、 神 は どの よう に イエ ス が も うほ と ん ど 死 ん だ 状態 の 後に 、 命 の 新た な チ 
ャ ンス を 与え た か を 語っ て いる 。 マ ウタ ー は マイ ト の 複数 で 、 そ れ は 死ん で いる よう 、 
又は 死に 近い を 意味 し て いる (Lane より )。 な ぜ な ら 、 聖 クル アー ン に よれ ば 、 実 際 に 
死ん だ 者 は 決し て 生き 返ら れ な いか ら で あ る (21:96 及び 、23:101) 。 
当 節 も また 、「 大 し て われ 等 は 去 え り 、 彼 ( (死体 ) の 罪 の た め に 彼 を 強打 し 、 か くし 
て アッ ラー は 死者 を 里 ら せ 、 お 前 達 の 納得 ゆく よう に その 神 兆 を 示し た り 」 と 表現 す 
る か も し れ な い 。 と この 意味 に 従う な ら ば 、 当 節 と 前 館 は 、 メ ディ ナ に 於 ける ユダ ヤ 人 
達 に よる 或 る ムスリム 人 の 殺害 に 留意 させ られ る で あろ う 。 聖 預 音 者 は 、 メ ディ ナ に 
到着 する と 直ぐ 、 ユ ダ ヤ 人 人 達 と 平和 協定 を 結ん だ の で ある 。 然し な が ら 、 そ の 後 の イ 
スラ ム の 繁栄 と 成功 に よっ て 、 ユダ ヤ 人 達 に 始 み を 起こ させ 、 彼 等 の 何人 か の 指導 者 
た ち 、 それ 等 の 真っ 先 に 、 カー ブ ・ ビ ン ・ ア シュ ラフ (Keb bin Ashraf) が 、 秘密 に 人 々 
NC ee 性 が 
ユダ ヤ 人 の 店 に 買い 物 に 行く と 、 その 店 の 店 員 が 、 彼女 に 対し て 無礼 な 振る 舞い を し 
た の で ある 。 無 力 な その 女性 は 、 誰 か の 助け を 求め た 。 そ の と き 、 近 くに 居 た 一 人 の 
ムスリム が 彼女 の 助け に 赴き 、 つか み 合 いと な り 、 そ の 結果 その 店 員 が 死に 至る と い 
う 悲 劇 が 起き た 。 一 方 助け た ムスリム も ユダ ヤ 人 達 に 殺さ れ て し まっ た 。 後 で この 事 
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75. し か る に その 後 、" お 前 連 の 心 は 休 sg そる 03 も 83 
く な り た れ ば 、 そ は 岩 の 如 く 、 或いは i 
それ より も 人 徳 く な れ り 1。 柄 し て 岩 Cp Ol 8392 3 る 1 うじ od っ 
石 の 中 に は 河川 が 湧き 出 で る も の あ 


A5:14; 6:44; 57:17, 


件 を 取り 調べ る こと に な る と 、 こ の 凶悪 な 行為 に 参加 し た 異端 者 の 誰 - 一 人 も その 人 罪 を 
認め ず そ の 責任 を 他 に 転じ よう と し た の で ある 。 ムスリム 人 の この 殺害 は ユダ ヤ 人 に 
よる 鬼 立 し た 悪行 で は な か っ た 。 彼 等 の 毎日 の 振る 多い は 、 無礼 且つ 、 挑 発 的 に な っ 
て 来 て 、 新 規 の 考案 され た 妨害 で も あっ た (Hisham より )。 そ の 上 、 聖 預 斉 者 に 対す 
る 暗殺 も 秘密 禅 に 計画 され て いた (sabah より )。 そ の 敵 の 頭上 が カー ブ ・ ビ ン ・ ア シ 
ュ ラ ブフ ブ (Kab bin Ashraf) で あっ た 。 彼 は 、 こ れ 等 の 双 動 企み の 背 邊 で あっ た 。 か れ は 、 
メッ カ に さえ 行き 、 そ の 説得 力 が ある 能 弁 で バト ル の 戦い で 負け た 恥辱 に 心 が 痛む ク 
ライ シュ 達 に も っ た いぶ っ た 玖 約 を な し 、 彼 等 に カー バ の 和 狼 い の 布 を 掴み な が ら 、 イ 
スラ ム と その 創始 者 を 滅ぼし て し まう まで 落ち 着 か な いと いう こと を 誓っ て も ら っ 
た 。 カー ブ は 型 預 言 者 の ご 家族 と 婦人 人達 に 対し て 非常 に 口 汚い 詩 も 広範 に 配っ て も ら 
っ た 。 従っ て 、 彼 の た び た び の 裏切り と 危害 上 是 つ 、 一 人 の 潔白 な ムスリム の 殺人 の 入 
と し て 死刑 され る よう 定め られ た 。 その 死刑 は その 罪 に 対す る 罰 の 一 部 分 だ け で あっ 
た 。 あ と は 来世 に お いて 玉 せ られ る で ある ろう 。 カ タル トウ ゥ ウム (Qataltum= あ な た 人 達 は 殺 
し た ) と いう 複数 形 語 を 使っ て 、 聖 クル アー ン は メデ ィ ナ の ユダ ヤ 教 団 全体 に その 殺 


フー(hn) の 代名詞 は カー ブ を 示す 。 こ の 意味 に 従う な ら ば 、 当 節 の 「 か くし て アッ フラ 
ー は 死者 を 虹 ら せ 」 と いう 言葉 は 、 返 報 は 皮 り の 有効 な 形 で ある こと を 示す 。 こ の よ 
うに し て 、 暗 殺 者 に な る も の は それ 以上 の 殺害 か ら 守 られ る で あろ う 。 そ の 返 報 は 、 
2:180 節 で 時 る と いう こと の も っ と も 相応 し い 意味 で ある 。 更に 又 、 暗 黙 時 代 の アラ 
プ ブ 人達 に よれ ば 、 殺 人 の 場合 、 そ の 復興 を し て いな いも の は 死ん だ 者 と 考え 、 復 興 を 
し た も の は 生き て いる 者 と 考え て いた 。 著名 な アラ ブ 詩 人 ハー リス ・ ビ ン ・ ヒ ル ザ 
(Harith bin Hilzan) は この よう に 言う 。 イン ・ ナ バシ ュ ト ウゥ ム ・ マ ー・ バ イナ ・ マ ル ハ 
タ ・ ワ ッ サ ー キ ブ 、 フ ィ ー ハ ル ・ ア ム ワ ー ト ウゥ ・ ワ ル ・ ア フ ヤ ー ツ ウツ (In Nabashtum ma Baina 
Malhata wa's Saqib, Fiha-Amwatu wal Ahy#’u) 即ち 、 も し お 前 達 は Malhah と Saqib の 間 
の 幕 を 掘り 出し て みれ ば 、 その 死者 が 生き て いる こと が 分 か る 。 つま り そ の 殺人 は も 
う 復 興 さ れ て いる 。 

1 前 飾 で 言及 され て いる 無実 の イス ラム 教徒 の 殺人 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 達 の 運 
命 を 封印 する と ころ と な っ た 。 彼 等 の 心 は 後に は どん どん 秒 軟 性 を 失い 、 ま る で 石 か 、 
も っ と ひど く か た く な に な っ て し まう の で ある 。 当 人 節 で は 、 石 の よう に 生命 の な いも 
の で も 、 ま だ 、 何 ら か の 役 に た つの に 、 有 徳 な こと を し よう と する 心から 遠く は な れ 
て し まっ た ユダ ヤ 人 は 、 あ まり に も 堕落 し て し まい 、 高 潔 な 所 業 な ど 、 命ぜ られ て も 
し な く な っ て き て いる の で ある 。 石 で すら 、 そ こ か ら 水 が 湧い て 人 の た め に な る こと 
が ある の に 、 彼 等 は 石 以下 で ある と いえ る 。 
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り 、 また それ ら の うち に は 、 裂け て 水 
が 溢れ 出る も の も あり 。 また それ ら の 
中 に は 、 アッ ラー を 羅 れ て 平伏 し 倒れ 
る も の も あり 。 耐 し て アッ ラー は 決し 
て お 前 達 の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 2。 


76. お 前 達 、 彼 等 に 、 お 前 達 を 信ずる 
0 団 は 


も それ を 理解 せ し 後 、 それ を 改 叶 
る な り 、 役 等 知る に も か か わら ず 。 


77. 面 し て 、2 彼 等 は 信じ た る 人 々 に 会 
えば 、 云う 、 我 等 は 信じ た り 。 され ど 
彼 等 の 一 部 は 他 の 一 部 (の 仲間 ) だ け 

と 一 緒 に な れ ば 、 彼 等 は 云う 、「 彼 等 
が お 前 達 の 主 の 前 で お 前 と 論争 する 
よう に 、 ア ッ ラ ー が お 前 達 に 打ち 明け 
し こと を 彼 等 に 教え る の か ? お 前 達 、 
理解 し 得 ざ る か ?」 "1。 
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1 SCE 
4 Ge 31 


9538 3 > ター eH 
LANE 


aco 1 
1G a 3 
PS i 3 RE 
CN | | th | 
a 


ott 


3:79: 4:47: S11d, 42. 62:13: 3:120: 3:62. 


12 こと こ で の 表現 は 、 ユ ダ ヤ 人 全体 に あて は め ら れる も の で は な い 。 何故 な ら 、 ユ ダ 


ヤ 人 の 幾ら か は 、 


クル アー ン で せ 『 そ れ ら (ここ ろ ) の 中 に は 、 ア 


紛れ も な く 、 神 の 長 散 に 心 が ゆ れ 動 く か ら で あ る 。 これ に つい て 聖 


ッ ラ ー を 異 れ て 平伏 し 倒れ る も の あり 」 


と 表現 され て いる 。 ハ ー と いう 代名詞 は ヒジ ャ ー ラ ( 石 ) を 表す で は な く 、 タ ルー ブ 
( 心 ) を 表し て いる 。 聖 ク ルアー ン は 、 イン ティ シャ ー ル ッ ダ マー イル と 呼ば れる こ 
の よう な 幾多 の 例 つ まり 、 同 じ 代 名 詞 で 多数 の 名 詞 を 表す こと を 色 含 する (48:10)。 


13 当 人 節 で は 、 常に 偽 若 者 ぶっ た 行動 を する 1 


彼 等 は イス ラム 教徒 と 混じる と 、 
に 関す る 預言 
の 共同 社会 中 の 他 の 者 達 か ら 、 神 が 彼 等 に 

啓蒙 する こと を 叱責 され る の で ある 。 即ち 


世俗 的 な 目 
を 確認 する の で ある 。 し か し 自分 達 と 同種 の 者 達 と 交わ る 時 は 、 自分 達 
こ 表 生 


の 階層 の ユダ ヤ 人 に つい て 述べ て いる 。 
的 か ら 和 し 、 自 分 達 の 経典 中 の 型 預言 者 


し た こと に つい て 、 イ スラ ム 教 徒 達 を 


間 示 


聖書 の 中 の 聖 預言 者 に つい て の 預言 を イス 


ラム 教徒 に 知ら せる こと に つい て の 叱責 で ある 。 
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78. 彼 等 は 、 マ アッ ラー が 、 彼 等 の 隠す 6333 じ 仙 る 20062LSY 


こと 且つ 、 彼 等 が 表わす こと を 知 巧 す 2 
る こと を 知ら ざる か ? DORRL 
79. 面 し て 彼 等 の 中 に は 、 己 の 誤っ た YIORISY 65 
概念 の ほか 経典 の 知識 を 有 せ ざる 無 E RC 
知 文盲 な 者 あり "%。 面 し て 、 彼 等 は も @ ら oO255 VY A) EL 


た だ 憶測 する に 外 な ら ず 。 
80. され ば 、 自ら の 手 で 経典 を 記す る の sa の 8 
者 ども に 党 い あれ 。 然 る 後 役 等 は 、 
それ に よっ て 僅か ば か り の 代償 を 得 Js gl 
ん が た め に 、 云う 「 こ は アッ ラー より に (の ~~ そ 。 SE る A る ン 
な 
の も の な り 」 と 。 され は 、 己 が 手 で 記 2 の 8 ブー ポジ 
し た る か が 政 に 、 彼 等 に 災い あれ 。 ま 3 2 の ああ) ーー 
わ ぎ わ 
た 彼 等 が 稼ぐ も の が 故に 彼 等 に 災い a 
pm o9 
し 諸 し て 役 は う 、 「 数 日 を 除い 1 V1 3 CE る 163 
、 < 業火 は 決し て 我 等 に 触れ ざる な OO 
M 1 と 。 云え 、“ 「 お 前 達 は アッ ラ いと 40A セ ふつ 2S1JS 55205 


11:6: 35:39, 22:175: 3:200. €3:25. 454:44.. 


や ウッ ミッ ユー ン と は 、 啓典 を 持た な い 人 た ち を 意味 する 。 こ の 語 は ウッ ミッ ユ の 
複数 形 で 、 読み 書き で き な い 人 を 意味 する 。 

ユダ ヤ 人 の 中 に は 、 神 の 言葉 と 称し て 本 を 作っ た り 、 SMH 
が いた 。 こ の よう な 行為 は ユダ ヤ 人 達 に より 、 し ば し ば 行わ れ 、 そ の 上 、 正 統 な 聖書 
の 他 に 、 ユダ ヤ 人 達 が 、 啓示 され た 本 で ある と し て いる 数 0 調 示 さ 
れ な か っ た 本 と 啓示 され た 本 と の 区 別 を する こと が 今 で は 不可 能 に な っ て き て いる 
程 で ある 。 

oO CT NDE 
と 、 心 の が ん 迷 さ の 根本 的 原因 を 説明 し て いる 。 聖 クル アー ン の 指 描 する と ころ に よ 
PT 念 、( ユ ダ ヤ 教 百科 事典 ゲ ヘ ナ 項 
を 参照 ) 或いは 、 も し 六 せ られ る よう な こ と が あっ て も 、 その 期間 は 極端 に 短く 、 極 
くさ さい な 員 で ある と いう 誤解 に 起因 し て いる 。 聖 預言 者 の 時 代 に は 、 一 部 の ユダ ヤ 
人 は 、 自 分 達 の 罰 は 40 日 間 以 上 続く まい と 思っ て いた 位 で ある 。 他 の 者 達 な ど は 、 
それ を 7 日 間 な ど と 、 勝 手 に 短縮 し て いた (Jarir 2:81 項 よ り )。「 目 下 の と ころ 、 ユ ダ 
ヤ 人 が あま ね く 信 じ て い る の は 、 どの グル ー プ に 層 し て いよ う が 、 い か に ひど い 人 間 
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ー に 約束 を 取り し な りや ? さ れ ば 、 ア だ EE SS 
ッ ラ ー は その 約束 を 断じて 破 ら ざる I 
べし 。 それ と も お 前 達 は 、 アッ ラー に DOKIY GA 
つい て お 前 達 が 知ら ざる こと を 語る 

か ?」。 

82. 事実 、 悪 行 を 稼ぎ 、 そ の 庄 悪 に 団 。w こ ちら 53 ここ 2、 
まれ た る 者 あら ば 、 こ れ 等 こそ 業火 の 2 
者 ども な り 。 彼 等 、 そ の 中 に 住み 留 ま = つ ペ フ こっ の 6 中 を 


5。 @6%AUAL3 
83. され ど 信 じ て 普 行 を 積み し 者 あお EE に 


ら ば 、 これ 等 こそ は 楽園 の 者 な り 。 彼 a £ ジジ ラー > で る ンマ ルリ タイ 
等 、 永 吉 に その 中 に 住ま ん 。 OO A TS 


十 項 


84. 面 し て 、“ わ れ ら が イス ラ エ ル の YY も 2 る ご Eb 5 


子 拘 に 約束 を 取り し 時 (を 思い 起 せ )。 6 
グン ラ > ンマ ント ツン ュ た っ チル 
「 お 前 達 アッ ラー 以外 何 も の も 崇拝 bc 95 YO 
し か 
せ ず 、 面 し て 両親 に 思 を 施す べし 。 そ 上 ュ こ リン シセ ンー 1 は て レー し > る 6 らい 
RR a I OE 55 9 
し て 、 親戚 、 孤児 や 貧者 達 に も また 然 
が J 内 る の 2e4 ログ 2 ンク 
り 。 面 し て 、 人 々 に 普 な る 言葉 を 云い 、 5 引 1 259 区 そ 、 BMD85 
5 礼 振 を 遵守 し 、 喜 捨 を な せ 6」。 然 A A 8 
る 後 、 お 前 達 は そ む き た り 。 但し お 前 8 YL の sy 別 
達 の うち 僅か な 者 は 別 な り 。 され ば お 8 る 3 
前 達 、 忌 避 し た る な り 。 
155; 5:13. 22:44、11 1 4:78; 6:73; 22:79; 24:57; 30:32, 
で あっ て も 、11 ケ月 、 或いは 、 最長 で も 1 年 以上 、 地獄 に と め お か れる こと は な いと 
いう こと で ある 。 但し 、( ユ ダ ヤ 人 の うち より ) ダ タ ン 、 アビ ラム や 無神論 者 を 除く 、 
こう いう 者 居 は そこ で 、 長 く 資 苦 を 負う も の で ある 」 (Sale より )。 
16 当 節 は 何 も 特別 な 暫 約 に 言及 し て いる の で は な い 。 し か し 、 当 時 ユダ ヤ 人 達 の 間 
で 流行 し て いた 悪 習 を 諦め さす た め 及 び 、 高潔 な 生活 に 導く た め の 一 般 的 契約 で ある 
出 エ ジ プ ト 記 、20:3-6, 12, レビ 記 、19:17. 18: 能 言 、3:27, 28, 30; 申 命 記 、6:13 と 14:29) 。 
聖 ク ルアー ン の 他 の どの 個所 と 同様 、 当 節 に お ける 言葉 の 順序 は 、 上 述 さ れ た 事 の 重 
要 さ に 従う 当然 な 順序 で ある 。 
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85. また われ ら は 、 お 前 達 に 約束 を 取 O ひ 4 うー3EL CAST315 
り し 時 (を 思い 起こ せ ) 「 お 前 達 、 互い スシ ンス を 
に 血 を 流さ ざる べし 。 また 己 が 人 々 を 〇 2 かー 中 O 多 As Y つ っ っ 
自分 の 住宅 より 追放 せ ざ る べし "7」。 
従っ て 、 お 前 達 は (これ を ) 是認 し た 
り 。 耐 し て 、 お 前 達 は 立証 し た る な り 。 S03 


ドー 


“A 


4 
i ラン 9 


2 る 3 イン 2 イー る る っ ーー シン 
515 ふつ うう 91 ふう うー っ し > 


レラ タッ ン スラン ーー ン メイ ラン ン 
ンズ 3 2 る 


86. し か る に お 前 達 こそ 、 己 が 人 々 を 2 と お (に < の 誠 る 史 仏 3 
殺害 し 、 且つ 自分 連 の 一 団 を その 家 よ 。 レレ 。 
り 追放 する 者 な り 。 お 前 達 罪 と 不正 こつ タッ る つの 叶 25 う 
を 以 て 、 彼ら に 抗 し て 互 に 助け 合う る ? ” タン アー ター9 ー ン tz う デ 
と りこ っ ょ 3 ざし [0] じゅ ぅ 
な り 。 ま た 、 徹 等 が 矯 較 と な り て ぉ ブフ ォ クタ と OO っ うら > 
前 達 の と ころ に 来 た る と 、 お 前 達 は 人 KAN 513 っ 30 
ター ョ イン る ンー ターン タン > タコ づ 
追放 その も の が お 前 達 に と り て 違法 っ cc つつ A2 63 っ る 545 
な る に も か か わら ず 。 お 前 達 は 経典 1 {| ラン の っ で の 3 この | 
の 一 部 を 信じ 、 他 の 一 部 を 担 な か ? さ | っ |) 
れ ば 、 お 前 傍 の うち か か る 行 旋 を な せ 52 旭 3 に 3 くみ っ この つめ 仁 55 
る 者 の 報い は 、 現 世に お いて は 務 辱 以 
外 の 何 も の ぞ ? 面 し て 復活 の 日 に は 、 3 計る 
彼 等 は 厳し い 責 苦 に 処せ られ る べし 。 ドリ る て 和信 ライ ンス ンー マラン ン を レン 2 る 
、 1 _ A | CN 
げに アッ ラー は お 前 達 の 所 業 を 見 過 つつ 


: さ フラ ョ イン 5 る る デン も 3 プ ゅ ン ン エ イン る 
し 給 わ ず 2 。 SIP VN ERE PI 5 lial| 


"ここ は 、 聖 預言 者 と メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 達 の 間 の 契約 、 つ まり 、 お 互い の 共通 の 
英 に 対し て 助け 合う こと を 保障 し 、 す べ て の 決定 は 聖 預 昔 者 に 仕 せ られ た こと に 言及 
し て いる か も 知れ な い ( ミ ュ ア ー に よる "Life of Mohammad' 及 び 、Mirza Bashir Ahmad, 
M.A. に よる “Sirar よ り )。 

1 聖 預 計 者 の 時 代 の メデ ィ ナ に は 、 三 つの ユダ ヤ 人 の 部 族 、 バ ヌー・ カ イヌ カー、 
バ ヌ ー・ ナ ズィー ル と バ ヌ ー・ ク ライ ー ザ と 、 二 つの 異教 徒 の 部 族 ア ウス と ハズ ラッ 
ジュ (Khazraj) が 住ん を で いた 。 アウ ス の 隣 に バ ヌ ー・ カ イヌ カー と バ メ ヌー・ ク ライ ー ザ 
の こつ の ユダ ヤ 人 の 部 族 が 、 又 ハ ズラ ッ ジ ュ (Khazraj) に は 、 バ ヌー・ ナ ズィー ル が 隣 
接し て いた 。 この た め 、 異教 徒 間 の 戦争 が 始ま る と ユダ ヤ 人 達 は 自動 的 に まき こま れ 
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BR EERE ESERIESRIR REREAD EE SE RCE EER ER ER ER ERR HITE ERE EER SEES RE EERE HERERO RE SRR 


87. これ 等 こそ は 、 来世 より 現世 を 選 898 13 久 引 ご ぁ 530) そば 5 


び し 者 ども な り 。 され ば 、 彼 等 に 対し 2 衣 1『 そ た ど て り 且 2 
て 、 懲 凡 が 軽減 せら れず 、 ま た 彼 等 は 、 te SS 5 っ で | 
助け られ ざ る べし 。 NN ンー タオ ンタ っ AWT キ ン づ 1 は 41| 

を ® pd li 


十 一 項 

88.“ 耐 し て 、 わ れ ら は 確か に モー ゼ に rc。E<35< こ AI と 2E5 は 3 
経典 を 与え 、 彼 の 後に も 次 々 に 使徒 た 8 

ちな 2 伺わ し た り 。 ま た で われ ら は 、 つっ ok eS 
マリ ア の 子 の イエ ス に 明 証 を 与え 、9 本 し を <z 2 と ANTo 1 
圭 "" に よっ て 彼 を 強固 な らし め た SS HE 539, 
り 。 され ば 、 使徒 が お 前 達 の 好ま ざる A $< 
啓示 を 携え て お 前 達 に 来 た る た びに 、 作る 
ね 前 達 は 横柄 に 振る 畠 い た り 。 さ れ 589 


ば 、 お 前 達 は (使徒 達 の ) 一 団 を 嘘つき ン 

め * 
NN oy 
と せり ? 


89. 面 し て 彼 等 は 云え り ・「 我 等 の 心 人 | 435 て に 家財 中 55 
は 閉ざさ れ て いる な り 」 と 。 事 実 


ライ al SM っ > 2 
ッ ラ ー は その 不信 が 政 に 役 等 を 上 OO HEI 2 お っ 
せり 。 され ば 、 彼 等 が 信ずる は 僅か 
な り 。 


42:S4 を 靖 昭 、25:47: 37:28. 2:234: 3:185; 5:111: 43:64. 916:103. 4:156: 41:6. 


て し まう 。 し か し 戦争 中 に 、 異教 徒 が ユダ ヤ 人 を 捕虜 に する と ユダ ヤ 人 達 は 寄付 を 集 
0 0 生 S0UA 教徒 の 捕虜 と し て 拘束 され る こと は 不当 で ある 
と 考え た の で ある 。 聖 クル アー ン は この 風習 に は 反対 で 、 彼 等 の 信 爺 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 
奴隷 化 を 禁止 す る の み で な く 、 相互 の 戦争 関係 と あか ら さ まな 殺人 を 禁じ て お り 、 聖 
書 (X は 経典 ) の 一 部 だ け を 受け 入れ て 、 残り を 人 否定 する 程 悪い こと は な く 、 こ と の よう 
に 、 一 部 を 受け 入れ な いと いう の は 、 堕落 し た 心 の 証拠 で ある と し て いる 。 ユ ダ ヤ 人 
の 皮 二 化 林 止 に 関し て は 、 レビ 記 23:39-43、47-49、34、55: ネネ へ ミア 記 3:8 を 参照 。 


19 聖霊 」 と は 天使 長 ガブ リエ ル の 別名 と し て 広く 知ら れ て いる (Jarir 及び Kathr 
より )。 ルー フル ・ ク ド ッ ゥ ス (Rnhul-quds) と は 、 神 聖なる 、 又 は 祝福 され た 言葉 の 意味 
も 表す 


61 


ダ S 
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90. 面 し て 、“ 彼 等 の 護持 せ し も の の 確 
証 と し て 経典 が アッ ラー より 彼 等 に 
来 た る や 、 か つて 彼 等 は 不信 者 ども に 
対す る 勝利 を 祈願 し た る に も か か わ 
ら ず "9 彼 等 が 認知 し た る ? も の が 彼 
ら に 来 た る と 、 彼 等 は それ を 拒否 し た 
り 。 され ば 、 不信 者 ども の 上 に アッ ラ 
ー の 呪 請 あ れ 。 
91. 彼 等 が 叫 自 身 を 買 り 渡せ し こと 
は 悪し まき な り 。 つま り 、 彼 等 が アッ ラ 
ー の 降 せ し も の を 措 否 する は 、 ア ッ ラ 
ー が その 僕 等 の うち 己 が 欲す る 者 に 
BR 
逆 す る が 故 な り 。 され ば ~ 彼 等 は 、 身 
i 
て 不信 者 ども に は 恥辱 た らし め る 懲 
前 あり 。 
92. また 、“ 彼 等 に 向っ て 「 ア ッ ラ ー 
RE 
彼 等 は 云う 、「 我 等 は 我 等 に 降 さ 
れ し も の を 仙 ず る な り 」 と 」 され ど 、 
彼 等 は その 外 の ( 降 さ れ た る ) も の を 
拒否 する な り 、 そ は 彼 等 の 護持 せ し も 


ls i ES 
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EE 2 デー 


62:42. 92, 98-102: 3:82; 4:48: 33:32: 46:13. 62:147.63:113: 3:6 


、 の :171. 


NT ユダ ヤ 人 達 は 、 異 教徒 の アラ ブ 人 達 に は 、 自 分 達 の 経典 で ある 聖書 中 


、 世 界 中 6 
時 うに し て いた と いう 
の 解決 の 仕方 と し て は 、 


こ 真 実 を ひろ め る こと と な る で ある ろう 預言 者 の 到来 に つい て 、 知ら せな い 
こと が 表 さ れ て いる ( 申 命 記 18:18 及び 、 28:12)。 或いは 、 そ 
聖 預 詩 者 の 到来 以前 に 、 


ユダ ヤ 人 達 は 、 神 に 、 ま ち が 


NN 


っ た 信仰 に うち 勝つ 真実 の 信 爺 を も た ら す 預 詩 者 を 出現 させ る よう 祈願 し て いた の 


で ある と いえ る (ヒシ ャ ー ム 1 巻 150 本 
際 に 出現 し 、 


と な っ た の で ある 。 


62 


買 )。 し か し 、 目 分 達 の 祈願 し て いた 預言 者 が 実 
虚偽 に うち か つ 真 実 の 優勢 (支配 ) が は っ きり する と 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 
言 者 を 受け 入れ る こと を 拒否 し た 。 そ の 結果 、 自 分 達 の 上 に 、 


神 の 呪い を うけ る こ 


二 意 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 


の を 確証 する 真理 で ある に も か か わ 
ら ず 。 云え 、「 お 前 達 も し 信者 な れ は 、 
以前 に 2 何故 アッ ラー の 預言 者 た ち を 
殺害 し た る か ?」。 

93. 面 し て 、 モ ー ゼ は 確か に 諸々 の 明 
証 を 携え て お 前 達 へ 色 来 し た り 。 然 る 
後 、 彼 の 不在 に 乗じ 、? お 前 達 は 積 を 
取り あげ た り 。 曽 し て 、 お 前 達 は 不義 
者 な りき 。 

94. また 、* わ れ ら が お 前 達 に 約束 を 取 
り 、 お お 前 達 の 上 に トゥ ー ル 山 を 傘 
え 立 た せ し 時 (を 思い 起 せ )。「 わ れ ら 
が お 前 達 に 授け し も の を し っ か り と 
護持 し 、 耳 を 傾け よ 」( と 云え り )。 彼 
等 は 云え り 、「 我 等 は 聴き た り 。 さ れ 
ど 我 等 は 背 き た り 」 と "4。 面 し て 彼 
等 は 信仰 心 を 持た ぬ が 数 に 、 その 心 は 
積 の 愛 に 館 ば まれ た り や 22。 云え 、 「 お 
前 達 も し 信仰 者 な ら ば 、 お 前 達 の 信仰 
の 命ずる も の は 悪し き な り 」。 


人 

に Fat > dt イイ ィ ン 7 フラン レ を 
トン 

al - a2I を に 1 DE ha, 5 
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Ss る ” Pd) イン ぅ っ づ プス ン ラ 9 
9 999 っ 大 | し EE * う 3 
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グ 


内 る 2 っ イ る 5X 2 ラー ター 
GIRS 


4 っ Df >» & a ン ン る ad 
と と ンー 


OR を る の っ 8 
CA ン 2 99 ひさ 


95. 云え 、9「 も し アッ ラー の 御 許 で 、 
他 の すべ て の 人 々 を 差し 置い て 、 お 前 
達 だ け の も の と する 来世 の 住処 が あ 


93:113.182.72:32: 4:154; 7149.133: 20:98. 2:64: 4:155; 7:172. 2:112: 62:7. 


ot GE cE? FC 
YNS 
I 0 a 


1 注 105 を 参照 の こと 。 

” この 語 は 、 彼 等 は 従う こと を 実際 に 拒否 し た こと を 意味 する 。 カ ー ラ (Qala) の 意 
味 を 注 57 を 参照 せよ 。 

122 ウ シュ リバ ・ フ ィ ー・ カ ルビ ヒー・ フ ブッ プ ・ フ ラー ニン (Ushriba Fi Qalbihi Hubbu 
Fulanin) の 語句 は 、 そ の 人 の 愛 は 、 彼 の 心 に 浴 み わた っ た を 意味 する (Aqrab より )。 


る か ら で あ る 。 この 語 が 主題 に 使わ れ た の は 、 仔牛 の 愛 は 彼 等 の 心 の 中 に 深く 沈め ら 
れ た と いう 意味 で ある 。 
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ーー 会 アル ・ バ カラ Ai-Baqarah( 牝 和牛 ) 二 章 
LS。 ん て 


る な ら ば 、 死 を 望め 、 も し お 前 達 正直 OY) 

な ら ば 」 P24 

96. され ば “ 彼 等 は 、 決し て それ を 選 AHN 

まざる べし 、 選 自身 の 手 が 先 に 送り し 。 A 

こと が 故に 。 面 し て アッ ラー は 不義 者 RMAE 

ども を よく 知り 給 う 。 

ND ON OR 

また 多神教 徒 に も 増し て や 35、 食欲 に FE 。 3 i 

年 を 求め る こと が 最も は な は だ し きま うる る と 13 15k 

者 な る こと を 必ず 知る べし 。 彼 等 の い 4。 は スス スレ EC 

ずれ も が 千年 も 生き 長らえ よう と 望 

お 者 な り 。 され ど 、 た と え 長 寿 を 投 か 

ろう と 、 ら 2 そ は 彼 を 懲罰 か ら 免 れ し む お 〆 SIL 

る こと に 非 ず 。 面 し て アッ ラー は 彼 等 ” い 

が な せる こと を みそ な わし 給 う 。 
十 二 項 

98. 云え 、「 ガ ブリ エル *⑦ に 敵対 する 2 3 

者 は 誰 で あれ 、 さ れ ば ' 彼 こそ は アッ 。 MO 

ラー の 命 を 奉じ 、 以 前 に 隆 され た る も CCO と 2220 つ 3 いる US、 よそ 


62:8. 962:9. 26:194-195. 


7 人 この 意味 は 、 も し ユダ ヤ 人 が 、 神 が 彼 等 の み に 神 の 恵み を 与え られ た と いう 主張 
が 正当 で 、 聖 預 言 者 の 主張 が まち が っ て いる と 確信 する の な ら 、 彼 等 は うそ を つい た 
こと に より 死 と 破滅 を 求め る べき だ と の 意味 で ある 。 

2 や ユダ ヤ 人 と 比べ 、 多 神 教徒 の 方 が 、 現 世 の 生 活 に 屈 従 的 で は な い 。 何 故 な ら 、 ユ 
ダ ヤ 人 と 違っ て 異教 徒 達 は 、 死 後 の 人 生 の 存在 を 信じ て い ず 、 そ の た め 、 死後 の 六 を 
恐れ る こと も な いか ら で あ る 。 

3 「 ガ ブリ エル 」 と は ガブ ル と イー ル の 合成 語 で 、 神 の 勇 か ん な 下僕 、 或 い は 、 神 
の 召使 い の 意 味 を も つ 。 へ ブラ イ 語 の ガブ ル は 、' 召 使い ' を 意味 し 、 イ ー ル は 強大 な ' 力 
強い の 意味 を 表す (William Geseneus 著 に よる へ ブラ イ 諸 英語 辞書 , プ ブ ハー リー タフ 
スィ ー ル 童 及 び 、Aqrab より )。 イ ブン ・ ア ッ パ ー ス に 依 れ ば 、 ガ ブリ エル の も う 一 
つの 名 前 は アブ ドゥ ウッ ラー で ある a より )。 天使 の 内 に あっ て 中心 的 存在 で あ 
る ガブ リエ ル (Manthnr より ) は 聖 ク ルアー ン の 天 啓 の 担い 手 で あっ た 。 解説 の 特大 
版 も 参照 。 聖書 で も 、 ガ ブリ エル の 役割 は 、 神託 を 神 の 下僕 に 伝え る こと で ある と し 
て いる (ダニ エル 者 8:16; 9:21 と ルカ に よる 福音 書 I:19) 。 当 節 で 指摘 され る よう に 、 
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の の “確証 と し て それ を 流 の 心 に 隆 せ 08 3 る 3 
し 者 な り 。 ま た 信者 た ち へ の 和 導 普 

びに 朗報 な り 。 

99. 誰 で あれ 、? ア ッ ラ ー と その 天使 人 ひ つう SM EO 


} 
等 、 その 使徒 た ち 並 びに ガブ リ エル と Fn Ge っ 

ミカ エル "に 敵対 する 者 あら ば 、 げ に プー と 1 0 eS っ 
アッ ラー は 不信 者 ども の 敵 な り 」'*。 DLSN 


100. げに われ ら は 、 諸 々 の 明白 な る 性“ SCIEN 
し る し くだ し か 

神 兆 を 汐 に 降 し た り 。 耐 し て これ 等 を 2 
拒む 者 は 、 不 服従 者 に 外 な ら ず 。 ON RS 
101. な ん た る こと か ! 彼 等 が 契約 を 
結ぶ < 度 ご と に 、 彼 等 の 中 の 或 る 者 た か に の の 

ち は そ れ を 無視 する な りや ? 事 実 、 彼 O02 お YY つる 3 
等 の 大 方 は 信 ぜ ざる な り 。 

102. 耐 し て 、“ 彼 等 の 護持 せ し も の の 4A ae O23 
確証 と し て アッ ラー より 使徒 が 彼ら  。 
へ 来 た る 度 に 、 経 典 を 授け られ た る SR EL 


| 
ET Ed | 


we 


2:90 を 湖 照 . 058:6. 63:188. 2:90 を 参照 . 


聖 ク ルアー ン で も ガブ リエ ル に 同じ 役割 り を 課 し て いる 。 し か し 後に な っ て の ユダ ヤ 
の 書物 で は 、 彼 は 、 火 と 雷 の 天使 と 表現 され て いる 。 聖 預言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 人 
は ガブ リエ ル を 、 彼 等 の 敵 で あり 、 戦争 、 災 いそ し て 困 苦 の 天使 と みな し て いた (Jarr 
及び 、Musnad より )。 

4 ミカ エル も 主要 な 天使 の 内 に 属す る も の で ある 。 こ れ は ミー ク と イル の 合成 語 と 
考え られ 、 何 も の も 神 に 似る 者 は な い '" と の 意味 を 表し て いる (ユダ ヤ 教 百科 事典 及び 、 
ブ ハ ー リ ー よ り )。 ユ ダ ヤ 人 は ミカ エル を 好ま し い 天 使 と みな し て お り (ユダ ヤ 教 百 
科 事 典 )、 ミ カエ ル は 、 平 和 と 豊か さ 、 慈 雨 と 牧草 の 天使 と し て と ら え 、 世 界 を 支え 
る 仕事 を 主として な し て いる と 考え て いた 。 

- 大 使 達 は 、 精神 的 つなが り の 中 で 重要 な 輸 で あり 、 SMMSCG2 つ で 


る 者 は 、 実質 上 、 な て の シス テム と の つなが り を 自ら 断つ こと と な る の で ある 。 こう 
いっ た 者 は 、 神 の 真実 の 下僕 に 与え られ る 恵み や いつ くし み を 、 は く 礁 され 、 罪 人 に 
下さ れる 軸 に 値する と ころ と な る の で ある 。 
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人 々 の 一 団 は 、 ア ッ ラ ー の 経典 を < そる 123 200 こよ = こま は 
の 背後 に 投げ 捨て た り 。 愉 も 彼 等 は 知 RR Pe 
ら ざ る な り 。 OO VEE os) EB 
103. 曽 し て 彼 等 は 反逆 者 た ちか や 2 で S13 
ソロ モン の 統治 に 対し て 読み し も の る 
に 従い た り “"。 面 し て 、 ソ ロモ ン は oy Os っ や 5 そこ 
sR ーー ゴビ ポポ Ys と ンー Se マラ コイ キン A っ 内 
不信 せ し に 非 ず 、 し か し 反逆 者 た ち は IO23 1 ジマ AL 
不信 仰 を し た る な り 。 彼 等 は 人 々 に 骸 ~ 。。 フフ 
只 を 教え た り 28。 病 し て 、 彼 等 は バー QE 
ビ ロ ン で 、 両 天使 129 の ハー ルー ト と 2 パー レン < ne tf ン 
2 MT a らら eS 
マー ルー ト "や に 降 さ れ た る も の (を OO 


\ 


93:188. 


129 タラ ウト ゥ フー (Talautu-hn) と は 、 私 は 、 彼 に 従っ た を 意味 する (Lane より )。 
37 アラー (Ala) と は フィ ー の 意味 、 即 ち 、 中 に 、 の 間 、 対 し て 、 な ど を 意味 し て いる 
(Mushni より )。 こ の 前 置 詞 が 聖 ク ルアー ン で は 、“.… と 一 致す る "2:113) : 原因 を 指定 
する (2:186) ; そし て 、 フィ ー (28:16) と ミン (83:3) の 意味 で 使用 され て いる 。 タ ラー・ 
アラ イヒ Tala Alaihi) は 又 、 彼 に 対し て 嘘 を 吐い た を も 意味 する (Tj、 Muhit 及び 、 Radi 
より )。 
8 スィ フル (Sihr) と は 、 策略 、 危害 、 魅惑 、 真 実 か ら 虚 偽 を 演出 する こと 、 原因 が 隠 
され て いる 事実 、 又 は 何 が 事実 か ら 違 っ て いる か を 推測 させ る と ころ の 出来 事 な ど を 
意味 する (Lane より )。 従っ て 、 あ ら ゆ る 成 偽 や 詐欺 や 公益 見 解 が 隙 れ て いる 蛋 賢 い 
策略 は スィ フル (Sihr) に 包含 され る の で ある 。 
129 こと で の 「 両 天使 」 と いう 表現 は 、 二 人 の 聖人 を 指す (12:32)、 何 故 な ら 、 こ こと 
に 


な いた め 、 人 間 と 自由 に 往来 する こと は な いか ら で あ る (17:95; 21:8) 。 

9 ハー ルー ト と マー ルー ト の 両方 は 叙 事 的 名 前 で あり 、 前 者 は ハラ タ (即ち 、 彼 は 
涙 を 浮か べた 、Aqrab より ) か ら 派 生 さ れ 、 涙 を 浮か べ る 者 を 意味 し 、 後 者 は マラ タ 
( 如 ち 、 彼 は 壊し た ) か ら 派 生 さ れ 、 壊 す 者 を 意味 する 。 こ れ 等 の 名 前 は 、 こ の 二 人 
の 聖人 が 出現 する 目的 が 、 イ スラ エル 人 の 敵 で ある 王国 の 栄光 と 威光 を 打ち 破り 、 ば 
ら ば ら に 裂く と と に ある と いう こと を 象徴 し て いる 。 これ ら の 聖人 は 、 始 め て 出会う 
場合 の 相手 に は 、 自分 達 は 普 悪 の 区 別 を つけ させ る た め に 神 か ら の 試練 と し て 下さ れ 
た 存在 な の で ある と 語り 、 自分 達 の 仲間 を 男子 の み に 制 限 し た 。 然るに 当 節 の 言わ ん 
と する 所 は 聖 預 斉 者 の 時 代 の ユダ ヤ 人 達 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 の 披 等 の 祖先 が し て いた 
の と 同様 に 、 有害 な 習慣 に ふけ っ て いた と いう こと で ある 。 更に 言わ ん と し て いる の 
は 、 ソロ モン の 時 代 の 害悪 を まき ちら し た 者 達 と いう の は 、 ソロ モン を 不信 者 で ある 
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追求 せり )。 され ど 両 者 は 、「 我 等 は 単 S&S NS 、 
な る 試練 な り 。 され ば 、 不信 する な か 
れ 」 と 前 置き せ ず に は 符 人 に も 教え ざ を O あ 58 ヒビ に 450ALCSS ve 
りき 。 され ば 、 彼 等 (人 々 ) は その 両者 24 レラ 253 5 で 
より 、 夫 と その 妻 の 仲 を さく も の を 習 

いた る な り 。 面 し て 、 彼 等 は アッ ラー oli i 
の 許し な し に は 何人 を も 之 に よっ て 2 
害する こと は な か りき 。 し か る に 、 彼 タン タン コン 
ら (反逆 者 た ち に 習う 者 達 ) は 、 自 分 を 、95 え 拓 、 つ 912 に 405 
害し 、 益 な きこ と ば か り を 学べ る な り _ 55 
tw そん な も の を 騰 え し 者 に は 来 和 を ラビ oA2 の)e ら 2 2)| 


デ 


と 決め つけ た 無法 な 者 達 で あり ここ で ソロ モン が 信仰 を 持た ぬ 者 と 責め られ る こと 
に 反論 し 、 事実 は そ を う で は な いと いう こと を 明確 に 記し て いる 。 また 彼 の 時 代 の こう 
いっ た 圭 は 人 々 を だ まし 自分 較 の 意図 する 所 を 利 維 する た め 、 ー 般 に 理解 され て いる 
の と は 違っ た 意味 合い で 相手 に その 内 容 が 伝わる よう な 形 で その 時 代 の 人 に 教唆 し 
た の で ある 。 当 節 で は 、 ソ ロモ ン に 敵対 する 者 達 が 、 彼 に 対し て 、 仕掛 けた ワナ と 、 
そう する こと で 、 ソ ロモ ン の 王国 を つぶ そう と し た 陰謀 に つい て 語っ て いる 。 ソ ロ 
モン の 時 代 の 状況 を 語る こと に より 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 も 、 そ れ と 全く 同様 の 下 
聖 預 斉 者 に 仕 か が か け て き て いる が 、 彼 等 の 邪悪 な 目的 が 実 を 結ぶ こと は 絶対 
に あり えな いと いう こと を 表し て いる の で ある 。 
4 ユダヤ 人 達 は 、 イ スラ ム の 威光 が 着実 に 拡がり 、 ア ラビ ア に 於 ける 、 反 イス ラム 
が 完全 に 徐 され 、 イス ラム の 発展 を 自分 達 で 止め た り 縮 め た りす る こと が 出来 な いこ 
と に 気付 いて か ら は 、 部 外 者 達 を 反 イ スラ ム へ と 扇動 し 始め た 。 キリ スト 教徒 の 支配 
者 に 抑圧 、 迫 利 され た 彼 等 は ベル シア に 亡命 し 、 自分 達 の 信仰 の 拠点 を ユダ か ら バ ビ 
ロニ ア へ と 移し た (Hutchinson 閉 に よる History of the Nations 350 頁 )。 次 第 に ペル シア 
の 帝王 達 の 宮廷 に 影響 力 を ふる い 始め た ユダ ヤ 人 は 、 イ スラ ム へ の 陰謀 を 企 て 始 め た 
の で ある 。 彼 等 の 扇動 は 功 を 奏し 、 チ ョ スロ ス 二 1 イス ラム を 受け 入れ る よう に 
と の 聖 預 斉 者 か ら の 手紙 を 受け 取っ た 時 、 チ ョ スロ ス 二 世 は 、 な ぜ 自 分 が イス ラム を 
受け 入れ る 必要 が ある の か と 、 当 時 は ペル シア の WCW で あっ た イエ メ ン の 総監 バー ド 
ハー ム に 、 聖 預言 著 を 捕らえ 、 鎖 に つない で ベル シア 宮廷 に 連れ て 来い と の 命令 を 出 
させ る に 到 っ た 。 当 節 が 詩 及 し て いる の は 、 型 預言 者 の 時 代 の ユダ ヤ 人 達 の こう いっ 
た 策謀 や や 陰謀 で ある 。 彼 等 が 注目 し た の は 、 自分 達 の 祖先 達 も 同様 に 先ず ソロ モン に 
対し 、 ユ ダ ヤ 社 会 の 数 名 が 、 秘 密 の 暗号 や 記号 を 伝え あう 結社 を 作っ て 、 謀 り 事 を め 
ぐら し た と いう 事実 で ある ( 列 王 上 11: 29-32、11:14, 23, 26: 歴代 志 下 10:2.④。 ユ ダ ヤ 
人 が 秘密 結社 を 二 度 目 に 作っ た の は ネ ブ カ ド ネ ザル 王 の 時 代 に 、 バビ ロン で 捕虜 と な 
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一 巻 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 生 ) 一 章 


に お いて 何 の 分 け 前 も な か らん こと S03 IS pk | 

を 知る に も か か わら ず 。 され ば 、 彼 等 

が 己 を 売り わた せ し こ と は 確か に 悪 

し き な り 。 彼 等 、 も し 知り た り せ ば ! 6 

104. され ど 、“ 彼 等 も し 信じ て 、 長池 、 の る 23322 る 5 

し た れ ば 、 アッラー よ り の 報奨 は 最善 8 め 寺 2 

な り 。 DE 00 elas 
十 三 項 = 

105. 汐 等 信じ た る 者 た ちよ 、( 李 言 者 Es 3 放 Y1 ご 530 RU 

に 向かっ て ) ラー イナ ー と 2 云う な か 0 の の 

れ 9 閉 し て ウン ズル ナー と = ぇ 。 の っ 03 08235 拓 中 お 


93:180: 3:66、67. 74:47. 


っ て いた 時 で ある 。 当 人 節 で 言及 され て いる 聖人 は 、 ハ ガイ 、 そ し て イッ ド の 皿 子 で あ 
る ゼ ガ リヤ で ある (ユズ ラ 書 5:1)。 これ ら の 聖人 達 は 秘密 結社 の 会 員 を 男子 に 限り 、 新 
rn RE 計 OE 


時 、 イス ラ ェ エル 人 傍 が 彼 と 宙 約 を 粘 び 、 それ に よ GR 2 あこ と が 
安易 に な っ た 。 その 協力 の 返礼 と し て 、 キュ ロス は 彼 等 が エル サレ ム に 還る こと を 許 
し 、 更 に ソロ モン の 堂 を 再建 する こと に 於 いて 彼 等 を 援助 し た (Historians' History of 
the World 2 巻 126 買 よ り )。 当館 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 の 過去 回 の 努力 が 違っ た 結果 を も 
た らし た こと を 暗示 し て いる 。 第 一 回 は 、 ソ ロモ ン に Sm 彼 
等 の 名 声 が 完全 に 失わ れ 、 結 局 彼 等 は バビ ロン へ 追放 され て し まっ た 。 第 二 央 は 、 彼 
等 が 、 彼 等 を 太い 立た せる 二 こ 人 の 指導 者 に よっ て 、 同じ よう に 行動 し 成功 し た 。 従 っ 
て 、 聖 預 斉 者 に 対す る ユダ ヤ 人 達 の 努力 は 、 ソロ モン の 時 代 に 彼 等 が 失敗 し た よう に 
失敗 する か 、 そ れ と も バビ ロン で 行わ れ た よう に 成功 する か 、 に つい て 聖 ク ルアー ン 
は 「 し か る に 、 彼 等 は 、 自 分 を 害し 、 益 な きこ と ば か り を 学べ る な り 」 と 述べ 、 彼 等 
は パ ビ ロ ン で その 祖父 達 が 失敗 し た よう に 、 決 し て 成功 出来 な いで あろ うと いう こと 
を 示す 。 
4 ラー イナ ー と いう 語 は 、 ム ファ ー ア ラ Mufg'alah) の 寸法 に 当て は まる 。 そ れ は 一 
般 的 に 、 互 恵 主義 、 両 方 が ほとん ど 互 角 、 又 は 、 我 等 が お 前 達 を 尉 的 する よう に 我 等 
を 扱え 、 を 意味 し て いる 。 又 、 RA 馬鹿 者 や 思い あがっ た 連 
中 を 意味 する その 語 は 馬鹿 者 は 又は 思い あがっ た 董 旨 よ ! と いう こと を 表す 。 こと の 語 
句 は 亜 預言 者 に 対す る 無礼 を 意 味 し た の で 、 神 は ムスリム 人 達 に その よう な 語 を 使用 す 
る こと を 禁じ 、 ウ ンズ ルナ ー、( つ まり 、 我 々 を 見 つめ よ ) の よう な 丁寧 上 且つ 明白 な 言 
葉 を 使用 する こと を 忠告 し た 。 聖 預 斉 者 の 主張 を 破滅 させ る た め に 、 ア ラビ ア の ユダ 
ヤ や ヤ 人達 の 部 外 者 た ちと の 密通 に 言及 し て か ら 、 聖 クル アー ン は 当 節 で 、 聖 預言 者 を け 
な す た め 、 そ し て ムスリム 同志 で 意見 相違 や 伸 た が い の 種 を 下 く た め 、 彼 等 の 陰謀 の 
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二 章 アル ・ バ カラ AI-Baqarah( 牝 牛 ) ー 傘 
また 、 耳 を 傾け よ 。 され ば 、 不信 者 ど TIE 
も に は 厳し い 宙 あら ん 。 

106. 経典 の 民 、 及 び 多神教 征 た ちの Ai Akse2 シ で は 3 セレ 


る ンプ 
* 


りお 前 達 に 降 さ れる 如何 な る 良き も eccd 守っ 5 


の も 、 好 まざる な り 。 さ れ ど デッラ a? ds sa 4 
ー は その 慈悲 の た め に 、 己 が 欲す る 者 oR 9 つつ 3 つう 2 と 


を 選び 給 う 。 面 し て 、 アッ ラー は 偉大 ⑨ 1 し し 30 3 人 れ 12 ep 
ある じ 4 

な 帳 容 の 主 な り 。 A 

107. 如何 な る 2 館 も や 我 等 が 無効 2 で C82 ジ た 交 ビ 

に し 32、 ま た それ を 忘却 せ し む る こ - 


93:73.416:102. 


こと を 説明 し て いる 。 見 た と ころ で は 、 少 数 の 例証 が 人 々 の 心 に 関す る 事実 を 強調 す 
る た め に 選ば れ て いる 。 時 に は 、 非 常に つま ら な い 事 が 抑制 の 精神 を 傷つけ 、 危険 な 
結果 を 引き 起こ す 。 

3 失 ア ー ヤ は 、 聖 クル アー ン の 詩 節 、 神 託 、 奇 跡 や 命令 を 意味 する (Lane より )。 
2 聖 ク ルアー ン の いく つか の 節 が 破棄 され た と いう 誤っ た 推論 が 当 節 か ら な され て 


で 経典 の 民 が 前 の 啓示 に 言及 し て 、 新 し い 啓 示 に 対す る 始 み で その 「 ア ー ヤ 」 に この 
節 が 破棄 され て いる こと が 語ら れ て いる こと を 示し 、 述 べ て いる 。 そ れ は 前 の 聖典 が 
ご 種類 の 戒律 を 含ん で いる と 指摘 され て いる 。(a) それ ら が 条件 を 変え られ る よう に 、 
新しい 啓示 の 普遍 性 は 破棄 され る 必要 が あっ た 。 (b) 忘れ られ た 真実 に つい て 人 々 に 
思い 出さ せる こと が で きる よう 永 加 の 真実 を 含ん だ それ ら は 、 押 生 の 必要 が あっ た 。 
それ 故に 、 そ れ ら 聖典 の ある 部 分 を 破 華 し 、 そ れ ら の 箇所 に 新しい も の を 用 いて 、 ま 
た 失っ た も の を 回 復 す る 必要 が あっ た 。 そこ で 神 は 以前 の 啓示 の いく つか の 部 分 を 破 
棄 さ れ 、 そ れ ら の 代わ り に 新しく より 若 いも の を 用 い 、 同 時 に 同類 の も の で 失わ れ た 
部 分 を 再 導 入 さ れ た 。 これ は 聖 ク ルアー ン の 教え の 一般 的 精神 と 文脈 に 一 致し た 意味 
で ある 。 人類 の 状況 が 変化 する の を 考 慮 し て 聖 ク ルアー ン は 、 以前 の すべ て の 聖典 を 
廃止 し た 。 そ れ は すべ て の 旧法 より 番 い だ け で な く 、 新しい 法 を も た らし た 。 し か し 
それ は 、 すべ て の 時 代 の すべ て の 人 々 の た め の も の で ある 。 限 られ た 使 佑 で の 劣っ た 
教え は 、 普遍 的 な 使命 で の 優れ た 教え に 取っ て 代わ ら な けれ ば な ら な い 。 当 節 の ナン 
サフ (Nansakh) (我々 は 廃棄 する ) と いう 言葉 は 、 ビ ハイ ー リ ン (Bi-khayrin) (優る ) と 関 
連 が あり 、 ヌ ンス ィ ハ ー (Nunsiha) (我々 が 忘却 せしめ た ) と いう 言葉 は 、 ビ ミス リハ 
ー(Bi-mithiih (それ に 等 し い ) と いう 言葉 に 関連 が ある 。 それ は 神 が 特 定 の も の を 廃棄 
する と き そ こ に より 航 い も の を も た らし て 忘れ られ た も の を 与え る 、 こ と を 意味 する 。 
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1 


と あら ば 、 わ れ ら は それ に 優る も の 、 Ek 
又は それ に 等 し きも の を も た ら す な 22 
り 。 液 、 ア ッ ラ ー が すべ て の も の に 全 DRIER 
能 に まし ます こと を 知ら ざる か ? 


108. 波 、 諸 天 と 大 地 の 王権 が アッ ラー れる る 0 AS Of 
ー の 所 有 な る こと を 知ら ざる か ? さ , 』 < 

ddl EG 3 NY] 
れ ば 、 アッ ラー を 差し 置い て 、 お 前 達 2 962 りつ 
に は 如何 な る 守護 者 も な く 、 佑 助 者 も らん うっ 5 
な し 。 


109. 以前 モー ゼ が 問わ れ し 如 く 、2 お 32 
NR ーー ミ 古 人 年 人 玉 か て 4333 $4 52 9 

血 し て 、 信 仰 心 の 代り に 不信 心 を 選ぶ イイ 8 SL ( 
者 あら ば 、 彼 は 正しい 道 より 迷い 去れ EE ON 2 
る 者 な り 。 SA 


OS ON ON 
中 が 証 基 され た 後 で も 、 た だ 自ら の > し eu し | の 
大 短 心 履 に 、* お 前 達 が 入信 せ し 後 お っ SU っ いおう 
前 達 を 不信 者 た らし めん こと を 望む 知人 go 
RO RERUN TI 2 クッ 
ー が その 人 湊 を 下す まで は 。 げに アッ ラ Gu ま SA ん っ AS Il ス の 
ー は すべ て の も の に 全能 に まし ます 。 wm の 


111. 曽 し て 7 礼拝 を 遵守 し 、 走 捨 を な レン S33 lS 
せ 。 さ れ ば 、 き お 前 達 は 己 自身 の た め - 


23:190: 5:41: 7:159: 9:116: 43:86: 57:6. 24:154. C3:101, 130; 4:90. 95:14、@5:53: 16:34.2:4 を 参照 . 873:21. 


彼 は それ を 蘇生 させ る 。 イス ラ エ ル の 民 が ネ ブ カ ド ネ ザル に よっ て バビ ロン に 捕え 連 
れ 去 られ た 後 、 (モー ゼ の ) 五 書 の すべ て が 失わ れ た こと は ユダ ヤ 人 学者 た ち 自 身 が 認 
め て いる (聖書 百科 事典 より )。 

133 当 節 で は 聖 預 詩 者 の 使命 を くつ が えす た め に ユダ ヤ 人 が 用 いた 巧妙 な 計略 に つい 
て 述べ て いる 。 彼 等 は 宗教 に 関係 な い ば か ば げた 質問 を し た 。 それ は イス ラム 教徒 に 愚 
問 の 精神 を 植え つけ る た めで あり 、 そ の た め に 信仰 の 権威 は 傷つけ られ 、 不信 の と り 
こ に な る の で ある 。 
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ー 普 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 


に 先 に 送り し 善行 あら ば 、 お 前 達 、 そ 
れ を アッ ラー の 御 許 で 見 出さ ん 。 げに 
アッ ラー は お お 前 達 の 所 業 を みそ な わ 
し 給 う 。 

112. 曽 し て 彼 等 は 云う 、「 ユ ダ ヤ 教 
徒 、 又 は キリ スト 教徒 に 非 ず ば 、? 何 人 
も 断じて 楽園 に 入ら ず 」*"“ と 。 そ は 


ー 谷 

タタ > gw 9 NIS2ATSR 
\ * く a a 

9 9 を Lz" \ い 2 デ シン 9 の っ 


と 1 ジン ラン ョ 2 る (とも 3 は) まとう 
OR OR HS 
Ee EY 
ES EE 


彼 等 の 虚しい 希望 な り 。 云え 、「 お 前 
達 も し 正直 な ら 、 避 が 証拠 を 示せ 」。 
13. 否 、 ア ッ ラ ー に 帰依 服従 し や *"、 


DORI ER KS 


ルン の の 


ター も 


デア ラー アン イラ イ ゥ ンー 9 用 ンー 
ひつ や くう 20 4 うっ 人 SIOA 


恩恵 を 施す 2 者 あら ば 、 そ の 主 の 御 許 2 2 

し か 2 1 こ に 9 23 デ と WE は る 

に 彼 の 報奨 あり 。 < 内 し て 彼 等 に は 、 人 と YS ose ls 

役 帽 も な く 、 悲 嘆 も な か らん 。 & RRAY 
No a 


十 四 項 
14. 耐 し て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 云う 「? キ 
リス ト 教 徒 に は 拠り 所 な し 」。 ま た 、 
キリ スト 教徒 は 云う "ユダ ヤ 教 徒 に 
は 拠り 所 な し 」 "や 、 彼 等 は 経典 を 読 主 


2:95: 62:7. 4:126. (2:63 を 疹 照 . 45:69. 65:69. 


EA IIRN I 
4 Cad Pd od ン の Pd 
CI AIG に 光 


"ユダ ヤ 教 徒 も キリ スト 教徒 も 、 自 分 達 だ けが 救い を 得 ら れる と いう 思い 違い を し 
て いる 。 
9 ワ ジ ュ ブ (Wajh) と いう 語 は 次 の よう に 意味 する 。 顔つき : も の 自体 : 目的 や 動 
機 ? 人 の 注意 が 惹か れる も の や 行為 : 好む 道 : 恩恵 や 支持 (Aqrab より )。 

当館 で は 、 完 全 正 義 に 至る 重要 な 三 段 階 りこ と を ほのめかし て いる 。 即ち 、 フ ァ ナ 
ー( 死 )、 バ カー (再生 ) 、 リ カー( 神 と の 一 致 ) で ある 。「 ア ッ ラ ー に 完全 に 服従 する 」 
と いう 言葉 の 意味 は 、 我 々 の 力 、 器官 その 他 す べ て が 完全 に 神 に 屈服 し 、 神 の 奉仕 に 
捧げ られ る と いう こと で ある 。 この 状態 が ファ ナー、 即ち 真 の イス ラム 教徒 が 自分 に 
課す 死 の こと で ある 。 第 二 節 の 「 彼 は 療 の 実行 者 で ある 」 と いう 言葉 は バカ ー、 即 ち 
再生 の 状態 を 指し て いる 。 そ れ は 、 人 が 神 の 愛 の 中 で 迷い 、 世 間 的 な 計画 や 欲望 が 消 
える と き 、 あたかも 新しい 命 が 与 えら れ た よう に 感じ し 、 それ が バカ ー( 即 ち 再生 ) と 呼 
ば れる 。 そ れ か ら 人 は 神 の た め 又 、 人 の 奉仕 の た め に 生き る よう に な る 。 結び の 言葉 


態 で 「 安 定 し て いる 魂 」 或 い は ナブ フス ・ ム トマ イン ナ 」 と いわ れる 状態 で ある (89:28) 。 
9 シャ イー と は 、 物 事 : 何で も 良い こと : に 関係 する : 決心 し た こと を 意味 
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1 


する に も か か わら ず 。 か く の 如 く 、 知 
識 を 有 せ ざる 人 々 も 彼 等 と 同じ こと 
を 云い た り 。 され ば 、 復 活 の 日 に 、 ア 
ッ ラ ー が 彼 等 の 論争 に 判決 を 下さ ん 。 


115. 面 し て 、“ ア ッ ラ ー の 礼拝 堂 で そ 
の 名 を 讃え る こと を 妨げ 、 それ ら を 荒 
廃 せん と する 者 以上 に 不正 な る 者 が 
あろ うか ?1? これ ら の 者 た ち は 、 巡 
怖 な し に は そこ に 入る こと な か る ベ べ 
し 。 彼 等 に は 現世 で は 恥辱 、 面 し て 来 
世 で は 重き 貴 苦 あり 。 


116. 病 し て 、 東 も 西 も アッ ラー の 
所 有 な り 138。 さ れ ば 、 お 前 達 い ず こ 
に 転じ よう と も 、 そこ に 必ず アッ ラー 
の 慈 顔 あ り 。 げに アッ ラー は 雄大 に し 
て 、 す べ て を 知り 給 う 。 


し 4 る イミ ン る と 2 
Ne 
2 る っ タン で を 。 の 


ト っ を や 


出生 


a 


す ン ンタ 


ター うん て 


ok と の は 2 3 | 


3 4 


I の の CG CP 
の に を 2651 hi 


9:17.18: 22:26: 72:19, 20. 12:143; 26:29: 55:18. 


する (Lane より )。 


真実 に 反対 する こと は 、 イ スラ ム の 意図 
は 一 定 の 真理 を 持ち 、 そ し て 、 


に 全く 相 い れ な い 。 イス ラム は 、 総 の 信仰 


宗教 と いう も の は 真理 を 招き 、 そ の 独占 を 望む た めで 
は な く 、 す べ て の 真理 を 持ち 、 虚偽 か ら 和 免れ る こと 


を 教え て いる 。 従っ て 、 イ スラ ム 


教 は 完全 か つ 無 欠 な 宗教 で ある 如く 、 他 の 宗教 が 有する 真理 と 美 箱 を 認め て いる 。 


137 ゝ 当 節 


い 括 り ey 彼 等 
こと まで する 。 その よう な 暴行 は 強い 言葉 

て いる 。 聖 クル アー ン は すべ て の 人 に 祈り 
権利 


認め て いる 。 な ぜ な ら 寺 院 や モス ク は 神 を 礼 提 


節 は 、 他 の 宗教 の 祈り の 場 に 虹 行 を 加え る こと まで する 過激 な 行い に 対す る 強 
『 は 聖なる 場所 で 神 を 礼拝 する こと を 妨げ 、 寺院 を 破壊 する 


共 で 非難 され 、 忍耐 と 寛大 さ の 教訓 が 説 か れ 
の 場 で 、 神 を 礼 捧 する 自由 で 制限 され な い 


FE する た め に 捧げ られ た 場所 で あ 


り 、 他 の 人 が 神 を 礼拝 する の を 妨げ る 人 は その 破壊 と 荒廃 に 手 を 貨 し て いる の で ある 


か ら 。 


8 当 節 は 、 イ スラ ム が は じ め 東 洋 に 広め られ 、 現 代 に な っ て 西洋 


いう 預言 を 包含 し て いる 。 


に 普及 し て いく と 
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117. 曽 し て 彼 等 は 云う 、「z ア ッ ラ ー は a A 5b G5 
息子 を 取り あげ た り 」 と "や?*。 彼 は 聖 
な り 。 事実 、 諸 天 と 大 地 に 在 る すべ て 3 NS 


の も の は 、 彼 の 所 有 な り 。 ? 万 物 は 彼 の 
に 服従 す 。 92 


118. 彼 こ そ は 諸 天 と 大 地 の * 割 始 者 な 258513 0 る YB の 第 
り "9。 面 し て 彼 、 も の ご と を 決め し i 
時 、4 た だ 「 在 れ ! 」 と 云う 。 さ れ ば 0S HIG 
そ は 在 る な り 。 

119. 耐 し て 、 知 識 を 有 せ ざる 者 ども る ISSY 02 YEOG3 
は 云う 、「 何 故に ア ッ ラ ー は 我 人 に 話 。。 レン 3 まり 夫 の 
し か け ざ る か 、 ま た は < 構 光 が 我 等 に 3 OS EUS Ol CS 5 


来 た ち ざる か 2 どき がく の 各 く こ ネン 2 さ テー ーー っ 
5 9 と の る の の CS hs の 2 
彼ら 以前 の 者 ども は 彼 等 の 云う こと ジグ ンー 


941721 6:101.102 10:69: 17:112: 18:5; 19:36.89.90: 21:27 25:3: 39:5; 43:82. 730:27. 6:102. 3:48: 6:74: 16:41: 36:83: 40:69. 
6:38: 20:135: 21:6; 43:54. 


RE SNA RN 
愛す る し も べ 」 あるいは 「 有 預言 者 」 の 意味 で 比 只 的 に 使わ れ て いる (ルカ 20:36: マ 
NOS 出 エ ジ プ ト 記 4:22 ; ガラ チア 書 3:26 節 等 )。 神 に 息子 
が ある な ら ば 、 神 は 性 的 欲求 に 支配 され 姦 を 必要 と し その 美徳 を 息子 と 共有 し うる も 
の に な る 。 な ぜ な ら 皿 子 は 父親 の 体 の 一 部 だ か ら で あ る 。 神 は 死に 支配 され ね ば な ら 
な い 、 な ぜ な ら 種 の 生殖 は 滅び ゆく も の の 特徴 だ か ら で あ る 。 イス ラム は 、 こ の よう 
な 考え すべ て を 拒否 する 。 イス ラム の 教え に よれ ば 、 神 は 聖なる 方 で 、 完 全 無 欠 な 御 
方 だ か ら で あ る 。 
この 特質 は キリ スト の 神 性 と いう キリ スト 教 の 教義 に 矛盾 する ば か り で な く 、 魂 
と 肉体 は 大 十 か ら あ り 永 遠 に 存在 する と いう ヒン ズー の 


(1) 神 は 天 と 地 の 創 造 者 で 、 神 は 息子 や 他 の いか な る 者 の 助力 も 宇宙 の 創造! 匠 し て 
必要 と し な か っ た こと を 意味 し て いる 。 (2) 神 は 宇宙 の 創造 者 で ある 、 i 


ら す べ て の 物 を 創造 し た の で あっ て 既存 の モデ ル も 既存 の 物質 も 必要 と し な か っ た 。 
(3) 神 は 全能 で ある 、 即 ちあ る 物 に 「 在 れ 」 と 命ぜ られ る と 、 常 に 神 の 命令 と 計画 に 
調和 する 形 で 存在 する よう に な る 。 当 人 節 で は 、 時 々 間違っ て 理解 され て いる が 、 神 が 
「 在 れ 」 と 命ぜ られ た 時 、 す ぐに 存在 する よう に な る と 必ず し も 意味 し て いる わけ で 
は な い 。 ここ で 言わ れ て いる の は 、 神 が 命ぜ られ る と 何者 も その 命令 を 妨げ る こと が 
で き な い と いう こと と で ある 。 

"信じ な い 者 が 「 神 兆 」 を 求め る と 言わ れる 時 は いつ で も 「 神 兆 」 は 自分 た ち で 考 
案 し た 「 神 兆 」 か 罰 の 「 神 兆 」 の こと で ある (21:6: 6:38: 13:28: 20:134 135: 29:S1 節 ) 。 
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と 同じ こと を 云え り 。 彼 等 の 心 は 互い 。 。 2 NS EA 
に 似 た る な り 。 われ ら は 、 固く 信ずる 
人 々 に は 諸々 の 神 兆 を 明らか に し た (Oo 
る な り 。 
120. げに われ ら は 溢 を 、? 朗 報 者 且つ 、 DS OU) ) 
向 告 者 と し て 、 真 理 を 携え て 遣 し た , の 
り 。 さ れ ば 、 地 獄 の 者 ども に つい て 、 OEE EY 
泊 は 問わ れ ざ る べし 。 
121. 商 し て ユダ ヤ 教 徒 た ち 、 並 びに GAIN 3 3 
キリ スト 教徒 た ち は 、 汐 が 彼 等 の 宗 是  」 。 。 ァ レ ン 
に 従わ ざる 限り 、 汐 に 満足 せ ざ る ペ Me る OL ES、 
し 。 云え 、「 げ に 、 ア ッ ラ ー の 張 導 こ 。 。 ょ イ 
そ が 真 の 導き な り 」 と 。? も し 液 は 、 
己 に 知識 が 来 た り し 後 、 彼 等 の 私 欲 に aE に 
従わ ば 、 光 の た め に は アッ ラー より の 『 

1 


es 


122. c われ ら が 経典 を 授け し 者 た ちる 3 ジ ご 22 人 6 ご 3 遂 
は 、 その 当然 な る 朗読 を 以 て それ を 読 Ni 陸生 i 
許す る な り *%。 こ れ 等 の 人 々 こそ を ej ET 
信ずる 者 な り 。 さ れ ど 之 を 拒否 する 者 き St 3 
に 
あら ば 、 こ れ ら こそ 損失 する 者 な り 。 で 9 とき は 4 の 6 っ SS 
二 五 項 


2 


123. イス ラ エ ル の 子 拉 よ 、 わ し が お 8S る SB っ に が 


前 達 に 垂れ た る 我 が 恩 恵 を 思い 起 5 
せ 、 ま た の し が お 前 達 を 万 民 の 上 kc 。 5 やあ こう っ 2 こく 


23:20. 6:49: 17:106: 33:46. 22:146: 13:38. 63:114. 2:41 を 参照 、 の :48 を 参照 


142 この 言葉 は ムスリム に つい て 述べ て いる の で あっ て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 
の こと で は な い 。 なぜ な ら 聖 クル アー ン の 真 に 誠実 な 信奉 者 は ムスリム で あっ て 、 ユ 
ダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 の こと で は な い 。 役 等 は 聖 ク ルアー ン を 信ずる こと を 拒否 し 、 
聖 ク ルアー ン を で っ ちあ げ の 作品 と し て 拒ん で いる (Qatadah より )。 ヤ トル ー ナ 
(Yatulnna) と いう 語 の こう いう 意味 が 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス 、 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・* 
マス ウー ド 、 ア ター と イク タク リマ に よっ て 支持 され て いる 。 
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GRIGIO ERR ES EIGEREER ERT ER HER EGER ERGATA TREE ER EEE RRR RR EE RRR RR 


優 ら し め た る こと を 。 OR 
124. し て 、< 知 何 な る 生命 も 、 他 の > 導 5E ア お 、 タ 5 ざ じ sa り 導 5 
生命 の 身 代 り に は な り 得 ず 、 購 いも レッ レー し レル 

受け 人 られ ず 、? 才 り 成 し も きか ず そ ASY3OAE し CYSES 


和仁 に ラン っ ATG グン トイ る 
の 日 を 末 れ よ 。 され ば 、 彼 等 は 助け ら ODE RIES 
れ ざ る な り 。 


し RA oh We 
125. 面 し て 、 そ の 主 は アプ ブラ ハム を こる の 526 31、 和 5515 
ャ ララ 


惑 る 御 言葉 2% に よっ て 試し た る 時 i 
(の こと を 思い 起 せ ) "9。 さ れ ば 、 彼 NE JST 4S6 
り 、「c< わ し は 液 を 人 々 の 導師 た らし め JC 6 3 じじ ) 
ん 」 3 と 。 彼 は 云え り 、「 そ し て 我 が 2 vil 
ye OE 
予 格 か ら は ?」 と 。 彼 ( 主 ) は 云え り 、「 わ 
し の 約束 は 不義 者 ども に は 及ば ず 」。 

i \ Hi Ri も タッ イン る る に 4 ~~ パ 
126. RR 大 を 人 類 の 集 Cl EE NE くう 31 3 
合 の 場所 “並び に 安全 地域 "と な 

92:49.22:49 を 参照 . “2131: 16:121.122: 60:3. 


“カリ マー ト (Kalimat) と は カリ マ (kalimah) の 複数 形 で ( 神 の ) 搾 を 意味 する 
NM より )。 


り 、 その も の か ら ) 通じ て 分 か る よう に な る (の 対象 の B と 悪 を 明 ら か に する こ と 5 
より )。 

や イマ ー ム は 、 人 間 だ ろう と 聖書 だ ろう と 、 従 わ さ せ られ た 如何 な る も の を 意味 す 
る (Mufradat より )。 

2 マサ ー バ (Mathabah) と は 、 そ こ へ 参 ず る こと が 人 に 報奨 の 権利 を 与え る 場所 
或いは 、 人 の リゾ ー ト を 意味 する (Mufradakt より )。 カ ー バ 神殿 は 伝説 で 昔 わ れ て い 
る よう に 、 又 、 悪 クル アー ン 自 体 が 暗示 し て いる よう に 、 はじめ アダ ム に よっ て 建て 
られ (3:97 節 ) 、 ある 期間 彼 の 子孫 の 礼拝 の 中 心地 で あっ た 。 それ か ら 時 が 経つ に つれ 
て 、 人 々 は 種々 の 小 社会 に 分 か れ 、 礼拝 の た め に は 別々 の 中 心地 を 用 いる よう に な 
っ た 。 その 後 ア プラ ハム が それ を 建て 直し 、 彼 の 息子 イシ ュ マ エル を 通し て 彼 の 子孫 
に 代々 礼 振 の 中 心地 と し て 残さ れ た 。 し か し 時 が 経つ に つれ て 、 そ こ は 偶 像 崇拝 の 家 
に 変え られ て し まっ た 。 その 数 は 360 に も な っ て 、 ほとんど 1 年 の 日 数 と 同じ 位 に な 
っ た 。 聖 預言 者 の 到来 で 、 そ こ は 再 びす べ て の 国 の 礼 捧 の 中 心 に され た 。 聖 者 は 、 
アダ ム 以 後 分 散 し て し まっ て いた 人 類 を 1 つの 人 類 共同 体 に まとめ る た め に 、 預言 者 
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一 巻 アル ・ バ カラ ae 二 章 
せ し 時 ( を 思い 起 せ )。 され ば 、 ンプ ーー 


i EE 
a 潤し Us os 

て 、 わ れ ら は アブ ラ ハ ム と イシ ュ マ エ に じ 記 Oe 
ル か ら 約 束 を と り た り 、「 わ が 亜 穫 を 。 。。 


ns アー デラ A Ld 

回 巡 す る 人 々 や 、 お 管 り する 人 々 、 SSE SC 
御 辞 儀 と 叩 頭 する 人 々 の た め に 清め » a 
上 まあ 
127。 また 、7 アブ プラ ハム が 云え し 時 (を 2S REY 
思い 起 せ ) 「 我 が 主 よ 、? こ こ を 平安 の 3 の 0 
邑 と な し 、 その 住民 の うち アッ ラー と Ock ら っ < う OsaAAI3 つ J5 じ 4 
末日 を 信ずる 者 に 果実 の 中 か ら 滋 養 

‘a 0 も 2 
物 を 与え 給え 」。 彼 ( 主 ) は 云え り 、「 さ 5d Nl と 2 2 

ら ば 、 拒み し 者 あら ば 、 90 a GE 


に 引き ずり 込ま せん 。 され ば 、 を 移っ 0 あつ luz 
は 悪し き 帰 所 な り 」。 

128. また ア ブラ ハム と イシ ュ マ エル こら っ sl2 多 ス ^ 1 を 5 53 3 
が 漠 農 の 基礎 を 興し た る "6、 時 (を 思 


3:98; 22:27. 3:98: 14:36: 27:92; 28:58. 
と し て 遣わ され た 。 


"や メッ カ の 町 で ある カー バ 神 殿 は 、 平 和 と 安全 の 場 で ある と 宣言 し た 。 力 ある 帝国 
は ぼろ ぼろ に 有 崩壊 し 、 歴 共 史 が 始ま っ て 以来 は じ め て 広い 地域 が 荒れ よ て た 。 し か し 

メッ カ の 平和 は 物質 的 に は 乱 さ れ な か っ た 。 他 の 宗教 の 信仰 の 中 心地 は 、 危険 時 に この 
よう な 平和 と 自由 を 手 に し た こと は な か っ た 。 し か し 、 メ ッ カ は 保護 と 安全 の 町 と し て 
と ど ま っ た 。 外 国人 の 侵入 も な か っ た 。 メ ッ カ は 常に 至高 な る 方 の 手 の 中 に あっ た 。 

9 アブ プラ ハム は カー バ 神 殿 の 創立 者 で あっ た の か 、 そ れ と も た だ の 再建 者 に すぎ な 
い の か は 多く の 議論 を 引き 起こ し て きた 。 アブ ラ ハ ム が その 場 の 創立 者 で ある と いう 
人 も いる し 、 そ の 忠 源 は アダ ム に まで 逆 の ぼる と いう 人 も いる 。 聖 クル アー ン (3:97 
節 ) と 信頼 で きる ムハンマド 聖 預言 者 の 伝承 は 、 ア ブラ ハム に よっ て この 地 に 建物 が 
建て られ る 前 に 、 何 か 建 物 が 存在 し て いた が 、 そ を それ は 廃 震 に な っ て その 跡 だ けが 残っ 
て いた と いう 見 解 を 支持 し て いる 。 当 節 に ある 「 基 礎 」 と いう 語 は 、 ア ブラ ハム と イ 
シュ マエ ル が 建て た 家 の 基 礎 は すでに あっ た こと を 示し て いる 。 さら に 、 メッ カ で 子 
供 の イシ ュ マ エル と 母 と 別れ た 時 の アブ ラ ハ ム の 祈り 、 即 ち 、「 主 よ 、 私 は あな た の 
聖なる 家 の 近 く の 荒 れ た 谷 に 、 我 が 子 ら を 定住 させ た まえ (14:38 節 ) 」 は 、 カ ー バ が 、 
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い 起 せ ) 。「 我 等 の 主 よ 、“ 我 等 か ら 受 ET る NE ls 
け 入 れ 給え 。 げ に 波 は すべ て を 聴き ES 
すべ て を 知り 給 う 御方 な り 。 ON 


129 また 、 我 等 の 主 よ 、 我 等 両 名 を で 4 00 3S 
光 の 服従 帰 依 者 た らし め 、 曽 し て 我 等 "ーー CAS 


の 務 徐 の 中 か ら も 次 に 服従 帰依 する EL ESA 
民 た ら し め よ 。 また 我 等 に 己 が 崇拝 っ る ンー ライ ン (と ルン イン 

OL HEE CE 
の 方 法 を 教え 給え 。 面 し て 我 等 に 慈 導 ンコ 0 


を 向け 給え 。 げに 液 は し ば し ば 憐れみ 
に 転じ 、 慈 悲 深き 御方 に まし ます 。 
130. 我 等 の 主 よ 、 役 等 の 中 で 、 そ の 一 CO 2 < YS gs sls 5 


ヵ 神 徒 (上 タテ 年 ) 内 
人 を 人 RNN 彼 は 液 の ーー 1 435 < el ラッ に 
147 1 そ 1 し っ 9 ーー マオ ンタ る ン ラ lz 
ie 、 彼 等 i げ * つ っ と うっ SIs 


本 41 62:152: 3:165: 62:3, 


アブ ラ ハ ム が メッ カ の 谷 で 一 家 を か まえ る 前 に すでに 存在 し て いた こと を 示し て い 
る 。 ハデ ィ ー ス も この 見 解 を 支持 し て いる ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 歴史 の 記録 も 、 カ ー バ 
の 起源 は 古代 に さか の ぼる と いう 見 解 を 支持 し て いる 。 権威 の ある 歴 喝 家 や イス ラム 
に 敵意 を 持つ 批評 家 の う ち で すら 、 カ ー パ が 古代 か ら あ る 場所 で あり 、 大 昔 か ら 聖 な 
る 場 と され て いた こと を 認め て いる 。 現在 ヒジ ャ ー ズ と し て 知ら れ て いる 地域 の こと 
を ディ オド ゥ ルス 、 シ クルス 、 シ シリ (紀元 前 60 年 ) は 、「 そ こ は 住 民 に 特別 に 尊敬 さ 
れ て いた 」 と 言い 、 又 、「 堅 い 石 で 建て られ た と て も 古い 祭壇 が そこ に あり …… 近隣 
の 民族 が 四方 か ら 群 が っ て きた 」 と つけ 加え て いる 。(C.M. オ ー ル ド フ ァ ー ザ ー に よ 
る 翻訳 、 ロ ンド ン 、1935 年 、 ブ ッ ク 3、42 章 、2 巻 、211-213 頁 ) また 他 の 書物 に よれ 
ば 、「 こ の 文 は メッ カ の 聖なる 家 の こ と に ちがい な い 、 ア ラビ ア 人 全土 か ら こ の よう に 
尊 薇 され て いる 地 は 他 に 知ら れ て いな いか ら だ 。 … 伝 承 に よる と カー バ は 大 若 か ら ア 
ラビ ア 中 か ら の 巡礼 地 に な っ て いる 」 と ある 。 解説 の 特大 版 180-182 頁 を 参照 。 

7 当 節 で は 当 章 全体 の 主題 の 要約 を し て いる 。 当 章 で は この 節 で 述べ られ て いる 順 
序 で 種々 の 主題 を 扱っ て いる 。 即 ち 、 最初 に 「 し る し 」 に つい て 、 次 に 「 聖 典 」 に つ 
いて 、 そ れ か ら 「 法 の 知恵 」、 最 後に 「 国 家 の 進歩 の 手段 」 と いう 順 で ある ( 当 章 の 
概論 も 参照 せよ )。 

聖 ク ルアー ン が 語っ て いる アブ ラ ハ ム の ご つの 別々 の 祈り に つい て 、 こ こ で 記さ れ 
て いる の は 興味 深い か も し れ な い 。 一 つ は イサ ク の 子孫 に つい て で 、 も う 一 つ は イス 
マエ ル の それ に つい て で ある 。 先 の 祈り は 2:125 節 で 、 後 の も の は 解説 の 下 の そ の 節 
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に 言及 され て いる 。 イサ ク の 子孫 に つい て の 役 の 祈り で アブ ラ ハ ム は 彼 等 の 間 に 指 導 
者 か 改革 者 が 現れ る か 訳 ね る が 、 彼 等 の 特別 な 使命 若しくは 地位 一 彼 等 が イス ラ エ ル 
の 民 の 改革 の た め に 次 々 と 続く で あろ う 正 規 の 神 的 改革 者 で ある 、 は 提示 され て いな 
い 。 当 節 の 祈り の 中 で は し か し な が ら 役 は 、 子孫 に 特別 な 使命 を 帯び た 偉大 な 預言 者 
が 現れ る こと を 神 に 祈っ て いる 。 この 違い は 実に アブ ラ ハ ム の 家系 の こつ の 分 派 の 不 
思 議 な ほど に 真 の 実像 を 構成 し て いる 。 ア ブラ ハム の 二 回 の 祈り に 言及 する と き に 、 
その 章 の 125-130 節 に お いて 、 ア ブラ ハム が イサ ク の 子供 た ちの 繁栄 の み で な く 、 彼 
の 婚 子 の イス マエ ル の 後世 に つい て も 祈 ら な か っ た と いう 事実 を 仏 め か し て いる 。 イ 
サク の 子孫 は 彼 等 の 悪行 の た め に 啓示 の 恩恵 を 失っ た 。 故に 現 節 に て 約束 され 祈 ら れ 
た 預言 者 は 、 イ スマ エル の 子ども た ち で あっ た アブ ラ ハ ム の 別 の 子孫 の 者 で な けれ ば 
な ら な い 。 その 指摘 に よっ て 予期 され 約束 され た 預言 者 は イス マエ ル の 民 で ある こと 、 
アプ ラ ハ ム と イス マエ ル 及 び 彼 の 長男 の 子 除 に つい て アプ ラ ハ ム の 控 げ た 祈り に よ 


っ て 聖 ク ルアー ン に は 全く 適切 に カ NR こつ いて 言及 され て いる 。 この も 
っ も な 結論 に キリ スト 教 の 批評 家 た ち は に 二 つ の 異議 を 唱え て いる 。(①⑪) 聖 


A OT 
も きれ いない (2②) 神 に その よう な 約束 を され た と 認め る こと が 、 イ スラ ム の 預 
言 言 者 が イス マエ ル の 子孫 だ っ た と いう 事実 の 証明 で は な い 。 

最初 の 異議 に 関し て は 、 た と 員 に イス マエ ル に つい て の 預言 を 含ま な いこ と が 
示さ れる と し て も 、 そ の よう な 預言 が 決し て な され な か っ た と いう 意味 で は な い 。 更 
に も し イサ クタ ク と 彼 の 息子 に つい て の 約束 の 存在 を 聖書 の 証拠 で 認め られ る な ら ば 、 何 
故 陸 ク ルアー NR 0 と 彼 の 息 NM 


の 将来 の 肖 迷 へ の 言 i 及 を 合 ん で いる (和夫 MeI2 7 で IDR R2UC の の こら 
イス マエ ル に な され た 約 東 は 、 イ サク に な され た も の と 実質 的 に 異な ら な い 。 彼 等 は 

共に 祝福 され 、 共に 実り 多い 結果 が も た ら さ れ 、 両方 の 子孫 は 非常 に 繁栄 し て 優れ た 
民族 と な っ て 王国 を 筑 きき 、 双 方 の 子 係 に 支配 権 が 約束 され て いる 。 そ こ で 両方 の 兄弟 
に な され た 約 東 の 性 質 が 実質 的 に 異な ら な いと き 、 イ サク の 子供 た ち に 叶え られ た 報 
奨 は いわ ば イス マエ ル の 子供 た ち に 認め られ て いる も の で あろ う 。 この 事実 は 一 部 の 
非常 に 著名 な キリ スト 教 の 学者 た ち に よっ て も 認め られ て いる (Scofield 出典 の 聖書 
23 買 ) 。 

ーー つ 目 の 異 議 の 答え と し て 、 た と え そ の 契約 が イス マエ ル の 息子 た ち を 含む こと が 
理解 され て いた と し て も 、 聖 預言 者 が イス マエ ル の 家系 に 属す る こと は まだ 証明 され 
な けれ ば な ら な い 。 以 下 の 点 で 簡潔 に 表示 され て いる 。 (1!) 聖 預 言 者 が 属し て いた ク 
ライ シュ 種族 は 常に 彼 等 が イス マエ ル の 子孫 で ある と 信じ て 自ら 断言 し 、 そ の 主張 は 
アラ ビア の すべ て の 人 々 に 認め られ た 。 (2) タク ライ シュ の 主張 と それ に 関し て アラ ビア 
の 和信 の イス マエ ル の 部 族 が イス マエ ル の 子 係 に 虚偽 を 述べ た な ら 、 本 当 の イス マエ ル 
の 子 陀 た ち に その よう な 虚偽 の 主張 に 対し て 抗議 され た で あろ う 。 し か し その よう な 
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1}e 


に 激 は 威力 に し て 、 賢 特に まし ます 」。 & S24 jl 
十 六 項 


131. され ば 、 ロ 日 邊 を 是 か に し た る | < 3 
an nA 2 ES 
者 は 別 と し て 8、 アブ ラ ハ ム の “宗教 25 と 


ルッ と 2) En 1 の 
を 号 避 する 者 は 誰 ぞ ? 市 し て 、 わ れ ら ビビ 1 る と 23 4 お 2 


は この 世 で " 彼 を 選び た り 。 また 、 来 ンタ ピコ a * ぇ 4 の エン 

eka 中 Nj 451 
世に ね お いて も 彼 は 確か に 義 し き 人 々 LC NG 
の うち と な らん 。 


3:96: 4:126; 6:162. 22:123: 3:34: 16:】21.122: 60:3、 


a MM ie 
ル に 彼 の 子孫 を 増やし 、 彼 が 大 国 を 築い て 12 人 の 王子 の 父 に な る よう 恩恵 を 与え る こ 
と を 約束 し た 。 0 ラビ ア の 民 が 役 の 子孫 で な いな ら 、 約 束 さ れ た 国家 は どこ に ある 
の か 。 ア ラビ ア の イス マエ ル の 部 族 は 確か に 、 そ の 領域 で 唯一 の 権利 者 で ある 。(4) 創世 
HRC RD K を 去っ た 。 も し 彼 
女 が ヒジ ャ ー ズ に 連れ て 行か れ な か っ た な ら 、 彼 女の子 孫 は どこ で 発見 され 、 彼 女 
の 追放 の 場所 は どこ な の か ? ($3) アラ ブ の 地理 学者 た ち は 皆 、 パ ラン が ヒジ ャ ー ズ の 
丘 に 付け られ た 名 で ある こと に 同意 し て いる (MerjamuLBuldn より )。(⑥ 聖書 に よれ 
ば 、 イ スマ エル の 世代 は ヴィ ラ か ら 、 エ ジ プ ト の 国境 に 沿っ た シュ ル ま で 、 ア ッ 
シュ ル に いた る まで 住み つい た '( 創 世 記 25:18) と いう 表現 は アラ ビア の 対極 を 明示 す 
る J. Eadie 著 に よる Bib.Cyc. ロン ドン 、1862 年 ) 。⑦) 聖書 は イス マエ ル を "野生 的 人 " 
al 16:12)。 そ し て アラ ー ビ ー 即 ち 、 砂 漠 の 住民 な ど と いう 言葉 は 、 

ま ぼ 同 様 の 印象 を 伝え る 。 (8) パ ウロ で さえ ハ ガ ル の アラ ビア と の 関係 を 認め た (ガラ 
OO ET の シ ドジ ジロ 
南部 に 落ち 着い た こと が 認め られ る (Bib.Cyc. ロン ドン , 1862 年 )。 (10) C.C. ト レイ 教 
授 は 言う 、 ア ラブ は ヘブライ の 言い 伝え に よる と 、 イ スマ エル の 民 で あっ た 。 後 に 創 
世 記 25:13 以下 で 名 づけ られ た “12 人 の 王子 ' (創世 記 17:20) と は 、 アラ ビア の 部 族 ま た 
は 地方 を 表し 、 特 に ケ ダ ル 、 ド ゥ ッ マ (Dumatul-Jandal) 、 テ チイ マ に 注目 され る 。 大国 と 
は ア アラ ビア の 民 で ある (Jewish Foundation of Islam 83 頁 ) 。 ア ラブ 人 は 、 身 体 的 な 特徴 、 
言語 、 土着 の 伝統 行事 か ら 、 そ れ に 聖書 に よる 根拠 か ら 、 主 に 本 来 の イス マエ ル の 民 
で ある (Cyclopaedia of Biblical literature, ニュ ー ヨ ー ク 、83 頁 )。 (11) ハ ガル の 四 子 た 
ちの 悪行 、 と り わ け 獣 の よう な クラ イシ ュ の 民 を 常に 非難 すべ きだ (Rev. Mingana, D. 
D. 著 に よる 編集 Leaves from Three Ancient Qur "ans) 。 

"人 サフ ィ ハ 、 サ ファ ハ と サブ ハ と いう 別々 な 語形 は 、 違 っ た 意味 を 与え る 。 サ ブ ィ 
ハ の 意味 は 、 彼 は 無知 で あっ た 、 又 は 馬鹿 も し く は 、 鈍い を 意味 する 。 こ の 語 が ナ フ 
サフ ー( そ の 心 ) と 一 緒 に し よう され る 場合 は 、 当 節 と 同じ よう な 見 せ 掛 け の 目的 で 、 
他動詞 に は な ら な い が 、 た だ 、 そ の よう に 見 える (Lisan と Mufradat より )。 この 語 は 、 
誰が 彼 の 精神 を 墜落 させ た を も 意味 する 。 
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132. その 主 が 彼 に 向っ て 「 服 従 せよ 」 LTJS AT 643 
と 告げ し 時 、 彼 は 云え り 「< 我 は 森 雑 2 
万 象 の 主 に 服従 する な り 」 と 。 OA 


CS j 
133. され ば 、 こ れこ そ ア ブラ ハム は I ンー 
自分 の 子供 た ち に 命じ た り 。 そ し て ヤ - 「 
コブ も また 然 り 。 つま り 「 我 が 息子 た ぐう 2 二 人 08 そ る 
ちよ 、 げ に アッ ラー は お 前 達 の た め に 


この 祭 教 を 選び た り 。 5 され ば お 前 達 ofordy KG か りこ に 
服従 帰依 者 に な ら ず し て は 死ぬ な か 

Fe 

134. お 前 達 、 ヤ コブ が 陥 終 の 時 、 そ ご 35 っ 2 て 1 名 スス る うた 
の 場 に 在り し か ? 彼 は 候 子 た ち に 向 の 


アー ター g タ る レン 3 “ ッッ 
か っ て 、「 我 が 亡き 後 、 お 前 達 は 何 を C 〇 2 〇 9 て 3 ヒビ 3JUS こつ る 
拝 な か ?」 と 問い た る 時 、 彼 等 は ミ え 2J120) 50 で 
り 、「 我 等 は 流 の 神 、 液 の 父祖 な る 9 らし 42 53 


アブ ラ ハ ム や イシ ュ マ エル や イサ ク の 3 J34) eke) en) 
神 、 (つま り ) 唯 一 な る 神 を 崇拝 せん 。 ンー っ 46 2 ンマ 
耐 し て 我 等 は 彼 に 帰依 服従 す 」 5 OO 


93:68: 4:126. 23:103. 


2 いつ 死ぬ か 分 か ら な い の だ か ら 、 す べ て の 時 を 完全 に 神 に 委ね て すご さ な け れ ば 
な ら な い 。 当 人 節 は 、 又 、 真 の 信徒 は 常に 完全 に 神 の 意志 に 従う べき で あり 、 又 完全 に 
神 の 報い を 勝ち 取る べき な の で 、 神 は 無限 の 寛大 さ で 人 が 神 の 意志 に 全く 従っ た 時 に 
死 が も た ら さ れる よう に 配慮 され た の か も 知れ な いと いう こと を 意味 し て いる 。 


や イシ ュ マ エル は ヤコブ の お じ で あっ た 。 し か し 、 こ こ に 出 て くる ヤコブ の 子供 達 
は 、 イシ ュ マ エル を 彼 等 の 祖先 と し て いる 。 それ は アブ ( 父 ) と いう 語 が 時 に は お じ と 
いう 意味 で 使わ れ た こと を 示し て いる 。 ヤ コブ の 皿 学 た ち 、 即ち 、 イ スラ エル 族 は イ 
シュ マエ ル を 非常 に 尊敬 し て いた 。 

1 ヤコブ の その 息子 達 へ の 遺言 に つい て 聖 ク ルアー ン が 述べ た こと の 確証 と し て 、 

ロ ド ベ ル は ミド ラー シュ ・ ラ ッ バ か ら 次 の よう に 引用 する 。 我々 の 父 ヤ コブ が この 世 
を 去る 時 、 彼 は 12 人 の 息子 を 召集 し て 彼 等 に 、 彼 等 の 父 イ スラ エル の 言う こと を 注 
意 し て 聞く よう に と 言っ た (創世 記 49:2) 。 心 の 中 で 聖なる お 方 に 関し て 疑問 を 持た な 
いか 。 彼 等 は 言っ た 、 我 ら の 父 イ スラ エル よ 、 聞 け 、 液 の 心 の 中 に も 、 我 々 の 心 の 中 
に も 疑い は な い 。 主 は 我ら の 父 だ か ら で あ り 、 神 は 一 人 だ か ら で あ る (MidrRabbah 
に よる 創世 記 98 項 及 び 、 申 命 記 2 項 を 参照 )。 Targ.jer に よる 申 命 記 6:4 も 比較 せよ 。 
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一 合 


135. ? こ れ は 過ぎ 去り た る 民 な り 。 彼 
等 に は 彼 等 が 稼ぎ し も の あり 、 ま た お 
前 達 に は お 前 達 が 稼ぎ し も の あり 。 さ 


問わ れ ざ る べし 。 

136. 耐 し て 彼 等 は 云う 、「2 激 等 ユダ ヤ 
教徒 か キリ スト 教徒 に な れ ば 、 正 し く 
導 か れん 」 と 。 云え 、「 否 、 事実 ( 我 等 
は )* 帰 依 服従 者 た る アブ ラ ハ ム 2 の 
宗教 (を 奉 ず )。 耐 し て 彼 は 偶像 崇拝 者 
に 非 ざ り し 」。 

137. 液 等 云え 、「 我 等 は 9 アッ ラー を 
信じ た る な り 。 そし て 我 等 に 啓示 され 
た る も の を も 。 また アブ ラ ハ ム と ど と イシ 
ュ マ エル と イサ ク と ヤコブ と (その ) 
学 株 "に 啓示 され た る も の を も 。 ま 
た 、 モ ー ゼ と イエ ス に 賜 わ れ た る も の 
並び に 、 す べ て の 預言 者 た ち "に 彼 
等 の 主 か ら 与え られ た る も の を も ま 
た 然 り 。 < 我 等 は それ 等 の 間 に 、 一 人 
と し て も 差別 を つけ ず 。 両 し て 我 等 は 
彼 ( 主 ) に 服従 帰依 し 奉る 」。 


ュー 3 Tab 
G- 2-% ィ ン と を ラブ ン ン 13 ぅ > イン 
BE EY RE ES 

693 に | お 
よっ 7 1 マー ライ モグ ぅ ワン メ ング ま 6 才 で の 
5 と る らし の 外 5 計 18 が 1353 
+ る グ 


OS | 


ン 959 ぽ ヒ 3 


き 
wr 


で 


92:142. 62:112.<3:68: 6:80: 16:124: 22:32. 93:85. 92:286: 3:85: 4:153. 


52 ハニ ー フ と は (1) 邪道 か ら 正 道 へ 引き 返さ せる も の (Mufradat より ) ) 正義 道 に 着 
実に 従い 、 決 し て は ずれ な いも の 、(3 イス ラム に 完全 な 行儀 を 傾け 、 そ れ を し っ か 
り と 持続 する も の (Lane より )、(4) アブ ラ ハ ム の 宗教 に 従う 者 (Aqrab より )、(③) 総 


て の 預言 者 た ち を 信ずる 人 (Kathir より )。 


193 ここ で 子供 達 と 斉 わ れ て いる 語 は 、 ヤ コブ の 12 人 の 子供 達 に ちな ん で 名 づけ られ 
た イス ラ エ ル の 12 の 族 の こと で ある 、 即 ち 、 ル ー ペ ン 、 シ メオ ン 、 レ ビ 、 ユ ダ 、 イ 
ッ サ ー カ ル 、 ゼ ブル ン 、 ヨ セ フ 、 ベ ンジ ャ ミン 、 ダ ン 、 ナ フタ リ 、 ガ ッ ド 、 ア シェ ル 


(創世 記 35:23-26: 49:28) 。 


な る 信望 を 高め て いる 。 し か る に 、 他 の 宗教 は 、 預言 者 の 身分 を それ ぞ れ 自身 の 階級 
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138. され ば 、 彼 等 7 も し お 前 達 が それ EC RE Ol 
を 信じ た る が 如く 信じ な ば "5、 彼 等 。 

は 正しく 導 か れん 。 され ど 、 彼 等 も し 背 つう こう 2436 る 、 ち 15 
を 向け な ば 、 確か に 役 等 は 2 ) 裂 する な あっ Eh 
り 。 され ば 、 彼 等 に 対し て 、 液 に と り て 

アッ の り 。 面 し て 役 は すべ て 

を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御 方 な り 。 

139. 云え ん 、「 ア ッ ラ ー の 色 を (受け 入 「 22 っ CO2 の る 23 
れ よ ) ""。 さ れ ば 、 色 に よっ て アッ ラ 

ー に 優る 者 は 誰 ぞ ? 面 し て 我 等 は 彼 

の み を 崇拝 し 奉る な り 」。 

140. 云え 、「 お 前 達 、 ア ッ ラ ー に つい [3 
i 


23:21、 


の 範囲 に 制限 し て いる 。 当然 、 聖 ク ルアー ン は 、 イス ラム の 信託 が 最初 に 啓示 され た 
アラ ブ 人 人 達 に 知ら れ て いる 預言 者 た ちの み の 名 前 に 言及 する 。 然 し な が ら 、「 如 何 な 
る 民 も 、 警 告 者 が 遺 わ され ざり し 民 は な し 」 の 普遍 的 に 叙述 し て いる (33:25) 。「 我 等 
は それ 等 の 間 に 、- 一 人 と し て も 差別 を つけ ず 」 と いう 言葉 は 、 ム スリ ム は すべ て の 預 
RO Wp は で CN 0 


~~ Ma 7s 
ンー i k3 っ Gg 
OL SS 


LR 
YY 2 で に 


hl 、3 | 8 


その よう な 考え は 、2254 節 に 逆らっ て いる 。 
198 ムスリム は ここ で 次 の よう に 述べ て いる 。 ユダヤ 教徒 と キリ スト 教徒 が 、 宗 教 は 
世襲 の も の で は な く 啓 示さ れ た 導き を 受け いれ る こと に ある と いう 考え に 同意 する 
な ら 、 彼 等 の 間 に 根 本 的 な 違い は な い 。 そ う で な けれ ば 、 彼 等 は 別々 で 深い 溝 が その 
間 に あ る 。 分 裂 の 責任 と この 場合 結果 と し て 起こ る 敵意 は ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 
に あり 、 ム スリ ム に ある の で は な い 。 
や スィ ブ ガ (Sibghah) の 意味 する と ころ は 、 染 料 また は 色彩 、 物 の 性 質 ま た は 形態 、 
宗教 、 法 の 規約 、 洗礼 で ある 。 スィ プ ブ ガ ト ウゥ ッ ラ ー(Sibghatullah) は 神 の 宗教 、 神 が 人 
に 授け た 本 質 を 示す (Aqrab より )。 そ れ が 染料 また は 顔料 の よう に 人 を 色づけ る の で 、 
宗教 は そう 呼ば れ て いる 。 ス ィ ブ ガ (Sibsghah) は ここ で は 、 省 略 さ れる 動詞 の 目的 語 
と し て 使用 され て いる 。 アラ ビア 語 の 文法 に よれ ば 人 に 特定 の こと を 促す と き 、 動詞 
が と きど き 和 省略 され て 目的 語 の み が 示 され る 。 従っ て ナー ブフ ズ (Nakhudhu、 我 々 が 採 
択 し た ) や ナッ タビ ツウ (我々 が 従っ た ) の よう な 語 は 了承 し て いる も の と し て 捉 えら 
、 当 節 は “ 神 が 我 々 に 採択 また は 従う こと を 望ま れ て いる 宗教 を 採択 し た 、 も し く 
は それ に 従っ た "と いう こと を 意味 する 。 
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は 我 等 の 主 で あり 、 且 つ お 前 達 の 主 で “くじ に s1 4S) aE 4 
ある に も か か わら ず ? され ば “ 門 等 に 6 1 
プ 、 > イッ タン 

は 我 等 の 行い あり 、 お 前 達 に は お 前 達 ⑨ 〇 ヶ ろ 2 人 4 Oo 9 
の 行い あり 。 耐 し て 、 我 等 は 彼 の み に 
誠 を 尽く し 奉る な り 」。 

っ さか の コッ アン > > チラ っ ュ ェ ン ーー s @ っ る 2 て 
141. お 前 達 は 、? ブ 2 さき らら こり っ * っ ) の) DI 回 
SS イザ ク 、Y コ ブ 0O に で の 0 
が 、 ユ ダ ヤ 教 徒 か キリ スト 教徒 な り し |P5 とじ CYS て つ 多 53、 み ご)5 
と 云う の か ? "7 云え 、「 最 も 良く 知る SR 科 し | 二 に 

3 


者 は 、 お 前 達 な る か 、 そ れ と も アッ ラ 
ー な る か ?」。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー よ り 
の 証拠 を 有 し な が ら 、 乏 を 隠さ ん と す i 
る 者 より 不義 な る 者 は < 誰 ぞ 2 証し 
て 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を 見 過 し o 6 
給 わ ず 。 

142. これ ら は 過ぎ 去り わし 民 の こと な こく こざ レヒ し の "と は 3. 計る 0 
り 。 彼 等 に は 徹 等 が 稼ぎ し も の あり 、 ルイ レレ ショ ュ テン 
また 、 お 前 達 に は お 前 達 が 稼ぎ し も の 。 で FE く つ SY ラ っ いじ っ ーJ5 
あり や?。 され ば ね 前 達 は 、 彼 等 の な し ま 88 


YY 


た る こと に 対し て 問わ れ ざ る べし 。 9 


寸 項 
143. 人 々 の うち の 愚者 た ち は 必 ず 嘉 < 
わん 、「 何 が 彼 等 を か つて 守り し キ ブ 天 


228:56: 42:16: 109:7. 63:83: 4:164.62284. 2:135. 


ユダヤ 教徒 と キリ スト 教徒 は 、 間 接 的 に 次 の よう に 言わ れ て いる 。 彼 等 が 主張 す 
る よう に 救い が 彼 等 だ け に も た ら さ れる も の な ら ば 、 ア ブラ ハム や その 子孫 は キリ ス 
ト 教 や ユダ ヤ 教 が まだ 存在 し な い モ ー ゼ 以前 の 時 代 に 生き て いた の だ か ら 、 ど う や っ 
て 導 か れ た の だ ろう 。 

* 叶 ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 は 、 彼 等 が 神 の 預言 者 の 子孫 で ある か ら と いっ て 、 そ 
の こと を 、 報い が 決め られ る 際 に 財 的 され る こと は な いと 警告 され て いる 。 彼 等 は 自 
分 の 十字 架 を 背負 うべ き で ある 。 他 人 の 重荷 を 肩 が わり で きる 人 は いな い の だ か ら 
(6:165 節 ) 。 


! 1 イッ マン ン 
I ENS 
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II 


二 傘 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 和牛 ) 


ラ (礼拝 の 方 角 ) か ら 変 えた る か ?」。 458 kdzl: NIR i 
云え 、「“ 東 も 西 も アッ ラー の 所 有 な a 

り "の 。 彼 は 欲す る 者 を 正しい 道 に 導 ば | 
き 給 う 」。 


な "の 民 と な せり 。“ そ は お 前 達 を し て DS まで 
KR 


すべ て の 人 々 の 守護 者 と な さん が た びり 紀 引 5 EA 


め な り 、 そし て 使徒 を し て お ね 前 達 の 等 Lge レン 2 る スン 
弦 者 15 と な さん が た め な り 。 さ ら ば 、 (ACE っ 


2:116 を 徐 照 . 3:111. 22:79. 


9 先行 する 数 節 で は 、 ア ブラ ハム が 神 の 計画 を 模索 し な が ら 、 メ ッ カ の 荒涼 た る 不 
毛 の 谷 で 妻 ハ ガー と 子 イ シュ マエ ル と 共に 住ん だ 事実 に 注目 し て いる 。 イシ ュ マ エル 
が 大 きく な っ た 時 、 ア ブラ ハム は イシ ュ マ エル の 助け を 得 て カ ー バ 神殿 を 再建 し た 。 
その 間 に ア ラブ 族 の 間 か ら 偉 大 な 預言 者 、 即ち 、 いつ の 世に あっ て も 人 間 性 の 導き 手 
で 主導 者 と な る べき 預言 者 を 育て て くれ る よう に 祈っ た 。 し か し 、 時 が 満ち 偉大 な 預 
言 者 が 現れ た 時 、 神 の 永遠 の 計画 は 働き 始め 、 カ ー バ 神殿 は 人 類 全 体 の キ ブ ラ (礼拝 
の 方 向 ) に され た 。 し か し メッ カ に いる 間 、 聖 預言 者 は 古い 習慣 と 神 の 命令 に 従っ て 
イス ラ エ ル の 預言 者 の り キ ブラ で ある エル サレ ム の 寺院 へ 祈っ て いた 。 メデ ィ ナ で も 彼 
は 顔 を エル サレ ム に 向け 続け た 。 し か し 2.3 か 月 後 、 彼 は 神 の 啓示 に 命じ られ て 顔 を 
EA に 反対 され た 。 当 節 は 彼 等 の 非難 に 対す 
答 で あり 、 キ ブラ の 方 向 を 変え る た め の 命 令 の 内 面 に 光 を あて て いる 。 し か し 、 聖 
SRA 好ま し い 議 苑 を 起こ すこ と 
で 受け 入れ られ る 下地 を 準備 し 始め 、 反対 意見 に 答え る 。 キ ブ ラ の 変化 に 関す る 命令 
は ある 人 ん 々 の 精神 を 不安 定 に する こと が ある の で 、 当 節 で は 礼拝 する 時 に 特別 の 方 向 
を 選ぶ こと は 重要 で は な いと いう 点 に 関し て 、 一 般 的 な 見 解 を 述べ る こと で 下地 を 準 
備 し て いる 。 真 に 重要 な こと は 神 へ の 従順 の 精神 で あり 信徒 の 間 の 一 致 で ある 。「 東 
も 西 も アッ ラー の 所 有 な り 」 と いう 館 は 、 東 か 西 か の 選択 は さして 重要 で は な いこ と 
を 示し て いる 。 真 の 和 目的 は 神 だ け な の だ か ら 、 特定 の 方 向 を 選ぶ こと は 一 致 の 精神 を 
つく り 出 す 目 的 が 第 な の で ある 。 当 節 は 又 、 い つか カー バ 神 殿 が ムスリム の 所 有 に 
な る こと を 告げ て いる 
9 アル ・ A 高綱 な ) と は 、 中 間 の 境遇 を 持つ 、 和 良い 身分 、 そ し て 高 
い 地 位 で ある こと を 意味 する (Aqrab より )。 こ こ で 使用 され て いる 語 は 、 良い 、 気 高 
い の 意 味 で 使わ れ て いる 。 ま た 、3:111 節 に よっ て も 、 ム スリ ム た ち は 、 最 良 の 人 々 
だ と 呼ば れ て いる 。 
9 ムスリム は ここ で それ ぞ れ の 時 代 に 生き る 人 は 、 次 の 世代 の 人 々 を 保護 し 守ら な 
けれ ば いけ な いと 言わ れ て いる 。 最良 の 民族 で ある た め に 、 彼 等 に 期待 せら れ て いる 
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われ ら は 、 溢 が 以前 に 守り し キ ブ ラ EAE < 
(礼拝 の 方 角 ) を 定め た る 1 こと は 、 No 
その 中 を 反し て 立ち 去る 者 に 対し CO19 AE まこ Os っ り の 
て 使徒 に 従う 者 を 知ら ん が た め な り 。 ょ し 
され ど 、 こ は アッ ラー が 導き 給 うた 者 
の 外 は 、 難 事 な り 。 面 し て アッ ラー は 18 
お 前 達 の 信仰 心 を 虚しく する に 非 ず 。 上 
げに アッ ラー は 人 々 に は あわ れ み 深 2ca う 9 Joe 
く 、 慈 悲 深く まし ます 。 

145.、 げ に われ ら は 液 が 、 そ の 顔 を 天 a CC し を と < 
に 向け る を 見 る 4。 さ れ ば 、 わ れ ら ” 


ャ ーー 
き ー 
に 
Me 
1 
‘ 
ee 
に 1 
a 
モー 
の 
ND 
to 


者 の 高尚 な 交わ り を 楽し ん だ 人 々 に よっ て 探求 され た 道 に 従う よう に する 貢 任 が あ 
る 。 こ の よう に 、 聖 預言 者 は 彼 に 直接 従う 人 々 の 保護 者 で な けれ ば な ら ず 、 世 代 か ら 
世代 へ と それ は 続い て いく べき な の だ 。 命ぜ られ た よう に 、 ム スム リ は 人 類 の 指導 者 
に な る べき で あり 、 彼 等 の すばらし い 行 い に よ っ て 神 の 特別 な 恩恵 の 亭 受 者 と な る べ 
き で ある 。 この よう に し て 他 の 人 々 も 真 の 宗教 に 従っ て いる と いう 結論 に な ら ざ る を 
得 な た な く な る の で ある 。 この よう に し て 、 彼 等 (ムスリム ) は 、 他 の 人 々 に 対し て イス ラ 
ム が 真実 で ある と いう 証人 に な る の で ある 。 それ は 聖 預言 者 が 彼 等 に 対し て 真実 の 証 
人 で あっ た の と 同じ こと で ある 。 
922 当 節 の 言葉 で 聖 預 言 者 が 神 の 命令 に よっ て エル サレ ム の 寺院 を 彼 の キ ブ ラ ( 礼 振 
の 方 角 ) に 選ん だ こと が 分 か る 。 し か し 、 そ れ は 一 時 し の ぎの キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) で 
あっ て 、 永久 に 人 類 の キ ブ ラ に な る の は カー バ 神 殿 で ある と 神 は 言わ れ て いる 。 当座 
の キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) に 関す る 命令 は 、 聖 ク ルアー ン の 中 に 人 和信 ま れ て いな い 。 この こ 
と は 、 そ の よう な 当座 の 適用 を 含む すべて の 命令 は 聖 ク ルアー ン の 啓示 に 参入 され な 
、 普遍 の 永久 的 本 質 の み が 包 含 さ れ て いる こと を 表わす 。 聖 ク ルアー ン は いく つか 
の 節 が 廃 茎 さ れ た と いう 理論 は 全く 根拠 の な い 学 説 で ある 。 
3 アラ ブ 旗 は メッ カ に ある 古代 の 祈り の 家 カ ー バ 神殿 に 多く の 攻撃 を 加え た 。 カ ー 
バ 神 殿 は アブ ラ ハ ム の 時 代 に まで さか の ぼる 国立 寺院 で あっ た 。 そ れ 故 に 、 イス ラム 
の 非常 に 初期 の 段階 か ら 、 ユ ダ ヤ 教 徒 の キ ブ ラ で ある エル サレ ム の 寺 院 に 味方 し て 、 
カー バ 神 殿 を 捨て る よう に 言わ れ た の は 、 昔 酷 な 試練 で あっ た ( ブ ハ ー リ ー 及 び 、 ジ 
ャ リー ル よ り )。 そ し て 後に 、 メ ディ ナ で エル サレ ム の 寺院 か ら カ ー バ 神殿 へ と キ ブ 
ラ を 変え た こと は ユダ ヤ 教 徒 に とっ て も キリ スト 教徒 に と っ て も 大 き な 試 練 と な っ 
た 。 こ の よう に 、 こ の 変化 が 「『 経 典 の 民 」 と ムスリム の 両方 に 、 又 、 メ ッ カ の 偶像 崇 
拝 者 に と っ て も 試 績 と な っ た 。 
164 メッ カ に いる 間 に 、 神 の 命令 に よっ て 聖 預 言 者 は エル サレ ム の 寺院 の 方 へ 祈り の 
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KW 2 ペー 3 5 ント シン ルン シン ング イイ イン キラ イン 
は 液 が 欲す る キ ブ ラ ( 礼 捧 の 方 角 ) に Rd Rn 5aks 
激 を 向かわ さん "2。 従っ て 、“ 流 の 顔 R 
に か くも 3 る トン 4 1 る に Er 
を 聖なる 礼拝 堂 の 方 に 向け よ 。 面 し 5 うし eS 
(人 お 前 達 い ず こ に 在り と も 、 その 方 タ 。 41 2 ターン 人 とう | は 2 
Jl EE 
沿 に 顔 を 向け よ 86。 げ ば に 、 経典 が 授 つの 92 
けら れ た る 人 々 は 、 こ れ が その 主 より の 5。 5 | sds as Ft) 
真理 な る こと を 知る *"。 耐 し て アッ (0 
ラー は 人 彼 等 の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 “6023C2 じ cI じ う 8 う 


2 アグ 


146. た と え 溢 が 経典 を 授け られ た る cos ss 
人 々 に 一 切 の 神 兆 を も た ら す と も 、 シル 
% 彼 等 は 決し て 流 の キ ブ ラ に 従わ ざる GGL 2 
べし 。 ま た 汐 も 彼 等 の キ ブ ラ に は 従う ax2038E 5 A と 2 
者 に 非 ず 。 彼 等 の 或 る 人 々 は 他人 の キー 
ブラ に は 従わ ずる な り 8。 < また 、 液 に ea る EAE ON 


2:150、』31. P109:3, 7, “6:57; 13:38. 


際 顔 を 向け た 。 し か し 心 の 底 か ら 、 カ ー バ 神殿 を 自分 の キ ブ ラ に し た いと 望ん だ 。 し 

か も 彼 は ある 種 の 直観 で 遂に は 彼 の 望み か が か な えら れる で あろ うと 思い 、 彼 は エル サ 
レム の 聖なる 寺院 と 彼 の 前 に ある カー バ 神 殿 の 両方 を 保つ こと の で きる 場所 と し て 
礼拝 の 地 に 選ん で いた 。 し か し 、 彼 が メデ ィ ナ に 移住 し た と き 、 町 の 位置 を 考え て エエ 
ル サ レ ム の 寺院 の 方 に だ け 顔 を 向け た 。 キ ブ ラ の 変化 に 伴っ て 彼 の 内 的 欲求 は 強く な 
っ た 。 神 の 命令 に 服従 し て 彼 は 実際 に は その 変化 の た め に 祈 ら な か っ た が 、 そのため 
の 天 か ら の 命令 を 熱心 に 待ち 望ん で いた 。 

"や ヌ ワ ッ リ ヤン ナカ (Nuwalliyannaka) も 又 「 我 等 は 流 を 守護 者 や マス ター に な さん 」 
を 意味 する 。 そ の 表現 は 、 二 重 の 預言 を 具体 化す る 。 即 ち 、 結 局 カ ー バ 神殿 は 、 総 て 
の 人 々 の キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) に な る で ある う 。 そ し て その 占有 は 、 悪 預 言 者 に 引き 渡 
され る で あろ 2 o 

166 この 語 は 、 普 通 の 状況 で は 、 ム スリ ム は 祈り を 唱え る 時 に カー バ 神 殿 に 顔 を 向け 
る が 、 人 は な いこ と を 意味 し て いる 。 こ こ で の 、 方 向 の 
変化 は ムスリム の 上 兄弟 た ちの 間 の 一 致 と 同一 性 を 保つ た め に も た ら さ れ た 。 

“97 聖書 の 創世 記 21:21、 ヨ ハネ 4:21、 イ ザヤ 45:13.14 及び 、 申 命 記 32:2 を 参照 。 


1 当 節 は ユダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 の 敵意 は 、 イス ラム だ け に 対す る も の で は な く 、 
彼 等 、 お 互い し に も 対す る こと で ある と 示唆 し て いる 。 ユダ ヤ 教 徒 は エル サレ ム を 自分 
達 の キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) に 定め て いた ( 列 王 記 8:22-30、 ダ ニ エ ル 書 6:10、 詩 編 5:7 と 
ヨナ 書 2:4) 。 一 方 、 モーゼ の 律 法 に 従う の に ユダ ヤ 人 達 と の 関係 を 否認 され て いる 派 
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知識 が 光 に 来 た り し 後 、 流 も し 彼 等 の < て 交 その 邊 < 
私 欲 に 従わ ば 、 流 は 必ず 不義 者 た ちの 


に スィ > | 層 
うち と な る べし 。 3 SCs 
147. われ ら が 経典 を 授け し 者 ども に ぐ の きこ rr gE) 


は 、 自分 た ちの 候 子 た ち を 認知 する が A 


10%, ヒア 


如く 、 それ"② を 承認 す "の 。 され ど 彼 つる の 253 5003 24gU1 6 


等 の 中 の 一 団 は 、2 真 理 を 隠す な り 、 $ NR RO 
i 0 A a 
彼 等 が 知る に も か か わら ず 。 k 


148. ( そ は ) 泊 の 主 よ り の 真理 な り 。 5253 そ 5 あ 

され ば 、 光 疑惑 者 た ちの うち と な る x i 

な か れ 。 を 6 
十 八 項 


149. 面 し て 、 各 人 に は それ ぞ れ 向 か 125 2 えな うり 5 
KID あり 。 され ば ば 9 互 に 善行 を 競い Ei de イイ 。 る 
え の お 人 に 作ろ うと も 、 ア まっ bl5 ビ て 


a6:21. D2:175; 5:16; 6:92.3:61: 6:115; 10:95. 93:134: 5:49: 35:33; 37:22. 


RA 人 も 、 A の の ジム I を 役 等 0 


生ま MO ヤツ パリ と 百科 
事典 14 版 $ 巻 676 頁 及 び 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 6 巻 53 頁 )。 ナ ジュ ラー ン の キリ スト 
教徒 た ち は メ ディ ナ の 聖 預言 者 の モス ク で 、 彼 等 の 顔 を 東 に 向け て 、 参拝 し て いた (ズル 
カー ニー4 巻 41 頁 )。 従 っ て 、 ユ ダ ヤ 人 達 、 サ マリ ア 人 達 、 並 びに キリ スト 教徒 は 、 彼 等 
相互 の ね た み 恨 み の た め に 、 違 っ た キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) に 従っ た の で ある 。 こ れ 等 の 事情 
で 、 彼 等 に ムスリム 達 の キ ブ ラ ( 礼 拝 の 方 角 ) に 従う こと を 期待 する こと は 無駄 で あっ た 。 
99 それ (また は 彼 ) と いう 代名詞 は 、 キ ブラ (礼拝 の 方 角 ) を 変え る こと か 聖 預 斉 者 の 
こと を 示す 。 当 節 は 、 経典 の 民 が 自分 達 の 聖典 に お ける 預言 に Ne アラ ブ 人 の 中 
で カー バ 神 殿 と 特別 な 関係 を 持つ で あろ う 預 言 者 が 出現 する こと を 認め る と いう 意 
味 で ある 。 

+?@ ヤ ー リ フー ナ フ ー (Yarrifona-ha) と は アラ ファ (Arafa) に 起源 し 、 彼 は 知っ た 、 認 識 
し た 、 或いは その 手 に 気付 いた を 意味 する 。 こ の 語 は また 物理 的 感覚 に よっ て 派生 す 
る こと も あり 、 特 に 考え る こと や 熟慮 する こと に 使用 され る (Mufradat より )。 

SC 当 節 は 、 ON を 含ん で いる 。 誰 で も 最初 に 明確 な 
ゴー ル を 自分 の た め に 定め る べき で ある 。 それ か ら 、 すす 
献身 し 、 全 神 経 を 緊張 させ 、 健 全 な 競争 の 精神 で 他 の ムスリム と 争い 、 彼 等 より 勝 
うと 努め る ば か り で な く 、 自 分 の 仲間 が つま ずい た 時 、 科す 
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ッ ラ ー は お 前 達 す べ て を 召集 すべ し 。 げ og る J9 5 (al "< 区 
に アッ ラー は すべ て の こと に 全能 に ま 

し ます 。 

1S0. 頁 し て 、 液 い ず か た より 出 で 来 3256 0 
る も 、“ 液 の 72 顔 を 聖なる 礼拝 堂 の 方 2 多 58| 

に 向け よ 。 こ は 確 か に 次 の 主 か ら の 真 5 os dl “5 la > 


理 な り "7“。 面 し て アッ ラー は お 前 達 RE ELS 

の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 i 2 

151. また 、? 和 玖 い ず か た より 出 で 来 る 0 

も 、 溢 の) 原 を 型 な る 礼拝 き の 方 に 向け 」。4 ン < EE と 1 
を チー a 1| ラン | 

よ "4 また お 前 達 何処 に 在 ろ うと も 、 pr 3 [Ls 

己 が 顔 を その 方 向 に 向け よ 。 さす れ ば We が ok 2 >3 

人 々 は お 前 達 に 反対 する 論拠 を 有 す 人 に 2 半 和 71 

まい *②、 介 し 不義 を な し た る 者 ども RE Y (と 


92:145 を 参照 . 2:145.150. 


せる よう に 助け る べき で ある 。 ここ で 目標 と いう 語 の も う ひ と つの 意味 は 「 彼 が 支配 
する よう に させ て いる も の 」 即ち 、 人 が 最初 に 目的 を 立て 、 そ れ か ら そ れ を 人 生 に お 
ける 抑制 力 と する こと で ある 。 

172 カー バ 神 殿 が キ ブ ラ (礼拝 の 方 角 ) と な っ た 時 、 ム スリ ム 達 は 、 カ ー バ 神殿 が 位置 
する メッ カ を 所 有する こと は 、 必 須 と な っ た 。 ム スリ ム 達 は 当 節 で 、 そ の 地 の 征 服 に 
全 精 力 を 傾け る こと を 申し つけ られ た 。 そし て 形 預 言 者 は 、 そ の あら ゆる キャ ン ペ ー 
ン で 、 こ の 月 標 を 中 心 的 に 守り 続け る こと を 命じ られ た 。 ハ ラジ ュ タ タ (Kharajta、 出 て 
来る ) と いう 語 の 問 味 も また 、 液 等 戦い に ! 1 で 行け で ある (Lane より )。 て の 語 も 又 、 
メッ カ 訓 領 は 聖 預言 者 の 個人 的 責務 で ある こと を 物語 っ て いる 。 そ の 上 、143 節 で 、 
命令 が キ ブ ラ ( 礼 拝 の 方 角 ) の 変更 に 関係 する が ゆえ に 、150.1S1 節 で は 、 メ ッ カ の 征 
服 に 留意 させ て いる 。 不定 詞 フル ー ジ ュ (Khurmi) の 特別 の 意味 は 、 戦 闘 の た め の 発 布 
で ある 。 

73 この 文 は メッ カ は いずれ ムスリム の 手 に 陥る と いう 意味 で ある 。 ム スリ ム に よる 
メッ カ の 征服 は 聖 ク ルアー ン の 17:81: 28:86 節 に も 預 斉 され て いる 。 申 命 記 33:2 節 に 
含ま れ て いる 六 言 は 、 聖 預言 者 が 1 万 人 の ムスリム の 頭 と し て メッ カ に 入っ た と き 成 
就 さ れ た 。 

"ムスリム は 征服 し た メッ カ の 至高 の 目的 を 決し て 見 失わ な いよ うに 言い つけ られ た 。 
"や 「 人 々 は お 前 達 に 反対 する 論拠 を 有 す ま い 」 と いう 文 は 、 ム スリ ム が メッ カ を 征 
服 し を こ な っ た ら 、 イ スラ ム の 敵 か ら 聖 預言 者 は アブ ラ ハ ム の 折り を 成就 で き な か っ 
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を 除い て 。 さ れ ば < 彼 等 を 恐れ る な か " こ 3 2 公 15 2 る 32435 2 る 
れ 、 面 し て わし を 恐れ よ 。 ? そ は お 前 ラン 


る a ン 
達 の 上 に わし の 因 恵 を 全う せん が た うっ ET SYS 
め な り "7%。 ま た お お 前 達 を 正しく 導 か @ ら 93 ぶる 
ん が た め な り 。 


152. 同じ よう に 、< わ れ ら は 、 お 前 達 1 っ Ka す 22 う 2 性 じ く 
の 一 人 を 使徒 と し て 遣わ せり 。 彼 は お 。 。 ッッ 
前 達 に 我 が 神 兆 を 読 施し 、 お 前 達 を 光ら 5 う や くる 5 いじ 


め 、 お 前 達 に 経典 と 知恵 と を 教え る な 13 1 スッ)2 こま) 
り "7。 ま た 彼 は 、 お 前 達 が 知ら ざり 。 RT 
し こと を お 前 達 に 教え る な り 。 まほ @6223132 腕 


153. され ば わし を 2 念 せよ "、 わ し 4152 て 2 2 で る こう 2938 
の 1 す 9 S| <3 35 
は お 前 達 を 忘れ まい 。 面 し て わし に 感 


98:4.05:4。 12:7. 2:130 を 参照 . 2:204; 8:46: 62:11. 


た と いう 反対 意見 が 当然 起き た だ ろう と いう こと を 意味 し て いる (2:130 節 ) そ し て 、 
それ 故に 、 彼 は 約束 され た 預言 者 と 主張 する こと は 出来 な か っ た 。 し か も 、 ム スリ ム 
が 祈り の 時 に 顔 を 向け る よう に 命ぜ られ た 寺院 は 、 異教 徒 の メッ カ 人 に 支配 され て い 
て 、 偶 像 で 一 杯 で あっ た 。 偶像 が カー バ 神 殿 に 残っ て いた た め 、 ム スリ ム は それ ら を 
礼 捧 する こと を 非難 され た 。 し か し 、 唯一 の 神 を 礼拝 する た め に 控 げ られ た 聖なる 家 
か ら 偶 像 を すっ か り 無く し た た め 異 議 も な く な っ た の で あっ た 。 キ ブ ラ と し て エル サ 
レム の 寺院 を カー バ 神 殿 に 取り か える と いう 命令 は メッ カ の 征服 に 関す る 命令 に よ 
っ て 当然 な し 遂げ られ た 。 

176 メッ カ を 征服 する こと で 、 神 の ムスリム へ の 恩恵 は 完全 に な る だ ろう 、 そ の こと 
が すべ て の アラ ブ 人 の 服従 と 何 千 人 も の 人 が イス ラム の 信仰 に 入 代 する 意味 に な る 
の だ か ら 。 結 果 は 十分 に 上 記 の 預言 を 成就 し て いる 。 な ぜ な ら 、 メ ッ カ の 征服 の すぐ 
後に 何 千 人 も の アラ ブ 人 の 改 軍 が あっ た か ら で あ る 。 メ ッ カ の 征服 に 続い て 、 アラ ブ 
人 が イス ラム の 教え に 殺到 し た の は 、 ア ラブ 人 は どん な 聖典 に も 従わ な か っ た が 、 メ 
ッ カ は に せ の 預言 者 の 弟子 に は 征服 され な いと いう アブ ラ ハ ム の 預 斉 や 、 メ ッ カ 征服 
を 試み る 者 は 破滅 する だ ろう と いう 預言 は 知っ て いた か ら で あ る 。 彼 等 は すばらし い 
預言 の 成就 を 、 アビ シニア 人 の 侵 貼 者 、 ア ブラ ハ や その 強力 な 軍隊 の 奇跡 的 な 磁 滅 の 
うち に 見 た 。 

77 ア ブラ ハ ム が メッ カ の 人 ん 々 の 中 に 一 人 の 預言 者 の 出現 を 神 に 祈っ た こと (2:130) と 
全く 同じ く 、 当 節 は 、 文 書 の 配置 の わずか な 変更 で 、 聖 預言 者 の 使命 に 言及 し て いる 。 
それ は アブ ラ ハ ム の 祈り が 明確 に 聖 預 言 者 その 人 で 成就 され た こと を 示し て いる 。 
“人 間 の 側 か ら の 神 を 「 念 ずる 」 と は 、 愛 と 献 心 を 持っ て 神 を 想い 、 神 の 命令 を 遂 
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154. 溢 等 信ずる 人 々 よ 、 忍耐 の と 礼 て 2 211 244 ン 3 肖 9D 
拝 に よっ て < 朽 を 求め よ 。 げに アッ ーー プー シラ ター プン そう 
ラー は 忍 面 強 き 人 々 と 共に あり 9。 Sl NO) 3 LAS 
155. また ? ア ッ ラ ー の 道 に か け て 殺 8b で 3 に 8 お V5 


され た る 者 を 死者 と 云う なかれ 。 耕 、 Ni af T 2 
彼 等 は 生き て いる な りき!。、 さ れ ど お 
前 達 は 理解 し 得 ざ る な り 。 

156. 耐 し て 、< わ れ ら は お ね 前 達 を 、 届 2 で る る 33 
怖 や 錠 館 で 、 ま た 財産 や 生命 並び に 農 J し  。  . 
作物 の 収穫 の 損失 に よっ て 試 め さん CPU5dl22YIO2oeS82 と を 人 り 5 


182 ag の 贅 た ち に 3 ne 6 2 
A dk 
o 


42:46 を 参照 . 63:170.<3:187. 


側 か ら の 人 間 を 「 念 ずる 」 と は 、 神 が 人 間 を 近く に 引き 寄せ る こと 、 恩 恵 を 人 に 与え 、 
人 間 が 幸福 に な る よう に 物 を 与え る こと で ある 。 

2 サブ ル ( 忍 耐 ) の 意味 は つぎ の よう に ある 。 (1) な に か に 心 を 留め る (2) 不幸 、 災 難 
に 不屈 の 精神 と 不平 不満 な し に 難儀 を 我慢 する こと (3) 神 の 搾 と その 命令 に し が みつ 
く こ と (⑭④ 神 の 所 と 禁止 し た 道理 に 逆らわ な いよ うに 自制 する こと (Mufradat より )。 
180 当 節 は 、 成 功 の 秘訣 を 述べ て いる 。 ム スリ ム は 、 辛 抱 強 く 努 力 を 続け な けれ ば な 
ら な い 。 目的 を 達成 する た め の 努 力 を お こ た ら ず 、 決 し て 落胆 せ ず 、 同時 に 有害 な も 
の を 遠ざけ 、 善い も の に の み 、 従 っ て いか ね ば な ら な い 。 神 だ けが すべ て の 善 の 源 で 
ある か ら で あ る 。「 忍 耐 」( サ ブル ) と いう 語 は 、「 礼 振 」( サ ラー ト ) と いう 語 を 進め た 
も の で ある 。 それ は 時 々 軽 べ つ さ れ 、 無視 され る 神 の 法 を 遵守 する こと の 重要 さ を 強 
調 す る た めで ある 。 祈り は 、 神 に よっ て 定め られ た 探 に 従う 時 に の み 、 神 に きき と ど 
けら れる 。 

アフ ヤー(Ahya) と は 、 ハ ッ ユ の 複数 で あり 、 数 ある 中 で 、(1) 一 生 の 仕事 に 於 いて 
失敗 し な い 者 、 (2) その 死に 対し て 復讐 され た 者 、 を 意味 する 。 当 節 は 、 人 々 に 生活 
と 繁栄 に 大 き な 影 響 を 及ぼ す 素 晴らし い 心 理 的 真実 を 包含 する 。 その 列 教 者 達 を 追悼 
する こと に 敬意 を 払わ な い 、 また 彼 等 の 心から 死 の 恐れ を 取り 除く 方 法 を し 得 な い 民 
族 は 自ら の 運命 を 封印 する 。 

2 近 節 は 前 節 の 続き と し て 設置 され た 。 ム スリ ム 達 は 、 イ スラ ム の た め に 自分 た ち 
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157. 4 災難 に 遭う と 、 彼 等 は 「? ば に 我 
等 は アッ ラー の 所 有 な り 。 また 我 等 は 
確か に 彼 の 御 許 へ 帰り 行く 者 な り 」 と 
云う 者 た ち 183、 

NR こそ 、 そ 
慈悲 が 降る 。 また これ ら 
SEE 
159. げに アッ サフ ァ ー と アル ・ マ ル 
RA 
され ば 、 型 殿 に 巡礼 する 者 や 、 型 地 衣 
を する 人 々 が 両 箇 所 を 間 巡 する も 書 
な し 。 さ れ ば 任意 に に 普 有 "や を な さん 
と する 者 あら ば 、 げ ば に アッ ラー は 問 し 
給 う 者 、 知 荻 し 給 う 御方 な り 。_ 
160. われ ら は さま ざま な る 神 兆 や 
科 導 を 降 し 、 之 を 経典 の 中 で 人 々 に 
明白 な らし め た に も か か わら ず 、 逐 を 


A 


| が 


A 


Fs と 】 トン イイ イイ デラ 。 る 
E at > を こし っ | Slcrsll 


9 間 を 介 


IE SE EB 
の 9323 ス る OU 
A EE AE) 


Pd 


a 


タレ テッ ググ 


den 9 


> し 


oo 者 8) 
EA RR 


922:36. 67:126: 26:51. ©22:33. 


の 生命 を 犠牲 に する ば か りか 、 試練 も 負わ せら れる で あろ うし 、 いろいろ な 災難 を 被 


る こと に も 覚悟 すべ き で ある 。 


3 神 は 我々 の 持ち 物 す べ て の 、 我 々 自身 を も 含め た 主 で ある 。 神 の 無限 の 知恵 を も 
っ て 、 神 が 我 々 か ら す べ て を 取り 上 げ ば る こと が 正しい と 考え られ れ ば 、 我々 に は その 


と と に 不平 人 や た め ら い を 示す 根拠 は な い 。 


それ 故 、 我 々 に ふ りか か る どの 不幸 に も 


我々 は 、 落胆 し な いで 、 人 生 に お いて も っ と いい 結果 を 得る た め に 、 よ り 多 く の 努 力 


を する べき で ある 。 こ の よう に 、 当 


節 に ふく まれ る 信 


条 は 、 単 に 口先 で 決ま り 文 句 を 


唱え る こと で は な く 、 賢 い 助 言 と 適時 の 警告 で ある 。 
RS CC 


の 俺 大 な 妃 向 を 神 へ の 特別 な 中 誠心 を 記念 
マエ ル に 対し て の 特別 な 愛情 を 記念 する 丘 


巡礼 者 は 神 の 愛 、 神 へ の 忠誠 心 、 


で 一 生 に 
巡礼 ) は 、 義 務 で は な く 、 た ん な る 規定 
義務 の 聞 礼 を な し た 後 、 


し て 、 内 方 で は 神 の 彼女 と 息 子 イ シュ 
と な っ て いる 。 これ ら の 丘 を お と ずれ る と 、 


神 の 力 に 深く 心 打 た れる 。 
Te8「 任 意 に 善行 を な さん と する 者 」 と いう 言葉 は 、 ム ス 
一 度 義務 づけ られ た ハッ ジュ (大 巡礼 ) に 
を 外 の こと で ある 。 こ の 語 は また 、 
追加 的 巡礼 と みな す と 考え て よい 。 


2 誰 で も 一 定 の 条件 
し か し 、 ウ ムラ ( 小 


ムスリム が 
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包み 隠す 者 ども や 9、q 彼 等 こそ は アッ 
ラー の 呪い に 遭い 、 呪 唱 する 者 の 呪い 
も 受け る べし 。 

161. 但し 、? 悔 悟 し て その 身 を 修め 、 
(真理 を ) 明言 す る 者 た ち は 別 な り 。 こ 
れ ら の 者 に こそ わし は 憐れみ に 転 ず 。 
硬 し て 、 わ し は た さびた びび 憐れみ に 転 
じ 、 慈 悲 深 い 者 な り 。 

162. げに 拒否 し て 、 不 信者 の まま 死 
せ し 者 ども 、“ 役 等 の 上 に は アッ ラー 
の 呪い と 、 天 使 達 と 万 人 の 呪い あり 、 


163. d 彼 等 は その 中 に 住み 留まら ん 。 
彼 等 は 懲 六 が 軽減 され ず 、 ま た 彼 等 が 
獲 予 も 与え られ ざる べし 。 


164. 面 し て 、“ お 前 達 の 神 は 唯一 な る 
神 な り "7。 彼 の 外 に 神 な く 、 彼 は 仁 
慈 者 、 慈 悲 者 な り 。 


二 十 項 
165. 7 げに 諸 天 と 大 地 の 創 造 、 昼 夜 の 
交替 、 人 々 に 利益 を も た ら す 荷 を 運び 
て 海原 を 渡る 船 、 ま た アッ ラー が 空 か 
ら 隆 し た る 水 、 耐 し て それ に よっ て 
大 地 を 、 そ の 死 せ し 後生 き 返ら せ 、 
また そこ に あら ゆる 種類 の 動物 を 殖 


Id CS 


A A 


UAE dS 


EE Pa 
A gE EB 
CE 5 
TEE Ck 
OO RY 
RVA TSV EE) 
& OE] 
YG A R30) 
EG NG NIRS 
NE GS 


イイ 


も OCS もう P6n Cg | 


| 


2:175. 53:90; 4:147; 5:40; 24:6. 


<3:88.93:89. €2:256; 16:23: 22:35: 37:5; 59:23, 24; 112:2.73:191; 10:7: 30:23: 45:6. 


1 この 言及 は 、 聖 預言 者 に 関し て 自分 た ちの 聖書 に 出 て くる 預言 を 隠し た ユダ ヤ 教 


徒 を 示し て いる 。 


"7 すべ て の 罪 は 信仰 の 弱 さ か ら 出 る の で 、 


当 節 は 神 の 唯一 性 に 言及 し て いる 。 も し 


人 々 が 神 が 唯 一 で ある こと を 固く 信じ て 、 偽 の 神々 を 作り 出し た り し な けれ ば 、 決し 
て 正しい 道 を ふみ は ず す こと は な い だ ろ うと 表明 し て いる 
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や し た る こと 、 且つ 風向 き の 変化 、 8s 3G SY 
天 と 大 地 の 間 に 働か せしめ られ た る 6 
雲 の 中 に は 、 確 か に 思慮 ある 人 々 へ cvsJ glc8 づ すう 3 
の 神 兆 在り が a > 2 て セン イン 5 ラン きみ 2 

CN SY CI 


S28 

166. 南 し て 人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラ ー POOL PC こさ セレ 愉 Ng ま ン 0 
以外 に 同位 者 9 を 配 し 、 アッ ラー を zs i 8 タン っ ォ ン 2 ゴ る クン タイ 
と れ * の * 

愛す る が 如く 芝 ら を 愛す る や 者 ども CU MS っ の を いつ | 
あり 。 され ど 信 じ た る 者 た ち は 、 ア ッ ーー < っ ンス ント 
Cs つの 9 26 じ え さる が 4) 

ラー へ の 愛 は より 強し 。 され ば 不義 を 。 " ~ 時 
な し た る 者 ども は 思い 知る べし ! 彼 20 2991 Bo っ RE 


138 悪 ク ルアー ン は 宇宙 を 全体 と し て その 主題 を 証明 する あか し と し て いる 。 個々 に 
と ら え られ た 場合 に は 、 神 の 存在 を 結論 づけ る あか し と は な ら な い 。 地球 の は じ ま り 
は 偶然 に 原子 が 集合 し た と 言え る か も し れ な い 。 太陽 の 起源 も 月 の 起源 も その 他 の も 
の の 起源 も 同様 の 理由 か も し れ な い 。 し か し 、 一 つの 統合 体 と し て の 宇宙 、 そ こ に 広 
が る 深い 整然 と し た 秩序 を 考え る 時 、 こ の 宇宙 が 偶然 に 存在 し は じ め た と 結論 づけ る 
こと の で きる 人 は いな い 。 本 当 に 、 宇 宙 に みな ぎる 完全 な 調和 と 全 秩序 は 、 全 知 全 能 
の 唯一 の 賢明 な 存在 に よっ て 創造 され 、 統 制 さ れ て いる こと を 力強く 指摘 し て いる 。 
し か も 、 自然 現象 の 研究 を 特別 に 強調 する こと で 、 不信 の 徒 の 注意 は 又 、 聖 預言 者 に 
反し た 計画 に 成功 する 可能 性 が な いと いう 事実 が 引き 出さ れる 。 全 宇 宙 は 神 に よっ て 
制御 され 、 神 の お 心 に 添う よう 、 又 、 神 の 理想 を 実現 する よう 働い て いる 。 

9 偶像 崇拝 の 主題 を 取り 扱っ て 、 聖 クル アー ン は 四 つ の 言葉 を 用 いて いる 。 ニ ッ ド 
ウ (類似 し て いる 、 も し く は 等 し い ) 、 シ ャ リー ク ( 協 賠 者 、 も し く は 共有 者 )、 イ ラー 
フ (崇拝 に 値する も の ) 及 び ラ ッ プ (支持 者 )。 前 者 の 二 つ の 言葉 は 神 以 外 の 崇拝 の 対象 
に つい て の み 使 用 され て お り 、 後 者 の 二 つ は 神 に つい て も また 使用 され て いる 。 ニッ 
ドッ (類似 し て いる 、 も し く は 等 し い ) と いう 言葉 は 、 神 の よう で ある か 彼 に 等 し い 
と 思わ れる その よう な 崇拝 の 対象 で ある が 、 実 は 彼 と は 反対 か 相容れない も の で ある 、 
こと に 斉 及 し て いる 。 

199 神 の 愛 は すべ て の 宗教 的 教え の 真 毅 で ある が 、 イ スラ ム は ほど 神 の 愛 を 強調 し て き 
た 宗教 は 他 に な い 。 聖 預言 者 は 非常 に 神 に 没頭 し て いた の で 、 異教 徐 の アラ ブ 人 か ら 
神 に 恋し て いる と いわ れ た 。 盟 ク ルアー ン で 、 神 の 愛 や 恩恵 それ に 至高 な 神 に 対す る 
人 間 の 魂 の 抗 し が た い 愛 や あこ が れ を うえ つけ る よう な 神 の 恩恵 が 、 く り 返 し 述べ ら 
れる 最も 大 切な 主題 で ある 。 
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二 徐 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 三 章 


等 は 懲罰 を 日 の 当たり に 見 る 時 、 す べ SE 
て の 力 が ア ッ ラ ー に 属し 、 曽 し て アッ ” 
ラー は 懲 久 に 激烈 な る こと を 。 5 
167. その 時 、 追 條 され た る 者 た ち は 、 23 に CRC21 R31 53 


追 隊 な し 者 た ちと の 関係 を 耕 認 し 、 役 。 し 。 し 。 。ー 
等 は 懲罰 を 目撃 し 、 面 し て 彼 等 へ の つ ダ 9 Nal Bb 
( 表 済 の ) あ ら ゆる 手段 が 断 切 せら る PS 
べ じ by 1 で 


168. 耐 し て 、 追 随 せ し 者 ども は 云わ 829. ol 3 a A 3 ? 
ん 、 「% も し 我 等 が 戻さ れる こと あり し 

な ば 、 彼 等 が 我 等 と の 関係 を 耕 認 せ し 0 くち る 3 し て 4 も (5 
如く 、 我 等 も 彼 等 と の 関係 を 否認 
ん 」。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 


7 A a A 


イン トン ン っ も 1w タ は 
ge > ee lg 


を ー 


ー = 4 Glee デラ } っ ] 
た め に 誠 科 と な る その 所 人 を 人 らき OI Re A RS 
明示 し 給 う 。 され ば 彼 等 は 、 業火 より 
逃れ 得 ざ る べし 。 
ニ イ ー 項 


を) マ て ター ュ ュ ン Ns dd 
169. 液 等 人 々 よ 、 大 地 に ある < 合法 に Wa aNEIS GL 
し て 住 き 物 を 食 せ よ "%。 面 し て 事 魔 ,。 ,」 」。 CE 
の 提 謎 に 誕 う な か れ 3、 げに 詳 は 記し 
お 前 達 の 公然 の 敵 な り 。 ダッ 3 3 と » 


U28:64, 65; 34:33、34、723:100: 26:103.“5:89: 8:70: 16:115. 2:209; 6:143: 24:22. 17:23; 12:6: 28:16: 35:7; 36:61. 


2) 当 節 で は 、 指導 者 に 盲目 的 に 従い 、 道 を 踏み は ず し 、 神 の 伝道 師 を し り ぞ ける 人 々 
に きび し い 和 警告 を 与え て いる 。 

2 癌 行 は 真 の 信仰 を 伴っ て いる 。 当 節 か ら 、 約 束 さ れ た 預言 者 の 仕事 、 即 ち 、 律 法 
と その 根底 に ある 知恵 を 教え る こと に 関す る アブ ラ ハ ム の 祈り の 第 二 部 の 議論 に 入 
る 。 祈り 、 断 食 、 巡 礼 、 ザ カー ト に 関す る 儀式 が 与え られ 、 又 、 社 会 的 な 事柄 に 関係 
する 法律 も 与え られ た 。 食物 は 人 間 の 性 格 を 形成 する 上 で 非常 に 重要 な の で 、 食 物 に 
関す る 規則 が 最初 に 述べ られ て いる 。 イス ラム 教 で は 、 すべ て の 食物 は 、(1) ハラ ー 
ル ( 合 法 的 も の ) か つ (2) タイ ヤブ (お いし く 、 純粋 で 、 栄養 が あっ て 、 健康 に よい も の ) 
で ある べき だ と され て いる 。 前 者 で 認め られ て いて も 、 場合 に よっ て その 人 の 健康 に 
ふさ わし く な いも の な ど は 、 後 者 に より 禁じ られ る 。 

"や サタ ン に 追従 する こと へ の 禁止 令 が 食物 に 関す る 戒律 の すぐ 後に 述べ て いる の は 、 
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二 章 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 邊 ) 


二 傘 


170. 彼 が a お 前 達 に 勧め る は や“*、 た だ 


対し て 知ら ざる こと を 云う こと な り 。 
171. 面 し て 役 等 に 向っ て 、?「 ア ッ ラ 
ー が 降 せ し も の に 従え 」 と 云わ れる 
と 、 彼 等 は 云う 、「 否 、 我 等 が 見 出し 
た る 己 の 父祖 が 従い し こと に 従う 」 と 
25。 な ん と な ! 彼 等 の 父祖 は 全く 無知 


ら ず 。 

172. 耐 し て 、 不 信 せ し 者 ども を 壁 う 
れ ば 、 何 も 聴き 得 ざる 者 に 向っ て 叫ぶ 
者 の 如 し 、 単 な る 喚 声 と 叫 声 に 過ぎ ず 
196 c 龍 で 、 貴 で 、 旨 な り 。 さ れ ば 
彼 等 は 悟ら ず 。 

173. 9 梁 等 信じ た る 人 々 よ 、 わ れ ら が 
お 前 達 に 賜 え し 住 き 物 の 中 か ら 食 し 


Ob ES つう 45 に 3) 
@ ら 6%USY じ 釣人 E 光 


NI ST ki) Ss 


デ ン ョ イン イル セン! ライ ンー1 イ 2 0 イイ ンズ < タン 
ok 3 be EA いと や 
の ooCsYESOASYA I 


SCH OS RNS 
LF も yr 内 0 ャ ン で ン ラン NT 

2 る | つつ $ EV に 3Y に 。 
OOHY SHAT Ran 2 


i 2 FIG 


92:269: 24:22. 05:105; 10:79: 21:53, 54: 3122. 02:19 を 参照 . 5:6: 16:115: 23:52; 40:65. 


人 の 道徳 と 精神 状態 を 養う 身体 的 な 働き に 


時 


影響 する こと を 瓜 め か し て いる 。 非 合 法 で 


不 健 全 な 食物 を 摂取 する こと は 、 人 の 道徳 の 能力 を 弱め 、 精神 的 発達 を 阻害 する 傾向 


が ある 。23:32 節 も 参照 の こと 。 


4 サタ ン は まず 行為 者 を 単独 に 制限 し て 誘い 、 悪 事 が 明らか に 表 に 現れ な いよ うな 
行為 を 人 に 促す 。 それ か ら 少 し ずつ 彼 を 常習 的 な 罪人 に 仕立 て 、 謙虚 さ の すべ て の 感 


覚 を 失わ せる 。 


8 永遠 の 生命 に と て も 深い 関係 の ある 宗教 に 関し て 、 人 が 年 長者 に 盲目 的 に 従う の 


は 奇妙 で は ある 。 この世 で の 生活 の 利益 を 追う こ 


に つい て は 、 重 大 な 事柄 と みな し 


て 、 他 人 に 盲目 的 に 従わ ず と も 、 自 分 で 道 を 選べ る の に 、 本当は も っ と 大 切 で 本 質 的 
な 宗教 に つい て 、 上 自分 で 道 を 選ば ず 、 年 長者 に 盲目 的 に 従う と いう の は 残念 な こと で 


ある 。 


1 型 預 斉 者 は 不信 者 た ち に 神 の 啓示 を 伝え た 。 彼 は 「 叫 示 者 」 で ある 。 彼 等 は 彼 の 


声 を 聞い た が 、 そ の 意味 を 理解 する 努力 を し な か っ た 。 彼 の 言葉 は 調 わ ば 、 


音 の 耳 に 


降り 注ぐ 叫び 声 を 聞く だ け で 彼 の 言う こと を 理解 せ ず 、 その 結果 彼 等 の 精神 的 能力 は 
まっ た く 損 な われ て 、 彼 等 は 獣 や 猛獣 の 水準 に 卑下 され た ⑦⑰:180: 25:45) 。 
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二 浴 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 当 草 


、 面 し て アッ ラー に 感謝 を 捧げ ば よ 、 8 を 基く 4 る 3 
も し お 前 達 が アッ ラー の み を 崇拝 す 
る な ら 。 時 
174. “げに 役 は お 前 達 に 、 死 肉 、 血 、 る 311 し Cee1 と と ルル レオ うき と 
豚肉 "と アッ ラー 以外 の 名 が 唱え ら ルー 
れ た る も の を 禁ず る な り 。 さ れ ど ( 必 が で sh | tst58 
要 に ) 迫 られ 、 故 意 に 違反 せ ず 、 限 度 。 。 し 
を 越え ざる 者 あら ば 、 彼 に は 罪 な し つつ !Os EY 之 う 


9 げに アッ ラー は 寛大 に に CX 慈 砺 2 0 の ッ プ マイ ン あ 」S + ぅ イン 
深く まし ます 9 うう と 4 


a5:d; 6:146: 16:116. 


197「 住 き 物 の 中 か ら 食し 」 と いう の は 、「 合 法 的 」 か つ 「 療 いも の で 、 栄養 の ある も 
の を 食 せ よ 」 と いう こと で ある 。 ムスリム は 、 ど の よう な 形 で あれ 、 た と え 法 律 で 許 
可 さ れ て いて も 、 身体 的 、 精 神 的 、 霊 的 な 健康 を 害する も の を 食べ る こと は 許さ れ て 
いな いこ と を 示し て いる 。 

8 この 不潔 な 動物 た ちの 名 前 は 、 そ の 肉 を 食す る こと を 禁ず る こと を 払 め か し で い 
る 。 こ の 語 は (アラ ビア 語 で ) ヒン ズ (Khinz) と アラ ー の 結合 語 で ある 。 前 者 は 「 大 
変 不潔 な 」 の 意味 で あり 、 後 者 は 「 私 は 見 る 」 の 意味 で ある 。 即ち 、「 私 は それ が 大 
変 不潔 で ある こと が 分 か る 」 の 意味 に な る 。 ヒンディー 語 で は 、 こ の 動物 は スー アル 
と いう 名 で 知ら れ て いる が 、 こ れ は アラ ビア 語 の ヒン ズィー ル (Khinzir) 即ち 、 1 
それ が 大 変 不潔 で ある こと が 分 か る 」 と 全く 同じ 意味 で ある 。 ヒ ン デ イ 一 語 で は 、 
の 動物 は バッ ド (悪い も の ) と し て 知ら れ て いる 、 即 ち 、 も と の アラ ビア 語 の 翻訳 と 思 届 
われ る 「 悪 い 」 と か 「 不 潔 な 」 の 意味 で ある 。 

"イス ム と は 、 罪 な どの 如何 な る 不法 な 行為 、 処 罰 に 値する 者 に 報い る 如何 な る も 
の (Aqrab より )、 何 か 邪 悪 な も の で 心 を 痛ま せる も の を 意味 する (Mufradat より )。 当 
節 に 言及 され て いる 四 つ の 事項 は 、 イ スラ ム で 禁止 され て いる 唯一 の も の で は な い 。 
イス ラム は 等 級 ま た は 範 障 に 分 けら れる 他 の 多く の も の の 使用 も 禁止 し て いる 。 そ れ ら 
の いく つか は " 非 合 法 「 で あり 、 他 の も の は マム ヌー( 禁 じ ら れ た ) で ある 。 当 節 は * 非 合 
法 な も の "だ け に 音 及 し て いる 。" 禁 じ ら れ た も の "は 聖 預言 者 に より 述べ られ 、 ハ ディ 
ー ス に お いて 言及 され て いる 。 ハ ラー ム ま た は *" 非 合法 な も の "の 使用 は 人 間 の 道徳 の 
発達 を 直接 圧迫 し て いる 。" 禁 じ ら れ た も の "に 関し て は 重明 性 に お いて 低 水 準 に 置か 
れ て いる が 、 両 方 が 禁じ られ て いる 。 当 節 で 非 合 法 的 で ある と 宮 言 され て いる も の の 
うち で 、 死ん だ 動物 の 血 や 肉 を 食べ る と いう こと は 明らか に 有害 で あっ て 、 多く の 権威 
者 や 医学 者 に よっ て その よう に 認識 され て きた 。 豚肉 は 、 人 間 の 肉体 的 な 健康 に も 有 
填 で ある と 証明 され た 。 懇 は 汚物 を 食べ 、 不潔 な 場所 に 住む こと を 喜ぶ 。 腰 は 下部 な 
習慣 を 持ち 、 性 倒錯 と いう 了 邪悪 な 性 質 を 持っ て いる 。 回虫 、 腺 病 、 瘍 、 旋 毛虫 が 、 懇 
肉 を 食べ る 民族 に よ り 多 く 発生 し て いる こ と は 知ら れ て いる 。 豚肉 を 食べ る と 旋 毛 虫 
病 の 原因 に も な る 。 
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アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 和牛) 二 全 


175. 4 げに アッ ラー が 経典 の うち 降 せ eg OR EI 
し も の を 隠し 、 5 之 に よっ て 僅か の 信 a 2 
を 受け る 者 ども 、 こ れ 等 の 者 ども こ 20EGo の So 
そ 、 その 腹 中 を 満た な す も の は 炎 に 外 な 4 っ ペン セレ レン イイ 
OR = CS = 
は 彼 等 に 話し か けず 、 ま た 彼 等 を 汐 め 3c3j 5 2 Y 5 5 

ざる べし 。 面 し て 、 彼 等 に 痛ま し い 責 っ a 2 ss 

苦 あ らん 。 TE っ の る 


176. これ ら こそ は “ 御 導き の 代り に た ICHI 時 Ir の EN 9 
邪道 を 選び 、 落 第 の 代り に 懲罰 を 選 夫 了 
び し 者 を なり 。 さ れ ば 、 獲 火 に 周 え る こる えつ! じ 3 3 うっ あ 3 し の 345 
彼 等 の 辛抱 は 、 如 何 に 甚だ し く あ 6 (iz 
らん 1! < 
177. され ば こそ ゲッ ラー は 真理 を 以 あま U SI EL 3 
て 聖典 を 降 し 給え り 。 耐 し て 聖典 に つ 。  ~ 隔 2 
いて 異論 を 唱 う る 者 ども は 、 英 意 に 深 C お SM 15 人 S そる 3 所 05 
く 沈 みた る 者 な り 。 8 LS 
2 8 eR 
178. 7 善行 と は 、 お 前 達 が その 顔 を 東 、 ss 4 る 3 話 話 培 SN 
また は 西 に 向け る こと に 非 ず 。 然 し 、 
善行 を 行う 者 は 、 ア ッ ラ ー と 末日 と 諸 i 
天使 と 経典 と 預言 者 た ち を 信じ 、# 彼 。 」 ご レー と ヤレ シン JJ5。 と ョ ン ョ 』 
を 愛す る が 改 に 22 己 の 家 を 、 親族 5 IJA 
92:147 を 参照 . 22:42 を 参照 .2:160 の :17: 3:178: 4:45. 17:106. の :190.8769、 
20 当 節 の 意味 は 、 火 は 渦 き を 満足 させ る どこ ろか 大 きく する 。 同 じ よ うに 、 この 


の こと は 心 の 平和 と 満足 を 与え る こと な く 、 そ の 逆 の も の を も た ら す 、 と いう こと で 

ある 。 

i 不信 者 た ち が 地 獄 の 業火 の 苦痛 に 耐え る べく 大 変 な 存続 を 有する こ 
意味 する 。 そ の 言葉 は 皮肉 と し て 用 いら れ た 。 


2 アラ ー・ フ ッ ピ ヒー(Ala Hubbi-h) と は 神 を 愛す る が 故に 、 つ まり お 金 を 愛す る に 
EE 


| 
則 
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アル ・ バ カラ AI-Baqarah( 牝 牛 ) < 


孤児 、 貧 者 、 旅 路 に ある 者 、 物 と い 、 
並び に 捕虜 を 贈 う た め に 費 し 、 面 し 
て 礼拝 を 遵守 し 、 喜 捨 を な せ し 者 な 
り 。 ま た 約束 を 結べ ば “その 約束 を 必 


ター グ fc 


し 」 Pe で る くま ン で ga 。 4 ン 
CHEE IG て もう 5 
i RR し ン i っ る る 
CRS 5 うう | 


を 


BN 9 で ALLM 2 
ず 履 行 する 者 達 及 び 、? 困 秒 や 卓 難 。 3 の AL 
2o24 そし て 戦い の 時 に 耐え 忍ぶ 者 達 8 


な り 。 “これ 等 こそ 誠実 な 者 な り 。 ま a 
え 2 ンド 6 ラー チン 内 ^ う 
た これ 等 こそ 虹 散 者 な り %93。 Gna Biase ls) Spin 
月 うし う ドー る 2 


179. 次 等 信ずる 人 々 よ 、 お 前 達 に は 2 し < 誠信 生 こす ば 2 に 5 遂 K3U 
殺人 に 対す る 9 報復 が 規定 され た り 。 9 ut 5 
自由 人 に は 自由 人 、 奴隷 に は 奴 裁 、 女 4jb3 322 し う 2 し IN、 3 
性 に は 女性 と 。 但し その 兄弟 に よっ て 。。 


2 ルレ イッ イラ ンク 上 1 うる る 2 そる ン 
級 銘 され た る 者 の 場合 は 、 吉 意 を 以 。 2 み 02 て UEO まっ を うじ 


1 宣 近 ) に (上 財 僧 5 て 支 っ て 4 の イン イン ャ ラチ オッ ラグ て の 。 る 
て 、 彼 (加害 者 ) に ( 剛 信 金 を ) 懇 ろ に 支 0]312ー す 3 う 43 し そば 6 まし 
者 うべ し 。 こ は お 前 達 の 主 よ り の 軽減 

9:4; 13:21. D2:215; 6:43; 7:95. 49:16. A2:195; 5:46. 


2924 アル ・ バ サー (AL-Ba'sa、 困 鍛 ) と アル ・ バ ス (al-Ba's) は 、 両 方 と も バウ サ (Barusa) 
と バイ サ (Ba'isa) か ら 由 来 し た も の で ある 。 即 ち 、 役 は 戦争 や 戦い に 於 いて 強く 盟 ま 
し か っ た 又は その よう に な っ た : 彼 は 、 大 変 困 端 し 貧乏 し 難儀 の 状態 に 遺 っ た 、 或 い 
は その 状態 に な っ た 。 アル ・ バ サー(Al-Ba'sa) は 、 戦争 や 戦 に 於 ける 力 と 能力 、 恐怖 、 
危害 な ど を 意味 する 。 ア ッ ダ ッ ラ ー(Ad-Darra、 抄 難 ) は 特に 、 人 間 の 人 格 に 関し て 病 
気 の よ うな 悪 や 苦悩 な どの こと で ある 。 従っ て 、 ア ル ・ バ サー (ALBa's&) は 、 貧 乏 ゆ 
え に 財 産 に 関連 する こと で ある (Lane より )。 

^ 当 節 に は イス ラム の 教え の 要点 が 述べ られ て いる 。 ま ず 、 基 本 的 な イス ラム の 信 
念 と 教理 か ら 始ま っ て いる 。 それは すべ て の 行動 の 源 と な る も の で あり 、 人 間 の も つ 
本 来 の 善 を より どこ ろ と し た 正義 で ある 。 すなわち 、 神 を 信じ る こと 、 最 後 の 審 判 を 
信じ る こと 、 天 使 、 経 典 、 聖 預言 者 を 信じ る こと で ある 。 そ し て 次 に 人 間 の 行為 に 関 
する と て も 大 切な 事柄 に つい て 述べ て いる 。 
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本 時 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 二 伏 


に し て 、 上 且つ 慈悲 な り 。 され ば これ 以 に くも 3 そい 5* こっ じょし 
後 知 を 超え る 者 あら ば 、 彼 に は 痛ま し 


} タグ 2 て . 9 
い 責 苦 あ らん A る 01 っ 5 ES 
TIE 


4 当 節 は 一 般 市 民 に と っ て 大 切な 法 の 根本 精神 を 述べ て いる 。 即ち 、 平 等 で 公平 な 
裁き の 必要 性 で ある 。 罪 を 償い 、 誠意 を 見 せ て 被害 者 の 親類 が 許さ な い 限 り 、 犯 罪 者 
は 相応 に 凡人 せら れる 。 

「 規 定 さ れ た り 」 と いう 語 は 、 殺 人 者 は 相当 に 報復 され る 必要 が ある こと を 示す 。 
ee こと は 神 の 命 に 背く こと で ある 。 然し な が ら 、 犯 
罪 者 を 前 する の は 和 殺さ れ た 人 の 遺族 で な く 、 複数 形 の アラ イク ム (お 前 達 に ) と いう 
語 が 示す 如く 、 法 と 秩序 の 貴 任 を 持っ て いる 権威 者 で ある 。 然し な が ら 、 ま た 許し を 
与え る こと も で きる 。 よ っ て 権 成 者 は 法 の も と に 法 に 従っ て 誠 か な けれ ば な ら な い 。 
だ か ら 自 分 の 判断 で 勝手 に 許す 権利 は な い 。 また 被害 者 の 遺族 は 法 を 語る こと は で き 
な い 。 まし て 直接 前 を 与え る こと は で き な い 。 処罰 は 誰 に も 平等 に 課せ られ る と この 
節 で の べら れ て いる 。 こ の 言葉 は 普遍 的 で ある 。 地位 、 身 分 、 宗教 の いか ん に か か わ 
ら ず 、 殺人 の 罪 を 犯し た 人 は すべ て 同様 に 処 軸 され る 。 この 点 に 関し て は 聖 預言 者 
言葉 に 明言 され て いる (マー ジャ 、 ディ ヤー ト 書 より )。 非 戦闘 の 一 般 市 民 で 未 信徒 で 
ある 者 を イス ラム 教徒 が 意図 的 に 殺し た 場合 、 死刑 と な る と いう 見 解 が 預言 者 の 仲間 
の 中 で 一 致し て いる (タバ リー、5 巻 44 頁 )。 聖 預言 者 も 非 イ スラ ム 教 徒 で 非 戦闘 の 
者 を 意図 的 に 殺し た イス ラム 教徒 は 死刑 で ある と 述べ て いる (クト ニー より )。「 自 由 
民 に は 自由 民 、 奴隷 に は 奴隷 、 女 性 に は 女性 」 と いう 言葉 は 自由 民 は 奴隷 を 殺し て も 
死刑 に は な ら な いと か 、 婦人 は 異性 を 殺し て も 死刑 に な ら な いと 言っ て いる の で は な 
い 。 社会 的 地位 や 性 の いか ん に か か わら ず こ の 法 は 適用 され る 。「 自 由 民 に は 自由 民 

ー」 と いう 言葉 を 独特 に 解釈 し て アラ ブ の 特有 の 慣習 が で きた 。 それ は 人 性差 や 社会 
的 地位 に より 殺人 者 の 処罰 を 決め る 方 法 で ある 。 し か し 、 そ の 独特 の 慣習 は 今 は 廃止 
され て いる 。 当 節 の 戒律 に は 皆 に 嫌がら れ て いる 習慣 を 廃止 し よう と し て いる 姿勢 が 
ある 。 実際 、 前 に も 述べ た 報復 に つい て の 法 は 「 殺 害 に は 同等 の 報復 の み を する こと 
が 財 定 され て いる 」 と いう 文 で 制限 され て いる 。 この 文 は 必要 十分 な 意味 を も ち 、 主 
旨 を 完全 に 斉 い つく し て いる 。 そ れ に 続く 「 自 由 民 に は 自由 民 、 奴隷 に は 奴隷 、 女 性 
に は 女性 」 法 の 重要 素 で は な い 。 た だ 上 記 の 三 例 を 挙げ て この よう な アラ ブ の 習慣 は 
拒否 すべ き で ある と 述べ て お り 、 又 、 法 を どの よう に 施行 すべ きか を 述べ て いる だ け で 
ある 。 こ の よう な 表現 は アラ ビア 語 の 文法 で ジュ ムラ ・ イ ステ ィ ナ ー フ ィ ア Qumlah 
jstinafiah) と 言わ れ 、 接続 詞 な し で 加え られ た 前 館 か ら 暗 に 示さ れ た 問い へ の 答え と 考 
えて 取り 入れ られ る 。 こ の よう な 表現 で 答え られ た 質問 は ほとん ど 暗 黙 で あり 、 明 示さ 
れ て いな い (Mukhtasar より )。 聖 預 嬉 者 は 「 自 分 の 奴隷 を 殺し た 者 は 誰 で も 死 が 与え ら 
れる 」 と 言っ た と 伝え られ て いる (マー ジャ より )。 他 の と ころ で また 「 イ スラ ム 教 徒 の 
命 は すべ て 報復 の 法 の も と に 平等 で ある 」 と 述べ て いる ( ナ サ イ より )。 
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二 傘 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 二 闘 


180. 耐 し て 、 報復 (の 搾 ) に は お 前 達 Tg の 

1 9 の の > OO 3 。=ーJ 5 
の た め に 生命 あり 、 思 慮 ある 人 々 よ 、 9 > 
お 前 達 良 散 せん が た め に 299。 ERI 


181. 2 お 前 達 は 規定 され た り 、 お 前 達 2 くっ RAE 
の 誰か が 臨終 の 時 財産 を 遺す よう うな メ き 


デ 
“i et 


場合 は 、 両親 及び 親族 に 公明 正大 な 遺 で や な の きら ! ご ll 
(の 208 が と a ンタ (もり < ョ ン < 
言 を する こと を (こと こ は) 長 敬 者 達 3 YY 

の 義務 な り 。 
LR lr RN EE 


2 413417; 5:107、 


44 イス ラム の 報復 法 の お か げ で 、 殺 人 が 抑え られ 、 人 間 の 生命 へ の 安全 が 守ら れる 
の に 多大 な 効果 が ある 。 人 間 の 生命 の 尊厳 を 全く 無視 し て し まう よう な 人 間 は 、 人 間 
社会 の 一 員 と し て 生き る 全て の 権利 を は く 容 され 、 落 人 免 や 容赦 を うけ られ る の は 、 赦 
発 な ど に よっ て 理 間 が 妊 転 し 、 Sa 


OANA RE A 努力 に 反し 、 ほ と 
ん どの 国 に 於 いて 、 形式 は それ ぞ れ 異な っ て も 死刑 が 課さ れ て いる と いう 事実 は イス 
ラム の 規定 の 賢明 さ を 充分 に 証明 する も の で ある 。 極刑 廃止 の 熱心 な 推進 者 で さえ も 
それ に か わる 良い 措置 を みつ け 出 せな いで いる 。 死刑 に と っ て か わり 終身 刑 を 課す の 
は ' 酷 で あり 、 理 想 的 な 代行 刑 と は 言い 難い こと を 認め ざる を 得 な い の で ある 。 (Roy 
0 世紀 に 於 ける 極刑 、G.P Putnum、 ロ ンド ン 、1930) 


A ONC (| 
れ ら の 節 は 文 釈 者 達 の 何人 か に は 誤解 され て 当 往 の 施 こ され て いる 節 を 取り 消す も 
の と 考え られ て いる が 、 実際 に Le 4 侵 で 、 遺言 を 残す 者 に 対し 法律 的 に は 相続 資格 を 
有 し て は いな い が 、 遺 産 を 認め られ る 対象 と な る 個人 へ の 、 或 い は 慈善 の 目的 の 、 或 
NN 
で ある 。 ここ で は 4 章 12 節 と 13 節 で 扱っ て いる 、 法定 相続 人 の 受け つ a 
て 何ら 規定 する も の で は な く 、 その た め 4:12.13 節 に よっ て 当 節 で 述べ られ る 規定 ヵ 
取り 消さ れる こと な ど 論 外 な の で ある 。 各々 が 各 領 分 を 取り し きる の で ある 。 し か し 
この よう に し て 譲ら れる 遺産 は 、 サ ー ド ・ ビ ン ・ ア ビー・ ワ カー ス に 関し て 聖 預言 者 
が 言っ た よう に 、 相 続 さ れる べき 遺産 の 13 を 越え て は な ら な い ( ブ ハー リー・ ジ ャ 
ナー イズ 書 よ り )。 こ れ が 遺 音 者 の 自由 裁量 と な る 限度 で 、 そ れ も 遺 音 者 が 巨額 の 冨 
を 残し た 場合 の み に あ て は まる の で ある 。 死に ゆく イス ラム 教徒 が それ に 従っ て 遺言 
で き 、 一 般 的 な 理解 と し て は 4:12 と 13 節 の 後に 啓示 され た 5:107 節 で 、 当 節 が 4:12-13 
に よっ て 取り 消さ れる と いう こと は な いと いう 点 が 詳し く 支 持 さ れ て いる 。 実際 、 廃 
比 論 に は 何 の 根拠 も な い の で ある 。 
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アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 和牛 ) 二 全 

182. され ば 、 之 を 聞き た る 後 、 変 更 1c2<3 ヒ Az。2 レ 2556 

する 者 あら ば 、 確 か に その 罪 は それ を 0 5 

変更 する 者 ども の 上 に あり 4 ば に Oake er lO や の Sc 

アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 

り 給 う 御 方 な り 。 

183. 両 し て 、 遺 言 者 側 の え こ ひい き トン EC っ の ご 誠人 る 58 
Je キ の の の の 〇 2 に うい いっ で 

や 間違い を 恐れ る 者 あら ば 、 彼 等 ( 遺 


TS っ イラ ン ン イー 4 
族 者 た ち ) の 間 を 調停 し た れ ば 、 彼 に MIO と EG 
は 罪 な し 7m、 ば に アッ ラー は 寛大 に & 2 を 
し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 フフ と 


二 十 三 項 
184. 汐 等 信ずる 人 々 よ 、 お 前 達 以前 2 に 12 で に こる 2 代 3 抽 8 し 
の 人 ん 々 が 規定 され た る 如く 、 断食 は お あく ラーン っ イン レニ 。 ェ フン ン 

5 が YAC pd EE 
前 達 に 規定 され た り 2%。 お 前 達 虹 散 ORNS 


3 a 
せん が た め に 、 lop ge 4, 


* 


054 ここ で は 、 前 節 に は 、 従 わ ね ば な ら な く 、 又 違反 する と 罪 と な る 幾つ か の 指示 が 
包括 され て いる 。 それ は 財産 と は 相続 の 法 に の っ と っ て 管轄 され な けれ ば な ら な いと 
いう 指示 で あり 、 遺 言 者 が 、 残 し た 指示 を 破る も の は 、 違 反 の 罪 と な る の で ある 。 
2058 子孫 、 配 偶 者 、 両 親 は 、 遺言 が な く と も 遺産 を 受け と る 権利 が 保証 され て いる た 
め 、 特に これ ら の 人 々 に つい て 記述 され た 遺言 は 必要 で は な い 。 遺言 が 必要 と な る の 
は 、 そ れ 以 外 の 人 に 対し 遺産 を 与え た いと 遺言 者 が 望む 場合 で ある 。 し か し この 限度 
額 は 遺産 の 1/3 まで と され て いる 。 そ の 配分 に 関す る 遺言 状 が 法 的 条件 を 満た し て い 
て も 、 あ る 条項 で は 不 公平 と な る 場合 も ある 。 例え ば 、 死者 の 相続 人 が 非常 に 多い に 
も か か わら ず 、 死 者 が 道 言 で 遺産 の 最大 限 の 1/3 を 慈善 行為 や 、 そ の 他 の 法 に か な っ 
た 目的 の た め 寄 付 し た り し て し まう と 、 相 続 人 達 は 困っ た こと と な る 。 或いは 、 そ の 
13 に つい て 遺言 者 が 、 正 当 な 請求 を 無視 し た 形 で 、 不 公平 な 配分 を し た 場合 も そう 
で ある 。 そ うい っ た 場合 に は 、 相続 人 と 遺言 に よっ て 遺産 を 相続 する 人 と の 間 で 公正 
な 調整 を 行なう こと が 許さ れる が 、 こ れ は お し ろ 賞 貸さ れる べき 行為 で ある 。 

2 宗教 的 儀式 と し て の 断食 は 、 詳 細 や 形 態 に 差異 いあ っ て も 、 全 て の 宗教 に 存在 し 
て いる "文化 水準 の 高低 に か か わら ず 、 多 大 な 数 の 宗教 に 於 いて 、 断 食 が みう けら れ 
る 。 宗教 で 要求 され て いな く て も 、 自 分 の 体 の 要求 に 応じ て 或 る 範囲 まで 個人 に よっ 
て も 遂行 され る "(ブリ タニ カ 百 科 辞 典 より ) 肉体 的 、 或 い は 世俗 の 関係 事 か ら 、 或 る 
程度 まで 、 厳しく 身 を 律する こと は 精神 の 至高 に は 必須 で あり 心 や や 求道 者 の 共通 の 体 
験 で ある 。 し か し イス ラム で は 、 こ の 過 食道 に 新しい 方 針 と 精神 的 意味 を 導入 し て いる 。 
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一 伏 アル ・ バ カラ ALBaqarab( 牝 牛 ) 二 音 


185. “一 定 の 日 数 な り 。 但 し お 前 達 の OB ご っ 30482 
うち 病める 者 、 また 旅路 に ある 者 あら 。 し 。。。 ンー oo 
ば 、 別 の 日 に 同じ 日 数 を ( 斎 成 すべ 225O53.2 っ 、 よ と 引っ 
し )。 また 余裕 の ある 者 は "*、 貧者 へ 名 33 2 光司 30 る た 
の 給食 に よっ て 償い を すべ し 。 さ れ 

ば 、 任意 に 普 行 を な す 者 あら ば 、 そ は っ ぅ 994a と SOS Cs うろ と 
彼 の た め に 最良 な り 。 面 し て お 前 達 が 
断食 する こと は 、 UU 


NE RE OD 


な り 、 お 前 達 まや し 知り た れ rep と を イー 
186. ラマ ダー ン 月 “こそ は 、 る る っ 。 イイ テト 知る | タン ンプ ッ る 
Se きょう どう 人 類 OD IGS 


の 重幸 と し て 、 そ の 午 寺 と ( 正 慎 の ) 」 5 
ン 8 ke プン 9 る 
/ 絆 別 の 明 証 と し て 、 ク ルアー ンタ PA て うら う こと 0、 タ うろ 
22:204.22:186: 3:4: 8:42: 21:49: 25:2. 
それ に よる と 断食 と は 完全 な る 犠牲 の 象徴 で ある 。 断食 を する 者 は 、 人 の 生命 を 支え 
る 主たる も の で それ な し で は 生き て ゆく こと の で き な い 飲み 物 と 食べ 物 を 中 に し な 
い だ け で な く 、 自 分 達 の 子孫 を は らむ お こと が で きる 表 の も と に ゆく こと も 断つ の で あ 
NI RS 自 


本 文 の ア 2 語 知 の 上 記 の 意味 は 、 ユ テ ィ ー の GO 
み 方 に 依っ て 支持 され る 。 そ れ は ユタ ッ イ クー ナ フ ー(Yutayyiquna-hn) と いう 読み 方 
で ある 。 つま り 、 彼 等 は か ろう じ て そ れ を や る こと が 出来 る arir より )。 当 節 は 譲歩 
が 許さ れる 三 つ の 階級 の 信者 達 に 言及 し て いる 。 つ まり 、 病 人 た ち 、 旅 行 中 の 者 た ち 
そし て 、 半生 SS RN この 
表現 は また 、「 断 食 が 不可 能 で ある 人 た ち 」 も 意味 し て いる の か も し れ な い (Lisan 及 
び 、Mufradat より )。 全体 の 文 は 、 余 裕 の ある 人 は 、 断 食 の ほか に 散 虚 な 行為 と し て 
負 し い 人 を 食べ させ る べき だ 、 と 物語 っ て いる 。 ユ テ ィ ー ク ー ナ フー (Yutiqnna-hn) の 
代名詞 ブー(hn) は 、 健 し い 人 を 食べ させ る を 表わす 。 
2 i ラマ ダー ン 」 と は 太陰 暦 の 九 月 で ある 。 こ れ は 、 断 食 を する 人 の 内 臓 が 乾き の 
、 大 変 熱 く な る た め ラ マダ ・ ア ッ サ ー イ ム (Lane より ) と いう 、 そ の ラマ ダ を 語 
Se A TN の 月 の 白 入 の 本 ま の 
た め 、 熱 と 燃え る よう な 感覚 を 生み だ すか ら 、(⑫) こ の 月 の 礼拝 が 人 の 中 の 罪 の 痕 蹴 
を 焼き つく すか ら (アサ ー キ ル 入 び 、 マ ル ダ ワ イー より )、(⑬) この 月 の 人 の 献身 が 人 
の 心 に 創造 者 と 自分 の 身 の ひま わり の 仲間 達 へ の 必要 と され る 愛 の 温か さ を う み だ す 
か ら 、 と 詩 わ れ て いる 。 ラマ ダー ン と いう 名 称 が イス ラム の 起源 を 有 し 、 そ の 月 の か 
つて の 名 称 は ナー ティ クタ で あっ た ( カ デ ィ ー ル より )。 
ダ 宣 ア ル ・ ク ルアー ン と いう 語 は 、 カ ラ ア か ら 派 生 さ れ 、 彼 は 読ん だ : 彼 は 伝達 し た 、 
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の 降 さ れ た る (月 ) な り “"。 さ れ ば 、 
お 前 達 の うち 、 この 月 を 迎え る 者 あら 
ば 、 彼 は その 断 を 行う べし 。 但し 病 め 
る 者 、 旅 路 に ある 者 は 別 の 日 に 同じ 日 
数 を ( 斎 式 すべ し ) 9%。< ア ッ ラ ー は お 
前 達 に 便宜 を 欲し 、 難儀 を 欲 さ ず 。 こ 
は お 前 達 が 日 数 を 全 ※ う せん が た め 、 時 
つ ア ッ ラ ー が お 前 達 を に 賜 えた る 簡 導 
に 対し て 、 お 前 達 が アッ ラー を 讃 美 せ 
ん が た め な り 。 ま た 、 ら % お 前 達 が 感謝 
せん が た め な り 。 

187. 耐 し て 、 わ し の 僕たち が 、 わし 
に つい て 液 に 問う 時 は 、「“ わ し は 確か 
に 近く に 在り ダ ?。 わ し に 祈 ら ば 、 2 わ 


一 登 
SS OH 
ES EE, a る 3 


EA 3 本 


303 
りく で た で た な あり 
ヒビ 人 os LS; 

OoLIKSx い さも とい RT 


i GE Gls ES 


sr 


ES 13 Ee 8323 ご な 1 


2:287; 5:7; 22:79. 122:38. C11:62; 34:51: 50:17, の 7:63、 


DR まれ る Ns クル アー ン と は 世界 で 最も 広 管 にわたり k ま れ て いる 本 で ある 
(ブリ タニ カ 百 科 辞 典 ) (2) 世界 へ ひろ め ら れ 伝 えら れる べき 本 、 或 い は お 告げ 。 聖 


ルアー ン こ そそ の 神 よ り の お 告 


げに 何 の 制 限 も な い 唯 一 の 経典 で ある 。 SO 
は 、 特定 の 時 代 の 特定 の 人 々 に の み 啓 示さ れ た も の で ある が 、 聖 クル アー ン は 、 


いつ 


の 時 代 の どん な 人 に で も あて は まる (34:29) 。 (3) 全て の 真実 を 包括 し た 本 。 真 に 聖 ク 


ルアー ン こ そ 、 
識 の 宝庫 の 


陳 ク ルアー ン 以 前 の 経典 に 包含 され た 全て の 永遠 の 真実 を 包含 する 知 
みな ら ず (98 。 人 が いか な る 時 、 い か な る 状況 で も 頼る こと の で きる 真 


実 か ら 成 っ て いる 。 と いう 三 点 の 集大成 で ある と いえ る (18:50)。 


9 聖 預 言 者 が 最初 に 神 の お 千 
より )。 そ し て 全て の お 第 


使 ガ ブリ エル に より 、 
ー よ り )。 こ の よう に 、 
の で ある 。 

279 この 文章 は 不 必要 な 反復 で は な い 。 
の 戒律 へ の 基盤 を な し て いた の が 、 


と いう の も 、 
当 節 で は 、 実 際 の 戒律 と な っ て いる か ら で あ る 。 


『 げ を 受け た の が ラマ ダー ン の 24 日 で ある (ジャ リー ル 
『 げ は 、 毎 年 この 月 に 、 大 天使 ガブ リエ ル に よっ て 聖 預言 者 
に 復唱 され た 。 これ は 聖 預言 者 の 死ん だ 年 まで 続き 、 亡くな っ た 年 の この 月 に 、 大 天 
全 聖 クル アー ン が 預言 者 に 対し 復旧 され た の で ある ( ブ ハ ー リ 
聖 タ カル アーン の 全て が ラマ ダー ン の 月 に 啓示 され た と 言え る 


この 文章 は 前 館 に 於 いて 、 断 食 


し か し 聖 ク ルアー ン で は 賢明 に も "病気 "と "旅行 "の 二 つ を 特に 定義 せ ず それ ら の 用 語 
の 一 般 的 使用 法 と 、 お か れ た 状況 次 第 の 解釈 に 要 ね て いる 。 
2 信仰 心 第 き 者 が ラマ ダー ン の 月 の 御 恵み と 断食 の 御 恵み に 気づけ ば 、 そ れ か ら 、 
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し は 半 願 する 者 の 祈り に 応え ん 。 され 2 3 つめ 多 5 こう 8 
ば 、 役 等 は わし に 耳 を 傾け 、 わし を 信 


ずる べし 2H。 彼 等 が 正しく 導 か れん BOS 
た め に 」。 


188. お 前 達 が 断食 の 夜 、 己 が 妻たち a 
と 交わ る こと は 許さ れる 。 OT 1 Se と 


i ひら こ RE っ コッ ラッ る て っ は 2 
は お 前 達 が 己 に 対し て 不正 を な し た ES A Wa \ つ ぞ 


る こと を 知り 、 お 前 達 に 憐れみ に 転 I 
じ 、 耐 し て お 前 達 の こと を 宴 容 に 取り 上 
計ら いた り 325。 さ れ ば お 前 達 、 彼 女 人 A に ざさ ビ 1 ea o う b 
ら と 交わ り 、 ア ッ ラ ー が お 前 達 に 定め ルン まる 

た る こと を 求め よ 。 面 し て 、 黒 糸 と 白 2 っ 083 2 
糸 の 見 分 けが つく 租 明 に 至る まで 、 4 の IE 
お も よし 、 食べ る も よし 。 然 る 後 、| 


で きる だ け 多 く の 精 神 的 恩恵 を 得 よう と 熱心 に な る の は 当たり 前 の こと で ある 。 当 節 
は 、 i 

RG EE OE 
の 存在 を 信じ る こと を 前 提 に し な けれ ば 意味 が な いか ら で あ る 。 神 の 存在 を 信 ぜ ず し 
て 傾聴 し 、 神 の 戒律 に 従う こと な ど で き な いこ と を 意味 し て いる か ら で あ る 。 a 
「 わ し を 信ずる べし 」 と いう 語 は 、 神 は 傾聴 し その 僕 等 の 祈願 を 承認 する と いう 信念 
に 言及 する 。 


2 ここ で は 何と 簡明 な 言葉 で 、 女 性 の 権利 と 地位 、 結 婚 と 婚 婚 関 係 の 目的 と 意義 が 
表 さ れ て いる こと で あろ う 。 当 節 が 言 お うと し て いる 結婚 の 本 当 の 目的 と は 、 夫 と 癌 
の 二 人 の た め の 快 適さ 、 保護 、 そ し て 装飾 で あり 、 これ こそ 衣 の 目的 な の で ある (7:27 
と 16:8) 。 結 婚 と は 、 当 然 の こと な が ら 性 的 欲望 の は け 加 だ け で は な く 、 夫 と 妻 の 両 
方 が 、 邪 悪 や 本 聞 か ら 互 い を 守り あう も の な の で ある 。 

23 ア ファッ ラー ブフ ・ ア ン フ (Afallahu An-hu) の 表現 は 、 神 は 彼 の 過ち を 訂正 し 、 役 の 
こと を 正しく 調整 し て あげ た 、 彼 に 栄養 を 授け た 、 を 意味 する 。 又 は 、 神 は 彼 に 救済 
を 与え た を 意味 する (Muhit より )。 
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暮れ まで 断食 を 全う せよ “"*。 され ど 、 Pb 9 と | 
礼拝 堂 で お 籠 も り 中 は 彼女 ら と 交わ イタ 3 
る な か れ ?%。 こ は ア ッ ラ ー の (定め た DL Sls NO 
る ) 限界 な り 。 され ば 、 それ ら (の 限界 ) イイ 』 A 4 る es 1 ン う 
に 近づく な か れ 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 3 私 | 33 i プシ | 
くそ の 神 兆 を 人 々 に 明示 し 給 う 、 彼 ら cl Me と る いて ー 1 
が 異 敬 せん が た め に 。 “ 8 

0 a 3 と 
189. 証し て “お 前 達 、 互 に その 財産 52 Me 
2184 を 虚偽 に よっ て "むさ ぼる な か 
れ 。 また 人 々 の 財 葉 の 一 部 を 不法 に む 3 1 re dS 


さぼ り 食 うた め 、 それ を 裁判 宮 に 訴え EE YL 1 びる 158 

る な か れ 、 お 前 達 知る に も か か わら +。 5 

ず 。 & Te 
二 十 四 項 


190. 彼 等 は 新 月 に つい て 液 に 問う な 3 Yl 
り 。 云え 、「? そ は 人 間 の た め に 、 ま た 
巡礼 の た め に 時 を 定め た る 基準 な り 


” 」。 ま た お 前 達 、 そ の 裏口 か ら 家 に 


が づら の 
どり 5、>EM 


る シレ ョ イン あぁ 


ICL 995 


94:30、162: 9:34. 2:198: 9:36. 


34 訟 と 昼 が 極端 に 長く な る よう な 地区 で は (例え ば 極地 )、 夜 と 昼 は 12 時 間 の 単位 で 
考え られ る (ムスリム 、 ア シュ ラー トッ サー ア 書 より )。 

1 いわ ば 断食 の 精神 を 完全 に する と いえ る エ テ イ カー フ ( お 籠 も り ) で は 、 雪 と の 交 
わり や 前 戯 は 、 夜 で あっ て も 禁止 され る 。 


4 自治体 、 或いは 国家 的 団結 を 強調 する た め に 聖 
イス ラム 教徒 の 財産 を * お 前 達 の 財産 "と 表現 する 。 
て いる 。 

216 断食 に 関し た 戒律 で は 、 信 心 と 公明 正大 さ を 獲得 する と いう 観点 か ら 、 定 め ら れ 
た 期間 中 は 飲食 を が まん する こと を 命じ て いる 。 こ の 時 期 程 、 控 に か な わ ぬ 食事 ( 即 
ち 、 搾 に か な わ ぬ 富 の 獲得 の こと ) は 何 に も まし て 実直 に さけ ね ば な ら な いと いう こ 
と を 人 ん 々 に 思い お こさ せる 時 は 他 に な い の で ある 。 ま た 、 当 節 で は その 他 に 、 周 周 の 
受け 渡し を 強く 非難 し て いる 。 
327 イス ラム で は 、 太 陰暦 と 太陽 暦 の 両方 を 、 時 間 を 計る た め に 併用 し て いる 。 日 中 


ロタ ルアー 
ここ で も 、 そう いう 意 


ン で は 、 し ば し ば 、 
語 味 で 語 
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1 然し な が ES 
( 真 の ) 療 行 を 行う 者 と は “ 異 散 す 


る レン ライ を Jg 

る 者 な り 。 され ば お 前 達 、 正面 か ら 家 |y833 TOY 
に 入る べし 。 大 し て アッ ラー を 虹 れ イー 22 っ の レン は 
よ 、 お 前 達成 功 せ ん た め に 。 0 の 2 


191. 耐 し て 、 お 前 達 に 対し て 戦い を 3 生前 20 に 231 的 5 
挑む 者 た ちと 、? ア ッ ラ ー の 道 に か け _ i 
て 戦え 5。 され ど 短 を 超え る な か れ 。 Cm だ eosS YO) BS 
げに アッ ラー は 短 を 超え る 者 ども を な 

愛さ ず 。 

192、 ま た 、 彼 等 (挑戦 者 ) と どこ で も スー オッ ンー ラテ 88 
出廷 わ ば (戦争 中 )、 彼 ら を 殺せ の. 語 。「  ー A 


2:178. 24:76: 8:40: 9:13: 22:40; 60:9, 10. 


の $ 回 の 祈り や 、 ラ マダ ー ン の 日 の 毎日 の 断食 の 初め と 終わ り の 時 間 を 決め る の は 日 
の 出入 り に 従う 。 また 断食 の 月 の 選択 や 巡礼 時 の 指定 と し た 場合 に は 大 陰暦 が 使用 さ 
れる 。 イ スラ ム は 、 両 方 の 暦 を 使用 する が 、 ど ちら か と いえ ば 太陽 暦 を 多用 する 。 
219 ここ で は 、 礼 拝 の 色々 な 様式 を 指示 する 本 当 の 目的 は それ ら の 行為 が 本 質 的 に 有 
用 だ か ら で あ る と いう 重要 な 原則 が 指摘 され て いる 。 礼拝 する こと と 時 間 の うち 最 優 
先 さ れる べき は 礼拝 で あり 、 時間 は 二 次 的 な も の で ある 。 し か し 玄関 か ら で は な く * 斉 
口 か ら " 家 に 入る と いっ た 類 い の 間 題 を 提出 する 者 は 時 間 を 第 一 義 、 礼 拝 を た だ の 付 
随 的 な も の に し た い の で ある 。 これ で は まる で 荷車 を 馬 の 前 に 置く よう な も の で ある 。 
また ここ で の 言及 は 、 異教 徒 の アラ ブ 人 の 習慣 を さす よう に も 思わ れる 。 一 端 メ ッ カ 
へ の 巡礼 に 出 た 者 が 、 何 ら か の 理由 で 帰宅 せ ね ば な ら ぬ 時 に は 、 彼 等 は 、 壁 に は し ご 
を か けけ 裏口 か ら 家 に 入る 習慣 を 持っ て いた の で ある 。 当 節 で は 、 こ の よう な 因 習 を 、 
散 け ん と は 精神 的 な 概念 で ある か らし て 、 そ ん な こと を し て も 散 け ん で ある こと に は 
な ら な いと 指摘 し 、 非難 し て いる 。 そ し て 又 、 人 の 目的 を 達成 する に は 適切 な 手段 を 
講じ る よう 、 示 唆 し て いる ( ブ ハ ー リ ー、 タ フス ィ ー ル 書 よ り )。 

。 これ は イス ラム 教徒 に 戦い の 許可 が NT ND NNONG TT 
この 関連 で 、 最 初 に 啓示 され た 節 は 22:40 で ある 。 当 節 に は 宗教 戦争 を つか さ ど る 

件 の 要旨 が 示さ れ て いる 。 即 、 (1) そう いっ た 戦い は 、 人 
除く 目的 の た めで ある こと 、 即 ち 、 宗 教 的 信念 と 行為 の 自由 の 確立 の た めで ある こと 、 
②) 相手 方 だ 先 に イス ラム に 対し て 攻撃 を し か けた 場合 の み 行なわ れる こと 、 (3) ム ス 
リム 達 は 敵 が 戦い を 止め た ら す ぐに 武器 を 置く こと 、 の 三 つ で ある 。 


220 当 節 は 実際 に 戦い が 、 勃発 し た 時 の こと に つい て で あり 、 明らか に 、 イ スラ ム 軍 
は 、 先 に 攻撃 を し か け て きた 不信 者 達 に 対し て の み 戦 う よ う 指 示さ れ て いる 
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タル 


し て 彼ら が お 前 達 を 追放 せ し と ころ に 1 る < こう 2 る 肝 5 
か ら 彼 等 を 追い 出せ 91。 され ば 、 迫っ 。 。。 2 
吉 は 殺害 より も 悪し 。 但し 、 彼 等 が 型 マ う ひよ | A 
な る 礼拝 堂 の 中 まで お 前 達 に 戦い を 。 』 ン 
0 その 近く で 彼 9 トト 
等 と 戦う な か れ 。 され ば 、 彼 等 が も し >= owe ri 
戦い を 挑 ま ば 、 彼 等 と 戦え 。 か く の 如 0 
く 、 不 信者 ども へ の 応報 な り 。 OS ES A SG 


193. され ど 、? 彼 等 も し 思い と ど め な RS 
ば 、 げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈悲 


深く まし ます 。 
194. NAV 迫 放 Re 信仰 6 の 55 8 て る ぬ ン まる 85 


で 222 彼ら と 戦え 。 さ れ ど 彼 等 が 思 MP EN あり 


0 a 
外 は 敵意 を 抱か ざる べし 223 ON EY) 


92:218. 18:40. €8:40. 


2 この 語 旬 は 、 メッ カカ こそ 、 イス ラム の 中 心地 並び に で ヽ 最も 聖なる 培 場所 で あり 、 イ 
スラ ム 教 徒 以外 が 、 A ER 


2 ここ で も イス ラム が 戦う の は 相手 が 仕掛 け て きた 時 の 自衛 の 場合 の み で 、 完 全 な 
CO RO ON CEA RE 
が イス ラム を 受け いれ る まで 戦い を 続け よ た と いう こと が 神 の 律 法 で あっ た な ら 聖 聞 
言 者 が 不信 者 達 と の 幾つ も の 平和 条約 を 結ぶ こと な ど で き な か っ た は ず で ある 。 ジ ハ 
ー ド に つい て の 詳細 は 注 1956-1960 を 参照 の こと 。 
2 や ウド ウゥ ワー ン と は 、(1) 敵意 、(2) 悪し き 行 為 、(3) 悪し き 行為 へ の 懲罰 、 そ し て (④ 
相手 に 対す る 正当 化 歌 い は 、 錯 解 の 形 を と っ た 相手 へ の 接近 を 意味 し て いる (Mufradat 
及び 、Lane より )。 

これ ら 四 つの 節 (91-194 節 ) が 、 以 下 に 述べ る 戦い に つい て の 取り 決め の 基本 原理 
と な っ て いる 。 (⑪) 戦い は 神 の た め の み で 、 い か な る 利己 的 動機 、 力 や 富 の 増強 、 或 
い は 、 国 家 や その 他 の 利益 の 発展 の た めで あっ て は な ら な い 、 (2) イス ラム 軍 は 先 に 
攻撃 を し か けら れ た 場合 の み に 戦争 に 突入 で きる 。 3 敵 が 攻撃 を 仕掛 けた 後 も 、 限 
度 内 で 交戦 し 、 当 面 の 目標 以外 は 戦線 を 拡大 せ ぬ こと 。 (③④) 正規 軍 の み を 攻撃 し 、 戦 
っ て いな い 者 を 攻撃 し た り 普 痛 を 与え を たり せ ぬこ と 。 (③⑬) 戦 争 中 で も 、 人 々 の 宗教 上 
の 慣例 や 儀式 を 妨げ な いこ と 。 (6⑥) 信仰 の 地 、 或 い は そこ に 、 い か な る 害 を 与え る こ 
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195. “ 弄 月 (の 場合 )* は 聖 月 に (報復 1 4 有人 | 4 章 
すべ し 。 ま た すべ て の 亜 事 の た め に に < ュー ニョ ネン ュ ッ レラ 
報復 (の 所) あり 。 され ば お 前 達 に 害 を = つて と |o つ いつ の っ こっ りり 


加え る 者 あら ば 、 彼 が お 前 達 に 害 を 加 た 3 の し PV kd RM ン 
えた る 如く 、 そ の 者 を 害 せ よ 2。 面 GR M 
し て アッ ラー を 明 れ よ 。 また 、 アッ ラ 
ー は 確か に 長 敬 者 た ちと 共に ある こ 2 
と を 知れ 。 SOIC 


196. 面 し て 、? ア ッ ラ ー の 道 に か け て iy に 2 fs 
2 20 i C3 Sl 
買 や せ 。 さ れ ど 自ら の 手 で 226、 自 分 。 。 0 
自身 を 破滅 に 投げ 込む な か れ 。 さ れ 憶 1Aa 5 25 SSL 
ば 、 恵み を 施せ 。 げに アッ ラー は 恵み 『 92 
を 施す 者 を 愛し 給 う 。 Do 
197. 面 し て 、 ア ッ ラ ー の た め に 巡礼 DU 05235 Sl5 
ウーム ラテ 〆 の う “4 2 
227 と 訓 季 褒 228 を 全う せよ ょ 。 され ど 、 ご < 


92:179 を 参照 .02:255; 14:32、 47:39: 7:11: 63:11. 


と も 許さ れ な い 。 そ の た め 、 そ の 地 の 近 隣 で 戦い を する こと も 許さ れ な い 。 (7) も し 
敵 が 、 礼 拝 の 場所 を 攻撃 の 中 心 と する 場合 は 、、 そ の 時 に 限り め 、 イ スラ ム 軍 は 礼拝 地内 
又は その 近く か ら 攻 撃 を し て も よい 。 (8 宗教 上 の 自由 が 妨害 され て いる 間 の み 、 戦 
闘 を 続け する こと が で きる 。 そ の 他 8:40: 9:4-6: 22:40, 41 節 を 参照 の こと 。 

224「[ 了 亜 月 」 と は ズル ・ カ ー ダ 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 、 ム ハッ ラム 及び ラジ ャ ブ で ある 。 

これ ら の 月 に は 戦闘 行為 は 禁じ られ て いる 。 この 戒律 は 、 カ ー バ 神殿 と 聖なる 月 の 神 
悪さ を 守る た め の も の で ある 。 

228 注 - 33 を 参照 。 

229 戦争 に 勝つ た め に は 、 人 金銭 を 必要 と する 。 出費 を た め ら うと 国家 の 破滅 に つなが 
る た め 、 信 者 は アッ ラー の 大 義 の た め に は 惜しま ず 金 銭 的 協力 を する こと が 望ま し い 。 
22? 当 節 か ら ハ ッ ジ ュ (巡礼 ) の 内 容 の 叙述 と な る 。 ジ ハー ド と ハッ ジュ は 互い に 関係 
が あり 、 両 者 共 、 ア ッ ラ ー の 道 の 大 義 の た め に は 、 真 実 の 熱心 な 信者 な ら 耐 えな けれ 
ば な ら な い 犠 牲 (献身 ) の 一 形態 で ある と いえ る 。2:178 節 か ら 説 明 の 続い て いる アッ 
ラー の 大 義 の 内 、 巡 礼 が 人 の 精神 的 発展 の 最終 段階 で あや り 、 これ まで に 、 折り 、 断食 、 

ジハード は 既に 説明 され て いる と ころ で ある 。 

228 ウム ラ 或 い は 小 人 巡礼 と は 上 記 の 方 法 で イフ ラー ム に 入る こと で 、 こ れ は カー バ 神 
殿 の まわ り を 7 回 巡回 し 、 サ ファ ー と マル ワ の 間 を 駆け 、 い け に え を 捧げ る こと で あ 
る が 、 こ れ は 強制 の 義務 で は な い 。 ウ ムラ は 一 年 の 内 、 い つ 行 な っ て も よい が 、 ハ ッ 
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a NN と た プン 5 を *( ンプ イー ゥ > 3 * > 
上 導 0 FE ss 
3 手 に 入り 易い 生 党 を (捧げ よ )。 面 
いけ に ええ イイ ラン っ i 
し て 、 その 供物 が 年 引 を 捧げ る 場所 に る 、 こう 
達する まで 、 お 前 達 は ロロ が 頭 を 剃る こ Gd Gs hi コタ ンタ 
と な か れ 。 され ど 、 お 前 培う ち 痛め し 信 つ の の て 0655 oa Sg 
る 者 、 ま た は 頭 に 病 い ある 者 あら ば 、 2 39 Ak 
その 償い と し て 、 断 食 、 ま た は 施し 、 ON 
また は 生 賞 を (捧げ る べし )。 さ れ ど ぉ っ cl bb この 5 
前 達 が 安全 な る 状態 に な り 、 錠 礼 と 一 レレ ィ ェ ンー ュー ン イル 。 ン っ を < 。 ン っ 
緒 に 聖地 語 や " も し て お きた いと 思う どり この < も だ つや 
ヽ 重 3 2 ンー っ な っ と を tt ts 
な ら 、 0 生 替 を ( 欄 げ る べ 3 る i CE | 
し ) 。 さ れ ど 、 余 裕 の な い 者 あら ば 、 a 
巡礼 中 に 三 日 間 断食 すべ し 9!、 ま た 3 っ 2 2 化し っ 8 
家 に 帰っ て か ら 七 昌 間 を 。 日 間 
で 全う す 。 こ は 聖 な る 礼拝 堂 の 近く に 


946:26. 
ジュ (巡礼 ) は ズル ・ ヒ ッ ジ ャ の 月 の み に 行 な われ る 。 
"や 「 も し お 前 達 が 妨害 され た る な ら ば 」 と いう 言葉 は 、 巡礼 の と き 、 病気 の た め に 、 
又は 戦争 や 他 の 原因 で カー バ 神 殿 に 巡礼 や 取 地 参 を する こと を 妨げ られ た 場合 の 事 
態 に 言及 する 。 
9 ウム ラ と ハッ ジュ は ご つの 方 法 で つなぐ こと が で きる 。 (1) ウム ラ を 行なう 予定 の 
巡礼 者 は 、 ー 人 で イフ ラー ム の 状態 に 入り 、 儀式 を 取り 行い 終了 させ る 。 そし て ズル ・ 
ヒッ ジャ の 人 狼 日 目 に 、 も う … 度 イフ ラー ム の 段階 に 入り ハッ ジュ で 指定 され て いる 儀 
NR rp Eg 
ば "物事 を 利用 する "の 意味 と な る 。 ⑫) 巡礼 時 に ウム ラ と ハッ ジュ を 同時 に 行う こと で 
ある 。 こ の 場合 、 巡 礼 才 は その つも り で イフ ラー ム の 状態 に 入り 、 巡 礼 が 終わ る まで 
その 状態 を 続け る 。 こ れ は キラ ー ン と 呼ば れ 、 文 字 通 り で は “こつ の 物事 を 組み 合わ せ 
る "の 意味 で ある 。 タ マッ ト と キラ ー ン は いずれ も 、 生 け 費 を ささ げ な けれ ば な ら な い 。 
当 節 の タマ ッ ト と いう 語句 は 術語 と し て 使用 され ず 、 キラ ー ン も 包含 し て いる 。 
巡礼 中 に 三 日 間 断食 すべ し ' と いう 文中 で 言わ れ て いる 断食 は 別個 の も の で 、 同 節 
上 記 の 了 断食 と は 同 … で は な い 。 最 初 に 述べ られ る 断食 は 、 頭 を そる こと が で き な い 者 
の た めで あり 、 ここ で 述べ られ る 断食 は タマ ッ ト の 際 に 供え 物 を 出せ な い 者 の た めで 
ある 。 ここ で いわ れる 三 日 間 と は ズル ・ ヒ ッ ジ ャ の 11.12.13 日 で ある こと が 望ま し く 
残り の 7 日間 の 断食 は 帰宅 し て か ら 遂 行 す れ ば よい 。 
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その 家族 が 住ま ざる 者 の 場合 に 限 、。 zzjg っ a に きら る 
る 。 曽 し て アッ ラー を 長 れ よ 。 そし て 2 
アッ ラー は 懲罰 に 激烈 な る こと を 銘 。 人 の 1 AEUS400 8 ィ 7 


記せ よ 。 ¥: 2 
時 & GL 


ーー 二 五 頂 
198. “巡礼 は 周知 の 月 々 な り 。 さ れ ば 、 る 9 る 
これ 等 (の 月 ) に 巡礼 を な さん と 決心 YR の 
し た る % 者 あら ば 、 巡 礼 中 に みだら な V2 928Y9 つ 2)6&2 す 3 
言葉 “、 不作 な 行い 、 喧嘩 口論 な イン ンー 
と は な か る べし 。 面 し て 、 WW が な と O2D に お ビタ どり 9 りな 
し た る 善行 あら ば 、 ア ッ ラ ー は それ を WI 86M13555 
知る な り 。 され ば 旅 に (必要 な る 準備 
を な せ 。 げに 旅 の た め に 用 意 す べき 最  @uoYIJsU go 内 5 e288 
上 の も の は 良 散 な り 。 され ば 、 わ し の 
み を 長 れ 散 え 、 思 虎 あ る 人 々 よ ! 


199. “お 前 達 が 己 の 主 の 因 稼 を 求む る DL2512SS9( を は SE 3 
3% され ば 、 お 前 達 、 ア ーー コレ pg TG 2 5 
ファ ー ト か ら 隆 り 来 た れ ぼ マー 


92:190: 9:36: 23:98: 22:28. で 62:11. 


2 ハッ ジュ と ウム ラ を 一 緒 に 行なう こと は メッ カ の 居住 者 の み で な く 外部 の 者 に も 
許さ れ て いる 意味 で ある が 、 な か に は 、 聖 な る モス ク を ハラ ム 全 体 、 即 ち メ ッ カ の 内 
と まわ り の 聖なる 信 域 と 拡大 解釈 する 者 も いる 。 

2 ラフ ァ ス と は 、 す べ て の 不潔 、 不 快 、 セ ックス に 関係 する 下品 で みだら な こと を 
包含 する 。 フ スー ク と は 、 精 神 的 な も の で あれ 世俗 的 な も の で あれ 、 神 の 戒律 と 法律 
上 の 権威 に 違反 する こと を 意味 する 。 そ し て ジ ダ ー ル と は 、 同 じ 旅 行者 、 仲 間 、 隣 人 
た ちと の 論争 や けん か を 意味 する 。 

2 巡礼 の 目的 は で きる だ け 多 く の 教 徒 の 参加 で ある た め 、 聖 クル アー ン は 巡礼 者 達 
に 商売 を 行う こと を 許し て いる 。 現金 を 持っ て 旅 に で られ な い 者 は 商品 を 持っ て き て 
商売 し 、 も うけ た お 金 を 旅 の 費用 に あて る こと が で きる 。 

35 アラ ファ ー ト と は 、 巡 礼 者 達 が ズル ・ ヒ ッ ジ ャ の 9 日 目 の 後 半 、 休 息 する 平地 や 
流域 で あり 、 メ ッ カ か ら 約 14 キロ メー トル の 所 に ある 。 ヴ ウ ク ー フ と し て 知ら れ て 
いる この 休息 は 、 巡礼 の 重要 な 儀式 の ーー つ で ある 。 ア ラフ ァ ー ト と は 、 聖 な る 場所 叉 
は 知識 の 察知 手段 と いう 音 味 の 合成 語 で ある 。 
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シュ アル ル ・ ハ ラー ム ET YT A EE WE 
ER RM TION TD RD LD 
達 を 導き し 如く 彼 を 念 ぜ よ 。 確か に お っ 〇 OU5 via CS 3 > 


nt RI A 
o 


200. され ば 7?、 人 々 が 戻る と ころ か 。 還る る < 12281 5 3 


モー 


て の ライ イン 


ー に 放し を 請 え 。 げに アッ ラー は 寛大 @ 補 = うう と 人 0 6) 
に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 
201. され ば 、 お 前 達 は ? 己 が 儀礼 を 終 2 PKGE と (2 28153 


えな ば 、 自 分 た ちの 父祖 を 賞 議 す 如 0 
く 、 い や も っ と 心 を こめ た る 賞 讃 を 以 Os S33 Sz SS 
て 、 アッラー を “ 賞 讃 せよ 。 面 し て 、? 人 々 の 2 の 
の うち に は 、「 我 等 の 主 よ 、 我 等 に 現 

6 6 
され ど 彼 に は 、 来世 で は な ん の 分 け 前 OYE Os FNN GA 
も な か らん 。 


202. また < 彼 等 の うち に 云う 者 あり 、 ビビ 3 うり 庁 、1 あ ょ る 
「 我 等 の 主 よ 、 我 等 に 現世 に お いて 幸 - 


92:153.204: 8:46: 62:11. 22:129.“2.133 を 参照. 94:135: 42.21.4221. 


36 マシ ュ ア ルル ・ ハ ラー ム と は 、 メ ッ カ と アラ ファ ー ト の 間 の ムズ ダリ ブ ァ に ある 
小さ な 丘 で ある 。 こ こ で 聖 預言 者 は 夕方 と 夜 の 祈り を 控 げ 、 日 の 出 まで 祈り 続け た 。 
メッ カ か ら 約 6 マイ ル 離 れ た ここ は 、 巡 礼 時 の 星 想 と 祈り に あて られ る 振 所 で ある 。 


ファ ー ト か ら 帰 る こと の 意味 に 採る な ら ば 、 ア ン ナ ー ス は 、「 他 の 人 々 」 を 意味 する 
で あろ う 。 し か し 、 も し それ (スッ マ ) を 「 そ れ か ら 」 の 意味 に 、 そ し て 当館 で 留意 さ 
れ て いる 「 戻 る 」 を マシ ュ ア ルル ・ ハ ラー ム か ら 帰 る こと の 意味 に 採る な ら ば 、 ア ン 
ナー ス は 、「 総 て の 人 々 」 を 意味 する で あろ う 。 そ し て これ 等 の 両方 の 意味 は 、 ア ラ 
ビア 語 の 規則 に よっ て 支持 され て いる 。 

2 や イス ラム が 到来 する 以前 の クラ イシ ュ 族 と フ ム ス と し て 知ら れる バ ヌ ー・ キ ナー ナ は 
アラ ファ ー ト へ は 、 他 の 巡礼 に つい て いか ず 、 マシ ュ ア ルル ・ ハ ラー ム の 近く に 留まり 、 
他 の 巡礼 が アラ ブ ァ ー ト か ら 戻 る の を 待っ て 合流 し た 。 当 節 と 前 館 で は マシ ュ ア ルル ・ 
ハラ ー ム の 近く に 留まら ず 、 他 の 巡礼 同様 、 ア ラフ ァ ー ト まで 行く べき で ある と 述べ て 


え 物 を ささ げ る ミナ ー ま で 行き 、 イ フラ ー ム の 状態 が 終わ る の で ある 。 
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い を 与 ナス 、 また 米 世 に お いて も 辛い を じ 3 3 る < ンー きど る Ni 3 5 る ンー ン 
(与え 給え ) %"。 曽 し て 我 等 を 、 業火 の E 
足 苦 か ら 護り 給え 」 と 。 5 


203. これ 等 の 人 々 に こそ 、 彼 ら が 稼 CN a ba DN 9 
ぎし も の 故に 、 偉大 な 報い あり 。 病 し Sk 
て アッ ラー は 清算 に 迅速 な り 。 ⑤ こ に ま | お 
204. 面 し て 、“ 定 め ら れ た る 日 数 の 問 
” ノッ ラー を 念 ぜ よ 。 但 し 急ぐ 者 は 。  。 。 _ 6 
二 日 間 に し て も 、 罪 な ら ず 。 ま た 長居 i RG SS 
する 者 に も 罪 な し 。 ( こ は ) 異 敬 す る 者 | < ed | SS 信じ 
の た め な り 。 さ れ ば アッ ラー を 景 
24、 面 し て お 前 達 必ず 彼 の 御 許 へ 召集 032 知る 5) 
せら る べき こと を 銘 記 せよ ??。 

2:153 を 参照 . 


239 ここ で は その 努力 や 向上 心 が 現世 の み に 限 られ ず 、 現 世 と 来世 の 両方 に 於 ける 善 
Rd RE NE NR RK DD 
り )、 聖 預 斉 者 も 何 度 も 使っ た 、 非 常に 総括 的 な 析 り で ある (ムスリム より )。 

ao と れ ら の 日 は 、 可能 な 限り 、 巡 礼 が ミナ ー に 滞在 し 、 神 を 讃 美 し な が ら 時 間 を す 
ご すべ き と さ れ て いる ズル ・ ヒ ッ ジ ャ の 11.12.13 日 を さす 。 そ れ ら の 日 は 、 輝 き と 美 
の 日 々 と いう 意味 の アヤ ー ム ッ タ シリ ー ク と 呼ば れ て いる 

人 ぞ 巡礼 の 根本 と な る 目的 は 、 RC 0 
戒律 が 説き 始め られ る 言葉 葉 で ある タク ワー( 正 義 ) の 達成 で ある 。 ここ で は た だ 外 的 に 
寺 定 の 儀式 や 典礼 を と り 行 うだ け で 公正 さ の 精神 が 伴わ な い も の は 無 意 味 で あり 、 タ 
クワ ー こ そ 人 の 行動 の 全て の 根底 を な す も の で ある こと が 強調 され て いる 。 

” 巡礼 で 重要 な る 役 を 演じ る 動機 と 場所 は 、 聖 クル アー ン で シャ アー イッ ルッ ラー 
又は 神 の 神 兆 と 語ら れ て いる (2:159: 3:3: 22:33) 。 それ は 巡礼 者 の 内 心 の 重要 性 を 彼 等 
に 認識 させ る た め の 単 な る 象徴 で ある こと を 表し て いる 。 何 干 も の 巡礼 者 が その まわ 
り を 巡回 し 、 す べ て の ムスリム が 、 ど こ に いて も 、 そ の 方 角 を 向い て 礼 振 を 捧げ る カ 
ー バ 神殿 は 、 イス ラム 教徒 の 心 に 、 神 の 唯一 性 と 、 そ の 尊厳 を 思い 起こ させ る も の で 
ある 。 そ れ は 又 、 全 人 類 が 一 体 で ある こと を 彼 等 に 気づか せる の で ある 。 ア ッ サ ファ 
ー と アル ・ マ ル ワ の 間 を 走る 行為 は せ 、 ハ ガ ル と イジ シュ マエ ル の 砺 哀 い っ ( の 本 
に 呼び 起こ し 、 如何 に し て 神 が 無 力 な 僕 を 孤独 な 荒野 で 扶養 し た か を 思い 起こ させ る 
の で ある 。 ミ ナー は 、 ウム ニッ ヤ ( 目 的 また は 希望 ) か ら 派 生 し 、 巡 礼 者 に 、 彼 は 神 に 
あう こと を 布 望 や 日 的 と し て 巡礼 を 行う こと を 気づか せる 。 0 3 ハラ ー ム 
と は 、 神聖 な 象徴 を 意味 し 、 最後 の 旅程 が 近い こと を 暗示 する 。 アラ ファ ー ト は 、 彼 
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アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 和牛 ) 二 登 


205. また < 人々 の 中 に は 、 現世 の 生命 od 3 ts 
に 関し て 激 を 感心 させ る こと を 語り 

249 己 の 胸中 に ある も の に 対し て アッ 8 3 ER CN 
ラー に 誓っ て 証言 た らし めん と する すく 
者 あり 。 され ど 彼 こ そ は 最も 口論 好き 
な 者 な り 。 

206. 耐 し て 彼 は 権力 を 握る と 、 駿 上 的 っ と 36 
を 起こ す た め 地上 に 傘 走 し 、 報 物 人 ーー 
や 人 類 を 貴 踊 す 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー Pe 


は 騒乱 を 好ま ず 。 LHSY 維 


207. 面 し て 彼 に 向かっ て 、「 ア ッ ラ ー a 
を 異 れ よ 」 と 云わ れる と 、 彼 は 高慢 さ A 
の た め 、 更 に 罪 に 走る 5。 され ぽ 彼 OG OY 
に は 、 地 獄 5 が 充分 な り 。 面 し て 、 


963:5. 


本 を 緒 う の み で ある 。 そ の - NE で ある 。 そ 
し て 又 、 彼 は 無 帽 の まま で ある 。 この 状態 は つま り 、 死 か ら 叉 ら せ た こと を 気づか せる 。 

巡礼 者 た ち が ア ラフ ァ ー ト で 一 緒 に 集まる こと は つま り 、 人 々 が 突然 に 死 か ら 暴 ら せ 、 

彼 等 の 主 の 前 で 集合 させ た か の よう に 復活 の 日 の 光景 を も た ら す 。 犠牲 の 獣 た ち は 、 ア 
ブラ ハム と その 子 イ スマ エル に よっ て な され た 偉大 な 犠牲 を 連想 させ る 。 そ し て その 犠 
牲 は 、 介 徴 的 な 言葉 に よっ て 、 人 間 は 常に 、 自 分 自身 ば か りか 、 富 も 財産 も 自分 の 子 
供 さ えも 神 の 道 に 捧げ る こと を 準備 し て お か な けれ ば な ら な いこ と を 教え る 。 

人 世の中 に は その 雄弁 さと 、 に せ の 隣人 愛 と で 聞き 手 を だ まし と お す 者 も いる 。 彼 
等 は 本 当 の 人 間 の 発展 に は 不可 欠 で ある 犠牲 の 精神 を 何ら 証明 する こと な く 、 自 分 自 
身 の 利益 の み を 追求 し 、 細 か い 権 利 に 関し 他人 と 猛烈 に 争う の で ある 。 

2 人 ハ ルス と は 次 の よう に 意味 する 。(1) 種子 を 時 く た め に 耕し た 土地 、 又は 或 る 作物 
を 現実 に 植え つけ る 。⑫) 畑 の 作物 も し く は 果樹 園 の 作物 を 収穫 する 。(3) 得 る 、 獲 得 
する 、 取 る 。 (3) 報酬 を 与え る 、 報 いる 。 $) 世俗 的 な 品物 。 (6) 妻 や 表 た ち 、 何 故 な 
ら ば 、 雪 は 子 達 の 形 に 種 が 植え 付け られ た 耕地 の よう で ある か ら (Lane より )。 

249 彼 等 の 努力 は 、 他 の 人 々 の 利益 を 傷つけ 自分 の 利益 を ふやす こと に 全て むけ られ 
て いる 。 

249 辞書 編集 者 た ち は 、 ジ ャ ハン ナム は アラ ビア 語 に 根付 いて な いと 合意 し て いる 。 
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そ は 悪し き な る 安息 所 な り 7。 

208. また 人 々 の うち に は アッ ラー の や dE まっ と 人 1 ラン 
悦び を 順 う あま り 、 我 が 身 を 売る 者 あ 時 ー 
り 9。 面 し て 、 “アッ ラー は 機 半 に ぁ 。 OU あう 人 0 ちら っ 
われ み 深 くま し ます 。 - 

209. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 背 完全 有 LN、 引 人 の 2 SU 
従 せ よ 79。 面 し て ?/ サ タン の 足跡 を 


っ A a っ 全 2 アン Gr 
追う なかれ 。 ば に 役 は お 前 達 の 公然 の 記さ お YA 
義 記 2 3 ン > 必 5 
療 な り 。 2 1 a5| 


210. され ば 、 明白 な 神 兆 が お 前 等 くろ と レゴ に NN 
と いう は の 4 oN 
降り し 後に 、 お 前 達 が う っ か り 誤 3 
と あら ば 、 アッ ラー は 成 力 に し て 、 賢 © る 2SS 3 
哲 に PE と を 知れ 。 
211. * 彼 等 は 、 アッラー" ツ が 雲 の 天 義和 122 く 581 マジ アシ 1 
34MI っ eeGO1 3] で つう っ > 
計 の へ 大全 た ちと 和 の の 


a3:314; 9:117: 57:10. 22:169. 6:159: 16:34; 80:23. 


この 語 は 、 ジ ャ フ マ (Jahuma) か ら 派 生 さ れ た の か も 知れ な い 。 そ れ は 、 彼 は いや な 顔 

を し た 、 ま た は 、 し か め た 、 不快 な 表情 な ど を 意味 する 。 も し その 通り な ら ば 、 ジ ャ 

ハン ナム の ヌー ン と いう 文字 は 、 何 か 付加 的 で ある か も し れ な い (Muhit より )。 従 っ 

て ジャ ハン ナム は 、 懲 凡 の 場所 で 、 暗く て 水 も な く 、 そ の 収容 者 の 顔 は 柄 く し か め た 

顔 ば か り で ある 、 を 意味 する 。 

24? 尊厳 と 威信 を 間違っ て 理解 する こと が そう いっ た 人 の 主たる つま ず き の も と で あ 
、 役 の 虚 し さ が 更に 罪 を 重ね させ 、 あ ら ゆ る 面 で 正しい 道 か ら 外 れる の で ある 。 こ 

うい う 者 は 地獄 に 堕ち て ゆく の で ある 。 

3 これ は 前 節 に 述べ られ た 人 々 と 対照 的 に 、 ま る で 自分 達 の 魂 が 、 ア ッ ラ ー の 喜び 

を 追求 する こと の み に 狂 信 的 に と られ て いる 種類 の 人 も いる こと を 述べ て いる 。 

29% カ ーッ ファ は 、(1) 皆 一 緒 に し て 、 2) 完全 に 又は 徹底 的 に 、 (3) 敵 を 撃退 し 、 (④ 罪 と 

騰 線 か ら 自 分 も 他人 も 防止 する こと を 意味 する (Mufradat より )。 

2 や 0 [降臨 」 と いう 語句 は 16:27:39:3 に ある よう に 、 神 の 懲罰 と いう 意味 で 使わ れる こ 

と も ある 。 

2 アル ・ ガ マー ム (aLGhamam) と いう 語 は 、 型 クル アー ン に よっ て 、 慈 悲 (7:161) と 

懲罰 (25:26) の 両方 に 使用 され て いる 。 


3252 これ は バド ル の 戦い の 時 の こと で 、 こ の 時 に は 約束 され た よう に (25:26 節 )、 信 
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と ころ へ 降 中 し 、 事 が 決 せら れる こと 一 。58335 く 23| に つ 2 
を 人 きつ の か 。 血 し て 、 アッ ラー に こそ Ya 6 : 


ci ゴン っ メメ は そ 沈下 Ywe2 て や 

すべ て の こと が 帰属 する な り 。 G OF Ne A 5 の 3 
ニキ 大 項 a 

212. イス ラ エ ル の 子 稚 に 問 え 、 われ A っ 2 っ を より) こめ びら 
ら が どれ ほど の 明白 な 神 光 を 彼 等 に ティ 


授け た る か を 。 され ど 、 アッ ラー の 恩恵 A 0 2 が 
が 降り し 後 、 そ れ を 改変 する 者 あら ば 、 UI も 5 0 る レレ 
げに アッ ラー は 懲罰 に 厳しく あ り 3。 の ッ 8 
213. ヶ 現 世 の 生命 は 、 不 信者 ども に は et に を 3) 83 
克 惑 的 に 思わ し め ら れ た り 。 さ れ ぼ ば 、、 

彼 等 は 信じ た る 者 た ち を 弄 弄 す 。 され gCdl 0208 0523 
ど 長 散 せ し 人 々 は 、 復 活 の 日 に は 彼 等 


| >) | る 8 る > の 8 
より 上 位 を 占め ん 。 曽 し て 、“ ア ッ ラ と CI 9 "8 156 { 
ー は 己 が 欲す る 者 に は 、 無限 に 滋養 物 OL の 

多 1 ズ 


を 授け 給 う 。 

214. 人 類 は 一 族 な りき 4。 従っ て 、 428 > UE 
NN 
、 預言 者 た ち を 人 遣わ し 、 真理 な る 経 J FIA I ER 


De そ は 役 等 が 
人 々 の 相違 せ し も の を 判断 する が を た COOo SS もこ 22 


7:102: 28:37. 3:15: 18:47, 57:21. 63:38: 24:39: 35:4: 40:41. 4:166: 6:49: 18:37. 


者 を 助け る た め に 雨 と 雲 を 降ら せ ( ブ ハー リー)、 信者 の 心 に は 勇気 を 、 不信 者 に は 恐 
居 を 与え る べく (8:13) 天 使 を つか わ さ れ た (8:10)。 不信 者 の 中 に も その 日 、 実際 に 天使 
を 見 た 者 が いた と 言わ れ て いる (ズル カー ニー より )。 

293 これ は 神 が 厳 し い 懲 机 を 下さ れる と いう こと を 必ず し を も 意味 し て いる 訳 で は な く 、 
神 の 懲罰 は 厳し く 感じ られ る と いう 意味 で ある 。 

"預言 者 の 到来 する 以前 は 、 彼 等 全員 が 不信 者 で ある と いう 意味 で 、 全 て の 人 間 は 
・ つ の 民族 で あっ た 。 し か し 一 端 預言 者 が 現れ る と 、 互 いた に 違い は あっ て も 、 不 信者 
達 は ー つ に 団結 し て 預言 者 に 対抗 し た 。「 人 類 は 一 族 な りき 」 と いう 表現 は 、 国 家 的 
一 致 団結 と いう 意味 で は 、 聖 クル アー ン 中 10:20 節 : 21:93 節 と 23:33 節 に 又 当 許 に 施 
され た 節 で 使わ れ て いる よう に 、 考 え が 同 一 な と いう 意味 で は 、 当 人 節 の 他 に 5:49: 
16:94: 42:9: 43:34 に み ら れ る 。 
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アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 有意 


め な り 。 され ば 、 そ れ ( 経 典 ) を 賜わり 
た る 者 の み が 、 明白 な 神 兆 を 彼 等 に 来 
た る 後 、 互 に 抜 送 し な が ら そ れ に 関し 
て 異な っ た 見 解 億 を 抱け り 。 さ れ ば 、 


信じ た る 者 た ち が 真 理 を も っ て 異論 
を 唱え た る ゆえ に 、 アッラー は 彼 等 を 


思 し 召 し を 以 て 導き た り 。 面 し て 、 ア 
ッ ラ ー は 、 己 が 欲す る 者 を 正しい 道 に 
導き 給 う 。 


215. “お 前 達 は 、 己 が 以前 に 逝き 去り 
し 人 々 の 類例 が お 前 達 に 至る こと な 
く 、 楽園 に 入り 得る と 思う か ?2%%% 困 
昔 昌 難 が 彼 等 に 降り か か り 、 不 安 に 志 
Oe ON 

共に 信じ た る 者 た ち は 、「 ア ッ ラ ー 


イズ る 


Va 1 >I し 3 


プッ る PE 


ス うお < 2 の 9 トマ 


プラ 45 ンー ンタ Er ンタ ン 4 
lc ES 
と mm に デン 
EE et bd ps 


a 2 

OL 
I A et 4 デア 
ES CE 


RC 
T 


2 


oO 放 、 ン 


93:143: 9:16、62:178 を 参照 <12:LIL. 


2 * 異 な る "と は 当 節 で 別々 の 二 箇 所 で 
預言 者 の 出現 の 前 に 、 


で 言及 され 、 
人 々 は 偶像 崇拝 に よっ て 、 お 互い に 異な る 。 し か し 、 預 


ご 種類 の 別々 の 意見 相違 を 示す 。 
言 者 の 


出現 の 後 は 、 そ の 主張 に 対し て 彼 等 は 意見 を 異 に し 始め る 。 預言 者 は 相違 を 引き 起こ 


し て は いな い 。 違い は すでに 存在 し 、 彼 等 は 預言 者 の 出現 の 後に 、 新 た な 形 を 装 


ほっ た 


に 過ぎ な い 。 預言 者 出現 の 前 は 、 人 々 は 相 


互 の 違い に も か か わら ず 、 


うに 見 えた の で ある 。 預言 


昌 の 出現 の 後に 彼 等 は 、 
と 不信 者 に 分 か れる 。 ひと まとめ に し た 見 解 に よれ ば 、 
っ た 段階 を 述べ て いる 。 初め に 、 人 々 が 統一 し 、 全 て が 一 つの 共 


ー つ の 民族 の よ 
つま り 、 信 者 
当 節 は 人 間 が 進む 五 つ の 異な 
同体 を 形成 し て いた 。 


つの 別個 の 陣営 、 


そし て 人 日 が 殖 え る に つれ て 、 人 々 の 関心 が 伸展 し 、 いろ いろ な 問題 が 複雑 に な る に 
つれ 彼 等 は 意見 を 異 に し 始め た 。 そこ で 神 は 預言 者 を 立て 、 神 託 を 啓示 し た の で ある 。 
あら ゆる 新しい 啓示 は 、 0 仲たがい と 相違 の 原因 と 


な っ た 。 神 は 、 最 後に 聖 預 斉 者 と 最 


の 経典 を 追わ され 、 彼 の 旗印 の も と に 全て の 民 


が 集結 する よう に と の 全 | PH を 伝え られ た の で ある 。 この よう に 、 輪 書 の 輪 が 


完結 し 、 団 結 で 始ま っ た 世界 は 団結 
3286 イス ラム の お 街 


に 帰す る べく 設定 され て いる の で ある 。 
げ を 受け 入れ る の は 、 生 易しい も の で は な く 、 教 徒 達 は 、 上 厳し い 


試練 や 苦難 を 通過 し た 後に や っ と 崇高 な 理想 を 達成 する の で ある 。 


8 ハッ ター は また 、 
語 は 又 、63:8 節 で も 使 


用 され て いる 。 
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「 す る た め 」 も 意味 する (Mughni より )。 こ の 着 


味 に よっ て 、 こ 


全員 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 生 ) 一 登 


の 佑 助 は いつ の 日 か ? 」 と 嘆い た り i こる 81 1 ME 法 る 


i 
27。 よく 聞け 、 ア ッ ラ ー の 佑 助 は 確か 22 
に 近づけ り 。 Ors 


216. 彼 等 は 何 を 施す べき か と 、 ET i 
問う な り 。 云え 、「? お 前 達 は (自分 の 
富 2% の 中 か ら 施 す も の あら ば 、 こる 28YB、 こ 20 人 8 なら 3 
両親 、 親 類縁 者 、 阪 児 、 貧 者 、 並び に レン + し > am リス 
旅行 者 の た め な り 。 曽 し て お 前 達 が な G3 GOS HI TS 
す 善行 あら ば 、 ア ッ ラー は 確か に を @ ろ cza2065 な 5) 沈 
知り 給 う 」。 
217. 2 戦い が お 前 達 に 規定 され た り 、 いく を RC CC 
そ は お 前 達 いや で あり し に も か か わ NN 
ら ず 39。 さ れ ど お 前 達 が 好ま ざる こら 062 5 
と が お 前 達 に た め と な る や も 知ら ず 。 RA EIR 
また お 前 達 が 好む こと が お 前 達 に 害 と EFI OE ES 
な る や も 知ら ず 。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー は , 662U25Y SA 
A 

二 十 寸 項 
218. 彼 等 は 聖 月 (の 期間 ) に お ける 戦 280CsrDSI し us 
争 に つい て 、 液 に 問う な り 。 云え 、「 そ 7 
の 期間 に 戦う こと は 、 大 い ( な る 界 ) よこ いし と えっ タス 5 4c90ES 8 


2:178: 4:37. 8:6. 


9 3 


257 [アッラー の 佑 助 は いつ の 日 か 」 と いう 哀 荻 に 満ち た 表現 は 絶望 や 意気 消沈 を 表 
示し な い 。 なぜなら ば 、 そ れ は 真 の 信仰 に 相反 し 、 神 の 使徒 及び その 信者 た ち に と っ 
て 信じ られ な いか ら で あ る (12:88) 。 実 際 、 こ の 語 は お 祈り を 構成 し 、 神 に その 助け 
を は か どら せる 真剣 な 懇願 の や り 方 で ある 。 

38 当 節 は 費やさ れる も の は 率直 に 獲得 され る べき で ある と の 意味 を 持ち 、 即 ち 、 お 
金 を 使う 場合 は 相手 が 受け と り 易 いよ う で な く て は な ら ず 、 そ の 人 の 必要 を 充 た し 、 使 
っ た 目的 が 称賛 に 値する も の で あり 、 そ れ だ け の 価値 が ある も の で な く て は な ら な い 。 
2 で イス ラム 教徒 は 、 お それ か ら で は な く 、 人 の 血 を 流す こと を 好ま な いと いう 理由 
か ら 戦 争 を 嫌っ た 。 また 彼 等 は 戦争 の 状態 より も 、 平和 的 雰囲気 に ある 方 が イス ラム 
を ひろめ 普及 させ る の に は 、 よ り 伝 達し や すい と も 考え た の で ある 。 
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二 徐 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 二 章 


な り 。 さ れ ど アッ ラー へ の 道 を 阻 み 、 を | も I Sk 
彼 を 拒み 、 曽 し て 聖なる 礼拝 堂 を ( 妨 

汗 し )、 そ の 信奉 者 を その 中 か ら 追 い 23313 2 45e 人 る っ 1 る 2 1 
払う こと の 方 が 、 ア ッ ラー の 許 で 、 よ (22 RN 
り 重き (9 な a の 者 5 SCH 
役 害 よ り も 悪し 」。 彼 等 は 、 も し 出来 %Gy 8 (53 沈 思 
る な ら 、 お 前 達 を し て その 信仰 に 背 か 

し むる まで 戦い を 止め ざる べし 。 証し E38 EE 


2 お 前 達 の うち その 庄 に 背 き 、 きき デア デー ーー pr に と 3 ゃ アデ の 2 a PP 
前 達 の う 信仰 に 背 GS と コ 9 0 


不信 者 の まま 死ぬ 者 あら ば 、 そ の 者 た > ラー 
EN 5 GEG ET 


rn DO AB ES 
り 。 彼 等 は その 中 に 住み 留まら ん 。 
219. ば げに 、 信 じ た る 者 、 並び に 移住 
し 、 また アッ ラー の 道 に か け て 春闘 努 

MA これ 等 の 者 た ちこ そ は ES TLE kd gs 


ッ ラ ー の 吉 志 を 望ま ん 。 面 し て アッ らち タ 20| る < 
ee eI HE ED 


rir っ ンー ンダ 6 ッ イ タラン 

se re ey 261 262 9 8 し スコ あ ー つ > に つ 

220. 彼 等 は 次 に 、 * 酒 人 と 賭 陣 2 に 5 つと そう 
A 63:87, DL 4:138: 5:35: 47:26. “3:23: 7:148; 18:106. dg:75; 9:20. “5:91。 92. 


2 も し 不信 者 達 が 聖なる 月 の 神聖 さ を 犯し た 場合 に は 、 た め ら わ ず 聖 な る 月 で も 彼 
等 を 罰せ よ と 命ぜ られ て いる 。 そう する こと 以外 に 聖なる も の の 神聖 さ は 守れ な いか 
ら で あ る (2:195) 。 誠 怠 者 が 一 般 的 に 述べ る と ころ で は 、 或 る 時 聖 預 言 者 は アブ ドゥ 
ラー・ ビ ン ・ ジ ャ プシ ュ (Abdullah Bin Jahsh) に 、 メ ッ カ へ 向かっ て いる クラ イシ ジ シュ 族 
の 一 行 に 関す る 情報 を 持っ て くる よう に 命じ た 。 ア ブドウ ッ ラ と 彼 の 仲間 が ナク ラー と 
いう 地点 で 小隊 と 出合 い 、 そ こ で 一 人 を 殺し 二 人 を 捕虜 に し た 。 これ が 起こ っ た 日 時 
は 定か で は な い が 、 或 る 者 は これ を 聖なる 月 で あっ た と みな し 、 又 ある 者 は そう で は 
な いと いっ た 。 し か し その 報せ が メッ カ に 届い た 時 、 ク ライ シュ 旗 は その 疑 が い ( 聖 
な る 月 に 武器 を と っ た こと ) を 利用 し て 、 イ スラ ム 教 徒 に 抵抗 し 、 聖 な る 月 を 汚し た 
の で ある 。 こ の 誕 の ある 節 は その 時 、 砂 示 され た も の で ある 。 

6 ハム ラッ シャ イア (Khamrash shaia) と いう の は 、 彼 は ある も の に 覆い を か けた 、 或 
い は ある も の を 隠し た と の 意味 で ある 。 酒 は 、 知 性 や 感覚 を 覆い ま ど わ し 、 影 響 を 与 
える た め 、 或 い は 、 頭 脳 を 興奮 させ 、 自 制 心 を た 失 な わせ る た め 、 ハ ムル (Khamr) と 呼 


1 すう 2 RN er | < } 
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ご 者 アル ・ バ カラ AL-Baqgarah( 牝 牛 ) 二 巻 
つい て 問う な り 。 云 え 、「 両 者 と も 大 7 LN あう し 
罪 な り 9%。 耐 し て 人 々 を 益 す る こと 」 | 

ンー ? 2 ピナ ミ 
も ある が 4、 両 者 の 害 は その 利益 を 。 Ce8 、 り 2 | に 83! 5 


ば れ て いる の で ある 。 この 酒 と は 、 特に ぶどう か ら 作 る ワイ ン の こと で ある が 、 全て 
の 楓 面 物 が 当て は まる (Lane) より 。" ア ルコ ー ル 中 毒 は 病気 の 原因 の 重要 な 因子 で あ 
り 、 ア ルコ ー ル 中 毒 昨 者 の 伝染 病 の 死亡 率 は 非常 に 高い 。 疲労 へ の 抵抗 力も 低く 、 生 
命 を 縮め て いる よう な も の で ある 。 イギリス の 保険 会 社 で は 飲酒 者 と 非 飲酒 者 の 推定 
寿命 は 約 2 倍 違 うと の 統計 を 出し て いる 。 飲酒 と 犯罪 の 関係 も よく 知ら れる と ころ で 
ある 。 又 、 統 計 に よれ ば 、 悪 性 因子 の 25 か ら 8S パー セン ト は 飲酒 者 で ある 。 ア ルコ 
ル 中 毒 の 及ぼ す 結 果 と し て 、.…. て ん か ん 、 精 神 異常 、 精 神 薄 弱 や 、 肉 体 、 精 神 、 
倫理 面 で の 色々 な 形 で の 退廃 が アル コー ル 中 毒 思 者 の 子 拘 に は 頭 ぬ け て 極 だ っ て い 
る の で ある (ユダ ヤ 教 百科 事典 ) 。* ア ルコ ー ル 消費 効果 は その まま 神経 組織 に 影響 を 
与え 、 辿 町 状態 の 度 が 進む と 、 判 断 と 自制 の 知 的 プロ セス が 停止 し て し まう "(ブリ タ 
ニカ 育 科 事典 ) 。 度 を すぎ た 飲酒 と 、 道 徳 律 や 法律 の 違反 と の 間 に は 密接 な 関係 が あ 
る と いう こと は 世界 中 が 認め る と ころ で ある 。 これ は 高度 な 知 的 及び 論理 的 な 能力 の 
無力 化 の 直接 の 結果 で あり 、 下 劣 な 傾向 へ 流れ て ゆく こと と な る の で ある (宗教 倫理 
百科 辞典 より )。 

293 アイ サラ ッ ラ ジュ ル (Aisarar-Rajulu) と は 、 容 福 に な っ た を 意味 する 。 マ イサ ラ と 
営 わ れる の は 、 賭博 者 が お 金 を 稼ぐ た め に 労働 や 苦労 せ ず 、 短期 間 に 科 単に 富ん だ 者 
と な る か ら で あ る 。 賭 の 忌 む べき 傾向 は 今 ま で 問題 に され た こと が な か っ た が 、 一 生 
懸命 働い て 収入 を 得 よ うと し な い 賭 事 は 本 質 的 に 反 社 会 的 行為 で あり 、 同情 心 を し ぼ 
ませ 、 利 己 主義 を 々 は び こ ら せ 、 人 格 の 劣化 を 招く も の で ある 。 賭 は 本 質 的 に 野付 で あ 
り 、 そ の 動機 は 巧妙 に 隠さ れ て いて も 氏 和 欲 さ に 他 な ら な い 。 賭 は 代価 を 支払 わ ず に 財 
産 を 手 に する こと で ある か ら 、 平等 の 法則 に 反する し 、 丁 度 、 決闘 が 相互 の 同意 に よ 
る 殺人 で ある よう に 、 賭 は 一 種 の 初 盗 行為 と も いえ る 。 信和 欲 が 、 無 気力 に つなが り 、 
運 を 頼む も の で ある か ら 、 そ の 行為 を な す 者 は 、 道徳 秩序 や 人 生 の 安定 性 を 失っ て し 
まう 。 賭 は も うけ る こと の み に 注 意 を 集中 させ る こと で ある か ら 、 人 生 の より 価値 あ 
る 目的 へ の 注意 を むけ る こと を し な く な っ て し まう の で ある (宗教 倫理 百科 辞典 ) 。 
2 イス ム と は 、 罪 : 罪 の 処罰 : 罪 が 起因 する 害悪 を 意味 する (Lane より )。 

264 物事 を 全面 的 に は 非難 せ ず 、 少 し で も よい と ころ が あれ ば 、 素 直 に 認め る と いう 
の が イス ラム の 特徴 で ある 。 イス ラム が 、 特定 の も の を 禁止 する の は 、 そ れ ら が 全く 
善く な いと いう こと か ら で は な く 、 そ れ ら の 邪悪 な 面 が 善い 面 を 圧倒 し て し まう か ら 
で ある 。 世の中 に は 全く その 全て が 悪 で ちや る と いう も の は 何 も な い の で ある 。 その 多 
大 な 害 の た め に 飲酒 と 賭 事 を 禁じ て は いて も 、 イ スラ ム は それ ら の も つづ 利点 を 全然 理 
解 し な い 訳 で は な い 。 


[ 
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上 回 る 」。 また 彼 等 は 次 に 、 何 を 費やす SG, 


べき か と 問う な り 。 云え 、「 余 分 の も の 和 
を 」 6"。 か く の 如 く 、 アッ ラー は その foi ba hE EN 
Oo 6202 
給 う 。 お 前 達 が 吉 虚 せん が た め に 、 03 


221. 現世 並び に 来世 に つい て 。 ま た es C3 
彼 等 は 、< 孤 児 に つい て 没 に 問う な り 。 ンプ 

云え 、「 彼 等 の 幸福 を 増進 する こと は 8 El が 
半 行 な り 9°。 褒 し て お 前 達 が 彼 等 と と 区 6 どる とる 35 
親しく 混 り 合わ ば 、 彼 等 は お 前 達 の 兄 と 
第 な り 。 され ば アッ ラー は 普 意 の 者 と 4 し % 03 に と 2IRo と だ の 


悪意 の 者 (と の 識別 ) を 知り 給 う 。 面 し CN 
て 、 ア ッ ラ ー も し 欲し な ば 、 お 前 達 を OSD ora) SN 


困難 に 陥ら し むべ し 。 ば に アッ ラー は 
Se 

a Na + る に ) コン で ーー 44 wf 
等 が 信 全 と な る まで 科 基 する な DR 
か れ 。 され ば 、 女 奴隷 の 信徒 の 方 が 偶 93 と っ 守っ 2 
像 崇拝 の 女 よ り は は る か に 良し 、 た と デ oS | グ を ぅ GS E 
え お 前 達 は 彼女 を いか ほど 気に入っ の > の や PS さと 


て も 。 また 、( 己 が 女 た ち を ) 個 像 拓 8 の ECC と 8 


G4:128; 89:18; 93:10: 107:3. P60: U1 


2 アフ ヴ と は 次 の よう に 意味 する 。(1) 必要 以上 の も の 、 そ れ と も 残る も の 、 又 は 
1 (2) ある 物 の 最善 な る 部 分 ; (3) 要求 され ず に 与え る 8 
(Aqrab より )。 普 通 一 般 の 信者 は 自分 達 が 必要 と する 分 Ne 
SC そし て 暮らし の 楽 な 信者 達 は 、 自 分 人 RS 
能 な 限り を 費やす よう 望ま れ て いる 。 a te i 
の で あれ ば 、 戦 時 に は 、 自 分 達 の 最低 必要 分 だ け を 残し 大 義 の た め 、 費 や すべ き で あ 
る こと を 意味 する と ころ と な る 。 

^*6 孤児 の 養育 は 大 変 微妙 な 問題 で あり 、 且 つづ 重要 な 社会 的 義務 で ある 。 孤児 は 肉体 
的 、 精神 的 、 道徳 的 な 福祉 が 最も 得 や すい よう に 家族 の 一 員 と し て 育成 され ね ば な ら 
な い 。「 彼 等 は お 前 達 の 同胞 な り 」 と いう 言葉 に その 勧め が こめ られ て いる 
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人 


の 男 に 、 その 男 が 信徒 に な る まで 嫁 が 
せる な か れ 。 大 し て 、 男 奴 隷 の 信徒 の 
方 が 偶像 崇拝 の 男 よ り は る か に 良し 、 
た と え お 前 達 は 彼 を いか ほど 気 に 入 
っ て も 27。 こ れ 等 の 者 こそ は 、 お 前 
達 を 業火 に 謎 う 。 され ど ア ッ ラ ー は 、 
その 命 令 に よ っ て お 前 達 を 楽 * 賠 と 放 
免 に 誘 的 が ほう なり 。 面 し て 彼 は 、 その 神 兆 
を 人 々 の た め に 明示 し 給 う 。 彼 等 が 忠 
呑 に 従わ ん が た め に 。 
二 十 八 項 

223. また 、 彼 等 は 月 経 に つい て 液 に 
問う な り 。 云え 、「 そ は 有害 な り 。 さ 
れ ば 月 経 中 は 、 女 た ち を 避け 、 光 まる 
まで 彼女 等 と 交わ る な か れ ?%。 さ れ 
ど 、 彼女 等 が 清き 身 に 戻り た れ ば 、 ア 
ッ ラ ー が お 前 達 に 命じ た る 如く 彼女 


297 偶像 崇 拝 の 女 達 」 と の 結婚 問題 は 、 戦 争 と 深く か か わり が あ 


ou E21303 
2 ES his HEI 


SS LR 
YY 
を OEE 


すす タイ ルン 』 2 エー* プン 。 と そっ ゴン ョ ン ン 
RSS Das RS 
づ ゴン と っ F 


UR 


ン 
プラ ルン ty 


3 Ti 
sd 


レン 


2 

2 に 

ンタ タン 471 る モン 2 テッ ンー do 
レコ ルム 2 


る 。 何故 な ら 、 戦 


争 の 間 長 く 家 を 離れ て いる 信者 達 は 、 こ うい っ た 女性 達 と の 結婚 に 陥り が ち だ か ら で 
ある 。 この 件 は 、 多 神 教徒 の 男子 と 信者 の 女子 の 結婚 同様 、 聖 クル アー ン で は 固く 禁 


MS 人 社 


en 
し まう の で ある 。 更に 、 


会 的 面 か ら だ け で な く 宗 
すし て だ け で な く 、 

叉 多神教 徒 の 春 は 、 
多神教 徒 の 雪 や 夫 が 、 


上 の 間 題 に も 根ざし て い 
ーー 人 の 間 に 生ま れ た 子供 に も 極端 に 有 

必ず 子孫 の 育成 に 悪影響 を 及ぼ し て 
信者 を 配偶 者 と すれ ば 、 両 者 の 考え 、 


信仰 、 人 生 の 見 方 に 大 き な ひ らき が あり すぎ る た め 、 不 調和 や 不一致 が 生じ 、 ひ いて 


は 、 家庭 内 に 平和 が な く な っ て し まう の で ある 。 イス ラム で は 奴隷 制 は 何 の 劣 等 
帯び る も の で は な く 、 自 由 な イス ラム 教徒 の 男子 に と っ て は 、 多 神 教徒 の 女子 


名 誉 


の 不 


より イス ラム 教徒 の 女 奴隷 の 方 が あら ゆる 面 で よい 配偶 者 と な り 、 そ の 逆 も また そう 


な の で ある 。 イス ラム 社会 
(Salman) 、 
268 信者 と 多 
いて の 言及 が 必要 


と な っ た 。 


に 於 いて は 、 奴隷 達 の 信仰 と 公明 正大 さ は 多大 の 尊 航 を う 
け て お り 、 0 言 者 の 非常 に 尊 攻 され た 仲間 (同胞 ) の ビラ ー ル (Bilal) 、 
し て サー リム (Salim) は 全て 解放 され た 奴隷 達 で あっ た 。 


教徒 の 結婚 の 法 を 簡単 に まとめ た 後 で 、 婚 如 関 係 や 夫婦 間 の 義務 に つ 


サル マー ン 
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た ちと 交わ れ 2%。 ば に 、 アッラー は @ っ 放さ 5 5681 交 5 
悔い 改め る 者 を 愛し 給 う 。 また 彼 は 清 

潔 な 者 を 愛し 給 う 」。 

224. お 前 達 の 妻 た ち は 、 お 前 達 の た CC i CC 
め の 畑 な り 7?9。 さ れ ば 意 の まま に 己 

が 和 畑 に 赴 け 2!。 曽 し て 己 自 身 の た め っ お 9 128885 3 
に (な る こと や) CSUN Eb 
ば 、 ア ッ ラー を 思 れ 、 そし て お 前 信 が es っ SEI el 人 日記 5 
アッ ラー に 会 うこ と を 知れ 。 さ れ ば 、 を (| < 
信徒 た ち に 朗報 を 伝え よ “2。 

225. 耐 し て お 前 達 が 普 行 を な すこ と 、 | 2SSCY る 2 0 SY 
長 れ 散 う こと 、 ま た 人 々 の 間 に 入 っ て 。 ー 

仲良 くさ せる こと を 避け る た め 、 ア ッ oe て AO っ つう 5 


あこ 
フー 3 前 等 の 替 い の * と お 5 う オ デア ブラ ー ン し 
ラ NT 99 の は 衝 
か かれ“"。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て = と > 


を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 


299 「 ア ッ ラ ー が お 前 達 に 定め た こと を 」 (2:188) と いう 文 に 示唆 され る 命令 と は 、 朗 
と の 交接 は 生殖 に 通ずる 行為 と し て と ら え る と の 意味 で ある 。 

270 注 244 を 参照 。 

2 アン ナー は 、(1) いか に 、(②) いつ 、 3⑬) どこ で 、 を 意味 する (Aqrab より )。 

272 当 節 は 聖 ク ルアー ン の 純粋 で 威厳 の ある 表現 の 雄弁 な 実証 で ある 。 最 も 微妙 な 話 
題 が 、 一 番 上 品 で 思慮 深く 取り 扱わ れ 、 結 婚 の 哲学 と 婚 句 関係 全体 が 、「 お 前 達 の 妻 
た ち は 、 お 前 送 の た め の 畑 な り 」 と いう 簡明 な 一 文 で 述べ つく され て いる 。 女性 と は 
実際 、 子 係 と いう 種 の ま か れ る 畑 の よう で あり 、 賢明 な 夫 は 最も よい 土 を 選び 、 最上 
の 畑 を 用 意 し 、 最も 良い 種 を 大 事 に し て お き 、 種まき に 最も よい 上 時 と 方 法 を 選ぶ の で 
ある 。 信者 が そう すれ ば 、 子 供 と いう 形 で の 収穫 が 得 ら れる が 、 そ れ は 信者 の みな ら 
ず 、 民 族 の 全 将 来 に も か か っ て いる の で ある 。 婦 人 を 畑 に 例え る こと は 、 優 性 学 と 性 
の 倫理 性 に 浴び る ほど の 光り を あて る こと と な る 。 

22 ウル ダ と いう 語 は 、 的 、 或 い は 障害 を 意味 し 、 人 が 全て の 善行 の 溢れ る ば か り の 
源 で ある アッ ラー の 名 を 、 善行 を 行なわ な いよ うに する た め 使 うと いう こと は 、 まこ と 
に 、 演 神 行為 で ある 。 異端 や 目的 も な い 敗 い の 対象 や 笑い 物 と し て アッ ラー の 名 を 口 に 
する こと は アッ ラー の 神聖 さ の 冒 漬 に ほか な ら な い 。 当 節 と 次 節 は 、 人 の 婦 か ら 身 を 
遠ざけ て お く 賛 い に つ いて 述べ られ て いる 2:227 節 へ の 導入 部 の 役割 を 果たし て いる 。 
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a 


226. アッ ラー は お 前 達 の 空 し き 宮 約 っ SC313 MLR COK ま を る に か り 
を 答 め ず 2 ぐ ⑳。 さ れ ど 彼 は 、 お 前 達 の 2 
心 が 稼 ぎし も の を 答 お 。 市 し て アッ ラー こと で じ 。 っ 補う 5 ら 演 95 
て 宴 こ 守 容 いこ Go タ ョ デ 4 3 ン 2 
は 寛大 に し て 、 損 容 に まし ます eh We 
227. 己 が 妻たち と 同 諸 せ ざ る こと を 283 La の 3 お そ ュ 336 
2» Nad 2 ンー の 
誓う 人 々 の た め に は 、 四 カ月 間 待 つべ oO 9 


し 5。 されど 、 も し 彼 等 が (も と に ) 人 0 紀 5、 り 5 と 4 as 


95 アッ ラー は 確か に 寛大 に し の あの 5 

て 、 慈 悲 深く まし ます 。 クフフ と 

228. され ど 彼 等 も し / 雑 婚 を 決意 し 人 CN GE CE 

な ば 76、 げ に アッ ラー は すべ て を 聴 6 
© 

き 、 す べ て を 知り 給 う 。 ピン 


5:90.62:230: 33:50: 65:2. 


274 宮 維 する と いう こと は 厳重 な こと な の に 、 な か に は 、 何 も 意味 する こと な く 、 神 
の 名 に お いて 響 う くせ の ある 者 が いる 。 無 意味 に 、 或いは 息 り の た め 、 と っ さ に 口 に 
で た と か 、 口ぐせ に な っ て いる 折 い は 、 ON 


OS 
I 
実際 の 別離 で は な い が 、 一 時 的 且つ 部 分 的 な 別離 で ある 月 経 (2:223) に つい て 述べ て 
いる の は まこ と に 興味 深い と ころ で ある 。 そ し て 当 人 節 で は 、 本 当 の 、 た だ し 漠然 と し 
た 離別 が 語ら れ 、 そ し て これ に 続く 節 で 、 実際 の し か し 取り 消し 可能 な 離婚 が 、 そ し 
て 最終 的 に 取り 消す こと の で き な い 離婚 が 語ら れ て いる の で ある (2:231) 。 こ れ は イ 
スラ ム が 必要 悪 と みな す 離 婚 で 、 そ の 手続 き 中 に 出 き る 限り 多く の 負担 を 課す べく 考 
えら れ た 本 当 に 素晴らし い 秩 序 と 命令 で ある 。 イス ラム で は 、 妻 に 近 よ ら な いと 碑 う 
ES 

、 両 者 の 間 で 別れ る こと に する か 、 に し な けれ ば な ら な い 。 イ スラ ム で は いか な る 
A 女性 を まる で 停止 状態 に し て お く よ う な 漠然 と し た 離別 は 許さ れ な い 。 イー 
ラー Gls) と は 離別 の 奪い の こと で 、 こ の 痺 い に よ っ て 夫 か ら 無 視 さ れ て いる 女性 は 、 
その まま の 状態 で いる こと と な る 。 その 間 彼 女 は 他 の 男性 と 結婚 する こと も で き な い 
し 、 自 分 の 夫 と も 婚 若 関係 を 持つ こと は で き な い の で 、 最 長 4 ケ月 まで と され て いる 
279 当 節 か ら イ スラ ム の 離婚 に 関す る 法 の 説明 が 始ま る 。 こ の 法律 に よれ ば 法 的 必要 
性 が 生じ た 場合 に は 夫 側 に 雪 を 離婚 する 権限 が ある 。 し か し 、 こ の 権利 が 行使 され る 
こと は めった に な く 、 ほ ん の 例外 的 場合 の み で ある 。 
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229. 面 し て 、 “離婚 され た る 女 達 は 、 265 CE 
三 た び 月 経 *7 を 待つ べし 。 曽 し て 彼 a 
NM ee 
る な ば 、 ア ッ ラ ー が 彼女 た ちの 胎内 に < 』,。< テ >」< 3 
し か こと の * と 1 いと CE 
WDW せ し も の を 関す は 、 法 な り 。 証 の 8 の OU6elzJ18 
| 


し て 、 こ の 場合 、 そ の 夫 た ちの 方 が 、 系 イ る 2 知っ ジ < ナ ュ 
彼女 等 を 復帰 せ し む る は 最も 正しい 、 2 % 2 
も し か れ ら が 和解 を 望む な な ら ば の 。 EL2]I 332061.303 く 
面 し て 彼女 等 は 果たす べき (義務 ) と 本 

同等 の 権利 を 公平 に 有 す 。 曽 し て 叫 Eg oN 


© 


02:235; 65:5, 4:35. 


277 クタ ルー と は 、 ク ル 又 は カル の 複数 形 で 、 時 間 、 月 経 、 又 は 月 経 の 前 後 の 清 浄 の 期 
限 や 状態 、 即 ち て つの 月 経 の 間 の 期間 、 そ し て 、 月経 の 終了 、 月 経 と 清浄 の 期間 を 同 
時 に つま り 、 満 一 ヶ月 、 女 性 が 清浄 で な く な り 、 月 経 に な っ た 時 や 状態 を 意味 する 
AH の 0E そ ビ て 。 
法学 の イマ ー ム (導師 た ち ) の アブ ー・ ハ ニ ァ と アフ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル は 、 ク 
ル は 月 経 を 意味 し 、 CR 反対 に 、 聖 預 詩 者 の 
疲 子 の アー イシ ャ と イブ ン ・ ウ マル 、 そ し て 法学 の イマ ー ム (導師 た ち ) の マー リク と 
シャ ー ブ フィ ー は 、 反 対 の 見 解 を 持っ て いる (Muhit より )。 こ れ 等 の 意見 が 平均 で ある 
故に 、 ム スリ ム は 、 二 つの 見解 の どちら も 採る こと が で きる 。 し か し 、 こ こ で 述べ る 
必要 で な い 関 連 性 の ある 証明 の 共同 的 な 概観 に よれ ば 、 二 つの 見 解 の うち 、 最初 に 述 
べら れ た 見 解 が 道理 に より 近い よう に 思わ れる 。 然し な が ら 、 大 事 を と っ て 、 ク ル と 
いう 語 は 、 清 浄 と 月 経 の 期間 を -- 緒 に 意味 する 。 即 ち 、 そ の 月 全体 で ある 。 
279 杏 婚 と は 神 の 目 に 映る 全て の 法 的 事項 の 内 、 最 も 忌 お べき も の で ある (Dawud よ 
り ) と いう 事実 か ら 、 離婚 に 関し て は 、 多 く の 審 査 と 制限 が 付帯 され て いる 。 先ず (⑪) 
夫 が 姜 を 離婚 で きる の は 姜 の 月 経 が 終わ り 、 自由 に 夫婦 関係 の も て る 期間 で あり な が 
ら 、 夫 が 何ら 性 的 行為 を し て いな い 場 合 、(②) 離婚 が 宮 せ られ て か ら 、 表 は 、 約 3 ケ 
月 に 該当 する 三 回 の 月 経 を 待た な けれ ば な ら な い 。 これ は イッ ダ (待機 期間 ) と 呼ば れ 
る 。 これ だ け の 時 間 を 夫 に 与え 自分 の し た 行動 を 考え させ 、 も し どこ か に 委 へ の 潜在 
的 愛情 が くす ぶっ て いる の な ら 、 も う 一 度 そ れ に 気づか せる た め の 期 間 で ある 。 ⑬) 
離婚 され た 女性 が も し 妊娠 し て いる 場合 は 、 こ の 事実 を 夫 に 隠し て は な ら な い 。 何 胡 
な ら 子 供 の 先 の 誕生 は 両者 の 仲直り の - 助 と な る か ら で あ る 。 (④ 完全 * な 取り 消し 不 
能 な 離別 に は 三 回 まで の 離婚 が ある 。 第 2 及び 第 1 の 離婚 の 宣言 の 後 で も 待機 期間 が 
きれ て し まう より 前 な ら 、 夫 が そう し た いと 思っ た ら 、 婦 を 元 に 戻す 権利 を 有 す 。 た 
と え 待 機 期 間 が 終わ っ て し まっ て いて も 、 結婚 の きずな を 結び 志す こと で 第 1 回 お よ 
び 第 2 回 の 離婚 で あれ ば 、 再 び 一 緒 に な る こと が で きる 。 
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性 は 彼女 等 に (ある 面 で ) 優位 に 立つ Ed ED 
279。 され ば アッ ラー は 威力 に し て 、 賢 NIS 
哲 に まし ます 。 & se 
一 十 九 項 
230.? 離婚 (の 宣言 ) は ニ - 回 まで ( 許 3 わく 放 L26 (の ジ 
+ 


用 を 9 
す )。 さ れ ば 、( そ の 後 は ) ふ さも し いし 。 レ 』 < a 
待遇 を 以 て 留め る か 、 6 或いは 懇 ろ に OB OES 
し て 39 自由 に すべ し 。 耐 し て 、( 夫 婦 )  : EA 
両者 が アッ ラー に よっ て 定め られ た NC 
る 限界 を 守り 得 ざ る こと を 恐れ る に DG" AS ひみ EY 
非 ず ば 、 お 前 達 が 彼女 等 に 与え た る も と YS Ad i 2 スプ まじ SW SE > る. 
の の 中 か ら ど ん な 物 で も 取り 戻す こ 


2:228 を 参照 .2:232: 4:130: 65:3、 


279 個人 的 権利 に 関し て は 、 夫 と 事 の 権利 は 同格 で ある が 、4:35 節 で も 指摘 され る 通 
り 、 男 の 方 が 肉体 的 優越 と 家計 を 支え る 経済 的 責任 か ら 監 督 者 的 権威 を も つ 。 


A A i RNa 離婚 を E 度 、 
別個 の 機会 に 宣言 し な けれ ば な ら な い 。 第 2、 第 3 の 離婚 宣言 を 骨 賞 言 
同時 に すま せ て し まう こと は で き な い 。 それ は こつ の 物事 が 同時 に frbh る cE て 
な く 、 同 じ 物事 が 別々 の 時 RE と を 意味 する マッ ラ タ ー ン (ご 回 ) と いう 
語 に よっ て 示さ れる 。 聖 預 斉 者 は 、 そ の 回 数 が どれ だ け で あれ 、 i 
た 離婚 宣言 を 、 た だ ーー i し て 取り 扱っ た (ティ ルミ ズィー 及び 、 ダ ー ヴ ー ド 
より )。 ナ サイ に よれ ば 、 或 る 日 、 一 人 の 男 が 三 つ の 離婚 の 宣言 を 一 時 に 同時 に 行い 
神 の 経典 を 私 が まだ ここ に いる 間 に 、 無効 に で き な い も の だ ろう か ? と 言っ た と いう 
こと を 聞き 、 聖 預 斉 者 は 非常 に 立腹 し た と いう こと で ある 。 最初 の 二 つ の 離婚 宣言 を 
し て も 、 妻 の 同意 の ある な し に か か わら ず 、 イッ ダ (待機 期間 ) 中 で あれ ば 妻 を 元 の 状 
態 に 戻す こと が で きる 。 た と え そ の 期間 が 終わ っ て いて も 、 彼女 の 同意 が あれ ば 再婚 
する こと が で きる 。 し か し 三 度目 の 離婚 の 後 で は 、 夫 の この 権利 を 喪失 し 、 夫婦 は 最 
終 的 に 離別 する と ころ と な る 。 聖 預 言 者 の 弟子 が 一 度 、" 型 クル アー ン で は 二 度 の 離 婚 
の こと だ け を 語っ て いま す が 、 三 度目 は どう な っ て いる の で すか ? "と 聖 預 言 者 に 堪 
ね た ら 、 聖 預 斉 者 は 彼 に 、" 或 い は 懇 ろ に し て 自由 に すべ し "と いう 語句 を 参照 させ た 。 
即ち 二 度 の 離婚 の 後 で も 、 妻 が 同意 する の な ら 夫 は 姦 を 留め て も き 、 再婚 で きる こと 
を 意味 する 。 し か し 夫 が 、 ど うし て も 離婚 し た いと 望む 場合 は 、 彼 は 三 度目 の 離婚 富 
言 の 後 、* 彼 女 を 自由 に "し な けれ ば ば ならない (ジャ リー ルル 及び ム ス ナ ド よ り )。 次 の 諸 
節 に よっ て この 点 は 更に 明らか に な っ て いる 。 従っ て 、 こ こ で の タス リー フ と いう 語 
術 は タラ ー ク つま り 、 離 婚 を 意味 する 。 
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と は 違法 な り 1!。 さ れ ど も し お 前 達 。 基 は は る そる 5 CE 

は 、 両 者 が アッ ラー に よっ て 定め られ 」 レレ レン ィ ン 

た る 限界 を 守り 得 ざ る と 恐る る 場合 ls AE LD ほお の 5 
第 1 円 得 テ は と だ 』 A < シイ ィ 

は 、 彼女 る (その 目 由 を 得る た め の 権 @8 PE 

利 金 を ) 放 棄 す る こと は 2 両 人 と も 

罪 な し 。 こ は アッ ラー の 定め た る 限界 

な り 。 さ れ ば それ ら を 超え る な か れ 。 

面 し て 、 ア ッ ラ ー の 限界 を 超え る 者 あ 

ら ば 、 こ れ 等 こそ は 不義 者 な り 。 

231. され ども し 彼 が (再度 ) 彼女 に 苑 SE ERNIE と 5 

婚 宮 言 せ ば 3、 そ の 後 彼女 が 他 の 者 

と 結婚 する まで 、 彼 と 復縁 する こと は XGA a 

違法 な り 。 然し 、 その 者 が 彼女 を 離婚 タタ て の の タレ 4 イン ン ョ ン る 6 人 ン r フ で 
1 91 じ CEOU US が 1 Kg に を し 

せ し 場 合 は 、 両 人 が アッ ラー の 定め た Oe ge 


281 夫 が 事 
を 与え て いな い 場 合 は 、 離婚 が 法 的 に 正式 の も の と な る 前 に 支払 わな く て は な ら な い 。 
又 、 夫 は 、 贈り物 と いう 形 で 彼女 に 与え た も の は どん な も の で あっ て も 取り 戻す こと 
は 許さ れ な い 。 

32 し か し 、 姦 の 方 が 離別 を 望む フ ル ア (Khul= 離 婚 ) で あれ ば 彼女 は ' 液 ら が お それ る 
な ら ' と いう 言葉 中 、 激 ら が 複数 形 を と っ て いる と いう こと か ら わ か る よう に カー ディ 
ー 又 は 裁判 の 手続 き を ふま な けれ ば な ら な い 。 この 場合 は 両者 が 同意 する か 、 裁 判 宮 
が 決め る か に より 全額 で あれ 一 部 で あれ 、 妻 は 夫 か ら も ら っ た も の と 婚 資 を 手 離 さ な 
けれ ば な ら な い 。 カ イス ・ ビ ン ・ サ ー ビ ト の 姜 ど ジャ ミー ラ の 場合 が 、 女 性 に よる クル 
ア (Khul) の 権利 の 行使 の 良い 例 で ある 。 彼女 は 二 人 の 性 格 が 合わ ぬ た め う まく いか ず 
彼 を きら い に な っ た と いう こと を 理由 に 夫 で ある カイ ス と の 離別 を 要求 し た 。 彼女 は 、 
聖 預言 者 より 離婚 の 許可 を 与え られ た が 、 夫 か ら も ら っ た 果樹 園 を 夫 に 帰 さ な けれ ば 
な ら な か っ た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 

298 当 節 で は 、 第 三 の 最 終 的 離婚 に つい て 述べ て お り 、 この 場合 夫 は 、 離婚 し た 妻 が 、 

他 の 男 と 結婚 し 、 そ し て その 男 と また 自然 に 離婚 し な い 限り 、 離婚 し た 妻 と 再び 結ば 
れる 権利 を 全て 失う 。 この 項目 を 法律 の 中 に 組み こむ こと で 、 イス ラム は 一 方 で は 粗 
末 に 取り 扱う こと は 許さ れ な い 結 婚 の 神聖 さ を 高 め 、 も う 一 方 で は 、 非常 に 間接 的 で 
は ある が 、 一 度 は 夫 と 姦 と し て 暮らし た 二 人 が 、 も し そう 望め ば 再婚 で きる 機会 を 許 
可 し て いる の で ある 。 
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る 限界 を 守り 得る 自信 が あら ば 、 復 縁 
する こと は 罪 な し 。 さ れ ば 、 こ は アッ 
ラー の 定め た る 限界 な り 。 彼 は それ ら を 
知識 ある 人 々 の た め に 明示 し 給 う 。 

232. 面 し て お 前 達 が 姦 た ち を 離婚 し 
た る 時 、? 彼 女 た ち は その 定め られ た 
る 期限 に 達 す れ ば 34、 癌 意 を 以 て 
ヶ 役 女 等 を 留め る か 、 又 は 適切 に 彼女 
等 を 自由 に すべ し 。 面 し て 、 お 前 
達 短 を 超え な が ら 、 彼女 た ち を 苦し め 
ん と し て 引き 留め る な か れ 。 曽 し て 、 
NN We 


A 科 
し て < お 前 達 に 対す る アッ ラー の 恩恵 
と 、 彼 が 降 せ し 経典 と 知恵 を 念 え 

2 ド よっ で お WE 和 す 。 TU 


て 、 アッ ラー を 羅 れ 、 アッ ラー カ か 万 事 
CD 
三 十 項 


233. 面 し て お 前 達 が 厩 た ち を 離婚 し 
た る 時 、 彼 女 た ち は その 定め られ た る 

期限 に 達 す れ ば 、 互 に 合意 の 上 に て 合 
法 に 彼女 が 望む 夫 と 結婚 する こと 


二 維 
R32 る U5 5 ee ut 
es 


O02 すい 1 と 
% EC ASR 3 


っ っ 


OR 


1 に 2 る ペペ デ $s に 
YS し うう 9 yy 
128 ん 3 3⑳5 に る * 2 で 3 


ど 


2 り マオ 。 8 る < 
ls る 3 3 ES 


SEGRE EE 
人 
EG 0 8 


Ea A Wt ori 
A 


2:229: 65:5. 02:230 を 参照. 3:104. 


や で バラ ガル ・ ア ジャ ラ (Balashal-Ajala) と いう 表現 は 、 彼 は 、 そ の 期限 の 終わ り に 当 
た っ た : それ と も 、 終 わり に 到達 し た 、 又 は 、 そ の 期限 を 終了 し た こと を 意味 する 。 
学者 達 の 合意 に 依 れ ば 、 こと で は 最初 の 意味 が 六 用 され る (Qubr より )。 

294 文脈 か ら 明らか な よう に 、 こ こ で 述べ られ て いる 離婚 は 、 取 り 消 すこ と の で きる 
離婚 で ある 。 この 苑 婚 宣言 の 後 で 夫 に 残さ れ た 選択 は 雲 を 劉 め お いて その 人 と また 夫 
婦 と し て 暮らす か 正当 に 離別 する か の 二 つ だ け で ある 。 彼 に は 妻 を 虐待 し た り 、 不安 

定 な 状態 に し て お く こ と は 許さ れ な い の で ある 。 


299 当 節 で の * 夫 ' は 、 以 前 の 或いは これ か ら の 夫 の いずれ を も 指す 。 前 夫 の 場合 は 、" お 
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を 妨げ る な か れ 。 こ は お 前 達 の うち 、 
アッ ラー と 末日 を 信ずる 者 へ の 思 告 
な り 。 こ は お 前 達 の た め に 最も 清浄 で 
深 白 な り 。 面 し て アッ ラー は 知る な れ 
ど 、 お 前 達 は 知ら ざる な り 。 


234. され ば 、? 母 親 は その 子供 に 満 二 
年 間 授乳 すべ し 。 こ は 授 乳 を 全う せん 


+ < ッ ン る タライ ラン ラー イル ン る 
< a eS 
RL ES 
イィ シイ ュー) よ ・A 衝 シン 
っ 近 J、 5 っ) > radls 

ン ライ ーー し と ン と 5 イラ 
ORI YI Ad う 放 15 


EC EE 


EI ETRE 
る ココ レッ ンー ンタ スラ ラー 6 イー イッ ン セ イン ン 
OS みう うつつ 9 I I よら う 


$ 2 イー ブイ ン さき よー ょ っ コラ ン 
と お 5Y a 


と % 記 お 者 の た め な り 。 面 し て 、 父 親 
は 適切 に 彼女 等 (母親 ) の 衣食 を 負担 
する 義務 を 有 す 。 “何人 も その 能力 以 
上 の 負担 を 課せ られ る こと な し 。 母 親 


に EK テ て 涯 に z 2 だ ネン 1 ン イン bl TT < ネイ も | ン ン っ LM 
は その 子 ゆ え に 苦 し め ら れる こと な YE る 8 LY 3 


か れ 86、 父親 37 も また その 子 ゆ え に 


苦し め ら れる こと な か れ 。 また 相続 人 R43 
の 場合 も 同様 (な 義務 ) な り 人 。 さ れ し ッ 。 レン ュー ニュ レイ 
ば 、 も し 双方 が 相談 の 上 、 合意 に も と “2o2l2OEYt29DIOS て) 


づい て 離乳 を 決定 する な ら ば 人 両 
631:15: 46:16. 165:7. C2:287; 6:153: 7:43: 23:63: 65:8、 


前 達 婦 を 離婚 する 時 "と いう 文 は 第 1 又は 第 2 の 離婚 を さ し 、 こ れ か ら 結 婚 す る 夫 で 
あれ ば 、 第 3 の 、 最 終 的 離婚 を 意味 する 。 離婚 し た 女性 の 保護 者 は 、 彼 女 が 前 夫 と 再 
婚 す る こと を 、 そし て 、 前 夫 は 彼女 が 新しい 夫 と 結婚 する こと を 止め る こと は で き な い 。 
9 ラー・ ト ダー ッ ラ と いう 表現 は 、 能動 態 と し も 、 また 受動 態 と し て も 両方 の 場合 、 
当 節 は 次 の よう に 意味 する と 思わ れる 。 (1) 母親 は 我 が 子 の た め に 父親 を 苦し め て は 
な ら な い 、 (2) 母親 は 我 が 子 の た め に 苦し め ら れ て は な ら な い 。 そ し て 両方 の 意味 が 
賠 時 に ここ で 適用 で きる 。 

供 が 属す る 者 ) と いう 語 の 使用 が 選 れ て いる 。 そ れ は 、 父 親 の 子供 に 対す る 本 来 の 所 
有 権 と 、 子 供 の 保全 に 対す る 当然 の 貴 任 を 指摘 する た めで ある 。 

2 死ん だ 人 の 財産 を 相続 する 者 は 、 故 人 の 残し た 遺児 達 を 養育 する 義務 が ある 。 
298A 子供 の 離乳 に は 最大 二 年 が 必要 と され る が 父親 と 母親 の 双方 が 同意 する の で あ 
れ ば 二 年 を また ず し て 離乳 を 打ち 切る こと が で きる 。 こ れ は 又 、 母親 の 同意 な くし て 
年 が すぎ る より 以前 に 赤ん坊 を 離乳 させ て は いけ な いこ と を も 意味 し て いる 。 
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者 に は 罪 な し 。 また も し お 前 達 己 が 子 
供 の た め に 乳母 を つけ る な ら 、 お 前 達 
が (彼女 等 に ) 与 える べき も の を 公正 
に 支給 せ ば 、 お 前 達 に 罪 な し 。 面 し て 
ア 2 0 アッ ラー が お 前 達 の 
うこ と を 知れ 。 


235. 面 し て 、“ お 前 達 の うち 、 そ の 姦 
た ち を 残し て 死す る 者 あら ば 、? そ の 
婦 た ち は 四 カ月 と 十 日 間 自身 を 留め 

る べし 。 され ば 、 彼女 た ち は そ の 定め 
られ た る 期限 に 達 す れ ば "?、 彼 女 た 
ち が 相 応 に 身 を 処す る 2 こと に 対し 
て < eR 
し 給 う 。 

236. また お 前 達 が (これ 等 の ) 女 に 、 
結婚 の 申し 出 を ほのめかし た り 、 ま た 
(その 思い を ) 己 が 胸中 に 秘め る こと 
は 、 お 前 達 に 罪 な し 。 アッ ラー は お 前 
達 が 確か に 彼女 た ち を 思い お こす で 
あろ うこ と を 知り 給 う 。 され ど 公 明正 
大 な る 言葉 を 云う 以外 は 、 彼女 た ちと 


二 伏 


32005 CE EE NI 
EY RS RET 
Ne 
UE EER Pen 

Tp er Pt) 
イッ プイ ン 


うり のぶ I で i CNS 


し 
〇 


A 
8 ブタ イッ タ ィ ズ ンー うっ ブー ゥ イン そ 
OR LR KA ls a sd 


0 な EY; 
+ っ 2 
EO 0 
ン 9 タイ 2 rt ああ 」 ン ィ ン 
St oo 


プア イフ ョ アン で 9 2 スラ 


EL TAS 


LA ps 7 2 っ 6 

秘密 に 約束 する な か れ の 。 また 定め 53153 紹 13 お 9 
62:241. 82:229. 

289 未亡人 の 場合 の イッ ダ (待機 期間 ) は 4 ケ月 と 10 日 で これ は 、 四 回 の 月 経 期間 を 合 


わせ た も の で ある 。 イ スラ ム で は 、 


彼女 の 亡くな っ た 夫 へ の 感情 へ の 尊敬 の し る し と 


2 陸 02C の 3 3 ケ月 に り も 期間 を 長く し 、 結婚 生活 の き づ な の 尊厳 と 


299 「 彼 女 赴 が 相応 に 身 を 処す る 」 と は 、 明 ら か に 再婚 の 意味 で ある 。 


聖 ク ルアー ン 


は 他 の 箇所 で も 、" お 前 達 の 中 か ら 未 亡 人 達 を 結婚 させ よ ”(24:33) と の 記載 され て いる 。 


” 上 期 の 待機 期間 に 、 
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公 に 未亡人 に 対し 結婚 の 申し 込み を する こと は で き な い 。 た 


二 佑 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 二 章 
時 月 よさ YE 、 女 主 本 る イ イッ ン よ 4 イン イ イイ ラン ン 
られ た る 期間 が 満了 する まで は 、 結 婚 ol RE alc LS な 
の 契り を 固め る な か れ 。 面 し て 、 アッ ーー 2 

ラー は お 前 達 の 心 に 宿る も の を 知 拓 4 わっ 6 っ し Ne 0 
NN UN 

日 

よ 。 げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 寛容 * 

に まし ます 。 
ミト 一 項 

彼女 等 へ の 獲 資 を 定め ざる うち に 隊 A 
婚 す る は 、 お 前 達 に 罪 な し 。 され ど 彼 a ee 
女 た ち に 利益 を 与え よ 2、 憲 者 は そ 。 ィ レ ン 。 023 
の 資力 に 応じ て 、 信 者 も その 資力 に 応 は どう の dE で 

0 妥当 な 利 傘 を 。 (これ ) 恵み を 施す (私 * 3 NB A 


ORs 


238. され ば 、 お 前 達 が 彼女 達 に 触れ SO ES CAE lS 
ざる も 、 お 前 達 が すでに 彼女 達 の た め 0 
に 婚 資 を 定め た る 場合 、 も し お 前 達 は 0 
彼女 達 と 離婚 すれ ば 、 お 前 達 が 定め た 
る 額 の 半分 を (支払 うべ し ) 93。 但 し 彼 


に 


GS 6256 


だ 、 そ れ と な くわ か ら せ る よう に する こと は で きる が 、 決 し て 公 に 、 正 式 な 、 或 い は 、 
秘密 の 内 に 出会っ て で も 、 結婚 に 関す る 申し 込み を し て は な ら な い 。 未亡人 も 当期 間 
中 に こう いっ た 申し 込み に 承諾 を 与え て は な ら な い 。 未亡人 は 、 亡くな っ た 配偶 者 の 
思い 出 に 散 意 を 払い 、 そ の 間 に 妊 娠 し て いな いか どう か を 明らか に する た め 、4 ケ月 
と 10 日 待つ の で ある 。 妊娠 し て いる 未亡人 は 、 子供 を 産む まで は 結婚 する こと が 許 
され な い の で ある 。 

” これ は 例外 と いえ る 。 し か し 結婚 の 約束 が 完了 し た 後に 、 結 婚 の 完遂 と 継続 が 、 
難し い 或 い は 望ま し く な いと わか っ た りす る こと は 、 ま まあ る こと で ある 。 当 節 と 次 
節 に 、 そ うい う 場 合 の 取り 決め が 述べ られ て いる 

NED CO ON 
の 1/2 を 夫 は 井 に 支払 わ ね ば な ら な い 。 
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二 草 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 二 准 


女 等 が 辞退 す る か 、 結 婚 の 絆 を 握る ご <3f1385615 "な 
者 9* が 立 刀 する 人 め 場 合 は 別 な り 。 
され ども し お 前 達 寛容 に 取り 計ら う っ SS よっ とめ 3? 2 
な ば 、 公正 に より 近 し 。 また 互 に 恩 を 2 
忘れ る な か れ 。 げに アッ ラー は お 前 達 og fp ee ER) 
の 所 業 を 照 覧 し 給 う 。 
239. “ 諸 礼拝 を 遵守 せよ 5、 とり わけ 3 RA ki 
中 間 の 礼拝 を 人 。 面 し て 、 甘 艇 を 江 2 
た し て アッ ラー の 御前 に 立て 。 OE Ay | BY ee | 
240. され ば 、? お 前 達 も し 狼 れ の 場合 TSS*6 う 引き < RE 
に 至ら ば 、 徒 歩 ま た は 騎乗 の まま 0 
397( 礼 捧 せ よ )。 さ れ ど お 前 達 は 安全 = JU2SE に そう 838 革 ら 
に な れ ば 、 お 前 達 が 知ら ざり し こと を 


' A NSK っ ルン 
アッ ラー が お 前 達 に 教え た る 如く 、 ア ws PR 
4 ラー を 念 ぜ よ 。 


23:10; 70:33. 4:102. <4:104. 


294「 結 婚 の 絆 を 握る 者 」 と は 、 夫 また は 離婚 し た 女 の 保護 者 を 示す 。 な ぜ な ら ば 、 
結婚 後 は 結婚 の 絆 を 撮る 者 は 夫 で あり 、 結 婚 する 以前 は それ を 有する 者 は 女 の 保護 者 
で ある か ら 。 


信人 上 ヤー フー」 と は 妻 (或いは 彼女 の 後見 人 ) は 、 彼 女 の 取 り 分 の 全て 或いは 一 部 を 
免除 し て や る か 、 夫 が 自分 の 支払 うべ き 額 より も 多く 支払 うこ と を 意味 し て いる 。 し 
か し 当然 な が ら 、 夫 の 方 が 寛容 さ を 示 す 方 が 望ま し い 。 

98 結婚 後 、 人 は お 祈り を いく ら か は 怠り が ち に な る 。 そ れ 以 外 に も 、 家 庭 生 活 は 男 
女 共 に 世話 する こと が 億 に な る た め 、 結 婚 し た 人 々 を 、 も っ と 祈り を 定期 的 に 時 間 正 
し く 行 う よ う さ せる 必要 が 生じ て くる の で ある 。 

2 「 ア スル の 礼拝 」( ま ん 中 の 礼拝 ) が 聖 預 言 者 の ハデ ィ ー ス に よっ て 支持 され て い 
る と いう 見 解 で あや る ( プ ブ ハー リー より )。 こ の 祈り は 人 が 前 か ら と りか か っ て いる 仕 
事 に 没頭 する 最も 忙し い 時 間 の 祈り と な る が 、 あ る 意味 で は 、 祈 り は 全て 、 真中 の 礼 
拝 で ある 。 

297 定め られ た 一 日 の 五 回 の 礼拝 を 守る こと は 、 最 も 重要 な 戒律 で ある 。 イ スラ ム 教 
徒 が 正常 な 神経 を 持ち 意識 の ある 限り 、 礼拝 を 欠か し て は な ら な い 。 教徒 が 非常 な 恐 
愉 下 に あっ て も 、 礼拝 を 意 っ て は な ら な い 。 馬 上 に あっ て も 徒歩 で あっ て も 、 走っ て 
いよ う が 、 準 っ て いよ う が 横 た わっ て いよ う が 、 ど うい う 状 態 に あっ て も 礼拝 すべ き 
で ある 。 
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二 巻 アル ・ バ カラ AL-Baqarab( 牝 牛 ) 二 芋 


241. 耐 し て 、? お 前 達 の うち 表 達 を 残 RC AL 
し て 死す る 者 あら ば 、 その 表 達 に 関し 


IRS 2 ンー 

て 忠告 され る な り 、 (つま り ) 追 い 出 さっ 作っ 3 は 5) 
れず に 一 年 間 9 扶養 され る こと を 。 を レン Et の 22 
+ * | | 2 | 

され ど と 彼女 た ち は も し 自ら 出 て 行く Orr OS EE 


場合 は 、 役 女 た ち は 自分 の た め に 適切 518386 る に 
に 決め る こと に 対し て 、 お 前 達 に 罪 な 放電 REP 
し 。 面 し て アッ ラー は 成 力 に し て 、 賢  ⑨ っ SS 5 と 05 うう つの 2 
哲 に まし ます 。 を 

242. 耐 し て 、 離 別 せ られ た る 女 達 も し U 約 352 し EN 5 
公正 に 利益 を 与え ら る べし 9。 こ れ 


思 毅 者 た ち へ の 義務 な り 。 ⑨CA を JI と 

243. か く の 如く アッ ラー は 、 お 前 達し は 4 る そま っ 

に その 神 兆 を 説き 明 し 給 う 、 お 前 達 が x a 

理解 し 得 ん が た め に 。 Os 
三 十 二 項 


244. 流 は 、 死 を 怖 れ て 9 その 家 か ら oy) な の 電 1 信 
出 て 行き た る 人 々 の こと %9! を 知ら ざ 区 
22:935. 065:8. 


298 未亡人 が 独り で いな けれ ば な ら な い 2:235 節 で 示さ れる 4 ケ月 と 10 日 の 間 は 、 改 
人 の 相続 人 か ら 、 自 分 の 権利 と し て 、 住 居 と 生活 面 で の 保障 を 要求 で きる 。 こ こ で 言 
われ て いる 一 年 間 と は 、2:235 で の 権利 に 加え て 、 未 亡 人 に 与え られ る 好意 に すぎ な 
い の で ある 。 この 間 に 与 えら れる も の は 相続 で の 彼女 の 取り 分 で も な けれ ば 、 強制 的 
命令 で も な い の で ある 。 

299 前 節 で は 未亡人 に 追加 的 好意 が 与え られ て いた が 、 当 節 で は 、 離 婚 し た 女性 に 追 
加 的 好意 を 与え て いる 。 こ の 命令 は 離婚 女性 の 場合 に は 、 離婚 後に 必然 的 に 生じ る 困 
難 な 時 期 に 、 人 は 離婚 女性 に 対し 不当 に 残酷 と な り が ちな た め 、 特に 不可 欠 の も の で 
ある 。 

や や イスラエル 人 は それ 以上 エジプト に 留まる と 自分 達 が 根 だ や し に され る こと を 恐 
れ て エジプト を 脱出 し た の で ある 。 バ ロ 族 は あら ゆる 手段 を 講じ 、 ユダ ヤ 民 族 を 根絶 
し よう と し た の で ある 。 2:30 節 を 参照 。 

9 ファ ラオ に 迫害 され 、 イ スラ エル 人 は エジプト を 逃れ 、 ア ジア へ 渡り 、 モ ー ゼ が 
約束 され た 土地 に 入ろう と し た 時 、 彼 等 は そこ に 住ん で いる 人 々 を 恐れ 、 前 進 する こ 
と を 拒ん だ (3:25)。 
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二 音 アル ・ バ カラ ALBaqarah( 牝 牛 ) 二 傘 
る か ? 耐 し て 彼 等 は 孝 千 人 な り 2。 8 で 53 に 83 人 る 5 
され ば 、 アッ ラー は 彼 等 に 「9 死 せよ 」 の の) ンー イン OS ug Ri 
人 に 】 デラ 1 レッ 
と 云い 993、 然 る 後に 彼 等 を 難 ら せり 。 3.040IO) っ る し あめ 人 | 


げに アッ ラー は 人 間 に 対し 恩 伴 の 主 1 間 る S32 MM 人 EL うる 
な れ ど 、 世 人 の 多く は 感謝 せ ず 。 RS sd - 
O03 SHY 


245. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け て 20181) 28 記 5a0 ES 
戦え 304 また 、 ア ッ ラ ー は すべ て を - 

Fs Es 
聴き 、 す べ て を 知り 給 うこ と を 知れ 。 OE 
246. < アッ ラー に 善 な る 貸与 物 を 貸付 セン し 3 2 る お 2 
ける 者 は 誰か ?3%? され ば アッ ラー は 2 

これ プー ゅ 」 ン や 名 と > ルン タイ ダイ 6 イー ま g 
その 者 の た め に 逐 を 数 倍 に も 倍加 す 05 "2322 っ 6 に 31 A as 
べし 。 耐 し て アッ ラー は (滋養 物 を ) 2 

A tS NF デジ に 
る し くし た り 、 豊 か に し た りす る な PO の りう ちる 3 うっ 2 
し か も と 
り 。 面 し て 、 お 前 達 は 彼 の 許 へ 帰ら し 
め ら れん 。 


a5:27, 02:191; 4:85. 57:12。 19: 64:18. 


392 聖書 で は エジプト を 逃れ た イス ラ エ ル 人 の 数 を 60 万 人 と し て いる 。 近年 の 研究 で 
は 聖 ク ルアー ン の 説 を と り 、 約 数 生 人 と 推定 し て いる (アー ネス ト ・ レ ナン 著 、 イ ス 
ラ エ ル 人 民 の 歴史 、145 真 、 及 び ジ ョ ン ・ キ ョ ト 者 に よる パレ スチ ナ と ユダ ヤ 人 の 歴 
中 174 買 )。2:61 節 も 参照 する こと 。 

393 これ は 、 モ ー ゼ と 共に カナ ン の 地 に 入る こと を 拒ん だ イス ラ エ ル 人 が シナ イ 山 の 
荒野 で 流浪 し た こと で あり 、 彼 等 は 死 し て 荒野 に 埋め られ 、 新しい 生命 の 息吹 き に ふ 
れ た 、 新しい 世代 の 者 達 が ジョ シア に 導 か れ 約束 され た 土地 に 入っ た の で ある 。 聖 ク 
ルアー ン の 他 の 箇所 に も “われ ら が お 前 達 を 死 か ら 時 らし め た り " と いう 表現 が ある 
(2:37) 。 

304 これ は イス ラム 教徒 に あて られ た も の で ある 。 死 を 恐れ て 、 血 を 流す こと を せ ず 、 
自分 達 の 国家 の 存亡 、 名 准 を 守る た め に 自分 達 の 持つ も の 全て を 犠牲 に する 心構え の 
な い 者 は 、 生 きる 資格 が な いと こと ここ で は 主張 され て いる 。 こ れこ そ 、 聖 クル アー ン が 
教え 説く 国家 発展 の 秘訣 な の で ある 。 

398 型 クル アー ン で は 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の た め に お 人 金 を 使う こと は 、 神 に 金 を 貸す よ 
うな も の で ある と 言っ て いる 。 こ れ は 、 公 明正 大 な 理由 で 費やさ れ た 金銭 は 、 無 駄 使 
いと は みな され な いこ と を 意味 し て いる 。 
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二 巻 アル ・ バ カラ Al-Baqarab( 牝 牛 ) 二 凍 


247. 流 、 モ ー ゼ の 後 の イ スラ エル の 。 NE 3 1 
子孫 の 族長 た ち に つい て 、 知 ら ざ る 9 
か ? 彼 等 は その 預言 者 に 向っ て 、「 我 4 うら うり マデ 
等 の た め に 王 を 任命 せよ 。 我 等 は アッ 人 2 NIS 
ラー の 道 に か け て 戦わ ん 」 と 云え し 時 ds a GLE 
を 。 彼 は 云え り 、<「 い ざ 戦 うこ と を 32 と こ > LA 
命ぜ られ る と 、 お 前 達 戦い を 欲 せ ざ る - 
が 如き こと な きか ?」。 彼 等 は 云え り 、 で る の YG EE 
「 い づく ん ぞ 我 等 は アッ ラー の 道 に こし 。, 
か け て 戦わ あざ らん や ? 我 寺家 を 2 と 
逐 わ れ 、 子 女 と も 離さ ざれ た る 身 に な り JE 絢 っ ec こそ EET 
た る の に 」。 さ れ ど いざ 戦い を 命ぜ ら 6 0 
れる と 、 その 少数 を 除い て 、 彼 等 は 音 gz 区 24 の 2 RS は る 
き 去 れ り 。 され ば アッ ラー は 不義 者 ど 


{ 
ORR 
も を 熟知 し 給 う 。 4 
EE 彼 等 に 云え る ンー イン タン まき (る 。 ゥ ライ イ > スイ 衝 ン 
に 111 あと fo を と 41 
り 「 げ に アッ ラー は 、 タ ー ル ー ト を 
d4:78、 


"5C で べら 4Y で の 介 事 、 モー ゼ の 時 代 に 比べ れ ば 改善 され た イス ラ エ ル 
人 の 状況 で ある 。 聖 クル アー ン の 3:23 節 で は 、 モ ー ゼ が 自分 の 信 奏 者 達 に アッ ラー 
の 大 義 の た め に 戦う よう 、 説 き 勧め た と ころ 、 彼 等 は モー ゼ に 、' 汐 と 激 の 神 が 行き て 
戦え 、 我 等 は ここ に て 邊 せん "と 言っ た が 、 当 節 で は これ に 反し 、* ど うし て 我々 が 神 の 
道 の た め に 戦わ な いで いら れ よ う 。 我々 は 既に 家 と 子供 達 を 後に し て か り だ され て き 
た の だ か ら " と 言っ た と 伝え られ て いる 。 し か し この 改善 SM 
っ て お ちら ず 、 戦わ な けれ ば な ら な く な っ た 時 、 彼 等 は 軟弱 に な り 戦う こと を 拒ん だ の 

で ある 。 こ の よう に 、 こ の 出来 事 は 、 イス ラム 教 筆 に と っ て 、 同じ 輸 を 踏 5 ま ぬ よ うに 
警告 し て いる の で ある 。 

や 「 タ ー ル ー ト 」 は 、 ダ ビデ より 200 年 程 前 に 生存 し た イス ラ エ ル 人 の 王 の 属性 を 
表す 名 称 で ある 。 そし て 、 モ ー ゼ 後 、 同 じ 年 数 に な る 。 聖 ク ルアー ン の 或 る 注釈 者 た 
ち は 、 CC 0 
より も ギデオン に より 一 致す る ( 填 師 記 6-8 書 )。 ギ デオ ン は 紀元 前 1250 年 頃 に 生存 
CE I 
る 。 何人 か の キリ スト 教徒 の 著述 家 た ち は 、 当 節 で 言及 され た 事実 を 200 年 も の 長い 
間隔 に よっ て 、 異な っ た 時 代 と みな し て いる 。 そ し て 、 か れ ら に よれ ば 、 聖 クル アー 
ン の 中 で 歴史 的 時 代 錯誤 の 例 と し て 当 節 で 語ら れ て いる 。 も ちろ ん 、 引用 の 当館 は 二 
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お 前 達 の 王 と し て 遣わ せり 」。 彼 等 は > の の 

云え り 、「 役 が どう し て 我 等 を 統治 す ESI LS 
る こと が 出来 得 よ うか ? 我 等 の 方 が NL EAY 
彼 よ り 統 治 者 た る に ふさ わし く 、 そ れ  , a 
に 彼 は 挫 柱 に あら ざる に も か か も ら lOLOG JUICES 
ず 」。 彼 は 云え り 「 げ に アッ ラー は お OR 
前 達 の 上 に 彼 を 選び 、 知識 的 旦 つ 肉体 PAIS I NEA 

的 に 彼 を 豊か に 増 さ し め た り 」。 さ れ る I お 4s WW 
ば 、 “アッラー は 、 己 が 欲す る 者 に そ 


3:27 


つの 異な っ た 時 代 に 詩 及 し て いる 。 し か し な が ら 、 そ の 中 に は 、 時 代 錯誤 は な い 。 聖 
クル アー ン は これ 等 の 両 時 代 を ここ で 留意 され て いる 。 そ の 目的 は 、 ダ ビデ より 200 
年 前 に 、 ギ デオ ン ( 即 ち タ ー ル ー ト ) の 時 代 に 於 ける イス ラ エ ル の 異な っ た 部 族 を 如何 
に 統一 する か を 示す こと で ある 。 そし て 、 つい に ダビ デ の 時 代 に 完成 させ られ た の で 
ある 。 前 節 に お ける "モー ゼ の 後 " と いう 言葉 は 、 当 事件 は イス ラ エ ル の 人 ん 々 が 歴史 の 
上 で 明確 な 民族 と いう 形 を 取り 始め た 初期 の 頃 で あっ た こと を 暗示 し て いる 。 モー ゼ 
の 後 200 年 間 、 役 等 は 異な っ た 部 族 に 分 割 さ れ 、 王 も 戦闘 部 隊 も 持た な か っ た 。 紀元 
前 1256 年 、 彼 等 の 邪悪 散 に 、 神 は 彼 等 を 七 年 と いう 長い 間 、 略 礁 と 荒廃 の ミディ ア 
ン 人 の 手 に 渡し た 。 そ れ で 彼 等 は 穴 居 時 代 に 人 逃 避 し た ( 士 師 記 6:1-6)。 こ うし た 次 第 
で 彼 等 は 神 に 嘆願 し た の で 、 神 は 彼 等 の 中 に 預言 者 を 起こ し た 。 そし て 主 の 天使 が ギ 
デオ ン に 現われ 、 彼 を 王 に 命じ 、 神 の 加護 を 約束 し た 。 そ れ な ら 、 ギ デオ ン は 主 に 向 
0 re 「 あ あ 主 よ 、 私 は 何 を も っ て イス ラ エ ル を 救う こと が で きま し ょ う 
か 。 、 私 の 家族 は マナ セ の うち で 最も 弱い も の で す 。 私 は また 、 私 の 父 の 
家族 の う NE (土師 記 6:15)。 そ れ は 、 当 人 節 で ター ルー ト に つ 
いて 描写 され た こと と 一 致し て いる 。 ギデオン と の ター ルー ト の 身元 確認 を 更に 明 ら 
か に する こと は 、 イ スラ エル 人 が 水 に よっ て 苦し め ら れ た こと は ギデオン の 時 代 で あ 
り 、 サ ウル の と き で は な か っ た と いう 事実 で ある 。 そ し て 、 聖 書 で ( 士 師 記 7:4-7) そ 
の 試練 の 叙述 は 、 聖 クル アー ン と 同じ で ある 。 土師 記 7:6.7 に よっ て 我々 は 、 前 述 の 
試練 の 後 ギ デオ ン が 300 人 だ け 残 っ た こと を 知る 。 聖 預言 者 の 或 る 弟子 が 、『 バ ドル の 
戦い で 、 我 々 の 仲間 は 313 人 だ け で あり 、 そ の 数 は ター ルー ト に 従っ た 人 の 数 に 相当 
する "と 伝え る こと は 、 と て も 興味 深い こと で ある (ティ ルミ ズィー、 ス イィ ヤル 章 よ 
り )。 こ の ハデ ィ ー ス は ター ルー ト が ギ デ ォ オン 以外 の 誰 で も な いこ と の 結論 の 支持 
に 手 を 貸す 。 更に 、 ギ デオ ン と し て ター ルー ト の 身元 を 確証 する こと は 、 この 語 は 、 
“落ち る こと "(聖書 百科 事典 より )、 又 は “切り 倒す こと "(ユダ ヤ 百 科 事 典 よ り ) を 意味 
する へ ブラ イ 語 の 言葉 で ある と いう 事実 で ある 。 従 っ て 、 ギ デオ ン と は 、" 英 を 切り 
倒し 、 彼 を 地面 に 平伏 させ る 者 "を 意味 する 。 そし て 聖書 その も の は 、 ギデオン を * 男 
屈 な 力 あ る 者 "と 語っ て いる ( 士 師 記 6:12) 。 解 説 の 特大 版 も 参照 。 
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の 王権 を 与え 給 う 。 面 し て アッ ラー は ox EN 
雄大 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 

249. 曽 し て 彼 等 の 預言 者 は 役 等 に 云 la ビビ O16 8 る 3 
えり 、「 彼 が 統治 の 映 兆 と し て 、 お 前 テン 

達 に も た ら さ れる 六 で あり や 、 そ の 。 プ SS Oi S| EPC 
中 に お 前 達 の 主 より の 平安 と 、 モ ー ゼ 
と アロ ン 一 家 の 遺 物 ? が 細め られ 、 Ne 
天使 た ち が それ を 拍 う べし 。 げに その 99 i 
中 に お 前 達 へ の 神 兆 も り 、 お 前 達 も し 


と と > 、 ます っ る の 3 
信者 な ら ば 」。 ( OL の の で) 
三 十 三 項 


250. され ば 、 タ ー ル ー ト が 軍 を 率い 811US 524jU の 3 て 128U3 
て 出陣 する と 彼 は 云え り 、「 げ に アッ Io 
ラー は 川 に よっ て お 前 達 を 試 め さん 42 て つこ Oo っ の っ ーー に > 
と す 。 され ば 、 その 中 か ら 飲む 者 あら 


08 ター ブー ト ( 札 ) と は (1) 物入れ 叉 は 箱 (②) 中 に 心臓 等 が 入っ て いる 、 胸 部 、 胸 或 い 
は わき 腹 な ど (Lane より ) ⑬ 知識 、 知 恵 そ し て 平和 を と ど め お く 心 (Mufradat より )。 
ター ブー ト の 解釈 は 人 に よっ て まち まち で ある が 聖書 で は 物入れ 或いは 和 で ある と 
し て いる が 聖 ク ルアー ン は ここ で は 完全 に * 胸 "或いは "心臓 = 心 " の 意味 で 使っ て いる 。 
' 主 より の 平安 と 、 モ ー ゼ と アロ ン 一 家 の 遺 物 が 納め られ ' と いう 文中 の ター ブー ト の 
説明 は 、 物 人 れ と いう 解釈 だ け で は 通じ な い 。 平和 や 平安 を 他 の 人 々 に 与え る どこ ろ 
か 、 聖 書 で 語ら れる 箱 は 、 英 に 持ち さら れ て し まっ た の で ある か ら 、 イ スラ エル 人 を 
戦い で 守る どこ ろか 、 自 分 自身 さえ 守る こと が で き な か っ た の で ある 。 自ら 箱 を も っ 
て 従軍 し て いた サウ ル は 、 立ち 直 れ な い 程 の 敗北 を 喫し 、 あ まり に も その 度合 い が ひ 
どか っ た た め 敵 も あわ れん だ 程 で 、 彼 は 恥ず べき 死 を 遂げ た の で ある 。 だ と すれ ば 、 
そん な 箱 な ど イ スラ エル 人 に と っ て 何 の 平安 の 源 と は な ら な い の で ある 。 神 が 彼 等 に 
与え 給 う た の は 、 男 気 と 忍耐 力 に 満ち た 「 心 」 で あっ た 。 そ の た め 、 そ こ で いわ れ て 
る 平安 が 彼 等 の も と に 下っ た 時 、 イス ラ エ ル 人 は 敵 を 打ち 破り 、 相手 に 多大 な 敗北 
を 被 ら せ た の で あっ た 。 
の 神 が イ スラ エル 人 に 下 し 給 う た 御 恵 みお が も う 一 つ 、 こ こ で 「 幅 物 」 と いう 言葉 で 
示さ れ て いる 。 神 は 、 彼 等 の 祖先 の 特長 で あっ た 崇高 な 性 質 で 、 モ ー ゼ や アロ ン の 子 
孫 達 を 染め あげ られ た の で ある 。 モー ゼ や アロ ン の 子 拘 達 に 残さ れ た 遺物 は 何ら 物質 
的 な 物 で は な く 、 祖先 か ら の 遺産 と し て 彼 等 に 与え られ た すぐ れ た 道徳 的 資質 な の で 
ある 。 
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AN さ と >» \ EE と る トイ タッ ン ャ ネッ ン っ タッ ン ン を ょ > ゅ w ン ョ イイ 

ば 、 わが 者 に 非 ず 。 人 それ を 味 AA5S4 く 45 rs 

わ わ ざる 者 は 、 確か に 我 が 者 な り 、 但 。 。。 。 

し ご が 手 で 搬 や を 飲む 者 を 除い 2 ag45 年 ご lo2) 

て 」。 され ば 、 その 少数 の 者 を 除い て 、 ンタ 5 マン USUOS YE 
に 

彼 等 は その 中 か ら 飲め り 。 され ど 彼 及 プ フン 2 

び 彼 と と も に 信じ た る 人 々 が それ MI トマ 3 

OI) を 渡り お える や 、 彼 等 (不服 従者 ”。 レ し 」 。 レレ し 

た ち ) は 云え り 、「 我 等 は 今日 、 ジャー J o> 3 ey 


ルー ト 3 と その 軍 に 立ち 向う 力 な る ずっ 8 っ ば ン ン ラッ 
し 」。 ア ッ ラ ー に 会 える こと を 確信 す 3 A oN 
る 人 々 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー の 思 し 召 、 つ 3 し 32 は っ 59 と 所 0355 
し の も と に 、 “幾度 も 究 兵 が 大 軍 を 打 Ni 
ち 破り し こと か ! 面 し て 、 ア ッ ラー は SlyA 
耐え 忍ぶ 者 と 備 に まし ます 」。 
251。 され は 、 佑 等 が ジャ ー ル ー ト "っ 3 3 D3 
と その 和 軍勢 に (遭遇 すべ く ) 前 進 を 始め 

43:124; 8:66. 


310 ひと すく い の 水 だ け は 例外 に する と いう こと に は 二 つ の 目的 が あっ た の で ある 。 
先ず (1) 行軍 中 の 兵士 の か ら か ら に ひか ら び た 喉 を 湿ら せ て 、 最 低 必要 限 の 肉体 的 負 
担 か ら 解 放す る こと 、 但 し 同時 に 、 ガ ブ ガ ブ 飲ま せな いよ うに し た と いう こと は 、 彼 
等 の 士気 を 喪失 させ 敵 の こと を お る ろ そ か に し て し まう こと を 防ぐ た めで あっ た 。 
(2) 試練 を より 厳し いも の と する た めで あり 、 多 く の 場 合 、 人 に と っ て 何 も し な いこ 
と より 極端 に 限ら れ た 範囲 内 で の 我慢 の 方 が ずっ と 苦し いか ら で あ る 。 土師 記 7:5-6 
を 参照 の こと 。 又 ナハ ル (II と いう 語 に は “沢山 の "と いう 意味 も ある 。 こ の 意味 と す 
れ ば 、 当 節 は 、 彼 等 は 川 (沢山 の 水 ) に よっ て 試さ れ た 、 即 ち 、 そ の 誘惑 に 屈する 者 達 
は 神 の 仕事 を 実行 する 資格 は 最早 な く 、 忍耐 強く こら えて 、 そ れ を 使っ た 者 は 功 を な 
す で あ ろう と の 意味 に な る 。 

3 ジャー ルー ト 」 と は 、 必 性 を 表わす 名 称 で 、 歯 止め な く 人 に 攻撃 を 仕掛 け 、 他 
を 攻め さい な お 者 や 民 を 意味 する 。 聖 書 で は 、 相 等 する 名 前 は 、 ゴ リア テ で あり ( サ 
ム エ ル 記 上 17:4) 、 走 る こと 、 破 壊 、 精 神 を 滅ぼす こと を 意味 する か 、 指 導 者 も し く 
は 巨人 を 意味 する (聖書 百科 事典 及び 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 ) 。 聖書 で は 、 こ の 語 は 個人 
の み に つ いて 使用 され た が 、 実 際 こ の 語 は 略奪 者 た ちの 無情 な 派閥 を 意味 し て いる 。 
だ が 、 派閥 の 特色 を 象徴 化し て いる 一 定 の 個人 に と っ て も 使わ れる か も 知れ な い 。 聖 
クル アー ン は 当 節 で 、 こ れ 等 の 両方 の 意味 に 於 いて この 語 を 使用 し て いる と 思わ れる 。 
3 当 節 で 述べ られ て いる 「 ジ ャ ー ル ー ト 」 と は 一 人 の 人 間 で は な く 人 々 を 指し 「 軍 
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外 


た と き 、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 主 よ 、 
< 我 等 に 忍耐 の 精神 を 注ぎ 込み 給え 。 
面 し て 、 我 等 の 足許 を 堅固 な らし め 、 
ぁ 不 信心 の 民 に 対し 我 等 を 助け 給え 」。 
252. か く て 彼 等 は アッ ラー の 許し の 
も と に 、 彼 等 ( 敵 ) を 敗走 せしめ た り 
“2。 され ば 、 ダビ デ は ジャ ー ル ー ト を 
殺し た り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 王 
A 
く 彼 に 教え た り 。 さ れ ば “アッ ラー も 
し 人 間 を 互い (の 害 ) か ら 保 護 す る こ 
と を 供給 せ ざ りな ば 、 大 地 は 騒乱 に 満 
た され た 秒 な り 3 。 され ど ア ッ ラ ー は 
森 継 万 象 に 対し て 思 准 の 主 な り 。 
253. これ 等 は アッ ラー の 神 兆 な り 。 
われ ら は 真理 を 以 て それ ら を 液 に 読 
請 す 。 げ に 液 は 使 稚 達 の うち な り 。 


る イ え 


E213_31 ご 35 る うっ CE を 引 
SE SS 


SANT 


寺内 EQ 刷る < 
本 IP は YK ES 
ei a 3 2c ES } ろう 


ee ES 3 Sy 


RY 


OCA EN Nils 


3:148, 201; 7:127. 2:287: 3:148. 22:41. 


勢 」 と は 、 こ れ ら の 人 々 の 助力 者 や 伸 間 を 指し て いる 。 聖書 で は 、 ミ ディ アン 人 と 呼 
び 、 彼 等 は 数 年 に わた り イ スラ エル 人 に 攻撃 を か け 、 彼 等 の 土地 を 崩壊 させ た (土師 
記 6:1-6) ア マリ ク 人 及び 全て の 東部 の 部 族 が ミ ミディ アン 人 の 侵入 を 助け (土師 記 6:3) 
当 人 節 で 述べ られ て いる 「 軍 勢 」 を 形成 し た の で ある 。 

2 ター ルー ト 或 い は ギデオン は 、 ジ ャ ー ル ー ト 及び ミディ アン 人 に 打ち 勝つ こと が 
出来 た が 、 彼 等 の 圧倒 的 勝利 で ある ジャ ー ル ー ト の 殺りく は 、 約 200 年 後 の ダ ビデ の 
寺 代 に 成就 され た も の で ある 。 聖書 で は ダビ デ a ei リア テ と な っ て いる 
が (サム エル 記 上 巻 17:4) 、 これ は ジャ ー ル ー ト の 同類 で ある 。 避 ク ルアー ン の 与え て 
EY 、 ダ ビデ の 時 代 の 押 者 の に 遇 米 し て いる と 思わ れる 。 

こめ られ た これ ら の 言葉 が 
述べ つく し て いる 。 真実 と 正義 の 戦い は 、 混乱 を 生じ させ た り 平 和 を 乱 し た り D、 憶 小 
国家 の 自由 を 奪う た めで は な く 、 混 乱 を 正 し 平和 を 再興 する た め の み に 戦わ れる べき 
な の で ある 。 
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ーー グ さ 
PE: 


254. これら は 使徒 た ちな り 、 わ れ ら _ 
が その 一 部 を 他 の 一 部 より 上 位 に 優 一 
らし め た り ず ?。 % 彼 等 の うち 、 ア ッ ラ 
ー が 御 言葉 を か け 給 え し 者 あり 。 また 
* 役 等 の 或 る 者 に 高い 位階 を 授け た 
り 。 面 し て "われ ら は 、 マ リア の 子 イ 
エス に 諸々 の 明 証 を 与え 、 聖霊 に よっ 
て 彼 を 支持 せり 。 され ば 、 アッラー も 
し 欲し た り せ は 、 ON 明 
証 が 彼 等 : に 降 り た る 後 、 互 


に ) 異 な り た り 。 され ば 、 等 の うち 
信じ た る 者 あり 、 OT 


人 EN アッ ラー 
も し 欲し た り せ ば 、 彼 等 は こと な 
か り し な り 。 され ど ア の 欲 
する こと を な し 給 う 。 

三 十 四 項 


255. 湊 ら 信じ た る 人 々 よ 、 取 引 も ?"、 
/ 友 情 も "“、 < 執り 成 し も "な いそ の 
日 が 来る 前 に 、/ わ れ ら が お 前 達 に 賜 


きゃ マン ン は 人 っ 人 る ラー タマ 内 
と うう A Es る の 2 いう や 


ss CS LS EG 


に 


あー 


の 
アコ 


マー と SU こま う 5 
人 PL<ICt と 
2 


CSI 
eA 
ER ES SE os 
CS" ee 
& @3 SkahIESYS ES 


> 多 で 人 1 


区 


2 に 2458 428 を っ ツ 


17:56. が 4:165. で 4:159: 19:58. 92:88. 4:56: 10:41.714:32: 43:68. 92:49 を 参照 . 2:196: 14:32: 47:39: 57:11: 63:11、 


3 この 表現 は 、 ア ッ ラ ー が 』 
がい 拓 計 者 が いる と いう 意味 で は な い 。 
べ て いる だ け で ある 、 即 ち 、 
(Mukallam, 経 典 を 得 た 預言 者 ) と 呼ば れる 。 
高遠 さ に 由来 する 者 、 彼 等 


唱 り か け な い 預言 著 
だ だ ただ: 
(①) 新しい 律 法 を も た ら す 預言 者 、 


は ガイ ル ・ ム カッ ラム (Ghair Mukallam) 預言 者 ( 経 


が いる と か 、 精 神 的 に 卓越 し て い 
預 斉 者 に は 二 種 類 あ る と いう こと を 述 
彼 等 は ムカ ッ ラ ム 
順 言 者 の 地 億 が 、 彼 等 の 精神 の 
Lt を 得 て 


そし て ⑫)# 


いな い 預 言 者 ) で ある 。 預言 者 は アダ ム を 、 ム カッ ラム (Mukallam) 預言 者 と みな す と 


言っ た と 伝え られ て いる (Musnad より )。 


9 復活 の 日 は 、 取 引 な ど な く 、 人 の 行い の 善 醒 と 神 の 御 慈悲 次 第 な の で ある 。 
9 その 日 に は 、 新 し い 友情 の きず な を 生み 出す 機会 な ど な い の で ある 。 


7 注 gs を 参照 の こと 。 


139 


三 人 湖 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 一 音 


え し も の の 中 か ら 施 せ 。 面 し て 不信 者 メメ こつ 3 う ぁ 生 っ 5 NY 
ども こそ は 、 不 義 者 な り 。 


256. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 % 永 YY AY 4 
生 者 、 自 存 者 な り 。 まどろみ も 眠り も 
彼 を 捕え ず 。 諸 天 に ある も の 、 大 地 に la HY IS 
ある も の 、 す べ て 彼 の 所 有 な り 。 と 彼 a スン < 
の 許し な し に 、 彼 に 執り 成 し を な し 得 ERG 233 
る 者 は 誰 ぞ ?* 彼 は 、 彼 等 の 前 に ある MG ピコ LY 
こと を 知り 、 ま た 彼 等 以後 の こと も 知 ュ ン 2 
り 給 う 。 彼 が 欲す に 非 ず ば ば 、 彼 等 は 彼 AsAe 32 9 志 55Y5 つる に 4 
の 知識 を いさ さか も 包容 する こと な Hi 
NM IEPG 2 る し る | 
bs 彼 の 玉座 3 は 諸 天 と 大 地 に 広 が も ヶ いら 
り 、 之 ら 西 方 を 護持 し て 重 符 と な る こじ 4E に 8 家 く つる 35 
と な し 。 さ れ ば 彼 こ そ は 宇高 に し て 、 ' i 
至 大 な る 御方 に まし ます 。 SI | 
it こ 非 ず ンタ ン 8 っ る 2 mt る ン ン の LNT 
257. 0 on 9 3 20 に 335" 43 で 9425) 


正道 さす て に 2 赴 に Nl し て 明 内 な 2。 A ? プク タレ ゥ ンタ を アタ 
時 3 アッ ラー を 信 22 


イイ イン 


3:3: 20:112: 25:39. 92:49 を 参照 . 20111、10:100: HE119: 18:30: 76: 中 . 


“や クル スィ ー と は 、 玉座 、 椅 子 、 控 え 壁 、 支配 と 力 を 意味 する (Aqrab より )。 カ ラー 
MO IM UN NN 
を あざ や か に 描写 し て いる 。 聖 預言 者 は 、、 ア ー ヤ トル ・ ク ルス ィ ー は 、 聖 クル アー ン 
で 最も 高 高 な 詩 節 で ある と 言っ た と 伝え られ て いる (Muslim より )。 

319 (先行 する 諸 節 に 於 いて 具体 化 され た ) 宗教 の た め に 特別 な 犠牲 を 払い 、 イ スラ 
ム の 敵 に 対し て 戦う と いう 命令 は 、 ア ッ ラ ー は イス ラム 教徒 に 、 自分 達 の 宗教 を 布教 
する た め に 武力 を 行使 する こと を 望ん で いら っ し ゃ る と いう 誤解 を 生じ 易い が 、 当 節 
で その 誤解 が 取り 除 か れ 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 も っ と も 強調 され た 言葉 で 、 非 イス ラム 
教徒 を 教徒 化す る 際 に 絶対 武力 を 行使 し て は な ら な いと 告げ 、 又 何故 行使 し て は な ら 
な いか と いう 理由 も 併せ て 述べ て いる 。 真 理 は すでに 迷 誤 より 区 別 さ れ て いる の で 、 
強制 する 必要 は な い 。 

20 ター グー ト (Tashn0 と は 、 正 し い 境界 線 を 越え た 者 、 悪 魔 、 正 し い 道 か ら 人 々 を 
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アル ・ バ カラ Ai-Baqarah( 牝 和牛) 三 八 
ずる 者 あら ば 、 “ 彼 は 決し て 壊れ ざる “ 胡 :rUELICU そ に la8 人 0 
堅 較 な る 把手 を 掴み た る 者 な り 。 面 し Pe 
て 、 アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て っ seese 和 5 fBIy 
を 知り 給 う 。 

258. (アッ ラー は 信じ た る 人 々 の 守護 2 っ る 5 PS5 す 5 区 
者 な り 、< 彼 等 を 暗 間 か ら 光 明 へ 連れ 。 レレ レン 。』 」。 本 3 
出す な り 。 耐 し て 、 不 信 せ し 者 ども は 、 っ や CR っ 導 、 う りこ 4 各 
2 その 守護 者 は 悪魔 な り 、 彼 は 彼 等 を ッッ シコ タッ 50 フッ Rs 
光明 よ り 暗 聞 へ 導く 。 こ れ 等 こそ は 


業火 の 者 ども な り 。 彼 等 は その 中 に 住 ご ぁ 引 そ 届 中 こ 直 前 、 づ )) 絢 
み 留 ま ら ん 。 OK な 
[ 4 969 は ks 1 TU 
三 二 五 項 


29. 流 は 知ら ざり し か 、 アッ ラー が 028 2。 5 くら 拓 員 5 


RN ON 
その 主 に つい て 論争 せ し 者 の こと E32 を R68 


を ? そ の 時 アブ ラ ハ ム は 云え り 、「* 我 #1 | EE ラコ cl 
が 主 は 、 生 を 与え 、 死に 至ら し め る 御 

方 な り 」。 彼 は 云え り 、「 我 も また 生 を 3 人 08 っ EE 5 
注 え 、 死 た 至ら し な る]。 アプ ラ ハ ム 。 。 ノレ し 。 シン 2 
は 云え り 、「 ば に 、 アッラー は 大 陽 を 2 この 9 に つ ろ こっ 
東 か ら 昇 らし お 。 され ば 商 、 西 か ら 之 23" ンマ 、 ち 細 と る る っ) 
を 上 昇 らし め よ 」。 さ れ ば 、 不 信 せ し 者 の の 

は うろ た えり %。 面 し て 、 ア ッ ラ ー OR EY 
は 不義 者 ども を 導き 給 わ ず 。 


g31:23. 4S:20. 5:17: 65:12.97:28: 16:101. 3:157: 9:116: 40:69: 57:3. 


変じ させ る よう な 者 、 偶 像 神 で ある 。 こ の 語 は 、 単 数 、 複 数 どちら に も 使用 され る 
(2:258 及び 、4:61) 。 

アブラハム は 偉大 な 偶像 反対 者 で あっ た 。 彼 の 時 代 の 人 々 は メロ ダク ( マ ド ル ク ) 
( 朝 の 神 、 春 の 太陽 ) を 主たる 神 と し 、 太 陽 や 星 を 礼拝 し た (聖書 百科 事典 及び 、 宗 教 
倫理 百科 事典 、 296 頁 )。 彼 等 は 、 全て の 生命 が 、 太陽 に 依存 し て いる と 信じ た 。 アブ 
ラ ハ ム は ある 無神論 者 に 非常 に 賢明 に 、 も し 彼 が 自分 で 言う よう に 生 と 死 を コン トロ ー 
ル し て いる の で あれ ば 、 全て の 生命 が 依存 し て いる 太陽 の 動き を 送 に し て みな さい と 
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三 巻 アル ・ バ カラ ALBaqarah( 牝 牛 ) 二 音 
RRR GEREN CHRISEE ERSTE EISTEORREEREA GEER ERE TAREE SEEKER RI EERSE RE RO IRE HER CRE ECE CERCR DERE RO RS EER TERETE 


260. 或いは 、 廃 敵 に 帰し た る 者 を 3 3 1| 
通り か か り た る 者 の 如き こと を ( 汐 知 1 

ら ざ り し か )。 彼 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー 2340sJAo 天 US は うる 
は 如何 に 之 を 、 その 死 せ し 後台 らし お < レレ < 

る か ?」。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 を 百 < 
年 の 間 死な し め 、 然 る 後 彼 を 難 ら 1 る る.) 050 3 5 
し め て 、 云え り 「 液 は どれ 程 留まり し 。 
か ?」 と 。 彼 は 云え り 、「 一 日 か 、 或 5 し と 56 と っ る 、 つ 5 
い は 一 日 の 数 刻 な り 」 と "4。 彼 は 去 


頼ん だ 。 彼 は 何 も 答 えら れ な か っ た 。 彼 は アブ ラ ハ ム の 課題 を 成 し 就 げ られ な いと は 
言え な か っ た 。 も し その 課題 を 受け 入れ れ ば 自分 が 生 と 死 の 管理 者 で ある こと を ぶち 
こわ すし 、 も し で きる と いえ ば 、 太陽 を 礼 捧 し て いた 人 々 の 目 に は 、 大変 な 冒 漬 と う 
つっ て し まう か ら で あ る 。 こう し て 彼 は 完全 に 混乱 し 、 何と 言っ て よい の か 途方 に く 
れ た の で ある 。 

22 ここ で 「 廃 圭 に 帰し た る 都 」 と 言わ れ て いる の は 、 紀 元 前 599 年 に バビ ロン の 王 
ネ ブ カ ド ネ ザル に 破壊 され た エル サレ ム の こと で ある 。 預言 者 エ ゼ キ エ ル は バビ ロン 
の 捕虜 と な っ た ユダ ヤ 人 の 一 人 で あっ た が 、 街 の 側 を 通ら され 、 荒廃 し た エル サレ ム 
の 廃 斑 と 化し た 光景 を 目撃 させ られ た の で ある 。 

3 エ ゼ キ エ ル は この 街 の 崩壊 の 様子 に 心 を 痛め 神 に 悲 前 に 満ち 溢れ た 言葉 で 、 エ ル 
サレ ム の 復興 を 祈っ た 。 役 の 祈り が 届き 、 祈り を ささ げた エル サレ ム の 復興 が 100 年 
後に 成る と いう 夢 を みた の で ある 。 これ は 別に エ ゼ キ エ ル が 100 年 間 死 し て いた こと 
を 意味 する も の で は な い 。 聖 ク ルアー ン で は 時 々 、 夢 の 中 で み ら れ た も の で ある と い 
うこ と を 言わ ず に 、 夢 で の 光景 が 実際 に 起こ っ た と いう 表現 を する こと が ある (12:3)。 
エ ゼ キ エ ル も その 意義 を 悟っ た と いう 夢 は イス ラ エ ル の 子 等 が 捕虜 の 状態 に あっ て 
約 100 年 間 、 民族 と し て の 完全 な 屈辱 を 経た 後 新しい 生命 を 受け と り 聖 な る 街 に 戻っ 
て くる と いう こと を 意味 し て いた 。 そし て エ ゼ キ エ ル の 功 は 実現 し た の で ある 。 エル 
サレ ム は 紀元 前 599 年 に ネ ブ カ ド ネ ザル が 占領 し ( 列 下 24:10) 、 エ ゼ キ エル の 夢 は 
紀元 前 586 年 項 の は ず で ある 。 そ し て エル サレ ム は 有 崩壊 後 、 約 世紀 後に 再建 され た 。 
エル サレ ム 建 設 は 、 ペ ルシア と ミディ ア の 主 で あっ た サイ ラス の 許可 と 助力 に より 紀 
元 前 337 年 に 始め られ 、 紀元 前 313 年 に 完成 を みた が 、 イス ラ エ ル 人 が エル サレ ム に 
戻り 落着 くま で に 更に 15 年 が 必要 と され た た め 、 結 果 と し て 有 崩壊 か ら 再建 まで 実際 
に は 100 年 を 表し た の で ある 。 神 が 100 年 の 間 エ ゼ キ エル を 死者 と し て お き 100 年 後 
に よみ が えら し た と する の は 他愛 も な いこ と が 、 こ れ は 個人 の 生死 で は な く 、 民族 全 
体 を 表す 街 の 生死 に 関し て 祈っ た エ ゼ キ エ ル の 祈り へ の 答 と な ら な いか ら で あ る 。 
この 言葉 は 時 間 の 確認 の た めで (18:20 と 23:114) 、 聖 クル アー ン で の 用 法 に 従え 


142 


ーー グ さ 
NE: 


3 アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 牛 ) 
えり 、「 然 ら ず 25、 液 は 百年 滞 溜 し 


た る な り 4。 さ れ ば 液 、 己 が 食物 と 
飲物 と を 見 よ 。 そ は 未だ 腐ら ず 。 また 
激 の 潮 馬 を 見 よ “%%。 そ は われ ら が 次 
を し て 人 々 へ の 徴 た らし めん が た め 
な り 。 ま た 、? 骨 を 見 よ 、 わ れ ら が 如 
何 に それ ら を 合せ 、 然 る 後 そ れ ら に 肉 


DE IE GE 
i EC EG 
RE 


UE Sb て と 
et 


<< 


っ グ リン | WW 9 イタ る 3 や 
を 着せ る か を 」、 さ れ ば 、 彼 に 明示 さ 丸 更 ゆあ 、 よ と 区 半 2E1JU 
れ た る や 、 彼 は 云え り 「 我 は アッ ラー 8 
が すべ て の こと に 全能 に まし ます こ デン 
es 2 
261. 面 し て 、 ア ブラ ハム が 、「 我 が 主 っ る 2 1 SNS 

^ に ) ト 
i PO ラド 2 
23:13. 


ば 、 エ ゼ キ エ ル は どれ だ け の 問 、 自分 が その 状態 に あっ た か わか ら な いこ と を 意味 し 
て いる 。 CTD NR NE RE ・ 日 の 意味 で は な く 、 絶 対 的 な 時 間 な 
の で ある (1:4 節 を 参照 の こと )。 「 一 日 か 、 一 日 の 数 刻 な り 」 と いう 文 は エエ ゼ キ エル の 
眠っ て いた 時 間 か 、 夢 を みて いた 時 間 を も 指し て いる 。 エ ゼ キ エ ル は 明らか に 夢 の 続 
いた 時 間 を 聞か れ た と 思っ た の で ある 。 


323B 


バル (Bal) と は 脱線 の 意味 を 表す 前 置 詞 で ある 。(a) 21:27 節 の よう に 、 先 立つ こ 
CO A 


こ で の バル (Bal は 後者 の 意味 で 使用 され て いる 
324[ 然 ら ず 、 液 は 百年 滞 光 せる な り 」 と いう 語句 は 、 あ る 意味 で は エ ゼ キ エ ル が 、 
その 状態 に 百年 と ど ま っ て いた と いう 意味 に も な る 。 ( 彼 は 自分 が 百年 死 し て いた こ 


と を 夢 に みた の で ある か ら ) ま た 彼 が 一 日 か そこ ら 待 っ た と いう 叙述 は 実際 夢 を みて 
いる 時 間 は ふつ う 非 常に 短い も の で ある か ら そ れ も 上 正しい と 言え る 。 


や この 事実 を エ ゼ キ エ ル に わか ら せ る た め 、 神 は 彼 の 関心 を 彼 の 食事 と 飲み 物 と ロ 
バ に 向け た の で ある 。 飲 み 物 や 食べ 物 が 腐ら ず 、 ロ バ が 生き て いる と いう こと は 、 役 
が 眠 っ て いた の が 一 日 程度 で あっ た こと を 示し て いる 。「 溢 の 馬 馬 を みよ 」 と いう 文 
は 、 捕虜 で いた 時 野原 で エ ゼ キ エ ル が 騙 馬 を 横 に し て 寝 て いた 時 に 、 夢 を みた こと を 
示し て いる 。 当 時 イス ラ エ ル 人 は 、 農 夫 と し て 畑 で 働か され て いた の で ある 。 

2? エ ゼ キ エ ル は その 身 に 全 ユ ダ ヤ 民 族 を 代表 し て いる 。 彼 の 象徴 的 な 100 年 間 の 死 
は 、 個人 の こと で は な く 、 民 族 全 体 の 捕虜 と し て の 100 年 間 の 屈辱 と 悲し み を 象徴 し 
て いた の で ある 。 こ れ は エ ゼ キ エ ル が どの よう に 神 の 御 し る し と な っ た こと を 示す 。 
エ ゼ キ エ ル 37 章 も 参照 する こと 。 


143 


三 鈴 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 邊 ) 二 章 
を 我 に 見 せ 給 え 」 と 云え し 時 の こと を | 結っ > 
と aedsld 

思い 起 せ 。 彼 は 云え り 、「 光 は 未だ 信 ご 人 ご 
ぜ ざ る か ? 」。 彼 は 誤 え り 、「 い や 、 た SGSSUS OSc05 つ 3 


だ 我 が 心 安 心 せ ん が た め に 」 7。 役 
は 云え り 、「 な ら ば 四 羽 の 鳥 を 取れ 。 dE る CS 
従っ て 、 そ れ ら を 溢 に 馴れ させ 9、 レレ 2 


Con RA | 用 * マ リフ ネッ ンー 
然 る 後 、 そ の 一 羽 ず つ を それぞれ CO を dE ポ 
の 丘 の 上 に 置き 、 次 いで それ ら を 呼 きら っ ss イッ ュー EGE 
べ 。 それ 等 は 液 の と ころ へ 急ぎ 飛び 来 『 
た らん 。 大 し て 、 アッ ラー は 威力 に し 
て 、 SD 


?224 イ ー マ ー ン (信仰 ) と イト ゥ ミー ナー ン (安心 ) と の 違い は 、 イ ー マ ー ン の 状態 で は 、 
人 は 単に 神 が こ と を な し うる こと を 信じ る だ け で ある が 、 イ トゥ ミー ナー ン の 状態 で 
は 、 邊 の 場合 に も 事 が な る と いう 確信 を 受け 取る と いう こと で ある 。 アブ ラ ハ ム は 確 
か に 神 が 死 者 を 生き か えら すこ と が で きる こと を 信じ て いた が 、 彼 が 望ん だ の は 、 神 が 
自分 の 子孫 の 場合 に ち も そ うな さっ て 下さ る か を 知り うる こと だ っ た の で ある 。 当 節 を 参 
ne ANE SN EON 


生 失 に 待た れい る 放 思 る は し この こ と は 、 アブ ラ ハ ム の 質問 は 疑い に よ 
っ て 促進 され た も の で は な く 、 nN ee 
328 スル トゥ ル ・ グ スナ ・ イ ラッ ヤ (Surtul-Ghusana Ilayya) と は 、「 私 は 自分 の 方 へ 枝 を 
曲げ た 」 を 意味 する (Lane より )。 前 置 詞 イ ラー と は 、 傾 ける 、 も し く は 切断 せ ず に 
RS SR 

"ジュ ズ と いう 語 は 、 物 事 の 一 部 又は 区 分 を 意味 する 。 従 っ て 、 も し 物事 が 一 つの 
集団 を な し て いれ ば 、 一 部 或いは 区 分 ' と いう 語 は 、 OR と な る 。 
これ は アブ ラ ハ ム の 夢 で ある 。 局 四 羽 を つか まえ る と いう こと で 、 彼 の 子孫 が 四 回 の 
興亡 を みる こと が 暗 に 示さ れ て いる 


これ は 、 イス ラ エ ル 人 に 二 回 、 そ し て イシ ュ マ エル を 通し て アブ ラ ハ ム の 子 格 と な 
っ た イス ラム の 聖 預 斉 者 の 信奉 者 た ち に 二 回 、 繰り 返さ れ た の で ある 。 イサ ク を 通し 
た アブ ラ ハ ム の 未 商 で ある ユダ ヤ 人 の 国力 は 、 最初 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル に 、 次 に は タ 
イタ ス に よっ て 二 回 、 oo ユダ ヤ 人 の 項 )。 
そし て 二 回 と も 神 は 、 彼 等 の 没落 の 後 、 再 興 さ れ た 。 二 回 め の 没 落 後 の 再興 は 、 キ リ 
スト 教 を 受け 入れ た ロー DR 
る 。 イス ラム の 国力 も 同様 に 、 先ず 、 タル ター ン の 遊牧 民 の 手 に バク ダッ ド が 落ち た 
時 、 は げ し い ゆ さぶ り を 受け た が 、 間 も な くそ の 打撃 か ら 回 復 し た 。 勝 利 者 は 宗教 を 
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ル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 三 八 
三 十 六 項 
262. アッラー の 道 に か け て 己 が 富 を RE GO RI RI 
ee 七 つ の 穂 を 出 02 時 
す 一 粒 の 帝 物 が 如 し 。 Ce ER A EAT 
に 百 の 穀 粒 が つく 。 面 し て 、 アッラー sd ls "CE 
ry を の な 2 に RM a CS 
され ば 、 アッ ラー は 雄大 に し て 、 知 悪 OE 天 き 
者 な り 290. 
263. アッ ラー の 道 に か け て 己 が 癌 を 2. こ G 42419 半 当て 
Na 6 
傷つけ る こと "を 伴わ し め ざ る 者 あ 
ら ば 、 彼 等 に は 己 が 主 の 御 許 に 報奨 あ 
り 。 面 し て 彼 等 に は 怖 れ も な く 、 また - 
悲嘆 も な か らん 。 OB 24Y タ gc 


264. "良き 言葉 や 算 大 さ 2 の 方 が が 負 4632 3 
傷 を 伴う 施し も の に 優る 。 面 し て アッ ラ 


92:266: 30:40. 62:265: 74:7. で 47:22. 


の りこ え 、 バグ ダッ ド の 賠 礁 者 で あっ た ハラ ク の 係 は 、 イスラム 教徒 に 改宗 し た の で 
ある 。 第 2 の 段落 は その 後 精神 的 且つ 政治 的 に イス ラム の 謀 退 の み ら れ た 時 期 に や っ 
て きた の で あり 、 第 2 の 復興 は 約束 され た 救世 主 に より も た ら さ れ た の で ある 。 


330 前 飾 で は 、 あ る 国家 が 滅び 、 そ し て その 国家 が 再興 する に 値する 民族 で あれ ば 、 
神 が 新 し い 生命 を 与え て 下さ る の は 神 の 法 で ある こと が 指摘 され 、 そ の 例 と し て イス 
ラ エ ル が 挙げ られ て いる 。 そし て 更に アブ プラハ ム の 未 商 は イス ラ エ ル 人 と イシ ュ マ エ 
ル 人 に 各々 二 回 ずつ 計 四 回 の 興 記 を みる と も 述べ られ て いる 。 イス ラム 教徒 を 約束 さ 
か NM 神 は 、 国家 発展 の 手段 に 立ち 返り 、 信仰 薄 き 者 達 
に 心 お き な く 、 神 の 大 義 の た め に 資力 を 費やす よう 切 に 勧告 な さっ て いる の で ある 。 


1 全て の 癌 行 は 悪用 され る こと が あり 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の た め に 財産 を 使う こと の 
悪用 は 、 RAR 
る こと で ある 。 アッ ラー の 大 義 の た め に 財産 を 使っ た り 頁 実 の た め 奉仕 を し た り し た 
者 は 、 そ の こと を 必要 も な い の に 言い ふら すこ と は 禁じ られ て いる 。 そう する こと は 
マン ヌ ( 思 き せ が ま し いこ と ) と な っ て し まう か ら で あ る 。 同様 に 、 彼 等 は 自分 達 の 
頁 献 に 対し 見 返り を 要求 し て は な ら な い 。 

助け を 求め る 者 達 に は 、 親 切な 言葉 と 寛容 さ の 方 が 負傷 を 伴う 施し に 勝る 。 或 い 
は 、 助け を 求め て きた 者 に 恥 を か いた と 感じ させ な いた め に 、 彼 等 の 貧 箕 を 黙っ て い 


アコ 


VIR OR YS 


4 Es gg アデ タ み うっ イラ ュ 
に 3Y う 5 つの うと こる る 2 が 
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ー は 自足 者 に し て 、 寛 容 者 な り 。 OE EE 
265. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 恩 着せ が >: 生 cs く 2 Vi GD 
まし く 、 傷 つけ る こと に よっ て “ 忌 が 
施し を 空 無 に 帰せ し むる な か れ 、 EI SEI YERL 
NRNW7RIS 月 200 NM と と | も し 32 名 
> PV グ ぐ の うう レン 
富 を 費 や せ ど 、 ア ッ ラー も 未 日 も 信 ぜ 1 er 
ざる 者 が 如く 。 され ば 、 彼 を 璧 うれ ば 、 SRE lo = Ss 
土 を か ぶり た る 岩 が 如 し 、 大 雨 そ の 上 」 2 
に 降り 、 そ れ を 裸 の まま に 残し た り 
* 彼 等 は 己 が 稼ぎ し も の に よっ て いさ エス 上 。 2 

、 a 9 mY 
さか も 利益 を 得 ざ る べし 。 面 し て 、 ア ds 2 
ッ ラ ー は 不信 者 な る 民 を 導き 給 わ ず 。 GER の Ge YS 


266. また 、 アッ ラー の 喜び を 求め て 、 2 は 2310383 203 

且つ 己 自 身 を 強め ん と し て 4 己 の 滞る 

を 費やす 人 々 を 箇 う れ ば 、 丘 の 上 の 果 5153 じ とう AA し ジン 

樹 園 の 如 し “や ?。 そ こ に 大 雨 降 ら ば 、 1 て 5 し る し 13 る ュ 5 ン 1 タン と 
こう a RS 

4 その 果実 の 収穫 は 二 倍 と な る 。 さ れ ET 

ども し 大 雨 そ こ に 降ら ざれ ば 、 即 雨 で ls し に 5 NG Ti ES| 


2:263 を 参照 . 4:39, 8:48. “1d:19. 2:262 を 参 陣 . 


て や り 、 他 人 に その こと が も れ ぬ よう に すべ き で ある 。 と いう の が マグ フィ ラ ト の 意 
味 す る と ころ で ある 。 

3 他 の 箇所 で も イス ラム 教徒 は 包み 隠さ ず 財 産 を 使う よう 命ぜ られ て いる (2:275) 。 
その 意図 する 目的 は 、 OO CO 
し か し 信仰 を 持た ぬ 者 は 、 公 の 評価 を 勝ち と る た め の み に 公然 と 金 を 使う の で ある 。 
MHR 人 

EA ES こと は 、 自分 が 一 生 懸 命 稼 い だ 富 を 使う こと で 、 
己 を し て 信仰 を 固く 確固 た る も の と する 重荷 を 自分 に 負わ せる と いう こと か ら 、 
の で 

338 神 の 大 義 の た め に 包み 隠さ ず 財 産 を 費やす 信者 の 心 は 、 天 が 雨 の 恵み を 降り 注ぐ 
高台 の 土地 の よう な も の で ある 。 天 の 雨 は 場合 に よっ て は 低い 土地 に は 危険 で ある が 、 
高台 に は 多 か ろ う が 少 な か ろう が いずれ の 場合 に も 恵み と な る の で ある 。 


146 


電 
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も (こと 足り る )。 され ば 、 アッ ラー は 
お 前 達 の 所 業 を oo 


267. お 前 達 の うち 誰か が 、 自 分 か 
東 竹 子 や 位 荷 の 果樹 園 を 持ち 小川 そ 
の 下 に 流れ 、 そ こ に 彼 の た め に は あら 
ゆる 種類 の 果物 あり 、 さ れ ど 彼 は す で 
に 年 老い 、 そ の 子供 た ち も 未 だ 幼 弱 で 


| 


3 


a0 ls 
00 
i | ES 


EEC EY 


3 3 3 スズ 
ある の に 、 猛 火 を 伴う 旋風 が それ ( 果 FCUL の で 4 っ し 2 っ | 5 
樹 園 ) を 襲い 、 惹 く 焼き 払う 9% こと を 2 2 
欲す る か ? か く の 如く 、 ア ッ ラ ー は そ FE ICI SE LS 
の 諸々 の 神 兆 を お の た め に 明示 : ぐ {2 イ こ NM SENS 
し 給 う 。 お 前 達 が 熟慮 せん が た め に 。 mn 0 22 
& QO RA 
三 十 七 項 ヒア ご | 促 っ アルン 
268. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 が じじ こと と lI 
稼ぎ し 佳 物 と 、 わ れ ら が お 前 達 の た め し る 人 る 人 3 二 っ 
に 大 地 よ り 産 し た る も の の 中 か ら 施 プン) は る 
せ 。 面 し て お 前 達 自分 で も 黙認 せ ず に 2 る ij 252 9 
は 受け 得 ざ る 如き 悪し きも の を 図っ 0 
» 4 3 イラ ッ イ て や 2 ゅ U EE 
て 施す な か れ 7。 証し て 、 ア ッ ラ ー 9 る SO ツ の 入る 0 
は 自足 者 に し て 、 讃 美 に 値する 御方 な 0 ee2020002E 9 
る を 知れ 。 Os Ss SR «3s 
269. < 悪魔 は 貧乏 338 を 以 て お 前 達 を RR 
脅し 、 耐 し て お 前 達 に 不潔 な 行動 を a 
2:170; 24:22. 
336 この 比較 に よっ て 、 信 者 達 は 、 自 分 達 の 財産 を みせ びら か し に 使っ た り 、 迷 惑 を 
及ぼ す よ うな 喜 捨 を すれ ば 、 自分 の 費やし た 全て が 無駄 と な っ て し まう と 警告 され て 
いる 。 


7 当 節 で は 信者 は 神 の 大 義 の た め に は 善き も の と し て 純粋 な も の を 費やす こと か が 必 
要 で ある と 説 か れ て いる 。 何故 な ら 合 法 的 に 手 に 入れ た 財産 の 中 に も 悪し きも の が 混 


ざっ て いる か ら で あ る 。 
使い 古 し の も の だ け を その 目的 の た め に さ 


338 フラ * カラ と は 、 「 彼 ( は 真珠 に 人 穴 を あけ た 」 を 


貧者 に 古く な っ た 使用 済み の 物 が 渡さ れる こと は あっ て も 、 


し 出す こと は 許さ 0 


意味 する 。 フ ァ 彼 は 貧 氏 に 
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令 む “"。 し か る に アッ ラー は 、 そ の 82435 EU 
寛容 と 恩 鐘 を お 前 達 に 約束 し 給 う 。 耐 


8 2 4 
し て 、 アッ ラー は 雄大 に し て 、 すべ て 6 に bls 3 
を 知り 給 う 。 
270. “ 彼 は 己 が 欲す る 者 に 知恵 を 授け 038 
給 う “%。 さ れ ば 、 知 恵 を 賜わり た る 隊 2 we 


者 あら は 、 彼 は 確か に 豊か な る 幸福 を PS な 3 引 33 

与え られ た り 。 され ど 思 慮 ある 人 々 以 ⑯ YN イ 1 いり 

外 は 、 何 人 も 思 告 に 従わ ざる な り 。 

271. 面 し て 、 お 前 達 が 施す も の の う is 2 る 5 人 で Er 1 1 

ち 如 何 な る も の を 費やし 、 ま た 2 お 前 | 

達 が 如何 な る 殆 約 を た て る こと あら MN 3 4S 0 EG 
ッ ァ 


NGS 
N し 
人 


ば 確か に アッ ラー は それ を 知る イラ 
な り 。 両 し て 不義 者 ども に は 、 助け 手 ORs 
な か る べし 。 

272. お 前 達 、“ 施 し を 公然 と する も 良 Ol95 ミン AU あこ て 便り 655) 
い が 、 ひ そ か に 之 を 貧者 に 与 うる な ら 。 。。 レン ン 。 45: 
ば 、 そ の 方 が お 前 達 の た め に より 壮 し ズン 45 外 2201 は ちの う は 


17:40. 22:30: 76:8. <9:60.103.104. 


な っ た 、 そ し て ファ キラ は 、「 彼 は 自分 の 脊椎 を 病 ん で いた 」 を 意味 する 。 従っ て 、 フ ァ 
クル は 、 貧 乏 、 貧 し い 人 の 背骨 を くじ く 必 要 、 配 慮 や 心配 を 意味 する (Lane より )。 


3 神 の 道 に か け て 、 と めど な く 財 産 を 費やし て いる と 人 は 貧乏 に な っ て し まう と い 
う 極悪 非道 の 疑念 を この 節 で は 取り 去っ て いる 。 又 逆 に 、 も し 富める 人 々 が 、 療 な る 
理由 、 目 的 の た め に 自由 に 財産 を 費やさ な けれ ば 、 国 家 の フ ァ ク ル (Faqr) が 生じ て 
0 即ち 共同 社会 の 中 で より 恵まれ な い 人 々 の 経済 的 必要 が 満た され な い 場 合 に 
は 、 役 等 は 生計 を た て る た め に 、 フ ァ フ シャ ー (Fahsha) (不正 で 不道徳 な 手段 ) に 
oe 国 は 経済 的 に 困 欠 し 上 且つ 道徳 的 に 退廃 する の で ある 。 
"0 富 を 慈 着 に 使う こと は 、 国 家 発 展 と 繁栄 の 秘訣 で あり 、 知 恵 に 基づく と いう こ 
を この 節 で は 意味 し て いる 。 
341 聖 預 言 者 は 、 義 務 付け られ て いな い 善 を 必ず 行う と いう 暫 い を た て る こと を 認め 
な か っ た 。 も し それ で も 人 が 義務 付け られ な い 療 いこ と を 行う と いう 痺 願 を た て る の 
な ら 、 そ の 誓い を 実行 する 義務 を 負う こと と な る 。 
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二 意 アル ・ バ カラ ALBaqarah( 牝 牛 ) 三 八 
DEERE EEE RE RRR ESE RRR EERIEREEAR EER ERR EEE ESERIES RE ER EERE REE REO REE 


"2。 さ れ ば 、“ 彼 ( 主 ) は お 前 達 の 計上 2 を 22 を 計る 
を “9 お 前 達 か ら 取 り 除 く 。 面 し て 、 ア 2 ONS 
ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を 知 無 し 給 う 。 OKA Os dl 


273. ? 彼 等 を 正道 に 従わ する こと は 、 の る 0 る RRE DY 
波 の 責任 に 非 ず 。 然し 、 アッ ラー は 己 の お Pe 

が 欲す る 者 を 導き 給 う 。 面 し て お 前 達 ステ いつ 2 iii で 
が 施す 富 は ““、 お 前 達 自身 の た め な Yu レッ. トレン エ ラテ ー 25 る 
り 。 され ば お 前 達 は アッ ラー の 上 Oo | 0 が ら ビ ラー っ 
み を 図っ て 施す な り “9。 耐 し て お 前 023 て 当る 負 み くう 
達 が 施し た る 富 は 、< 存 分 に お 前 達 に ‘ 


スイ 8 イン っ る 
返済 せら れ 、 そ し て お 前 達 は 不当 に 過 CORNSY SS 5 53) 


せら れる こと な か る べし 。 - 
274.( こ れ ら の 施し 物 は ) ア ッ ラ ー の 4 くき 1 ジジ 「 和 中 5 
道 に か け て 妨害 され 空 、 大 地 を 行き ゥ > と 。 . レ レレ レレレ ェ 
来 で き 得 ざ る 者 た ちの た め な り 。 彼 等 フク 91、 3 の の つ 移る Y 


4 む 32: 8:30: 29:8: 64:10; 66:9. P28:57; 92:13. “2:282: 4:174; 8:61; 39:11、 


2 イス ラム は 最も 賢明 に 、 公 と 秘密 裏 の 二 種 類 の 施し の 方 法 を 勧め て いる 。 施 し を 
あか ら さ ま に 行 うこ と は 、 善い 例 を 設定 する た め 、 他 の 人 が 見 習う と いう こと も 生じ 
る 。 場合 よっ て は こっ そり と 施す 方 が 、 施し を 受け た 同胞 達 の 貧 鍛 を 他人 の 目 に ふ 
れ さ せな い 、 そ し て 施し を 鼻 に か ける こと が ほとん ど な い と いう こと か ら 、 い っ そう 
よい と いえ る 。 

343 4 ミン "と いう 前 置 詞 は 、 強 調 す る た め に 使わ れ て いる が 、“ 多 く " か "いく ら か "と い 
う 意 味 で 使用 され る 。 

344 > 何で も "また は "あら ゆる 良い も の "(Lane より ) の 意味 も 包含 する ハイ ル (Khair) と 
いう 語 の 使用 は 、 金銭 の み を 費やす こと に 制限 せ ず 、 慈善 行為 の 範囲 を 拡げ る 。 こ の 
語 は 、 ど の よう な 種類 形式 に 於 いて も 善 を な すこ と を 包含 する 。 

や これ ら の 言葉 は 聖 預言 者 の 弟子 達 の 本 来 備 わっ た 良質 の 偉大 な 証拠 を 構成 し て 
いる 。 彼 等 は アッ ラー の 道 に か け て 施し を する 命令 の 必要 を 入ら な く 、 自 発 的 に ア 


ッ ラ ー の 喜び の た め に 自分 の 財産 を 普 行 の 大 義 に 既に 費 や そ うと し て いた と それ は 
述べ て いる 。 


348 状況 は 時 に し て 、 人 を 孤立 させ て し まう 場合 が ある 。 こ うい う 人 々 が より 恵まれ 
た 人 々 か ら の 助力 に 、 特に 値する の で ある 。 この 範 ち ゅ うに 属す る 人 々 に は 二 種 類 あ 
り 、 一 つ は ①) 神 の 使者 と 共に 精神 的 恩恵 を 得る た め に 励ん で いる 人 々 、 又 も う 一 つ 
は 、(②) 厳し い 環境 か ら ぬ け だ せな いた め 、 日 常 の 必要 に も 事 欠 く 者 達 で ある 。 
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三 巻 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 生 ) 二 音 
RAR ERRORS CHRISEE ERSTE SR IAEA GHEE ERE TREE EERAEE RIO TRE CREE CORR EIDE NEES ERR RE EIR TR ERO 


は 慎み 深い が 故に 無知 な る 者 は ( 彼 等 、。 を 生 < ZS1 1e に | だ つこ 
が ) 裕福 な り と 思う 。 紋 彼 等 の 外見 か 連作 

に の ン 1 Se ET Ets っ プー ョ ン 
ら ( 観 て )"、 彼 等 を 識 る 。 彼 等 は し つこ OO SY 3 っ 


© く 人 々 に 物 い を せ ず 0 年 LT 者 a 2 引 レン 商 
ン 9 1 9 1 る タラ ? rn ~ < トン 
お 前 達 が 施 富 あ ら ば 、 アッ ラー Ol な の りら GS 


2 


sy ニ A 349_ YY と な 02 
准 か に 学 を 知り 給 う 2 了 


三 十 八 項 _ 
275. 2 夜 と な く 昼 と な く 、 ひ そ か に ま I 3843 CR 
> 人 釣 と が 富 9 ら ば 、 彼 等 ンタ ス る うる っ コイ イィ を し 。 る 
た 公然 と 0 有人 の 0 の 9 の の (8 1 つづ A | ン ‘de 5 § 1 
の た め に 己 が 主 の 御 許 に 報奨 あら ん 。 
面 し て 彼 等 に は 懲 怖 も な く 、 ま た 悲嘆 つる 

な か と 本 2 


A 
に 
ーー 


© 3 EE 
276. 利息?° を むさ ぼり 食う 者 は 、 誠 Y No CPK 
48:30 113:23: 14:32: 16:76: 35:30. €3:131; 30:40. 


37 スィ ー マ ー と は 、 際 立っ て 特徴 的 な 印 や 特色 、 又 は 、 そ われ 自体 一 般 的 な 体裁 を 意 
味 す る (Aqrab より )。 
7 ここ で は 、 タ アッ フフ (下品 で 不法 な 事 を 避け る ) 並び に 、 イ ル ハ ー フ (haf= し 
つこ く ) と いう 語句 が 示す 如く 、 物 を い を し な い 自尊 心 の ある 人 々 と その 「 慎 み 深 さ 」 
を 人 賞 讃 し 、 それ に 対し し つこ く 物 を い を する 下品 さ を 説い て いる 。 聖 預言 者 は 、 物 名 
い を 罪 あ り と 符 め た 。 


ハイル (Khair) と は 、 富 ; 豊か な 富 : 正直 に 獲得 し た 富 を 意味 する (Mufradat より )。 


349 慈善 に 、 義 務 的 な ザ カ ー ト と サダ カ の 二 種 類 が ある 。 ザ カー ト は 、 或 る 一 定額 の 
金銭 又は 財産 を 持っ て いる 全て の イス ラム 教徒 か ら 国家 が 徴収 し 、 貧者 、 困 負 者 、 孤 
児 、 未亡人 そし て 徒歩 旅行 者 等 の た め に 使う も の で あり 、 その 喜 捨 が どこ か ら 来 た の 
か 知ら な い 受 取手 は 、 何ら 特定 の 個人 に は 恩義 を うけ な い 。 ザ カ ー ト と は 国家 の 福祉 
な の で ある 。 サダ カ と は 自発 的 で あり 、 信 銅 者 を 助け た いと いう 願い か ら 個人 が 与え 
る も の で ある 。 サ ダ カ は 、 恵 まれ た 裕福 な 人 々 に は 貧し い 同 胞 へ の 同情 心 を 、 そ し て 
又 貧 し い 人 々 に は 援助 者 へ の 感謝 を 生じ させ る も の な の で ある 。 それ は 又 誠実 な 信者 
達 を 誠意 の な い 者 た ちと 区 別 さ せる 。 

30 文字 通り で は 、 余 剰 又は 追加 を 表す リバ ー と は 本 来 の 合計 額 以上 の 追加 額 と の 意 
味 で ある (Lane より )。 リ バー と は 高利 貸し と 利息 の 両方 の 意味 を 持ち も 、 ハ ディ ー ス 
に 依 れ ば 、 利子 が 前 も っ て 決め られ て いる 全て の 貸付 けが この 定義 に あて は まる 。 リ 
バー の 実際 に 意味 する と ころ は 厳密 に いえ ば 通常 考え られ て いる 、* 利 息 " と 全く 同一 
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ーー アル ・ バ カラ Ai-Baqarah( 牝 和牛 ) 三 巻 
悪魔 の 狂気 に 械 われ た る 者 $1 が する at A RY 
が 如く 立ち 上 る に 外 な ら ず 。 そ は 彼 等 
が 、「 商 売 も また 利息 を 取る が 如 し 」 と 0 be お っ 
云う が 履 な り 。 面 し て アッ ラー は 商売 を RG と きる 2 

人 | | 
許し た れ ど 、 利 上 を 禁じ た り 。 され ば 、 I ED 
己 が 主 より 訓 成 が 降り 、 止 め る 者 あら 45 68» EE 


ば 、 その 過去 の こ と は 許さ れ 、 彼 の こと の 』 レン < 5 イン < イン ルン 

は アッ ラー 次 第 な り 。 され ど 逆戻り する 0 5 は に ビ 

SN ば 、 供 等 こそ は 業 炎 の 者 ども な 83 LCS に PE 
。 彼 等 その 中 に 住み 留まら ん 。 * を 


で は な い が 、 そ れ 以 上 に うま く 言 い 表 せる 言葉 が な いた め 、* 利 候 " を 持っ て あて て い 
る の で ある 。 実際 、 人 が 貸し た (金額 ) よ り 多 く を 受け 取っ た り 、 借り た (金額 ) よ り 多 
く を 支払 うと いう こと は 、 取 引き が 、 個 人 、 銀行 、 社 会 、 郵 便 局 、 そ の 他 ど ん な 組織 
で あれ 、* 利 息 " な の で ある 。* 利 息 "と は 金銭 に 限ら れ て お ら ず 、 どの よう な 物品 で あれ 、 
i > と 共に 返却 され る と いう 条件 で 貸付 け と し て 与え られ る 全て の 物 
に あて は め ら れる 。 
eR NN 
様 に 、 彼 等 が 無慈悲 に も 個人 や や 社会 、 大 き な 意 味 で は 世界 全体 に 与え る 、 道徳 上 の 又 
i 気づい て いな いと いう こと を 意味 し て いる 。 リ バー は 、 彼 が も うけ る 
こと に と りつ か れ て いる こと が 、 彼 を し て あら ゆる 癌 な る 大 義 に 対し 無 分 別 と な っ て 
いる と いう 意味 に お いて 、 金 を 貸す 者 に 、 い ささ か の 狂気 を も た ら す の で ある 。 イ ス 
ラム で は 、 少 数 の 集団 の み に 富 を 集中 させ 、 その た め 、 逆 に 、 公 正 な 分 配 に 悪影響 を 
与え る と の 理由 で 、 リ バー は 禁じ られ て いる 。 リ バー は 金貸し を より 意 慢 に し 彼 の 中 
に ある 他人 を 助け る と いう 心 を つぶ し 、 同情 的 行動 の 泉 を し め 枯 らし て し まう 。 彼 等 
は 他人 の 必需 や 負担 を 利用 し 利潤 を 得 て い る の で ある 。 0 
欠乏 に つけ こま せ 、 借金 を する 者 達 に は 、 返す あて の ある な し に か か わら ず 借 金 
せ 、 不 注意 に させ て こと を な す と いう 傾向 を うみ だ させ 、 結果 的 に は 自 i 
手 の 両 方 に 取り 返し の つか な い 道 徳 的 傷 を 負わ せ て し まう 。 リバ ー は 又 戦 争 に 通じ る 。 
戦争 が 長 び く と どう し て も 貸付 金 に 頼る と ころ と な り 、 それ に 伴う 利息 が 最終 的 に は 、 
勝利 者 、 敗 者 共々 に 経済 的 破たん を きた す と ころ と な る 。 手軽 な 借金 の シス テム が 、 
直接 の 課税 に 頼る こと な く 、 戦 争 の 資金 を 得る こと が で きる た め 、 政府 に 破壊 的 な 争 
い の 実 行 を 可能 に し て し まう 。 イス ラム は 全て の 種類 の 利息 を 禁じ て し まっ た 。 近代 
経済 は 利息 と 密接 に 関係 し て いる た め 、 利息 を 全面 的 に 禁止 する の は ほとん ど 不 可能 
で ある が 、 環 境 や 状況 そし て シス テム の 変化 が も た ら さ れれ ば 、 利 息 な し の 事業 は 、 
イス ラム が 主権 を 持っ て いた 日 々 が そう で あっ た よう に 、 必 ず や 実現 で きる 。 
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三 巻 


アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 生 ) 


277. アッ ラー は 利息 を 廃止 し "、< 部 
し を 増加 せ し お る 。 面 し て アッ ラー は 
すべ て の 忘 恩 者 や 罪深い 者 を 愛し 給 
わ ず 。 

278. げに 、 信 じ て 善 行 を な し 、% 礼 捧 
を 遵守 し 、 喜 捨 を 払い た る 者 あら ば 、 
彼 等 の た め に 叫 が 主 の 御 許 に 報奨 あ 
り 。 面 し て 、 彼 等 に は 恐怖 も な く 、 ま 
た 悲嘆 も な か らん 。 


279. 光ら 借 じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー 
を 異 れ 、 残れ る 利息 を 放棄 せよ 、 も し 
お 前 達 ( 真 の ) 信者 な ら ば 。 

280. され ど 、 も し お 前 達 そ う せ ざれ 
ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 より 戦い 
の 布告 を 聴け 。 され ど お 前 達 も し 悔い 
改め な ば 、 お 前 達 は 元 金 を (回 収 し ) 
得る 。 お 前 達 不義 に も な ら ず 、 また 不 
当 に 過 せ ら る こと な か る べし 。 

281. され ば 、 も し (債務 者 が ) 困 鍛 す 
る な ら ば 、 余裕 が 出来 る まで 猫 予 すべ 
し 。 され ど お 前 達 が 施し と な さば 、 
お 前 達 の た め に 更に 良し 、 お 前 達 も し 
知り た れ ば 。 


二 章 

も ント る ライ タン 。 すみ ゴン ラン 
A LA RI SR 
る ン リン Pd 

9 っ っ 2 cy 


GAAS 
ES EI 
0H RY 
A EE EL 
ORION I NE 
GE 
PI EO る だ う 5 
ラー イ 2 る 


BOKEN ORISEY ちく 2 


RR 8 ) 2 プン と | る 
た た 19 に の 
A | 


DTE SL 


30:40. 52:4 を 参照 . 


352 これ は 利息 に 基づく 経済 は 、 最 終 的 に は 、 消 和 失 す る 、 又 は 破壊 され る で あろ うと 


いう 預言 の よう に 思わ れる 。 
や イス ラム は 貸付 け を 勧め る が 、 


し て も ら う こと が で きる 。 


これ は 善 を 行 


の 
い 。 も し 借手 が 返済 時 に 困 喘 な 状態 に あれ ば 、 よ り 


慈悲 の 貸付 け で あり 利息 は と ら な 
楽 な 条件 と な る まで 、 返済 を 延期 
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人 5 アル ・ バ カラ Ai-Baqarah( 牝 和牛) 三伏 
282. 面 し て 、 お 前 達 アッ ラー の 許 に SI 
帰 さ れる その 上 ] を 恐れ よ 。 2 され ば 、 の ジッ る タン で し メ ン る 
各 生 命 は 、 自分 が 稼ぎ し も の を 清算 さ RIS ば > の 9 を 、32 
れ 、 面 し て 彼 等 は 不当 に 遇 せら る こと を SILLEY 
な か る べし 。 
三 十 九 項 
283. 激 ら 信じ た る 人 々 よ 、 期 限 を 定 ao 35363 


め て 貸し 借り する 場合 は 、 それ を 記録 
に と ど め よ 。 さ れ ば 、 記 録 者 は お 前 達 
の こと が ら を 公正 に 記録 すべ し 。 面 し 
て 記録 者 は 記録 する こと を 拒 ま ず 、 ? ア 
ッ ラ ー が 彼 に 教え た る 如く 記録 すべ 
し 。 され ば 、 債務 者 が 口述 し て 書か し 
むる べし “"。 面 し て 彼 は 、 選 が 主 な 
る アッ ラー を 虹 れ 、 い ささ か な り と も 
それ より 減ら すこ と な か れ 。 さ れ ど 、 
も し 債務 者 が 、 低 能 また は 虚弱 、 或 い 
は 自ら 口述 し 得 ざ る な ら ば 、 その 後見 
人 が 公正 に 日 1 述 し て 書 か し むる べし 。 

面 し て 、 お 前 達 の 中 か ら - a - 人 の 証人 を 
た て 。 も し 二名 の 男子 な き 場 合 は 、 お 
前 達 が 証人 と し て 認め る 者 た ちの う 
ち 、 一 名 の 男 と 、 二 名 の 女 ( を 選べ ) 。 
さす れ ば 二名 の 女子 の うち 一 人 が 記 
憶 を 誤る と も 、 他 の 一 人 が その 女 を 正 
すべ し 。 面 し て 、 証人 た ち は 如 何 な る 


5 人 前 CE 
っ > レナ に だ ルス #2 
2 プン 
し ンタ 生ま 
ンー ls J 
SR RM G2 
ES 


イラ TG 2 


OI A 
39588 a 


92:273 を 参照 . 96:5、 


354 (1) 責任 が 生じ る の は 借手 で あり 、 
選択 すべ き で ある し 、⑫) 口 


公正 に 考え れ ば 、 
述 文書 は 借手 で は な く 貸手 が 保管 する も の で ある か ら 、 


責任 を 規定 する 言葉 は 借手 が 


貸手 で は な く 借 手 の 方 が 口述 し な けれ ば な ら な い の で ある 。 故に 借手 は 、 自 分 が 口述 
し た と いう 事実 を 以 て 金額 の 正確 さと 返済 条件 の 証明 と する た め 、 口述 する よう 、 頼 


まれ る の で あっ て 、 借 手 に は それ を 否定 する 理由 、 


根拠 は な い の で ある 。 
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場合 で も 喚 間 され る 時 、 拒 むべ か ら NN りす | 
ず 。 ま た 、( 貸 借 の ) 多少 に か か わら ず 、 

その 定め た る 期限 を 認め る こと を 殿 3%S、 つ SV 03883 区 3 
うな か れ 。 そう する こと が アッ ラー の a イイ 所 

目 に は より 正しく 、 ま た 証言 の た め に < 
確か な り 。 また 、 お 前 達 が 疑惑 を さけ WI、5313 33 和 る 391 5 01 3 を 
る た め に も 最適 な り 。? 但 し 、 直 接 の 。  、/ 
売買 の 時 、 お 前 達 が その 場 で お 互い に の ラク らら SSO が COI YES 
や り 取 り を する 場合 は 、 そ れ を 記録 せ ッッ イン 入っ の ンー レラ ラッ る 
ず と も お 前 達 に 罪 な し "人 %。 お 前 達 、 こす る 
取引 を する 際 は 、 証 人 を 立て よ 4。 1 は 
面 し て 記録 者 並び に 証人 が 害さ れる  。 ca 

ざる べし 。 も し お 前 達 そ れ を な さば 、 OS a Ws 
確か に お 前 達 は 不服 従 な り 。 され ば ア ネン 4 2 7( 狗 っ コタ (る 1 る 
ッ ラ ー を 暴れ よ 。 面 し て アッ ラー は お 2 と づつ ap 
前 達 に 教え 給 う 。 面 し て 、 アッ ラー は @ る に 2 っ 人 人 0255 
万 事 を 知り 給 う 。 

284. 面 し て 、 お 前 達 も し 旅路 に あり o1Fct SPAE ま RT lS 
て 、 記録 者 を 求め 得 ざ る な ば 、 担保 語 。 。 , し 

を 手 に 入れ て お くべ し 38。 され ぼ お 5000 する る 
前 進 の 間 で 、 誰 か に 何 か を 区 け る 場合 8 コン レイ < 間 0 
a ls $3 
き 渡 すべ し 。 そし て 彼 は 己 が 主 な る ア A (| 
ッ ラ ー を 異 れる べし 。 し て 証言 を 


“し YY 


2:141; 5:107. 24: 30. 
で 。 暗 に 言わ ん と し て いる こと は こう いっ た 場合 で も 、 証人 が 記録 を 残し た 方 が より 
よい と いう こと で ある 。 
~ 。 これ は 大 き な 取 引き の 場合 を さす 。 


95 貸付 け は 担保 を 取っ て の 前 貸し の 場合 ある 。 こ れ は 一 方 が 金銭 を 貸付 け て も ら 
うか わり に 担保 を 入れ る と いう 形態 で お る 。 アマ ー ナ つま り 、 担保 や 委託 に よっ て 貸 
付け を 確認 する こと で 、 貸 付け が 、 同一 の 配慮 を も っ て 、 又 担保 に あて られ た 財産 が 
請求 次 第 で 正直 に 返却 され る こと が 示さ れ て いる の で ある 。 
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電 


隠す こと な か れ 。 され ば それ を 隠す 者 
あら ば 、 げ に 彼 は その 心 が 罪 深い 者 な 
り 。 面 し て アッ ラー は お 前 達 の 所 業 を 
熟知 し 給 う 。 
四 十 項 

285. 諸 天 に 在 る も の 、 ま た 大 地 に 在 
る も の 、 すべ て は アッ ラー に 属す 。 耐 
し て お 前 達 は 己 が 胸中 に 抱く も の を 
さら け 出 そう と 、 また それ を 隠 そ うと 
も 、 ア ッ ラ ー は これ に 対し て “< お 前 達 
を 清算 すべ し ?"?。 ? さ れ ば 彼 は 、 己 が 
欲す る 者 を 落 し 、 己 が 欲す る 者 を 六 し 
SS 

全能 に まし ます "7。 
CE 己 が 主 よ り 役 へ 刻 示 さ 
和 れ た る も の を 信じ た り 。 そし て 信徒 た 
ち も ま た 然 り 。 皆 、 ア ッ ラ ー 並 びに 、 
その 諸 天 使 、 そ の 諸 経 典 そ し て 、 その 
使徒 た ち を 信じ ***、「< 我 等 は 使徒 た ち 


ル ・ バ カラ ALBaqarah( 牝 牛 ) 三 傘 
RE la ン ッ ブラ セ 


に ン a rt 
- Qs 
Y 


Cb 13 


12* の きつ リン タン 


2 まあ 05 SS 


0 
15 | 
あッ レー の を いつ 
。 ぐ て サン ン ジン テイ テレ 5 タ ョ シン 
CI U I O% ぁ 5 
2» ン イ ニン ッ ン ブロ イタ AT の タタ ン ププ ン 
OU SSY つう 全う 


21:48. 65:19,41: 48:15.“2:137 を 参照 . 


6 ビ ヒ ー と いう 語 は 、(@)… 
た は … の た め に 、 


* に よっ て 、 又 は … を 基礎 と し て (b) … 
を 意味 する 。 そ し て 当 節 は 次 の よう に 意味 する 「 ア ッ ラ ー は それ に 


の 代わ り に 、 ま 


よっ て 、 ま た は その た め に お 前 達 を 精算 する 」。 即ち 、「 人 間 の 思っ て いる こと や 行動 


が 如何 に 隠さ れ て いて も 、 


赦 さ れる か は 、 ア ッ ラ ー の て 意 : 


清算 され な い 管 は な い 。 
志 の ま まで ある 」。 


そし て 、 そ れ は 浪 せ られ る か 、 容 


や “すべ て の こと に 全能 に まし ます "と いう 表現 は 、 む し ろ 、 自 然 法 の 存在 を 示す も 


の で ある が (7:157)、 ア ッ ラ ー の 場合 


志 ) で ある た め に 、 誤 クル アー ン で は 以下 の こと を 指摘 する た め に 


* に は 、 神 の 法 を 代表 する の は 神 の 御 心 (つま り 意 


この 表現 を 用 いて 


いる の で ある 。 即 ち 、(1) 神 は 継 羅 万 象 に 於 ける 最終 的 権威 で ある 。 ⑫) 神 の 意志 ( 御 


心 ) こ そ 法 で ある ⑬) 神 は 完全 な 美徳 を 有 さ れる か ら 、 神 の 意志 は 、 2 


ち た 方 法 で 、 明 白 に 示さ れる (17:111) 。 
358 善行 は 、 確 か に 】 
さ に あり 、 心 の 純粋 さ は 、 
故に 、 
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天 神 の 純化 を 達成 する 主要 な 手段 で は ある が 、 
正しい 信 爺 を 持つ こと に よっ て し か 得 ら れ な い の で ある 。 
この 人 節 で は 聖 ク ルアー ン が 今 ま で に 教え て きた 、 


公正 且つ 慈愛 に み 


その 源 は 心 の 純粋 


根本 的 な 信仰 の 詳細 を 述べ て 


三伏 アル ・ バ カラ Al-Baqarah( 牝 牛 ) 二 音 


人 … i に ET 8 ァ 人 ダラ ュ ン イン Ts ぁ s 和 る レン ムロ ラス る 
の 中 護 - ND EHR こ な 9 | s | 3 PU 
し 」。 面 し て 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 拝聴 


上 つ 我 等 は 服従 せり 。 改 の 御 表 し Oa ES EEL 
、 我 等 の 主 よ 。 され ば 我 等 は 激 の 話 


287. 5 アッ ラー は 如何 な る 生命 に も そ ME Eat EC 
の 能力 以上 の 荷 を 負わ せ ず その 2 6 = 
稼ぎ し も の は その (生命 の ) た めで あ WE CE 


り 、 また その 招き し ( 書 ) は それ (年 紅 、。 レン, I 
を 損なう “9。 我 等 の 主 よ 、 我 等 も し ES bE Gi 


忘れ 、 ま た 過ち を 犯す と も 3%! 我 等 EC Cs 
を 符 め る な か れ 。 我 等 の 主 よ 、 我 等 以 6 
前 の 人 々 に 負わ せ た る 如き 重荷 を 、 我 Y ヒ CKSSY3E 
等 に 背負 わし むる な か れ “32。 我 等 の 


93:148.194: 60:6.62:234 を 良 照 . 


いる の で ある 。 即ち 、 神 と 天使 経典 と 使者 達 、 そ れ ら の 自然 の 秩序 へ の 確信 で ある 。 
359 この 文 は 、 あ が な い の 教 養 へ の 強力 な 反発 と な っ て いる 。 ここ で は (1) 神 の 律 法 は 
常に 人 間 の 力 と 本 人 の 自然 の 限界 を 正しく 把握 し て 与え られ る 、 そ し て 、(②) 現世 で 
の 道徳 的 純化 と は 必ず し も 全て の 欠陥 や 短所 か ら 完 全 に 解放 され る こと を 意味 する 訳 
で は な い 、 と いう 二 つ の 重要 な 原則 が 具体 化 さ れ て いる 。 人 が そう すべ く 期 待 さ れ て 
いる こと と は 、 心 か ら 闘 を 求め る 努力 を し 、 全 力 を 挙げ て 罪 を 犯さ ぬ よ う 努 め る こと 
で 、 そ の あと は 慈悲 深 き 神 が お 赦し に な る の で ある 。 政 に 、 購 いな ど は 必要 な い の で 
ある 。 


0 カサ バ と いう 語 は 、 一 般 的 に 善 を 行う こと を 示し 、 イ クタ サバ と は 悪 を 行う こと 
示す 。 両方 の 語 殺 は 同じ 語源 を 有 し て いる が 、 後者 の 吾 葉 は 行為 者 の 努力 を 強調 し て 
示す 。 善 行い 、 さ り げ な く 何 ら 意 識 せ ず に な され た の で あっ て も 報 わ れ 、 悪 行 は 、 意 
識 し て 、 わ ざと 行っ た 場合 の み に 、 凛 せら れる の で ある 。 


94 普通 の 状況 に あっ て は 、 ニ スヤ ー ン 「 忘 れ 」 や ハ テ ィ ー ア 「 過 ち 」 を お か し た り 
する こと は 、 懲 凡 の 対象 と な りう る 意図 や 動機 を 持た な いた め 、 凡 せ られ な い の で あ 
る が 、 こ こ で は 、 も し 適切 な 注意 が 払わ れ て いれ ば さけ る こと の 出来 る 忘却 や 、 過ち 
を 表し て いる 
93 イス ル と いう 語 は 次 の よう な 意味 で ある 。 (1) 人 に 行動 を 抑制 する よう な 重圧 、(②) 
それ を 無視 する 者 は 罰 を 受け る べき 重要 な 足 任 、(3) 罪 、 ま た は 違反 、(4) 罪 の 痛ま し 
い 懲 罰 。* 我 等 以前 の 人 々 に 負わ せ た る 如き 重荷 を 、 我 等 に 普 負 わし むる な か れ " と い 
う 表現 は 、 自分 達 に 負わ され る 負担 が 、 自分 達 以前 の 人 々 に 課せ られ た 負担 より 軽く 


Cs SE 


2 
PA る 
Uk 2 + 
a =J 
だ の 
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アル ・ バ カラ AL-Baqarah( 牝 和牛 ) 三 傘 

主 よ 、 我 等 の 力 が 耐え ざる 重荷 を 我 等 0 2 a 

に 負わ し むる な か れ 。 我 等 の こと を 定 : 

容 に 取り 計ら い 給 え 、 また 我 等 を 赦し ) 2 0 2 RE 
と 


給え 、 また 我 等 に 慈悲 を 垂れ 給え 。 泊 & ; 
は 我 等 の 守護 者 な り 。 され ば 不信 者 な な DOH? 2 
る 民 に 対し て < 我 等 を 佑 け 給え 。 


73:148、 


ある べき だ と いう こと を 意味 し て いる 訳 で は な く 、 神 よ 吐 方 と の 契約 を 私 達 が 破 ら な 
いよ うお 守り 下さ い 。 そ し て 、 私 達 以前 の 者 達 が 、 従順 で な か っ た た め に 生じ させ た 
重い 責任 が 、 私 達 が 生じ させ る こと の な いよ うに 我ら を 救い 給え と いう こと を 意味 し 
て いる の で ある 。 これ は イス ラム の 保護 と 維持 の た め 、 そ し て 、 神 が イス ラム 教徒 に 
立腹 な さら な いよ う 、 自 分 達 を 守る た め の 集 約 的 な 祈り (つま り 礼 拝 ) な の で ある 。 
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ーー っ > 
一 時 
アー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-‘*Imran( イ ムラ ー ン 家 ) 
メデ ィ ナ 啓示 

上 前章 と の 関係 

当 章 は 前 章 ( ア ル ・ バ カラ ) と 広範 囲 に 及ぶ 深 基 な る 結び つき が 見 受け ら 
れ 、 こ れ 等 二 つ は アッ ザ フ ラ ワー ン (Az-Zahrawan= 輝 か し いも の の 意 ) と 呼ば 
れ て いる 。 ア ル ・ バ カラ は ユダ ヤ 人 の 誤っ た 信仰 や よこ し まな 慣わし に つい 
て 弁 じ 、 彼 等 の モー ゼ の 律 法 か ら の 特 免 を 扱っ て いる 。 当 章 は し か し て キリ 
スト 教 の 不正 な 教義 や 根本 理念 を 手がけ る 。 当 章 は アー リ ・ イ ムラ ー ン ( イ 
ムラ ー ン 家 ) と 名 づけ られ た 。 イ ムラ ー ン 、 も し く は アム ラー ン は モー ゼ と 
アロ ン の 父 で あり 、 イ エス の 母 マ リア の 先祖 で あっ た 。 イ エス の 生涯 と その 
目的 の 簡潔 な 説明 が され る 。 ア ル ・ バ カラ と の 密接 な 関連 性 に より 当 章 は ア 
ル ・ バ カラ の 啓示 の 直後 に 降っ た と 推定 する の が 堅実 で あろ る ろう 。 ア ー リ ・ イ 
ムラ ー ン で は ウフ ド の 戦い の 詳細 が 述べ られ る 。 

アー リ ・ イ ムラ ー ン と アル ・ バ カラ は 二 重 の 連結 が ある 。 ま ず ア ル ・ バ 
カラ と アー リ ・ イ ムラ ー ン の 題材 に は 深い 共通 性 が ある 。 次 に 、 も う ひ と つ 
の 大 き な 相 互 性 は 終結 部 分 と 冒頭 節 に ある 。 実際 軸 ク ルアー ン で 用 いら れる 
順序 方 式 は 二 通 りあ る 。 聖 クル アー ン で は 章 が 終結 する 際 に 扱わ れる 題目 が 
次 の 半 で も 引き 継が れる か 、 も し く は 章 の 主題 が 総合 的 に 次 の 章 に も 維持 さ 
れ 、 ア ー リ ・ イ ムラ ー ン と アル ・ バ カラ に は この 二 つ の 連携 が ある 。 ア ー 
リ ・ イ ムラ ー ン と アル ・ バ カラ の 共通 し た 題材 は いか に し て 預言 者 の 身分 が 
モー ゼ の 教え か ら イ スラ ム の 立法 へ と 転換 し た か の 理由 の 表示 で ある 。 こ れ 
が アル ・ バ カラ の 主題 と いえ よう 。 そ の 説明 で は ユダ ヤ 人 の 悪事 の 詳細 を 述 
べ て いる 。 ア ル ・ バ カラ で は キリ スト 教徒 に 焦点 を 当て る こと は 多く な い が 、 
モー ゼ の 立法 に 関し て は 記述 が 頂点 に 達し て いる 。 
題名 

当 章 は ハデ ィ ー ス に も さま ざま な 名 で 浮上 する 章 と し て 知ら れ て いる 。 
アッ ザ フ ラ ー(Az-Zahra= 賢 者 、 ア ル ・ ア マー ン ( 平 和 )、 ア ル ・ カ ンズ (財宝 ) 
アル ・ ム イー ナ ( 救 済 する 者 ) ア ル ・ ム ジャ ー ダ ラ ( 青 願 、 アル ・ イ ステ ィ グ 
ファ ー ル (許し を 請う )、 ア ッ タ ッ イ バ パ ( 精 粋 た る も の )。 
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来 の 形 を と ど め て お ら ず 、 腐 敗 し その 原理 の 真実 性 を 微塵 も 証明 する こと は 
で き な い と いう 的 確 な 暗示 で 始ま る 。 な お 且つ 、 そ の 反面 彼 等 は 高らか に 新 
た な 法 の 必要 性 を うた っ て いる の で ある 。 キ リス ト 教 の 基本 原理 を 和 否 む ため 
当 章 は 、 彼 以外 に 神 は な く 、 永 久 に 生き 、 自 存 者 な り 、 と いう 三 つ 神 の 特性 
を 冒頭 に 置く 。 二 つの 章 の も う 一 つの 関連 性 は ここ に も 存在 する 。 アル ・ バ 
カラ の 終盤 部 分 で は 、 ム スリ ム の 再生 、 改 正 、 そ し て 彼 等 に 敵対 する 者 た ち 
の 敗北 に 対す る 祈り が 連ね られ て いる 。 そ し て ムスリム に 対し 神 が 必 ず や 彼 
等 の 援助 に 向かう で あろ うと 伝え る た め 、 当 章 で は 初頭 部 分 に 、 神 の 象徴 で 
ある 彼 以外 に 神 は な く 、 彼 は 永久 に 生き る 自 存 者 な り 、 が 挙げ られ て いる 。 
彼 の 力 は 軽減 され る こと は な く 、 ま た 弱まる も の で も な い 。 

主題 


当 章 は 前 章 の よう に 簡略 文字 アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 、「 わ れ は アッ ラ 


むけ る も の で ある 。 当 章 で は 、 彼 以外 に 神 は な く 、 彼 は 永久 に 生き る 自 存 者 
な り と ある が 、 こ れ は 前 館 の われ は アッ ラー 全 知 者 な り を 裏付け る 三 つ の 神 
の 特徴 で も る 。 す な わ ち 、 彼 以外 に 神 は な く 、 役 は 永 色 に 生き る 自 存 者 、 で 
ある た め に 神 は 「 わ れ は アッ ラー 全 知 者 な り 」 で ある 必要 が あり 、 死 と 限界 
は 全 知 を 妨げ る も の で ある 。 当 章 は 引き 続き 、 キ リス ト 教 ・ ユ ダ ヤ 教 信者 に 
対し て 、 彼 等 は 正道 か ら 逸 脂 し て し まい 、 い ずれ 天 測 に 見 銀 わ れる で あろ う 
と 言及 し て お り 、 彼 等 が トー ラー や 福音 書 の 、 い わ ば 啓典 の 民 で ある こと も 
彼 等 を 天 六 か ら 救 い 出 し は し な い 。 な ぜ な ら こ れ ら の 古書 は も は や 人 類 の 要 
求 や 必要 性 に 沿う こと は な く 、 廃 止 さ れ た 書物 な の で ある 。 次 に 当 章 は イス 
ラム 教徒 に 彼 等 の うち に ある 、 キ リス ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 の 資材 や 人 口 的 な 
優越 に 関す る 主 りや 誤解 を 取り 除く よう 示唆 し て いる 。 と いう の も それ ら は 
イス ラム 教徒 に 通用 する も の で は な く 、 神 は 彼 等 に 敵対 する も の 、 ク ライ シ 
ュ 族 や その 他 の 部 族 へ の 勝利 を 約束 し た の で ある 。 そ し て 今 、 同 じ 現象 が 繰 
り 返 され る 。 し か し 諸国 の 勝利 は 物理 的 優勢 の み に よ っ て 導 か れる も の で は 
な く 、 大 々 的 に 国家 の 倫理 に よっ て 導 か れる も の で ある 。 最終 的 に 勝利 は イ 
スラ ム 教 徒 に 到来 する 。 彼 等 に 物質 的 優位 は な い が 深 甚 な 道徳 や 精神 的 意義 
を 有 し 、 彼 等 こそ が 真 の 宗教 の 随行 莉 で ある 。 
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当 章 は 進み 、 イ スラ ム の 敵 が 抱い て いる 、 彼 等 の 慣わし ご と が ムスリム 
より 優れ て いる と いう 空想 を 払拭 する 。 誤 っ た 信仰 や 悪行 を 行使 する こと に 
よっ て 彼 等 は 因果 関係 の 法則 を 黙 過 し て いる が 、 そ れ に より ら 彼 等 が 罰 を 免責 
され る こと は な い 。 ム スリ ム の 発展 と 繁栄 は 他 者 を 模 信 す る こと に は な く 、 
イス ラム と 聖 預 詩 者 に 絶対 的 に 追随 する こと に ある 。 そ の 後 、 キ リス ト 教 へ 
の 反 了 肖 は 当 章 の 主題 の ひひ と つ で あり 、 当 章 は その 主題 に つい て キリ スト 教 の 
起源 の 簡潔 な 引用 と と も に 明細 に 言及 し 、 核 心 に 迫る 。 次 に 、 イ スラ ム 教 徒 
も 天 の は じ ま り と 信仰 の 起源 を 尊ぶ の だ が 、 啓 典 の 民 は な ぜ 役 等 と 戦い 時 間 
を 無駄 に すべ き な の か と いう 事実 に 注意 を 向け る よう 促さ れ て いる 。 む し ろ 
彼 等 は 一 体 と な っ て その 他 の 民 に 神 の 唯一 性 を 流布 させ る べき で あり 、 互 い 
を 尊重 し な が ら そ れ ぞ れ の 教理 を 正しい 範囲 に 抑制 せ ね ば な ら な い 。 こ こ で 
特に キリ スト 教徒 は 、 彼 等 が いつ まで も 神 の 選ば れ し 者 で ある わけ で は な く 、 
も し 彼 等 が 新しい 信仰 を 受け 入れ る こと を 拒む の で あれ ば 彼 等 は 神 の 慈悲 と 
愛 を せき 止め て お く こ と は で き な い で あろ うと 称 告 され て いる 。 彼 等 は 神 が 
断続 的 に 真実 を 啓示 する と いう 公理 に いっ た ん 同意 し 、 な お 且つ その 後 そ れ 
を 正当 付け な が ら 否 定 で きよ うか と 設問 され て いる 。 当 章 は さら に 言及 し 、 


その うち いく つか は 徹 等 自身 の 先祖 が 容認 し た の で ある 。 当 章 は な お も 進み 、 
ムスリム と ユダ ヤ 人 は 遡っ て アブ ラ ハ ム に 合流 点 が あり 、 メ ッ カ に カー バ 神 
契 の 基盤 を 築い た の は 紛れ も な い ア ブラ ハム 自身 で ある に も か か わら ず 、 イ 
スラ エル の 子供 ら は な ぜ ム スリ ム と わずか な 差違 に つい て 争わ な く て は な ら 
な い の で あろ うか 。 こ こ で ムスリム に ある 種 の 警告 が な され て いる 。 啓典 の 
民 は ムスリム へ の 応酬 に いき 過ぎ て お り 、 そ の 道 に 遵 ず れ ば 彼 等 は 必ず や ム 
スリ ム を 道程 か ら は ず す で あろ う 。 し か し ムスリム は そう な ら な い 、 な ぜ な 
ら 彼 等 は 神 の 恩恵 に 浴 す る 人 々 な の で ある 。 強烈 な 迫害 と 反 朋 に あう で あろ 
う が 、 そ れ に 動じ ぬ 忍 耐力 を 示し 、 神 と の 絆 を 深化 させ 、 互 い の 関係 を 強め 
る べき と き で ある 。 な ぜ な ら キ リス ト 教 徒 の 襲来 に 備え 、 彼 等 は 近々 共同 戦 
線 を 張る こと が 必要 に な り 、 そ し て その まえ に 彼 等 は イス ラム の メッ セー ジ 
を 広く 分 布 し 、 そ の 数 を 増やさ な けれ ば な ら な い 。 ま た 彼 等 は キリ スト 教徒 
襲来 の 際 、 ユ ダ ヤ 人 が 手 を 差し 伸 べ る で あろ うと いう 錯覚 に 陥る で な いと 党 
告 さ れ て いる 。 む お しろ ユダ ヤ 人 は ムスリム に 圧力 を か け 、 執 勘 に 類 わせ る の 
に な ん の 中 踏 も 長 わ な い 。 そ れ に も か か わら ず 、 当 章 は 長所 を 見 出す こと を 
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推奨 し 、 い ずれ も 啓典 の 民 が 皆 悪 人 で は な いと 述べ て いる 。 啓典 の 民 に 和 普 人 
は 存在 する が 、 苦 悩 は ムスリム に 対し て 悪 を 企てる 者 に 降り か か る 。 こ の よ 
うな 人 た ちの 好ま し く な い 倫 理 観 を 避け る た め に ムスリム は 彼 等 か ら あ る 一 
定 の 距離 を 保 た ね ば な ら な い 。 

次 に 当 章 は バド ル の 戦い を 引き 合い に 出し 、 上 厳し い 交 戦 状況 に お いて も 
神 は ムスリム を 保護 し 、 偶 像 崇拝 の メッ カ を 制 し て 訂 か し い 勝 利 を も もたらす 
で あろ うと 明示 し て いる 。 啓典 の 民 と の 交戦 時 も 同様 に 神 の 慈悲 と 恩恵 は ム 
スリ ム に 垂れ る 。 啓典 の 民 は その 力 と 物資 を 商取引 に 基づい た 利益 に 頼っ て 
いる 。 し か し 、 そ の 商取引 自体 良い モラ ル な くし て は 成り 立た ず 、 彼 等 は 利 
益 を 得る た め だ け に 神 の 使者 た ち を 圧する の で ある 。 キ リス ト 教 徒 に は 財 罪 
と 呆 資 の 不 承 諾 と いう 二 つ の 教義 が あり 、 こ れ ら の 閣 印 を 押す こと に よっ て 
彼 等 は 神 を 彼 等 と 同じ よう に 無 慈 砺 に 作り 上 げた 。 信 者 は また その 義務 を 果 
た し 、 一 定 の 犠牲 を 払い 、 そ の 富 の 支出 を 実用 的 に し 、 あ と は その 人 生 の 任 
務 を 神 に 任せ る よう 命じ られ る 。 次 に 当 章 は 聖 預言 者 が 神 の 使者 で ある と い 
う 明 確 な 表示 を する 。 彼 が 亡くな り 、 も し く は 戦 で 殺さ れる よう な こと が あ 
ろう と も ( 彼 は 決し て 殺さ れる こと は な いと いう 神 の 約束 が ある と は いえ ) ム 
スリ ム は 意気 環 可 し 、 そ の 信仰 に 眉 を ひそ め る べき で は な い 。 な ぜ な ら イ ス 
ラム は その 成功 と 繁栄 を 如何 に 身分 が 高い と は 云え 、 一 個人 に 頼り は し な い 
か ら で あ る 。 戦 争 の 際 に 重要 視 さ れる も う 一 方 の 戒律 は 、 ム スリ ム の 指導 者 
た ち は そ の 他 の ムスリム に 日 頃 よ り 以 上 に 親切 に 接し 、 役 等 を 丁重 に 扱わ ね 
ば な ら な いこ と で ある 。 こ れ は 不信 者 に ムスリム の うち に 不 和 と 対立 を も た 
ら す 隙 を 与え な いた めで ある 。 あ ら ゆ る 事柄 は ムスリム 同士 で 銀 談 され る べべ 
き で あり 、 神 が 彼 等 に 偉大 な 使者 を お 送り に な っ た と いう 特恵 を 常に 意識 す 
る べき で ある 。 役 等 は その 使者 に 従順 し 、 平 和 を 乱す 者 の 道筋 を 避け る よう 
心がけ る べき で ある 。 当 章 は 真実 の た め 戦い な が ら 命 を 落と す 者 に 関し 新た 
な 信条 を 示す 。 彼 等 は 甚だ し い 虹 胡 の 対象 と な り 、 そ の 者 た ち は こ の よう な 
形 で 命 を 落と すこ と に より 永遠 の 生命 を 手 に 入れ る の で ある 。 当 章 は 啓典 の 
民 に 対し 、 彼 等 は 完全 に 堕落 し て し まっ て いる と 述べ る 。 一 方 で 彼 等 は 神 の 
選ば れ し 民 だ と 主張 し 、 ま た も う 一 方 で その 道 の た め 財 産 を 削る こと に 忠 嘩 
する 。 こ こ で ムスリム は 彼 等 か ら 教 訓 を 得る よう 促さ れ て いる 。 そ れ ら の 
人 々 の 道徳 的 堕落 は 、 彼 等 自身 の た め に 犠牲 を 払う よう な 使者 に し か 随従 し 
な いと いう 序 言 か ら も 伺え る 。 当 章 は 、 彼 等 の 間 に 前 者 の よう な 使者 も 現れ 
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は し た が 、 し か し 役 等 は それ を 拒ん で し まっ た と 陳述 する 。 次 に 当 章 は 犠牲 
の 題目 を 展開 し 、 信 者 た ち が 国 家 の た め に 犠牲 を 怠る こと は 愚か で ある と い 
う 。 そ し て 彼 等 の 信仰 は 時 に 厳格 な 試練 に 直面 せ ざ る を えな い 時 が 来る で あ 
ろう 。 困 難 を くぐり 抜け ず に 成功 する と 思う な か れ 。 次 の いく つか の 節 で 真 
の 信奉 者 が 兼ね 備え て いる 特性 に 対す る 記述 が な され て いる 。 役 等 は また 繁 
栄 と 発展 の た め に 必要 な 祈り を 教授 され て いる 。 当 章 は 現世 の みな ら ず 来世 
で も 栄華 を 極め 、 神 の 目 に か な う 生 涯 を 送る の に 役立つ 術 を 啓 革 し て 終え る 。 
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あま ね 


慈悲 恵 = こう うう) ぅ 
oo 
2. 65 ア リフ ・ ラー ム ・ ミ ー ム 。 362A な る | 
cc プッ ラー 4 に 補 浪 式 村人 人 124 | 
3.* ア ッ ラ ー、 彼 の 外 に 神 な く 、 永 3 2) ! も 


生 者 、 自 存 者 な り 。 


1:1 2:2.02:256 を 参照 . 


9648 注 16 を 参照 。 
393 当 節 は 、 イ エス の 神 性 と いう 誤っ た 教義 を 、 強 く 論破 する も の で ある 。 こ の 教義 
の 誤り を 指摘 する こと が 当 章 の 主題 で ある が 、 そ の た めこ の 教義 を 根底 か ら 断 ち 切 
る 神 の 諸々 の 美徳 が 、 第 3 章 の 骨頭 部 分 で 述べ られ て いる 。 即 ち 、 唯 一 の 生け る 永 
速 の 存在 と いう 美徳 は その 所 有 者 で ある 神 が 、 提 携 者 や 助力 者 を 必要 と し な い 存 在 
で ある こと を 証明 する 一方 、 生 と 死 の 法 の 分 ちゅ う の 存 在 で あり 、 そ れ 故 永遠 に 生 
きる 存在 で も な い イ エス は 神 で は な いこ と を 証明 し て いる 。 こ れ ら の 神 の 美徳 は 、 
上 記 の 教義 の 当然 の 帰結 で ある 財 罪 の 教理 の 中 身 の ひな いこ と を も 証明 し て いる 。 キ 
リス ト 教 徒 の 主張 に 依 れ ば 、 イ エス は 、 人 類 の 罪 を あ が な うた め 、 死 ん だ と いう こ 
と で ある が それ な ら ば 、 和 尚更 、 イ エス は 神 で は な い 。 何故 な ら ば 、 神 は 、 氷 遠 の 生 
命 で あり 、 一 時 的 で あろ うと 永遠 で あろ うと 、 死 に 給 う こと は な いか ら で あ る 。 イ 
エス の 死 は 、 彼 の 肉体 的 存在 か ら 、 神 一 イエ ス が 分 離し た だ け で ある と いう の は 無 
益 で ある 。 キ リス ト 教 の 信仰 に 従え ば 、 神 一 イエ ス と イエ ス の 肉体 と の 間 の 関係 は 、 
イエ ス が 十字 架 上 で 死な な か っ た と し て も 、 本 質 に 於 いて 一 時 的 な も の で あっ た の 
で 、 い つか は 分 離す る 定め で あっ た 。 で ある か らし て 、 こ の 関係 を た だ 断ち きる と 
いう こと は 何ら 意味 の ある 目的 を 果 さ な い 。 彼 の 罪 深 き 信 夫 者 へ の 、 あ が な い を も 
た ら す の は 何 か 他 の 死 で な く て は な ら な い 。 そ し て 、 そ の 死 は 、 キ リス ト 教 徒 達 自 
身 に よれ ば 、 イ エス が 十字 更に か けら れ た 後 、 天 国 或 い は 地獄 へ 下っ た 時 、 訪 れ た 
の で ある (使徒 行 伝 2:31)。 従 っ て 、 神 の み の 特 権 で ある 、“" 死 する こと が な い " と いう 
こと が あり CCNA デス 8 文字 通り 、 そ し て 比内 的 意味 か ら も 、 死 を 免れ 得 
な か っ た の で ある 。 同 時 に 、 唯 一 無比 の 永遠 の 存在 と いう 美 徹 は 、 キ リス ト 教 教理 
の 誤 誠 を 証明 し て いる 。 0 他 の 存在 の 助け を か り ず に 自 
存する の みな ら ず 、 他 の 全て の 存在 を 支え る も の で ある 。 し か し イエ ス は 、 こ れ ら 
の 美徳 を 有 せ ず 、 他 の 死す べき 者 と 同様 に 、 女 性 か ら 生 まれ 、 食 物 と 水 と で 生活 し 、 
苦痛 や 痛み を 感じ 、 彼 の 苦悩 を や わら げ る た め 、 祈 っ て くれ と 他人 に 頼み 、 そ し て 
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4.? 役 は 真理 を 以 っ て 、 液 に それ 以 ER RS RU 
前 に ある も の の 確証 と し て 聖典 2 2 
を 降 し た り 。 面 し て 彼 こ そ は 、 ト ー  @JEAyl5 ee 
ラー と 福音 6 と を 降 し た り 。 


に 以前 の 人 々 へ の 羊 導 が た め 5 3 Es 
| eR 
な り 。 また 、 ら 識 5 中 の 基準 を 降 し ds Lp Si 


4:106: 3:49: 2952: 39:3. 02:54、186: 8:42; 21:49: 25:2. 


最後 に は 、 キ リス ト 教 徒 が 言う よう に 、 十 字 架 の 上 で 死ん だ の で ある 。 新 約 聖 書 に 
は 、 こ れ ら 全て の 事実 を 証明 する に 足る 、 数 多く の 記述 が み ら れ る 。 し か し 、 神 が 
唯一 自 存 の 永遠 の 存在 で ある と いう こと は 、 こ れ ら 全て の 了 肉体 的 弱 さ を 超越 し た も 
EN 

4 ハッ カ 「 真 理 」 と は 、 そ れ が 正しく 、 適 当 で 、 真 実 で 、 正 当 で 、 純 粋 で 、 本 質 的 
で あっ た 、 あ る い は そう な っ た 、 と いう 意味 で ある 。 それ が 、 確 立 さ れ た 事 
実 、 確 か め ら れ た 事実 で あっ た 、 あ る い は そう な っ た 、 と いう 意味 で あり 、 そ れ が 
義務 的 な 、 義 務 と し て か か っ て くる 、 当 然 与 えら れる べき で あっ た 、 あ る い は そう 
な っ た と いう こと で ある (Lane より ) 。 ビ ル ・ ハ ッ キ (Bil-Haqg) と いう 表現 の 意味 
は 、(①⑪ 聖 クル アー ン が 永遠 の 真実 に 基づい た 教え を 含ん で お り 、 議 論 で 攻め る こと が 
で き な い こと 、② そ れ を 最初 に 受け 取っ た 人 々 は それ に も っ と も ふさ わし い 人 々 で あ 
っ た こと 、③) そ れ は 時 が 熟し た と き に 来 た の で あり 、 人 々 が 真 に 必要 な 物 を すべ て 満 
た し て いる こと 、(④⑭ そ れ は 存続 する た め に 来 た の で あり 、 英 対す る 者 た ちの どん な 目 
論 み も それ を 破壊 し 、 勝 手 に 書き 変え る こと は で き な い こと を 意味 する 。 
8 タウ ラー ト ( ト ー ラ ー) と いう 斉 葉 は 、 ワ ラー と いう 語 か ら 派 生 し て いる 。 ワ ラー 
の 意味 は 、 彼 は 燃え た : 彼 は 隠蔽 し た と いう 意味 で ある (Aqrab より )。 トーラー が そ 
う 呼 ば れる の は 、 お そら く 、 汚 れ な き 純 粋 さ を 以 て それ を 読み 、 そ の 教え に 治っ て 
行動 する こと が 、 神 聖 な 愛 の 火 を 人 々 の 心 に と も し た か ら で あ ろう 。 そ の 言葉 は ま 
た その 聖典 に 暗示 され て いる 最後 の 律 法 者 で ある 預言 者 の 到来 に つい て の 輝かしい 
預言 を は の めか し て いる の か も し れ な い 。 律 法 は 、 モ ー ゼ の 五 書 、 即 ち 創世 記 、 出 
エジプト 記 、 レ ビ 記 、 民 数 記 略 、 申 命 記 を 指し 、 ま た 場合 に よっ て 十戒 を 指す 場合 
も ある 。 
9 良い 報せ を 意味 する イン ジー ル (njiD と いう 語 は 、Aqrab に よれ ば 、 (アラ ビ 
ア 語 の どの 語源 か ら も 派生 し て いな い ) ギリ シア 語 の 言葉 で あり 、 こ の 語 か ら 英 語 
の Evangle (イヴ ェ ン ジェ ル ) と いう 語句 が 派生 され て いる 。 福 普 書 が 良い 報せ の 書 
と 呼ば れる 訳 は 、 イ エス の 教え を 受け 入れ た 人 達 の た め の 吉 報 を 記述 し て ある と い 
うこ と だ け で な く 、 イ エス が 、 神 自身 の 到来 で ある と 表現 し た 、 最 も 偉大 な 預言 著 
の 到来 に つい て の 預 斉 が 記述 され て いる か ら で あ る (マタ イ 21:40)。 ま た 、 福 音 書 と は 、 
イエ ス の は りつ け 後 、 ず っ と 後に な っ て 、 イ エス の 教え の 信奉 者 達 の し た た め た 現在 
言わ れる と ころ の 、 イ エス の 生涯 と その 教え を 書き 記し た に すぎ な い 四 つの 福音 書 で 
は な く 、 イ エス の 受け た 実際 の 啓示 の こと を 指し て いる 。 
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た り “7 げに アッ ラー の 神 兆 を 否 TE EA EE 53 
定 せ し 者 ども あら ば 、 彼 等 に は 厳し - “ 
い 責 苦 あ り 。 さ れ ば “アッ ラー は 威 OE El IE 
力 に し て 、 応 報 の 主 な り 。 

6. げに 2 天 と 地 に お ける 何 も の も アー a39I9 を る EE 生 ざ 人 08 
ッ ラ ー に 隠し 得 ず 。 bb も 3 の 


7.< 彼 こそ は 御 心 の まま に 、 お 前 達 EG SS 
を 胎内 に “9 形 創り た る 御方 な り 。 NR 
邊 以外 に 神 な く 、 成 力 に し て 賢 析 に 。 O22SS 21 
まし ます 。 
8. 彼 こ そ は 溢 に 聖典 を 降 せ し 御方 な 1 あこ SSEEJ33、 SR 
り 。 その 中 に は 決定 的 な 諸 節 あり ロン ショ 
se%。 こ れ ら は 経典 の 母 ( な る 根幹 ) な つっ >12oCOUS NT な ここ ふう 
り 77。 面 し て “ 他 に 互い に 類似 する 

5:96: 14:48: 39:38. 914:39: 40:17: 64:5; 86:6. で 22:6: 23:12-15: 39:7: 40:65: 64:4、 911:2. 639:24. 


397 アル ・ フ ルカ ー ン (AL -Furqsn) と は 、 聖 クル アー ン 、 或 い は 、 聖 預言 者 が 、 そ の 真 
実 を うち た て る た め に 賜っ た 、 天 か ら の 啓示 を 指す 。 

398 子供 の 成長 は 母親 の 胎内 で 促さ れる た め 、 そ の 生ま れ 出 で し 者 は 、 母 親 の 肉体 的 
つ 道 徳 的 条件 に 左右 され る 。 そ れ 故 、 そ の 肉体 が 他 の 人 間 同 様 に 、 母 の 胎内 で 痛 
成 さ れ た イエ ス は 、 女 性 に 固有 の 限界 や 劣性 に 影響 され ざる を 得 な か っ た 。 こ の こ 
と が 、 ナジ ラー ン の キリ スト 教徒 と の 論争 で 、 聖 預言 者 が 、 イ エス の いわ ゆる 神 人 性 
が 、 誤 り で ある こと を 証明 する た め に 、 イ エス の 誕生 に つい て 言い 及 ん だ 理由 な の 
で ある 。 聖 預言 者 は 、 か く の 如 く 話 し た と 伝え られ て いる 。 即ち 、「 イ エス を は ら 
ん だ の は 女性 だ と いう こと を 知っ て いま すか 。 そ し て 、 彼 女 が 、 普 通 の 女性 が 子供 
を 産む お よう に イエ ス を 産ん だ と いう こと も ?」 と (ジャ リー ル 3 巻 101 頁 ) 。 

399 ム フ カム (Muhkam) と いう の は 、(1) 変 更 、 改 変 さ れる こと が な く 、 安 定 し て その 
まま で あり 続け て きた と いう こと 、② 曖 昧 さや 疑念 の 余地 が な いと いう こと 、⑬) 意 味 
に お いて 明確 で あり 、 表 現に お いて 確固 と し て いる と いう こと 、(④ 聖 クル アー ン に 
特有 の 教え を 具現 化し た 文章 で ある こと を 意味 する (Mufradat と Lane より )。 
"ウッ ム と いう の は 、①) 母 、② 何 か の 起源 や 基盤 、③) 他 の 物 の 維持 や 支持 の 手段 
と な る 、 或 い は 、 再 形成 や 修正 の 手段 と な る も の 、@④) そ の まわ り に ある ほか の も の 
すべ て が 関連 し て いる と いう 意味 で ある (Aqrab と Mufradat より )。 


ッ ルン 


\ 
rt 
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節 も ある 7。 さ れ ば 、 そ の 心 が 慎 馴 如く 63 
な る 者 あら ば 、 彼 等 は 、 騒 乱 を 求め 。 1 
な が ら 、 そ の 中 か ら 互 い に 類 似せ る 8 
も の に 従い 、 そ の (間違っ た ) 解 釈 を せ es 5 5 
求め ん どす 。 机 bGy デッラ ー、、 こい 。 
外 、 科 僚 も その (正しい 解析 を 知ら E632 お Ll 9 6 装っ 5 
ず 372。 5 され ば 、 知 識 の 堅固 な る 者 て と も に Es 9 
た ち は 評 う 「 我 等 は これ を 信じ た 。 ズ 3E Be58 あ sU4 
り 、 す べ て は 我 等 の より の も の な DLCYN S| 
り 」 と 。 耐 し て 思慮 ある 人 以外 は 、 3 
何人 も 忠告 に 従わ ざる な り 973。 

47:3 ホ 18:79. b4:163. 


MIKA ー ビ と いう の は 、(①⑪ 一 致し て いる が 、 異 な る 解釈 も され うる 殺 、 文 、 文 
OO OO ED 


jr 


な る 。 EN 当 の 意味 が 理解 され な い 。 0 与え ら 
れ た 経 晶 に 含ま れる 内 容 に 一 致し た 、 あ る い は 類似 し た 教え が 含ま れ て いる 節 と い 
う 意 味 で ある (Mufradat より )。 

372 ター ウィ ー ル (Ta'wiD と いう の は 、(①⑪ 解 釈 や 説明 、(2②) あ る スピ ー チ や 書き も の の 
意味 の 憶測 、(3 う ある スピ ー チ や 書き 物 を その 正しい 解釈 か ら 曲 げ る こと 、(④ 夢 の 解 
釈 、(?5) あ る こと の 終わ り 、 結 果 、 MNO NO 
は 、 この 普 葉 葉 が 二 度 1 て いる が 、 先 に [ 1 て き て いる 箇所 で ご 番目 、 : 三 番 目 の 意 
味 で 使わ れ て お り 、 後 の 箇所 で は 、 一 番目 、 HPE 

97 当館 で は 、 こ の よう な 黄金 律 が 書か れ て いる 。 議 論 こ な る 点 を 明らか に する た め 
に は 、 経 典 の 決定 的 で 明白 に 表現 され た 箇所 を 考 上 雇 に 入れ る べき で ある 。 そ し て 、 
も し 、 こ れ ら が 特定 の あい まい な 節 の 構造 に 矛盾 し て いる と わか っ た 場合 に は 、 そ 
の あい まい な 節 は 、 テ キス ト に お いて 決定 的 で 明白 に 表現 され て いる 部 分 と 調和 が 
と れる よう に 解釈 が な され る べき で ある と いう こと で ある 。 当 節 に よれ ば 、 聖 クル 
アー ン に は 、 文章 が 2 種 あ る と の こと で ある 。 ム フカ ム ( 意 味 上 、 確 か で 、 決 定 的 で 
ある も の ) と 他方 ムタ シャ ー ビ (異な る 解釈 が 可能 で ある も の ) の 2 種 で ある 。 ム タ シ 
ャ ー ビ の 文章 を 正しく 解 息 す る 方 法 は 、 ム フカ ム で ある 文章 に 合致 する よう な 解釈 
の み を 受け 入れ る こと で ある 。 39:24 節 で は 、 聖 クル アー ン の 全体 が ムタ シャ ー ビ と 
呼ば れ て お り 、11:2 館 で は 、 聖 クル アー ン の 文章 は 全て 、 ム フカ ム と し て 叙述 され 
て いる 。 聖 クル アー ン の 人 節 の 中 に ム ブ フカ ム な も の も 、 ム タ シ ャ ー ビ な も の も ある の 
だ と いう 論評 の も と で 、 文 章 が 矛盾 し て いる と 受け 取る べき で は な い 。 聖 クル アー 
ン の 節 の 真 の 重要 性 に 関す る 限り 、 聖 クル アー ン 全 体 は ム フ カ ム で あり 、 聖 クル ア 
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と AA Na ラー プン イン ラ ン ンタ ルン ラン バン ライ る る BTRKE ン 

9%. 「 我 等 の 主 よ 、 我 等 を 導き た る こる ゃ 3C じ Sel 8 と 3YCS 

後 、 我 等 の 心 を 邪悪 に せ し む る な か し , - 

れ 74。 面 し て 我 等 に 流 の 御 許 か ら 慈 “っ 


ー パ 
A 
2 

6) 
が 
いい 
5 

‘ に い 】 

EL 

G 
A 


悲 を 授け 給え 。 げ に 液 は (素晴らし | 
き ) 授 与 者 な り 。 OV 


10. 我 等 の 主 よ 、“" げ に 液 こそ は 疑う つつ 0 に る < 
< で ブフ ンク の の リア 2 レノ は 

余地 な ぎ き 日 に すべ て の 人 を 召集 する ee | 

い ーー IM ies る ブ る ) イネ ン 』 8 2 を 

御方 な り 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 決し て &  @scujiGY 約 6 る 

約束 を 違え ず 」。 


73:26: 4:88; 45:27. 


ー ン の 節 は 全て 、 決 定 的 で 永遠 の 真実 を 含ん で いる 。 し か し な が ら 、 ほ か の 意味 で 
は 、 聖 クル アー ン の 節 が 同等 に 正しく 普 な る いく つか の 意味 を 一 度 に 、 同 時 に 与え 
る よう に 半 業 組み され て いる た め に 、 聖 クル アー ン 全 体 が ムタ シャ ー ビ で ある 。 聖 
クル アー ン は また 矛盾 が な く 、 そ の 中 で 一 貫 性 が あり 、 異 な る 飾 が 互い に 補足 し あ 
っ て いる と いう 意味 に お いて 、 ム タ シ ャ ー ビ (互い に 類似 し て いる ) で ある 。 し か し 、 
了 型 タ ルアー ン の 部 分 に お いて は 、 ム ブフ カム で ある こと が 定か な 部 分 も あり 、 当 節 が 
示し て いる よう に 、 読 者 に より 、 そ の 読者 の 知識 や 精神 的 成長 の 度合 いや 、 天 性 の 


能力 な ど に より 、 ム タ シ ャ ー ビ と な る 部 分 も ある 。 預 斉 に 関し て は 、 平 易 で 直接 的 
な 言葉 で 表現 され て いる も の に つい て は 、 意 味 は ー つ し か な く 、 ム フカ ム と みな さ 


れる が 、 貴 え や 比内 的 な 表現 で あら わ さ れ て いる も の に つい て は 、 複 数 の 解釈 が 可 
能 と な り 、 ム タ シ ャ ー ビ と みな され る 。 そ れ ゆ え に 、 比 暗 的 表現 で 表 さ れ た 預言 に 
つい て は 、 意 味 が は っ きり し て いて 、 逐 次 的 に 満た され た 預言 に 照ら し て 、 ま た 、 
イス ラム の 基本 的 、 根 本 的 原理 に 照ら し て 、 解 釈 さ れる べき で ある 。 読 者 は 、 ム フ 


は 、28:86 節 に 含ま れ て いる 。 ム フカ ム の 用 語 に つい て は 、 完 全 で 完結 し た 戒律 を 具 
現 化 し て いる よう な 節 に も 適 店 で き 、 一 方 ムタ シャ ー ビ な 節 は 、 あ る 特定 の 戒律 の 
部 分 に し か 与え られ な いし 、 読 お 場合 に は 、 完 全 な 人 禁止 命令 に な る よう に ほか の 節 
と の 関連 に お いて 解釈 する こと が 必要 と な る 。 ム フカ マー ト (決定 的 な 節 ) は 一 般 的 
に 、 神 の 控 や 信仰 の 教義 を 扱っ て お り 、 一 方 、 ム タ シ ャ ー ビ ハ ー ト は 一 般 的 に 二 次 
的 な 重要 性 を 有する 話題 や 預言 者 の 人 生 に お ける 出来 事 の 叙述 や 人 々 の 歴史 に お け 
る 叙述 、 ま た 時 に は ほか の 意味 が 可能 に な る よう な イデ ィ オ ム や フレ ー ズ を 利用 し 
た も の も ある 。 そ の よう な 人 節 は 明白 に 表現 され て いる 信仰 の 教義 に 矛盾 する よう な 
解釈 を な され る べき で は な い 。 こ こ で 言及 し て お くべ きこ と と し て 、 比 喰 の 使用 が 、 
款 教 的 な 経典 に お ける ムタ シャ ー ビ な 節 の 主 な 基盤 に 成 し て いる が 、 少 な い 言 葉 で 
広大 な 意味 表現 を 確実 に する た め に は 必要 な も の で あり 、 ま た 文体 に 美 と 優 漆 さ を 
加え える も の で も あり 、 ま た 人 々 が 精神 的 な 発送 と 完成 を 試み る た め に も 、 そ の よう 
な 比 只 的 表現 の 助け は 必要 で ある 、 と いう こと を 述べ て お く 。 

3724 悪 クル アー ン の 正しい 知識 は 、 心 が 純粋 な 者 の み に 与え られ る (S6:80)。 
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ご 項 
. ば に 不信 用 375 a ッ コ ネン ーー。 2 マッ イロ ライ イン ーー 
Hi. げ ! ES し 者 SN は ‘ EH | < で? 
の 財産 も 子女 も アッ ラー に 対し て 彼 2k 8 
N と < 
等 に は 何 の 役 に も 立た ざる べし 。 さ 2 つろ っ 993 5 っ | 


ざ どう か も え し る 
F 2Ee 突 ルル の )】 交 玉 [万 3 mL タッ タン ュ ラコ ヤブ ゴン 
れ ば 、 彼 等 こ そ は 業火 の 燃料 な り 。 ORE eS ls 


12. ファ ラオ の 民 や それ 以前 の 人 々 pCR の Bd 
の 仕方 と 同じ く (お 前 達 の 仕方 ) な りー 。 と レン ュ 
se。 彼 等 は われ ら の 神 光 を 虚 交 と み 人 UIASoeS CA スム 
な し た り 。 さ れ ぼ アッ ラー は 、 そ の っ Ei 

諸々 の 罪 政 に 彼 等 を 捕え た り 。 両 し 2 
て アッ ラー は 懲 員 に 激烈 な り 。 

13. 不信 者 ども に 評 え 、“「 お 前 達 は の 22 科 02E に 245 8 
確か に 打ち 負 か さ れ 、 面 し て 地獄 に a 
集め られ る べし 。 さ れ ば 、( そ は ) 束 OA YS ir 
し き 安 息 所 な り 」。 

14. 遭遇 せ し “ 冗 箇 に は 、 確 か に お 前 EE は 2 @ を じ る 6 3 


達 の た め の 神 兆 あ りき “"。 一 方 の 軍 ブー 


23:117: 58:18: 92:12: 111:3. 68:S3、55. 8:37: 34:46. 8:42. 43. 


Y これ ら 全て の 和 館 は 特に キリ スト 教徒 に つい て 述べ られ て いる た め 、 こ の 場合 の 
「 不 信者 」 と いう 言葉 は 、 キ リス ト 教 徒 を 指し て いる と 思わ れる 。 

370 ダー ブ (Da'b= 場 合 ) と は 、 習 慣 、 慣 習 、 様 式 、 事 例 、 出 来 事 、 あ る い は 条件 を 意味 
する (Aqrab より )。 

"ここ で 述べ られ て いる の は 、 装 備 、 軍 備 と も 万 全 で あっ た 1000 人 の メッ カ 軍 に 
対し 、 武 器 も 価 も ろく に 持っ て いな か っ た 、 た っ た 313 名 の イス ラム 教徒 が 、 見 事 
な まで の 勝利 を お さめ た バド ル の 戦い で ある 。 こ の バド ル の 戦い で は 二 こつ の 預言 が 
成就 され た 。 そ の 一 つ は 聖 ク ルアー ン の 初期 の 啓示 に ある も の で 、(34:45-49) も う 一 
つ は 、 聖 書 に 示さ れ て いた 預言 で ある (イザ ヤ 21:13-17)。 聖 書 の 預 斉 に 従え ば 、 陸 預 
言 者 の メッ カ か ら の 移住 の 約 一 年 の 後に 、 ケ ダル (メッ カム 人達 の 祖先 ) の 力 が バド 
ル で 敗れ 、 彼 等 の 栄光 が 没落 する と の こと で あっ た 。 異教 徒 達 の 敗北 は 、 イ スラ ム 
教徒 の 勝利 同様 に 、 予 想 だ に され な か っ た が 、 そ れ は 完璧 な まで の 勝利 と 敗北 で あ 
っ た 。 実 に 、 バ ドル の 戦い と は 、 歴 史上 の 、 偉 大 な 戦闘 の ー つ に 数 えら れ て いる の 
で ある 。 そ し て 、 こ の 戦い こそ アラ ビア の 運命 を 決定 し 、 真 に 堅固 な 礎 の 下 に イス 
ラム を 定着 させ た も の な の で ある 。 


PP 


168 


三間 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三伏 


9 は ア ッ ラー の に か け て W い 、 他 35、 ss Je 
方 は 不信 者 な り 。 彼 等 は その 眼 で こ WW ee 
れ ら (ムスリム 軍 ) を 己 よ り 倍 に 見 え ls NCC 


た り S97??。 面 し て 、? ア ッ ラ ー は 己 が E36) 8 a 


1 ーー づく 
欲す る 才 を その 助力 を 以 て 計 持 す oR 
げに その こと の 中 に は 、 服 を 持つ OEY NY 22 
人 々 へ の 教訓 あり 。 


15. ? 自 然 に 好ま れる も の すなわち 、 区 Gmc 

女性 、 子 女 、 金 銀 の 蓄積 焼印 され EE GL 
EN の の 

た る 馬 、 家 畜 、 並 びに 作物 へ の 受 は 。 へ つ ?2 AbC05 て 5 


と 2 


人 間 に と り て 魅惑 され た り 。 < これ ら る | 3 ぇ 39| 5 Al 


は 現世 の 歓楽 な り "%。 さ れ ど アッ ラ AN NL 
ー の 区 に は 、 最 良 の 伴 処 あり 。 ss を ES の) ry YB 


を 


タ 


プ ? 2 ~? 2 
Te i pd ぇ seCe400 5 C3 


16. 示 え 、「 我 は お 前 達 に それ に 優 で 331 033 3 25 因 8 
る も の を 教え よう か 」。 表れ 散 う 者 8 っ > に | 
た ちの た め に は 、 彼 等 の 主 の 件 許 に RS 


楽園 あり 、 そ の 下 に 河川 流 る る 。 彼 る 32S 
侍 は そこ に 永 造 に 住ま ん 。 ま た 、 彼 時 の 


等 の た め に “純潔 な 配 個 者 と アア ッ ラ 入る 人 20062612 つ 5 引 
ー の 満悦 あり 。 さ れ ば アッ ラー は Se 
僕 幸 を 照 覧 し 給 う 。 Ot 


8:27. M18:47; 37:21. C3:186; 9:38; 10:71. 98:47: 19:77. 2:26 を 参照 . お :163.175: 5:3: 9:72: 48:30: 59:9. 


7 当 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 の 目 に は メッ カ 軍 が 、 そ の 実際 の 戦力 の 半分 以下 に み 
えた 。 即ち 、 実 際 に は 自分 達 の 三信 に あたっ て いた の が 、 二 倍 に し か 見 えな か っ た 
こと が 記さ れ て いる 。 こ れ は 、 何 ら 軍 隊 と いっ た 装備 も も た ぬ 微 少な イス ラム 教徒 
達 が 、 敵 の 強大 な 力 を みて 、 士 気 が 下 ら ぬ よう に と の 神 の 意図 に 合致 する と ころ で 
ある (8:45)。 そ の 時 の 状況 よ は ど う で あっ た か と いう と 、 メ ッ カ 軍 の 1/3 は 小高 い 丘 の 
向う 側 に お り 、 自 分 税 の 人 数 の 約 2 倍 に あたる 600 で ある メッ カ 軍 の 273 し か イス ラ 
ム 軍 は 見 て いな か っ た と いう の が 実際 な の で ある 。 

イス ラム は 、 現 世 で 良い と され る 物 を 求め た り 使用 し た りす る こと を 何ら 禁ず 
OC NE A 
りす る 者 達 は 、 当 然 、 責 め ら れる べき な の で ある 。 
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RRBROERRRHNHROHRRERRHNARRRBBNGGHRRHRXNRRHHRNERHORHRRRNNOHKNRRNNEHREEHHRNHRROSRNRRRRRIORRHRRKARENHROHNNRGNSHRRHSORNORRORRHBHRRRRRNRRNROERRSHRRRRHOGHRRRGDORIEBRGRONHRRNXRRORBSRSDRN 


17. (これ ら の 僕 は ) 「 我 等 の 主 よ 、 RG 

確か に 我 等 は 言 じ た り 。 され ば 我 等 ルイ ンー i tt 
の 諸々 の 罪 を 9 散 し 給え 9。 面 し て OAS 3 I SS 

我 等 を 業火 の 貴 昔 か ら 救い 給え 」 と 

云う 人 々 な り 。 


18. 忍耐 者 、 正 直 者 、 服 従者 施す 9 ぅ ぐつ 8 みっ て うみ 
者 、 並 びに < 良明 の 時 間 に 赦 し を 希 00 つと 2 
う 人 々 な り 1 SINLE の AI5 ED 
19. アッ ラー は 、 彼 の 他 に 神 な きこ 255 IY EOEO 
と を “公正 に “4 証言 す 。 面 し て 諸 。 0 | 
天使 並び に 知識 を 長け られ た る 人 々 UI LBC5 は 5 


と 


23:194: 7:156; 23:110; 60:6. 133:36. 31:18、19.95:9: 7:30. 


や 0 ズ ヌ ー ブ ( 罪 ) と は 、 ザ ン ブ の 複数 形 で あり 、 誤 り 、 悪 行 、 攻 撃 を 意味 する 。 も し 、 
誰か が それ を 故意 に お こ な っ た の で あれ ば 、 そ の 人 が 非難 され る べき こと を 意味 
する 。 ザ ン ブ は 、 内 面 的 で ある か 、 あ る い は 、 不 注意 が ゆえ に 行わ れる と いう 点 
に お いて イス ム と は 異な っ て いる 。 イ スム は 特に 故意 的 、 次 意 的 で ある 。 ザ ン ブ 
は 、 有 害 な 結果 を も た ら す よう な 誤り や 過 矢 で あり 、 行 為 者 が 責任 を 問わ れる べ 
きだ と 斉 え る 。 実 の と ころ 、 ザ ン ブ は 、 人 間 の 本 性 に 付随 し て いる 欠点 や 弱点 を 
意味 し て いる 。 ち ょ うど ズ ナ ブ ( 上 尻尾 、 人 間 の 場合 は 体 の 末端 の 部 分 ) が 体 に 付い て い 
る の と 同じ よう な も の で 、 持 っ て 生ま れ た 欠点 や 弱点 の こと で ある (Lane 及び 、 
Mufradat より )。 

や 。 当 人 節 で は 、 真 の 信奉 者 の 特別 な 印 が 精神 的 成長 の 四 つ の 段階 と ヒ し て 示さ れ て いる 。 
(D 人 が 真 の 信仰 を 得 た 時 、 彼 は 通常 迫害 に 晒さ れる 。 そ れ ゆ え 、 超 える べき 最初 の 
段階 は 、 忍 耐 と 確固 た る 不動 の 段階 で ある 。(②) 人 迫害 が 終わ る 時 、 彼 は 心 に 合う よう 
な 行動 を する こと が で きる 状況 と な り 、 以 前 に は 十分 EVA 
実際 に 行動 に 移す こと が で きる よう に な る 。 こ の 2 番目 の 段階 は 、 自 ら の 信念 に 則 
っ て “ 真 に 生き る "こと と 関連 し て いる 。(3) 信 仰 の 控 を 信心 深く 実行 する 結果 と し て 、 
真 の 信奉 者 は 力 を 得る 。 し か し 、 そ の 時 で すら 、 謙 虚 さ は 、 彼 等 か ら 離 れ て は いか 
な い 。 信 牽 者 た ち は 、 精 神 性 に お いて 、 永 遠 に 謙虚 さ を 保ち 続け る 。(④ 耕 、 信 卒 者 
た ちの 奉仕 の 精神 は 、 尚 一 層 高 まっ て いく 。 彼 等 は アッ ラー が 同胞 で ある 人 々 の 安 
夫 の た め に 与え る いか な る 課題 に も 泰 仁 し て いく 。 し か し 、 こ の 文章 に 含ま れ て い 
る 斉 葉 が 意味 し て いる よう に 、 こ の 時 期 を 通し て いつ で も 和 夜 の 静けさ の 中 で 神 に 祈 
り 続 け 、 人 類 へ の 奉仕 の 高い 理想 に 向け て の 自分 の 側 に お ける 在 ら な さ へ の 許し を 
請う の で ある 。 

9 この 言葉 は 、 正 義 に 見 合っ た 、 正 義 に 基づい て いる 、 と も 解釈 で きる 。 
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し か 
も (また 然 り )。 彼 の 外 に 神 な く 、 威 を る コッ ーー ラン 
i 臣 叉 字 打 ーー 382 OS > | 人 
力 に し て 賢 折 に まし ます “2。 
20. げに 、“ ア ッ ラ ー の 御 許 で は 、 ビビ 3 こる CY 3 を 3) 
まこ と 
( 具 の ) 宗 教 は イス ラム な り 2 面 し ン キジ A? 
5 っ 2 1334 ‘ll i 
て 、 経 典 を 授かり し 人 々 が 、 知 識 が 0 O23 リー 3 
役 等 に 降り た る 後 、 仲 た が いせ し は 、 4 うつ る 0 
互 に 叔 逆 せ し が 故 な り 。 面 し て 、 アッ タク も アア ェ ア デ ! 8 メラ ろ 
る ど ゴ タ ンプ の 0 4913 軟 | °C 
ラー の 施 光 を 否定 する 者 あら ば 、 ば らき 200540 に At 0 
に アッ ラー は 清算 に 迅速 な り 。 
21。 さ れ ば 、 彼 等 も し 激 と 論争 せ も ン eoLL 5 ココ 乱 <5M 
ば 、 云 え ヶ 「 我 は 完全 に アッ ラー に 0 上 
服従 す 。 ま た 我 に 従う 者 た ち も 」。 ~ こ ご JU あ OU8 5 ひつ 
し か 
面 し て 経典 を 授け られ た る 人 ん 々 "4 並 る ライ 2 イタ ヒル < を イン デン Me ~ 
Ep Q dn る | 
びに 無知 な る 人 々 “95 に 云え 、「 お 前 5 
3:86. 24:126. 


392 自然 と 全て の 真実 の 信仰 (宗教 ) の 基本 原理 に お ける 、 唯 一 の 中 心 的 議論 の 余地 の 
な い 事 実は 、 神 の 唯一 性 で ある 。 全 て の 創造 と 、 そ の 創造 全般 に 行き わた っ て いる 
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言 を 与え る 天使 達 、 そ の 伝言 を 世界 に ひろ め る 神 の 使者 達 、 そ し て 神 の 使者 達 よ り 


に 対し 、 自 分 達 の 証拠 を 付け 加え て いる 。 同様 に 、 全 て の も の が 一 致し て 、 ア ッ ラ 
ー と いっ し ょ に 他 の 神々 を 信じ る と いう 間違い を 、 そ し て それ が 、 複 数 の 形態 で あ 
れ 、 三 位 、 或 い は 二 位 一 体 で あろ うと 虚偽 で ある こと を 立証 し て いる 。 

全て の 宗教 は 、 神 の 寛大 さと 、 神 の 意志 へ の 恭順 を 信ずる こと を 説き 、 そ うす べ 
く 和 勧め る が 、 そ の 中 で 神 の 意志 へ の 恭順 が 完全 な 帰 依 と いう 形 を と っ て いる の は イ 
スラ ム だ け で ある 。 和 完全 な る 帰依 と は 、 神 の 美徳 へ の 完全 な 顕示 を 必要 と し 、 こ の 
よう な 顕示 を 含む の は イス ラム の み で ある 。 そ れ 故 、 あ ら ゆ る 宗教 (信仰 ) の 内 で 、 イ 


る に 足る も の な の で ある 。 全 て の 真実 の 宗教 は 、 そ の 原型 と 文字 通り の 、 ム スリ ム 
と いう 意味 に 於 いて 、 多 か れ 、 少 な か れ イ スラ ム ( 絶 対 の 上 帰 偽 ^ な の で ある 。 し か し 信 
仲 (宗教) が が 、 あ ら ゆ る 局面 に お ける 完全 さ を 有 し な けれ ば 、 ア ル ・ イ スラ ム の 名 は 与 
えら れる に 到 ら な い 。 そ し て アル ・ イ スラ ム こ そ 表 クル アー ン で 最終 的 に 完全 化 さ 
れ た 律 法 の た め へ の 準備 な の で ある 。 当 節 は 更に 2:63 節 の 説明 と も な っ て いる 。 
4 経典 を 与え られ た 民 と 経典 を 持た ぬ 民 と で 人 間 の 世界 は 成り 立っ て いる 。 

388 注 113A 及 び 注 1058 を 参照 の こと 。 
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連 も 服従 し た る か ?」 と 。 さ れ ば 役 KIBI 9030 
等 も し 服従 せ し な ば 、 彼 等 は 確か に , NE 
導 か れ た る な り 補 。 さ れ ど 、 も し 彼 $ Ola ea 
等 が 背 を 向け る な ば 、 “ 流 の 貴 任 は た 

だ 伝達 する こと な り 。 面 し て 、 ア ッ 

ラー は 僕 等 を 照 覧 し 給 う 。 

= 項 

22. ば に 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 を 耕 定 ED I AE GS RNG 
し 、 2 不正 に 預言 者 た ち を 殺 そ うと gga 2 ョ レン レン 。。 
し 、 人 々 の な か か ら 正 義 を 短 め る 者 0 区 


を 殺す 者 ども あら ば 、 彼 等 に 痛ま し スッ も 31 1 症 za 上 SU9 シ 2 
4 が oS OI 
い 資 音 あら ん こと を 告知 せよ 997。 6 


® 2 1 々 ダン 
ww | ル | 2 
グッ ン を 之 


23. これ 等 の 者 こそ は 、 現 世に お い 3 924 に 計 こ ちく で 3 る 0 史 
て も 来世 に お いて も 、 “その 所 業 が 空 ND 
雷 に 帰す る な り 。 柄 し て 、 彼 等 に は OR YB 
如何 な る 援助 者 も な か る べし 39。 

24. 次 は 、 経 典 の 一 部 を 授け られ た <』l の 35 | グット に 2 
る 人 々 を 見 ざり し か ?? 彼 等 の 間 に 


23:93.100: 13:41: 16:83. 02:62 を 参 


や 経典 を 持つ 民 と 経典 を 持た ぬ 民 が も し 自分 達 を 神 の 御前 に な げ だ す な ら 、 彼 等 は 
必ず や 聖 預言 者 を 受け 入れ 正しく 導 か れる こと と な る 。 何故 な ら 経 典 を 持つ 民 に は 
その 経典 中 に 聖 預言 者 に 関す る 預言 が 、 明 確 に 示さ れ て いる し 、 経 典 を 持た ぬ 民 は 
邊 然 や 人 間 の 良心 そし て 常識 に より 導 か れる 。 

7 神 の 預 斉 者 は 皆 、 ど の よう な 状況 に さら され よう と も 、 自 分 の 使命 を 全う し た 。 
預言 者 達 を 殺 そ うと する 企 て や 、 迫 害 が どれ だ け あ ろう と も 、 彼 等 の 信仰 を 止め さ 
せ た り 、 そ の 発展 を 途切れ させ る こと は で き な か っ た 。 宗教 (信仰 ) の 歴史 と は 、 こ の 
事実 へ の 紛れ も な い 証 拠 を 提供 し て いる 。 

398 不信 者 達 は 来世 に お ける 報い を 信じ て お ら ず 、 自 分 達 の 行動 が 、 復 活 の 日 に 全く 
役 に た た な いと いう こと の 証拠 と し て 、 現 世に 於 いて 、 イ スラ ム を 打ち 破る と いう 
彼 等 の 即 力 も 無駄 で あり 、 そ れこ そ 来 世に 於 いて も 、 自 分 達 の 行動 は 何 の 益 と も な 
ら な いこ と の 証拠 と な る と 告げ られ て いる 。 


R2218; 7:148; 18:106. 
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判定 を 下さ ん が た め に 、? 彼 等 は アッ < 有三 2 AP ぐ J19 ィ 2 へ | 


ラー の 聖典 の 方 へ っ 呼ば か けら れる な し リュ 。 タ 。 ィ ミン ン ェ ネ ラン 
り 。 捧 る に 、 彼 等 の 一 部 は 背 き 去 A 

り 、 面 し て 彼 等 は 忌避 する な り 。 の 5 うろ 
25. こ は 彼 等 が 、 5 「 我 等 に 業火 が 触っ IDC る EN 
れる は 限ら れ た る 日 数 に すぎ ず 」 と  。, ha 
云う が た め な り 9。 面 し て 、 彼 等 が は 39 っ さっ うら うじ | 


所 造 し た る も の こそ は 、 そ の 宗教 に OE 

関し て 彼 等 を 欺 き た り 。 

26. され ば 、 疑 う 余地 な き そ の 日 、 か めす る を CCHI ラ デリ 

“われ ら が 彼 等 を 召集 する 時 、 彼 等 は の 

果して 如何 に せん ? され ば 、 各 生 常 SU US う 4 

は 己 が 稼ぎ し も の を 存 分 に 報い ら YS 
⑨ EY 

れ 、 面 し て 彼 等 は 不当 に 過 せ られ る C 

こと な か る べし 

27. 云え 、「“ 王 権 の 主 な る アッ ラー EG FN EL LHS 


よ 、 汐 は 品 が 欲す る 者 に 王権 を 授 > こし to 
け 、 ま た 己 が 欲す る 者 か ら 王権 を 取 。 cE PS 
り 上 げ 給 う 。 ま た 己 が 欲す る 者 を 中 a 8 8 所 生 5 すす る 

、 い a っ わ 2 IRS 
め 、 己 が 欲す る 者 を 卑 し め 給 う 。 普 6 6 


© る > を ャ ポッ イマ 
福 は すべ て 没 の 掌中 に あり 。 ば に 次 OR ES 
は 全て の こと に 全能 に まし ます "?。 
2294:49.62:81: 5:19. で 3:10: 4:88: 43:27. の :283: 5:19, 415 384 40:17; 48:13. 


部 分 、 な ぜ な ら ば 改ざん され ず に 原文 の まま で 残っ た の は 極 く 一 部 で あり 、 そ の 部 
分 の み が 真 の 聖書 と いえ る か ら で す 。 或いは 、③⑬) 卓 越し た 経典 で ある 聖 クル アー ン 
と 比較 すれ ば 、「 聖 書 は 経典 の 一 部 に すぎ な い 」 と いう 意味 で ある 。 

3 や ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 達 は 来世 の 懲 嗣 を 自分 税 は 受け な いと 自ら 信じ させ よう 
と し て いる 。 ユ ダ ヤ 人 は 自分 達 が 選ば れ た 民 で ある と 思う こと で 又 、 キ リス ト 教 徒 
は 、 自 分 達 が 言う と ころ の 神 の 息子 で ある イエ ス が 、 十 字 架 上 の あ が な い の 死 に よ 
り 自 分 達 の 罪 を 一 身 に 背負 っ て くれ た と 自分 達 を あざ むい て いる の で ある 。 

1 当 節 で は 、 人 間 の 善行 で は な く 、 ど ん な 人 で あれ 人 間 の 血 が 、 救 済 を も た ら す と 
いう 教義 の 矛盾 を 強く 紐 弾 し て いる 。 

922 剖 節 の 説明 の た め に 、 次 節 を 参照 の こと 。 
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28. < 液 は 夜 を 昼 の 中 に 入ら し め 、 昼 NEI IN ION 8 る 
を 夜 の 中 に 入ら し め 給 う 8。 ま た 、 1 Rk 
り 流 は 死 より 生 を も た らし 、 生 より ンタ CHEN 3 


信 


死 を も た らし 給 う 。 面 し て 、 液 は 己 8 うら 9 て で Je と SE 5 
が 欲す る 者 に 限り な く 滋 養 物 を 与え 
給 う 」%%。 

29. “信徒 た ち は 、 信 徒 た ち を 差し 置 LS EY 
いて 不信 者 ども を 友 と な す な か れ 2 し Eg 

398。 面 し て 、 そ の こと を な す 者 あら IAS OCS 93、* う 2 


ズバ ン > {| 


ば 、 彼 は アッ ラー と は 何 の 関係 も な 13235 | 6 
ン Cr SE 
し 。 但 し 、 お 前 達 が 彼 等 か ら 完 全 に , , 


々 gl る く 
時 と 


身 を 守る は 別 な り 5。 調 し て 、 ア ッ Mb 

ラ NM 自身 の こと に つい Oa 
警戒 し 給 う “"。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー | 

Ne 

30. 云え 、“ 「 お 前 達 も し 己 が 胸中 に 3333 引 2 る 328 ヒ 2 受 8 


抱く も の を 隠 そ うと も 、 ま た それ を I 
さら け 出 そう と 、 ア ッ ラ ー は それ を 9G A 
97:35: 13:4: 22:62; 35:14; 39:6; 37:7. b6:96; 10:32 3020.3:H19: 4:140,145. 27:75: 28:70. 

9“ 昼 "と は ここ で は 人 々 の 繁栄 と 権力 を 指し 、“ 夜 "と は 斉 退 と 堕落 を 指す 。 
NW び 和 較 は 国家 が 、 全 て の 力 と 栄光 の 源 で ある 神 の 意志 に そう か 、 反 す 
る か 次 第 で 、 発 展 或 い は 没落 し て し まう 不変 の 神聖 な る 蔵 律 の 存在 を 指摘 し て いる 。 
398 先行 する 諸 館 で 約束 され た よう に 、 イ スラ ム の 政治 的 権力 の 達成 と 共に 、 ム スリ 
ム ( イ スラ ム 教 徒 ) 国 家 間 に 政 治 同盟 を 形成 する こと が 必要 と な っ た 。 当 注 の 施さ れ て 
いる 文 で は 、 ど うい っ た 形 で あれ 、 そ の 他 の イス ラム 教徒 国家 の 利益 を 害し た り 相 
反し た りす る た め 、 イ スラ ム 国 家 は 非 イ スラ ム 国 家 と 、 同 盟 、 又 は 条約 を 結ぶ べき 
で は な いと の 指導 原則 が 掲げ られ て いる 。 イ スラ ム の 利益 は 、 そ の 他 全 て の 利益 よ 
り も 優先 され る 。 

29 イス ラム 教徒 は 、 不 信者 達 の 己 や 陰謀 に 対し 身 を 護る よう に と の 注意 を 喚起 され 
て いる 。 敵 の 権力 や 軍備 力 で は な く 、 イ スラ ム 教 徒 が 常に 念頭 に 置き 、 用 心 す べき 
散 の 巧妙 な わな に 関し て 言 き 及 し て いる 

界 82 が 補 の 目 委 に 半 欲望 、 六 な ど を 意味 する (Aqrab より )。 
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知り 給 う 。 面 し て 彼 は 、 諸 天 に 在 る o ち 9 CEAA5 YG 
も の も 大 地 に 在 る も の も 知り 給 う 。 
され ば 、 ア ッ ラ ー は すべ て の こと に 
る WE に まし ます 」。 

31. 4 各 生 命 が そ の な し た る 普 事 と そ 
の な し た る 愚 事 を 目の当たり に 見 る と 
その 日 、 そ の 己 と それ (悪事 ) と の 間 まっ うぷ 名 le 
に 、 遥 か 遠い 隔たり が あら ん こと を "25 必 2 Es US 前 3 
望ま ん 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 。 ,。 


4 5 人 | スミ ポン タン 


d+ を 2 ri に 


を 御 自身 の こ と に つい て 警戒 し 給 つう ち 40 てこ お 4 スー うう る 9 

AA i EJ 
う 。 面 し て アッ ラー は 、 僕 等 に は 極 RN 
め て 憐れみ 深く まし ます 。 hn 2 


四 項 
32. 云え 、 2 お 前 達 も し アッ ラー を G86 8 
愛し な ば 、 我 に 従え 。 ア ッ ラ ー は 。, 。 。。 , 了 

ウッ タツ アン タス タク 5 3 ーー プレ ーッ ター 
お 前 達 を 愛 で 、 OO SE 全う 


Se MM の アッ ラー は 寛大 に 8 放 ッ プ イータ ゅ 


33. 去 え 、 1 は こき RE 5 の ジ 多 260 
人 従え 」 と 。 さ れ ど も し 役 等 痛 き 去ら 


ls 


ば 、 げ に アッ ラー は 不信 者 ども を 愛 eo る ssyahl6b 

で 給 わ ず 。 

34. げに アッ ラー は 、 ア ダム と ノア ァ 普 1 8 そ 33 所 正人 的 
‘99 fs 、 直 | 人 1 9) 

びに アブ ラ ハ ム の 子孫 と イム ラー ン LE に 5 

の 子孫 9 を 万 物 の 上 に 選び た り 。 ON je Os sl3 ois 


18:50. 24:70、 C4:60; 5:93: 8:47; 24:55: 58:14. 


3 当 人 節 で は 、 神 の 愛 を 手 に する に は 、 聖 預 斉 者 に 従う 他 な いと いう こと を 強調 し て 

RR 
すれ ば 、 復 活 す る に 足る と いう 誤解 が 取り 除 か れ て いる 。 

A お そら く 二 人 の 人 物 に 言及 し て いる の で ある ろう 。(1) 聖 書 に 登場 

Nt 彼 は コ ハ ス の 息子 で レビ の 孫 で ある 。 彼 は モー ゼ と アー ロン と ミリ 

父 で ある 。 モ ー CA アム 

ラム 項 、 出 エジプト 記 6:18-20。② イ ムラ ー ン 、 イ エス の 母 で ある マリ ア の 父 。 こ 
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35. * 彼 等 は 互 に 一 系 の 子孫 な り 。 面 区 |3 ua て Ds GS 3 
し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す 5 

べ て を 知り 給 う 。 EE 

36. イム ラー ン ( 家 ) の 女 や が 云え し て 3 に つう て 2 に 和 3 
時 (の こと を 思い 起 せ )、 「 凌 の 主 の ィ タ ラッ ィ ン 
よ 、 げ に 妥 は 己 が 胎内 に 宿 れる も の Os2S530 つ いう 
を 、 液 に 奏 仕 の た め に 奉 げ ん こと を OE SE 

暫 う やや!。 さ れ ば 、 愛 より 受け 入れ 

給え 。 げ に 、 流 は すべ て を 聴き 、 す 

べ て を 知り 給 う 御方 な り 」。 


U6:88; 19:39. 


の イム ラー ン は 、 ヨ シム (Yoshhim) の 息子 ある い は ヨシ ム (Yoshim) で ある (ジャ 
リー ル & カ スィ ー ル より )。 聖 クル アー ン で は 、 こ の 名 前 を 2 重 の 意味 で 選ん で いる 。 
(1 モー ゼ に 加え 、 モ ー ゼ の 兄 の アー ロン に 関連 し て 、(2②) イ エス の 母親 で ある マリ ア 
の 物語 を 紹介 する た め の 、 ま た 、 そ れ を 通し て イエ ス 彼 自身 を 紹介 する た め の 前 文 
の 類 と し て 使っ て いる 。 イ ムラ ー ン と いう 名 前 を 繰り 返し 3:36 館 で も 使っ て いる こ 
と か ら も 、 同様 の 結語 が 指摘 され る 。 こ の 文章 が 個々 別々 に アダ ム と ノア の 名 前 を 
意味 し て いる こと は 明らか で ある が 、 家 族 の 長 と し て の アブ ラ ハ ム と イム ラー ン に 
普及 し て いる 。 こ の こと は 、 後 者 の 複数 の 名 前 が 、 彼 等 の 子孫 か ら 特 定 の 個人 に 詩 
及 す る こと を 含ん で いる こと が 指摘 され る 。 従 っ て 、 ア ブラ ハム の 家族 と いう 表現 
は 、 ア ブラ ハム 個人 に 言及 し て いる の みな ら ず 、 彼 の 息子 た ちや 孫 た ち 、 イ シュ マ 
A RT 
孫 で ある イス ラム の 聖 預 音 者 を 含ん で いる か も し れ な い 。 同様 に イム ラー ン の 家族 
と いう 葉 は 、 ア ー ロ ン 、 モ ー ゼ 、 イ エス に 言及 し て いる 。 イ ムラ ー ン 自身 は 、 六 
言 者 で は な か っ た の で 、 含ま れ て いな い 。 
で 当 節 の イム ラー ン と いう の は 、2:41 館 で 、 イ スラ エル が 、 バ ニ ・ イ スラ イー ル 
イスラエル の 子ども ら ) の 御 際 形 と し て 番 か れ て いる こと と 同様 に 、 アー リ ・ イ ムラ 
ー ン (モー ゼ の 父 イ ムラ ー ン の 家族 ) の 省略 形 と し て 書か れ て いる か 、 あ る い は 、 マ リ 
ア の 父 の イム ラー ン を 示し て いる か どちら か で ある 。 
や ム ハ ッ ラル と いう の は 、 自 由 な と いう 意味 で あり 、 両 親 に よっ て 、 世 俗 の こと 全 
て と 切り 離さ れ 、 教 会 の 奉仕 に 尽く す よ うに され た 子ども の こと で ある (Lane と 
Mufradat より )。 イ スラ エル 人 た ちの 中 の 習慣 で 、 神 へ の 奉仕 に 尽く す 人 々 は 、 独 身 
の まま 過ごし た (マリ ア の 福音 5:6 及び 、Bayan 3:36 より )。 当 節 で は 、 ハ ン ナ (聖書 辞 
典 よ り ) と いう 名 の マリ ア の 母 は 、 イム ラ ア ト ・ イ ムラ ー ン (イム ラー ン の 女性 ) と し 
て 組 ら れ て いる が 一 方 19:29 節 で マリ ア 自 身 は 、 ウ フト ・ ハ ー ル ー ン (Ukht Harnn= 
ー ロ ン の 姉妹 ) と 語ら れ て いる 。 イ ムラ ー ン (アム ラー ン ) と アー ロン は 、 そ れ ぞ れ 、 
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モー ゼ の 父 と 兄弟 で あり 、 彼 に は ミリ アム と いう 名 の 姉妹 が いた 。 ア ラビ ア 語 の イ 
ディ オム と 聖 ク ルアー ン の スタ イル を 知ら な いた め に 、 キ リス ト 教 の 著作 者 は 、 聖 
クル アー ン の 著者 は 聖 預 辻 者 で ある と し て いて 、 聖 預言 者 が 無知 ゆえ に イエ ス の 母 
マリ ア と モー ゼ の 姉妹 の マリ ア ( あ る い は ミリ アム ) を 混 周 し て いる と 思っ て いる 。 従 
っ て 彼 等 は 、 聖 クル アー ン の 重大 な アナ クロ ニズム を 発見 し た よう に 考え て いる の 
だ が 、 そ れ は すべ て 馬鹿 げた 勘違い で ある 。 聖 クル アー ン が 実際 に は モー ゼ と イエ 
ス を それ ぞ れ 別 の 二 人 の 預 詩 者 と みな し て いる こと は 、2:88 節 、5:45 節 の 預言 者 に 
関す る 長い くだ り に 示さ れ て お り 、 き ぎ きわめ て 多く の パッ セー ジ を 引用 し て 明らか に 
する こと が で きる 。 聖 預言 者 が いつ ムギ ー ラ ー を ナジ ャ ラン の 地 に 送っ た か は 記録 
に あり 、 当 地 の キ リス ト 教 徒 た ち は 彼 に 「 あ な た は 、 聖 クル アー ン で マリ ア ( イ エス 
の 母 ) が アー ロン の 姉妹 と し て 言及 され て いる の を 知ら な い の で すか 。 イ エス は モー 
ゼ よ り も ずっ と 後 の 時 代 に 生ま れ た の に 」 と 導 ね た 。 ム ギー ラー は 、 こ う 言 っ て い 
る 。「 ど う 秒 えて よい か わか ら な か っ た 。 そ し て メデ ィ ナ に 帰っ て 、 聖 預言 者 に 尋 
ね た と ころ 、 預 詩 者 は 、「 イ スラ エル 人 た ち は 、 子 ども の 名 前 を 亡くな っ た 預言 者 
や 聖者 に ちな ん で 名 づけ る の で す よ 、 と な ぜ 答 えな か っ た の か 」 と 言っ た (ティ ルミ 
ズィー より )。 実際 に ハン ナ の 夫 で マリ ア の 父 は イム ラー ン と し て 知ら れ て いた が 、 
彼 の 父 ( マ リア の 祖父 ) は ヨシ ュ ヒ ム ( ヨ シム ) と いう 名 で あっ た (ジャ リー ル 及 び 、 カ ス 
ィ ー ル より )。 こ の よう に こと こ で 出 て くる イム ラー ン は 、 モ ー ゼ の 父 の イム ラー ン と 
は 違っ て いる の で あり 、 彼 の 実 の 父 は 、 コ ハス で ある ( 出 エ ジ プ ト 記 :6:18-20 節 )。 ハ 
ン ナ の 夫 、 マ リア の 父 が キリ スト 教 の 経典 で は ヨアキム と 名 づけ られ て いる と いう 
事実 は 、 イ ムラ ー ン の 父 と し て イブ ン ・ ジ ャ リー ル に よっ て で 普及 され て いる ヨシ ム 
と 同じ で ある の だ か ら 、 和 驚く こと で は な い 。 キ リス ト 教 の 経典 で は 、 父 の 代わ り に 
祖父 の 名 前 が 与え られ て いる が 、 そ れ は よく ある こと で ある 。 加 えて 、 聖 書 で は 一 
人 の 人 物 に 二 つ の 名 で 知ら れ て いる 例 が いく つも ある 。 例 えば 、 ギ デオ ン は ヨル ッ 
バー ル と 呼ば れ て いる (裁き 人 7.D。 ヨ シム の 二 番 目 の 名 が た また ま イ ムラ ー ン で あ 
っ た と し て も 驚く 事例 で は な い 。 さ ら に 、 個 人 名 と 同じ く 家 族 名 に お いて も 著名 な 
先祖 の 名 前 に ちな ん で つけ られ て いる こと が 折々 ある 。 型 書 に お いて は 、 イ スラ エ 
ル と いう 名 が 折々 イス ラ エ ル の 人 々 で あっ た り ( 申 命 記 6:3、)、 ケ ダル が 、 イ スラ エ 
ル の 人 々 を 意味 し て いた りす る (イザ ヤ 21:16: 42:1D。 同じ よう に 、 イ エス は ダビ デ 
の 息子 と 呼ば れ て いる (マタ イ 1:)。 イ ムラ アト ・ イ ムラ ー ン と いう 語 は 、 お そら く 
イム ラ ア ト ・ ア ー リ ・ イ ムラ ー ン 、 す な わ ち 、 イ ムラ ー ン の 家系 か ら の 女性 を 意味 
し て いる の で あろ う 。 こ の 説明 は 、 ア ー ル ・ イ ムラ ー ン (イム ラー ン の 家族 ) が 聖 ク ル 
アー ン に お いて 、 前 二 つ し か 離れ て いな い 節 に 書か れ て いる と いう 事実 か ら も 支持 
を 得 ら れる こと で あろ う 。 ア ー ル (家族 ) と いう 語 は 、 参 照 箇 所 が 近い が ゆえ に 省略 さ 
れ た の だ 。 マ リア の 母 ハ ン ナ は 、 ア ー ロ ン の 家 に 悦 し 、 ア ー ロ ン を 通し て イム ラー 
ン の 家 に も 届 し て いた エリ ザ ベ ス ( ジ ョ ン の 母 ) の 従妹 で ある C レ カ に よる 福音 書 1:$、 
36)。 こ の 科 所 と 次 の 節 に つい て は 、 解 説 の 特大 版 も 参照 の こと 。 

マリ ア の 母 の 殴 い は 、 エ ッ セ ネ 派 の 影響 下 で な され た も の の よう だ 。 エ ッ セ ネ 派 
は 、 一 般 に 当時 の 人 々 か ら 高 い 評 価 を 得 て お り 、 禁 欲 生活 を 送り 、 メ ン バ ー か ら 女 
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37. され ば 、 彼 女 は それ を 産み た れ RIS 
ば 彼女 は 云え り 、「 受 の 主 よ 、 肛 ンー 

は 確か に 女児 を 産め り 92 析 し て 、 O83 で こつ うら 0 
アッ ラー は 彼女 が 産み し も の を 熟知 < っ 4 代 YP う 会 志 


UC MR RR Cg 
に 非 ず 。 され ば 、 愛 は 確か に 彼女 を OSIoetG う 5 の sgI 15 
マル ヤム と 名 づけ た り “7W。 箇 し Os Hl 


性 を 排除 し 、 自 ら の 人 生 を 宗教 と 同胞 た ち へ の 奉仕 に 捧げ て いた (聖書 百科 辞典 、 ユ 
ダ ヤ 教 百科 辞典 )。 福 普 書 の 教え が エッ セ ネ 派 の 人 々 に 大 い に 浸 逃 し て いた こと は 注 
目 に 値する 。 ム ハッ ラル と いう 語句 の 意味 か ら 、 マ リア の 母 が わが 子 を 神 へ の 奉仕 
に 捧げ る こと を 回 っ て いて 、 結 婚 さ せる つも り も な か っ た こと が 明らか で ある 。 こ 
の こと は マリ ア か 聖職 者 タラ ス に 属す る 予定 で あっ た こと を 示し て いる 。 そ れ ゆ え 
に 、 聖 クル アー ン の いずれ の 人 箇所 に お いて も 、 マ リア は アー ロン の 姉妹 と 呼ば れ て 
お り 、 モ ー ゼ の 姉妹 と 呼ば れ て は いな い の で ある (19:29 節 )。 実 際 に は アー ロン と モ 
ー ゼ は 実 の 兄弟 で あっ た が 。 と いう の は 、 モ ー ゼ が ユダ ヤ 教 律 法 の 創設 者 で あり 、 一 
方 アー ロン は ユダ ヤ の 聖職 者 タラ ス の 筆頭 で や っ た か ら で あ る ( 王 書 百科 辞典 及び ブ 
リタ ニカ 百科 事典 、 ア ー ロ ン の 項 )。 従 っ て 、 イ エス の 母 、 マ リア は 、 ア ー ロ ン の よ 
うに 聖 i CC アー ロン 血 の つ な が っ た 姉妹 で は な いけ 
れ ど も 、 姉 妹 と され て いる の で ある 。 

492 マリ ア の 母 は 、 彼 女 が 神 へ の 奉仕 に ささ げ ば る つも り の 皿 子 に 恵まれ ます よう に と 
の 期待 の 内 に 携 い を た て た 。 し か し 男子 の か わり に 女児 が 生ま れ た た め 、 彼 女 は 困 
惑 し た の で ある 。 

” 。「 ア ッ ラ ー は 彼女 が 産み た る も の を よく 承知 す 」 と いう 言葉 は 、 神 に よっ て 語 
られ た 挿入 名 の 形 を 取っ て いる が 、 一 方 、「 男 児 は 女児 と 同じ に 非 ず 」 と いう 言葉 
は 、 神 か ある い は マリ ア の 母 の いずれ か に よっ て 語ら れ た と 解釈 され る だ ろう 。 お 
そら くそ れ ら は 神 の お 計 葉 で あり 、 本 文 に 著 さ れ て いる よう に 、 そ の 女性 が 産む こ 
と に な っ た 女の子 は 、 彼 女 が は し いと 望ん だ 男の子 より も 優れ て いた と いう こと を 
意味 し て いる の で あろ う 。 も し 、 マ リア の 母 の 語っ た 言葉 で ある と 考え る と 、 彼 女 
が 産ん だ 女児 は 、 彼 女 が 子供 に 望ん だ 特別 な 奉仕 に は 男児 だ けが 就く こと が で きた 
か ら と いう 理由 の た め に 、 彼 女 が 授かる よう 望ん だ 男児 の よう に は な れ な いで あろ 
う 、 と いう 意味 だ と 解釈 され よう 。「 凄 は 確か に 彼女 を マル ヤム と 名 づけ た り 」 と 
いう 句 は 、 女 児 を 、 マ リア (高揚 し た 、 純 粋 な 祈り 手 と いう 意味 ) と いう 名 が 意味 する 
の に ふさ わし く 、 高 揚 し て いる 者 、 普 な る 者 と な し て くだ さい と いう 神 へ の 祈り を 
含ん で いる 。 
NNN 
の マル ヤム (後に な っ て ミリ アム と 発音 され た ) に ちな ん で 名 付け られ た と 思わ れる 。 
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て 、 凄 は 彼女 と 彼女 の 子孫 の た め に 
492c 追い 払わ れ た る 悪魔 に 対し て 

*2p 流 の 御 加護 を 求め ん 」 。 

38. され ば 、 そ の 主 は 恵み 深く か の HE SR CE 
女 を 御 嘉納 され 、 す こ や か に か の 女 し 。 し に ンー 
党 計 80、 Ce SC 


3 を し て か の 女 の 保護 者 た らし め ssa UG っ) 


区 


多 2 分 へ ブ ライ 語 に よっ て 複合 語 で ある こ の 語 旬 は 、 海 の 星 > ご 婦人 また は 、 興 さ 
ま 高貴 な : 敬 護 な 崇拝 者 を 意味 する (Cruden's Concordancei カッ シャ ー フ 及び 、 
聖書 百科 事典 より ) 。 
92C これ ら の 斉 葉 の 解釈 は か な り 難 し いも の で ある 。 も し マリ ア の 母 が 自分 の 子供 
を 、 神 へ の 奉仕 に ささ げ る つも り で あっ た の な ら 、 彼 女 は 、 そ の 子供 は 、 終 生 、 来 
婚 で ある こと を 知っ て いる べき だ し 、 知 っ て いた に 違い な い 。 そ うな れ ば 、 そ の 子 
の 子孫 に 祈り を ささ げ ば る 意味 が 一 体 ど こと に ある の で あろ う 。 最も 納得 の ゆく 説明 は 、 
神 が 、 幻 の 中 で ハン ナ に 、 彼 女 の 娘 は 、 婦 人 の 域 に 達 す れ ば 、 子 供 を 持つ と お 告げ 
に な り 、 そ の た め マ リア と その 子供 と に 神 の 御 加護 を 賜る べく 彼女 が 祈っ た の で あ 
る 。 し か し 、 こ の 祈り に も か か わら ず 、 彼 女 は 、 最 初 に 自分 が 意図 し た 通り 、 マ リ 
ア の 将来 を 神 に 委ね 、 彼 女 を ささ げた の で ある (3:36: マリ ア の 誕生 の 福 普 )。 こ れ は 、 
真 に 例外 的 な こと で あっ た に 違い な い 。 何故 な ら 、 神 へ の 奉仕 に 献 げ られ る 資格 は 
通常 は 男子 の み だ か ら で あ る 。 マ リア の 母 が 幻 を 見 、 彼 女 の 娘 が 、 男 子 を も うけ る 
こと を 知っ た と いう 推察 は 、 幾 ら か 違っ た 形 で は あっ て も マリ ア の 福音 (3:$) 中 に 示 
され て いる 。 そ れ 故 、 マ リア の 母 が 、 マ リア と と その子 が サタ ン の 誘惑 か ら 身 を 守れ 
る よう に と 祝っ た こと に 何ら 奇異 な どころ は な い の で ある 。 信心 深 い 親 な ら 誰 で も 、 
子供 に 対し こう いっ た 望み を 持ち 、 持 来 、 汚 れ の な い 良 き 人 生 を お くる よう 祈る も 
の な の で ある 。 又 も う 一 つ 留 意 す べき は 、 イ スラ ム は 、 全 て の 神 の 預言 者 は サタ ン 
の 誘惑 か ら 守 られ る と 宮 言 し て いる の に 対し 、 聖 書 で は 、 こ の 加護 を イエ ス に 帰し 
て は いな い の で ある (マル コ 、1:12,13)。 
2P ラジ ー ム と は 、 ラ ジャ マ か ら 派 生 し た 語 で 、(1① 神 の 存在 と 慈悲 か ら 離 れ さ せら 
れ た 者 、 あ る い は 呪 わ れ た 者 、(②) 見 捨て られ た 、 遺 茎 さ れ た 者 、(3③) 石 を 投げ られ た 
者 、(4) す べ て の 立 と 美徳 を 奪わ れ た 者 を 意味 する (Lane より )。 
や ザ カ リッ ヤー 又は 、 ザ カリ ッ ヤ ス と は 聖 ク ルアー ン で は 預言 者 と され て いる 、 イ 
スラ エル 人 の 聖人 の 名 前 で ある が (6:86)、 聖 書 で は 、 単 に 聖職 者 (司祭 ) で あっ た と し 
か 述べ られ て いな い ( ル カ 、1:5)。 聖書 で 預 斉 者 と され て いる 人 物 は ゼ ガ リヤ (上 記 の 
ザ カ リッ ヤー と は つづ り が 違う ) で あり 、 こ れ に つい て は 、 聖 クル アー ン で は 全く 人 触 
れ ら れ て いな い 。 聖 クル アー ン 中 の ザ カ リッ ヤー は 、 イ エス の 従弟 で ある ヨハ ネ の 
父 で あっ た 。 
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り 。 ザ カリ ッ ヤ ー は か の 女 の 聖 室 を 。。。-< GD 
訪れ る た びに 、 か の 女 の 許 に 滋養 物 


i タグ る プラン ン ぁ る も 上 ? 
を 見 出し た り 。 彼 は 云え り 、「 マ ルー Cp 6 WO Ml ls 
VE RE EAR 0 
る か ?」。 彼女 は 云え り 、「 こ は ア を > 


ッ ラ ー よ り ( 項 戴 す )」 や *。 げ に 、 ア 
ッ ラ ー は 選 が 欲す る 者 に 限り な く 滋 
養 物 を 与え 給 う 。 


39. そこ で ザ カ リッ ヤー は 己 が 主 に SIE 電 IESE 
祈り て 8、 云 えり 「a 我 が 主 よ 、 我 E82 
に 汐 の 御 話 より 無垢 な 子孫 を 授け 則 ツリ < 3 SK 2 こう 
え 。 げ に 、 液 は 祈り を お 聞き と どけ OE 
くだ さる 御方 に まし ます 」。 

40. 面 し て 彼 が ? 聖 室 に 立ち て 祈り つ 5 US 22S EE 
つ あ り し 時 、 天使 た ち が 彼 に 呼び か け て" て ーー。 ン の 。 
て 云え り 、 "げに アッ ラー は 汐 に ヤ 。 、 sss ご SS 191 て OLAMI 


フ ヤ ー( ヨ ハネ ) の 朗報 を 賜 う en ( 彼 履き コー Me bari Eu ンタ 
> en i A 
は ) ア ッ ラ ー よ り の 御 言葉 を 確証 し 、 ンー て ラン 02 ダー ン 


919:6-7: 21:90-91. 219:12. 19:8: 21:91. 3:46: 4:172. 


“贈り物 は その 場所 を 訪れ た 礼拝 者 が 明らか に 持っ て きた も の で あっ た が 、 マ リア 
が 、 ア ッ ラ ー よ り の 贈り 物 で ある と 答え る こと は 尋常 な こと で ある 。 何故 な ら 、 人 
に 与え られ る 全て の 若き も の は 、 最 終 的 な 贈り 手 で ある 神 よ り 来 る か ら で あ る 。 実 
際 、 マ リア の よう な 信心 深い 育て られ 方 を し た 少女 か ら 、 そ れ 以 外 の 答え が で る ほ 
う が 驚 くべ き な の で ある 。 

198 その 子供 の 信心 深い 受け 答え は 、 い た く ザ カリ ッ ヤ ー の 心 を うち 、 彼 の 心 の 奥深 
くに 、 彼 自身 の 、 似 た よう な 信心 深い 子供 を 持ち た いと いう 自然 で 潜在 的 な 欲求 を 
目覚 め さ せ た 。 彼 は 神 に マリ ア の よう な 子 を 授かる よう 祈っ た 。 そ の 祈り は 、 加 ク 
ルアー ン の 様々 な 箇所 で 、 そ れ ぞ れ 違 っ た 言葉 で 述べ られ て いる こと か ら も 、 長 い 
期間 に わた り 、 何 度 も 繰り 返さ れ た も の と 思わ れる (3:39: 19:4-7: 21:90)。 

96 ヤ フ ヤ ー (或いは ヨハ ネ ) と は 、 聖 書 の 預言 を 成就 する た め 、 イ エス より 前 に 、 イ 
エス の 先駆 者 と し て 現われ た 預言 者 の 名 前 で ある (マラ キ 3:1 及び 4:53)。 そ の へ ブラ 
イ 語 形 は ユー ハン ナー で あり 、 当 語 で は 、 神 は 慈悲 に まし ます と いう 意味 を 持つ 。 
ヨハ ネ と いう 名 は 、 神 御 自身 より 与え られ た も の で ある 。 
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る と 


高中 な る 者 、 純 湊 な る 者 、 義 し き 人 々 OF A LSS 
の うち の 使徒 た る 者 "な り 」 と 。 
| 
41. 役 は 坪 え り 、「* 我 が 主 よ 、 衝 す < て 1 る 33 っ らく 
gals id Gi こう 
で に 老い 、 我 が 妻 は 石 女 な れ ば 、 如 I 
何 に し て 我 は 子 を 得 ら れ よ うか ?」 MISASOG うに ES 


a 彼 は 云え り 、 「 か く の 如く 、 ア 4 タン ンー ゴン タン 
LAS a 
ッ ラ ー は その 欲す る こと を な し 給 0 9 


う 」。 
42. % 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 に Vis SS dG 
神 兆 を 示し 給え 」“②。 彼 は 云え り 、 ェ 。 0 の 
し る し ラン 94 るー ング 9 マトン る 

「 流 の 押 兆 は 、 流 が 三 日 の 回 で DO 8 は で か 


人 々 と 話さ ざる こと な り 、 “但し 手 ま 。 ** づ し を 2 1 人 ス 4 と 5 っ る も | < 

NLS A りつ っ 1.9 
ね を する こ と を 除い て 。 面 し て 液 の ん て を ジン 
主 を ひたすら 念じ 、 朝 な 夕 な 讃 美 し @ EEN 


替 れ 」。 

五 項 
43. 面 し て 、 天 使 た ち が 云え し 時 10 Sp で と ミー づこ)U5315 
(を 思え )。「 マ ル ヤ ム よ 、 げ に アッ M 


919:9、10.919:11. “19:12. 


7 ヨハ ネ は マラ キ の "見 よ 、 私 は 、 神 の 偉大 に し て 多 難 な 目 の 前 に 、 預 言 者 で ある 
エリ ヤ を つか わす "と いう 預言 の 成就 と し て 現われ た (マラ キ 4:5)。 
や グラ ー ム (Ghulam) と は 、 青 年 を 意味 する (Lane より ) 。 ザ カリ ッ ヤ ー の 疑問 
は 、 神 の 約束 に 対す る 、 純 粋 な 驚き か ら の 自然 な 表現 で あり 、 そ の 問い か け に は 、 
自分 が 長らえ て 、 自 分 の 息子 が 生ま れ 、 立 派 な 青年 に 成長 する の を 見 られ る よう に 
と の 折り も こめ られ て いた 。 
0 は 三 日 間 、 口 を 開か な いで いれ ば 、 約 東 が 成 就 す る と 言わ れ た の で 
音 書 が 述べ る よう に 、 神 の 御 言葉 を 信じ な か っ た 罪 と し て お し に され た の 
ioe 
4 沈黙 を 守る と いう 戒律 は 、 ザ カリ ッ ヤ ー に 、 眼 想 と 祈り に 自分 の 時 間 を さく の に 
良い 機会 を 与え る た めで あっ た 。 即 ち 神 の 御 慈 砺 と 御 慈愛 を 受け る に は 、 最 も 適切 
な 機会 で ある 。 又 し ゃ べら ず に いる と いう こと は 、 或 る 場合 に は 、 人 間 の 失わ れ た 
生命 力 と 体力 を 回 復 す る の に 役立つ と も 考え られ て いる 。 こ の 慣行 は 当時 の ユダ ヤ 
人 の 間 で 流行 っ て いた も の と 思わ れる 。 
3 複数 形 で 使わ れ て いる 天使 た ちと いう 言葉 は 、 そ れ 自 体重 要 な 意味 を 持っ て いる 
も し 、 単 に メッ セー ジ を 伝え る こと だ けが 意図 され て いる の で あれ ば 、 た だ 一 人 の 
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EROS ETERS REESE REIS RECERCAT EEE ERA ERS RR EH ERR ROR EERE EERE REE EIGER OR NR 


ラー は 激 を 選び * や 、 液 を 浄 め 、< 布 。 g、> し 記 215 コ 2 放っ し 店 う | 
し て 万 有 の 女 任 の 上 に 汐 を 選び 5 る 
た り 。 OR 
44. マル ヤム よ 、 己 が 主 に SI I I 
れ 。 面 し て 叩 癌 を し 、 御 辞 儀 を 


者 と 共に 御 辞 償 せ よ 」。 OS HE 
2 (a こ は 不 可視 な る 消息 ちな り ‘ES HN 


、 わ 和 れ ら が 液 に 之 を # し の 2 0 
て 、 液 は 彼 等 が “自分 た ちの うち 誰 る S10 4 の と < ゲ ビ 3 
が マル ヤム を 伏 育 す べき か を 決め ん る チー ンプ ー プ の ツン レブ ラン デ の ラー ンー 2 イイ 
が た め に 役 矢 を 投げ し 時 、 彼 等 と 共 こつ や ビッ っ っ ここ) る | 
に 居合 せ ず 、 ま た 液 は 役 等 が 互 に 相 SO 
逢い し 時 も 居合 せ ざ りき 。 


93:34. 11:50; 12:103. 63:38. 


天使 が 伝令 と し て 行動 すれ ば よかっ た と ころ で ある 。 聖 タル アー ン の イデ ィ オ ム に 
お いて 複数 形 が 使わ れ て いる こと か ら 、 神 が 、 マ リア の 皿 子 を 通じ て この 世 の 人 生 
の 様々 な 領域 に 影響 を 与え る よう な 大 き な 変 化 が も た ら さ れる よう 意図 され た と い 
NRN 神 は 、 RR A て の 異な っ た 


i は Oe 
12 当 節 で は "選び "と いう 言葉 が 二 回 使わ れ て いる 。 最 初 は ト 、 マ リア に つい て で 、 他 
の 誰 へ の 詩 及 も な いた め 、 こ れ は 彼女 の 抜き ん で た 絶対 の 地位 を 意味 し て いる 。 然 
る に 二 回 目 に 使わ れる 時 は 、 マ リア の 時 代 の 他 の 女性 達 と 比較 し た 形 で 、 彼 女 の 高 
い 地 位 を 示す た め 、 使 われ て いる 。 聖 クル アー ン で の 語 の 使い 方 に 従え ば 、 ニ サー 
ウル ・ ア ー ラ ミー ン (万 有 の 女性 ) と いう 表現 は 、 全 て の 時 代 、 そ し て 全て の 年 代 
の 女性 に あて は め ら れる も の で は な く 、 マ リア の 生き た 特定 の 時 代 の 女性 の み に 使 
われ て いる も の で ある 。 
413 型 ク ルアー ン 中 で マリ ア に 関し て 明らか に され て いる 事実 の 多く は 、 そ れ 以 前 の 
型 典 に は 載っ て いな い 。 故に 、 こ こ で は それ ら の こと は 、 不 可視 な る も の と し て 語 
られ て いる 。 以 下 に 続く 人 節 で 述べ られ て いる よう に 、 マ リア は 寺院 で 神 に 身 を 献 げ 
た 生活 を 送っ て いる 期間 に 、 妊 娠 し た の で ある 。 当然 な が ら 神 父 達 は 、 青 天 の へ き 
れき と も いえ る 事実 を 知る に 到 り 、 ス キャ ンダ ル を お それ て 、 協 議 し た 結果 、 マ リ 
ア の 処分 を 決定 する 人間 を 決め 、 結 婚 と いう 形 で 落着 か せる こと と な っ た 。 福音 書 
で 述べ られ て いる よう に 、 一 人 の ヨゼフ と いう 大 工 が 、 彼 女 の 夫 と し て 適当 で ある 
と され 、 こ の 人 奇 學 な 状況 を 受け 入れ て くれ る よう に と 説得 され た 。 こ れ ら 全て は 当 
然 の こと な が ら 秘 密 神 に 行なわ れ た た め 、 了 軸 ク ルアー ン で 人 々 に 知ら し め た こと は 、 
ガイ ブ (不可 視 な る も の ) で あっ た の で ある 。 
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46. 天使 た ち が 云 え し 時 (を 思い 起 2 ス つ も る と TH ポ (・ 入 5 
は で さえ し 時 (を 思い 直 20050 ろ つこ 3 3 
せ )。「 マ ル ヤ ム よ 、? げ に アッ ラー  。 を 0 
タン A SAW ロン タメ 
は ? じ きじ き の 御 言葉 で が 4 波 に 朗報 な っ 1 て っ もう テー コン 5 
を 授け 給 う 。 彼 の 名 は メシ ア 5 な 


919:30.3:10: 4:172. 


4 カリ マ (Kalimah) と は 、 言 葉 、 天 命 、 法 を 意味 する 語 で ある (Mufradat より )。4:172 
節 で み ら れ る よう に 「 ル ー フ (Rauh) 」 と いう 語 と 一 緒 に 使用 する こと で 、 イ エス の 
神 の 息子 で ある と いう 神 性 を 、 破 壊 、 人 否定 する た め に 使わ れ た こと は 疑い も な い 。 
その 中 で イエ ス は 、 そ の 言葉 が 、 真 実 の 大 義 に と っ て 有用 で あっ た た め 、 カ リマ ・ 
トゥ ッ ラ ー と 呼ば れ て いる 。 起 上田 に よっ て 真実 の 大 義 を 助 く る 者 は 神 の 剣 、 又 は サ 
イフ ッ ラ ー、 又 は アサ ドウ ゥ ウッ ラー ( 神 の 獅子 ) と 呼ば れる よう に 、 イ エス も 、 彼 の 
生誕 が 、 父 親 の 介在 な し に 、 神 の 直接 の * 命 令 "で (19:22)2 も た ら さ れ た た め 、 カ リマ ・ 
トゥ ッ ラ ー と 呼ば れ た の で ある 。 カ リマ と いう 語 は 、 上 記 の 意味 の 他 、 聖 クル アー 
ン で 次 の よう な 意味 で も 使わ れ て いる 。(1) 神 兆 (66:13 と 88) : (② 懲 禄 (10:97) : 3) 計 
画 、 又 は 企み (9:40) : (④ 青 報 (7:138) : ③) 神 の 創造 物 (18:110) ; (6⑥) 単 な る 言葉 、 又 は 断 


と 呼ば れる の な ら 、 聖 預 昔 者 は 、 ズ ィ ク ル 、 即 ち 、 本 、 或 い は 良き 話し と 呼ば れる 
(65:11-12)。 そ し て これ は 明らか に 多く の カリ マ ( 言 葉 ) で 成り た っ て いる も の で ある 。 
実際 に 、 も し カリ マ ・ ト ゥ ッ ラ ー を * 神 の 言葉 "と いう 意味 に 理解 すれ ば 、 我 々 が 最大 
限 に 言え る こと は 、 神 は 丁度 他 の 預言 者 達 を 通し て 現 わ さ れ た よう に イエ ス を 道 し 
て 、 御 自身 を 表現 な さっ た の で ある 。 言 葉 は 思考 を 表わす 手段 に すぎ ず 、 言 葉 が 
我々 の 存在 の 一 部 を 形成 し た り 具 体 化し た りす る こと は な い の で ある 。 

人 9 アル ・ マ スィ ー フ (AlMasih) と 言う 語 は マサ ハ か らち 派生 され 、 次 の よう な 意味 を 
持つ 。 彼 は 物 の 汚れ を 拭き 取っ た 、 彼 は それ を 聖 油 で 清め た 、 彼 は 地上 を 旅 し た 、 
神 は 彼 を 恵み 賜 え た (Aqrab より ) 。 従 っ て マシ ー た は 、Q① 聖 油 で 清め られ た 人 、(② 
よく 旅行 する 者 、③) 恵 まれ た 人 、 を 意味 する 。 ア ル ・ マ シー(Al-Masih) と は 、 へ ブラ 
イ 語 の マシ ア (Mashiah) と いう 語 の メシ ア に あたる アラ ビア 語 で ある (聖書 百科 事典 : 
宗教 倫理 百科 より )。 イ エス は 長く 多く の 旅 を する 運命 に あっ た た め 、 こ う 名 づけ ら 
れ た 。 し か し 福音 書 の 叙述 に 従え ば 、 イ エス の 奉仕 は 、 三 年 足ら ず の 上 に 、 彼 は 、 
幾つ か の パレ スチ ナ 惑 い は シリ ア の 町 々 し か 尋ね て お ら ず 、 メ シア の 称号 に は そ ぐ 
わな く な る 。 し か し 近年 の 歴史 上 の 調査 で は 、 は りつ け の 衝撃 と 傷 が いえ た 後 、 イ 
エス は 東洋 まで の 遠く と 広 き に わた り 旅 を し 、 最 後に は カシ ュ ミ ー ル に 辿り 着き 、 
その 地域 に 住ん で いた 、 イ スラ エル の 落ち の び た 支 族 へ の 伝言 を 伝え た と いう 事実 
が 判明 し て いる 。 小 高い 丘 の 空地 に イエ ス は 家 を 与え られ た と 述べ られ て いる 注 
2000 も 併せ て 参照 する こと 。 上記 の メシ ア と は ' 聖 油 で 清め られ た 者 ' と の 意味 も 併せ 
も つ 。 イ エス の 生誕 が 常軌 を いっ し て お り 庶 子 で ある と みな され が ちの た め 、 こ の 
人 々 の 抱き うる 非難 を 取り 除く た め 、 全 て の 神 の 預言 者 達 は 正 に 塗 油 さ れ て いる 者 達 
の た め 、 イ エス は 神 御 自身 の 塗 油 に より “ 型 油 で 清め られ た "と 言わ れ て いる の で ある 。 
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る イエ ス 6、 マルヤ ム の 子 "な CG I SR Es 
り 。( 彼 は ) 現 世 並 びに 来世 に お いて PM 
高い 栄誉 を 得 、 神 の そば 近く 寄れ る 6ou 2 は 

者 た ちの うち な り “8 

47. 耐 し て 、 < 彼 は 播 笹 の 中 に お いて 2p 
も 4 、 ま た 壮年 に な っ て か ら も a 
em 公 に 語り か け 、 面 し て 義 し き Corekal 


人 々 の うち と な らん 」。 
わら わ 

ic。 云え り 、「 姜 の 主 1g 衝 <9 ス ラン 3 ュー 人 3 
RAN の 6 er DE 
よ 、 誰 も 人 が 凄 に 触れ ざる に も か か Sh 

わら お CS っ * 2 る を 
わら ず 、 5 裕 は 如何 に し て 子 を 産ま eg lS 3 かー や 
95:111、 が 19:21. 


19 イー サー と は へ ブラ イ 語 の ヤス ー の 変形 と 思わ れる 。 イ エス と は ジョ シェ ア と イ 
エ シ ェ ア の ギリ シア 語 に あたる (聖書 再 科 事 典 )。 
47 イブ ン ・ マ ル ヤ ム は 、 ア ラビ ア 語 で は クン ニャ ( 父 や 息子 の 名 を 使っ て 呼ぶ 呼び 
名 ) と し て 知ら れ て いる イエ ス の 姓 で ある 。 こ の よう に 呼ば れ た 理由 は お そら く 、 イ 
エス が 男 親 の 介在 な くし て 生ま れ 、 母 に ちな ん で 知ら れる ほか な か っ た た めで あろ う 。 
^9 この 表現 か ら も 、 イ エス は 神 の 公正 な る 召使 い 以 上 の 存在 で は な か っ た こと が わ 
か る 。 悪 クル アー ン 中 で は 、 全 て の 、 人 並み 健 れ た 公正 な 人 々 は 、 神 の お 側近 くに 
ある 人 と 語ら れ て いる (S6:11、12)。 
184 マフ ド (Mahd= ゆ りか ご ) の も と も と の 意味 は 、 人 が 熟年 と な っ た 時 に た め さ ね ば 
な ら ぬ 仕事 へ の 準備 期間 に ある と いう こと で ある 。 ク フー ラ (Kuhala) と マフ ド の 二 つ 
の 期間 が 一 緒 に 述べ られ て いる と いう 事実 は 、 こ の 二 つ の 期間 は 続い て いる と いう 
こと を 表わす 。 ク フー ラ ( 壮 年 ) の 前 の 全て の 期間 は マフ ド な の で ある 。 
PE カフ ル (kah) と いう の は 、 髪 に 白髪 が 交じっ て きた 中 年 か 老年 の 人 物 、 あ る い は 、 
30 歳 ( ち る い は 34 歳 ) と 51 歳 と の 間 の 年 齢 か 、40 歳 と 51 歳 の 間 の 年 齢 の 人 物 を 意味 
し て いる (Lane 及び 、Tha Jabi より )。 
イエ ス が 子供 時 代 に 手 智 の 言葉 を 話し た こと は 、 人 奇跡 的 な こと で も 超自然 的 な こ 
と で も な い 。 多く の 賢い 育ち の よい 子ども た ち は そ の よう に 話す 。 文 全体 は 、 彼 が 
ずば抜け た 鬼 智 と 精神 的 知識 に 満ち た 詩 葉 を 人 々 に 語り 、 そ れ ら の 言葉 は 、 準 備 期 
間 で ある 青年 期 や 、 中 年 期 、 ど ちら に お いて も 彼 の 年 齢 や 経験 を は る か に 超え る も 
の で あっ た と いう 意味 で ある 。 イ エス の 人 生 の 際立っ た この 二 つ の 期間 を 参考 に す 
る と 、 彼 の 後半 の 期間 の 話 が 、 前 半 の 期間 の 話 と は 違っ た 性 質 が ある こと が わか る 
後半 の 期間 に お いて 、 彼 は 神 の 預言 者 と し て 話し て いる 。 こ の よう に し て 、 マリ ア 
に 与え られ た 吉報 は 、 イ エス が 賢い 若者 で あっ た だ け で は な く 神 の 正 し い 僕 と し て 
の 成熟 し た 時 期 を 生き る こと に な っ て いた と いう 事実 で ある 。 
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ん ?」*?。 彼 は 云え り 、「 か く の 如 400 25 8 所 
く ア ッ ラ ー は その 欲す る も の を 創り 給 の 
う 。 < 彼 も の ご と を 決め し 時 、 た だ 「 在 SONS 
れ !」 と 云う 。 さ れ ば そ は 在 る な り 。 

49. 耐 し て / 彼 は 、 経 典 と 知恵 と トー 0 測る S33 
ラー と 福音 と を 彼 に 教え 給 う 。 


OLEYG 


50. < また 、 イ スラ エル の 子 操 へ の 使 ュ スイ る て ヤン 9 
SC 1 | NY "909 
徒 と し て 派遣 され 4 (か く な る 神 を あし っ LN 


92:118 を 参照 . 05:LLL 643:60; 61:7. 


11 いか に 幸せ な 報せ で あっ た と し て も 、 普 通 の 状況 で は 、 未 婚 で あり 、 一 生 結婚 し 
0 マリ ア に と っ て 、 男 の 子 の 母 に な る と いう こと は 、 非 常 
に 困惑 に みち た こと で あっ た に 違い な い 。 当 人 節 は 、 マ リア の 当然 な が ら の 混乱 を 映 
し 出し て いる 。 又 、 マ リア の 、 男 の 人 は 誰 も 私 に ふれ て いな い 、 と いう 言葉 か ら も 
わか る よう に 、 イ エス に は 父親 が いな か っ た 。 寺 院 の 奉仕 に 貞 げ られ た マリ ア は 、 

独身 の 軟 い を た て て いた こと か ら も 、 結 婚 す る こと は で き な か っ た 。 も し 彼女 が 、 

正当 な 手順 で 結婚 し 子供 を も うけ る こと と な っ て いれ ば 、 夢 で 天使 に 子供 の 誕生 を 
NN NN 『 げ られ 
て も 、 普 通 に 結婚 すれ ば 子供 は で きる も の と し て 驚く こと な ど は な い 。 マリ ア の 福 
音 書 で は 、 独 身 の 維 い を た て た こと が 言及 され て いる 。 の 全 旧 の 5 章 に 、 
等 院 に 居住 する 全て の 処女 達 で 14 才 の 年 令 に 達し た 者 達 は 、 高 僧 が 、 自 分 の 家 に 
帰宅 する よう に と の 一 般 命令 を 出し た 際 、 神 の 処女 で ある マリ 7 A た 
が 、 マ リア だ け は 、 自 分 自身 と 自分 の 両親 が マリ ア を 神 に 和 概ね た の で ある か ら 、 そ 
し て 自分 も 神 に 処女 で いる こと を 痺 っ た の で その 谷 に は 従え な いと 管 え た 。 又 その 
処女 の 誓い は 、 マ リア が 絶対 に 守り 通す と 決心 し た 賛 い で あっ た (マリ ア の 福音 書 、 
5:4, 5, 6)。 結果 的 に ヨゼフ と 結婚 し た こと は 、 マ リア 自身 の 願い と 響い に 反する こ 
と で あっ た が 、 子 供 が いる と わか っ た た め 、 そ うい っ た 状況 か ら 余 儀 な く な され た 
も の で ある 。 聖職 者 達 は スキ ャ ンダ ル を さけ る た め に 結婚 の 手配 を し な けれ ば な ら 
な か っ た の で ある 。 又 、 福 音 書か ら は 何故 、 ヨ ゼ フ に 白羽 の 矢 が た っ た か は 明らか 
で は な く 、 彼 は 当然 の こと な が ら 結 婚 し た 時 に は マリ ア の 懐妊 を 知ら され て いな か 
っ た (マタ イ 聖 福音 書 1:18, 19)。 多 分 、 誓 い を 破る こと が 正当 化 で きる 、 も っ と も ら 
し い 理 由 を つけ た の で あろ う 。 イ エス の 誕生 に つい て の 詳細 は 、 注 1750-1755 を 参 
照 す る こと 。 

4194 [イス ラ エル の 務 拘 へ の 使徒 」 と いう 言葉 は 、 イ エス の 使命 が イス ラ エ ル の 民 
( 国 ) に 限定 され て いた こと を 示し て いる 。 役 は 全 世 界 に 向け られ た 使者 で は な か っ た 
の で ある (マタ イ 聖 福音 書 10:5-6: 15:24: 19:28、 使 徒 行 伝 3:25. 26: 13:46、 ル カ 聖 福音 
書 19:10: 22:28-30)。 
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託 を 持た せん )、 『* げ に 我 は お 前 連 3 は 1 ジ 5982 し っ る 3 
の 主 よ り の 神 兆 を た ず さ え て お 前 もり 8 


に 来 た れ り 。 す な わ ち 、 我 は お 前 達 23CBB AM る らく J 


つも ちく れ 8 
の た め に 、 粘 土 補 を も っ て 鳥 の 3 < 交え 12 ズ 
"lL 

よう な 形 "を 造り 00、 それ に 邊 ダフ ーー ES つっ 

を 吹き 込め ば 、 そ は アッ ラー の お 許 LE ES CE 

し に より 舞い 上 が らん 。 ま た 我 は 宜 し に < ノン E ヒ 。 隊 1 i 
の とう 

人 や や 冶 病 人 を 癒し や WW、 ア ッ ラ * つ 9 

ー の お 許し に よ RS 0388 2 りこ AE の 3 う ょ うう 

ん "oF また 我 は 、 お 前 達 が 何 を 食 


A 


420 ティ ー ン と は 、 粘 土 ; 土 : 泥 な ど を 意味 する 。 ア ッ テ ィ ー ン と は 、 比 職 的 に 色々 
な 形 の と れる 粘土 の よう に 、 あ ら ゆ る 善い 形 に 造ら れる の に 適し た 従順 な 本 性 を 有 
し て いる 人 と の 意味 を 表わす 。 

4 暗 了 示 と し て 、 丁 度 ア サド (文字 通り の 意味 は 御子 ) が 男 者 に 、 又 ダー ッ バ が 地 を は 
う 、 う じ 由 の よう に 取る に 足ら な い 人 間 を 表わす よう に 、 こ の 語 は 、 精 神 的 な 高み 
に 飛翔 する 、 精 神 的 に 高貴 な 人 を 指す (34:1S)。 

4205 ハイ ア と いう の は 、 形 、 様 式 、 ス タイ ル 、 状 態 、 マ ナー、 モ ー ド 、 質 の こと で 
ある (Lane より )。 

4206 ハラ カ (Khalaqa) と いう の は 、 彼 は 計っ た 、 デ ザイ ン し た 、 形 作っ た 、 あ る い は 
計画 し た 、 と いう 意味 で ある 。 神 は 、 あ る 物質 や 生き 物 を 既存 の パタ ー ン や モデ ル 
や 類似 する も の な くし て 、 個 々 の 物質 や 生き 物 を 生み 出し 、 創 造 さ れ た 。 即 ち 、 彼 
は それ を 創出 し た 、 と いう こと な の で ある (Lane 及び 、Lisan より )。 


や アク マフ と は 、 夜 、 目 の みえ な い 者 、 生 まれ つき の 紅 人 、 後 に な っ て 目 の み え 
な く な っ た 者 、 そ し て 理解 し た り 考 えた りす る 力 を 奪わ れ た 者 を 意味 する (Mufradat 
より )。 


20 ウブ リウ と いう の は 、 彼 は ある 物事 か ら 自 由 、 上 且つ クリ ア に な っ た と いう 意味 
の バリ ア と いう 庄 に 由来 し 、 わ た し は 癒す 、 私 は ある 人 を 彼 に 届 す る 欠点 か ら 自 由 
に する と いう 意味 を 示す 語 で ある (Lane より )。 

720F イエ ス が 鳥 を 創造 し た と いう 一 般 に あま ね く 知 れ 渡 っ て いる 奇跡 に つい て の 記 
載 は 、 聖 書 に は み ら れ な い 。 鳥 の 創造 な ど ぼ と いう 、 今 まで どの 預 斉 者 も な し えな か 
っ た こと を 、 も し 本 当 に イエ ス が し た の で あれ ば 、 そ れ を 記載 し な いと いう 理由 は 
どこ に も な く 、 そ の よう な 奇跡 を 述べ る こと は 、 イ エス を 他 の いか な る 預言 者 より 
も 卓越 し た 地位 に お ぎ 、 後 の 彼 の 信奉 者 達 が 、 彼 に 奉っ た 例 の 神 性 を 主張 する 良い 
根拠 と な る は ず で ある 。 ハ ルク (Khalq) と いう 語 の 様々 な 意味 、 (1) 計測 する : 
決心 する : 設計 する : (2②) 形 作る : 作る 又は 、 創 造 す る : な どの 中 で 、 前 者 の 意味 で 
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420G en 先 リ ンー ラ さ レッ 。 2 で っ ゴ 2 る > ENT 

2 Oo RO NT 

を お 前 達 に 告げ ん 。 お 前 達 も し 信徒 

な ら ば 、 げ に その 中 に お 前 達 へ の 

し る し 

神 兆 あ り 。 


この 語 は 当 節 で 利用 され て いる 。 創造 する 意味 に よっ て 、 ハ ルク (Khalq) と いう 行 
動 が 、 型 クル アー ン の 中 で 神 以外 に 如何 な る 人 物 や 物 に 対し て 利用 され て いな い 
33:17: 16:2 22:74: 25:4: 31:11.12: 35:41 及び 46:5)。 上 記 の 解説 に より 、" 和 粘土 "と いう 
語 の 比 隊 的 な 意味 を 考え る と 、「 我 は お 前 た ちの た め に 、 粘 土 を も っ て 人 和 鳥 の よう な 
形 を 造り .……………………… 舞い 上 が らん 」 と いう 節 は 、“ も し 謙 穫 で あり 、 成 長 と 発達 す 
る 能力 を 固有 する 一 般 の 人 々 が 役 と 接触 し 、 彼 の お 告げ を 受け 入れ ば 、 彼 等 は 自分 
の 人 生 を 完全 に 改善 する で あろ うし 、 彼 等 は 、 物 質 崇拝 と 世 欲 的 関心 の あま り 土 の 
中 を 違う よう な 人 物 か ら 変 わり 、 和 鳥 の よう に 精神 的 天 窪 を 高く 舞い 上 が る 者 と な る 
で ある ろ る うと いう 意味 を する 。 そ し て 事実 も その よう に 起き た 。 ガリ ライ ヤ の 謙 枯 で 軽 
冊 さ れ た 漁師 達 が 、 高 高 な 教訓 と その 指導 者 の 模範 の 下 で 、 イ スラ エル 国 に 神託 を 
伝道 し な が ら 、 和 島 の よう に 高く 多い 上 が り 始 め た の で ある 。 

めく ら と ライ 病 の 人 々 を な お し た と いう こと に つい て 、 聖 書か ら 判る の は 、 あ る 
種 の 病気 を 患う 人 々 は ( 例 、 ラ イ 病 ) イ スラ エル 人 の 間 で は 不潔 で ある と 考え られ 、 他 
の 人 間 と の 社会 的 接触 を 禁じ られ て いた と いう こと で ある 。 私 は 彼 等 は いえ た 者 で 


は ば 


て いた 法律 上 の 或いは 社会 的 に 不利 、 不 都合 さ を イ エス に 取り 除い て も ら っ た こと 
を 意味 する 。 或 い は イエ ス は 常に に うい っ た 疾病 思 者 を 、 治 し て いた と 考え られ る 。 
神 の 預言 者 培 は 精神 的 な 医者 で あり 、 心 が や み と な っ た 者 の 目 を ひら き 、 精 神 的 に 
聞く 耳 を 持た ぬ 者 に 説き 、 心 が 死ん で し まっ た 者 達 に 命 を ふき こむ の で ある (マタ イ 
聖 福音 書 13:15)。 こ の 場合 に は アタ マフ (家人) と は 、 信 仰 の 灯 は も っ て いて も 、 決 心 
が 弱く 、 試 練 に も ちこ た えら れ な い 者 を 意味 し て いる 。 そ うい う 人 は 、 日 中 は 物 が 
みえ 、 即 ち 、 何 の 試練 も な く 信 爺 の 太陽 が 、 か げ ば りな く 照 らし て いる 間 は と いう 意 
味 で ある が 、 し か し 一 旦 、 試 練 が あっ た り 犠 牲 を は ら わ ね ば な ら な い 和 夜 に な る と 、 

精神 的 な 目標 を 失い ぼう 然 と 立ち つく す の で ある (2:21 節 を 参照 。 ア ブラ ス ( ラ イ 病 ) 
と いう 語 も 同様 に 、 精 神 的 意味 に 於 いて 、 健 康 な た 皮ふ の と ころ どこ ろ に 病気 の 皮ふ 
が 点 在 す る 信仰 の 不 完全 な 者 を 意味 する 。 

' 死 者 を 生き 返ら さん ' と いう 文 は 、 イ エス が 本 当 に 死人 を 生き 返ら せ た こ と を 意味 
し て いる わけ で は な い 。 実際 に 死ん だ 者 が この 世に 生き 返る こと な ど な い し 、 そ う 
いう 信仰 は 聖 ク ルアー ン の 全て の 教え に 真 向 か ら 反対 する も の で ある (2:29: 23:100, 
101: 21:96: 39:59, 60: 40:12: 45:27)。 自分 達 の 信奉 者 の 生命 (人 生 ) に 、 神 の 使者 達 が も 
た ら す 、 目 を みはる よう な 、 道 徳 的 変革 は 、 精 神 的 斉 葉 の 用 語法 か ら す る と 、' 死 す 
る 者 に 息吹 を あたえ る と 名 付け られ る べき も の な の で ある 。 

98 この 全文 は 、 イ エス が その 弟子 達 に 、 何 を 食べ る べき か 、 即 ち 、 肉 体 の 欲求 に 
みあ うに は 、 何 を 身体 に た くわ える べき か 、 そ し て 天 に 心 の 室 と し て 、 何 を 貯え る 
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51. また 我 は 、 我 以前 に 降 さ れ し ト ぁ っ 約 eb うつ て あ 6 える 3 

RM SNR っ プッ イン ンー I dt で 。 ン 
、 日 つ お 前 達 に 祭 じ られ た る も の 。 の SEOS GIOS Je すう 

Pt の うち いく つか を お ね 前 達 に 許可 RO 3 

せん が た め に ( 来 た れ り )。 ま た 我 は i 

お 前 達 の 主 よ り 上 えて ⑤ ぐ 〇 ぷり 5 

お 前 達 に 来 た れ り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ 

ー を 曳 れ 散 え 、 我 に 従え 。 

52. げに ? ア ッ ラ ー は 我 が 主 な り 。 ま 1 は A 52 っ 用 3 うう 人 19) 

た お 前 達 の 主 な り 。 さ れ ば 彼 を 崇拝 の る 3 イレ 

せよ 。 こ れ ぞ 正しき 道 な り 』」。 

53. され ば 、 イ エス は 彼 等 の 不信 心 < 15 っ 計り る で 。 Te 
CNS ぷり きっ や うる ee > 

を 知覚 し た れ ば 、 彼 は 云え り 、 9 ン ラプ テン ニラ る よ | 4 ルン ンタ アイ 

ッ ラ ー の た め に 、 誰 が 我 が 援助 者 た - 〇 ぷっ jeJIJS | 

らん ?」。 弟子 た ち は 云 えり 、「 我 UE ei プ | イコ ライ 

ae 40UE2 0 る 555 
等 は アッ ラー の た め の 援 助 者 な り > 


“。 我 等 は アッ ラー を 信じ た り 。 面 


8) ek に 


a5:47; 61:7. 05:73,118; 19:37; 43:65. (5:112; 61:15. 


べき か 、 語 っ た こと を 意味 し て いる 
に 法律 に か な っ て 獲得 し 、 白 分 


音 書 6:25, 26)。 


。 言い 換え れ ば 、 上 自分 達 の 手 に する 所 得 は 正直 
} 達 の 貯え は 神 の 御 心 に か な っ て 使い 、 
神 に 委ね 、 何 も 考え な いよ うに する よう に と 、 


明日 の こと は 
イエ ス は 教え た の で ある (マタ イ 聖 福 


や プイ エス は トー ラー に 述べ られ て いる 、 イ エス 以前 の 預言 者 達 の 預言 の 成就 と し て 


到来 し た の で あっ た が 、 
っ た 。 彼 自 身 、 
^214 この 表現 は モー ゼ の 律 法 を 何ら 変 
も の で は な く 、 ユ ダ ヤ 人 達 自 身 が 、 
を 指し て いる だ け で ある (4: 


モー ゼ の 後継 者 と いう 
自分 の 権 有 Ria 


意味 か ら み れ ば 、 何 の 戒律 も 示さ な か 
書 5:17, 18)。 


更 し た り 改 証し た りす る こと を 意味 し て いる 


それ が 原因 で 違法 と し な っ て し まっ た よう な 事柄 
161; 43:64)。 これら つの 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 人 達 の 中 で も 、 


合法 性 や ある 種 の 事項 に 関し て は 意見 が 分 か れ て いた こと と 、 ユ ダ ヤ 人 は 不正 や 違 


反 を する こと で 、 神 の 視 福 を 失っ て し まっ て いた こと が わか る 。 こ の よう に 、 
因 で 正しい 道 を 
えす れ ば 、 取 り 上 げ ら れ て し まっ た 神 の 恵み を 
ドド た の で ある (Kathir、 
ハハ ワー リッ ユ の 複数 形 で 、 


ス は ユダ ヤ 人 達 が 、 ど ん な 事柄 が 原 
る 裁き 手 と し て 到来 し 、 彼 に 従い さ 
取り 戻す こと が で きる こと を 告げ に ヨ 
2 ハ ワ ー リ ッ ユ ー ン と いう の は 、 
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イエ 
踏み 外し て し まっ た の か を 決め 


Fath 及び 、Muhit より )。 
次 の よう な 意味 で ある 。 


三間 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三伏 


し て 、 我 等 が 服従 者 な る こと を 証言 


な され よ 。 内 
54. 我 等 の 主 よ 、 我 等 は 光 が 降 せ し J 記 3ESS3 こ 1 に J2 う 
も の を 信じ た り 。 ま た 、 我 等 は 使徒 od 
に 従う 。 さ れ ば 、 我 等 を 証言 者 た ち ooss 員 CS 


の うち に 書き 加え 給え 」。 
s5. 面 し て 、“ 彼 等 は 策 課 せり 。 ま っ & 区 | 区 | っ 2 15 う ュ 25 


た 、 ア ッ ラー も 計画 せり 。 さ れ ば 、 。。 a 
アッ ラー は 最良 の 計画 者 な り 3。 切な SERS 
六 項 


っ 9 レン = \ Ts tb そし る タ 
56. アッラー が 云え し 時 を (思え )。 ia 


i 2? わ し は 確か に 液 を 死に | 3 5 
らし め の 、c わ し の 許 に 沿 ぁ PloaDI2 9 EEE 


e8:31: 27:51. 63:194: 4:16: 7:127: 8:51; 10:47.105: 12:102: 13:4 16:29.33: 22:6: 39:43: 40:68.78: 47:28. 
4139: 7:177: 19:58 


①⑪ 洗 濯 屋 、②) 努 力 し て 悪徳 や 欠点 か ら 自 由 に な っ た 人 、(③3) 純 粋 で 、 委 れ の な い 性 格 の 
人 、(④ 正 直 に 誠実 に アド バイ ス し た り 、 相 談 に 乗っ た り 、 行 動 し た りす る 人 、($) 真 の 
誠実 な 友人 、 援 助 者 、(6) 預 言 首 の 選ば れ た 友人 、 援 助 者 (Lane と Mufradat より )。 
23 ユダ ヤ 人 達 は イエ ス が - 8 上 で 、 呪 われ た 死 を 迎え る よう な 計画 を も くろ ん で 
いた が ( 申 命 記 21:24)、 神 の 御 計 画 は イエ ス を その 死 か ら 救 うこ と で あっ た 。 イ エス 
は 十字 架 上 で は 死な ず 、 生 きた まま 降ろ され 、 は りつ け の 場所 か ら 遼 く 離 れ た カシ 
ミー ル で 天寿 を 全う し た か ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 計画 は 破れ 、 神 の 御 計 画 通 り と な っ た の 
で ある 。 

24 ムタ ワッ フィ ー と いう 語 は タワ ッ フ ァ か ら 派 生 さ れ て いる 。 タ ワッ ファ ッ ラ ー 
フ ・ ザ イダ ン と 云う 。 つ まり 、 神 は ザイ ド の 魂 を 取り 去っ た 、 即 ち 、 に 
し め た 。 神 は 主格 、 人 物 が 目的 格 で あれ ば 、 タ ワッ ファ と いう 語 は 、 睡 眠 や 死に 

っ て 殿 を 取り 去る 以外 に 意味 し な い 。 イ ブン ・ ア ッ パ バース は ムタ ワッ フィ ー 
う 語 を ム ミ ー ト カカ と 解釈 し た の で ある 。 つ まり 、 我 は 液 を 死に 至ら し め る ( ブ ハ ー リ 
ー よ り )。 高 名 な アラ ブ の 言語 学者 で ある ザマ クシ ャ リー は 、“ ム タワ ッ フ ィ ー カ ( 死 
に 至ら し め ) と は 、 我 、 液 を 人 の 手 に か か る 死 よ り 守 り 、 液 に 定め られ た 寿命 を 約束 
し 、 人 の 手 に か か る の で は な く 天 寿 を 全う させ る も の で ある 。" と の 解釈 を 下 し て い 
る 。 実際 、 ア ラビ ア 語 の 辞書 和 編集 者 達 は 、 お し な べ て 、 タ ワッ ファ と いう 語 が 前 述 
の よう な 形態 で 使わ れ た 場合 NR i 
文字 に も 他 の 意味 で 使わ れ た 例 は 一 つも な いと いう 点 で 、 意 見 が 一 致し て いる 。 

ブ の 著名 な 学者 達 や 解釈 者 達 、①) イ ブン ・ ア ッ バ パー ス 、② イ マー ム ・ マ ー リ ク 、 0 
マー ム ・ ブ ハー リー、(《④ イ マー ム ・ 7 ハズ ム 、(⑤) イ マー ム ・ イ ブン ・ カ ッ イ 
ム 、(⑥ カ ター ダ 、⑦) ワ ッ ハ ー ブ な ども 同じ 見 解 で ある ( ブ ハ ー リ ー、 タ フス ィ ー ル 
草 ブ ハ ー リ ー、 バ ド ・ ア デル ・ ハ ルク 章 ) ビハール : アル ・ ム ハッ ラー、 マ アー ド 
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“24、 不 信 せ し 者 ども (の 罪 ) か ら 流 を 328 33Ca に 3 引 224 生 っ 
浄 め ん 。 ま た 液 に 従い し 人 々 を 復活 の 4。 
PO mw ブリ ヒア Py ン 2 
日 まで 、 不 信 せ し 者 ども の 上 に お くべ ウ }23 9 人 る C つ 5 て る 
し か も と 4 
し や が 。 9 然 る 後 お 前 達 は わし の 許 に 2 の し 2 うく 2 
帰り 、 わ し は お 前 達 が 異な り た る こと a ES 
に つい て 裁決 を 下す べし 。 OOSS 3 
57. され ば 、 不 信 せ し 者 ども あら iz る お 3 て 3 的 
ば 、 わ し は 彼 等 を 現世 で も 、 ま た 来 


っ コイ キン ン アタ ン > ンタ で に 導い 
世 で も 、 厳 し い 責 苦 で 処罰 せん 。 耐 の 5255 は i 
し て 、 彼 等 は 如何 な る 助け 手 も 得 ざ ORES 


る べし 。 

58. され ど 信 じ て 普 行 を 積 お 者 あら Ca 1 124 53 ls 
ば 、? 彼 は その 存 分 な 報奨 を 彼 等 に 腸 し 。、』 』 イル レル レレ イッ ョ ン 
わん 。 面 し て 、 ア ッ ラー は 不義 な す PO て 8 0 けっ 4 う 條 は 全 


者 ども を 愛 で 給 わ ず 」 。 


93:49: 6:165: 24: 31:16; 39:8、 174: 35:31; 39:11、 70. 


19 買 ; マン スー ル 2 巻 カス ィ ー ル ) この 崇 葉 は 、 明 クル アー ン 中 で 、23 ケ所 の 、 

異な っ た 箇所 で 使わ れ 、23 の 箇所 で 、 こ ぞ っ て 、 死 する 時 に 魂 を 取り 去る と の 意味 
と な っ て いる 。 た だ 二 箇 所 で 、 眼 り に つく 時 魂 を 取り 去る と の 意味 で 使わ れ て いる 
が 、 そ の 場合 に は 、 夜 又は 眠り と いう 語 が 付け 加え られ て いる (Ge:61: 39:43)。 イ エス 
が 死ん だ と いう 事実 は 否定 すべ くも な い 。 そ し て 聖 預言 者 は 、 次 の よう に 言っ た と 伝 
えら れ て いる 。 「 も し 、 モ ー ゼ と イエ ス が 、 今 、 生 存 し て いる の で あれ ば 、 私 に 従わ 
ざる を えな か っ た で あろ う 」 と (カス ィ ー ル より )。 聖 預言 者 は 、 イ エス の 年 令 を 120 才 
で ある と 確信 し て いる (ウン マー ル よ り )。 又 、 聖 クル アー ン で は 、30 に も 及ぶ 節 で 、 イ 
エス の 肉体 が 昇天 し 、 天 上 で 生き て いる と いう 不条理 な 信仰 は 、 完全 に 粉砕 し て いる 。 
2 ラフ と は 、 人 の 地位 や 位置 を あげ 、 そ の 人 に 散 意 を 表す こと を 示す 。 人 の ラフ 
が 神 に 向かっ て な され た と 云わ れる 時 、 不 変 に その 人 の 精神 的 上 昇 を 意味 する 。 な 
ぜ な ら は ば 、 神 は 肉体 的 な 存在 で 特定 の 場所 に 限ら な く 、 彼 の 方 へ 肉体 的 な 上 昇 は 出 
来 な いか ら で あ る 。 こ の 意味 で この 詩 葉 は 聖 ク ルアー ン 中 で 使用 され て いる (24:37 
及び 3S:1D)。 イ エス の 上 昇 が 当 節 で 述べ られ て いる の は 、 イ エス が 、 十 字 吉 上 で 呪 
われ て 死ん だ と いう ユダ ヤ 人 の 間違っ た 主張 に 応じ て の 返答 で ある 。 

4245 ジャ アラ Qarala) と いう の は 、 彼 は 作っ た 、 彼 は 準備 し た 、 彼 は 備え た 、 彼 は 宣告 
し た 、 彼 は ほめ た 2:144)、 役 は 持ち 上 げた 、 な どの 意味 で ある (Lane より )。 
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Ss9. これ は 、 わ れ ら が 液 に 物語 る 
神 兆 に し て 且つ 知恵 に 満ち た 訓 式 
な り 。 

60. げに イエ ス の 例 は 、 ア ッ ラ ー の 
御 許 で 、 ア ダム の 例 と 似 た り "*?*。 彼 
は 彼 を 土 で 創れ り “ 半 、 然 る 後に 、 


三伏 
ETE EY 
© S| 

2 イイ トン ンド る ン と を ~ 3 fs yr 8 
ails. PS NS ee よく) 
OR 006 人 8 の 5 


之 に 「 在 れ 」 と 云い た れ ば 、 そ は 存 


る な り 。 
{< < ヨン タイ 
61. ( こ は ) 流 の 主 より の 真理 な り 、 46 宅 55 そう 、 り s、 狗 | 


され ば 汐 、 疑 う 者 ども の の 中 な る な 

か れ 。 

62. され ば 、 知 識 が 汐 に 来 た る 後 、 pd 3 
之 に 関す る こと で 液 に 論争 する 者 あ Eo 2 = 
ら ば 、 云 え 「 さ あ 、 我 等 の 息子 た ち Cg LS US | 
と お 前 達 の 息子 た ち 、 我 等 の 女性 た 8 2 を し 3 25 し うち 2 を 1 
ちと お 前 達 の 女性 た ち 、 我 等 の 己 自 


kg ン イ 
CRIES 


SS ee イタ イン スイ 2 1 2 て 6 人 る の ッ ピー ンズ シン 
身 と お 前 達 の 己 自身 を 召集 し 、 熱 烈 ご こざ PS て SU うう っ | 


に 祈 薄 し “の 、? 虚 価 者 ども に 対し て 2 て z 
り a 
アッ ラー の 呪い を 求め ん 」 。 ows 


2:148: 6:115; 10:95. 662:7.8. 


7 や アダ ム と は 、 も と も と 、 一 般 的 に アダ ム の 恩 子 達 で ある 人 間 を 代表 する も の で あ 
る 。 イ エス は この よう に 、 士 か ら 創 られ た (40:68)、 そ の 他 の 死す べき 者 と 同じ で あ 
る と 宣 せ られ 、 役 に つい て の 神 性 は 存在 し な いも の と な っ た 。 し か し 、“ ア ダム" とい 
う 斉 葉 が 、 人 間 の 祖先 を 表わす と すれ ば 、 当 節 は 、 父 親 な くし て 誕生 し た と いう 意 
味 で の 、 イ エス と アダ ム の 相似 性 を 指摘 し て いる と 考え られ る 。 こ の 場合 、 イ エス 
に は 母 が あっ た が 、 そ こま で 完璧 に 考え る 必要 は な く 、 そ の 事実 が 二 人 の 類似 性 に 
影響 を 及ぼ す も の で は な い 。 

254 他 の 箇所 で は 、 人 は 粘土 か ら 創 られ た と 述べ られ て いる (6:3)。' 土 と ' 箱 土 を 使 
う 際 の 違い は 、' 土 ' と いう 語 を 使う と 、 天 啓 と いう 概念 ( 天 の 水 ) が 黙示 され な い が 、 
親 土 と いう 言葉 か ら は 表明 で きる と いう 点 に ある 。 

9 当 章 で 論じ られ て いる キリ スト 教 の 教義 に 関す る 検討 は 、 当 節 が 最後 と な る 。 こ 
こと で 言及 され て いる の は 、60 名 か ら 成 り ア ル ・ ア デー キ ブ と し て 知ら れ て いる 、 主任 
の アブ ドウ ・ ア ル ・ マ スィ ー フ が 統轄 する ナジ ラー ン か ら や っ て きた キリ スト 教徒 
代表 団 の こと で ある 。 彼 等 は モス ク で 型 預 斉 者 と 会 い 、 い わ ゆ る イエ ス の 神 性 に つ 
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ーー べ ご ツン こつ ベー ここ ヴー ここ ヘン プ ベ 。 プ な こなさ ここ つ 20 と の 


63. げに 、 こ れこ そ は 真実 の 話 な PU と - A A) 
り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー の 外 に 神 な し RA) 
し 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー こ そ は 確か に A TE 
生ま 

\ 人 和 EE を っ 3 る 
4 され と 、 彼 等 も し 育 を 向け な る 6 ET PE は の 05 
ば 、 げ に アッ ラー は 騒乱 者 た ち を 熟 上 
知 し 給 う 。 


項 
65. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 武 等 と ね A OAL 8 


すなわち 、 我 等 は アッ ラー 以外 何 も J A 
の も 崇拝 せ ず 、 彼 に 何 も の も 配 せ AM 

ず 、 < また 我 等 の 伺 人 も アッ ラー を 送 > る 5 
し 置い て 他 の も の を 主 に する こと な 39 6 
か る べし 」。 さ れ ど 彼 等 も し 背 を 向 

け な ば 、 云 え 「 我 等 が 服従 帰依 すこ OR 3 
と を 証言 せよ 」 “4。 


*A 


lo CS 


29:31、 


いて 、 し ば らく の 間 、 討 論 が 続け られ た 。 間 題 点 が 十分 に 諭 ぜ せら れ 、 し か る 後に も 
代表 団 は その 間違っ た 教義 を 主張 し て ゆず ら ぬ た め 、 現 人 節 に 述べ られ て いる 神 の 命 
に 従い 、 聖 預言 者 は 最後 の 手段 と し て 、 ム バー ハラ と し て 知ら れ て いる 、 一 種 の 、 
祈り の 戦い に 代表 団 を 誘う こと と し た 。 ム バー ハラ と は 、 間 違っ た 信仰 を 持っ て い 
る 者 の 上 に 神 の 呪い を 及ぼ す 祈 り で ある 。 し か し キリ スト 教徒 達 は 自分 達 の 土台 

な る べき も の に 自信 が も て な か っ た た め 、 こ の 挑戦 を 受け ず 、 は か ら ず も 、 間 接 的 
に 自分 達 の 教義 の 間違い を 認め る と ころ と な っ た (ズル カー ニー より )。 そ の 時 の こと 
で ある が 、 聖 預言 者 は 、 キ リス ト 教 徒 達 独自 の 方 法 で 、 モ スク で 和 新 り を ささ げ る こ 
と を 許可 し た 。 彼 等 は 東 を 向い て 礼拝 し た 。 こ れ は 全て の 宗教 の 歴史 に 於 いて 比類 
の な い 、 ま こと に 寛容 に 満ち た 宗教 的 行為 で あっ た (スズ スル カー ニー より )。 

4 当 侵 は 、 一 方 に イス ラム 、 も う 一 方 に 、 キ リス ト 教 と ユダ ヤ 教 を お し 戴 いて の 、 
画 者 間 の 妥協 の 根底 を 提供 し て いる も の で ある と 一 部 で は 間違っ て と ら え られ て い 
る 。 こ こ で は 、 も し これ ら の 宗教 も 、 神 の 唯一 性 の 教義 を 教え 、 説 き ひ ろ め る の で 
あれ ば 、 比 較 的 、 重 要 性 の な いと 考え られ る イス ラム の 教え の 部 分 は 、 う ち す て て 
お いて も いい の で は な いか と いう こと が 、 論 じ ら れ て いる の で ある 。 信仰 と いう 事 
柄 に 於 いて 、 す ぐ こ の 前 の 節 で は その 間違っ た 信念 の た め 、 非 難 を うけ 、 そ の 間 違 
っ た 信仰 へ の 呪い が 落ち る の を みき ぎ きわめ る た め の 祈 り の 戦い の 挑戦 を 強制 的 に 受け 
た 人 々 に 対し 、 妥 協 を 認め る と いう 考え が 、 勧 め ら れ て いる な ど と は 考え られ な い 
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66. 経典 の 民 よ 、? お 前 達 何故 に アブー 51996 受 E3 3 て SA 
ラ ハ ム の こと で 論争 する の か 、 ト ー 4 alg ug ィ 

Gio 5 so 5 4 っ 計 こ さら 165 
ラー と 福音 と は 彼 以後 に 隆 さ れ た 2SUOsSyl5 A CI SIL 


る に 非 ら ざる か 。 お 前 達 理解 し 得 NET 
〇 ys Oa 
ざる か ? A 


67. 見 よ ! お 前 達 は 知識 を 有 せ る 事 a 2 る 3 を に 名 人 
柄 に つい て 論争 する 者 ども な り 。 さ Pa で 00 
れ ば 何故 、 お 前 達 は 知識 を 有 せ ざる 信和 J rN に SO 全う ゆら 
事柄 に つい て 論争 する か ?" ぐ ? 耐 し ONS AT 
て 、 ア ッ ラ ー は 熟知 せ ど 、 お 前 達 は だ っ 
知ら ぬ な り 。 


62:140. 


こと で ある 。 聖 預 斉 者 は 、 ヘ へ ラク タリ ウス 王 に 伝道 の 信書 を 書い て いた 際 に 、 当 節 そ 
の も の を 使っ て 、 ヘ ラク リウ ス 王 に 強く イス ラム を 受け 入れ る よう 勧め 、 も し そう 
し な けれ ば 、 神 の 懲罰 が ある と 警告 し た の で ある ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 こ の こと は 、 単 
な る 預言 者 に よれ ば 、 た だ 単に 神 の 唯一 性 を 信じ る と いう だ け で は 、 ヘ へ ヘラ クリ ウス 
王 を 神 の 懲罰 か ら 救 うこ と は で き な い と いう こと を 明らか に 示し て いる 。 実際 、 当 
節 を 理解 すれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 が 、 イ スラ ム の 真実 に 関し て 正しい 結論 
に 到達 する こと の で きる 、 人 簡単 で 単純 な 方 法 に 気がつく は ず な の で ある 。 キ リス ト 
教徒 は 、 神 の 唯一 性 を 信じ る と 明 詩 し て いな が ら 、 イ エス の 神 性 を 固く 信じ て お り 、 
ユダ ヤ 人 は ユダ ヤ 人 で 、 厳 密 な 一 神 教 信 夫 者 で ある に も か か わら ず 、 聖 職 者 や 神学 
者 に 請 目 的 に 忠誠 を 回 い 、 彼 等 を 実 『 神 と 同格 の 位置 に お いて し まっ た 。 当 節 
で は 、 両 者 に 、 神 の 寛大 さ を 信 仰 し た 信仰 の 原点 に 戻り 、 イ スラ ム ( 絶 対 の 帰依 ) を 受 
け 入 れる 障害 と な っ て いる 間違っ た 神格 を 礼拝 する こと を や め る よう に と 勧告 し て 
いる の で ある 。 こ の よう に 、 こ れ ら の 信仰 と いた ずら に 妥協 する 代り に 、 こ こ で は 、 
それ ら の 信仰 の 信奉 者 達 に 神 の 寛大 さ の 教理 に 注目 する こと に より 、 絶 対 の 帰依 で 
ある イス ラム を 受け いれ る よう 、 す すめ て いる 。 そ し て 神 の 賞 大 さ の 教義 と は 、 少 
な く と も その 外郭 に 於 いて 、 全 て に 共通 する 基本 原理 (教理 ) で あり 、 更 に 歩み よる た 
め の 基 本 的 接点 と な る も の な の で ある 。 又 、 こ こ で 、 ブ ハー リー や 、 そ の 他 の イス 
ラム 教徒 の 伝統 支持 者 が 発表 し て いる 、 聖 預 斉 者 が 、 ヘ ラク リウ ス 王 や 、 そ の 他 の 
何 名 か の 、 エ ジ プ ト 王 の マコ ー キ ス も 含め た 支配 者 達 へ 送っ た 、 当 人 節 の 斉 葉 に 含ま 
れ た 、 イ スラ ム に 誘う 内 容 の 手紙 が 最近 発見 され 、 ブ ハー リー が 、 引 用 し た の と 全 


この 事実 か ら も 、 そ の 件 に 関し て の 、 又 、 そ の 他 の 認め られ て いる ハデ ィ ー ス の 業 
績 に つい て も 、 ブ ハー リー の 確実 性 が 証明 され る の で ある 。 
427 述べ られ て いる 内 容 は 、 前 述 の 節 の アブ ラ ハ ム に 関す る ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 
の 主張 或いは 、 聖 クル アー ン で の 教え の いずれ か を 指す 。 
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68. アブ ラ ハ ム は ユダ ヤ 教 徒 に 非 
ず 、? また キリ スト 教徒 に も 非 ざり 
き 。 さ れ ど 、 彼 は ? 帰 依 服従 者 な り 
き 。 両 し て 、 彼 は 多神教 徒 に 非 ざ 
りき 。 

69. げ に アブ ラ ハ ム に 最も 近い 人 々 
と は 、 彼 に 従い し 者 た ち 並 びに “ こ 
の 預言 者 と 借 じ た る 人 々 な り 。 大 し 
て アッ ラー は 、 借 徒 た ちの 守護 者 に 
まし ます 。 

70. “経典 の 民 の 或 る 一 団 は 、 お 前 達 
を 迷わ せん と する こと を 望む や "A 
され ど 彼 等 は 、 己 自身 を 迷わ す に 
外 な ら ず 。 し か も 彼 等 は 気付 か ざ 
る な り 。 

ー の 諸々 の 神 兆 を 拒否 する の か ? 
27 お 前 達 は 証人 で ある に も か か わ 
ら ず 。 

72. 経典 の 民 よ 、 お 前 達 7 何故 真理 と 
虚偽 と を 混同 し 、8 真理 を 隠蔽 する 


STIG i OL 
ts っ る 1 イッ ンー て し > 内 
? sob ls WA CN 

OE 


rr っ 9 マレ っ ts 2 イ 8 
$alCsa0 2 pb は 6) 


デン ~*~ ぅ ゴン アウ > デ 名 そ デ 
EN GP 


Os | 


タタ 
et a i 
LL 2 グル 2 に 
BE 2 RT 


O5A4 づ 3515 


アン 
} 
か 


まい の だま うと の Jal 


92:141. 63:96: 4:126: 6:162: 16:121.124. 16:124. 44:90. 23:99.72:43. 82:43 を 参照 . 


2 谷 了 イス ラム の 信仰 の 簡明 さ 、 率 直さ と 完成 度 が 、 経 典 を 持つ 人 々 の 心 に 抵抗 し が 


た い 程 、 


イス ラム に 傾く 心 を 湧き 立た せる の で ある が 、 彼 等 の 道徳 的 高み に 対し 、 


参 知 心 を 持ち 、 妙 な 心理 が 働き 、 評 価 し て いて も 従え ず に 導 に 、 イ スラ ム 教 徒 が 自 
分 達 の 方 に 傾き 、 自 分 達 の 様 に ルー ズ に な る 事 を 望み 始め る の で ある 。 


ダラ ー ラ と いう 語 を 、 破 滅 (40:3?) と い 


う 意 味 に 解釈 する と 、 ユ ッ デ ィ ッ ルー ナク 


ム (お 前 達 を 迷 ち せん と する ) と いう 表現 も また 「 お 前 達 を 破滅 に 導く 」 と いう 意味 に 
解釈 され 、 次 の 節 の 「 さ れ ど 彼 等 は 、 己 自身 を 迷わ す に 外 な ら ず 」 と いう 箇所 は 、 
その 場合 ム 、 ス リム た ち を 破滅 そ させ よう と する こと に よっ て 自分 た ち 自 身 を 破滅 させ 
る こと に な る に 過ぎ な いと いう 意味 と な る 。 な ぜ な ら ば 、 あ る 者 の 敵 が 高揚 する こ 
と は 、 そ の 者 自身 の 沈下 を 意味 する か ら で あ る 。 

78 神 の 神 兆 を 認め ぬ と いう こと は 、 誰 が そう し て も 極悪 非道 な た こと で ある が 、 
神 兆 を 目のあたり に し な が ら 認 め ぬ 者 は 、 尚 さら 極悪 ある 。 
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ン 


の か ? お 前 達 知っ て いる に も か か 353515 sl この % う 5 5. ル けし 
わら ず 427C_ & “ 
A 


¢ @66255 
八 項 
73. 経典 の 民 の 一 団 は 云え り 、「 信 125ILASIUAIO ASUS こく U83 
じ た る 人 々 に 降 さ れ た る も の を 一 日 』」 の 
Ei タッ スグ ~~ に 2 3 7 * 
の 始め に 信じ 、 そ の 終り に 用 を 反 否 ウツ て) Sb 
合 


せよ 。 楓 ら く 、 彼 等 は 戻ら ん 8。 IIE 23 


ラグ 


665 
〇 テテ 
アム デー ダグ 


74. 耐 し て 、 “お 前 税 の 宗教 に 服従 せ 18 ら 853YU 多 が 
し 者 以外 は 何者 も 信ずる な か れ 」 て レッ ィ セ 69 コー ロコ ュ 
と 。 雲 え 、 真 の 和 導 は アッ ラー の 前 O13 RO 2AeJATl 
導 な り 。 お 前 達 に 賜り た る も の と 同 つう で る 
じ 如 きも の が 、 他 の 者 に も 賜る (と は BB Nu < 8 
県 ら ず )、 或いは 、( 則 ら ざ る 場合 は ) oe 時 0 らら 
彼 等 が お 前 達 の 主 の 御前 で 、 お 前 達 6 た に る 8 
と 論争 すべ き ( は ず な し )84。 云え 、 a 
62:121.62.77. 


7 経典 の 民 は 自分 達 の 聖書 中 に 聖 預言 者 の こと が 啓示 され て いる 事 か ら 、 簡 単に 
ム ハ マ ッ ド ( 彼 に 神 の 御 恵み と 平安 あれ ) が 、 約 束 さ れ た 預言 者 で ある 事 が 判る の に 、 
敵意 と 尋 始 心から 、 彼 を 認め よう と せ ず 、 純 粋 な 紛れ も な い 真 実 を 受け 入れ ず に 虚 
偽 と 真実 を ご ちゃ 混ぜ に し 続け る の で ある 。 

や ユダ ヤ 人 は 異教 徒 の アラ ブ 人 か ら は 宗教 的 知識 故に 高く 評価 され て いた 。 ユ ダ ヤ 
人 達 は この 事 を 不当 に 利用 し 、 イ スラ ム 教 徒 達 を 信仰 か ら 遠 ざけ る 方 法 を 考え て い 
た 。 即 ち 、 外 面 的 に は イス ラム を 許容 し 、 日 の 始め に は 信じ 、 日 の 終り に は 背信 の 
態度 を と る 事 で 、 無 知 文 訓 の アラ ブ 人 に 、 あ れ 程 教養 深い 人 達 が 、 こ ん な に も 早く 
イス ラム の 宗教 か ら 離 れる と いう 事 は 、 イ スラ ム は 何 か 重 大 な 欠陥 が ある に 違い な 
いと 思わ せよ うと し て で ある 。 し か し 、 こ れ ら の 愚か な 人 々 は 、 聖 預言 者 を 取り 巻 
く 岡 胞 者 の 何 も の に も 打ち 砕 か れ な い 信仰 の きず な を 完全 に 間違っ て 評価 し て し ま 
っ た の で ある 。 

29 も し 我々 が こう いう 見 解 を 持つ の が 間違っ て いる の な ら 、 彼 等 こそ 、 こ の 誤解 
を 、 何 ら か の 神 に つい て の 議論 で 論破 すべ き な の で ある 。 
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「 す べ て の 思 航 "55 は アッ ラー の 

“掌中 に あり 、 彼 は 己 が 欲す る 者 に そ 

れ を 与え 給 う 。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー は 

雄大 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 御方 

な り 98 の 

75. 彼 は その 慈 起 を 垂れ る た め に 、 弘和 ころ で る の 、 の 5 
己 が 欲す る 者 を ? 選 び 給 う 。 面 し て 


アッ ラー は 偉大 な る 恩 鈴 の 主 な り 。 © Bl A 3 
76. 経典 の 民 の 中 に は 、 も し 液 が 英 42266) る iR: 
これ と ーー=J ー A 9 

大 な 財宝 を 彼 に 託す る と も 、 逐 を 次 ~ 


に 返還 する 者 あり 。 証し て 、 彼 等 の OER 8 
中 に は 一 ディ ナー ル を 彼 に に 託し て < (に zt NN NYA 
も 、 溢 が 彼 を 監視 せ ず ば 、 之 を 次 に の RY 
返さ ざる 者 あり 。 そ は 彼 等 が 、「 我 し I し と に 
等 は 無知 な る 者 た ち に 対し て 9、 

657:30. 62:106. 


8 ここ とこ で の 恩 航 と いう の は 、 預 言 者 の 身分 を 意味 し て いる 。 
38C ( 面 し て お 前 達 の 宗教 を 奉 まず る 者 の 外 は 何人 を も 信ずる な か れ ' と いう 文 は 前 節 
の 結び の 文 か ら の 続き で ある 。 そ し て その 後に 「 云 え 、 真 の 揃 導 は アッ ラー の 特 導 
な り 。 お 前 達 に 賜わり た る も の と 同じ 如き も の が 、 他 の 者 に も 賜る 」 と いう 言葉 で 
の MA し か る 後に 、 OO 「 彼 等 が お 前 達 の 主 の 御前 で 、 お 前 
と 論争 すべ き ( は ず な し )」 と の 文 が 続き 、 最 後に 「 去 た え 、 す べ て の 恩 鈴 は アッ ラー 
の 掌中 に あ NE RI 
クル ア ー ン 独 得 の も の で 、 心理 的 な 効果 を 生み だ す た め の 工夫 で ある 。0⑫ 他 の 解釈 
で は 、' 走 の 扶 導 は アッ ラー の 指導 な り ' と 、 こ の 場合 訳 さ れる 言葉 の み を 、 挿 入 句 と 
考え 、 以 下 の ' お 前 達 が 授かっ た の と 同様 の …… 神 の 御 許 で 言い 争う "の くだ り を ユダ 
ヤ 人 の 発言 と と ら え る 解釈 も ある 。(⑬ 第 3 の 解釈 で は 、「 お 前 達 の 宗教 に 服従 せ し 
者 以外 は 何者 も 信ずる な か れ 」 と いう 文 の み を 、 ユ ダ ヤ 人 の 発言 と 考え 、 そ れ に 続 
く 発言 は 全て 神 の 御 言葉 と 考え て いる 。 解説 の 特大 版 も 参照 せよ 。 
” 塁 預言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 ユ ダ ヤ 人 以外 の アラ ブ 人 か ら 、 財 産 や 
所 有 物 を 礁 っ て も 、 ア ラブ 人 は 間違っ た 宗教 の 信者 な の で 、 何 の 罪 に も な ら な いと 
いう 考え が 信じ ち れ て いた 。 多 分 、 そ れ 体 利子 の や り と り た 関し 、 ユダ ヤ 人 と ユダ 
ヤ 人 以外 で は 、 不 快 な 程 の 区 別 を する ユダ ヤ の 高利 貸 の 法 に その 端 を 発し て いる と 
思わ れる ( 出 エ ビ プ ト 記 22:25: レビ 記 25:36, 37: 申 命 記 23:20)。 
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(責め られ る ) 術 な し 」 と 云う が 故 な 
り 。 耐 し て 、 彼 等 は アッ ラー に 対し 
て 虚偽 を 述べ る な り 、 彼 等 知る に も 
か か わら ず 。 

77. 否 、“ 己 の 約束 を 履行 し 、 曳 散 す 
る 者 あら ば 、 げ に アッ ラー は 最 敬 者 
た ち を 愛し 給 う 。 

78. げに 、 ア ッ ラ ー と の 契約 や 己 の 
肉 い を 売っ て ? わ ず か な 利益 を 購 う 
者 ども 、 彼 等 は 来世 に お いて 一 分 も 
得 ざ る べし 。 ま た 復活 の 日 に 、“ ア ッ 
ラー は 彼 等 に 話し か けず 、 彼 等 を 願 
みる こと も せ ざ る べし ぐず 。 ま た 彼 等 
を 浄 め ざる べし 。 耐 し て 彼 等 に は 痛 
まし い 罰 あら ん 。 

79. また 、 確 か に 彼 等 の 中 に は 、 経 
典 を 読 閣 し て いる 時 、 巴 の 舌 で 四 
曲 し “や!、 お 前 達 に それ が 経典 の うち 
な る も の と 思い 込ま せん と する 一 団 
あり 。 さ れ ど そ は 経典 の 中 に 非 ず 。 
また 、 彼 等 は 「 こ は アッ ラー より の 
も の な り 」 と 云う 。 さ れ ど 、 そ は ア 
ッ ラ ー よ り の も の に 非 ず 。 曽 し て 、 
彼 等 は 知り つつ アッ ラー に 対し て 虚 
偽 を 述べ る な り 。 


マイ イッ ブン ン を g イネ ーッ ャ ルン デ 
EIS TNE 


OO A I a 


Rt Ng ーー 

ン ッ イン あ ラン ンー タタ クラン ン 2 8 る 
I OR ONE 
本 LE イン < グン る 
3 ょ 3 ご Sa の ME<3 
うう ィ ン d ww を スス fs 
EY ESY 5 52Y| 
っ タイ ンー の タッ ー ラウ レン キュン 4 タッ ンー 2 
A I RT od) 
@2 り は 2 

24 で て 4 宅 > 2 イ > コー2 ー 81 ン 
っ で っ | つり どる 0) 
アイ レン 1 = の た アア ズミ よ ? 
I SN I Sb 


』 る ター ラー ンタ ン 2 イッ ゴイ ンー ン を < 
EI ROAIHS le 


を レン 


ー や 


を 


イン と ライ ョ コレ レン を は う ンプ ン 
JEO2559 ls RS 
DOR A 3S 


g5:2: 6:183: 13:2 ト 16:92: 17:35. 52:42 を 痕 照 . 2:175: 23:109. の :76: 4:47: 3:42.、 


や? 神 は 彼 等 に 親切 な 言葉 も か けら れず 、 彼 等 の こと を 慈悲 と 憐 個 の 情 を も っ て 見 ま 
も る こと も 、 彼 等 を 純粋 で ある と 御 判断 な さる こと も な い 。 

2 これ は 、 聖 頒 言 者 の 時 代 に ある ユダ ヤ 人 達 の 問 で 行なわ れ て いた 邪悪 な 行為 へ の 
隠 険 で ある 。 彼 等 は へ ブラ イ 語 で 、 聞 き 手 に 朗 さ れ て いる の は 、 愉 も トー ラー で 
ある と 思わ せ て し まう よう な 方 法 で 、 文 章 を 朗 詠 し た の で ある 。 当 節 で 三 回 使わ れ 
て いる 経典 "と は 最初 に 使わ れ た 部 分 で は ' へ ブラ イ 語 の 文 "を そし て 最後 の 二 つ は 、 
* ト ー ラ ー" を 指し て いる 。 朗 詠 さ れ た 文 は 、 ユ ダ ヤ 人 が そう みせ か けた た め 、 “経典 " 


と され て いる 。 
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SRINKGNNGHASHORBNONHRRBHMNSNGRSONHNGRNOHDONHNNNNNINNSRNNNMNRONNNNNNOGRNNHHRGRORHNNNHNARONNNNOSNNNRONSNHRNBNNRNDORONOANINHNSANONNARNGORNHSMNRIKANNN 


OE 


80. アッラー より 経典 と 、 知 恵 と < 作っ 89 
預言 A DP - 
は 、 “後に な っ て 人 々 に 向い 、 アッー UA 5 よう 3915 っ 5 


ラー の 外 に 、 我 を 丹 拝 せよ 」 と 云う 。 ン レレ レッ キン ロラ 
べき に 非 ず “?。 然 し ( 彼 は )「 主 に 全 Sl Ee ds SE 


く 帰 依 せ よ や 、 お 前 達 は 経典 を 教 OS 2 し R182 
える が 故に 、 そ し て また 、 お 前 達 自 


3 と ます i デーン i 3 
ら も それ を 学ぶ が 故に “2P」( と 云う OO どう や AS EY 


べき な り )。 

81. 彼 は また 、 諸 天使 並び に 預言 者 た 25u 呈 1 と る っ 42 し Y5 
ち を 視 々 と する こと を 勧め る 者 し ou っ ン レイ PP fs 生 2 
ず 。 彼 は 、 お が 字 に 服 征 せ し 後 、 NSJb つう 25 PC > 


お 前 較 に 不信 心 を 働 め 得 べ きか ? Ki 

前 達 に 不信 心 を 勧め 得 6 8 OK2 5 31 
九 項 

82. 耐 し て 、? ア ッ ラ ー が 預言 者 た ちく あぁ 3 に 強 EL bis 03 


と の 契約 3? を 取り し 時 を 思い 起 
5 18、 h5.13. 


2 マー ・ カ ー ナ ・ ラ フー と いう 表現 は 、 次 の 三 つ の 意味 で 用 いら れ て いる 。G@) 彼 に 
と っ て それ を する こと は ふさ わし く な い 。(b) 彼 に と っ て その よう に する こと は 不可 
能 だ 、 あ る い は 、 そ れ は 彼 が それ を すべ きだ っ た と いう 理由 に は な ら な い 。 co) 彼 は 
お そら くそ の よう に は 出来 な いで あろ う 。 す な わ ち 彼 に と っ て 物質 的 、 肉 体 的 に そ 
れ を する こと は 不可 能 で ある と いう 意味 で ある 。 

や 。 ラッ バー ニッ イー ン は 、 ラ ッ バ パー ニッ ユ の 複数 形 で 、 次 の よう な 意味 で ある 。 
(① 宗 教 的 奉仕 に 献身 する 者 、 あ る い は 、 献 身 の 行為 に 自分 を 委ね る 者 の こと 、(②) 神 
の 散 智 を 有する 者 、(3) 宗 教 的 な 体験 知 に お ける 学識 豊か な 者 、 あ る い は 、 善 良 で 正 
し い 人 、(④⑭ 偉 大 な 知識 や 科学 を 取り 上 げ る 前 に 、 ま ず 小 さ な 事 柄 の 知識 や 科学 を 使 
っ て 、 人 々 の 教養 を 高め る こと か ら 始 め る 教師 、(③⑮) 主 、 師 、 リ ー ダ ー、(6⑥ 改 革 者 
(Lane, Sibawaih と Mubarrad より )。 

や や 「 お 前 達 は 経典 を 教え る が 故に 、 そ し て また 、 お 前 達 自ら も それ を 学ぶ が 故に 」 
と いう 文 は 、 神 環 且 づつ 高潔 な 知識 を 有する 者 達 は お し な べ て その 知識 を 人 に 分 け 与 
え 、 人 々 を 無知 な まま 暗中 模索 させ て お か な いよ うに する の が 義務 で ある こと を 表 
わし て いる 。 

3 ミー サー タン ナビ ッ イ ー ン と いう 表現 は 、 預 言 者 が 神 と 結ん だ 契約 、 或 い は 、 神 
の その 預 詩 者 を 通し て 人 々 と 結ん だ 契約 を 意味 し て いる 。 こ こ で は 後者 の 意味 で 使 
われ て いる 。 こ の 記 は 更に 後に 続く 、" そ の 後に 、 お 前 達 の 持っ て いる も の を 確証 す 
る 一 人 の 使徒 が 現われ る で あろ う " と いう 文章 に よっ て も 支持 され る 。 何故 な ら ば 、 
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せ 。 (すなわち) 「 わ し は お 前 達 に 経 RE I 912 
典 と 知恵 を 授け た り 。 然 る 後 、 お 前 の A 

達 の 護持 せ し も の の 成就 と し て De の a 3 
や 34 、 使 徒 が お 前 達 の と ころ へ 来 な スッ 8 イレ < 
ば 、 お ね 前 達 は 確か に 彼 を 信じ 、 耐 し つつ 2 っ J で 


A 


て お 前 達 は 確か に 彼 を 助け ん 」 と 。 Fi 3 
彼 は 云え り 、「 お 前 達 は 承諾 し 、 之 ",  : 2 rt 
に 関し て わし と 契約 を 結び た る っ Ss4bl 3 13326 JS "65533 
か ?」。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 受 の 当 


A 
語 し た る な り 」。 彼 は 云え り 、「 な OO OS 
ら ば 証人 た れ 、 わ し も また お 前 達 と 

共に 立証 者 た ちの うち と な らん 」 

4338B 


1 
83. され ば この 後 、“ 背 を 向け る 者 あ 。 テラ ュ siW 令 そ い ほ ュ テー イキ ン 2 ラー る 
| OE 
ら ば 、 彼 等 こそ は 背 逆 者 な り 。 生生 


OV 


A5:48; 24:56. 


神 の 使者 が 到来 する の は 預言 者 達 へ で は な く 人 々 の も と だ か ら で あ る 。 

” ここ で は ム サ ッ ディ ク ( 確 証する ) と いう 語 は 、 真 実 の 要求 者 が 偽 の 者 と 区 別 され 
る 規準 を 示す た め 、 使 われ て いる 。 こ こ で は 、 こ の 語 は 「 成 鞭 」 と 翻訳 され て いる 。 
な ぜ な ら ば 、 以 前 の 経典 に 包含 され て いる 預言 の 真実 は この 者 に よっ て 成就 され る 
こと の み で 確証 され る か ら で あ る 。 

" 洛 節 も 、 一 般 的 に は 他 の 預言 者 達 に 、 そ し て 特に 聖 預 言 者 に あて は まる と 考え 
られ る 。 そ し て その 両方 共 正 し く 、 当 節 は 一 般 的 な 法則 を 述べ て いる の で あり 、 了 預 


言 者 は 、 信 奉 者 達 に 次 の 預言 者 が 出現 する 時 、 役 を 受け 入れ る よう に と 命ずる の で 
ある 。 も し 預言 者 が 丁度 イエ ス や その 他 の イス ラ エ ル の 預言 者 達 の 場合 の よう に 、 
一 民族 の な に 下さ れ た 経典 の 書 中 の 預言 の 成就 と し て 出現 する な ら ば 、 そ の 民族 の 
み が 、 預 堂 者 を 受け 入れ 、 彼 を 助け な けれ ば な ら な く な る 。 し か し 聖 預 言 者 の 場合 
の よう に 、 全 て の 宗教 の 経典 の 文中 に その 到来 が 予知 され て いる と 、 全 て の 民族 が 
彼 を 受け 入れ る こと と な る 。 聖 預 章 者 は イス ラ エ ル の 預言 者 達 の み の 預 詩 の 成就 と 
し て 到来 し た 訳 で は な く 、( イ ザヤ 21:13-15、 申 命 記 18:18: 33:2。 ヨハ ネ 聖 福音 書 
14:25, 26: 16:7-13)、 ア ー リ ア 人 の 預言 者 や 、 仏 教徒 や ゾロ アス ター 教 の 賢者 達 も 、 
聖 預 言 者 の 到来 を 預言 し て いた の で ある (シャ フラ ング ・ 人 ダダ サーティー ル 188 頁 、 ス 
ィ ラ ー ジ ュ ・ プ レス ・ デ リー 及び 、 ニ ザー ムル ・ マ シャ ー イ ブ (Nizamul Mashaikh) 
デリ ー の 聖 違 暦 1330 年 の 出版 書 の ジャ ー マ ー プ スィ ー よ り )。 
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84. 彼 等 は アッ ラー の 宗教 以外 の も スル LE1 革 39224 逢 は > 5 
の を 求め ん と する か ? 面 し て 、 諸 天 の EUC 


と 大 地 に 在 る 全て の も の が 、 好 むと 区 泌 2 る 5Y OR 3 
に か か 494 彼 の a 
好ま ざる に か か わら ず “、 彼 に 服従 Oe 2) 


する な り 。 面 し て 彼 等 は 、 その 御 許 プン 
へ 帰 さ れん 。 

ーー 人 イィ 32 プイ レン ニン イン イ 2 プイ レン 時 ンド? る 
85. 云え 、"?「 我 等 は アッ ラー を 信 っ ES dh Is 
じ 、 ま た 我 等 に 隆 さ れ た る も の 並び こつ 。 。, の 


に 、 ア プラ ハム と イス マイ ル と イサ  、 ち ご ) 3 Us) う っ 2 っ ) お 
RO に 降 され 
た る も の を (信じ )、 ま た モー ゼ と イ 
エス と ( 他 の ) 預 言 者 た ち に その 主 よ 
り 降 され た る も の ぐ *( を 信じ た り )。 の 2 の 
我 等 は 彼 等 の うち 誰 一 人 に も 差別 を る > トン や 0 へ 8 
設け る こと な し “0、 面 し て 我 等 は SMI の の 
彼 の み に 服従 帰依 す 」 。 (6 
86. 面 し て 、2 イ スラ ム 以 外 の 宗教 を て 2 2 14  、aNT NM 2 る と 26 > ン ン 
求め る 者 あら ば 、 役 か ら は 決し て 受 ひび 2 と 
入れ られ ざる べし 。 面 し て 、 か か る OI NG RS を 。 
者 は 来世 で は 、 損 失 す る 者 た ちの う 

ちと な る べし 。 


の 2:137, 286. 23:20: 5:4. 


” 肉体 の 世界 で は 人 は 自然 の 法則 に 従わ ね ば な ら ず 、 人 は 経験 か ら そ うす る こと が 
自分 に 役立つ こと を 知っ て いる 。 人 間 に あ る 程度 の 自由 が 許さ れ て いる 精神 的 事柄 
に 於 いて も 、 人 が アッ ラー の 戒律 と 命令 に 従う こと が 妥当 で あり 、 そ うす る こと で 
人 は 神 に めで られ 恩恵 を 受け る こと と な る 。 

や ユダ ヤ 人 た ち は 、「 耐 し て お 前 達 の 宗教 を 牽 ずる 者 の 外 は 何人 を も 信ずる な か れ 
374)」 に 示さ れ て いる よう に 、 イ スラ エル 人 で は な い 預 営 者 を 信じ る こと を 拒ん だ 。 
そし て 彼 等 は その 結果 を 痛感 する こと に な っ た 。 彼 等 が イス ラ エ ル 人 の 預言 者 以外 
の すべ て を 拒ん で いる 一 方 で 、 イ スラ ム は その 信奉 者 た ち に 、 国 籍 、 人 種 に 関わ ら 
ず 、 ま た 自分 が どこ の 共同 体 に 属し て いる か 、 ど の 時 代 に 生き て いる か に 関わ ら ず 、 
神 が 降 さ れ た 預言 者 た ち す べ て を 信じ る よう に 要求 し た の で ある 。 こ の こと が 、 イ 
スラ ム が 他 の すべ て の 宗教 より も 優れ た も の と な る 基盤 と な っ た 。 

2 ここ で は 、 色 々 な 預言 者 の 間 の 地位 や 格 の 違い は な いこ と を 意味 し て いる 訳 で 
は な い が 、 こ の 見 解 は 2:254 に 反し て いる 。 実際 に 言わ ん と し て いる こと は 、 聞 言 者 
達 の 間 に は 、 神 より の 便 者 と し て 何ら 区 別 さ れる も の な ど な い と いう こと で ある 。 
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三 章 アー リ ・ イ ムラ ー ン Ale-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三伏 


87. 一 旦 信仰 を 受入 れ し 後 、 再 び 不 Yi 
信心 に 戻る 民 を 、 ア ッ ラ ー が どう し 


て 導き 給 う や ? し か も 邊 は 人 と 101 3 の うに) 
真実 な る こと を 証言 し 、 諸 々 の 神 兆 RNN 
が 彼 等 に 来 た る に も か か わら ず 6。 a 
され ば 、 ア ッ ラ ー は 不義 な す 民 を 導 Oa? 
SH 

88. これ ら の 者 ども こそ 、 彼 等 の 応 0 区 2e に 6 る な る 
報 は 、 彼 等 の 上 に “アッ ラー 並び に し I DT Fg 
詳 天 使 と 万 人 の 呪 衣 あ る こと な り 。 の IEEE 
89. ? 彼 等 は その 中 に 住み 留まら ん 。 DE SY ck 
彼 等 は 懲 凡 が 軽減 な られ ず 、 面 し て 人 
猫 予 も され ざる べし 。 ti pe 

90. “但し その 後 、 悔 い 改め て 身 を 修 3 で D2 136 ご 3 
め た る 64 者 あら ば 、 げ に アッ ラー gO 22 
は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 ら を うう 4 EL EE 


91. 4 げに 、 信 仰 を 受入 れ た る 後 、 不 35 の し | る 35 補 て El 
信心 に 戻り 、 ま た その 人 不信 心 を 増長 せ ニス 5 こい 
< 2 の 5 ‘ C te | 33 

し 者 ども あら ば 、 彼 等 の 悔 惜 は 決し て 
受け 容れ られ ざる べし 97。 面 し て 、 OO Ep を や < 
これ ら こ そ は 迷い た る 者 ども な り 。 

22:162: 4:53: 5:79. 02:163, €2:161: 4:147; 5:40; 24:6. M4:138; 63:4. 

1 確か に 、 最 初 は 預言 者 の 真実 を 信じ 、 彼 へ の 信仰 を 人 前 で 宣言 し 、 神 兆 の 証人 と 
な りつ つも 、 そ の 後 、 人 を 恐れ た り 世 間 の 思惑 を 気 に し て 預言 者 に 背く 者 達 は 正 し 
い 道 へ 再び 導 か れる に 価 す る も の を 全て 失う こと と な る 。 又 当館 は 、 以 前 の 預言 者 
達 を 信じ て いた が 聖 聞 言 者 に 背 い た 者 達 を 指し て いる と も 考え られ る 。 
64 た だ 過去 の あや まち を 悔い て 、 悲 し むせ だ け で は 神 の 許し は 得 ら れ な い 。 そ の た 
め に 必要 と され る の は 、 了 邪悪 な 方 法 を 慎 し むと いう 正直 な 約束 と 他 の 人 々 を も 改革 
する と いう 強い 決心 な の で ある 。 


437 音信 者 の 悔 俊 に つい て 、3:90 節 に ある よう に 悔 俊 は どう いっ た 段階 で も 受け 入れ 
られ る か と いう こと に 対し 、 当 節 で 述べ られ て いる こと が 反し て いる か ら と いっ て 、 
いか な る 場合 に も 受け 入れ られ な いと いう こと を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ こ で 
言及 され て いる 人 々 と は 、 悔 仏 を 公言 し て お き な が ら 、 自 分 達 の 生活 に 、 実 際 の 実 
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四 伏 ー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*tmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 章 
92. ぱに 、“ 信 仰 を 拒み 、 不 信者 の ま 2 る 55 ビビ 3 1324 ご つり 
ま 死 せ し 者 ども は 、 た と え 大 地 を 埋 35 


Om 
BE "oe CSI IY 


* 


NE 


め つ くす 程 の 黄金 の 身代金 を 以 て し 
も 、 彼 等 か ら 受 納 さ れ ざ る べし 。 
これ ら こ そ は 、 痛 まし い 責 苦 を 受 32 レジ 
る 者 ども な り 。 NR 

何 な る 助け 手 も な か る べし 。 


四 佐 
ゃ たい = に NN い 寺 NR IS 。 る っ の 2 も を 
93. ? お 前 達 、 己 が 好む も の を 施す に 9203 2 SC 


非 ず ば 、 正 義 4? を 全う する を 得 ず 。 ーー 
耐 し て 、 お 前 達 が 施す も の あら ぼ ば 、 アー gO ls 
ッ ラ ー は 確か に それ を 熟知 し 給 う 。 

94. すべ て の 食物 "は イス ラ エル の の の つめ と 36) いら ) 
子 本 や に 合法 な り き 。 た だ らら トー ジ る タン 


人 122 > 8 て カン イッ ヤン 21 る 6 ン 
ラー が 隆 さ れる 以前 に 、 イス ラ ェ エル Op ちょ ビ 
庄 よー っ 呈 ( 87 る 
が 自ら 禁じ た る も の は 別 な り 、 坪 え 2 っ 856 3| 3 


「 トーラー を 持ち 来 り て 、 面 し て そ 
れ を 読め 、 も し お 前 達 正直 な ら 
ば 」 。 


ンタ ee っ ュ る 2 イラ イン ョ イ 36 イ 
⑥CA9 ひっ ly 


92:162: 4:19; 47:35. 29:34.11L 63:11 


め を 実行 し た な い だ け で な く 、 不 信仰 の 度 


質 的 変化 を 期す こと で 悔い 改 
する 者 達 で ある 。 
8 会 て の 公正 さ の 湊 縮 で 、 癌 の 最も 高い 形 で ある 真実 の 信仰 を 得る た め に は 、 人 は 
自分 が 大 事 に し て いる 全て を 投げ うつ 覚 司 が な く て は な ら な い 。 公 明正 大 さ の 極み 
は 、 神 の た め に 資 財 を 使う と いう こと に よっ て の み 達 成 さ れる の で ある 。 高い 道徳 
(ビッ ル ) は 、 真 の 犠牲 の 精神 を 吸収 する こと な し に 達成 する こと な ど で き は し な い の 
Sl 

や ユダ ヤ 人 に 禁じ られ て いる 食物 の 幾つ か は イス ラム で は 許さ れ て いる 。 そ の 内 の 
OC 


合 を 増し さえ 


0 NN を 打 品 と し た . 
9 イスラ エル と いう 名 は 、 夢 の 中 で ヤコブ に 与え られ た (創世 記 32:28)。 
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拉 


ー リ ・ イ ムラ ー ン の プッ 四 鈴 


95. され ば この 後 餅 、 ア ッ ラ ー に 対 CsO3SJ| 0 上 


し て を 革 す る 者 あら な 、 Sh 

ら の 者 ども こそ は 不義 者 な り 。 る AN 2 OR 
96. 云え 「 ア ッ ラ ー は 真実 を 語り た 2 3 235" 人 AS a 
り 。 さ れ ば 服従 帰依 者 な る *? アブ a 

ラ ハ ム の 宗教 に 従え 。 面 し て 、 彼 は or の を お 


多神教 徒 に 非 ざ りき 」。 

a a NS ESE) 
る 2 最初 の 理 成 $、 パ バッ カ i - ン ンー 1 多 1 メ 

も の な り 。( そ は) 物 へ の 抽 和 SRN 6 

た る も の 、 旦 つ 簡 導 な り 。 

98. MA Ll| i 

(すなわち )“ ア ブラ ハム の 御立 処 。 0 9 

の 中 に 入れ し 者 は 、 GEA COCAE SS 

り 。 ま た 、 そ こ へ 行き 得 ら れる 激 す 


93:68 を 参照 . 05:98; 27:92: 28:58; 29:68: 106:4, 5. “2:126. 14:36: 28:58; 29:68. 


1 ザー リカ と いう の は 、 前 飾 で 述べ られ た こと に 言及 し て いる 。 神 が 食べ 物 の この 
部 位 や あの 部 位 を 食べ る こと は 禁止 し て いな か っ た と いう の で は な く 、 こ の 部 位 や や 
の 部 位 は 神 に よっ て 許さ れ て いな か っ た と いう こと は 、 神 に 対し て うそ を 提 造 し 
て いる よう な も の だ っ た 。 
I と 言う こと で 、 彼 が 、 イ スラ エル 人 が し た よ 
自分 自身 の 意志 で の 特定 の 食物 を 食べ る こと を 禁止 する よう な こと は し な か 
0 の 二 の ら に の の つけ は に パウ ベビ フ の 
と 異な り 、 神 の 預言 者 達 の 方 法 や 実例 、 特 に アブ ラ ハ ム の 例 に 、 逆 ら う こと を し な 
いと いう こと を 言わ ん と し て いる の で ある 。 
7 や バッ カ と いう の は 、 メ ッ カ の 谷 に 与え られ た 名 前 で あり 、 メ ッ カ の 「 ミ ー ム 」 が 、 
「 バ ー」 に 変わ っ て いっ た も の で ある 。 こ れ ら の こつ の 文字 は ラー ズ ィ ム と ラー ズ 
ィ ブ の よう に お 互い に 交換 可能 な 文字 で ある 。 聖 クル アー ン は ここ で 啓典 の 人 々 の 
関心 を カー バ 神 殿 の 遠い 昔 に 引き 寄せ 、 そ れ が 神 の 宗教 の 真 の 中 心 で あり 、 元 来 の 
中 心 で ある こと を 指摘 し よう と し て いる 。 そ れ ら が ユダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 に よっ 
て の ちの 起源 と し て 採用 され た 。2:128 節 も 参照 。 
や カー バ 神 殿 に 好意 的 な 歴史 的 証拠 に 言及 し た 後に 聖 クル アー ン は 、 何 逆 カ ー バ 神 
殿 が 、 い つの 場合 に も ち 、 キ ブラ 即ち 、 神 の 宗教 の 中 心 と され る に 価 い する か を 示す 
三 つ の 理由 を 提示 し て いる 。(①⑪ 偉 大 な 長 ( お ちさ ) で ある アブ プラハ ム が ここ で 祈り を さ 
さげ た し 、② カ ー バ 神殿 は 平和 と 安心 を 与え 、(⑬③) 色 々 な 国 の 人 々 や 、 異 な っ た 民族 
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べ て の 人 々 に 、 “その 亜 箕 へ の 巡礼 は 
アッ ラー へ の (課せ られ た る ) 義 務 な 
り 。 面 し て 、 不 信 せ し 者 あら ば 、 げ に 
アッ ラー は 万 物 か ら の 自足 者 な り 。 
99. 云え 、 ら 「 経 典 の 民 よ 、 液 等 何故 
に アッ ラー の 諸々 の 神 兆 を 拒否 耕す 

の か 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を 立 
証する に も か か わら ず ?」。 

100. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、“ 液 等 何 
故に 信じ た る 者 を アッ ラー の 道 より 
妨げ 、 そ れ を | 邊 げん と 欲す る か ? ぐ 、 
お 前 達 証人 で ある に も か か わら ず ? 
され ば 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を 
BI 

101. d 流 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 
も し 経典 を 授かり た る 者 た ちの 或 
る 集団 に 従わ ば 、 彼 等 は 信徒 と な 
り た る お 前 達 を 、 再 び 不 信者 た ら 
し めん 。 

102. され ば 、 お 前 達 如何 に し て 信仰 
を 拒 BE 耕し 得る か ? ア ッ ラ ー の 諸々 の 
神 兆 が お 前 達 に 読 謗 せら れ 、 且 つ お 
前 達 の 間 に そ の 使徒 が 居る に も か か 
わら ず 。 < 面 し て 、 ア ッ ラ ー に 堅く 綿 


ー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-*hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 芝草 
も イッ ラー ンー ライ レン と ュ タン る ラ > Ce 1 まっ 
De EU E> 


アデ 


OT I i 
DOE EL 3 が | 


EO I iS 8 
9098 BOO 
ORTEE GA I AE 


の SOIC 
1 まい | 
OS 


ッ に WW 13¢ SE イラ ルン 


レ 』 29 っ 2 今 し 
2 つつ いう 5 と つう と sales 
\ ュー << 8 
8 も っ ラル 人 33840 
} を パン グ 


922:28.23.71. “7:46.87: 8:48; 9:34 14:4; 22:26. d2:110; 150. 24:147, 176. 
が 巡礼 に お も むく 中 心 と し て 未来 永 元 も と ど ま る で あろ うか ら 。 
AS ド と いう の は 、 目 撃 し た こと の 情報 を 与え る 者 、 多 く の 知 識 を 有する 


、 神 の 道 に か け て 殺さ れる 人 ( 絢 教 者 で ある 。 神 に つい て 使わ れる 場合 に 


に は 、 そ 


の 言 葉 は 、 ご 自分 の 知識 か ら 何 も 隠さ れる こと が な い お 方 と いう 意味 と な る (Lane 
より 
46 * お 前 達 は イス ラム に 不正 が 生じ る の を 期待 する "こと 、 或 い は 、“ お 前 達 は イス ラ 


ム の 教義 を 邪道 に 陥ら せ た が っ て いる "こと を 意味 し て いる 。 
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地 


ー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-*Imran( イ ムラ ー ン 家 ) 


り し 者 あら ば “"、 彼 は 確か に 正しい 
道 に 導 か れ た る な り 。 

十 一 項 
103. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー 
に 虹 散 の 念 を 抱く ほど 藤 半 年 
し て 、 お 前 達 は 帰依 服従 者 に な ら ず 


し て 、9 死 ぬ な か れ “0。 
104. 面 し て 、 a ッ ラ ー の 綱 に “9 


堅く 2 負 り 、 分 裂 す る な か れ 。 ま 
た 、 お 前 達 に 賜 え る アッ ラー の * 因 籠 
を 思い 起 せ 。 お 前 達 が 互 に 英 な り し 

上 ? 彼 は お 前 達 の 心 を 愛情 で 結び 
、 お 前 達 は その 軸 級 に よっ て 喝 弟 

と な れ り 。 面 し て 、 お 前 達 は 業火 の 
礼 の 縁 に あり し が 、 彼 は そこ より 
お 前 達 を 救い た り 。 か く の 如 く ア ッ 
ラー は お 前 達 の た め に その 諸々 の 
神 兆 を 明示 し 給 う 、 お 前 達 が 正しく 


orr pri Pe GS 
OO REIN) eo 


ル 2 ョ イカン ョ ン 2W1 レ ュ ン > 2 409 ゃ 
268 TIK そ 3E ぜ うく K ま 1 


っ る る 


ES 


デラ イダ 


0 RE 
bd IM た 


AG 2 ン イ 


03K 


導 か れん が た め に 。 


92:133. 73:106: 6:160: 8:47. ぐ 2:232. 8:64. 


“。(D 神 の 戒律 に 従っ て 行動 する こと で 、 自 分 自身 を 罪 を 犯さ ぬ よ う 保 つ 者 。(2) ア 
ッ ラ ー と の 関係 を 確立 し 、 か た く ア ッ ラ ー に 忠実 な る 者 。 


8 死 が いつ 訪れ る か わか ら な い の で 、 人 は 、 い つも 持続 的 に その 状態 に な けれ ば 、 
神 に 身 を 委ね た 状態 で 死ね る と は 限ら な い 。 故に 、 こ の 表現 は 人 は 常に 神 に 従順 で な 


けれ ば な ら な いこ と を 教え て いる 。 
9 ハブ ル (Hab) と いう の は 、 あ る も の が 結ば れ た り 、 堅 固 に され る た め の ロ ー プ や 


コー ド の こと で あり 、 絆 、 約 束 、 同 意 の こと で ある 。 ま た 、 離 か や 何 か の 安全 の た 
め に ある 人 が 負う 義務 、 同 盟 や 保護 の こと で ある (Lane より )。 聖 預 斉 者 は この よう 


に 語っ た と 報告 され て いる 。「 神 の 啓典 は 、 天 か ら 地 へ と 延び て いる アッ ラー の ロ 
ー プ で ある 」 と (arir, 4 巻 30 頁 よ り )。 

9 型 預 斉 者 が 出現 する 以前 の アラ ブ の 分 裂 は 他 に 類 を な な い ほ ど ひ どか っ た 。 又 、 
一 方 、 彼 等 の 偉大 な 師 の 模範 と 高潔 な 教え に より 、 結 東 し た アラ ブ 人 の 同胞 愛 の き 
ず な の 強 さ は 他 に 匹敵 する も の が 人 間 の 歴史 上 な い 程 固かっ た 。 

454 x 楽 火 の 境 の 縁 "/ と は 、 ア ラブ 人 達 が いつ も し て いた 、 人 間 の 命 を 多大 に 失わ せ た 、 
破 圭 的 な 戦い の こと を 意味 し て いる 。 
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105. され ば 、 お 前 達 の 中 に 、“" 療 行 S068 S36 RW 2 


に 誘い 2、 公 正 を 勧め 、 邪 悪 を 禁ず i 2 
る 集団 が ある べし 。 面 し て 、 これ P02 OS 
等 の 人 々 こそ は 成功 する な り 。 CT Rie る EU 1 


と きっ 


106. また 、 明 証 が 彼 等 に 来 た り し 10 は 855OmS ぽ | 衝 
後 、 ヶ 分 裂 し て 互い に 論争 し た る 者 ど ちあ 

も “4 の 如く な る な か れ 。 さ れ ば 、 こ れ BN PP ご は る 2 
等 の 者 ども に は 重大 な 責 苦 ある べし 。 る i 0 


oc し を 】r1 


ca 4 普 各 か 、 を タタ a 1 づ ン る rd 
107. の "成る 顔 は 議 カ Es は 3 yd 9 3 a 「 
また 或 る 顔 は 暗黒 に な らん “9。 さ れ us あき 2 6 
ば 、 暗 県 な る 顔 の 者 ども は (云わ れ つの う ye お i 


ん )、「 お 前 達 信じ た る 後 、 TA | 


帰せ し な ? さ れ ば 、 お 前 達 が 不信 Vs 
し 履 に 責 普 を 味わえ 」。 0 EC OO 
108. 面 し て 、9 そ の 顔 が 煙 か し く な CS rr CULE 
2 アッ ラー の 御 慈 悲 に 浴 せ 0 』 < メッ 
oar A 3 URE 


6 る と し え っ の 
。 微 等 は 永久 に その 中 に 住ま ん 。 > 
UL, U5; T7158; 9171; 31:18. 63:104: 6:160; 8:47. で 10:27.28 39:61; 80:39-43. 0:27. 
2 と こと こ で は 、 ・ ハ イー ル (Al-khairy と いう 語 は 、 イ スラ ム を 意味 し て いる 。 な ぜ 


な ら ば 、 i すぐ 後に 続い て いる マー ルー フ と いう 語 に 含ま れ て い 
る か ら で あ る 。 

3 陽 預 言 者 は 、「 も し お 前 達 の うち の 誰か が 邪悪 な 事物 を みつ けた ら 、 手 で それ を 
払い の け よ 。 も し 手 で 払い の けら れ ね ば 、 知 (言葉 ) を 使っ て 、 そ れ を 禁止 せよ 。 腕 ず 
く で も 、 言 葉 を 介し て で も 、 上 止め させ られ な いと し た ら 、 少 な く と も 心 の 中 で それ 
を 憎 ま せ よ 。 し か し 、 そ れ は 最も 弱い 形 の 信仰 で ある 」 と 語っ た と 伝え られ て いる 
(ムスリム より )。 

や ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 不一致 と 不調 和 の 危険 を も た ら そ うと し た 際 の 経典 の 
民 の 混乱 と 意見 の 不 和 に つい て 述べ て いる 。 

8 聖 クル アー ン で は 「 円 さ 」 と 「 黒 さ 」 を 、 そ れ ぞ れ ' 議 せ ' と ' 悲 し み ' を 象徴 する も 
の と し て 用 いて いる (3:107. 108: 75:23-25: 80:39-41)。 人 が 賞 讃 され る べき 行為 を な す 
時 、 ア ラブ 人 は 彼 の こと を 、 イ ブ ヤ ッ ダ ・ ワ ジュ フフ ー 即 ち 、 そ の 人 の 顔 は まっ 自 
に な っ た 、 と いう 表現 を する 。 そ し て 人 が 叱責 され る べき 行為 を な す 時 、 役 の こと 
を 、 イ スワ ッ ダ ・ ワ ジュ フフ ー 即 ち 、 彼 の 顔 は まっ 黒 に な っ た 、 と 表現 する 。 
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109. これ ら は アッ ラー の 神 兆 な り 。 
われ ら は 真理 を 以 っ て W これ ら を 泳 
に 読 褒 す 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 万 物 
に 如何 な る 不正 を も 望ま ず 。 
110. 面 し て 、? 諸 天 に 在 る も の 、 大 
地 に 在 る も の 、 す べ て は アッ ラー の 
所 有 な り 。 面 し て すべ て の 事柄 は ア 
ッ ラ ー に 戻る な り 。 
111. "お 前 達 は 、 人 間 の た め に ) 遣わ さ 
れ た る 最良 の 共 同体 な り 。 “お 前 達 は 
善 事 を 勧め 、 邪 悪 を 禁じ 7、 面 し て 
アッ ラー を 信じ 謗 る 。 さ れ ば 、 も し 経 
典 の 民 も 信じ た り せ ば 、 そ は 彼 等 の 
た め に よ か り た り し も の を 。 彼 等 の 
中 に は 信者 も いる が 、 彼 等 の 大 方 は 
背 逆 者 な り 。 
112. 彼 等 は お 前 達 に わずか ば か り 傷 
つけ る 以外 、 害 を 加え 得 ざ る な り 。 
面 し て 、? も し 彼 等 が お 前 達 に 戦い 
を 挑む と も 、 彼 等 は お 前 達 に 背 を 向 
けん 。 面 し て 、 彼 等 は 援助 され ざる 
べし 。 


43:130.190: 中 132: 57: 


ンタ ラン 


3 be Ea 
OR A | J 


タタ ee 


o59 259593 う 4 し て の 525 
イー ョ イン と | る る ン A 
a ORS | 
EE Eid 


” 


O03 A OR 結 


ez ご ぅ て る 者 みう タイ る る 
潤い あと hn 
(OIG を ジジ か 


.22144. €3:105,115; 7:158; 9:71: 31:18. 59:13. 


96 ビル ハッ キ (本 来 の 意味 は 真 # 


を 以 て 、 真 理 を 含 


ん で と も 訳 さ れる ) と いう 表現 


は 先ず 、 神 の これ ら の 神 兆 又 は 御 言 葉 は 真実 に 充ち 溢れ て いる 。 第 2 に 、 そ れ ら は 


権利 と し て 到来 し た 一 
最後 に 、 こ れ は 、 そ れ ら を 明白 に する ! 
る 。 注 364 も 参照 せよ 。 

57 当 節 で は イス ラム 教徒 が 最も 
理由 も 、 述 べら れ て いる 。(①⑪ 彼 


即ち 、 お 前 達 は それ ら を 受 


け と る 権利 を 持っ て いた 。 そ し て 


こ は 絶 好 の 時 で ある 、 と の 意味 を 表わし て い 


良き 人 々 で ある と 主張 され て いる の み で な く 、 そ の 
等 は 全 人 類 の 番 き 者 と し て 取り あげ られ た 。 そ し て 、 


②) 普 を 行使 し 、 悪 を 覇 じ 、 そ し て 唯一 無比 の 神 の 存在 を 信じ る こと が 役 等 の 義務 な 


の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 の 栄光 は 、 こ れ ら こつ 


つの 条件 次 第 で 左右 され る の で ある 。 
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113. 役 等 は せ 、 ア ッ ラ ー と の 契約 是 
つ 、 人 々 と の 契約 (に よっ て 保護 され 
る ) 以 外 は 、 何 処 に 見 つか る と も 、 
< 屈辱 を 被 らし め ら れ た り 8。 ま 
た 、 彼 等 は アッ ラー の 激怒 に 章 え て 
戻れ り 。 ま た 、 彼 等 は 困 鍛 を 被 らし 
め ら れ た り 。 2 こ は 彼 等 が アッ ラー の 
神 兆 を 拒否 し 、 預 言 者 た ち を 不当 に 
殺し た る が 改 な り 。 こ は 彼 等 が 背 い 
て 、 短 を 超え た る が 故 な り 。 

114. “ 役 等 は 皆 同 じ に 非 ず 。 経 典 の 民 
の 中 に は 、( そ の 信仰 を ) 遵 守 す る 一 
団 あり ぐ 。 彼 等 は 夜中 に アッ ラー の 
御 言葉 を 読 褒 し 、 面 し て 彼 等 は 叩 豆 
する な り 。 

115. 彼 等 は アッ ラー と 最後 の 日 を 信 
じ 、9 正 義 を 勧め 、 邪 悪 を 禁じ 、“ 互 
い に 普 行 を 競う 。 南 し て 、 こ れ 等 こ 
そ は 正義 者 た ちの 中 な り 。 


SEEING S53 ES 
Ee ae Rt 
EE HC EE 
EA PAO 


G4 } う イ イー » も ザン ン t 2 っ て 
CS 負 の 33 
= ン 2 人 8 ei 』 6 リン イラ 6 ダン る 
A A Pd ed FORE SUS 

ODE 


ンー っ メタ コ イン ン 。 タン る 。 ン < っ る メタ 
OA GL OR 
PE I 3 5a 
3 いつ 9 68 いづ 5 
CO と 9 ラーム SI OFS 


2:62, 91; 5:61; 7:168. 92:62, 92: 3:22. C4:163. 13:105, TL: 971. 21:91; 23:62: 35:33. 


で 当館 は ユダ ヤ 人 に 関す る 重要 旦 つ 遠 大 な 預言 を 包括 し て いる 。 そ の 預言 と は 、 彼 
等 は 永遠 に 辱 し め ら れる 運命 に あり 、 他 の 民族 に 隷 従 し て 生き て ゆく こと と な る と 
いう も の で ある 。 型 預言 者 の 時 代 か ら 現在 に 到 る まで 、 ユ ダ ヤ 人 の 歴史 は 、 こ の 
し い 疾 言 の 真実 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 全 て の 時 代 に わた り 全 て の 国 に 於 いて 、 そ 
し て それ は 嘱 蒙 と 許容 の 現代 に 於 いて すら 例外 で は な く 、 ユ ダ ヤ 人 は ひど い 人 迫害 の 


家 の 建 設 は 、 ユ ダ ヤ 民 族 の 人 生 の 一 時 的 局面 に すぎ な い の で ある 。 
9 ウン マト ゥ ンカ ー イ マト ゥ ン 「( そ の 信仰 を ) 遵 守 す る 一 団 」 と いう 言葉 は 、 こ の 


よう な 意味 も 含ん で いる 。(①⑪ 自 分 た ちの 義務 を 完全 に 忠実 に 果たす 団体 や 人 々 。 
② 夜 の 後半 に 、 神 へ の 祈り の た め に 立ち 上 が る 人 々 。 こ の 言葉 は 、 イ スラ ム の 神託 
を 受け 入れ た ユダ ヤ 教 徒 の み に 言 及 し て いる 。 
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116. され ば 、“ 彼 等 は 何事 に せよ 番 2453 358 に ERS ビ 3 
な 9 

な さば 、 そ の (報奨 を ) 地 まれ る こと な 9 A 

か る べし “9。 硬 し て 、 ア ッ ラ ー は 時 OE Et 

散 者 た ち を よく 知り 給 う 。 


117. ? げ に 不信 せ し 者 ども は 、 そ の 2 ぞ < な 5 9 は 分 。 そ る 0 
富 も 子女 も アッ ラー に 対し て 彼 等 に NN 
役立た ざる べし 。 面 し て 彼 等 こそ は EA 


公立 


業火 の 者 ども な り 。 彼 等 は その 中 に A 
住み 留まら ん 。 0 
⑨9 の 3 は 


118. * 役 等 が この 世 の 生 活 で 費 や せ る At る A 1 
こと を 堅 う れ ば 、 厳 し い 寒 さき を 運ぶ , し 。 

風 の 如 し 。 そ は 己 白身 に 不義 を な し Id 
こる 民 の 畑 に 吹き よせ 、 そ れ を 濱 滅 IR TR 5 
せり 91。 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 役 等 を er a 

害し た る に 非 ず 。 さ れ ど 、 彼 等 自ら OOzLBs > お 165J3 八 

己 を 害する な り 。 

Hi% 私 等 信じ た る 人 々 よ 、4 お 前 達 の 3Uz VI 5G 

A ed ] 

。< 彼 等 は お 前 達 を 破滅 させ る た 1 RC ELT 


り に を いと わき る ベレ 9 彼 等 1 78 1 ン タン る を 。8 ン 
そし っ SA つ 9 AA へ と 
は お 前 達 を 災難 に 遭わ し め る こと を ペン < 


<28:8S: 99:8、 の 3:11: 58:18. で 10:25: 68:18-21. 73:21: 4:140、 145. 29:47. 


や イス ラム は 国家 或いは 部 族 レ ベル の 宗教 で は な い 。 イ スラ ム に 加わ る 者 は 、 そ の 
所 属 社会 や 信条 が 何で あれ 、 当 然 の こと な が ら 公 明正 大 に ふる まえ ば 、 信 仰 の その 
他 の 信奉 者 同様 、 同 じ 報 酬 を 受取 る の で ある 。 国籍 が どう こう で ある と いっ た 理由 
の 偏見 に みち た 不当 な 扱い な どう け な い の で ある 。 ユ ダ ヤ 人 も 、 又 他 の いか な る 人 
も 、 一 旦 了 イス ラム に 帰依 すれ ば 、 ア ラブ 人 の イス ラム 教徒 と 同等 な の で ある 。 
491 拓 節 の 根底 を な す 考 えと は 、 イ スラ ム に 敵 対す る 不信 者 の 努力 は 自分 達 に は ね か 
える と いう こと で ある 。 不信 者 が イス ラム を 傷つけ よう と し て な すこ と 全て は 結果 と 
a } 達 を 傷つけ る こと と な る 。 

2 ハ バー ル (KhabaD と いう の は 、 了 肉体 で あれ 、 理 性 で あれ 、 行 動 で あれ 、 有 崩壊 を 意 
味 す る 。 そ し て 、 喪 失 や 劣化 、 破 滅 、 致 死 的 な 毒 を 意味 する (Aqrab より )。 
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望む な り 2。 憎悪 は すでに 彼 等 の 本 こと は うじ 
より 出 た り 。 さ れ ど 彼 等 の 胸中 に 蔵 gg 
せる も の は 更に は な は だ し き な り 。 OO TOLL NITE 
われ ら は すでに 諸々 の 神 兆 を お 前 達 
に 明らか に せり 、 も し お 前 達 理解 し 
得る な ら 。 
120. 見 よ 、 お 前 達 こそ は 彼 等 を 愛す 253 ある 3 史 叶 CO 
れ ど 、 彼 等 は お 前 達 を 愛せ ず 。“ 曽 し の 
て 、 ね 前 傍 は 経典 の すべ て を 信 ず SA RE 
4。 面 し て 彼 等 は 、 お 前 達 に 会 えば TEEN < < 
云う 、「 我 等 は 信じ た り 」 と 。 さ れ 2 
ど 自分 た ち だ け に な れ ば 、 彼 等 は お Ca M 
前 達 に 対し て 慎 怒 の 余り その 指先 を OILH TI RE NE) 
噛む 。 云え 、「 己 の 慎 怒 で 死 せ よ 
a げに アッ ラー は お 前 達 が 胸中 に 
る も の を 熟知 し 給 う 」。 


pr*e し amWEE いこ と が 起 ら 9052 る 53 だ こっ こら) 
よ 、 彼 等 光 : は 悲し む お なり 。 され ど 悪 い 2 ン っ イン 36 とら と ラ 2 る 
lS RE 


NN 

は それ を 喜ぶ 。 耐 し て 、 も し お 前 達 RS IY EI 
が 忍 出 に し て 、 異 敬 せ 【 ば 、 彼 等 『 の 陰 か ラル ンタ イン ラン Pt クン 

斉 が お 前 達 を いさ さか も 害する 能 RT A PN 8 

ず 。 げ に アッ ラー は 彼 等 の 所 業 を 取 

り 囲 み 給 う “9。 


< に 0= 


a2:15, 77; 5:62. 89:50. 


193 彼 等 が 待ち 望ん で いる の は お 前 達 が 不運 や 災難 に み ま わ れる こと 、 滅 びる こと 或 
い は 、 弱 く な っ て 月 壊 する こと 、 或 い は 、 公 明正 大 な 道 を 踏み 外す こと 、 罪 深き 生活 
を お くる よう に な る こと な の で ある 。 

94 文脈 か ら す る と 、「 お 前 達 は 経典 の すべ て を 信 ず 」 の 文 の 後に 、 “ 彼 等 は 一 切 経 
典 を 信じ て いな い が " 或 い は それ に 類似 し た 語句 が 暗黙 で も わる と 考え た 方 が よい 。 
498「 選 の 慎 肥 で 死 せ よ 」 と は 、 イ スラ ム に 敵意 を 抱き 、 イ スラ ム を つぶ そう と し て 
いる ユダ ヤ 人 に 向け られ た も の で ある 。 

9 神 が 彼 等 の 行為 を 無 に し て 彼 等 を 破滅 させ て 下さ る か ら 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 等 を 
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十 三 項 
122. 没 早 朝 に 家 を 出 で 、 信 徒 た ち を 、 台 Mal で 2 E35 


戦闘 配置 に つか せ し 時 の こ と を 思 dd 
うー デ ls 〆 il ダラ ャ 1 
い 起 せ )。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て CM 9 sac 2 on 


を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 oe 
123. また 、 お 前 達 の うち 二 団 が 8 2 


で 、 ア ッ ラ ー は その 両者 の 守護 者 た 2 で 0 
る に も か か わら ず 、 勝 病 を 見 せよ う IE 2 ひと うじ る ン 


と 思い し 時 (を 思い 起こ せ )。 面 し 4 

て 、 信 徒 た ち は ア ッ ラ ー を 頼み と す 

べき な り 。 

124. ? ま た 、 ア ッ ラ ー は 既に パドル 3031231 4 っ 区 し 2 とる 33 

9 に お いて 、 お 前 達 が 劣勢 で あり IN 

し 時 、 お 前 達 を 助け た り 。 さ れ ば ア COI SS EG 

ッ ラ ー を 異 れ 其 え 、 お 前 達 感謝 する 

が た め に 

as Wik (Ae た Bk- 0 2KCKD 1 の EDU 123 1 
=: A OS GR hd 


48:8, 11; 9:25. 02:250. 


処 れ る べき で は な い 。 全 て の イス ラム の 敵 で ある 者 達 の た くら み は 神 の 前 に 明らか 
で あり 、 神 が 彼 等 の 計画 を 実現 で き な く し て 下さ る の で ある 。 

や ここ で 述べ られ て いる の は ウフ ド の 戦い で ある 。 バ ドル で の 敗北 の 屈辱 を は ら さ 
ん と し て ヒジ ラ の 三 年 目 に 、 メ ッ カ の クラ イシ ュ は 、3000 名 の 精鋭 か ら 成 る 武装 軍 を 
ひき つれ 、 メ ディ ナ へ の りこ ん で きた 。 望ま な いま ま に 聖 預 党 者 は 、 後 に な っ て 逃亡 
し て し まう アブ ドウ ゥ ラ ・ ビ ン ・ ウ バイ の 300 人 の 信奉 者 を 含め た 1000 名 の 戦力 で 、 敵 
と 交戦 する た め 、 メ ディ ナ を 後に し た の で ある 。 戦闘 は 、 ウ フ ド の 近く で 行なわ れ た 。 
498 二 つ の 隊 と は 、 そ れ ぞ れ ハ ズラ ジュ と アウ ス に 所 届 す る バ ヌ ー・ サ リマ と バ ヌ 
ー・ ハ ー リ サ の 二 つ の 部 族 で あっ た ( ブ ハ ー リ ー、 ア ル ・ マ ガー ズィー 書 よ り )。 こ こ 
で は 、 彼 等 が 実際 に は 、 ひ る ん だ の で は な く 、 ア ブドウ ゥ ラー の 300 人 の 逃亡 を 目 の 
あたり に し 、 小 隊 で あっ た イス ラム 軍 が 更に か い 滅 状態 と な っ た た め 、 イ スラ ム 軍 
を 見 す て よ うと の 思い が 心 を か すめ た の が 、 実 際 に は みす て た り は し な か っ た こと 
を 示し て いる 。 

9 バド ル と は メッ カ と メデ ィ ナ の 間 に あ る 道 沿い の 地名 で ある 。 そ の 地名 は 、 バ ド 
ル と いう 男 が 持っ て いた 泉 に 由来 し て いる 。 こ こ で 述べ られ て いる バド ル の 戦い は 、 
この 地 の 近 く で 闘わ れ た 。 
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っ て 7?、 お 前 達 を 助け て も 2 お 前 達 CS BS RI 
に 充分 な ら ざ る か ?」。 と 云え し 時 8 


よ アラ セタ る 
(を 思い 起こ せ )、 OA na 
126. 否 "、 も し お 前 達 が 忍耐 に し る うし 23553 の あう も) あり 


長 散 せ ば 、 彼 等 (英軍 ) が お 前 達 の ライ SW ゆみ sR タ ぅ て 
急襲 する と も お 前 達 の 主 が 五 千 2 A GS SS a 
時 253 OO FLIES 
を 助 く べし 。 の 


127. 面 し て 、? ア ッ ラー は た だ 逐 を 。 有 選 us | 3 (A し 
お 前 達 へ の 朗報 と な らし め た る に 外 


98:10.28:11. 


7 バド ル の 戦い の こと で ある と まち が っ て 解釈 され て いる が 、 前 節 で 、 た また ま 確 
固 た る イス ラム 教徒 が 危険 に 陥っ た 時 、 神 が いか に 助け られ た か を 示す た め に 述べ 
られ た バド ル の 戦い を さして いる も の で は な い 。 8:10 節 に よれ ば 、 バ ドル の 戦い 時 
に つか わ さ れ た 天使 の 数 は 、 英 の 1000 名 に 対し 、 同 数 の 1000 名 で あっ た 。 ウフ ド 
の 戦い の 時 の 英 の 数 は 3000 名 で あっ た た め 、 こ の 時 つか わ さ れ た 天使 の 数 は 3000 
名 で ある 。 こ の 約束 の 成就 に つい て は 3:153 節 に その 説明 が ある 。 

1 バラ ー(Bala)「 然 り 」 と いう 語 は 、 節 と 節 の 間 の 関連 を 示す も の で あり 、 即 ち 、 
3:125 節 に お ける 問い へ の 答え と し て 与え られ て いる 。 「 お 前 達 そ れ で も 足ら ち ざ る 
か ? 」 従っ て 、 こ この 意味 は 、「 は い 、 それ は 我々 に と っ て タ 分 で ある 。 も し 敵 が 
まさ に この 了 晩 間 に 攻撃 の た め に 戻っ て くる よう な こと が あっ た ら 、 琶 千 の 天使 た ち 
が 人 遺 わ され る で あろ う 」 と 応え て いる の で ある 。 

"72 も し 不信 者 達 が 、 イ スラ ム 軍 が 軍勢 を た て 直す 間もなく 、 火 急 に 攻め て きた ら 
神 は イス ラム に 3000 の 天使 を 送り こん で 下さ る と の 意味 で ある 。 前 述 の 3000 に 比 
し 53000 と 天使 の 数 が 増え て いる の は 、 ウ フ ド で は イス ラム 軍 は 手 厳 し く 攻め られ 、 
多大 な 被害 を こう むり 弱体 化し て いた か ら で あ る 。 メ ッ カ の 近く まで 来 た 時 、 ク ライ 
シュ は 戻っ て も う 一 度 イ スラ ム 軍 を 攻撃 する こと に し た 。 戦い の 一 日 後に 、 聖 預言 
者 が 、 こ の こと を 知る に 至っ た 時 、 直 ち に 進軍 せよ と の 命 を 出し 、 ウ フ ド の 戦い で 彼 
と 共に 戦っ た 者 だ け 後 に 続く よう に と 指揮 し た 。 そ し て イス ラム 軍 は メデ ィ ナ か ら 8 
マイ ル 離 れ た ハム ラー・ ア ル ・ ア サド まで 出向 いた の で ある 。 こ の 果敢 な 聖 預 言 者 
と その 信奉 者 の 予期 せ ぬ 出現 に 、 威 圧 さ れ た メッ カ 軍 は 、 大 急ぎ で メッ カ に 退却 し 
た の で ある 。 こ れ は 天使 達 が 彼 等 の 心 に 投げ か けた 恐 し 谷 の せい で あっ た 。 そう で な 
けれ ば 、 前 日 の 戦い で 数 も 減り 、 傷 つき 、 消 耗 し きっ て いる イス ラム 軍 を 前 に 退却 す 
る 訳 が な いか ら で あ る 。 
23 ム 人 サッ ウィ ミー ン と は 、 サ ッ ワ マ か ら 由 来 さ れ て いる 。 サ ッ ワ マ ・ ア ライ ヒム と 
いう 表現 が ある 。 有 即ち 、 彼 は 突然 、 果 敢 に 彼 等 を 襲い 、 彼 等 が 壊滅 する よう な 働き 
を し た (Aqrab より ) 。 
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拉 


な ら ず 。 また 光 に よっ て お 前 回 の 心 スス 和み っ 計 電 829 5 

が 安心 せん が た め な り “。 証し て 、 0 2 の た の の nh 

( 真 の ) 助 け は 、 威 力 に し て 賢 哲 に まし こり UP ルン か | 

ます アッ ラー の 御 許 か ら の みな り 。 

128. こ は 役 が 、 不 信 せ し 者 ども の 一 sf と 3 包ま 電 くじ と を と を 
、 SIS CN eS 

部 を 切り くず し 、 或 い は 彼 等 を 失墜 


ンス 1 1 ラフト 25 ンタ ラメ る を ン 
させ ん “が た め な り 。 さ れ ば 、 彼 等 OT NS みっ 
は 失望 し て 退去 せん 。 


129. 彼 が 彼 等 を 容赦 し よう と も 、 ま SINAN EN EL 
た 彼 等 を 懲 名 し よう と も 、 泊 は いさ CC 
さか も 関与 せ ず 。 げに 彼 等 は 不義 な す 。 ⑨O ぷ ゆう お っ. た る ふう > に 
者 ども な り “9 


74 天使 達 は イス ラム 軍 の 心 を くじ け な い よう に する 一 方 で 、 敵 の 心 に 威 忠 と 恐怖 を 
送り こん だ 。 も し 神 が そ う 召 され た ら 、 天 使 が た っ た 一 人 で あっ て も 、 ウ フ ド で 
の イス ラム 軍 を 助け る に 充分 で あっ た が 、 神 は 5000 の 天使 を 送る こと を 約束 され 
た の で ある 。 こ の こと は 、 そ の 時 、 多 大 な 自然 の 力 が イス ラム 軍 に 好都合 に 働い 
た こと を ほのめかし て いる 。 更に は 信者 の 中 に も 不信 者 の 中 に も 、 バ ドル の 戦い 
の 時 に 、 実 際 に 天使 達 の 次 を みた も の が いた と 伝え られ て いる (Jarrr、$ 巻 47 頁 )。 
8:10 節 も 参照 の こと 。 


ィ ナ に 向っ て 、 進 軍 し た の で ある 。 メ ッ カ 軍 は 、 み っ と も な くも 恥ず か し くも な く 逃 
げ だ し た の で ある 。 
77% 当 節 は 、 聖 預言 者 が 神 に メッ カ の 人 々 の 破滅 を 祈っ た と し て 間違っ て 解釈 され て 

いる 。 し か し 、 そ の よう な 祈り は ここ で は 言及 され て いな いし 、 そ の よう な 状況 も 

な か っ た 。 実 際 に は 、 預 言 者 は 神 の 許し な し に 、 い か な る 人 々 の 破滅 も 祈っ た こと 

は な い 。 当 節 は 、 経 験 豊か な 人 た ちの アド バイ ス に 反し て 、 街 を 去る と いう 間違い 

を 犯し 、 ム スリ ム た ちの 逆境 の 原因 と な っ た と 考え られ る ウフ ド の ムスリム た ち へ 

の 答え と し て の 意味 し か な い 。 こ こ で 詩 わ れ て いる こと は 、 神 の 究極 の 智 装 に より 、 
一 時 的 な 逆転 が も た ら さ れ た 、 そ し て 、 副 預言 者 は その こと に 関し て は 何 も な すす 

べ が な か っ た と いう こと で ある 。 こ の 逆境 が も た ら す 唯一 の よい 結果 は 、 多 く の 不 
信者 た ち が イ スラ ム に 導 か れ た と いう こと で ある 。 そ し て その 中 に は 有名 な 人 物 で 

ある ハー リド (Kkhaid) も 含ま れ て いた 。 彼 等 は 、 疲 労 困 信 の 時 に 、 い か に 神 が 型 預言 
者 を 助け 、 ま た 、 一 時 は 預言 者 が 戦い の さなか に た っ た 一 人 に な っ て し まっ た 時 も 
あり な が ら も 、 い か に 神 が 保 護 を 与え た か 、 と いう こと を 目 に し た の で ある 。 
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130.< 曽 し て 、 諸 天 に 在 る も の 、 大 っ Yi しら A、 3 部 
ン あ まず [と う 
地 に 在 る も の すべ て は アッ ラー の 上 


所 有 な り 。 彼 は 己 が 欲す る 者 を 赦 。 負 0A の は る 3 屯 、 い うう 
し 、 選 が 和 欲す る 者 を 六 し 給 う 。 曽 し 5 GI Lt 34 も 1 < 
て アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く ラフ ング ウーン ンプ 
まし ます 。 

十 四 項 a 
131. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 倍 を また lg 3 る YI で GL 
RN る イイ 

倉 る な か れ 。 証し て 、 アッ ラー を 良 つの 人 85 AG 

OR 0 


132. 耐 し て 、“ 不 信者 ども の た め に UP $s 
用 意 され た る 業火 を 恐れ よ “@。 7 


133. 面 し て 、9 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従 685 な 3 る) < 
or a lb 9 
え 、 お 前 達 茎 悲 を 授 か ら ん が た め に 。 J 


93:110、190: 4:132; 57:11. 62:276: 30:40.<2:25: 66:7. 3:33 を 人 疹 照 . 


7 アド ゥ アー ファ ン ・ ム ダー アフ ァ と いう 言葉 は 、 こ こ で は リバ ー( 利 息 ) の 意味 を 
特定 の 利息 の 種類 に 限定 すれ ば 認め て よい と いう 表現 と し て 使っ て いる わけ で は な 
い 。 そ の 言葉 は 、 絶 え ず 増え 続け る リバ ー( 利 息 ) 固 有 の 性 質 を 示す 説明 的 な 節 と し て 
使わ れ て いる 。 キ リス ト 教 国家 に 於 いて 、 今 で は 法律 的 に 認め られ て いる 、 利 皿 を 
課す と いう こと は 、 モ ー ゼ は 禁じ て いた ( 出 エ ジ プ ト 記 22:25: レビ 記 23:36, 37: 申 命 
記 23:19、 20)。 ここ で は 、 妥 当 な 利息 な ら 許 され る が 、 最 利 を むさ ぼる の は よく な い 
と 言っ て いる の で は な く 、 懇 当 で あろ うと 極端 で あろ うと 、 a 
自体 が 禁じ られ て いる の で ある 。 そ し で て ' 幾 倍 に も な る ' と いう 意味 に 解釈 され る 語句 が 、 
I 0 
する だ け の た め に 、 極 限 が 言及 され た の で ある 。 そ の 他 の 点 で は 、2:276-281 館 で は 
っ きり ENP PE 利息 は 全て 禁止 され て いる 。 戦争 の 話題 を 論じ る 
一 方 、 利 息 禁止 の 戒律 に 言及 し て いる こと は 、 意 義 深 い 。2:280 館 に お いて も 、 利 息 
禁止 は 、 戦 争 の 話題 と 関連 づけ て 言及 され て いる 。 こ の こと は 、 戦 争 と 利息 が 密接 
に か か わっ て いる こと を 示し て いる が 、 こ れ は 、 現 代 の 戦争 に よっ て 十分 証明 され 
て きた 事実 で ある 。 実際 、 利 息 は 戦争 の 原因 の 一 つ で あり 、 戦 争 を 長 引 か せる 要因 
SS 

7 2:276 節 で も 、 利 息 の 禁 止 の 叙述 の 後に 業火 に 対し て 警告 され て いる 。 そ れ は 明 
ら か に 、 こ こ で 第 一 に 戦火 を 意味 し て いる 。 “不信 者 "と いう 語 は 、 一 般 的 な 意味 の 他 、 
ここ で 意味 する の は 、 利 皿 に 関す る 戒律 を 守ら ちら ぬ 者 で ある 。 
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134. < 厨 し て 、 お 前 達 の 主 の 容 要 の EE 

た め 、 且つ 諸 天 と 大 地 の 如く 広大 な 2 SY イ > くる ュ ン 
る )\| 3 ご つ 3 しろ 

る ?② 楽園 へ と 競 え 。 そ は 曳 肖 者 た ち リート | 


の た め に 用 意 され た り 794 9 


135. (すなわち ) 幸 運 な と き に も 不運 中 >3| 3 5 じつは の 3 | 
な と き に も 施し 、 怒 り を 抑え 、 i 0 


EG EEE ds 
に 寛容 な る 者 達 。 耐 し て 、 OO デリ W マッ 
ー は 恵み を 施す 人 々 を 愛 i BE | 


57:22, 2:26 も 参照 、 


“2 アル ドゥ と は 、(① 金 銭 以外 の 形 で の 物 の 値段 、 あ る い は 価値 、②) 幅 ある い は 広 
さ 、(③⑬) 広 大 さ を 意味 する (Aqrab より )。 

” 当館 は 、 商 売 や 売買 が 利息 な し で は 動か せな いと 現在 の 状況 か ら 信 じ こ まさ れ 
て いる 者 達 へ の 答 を な し て いる 。 そ し て イス ラム 教徒 は イス ラム の 教え に 従い さえ 
すれ ば 全て の 利益 を 受け られ る で あろ うと ここ で は 述べ られ て いる 。 又 、 楽 園 と は 天 
上 と 地上 の 両方 に ある と 書か れ て いる の は 、 信 者 で あれ ば 、 現 世 と 来世 に 楽園 を 持つ 
こと を 意味 し て いる 。 聖 預言 者 の 有名 な 言葉 が 楽園 と 地獄 に つい て 興味 ある 光明 を な 
NM ia 人 jj ー 体 地獄 は どこ に 


どこ に 行く と いう の か ?* 計 9 机 。 そ し て 更に 、 楽 園 の 報酬 は 天 と 
地 の 間 の 空間 程 に 偉大 な も の な の で ある と 語っ た と も 伝え られ て いる 。 こ の こと は 、 
楽園 と は 心 の 状態 で あり 、 決 し て 物理 的 場所 を さす 訳 で は な いこ と を 示し て いる 。 
30 人 は 他人 が 自分 に し か けた いや が ら せ や 罪 を 完全 に 忘れ る 、 或 い は 、 心 に 全く 何 
の あと も な く と り 払 っ て し まう と いう こと は 、 最 高 の “ 淫 し "“ 買 容 さ "な の で ある 。 そ 
れ は 、 罪 の 抹消 だ け で な く 、 そ の 痕跡 すら あと か た も な く 消 し 去り 、 忘 れる こと を 意 
味 し て いる 。 

1 当 節 は 、 ア フ ヴ の 三 段 階 に 言及 し て いる 。 第 一 段階 に お いて 、 信 者 は 気分 を 害さ 
a < り を こら え 、 抑 える 。 第 二 段 階 に お いて 、 信 者 は 一 歩 先 を 行き 、 
自ら の 気分 を 害し た 相手 を 許し 、 放 人 免 す る 。 第 三 段 階 に お いて 、 信 者 は 、 気 分 を 守 
し た 相手 を 完全 に 許す の みな ら ず 、 さ ら に 親切 な 行為 を し 、 恩 恵 を 施す 。 こ れ ら 三 
段階 、 つ まり 、 怒 り の 抑制 、 許 し 、 善 行 は 、 ア リー の 皿 子 で あり 、 2 
ある 、 ハ サン の 人 生 に お ける ある 出来 事 に よく 示さ れ て いる 。 自分 の 奴隷 が 、 

を 犯し 、 ハ サン は 、 非 常 ! 腹 を 立て 、 彼 を 罰 し よう と し た と ころ 、 その 坂 款 は 、 2 
節 の 最初 の 部 分 、 す な わ ち 、 和 怒り を 押え る 者 と いう 部 分 を 朗 論 し た 。 こ れ ら の 党 葉 
を 耳 に し 、 ハ サン は 手 を と め た 。 そ の 後 、 収 隷 は 他人 を 許す "と いう 言葉 を 朗 議 し た 。 
それ に 対し て 、 ハ サン は 、 即 座 に 彼 を 許し た 。 そ の 後 、 奴 隷 は 、‘: ア ッ ラ ー は 恵み を 
施す 人 々 を 愛し 給 う と 朗 調 し た 。 こ の 神 の 命令 に 従い 、 心 を 動か され 、 
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| 


136. また 、 “不潔 な 行為 を 犯し 、 或 

は 己 自身 に 害 を な せ し 時 、 彼 等 は 
アッ ラー を 念じ 、 そ の 罪 の 容赦 を 
請う 者 達 。 南 し て 、 ち アッ ラー 以外 
誰が 罪 を 赦し 得 よ た う ぞ ? また 、 彼 等 
は その 犯 せ し こと を 知り つつ や り 続 
けず 482 


137.* こ れ 等 の 者 へ の 報奨 は 、 そ の 
主 よ り の 赦し と その 下 に 河川 流れ る 
楽園 な り 3。 彼 等 は その 中 に 永久 に 
住ま ん 。 さ れ ば 、 努 力 者 た ちの 報奨 
は な ん と 素晴らし きか な ! 

138. ? お 前 達 以前 に 幾多 の 摂理 が 
過ぎ 去り し な り 。 “され ば 、 地 上 を 遍 
歴 し 、 拒 否 す る 者 ども の 未 路 が 如何 
な る も の な り し か を 見 よ 。 


139. こ は 5 人 々 へ の イ 宮 計 (説き 明 
か し ) な り 。 また 明 散 者 た ち へ の 


% 科 導 並 びに ヶ 教 訓 な り 。 


ン 家 ) =3 

53825 人 0 1 もう 名) 計る 
pe 5 
DG EE; 
98 スッ 


の 02854 2 る 31 > そ 届 
4 NS こそ 2 
A + の PR 


326 の CNS i 
EES SE 2 
i 


ラップ の 2 と 1 ン ン 4? 
AEe LI LDC 
ORE 


3 


の 202. PLA:LL: 39:54; 61:13. F39175. 7:39: 13:31; 41:26; 46:19. 06:12; 12:110; 27:70.15:16; 36:70. 82:3,186; 31:4. 124:35, 


すぐ に 奴隷 を 解放 し た (Bayan, 1 


2 普 人 が 偶然 、 道 徳 的 に 堕落 し て も 、 自 分 
告白 し 改め る よう に すれ ば よい 。 
3 罪 を 犯し た 後に 


て 下さ る 。 


、 心 か ら そ の 行為 を 悔い て 人 が 神 に 本 当 
神 に 許さ れる だ け で な く 、 神 が 彼 を より 高い 精神 の 極み に お 


1 巻 , 366 頁 よ り )。 


け の 行動 を 正当 化し た り せ ず 、 率 直 に 罪 を 


4 に 帰依 し た 場合 は 、 彼 は 
3 導き 下さ り 天 国 を 約束 し 


4 スナ ン と いう 言葉 は 、 ス ン ナ の 複数 形 で ある 。 そ の 意味 は 、(① 行動 の 方 法 、 指 針 、 


1 


基準 、(②ー 人 の 人 が 始め 、 追 求 し 、 他 者 が 追 伝 す る 行動 方 法 、(3) 性 格 、 振 る 押 い 、 
気質 、(④ 宗 教 法 、 神 の 摂理 で ある (Tj より )。 


や ハー ザー と いう 代名詞 は 、 聖 クル アー ン 、 あ る い は すぐ その 前 の 節 、 あ る い は 前 
述 の 節 で 述べ られ た 後悔 と いう テー マ に 言及 し て いる と 思わ れる 。 
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三 章 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 四 八 

F 1 まう 一 な ゴゴ タイ ン 5 ゴイ マラ と A 和 ン 2 イン A ネ ン 
0R UDG 人 12% Y5 
また 悲嘆 に くれ る な か れ 。 お 前 達 


真 の 信者 な ら ば 6、 必 ず 勝 利 を 得 OL HS OIORSY 
た TS 

141. ? も し ね 前 達 損傷 を 受け た れ ど 、 E28 
(相手 の ) 民 も その 同様 の 損傷 を 受け サー ンス 
た り 8。 面 し て 、 わ れ ら が これ 等 の ON 
日 々 4 を 人 々 に 交互 に 授 く 。 ま 1241 そ 』 多 区 | 2937、 ぁ 和 
た 、 こ は アッ ラー が 真 の 信者 を 識別 。 , <』 ュ こ し メラ 。。 
し の 、 お 前 達 の うち より 証人 を ぁ ば "4 うう つう 


4:105; 47:36、 04:105. 


6 イン と いう 語 は 、 も し 、 で は な い 、 本 当 に 、 な ぜ な ら ば な どの 意味 が ある (Lane 
より )。 

497 ここ で は 、 一 国家 或いは 一 個人 が いか に 、 強 く な り 強 さ を 維持 する か と いう 重要 
な 原則 が 具体 化 さ れ て いる 。 そ し て “弱気 に な る な か れ " と は 、 将 来 の 危険 に 関し て で 


に 対す る 警告 が な され て いる 。 

8 他 の 箇所 (3:166 節 ) に お いて も 、 ム スリ ム は 自ら が 受け た 倍 の 被害 を 信者 で な い 
者 に 負わ せる 。 こ れ は 、 バ ドル の 戦い に 言及 し て お り 、 バ ドル の 戦い で は 、 メ ッ カ 
人 が 70 人 殺害 され 、70 人 が 捕虜 に され た 。 合計 140 人 で ある 。 一 方 、 ウ フ ド の 戦い 
で は 、 ム スリ ム が 70 人 殺害 され た が 、 一 人 も 捕虜 に は され な か っ た 。 従 っ て 、 ム ス 
リム は 、 ウ フ ド の 戦い で 受け た 僅 の 被害 を バド ル の 戦い で 、 信 者 で な い 者 に 負わ せ 
た の で ある 。 し か し な が ら 、 二 つの 戦い で 殺害 され た 者 の み を 考慮 に 入れ 、 ム スリ 
ム と 信者 で な い 者 の 損害 が 当 節 で は 、 同 程度 の も の だ と し て 語ら ちら れ て いる 。 あ る い 


と 解釈 し て も よい だ ろう 。 も し そう で あれ ば 、 第 166 節 は 、 損 害 の 量 に 、 そ し て 当 
節 は 損害 の 質 に 言及 し て いる と 解釈 し て も よい だ る ろう 。 

498A xss 運 の 日 "と “不運 の 日 "。 

9 全 知 全能 で あら れる 神 は 、 何 ら 自 分 の 知識 に 付け 加え る も の な ど 必 要 で は な い 
た め 、 こ こ て で 意味 され て いる の は 、 二 者 間 の 識別 に つい て の み で ある 。 知識 (イル 


実際 に 存在 する よう に な っ て か ら 認 識 す る 知識 で ある 。 こ こ で は 、 後 者 の 知識 の こ 
と を 指す 。 
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四 伏 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*fmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 意 


飼 め な たり. で 町 じ で 。 アッラー は 2 

OU 
不義 者 ども を 愛し 給 わ ず 。 、、 SM 
142. そ は また アッ ラー が 信じ た る 3 ちり 宙 (あゆ 押 区 つっ.3 
人 々 を 浄 め 、 不 信者 ども を 絶滅 せん 人 

LRH 
が た め な り の 。 つも あう 
143. 2 お 前 達 、 楽 園 に 入れ る と で も LO345 引 中居 く う 、 し し し < | 


思っ て いる の か ? ア ッ ラ ー が まだ お  。 WR 8 し 。 6 
a 者 を 識別 せ < BAL 


ず 、 耐 え 忍ぶ 者 を 区 別 せ ぬ に も か か ER し 
わら すず 2。 


144. 耐 し て お 前 達 は 死に 直面 する 前 Oka COR 
は それ を 望み た る な り 2 され ば お と レー 。 ゴラン < ンタ タイ の 。 


Se は と れ に た 下 岳 みる な り 。 害し て 、 き の 0 わら 8 ちの 2 やわ 185 る 85 


お 前 達 騰 目 し た る な り 。 
二 五 項 
145. 面 し て 、% ム ハン マ ド は 一 人 の SCN 
使徒 に 過ぎ ず 。 彼 以前 の 使徒 た ち は 
2:215: 9:16. 15:76 


29 信心 深い 者 達 は 、 不 遇 の 時 に 自分 達 が 築い た 高潔 な 模範 と 、 確 固 た る 信念 に 

イス ラム の 真実 の 証人 と な る の で ある 。 
SOS 
た 。 そ の 上 、 こ の 戦い は 幾ら か の 不信 者 達 に イス ラム こそ 神 の 真実 の 宗教 で ある 
の 認識 を A CTI 
ッ カ 人 た ち が 、 戦 いか ら ま も な く 、 イ スラ ム に 改宗 し た の で ある 。 イ スラ ム は 、 彼 
等 の か つて の 不信 を 払拭 し 、 心 を 勝ち 取っ た の だ 。 

32 人 の 勇気 を 試す の は 試練 で あり 苦悩 で ある 。 そ し て それ ら な くし て は 精神 の 発達 
や 純化 は あり えな い 。 

3 ここ で の " 死 "は 戦い の 意味 で ある 。 何 故 な ら 戦争 の 結果 が 死 で ちあ る か ら 。 戦 いと 
は 、 装 備 や 人 員数 に 於 いて 敵 軍 と 比 し 極端 に 弱体 で あっ た イス ラム 電 に と っ て 、 死 
を 意味 し て いた 。 ウ フ ド の 戦い の 時 に 、 聖 預 詩 者 は メデ ィ ナ 市 中 で 敵 と 対戦 する こ 
と を 提案 し た が 、 役 の 賠 胞 の 内 、 特 に バド ル の 戦い に 参加 で き な か っ た 者 は 、“ 我 々 
は この 日 を 待っ て いた の で す 。 う っ て 出 て 敵 と 戦わ せ て 下さ い 、 そ う で な けれ ば 、 
連中 は 我々 を 時 居 者 と いう で し ょ う 、”" と 訴え た の で ある (ズル カー ニー、1 巻 22 
頁 ) 。 “お 前 達 は 死に 直面 する 前 は それ を 望み た る な り " と の 表現 は この イス ラム 教徒 
の 願い を さして いる 


218 


拉 


ー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 四 和 会 
h ゝ イッ ダー ライ る > 12 イル ゴ イレ る っ る 

逝け り 。 も し 彼 も 死す か 、 或いは 殺 で 231 
害さ れ な ば 、 お 前 達 は 己 が 踊 を 返さ 
ん と する か ? 面 し て 、“ そ の 路 を 返 を な る 


うと する 者 あら ば 、 . 役 は ア ッ ラ ー を し < 2 を る 5 002 2 の 
* ーー 

いさ さか も 害する 能 わ ず 94。 面 し Ex の 

て 、 ア ッ ラ ー は 必ず 感謝 する 者 を 報 CP たき と 

奨 し 給 う 。 8 6 


146. 何人 も アッ ラー の 許し な し に 死 hoiLY! SOLOE GS 
Ri A 8 の 
る 控 な り 。? 面 し て 、 現 世 の 報 奨 を 欲 UIC つの 3304 う CS 
する 者 あら ば 、 わ れ ら は 彼 に 之 を 与 に a 
える な り 。 ま た 、 来 世 の 報奨 を 欲す A さっ 
る 者 あら ば 、 わ れ ら は 彼 に 之 を 与え OLS 
給 う 。 さ れ ば 、 わ れ ら は 必ず 感謝 す 

る 者 を 報奨 し 給 う 。 


3 ご 3 る 


92:144.218: 5:55; 47:39. 23:149: 4:135; 42:21. 


4 ウフ ド の 戦い の 最 中 に 聖 預言 者 が 殺さ れ た と いう 噂 が 流れ た 。 こ こ で は 、 そ の こ 
AIR が 真実 で あっ た と し て も 、 その こと で 、 信仰 強 き 者 の 心 
が ゆれ 動か され て し まう 言わ ん と し て いる 。 


ムハンマド は 、 た だ の 預言 者 に すぎ な い 。 彼 以前 に 存在 し た 預言 者 達 も 死ん だ よう 


だ 時 、 以 下 の よ う で あっ た と の 記録 が ある 。 ウ マル は メデ ィ ナ の モス ク で 、 抜 いた 
剣 を 手 に し て こう いっ た 。“ 神 の 預言 者 が 死ん だ と いう 者 は 誰 で あれ 、 私 が 生か し て 
お か な い 。 彼 は 死ん だ の で は な く 、 あ の モー ゼ で さえ 神 の 御 許 に いっ た よう に 、 神 
に 召さ れ た の で ある ( 天 に 昇っ た の で ある )。 そ し て 、 次 に は 偽善 者 達 を 罰 し に 戻っ て 
くる の で ある 。" そ の 場 に 居 あ わせ た アブ ー・ バ クル は 、 毅 然 と し て ウマ ル に 和 汗 る よ 
うに いい 、 モ スク に 集結 し て いた 教徒 遂に 、 当 節 を 朗 唱 し 、 預 詩 者 の 死 を 伝え た の 
で ある 。 当 然 な が ら 彼 等 は 大 き な 悲 し み に 包 まれ た 。 当 節 で は 偶然 、 聖 預言 者 以前 
に NIS も し 生存 し て いる 者 が 一 人 で も いれ 

、 聖 預 斉 者 の 死 を 証明 する た め に 、 当 節 が 引用 され る こと は な か っ た 。 実際 、 イ 
0 2 で あろ うと 、 そ の 生命 の 火 を 、 一 人 の 人 間 の 存 
在 に 頼っ て いる 訳 で は な い 。 神 こそ イス ラム の 啓示 者 で あり 保護 者 上 且つ 守護 着 な の 
で ある 。 し か し 当 節 を 読み 、 聖 預 斉 者 が 暗殺 され た り 、 戦 いで 死ん だ と 誤解 し て は 
な ら な い 。 人 彼 は 自分 の 生命 を 神 か ら 保護 人 され て いた の で ある (S:68)。 当然 な が ら 敵 は 
この 誤報 に 狂喜 し た が 、 む し ろ こ れ は イス ラム 教徒 に と っ て 形 を 変え た 恵み と な っ 
た 。 後 に な っ て 聖 預言 者 が 実際 に 死 し た 時 の 、 ま る で 胸 が は りさ け て し まう よう な 
思い へ の 心 の 準備 と な っ た か ら で あ る 。 こ の 経験 が な か っ た ら 、 彼 等 は 耐 えら れ な 
か っ た は ず だ 。 
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147. また 幾多 の 預言 者 た ち が 、 多 く I OS っ で 5 


の 信徒 た ち *" と 共に な っ て 戦い た 
り 、 さ れ ど 、 ? 彼 等 は アッ ラー の 道 に 
お いて 遭遇 せ し こ と に よっ て 開 可 せ 
ず 、 弱 気 に な ら ず 、 屈 せ ざ りき 。 耐 
し て 、 ア ッ ラ ー は 耐え 忍ぶ 者 を 愛し 
給 う 。 

148. 面 し て 、 役 等 の 言葉 は た だ か く 
云い た る に 外 な ら ず 、 CC 
よ 、 我 等 の 諸々 の 罪 並び に 、 我 等 
行き 過ぎ SBA 


る に 9 し : を 助け 給 
え 」 と 。 
NE 


握 と を えた り 。 軍 し て 、 アッ ラー 
は 恵み を 施す 人 々 を 愛し 給 う 。 
十 六 項 


150. 9 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 お お 前 達 
も し 不信 せ し 者 ども に 従わ ば "、 彼 
等 は お 前 達 の 距 を 返さ し めん 。 さ れ 
ば 、 お 前 達 は 損失 者 と し て 戻ら ん 。 


に 226 : る し 21 に 52 ぅ ゴン oO 
SE 3 
DFAT ls 


Pd 1 


CE hl NG EF UN PE | 
hl2 3 


68 


を EIC 


大 {| うす 4 に 92 | 2 Pr 
EO IGGL 

P】 る う 2 < 

PR 


デラ ググ 
る 
ORS 
er 


| いい 系 
タダ 


a4:105, b2:251, 287. “3:146. 92:110: 3:101. 


2 や リッ ピッ ユー ン は 、 ラ ッ バ か ら 由 来 す る リッ ピッ ユ の 複数 形 で ある 。 ラ ッ バ に つ 


いて は 、1:2 節 を 参照 の こ 
間 、 NN 
た 教養 が あ 
Cleo mc EARN. 


指す わけ で は な く 強 吉 の 間 
イス ラム 教徒 が 非 イ スラ ム 教 徒 と 
け で は な い 。 た だ 、 
され て いる の で ある 。 


と 。 リ ッ ピ ッ ユ は 、 
と いう 意味 で ある 。 従っ て 、 こ の リッ ビッ ユ と いう 言葉 は 、 ま 
、 信 心 深 く ヽ 妨 春 強い 人 た ち と いう 
0 


イス ラム に は っ きり 敵対 し て いる 不信 者 に は 従わ ぬ よ うに 


リッ バ に 関係 の ある 者 、 す な わ ち 、 仲 


意味 で も ある (Lane より )。 
時 0 最上 の 
受 階 を 


i 
交易 を 行なっ て は な ら な いと 命じ られ て いる わ 


に な 3 


村 E+ 
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151. 否 、“ ア ッ ラ ー こ そ は お 前 達 の > 8 うる | と 
守護 者 な り 。 さ れ ば 、 役 は 最上 の | 
ゆう じょし ゃ 最 OcR 3 
佑 助 者 な り 。 プン 


1s2. 2 われ ら は 必ず 不信 せ し 者 ども と 8 の 8 で s 雪 っ 人 8 だ っ 
の 心 に 恐怖 を 投 ょ ぜん 。 そ は 彼 等 が 、 ア tw ライ イン 』 2 

ッ ラ ー が 如何 な る 権 成 も 隆 さ れ ざ る 0 人 8 ビス 1 ヒ 。 
も の を 以 っ て 役 に 同位 を 配 せ し が 故 —$ SU ーー RG y } の ] 


a bt 
な り “9。 面 し て 、 彼 等 の 住居 は 業火 2 連 
な り 。 さ れ ば 、 不 義 な す 者 ども の 住 Sols XS 


居 は 如何 に 悪し き な り し か な 。 
153. 面 し て 、 お 前 達 が その お 許し を 0 
以 て 彼 等 を 撃破 し た る 時 、 ア ッ ラ ー 用 の 6 
ヒ 』 も で つづ 4 う 9 アー 2 4 と 3 e る 
は 確か に お 前 達 へ の その 約束 *%? を 果 ES まで 
し た り 。 され ば 、 お 前 達 は 和 勇気 を 喜 B EE っ と 9 うっ で き 
っ 1EJ5( っ ey] 
失 し "9、 命 令 に つい て "9 互い に 争 5 プー 凍 
い 、 ま た 彼 が 、 お 前 達 の 望み し も の Ao 
を お 前 達 に 見 せ た る 後 、 お 前 達 は 不 あま も いり 
る ユー 
服従 し た り 2。 お 前 達 の 中 に は 現世 た の 
98:41: 9:51; 22:79. 08:13; 59:3. 


8 偶像 崇拝 が 生じ る 原因 は 迷信 と 恐怖 に ある 。 恐怖 と 迷信 に と ら わ れる 者 は 勇者 と 
な りえ な い 。 

499 約束 」 と は 、3:124-126 節 で 、 特 に ムスリム に 対し て 繰り 返し な され て いる 一 般 
的 な 勝利 と 成功 の 約束 を 指し て いる 

500 ここ で は ウフ ド で イス ラム 箇 の 後 陣 に 位置 し て いた 弓矢 部 隊 の こと を 、 実際 の 戦 
い へ の 参加 や 戦利 品 の 略 礁 を 押え きれ ず 自 分 達 の 役割 を 果たさ ず 腫 病 で 卑 以 な こと 
を し た と 紺 弾 し て いる 。 真 の 男気 と 勇敢 さ が 存 在 す る の は まさ に 心 の 中 な の だ 。 

St * 命 令 と は 、 固 預 斉 者 が 丘 の 上 の 弓矢 部 隊 に 、 彼 の 許可 な し に 持 場 を 離れ る な ど 
言っ た 命令 、 或 い は 、 そ の 趣旨 と 意味 の いずれ か を 指す 。 即 ち 、 聖 字 斉 者 が 戦い の 
終わ っ た 後 も 、 そ こ に と ど ま る よう に と 考え て いた か 否 か に つい て は 、 あ る 者 は 、 
彼 が 誰か に その つも り で あっ た と いい 、 又 ある 者 は 携 っ て そう で は な か っ た と いっ 
て いた の で ある 。 

2 所 に 駐屯 し た イス ラム 軍 は 、 自 分 達 の 指揮 者 で ある アブ ドゥ ッ ラ ー・ ビ ン ・ ジ ュ 
バイ ー ル が 聖 預 斉 者 に 従っ て 「 勝 利 が 目前 に あっ て も 、 持 ち 場 を 離れ る な 」 と 命令 
し 、 指 近 し よ うと し た 。 し か し 、 多 く の 部 下 は それ に 注意 を 払わ な っ た 。 彼 等 が 自 
分 達 自 身 を 制す る こと が 出来 な か っ た こと が イス ラム 軍 に 甚大 な 被害 を こう お むらせ 
た の で ある 。 
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wa i っ セト 3 よっ テン EE る 2 ン ター タン 
を 望む 者 も あれ ば "2、 ま た 来世 を 望 "2 て EEE339 3 I 
お 者 も あり き 。 然 る 後 、 彼 は お 前 達 を 0 の 
試さ ん が た め に 、 お 前 達 を 彼 等 か ら 退 So た ひる の 40 
却 せ し め た り 。 ま た 、 確 か に 彼 は お 前 
達 を 赦し た り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 信 
徒 た ちら に 対し て 恩 路 の 主 な り 。 
1S4. ね 前 達 が 退き つつ あり 、 誰 も 振 < だ る NY 33} 
り 向 か ざり し 時 放し 本 人 」」。』 し 。. と テレ ュ レ ルン 。 
お 前 達 の も う 一 団 の 中 に (いて )、 お 。 つや うい つく よっ つり の うけ 
前 遅 を 呼び た る な り 。 さ れ ば アッ ラ 3820 る > を 5 
ー は 、 苦難 に つぐ 普 難 を お 前 達 に 与え 
た り “%。 < そ は お 前 達 が その 失 ぇ し 402 し YS 
も の を 悲し まず 、 ま た お 前 達 が 遭遇 EE 

Cp er es 

せ し こ と を 悲し ま ざ ら ん が た め な り 6 


り 
ど 


957:24. 


03 これ は 、 持 ち 場 を 離れ た 弓矢 部 隊 の こと を 指し て いる 。 ア ラビ ア 語 の 文 で は 、 韻 
隊 の 内 の 何 名 か は 現世 を 望み 、 即 ち 、 戦 い に 加 わり 、 戦 利 品 を か き 集め る の 意 、 他 
の 何 名 か (つま り 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー・ ビ ン ・ ジ ュ バ イー ル と 持ち 場 を 離れ な か っ た 彼 
の 仲間 た ち ) は 、 来 世 を 望ん だ 。 即 ち 、 聖 預言 者 の 命令 に 普 い た 場合 の 最終 的 な 結 
果 を 考え た と の 意味 も 示さ れ て いる 。 或 る 者 は 目先 の こと だ け を 考え 、 他 の 者 は 先 
の こと を 読ん だ の で ある 。 

や これ は 、 ウ フ ド の 戦い で 、 前 方 と 後方 か ら は さま れ た イス ラム 軍 の 隊列 が 砕け 、 
多く の 者 達 が それ ぞ れ 違っ た 方 向 に 逃げ だ し て し まっ た こと を 指し て いる 。 最 初 に 
後方 か ら 敵 が 出る と の 報せ に 、 後 ろ 向 き に な っ て 攻撃 の 姿勢 を と り 待 機 し て いた イ 
スラ ム 軍 に 、 向 か っ て きた の は 大 軍団 の イス ラム 軍 で 、 彼 等 を 敵 で ある と 誤認 し た 
待機 軍 は 同士 うち を 始め た の で あっ た 。 ひ どい 混乱 と 狂乱 の た め 、 型 預言 者 の 声 に 
注意 を 払う 者 も いな か っ た 程 で あっ た 。 

°° 聖 預 言 者 は 弓矢 部 隊 に 丘陵 地 へ の 駐屯 を 命じ た が 、 戦 い が 勝利 に 終わ っ た と 早 合 
点 し た 彼 等 は 守る べき 位置 を 放 業 し て し まっ た た め 、 手 の 内 に あっ た イス ラム 箇 の 
勝利 は ほとん ど 敗 北 の 観 を 呈し て し まっ た の で ある 。 こ の こと は 当然 彼 等 に 悲し み を 
も た らし 、 こ れ が 第 一 の 悲嘆 で ある 。 第 二 或 い は 、 次 の 悲し み と は 、 不 確定 な が ら 亜 
預 音 者 の 死 が 伝わっ た 時 の 彼 等 の 気持 ち で あっ た 。 神 は 、 聖 預 韻 者 の 死 の 報せ (第 二 
の 悲し み ) を 、 敗 北 の 悲 し み (第 一 の 悲し み ) の 後に 意図 的 に も た ら さ れ た 。 そ うす 
る こと で 、 聖 預言 者 が 無事 で あっ た 喜び で 最初 の 悲し みな が いや され る か ら で あ る 。 ガ が 
ンマ ン ・ ビ ガン ミン (Ghamman bi-Ghammm) と いう 語 は また 、 悲 し み の 上 に 悲し み が 
加わ る こと を も 意味 する 。 
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994。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 

所 業 を 知生 し 給 う 。 

155. 然 る 後 彼 は 、 普 難 の 後に 、2 お 3Ca S06 
前 達 に 安らか な る 眠り 6 を 降 し 給え し 
り 。 そ は お 前 達 の うち の 一 団 を 襲い っ デー? ApU5 、 RS に 5 
た り 。 面 し て 、 他 の 一 団 は 自分 自身 ラフ ターフ 38 < 1 る es 
が 心配 に な りつ アッ ラー に つい a を 
て 無知 愚 味 の 考 え を 以 て 間違っ た 憶 “Ussjl6 あ あま UE 和 0 も 6 頃 5 
測 を めぐ ら せ り 。 彼 等 は 云え り 、「 決 1 9 
め 事 に 関し て 我 等 に も 何 か ( 権 入 が あぁ 222 っ YoaEiOse つ ある 
る の か ?」 。 云え 、「 決 め 事 は すべ て っ スナ は イン っ て る 位 
アッ ラー 次 第 な り 」 。 彼 等 は 激 に 明 ら 50 2 人 の Me 
か に せ ざ る も の を 己 が 心 の 中 に 隠 A 
す 。 彼 等 は 云う 、「2 も し 我 等 が 決め SRI a 
還 に 関係 あり し な ば 、 我 等 は ここ で と さじ 8 0 
殺さ れ ざ り し 管 な り 」 と 。 云え 、 も a 2 
し お 前 達 自 分 の 家 の 中 に いた り し と EN Te 


a8:12. 03:169, 


984 村内 え し も の 」 と は イス ラム 軍 が 目前 に し て いた 勝利 を 、 そ し て 、「 唱 遇 せ し 
こと 」 と は 、 逆 に 自分 達 が こう むっ た 敗北 と 、 イ スラ ム 軍 の 失わ れ た 戦士 達 の こと 
を 指し て いる 

や ウフ ド の 戦い で の こと で ある が 、 ア ブー・ タ ル ハ は 、 ウ フ ド の 戦い の 日 に 私 は 顔 
を あげ 、 ま わり を みわ た す と 、 眼 気 に お そ わ れ 、 う と うと し て いる 者 ば か り で あっ 
た (カス ィ ー ル 2 巻 303 頁 ) 。 ま どろ み は 心 の 平安 の し る し で ある 。 聖 クル アー ン 
は この こと を 神 の 恵み と 、 と られ て いる 。 こ の 事件 は 、 戦 い が ほ と ん ど 終 結 に 近 づ 
き 、 イ スラ ム 軍 が 近く の 丘陵 地 に 戻っ た 時 の こと で ある 。 

904 これ は メデ ィ ナ の 後方 に いた 偽善 者 達 の こと を 指し て いる 。 彼 等 の 関心 は イス 
ラム の 名 誉 や 聖 預言 者 と イス ラム 軍 の 安全 より も 、 自 分 達 の 安全 に あっ た 。 数 行 後 
の 語句 の 「 我 等 は ここ で 殺さ れ ざ り し 向 な り 」 と は 、「 も し 我 等 が 決め 事 に 意見 が あ 
り 、 我 等 の 意見 が 謎 5 め ら れ た な ら ば 、 我 等 邑 ち 我 等 の 同胞 は 戦死 し な か っ た 管 で あ 
る 」 こ と を 意味 し 、 当 て 擦り で 言わ れる こと は 、 ム スリ ム 達 が 重苦しい 難儀 に 逆 ら 
っ て 戦場 へ 進軍 し た こと は と て も 愚か で ある が 、 彼 等 (偽善 者 ) は 賢く 彼 等 と の 同 
行 を 控え た と いう こと で ある 。 聖 クル アー ン の 常 と う 旬 と し て 、 自 分 自身 を 殺す と 
いう 表現 は 自分 の 仲間 或いは 同胞 を 殺す と いう 意味 と も な る (2:55, 86)。 
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も 、 死 “WW が 定め られ た る 者 は 必ず で 
その 死 処 9° へ 出 て 行け り し 管 。 さ ee 
れ ば 、( こ は ) ア ッ ラ ー が 、 お 前 達 が RS ビ 和 C33 
胸中 に 抱く も の を 試し 、 且 つ お 前 達 ws る っ 8 2 ご 1 2 
の 心 に 抱け る も の を 一 掃 せ ん が た め RT 
な り 。 面 し て アッ ラー は 胸中 の も の @ っ る ご 
を 熟知 し 給 う 。 
96 げに 、 両 軍勢 が 遵 遇 せ し あ の 日 SP ッ 選 3 7 る 3A 

、 お 前 達 の 中 敗退 せ し 者 た ち は 、 SUS の 4 
確か に サタ ン が 彼 等 を その 稼ぎ し こ 9 お 入り 3 に 、 つ が 3 り | 
と が "4 故に 、 画 か し め た り “5。 Ce 区 ュ z 
され ど ア ッ ラ ー は 彼 等 を 赦し 給え 、 Mg 
り 。 げ ば に アッ ラー は 特 乱 著 、 寛 傘 者 を 。 @⑥2c3 交 人 あめ わる 
に まし ます 。 

二 上 項 

157. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 不 信 せ し は 3 3 スマ 
者 ども の 如く な る な か れ 。 彼 等 は そ 


OB ここ と で カト ゥ ル と は 、 キ ター ル 即 ち 、 戦 争 の 意味 で 用 いら れ て いる (Muhit 及び 
Kashshaf より )。2:192 節 及 び ジ ャ リー ル 3:155 項 も 参照 の こと 。 
”。「 死 処 」 と いう 言葉 は 、 一 方 で は 、 偽 療 者 の 卑 し む べき 気弱 さ を 、 そ し て も う 
一 方 で は 、 信 者 の 揺 ぎ な い 信 仰 心 を 暗示 する た め に 使わ れ て いる 。 偽善 首 は 、 こ の 
よう な 状況 下 で 戦う こと は 死 を 意味 する と 考え 、 逃 亡 し 、 メデ ィ ナ に 戻っ た が 、 信 
者 の 確固 と し た 信念 の た め 、 た と え 彼 等 (偽善 者 た ち ) が 最初 か ら 近 寄ら な か っ た と し 
て も 、 信 者 は 、 勢 いよ く 戦 場 、 つ まり 考え られ て いた よう な 死 の 場所 に 出 て 行っ た 
で あろ うこ と を 、 こ の 「 死 処 」 と いう 言葉 は 、 偽 善 者 に 思い 起こ させ る 。 こ れ ら 全 
て は 、 神 が 、 信 仰 策 きも の を 純化 する た め に な さっ た こと な の で ある 。 

07 これ も ウフ ド の 戦い の こと で ある 。 


74 この 言葉 は 、 聖 預言 者 の 命令 を 誤解 し て 持ち 場 を 離れ て し まっ た 丘 の 弓矢 部 隊 
に 対す る 計 外 の 称賛 が 含ま れ て いる 。 つ まり 、 彼 等 が 一 時 的 に 面目 を 失っ た の は 、 
彼 等 の 「 特 定 の 」 よ か ら ぬ 行い の み の た めで あり 、 そ れ を 除け ば 、 彼 等 は 聖 預言 者 
に 対し て 、 本 当 に 忠実 で 、 従 順 で あっ た 。 

08 亜 駐 音 者 の 命令 を 誤解 し て 持ち 場 を は な れ て し まっ た が 、 そ れ を 除け ば 忠実 で あ 
っ た 者 の こと 。 
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兄弟 が 地上 を 旅 し ""?、 或 い は 出征 
し 時 、 彼 等 に つい て 云え り 、「 も し 彼 
等 が 我 等 と 共に 在り し な ば 、 死 ぬこ と 
も 、 殺 され る こと も な か り し も の を 」 
と 。( こ は ) ア ッ ラ ー が 之 に よっ て 彼 等 

の 心 に 悲嘆 を 惹き 起 さ ん が た め な り 

"0。 面 し て 、 ア ッ ラ ー こ そ は 生 を 与 
え 死 を 賜 う 。 さ れ ば アッ ラー は お 前 
達 の 所 業 を みそ な わし 給 う 。 
NM 


の 道 に か け て 殺 、 或 い は 死す と 
i 2 


と は 役 等 が 蓄積 せる も の より 確か に 
優る べし "や 2。 

159. 面 し て 、 た と え お 前 達 "" 死 
し 、 或 い は 殺さ れる と も 、? お 前 達 は 
必ず アッ ラー の 御 許 に 召集 せら る 。 


160. され ば 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 が 故 
tg 


A EE 
EE ONS 
00 0 
Pi RO 
03 


Ce 


> っ る 
AA える 


る 3 こめ Ns 
EA CDR 


Ee の ラー ン 


OY 
t ン イ っ づる の Pi 2 る で 2 ネン 
4 CY CS 9 ASS DONS 
る 
STE ご 生 


RE IE RI 3 


10:59; 43:33. が 5:97, 6:73; 8:25:; 23:80. 


9 神 の 大 義 で 地上 を 旅 す る の で ある 。 


RN i CO Es 威 帳 する こと で あっ た 


が 、 0 殴 告 


< 肝 ず と 2 2 0 NN NG り 強 


者 連 途方 に く れ た の で ある 。 8 


911 克 実 の 大 義 の た め に 戦い 命 を お と す 者 は 、 死 ん だ と みな され な い 。 彼 は 全て の 生 
命 の 統率 者 で 居 ら れる 神 に 命 を ささ げた か ら で あ る 。 彼 は 肉体 的 に は 滅び て も 、 精 神 


的 に 永遠 に 生き る の で ある (2:155)。 


912 偽善 者 は 自分 が 残し て いか ね ば な ら ぬ 、 富 や 繁栄 
ー の 大 義 に 死す る 真 の 信仰 を 持つ 者 は 、 偽 療 


ド の た め 、 死 を 恐れ る が 、 ア ッ ラ 


* 者 の 卑しい 貯え や 、 或 い は 教徒 達 自 身 


の 富 、 或 い は その 他 の 世俗 的 な 形 で 困 え た も の な ど と は 比べ も の に な ら な いも の を 


手 に する の で ある 。 
99 お 前 達 」 NII 
も 両者 共 、 報 酬 と 
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と 信者 、 両 方 に 向け られ て いる 。 条 件 は 違っ て 
懲罰 の た め に 神 の も と に 集結 させ られ る か ら で あ る 。 


四 伏 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-*fmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 意 


lgiN MA AN MM 1 4 bY - ! 3 ME 1 じ 9 9 を < 
し な ば 、 彼 等 は 必ず 激 の 周囲 か ら 典 ンー 

Ne 4 て の z タデ る 
散 し た る べし 。 さ れ ば 彼 等 を 宴 容 に つ を 5 csE5 “0 た の 
取り 計ら え 、 面 し て 彼 等 の た め に 落 と 423222 じ 2 21 a 3l3 


し を 請 え 。 ま た 、 諸 事 に 関し て 彼 等 ンー 
と < 相談 せよ 5。 さ れ ど 液 は 一 日 決し 401 0 し と 05325 と る うと 5 
た れ ば 、 ア ッ ラ ー に 頼れ 。 げ に アッ イラ リシン る フル コー ユ 
⑮ oy 
ラー は 信頼 する 人 々 を 愛し 給 う 。 OB 
161 も し アッ の 8 計 人 和 0 a IE Sh a 2 
ば 、 何 人 も お 前 達 に 打ち 勝つ こと を NE 
得 ず 。 さ れ ど 彼 も し お 前 達 を 見 捨て 8 
な ば 、 彼 以外 に "1 誰が お 前 達 を 助 く 


+ 


42:39. 


14 ここ で の 言葉 は 、 そ の 明白 で 人 の 口 に され る 特質 が 、 全 て の も の に あま ね く 慈 悲 
深く あら れ た 吾 の 美しい 性 格 に あて られ て いる 。 彼 こそ 溢れ る ば か り の 人 間 
的 な 親身 さ を 有 し て お り 、 そ の 相手 の 立場 を 思う や さ し い 気持 ち は 、 仲 間 だ け で な 
く 、 折 あら ば 彼 を 刺 そ うと つけ ね ら っ て いた 敵 の 上 に も そそ が れ て いた の で ある 。 
記録 に に る と 、 ウ フ ド の 戦い で 、 彼 を みす て て 逃げ 帰っ た 偽 普 者 達 の 処分 を し な か 
っ た だ け で な く 、 国 事 の 相談 も 、 も ちか けた 程 で あっ た 。 

や イス ラム 独特 の も の は 多々 ある が 、 そ の 一 つ は 、 ム シャ ー ワ ラ ( 協 議 ) 制 度 で あり 、 
これ は イス ラム の 根本 原理 に 組み 信 れ られ て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 元 首 は 、 大 切な 
国事 に つい て は イス ラム 教徒 に 計る こと が 義務 づけ られ て いる 。 聖 預言 者 は 、 バ ド 
ル 、 ウ フ ド 、 そ し て 漂 の 戦い の 前 や 、 彼 の 高綱 な る 計 で ある アー イシ ャ に あら ぬ 疑 
い が か けら れ た 時 で さえ も そう し た よう に 、 全 て の 重要 な 事項 に 関し て は 、 信 奉 者 
達 に 意見 を 求め た の で あっ た 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 、" 聖 預言 者 は 重要 な 件 を 他 の 人 々 
と 協議 する 時 に は 、 最 も 気 を つか っ て いた "と 言う (Manthur 2 巻 90 買 よ り )。 聖 預 音 者 
の 第 二 代 の 後継 者 で あっ た ウマ ル は 、*“ 協 議 な くし て は フィ ラフ ァ ト は あり えな い " と 語 
っ た と 伝え られ て いる (zalataLKhifa an Khilafatil-Khulafs より )。 イ スラ ム 国 家 の 首 長 、 
或いは カリ フ ア ー は 、 最 終 決定 権 は 自分 に あっ て も 、 教 徒 の 代表 者 の 意見 に 耳 を 傾け 
な けれ ば な ら な い 。 そ し て 、 イ スラ ム の シュ ー ラ 、 又 は ムシ ャ ー ワ ラ と は 西洋 で いう 
と ころ の 議会 を 表わし て いる 訳 で は な い 。 イ スラ ム 国 家 元 首 は 、 自 分 に 具申 され た 
意見 を 、 は ね つけ る 或 る 種 の 特権 を も っ て は いる が 、 こ の 自由 裁断 を 軽々 し く 使 うべ 
き で は な く 、 大 多数 の 意見 を 尊重 し な く て は な ら な い 。 

316 「 彼 以外 に 」 と 訳 さ れる ミン ・ バ ー デ ィ ・ ヒ ー と いう 言葉 は 、 文 字 通 り 、「 ア ッ 
ラー の 去り し 、 後 で 」 と いう 意味 で あり 、「 ア ッ ラ ー に 反対 し て 」 と 訳す こと が で 
きる 。 
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拉 


ー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 四 鈴 


る か ? さ れ ば 、 信 徒 た ち は 、 た だ ア 4 (よそ うと と に あッ シ レ 
6 | 2 da I SS a “ 
ッ ラ ー に 頼る べし 。 


162. 預 斉 者 た る 者 は 不正 を 働く 徐 な 。 を シ 136 ラン ン ル 4 2 イ 。 る る ンー 
こっ も * Oks Jo05 ら 
し 7 厨 し て 、 不 正 を 位 く 者 あら ORO ORO (2O5 2 う 


ば 、 復 活 の 日 に 、 彼 は その 不正 を も Ug 8 の 

た ら す べし 。 2 され ば 各 生命 は 、 その ン 5 タイ gw ネ 5 タン ラン ング (5 
SC こ ょ や ば 

稼ぎ し も の を 存 分 に 報い られ 、 彼 等 ER 

は 不当 に 週 せら れ ざ る べし 。 


163. され ば 5 アッ ラー の 喜び に 従う っ 2 6S る 
者 が 、 ア ッ ラ ー の 怒り を 被る 者 の 如 
き で ある べし か 138。 証し て 、 彼 の 住 
居 は 地獄 な り 。 さ れ ば 、 何 と 悲惨 な Del 3 
る 帰 処 な る か な ! 

164。 ア ッ ラ ー の 件 許 で は 、 役 等 に は に みる 八 00e そよ る 2 る 
Ls - eats 
は 彼 等 の 所 業 を みそ な わし 給 う 。 SO 


a コメ 


EI ECS 


43:26: 14:52; 40:18. 62.208、266: 3:16: 5:3, 17: 9:72. 


や 聖 預 言 者 に 軍 の 後方 を 守る た め に 、 丘 陵 へ の 駐屯 を 命ぜ られ て いた 弓矢 部 隊 は 
(全員 で は な い が ) メ ッ カ 軍 が 全員 攻 戦 し て いる の を みて 持ち 場 を 離れ た 。 駐 屯 地 を 離 
れ た 時 点 で 彼 等 は 聖 預 営 者 の 命令 の 意志 に 反し て いる と は 思っ て いな か っ た が 、 結 
CC 離れ る べき で は な か っ た の で ある 。 ま た 、 ア ラブ の 習慣 で は 、 
戦い の さ 中 に 、 自 分 が 手 に 入れ た 物 は 取り 分 と な る た め 、 ED 
づけ れ ば 戦利 ee と が で きぬ と 考え た の で ある 。 弓矢 部 隊 の この 早計 な 
行動 は 、 聖 預言 者 が 戦利 品 に お ける 彼 等 へ の 権限 を 無視 する か も し れ ぬ と いう 懸念 
を 含ん だ 。 こ の 懸念 こそ が ここ で 非難 され て いる 。 し か し 、 聖 預言 者 へ の 事実 の 中 
実 さ の 非難 を 含ま な い 。 当 節 は 、 聖 預言 者 自身 が 特定 な 場所 へ の 駐屯 を 命じ た 者 達 
の 戦利 品 へ の 権限 を 無視 する の は 彼 に と っ て と て も 出 来 な いこ と で ある と 簡単 に 述 
べ て いる 。 

8 イス ラム 軍 を 一 挙 に 弱体 化 せ し め た ウフ ド で の 人 徐 善 者 達 の 裏切り に 、 不 屈 の 闘志 
を か きた て られ た 聖なる 預 斉 者 は 、 イ スラ ム の 敵 と 戦う た め 、 前 線 に 進み で た 。 こ 
れ に 反し 偽善 者 達 は 、 自 分 達 の 裏切り に よ NR 

9 フ ム ・ ダ ラジ ャ ー ト ウゥ ン (Hum Darajatum) と いう 言葉 は 、「 彼 、 階 級 の 所 有 3 
で ある 」 と いう 意味 で あり 、 ダ ラジ ャ ー i いう 言葉 を 補 
っ て 解釈 する 。 


委 
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四 伏 アー リ ・ イ ムラ ー ン ALe-'*tmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 意 
1 げに ア 人 2 | 0222 0 人 0 3 


恩 怠 を 施せ り 。 邊 は 役 等 に その 棒 は YS gs 
を 読 席 し 、 彼 等 を 薄め 、 生 つ 彼 等 に PC 
経典 と 英知 と を 教え る な り 。 面 し 2 

て 、 以 前 彼 等 は 明らか な 迷 訓 の 中 に Cs 5 っ) 3 た 15 


あり き 。 ト SR LH 
166. な ん と な ! お 前 達 に 不幸 が 降 8 2138 し 2 51 
りか か る と 、 お 前 達 既に それ と 同じ GON 
(不幸 の ) 二 倍 も ( 山 に ) 加 えた る に も か SCS 2S le LS 


か わら ず 2!、 お 前 達 は 云う 、「 こ は | 
どう し た わけ か ?」 と 。 有蓋 え 、「 そ ds つや っ 
は お 前 達 自 身 よ り ( 出 で し こと な 
り )"2」。 げ に アッ ラー は 全て の こと 


に 万 能 に まし ます 。 

167. 耐 し て 、 両 軍 が 合戦 せ すし あ の 日 oO や SI、 FS ば ニ こし 21 I 
i アッ ラー IN 2 
の 思 し 如 し な り 。 曽 し て 、 ア ッ ラー が OR I Auo3Ls 


( 真 の ) 信 徒 達 を 識 ら Re 9 


168. また 彼 が 偽善 せ し 者 ども を 識 ら | アン る に っ そ 全 に ど 
い ょ る cm 1 
ん が た め な り ““。 彼 等 に 向かっ て 去 \ dS < 


2:130.152: 9:128; 63:3: 65:12. b4:80, 


920 と の 言葉 は イス ラム 教徒 の 心 に 、 彼 等 と 似 て お おり 、 彼 等 の 内 の -- 人 で あっ た 聖 了 
言 者 の 例 に 習い た いと いう 望み を 目覚 め さ せ る べく 意図 され て いる 。 


2 これ は メッ カ 軍 の 死者 70 名 及び 捕虜 70 名 で あっ た バド ル の 戦い の こと を 言っ て 
いる 。 ウ フ ド の 戦い で は イス ラム 軍 に 70 名 の 死者 が 出 た が 、 捕 虜 は 一 人 も で な か っ 
た 。 故 に 、 イ スラ ム は 既に メッ カ 軍 に 倍 の 打撃 を 与え て いた こと と な る の で ある 。 
522 人 間 の 実際 の 行動 は 、 そ の 原因 の 善悪 の 両 因 を 本 人 が 持っ て いる の で ある が 、 そ 
の 行動 の 最終 的 な 裁き 手 は 神 で ある 。 そ の 結果 の 良否 は 、 共 に 神 よ り 生ずる (4:79)。 
この 意味 で 、 人 の 行動 の 結果 の 善悪 は 神 に 帰す る も の と な る 。 

523 坦 の 信仰 を 持つ 者 と 傍 普 者 を 幸 別 する た め に 試 馬 や 困難 が 下さ れる た め 、 ウ フ ド 
で イス ラム 軍 が 困難 に 出会っ た こと は 、 形 を 変え た 御 恵 な で あっ た こと が わか る 。 ウ 
フ ド の 戦い の 行動 で 混 然 と し て いた 信者 達 の 真 偽 が 識別 され た の で ある 。 
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われ た り 、「 流 等 アッ ラー の 道 に か 1 伯 2 ン sl し th レン 4 に LE 
け て 出征 せよ 。 そ れ と も "人 備 せ フフ は ubANJa こ 9 は 
よ 」 と 。 彼 等 は 去 え り 、「 も し 我 等 AO 2 る LINYBs255 
戦う こと を 知る な ら ば 、 必 ず お 前 達 。 し し し レン 
に 従う も の を 」 と 5。 彼 等 は あの 。 フツ この を 2 つう | 5 


日 、 信仰 心 より 不信 心 に 近 か り き 。 3 Gel23 し の 抱 る 
で 云う な り 。 さ れ ば 、 アッ ラー は 、  @⑥92S5 し 2E( 人 05 ら 。 活 
彼 等 が 隠せ る こと を 部 知 し 給 う 。 

169. か か る 者 ども は 、 自 分 自身 が 後 11 イン 5 ンス レビ NITE ン ュ 1 
方 に 居残り な が ら 、 自 分 の 同胞 に つい SI I GI 
て 云え り "28、「 も し 彼 等 が 我 等 に 従 E13223G 8 12 じじ ビ EC 
いた り せ ば 、 殺さ れ ざ り し も の を 」 a 2 
と 。 云 え 、 < 自 分 自身 より 死 を 遠 ざ OOS る SO | 
け て みよ 、 も し お 前 達 正直 な ら ば 」。 

170. ぐ 宙 し て 、 ア ッ ラー の 道 に か け て 4 < 雪が 35Y5 
殺害 され た る 人 々 を "2"、 死 者 と 考え の 


948:12. 63:15S. <4:79. 42:155, 


24 ここ で は 「 そ れ と も 」 と 訳 され る 不変 化 詞 「 ア ウ 」 は 、 文 字 通 り に は 、「 あ る い は 」 
と いう 意味 で あり 、「 つ まり 」 あ る い は 、「 と 同じ こと 」 な ど と 同じ 意味 で ある 。 
49 ラウ ・ ナ ー ラ ム ・ キ ター ラン (Lau Nalamu Qitalan) と いう 表現 は 、 以 下 の 意味 が 考 
えら れる 。(1)“ も し 、 我 々 が 、 戦 い が あ る と 知る な ら ば "、 即 ち 、 戦 い が な いこ と 、 
そし て 、 ム スリ ム は 非常 に 強力 な 敵 を 前 に 、 戦 うこ と な く 即 座 に 逃げ ば 出す こと を 
我々 は 知っ て いた 。(2)" そ れ が 戦い で ある と 知る な ら ば "、 即 ち 、 対 抗 勢 力 の 数 と 装 
備 の 恐る べき 違い を 考え れ ば 、 ム スリ ム が 陥る の は 、 戦 いで は な く 、 あ る 種 、 彼 等 
の 破滅 で あっ た 。(3)" も し 、 我 々 が 戦う こと を 知る な ら ば "、 こ の 場合 、“ も し 、 我 々 
が 戦う こと を 知る な ら ば "と いう 表現 は 、“ 我 々 は 戦術 を 知ら な い 。 も し 、 我 々 が 戦術 
に 精通 し て いた な ら ば 、 あ な た た ちと 一 緒 に 戦え た で あろ うに "と いう 意味 で 、 度 肉 
的 に 語ら れ た と 解釈 する こと も で きる 。 当 節 で 暗 に 言及 され て いる の は 、 ウ フ ド の 戦 
いで イス ラム 軍 を 見 捨て て 、 メ ディ ナ に 帰っ た アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ウ バッ コ ユ が 率い る 
と ころ の 300 名 の 偽 善 首 達 の こと で ある 。 

26「 自 分 の 同胞 に つい て 云え り 」 と は “その 仲間 の こと を 話し た "、 即 ち イ スラ ム 軍 
の こと に 関し 、 自 分 達 の 聞 で 、 話 し を し た と いう 意味 で ある 。 

7 アム ワー トゥ と は 、 マ ッ イ トッ ウゥ の 複数 で あり 、 亡 く な っ た 人 と いう 意味 の 他 に 以 
下 の 意 味 が ある 。(① そ の 人 が 討た れ て いな い 者 、② 後 継 者 を 残し て いな い 者 、(3 砺 
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る な か れ 。 否 、 役 等 は 生き て いて 、 そ の OO EE | 
の 御 許 で 滋 伏 物 を 賜 わ れ た る な り 。 


171. 彼 等 は アッ ラー が その 因 籠 の 中 3! AU 8 っ 人 し 2 ヒュ て なっ 3 
ON CBS CN 


、 未 だ 彼 等 と 一 緒 に は な ら ざ り し 7 RY 
コ が 後に 続 人 人 々 の た め に 朗報 を 得 Ye っ ez 3 | すぅ は 
る 。 つま り 、 ga 彼 等 に は な ん の 恐れ も 0 4 03 


な く 、 ま た 悲嘆 も な か らん 。 


172. 彼 等 は アッ ラー の 恩 鐘 と その 恵 0 IES RS あっ ダッ ン 


み に つ いて 朗報 を 得 、 面 し て また 、 Wy ィ ー 8 5 
ゅ アッ ラー が 信徒 た ち へ の 報奨 無効 や 3 EI り 
に せ ざ る こと (の 朗報 を 得る )。 

十 八 項 


173. 損傷 を 想 り し 後 %、 ア ッ ラ ー ge Gad 
EO 


A OR 
ち 、 これ ら の 人 た ちの うち 恵み を 施せ | みっ | イズ 3 \* て は も し 21 じ 


し 者 た ち 並 びに 、 良 散 せ し 者 たち に 6 ろ ン 上 ャ ン っ る 5 レン ッッ 
0 と 1 | 51 5 2 どる 
は 、 偉 大 な 報奨 あり 。 < 
22:63: 6:49; 7:50; 46:14. 7171 9:129: 116. “8:25, 
し み と 嘆 き に 打ち ひし が れ た 者 。 
2 壮烈 な 死 で 狗 教 し た 者 達 は 、 ま だ 現世 に 生き て いて 後に 彼 等 の も と に くる 仲間 が 


敵 に 勝利 を お さめ る こと で 、 如 ぶ で あろ う 。 即 ち 、 死 後 、 ベ ー ル が 取り 除 か れ 、 列 
教 者 達 に は は 、 イ スラ ム 軍 に 予定 され て いる 勝利 の こと が 知ら され る と いう 意味 で あ 
る 。 神 の 天使 達 が イス ラム 軍 の 後 の 成功 や 勝利 を 彼 等 に いつ も 教え て くれ る と の 意 
味 で ある 。 

929 ここ 及び 、 次 節 で は 、 聖 預言 者 が ウフ ド の 戦い の 後に 指揮 を し た メッ カ 人 鎮圧 の 
二 度 の 遠征 に 言及 し て いる 。 最初 の 遠征 は 、 戦 い の すぐ 翌日 に 行わ れ た 。 ウ フ ド か 
ら 撤 退 し た 際 、 自 ら が 勝利 を 収め た と 主張 し た 戦い か ら 略 奪 品 も 捕虜 も 持ち 帰ら な 
か っ た た め 、 メ ッ カ 人 は 、 ア ラブ 部 族 に な じ ら れ た 。 そ れ ゆ え 、 彼 等 は 、 ム スリ ム 
に 再 攻撃 を 加え 、 完 勝 する 目的 で 、 メ ディ ナ に 戻る こと を 考え た 。 聖 預言 者 は 、 彼 
等 が 戻っ て くる こと を 予測 し 、 ウ フ ド の 戦い に 参加 し た 仲間 に 、 メ ッ カ 人 鎮圧 の 遠 
征 に 加わ る よう 呼び か け 、 そ の 翌日 、250 人 の 仲間 と と も に 、 メ ディ ナ を 出発 し た 。 
CR IS メッ カ へ の 途中 
に ある メデ ィ ナ か ら お よそ 八 マ イル の 距離 に ある ハム ラー・ アサ ド ま で 進み 、 
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174. 人 々 は 彼 等 に 向っ て 云え り 「 げ 3 5) 2205 マ 3 導 
に お 前 達 に 対し て 人 々 が 集結 せり 。 URI の 

され ば 彼 等 を 枯れ よ 」 や 。 さ れ ど そっ 4 る 23 2 る だ > は 5 っ 1 
は 、 (却って ) 彼 等 の 信仰 心 を 強め た OH SS 2 35340CZI バ 3 SI 
り 。 両 し て 彼 等 は 云え り 「 我 等 に は 1 
アッ ラー で 十分 な り 。 し て 、 役 と 

そ は 素晴らし き 守 護 者 な り 」 ど と 。 

175. され ば 、 彼 等 は アッ ラー の 恵み 383 絢 て きく AS 
と 息 租 に 浴 し て 戻り “『 、 如何 な る 災 


コイン る (っ コン osa 2ー タ っ ン ラ ー 

AR 面 し NO っ le は まめ っ ーー 
役 等 は アッ ラー の 喜び に 従え Oe 53 

i 
な り 。 
176. げに 避 魔 が 机 怖 せ し む る は 、 た CO 
だ 5 己 が 仲間 た ちの みな り 6 きれ Ja ~ っ 5 
ば 、 お 前 達 、 彼 等 を 入 れ ず 、 ゎ わし 。 つや ヽ フ る 23 455NS 


2:208, 266; 3:16, 163: 5:3, 17: 972 57:21, 28. 7:28: 16:101: 35:7. 


英 が 逃げ た と 知り 、 メ ディ ナ に 戻っ た 。 二 度目 の 遠征 は 、-- 年 後 だ っ た 。 ウ フ ド の 
戦場 を 去る 前 に 、 メ ッ カ 軍 の 指揮 官 、 ア ブー・ ス フ ヤ ー ン は 、 ム スリ ム に バド ル で 
の 翌年 の 戦闘 を 約束 し て いた 。 し か し 、 次 の 年 が 人 錠 伴 の 年 だ っ た た め 、 大 口 を た た 
いた と お り に 実行 する こと が で き な か っ た 。 し か し 、 メ ッ カ 人 に よっ て 大 き な 準 備 
が な され て いる と いう 偽り の 噂 を 広め ゆる こと に よっ て 、 ム スリ ム を 成 跡 す る た め に 、 
彼 は 、 ヌ アイ ム ・ ビ ン ・ マ スウ ー ド を メデ ィ ナ に 派遣 し た 。 し か し な が ら 、 こ の 下 
手 な 策略 は 、 ム スリ ム を 怖がら せる こと に 完全 に 失敗 し 、 ム スリ ム は 、 予 定 の 時 間 
に バド ル に 到着 し た と こる 、 メ ッ カ 人 が 来 な か っ た こと に 気がつい た 。 i 
その 約 二 年 前 に 起こ っ た 大 き な バ ドル の 戦い と 区 別 す る た め に 、 バ ドル ・ ア ッ ス グ 
ラー( バ ドル 小 戦 ) の 遠征 と し て 知ら れ て いる 

90 ヌ ア イム ・ ビ ン ・ マ スー ド が ひろ め た 間違っ た 噂 の こと を さす 。 
イス ラム 教徒 騰 は バド ル ・ ア ッ ス グラ ー で 開催 され て いた 年 毎 に た つ 市 で 、 多 大 
な 利益 を 手 に し て 帰国 し た 。 こ れ が 思春 と いう 語 に よっ て 暗示 され て いる 

332 と この 語句 は 、()D サ タン は サタ ン の 友 で ある 不信 者 達 の こと を 、 信 者 達 に 恐れ させ 
よう と し た 。(② し か し サタ ン は 自分 の 計画 で 恐怖 を 抱か すこ と が で きた の は 不信 者 
の み で あっ た 、 と いう こと を 意味 し て いる 


四 伏 ー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-‘*Imran( イ ムラ ー ン 家 ) 芝草 
を 麗 れ よ 、 お 前 達 も し ( 真 の ) 信 徒 の っ 鐘 
な ら ば 。 

177. < 面 し て 、 不 信心 に 向かっ て 急 39 は て CS Ys 
ぐ 者 ども を 、 液 悲 し むこ と な か れ 。 ルク KK を 0 


彼 等 は 決し て アッ ラー を いさ さか も 
害する こと 能 わ ず 33 アッ ラー は 来 
世に お いて 、 如 何 な る 福 分 も 彼 等 に 
割り 当て る こと を 望ま ず 。 ま た 、 彼 
等 に は 重大 な 懲罰 あり 。 

178. げに 、? 信 仰 の 代り に 不信 心 を 
購 え し 者 ども は 、 アッ ラー を 決し て 
I 
て 彼 等 に は 痛ま し い 貢 苦 あ らん 。 
179. され ば 、 不 信 せ し 者 ども は 、 
“われ ら が 役 等 に 与え る 猫 予 は 、 彼 等 
に と り て 決し て 半 い な る も の と 思わ 
ざる べし 。 わ れ ら が 彼 等 に 猫 予 を 与 
うる は 、 た だ 彼 等 に 罪 を 増長 せしめ 
ん が た め な り 4。 面 し て 、 彼 等 に は 
恥辱 た らし め る 懲罰 あら ん 。 

180.? ア ッ ラ ー は 善 を 悪 か ら 識別 す 
る まで 、 信 徒 た ち を お 前 達 の 今 の 状態 
に 放置 し 給 わ ず “""。 ま た 、 ア ッ ラ ー 
は 不可 視 な る こと を お 前 達 に “現し 
給 わ ず 。 さ れ ど アッ ラー は その 使徒 


あら eS 1 
WT 
© ks a ss 2 2 


eT る ンタ と あ 
@ う 1 つの は そえ る 5 54 9 と の う 


と ) Ed さぶ 55Y5 


oo っ 6 2 っ の 
CA あつ] は と CSI 335 53 


(Mt の Pi に の 


っ アタ ン 


内 
に (ee WOE : 


63:42.02:17、87: 14:29. 122:45. A8:38, 29:3-4. 272:27-28. 


置 流 ee 何故 な NN 神 御 自 身 の 大 議 だ か と ら ら いで ある 。 
324 リヤ ズ ダ ー ド ウー(Liyazdadm) と いう 表現 の 中 の ラー ム (Lam) と いう 不変 化 詞 は 、 


結果 を 意味 する ラー ム ・ 


アー キバ で ある 。 


や 、 ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 が くぐっ て きた 試練 や 困難 が 今 すぐ に は 終わ ら ぬ こと を 意 


味 し て いる 。 試練 は 、 真 の 信者 と 偽善 
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者 や 信仰 低 き 者 と が 完 


全 に 識別 され る まで 続く 。 


た ちの うち 己 が 欲す る 者 を 選び 給 う 526423 80 の eS 人 6533 し 2 
0% され ば アッ ラー 並び に その 使徒 1 ーー ゴン の ヤン ン 


> ヶ と を イン うす > 
を 信 ぜ よ 。 柄 し て 、 お 前 達 、 も し 信 こつ 19 本 つう 9 2 私 
じ て 胃 浮 す る な ば 、 お 前 達 に は 偉大 o る に 島 る 61383 32120 
な る 報奨 あり 。 
181。 され ば 、 ア ッ ラ ー が その 四角 に 4 に 9 届 <A 基 25 
よっ て 彼 等 に 授け た る も の を “出し 。  」 。 し 本 
0 ンー ラグ 1 レン テア A っ 9 タク AW 
惜しみ する 者 た ち は 、 そ は 自分 の た こび っ | 
し か 
め に 得 だ と 思わ ざる べし 。 然 ら ず 、 = As っ レラ ンプ 、 清 5 ン ン エッ 5 
了 RI CS I 
そ は 彼 等 の た め に 有害 な り 。 復 活 の 人 人 ER 
日 に 、 彼 等 は 出し 惜しみ せ し も の を el be A | 
首輪 の 如く 付け られ る べし 。 面 し AA と > イ ショ イ ン ッ セロ ン っ ン 上 < 
OA Oa dl 9 aI IS 
て 、 諸 天 と 大 地 の 遺 産 は アッ ラー の て の i 
も の 6 上 a 
所 有 な り "7。 さ れ ば アッ ラー は お 前 
達 の 所 業 を 通知 し 給 う 。 
上 九 項 
182. げに アッ ラー は 、「 確 か に 2? ア 28013Gcaal 3 
ッ ラ ー は 貧し く 、 我 等 は 富 め り 」 9 、 


に Er4 3 イタイ シイ ンプ タン イス イッ GIFT 
と 発 言 する 者 ども の 言葉 を 聞け り 。『 MS SO 


われ ら は 彼 等 が 云え し こと 並び に 1 独語 ) GSI 285 
< 彼 等 が 預言 者 た ち を 不当 に 殺害 し よ 6 
4:38: 17:30: 25:68. が S:65. C4:156. 


”。 これ は 、 使 者 の 内 、 あ る 者 は 選ば れ 、 あ る 者 は 選ば れ な いと いう こと を 意味 し て 
いる の で は な く 、 神 が 、 神 の 使者 と 定め られ た 者 の 内 か ら 、 そ の 特定 の 時 代 に 最も 
適し た と 思わ れる 使者 を 、 お 決め に な る と いう 意味 で ある 。 

237「 遺 産 」 と 訳 さ れ て いる ミラ ー ス と は 、 こ こ で は 所 有 権 の 意味 を 持つ 。 こ れ は 又 、 
人 に 割り あて られ た 分 と の 意味 で も ある 。' 楽 園 を つぐ 者 達 . と 述べ られ て いる 
23:12 節 を 参照 し て みる こと 。 楽園 は 誰 で も つぐ わけ で は な く 、 神 か ら の 割り 当て と 
し て 受け 取る も の な の で ある 。 

や ユダ ヤ 人 が 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の た め 、 富 を 提供 する よう 要請 され た 時 (3:181)、 イ 
スラ ム 教 徒 達 を あざ けっ て “アッ ラー は 貧乏 で 我々 は 金持ち と いう の か ? "と 言っ た 。 
この 言葉 は 、 新 し い 運 動 に 参加 し て も 、 支 払わ ね ば な ら な い 人 金 銭 的 負担 が 増す に 従 
い 、 そ の こと を 快く 思わ な いこ の よう な けち な 人 々 の 心 の 中 を も 表わし て いる 。 
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うと せ し こ と を 記録 し 、 且 つ 我 等 は 去 8 IE ISS 
わん 、「 炎 熱 の 責 苦 を 味わえ 」。 a 

183. こ は お 前 達 自 身 の 手 が 先 に 送り ECR NS 
し こと が た め な り 。 面 し て 、? ア ッ ラ SS 

ー は その 僕 導 に と り て 、 決 し て 不当 Oa 
に 非 ず 。 

184. 彼 等 は 云え り 、「 げ に 、 アッ ラ ツ 1 3 
ー は 我 等 に 約束 を 取れ り 、 つ まり 、 52 が 3 eb 2 
火炎 で 食い 尽 さ れる 供物 を も た ら す 45GobogCS6 SC 
物 に 非 ず ば “%、 我 等 は 如何 な る 使徒 』』 ス ラコ ィ ッ ン ヒュ 3 る. 8 うつ 
も 信 ぜ ざる こと を 」。 ニ 云え 、「 す で の 0 ” 5 5 
に お ね 前 達 の と ころ へ 、 我 より 以前 っ 08 oS 、 2 し LS 
に 、 使 徒 た ち が ? 明 証 並び に 、 お 前 時 と 1 し 
達 が 求め し も の を 携え て 来 た れ り 。 a i 

され ば 、 お 前 達 何故 彼 等 を 殺 そ うと 

し た る か ? も し お 前 達 正直 で あり し 

な ら ば 」。 - 

185.“ も し 彼 等 が 汐 を 嘘つき と みな あっ うこ 3 RE 、U 
す と も 、 溢 以前 に も 諸々 の 明 証 と 知 コル 
恵 に 満ち た 聖典 9" と 光り 狩 く 経 内 を の の けら Sb 史 ら ここ 
見 え 来 せ し "使徒 た ち が 嘘 つき と み eS 
な され た る な り 。 0 


98:52: 41:47; 30:30. 5:33: 14:10; 40:84. ©35:5, 26. 


539 当 節 は 「 火 炎 で 食い 尽 さ れる 供物 」 に つい て の 戒律 を 守る こと は 、 詐 欺 師 に だ っ 


し 、 そ うい う 供 物 に 関す る ユダ ヤ 人 の 疑問 に 返答 し て いる 。 主 張 者 の 真実 を 示し 確 
立 す る の は “明快 な し る し ( 明 証 )" の みな の で ある 。 し か し 、 た と え ぇ 火炎 で 食い 尽 さ れ 
る 供物 を する こと を 遵守 する の が 、 真 の 預 斉 者 の 資格 で あっ た と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 が 
疑問 を 述べ る 権利 は な い 。 そ れ に 関し て の 紐 弾 が 、* 何 故 、 彼 等 が その 戒律 に 厳し く 
従っ た 使徒 た ち を 拒 千 し た の か ? "と いう 言葉 に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 に 向け られ て いる 。 
や ザ ブ ー ル と は 、 知 恵 と 科学 の 著作 物 、 あ る い は 本 と いう 意味 で 、 法 律 や 条例 や 成 


"自分 達 に も それ ぞ れ の 警告 と 智恵 の 溢れ る 言葉 の 書か れ て いる 啓示 (黙示 ) 録 が あ 


る の に も か か わら ず 、 イ スラ エル の 預言 者 達 が 全員 、 従 っ た トー ラー の こと と 。 
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186. “すべて の 生命 は 死 を 味わう べ 
し 。 両 し て 、 お 前 達 は ヶ 復活 の 日 に 
お いて その 報酬 を 存 分 に 与え られ る 
べし 。 さ れ ぼ ば 、 業 火 か ら 遠 ざけ ら 
れ 、 楽 園 に 入ら し め た る 者 は 確か に 
成功 せり 。 面 し て 、 現 世 の 生活 は 、 
た だ 錯覚 の 歓楽 に 外 な ら ず "%。 
187.* お 前 達 は 必ず 己 が 富 や 己 が 
生命 に 依っ て 試さ れる べし 93。 ま た 
お 前 達 は 、 お 前 達 以 前 に 経典 を 授け 
られ た る 人 々 や 、 多 神 教徒 た る 者 ど 
も か ら 多 く の よ か ら ぬ こと を 聞か 
ん 。 さ れ ど 、 も し お 前 達 が 忍耐 し 、 
異 散 す る な ば 、 そ は 本 当 に 崇高 な 決 
意 な り 。 

188. 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 経典 を 授け 
られ し 人 に 、「 お 前 達 之 を 人 々 に 周 
説 し 、 之 を 隠す な か れ 」 と 約束 を 取 
り し 時 "(を 思い 起 せ )。 さ れ ど * 彼 等 
は 之 を その 背後 に 投げ 捨て 、 わ ず か な 


ンー > で ラン し ュー ント アッ ラン っ 

CAIS TR 
る 8 ょ ラッ イン 内 と 
Cs 51384 9 しょ los 
RA 


@ っ 5323 を ENC 


グ we 


A i BIT 1 


21:36: 29:58. 4:174: 35:31; 39:36. C2:156; 8:29; 64:16. 15:83. 62:102. 


2 死 と は 自然 の 中 で 最も 確実 で ある 現象 な の に 、 人 々 は 死に 対し て 、 全 く 無 視 する 
か 非常 に 冷淡 な 態度 を と っ て いる 。 こ こ で は 俗 世間 の 生活 を 、 表 面 は 甘く 魅力 的 に 
みえ て も 、 一 是 人 が その 喜び と 利益 を 求め る こと に 執着 し だ す と 、 に が く 人 を あざ 


お くも の で ある た め 、 


幻影 で あり 虚無 で ある と 言っ て いる 。 


293 試練 と 試行 に は 四 重 の 目的 が ある 。(1) そ れ ら に より 、 心 か ら の 確固たる 信仰 を 持 
つ 熱 心 な 信者 と 、 た め ら っ た り 信 仰 が 薄かっ た りす る 者 と が 識別 され る 。(②) 信 仰 に 
熱心 な 者 に と っ て は 精神 的 発展 の 手段 と な る 。(3) 試 績 を か いく ぐる 者 は 、 そ の 際 に 
自分 自身 の 信仰 の 強 さ 或 い は 弱 さ を 知り 、 そ れ に より 自ら の 行為 を 正す こと が 可能 
に な る 。 (③④ 試練 は それ に 価 す る 者 に と っ て は 、 報 酬 へ の 資格 を 確立 し て くれ る も の 


と な る 。 


” ここ で 述べ られ て いる の は 、 何 ら 特 定 の 


契約 の こと で は な く 、 全 て の 預言 者 の 信 


奉 者 が 負う 、 自 分 達 は 神 の 伝 詩 を 説き ひろ め 、 そ れ に か な う よ う 生 きる と いう 一 般 


的 な 契約 の こと で ある 。 
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代償 で 之 を 売れ り 。 さ れ ば 、 彼 等 の 取 
り 引 き は 何と 悪し き な る こと か な ! 
189. 4 己 が な し た る こと を 喜び 、 ま 
た な さ ざ り し こと で 賞 讃 さ れる こと 
CN 彼 等 
責 苦 を 逃れ られ 得る "と 思う な か 
a 彼 等 に は 痛ま し い 責 苦 あ 
らん 。 
NN i 
ッ ラ ー の 所 有 な り 。 され ば 、 ア ッ ラ 
ー は 全て の こと に 全能 に ま Re 
ご 十 融 

191.“ げ に 諸 天 と 大 地 の 創造 、 ま た 
信 と 夜 の 交替 の 中 に は 思慮 ある 人 々 
へ の 神 兆 あ り 4。 


192. 9 か か る 者 た ち は 、 立 っ て も 、 
邊 っ て も 、 ま た 横 に な っ て も 、 ア ッ 
ラー を 念じ 、 諸 天 と 大 地 の 創 造 に つ 
いて 思案 す 。 (そし て 云う )「 我 等 の 
主 よ 、 液 は これ を “ 徒 に 創造 し た る 
に 非 ず < 当 至 聖者 な り 、 さ れ ば 我 
等 を 業火 の 貴 苦 か ら 讃 り 給 え 。 


ン ALe-*hnran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 章 
(0323 OU 
gs が <35Y 


i っ # 


人 0 5 に SGSS っ ーー レン ラテ 9 に つう EA >o 5 
ゃ タイ) ダン ピン る 
SE ES 


ITE YS 
IND ES 3 
4 

と タッ る ター ラン ロン 
で ⑤ Az の 


つの Y っ まう 、 旧 ご 30! 


か あい し こ 3 り は 15 
SY 
1 EE TR 


AU E03 RS ta うっ 
“VLA ESE Yl 


Tt 4 lets 


61:3-4. 15:18-19,121; 24:43; 42:350. 12:165; 3:28; 45:4-6. 4:104; 10:13; 39:10; 62:11. 238:28. 


“や マフ ァ ー ザ と は 、 安 心 な 場所 、 状 態 、 
の 手段 を 意味 する (Aqrab より )。 


ある い は 避難 場所 、 状 態 : 


成功 そし て 繁栄 


546 譜 天 と 大 地 の 創 造 と 昼夜 の 入れ か わり に 潜在 する 教訓 は 、 人 に 精神 的 な 面 と 世俗 


的 な 面 と の 発展 を E 
と 苦し み の 期間 の 後に 、 


S47 さと な 


隔 に 創造 され た の で あり 、 も し 公明 正大 に 行動 すれ ば 、 
陽光 と 幸せ が や っ て くる と いう 


暗 や み 
こと で ある 。 


前 分 で 暗 忠 の 施さ れ て いる 偉大 な る 秩序 は 当然 な が ら は っ きり と し た 目的 な し に 


存在 する こと は な い の で ある 。 
の 人 間 自 身 の 創造 


に は 偉大 な 目的 が な く て は な ら な い 。 


全 宇 宙 が 人 間 の た め に 創造 され て いる の だ か ら 、 そ 


人 が 宇宙 創造 の 物理 的 現象 
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三 童 アー リ ・ イ ムラ ー ン Ale-*Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 四 巻 


193. 等 の 主 よ 、 汐 が 業 火 の 中 に 入 SS 
らし むる 者 あら ば 、 溢 必ず 役 を 辱 し 

め 給え り 。 訂 し て 不義 な す 者 ども に 。 2L35eGoU じ 325: 
は 如何 な る 佑 助 者 も な か る べし 。 

194. 我 等 の 主 よ 、 げ に 我 等 は 、『 液 kW eC 
NUM 


1 
a 


GE GR EE 2 
呼び 掛け を 聴き た れ ば 、 我 等 信じ た し D3s GD 6 yl 
り 。 我 等 の 主 よ 、 i hE Et 

PS ln i yn PS 
罪 9 を 散 し 、 我 等 の 諸悪 を 我 等 か ら 6 に 
取り 除き 給え 。 面 し て 我 等 を 正義 者 SB 


と し て 死な し め 給 え 。 

195. また 我 等 の 主 よ 、 汐 の 合 徒 た ち そう EE EE 
を 通し て 汐 が 我 等 に 約束 せ し も の を レレ コレ ュ レー ンコ 
下 等 に 与え 給え 。 面 し て 、 復活 の 日 eS ママ ゴブ | 3 72 
に お いて 、 RN ENT SCL 
げに 汽 は 約束 を 違わ ず 」 。 に 
196. され ば 彼 等 の 主 は 、 彼 等 の 祈り と 23 に る うっ > る と WME 
に 応え り 、「? わ し は お 前 達 の うち 男 。 8 の 
で も 女 で も 、 働 き 者 の その 他 き を 空 を りう 5304 っ 字 づ UsE OS 
し くせ ざる べし 。 お 前 達 は お 互い 同 っ < < っ 笑っ ca を る 
上 な り 9?。 さ れ ば 、 移住 し た る OG ga 2 : 


a4:125; 16:98; 20:113. bh16:42; 22:59, 60. 


中 に 存在 する 精神 上 の 暗示 や 、 宇 宙 に あま ね く ゆ きわ た っ て いる 完全 な る 秩序 に 思 
い を めぐ ら す と き 、 人 は 神 の 偉大 な 、 鬼 智 に 深く 印象 づけ られ 、 選 の 最も 奥深 い 底 
か ら 、「 我 等 の 主 よ 、 液 は これ を 徒 に 創造 し た る に 非 ず 」 と の 叫び が 湧き 起 る の で 
ある 。 

48 ズ ヌ ー ブ と は 、 一 般 的 に は 生ま れ な が ら の 人 間 の 持つ 弱 ぐ さ 、 あ り ふ れ た 過ち 、 そ 
し て 怠慢 を 示す が 、 神 聖 な 光 が し っ か り と 届か な い 暗 い 心 の 奥 を 象徴 し て いる の か 
も し れ な い 。 そ の 一 方 、 サ ッ イ アー ト と は 、 比 較 的 強い 言葉 で ある が 、 我 々 の 視界 
か ら 太 陽 の 光 を 隠す 暗黒 星雲 を 示し て いる の か も し れ な い 。2:82 節 及 び 3:17 節 も 参 
昭 の こと 。 

9 当 章 で は キリ スト 教 の 教義 や 理想 、 そ し て その 生活 様式 を 語っ て お り 、 キ リス ト 
教 教会 は そう で は な いと 主張 し て いる に も か か わら ず 、 キ リス ト 教 で は 女性 の 地位 
が 男性 の 地位 に 比 し 完全 に 下位 で ある た め 、 教 会 内 部 の 女性 の 地位 の 内 容 も それ に 


237 


四 伏 アー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e-*hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 三 章 
RENRNRRNONSGRHHKSHROHRGRNRNGHRORIROONHRRHRGONRRRHGRHROMESHRRHOHRRNRRHORRNNSRNRRRGRAOHRGHHRRERHNRRRRRHRIRRRRRRHNRNGRRNGRHRNEDRRBGNRKGHBRNRRHHRRIRGRHRRSSHHRRRNRROENRNRGHRHRRGEORRHHARRRSRSRRSRRRR 


ブン 


人 々 、 己 の 家 卿 を 追わ れ 、 わ し の 道 、 き 13 引 5. ょ sy、 り 2 人 え 15 
に か け て 迫害 され 、 面 し て 著 戦 し 捉 る の 3 ポリ 
れ た る 人 々 あら ば 、 わ し は 彼 等 より 0 2 は 生 =Y CS31ES 3 
その 諸 罪 を 取り 除き 、“ そ の 下 に 河川 ラン 
流れ る 楽園 に 彼 等 を 入ら し めん 。( こ 用 > うさ う ょ の 

は ) ア ッ ラ ー よ り の 報奨 な り 。 げ に 最 : CS つり は | GE 
も 素 晴 ら し き 報 奨 は 、 ア ッ ラ ー の 2 マブ の 2 


件 許 に あり 」。 ot PRG 
197. 不信 せ し 者 ども が 曲 に 周 歩 9 うく マ 3 拓 ご あて W 守 Y 
する こと は 、 溢 歌 か れる こと な か 0 
れ 550 Ep 


198. ( そ は ) し ば し の 歓楽 な り し 然 2 に 8 
る 後 、 地 獄 が 彼 等 の 住居 な り 。 さ の 
れ ば 、 な ん と 束 し き な る 安息 所 な OD 
る か な ! 

199. され ど そ の 主 を 胃 れ 前 う 人 々 あ 
ら ば 、 彼 等 に は その 下 に 河川 流れ る 楽 、 . A 

園 あり 。 彼 等 その 中 に 永久 に 住ま ん 。 SC > SS 

( こ は ) ア ッ ラ ー より の 歓待 な り 2。 PO ラン NN 
両 し て 、 ア ッ ラ ー の 御 許 に ある も の 0 2 
は 、 正 義 者 た ちの た め に は 最良 な り 。 E SN I 


2:26 を 参照 40:5. 


準ずる 結果 と な っ て いる 。「 お 前 達 は お 互い 同士 な り 」 と いう 言葉 は 、 男 女 両 方 の 
地位 の 内 容 を 強調 する た め の も の で ある 。 

9 型 預言 者 の 時 代 に あて は まる だ け で な く 、 当 人 節 は 、 現 在 の 、 目 が くら む お 程 の 生活 
の あら ゆる 面 に 於 ける キリ スト 教 国家 の 物質 的 繁栄 に も あて は まる 。 そ し て イス ラ 
ム 教 徒 に は 、 一 時 の うつ ろう 発展 の ま ば ゆ さ に 、 だ まさ れ た り 、 心 が 弱く な っ た り 
せ ぬ よう 、 警 告 が な され て いる 。 
や キリ スト 教 国家 の 繁栄 は 一 時 的 な も の に すぎ ず 、 当 節 で は 、 実 際 も う 始 まり か け 
て お り 、 更 に 彼 等 に 与え られ る で あろ う 、 恐 し い 懲 罰 が ほ の め か さ れ て いる 。 

2 彼 は 降り た 、 役 は 泊まっ た 、 あ る い は 役 は ある 場所 に 定住 し た と いう 意味 の ナ ザ 
ラ の 名 詞 基 本 形 で ある ヌ ズ ル は 、(①⑪ 客 が 泊まる 場所 、(2② 客 の た め に 準備 され た 食べ 
物 を 表す (Lane より )。 
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ーー 


ー リ ・ イ ムラ ー ン Al-e- Hmran( イ ムラ ー ン 家 ) 


200. また “経典 の 人 々 の 中 に は 、 ア 
ッ ラ ー 並 びに 、 お 前 達 に 降 さ れ た る 
も の 旦 つ 、 彼 等 自身 に 降 さ れ た る も 
の を 、 ア ッ ラ ー に 謙虚 に 仕 を な が 
ら 、 信 ずる 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー 
の 神 兆 を わずか な 代償 で 売り 渡さ 
ず 。 こ れ 等 の 人 々 に は 彼 等 の 主 の 御 
許 で その 報奨 あら ん 。 げ に アッ ラー 
は 、 清 算 に 迅速 な り W。 
201. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 忍 耐 強く 
あれ 。 互 い に 忍 耐 た らし め よ 。 面 し 
て ? 護 り を 固め よ "W。 商 し て 、 ア ッ 
ー を 異 れ 碑 え 、 お 前 達成 功 せ ん が 
た め に 558. 


EIS ES 


OHI SIS 
EL OEY A rs 


i か っ の 人 る UL 
に GOESMPIE 
1 時 イラ 33 


3:111.28:61. 


* 不信 者 に 対し て 、「 ア ッ ラ ー は 、 
神 は 判断 を 下 し 懲罰 を 与え る の が 早 
決着 を つけ 、 報 酬 を 与え られ る の が 早 


554 ラ 


を 配る と いう 意味 が ある (Lane より )。 


や 当 節 で 述べ られ て いる 成功 に 必要 な 五 項目 は 以下 の 通り で ある 。(⑪ 忍 


清算 に 迅速 な り 」 と いう 表現 が 使わ れる 場合 は 、 
せい と の 意味 で あり 、 信 者 に 対し て 使わ れる 場合 は 、 
いと の 意味 で ある 。 
ー ビ ト ゥ ー と は 、 た ゆま ず に 自ら の 敵 と 戦い 続け る 、 
く りつ ける 、 自ら の 宗教 の 責務 に 絶え ず 、 そ し て 熱心 に 打ち 込む 、 


待機 し て 、 馬 を 国境 に く 
祈り の 時 間 に 気 


耐力 と 心 の 


ゆる ぎ な さ を 匂 練 す る 、(⑫) 敵 より も 、 よ り 忍 出 強 く 確 固 た る 信念 を 持つ 、Q⑬) 自 分 の 


所 層 す る 社会 と 宗教 に た ゆ 
に 備え る た め 、 常 時 
と 。 リ バー ト と は 、 ま た 介 
心 の 内 な る 敵 と 外 な る 敵 の 両方 と 
と いう こと で ある 。 


みな く 勤 勉 に 奉仕 する 、 
上 心 深 く 見 張り を 置い て お く こ と 、 
財 の 心 の こと を 意味 し て お り 、 
に いつ で も 戦え る 状態 に 


(4d) 辺境 地 に 、 攻 撃 と 防 勿 の 両方 
5) 公 明正 大 な 生活 を 送る こ 
信仰 を 持つ 者 は 、 常 に 、 

し て いな けれ ば な ら な い 、 


四 草 
ア ン ニ サーAn-Nisa*( 女 ) 
メデ ィ ナ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 攻 は 、 ア ン ニ サー( 女 ) と いう 題名 で ある 。 何故 な ら ば 、 主 に 女性 の 権 
利 と 責任 、 ま た 彼女 た ちの 社会 に お ける 地位 や 身分 を 扱っ て いる か ら で あ る 。 
当 章 は ウフ ド の 戦い の 後 、 居 都 し て か ら 三 年 目 か 四 年 目 の 間 に 啓示 され た 。 
その 戦い の 後に 、 沢 山 の 孤児 や 未亡人 が 出現 し 、 従 っ て 、 当 章 は その 問題 を 
主 に 論じ て いる 。 ム スリ ム や 欧米 の 研究 者 た ち は 、 こ の 点 に 関し て は 、 同 一 
見 解 で ある 。 然 し な が ら 、 ド イツ の 有名 な 東洋 学者 ノル デ ケ は 、 当 章 の いく 
つか の 和 侵 は 、 メ ッ カ で 啓示 され た と 考え て いる 。 何故 な ら ば 、 彼 に 依 れ ば 、 
それ ら の 人 節 で 、 ユ ダ ヤ 人 達 を 友好 的 と 見 な し て いて 、 ム スリ ム と まだ 衝突 し 
て な いか ら で あ る 。 一 方 ウェ リー(Wherry) は 、 第 134 人 節 に お ける 「 人 々 よ 」 
と いう 言葉 は 、 こ の 節 は 少な く と も メッ カ で 啓示 され た も の だ と し て いる 。 
何故 な ら ば 、 こ の 話し か け の 形式 は 、 メ ッ カ 啓示 に 於 いて も っ ぱら 使用 され 
た か ら で あ る 。 然し な が ら 、 す べ て の 証言 に も か か わら ず 、 一 定 の 節 に 於 い 
て 「 人 々 よ 」 と いう 表現 が 使わ れ た か ら と 言っ て 、 当 童 は 必ず メッ カ 時 代 で 
な けれ ば な ら な いと 言う こと は 単なる 所 説 で ある 。 実際は 、 メ ッ カ に 於 ける 
信者 数 は 非常 に 少な く 、 は っ きり と 独立 し た 共同 体 に 結合 され て いな か っ た 
か ら 、 シ ャ リー ア の ほん の わずか な 搾 が 啓示 され 、 メ ッ カ の 人 々 、 つ まり 信 
者 た ちと 不信 者 た ち は 「 人 々 よ 」 と いう 言葉 に よっ て 、 一 緒 に 話し か けら れ 
た の で ある 。 然 し な が ら 、 聖 預言 者 が メデ ィ ナ へ 移住 し た 後 は 、 シ ャ リー ア 
の 沢山 の 探 が 早々 と 啓示 され 、 不 信者 た ちと 別れ て 、 卓 越し た 信者 た ちの 組 
織 化 され た 共同 体 に 到 る よう に な っ た 。 彼 等 は 「 溢 等 、 信 ずる も の よ 」 と 呼 
び か けら れ た 。 然し な が ら 、 信 者 と 不信 者 た ち 両 方 に 普遍 的 に 呼び か ける 場 
合 は 「 人 々 よ 」 と いう 言葉 が 適用 され て いる 。 

当 章 と 前 章 の 関係 は 、 前 章 で 扱わ れ た 主題 の - つ は 、 ウ フ ド の 戦い で あ 
る が 、 当 章 は その 戦い が も た らし 幾多 の 問題 を 処理 する と いう こと に 於 ける 事 
実に 在 る 。 当 章 は また 、 ウ フ ド の 戦い の 後 、 イ スラ ム は この 地 で 大 な る 支配 力 
を 得る こと を 見 て 、 そ の 撲滅 の た め に 、 あ ら ゆ る 手段 と 全力 を 尽く し て いる メ 
ディ ナ の ユダ ヤ 人 た ちと 偽善 者 た ちの 悪巧み と 陰謀 に も 光 を 注い で いる 。 当 章 
は 又 、 あ る 意味 で は 、 前 草 の 主題 の 延長 を 構成 し 、 キ リス ト の 購 罪 の 教義 を 
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くつ が え し 、 イ エス は 十字 刈 の 上 で 死な な か っ た こと を 立証 し て いる 。 
主題 の 概要 

アー リ ・ イ ムラ ー ン 章 が 扱っ て いる 如く 、 キ リス ト 教 の 根本 的 教義 も ま 
た 、 当 章 の 主 な 論旨 の 一 つ を 構成 する の で ある 。 然し 、 当 章 の 広い 紙面 が 、 
後世 に お ける キリ スト 教 の 発達 と 支配 の 特別 な 論 及 を 用 いて 、 二 つの 宗教 、 
つま り イ スラ ム と キリ スト 教 の 詳細 な 教え の 比較 に 割り 当て て いる 。 後 世に 
お ける キリ スト 教徒 の 閉 述 家 並 び に 雄弁 家 た ち は 、 イ スラ ム は 女性 を 男性 よ 
り は る か に 低い 身分 を 与え 、 そ の 地位 を 下げ て いる と 声高 に 明言 し 宣言 する 
で あろ うと いう こと に よっ て 、 当 章 の 大 部 分 は 、 そ の 女性 に つい て の 問題 に 
費やし て いる 。 そ し て この 点 に 好奇 の 目 を 通し 、 女 性 に つい て の 聖 ク ルアー 
ン の 教え 、 及 び 婦 人 に つい て は イス ラム の 指導 が キリ スト 教 よ り 遥 か に 勝っ 
て いる と いう 事実 を 立証 し て いる 。 又 、 孤 児 の 問題 も 女性 の 間 題 と 親密 に 関 
連 し て いる か ら 、 そ れ に つい て も 当 章 に お いて 特別 な 言及 が な され て いる 。 
それ は 彼 等 の 権益 と 女性 の 権利 を 保護 する 最初 の 調 示 で ある 。 女 性 は 正当 に 
資格 の ある すべ て の 権利 、 特 に 遺産 相続 の 権利 が 与え られ た ば か りか 、 そ の 


の 論題 は 、 偽 普 行 為 で ある 。 後 世に 於 いて キリ スト 教 は 、 世 界 中 に 知れ 互 っ 
た 卓越 さ を 獲得 し 、 沢 山 の ム スリ ム 達 は キリ スト 教 政府 の 許 に 生活 する で あ 
ろう と いう こと が あっ た か ら 、 キ リス ト 教 徒 支 配 者 に よっ て 、 そ の 服従 の 結 
果 と し て 、 ま た イス ラム 非難 の キリ スト 教徒 の 恐怖 が 彼 等 自信 の 信仰 に 対し 
て 偽善 的 な 態度 を 採る 恐れ が あっ た 。 従 っ て 、 当 章 に お いて 女性 達 の 問題 と 
一 緒 に 偽善 行為 の 問題 も 取り 扱わ され て いる 。 そ し て 、 偽 善 者 は 道徳 的 に も 
精神 的 に も 沈没 出来 る 深み に も 光 が 注 が れ て いる 。 偽善 者 た ち は 、 彼 等 の 創 
造 者 より 人 間 を 怖 れ る で あろ うか ら 、 恥 と 屈辱 が 彼 等 を 捕まえ る で あろ うと 
警告 され て いる 。 当 章 の 終り で 、 キ リス ト の 礁 の 主題 に 灯火 を 付け て いる 。 
そし て 、 キ リス ト の 十字 架 の 上 で の 死 は 全く 間違い で あり 根拠 の な いこ と で 
ある こと を 力強く 説得 力 を 持っ て 立証 され て いる 。 普通 の 人 間 と 同様 、 キ リ 
スト の 死 は 自然 の 死 で ちあ っ た 。 そ し て 、 こ の 間違っ た 信仰 は 、 歴 史 が 証明 す 
る 事実 に よっ て 、 否 定 さ れ 、 福 音 書 で さえ その こと に つい て は 支持 し な い 。 
イエ ス に は 精神 的 な 相続 者 が いな か っ た た め 、 預 言 者 の 身分 は 、 イ スラ エル 
家 か ら イ シマ エル 家 へ 移さ れ た と いう 意味 に お いて は カラ ー ラ (Kalalah= 上 直系 
相続 者 を 遺 さ ず 死亡 せる 者 ) で あっ た と いう こと に 注意 を 惹く た め に 、 当 章 
は 簡単 に カラ ー ラ (Kalalah) の 主題 を 再び 述べ て 終わ ら せ て いる 。 
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四谷 四 章 


アン ニ サ ーAn-Nis&*( 女 ) 
節 数 177、 メ ディ ナ 啓 示 
16 " 慈 起 深 く 、 恵み 記 く ア ッ ラ ー の ON 
御名 に お いて 。 


2. 波 等 人 々 よ 、 6 お 前 達 を 一 個 の * ぐ る 03555 3 っ は 1 IKU 
生命 *% か ら 創造 せ し “お 前 達 の 主 を a 
良 れ 散 え 。 ま た 彼 は 同一 より その 配 < の SS 3 


個 者 を 創造 し ツ 、 そ の 両 名 より 多 シリ リン ユン シン 

く の 男女 を 殖やし 広め た り 。 お 前 達 し 3 3 ES 

その 御名 に よっ て 互 に 請 い 求め る ア ep Tt Pt | 82 
1 > 


ッ ラ ー を 異 れ 碑 え 。 そ し て また 血族 
CR 33:7 1 59:19. ©7:190; 16:73; 30:22; 39:7. 


S856 [一個 の 生命 」 の 意味 する も の は 、(① ア ダム ②) 男 と 女 を 一 体 と みな し た 意 。 こ れ 
、 二 者 が 共に 一 つの 業 を 行う 時 、 二 体 は 一 体 と し て 語ら れる か ら で あ る 。 (3③) 男 と 
i - 人 の 人 間 で ある 男 の 種 か ら 創 られ 、 
同様 に 一 人 の 人 間 で ある 女 か ら 生ま れる と いう 意味 に お いて 、 人 間 は 「 一個 の 生 
命 」 か ら 創 られ た 、 と 言え る か ら で あ る 。 
この 言葉 は 、 女 が 男 の 肉体 か ら 造 られ た と 言っ て いる の で は な く 、 女 も 男 と 同じ 
種 に 届 す る も の で あり 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 同じ 傾向 を 持っ て いる と 言っ て い 
る の で ある 。 イ ブ が 、 ア ダム の 助 崩 か ら 造 られ た と いう 考え は 、 了 型 預言 者 の 言葉 か 
ら 出 て きた よう で ある 。 聖 聞 言 者 の 言葉 と は 「 女 達 は 助 骨 か ら 造 られ た 。 それ 故 、 
確か に 助 骨 の 最も 曲がっ て いる 部 2 けが 最高 の 部 分 な の で ある 。 も し 、 そ こ を 自分 で 
真っ 直ぐ に 伸ばそ うと すれ ば 、 折 れ て し まう だ ろう 」 と いう も の で ある ( ブ ハ ー リ ー、 
ニカ ー フ 書 よ り )。 この 聖 預 昔 者 の 斉 葉 は 、 比 盟 的 に 用 いら れ て いる 。 な ぜ な ら 、 こ 
こ で は イブ の 名 を あげ る こと な く 、 す べ て 女 と いう も の に つい て 述べ られ て いる か 
ら で あ る 。 そ し て すべ て の 女 が 助 骨 か ら 造 られ た わけ で は な いこ と は 明白 だ か ら で 
ある 。 上 記 に 示さ れ た “Dil'( 助 骨 ) と いう 計 葉 は 確か に 曲がっ た 作法 を 指摘 し て いる 。 
その 言葉 は それ 自身 「 金 曲 」 を 意味 する (ビハール ー と ム ヒ ー ト より )。 事実 それ は 確 
か に 、 女 性 の 特質 に 言及 し て いる 。 即 ち 、 彼 女 の 不満 の 態度 や 尋 態 、 こ の 克 曲 は 最 
高 の も の 、 ま た は 彼女 の 性 格 で 最善 の 特徴 と し て (ハデ ィ ー ス の 中 で 預言 者 が ) 述 べら 
れ た 。 彼 女 の 真 の 怒り の 表情 か ら 、 彼 等 ( 男 達 ) が 女性 の 側 に 怒り の 態度 を 示し 、 そ の 
理由 で 彼女 に 厳し い 処 遇 を な す と 、 彼 女 の 性 格 の 最も 叔 力 的 で 愛 婚 の ある 一 面 を 損 
ね て し まう 、 と 。 
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関係 の 絆 を (尊重 せよ "< げに アッ OCS IE EWE 
ラー は お 前 達 を 監視 し 給 う 。 


3. され ば 、“ 孤 児 等 に その 富 を 与え 13 とお V3 る 324 大 3 < 

し か * を a Pa 9 
よ 。 曽 し て 良き も の を 悪し きも の と > 上 2 0 = ” 
交換 する な か れ 。 ま た 、 彼 等 の 富 を る loa 3S CY 
お 前 達 の 富 に 併せ て お むさ ぼり 食う な レ テ 天 レ ン LH ン ee 中 っ ン ライ 
か れ 。 げ に そ は 大 罪 な り 592。 995) つう 29 
4. も し お 前 達 撤 児 等 を 公正 に 扱い 0 2 ピ 38Nf 2 5 、| < 

00 YL 5 
得 ざ る 恐れ ある な ら ば 、 お 前 達人 良し 0 1 
と 思う 女 を 上 息 る が よい 、 二 人 な り 、 (RO SCE SS 
三 人 な り 、 四 人 な り “9%。 さ れ ど 、 


4:]1,128; 6:133: 17:33. 


88 当 節 は 「 神 へ の 異 散 」 と 「 親 族 の 絆 の 尊重 」 を 並列 に 置い て いる 。 こ うし て , 親 
族 を 大 事 に する こと の 重要 性 を 強調 し て いる 。 親族 と の 関係 は 、 聖 クル アー ン も 大 
い に 強 調 し て いる と ころ で ある 。 聖 預言 者 は 、 結 婚 式 の 説教 に は 、 相 手 に 対す る 義 
務 を 双方 に 思い 起こ させ る た め に 、 当 節 を 引用 する の で あっ た 。 

S59 前 館 で 、 神 の 二 つ の 恩恵 、 即 ち ー つ の 魂 か ら 多く の 男 と 女 を 生み 殖やし た こと 、 
親族 の 絆 を 強く する こと に より 滅亡 し な いよ う 保護 し て くれ る こと の 二 つ を 語っ た 
後に 、 聖 クル アー ン は 更に 孤児 の 権利 と 利益 を 保護 する こと に より 、 子 孫 を 守る 必 
要 性 を 強調 し て いる 。 

29 当 節 は 、 あ る 特定 の 状況 の も と で 、 一 夫 多妻 を 許し て いる 点 で 重要 で ある 。 イ ス 
ラム 教 は 、 一 人 の 男 が 妻 を 一 度 に 四 人 まで 持つ こと を 許し て いる 。( そ うす る よう 指 
示し た り 、 奨 励 し て いる の で は 決し て な い )。 こ れ は 、 孤 児 に 関し て 許さ れ て いる の 
で ある か ら 、 社 会 の 中 で 無視 され て いる 階層 を どう する か と いう 間 題 に まず その 源 
が ある と 理解 すべ き で ある 。 状況 に よっ て は 、 特 に 女 捕虜 や 、 他 の 普通 の 女性 と 結 
婚 す る こと に よっ て の み 、 了 孤児 の 利益 が 守ら れる 場合 も ある の だ 。 当 人 節 で は 、 一 夫 
表 を 孤児 の 問題 と の 関連 で 語っ て いる が 、 こ れ が 、 社 会 的 、 道 徳 的 な 悪 に 対し 必 
要 な 処方 と な りう る 場合 も 起こ っ て くる で あろ う 。 も し 、 結 婚 そ の も の の 目的 の み 
を 考え て も 、 こ うし た こと が 許さ れる の は 正当 で ある ば か り で な く 、 時 に は 望ま し 
いこ と で あり 、 必 要 で さえ ある と 思わ れる 。 そ れ ど ころ か 、 こ うし た 場合 、… 夫 多 
婦 を 拒否 し て し まう と 、 個 人 や 社会 の 最良 の 利益 に 本 当 に 反する こと に な る か も し 
れ な い 。 聖 クル アー ン に よれ ば 、 結 婚 の 目的 は 四 つ あ る と いう 。 即 ち 、(①) 肉 体 的 、 
道徳 的 、 精 神 的 幣 害 の 防御 (23:188; 4:25)② 心 の 平和 と 愛す る 相手 が いる と いう こと の 
大 切 さ 、(30:22)③) 子 供 を 生 お こと 、 そ し て (④ 親 族 の 輪 を 広げ る こと 、(4:2) で ある 。 さ 
て 、 妻 が 一 人 の 場合 、 上 に 述べ た 結婚 の 四 つ の 目的 の うち 、-ー つ ある い は 四 つ 共 果 た 
され な いこ と も 時 々 ある 。 た と えば 、 表 が 不治の病 や 伝染 病 に か か っ た 場合 、 も し 
喜 が 一 人 で あれ ば 、 結 婚 の 目的 は 確か に 打ち 砕 か れ て し まう 。 実 際 、 そ の 和男 に は 、 
も う 一 つ 合 法 的 な 結婚 を する か 、 倫 情 に 負け 不道徳 な 生活 を 送る 以外 、 残 され た 道 
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4 お 前 達 も し 公平 に 扱い 得 ざ る こと RNNS 1 8M “叶う 3 s ぼっ 
を 恐 れ な ば 、 た だ 一 人 の 女 か 、 或 い - 2 


9:130. 


は な い の で ある 。 そ し て 、 病 を 類 う 妻 は 、 良 き 伴 條 で は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 、 彼 
女 が いか に 心 に 懸け 同情 する に 値 し よう と も 、 彼 女 と 一 緒 の 生活 は 、 夫 に 、 あ ら ゆ 
る 点 に お いて 心 の 平和 を 与え る こと は で き な い か ら で あ る 。 同様 に 、 も し 姜 が 産ま 
ず 女 で あっ た 場合 に は 、 自 分 の 後 を 継ぎ 、 自 分 の 名 を 受け 継い で いく 子孫 を 欲す る 
夫 の 自然 で 全く 正当 な 願望 は 、 一 夫 多 表 制 な くし て は か な えら れ な い 。 イ スラ ム 教 
が 、 複 数 の 婚 如 関 係 を 許し て いる の は 、 こ うし た 事情 に 対処 する た め な の で ある 。 
し か し 、 上 の どの 場合 で も 、 も し 夫 が 最初 の 表 と 離婚 する と すれ ば 、 そ れ は 彼 の 恥 
じ で あり 不 名 准 と な る の で ある 。 実際 の と ころ 、 一 夫 多 姜 制 の 目的 は 、 あ る 程度 、 
一 夫 一 妻 制 の 目的 と 同じ で ある 。 一夫 一 妻 の 結婚 の 目的 の うち の 一 つ 、 あ る い は す 
べ て が 満た され な い 時 に の み 初 め て 一 夫 多妻 が 必要 と な る の で ある 。 し か し 、 時 に 
は 、 男 が 一 人 の 妻 を 本 当 に 愛し 、 そ れ で 結婚 の 目的 が 十分 満た され て いる 場合 で も 、 
も う 一 人 ある い は それ 以上 の 雪 を 持つ こと が 必要 と な る よう な 理由 が 他 に ある の だ 。 
その 理由 と は 、(1) 父 の な い 押 児 の 底 護 、(2) ま だ 年 若く し て 未亡人 に な っ て し まっ た 女 に 
再婚 の 道 を 開く こと 、(3⑬) 家 族 、 社 会 の 中 で 少な く な っ て し まっ た 男 を 補う こと 、 で あ 
る 。 と ここ に 述べ られ て いる 節 か ら 、 一 夫 多 妻 制 は 、 特 に 、 何 の 保護 も な く 残 され た 
父 の な い 子 を 旗 護 する た め に 必要 と され て いる こと が 明白 で ある 。 こ うし た 父 の な 
い 子 の 母 は 、 あ る 男 の 底 護 の も と に いる の で あれ ば 、 彼 と 結婚 する の が よい 。 そ う 
すれ ば 、 彼 は 、 そ の 子 や 母 と 直接 に 結び つき 、 も っ と 和 密接 な 親戚 関係 と な っ て 、 結 
婚 し て いな い 了 時 より も 、 も っ と 彼 等 の 幸福 に 心 を 砕く よう に な る で あろ る ろう 、 と この 
節 は 示唆 し て いる 。 炒 亡 人 を 再婚 させ る こと (24:33) は 、 一 夫 多 妻 制 が 果たす も うー 
つの 目的 で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 聖 預言 者 の 時 代 に は 、 戦 い に 明 け く れ て いた 。 
多く の 人 が 戦争 で 倒れ 、 後 に 、 面 倒 を 見 て くれ る 近い 親族 も いな い 未 亡 人 と 父 の な 
い 子 が 残さ れ た 。 戦 争 の 必然 の 結果 で ある が 、 男 より 女 の 数 が 多く 、 ま た 、 面 倒 を 
みる 人 も な い 父 の な い 子 が 非常 に 多く な っ た こと か ら 、 イ スラ ム 社 会 を 道徳 的 腐敗 
か ら 守 る た め 、 一 夫 多 妻 制 を 奨励 する こと が 必要 と な っ た の で ある 。 こ の 前 の 二 回 
の 世界 大 戦 が イス ラム の この 便利 な 制度 を 証明 し た 。 そ れ ら は 異常 に 数 多く の 若い 
未亡人 を 後に 居 残 し た 。 実 際 、 そ れ ら の 戦争 に よっ て も た ら さ れ た 男 達 の 数 多い 損 
害 の 結果 、 西 洋 で 男性 に 対し て 女性 が 優勢 に な っ た こと に よっ て 、 現 在 の 倫理 道 
徳 が 無視 され て いる 西洋 社会 の 生命 を な め 尽く し て いる その 原因 で ある 。 一 夫 多 
婦 制 は 、 若 い 未 亡 人 を 再婚 させ る と いう 付随 的 な 理由 の 外 に 、 戦 争 勃 発 後 、 種 々 の 
面 の 衰弱 と 共に 国内 の 男 の 数 が 激減 し 、 国 の 存亡 が 危ぶま れる ほど に な る と いう 深 
な 状況 に 対処 する た め の 策 で も あっ た 。 民 族 衰 微 の 大 き な 原 因 と な る 出生 率 の 低 
下 が 生 じ た 場 合 は 、 一 夫 多 妻 制 を 取り 入れ る こと に よっ て 、 効 果 的 に 出生 率 の 低下 
を くい 止め る こと が で きる の で ある 。 一 夫 多 妻 制 は 、 誤 解 さ れ て いる よう な 性 的 欲 
情 の は け 口 で は な い 。 男 に も 女 に も 同様 に 犠牲 を 要求 し て いる の で ある 。 男 も 女 も 、 
個人 的 また 当座 の 感情 より 、 も っ と 広い 社会 的 ある い は 国家 的 利益 を 優先 させ る よ 
う 要 求 さ れ て いる 。 
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は お 前 達 の 右手 が 所 有する も の を に 283 らく < ヒレ 8 っ 1 


se こ は お 前 達 が 不 公平 を 避け る 


9 お 前 達 の 右手 が 所 有する も の 」 と いう 表現 は 、 一 般 的 に は 、 イ スラ ム 教 滅亡 を 
謀る 戦い に 参加 し て 、 イ スラ ム 教 徒 に 捕え られ 、 結 局 、 自 ら 自 分 の 自由 を 失っ て し 
まっ た 女 捕虜 、 身 代金 も 支払 われ な い 女 の 戦争 捕虜 の 意 で ある 。 こ の 言葉 は 、 聖 ク 
ルアー ン の 中 で は 「 イ バー ド や イマ ー」( 男 の 召し 使い と 女 の 召 し 使い ) と いう 言葉 よ 
り よ く 用 いら れ 、 ミ ルク ・ ヤ ミー ン ( 右 手 が 所 有する も の ) と いう 言葉 は 男女 両方 を 意 


特定 の 場合 、 こ の 言葉 が 何 を 意味 し て いる か は 、 文 脈 か ら の み 判 断 で きる の で ある 。 
「 彼 等 の 右手 が 持っ て いる 」 と いう 表現 が 、 何 を 意味 し て いる の か 、 ま た 、 こ れ が 
適用 され る 人 の 権利 や 資格 に つい て は 、 多 く の 誤 解 が 広まっ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 
明確 な 斉 葉 で 奴隷 制度 を 非難 し て いる 。 そ れ に よれ ば 、 人 間 か ら 自 由 を 奪う こと は 、 
その 人 間 が イス ラム 教 や イス ラム 教 国 を 滅亡 させ よう と する 戦い に 加わ っ て 、 自 ら 
自分 の 自由 を 和 失う こと に な る の で な けれ ば 、 そ れ は 、 道 徳 的 罪 な の で ある 。 奴隷 の 
売買 も また 重大 な 罪 で ある 。 こ の 点 に つい て イス ラム の 教え は 非常 に 明確 で あり 、 
あい まい で は な く 、 強 調 さ れ て いる も の で ある 。 それ に よれ ば 、 他 人 を 自分 の 奴 規 
に する 者 は 神 と 人 間 に 対 し て 深刻 な 罪 を 犯す ( ブ ハ ー リ ー、 キ ター ブル ・ バ イ 及 び 、 
ファ ト フ ル ・ バ ー リ ー に よっ て 引用 され た ダウ ー ド より ) 。 こ れ は 注目 に 値 す べ き 
も の で ある が 、 イ スラ ム が 出現 し た 当時 奴隷 制度 が 人 間 の 社会 制度 の 総 対 必要 な 肖 
分 で あり 、 各 国 に 数 多く の 奴隷 が 存在 し た 。 で すか ら 、 人 間 の 社会 の すべ て の 肌 理 
に 複雑 に 織り 混ぜ た 制度 を 、 そ の 道徳 的 な 風潮 を 重大 に 傷つけ ず 、 筆 の 運び 一 度 
で 、 廃 止 す る の は あり そう な こと で も な く 、 知 的 で も な か っ た 。 従っ て 、 イ スラ ム 
は それ を 徐々 に 、 し か し 有効 的 且つ 確実 な 方 法 を 以 て 廃止 し た 。 聖 クル アー ン は 、 
奴隷 制 を 速やか に 完全 廃止 する た め に 、 次 の よう な 非常 に 厳し い 規 制 を 定め て いる 。 
(①D 正 規 の 戦闘 の 後に の み 、 敵 を 捕虜 に し うる 。(2) 捕 虜 は 戦争 が 終結 し た 後 は 解放 し 
な けれ ば な ら な い 。 し か し 、③⑬ 友 好 の 証 と し て 、 あ る い は 捕虜 の 交換 に より 自由 の 
身 に すべ き で ある (47:$ 人 節 )。 し か し 、 こ れ ら の どちら の 方 法 で も 解放 さざれ な か っ た 不 
運 な 人 々 と 、 あ る い は イス ラム 教徒 の 主人 の も と に 留まる こと を 記 ん だ も の は 、 そ 
の 主人 と ムカ ー タ バ と 呼ば れる 契約 を 結ぶ こと に より 、 正 由 を 獲得 する こと が で き 
る (24:34 節 )。 さ て 、 も し ある 女 が 、 上 に 言う よう な 戦争 中 に 捕虜 と な り 、 自 由 を 奪 
われ て ミル ク ・ ヤ ミー ン と な っ た と する 。 そ し て 、 捕 虜 の 交換 で 解放 され る こと も 
な ら ず 、 政 府 の 事情 も 、 友 好 の あか し と し て 彼女 を 即 解放 する こと を 許さ ず 、 彼 女 
の 同族 も 政府 も 彼女 の た め に 身代金 を 払っ て は くれ ず 、 彼 女 も ムカ ー タ バ を 結ん で 、 
自分 の 自由 を 手 に 入れ よう と さえ し な いと する 。 そ うし て 、 彼 女 を 捕虜 と し て いる 
者 が 、 道 徳 的 理由 か ら 、 秩 序 を 守る た め 彼 女 の 事前 の 承諾 な し で 、 彼 女 と 結婚 する 
と いう こと に な る と すれ ば 、 こ の 成り 行き は 、 ど うし て 好ま し く な いも の と 言え る 
だ ろう か 。 
戦争 で 捕虜 と な っ た 女 や 、 奴 隷 の 女 と 、 結 婚 は し な いま ま 性 関係 を 持つ こと に つ 
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いて は 、 当 節 で も 聖 ク ルアー ン の 他 の どの 節 で も 認め て は いな い 。 聖 ク ルアー ン は 、 
戦争 捕虜 の 女 を 、 正 式 に 婚 和 問 関係 を 結ん で いな い 状 態 で 婦 の よう に 扱う こと を 許し 
て いな い ば か り で な く 、 こ うし た 戦争 捕虜 も 自由 な 女 と 同様 、 要 の よう な 関係 を 持 
つた め に は 、 結 婚 し な けれ ば な ら な いと 明確 に 述べ て いる 。 二 者 の 唯一 の 違い は 、 

社会 的 地位 が その 時 点 で は 異な っ て いる と いう こと で ある 。 つ まり 、 戦 争 捕虜 の 女 
の 、 結 婚 に 対す る 事前 の 承諾 は 、 自 由 な 女 の 場合 の よう に は 必要 が な いと され た の 
で ある 。 彼女 達 は 、 反 イス ラム の 戦争 に 加わ っ た こと に より 、 こ うし た 権利 は 失っ 
て し まっ て いる の で ある 。 女 捕虜 に つい て 「 右 手 が 所 有 」 し て いる と いう の は イス 
ラム 教 が 内 線 関 係 を 認め て いる と いう 見 解 と は 全く 異な っ て いる と 聖 ク ルアー ン は 
述べ て いる 。 当 節 以外 に も 少な く と も 三 つ の 節 に お いて 、 明 瞭 明白 な 言葉 で 、 戦 争 
捕 磨 の 女 は 結婚 する べき で ある と 指示 され て いる (2:222: 4:26: 24:33)。 聖 預言 者 も こ 
の 点 に つい て 非常 に 明確 に 述べ て いる 。 「 奴 隷 の 少女 を 所 有 し て いる 者 、 役 女 に 適 
切な 教育 を 与え 、 う まく 診 て あげ 、 そ れ か らち 彼女 に 自由 を 与え て 結婚 する 者 、 そ の 
者 は 一 重 に 報 わ れる 」 ( ブ ハ ー リ ー・ ア ルイ ルム 書 よ り )。 こ の 陵 預 斉 者 の 音 葉 は 、 

「 も し イス ラム 教徒 が 奴隷 の 少女 を 妻 に し た いと 思う な ら 、 彼 は まず 彼女 を 自由 の 


も 、 こ の 教え に すっ か り … 致 し て いる 。 聖 預言 著 の 半 の うち ジュ ワイ リヤ と サフ ィ 
ヤ の 二 人 は 戦争 捕虜 と し て 彼 の も と へ や っ て 来 た 。 彼女 ら は 、 聖 預言 首 の ミル ク ・ 

ミー ム で あっ た 。 し か し 、 彼 は イス ラム 教 の 法 に 従っ て 、 彼 女 ら と 結婚 し た の で 
ある 。 彼 は また 、 エ ジ プ ト 王 か ら 彼 の と ころ に 送ら れ て きた マー リヤ と も 結婚 し て 
いる 。 そ し て 、 彼 女 も 、 預 言 者 の 他 の 喜 た ちと 同様 に 、 自 由 な 雪 の 立場 を 満喫 し た 
の で ある 。 彼女 は ヴェ ー ル の 着用 を 守り 「 信 者 達 の 母 」 の 一 人 と され た 。 聖 クル ア 
ー ン は 結婚 に 彼 父 、 叔 母 の 娘 た ち に 適用 され る の と 同様 に 、「 液 ら の 右手 が 所 有 す 
る 者 」 に も 適用 され る こと を 明らか に し て いる 。 両者 共 、 結 婚 し た 後に 、 雪 と し て 
過 せ られ る べき で ある 。 先 に あげ た 三 人 の 場合 共 、 結 婚 す る こと に よっ て 聖 預 斉 者 
に 対し 正式 の も の と な っ た の で ある (33:$1)。 更に 「 そ し て 『 液 の 右手 が 所 有する 者 』 
以外 は 、 既 婚 の 女 は 、 汐 に 許さ れ て は いな い 」 (4:25) と いう 旬 は 、 前 節 と 共に 、 男 が 
どう いう 女 と 結婚 する と 違法 と な る か に つい て 語っ て お り 、 既 婚 の 女 は 、 こ うし た 
例 の 一 つ だ と いう の で ある 。 し か し 、 例 外 が 一 つ 設 け て ある 。 そ れ は 、 既 婚 で あっ 
て も 、 宗 教 戦争 で 捕虜 と な り 、 そ の 後 イ スラ ム 教 徒 の 中 に 残る こと を 選ん だ 女 は 、 
その 主人 と 結婚 で きる と いう の で ある 。 彼女 達 が 、 前 夫 の も と に 戻ら な いと 決心 し 
た こと は 、 前 の 結婚 は 無効 と な っ た と みな され た の で ある 。 

つい で な が ら 、 結 婚 が 禁止 され て いる 間柄 の 自由 な 女 の 親 族 と 同じ よう に 、 と こう 
し た 召し 使い 女 の 親 族 と は 、 結 婚 す る こと が 許さ れ て いな い 。 た と えば 、 奴 隷 で あ 
っ た 女 の 母 や 姉妹 、 娘 な ど と は 結婚 で き な い 。 さ ら に 、 そ の 当時 の 状況 を 考慮 し て 


か っ た 。 そ の 区 別 は ザウ ジュ (結婚 し た 自由 な 女 ) と ミル ク ・ ヤ ミー ン ( も と 捕 磨 で あ 
っ た が 結婚 し た 女 ) の 二 つ の 言葉 で 表現 され た 。 前 者 は 夫婦 が 平等 で あり 、 後 者 は 表 
が いく ら か 劣っ た 地位 に ある こと を 示唆 し て いる 。 し か し 、 そ れ は 一 時 的 な 面 で あ 
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rE EE 562 5 イッ メン 2 To 


5. 表し て “ 女 た ち に は その 婚 吹 80 そる SN 
を 快く 与え よ “9。 さ れ ど 、 も し 彼 。 6 


娘 た ち 自 ら その - 部 を 快く お 前 達 に 95 し お る OO こう 
返す な ら ば 、 お 前 達 詳 路 わ ず 喜 ん で TERS 
それ を 頂戴 せよ 。 SR 
6. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー が お 前 達 の た HRA EN EY 


め に 扶養 の 手段 た らし め た る お 前 達 2 4 れ 1 
の 財産 985 を 、 思 か 者 た ち に 任  k あ っ 249518 Cs 2 を J 8 


4:25-26; 60:11、 


っ た 。 聖 クル アー ン も 聖 預 言 者 も 、 捕 虜 の 女 に 、 丁 度 聖 預言 者 が 実行 し た よう に 、 
まず 完全 な 自由 と 十分 な 地位 を 与え 、 し か る 後に 結婚 すべ き で ある と 強く 勧告 し て 
また 、 イ スラ ム 教 は 通常 の 戦い で 女 を 捕虜 と する こと を 許し て は いな い 。 そ 

て 、 捕 虜 と の 結婚 が 、 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 許さ れる の は 次 の よう な 時 の み で 
5 る 時 0 SN MR 


や 女 を 捕 贈 に し て 連れ 去り 、 奴 款 と し て 扱っ た こと が あり 、 その Hf 計 は 、 イス ラム 側 
一 時 的 に 報復 を ゆる され た 。 し か し イス ラム 教 の こう し た 指示 は 、 単 な る 報復 で 
あり 、 本 来 、 一 時 的 な も の で ある 。 そ れ に は また 、 捕 虜 と な っ た 女 の 身 も ち を 守る 
Me 6 E 的 な 目的 も あっ た 。 こ うし た 状況 は 、 現 在 は 、 も は や 存在 し な い 。 現 在 
は 、 宗 教 戦争 は な く な っ て いる 。 従 っ て 、 戦 争 捕虜 が 奴隷 や 召使 と し て 扱わ れる と 
NN 


や タウ ー ル ー(ta'nln) は 、 ア ー ラ (Ala) か ちら 派生 され 、 そ の 意味 する と ころ は 、(⑪ 彼 は 
大 家族 を 有 し て いた 。(② 彼 は その 家族 を 支え て いた 。③ 彼 は 負 し か っ た 、 又 は 貧し く 
な っ た 。④⑭ 彼 は 不当 な 振る 舞い を し た 、 又 は 正道 か ら 外 れ た 、 で ある (Lane より ) 。 

563 サド ウゥ カー ト (saduqaD と は 婚 資 着 し く は 、 花 嫁 に 与え られ る 贈り 物 を 意味 する サ 
ドウ カカ (saduqah) の 複数 形 で ある (Lane より )。 

4 当 節 は 夫 と 妻 両方 の 関係 に つい て 述べ られ た も の か も し れ な い 。 後 の 事例 で それ 
は 女性 の 親族 が 自ら の 必要 を 満た す た め に 彼女 の 婚 資 を 使っ て は な ら な いこ と を 意 
味 し て いる も の だ 。 し か し て それ を 誠実 に 彼女 に 手渡 すべ き で ある 。 し か し な が ら 
その 節 で は 主 に 、 妻 が 合意 し た 婚 資 を 不服 な く 進 ん で 気持 ちよ く 支 払う こと を 義務 
付け られ た 夫 に つい て 述べ られ て いる 。 その 婚 資 を 快く 与え よ ' と いう 言葉 は また 、 
その 支払 い が 重 荷 に な ら な いよ う 、 婚 資 の 額 は 夫 の 収入 の 範囲 内 で よい こと を 示唆 し 
て いる 。 そ れ は 彼 が それ を 自発 的 に 気持 ちよ く 支 払う 立場 に ある べき だ か ら で あ る 。 
565 当 節 に お いて は 、 孤 児 の 保護 者 は 彼 等 の 財産 を 使う に 当たっ て は 、 注 意 深く 自分 
自身 の 財産 の よう に 大 切 に 扱わ ね ば な ら な いと 示唆 し て いる 。「 お 前 達 に 託し た る 
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せる な か れ 。 さ れ ば その (財産 ) の 中 GY 7805 は SU 
か ら 彼 等 に 食 を 給 し 、 衣 を 与え 、 商 

し て 優し い 言 葉 で 彼 等 に 語れ 。 


7. 府 し て 、 婚 期 に 達する まで 孤 見 散財 
た ち を 試せ よ 。 も し 彼 等 に 健全 な 判 


ダー で に 2 っ タマ 8 っ 


断 力 "" を 認め な ば 、 そ の 財産 を 伝 38838 は 2 うっ の 2 さり 、 り 5 
等 に 渡す べし 。 さ れ ど 彼 等 が 成年 に ck 
な る こと を 恐れ て “%、 急 いで 之 を の 
中 し 食う な か れ 。 面 し て 、 富 者 な ば デ OBoz9 5 っ SS は っ 5 


を 


ら ば (孤児 の 富 を 費やす こと を ) 慎 む gt ea 
べし 。 貧し き 者 な れ ば 公正 を 以 っ て 5 6 2 
を 利用 すべ し 。 また 、 彼 に その 9) 3283 SB こう Ad 
財産 を 返還 する 時 は 、 彼 等 の た め に CS dE 32 2021 
証人 を 立て よ “9。 耐 し て 、 ア ッ ラ 5 


es 


ー は 清算 者 た る に 万 全 な り 。 の ぐし ここ 
8. 男子 等 に は 、 両 及び 近親 の 盾 。 、。、 吉 2jh<12353 ご と るり < 


部 あり 。 そ し て 女子 等 に も ま 


“4:34, 


財産 」 と いう 言葉 は 、「 彼 等 の 管理 下 に ある 孤児 の 財産 」 と いう 意 で も ある 。 ま た 、 
CR NE EE 孤児 の 保護 者 の も の で あろ う 
、 財 産 す べ て の 意 で 使わ れ て いる と いう 解釈 も 可能 で ある 。 
$88 wit に お いて “孤児 "の 代わ り に “愚か 者 "と いう 言葉 を 当て た の は 、 一 般 的 な 申請 
A Es を 払う こと も で き な い よう な 者 
全て を 含ん で いる の に 対し 、 その (使用 の ) 閥 し 止め に 必要 な 理由 を 与え て いる の で あ 
る 。 当 人 節 は 、 成 人 し た 白痴 の 者 の 場合 に つい て 自身 で 運営 の で き な い 人 の 財産 の 面 
倒 を 見 る 後見 人 の よう な 制度 を 定め る 効率 的 な 手段 を 取る べき だ と 、 政 府 に 示唆 し 
て いる の か も し れ な い 。 
7 孤児 が 、 相 応 の 年 令 と な り 、 知 的 に 十分 成長 し て 自分 の 財産 を 管理 し 、 運 用 で き 
る よう に な る まで は 、 い か な る 場合 も 、 彼 等 の 財産 が 彼 等 に 任 さ れる こと は な い 。 
"98 部 節 は 、 保 護 者 た ち に 、 孤 児 が 財産 を 管理 で きる よう に な る まで に 、 孤児 た ちの 
財産 を 、 軽 は ずみ に 浪費 し て し まわ な いよ う 警 告 し て いる 。 し か し 、 も し 保護 者 が 
貧し けれ ば 、 適 当 額 を 賃金 と し て も ら う こと は 許さ れ て いる 。 そ の 額 は 彼 の 仕事 の 
量 に 比例 する 。 
59 財産 は 、 信 頼 で きる 証人 の 立ち 会 い の も と で 、 孤 児 が 大 きく な っ た と き 、 彼 に 渡 
され る べき で ある 。 
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た 、 両 親 及び 近親 の 遺産 の 一 部 あ CN 5 と つ 328YU5 
り 、 その 多少 に か か わら ず 。 定め ら メシ 1 レデ デ デ き ] 2 
れ た る 分 与 を り Po. Lo EOFN ONE 
ン ル レタ ン 
OES PS 
9. 遺産 の 分 本 に際し て 、( 分 与 を え 、 い 8821 32 3 515 
ざる ) 近 親 や 孤児 並び に 貧者 5 が そ et A ンプ? | ン 
の 場 に ある な ら ば 、 そ の 中 か ら 彼 等 つっ る あう Ok こみ で 
に も 与え 、 且 つ 優 し い 言葉 で 彼 等 に OB 3 う 2249 る 43133 3 
語れ S71A_ 
10. 古 し て 、( か か る 人 々 は ) も し 彼 る る ON 
等 が 自分 の 後に ひ 羽 な 子女 を 導 時 (を きじ 1 と 4P+ あ も CE 
な ば 、 彼 等 を し て 恐れ た で あろ LE cl 


8 SNS 
アッ ラー を 所 れ 敬い 、 正 し い 言 葉 
語る べし 0 

11. げに < 孤児 等 の 財産 を 不当 に む お 

さぼ り 食 う 者 ども あら ば 、 彼 等 は 己 

が 腹の中 に 火 を 呑み 込む の みな り 。 

され ば 、 彼 等 は 燃え 盛る 火 に 焼 か れ 

る べし 。 


CR I ERE RI 8 
EE GORE CS 
と ッ ー ン の っ イー タン ン ン 
) Oa りう る ン 9 


G4:3 を 表 


参 昭 . 


7 当 節 は 、 相 続 
会 的 平等 の -… 般 原則 を 示し て いる の で ある 。 
を 受け る 次 


” 遠い 親戚 や 孤児 並び に 貧者 が と いう 言葉 


は な く 、 故 人 の 財産 分 与 を 受け る 資格 の な 


て いる 。 当 節 で は 、 彼 等 
を 作る 時 に 、 財 産 の 一 部 を こ 
く 説 いて いる 。 

1A 


ち 572 ヽ 


当 節 は 、 阪 児 た ちの た め の 、 


に 合法 的 な 相続 権 を 今 えて は いな い が 、 


に つい て の イス ラム 教 の 法 の 基本 と な っ て いる 。 こ れ は 、 男 女 の 社 


両者 共 、 各 々 に ふさ わし い 財 産 の 分 配 


( 格 を 有 し て いる の で ある 。 詳細 な 規則 は 次 の 節 で 述べ られ て いる 。 


は 、 こ こ で は 、 夏 人 の 合法 的 な 相続 人 で 
い 遠 い 親 戚 、 撤 児 、 貧 乏 人 の こと を いっ 


財産 分 与 の 遺言 書 [Ea 


うし た 人 々 の た め に と っ て お く よ う イス ラム 教徒 達 に 強 


・ ブ フ ム (La-hum) と いう 語 も また ' 彼 等 の 支持 で ' を 意味 し て いる 
説得 力 あ る 非常 に 強力 な 呼び か け と な っ て いる 。 
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ーー 項 

12. アッ ラー は お 前 達 の 子女 に 関し 63 の あう えっ 5 

に 人 @ す る な り 。 2 内 子 に ン ザ ギン * 8 プレ っ 々 を っ る 32 て? デー 

は 女子 の 二 人 分 に 相当 する 分 与 あ を の CU この めい 


り 。 きれ ど 。 i FILES 
ご 人 以上 の 場合 は 、 彼 女 等 は (故人 の ) 2 


道産 の = 三 分 の ニ を 受 $<。 Ab - や る す 5 "2063 
に こう 分 ご ] る メイ 上 ンタ ン イス 

く 。 また その ( 政 人 の 両親 は eo と 2 2 

彼 に 遺児 ある 場合 は 4、 そ れ ぞ れ つ 5 ee os 3 ga 


遺産 の 六 分 の 一 を 受 く 。 さ れ ど 彼 に 65 Ea ci 33 
遺児 な く 、 そ の 両親 が その 相続 者 で 。。 っ て aa 時 
ある 場合 は 、 そ の 母親 は 三 分 の 一 を 2 つう 2 の 2 2 


受 く 。 も し 彼 に 兄弟 姉妹 が ある 場合 ょ 用 | こう 55 引 で 。 本 
は 、 そ の 母親 は 、 彼 が 遺言 し て 幅 贈  . SO No 
し た で ある ろう 分 や 負債 を 支払 いた る "つの !e る IO や yam 
後 、 ババ 分 の 一 を 受 く 。 お 前 達 の 父母 ab 下る 2 
と 子女 、 お 前 達 は 彼 等 の どちら が 自 No の 
分 に と っ て 、 よ り 有 益 か を 知ら ざる LS で ン 9 に 
な り 。( そ は ) ア ッ ラ ー よ り の 義務 な 
り 2。 げ に アッ ラー は すべ て を 知 
り 、 賢 哲 に まし ます 。 


"73 な と 母 の 両方 (Lane より )。 

4 ワラ ドッ ゥ (walad) の 意味 する と ころ は 、(① 子 供 、 息 子 、 娘 また は 若者 2) 子供 た ち 、 
息子 た ち 、 娘 た ち 、 ま た は 若者 た ち 。 そ の 言葉 は 単数 、 複 数 及び 男性 形 、 女 性 形 の 
画 方 に 使わ れ て いる (Lane より )。 

9724 当 節 で は 、 性 別 や 生ま れ た 順に 関係 な く 、 す べ て の 近親 者 に 対す る 死者 の 財産 
の 適切 な 配分 0 子供 達 、 両 親 、 夫 、 妻 が 、 生 存 し て いれ ば 、 ど ん な 
場合 に も 相応 の 配分 を 受け る 主要 な 相続 者 で あり 、 そ の 他 の 親族 は 、 特 別 な 場合 の 
みそ の 資格 を 有する の で ある 。 男 は 家族 を 支 える 責任 を 持つ 故に 、 男 の 相続 分 は 女 
の 二 倍 で ある (Ma'ani、2 巻 32 買 よ り ) 。 当 節 で は 、 ま ず 、 皿 子 と 娘 の 相続 の 割合 
を 定め て いる 。 息子 は 娘 の 二 人 分 を 相続 する の で ある 。 息子 と 娘 、 両 方 いる 時 に は 、 
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13. 耐 し て 、 お 前 連奏 達 が 壮 し た る 8| > 2123 し あっ 3 
も の の うち 、 も し 彼女 達 に 子 が な い 場 と 
合 は 、 お 前 達 は 半分 を 受 く 。 され ども 359O5O 
し 彼女 等 に 子 が ある な ら ば 、 彼 女 等 が 。。 2 
遺言 し て 遺贈 し た で あろ う 分 や や 負債 を INS SEE NS 


支払 いた る 後 、 お 前 達 は 彼女 が 遺し た らら | 8 ny 6 | 6 マル えっ っ 
る も の の 四 分 の 一 を 受 く 。 まだ 、 も し の 2 2 i 6 の ン ・ 
お 前 達 に 子 が な い 場 合 は 、 彼 女 等 は お OSOM 355N5SS 02 の 


前 達 が 遺し た も の の 四 分 の 一 を 受 く 。 っ る ンー で イラ (9 コイ 2 タイン ブ 
SR BS SCENE I) 
され ど 、 も し お 前 達 に 子 が ある 場合 2 ORS * 


称 


は 、 彼 女 等 は 、 お 前 達 が 遺言 し て 週間 5| 2 に 33 引 し 。 522 00875 


i ャ 


この 規定 が 有効 と な る 。 し か し 、 娘 た ち だ け で 息子 が いな い 場 合 、 娘 が 二 人 以 上 で 
あれ ば 、 遺 産 の 2/3 を 彼女 た ち に 、 も し 娘 が 一 人 で あれ ば 、1/2 を 割り 当て て いる 。 
娘 が 二 人 以 上 の 場合 彼女 等 の 配分 は 特に 述べ られ て いな い が 、「 さ れ ど 、 も し 女子 
(の み ) な ら ば 、 ご 人 以上 の 場合 」 と いう 語句 に お ける ファ ー と いう 接続 詞 は 、 女 子 二 人 
の 配分 が 先行 する 「 女 子 の 二 人 」 と いう 語句 に よっ て 述べ られ て いる こと を 明確 に 示 
す 。 更 に 、 女 子 二 人 の 配分 は 当 節 の 初め に 既に 述べ られ て いる 男子 と 女子 の 間 の 割合 か 
ら 取 り 入 れ を する こと が 出来 る 。 こ の 割合 に よれ ば 、 皿 子 一 人 が 娘 二 人 の 配分 と 同等 な 
配分 を 受け る 。 従 っ て 、 皿 子 一 人 と 娘 一 人 で ある 場合 は 息子 は 23 を 受け る が 、 皿 子 一 
人 の 配分 は 娘 二 人 の 配分 と 同等 で ある が 、 上 息子 が いな い 場 合 、 後 者 は 23 を 受け る 。 即 
ち 、 娘 三 人 の た め の 明 確 に 定め られ た 配分 と 同等 な も の を 。 当 節 の この 構成 が 、 娘 二 人 
と 皿 子 一 人 の 場合 も 、 彼 等 は 、 娘 三 人 の 場合 と 同じ く 、2/3 を 受け る 。 も し 聴 ク ルアー 


く 、 次 の よう に 述べ る べき で あっ た 「 男 子 は 女子 の 二 倍 を 受け る 」。 

当 節 で は 、 両 親 の 相続 分 に つい て は 三 つ の 場合 を 述べ て いる 。(1) あ る 人 が 、… 人 
ある い は 複数 の 子供 を 残し て 死ん だ 場合 、 そ の 人 の 両親 は 各々 16 の 配分 を 受け る 。 
〈② も し ビビ く な っ た 人 に 子供 が な く 、 両 親 の み が 相 続 人 の 場合 (つま り 、 死 者 に 妻 ある 
い は 夫 が いな い 場 合 ) に は 、 母 親 が 財産 の 1/3 を 相続 し 、 あ と の 273 は 父親 の も の と 
な る 。 (3⑬ 第 三 の 場 合 は 第 二 の 例 の 例外 で ある 。 死 し た 人 に 子 が な く 両 親 の み が 相 
続 者 で ある が 、 そ の 死者 に 兄弟 姉妹 が いる 場合 で ある 。 こ の 時 、 彼 の 兄弟 た ち が 、 
彼 か ら 相 続 す る こと は な い が 、 両 親 へ の 配分 に 影響 を 与え る こと に な る 。 と いう 
の は 、 こ の 場合 、 母 親 は 1/6 を 相続 し (第 2 の 場合 に 173 で あっ た の と 異な る ) あ と 
の 5/6 は 父親 の も の と な る 。 て この 場合 に 、 父 親 が 相続 する 割合 が 多い の は 、 父 親 が 
死者 の 兄弟 姉妹 も 扶養 し な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 相続 に つい て は 次 の 和 館 で 
も 述べ られ て いる 。 
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し た で あろ う 分 や 負 償 を 支払 いた る 区 
後 、 お 前 連 が 遺し た る も の の 和 狼 分 の NN の 
を 受 く 。 面 し て 、 も し 男 で も 女 で も 。 に 42 Je よる 6 こら | と 
カラ ー ラ (両親 も 子 も な い 故 人 と 
し て その 遺産 が 分 配 さ れる 場合 、 一 


人 の 兄弟 、 ま た は 一 人 の 姉妹 が ある 8 っ 30 58 
場合 は 、 そ の 各自 は 六 分 の 一 を 受 で 2 


、 と weT る ンズ 3 ュー アーッ イイン っ で 
く 。 さ れ ど 、 も し それ 以上 (の 兄弟 生 うし 24 た と 、・25 引 > 、e の る 
妹 ) に な ら ば 、 遺言 し て 遺贈 し た で あ hb の セン 
癌 ラグ 31 く 4 3 YA 2 し アグ 
ろう 分 や 負 償 を 支払 いた る 後 、 彼 等 Oa の っ NO24 こ っ 
は 三 分 の 一 の 分 配 を 均等 に 受 く 。 


何人 も 損害 を 与え られ る な か れ 

94 (こと は ) ア ッ ラ ー よ り の 命令 な 

り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 
者 に まし ます 。 


14. これ ら は アッ ラー の (定め た る ) え 4 «ss ご め 5 し oe EN 
限界 な り 。 さ れ ば 、? ア ッ ラ ー と そ デー 


94:177. 63:133: 8:21; 33:72. 


9575 カラ ー ラ (Kalalah) と は (1) 男 で あれ 女 で あれ 、 死 し た 後 、 親 も 子 も どちら も いな い 
人 、② 父 と 息子 が いな い 人 の こと で ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ ー ス に よれ ば 、 カ ラー ラ 
は 、 そ の 人 の 父 は 生き て いて も いな いと し て も 、 軸 子 が いな い 人 で ある と いう 。 こ 
の 解釈 は 、 こ の 言葉 の 三 つ 目 の 意味 と 考え て よい だ ろう 。 カ ラー ラ の 上 兄弟 姉 妹 は 三 
つの 項目 に 分 か れる 。 第 一 は 、 本 当 の 見 弟 姉 妹 、 即 ち 、 両 親 が 同じ 者 (こう し た 見 弟 
姉妹 は 専門 的 に は アヤ ー ニ ー と 呼ば れる )。 第 二 は 、 父 方 だ け の 兄弟 姉妹 で ある (専門 
的 に は アッ ラー ティ ー と 呼ぶ )。 第 三 に 母方 だ なけ の 兄弟 姉妹 で 、 父 親 が 死者 の 父 と は 
異な る 場合 で ある 。( 専 門 的 に は アハ ヤー フィ ー と 呼ぶ )。 当 節 中 の 規定 が 関係 する の 
は 、 こ の 最後 の 項 で ある 。 前 の 二 つ の 項 の 上 兄弟 姉妹 に 関す る 規定 は 、 当 章 の 最後 の 
節 の 中 に 示さ れ て いる 。 こ の 第 三 の 項 の 上 兄弟 姉妹 へ の 配分 は 、 第 一 、 第 二 の 項 の 兄 


他 の 二 つ の 項 の 兄弟 た ち は 、 死 者 と 同じ 父 の 子供 達 だ か ら で あ る 。 カ ラー ラ と し て 
死ん だ 人 の 財産 は 、 兄 弟 と 姉妹 と に は 同じ 配分 で ある 。 通例 の 二 対 一 の 割合 は 、 こ 
の 場合 適用 され な い 。 

5754 < 仙人 も 損害 を 与え られ る な か れ " と いう 言葉 は 重要 で ある 。 そ れ ら は 、 負 償 の 
支払 い が 遺 贈 品 か ら の 支払 い に よ っ て 財 わ れる べき で な いこ と を 意味 する 。 言 い 換 
える と 、 負 債 は 遺贈 品 の 支払 い の 前 に 払わ れる こと に な っ て いる 。 
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の 使徒 に 従う 者 あら ば 、“? 彼 は か か あこ の お と 生 人 いう 0 だ う 5 
る 者 を その 下 に 河川 | 流れ る 楽園 へ 人 ら < 
し めん 。 役 等 その 中 に 和久 に 住ま ん 。 05 "8 て 3 っ は う 8Yikss5 


され ば 、 これ こそ は 大 成功 な り 。 541* ン イブ で っ を る 
こ に 4 し に 月 よ ® 3 28 


15. されど アッ ラー と その 使徒 に 323582 う 3 0 8 で 5 


背 き 、 そ の 限界 を 超え る 者 あら ば 、 。 。>  、_ eS 
彼 は か か る 者 を 業火 に 入ら し めん 。 sl EE 
彼 は その 中 に 住む な り 。 面 し て 彼 に 3 6 な 4312 
は 、 恥 辱 た らし め る 懲罰 あら ん 。 * 

三 項 


16.“ お 前 達 の 女 た ち の 内 、 破 廉 取 で も > て し < 
な 行為 **? を 犯す 者 あら ば 、 彼 女 等 >? 3 


に 対し て お 前 達 の 中 か ら 四 名 の 証人 OKA EG 
を 立て よ 。 も し 彼 等 立証 し な ば 、 2 

彼女 た ち が 死に 至る まで 、 ま た は > DIG EAS 

アッ ラー が 彼女 等 の oR 1 < 5 そん ンダ ブラ 5 る 
の ) 道 を 講ず る まで 彼女 等 を 家 に 臣 

禁忌 よ 。 ox と 


17. i EE 
それ (同じ 行為 ) を 犯さ ば 、 両 名 と も 


62:26 を 疹 照 、672:24. "4:20.26: 24:20. 


76 悪 クル アー ン の 中 で (7:29: 33:31: 65:2) 用 いら れ て いる ファ ー ヒ シャ と いう 語 は 、 

24:3 節 で 懲罰 が 述べ られ て いる よう な 密通 と か 不義 の 意 で は な い 。 こ の 言葉 は 社会 
関係 を 侵害 し 、 平 和 を 乱す も と に な る よう な 明らか に 誤っ た 行為 すべ て を 指し て い 
る 。 次 節 で も 、 同 様 の 罪 に は っ きり と 玉 が 規定 され な いま ま 語 られ て いる が 、 そ の 
次 の 節 中 の 男 達 と 同様 に 、 当 人 節 中 の 女 達 は 、 不 義 や 密通 と まで は いか な い が 不 正 な 、 
不道徳 な 罪 を 犯し た 女 達 で ある 。 こ れ も や は り 、 ア ブー・ ム スリ ム と ムジ ャ ー ヒ ド 
の 見 解 で ある 。 こ うし た 女 達 は 、 改 心 す る か 、 結 婚 す る まで は 、 他 の 女 達 と 一 緒 に 
し て は な ら な い 。 結婚 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 彼女 た ち に 開か れ て いる 道 な の で ある 。 
ここ に 言う 罪 は 重大 で ある の で 、 琶 えら れ た 女 に 対し 不当 と な ら な いよ う 、 目 臣 者 
が 四 人 必要 と され て いる 。 

"アッ ラ ザ ー ニ と いう 諸 旬 は 必ず し も 二 人 の 男 の こ と と は 限ら な い 。 ま た 、 こ こ で 
いう 出 が どういう 形式 を と る べき か は 、 関係 当局 の 判断 に ま か さ れ て いる 。 当 和 侵 も 
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し て 身 を 改め な ば 、 両 名 を 見 逃 せ 2 
よ 。 げ に アッ ラー は た び た び 憐れみ ぐし Le う UI め 5 


に 転じ 、 慈悲 深き 御方 に まし ます 。 
18. げに < アッ ラー が 悔 司 を 赦 す OL5Os3020 し よそ っ 活 に 3) 
は 、 無 知 に 57% 悪事 を 犯す も 、 直 ち 2 シル 8 8 と 
に 改 惨 す る 者 の みな り の 。 さ れ デップ O20 62 まう 062 を 
I ie 406 計る 
トス を 2 を 
に 転じ 給 う 。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー は 2 Cu 
2 賢 特に まし ます 。 LS LA 
19. され ど 、 諸 悪 を し 続け た 挙句 、 こつ る そる 0 っ 滞 こ る 3 
死に 臨ん で 、「 我 今後 悔 む 」 と 云う ィ 


イタ ンジ イン マン ョ < ぁ ン を 。 上 る 
者 、 ま た 不信 者 の まま 死ぬ 者 ども ーー る > し pas 5) 、 こ d 


は 、 そ の 悔 悟 を 赦 さ れ ざ る な り 。 こ es は SI 1 


れ 等 の 者 ども に は 、 わ れ ら は 痛ま し ee OE 
い 直 半 を 用 意 せり 。 eS 
cE 


アー 


20. 汐 等 信徒 た ちよ 、 お 前 達 は 強制 8 KK る | hi 
的 に 女 た ち (の 遺産 ) を 相続 する は 、 


96:5S: 16:120: 24:6、 2:62: 3:92: 47:43. 


前 節 も 、 法 律 で 負 が 規定 され て いな い 罪 に つい て 語っ て いる 。 事件 は 当局 の 判断 に 
ま か さ れ 、 そ の 時 の 状況 に 応じ て 決定 され る 。 更 に 当 節 は 、 極 悪 非道 のり 罪 また は それ 
に 近い よう な 罪 を 犯し た 二 人 の 男 に つい て も 語っ て いる よう で ある 。 

29 無知 に 」 と いう 言葉 は 、 罪 人 が 悪 と は 知ら ず に 悪 を な し た と いう 意味 で は な い 。 
実際 、 人 の な す 悪 行 と いう も の は すべ て 悪 と 知ら ず 行 っ た 行為 で あり 、 正 し く 適 切 
な 知識 が 不足 し て いる た め に 生じ た こと な の で ある 。「 本 当 に 無知 と 同義 と な る よう 
な 知識 と いう も の が ある 。 即ち 、 知 る こと が か えっ て 人 間 に 害 に な る 知識 が ある 」 と 
聖 預言 者 は 言っ た と され て いる 。 従 っ て 「 無 知 に 」 と いう 言葉 が つけ 加え られ て いる 
の は 、 罪 の 本 質 、 原 理 を 示し 、 罪 を 犯さ ぬ た め 、 有 益 な 知識 を 身 に つけ る よう 、 
人 々 に 強く 勧告 する た めで ある 。 

"直ちに "と いう 斉 葉 は ここ で は " 死 の 直前 "を 意味 する 。 次 館 で 言わ れ て いる "悪事 
を し 続け た 挙句 、 死 に 臨ん で "と いう 意味 を 支持 し て いる 。 
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合法 に 非 ず 。 また お 前 達 が 彼女 た ち 1 ジ Zs 223Y3 KS 氏 和 3 
に 与え た だ る も の の ~ 都 を 取り 戻す RR IR, 
め 、 彼 女 た ち を 不当 に 扱う な か れ 、 ObOI YO 2 2 


日 し 9 役 女 等 が 確たる 向 廉 恥 な 行 放 ルルル ラー プイ ラチ レン と ュ ィ イッ ン る > る さる 
但し “彼女 等 2 OE 3 0 に 3 I 
を 犯す 場合 は 別 な り "。 また 、 彼 a 

女 た ち を 優し く 扱え ml。 さ れ ば 、 | 人 SS つら 
? お 前 達 も し 彼女 た ち を 嫌 わ ば 、 ア 


ッ ラ ー が 沢山 の 幸福 を その 中 に 置き PAS Sa 440 USo 3 
給え し こと を 、 お 前 達 が 嫌う こと に 

な る や も 知ら ず 。 

21. され ど 、 お 前 達 も し 一 人 の 姦 の OES ES 
代わ り に ( 他 の ) 奉 に 替え ん と する 場 ク 


1 る 2 


合 、 た と え そ の 一 人 に 巨額 (の 宝 ) を DB32EySIUSSO を の Ja) SS で お 
与え た り と も 92、 そ の 中 か ら 何 も 2428 

取り 戻す な か れ 。 お 前 達 は 云い が か 。 ご 洛 
り 且 つ 、 明 邊 な 罪 に よっ て 、 そ れ を 
取り 戻さ ん と する か ? 


94:16 を 参照 .2.217. 


580 死者 の 親族 は 、 未 亡 人 の 財産 を 握っ て お こう と し て 、 彼 女 が 新しい 結婚 を する こ 
と を 妨げ て は な ら な い 。 し か し 、 も し 彼女 が 明らか に 好ま し く な い 人 物 と 結婚 し よ 


が 夫 に 向かっ て 言わ れ て いる と すれ ば 、 次 の よう に 解釈 で きる で あろ う 。 即ち 、 も 
し 妻 が 夫 と 共に 生活 する の を 欲 せ すず 、 夫 と の 離別 を 求め て いる の で あれ ば 、 そ れ は 
フル ア (Khula) の 手続 き を 経 れ ば 可能 で あり 、 夫 は 天 の 金銭 目当て で これ を 妨げ て は 
な ら な いと いう こと で ある 。 し か し 、 も し 妻 が 明らか に 邪悪 な 行為 を な そう と し て い 
る の で あれ ば 、 夫 は その 離婚 を 妨げ る こと が で きる 。 

や 「 最 も 善き 者 は 、 そ の 妻 を 最も 大 切 に する 者 で ある 」 と 聖 預言 者 が 言っ た と され 


フン ナ (Ashirnhunna) と いう 語句 は 、 相 互 依存 を 示し て いる 。 夫 も 雪 も 共に 仲良 く 、 
お 互い 相手 の 愛 に 報い る よう 命じ て いる 。 
32 も し 、 何 か 特別 の 理由 に より 、 あ る 人 が 一 人 の 妻 と 離婚 し 、 別 の 女 と 結婚 し た い 
と 思っ て も 、 彼 は 今 ま で に 前 の 姜 に 与え を た も の を 、 た と えど ん な に その 額 が 大 きか ろ 
うと 、 と り 戻 すこ と と は 許さ れ な い 。 
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22. 面 し て 、 お 前 達 ど うし て それ を る 29035 56 が 35 る 

取り 戻し た り 出来 よう か 、 既 に お 前 0 陸 泊 

層 が お 互い に 暮らせ し 仲 に な っ て い UES 92 52 
る の に 93。、 そ し て また 、 彼 女 た ち 

は 虹 い 哲 約 を お 前 達 か ら 取 り た る に 

も か か わら ず "4。 

23. また お 前 達 、 女 た ち の うち 自分 BK | に る 1 の SGSY3 
の 父 が 朋 り た る 女 を 迷 る な か れ 、 す 。 /。 ンー 9 

で に 起き た る こと は 除外 す 5。 げ EG O18 SGY) 
に そ は 不潔 で 、 憎 むべ き な り 。 そ し る SCI 
て また 、 邪 道 な り 。 

24. お 前 達 が 禁じ られ た る は 、 お 前 レン スイ る < 2 

達 の 母親 た ち Me と お 前 達 の 娘 た ーー II 

ち 、 お 前 達 の 姉妹 た ち 、 お 前 達 の 父 つら 22 は 3 8<2 っ 時 5 

方 の 伯 叔 母 た ち 、 母 方 の 伯 叔 母 た テス a 

ち 、 見 汗 の 時 た ち 、 姉妹 の 痢 を ち 、 の 3 


3 これ ら の 言葉 が 必ず し も 性 交 を 意味 する と いう わけ で は な い 。 そ れ ら は 、 互 い に 
暮らす こと 、 極 度 に 親密 な 関係 で 互い が 私 的 に 会 うこ と を 意味 する 。 当 人 節 に よれ ば 、 
男性 は 彼女 に 与え た 如何 な る 財産 も し く は 資金 を 者 か ら 取 り 返 すこ と が で き な い 。 
た と え 彼 女 と 親密 な 関係 を 結ん で いな か っ た と し て も 。 

84 女性 は 男性 の 気まぐれ の た め の 奴 隷 で は な い 。 双方 が 、 か けが え の な い 関 係 に な 
けれ ば な ら ず 、 男 性 は 彼 等 が 尊重 し な けれ ば な ら な いそ の 妻たち に 買 任 を 負っ て い 
る 。 何 故 な ら その 社会 的 権利 に 関し て 、 双 方 が ほぼ 同じ 水準 に ある か ら で あ る 。 男 
性 は 、 そ の 玲 約 を 気楽 に 扱う こと の な いよ うこ こ に 警告 され て いる 。 結婚 の 絆 、 つ 
EE 

98 この 言葉 は 、 当 人 節 が 啓示 され る 以前 に 、 義 母 を 妻 と し て し まっ た 場合 また は 姉妹 
ー 人 が 同時 に ある - 一 人 の 男性 と 結婚 し て いた 場合 、 そ れ を その まま に し て お いて よ 
いと いう こと で は な い 。 こ こ で 言う の は 、 こ うし た 男 た ち が 愉 い 改め 、 行 い を 正す 
な ら ば 、 過 去 に 犯し た どん な 違法 な 行為 に 対し て も 罰せ ちら れる こと は な いと いう こ 
と で ある 。 過去 の 罪 は 許さ れる が 、 法 に 反し て 結婚 し た 女 は 、 た だ ち に 離婚 し な け 
れ ば な ら な い 。 

” 聖 預 言 者 は 次 の よう に 語っ た と 述べ られ て いる 。 養母 の 親族 も 、 実 母 の 血縁 で 結 
婚 が 禁止 され て いる 関係 の 者 た ちと 同様 、 結 婚 が 制限 され て いる 。 養母 の 姉妹 や 養 
母 の 娘 と の 結婚 は 違法 な の で ある 。 
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四 項 
お 前 達 に 授乳 し た 乳母 た ち 7、 お らし うう | ls ーー | 
前 達 の 乳 姉妹 た ち 、 お 前 達 の 奏 の 母 > ュ 
0 3 っ うと Cs さ %1 3 
軸 た ち 、 お 前 層 の 内 体 剛 係 の ある ま さぶ 
が 産み し お 前 達 の 家 で 養育 され た る 2 
連れ 娘 た ち 、 さ れ ど 未だ 妻 と 肉体 関 3 ッ コ イン 

AA 3 0 

係 を 持た ざる な ら ば 、 罪 な し 。 並 び 0 
に お 前 達 の 腰 か ら 出 た る 皿 子 の 妻 た OZ a は 
ちな り 。 ま た お 前 達 、 同 時 に 二 人 の i 5 0 3 
姉妹 を 貞 る (こと も 禁じ られ た り )。 
但し すでに 過ぎ 去り た る こと は 除外 
す 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 ob 
悲 深く まし ます 。 


25. また (お 前 達 が 禁じ られ た る CY 胸 CM ン 6 | 7 
は )、 婦 人 た ちの 中 か ら 夫 の ある 女 で ~ つこ と つい 5 


た ちな り 9、 但 し お 前 達 の 石手 が Ac PASS 
所 有する も の は 除く W?。( こ は ) お 
前 達 に 対す る アッ ラー の 控 な り 。 さ 
れ ど 、 こ れ 以 外 な ら ば 、 お 前 達 は Re ER 2 
が 富 に よっ て 、 密 通せ ず 、 < 正式 に 


a4:26; 5:6, 


” 何 回 の 吸引 まで 乳 を 飲む こと が 、 乳 母 或いは 乳 姉妹 と の 結婚 や その 関係 (結婚 が 
禁じ られ た 程度 で ) は 非 合 法 で ある か に つい て 、 神 学者 の 意見 が 異な る 。 

38 )、 フ サナ ー ト (Muhsanat) と は ム フ サ ナ (Muhsanah) の 複数 形 で 、 結 婚 し た 女性 、 自 
由 の 身 で ある 女性 、 貞 節 な 女性 を 意味 する (Lane より )。 

” 既に 結婚 し て いる 女 は 、 別 の 男 と 結婚 する こと は 出来 な い が 、 こ こ で 一 つの 例外 
を 認め て いる 。 そ の 例外 と は 、 非 イス ラム 教 国 が イス ラム 教 国 に 対し て し か けた 戦 
争 で 捕虜 と な っ た 女 の 場合 で ある 。 こ れ が マー マラ カト ・ ア イマ ー ヌ クム (Ma 
Alakat Aimanukum) と いう 表現 が 意味 する と ころ で ある 。 こ うし た 既婚 の 女 は 、 も 
し イス ラム 教 に 改宗 し 、 そ れ 故 、 イ スラ ム 教 徒 で な い 夫 の も と に 帰れ な く な っ た の 
で あれ ば 、 イ スラ ム 教 徒 と 結婚 し て も よい の で ある 。「 お 前 達 の 右手 が 所 有する も 
の 」 に つい て の 詳し い 説 明 は 注 561 を 見 よ 。 
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結婚 し て (良縁 を ) 求 め る こと は お 前 で る の GT SEIS 
達 の た め に は 合法 な り 。 さ れ ど 、 お ルス レレ て ュ タン レン 。 レフ 
前 傍 が 彼女 た ちか ら 得 た 利益 の た め つつ <e び キマ る あの 


に "9、 定 め ら れ た る 如く 、 "彼女 た 280108 て とろ 5 じ 3 
ち に その 婚 資 を 与え よ 。 ま た 婚 資 が ER 
決ま り た る 後 、 相 互 の 合意 に (変更 DR OI 
する ) こ と あら ば 、 お 前 達 に 罪 な 

し 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 

賢 哲 に まし ます 。 


45; 60:11. 


590 タマ ッ タ ア ・ ビ ル ・ マ ル ア テ ィ (Tamatta'a bi1 Mar'at) の 意味 は 、 彼 は 一 時 的 に 女 
性 より 思 恵 を 得 た 、 で ある 。 イ スタ マタ ア ・ ビ カ ザ ーG(dstamta'a bi Kadha) は 、 彼 は 永 
い 問 それ に よっ て 恩恵 を 得 た 、 と な る 。 ア ラビ ア 語 の 慣用 句 は 時 的 な 関係 と いう 
意味 に お いて 、 女 性 に 関し て イス ティ マーdstimta) の 使用 を 許容 し て いな い (Lisan よ 
り )。 名詞 タ マット (Tamattu) が 女性 と の 一 時 的 な 関係 を 意味 する の に 用 いら れる と き 
は 、 上 記 の 例 の よう に 前 置 詞 バー(ba) に 続く 女性 を 表し て いる 語 の 前 に 置く よう に も 
言及 され て いる の か も し れ な い 。 ア ラブ の 詩人 は 調 う 、 タ マッ タ ・ ビ ハー・ マ ー・ 
サー アフ ァ ト カ ・ ワ ラー・ タ クン ・ ア ライ カ ・ シ ャ ジャ ン ・ フ ィ ル ハル キ ・ ヒ ー ナ 
ー・ タ ビー ヌー(Tamatta biha ma Safatka wa 14 Takun “alaika Shajan fl Halqi hina 
Tabinn)(Hamasah より ) と は 、 即 ち 、 彼 女 が あな た に 従っ て いる 限り 恩恵 を 得 ら れ た 。 
だ が 彼女 が あな た の 許 を 離れ る と き 彼 女 を 不変 の 拠り どこ ろ に で き な か っ た こと は 、 
あな た に と っ て 喉 に 刺さ っ た 骨 の 破片 の よう に 厄介 で ある 。 し か し 当 節 で 女性 に 言 
及 し た フン ナ (Hunna) は 前 置 詞 ミ ン (min) に よっ て 先行 され て いる 。 ム ト ア (Murah) に 
つい て の 誤解 は タマ ッ ト (Tamattn) と イス ティ マー(Hstms の 語 貢 問 の 相 異 の 解釈 を 誤 
まっ た こと か ら 生 じ た よ うだ 。 “Lisan' の 著者 は 格言 と し て Zaj 訂 "を 引用 し て いる 。 
彼 等 が アラ ビア 語 に つい て 無知 な た め に 一 部 の 人 々 は 、 非 合法 と の 宣言 が な され て 
いた ムスリム 神学 者 の 間 で の 統一 見 解 に よる ム ト ア (Mutah) の 法 に つい て 、 フ ァ マ ス 
タム ター トウ ム ・ ビ ヒー・ ミ ン フ ン ナ (Fa-mastamta'tem bihi Minhunna) を 安易 に 前 述 
の よう な 状況 に し た が っ て 、 婚 期 を 意味 する 斉 葉 と し て 当 節 か ら 推 察し て いた 。 も 
し 何 か ム トゥ ア (Mutah) と の 関係 が ここ に あっ た な ら 、 使 用 され る 前 置 詞 は ミン (min) 
で は な く バ パー(b0 で ある 。 そ の うえ 使わ れ て いる 言葉 は 、 タ マッ タ ア (Tamatta'a) で は 
な く 前 者 の 言葉 と 異な っ た 観念 を 持っ た イス タム タ ア (lstamta'ay で ある 。 ま た そ 和 れ が 
聖 ク ルアー ン に お いて 使用 され た “彼女 達 の 婚 資 "を 意味 する ウジ ュー ラフ ン ナ 
(Ujurahunna) と いう 言葉 か ちら ム トゥ ア (Mutrah) を 引き 出し て も 、 如 何 な る 推論 も 得る 
こと が で き な い G33:51)。 従 っ て 聖 ク タル アーン は 、 適 切な (イフ サー シン) 結婚 生活 以外 に 
ム ト ッ ア (Muvah) と すべ て の 性 的 関係 を 不 点 と みな し て 、 こ れ を 明確 に 禁じ て いる 。 
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五 巻 


26. され ど お 前 達 の うち 、 信 徒 の 自 
由 な る 女子 を 上 由 る 資力 な き 者 あら 
ば 、 お 前 達 の 右手 が 所 有する 者 の 中 
か ら 信 仰 ある 侍女 を ( 幅 る が よ 

い % 面 し て 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 信仰 
を 熟知 し 給 う 。 お 前 達 は お 互い 同士 な 
り 。 さ れ ば 彼女 た ちの 保護 者 の 承諾 を 

得 て 役 女 た ち を 切 れ 、 面 し て 彼女 達 に 
公明 正大 に その 婚 資 因 を 与え よ 。 彼女 た 
ち は 貞 館 で 背 洋 を 犯さ ず 、 ま た 情 夫 
524 も つく ら ざ る べし 。 さ れ ど も し 
結婚 後 、* 彼 女 た ち が 不貞 を は た ら 
き な ば 、 自 由 婦人 に 規定 され た る 懲 
時 の 半ば を 科す べし "2。 こ は お 前 
達 の うち 罪 を 犯す 恐れ の ある 者 の た 
め ( に 定め た る ) な り 。 も し お 前 達 自分 

自身 を 抑制 せ ば 、 お 前 達 自身 の た め 
0 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に 

て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 


ン Et る マッ ン っ ダッ ニン 

ESO YE SL ES の OS5 

まる も 4 ss スリ 1 天 あ 1 

Ca Se 5 こよ っ > 
エー ) ピン < = 

A SE 8 SS 
旭 

う っ ゴイ ョ ン よ 上 ター ンー 。 も デラ タイ ライ 


OL ERE 


Nr A で る 2 


2 3 


41 コン ラダ ! ンタ } 


OU 


Fs 2% ぅ > cr 


PE ED EN 
& ブイ スル ィ ン レル っ ご 
を O53 EG 2 


1 


std 


“14:16, 20, 24:20. 


“イス ラム に お いて 女 中 の 地位 は それ な り に 不 名 誉 な も の で も な い 、 
5 際 に よっ て は 、 


し か し 、 彼 女 の (周囲 の ) 関 係 と 交 


と 考え られ る 。 
自由 に 信仰 し て いる 女性 が まっ た く 


申し ぶん の な い 相 手 で ある と は わか ら な いか も し れ な い 。 
や これ は 「 彼 等 の うち 純潔 で 有 徳 な 、 そ の よう な 者 だ けが 結婚 で きる 」 と いう 意 


味 で ある 。 gs 
に 、 支 払わ な けれ ば な ら な い 。 


日 彼女 等 が 結婚 する な ら ば 彼女 達 の 婚 資 は 、 自 由 な 女性 の 場合 の よう 


” 当 節 は 三 つ の 重要 な 原則 を 制定 し た 。(。) 女 奴隷 は 彼 等 と 夫婦 関係 を 持つ 前 に 正当 
な 結婚 を し て いな けれ ば な ら な い 。 こ れ は ( 青 ク ルアー ン )2:222: 4:4: 節 お よび 24:33 


節 か ら 
て いた 内 
自由 市 民 の 女 に 与え られ る 湯 打 ち 100 回 の 六 の 半分 


誤 ま っ て 理解 され て いる の は 、 石 打ち 【 


も 明らか で ある 。 従っ て イス ラム は 、 そ れ 以 前 に アラ ブ 社 会 で 広く 認め られ 
! 緑 (制度 〉} の 根 を 断っ た 。(b) も し 彼女 た ち が 不 倫 を 犯し た な ら 、 女 奴隷 に は 


} が 科せ られ る こと に な っ て いる 。 


こよ る 処刑 は 半減 で き な い の で 、 不 倫 に 対す 


る 六 に は な ら な いこ と を 示す 。(c こ の 意味 で 当 節 は 、 女 奴隷 の 婚 敵 が アラ ブ 社 会 に 


お いて 自由 市 民 の 女 の そ れ よ り 低 い 地 位 に あっ た こと を 指し て いる よう に 思 


われ る 。 


鞍 ら く イ スラ ム 国 家 の 破壊 を 遂行 する 戦い に 参戦 し た た め と 考え られ る 。 
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石谷 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 章 


五 項 
27.? ア ッ ラ ー は お 前 達 の た め ? 
よく 説き 明か すこ と 、 且 つ お 前 達 以 
前 の 人 々 の 道 に お 前 達 を 導 か ん こと 
を 望む 。 そ し て また 、 お 前 達 に 慈 顔 
を 向け ん こと を (望む お )。 耐 し て 、 ア 


ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし 
ます 。 
28.? ま た 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 に 慈 


顔 を 向け ん こと を 望む 。 さ れ ど 私 
欲 に 従い し 者 ども は 、 お 前 達 が 
( 彼 等 の 方 へ ) 大 い に 傾 斜 せ ん こと 
を 望む 。 
29. アッ ラー は お 前 達 よ り 荷 を 軽 か 
i 。 曽 し て 、 人 間 は 導 
きも の に 創 ら れ た る な り 5 
30. 洲 等 信じ た る 人 々 よ 、< 相 互 の 
に よる 商売 で 得る も の に 非 ず 
、 自 分 た ちの 間 で 己 が 富 を 不正 に 
0 。 また 自分 自身 
を 殺す な か れ 。 げ に アッ ラー は お 前 
達 に 慈悲 深く まし ます 。 
31. され ど 不 義 を 以 て 不当 


1 に 之 を な 
す 者 あら ば 、 や が て われ ら は 彼 を 
業火 の 中 に 入ら し めん 。 面 し て 、 そ は 

アッ ラー に と り て いと 易 き こと な り 。 


マイ 4 ゥ > 


っ っ る の 人 JC た 903 3 
CE こ あら * マ 3 交 
の < く < に る 20s 


ーー の デ 
ンタ 2 ブーン っ づ る 
RS ED EO る 

四 


RO I GRE IN 
OW 


pr 


ol SY 

2 EVI SL 
gOS ey 2 
MP に 3、 クウ Ds 


ポッ グ 


ec。 う 2 て dl Ne 
BS ES ^ 9 
DRI EOE ELLE 


nd er 


a4:177. 19:104; 33:74; 42:26. 2:189 


93 神 が そ の 法 を 示し た 理由 は 、 人 間 は 本 質 的 に 弱い た め 自 身 で 精神 的 向上 を 見 出す 


こと が で き な い か ら で あ る 。 神 は 彼 か ら こ の 重荷 を 取り 除い た 。 当 


当 節 は また 、 人 間 


の 弱 さ を 理由 に 法 ( シ ャ リー ア ) を 拒絶 する キリ スト 教徒 の 教義 で ある 「 噴 罪 」 へ の 反 
論 を 規定 し て いる 。 実 の と ころ イス ラム 教 は 、 人 間 の 弱 さ こそ 法 の 啓示 の まさ に そ 
の 理由 で ある こと を 宣告 する 。 そ れ は 彼 の 人 生 の 高み を 満た す た め の 助け に な る で 


あろ う 。 法 (シャ リー ア ) は それ 故 、 


呪 直 で は な く 助 け で あり 、 


恩恵 で ある 。 


四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 伏 
タン 3 Ee 2 2 
32. も し お 前 達 7 禁 ぜ ら れ た る 大 罪 CC OB SA SE DD) 


594 を 避け る な ば 、 わ れ ら は お 前 達 に EE 
の 諸悪 を 消滅 し 、 お 前 達 を 栄誉 の 坦 - ape 
に 入ら し めん 。 間 o 
33. 面 し て 2 アッ ラー が お 前 達 拳 の 或 Co eb に か 
る 者 を し て 、 他 の 者 より 優 ら し めし 

も の を 食欲 する な か れ 。 男 た ちょ は 8 上 ビ 3 i OO un 
彼 等 が 欄 ぎ し も の の 中 か ら 分 け 前 あ 」 セッ 2r6CSSIE 3 ご 9 
り 。 女 た ち に も また 彼女 等 『 が 秋 ぎ し 2 

も の の 中 か ら 分 け 前 あら ん 9 さま 8 OE | 
れ ば アッ ラー に その 恩 侯 を 請 え 。 げ EAE 
に アッ ラー は 万 事 を を 知り 給 う 。 
oo 、“ 各 人 の た め に われ ら RU TAU A EN 


父 財 及び 親戚 が 遺す も の 6 の A NS る 
の 7 を 定め た り 。 ま た お 前 達 SE RN OY 


3 
NR きれ Eh 2 スジ スス 215 


、 役 等 に も その 分 け 前 を 与え よ 。 2 に 2 eu 
& @ 1 う と と タ る る ¢ 
EE Y Ed 
し 給 う う 。 
g42:38: 33:33. 84:35. で 4:8. 
994 了 務 ク ルアー ン で は 、 罪 の 大 き さ の 度合 い に よ る 分 類 は し て いな い 。 こ の 言葉 は 相 
対 的 に 用 いて いる の で ある 。 神 が 禁 6 こと eo 何事 で あれ 罪 で ある 。 
こう し た こと を 、 や め ら れ な い 、 や め る の は 大 変 だ と 思っ て も 、 き っ ぱり や め る と 


CA RA 
ある 学者 た ち は 、 カ バー イル (大 罪 ) と いう 語 を 、 罪 を 犯す 最後 の 段階 の 意 と 解釈 
し て いる 。 も し 最後 の 行動 を 行う の を や め れ ば 、 そ れ 以 前 の 行動 は 許さ れる で あろ う 。 
998 当 人 節 で は 、 男 女 は 仕事 と 報酬 に 関し て は 平等 で ある こと を 明確 に し て いる 。 

596 森 文 で 与え られ て いる 意味 の ほか に その 言葉 が 意味 し て いる で あろ う も の は 、 

「 わ れ わ れ が 彼 の 残し た 財産 の 相続 人 に 任命 し た それ ぞ れ の 者 は 、 彼 の 両親 、 親 大 
そし て 奉 約 に 交わ し て いた 者 で ある 。 彼 等 に その 財産 が 与え られ る 」。 そ の 言葉 は 
NE A A 

な ど を 示唆 し て いる の か も し れ な い 。 

”。 マ ワー リー(Mawaih) と は と り わ け 、 相 続 人 を 意味 する マウ ラー(Mawla) の 複数 形 
で ある 。 
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五 傘 アン ニ サ ーAn-Nisa ( 女 ) 四 章 


六 融 
35. < 男性 た ち は 女 性 た ちの 保護 者 Rd 
REET ED i Er 
も の を 他 よ り 2 優 ら し め た る も の と 1 C3 an と っ る っ | 
し 、 且つ 彼 等 が (彼女 等 の た め に 己 が ご S5 EAG 0241 C2 
財 を 費やす が 故 な り 。 さ れ は ば 員 波 な 


女 達 は 従順 に し て 、 ア ッ ラ ー が 守る 2 
よう に 命じ た る も の を 、 見 る あ た わ SE 


ざる 時 に も 、 避 守 す べし 。 されど 背 と 。 
聞 "の 妨 れ ある 女 達 あら ば 、( ま 。 OS タ BUG ぬお る 
ず ) 彼 女 等 を 訓 成 し 、 ま た は 彼女 等 Sse IG i (6G 
を 坪 所 に 独り 置き 去り に し の 、 そ 
し て また 、 人 彼女 等 を 懲らしめ よ Rs WEE 306 
9.。 面 し て 、 お 前 達 に 従う よう に な 

れ ば 、 彼 女 等 に 対し て それ 以上 の 途 を 

捜し 求め る な か れ 。 げ に アッ ラー は い 

と 高く 、 伴 大 に まし ます 。 


NE 


2:229. 62:238: 4:33. 


28 カッ ワー ムー ン と は 、 カ ー マ か ら 派 生 さ れ 、 カ ー マ ・ ア ラル ・ マ ル ア テ ィ と は 彼 
は 姦 の 生活 費 を 引き 受け た : 彼 は 彼女 を 保護 し た を 意味 する 。 従 っ て 、 カ ッ ワ ー ム 
ー ン と は 、 維 持 者 、 物 事 の 支配 人 、 保 護 者 を 意 味 す る (Lisan より ) 。 ア ラビ ア 語 本 
文 に ある カッ ワー ム と は 、 女 性 に と っ て 支え と な る 人 と いう 意 で ある 。 当 人 節 で は 何 
逆 男 が 家長 と な る の か 、 二 つの 理由 を あげ て いる 。 (1) 男 が 精神 的 、 了 肉体 的 に 優 っ て 
いる こと 、 そ し て (②⑫) 男 が 生活 の 米 を か せ ぎ 、 家 族 を 扶養 する 者 で ある こと の 二 点 で 
ある 。 従 っ て 、 当 然 家族 の 生活 の 費用 を か せ ぎ 、 扶 養 する 男 が 、 家 族 の こと に つい 
て は 自由 に 管理 する 立場 OO 

599 ナシ ャ ザ テ ィ ル ・ マ ル ア ト ・ ・ ザ ウジ ハー(Nashazatil-Maratu al Zauji-ha) と 
は 、 女 は 夫 に 逆らっ た 、 彼 に 反抗 し 第 を 見 拾 た こと を 意味 する (Lane と 人 より 

や この 名 の 意 は (1) 夫 婦 関 係 を 慎む ②) 床 を 別々 に 離す (③④ 話し か け な い 、 で ある 。 こ 
うし た 方 法 は 、 い つま で も 続け られ る わけ で は な い 。 なぜなら 、 宙 に 浮か ぶ も の の 
如く 、 姦 を 放っ て お く こ と は で き な い か ら で あ る (4:130)。 夫 婦 関 係 を 持た な い 、 つ 
まり 実質 的 な 別居 の 限度 は 4 カ月 で ある と 聖 ク ルアー ン は 言う (2:227)。 も し 、 事 態 
が 非常 に 深刻 だ と 思え ば 、 夫 は 4:16 館 に 書か れ て いる 条件 を 守ら な けれ ば な ら な い 
で あろ う 。 

291 聖 預 言 者 は 次 の よう に 語っ た と 伝え れ て いる 、「 イ スラ ム 教 徒 た る 夫 は 、 妻 を 殴 
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四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 八 


36. され ど 、? お 前 達 も し 両 人 CCI は SS し SE2 391 3 
(夫婦 ) の 間 に 破 局 を 調 れ な ぼ 、 彼 。 し ソレ 
( 夫 ) の 親族 か ら 調停 人 を 一 人 と 、 彼 Ma 2 
女 ( 雪 ) の 親族 か ら 調 僚 人 を 一 人 任命 上 に と 33839 KY 


せしめ ん 。 げ に アッ ラー は すべ て を 
知り 、 す べ て に 通 晩 し 給 う 。 
りり ア ッ ラ ラール 圭 拝 を っ る ッ 3 る イン と 9 HA 
O と 和民 デッラ ー 井 用 { っ で る っ る ンタ ラン ルン ? る 
る な か れ 。 面 し て 両親 に 優し くせ do っ leo CS LS 
よ 。 ま た 近親 者 や 孤児 や 貧者 に も 、 は 3 eS BOKC535 
そし て また 、 血族 の 隣人 や 近く に 住 パー し 中 ン A 1 ンタ ン 
、 ; , に Jl 
お 他人 に も 4、 ま た お 前 達 の そば 0 ed 
に いる 仲間 や 旅行 者 に も 、 更 に お 前 SSSAUSE ls 


連 の 右手 が 所 有する 者 8 に も 。 げ 3 コン ショ ララ ュ ン 。 て 
に アッ ラー は 焦 慢 不全 な る 者 を 愛し RIE EY yu) 


給 わ ず 。 

け もち 

“(すね 自ら 簿 香 で 人 々 に る レン スイ ンス 

RA RO IR 
簿 叶 を 勧め 、 ア ッ ラ ー が その 恩 鶴 

4:129. 66G:152: 734 17:24, 25; 23:60, 3:181 17:30, 25:68. 
打 せ ざる を 得 な いこ と が ある と し て も 、 姦 の 体 に 殴打 の 跡 が 残る ほど に 打っ て は な 
ら な い 」( テ イル マデ イ と ム ス ム り )。 そ し て 、 婦 を 殴打 する よう な 夫 は 、 最 良 の 男 と 
は 言え な いと いう 聖 預 言 者 の 言葉 が ある (カス ィ ー ル 、3 巻 より ) 。 
9 ここ で 「 お 前 達 」 と は イス ラム 教 国 、 あ る い は 社会 全体 を 統合 的 に 指す か 、 あ る 
い は 一 般 的 に 人 々 を 指す 。 
993 調停 者 は 、 相 争っ て いる 両者 の 親族 か ら 選 ば れる べき で ある 。 な ぜ な ら 、 調 停 者 
た ち は 、 争 い の 本 当 の 理由 を 知っ て いる べき で ある し 、 又 双方 共 、 親 族 に 彼 等 の 食い 
違い を 訴え る ほう が 楽 で ある 故 で ある 。 
4 前 節 で 、 妻 に 優し くせ よ と 述べ た 後 、 当 節 で 聖 ク ルアー ン は 、 そ の 優し さ を 最も 
身近 な 両親 か ら 、 最 も 遠い 見 ず 知 ら ず の 他人 まで 、 人 間 全 体 に 広げ て いく よう イス 
ラム 教徒 た ち に 命じ て いる 。 
8 到 隷 、 女 奴隷 、 使 用 人 、 従 層 者 。 
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アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 


ゆえ に 彼 等 に 与え た る も の を 陣 蔽 
する 者 ども 。 証 し て 、 わ れ ら は 不 
信者 ども に は 恥辱 た らし め る 責 普 
を 用 意 せ り 。 

39. そし て また 、? 人 々 に 見 せ び ら 
か す た め に 己 が 富 を 施し 、 ア ッ ラ ー 
も 末日 も 信 ぜ ざる 者 ども 。 耐 し て 、 
悪魔 を ? そ の 仲間 に 持つ 者 あら は ば 、 
そ は な ん と 悪し き 仲間 な る か な ! 
40. され ば 、 彼 等 も し アッ ラー と 末 
日 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 賜 え し 
も の の 中 か ら 施 せ し な ば 、 彼 等 に は 
如何 程 の 負担 と な なり た る か 2? 証し 
て 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 熟知 し 給 う 。 
41. げに “アッ ラー は 一 微塵 の 重 さ 


一 善 あ ら ば 、 ア ッ ラ ー は 有 之 を 倍加 
し 、 そ の 御 許 より 偉大 な る 報奨 を 与 
え 給 うな り 。 
42. され ば 、4 わ れ ら が 各 共 同体 よ 
り 一 人 の 証人 を 召喚 し 、 ま た 汎 を 彼 
等 に 対す る 証人 た らし むる 時 、( 彼 
等 は ) い か が せん 897。 

43. その 日 至ら ば 、 “不信 し て 使徒 
に 背 き た る 者 ども は 、 彼 等 が (埋め 


プター テー 


EE 
EE OI TRUE 
ROY 
OG EL RSS 
3 RL I LE 3 
I Ee ES Yl 
OLE gh 


# 


OM | 


っ の 31 
>ce みつ 
3 


リン <$ rd Cot 
CR 
ン 


グッズ NT コン gt 12 る る 
OL I kL 5 


(22 の 2 と MY ン ラン 
っ や で る SH a 
る 多 


92:265. 243:37、39. 10:45: 18:50; 28:85.16:90.78:41. 


996 人 の 行為 で な いも の に 報い は な い 。 ど と に お いて も 聖 ク ルアー ン は 云う 。 不 信者 
の 功績 は 役に立た な いで あろ う 。 そ れ は た だ 、 彼 等 の イス ラム に 対す る その 計画 と 


努力 は 成功 し な い だ ろ うこ と を 意味 する 。 


997 すべ て の 預言 者 は 審判 の 日 に 、 彼 が 使者 と し て 遣わ され た こと に つい て 証言 する 


だ ろう 。 
言 の 両 方 を 含ん で いる 。 


「 彼 等 」 と いう 言葉 に は 、 信 者 と 不信 者 の それ ぞ れ の 立場 で の 異な っ た 証 
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アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 巻 


と A ュ ン る PL て ュー 
られ る ) 大 地 と と も に 平 に な らん こ oS 0 1 da 
と を 望ま ん 。 さ れ ど 彼 等 は 何 ー つ 8 


回 
本 


os アッ ラー に 隠す こと を 得 ず 。 8 RE Fe 
上 項 


44. 波 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 内 3 系 25 ツ Yl ご GU 
腫 と し て いる 時 は "9%、 自 分 が 云っ 2 2 2 8 イン 
て いる こと が 解る まで 礼拝 に 近づく OG EE 
な か れ 、 ま た (性 交 後 の ) 府 れ て いる な Ri ne Nh 
時 "9 に 身 を 洗い 浄 め る まで も 。 た A 
だ し 、 旅 行者 を 除く の 。 され ども いら 生 っ 3 負 記 
し ね 前 達 物 ん で いた り 、 旅 路 に ある G8 
と か 、 計 から 出 て 来 た と か 、 女 に 2 ェ 。 0 
交わ り た る 場合 22、 お 前 吉水 が 見 98 る し 3 


8 ハデ ィ ー ス (Hadith) と は 、 情 報 の 断片 、 通 知 、 知 ら せ 、 ま た は 便り 、 を 意味 する 
(Lane) 。 


99 スカ ー ラ ー(Sukara) と は 、 サ カラ ー ン (Sakaran) の 複数 形 で 、 泥 酔 者 、 篤 り に 駆 ら 
れ た 者 、 恋 に 酔い し れ た 者 、 恐 怖 に 襲わ れ た 者 、 眠 気 に 龍 われ た 者 、 不 安 に よっ て 
注意 が 散 混 に な っ た 者 、 訳 が わか ら な く な っ た 者 な ど を 意味 する (Lane より) 。 

910「 汚 れ て いる 時 も 身 を 洗い 浄 め る まで は 」 と いう 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 
人 は 完全 に 正気 で な けれ ば 礼拝 で き な い の と 同様 に 、 も し 汚れ て いる の な ら ば 、 洒 
浴 に よっ て 全身 を 潔 め た 後 で な けれ ば 礼拝 で き な い 。 性 交 は 体内 に 汚れ を 生じ させ 
る 。 洒 浴 に よっ て この 汚れ を 潔 め て 、 礼 拝 に 不可 欠 な 条件 と し て 、 汚 れ な く 明 る い 、 
生き 生き し た 身 と し な けれ ば な ら な い 。 

9 「 旅 行者 」 と いう 名 は 次 の よう な 意味 で ある 。 即 ち 、 通 常 は 汚れ た 状態 に ある 者 
は 、 き ちん と 洒 浴 する まで は 礼拝 で き な い が 、 小 浴 は 強制 され て は いな い 。 こ の 場 
合 、 当 節 の 最後 で 指示 され て いる よう に 、 タ ヤッ ム ム に より 汚れ を と る こと が 認 
られ る 。 

9 相 つ の 分 類 は 、 即 ち 、 病 人 、 旅 行者 、 便 所 か ら 出 て きた 者 、 そ し て 妻 の も と へ 行 
っ て きた 者 で ある 。 こ の 内 、 後 の 二 つ が けが れ て いる の で 、 場 合 に 応じ 装 深 す る か 
洗う こと が 必要 で ある 。 そ し て 、 も し 水 が 見 つか ら な けれ ば 、 彼 等 は タ ヤ ッ ム ム を 
行う こと が で きる 。 前 の 二 者 に 関し て は 、 水 に つい て の 条件 は 不要 で ある 。 た と え 
水 が あ っ て も タ ヤ ッ ム ム を 行う こと が で きる 。 それ 夏 、「 汚 れ て いる 時 」 と いう 斉 
葉 が 「 も し お 前 達 病 ん で いた り 、 旅 路 に ある と か 」 と いう 言葉 の 後に つけ 加え られ 
て いる の で ある 。 水 の 代わ り は 土 と され た 。 と いう の は 、 水 が 人 に 自分 の 起源 を 思 
い お こ させ 0⑦77:20、 そ うし て 人 間 に 造 り 出 すもう 一 つの ささ や か な 物質 を 思い 起こ 
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五 傘 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 章 


つか ら ざ れ ば 、 清 浄 な 土 に 触れ て 自 
分 の 顔 と 手 を 清め よ 。 げ に アッ ラー 
は 寛和 傘 に し て 、 寛 大 に まし ます 。 
45. 液 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 
ども を 見 ざり し か ?? 彼 等 : は 邪道 を 
購 い 、 お 前 達 を 正道 か ら 迷 わし め 
ん と 欲す 。 


46. され ど と アッラー は お 前 達 の 敵 を 
よく 知り 給 う 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は 
ら 守 護 者 と し て 充分 な り 。 ま た 、 

ッ ラ ー は 佑 助 者 と し て 充分 な り 。 

47. ユダ ヤ 教 徒 の 中 に は 経典 の 字句 
を その (真実 の ) 位 置か ら “変え る 者 
ども あり 。 役 等 は 、「 我 等 は 聞け 
り 、 さ れ ど 我 等 は 背け り 」、 ま た 
「 流 聞け 、( 我 等 に 神 の こと ば を ) 聞 
か せ ず 」“13 と 云い 、 そ の 舌 を 傘 g 
て 、 信 仰 を 中 傷 し な が ら 、「 ラ ー イ 
ナー」“? と 云う 。 さ れ ど 彼 等 が も 
し 、「 我 等 は 聞け り 、 曽 し て 我 等 は 
服従 せり 」 と か 、「 液 聞け 、 且 つ 我 
等 を 見 給え 」 と 云わ ば 、 彼 等 の た め 
に より 良く 、 最 も 正確 で あり し 管 。 
され ど 、 ア ッ ラ ー は 、 彼 等 を その 不 
Sn り 。 さ れ ば 彼 等 は 、 
少数 の 者 を 除い て 、 信 ぜ ざ る な り 。 


5 内 タ ン 1 ダグ ョ 4 ン ョ グラ アン 
っ es と > Ass いら に に っ 


イー 2 プッ ーー タン る 9 3 a る 
し で 13 し ad PJ 
AU 0 3} Nu 


Ce ER Rg 
いっ と ラマン な る 
3 攻 

9 sbS 3 8 El 

22038 GE | A 
OH DR 
EA FGIGE OS 
OY OR HIE is Rh 


04:90. Pd:174; 33:18. ©2:76; 3:79; 5:42. 92:105. 


to 


させ る か ら で あ る (30:21)。 


913 ガイ ラ ・ ム スマ イン (Ghaira Musma'in) と いう 言い 回 し の 意味 する と ころ は 、(⑪ 液 


は 難聴 の た め 


聴く こと が で き な い 。0⑫ 液 は 聴く と と を 、 好 し と し な い 。(3) 溢 は 従わ 


四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 八 


48. 汐 和 経典 を 授け られ た る 人 々 SElio に IE 
よ 、 わ れ ら が < 或 る (者 の ) 顔 を 焼き Rd 
つぶ し 、 彼 等 を う しろ に 扱 じ ま ゎ す UreB OE 
前 に 、 ま た われ ら が ? サ ブ ト の 民 を  :T 人 < G3 
明 引 せ し 加 く お 前 達 を 号 放 する (前 0 Gt SE 52 
に )““"、 わ れ ら が お 前 達 の 護持 せ し i 
も の の 確証 と し て 、 降 し た る も の を esazaN2219 ぽ 3 
信 ば よ 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 定め た と 
る こと は 必ず 成し遂げ られ る べし 。 
49、 げ に “アッ ラー は 何 も の も 己 に じじ そそ 4 が 2 288 3 
併せ 志 ら れる こと “9 を 散 し 給 わ コアー 0 AN 
ず 。 さ れ ど この 事 を 除け ば 、 彼 は GR EGS 
己 が 欲す る 者 を 散 し 給 う 。 され LE CE 
アッ ラー に 同位 を 配 す る 者 あ 

は は 、 彼 は 時 か に 下 大 な る 中 を 


る 


40. 以 は 、 自ら 清浄 で ある と 思う 者 イエ ララ ンプ 5 イッ シン 1 る 
ども を 見 ざり し か ? 否 、 ア ッ ラ ー こ 名 OS ONS) 0 
そ 己 が 欲す る 者 を 浄 め 給 う 御方 な OWS OKUEIIAS ES 
り 。 さ れ ば 、9 彼 等 は いさ さか も 不 

当 に 過 せ られ る こと な か る べし 。 

S1. 見 よ 、 如 何 に 彼 等 が アッ ラー に DIE OIE EE 1 

対し < 虚偽 を 押 造 する か を 1?。 さ れ 


9210:89.92:66: 4:155; 7:164 16:125. 4:117. 4:78,125; 1772. 15:104; 10:70; 16:117. 


614 この 言葉 は 次 の こと を 意味 し て いる 。() 二 つの 負 の どちら か が 、 ユ ダ ヤ 人 に 下さ 
れる で あろ う 。(⑫ ユ ダ ヤ 人 の ある 者 に は 一 方 の 六 が 、 他 の 者 に は も う 一 方 の 罰 が 降 
りか か る で あろ う 。 

18 神 以 外 に 他 の も の を 信じ 、 愛 する こと は 反逆 に 価 す る 。 当 節 は 死後 の こと の み 述 
べ て いる 。 つ まり 、 逃 げた 偽り の 神 を 信じ た まま 死ん だ 者 は 、 決 し て 許さ れる こと 
が な いと いう の で ある 。 

919 預言 者 を 誰 も 必要 と し な い の で 、 神 は も は や 預言 者 を お 遣 し に は な ら な い だ る ろう 
な ど と 言う の は 、 ユ ダ ヤ 人 が 言っ て いる 虚偽 で ある 。 民 衆 が 堕落 し た 時 に 、 預 言 者 は 
必ず 現われ た 。 そ し て 、 現 実に 預 音 者 は イス ラム 教 の 聖 預言 者 に 具現 され た の で ある 。 
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ば 、 之 だ け で も 十分 に 明白 な 罪 
な り 。 

八 項 
52. 梁 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 
ども を 見 ざり し か ? 彼 等 は 偶像 "7 
と 悪魔 を 信じ 、 耐 し て 不信 せ し 者 ど 
も に つい て 云う 、「 こ れ ら の 人 人 々 の 
方 が 、 信 じ た る 人 々 より 正道 に 導 か 
れれ た だ る な りあ で 
s3. これ 等 を こそ は アッ ラー が a 品 衣 
せ し 者 ども な り 。 され ば 、 ア ッ ラ ー が 
号 衣 する 者 あら ば 、 液 は 彼 の た め に 
如何 な る 佑 助 者 も 見 出さ ざる べし 。 
54. 彼 等 は 王権 に 参加 し 得る と で も 
思う か ? も し そう な ら ば 、 彼 等 は 
人 々 に 電 秀 子 の 種 一 つ だ に 与え ざる 
べし 。 
s5. それ と も 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が そ 
の 恩 能 を 垂れ た る が 故に 人 々 を 姉 む 
か ? さ れ は 、 われ ら は すでに アブ ラ 
ハム の 子 採 に 経典 と 知恵 を 与え た 


り 。 面 し て 、 我 等 は 彼 等 に 偉大 な る 
王国 を 与え た り 。 
Ss6.? さ れ ば ば 、 彼 等 の 市 彼 を 信じ た 


る 者 あり 、 ま た 彼 等 の 中 彼 よ り 背 き 


ESIC GL 
a wn EJ = f に 』 


マン シン ュ 


MT 交 多 17os083 れ 3 る 3 
ER 
。 プン 6 > ンコ ーー タイン イン 2、 4 人 5 る MTS 
る 0 と て IO: りつ UE 
よ Zs イル イン くう イイ 
OIA SS Nl 


YS こき づま る 前 


135 26 る 8 


EE EEG 
a NOC A 
Oe S| 


6 とっ ちっ コミ ニン の スラ スッ 5 
つの こき な を 29 う 生 こつ や に し の っ を くう 


22:160: 3:87, 88、22:254: 10:41: 61:13. 


67 アル ・ ジ ブ ト (Al-jibt) と は 、 偶 像 (単数 また は 複数 ); 益 す る こと の な い 占 い 師 : 悪霊 


で ある (Lane より ) 。 
や イス ラム 教徒 達 は 、 


聖書 に 記さ れ て いる すべ て の 預言 者 も ち 、 モ ー ゼ に 与え られ た 


法 の 聖なる 原理 も 信じ て いた 。 し か し 、 こ れ ら に 対す る ユダ ヤ 人 の 憎悪 は 非常 に 激 


し く 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 、 聖 書 も 預言 者 も 


誰 め な い ア ラビ ア の 偶像 崇拝 者 の ほう が 、 


イス ラム 教徒 より まし だ と 灯 斉 し て いた の で ある 。 
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去り た る 者 も あり 。 両 し て 、 地 獄 は RN 
(か か る 者 を ) 焼 くに は 十分 な り 。 Ni - 
57. ば に われ ら の 神 兆 を 揚 み た る 者 る る Le) 
ども あら ば 、 わ れ ら 必ず 彼 等 を 業火 ao レス 。 。。 レレ ジョン ン 
に 入ら し めん 。 彼 等 の 皮 贈 が 焼け お つの さっ る 9 る be DD 
ちる ど と に 、 わ れ ら は 彼 等 を し て 他 8 に つつ 和 20832 い 2 に 
の 皮膚 に 之 を 取り 替え ん ba 彼 等 が レス xz ま 

C0 ググ タ ン 人 の タラ ト グ ダグ グン 
貴 苦 を 味わわ ん が た め に 。 げ に アッ ラ ORDS を 06 0 
ー は 威力 こし て 、 賢 特に まし ます 。 

SN ー* ドア ME 2 & イズ ググ ラッ コンガ っ 
s8. され ど “信じ て 善行 を 積み し CaL2 lug2 12a 53ls 
人 々 は 、 わ れ ら 必ず 彼 等 を その 下 に な 2 も 2 
河川 流れ る 楽園 に 入ら し め 、 彼 等 
永久 に その 中 に 住ま ん 。 彼 等 の た め 2 る 06 AE 
そこ に は 清浄 な 配偶 者 あら ん 。 面 し る a 2 A FG EL FT 
て 我 等 は 、 彼 等 を 2 涼し い 次 < に 入 れ 。 ツラ 2 うつす 4P2 で | 
し めん 29。 WE 


59. げに アッ ラー は お 前 達 に 、 信 託 COV 88 の O46) 
され た る も の “2! を その 所 有 権 の あ 5 0 
る 者 に “返還 すべ きこ と を 命じ 給 Op る) 5 
う 。 ま た 人 々 を 治め る 時 は 、 公 正 に 


4:123: 13:30: 14:24; 22:24; 2:26 も 参照 . 13:36: 56:31. 8:28. 


19 今日 、 肉 より 皮膚 の ほう が 多く の 神経 が 集まっ て いる の で 、 痛 み に 対し て 敏感 で 
ある こと が 医学 的 に 立証 ざれ て いる 。 聖 クル アー ン は この 大 事実 を 1400 年 も 前 に 明 
ら か に し て いた 。 聖 クル アー ン は 、 地 獄 の 受刑 者 は 焼 か れ た 後 皮膚 が 再生 し 、 ま た 
焼 か れる こと に より 痛み が 続く と 述べ て いる 。 

929 涼し い 陰 と いう 表現 は 、 す べ て の 苦痛 の 要素 か ら 解放 され 、 平 和 で 穏やか な 状況 
を 表し て いる 。 

“2 支配 する 権威 、 権 力 は 民衆 の 「 信 託 」 に よる も の で ある と ここ で 記さ れ て いる 。 
そし て 、 そ の 権威 、 権 力 は 民衆 の も の で あり 、 誰 か 個人 また は 王家 の 生得 の も の で 
は な いと 明言 し て いる の で ある 。 聖 クル アー ン は 、 王 制 や 世襲 制 を 認め ず 、 代 表 制 
の 政治 形態 を 定め て いる 。 長 は 選挙 に よっ て 選ば れる べき で あり 、 長 を 選ぶ 時 に は 、 
民衆 は その 役職 に 最も ふさ わし い 人 に 投票 する よう 命じ られ て いる 。 
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アァ 


治め る よう (命じ 給 う )。 誠 に アッ ーー EC し 1 3 し (に を 
さき ol AL 
ラー が お 前 達 に 訓 戒 する こと は 、 な コン 3 


を) ング ラーン る ン る 4 
ん と 素晴らし きこ と か な ! げに アッ oO) と と し も 95 に とい (時 
ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ 
な わし 給 う 。 


60. 流 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー Ee 
に 従え 、 面 し て 使徒 に 従え 、< 又 お ね, を レッ ィ ci 2 1 
前 較 の 中 の 統治 者 に も の され O95 


ば 、》 お 前 達 も し 何事 に つい て 互 に SI I EE 

意見 を 異 に する 場合 、 そ れ を アッ ラ 2 レ 、 ェ っ コッ カッ コン ロッ 

ー と 使徒 に 帰せ よ 、 も し お 前 達 アッ ー 了 5A000 和 る YOU だ 5 

NN それ が & 8 0 152220 じ 

最善 に し て 、 最 良 の 結果 に 至る 。 9 
九 項 


61. 次 は 、 液 に 啓示 され た る も の 並 RE SR SI 
びに 溢 以 前 に 啓示 され た る も の を 信 の の 
し と 断言 し て いる 者 ども を 見 ざり 。 ご Seda1Ex そ に 


94:84. 64:66. 


222 イス ラム 教 国 の 首長 と 、 行 政 の 仕事 を 委ね られ て いる 者 た ち は 、 各 々 の 権限 を 公 
正 に 適切 に 使う よう 命じ られ て いる 。 

。 「 ア ッ ラ ー」 と 「 使 徒 」 と いう 語 殺 の 前 に 繰り 返さ れ た 「 従 え 」 と いう 語 が 、 統 
治 者 と いう 語句 の 前 で 抜か され て いる 。 そ れ は 、 法 に よっ て 任命 され た 統治 者 達 へ 
i 
は 、 支 配 者 と 被 支配 者 と の 間 の 意見 の 相違 、 あ る い は 被 支配 者 の 間 の 食い 違い の い 
A es も し 支配 者 と 被 支配 者 と の 

に 不一致 の 生ずる 問題 が あれ ば 、 そ れ は 聖 ク ルアー ン の 教え に 照ら し て 決定 され 
I * き な けれ ば 、 ス ン ナ と ハデ ィ ー ス に 照ら し て 決め な け 
れ ば な ら な いと いう こと で ある 。 し か し な が ら 、 も し 聖 ク ルアー ン も スン ナ も ハデ 
ィ ー ス も その 間 題 に つい て 何 も 述 べ て いな けれ ば 、 そ れ は 、 i 
監督 する 権限 を 任 さ れ た 者 に 委ね られ る べき で ある 。 当 節 は 特に 国家 的 な 問題 に つ 
NN A Me へ の 
従 が 、 あ ら ゆ る 権威 に 対す る 服従 に 優先 する と いう こと で ある 。 し か し 、( 一 般 の ) 
人 々 の 間 に 意 見 の 相違 が 生じ て いる 社会 的 な 間 題 に 関し て の 意 見 の 食い 違い や 紛争 

の 場合 は 、 イ スラ ム 教 徒 は イス ラム 教 の 戒律 に 従う べき で あり 、 他 の 法律 に 従っ て 
は な ら な い 。 
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四 章 ン ニ サーAn-Nisa'( 女 ) 五 巻 
し か ? 彼 等 は 悪魔 に 裁き を 求め ん と の 8 RE 6533 3 
す 、 そ れ を 拒む よう に 命ぜ や られ た る し ュー コシ 

サタ ン 9 る 2 4 
に も か か わら ず 。 耐 し て 、 悪 魔 は 彼 = プラ oOSSO1 5 うり て 5 


等 を 邊 か 遠く 邪道 に 導 か ん と 歓 す 。 


62. また 、 4 「 ア ッ ラ ー が 降 し 給え た 
も の 、 並 びに 使徒 の 許 へ 来 た れ 」 と 
彼 等 に 向かっ て 云わ れる と 、 液 は 偽 
善 者 ども が 液 か ら 完 全 に 背 き 去る こ 
と を 見 ん 。 
63. され ば 、 彼 等 は 己 の 手 が 先 に 送 
A 如 
何 が せん ? 役 等 は 液 に 来 た り 、 ア ッ ラ 
eG 
和解 を 図ら ん こと に 過ぎ ず 」 と 。 
64. か か る 者 ども は 、 ア ッ ラ ー は 彼 
等 の 心 の 中 を 熟知 し 給 う 。 さ れ ば 彼 
等 を 避け 、 彼 等 を 忠告 し 、 耐 し て 彼 
等 自身 に 関わ る 効果 的 な 言葉 を 以 て 
彼 等 : に 告 fi げ よ 22 
65. われ ら が すべ て の 使徒 を 遣わ し 
た る は 、 ア ッ ラ ー の 命令 に よっ て 、 
RN 
ば 、 彼 等 も し 2 己 自 身 に 害 を も た ら 


ーー に 鶴 


(2 レン の 
| A ol | 
SAN RN 
2 0 
RR る sa スタ タン © 5 える ラン 


ダレ 。 3 さ ッ ゴ ラン ン イ イイ イッ ラン る 
ヒ に 。 Cg ょ eo し っ | こと 


2 2 ン 人 る 


“ns タグ ララ タ る る ライ 2 
Ce 8 a 


C8 i 
92 の 83 45 3 EEG 
IE 0 


を US IS Es 


RB lob 


963:6. bd: HL 


預言 者 は 背信 者 で も 親切 に 付き 


合う こと を 勧め られ た 。 


彼 等 に 改心 の 見 込み が な 


いわ け で は な か っ た 。 彼 等 が 自身 の 非 を 悔い て 、 誠 実 な 真 の ムスリム に な る こと が 
可能 で あっ た か ら だ 。 け っ し て 彼 等 に 戦い を 起こ すこ と は な か っ た 。 


25 それ は と き に これ ら の 言葉 
て いた が 、 役 自身 ほか の 預言 者 に 中 
れ は 明らか に 誤 ま っ た 推 
自身 が ほか の 預言 者 の 信幸 者 で 、 従 : 
に 従属 する 預言 者 で あっ た (20:94)。 
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から 預言 者 が 常に 、 そ の 使命 を 説い た 人 々 か ら 従 われ 
誠 を 与え て いな いこ と と の 推察 が な され た 。 こ 
察 で ある 。 実際 の と ころ 人 々 の 従順 の 対象 で ある 預言 者 は 、 
者 で ある 可 台 | 


E 性 を 排除 し な い 。 ア ロン は モー ゼ 


五 巻 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 童 
き 、 泊 の 許 に 来 て アッ ラー の 散 213 30 し 6 な に 

し を 請 い 、 使 徒 も 彼 等 の た め に 赦し 2 2 

を 請 わ ば 、 彼 等 は アッ ラー が た び た sel の 4NbOS の りく の 

び 憐 れ み に 転 ぜ られ 、 慈 悲 深く まし 

ます こと を 見 出し た る べし 。 


66. 否 、 流 の 主 に 警 て 、< 彼 等 間 の LS EH Ys 
争い に 彼 等 が 激 を 審判 者 と し て 立 ーー レレレ レレ 
CN 液 が 下 せ し 判決 に 如何 な る . 異議 っ 893eoY3 535 を ぷー 2 


も 唱え ず 絶対 服従 する まで は 、 彼 等 GS し づら し と 
は 信 ぜ ざる べし 。 

67. も し われ ら が 役 等 に 「? 己 自身 RS [は | 

を 犠牲 に せよ 7、 ま た は 己 が 家 を ご プー 3 3 
出 で よ 」 と 義務 付け せ し な ば 、 彼 等 6 の Et 
の 借 か な 者 以外 は 、 こ れ を な さ ざ り 231 333 NS 


し 管 。 され ど 、 彼 等 も し 勧告 され る > 49 レオ っ うす ゴン タプ > プレ ンダ 
ヒ W 
こと を 行い し な ば 、 そ は 彼 合 の た ゅ 。 つり た OO ゃ O5B る る ビ 12 


ラプ 3 


に より 良く 、 堅 固 な らし め る も の な EA 
りき 。 


68. 然 ら ば われ ら は 、 必 ず 偉 大 な る あし bg 625 2559」 
報奨 を 彼 等 に 与え た 管 な り 。 

69. また 、“ 我 等 は 必ず 彼 等 を 正道 SE 
に 導き た る 管 な り 。 

70. され ば 、 2 アッ ラー 並び に その a 9 る ジジ 

に 4 3 

使徒 に 従う 者 あら ば 、 こ れ 等 の 者 こ と の 
そ は < アッ ラー の 恵み を 受け られ し CR でろ よる に 4 2 で 3) 
人 タッ (すなわち ) 預 言 者 た ち \ デン ラテ 4 Te A 
誠実 者 達 達 、 実証 者 達 、 並 びに 正義 この a で マフ 


ek60.6678.719:37: 36:62: 42:53-S4. 4:14; 8:25. 11:7; 5:21 19:39: 57:20. 


“や イス ラム 国家 の 元首 と し て 聖 預 言 者 に 属す る 臣 律 は 、 そ れ 故 に 、 正 式 な 後継 者 に 
も 適用 され る か も し 和 れ な い 。 

“ダウ クト ルー・ ア ン フ サク ム (Uqtuln Anfusakum) と いう 言葉 は 、「 液 自身 を 殺す 」 
と いう 意味 で は な く 、 し か し な が ら 「 流 の 人 々 を 犠牲 に する 」(2:5? う 5) も し く は 「 神 の 
道 に か け て 人 生 を 捧げ る 」 を 意味 する 。 
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四 章 アン ニ サ ーAg-Nisa'( 女 ) 五 人 


者 達 に 加わ らん " ダ 。 曽 し て これ 等 ある メラ アヤ イン メン ラ 
OR EI 

の 者 は 素晴らし い 仲 間 な り 52 9 

71. これ こそ は アッ ラー より の 恩 箇 053 和 0 マ し 史 そ 0 


な り 。 さ れ ば アッ ラー は すべ て を 知 a の 

る 御方 と し て 万 全 な り 。 @ 〇 いと 
+ 

72. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 己 の 安全 DL 

の た め に 用 心 せよ %%、 さ れ ば 分 隊 8 

で 進む か 931、 皆 一 団 と な っ て 前 進 DE EE らら | お る は 


せよ 。 


9 マ ア と いう 助詞 は 一 箇所 また は 一 度 に 2 人 か それ 以上 の 人 の 併存 も し く は 立場 、 
芝 級 、 地 位 を 表す 。 そ れ は また 、9:40 館 に ある よう に 「 援 助 」 の 意味 を は の めか し 
て いる (Mufradat より )。 そ の 助詞 は 、「- の 間 」 を 意味 する "フィ ー" の 意味 で 聖 ク ル 

アー ン の 中 に いく つか の 箇所 で 使わ れ て いる (3:194 及び 、4:147) 。 
29 当館 に は 、 イ スラ ム 教 徒 が 進み うる 、 I 
で 重要 で ある 。 四 つの どの 精神 的 段階 預言 者 、 誠 実 者 、 列 教 者 、 正 義 者 に も 
は 、 聖 字 言 者 に 従っ て いく こと に よっ て の み 到 達し うる の で ある 。 こう し た こと と は 、 
聖 預言 者 の み の 特 権 で あり 、 他 の 預言 者 は 誰 も 、 こ うし た 特権 を 聖 預 言 者 と 分 け 合 
うこ と は な い 。 こ の 考え 方 は 、 当 餅 に よっ て 更に 裏づけ られ て いる 。 当 節 は 、 是 
者 全般 に つい て 語っ て いる 。 そ し て 、57:20 館 で は 「 ア ッ ラ ー と アッ ラー の 使者 を 信 
ずる 者 、 そ れ は 誠実 者 と 狗 教 者 で ある 」 と 詩 っ て いる 。 こ れ ら 二 つ の 節 を 合わ せ 読 
ん で みる と 、 次 の よう に な る 。 即ち 、 聖 預言 者 以外 の 預言 者 に 従う 者 は 、 誠 実 者 と 
狗 教 者 と 正義 者 の 地位 まで で 、 そ れ 以 上 の 地位 を 得る こと は で き な い の に 対し 、 聖 
預言 者 に 従う 者 は 、 預 言 者 の 地位 に も 上 る こと が で きる と いう の で ある 。 バ フル ・ 
アル ・ ム ヒー ト (Bahrul-Muhit3 巻 287 頁 ) は 、 ア ッ ラ ー ギ プ ブ (Ar-Rashib) の 次 の 斉 葉 を 
引用 し て いる 。 「 当 館 に お いて 、 神 は 信者 た ち を 四 つ の 段階 に 分 け て いる 。 そ し て 
それ ぞ れ に 上 下 の あ る 4 つの 段階 を 定め て いる 。 ま た 、 神 は 、 真 の 信者 は これ ら の 
段階 の どれ より も 低い 所 に 止ま っ て いて は な ら な いと 強く 説い て いる 」。 そ し て 、 
さら に 付け 加え て 言う 。 「 預 言 者 の 地位 に も 普通 の も の と 特別 な も の と 二 種 類 あ る 。 
特別 な 預言 者 は 律 法 を 携え る 預 詩 者 で あり 、 今 は 誰 も な る こと は で き な い 。 し か し 、 
普通 の 預言 者 に は 、 い つ で も な る こと が で きる 」。 
200 ヒズ ル と いう 語 は 、 警 告 : 用 心 : 警戒 : 見 張り : 準備 の 状態 、 又 は 恐怖 の 状態 を 
意味 する (Lane より ) 。 こ の 語 は 、 防 衛 の た め に 必要 な あら ゆる 警戒 、 準 備 に も 広 
ば て 解釈 で き 、 また 防衛 の た め の 武 器 の 増強 の 意 も 包含 し て いる と 思わ れる 。 
や アッ スバ (As-Subah) と は 、「 中 隊 」 ま た は 「 人 々 の 組織 」、「 別 個 の 組織 」 ま た 
は 「 騎 兵部 隊 」 を 意味 する (Lane より ) 。 
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五 倫 ニ サ ーAn-Nis& ( 女 


73. また 、 お 前 達 の 中 に は 必ず 遅れ 
る 者 あり 。 さ れ ば 、 お 前 達 も し 災難 
に 遭わ ば 、 彼 は 云う 、「 げ に アッ ラ 
ー は 我 に 恩恵 を も た らし 、 我 は 彼 等 
と 備 な ら ざ りき 」“2。 

74. され ど 、 も し お 前 達 に アッ ラー 
より の 皿 籠 が 降 さ れ な ば 、 お 前 達 と 
彼 の 間 に 何 の 交 語 も な か り し も の の 
如く 、 彼 は 必ず 云う な り 、「 我 も し 
彼 等 と 備 な り せ ば 、 大 成功 を な し 得 
た も の を 」 と 。 

75. され ば 現世 の 代わ り に 来世 を 
緒 う 者 は 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け て 
戦う べし 。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に 
i Nn 
て も 、 勝 利 し て も 、 我 等 は 必ず 彼 に 
倍 大 な る 報奨 を 与え ん 

76. お 前 達 、 何 故に アッ ラー の 道 に 
か け て 戦わ ざる か ?94 そし て ま 
た 、 男 や 女 や 子供 た ちの うち “弱者 
た る 者 3 の た め に ? か か る 者 は 云 
う 、「 我 等 の 主 よ 、 こ の 不義 な す 
住民 の 邑 か ら 我 等 を 救い 出し 給 
え 。 面 し て 我 等 の た め に 溢 の 放 よ 
り 守護 者 を 違わ し 給え 。 ま た 、 我 


RIA EE 
kVLCv 2 タン グン 2 WC 2085 1 
そる ン a 


Cb 385 ス る < AZ CAS CA 


ン ン Ye 4 


3 ILS 
C38 2 | 5 | に 8$ bl よこ 


4 グ 


OE に 3 とら 
hike REY EITC 


iN 0 


に | 0 が BR IIS 


9:111. 09:52. C4:99. 


2 当 節 は 、 偽 信者 また は イス ラム 内 部 の 敵 に 言及 し て いる 。 そ し て 彼 等 の 2 つの 顕 


著 な 特徴 を 挙げ ば て いる 


932A こ の 言葉 も 、' お 前 達 が 戦わ な い の は 一 体 ど う し た の か ' の 意 で ある 。 
9 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の ほう か ら 敵 対 行為 を 始め た こと は な いと いう 明確 な 証拠 


で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 自 2 


け 達 の 宗教 を 守り 、 よ り 遇 者 で 奈教 を 同じ くす る 者 を 


援助 する た め の 自 己 防衛 戦 し か 戦っ た こと は な い 。 
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四 音 ン ニ サーAa-Nis& ( 女 ) 五 巻 
等 の た と め に 溢 の 許 よ り 佑 助 者 を 人 遺 ょ Zs Eg 
| は Ve も を 
わし 給え 」。 の 
77. 信じ た る 人 々 は アッ ラー の 道 に 2008 6 光 選 役人 そ 3 状 


か け て 戦う な り 。 され ど 、 不 信 せ し 
者 ど も は 悪魔 の 道 に か け て 戦う な 
り 。 され は 次 等 昌 魔 の 仲間 に 対し て 
戦え 。 げ に 悪魔 の 策略 は 弱き な り 。 


78. 液 、「 手 を 制止 め よ 。 耐 し て 礼 
拝 を 遵守 し 喜 捨 を な せよ 」 と 告げ ら 
れ た る 人 々 を 見 ざり し か ? され ば 、 
彼 等 に ? 戦 闘 が 定め られ る と 、 彼 等 
の 中 の 一 部 は アッ ラー を 恐れ る が 如 
く 人 々 を 恐れ る な り 、 或 は それ 以上 
の 恐怖 を 抱く 。 曽 し て 彼 等 は 云え 
り 、「 我 等 の 主 よ 、 何 故に 液 は 我 等 
に 戦い を 定め 給 う た か ?? ど うし て 
液 は し ば し の 猫 予 も 我 等 に 号 え ざり 
WN ?」 634 と 。 で 「 現 世 の 歓 
楽 は 僅か な り 。 さ れ ど 来世 こそ 良 区 
者 に と り て 、 最良 な り 。 MM 7 お 
前 送 は いさ さか も 不当 に 通せ られ る 
こと な か る べし 」。 
79. お 前 達 何処 に 在 ろ うと も 、“ 死 
は 必ず お 前 達 に 追い つく べし 、 た と 
え お 前 達 臣 固 な 高楼 P95 の 中 に 在 る 


EE 
EA] 
6 0 
RE SC SG 
SES EE ONIN LS 
0 この RAS 
A SE 3 そつ 
YS UE TE 
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42.247 4:67. 4:45: 63:11、 9:38: 57:21、 4:50 を 共 照 、 662:9、 
534 癌 休 は 、 戦 闘 を し て いな いと き に 戦い の 意欲 を 示す 者 た ちの 階級 に 言及 し て いる 。 
し か し 本 当 に 戦い の と き が きた と き 、 彼 等 は 戦闘 を 拒否 し 、 さ ま ざ ま な 口実 で それ 
を 避け よう と する 。 従っ て 、 彼 等 が 以前 に 示し た 戦い の 意欲 は 、 不 誠実 な も の で あ 
っ て 一 時 的 に 興奮 し た こと に よる も の で あっ た 。 
一般 的 な 自然 の 法則 に つい て 述べ て いる か 、 


ある い は 、 偽 善 者 た ち が 死 を ま ぬ が 
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に も か か わら ず 。 さ れ ば 、 も し 彼 等 ER iS 

に 普 事 が 起 ら ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ 2 
は アッ ラー より な り 」 と 。 さ れ ど 、 を 
も し 悪し きこ と が 彼 等 に 降り か か ら >。z< る 穫 
ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ は 液 よ りな a Pd Ai OS PO 
り 」 と 。 云え 、「 す べ て は アッ ラー ES 48 OSY 
より の も の な り 」"°。 さ れ ば これ 

等 の 人 々 は 一 体 ど うし た こと ぞ ? 

(どん な ) 言 も 理解 し 得 ぬ と は 。 

80. 汐 に 起こ り た る すべ て の 議 運 は OG 
アッ ラー より の も の な り 。 し か る に 

梁 に 降り か か る 害 は 、 溢 自身 より の 
も の な り “"Y。 耐 し て われ ら は 汐 を 合 Ju の 


徒 と し て 人 類 に 遣わ し た り 。 さ れ ば 、 2 

アッ ラー は 立証 者 と し て 万 全 な り 。 © に 2 や 
81. 誰 で あれ 使徒 に 従う 者 あら ば 、 A SC 
彼 は 紛れ も な く ア ッ ラ ー に 従え し 者 2 し 
な り 。 さ れ ど 背 き 去り し 者 あら ば SU ge SRS 


われ ら は その 者 ども の 番 人 と し て 没 


を 人 遺 わ し た る に 非 ず 。 

82. 曽 し て 彼 等 は 云う 、「( 我 等 ほる < 
ら と ゆあ っ > Cs) 943.9 

は ) 服 従 す 」 と 。 し か る に 彼 等 滋 で 1 


の 面前 より 去れ ば 、 彼 等 の 一 団 は oe っ を 2 22 こら ES 
流 が 云え る こと と 反対 に “夜通し 


24:109. 


れる こと が で きる と 考え 、 自 然 の 聖なる 搾 に を そお むい た と し て 、 彼 等 に 対し 特に 発せ ら 
れ た と 考え る か どちら か で ある 。 

36 [すべ て は アッ ラー より の も の な り 」 と いう 表現 は 、 神 は 宇宙 に お ける 最終 統制 力 
で あり 、 良 いこ と も 悪い こと も 、 人 間 に 降 りか か る こと すべ て 、 一 般 的 な 自然 の 法則 
か ある い は 何 か 神 の 特別 な 命令 に 起因 する と いう 意味 に お いて 真実 で ある 。 

2 神 は 、 人 間 に 生ま れ な が ら の 力 と 才能 を 授け た 。 人 間 は その 力 や 才能 を 正しく 用 
いれ ば 人 生 に お いて 成功 し 、 逆 に 誤っ て 用 いれ ば 困難 に 巻き 込ま れる の で ある 。 つ 
まり 、 す べ て の 療 は 神 に 、 す べ て の 悪 は 人 間 に 起 因 し て いる と ここ で は 言っ て いる 。 
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通 ご す 9"。 さ れ ど アッ ラー は 彼 等 6 泥 じ ご 3 有 0 守 G 
の 夜通し 過ごす こと を すべ て 記録 し 
給 う 。 さ れ ば 次 、 彼 等 を 避け り 、 アッ 0 し OU も の 5 ス 2 を 5、 ろ る 5 
ラー に 頼れ 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 守 OIA A 
護 者 と し て 万 全 な り 。 4 
83. 々 彼 等 は クル アー ン の こと を 考 E33 a ot en ob | 
慮 せ ざ る か ? も し それ が アッ ラー 以 
外 よ り 出 で た る も の な ら ば 、 役 等 は 23 53 テ 7 麗し Je と 2 
必ず その 中 に 幾多 の 矛盾 を 見 つけ し IA YE | 
符 な り 89 
84. され ば 、 安全 な こと 或 は 心配 ご jj こき うる 包 く 5 3 
SN 2 
と 、 彼 等 は それ を 吹 遥 す の 。 され 。 こつ 1833 う の 2 
ど 彼 等 も し それ を 使徒 、 ま た は 彼 等 ッ プ 3 2、 う 50 記 別 


の うち な る / 権 成 者 に 住 せ し な ば 、 i 
0 ュ 4 っ らら 則 だ うそ 3 0 
、 必 ず そ れ を 理解 し た 管 な り 。 大 Rs 8 っ ブー ッ 4 2 る yy っ イン 
0 も し お 前 達 に アッ ラー の 恩 鐘 うっ hd に 2 
と その 慈悲 な か り せ ば 、 お 前 達 は た ONE VY 
< 少数 を 除い て 、 み な 悪魔 に 従い し 
947:25. 24:60. 


3 ここ と で 言及 し て いる の は 、 夜 で あれ 昼 で あれ 、 密 課 の こと で ある 。 通例 、 密 斉 を 
た くら お む の は 夜 で ある の で 、 姿 を 隠し て くれ る 逢 で あり 、 人 目 に つか な い 「 夜 」 と 
いう 語 が こ てこ で 用 いら れ て いる 
sss 各 ク ルアー ン の 中 の 一 節 と 、 その 中 の 教訓 と の 「 矛 盾 」 あ る い は 預言 者 と し て 語 
られ て いる 聖 ク ルアー ン の 中 の 言葉 と 、 そ の 結果 、 成 果 の 不一致 は な いこ と を 示し 
て いる 。 も し 神 か ら の 啓示 で な けれ ば 多く の 矛盾 が あっ た だ ろう 。 
2 不安 情報 の ほう が 平和 に つい て の 情報 より 後に 出さ れ て いる の は 、 聖 クル アー ン 
が ここ で は 戦い に つい て 述べ て いる か ら で あ る 。 戦い の 最 中 に は 、 応 々 に し て 良い 
二 果 と な り そ う な 事柄 を 発表 する の は 、 不 安 な 事柄 を 公表 する より 危険 な こと な の 
で ある 。 平時 に お いて も 、 こ こ に 示さ れ て いる 指示 は 、 社 会 の 安寧 や 規則 に 直接 の 
影響 を 及ぼ す の で 、 重 要 で ある 。 「 権 威 者 」 と いう 言葉 は 聖 預 斉 者 か 彼 の 後継 者 あ 
る い は 彼 等 に 指名 され た 指導 者 た ちの こと で ある 。 
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85. され ば 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け て He 5 2 0 5 
戦え 。 溢 は 己 自 身 の み の 走 任 を 負う \ 99 人 
な り %。 さ れ ば 信徒 た ち を 戦い に る Oo ろう うう そし に る 
* 避 名 湊 有 七 させ よ 。 お そら く ア ッ ラ 1 3 こ 設 8( 
ー が 不信 者 ども の 戦意 を 抑止 せん 。 


2 で 2 と づる 人 81 クビ マイ る イ も 
面 し て 、 ア ッ ラ ー は 武田 に お いて 強 ORS LC 
I 
86. 普 い 執り 成 し を する 者 あら ば 、 LOSS A 


彼 に は その 中 か ら 分 け 前 あり 。 内 し 682 ン る ン は と 
て 、 悪 意 の 執り 成 し を する 者 あら aE 


ば 、 彼 に は その 中 か ら 一 部 あら ん ぁ 2805 kk 人 あ に つの W2 1 
3。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 萬 事 に 全 


能 に まし ます 。 OL 

87. 面 し て 、 お 前 達 癌 意 を 持っ て 何 SR Ee RS 5 

か 賜 れ た る と 、 更 に 上 回 る 普 意 で 贈 VS SR 

り 返す か 、 或 は 同じ 程度 (の も の を ) EB e333 3 
@8:66. 


4 戦 う 命令 は 聖 預言 者 の み に 係わる も の で は な い 。 も し そう な ら ば 、 当 節 に お ける 
次 の 文 は 、 イ ッ ラ ー・ ナ フス カ 即 ち 、 液 の 外 誰 も 買 任 が 負わ され て いな い 、 と 読ま 
れる べき で あり 、 イ ッ ラ ー・ ナ フサ カ 即 ち 、 当 人 節 で 述べ た よう に " 液 は 己 自身 の み の 
責任 を 負う な り " と 読ま れる べき で は な い 。 当 節 で 言わ ん と し て いる の は 、 聖 預言 者 
も 含め て イス ラム 教徒 は 皆 一 人 一 人 神 に 対し て 責任 を 負う と いう こと で ある 。 し か 

、 聖 預 音 者 の な すべ き 仕 事 は 二 つ あ る 。(①1) 自 分 自身 戦う こと 、 及 び ②) 止 む を 得 な 
い 場 合 に 、 信 者 達 に 戦う よう 促す こと で ある 。 
22 当 節 は 、 ES 
述べ て いる 。 他 人 の た め に 嘆願 する 者 は 、 そ うし た 自分 の 行為 に 資 任 を と ら な けれ 
ば な ら な い 。 も し その 執り 成 し 、 推 薦 が 正しく 公正 で あれ ば 、 彼 は 十分 に 報 わ れる 
で あろ う 。 逆 に それ ら が 正当 で な けれ ば 、 そ こ か ら 生 じ る 悪い 結果 に 対し 頁 住 を と 
ら な けれ ば な ら な いで あろ う 。 更に 注目 に 値する こと は 、" 善 い 執 り 成 し "に 関し て 、 
ナス ィ ー ブ (分 け 前 或いは 、 決 まっ た 取り 分 ) と いう 語 が 用 いら れ て いる の に 、* 可 
意 の 執り 成 し " に 関し て キ フ ル (同様 な 部 分 ) と いう 語 が 使用 され て いる と いう こと 
で ある 。 こ こ で 指摘 する べき こと は 、 悪 意 の 執り 成 し の 六 は それ と 同等 な も の で あ 
る の に 、 療 い 封 り 成 し の 報酬 は その よう な 制限 な し で 、 神 が 決め た 如く より 大 きい 
も の 即ち 、 十 僅 も 大 きい で あろ う 。 
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返せ "。 げ に アッ ラー は 一 切 を 清 OL EE 
算 し 給 う 。 


88. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 彼 っ を る る の 2 IF MN 
A OG PI 0 家 た す の シン で ニ ラド 

し 。 そ は 疑う 余地 な し 。 曽 し て 誰が ピー の“ OY TS 
アッ ラー の 御 言葉 に 勝る 真実 を 語り 6 の El 


うる や ? 
十 二 項 

89. 一 体 ど う し た と いう の か 、 お 前 。 |3c EES I jC 

達 偽 療 者 ども の こと で 二 派 に 分 れる 了 y 

と は ?944 アッ ラー は 役 等 が 稼ぎ し 09 335 交 そ し まる こっ 

も の の 故 【 に 役人 等 を 打ち 倒し た る に も nd = | っ っ 人 
42], し 35 ・ anl 122] 

か か わら ず 。 お 前 達 は アッ ラー が 迷 ES hs フー 


い を 判定 せ し 者 を 導 か ん と する か ? Op ER 
され ば 、 ア ッ ラ ー が 迷い を 判定 せ し 2 
MN 

見 出さ ざる べし 。 


90.“ 彼 等 は 自分 が 不信 せ し が 如 2 じ る ご , 3823 533 
く 、 お 前 達 も 不信 し 、 同 類 の 者 に な  。 し 。 る: 
らん こと を 望む お 。 さ れ ば 彼 等 が アッ っ で sa 2 ORS 
ラー の 道 に か け て 移動 する まで は 、 A GS i EI 
彼 等 の 中 か ら 友 を つく る な か ね れ A NAOE 
cs され ど 彼 等 が も し 背 を 向け な 。 こる るる 9S っ る の ol 


@2:110: 4:45; 14:14. 


3 聞 魏 は 社会 的 義 聞 を 示し て いる 

Ma ND ST 
どの よう に 扱う か 、 彼 等 自身 に お いて も 意見 を 異 に し て いた 。 若 干 の 者 た ち は 、 彼 
等 (背信 者 ) 自 身 で 徐々 に 改心 し て くれ る か も し れ な いと 望み 、 彼 等 と の 共感 を 得 て 皿 
大 な 待遇 を する こと を 勧め た 。 そ の ほか の 者 た ち は 彼 等 を 、 イ スラ ム に と っ て 重大 
な 表 威 と 見 て 取り 厳格 な 措置 を 講じ る こ と を 提唱 し た 。 こ こ で ムスリム た ち は 告 げ 
られ て いる 、 背 信者 た ち は 神 の 敵 で あり 、 彼 等 が 原因 で 自身 が 分 裂 す る よう な 事態 
を 起こ し て は な ら な いと 


9 と こま 1 で NO の は 砂 漢 の ベ ド ゥ ィ ン 族 に つい て で ある 。 聖 クル アー ン 
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邊 等 を 捕え 、 また 何処 で も 彼 等 ぞ ぅ 1325 ざ 5 i 


| 造 わ ば 、 彼 等 を 殺せ “%。 面 し oO 
て お 前 達 は 彼 等 の 中 か ら 友 も 、 援 助 ola YI 
者 も つく る な か れ 。 


91. 但し お 前 達 と 協定 を 結ん で いる うっ 8 さり 2 
民 と 関連 が ある 人 々 、 ま た は お 前 達 
と 戦う こと や 己 の 民 と 戦う こと に そつ 

の 心 が ひ る むために お 前 達 へ 来る 者 a 
は 除く 。 さ れ ど 、 も し アッ ラー が 思 0 
し 召し 給え し な ら ば 、 必 ず お 前 達 に っ 2 に 3 4 2 5 る の 
対し て 彼 等 に 権力 を 与え た れ ば 、 彼 9500 YJS 
等 は 必ず お 前 達 と 戦い し 邊 な り 。 さ 2552 いら 

れ ば 彼 等 も し お 前 達 を 避け て 戦わ っ 2S35715 2 く 仙 5 5 
ず 、 お 前 達 に 和平 を 提議 する 場合 ER 
は 、 ア ッ ラ ー は 役 等 に 対し て お 前 連 2 465 

に (攻撃 の ) 途 を 許さ ざ る な り 。 

92. お 前 達 は 、 お 前 達 や 、 己 の 民 と IO5 3 つう で 4 トン で つう Js た ッ 
平和 に あり た いと 望ん で いる 他 の MO ンプ 2 2 MBSA cu 
人 々 を 見 出さ ん 7。 彼 等 は 試み に 

戻さ れる 度 に 、“ 之 に 味 倒 され る な Ia だ 0)、 つ ) 


ご 


EP 


4315。 


は ムスリム た ち に 和 如何 な る こと も を 彼 等 と いっ し ょ に する こと を 禁じ て いる 。 彼 等 と 
友好 を 交わ すこ と 、 彼 等 か ら の 支援 を 期待 する こと 。 

7 や カト ウル (Qat) と は また すべ て の 社会 と の 接触 を 断つ と いう 意味 で 使わ れ て いる 
(2:622 の で 、 ウ クト ルー フ ム (Uqtulnbum) と いう 表現 は また 「 彼 等 と 何 の 関係 も 持た な 
い 」 を 意味 する の か も し れ な い 。 そ の 表現 の 意味 する と ころ は 、「 彼 等 の うち より 
友 ま た は 援助 者 を 選ぶ な か れ 」 と いう 言葉 か ら 、 よ り 鮮 明 に させ て いる 。 

” この 表現 は ムスリム た ちと 同盟 条約 の な い 2 つの 部 族 、 ア サ ON 
ー ン (Ghatfin) に つい て で ある よう に 思え る 。 彼 等 は 二 重 の 駆け 引き を し て 、 機 会 
宗 っ た 。 ム スリ ム に 対す る 戦闘 に 加担 する 連中 に 后 か れ た と き 、 彼 等 rueofte 
容易 に 受け 入れ た 。 こ れ ら の 節 に 含ま れる 用 法 は 、 実 質 的 な 戦争 状態 が 存在 し 、E 
に 危険 が 忍び 寄る と き 活 用 され る 。 


280 


居 


員 草 アン ニ サ ーAn-Nisa ( 女 ) 五 鈴 
CRE EEE REESE ECR EERREE SSIS CRETE REREAD EIA GEER ERE EE EER CE TRIER GRR EERIE TRE 


り “" 。 され ば 、 彼 等 も し お 前 達 か VE 


ら 退 か ず 、 お 前 達 に 和平 を 提議 せ 2 ュ っ イラ プラ レレ コイ トン ジョン っ ー ゴ 3 
i に や AE 0 | イイ イペ 3 3 i 
チ 、 己 が 手 を 制 古 ず ば 、« 彼 等 を 捕る 0290 


ら え 、 ど こ で も 彼 等 と 出 適わ ば 、 彼 リス る る さる 
等 を 殺せ 。 面 し て か か る 者 ども こそ は CR 
は 、 わ れ ら は 彼 等 に 対し て 、 お 前 達 を ーー 
に 明白 な る 権能 を 与え た り 。 
十 三 項 _ 

93. 過失 に よる に 非 ず ば 9、 信 者 YI ES3Oo っ 5298 っ ビ 3 
が 信者 を 殺す の は 散 さ れず 。 され ど 。 。 レレ レク アレ 
過 っ て 一 人 の 信者 を 殺し た る 者 あら oiers ks i 2 SS 
ば 、 一 人 の 奴隷 信者 を 解放 し 、 且 つ | ES, cs 202285 
その 相続 人 に (定め られ た る ) 血 の 周 < 2 92 クシ 
償 金 を 支払 うべ し 、 但 し 彼 等 が ( そ 605 易い ざ ) 
れ を ) 施 し て 免除 する 場合 は 別 な 
り 。 さ れ ど 、 も し 彼 ( 殺 人 ) が お 前 達 欠 や つつ コ フツ 〇 2 = 


と 敵対 する 民 に 属し 、 し か も 彼 が 信 る 2 08000 る 2 8 
に イグ グ - 1 Ne 

者 で ある 場合 は 、 一 人 の 好 絆 信者 を の 

解放 すべ し 。 ま た も し 彼 が 9 お 前 る AS こと 9 


達 と 協定 を 結び し 民 に 属し た る な C4 > る 3 ン の と ンー る づ ゴイ メン る ンコ メラ ゥ グン 
を dt da ga NS 
ば 、 そ の 相続 人 に (定め られ た る ) 血 。 デ この 2 の つつ フフ 


69:5. 


9 や フィ トナ は ここ で は 、 ム スリ ム と の 戦闘 を 意味 する 。 

49 実際 の 戦闘 に お いて は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 同 じ イ スラ ム 教 徒 に 誤っ て 殺さ れる こ 
と も あり 得る 。 そ れ 故 、 当 飾 で は こう し た 万 一 の 事態 に 備え 常に 自分 を 守る よう 警告 
を 発し て いる 。 

や 殺さ れ た 人 が イス ラム 教徒 で あお っ て も 、 た また ま 英 側 で あっ た 場合 に は 、 殺 し た 
人 は 信徒 で ある 。 奴隷 を 一 人 解放 すれ ば よく 、 血 の 代償 金 は 取り 立て られ な い 。 な 
ぜ な ら 、 敵 に 金銭 を 支払 えば 、 反 イス ラム 勢力 の 軍事 力 を 強化 する こと に な る か ら 
で ある 。「 さ れ ど も し 殺さ れ た 者 が お 前 達 と 敵対 する 民 で 、 し か も 信者 な ら ば 」 と 
いう 表現 中 に は 、「 彼 が 信徒 で あれ ば 」 と いう 言葉 は 繰り 返さ ぐれ て いな い が 、 こ れ 
は 、 イ スラ ム 国 家 に 住ん で いる イス ラム 教徒 で は な い 者 、 あ る い は イズ ラム 教徒 と 
協定 を 結ん で いる 国 の 中 の 信徒 で な い 者 に つい て も 、 こ の 法律 が イス ラム 教徒 に 対 
し て と 同じ で ある こと を 示し て いる 。 
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の 賠償 金 を 支払 っ た 上 、 一 人 の 信者 <s 移 生 の スン 32 ・ う フミ ラレー3 
有吉 を 放す べし の され と ど 、 を クッ OS こっ 4 こう = 
の 資力 な き 者 は “ 二 ヶ 月 間 連続 し て @ ゅ CS くし 和 Ac20653 私 
断食 すべ し 。( こ は ) ア ッ ラ ー よ り 悔 

悟 と し て 定め られ た り 。 面 し て 、 ア 

ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし 

ます 。 

94. され ば 、 * 故 意 に 信徒 を 殺害 す 4 る 1<<5 R28 3 
る 者 あら ば 、 そ の 応報 は 地 考 な り 。 。 、・ 0 
彼 は その 中 に 住み 留まら ん 。 証し て Me 4 とろ 5 3 に は な 


アッ ラー は 彼 に 激怒 し 、 彼 を 呪い 、 OE 32K 
彼 に 厳し い 貴 苦 を 準備 し た る な り 。 
95. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 282 お る に 


アッ ラー の 道 に か け て 出 で 立 つ 時 2 2 att 

は 、* よ く 調べ よ 。 面 し て 平和 を 求 こし し の の SS 私 

め て お 前 達 に 挨拶 する 者 に 向っ て 、 908 AG 

「 流 は 信徒 に 非 ず 」 と 云う な か れ 

552。 お 前 達 は 現世 の 財貨 を 求め 
958:5.225:69-70. 49:7. 


や ムスリム 達 と 協定 を 結ん で いる 不信 者 た ち は 後 者 (ムスリム ) を 平等 に 扱っ て な い 
ば か り で な く 、 さ ら に 彼 等 の ひい き で 差別 し て いた こと は 注目 に 値する 。 ム スリ ム 
が 殺害 され た 場合 、 神 金 に 関す る 命令 は 奴隷 解放 命令 の 後に 下さ れ た 。 一 方 で 、 ム 
スリ ム と 協定 の ある 人 々 に 届 す る 者 が 殺害 され た 場合 は 順 度 は 逆転 し て いた 。 そ の 
相続 人 に 保証 金 を 支払 う 命 令 は 奴隷 解放 より 前 に 下さ れ た 。 こ れ は ムスリム に 条約 
と 協定 で の 特別 な 関係 を 示す こと と の 必要 性 を 印象 づけ る た め に な され た 。 信金 の 支 
払い は 彼 等 の 場合 に お いて 、 そ の 命令 が 奴隷 解放 命令 の 前 に 下さ れる 、 彼 等 の 協定 
と 条約 を と り わ け 尊 重 す べき で ある と いう 教訓 を 充分 に 納得 させ る 手段 と し て 、 ム 
スリ ム が 協定 を 交わ し て いた 不信 者 ら に 負っ て いた 義務 で あっ た 。 

32 ある 国民 が 和平 を 提案 し て きた り 、 友 好 的 態度 を 示す 時 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 
その 態度 に 散 意 を 払い 、 敵 意 を 抱く こと を 慎 ま な けれ ば な ら な い 。 更に 、 メ ディ ナ 
の イス ラム 教 社会 は 敵対 する 部 族 に 囲ま れ て いた の で 、 そ こ で は 、 イ スラ ム 教 の 挨 
拶 を する 人 は 、 調 べ て みて 信徒 で は な いと わか っ た 時 以外 に は 、 イ スラ ム 教 徒 と み 
な す よ う 指 示さ れ て いた 。 


コン 5 イン ン 
Sa ls CNG JI 
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る が 9、 ア ッ ラ ー の 醒 に は 英 大 な < て 853 3 くみ 
る 良き も の あり 。 以 前 お 前 達 は この EA 
よう で あり し が 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 OS NO et 

に 恩恵 を 施し 給え り 。 さ れ ば よく 調 be 


べ よ 。 げ ば に アッ ラー は お 前 達 の 所 業 
を 知 材 し 給 う 。 

に 8 - ーー する る ラン イ 
96. “信徒 達 の うち 、 不 具 者 は 別 と CACs CeO53AA90、 Y 
し て 家 に 居 残 る 者 た ちと 、 ア ッ ラ ー  .. レ し 。」 ュ レレ < の 
の 道 に か け て その 叶 産 や 和合 にょ っ ば 02AeevJb っ > ろう | と 
て 、 奏 開 努 力 する 者 た ちと は 同じ か 62000520 し 5 
ら ず 。 ア ッ ラ ー は その 財産 や 生命 に Ng a a 
よっ て 、 稚 韻 努 力 す る 者 た ち に は 、 ーー a19 og ge) | 
家 に 居 残 る 者 より 高い 位階 を 授け た 4 レン 用 ラン エル タ レレ レン ュー 5 イン 

PINY き も り に 3 Aa うき て a kc 

り 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て (の ーー 1 Ne 
上 徒 ) に は 、 普 を 約束 せり 。 さ れ ば JEOsaeedl200O252 、 か ろり 
アッ ラー は 、 家 に 居 残 る 者 た ちよ り oo: 2 1 > 
奮闘 努力 する 者 た ち に 素晴らし い 報 | 
奨 を 授け た り 4。 


と 2 


し ゃ ぬん の | 
97. ( こ は ) 彼 より の 位階 と 赦免 と 慈 OE I ER 


悲 な り 。 曽 し て 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に 

9:19-20; 57:1L. 
653 っ まり 、 も し 正当 な 調査 も せ ず 、 こ うし た 人 を 信徒 で は な いと 考え る な ら 、 こ れ 
は 液 が 相手 を 殺害 し た い 、 そ し て 相手 の 所 有 物 を 手 に 入れ た いと 思っ て いる こと に な 
る で あろ う 。 
284 導 節 で は 、 信 者 の 二 つ の 種類 に つい て 述べ て いる 。(① 真 面目 に イス ラム 教 を 信じ 、 
教義 に 従っ て 生き よう と する が 、 信 仰 を 外 か ら の 攻撃 か ら 守 り 広 め て いく 努力 に ま 


呼ば れ て いる 。(② イ スラ ム 教 の 教義 に 従っ て 生き る の は 勿論 、 そ の 普及 活動 に 精力 
的 に 参加 する 人 々 で ある 。 こ の 人 々 は 積極 的 な 信者 で あり 、 ム ジャ ー ヒ ド と 呼ば れ 
て いる 。 し か し な が ら 、 も うつ の 種類 の 信者 が いる 。 実際 の 非 信徒 と の 戦い に は 
加わ り は し な い が 、 戦 い に 参加 し た 者 と 同じ 報酬 を 受け る 者 達 で ある 。 彼 等 は 心底 
は ムジ ャ ー ヒ ド た る イス ラム 教徒 と 同じ な の で ある 。 ム ジャ ー ヒ ド は 神 の た め の 戦 
い に ど こ へ で も 出 て いく が 、 役 等 は 特別 な 事情 の た め 、 病 気 や 貧困 な どの た め に 、 
本 人 折ら は 遠視 に 参加 で き な い の で ある 。 
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し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 ポ と アッ る (クッ イィ 
Ol 5 sie 
十 四 項 

98. げに 、“ 己 自身 に 午 な し て いる 7 EN 
RN 
うち に 、 天 使 ら が 彼 等 を 死な せ た る =? と ダー マデ デ で > 
者 ども に は 、 彼 等 (天使 ) は 云う 、 は る PIE っ 195 る 3 

人 NN 3 
、 役 等 は 符 え ん 、「 我 等 は 地上 で 中 395 PE 
i PD + 2 2% 
(天使 ) は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 大 地 LE Mo2JoSS 
は 広大 で な か り し か ? 従 っ て 、 お 前 Sk LP 
達 そ の 中 に 移住 し 得 た も の を 」 と i 
ess これ 等 の 者 ども の 住居 は 地 狼 と 


な り 。 そ は 悪し き 帰 所 な り 。 
ND 
如何 な る 手段 も 見 出せ ず 、 逃 れる 術 
も な い 弱 者 た らし め ら れ た る 者 達 は 
除外 す 9*。 


100. され ば これ 等 の 人 々 こそ 、 ア 
ッ ラ ー は 恐らく 7 彼 等 を 寛容 に 取 

り 計 ら わ ん 。 症 し て 、 ア ッ ラ ー は 寛 
容 者 に し て 、 寛 大 に ま i 


GTR EAE 


人 


O13 282 8 


16:29. b4:76. 


や イス ラム 教 は 弱い 受動 的 な 信仰 で は 十分 と 言え な い 。 
信仰 に 適し て いな い の で あれ ば 、 信 仰 に より 適し た 


も し 信者 の 周囲 の 環境 が 、 
場所 に 移住 すべ き で ある 。 も し 


移住 し な けれ ば 、 そ の 信者 の 信仰 は 真剣 な も の と は みな され な いで あろ う 。 


移住 で き な い 信者 は 、 前 節 の 種類 分 


けけ か ら は 除外 され る 。 
7 アサ ー と いう 助詞 は 、 神 に 疑問 を 示す も の で は な い が 、 


その こと は 彼 等 が 礼拝 と 


普 行 を 怠る こと に な ら な いよ う 、 信 者 た ちの 「 希 望 と 恐れ の あい だ 」 の 不安 な 状態 
を ここ に 普及 し て いる 、 の に 使わ れ て いる 。 その 家 現 は 、 誤 ま っ た 安心 感 を 創り あげ 


た り 、 ひ と り よ が り の 状態 に 陥る 


る 6 こ と な し に 希 負 呈 


望 を 持ち 続け る こと を 画策 し て いる 。 
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101. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け NN 
て 移住 する 者 あら ば 、 彼 は 地上 に 幾 ン CE 
多 の 避難 場所 と 区 か さ が あ る こと を と 9 


アッ ラー 並び に その 使徒 の 方 へ 移動 と a 506 マン ーッ スイ ラッ ラン 
し 、 和 し て 死に 襲わ れ た る 者 あら ES 4 
ば 、 確 か に その 報 苗 は アッ ラー の 責 と し EE5 
任 な り 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は 四 大 に 
pa 
二 五 項 eo 
102 叩 6 お 前 達 地上 を 旅 す る 。 、 つ ss、 VI、3 65 > 5 
、 礼 拝 を 短 縮 す る と も 9 お 前 達 に ぎ Ma と っ ッッ 42 る ライ ダン ォ ーッ の 
二 し 不信 せ し 者 ども 3% み 3206 時 4 


か ら 誠 能 を 加え られ る 誇 れ が ある な 5 っ 
CT Ct 
ら ば 99。 げに 不信 者 ども は ね 前 達 os | p 
の 公然 の 敵 な り 。 i 
2.240. 


NUM 移 


それ を 受け 入れ な い 。 

29 危険 時 の 祈り に つい て は 、 聖 クル アー ン は 三 つ の 別々 の 節 で 扱っ て いる 。 即 ち 、 
(⑪2:240 節 で は 、 非 常に 危険 で 正式 に 祈る こと が 不可 能 な 時 の 祈り に つい て 述べ て い 
0 通常 の 危険 の 時 に 個人 個人 が 行う 祈り を 扱っ て いる 。(⑬) 次 節 で は 、 
危険 な 時 、 集 団 で 行う 祈り に つい て 述べ て いる 。 個 々 に 行う 祈り に 関し て 当 節 で 言 
う 「 折 り の 短縮 」 と は ラク アト (礼拝 の 単位 ) の 数 を 減ら す と いう 意味 で は な い 。 ラ ク 
アト は 初め か ら 、 家 より 遠 く 離 れ て いる 時 に は 二 回 と 定め られ て いる 。 英 襲 の 危険 
が ある 時 に は 、 定 め ら れ た 祈り を 急い で 行う と いう 意味 で ある 。( 家 か ら 硝 く 離 れ て 
いる 場合 ラク アト は 二 回 と 定まっ て いる の で ) 危 険 が 迫っ て いる 時 に は 、 こ の 二 回 の 
ラク アト さえ も 一 人 一 人 大 急ぎ で すま せ て よい (Kauhir より )。 「 こ の 見 解 は ムジ ャ ー 
ヒド 、 ダ ッ ハ ー タ と ブ ハ ー リ ー( サ ラー トル ・ カ ウフ 意 ) に も 支持 され た 。 ア イシ ャ か 
ら 聞 いた と ころ に よれ ば 、 最 初 に 命じ られ た ラク アト の 回 数 は 旅路 に あっ て も 在宅 
で あっ て も 2 回 で あっ た 。 後 に 在宅 時 に は 、4 回 に 増やさ れ た 。 し か し 旅行 中 に あっ 
て は 、 以 前 と 同じ く 続 けら れる よう 命じ られ た ( ブ ハ ー リ ー、 サ ラー ト 章 )。 ウ マル は 
言っ た 、 TN 了 わ れる 礼拝 は ラク アト 2 回 、2 度 の イー ド で も また それ ぞ 
れ ラ タク アト 2 回 、 金 曜日 の 礼拝 で も ラ タ ア ト 2 回 、 こ れ は な に も 削減 され て いな い 
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103. され ば 、 液 彼 等 の 間 に あ り 、 SAA LIE ET ls 
條 等 に 礼拝 を 先導 せん と する 際 は 、 テイ ブイ イレ タン ニュ ン る a kg とっ る < れる 
彼 等 の 一 団 は 溢 と 共に 立つ べし 。 さ 2 なり 53 っ の 3 えり ら ょ の 
れ ど 彼 等 は その 武器 を 持つ べし 。 市 ld を 832 Hf 
し て 彼 等 が 叩 頭 を 終ら ば 、 お 前 達 の ooo Na 
背後 に 退く べし 、 そ し て まだ 礼拝 を っ Jeoslas ゆ らら の 5 SSD5 


索 け げ けさ ざ の 一 団 が 前 こ 進 ¥ ぅ っ プイ イセ ネン ン ン (5 ジン る 2 レラ 
捧げ ざる 他 の 一 団 が 前 に 進み 、 液 と RD ILS EE 


と 4 


共に 礼拝 を 捧げ る べし 9。 病 し 2 1 
て 、 彼 等 は その 防 負 の 手段 を 採り 、 DS CRS 9 っ SA 15 ス る うつ 
その 武器 を 持つ べし "9 不信 せ し CI EIN CGI GS RIE イ 
Me 4| a |* な Cr を 2 

者 ど も は 、 お 前 傍 が が 臣 器 ゃ が デフ の ルー デ 
荷物 を お ろ そ か に する こと あら ば 、 。 ざ 5~ 53s15 RCE 9 の 5 
彼 等 は 一 挙 に お 前 達 を 襲う こと を 望 レン 。 レレ 。 レラ レレレ 
む な り 。 されど 、 も し お 前 達 は 隆 両 2 っ > っ O5O1 > て 
< 邪魔 或いは 病 ら ば タイ そ と 5 イッ る っ > 5 
に 邪魔 され 、 或いは 病める な ら ば 、 SO ろう うこ LS 
己 の 武器 を 下 に 置く と も 、 お ね 前 達 に 。 」。,」 。 ,。 0 
罪 な し 。 曽 し て 、 自 分 の 防 集 の 手段 MOI SD 5 な うつ SS 
を 採れ 。 げに アッ ラー は 不信 者 ども を > る ビズ sd @ ン イ 

OEEE RN 
に 恥辱 た らし め る 貢 苦 を 準備 せり 。 2 3 


完全 な ラク アト の 数 で ある 。 我々 は これ を 、 ま さ し く 聖 預 詩 者 の 円 か ら ( 聞 いて ) 学 ん 
だ ( ム ス ナ ドゥ 、 ナ サイ ー、 マ ー ジ ャ )。 ハ ー リ ド ・ ビ ン ・ サ イー ド は か つて イブ ン ・ 
ウマ ル に 半 ね た 。 聖 クル アー ン に は 興 れ の と き の 礼 拝 の み 書 か れ て いる が 、 旅 人 の 
た め の 礼 振 に つい て は どこ に 記さ れ て いる の か ? イ ブン ・ ウ マル は これ に こう 答え 
た 。 彼 等 は 聖 預 韻 者 が 、 旅 の 間 は 2 回 の ラク アト で 礼拝 を 行っ て いる の を 見 て 、 そ 
の よう に し た と (ジャ リー ル $ 巻 144、 ナ サイ ー サ ラー ト 章 )」。 
569 前 人 節 が 、 危 険 時 の 個人 個人 の 祈り に つい て 述べ て いる の に 対し 、 当 節 で は 、 信 爺 
篤い 人 々 の 集団 が 、 一 緒 に 祈る 時 の 仕方 が 詳細 に 示さ れ て お り 、 種 々 の 場合 に 応じ 
た 11 も の 形式 の 折り が ハデ ィ ー ス の 中 で 説明 され て いる ( ム ヒ ー ト より ) 。 
9 当館 は 、 ア スリ ハ (武器 ) と ヒズ ル (警戒 ) の 違い を 示し て いる 。 前 者 は 比較 的 
全 な 時 に は 片付け られ る で あろ う が 、 後 者 は いつ も 薦 っ て は な ら な い 。4:72 節 も 
参照 せよ 。 
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四 章 アン ニ サ ーAnp-Nisa'( 女 ) 五 巻 


104. され ば お 前 達 礼拝 を 終え し な Vs GA LG 


ば 、 立 ちな が ら も 、 涼 りな が ら も 、 A SR 2 
また 横 に な りな が ら も の 、 ァ アッラー PB っ 人 、 よ と 2S 5 


と 中 上下 会 > が Zn Eh っ ae イマ > ブラン ラン yo 
を a 唱 念 せ よ 。 さ れ ど 2? お 前 達 が SNS zs | 


安全 に な れ ば 、 礼 拝 を 遵守 せよ 。 げ oC 
に 礼拝 は 、 定 め ら れ た る 時 刻 に 控 げ 。 ONL EE 
る こと を 信徒 に 義務 付け られ た り 。 
10S. 面 し て “お 前 達 そ の 民 ( 英 ) を 追 KC 5 41 PBES 還 還 IP6 お が 
求 する こと に 弱気 に な る な か れ 。 さ 920 2262 
れ ば お 前 達 が 音 し お な ら ば 、 彼 等 も 。 OObC く OO も A の 6 
また お 前 達 が 苦し むこ と と 同様 に 苦 < と レル ララ ッ ン イン あく る ラッセ ン 
し む な り 。 さ れ ど お 前 達 は 、 彼 等 が O83 OO 
望み 得 ざ る こと を アッ ラー より 希望 で LDS LEAN 
する 。 誠 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 
知り 、 賢 哲 に まし ます 。 

十 六 項 
106. げに われ ら が 真理 を 以 っ て 液 I CE TG 
に 経典 を 降 し た る は 、 ア ッ ラ ー が 流し ィ リリ 
に 教え た る も の に の っ と っ て 、“ 流 OS95 人 ACE て 
が 人 々 の 間 を 審判 く た め な り 。 さ れ の ラン oh 
ば 液 背信 者 の た め の 弁 護 人 と な る な Or i 
か れ 893_ 


107。 され ば 、 ア ッ ラー に 赦免 を 請 153060 し 
い 奉 れ “9% ば に アッ ラー は 拭 大 に 8 と 2 
し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 2 


93:192.72:240. €3:147. 45:49. 

9 戦闘 の 最 中 は 2 つの ラク アト を 急い で 済ま せる か 、1 つの ラク アト だ け を 行う 
か どちら か で ある た め 、 当 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 足り な い 分 を 補う た め 、 や る 
べき こと が 終わ っ た 後に は 神 を 思い 出し 、 略 式 で も 神 に 祈 ら な けれ ば な ら な いと 定 
め て いる 。 こ れ は 、 祈 り を 短く し た こと の 埋め 合わ せ を する た めで ある 。 

993 と の 言葉 は 、 す べ て の イス ラム 教徒 に 宛て た も の で ある 。 

4 イス ティ グフ ァ ー ル (tstighfary は すべ て の 精神 的 向上 の 中 枢 を 構成 する 。 そ れ は 単 
に 口頭 で 許し を 求め る こと を 意味 する の で は な く 、 人 の 罪 や 欠点 を 狼 う よう 導く よう 
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石谷 アン ニ サ ーAn-Nisa ( 女 ) 四 章 


108. 耐 し て 汐 、 己 自身 を 不正 に 扱 SGC EY 
う 者 ども の た め に 弁護 する な か れ まし 。。 イ アレン レン 。 ン ゴー AA マン あ 6 
e%。 げ に アッ ラー は 背信 者 ゃ 罪 深 OLS SO Ya 
い 者 を 愛し 給 わ ず 。 

109. 彼 等 は 人 々 か ら 隠 れ て も 、 ア ニー 3322 く YY 9 トイ 、< 2 イズ を る 2 
ッ ラ ー か ら 隠 れる こと 能 わ ず 。 され < 。 2 
ば 彼 ( ア ッ ラ ー) は 、 29 YOR I Li 人 240 その 

」 


ざる こと を 夜通し 語る 時 、? 彼 等 と に AIOUE= 3"J 3 3 
2 Tn 

備 て 在り 。 面 し て 、 ア 2 の Re 

の 所 業 を 取り 囲み 給 う 。 Sl DS 


110. 見 よ 9*6、 お 前 達 こ そ 、 現 世 の 2 に 9 る z 記入 釣 5 
生活 に お いて 彼 等 を 旬 護 す る 者 な EAN 
り 。 A i 3 


等 の た め ア ッ ラ ー に 弁護 で きよ う 2 ecC の PA 
ぞ 、 ま た 誰が 彼 等 の 守護 者 と な り 得 3 MM 


よう ぞ 。 

111. され ど 、 誰 で あれ 悪事 を 行 絡ん < お 届 う 計る に 8 の う 
、 或 る い は 己 自身 を 不当 に 扱い 、 ンー 3: 條 : 2 っ の 

る 後 ? ア ッ ラー に 放免 を 請う 者 あぁ Ce う >s 人 0 


ら ば 、 彼 は アッ ラー が 寛大 に し て 慈 

悲 深 くま し ます こと を 見 出さ ん 。 

H2. され ど 、“ 罪 を 稼ぐ 者 あら は 、 0 3 
確か に 彼 は 己 自身 に 対し て 之 を 稼ぐ 5 

な り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を OSS EAE て し 5 
知り 、 質 凍 ま し ます 。 


4:82. 24:63. “2:287: 99:9. 


な 行為 に 及ぼ す 。 

や アン フサ フ ム (Anfusahum) と いう 言葉 は また 、「 彼 等 の 同胞 」 を 意味 する の か も 
し れ な い (2:85, 86: 4:67 節 )。 そ の 呼び か け は 前 節 の 場合 の よう に 一 ' 明 的 で ある 。 

999 * ア ント ゥ ウム" (お 前 達 ) と いう 言葉 は 、 先 行 す る 諸 節 で それ は 聖 預言 者 
は な く 、 一 般 に ムスリム が 呼び か けら れ て いた こと を 示し て いる 。 聖 了 は 不信 
心 な 人 々 と 議論 する こと を 予期 で き な か っ た 。 聖 クル アー ン は 、 彼 ( 悪 言 者 ) が 信者 
た ちの た め の 「 神 の 戒律 の 受領 者 」 で あっ た の で 、 彼 ( 亜 預 言 者 ) に 呼び か けた 。 
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四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 八 


113. また 、 過 ちや ゃ 罪 7 を 犯し て 之 a る 千明 8 22 
を 潔白 な 人 の せい に する 者 あら ば 、 UO 5 
彼 は 中 傷 と 明白 な 罪 を 負う 者 な り 。 6 KSE3| CES > 
十 上 項 - 

114. され ば 、 も し 流 に アッ ラー の SI EEERI LEY 35 
過量 補 と 慈悲 が な か り せ ば 、 等 
の - 団 は 溢 を 迷わ し めん と 決意 を 回 3 で J 和 35 、 つ ! ょ を 3435 
め た り “9。 さ れ ど 彼 等 は 己 自身 を ws る レン ラ ラン 和 1 き レン ーッ 
迷わ し め る に 外 な ら ず 。 ま た 、 彼 等 ルン の > 
は 波 を いさ さか も 審 う こと 能 も SRE る MI 2 
ず 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 激 に 経典 と ユラ イッ > で セラ イン リン 4 ン ンタ ン と や レン 
知恵 を 降 し 給え り 。 ま た 、“ 汐 が NA SD 
知ら ざり し こと を 激 に 教え 給え り 。 E 。 @EibgSEEA0 LLS86 ビ 5 
され ば 、 激 に 対す る アッ ラー の 停 大 

な る 妃 態 あり 。 


24:2, 24; 33:59. 017:74. ¢42:53; 96:6. 


97 当 節 に 並ん で 言及 され て いる ハ テ ィ ー ア (Khati'a= 過 和 失 ) と イス ム ( 罪 ) の 間 の 相 異 は 、 
前 者 は 故意 と 過失 の 両方 が あり える 。 そ れ は し ば し ば 、 そ の 行為 者 に 限定 され る 。 
後者 は 意図 的 な も の で あっ て 、 範 囲 も 別 の 者 に 拡大 か する こと が で きる 。 ま た 前 者 は 、 
神 へ の 義務 の 人 怠慢 を 表し て いる の か も し れ な い 。 し か し 後者 は し ば し ば 、 神 と 人 を 
侵害 する 罪 で あっ て より 深刻 で あり 、 前 者 よ り 重 い 刑 に 値する 。2:82 節 及 び 2:174 節 
を 参照 。 も し 罪人 が 無実 の 者 に 罪 を 転 辺 し よう と し た 場合 、 過 和 失 や 罪 の 度合 い は 倍 
化 さ れる 。 こ れ は 、 そ の よう な 企 て が ブフ ター ン (Buhtan= 中 働 ) と し て だ け で な く 、 
イス ム ・ ム ビー ン ( 明 ら か な 罪 ) と し て も 評 さ れる 。 

98 ファ ドゥ ル (Fadi= 思 雷 ) と ラフ マ (Rahmah= 閑 悲 )/ と いう 言葉 は と き に 、 そ の 意義 に 
お いて それ ぞ れ 一 般 的 に 「 現 世 の 財 産 」 と 「 精 神 的 祝福 」 を 示す (2:6$ 人 節 )。 従 っ て 、 


当 節 は 、 聖 預言 者 が 物理 的 の み ば か り で な く 精 神 面 に も 、 神 の 保護 を 経験 し た こと 
を 意味 し て いる 。 


で 。 偽善 者 達 は さま ざま な 手段 を 用 いて 、 聖 預言 者 を 落と し 入れ よう と し た 。 彼 等 は 、 
非常 に 重大 な 事柄 に つい て 、 聖 預言 者 が 誤っ た 決定 を 下す よう に 策 を めぐ らし て い 
た 。 し か し 、 彼 等 の 計画 は いつ も 失敗 に 終わ っ て いる 。 な ぜ な ら 、 聖 預言 者 は イス 
ラム 教 の 将来 に 影響 を 及ぼす よ うな 間 題 に 関し て は 、 神 に よっ て 常に 正しい 方 向 へ 
と 導 か れ て いた か ら で あ る 。 


ン ニ サーAn-Nis& ( 女 ) 


H15. 但し 施し や 善行 を 勧め 、 或 い 
は “人々 を 仲裁 する こと を 主張 する 


りあ てい と) 


人 の 他 、 入 の 々 の 和央 こっ) RN 
670 件 ーー インタ 6 ce ン ン 

は 無益 な り 。 さ れ ど 、 ア ッ ラ le 2 RG 

A オク 6 
ば 、 わ れ ら は 必ず 彼 に 偉大 な る 報奨 oa A 
を 与え ん 。 
116. され ど 得 間 が 彼 に 明示 され し En RL 
後 、 使 徒 に 背 き 、? 信 徒 達 以 外 の 道 に っ そる ん っ 2 
を 周 る 者 あら ば 、 わ れ ら その 者 を し O29 3 うこ 
て 、 忌 が 追い 求め ん と する こと を 追 2302 ss 64 | 
求 せ し めん 。 面 し て 我 等 は 彼 を 地獄 ぷ \ を っ < 
に 入ら し めん 。 さ れ ば 、 そ は 悪し き a 
帰 所 な り 。 

十 八 項 


117. げに “アッ ラー は 何 も の も 己 に i 08 
併せ は 礼 ら れる こと を 落し 給 わ ず 。 さ 
れ ど この 事 を 除け ば 、 彼 は 己 が 欲す 
る 首 を 赦し 給 う 。 さ れ ば 、“ ア ッ ラ 
MR ei 
か に 人 選 か 選 く 邪道 に 陥 た 


118. 彼 等 a た だ VL 33020E 3 ? 
( 女 の ) 偶 像 を 祈る に 外 な ら ず “7。 a _ 

サ タン Fs シコ っ る イ 、 う ンタ 2 の 
また 彼 等 は 背 逆 の 悪魔 を 祈る に 過 OS CEE YIO EY 


ぎ ず 。 
42:225. 67:4. “4:49. 4:137、 


70 二 人 以 上 の 人 で 交わ され た 秘密 の 話 、 ま た は 他 の 人 に 秘密 を 洩 ら す こと 、 ま た は 
秘密 の 相談 を する こと の 意 で ある 。 こ の 言葉 は 、 秘 密 の 相談 に 限っ て 用 いら れる の 
で は な く 、 秘 密 で あろ う が な か ろう が 、 重 要 事 項 を 討議 する た め に 、 特 別に 人 々 を 
召集 する あら ゆる 会 議 に 適用 され る (Lisan 及び 、Mauhit より ) 。 

? イ ナー ス と いう 言葉 は 、 す べ て の 偽り の 神 を 含ん で いる 。 生 き て いる ( 神 ) か 冥界 
の ( 神 ) か か いずれ に し て も 。 そ の 言葉 は 、 偽 り の 神 の まっ た く の 弱 さと 無力 さ を 指す た 
め に 使わ れ て いる 。 
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四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 五 八 


HH9. アッ ラー は 役 を 呪 護 せ り 。 面 
RC 
僕 等 より 特定 の 一 部 (者 達 ) を 連れ 去 
らん 。 
J 我 は 必ず 彼 等 を 
人 CORE 
た 我 は 必ず 役 等 に に 命ぜ ん 、 さ れ ば 
彼 等 は 家畜 の 耳 を 切り “2%、 そ し て 
また 我 は 必ず 彼 等 に 命ぜ ん 、 さ れ ば 


i は アッ ラー A 
」 "7 と 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー を 差 


お お どの 
は 確か に 明白 な る 損失 を 被る べし 。 
121. ? 彼 は 彼 等 に 約束 を な し 、 彼 等 
を 欲望 に ふけ ら せ し め る る な り 。 さ れ 
ど 悪 魔 が 彼 等 に 約束 する は た だ 欺 境 
に 過ぎ ず 。 

122. これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 
な り 。 され ば “ 彼 等 は そこ より 逃れ 
る 術 を 見 出さ ざる べし 。 _ 
123. され ど 9 信じ て 普 行 を 積み し 
人 々 あら ば 、 わ れ ら は 彼 等 を その 
下 に 河川 流れ る 楽 彫 に 入ら し め 
A 
ん 。 ( こ は ) ア ッ ラ ー の 確約 な り 。 fl 
し て 誰が アッ ラー の 侍 基層 る 
真実 を 語り うる や ? 


3 Fr クラ ダダ 

らし ろ わ 4 に っ 

ts と か っ 人 KS 3 SY 全 
う = ぐし の 9 


sc SY OI 由 = 1G 
9 E68 


OP EE | 


ODEY 2 3 


の 3 rr EP いさ | 


A 

CA LE a 
i CR 
逢え IST EY 

SIN 


4:23: 17:65. 914:23: 17:75.“14:22、2:26 を 参照 . 


972 偽り の 神 へ の 献身 の 印 と し て アラ ブ 人 は 、 他 の 動物 と 区 別 す る た め に 専 


の 動物 


の 耳 を 切除 し て いた 。 こ の 愚か な 風習 は いく つか の 国 で 今日 まで 続い て いる 。 


“や アッ ラー の 創造 物 が 変 


: 形 され た の は 、 


(1) 神 の 創造 物 の 神格 化 ②) 神 の 宗教 の 変更 


と 破壊 (3) 新生児 の 体 に 区 別 や 変形 (を 加え る )④ ア ッ ラ ー が 善 用 に 創造 し た も の を 悪 


用 に 転化 する 。 
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124. そ は お 前 達 の 希望 に 弄 わ ず 、 1 こう ヒ 1 る Es 
また 経典 の 民 の 希望 に も 削 わざ る べ NN Ee 
し 。 誰 で あれ 悪事 を な す 者 あら ば 、 3 人 o 入 2 に 82 AS 
その 報い を 受 くべ し 。 面 し て * 彼 は oz cg ai 人 3 
己 の た め に 、 ア ッ ラ ー を 差し 置い て ご ーー ES 53023 
如何 な る 守護 者 も 佑 助 者 も 見 出さ ざ 

る べ も 。 

125. され ど 、? 男 で あれ 女 で あれ SS SR CA に 8 し 
74 し か も 信徒 で あり な が ら 、 普 

行 を 積 お 者 あら ば 、 か か る 人 々 こそ EE お 1 
楽園 に 入り 、 寅 衝 子 の 種 の へ こみ 程 ラッ ュ イン ッ コ イ 2 ユー イン 6 イ 
も 不当 に 過 せ られ ざる べし 。 OBO VL 
126. アッ ラー に 全く 服従 帰依 し 、 上 A 時 
I し み 、 常に 神 に 服従 帰依 2 


AT っ a RS 


a 

た る な りり °°。 

127. され ば 、 エア ッ ラー の Oo22YI じ 3 っ I、 9 区 3 
I 入 NE SI 
な り 。 面 し て 、* ア ッ ラ ー は すべ て @ OU EE IOS 


2 の 

軸 十 九 項 
128. 面 し て 、 彼 等 は 女性 の こと に 4 ル 20、 う SOS 
つい て 溢 に 探 を 求む “%。 云 え 、 6 Ne 


4:46; 33:18, 66. 40:41. で 2:132. 92:283: 4:132: 10:56; 16:53; 24:63. 41:55: 85:21. 


” 当 節 で は 、 仕 事 と 報酬 に 関す る 限り 、 男 も 女 も 同等 の 立場 に お いて いる 。 ど ちら 
9 の Se に 9 0 MK 9 うこ NO50M 


従 、 百人 の が や E 力 、 Di また アブ ラ ハ ム を 
イス ラム 教徒 が 模 令 す べき 、 ま た 後に 従う べき 真 の 模範 と し て いつ も 心 に 止め て お 
く こ と で ある 。 

72@ この 「 搾 」 に つい て は 次 の 三 つ の 節 で 触れ られ て いる 。 
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「 ア ッ ラ ー は お 前 達 に 、 彼 女 た ち に 8 SUS MBK rs SS 
関し て 判定 を 与え 給 う 。 そし て 、 加 
典 “7⑦ の 中 で お 前 達 に < 語 巡 さ れ た 。 〇 や の の NH RG 
る 孤児 の 女 た ち の こ と に 関し て も ま 8 る ES ME ルコ Lu ピン 

5 れこ で 
た 然 り 。 お 前 達 、 彼 女 等 を 肖 ら ん と > つり 0 と と っ 08 っ 


望む に も か か わら ず 、 彼 女 等 に 規定 Re A St 
され た る も の を 与え ざる な り 。 そ し 


イー 2 る 246 イエ と 
て 、 憶 者 た らし め ら れ た る 児童 ら 1 寺 お し ァ し 、 | め 紀 


e774 に 関し て も また 然 り 。 ま た お 前 の 
DEE EG 2 
達 、 孤 児 を 公正 に 扱う べき こと も 。 ーッ OR IL 


面 し て 、 お 前 達 が 行う 普 事 あら は 、 
アッ ラー は 確か に 逐 を 知 り 給 う 」。 < 
129. 耐 し て 、2? も し 女 が その 夫 よ り 5 5 に っ) 
虐待 され 、 ま た 喜 避 され る 恐れ が ちあ 。 レ 。 レ ノレ Pe 
る 場合 で も 、 両 名 が 互い に 和解 すれ 上 Ce に と は YS aE) 3 
ば 、 彼 等 に は 罪 な し eT され ば 和 プティ ガイ 列 2* を ? スキン プイ ラー ャ ン EET 
i na ーー Se 
に な り が ちな れ ど “%、 も し お 前 達 12638003 まっ あこ > 


dj:d, 4:33. 


277「 陽 典 の 中 で お 前 達 に 語 述 され た る 」 と いう 言葉 は 、 こ の 章 の 第 四 節 を 量 に 示し 
て いる 。 上 自分 の 権利 を 十分 に 守れ な い 撤 児 の 少女 と 結婚 する こと は 、 TE 
は 禁止 され て いた 。 二 代目 カリ フ で ある ウマ ル は 、 裕 福 で 美しい 孤児 の 少女 達 の 保護 
者 が その 少女 達 と 結婚 する こと を 許 そ うと せ ず 、 彼女 違 の た め に 他 の も っ と よい 夫 
を 見 つけ る よう 強く 要求 し て いた 。 女 に 関す る いく つか の 教え は 、 こ れ ま で の 聖 ク 
ルアー ン の 中 に 示さ れ て いる し 、 こ の 後に も まだ 述べ られ て いる 
774 ワラ ド (Walad) と は ヴィ ル ダ ー ー ン (Wildan) の 単数 形 で 、 男 子 と 女子 の 両方 に 使わ れ 
る 。 し か し ここ で ヴィ ル ダ ー ン (Wildang) は と くに 、「 こ こ に 言及 され た 結婚 」 を する 
女子 を 意味 する 。 
978 夫婦 の 間 に 和 解 な れ ば 罪 な し 、 と いう この 箇所 は 、 勧 告 と 叱責 両方 の 意味 を 持つ 
聖 ク ルアー ン 特 有 の 表現 で ある 。 こ れ は 次 の よう に 解釈 する と よい だ ろう 。 相 争っ 
て いる 人 々 は 、 も し お 互い に 和解 すれ ば 、 罪 を 犯す こと に な る と 思っ て いる の だ ろ 
うか 。 和解 は 罪 で は な い 。 逆 に 好ま し いこ と こと で ある 。 
7 夫婦 間 に 応 々 に し て 不 和 を 引き 起こ す 真 の 原因 と な る も の 、 そ れ は 夫 の けち と 妻 
の 人 次 欲 で ある 。 
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恵み を 施し 、 長 薇 せ ば 、 ア ッ ラ ー は 


っ う ぎ よう 


必ず お 前 達 の な せる こと に 通 暁 し 
給 う 。 

130. “お 前 達 如何 に 望 も うと も 、 女 
た ちの 間 を 平等 に な し 得 ず 9。 さ 
れ ば 、 彼 女 ( 他 の 妻 ) を ? 宙 に つる す 
が 如く 放置 し 、( た だ 一 人 を ) 偏 愛す 
る な か れ 。 さ れ ど も し お 前 達 が 和解 
し 、 虹 散 せ ば 、 げ に アッ ラー は 寛大 
に し て 慈悲 深く まし ます 。 

131. また 、 た と え 両 名 が 別れ る と 
も 、 ア ッ ラ ー は その 豊か さ を 以 て 二 
人 を 自足 た らし めん 9!。 さ れ ば 、 
アッ ラー は 雄大 に し て 、 賢 折 に まし 
ます 。 

132. 面 し て 、“ 諸 天 に 在 る も の 、 大 
地 に 在 る も の すべ て は アッ ラー の 
所 有 な り 。 さ れ ば “われ ら は お 前 達 
以前 に 経典 を 授け られ し 者 た ち 、 耐 
し て お 前 達 に も 、 ア ッ ラ ー を 思 れ よ 
と 確か に 命じ た り 。 さ れ ば た と え お 
前 達 が 拒 も うと も 、 諸 天 に 在 る も 


| dd ei 8 
OS Vem ゅ Ob A oS 9 


lv 凍り ン ゥ a イレ ンタ っ る を 
SN OI ON LS 5 


I CT Ee ライ ン 
lS SN Ss 3 
A Rt 2 

OR BE OBIEEIES 


レイ ン 
ュー ン ン 3 CE s | 


ASIDE EI DS 
LSS BIE 


と 9 4 (る % J 
SII CL 


OS ho LE 


94:4. 82:232. 4:127 を 参照 .942:14. 


で 。 男 が 妻たち と の 間 に 、 あ ら ゆ る 点 で 完全 な 調和 を 保っ て いく こと は 、 人 間 の 能力 
で は 不可 能 で ある 。 例 えば 、 愛 は 人 間 が 統御 で き な い 心 に 関わ る こと で ある た め 、 
夫 は 妻 全 員 に 平等 な 愛 を 求め られ て も 、 そ れ は 不可 能 な こと で ある 。 し か し 、 他 の 
点 で 確か に 公平 に 対処 で きる し 、 ま た そう し な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 妻 た ち に 
対し 公 半 に で きる の は 、 夫 が 自分 で 統制 で きる 行為 に お いて の み で ある 。 聖 預言 者 
は 当 節 に 対し この よう な 解釈 を 下 し て いる 。 

+ 夫 と 妻 が 仲良 く や っ て いこ うと 最大 限 の 努力 を し て も 、 一 緒 に や っ て いけ な く な 
り 、 離 婚 と な れ ば 、 そ の 時 は 神 は 双方 に より ふさ わし い 相 手 を 見 つけ る こと を 約束 
し て いる 。 し か し イス ラム 教 で は 、 離 婚 は 神 の 目 か ら 見 れ ば 、 合 法 的 行為 の 中 で 最も 
憎 び べき こと で ある (Dawnd、 タ ラー ク 意 より )。 
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の 、 大 地 に 在 る も の すべ て は アッ ラ OL EEOES aIY 
ー の 所 有 な り 。 曽 し て アッ ラー は 自 
足 者 、 讃 美 すべ き 御方 な り 。 

133. 面 し て 、 < 諸 天 に 在 る も の 、 大 eVI3 レ 3 つた 0 こじ 約 3 
地 に 在 る も の すべ て は アッ ラー の 索 0 2 フウ 
所 有 な り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 守護 ONS I ES 
者 と し て 万 全 な り 。 

134. 溢 等 人 々 よ 、 も し 彼 欲し な CG LE 
ば 、 彼 は お 前 達 を 滅ぼし 、 他 の 人 々 ONS 
を 出現 させ ん 。 曽 し て アッ ラー は @J5205 EO CR 
を な す に 万 能 に まし ます 。 

135. 現世 の 報 身 を 望む 者 あら ば 、 CS OB 2 
アッ ラー の 御 許 に 現世 と 来世 の 報奨 0 SPP 
あり 。 耐 し て アッ ラー は すべ て を 聴 MIOSm ラ 2 テ 5 CO の 
き 、 す べ て を みそ な わし 給 う 。 3 UR 


ご 十 項 

136. 流 等 信じ た る 人 々 よ 、 "アッ ラ し 3 し 32oLSU 

ー の た め に 証人 と し て 公正 を 遵守 せ J : 

よ 、 た と え お 前 達 自身 の 、 ま た は う | っ デー 

画 親 や 近親 に 対し て (証言 する 場合 ) BU る < 3 の | 

. 3 CEOSSO1 TR YN 

で も 。 富 者 で あろ う が 貧 者 で ある ろう ON 

が 、 ア ッ ラ ー は より よく 彼 等 両者 を OR の 、 33 68 

気 に か け 給 う 。 さ れ ば 公正 に 振舞 う EA lz 
NO EOkS Sd 

べく ee 我 欲 に 追 隊 す る な か れ 。 ま 。 フィー 9 2 

た 、 お 前 達 も し (真実 を ) 隠 蔽 し 、 或 OS OR OE NO 

は 忌避 する な ら ば 、 ア ッ ラ ー は お 前 

達 の 所 業 を 通 暁 し 給 う 。 


4:127 を 参照 . の :201、 202: 42:21. “3:9. 
” 「 た と え お 前 達 自身 …… に 対し て で も 」 と いう 表現 は 「 液 の 家族 や 親類 縁者 に 反 
し て 」 と いう 意味 に も な る だ ろう 。 後に 「 両 親 や 近親 」 と いう 衣 葉 が つけ 加え られ 
て いる の は 、 こ の こと を 強調 する た めで ある 。 
2924 この 言葉 も また 、「 あ な た が 逸脱 し な いよ うに 」 を 意味 する 。 
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137. 流 等 信じ た る 人 々 よ 3、 ア ッ 
ラー と その 使徒 並び に 彼 は その 使徒 
に 隊 を せ し “ 聖 弄 と 、 以前 に 降 せ し 経 
典 を 信 ぜ よ 。 さ れ ど 、 ア デッラ ー、 そ 
の 諸 天 使 、 そ の 諸 経典 、 そ の 使徒 た 


ち 、 並 びに 末日 を 不信 する ? 者 あら 
ば 、 役 は “確か に 遥か 遠く 邪道 に 随 


ち た り 。 


138. “確か に 、 信 仰 を 受入 れ た る 
後 、 不 信心 に 戻り 、 ま た (再び ) 信 じ 
て も また 不信 心 に 戻り 、 然 る 後 そ の 
不信 心 を 増長 せ し 者 ども あら 
ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 決し て 赦 さ 
A まな を (正しい ) 道 に 導き 給 
わ ず 。 

139. “ 偽 癌 者 ども に 告げ よ 、 彼 等 に 
は 痛ま し い 責 苦 が ある こと を 。 

140. (つま り ) 7 信徒 た ち を さ し お い 
て 、 不 信者 た ち を 友 と する 者 ども 。 
か か る 者 ども は 役 等 の 許 に 栄誉 を 求 
むる か ? され ば 、 き すべ て の 栄 益 は 
確か に アッ ラー の 所 有 な り 。 

141. 耐 し て 彼 は すでに 聖典 の 中 で 
585 お 前 達 に 命令 を 下 し た り 。 つ ま 


290 ラッ クリ 


PE 
Ed 、 タ 3 生誕 
3 Stn dG ois 


a i a 5 
OW 4 RR ンタ a 
EAC TEL 


ン ン ラ 3 


イン 5 イン ッ 。 し る ン 
EE 


ンー ラ OPT 
ae O の っ 9 お 


IE IG 


02:5,137; 4:163: 5:60, b4:151. <4:117, 13:91; 63:4. 19:3.13:29,119; 4:145. 810:66; 35:11. 


区 信徒 と 称す る 者 、 行 いと 行動 に よっ て 、 的 の 信仰 が 真実 で 強固 な も の で ある 


294 音節 は つい で な が ら 、 イ スラ ム 教 で は 背 教 は 死 を も っ て 罰せ られ る と いう 主張 が 
根拠 の な いも の で あり 、 誤 り で ある こと を 明らか に し て いる 。 


9 「 彼 は すでに 聖典 の 中 で お 前 達 に 命 


『 令 を 下 し た り 」 と いう 言葉 は 、6:69 馬 か ら 引 


当館 より 以前 に 、 メ ッ カ で 啓示 され た の 
当館 より 後に 置か れ て いる 。 つま り 、 現 


用 され て いる 。 6:69 節 は 、 今 語ら れ て いる 
で ある が 、 現 在 の 聖 ク ルアー ン の 中 で は 、 
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イィ と だ > を デ 


り 、 お 前 達 が アッ ラー の 神 兆 を 聴く 
時 、 そ れ ら が 否定 され 、 Me 
ら る る な ば 、“ 彼 等 が 話題 を 変え 

る か ぎり 、 お 前 達 彼 等 に 届 護 する を 
か れ 。 さ すれ ば 、 お 前 達 も 確か に 彼 
等 と 同類 な り S86。 げ に アッ ラー は 
偽善 者 ども と 不信 者 ども の すべ て を 
地獄 に 集め ん 。 

142. ? か か る 者 は お 前 達 
辛 な こと ) を 期待 する 。 も し お 前 玉 
に は アッ ラー より の 勝利 あら ば 、 彼 
等 は 云う 、「 我 等 は お 前 達 と 共に 非 
ざり し か ?」 と 。 さ れ ど も し 不信 者 


た ち に 幸運 の 一 部 あれ ば 、 彼 等 は 
(不信 者 た ち に ) 云 う 、「 我 等 は お 前 


達 を 優勢 に な さ ざ り し か ? また 、 信 
徒 た ちか ら お 前 達 を 守り し に 非 ず 


や ?」 と 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 復活 
の 日 に 、 お 前 達 の 間 を 審判 すべ し 。 


面 し て 、 アッ ラー は 決し て 不信 者 ど 
も に は 信徒 に 対し て 如何 な る 術 も 与 
え ざ る べし 。 

ーー ト 一 項 
143. げに “偽善 者 ども は アッ ラー を 
欺 か ん と する が 、 彼 は 彼 等 を し て 和 欺 


Ww EP Pu Te 4 


52 Lt A A 
POR 


OI OS に hi 
EE 
CEE Oy EEN 
RE Gh IES 
IE CS KN OE 
CA ES EE 5 
RSA た 


0 


OY ター プン ンタ ォ A 
を 

に C os 
グー ~~ 2 A st & 

SA Eo CO 


06:69, 19:98; 57:15. ©2:10. 


在 の 聖 ク ルアー ン の 順序 は 、 
296 当 節 に 示さ れ た 命令 の 底流 に は 、 
重大 性 、 重 要 性 を 強調 し て いる 
徒 た ち 
まれ させ 育て る こと で ある 。 


。(②) 規 律 を 習 
を 守る こと 、 及 び ③ イ スラ ム 教 徒 の 心 の 内 に 宗教 に 対す る 散 
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啓示 され た 順序 の まま で は な い 。 


三 つ の 基本 的 な 考え 方 が ある 。(j) 宗 教 的 事柄 の 
上ル そう と する 非 信徒 の 集団 の 影響 か ら 信 
虚 な 気持 ち を 生 


ン ニ サーAn-Nisa ( 女 ) 


購 を 懲らしめ ん 7。 耐 し て 、 彼 等 
は 礼拝 に 立つ と 、“ 大 儀 そ うに 立 
ち 、 人 々 に 見 せ か け を し 、 し か も 殆 
ど ア ッ ラ ー を 念 ぜ ざる な り 。 


144. (か か る 者 は ) こ ちら で も な けれ 
ば あちら で も な く 、 中 間 に た め ら う 
者 ども (な り )W『。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー 
NN NR 
に は 如何 な る 術 も 見 出さ ざる べし 。 
145. 梁 等 信じ た る 人 々 よ 、% 信 徒 た 
ち を 差し 置い て 、 不 信者 ども を 友 と 
する な か れ 。 お 前 達 、 選 に 対し て 明 
白 な 証拠 を アッ ラー に 差し 出す つも 
りか ? 


146. 偽 療 者 ども は 必ず 業火 の 一 番 
深み に あら ん "9%。 さ れ ば 液 、 決 し 
て 彼 等 に は 如何 な る 佑 助 者 も 見 出さ 
ざる べし 。 

147. “但し 、 悔 悟 し て 改心 し 、9 ア ッ 
ラー に し っ か りお 締り し て 、 ア ッ ラ 
ー の た め に その 信心 の 誠 を 尽く し た 


GN る 
Y? IO は d に を 2 


LY CS 3 3 


RY NR 


9:54. 03:29, 119; 4:140. 2:161 を 参照 . お :102. 


っ て 神 で は : 


させ な いた め に 計画 され た 陰 


吾 言 当 を 陥れ よう うう 9 70 の 内 
斉 で あっ た 。 それ 政 、 彼 等 の 人 を 貞 く 行為 に 対し て は 、 


うと し た の は 回 預言 者 で あ 
ま * は 、 神 の 意図 を 実現 


神 自身 が 彼 等 に 及 を 下す で あろ う 。2:16 節 も 参照 せよ 。 


この 表現 は 、「 信 仰 心 と 不信 仰 心 の 間 」 


299 名 を も っ て イス ラム 教 を 広め る よう 聖 


か ら の 非難 に 対し て 、 
も し 人 が 、 


又は 「 信 徒 と 非 信徒 の 間 」 の 意 で ある 。 


クル アー ン が 要求 し て いる と いう 偽 普 者 送 
回 クル アー ン は 明確 に 反論 し 、 偽 普 者 達 を 強く 告発 し て いる 。 
その 人 の 意志 に 反し て イス ラム 教 を 信奉 し な く て は な ら な いと し た ら 、 そ 


の 人 は 決し て 真 の 信徒 と は な ら な いで あろ う 。 
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四 章 アン ニ サ ーAr-Nisa'( 女 ) 六 伏 
MIKI IET ER RA EECA ES RRR RGR TERROR SEE ER ERI IR EIST TEER RAR EAA ETRE EE EERE TE 


る 者 あら ば 、 こ れ 等 の 者 は 信徒 た ち 0 お C2 
と 一 緒 な り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は や 


が て 信徒 た ち に 素晴らし き 報 奨 を 授 Ob で As 約 | 


与 す べ a 
148. お 前 達 も し 感謝 し て 信仰 せ し | 2 る Be | 5 ビ 
な ば 、 ア ッ ラ ー と て 如何 で お 前 達 を  。, 


まみ OSK Et 
BPI dq アッ ラー は 起 $5 2 = 
し 深く 9、 す べ て を 知り 給 う 。 BC A < IS 
まみ 
バハ 


149. アッ ラー は 公然 と 悪い 言葉 (で さ 6 gb 0) 区 | 8 tf 
喋る こと ) を 好ま ず 9!。 但 し 、 不 当 A 2 
に 過 せ られ た る 者 の 場合 は 別 な り 。 0 の ご JJ 


げに アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ UAE 
て を 知り 給 う 。 

150. お 前 達 が 普 行 を 公然 と し よう EE13835 1 2 誠人 3) 
が 、 そ れ を 隠 そ うと し よう が 、 ま た の MS SO の 
i Ug アッ @ ら SS8EO ビ 48522 


ラー は 確か に 外 容 者 に し て 、 全 人 能 き 
に まし ます 。 

151. げに ? ア ッ ラ ー と 使徒 た ち を 指 A I I 
み 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 た ちの 問 に 

差別 を 設け ん と し 、「 我 等 は 一 部 の ひつ NOS OIO3 ひ つら 5 
も の を 信じ 、 ま た 一 部 の も の を 不信 
す 」 と 云う な り 。 面 し て 、 彼 等 は そ 


2:139. 74:137. 


s90 神 の 側 の シュ クル ( 問 す る ) は 、 人 を 許す こと 、 あ る い は 人 を 賞賛 する こと 、 あ る 
い は 人 を 上 分 に 普 意 を も っ て 好意 的 に 評価 する こと で あり 、 そ うし て 必ず 彼 を ね ぎら 
い 役 に 報い る こと で ある (Lane より ) 。 

2 イス ラム 教 は 、 教 徒 達 が 公然 と 人 の 悪口 を 言う こと を 許さ な い 。 し か し 、 ひ どい 
目 に 合わ され た 者 は 、 実 際 の その 時 に 大 声 で 叫ぶ の は か まわ な い 。 そ うす れ ば 、 他 
の 人 々 が 彼 を 助け に 来る で あろ う 。 彼 は また 、 法 廷 に 訴え て 不正 を 正 そ うと し て も 
よい 。 し か し 、 誰 か れ 構わ ず 不 平 を 述べ た て る こと は し て は な ら な い 。 


の) 5 ャ クン る る て 、 2 て っ タッ ン 
OE II CP OH HD 
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六 傘 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 章 


アン 


の 中 間 の 道 を 追う こと を 欲す の さあ EMACS561935 3 


Ne 


152. これ ら の 者 ども こそ 、 紛 れ も に 22 US イィ 
ree a Nr Lae SS る | 
な き 不 信者 な り 。 さ れ ば われ ら は 、 と 


ラー クイ ン と うぅ . ル ? 
不信 者 ども の た め に 恥辱 た らし め る ⑨ じ eS も GEO も ぶり 
真 苦 を 用 意 せり 。 


1s3. され ど "ゲッ ラー と を の 人 儲 」 >) UE 
tbl orl 

ち を 信じ 、 使 徒 た ちの 間 に 何 の 差 別 2 

を 設け ざる 人 々 あら ば 、 ア ッ ラ ー は i 


y 等 に の 侍 奨 ( Zs» iL tt 4 A AN 
や が て 彼 等 に その 報 0 8 @C> ES 


2 面 し て 、 アッ ラー は 寛大 に し っ 
て 、 慈 交 悲 : 寄 く まし ます 。 
ーー 項 
NG EI 
Ol a 3 
型 内 を 降 すこ と を 、 汐 に 枯 求 す 。 Nt 


、? 彼 等 は 、 モ ー ゼ に それ 以 スス [と 3 じ 338 記 て E9y 
上 の 大 な る も の を 要求 せ り o < で に され ば (5% ン ン 

彼 等 は 云え り 、 「 我 等 に アッ ラー 2844685< 作 3 > 
を 目のあたり 見 せよ 」 bo と 。 さ れ イッ (に イィ 8 6 人 る を > の 4 
ば 、 そ の 人 罪 故 に 、 電 (の 懲 六 ) が 彼 等 dss SS の 


を 襲い た り 。 そ れ か ら ま た 彼 等 は 、 63 こぶ 2 お に Es 
譜 々 の 明白 な 神 兆 が 彼 等 に 下さ れ し 2 CR 3 
後 、" 積 を (崇拝 の 対象 に ) 選 び た SBC egal EN 


り 。 さ れ ど 、 わ れ ら は それ を も 落し 
た り 。 商 し て われ ら は モー ゼ に 明白 


な 権能 を 与え た り 。 

し か 
1SS. 曽 し て 、“ わ れ ら は 披 等 と 約束 182 2 22 338 (8823 
する に 当り 、 彼 等 の 上 に 山 を 備え て 


92:137: 2:286: 3:85. 02:109. 62:56. 12:52, 93: 7:149, 153. 2:64, 94. 
” 当 節 は 、 彼 等 は 神 を 受け 入れ る が 、 神 の 預言 者 達 を 拒絶 し て いる と いう 意味 か 、 
ある い は 一 部 の 預言 者 を 信じ て も 他 の 預言 者 は 信じ な い 、 あ る い は 預言 者 の 主張 は 
拒絶 て る と いう 意味 の いずれ か で ある 。 中 間 の 道 は どん な も の も 許さ れ な い の で ある 。 
3 注 96 を 参照 せよ 。 
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四 草 アン ニ サ ーAan-Nis ( 女 ) 六 伏 
立た を せ 、 面 し て 彼 等 に 坪 え り 、 。 ょ 9 8 る 2 


「( ア ッ ラ ー に ) 服 従 帰 誠 し な が ら  ,,。 a 
この 門 に 入れ 」 と 。 ま た 、 我 等 は 。 マタ ラー や > 本 
彼 等 に 云え り 、%「 サ ブ ト “の 控 ) Egg 


に 関し て 往 を 超え る な か れ 」 と 。 耐 
し て 、 わ れ ら は 彼 等 より 堅い 約束 を 
取れ り 。 


156. し か る に 役 等 は その 約束 を 破 Sa RE ga 
EO a 
当 に も 預言 者 た ち を 殺害 せん と 衣 っ の っ の 2 
り 、 且 つ 、 彼 等 が “「 我 等 の 心 は 閉 レン 4 て 人 る し 

ざさ れる な り 」 と 云う が 夏 に 、 否 、 * Et 8 


に し 3 ンー > っ で る イィ う テン 
彼 等 の 不信 心 が 故 に 、 7 アッラー が SNEV OI INI I 
それ ら を 封じ た り “"。 さ れ ば 役 等 


は 殆ど 信 ぜ ず 。 
157. そし て また 彼 等 の 不信 心 日 < っ 22、 よ どう の 閉 22 ゃ っ 55 
つ 、 マ リア に 対す る その 重大 な 非難 @ し :bcEg 
を 告 げ る が 故に ae 

・ また 、「 確 か に 我 等 は アッ ラ ご 』 CS 3 
158 また 確か に 我 等 は アッ ラ の し の 9 
ー の 使徒 に し て 救世 主 な る マリ ア の 

6 に 4 A 
子 イ エス を 殺し た り 」 と 云う が 故 2 9 に 5 プー ソー トナ 
ES シ しら ょ コ と EF 基 ル 0 ct 記 放 の 
に 。 さ れ ど 、 候 等 は 彼 ( イ ス ) を 灯 CS 2 る 8 0 
し た る に 非 ず 、 また 十字 現に か け て 
2:59: 7:162. 2:66: 4:48; 7:164; 16:125. ©5:14. d3.182. ©2:89.72:89: 16:109; 83:15. 

4:48 節 を 参照 せよ 。 

5 注 27 を 参照 せよ 。 
996 ユダ ヤ 人 達 は 、 聖 母 マ リア を 密通 し た と し て 非難 し た の で ある 。 (Panther 著 に よ 
る jewish Life of Jesuns より ) ユ ダ ヤ 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 、 父 な し の 子 イ エス を 
生ん だ こと を 明確 な 証拠 と し て いる 。 な ぜ な ら 、 も し イエ ス に 父 が いる と すれ ば 、 
ユダ ヤ 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 何 に 対し て で あっ た の か と いう こと に な る 。 単に 
イエ ス を 生ん だ か ら と 彼女 を あざ けっ て も 、 こ れ は 決し て 中 傷 と は な り 得 な い 。 聖 
クル アー ン は 他 の 所 で 、 イ エス の 母 は 高徳 な 女性 で あっ た と 述べ 、 こ の 非難 は 誤り 
で ある と 明言 し て いる (3:43: 5:76) 。 
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六 伏 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 章 
(殺せ し ) に 非 ず ツ 、 但 し 、 彼 等 に ルン 18 に 所 演 1 
と っ て その こと は 不明 内 に させ れ た Ce We 
り 99s。 げに 芝 に つい て 意見 を 異 に O32E3 じ NL 
する 者 た ち は 、 確 か に 之 に つい て 疑 

い を 抱く な り 。? 彼 等 に は 之 に 関し 

て た だ 憶測 に 従う 以外 は 知識 な し 。 

面 し て 、 彼 等 は 決し て 役 を 殺し た る 

に 非 ら ず 9。 


< 


I 53:29. 


37 マー・ サ ラブ ー フ (Ma Salabu hu) と は 彼 ( イ エス ) の 死 は 、 彼 等 (ユダ ヤ 教 徒 ) が 十字 
架 に 架け た こと に 起因 し て いな か っ た こと を 意味 する 。 サ ラブ (Salab) と は よく 知ら 
れ た 処刑 の 方 法 で ある 。 資 賊 を 十字 架 に 架け て 処刑 する こと を 彼 等 (ユダ ヤ 教 徒 ) は サ 
ラバ ッ リ ッ サ (Salabal-Lissa) と いう 。 当 節 で イエ ス が 十字 架 に 架け られ た こと は 杏 】 
し な い が 、 そ こ で 皿 を 引き 取っ た こと に つい て は 否定 し て いる 。 

228 シュッ ピ ハ ・ ラ フ ム (Shubbiha La-hum) と いう 言葉 は 、 イ エス が ユダ ヤ 人 た ちの 前 
に 礁 刑 に 処 さ れ た か の よう に 現さ れ た か 、 イ エス の 死 の 事実 が 曖昧 で 疑わ し く な っ 
た こと を 意味 する 。 シ ュ ッ ピ ビ ハ ・ ア ライ ヒル ・ ア ムル (Shubbiha'Alaihil-Amru) と は 、 
その こと が 彼 に わか り に くく 混乱 を きた し た 、 と いう 意味 で ある (Lane より ) 。 

99 マー・ カ タル ー ブ ・ ヤ キー ナン (Ma Qataln-hu yadiman) と いう 言葉 は 次 の こと を 意 
味 し て いる 。(①) 彼 等 は イエ ス を 確か に 殺し た の で は な い 。0②) 彼 等 は その こと を (イエ 
ス は 死ん だ と いう 推測 ) を 確信 と まで は し て いな か っ た 。 即ち 、 自 分 達 が イエ ス を 殺 
し た こと に 疑い の 余地 な ど 皆 無 だ 、 と 言え る 程 、 十 字 加 上 で の イエ ス の 死 を 確信 し 
て いる わけ で は な か っ た 。 即ち 白 分 達 が イエ ス を 殺し た と いう の は 推測 の 域 を 出 て 
お ら ず 十字 架 上 で の イエ ス の 死 が 全く 確実 だ と は いえ な い 。 こ の 場合 は 、 カ タル ー 
フ と いう 語 旬 に お ける フ と いう 代名詞 は ザン ヌ (憶測 ) と いう 名 詞 に 言及 する と 思 
われ る 。 ア ラブ で は 、 カ タラ ッ シ ャ イア ・ フ ブラ ン (Qatalash-Shaia Khubran) と い 


全 で 確実 な 知識 を 獲得 し た (Lane、Lisan 及び 、Mufradat より ) 。 イ エス が 十字 架 上 
で 死ん だ の で は な く 、 自 然 死 を し た の だ と いう 事実 は 、 聖 クル アー ン が 明らか に し 
て いる 。 福音 書 に 書か れ て いる 通り の 次 に あげ る 事実 が 台 ク ルアー ン の この 解 息 を 
し っ か り と 根拠 づけ て いる 。 

1. イエ ス は 神 の 預 詩 者 で ある の で 、 十 字 架 の 上 で 死ん だ は ず が な い 。 な ぜ な ら 、 聖 
炭 に よれ ば 、「 十 字 架 に か けら れる 者 は 、 神 に と っ て は いま わし いも の で ある 」 か 
ら だ ( 申 付記 21:23)。 

2. イエ ス は 非常 な 苦し み の 中 で 「 こ の (十字 架 の 上 の 死 の ) 杯 を 私 か ら 取 り 除 いて 下 
さい 」 と 神 に 祈っ た の だ っ た (マル コ 14:36: マタ イ 26:29: ルカ 22:42)。 そ し て 、 彼 の 
祈り は きき と どけ られ た の で ある (ハブル 5:7)。 
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四 章 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 六 全 
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3. イエ ス は 、 生 きた まま クジ ラ の 腹 に 飲み 込ま れ 、 生 き て 戻っ た ヨナ の よう に ( マ 
タイ 12:40)、 彼 も また 墓 に 入っ て 三 日 の 後に 生き て 戻る で あろ うと 預言 し て いた 。 

4. 彼 は また 、 上 自分 が イエ ラ エ ル の 失わ れ た 十 の 部 族 を 捜し に 行く だ ろう と 預言 し て 
いた (ヨハ ネ 10:16)。 イ エス の 時 代 に は ユダ ヤ 人 さえ も 、 イ スラ エル の 失わ れ た 十 の 
部 族 は 、 各 々 異な っ た 場所 に 散っ て いる と 信じ て いた の で ある (ヨハ ネ 7:34, 33)。 

5. イエ ス が 十字 架 に か けら れ て いた の は 、 僅 か 三 時 間 ほ ど で あ っ た (ヨハ ネ 19:14)。 
そし て 、 普 通 の 人 問 で あれ ば 、 そ の よう に 短 時 間 で 死ぬ は ず は な い 、。 

6. 彼 は 十字 架 か ら 降ろ され て すぐ に 脇腹 を 突 か れ た 。 す る と 血 と 水 が 吹 き 出 し た が 、 
これ は 生 あ る 確か の 証 で あっ た (ヨハ ネ 19:34)。 


7. ユダ ヤ 人 自身 も イエ ス の 死 を 確信 し て いた わけ で は な か っ た 。 な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 
人 達 は 「 彼 の 弟子 達 が 夜中 に 役 を 盗み 出し 、 そ し て 人 々 に 向かっ て 『 役 は 死 か ら 昧 
っ た 』 と 言っ た りす る こと が な いよ うに 」 彼 の 墓 に 衛兵 を 一 人 配置 する よう ピラ ト 
に 頼ん だ の で ある (マタ イ 27:64)。 

8. どの 福音 書 に も 、 十 字 架 か ら 降 ろ さ れ た 時 、 あ る い は 墓 に 安置 され た 時 に 、 イ エ 
ス は 死ん で いた こ と を その 目 で 確か に 見 た と いう 話 は 一 つも 書か れ て いな い 。 更に 、 
弟子 和洋 は 一 人 も 、 は りつ け の 現場 に は いな か っ た の で ある 。 皆 、 イ エス が カル バリ 
に 連れ て いか れ た 時 に 、 何 処 か へ 行っ て し まっ て いた 。 こ の 場合 の 真相 は 次 の よう 
で あっ た らし い 。 恐 ら 「 そ の 罪 の な い 男 に 何 の 六 も 与え な いよ うに 」 と いう 姜 が 見 た 
夢 の た め に 、 ビ ラ ト は イエ ス が 無実 で ある と 信じ 、 そ し て 、 イ エス 自身 預 演 者 と な る 
以前 に 所 属し て いた エ シ ニ 協会 の 人 望 父 い 会 員 で ある アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 協力 し 
て 、 イ エス の 命 を 助け よう と し た の で ある 。 イ エス の 裁判 は 金曜 日 に 行なわ れ た 。 次 
の 日 が サブ ト ( 安 息 日 ) で ある た め 、 受 刑 者 は 日 没 に は 必ず 十字 架 か ら 降ろ され る こと が 
わか っ て いた か ら で あ り 、 ビ ラ ト は 意図 的 に 裁判 を 遅らせ た の で ある 。 と うと う イ エ 
RAR 
を 下 し た の で ある 。 こ うす れ ば 、 普 通 の 健康 な 人 で あれ ば 、 そ の 程度 の 短い 時 間 、 十 
字 架 に か けら れ て も 死ぬ こと oe ピラ ト は 更に 、 痛 
み に 対し て 少し は 鈍感 に な る よう に 、 没 薬 に 混ぜ て ワイ ン と 酢 を イエ ス に 飲ま せる よ 
う 気 を 配っ た 。 三 時 間 後 、 気 を 失っ た 状態 で (多分 、 与 えら れ た 酢 の 作 用 で )- SY 
降ろ る され る と 、 ピ ビラ ト は アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ の 願い を すぐ さま 聞き 人 れ 、 彼 に 

ス の 体 を 引き 渡し た の で ある 。 イ エス と 共に 、 十 : の 
な り 、 イ エス の 骨 は 折ら れ て は な く 、 ヨ ゼ フ は 彼 を 岩 の 横 を 容 ち 作っ た 広い 部 屋 に 寝 
か せ た 。 医学 的 な 検死 も 、 最 後に 一 緒 に いた 者 の 証言 に よる 死因 審問 も な か っ た (H. 
スペ ン サ ー ル イス 著 「Mystcal life of Jesus」)。 

9. ある 次 薬 、 有 名 な マル ハム ・ イー サー( イ エス の 青 薬 ) が 有意 され 、 イエ ス の 傷 に 
塗ら れ た 。 ア リ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 、 や は り エ シ ニ 協 会 の 仲間 で 、 学 識 高 く 人 望 あ 
る 会 員 で ある ニコ デム ス の 二 人 が イエ ス の 介抱 を し 、 世 話 を し た 。 


10. 傷 が 二分 に 癒え て か ら 、 イ エス は 墓 を 出 て 、 数 人 の 弟子 達 と 会 い 、 食 事 を 挫 に 
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159. < 否 、 ア ッ ラ ー は 彼 を 己 の 許 に 15 エ 仏 LU っ 5 AA95 5 
re 営め た り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は の 
成 力 に し て 、 賢 折 に まし ます 。 に ふっ 
160. され ば 、 経 典 の 民 の うち た だ kw 0 
の 一 人 だ に 、 彼 "が 死ぬ 前 に 、 そ 。 。 し っ 
の こと を 信 ぜ ざる 者 な か る べし 。 曽 CS と EAA02 8 
し て 、 復 活 の 日 に は 、92 彼 は 彼 等 に 

反対 する 証人 た る べし 。 


22.254: 3:56: 71177: 58:12. 05:118, 

し た 後 、 エ ル サ レ ム か ら ガ リリ ー ま で 、 ず っ と 歩い て 行っ た の で ある (ルカ 24:50)。 
11. 1873 年 に アメ リカ で 第 一 版 が 出さ れ た 「The Crucificion by an Eye Witness( 目 撃 し 
た 十字 架 )」 と いう 本 は 、 イ エス が は りつ け に な っ た 上 年 後 、 ェ エル サレ ム の 一 人 の エエ 
シ ニ の 仲間 が アレ キサ ンド リア の 同じ 仲間 に 宛て て 装い た 古代 ラテ ン 語 の 手紙 の 写 
し を 英語 に 翻訳 し た も の で ある が 、 こ れ は 、 イ エス が 十字 架 か ら 降ろ され た 時 に は 
生き て いた と いう 考え に 、 強 力 な 根拠 を 与え て いる 。 こ の 本 に は 、 は りつ け の 原因 
と な っ た 次 第 や 、 カ リバ リ の 光景 、 そ れ に その 後 の こ と が 詳細 に 書か れ て いる 。 


イエ ス が は りつ け で 死ん だ か どう か ユダ ヤ 人 の 間 に も こ - 0 ミュ が ある 。 
ある 者 達 は 、 イ エス は 殺さ れ た 後 十字 架 に か けら れ た と 言い 、 他 の 者 達 は イエ ス は 
十字 架 に 懸け られ て 死ん だ と RE 
「 流 ちら は それ を 殺し 木 に は りつ け に し た 」 と 固 か れ て いる 。 聖 クル アー ン は この ど 
ちら の 意見 も と ら ず 、 次 の よう に 言う 。「 彼 等 は 彼 ( イ エス ) を 殺せ る に 非 ず 、 ま た 
十字 架 に か け て 殺せ る に 非 ず 」 。 聖 クル アー ン は 初め に し 、 イ エス が いか な る 形 で も 
殺さ れ た の で は な いと し 、 次 に 十字 架 に は りつ け に する と いう 特 Ng 
否定 し て いる 。 聖 クル アー ン は 、 イ エス が 十字 架 に 懸け られ た と いう こと を 否 

て は いな い が 、 十 字 架 の 上 で 死ん だ と いう こと は 否定 し て いる 
709 ユダ ヤ 人 た ち は 、 イ エス を 十字 架 に か け て 殺し た 、 そう し て 神 の 預言 者 だ と いう 
イエ ス の 主張 が 嘘 で ある こと を 証明 し た の だ と 意気 盛ん に 主張 し た 。 前節 と 同じ く 
当館 に お いて も 、 こ う NN 反論 し て 、 イ エス に きせ られ た 汚名 を 晴 
5 し 、 そし て イエ ス の 吉 魂 は ( 天 に ) 昇 り 、 イ エス は 神 の 前 で 祝福 され た と 述べ て いる 。 

こ で は 、 A 全く 触れ て な く 、 た だ 神 は イエ 

ス を 神 の 近く まで 昇 ら せ た と 述べ て いる の み で ある 。 こ れ は 明らか に 霊魂 が 天 に 昇 
る 意 で ある 。 な ぜ な ら 物 理 的 な も の は 神 の も と へ は いか な いか ら で あ る 。 
” 「 彼 が 死ぬ 前 」 と いう 表現 中 の 「 彼 」 と いう の は 、 イ エス の 死 以 前 の 経典 の 民 の 
こと 皆 を 指し て いる 。 こ うい う 意 味 は ウ バ ッ ユ が 伝え た よう に 、 マ ウ テ ィ ヒー と い 
う 語 旬 の 別 の 読み 方 で も ある マウ ティ ヒム に よっ て 支持 され て いる (amr、$ 巻 13 買 
より ) 。 ユ ダ ヤ 人 人 達 は 、 イ エス が 真 の 預言 者 で は な いこ と を 証明 し た い が た め に 、 
自分 達 が イエ ス を 十字 架 に か け て 殺し た と 信じ て いる の で ある 。 キ リス ト 教 徒 達 が 、 
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161. され ば 、 ユ ダ ヤ 教 徒 た ちの 不 
儀 履 に 、 ま た 彼 等 が アッ ラー の 道 を 
極度 に 妨げ る が 改 に 、? わ れ ら は 彼 
等 に (以前 に ) 合 法 さ れ た る 佳 きも の 
を 禁止 せり “ ぐ ?。 


ン 
デン 2 4 と 


ES EE 
ぁ ES Ww デ 1 { | に ここ と 
UN 


162. そ は また 2 彼 等 が 利息 を 取る が eS 15 る S1833312 
な り 、 さ れ ど 彼 等 は それ を 禁止 さ zz イン ル ュ ュ ュ イ 
時 0 BSa1s 前 


a Se に いこ と | 9 「 
れ し に も か か わら ず 。 ま た 、* 彼 等 の 
が 人 々 の 富 を 不正 に 食 り 食らう が た SCN CSE DSN 


め な り 。 さ れ ば われ ら は 、 彼 等 の 中 
の 不信 者 ども の た め に 、 痛 まし い 資 
苦 を 用 意 せ り ぐ 。 

163. され ど 、" 彼 等 の うち 知識 墜 固 っ 0、 3 こつ あっ っ - 
に し て 7 旦 つ 、“ 信 仰 す る 人 々 、 ま 


96:147.02:276, 277: 3:131: 30:40. 69:34. 93:8、62:5.137: 3:200: 4:137: 5:60. 


イエ ス は 十字 架 上 で 死ん だ と 信じ て いる の は 、 彼 等 が 財 罪 の 思想 を 持っ て いる か ら 


で ある 。 

ON 
つい て 言っ て いる の で は な い 。 な ぜ な ら モ ー ゼ 以後 ユダ ヤ 人 の 中 に は 、 律 法 が 彼 
に 対し て 認め て いた こと を 新た に 禁ず る よう な 法 を 発する 預言 者 は 一 3 
は いな か っ た か ら で あ る 。 当 人 節 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 が 失っ た 精神 的 な 神 の 思 恵 に つい て 
述べ て いる 。 イ エス が 「 我 、 液 ら に 禁じ られ し も の の うち いく つか を 許可 すべ く 来 た 
れ り 」(3:$D 即 ち 、 過 ち を 犯し た た め に 液 ら に 失わ れ て いた 神 の 祝福 を 再び 液 ら に 与 
える た め に 自分 が 来 た の だ と 語っ て いる の も 、 ユ ダ ヤ 人 が 失っ て いた 精神 的 な 神 の 恩 

恵 に つい て だ っ た の で ある 。 

や ユダ ヤ 人 は 、 他 の ユダ ヤ 人 に 対し て 、 利 息 を 取っ て 金 を 貸す こと を 禁じ られ て い 
た が 、 ユ ダ ヤ 人 で は な い 者 か ら は 、 利 息 を 取る こと を 許さ れ て いた の で ある ( 出 エ ジ プ 
ト 記 22:25: レビ 記 25:36. 37: 申 命 記 23:19, 20)。 し か し 彼 等 は この 法 を 破り 、 ユ ダ ヤ 
人 か ら も 利息 を 取る よう に な っ た ( ネ ヘ シヤ 記 5:7)。 後 に 彼 等 は こう し た 悪行 は 二 度 
と し な いと ネ ヘ シヤ に 約束 し た ( ネ ハ シヤ 記 3:12)。 し か し 彼 等 は 再び 約束 を 破っ た の 
で ある 。 EE ~ つ の 国家 の 民 
と し て は 滅亡 し 、 地 上 あちこち に 散ら ば っ て 、 敵 の 手 で 迫 費 され る こと に な っ た の 
で ある 。 

70* これ は イス ラム 教徒 と な っ た ユダ ヤ 人 の 中 の 学識 ある 人 々 の こと で ある 。「 信 爺 
する 人 々 」 と いう 語 が わざ わざ つけ 加え られ て いる の は 、 こ とこ こ で は イス ラム 教徒 と 
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た 流 に 降 さ れ し も の 並び に 汐 以 前 に 
降 さ れ し も の を 信じ 、 礼 拝 を 困 守 し フー 
"mm、 喜 捨 を な し 、 ア ッ ラ ー と 未 日 cstts 


< 


を 信ずる 者 あら ば 、 これ 箸 年 の 人 々 こ sz | 9 
19 6 

そ 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 に 素晴らし い 5 が の Si 

報奨 を 与え ん 。 vO < | Po 5 
YY まこ に な 
d Sk | 

二 二 三 項 

164. げに “われ ら は ノア と その 後 の te 1 CYS で CX 3 UI 

預言 者 た ち に 啓示 せ し 如 く 、 液 に 啓 っ を i 2 dE 

示せ り 。 そ し て また 、 わ れ ら は 、 ア eg RN 


ンー 


ブラ ハム 、 イ スマ エル 、 イ サク 、 ヤ つ 多 53、 か ンジ と ら 
コブ と (その ) 子 孫 、 そ し て イエ ス 、 っ と 
1 2 
ヨブ プ 、 ヨ ナ 、 ア ロン 、 並 びに ソロ モ IN ot 0 
I GE 
ン に も ( 絆 示せ り )。 柄 し て ? 我 等 は @⑧! 58 う 55 の 59 め ょ 5 
ダビ デ に 詩 算 を 与え た り や 。 
165. そし て また 、 我 等 が すでに 液 Ss 上 にょ だろ 281 る YS 
に 告げ た る “使徒 た ち も あ れ ば 、 未 0 @ ン ルン 5 ラン っ 
a ) 2 CUE る ろ ろ 5 ん っ 2 NN 
だ 液 に 告げ さ り し 使徒 た ち も あ り し 
?7 され ば 、 ア ッ ラ ー は モー ゼ に LE と 
長 々 と 語り か け 給 えり 4。 


92:137: 3:85; 6:85-88. 17:36. <40:79. 


NC EE RN 

798 ムキ ー ミ ー ン の 母音 点 の 変化 は 、 ア 語 の 文法 の 規則 に 従っ て 認め られ て い 
RN CA 生生 

7 幾 人 か の 預言 者 が ここ に 言及 され て いる の は 、 次 節 で 、 イ スラ ム の 預言 者 の 使命 
が 新しい こと で は な か っ た こと を 指摘 し て いる 。 ザ ブー ル (Zabar) の 特別 な 記載 、 当 
飾 で ダビ デ に 与え られ た 智 甘 の 書 や 、 次 いで モー ゼ に 与え られ た 法 関係 の 啓示 は 、 
「 法 と 智 野 」 の 両方 が それ 自身 に 組み 合わ され た 聖 ク ルアー ン に 示唆 され て いる 。 
797 聖 預 斉 者 の 伝承 に よる と 、 世 界 に は 124.000 人 も の 預言 者 が 現れ た が (Musnad 5 巻 
266 頁 )、 そ の うち 聖 ク ルアー ン は 24 人 の 預 斉 者 の 名 に 言及 し て いる 。 聖 ク ルアー ン 
の 別 の 箇所 で は 、「 警 告 者 が 遣わ され ざり し 民 は な し 」 と 云っ て いる (35:25)。 

7074 本 文 に 添え られ た 翻訳 に 加え て 、 そ の 上 、「 モ ー ゼ に は アッ ラー が 特に 或いは 
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166. < 朗報 者 及び 警告 者 9 と し て YE CII IS A 
使徒 た ち を 派遣 せ て し は 、 使 徒 が 貴 わ a 
せ た る 後 人 々 は アッ ラー に 対し て 如 導い に IT 
何 な る 術 も な し 得 ざ る よう に する た る 
め な り "の"。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 成 I RUD 


力 に し て 、 賢 折 に まし ます 。 


17. され ど 、 2 アッ ラー は 航 た 降 せ 。 煎 3 に 。 人 5 人 
し も の に つい て 、 そ は 彼 が その 御 知 ER 
誠に よっ て 除 せ し こと を 立証 す RS 0 el 


"9。 天使 た ち も ま た 立証 する な ol 
り 。 面 し て 、 立 証 者 と し て アッ ラー を 
は 万 全 な り 。 - 

168. “げに 信仰 を 拒み 、 ア ッ ラ ー の A EE BLS CR) 
半 を 協 げ し 者 ども は 、 半 か 四 く 道 6 の 
に 堕ち た り 。 DISUSEILS 


の ボド > は A A AT E 半生 
169. の CO 86 SS | 3 
る 者 ども あら ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を Sn 0 
Zs NS タン ン ラス ャ ンタ ン 
断じて 赦 さ ず 、 ま た 彼 等 を 如何 な る OE BY a 
道 に も 導き 給 う 者 に 非 ず 、 6 - 
170. 地獄 へ の 道 以外 は 。 彼 等 は ほ を の IS て 3 2 に 、 と 
中 に 住み 留まら ん 。 面 し て “* そ は ア cS Ci 
ッ ラ ー に と り て いと 易 き こと な り 。 @ ら 3 JE で 5063 
92.214. 6:49: 17:106; 1S:37. 23:19: HS. 4:138, 4:138. “33:3 上 64:8. 
直接 に 物 云 えた り 」 と 云う こと を 意味 し て いる 
708 「 朗 報 者 及び 、 警 告 者 」 と いう 語 は 、 WW の 人 人 た ちの ュ つの 人 な 人 を 
て いる 。 そ れ ら は 、 彼 等 を 受容 れる た め の 吉 報 の 担い 手 で ある 。 こ の 世 で の 緊 染 と 
A 迫っ た 悲劇 と 苦悩 の 警告 者 で ある 。 
7 神 は 罰せ られ て いる 民 に 、「 彼 等 の 悪事 を 警告 する 者 が 遣わ され な か っ た 」 と い 
CRE RT こ 警 告 す る た め 、 使 徒 た ち を 計 わ し て いる (20:135)。 
や 永遠 の 真理 と 精神 的 知識 の 英 大 な 宝物 が 神 の 言葉 に 存在 する こと を 証明 する 。 
クル アー ン の 多様 な 資質 は 、 そ れ を 熟考 する 者 の た め に その 神 的 起源 の 反 旧 本 
い 証拠 を 備え て いる 。 
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六 人 アン ニ サ ーAn-Nis&( 女 ) 四 音 
171. 的 等 人 々 よ 、 使 徒 が お 前 達 の LOS の 2 を し 2G 
主 の 御 許 よ り 真 理 を 携え て お 前 達 へ _- 
来 た れ り 。 さ れ ば 信 ぜ よ 。 そ は お 前 05253) 節 6 っ 55 っ 
達 の た め に 最良 な り 。 さ れ ど 、 お 前 


Hg 1 
も し も うと も 、 庄 た と 人 各 に を 8 6 SS 

る も の は アッ ラー の 所 有 な り 。 証し okSsCzAeA6E っ 95 
て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 哲 

に まし ます 。 

172. "経典 の 民 よ 、 お 前 達 己 の 宗教 2 : ON 
に お いて 竹 を 越え る な か れ 。 ま た ア 8 


Re | よる 8 N 4 っ タッ ゴン 
ッ ラ ー に 対し て 、 真 実 以外 語る な か に の CGI た そり P い PC いむ 
和 れ 。 げに 、 救世 主 な る マリ ア の 子 イ を 4 メン ジン 負 2 A | 
エス は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に すぎ ず 、 de 


@ し て 彼 が マリ ア に 降 し た る その 人 PCE ジ 交 
言葉 で あり 彼 よ り 出 で た る ラメ ン ラ 上 ぎ < リ イッ コン イン 」 コ コン 9 
0 な り され ば アッ ラー と その SEY なつ 

> 計 1 く CTー アン Pa zsl 8 4 
使徒 を 信じ 、“「 三 ( 位 )」 と 云う な か 記 A ン 5 人 0 


れ 。 止 め よ 、 そ は お 前 達 の た め に 最 、 - - 
良 な り 。 げ に アッ ラー は 唯一 な る 神 Eo el 3 
な り 。“ 彼 は 聖 な り 、 彼 に “息子 あ yr 
る べから ず 。 諸 天 に 在 る も の 、 大 地 ャ ご デ 
に 在 る も の は 彼 の 所 有 な り 。 さ れ ば 

アッ ラー は 守護 者 と し て 万 全 な り 。 


5.78.658:23.<5:74、 の :117: 10:69. 617:112: 18:5: 112:4。 5. 


7 せ 注 414 を 参照 せよ 。 

7 ループ (Rah) の 意味 する と ころ は 、 魂 も し く は 精神 : 魂 が 身体 中 に 充満 し 思 と と も 
に 排出 され た 後 、 人 が 亡くな る : 神 の 啓示 : 神 的 霊感 、 陸 クタ クルアーン : 天 使 : 歓 癌 と 位 福 : 
慈悲 、 で ある (Lane より ) 。 ル ー フ (Ruh) と カリ マ (Kalimab) の 上 記 に 示さ れ た さま 
ざま な 意味 か ちら 、 イ エス に 結び つい た 寺 的 状態 が 特別 な こと で な い の が 明らか に な 
る 。 こ れ と 類似 し た 表現 が 、 他 の 預言 者 に つい て 、 そ し て また マリ ア の よう な 正 し 
い 者 に つい て 聖 ク ルアー ン に 使用 され た (15:30: 32:10: 58:23)。 そ れ ら は ユダ ヤ 人 に よ 
っ て も た ら さ れ た イエ ス と マリ ア に 対し て の 不正 な 告発 と 、 如 何 な る 霊 的 状態 も 彼 
等 に 帰す る こと が 何 か 特 別 で な いこ と が 明らか に され て いた 。 
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四 草 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 六 伏 


ー 十 四 項 
173. “救世主 は アッ ラー の 僕 た る こ 
と を 決し て 軽視 せ ず 、( 神 の ) 側 近 き 
天使 た ち も また 釣り 。 さ れ ば 、 ア ッ 
ラー を 崇拝 する こと を 軽視 し 、 高 慢 


な る 者 あら ば 、 アッ ラー は 必ず 彼 等 
は 

174. され ど 信じ て 善行 を 積み し 者 
た ちあ ら ば 、? 彼 は 彼 等 に その 存 分 
な 報奨 を 与え 、 そ の 上 彼 等 に 巴 が 恩 
能 を 増 さ ん 。 さ れ ど (崇拝 を ) 軽 視 


し 、 高 慢 な り し 者 ども あら ば 、 彼 は 
A RE 
ん 。 柄 し て “< 彼 等 は ア ッ ラ ー を 措 

i 
0 
175. 液 等 人 々 よ 、 お 前 達 の 主 よ り 
すでに 明 証 "“ が お 前 達 に 来 た れ 
り 。 さ れ ば 、 われ ら は お 前 達 に 明 ら 
か な る 光明 を 降 まし た D で の 
176. され ば アッ ラー を 信じ て “ 彼 に 
堅く 旨 り 付く 人 々 あら ば 、 彼 は 必ず 
己 ee 9 本 SS i 


Nn 


\ 


Fd 


EY 
Rt 
os 


Sa A 1 へ マ ぷ 8 HE 
2 WW NRG I DA A タン タイ 


Ft く 2 PE 5G A 
0 IL Ct 
YI IN EE 


2 Ok » と PIL 
4 ts て イイ イン タイ cu 
OGRE RS 


Er の "| 


Rs 
4 2 das 33 C3 OE 
BAB 3 


RU IE 


U5:}17,118. 03:58:; 16:97: 39:11. “4:46; 33:18, 66. 17:158; 64:9. 23:102: 4:147. 


743「 明 証 」 は 、 偉 大 で 明らか な 徴候 と 証拠 を 含む 聖 ク ルアー ン 又 は 、 彼 の 個人 的 な 


よっ て 聖 ク ルアー ン の 教え が 人 類 に 偉大 な 視 福 で ある こと を 実証 し た 聖 


こ CR し れ な い 。 


な い 。 
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六 傘 アン ニ サ ーAn-Nisa'( 女 ) 四 章 
177. 彼 等 は 汐 に 控 を 求む な り 。 < 坪 LE 2 お 8 8 
え 、「 ア ッ ラ ー は お 前 連 に 、 カ ラー oo 
ラ 5 に 関す る 裁断 を 下す 。 も し 人 33334 と UN つ ) 
2 3 プー > 1 ンタ ンー を ンコ コン TT ォ ィ イ 
(ON NO 2 SG も Gs ES 
妹 が ある 場合 は 、 遺 産 の 半分 が 彼女 NII 
と SV と 


る と 1 くる ダイ ン | イッ 
の も の た る べし 。 さ れ ば 、 彼 兄 も BoB 3 


し く は 第) は 彼女 (故人 の 姉妹 ) に 子 な 10 じ 218 、. 当 

く 場合 、 そ の 相続 者 た る べし 。 され フー ジン 5 

ども し 二 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 彼 UMS Yl 

の 遺産 の 三 分 の 二 が 彼女 た ちの も の スン 0 TL0 ン は 
は さと 60 A NS 

た る べし 。 も し (相続 者 が 多数 の 見 、 つ ツー NR 

9 と 員 へ 月 ー の ゥ キン ッ ア イキ イー ルン っ 9 る る イ 

弟 姉 妹 で ある 場合 、? 男 子 は 婦 子 の & 6 に 50 る 85 El 

人 分 に 相当 する 分 与 を 受 く 。 < ア 

ッ ラ ー は お 前 達 が 誤 ら ぬ よ う 、 お 

前 達 の た め 説き 明か し 給 う 。 両 し 

て 、 ア ッ ラ ー は すべ て の こと を 部 知 

し 給 う 。 


4:13、24:12、4:27. 


715 4:13 節 で 言及 し て いた の は 、 カ ラー ラ (Kalalah) の 内 で 死 の 時 に 親 も 子 も な く 、 し 
か も 母方 の 見 弟 姉妹 し か な い 者 に つい て で あっ た 。 当 節 で は 、 父 方 母方 、 双 方 に 兄 
第 姉妹 が いる カラ ー ラ ある い は 父方 の み の 兄 弟 姉妹 が いる カラ ー ラ (Kalalah) に つい 
て 述べ て いる 。4:13 節 と 当 節 を 比べ て みる と 、 前 者 の 兄弟 姉妹 た ちの 遺産 配分 は 、 
後者 の 兄弟 姉妹 た ちの 遺産 配分 より も 少な いこ と が 明らか で あり 、 そ の 理由 も 明白 
で ある 。 

相続 法 の 中 の この 部 分 は 、4:12, 13 人 節 で 扱わ れ て いる 法 と は 意図 的 に 分 け て 扱わ れ 
て いる 。 聖 クル アー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 が イエ ス に 対し て 行っ た 非難 に つい て 暫く 語っ 
た 後 、 再 び こ の 意 の 終わ り で 、 再 度 、 カ ラー ラ (Kalalah) の 問題 に 戻っ て いる 。 そう 
し て (カラ ー ラ (Kalalah) に 関す る 法 を 完成 させ る の と 共に ) イ エス に 精神 的 相続 人 が い 
な いこ と に 注目 させ よう と し て いる 。 あ る 意味 で は イエ ス も また カラ ー ラ (Kalalah) 
だ っ た 。 イ エス は 、 父 な くし て 生ま れ 、 さ ら に 彼 は 精神 的 後継 者 を 残し て いな い 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス は カラ ー ラ (Kalalah) を 子 を 残さ ぬ 者 と 規定 し て いる が 、 イ エス 
は 後に 精神 的 後継 者 を 残さ な か っ た 故に 、 精 神 的 カラ ー ラ (Kalalah) だ っ た の で ある 。 
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五 章 
アル ・ マ ー イ ダ Al-Ma'idah (食卓 ) 
メデ ィ ナ 啓示 


啓示 の 日 

聖 ク ルアー ン の 注釈 者 た ち に よれ ば 、 当 章 の RE 
る 。 ハ ー キ ム と イマ ー ム ・ ア フ マ ド に よれ ば 、 ア イシ ャ は 、 当 章 は 聖 預 言 者 
に 啓示 され た 最後 の 章 で ある と 言っ た そう だ 。 関 連 性 の ある 情報 を まとめ て 
考慮 する と 、 当 章 は 聖 預言 者 の 晩年 に 啓示 され た と いう 必然 的 な 推 断 に 達 す 
9 そし て いく つか の 節 は 、 実 際 、 最 後に 啓示 され た も の で ある 。 然し な が 

、 イ マー ム ・ ア フ マ ド は 、 ヤ ズィー ド の 娘 の アス マー を より どこ ろ と し て 、 

OR 何故 な ら ば 、 そ の 大 
部 分 が 同時 に 啓示 され た こと か ら 、 当 章 す べ て が 同時 に 啓示 され た と 見 な さ 
れる か ら で あ る 。 従っ て 、 ロ ドウ ェ ル (Rodwel) は 、 当 章 を 、 啓 示 の 順序 に 
従い 、 最 後に 指定 し た の で ある 。 
主題 

当 章 は 、 ア ー リ ・ イ ムラ ー ン 章 と アン ニ サ ー 章 と 同様 、 主 に キリ スト 教 
の 教義 を 扱い 、 特 に 宗教 上 の 戒律 は 呪い で ある と いう 教義 を 弾 効 する 。 そ れ 
は 、 す べ て の 盟約 は 履行 され な けれ ば な ら な い 。 そ し て 、 何 が 合法 で ある か 、 
何 が 非 合 法 か と いう 法則 を 決め る 必要 が ある と いう 訓令 で 開 扉 され る 。 更 に 
当 交 で は 、 聖 クル アー ン は 人 間 の 完全 な る 道徳 と 精神 発達 に 基づき 、 条 例 を 
制定 し 、 こ の 点 に お いて 、 す べ て の 人 類 の た め に 最終 的 で 変更 不可 能 な 神聖 
な る 法 を 構成 し て いる と 宮 斉 する 。 聖 クル アー ン の この 宮 詩 は 、 当 童 の 第 四 
節 に 具体 的 に 表現 され て いる 。 そ し て 、 SN 
発達 の た め に 非常 に 重要 な も の で ある と いう こと も を 意味 し て お り 、 之 を 単に 
いと 見 な すこ と は 間違い で ある 。 更に 当 意 は 、 0 
る こと 、 血 や 締め 殺さ れ た 動物 を 食す る こと は キリ スト 教徒 に 禁止 され ( 使 
徒 言行 録 15:20, 29) 、 こ の 戒律 が 法 構 成 に 採り 入れ られ 、 法 に 例外 は 適用 出 
来 な いこ と か ら 、 こ れ を 呪い と し て 見 な し た こと を 暗示 し て いる 。 当 章 は 、 
食べ られ る も の に 関し て イス ラム の 戒律 を 制定 し 、 そ れ 等 は ハラ ー ル 、 す な 
ち 、 法 的 に 許さ れ た も の と 、 タ ッ ヤ ブ ( 払 い 清 め ら れ た ) す な わ ち 、 医 学 的 
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アル ・ マ ー イ ダ AlLMa'idah( 食 卓 ) 


に も 衛生 学 的 に も 間違っ て な いこ と を 訓令 する 。 す べ て の 宗教 の 中 で 、 イ ス 
ラム の み が 、 合 法 か 非 合 法 か の こと に 関し て 、 法 令 を 制定 し て いる 。 そ し て 、 
何 が 単に 合法 で ある か 何 が 合法 且つ 清浄 な の か 、 精 密 な 区 別 を 指摘 し て いる 。 
次 に 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 は 神 と の 聖 約 を 破り 、 神 の 探 を 無視 し た が 
履 に 、 道 値 的 に も 精神 的 に も 堕落 し 、 恥 唇 と 不 面 時 を も た らし た と 述べ られ 
て いる 。 然 し な が ら 、 彼 等 は 今 、 聖 預言 者 を 受け 入れ る こと に よっ て 、 神 の 
許し を 回 復 する こと が で きた 。 更 に キリ スト 教徒 た ち は 、 最 初 は 彼 等 が イエ 
ス を 神様 扱い に し た か ら 天 加 が 降 さ れ た こと に よっ て 警告 され て いる 。 そ し 
て 今 、 彼 等 は 聖 預 言 者 に 炭 始 し て いる 、 何 故 な ら ば 神 が 彼 を 得 愛 され る 者 に 
選ん だ か ら で あ る 。 彼 等 の 聖 預 言 者 に 対す る 圧 始 は 、 カ イン が アベ ル に 対し 
た こと に 似 て いる 。 当 章 は 更に 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 は イス ラム に 反 
対す る どん な 機会 も の が さ な い か ら 、 彼 等 は 自分 自身 の 経典 に 基づい て 行動 
する こと を 止め て し まっ た ほど 堕落 し 、 自 分 自身 の 宗教 の 握 導 すら 無視 する 
よう に な っ て 行く こと を 述べ て いる 。 彼 等 は 、 も し イス ラム を 受け 入れ る 途 
を 採ら な けれ ば 、 少 な く と も 彼 等 自身 の 経典 に 従う べき で あり 、 そ の 搾 を 詩 
る べき だ と 告げ られ て いる 。 然 し な が ら 、 も し イス ラム の 政治 的 萌 権 の た め 
に 、 彼 等 が イス ラム 的 政権 の 判断 を 求め る な ら ば 、 そ の 判決 は 必然 的 に 聖 ク 


到来 する 大 変化 に 注意 が ひか れ 、 彼 等 は 、 異 教徒 達 の 力 が 結局 破滅 され た か 
ら 、 今 キリ スト 教徒 は 彼 等 の 主 な 英 で あろ うと 告げ られ て いる 。 そ し て 、 ユ 
ダ ヤ 教 徒 た ち は 、 キ リス ト 教 に 対す る 恨み が あっ て も を 彼 等 の 味方 で あろ う 。 

ムスリム 達 は それ 等 の 両方 に 用 心 す べき で ある 。 そ の 後 当 章 は 、 ム スリ ム 達 
を その 信仰 か ら そ ら す た め 、 及 び 、 彼 等 の 尺度 に より 、 イ スラ ム を 下落 させ 
る た め に 敵 た ち に よっ て 使用 され た 陰謀 や た くら み に 光 明 を 投 ず る 。 こ の 後 、 
イス ラム の 伝道 の 重要 性 は ムスリム 達 に 認識 させ られ て いる 。 従 っ て 彼 等 は 、 
ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 た ちの 活動 を 効果 的 に 打破 する 実際 の 方 法 は 、 イ 
スラ ム の 神託 を 伝道 し 、 彼 等 自身 の 経典 に よっ て イス ラム の 真実 さ を 彼 等 に 
痛感 させ る こと で ある と 告げ られ て いる 。 そ し て 彼 等 の 偶像 昧 拝 的 な 信仰 、 

特に 、 イ エス は 神 の 子 で ある と いう 教義 は 間違っ て いる と いう こと を 彼 等 に 
理解 させ る べき で ある 。 同様 に 、 二 人 の 偉大 な る 預言 者 、 ダ ビデ と イエ ス に 
反対 し 、 迫 電 し た 結果 、 神 の 不快 を 招い た ユダ ヤ 教 徒 た ち に も 言及 が な され 
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て いる 。 彼 等 は 過去 の 過失 と 失敗 に 注意 が 向け させ られ て いる 。 従っ て 、 

類 を 容認 する こと に お いて は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 た ちよ り キ リス ト 教 舗 た ちの ほう 
が 従順 で ある か ら 、 神 の 戒律 は それ 等 を 大 い に 考 慮 し て 制定 され て いる 。 す 
な わ ち 、 何 が 合法 で 何 が 非 合 法 か に つい て の 探 、 的 い に つい て の 葉 律 、 酒 の 
使用 、 そ し て 賭 墜 や 狩猟 に つい て の 戒律 で ある 。 そ し て 双 、 宗 教 の 批判 に 関 
する 戒律 宗教 の 儀礼 や 式 に 関す る 控 と 証言 に つい て の 戒律 等 も 含ま れる 。 
最後 に イエ ス の 聖職 の 特定 の 状況 に つい て 多少 詳細 な 言及 が な され て いる 。 
そし て 、 そ れ 等 は 神 が 人 遺 わ し た 他 の 預言 者 た ちと 非常 に 似 て いる こと が 示さ れ 
て いる 。 従っ て 、 彼 に は 神 性 や 神格 は 何 も な い 。 そ し て キリ スト 教徒 の すべ て 
の 物質 的 繁栄 は 彼 の 或 る 折り の お 陰 で ある 。 し か し 彼 等 は 、 そ れ 等 の 物質 的 な 
進歩 と 繁栄 を 誤っ て 取り 扱い 、 多 神 教 の 信仰 と 習慣 に 屈服 し て し まっ た 。 神 の 
審判 の 日 に 、 そ れ 等 の 罪 を 立証 し 、 イ エス 自身 の 口 か ら 彼 等 に 恥 を 知ら せる で 
あろ う 。 当 章 は 、 天 地 の 主 権 は 神 に 帰属 し 、 神 は すべ て を 支配 する と いう 宣言 
で 閉 扉 し て いる 。 そ れ は 、 キ リス ト 教 が 言う よう に 、 神 の 国 は 天国 の み と い う 
こと は 根拠 の な いも の で ある と いう こと を 示し て いる 。 
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節 数 121、 メ ディ ナブ ナ 啓示 


あま ね 


wn 2 る u 1 
1. “慈悲 深く 、 恵み 遍 く アッ ラー の Os es > っ 
御名 に お い て 。 1 


2. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 軸 約 を 履行 どう 交 0 し 138 引 ee 
3 < 

せよ 。 お 前 信 に 四 つ 足 の 家 論 は 合 la RT > 6 

法 と され た り 、 ら 但し お 前 達 に 告げ けら bY PY と 


れ た る も の は 別 な り "”。 さ れ ど 、 お 8 っ る ニン ライ 
NC ーー ペー - a 
合法 せ ざ る べし 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 8 25 
その 欲す る こと を 定め 給 う 。 

3. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 アッ ラー の 40 っ CSSyIE21ca 交 6D 
聖 跡 a また 神聖 こし A 
月 9 部 年 鎧 や 折衝 の た め に 首輪 を か 83 ot 


中 1 を 参照 .62:174: 5:4; 6:146. 


716 四 足 獣 が 家畜 より 広い 分 類 を 形成 する 明確 な 理由 に より 、 バ ヒー マト ゥ ル ・ ア ン 
アー ム (Bahimatul-An'*am) と いう 表現 は 、 家畜 の 中 で の 四 足 獣 と いう 意味 で は な い 。 
それ は 家 率 の 分 類 に 属す る 、 或 い は 家畜 の よう な 四 足 獣 を 意 味 す る 。 こ の 独特 の 解 
札 は 、 と ころ が 、 す べ て の 四 足 獣 が 合法 的 な 食物 に な りう る わけ で な く 、 そ の 中 で 、 
家畜 に 匹敵 する 形態 の も の が 許さ れ た こと を 示す た め に 用 いら れ た 。 従 っ て 、 こ の 
表現 は 、 家 玄 の み で な く 、 その よう な 家畜 に 匹 敵 する 森 の 野獣 、 即 ち 、 野 生 の 山羊 、 
牝 生 、 バ ッ フ ァ ロ ー な ど 、 も 包含 する こと を も くろ ん だ の で ある 。 
77 お 前 達 に 告げ られ た る も の は 別 な り ' と の 表現 は 、 以 下 の 節 で 述べ られ て いる 動 
物 を 指し て いる 。 し か し これ ら に は 、 自 然 死 し た 動物 の 肉 、 血 、 豚 肉 は あて は ま ら 
な い 。 有 は 家 座 と は みな され な いし 、 こ こ で 例外 と され る の は 家畜 に つい て で あっ 
て 、 全 て の 動物 を 対象 と し て いる 訳 で は な いか ら で あ る 。 又 、 こ の 件 に 関し て は 既 
に 2:174 節 で 取り 上 げ ら れ て いる か ら で も ある 。 
719 アッ ラー の 聖 跡 と は 神 の 認識 と 神 に つい て の 知識 に 通じ る あら ゆる も の を 指す 
(2:159)。 
ER と いう こと は 、 そ の 月 間 に な され る 所 業 に 、 正 当 
な 配慮 を する こと も 意味 し て いる 
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けら れ た 捧げ 物 ?%、 そ し て < 己 が 主 
の 恩 夫 と 悦び を 求め て 聖 殿 に 諾 で SN 
る 人 々 も また ( 置 流す る な か れ )。 さ 
れ ど 、 お 前 達 巡 礼 着 を 脱い だ な ら ば 
“狩猟 する も 可 な り 。 ま た 、 お 前 
MR 
て 、? あ る 民 へ の 敵意 に 刺激 され 
6 5 され ば 正義 
異 散 の た め 互 い に 助 け 合 え 、 罪 と 
の た め に 介 凡 ける と と な か れ 
2o 市 し て 、 ア ッ ラー を 暴れ よ 。 げ ご 
に アッ ラー は 懲罰 に 激烈 な り 。 
4. “お お 前 達 に は 、 死 骸 の 肉 、 血 、 豚 
肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 を 唱え て 必殺 
され た る も の 、 絞 殺さ れ た る も の 、 
打ち 殺さ れ た る も の 、 忠 死 せ る も 
の 、 角 で 突き 殺さ れ た る も の 、 ま 
た 、 お 前 達 が 正式 に 層 殺 し た も の を 
除い て 野獣 が 食い 残し た る も の 、 個 
像 の 供物 台 に 捧げ られ た る も の は 禁 
じ ら れ た り 。 そ し て また 低 矢 を も っ 


LE FN EAGETY 
EICSHEG つう っ こう 
og 

Te も 3 っ の 
ER 3 BRS 
NO GR 


2393 2 TA < Es 放 ye 


和 も 8 Mt 5 
A lS 3382<15 a IP 
EE 


8220 た 8 し 5 


まめ JJ YL 


69:9. 5:9: 11:90. “2:174; 6:146. 5:91. 


720 ハ ド ゥ ユ (Hady) と カラ ー イ ドゥ (Qala'id) は と も に 巡礼 の と き の 生 轄 と し て メッ カ 
に 控 げ られ る 動物 を 示唆 する 。 カ ラー イド ウゥ (Qala'id) は と り わ け 首 輪 を か けら れ た 


動物 を 意 
込ま れる すべ て の 動物 を 意味 し て いる 


7204 近 礼 者 が 、 巡 礼 の 旅 を 終え 、 


AE) 


ち 


CSR CR 


を 踏み 出せ ば 、 狩 り を する こと が 許さ れる と いう こと 。 


7T20B 何と この 


通り に 人 が 行為 を な し た な ら 、 世 の 中 の 遺恨 や 憎しみ 


し て し まう で あろ うに 。 


固 人 的 且つ 全 世 界 的 行動 の 教義 は 気 高 い も の で あろ う 。 も し この 教義 


、 互 い の い が み 合 いな ど 消 滅 
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分 配 せ る も の も ( 禁 ぜ ら る )。 こ は 
不 従順 な り 。 今 日 、 不 信 せ し 者 ども 
は お 前 達 の 宗教 を (打破 する こと を ) 
断念 せり 。 さ れ ば お 前 達 、 彼 等 を 怖 
a わし を 居れ よ 。 今日 わし は お 
前 達 の 宗教 を お 前 達 の た め に 完成 
し 、 お 前 達 の 上 に わが 恵 を 全う し 

、?2 お 前 達 の 宗教 と し て イス ラム を 
選び た り 。 されど 罪 を 犯す 意志 な 
RM 
者 あら ば 、 げ に アッ ラー は 寛大 に 
芝 、 幸い 

$. 役 等 は 次 に 、 何 が 役 等 の た め に 
i 
「 す べ て の 住 き 物 は お 前 達 の た め に 
合法 され た り 。 ま た アッ ラー が お 前 
達 に 教え た る こと に よっ て 、 お 前 達 が 
訓練 せる 鳥獣 が お 前 達 の た め 捕 え し も 


アテ ラッ ン 


の ンー 
2 CT | OS 
| 
A PC a 
WO NI EE 


の os 


Ww か 


IR ks に RB) 
“2 2 の し し て TERI 
GE CR RS 


13.20, 86. 012:174; 6:146; 16:116. 


7 イク マー ル (kmal= 完 成す る ) と イト ゥ マー ム (Itmam= 満 た す ) は 名 詞 不 定 法 で ある 。 


第 一 に 性 質 、 
2 と 戒律 が 最 
二 番 E 


は 内 的 自 
の 基礎 を 借 


第 二 に 数 に 関連 する 。 最 初 の 言葉 
も 完全 な 形 で 聖 ク ルアー ン に 体現 され て いる こ 
目 は 人 に 何 も 必 要 と され な か っ た も の が 何一つ 残っ て な か っ た 。 繰り 返し 
に な る が 0 の 言葉 は 、 人 の 物理 的 な 側面 また は 外 的 自己 、 
ロロ に 関す る 戒律 に 付随 する 。 神 の 宗教 と 恩恵 の 完成 と 如 
路 え る の と 同様 に 佳 き 道 術 の と て も 重要 な 根底 を な す 適 法 の 使用 と 台 


は 人 の 物 弄 


By 道徳 と 精神 的 発展 に 影 
と を 示し て い 


後者 は 精神 的 側面 また 
E 満 は 、 精 神 的 向上 
合法 的 


で 許可 され た 佳 き 食 物 の 慣行 に 関す る 法律 と 並ん で 記載 され て いる 。 な お 当 節 は 聖 
預言 者 が この 啓示 の 後 82 日 で 亡くな っ た 、 最 後に 啓示 され た も の で あっ た 。 


722 禁 事 は 前 節 で 述べ られ て お り 、 残 り の こと は こ 
で 純粋 ) で あり 、 人 の 健康 と 倫理 に 有害 で な けれ ば 合 


こ で 、 も し それ ら が タッ ヤブ ( 療 
法 で あり 、 自 分 自身 の 環境 や 


健康 条件 を 考え 合わ せ て 、 何 が 本 人 に と っ て 善 し と され る 、 或 い は 善く な いと さ 


れる か を 決定 する こと は 各個 人 に 委ね られ る と され て いる 。 


と な が ら 、 
れ て いな い 。 


肉食 上 獣 と つめ を 持つ 鳥獣 類 は 、 
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の 7% の 中 か ら 食 べ よ 。 さ れ ど 、 "て 
れ に アッ ラー の 御名 を 唱え よ 。 曽 し 
て アッ ラー を 胃 れ よ 。 げ ば げに アッ ラー 
は 清算 する に 迅速 な り 」。 

今日 すべ て の 佳 き 物 は お 前 達 の た 

合法 と され た り 。 ま た 経典 が 授け 
られ し 人 々 の 食物 ** も お 前 達 に 合法 
な り 。 そ し て お 前 達 の 食物 は 彼 等 に 
合法 な り 。 ま た 信徒 た る 女性 の うち 
真 節 な 女 達 、 並 びに お 前 達 以前 に 経 
典 を 授け られ し 人 々 74 の うち 貞 節 な 
女 達 も 、 彼 女 等 に その 婚 資 を 与え て 
(正式 に ) 結婚 し 、 私 通す る こと や 秘 
密 の 愛人 と する に 非 ず ば 、( お 前 達 に 
は 合法 な り )。 さ れ ば 、 信 仰 を 拒否 す 
る 者 あら ば 、 そ の 行為 は 無 に 帰し 、 
彼 は 来世 で は 損失 する 人 々 の うち と 
な らん 。 


一 項 
の RS お 前 吉 札 拓 


bd 28 
人 すり 人 AE 


FE ES = ja! | 


i 

ンー a 

し 代 天 9 
“1 


Sa I 


ss js 
5 ES YL 
8 ea 


“6:119. 


7224 訓練 され た 肉食 鳥獣 の 捕 ち えた 獲物 は 、 人 が 訓練 し た 代行 者 が 殺し た の で ある 


か ら 、 適 切 に 律 法 に か な っ て 条 


され た の で ある と みな され る 。 し か し 、 そ の 獲物 に 


対し て それ を 食す る こと が 律 法 に か な っ た も の と する た め 、 神 の 名 を 唱え る こと が 


必要 で ある 。 


723 これ は 、 ト ー ラ ー の 戒 律 に 従っ て 層 殺 され た 動物 の 肉 は 、 ト ー ラ ー の 戒律 下 で 許 


され る 全て の 食物 は イス ラム の 戒律 で 、 


許容 され る の で 、 イ スラ ム 教 徒 に と っ て 食 


し て よい も の と な る と いう 意味 で ある 。 し か し 、 用 心 の た めそ うい っ た 食物 に は ア 


が プー の 名 を 口 に 出し て 祈願 す る と よい 。 
食物 と は 、 
指す と の こと で ある ( ブ ハ ー リ ー、 


イプ ブン ・ ア ッ パ ー ス に よる と 、 こ こ で の 


* 品 に し て も よい 食べ 物 "或いは 、 正 し い 手 続き で 飛 殺 され た 動物 の 肉 を 
ダビ ー ハ ・ 


アフ リル ・ キ ター ブ 章 より )。 


7 イス ラム で は 、 イ スラ ム 教 徒 の 男性 が 経典 を 与え られ た 民 の イス ラム 教徒 で は な 


い 女 性 と 結婚 する こと を 許し て は いる が 、 


婚 す る こと が 望ま し い 。 


や は り 通 常 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 女性 と 結 
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を 肌 ま で 洗い 、 自 分 の 頭 を 控 で つ | Rao15 っ < すし 8 
け 、 自 分 の 両足 や を 嘩 まで 洗え 。 ラー 。。。 し ュ レコ ンー ュ ョ ンス 

了 RR 
また お 前 達 も し (性 交 後 ) 治 れ て いる な プー プク テ パラ 、 9 し っ) 


っ 2 用 2 ンー ラン ラッ と ネ | イ っ シ イィ ョ イン 
ら ば 、( 注 浴 し て ) 身 を 輝 め よ 。 さ れ っ SQO15 aS SSB 


ン 


ば っ で > a i TL 
こも し お 耐 導 病 ん で いた り 、 旅 族 に 3 の 0 3 
ある と か 、 肝 か ら 出 て 来 た と か 、 女 Tr を シイ レミ ン セレ 
に 交わ り た る 場合 、 お 前 層 水 が 見 つか MIO を AO3e | が 
ら ざ れ ば 、 清 浄 な 土 に 触れ て 自分 の 顔 る し 533 AS を に うう 

ヨタ クト R M ME 725A っ ン 31 る ググ ゅ 6 で Zs ン っ 0 の る る 
NN ° a CB | pe | 3 
アッ ラー は お 前 達 に 々 難 し き を 課す 


デ 


ーッ OS 2 イン 5 2 
こと 望み 給 わ ず 。 但 し 、 お 前 達 を 浄 Re LE SERS 2 タ 
め る こと を 望み 、 お 前 達 が 感謝 の 念 S08 と の の 4 


を 抱く よう 己 が 恩恵 を お 前 達 に 満 さ <- 5 904 ek Et a 
ん こと を 和 欲し 給 う 。 ンク の 
CR TT こ 迄 コイ ハ ッッ ラテ ーー 4 そう ショ る っ イン あく ン ラ >。 うー 3 ン 
8. また 、 お 前 球 ! 対す る ア 6 の AE 5 a 9E < HP 
皿 恵 を 念 え 。 耐 し て 、 役 が お 前 達 と Sa 2 | 
イッ ーー ンタ づい 倒さ 1 ツン っ る 名 4 ン 2 を 
結び た る その 約束 “を も また 然 り 。 っ 3 る て っ 85、 タ 3 
聴き 、 論 し て 我 等 は 服従 せり 」 と 。 ^ 6 


2:186: 2:287. 72:286. 


729 足 (を 洗う の ) は 頭 部 の 後 と 記載 され て いる 。 そ れ は 頭 部 の よう に 拭う だ け で な 
く 、 身 体 を 洗う 過程 の 最後 に 規定 され て いる か ら で あ る 。 こ れ は その アル ジュ ラ 
(Arjula= 足 ) と いう 諾 が 標準 的 に 本 文 で 対格 に 置か れ て いる と いう 事実 か ら も 明らか 
で あり 、 ヴ ジュ ー ハ ( 顔 ) と アイ ディ ヤ ( 手 ) と いう 語 の よう に 「 足 」 と いう 語 も また 、 
ルウ ー ス ( 頭 部 ) と いう 語 を 支配 する バー と いう 前 置 詞 で は な く 従 っ て 後者 の よう に 


7254A 注 610-612 を 参照 の こと 。 


7 ここ に 記載 され て いる の は 経典 の 民 で は な く ム スリ ム に つい て で ある 。 し か し こ 
れ ま で ムスリム に な され た こと で 知ら れ て いる 契約 は 特別 な も の で は な い 。 こ こ で 
述べ た 契約 は 新しく イス ラム に 改宗 する すべ て の バイ ー ア (忠誠 の 堆 い ) の 過程 を 言 
及 す る こと に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 ま た は 、 そ の 言葉 は 聖 ク ルアー ン に よっ て 
明らか に され 、 ム スリ ム に 受容 れ ら れ た 法 に 言及 する の か も し れ な い 。 
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五 草 


アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 六 多 


され ば 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 散 え 。 げ に ア 
ッ ラ ー は 胸中 の も の を 熟知 し 給 う 。 
9. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 9 アッ ラー の 
道 に 堅固 た る 監視 者 で あり 、 公 平 を 
遵守 する 証人 で あれ 。 面 し て お 前 達 
ある 民 へ の 敵意 に 刺激 され て 公正 に 
扱い 得 ざ る な か れ 。 公 正 に 努め よ 。 
そ は 異 散 に 最も 近い 。 曽 し て 、 ア ッ 
ラー を 良 れ 散 え 。 げ に アッ ラー は お 
前 達 の 所 業 を 通 暁 し 給 う 。 

10. < アッ ラー は 、 信 じ て 普 行 を 積み 
し 人 々 に 約束 せり 、 彼 等 の た め に 落 
免 と 素晴らし き 報 奨 あら ん こと を 。 
Ii. され ど 、9 不 信 し て われ ら の 神 兆 


こそ 地獄 の 者 ども な り 。 

12. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 に 
対す る アッ ラー の 恩恵 を 思い 起 せ 。 
ある 民 が お 前 達 に 向っ て その (危害 
の ) 手 を 伸 さ ん と 決意 せ し 時 、 彼 は お 
前 達 か ら “その 手 を 抑止 せり 。 さ 
れ ば 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 散 え 。 面 し 
て 、 信 徒 た ち は ア ッ ラ ー に こそ 信頼 
を 寄せ る べし 。 


ぐっ 絞る 
生誕 
Et まり PIPE 
YU 下る 
RD YI E23 
RP 


ft 2 

peri gees 

3 1 プア ルッ ラプ ンー ドン う 4 る アン グ 
CAN ERI EC 
OE 


a 


Et SS 334 IIS 
Os ES EI 
SP 


ーー et っ 0 ライ WG ンタ 2 ぅ イン 
SUP アレ) くさ 4 
る ン を っ て プッ タ ン ラコ ン 2 て 6 の イッ ニョ ンー ライ 


し を と 1 ルレ ンタ ン db イン ン ル トンパ 
を OR ENF IE a 


4:136.75:3: 11:90. “24:56; 48:30. 15:87: 6:50: 7:37, 41: 22:58. “5:111. 


7 当 節 は 如何 な る 特定 の 出来 事 に 当て は め ら れる 必要 な く 、 そ れ は 一 般 的 に 神 が ム 
スリ ム た ち に 敵 の 猛攻 撃 か ら 保護 を 与え た こと に 芝 及 し て いる の か も し れ な い 。 


「 あ る 民 」 と いう 言 業 に よっ て ここ で は 主として 、 イ スラ ム と ムスリム を 根絶 する 
こと に 痛み を 感じ な い メ ッ カ の 不信 者 た ち を 意味 し て いる 。 
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六 伏 アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 


i 


三 項 
13. 面 し て 、“ ア ッ ラ ー は イス ラ エ ル 
と ども ら 
の 子 拘 か ら 約束 を 取り た り 。 さ れ ば 


ら わ れ ら は 、 彼 等 の うち より 十 二 人 の 
お と 
首長 達 を 興し た り “2?。 曽 し て アッ ラ 


ー は 云え り 、「 げ ば に わし は お 前 達 と 
共に 在り 。 お 前 達 が も し 礼拝 を 遵守 
し 、 喜 捨 を な し 、 わ が 預言 者 た ち を 

信じ て 彼 等 を 助け 、 ア ッ ラ ー に 善 な 
る 貸与 物 を 貸付 ける な ら ば 、 わ し は 


必ず お 前 達 か ら そ の 諸悪 を 取り 除 
き 、“* お 前 達 を 必ず その 下 に 河川 流 


る 楽園 に 入ら し めん 。 さ れ ど 4 お 前 達 
の うち この 後 不信 する 者 あら ば 、 役 
は 確か に 正しい 道 より 迷い 出る 者 な 
り 」 と 。 

14. され ど 彼 等 が その 約束 を 破り し 
が 故に 、 わ れ ら は 彼 等 を 呪い 、 耳 つ 
その 心 を 頑 迷 な らし め た り 。 彼 等 
は (経典 の ) 字句 を その (真実 の ) 位 
置か ら 変 え 、 訓 戒 さ れ た る も の の 
一 部 を 忘却 せり 。 さ れ ば 、 彼 等 が 
その 僅か な 者 を 除い て 、 裏 切り を 
こと と する を 液 は 絶え ず 見 ん 

れ ど 彼 等 を 寛容 に 取り 計ら い 且 
つ 、 看 過 せ よ 。 げ に アッ ラー は 恵 
み を 施す 者 を 愛し 給 う “"。 


イィ デイ 


A RE TR 
EE | 
EAN LR 2 っ づ こう 2 
お CI SN 
A SS 3E5 
っ に っ と 3 ビー 
i oo 
“ a 


# 
EZ 3 ン > が 21 て 8 1 2 。2< し 2 
1 を 
62 に つの 


っ お寺 

時 PF 
リー の は ある 計り ば 
6) も 2 で < タン Fa に の 4 NY 
Oo; づき る 320| 


8 


を を 
(nl 
* 


92:41、84. 72:61: 7:161. "2:26 を 参 


照 . の:169. 


BS の 225 S22 
専門 学者 に よれ ば 、 こ れ ら の 人 々 は モー ゼ の 任命 し た 12 人 の "皇子 達 ' と 呼ば れ て い 


た ( 民 数 記 、 


1:5-16: 43:3-15) 。2:61 節 も 参照 。 


人 の 利 当 侯 に は ユダ ヤ 教 徒 に つい て 非常 に 適し た 説明 が 含ま れ て いる 。 
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五 草 


アル ・ マ ー イ ダ AlLMa'idah( 食 卓 ) 


六 欠 


15. また われ ら は 、「 我 等 は キリ ス 
ト 教 徒 な り 」 と 云う 者 ども か ら 約 東 


”。 を 取り し が 、 役 等 は 訓 戚 され た る 
も の の 一 部 を 忘却 せり 。 さ れ ば われ 


ら は 、 復 活 の 日 まで 、 彼 等 の 間 に 敵 
意 と 憎悪 と を 起こ させ た り 。 耐 し 
て 、 ア ッ ラ ー は 必ず 彼 等 に 、 そ の な 
し た る こと を 告げ 知ら せん 。 

16. 経典 の 民 よ 、 確 か に われ ら の 使 
徒 は お 前 達 へ 来れ り 。 彼 は 、 お 前 達 
が 経典 の 中 で 隠し て きた 幾多 の こと を 
解明 し 、 ま た 幾多 の こと を 寛容 に 扱 
うな り 。 げ に アッ ラー より の 光明 
27p と 明白 な る 聖典 が お 前 達 に 来 た 
る な り 。 

17. これ に よっ て アッ ラー は 、 そ の 
喜び に 従う 者 を 平安 の 道 に 導き 、 
面 し て その 思 し 召 し に よっ て 彼 等 を 
暗闇 か ら 光明 に 引き 出し 、 彼 等 を 正 
道 に 導き 給 う 。 

22 ME 
救世 主 な り 」 と 云う 者 ども は 、 ま ぎ 
れ も な く 不 信 せ し な り 。 云え 、「 も 
し アッ ラー が 、 救 世 主 な る マリ ア の 
子 で 、 そ の 母 並 びに 地上 に ある すべ 


ae! りう BS て つの 
9 [ ゅ 2 ン Pe 
MCE A 
A 


Cd ラン 


イペ sR $2 


< 


OO gma 
Ce > » ジン 3 1 AD 
2 LR DAL 


= 
sd 4 ER っ RR 
) a iS Sd 
ダグ 


AO っ w 2 A タラ ッッ ン 
SS 


i 2 し 1 


00 が 
Ns | 0 ァ ィ ング 33 
EAN | 


nd 


2.258: 14:2, 33:44; 57:10: 65:12. 85:73, 74. 


727C これ は 、 聖 預 斉 者 の 到来 に 関す る イエ ス の 預言 に つい て の よう に 思わ れる が ( ヨ 


2\ 了 ネ 、 
味 に と ろう 0 と 無駄 な 
2 の 聖 預 言 者 を 指す (33:46. 47) 。 


728 ーー 


16:12-13) この 預言 は イエ ス の 後継 者 達 が 故意 に 無 
うう 力 を し た 預言 で ある 。 


視 し た り 、 何 と か 違っ た 意 


と で 計ら ず も 非 常に 強い 語 』 半 が 使わ れ て いる の は 、 イエ ス が 神 の 息子 で ある な 


ど と いう 途方 も な い 教 義 に 
で も 強く と が め る 語調 が 使わ れ て いる 
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に 焦点 を あて 、 と が め る た めで ある 。 同様 に 、19:89-92 節 


六 伏 


アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 


て の も の を 滅ぼさ ん と 決意 せ ば 、 誰 
が 彼 に 対し て いさ さか な 支配 権 を 持ち 
得 よ う ぞ ?」 。 曽 し て 、 諸 天 と 大 地 並 
びに 、 そ の 両者 の 間 に 在 る も の の 王 
権 は “アッ ラー の 所 有 な り 。 さ れ ば 、 
彼 は 選 が 欲す る も の を 創造 し 給 う 。 
面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て の こと に 
全能 に まし ます 。 

19. 面 し て ユダ や ヤ 教徒 や キリ スト 教徒 
は 云え り 、 「 ウ 我 等 は アッ ラー の 子 な 
り 、 ま た 彼 に 愛 で ら れ た り 」 と 。 去 
え 、「 し か ら は ば 何故 に 彼 は お 前 達 の 罪 
故に お 前 達 を 罰する か ? 否 、 お 前 達 は 
彼 が 創造 せ し 人 間 に す ぎ ず 」。“ 彼 は 


己 が 欲す る 者 を 落し 、 己 が 欲す る 者 
を 久 し 給 う 。 さ れ ば 、 諸 天 と 大 地 並 び 


に 、 そ の 両者 の 間 に 在 る も の の 王権 
は アッ ラー の 所 有 な り 。 面 し て 、 彼 
DN 

経典 の 民 よ 、 便 徒 た ちの 長い 空 
a われ ら の 使徒 が お 前 達 
に 来 た れ る は 、 “お 前 達 に 物事 を 解明 


し 。 MR と 
お 前 達 が 云わ ざら ん が た め な り 。 さ 


れ ば 、 1 生生 の が お 前 
達 の と ころ へ 来 た れ り 。 曽 し て 、 


ア 


る て 人 人 
A ro GA 
2 ZS る ? 

の ろう YI ゆ つぶ うう そば 3 
ンス ot ディン タイ ラッ ン 
RE A 作 3 

OR 


3 
っ SS 28 8 Cls 
ER 
CC er 
JT ea CE 

Oa 


SA 


SII Ye 
YS 9 入 bs 


プー の 


MP 3 っ に 


ング 
る る 


AS “ 


93:I90 を 参照 62:7.2:283: 3:130: 5:41. 5:16. 


"9 聖 預言 
民 の 間 で は 歴史 は 沈黙 し て いる 。 世 界 は 


と イエ ス の 間 に ど の 国 に 如何 な る 預言 者 が 現れ た か 、 少 な く と も 経典 の 
事実 、 人 類 の 最も 偉大 な 救世 主 の 到来 を 期 


待 し 準備 し て いた 。 信吉 性 の 不確か な いく つか の 陳述 は 、 イ エス が 幾 人 か の 預言 者 


達 に 引き 継が れ た こと に 言及 し て いる 。 7 
一 人 で ある (Kalbi より )。 


ハー リド ウゥ ・ ビ ン ・ サ ラー ム は その うち の 


し か し 聖 預 言 者 は 、 自 身 が 彼 と イエ ス の 間 に 預 言 者 が いな 


か っ た と 語っ た こと が 報告 され て いる ( ブ プ ハーリー より )。 
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五 意 アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 六 笹 
ーー さ ーー ー プ ブヒ) デー て ン « 
ッ ラ ー は すべ て の こと に 全能 に まし & OI 


ます 。 1 
四 項 


ーー ーー コテ J ミ Ye を る る? ed っ な 2 で る そ ャ ン 
21. 耐 し て モー ゼ が その 民 に 向っ て 1283jP28 っ 多め 0 
きえ し 時 (を 思い 起 せ ) 。「 我 が 民 = こつ 。。 。 。 。 ッ 」 

よ 、 お 前 達 に 対す る アッ ラー の 恩恵 opSS2 っ cleANIAo 


を 思い 起 せ 。 彼 は お 前 達 の 中 か ら 預 お 6 5 
デ we 1 2 っ) 
言 者 た ち を 興し 、 お 前 遅 を 王者 や た 9 8 
らし め た る (時 を )。 ま た 彼 は 、 森 計 OL lea ) 
万 象 の うち 他 の 答 人 に も 与え ざり し 
も の を お 前 達 に 与え 給え た り 。 
22. 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー が お 前 達 の 和 W2.2432】、 つろ) 則 r25 
た め に 定め た る "聖地 に 入れ 8 され し し し 
ど お 前 達 、 己 が 背 を 向け て 退く な か つや JPN 52J4NN こ や 
れ 。 さ れ ば お 前 達 、 損 失 す る 者 ども a LS 
Gt 
と し て 帰ら ん 」 。 


23. 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 和 で る 22338 る 


を レタ pg ッ タン コン ニュル ンプ 2 8 > za54 ン 
ば 、 彼 等 が そこ を 出 で 行か ざる 限 2! 合っ osk ら ふう 15 
り 、 我 等 は 決し て そこ に 入る を 得 D0 ENG 
ず 。 さ れ ど 彼 等 も し 出 て 行か ば 、 我 
等 は 必ず そこ に 入る べし 」 7 ぐ 。 


27: 4:70: 19:39. 


720 フィ ー ク ム の 代わ り に クム (お 前 達 ) と いう 語 を 代用 し た の は 、 支 配 者 が 統括 する 
国 の すべ て の 民 は 支配 権 と 統治 権 を 有する が 、 預 言 者 の 支持 者 た ち が 彼 の 預言 を 共 
有する も の で な い 、 と いう こと を 示唆 する も の で ある 。 

731 [お 前 達 の た め に 定め た る 」 と いう 表現 は 、 も し イス ラ エ ル の 民 が 聖地 に 入る こ 
と を 鼓舞 し た ら そ れ だ け で 、 神 が 彼 等 を 助け 勝利 させ る 約束 を 示唆 し た こと を 含ん 
で いる 。 

7223 これ は 、 こ れ ら の 民 の 年 代 記 が イス ラ エ ル の 民 に 知ら れ て いた こと を 意味 する 。 
アマ レク と 他 の 無法 な アラ ブ の 部 族 が その 当時 、 聖 地 に 居住 し て いた 。 イ スラ エル 
人 た ち は 彼 等 を と て も 和 恐れ て いた 。 

733 亜 預 言 者 の ほん の 小さ な 命令 で も 喜ん で 死地 に 飛び 込む と いう 信じ 難い ほど に 犠 
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4. 恐れ る 人 々 の うち 、 ア ッ ラ ー が 人 し 2393 く ~~ SI 


A NC 
り 、「 彼 等 に 対抗 し て 正門 か ら 入 5 で 2 

f れ も 。 さ れ ば 、 お 前 連 ( 一 た び ) そ れ を Ab 1 の 3 っ 5 は 
入ら ば 、 お 前 達 は 必ず 勝利 を 得 ん 。 i 
証し て 、 "アッ ラー を 信頼 せよ 、 も し OS EO SIS 


お 前 達 信徒 な ら ば 」 。 

25. 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 2 SG SPIE 
は 信和 が そこ に 居る 限り 、 決 し て iT 
そこ に 入る を 得 ず 。 さ れ ば 没 と 次 の し NEG 


神 が 行 き て 戦え 。 我 等 は ここ に て 和 準 @5 843 
せん 」。 
26. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 は は 15 のり に \ I る 


我が身 と 我 が 兄弟 の 外 は 何人 に も 所 ーー 
有 権 を 得 ず 。 さ れ ば 、 我 等 と 逆 心 の aga PI 
民 と の 間 を 識別 し 給え 」。 


GA 


3:161; 5:12; 9:1. 


牲 を 万 わ ぬ 聖 聞 言 者 に 従う 人 達 と 、 伺 慢 で 唱 居 な モー ゼ の 民 を 比較 せよ 。 聖 預言 者 
が 装備 も 貧弱 な ほん の 僅か な 仲間 と 共に バド ル に て 、 装 備 も 優れ 非常 に (軍事 力 の ) 
勝っ た メッ カ 軍 と 対 剛 し た と き 、 彼 ( 聖 預 斉 者 ) は それ に つい て 仲間 に 助 音 を 求め た 。 
そこ で 仲間 の 一 人 が 立ち 上 が り 、 記 憶 に 残る 演説 で 預 斉 者 に 呼び か けた 。 「 我 々 は 
あな た に 云わ な い 。 お お お 神 の 預言 者 よ ! モー ゼ の 民 が 云っ た よう に 、 液 と 流 の 主 が 
行き て 戦え 。 我 々 は ここ に て 挙 せ ん 、 と 。 そ れ ど ころ か 、 主 の 預 言 者 よ ! 我々 は あ 
な た と 、 そ し て あな た の 行く と ころ へ は どこ で も 行く だ ろう 。 我々 は あな た の 右 の 、 
あな た の 左 の 、 あ な た の 正面 、 そ し て あな た の 背後 か ら 来 る 敵 と 戦う だ ろう 。 我々 
が 神 を 信じ て いる こと を 、 あ な た は 我々 か ら 見 て 取り 、 あ な た の 目 を 満た す で あ ろ 
う ( ブ ハー リー より )」。 

4 こと で 話さ れ て いる 「 二 人 の 男 」 は 一 般 的 に 、 ヌ ー ン の 息子 ヨシ ュ ア と エ ホ ン ネ 
(Jephunneh) の 息子 カレ ブ (Caleb) で ある と 推測 され る ( 民 数 記 、14:6) 。 し か し 文脈 か 
ら モ ー ゼ と アロ ン は ここ で 言及 され た 「 二 人 の 男 」 で ある 可能 性 が 示さ れ て いる 。 

ラジ ュ ル (Raiul= 男 ) と いう 言葉 は 、 男 らし さ ど 勇気 を 表現 し て いる 。 こ れ ら 、 そ の 二 
人 の 勇敢 な 男 が モー ゼ と アロ ン 自 身 で あっ た こと は 、 モ ー ゼ が 自身 と ( 彼 の ) 兄 弟 ア ロ 
ン の た め に 祈っ た と いう 事実 か ら も 推測 で きる か も し れ な い (3:26) 。 神 は この 二 人 を 
指定 し て いな い が 、 彼 等 の 男 ら し さ と 勇気 を 称 替 し て 「 二 人 の 勇士 」 と だ け 話 され て 
いる 。 そ し て また 、 彼 等 と と も に いた 他 の イス ラ エ ル 人 た ちの 膜 病 さ を 非難 し て いる 
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27. 彼 は 云え り 、 7 げに 、 こ れ ( こ の と ン で て ュ に ンス し 8 
加 地 ) が 四 十 年 の 間 彼 等 に 対し て 人 断 = - 
され た り 。 彼 等 は 困 悪 し な が ら 地上 JE ZS O2 う Y は くつ 


を 初 往 せ ん “や 。 さ れ ば 溢 、 逆 心 の 民 < の SS 

cu | 

の た め に 心 類 わす な か れ 」。 & ORE 
五 項 


28、 面 し て 、 ア ダム の 二 人 の 息子 "を し 3 回 ポン Ls IE を sk | 
の 物語 を 真理 を 以 っ て 彼 等 に 語れ まい CN #5 
彼 等 両 名 が 供物 を 捧げ し 時 、 そ の 一 NN (ods 
人 は 受け 入れ られ し が 、 他 は 受け 入 に れる 6 づき く 

れ られ ざり き 。 彼 は えり 、[ 我 CUdS で EESJMN し て 
ず お 前 を 殺さ ん 」 と 。 彼 は (答え て ) 去 ト の < 介し 人 多 っ 
えり 、「 げ ば に アッ ラー は 明 骸 者 た ち Go 
か ら ( の 供物 の み を ) 受 納 す 。 - | 

29. も し 液 が 我 を 殺さ ん と し て その LaE 的 っ うつ 818 あ 3 


手 を 我 の 方 に 伸ばす と も 、 我 は 汐 を -。 。 eae レン 0 
殺さ ん と し て が 手 を 流 の 方 に 伸 ば 。 ウ ) UCS59 そ つい うち し 


す つ も りな し 。 我 は 森 羅 万 象 の 主 な ts 
DER 0 に CE 
る アッ ラー を 暴れ る な り 。 2 


る 3| < < 13 » * 
30. げに 我 は 2、 波 が 己 が 罪 9 と し お の は で 
9.944. 


735 イス ラ エ ル 人 た ち が 肛 病 な 振る 舞い を し た と き 神 は 彼 等 に 、 砂 漠 の 生活 が 彼 等 を 
活気 付け 新しい 命 を 注ぎ 彼 等 の 精神 を 強化 すべ き で ある と 、40 年 間 荒 野 を 科 往 し 続 
ける こと を 布告 し た 。 一 方 、 訓 い 世 代 は 実質 的 に 滅び 、 若 い 世 代 は 約束 の 地 を 征服 
する ほど 強く 男 敢 に 育っ て いた 。 

9 アダム の 二 人 の 息子 "と は 比 職 的 に 誰 で あれ 人 類 か ら 選 ば れ た 、 二 人 の 個人 を 指 
し て いる 。 又 その た と え 話 は 、 預 言 者 の 身分 が 自分 達 か ら 聖 預言 者 を 通し イシ ュ マ 
エル 人 に 移っ て し まっ た た め 、 イ スラ エル 人 達 が イシ ュ マ エル の 子孫 に 対し て と っ 
た 敵意 に みち た 態度 を も 表現 し て いる 。 

727 ウリ ー ド ウ と いう 語 は ラー ダ に 由来 し て いる が 、 そ れ は と きど ぎ き 実 際 の 「 欲 求 」 
を 明示 せ ず 特定 の 方 法 を 用 いる よう な 、 単 に 現在 の 状態 また は 条件 を 示す (18:78)。 
当 節 は 、 ア ベル は 兄弟 カイ ン が 地獄 に 投げ 込ま れる こと を 望ん だ こと を 意味 し て い 
な い 。 彼 が 意味 し た の は 、 た だ 彼 自身 の 非 攻 撃 的 態度 故に 彼 の 兄弟 が 地獄 へ 行く で 
あろ う 、 と いう の は 自然 で 不可 避 で ある と いう こと で あっ た 。 

78 イス ミー と は 「 私 に 対し て 犯し た 罪 」 を 意味 する 。 被害 者 に な る で あろ うこ と は 、 
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我 の (た め に 犯 せ し ) 罪 を 背負 いて 戻 に る は うこ えろ Ye 
る こと を 望む な り 。 さ れ ば 汐 、 業 火 0 

の 者 ども に 加わ らん 。 面 し て 、 そ は の 
不義 者 ども の 応報 な り 」。 

31. され ば 、 彼 の 心 は その 兄弟 を 殺 4588 as1 035 42 剖 多 で 和夫 
すべ く 誘 いた れ ば 、 彼 は 役 を 殺し た > の 、 守っ 

り 。 さ れ ば 彼 は 損失 する 者 ども の う OR 

ちと な れ り 。 ー 

32. され ば 、 ア ッ ラ ー は 一 羽 の 皆 を o22Y1、3 る 2255PE 区 る 23 
遣わ し 、 そ れ は 地面 を 掘り た り “②、 a 

彼 が 如何 に その 兄弟 の 死骸 を 隅 す か U8 S124 
を 彼 に 教え ん が た め に 。 彼 は 云え り 、 ョ ンー 人 は セン 
「 情 け な や 、 我 は この 緒 の 如く も な 。 導電 Us 
り 得 ざり き ! され ば 、 贅 は が 兄弟 の RE ET EE et 
死骸 を 隠し 得る こと を 」。 さ れ ば 、 彼 を 
は 後悔 者 た ちの うち と な れ り 。 の 
33. この た め に 、 わ れ ら は イス ラ エ 牙 や CE 
ル の 子 拘 に 擁 を 定め た り 。 つ まり 、 > に いま 人 
殺人 の 罪 や 地上 に 騒乱 を 起す 理由 な Ne 3 a 
し に 、 あ る 生命 を 殺せ し 者 あら ば 、 6 と NSK っ 光 
彼 は 全 人 類 を 殺し た る が 如 し 、 さ れ て OS 
ど 、 そ れ ( 生 命 ) を 守護 せ し 者 あら ャ ネン の ICSC と | 


8) 條 は 全 人 括 の 生命 を 守護 し た る 9 6 る ど SUI tA 
が 如 し な り “。 面 し て “われ ら の 使 


7:102.9:70: 14:10; 0:23. 


た だ その 上 兄弟 の 意図 し た 行動 の 結果 を 描写 し て いる だ け で ある 。 

"3 大 が ら す の 事件 が 実際 に あっ た こ NON IO 
つい て は 注釈 者 の 意見 の 分 か れる と ころ で ある が 、 鳥 類 の 仕草 や くせ を 観察 す 

多く の 役 に た つ 発 見 を する こと が で きる 。 創世 記 4: 1- 15 及び 、 “The Jerusalem i 
を 参照 の こと 。 

739 当 節 で 示唆 され て いる の は 、 こ こ で アダ ム の 2 人 の 息子 に 言及 され て いる の と 類 
似 し た 事件 は し か し 、 後 に 更に 重要 と され た 。 イ スラ エル の 同胞 た ちの 間 に 預 言 者 
が 現れ る こと に な っ て いた 。 事実 は その 預言 者 に 対し て イス ラ エ ル 人 た ち を 怒ら せ 
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徒 た ち は 明 証 を 携え て 彼 等 の と ころ る WG 2 を 3P 


その 後 も 地上 で 逢 を 超え る な り 。 ⑨0 め の 


34. げに アッ ラー と その 使徒 に 向っ 3 Ct 
1 地上 を か を 騒 忠 せん と 問 CK ター ンー タン ョ ン ン 
3 3 に 3 | , 

る 者 の 応報 は 、 彼 等 は 殺さ れる OS NG OS 
i RE RR 
を 互い 違い に 切断 され る か 、 又 は 国 
外 に 追放 され る こと な り "れれ 。 こ は 彼 
等 の た め 現 世 で の 屈辱 な り 、 面 し て i 
来世 に お いて は 彼 等 の た め に 厳し い LS 2 
責 普 あり 。 Oe ls 
35. 但し 、 お 前 達 が 彼 等 を 制圧 せる 13 うお 01 Sep | 
前 に 悔い 改め し 者 は 除く 。 さ れ ば 、 。。 の 
アッ ラー が 寛大 に し て 慈悲 深く まし を ⑤ っ cs うう と 40 SUE5 うる 
ます こと を 知れ "42。 


BIE Sp EE 


19:107. bq:18, 


る こと に な っ て いた 。 そ し て 人 彼 等 は 如 み の た め に 彼 の 血 を 渦 望 する よう に な っ た 、 
ちょ うど カイ ン が 彼 の 弟 ア ベル の 血 を 渦 望 し た よう に 。 そ の 預言 者 は 並み の 精神 の 
持ち 主 で は な か っ た 。 す べ て の 未来 は 彼 に 託さ れ 、 彼 は 人 類 す べ て の た め の 永遠 の 
法 を も た ら す べく 任命 され た 「 世 界 の 改革 者 」 と な る 者 で あっ た 。 そ れ 改 彼 を 殺 宣 
する こと は 人 類 す べ て を 殺 寄 する こと に 相当 し 、 彼 の 生命 を 保護 する こ と は 従っ て 
人 類 す べ て を 保護 する こと で あっ た 。 

7 了 イス ラム は イス ラム 教 国 或いは イス ラム 社会 が 圧倒 的 多数 で イス ラム の 利益 に と 
っ て 危険 と され る 了 政 悪 な 存在 を 根絶 せよ と 要求 する 場合 に 、 極 端 な 手段 で あっ て も 、 
積極 的 に と っ て 戦う も の で ある 。 イ スラ ム と は 、 感情 的 な 空 『 想 の 情緒 的 断面 に 惑わ 
され る こと な く 、 理 性 と 健全 な 判断 の 命 に 従い 、 公 の 攻撃 に 対す る 前 則 も 用 意 する 。 
ここ で 準備 され る 名 の 形態 に は 四 種 類 あ り 、 特 殊 な 場合 に は 、 課 され る 罰 は 、 周 囲 
の 状況 次 第 と も な る 。 又 罰 を 課す る の は 個人 で は な く 統 治 政府 の 責任 で あり 、' 追 放 ' 
と いう 語 は 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ に 依る と 、 禁 固 の 意味 で ある 。 

742 当 節 及び 前 節 で 述べ られ て いる の は 、「 ア ッ ラ ー と その 使者 に 向かっ て 戦い を 挑 
み 」 と いう 表現 か ら も 明らか な よう に 、 た だ の 盗 ぞ そく や か っ ぱら いで は な く 、 イ ス 
ラム 教 国 に 戦い を し か け て くる 反乱 者 や 極悪 非道 な 者 達 へ の 罰 に つい て で ある 。 ま 
た 当 節 で 、 罪 を 犯し た 者 達 は 悔い 改め れ ば 大 赦 を 約束 され て いる と いう 事実 か ら も 
その 推論 は 正しい と 考え られ る 。 し か し 強盗 、 か っ ぱら い 、 究 次 者 の よう に 、 明 ら 
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36. 流 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー Pl 


PTT A 
を 異 れ 淫 え 、 彼 に “接近 する 方 法 を 2 イ イン 2 
水 め 79 本 し て り 第 の 道 に か は て 件 和 に 


FLL 


闘 せ よ 、 お 前 達成 功 せ ん が た め に 。 a 28 
37. げに < 不信 せ し 者 ども は 、 も し 地 YG 0 R08) 
上 に ある すべ て の も の 並び に 之 に 倍 a 


rT とっ ン 
する も の を 以 て 、 復 活 の 日 の 懲 凡 を i sas Sis 
境 わ ん と する も 、 そ は 彼 等 より 受 納 そる 3 っ の? Eb rg 
され ざる べし 。 面 し て 、 彼 等 に は 痛 NE 
まし い 真 圭 あ らん 。 デー 
38. 彼 等 は 業火 より 脱出 せん と 欲す RC 003 3 
れ ど 、 彼 等 は そこ より 出 づる 者 に 大 。 ッッ 
ず 。 証し て 、 彼 等 に は 水 勘 の 走 間 あの os 
0。 

39. 2 座 み を し た る 男 昌 つ 、 、 次 み を し じ る 1 と G38 NLS 

の 


彼 等 ( 両 名 ) が 稼ぎ し こと に 対す る 報 
いと し て 、 ア ッ ラ ー よ り の 見 せしめ 


17:58.29:41: 22:79. "13:19: 39:48、 


か に 個人 や 社会 に 対し て 極悪 非道 な 罪 を 犯し た 者 達 は 、 普 通 の 状況 で は 、 ど れ だ け 
悔い 改め て も 、 教 国 か ら は 許さ れず 、 律 法 で 定め られ た 悪 業 に 対す る 罰則 を うけ ね 
ば な ら な い の で ある 。 彼 等 が 悔 司 すれ ば 、 神 は 無論 、 赦 され る が 、 教 国 の 力 は 限ら 
れ て お り 、 そ こま で の 権限 は 有 し て いな い 。 し か し な が ら 政 治 犯 は 、 反 省 し それ 以 
上 の 反乱 行為 や 、 国 家 へ た て つく こと を し な けれ ば 赦 さ れる 。 

“ ぐ ワ ス ィ ー ラ (Wasilah) と は 王 に 仕え る 名 准 な 階級 : 身 分 : 絆 : 結 び つ き 、 ま た は 繋が り 
へ の 到達 方 法 を 表す (Lane より )。 そ の 言葉 は 神 と 人 と の 仲介 者 を 意味 し な い 。 こ の 
後者 の 意味 は 、 ア ラビ ア 語 の 六 法 に よ っ て 支持 され て いな い ば か り で な く 、 そ れ は 
また 聖 ク ルアー ン と 聖 預言 者 の 言葉 に も 反し て いる 。 通常 の 「 礼 拝 の 呼び か け 」 の 
後 の 祈 り は その 言葉 を 含ん で いる 。「 神 よ 1 ムハンマド に ワ ス イ ー ラ (Wasilah) を 与 
え 給 え 」 と は 、 神 が 預言 者 を ます ます 近づけ ん こと を 許し 、 預 言 者 が 彼 と 神 の 間 に 
誰か 仲介 者 を 用 いな いこ と を 意味 する 。 
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な り や 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 威力 に OE 
し て 、 賢 特に まし ます 。 _ 


744 当 節 で 、' 盗 み を し た る 女 と いう 表現 より 前 に ' 盗 み を し た る 男 ' が 置か れ て いる の 
は 、 女 性 より 男性 の 方 が 盗み を 犯し や すい か ら で あ り 、24:3 節 で 、 姜 浮 を 犯す 女 と 
いう 言葉 が 北 淫 する 男 よ り 前 に 置か れ て いる の は 、 北 淫 の 罪 が 男 よ り 女 の 場合 の 方 
が 立証 し や すい か ら で あ る 。 こ の 各 節 の 配列 、 又 その 言葉 の 配列 の 妙 か ら も 聖 ク ル 
アー ン の 知 的 水準 の 高 さ が わか る の で ある 。 私 通 に 関し て 男子 に 課せ られ る 和久 は 厳 
し すぎ る よう に も 思わ れる が 、 人 間 の 今 ま で の 経験 か ら 、 罰 を 厳し くし て 、 も し そ 
の よう な 罪 を 犯 せ ば どの よう な 日 に 遭う か 示せ ば 、 人 を し て その よう な 行動 を 慎 し 
ませ る 効果 が ある の で ある 。 一 人 の 人 間 を 厳し く 罰 する こと で 、 そ れ を みせ し め と 
し 、 同 よう の 罪 を 犯す か も し れ な い 多 く の 男 達 を 救う 方 が 賢明 で ある 。 身体 全 体 を 
そこ な っ て し まう こと な く 、 腐 りき っ た 四股 を 切断 で きる の は 名 医 と いえ る 。 イ ス 
ラム が 、 精 神 的 に 貧し か っ た 時 代 に 、 定 め ら れ た 罰則 が 人 の 行動 を 規制 する も の と 
な る た め 、 実 際 に 遂行 され 、 姿 ぞ く 達 の 手 を 切断 する と いう 極め て まれ な こと が 行 
な われ た 。 今日 に 於 いて も 、 聖 クル アー ン で 定め られ る 盗み へ の 浪 が 効力 を 持っ て 
いる た め 、 ア ラビ ア で は 徐 和 次 は 極め て まれ で ある 。 ま た 、 こ こ で 語ら れ た 久 の 本 来 
の 意味 を 理解 する た め に 、 当 節 で 使わ れ て いる アラ ビア 語 の 二 つ の 語 奴 ち 、 カ タ ア 
及び ヤ ド ゥ の 人 遂 語 的 且つ 比 只 的 使用 が 解ら な けれ ば な ら な い 。 ア ラビ ア 語 で "カタ ア 
フー・ ビ ル ・ フ ッ ジ ャ ティ (Qata'a-hu brI-Hujjati) "と いう 表現 は 、 彼 は その 人 を 論拠 
で 沈黙 させ た こと を 意味 する (Lane より )。 そ し て 、 ヤ ドウ ゥ と は 、 他 の 意味 に 加え て 、 
一 定 の 事 を する 力 や 能力 を 意味 する 。 従 っ て 、 カ タ ア ・ ヤ ダフ ー と いう 表現 は 比較 
的 に 、* 彼 は その 人 か ら あ る 事 を する 力 を 取り 上 げた "また は 、" 彼 は その 人 が それ を 
や る こと を や め さ せ た "を 意味 する 。12:32 節 も 参照 せよ 。 こ れ ら の 意味 に 従え ば 、 
当 節 で 使用 され た これ ら の アラ ビア 語 の 二 つ の 語 は 、“ 役 等 か ら 盗 お 力 を 取り 去る 、 
或いは 、 彼 等 が 資 む お こと を し な く な る と 考え られ る 実際 的 な 手段 を と る "と いう こと 
を 表し て いる 。 当 節 は 文字 通り の 凡 と 考え られ る 。 し か し こう いっ た 最大 級 の 禄 が 
与え られ る の は 極端 な 場合 の み で あり 、 そ れ 以 外 は 盗人 か ら 盗 む 力 を 失 く す 或 い は 
盗ま な くさ せる 実際 的 方 法 が 考え られ 、 よ り 軽 い 罰 則 が あて は め ら れる 。 当然 の こ 
と な が ら 宮 を 与え る 場合 に は 、 あ ら ゆ る 面 か ら か ん が みた 状況 判断 が 下さ れる 。 更 
に 、( サ ラ カ つ まり 、 盗 ん だ と いう 動詞 の 語 を 使わ ず 、 そ の 代わ り に ) 名 詞 で ある 語 、 
アッ サー リク が 使わ れ た こと は 、 強 意 を 表し 、 常 習 的 な 泥棒 また は 、 初 盗 罪 に そま 
っ た 者 を 意味 する こと は 特に 考慮 すべ き で ある 。 学 者 た ち に よっ て 、 規 定 さ れ た 罰 
を 執行 する に 至る 金 や 財産 の 額 に つい て は 、 異 な っ て いる 。 或 伝説 に よれ ば 、 そ れ 
は 三 デ ィ ル ハム また は 、 四 分 の 一 ディ ー ナ ー ル で ある が 、 他 の 伝説 に 依 れ ば 、 果 物 
を 木 か ら 盗る こと や 旅行 中 で 犯し た 寅 盗 罪 に 対し て 手 を 切断 され る こと は な いと 思 
われ る (Dawund より ) 。 イ マー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ は それ を 十 デ ィ ル ハム に し て 
いる 。 一 方 、 イ マー ム ・ マ ー リ ク と イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ブフ ィ ー が 最も 少な い 金 額 を 三 デ 
ィ ル ハム に し て いる 。 神 学者 達 の 間 で これ ら の 意見 相 異 が ある と いう こと は 、 と り 
も 直さ ず 、 罰 則 の 形態 や 軽重 に 関し て は 、 そ れ を 下す 裁判 宮 の 判断 に 委ね られ る と 
いう こと を 意味 し て いる 。 
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40. され ど 、 "その 不義 を な せ し 人 後 、 a olia 9A ES 552 es 
悔 悟 し て 改心 する 者 あら ば 、 げ に ア 0 。 
ッ ラ ー は 彼 を 容赦 に 転 せ られ ん 。 げ 。 @22> う う 史 と 4 を kz つめ 
に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く 
まし ます 。 
41. 流 は 、 諸 天 と 大 地 の 王権 が アッ ー いつ 上 % 史 上 3 人 6 人 0 5 0 
ラー の 所 有 な る こと を 知ら ざる か ? 彼 シン きら i 
は 己 が 欲す る 者 を 骨 し 、 己 が 欲す る 者 oR DS 2 
を 散 し 給 う 。 耐 し て 、 アッ ラー は すべ の 5 SE ls 
0 の 4 
42. 液 使徒 よ 、 不 信心 (を 増大 する た tt CU ざす: ee 
め ) に 急ぐ 者 ども を 、 液 悲し むこ と な 3 ne 
か れ 。 彼 等 は 円 で は 、「 我 等 は 信 Eh Fie ae SI9958 し 3 9 
ず 」 と 云う が 、 心 で は 信 ぜ ざる な 2 
り 。 mc ユタ wa の 6、「 569 Sa, 
心 に 虚言 に 耳 を 傾け 7 ぐ 、 液 の と ころ E 
M で うぷ ふく っ ン も 143 Cd ン デ を 

ぐり っ りさ り し WOR( の rpc まつ 3 
瑞 を 眉 け る 者 ども を も また 然 り 。 4 彼 Bi <{ 

等 は (経典 の ) 字 旬 を 、 そ の (真実 の ) ば 42 みほ 光 つ 
人 VRE 放さ れ た る 生え る な ae es に の で 
。 彼 等 は (その 仲間 達 に ) 云う 、 ol 2 
PNISH 与え られ た る っ 和志 人 5163 あ る 
も の な ら ば 、 それ を 受 を け よ 。 され 47 て 1(| tk 
ど 、 も し お 前 達 こ れ が 与え られ た る DR 
MM 用 心 せ よ 」。 さ れ ET A 
ば 、 ア ッ ラ ー が 試さ ん と する 者 あら 

26:55: 20:83: 25:72. 7259: 48:13.79:47.92.76: 3:79: 4:47. 

749 これ ら に 類似 し た 表現 は 、 宇 宙 の 神 の 統治 が 任意 で あり 、 何 ら 法 的 シス テム に 
づい て いな いと いう A CO 
宇宙 に 於 ける 最終 的 な 権威 で あり 、 神 の 言葉 が 法 で あり 、 神 の 律令 に 対し て の 訴え 
や 償い な ど 存 在 し な いと いう こと を 指摘 する た め 、 用 いら れ て いる の で ある 。 
746 この 表現 は (1) 彼 等 は 嘘 を つく た め に 耳 を 傾け る 、(2) 彼 等 は 他 の 者 達 が 聖 預言 者 
に 関し て いう 嘘 を 真実 と し て 受け 入れ る 意味 を 持つ 。 


コル ン 
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ば 、 汐 と て アッ ラー に 対し て 、 彼 の た 2 づ と と ち 085[ 奴 いう 53 
2 の >@ ち っ ひ dls つく) 

め に いさ さか の 力も を 有 せ ざる べし 。 こ の i 内 
れ 等 の 者 ども こそ 、 ア ッ ラ ー が その 。 gs2VS 2 る すろ な 3 
心 を 浄 お る を 欲 せ ず 。 彼 等 に は 現世 a 
で 恥辱 あり 、 ま た 来世 に お いて 人 彼 等 Obs 
に は 厳し い 貴 苦 あ らん 。 
43. 彼 等 は 熱心 に 虚偽 に 耳 を 傾け 、 と ょ > te 2 プン 
OE RN 

? 非 合法 た る も の "7 を お さぼ り 食 ら 。 " の 隊 了 
う 。 も し 彼 等 が 液 の と ころ へ 来 な 2 を un っ 6 
ば 、 液 は 彼 等 の 間 を 裁 い て や る か 、 し ェ 2 
それ と も 彼 等 を 避け よ 。 も し 溢 が 彼 つぐ “OO や (の う っ を そこ つる と 
等 を 避け る と も 、 彼 等 は 決し て 液 を こく 12 あ 2e19 う 25 318 
あ た 時 LS 1 う の の 2 
いさ さか も 害する 能 わ ず 。 ま た 次 、 Ne ーー 
も し 裁く な ら 、 公 正 に 彼 等 の 間 を 裁 ご SO 3 し て がら っ 5 
7 2 3 
を 愛し 給 う 。 Oi 
44. され ど 、 彼 等 が 律 法 を 持つ に も RSI SS 
か か わら ず 、 如何 に し て 液 を 裁判 者 」 ; へ 20 て 際 
と な すべ き や ? その 中 に アッ ラー の 。 ご U5562 の 0 が の BS 
判決 あり 7 、 し か る に 彼 等 は その 後 & レッ 。 4 アイ イン ン 
| * を 3 
も また 背 き 去る 。 両 し て 、 彼 等 は 信 で oN NS 
徒 に 非 ず 。 


“5:63, 64. 


"リス フト ウゥ (Suh) と は 、 禁 止ま た は 違法 で ある 、 反 則 ま た は 悪評 、 裁 判官 に 貼 賠 を 
贈る 、 ま た は その よう な 行為 、 な に か つま ら な いも の 、 粗 末 で 取る に 足り な いも の 
を 意味 する (Lane より ) 。 

” 当 節 は 聖 ク ルアー ン が 紛争 に 対す る 神 の 裁き を 含ん だ 、 聖 預言 者 の 時 代 に 存在 し 
た トー ラー を 見 て いる こと を 意味 する も の で な い 。 そ れ は 単に トー ラー に 向い た ユ 
ダ ヤ 教 徒 の 態度 を 表し て いる 。 し か し 、 時 を 同じ くし て 聖 ク ルアー ン は 、 そ の 現在 
の も の に 真実 が まっ た く な いと は 考え て いな い 。 そ れ は また 、 改 置 され て いる と 考 
えら れ て いる が 、 そ れ に よる と トー ラー は も と の 特定 の 真実 が 含ま れ て いな か っ た 
(2:79) 。 当 節 は 更に 、 手 付か ず の 純粋 な トー ラー は 、 あ る 一 定 の 央 間 イス ラ エ ル の 


っ た こと を 示し て いる 。 
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上 項 

45. げに われ ら は 、 摘 導 と 光明 と を 
内 含 する < 律 法 を 降 し た り 。 (アッ ラ 
ー に ) 帰依 せ し 預言 者 た ち は 、 ジン に 依 
る で ユダ ヤ 教 徒 達 を 裁く な り 。 ま 
だ A 
7 や も (裁き た り )。 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー 
CO 2 
り た り 。 さ れ ば 、 お 前 達 は 人 々 を 恐 
れる な か れ 、 た だ わし の み を 恐れ 
よ 。 曽 し て 、 わ ず か な 代価 で ? 我 が 
神 兆 を 売る な か れ 。 さ れ ど 、“ ア ッ ラ 
ー が 降 し 給え し も の に 拠 ら ず し て 坊 
判 す る 者 あら ば 、 こ れ 等 の 者 こそ 、 
不信 者 な り 。 
RM 
で 、 彼 等 に 規定 せり 。 生 命 に は 生命 
を 、 目 に は 目 を 、 Ne 耳 に 
は 耳 を 、 歯 に は 歯 を 、 ま た 傷害 に 同 
じ よ うな 報復 を 3!。 さ れ ど 、 そ れ を 
散 免 せ し 者 あら ば 、 そ は その ( 罪 の ) 


CS Nd 
E】 AT 


arrdofa 

a 73 tb 
5320 A Es 

i 

SS 3 ES し | YS 


96:92: 7:155. 22:42. “5:46, 48. 


749 注 432A を 参照 


9 アフ バー ル (Ahbar) と は ヒ ブ ル の 複数 形 で あり 、 ユ ダ ヤ 教 の 学者 : 或 い は 如何 な る 


学者 : 誠 実 で 素晴らし い 人 を 意味 する (Lane より )。 


当 節 に 於 いて 、 聖 クル アー ン は 前 


節 で 述べ られ た ユダ ヤ 人 に 対す る 非難 を 再び 持ち 出し て いる 。 即ち モー ゼ 以 後 の 神 
の 預言 者 で すら 、 ト ー ラ ー に 従っ て 裁く よう 命ぜ せら れ て いる の に 、 誰 が 一 体 、 ト ー 


ラー に 依ら ず 、 


裁く こと が 出来 る と いう の で あろ うか と の 意味 で ある 。 


751 出 エ ジ プ ト 記 21:23-2$、 及 び レ ビ 記 24:19-21 を 参照 の こと 。 ま た "それ を 赦免 せ 


し 者 "と いう 言葉 が 、 
に し か 述べ られ て (6 


教え は 、 イ エス の 赦し と 無 抵抗 に 主眼 を 置 


キリ スト 教徒 が 多大 に 自慢 する 許し に つい て の 教え が 、 
は いな いと いう の は 事実 で な いと いう 立証 と な る 。 ま た モー ゼ の 
く 教 え に 対 し 報復 に 主眼 を お いて は いる 


洋二 
福音 書 


も の の 、 散 し は 、 モ ー ゼ の 教え の 一 部 を 形成 し て いる 。 
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六 乱 


た め に 償い と な る べし 。 面 し て 、 4 ア 
ッ ラ ー が 降 せ し も の に 拠 ら ず し て 裁 
く 者 あら ば 、 こ れ 等 こそ 、 不 義 な す 
者 ども な り 。 

47. され ば 、 わ れ ら は 彼 等 の 跡 を 踏 
ませ て ? マ リア の 子 イエ ス を “それ 以 
前 に ある 律 法 の 確証 と し て 遣わ し 、 
また われ ら は 、 徐 導 と 光明 と を 内 含 
する 福音書 を 彼 に 授け た り 。 そ は 以 
前 に あり し 往 法 の 確証 で あり 、 異 区 
な る 者 へ の 矯 導 且つ 思 告 な り 。 


48. され ば 福音 の 民 を し て 、 ア ッ ラ 
ー が その 中 に 降 し た る も の に 拠り て 
本 NIC A イン 


者 あ ら ば 、 こ れ 等 の 者 こ そ 不 
服従 者 な り 。 

49. 面 し て 、 わ れ ら は 真理 を 以 っ 
て 、 そ の 以前 に ある 経典 を 確証 と 
も SE 
% 型 典 を 降 し た り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー 
が 降 せ し も の に 拠り て の 
き 事 を な せ 。 曽 し て 、 液 に 賜 わ れ る 
真理 を 差し 置い て 彼 等 の 私 欲 に 従う 


ss eS 志 
@62 交 うる 


デン タン ぅ の チチ 2 TC っ 8 マン 
ジン の っ ら ス っ BU と CA 


信 gn ン ゴ 


ND THIEL 
HAR LI GLES 
FEN Ws 
OF eNOS 
i 3 
oA 


と めす の うる 9 


1 5 お 


i 


FS SS 


bd CR 


0 ue 


EE RA 


15.45, 48. 12:88; 57:28. 3:51; 61:7. 5:45-46. “6:106; 39:3.75:50. 


2 トム ハイ ミン と は 、 


証人: 安全 と 平和 を 与え る 者 : 支配 者 且つ 人 類 の 事 
守護 者 と 保護 者 を 意味 する (Lisan より )。 こ 
経典 を 保護 する も の と し て 語ら れ て いる 。 又 それ は 、 


情 の 管理 者 : 
こ で は 聖 ク タク ル アーン と は 、 そ れ に 先立つ 
聖 ク ルアー ン は 不滅 で ある も 


の と し て 語ら れ て いる 。 そ し て 永遠 の 価値 を 有する も の 全て を 包括 する 。 永遠 で は 


な く 人 類 の 必然 【 


こ か な わ ぬ も の は 全く 含ま れ て いな いと いう 意味 に 於 いて 、 そ し て 、 


不正 な 変更 が な され ず 、 神 の 御 加 護 が ある と いう 意味 に 於 いて 、 聖 クル アー ン は 今 
まで に 存在 し た 経典 を 保護 する 存在 と 呼ば れる の で ある 。 
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な か れ 。 わ れ ら は お 前 達 ひ うち 各 人 
に 、 宗 教 上 の 控 人 や と 道のり を 定め た 
り 。 さ れ ば “も し アッ ラー が 欲し た り 
せ ば 、 お 前 達 を 一 つの 共同 体 に な し 
得 た 管 な り 。 さ れ ど ( そ は ) 彼 が お 前 
達 に 授け 賜 え し も の に よっ て 、 お 前 
達 を 試 め ! さ ん が た め な り 。 さ れ ば 写 
に 普 行 を 競い 合え 。 お 前 達 は 皆 ア ッ 
ラー の 許 へ 帰り 行か ん 。 さ れ ば 彼 
は 、 お 前 達 が 異な り た る こと を お 前 
達 に 教え ん 。 
50. され ば 、 ア ッ ラ ー が 降 せ し も の 
i 
彼 等 の 私 欲 に 従う な か れ 。 さ れ ど 、 
アッ ラー が 液 に 降 せ し も の の 一 部 分 
0 の 9 むさ DP 
に 用 心 せ よ 。 さ れ ど 、 彼 等 が も し 背 
き 去 ら ば 、 そ は アッ ラー が 彼 等 の 何 
ら か の 罪 故 に 、 彼 等 を 懲らしめ ん と 
する こと を 知れ 。 面 し て 、 人 々 の 多 
く は 確か に 不 従順 な り 。 
51. 彼 等 は 無明 "(の 遺 り 方 ) の 裁き 
7ss を 求む る か ? され ど 信 心 父 き 人 々 


マン ラ ちと っ AA 。 うっ ーー ン イ ュー“ 
クッ ンー ラン ンタ ュ ン ゅ イエ 。 りら そう 
As っ へ っ > 3 ご っ AU 
る 3 の 8 どじ 。 2 を 

ゆう つい タン と ルー 


2 ズー 2 


9 2425 > っ | いつ 5 


88 Ja 
RS | 


ed Se * 


ュ ン ン エ テン 


oD 


910:100: 11:119; 16:10. 13:134; 35:33, 57:22. で 5:49、 17:74, 


や シル ア (Shirrah) と は 、 断 食 、 礼 拝 、 


巡礼 、 そ の 他 信 心 深 さ の 行為 , 明白 と 正義 で 


ある 信仰 と 導き の 方 法 、 こ の よう な 仕 来 り で 構成 され る 神 の 宗教 法 を 意味 する (Lane 


より )。 ミ ン ハ ー ジ ュ と は 、 


行為 の 起点 を 、 


は っ きり と 明白 に 見 えて いる 進路 また は 道 を 切り 開く こ 
と を 意味 する (Lane より ) 。 アル ・ ム バッ ラド (ALLMubarrad) に 依 れ ば 、 
後者 は その 行為 の 体系 を 示唆 する (Qadir より )。 従っ て 、 ジ ル ア 
(Shir'a) は 主 に 精神 的 な こと に 関す る 法 で あり 、 


前 者 の 言葉 は 


ミン ハー ジュ は 世俗 的 な こと に 関す 


る 法 で ある 。 シ ル ア (Shir'a) は また 生命 の 水 に 繋が る 方 法 を 意味 する 。 そ の 意味 は 、 


精神 的 な 水 の 長 即ち 、 天 啓 へ の 道 を 見 出す た め に 、 


の 創造 物 を 備え られ た 。 
724 是 ち 、 イ スラ ム 以 前 の こと 。 


798 フ クム (Hukm) と は 裁き : 規則 : 権限 : 


神 は それ ぞ れ の 能力 に 応じ て そ 


主権 : 統治 : 条例 : 法令 : 法律 : 苦境 を 
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に と り て 、 裁 判 す る こと で アッ ラー a < 
に 優る 者 は 誰か あら ん ? | 
八 項 

52. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、? ユ ダ ヤ 教 253 語 
舗 や キリ スト 教徒 を 友 と する な か れ 許 。 W 
76。 彼 等 は 互 に 肥 な り 7。 され 誕 uaa zs als 
ば 、 お 前 達 の うち 彼 等 を 友 と する 者 トッ? 53 CR oi > < 
あら ば 、 そ の 者 は 彼 等 の うち と な ら 上 

ん 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 不義 な す 民 を OY dh 8 
導 か ず 。 の 
53. され ば 汐 は 、 心 に 病 あ る 者 ども ろ 23 ス 6 こう 330、s 
I 『 抽 等 は 災難 。/ イィ ラコ っ 陳 

遵 い は せ ぬ か と 恐る 」 と 云う を 見 OO っ の の 3 

し 7 され ば 、 恐 らく アッ ラー は 1 CES 
2 勝利 か 9、 御 自ら の 裁き を も た ら A 
さん 。 従 っ て 彼 等 は 、 そ の 心 に 秘め 5I め っ っ る (CM 


た る こと に つい て 後悔 すべ し 。 oy EU 


3 
$e\ 
れ 
の 、 
A 
PN: 
& 
2 
‘Es 
3 
すし ちい 
CC 


Ce 


93:29,119: 4:145; 5:58; 60:10. 732:30. 


意味 する (Lane より )。 


756 当館 は ユダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 、 そ し て 信仰 を 持た ぬ 者 達 へ の 公正 な 、 或 い は 慈 
悲 深い 扱い を 禁じ た り 抑 制 し た りす る た め に 述べ られ て いる の で は な い (60:9) 。 こ 
こ で 取り あげ て いる の は 、 イ スラ ム と 戦闘 状態 に ちあ る 、 そ し て いつ も イス ラム に 対 
し 、 わ な を 仕掛 け て くる ユダ ヤ 人 或いは キリ スト 教徒 に つい て で ある 。 

ツユ ダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 は 、 お 互い の 相 異 を 忘れ 、 イ スラ ム に 敵対 する 時 に は 、 
徒党 を 組む 。 聖 預言 者 が “全て の 不信 仰 は 、 一 つの 共同 体 を 形成 する "と 言っ た こと 
は 真 に 真実 で ある 。 即 ち 信仰 を 持た ぬ 者 は 全て 、 た と え 互 い に 敵 意 を 抱い て いて も 、 
イス ラム 教徒 に 対抗 する 時 に は 、 仲 間 と し て 行動 する の で ある 。 

7 ダー イラ と は 、 幸 運 か ら 転 じ る こと 。 特に 悪 運 、 不 運 、 災 い 、 失 敗 、 も し く は 、 
敗北 、 虐 殺 ま た は 死 を 意味 する (Lane より )。 

753 当館 で 述べ られ て いる ' 勝 利 と は 、 メ ッ カ 陥落 の こと 、 又 は 一 般 的 な 勝利 の ど ち 
ら に も 理解 で きる 。 勝 利 の 後に 来る 出来 事 と は 、 明 ら か に 勝利 以上 の 何 か を 指す 。 
それ は アラ ビア 半島 全体 及び アラ ビア 半島 に ある 組織 が イス ラム に 入信 する こと を 
指す よう に 考え られ る 。 
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54、 春 し て 、 信 じ た る 者 た ち は 云 ご 3 前 5Y 人 NI 0 

う 、「 こ れ 等 の 者 こそ 、 お 前 達 と 共 し g 3。 A 

に ある と アッ ラー に か け て 上 厳か に 玖 ) っ LiI く を 人 0 し 2 ご 

いた る 者 ども な る や ?」。 彼 等 の 所 De 
業 は 無 に 帰し 、 さ れ ば 彼 等 は 損失 す 。。 っ の 205 
る 者 と な れ り 。 に I 
55. 泊 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 の PC po < RD 
うち その 信仰 に < 背く 者 あら ば 、 や が 2 0 や 
て アッ ラー は (その 者 の 代り に )( 外 つど 2 93 | で 3 し こう た 
の ) 民 を も た らし "、 彼 (アッ ラー) て 7 
は 役 等 を 愛し 、 役 等 は 彼 ( ア ッ ラ ー) 
を 愛す る べし 。 彼 等 は 信徒 達 に は 心 


優し く 、 不 信者 に は 意志 堅固 な ら 
ん 。 彼 等 は アッ ラー の 道 に か け て 奮 
闘 努 力 し 、 非 難 者 の 非難 を 恐れ ざる 
NM こ は ア ッ ラ ー の 恩 鈴 な り 。 彼 
己 が 欲す る 者 に それ を 授け 給 う 。 
A 
べ て を 知り 給 う 。 
56. げに お 前 達 の ? 友 と は 、 ア ッ ラ ー 
OP 
喜 捨 を な し 、 面 し て ( 神 の 前 に ) 
御 評 位 する 信じ た る 人 々 な り 。 
57. 面 し て 、 ア デッラ ー と その 使徒 、 
並び に 信じ た る 人 々 を 友 と する 者 あ 
ら ば 、 げ に アッ ラー の “一 党 こ そ 勝 利 
を 得る 者 な り 。 


ーッ ング で ダン 


Ag az 06: CY 
dS 


FAG ET ee に 3 


rn 


GE 
DORS, ふ 5 
22353240 5 る る あの 2 


すう 


陸生 


ふき 


MO 


23:145. 22:258: 3:69. 58:23. 


790 ある 宗教 の 信者 数 が 、 何 ら 回 復 の 見 込み の 立た な いま ま 、 着 実に 、 


持続 的 に 減少 


する 場合 に は 、 そ の 宗教 は 絶え た と 考え ね ば な ら な い 。 
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アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 六 欠 


九 項 
S8. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 よ 
り 以 前 に 経典 を 授け られ た る 人 々 の 
うち お 前 達 の 宗教 を “ 呈 弄 と 戯れ 事 
に する 者 ども や 不信 者 ども を ? 友 と す 
る な か れ “ ぐ 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー を 長 


れ 散 え 、 お 前 達 も し 信徒 で ある な ら 
ば 。 

し か よ 
59. 面 し て 、 お 前 達 が 礼拝 に 喚 び か 


ける 時 、 彼 等 は それ を 咽 弄 と 戯れ 事 
に する な り 。 そ は 彼 等 が 思慮 な き 民 
な る が 故 な り 。 
60. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 お 前 達 が 
"的 等 を 非 区 す る は 、 た だ 我 等 が アッ 
を 信じ 、 我 等 に 隆 され し も の 
CR 
ぜ し が 故 な る か ? 面 し て 、 お 前 達 の 
多く は 不 従順 な り 」 "W。 
61. 云え 、「 我 、 お 前 達 に アッ ラー 
の 御 許 で これ より 更に 悪い 応報 な る 
も の を 教え よう か ?" アッ ラー は そ 
の 者 を 呪 衣 し 、《 そ の 怒り を 彼 に 注 


RS Ca 引 5 SS 
に 2N5、 り っ こよ 08 
OR Rd TH 

S| a 3 3 
CD bels じ 35 


Ri A 
CS 2 2 


. 92 


ORS lo ae る ーー as 


2 ィ マン > ba 


グ 


> 
デン マデ ンー で な 


EE 1 > (2 3 


26:71: 7:52. 73:29.119: 4:145; 5:52: 60:10. 77:127: 60:2. 92:66: 7:167. 


"5:52 節 で は 、 不 信者 達 の 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 敵意 に みち た 好戦 的 な 態度 の 故 


、 彼 等 と 交友 関係 を 結ぶ こと が 禁じ られ て いる 
これ は 、 イ スラ ム 教 徒 が 彼 等 と 友好 的 な 取り 引き を し た り 、 


NR 


。 ここ で は 、 そ の 戒律 に 関す る 理 


普 を 施し た り 親 切な 応対 を する こと を 禁じ る も の で は な い 。 


2 ハル (Hal) と いう 疑問 詞 は 、 イ ッ ラ ー(Hlla) に 続く と き 、 
て 用 いら れる こと も ある 。 本 文 に ある 意味 の 外 は 、 


我々 に 過ち を 見 出さ な い 」 
され て いる 


793 ザー リカ (Dhalika) は また 、 ム スリ ム へ の 迫害 、 ま た は 彼 等 の 迫 


る の か も し れ な い 。 
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当 節 の 如く 、 
「 我 々 は 信仰 し て い 


否定 文 と し 
る 故に 液 は 


を 意味 する 。 時 に それ は 、76:2 節 の よう に 再 定 文 で 表現 


害 者 に 言及 し て い 


六 伏 アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 五 章 


A 


Nw rb = に と (03 た み ポ ) 9 ニン イン ン グン と ン アプト っ る 
ぎ 、 役 等 の う ち 猿 や 豚 党 、 並 びに RUE EL 
2 悪魔 に 仕え る 者 た らし め た り 。 ら こ 


0 


れ 等 の 者 ども こそ 、 最 悪 な 境 骨 に あ ニニ リ ルー バニ 
り 、 曽 し て 正道 より 最も 迷い 出し 者 

ども な り 」。 

62. 市 し て 、 彼 等 は お 前 達 の と ころ IS3385 I CR 
へ 来 な ば 、「 我 等 は 信じ た り 」 と 云 。 Ne 

うぅ 7% な り 、 彼 等 は 不信 心 を 抱い て ( ぉ っ IA5 4 館 っ つっ 
前 達 の 間 に ) 入 り 、 そ の まま 出 で 去り 8 を し 


し に も か か わら ず 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー 
086 の CR 
63. され ば 汐 は 、 彼 等 の 多く が 互い ょ 3I3O 史 ) SG 


に 競っ て 罪 と 背 逆 に 寿 走 し 、< 非 合法 ルン 2 nd 
た る も の を 食す る を 見 ん 。 げ に 彼 等 の づこ うこ ty 
が な す 行 為 は な ん と 悪し き な り 。 @ ら 6 
64. 何故 に 聖職 者 た ちや 律 法学 者 た ? To et re 5 
te SE NM 
、 非 合法 た る も の を 食す を 禁 ぜ ざ od こる 2515 スス 4 
⑫:258: 4:2. クタ 2:78: 25:35. 7S:43. 
794 ここ で は ' 猿 や ' 朋 ' は 比較 的 な 意味 で 使わ れ て いる 。 特 定 の 動物 に は 、 一 定 の 特徴 


が あり 、 そ の 特徴 は せ 、 そ れ を 有する 特定 の 動物 を 明示 し な い 限 り 、 充分 に 説明 で き 
る も の で は な い 。 猿 は 物真似 を 得意 と し 、 豚 は 、 不 潔 さ 、 恥 知ら ず な 行為 、 そ し て 
その 愚か さ に 特 : 徴 が ある 。 悪魔 を 崇拝 する 者 ども ' と いう 表現 で は 、' 猿 "や ' 朋 と いう 
i 言葉 が 、 比 喉 的 に 用 いら れ て いる 。 注 107 も 参照 の こと 。 


795 ユダ ヤ 人 は 偽善 的 に 「 我 等 は 信じ た り 」 と いう 諸 句 を つぶ や くだ け で 、 単 に 信者 
の ふり を し 、 実 際 に は 、 そ の 本 当 の 意義 を 理解 し た り 気 づい た り は し て いな い の で 
ある 。 従 っ て 、 彼 等 は (先行 する 諸 節 で 示さ れ た よう に ) 猿 が 物まね を する 性 質 を 
表し た 。 次 節 も 参照 の こと 。 

796 イス ム ( 罪 ) は 一 般 的 に 犯さ れる と 言う が 、 話 す と は 言わ な い 。 若干 の 注釈 者 た ち 
に よれ ば 、 当 節 で 使用 され て いる カウ ー ル (Qaul= 口 に する ) と いう 語 は 、「 行 い 」 と 
いう 意味 で ある 。 し か し それ は 、 お そら く 罪 深い 言葉 と 悪事 の 両方 を 示唆 し て いる 
Mk k に 、 そ れ を 併せ 持っ た 概念 を 表現 する た め に イス ム ( 罪 ) と 
いう 言 司 に 結び つけ た 。 
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り し か ?2 げ に 彼 等 の な せる こと は な DRL a に ビ じ 
ん と 悪し き な り 。 


65. 耐 し て 、 5 ユダ ヤ 教 徒 た ち は 云 う RS 
「 ア ッ ラ ー の 手 は 閉ざさ れ て いる な 


、 っ タン 1 うー 
り 」 と 。 彼 等 の 手 こ そ 閉 ささ れ 97、& ふつ k A 
面 し て その 云え し こと の た め に 役 等 A ご ーー 


と 


9 WA 


が 呪 わ れ た り 。 否 、 彼 の 両手 ? は 広 に で 
く 開か れ 、 彼 は 己 が 欲す る まま に 費 SGS S03 
や し 給 う 。 さ れ ど 、“ 液 の 主 よ り 液 に の 0 1 3 2 

* 0 レン 3 “A 伯 
降 さ れ た る も の は 、 彼 等 の 多く に 反 GS WBI i > 
逆 と 不信 心 と を 増大 せ し む べし 。 布 es wea i 


し て 4 われ ら が 彼 等 の 間 に 復 活 の 日 ま 
で (続く ) 敵意 と 憎悪 と を 投じ た り 。 NR 
彼 等 が いつ で も “ 戦 に 火 を つけ ん と せ i 

し 度 に 72、 ア ッ ラ ー は それ を 消し 目 o2Y、 まつ な っ 5 EI 
め た り 。 I OS I 
ひき 起 さ ん と 努 む 。 さ れ ど 、 ア ッ ラ 

ー は 騒乱 者 を 愛 で 給 わ ず 。 

66. され ど 、 げ も し 経典 の 民 が 信じ て 5 | SI OA の | 3 
良 淫 せ し な ば 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 か 
ら そ の 諸悪 を 取り 除き 、 彼 等 を 必ず を 239 ぅ ょ 2 っ を CSS 


25:80.73:182 36:48.“5:69. 13:56: 5:13. 72:18.77:97. 


797 この 表現 は 、 ア ッ ラ ー の 手 に 拘束 され る と いう 格言 で 、 ユ ダ ヤ 教 徒 た ち が 無 礼 な 
言動 の た め に 罰 を うけ る で あろ る ろう 、 と いう こと を 表し て いる 。 彼 等 は 哀れ で みみ っ 
ちい 国民 に な る で あろ う 。 

798 手 は 祝福 と 仁愛 を 与え る 手段 と し て 、 又 、 犯 罪 者 を 捕らえ 、 嗣 する た め の 力 と 権 
力 の 象徴 と し て 使わ れる 。 神 の 両手 は 大 きく ひろ げ ら れ て お り 、 片 手 は 信じ る 者 に 
多く の 物 を 与え る た め 、 又 、 も う 一 方 の 手 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 優 慢 さ を 罰する た め さ し 
出さ れ て いる の で ある 。 

799 この 言葉 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 の 、 イ スラ ム に 対し て の 彼 等 自身 の 憎しみ に 満ち た 活動 
の み で な く 、 ア ラビ ア の 多神教 徒 ( つ まり 、 偶 像 崇拝 者 ) 達 が イス ラム 教徒 に 対し 、 
戦い を し か ける よう 、 画 策 す る ユダ ヤ 人 の 企 て に つい て 言及 し て いる 。 
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至福 の 楽園 へ 入ら し め た 管 な り 7 ぐ 。 た で | に と 

67. また 、 も し <? 彼 等 が 、 神 法 と 間 3 に 2YI530 CCIPZ a 
並び に その 主 より 彼 等 に 降 さ れ た る レン NC 
も の を 遵守 せ し な ば 、 彼 等 は その 頭 21 生ま 91 
上 か ら も 、 そ の 脚下 か ら も 必ず (豊か > フ : PE 
な も の を ) 賜 わ ら れ た 管 な り 。 彼 6 


衣 Dw ンー くる る る 。 る 
等 の うち に 人 節度 を わき まえ た る 一 団 と し じ ス る 2 563 35u っ 22 
4 


\ 


あり 。 さ れ ど その 多く の 者 の な せる & 88 先 に 
. の 5 し 
行為 は 、 悪 し き な り 。 1 
十 項 


68. 液 使徒 よ 、? 洲 の 王 よ り 泊 に 降 さ FE GS 
れ た る も の を 宣伝 せよ 。 さ れ ど 激 も ーー - 

し それ を な さ ず ば 、 液 は その 神託 を みい I 2 
伝達 せ ざ り し こと な り "?。 面 し て 、 そる と 1 

アッ ラー は 人 ん 々 か ら 液 を 護る べし ee 2 本 
7 ぐ 。 げ に アッ ラー は 不信 者 た る 民 を 3 0 
導き 給 わ ず 。 


5:48. 76:20. 


779 至福 の 園 と いう 表現 は 、「 至 福 の 住ま い 」 と いう だ け で な く 精 神 的 喜び の 完全 な 
状態 を 表す 。 ま た 「 廃 園 」 と 「 楽 園 」 と いう 人 葉 を 修飾 し て いる も の に 聖 ク ルアー 
ン は 、 四 つの 別個 の 表現 を 用 いて いる 。 (1) 当 節 で の 「 至 福 の 住ま い 」、(2) 「 永 遠 
の 宿り の 楽園 | SE (9: 2 に A 「 至 福 の 園 」 (18:108) 。 こ れ 


NH 
の で あろ う 。 (2) 彼 等 は 天 か ら の 時 を 得 た 慈 雨 を 受け る だ け で な く 、 地 上 で も 、 た く 
さん の 収穫 を 得る 。 (3) 神 は 、 天 か ら も 地 か ら も 、 彼 等 の 進歩 の た め の 手 段 を 与え ら 
れる の で ある 。 

7 神 の 啓示 を 伝え る 昧 預言 者 に 如何 な る 不手際 も 、 そ の 言葉 は 示し て いな い 。 彼 が 
任 され た 伝達 を 一 部 で も 伝え る こと を 沙 と し た 者 は 誰 で も 、 事 実 そ の すべ て を 果 た 
すこ と に 失敗 する と いう こと を 、 彼 等 は 一 般 的 な 主張 で 述べ て いる だ け で ある 。 
77? その 表現 は 、 不 信者 た ち が 聖 預 斉 者 の 命 を 奪っ た り 、 0 
に 永久 に 彼 を 無能 力 化 させ た と し て も 、 そ れ で 彼 が 苦し むこ と は な いで あろ う 

を 意味 し て いる 。 
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の っ = 古 て 誠 っ ズー イン ラブ ライ 5 イイ イー タゴ 
RS RE ES 
音 、 並 びに お 前 達 の 主 より お 前 達 に て スン レレ セラ ュ レ ン an 
降 さ れ た る も の を 遵守 せ 和 ぬ ぬ 限り 、 ぉ の 155 EY っ お 


前 達 は 立つ べき 拠り 所 な し 」。 面 
し て 、 液 の 主 よ り 液 に 降 さ れ た る も 
の は 、 役 等 の 多く に "反逆 と 不信 心 と 
を 増大 せ し む べし 。 さ れ ど 液 、 不 信 
者 た る 民 の こと を 悲し む な か れ 。 

70. げに 2 信じ た る 人 々 、 ユ ダ ヤ 教 徒 
た ち 、 サ ー ビ ア 人 た ち 775、 並び に キ 


リス ト 教 徒 た ち 、 誰 で あれ アッ ラー 
と 未 日 を 信じ 、 普 行 を な し た る 者 あ 


ら ば 、 彼 等 に は < 恐怖 も な く 、 ま な た 彼 
等 が 悲し むこ と も な か る べし 。 

71. げに われ ら は 、 イ スラ エル の 
子 拘 か ら 約束 を 取り 、 彼 等 に 幾多 の 
使徒 を 遣わ せり "?。? 使 徒 が 彼 等 の 
欲 せ ざる も の を 以 っ て 彼 等 に 来 た る 
度 に 、 彼 等 は その 一 団 を ば 嘘つき と 
みな し 、 ま た 一 団 を 彼 等 は 殺さ ん と 
せり 。 


りお 
CL II 
ey ま 人 人 9 
GE A EA EGR A AIG Pa 
5。 CA 95 

IEEE I LE 


05.65. 2:63: 22:18. “2:63 を 参照 . 92:88. 


774 2:114 節 で 、 ユ ダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 は 互い に 、 お 】 
いて 非難 され て いる が 、 


な いと 言い 合 っ て いる こ と に つ 


互い に 関し て 何ら 独立 し て い 
当 芝 で は 聖 ク ルアー ン 自 身 


が 経典 を 持つ 人 々 に つい て 、 全 く 同 一 の 表現 を し て いる 。 し か し この 同一 表現 に は 、 


明らか な 相 異 が ある 。 
が 、 当 節 で の 表現 は 、 液 が ト 
られ て いる か ら で あ る 。 


778 注 104 を 参照 の こと 。 


何故 な ら 2:114 節 に 述べ られ た 内 容 は 言 質 を 与え られ て いな い 
ー ラ ー を 遵守 し な けれ ば ' と いう 節 に よっ て 詩 


質 を 与え 


i te RT 5:13 節 で “指導 者 達 ( リ ー ダ ー ズ ) "と され て いる 


の は 、: 
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72. 耐 し て 、 彼 等 は 何 の 試み も な か 
らん こと を 考え た う 。 され ば 彼 等 、 
宜 と な り 、 龍 な れ り 。 然 る 後 、 ア 
ッ ラ ー は 彼 等 を 憐れみ に 転じ た り 。 
然るに 、 彼 等 の 多く は また 育 と な り 
能 と な れ り 。 証し て 、 ア ッ ラ ー は 彼 
等 の 所 業 を 照 覧 し 給 う 。 
73. げに 、4「 ア ッ ラ ー こ そ マ リア の 
子 た る 救世 主 な り 」 と 云え し 者 ども 
は 不信 せ し な り 。 面 し て 、 救世 主 は 
云え り 、「 イ スラ エル の 子 係 よ 、 我 
が 主 で あり お 前 達 の 主 な る ? ア ッ ラ ー 
を 崇め 奏 れ 」 7。 Os アッ ラー に 
同位 を 配 す る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は 
確か に その 者 に は 楽園 (【 5 こと こと) を 
禁じ た り 。 さ れ ば 、 そ の 住居 所 は 業 
火 な り 。 面 し て 、 不 義 な す 者 ども に 
は 如何 な る 佑 助 者 も あな か る べし 。 
74.“ げ に 、「 ア ッ ラ ー は 三 位 の 一 つ 


な り 」 "と 去 え し 者 ども は まさ し く 、 ょ 。 
不信 せ し な り 。 さ れ ど 、 唯 一 な る 神 き 


の 外 に 神 な し 。 曽 し て 、 0 
云う その 言葉 を 止め ず ば 、 彼 等 の 
知人 お いい 
必ず 受け ん 。 


RI GE IS 

ac 8% lc dll CC 0 

es hs” SE 23 
6k る 

a 


Rd 


Rh 
Fi EY 


| 


a 


5 CE で 
dck AO 3 
EO 

ot | 

タン 65120 セン ュ 拓 ニン ンー る て 
ICC EC = 
| ン 。 ン トン 

YW A LB 2 


ESTE EE SO 
ONT I CA 


94:172: 5:18; 9:30.05:118; 19:37. “4:172. 


イイ エス が 、 


神 の み を 礼拝 せよ と 教え た と いう 


こと は 、 現 在 で は ゆがめ られ た 形 と 


な っ て は いて も 、 福 音 書か ら は 明らか で ある (マタ イ 4:10: ルカ 4:8) 。 


” 。 当 節 で は 三位一体 の 教理 、 即 ち 聖 父 と 聖子 と 聖霊 が 


で あり 、 三 つが 合 
細雪 


全て の 面 で 共存 し 同等 の 存在 


わ さ っ て 一 つの 神 を 形成 する が 各々 独立 し て いる と いう 、 あ の 神 
。 て の 三位一体 の 教義 に 、 
、 ニ セ ネ 公 会 議 と 特に アタ ナシ ウス 信 縫 で あっ た 。 こ の 教理 は キリ 
OO CS 


は っ きり と し た 
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を 色 ] ドー ラール に 店 ET っ 9 っ ブン 
75. a NS 6 3 OS に の (| 
て 悔 惜 を し 、 そ の 容赦 を 請 わ ざる 


る の っ プイ A 


か 、 ア ッ ラ ー は 定 大 に し て 慈悲 深く OR. I HE Als 
まし ます の に ?779 

76. マリ ア の 子 で ある 救世 主 は 、 一 の ンス > 1 に 
人 の 使徒 に 過ぎ ず 。 彼 以前 の 使徒 た 」 る お 4 っ 0 NN 

ち は 皆 逝け り 。 面 し て 彼 の 母 は 誠実 EE 
な りき 。“ 彼 等 両 名 は 食事 を 摂り た り i SORE 


0 見 よ 、 わ れ ら は 如何 に 彼 等 Ro 0 
i DIN 
る か を 。 ま た 見 よ 彼 等 は 如何 に 背 き 

去ら し め ら れ た る か を 。 

77. 云え 、 ら 「 お 前 達 は デッラ ー を 差 EYL 3 p03 
し 置い て 、 お 前 達 に 何 の 損 得 の 力も 。 。 し 内 
持た ざる も の を 貯 拝 する か ?」 9 し 語っ 人 人 A お 2 っ > 


両 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 す べ て を 聴 | 
き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 
78. 云え 、“「 経 典 の 民 よ 、 お 前 達 不 SY a 
正 に 己 が 宗教 に お いて 知 を 越え る な 3 PICS に 1 
か れ 。 醒 し て 、 以 前 に 自ら も 述 い 、 る お 


また 多く の 人 々 を 迷わ せ し 者 ども の | て る a 1 8 
21:9. 16:72; 10:107: 21:67: 22:13. 4:172. 


779 人 間 の 救済 の た め に は 、 何 ら 身 代わ り と な る 犠牲 は 必要 で は な い 。 神 は 自ら すべ 
て の 罪 を 赦 す こと が 出来 る 。 た だ その 御 赦 し を 引き 付け る た め に 純粋 な 改 懐 と 悔い 
改め た 心 が 必要 で ある 。 

790 当 節 で は 、 色 々 言わ れ て いる イエ ス の 神 性 に つい て 数 々 の 議論 が 進め られ て いる 。 
即ち (1) イ エス は あら ゆる 面 に 於 いて 、 他 の 神 の 使徒 達 に 劣っ て いる 。 2) 彼 は 女性 
か ら 生 まれ た 、(3) 他 の 人 間 同 様 、 彼 は 飼え と 混 き の 自然 の 搾 に 従わ ざる を 得 ず 、 そ 
れ に 続い て 起こ る 現象 を 星 す る の を 免 か れ 得 な か っ た 。 

や イエ ス は 誰 に 対し て も 何 の 善悪 を な す 力 を 持た な か っ た 。 彼 は 祈り を 聞く こと も 
で きず 人 間 の 必要 を 詳し く 知 る こと が で きぬ た め 、 彼 等 の 心 を 満た し て や る こと が 
で き な か っ た 。 こ れ ら が 可能 で ある と いう 特権 こそ 、 神 性 を 持つ 全て の 存在 の 特権 
な の で ある 。 
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\ 


私 欲 に 従う な か れ 」 と 。 耐 し て 、 彼 & OE 
等 は 正道 より 迷い た り 。 人 

十 一 項 
79. イス ラ エル の 学 洛 の うち 不信 せ 72512 で る 5 
し 者 ども は 、 ダ ビデ や マリ ア の 子 イ 0 時 SM 
エス の 特に て < 呪 われ た り を は 0 つう 2ole 55O し う 
彼 等 が 坂 いて 、 短 を 越え た る が 故 O03 EL IHE GE 
な り 。 
80. 彼 等 は その 犯 せ し 悪 事 を 互 に 2 抑 RE OS YI 
止 し ざり き "93。 彼 等 の な せ し こ と は 


確か に 悪し き な り 。 OAHISE LS 
81. 流 は 、 彼 等 の 多 く の 者 が 不信 せ 510 和 AN< 作 54 Aw 3 > 


し 者 だ も を 友 と する を 見 ん 。 げ に 、 a8 
彼 等 が 己 の た め に 先 に 送り し も の は EN 


悪し き な り 。 す な わ ち 、 ア ッ ラ ー は 3033 gE 81 
彼 等 に “怒り 、 彼 等 は 貴 苦 の 中 に 住み の 
2 1 と 

留まら ん 。 > 
82. され ば 、 彼 等 も し アッ ラー 並び NS RS 
ご 313 0 し っ 
に 、 こ の 預言 者 "と 彼 に 降 さ れ た る  ^^ 9 


93:88: 4:48.23:64.“3:163. 


32 すべ て の イス ラ エ ル の 預言 者 の うち 、 ダ ビデ と イエ ス は ユダ ヤ 人 の 手 に よっ て も 
っ と も 苦し め ら れ た 。 ユ ダ ヤ 人 の イエ ス に 対す る 迫害 は 頂点 に 達し 、 彼 を 十字 架 に 
架け た 。 こ れ ら の 因 知 ら ず の 民 に よっ て 昔 難 と 鍛 逐 に 晒さ れ た ダビ デ は 、 彼 の 詩篇 
に 深い 情念 を 映し て いる 。 彼 等 の 心 の 激しい 苦し みか ら 、 ダ ビデ と イエ ス は 彼 等 を 
呪っ た の か 。 ダ ビデ の 呪い が イス ラ エ ル 人 に 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル に よる 刑罰 を も た ら 
し た 。 紀元 前 556 年 に エル サレ ム は 硫 呈 RA イス ラ エ ル 人 た ち は 捕 囚 と し て 囚 わ 
れ た 。 そ し て イエ ス の 喫 い の 結 果 、( ロ ー マ 息 常 )Titms( テ ィ ト ス ) に よる 恐ろし い 試 
燥 が も た ら さ ざれ た 。 的 本 慎 70 年 に エル サレ ム は 占領 され 千 は 信 麻 し 、 ユ ダ ヤ 教 人 
に と っ て も っ と も 詠み 嫌 わ れ 、 憎 悪さ れ た 動物 で ある 豚 に よっ て 寺院 を 汚さ れ 、 
そこ で 層 殺 し た 。 

3 神 の 怒り を 最も 強く 帝 っ た ユダ ヤ 人 の 罪 の 一 つ は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で 、 ひ ん ぱん に 
行なわ れ て いた 悪 習 を 互い に 禁じ よう と し な か っ た こと で ある 。 


784 導 節 で 言及 され て いる 預言 者 と は 、 聖 クル アー ン の どの 箇所 で も アン ナビ ー(An- 
Nabi) と いう 言葉 が 使わ れ て いる 「 聖 預 斉 者 」 の こと で ある 。 そ れ は 例外 な く 常 に 
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も の を 信じ た れ ば 、 彼 等 は か か る 者 を じ ! 5 GN Bs 
ども (不信 者 達 ) を 友 と せ ざ り し 管 。 


と だ が #220 
され ど 彼 等 の 多く は 不 従順 な り 。 OO gs = US 
83. 液 は 信じ た る 者 た ち に 対し て 、 1 cs008352 ES 
人 々 の 中 最も 激しく 敵意 を 抱く 者 6 


うふ 


が 、 ユ タ ヤ 教徒 と 偶像 岩 拝 せ し 者 ど 。 Os うる に て 303 3 8 


も な る こと を 見 出さ ん 。 ま た 波 は 、 1305 前 ca っ eg | 


「 我 等 は キリ スト 教徒 な り 」 と 云え 1 


し 者 た ち が 、 信 じ た る 人 々 に と っ て OL っ る 2 の もの は 、 タ 5) 
最も 親近 な る 友情 を 見 出さ ん 。 そ は 632 YC 
彼 等 の 中 に は 多く の 崇拝 者 9 や 修道 a 

上 6 が 在 る が た め な り 。 また 、 彼 等 

は 優 慢 に 振舞 わざ る が 故 な り 7。 


聖 問 言 者 に 言及 し て いる 。 福音 書 、 申 命 記 18:18 に 於 いて 
その 出現 が 予告 され た 聖 預言 考 と し て それ に 言及 し て いる (ヨハネ に よる 聖 握 韻 旭 
1:21-25) 。 

798 キッ スィ ー ス と は 次 の よう な 意味 で ある 。 知 識 ま た は 科学 に お ける キリ スト 教徒 
の 長 ま た は 元首 : 偉 大 な 知識 を 得 て も て は や され た キリ スト 教徒 の 学者 : 知 識 人 で 学識 
者 (Lane より )。 

や ルフ バー ン (Ruhban) は ラー ヒ ブ の 複数 形 で 、 禁 欲 主 義 の キリ スト 教 修道 士 、 宗 教 
的 に 世俗 を 捨て た 者 、 修 道 院 か 独居 房 に 自身 を 隔離 し て 、 宗 教 的 奉仕 、 修 行 に 控 げ 
る 者 を 意味 する (Lane より )。 

707 この 状況 さい つま で も 続く も の で は な か っ た 。 聖 クル アー ン は 別 の 箇所 で ム ス リ 
ム に 、 彼 等 を あら ゆる 方 向 か ら 攻撃 する キリ スト 教徒 に 最も 普 し め られ る 運命 に こ あ 
る こと を 辻 告 する (21:97)。 ハディース に も また 、 こ の 事象 に つい て の 預言 が ある 。 
当 節 で は 、 聖 預言 者 の 時 代 の キリ スト 教徒 に の み 充 当 さ れ て いる 。 歴史 は この 推論 
を 裏付け て いる 。 ア ビシ ニア の キリ スト 教 国 の 王 ナ ジャ ー シ ー は 、 難 民 の ムスリム 
に 保護 を 与え た 。 そ れ に エジプト の キリ スト 教徒 の 統治 者 Maqauqas (マカ ウ カ ス ) 
は 、 聖 預言 者 に 贈り 物 を 届け て いる 。 謙 郊 は 初期 の キリ スト 教徒 の 主 な 特徴 の ひと 
つ で ある よう だ っ た 。 聖 預 斉 者 の 書簡 が 異教 徒 ( ム スリ ム で も 経典 の 民 で も な い 少 数 
派 ) の ペル シャ 王 と キリ スト 教徒 で あっ た 東 ロ ー マ 里 帝 へ ラ クレ イオ ス に よっ て 異な 
る 扱い を うけ た こと か ら も 、 こ れ は 明白 で ある 。 前 者 は 書簡 を 破り 捨て た の に 対し 、 
後者 は イス ラム へ の 若干 の 好意 を 表し 、 散 意 を 持っ て それ を 受け 取っ た 。 
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84. 面 し て 、 彼 等 は この 使徒 に 降 さ RANI a 1 3 
れ た る も の を 聞く と 、 溢 は 、 彼 等 が 22000 
真理 を 認め し た め 、 そ の 目 に 涙 が 満 EN ws 
た され る を 見 ん "98。 彼 等 は 云う 、 go dz 

lO | 
「< 我 等 の 主 よ 、 我 等 は 信じ た り 。 CDPS No 
され ば 我 等 を 証人 の うち に 書き 添え WW どじ SS 
85. どう し て 我 等 は アッ ラー と 、 我 bz TS 
等 に 来 た り し 真理 を 信 ぜ ず に いら れ 4 2 
よう か ? 曽 し て 、 我 侍 の は 我 隻 を どう EbS、 り (を 7 、 名 
正義 者 の 中 に 入れ 給 うこ と を ? 我 等 2 

Rak 。5 別 

は 希求 する に も か か わら ず 」。 が os 
86. され ば アッ ラー は “ 彼 等 の 云え し 2G 
こと の た め 、 そ の 下 に 河川 流れ る 楽 6 

ンダ + ント a ーー 12 く ング we 2 る 
園 を も っ て 彼 等 に 幸い 給え り 。 彼 等 ここ 02 3 て 3 っ よう 6YIsS 
は 永久 に その 中 に 住ま ん 。 そ は 恵み ンタ っ MT 

Oe! | 1 
を 施す 者 た ち へ の 報奨 な り 。 II 
87. され ど “不信 せ し 者 ども や 我 等 の る EuUISAS3 1 の ご 55 
神 兆 を 拒否 せ し 者 ども 、 こ れ 等 に を 、 Cs 
地獄 の 者 ども な り 。 : ls 
十 二 項 

88. 流 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー Cb SY RIEL 
が お 前 達 に 合法 と る - 0 
< 非 合 法 と する な か れ 。 面 し て 第 を 越 400 "3S YJ 


(だ 


43.54, 194. 726:52. “2.26 を 参照 75:87: 6:S0: 7:37: 22:58. “10:60. 


788 導 節 は 特に ナジ ャ ー シ ー に も あて は まる と いえ る 。 聖 預言 者 の 従兄 で あり アビ シ 
ニア の イス ラム 教徒 の 亡命 者 達 の 代表 で あっ た ジャ ファ ル が マル ヤム 章 の 最初 の 節 
を ナジ ャ ー シ ー に 読み 聴か せ た 時 、 彼 は 人 の 目 に 明らか な 程 、 感 動 を うけ 、 彼 の 類 
を 伝っ て 涙 が こぼれ 落ち 、 情 感 に みち あふ れ た 声 で 、 そ れこ そ 全 く 彼 自身 が イエ ス 
に つい て 信じ て いた と お り の こと で あり 、 そ れ 以 上 に は 小枝 一 本 分 さえ も 考え な か 
っ た と 述べ た の で ある (Hisham より ) 。 
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える な か れ 。 げ に アッ ラー は 鑑 を 越 
える 者 ども を 愛 で 給 わ ず 。 

89. され ば 、“ ア ッ ラ ー が お 前 達 に 与 
え し 滋 状 q 物 の 中 か ら 合 法 た る 佳 きも 
の を 食 せ よ 。 商 し て お 前 達 が 信ずる 

アッ ラー を 曳 れ 散 え 。 

90. 2 プア 、 ッ ラ ー は お 前 達 の 空 し ぎ 宣 交 
に 対し て 、 お 前 達 を 盆 A め ず 79 され 
ど 彼 は 、 お 前 達 が 本 式 に 碑 約 せ し こ 
と を 各 お 。 され ば 、 そ の ( 玖 約 を 破 
る ) 順 い は 、 お 前 達 は 己 が 家族 を 養 
う 普 段 の 食物 を 十 人 の 貧者 に 供する 
か 、 彼 等 に 衣服 を 支給 する か 、 或 
い は 一 RE 
り 。 さ れ ど 、 そ の 資力 な き 者 は 、 三 E 
間断 食す べし 。 こ は お 前 傍 が 浴 約 せ 

時 、 そ の (破り し ) 宮 准 の 償い な り 。 
れ ば 、 お 前 達 の 百 き 約 を 守れ 。 か く の 如 
く ア ッ ラ ー は お 前 達 に その 神 兆 を 説き 
明か す 、 お 前 達 感謝 せん が た め に 。 


91. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 げ に “ 酒 や 
賭博 や 偶像 並び に 、 dE 『 矢 は 悪魔 の 
不潔 な 仕業 な り 。 さ れ ば 、 之 を 避け 
よ 、 お 前 達成 功 せ ん が た め に 。 


92. ば に 悪魔 は た だ 、 酒 と 賭 朝 に よ 
っ て お 前 達 の 間 に 敵 意 と 憎悪 と を 煽 


= で Pd 
@csCsl て SS Y 

レン グン は ラン アンマン ョ イチ ン 
Lb OU 255 Cl 


SPIE 


ラ デ アッー ン 


〇 O お も dk 
ES RS NY 
っ 3 る ン cS | 2 ニュ J 3 
2322 と 551 うっ 1 て 3 3 て の 5YI 
OR RS fz 


ガタ し 4 引 DN 2 


ーッ っ CT 


es 
OLK さい 
SN 
FE DIGSYS 
っ 1 RC EE 
O02RE 


} と 4 


ーー ニン ョ ント 2 で タイラ ォ み A っ トン 
ol つり RY ま と 1 


4 


1 


2:169: 8:70: 16:113. 22.226. "2:220: 5:92. 15:4. 


RR 、 た だ の 無益 な 言葉 に すぎ な い 。 
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E 巻 アル ・ マ ー イ ダ Al-Mi'idah( 食 卓 ) 五 音 
り 立て ん こと を 欲す 。 また 彼 は 、 お 3 a 3g し 3 3 


デ 


前 達 が アッ ラー を 念 ずる こと や 礼拝 。 ,。 
を 妨げ ん と す "9%。 さ れ ば 、 お 前 達 220O と 52NI SSOE や っ 5 


(それ を ) 制 止 る 者 と な り 得る か ? SE 
93. 面 し て 、 2 アッ ラー 従え 、 使徒 JR lg 人 0 


に 従え 、 ま た ( 悪 を ) 用心 せよ 。 お 前 


達 が も し 背 を 向け な ば 、? わ が 使徒 eS 9 ols = 


は た だ 明白 に 伝達 する 任務 ある こと 9 が III a 
を 知れ 。 


94. 信じ て 普 事 を 行い し 者 は 、 胡 区 sad が イイ << ポン ~ 2 12 < 
を 持っ て 、 信 じ て 普 事 を 行い 、 そ の 」 0 ” 2 
上 に も また 四散 を 持っ て 、 信 心 を 深 1 が Ra191251 ビ 1 1K CE 
め 、 ま た その 上 に も 時 履 を 持っ て 、 821928 3 23 
NN ED ーー SSS ss 
る こと に つい て 罪 な か る べし 。 箇 し る 65 と る る 3 3 私 IA 有 Hi 
て 、 ア ッ ラ ー は 恵み を 施す 者 を 愛し 

給 う 。 


93:133: 4:70: 64:13. 25:100: 16:83: 36:18; 64:13, 


7274 前 節 で 述べ た 四 つ の 事項 は 全て 、 何 ら か の 意味 で 嫌 忌 で ある と 記し た 後に 、 特 
に その 内 の こつ で ある 、 酒 と 賭 に 限定 し て 、 何 故 嫌 忌 で ある の か と いう 理由 を 付記 
し て いる 。* 敵 意 と 憎しみ 、 そ し て 、 ア ッ ラ ー を 忘れ させ 、 礼 拝 を 控 る を 妨げ る "と 
の 斉 葉 が 意味 する よう に 、 嫌 尽 た る べき 理由 は 、 政 治 的 、 社 会 的 、 精 神 的 、 且 つ 社 
会 宗教 的 見 地 に 基づい て いる 。 
221 当 節 か ら は 以下 の 二 つ の 重要 な 教理 が ひき だ され る 。(1) この 世の中 の も の で 、 
CR ] に 供する た め 作 られ た も の は 、 一 般 的 に 全て 純粋 で 清浄 で あ 
、 禁 じ ら れ て いる も の は 例外 に すぎ な い 。 (⑫) 清 汐 で 純粋 な 食物 は 、 人 の 道徳 的 発 
i 不潔 で 不純 な 食物 は その 反対 の 効果 が ある 。 そ し て また 当 
節 で は 、 精 神 的 発達 の 三 段 階 が 設定 され て いる 。 第 一 段階 で は 信者 は 神 を 四 怖 し 、 
言 じ 、 そ し て 若 行 を 行う 。 第 二 段 階 で は 、 神 を 異 怖 し 信ずる も の の 、 こ の 段階 で の 
言 者 の 信仰 は あま り に も 強い た め 、 善 行 を 行う こと が まる で 自分 達 の 信仰 の 一 部 と 
な っ て くる 。 そ し て 第 三 の 段 階 で は 、 信 者 は 神 を 景 怖 し 、 ま る で 実際 に 神 を 目 の あ 
た り に し て いる か の 如く 、 友 た る 人 に 善 を 行う の で ある 。 
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十 三 項 
95. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー 
は 必ず お 前 達 の 手 や 槍 に て 捕え し 獲 
物 に よっ て 、 お 前 達 を 試さ ん 。( そ 
は ) アッ ラー は 誰が 彼 を 見 る あ た わ ざ 
る に し て “恐れ る か を 知ら ん が た め 


な りゃ され ば 、 この 後 短 を 越え る 
者 あら ば 、 役 に は 痛ま し い 責 苦 あ ら 


ん 。 
96. 八 等 * 信 じ た る 人 々 よ 、? り お 前 達 
巡礼 着 の まま の 状態 に あら ば 、 獲 物 
を 殺す な か れ 。 さ れ ど 、 お 前 達 の う 
ち そ れ を 故意 に 殺せ し 者 あら ば 、 そ 
の 償い と し て 、 カ ー バ 神殿 へ 運ぶ べ 
し 、 そ の 殺せ し 獣 と 等 し い 価 の 捧げ 
物 を 。 お 前 達 ひ うち 公正 な る 二名 の 
者 は それ を 判定 すべ し 。 ま た は その 
償い と し て 、 a ea 


ON 
に 。 ア ッ ラ ー は “過ぎ た る こと を 落 
し 給え り 。 さ れ ど 、 そ れ を 繰返し た 
る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は その 応報 を 
重く せん 。 A アッ ラー は 威力 
NN 

97. お 前 達 の た め 、 海 で 漁 揚 する こ 
と 7、 及 びそ れ を 食す る こと は 合法 


アル ・ マ ー イ ダ ALMa'idah( 食 卓 ) 七 巻 
っ る | eg A トー 2 に 2 Pr 
3 IcsSJlL5U 


を らち っ の CS 
< LAS ご る 2 


28253 デア タグ (2 


ン 


ONESE: 


~~? で 5 NY 12 < 2 eS SM 
11 の は < 3 


US CE GN 
CC 
oO CC 


Po 


IG IICL ETE 
EE Cc 人 AIGz 


あみ る る ぞ 。 仏 | 


PE El 


ペイ 


EG LS I el 


257:26. 15:2,97, 2:276, 


792 狩猟 は 通常 は 、 人 が 一 人 で 神 の 戒律 を 破る の を 見 る 者 が 誰 も いな い 密 林地 帯 で 行 


われ る た め 、 当 人 節 で は 神 へ の 景 
述べ られ て いる 。 又 当 節 は 、 
7 海 」 と いう 諸 旬 は 、 川 、 小 川 、 湖 、 
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怖 を 示す た め 、 そ の 例 に 似つか わし い 狩 猟 に つい て 
次 節 で 述べ られ る 戒律 へ の 導入 と も な っ て いる 。 
池 等 も 含む 。7:139 節 を 参照 の こと 。 


アル ・ マ ー イ ダ Al-Mgidah( 食 卓 ) 五 音 


と され た り 。 そ は お 前 達 や 旅人 の た 
め に は (食糧 の ) 供 給 な り 。 され ど お 
前 達 は 巡礼 着 の まま に いる 間 、? 陸 上 
の 狩猟 は お 前 達 に 非 合 法 と され た 
り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 散 え 、 
SS PNG 

98. アッ ラー は 人 々 の た め に カー バ パ 
A 
せり 、 ま た 神聖 月 や 生 糞 や 犠牲 の 
SH SNP 
も 。 こ は お 前 達 が 、 ア ッ ラ ー が 諸 天 
ee 
し 、 曽 し て 、 ア ッ ラ ー が すべ て の こ 
と を 知り 給 う こと を 認知 せん が た め 
な り 。 

99. 9 知れ 、 誠 に アッ ラー は 罰する に 
厳し くも 、 ま た 寛大 で 慈悲 深く まし 
ます こと を 。 

100. 使徒 の 務め は た だ “(神託 を ) 伝 
達する こと に 過ぎ すず 。 面 し て 、 アッ 
ラー は お 前 達 が 7 填 『 に する こ と も 隠 
すこ と も 知り 給 う 。 
101. 云え 、#「 不 潔 


と 純潔 と は 同じ に 


非 ず 、 た と え 液 が 不潔 の 多大 さ に 魅 


に 


くく 99 に 0 
る 前 ls に る > きっ 2 ペン < 

DOE) 
RE る を | hl < 


SS FAD ES I 
IN RI NHS 
MG 


語っ 1 ンー 5 定 
OE の 


タッ 
OS の ああ ルー 


PULSE 2 
OOSSSS じ 29385 っ っ る 


IO 33 うこ っ oY 


65:2.96. 12:126; 3:97-98. “5:3. 15:50-51, “16:83; 36:18; 64:13.72:78: 6:4: TL:6 


; 16:20. #2:268. 


794 神 は ムスリム の 進展 と 繁栄 の 証 に カ 


行 し 続け る 限り 、 神 の 恵み が 役 等 に 与え 続け られ る だ ろう 。 
世界 の 至る 所 か ら 毎 年 、 
そし て これ は 、 メ ッ カ の 住民 を 支え る 強大 な 資力 を 供給 する 。 し か 


も 人 を 支え る 手段 で も ある 。 
神殿 を 訪れ る 。 


カー バ 神 殿 へ の 巡礼 を 課 し た 。 役 等 が 巡礼 を 実 


巡礼 は 物質 的 な 観念 で 
何 十 万 も の ムスリム が カー バ 


し その 約束 は 、 メ ッ カ の 人 々 に 限定 され る の で は な く 、 そ の 範囲 は すべ て の 人 類 に 


及ぶ 。 キ ヤー ム と は また 永遠 に 廃止 され る こと の な い " 維 


和 導 "を 示唆 する 。 
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了 さ れる と も 」 と 7?5。 さ れ ば 、 アッ 4 ES 3213? < の きれ 


NI ee っ 
ラー を 長 れ 散 え 、 思 慮 ある 人 々 よ 、 。 。 の 0 Op 
お 前 達成 功 せ ん が た め に 。 IN 


上 四 項 

102. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 も し お 前 し 2 滋 3YI RGL 
達 に 現に され な ば 、 お 前 達 を 苦悩 さ 00 
せる が 如き こと に つい て < 誤 ね る な tg 光る 3 っ 22 の) 
か れ や e。 さ れ ど クル アー ン が 降 さ れ lg を 3 
て いる と き 、 お 前 達 も し それ ら に つ 3 = SP 3 
いて 問わ ば 、 そ は お 前 達 に 現に され ORIHE WG CE 
ん 。 ア ッ ラ ー は それ を 寛容 に 取り 計 

らい た り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 寛大 

i 

103. お 前 達 以前 の 民 も ? そ れ に 関し 1 ころ ぅ 1 5 23 うし 9 じ 1 る 
て 訳 ね た り 。 然 る 後 、 彼 等 は それ を 2 
拒否 する 者 ども と な れ り 7。 OLS 


2:109, 72:109. 


725 人 は 環境 に よっ て 自然 に 影響 され 、 と り わ け 彼 等 が 大 多数 で ある 場合 に 他 者 に 従 
っ て 模 僚 す る 傾向 が ある 。 当 節 は 、 思 慮 な く 盲 目 に 多数 に 従う こと に 対す る 警告 を 
含む 。 

796 イス ラム の 律 法 の 基礎 は 三 つ か ら 成 っ て いる 。 (1) 聖 クル アー ン で 具現 化 さ れ た 
戒律 (2 聖 預 言 者 の 実践 疎い は スン ナ 、 そ し て G③) 聖 預言 者 の 本 当 に 言っ た 言葉 の 中 
の 命令 や 教訓 。 こ れ ら の イス ラム の 戒律 の 三 つ の 源 が 、 人 間 の 全て の 根本 的 問題 を 
処理 する が 、 よ りさ さい な 細部 に わた る 問題 は 、 神 より 与え られ た 自分 自身 の 知力 
と 能力 の 助け を か り て 上 記 の 三 つ の 交 く 導き の 光明 の 中 で 解決 すべ く 、 本 人 の 自由 
意志 に 委ね られ て いる 。 当 節 で 言及 され て いる の は ささ いな 詳細 に 関す る 事柄 に 他 
な ら な い 。 

737 取る に 足ら ぬこ と を 必要 も な い の に 根 掘り 葉 掘り 聞い た り 、 そ れ ら に 不用 な 法 的 
制裁 を 求め る の は 、 大 体 に 於 いて 質問 者 自身 の 損害 と な る 。 SA 
の 自由 意志 を 限定 し 、 判 断 に 足かせ を は め 、 不 必要 で 厄介 な 法 的 処置 に 束縛 し て し 
まう 。 イ スラ エル 人 達 は モー ゼ に 、 と る に 足ら ぬ 不 必要 な 質問 を し た た め 、 そ の 結 
果 、 不 用 に 枝葉 末 節 を 厳し くし て し まい 、 基 本 で ある 神 の 戒律 すら も 守れ な く な り 、 
それ を 破る 結果 を 招い て し まっ た (2:109)。 


ヒ 人 巻 アル ・ マ ー イ ダ Al-Ma"idah( 食 卓 ) 五 章 
104. アッ ラー は 、 バ ヒー ラ 7?98、 サ ge 0 
ー イ バ AA ワ ス ィ ー ラ 798B 8 2 0g 

ハー ム "た る も の を < 定め ざる な で 
り 。 さ れ ど 不信 せ し 者 ども が 、 ア ッ ラ i 


ー に 対し て 偽り を 提 造 す 。 面 し て 、 彼 っ Ez と 
等 の 多く は 理解 し 得 ざ る な り "5。 ら OySS YA 
105. 面 し て 彼 等 が 、 |/ ッ ワー 降 CU CI 
し た る も の 並び に 使徒 の 許 へ 来 回 1 


2 ラー アン キン ツメ オッ ンー ルウ 2 6 tis 
れ 」 と 云わ れる と 、 彼 等 は 云う 、 Bes だ こう 


「 我 等 が 見 出し た る 己 の 父 福 が 従い < 多 「 OU 26zf ek 
し も の は 我 等 に 充分 な り 」。 な ん た oo 
る こと ぞ ! た と え 彼 等 の 父祖 は 知識 SOLE yjSOASY 
を 持た ず 、 ま た 正しく 導 か れ ざ り し 
に 非 ず も ? 

26:137. 


や バ ヒ ー ラ と は 七 頭 の 子 を 産ん だ 雌 貼 馳 が 、 不 信心 な アラ ブ の 部 族 に よっ て 与え ら 
れ た 名 で 、 そ の 琴 を 細長 く 削 い だ 後 放牧 され た 。 そ れ は いく つか の 神 に 捧げ られ 、 
その 乳 も 乗用 に も 使用 され な か っ た 。 

7284 サ ー イ バ つ まり 、 典 路 能 は 5 頭 の 子 を 産ん だ 後 、 水 場 や 牧草 地 に 放 た れ た 。 
7988 ワ ス ィ ー ラ (Wasrah) つま り 、7 頭 の 雌 を 連続 し て 産ん だ 後 、 神 の 名 に お いて 放 
た れ た 雌 駒 能 ( 雌 羊 、 雌 山 壮 )。 も し 7 頭目 で 雄 と 見 の つが い を 産ん だ な ら そ れ も ま 
た 放 た れ た 。 
96 ハー ム つ まり 、7 頭 の 子 の 父親 に な っ た 貼 能 。 そ れ は 乗用 や 運搬 用 に 使用 せ ず 
に 放 た れ 、 牧 草地 や 水 場 が 自由 に 与え られ た 。 
72P 人 間 に 任 せら れ た 妥当 な 考慮 で 法 を 制定 すべ き 雌 細 な 事柄 や その 詳細 を 記述 し 
た 後 当館 は 、 そ の よう な 自由 と 裁量 が 基本 的 に 許さ れ て いな いと いう 事実 に 、 適 確 
に 注意 を 若い て いる 。 な ぜ な ら 基 本 的 に 満場 一 致 が 不可 欠 で あっ て 、 意 見 の 相 異 が 
非常 に 有害 で ある か も し れ な いか ら だ 。 当 節 は 人 間 の 知性 が 基本 的 な 事柄 に 関し て 
も 法 の 制定 を 任せ られ な いこ と を 示す 守 2 アラ ブ 人 が 動物 を 放牧 す 
る こと は 、 彼 等 の 偶像 に 散 意 を 表し て いる こと に CR 
不信 心 と 迷信 に 基づい て いる ほか 、 を に 超 か で あっ た 。 こ うし て 
放 た れ た 動物 は 、 至 る と ころ で 甚大 な 被害 を も た らし た 。 聖 クル アー ン は 人 の 制定 
し た 法 を 例 に と っ て この 悪い 慣習 に 言及 し 、 不 信心 な を アラブ 人 た ち が 彼 等 を 導く べ 
く 明 ら か に され た 法 を 持た な いた め に お こ な っ て いた 道義 に 反する 行為 か ら 教 訓 を 
学ぶ た め に 、 明 ら か に され た 法 の 鶴 智 を 疑う キリ スト 教 征 た ち に 警告 し た 。 
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106. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 に DEE 
は 巳 自身 に 対す る 責任 あり 。 < 迷い た 了 2 の 
る 者 は 、 お 前 達 が 正しく 導 か れ な 。 5051 L2 2 っ 2 


EE TP 本 1 
ば 、 お 前 達 を 害する 能 わ ず 。 お 前 > と る 2 る) 
達 皆 ア ッ ラ ー に 帰る な り 。 さ れ ば 彼 コラ 

te ~~ 
は 、 お 前 達 が 行い し こと を お 前 達 に OI EL 
告げ 知ら せん 。 


107. 液 等 信じ た る NN お 前 達 の a ュー ュ > 83341 トマ そ 3 tt 人 
誰か が 臨終 に 際 し 遺言 する と き は 、 

お 前 達 の 中 か ら 公 正 な る 二 人 の 証人 2 
を 立て る べし 。 ま た お 前 達 は 地上 を 。 、* は 
旅 し て いる 間 、 不 束 に も 死に み ま わ 。 セテ Eg 
れ た る 場合 は 9°、 お 前 達 以外 の 人 々 3 つつ 2 
の 中 か ら 二 名 を (証人 と し て 立て る べ ee 前 
し )。 お 前 達 、 礼 拝 の 後 彼 等 両 名 を 。 .」 zz SO 


1 


2 
3 = 0 EI 


@ 


(証言 の た め ) 引 き 止め る べし の 。 お ブリ クィ 
2:138. 


799 詞 実 を 他 の 人 々 に 説く こと だ けが 我々 に 課せ られ た 義務 で ある 。 も し 彼 等 が 真実 
を 受け 入れ れ ば それ で も よい し 、 我 々 の 最善 の 努力 に も か か わら ず 、 彼 等 が 、 よ こ 
し まな 方 向 か ら 離れ よう と し な い 時 、 彼 等 が 真実 を 拒絶 し て も 、 何ら 我々 に 害 は 及 
ぼ さ な い 。 い か な る 場合 に も 、 他 の 人 々 を 我々 の 考え 方 に 向 か せ よう と し て 、 その 
教義 に 妥協 を 与え て は な ら な い 。 そ れ は 他人 の 魂 を 救う た め に 、 自 分 達 自 身 の 魂 を 
亡 ば し て し まう こと と な り 、 そ れ が 事実 悪い 取引 と な る か ら で あ る 。 
"ひと つの 事件 が 当 人 節 と 以下 の 2 つの 節 に いく ら か の 光 を 投げ か ける 聖 預言 者 の 時 
代 に 起こ っ た こと が 報告 され て いる 。 家 か ら 遠 く 離 れ た と ころ で 亡くな っ た ある ム 
スリ ム が 、 彼 の 遺品 を 2 人 の キリ スト 教徒 の 兄弟 、 タ ミー ム ・ ダ ー リ ー と アデ ィ ー 
に 託し た 。 彼 の 死 の まえ に それ を メデ ィ ナ の 相続 人 た ち に 届け る よう 頼ん だ 。 遺 品 が 
届い た と まき 相続 人 た ち は 、 銀 の 器 が ひと つ な く な っ て いる の に 気づい た 。 そ の 2 人 の 
男 は そこ に 呼ば れ て 、 器 の な く な っ た こと の 説明 を 求め られ た 。 し か し 彼 等 は 坂 っ て 
何 も 知 ら な いと 、 そ の こと に つい て 否定 し た 。 後 に 、 そ の 故人 の 相続 人 た ち は メ ッ 
カ で 、 あ る 者 た ちの と ころ に その 器 が ある の を 偶然 見 つけ た 。 彼 等 は それ が 、 故 人 
が その 所 有 物 を 委託 し た 2 人 の 男 か ら 売ら れ た も の だ と 話し た 。 そ こ で 2 人 の 男 は 
再び 呼び だ され た 。 そ し て その 所 有 物 の 相続 人 た ち が 、 そ の 器 が 彼 等 の も の で ある 
と 宮 奪 し て 述べ た の で 、 彼 等 の 存在 に よっ て それ は 彼 等 に 手渡 され た (Manthnr より )。 
その 礼拝 は 極力 、 ア スル (午後 遅い ) の 礼拝 で ちる べき で ある 。 何故 な ら 、 そ れ は 、 
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前 達 も し 疑い あら ば 、 彼 等 両 名 は アー 結 老 8 oe 8Y 誠 る 0 し 

ッ ラ ー に か け て 誓う べし 、「 我 等 は Os 

た と え 近 親 の た め な り と も 、 如 価 な Ca GE EY SOE 

る 価 も その 代わ り に 受け ず 。 ま た ア ON 

ッ ラ ー の 定め た る 証言 を ? 隠蔽 せ 

ず 。 そ の 場合 は 、 我 等 は 罪人 の うち 

と な らん 」 と 。 

108. され ど 、 も し その 二 人 が 罪 に 値 」 志 4 18< < > ンプ % 人 イン ンー ネ メーラ 13 

せ し こ と が 判明 され た る な ら ば 、 先 の 

CO RE OS 
、 他 の 二名 が 彼 等 二 人 に 代え て  』 a i 

a 「 武 等 の 証言 は その ご 人 の 証 計る 


より 確か な り 、 ま た 我 等 は 如何 な る 不 レレ < し レレ 2 負 ( 人 < に 人 4 

ES 
正 も な し た る こと な し 。 そ の 場合 は 、 6 ee - 
和 は 確か に 不義 首 の うち と な らん 』 OI SE 


109. ER A RE し 

3 3L15 | | る U5 
証言 する よう に 、 之 (この 方 法 ) は 最 Ge sp つい う 1 
良 な り 。 さ も な くば は 彼 等 の 宮 塁 が 他 133、 り 11386o es5 
者 の 宣誓 に よっ て 反論 され る 恐れ あ 


72:141、284、 


聖 預言 者 が 上 記 で 詩 及 され た 2 人 の 証人 と 銀 の 器 を 盗ん だ と 思わ れ た 者 た ち を 呼び 
出し た の が 、 こ の 礼拝 の 後 だ か ら で あ る 。 祈 り の 後 の そ の 時 間 は 、 証 人 た ち に 神 へ 
の 恐れ を 触発 させ 、 役 等 の 心 を 長 実に 峰 け させ る こと を 失 野 に 選ば れ て いる 。 も し 
証人 た ち が ム スリ ム で な か っ た な ら 、 彼 等 は 自身 の 礼拝 の 時 間 の 後に 宮 紋 し た 後に 
呼ば れる か も し れ な い 。 そ れ は 了 時間 を 荘厳 に する こと が 役 等 に 、 真 実 を 供述 させ る 
傾向 が ある よう だ か ら で あ る 。 

2 アウ ラ ヤ ー ン (Aulayan) と いう 語 は 最初 の 二 人 の 証人 の こと を 表し 、 こ れ ら 二 人 
の 証人 は 、 麗 人 の 死に 立ち 会 い 、 彼 等 の 立ち 会 っ て いる 時 に 遺言 が 作成 され 、 財 産 
を 相続 人 に 渡し て くれ る よう に と 委託 され た の で ある か ら 、 真 実 の 証言 を する の に 
より よい 立場 に ある と いえ る 。 他 ' の 二 人 の 証人 達 は 、 故 人 の 相続 人 の 内 か ら 選 ば れ 
る べき で ある 。 
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り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー を 末 NN ) KS お 3 2 の に 31 5 


を され ど 、 ア ッ ラ 、 。 Ee 
i OR EY Wis 
十 五 項 

110. アッ ラー が 使徒 た ち を 召集 し 、 13 じ J3%3 1 3 を に の 5 
Re を 得 ら れ た る 2 = > 
か ?」 と 問う 日 、 彼 等 は は ゎ わん 、 8 2 Y 1 っ 
「 我 等 は 何 も 知ら ず 。 げ ば に 液 こそ 見 OLIVE EI 
る あ た わ ざる も の を 熟知 し 給 う 御方 MY 

な り 」 と 93。 


1 33 


111. アッ ラー が 、「 マ リア の 子 イ エ I AA 
っ a き 
ス よ 、 の BC れ た る わし の 3 ネ 


C3 


思索 を 思い 起 せ 」 と 云え し 時 、 も し さそ の 3) G5305 EEE 


は 聖霊 に よっ て 液 を 2 強め た れ ば 、 き 1 る 者 > ヶ ジ 
3 3 0 お 
* 光 は 振 藤 の 中 で も 、 ま た 壮年 と を り の 

し 後 も 9 人 々 語り た り 。 ま た 、 IEEDE 1 5 Ye Ene | 
9 わし は 液 に 、 経典 と 知恵 と 律 法 と HP (ESY じ IL エピ と 11< 
福音 と を 教え た り 。 流 は また わし の 8 - 0 SS 
放し に より て 千鳥 の * 形 を 人 GU ES A SS 


9 、 面 し て 泊 乏 に 息 を 吹き 込む と 、 イー ラタン 2 11 。 2 メン ン ^ | ン > イプ ランズ 
(9 ら 9 Ro 
そ は わし の 許し に より て 鳥 と な れ Cr sis 


7.7: 28:66. 72:88: 2:254, "3:47. 13:49, 3:50. 


9 預言 者 の 答え に よる と 、 神 の 質問 の 目的 は 、 彼 等 か ら 情 報 を ひき 出し た り 、 神 自 
身 御存知 の 知識 を 補足 し た りす る こと で は な く 、4:42 節 か ら も 明快 な よう に 、 彼 等 
が 信仰 を も た ぬ 者 に 対し 証言 を 与え る こと で ある こと を 意味 し て いる 

804 畠 堪 の 中 か ら 語り か ける と は 、 幼 児 期 に 、 腎 明 で 信心 和 い 言葉 を 癌 る こと を 宮 味 
し て いる 。 イ エス の こう いっ た 語り か け は 、 本 人 自身 が 腎 明 で 信心 深く 、 且 つ 、 イ 
エス を 賢く 信心 篤い 子供 に 育て た 母 に 多大 に 負う と ころ で ある 。 成人 に な っ て か ら 
療 き 言葉 を 語る こと は 、 マ リア が 信心 深い 婦人 で あっ た こと を 示す だ け で は な い 。 

イエ ス 自 身 も 公正 な 人 物 で あっ た た め 、 彼 自身 成長 し 、 最 早 母 親 の 直接 の 影響 を 受 
け な い 成人 に な っ て も 、 母 の 教育 の 結果 で ある 信心 深く 賢明 な 言葉 を 語り か けた の 

で ある 。 注 418 も 参照 の こと 。 
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五 草 


り 。 ま た 汽 は わし の 許し に より て 盲 
人 と 疾 者 を 癒し “"、 液 は 死者 を 難 ら 
し め た り 。 そ し て また 、 汐 が 明らか 
な 神 兆 を 携え て 彼 等 に 来 た り し 時 、 

わし は 溢 ( を 殺害 せん と する こと ) か 
ら イ スラ エル の 巴 拘 を < 抑止 せり 
98。 さ れ ば 、 彼 等 の うち の 不信 せ し 
者 ども は 云え り 、『 こ は 明らか な 
妖術 な り 』 と 」。 

112、 ま た その 時 、? わ し は 、「 わ し と 
我 が 使徒 と を 信 ぜ よ 」 と 弟子 た ち に 
啓示 せり 。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 
信じ た り 。 さ れ ば 液 、 我 等 が 帰依 者 
た る こと の 証人 た れ 」。 

113. 弟子 た ち が 、「 マ リア の 子 イ エ 
ス よ 、 液 の 主 は (恩恵 を 並べ た る ) 食 
卓 997 を 天 か ら "9 我 等 に 降 し 賜 え る 
こと が 可能 な りや ?」 と 云え し 時 、 

彼 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー を 中 れ 散 
え 、 お 前 達 も し 信徒 な ら ば 」 と 。 


114. 役 等 は 云え り 、「 我 等 は その 中 
か ら 食 い 、 我 等 の 心 を 安 ん じ 、 溢 
が 我 等 に 語り た る こと の 真実 な る 
を 知り 、 そ の 証人 た らん こと を 畳 
む な り 」。 


8 


まま ン を 2* る tt 2 ジュッ ラン で で 
と 505 GL 22Y54C く Ni 
ダン コラ イン と っ 1 も さっ て 
こめ と らっこ うし 、 う | 
4 2 を る 4 ンー の ヤン 
SL I EE 


I EE Pied RE 
> FFs 
OT 


ドン 
の すす ーー ンタ ュ グ 


UE うど っ 2 


デン ーッ プン ゥ ws ) ン る ンク 入 科 る 


EU A ECE 
1 A 
⑨csas tle 


5.12, 03:53-54; 61:15. 


308 注 420D 及び 、420E を 参照 の こと 。 


"°° これ は 、 ユ ダ ヤ 人 達 が イエ ス を 十字 架 の 上 で 殺 そ うと し た 企 て を さす 。 し か し 神 


は イエ ス を 十字 架 か ら 降ろ され 助け られ た 。 


907 イエ ス の 弟子 が 頼ん だ の は 、 一 食 の 糧 で は な く 、 何 の 努力 や 困難 も な く 得 られ る 


氷 久 的 な 生計 の 意味 で あっ た 。 


8: 天 か ら ' と いう 言葉 は 、 多 く の 手間 な く 確 実に 永久 的 に の 意 
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を 表し て いる 。 


五 章 アル ・ マ ー イ ダ AlLMgidah( 食 卓 ) 七 伏 

ETP OPA CA EN 

「 我 等 の 主 な る アッ ラー よ 、 我 等 の pp Se の ドン 

た め 日 つ 折 等 の 初期 の 者 並び に 邊 SIE 
の 後期 の 者 の た め に や 導 変 た る を $a を と 』 ン 。』 


AG 且つ 液 より の 神 兆 た る 545 みう 33 1 と 
も の と し て 、 天 か ら 我 守 に 食 上 を 際 RS HIE SS 


し 給え 。 面 し て 、 我 等 に 滋養 物 を 施 
し 給え 。 さ れ ば 、 溢 こそ 滋養 物 を 放 
す 者 の うち 最上 の 御方 な り 」" 

116. アッ ラー は 云え り 、「 げ に わし i に 2 ECOG 
i gi 
お 前 達 の うち その 後 拓 否 する 者 あら ey 8 Ss i 8 


ば 、 わ し は 必ず 、 森 羅 万 象 の うち 
何人 に も 加え ざる 責 苦 を 以 て 、 彼 を 


項 ら し めん 」 "6。 
十 六 項 
117. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー が 云わ ん 時 を 23g < っ 2c5k っ 人 Ad? 


(思い 直せ) 。 UR の 子 イ エス > ン ) ンプ ゴン ぅ > っ 人 る る 1 
よ 、 液 は 人 々 に 、『 我 と 我 が 母 を ア CA の ) あ 15G5023 NS 
ッ ラ ー の 外 に 二 態 の 神 中 と し て と ら 


" キリ スト 教徒 た ち は 、 そ の 初期 に ロー マ の 許 で 得 ら れ た 如く 、 現 世 の 俗 権 が 与 
えら れ 、 そ し て 彼 等 は 現在 世界 の 広大 な 領地 を 支配 し て いる 。 

ee イー ド と いう 言葉 が 文字 通り ' め ぐり くる 日 を 表す よう に 、 キ リス ト 教 徒 に は 、 

繁栄 呈 つ 発展 する 二 つ の 期間 (また は 時 期 ) が 約束 さ れ て いた 。 キ リス ト 教 徒 は 、 コ 

ンス タン チヌ ス 大 帝 の 最初 期 の 時 代 に は 、 豊 富 な 、 こ の 世 の 財 産 が 、 又 それ か ら 後 

NR 政治 的 権勢 が 、 他 の 人 々 の 時 代 の 歴史 に 


I る 凛と 全く 同一 の も の を 指 

す 、 今 まで の 二 回 の 大 戦 が この 預言 の 成 惑 で あり 西側 諸国 の 国民 に よっ て どん な 六 
ろ し い 久 が 用 意 さ れ て いる か は 神 の みぞ 知る 。 

” 当 節 は 聖なる カ を マリ ア よ り 帰 する キリ スト 教会 の 風習 に つい て 述べ て いる 。 マ 
リア の 助け は 連 講 中 に 祈り 求め られ て お り 、 ロ ー マ 教 会 の 教義 問答 書 (2 公 教 要 理 ) に 
も 、 彼 女 が 神 の 母 で ある と いう 主張 が 説 か れ て いる 。 教会 の 神父 達 は 過去 に 於 いて 、 


357 


七 巻 アル ・ マ ー イ ダ Al-Mg’idah( 食 卓 ) 五 章 


えよ 』 と 告げ た る か ?」。 彼 は 云わ も 3k そ AZJS う Ao 

ん | 液 は 財 な り 、 我 う べから ざる 監 。 I の 
こと を 云う 肉 ず "P。 我 も し それ を 01「、 め ON ビ J あ 36 
ベ い た り せ ば 、 次 は 確か に それ を 知 a レ (35 MES 2 die 
り し 管 な り 。 液 は 我 が 心 に 在 る も の 


2 は) 
を 知れ ども 、 我 は 流 の 心 に 在 る も の で 5) と し お 8 ヒス 81Y 


を 知ら す 。 げ に “ 々 拘 こ そ 見 る あ た わ OO FHIVEE 
ざる も の を 熟知 し 給 う 。 


EN M S エ Eb) て の で > ww \ イー 2 
液 が 我 に 命じ た る こと 以 lS 「k ざ は る る 3 に 
外 は 彼 等 に 告げ ば ざる な り 。 す な わ  ”* 商 
Os E33 3 
な る 5 アッ ラー を 崇拝 せよ 』 と 。 され 10 っ 828 を セ 
: っ の 5 SS SE ge 
ば 、 我 彼 等 の 間 に 在 り し 時 まで 9“、 を 2 


25:110: 9:78: 34:49. 75:73: 19:37. 


彼女 を 時 な る も の と みな し 、 や っ と 数 年 前 に 、 教 阜 パイ ウス 12 世 が 、 教 会 の 教義 中 
に 、 マ リア の 肉体 的 昇天 を 組み こん だ の で ある 。 こ れ ら 全て は 彼女 を 聖なる 地位 へ 
押し 上 げ る こと と な り 、 こ れこ そ 、 新 教徒 達 が 迷信 的 な 聖母 マリ ア 骨 拝 で ある と 紐 
弾 す る と ころ な の だ 。 
2 当館 で 、 云 う 能 ず ' と 翻訳 され て いる 人 箇所 の アラ ビア 語 表 現 の その 他 の 解釈 の 仁 
方 は 、' 私 に は ふさ わし く な い ' 或 い は 、' 私 に は 、 不 可能 で あっ だ 或いは ' 私 に は そう 
する 権利 が な い 等 と な る '。 従 っ て 、 こ こ で の 「 去 うべ か ら ざ る 」 は 、 私 が 言う に ふ 
さわ し く な いと いう 意 に な る 。 
イエス は 唯一 の 神 を 礼拝 せよ と 教え た (マタ イ 4:10 及び 、 ル カ 4:8) 。 
イイ エス が 生き て いる 間 は 、 彼 は 大 変 注意 深く 自分 の 弟子 達 を 見 守り 、 正 し い 道 か 
ら 介 0 よう 所 だ 91EWZSe し か し 合 は る の 死 位 羽仁 が ど 28 て OYoe め 児 
当 も つか な い 。 今や 、 彼 の 後継 者 達 は 道 を 踏み 外し て し まっ た た め 、 当 節 の 指摘 す 
る よう に 、 イ エス の 死後 彼 は 神 と し て 礼拝 され る と ころ と な っ て し まっ た 。 同 様 
に 、 当 節 で イエ ス が 、 自 分 の 後継 者 が 自分 と 自分 の 母親 と を 二 態 の 神 と し て 取り 扱 
っ て いる 無知 き を 表明 し て いる 事実 は 、 彼 が この 世に は 戻っ て こない こと を 証明 し 
0 何故 な ら 、 も し 彼 が この 世に 復活 し 、 自 分 の 弟子 着 が 腐敗 し 、 彼 を 神 と し 
凡 採 し て いる こと を 自分 自身 の 目 で 知っ た な ら 、 本 
ee le = 位 一 体 を も し 抗弁 し よう と すれ ば 、 こ の 言葉 は 嘘 に 
DA OR 
いる の で ある 。 更に 、 聖 預 斉 者 の 有名 な 言葉 に よれ ば 、 聖 預言 者 は と と で イエ ス の 
口 に し た の と 同様 の 言葉 を 復活 の 日 に 口 に し 、 そ の 時 、 イ エス の 弟子 の 何人 か が 地 
獄 へ 導 か れる の を 見 る の で ある 。 こ の こと は 又 、 了 エス も 聖 預 斉 者 同様 に 死ん で い 


て | 
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我 は 彼 等 の 上 に 監視 者 な り し が 、“ 没 っ ez こ CNET AIG 
が 我 を 死に 到 ら し め た る や 915、 汐 こ A 
そ が 彼 等 の 監視 者 な りき 。 耐 し て 、 SLE PPE 
波 は すべ て の こと の 監視 者 な り 。 
119. 光 た と え 彼 等 を 前 さん と も 、 彼 “SCe > の > お寺 も) 
等 は 次 の 僕 な り 。 ま た 液 も し 役 等 を ci 2 
淫 み な ば 、 汐 は 成 力 者 に し て 次 暫 。 の | 66 っ 855 いつ 5 
まし ます 」 と 。 SN 


120. アッ ラー は 云え り 、「 こ は 誠実 NE 

I その 正直 さ 故 に 利益 を の る し (っ 

得る 日 な り 。 彼 等 に は その 下 に 河川 (5552 2 の 5 マス る て 

流れ る 楽 s 園 あり て 、 彼 等 は 氷 久 に そ PUt 内 | ss A Nj 

こ に 住ま ん 。? ア ッ ラ ー は 彼 等 に 満悦 2 に の 

し 、 彼 等 も また アッ ラー に 満悦 し 奉 583| そ U1 2 1 ろう 5 ろ ぞ < 

る 。 こ れこ そ 大 成功 な り 」。 3 
ce) 


121. < 諸 天 と 大 地 と それ ら の 中 に ある じ 3 Sr es CP 
ー 切 の も の の 王権 は 、 アッ ラー の 
所 有 な り 。 面 し て 彼 は すべ て の こと を OE 3 
に 全能 に まし ます "6。 1 
93:37. 6o:100: 38:23: 98:9. “5:18, 41; 42:30: 48:13. 
る と いう 事実 を 確認 し て いる 。 
98 注 424 を 参照 の こと 。 


16 当 節 は 、 キ リス ト 教 徒 の 間違い を 効果 的 に 指摘 し て いる 当 章 に お ける 結論 を 適切 
に 述べ て いる 。 キ リス ト 教 徒 の 栄光 は 続か ず 、 神 は 最終 的 に は 、 神 の 王国 を より 王 
国 に ふさ わし い 者 達 に 移す と いう 宣言 が な され て いる 
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っ 
ノ \ 暴 
アル ・ ア ン ア ー ム AI-An*am (家畜 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 痢 は メッ カ 時 代 に 属す る 。 殆 どの 権威 者 に よれ ば 、 当 草 の す べ て は 、 
一 時 に 啓示 され た 。 そ し て 或 る 伝承 研究 者 に よれ ば 、 当 章 が 啓示 され て いる 
問 、 七 万 ほど の 天使 達 が 護衛 に 当たっ た そう で ある 。 こ れ は その 主題 に 便 官 
を 与え る た め の 特 別 な 擁護 で ある こと を 指す 。 当 章 は 、 そ の 題名 を た ぶん 、 
137-139 節 か ら 得 て いる 。 そこで は アン アー ム は 介 像 崇拝 の 原因 の 一 つと し 
て 有罪 を 宮 告 され て いる 。 
主題 
当 章 に 於 いて 、 前 章 で 採用 され た 主題 が 変更 され る 。 そ れ は 非 ユ ダ ヤ 人 
の 宗教 の 論 肌 を 含む 。 そ し て 、 神 格 の 二 元 性 、 つ まり 善 と 悪 の 二 つ の 異な っ 
た 神 性 を 認め る ゾロ アス ター 教 の 信仰 の 反 肖 で 始ま る 。 聖 クル アー ン は 、 善 
と 悪 を な す 二 つの 力も 、 実 は 一 続き の 連鎖 反応 で あり 、 い ずれ か を な し に し 


これ ら は 二 つ の 異な っ た 神々 に よっ て 創造 され た と いう こと は 言え な い 。 光 
と 暗黒 は 同じ 神 の 創造 に 相違 な い 。 そ し て 神格 の 二 元 性 の 指摘 の か わり に 、 
それ ら は 神 の 唯一 性 を 強く 擁護 し て 、 人 間 の 創造 と その 自然 の 力 と 能力 の 独 
特 な 類似 性 を 扱っ て いる 。 当 章 は 、 悪 は 神 に 与え られ た 才能 の 間違っ た 活用 
か ら 生 まれ る と いう 主要 な る 主題 を 論議 し 続け る 。 そ し て 、 人 間 が それ 等 の 
才能 の 正しい 使い 方 を 止め る と 、 神 は 預言 者 を 立て 、 人 間 に そ の 正しい 使い 
方 を 教え る 。 こ の 後 、 不 信者 た ち へ の 天 六 が 猫 予 する こと は 彼 等 を ます ます 
大 胆 に する こと に 言及 され て いる 。 然 し 、 そ の 避 延 は いつ も 神 の 慈悲 に よる 
こと で ある 。 彼 等 は 預言 者 と その 弟子 等 を 迫 旭 し 、 信 者 達 の 信念 を 弱め られ 
る で あろ うと 間違っ た 希望 を 抱い た の で ある 。 然し 、 信 者 達 の 信仰 は 最も 昔 
酷 な 試練 に も 苦難 に も 断固 屈し な いも の で ある 。 一 方 不信 者 た ち は 、 災 難 に 
見 鍵 わ れる 度 、 即 座 に 偶像 崇拝 の 信仰 の 自分 と の 関係 を 否認 する の で ある 。 
更に 、 光 が 主題 に 注 が れ て いる 、 不 信心 は 来世 を 信じ な いた め に 、 又 は 不信 
者 た ち が 神 と の 真実 的 な 関係 を 創る こと に 失敗 し た た め に 生じ る こと が 解明 
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され て いる 。 信仰 不 足 に 於 ける この 二 つ の こと は 、 真 理 の 拒否 に 対し て 彼 等 
を 大 胆 に させ る の で ある 。 不信 者 た ち に よる 預言 者 た ち へ の 反対 は 全く 不 自 
然 で な いよ うに 思わ れる 。 な ぜ な ら ば 、 精 神 界 に 自然 な 類似 を 持つ 人 々 の み 
が 神 を 探求 する か ら で あ る 。 精神 的 に 耳 の 遠い 者 は 、 神 の 声 を 聴く こと が 出 


と オウ ム の よう に 繰り 返し 続け る 。 聖 預言 者 に 敵対 する 人 々 は 多く の 奇跡 を 
見 た が 、 そ れ ら に よっ て 利益 を 得 な か っ た 。 従 っ て 、 彼 等 は も う 天 貞 の 御 微 
の み を 見 る で あろ うと 警告 され た 。 然 し 、 神 は 虹 す る こと に 速やか で は な い 。 
然し な が ら 、 不 信者 た ち が 頑 周 に 悔 悦 の 扉 を 閉ざし 、 神 託 を 軽 蔵 的 に 拒否 す 
る な ら ば 、 彼 等 は 罰せ られ る 。 次 に 、 神 を 思 れ る 人 々 の み が 真 理 を 受け 入れ 
る の で ある 。 そ し て 、 聖 預言 者 は 信心 深い 人 達 の み に 、 説 教 す る こと が 語ら 
れ て いる 。 他 の 人 達 に と っ て は 、 最 初 に 神 を 握 れ る こと が 心 の 中 に 創造 され 
る べき 必要 が あり 、 次 に 論拠 と 理性 が 彼 等 の た め に な る 。 更 に 、 イ スラ ム の 
発展 の た め に 必要 な こと は 、 信 者 の 精神 的 鍛練 に 注意 を 払う こと で ある と 述 
べら れ て いる 。 何 故 を なら ば 、 聖 預言 者 も 不死 身 で は な く 、 い つか 死な な けれ 
ば な ら な いか ら で あ る 。 そ し て 信者 の 共同 体 が その 後に 残り 、 神 託 を 伝道 し 
普及 させ な けれ ば な ら な い 。 次 に 、 不 信者 た ち は 、 約 束 の 六 は いま だ 彼 等 に 


馬鹿 げ て いる と 語ら れ た 。 真 理 に 対し て 仙 慢 で ほら 吹き な 拒否 者 た ち を 員 す 
る こと は 、 神 の 手の内 に ひたすら 止ま る と 彼 等 に 告げ ばら れる 。 神 は 、 彼 等 が 
天 削 に 適切 で ある と 考え た な ら 、 天 罰 を 与え る の で ある 。 今日 、 真 理 の 敵 に 
な り 、 天 嗣 を 受け る に 足る と 思わ れる 人 は 、 明 日 は 真 の 改善 を 成し遂げ 、 神 
の 慈悲 に 値する か も 知れ な い 。 従 っ て 、 天 罰 と その 延期 は 神 ご 自身 の お 仕事 
で ある 。 そ れ か ら 当 章 は 、 アブ ラ ハ ム 族長 が 民族 た ち と な し た その 議論 に よ 
っ て 多神教 の 教義 の 虚偽 を 暴 い て いる 。 そ し て 、 彼 と その 子孫 は この 世に 真 
理 を 創設 する た め に 一生 懸命 努力 し た 故に 得 られ た 神 の 恩恵 と 慈悲 に 言及 さ 
れ て いる 。 当 章 は 使徒 た ちの 伝道 は 決し て 和 失敗 し な いと 述べ て いる 。 雨水 の 
よう に 、 そ れ は 荒れ た 不毛 の 精神 的 大 地 に 、 肥 浜 と 流 刺 さ を 与 える の で ある 。 
従っ て 、 人 間 は 神託 が 啓示 され な い 限 り 、 神 の 真実 の 認識 に 到達 する こと は 
出来 な いこ と で ある か ら 、 使 徒 は 再三 再 四 出現 すべ き で あり 、 彼 等 を 通し て 
神 は この 世に ご 自身 を 啓示 する 。 そ の 後 、 真 の 信仰 を 達成 する た め に 心 の 中 
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の 健全 な 変化 は 絶対 に 必要 な も の で ある と いう こと に 詩 及 され て いる 。 そ の 
よう な 変化 が な けれ ば 、 人 奇跡 や 印 ( し る し ) が あっ た と し て も な ん の 役 に も 立 
た な いこ と を 証明 する 。 次 に 、 人 言 の 理性 と 正義 に 基づく イス ラム の 凌 導 と 、 
理性 に も 論理 に も 基づか な い 偶 像 崇拝 者 の 教 議 と 習慣 が 比較 対照 され て いる 。 
当 草 の 終わ り で 、 以 前 に 啓示 され た 経典 と 違っ て 、 聖 クル アー ン は 、 以 前 に 
神託 を 受け て いな い 人 民 に と っ て も 栄誉 を 与え 、 そ れ ら の 人 民 が 経典 の 民 の 
前 で 劣等 感 に 悩ま な いよ う 、 す べ て の 人 類 に 与え られ た も の で ある と 語ら れ 
て いる 。 そし て 。 それ は 人 間 と その 創造 邊 者 の 関係 と 同様 、 異 な っ た 地域 の 人 
類 に 永遠 な る 平和 の 確立 を 譜 る も の で ある 。 


362 


六 章 
アル ・ ア ン ア ー ム Al-An‘am (家畜 ) 
節 数 166e、 メ ッ カ 啓示 
1 " 北 電 深く 、 ( み 遍 く ア ッ ラ ー の の 導 と 4 P 


3 の NSR = s33| 0 J 
造 し 、 暗 間 と 光明 を 生み 出せ し "アー しょ に くし ュ ょ し 
ソラ ー に 届 す 。 し か る に / 不 信 せ し うり っ 届 前 SO2395 


者 ども は 、 そ の 主 に 同位 を 配 し た る っ < イ コン ュー ョ ンコ シ タン ン ュ < 
RD ODP A A 3 
3. 彼 こ そ は “ 土 より お 前 達 を 創り 給 i 3 
い 、 し か る 後に 期限 を 定め 給え り 。。 っ 

mr. 硬 し て 、 "定め た る 旬 陣 (の 知 瑞 。 “ター タプ 30s13 ET 


は 彼 の 許 に あり “や %。 し か る に お 前 補 の の 23 洲 
は 、 ま だ 疑惑 を 抱く 。 


4. され ば 、 彼 こ そ 2 アッ ラー な り 、 + Nk と iP 
語 天 に ね いて も 、 ま た 大 地 c ぉ ぃ て ソプラ メー トラ パリ 


it を 納 照 76:151: 27:61. "15:27: 23r13: 32:8: 37:12: 38:72、 915. 43:85、 


ジャ アラ (Ja'ala) と いう 言葉 は と きど き ハ ラ カ (Khalaqa= 彼 が 創造 し た ) と 同義 的 に 
使用 さす れる 。 し か し 一 方 、 後 者 の 言葉 は ' 設 計 し て 寸法 を 測っ て 物 を 作る ' と いう 感覚 
を 与え る 。 前 者 の 言葉 は 特定 の 状態 や 条件 、 ま た は 明確 な 目的 の た め に それ を 構成 
また は 指定 し て 物 を 作る ' こ と を 示唆 する (Lane より ) 。 偶像 崇拝 は 二 つ の 理論 に 基 
づい て いる よう だ 。 ヒ ンズ ー 教 徒 は 、 神 が 特定 の 生き 物 へ 彼 の 権限 を 委託 し て いる 
理論 の 主たる 提唱 者 で ある 。 ゾ ロア スタ ー 教 徒 は 二 つ の 神 を 信仰 し て いる 。 オ ルム 
ズ ド (Ormuzd) = テ 光 の 神 と 、 ア ー リ マン = 闇 の 神 で ある 。 当 節 は これ ら 両 方 の 理論 を 
理 定 し 、 神 が 天 と 地 の 創 造 者 で あり 彼 が また 光 と 闘 の 創造 者 で ある 、 ま た すべ て の 
主権 と 賞賛 は 彼 に 属す る と 述べ て いる 。 そ こ で 主 が 権限 を 委任 し 、 彼 の 役割 の 一 部 
を 他 に 任せ る 必要 が どこ に ある の か ? 

“人類 の 創造 と その 死 ( 天 が 定め た 期限 ) の 面 方 が 、 神 の 哀れ み の 行為 と し て 述べ ら 
れ て いる 

最初 の | 「 期 限 」 は 個人 の 寿命 を 意味 し 、 も う 一 方 の 「 期 限 」 は 宇宙 の 生命 を 意味 
する 。 


る 
| 
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も ” o 役 は お 前 達 の 秘め ご と も 、 
頭 す こと も 知り 給 う 。 ま た お 前 達 が 
稼ぐ も の も 知り 給 う 。 


5. 面 し て 、 * 彼 等 の 主 の 諸々 の 神 兆 の 
中 か ら "9 如何 な る 神 兆 も 彼 等 に も た 
ら さ れる と も 、 彼 等 は それ より 顔 を 
そむけ る に 外 な ら ず 。 

6. され ば 、? 彼 等 に 真理 が 来 た り し 
時 、 彼 等 は それ を 虚偽 と みな せり 。 
され ど 必 ず 、 彼 等 が 咽 笑 し た る こ 
と の (成就 する ) 消 息 *** が 彼 等 に 入 
らん 。 

7. 彼 等 は 、 わ れ ら が 彼 等 以前 に お け 
る 幾多 の 民 内 を 滅 ぼ せ し こと を 見 ざ 
り し か ? われ ら は お 前 達 に 与え ざり 


し 力 を 以 て 、“ 役 等 を 地上 で 強力 た ら 
し め た り 4。 さ れ ど 、 す われ ら は 彼 


a 
DESAI Eb 
OO ろう EID 


まで て と 4 


3 と 5 こく る LS 


0S PA RE 


és 


gs 2 BS 5 る っ) 
ラー ンプ ライ ルン ntt 2% 
DSA TIE 


いう ws ョ ン イン イイ ニュ イン っ の る 
DD gle ECI SY 


21:3; 26:6: 36:47. 126:7, 4627, 1:53; TI:12. 


20 層 節 は 神 の 神格 が 天 と 地 に 広まっ て いく こと を 意味 する の で は な い 。 
宇宙 全体 を 包含 する こと を 意味 する 。 


21 神 の 知識 と 力 の 重要 な 証拠 は 、 神 が 神 の 使い に 明か す 預 言 と 


の 英知 が 、 


それ は 、 神 


、 圧 倒 的 に 不利 な 条 


件 の 中 で の 使者 達 へ 与え る 支え と 援助 で ある 。 


822 デシ 


バー は ナ バ ア の 複数 形 で 


- 般 的 に いく つか の 大 き な 出 来 事 に 関連 する 重要 


な 知ら せ に つい て 、 聖 クル アー ン の 中 に 使用 され て いる (Kuliyyat より )。 


“や カル ン の 意味 する と ころ は 、 


後に 続く 世代 も し く は 前 の 別 世 代 : 


愉 も その 画 方 が 


結合 され た か の よう な ひと つの 時 代 の 人 々 (Lane より ) 。 


324 これ は 、 世 界 が 衰退 し て いる と 言っ て いる の で は な い 。 全体 と し て 見 れ ば 、 


し て いる に 違い な い が 、 
学 の 一 


らし た 
を 驚嘆 の 思い で みつ め て いる 。 
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過去 に 文明 の 頂点 に 達し た いく つか の 古代 国家 は 芸術 と 科 
- 定 の 分 野 に 於 いて あま り に も 進歩 し て いた の で 、 そ の 分 野 で は 、 あ と に 続く 
世代 で 区 敵 す る も の が な か っ た の で ある 。 例 えば 、 科 学 の 領域 に お いて 驚異 


ほ を も た 


に も か か わら ず 、 現 代 は 未だ に 古代 エジプト 文明 の な し と げた 業 の いく つか 


六 意 アル ・ ア ン 


等 の 上 に 注 釣 た る 雨 を 降ら す 雲 を 送 
り た り 。 ま た その 足許 に は いく つも 
の 河川 を 流れ し め た り 。 さ れ ば 彼 等 
の 諸々 の 罪 故 に 、 わ れ ら は 彼 等 を 減 
ぼ し た り 。 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 
後 、 他 の 民 を 興し た り 。 

8. 面 し て 、 わ れ ら も し 紙 の 上 に (叙述 
し た る ) 書物 を 流 に 降 し 、 さ れ ば 彼 等 
は それ を 自分 の 手 で 触れ る と も 825、 
不信 せ し 者 ども は 必ず 云わ ん 、 
は 明らか な る 妖術 に 過ぎ ず 」 と 。 
9. また 彼 等 は 云う  「 何 故 役 の 許 へ 
nT 上 
れ ど も し われ ら が 天使 を 降 し な 
PE 
後 彼 等 は 猫 予 され ざる べし 。 

10. また 、 も し われ ら が 役 (使徒 ) を 
天使 と せ し と も 、 わ れ ら は 必ず 彼 を 
人 間 の 形 に と らし め た 管 な り 。 さ れ 
ば 、( 今 ) 彼 等 が と まどっ て いる こと 
を 、 我 等 は 彼 等 に 困惑 た らし め た 管 
な り 9472 

H. 面 し て 、2 液 以前 に も 、 実 に 使徒 
た ち が 員 笑 せ られ た り 。 さ れ ば 、 そ 
れ 等 咽 笑 し た る 者 ども を 、 そ の 喘 笑 
せ し 事 が 取り 開 み た り 。 


『 


アー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 巻 
2 ぅ る ン 1 ? ~~ 
ES I に > 


OGK すすい 


と “GL 


dl ES 3 


El LE ISTH 
YE Hs 
DOEYS 
VER AES 
OO NS 


A の 


OE > の 


本 


95:211: 25:8. 21.42. 


“2⑳ 彼 等 は それ が 俗 界 の も の で な く 、 天 の も の で ある こと を 確か め た 。 
“26 [天使 の 到来 」 は 天 の 加 の 切迫 し た 接近 を 示す 。 
927 当 節 は 、 天 使 が 案内 を する た め に 来る べき で あっ た と いう 不信 者 た ちの 要求 の 愚 


か さ を さ ら け だ し て いる 。 
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ご 項 


12. 云え 、2「 地 上 を 週 屋 せよ 、 さ れ 328 符 、 る 多い 3 


ば 嘘つき と 見 な す 者 ども は 如何 な る 
末路 な り し か を 見 よ 」。 


13. 云え 、「 諸 天 と 大 地 に 在 る も 
の 、 す べ て は 誰 の 所 有 な る か ?」 と 。 
云え 、「 ア ッ ラ ー の 所 有 な り 」。? 彼 
は 慈悲 を 自ら の 務め と な せり "9。< 彼 
は お 前 達 を 必ず 復活 の 日 まで 集め 
ん 。 そ は 疑惑 の 余地 な し 。 己 自身 を 
害 せ し 者 ども あら ば 、 彼 等 は 信 ぜ ざ 
る も 。 

14. され ば 、 夜 と 昼 の 中 に 留まる も 
の 、 す べ て は アッ ラー の 所 有 な り 。 
面 し て 、 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て 
を 知り 給 う 御 方 な り 。 

15. 云え 、「? 諸 天 と 大 地 の 創始 者 た 
る *2% アッラー の 外 に 、 我 守護 者 を 求 
めん や ?<* 彼 は (一 切 を ) 養い は すれ 
ど 、 彼 自身 は 養 わ れる を 要 せ ず 」。 
え 、/ 「 我 は 帰依 する 者 の と な る 
こと を 命ぜ られ た り 」。 さ れ ば 没 、 偶 
像 崇拝 者 ども の 中 と な る な か れ 。 


DEIRIE 9 ぽこ 
の 衝 Ie e( 隊 
OS LEI ANGLAIS 
AS EE 


ょ ンー ft ぅ ン ! っ ロン レン ラン 
I YI Hd 


e+ i っ 9 トン ン そ ン 
9 9 GES 
OL 


と 


と る 264 ン SR っ イッ ンー 
OS A pl PE YI 


93:138: 22:47; 27:70. 76:55: 7:157.73:10: 4:88; 45.27. W2102; 14:11: 35:2: 39:47. 220:133; 51:48-59.76:164: 39:13. 


28 諸 天 と 大 地 の 全て の も の が アッ ラー の 所 有する も の な の で 、 信 仰 に 反する も の で 
さえ も 神 の も の で ある 。 自分 の 手 で つく りあ げた 物 を 破壊 し た いと 思う 人 は 誰 も い 
な いし 、 ま し て や 神 が そ うな さる わけ が な い 。"* 彼 "は 慈悲 深く 、 不 信者 達 が 後悔 し 、 
哀れ み を か けら れる よう に 、 彼 等 に 猫 予 を 授け られ る の で ある 。 


829 神 に つい て 使用 され る と ファ ー テ ィ ル (創始 者 ) と いう 言葉 は 、 


また は 「 製 作者 」 を 意味 する 。 


366 


「 創 設 者 、 創 造 者 」 


六 章 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 巻 
PEER ESIC ERAGE ESERIES RGEC ERE REE EEE RAE TR EEOC GSR ERE EE RRR 


16. 云え 、「 げ に “ 我 も し 我 が 主 に 音 ご 13z8 う る と 266)、3L く 131 8 
か ば “や 、 我 は 偉大 な る 日 の 懲 凡 を 2 0 
恐る 」 か O と ちら うめ 


17. その 日 それ ( 懲 凡 ) を 宛 れ る 者 あ *&<。< 15 35382 
ら ば 、 そ の 者 に 彼 ( 神 ) は 確か に 慈悲 a 

を 垂れ 給え り 。 面 し て 、 そ れこ そ は OE DNS 
sa 明らか な る 成功 な り 。 


18. され ば 、? も し アッ ラー が 液 に 災 5 し 2 こる る Els 
い を 触れ し め な ば 、 彼 の 外 に 何人 も 。 。 レレ テレ ルー 
それ を 取り 除く こと 能 わ ず 。 ま た F968 Pg CL Ol 2 3) 
も し 彼 が 幸運 を 汐 に 触れ し め た れ OI 
ば 、 彼 が すべ て の こと に 全能 に ま 2 
し ます 。 


19. され ば < 彼 は その 僕 等 の 上 に 至高 そく 5 eG る 2 
に 妊 陥 す 9。 曽 し て 彼 は 賢 格 に し 


つう ぎょ う a コッ ダネ 

て 、 一 切 に 通 暁 し 給 う 。 OR 

ぶ え 証言 に お 最 護 ブ 3 Gre ET イ 

20. え 、 「 証 詩 に お いて 最も 偉大 きれ | 3 する を 1 18 
な る こと は 何ぞ や ?」。 云え 、4「 ア ーー 

、 Nt 6 る 」 ン タス ン as っ テン タン ン う ls る 

ッ ラ ー こ そ 、 我 と お 前 達 と の 間 の 立 GO を 5 SS へ AA の 


証 者 な り *。 面 し て 、 こ の クル アー 1z< 

83 っ る 
ン が 我 に 放 示 され た る は 、 航 が うに GIR SIS NS 
よっ て 、 お 前 達 湯 びに これ が 及ぶ 限 


910:16: 39:14. P10:108. “6:62. 94:167: 13:44: 29:53. 
や 。 当 節 は 、 人 間 に 神 に 対し 不 従順 に な ら な いよ う 身 を 守る こと に つい て 強く 勧告 し 
て いる の で あっ て 聖 預 営 者 が 神 に 背く こと が ある と 言っ て いる わけ で は な い 。 
や ザー リカ (Dhalika) は また ' 凡 を 免れ る こと ' な いし 慈 圧 に つい て 言及 し て いる の か 
も し れ な い 。 


32 神 の 至高 の 権威 と いう 美徳 は 、 物 体 と 魂 は 神 と 共存 し 、 従 っ て 神 に よっ て 創 ら れ 
た も の で は な いと いう 理論 に 反 双 する 。 も し 神 に よっ て 創り だ され た も の で な いな 
ら ば 、 神 は それ ら を 征服 、 又 は 支配 する 権利 も 力も な か っ た は ず で ある 。 
33 神 は 証言 を 三 つ の 違っ た 方 法 で 有 し て お られ る 。 聖 クル アー ン に よる 啓示 、 こ れ 
が 第 一 の 証 斉 で ある 。 第 二 、 第 三 の 証言 は 、 次 に 続く 館 で 述べ られ て いる 。 
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上 会 アル ・ アー ム Al-An“am( 家 畜 ) 夫 性 


り の 者 に 警告 せん が た め な り 。 お 前 所 る 0 
の と 

達 本 当 に アッ ラー と 共に 他 の 神々 あ 8 
の ルー ンタ トン タイ と コン る イイ イトー コタ ゴイ 

る こと を 証言 する か ?」。 云え 、「 我 人 L30 8 38| > 
は 証言 せ ず 」。 云 え 、「 げ に 彼 こ そ 唯 設 スン 5228 2 Eg 11g 
8 ^ 和 《⑯ bo も | $e-| 8 

ー な る 神 な り 。 さ れ ば 我 は 、 お 前 補 PI SI GH IS 


が 併せ 祀る も の と 無関係 な り 」。 

21. われ ら が 聖典 を 授け し 人 々 は 、 じ ぐ 453 5 こる 4 江 | 
己 が 息子 を 識 る 如く 4、 そ れ ( 預 言 0 NN 
者 と 聖典 ) を 認識 す 。 己 自身 を 寄せ 『 19 っ と を で の ビス る を し の め 
し 者 ども あら ば 、 役 等 は 信 ぜ ざる ぁ 
べし 。 ) 


三 項 

2. され ば 、 ア ッ ラ ー に つい て 虚偽 SA よら えり 3 っ う 人 UBSs3 
を 提 造 し 、 A Ra A A 2 
た る 者 に も 勝る 2 不義 者 は 誰か ? ぜ に ひ GS Y や ob で > 3 

不義 者 ども は 成功 せ ざ る べし 935。 0 


A Ts RTS 
する 日 (を 思い 起こ せ )。 さ れ ば 、 わ 0 

れ ら は 併せ 祀り し 者 ども に 問わ ん 、 OK を 1 

「 お 前 達 が 主張 せ し た る その 同位 者 2 の 2202 
た ち は 何 処 に 在り や ?」W。 eR 


92:147.76:94: 7:38; 10:18; 11:19: 61:8. “10:39. 


。 頂 言 者 CX は 、 信仰 (教義 ) に 関す る こと は すべ て ) は 最初 は 認め られ な い 。 彼 は 、 
父親 が 息子 を 認め る が ご と く 認 め ら れる の み で あり 、 全 く の 確 実 性 と いう より ど ち 
ら か と いえ ば 、 可 能 性 と し て で ある 。 信仰 は 、 い つも 目 に 見 えな い 所 か ら 始 め ら れ 
る べき で ある 。 

三 つ 目 の 教え は 、 人 間 の 道理 に 基づい た も の で ある 。 正気 な 人 間 な ら 誰 も が 、 
し 人 が 神 に 誓っ て 話す と 言い な が ら 、 神 に 対し て うそ を つく よう な こと を すれ ば 、 
自分 が 完全 な 失敗 と 破滅 の も と で 人 生 を 終わ る で あろ うこ と を 認め る で あろ う 。 一 
方 、 神 の 使い に 反対 する も の は 、 決 し て 繁栄 を 許さ れる こと な く 、 彼 等 の 新しい 信 
仰 の 発展 を 妨げ た り 阻 止 し よう と し た りす る 努力 は 完全 な 和 失敗 に 終わ る で あろ う 。 


36 あな た が 断言 し た 、 主 張 し た 、 ま た は それ に つい て 話し た 。 
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バ 音 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 巻 
3 WIE MN 2 Zt 
24. その 時 彼 等 は 、「 我 等 の 主 な る hGOIND る 0 は る う 


I SS 
崇拝 者 に 非 ぐ りき 」 と 云う 以外 、 そ 
の 如何 な る 云い 訳 も な か る べし 7。 
25. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 叫 自 身 に 対 
し て 嘘 を つく か を 。 さ れ ど < 彼 等 の 
提 癌 し た る も の が 彼 等 より 見 捨て ら 
れ た る な り 。 
26. 面 し て 、 彼 等 の 中 に は 、 ら 液 に 耳 
を 傾け る 者 あり 。 さ れ ど “われ ら は 、 
彼 等 が それ を 理解 し 得 ざ る よう 、 彼 
等 の 心 に 和 枚 い を な せり 。 ま た その 耳 
を 鈍く な せり 。 さ れ ば 彼 等 た と え 如 
何 な る 神 兆 を 見 て も 、 そ れ ら を 信 ぜ 
ざる べし 。 従っ て 、 彼 等 は 次 の と こ 
ろ へ 来れ ば 、 液 と 議論 する な り 。 不 
信 せ し 者 ども は 云う 、「 こ は 往 古 の 
人 々 の 物語 に すぎ ず 」 と 。 
27. され ば 彼 等 は 、( 他 人 を ) それ よ 
り 妨げ 、 自 ら も それ より 遠ざかる 
や 。 され ど 彼 等 は 己 自身 を 滅ぼす に 
過ぎ ず 。 な れ ど 彼 等 は 気付 か ず 。 


28. 面 し て 、 溢 も し ? 彼 等 が 業火 の 前 
に 立た され る 時 を 見 る な ら 、 * 役 等 は 
云わ ん 、「 情 け な や 、 我 等 は 戻さ る 
る な ら ば な あ ! 我 等 は 己 が 主 の 神 兆 
を 虚偽 と みな さ ず な り 。 面 し て 我 等 
は 、 信徒 た ちの 中 と な らん 」。 


OT ES 


ひろ 5 2 eal ES 


2 
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RC 


Ce RS 


58 328880 A っ OI AS pI YE 
a 92 or う ン よ 上 クメン ぅ イド 
3 A Sg 


1 ほり 


5 江 中 、 表 Cl HY $2 


i OB 


ンプ * 


\ 
Rn 
s 
に 』 
き 
き 
き 


2 
3 ン ン ブタン レン ラン 2 スン っ タン 


1 5 を と 025 だ も ご つう こる 


8 0 


aga 


> フ 


7:S 和 4 1:22. 0110:43; 17:48. 17:47; 41:6. 746:35. 2:168: 23:100, 101: 26:103: 39:39. 


願 の 形 で も あ 0 


38 当 節 は 聖 ク ルアー ン の 魅力 的 な 力 に 説得 力 の ある 論評 
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可 円 で あり 、 又 神 の 慈悲 へ 祈 


を 構成 し て いる 。 


七 巻 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 六 章 


エイ る っ 


29. 否 、 彼 等 が 以前 に 隠し た る も の “に SG A 
が 、 彼 等 に 明らか に な り た り 839 さ i 


れ ば 、 彼 等 も し 戻さ れ た る と も 、 彼 る S13 5 
等 は 必ず 禁 ぜ られ た る こと を 繰り 返 HFT 
さん 。 さ れ ば 、 彼 等 は 確か に 嘘つき 

な り 。 


30. 面 し て 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 32EANEU こ ンー ゅ 385 
生命 は た だ 現世 の み に 過 ぎ ず 。 そ し 
て 、 我 等 難 らし め ら れる 筐 な し 」。 


31. され ば 、 溢 も し 彼 等 が その 主 の US ス る う E1288331、 2 お 5 
御前 に 立た され る 時 を 見 る な ら !2 彼 」 し . 
( 主 ) は 云わ ん 、「 こ は 真実 に 非 ざ る 3 Ju 
か ?」 と 。 彼 等 は 云わ ん 、「 然 り 、 ビレ の 34 833 3 る 
我 等 の 主 に か け て 」。 彼 は 云わ ん 、 
「 し か ら は ば は 責 苦 を 味わえ 、 お 前 達 不 
信 し た る が 故に 」。 

四 項 
32.? ア ッ ラ ー に 会 える こと を 虚偽 と ESP い PGW CR 433 
みな せ し 者 ども は 、 確 か に 損失 し た し 
従っ て 、( そ の ) 肝 が 突然 彼 等 13 3 る 32 2 て 5 


スミ が 


至れ ば 、 彼 等 は 云わ ん 「d 痛 恨 な る A RR マン ラン フ 
る じ め い 3 じ 
我 等 は 之 に 関し て 怠り し こと っ (8 うそ に うう 


を ! 」。 面 し て 彼 等 は 、 そ の 背 に 己 2482 ル っ 
が 重荷 を 背負 うべ し *%。 用 心 せ よ 、 MNO 
彼 等 の 背負 う も の は 悪し き な り 。 @O35 LELY) 


223:38: 44:36: 45:25. 0146:35. “10:46. 12:168. 


や 「 役 等 に 明らか に な り た り 」 と いう 言葉 は 、 神 の 預言 者 の 敵 で さえ 神 の 使者 の 真 
実に つい て 確か な 自覚 を 彼 等 の 心 の 中 に 抱い て いる こと を 示唆 する 。 し か し 彼 等 の 
偏狭 と 強情 の た め に 、 彼 等 は その よう な 考え を 抑圧 し よう と する 。 審判 の 日 に は し 
か し な が ら 、 彼 等 が この 世 で 隠 そ うと し た これ ら の 潜在 的 な 思考 は 明らか に され 、 
彼 等 が 曖昧 に 抱い て いた 預言 者 の 真実 は は っ きり と 現れ る で あろ う 。 

40 括 節 は 、 彼 等 の 背負 う 重荷 が こと の ほか 重い こと を 意味 し て いる 
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六 章 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 番 ) 七 巻 
33. され ば UM ICES LIN 
か 3 気晴らし に すぎ ず 。 、 ら 来世 BB > っ ブ る > Gu タッ ン プー する イン 
の 住居 こそ 異 KR OE CAN AA 5 > YN 


り 。 お 前 達 理 解 し 得 ざ る か ? 。 


34。 わ れ ら は 、“ 彼 等 の 云え し こと が 
液 を 必ず 悲し ませ る こと を よく 承知 
す 。 さ れ ば 、 彼 等 が 嘘つき と 見 な す 
は 洲 に 非 ず 。 され ど 、 不義 な す 者 ど 
も は アッ ラー の 神 兆 こ そ 拒否 する 
な り 3 
35. 耐 し て 、 溢 以前 に も 確か に 、 使 
徒 た ち が 嘘 つき と 見 な され た り "2。 
され ど 役 等 は 、 嘘 つき と 見 な され た 
びに 辿 衝 され た る こと に 対 
、? わ れ ら の 救助 が 至る まで 耐え 
* され ば “アッ ラー の 御 言 葉 を 
変え 得る も の は 、 存 在 せ ず 3。 曽 し 
て 使徒 た ちの 消息 は すでに 液 に 来 た 
れ り 。 
36. され ば 、 も し 彼 等 が 顔 を 背け る 
こと が 液 机 え 難い な ば 、 液 で き 得る 


rt 


デ 


NE 
ME EE SG 
E032 3 > le 


2 し 28 ンマ 5 る 5 3 うと 335 
123 引 3 2 ビビ 、 5E 
PE る 


ed 


841 
” 聖 預 言 者 は 、 


は な く 、 ア ッ ラ ー の お 街 
を 閉ざし て し まっ た こと に 深い 悲 


42 神 は 、 安 楽 と 慰め の これ ら の 言葉 で も っ て 、 


929:63: 47:37: 37:21. 77:170: 12:110. “15:98; 16:104. 2:215; 40:52. 6:116. 


CG ム の ) 人 優し さ に あふ れ て いた 。 彼 は 和 白 
こと に は 心 を 乱 さ な か っ た 。 彼 は 、 不信 者 達 
i げ を 退け る こと に より 、 彼 等 が 自分 記 
ド まし み を お ぼ え た 。 


}* を うそ つき と し て 責め た か ら で 
身 へ の 神 の 慈悲 の 扇 


が 自分 


聖 預言 者 に 愛情 を こめ て 話し か ける 。 


預言 者 は 彼 よ り 以前 の 預言 者 達 も や は り 拒絶 され 、 あ ざけ られ 笑い も の に され た こ 


と を 知ら され て いる 。 


343 神 の 救い は 神 の 預言 者 達 の 上 に も た ら さ れ 、 そ の 敵対 する 者 達 は 災難 に あ 


う 神 の お き て は 、 不 変 の も の で ある 。 
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あう と い 


七 巻 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 六 章 
EGE SRE REED RRR EISEN SRR CREED RTOS EE REE ER RIC EIR EHS REE REE 


な ら 、 地 中 に 隊 道 *** また は 、 天 に i 2 


衝 を 捜し 求め 、 彼 等 に 神 兆 を も た ら 
すべ し 。 面 し て 、“ ア ッ ラ ー も し 欲し 
た り せ ば 、 彼 等 を 必ず 徐 導 の うえ に 
集め た 管 な り 。 さ れ ば 没 、 無 知 な る 
人 々 の 中 と な る な か れ 。 ト 0 


37. げに 、 耳 峰 け る 者 の み (真理 を ) CE A A 
聞き 人 れる な り 。 さ れ ば 死者 は 


"や 、 ア ッ ラー が 彼 等 を 息 ら し めん 。 りう 0 3 
”・ し か る 後 、 彼 等 は その 御 寺 に 帰 < 2 
らし め ら れん 。 8 OO rx 


38. 面 し て 彼 等 は 云う 、 「? 何 故に 彼 EOS EY 
の 主 より 彼 に 神 兆 が 降 さ れ ざ り し KS 2 の 2 
Ab 云え 、「 げ に アッ ラー は cS な つつ sanlcl 
神 兆 を | すこ と に 全能 に まし ます 。 さ 2 A イッ ラオ ンス 2 
れ ど 彼 等 の 多く は 、 知 ら ざ る な り 」。 OO V A AS 


5:49; 6:150; I:119; 13:32: 16:10. 10:21: 29:51, 


"「 地 中 に 陰 道 を 捜し 求め 」 と いう 言葉 、 世 俗 的 な 手段 を 用 いて 真実 を 説き 伝播 
する 、 意 を 示唆 し 、 "PIE 革 は 、 精 神 的 な 手段 を 用 いて 不 
言 者 た ちの 導き の た め に 神 に 祈り を 控 げ る 、 な ど を 意味 する 。 礼 拝 は 人 が 精神 的 に 
大 に 昇 る こと が で きる 本 で ある こと は 確か だ 。 聖 預言 者 は これ ら 両 方 の 手段 を 用 い 
る よう 云わ れ て いる 。 2:274 節 に ある よう に ジャ ー ヒ ル GahiD と いう 言葉 は 、 無 知 な 
者 また は 方 法 を 知ら な い 者 を 意味 する 。 聖 預 営 者 は この 点 に お いて 、 神 の 法 を 知ら 
ぬ ま まで あり 続け る こと の な いよ う 促 し て いる 。 当 節 は また 彼 の 人 々 の 精神 的 幸福 
の た め の 、 聖 預言 者 の 大 いな る 気遣い と 懸念 に 光 を 当て て いる 。 例え 彼 が 「 地 中 に 
隣 道 を 捜し 求め る 」 また は 「 天 に 桶 を 捜し 求め る 」 と し て も 、 彼 等 に 証 を も た ら す 
た め に は どん な こと で も する 心構え で あっ た 。 

249 これ は 、 マ ウタ ー と いう 言葉 が また 、 彼 等 に つい て 真実 を 奪わ れ た 、 と いう 意 
味 で 聖 ク ルアー ン の 中 に 使用 され て いる こと を 示し て いる 。 

” 当 節 は 、 二 種類 の 人 間 の こと を 述べ て いる 。 そ れ は 、(① 心 底 は 善く 、 真 実 を 聞 
く 耳 を も ち 、 著 嘩 な く 受け 入れ る 者 達 そし て ⑫ 死ん で いる よう に みえ る が 、 精 神 
的 な 再生 に ふさ わし い 者 達 で ある 。 神 は 奇跡 に よっ て 彼 等 の 再生 を 早め 、 彼 等 は さ 
ら に イス ラム 教 に 耳 を 傾け 、 奉 ずる こと と な る の で ある 。 


372 


5 


た 
プ \ 屋 
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アル ・ ア ン ア ー ム AL-An*am( 家 畜 ) 七 傘 


恒 


レン 


39. 面 し て “地上 を 遺 う 動物 も 、 そ の 3、 み 3!、33515、 り っ じ 5 
双 思 で 飛翔 する 鳥 も 、 お 前 達 と 同様 。。 ァ eg レレ ーー こ 
な る 共同 体 に 外 な ら ず 846、 5 われ ら >a! 3! la, PS つ と 
は 聖典 の 中 で どん な も の も 無視 し た ぅ SCBSS ヒ っ プ 1 
る に 非 ず 。 さ れ ば 彼 等 は 、 そ の 主 の 2 ラー 

許 に 召集 せら れる べし 。 OO EI SI 


CO 


し る し を 2 7 アデ 3 タ 同和 デ 
40. 耐 し て 、 わ れ ら の 神 兆 を 虚偽 と 32535 包 2I2A そ っ て 363 
みな せ し 者 ども は 、 暗 痢 の 中 に ( さ a 
めく ら つん ば に 24 * a を 
迷う ) 皆 で あり 、 典 な り 。 アッ ラー CO の A A LS Fe ン て 症 
LN pe WE NR Cd ET > タ ン ラ ン イ る る 
は その 欲す る 者 に 迷い を 判定 し 、 ま Os 2 ES 
た その 欲す る 者 を 正しい 道 に 就 か せ 
給 う 。 
a NE MO な っ る ” 2 レン イ 8 
41. 云え 、? お 前 達 想 いた る か ? も し MR る 51 9 は 31J8 
アッ ラー の 貢 苦 が お 前 達 に 降り か か 。 | 
と 847 さ NT 2 づ う る \ ER | 6 
る と か 、 定 め ら れ た 時 間 "*7 が お 前 達 Og pc = 9 
に 到来 し た ら 、 お 前 達 は アッ ラー 以 2 
よ N ン ン 
外 の も の を 喚 び て 祈る か を 。 も し お 
前 達 正直 な ら ば 。 
Ma ラ 、」 Lk Na よ へ ン 2 Pd ダ ww 4】 
42. 否 、“ 役 こそ を お 前 達 は 喚 び て 祈 35 に SSRS2I。 
らん 。 さ れ ば 、 彼 も し 欲し な ば 、 お 
NY 16:90, 2:19,172: 27:81-82; 30:53-54. 95:48: 12:108: 43:67. 710:23-24. 
46 当 節 は 、 鳥 や 昆虫 、 例 えば 隊 で さえ も 、 大 気 中 の 変化 か ら 嵐 が さ し 迫 っ て いる こ 
と を 理解 し 、 犬 な どの 動物 は 飼い 主 の 命令 を 理解 する の に 、 愚 か な 不信 者 達 は 秋 い 
の 前 兆 も 見 え ず 、 聖 預言 者 を 拒絶 する こと に より 、 神 の 怒り を 招い て いる こと に 気 
付か な いと いう こと を 指摘 し て いる 。 彼 等 は 、 彼 等 の 行動 の 全て が 記録 され 、 そ れ 
に 対す る 償い を し な けれ ば な ら な いと 警告 され て いる 。 当 節 は 、 さ ら に 二 種 類 の 人 
間 を 示唆 し て いる よう で ある 。 そ れ は (1) 野獣 を 好む 者 は 完全 に 世俗 に 心 が 傾け られ 、 
彼 等 の 人 生 の 全て が 肉体 的 欲望 を 満た すこ と に 限ら れ て いる 、(②) 鳥 を 好む 者 は 、 神 
聖 な 域 へ と 高く 舞い あがる 、 非 常に 崇高 な 者 達 は 、 聖 クル アー ン (3:50 節 ) で は 鳥 に 
た と えら れ て いる 。 
847 アッ サー ア 「 定 め ら れ た 時 間 」 は 、 イ スラ ム 教 の 決定 的 な 勝利 の 時 、 又 は メッ カ 
陥落 を さす 。 
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上 伏 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An'am( 家 畜 ) 六 意 
前 達 が 祈る こと に 応え て その 災厄 を 8 の 6 る R36 
取り 除き 給 う な り 。 さ れ ば お 前 達 人 IIA 
その 併せ 祀る こと を 忘れ 去ら ん 」949。 

五 項 
43. げに われ ら は 流 以 前 の (幾多 の ) PS 3 41 2 35 5 
共同 体 に (使徒 を ) 遣わ せり 。 さ れ 
ば 、“ わ れ ら は 貧困 と 災難 を 以 て 彼 等 っ > る 5 下 2OU KS 
を 捕え た り "%、 彼 等 が 謙虚 に な らん a 
が た め に 。 OU ととろ > 
44. され ば 、 わ れ ら より の 不幸 が 彼 CA 
等 に 降り し と き 、 何 故 彼 等 は 謙虚 に - ii 
な ら ざ り し か ?859 され ど 、? 彼 等 の OB スイ 7 の の うう こる 5 と 5 
心 は 碧 な と な れ り 。 耐 し て < 悪魔 は 2 
彼 等 に その な し た る 行為 を 克 惑 的 に @0 刀 SIp ビ 
思わ し め た り 。 
45. され ば 、4 彼 等 が その 忠告 され た DS GIS 


5 2 
の 円 を 第 等 に 開き た り 。 従っ て 、 彼 (っ っ 30、 記 狗 ぴら 
等 が その 授け られ し も の に 狂喜 し た 
れ ば 、< わ れ ら は 突然 彼 等 を 捕え た 
り 。 さ れ ば 、 彼 等 は 絶望 に 落ち 入り 
た る な り 。 


ss > 
で を ンー っ まき 


Cn EAE 


27:95. 72.75: 7:17. “6:123; 8:49: 16:64: 20:39. 75:14: 7:166. 77:96: 39:56. 


38 お 前 達 そ の 併せ 祀る こと を 忘れ 去ら ん 」 と いう 言葉 は 、 メ ッ カ の 陥落 の 日 に 、 
文字 通り 履行 され た 。 そ の 日 、 メ ッ カ の 人 々 は 、 ア ブ ・ ス フ ヤ ー ン と 彼 の 雪 ヒン ダ 
を 始め と し た 他 の 人 々 が 聖 預言 者 の 目前 で 、 素 直 に 認め た よう に 彼 等 の 神々 へ の 信 
価 を す て た 。 つ い に 、 ア ラビ ア から 偶像 崇拝 は 完全 に 消え た の で ある 。 

“2 前 節 は 、 一 般 に 天罰 を 意味 し て お り 、 当 節 で は 、 そ の 多様 な 形式 が 述べ られ て 
いる 。 

や ラウ ・ ラ ー(Lau Is) と いう 言葉 は 、 単 に 尋問 する わけ で は な く 、 裏 れ み の 気持 ちな 
表現 する た め に も ここ で 使用 され て いる 。 従 っ て 当 節 は 、' 彼 等 が 神 の 前 に 謙 る べき で 
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アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七夕 


人 


六 


A 


CT RE <5 に を 8 
し に せら れ た り 9!。 耐 し て すべ て の 3 の 
議 美 は 、 森 羅 万 象 の 主 な る アッ ラー ORI Sls 
の た め な り 。 

47. 云え 、 り お 前 達 想い た る か ? も し 2 まる に る 8 Sg 
アッ ラー が お 前 達 の 聴覚 と お 前 達 の 

視覚 を 奪い 、 お 前 達 の 心 を 封じ な ? ょ ご dE 
ば 、 そ れ を お 前 達 に (戻し ) 授け る 7 3 
は 、 ア ッ ラ ー に 非 ず し て 如何 な る 神 こち っ 過 3 < っ | 


ぞ や 。 見 よ 、 MO ジ ちっ ラン っ ォ る る 1 ゴロ ン ブ 

ざま な る 方 法 で 神 兆 を 詳説 する SN 

et 

ける な り 。 

48. 云え 、 お 前 達 想 いた る か ? “も つの は cz 8 の 

し ア ッ ラ ー の 貴 著 が お 前 達 に 突然 、 タッ る る 名 ョ ン 1 < 

又は 公然 と 下 ら ば 、 不義 な る 民 以 外 づる 03 ス も 

に 、 誰が 滅 まさ れん や ? 」 (el ル 】 』 
OT A 

49. 耐 し て 、4 わ れ ら は 眼 幸 者 と 警告 ca Yb5 


ON 
、< 信 じ て 身 を 修め る 者 あら ば 、 5 8 SS 


i く 、 悲 嘆 も な か らん 。 の 
5 A OO FIRINGEE SL 


50. され ど / わ れ ら の 神 兆 を 虚偽 と み LN 2 GES 
な し た る 者 ども は 、 そ の 不服 従 た る SR 
碑 に 、 仙 凡 が 彼 等 に 下 ら ん 。 5 


773: 13:67. 2.8: 16:109: 45:24. “6:41: 10:51; 12:108; 43:67. 4:166; 5:20; 18:57, 73:70: 7:36. 
T3112: S11 7:37, 73; 10:74; 22:58. 


や ダー ビル と は 、' 民 族 の 最後 の 遺跡 、' 根 '、' 家 系 、' 人 種 また その よう な も の を 意 

味 す る 。 ク ティ ア ・ ダ ー ビ ル ・ ア ルカ ウー ム と いう 言葉 は 、(1) その 人 々 は 最後 の 一 

人 まで 根絶 や し に され た 。 (2) そ の 人 々 の 指導 者 た ち は 、 樹 が その 根 を 伐採 され る よ 

うに 刈り 取ら れ た 。 (3) その 指導 者 ら の 支持 莉 た ち は 、 彼 等 の 指導 者 の 政治 力 が その 

3 者 た ちの 力 に 依存 し て いる た め に 、 指 導 者 ら が 政権 を 春 わ れ た こと で 遮断 され 
<、 を 意味 する 。 
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E 巻 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn*am( 家 畜 ) 太 次 
S1. 云え 、?「 我 は お 前 達 に 向っ て 、 


アッ ラー の 宝 を われ が 所 有 す と は 喜 。 
わ ず 。 ま た 、 我 は 見 る あ た わ ざる も 
の を 知ら ず 。 ま た 我 は お 前 達 に 向っ 
て 、 我 は 天使 な り と も 云わ ず 。 ヶ 我 は 
た だ 我 に 啓示 され た る も の に だ 従う に 
外 な ら ず 」。 云え 、「 育 人 と 目 明 き の 


者 が 同等 な りや ? され ば 、 お 前 達 就 
考 せ ざる か ?」。 
六 項 


52. 耐 し て 激 、 之 (クル アー ン ) に よっ 
て 、 そ の 主 の 話 に 召集 せら れる こと 
を 居れ る 人 々 に 般 千 せよ 。 彼 等 に は 
之 を 差し 置い て 、 如 何 な る 守護 者 も 
ee ie 
と を )。 彼 等 が 良 散 せん が た め に 。 
53. 耐 し て 、 朝 な 夕 な 己 が 主 を 、* 彼 
の 愛顧 を 求め ん と し て 52、 喚 び て 祈 
る 人 々 を 4 追い 払う な か れ 。 液 に は 
彼 等 の (行為 の ) い ささ か な る 清算 も 
な く 、 彼 等 に も また 液 の こと の いさ 
さか も 清算 な し 。 さ れ ば 液 、 も し 彼 
等 を 追い 払わ ば 、 没 は 不義 者 の 中 な 
ら ル 。 

s4. され ば 、 か く の 如 くわ れ ら は 、 


彼 等 の 一 部 を も っ て 、 他 の 一 部 を 試 
みた る な り 。( そ は ) 彼 等 が 、「 ア ッ 


ラー が 思 恵 を 垂れ た る は 、 我 等 の う 


Vahl ss 
る (に FR ef 
さよ < で て 0 


CE ME 
OE NE 


= 


ン 


タデ アル 


BESERI A 365 


A 


る 2 で 
人 «2 ター MM っ ぁ データ イー 2 gg グ 
3 うお 、 り 3 まる のうのう | 
ンコ 8 ン > スリ EE 、 NTg 
OO っ ひび の 32Y5 
ER SY 
2 2 と と 】 WW る デ 
の EC RI ES 
oe らら る に 
ンタ > 』 ジー シッ ンズ ター タン 2 
UR 


i NR ン ダン ン 1 
に 生 っ 全く タル NAS € * ググ 
の NO 


1 1:32. P10:16; 46:10. “18:29. 711.30. 


“や ワ ジ ュ フ (Wajh) の 意味 は 、 


身 の こ と ' で ある (2:113) 。 
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六 意 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 
ちの “これ 等 の 者 な る か ? "5」 と 去 SSN A 0 6 
う が た め な り 。 ア ッ ラ ー は 感謝 する 02 de ” 


者 を 熟知 し 給 う に 非 ざ る か ? 
s5. 面 し て 、 わ れ ら の 神 兆 を 信ずる 
者 た ち が 液 の と ころ へ 来 な ば 、 評 
え 、「 お 前 達 の 上 に 平安 あれ 。 9? お 前 
達 の 主 は 慈悲 を 自ら の 務め と な せ 
り 。 即ち 、“ お 前 達 の うち 無知 で 悪 を 
犯 せ し 者 あら ば 、 し か も その 後 改 以 
し て 身 を 修め な ば 、 げ に 彼 ( ア ッ ラ ー) 
は 修 大 に し て 慈 志 深 くま し ます 」。 
出し て 、 われ ら は か く の 如 く 
の を き 区 か す な り 。 そ は 


また 、 罪 人 ども の 道 が 明白 な る た め 
な り 。 

七 項 
57. 云え 、「 我 は お 前 達 が アッ ラー 


以外 に 祈る も の を 崇め る こと を 禁 ぜ 
られ た る な り 」 と 。 ニ 云え 、9 「 我 は お 
前 達 の 私 欲 に 従わ ざる な り 。 さ すれ 
ば 、 我 は 迷い て 、 正 し く 導 か れ た る 
者 の 中 な ら ざ る べし 」。 
58. 云え 、“「 我 は 我 が 主 より の 明 証 
の 上 に 立つ 。 さ れ ど お 前 達 は 、 そ れ 
を 虚偽 と みな せり 。 お 前 達 が 急ぐ こ 
と は 、 我 が 掌中 に な し 。 7 裁断 (の 権 
限 ) は アッ ラー の 外 に は 非 ず 。 彼 は 真 


EER EE 
2 5 53 う < な っ Me ン 


nn 


ES dE ET 
45 A PR CG 


と っ ブッ タン wat 9 2 836 Pd ? 
OO SE 
OI sb 
SH re PS) 


58 


1:28. 06:13; 7:157. “4:18; 16:120. 15:50; 42:16. “11:64: 12:109.f12:41, 68. 


一 般 的 に 
を 受け 入れ る 際 の 障 % 害 で ある こと を 示す 。 


、 信 仰 者 達 の 社会 に お ける 貧し い 人 々 の 存在 は 、 金 持ち が 新しい お 告 び 
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じ 谷 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 六 痢 
を 説き 給 い 、 また 彼 こ そ 最 きる も 優 れれ DR つく 
た る 判断 者 な り 」。 i Os 


59. 云え 、2「 お 前 達 が 急ぐ こと が も a ご 誠 S じ Se 
し 我 が 掌中 に あり し な ば 、 事 は 我 と し レタ 
お 前 達 の 問 で 決定 せら れ し 秒 な り 」。 9 a IG ea 
面 し て 、 ア ッ ラ ー は 不義 者 ども を 熟 ン ッ et プイ ッ イ 
* の AU に | 
知 し 給 う 。 5 1 2 る 
60. 耐 し て 彼 の 話 に は 見 る あ た わ ざ YS YH ES 60 5 
る も の の 鍵 あ り 。 彼 の 外 は 何人 も そ 2 SC Po 6 
れ ら を 知ら ず 、 彼 は 陸 と 海 に 在 る 4 も うる 350 3 る うす" 
の を 知り 給 う 。 また 、 木の葉 一 枚 落 し A が 
ちる と も 、 彼 は 之 を 知り 給 う 。 ま た YI YS の 3 


地 中 の 購 間 に (隠れ た る ) 一 粒 の 栽 物 Yg、jz< ツ yz > に UE 
も 、 青 きも の 、 枯 れ た る も の 、( 一 つ i Ns 
と し で) 明白 な る 帳簿 に 記載 され る に (Oo: GY 
外 な ら ず 854。 a 
6 され ば ? 彼 こそ 夜 お 前 達 の 現 を 召 ラス 1 る 5、 タ 拓 区 5 
し 寄せ る 者 な り 。 面 し て 彼 は お 前 達 

が 昼間 行い た る こと を 知り 給 う の 。 28 し お 


i 


EE 


96:9: 10:12, 239:43. 


84 当 節 及び 次 節 に お いて 、 彼 等 に 要求 され た 懲罰 を 不信 者 に 下す こと を 聖 預 言 者 の 
手 に 委ね られ て いな いこ と が 、 基 本 理念 に 置か れ て いる 。 も し こ れ が 事実 で あっ た 
な ら ば 、 彼 等 は それ に 相応 し い 最 後に 間もなく 遭遇 し た で あろ う 。 そ し て 恐らく 彼 
等 に イス ラム の 権威 を 統合 し 拡大 する 主要 な 役割 を 担う 運命 に あっ た ウマ ル や ハー 
リド の よう な 多く の か つて の イス ラム の 敵 た ち は 、 不 信仰 の うち に 没 し た で あろ う 。 
し か し 全能 で あら れる 神 は 懲罰 を 急 が ず 、 人 間 の 内 心 の 働き に 完全 に 精通 し て お り 、 
いつ 誰 を 凡 す る か を ご 存 知 で ある 。 彼 の み が 人 の 心 に 刻ま れ た 美徳 の 種 の 知識 を 有 
し 、 こ れ ら の 種子 が 発芽 し て 育ち 繁栄 し て 果実 を も た ら す か どう か を 知っ て お られ 
NSP 
付く か どう か 、 彼 が 死 し て 復活 する か 否 、 神 の み が 述 べ る こと が で きる 。 要する 
CN 潜在 的 可能 性 の 完全 な 知識 
i 4 由 の 2 が の 半 の 近 語る と が で きる 。 
55 神 の み が 、 人 間 の 夜 の 状態 と 日 中 の 行動 を 知っ て お り 、 い つ 何 時 で も 神 の 支配 下 
に 収め られ る 、 従 っ て 、 散 庶 な 者 と 邪悪 な 者 の 本 質 を 知っ て いる の も 神 の み で あり 、 
その 結果 と し て 神 の み が 加 を 下す こと の で きる 立場 に ある わけ で ある 。 
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六 草 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 会 
次 る 後 彼 は 、 お 前 達 を その ( 昼 の ) 中 | 人 37 を ゴイ イー ラジ 
A ふつ as el ses 

に 起こ さ し め る な り 、 定 め の 期 間 ** 0 
WA WW と A っ > デ 
び 全う させ られ ん が た め を 。 的 A 
: Os 


Nites. され お WM の な し た 


和 天 
62. 古 し て 、“ 彼 は その 僕 等 の 上 に 王 
高 に 君臨 す 97。 ま た 、 ム 彼 は お 前 達 
の 上 に 保護 する (監視 ) 者 を 遣わ す 。 従 
っ て 、 死 が お 前 達 の うち の 誰か に 至る 
時 、 わ れ ら の 使者 た ち (天使 ) が その 者 
を 死な せ た り 。 さ れ ば 、 彼 等 は 如何 な 
る こと も 無視 せ ざ る な り 。 
63. 然 る 後 に 、 彼 等 は その 真 の 主 た 31 
る アッ ラー の 許 に 帰ら し め ら れる な 
り 。 よ く 聞 け ! 裁断 は 彼 の も の な り 。 
面 し て 、 彼 は 最も 迅速 な 清算 者 な り 。 
64. 云え 、“ 「 陸 や 海 の 暗闇 * 唱 か ら お 
前 達 を 救う 者 は 誰か ? (か か る 時 ) お 
前 達 は 、 心 密か に 謙 っ て 、 彼 を 喚 
び て 祈 る 者 な り 。『 彼 も し 我 等 を こ 


ar 


@ 
中 
む 
財 
to\ 
は 
に 
し 
が 
\ 
で 


MESILSAPENRIIEEBS 
(9) & ls | 


がら ば 0 SS ? " 


96:19: 13:17. 113:12; 82:11. “10:23; 17:68; 29:66: 31:33, 


SS6 ここ で 言わ れ て いる 「 期 間 」 は 、 人 間 が 生ま れ な が ら に し て 肛 与 され て いる 才能 


や 力 に よっ て 決定 され て お り 、 そ の 使わ れ 方 が 正しい か 否 


『 か に 従っ て 、 延 ば され た 


り 短 縮 さ れ た りす る 。 こ こ で は 、 神 の 永遠 の 知識 へ の 言及 は な い 。 
5? 当館 は 神 の み が 加 する 権利 が ある も う ひ と つの 理由 を 規定 し て いる 。 例 えば 、 神 


は カー ヒル (至高 に 君 只 す ) で ある 。 有 即ち 、 
当 と 考え る と き は いつ で も 、 


常に 正しい 知識 に お いて 彼 の 被 創 巡 


すべ て に お いて 強力 で 絶大 、 故 に 彼 が 妥 


造 者 を 六 す る こと が 


で きる 。 RO と は な い 。 


858 


ズル マー ト A と は 文字 通り に 
し み 、 窒 、 不 幸 」 を 示唆 する 。 


「 闇 」 を 意味 し て いる 。 こ こ で は 、 


「 ot 
「 番 


ON 
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じ 谷 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 太 次 


の こと より 表 わ ば 、 我 等 は 必ず 感謝 ぶ ぁ 宅 3 Js al 
する 者 の うち と な らん 』 と 」。 


65. 云え 、「 ア ッ ラ ー こ そ は お 前 達 Se ント ンー ララ ニョ ン ェ 4 
て いつ i A 
を それ 等 より 救う な り 、 面 し て 一切 テー の 2 NS 


ON BN DO 8 
前 達 は 併せ 祀る な り 」。 


66. CR SR 8 
、 脚 下 か ら も 責 苗 を 科 し 得る 権 。。。 。 。 。。 
oo また お 前 達 に 疑惑 を 抱か Re RICE 
し め て 派閥 に 分 像 し 、 お 前 達 の 一 音 人 :1 ど て の と 1| 
0 1 


め る な り 59 | と 。 見 よ 、 われ ら は 如 SN 2 
何 に さま ざま な る 方 法 で 神 兆 を 詳 
説 す る こと を 「! 役 等 が 悟ら ん が た 2 2 で こ 
め に 。 ~ 1 
67、 面 し て 、“ 液 の 民 は それ を 虚偽 と 人 1 2 の YSo 1 ンー ン 
みな し た り “の 、 そ は 真実 な る も の で Co EE 
ある に も か か わら ず 。 云 え 、 ヶ 「 我 は DE SE とう 
MM が 
68. すべ て の お 告げ に は 、 一 定 の 時 SC CE 

(の ⑳) \ al: 
NN OO ンプ 3 
る べし 。 


66:6. 239:42: 4277. 


や 「 頭 上 か ら の 貢 苦 」 と は 、「 餅 伴 、 地 震 、 ハ リ ケ ー ン 、 強 力 な カカ に よる 層 者 へ の 
抑圧 、 精 神 的 な 苦痛 」 な ど を 示唆 する 。「 脚 下 か ら の 貢 苦 」 と は 、「 疫 病 、 悪 疫 、 
臣下 に よる 反乱 な ど 、 そ れ に は 不 和 、 分 裂 、 時 と し て 内 戦 に 至る 衝突 」 の 懲罰 で あ 
る 。 こ れ は 「 お 前 達 の 一 部 に 、 他 の 一 部 を 以 て 貴 普 を 味わわ し め る 」 と いう 言葉 に 
も 暗示 され て いる 

69 代名詞 “それ” は 、(①⑪) 議論 の 下 で の 問題 、 (② 聖 クル アー ン 、(③ 神 的 名 

及 す る 。 最 後 の 適 MO 約束 さ 
来る こ と を 意 味 し て いる 。 


EN 
現す る の で ある 。 
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アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 巻 
69. 耐 し て 液 、 わ れ ら の 神 兆 に つい OGA 3 わ 51.3 


て 吊 笑 する 者 を * 見 な ば 、 彼 等 が その 
外 の 話題 に 変え る まで 彼 等 か ら 訣 れ 


よ 。 され ば 、 も し 悪魔 が 激 を 忘却 
せ し む る こと ある と も 、 そ れ に 気 
付い た 後 、 不 義 な す 民 と 同 入 す る 
な か れ 。 


70. され ば ? 異 散 す る 人 々 に は 、 彼 等 
に つい て いさ さか な 責任 も な し 。 さ 
れ ど こ は た だ 忠告 な り 。 彼 等 が 長 散 
せん が た め に 。 

71. 証し て 、< 己 が 宗教 を 遊戯 か 気 晴 
し と 考え 、 現 世 の 生活 に 欺 か れ て い 
る 者 ども を うち 捨て て お け 。 如 何 な 
る 生命 も その 稼ぎ し も の の た め に 破 
滅 さ れ な いよ う 、 液 之 (タル アー ン ) 
に よっ て 忠告 せよ 。 そ れ に は 、 ア ッ 
ラー の 外 に 、 佑 助 者 も 執り な す 者 も 
な か る べし 。 た と え そ れ ( つ まり その 
生命 ) は 如何 な る 身代金 を 以 て し て 
も 、 そ は 受 納 せ られ ざる べし 。 こ れ 
ら こ そ 、 そ の 稼ぎ し こと が 故に 、 破 
滅 さ れ た る 者 な り 。“ 彼 等 に は 、 熱 湯 
の 飲み 物 と 痛ま し い 南 昔 あら ん 、 そ 
の 不信 せ し が 故に 。 

九 項 

72. 云え 、“「 我 等 は アッ ラー 以外 
AO 
る も の を 祈 れ よう か 。 ま た 、 ア ッ ラ 


Cl 


BE as ENS 
ET gr id 1 と ビ 3 
ORE TI GCSE I 


24%2 る 


i 3 
っ 338 22 る 6 5 

プイ イー ンタ る 
こと や ひこ 


89 3 
弄っ お 


Ol SAY 
cl 9 NS <% 
| 
EE ITE 
& 
CSNY bbl 5302383 Ss 
SL SY 


4: 141. 06:53. (5:58; 7:32: 8:36. 10:5. 21:67; 22:74. 
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上 伏 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An'am( 家 畜 ) 六 昔 
ー が 我 等 を 導き 給え し 後 、 悪 魔 の 誘 0 BIPG 2 っ le どじ スス 
惑 に ま ど わ され て 、 地 上 で 当惑 し た 前 0 
Se Fi > | 7 ンー 上 ン > » |、3 
る 者 の 如く %%、 我 等 は 夏 を 返せ よう cw2149 ご ステ ころ 3 
か 。 彼 に は 、『 我 等 の 許 へ 来れ 』 と し を 計 は し レッ イイ ンス ag 
うる の 1 Ss ス 32 aE 
正しい 道 に 招い て くれ る 仲間 が いる つき OOS CSR 
とい の に Jy 大 アッ ラー の CTE ei 
持 導 こそ 真 の 導き な り 。 柄 し て 我 等 。 ^ Ss 
は 森 羅 W 万 象 の 主 に 服従 せよ と 命ぜ ら Oc 


れ た り 。 
73. また (云え )、 礼拝 を 遵守 し 
彼 を 異 れ 散 え よ .』 と 。 曽 し て 、 彼 こ 
そ へ お 前 達 は 召集 せら れん 」。 
74. 耐 し て ? 彼 こそ 真理 を 以 て 諸 天 と 
大 地 を 創造 せ し 御方 な り 。 さ れ ば 、 
彼 が 「 在 れ 」 と 言う その 日 に 、 そ は 
在 る な り 。 彼 の 御 言葉 は 真理 な り 。 
また < 員 刀 が 吹き 鳴ら され る その 日 は 
se 王権 は 彼 の 所 有 な り 。 彼 は 見 る 
あ た わ ざる も の も 見 える も の も 、4 就 
知 し 給 う 御方 。 さ れ ば 、 彼 は 賢 哲 に 
A 
s. 面 し て 、? ア ブラ ハム が その 父 ア 
0 2 に 云え し 時 (の こと を 思 


ググ 


SI NIE CN RS 
ECS が PE キ 記さ 
クジ oo 
SS 38 GG 


OO EI 


4:78; 22:79; 24:57. P14:20; 16:4; 29:45, “27:88; 39:69. 19:94; 13:10: 23:93; 39:47: 59:23. “19:43, 


92 当 節 は 、 偶 像 崇拝 者 の 場合 を 、 進 むべ き 決 まっ た 方 向 の な い 迷 える 人 に た と えて 


いる 。 し か し その 信仰 者 は 、 人 生 の 定まっ た 目的 と 目標 を も っ て いる 


。 彼 は いつ も 


確信 の も と に 唯一 の 神 に 祈り を 捧げ 、 偶 像 宗 拝 者 の よう に 取り 乱 し て さま よい 歩く 


CR 


OO 


昔 は 、 神 の 教え の 幅広 い 普 


よっ て も た ら さ れる べき 大 いな る 部 命 の 魚 微 で ある 。 
当 節 は 、 聖 預言 者 の 教え が 世界 に 幅広 く 発 表 さ れ 
が 勝利 を 得 、 支 配 を する 時 、 そ れ か ら 神 の ( 王 ) 上 


受け 入れ られ 、 そ し て イス ラム 教 
還 は この 世に は っ きり 示さ れる よう 


に 確立 し 、 そ し て その 日 、 偶 像 は 粉々 に 破壊 され る こと と な る の で ある 。 


94 旧約 聖書 で は アブ ラ ハ ム の 父 の 名 は テラ と され て いる (創世 記 11:26) 。 


新約 聖書 
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人 


六 


え )、 「 液 は 偶像 を 神 と 見 な すか る 2235 こ TAGES 
我 、 流 も 汐 の 民 も 明らか な る 邪道 i 
中 に 見 た り 」 どど 8 On ひ 3 


76. 耐 し て 、 わ れ ら は か く て 、 ア ブ ECA NE Po EY 
ラ ハ ム に 諸 天 と 大 地 の 王 威 を 示し た 。。  。 2 
る な り S965。 ま た 、 彼 が 信心 相 周 な る O2O デ me うこ つの 5 ご 


で それ は タラ で ある (ルカ 3:34)。 タ ルム ー ド は 、 ル カ に 一 致し て いる 。 教 会 の 歴史 
の 父 、 エ ウ セ ビ ウ ス は 、 ア ブラ ハム の 父 の 名 と し て アー サル を 挙げ て いる (Sale よ 
り ) 。 こ れ は ユダ ヤ 人 の 導 で さえ アブ ラ ハ ム の 父 の 名 に つい て 意見 の 不一致 が 存在 
し て いた こと を 示す 。 エ ウ セ ビ ウ ス は 創世 記 と ルカ で 異な る 強い 理由 を 得 て い た に 
違い な い 。 正式 な も の は アー サル で 表 さ れ て お り 、 後 に タラ また は テラ に 変更 に な 
っ た 。 ア ー サ ル は 聖 ク ルアー ン に 挙げ られ た 名 (アー ザル ) に よく 似 て いる 。 発音 
MI 0 は 財 で て ある: トリ スト 者 の 者 近 朋 は 休 


A en NA 

ラ は お お よそ アー ザル と 同じ で ある 。 こ れ は 聖 ク ルアー ン の 解釈 が 遥か に 信 江 性 が 
高い こと を 示し て いる 。 加 えて アー ザル は アブ ラ ハ ム の アプ ブ ( 父 ) と 呼ば れ て いる 
(26:87) が 、 そ の 言葉 は 父 、 叔 ( 伯 ) 父 か 祖父 な どの 両方 に 適用 され る 。2:133 節 で ヤ 
0 OS A CR RE ER 


クル アー ン に 示さ れ て いる 。 ア ER ブ で ある ア ご カル に 、 夫人 べ の 0 
RE 気づい た と き 彼 は 神 の 敵 で あっ た 。 彼 は アー ザ 
ES 実際 この こと を 禁じ られ た (9:114) 。 し か し 14:42 節 で 
ブラ ハム は 、 そ の 言葉 が 父 に の み 適 用 され る 彼 の ワー リド ッ ゥ ( 父 ) の た め に 祈っ て 
ON EE 
違う 人 物 で あっ た こと を 示し て いる 。 載ら く 彼 は (アブ ラ ハ ム の ) 伯父 で あっ た 。 い 
くつ か の 聖書 の 引用 で も この 推論 を 支持 し て いる 。 ア ブラ ハム は テラ の 娘 サ ラ と 婚 
如 し た (創世 記 20:12) 。 そ れ は テラ が 彼 の 父 で な か っ た こと を 示す 。 なぜ な ら 彼 が 
目 分 の 姉妹 と 婚 敵 する こと は で き な か っ た か ら だ 。 彼 の 父 は 亡くな っ て お り ア ブ 
ラ ハ ム は 、 彼 に 娘 を 嫁 が せ た 伯 父 ア ー ザ ル ま た は アー サル に 育て られ た こと が 示 
され て いる 。 アー ザル が アブ ラ ハ ム を 育て 、 役 に と っ て 父 の よう な も の だ っ た こ 
と が 、 後 者 は その 息子 が 呼ば れる よう で 、 こ れ が アー ザル また は アー サル が アブ ラ 
ハム の 本 当 の 父 で ある と 提 え る よう 誤 ら せ た と 思わ れる 。 そ れ は アー ザル が アブ ラ 
ハム を 偶像 を 破壊 し た 罪 で 王 の と ころ へ 連行 し 訴追 し た こと が タル ムー ド に も 示さ 
れ て いる 。 も し アー ザル が アブ ラ ハ ム の 父 で あっ た な らち 彼 は 、 自 分 の 息子 に 対し て 
その よう な 徹底 し た 手段 を 取ら な か っ た で あろ う 。 
98 当 節 は 、 神 が アブ ラ ハ ム に 、 天 地 万 物 で 働く 自然 の お き て と 、 全 て に ゆき わた っ 
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者 と な らん が た め に 。 cs | 
77. され ば 、 夜 の 帳 が 彼 を 徐 い た る CS bu そい Ns 
や 、 彼 は 一 つの 星 を 見 た り 。 彼 は 云え ER 。 。 
り 、「 こ は 我 が 主 な り 」 と 。 し か る マテ ! YJ sl LOS こう は A 
に 、 そ れ が 沈み た れ ば 、 彼 は 云え り 、 os) 


「 我 は 没 する も の を 好ま ず 」 と 。 

78. 次 いで 役 は 、 輝 きた る 月 を 見 OAS 
て 、 云 えり 「 こ は 我 が 主 な り 」 さ れ 。 "  。 
ど そ れ が 没 し た る や 、 彼 は 云え り 、 G2 ぐ こう ょ 6 つつ JJUSJSI GS 
「 も し 我 が 主 は 我 を 導 か ず ば 、 我 は 必 4 
ず 迷 いた る 者 ども の 中 と な らん 」 と 。 SA Nr Y 


79. 次 いで 彼 は 交 き た る 太陽 を 見 3211AJUAE 2 
て 、 云 えり 「 こ な 我 が 主 な り 。 と は うー 
偉大 な り 」。 さ れ ど これ も 没 し た 8372%05 こ 95 Sa 
る や 、 彼 は 云え り 「 我 が 民 よ 、 我 ES 
は お 前 達 が 併せ 礼 る も の より 絶縁 OO や 3 LE 
する な り 98。 


て いる 神 の 力 と 支配 へ の 知識 と 洞察 力 を 授け た こと を 述べ て いる 。 

366 第 77 節 か ら 79 館 ま で は 、 ア ブラ ハム が その 偶像 崇拝 者 達 に 呈示 し た 彼 等 の 太陽 、 
月 、 そ し て 星 の 数 々 は 、 そ の まま 彼 等 が 崇拝 する 神 ( の 数 ) で ある と いう 彼 等 の 信心 
の バカ バカ し さ を 論 じ て い る (ユダ ヤ 教 百科 事典 )。 し か し これ ら の 節 か ら 、 ア ブラ 
ハム 自身 が 暗中 模 率 し 自分 の 神 が 誰 で ある か を 知ら ず 、 そ し て 夜 の 星 、 月 、 そ し て 
太陽 を 次 か ら 次 へ と 袖 に し て 迎え 、 そ し て それ ぞ れ が 各々 の 見 方 に 向かっ た 時 、 彼 
等 の 神 へ の 信心 を あき ぎら め 、 天 地 の 創 造 者 で ある 唯一 の 神 に 向き な お っ た 、 と 推定 
する の は 間違い で ある 。 事実 、 こ の 一 節 は 、 ア ブラ ハム が こう いう 天体 を 神 と みな 
し た どこ ろか 、 彼 の 人 々 に 彼 等 の 信心 の 空 し さ を 一 歩 一 歩 証 明 し よう と 努め た こと 
を 示す た め 、 色 々 な 面 か ら 論じ られ て いる の で ある 。75 と 76 節 は 、 ア ブラ ハム が 只 
ー の 神 の 断固 た る 信者 で あっ た こと を 表し て いる 。 彼 は 、 従 っ て 、 暗 中 模索 し て い 
た り 、 一 つの 神 か ら 又 違う 神 へ と さま よっ た と みな され る こと な ど あ り 得 な い 。 

「 こ は 我 が 主 な り 」 と いう 昔 葉 は 、 盾 を 崇拝 する 人 に 対す る 反論 で ある 。 彼 は 、 彼 
の 人 々 の 星 が 彼 等 の 神 で ある と いう 信仰 を あ ば く た め に これ ら の 言葉 を 述べ た の で 
ある 。 そ の 上 に 彼 は 、 星 が 沈ん で し まう も の で ある こと を も 知っ て いた 。 従っ て 彼 
の 「 我 は 没 す る も の を 好ま ず 」 と いう 言葉 に 含ま れ た 議論 は 既に 彼 の 中 に は 存在 し 
て いた に ちがい な い 。 実際 に は 、 彼 は 自分 の 議論 を 最も 効果 的 な 形 で 使い た か っ た 。 
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80. ば に“ 我 は 語 天 と 大 地 を 創造 し た う 55、230 < うま うう 

る 御方 の 方 に 、 常 に 帰依 服従 し な が し し 

ら 、 己 が 上 顔 を 向け 奉る 。 さ れ ば 、 我 IE3 > 3 | 
まぐ 6 

は 多神教 徒 の 類 い に 非 ず 」。 6< て 2 


中 を 


81. 耐 し て 彼 の 民 は 、 彼 と 共 争 し た 33 受 E3UBT 42 っ: 
る な り 。 彼 は 云え り 、「 お 前 達 、 ア RS 


ew ce と イド きん ーー < ペン 3 ンー ラタン 

ッ ラ ー に つい て 、 我 と 論争 する つも も CO ぷよ まさ の こう (9 CASA9 

りか ? 彼 は 確か に 我 を 導き た る に も と 。 レレレ ュ ン コレ ァ 。 ィ < 
、 \ 、 Ct ot ンマ 区 2 s ュ ヤン ン TA2 2 

か か わら ず 。 さ れ ば 、 我 は お 前 達 が OSG OD 


彼 と 併せ 祀る も の (か ら の 危害 ) を 怖 OI CES 
れず 。 ? 但 し 我 が 主 が 欲す る も の は 別 0 
な り 。 我 が 主 は 、 そ の 知識 が すべ て 

の も の に 及び た り 。 さ れ ば お 前 達 、 

忠告 に 従わ ざる か ? 

82. 我 安 ん ぞ お ね 前 達 が 併せ 祀る も の Vs 全て 和 る (を 
を 怖 れ ん や 。 お 前 達 は アッ ラー より 


ィ っ タラ ンタ イッ ライ < る 
加 何 な る 権限 も 授け られ ざる も の を ービス 
彼 に < 併せ 祀る こと を 怖 れ ざる に も か CR 


か わら ず 。 さ れ ば 、 両 派 の どちら が 2 2 
最も 平安 を 得る べき か 97、 も し お ね 前 SO OY し 、 を 8 8 
達 知る な ば 。 


3:21. 07:90. “7:34; 22:72, 


従っ て 、 彼 は 最初 に 星 が 自 分 の 神 で ある と 仮定 し て 、 そ し て それ が 消え た 時 、「 我 
は 没 す る も の を 好ま ず 」 と 急い で 宣言 し た 。 月 と 太陽 は 沈む ぜ こ と に 関し て も 同様 で あ 
っ た 。 太陽 の 場合 は 、 彼 は 彼 の 人 々 の 愚か さ を あ ざけ る た め に 、「 よ り 偉 大 な 」 又 は 
「 最 も 偉大 な 」 と いう 言葉 を 皮肉 に 使っ た 。 こ れ は 、 彼 が と り 入 れ た 議論 ひひ と くだ 
り に よっ て 、 ア ブラ ハム が 徐々 に 神 へ 彼 の 人 々 を 引く つも り で あっ た こと を 示す 。 
80-82 節 に 、 ざ っ と 目 を 通す だ け で 、 ア ブラ ハム が 神 に 断固 た る 信仰 の み を 持っ て い 
た だ け で な く 、 神 の 特質 に 関す る 深い 知識 も 持っ て いた こと は 、 非 常に 明白 で ある 。 
“67 当 節 及び 前 の 二 節 は 、 間 違い な く 77-79 節 に 関連 する 出来 事 が 議論 の 方 法 に お い 
て アブ ラ ハ ム に 使用 され て いた こと を 示し て いる 。 別 の 点 で 彼 は 、 自 身 が 忠実 な 唯 
神 諭 者 で 神 の 稼 愛 と 知識 の 泉 を 深く 吸収 し て いた 。 
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83. 信じ て 、 そ の 信仰 を 不義 と "混同 3 に 355 3 31 
せ ざ る 者 達 、 こ れ 等 こそ は 平安 を 得 ら 5 

る 者 な り 。 面 し て 役 等 こそ は 導 か れ 。 つる 9 YI 
た る 者 な り 。 8G ラス くっ で 

寺 項 

84. 耐 し て これ こそ われ ら の 論旨 に 5 <s GLGS1 CR ええ ご 和 3 
e。 お 衝 届 宅 れ アフラ 
に 、 そ の 民 に 抗 し て 与え た る な り 。 ちこ やこ の ら テ つっ 3 お A 


see 5 われ ら は 己 が 欲す る 者 に 位階 - 

ト 』 LL ウン | 
高 お 。 げ に 没 の 主 は 買 哲 に し て 、 す らら っ Sa EO) 
べ て を 知り 給 う 。 


85. また “われ ら は 、 彼 に イサ ク と ヤ 8 の 32、 4 Es 
コブ を 授け 、 我 等 は それ ぞ れ 導き た a A 
り 。 ま た これ 以前 に 、 わ れ ら は ノア da SS 
を 導き た り 。 そ し て その 子孫 の 中 、 
ダビ デ 、 ソ ロモ ン 、 ヨ ブ 、 ヨ セ 
931:14. P12:77. “29:28, 


98 当 節 は 、 ア ブラ ハム が 彼 の 主として 次 か ら 次 へ と 天体 を 選び 、 徐 々 に 神 へ の 信仰 
持ち 始め た の か 、 宅 れ と も どう いっ た 天体 を 神々 と て 學 近 する と と に ぶっ で 彼 
の 人 々 の 誤り を 証明 し よう と 努め る こと に 用 いた 。 巧み で 潤 進 的 な 論証 で 、 問 題 を 
明白 に 解決 する 。 当 節 は アブ ラ ハ ム が 最初 か ら 唯 一 の 神 へ の 明らか な 、 確 固 と し た 
信念 を 、 も っ て いた こと を 表し 、 そ し て 太陽 や 月 等 に 関し て 彼 が 言っ た こと は 、 神 
が 彼 に 教え た 論証 の 一 部 で あっ た 。 

3999 アッ ユー ブ も し く は ヨブ は ヨブ 記 の 主要 人 物 で ある 。 彼 は 聖書 の 中 で ウズ 地 に 住 
ん で いる と 述べ られ て いる 。 専門 学者 の 中 に は 、 こ れ は イド ウッ ゥ ミア 又は アラ ビア 地 
方 で ある と いう 者 達 が いる 。 又 他 に は 、 メ ソ ポ タ ミ ア を 彼 の 出生 地 と し て 定め て い 
る 者 達 も いる 。 ウ ズ は どう や ら ど こ か アラ ビア の 北 に あっ た よう で ある 。 イ スラ エ 
ル 人 の エジプト か ら の 脱出 以前 に ヨブ は その 地 に 住ん で いた と 言わ れ て いる 。 従っ 
て 、 彼 は 、 モ ー ゼ より も 前 に 生ま れ て お り 、 又 一 部 で は モー ゼ よ り 約 20 年 前 に 預言 
者 と し て の 使命 を 受け た モー ゼ の 同国 人 で ある と 言わ れ て いる 。 彼 は イス ラ エ ル 人 
で は な く 、 ORO 彼 は 、 非 常に 変化 に 富ん だ 生 
涯 を 送り 、 神 に 多様 な 方 法 で 試さ れ た 。 し か し 彼 は 最も 信義 に 厚く 公正 で ある こと 
を 立証 し 、 非 常 な 迷 境 に お いて も 忍 耐 強く し っ か り と し て いた た め 、 彼 は 忍耐 の 手 
本 と し て 、 今 な お 人 類 の 記憶 に と ど め られ て いる (ユダ ヤ 教 百科 事典 及び 、 イ スラ ム 
百科 事典 ) 。 


ン 


tf ペ 
gals ~~ 9 3%5 で 33 
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フ 、 モーゼ と アロ ン を 導き た り 。 さ 3201 の 224 の 2 め 2 こ 323 う 
れ ば 、 わ れ ら は か く の 如 く 恩恵 を 施 


刊 は 


3 ン 5。 っ 42 a 
す 人 々 を 報奨 す 。 OU SS 


86. また 、 ザ カリ ッ ヤ ー、 ヨ ハネ 、 あし 22 eS S53 
イエ ス 、 並 びに イル ヤー ス を も 。 皆 < 
それ ぞ れ 高潔 な 者 た ちの 中 な りき 。 Oe a 


87. また 、 イス マイ ル 、 エリ シャ 、 4 パン ン ネ ラン と 2 | 21 3 
ヨナ 、 並 びに ロト を も 。 さ れ ば 、 わ と うー se 


れ ら は “その 各々 を 森 雑 万 象 に 優 らし OR EE SH; 


め た り *"°。 


88. また 、 彼 等 の 父祖 や 彼 等 の 子孫 と ッ < の 4 イン シヤ P| < 
ーー の) PL IMGS I I od WN SS 
並び に 、 そ の 兄弟 の 中 か ら も ( 或 る 者 


72:48: 3:34-35; 45:17. 


970 ノア の 未 座 の 預言 者 た ち は 、 当 節 と 前 の 2 節 で 3 つの 異な る 派閥 に 分 か れ て いる 。 
そし て 各々 の 派閥 に 特徴 的 な 資質 が 加え られ た 。 第 一 派 は 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 ヨ 
ブ プ 、 ヨ セ フ 、 モ ー ゼ 、 及 び ア ロン つま り 、 力 と 繁栄 を 与え られ た その 結果 、 従 者 た 
ち に 善い 行い を 施せ た 預言 者 た ち 。 そ れ 故 この 派 に 属す る 者 は 、 そ の 民 に 物質 的 利 
益 を も た ら せ た 。 彼 等 の 時 代 の 世 の 力 と 繁栄 を 通し て 「 恵 み を 施す 人 々 」 と 称 さ れ 
た 。 ダ ビデ と ソロ モン は 王 で あっ た 。 ヨ セ フ と ヨブ の 二 人 は 並外れ た 忍耐 に よっ て 
耐え た 苦悩 を 試さ れ た 後 、 繁 栄 に 恵まれ た 。 モ ー ゼ と アロ ン は 彼 等 の 民 に 至高 の 権 
威 を 亭 受 し た 。 第 二 派 に は 、 ザ カリ ッ ヤ ー、 ヨ ハネ 、 イ エス 、 及 び エ リア ス が 信 ま 
れる 。 こ れ ら の 預 斉 者 に は 世俗 の 権力 や 財産 は 何 も な か っ た 。 そ れ ぞ れ 慎 まし く 貧 
し い 人 生 を 送っ た 。 エ リア ス は 減 多 に 見 か けら れ な か っ た の で 、 一 般 に 彼 が 森 に 住 
ん で いた と 云わ れ て いる 。 こ の 派 の 預言 者 は 「 高 潔 な 者 」 と し て 描写 され て いる 。 
第 三 派 は 、 イ スマ イル 、 エ リ シ ャ 、 ヨ ナ 、 そ し て ロト か ら 成 る 。 彼 等 は 世俗 的 な 力 
を 有 し な か っ た が 、 神 は 彼 等 に 恩 角 と 優秀 さ を 与え た 。 彼 等 は 権威 と 富 を 持つ こと 
を 切望 し た 、 と 主張 され て いた 。 イ スマ イル に つい て 、 聖 書 を 読 お と 「 こ の 子 は 、 
野生 の ロバ の よう な 人 と な り 、 か れ の 手 は 、 み な に 逆らい 、 み な の 手 も か れ に 逆 ら 
い 」 と ある (創世 記 16:12)。 エ リ シ ャ に つい て 、 彼 に 従わ な か っ た 王 を 殺 雪 させ て 政 
権 を 獲得 し た と 云わ れ て いる 。 ヨ ナ に つい て 、 彼 が 自身 の 権威 を 模索 し て いた と の 
申し 立て が 示さ れ て 、 彼 の 預言 が 実現 ざさ れ な か っ た こと に 名 を 汚さ れ た と 彼 は 考え 
た の で 、 神 を 不快 に 思う よう に な っ た と 推測 され て いる 。 ロ ト に つい て 、 彼 が 肥 泊 
な 牧草 地 を 欲し て 常に 同族 の アブ ラ ハ ム と 口論 し て いた 、 と 主張 され て いる 。 従っ 
て これ ら の 預 賞 者 は すべ て 、 富 と 権力 を 求め て いた と 告発 され て いる 。 し か し 型 ク 
ルアー ン は これ ら す べ て の 告発 を 誤り で ある と 宣 斉 する 。 彼 等 は 、 神 が 高め た 神聖 
な 者 た ちの 派閥 で あっ た 。 
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た ち を )。 さ れ ば 我 等 は 彼 等 を 選び た 上 し に っ 、 2 る 
る な り 。 耐 し て 我 等 は 彼 等 を 正しい 


ラチ 
っ ゃ る っ で 
道 へ 導き た り 。 Oa 


る に よっ て 、 己 が 機 笠 の 中 か ら 、 そ を 。 レレ レッ 
の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 さ れ ど “ 彼 等 EI 3 ts 
も し 併せ 祀り し な ば 、 彼 等 の 行い た ON コン 
SOLISE 
る こと は 無益 に 帰し た る 秒 な り 。 
90. これ 等 の 人 々 こそ 、 5 われ ら が 彼 2 る ご 3 5 RI EL 5) 
等 に 経典 1 と 智恵 と 預言 者 の 身分 を ーー シル テン 2 
簡 け を た る な り 。 されど も し と れ 登 の 8 2623OU "SS5 


89. こ は ア ッ ラ ー の 和 剛 な り 。 彼 は a る NS 
Ui 


人 々 が それ を 拒む な ば 、 わ れ ら は 拒 3 し 
HI OT RIL の loC55 
91. これ 等 の 人 々 こそ 、 ア ッ ラ ー が る 8 人 ek て 3 拓 そり 
放さ 答え た り 。 され ば 、 そ の 科 に TE 2 1 は らち 38 
従え "2。 云 え 、「 我 は この た め に 如 | ee AITY US 608 
DR 


74 所 館 は すべ て の 預言 者 が 、 そ れ ぞ れ の 経典 を 授かっ た こと を 意味 する も の で は な 
い 。 「 経 典 を 授かる こと 」 と は 、 法 を も た ら す 預言 者 を 通じ て それ を 与え る と いう 
意味 に お いて 、 一 般 に 聖 ク ルアー ン で 使わ れる 表現 で ある 。 了 明 クル アー ン (45:17) の 
他 の 箇所 で 三 つ の 事項 が 述べ られ て いる 。 即 ち 経典 、 支 配 権 及び 預言 は すべ て の イ 
スラ エル の 子孫 に 与え られ た 。5:45 節 で モー ゼ の 後に 現れ た 星 の 集 まり ほど の 数 の 
預言 者 た ち は 新 し い 法 を 与え られ な か っ た が 、 ト ー ラ ー に よっ て 与え られ た 法 に 従 
い 審 判 し た こと を 我々 は 理解 し た 。 事 実 、 預 言 者 と は 二 種 類 あ る 。 経典 が 与え られ 
て 法 を も た ら す 預言 者 と 経典 も し く は 律 法 に 従う 預言 者 た ち 。 そ の 場合 「 我 々 が 彼 
等 に 経典 を 授け た り 」 と いう 表現 は 、 彼 等 が 経 N の 知識 を 与え られ た 、 また は 彼 等 
は 法 を も た らし た 前 任 者 か ら 経典 また は シャ リー ア を 受け 継い だ 、 を 意味 する 。 
72 その 言葉 は 、 聖 預言 者 また は すべ て の ムスリム の いずれ か に 呼 び か けら れ て いる 
と 解釈 され て いる の か も し れ な い 。 何故 な ら す べ て の 預言 者 の 基本 的 な 教え は 同じ 
RR SR あたかも 他 の すべ て 
の 預言 者 た ちの 個々 に 見 出さ れ た すべ て の 優れ た 性 質 を 自身 に 結合 され た か の よう 
II それ ら は 示し て いる の か も し れ な い 。 「 彼 等 に 従え 」 と い 
葉 で 表現 され た 指示 は 、 物 事 ま た は 人 に 本 来 備 わっ て いる 性 質 も し く は 願望 を 
ます ア ムル ・ カ ウニ ー ま た は ハル キー (Khalqi) と 呼ば れる 精神 的 な 専門 用 語 の 中 に あ 
る 。 そ の よう な 命令 形 の 例証 と し て 3:60 節 、 及 び 2L:70 節 を 参照 せよ 。 
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PER TE ERR GTS AEE ERT EA RCRD GERARD RET HORACE RO RG EE RO ER ERE TGR AR EEE EERE EE 


NM 


何 な る 報酬 も お 前 達 に 求め ず 。 こ は & OSLLN Sy| ズ 6) 
た だ 森 雑 万 象 へ の 忠告 な り 」。 
十 一 項 

92. され ば “ 役 等 が 、 「 ア ッ ラ ー は 如 IIERCSEt 電 1 い 1Pgtt1 ン も 
何 な る 人 間 に も 何一つ 降 さ ざる な り 上 Ok 
73」 と! 云え し 時 、 彼 等 は アッ ラー OeUS 0 El 
を その 真価 に 値する 程 評 価 せ ざり し 4 。。 ニー ヤン 。 6 レコ ンー セン シィ 
し 。 云え 、「 人 々 の た め に 光明 と DE EN 5 
ぎ よ うど う 
徐 導 と し て 、 モ ー ゼ が も た ら せ し 経つ し に 4 る 12 ス 3 0 32 

eS 4 っ AASS OU、 2 うる 5 
典 は 、 誰 が 降 し た る や ? お 前 達 は そ の 

の っ プッ ブラ ンプ Eo At 
れ を 単なる 書物 に し て 、 そ の いく ら UE SO 5 3 
いん べ い 

か を 示し 、 犬 部 分 は 隠蔽 する な り hd る ルッ シブ イイン) で マイン > る 28 イ タル イラ イイ 
et お 前 達 も お 前 達 の 祖父 も 知ら きり US 8 55 

a ss ー 民 な ラビ ンー ka \ ン ラタン イン っ 7 2A う そる 
RN A © wd @ > A 
か わら ず 」。 云え 、「 ア ッ ラ ー な り 」 

と 。 然 る 後 、 彼 等 を 己 が 空論 に 熱中 し 
て 楽し む ま ま 放 置 せ し め よ 。 

9 em に RS 初 < < 2 1 1 人 
93. 市 し て 、? こ は われ ら が 降 せ し 祝 324 41 
福 せ られ た る 聖典 に し て 、 そ れ 以 前 

i 1 づる < イ ント ャ ラン タラ デン ーッ ぅ 4 る 
に ある も の を 確証 す 。 面 し て ( そ は ) yD a3 S| 

し ょ ゆう 

流 が 諸 邑 の 母 "7?" 並び に その 周囲 の 
22:75: 39:68. 736:16: 67:10. “6:156; 21:51; 38:30. 

73 この 言葉 は 「 も し この 聖典 ( 墨 ク ルアー ン ) が 神 に よっ て 啓示 され た の で な いな ら 

ば 、 あ な た や あな た の 祖先 の どちら に も 知ら れ て いな いそ の よう な 賢明 で 広い 教 

え 、 つ まり あな た の 力 を は る か に 越え て いる 教え を 一 体 誰が その な か に 只 体 化し 

た の で あろ うか ?」 を 意味 し て いる 。 神 の み が そ の よう な 教え を 下す こと が で き 

る の で ある 。 

9 ユダヤ 人 達 は 、 モ ー ゼ の 五 書 の ある 箇所 を 明らか に し 、 聖 預言 者 の 出現 に 関す る 

預言 と お つげ を 含む 他 の 箇所 を 隠し て お いた こと を ここ で 非難 され て いる 。 

975 神 の 預言 者 の 現れ る 場所 は 「 諸 の 母 」 と 呼ば れ て いる 。 そ れ は 子供 が 母 の 胸 か 

ら 乳 を 吸う よう に 、 人 が 精神 の 乳 を 飲 な せな こと が そこ に ある 。「 そ の 周 開 の 人 々 」 ど と 

いう 言葉 は 、 人 類 全体 の た め の も の だ っ た 型 預 言 者 の 知ら ちせ と し て 、 全 世界 を 意 

する の か も し れ な い 。 
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マー ーー 


人 々 に “ 警告 せん が た め な り 。 さ れ 
ば 来世 を 信ずる 人 々 は 之 を 信ずる な 
り "7e、 ま た ? 彼 等 は その 礼拝 を 遵守 
する な り 。 


94. され ば 、“ ア ッ ラ ー に つい て 虚偽 
を 所 造 し 、 ま た 如何 な る 啓示 も 彼 に 
降 さ れず に 、 彼 は 「 我 は 啓示 され た 
り 」 と 云う 者 、 ま た 「 我 は アッ ラー 
が 降 せ し も の と 類似 た も の を 降 し て 
見 せん 」 と 云え し 者 あら ば 、 彼 以上 
の 不義 な す 者 が あろ うか ? 面 し て 、 
液 も し 見 る な ば 、 不 義 な す 者 ども が 
死 の 苦痛 に も だ える 最 中 "7、 天 使 た 
ち が そ の 手 を さ し 伸 べ て 「 お 前 達 の 
魂 を 渡せ 、 ア ッ ラ ー に つい て 虚偽 を 
述べ た て 、 尊 大 に も その 神 兆 に 対し 
て 優 慢 に 扱い た る が 故に 、“ 今 日 お 前 
達 は 屈辱 的 な 次 苦 を 報い られ る べ 
し 」( と 云う その 有 様 を )。 

95. 面 し て “お 前 達 は 確か に 、 わ れ ら 
が 最初 お 前 達 を 創り た る 如く 、 一 人 
ずつ われ ら の 許 に 来 た る な り 。 ま た 
お 前 達 は 、 わ れ ら が お 前 達 に 授け し 
も の は すべ て 自分 の 背後 に 残し た る 


2 wl ンー キン 5 っ コーン ンプ ライ る メ 
Bs ss 
る 

⑤O es 


A EA LCA 
イイ 
ad fd | >= 
Ed i Fe to 


D 
ュー ン 288 プ ゴーン ミン | < Ml 


ir MW 


み を 
Zw 1 < ン の と ルン イン っ コブ る うる イン 
ザン ン ンー る る っ シン くる で ン ネイ 
DI RI ES SI | 
を 2 タマ 


942:8. 223:10: 70:24. “6:22: 7:38: 10:18: 11:19: 61:8. 46:21. “18:49, 


76 これ ら の 言葉 は 、 来 る 人 生 の 中 で 信者 は また 聖 ク ルアー ン を 信じ な けれ ば な ら な 
いこ と を 示し て いる 。 従っ て 聖 ク ルアー ン を 信じ る こと と 来世 を 信じ る こと は 、 一 
方 は も う 一 方 が な いと 意味 が な いよ うに 、 共に 切れ な いよ う 結 ば れ た も の で ある 。 

7 この 苦痛 は 公正 と 不 公 正 の よう な 自然 の 一 般 的 法則 の 下 で 共有 され る 通常 の 死 の 
苦痛 と 同一 視 さ れる も の で は な い 。 し か し 明らか な 懲罰 が まさ し く 彼 等 の 死 の 瞳 間 


か ら 、 預 言 者 の 拒絶 者 た ち に 密着 する 。 
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人 


六 間 

な り "7%。 さ れ ば われ ら は 、 お 前 達 が Cs 2451 2 こう Ca うじ る 3 
の た め に ( 神 と ) 同 位 な り と 主張 せ 。 の 

td: る 8 。 ンズ る ] ~~ る 

る その 失 り 成す 者 ども を お 前 達 と ーー よっ 1 


緒 な る を 見 ず 。 確か に お 前 達 の 間 の 』 A 8 2 
絆 は 断 た れ 、 お 前 達 が 主張 し た る も \ 66 デ と る 5 TE 
の が お 前 達 か ら 消え 去ら ん 。 

十 三 項 
96. ば に アッ ラー は 、 親 粒 や 種子 を で 人 g 多 5 と 308 人 6 る 
裂き 開く 者 な り "2。< 彼 は 死 よ り 生 は 2 
を も た らし 、 ま た 生 よ り 死 を も た ら a 


し 給 う 者 な り 。 こ れ が アッ ラー な ラン まさ まあ イィ も とい) 上 。 ン ェ 
or 4 Ga SS | 
り 。 し か る に お 前 達 、 如 何 に 背 き 夫 プ や テロ プ 


らし め ら れ た る や ? 
97. ? 彼 は 稼 明 を 打ち 開く 者 な り 。* 役 ビス YG 
は 夜 を 休息 の た め に 設け 9、 ま た MNO 


タク っ タッ ンプ る “ 
太陽 と 月 と を 計算 の た め に 設け た り ご 03 し こえ う < 前 の 3 
4 こ は 威 力 に し て 全 知 な る 御方 に の 1 3・ 人 、3 お 5 
よっ て 定め られ た る 処置 な り 。 © al R03 


63:28: 10:32: 30:20. P113:2. C25:48: 78:11. 36:39-40; 55:6. 


78 その 言葉 が 意味 する の は 、「 液 ら が 精神 的 な 状態 を それ に よっ て 改善 する か も し 
れ な いよ うに 我々 は 確たる も の を 与え た が 、 流 らち は それ ら を 背後 に 残し た 即ち 、 無 
駄 に し て し まっ た 。 そ し て 今 そ れ ら を 使用 で きる 時 間 は 過ぎ 去っ て し まっ た 」。 

79 草木 が 芽 を 出す 、 も と に な る その 種 に ここ で は 注意 が むけ られ て いる 。 種 自体 は 、 
ほん の と る に 足ら な いも の で ある の に 、 成 長 し 、 大 木 に な る こと に 注意 が むけ られ 
て いる 。 同様 に 、 種 の よう に 人 間 は 、 神 の 啓示 を 受け 入れ る 者 、 そ し て 神 の 大 いな 
る 特質 を 反映 する も の と し て 成長 する こと が 可能 な の で ある 。 

"ちょ うど 、 人 が 日 中 働い て 疲れ て 夜 眠 り 元 気 を 回復 する の と 同様 に 、 聖 預言 者 が 
その 姿 を 現し た 人 々 は 、 長 い 休息 の 夜 を お くっ て いた が 、 彼 等 の 機能 は また 活気 を 
と り も ど し 、 精 神 的 エネ ルギー に 満ち あふ れる と ころ と な り 、 預 斉 者 の 導き の も と 
に 精神 的 発展 の 頂上 を 極め て いく (登っ て いく ) の に 著しく ふさ わし い 状 態 に な っ た 
の で ある 。 

や ちょ うど 自然 界 で 、 時 間 の 計測 と 光 の 源 と し て 太陽 と 月 が 欠く こと の で き な い も 
の で ある よう に 、 精 神 の 世界 で は 、 神 の 預言 者 は 絶対 必要 な も の で ある 。 
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98. また 彼 こそ 、< お 前 達 の た め に 11523 な の 当 光 
是 辰 を 設け た る 御方 な り 9%?、 お 前 達 2 


が 陸 で も 海 で も 暗 間 の 中 で 導 か れん ag zzoutW dt 


が た め に 。 げ に われ ら は 思慮 ある 民 i 
DOR っ 光ら 
に 神 兆 を 詳 述 せり 。 の OUS 23 


イブ 


99. また 彼 こ そ 、? お 前 達 を 一 個 の 30o っ 82 し 1、 2 骸 須 5 
生命 か ら 創り 給え り 、* 居 所 と 永久 の レレ ェ ッ レレ 。 ァ ン 」 
保管 所 を 造り た り 83。 われ ら は 理解 ビレ 29 よる と 5 か 29 うこ 35 


し 得る 民 に 神 兆 を 詳 述 せり 。 3488 。 才 こり 


100. 耐 し て “ 彼 こ そ は 、 雲 より 雨 を 降 色 2 引 < そり 3、 8 


ら せ る 御方 な り 。 さ れ ば 、 わ れ ら は そし レー レア レン ルー レン 
れ に よっ て 、 よ ろ ず の 草木 に 芽 を ふか 全 み き の の ば ゃ は っ 9 
せ 、 次 いで その 中 か ら 青 葉 を 出さ せ 、 で CC 区 ギ 。 を ます 2 っ る 
し か 2 LA se M と 2 se 
面 し て われ ら は その 中 か ら 鈴 な り の 殻  。 

i om と ssLE2 るー ンター 舗 | っ イン ッ 5 。 に 絡 そ ム < 
粒 を 実ら し お 。 ま た 東 格 子 の 葉 靖 か 42MSOI29 6 らら ssd で 5 


ら 枝 も た わ わ に 房 な す 子 の 実 を 垂 。 ,。。 ee 0 
ぶどう えん 内 * ゃ 3 
9 また われ ら は 、 と と つじ に に つろ 3 


か ん ら ざく る 2 に と 2 トス 2 
に 、 徹 横 隊 、 頂 樹 を (育成 す )。 互い A 3 24 で) 3 35 
A i 


あり 。 そ の 果物 に 実 が な り 、 そ れ が fAsS3 っ 1 151 3033 


熟す る を 見 よ 。 げ に この 中 に は 、 信 る ョ イプ オー 520 1 っ 2 み と 1585 
ずる 民 の た め に 運 兆 あり 94 OUI RT GO 


16:17. 74:2: 7:190: 39:7. FULT 14:33; 16:11; 22:64: 35:28, “6:142; 13:5, 


382 夜 の 開 の 中 で 旅行 者 を 導く 量 の よう に 、 神 と 神学 者 達 は 、 精 神 的 な 閣 の 中 を 手 探 
り し な が ら 、 過 ち を お か し て いる 人 々 に 導き を 与え る 。 
“や ム ス タ カ ッ ル と は 現世 の 生命 を 意味 し 、 ム スタ ウ ダ ア と は 来世 の 生命 を 意味 する 。 
或いは 、 前 者 は 死 と 復活 の 間 の 時 間 を 示し 、 後 者 は 復活 の 後 の 生命 を 示す 。 当 飾 は 、 
神 が 「 一 つの 裂 」 か ら 人 間 を 増やし た 時 に 、 意 図 な し に 行っ た は すず が な いこ と を 示 
し て いる 。 神 が 人 類 を 創り 、 増 や し た 大 いな る 目的 は 、 神 は 彼 等 に この 世 の 住 人 と 
な る 期間 だ け で な く 、 さ ら に 正しい 人 は 、 自 ら の 主 に 対面 で きる 死 の 向こう に ある 
永遠 の 命 を 約束 され た 。 つ まり 、 そ れ は 、 神 の 使い の 導き の も と で の み 昇 っ て いけ 
る 、 実に 高 商 な 目標 な の で ある 。 

^ 啓示 は ここ で は 、 雨 水 に た と えら れ て お り 、 当 節 は 、 啓示 は 実際 に 天 恵 で ある な 
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人 


六 


101. 証し て 、“ 彼 等 は ジン "を アッ ーー 2 釣 25 dl 
A 。 彼 こ そ 2 
彼 等 を 創り た る に も か か わら ず 。 さ oii 


っ そ 


れ ば 、 彼 等 は 知識 も ちな し に 、 ア ッ ラ ー 63a23 0 i i 
NY IA 
。 彼 は 聖 な り 、 彼 等 が 物語 る も の よ 
まし ます 御方 な り 。 
十 三 項 
1 * 和 は 天地 の 誠 和 な おる sdaJNb ン よう 
り 、 配 偶 者 も 持た ず し て 、 安 ん ぞ 彼 は の 5 


4 < ン (で っ て る っ RT i 
に 息子 在 ら ん や 2?986 され ど 彼 一 切 を 3 lS ES I 
EE 


ら ば 、 何 故 、 預 言 者 が 出現 する と 必ず 不 和 や 争い が 起こ る の か と いう 疑問 に 答え て 
いる 。 ち ょ うど 雨降り の あと に 大 地 の 内 に 隠れ て 眼 っ て いる 種 に 応じ て 、 善 きも 悪 
し きも あら ゆる 種類 の 草木 が 生え る の と 同様 に 、 預 半 者 の 出現 に より 、 そ れ ま で 混 
ざり あっ た 状態 で いた 人 間 は 、 善 と 悪 に 分 けら れる 。「 似 た も の も あれ ば 、 似 ざる 
も の も あり 」 と いう 計 葉 は 、 似 か よっ て いる 果物 も あれ ば 全く 異な る 果物 も ある こ 
と を 意味 し て いる 。 

これ は 、 種 類 を 異 に し て 、 あ る 点 で は 似 か よっ て お り 、 又 他 の 点 で は 似 て いな い 
果物 と 、 同 種 の も の で 、 主 た る 点 で は 似通っ て いる が 、 大 し て 重要 で な い 細 部 に お 
いて は 、 ど ちら か の 方 が 甘み が 強かっ た り ど ちら か の 方 が 色 や 大 き さ に 多様 性 が あ 
っ た り と いう 風 に 似 て いな いと いう 果物 で どちら の 場合 に お いて も 適用 され 得る 。 
預言 者 を 受け 入れ 神 の 導き に 従う よう な 人 々 の 場合 は これ と 同様 で ある 。 し か る に 
ある 点 で は お 互い に 非常 に 類似 点 を 持ち 、 又 他 の 点 で は 異な り 、 あ る も の は 他 よ り 
も 道徳 的 に 、 か つ 精 神 的 に より 進歩 し て いる 。 又 同じ よう に 、 あ る も の は 精神 的 成 
長 の 一 つの 段階 に お いて より 進歩 し て お り 、 他 の も の は 違う 所 で より 進歩 し て いる 。 
彼 等 は 、 精 神 的 完成 の 違っ た 段階 に 到達 し 、 そ れ ぞ れ の 生ま れ な が ら の 能力 や 性 質 
に より 、 異 な っ た 特性 を 作り 出す 。「 そ れ が 熟す る を 見 よ 」 と いう 言葉 は 、 果 物 が 
成熟 する こ と の 類似 に 当て は まる 。 ち ょ うど まだ 熟し て いな い 見 本 で 果物 の 評価 を 
する の が 不 公平 で ある の と 同様 に 、 信 仰 者 の 中 に は まだ 精神 的 発達 の 過程 で ある 完 
成 の 域 に 到達 し て いな いか ら 天 啓 の 結果 の 欠点 を 捜す の は 不 公平 で ある 。 
8 ジン と は 、 一 般 の 人 達 か ら 隠 れ た 、 又 は 離れ た まま で いる そん な 存在 で ある 。 当 
節 は 、 人 間 が 、 神 の 啓示 を 拒絶 し 、 自 ら の 判断 と 理屈 に 従っ た り 、 ジ ン と 天使 達 を 
神 の 協同 者 と 関連 づけ て 考え た り 、 神 が 息子 や 娘 を も つと 考え た りす る の は あや ま 
り で ある こと を 示し て いる 。 
や ワラ ドゥ ン 、 ヴ ルド ゥ ン 又 は 、 ワ ルド ゥ ン と いう 語 は 、 子 共 : 息子 : 娘 : 又は 若 
者 : 子供 た ち : 男の子 等 : 女の子 等 : 青少年 : そし て 、 子 孫 を 意味 する (Lane よ 
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創造 し 、 ま た 彼 は あら ゆる こと を 知 OE RS 
り 給 う 。 
a > ーー 0 る ) ーー ン を ター 1 0 
103. 6 それ が お 前 達 の 主 ア ッ ラ ー な RN AY っ 32 区 i 
り 。 役 の 外 に 神 な し 。? 万 物 の 創造 者 oo 
な り 。 さ れ ば 彼 を 崇拝 せよ 。 面 し ES9 "25CEB% の ゆび 
彼 は 一 切 を 監視 す 。 Et 


104. 視覚 は 彼 を 追い つか ず 、 さ れ ど N83 EN SY 
彼 は 視覚 を 追い つく な り 97。 面 し 

て 、< 彼 は 弧 細 銘 谷 に し て 、 一 切 を OSE 8 
知 村 し 給 う 。 

105. げに 、“ お 前 達 の 主 よ り 幾 多 の 臣 SN RE ES 
明 な る も の "が お 前 達 に 降れ り 。 さ 5 

れ ば 、 中 を あけ て 見 る 者 あら ば RS Es E23 ls と 1 


、 そ は 己 が た め な り 、 さ れ ど 弟 に 2 の 522 
な り た る 者 は や 己 自身 を 舞 な う 。 請 OS, SSE 


し て 我 は お 前 達 の 監視 者 に 非 ず PS 
640:63.713:17: 39:63. 22:64: 67:15. 77:204. 


り ) 。 人 は 女 を も つこ と に より 皿 子 を 持つ こと が で きる 。 神 に は 半 が いな い の で 、 
息子 は も て な い 。 さ ら に 、 神 は 全て の 創造 者 で あり 、 完 全 な 知恵 を 持つ の で 援助 し 
た り 跡 を 継い た りす る た め の 皿 子 を 必要 と し な い 。 

7 アブ サー ル と は 、 視 力 ま た は 、 理解 力 を 意味 する バ サ ル と いう 語 の 複数 形 で あり 、 
ラテ ィ ー フ と は 、 無 理解 な : 巧み な を 意味 する (Lane 及び 、T より ) 。 当 節 は 、 
神 の 啓示 の 援助 な く 、 人 間 の 思 應 の み で は 、 神 を 理解 する こと は で き な い こと を 表 
し て お り 、 神 は 肉眼 で は 見 られ な い が 、 彼 の 預言 者 達 を 通し て 、 又 は 彼 の 美徳 の 働 
き を 通し て 、 自 ら の 姿 を 人 間 の 前 に 明らか に され る 。 神 は さら に 心 の 眼 で 知覚 する 
こと が で きる 。 

"バサー イル は 、 バ スィ ー ラ の 複数 形 で 証拠 、 論 争 、 微 候 、 根 拠 、 を 意味 する 
(Lane より )。 

2 道理 を うま く 利 用 する こと 。 

390 真理 に 目 を つむ る た め 弄 目 も 同然 で ある 。 

4 神 の 預言 者 の 義務 は 、 神 か ら 彼 へ 啓示 され た も の を 伝達 する こと に 限ら れ て いる 。 
人 々 に それ を 受け 入れ る よう 強要 する こと は 彼 の 関与 すべ きこ と で は な い 。 付随 的 
に 、 当 節 は イス ラム 教 は 、 そ の 教え の 普及 の た め の 「 力 」 の 使用 を 奨励 又は 黙認 
る と いう 間 責 へ の 反 江 と な っ て いる 。 
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六 章 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 七 伏 
a に \ っ ブレ ンー 1 ブッ ーー ンプ の 2 
106. され ば 、“ わ れ ら は か く の 如 く 3 EN LS US 3 
神 兆 を さま ざま な る 方 法 で 詳説 する 3 
CRT i イロ ンプ トン ンー ラン ン 
な り 、 彼 等 が 「 液 は 深く 学べ り 」 と OO PA うこ つっ 
云い 、 ま た 知識 ある 民 に 神 兆 を 明瞭 
な らし めん が た め に 。 
ミ 3 の nr マイ を とる ー ニュ て 。 コ マリラ る 
107. 2 光 の 主 より 流 に 啓示 され た る 21Y SS Rp ETS) 
も の に 従え 。 彼 の 外 に 神 な し 。 さ れ 2 の eS2R 
ば 、 偶 像 崇拝 者 達 を 避け よ 。 OE A IE IOS 人 3) 
108. され ば 、 ア ッ ラ ー も し 欲し た り ビビ う 0 5 
せ ば "2、 彼 等 は 併せ 配 し ざる な り 。 。 。 レー レレ レー 。 レレ 
庫 し て 、* わ れ ら は 滋 を 彼 等 の 監視 者 っ を cz の 165 USA 
に せ ざ る な り 。 さ れ ば 、 溢 は 彼 等 を 2 
ヽ (©) の 
監視 する 者 に 非 ず "9%。 OS 


109. 面 し て お 前 達 、 彼 等 が アッ ラー 
以外 に 団 捧 する も の を 加 る な か れ 
"%。 さ れ ば 、 彼 等 は (真実 を ) 知 ら 
ず 、 恨 みか ら ア ッ ラ ー を 芽 ら ん 。 か 
く の 如く し て 、? わ れ ら は どの 民族 に 
も 己 が 行為 を 立派 な も の と 思わ し め た 
り 。 従 っ て 、 彼 等 の 帰 所 は その 主 
の 御 許 な り 。 さ れ ば 彼 は 、 彼 等 に 向っ 
て その な し た る 行為 を 告げ 知ら せん 。 


[a と 


i 3 OE CANISY 


se 1 る る PT る の る イ 
ES secs lS “ つ 
4 


A A 1 
2 イン タン WW AW DAA に 誠 
(OTOP hd gn ya 


9:59. P10:110; 33:3. 739:42: 42:7; 88:23. 6:123; 9:37; 10:13; 27:5; 40:38; 49:8. 


992 神 は 、 そ の 無限 の 知恵 の 内 に 、 人 間 を 自由 な 行為 者 と され た 。 も し 神 が 少し で も 
人 ん 々 を 強要 し よう と し た な ら ば 、 役 は 確か に 真理 に 従う よう 強要 し て いた だ ろう 。 
し か し 、 人 間 自 身 の た め に も 神 は 強制 する こと に 満足 を 覚え られ な か っ た の で ある 。 
93 悪 ク ルアー ン の 中 で 聖 預 言 者 の 呼び 名 と し て 使わ れ て いる “守護 者 "保護 者 "又は 、 


と を 意味 する た め に 使わ れ て いる 。 


"色々 な 事柄 の 処置 者 "と いう 言葉 は 、 彼 が 他 の 人 々 の 行動 に 責任 は 持た な いと いう こ 


4 当 節 で は 、 偶 像 崇拝 者 達 の 感情 で さえ も 尊重 する こと を 説き 聞か せる だ け で な く 、 
さら に 、 異 な っ た 国 や 社会 の 間 に 親 睦 を 作り 出す こと へ の 希望 も 示さ れ て いる 。 

9 ザッ ヤン ナー と いう 語 は 、 神 は 自ら 人 の 悪行 を 美しく 見 える よう に な し た と いう 
意味 を し な い 。 こ れ は 、 あ る 特定 の 動作 を する こと に 園 圭 する 時 、 人 は それ に 好意 
を 抱く よう に な り 、 そ の 動作 は 自分 の 見 解 で は 良く 見 える よう に な る と いう よう な 
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HONORORTGKAHHMHEYOGREROROGORRGRTRGDGNAOENRIREROHRRTRORHEONOHONGSRINEATRKKGRHHNUGHRHMENNRRRNIRRAOGAKHPYNOSHHEOHNDHHHEAKSRTROETDOGHRNHOTRNKMEHHRNEDORNEHNGHRNHRRNESGNGNDTYYURHRRRORTNGTGRBGGHRAYAONERHHEARRRHRGSEORRREANHBRRI 


110. 耐 し て 、 彼 等 は いと も 厳か に アー Asia を 2 し R15 
ウッ ジ 5 て で 導 W 人 
神 光 一 つも 降る な ら 、 彼 等 は 必ず 信 SS Co で 9 の いる て 
ず と 云え る な り 。 云え 、「 神 兆 は す 
べ て アッ ラー の 御 許 に あり 」。 さ れ 
ど 、 如 何 に お 前 達 に わか らし め よ う 0 8 に 
ぞ ? それ ら ( 神 兆 ) が 降る と も 彼 等 は 
之 を 信じ ざる こと を 898。 
ii1. され ば われ ら は 、 彼 等 が 最初 に に で 2 る 邊 315 える おく こう 8 
(使徒 ) を 信 ぜ ざり し 時 の 如く 、 彼 。 レノ a 
等 の 心 と 目 を 混乱 せしめ る な り 。 頂き っ る うつ 8 っ 2 


も タ 


Ch 


RG 2 我 等 は 彼 等 を その 迷い た る 反 & oe NN HS ‘に 3 
ern 0 の 
逆 心 の まま に 任せ し むる 97。, \ ※ 
八 伏 
十 四 項 


112. され ば われ ら が た と る え 彼 等 に 諸 ぶ 双 科 el RE 2 
天使 を 遣わ し 、 と 死者 が 9 第 等 に 語 タリ CI 


92:16. 013:32, 


人 間 の 本 質 ( そ し て 、 こ の 神 の お き て に 人 間 の 全般 に わた る 進歩 の 秘密 が 隠さ れ て い 
る ) を 神 が つ くり 出さ れ た こと を 意味 する の み で ある 。 こ の 一 般 的 な 神 の お き て に 従 
っ て 、 偶 像 崇拝 者 達 は 自分 達 に は 長く 、 価 値 の ある も の に 思わ れる 、 偶 像 を 凡 拝 す 
る と いう 行為 を 好 ぜ よう に な る の で ある 。 

” 。 虹 句 で 述べ られ て いる 意味 の 外 に 、 当 節 の 後半 部 は 、 次 の よう に 表現 する こと が 
で きる 。「 げ に 、 す べ て の 神 兆 は アッ ラー の 御 許 に あり 、 そ し て 又 、 そ れ ら の 神 兆 
が 到来 すれ ば 彼 等 は 信じ な い だ ろ うと いう こと を お 前 達 に わか らし め る こと も アッ 
ラー の 御 許 に ある 」。 
327 神 が 忘 れず に 心 に 留め て お られ る 過去 の 不信 仰 者 達 の 行為 は 、 彼 等 が 偶像 崇拝 的 
な 礼拝 を あき ら め な い 限 り 、 た と え お 告げ ば が あっ て か ら で も 上 真理 を 受け 入れ る 了 邪魔 
と な る で あろ う の 意 。 

0 ー つ は 、 人 間 に よ い 考 え を 提案 し 、 真 理 へ 導く こと で ある (41:32, 
33) 。 時 に は 、 彼 等 は これ ら の 役目 を 夢 や を 通し て 果たす 。 も う 死 ん で いる 正しい 
人 々 は 、 預 言 者 の 言い 分 ) を 立証 する た め に 人 々 の 夢 の 中 に 現われ る 。 死 ん だ 者 が 人 
と 話す に は も う 一 つの 方 法 が ある 。 精 神 的 に 死ん で し まっ て いる 人 が 彼 等 の 預言 者 
の 教え に より 、 新 し い 精 神 的 生活 に 促さ れる と 、 彼 等 の 精神 的 復活 は 、 言 わ ば 、 不 

信仰 者 送 に 呼び か け 、 そ の 主張 の 真理 を 立証 する こと と な る 。 
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り か け 、 また 我 等 は 万 物 を 役 等 の 面 と > る る プッ gk "< AA 
前 に 集め た る と も 9 アッ ラー が 欲 
せ ざ れ ば 、 は 決 し て 信 ぜ ぎ る べ 人 US 8 お EN 


し 。 され ど 彼 等 の 多く は 無知 な り 。 oeF ン ッ デン ュ ネ ンタ イマ 
DO RAT ES 


113. 面 し て 、? か く の 如 くわ れ ら は ど < ls ERI NSS 
の 預言 者 に も 、 人 間 や ジン の 中 の 
邪悪 な 者 ども な る 英 を 南 け た り 。 彼 OS あこ 


等 の 一 団 は 他 の 一 団 を 欺 き 合う た め し 。 RE 

に 華美 な 談 論 で 駆り 立て る な り 。 も DIS JS 
し 液 の 主 が 欲し た り せ ば 、 彼 等 の 035 じ 24382329 に し 
は それ を せ ざ り し も の を 。 さ れ ば 

虚言 を も て あそぶ まま に 役 等 を 捨て 

置け 。 


で ミ 


114. 耐 し て 、 そ は 来世 を 信 ぜ ざる 65NcA38 ス 31 も る 3 3 

/ 99 92 ルク 9 A ad 
者 の 心 が そ れ に 傾き 、 そ れ で 喜ぶ 2 に 
た め な り 。 ま た 彼 等 が 稼い で いる っ る 8X29 3 > っ 0 2 テッ し 
も の を (その まま ) 稼ぎ 続け る た め 2 シュ 
な り 5904 OAS 


115. 我 演 アッ ラー 以外 に 審判 を 求む RC CP | 
べ け ん や 、? 彼 こそ 明白 に 説 か れ し 加 SAS i io 
典 を お 前 達 に 隆 し た る に も か か わら elcmJUI5 EA 


925:32. 97:S3: 12:112: 16:90. 


や 。 その 言葉 は 、 地 震 、 疫 病 、 餅 伴 、 戦 争 その 他 訪 れる 災害 の 形 で 預言 者 の 真実 に 証 
拠 を 持た せる 、 自 然 の 様々 な 対象 に よる 証明 に つい て 言及 し て いる 。 従っ て 、 自 然 
その も の が 不信 者 に 対す る 怒り を 表し て いる 。 ま さ に 自然 の 力 が 彼 等 に 反旗 を 翻 し 
て いる 。 

209 人 間 や ジン 」 と いう 言葉 は 、 聖 クル アー ン の 多く の 節 に 登場 する が 、 こ れ は 神 
の 創造 物 の 二 つ の 異な っ た 種族 で は な く 、 人 間 の 内 の こつ の 部 類 を 示す “人間 " と は 
大 衆 又は 一 般 の 人 々 を 示し * ジ ン " は 、 し ば し ば 一 般 の 人 々 か ら 遠 ざか っ た まま で お り 、 
混 ざ ろ うと せ ず 、 公 衆 の 熟 視 か ら 隠 れ た まま で いる も 同然 の 尊大 な 人 々 を 表わす 。 
32004 彼 等 は 自分 達 の 邪悪 な 道 を 持続 する と いう こと で ある 。 こ の 言葉 は さら に 、 彼 
等 が 自分 達 が 、 得 た も の の 結果 を 経験 する こと も 意味 する 。 
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ず 。 面 し て 、" わ れ ら が 経典 を 与え し 5 834519 約 5 こま 
者 た ち は !、 そ れ が 流 の 主 より 真理 。 し ン 。 
を 以 て 降 さ れ し こと を 知る 。 さ れ ば DN ENF 
激 、 疑 う 者 ども の 中 と な る な か れ 。 

116。 され ば 汐 の 主 の 御 言葉 は 、 真 実 YZ 5 5 し っ で うる < と.35 る 
と 公正 と に お おい て 成 き され た る な り 
so4。/ 彼 の 御 言葉 を 変え 得る 者 在 ら っ ce 83 UY 
ず 7 。 面 し て 、 彼 は すべ て を 聴き 、 

すべ て を 知り 給 う 御 方 な り 。 

117. され ば 汐 も し 地上 の 多数 の 者 に GE RS 5 
従わ ば 、 彼 等 は 次 を アッ ラー の 道 か 


> 8g る (と タン ラーン と つき 。・ 
ら 迷 わし めん 。 < 彼 等 は た だ 層 測 に 従 SO ES 
う の み 。 ま た 彼 等 は 、 虚 言 を こと と の 3 っ 51 ン g 介 
i ) 彼 等 に Td スズ YA81 3 6 


IM 
する に すぎ ず 。 - 

0 ds 3 cie: スス な a ン で 4 っ 選 ゥ イン ン デ Go 
HR 汐 の 主 こ そ は 、 彼 の 道 か EE EE EEE 
ら 迷 い 去 る 者 を 一 番 よ く 知り 、 ま た 6 _ 
彼 こ そ は 正しく 導 か れ て いる 者 を 一 。 @omuseb う 1 て ン 
番 よ く 知 り 給 う "3。 

9.147: 6:21. 726:35. 10:37: 53:29. 16:126. 

2 聖典 」 と は 、 聖 クル アー ン の こと を も 意味 し て いる 。 な ぜ な ら ば 、 前 の 神 の 聖 
典 (聖書 な ど ) の み で な く 、 聖 クル アー ン そ の も の も 聖 預 斉 者 の 真理 に 対す る 証明 と な 
っ て いる か ら で あ る 。 聖 クル アー ン は 、 近 米 の 見 解 と 信仰 に 反する に も か か わら ず 、 
聖 ク ルアー ン に こう いう 教え が 詳細 に 物語 られ 、 説 明 さ れる 対象 と な る 公正 な 心 を も 
つ 人 々 は 、 そ の 教え の 正当 性 を 認め ざる を 得 な いよ うな 内 容 を 包括 し て いる 。 
2014 メッ カ が 陥落 し た 時 、 聖 預言 者 が 、 そ の 時 偶像 で あふ れ て いた カー バ 神 殿 に 入 
り 、 偶 像 を 次 か ら 次 に 杖 で 打ち 壊し 、 ま さ し く この 預言 の 「 液 の 主 の 御 言葉 は 、 真 実 
と 公正 と に お いて 成就 され た る な り 」 と いう 言葉 を 唱え た 。 こ の よう に 、 メ ッ カ 陥落 
に よっ て 神 の 斉 葉 は 実際 に 満た され た と いう 事実 が ここ で は 暗 に 意味 され て いる ( マ 
ンズ スー ル よ り ) 0 
2 宰 の 預言 、 又 は 神 の 法 が 神 の 預言 者 達 の 利益 の た め に 働く 方 法 、 或 い は 手段 。 
903 信仰 に 関し て は 、 何 が 正しい か 誤っ て いる か の 審判 と し て 受け 入れ られ る の は 、 多 
数 派 と 、 少 数 派 の どちら で も な い 。 神 の み が 「 絶 対 的 に 確実 な 審判 」 で ある 。 神 は 天 
の お 告げ を 見 せ 、 真 理 の 道 を 追い 求め る 集団 を 助け る こと に よっ て 己 の 審判 を 下す 。 
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119. < され ば 、 お 前 達 アッ ラー の 御名 が 、 つ 1 だ に 称し 42 うら 3E」 ks 
その 上 に 唱え られ た る も の を 食 せ よ 、 a 
も し お 前 達 そ の 神 兆 を 信じ な ば 96% OL の Ea oS 


120. 耐 し て 、 お 前 達 何 大 に アッ ラー ys3 8EYL じ 5 
の 御名 が その 上 に 唱え られ た る も の 。 。 
を 食わ ざる か ?? 彼 は 確か に お 前 達 に SEP5ZU 8135 と に 
非 合 法 た る も の を すでに 詳説 し た る の し し レレ 
に 。 されど や む を 得 な い 場合 を SO5 2 うう) ちり じ ぶ ! 
除く 。 さ れ ど 、 確 か に 多く の 人 々 は 、 < NR 2 
い と 4 2) うみ aA 
知識 も な く 己 が 私 彼 に よっ て (他人 を ) C! っ タメ っ Ap くつ 
迷わ し め る な り 。 げ に 、 液 の 主 は 、 乱 ンプ 人 ュ イ ンズ < 恒 っ 
® = っ caoU る ス は | ET 
を 超え る 者 ども を 最も よく 知り 給 う 。 2 


121. 耐 し て 罪 は 、“ 公 然 た る も の も 、 "bb っ SY aE 5335 
また その 内 蜜 の も の も 避け よ 。 げに Yc ュ イ ゥ テン し に ン っ 4 シン ン 3 
罪 を 積む 者 は 、 必 ず その 犯 せ る 行 あ つの See つう 41OAa マス 

で る ン っ ゴ オーン タレ ネン 
に 対し て 応報 を 受け ん 。 11 


グ 


122. され ば 、 4 アッ ラー の 御名 を その ES 5Y5 
上 に 唱え ざる も の を 食す る な か れ 9 5 a 

""。 そ は 確か に 嫌悪 な る も の な り 。 の 記 OO 2515 
され ど 、 げ に 悪魔 た ち は そ の 他 間 が tae 
お 前 達 と 論争 せしめ ん が た め に 、 彼 、 つ リラ ーー の SO っ 29、 3 
等 を 周り 立て る な り 。 され ば お 前 志和 2 RR a 
も し 彼 等 に 従わ ば 、 お 前 達 は 多神教 の O34 | 
徒 と な る べし 。 

25:5.65:174: 5:4-5; 6:146: 16:116. "6:152: 7:34. 95:4: 6146, 


4 2:173 節 と 23:52 節 に お いて 、 よ い 純 粋 な 食物 を 食す こと は 、 人 間 の 動作 と 直接 
に 関係 を 持つ こと を 示す 。 従っ て 信仰 者 達 は 、 こ こ に 自分 達 の 信仰 を 強め 、 自 分 達 
の 不純 な 心 を 洗い 清め る た め 、 純 粋 で 体 に よい 食べ 物 を 食べ る よう に と 、 こ こ に 申 
し つけ られ て いる 。 

95 当 節 は 、 何 故 自然 に 死ん だ 動物 や 神 の 名 に お いて の 祈り を も っ て 正当 に 殺さ れ た 
動物 で な いも の を 食す る こと が 禁止 され て いる か を 説明 し て いる 。 神 の 名 を 唱え る 
の は 、 動 物 の 殺害 に よっ て うみ だ され が ちな 無慈悲 の 影響 を 取り 消し 、 人 間 の 心 に 
神聖 化 され る 効果 を うみ だ す た め で ある 。 


399 


八 鈴 アル ・ ア ン ア テー ム AHLAn'am( 家 畜 ) 六 音 
RNNMRORTGKAHHMHEYOGRERORNGORRGRTRGDINAOENIREROHRIAHROHEONHDNGTRINEATRKKGRHOHRUGHHRIEHNRNRHRNRRAOGAKHPYNOGHHEOHNDHHHRAKSRTOETDOGHRGOTRENKMEHHRNEDOEHNGHRNHRNEGNGADYYUHRTRORHTNGTGRBOGHRAYAONERHERRRRRGSEORERKANHBRR 


二 所 項 

123. 我 等 が 死 か ら 牙 らし め 、 ま た 光 12340 じ CS 3 
明 を 与え 、 そ れ に よっ て 人 々 の 間 を 。 ルレ レレ 。 。 
歩く “者 は 、 暗 間 の 中 に 在り て そこ ASOSS oO つう こみ 3 
より 出 で 得 ざる 者 の 如く な りや ? 9 NSP 必 3 1 
か く の 如 く ? 不信 者 ども に は 、 己 が “ の 
行為 を 区 惑 的 に 思わ し め ら れ た り 。 OO EE SN 


124。 ま た 、 か く の 如 く “われ ら は 、 つり 23 $0 6 で OC に 5 
それ ぞ れ の 邑 の 中 に 、 彼 等 が その 中 。 
で 策謀 する が た め に 、 そ の 罪人 の 音 O32 KKAK える 
課 者 を つく れ り 。 さ れ ど 彼 等 は た だ 
己 自 身 に 対し て 策謀 する に 過ぎ ず 。 
され ど 彼 等 は 気付 か ざる な り 。 
125. され ば 、 彼 等 に 神 兆 が 来れ ば 彼 EE 
等 は 云う 、4「 ア ッ ラ ー の 使徒 た ち が ” 
授け れ ら れ し も の と 同じ も の を 我 等 $2 ら 
も 授け られ る まで は 、 我 等 は 信 ぜ ” 。。 .. ,. NO 
ず 」。 アッラー は 誰が その 使徒 に 値 す | ンー に っ 2Sg こ ここ 
る か を 最も よく 知り 給 う “の 。 罪 を TE GE ESR! 
犯 せ し 者 ども は 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で 
屈辱 と 厳し い 責 昔 を 受 く べし 。 そ の @9 51 お に 
策 訓 し た る が 故に 。 - 
126. され ば 、 ア ッ ラ ー が 導 か ん と す 2 も 2 と SiO 3、 り < 
ン < を 


OITA I gL 


デ 


\ 


る 者 あら ば 、 彼 は その 者 の 胸 を イス 。 。 6 
ラム の た め に 拡げ 給 う 。 さ れ ど 彼 、 ひ asSo4k3305 3、 し 2 


6&:25.26:t09: 10:13: 27:5. “17:17. 228:49. 


9 前 述 の 節 で は 、 人 間 の 手 に よっ て 作ら れ た 探 は 、 い つも 欠陥 が ある こと が 指摘 さ 
れ て いた 。 今 、 当 節 で は 、 人 間 の 手 で 作ら れ た 教え は 、 神 の 教え に 対抗 で き な い こ 
と が 述べ られ て いる 。 人 間 の 思考 力 の み を 助け と し て 法 を 考案 する 者 と は 、 決 し て 
出 て こら れ な い 暗 闇 の 中 で 手探り で 何 か を 捜し 求め て いる 者 の よう で ある 。 

2064 アッ ラー は 、 彼 の 使い と し て 誰が ふさ わし く 、 又 誰が ふさ わし く な いか を 一 番 
よく 知っ て お られ る 。 
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大間 アル ・ 


迷い を 判定 せん と する 者 あら ば 、 彼 
は 愉 も 天 に 昇 ら ん と する 者 の 如く そ 
の 胸 を 締め せ ば め 給 う 7。 か く の 如 
く 、? ア ッ ラ ー は 信 ぜ ざる 者 ども の 上 
に 不浄 を 科 し 給 う 。 

127. 耐 し て 、? こ れこ そ 流 の 主 の 実直 
の 道 な り 。 反省 する 民 の た め に さま 
ざま な る 神 兆 を 詳細 に 説明 せり 。 


128. 彼 等 の た め に その 主 の 件 許 に 、 
< 平安 な る 住居 あり 。 曽 し て 彼 こ そ 彼 


アン アー ム ALAn'am( 家 畜 ) 


八 塗 


3 も KU そっ る と ろう し ろ 
ME 
OOKe Ve 


CL CK うろ 3 っ Bal 導電 { 5 
O03 RI 2 
RIAN 


等 の 守護 者 な り 、 彼 等 が 行い た る (性 0SE 
行 ) が た め に 。 
129. 面 し て 4 彼 が 、 彼 等 の すべ て の RE 
2 = 2 
者 を 召集 する 日 (を 思え )。( 彼 は 云わ NN : i 
ん )、「 ジ ン の 集団 よ 6、 お 前 達 は 83SYICS 
幾多 の 人 間 を 搾取 せり 」 と 9。 人 間 ノレ レー レー る 名 
SS 「 我 が 主 EID そう 8 中 
、 我 等 は 相互 に 利用 し 合 回 『 え り 。 さ イィ イダ ・ 品 イイ イン 6 。 タ ンコ イブ ョ ン 
bB * 3 じじ に 1 じ ぇ し 0 
0 梁 が 我 等 の た め に 定め ec i 
0:10L. 6:」54. 710:26. 7:49-40: 10:29: 3 邊 32. 


7 その 者 は 神 の 探 を 重荷 と みな し 、 そ れ を 実行 する の に 肉体 的 な 困難 と 精神 的 な 苦 


悩 を 感じ る 。 彼 の 胸中 は 、 
の で ある 。 


いわ ば 急 勾 配 の 丘 を 登っ て いる 人 の よう に 切迫 し て いく 


8 マー シャ ル と は 、 同 じ こ と に 関心 を 持つ 人 々 の 集まり (社交 ) を 意味 する (Lane よ 


り )。 当 節 に お いて ジン と いう その 言葉 


は 明らか に 、 


偉大 で 強力 な 者 つま り 、 紀 く 貧 


し い 階 級 の 反対 の 「 イ ンス 」 を 意味 し て いる 


EF 
HH 千 の 


9 その アラ ビア 


り 言葉 の も つ 可 能 性 は 以下 の よう で ある 。 ①) 液 は 一 般 の 大 衆 の 


中 か ら 多 く の 者 傍 を 味方 に 引き 入れ 、 そ ば に 呼び 、 液 に 従わ せる よう に し た 。 (⑫) 液 
は 役 等 を 食い 物 に し た 。 (3) 液 は 大 衆 に 大 いな る 重要 性 が ある と みな し た 、 す な わ ち 、 


大 衆 が 湊 に 従わ な く な る の で は と いう 恐れ か ら 真 理 を 受 
大 いな る 者 へ の 恐れ か ら 真 理 を 受け 入れ な いよ うに 、 同 様 に 、 大 いな る 者 
彼 等 が 彼 を 置き 去り に する の で は と いう 恐れ の た め 


弱者 が 、 
も 時 に は その 信奉 者 達 を 恐れ 、 


受け 入れ な か っ た 。 ち ょ うど 


に 、 真 理 を 受け 入れ な か っ た りす る の で ある 。 
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八 鈴 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 六 章 

た る 期限 まで 来 た れ り 」。 役 は 云わ Ysc っ は EE 

ん 、「 業 火 が お 前 達 の 住居 な り 。( お 

前 達 ) ア ッ ラ ー が 欲す る 限り 、 そ の 中 ee "0 

に 住ま ん 」。 ば に 液 の 主 は 賢 哲 に し 

て 、 す べ て を 知り 給 う "9。 

130. され ば か く の 如 く 、 我 等 は 不義 者 LSD 5 おそ 0 は 

ども の 一 部 を 他 の 一 部 に 対し て 支配 せ js NR 

し む 9?04、 を その 稼ぎ し (悪事 が 改 に 。 OO REE し 。 
十 六 項 

131。 「* ジ ン と 人 間 の 集団 よ 、 お 前 達 SS OS うく 

の と ころ に は 、 お 前 達 の 中 より 出 で 0 

し 使徒 た ち が 来 ざ り し か ? 彼 等 は わ BLSE OE ES 

れ ら の 神 兆 を お 前 達 に 物語 り 、 こ の ua zhe a 

日 の 会 見 に つい て 警告 し た る な り 」。 DO の ま は いさ fc 

彼 等 は さわ ん 、「 我 等 は 自分 自身 に NU OR et ge 

対し て 証言 す 」 と 。 面 し て 、 現 世 の 2 - 

生活 が 彼 等 を け る な り 。 さ れ ば 邊 @ ら oy お BE gl JE 


等 は 己 自 身 に 対し て 、 不 信者 な り し 


こと を 自ら 立証 する な り 。 
132. こ は 、“ 流 の 主 が その 住民 が 不 注 HERR OT 5 
意 に し て 1!、 或 る 邑 を 不正 に も 滅 ば イイ 5 の 
すこ と な き が た め な り "2。 di 
939:72: 40:51: 67:9-10. 38, IETS:; 20:135: 26:209: 28:60. 

9 当 節 で は ここ で 人 類 の 階級 の み を 意味 し た ジン と いう 言葉 に よる 事実 の 別 の 証拠 
を 挙げ て いる 。 即ち それ は 偉大 で 強力 な 別 の i 
普通 人 と は 異な る 存在 で ある ジン と いう の は 、 人 を 利己 的 に 利用 する と ころ を か つ 
て 見 られ た こと が な く 、 ま た か つて 彼 等 の 間 に 神 の 使者 が 遣わ され た こと も 知ら れ 
て いな い 。 
4 この 言葉 は 、 そ し て この よう に 了 邪 悪 な 者 の いく ら か を 他 の 了 邪悪 な も の 達 の 上 に 
お く と の 意味 を 併せ も つ 。 
年 最初 に 和信 々 に 警告 し な い 限 り は 、 決 

DA 災難 は ここ で は 、 地 震 、 圧 惨 な 戦争 、 伝染 病 等 の 
EN 般 的 な 災害 を 意味 する 。 


212 聖 預 言 者 は 全 人 類 の た め に 遣わ され た 。 そ の 意味 で アル ・ ク ラー (aLQura= 諸 市 
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大事 アル ・ 


アン アー ム ALAn'am( 家 畜 ) 


八 鈴 


133. され ば 、 す べ て の 人 は 、 そ の 行 
為 に 応じ て 段階 あり 。 曽 し て 、 液 の 
主 は 彼 等 の な せる こと を 見 逃す 者 に 
非 ず 。 

134. また 、 液 の 主 は 自主 自足 者 、 
悲 に 満ち あふ れ 給 う 。 彼 も し 欲し な 
ば 、 ヶ お 前 達 を 去ら し め 、 そ の 後 欲す 
る も の を お 前 達 の 継承 者 た らし お む 、 
愉 も 別 の 民 の 子孫 より お 前 達 を 出現 
せしめ た る 如く 。 

135. げに 、“ お 前 達 約 束 さ れる こと 
は 、 必 ず 実 現す 。 さ れ ど お 前 達 は 、 
(われ ら を ) 無 力 に する 能 わ ず 。 

136. 云え ん 、「 ぐ 我 が 民 よ 、 お 前 達 自 分 
の 仕方 で 行え ?“。 我 も また ( 我 が 務 
め を ) 行 う 。 や が て お 前 達 は 知ら ん 、 
終 の 報奨 の 住居 が 誰 の も の と な る か 
を 」。 げ に 不義 な す 者 ども は 決し て 成 


っ な 
? 半 


功 せ ず 。 
137. 面 し て 、 OR 
し 穀物 や 家畜 の 一 部 を 割 い て 、 自 分 


OA 
の た め な り 」 ま た 「 こ は 我 等 の 同位 
者 の た め な り 」 と 。 さ れ ば 、 彼 等 の 
同位 者 に 供え た る も の は アッ ラー に 
達せ すず 、 面 し て アッ ラー に 供え た る 


SS LE ES 
@6 完 SE 


イィ る っ ルー ョ ン と 5 ぅ プ 

と < イイ ~~ 

be Es 

3 LE 5 こざ ン 4 る 98 

の OE pO 
Oa 


ます 


RE Er 
内 3 0 っ 7 Cg 


YE 


HR 


Cc 


6:148: 18:59. 54:134: 14:20: 35:17. “11 :34: 42:32. dy 194。 122; 39:40-41. "16:57. 


奉 ) と いう 言葉 は 全 世 界 に 向け られ た 。 
913 の 侍 E き 葉 
や っ て みよ と いう 意味 を も つ 。 
し て 、 イ スラ ム 教 を 絶滅 させ 、 


画 と 努力 は 全く 失敗 に 終わ る の で ある 。 
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葉 は さら に 、(1⑪1) 液 の 方 法 に 基づい て 行動 せよ (2) どん な こと で も や る な ら 
当 節 は 偶像 崇拝 的 な メッ カ の 人 々 に どう で も 勝手 に 
当時 の 小さ な イス ラム 社会 
の 旋 と 方 策 の 最大 限 を 尽く す 努 力 を する よう 挑戦 を し て いる が 、 


を 破壊 する た め に 自分 達 
彼 等 の ふら ちな 計 


八 休 アル ・ ア ン ア ー ム AlL-An‘am( 家 畜 ) 六 章 
| の 可 V8 3 有 の の る っ え 。 本 の bs ャ ン ン ンズ } 
も の は 彼 等 の 同位 者 に 達 す 。 彼 等 の 2 “ご 1 じじ る ES 


判断 する も の は 悪し き な り 4。 

138. 同様 に また 彼 等 の 同位 者 は “"*、 
多く の 多神教 徒 に 自分 た ちの 子女 を 
殺す ?% を 癌 し と 思わ し め た り 。 こ は 
彼 等 (同位 者 ) が 彼 等 を 滅ぼし 、 そ の 
宗教 を 混乱 させ ん が た め な り 。 さ れ 
ど 、 も し アッ ラー 欲し な ば 、 彼 等 も 
これ を せ ざ り し な り 。 さ れ ぼ ば 彼 等 
を 、 そ の 提 造 せ する も の と と も に 捨て 
置け 。 

139. 彼 等 は また その 空想 に よっ て 嘉 
う 、「 こ れこ れ の 家畜 と 尊 物 は 禁 ぜ 
られ た る な り 7。 伴 人 も 我 等 の 許し 
な し に それ ら を 食す べから ず 」 と 。 


る "家畜 を (つく り )、 彼 等 は アッ ラ 
ー に 対し て 虚偽 を 揚 造 し な が ら 、 ア 


A SIE NIS 
WE gE 
TE ACT 


EA 


lS eat 0 5S 


"これ は アラ ブ 人 の 偶像 岩 拝 的 な 習慣 に 関連 し て いる 。 彼 等 は 、 自 分 達 の 土地 の 産 
物 を 「 神 」 と 彼 等 の 神々 の 間 で 分 ける 。 も し 彼 等 の 神々 の た め に と っ て お か れる 分 


量 が 他 の 目的 に 使わ れ た な ら ば 、 


「 神 」 の た め に と っ て お いた 分 は 、 彼 等 の 神々 の 


名 に お いて 慈悲 (慈善 心 ) と し て 手放さ れる が 、 も し 「 神 」 の た め に と っ て お いた も 


の が 他 の 目的 に 使わ れ た 時 は 、 神 々 の た め 


と は な か っ た の で ある 。 


に と っ て お いた 分 量 が 、 神 に 譲ら れる こ 


や ここ で いう 「 彼 等 の 同位 者 」 と は 聖職 者 や 占星 家 等 や 予言 者 を 意味 する 。 


216 こと で は 、 


彼 等 の 神々 の 供物 台 に 、 


自然 の 災害 を 防ぐ た め に 、 女 の 子 を 殺害 し た り 生 きた まま 埋め た り 、 
いけ に えと し て 捧げ た り と いう 、 特 定 の アラ ブ の 部 族 が 行 


う 最 も 残虐 な 慣例 に つい て 言及 し て いる 。 又 は 何人 か 特定 の 子供 の 数 が いれ ば 一 人 
を 神 の いけ に えと し て 捧げ る と いう 彼 等 の 迷信 的 な 祈願 を 表わし て いる と も いえ る 。 
37 [禁じ られ た 穀物 」 と いう の は 、 偶 像 に 控 げ られ た 、 収 穫 を 得る た め の 畑 と いう 
意味 で ある 。 こ れ ら の 穀物 を 使え る の は 、 彼 等 の 世話 を する 聖職 者 の み で ある 。 

18 5:104 節 で 述べ られ て いる 双 能 の こと で ある 。 そ れ ら は 、 乗 り 物 と し て も 、 荷 物 


運搬 用 と し て も 使わ れ な か っ た 。 
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六 章 アル ・ ア ン ア ー 


ッ ラ ー の 御名 を その (家畜 ) 上 に 唱え 
ざる な り 1。 彼 は 必ず 、 彼 等 の 提 千 
し た る こと に 応報 すべ し 。 
OI eS A EA 
家畜 の 胎内 に ある も の は 、 も っ ぱら 
我 等 の 男子 だ け に 限ら れ 、 我 等 の 妻 
た ち に は 禁 ぜ られ た る な り 」"29 と 。 
但し その 死産 の 場合 は みん な 一 緒 に 


Sr 


相 伴 す 。 彼 は 必ず 、 彼 等 の 断言 に 対 
し て 応報 すべ し 。 げに 彼 は 賢 析 に こし 


て 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 
141. 何 の 知識 も な く 、 患 か に も 自分 
の 子女 を 殺 SN 4 ッ ラ ー に 対し 
て 嘘 を 提 造 し て 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 
0 者 ども 
は 、 本 当 に 損失 する な り 。 彼 等 は 紛 
れ も な く 迷 誤 に 陥り 、 正 し く 導 か れ 
た る 者 に 非 ず 。 

十 七 項 
142. 両 し て < 彼 こそ 、 棚 を 備え た 果 
樹 園 と 棚 の な い 果 樹 園 を 創り た り 。 
また 、 東 格子 や さま ざま な る 作物 の 
畑 、 概 憐 、 枯 査 、 互 い に 似 た る も 
の 、 似 ざる も の を も 。 そ れ ら が 実 を 
舎 ば ば 、 そ の 果実 を 食べ よ 。 さ れ ど 
その ( 喜 捨 の ) 義務 を その 収穫 の 日 に 
果 せ 9。 耐 し て 、 短 を 超え る な か 


ALAn'am (家畜 ) 


八 塗 


ラ る 


@O03 の 5 お ぼら うる 


oT 


RE Ce EUG 1 る 


3 A HAAG 


A ED RR le 
3 シ を UBS AU よそ 名 の 


MG うー うす 
{ アン } ダン タン a fd 
る プッ WM oe 9 を 2 A 
a es | S| 9 


OIE I ES 
I CR A 
0 
る MK 


し で 


し 2> A 


76:100: 13:5; 16:12; 35:28: 36:35-36. 


DO 


の 時 に 、 神 の 名 を 述べ た こと に 関し て は こ 


に 奉納 され た 家 座 の こと を さす 。 殺害 
こと こ で は 何 も 言 及 さ れ て いな い 。 


ラジ ラプ 人 の 6 うっ の 選 肛 た 愉 痢 を 失 
921 前 述 の 節 で は 、 偶 像 崇拝 者 の アラ ブ 人 が 自分 達 の た め に 考案 し た 、 偶 像 圭 拝 的 な 
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八条 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An‘am( 家 畜 ) 六 音 
RONRORTGXKMHEYOGRERONGONRGRTRTGDINAOENIRIRGROHRRAHROHEONHHDNGSRINEATRKKGRHRNDGHHMEHNRNRHRONRRAOGAKHPYNOGHHEOHNDHHHRAKSRTROETDOGHRNTOTYRNKMEYHHRNEDOEHNGHRNRRRNEAGGATYYDHRHRORTNGOGRBGGHRAYAONERHEARTRRRGSEORRRKANHBHR 


れ 。 げ に アッ ラー は 短 を 超え る 者 を お ot < の 43 
愛 で 給 わ ず 。 2 
143. また 、 家 畜 の 中 荷 を 負う も の 、 52 9 寺 りあ と 
また は 乗る 物 を (創り た り )。 ア 1 
ー が お 前 達 に 与 「 え し 泊 の 中 か ら つめ > りや YR うじ ょ 
食 せ よ 。 さ れ ど < 悪魔 の 足跡 に 追随 
する な か れ 。 ば げに 彼 は お 前 達 の 公然 
の 瑞 な り 22。 

144. (アッ ラー は ) 八 の 災い を 創 り た < SoA と Ss 
り 。 羊 が 二 対 、 山 羊 が 二 対 を 。 到 0 

え 、「 ア ッ ラ ー が 牡 二 匹 を 禁じ た る Peo め ba 


か 、 そ れ と も 牝 二 匹 を 、 ま た は 胎内 2 
に ある 牧 二 匹 を ? 我 に 呑 ば ょ 、 ぉ 前 プー を と Cc 
Re A 1 OS SY 


145. また 、 駒 務 が 二 頭 、 牛 が 二 頭 Rd 3 に | の 
Op 

を 。 云え 、「 ア ッ ラ ー が 牡 二 区 を 禁 02 

じ た る か 、 そ れ と も 牝 二 匹 を 923、 ま RE 

た は 胎内 に ある 牝 一 . 匹 を ? ア ッ ラ ー は EE 


が 之 を 命じ た る 時 、 お 前 達 は その 場 MS FE TE TI 


に 在り し か ?」。 さ れ ば 、 知 識 も な し De 人 はろ 33 る 3 ニコ 


慣習 、 馬 鹿 げ た 慣例 や お き て が 斉 及 され て お り 、 当 人 節 に な っ て か ら 、 神 の 律 法 が 示 
され て いる 
2 その 第 一 の 意味 以外 に 、 当 館 は 、 さ ら に 、 探 に か な っ た も の を 食す る こと は 、 
魔 の 攻撃 か ら 自 ら を 守る 手段 で や る こと を 示唆 し て いる 

923 人 像 崇拝 者 達 は 、 も し 神 が 和牛 と 駒 膨 を 食べ る こと を 禁じ た と 主張 する な ら 、 神 が 
それ を 伝え た と いう 時 に 居 あ わせ た の か 、 と 尋ね られ る 。 彼 等 は 、 牛 と 千 能 は 本 当 
に 禁止 され て いた こと を 示す 神 の 権威 を 提出 する こと を 要求 され て お り 、 何 故 な ら 
ば 、 午 や 預 蛇 の 肉 を 食べ る こと は 、 いく ら か の 、 聖 書 重視 の 人 々 、 和 牛 は ヒン ズー 教 
徒 達 が 、 貼 能 は 一 部 の ユダ ヤ 人 達 、 に と っ て は 禁止 され て いる こと と みな され て い 
る か ら で あ る 。 
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六 章 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An'am( 家 畜 ) 人 伏 


に 人 々 を 迷わ す た め に 、“ ア ッ ラ ー に CSA ER Es 
対し て 嘘 を 提 造 する 者 より 不義 な す 。 。。」。。 
者 は あろ うか 2? ば に アッ ラー は 不義 4 ee こよ 28 


な す 民 を 導き 給 わ ず 。 A と 5 

な す 民 を 導き 給 わ ず & OI EY 
ト 作 項 

146. 云え 、5 「 我 に 雇 示 され た る も の 12 っ 1 ly 58 

の 中 で 、 食 べ る 者 に は その 食べ た い GR leJI59 

も の が 禁じ られ た る こと を 我 は 見 出 CAsO ぷ うっ 、 つ 1 YIA ス 55 。 と し 


さ ず 。 但 し 、 死 肉 、 流 れ 出る 血 、 豚 2 に mo 
の 内 、 こ は 不浄 な り 。 また は 、 そ れ や っ っ 中 合計 5 
に アッ ラー 以外 の 名 が 唱え られ た る し る を ま 20 る イロ を ッッ ライ ダダ > 
< 不肖 な る も の を "9。 さ れ ど 、 錠 え 2 

に 人 迫 ら れ て やむを得 ず 、 限 度 を 越え EN 
ざる 者 は 罪 に 非 ず 。 げ に 激 の 主 は 寛 ーー 
大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 re 


147. 面 し て 、“ ユ ダ ヤ 教 徒 に は 、 わ れ っ 4 あら と MHz 
ら は 爪 を 持つ すべ て の 動物 を 禁じ ee 
た り 。 ま た われ ら は 、 生 や 羊 ゃ 山 gc は た と 543 そ 25 


羊 の 脂 を 彼 等 に 禁じ た り 。 但 し そ PR a 
の 背中 や 腸 や 骨 に 付き た る も の を RES SS 


26:22: 7:38: HHE19. 2:174: 5:4; 16:116. 6:122. 6:119. 


224 当館 は 、 許 され る 食物 と 禁止 され て いる 食物 に 関し て 、 偶 像 崇拝 者 の アラ ブ 人 達 
に よっ て 作ら れ た 法 は 、 何 の 知識 も 理由 も 基盤 も な く 、 随 意 的 で ある : それ に ひき か 
え 、 イ スラ ム 教 徒 に よっ て 規定 され た 食物 の 規律 は 知恵 と 理由 に 基づい て いる 、 と 
いう こと を 意味 し て いる 。 根本 的 に 、 イ スラ ム 教 ( 徒 ) は 四 つ の も の を 禁止 し て いる 、 
三 つ は それ ら が リ ジ ュ ス 即ち 、 不 浄 で 不潔 で ある こと か ら 、 そ し て -- つ は それ が フ 
ィ ス ク 即 ち 、 神 了 墨 を 汚し 信心 深く な いと いう こと か ら で あ る 。 最初 に 述べ た 三 つ の 
も の は 、 腐 肉 、 動 物 が 殺害 さ れ た 時 、 又 は 傷 24 に 流れ 出る 血 、 そ し て 豚肉 
で ある 。 当 節 で 述べ られ て いる よう に 、 こ れ ら 全て は リ ジ ュ ス (不浄 で 不潔 ) す な 
i 
べき こと は 、 リ ジュ ス と いう 言葉 は 、 最 初 に 述べ られ た 三 つ の 禁止 さて いる も の と 
と も に 読み と る 必要 が ある 。 四 つ 目 の 禁止 され て いる も の は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の も の 
の 名 を と な えて 加工 され た 食べ も の で ある 。 そ れ は ブ ィ スク (神聖 を 汚す お ) す な わ 
ち 、 神 に 対す る 不 従順 、 反 抗 の も と な の で ある 。 そ うい う 食 物 を 食す こと は 、 人 間 
の 精神 面 の 健康 を 害し 、 彼 の 神 に 対す る 愛 を 自ら 失う こと と な っ て いく 。 


=\ 
6 ヽ 
いい の 
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八 僚 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An‘am( 家 畜 ) 六 音 
RONORORTGKAHHMHEYOGRROROGONRGRTRGDINAOENIRIREROHRRAHRODHEONHDNGSRINEAEOKKGRHGHRDGHRHYENNRKHNHRAGAKHPYNOGHHEOHNOADHHHRAKSRTOETDO2HRNTOTRNKMEHHRNEDORAEHNGHRNHRRNEAGGNDTYYUHRHRORTNGTGRBGGRAYAONERHIERRHRGSEOKRRKKNHBRRI 


除い て “。 か く て 我 等 は 彼 等 に その < そ 5 の 841 で]| PS 回 
反逆 心 に 対し て 応報 せり ???%。 げ に わ 


れ ら は 真実 を 語る 。 RAT EL 


148. 彼 等 も し 梁 を 嘘つき と 責め な 33 う SEI 
ば 、 云 え 、「? お 前 達 の 主 は 雄大 な る 

然 想 の な り 。 さ れ ど 罪深い 民 は そ 2 つと 42532 つ 5 スン 
の 懲 駐 を 免れ られ ざる べし 」。 


| 
149. ヶ 併 せ 祀 り し 者 ども は 必ず 云わ EC EE 


ん 、「 ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば 、 io ー 
我 等 も 我 等 の 父 視 も 、 ア ッ ラ ー に 併 、D2 じ a YL 8 
せ 祀 る こと は せ ず 、 の 2 っ 上 。。 
ぜ ざ り し 管 」 と 。 同 様 に 、 彼 等 以前 Woo SU ご メ 
の 者 も 、 わ れ ら の 責 苦 を 味わい し ま SS eS 紅 に 
で は 、 2 去 了 
> YO ラプ SI に イコ ラップ ーー タブ ィ | 
へ 、 お 前 達 確たる 知識 を 有する ご 2 ぬら クジ ン 
か ? 時 ば それ を われ ら に 示せ 。 お を EE PPE 
前 達 は た だ 憎 滑 に 従う に 過ぎ ず 、 そ を 052 SY NT) 38 
し て また 、 お 前 達 た だ 虚言 を こと と 
する の みな り 」 ど と 。 
150. え 、「 最 高 の 論拠 は アッ ラー 所 る 8 20 | bs 
の も の な り 。 さ れ ば 、“ 彼 も し 欲し な っ 
ば 、 お 前 達 を 皆 導 きた る な り 」”"。 OL So el 
76:13 和 737. 16:36: 43:21. (5:49; 11:119: 13:32: 16:10. 
2 タレ ビ 記 3:17 と 7:23 を 参照 、 タ ルム ー ド の 中 で は 、 あ ば ら に つい て いる 脂肪 に 関 
し て は 、 例 外 と され て いる 。 
これ ら の も の は 、 ユ ダ ヤ 人 の 人 達 の 罪 に 対す る 加 と し て 禁止 され た 。 
7 も し 神 が 彼 の 人 々 に 「 神 の 意 」 に 従う よう 強制 する な ら ば 、 神 は 確実 に 、 誤 っ た 
こと で は な く 、 正 し いこ と を 強制 する は ず で ある 。 し か し 神 の 無限 の 知恵 の 中 で 、 
神 は 人 間 を 自由 な 取次 人 と し た 。 神 は 人 間 に 、 何 が 正しく 、 何 が 誤っ て いる か を 説 
明 し 、 そ し て どちら で も 、 選 び た い 道 に 進め る よう 、 選 択 を 自由 に まかせ た 。 
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六 音 アル ・ ア ン ア ー ム ALAn'am( 家 畜 ) 八 伏 
テー 逐 「 デ アッ ラー が と 本 ] ヽ る イン っ メン タン ン 2 46 タイ オン ン ブ < マイン 窟 
151. 去 え 、 アッ ラー が これ を 禁じ | ) 9 Ne て きい は | を Je AA 8 


た り 、 と 立証 する お 前 達 の 証人 た ち 
を 呼べ 」 と 。 さ れ ば も し 彼 等 証言 す 
る な ば 、 液 は 彼 等 と と も に 証言 する 
な か れ 。 A le 


ざる 者 ど も の 1 
れ 。 面 し て ? 彼 等 は 、 そ の 主 に < 同位 
者 を 配 す る な り 。 
十 九 項 
152. 云え 、「 来 れ 、 我 は お 前 達 の 主 
が お 前 達 に 禁じ た る も の を 復調 せん 
22%。 すなわち 、 彼 に 同位 者 と し て 如 
何 な る も の も 配 す る な か れ 。 面 し 
My 両親 に 親切 を 尽く せ 。 “貧困 を 恐 
RN われ ら 
お 前 達 を 養う な り 、 ま た 彼 等 を 
. され ば お 前 達 、“ 不 潔 な 行為 に 、 
その 公然 た る こと で も 、 隠 され た る 
こと で も 、 近 づく な か れ 。 ま た 正義 
の た め 以 外 は 、 ア ッ ラ ー が 禁じ た る 
生命 を 殺害 する な か れ 。 こ は アッ ラ 
ー が お 前 達 に 命じ た る も の な り 。 お 
前 達 理 解す る が た め に 。 


っ イム る ご ネン を ラッ コン ン 
1 EA ES 9 ena 


っ A REG NE 
CS RL ES に まかり 


の) YE YS 
1 の 


a っ 


15 くわ お で っ っ 
GE っ 5 な 
A 
SC a 3 


25:49: 45:19. 76:2: 27:61. 14:37; 17:24. 17:32. "6:121: 7:34. 


229「 禁 目 」 と いう 言葉 ひ あ と に 続く 訓令 
ある 。 一 方 で は 、「 禁 止 」 と いう 斉 葉 
め た 戒律 を すぐ 後に 続け る こと に より 、 
の 逆 の 両方 が 組み 合わ され て いる 。 当 節 は 
で ある 。 最初 の 文 は 、「 主 が 禁 


さじ た る こ と 」 と いう 語 旬 で 終わ り 、 


は 、 神 が 実行 する よう 命令 し て いる こと で 
葉 を 使う こと に よっ て 、 ま た 一 方 で 、 明 確 に 定 
当館 は 、 そ れ 自 体 に 、 直 接 的 な 命令 と 、 そ 


、 更 に 違っ た ふう に 解釈 する こと も 可能 
次 の 文章 が 、 こ 


場合 それ は あな た に 申し つけ られ て いる , と いう 意味 を も つ ア ライ クム と いう 言 
葉 で 始ま っ て いる と 、 と ら え られ る べき で ある 。 そ うす る と 、 当 人 節 は 以下 の よう に 


読み と られ る 。 
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八 鈴 アル ・ ア ン ア テー ム AHLAn'am( 家 畜 ) 六 音 
ORORTGKAHHHEYOGREROROGORGRTRTGDNAOESIKIREROHRRAHRODHEONHHNGSRINEREKKGRHGRNUGHGHMENNRGYEKHRNRRAGAKHPYNONHHEOHNADHHHRAKSRTOETDOHRGOTRHKRMEHHRNEDEHRGHRNHRNEGNGNDTYYDHRRORTNGTGRBGGHRAYAONERHEARRRRROSEORRRKKNHBREI 


1S3. また ? 入 児 の 財産 は 彼 が 成年 に sj な UE あお 
達する まで 、 最 善 な る 方 法 以外 、 近 ~"”" 
寄る べから ず 、 ま た 、? 杉 目 ゃ 旧記 は CCSOUS 0 6 に まる る 1 


公正 に し て 十分 に せよ 9。c わ れ ら SE 
は 何人 に も その 人 能力 以上 の 荷 を 負わ CE AEN LO 


せ ず 。 ま た お 前 達 発言 する 時 は 公平 De ES 
を 守れ 、 た と え 近 親 に 関係 せる こと 5 
で も 。 ま た 9 アッ ラー と の 約束 を 全う Ke と 1 3 3 


せよ 9 こ は 彼 が お 前 達 に 命じ た る アー ィ ン 2 
SH2E っ 2 Et 

も の な り 。 お 前 達 皿 告 に 従わ ん が た 

め に 」。 


154. また (云え )、“「 こ れこ そ わ が 直 VRE lS 
き 道 な り 。 さ れ ば 之 に 従え 。 お 前 


達 、 さ ま ざ ま な る 道 に 従う な か れ 。 作っ つの 5 っ っ 958 

され ば 、( そ は ) お 前 達 を 彼 の 道 か ら 1 の 2 

NO OT RS 3 
に 命じ た る な り 、 お 前 達 庶 散 せ ん が 

た め に 」。 

155. また 、 7 われ ら が モー ゼ に 経典 を ES | し いら 265153 

I a 

た め に 完全 で あり 、 ミ 一 切 の 解明 で G3 る 6 3 

あり "3 れ 1 纏 導 に し て 慈悲 な り 。 彼 


A 


gl} 17:35.017:36; 26:182-183; 35:10, 2:287; 7:43. 5.2. 16:92; 17:35. 16:127. 12:54; 5:45. 87:146. 


「 さ あ 、 あ な た 方 の 主 が 禁止 し た も の を 私 が 語 ろ う 。 貴 方 達 は 何 も の も 神 に 併せ 祀 
る こと を し て は な ら な いこ と が 申し つけ られ て お り ……」 。 

229 生命 の 保護 に つい て の 訓令 の 次 に 、 財 産 を 守る た め の 戒 律 に つい て 述べ られ て 
96 


39 言葉 を 守る た め の 訓 令 の あと に 、 心 を 守る た め の 訓 令 が あり 、 そ れ は 、「 ア ッ ラ 
ー と の 約束 を 全う せよ 」 と いう 語句 の 中 に 含 甘 され て いる 。 な ぜ な ら ば 、 以 前 の 訓 
令 が 人 間 と の 契約 に 関係 し て いた の に 反し 、 こ こ で の 訓令 は 、 神 と の 契約 に 関係 し 
て いる か ら で あ る 。 

ャ ー 切 の "と いう 言葉 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 道徳 的 で 精神 的 な 必要 を 満た し た それ ら 全 て 
の も の ' を 示す 。 トーラー は 全て それ ら の 必要 を 満た し た 。 
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六 章 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An'am( 家 畜 ) 人 伏 


RA HR > < 
ニ 二 項 _ 

156. 耐 し て 、“ こ は われ ら が 降 せ し 祝 
福 せ られ た る 聖典 な り 。 さ れ ば 之 に 
従い 32、 良 散 せ よ 。 お 前 達 を 慈 看 に 
浴 し めん が た め に 。 

157. お 前 達 が 、「 経 典 は 我 等 以前 に 
た だ 二 つ の 宗派 に の み 降 され た り 
933 され ど 我 等 は 彼 等 の 語 め る も の 
を 知ら ざり き 」 と 、 云 わざ らん が た 
め に 。 


8 イー ダイキン) i 
6 EC as 
っ 


3 ft 。 レン っ で 5 レン 


タン 
” 


SO 


158. それ と も 、 お 前 達 に 、「 も し 我 ご jjE4E す 31UI 3 洛 
* ~~ z 


等 に 経典 が 降 さ れ た る な ば 、 我 等 は 
必ず 彼 等 より 良く 導 か れ た る な り 」 


アイ の 


っ =» 0 半 C { 2 そ 
3 を に ュ 328 AE 


と 、 云 わし め ざ る た め に 。 さ れ ば 、 
( 今 ) お 前 達 の 主 よ り の 明 証 、 並 びに 
科 導 と 慈悲 が お 前 達 の と ころ へ 来れ 
り 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 を 大 偽 
と みな し 、 そ れ よ り 背 き 去 り た る 者 
あら ば 、 “これ 以上 の 不義 な る 者 は 誰 
か ? われ ら は 必ず 、 わ れ ら の 神 兆 を 


Q ww 
EG Zu < 


Lu ut 
3 eI I EAA I NIR A 


タン ーー ン ン ゅ 4 イイ て 


リン 8 と る 3 
つづ と 2 に ub も OS っ | 
ZT ラン ン 2 8 < っ < ント ンタ ン 
OBL RI る 


ン ・ 


ンマ そ レア ポジ シー イン w* ター 
OB BE 


忘 避 す る 者 ども に は 、 麗 ろ し い 貴 普 
を 以 て 応報 せん 。 彼 等 が 背 き 去り た 
る が 故に 。 

6:93: 21:51, 735:43. (6:22; 7:38: 10:18, 
2 当 節 は 聖 ク ルアー ン が 、 そ れ 以 前 の 聖書 に も 含ま れ て いた 不滅 の 教え と 永遠 の 真 
実 の すべ て を 含ん だ 啓示 の 書物 、 こ れ が ム バ ー ラ ク と いう 吐 葉 の 意味 で ある (Lane よ 
り )。 そ れ 政 、 聖 クル アー ン に 従う こと に よっ て ムスリム は 、 そ れ ら か ら 手 引き を 探 
し 求め る 必要 性 を 軽減 され る 。 
233 当 節 で 述べ られ て いる 「 二 つの 宗派 」 は 、 モ ー ゼ の 五 書 が 与え られ 、 ア ラビ ア の 
北 の 地域 か ら 、 そ の 宗教 が 起こ っ た ユダ ヤ 人 と (ゾロ アス ター 教 の 経典 で ある ) ゼン 
ドア ベス タ が 与え られ 、 ア ラビ ア の 東側 に 住ん で いた ゾロ アス ター 教徒 の こと だ と も 
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八 僚 アル ・ ア ン ア ー ム Al-An‘am( 家 畜 ) 六 音 
DONGRTGKAOHMHEYOGREROOGONRGRTRTGDINAOENIIREROHRRAHRODHEONOHHNGETRINERTRKKGRHOHRUGHYHRMENNRYRHRONRRAOGAKHPYNOSHHEOHNOADHHHRAKSRTOETDO3HRNOTRNKMEHHRNEDOAEHNGHRNRRRNEGNGNTYYDNRTHRRORTNGOGRBGGHRAYAONERHIERRRHRGSEORRREANHBRTSI 


と ころ へ 現われ 、 そ れ と も 主 が 来 


159. 2 彼 等 は た だ 、 諸 天使 が 彼 等 の NEC ee a は 4 作 
陥 し 5% また は 液 の 主 の 何ら か の ES IE GE 


神 兆 が 起 る こと の み を 待つ に 過ぎ 、 レ ラン ュ ン ンコ 0 2 
ず 。 (されど) 流 の 主 の 何ら か の 神 兆 に お を Ye と りー るる て 


936 が 起 る その 日 、 それ 以前 に 信 し も EC 地 あ の > ィ < > ご 5) マコ 
せ ず 、 信 仰 に よっ て 善行 を 積ま ざる _ 
者 が 信じ て も 、 益 する と ころ な し 。 3 放逐 9313 こぐ 


云え 、「 待 て 、 わ れ ら も また 待つ 」。 , ; 
@ ら < つめ うち 1 


160. げに 、 そ の 宗教 を 分 裂 し W"、 面 2 の こ PY) 
し て 己 自 身 も 幾多 の 宗派 に な り た る 9 の 
り 者 ども に は 、 流 は いさ さか を 関わり は し CA っ と る ンー 
な し 。 げに 彼 * 等 の こと は ア ッ ラ ー の イッ イン タレ ライ ルン 1 ンー っ タブ ルッ ンタ 6 プ 4d 

- SORE RS SN 
御 許 に あり 。 や が て 彼 は 彼 等 に 、 そ NS 
の な し た る こと を 和 芋 ロロ げ 知 らせん 。 
161. < 善行 を な す 者 は 、 之 に 十 倍 す る 0 | LE その ^ ^ 
報奨 を 受 く べし "8。 さ れ ど 悪行 を な 本 

、 むく い 】 Ew る 
す 者 あら ば 、 そ れ に 等 し き 応 報 を 受 A > PISA と すま 
2:21H 16:34. 230:33. (4:41; 27:90: 28:85. 

言え る し 、 又 は 、 ア ラビ ア に 住ん で いて 、 ア ラブ 人 が 出合 っ た 、 二 派 の 人 々 で ある 、 
ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の こと を さして いる の か も し れ な い 。 
4 ここ で は 、「 天 使 が 現われ る 」 は 、 戦 争 を 使っ た 、 人 間 へ の 宙 を 意味 する 。 何故 
な ら ば 、 イ スラ ム 教 徒 と その 敵 と の 間 で 行わ れ た 戦 、 に 関連 し て 、 天 使 の 到来 が 、 
述べ られ て いる か ら で あ る (3:125. 126 及び 、8:10)。 
や 「 主 が 来 陥 し 」 と いう 表現 は 、 真 実 の 敵 の 完全 な 破滅 を 意味 する (2:211)。 
2 「 神 兆 が 起 る 」 と は 、 錠 伴 、 疫 病 、 秋 害 の よう な この 世 の 員 を 意味 する 。 
や 「 己 が 宗教 を 分 裂 さ せ 」 と いう 語句 は 、 人 が 自分 の 気まぐれ や 空想 に 従う よう に 
な る と 、 違 いと いう も の が 人 間 同 士 に 生じ 、 考 え 方 の 合意 が 消え 失せ る こと を 示し 
で いる 。 
38 よい 行為 は 、 十 僅 に も 、 又 それ 以上 に も 増え て いく 、 よ い 種 の よう で ある が 


(2:262: 4:41: 10:27-28 分 及び ディ ル マ デ イ の 断食 書 ) 、 そ れ に 反し て 悪 は 、 悪 い 種 の 
よう に 一 つの まま で ある 。 


山 
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六 章 アル 
ける の み 。 商 し て 、 彼 等 
せら れる こと な か る べし 。 
162. 云え ん 、「 げ に 我 が 主 は 我 を 直 き 
道 に 導き 給え り 。 (それ を ) 真正 の 
宗教 、 常 に 帰依 股 従 せる "アブラハム 
の 宗教 に (せり )。 面 し て 彼 は 、 偶 像 
崇拝 者 の 中 と な ら ざ りき 」。 
163. 云え 、「 我 が 崇拝 、 我 が 献身 、 
我 が 生命 、 ま た 我 が 死 も 、 森 羅 万 象 
の 主 な る アッ ラー の た め な り 9。 
164.? 彼 に は 如何 な る 同位 者 も な 
し 。 面 し て 乏 こ そ 我 が 命ぜ られ た る 
な り 。 さ れ ば 我 は 服従 帰依 する 人 々 
の 筐 な りー 


は 不当 に 過 


求む べ けん や ? 彼 は 万 物 の に ま 
NC 

何人 も 己 自 身 に 対す る 以外 は 稼が 
ず 。 ま た 重荷 を 背負 う 者 は 他人 の 荷 
を 背負 うこ と な し "や 。 従 っ て お 前 達 
は 、 自 分 の 主 の 御 許 に 戻る べし 。 さ 
れ ば 彼 、 お 前 達 が 異な り し し こと に つ 
いて 、 お 前 達 に 告げ 知ら すべ し 。 


・ ア ン ア ー ム AIAn'am( 家 畜 ) 


八 塗 


人 ネッ yr や 1 し 


OY 94 SY 


EN 
ls GS 6 ) 
OIE LN Es 

SG IS 


I 
Pert うろ 
の 
ンタ パン 


と と Kee 


3S 
ee 


CA | 

と ESI I CE 
3 の Cs イン エ > る 
ED 5 5 こっ 5 > Sys る 
る る ー * a A イネ イン 
登る の 5395 う 5Y5 
8 SC 2 > 2 = 3 つ 


イタ プス 


OLS LS 
Ae 


23:96: 16:124. P6:15; 39:12-13. 77:141. 717:16: 35:19: 53:39. 


239 祈り 、 犠 牲 、 生 と 死 は 人 間 の 行動 の 全て の 分 野 に か か わり 、 そ し て 聖 預言 者 は 、 
彼 の 人 生 の 全て の 局面 で 、 神 に 捧げ られ て いる と 宣 斉 する よう に 命じ られ て いた 。 
彼 の 祈り の 全て は 、 神 に 捧げ られ 、 彼 の 犠牲 も 全て 、 神 の た め の も の で あり 、 彼 の 


人 生 の 全て は 神 へ の 奉仕 で あり 、 そ し て も し 宗教 的 原因 か ら 、 
それ も や は り 神 の 喜び を 得 ん が た め の 行 為 と いう こと に 他 な ら な い 。 
17:16 節 : 53:40-41 節 と 同様 、 キ リス ト の 周 罪 の 教義 へ の 激しい 否認 を 含 
己 の 行動 に 足 任 を も た な けれ ば な ら な いと い 


に な ろう と も 、 
249 当 節 は 、 
み 、 誰 も が 、 自 ら の 十字 架 を 背負 い 、 
う 事 実に 断固 と し て 注目 させ て いる 。 
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八 倫 アル ・ ア ン ア ー ム AI-An‘am( 家 次) 六 章 
166. 彼 こ そ 、 お 前 達 を し て 地上 に 於 EIT EE 12 、 う 央 る 
ける 後継 者 と な し 、 お 前 達 の 一 部 を の 
し て 他 の 一 部 より 位階 を 高 か ら し め ラテ つい の の の の っ vo と うう う 
と 鼻 が お 前 達 に 与え た Gb LT a fs 
た り 。 そ は 彼 カ MIR SC5 の 人 きっ の る SM bt 
の に よっ て 、“ お 前 達 を 試み ん が た め 5 

2 0 の た ダッ の っ プイ て 6 9 』 ン a 
な り %!。 ば に 梁 の 主 は 移 員 に 迅速 な 計 © 33 323354505 GE 
れ ど 、 ま た ば げに 彼 は 寛大 に し て 、 慈 
圧 深 くま し ます 。 


5:49: 11:8; 67:3. 


2 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 、 勧 告 と 警告 の 両方 か ら 同 時 に 構成 され て いる 。 
彼 等 は 、 力 と 権威 を 授け られ 、 国 事 を 統制 する 義務 を 、 今 まさ に ゆだね られ る と 告 
げ ば られ て いる 。 彼 等 は 、 創 造 主 に 対し 、 自 分 達 の 義務 遂行 の 結果 を 明らか に し な け 
れ ば な ら な い の で 、 貢 任 を 公正 と 正義 に よっ て 果たさ な けれ ば な ら な い 。 
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Er 
世 草 
アル ・ ア ー ラ ー フ AI-A'raf( 高 壁 ) 
メッ カカ 啓示 

題名 と 啓示 の 日 

イブ ン ・ ア ッ パ ー ス 、 イ ブン ・ ズ バイ ー ル 、 ハ サン 、 ム ジャ ー ヒ ド 、 イ 
クリ マ 、 ア ター、 そ し て ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ザ イド な ど に よれ ば 、 当 章 は 
165-172 節 を 除い て 、 メ ッ カ 時 代 に 属す る 。 然 し な が ら 、 カ ター ダ の 見 解 に 
よれ ば 、165 人 節 は メデ ィ ナ 啓示 で ある 。 そ し て 、 当 章 の 題名 は 、47 節 か ら 採 
用 し て いる 。 注釈 者 た ち は 、 ア ー ラ ー フ (Arraf) と いう 言葉 と 当 章 の 主題 の 間 
に どん な 実在 的 な 関係 が ある の か 、 解 く こ と が 出来 な い 。 何 故 な ら ば 、 彼 等 
は その 言葉 に 間違っ た 意味 を 選ん で いる か ら で あ る 。 彼 等 は 、 ア ー ラ ー フ 
(Araf) は 天国 と 地獄 に は さま る 霊 的 な 段階 だ と 考え て いる 。 そし て ア ーー ラー 
フ (A*raf) の 同 募 た ち は 、 地 獄 の 収容 者 と は 別個 の 者 と 思わ れ て いる が 、 ま だ 
天国 に 入っ て いな い 。 聖 クル アー ン は 当 語 の この 意味 を 否認 する 。 何故 な ら 
ば 、 それ は 単に ニ こつ の グル ー プ だ け に 言及 し て いる か ら で あ る 。 つま り 、 天 
国 の 居住 者 と 地獄 の 収容 者 た ち だ け で ある 。 そ こ に は 第 三 の グ ルー プ や 階級 
の 人 達 の 記載 が な い 。 そ し て それ は 、 ア ー ラ ー フ (Araf) と いう 音 葉 の 霊 的 中 
間 の 段階 と いう 解釈 を 支持 し な い 。 ま た この 解釈 を 擁護 する 内 的 証拠 も な い 。 
BE クルアーン は 、 位 と とろ は 、 ア ル ・ ア ーー ラー フ プ (ALAYD の 人 々 ん が 、 天国 
住人 に 話 を か け て いる と いう こと を 訟 述 し て いる 。 そ し て 他 の 時 に 、 地 獄 の 
収容 者 と 話し を する こと に 言及 する 。 そ し て 、 彼 等 の 精神 的 な 知識 は 、 天 国 
の 住人 も 地獄 の 収容 者 も それ ぞ れ の 特徴 に よっ て 区 別 す る こと が 出来 る 程 、 
0 ON PP 


NO アル ルッ アー ラー (aL. 
A*raf) の 同輩 と i i 2 つの 
フ (Al-A*raf) の 人 達 は 神 の 預言 者 た ち で ある 。 彼 等 は 最後 の 審判 の 日 に は 特 
別 な る 精神 状態 を 楽し む で あろ う 。 そ し て 、 天 国 の 住民 の た め に 祈り 、 地 獄 
の 収容 者 た ち を 叱責 非難 する で あろ う 。 そ し て 、 当 章 は 、 何 人 か の 問 言 者 た 
ちの 人 生 談 を か な り 詳 細 に 扱っ た 聖 ク ルアー ン に 於 ける 最初 の 章 で ある か ら 、 
それ は 正当 に アル ・ ア ー ラ ー フ (ALA'TaD と いう 名 称 が 与え られ て いる 。 そ 
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の 上 、 そ の 言葉 の 実際 の 構造 は 、 こ の 結論 を 支持 し て いる 。 ア ー ラ ー フ 
(Ar&) は ウル フ (Urf) の 複数 で あり 、 そ れ は 高く 気 高 い 場 所 で あり 、 ま た 神 
が 与え た 特に 高度 の 知性 に よっ て 、 人 間 自 身内 の 精神 的 認識 と 知力 を 意味 し 
て いる 。 従っ て アー ラー フ (A'raf) は 、 真 理 を 確立 する 道理 を 弁 え た 議論 、 及 
び 人 間 性 を 証明 する 教え で ある 。 そ し て 預言 者 た ちの 教え は 、 こ れ 等 の 資質 
を すべ て 持っ て いる か ら 、 彼 等 の み が こ の 精神 的 気 高 い 地位 を 受け る に 値 し 、 
アル ・ ア ー ラ ー フ (ALA'raD の 人 々 と 正当 に 呼ば れる に 値する 。 要 する に 、 

当 章 が アル ・ ア ー ラ ー フ (AILA*af) と 呼ば れる の は 、 そ れ は 、 精 神 的 に 卓越 
し た 昔 の 人 々 の 人 生 談 に 於 ける 実例 を 挙げ る か ら で あ る 。 彼 等 こそ が 、 人 間 
性 と 理性 の 要求 に 従っ て 、 人 類 に 真実 を 教え た の で ある 。 彼 等 は 、 こ の 世 で 


地位 に 引き 上 げた の で ある 。 
主題 と 背景 

精神 的 に 当 章 は 、 前 述 の 章 と それ に 続く 章 の 間 に バ ル ザ フ (Barzakh= 介 
在 す る 連続 ) の よう で ある 。 そ れ ら は 、 前 章 の 主題 が 当 草 に お いて 、 新 し い 
論旨 に 展開 させ られ る こと を 示す 。 前章 に お ける 主要 な 論 紀 は 、 ユ ダ ヤ 教 と 
キリ スト 教 、 及 び 、 そ の 権威 が 哲学 と 理屈 に 由来 する 他 の 宗教 の 反 肖 に 存 す 


信条 の 虚偽 性 が 論証 され 、 イ スラ ム の 真実 さ が 確立 され て いる 。 先ず 第 一 に 、 
聖 ク ルアー ン は 神 が 啓 示さ れ た 言葉 で ある か ら 、 そ の 目的 達成 に 失敗 する こ 
と や 破棄 を うけ る こと は あり えな い の で ある 。 次 に 、 ム スリ ム 達 は 、 意 気 消 
沈 の 発作 で 他 の 宗教 の 信者 達 と 軽率 に 妥協 すべ き で な いこ と を 戒め られ て い 
る 。 何 故 な ら ば 、 真 実 の 宗教 の 反対 者 は 、 終 局 的 に 恥辱 と 不 面目 を 受け ね ば 
な ら な いか ら で あ る 。 次 に 、 神 は 人 間 を 宗 高 な 目的 を 達成 する た め に 創造 し 
た 。 然 る に 、 ほ と ん どの 人 間 は その 崇高 な 人 生 の 意義 を 忘れ て いる 。 ア ダム 
の 天国 の 生活 と そこ か ら の 排除 に 於 いて この 主題 が 例証 され て いる 。 そ し て 
人 間 を 創造 し た 直後 に 、 神 は 人 間 に 高 潔 な 精神 的 地位 が 得 られ る 方 法 を 供給 
し た 。 然 る に 人 間 は 神 の ご 計画 に 留意 せ ず 、 悪 魔 に 従っ た 。 更 に また 、 イ ス 
ラム は 個人 の 啓発 を 目 ざ す 以前 の 信仰 と 違っ て 、 全 共同 体 の 改革 を 計っ て い 
る こと に 言及 され て いる 。 と ころ が 、 先 の 預言 者 た ち は 、 個 人 の 安楽 を 計っ 
て いた が 、 イ スラ ム の 目的 は 、 全 共同 体 や 国々 が 無 上 の 喜び を 獲得 する こと 
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に 在 る 。 然 し な が ら 、 再 編成 の あら ゆる 努力 は 、 そ の 完成 が 達成 され る 前 に 
障害 物 や 世の中 の 変化 に 遭遇 する 。 従 っ て 、 い つ で も ムスリム 共同 体 が イス 
ラム の 原理 と 指導 か ら 人 逸脱 する 時 、 彼 等 が 国家 的 発展 と 進歩 の 手立て か ら 脱 
線 し て 獲得 し た ば か り の 安楽 を 失わ な いよ うに 、 神 は その 再編 成 に 於 いて 、 
聖 預言 者 の 信者 達 の 中 か ら 天 の 改革 者 を 立て る で あろ う 。 そ れ か ら 当 章 は 、 
これ 等 の 約束 され た 宗教 改革 者 の 承認 の た め に 基準 を 規定 する 。 そ し て 、 そ 
の 反対 者 た ちの 終極 的 な 破滅 も 解明 され て いる 。 次 に 、 す べ て の 神 の ご 計画 
は 徐々 に 進む と 述べ られ て いる 。 物質 的 世界 と 同様 、 精 神 の 領域 も その と お 
り で 、 す べ て の 進歩 は 発展 の 法則 に 従 届 さ せら れる 。 そ し て 、 前 進 的 発展 の 
工程 に 従っ て 、 人 間 の 精神 的 進歩 は アダ ム の 時 代 か ら 聖 預言 者 へ と 継承 され 
て いる 。 そ し て 彼 の 教え に 於 いて 、 全 人 類 の 改善 と 編制 が 大 い に 答 ね られ た 。 
従っ て 信者 達 は 、 小 さい 種 が 大 き な 木 に 育つ こと を わす れ て は な ら な い 。 大 
き な 目 標 も 始め は 非常 に 取る に 足ら な いも の に 思わ れ 、 隠 れ て いる 。 従 っ て 、 
信者 た ち は よ く 己 が 眼 を 開き 、 彼 等 の 創造 の 大 き な 日 的 を 見 失っ て は な ら な 
い 。 な ぜ な ら 、 も し 一 度 そ れ を 見 失っ て し まっ た な ら ば 、 永 久 に それ を 見 失 
っ て し まう で あろ う 。 

60 節 に 於 いて 古代 の 預言 者 た ちの 生涯 に 関す る 簡潔 な 生活 史 が 述べ られ 
る 。 彼 等 の 使命 は 、 天 国 の よう な 至福 の 存在 か ら 放逐 され た 人 間 を も と の 場 
所 へ 連れ 戻す こと で あっ た 。 そ れ か ら 、 普 は 人 間 性 の 中 に 絶対 必要 な 構成 要 
素 と し て 根 深 く 存在 し 、 悪 は 後 で 外部 の 影響 の 結果 で ある と し て 生じ た も の 
で ある と 述べ られ て いる 。 し か も 、 天 性 の 療 は ある に し て も 、 人 間 は 神 の 啓 
示 の 助け な し に は それ を 完成 し 得 た ない の で ある 。 神 の 推 導 を 拒絶 する こと に 
よっ て 、 彼 は 天性 の 普 良 を 自分 自身 に 拒み 、 従 っ て 精神 的 に 破滅 する こと が 
ある 。 ま た 再び 聖 預 言 者 の 使命 に 言及 され 、 そ し て 彼 の 反対 者 達 は 明白 な 事 
実 を 無視 し て は な ら な いこ と を 警告 され て いる 。 つ まり 、 彼 の 知性 は 正常 で 
あり 、 そ の 目的 は 高潔 、 つ まり 人 間 性 と 自然 の 道理 が 完全 に 調和 し て いる 。 
そし て 、 時 代 も 彼 の 支持 に 於 いて 証 斉 し て いる 。 そ し て 、 不 信者 達 の いく つ 
か の 疑い と 疑惑 が 除 か れ 、 彼 等 は 聖 預 言 者 に 非常 に 強い 反対 を 打ち た て る で 
あろ う が 、 神 は すべ て の 危害 か ら 彼 を 保護 する で あろ うと 叙述 され て いる 。 
然し な が ら 、 ム スリ ム 達 は 不信 者 達 の 妨害 に 我慢 する だ け で な く 、 彼 等 の た 
め に 祈る こと も 勧告 され て いる 。 更 に 当 音 は 、 先 の 預言 者 た ちの 反対 者 た ち 
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の よう に 聖 預言 者 の 反対 者 た ち も 、 奇 跡 を 要求 し 続け る で あろ うと 述べ て い 
る 。 し か し 奇跡 を 見 せる こと は も っ ぱら 神 の 許 に ある 。 神 は その 全く 誤り の 
な い 知 恵 で 、 適 切 だ と 思っ た 時 、 役 等 に 褒 跡 を 見 せる 。 然 し な が ら 、 預 言 着 
の 出現 の 真 の 上 日 的 を 充足 する 聖 ク ルアー ン は 、 充 分 な る 奇跡 を 構成 し て いる 
の で は な いか ? と 不信 者 た ち は 尋ね られ る 。 従っ て ムスリム 達 は 、 聖 クル ア 
ー ン の 奇跡 が 豊 錠 に 値する 真 の 感謝 を 与え る よう 失 告 され た 。 何 故 な ら ば 、 
天 の 光 が 人 間 に 与え られ る ほど その 感謝 は 清め られ る 。 
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七 音 
アル ・ ア ー ラ ー フ AI-A'raf( 高 壁 ) 
節 数 207、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


1. "慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の SI ES PR 

御名 に お いて 。 

2. 5 アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ サ ー ド Rt 

942 

3.“ こ は 汐 に 降 され た る 経典 な り E23 
これ ーッ yr ジコ る ra 

es。 さ れ ば 、 汽 が 之 に よっ て 警告 す 

すう ー。 ン と まみ と < が マン 

る た め に 液 の 胸 を 狭め る な か れ 。 の 3 4 つう 38 そう な 

また 、 信徒 た ち に は 素 晴 ら し い 忠 ンタ る や 

告 な り 。 イン 

くだ 
4. 9 お 前 達 の っ 主 より お 前 達 に 降 さ れ た でも が が UK IE 


る も の に 従い 、 彼 以外 の 守護 者 に 追 軸 
DD お 前 達 忠告 に 従う つの お し 2 1 


、 僅 か な り 。 2 

O03 SI 

s. 面 し て “如何 に 多く の 邑 呈 を われ A ER RY 
ら は 滅 ぼ せ し こと か ! され ば われ ら A 

の 懲 凡 は 夜間 に 、 ま た 彼 等 が 昼 欄 の oosybs 人 EL 


944 
最 中 に それ ら に 降 #f れ り 
LL. 22:2: 3:2: 29:2: 30:2: 31: 2 32:2. (6:52; 19:98: 25:2. 33:3; 39:56.7:98: 21:12: 28:30、 


2 イブ ン ・ ア ッ パ バース に よる と 、 四 つの 組み 合わ せ の アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ サ 
ー ド (AHf Lam Mim Sad) と いう 詩 葉 は 、「 我 は 全 知 全能 の ア 90 我 は 全て を 
明らか に する 」 を 表す 。 最 初 の 三 つ の 言葉 は 、 注 16 を 参照 の こと 。 ま た サー ド は ウ 
ファ ッ ス イィ ル (Ufassiln) つま り 、 我 は 全て を 明らか に する と の 意味 で ある 。 当 章 の 内 
容 は 、 神 の 知識 を 含ん で いる の みな ら ず 、 先 の 章 で 扱わ れ た テー マ の 詳細 な 説明 に 
よっ て 、 こ の 解釈 の 根拠 と な っ て いる 。 サ ー ド の 字 は 、「 最 も 正しい 」 の 意味 に も 
解 さ れ て いる 

2 当 節 は 、 特に 聖 頂 言 者 の み で な くす べ て の 信徒 に 向け て 話さ れ て いる 

244 特に 夜間 (明け 方 ) と 真昼 が 、 た いて い 神 の 罰 が 下る 時 間 で ある と ここ で は 述べ て 
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6. され ば 、 わ れ ら の 懲 削 が 彼 等 に 隆 て も > と に 2 に 59 レビ 3 
り し 時 、 彼 等 は た だ 、「< ば に 我 等 ほ き 


不義 者 な りき ! 」 と 中 喚 す る の みな OR EG IDG 
り きき 91S、 

7. され ば 、 5 われ ら は 、 必 ず 使徒 を 遺 3) Jo う 1 て 3 す 348 
わ さ れ た る 人 々 を 尋問 し 、 ま た < 我 等 4 の 
は 使徒 た ち を も 必ず 尋問 すべ し 9。 OAI NES 


・ 耐 し て 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 に 、 確 ほる 。 レ AE イ 55 
i a 


面 し て 、 わ れ ら は 決し て 不在 な り し OU 
こと な し 。 

し か 183 ん っ | ン タン ン 
% 曽 し て "その 日 、 天 種 ” は 真正 な 選民 銘 A ASS そう 
り 。 さ れ ば 、 衝 重き 者 あら ば 、 こ れ 90 2 
等 こそ 成功 者 な り 。 OR 295 も) 
10. され ど “ 特 軽 き 者 あら ば 、 こ れ で <3 別 電導 移り 2 と を 25 
等 こそ その 身 を 損ない し 者 な る べ  , 0 
し 、 わ れ ら の 神 兆 を 軽 ろ ん じ た る が Rl 


故に 1 © イイ | 
pe 
2]:15. 028:66. “5:110. の 1.48, 23:103: 101: 7-8. 23:104; 101:9-10. 


いる 。 こ の 時 間 は 人 々 が 大 抵 上 限っ て いる か 、 ぼ ん や り し て いる 時 間 で ある 。 

8 加 が 下さ れ た 時 、 確 固 と し た 無神論 者 さえ も 、 時 と し て 神 の 助け を 求め て 叫び 声 

II 
高い 存在 の 強力 な 力 を 実感 する か ら で あ る 。 

VR どん な 形 で あれ 神 に 対し て 責任 を 負う と いう 原則 を 当 節 で は 述 

べ て いる 。 人 々 は すべ て 、 神 の 使者 を どの よう に 受け 入れ た か を 問わ れる で ある ろう 。 

又 、 使 者 達 は 神 の 言葉 を いか に 伝道 し 、 そ れ に 対す る 民衆 の 反応 が どう で あっ た か 

を 間 わ れる で あろ う 。 

この 言葉 は 比較 的 に 用 いら れ て いる 。 物質 は 、 金 属 や 木 で 作ら れ た 竹 り で その 重 

さ を 計 る が 、 物 質 で な いも の の 重 さ を 計る と いう こと は 、 そ の 本 来 の 価値 、 真 価 、 

重要 性 を 明確 に する と いう こと で ある 。 

248 ズル ム (Zulm) の 言葉 は 、 も の ご と を 誤っ た と ころ へ 置く こと を 意味 する (Lane よ 

り )。 こ こ で の 意味 は 、 不 信 は 、 神 の 神 兆 を 、 し か る べく 取り 扱わ な か っ た と の 意味 

で ある 。 神 兆 は 彼 等 * の 心神 へ の 散 虚 と 謙虚 さ を 抱か せる た めで あっ た が 、 彼 等 は 

むし ろ さ ら に 横柄 で 人 慢 に な り 、 啓 示 を 咽 笑 し た 上 否定 し た 。 


Pt 
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1 耐 し て 、“ わ れ ら は お 前 達 を し て る 伯 に < ッ っ 3 2 人 < は 5 
し か じ JAS 5 A GS 
地上 に 強力 た らし め た り 。 論 し て お 前 0 
達 の た めそ の 中 に 生計 の 手段 を 設け た &  ⑥⑤O35XSGC OSkzLs 
り 。 お 前 達 感謝 する は 僅 な り 。 
ー 承 


12. 耐 し て 、 わ れ ら は お 前 達 を 創造 CS 3 入ら R33 
し 、 し か る 後に ? お 前 達 に 形 を 与え た 2 a 
り 249 次 いで 、 われ ら は 天使 た ち に - \) 1 は くつ YB 3 lA EN 
EC NS っ | 
せよ 」m。 され ば 、 彼 等 は 部 誠 +。 OO 8 
り 。 但し 、 イブ リー NN 

彼 は 叩 頭 す る 者 た ちの うち と な ら ざ 

りき 。 

13. “ 彼 ( 神 ) は 云え り > 「 わ し が 汐 に 282 RE 3 
命じ た る の に 、 流 何 故に 叩 頭 せ ざ り 

し か ?」 と 。 彼 は 云え り 、「 我 は 彼 つ B、 り 2、 る 2 ハ ら 

に 勝る 。 液 は 我 を 火 で 創り た る 
が 、 彼 を 流 は 粘土 で 創り た り 」 と トブ ルン 


953 


2 


15:21: 46:27. P23:15; 39:7; 40:65. “2:35; 15:30-31; 17:62; 18:51: 20:117; 38:73-75. 15:33-34; 38:76-77. 


249 人 間 は 、 粘 土 を いろ いろ の 形 に で きる よう に 、 自 分 の 精神 的 存在 を 様々 に 形成 す 
る こと が で きる 。 

7 や アダ ム に 服従 せよ と いう 命令 は 、 天 使 に 向かっ て 発せ られ た の で ある が 、 天使 は 
神 の 命令 の 神聖 な る 具現 者 で ある が 故に 、 こ の 命令 は すべ て の 創造 物 に 適用 され る 。 
2 イブ リー ス は 天使 で は な か っ た (18:S1) 。 ガ ブリ エル が 天使 長 で ある の に 対し 、 
ブリ ー ス は 悪霊 の 長 で ある 。 こ こ に 述べ られ て いる こと は 、 人 間 の 最初 の 祖先 で 
ある 最初 の アダ ム と は 何 の か か わり 合い も な い 。 こ こ に か か わっ て いる の は 、 後 の 
アダ ム ( こ の 大 地 に 6000 年 前 に 住み 、 ノ ア や アブ ラ ハ ム や 彼 等 の 子孫 の 直接 の 祖先 ) 
の み で ある 。 

2 当館 は 、 神 と イブ リー ス の 間 の 会 話 と し て 表現 され て いる が 、 実 際 に こう し た や 
り 取 り が あっ た と いう わけ で は な く 、 状 況 を 言葉 で 表現 し た と いう こと で ある 。 イ 
ブリ ー ス が アダ ム に 服 さ な か っ た 結果 が この 状況 な の で ある 。 注 61 も 参照 せよ 。 

953 粘土 」 と いう 語 に つい て の 説明 は 、 注 420A を 参照 せよ 。 
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14. 彼 は 云え り 、<「 な ら ば ここ より NE EL AIG 
落ち て 行け *。 溢 令 慢 に し て ここ に 

ンジ ング 6 ラー タタ コイ ョ ンー ニ タン zz 
は 居 ら れず 。 さ れ ば 、 出 て 行け 。 げ ンク es 3 トー の 


に 液 は 見 下げ は て た る な り 」。 CE 
15. 2 彼 は 云え り 、「 彼 等 が 時 らし め OR rE GG 
られ る その 日 まで 、 我 に 猫 予 を 授け 

た まん 1 

16. 彼 は 云え り 、「 げ に 液 、 猫 予 さ OIG 
れる 者 の うち な り 」。 - 


17. < 彼 は 云え り 、「 激 が 我 に 迷い を 2 8389 2 移 1 Cs JG 
判定 せ し が 故に 、 我 は 必ず 液 の 直 き 

道 に て 彼 等 を 待ち 伏せ ん 。 の し っ 
18. され ば 我 は 、 彼 等 の 前 か ら も 、 32 で LO 
彼 等 の 後 か ら も 、 ま た 彼 等 の 左 か ら ィ ャ ィ 
も 、 彼 等 の 右 か ら も 、 彼 等 を 能 わ ん 9 に 3 る 2 と 2 まえ 


555。 耐 し て 流 は 、 彼 等 の 多く が 感謝 を 

する を 見 出さ ざる べし 」。 I や 
19. 役 は 云え り 、「 蔵 まさ れ 、 遂 い 義和 よし も た うば 
立て で られ て ここ より 去れ 。? 彼 等 の う 5 5 
ち 溢 に 追 科 する 者 あら ば 、 わ し は 必 信和 の PAY っ を 3 6 
ず お 前 達 一 同 で 地獄 を 満 さん 。 (も 


715:35: 38:78、 15:37: 38:80.“13:40: 38:83. 本 20: 15:43-4 邊 32:14; 38:86. 
294 当 節 で は 、 ミ ン ハ ー (それ ゆえ に ) の 表現 の 中 に 含ま れ た 代名詞 の ハー( そ れ ) が 表 
す 名 詞 は 述べ られ て お ら ず 、 イブ リー ス が アダ ム に 服従 を する こと を 拒む 前 の 状態 
REN EE AR NRA 


a Gra RS A eee bite, 
ある 。 精 神 的 復活 が な い 限 り 、 イ ブリ ー ス が 人 に 道 を 誤 ら せる こと も ある で ある ろう 。 
し か し 、 人 間 が 一 旦 バ カー (再生 ) と 呼ば れる 精神 の 高い 段階 に 到達 すれ ば 、 も は や 
イブ リー ス は その 人 間 に 対 し 何 の 害 を な すこ と も で き な い (17:66) 。 

98 サ タン が 張り めぐ らし て いる 誘惑 の 網 に 注意 せよ 。 
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上 章 アル ・ ア ー ラ ー ブ Al-A raf( 高 壁 ) 八 会 
20. され ば ? ア ダム よ 、 液 と 汐 の 雪 は SES4LISS お の 125U 5 
楽園 に 住み “"%、 耐 し て 二 人 が 好き の oe 
な と ころ で 食 せよ 95 な れ ど 液 等 こっ oda OY し Ee 
人 この 樹 に は 近寄る な か れ 957。、 さ す ML 
れ ば は 滋 等 二 人 、 不 義 者 の うち と な ら 
の 
21。 し か る に 2 斑 魔 が 彼 等 二 人 に 路 い に る C P チ 7 ho ン ラ イー ンプ ンタ ンス 
0 Sr AE 
た り 、 そ の 見 え ざ り し 悪 9574 か な 彼 等 「 ーー テツ 
し か の | く ン プー チッ ンタ ンタ タデ 
人 に 表わさ ん が た め に 。 面 し て じじ J 
えり 、「 お 前 達二 人 の 主 が お 前 達 に 1 攻 : 
この 樹 を 禁じ た る は 、 お 前 達二 人 が 0 2 ル 2 し な! あい と 
天使 また は 永生 者 と な ら ざ らん が た ozaulLfzbs ts 
RA 1K Ab sl ASJA b 
め な り 」 と 。 Cs > 
22、 措 し て 彼 は 二 人 に 響 っ て 云え 大 っ っ ンー 
OCreva rl SI 3 
り 、「 げ に 我 は お 前 達二 人 の た め i is oe 
真実 の 助言 者 な り 」。 
23. され ば 、 彼 は 両 人 を 上 欺 き て 当惑 < ン UE ラン 
i mg de 
せしめ た り 。 さ れ ば 彼 等 両 人 は その フッ 


“2:38; 20:118. 5.37: 20:121. 


38A 注 68 を 参照 。 
586 これ は 、 肉 体 的 、 精 神 的 に 有害 で ある と し て 禁じ られ る こと 以外 は すべ て 合法 で 
ある こと を 示し て いる 。 
7「 禁 断 の 木 」 と は 、 ア ダム と その 妻 に 、 あ る 特定 の 事柄 を 禁じ て いる 戒律 の こと 
も 意味 し て いる よう で ある 。 聖 クル アー ン の 中 で は 、「 良 い 言 葉 」 は 「 良 い 森 」 と 
関連 し て お り (14:25) 、 邪 悪 な 詩 葉 は 「 悪 い 木 」 と 関連 づけ られ て いる (14:27) 。 
や 下 悪 な 考え が 最後 に 人 を 破滅 に 追い や る 時 、 同 時 に 、 そ の 人 自身 、 自 分 の 弱点 
を は っ きり と 自覚 する の で ある 。 

アダ ム が 住む こと に な っ た 場所 は 、 聖 クル アー ン の 中 で は 比 職 的 に 「 楽 園 」 と 表 
現さ れ て いる 。 そ し て 、 次 に 続く 文 に お いて も 比 暗 が 続け て 用 いら れ 、 ア ダム は あ 
る 特定 の 「 木 」 に 近づく こと を 禁止 され て いる と 書か れ て いる が 、 こ の 「 木 」 と は 、 
文字 通り の 物 と し て の 木 で は な く 、 ア ダム が 近づい て は な ら な いあ る 特定 の 一 族 、 
部 族 の こと で あっ た 。 ア ダム が 近づい て は な ら な いと され た の は 、 こ の 一 族 が 彼 の 
敵 で あり 、 彼 に 危害 を 加え よう と も 何 の 痛 み も 感じ な い 人 々 で あっ た か ら で あ る 。 
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八 伏 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA af( 高 壁 ) 二 次 


本 を “ 味わう と 、 彼 等 の 悪 3° が 両 人 っ es あと の の の うつ 
に 現に な り 、 両 人 が 楽園 の 葉っぱ 1 a 2 
so で 己 が 身 を 蔽 い 始 め た り 。 耐 し に 82 に ao SI つう 62 に ed 
彼 等 の 主 は 二 人 に 呼び か け て 、 イン ュー レン と も ェ ン ルン と ン イ ライ 
云え り 、「 わ し は お 前 達二 人 に その A Rn 
樹 を 林 ぜ ざり し か 、 ま た 2 此 魔 は お 前 OR 332 じ くめ SC く ) 
達 両 人 の 公然 の 敵 な り と 云わ ざり し 
か ?」 と 。 


24. 両 人 は 云え り 、* 「 我 等 の 主 よ 、 1 に 釘 COE 2YUM 


我 等 は 己 自 身 を 害 せ り "9?。 さ れ ば も 
62:37: 20:122.72:169. 209: 6:143; 12:6: 20:118; 28:16; 35:7; 36:61. “2:38. 


988 サッ イア (Sayy'ah) と いう 言葉 は 、 人 が 隠 そ うと する 良く な い 行 動 や 態度 、 発 言 
な ど 何 ら か の 悪事 や 、 恥 、 全 裸 を 意味 し (Lane より )、 こ こ で は 「 也 の 対象 」 や 
点 」 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 人 の 「 全 裸 」 は 己 自身 に 隠せ な い 。 ア ダム は 自分 
弱点 を 知ら ず 、 敵 が 彼 を 安 な 地 併 か ら 請 い 出し た 時 に 初め て 気づい た 。 全て の 
人 は 、 何 か し ら の 欠点 や 弱点 が あり 、 自 分 自身 で すら それ に 気づか な く と も 、 人 負担 
や スト レス が か か っ た り 、 誘 惑 され た り 試さ れる 時 に 起 に な る 場合 が ある 。 ア ダム 
に つい て も 、 サ タン の 誘惑 に 騙さ れる こと に より 、 自 身 の 弱 点 を 自覚 する こと と な 
っ た 。 聖 クル アー ン で は 、 ア ダム と 妻 の 弱点 が 他 者 に 知ら れる と ころ と な っ た と は 
述べ て お ら ず 、 彼 等 自身 が それ に 気づい た と し て いる 。 

99 ワラ ク と は 、 あ る も の ご と の 最高 位 や 新鮮 さ : 共同 体 の 青少年 を 意味 し (Lisan よ 
り ) 、 サ タン の た め 、 ア ダム の 共同 体 に 亀裂 が 入り 、 中 の 弱い 人 々 が 共同 体 の 絆 か ら 
離れ て いっ た 時 に 、 ア ダム が 「 楽 園 」 の 木の葉 (アウ ラー ク ) す な わ ち 共同 体 の 若者 
達 を 集め 、 向 等 の 協力 を 但 て 、 條 に 従う 人 々 を 再 統 -、 再 編成 し は じ め た と いう こ 
と を 示し て いる の で ある 。 若 者 は 旧 思 想 や 偏見 に ほとん ど と らち われ な い の で 、 神 の 
預言 者 達 に 従い 彼 等 を 助け る の は 、 一 般 に 若者 た ち で ある (10:84) 。 ア ダム に 従う こ 
と を 拒否 し た 者 と し て 聖 ク ルアー ン に 描か れ て いる の は イブ リー ス と 呼ば れ 、 彼 を 
そそ の か す 者 が サタ ン と 呼ば れ て いる 。 こ の 区 別 は 、 当 節 の み で な く 、 了 豆 クル アー 
ン 全 体 を 通し て 、 関 連 す る 節 す べ て に お いて 、 明 確 で ある 。 す な わ ち サタ ン と イブ 
リー ス は 別 の 者 な の で ある 。 実際 、 シ ャ イタ ー ン (サタ ン ) と いう 語 は 、 悪 魔 に 当 
て は まる だ け で は な く 、 い わ ば 、 悪 な る 性 質 や 悪行 に よっ て 悪魔 の よう に 体現 する 
人 間 に も 、 当 て は まる 。 ア ダム を そそ の か し 、 間 違い を 犯さ せ た サ タン は 、 目 に 見 
え ぬ 悪霊 で は な く 、 血 も 肉 も ある 邪悪 な 人 間 で あっ て 、 人 々 の 中 に いる 悪魔 で あり 、 
サタ ン の 具現 で あり 、 イ ブリ ー ス の 代理 人 で あっ た 。 そ し て 、 ア ダム が 近づい て は 
な ら な いと され た 一 族 の 一 員 な の で あっ た 。 聖 預言 者 は 、 彼 の 名 前 は ハリ ス で ある 
と 言っ た と され て いる が (ティ ル マ ズ ィ ー、 タ フス ィ ー ル 章 よ り ) 、 こ の こと は 、 彼 
が 人 間 で あっ て 悪霊 で は な いこ と を 示す も う 一 つの 証拠 で ある 。 

0 間もなく アダ ム は 自分 の 過ち に 気づき 、 後 悔し つつ 、 急 いで 神 の も と へ 戻っ た 。 
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ヒ 音 アル ・ ア ー ラ ー ブ フ Al-A ヶ zaf( 高 蛋 ) 八 傘 
ERRATIC EERE EIS SE ROE IEEE EE RRS RE GCE ER REESE IE SEEGER RE EOERDSEEEIR ECCS ER RE 


A オー アン イー ン « ラン 
2 ラン ラタン キン 


し 液 我 等 を 赦 さ ず 、 慈 悲 を 我 等 に 垂 っ に て うう 
れ ざ れ ば 、 我 等 は 必ず 損失 する 人 々 8 
の 中 と な らん 」。 EE) 


25. 彼 は 云え 0、9「 出 て 行け 9、 お Ea EO 
前 較 互 に 英 な り 。 耐 し て 、 お 前 培 り 。。 レ レッ レン し 
た め に 、 地 上 に 仮 の 宿 あ り 、 ま た か と C23 つ AT2O2 つ 3 っ ー り 5 
り そ め の 利益 あり 」 と 。 


26. 彼 は 云え り 、 5 「 そ こと で も お 前 達 は Ku20523E339335kSJUM 
生き 、 そ こ で 死に 、 面 し て そこ より 
お 前 達 引 き 出さ れる べし 」 "9。 

= 項 
27. アダ ム の 子 ら よ 、 げ に われ ら は 区 びっ る 2 に 3 
お 前 達 に 衣 を 降 し た り 。 そ は お 前 達 0 エン 。 
の 悪 を 覆い 、 ま た 飾り な り 。 され 3 C2 


"、 尻 散 な る 衣裳 963 こ パ 最 立 カ bal lb st 19 2% 


2:37、39: 20:124, 720:56: 71:18-19. 


そもそも アダ ム の 過ち と は 、 こ の 人 間 悪 魔 を 、 神 が 係わり 合わ な いよ う 和 警告 し た に 
も か か わら ず 、 支 援 者 と 間違え た こと に あっ た 。 

261 近 侯 で は 、 ア ダム が 自分 の 生地 か ら 他 の 地 へ 移住 する よう 命令 され た こと を 明 ら 
か に し て いる 。 そ うな っ た の は 、 彼 の 共同 体 の 中 に 様々 に 異な っ た 人 達 の 間 に 、 急 
に 敵意 と 憎しみ が 生ま れ て きた か ら で あ っ た 。 こ の 事実 は い 、 ア ダム が 出 て 行く よう 
命令 され た 「 庭 園 」 が 楽園 で は な か っ た こと の も う 一 つの 証拠 と な っ て いる 。 ア ダ 
ム は 、 彼 の 生地 メソ ポタ ミア か ら 出 て 、 近 隣 の 地 に 移っ た よう で ある 。 こ の 移住 は 、 


3 


EC 


12 
O00 


っ を の 
ら 


多分 一 時 的 な こと で あり 、 ず っ と 後に 彼 は 自分 の 故郷 に 戻っ た で あろ う 。 事実 、 
「 か り そ め の 利益 」 と いう 言葉 は 、 移 住 が 一 時 的 な も の で ある こと を 、 僅 か に ほ の 
めか し て いる 。 ア ダム は 、 当 人 節 で 、 こ れ か ら 先 、 注 意 深く し て いる よう 警告 を 受け 
て いる の で ある 。 そ れ も 、 今 や 彼 は 永遠 に 自分 の 生地 に こそ 住 お べき で ある か ら な 
の で ある 。 


2 一 般 的 な 意 に 解釈 すれ ば 、 当 節 は 、 人 間 は 誰 も 物 と し て の 肉体 を 持っ た まま 楽園 
に 昇る こと は で き な い と 示 吹 し て いる 。 人 は 地上 で 生き 、 地 上 で 死な な けれ ば な ら 
な い 。 


あ be た 。 
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八 伏 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA af( 高 壁 ) 七草 


り 。 こ は アッ ラー の 神 兆 の 中 か ら な aN 
り 。 彼 等 が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 

5. アダ ム の 子 ら ょ 、 悪魔 が お 前 較 > か Ya 陣 く 
を 惑わ し 得る な か れ 。 お 前 達 の 先祖 し 2 る と 。 を < っ る ュー 

を 楽園 より 放 遂 せしめ た る 知 く 。 彼 ごと kao の 82 | 
は 両 人 か ら そ の 衣 を 春 い た り 、 彼 等 451 "に eo と し る お 区 こけ 
に その 悪 を あら わ に せしめ ん が た め 6 の 

に 。 真 に 彼 と その 一 族 は 、 お 前 達 に 08 202 2 


は 見 え ざ る と ころ か ら お 前 達 を 見 る な 2 8 
サタ ン cialrn IS 0 っ ッ プイ を 
り 564 ば に “われ ら は 、 悪 魔 を し て マン CA Ue 


信 ぜ ざる 者 ども の 友 と な せり 。 Oo BIER 


29. され ば 、 彼 等 は みだら な こと を ES LAE GR 3 
する 度 に 、 云 う 「 我 等 は 、 我 が 父祖 - 


コラ レイ イン も 6 プン レン レン イタル ュ ン ビン | 
た ち が そ れ を な せる を 見 出し た り 。 条 和 We VR 
また 、 ア ッ ラ ー が 芝 を 我 等 に 命じ た Ne Pe 
り 」 と 。 寺 え 、「 ア ッ ラー は 決し て 6 み OOKESY じ AA とお 8 LA 


だ ら な こと を 命ぜ ず 。 お 前 達 、 ア ッ 
ラー に つい て 己 の 知ら ざる こと を 去 

うか ?」。 

I 15 5 し つう 241 ご 
えり 。 さ れ ば 、 す べ て の 礼拝 堂 で 、 NO 二 の 22 0 の 6 
お 前 達 の 顔 を ( 王 に ) 正 し く 向 け 5、 98319 ema 5 と っ 3 


92:258: 3:176: [6:101. P16:91. "4:59: 16:91: 37:26、 


94 サタ ン と 呼ば れる 悪霊 と その 仲間 達 は 、 普 通 は 目 に は 見 えな い 。 彼 等 は 、 密 か に 
力 を ふる い 、 人 間 の 隠れ た 弱点 を 捜し 出し て は 、 人 間 が その 了 邪 悪 な 心 を ます ます 強 
くす る よう 仕向 ける の で ある 。 神 は た だ 人 間 の 試 績 と し て 、 サ タン を お 創り に な っ 
た の で あり 、 サ タン は 、 人 間 が 辿っ て いく 精神 の 旅路 の 途中 に ある 障害 物 と し て の 
役割 を 果たす 。 障 害 物 と は 、 妨 害する た め の も の で は な い 。 人生 と いう 競技 の 中 で 、 
競争 者 達 が も っ と 用 心 深く な り 、 そ れ ま で 以上 に 5 力 を する よう に な る た め の も の 
な の で ある 。 障害 物 に 頭 き 人 生 に 負け た 、 不 注意 者 、 怠 惜 な 者 は 、 自 分 自身 を 貴 め 
る べき で あっ て 、 彼 等 の 気概 を 試す た め 、 彼 等 を 試練 に 向かわ せ た 人 ある い は 人 々 
を 責め る べき で は な い 。 

265 祈り の 時 間 が 近づき 、 寺 院 に 出かけ る 時 に は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 、 世 俗 の こと を 


426 


ビ 章 アル ・ ア ー ラ ー フ Ali-A raf( 高 巧 ) 八代 


面 し て その た め に 信仰 の 誠 を 尽 し て CN Ss 
彼 に 祈 れ 。 彼 が お 前 達 を 創造 せ し が = 


AIAT 


如く お 前 達 は 戻ら ん 」**。 0333 
31 * 彼 は 一 団 を 導き 、 ま た 一 団 は 確 区 2 を に 353 


OR り 。 彼 等 は 確 本 
か に アッ ラー を さ し お いて 起 麻 ども OOe を し 35b・ 主 は 3 くる 8 


を 友 と せり 、 し か も 彼 等 自ら は 正 し ER 
く 導 か れ た る と 思う な り 。 ML 
2. アダ ム の 子 ら よ 、 ど の 礼拝 堂 へ Ps RS EG 


(行く 時 ) も 、 己 が 身だしなみ に 気 を 


VA る 1 1 
つけ よ 7。 そし て 食べ た り 、 飲ん だ YO っ SV 
り せ よ 、 な れ ど 渦 を 超え る な か れ 。 と Yo 

の り い 8< | 
了 F に 彼 は 短 を 超え る 者 ども を 愛 で 給 " Cd 
わ ず 。 
四 項 
Ne A RE EK 
0 PE CANA SS 


2 ン i 1 
eh RN RIEL 
か 2 云え 、「 こ は 現世 に お い 

16:37; 22:19、 6417:28: 25:68. “2:169, 173; 23:52. 

忘れ て 、 神 に 注意 を 集中 し な けれ ば な ら な い 。 す べ て の 祈り の 前 に 行う 洒 浴 は 、 信 徒 
の 心 を 神 に 向け させ 、 祈 り を 行う に ふさ わし い 状 態 に させ る こと を 目的 と し て いる 。 
266「 彼 が お 前 達 を 創造 せ し が 如く お 前 達 は 戻ら ん 」 と いう 言葉 は 、 丁 度 我 々 の 肉体 
が 尽 の 子宮 の 内 で 次 第 に 成長 する よう に 、 我 々 の 魂 も 、 死後 、 同 様 な 成長 過 各 を 辿 
267 a しく 装 うこ と は 身体 的 に も 精神 的 に も 必要 な と と で ある 。 身体 的 な 観 虚 で は 、 
信徒 達 は 祈り の 場 へ 行く 時 に は 、 で きる だ け 清 潔 で きち ん と し た 服装 を する こと と 
され て いる 。 

?98 神 が 用 意 な さっ た 素晴らし い 汚 れ な き 物 は 、 実 際 の 生活 に お いて は 不信 徒 と も 分 
か つの で ある が 、 本 来 は 信徒 た ちの た め の も の で ある 。 将来 は 、 不 信徒 を 除き 、 信 
徒 た ちの み 恩 恵 を 与え られ る で あろ う 。 
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八 准 アル ・ ア ー ラ ー フ Al-A raf( 高 璧 ) 七 章 
て 信じ た る 人 々 の た め な り 、 また 、 "CAE ho? RE 


特に 復活 の 日 に お いて も 」。 か く の 如 
く 、 わ れ ら は 知識 ある 人 々 の た め に 
神 兆 を 詳説 す 。 

34. 云え 、“?「 我 が 主 が 禁じ た る こと 
は 、 み だ ら な こと な り 、 そ の 公然 た 
る こと で も 、 隠 され た る こと で も 。 
また 罪 と 不正 な る 反逆 心 を も 。 そ し 
て また 、 お 前 達 は アッ ラー が 知 何 な る 
権威 も 隆 さ れ ざ る も の を 以 っ て 彼 に 
同位 を 配 す る こと を も 。 ま た 、 お 前 
達 が アッ ラー に つい て 己 の 知ら ざる 
こと を 云う こと を も 」。 

35. 証し て 、< い ずれ の 共同 体 に も 一 
定 の 期限 あり 。 さ れ ば 、 そ の 期限 王 
ら ば 、 彼 等 は (それ より ) 一 上 隣 た り と 


も 遅く な る こと も 、 早 め る こと も 出 
i 
アダ ム の 子 ら よ 79、 も し お 前 達 


Ot 
ころ に 来 て 、 わ が 神 兆 を お 前 達 に 語 
MR 

、 彼 等 に は 恐れ も な く 、 ま た 砺 嘆 
0 


OAR 人 


FB > CS 
SY 


CL 
2 SN PO は 55015 


Ys に SS dzfa (5 


@O2ua3 に 3Y 5 に 6982>E5 


の いう 


03 


ター っ EC 
8 っ 1 お lo Lczez 区 づる タン 


5 イイ クン う タ 


ANE 


96:132.73:152: 7:72; 22:72. “10:50; 15:6; 16:62: 35:46. 12:39; 20:124. 


269 ある 民族 に 久 が 下 る と 定め られ た 時 が せま っ て くる と 、 も うそ れ を 


] 避 する こと 


も 、 遅 ら せ る こと も 、 別 の 時 期 に 延期 する こと も 不可 能 で ある 。 
270 この 点 に つい て は 、 特 別 な 留意 を 加え る に 値する 。 始 ち 、 既 出 の いく つか の 館 と 


同様 (例え ば 、7:27, 28 及び 32 節 ) 、 
時 代 の 人 々 
か け て いる の で ある 。 
いる の で な い 。 
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「 ア ダム の 子 ら よ 」 と いう 言葉 は 
に 向かっ て 、 ま だ まだ これ か ら 生 まれ て くる 世代 の 人 々 に 向かっ 


遠い 過去 の 人 々 や 、 ア ダム の 次 の 世代 


、 聖 預言 者 の 
て 呼び 
に 向かっ て 呼び か け て 


回 


アル ・ ア ー ラ ー ブ フ ALArgf( 高 難 ) 


八 参 


37. され ど ? わ れ ら の 神 兆 を 虚 安 と み 
な し 、 尊 大 に も 之 よ り 顔 を そむけ し 
者 ども あら ば 、 こ れ 等 こそ 業火 の 者 
な り 、 彼 等 その 中 に 住み 留まら ん 。 


38. ? さ れ ば 、 ア ッ ラ ー に 対し て 偽り 
を 提 造 し 、 或 は その 神 兆 を 虚偽 と み 
な し た る 者 以上 に 不義 な る 者 は 対 
か ? か か る 者 ども こそ 、 聖 典 に よっ 
て その (定め られ た る ) 運命 を 受 く べ 
し 271。 従っ て 、 わ れ ら の 使者 た ち が 
彼 等 を 訪れ て その 命 を 召す 時 、 彼 等 
(使者 た ち ) は 云わ ん 、「< お 前 達 が ア 
ッ ラ ー の 外 に 祈り し 者 は 、 今 何処 に 
あり や ?」。 彼 等 は 云わ ん 、「 彼 等 は 
我 等 か ら 消え 去る な り 」。 耐 し て 、 彼 
等 は 己 自 身 に 対し て 、 不 信者 な り し 
こと を 立証 せん 。 

39. 彼 は 云わ ん 、「 液 等 、 お 前 達 以 
前 に 逝き た る ジン と 人 間 の 集団 と 共 
に 業火 に 入れ 」。 一 つの 集団 が 入る た 
びに 、 そ の 姉妹 集団 を 呪う べし 。 さ 
れ ば 、 近 次 彼 等 皆 そ こ に 集まる や 、 
後 の 集 団 "2 は その 前 者 た る 集団 に 
つい て 云わ ん 、「 我 が 主 よ 、 我 等 を 
迷わ し め た る は 、 こ の 者 ども な り 。 
され ば 彼 等 に < 業火 の 責 苦 を 倍 に し 


《s ヽ 


EC ed RRR 
GR DBCSTEN GE 


CS EE 
RG IC ORI 
EE RSC 
Eg td LPC td 
EL ho 2 

OS EE ds 


3 ライ イー 4% ン イ rs う 4 の クタ 入る 
ASS 3 EG 
CS DIYS 


ラー デ 1 A 全 a 
< + ラン 


DE 
と <・ 
上 N 

\ 
€: 

を 
に 


2:40: 5:11, 87: 6:50; TA 1: 22:58. 76:22: 10:18: 1E19: 6E8. “6:23: 40:74-75. 16:131, 738:62. 


” この 言葉 は 、 神 の 使者 を 拒絶 する 者 た ち は 、 彼 等 は 敗北 し 、 挫 折 す る と いう 預言 
が 実現 する の を 、 自 ら の 目 で し か と 見 る で あろ う 。 ま た 、 神 の 使 閉 に 逆らっ た 罪 で 、 
彼 等 に 下さ れる 罰 を 噛み し め る こと に な る で あろ うと 述べ て いる 。 


"指導 者 達 ( 最 初 の 集団 ) と 彼 等 に 従う 者 達 ( 最 後 の 集 団 )。 
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八 伏 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA af( 高 壁 ) 七草 
は ーー 人 Er NN 人 リプ を <# 由 wl グ 。 ぅ 5 。 
給え よ 」。 役 は 云わ ん 、「 す べ て の 者 8 ん っ (5 っ < > 


に は 倍 な り “7?。 さ れ ど お 前 達 は 知ら 
ず fe 


40. され ば 、 前 者 た る (集団 ) は その 
後 の ( 集 団 ) に 向っ て 、 云 わん 、「 耐 
し て お 前 達 は 我 等 に 勝る と を ころ な さ 
ざり し 。 さ れ ば 懲罰 を 味わえ 、 お 前 
達 が 稼ぎ し こと が 故に 」。 
五 項 
41. げに “われ ら の 神 兆 を 虚偽 と みな 
、 尊 大 に も それ ら を 忌避 せ し 者 ど 

も ちら は 、 にせ 円 条 じ て 開か 
れず 。 また 双 蛇 が 針 の 人 を 通ら ぬ 限 
り 74、 彼 等 は 楽園 に 入る を 得 ざ る べ 
し 。 か く の 如 く 、 わ れ ら は 犯罪 者 ど 
も に 応報 す 。 
42. ? 彼 等 の 寝床 は 地獄 な り 。 彼 等 の 
上 も また 重層 な る ( 暗 聞 の ) 鶴 いあ 
り 。 か く の 如 くわ れ ら は 不義 者 に 応 
報 す 。 
43. され ど 信 じ て 、 普 行 を 積み し 
人 々 は 、 わ れ ら は < 如何 な る 生命 に 
8 その 能力 以上 の 荷 を 背負 わせ ず 

。 。 これ 等 こそ 楽 s 園 の 者 な り 。 彼 等 
は その 中 に 永久 ! こ 住 まん 。 


@9 認 YS 
CE TREY 
Et | 


る ター 


> A 
GCC くく 
1 * ンー 


っ 


FI べく Me 
MON 
Gk ます | 

Oe NE NS 


EE 
eg Po 


yes \ a 1 £3 1 sl 
る "1 ン ン 本 と つ に 
タフ < に 


ンー 5 タ 1 , 7 タル レル を 。 る て タイ 
OO 3 っ 2 CS] 


7:37 を 参照 . 239:17.2:234. 287: 6:153: 7:43: 23:63. 


73 苦痛 と 苦悩 は 、 そ れ が 続い て い 
え 難 いも の で ある だ ろう 。 


7 ジャ マル (amal) と は 、 針 の 穴 を 通る 和 糸 と の 類似 点 が ある こと か ら 、 綱 を 
神 の し る し を 拒否 する 人 々 は 、 天 国 に 入り 得 な い 。 
779 挿入 名 の 「 何 人 に も 能力 以上 の 荷 を 背負 わせ ず 」 と いう 名 は 、 


る 間 は 激しく 感じ られ る で あろ う 、 神 の 苦悩 は 堪 


意味 する 。 
マタ イ 19:24 参照 。 
“ 罪 は 人 間 の 本 質 


に 根ざし て お り 、 人 間 は そこ か ら 逃 げ 出 すこ と は で き な い "と いう キリ スト 教 の 教義 


と 反し て いる 箇所 で ある 。 
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じ 音 アル ・ ア ー ラ ー ブ フ Al-A ヶ af( 高 看 ) 八 傘 
TERESI ER ESE EEE ESOTERIC REE EE ORCC ERO IE SIRE EE RE EGE ECORI RSE ERIC EE EERE 


44。 され ば 、 わ れ ら は 如何 な る 委 恨 S508 る CS 
RR 人 in J 

。 2 彼 等 の 下 に は 河川 流れ る べし 。 0 る i 
a 彼 等 は 云わ ん 、「< す べ て の 2 2 PP 
計 美 は 、 我 等 を ここ に 導き 給え し ア GLEE 2" は 9 な 
ッ ラ ー の た め な り 。 さ れ ど 、 も し ア づら に 5 3 UWE: 
ッ ラ ー が 我 等 を 導 か ざり せ ば 、 条 
等 は 正道 を 得る 能 わ ず 。 げ に 我 等 432 を 5、 り お お 3 て 3 
の 主 の 使徒 た ち は 真 理 を 以 っ て 来 中 ン ッ イン 2 と る 2 kz) ッ イ 
DIG 全便 の ooks SS 21 
れる べし 、「 こ は お 前 達 が 受け 継ぐ 
べき 楽園 な り 、 お 前 達 が 行い し こと 
が 故に 」。 
45. 耐 し て 、 楽 園 の 人 々 は 地獄 の 者 8 こと a E35 
ども を 呼び か け て 云わ ん 、「 げ に た 我 "し の 
等 は 、 己 が 主 は 我 等 と 約束 せ し こ 043 に 25 ス 2 ビス て 5 て る 
と を 真実 と 見 出し た る な り 。 さ れ &e 
ば お 前 達 も お の れ が 主 の 約束 せ すし へ 
I SAG 
3 「 然 り 」。 され IN 

、 或 る 布告 者 が 両者 の 間 に あ り A 
て 、 布 告 せん 、「 不 義 者 ども の 上 に 

アッ ラー の 呪い あれ 、 - 
46. 4 ぐつ まり ) ア ッ ラ ー の 道 を 妨害 し 、 ら 2400 こら 0695 も 25oa3 


これ 

之 を 奏 め ん 7 と する 者 ども 。 a tS 
OS NA Cs 

15:48.72:26 を 参照 . 10:11: 39:75. 7:87: 11:20: 14:4: 16:89. 


役 等 こそ 来世 を 拒む 者 ども な り 」。 

279 実際 の と ころ 、 天 国 の 生活 は 、 こ の 現世 で 始ま る も の で ある (65:47) 。 憎 し みや 
嬢 知 、 精 神 不 安 な ど を 心 に 抱か な い 人 は 、 そ れ を 満喫 する こと が で きる 。 

277 この 表現 は 、 悪 を 行なう 者 達 は 、 真 の 宗教 な ど 堕 落 さ せ た い と 願っ て いる と いう 
意味 で ある 。 彼 等 は 、 彼 等 自身 政 悪 な だ け で は な く 、 他 人 を も 彼 等 の 如く に 変え て 
し まお うと し 、 更 に 宗教 の 教義 を ゆがめ 、 勝 手 に 変え よう と さえ し て いる 。 
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八 夫 アル ・ ア ー ラ ー フ AI-A Taf( 高 葉 ) 七 音 


47. され は ば 、 両 者 の 間 に 隔 壁 あり 。 (| ) そ 5 > に を と 5 
2 © = 

面 し て 高 所 8 の 上 に 人 々 あり て 、 そ a 
の 記号 に よっ て すべ て の 者 を 認識 19 ぅ Mb ag J は っ 


す 。 彼 等 は 楽園 の 人 々 に 声 を か け て 3 る ライ ンー の | の oe ラコ ライ 
て 、 二 わん 「 あ な た が た に 平安 あ Ace へ N つ 1250 ト テン | 
和 れ 」 ej 彼 等 は 未だ (その ) 楽園 に 入ら ンタ ラブ ーー タル グ ーッ イタ ラン っ 
ね ど “、 彼 等 は (そこ に 入る や) 希望 © ee の 


せん 。 
48. され ば 、 彼 等 の 目 を 業火 の 者 ど 5 NR 


も の 方 に 転じ し むる と 、 彼 等 は 云わ > < 
ん 、「 我 等 の 主 よ 、“ 我 等 を 不義 な る どら CUSSYG Cp っ ここ っ 1 


民 と 一 緒 に する な か れ 」。 
六 項 

49. 耐 し て 、 高 所 の 人 々 は その 記号 Ye 引 2<2Y| る 

90 に よっ て 認識 する 人 々 に 呼び か け Mi | 


23:93. 


9 アー ラー ブフ と は 、 ウ ルフ の 複数 形 で 、 高 尚 な 場所 を 意味 する 。 ア ラフ ァ ・ ア ラ 
ル ・ の 0 ミ 「Arafa alaLQaum」 と は 、 つ まり 彼 は 人 々 に 関す る こと に 精通 し て いる 
管理 者 また 監督 者 で あっ た と いう 意味 で ある 。 高尚 な 場所 の 座 に 着く の は 一 般 的 
に 高い 尊厳 を 持ち 際立っ た 地位 の 人 物 で ある 。 ハ サン と ムジ ャ ー ヒド に よる と 、』 
尚 な 場所 に いる 人 々 は 、 信 者 達 の 中 で も 選ば れ た 、 最 も 精通 し て いる 人 々 で あり 、 
キル マー ニー に よる と 、 多 教 者 を いう 。 ま た 別 の 見 解 で は 、 彼 等 は 預言 者 を 指し 、 

この 見 方 が 最も 正しい と 見 られ て いる 。 高 沿 な 場所 の 座 に 着く 者 は 、 和 良い 眺め を 見 
下ろ す だ け で な く 、 そ の 高い 地位 の た め 、 よ り よ く 知 ら せ を 受け られ る だ ろう 。 彼 
4R9 2000 の 0 の 2500 地位 や 身分 を 認識 する こと が で きる だ ろう 。 ア ー ラ 
ー フ (高尚 な 場所 ) に いる 人 々 が 、 案 件 が 考慮 中 で 処遇 が 決定 し て いな い 中 位 の 人 々 
i Nd 明らか に 誤っ た 見 方 で ある 。 彼 等 の よう な 人 々 が 高尚 な 場所 に 
置か れ 、… 方 で 列 教 者 や 預言 者 達 が より 低位 に いる こと は な い 。 

979 この 財 葉 は 、 現 在 で は まだ 天国 に 入っ て いな いも の の 、 じ き に 入る こと を 希望 し 
て いる 居住 者 を 表す 。 高 尚 な 場所 に いる 人 々 は 、 ま だ 天国 に 入っ て いな い が 後 に 天 
園 の 居住 者 に な る 人 々 を 認識 する だ ろう 。 

9 高 壁 に 居る 人 即ち 預言 者 達 は 、 人 々 の 中 の ある 特定 の 者 達 に 呼び か ける で ある ろう 。 
預言 者 達 は 彼 等 の た め に 派遣 され た の で あり 、 預 言 者 達 は こう し た 人 々 を 彼 等 の 特 
別 な 特徴 に よっ て 見 分 け 、 彼 等 に 向かっ て 、 預 言 者 達 に 敵対 すれ ば 、 悲 し むべ き 結 
末 に な る こと を 、 今 こそ 理解 する 必要 が ある と 告げ る で ある ろう 。 
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じ 音 アル ・ ア ー ラ ー ブ Al-A raf( 高 避 ) 八 参 


て 云わ ん 「 お 前 達 の 数 も 、 ま た お 前 
培 が 條 乙 し た る こと も 、 お 前 達 に 何 


H も md 


CE 2 だ っ うる る 


デ 


50. “お 前 達 が 、 ア ッ ラ ー は 恩恵 を 施 0 おじ Ya $341 
さ ず と 克 え る は 、 こ れ 等 の 人 々 な 

る か ?」。 (信徒 達 よ ) 、「 楽 園 に 入 こう 29 Y は 1 選 S| 2 の 
れ 。 お 前 達 に は 恐れ も な く 、 ま た お 2 20 の 
前 達 が 悲し むこ と も な か る べし 」。 ORISSA II NE 
s1. また 、 業 火 の 者 ども は 楽園 の 人 NN 
た ち に 呼び か け て 、 云 わん 「 そ の 水 」 I 
の 中 か ら 、 或 は アッ ラー が お ね 前 達 に る 0 C3 
腸 わ り し も の の 中 か ら 我 等 に も 注 げ <a っ あ ) EA 
よ 」。 彼 等 は 云わ ん 「 げ に アッ ラー は et テ 
不信 者 ども に その 両方 を 禁じ た り 、 

52. (つま り )? 己 が 宗教 を 気 晴 し か 遊 59 よる 183 そ 333 
戯 と 考え "2、 現 世 の 生 活 に 欺 か れ た a 

る 者 ども に は 」。 さ れ ば 、 彼 等 が この ょ 5606 CSJ2 る 5 
日 の 対面 を 忘れ た る 如く 、“ 今 日 われ 
ら ゃ 信人 き を 計れ た らん 、 ま た 、 邊 き 25 ビ ヒット 42 リコ 
は われ ら の 神 兆 を 拒否 し た る が 8532 55 
故に 。 


123:111, 05:58; 6:71. “45:35. 


A A RE 


NO ー が 灯 起 の 手 を 伸 ば 
すわ けが な いと 路 っ た 相手 は 彼 等 の こと か ?」 

信者 達 は 、 イ スラ ム が 真実 で ある と 心 を 説得 され る が 、 宗 教 を 気晴らし と と ら 
える の で 、 そ の 理性 や 良心 の 声 に 従う こと を 拒絶 し た 。 彼 等 は 、 創 造 主 に 対面 し て 、 
これ まで の 言動 の 説明 を し な けれ ば な ら な いと いう こと を 否定 し た た め 、 神 も その 
よう な 彼 等 を 無視 する だ ろう 。 
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八 夫 アル ・ ア ー ラ ー フ AI-A “raf( 高 壁 ) 七 章 


53. 頁 し て “われ ら は 確か に 彼 等 に 経 se EL So e335 
典 を も た らし 、 我 等 は それ を 知識 に 
基 い て 詳 述 せり 。 こ は 信ずる 人 々 の ORS っ 約 ES 3 
た め 矯 導 に し て 、 慈 悲 な り 。 
S4.? 彼 等 は その 解明 “" の み を 待つ Ss 8 索 交 と 1 0 
ぅ うり > 
か ? そ の 解明 が 到来 する 日 、 以前 に 乏 2 Ne 2 J 
を 忘却 せ し 人 々 は 云わ ん 、「 我 ら の 主 3 る E82823cR30 5 6 
の 使徒 た ち は 確 か に 真実 を 以 っ て 来 た eo 
れ り 。 さ れ ば 、 我 等 の た め に 執り 成す CPC OUG う よう ご は 
者 あら ば 、 我 等 の た め に 拠り 成 し て く イン っ ダイ ンタ ライ イタ ンズ ン ン イ る 
れる べし 。 そ れ と も “ 我 等 を 再び 戻さ 0 を 1OIPY も 3 
れる べし 、 さ れ ば 我 等 は これ まで し 人 る 3 で る 1 
本 と 違っ た 行為 を な すべ き 1 に 3、 う ) 


も の を 」 と 。 げ に 彼 等 は 己 自 身 を 損 1 ス が < 25 よる お 
人 面 し て その 提 造 せ し 6 J 
も の は 彼 等 か ら 消え 去る な り 。 & 0 


55. げに お 前 達 の 主 は 、 六 つの 期間 ご CP 
で 94 諸 天 と 大 地 を 創り た る アッ ラ 


26:113: 10:58; 12:112: 16:90; 29:52. D2:211; 6:159. 26:103: 35:38; 39:39. 10:4; 11:8; 25:60; 32:5: 41:10-13; 50:39; 37:3. 


や タタ ヴィ ー ル (Ta'wil) と いう 語 は 、 便 宜 上 、 警 告 の 実現 の 意味 を 表し て いる 。 注 
372 も 参照 。 

2 アッ ヤー ム と は 、 明 確 な る 期間 を 示す ヤ ウ ム と いう 語 の 複数 形 で ある (1:4) : それ 
と も 之 は 不 確 定 の 時 、 或 い は 物事 が 発達 する 期間 を 意味 する 場合 も ある 。 こ の 期間 
の 長 さ を 推測 し た り 、 決 定 し た りす る こと は 不可 能 で ある 。「 一 千年 」 か も し れ な 
いし (22:48) 、「 五 万 年 」 か も し れ な い (70:3) 。 し か し 、 こ こ で 或いは 、 了 如 ク ルアー 
ン の 他 の どの 節 に お いて も 、 ヤ ウム と いう 語 は 、 地 球 が その 軸 に 回 転 す る こと に よ 
っ て 決定 され る 期間 の 意味 で 使用 され て いな い 。 神 は 、 神 の 時 代 の すべ て を 我々 に 
明らか に な さっ て いる わけ で は な い 。 神 の ある 時 代 は 一 千年 以上 で あり 、 ま た 別 の 
時 代 は 五 万 0 何 億 年 と 続く か も し れ な い 。 科学 が 、 天 や 地 が 現在 の 形態 に まで 発 
展 し て くる の に 何 百 万 年 も か か っ て いる こと を 明らか に し て いる 。 イ スラ ム 教 の 高 
名 な 学者 2 アラ ビー の 見 解 も 同じ 結論 を 引き 出し て いる 。 こ の と お り 、 我 々 
は 、 天 地 の 創 造 が 完成 し て いく 「 六 日 間 」 の 長 さ を 明確 に する こと は で き な い の で 
ある 。 神 は 、 そ れ ぞ れ の 期間 に 、 そ れ ぞ れ の 変化 を も た ら さ れる 。 変化 の ある も の 
は 、 一 千年 、 あ る も の は 五 万 年 、 ま た ある も の は も っ と 長い 歳 月 を 必要 と する で あ 
ろう 。 我々 の わか る こと は 、 天 地 の 創 造 は 、 完 全 な 完結 し た 形態 に な る た め に は 、 
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ー な り 。 し か る 後に 彼 は 玉座 人 に 癌 1< 1 AS < 

EP PULL GI I 

れ り 20。 彼 は 夜 を 以 て その 速やか に の MM - 

追跡 する 昼 を “< 履 わ し め た り 。 ま つう OS こめ あう 
た 、 そ の 命 に 服 さ せ 給 う %? 太陽 、 レッ ョ レレ レッ 2 

ラプ 人 アデ アーン る 29 デ の 2 る "1 ぁ あう ぁ ブ 

月 、 蜂 展 を (創り 給え り )。 よ く 剛 の 5 つう 


ー] Zr も の っ に タル レラ ン デン っ て る 本 
け 、 創 造 と 支配 は 役 の 所 有 な り 。 森 3 人 4 ツ Y1 2 CE 
羅 万 祭 の 主 な る アッ ラー こそ は 祝福 UT 
ある あじ “rs WW グ アゴ ョ ン 7) A グ 


56. ? お 前 達 議 そ ん し て 、 密 か に 己 が A A ES 
主 に 祈 れ 。 ば に 彼 は 千 を 越え る 者 ど 


sk ンタ Gr? で Es イネ 
も を 愛 で 給 わ ず 。 fGen Fe 


57. され ば 、 地上 に その 秩序 が 定 ま EN 3 
り し 後 、 騒 乱 を 起す な か れ 。 頁 し 上 " - 

9]3:4: 36:38. 26:64: 7:206. 
長い 六 つ の 期間 が 必要 で ある と いう こと の み で ある 。 
895 アル シュ (王座 ) と は 、 他 の 存在 に は 見 る こと が で き な い 神 の 重 絶 し た 属性 (つま 
り 、Sifat Tanzihiyyah) を 表す 。 ア ル ・ イ フラ ー ス 章 で 述べ られ て いる 神 の 四 つ の 属性 
は 、 神 の 卓 絶 し た 属性 で ある 。 こ れ ら の 属性 は 永遠 に 不変 の も の で あり 、 類 似 し た 
属性 (つま り 、Sifat Tashbihiyyah) を 多少 持っ て いる 、 他 の 存在 を 通し て 明らか に され 
る 。 後 者 の 性 質 は 、 ア ル シ ュ の 所 持 者 と 言わ れる 。 こ の 四 つ と は 、 ラ ッ ブ ル ・ ア ー 
ラミ ー ン (Rabbul-Alamm) . ア ッ ラ フ マ ー ン (Ar-Rahman) . ア ッ ラ ビー ム (Ar-Rahim) , そ し 
て マー リキ ・ ヤ ウー ミッ ディ ー ン (Malik-Yaumid-Din) で ある 。 ア ル シ ジュ は 神 の 卓 絶 し 
た 性 質 を 表し 、23:117 節 で も 明らか に され て いる 通り 、「 神 の 唯一 性 」 と 、 真 に 神 
の 唯一 性 の 年 と な る 「 ア ル シ ュ 」 は 近 し く 関連 し て いる 。 そ の 他 の 性 質 に つい て は 、 
人 も いく ら か の 度合 いで 所 有する も の で ある 。 「 王 座 に 登れ り 」 と いう 表現 は 、 物 
理 的 な 世界 の 創造 の 後 、 彼 の 卓 絶 し た 性 質 や 他 の 類似 し た 性 質 が 働き 、 世 界 の 全て 


の 物事 が 、 定 め ら れ た 自然 の 法則 に 従っ て 完璧 に 動き 始め る 。 解 説 の 特大 版 973-976 
貞 も 参照 。 


96 注 54 を 参照 。 

7 ハラ ク (Khalag、 創 造 ) と アム ル (Amr、 命 令 ) の 違い と は 、 前 者 は 一 般 的 に 、 既 存 
し て いる も の か ら 測 っ た り 進 展 さ せ た り する こと を 意味 する 一 方 、 後 者 は 、 物 質 が 
無い 状態 で 、 た だ 「 あ れ 」 と いう 命令 の 言葉 の み で 存在 させ る こと を 表す 。「 彼 は 
創造 し 命令 す 」 と いう 文 は 、 神 が 世界 を 創造 し た の みな ら ず 、 権 力 と 命令 を 行使 す 
る こと も 意味 し て いる も の で あろ う 。 ア ムル は 、 法 律 の 作成 の 意味 も ある 。 

988 この 表現 は 次 の よう な 意 で ある 。 聖 クル アー ン が 明らか に され る 以前 は 、 不 信者 
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て 、“ 々 調 れ と 希望 を 抱い て 彼 に 新 れ 。 4 る 2285 る < ちはる 2333 

げに アッ ラー の 慈悲 は 恵み を 施す - 
ーー プ MM 補う 

人 々 の 近く に あり 99。 の Oo ら 2 こっ 


58. 耐 し て ? 彼 こそ その 慈悲 "に 先 GG に i MS 3 
立ち 、 朗 報 と し て 風 を 送り 出す 件 方 02 
な り 。 従 っ て が 軍 い 雲 を 運べ ば 、 わ SCs Se Ce 
れ ら は 之 を 死 せ る 地 に 送り 、 そ れ より CG こっ LE 
水 を 降ら せ 、 そ れ に よっ て 、 我 等 は 各 「 ーー が 3 

種 の 果実 を 生 ぜ し む 。 か く の 如 く 、 わ RR 
れ ら は 人 死者 を 難 ら し むる な り 、 お 前 達 


ン っ っ る ンー る マイ 
が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 OO RV SAS NE 
9. 善き な る 土地 は その 主 の 許し に 3 ER a 


より て 区 すれ ど 、 悪 な る 土地 プラ - 
な ら ば 、 そ は つま ら な いも の 以外 生 | を うるう ざさ る 、 う 区 2 らら う 
まれ ず 91!。 か く の 如 く 、 わ れ ら は 上 感 6 


21:9 32:17.215:23: 24:44; 23:49: 27:64: 30:47: 35:10. 


達 は 、 正 義 に そ む く 生活 を し て いて も 、 そ れ に 対し て 何ら か の 言い 訳 を し て きた 。 
し か し 、 完 全 な 導き の 書 が 著 さ れ た か ら に は 、 彼 等 は 、 も は や 悪 を な し 続け 、 罪 悪 
と 不正 に 屈し 、 罰 も 受け る こと な く 正 義 に 反する 生活 を 続け て いく こと は 許さ れ な 
いと いう べき で ある 。 イ スズ スラー (秩序) と いう 語 は 、 聖 クル アー ン が 装 さ れ 、 豆 預言 
者 が 出現 し た の と 共に 行わ れる よう に な っ た 、 良 き 規 則 正 し い 生 活 を 表し て いる 


989 


ム フ ス ィ ン (Muhsin) は 、 善 行 に お いて 完璧 で あろ うと 努力 する 人 を 表す 。 也 傾 言 
者 の よく 知ら れ て いる 発音 に よる と 、「 ム フス ィ ン (Muhsin) は まる で 実際 に 神 を 目 
の 前 に 見 て いる か の よう に 、 あ る い は 少な く と も 神 が そ の 人 を 見 て いる か の よう に 
善行 を 行う 着 で ある 」 と 描写 され て いる ( ブ ハ ー リ ー 及 び ム スリ ム よ り )。 

70 こと で 、 ラ フ マ と いう 語 は 雨 を 示す 。 物 質 界 で 雨 の 前 触れ と し て 源 風 が 先発 す 
る と 同様 、 神 の 使徒 が 出現 する 前 に 、 人 類 の 間 に 普 遍 の 宗教 的 な 目覚 め が 起 こ 
る 。 単 な る 雨水 で も 、 死 の 土地 に 新しい 生命 を 号 : え 、 野 菜 、 果 物 や 有 殺 物 を その 地 か 
ら 生 まれ させ る 。 そ れ と 同様 に 、 天 の 啓示 の 水 が 精 神 的 な 命 の な か っ た 人 間 に 新 し 
い 命 を 吹き 込む の だ と 当分 は 語っ て いる 。 当 節 は 、 聖 クル アー ン と いう 形 と な っ て 
降っ RNN 0 と 0 ME ラブ が 、 や が て 涼 物 


る 。 当 然 、 これ まで 人 間 の か す 、 眉 と 言わ れ て きた アラ ブ の 人 人 々 が 、 これ 以後 突然 
教師 と し て 指導 者 と し て 浮か び 上 が っ て きた の で ある 。 
291 一 が 土地 の 様々 な 性 質 に 応じ て 、 色 々 な 効果 を も た ら す よう に 、 神 の 啓示 も 人 に 
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ORGAO REECE ESE RIOE IEE EOE EER AREER GCE SRO EE ERE EEG RE EOE ECORI SE EE ER RE 
し 


謝 の 念 を 抱く 民 に 諸々 の 神 兆 を 詳し 00 Ns づる en 
く 説 明 す 。 DD ーー 
る 85 レレ る 


1£ 


八 項 
60. げ に 、 わ れ ら は “ノア 9 な その PL EA 
民 に 遣わ せり 。 さ れ ば 彼 は 云え り 、 EA 2 
「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラー を 款 拝 せよ 。 9! 82A5 942 
役 の 外 に お 前 達 の 神 な し 。 ば げに 我 は SR っ は く :tz、3ET 


デ 


ね 前 達 の た め に 偉大 な る 日 の 租 李 を 。 

恐る 」。 

61. ? そ の 民 の 長老 た ち は 云 えり 、 8 8 
「 我 等 は 、 光 を 明らか な 迷 吉 の 中 に 0 
見 る 」。 Oa Loo 


62. 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、“ 我 は SFS GOES 
迷 え る 者 に 非 ず 。 さ れ ど 我 は 森 羅 万 2 
象 の 玉 よ り の 使徒 な り 9 OR 


4:26-27; 23:24. P11:28; 23:25-26. “7:68, 


様々 な 影響 を 与え る も の で ある 。 聖 預言 者 は 、 土 地 に は 三種 類 あ る と 語っ た と され 
て いる 。 (a) 良い 水準 の も の で 、 雨 水 を 吸収 し て 植物 を 育み 、 豊 か な 果実 を 実ら せる 
OS ND 
育た な い が 人 や 動物 に 飲み 水 を 供給 で きる 。 (c) 非常 に 石 の 多い 地面 の た め 、 水 を 
NAO A 
土地 。 同 様 に 、 人 に も 三種 類 あ る 。 (1) 神 の 啓示 か ら 自 分 が 利益 を 得る の みな ら ず 、 
他 者 の た め の 精 神 的 な 導き と な る 人 々 。 (2) 自ら 神 の 啓示 に よる 利益 は 得 な く て も 、 
他 者 が 利益 を 得 ら れる よう 受 nS OE 
益 を 得 ず 、 他 風 の 使 用 の た め に 保管 も し な い 人 々 。 彼 等 は 、 雨 水 を 吸収 し て 植物 を 
産 せ ず 、 人 や 動物 の 飲み 水 と し て 貯水 も し な い 土 地 と 同様 で ある 。 
2 神 の 遺 わ し た 預言 者 の 出現 に より 、 そ の 民 の 間 で な され た 偉大 な 道徳 改革 と 、 反 
対 才 が 向かっ た 不運 な 結末 に つい て の 簡単 な 描写 の 後 、 当 章 の 当 節 に お いて 、 ノ ア 
の 民 を 始め と する 古代 の 人 々 に つい て 描写 を 続け て いる 
3 フ ア は 、 彼 が 誤り を 犯し て いる と いう 非難 に 対し 反論 し て いる 。 実際 に は 、 彼 は 、 
ある 場所 に これ か ら 行 こう と する 者 は 、 そ こ へ 通じ る 道 を 知ら な いか 、 あ る い は 、 
NN 以前 に 通っ た こと が な いた め に 、 道 に 迷っ た と され る か も し れ な い が 、 
る 場所 か ら 戻っ て こよ うと いう 者 が 、 どう し て 道 を 知ら な いこ SN ど 
ie 迷う こと が ある だ ろう か と 言っ て いる 。 ノ ア は 、 自 分 が 間違い を する は 


437 


八 夫 アル ・ ア ー ラ ー フ AI-A “raf( 高 壁 ) 七 音 


0 ^ 麗 は 我 が 主 の 神託 を お 前 達 に 伝 dE ン 3 3 2 の り 5 1 
え 、 面 し て お 前 達 に 忠告 する な り 。 


され ば 我 は 、 お 前 達 が 知ら ざる こと IE ls 
を アッ ラー より 知る な り 。 


64.? お 前 達 は 、 お 前 達 の 中 の 一 人 の > で $$ CR a 4 
男 に 降 さ れ た る お 前 達 の 主 より の 訓 ~~ 
戒 が 、 お 前 達 に 来 た る こと を 向 く 5 側 93.29 う 33 2 a 


か ? そ は 彼 が お 前 達 に 警告 し 、 お 前 2 
達 が 曳 散 せ ん が た め な り 。 ま た お 前 OD go NS 


達 を 慈悲 に 浴 せ し めん が た め な り 」。 

6$.、 しかるに“* 彼 等 は 、 彼 (ノア ) を 嘘 ンー ン < 抽 ン ゴリ ラン 3 人 (る コッ キン < 
つき と みな し た り 。 さ れ ば われ ら マジ エエ エー 
は 、 彼 並び に 彼 と 箱 舟 を と も に する a 
人 々 を 救い た り 。 さ れ ど われ ら の 。 
神 兆 を 庶 偽 と みな し た る 者 ども を 滑 S 
死 せ し め た り 。 ば に 彼 等 は 盲目 の 
民 な りき 。 


1 
1 


九 項 
66. 耐 し て われ ら は また 、 ア ー ド 5 こり 
に その 同胞 の フー ド 6 を ( 遺 わ せ ^ 


り )。 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ 1 人 0 
ラー を 崇拝 せよ 。 彼 の 外 に お 前 達 の 2 
の た め に 神 な し 。 お 前 達 四散 せ ざ DOR 
る 気 か ?」。 


97:69, 80: 46:24. 67.70: 10:3: 38:5; 50:3, “7:73; 26:120-121、 Wi:51:46:22. 


ず が な いと いう 。 なぜなら 、 彼 は 神 の も と か ら や っ て 来 た の で あり 、 そ れ 故 、 彼 が 
神 の も と へ 通じ る 道 か ら は ずれ て さ 迷 うこ と は あり 得 な いと いう の で ある 。 

24 アミ ー ン は アマ ー の 複数 形 で 、 両 目 が 盲目 で ある 、 精 神 的 に 盲目 で ある 、 間 違っ 
て いる と いう 意味 で ある (Lane より )。 

5 アー ド と は 、 ア ラビ ア に は る か 昔 に 住ん で いた 部 族 の 名 称 で ある 。 あ る 時 期 、 彼 
等 は 広義 の アラ ビア の 最も 肥 滅 な 地域 、 特 に イエ メン や シリ ア 、 メ ソ ボ ポタ ミア を 支配 
し て お り 、 ア ラビ ア 全 土 を 支配 し た 最初 の 民族 で あっ た 。 そ し て 、 ア ー ド ウゥ ル ・ ウ ー 
ラー (Adul i 或いは 、 一 番目 の アー ド と し て 知ら れ て いる 。 注 1323 も 参照 せよ 。 
9 ブー ド (Hud) は ノア か ら 数 えて 七 代目 の 世代 の 人 で あっ た 。 
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八 伏 


67. その 民 の うち 不信 せ し 長 老 ど も 
は 云え り 、?「 げ に 我 等 は 、 溢 が 確か 
に 愚 鈍 の 中 に ある を 見 る 。 ま た 我 等 
は 確か に 液 を 嘘つき と 確信 す 」。 


68. 彼 は 云え り 、 ら 「 我 が 民 よ 、 我 は 
愚か 者 に 非 ず 。 さ れ ど 我 は 森 維 万 象 
の 主 よ り の 使徒 な り 。 


69.“ 我 は お 前 達 に 我 が 主 の 神託 を 伝 
える 者 に し て 、 お 前 達 の た め に 誠実 
な 思 告 者 な り 。 

70.7 お 前 達 は 、 お 前 達 の 中 の 一 人 の 
男 に 降 さ れ た る お 前 達 の 主 よ り の 訓 
戒 が お 前 達 に 来 た る こと を 驚く か ? 
そ は 彼 が お 前 達 に 警 せ ん が た め な 
り 。 面 し て 、 彼 は ノア の 民 の 後 * お 
前 達 を 後継 者 """ と な し 、 お 前 達 の 体 
格 を 強大 な らし め た る こと 94 を 思 
い 起 せ 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 を 
思い 起こ せ 、 お 前 達 が 成功 せん が た 
め に 」。 

71. 彼 等 は 云え り 、/ 「 液 が 我 等 に 来 
た る の は 、 我 等 が 唯一 な る アッ ラー 
の み を 崇拝 し 、 我 が 父祖 が 崇拝 せ し 
も の を や め さ せ ん が た め な る か ? さ 
れ ば 、 も し 溢 正 直 な ら ば 、 我 等 を 脅 
人 迫 す る も の を も た ら せ 」。 
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941:16. 27:62. 7:63, 80: 46:24. 7:64; 10:3; 38:5; 50:3. 6:166; 7:75, 130: 10:15.710:79: 11:63, 88. 


” グー ド 族 は 、 と て も 力 の ある 繁栄 し て いた 人 々 で ある 。 
” この 言葉 は 、 彼 ( 神 ) が お 前 た ちの 子孫 を 増やさ し め た 、 と も 意味 する 。 


439 


八巻 


アル ・ ア ー ラ ー フ AL-A raf( 高 壁 ) 七 章 


72. 彼 は 云え り 、「 お 前 達 の 主 より 
不浄 と 尼 u 怒 は すでに お 前 達 の 上 に 科 
せら れ た り 。2 お 前 達 は 、 お 前 達 や お 
前 達 の 父祖 た ち が 命 名 せ し 名 前 に つ 
いて お 前 達 は 我 と 論争 する つも り 
か ? ア ッ ラ ー は それ 等 に 如何 な る 権 
限 も 授け ざる に も か か わら ず 。 さ れ 
ば 待て 、2 我 も また お 前 達 と 共に 待つ 
者 な り 」。 

73. され ば 、* わ れ ら は 己 よ り の 慈悲 
を 垂れ 、 彼 並び に 彼 と 共に あり し 
人 々 を 救い た れ ど 、 わ れ ら の 神 兆 を 
虚 記 と みな し た る 者 ども を 根絶 し た 
り 。 柄 し て 彼 等 は いっ さい 信ずる 者 
に な ら ざ りき 。 

十 項 

74. また 、“ サ ムー ド "9% に その 同胞 
の サー リフ "9 を (遣わ せり )。 彼 は 去 
えり 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 
せよ 。 彼 の 外 に お 前 達 の た め に 神 な 
し 。 お 前 達 の 主 よ り 明 証 が お 前 達 に 
来 た れ り 。 “ こ は ア ッ ラ ー の 牝 双 革 に 
し て *%、 お 前 達 へ の 神 兆 な り 。 さ 
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AA SAI 
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73:152: 7:34; 22:72: 53:24. 40:21,103; 11:123. “7:65; 26:120, 121, 62; 27:46. “1:78; 11:65; 17:60: 26:156; 54:28: 91:14. 
8 ササ ムー ド 族 は 、 ア ラビ ア 西 部 に 居 任 し て お り 、 エ デン か ら 北 に 向かっ て シリ ア に 
広がっ た 。 彼 等 は イス マエ ル の 時 代 の 少し 前 に 住ん で いた 。 彼 等 の 領地 は アー ド の 
も の の 近隣 に あっ た が 、 主 と し て 丘 に 居住 し て いた 。 
999 フード (Hud) の 後 の サ ー リ フ 預 言 者 は 概ね アブ ラ ハ ム と 同時 代 の 人 で あっ た 。 
09 ラク ダ は 主として 運搬 の 意味 を な す 。 預言 者 サー リフ は 雌 ラ クダ に 乗っ て 、 
様々 な 場所 へ メッ セー ジ を 伝道 し た 。 見 ラク ダ の 行動 の 自由 に 障害 を も た らし た り 、 
管 害 を 加え る こと は 、 神 が 預 斉 者 サー リフ に 課 し た 任務 を 妨害 する こと に 匹 剛 する 


こと で あっ た 。 雌 ラ クダ 和 碧 体 は 、 特 別 な も の で は な い 。 


普通 の 動物 で あっ た 。 神 は 、 


これ を 神聖 さと 、 預 言 者 サー リフ の 人 物 の 不可 侵 性 の 人 象徴 と 宮 言 し た 。 従っ て 、 雌 
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れ ば 逐 を アッ ラー の 大 地 に 食 む が まつ < 933 し sos3y5 
ま に 放牧 せ よ 1。 病 し て 之 を 害 

る な か れ 、 お 前 達 痛ま し い 責 普 に 遭 Od 
わざ らん よう に だ 。 

75. そし て また 、“" 彼 が アー ド の 民 の 。 ゝ CE RS EE 
後 お 前 達 を 後継 者 と な し 、 お 前 達 を SS 
大 地 に 安住 せしめ た る 時 の こと を 思 OO5AeSO2 つ 3 ょ 15 5 
い 起 せ 。 お 前 達 は その 平野 に 館 を 建 "マン ンス 
て 、 ま た お 前 達 を 刻ん で 家々 と な り CsJ に つか > こ うわ ゅ うじ) 5 
す "の 2。 さ れ ば アッ ラー の 因 恵 を 思 引 放 555 負 2 中 3 全 8 名 須 
い 出 し て 、 地 上 に 騒乱 を 引き 起す よ 

う 犯 罪 を 犯す な か れ 」。 
76. その 民 の 中 の 令 慢 な る 長老 た ち AS gD Od 1 
は "8 、 笛 者 と 見 な され て いる SI ee 
人 々 、 す な わ ち 信徒 た ち に 向っ て 云っ を 2 Cr a 


っ 


ERA EN 


えり 、 「 お 前 達 は サー リ フ が 確か に + 9 Ws wR ン ぅ で 2 f イン に] て TT 
od A 


その 主 よ り 遺 わ さ れ た る 者 な る こ 
“6:166: 7:70, 130; 10:13. sr83: 26:150. 


ラク ダ を 傷つけ る こと は 、 預 斉 者 サー リフ 自身 を 傷つけ 、 彼 の 仕事 を 妨げ る こと と 
等 し いこ と で あっ た 。 

”。 肉 ラ クダ が 、 ど の 地 で も 好き な よう に 牧草 を 食べ る こと を 許さ れ て いた と いう 
意味 で は な い 。 こ こ で 意味 し て いる の は 、 サ ー リ フ が 雌 ラ クダ の た め に 選ぶ 如何 な 
る 場所 へ 行く こと も 認め 、 行 く 手 を 妨げ て は いけ な いと いう こと で ある 。 サー リフ 
に よる 、 雌 ラク ダ の 自由 な 行動 に 関す る 宮 対 は 、 昔 な が ら の アラ ブ の 習慣 と 一 致し 
た も の で あっ た 。 

"2「 お 前 達 は 平野 に 館 を 建て 」 と いう 言葉 は 、 そ の 部 族 の 冬 の 住居 の こと を 指し 、 
ー 方 で 「 お 前 達 は 山 を 切り 開い て 住居 と し た 」 と の 表現 は 、 彼 等 の 丘 で の 夏 の 行楽 
地 を 表し て いる 。 サ ムー ド 族 は 文化 的 で あり 、 勤 勧 で 裕福 、 そ し て 発想 力 豊 か な 部 
族 で あっ た 。 そ の 時 代 の 水準 に 照ら し て 判断 する と 、 彼 等 は 夏 の 四 い 季節 に は 丘 に 
上 が り 、 冬 に は 平野 に 降り て 過ごす な ど 区 沢 で 快適 な 幕 ら し を し て いた 。 

7 マラ ア ・ ブ フー (Mala'a-hu) と は 、 彼 は 満た し た 、 の 意味 で ある 。 マ ラウ ルカ ウミ は 、 
人 々 の 指導 者 、 そ の 裕福 な 一 員 を 意味 する (Aqrab より )。 邊 等 が そう 呼ば れ た の は 、 
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と を 知る か ? 」。 彼 等 は 云え り 、 CT RI Fi 
「 げ に 我 等 は 彼 が 遣わ され た る 人 


使命 を 信 ず 」。 
77. 信 慢 な る 者 ども は 云え り 、「 我 
等 は お 前 達 が 信 ぜ し も の を 拒否 いす 」。 


78. され ば 、“ 彼 等 は 雌 路 騙 の 山 を 
切り 、 己 が 主 の 命 に 背 き て 、 面 し て 
云え り 、「 サ ー リ ブフ よ 、 i 
当 に 使徒 の 一 人 な ら ば 、 我 等 

する も の を も た ら せ 」。 


79. され ば 、 大 地震 が 彼 等 を 展 い た 
れ ば 、 彼 等 は 自ら の 家 の 中 で 能 れ 伏 
し た る な り 。 


80. され ば 、 彼 は 彼 等 に 背 を 向け 、 

両 し て 云え り 、 「e 我 が 民 よ 、 我 は 我 
が 主 の お 告げ を お 前 達 に 伝え た り 。 
また 、 お 前 達 に 忠告 し た る な り 。 
し か る に お 前 達 は 忠告 する 者 を 好 
まず 」 400 が 

81. また 、 ィ dd ロト を も (遣わ せ 
り )” 。 彼 は その 民 に 向っ て 云え し 
時 、「 お 前 達 は 、 万 人 の うち 何人 も 
行わ ざり し 醸 行 を 犯す の か ? T1999 


や 


NM 35 に みる 5 
6 の に 

CR | お 3 
Oc 
ES RG EE 
と っ さえ る 5 こめ しり 


に 4 IIWOKtM 2 る 3 ペン 
) 9 } a ad 


97:74 を 参照 07:92; 11:68: 15:84; 26:159. “7:63, 69; 46:24. 127:35; 29:29. 


1004 サー 
は これ 以上 その 恐ろし い 光 景 を 
者 の よう に 、 悲 し み と 悲 嘆 に 満ち た 心 で 、 
の で あ る 。 

8 ロト は アブ ラ ハ ム の 物 で あり 、 


1996 この 言葉 は 、 そ の 記 ま わし いこ と が 、 
その 程度 が 以前 と 比べ られ な い 程 重大 で あっ た と 


こと 、 あ る い は 
いる 。 


リフ 預言 者 は 悲し み に 打 ち ひ し が れ た 町 を その まま に し て た ち 去 っ た 。 彼 
見 る に 耐え な か っ た の で ある 、 丁 度 バ ドル に 王 


預言 
当 節 に ある よう な 衣 し い 言 葉 を 口 に し た 


同 世代 で あっ た (創世 記 、11:27.31) 。 


今 ま で に な か っ た 新た な 悪 で ある と いう 
いう こと を 言っ て 


上 章 アル ・ ア ー ラ ー ブ Al-A raf( 高 壁 ) 八 会 
82.? お 前 達 、 女 の 代り に 男 に 欲情 を 0 858364306 GS 
以 っ て 近づく な り 。 そ れ ど ころ か 、 _ の 
お 前 達 は 姫 を 超え る 民 な り 」。 @O あ っ 2 あめ SS | 
83. され ば ? そ の 民 は た だ か く 答 え 13681 VO Es 
て 云え り 、「 彼 等 を お 前 達 の 邑 か 5 
ら 追 い 出 せ 。 彼 等 は 清純 を 装う ひい に の) つう CO つる っ る | 
人 ん 々 な り 」 1007 E03 


84. され ば “われ ら は 、 彼 と その 家族 eR 5G 


こつ la 
を 救い た り 。 但 し 、 そ の 妻 を 除い 
て 。 彼 女 は あと に と どまり た る 者 ど © ER 


た ぐい 
も の 類 な りき 。 

ロー 9 i RN っ 0 づる グ ャ ンー5 ター ポン の 4 
LL RT 0 13* 1 | 6 
降ら せ た り 。 さ れ ば 見 よ 、 罪 人 
ども の 未 路 が 如何 な る も の な り し きも bE EE 
か を | 1009 

十 一 項 
86. また 、 マ ド ヤ ン に 949 その 同朋 抱 P94 5 CR sd dd)s 
の シュ アイ ブ を (遣わ せり ) や!。 彼 は ^ 
26:166: 27:S6: 29:30. 7:57. 726:171-172: 27:58; 29:34: 37:133-136. の 6:174: 27:59. “83: 29:37. 

1907 ロト に 敵対 する 人 々 は 、 彼 に 従う 人 々 を 特別 に 高潔 を 気 ど り 、 そ れ を 誇示 し て 
いる と 軽 蔵 し た 。 
008 大 地震 の 時 に は 、 岩 や 瓦 が 噴き 出し 、 高 く 上 っ て また 大 地 に 落ち て くる こと 
が よく ある 。 ポ ン ペ イ で 起こ り 、1905 年 に は カン グラ (イン ド ) で 起こ っ た 。 
1009 ある 人 々 に よれ ば 、 死 海 の 周囲 の 地 は 街 が 廃 斑 と な っ て いる と いう 。 し か し 、 
聖 クル アー ン は ここ を メデ ィ ナ か ら シ リア へ の 道 に 定め て いる よう で ある (15S:80)。 
OPD マ ド ヤ ン は アブ ラ ハ ム と ケト ラ の 皿 子 で ある (創世 記 25:1, 2) 。 彼 の 子孫 は 、 ヒ 
ジャ ー ズ 北部 に 定住 し た 。 マ ド ヤ ン は 、 ア ラビ ア 海 岸 の シナ イ の 向かい 側 に 位置 する 
紅海 上 の 地名 で も あり 、 マ ド ヤ ン の 子孫 が 住ん だ 町 で あっ た こと か ら こ う 呼 ば れ た 。 
- 部 で は 、 海 に 近く 、 ア カバ 浴 か ら 八 マイ ル 程 度 し か 離れ て いな か っ た こと か ら 、 港 
町 で あっ た と も 言わ れ て いる 。 ま た 内 陸 の 町 で あっ た と の 説 も ある 。 マ ド ヤ ン の 住人 
の 多く は イシ ュ マ エル の 子孫 で あっ た 。 シ ュ ア イブ と 聖 預言 首 は 、 そ れ ぞ れ 故 卿 の 町 
か ら マ ド ヤ ン と メデ ィ ナ 、 別 の 町 へ 移ら な けれ ば な ら な か っ た 点 で 似 て いる 。 
やせ シュ アイ ブ は モー ゼ の 前 の 時 代 の 、 イ スラ エル 人 で は な い 預 言 者 で あり 、 一 般 
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八 徐 ーーーーーーーーー 二 交 


云え り 「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 紫 拝 1" どる A Er 
せよ 。 A か > sa クッ 
し 。 お 前 達 の 主 よ り 明 証 が 確か に お 55 し 3 っ 3 っ 


めか た 


前 達 に 来 た れ り 。 さ れ ば 着目 ゃ 方 gz シッ レ ン 。 ショ レイン 
NY RS) | 
は 十分 に し 、 人 々 に その 物 に よっ て ぴ で < SO 


損害 を 与え る な か れ 。 ま た 地上 に そ . 
の 秩序 が 定まり た る 後 、 騒 乱 を ひき RN A ロ 
足す な か れ 。 そ は お 前 達 の た め に 最 OS ey っ 


普 な り 、 お 前 達 も し 信じ た り せ ば 。 1 


87. また お 前 達 、 SRR0O 際 3 i 9 | EY 
し て 脅 辿 し 、 ら アッ ラー の 道 を その 信 “Ec 
じ た る 人 々 の た め に 妨げ る な か れ 。 ER EDS 


お 前 達 は それ ( 道 ) を 窓 曽 せん と する aia A 
な り 。 ま た < 思い 起 せ 、 お 前 達 は か つ iace 


ES 


て 少数 な り し が 、 役 が お 前 達 を 増加 に 2 ぐ 15 る NU 
Ss 5 る に さや 9E 

せしめ た る こと を "7?。 さ れ ば 見 章夫 

よ 、 弁 乱 を 引き 起す 著 ど も の 未 路 が ue 


如何 な る も の な り し か を ! 

88. され ば 、 も し お 前 達 の うち 、 我 SU LUE) 
が 遣わ され た る 神託 を 信ずる 一 団 6 

と 、( 芝 を ) 信 ぜ ざ り し 一 団 と あら ぼ 、 298 3 5053 を し) 


26:153: 11:86. 7:46: 11:20: 14:4; 16:89. “3:124; 8:27. 


的 に モー ゼ の 義父 で あっ た と 見 な され て いる が 、 聖 書 中 に 名 前 は 出 て こない 。 聖 書 
に よる と 、 モ ー ゼ の 義父 の 名 前 は エト ロ で あり 、 預 言 者 で あっ た と は 言わ れ て いな 
い 。 聖 クル アー ン で は 、 モ ー ゼ が シュ アイ ブ の 後に 人 遣わ され 、 両 者 が 同時 代 の 人 で 
は な いと 述べ て いる (7:104) 。 当 節 で シュ アイ ブ が マ ド ヤ ン と 兄弟 で ある と 述べ られ 
て いる こと か ら 、 彼 が アブ ラ ハ ム の 子孫 で ある と の 結論 は 必然 で も る 。 マ ド ヤ ン は 
女 奴隷 ケト ラ の 息子 で ある 。 

12 女 奴隷 で ちっ た ケト ラ か ら の アブ ラ ハ ム の 子供 達 は 、 ユ ダ ヤ 人 と イス マエ ル の 
子孫 の 両方 か ら さ げす まれ 、 翌 い 卑 し お むべ きも の と し て 見 下さ れ た 。 し か し 、 神 は 
彼 等 を 繁栄 させ 、 富 と 力 を 与え た 。 
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七草 アル ・ 


アー ラー ブフ ALAryaf( 高 璧 ) 


九 伏 


アッ ラー が 我 等 の 間 を 審判 する まで 
NE 
者 に まし ます 」。 


ンコ ォ ン を (ママ ラン フル ュ ン ッ ン ン 3 とろ 
5 


九 会 


89.“ そ の 民 の 中 の 條 慢 な と る | 
その 民 の 中 の 居 慢 on で < 


は 云え り 、「 シ ュ ア イプ ブ よ 、 我 等 
必ず 流 並び に 流 と 共に ある 信者 た ち 
を 我 が 邑 きよ り 追 放せ ん 。 そ れ と も 、 
液 は 必ず 我 等 の 宗教 に 戻る べし 」 
と 。 彼 は 云え り 「 も し 我 等 不 本 意 で 
も か の 1013 
90. アッラー が そこ より 我 等 を 救い 
VPS 時 の 
ば 、 我 等 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 提 
造 す る 者 と な らん 。 責 し て 、 我 等 の 
主 な る アッ ラー の 御 意志 に 非 ざ れ 
ば 、 我 等 は そこ に 戻る こと は 在り 得 
ざる な り 。 ヶ 2 我 等 の 主 は その 知識 が 一 
切 を 包含 する な り 。 ア ッ ラ ー に こ 
そ 、 我 等 は 頼る な り 。 我 等 の 主 よ 、 
真理 を も っ て 我 等 と 我 等 の 民 の 間 を 
裁き 給え 。 面 し て 、 液 こそ は 最上 の 


裁断 者 に まし ます 」。 
91. また 、 そ の 民 の 中 の 不信 せ し 長 
老 た ち は 款 えり 「 お 前 達 も し シュ ア 


イブ に 従わ ば 、 必 ず 損 失 す る 者 と な 
らん 」。 


Pr 


43 ンー プー ョ デン AA る に た と 


3 3 i 
De EIGER 


ト 』 


ラン ン スン 2 る EE レン る 4 
I 


EE2 プー アタ ダ MM レタ ン Pd 
イタ ・ 引 る 2 や GEE だ 2 
CA へ つみ ご) (⑨m Cs 2 


Re ES ERI 


O03 


4:14. 22:256: 40:8. 


1912 これ まで の 時 代 の 中 で 、 良 識 と 教養 の ある 人 々 は 、 良 心 に 関す る こと が ら に 力 
を 行使 すべ き で な いと 信じ て きた こと を 表し て いる 。 
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MES アル ・ ア ー ラ ー フ ALArYaf( 高 胡 ) 七 章 


2. され ば 、“ 大 地震 が 彼 等 を 興 い た 31 綴っ 2 っ 5 2320| 2 る 64125 


れ ば 、 彼 等 は 自ら の 家 の 中 で 難 れ 伏 あし ・ 
し た る な り 。 ⑨OAe 人 っ る うい 


93. シュ アイ ブ を 嘘つき と みな し た 200 は 2 EE 5 
る 人 々 は 、 愉 も そこ に 未だ か つて 住 。 f 
め る こと な か り し 如く な れ り 。 a RE I 3 
アイ ブ を 嘘つき と みな し た る 人 々 、 Re 
彼 等 こそ 損失 する 者 な りき 。 5 
94. され ば 、 彼 は 彼 等 に 背 を 向け 、 3 て 財 eS キン < 
面 し て 嘉 え り 、 「 ゅ 我 が 民 よ 、 我 は 我 の 2 
が 主 の お 告げ ば を お 前 達 に 伝え た り 。 A rN 
また 、 お 前 達 に 忠告 し た る な り 。 さ 
れ ば 、 不 信者 な る 民 の た め に どう し 
て 我 が 心 を 痛め よう か 」""。 
95. 証し て 、 わ れ ら は 如何 な る 純 に 
も 使徒 を 遣わ し た る 度 に 、 我 等 は < 災 の た 
ez : し み を 以 て その 住民 を 捕え = と ゥ 5 Cb AsT CS 
り 、 彼 等 が 謙虚 "" に な らん が た 
内 
96. し か る 後 、 わ れ ら は 不幸 を 幸福 (あま 乏 こっ JIASSLJIOKSS 3 
に 転じ た れ ば 、 彼 等 は ( 之 を ) 見 逃 Ts sw センセ トン る に 人 
し て 云え り 、「 我 等 の 父祖 た ち も ( か ED 
つっ て) 人災 雌 と 翌 握 に 適 い た り 」。 され 8 5 8 RE TG 
ば われ ら は 突然 彼 等 を 捕え た り 。 さ シ 
れ ど 彼 等 は 悟ら ざる な り 。 フー で 


97.79: 11:68; 15:84: 26:159. 69、 80: 46:24. “6:43. 


この 言葉 は 極度 の 電 NN シュ アイ ブ は 他 の 全て の 真 の 預言 者 と 同 
BO 神 の 一 般 的 な 法則 で 
ある 。 全 て の 預言 者 の 到来 は 、 人 々 の 目 を 見 開か せる た め 非 常に 大 きい 様々 な 災害 

や 苦難 を 伴う 。 
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七 音 アル ・ ア ー ラ ー フ Al-A*xaf( 高 壁 ) 


九 伏 


97. され ば 、2 結 々 の 住民 が も し 信じ 
て 良 散 せ し な ば 、 わ れ ら は 彼 等 に 天 
と 地 の 祝福 を 開き し 筐 な り 。 さ れ ど 
彼 等 拒否 し た る な り 。 さ れ ば 、 わ れ 
ら は 彼 等 を 捕え た り 、 彼 等 が 稼ぎ し 
こと が 故に 。 


98. され ば 、 邑 々 の 住民 は 、 彼 等 が 
眠っ て いる 時 、 ゎ わ れ ら の 懲罰 が 夜中 
に 彼 等 に 降る こと に 対し て 無事 で い 
られ る の か ? 
99. また 、 旨 々 1916 の 住民 は 、 彼 等 が 
遊び 戯れ て いる 時 、“ わ れ ら の 懲 久 が 
昼 日 中 に 彼 等 に 降る こと に 対し て 無 
事 で いら れる の か ? 
100. され ば 、 役 等 は アッ ラー の 計略 
に 対し て 無事 で いら れる の か ? さ れ 
ど 損 失 する 民 の 外 は 、 何 人 も アッ ラ 
ー の 計略 に 対し て 無事 で ある こと を 
思わ ず 。 

二 三 項 ー 
101. 以前 の 住民 の 後 を 承 け て その 地 
を 継げ る 者 た ち に は 、 こ の こと か 導 
き に な ら ざ り し か ? す な わ ち 、 も し 
われ ら が 欲し な ば 、 彼 等 の 罪 故 に わ 
れ ら は 彼 等 を 員 す る な り 。 面 し て 、 
我 等 は * 彼 等 の 心 を 封 還 する な り 。 さ 


あ た 


れ ば 彼 等 聞え 能 わ ず 。 


る る ン sd イイ でる イッ イ ET 
下っ て 8 っ gk > S2 
を る を っ se ン っ に 2 2 5 
RE GS YS 


ニ 


6922 き 2 


1 2 て % っ る ン ン 4W っ ンー ライ ン イ 
BI OF nn RIN 6 っ 9 
ュー コラ ーー ン イ 2 29 0 。 イイ ニン トゥ イー ラン 
る の この | る し J ・ う ) AA1 a 

し ジー: っ 


SAT 4 ぅ 2 イ る 』 ン oe し う 3 
っ 9 ふ HS ES ム の の 
ング クス と 2 


SX YY 


G2:104; 5:66. 07:5. 17:5. 20:129; 32:27. “10:75; 16:109; 45:24. 
6・ こ れ ら の 邑 々 "と は 、 メ ッ カ 並び に 、 そ の 姉妹 都市 の ヒ と ジャ ー ズ を 指す 。 意 味 す 
る と ころ は 、" メ ッ カ な どの 人 々 は 、 ア ー ド や サム ー ド , ロ トト の 民 や シュ アイ ブ の 人 々 
な どの 運命 か ら 学 ば な い の か ? "と いう も の で ある 。 
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九 巻 アル ・ ア ー ラ ー フ ALAYaf( 高 胡 ) 七 


102. これ ら は 序々 な り 。 わ れ ら は そ シン zp を る る 拓 < 
の 消息 の 中 か ら 溢 に 語る な り "7。 OO I 
面 し て 、“ そ の 使徒 た ち は 確か に 明 PP 
証 を 携え て 役 等 の と ころ へ 来れ と イッ る っ 935 と 1 ラガ る 

り 。 し か る に 彼 等 は 、 か つて 拒否 O82 1 誠 

せ し が 故に 信 ぜ ざり し な り 。 か く NR MOD RI 

の 如く アッ ラー は 不信 者 ども の 心 Oe NE 
を 封じ 給 う “。 OSI 


103. 面 し て 我 等 は 、 彼 等 の 多く は 約 13 ES aS YA 5S 


東 を 守る こと を 見 出さ ざる な り 。 さ A 0 
れ ば 我 等 は 確か に 、 彼 等 の 多く は 反 OE A RS TLS 3 


逆 者 と 見 出し た り 

104 それから "われ ら は 、” 彼 等 の a A 
後に 、 モ ー ゼ に われ ら の 神 兆 を 持た 0 

せ て ファ ラオ 並び に その 長老 た ちの 35 ol に USeVA タ 5 つう 
と ころ へ 遣わ し た り 。 し か る に 彼 等 ンタ 4 マン 

は これ ら を 不当 に も "9 扱い た り 。 さ OLN IE OE iS 
れ ば 見 よ 、 双 乱 を ひき 起 せる 者 ども 

の 未 路 が 如何 な る も の な り し か を 


03:185; 5:33. 017:102; 28:37; 43:47. 


7 副 ク ルアー ン は 、 過 去 の 人 々 の 歴史 全て で は な く 、 関 連 し た 部 分 に つい て の み 
述べ て いる 。 そ れ で も 、 ア ー ド 族 や サム ー ド 族 に 関す る 確か な 情報 が 、 聖 クル アー 
ン 以 上 に 掲載 され て いる 本 は な い 。 歴 史 を 学 示 生 徒 も 、 現 在 知 られ て いる 古代 の 
I 聖 ク ルアー ン に ある も の の み が 確 か で 真実 を 語り 、 そ の 
ei 江馬 え られ た 練 力 理 記 力 あ な 立て る こと を 拒否 し 、 心 を ふさ 
が れ た 。 

99 * 彼 等 の 後 " と いう 言葉 は 、 シ ュ ア イブ が 、 モ ー ゼ と 同時 代 の 人 で 彼 等 の 義父 で あ 
る と いう 一 般 的 な 見 方 と 矛盾 する 

20 ズル ム (Zulm) と は 、 物事 を 提 っ た 電 所 に 全 『 き 、 ま た 誤っ た 使い 方 を する と いう 
意味 で ある (Lane より )。 当 侯 で は 、 フ ァ ラ オ と 長 が 、 誕 の 捉え 方 を 誤っ た こと を 意 
味 す る 。 証 は 神 へ の 恐れ を 引き 起こ す た め の も の だ っ た が 、 逆 に 彼 等 は これ を 咽 り 
無視 し た 。 
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七 章 アル ・ ア ー ラ ー フ ALAraf( 高 壁 ) 九谷 
RNNRHHROOSRNRREERNRHRIYRRRGORRRHRBRHHORNNHHRRRMWRBHRRRRHRAHRRHNENRRGORNGRHNREOGOOHRRRGSHRHRNERHORRHFHKRSHRHERNROBRRRNHHRHRRRNGRGRIHGHHRHNBOBRSRRRSRHHHRRHRNRHHRRHRRRRRNORRROERRS 


105. 面 し て “モー ゼ は 云え り 、「 フ ーー 83022 31858 はり 3 
ァ ラ オ よ 、 ば げに 我 は 森 羅 万 象 の 主 よ 0 
り の 使徒 な り 。 Sl oS 


106. 我 は アッ ラー に つい て 、 真 実 の A Ed 人 ダッ ュ ン 
プス ヽ いこ つ い と か 
外 は 何事 も 語ら ざる こと が 課せ られ デ 


Lr ン ュ ンー LA? ぅ の ンタ 
た る 身なり "1。 ば げに 我 は お 前 達 の 9368 さっ OS 5 て 
主 よ り 明 証 を 携え て お 前 達 に 来れ A 
り 。 さ れ ば 、2 イ スラ エル の 子 ら を 我 Osh 


と 共に 行か せよ 」 2。 


107. 彼 は 云え り 、*「 も し 激 が 証拠 を le に る IG 
携え て 来 た れ ば 、 そ れ を も た ら せ 、 NIR 


も し 光 は 正直 な 人 々 の 出 な ら ば 」。 ORLA ET 


108. され ば d 彼 は 、 その 杖 を 投げ た ある す ネ レ 計 - UI る 5 1(3 
り 。 す る と 、 そ は 急 ち 明らか な る 尋 の テウ OoP02 る ro 
と な れ り 1923 


26:17: 20:48: 43:47. 720:48: 26:18.726:32.720:21: 26:33: 27:11: 28:32. 


0 ハ キ ー ク と は 、 適 合 させ る 、 傾 向 が ある 、 適 切な 、 合 う 、 正 し い 、 価 値 が ある 
の 意味 で ある (Lane より )。 

1022 モエ ー ゼ が ファ ラオ の と ころ へ 行っ た 時 、 そ の 目的 は 特に 彼 に 布教 する こと で は 
な く 、 む お しろ ユダ ヤ 人 を 自分 と 共に イス ラ エ ル に 連れ て 行か せる よう に 要求 する こ 
と で あっ た が 、 つ いで に 彼 に 布教 も し た 。 モ ー ゼ の メッ セー ジ は 主 に ユダ ヤ 人 に 向 
けた も の で あっ た が 、 ユ ダ ヤ 人 が エジプト の 現地 人 に 混じっ て いる 限り 、 モ ー ゼ は 
画 者 に 布教 を 行わ な けれ ば な ら な か っ た 。 ユダヤ 人 が この 地 を 去る と 、 モ ー ゼ は エエ 
ジ プ ト 人 と 関係 せ ず 、 本 来週 わ さ れ た 対象 で ある 親類 知 避 に 焦点 を あて た 。 

3 モーゼ の 杖 が 蛇 の 姿 に 変わ っ た 出来 事 は 、 聖 クル アー ン の 20:21 館 に お いて は ハ 
ッ ヤ 、27:11 節 及 び 28:32 館 で は ジャ ー ン ann) 、26:33 節 及び 、 当 人 節 で は サウ バー ン 
と 三 つ の 異な っ た 言葉 で 表 さ れ て いる 。 一 つ 目 の 言葉 は 一 般 的 に 使用 され 、 全 て の 
種類 の 蛇 を 指す も の で ある 。 二 つ 目 の 芝 葉 は 小さ い 蛇 を 指す 。 三 つ 目 の 斉 葉 (サウ バ 
ー ン ジン ) は 大 きく て 長い 蛇 で ある 。 こ の よう に 、 聖 クル アー ン の 中 で 三種 類 の 異な る 言 
葉 が それ ぞ れ 三箇 所 に お いて 使用 され て いる こと は 、 意 味 が あり 、 明 確 な 目的 が あ 
る 。 ジ ャ ー ン と いう 語 は 蛇 の 素 告 い 動 き の 観点 か ら 使用 され 、 サ ウ バ ー ン と は 蛇 が 
区 ほ 体 さ を 表 す た め に 用 いら れ た 。 杖 が 蛇 に 変え られ た 事実 の み を 表す 際 は 、 ハ ッ ヤ 
の 音 葉 が 使わ れ た が 、 杖 が 、 モ ー ゼ 独り の 目前 で 蛇 に 変わ っ た こと を 表す 際 は ジャ 
ー ン (小さ い 蛇 ) の 営 葉 が 用 いら れ た 。 し か し 、 杖 が 蛇 に 変わ る と いう 奇跡 が ファ ラ 
オ や 奇術 師 そ し て 公衆 の 面前 で 見 られ た 時 、 サ ウ バ ー ン が 使わ れ た 。 こ れ ら の 異な 
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る 言葉 が 別々 の 状況 で 用 いら れる こと に は 、 異な っ た 意味 が ある 。 ハ ッ ヤ の 言葉 は 
(アサ ー は コミ ュ ニ ティ を 意味 する ) 死 ん だ 人 々 は モー ゼ を 通し て 新しく 活力 の ある 
命 を 授かる (これ は ハッ ヤ の 語源 と な る 意味 で ある ) こ と を 意味 し 、 ジ ャ ー ン (小さ く 
て 素早 い 動き の 蛇 ) の 言葉 は 、 小 規模 の 落ち ぶれ た 共同 体 の 彼 等 が 急速 に 発展 し て フ 
アァ ラオ や 彼 の 許 に いる 人 々 に と っ て サウ バー ン ( 体 の 大 き な 蛇 ) に な る 、 つ まり 彼 等 
を 破壊 する 道具 に な る と いう 意味 で ある 。 神 が 見 せ た 他 の 奇跡 と 同様 に 、 こ の 奇跡 
も 自然 の 法則 に 矛盾 する も の で は な い 。 実際 に 起こ っ た 出来 事 は 、 例 え 私 達 の 知る 
自然 の 法則 に 照ら し て 説明 が 不可 能 で 理解 が で き な い も の で あっ て も 、 事 実 と し て 
認識 され る べき で ある 。 自然 の 法則 に 関す る 私 達 の 知識 は 限ら れ て いる 。 そ の 限ら 
れ た 知識 に 基づい て 、 事 実 を 否定 すべ き で は な い 。 ま た 、 モ ー ゼ が 見 せ た 奇 跡 は 、 
- 般 的 に 知ら れ て いる よう な か た ち で 起こ っ た の で は な い 。 神 の 預 常 者 が 見 せ た 奇 
跡 は 、 奇 術 師 が 行う 手品 で は な い 。 彼 等 が 示し た 人 奇跡 は 、 人 奇 術 師 の 手先 の 芸当 と は 
違う も の で ある 。 そ れ ら は 、 大 いな る 宗教 的 、 精 神 的 目的 に か な う も の で あり 、 そ 
れ を 目撃 し た 人 々 の 心 に 、 信 仰 へ の 確信 、 神 へ の 敬 虚 な 感情 と 怖 れ を 生じ る も の で 
ある 。 も し 実際 に 杖 が 蛇 に 変わ っ た と し た ら 、 そ の 動作 の 全て が 預 党 者 の 奇跡 と い 
う よ り 、 手 品 師 の 芸 当 の よう に 見 えた で あろ う 。 こ の 奇跡 に つい て 、 聖 書 に 何と 書 
いて ある か に か か わら ず 、 聖 クル アー ン は 杖 が 実際 に 生き て いる 蛇 に 変わ っ た と い 
う 見 解 へ の 支持 を 与え る に は 到 っ て いな い 。 そ ん な こと は 、 現 実に は 起こ ら な か っ 
た よう で ある 。 杖 が た だ 単に すばやく 動い て いる 蛇 の よ うに みえ た の で ある 。 奇 跡 
は 、 神 が 、 杖 が 蛇 の 形 に みえ る よう に 見 物 人 の 視覚 に 、 何 か 特別 な 支配 を 施し た か 、 
杖 そ の も の を 蛇 に 見 える よう に 変え られ た か どちら か の 幻 で あり 、 こ の 幻 を 、 モ ー 
ゼ に 加え て 、 フ ァ ラ オ と その 廷臣 達 も 一 緒 に 見 た の で ある 。 杖 は 杖 の まま で あっ た 
の だ が 、 た だ モー ゼ や 他 の 者 達 に は 蛇 に みえ た の で あっ た 。 幻影 の 内 に 、 人 が 政 麻 
物 で ある 肉体 の 域 を 越え 、 一 時 的 に 精神 的 な 範囲 に 移動 され る 時 、 人 は その 設 知 以 
外 で 又 肉 体 の 一 部 で ある 目 で は 見 えな いも の が 見 える こと は 、 普 通 の 電 的 な 現象 で 
ある 。 同様 な 神霊 的 現象 は 、 聖 預言 者 の 時 代 に 、 月 が まる で バラ バラ に 割れ た か の 
よう に 、 聖 預 斉 者 の み で な く 、 そ の 信者 達 と 、 そ の 敵対 する 者 達 に も 目撃 され た 時 
が ある ( プ ハ ー リ ー・ タ フシ ー ル 書 )。 聖 預 斉 者 が 幻 の 中 で し ば し ば 見 た と いう ガブ 
リエ ル は 、 あ る 時 、 預 言 者 と 共に 座っ て いた その 仲間 達 に よっ て も 上 日 繋 さ れ た 、 と 
言い 伝え られ て いる ( ブ ハ ー リ ー・ イ ー マ ー ン 書 ) 。 同 様 に 、 バ ドル の 戦い に 於 いて 
天使 冬 が 、 不 信者 に さえ も 日 撃 さ れ た (ジャ リー ル 、6 巻 47 頁 よ り ) 。 同じ よう な 
実例 は 、 著 名 な イス ラム の 軍司 令 宮 で ある サー リヤ の 率い る イス ラム の 軍 が 、 イ ラ 
ク で 敵 と 戦っ て いた 時 に も 起こ っ て いる 。 二 代 カ リフ で ある オマ ル が メデ ィ ナ で 人 金 
曜日 の 説教 を し て いる 最 中 に 、 イ スラ ム の 軍 が 絶対 多数 の 敵 に 圧倒 され 悲惨 な 敗北 
が さ し 迫 っ て いる の を 幻 の 中 に 見 た 。 そ こ で 突然 、 彼 は 説教 を 途中 で や め 説 教壇 か 
ら 「 サ ー リ ヤ よ 、 山 へ 逃げ ば ろ 、 貼 へ 逃げ ろ 」 と 叫ん だ 。 何 百 マ イル も 離れ た 所 で 、 
また 耳 が 聞こ えな く な る 程 の 戦争 の 皿 音 の まっ 見 中 で 、 サ ー リ ヤ は オマ ル の 声 を 聞 
き 、 そ の 指示 に 従い 、 イ スラ ム の 軍 は 確実 な 敗北 か ら 救 われ た の で ある (Khamis、2 
巻 370 頁 ) 。 
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109、 また 役 そ の 手 を 伸 し た れ ば 、 oe る WT ダッ ンジ 人 KS AE で で 人 の 
> る ⑤C ゅ 0 し 2 の あ 5B6S を うう 
見 よ 、 そ は 誰 れ の 目 に も 真っ 白 に 映 の < 


れ り 024: 
十 四 項 
110. ? フ ァ ラオ の 民 の 長老 た ち は 云 を 3A819 あ 378 くり eVCOUS 
り 、「 こ の 者 は 確か に 技量 優れ た る a ョ 
魔術 師 な り "5。 Or 
を る づ 


0 ア デ 
111. < 彼 は ね 前 達 を お 前 達 の 国土 "の て て る 3 くら 1 うっ 


より 追い 出さ ん と する 者 な り 。 され AM 
ば 、 お 前 達 の 意見 や 如何 に ?」。 ら O526bC3 


26:34: 27:13: 28:33. 720.64: 26:35. 20:64: 26:36. 


モー ゼ の 奇跡 は 、 大 いな る 重要 性 を 持っ て いる 。 そ れ は 、 こ ん な 風 に 解釈 する こ 
と が で きる 。 神 は モー ゼ に 、 そ の 時 彼 に は 蛇 の よ うに 見 えた 杖 を 投げ 捨て る よう 言 
っ た り 、 そ し て 、 神 の 命ずる まま に 拾い あげ る と 、 そ れ は た だ の 木 で あっ た 。 こ こ 
で 、 幻 と 夢 の 党 葉 を 借り て 言え ば 、 蛇 は 敵 を 象徴 し 、 杖 は 公衆 を 表象 し て いる ( タ 
ー テ ィ ー ル ル ・ ア ナー アム より ) 。 従っ て 、 こ の 幻 を 手段 と し て 、 神 は モー ゼ に 、 
も し 神 が モ ー ゼ の 人 ん 々 を 彼 か ら 退 けさ せ た ら 、 人 々 は まぎれ も な い 蛇 (の よう な 陰険 
な 人 々 ) に な る だ ろう こと を 知ら せよ うと し た 。 し か し 、 も し 人 々 を 彼 の いつ くし み 
深い 世話 の 下 に 置い て お く な ら ば 、 彼 等 は 公正 な 、 信 心 深い 人 々 か ら な る 強力 堅固 
な 社会 へ と 成長 し て いく だ ろう と 悟ら せ た の で ある 。 

924 高尚 な 精神 を 持つ 人 物 の 肉体 は 、 そ の 精神 の 発展 の 度合 い に 応 じ て 、 様 々 な 色 
の 光線 を 放つ こと で 知ら れ て いる 。 預言 者 達 の 体 か ら 放 た れる 光 は 純白 で ある 。 同 
様 に 、 モ ー ゼ の 手 か ら 放 出し た 光線 も 白く 、 月 に 見 える よう に され れ ば 、 彼 の 手 も 
当然 白く 見 えた で ある ろう 。 他 の 預言 者 の 時 代 に も 、 こ うし た 精神 的 経験 を する こと 
は 知ら れ て いる 。 神 は モー ゼ に こう 言っ た 「 液 の 手 を その 懐 に いれ よ 、 そ は 病 に 
非 ざ る に 、 和 白く な り て 出 で ん 」 (28:33) 。 こ れ は 象徴 的 な 言葉 で 、 モ ー ゼ に も し 彼 が 
信仰 者 達 を いつ くし み 深 い 世 話 の も と で 近く に 置け ば 、 人 々 は 知性 に あふ れ た 者 達 
に な る だ け で な く 、 他 の 者 達 へ その 明知 を 伝え る こと に な る が 、 そ う で な けれ ば 、 

た だ 陰険 で ある だ け で な く 道 徳 的 に も 病む で ある うと いう は っ きり と し た 暗示 と な 
っ て いた 。 従っ て 奇跡 は 、 魔 術 師 に よる 演技 で は な く 、 深 い 精 神 的 意味 に 満ち た お 
告げ だ っ た の で ある 。 

38 サー ヒル と いう 言葉 は 、 必 ず し も 魔術 師 を 意味 する も の で は な い 。 魅了 する 者 、 
能力 と 知識 の ある 者 、 物 を 実物 と 異な る よう に 見 せる こと が で きる 者 、 詐 欺 師 、 欺 
く 者 な どの 意味 も ある (Lane より )。 注 128 も 参照 。 

これら の 言葉 は 、 モ ー ゼ に 対す る エジプト 人 達 の 気持 を 徐々 に 組立 て る 意図 を 
も っ て いた の だ が 、 モ ー ゼ は 彼 等 を 追い 出す こと な ど 望 ん で いな か っ た 。 彼 の 使命 
は 、 自 分 の 和信 々 を エジプト か ら 脱 出さ せる こと に 限ら れ て いた の で ある 。 
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112. * 彼 等 は 云え り 、「 し ば し 彼 と を 、3 UL15 IS5 A > HG 
の 兄弟 を 猫 予 し 、 召 集 者 を 町 々 に 行 の 
か せ 、 OR > ld) 
113. 2? 彼 等 は それ ぞ れ の 技量 に 秀 で ® Ab 


た る 麻 術 師 を 流 の 許 に 連れ て 来る 
べし 」。 

114. され ば 、“ 魔 術 師 た ち は フ ァ ラ オ 
の 許 に 来 て 云え り 、「 げ に 我 等 が 勝 
ち た る な ら ば 、 も ちろ ん 我 等 に は 大 
な る 報酬 あら ん 」 と 。 

115. “ 彼 は 云え り 、「 さ よう 、 そ の oo 2653) IN 
上 、 お 前 達 は 確か に 側近 の 者 と な 

らん 」。 

116. * 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 液 の ! 
が ( 先 に ) 投げ る か 、 そ れ と も 我 等 が 


OED 5 es 


0 ee 


ni 


( 先 に ) 投 げ る 者 に な る か 」& と "“"?。 

117. 彼 は 云え り 、「 液 等 投げ よ 」 
"28。 され ば 、 7 彼 等 投げ る に 当り 、 
人 々 の 目 に 魔法 を か け て 彼 等 を 曳 怖 


の 念 に うた せ た り 。 大 し て 彼 等 は 偉 


SEL か 
EA A EE 
| SD 


(9) > に る 


大 な る 魔術 を も た ら せ た り 。 go 
118. 面 し て 、 わ れ ら は モー ゼ に 啓示 "ルン I NS 


せり 、 つ まり *「 流 の 枕 を 授 げ よ 」 i 

と 。 す る と 見 よ 、 そ は 彼 等 が 装 ) し 

偽り を 名 ち 呑み 込め り "5。 
926:37.726:38. “26:42. 26:43. “20:66.120:67; 26:45. §20:70; 26:46. 

この 場面 の 緊張 感 に 注目 せよ 。 関係 者 達 両方 と も が 、 決 定 的 な 試練 に 取り 組む 

心構え な NO NE 

、 防 御 を し 、 神 の 救い を 求 


め る の を 好む の で 、 NO 

1 それ は 、 杖 か ら で き た 「 蛇 」 で は な く 、 手 品 師 達 の 魔術 を と いた の は 、 杖 その 
も の で あっ た 。 大 いな る 聞 斉 者 の 精神 力 に 支配 され 、 神 の 命令 に より 投げ 捨て られ 
た モー ゼ の 杖 は 、 見 物 者 達 の 前 で まや か し を あ ば き 、 そ し て 彼 等 の 魔術 に よっ て 
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RR ERR EE EER RRS ER EERE ER RE EERE GEER EERE RRR RE ERIE IE REE 


ゴン ぅ 。 と 


119. され ば 、 真 理 は 確立 され 、 彼 等 15L ぞ っ ビビ US 3 、 約 1 528 
の な せ し 行 為 は 典 亡 と な れ り 。 2 
9 る 


120, か く て 、 彼 等 は そこ で 打ち 負 か < | pi 2 NC ES 1 
し か un グ * トコ 
され 、 卒 し て 條 辱 を 受け て 戻り た る oe ンー 


な り 930. 

121. 耐 し て 、 “ 春 術 師 た ち は ひれ 伏し Ke eri) 
サジ ュ ダ Ras 8 | 

て 節 請 し な が ら 倒 れ さ せら れ た り A SS 

1031 


122. / 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 森 訣 万 OR TN HG 
象 の 主 を 信 ず 、 枝光 

123. “モー ゼ と アロ ン の 主 を 」。 @9 の ^3 と めど う 
124. 6 ファ ラオ は 云え り 、「 お 前 達 全 < イセ を 1 328 人 15 
の 許し な し に 彼 を 信じ た る か 。 こ れ 4 2 の 403 
は まさ し く 、 お 前 達 が 邑 の 中 で 企 ら 34262S8 う = は 46 っ) 
みた る 陰謀 な り 。 お まえ た ち が 、 そ 。 。 。 。 Io 
の 住民 を そこ か ら 追 出さ ん と する LA Us っ) | 
が た め に "の "2。 さ れ ば 、 や が て お 前 


達 知 らん 。 OO 8 


20:71; 26:47. P20:71; 26:48. 20:71; 26:49. 0:72; 26:50. 


人 々 に 本 当 の 蛇 だ と 思い 込ま せ て いた も の を 、 粉 々 に こわ し た 。「 そ は 彼 等 が 装い 
し 偽り を 科 ち 呑み 込め り 」 と いう 語句 は 、 手 品 師 達 に よっ て つく られ た 惑わ し の 杖 
が すぐ に あ ば か れ た こと を 示し 「 呑 み 込む 」 は 「 つ くり 出さ れ た 影響 も し く は 印象 
を 破壊 し た 」 こ と を 示す 。 

TP 当 節 は 、 フ ァ ラ オ 族 の 一 団 を 指し 、 魔 術 師 達 の こと を 言っ て いる の で は な さそ 
う で ある 。 後 者 は 、 次 の 節 で 語ら れる 。 「 作 情 を 受け て 」 と は 、 ほ ん の 少し 前 に 戦 
い の 場 面 に 、 誇 り 高く 、 横 柄 な 態度 で 現れ 、 成 功 に 自信 を 持っ て いた 彼 等 (ファ ラオ 
と その 一 団 ) は 、 今 で は 遠慮 が ち で 控え めで 元気 が な いと の こと で ある 。 

931 雇 術 師 達 の 骸 北 は あま り に も 完全 な も の だ っ た の で 、 何 か 隠さ れ た 力 が 足許 を 
すく っ た よう で あっ た 。 そ し て 彼 等 は 神 の 御前 に て 祈り と 謙 そ ん の 態度 で 、 地 面 に 
ひれ 伏 す こと を 余儀 な くさ せら れ た 。 

32 ここ で いう 「 住 民 」 と いう 語句 は 、 フ ァ ラ オ 自 身 の 人 民 を 指す が 、 彼 等 は 、 エ 
ジ プ ト の 本 当 の 住人 で は な く 、 農 夫 達 か ら 国 を 無理 に と りあ げた 者 達 で あっ た 。 
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125. 9 我 は 必ず や お 前 達 の 手 と 足 を 8 る と 生 1 し 生き る が gz: 全 4 は 1 い 

交互 に 切り 落し 、 し か る 後 、 我 は 必 | 5 

から ま と は りつ け ン さ * 

ず も お 前 達 を 一 纏め に し て 礁 に 処せ Cee | Sh oY Se 
ん 7 や 

126. / 役 等 は 云え り 、「 げ に 我 等 は 我 6 622 

も と デ 

が 主 の 許 へ 帰る べし 。 

し か くだ 
ツ セー Tn od 回 | ン 
127. 証し て “ 液 は 、 我 等 が 我 等 に 陸 1 MIU も 信朗 3 


し る し J td 
され た る 我 が 主 の 神 兆 を 信じ た る だ ソウ 
け で 、 わ れ ら を 報復 せん と する か 。 Cs お 3balc と | は 


我 が 主 よ 、 我 等 に 忍耐 を 注ぎ 、 我 等 , 
を 帰依 服従 者 と し て 死な せ 給え 」。 ど AA 
十 五 項 


128. され ば 、 フ ァ ラ オ の 民 の 長老 た 4 319288p 交 NLUU5 


ち は 云 えり 、「 泊 は モー ゼ と その 民 

を 放置 し て お く お つ も りか ? 彼 等 は ろう YlG 

地上 に 騒乱 を まき 起 し *"%、 流 と 流 。 。 。」 」 。 

の 神々 を 見 捨て ん が た め に "9」。 彼 CO22CUS ご と 95 で うふ つう 
は 云え り 、「? 我 等 は 必ず 彼 等 の 息子 と と 1 
た ち を 殺し "9、 そ の 女 た ち を 生か プー テウ こ ーー ワ っ ター 


し て お こう 。 さ れ ば 、 我 等 は 確か に 上 
彼 等 を 強制 支配 する な り 」。 


0.72: 26:30. 650:73: 26:51. 720:74. の :50: T1432; 14:7; 28:5, 


"739 は りつ け は 、 苦 痛 な 死 を 意味 し て いた に も か か わら ず 、 和 刑罰 に より みせ し め の 
効果 を 加え 、 死 を より 苦痛 な も の と する た め に 、 手 足 を 切り 落と す 罰 が それ に 加え 
られ た 。 付 随 的 に 、 当 館 は 、 モ ー ゼ の 時 代 の 昔 か ら で さ えも 、 は りつ け に よる 死 形 
は 行わ れ て いた こと を 示し て いる 。 

"重臣 達 自 身 が 、 モ ー ゼ と その 上 兄 に 、 猫 予 を 与え る よう 、 ブ ファ ラオ に 助言 し た の 
で ある が (7:112) 、 し か し 今 、 そ の 同じ 重工 達 が 、 自 分 達 の 助 詩 に 従っ て モー ゼ と ア 
ロン に 与え た 時 間 に 対 し 彼 を 非難 し て いる 。 こ の よう に し て 、 不 名 誉 と 屈辱 を 経験 
する 者 は 、 道 徳 的 品位 を 落と し て いく の で ある 。 

TO95 ファ ラオ 自身 、 彼 の 人 民 に よっ て 神 と し て 崇拝 され て いた (28:39) 。 そ し て 、 彼 
は 、 代 わっ て 、 他 の 神々 を 崇拝 し た 。 こ の ゆえ に 、 重 臣 達 は 、 フ ァ ラ オ と その 神々 
の 崇拝 を 非難 し た こと に 対し 、 モ ー ゼ と アロ ン を 責め た の で ある 。 

"や メカ ッ テ ィ ル (Nuqatdiln) と いう 言葉 は 、 強 い 表 現 で 容赦 の な いこ と 、 ま た ゆっ く 
り 徐 々 に 殺し て いく 過程 を 意味 する 。 
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129. 7 モーゼ は その 民 に 云え り 、「 ア PMP と そい 8 2 JUM 
ッ ラ ー に 助け を 求め 、 辛 拘 せ よ 。 ば 

に 大 地 は アッ ラー の 所 有 な り 。 彼 は が EINE LS 
その 僕 等 の 中 か ら 欲 する 者 に 之 を 継 
が せ 給 う 。 曽 し て 、 終 未 は 暴 散 者 た 
ち に 帰す る な り 」。 OR 


8 い ) 5 ae EC 


130. 彼 等 は 云え り 、「 液 が 我 等 の と CEE EGE 


ころ へ 来る 前 も 、 ま た 液 が 我 等 に 来 2 ん の 

て か ら も 、 我 等 は 追 害 され た り 」。 彼 EB ETE Cb 
は 云え り 、「2 お 前 達 の 主 は お 前 達 の RE の の Bs 
英 を 滅ぼし 、 お 前 達 を し て お もそ らく いう 3 っ うー 5 と 
地上 の 後継 者 た ら し めん 。 され ば 、 と ⑧ と < nt GR イタ ン そ 


彼 は お 前 達 が 如何 に 行動 する か を 御 
覧 に な る で あろ う 」""。 


十 六 項 
131. され ば 、“ わ れ ら は ファ ラオ の 民 て 必 d し < つ の 90「 BGA は 9 
か ん ば つ 
族 を 、( う ち 続く ) 滞 能 "W と 果実 類 <。。 < 
の 鉄 乏 を 以 て 懲らしめ た り 。 彼 等 が つの の 2 で うろ こっ 83 
思 告 に 従わ ん が た め に 。 TE 


2:46.154.710:14, 15. “17:102. 


1997 当 節 は ファ ラオ の 絶滅 の 後 、 イ スラ エル 人 が エジプト を 継承 させ られ る べき だ 
と いう こと を 必ず し も 意味 し な い 。 こ れ は 、 単 に 、 フ ァ ラ オ の 力 は 、 断 た れる べき 
も の で あっ た 、 そ し て 他 の 者 達 が 彼 の 王国 を 所 有する こと に な っ て いる こと を 意味 
する 。 フ ァ ラ オ の 絶滅 と その 王国 の 崩壊 の 後 、 イ スラ エル 人 を 支持 する 王朝 が その 
地 を 占有 し た こと を 我々 は 知っ て いる 。 当 節 で 述べ られ て いる 「 こ の 地 」 は エ ジ プ 
ト で は な く 、 イ スラ エル 人 に 約束 され 、 そ の 約束 に 従っ て 彼 等 が 受け 継い だ 聖なる 
国 の こと を さして いる 。 

1938 サナ は スィ ニー ン の 単数 形 で 、 地 球 が 太陽 の 周り を 公転 する こと を 表す 。 ア ー 
ム ( そ し て ハウ ー ル Haul も ) 同義 語 で ある が 、 サ ナ が 全て アー ム で ある の に 対し 、 ア 
ー ム は 全て サナ で は な い 。 ア ー ム より 長く 、 ア ラビ ア 暦 の 12 ヶ月 に 相当 する 。 し か 
し サナ 月 の 12 回 転 に も 当て は まる 。 イ マー ム ・ ラ ー ギ ブ に よる と 、 サ ナ は 了 困難 や 年 
ば つ 、 不 作 、 餅 通 が ある 年 を 示し 、 ア ー ム は 生活 の 環境 に 係る 豊作 、 牧 草 の 類 が 豊 
富 な 年 を 示す 。 サ ナ は 十 ば つの 意味 も ある 。 当館 で は 、 生 命 や 財産 を 失う こと に つ 
いて 述べ て いる 。 
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132. し か る に 彼 等 は 、 幸 運 が 彼 等 に PCIKIEE SE | RE 
至れ ば 、「 こ は 我 等 の も の な り 」 と 


eR Ed EE クタ っ る 2 

云え り 。 i ls I Re 2 

か ド 彼 等 ーー ます ンタ ーー タスコ 休 に SLST イ エン る > ー ン 
CO を ' 

に な せり 。 よ く 聞 け 、 彼 等 の 凶 運 ODOR VY IIA TLS 


3 は アッ ラー の 許 ( で 定め られ る も 
の ) な り 。 さ れ ど 彼 等 の 多く は 知ら ず 。 

133. また 彼 等 は 云え り 、「 液 が 如何 ンド ンー っ ee 折っ る < 
な る 奇 貴 を 我 等 に も た らし 、 そ れ に 3 i 
よっ て 我 等 を 魅惑 な し めん と する 0 る 45 に 3 
も 、 ヶ 我 等 は 断じて 液 を 信ずる も の に 

非 ず 」。 

134. され ば 、 わ れ ら は “ 彼 等 に さま 3 つの 6) EL236 
さま な る 明 証 と し て 、 履 、 間 、 Pe 

R 買 、 睦 と 血 を 降 し た り ""%%。 さ れ ど PG EE HG 
彼 等 依然 と し て 偽 慢 に せり 。 耐 し 53 LC Bh gd 
て 、 彼 等 は 罪深い 民 な りき 。 253 6 


っ 4 


OO ya 
135, し か る に d 彼 等 に 懲罰 が 降る 度 ne a に さり ec& 95 に 15 
に 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 等 Gr 
の た め に の 主 に 捉 願 し て くれ ね Oleg 3 


か 、 彼 が 液 に 約束 せ し こ と に 従っ Ee 
と 光る し 武 等 か ら こ と の 維 還 を 除 み i 


ば 、 我 等 は 必ず 汐 を 信ずる な り 。 そ ⑥ 中) EL I 
し て また 、 我 等 は 必ず イス ラ エ ル の 
子 ら を 液 と 共に 行か せる べし 」。 


627:48: 36:19. P10:79. “17:102: 43:49. 43:50. 
"や ター イル と は 善悪 の 前 兆 や 不運 を 意味 する (Lane より )。 


"聖書 で は 、 NUM 0 2 
7-11 章 ) 。 聖書 の 記述 は 、 お 告げ を 相当 誇張 し て し まっ た よう だ 。 
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136. され ど “われ ら が 、 彼 等 が 到達 さよ は 9) RE SS 


ry ke 
すべ き 或 る 期間 まで ""、 懲 凡 を 彼 EN 
等 より 除い て や る と 、 見 よ 、 彼 等 は OO RS A sah 
その 約束 を 破り た る な り 。 
137. され ば われ ら は ? 彼 等 に 応報 & コ 19 ふむ 3 EG 


し 、 彼 等 を 海中 に 汐 死 せしめ た り 。 082io 2 
こ は 彼 等 が われ ら の 神 兆 を 護 姿 と OCSEIS6 CS る 
みな し 、 そ れ ら を 無視 せ し が た め 

な り 。 

138. 面 し て “われ ら は 、 弱 者 た らし 1 を <3 前 名作 略 <f6 
め ら れ た る 民 に 、 わ れ ら が 祝福 せ る oe DP で 
大 地 192 の すべ て の 東 と その すべ て FCI で つう 計ら < 
の 西 を "9? 継が し め た り 。 さ れ ば 、 gz 

イス ラ エ ル の 子 ら の 忍耐 故に 、 流 の 
主 の 恩恵 ある 言葉 は 彼 等 の 上 に 全う gz る 
し た り 。 面 し て 、 わ れ ら は ファ ラオ この て の とう 
と その 民 が 築け し も の 並び に 建て し OP ビビ 62833 2) 


も の を こと ど ご と く 破 壊せ り 。 タ っ 2 る ン ター 5 ン ゥ っ ・ マイ ラン 
に ンマ て を ん る 92 て つと うと る 


139. 耐 し て 、 わ れ ら は イス ラ エ ル の I ゆ 6 2 びり の し 人 あ CNG 
子 ら を し て 海 を 渡ら し め る な り 。 そ を レレ レル 
こ で 、 彼 等 は その 偶像 に 仕え る 民族 づ じ つろ | の O 史 5 お 、 よ で 
の と ころ を 通れ り 。 彼 等 は 云え り 、 


643:5. 243:S6.“28:6. 132:25, 
や アジャ ル (Ajal) と は “期間 "や “期間 の 終了 "の 両方 を 意味 する (2:232)。 フ ァ ラ オ が 
悔やん で モー ゼ の 要求 に 応じ る よう 、 し ば らく の 間 だ け 罰 が 免れ た 。 
や アブ ラ ハ ム と ヤコブ の 子孫 達 に 約束 され た 聖なる 地 ($:22)。 イ スラ エル 人 が 成功 
し 、 繁 栄 し 、 大 いな る 国家 に 成長 する こと に な っ て いる 土地 だ っ 本 MM 


や や 「 大 地 の す べ て の 東 と その すべ て の 西 を 」 と いう 語句 は 、 ア ラビ ア 語 の 慣用 句 に 
よる と 、 国 全体 を 意味 する 。 
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「 モ ー ゼ よ 、 彼 等 に は 神々 が ある よ 
うに 、 我 等 の た め に も 神 を つく れ 」。 


彼 は 云え り 、「 げ に お 前 達 は 愚か な 
る 民 な り 。 


140. これ 等 の 人 々 が 携わる も の は 破 
壊さ れ 、 彼 等 の な し た る 行為 は 無 に 
帰す べし 」。 

141. ? 彼 は 云え り 、「 我 は お 前 達 の た 
め に アッ ラー の 外 に 神 を 求め る か ? 
役 こ そ は お 前 達 を し て 森 維 万 象 の 上 
に ? 優 り し め た る に も か か わら ず 」。 
142、 ま た 、“ わ れ ら が お 前 達 を ファラ 
オ の 民 か ら 救 いし 時 (の こと を 思い 超 
せ )。 彼 等 は お 前 達 を 厳し い 責 苦 で 苦 


子 た ち を 惨殺 し 、 お 前 達 の 女 た ち を 生 
か し て お いた り 。 さ れ ば 、 そ の 中 に お 


143. 面 し て 、" わ れ ら は モー ゼ に 三 十 
夜 を 約束 せり 。 ま た 、 我 等 は それ を 
(更に ) 十 夜 で 全う せり """。 従っ て 
その 主 の 定め られ た る 期間 は 四 十 夜 
を も っ て 完了 な り 。 さ れ ば 、 モ ー ゼ 
は その 見 弟 ア ロン に 向っ て 云え り 、 
「 我 が 民 の 中 で 我 の 代理 を せよ 
や され ど 行 動 正 し くし 、 曽 し て 駐 
息 者 ども の 途 に 従う な か れ 」 と 。 


HI 


ント ンー Ts ol a Ea 
GE SI が 


ンタ イン ラス Fs 2 El 
OO I BSIE A 


ゥ っ ゅ ラブ ゴー ジン る 
4 


ン ラ テイ イン イィ イ 9 < 
EG 

DI CS = 
tt っ コン 


2 は る セー を イン も の * 
OS la の っ こめ と 3 
5 レン シュ ヤン > 9 

Ge SELS 


) 5 


イ 、29 ウ 5 な ラン ン ET 
Oa sl 
| A 


OE EI 


1 
\ 4 の と 


Zz 
る fo 


ET 1 る る る る ン 
kr )| 2 Le 

CO に ) い こつ A a yn) 

に を に 用 を 


に 】 
A 2 


BAO IA THI 
OY で 3 
DAE 


26:1S、163: 72:48: 3:34. 2:50; T:128; 14:7; 28:5. 2:52, 
4 神 の モー ゼ と の 親交 は 約束 され た 三 十 夜 に 完成 され た 。 十 夜 の 期間 の 延長 は 約 
束 の 一 部 分 で は な い が 、 特 別 の 好意 で あっ た 。 
この 語句 は アロ ン の 地位 が モー ゼ ぜ の それ より 下 (従属 し た も の ) だ っ た こと を 示す 。 
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144 され ば 、" モ ー ゼ が 我 等 の 定め ら 店 っ 4 も 23 の 2 と に ばり 5 


れ た る 時 に 来 て 、 そ の 主 が 彼 に 語り 0 っ > 
に 
か けた れ ば 、 彼 は 云え り 、「 我 が 主 っ に | に 


内 そ アデ デ = 1 ヒ 汗 4 ) る 
よ 、 我 は 流 を 見 る こと が 出来 る よう OCSJdDRo っ 5 こう 
に 、 我 に 液 を 見 させ 給え 」。 彼 ( 主 ) は SPP ン は 229 る し 生 、2 5 | 
云え り 、「 激 は 決し て われ を 見 る ペー a 。 。 。 。。 」 
Ra _ る 8 5 っ < ンー ンー A ン る 
か ら ず 6。 な れ ど 山 を 見 よ 。 も し テッ > a < フ C 


92:254: 4:163. 


モー ゼ は イス ラ エ ル 人 人 達 を 「 私 の 民 」 と 呼び 、 ア ロン に 彼 の 代わ り に 行動 し て くれ 
る よう に 指示 し た 、 す な わ ち 、 彼 が 不在 の 間 に 役 の 代わ り に 役目 を 勤め る と いう こ 
と で ある 。 

046 当 節 は 、 宗 教 上 の ある 重要 な テー マ 、 人 は 物理 的 に 神 を 見 る こと が で きる か ど 
うか 、 に 光 を 当て て いる 。 当 人 節 で は 、 物 理 的 な 目 で 神 を 見 る こと が で きる と いう 考 
え 方 に 指示 を 示し て は いな い (6:104) 。 神 の みな ら ず 、 我 々 は 天使 を も 物理 的 な 目 で 
見 られ ず 、 彼 等 が 明示 し た 姿 を 見 る こと が で きる の み で ある 。 同様 に 、 神 の 明示 し 
た 姿 を 見 る こと は 可能 で あっ て も 、 神 その も の の 姿 を 見 る こと は で き な い 。 従っ て 、 
モー ゼ の よう に 、 こ うし た 神 の 属性 に つい て の 知識 を 持つ 偉大 な 預言 者 が 、 不 可能 
な こと を 望む と は 考え られ な い 。 モ ー ゼ は 神 そ の も の を 見 る こと は 不可 能 で 、 神 の 
明示 し た 姿 の み を 見 る こと が で きる と 知っ て いた 。 彼 は マ ド ヤ ン か ら エ ジ プ ト へ の 
旅 の 途中 で 、「 火 」 に 明示 され た 神 の 姿 を 見 た (28:30)。 そ れ で は 、 モ ー ゼ の 「 我 が 
主 よ 、 我 は 液 を 見 る こと が 出来 る よう に 、 我 に 流 を 見 させ 給え 」 の 言葉 に ある 要求 
の 意味 は 何で あろ うか 。 こ の 願い は 、 後 の 時 代 に イス ラム の 聖 預言 者 に 対し 完璧 な 
か た ち で 行わ れ た 明示 を 指す も の で あろ う 。 モ ー ゼ は 既に 、 イ スラ エル の 同胞 の 中 
か ら 預 言 者 が 現れ 、 そ の 預言 者 が 自分 の 言葉 を 中 に する で あろ うと 約束 され て いた 
( 申 命 記 18:18-22) 。 こ の 預言 は 、 モ ー ゼ に 与え られ た も の より 偉大 な 神 の 明示 で あ 
る こと を 暗示 し て いる 。 よ っ て 当然 な が ら モ ー ゼ は 、 約 束 さ れ た 神 の 明示 の 栄光 と 
成 厳 が どの よう な も の か を 見 た いと 切望 し た の で ある 。 彼 は 何ら か の 栄光 や 威厳 が 
自分 も 見 られ る こと を 願っ た 。 モ ー ゼ は 、 栄 光 の 明示 は 彼 の 心 が 耐え られ る 範囲 を 
超え て お り 、 彼 へ の 物理 的 な 明示 と し て は 山 が 選ば れ た と 告げ られ た 。 山 は 粉々 に 
砕け る か と 思わ れる 程 激しく 震動 し 、 モ ー ゼ は 拓 動 の 衛 撃 に 圧倒 され 、 気 絶 し て 倒 
れ た 。 そ し て 彼 は 、 自 ら が 見 た いと 望ん だ 神 の 明示 の 対象 に され る に は 、 彼 の 精神 
性 の 高 さ は 然るべき 段階 に 到達 し て いな いこ と を 悟っ た 。 こ の 唯一 の 特権 は 、 よ り 
大 な 、 神 の 創造 物 の 王 で ある 聖 預 党 者 ムハンマド の た め に 用 意 さ れ た も の で あっ 
た 。 モ ー ゼ の 願い は 、 ユ ダ ヤ の 年 長者 達 の 、 神 を 肉眼 で 見 た いと の 要求 に 刺激 され 
た も の で ある と も 捉え られ て いる 2:56) 。 役 は 異例 な 経験 に より 、 自 分 の 願い が 不 
適当 で あっ た こと を 悟っ た 。 そ し て 彼 は 自発 的 に 、「 我 は 改 惨 し て 液 に 帰依 する な 
り 。 ま た 、 我 は 信 の 帳 と な らん 」 と 叫ん だ 。 つ まり 彼 は 、 約束 され た 預言 者 の 心 
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RE SEI RESETREE GR SR REECE ESERIES RETESET ROE PEER EE RIE ETE EE RRR EER EET 


と が その 場 に 衣 定 し た な SCRE ES CR 
われ を 見 ん 」。 さ れ ど 、 そ の 主 が 山 に 
顕現 する や 、 そ れ を 粉々 に 粉砕 せり 
7。 され ば モー ゼ は 意識 を 矢 っ て 倒 Os 9 
れ た り 。 さ れ ど 意識 を 取り 戻す と 彼 

は 云え り 、「 聖 な る か な 没 、 我 は 改 

俊 し て 滋 に 帰依 す な り 。 ま た 、 我 は 

信者 の 交 と な らん 」。 

145. 彼 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 げ に 12 ER 3 
われ は 溢 を 、 わ が 神託 と わが 言葉 に と て は 2 に みこ とり 1 
よっ て 人 々 の 上 に 選び た り 。 さ れ ば 339 (5 3 Cn | 


わが 賜 え る も の を 護持 し 、 感謝 する グプタ i ダグ MM る - グ る っ る イン 
者 と な れ 」""W。 IS うら に 5 し 


し か 
146. 面 し て “われ ら は 平板 の 上 に あ  * 2 し 5: YI 3 22% < 
> グン ン 0 9 
ら ゆ る こと 0 に つい て 記せ り 2 0 
"59。 そ は 起 告 遇 つ あ ら ゆ る こと に つ SSS 5 obJOCo お 54.Pc 2 
いて の 解釈 な り 。 「 さ れ ば 、 これ を 上 RT っ ププ イン ン ラッ ルイ 0 tL 
し っ か り と 義持 し 、 ま た 光 の 民 に そ を 5B さ そう 1829 


76:155. 


で 起こ っ た 完璧 な 神 の 明示 を 見 る た め の 能 力 が 自分 に は な いこ と に 気づき 、 偉 大 な 
預言 者 が 到達 する べく 定め られ た 高い 精神 の 中 で は 、 彼 が 最初 の 信者 で ある こと を 
意味 し て いる 。 彼 の 聖 預 党 者 へ の 信仰 は 46:11 節 で も ふれ られ て いる 。 

947 山 は 実際 に 粉々 に 破壊 され た わけ で は な い 。 こ の 語句 は 地震 の も の すご く 汐 烈 
な 様子 を 比 隊 的 に 表す た め に 使わ れ た 。 出 エジプト 記 24:18 も 参照 。 

8 当 節 は 、 神 が 、 モ ー ゼ は イシ ュ マ エル 家 の 偉大 な る 預言 者 が 達成 する よう に 運 
舘 づ けら れ て いる 高い 精神 的 段階 に は 達する こと は で き な い 、 と いう こと を 気付 か 
せ た あ と に 、 モ ー ゼ を 慰め る 方 法 と し て 披 に お け て 話し か けら れ た も の の よう で あ 
る 。 彼 は 「 あ の 預言 者 」 の た め に 指定 され た 高い 尊厳 を 切望 せ ず 、 神 が 既に 彼 に 授 
けた 段階 に 満足 し 続け 、 感 謝 す る 様 求め られ た 。 

9 ユダ ヤ 人 に 説明 され る べき で あっ た 全て の こと 。 

や カタ ブナ ー と は 、 我 ら は 指示 し た 、 定 め た 、 任 命 し た 、 ま た 縛り 付け た を 意味 
する (Lane より )。 
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の 最善 ""* に 従う よう 命ぜ よ 。 わ れ 
は や が て 、 お 前 達 に 反逆 者 ども の 住 
居 1 を 見 せん 」。 

147. わし は 、 地上 に 安 り に 令 慢 に ふ 
る まう 者 ども (の 注意 ) を わが 神 兆 よ 
り 遠 ざけ ん 。 され ば “ 彼 等 は 、 た と え 
凡 て の 神 兆 を 見 る も 逐 を 信 ぜ すず 、 ま 
た 彼 等 * は も し 正道 を 目のあたり に し 
て も 逐 を ( 己 の ) 道 と は せ ず 。 され ど 
彼 等 も し 邪悪 な 道 を 見 な ば 、 こ れ を 
( 己 が ) 道 に する な り 。 こ は 彼 等 が わ 
れ ら の 神 兆 を 偽り と 見 な し 、 之 を 無 
視 し た る が 改 な り 。 

148. 面 し て 、 ” わ れ ら の 96 ド に 来 


ee PE ON 
等 は た だ その な し た る こと に 対し て 
応報 せら る る の み に 外 な ら ず 。 
十 八 項 

9 ER 本 

自分 た ちの 装身具 に て 、( 牛 の ) 員 える 
i 
と りあ げた り 。4 彼 等 は 見 ざり し か 、 
それ が 彼 等 に 物 云 わ ず 1953、 ま た 如 


66:26.? 


ンタ Ae する ンー ンー イン 
OE Dl SI 


RA ンー イー ライン 


ke 


sl 3913 ma 
2 5 1 に 用 か 
OS yy 
に IRC 

NII 


Ni LR OU 
VR de OEE と ちく っ っ 


69 完 53 レヒ 


そ 


Pd る 
RR の 


I 
SI EN 
EC EY 


を アタ ンプ 


2 らら 2 


アン 
a 


を っ 
を 


12: 5:11: 7:37; 21:78. “2:52。 93; 4:154; 7:153; 20:89. 20:90. 


i 


徳 の より 高い 形 を 実行 する よう 努力 し 、 単 に 


信仰 の 弱い 者 向け の 指令 の 上 で 行動 する こと で 満足 し 続け な いよ うに 熱心 に 説く よ 


う 求 め ら れ て いる 。 
992 ダー ル と は ここ で は 、 位置 


逆 者 ども の 住居 を 見 せん 」 の 言葉 
る こと を 意味 し て いる 。 

” 神 は 、 彼 の 僕達 に 話し か け な け れ ば 、 
ば れ た 僕達 に 過去 に 話 を し て いる の に 、 


に 反 


は 、 0 ps ぐ に 不信 者 か ら 区 別 され 次 され 


う 放 を や め る べき だ っ た の に と 論じ る の は 、 
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何 な る 道 に も 彼 等 を 導 か ざる こと を ? Re \ Wi を < | 
彼 等 は それ を 取り あげ た る な り 。 病 し 

て 、 彼 等 不義 者 ども な りき 。 

150. され ど 役 等 後悔 し て 、 そ の 迷 え CI i る 5 


し こと を 悟る と 4、 彼 等 は 云え り 
「 我 等 の 主 が も し 我 等 に 慈悲 を 垂 
れ 給 わ ず 、 ま た 我 等 を 散 さ ざれ ば 、 
我 等 は 必ず 損失 する 者 ども の 類 と な 
120 
151. され ば 、 モ ー ゼ が その 民 に 慎 . 
り 、 か つ 普 悩 し な が ら < 帰る と 、 彼 は 
云え り 「 お 前 達 が 、 我 が 不在 中 に 代 
行 せ し こと は 悪し き な り 。 お 前 達 は 
己 が 主 の 探 を 催促 せ し か ?」。 両 し て 
彼 は 平板 を ( 下 に ) 置き 、? そ の 兄弟 の 
頭 を 掴ん で 己 に 引き 寄せ た り 8。 
彼 は 云え り 、「 我 が 母 の 子 よ 18、 


回 5 GN 


i イイ PE イラ ォ ン ンジ ン る イン 

OE te Sd ん め 

を 。 ラン っ 2 タ っ コブ る イ 居る で る 3 2 7 
ラグ ウ i を 


NB 


SE Sr 


3 っ C3 eS a 1 


920:87.720.95. 


お か し い 。 


神 の いか な る 特質 も 機能 を や め る べき だ っ た と 仮定 され る こと は で き な 
い 。 神 の 啓示 の 贈り 物 は 過去 に 獲得 で きた よう に 、 
は 必ず し も 新しい お き て を 含ん で いる と は 限ら な い 。 


今 で も 得る こと が で きる 。 啓示 
それ は 、 さら に 精神 的 生活 に 


新鮮 味 を 与え 、 人 々 を その 神 に 近づか せる 意味 を も っ た 。 


1084 文中 の アラ ビア の 慣用 句 は 、 彼 等 は 後悔 し た 、 後 1 
後悔 を し た 人 の こと を スキ タ ・ フ ィ ー・ 


の 意味 で ある 。 ア ラブ で は 、 
言う (Lane より )。 
98 モー ゼ は 、 ア ロン が 聖書 


また は 規則 的 違反 に 対し て で は な く 、 


まし て 役 等 の 手 を 握り 締め た 、 
ヤ ャ ディ ヒー と 


の 中 で ( 出 エ ジ プ ト 記 32:2-4) そう し た と 描か れ て いる 
よう に 仔牛 崇拝 を 支持 もしくは 援助 し た か ら 
仔 邊 を 崇拝 する こと を ちゃ ん と 止め させ な か っ た と いう 
ン の 頭 を つか まえ た の で ある 。 モ ー ゼ の 怒り は 、 
彼 が 不在 の 時 に 物事 を 正しく 管理 で きず 失敗 


と いう 理由 か ら で は な く 、 彼 が 人 々 が 
こと 対し て 腹 を 立て 、 ア ロ 
アロ ン の お か し た いか な る 宗教 的 、 


し た こと が あっ た 。 そ の 怒り は 怒る に た る 正当 な 理由 が ある と みな され た 。 な ぜ な 


ら ば 非常 な 神聖 冒 漬 罪 が お か され 、 モ ー ゼ の 人 生 の 全て の 


か ら で あ る 。 


績 が 危う くさ せら れ た 


799 アロ ン は 、 モ ー ゼ の 優し さと 兄弟 愛 の 感情 に 訴え た 。 
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げに 人 々 は 我 を 衰弱 させ 、 今 に も 我 
を 殺さ ん と し た る な り 。 さ れ ば 我 の 
不幸 に 依っ て 敵 を 喜ば し むる な か 
れ 。 ま た 我 を 不義 な る 民 の 中 に 加え 
る な か れ 」。 


152、 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 と 


わが 兄弟 と を 落し 、 耐 し て 我 等 を 激 、 
の 慈悲 に 浴 せ し め 給 え 。 さ れ ば 、 液 を 


モー 


は 慈悲 を 与え る 者 の 中 で も 最も 慈悲 
深き 御方 な り 」。 

_ 十 九 項 
153. げに “ 積 を "7 取り 上 げた る 者 
ども は その 主 の 激怒 に 触れ 、 ま た 現 
世 の 生 活 に お いて も 屈辱 に 遭う べ 
し 。 か く の 如 くわ れ ら は 嘘 い つわり 
を 提 造 する 者 ども に 応報 する な り 。 
154. され ど 、 悪事 を な せ ど も 後に 改 
悟 し て 信仰 に 入る 者 あら ば 、 ば げに 次 
の 主 は その 後 は 寛大 に し て 慈悲 深く 
まし ます 。 


155. され ば 、 モ ー ゼ の 慎 篤 静 ま る 
や 、 彼 は 平板 を 取り 、“ そ の 記述 の 中 
に は 、 そ の 主 を 異 れ る 人 々 へ の 簡 導 
と 慈悲 (と が 認め られ て ) あ りき ぎ 。 


156. 市 し て モー ゼ は 、 わ れ ら の 定め 
られ た る 時 の た め に 、 そ の 民 の 七 十 


ンタ 


ィ レ ツン ン ラ っ ゴー イン 湖 
プイ 1 ン タ 2 る を ヒア デア 3 な な の 
5 負い eyIG こ 人 3 (グッ ご 
# » 
デュ し ) EZ “oR 
OT EG 


gd ンー ライ る 2 イン サン | アラ ー ン 
Cs JI | ー し < ふつ 
っ イイ マン ンー イ ゥ 5 ネイ ィ @ PU 還 1 
っ の て は AS で 9 8) 


。 コン る EG, っ go ン っ uu の イイ 
3 、 3205 うふ の う 、 つ うく 
プラ 、 る る タメ る > 2 う と ナン ルン も リン 2 る 
SR Rao oH AS I 
CRC SE E35 
ER OA AE て nS 
プー タグ Ge Fal ニョ ン 
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Fs LT 

⑨ っ と な つつ 
イイ る ET 
a a ES SS 
ダン ラン る レイ ンダ 2 プー。4 ン そ し ン 3 で る 
A EAR GI I と 1 の | 


ン 
し ss 2 3 


⑨O% る や っ 6 うっ る Ca 


イ ュ ン ン > ラッ ン 6 と 5 る る タタ る る ュー 
うう CA 44 8、 の の の つじ ゃ | 5 


92.52.93: 4:154; 7:149: 20:89. 5.40、 16:120.“3:4S: 6:92. 


1057 緒 崇拝 に 共 説 し た と し て アロ ン を 非難 し て いる 聖書 の 記述 は 、 実 に 誤っ た 印象 
を 与え る も の で ある (聖書 百科 事典 1 巻 2 コラ ム )。 
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人 を 選び た り 。 し か る に 、 地 震 彼 等 JUNON 


を 組 い た れ ば 4、 彼 は 云え り 、 a 
「 我 が 主 よ 、 汐 も し 欲し た り せ ば 、 kD 
? 流 は 彼 等 並び に 、 我 を も すでに 滅 ぼ 2 


し 得 た 管 。 流 は 、 我 等 の うち の 加 か OSCuCSA GS 

者 が な せ し こ と の た め に 我 等 を 減 ぼ re コン する ルン タ <24N ン 、s 
さん と する か ? こ は 確か に 液 より の 「 GE CIN pO 

試練 な り 。 必 は と に よっ て ロ が 欲す CN | "人 ター ーー タ 、、 2 位 ン 
る 者 に 迷い を 判定 し 、 ま た 己 が 欲す 

る 者 を 導き 給 う 。 流 こそ 我 等 の 守護 @ IE EI GE 

者 な り 。 さ れ ば 我 等 を 散 し 、 我 等 に 

杏 悲 を 垂れ 給え 。 面 し て 決 は 最上 の 

容 天 者 な り 。 

157. され ば 2 現世 に お いて も 、 ま た 3 ビビ 3A 3 こる っ 15 

来世 に お いて も 、 我 等 に 善 を 定め 給 
え 。 げ に 我 等 は ( 物 い 改め て ) 没 に 帰 GEO GL 

依 す 」。 彼 は 誤 え り 、「" 我 が 頁 替 。。 レ ュー ン TET 』 < ファイ 

は 、 わ れ が 欲す る 者 に それ を 加え る (デマ ブフ 5 NR 

な り 。 さ れ ど 4 わが 慈悲 は 一 切 を 包容 < る aI し る 3 

する な り 。 さ れ ば 、 わ れ は を 異才 導 IN 
る 人 々 並び に 、 意 捨 を な す 人 々 の ス 4 〇 2JI33 


ら の 神 兆 を 信ずる 人 々 (に も )。 SE AN 


158. (すなわち ) こ の ウン ミー 預言 4g | 
と けど >79* う 2IcT こ て EYKe ま や 
者 な る “使徒 に 追従 す る 者 た ち に は 。 

3:28. 72:202. 72:283: 3:41. 40:8, “29:49; 42:53; 62:3. 


10574 地震 は 自然 な 現象 で あっ た が 、 モ ー ゼ は それ が 彼 の 人 々 の 犯し た 罪 に 対す る 神 
の 罰 で は な いか と お それ た 。 

"や ウン ミー と は 、 母 親 に 所 属 、 又 は 付属 する 、 す な わ ち 母親 の 胸 の 中 の 乳児 の よ 
うに 純粋 無垢 で ある こと : 特に アラ ブ 人 の よう に 天 啓 聖典 の な いも の : 読み 書き の で 
き な い も の : 町 々 の 母 と し て 知ら れ て いる メッ カ に 属し て いる も の 、 を 意味 する 。 も 
し ウン ミー と いう 言葉 が 「 無 学 |」 と し て と ら え られ る な ら ば 、 当 和 餅 は 、 聖 預言 者 が 、 
いか な る 教育 も 受け ず 、 学 問 も な か っ た に も か か わら ず 、 そ れ な の に 神 は 、 彼 に 、 
学問 や 啓発 に 最も 進歩 的 と され て いる 人 々 に さえ も 和光 と 案内 を 分 け 与 える 知恵 を お 
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昨 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA raf( 高 壁 ) 九 准 


* 彼 等 は 彼 に つい て 、 そ の 所 持 せ る る で 。 EE ES 
CE os 3 
律 法 並び に 福 ぎの 中 に 記さ れ た る お 3 


“48:30, 


な え に な っ た と こと を 意味 し て いる 。 キ リス ト 教 徒 著者 達 の な か に は 、 聖 預言 者 が 無 
学 で ある 事実 を 疑 お うと する 人 々 が いた 。 レ ヴェ レン ド ・ ウ ェ リ ー (Reverend 
Wherry) は 論評 の 中 で 、「 役 は 読み 書き の 両 方 を 心得 て いた アリ ー(Ai) と 同じ 家庭 
で 教育 を 受け た よう で ある が 、 同 様 の 教育 を 受け な か っ た の だ ろう か ? 彼 は 文字 を 
知ら な く て 何 年 も 重要 な 商業 を 行う こと が で きた の か ? 微 が 後に 読み 書き を する こ 
と が で きた の は 明らか で ある 。 伝承 か ら は 、 彼 が 秘書 の 一 人 で あっ た ム ア ー ウ ィ ヤ 
(Muawiya) に 向け て 「“ バ ー" を 真っ 直ぐ に 書き な さい 」 や 「 ス ィ ー ン を 正しく 分 け 
な さい 」 な ど を 言っ た こと が わか っ て いる 。 また 彼 は 最期 の 時 に 、 何 か を 書く こと 
に つい て 要求 し た 。 彼 が 筆記 者 を 使っ て いた こ と は 、 当 時 は 一 般 的 な こと で あっ た 
た め 、 彼 の 文字 を 書く 能力 を 否定 する こと に は な ら な い 。 最 も 学 の ある 人 々 の 中 で 
も 、 陸 預言 者 が 読み 書き を 知っ て いた アリ ー(Aii) と 同じ 家 で 育っ た の で ある か ら 、 
彼 も 読み 書き が で きた 管 だ と いっ た 下手 な 議論 が ある 」。 こ れ は 聖 預 斉 者 の 人 生 に 
お ける 基本 的 な こと に つい て の 、 キ リス ト 教 徒 の 無知 を 表す だ け で ある 。 ア リー 
(Ai) と 聖 聞 音 者 は 同じ 教育 を 受け 同様 に 育て られ た の で は な か っ た 。 彼 等 の 年 齢 に 
は 差 が あり 、 聖 預言 者 は アリ ー(AiD より 29 歳 年 上 で あっ た 。 ア リー(Ah) は 、 家 の 
中 で 聖 問 斉 者 その 人 の 養育 の も と で 教育 を 受け た の で ある (Hisham より )。 聖 預 昔 者 
が 育っ た 乏しい 家 の り ア ブー・ タ ー リ ブ は 、 知 識 や 学ぶ こと の 価値 を 認識 し な か っ た 
た め 、 預 言 者 は 無 学 の まま で あっ た 。 し か し 、 ア リー(AID は 聖 傾 斉 者 自身 の 家 で 育 
っ た 。 聖 預言 者 は 富豪 で 評判 が 高く 、 豊 か な 財産 を 預言 者 の 思い の まま に させ た ハ 
ディ ー ジ ャ (Khadija) と 結婚 し た 。 預 斉 者 は 良い 教育 は 非常 に 価値 の ある も の だ と 気 
づい た 。 従っ て アリ ー(Ali) は 、 当 時 の 標準 と 比較 する と 、 自 然 と 良い 教育 を 受け た 
青年 に 育っ た の で ある 。 
も し 聖 預 言 者 が 無 学 で 読み 書き が で き な か っ た と し た ら 、 彼 が 現実 に そう で あっ 
た よう な 、 す ぐれ た 商売 人 で は あり 得 な か っ た で あろ うと いう ウェ リー の 二 番 目 の 
反対 意見 は 、 聖 預言 者 の 時 代 の 、 療 良 な 成功 を お さめ た アラ ビア 人 の 商売 人 に 対す 
る 誤っ た 概念 か ら う まれ た も の で ある 。 ウ ェ リ ー は 、 ア ジア に は 、20 世紀 の 現代 に 
さえ も 、 全 等 教育 で さえ 受 < け て いな い 、 NE DAN 


は 、 教 育 は あま り 好 まれ な か っ た 。 計 PND 少な か っ た が 、 £ 
く の 人 々 が 非常 に 成功 し 、 繁 栄 し た 商売 を 経営 し て いた 。 教 育 は 、 そ の 頃 ア ラビ ア 
で は 必須 条件 と は みな され て いな か っ た の で ある 。 5 ハハ ディー ジャ (Khadija) 
が 聖 預言 者 に 贈っ た 奴隷 の マイ サラ (Maisarah) は 読み の 能力 を 持ち 、 預 言 者 の 商 

業 の 旅 に 常に 随行 し て いた こと も 、 ウ ェ rr 

聖 預言 者 が ム ア ー ウ ィ ヤ (Muawiya) に 向かっ て 、「 バ ー」 や 「 ス ィ ー ン 」 の 字 を 
正しく 書く よう に 言っ た と され る 伝承 も 、 確 か な も の と は 言え な いよ う で ある 。 ア 
ッ パ バース 時 代 に は 、 ウ マッ イア 時 代 に 対す る 軽 散 的 な 伝承 が 多く 作り 上 げ ら れ た 。 
この 伝承 は 、 著 名 な 家系 の 一 員 で あっ た ム ア ー ウ ィ ヤ (Muawiya) が 、「 バ ー」 や 
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九 伏 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA af( 高 壁 ) 七 音 


見 出し た り "2。4 彼 は 正義 を 彼 等 に 2 a 28 
a I DAG 
命じ 、 邪 悪 を 彼 等 に 禁じ 、 ま た 清潔 7 
43:105 を 参照 


「 ス ィ ー ン 」 と いっ た 単純 な 文字 を 書け な い ほ ど 質 の 悪い 教育 を 受け た と 見 せ か け 
よう と し た も の で ある 。 例 え こ の 様 な 伝承 が 確か な も の と 放 明 され て も 、 預 言 者 が 
読み 計 CC ES OR 何故 な ら 、 預 言 者 は 聖 ク ルアー ン を 書き 
取ら せる こと に 非常 に 慣れ た た め 、 一 般 的 な 文字 に 馴染 み 、 間 違っ た 文字 を 指摘 す 
GC 

聖 預 言 者 が 生涯 の 最 TO 出し た こと も 、 ウ ェ リ ー 
(Wherry) の 仮定 を 支持 する も の で は な い 。 聖 預言 者 に 啓示 が 降 さ れ た 時 は いつ で も 、 
その 啓示 の 内 容 を 筆記 者 に 書き 取ら せる た め 、 彼 は 筆 と 紙 の た め に 使い を 出し て い 
た こと は 歴史 上 明らか に な っ て い 事実 で ある 。 つ まり 、 筆 と 神 を 呼ぶ と いう 事実 
だ け で は 、 預 言 者 が 読み 書き の 能力 が あっ た と の 証明 に 【 0 ウェ リー 
(Wherry) の 主張 を 支え る た め の 言 葉 と し て 引用 され た 「 主 の 御 RS 
証明 に は な ら な い 。96:2 館 で 用 いら れ て いる アラ ビア 語 の イク ラ (Iqra= 読 め ) は 、 
か れ た 言葉 を 読む と いう 意味 の ほか 、 i 
し た りす る と の 意味 も ある 。 さ ら に 、 ハ ディ ー ス で は 、 最 初 の 啓示 の 際 に 天使 ガブ 
リエ ル が イク ラ (Iqra) と 発し た 時 、 実 際 に は 聖 預言 者 の 前 に 読む た め の 書 か れ た も の 
は 何 も 置 か れ て いな か っ た こと が 立証 され て いる 。 彼 は 単に 天使 が 口頭 で 話す 内 容 
を 繰り 返す よう 求め られ た の で ある 。 さ ら に 、 型 預 斉 者 が 読み 書き で き な か っ た と 
いう 考え が 、 彼 の 何 度 も くり か えさ れ た 「 無 学 の 預言 者 」 と いう 主張 に 対す る 誤解 
に 源 を 発する も の で ある と いう いく ら か の キリ スト 教徒 達 の 主張 は 、 異 様 で あり 、 
又 、 根 本 的 に まち が っ て いる 。 彼 ( 聞 言 者 ) と 何 年 も 寝食 を 共に し 、 毎 日 役 が 読ん だ 
り 書 いた り し て いる 姿 を 見 た 者 達 は 彼 が 無 学 で ある か そう で な いか 確認 する こと が 
で きず 、 単 に 役 の 、 自 分 は 無 学 だ と いう くり 返さ れ た 主 涯 に より この 確信 に 誤 ので 
導 か れ た こと は 驚く べき こと で ある 。 彼 ( 聖 預言 者 ) の 筆記 者 の 利用 は 、 最 も 学問 の 
ある 者 達 の 間 で も 、 筆 記者 の 利用 は その 時 代 に は 普通 で あっ た こと か ら 、 彼 の 書く 
技術 へ の 知識 に 否定 的 に 作用 する も の で は な いと いう 論争 は 、 ア ラブ と イス ラム の 
歴史 に 対す る ウェ リー の 無知 さぶ を うっ か り 示 す 結 果 と な っ て いる 。 事 実は 、 型 預言 
者 の 時 代 に は 、 ア ラブ 人 の 間 に は 、 今 その 言葉 が 理解 され て いる よう な 意味 で の ウ 

Oh TR また 筆記 者 や 書記 を も つこ と に も 慣 
れ 親 し ん で いな いと いう こと で ある 。 ア ラブ 人 に よっ て 筆記 者 が 使わ れ て いた と い 
う 事 実 の 記録 は 全く 残っ て いな い 。 聖 預 斉 者 が 、 啓 示 が 彼 の も と へ 与え られ る 以前 
は 、 書 く こ と も 読む こと も で き な か っ た と いう 学者 達 に よる 完璧 な 意見 の 合意 が な 
され て いる 。 聖 クルアーン は 、 少 な く と も 神 か ら 啓 示 を うけ る 以前 の 聖 預言 者 は 、 
読み 如き は で き な か っ た と いう 点 で は 、 か な り は っ きり と し て いる 29:49) 。 し か し 
な が ら 、 彼 は 、 晩 年 に は 、 少 し は 判読 で きる よう に な っ て いた の で ある 。 


1059 台 預 言 者 に 関す る 聖書 の 預言 の いく つか に つい て は マタ イ 23:39, ヨハ ネ 14:16, 
26: 16:7-14、 申 命 記 18:18 と 33:2: イザ ヤ 書 21:13-17 と 62:2、 牙 和歌 1:5-6: そし て ハバ 
ク ク 書 3-7 を 参照 する こと 。 
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七草 アル ・ 


アー ラー ブフ ALAryaf( 高 璧 ) 


九 人 


な も の を 彼 等 の た め に 合法 と な し 、 
不浄 な る も の を 彼 等 に 非 合 法 と せる 
な り 。 ま た 彼 は 彼 等 か ら その 重荷 や 
その か けら れ た る 首 柳 を 取り 除く 。 
され ば 彼 を 信じ 、 彼 を 尊 散 し 、 彼 を 
支持 し 、 彼 に 追従 し 、 彼 と 共に 降 さ 
れ た る 光明 に 従う 人 々 、 こ れ 等 の 者 
こそ 成功 者 な り 」。 


二 十 項 
159. 云え 、「 人 々 よ 、 PR 
と 大 地 の 主 権 を 堂 揚 する アッ ラー よ 


陸生 
彼 の 外 に 神 な し 。 ヶ 彼 は 生 を 与え 
RN 


み と と ば 


アッ ラー と その 御 言 葉 を 信ずる ウン 


ミー 者 な る 合 人 を 信じ 、 彼 に 
従 せよ 。 お 前 達 正しく 導 か れん が た 


め に 」。 


160. 面 し て 、“ モ ー ゼ の 民 の 中 に も 


真理 を も っ て (他人 を ) 導 き 、 ま た それ 


Er ン 5 っ 4 まる ンー ン タタ タイ ラン マ 
そい t gto lL 
ク ~~ = フー ラ う り 
ター タン ーー タ ゅ ンター 5 Hw イー タイ て る 
le 2 うう I ous 

ネ る と る 5 < < 1 
4 デア っ } 4 rr 4 る | 


レス 
の 2 る イ る で る 


SE HEYG 


45 わっ 5 っ タタ ンー 


| 
EE 5 2 
¢] 6868 \ 21| 
SA SG EIGEN 
DSO 、 SD と 


SIR RINAT Ua 


で る wu る ル 】 デン NM A 

oo i 2 26 
2 a ee つう 5 a 3 お 

⑨95 と る 

ORS Er s 人 0 932 ンジ 5 の つ 29 


21:108: 25:2; 34:29. 2:259: 23:81: 44:9: 57:3. “7:182. 


た 人 々 、 そし て 彼 ani 
き 定 の 国 の 預言 者 で あっ た の に 反し て 、 
彼 の 到来 は 、 人 類 の 歴史 に と っ て すばらし い 


等 が 
わり まで の た め に 出現 し た の で ある 。 


れい 人 
聖 預 言 者 は 人 類 全体 に 向け て 、 時 の 終 


独特 な 出来 事 で あっ た 。 そ れ は 全て の 異な っ た 国家 と 社会 を 一 つの 友愛 団体 に 結合 


させ る よう 働い た 。 そ れ は 、 
兄弟 愛 な の で ある 。 


( 肌 の ) 色 、 風 土 、 信 念 


の 違い が 完全 に ぬぐい 去ら れ た 
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に よっ て 正義 を 


行う 集団 あり 。 


161. 面 し て 、“ わ れ ら は 彼 等 を 、 十 二 
の 支族 、 つ まり 集団 に 分 ち た り 。 ま 
た 、 ら その 民 が 彼 に 水 を 求め し 時 、 わ 
れ ら は モー ゼ に 、「 液 の 杖 で その 岩 
を 打 て 」 "で ^ と 啓示 せり 。 す る と 、 
そこ より 十 二 の 泉 が 湧き 出し 、 各 支 
族 は 己 が 飲む お 場所 を 知れ り 。 ま た わ 
れ ら は 、“ 役 等 の 頭上 を 購 で 牧 い 、 彼 
等 に マン ナ と サル ワー を 降 し た り 。 
われ ら が お 前 達 に 賜 え し 佳 き も の を 
食 せ よ 。 面 し て 、 彼 等 は われ ら を 害 
し た る に 非 ず "の 2、 害 し た る は 彼 等 
自ら な り 。 


162. また 彼 等 が ぐ 云 われ し 時 の こと 
を (思い 起 せ )。「 こ の 結 に 住み 、 そ 
の 中 で い ず こ な り と 好き な と ころ で 
食 せ よ 。 0 『 我 等 の 罪 を 許し 
給え 』 と 唱え 、 放し な が ら 門 を 和信 
れ 。 わ れ ら は お A を 落し 、 
行者 に は 報奨 を 増 さ ん 


アー ラー フ AL-A*raf( 高 壁 ) 七 章 
デ Pd タデ デ 
ET 


CE に を で て より は 
9 rt ws ls ン 
OSETIA A433 
EEEN の この 6 
000 St 

NG gE STG FCI 


C5 0 


| 113 = 13 ン 6 2 
9 は E 
[SD 83s 


{ 
dal 


ES 0 
RE IS 


I A A 
0 


“sr13.22:61. 2:58: 20:81.72:39. 


2 モー ゼ の 信者 の 全員 が 堕落 し て いた 訳 で は な い 。 彼 等 の うち の いく ら か は 、 彼 


等 自身 が 療 
し た の で あ る 。 
と は な か っ た 。 
19e14 注 101 を 参照 の こと 。 


# 良 で あっ た だ け で は な く 、 さ ら に 他 の 者 達 を も 真理 に 導き 
聖 ク ルアー ン は 決し て 人 々 を 十 ば ひと か ら ば げ で 無 差 別 


、 公 正 に 行動 
に と が め る こ 


1062 後 等 は 、 自 分 達 自 身 を 中 傷 し た に すぎ ず 、 真 理 の 起こ り を 傷つけ る こと は で き 


な か っ た 。 
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で バン イ 


163. し か る に 彼 等 の うち < 不義 な し  ->< EN A 53303 
た る 者 ども は 、 そ れ を 彼 等 に 告げ ざ で 1 
り し 他 の 言葉 に 変え た り 。 さ れ ば わ I IE LIE ERC sl 
0 彼 等 に 天 か ら の 徴 仙 を 降 し + る の 

り 、 彼 等 が 不義 な し た る が 改 に 。 \ OR ES 


164. 面 し て 、 光 海浜 に あり し あの 邑 sb SS oe ES 
に つい て 1 彼 等 に 訳 ね よ 。 彼 等 が \ 3 a 
サブ ト の 日 (の 控 ) を 破り し 時 の こと で EBC 0 3535 3 | 
を 。 その 6 サブ ト の 日 に は その 急 格 が gr 人 る る る っ ぁ ゅ 2 ン セ ラン eb タ 
後 か ら 後 か ら 群 れ を 成 し て 彼 等 に 来 テン 

中 まま の こ 1064 ミク 穫 き < 。 に 本 う 3 oy ぁ ン 
LD と を ° 0 は 0 018 に ey 6 

が サブ ト の 日 を 守ら ざり し 時 198644、 


それ ら は 彼 等 に 来 ざり き 。 “われ ら は 上 時 
か く の 如 く 彼 等 を 試し た り 、 彼 等 が 
不服 従 し た る が 政 に 。 


ン 


165. また 、 彼 等 の 中 の 一 団 が 云え し ご つう 湖 3442 人 8183U53 5 
SN 「 何 故 お 前 達 は 2 2 IO 
アッ ラー が 芝 を 滅ぼさ ん と し 、 ま た Pe 3 
褒章 を 以 て 計ら し めん と する を 
告 す る か ?」 と 。 彼 等 は 去 え り 、 


2:60.72:66: 4:155. “7:169. 


ン 


内 SR SSC 


63 当 節 に ある カル ヤ と は 、 紅 海 の ア イラ (エイラ ト ) で ある と 言わ れ 、 紅 海 の 北東 
部 に ある エイ ラン ティ ク 満 (地名 に 由来 し て いる ) の 入江 に 位置 し て いた 。 こ れ は 、 
ユダ ヤ 人 の 放浪 の 最終 地点 で ある と され て いる ( 列 王 記 略 、9:26 及び 、 歴 代 誌 二 、 
8:17) 。 ソ ロモ ン の 時 代 に この 町 は ユダ ヤ 人 の も の と な っ た が 、 お そら く 後 に 奪わ れ 
て し まっ た 。 そ の 後 、 ウ ッ ズ ィ ア に より 再度 征服 され た が 、 ア ハズ の 時 代 に また 失 
われ た (聖書 百科 事典 及び 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 より )。 

4 シュッ ラ ア ン と は 、 彼 等 は 大 群 と な っ て 来 た 、 と の 意味 も ある 。 

TO644 サブ ト の 日 (安息 日 ) に は 魚 は と られ な か っ た の で 、 魚 は 、 本 能 的 に 安全 な 時 を 
知る よう に な り 、 従 っ て この 本 能 的 な 安全 の 気持 が 、 サ ブ ト の 日 に 彼 等 を 水面 に 現 
れ さ せ 、 大 群 を な し て 、 岸 辺 に 近寄ら せ た の で ある 。 こ の 事 実 は 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ 
て あま り に も 強い 誘惑 で あり 、 姿 息 日 に 捕獲 する 手 は ず を 整え 、 神 聖 を 汚し て し ま 


つ だ 。 
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九 巻 アル ・ ア ー ラ ー フ AL-A*raf( 高 壁 ) 七 章 


「 流 等 の 主 の 御前 で 弁明 せん が た め る っ っ プイ イン 
な り 。 ま た 彼 等 が 世 散 者 に な らん が A 
た め な り 」。 
166. され ば “? 彼 等 が その 思 告 され た RC SIS 
る こと と を 忘れ 去り し 時 、 わ れ ら は 悪 ”。 。 ^ - 
禁じ た る 者 た ち を 救い た り 。 され JAPosSJIGAA 1 O02 
ど 、 我 等 は 不義 な す 者 ども を 、 そ の EE の kt 
不服 従 し た る が 故に 、 厳 罰 を 以 て 捕 et (AD bg on 
えた り 。 
167. され ば 、 彼 等 が 禁じ られ た る と 2 る CCS ES 
と に 対し て 背 き た れ ば 、 わ れ ら は 彼 S 
等 に 云え り 、 「 光 等 職 な る 犯 に な OS ES 
れ 1 98、 
168. また 液 の 主 が 家 言 せ すし 時 の こと Sd eSE 


を 思い 起 せ 。 <“ 彼 は 必ず 復活 の 日 ま 
イン や ター > Ma2 タ 0 っ ピー ペン 6 
は を る る と うか | 


で 、 酷 い 貴 苦 に よっ て 彼 等 を 苦し め 
ぅ づ ズ 7 」 ン そ を 2 ン イ る 5 ン 
0451 5 i ES 


る 者 を 彼 等 に 対し て 遣わ さん と 
996 。、 げ に 液 の 主 は 懲罰 に 迅速 な れ ど 

6994 、 ま た げに 彼 は 寛大 に し て 、 慈 ss < 
悲 深く まし ます 。 


に HH YE 2 を (と ンプ > 2 て も AA ラリ ot な ン 
DKGS お 029 0 人 0 248 20、 ら 7 に 3 15 
幾多 の 集団 に 分 割 せ り 。 彼 等 の 中 に 


た だ の A AD ター 』 
装 し い 者 あれ ば 、 ま た 彼 等 の 中 に そそ 03 こつ お る え ぞ 43 この 多 し 光 
の 他 の 者 も 在 る 。 さ れ ば 、7 わ れ ら は イィ し 2 ニョ ン ン 1 ント セッ 
壮 い と 災い と を 以 て 彼 等 を 試み た つて の Eb ら CcodbA の 3 


+ 


ューー 


ww 


し Ce 


66:45.72:66: 5:61.『2:62: 3:113. 7:164. 


TO 注 107 を 参照 の こと 。 

TO6e 当 節 及び 次 の いく つか の 節 も また 、 前 節 で 「 卑 典 な る 包 」 と 言わ れ た 人 々 が 、 
実際 に 旬 に 変身 させ られ た わけ で は な く 人 間 と し て 存在 し 続け た の で ある が 、 み じ 
め に 生存 し 、 他 の 者 達 に 軽 べ つ さ れ た こと を 示し て いる 。 

"や 聖 ク ルアー ン の いく つか の 節 か ら 、 神 が 罪人 を さば く の に 時 間 を か ける こと が 
明らか と な っ て いる 。 神 は 何 度 も 何 度 も 猫 予 を 授け る 。 こ の 語句 が 意味 する の は つ 
い に 六 が 人 々 に 下さ れる と 命ぜ られ た 時 に は 、 そ れ は 即座 に 来 て 、 そ れ が 来る の を 
退け る こと は 何 を も っ て し て も で き な い こと を 意味 し て いる 。 
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アー ラー ブフ ALAryaf( 高 璧 ) 


九 伏 


り 。 彼 等 が た ち 戻 らん が た め に 。 


170. < され ば 、 経 典 を 継承 し た る 後継 
者 た ち が 彼 等 の 後 を 継ぎ た り 。 彼 等 
は 現世 の し ば し の 利得 を 取り 1967、 
面 し て 云う 「 我 等 は 必ず 赦 さ れる ベ 
し 」 と 。 も し 彼 等 に それ と 同様 な 利 
得 が 至ら ば 、 彼 等 は それ を 取り た 
り 。 彼 等 が アッ ラー に つい て は 真実 
以外 な に も 口 に せ ざ る こと と 、 彼 等 
か ら と り し その 課せ られ た る 経典 の 
約束 に 非 ら ざる か ? 彼 等 は その 中 に 
ある こと を 読み た りき *""W。 さ れ ば 
異 敬 する 人 々 の た め 来世 の 住居 は 最 
善 な り 。 お 前 達 解 ら ざ る か ? 
171. 耐 し て “聖典 を 固守 し 、 礼 振 を 
遵守 する 人 々 、 びに われ ら は 義 し い 
人 々 へ の 報奨 を 完 くせ ず 。 
172. また 、 わ れ ら が 山 を 天蓋 の 如く 
? 彼 等 の 頭上 に 八 え 立た せ ば 、 彼 等 は 
それ が 己 の 上 に 落下 せん と 思い し 時 
を (思い 起こ せ ) や 9。 わ れ ら が お 前 達 
に 授け た る も の を し っ か り と 堅持 
し 、 そ の 中 に ある こと を 銘 記 せよ 、 
お 前 達 羅 散 せ ん が た め に 


OO こい 
ブー レン イイン ン 
DEE EE 
すう て も (る イン ン ぅ > イブ イイ ンー ン よ ? 
G a 0 
» tg っ ンー ビン 4 イタ ィ ン 5? 
ょ の いら 91 5 Cs まい 


生 お 2 3 人 SE 邊 3 ま 、 あ を 
ENS SE de 


FS LI YN 
J i et | 


RAS a 
Raa RY A 
る 3B 人 Do Hb 

WS 「 ス e 6 %? 
VPI 人 
CGC 


} 


19:60.76:33: 12:110. 31:23. の:64. 


アラ ドゥ と は 、 
な ど を 表す (Lane より )。 
ウサ で は 、 
を 和 失 く し た 、 の 意味 で ある (Lane より )。 


99 イスラ エル の 指導 者 達 は 、 山 の ふも と に 集め られ た ( 出 エ ジ プ ト 19:17)。 
いつ 何時 落ち る か も し れ な い 天 蓋 の よう に 高く そびえ て いる よう に 


等 に と っ て は 、 
思わ れ た 。 


1) 彼 は 本 を 読ん だ 、 あ る い は 学ん だ (2) 彼 は 何 か を 消し た 、 


氷 遠 で は な いも の 、 現 世 で の ささ いな も の 、 世 俗 的 な 物 や 願い 


形跡 


山 は 彼 
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| 

173. 面 し て 、 液 の 主 が アダ ム の 子 ら SE GE 

の 腰部 か ら その 子孫 を 取り 出し 、 彼 の の 

等 を 己 自身 の 証人 た らし め た り だ 時 

""。( ま た 云え り ) 「* わ れ は お 前 達 & 。 

の 主 に 非 ざ る か ?」。 役 等 は 云え り ほぼ 


「 然 り 、 我 等 は 証言 す 」。 こ は 復 活 の デュ ン ( 2 ブッ プ ン 2 ィ ミ ンー っ 62 

CLE 
日 に あたり 、 お 前 達 が 「 我 等 は この 1 に %! の の くつ ! As 
こと に 関し て 無知 な りき 」 と 云わ ざ の SU は 
らん が た め な り 。 Cee 


174. 或いは お 前 達 が 、「 か つて 偶像 に e633 し 5 
崇拝 し た る は ? 我 が 父祖 た ち に し て 、 A の 
我 等 は た だ 彼 等 以降 の 子孫 な り 。 さ に SAe9| ょ su2O2 SS 
れ ば 、 滋 は 偽り を 云う 者 ども が な せ 5 

し こと の た め に 我 等 を 滅ぼさ ん と す OATS 
る か ?」 と 云わ ざら ん が た め な り 。 

175. され ば 、 わ れ ら は か く の 名 く > EN La そり 

神 兆 を 明示 する な り 、 彼 等 が お そら く 01 
(真理 に ) た ち 戻 らん が た め に "7*。 i 
176. また 、 わ れ ら が 神 兆 を 与え た る PR 
も 、 そ れ よ り 離 れ 去 り 、 従 っ て 悪魔 2 A 
が 彼 に 追い つき 、 彼 が 迷い た る 者 な 2 


243:38. 77:39. 


7 当 節 は 、 こ の 世界 を 創造 し 、 支 配 する 神 が 存 在 す る 証 は 、 人 間 の 本 質 に 埋め 込 
まれ て いる と 言及 し て いる (30:31) 。 あ る い は 、 神 へ の 道 を 示す 聖 預言 者 の 出現 を 表 
し 、「 ア ダム の 子供 達 の 子孫 」 と いう 表現 は 、 神 が 伝道 師 を 建 わ し た 全て の 時 代 の 


6 ( 


人 々 を 示し て いる 。 伝道 師 の 出現 は 全て 、「 わ れ は お 前 達 の 主 に 非 ざ る か ?」 と の 
問い を 促す も の で ある 。 NC 精神 的 、 道 義 的 な 発展 
を も た ら す 時 、 人 は 神 の 統治 を 人 否定 で きる だ ろう か 。 預 斉 者 を 拒否 する こと は 、 人 


は 自ら に 反する 証言 を する こ 上 まな の 
知ら な か っ た 故に 、 旗 護 を 求め る こと は で き な い か ら で あ る 。 

7 預言 者 の 出現 で 、 真 実 が 誤り か ら 区 別 さ れ て 明らか と な り 、 偶 像 崇拝 は 公然 と 
非難 され た こと に より 、 人 々 は 173 節 で 述べ られ て いる よう な 弁解 を する こと を 禁 
じ ら れ た 。 
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り し 物語 を 彼 等 に 告げ ば よ "72。 OR 
177. 証し て 、 わ れ ら も し 欲し な ば 、 ス & 145 し 4583 じ も 3 35 
それ ら ( の 神 兆 ) に よっ て 人 彼 を 向上 せ 。 。 0 ek 
し め た り 。 さ れ ど と 彼 は 地上 に 執着 し よぶ 45 も S&S つう) 


"79、 呈 の 私 欲 に 従え り 。 さ れ ば 、 彼 . ィ ェ レ レレ ェ 。 ig ィ ン 
6 6 8 ESE4 2 2 | レン | 
を 鯉 うれ ぼ 犬 の 如 し 。 も し それ を 9862 衝 0) 


追い 払え ども 舌 を た らし 、 ま た それ cn お 
を 放置 する も 逢 を た ら す "4。 か く の ie 

の 如く われ ら の 神 兆 を 典 盗 と みな し し る 2 、 っ る 6 CISA 
た る 民 の 只 な り 。 さ れ ば 、( 彼 等 に ) イラ ラシン ン ン > 4 る し て 
この 物語 を 語れ 、 彼 等 が 熟考 せん が DO tn 
た め に 。 
178. われ ら の 押 兆 を 虚偽 と 見 な し た (SUS っ て 3 る 20Ak じ 
る 民 の 例 は 悪し き な り 。 さ れ ば 彼 等 ”「 SO 
は 己 自 身 に 不義 を な し た りき 。 OO EE 
179. カ 5 アッラー が 導き 給 う 者 こそ 正 し 2 RE 568 人 IA8、 2 
く 導 か れ た る 者 な り 。 さ れ ど 彼 が そ 9 
の 迷い を 判定 せ し 者 あら ば 、 彼 等 こ DOL RAE LS 
そ 損 失 す る 者 ども な り 。 


93:12: 7:183: 8:55, P17:98; 18:18. 
10722 ここ で は 特定 の 個人 に 言及 し て いる の で は な く 、 神 が 預言 者 を 通し て 証 を 見 せ 、 
それ を 人 耕 定 し た 全て の 人 ん 々 を 指す 。 同 様 の 表現 は 聖 ク ルアー ン の 他所 に も ある ( 例 
2:18) 。 当 人 節 は 、 特 に モー ゼ と 同時 代 に 生き 、 徳 の 高い 人 物 で あっ た と され て いる バ 
ル ア ム ・ ビ ン ・ バ ウー ラ 氏 に 適応 され る 。 彼 は 自惚れ て し まい 、 不 名 誉 の 中 で 亡 く 
な っ た 。 そ の 他 、 ア ブー・ ジ ャ フル や アブ ドゥ ッ ラー・ ビ ン ・ ウ バッ ユ ・ ビ ン ・ サ ル 
ー ル な ど 、 不 信者 の 代表 的 な 指導 者 に 適応 され る 。 
923 物 質 的 な 物 、 特 に 金銭 へ の 執着 。 
4 ヤル ハス ( 療 労 の た め 息 が 上 が る と いう 意味 の ラ ハ サ と いう 言葉 の 由来 ) は 、 彼 
の よう な 者 が 宗教 の た め に 犠牲 を 払う よう 求め られ よう が な か ろう が 、 役 は の どの 
意 いた 犬 の よう に 思 切 れ し て いる よう に 見 え 、 増 え 続 ける 犠牲 の 負担 に より 疲れ 果 
て た 犬 の よう で あっ た 。 
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180. ば に われ ら は 地域 の た め に 多く ら j1o 引 3 C3 38 
の ジン と 人 間 と を 創り た り 975。 a 彼 NLS SN) 
等 は 心 あ れ ど それ も て 悟ら ず 、 ま た みり O%e49 5Yo I ON 
彼 等 は 央 あれ ど それ も て 見 ず 、 ま た GA EL 


NII か ざる な 。 "" RE 

。 2 彼 等 は 愉 も 家畜 の 如 し 。 否 、 彼 が OMP RY OI 
i Xs 7 
り 。 こ れ 等 こそ 憧 奄 者 ども な り 。 090 se SA 
181. 面 し て 、 "最も 美しき 御名 は すべ 322835、 ま 3 る 0 拓 < つ 六 負 3 


て アッ ラー の も の な り 。 され ば 之 を 
以 て 彼 を 呼び 奉 れ "6。 面 し て その G03 C533 
御名 に つい て 正しい 方 法 よ り 人 逸脱 す 


る 者 "7 を 捨て 置け 。 彼 等 は その な TE A EE 
し た る こと に 対し て 必ず 応報 せら れ 

る べし 。 

182. また 、9 わ れ ら が 創り た る 者 の 中 ラン の 2 イス 6 る 91222 2 5 っ 
に は 、 真 理 を 以 て (人 々 を ) 導き 、 そ 2 2 の で 
れ に 基づき 正義 を 行う 一団 あ り 。 6 6 


ニー トト 三 項 
183. され ど “われ ら の 神 兆 を 虚偽 と 2 E33 
みな し た る 者 ども あら ば 、 わ れ ら は 


922:8: 22:47: 45:24. P25:45. TL 77:160. 3:12: 8:53: 68:45. 


1978 ここ で の ラー ム (Lam) の 文字 ラーム ・ ア ー キ バト (Lam Aqibat) と 言わ れ 、 終 局 
や 結果 を 表す 。 従 っ て 、 当 侵 は 、 人 間 の 創造 の 目的 と は 何ら 関係 が な く 、 た だ 、 多 く 
の 人 や ジン (後者 の 語 は 、 特 別 な 階級 の 人 、 す な わ ち 指導 者 又は 重臣 或いは 著名 な 人 を 
も 意味 する ) の 生命 の 痛ま し い 終わ り を 語る だ け で ある 。 彼 等 が その 日 々 を 罪 と 邪悪 の 
中 で 過ごす 様子 か ら 、 彼 等 は 、 地 獄 の た め に 創り 出さ れ た の で は な いか と 思わ れる 。 
1976 神 の 正式 な 名 は アッ ラー で ある : 他 の 呼び 名 の 全て は 、 厳 密 に 言え ば 、 彼 の 美徳 
で ある 。 祈 り の 間 、 人 は そう いう 神 の 美徳 を 、 そ の 祈り の 目的 に 直接 関連 が ある と 
し て 念 ず る べき で ある 。 
1977 神 の 属性 に 関し て 、 正 し い 道 か ら そ れる と いう こと は 、 神 は 聖 ク ルアー ン ま た 
は ハデ ィ ー ス に 述べ られ て いる 最も 素晴らし い 属 性 の 全て の 所 有 主 な の で 、 役 の 威 
厳 、 尊 厳 、 そ し て 全能 の 慈悲 と 矛盾 する よう な 、 他 の 属性 を 神 の た め に 考え 出す 必 
要 は な いこ と を 意味 し て いる 
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彼 等 の 知ら ざる 方 法 で 彼 等 を 段々 と ⑧9 ZSy る こら 8 
(破滅 に ) 引 き 込 まん 。 1 | 
184. され ば “われ は 彼 等 に 猫 予 を 与え CE 


る な り 。 げ に 、 わ が 計略 は 強大 な り 。 
185. 彼 等 は 熟考 せ ざ り し か 、 彼 等 の 24 egal し a 6 3 i 
仲間 4 に は MM と タッ 吉 の る 
を ? 彼 は 明白 な る 警告 者 に ほか な RE SEY RO 3 
ら ぬ 。 

186. * 彼 等 は 諸 天 と 大 地 の 王権 是 つ 、 。 こ 、 KIRK GE 2 
アッ ラー が 創り た る 万 物 "7? を 観察 


で | うる で > 
せ ざ り し か ? ま た 彼 等 の 定め られ た O19 CE YS 
る 期限 が お そら く 近 づき ある こと を ミライ ン イ ン ン 515 sa Te 
いう ュ 9 らい 
(考え ざり し か ?) 4 され ば この 後 彼 OR 
等 、 如 何 な る も の を 信 ぜ ん と する OO RH 6 つらら: な らし 8 


か の 1080 


ee アッ ラー が いか を 着 写 2 2 ライン ン エ イン | と AT イオ 2 ゴラン 
197. (アッ ラ 3 迷 tk る うる 2 の 
ら ば 、 何 人 も 彼 を 導く 能 わ ず 。 さ れ 
ば 7 彼 は その 者 ども を し て その 迷い た Oc っ EG 
る 反逆 心 の まま に 任せ し むる 
188. ? 彼 等 が 激 に その 時 に つい て 問 8 O32 LE ES 
う 、「 い つ 超 らん や ?」 と の 。 去 
3:179: 68:46. 223:26: 34:47: 52:30: 81:23. “6:76: 10:102. 45.7: 77:51. 7:179: 17:98: 18:18. ね 16; 6:UL. 833:64; 78:2: 79:43. 
78 サー ヒ ブ (仲間 ) と は 聖 預言 者 に 対し て 非難 され た 精神 的 な 異常 の こと を 、 反 
ば くす る と と も に 、 メ ッ カ 人 達 へ の 隠さ れ た 叱 買 を も 瓜 め か す 。 彼 等 は 、 聖 預 講 者 
は 彼 等 の 仲間 で ある と 告げ られ て お り 、 預 言 者 は 、 彼 等 の 中 で 生活 し 、 行 動 し 、 そ 
し て 彼 等 は も う 何 年 も 彼 の こと を 知っ て お り 、 従 っ て 彼 の どこ を と っ て も 狂気 の さ 
た で は な いこ と は 彼 等 に は 筒 単に 理解 出来 、 事 実 心 の 中 で は 確信 し て いる の で ある 。 
や” メッカ の 人 々 は 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る 、 自 分 達 の 周囲 で 起き て いる 大 き な 
多様 な 変化 が 見 えな い の で あろ うか 、 全 て の 徴候 が 、 偶 像 儲 拝 が 国 か ら 消 滅 し 、 イ 
スラ ム 教 に と っ て 代わ られ る と いう 事実 を 示し て いる の に 。 叉 「 王 国 」 と いう 言葉 
は 、 神 が 天国 と 地獄 の 上 に 及ぼ す 支 配 を 意味 し て いる 。 
TO89 不信 者 達 が 、 完 璧 で 完成 され た 成 律 で ある 聖 ク ルアー ン を 拒絶 し 続け て いる と 
する と 、 TRE 0 他 【 NP (5 の 


を 
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え 4「 そ れ を 知り 給 う は 、 た だ 我 が 主 を ks Ys は | 
の み 。 彼 を 描い て 何人 も それ を その 1 


人 . 病 a a 
定め られ た る 時 に 明示 する 老 わ も わ ず 。 を 選 委 鹿 、3 ら 8 UR 


そ は 諸 天 と 大 地 に と っ て 重く な り を の 2 3 
Po ク うそ は お 前 達 に 突然 至る の み 」。 5) っ っ 25Y いつ お 5 


彼 等 は に 愉 も 流 が それ を 熟知 せる 5108 kz あく < パレ ビ ィ 5: es 
か の 如く 問う 89。 去 え 、「 そ れ を 2 - 
知り 給 う は 、 た だ アッ ラー の み 。 さ LUI (5 Ass と 


れ ど 多く の 人 々 は 知ら ざる な り 」。 2 


189. “云え 、「 ア ッ ラ ー が 欲す に 非 ず 1『 る VS 2 イッ 3< TY 6 
6 F- = 2 グ デ ピコ 

ば 、 我 は 己 自身 の た め に 利益 も 損害 。 9 6 
も 左右 する 能力 な し 。 耐 し て 、 我 も うろ Mal こ = の 9 0 負 ほ 3 


し 見 る あ た わ ざる も の の 知識 を 有 し ンー まき < 2 ジー 4 
た り せ ば 、 我 は 大 な る 幸せ を 得 て 、 ま ごう 2 Ye 


災い に 遭う こと も な か り し も の を 。 
d 我 は た だ 杉 告 者 に し て 、 信 ずる 民 へ 


re vor ia 


は MM < EP 29 っ る 8 
の 朗報 4 に すぎ ず 」。 8 9 2 92 P98 
190. “ 彼 こ そ は 一 個 の 生命 か ら お 前 達 A> EC A 


を 創造 せり 。 ま た 同 - よ り そ の 配偶 者 A 

を 創り 給え リ 。 / 彼 は 彼女 に 安らぎ を し Ss RR ss 
求め ん が た め な り "4 。、 さ れ ば 、 彼 oe まき < る 
が か の 女 と 交わ る や 、 彼 女 は 軽 き 荷 の) に ACE 

31.35: 43:86. 716:78: 54:51、“10:50: 72:22. の :120: 5:20: 11.3.4:2: 16:73: 39:7.730:22. 

92 人 間 に と っ て 負 を 受け る こと が 苦痛 で ある の と 同様 、 神 に と っ て 、 六 の 裁定 は 
苦痛 で あり 、 そ れ が 「 そ は 諸 天 と 大 地 を 苦し め る な り 」 と いう 語句 の 意味 する と こ 
ろ で ある : すなわち 「 諸 天 」 は 神 と 天使 達 を 表わし 、「 大 地 」 は 人 間 を 表す の で ある 。 
3 ハブ ィ ッ ユ と は 、 他 者 と 会 うと き 、 大 きく 配慮 し 、 喜 び を 表す こと 、 質 問 を す 
る こと が 極限 まで 行く こと 、 最 大 限度 まで 知る こと を 意味 する (Lane より ) 。 

4 結婚 の 本 来 の 目的 の 一 つ は 、 男 女 が お 互い に と っ て の 、 安 楽 と 慰め の より どこ 


ろ と な る こと で ある 。 人 間 は 、 本 質 的 に 社会 生活 を 営む も の で あり 、 親 し い 伴 信 へ 
の 自然 な 切望 が 結婚 と いう も の に よっ て 満た され る の で ある 。 


476 


七 章 アル ・ ア ー ラ ー フ ALA raf( 高 感 ) 九 伏 


を 負い て それ と 共に 往来 せり 。 さ れ ビ csi 3 し る 50 
ど 彼女 重く な り た れ ば 、 彼 等 両 名 を 。 “レー 

の 主 ア ッ ラ ー に 祈り た り 、「 流 も し COLI A FAILS 
我 等 に 良い ( 子 ) を 授け な ば 、 我 等 

は 必ず 感謝 する 者 と な らん 」。 

191. され ば 彼 が 両 名 に 良い ( 子 ) を 授 Cg セ 2 る 40yue CLS 
ける と 、 彼 等 は 彼 ( 主 ) が 自分 た ち に EN 
授け た る こと に 関し て 、 彼 (に 同 © Og be al JCS el 
位 者 を 配 する な り 。 し か れ ど も アッ 

ラー は 、 彼 等 が 併せ 祀る も の の 上 に 

いと 高く まし ます 。 

192. * 彼 等 は それ 自身 が 造ら れ た る も 24 53LGY ビ つの つ ぅ 交 
の に し て 、 己 は 何 も 創 り 得 な い 偶像 20 i 
を 併せ 祀る か ? OSS 
193. また 、 それ 等 は 彼 等 を 助け 得 
ず 、 己 自身 さえ も 助 く る 能 わ ず 。 


194. され ど お 前 達 も し “ 役 等 を 正道 OS RA NIS 
、 こ ぞ 29 、 2 る つ ) う 
に 招く と も 、 彼 等 は お 前 達 に 従わ さ 
る べし 。 お 前 達 が 彼 等 を 招く も 、 ま っ AE 外 RY 
た は お 前 達 が 沈黙 を 守る も 、 お 前 達 


195. げに アッ ラー の 外 に お 前 達 が 祈 Ce 20S EIE) 
る も の は 、 お 前 達 と 同じ く 人 間 の み 。 ,  . 隊 

う 2 タッ ー の ライ 6 ラプ LAT っ 2T 
な り 。 さ れ ば 4 それ 等 に 祈 れ よ 。 それ | 2 る SS や | 


お 前 達 が 正直 な ら ば 1985, の みろ や 2 


216:21: 25:4. 7:198: 21:44; 36:76.“7:199. 515. 


985 当 節 は 、 偶 像 は そう する 力 を も っ て いな い の で 、 彼 等 が 求め る アッ ラー 以外 の 
生物 又は 無生物 は 、 決 し て 彼 等 の 祈り に 答え られ な いと いう 趣旨 で あり 、 偶 像 月 振 
者 達 に 対す る 公然 の 挑戦 と し な っ て いる 。 と ころ が 、 生 き 給 う 神 は 、 彼 の 熱愛 者 の 祈 
り に お 答え に な る の で ある 。 
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アル ・ ア ー ラ ー フ AL-A "raf( 高 壁 ) 七 章 
196. ? そ れ ら に は その 歩む お 足 あり や 、 A CRE LA 
また それ ら に は その 提 る 手 あ りや 、 レレ レル 
また それ ら に は その 見 る 眼 あ りゃ 、 の 522 と は 90 OR 


また それ ら に は その 聴く 耳 あ りや ? 
云え 「 お 前 達 が 併せ 祀る も の を 呼び 
て 、? 我 に 対し て あら ゆる 策謀 を し か 
け て みよ 。 市 し て 、 わ れ を 猫 予 する 
な か れ 8 

197. NN 
賜わり た る ッ ラ ー な り 。 さ れ ば 、 
na 
198. 面 し て 、" 彼 を 差し 置 『 い て お 前 達 
が 祈る も の は 、 お 前 達 を 助 くる 能力 
な く 、 己 自身 すら 助 くる 能 わ ず 」。 
199. “また お 前 達 も し 彼 等 を 正道 に 招 
く と も 、 彼 等 は 聴か ざる べし 。 曽 し 
0 が 液 の 方 を 見 る を 知る 
MS 彼 等 は 見 < ざる な り 4 


200.『 覚 容 に 取り 計ら え 、 適 切な こと 
を 勧め 無知 な る 者 ども か ら 達 
ざか れ 。 


アー テー ビデ 


に Go タン RR CN デ 


ta る る 2» Ve ンズ トバ トレ 
WS Ss A PE 
9 


~ っ る レン ン 
SO Qs 
OI OI 
ラッ ーー タタ ンー っ 2 も 


の 9 に ス 4 お (2 マン 


RV A ES 
RIE OE 3 
OSE A 2 


NI 


22:8: 22:47; 45:24. 10:72; 11:56. “435:20. 49:193; 21:44: 36:76. 7:194.710:44. $3:160; 31:18. 


1986 当 節 及び 次 節 で は 、 前 節 に お ける 不信 者 達 
彼 等 は イス ラム 教 と の 戦闘 に お いて 、 彼 等 の 神 に 助け を 要求 し 、 自 
に 全て の 武力 を 召集 し 、 打 ちこ わす た め に あら ゆる 手段 を 


策 を 駆使 し 、 攻 撃 の た め 


潮 に 掲げ られ た 挑戦 が 拡大 され て いる 
分 達 の 全て の 方 


講じ 、 聖 預 詩 者 を 攻撃 する た め の 時 間 を 無駄 に せ ず 、 こ うし た 試み に より 、 ど うい 


う 危 填 を 及 ( 


ます こと が で きた か を あえ て 見 た が っ 


て いる 。 神 は 、 彼 の 預言 者 を 助け 、 


その 根源 の 繁栄 と 成功 を 約束 され た (5:68 と 38:22) 。 


7 誤り に 満ち た 者 は 、 


見 せら れ た 証 が いか に 明らか で 間違い の な いも の で あり 、 
彼 の 意見 が 主張 し 難く と も 真実 を 拒否 する 。 不 信者 達 は 


目 の 前 で イス ラム の 主張 


が 急速 に 発展 し て も 、 そ れ を 見 ぬ ふ り を し て 認め よう と し な い 。 


0974 ウル フ と は 、 汚 れ な い 人 間 性 
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に 一 致し た 行動 を 意味 する 。 
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サタ ン 


201. され ば 、“ 激 も し 加 魔 の 誘 惑 に 敵 を 3 、 須 て 52 も 
われ た る な ば 、 ア に 加護 を 求 て ア ジジ i 


Me or 2 ) 
て を 知り 給 う 御方 な り 。 
202. げに ? 曳 散 す る 人 々 は 悪魔 か ら EAD GEC 0! 
NC 悩ま され た る 時 ine (アッ 

を ) 念 ずる な り 。 する と 見 よ 、 彼  ⑤9 め 2235B5 ポ 35o 放 
等 は 記 発 する な り 。 


CN 


{ 
W 
ン 
U ヒコ 


203. 面 し て 彼 等 (不信 者 達 ) の 兄弟 は 3 に 2 る 33 幸人 
彼 等 を 迷 誤 の 中 に 引き 込み 、 手 を ゆ 0 
る め る こと な し 。 ⑨03225 Y 
204. 耐 し て 、 溢 が 彼 等 に 神 兆 を も た Me LL ES 
ら さ ざる と 、 彼 等 は 友 う 「 何 故 流 は RB 


自ら それ を 選ば ざり し か ?」 と 。 喜 2 を うに 8 CE は | 
え 、 ¢ 「 我 は た だ 我 が 主 よ り 我 に 啓示 トー ジョイ る ou の 
され る こと に 従う の み 。 4 これ 等 は お 衝 a Ge つう ) 


前 達 の 主 より の 明 証 に し て "9、 信 ooK い 本 すけ そう を 
ずる 民 へ の 矯 導 並び に 慈悲 な り 」。 の 

205. され ば < クル アー ン が 読 謝 せら EO 3 3 
る る 時 は 、 之 に 注意 し て 耳 を 傾け の 
90 また 静粛 に せよ 、 お 前 達 を し て BO Oona 
如 悲 に 浴 せ し めん が た め に 。 


(041:37, 93:136.76:51. 96:105: 17:103. 717:107. 


a 公正 な 人 々 が 、 a SN 又は 悪 
人 達 に よっ て 、 彼 等 に 対し 、 何 ら か の 災い が 引き 起こ され る 時 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー 
eos 

や バサー イル と は 、 バ スィ ー ラ の 複数 形 で 、 知 覚 の 能力 、 理 解 力 、 確 園 た る 信仰 
の 気持 ち 、 宗 教 に お いて 堅固 な こと 、 証 詩 、 論 争 、 証 人 、 戒 め と な る 例 、 盾 を 意味 
する (Lane より )。 

20 新しい お 告 ば へ の 要求 に 対す る 返答 と し て 、 不 信者 達 は 、 こ こ に 、 あ り 余 る ほ 
どの お つげ や 証し を 含ん で いる こと か ら 、 聖 クル アー ン に 注意 し て 耳 を 傾け る よう 
に と 言わ れ た 。 
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九谷 アル ・ ア ー ラ ー ブ Al-Araf( 高 壁 ) 七 章 
206. され ば 、? 朝 な な "W、 心 を 庶 ほてる し お こう そ 和 55 う 人? 
し くし て 長 れ か し こみ 、 声 を 低く し の 0 2 
て 液 の 主 を 心 に 念 ぜ よ 。 病 し て 2AMbJ CO 59 422 9 


けた いしゃ た ぐい 

帳 忌 者 の 類 と な る な か れ 。 クタ し (ニュ ョ ララ マイ ンー ニン 
| 9 ON 85SY30L2YI3 

aa RR ジテ 2 で 

207. げに ? 液 の 主 の 御 許 に 侍 る 人 々 そう スシ ょ マズ マ 33 DO) 
は 、 彼 を 崇拝 する の に 慢心 せ ざ る な 。 2 

り 。 ま た 彼 等 は 役 を 詩 美 し 、 面 し て 3Cg ちち くつ うみ と 

サジ ュ ダ 
彼 に 叩 頭 する な り "79。 1 


76:64: 7:56. 1.20-21: 41:39, 


33 アー サー ル (Asal) (夕刻 の 意味 で ある アス ィ ー ル (Asil) の 複数 形 ) は 、 四 つの 礼拝 
の ズ フ ル (午後 の 礼拝 )、 ア スル (午後 の 後半 の 礼拝 )、 マ グリ プ ブ ( 日 没 の 礼拝 )、 イ シ 
ャ ー( 夜 の 礼拝 ) を 意味 し 、 グ ドゥ ウッ ヴ (Ghuduww) と は ファ ジュル (早朝 の 礼拝 ) を 意 
味 する で あろ う 。 2 

914 所 節 は 、 聖 クル アー ン の 最初 の 叩 頭 を 盛り 込ん だ も の で ある 。 
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八 章 及 び 、 九 章 
アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfa1( 戦 利 品 ) 


アッ タウ バ At-Taubah ( 改 赤 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
題名 、 啓 示 の 日 と 画 章 の 関係 
一 般 的 に 知ら れ て いる よう に 、 こ れ 等 の 二 つ の 章 の 第 一 は 、 ア ル ・ ア ン 

ファ ー ル の 名 に よっ て 知ら れる が 、 実 際 は 当 章 は 二 つ の 部 分 か ら な る 。 す な 
わ ち 、 一 つ は アン ファ ー ル (戦利 品 ) と し て 知ら れ 、 も うー つ は タウ バ ( 改 ) 
と し て 知ら れ て いる 。 つ まり 、 MER ト と いう 章 は 実際 分 か 
れ た 章 で は な く 、 ア ン フ ァ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) の 一 部 に し か 過ぎ な いと いう こ 
で ある 。 こ れ が 、 の の 本 に お この 聖 ク ルアー ン に 於 
ける 唯一 の 例 で ある 。 他 の 全て の 章 は すべ て 級 密 に 構成 され て いる 。 タ ウ バ 
( 改 以 ) は 独立 し た 章 で は な く 、 ア ン フ ァ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) の 一 部 で ある と いう 
こ こと の 証拠 は 、 タウ バ 章 は すべ て の 章 と 違っ て ビス ミッ ラー(Bismillah) の 接 

頃 辞 を 付け て いな いと いう こと で ある 。 ビ スミ ッ ラ ー(Bismillah) は 、 神 の 指 
時に の に 絶対 必要 な 部 分 と な っ て いる 。 そ し て また 、 
これ 等 の 二 章 の 主題 の 間 に 、 著 し い 類 似 性 が あっ て 、 こ れ ら を 一 つの 章 と し 
て 構成 する か ら で あ る 。 ア ン フ ァ ー ル (戦利 品 ) と タウ バ ( 改 懐 ) の 両 章 は 、 メ 
ディ ナ で 啓示 され た も の で ある 。 アン ファ ー ル (戦利 品 ) は バド ル の 戦い の 時 、 
聖 相 後 の 一 年 か 二 年 ! こ 記 が され た 。 - - 方 タタ 9 8 ト と いう 章 は 、 
ブ ハ ー リ ー に よれ ば 、 型 避 後 九 年 目 に 7 導 示 され 、 聖 クル アー ン 啓 示 の 最後 の 
部 分 に ふく まれ る 。 
画 草 に 於 ける 共通 の 特徴 

アン ファ ー ル 童 ( 戦 利 品 ) に 於 いて 、 神 は ムスリム 人 達 に 大 勝利 を も た らし 、 

敵 の 所 有 物 並び に 財産 が ムスリム 等 の 手 に 落ち る で あろ うと いう 預言 が な さ 
れ た 。 こ の 預 斉 は 不信 者 た ち に よっ て 、 信 義 を 犠牲 に し 、 絶 え ず 続い た あざ 
笑い の も と と な っ て いた 。 何故 な ら ば 、 そ の 預言 の 履行 は 、 神 の 絶対 的 な 知 
恵 と 神 の 永遠 不滅 の 法 に 従っ て 、 そ れ に つい て の 言及 を 包含 する アン ファ ー 
ル 間 の 部 分 が 啓示 さ れる こと と 同様 に 遅らせ られ た か ら で あ る 。 メ ッ カ 陥落 
の 時 、 前 記 の 聞 言 が 履行 され る と 、 当 章 の 残存 部 分 が 啓示 され た 。 それ は 、! ア 

ッ ラ ー 並 びに その 使徒 より 、 お 前 達 が 協約 を 結び し 多神教 徒 に 対す る 義務 の 
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免除 の 宣言 な り 。 さ れ ば 、 四 カ月 間 は 自由 に 地上 を 往来 せよ 。 お 前 達 は アッ 
ラー の 計画 を 挫折 さ し 得 ず 、 ま た アッ ラー が 不信 者 に 屈辱 を 与 う る 者 な る こ 
と を 知れ 」 で 始ま る 。 つ いで な が ら 、 こ こ で 気付 いた か も し れ な い が 、 或 る 
注釈 者 達 の 間 で は 、 上 記 の 宣言 に に っ て 、 ム スリ ム が 協定 し て いる 偶像 崇拝 
者 た ち に 四 ヶ 月 の 期間 まで 許可 され た と いう 意味 に 採ら れ て いる 。 そ し て こ 
の 期間 は 予告 を 意味 し 、 こ の 後 は 偶像 崇拝 者 た ちと の すべ て の 協定 は 終結 し 
た も の と 考え られ て いる 。 そ の 宣言 に 係る この よう な 解釈 は 明らか に 間違っ 
て いる 。 何故 な ら ば 、 も し それ が 協定 を 非難 する こと の 警告 の 意味 と する な 
ら ば 、 そ の 宣言 は 、「 自 由 に 地上 を 往来 せよ 。 お 前 達 は アッ ラー の 計画 を 挫折 
さ し 得 な い 」 と いう 命令 に 結合 され る 意識 が な いか ら で あ る 。 MM 
を 与え られ た 者 は 、 安 全 な 場所 へ 向っ て あわ た だ し い 準 備 を する こと は 当 

で ある 。 従っ て 、 観 光 地 を 歩 a し な い 。 更に 、 当 節 は 、 Wor 
結 の 警告 で あり 、 ム スリ ム 達 に 同盟 の 協定 を 結ん だ 偶像 崇拝 の 部 族 達 に 

て 、 限 られ た 猫 予 を 与 RI の その 直後 の 節 で 、 2 
ム 達 が その よう な 人 々 と 協定 を 結ん だ 期限 が 満了 する まで 彼 等 と の 協定 を 
うす べき と 語ら れ た こと は どの よう に 解釈 され る で あろ うか 。 0 
タウ バ 章 ( 改 惨 ) の 最初 の 節 で 、 ア ッ ラ ズィー ナ ・ ア ー ハ ド ト ッ ゥ ム (Alladhina 
Ahadtum= お 前 達 が 協定 を 結び し 多 信教 徒 ) と いう 聖 ク ルアー ン の 言葉 は 、 非 政 
治 的 協定 を ほのめかし て いて 、 ム スリ ム 達 と 不信 者 た ちと 各自 の 主張 の 究極 
的 勝利 に つい て お 互い に な され た 宮 言 の み で ある と いう こと は 確実 で ある 。 
イス ラム 側 は 、 ア ン フ ァ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) に 於 いて 、 不 信者 た ちの 所 有 物 や 財 
産 は ムスリム 人 達 の 掌中 に 落ち て 来る で あろ うと 断言 され た 。 一 方 不信 者 た ち 
は 、 イ スラ ム 教 徒 は 皆殺し に され 、 彼 等 は ムスリム の 財産 を 分 捕る で あろ う 
と 断言 され た 。 こ れ ら の 矛盾 し た 宣言 が 上 記 の 節 で 隙 只 的 に アフ ド (Ahd= 約 
東 ) 或 い は 協定 と いう 意味 で 言及 され て いる 。 そ し て 偶像 崇拝 者 た ち は 、 地上 
を 歩き 回 り 、 ア ン フ ァ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) で 語ら れ た 如く 彼 等 の 来る べき 減 亡 の 
宣言 が 確実 に 立証 され る の を 自分 達 で 確か め る よう 告げ られ て いる 。 実 を 言 
えば 、 バ ラー アト 章 は 、 ア ン フ ァ ー ル 章 で な され た 大 預言 の 成就 発表 に し か 
過ぎ な い 。 従っ て 、 そ れ は 独立 し た 章 で は な い 。 要 する に 、 こ れ 等 二 つ の 章 
に は 非常 に 実在 的 な 関係 が 存在 し 、 こ れ ら を 一 つの 章 と し て 構成 する 。 以上 
に 述べ た 如く 、 ア ン フ ァ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) は バド ル の 戦い の 時 に 啓示 され 、 そ 
の 中 に 不信 者 た ちの 終局 の 滅亡 が は っ きり と 預言 され て いる 。 そ し て 、 メ ッ 
カ の 偶像 崇拝 者 た ちと の 最後 の 衝突 の 後 、 パ ラー アト 章 は その 預言 の 履行 の 
公表 と 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る た め に 啓示 され た の で ある 。 
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両 草 の 主題 

アン ファ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) は バド ル の 戦い の 描写 で 開 扉 され る 。 そ し て 最 
初 に 、 ム スリ ム 達 は 不信 者 た ち に 勝利 し 、 彼 等 の 財産 が ムスリム 達 の 手 に 入 
る で あろ うと 語ら れ て いる 。 こ れ 等 の 戦闘 は 神 の 奇跡 で あり 、 従 っ て 世俗 的 
な 利益 を 捜し 求め ある べき で は な い 。 次 に 、 ム スリ ム 達 は 神 の 道 に か け て 田 敢 
に 戦い 、 自 分 達 の 強 さ や 組織 の 力 を 自慢 し て は な ら な い 。 又 、 敵 の 数 や 軍事 
力 を 対 れ る べき で は な いこ と も 告げ られ て いる 。 さら に 、 権 威 へ 遵 奉 が 強調 
され 、 神 の 命 令 を 遵 本 する こと は 、 ムスリム 人 達 に 、 成 功 と 繁栄 へ の 到達 の 手 
段 と し て 開か れ 、 敵 の 陰謀 や 不義 か ら 保護 され る で あろ うと 述べ られ て いる 。 
ちょ うど 神 が 聖 預言 者 を メッ カ の 人 々 の 悪巧み か ら 読 っ て くれ た よう に 。 当 
章 は 更に 、 敵 は その 数 と 兵力 を 誇り 、 自 分 自身 が 正しい と 考え て いる が 、 す 
な わ ち 、 距 つき に 対し て 、 天 捉 を 呼び 出し て いる と 語っ て いる 。 その よう に 
IS IHS 

意図 を 暴 串 する 。 そ し て 更に 、 不 信者 た ち が 示 す 行 いと 斉 葉 の 矛盾 に よっ 
NT 
決意 が な いと いう こと を 立証 する 。 ム スリ ム 達 が 、 従 軍 さ せら れ た 戦争 は 勝 
利 を 持っ て 終わ り 、 そ し て 成功 は 将来 の 任務 に 於 いて も 彼 等 の 努力 に 同行 す 
る で あろ うと いう 聖なる 約束 の も と で 元気 付け られ て いる 。 こ れ 等 の こと を 
成し遂げ る た め に 、 教 権 へ の 服従 皿 順 と 困 苦 の 辛抱 、 そ し て 、 一 致 団結 し た 
行動 が 彼 等 に 申し つけ られ る 。 

当 章 は その 上 で 、 協 定義 務 の 尊厳 を 扱っ て いる 。 ム スリ ム 達 は 、 不信 者 
達 が 盟約 に 再三 再 四 違反 する で あろ うと も 、 心 を 刺激 され 自分 の 義務 を 反故 
に し て は な ら な いこ と が 告げ られ て いる 。 ム スリ ム た ち は 、 杯 信者 た ち が 協 
定義 務 を 違反 し た こと の 復讐 に お いて 、 自 分 の 協定 義務 も 類似 の 違反 を し な 
けれ ば 、 彼 等 の 主張 が ある 意味 で 被災 する で あろ る ろう と いう 誤解 を 解く べき で 
RN 役 等 が 結ん だ 協定 は も の 堅く 遵守 すべ き で ある 。 し か 
し 彼 等 が 結ん だ 協定 は 、 彼 等 側 で 戦争 の 準備 を 緩和 する 原因 と な っ て は な ら 
な い 。 然し な が ら 、 役 等 は 、 も し 不信 者 た ち が 交 戦 状態 の 途中 で 講和 を 求め 
る な ら ば 、 その よう な 提案 は 拒否 され る べき で は な いと 申し 付け られ て いる 。 
何故 な ら ば 、 も し 不信 者 た ち が 講 和 条 件 を 無視 し 、 戦 争 を 再開 し た な ら ば 、 
ムスリム た ち は こ の 新しい 違約 に よっ て 、 被 災 を 受け な いで あろ うか ら で あ 
る 。 こ の 命令 は メッ カ 陥 落 を 導い た 不信 者 た ちの 協定 足 務 不 履行 の 言及 を ほ 
の めか し て いる 。 更に ムスリム た ち は 、 沢 山 の 捕虜 が 手 に 入る で あろ う が 、 
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彼 等 を 親切 に 扱わ な けれ ば な ら な いと 教え られ て いる 

アン ファ ー ル 章 ( 戦 利 に 於 いて ムスリム 達 に 与え られ た 勝利 の 約束 は 、 
バラ ー ア ト 章 の 開 扉 で 履行 され た 。 そ の バラ ー ア ト 章 は ムスリム 人 達 が 全 ア ラ 
TC OG 従っ て 、 偶 像 宗 拝 者 た ち は 行 っ て 自 

分 の 目 で 全土 が ムスリム の 為 政 下 に ある こと が 本 当 か どう か 確か め る べき で 
ある 。 後に 続く 節 で 、 I 1 約 の た び た び の 不履行 の 
た め に 懲戒 され て いる 。 そし て ムスリム 等 、 彼 等 と 如何 な る 新 協定 も 結ん 
で は な ら な い 。 PBP の PP PO に メッ カ の 繁栄 
に 逆 な 影響 を も た ら す で あろ うと いう こと を 薦 れる べき で は な いと 警告 され 
て いる 。 何故 な ら ば 神 ご 自身 が 彼 等 の た め に 準備 し た か ら で ある 。 次 に 、 役 

等 は 、 ア ラビ ア が 征服 され た 後 、 戦 争 は 終わ り で 平和 に な る と 考え る べき で 
は な いと 告げ られ て いる 。 キリ スト 教徒 の 際 護 と 秘密 の 幸隆 の た め に 、 新 し 
い 戦 い の シ リー ズ が 始ま る 。 彼 等 は 偶像 連 拝 者 で ある か ら 、 神 の 完全 な る 独 

ーー 性 が この 地上 で 確立 され る こと を 認め な いで あろ う 。 更 に 、 彼 等 は 事実 上 
堕落 し て いる 。 し か る に イス ラム は 、 真 の * 4 大 と 自由 の 制度 を 設立 ら ま うと 
し て いる 。 従 っ て 、 或 る キリ スト 政体 が その そば に 、 も う 一 つの 平等 と 白 由 
に 基 か れ た 政体 が 設立 され 、 そ の 近接 で 人 民 が 反乱 に 傾け られ る こと を どう 
し て 落ち 着い て 見 る こと が 出来 る の で あろ うか ? 従 っ て 、 ム スリ ム た ち は 、 
神 に よっ て 宮 言 され た 尊重 すべ きも の を 厳密 に 重んじ な が ら 、 彼 等 に 迫り 来 
る 戦闘 に 対し て 適当 な 準備 を する べき で ある と ば られ て いる 。 

バラ ー ア ト 章 の 最初 の 37 節 と 続く 章 と の 間 に 距 離 が あっ た の で 、 以前 の 
節 で な され た 預言 の 履行 に つい て 、 後 の 節 で 叙述 され て いる 。 こ の こと に 関 
し て 、 タ ブー ク 戦 へ の 遠征 が 簡潔 に 描写 され 、 上 述 の 預言 が 履行 され た 状況 
に 言及 され て いる 。 偽善 者 達 と 強大 な ロー マ 常 国 の 恐怖 に 襲わ れ た 弱 信 仰 の 
者 達 が 懲戒 され て いる 。 彼 等 の 徳 義 の 弱点 は 暴露 さ れ 、 そ し て 信者 た ち は 彼 
等 の 助け を 受け 入れ て は な ら な いこ と を 命じ られ る 。 彼 等 の 助け な し に 、 神 
は 神聖 ロー マ 帝 国 に 対し て 、 ム スリ ム た ち に 勝利 を 与え る で あろ う 。( こ の 主 
題 は 、 アッ ルー ム 章 と アル ファ タ 章 で 十分 に 論じ られ て いる )。 この 点 に つい 
て : EN NO Re タウ バ 
章 を 閉じ る に あたり 、 偽善 者 た ちの 陰謀 と 不信 者 た ちの 強大 な 力 と 財力 に も 
か か わら ず 、 聖 預言 者 は 偉大 な る 玉座 の 主 、 神 の ご 加護 に よっ て 、 そ の 使命 
を 全う する で あろ うと いう こと が 強調 され て いる 。 
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アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfa1 (戦利 品 ) 
節 数 76、 メ ディ ナ 啓 示 


a 


2. 彼 等 戦利 品 に つい て 激 に 問う 2。 4A5UMYUS J YE ES 
ぶ え 、 「 戦 利 品 は アッ ラー と 使徒 の の 
MD CN ol Rl EE り だ 5 
、 お 互い に 和解 を も た らし 、 5 アッ タ イッ タン ン ゅ As Te ュ ラ グ 
a 1 を b15 つら 
2 0 も し お 前 達 信 ~~ EE 
者 な ら ば 」。 OS 3 っ 
TR が 92 コ の SI CD Fo 
と が 言及 され る と その が ^ CO 
き 、 そ の 醒 光 が 彼 等 た 読 証 さ れる や 、 gE ES 0 
その 信心 を 深め る な り 。 面 し て 彼 等 は あっ 人 533 
その 主 を 信頼 す 。 
4 < か か る 者 は 礼拝 を 遵守 し 、/ わ れ ら っ る お 代 っ 260 


が 彼 等 に 恵み 賜 え し 滋養 物 の 中 か ら a 
施す な り 。 OO 


5 で う る うる 0 

. 8 これ 等 の 者 こそ 真 の 信者 な り 。 彼 っ る その) IP そり 

AN その 主 の 御 許 に 高い 位 近 Re 
階 、 容 赦 と 光栄 な る 滋養 物 あら ん 。 の 〇 っ J39222 つ 3 つい っ と ーー そつ っ 


pl を 参照. 23:33: 4:60; 8:47: 9:7 1: 24:55. 22:36. 79:124. 5:56: 971: 27:4: 31:5: 73:21.72:4 を 参照 8:73. 


"72 アン ファ ー ル と は 、 神 の 贈り 物 と し て 、 労 な くし て イス ラム 教徒 が 手 に 入れ た 戦 
利 品 で ある (Mufradat より )。 当 節 は 、 戦利 品 の 分 配 に つい て 述べ て いる の で は な い 。 
それ に つい て は 、8:42 節 を 参照 する こと 。 ここ で は 、 バ ドル の 勝利 の 後に イス ラム 教 
徒 は 戦利 品 を 手 に 入れ た こと の み 語 っ て いる 。 
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九 傘 アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfal( 戦 利 品 ) 八 章 

6. 激 の 主 が 真理 を 以 っ て "% 流 を 己 “3beEC65sS5 う oo 

が 家 よ り 出 で し め た る 如く "4、 信 徒 0 EN 
の 一 団 は それ を 嫌 い た る に も か か OER eS 

わら ず 1098、 

7. 彼 等 ims は その 明 自 に な り し 後 も 、 IP な elC で で を | た だ つい ン 

真理 に つい て 液 と 論争 する な り 。 倫 NN 

も 彼 等 が 死 へ 追い 立て られ る か の 如 OGL ld 98 し 3 

く 、 彼 等 は (それ を ) 目 の 当 り に し た 

る な り 。 


上 0 


ぃ 


1993 ビル ・ ハ ッ キ と は 「 正 義 の た め に 」 と いう 意味 で ある 。 当 節 は バド ル の 大 戦 に 関 
連 し て いる 

994 不変 : 化 詞 カマ ー と は 通 常 は "と 同時 に " “ちょ うど "を 意味 し 、 場合 に よっ て 、 
“ご の よう に "或いは "て の た め " と いう 意味 で 使わ れる こと も ある (Muhit より )。 だ が 、 
< と 同時 に と いう 意味 で 用 いる と 、 節 の 訳 は 次 の よう に な る 。「 神 は その 使者 た ち に 
勝利 と 戦利 品 を 授け 、 ま た 名 準 あ る 供給 を 施し た 。 まさ に 彼 が 流 ら を その 住処 か ら 出 
で し め た と き の よ うに 」。 

98 マス ラム 教徒 達 は 、 メ ディ ナ か ら 行 軍 し て きた 時 、 自 分 達 が 十分 に 武装 し た メッ 
カ 軍 と 戦う こと に な る と は 思っ て も いな か っ た 。 彼 等 は 戦う 準備 も ろく に し て いな か 
っ た の で ある 。 途中 、 メ ッ カ 軍 と 戦わ な けれ ば な ら な いと わか っ た 時 、 彼 等 は 聖 預言 
者 に 心配 そう に 尋ね た 。 何故 、 自分 達 に 本 当 の 状況 を 教え て くれ な か っ た の か 、 知っ 
て いれ ば 、 敵 を 迎え 打つ 準備 も 十分 に 整え て きた は ず だ と 。 彼 等 は 自分 た ちの こと を 
心配 し た の で は な く 聖 預言 者 の 身 を 心配 し た の だ 。 覚悟 る で き て いな いま ま 預 言 者 を 
危険 に さら し た く な か っ た の で ある 。「 お 前 達 を 己 が 家 よ り 出 で し め た り 」 と 述べ ず 、 
「 液 を 己 が 家 よ り 出 で し め た り 」 と 述べ る 当 節 か ら 、 神 は 預 斉 者 を 無防備 に は し て お 
か な いこ と が 明らか で ある 。 イス ラム 教徒 達 は 、 戦い を 設 れ て は いな か っ た が 、 好 み 
は し な か っ た 。 そ れ は 、 彼 等 は 流血 を 嫌う し 、 ま た 、 聖 預言 者 が 危険 に さら され る こ 
と に な る か ら だ っ た 。 

2 幾 人 か の 解説 者 に よっ て 誤解 され 、 考え られ た 如く 、 当 節 は ムスリム を 暗示 し 
AC ee MN 
いさ か い が 生 じ た と いう 事実 は 歴史 上 まっ た く 証 明 で き な い 。 そ れ と 逆 に 、 バド ル の 
戦い の 前 に 彼 が その 仲間 に 相談 を 持ち か けた と ころ 、 彼 等 は 皆 、 敵 に 立ち 向かう こと 
に 対す る 快諾 と 熱心 に 聖 預言 者 を 何処 へ も 同行 し 支援 する 姿勢 を 示し た と 述べ られ 
て いる (Hisham より )。 そ れ ど ころ か 、 信 者 達 と 刀 を 交え る た め に 出 て 来 た 不信 者 で 
さえ も 、 バ ドル の 戦場 で 信者 た ち は 死 を も 興 れ な いよ うに 見 えた と 認め た (Tabari よ 
り )。 当 節 は 、 イ スラ ム の 敵 は まる で 、 人 が 死 を 嫌悪 する よう に 流し く 真 実 を 拒絶 す 
る こと の み を 示す 。 その 結果 、 彼 等 は その 死 を も っ て 名 せら れる こと に な る の で ある 。 
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九 巻 


八 音 アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfal( 戦 利 品 ) 
こっ wr SS rE ンタ イー ラン て YA る ン > も 之 ィ ンタ レン 
8. 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 、 二 隊 の うち RU GS SS 5 


一 隊 1 や 7 に つい て お 前 達 と 々 約束 せ し 
時 を (思い 起こ せ ) 、 つま り そ は お 前 達 
の 所 有 た る べし と 。 され ど 、 お 前 達 は 
武装 せ ざ る 一 隊 1998 を 己 が 所 有 に な 
る と 欲し た り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は そ 
の 御 言葉 に よ en 不信 
Os 

%( そ は ) 彼 は 真理 を 立証 し 、 虚偽 を 
Sc た と え 罪 人 ども 


グ 


EHD EO NG 


3614 A 


&< < 
OO っ 5 を ちあ 5AsA5 つ 


sbGIOUE I 8 


0 > 


が 如何 に 嫌う と も 。 
10.“ お 前 達 が ロ が 主 に 援助 を 嘆願 せ a Rea SN 
時 (を 念 え ) 、 され ば 彼 は お 前 達 に 応 イー 

or Se 33 こし っ きる 
の 次 々 に 続く て 14 天使 達 に よっ て お ンタ 

© ee 
前 達 を 助け ん OS っ 
Hi. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は 上 内 それ を お 前 xxu< うら SS 
達 の た め に 朗報 と な せり 。 ま た 、 お 
前 達 の 心 を それ に よっ て 安 ん じ せ ん As っ うっ 3 どく こつ 
が た め な り "9 され ば 援助 は アッ ラ の So 
ー の 御 許 か ら (来る ) の みな り 。 ば に 、\ O っ SS と 200) NI 
アッ ラー は 威力 に し て 、 賢 哲 に まし 
ます 。 

018.43. P10:83. 3:124. 3:127, 

7 ご 隊 と は 、(① 初め か ら イ スラ ム 教 徒 と 戦う つも り で 来 て いる 装備 十分 な メッ カ 
軍 。(2) 北 か ら メ ッ カ へ 戻っ て いく 途中 の 軽 武装 の メッ カ の 隊商 、 を 指し て いる 。 


98 イス ラム 教徒 達 は 、 
し か し 、 神 は 、 彼 等 


当然 の こと な が ら 、 軽 武装 の 隊商 と 出合 うほ う が よ か っ た 。 
を し っ か り 武 装 し た メッ カ 軍 と 出合 わせ た の で ある 。 こ の よう に 


し た 神 の 目的 は 、 神 の 命令 に よっ て 真実 を 確立 し 、 信仰 し な い 者 の 根 を た ち 切 る こと 
で あっ た 。 3:14 節 及 び 8:42-45 節 も 参照 の こと 。 


1099 注 934 を 参照 。 
54 次 々 と 並ん で いる の 意 。 
0 注 474 を 参照 。 
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ー ル Al-Anf&l( 戦 利 品 ) 


八 章 


九谷 アル ・ ア ン フ 

二 項 
12.? 彼 が 平安 と し て お 前 達 0 
ま ど ろ ま せ し 時 “(を 念 え まん 


が hbNDWC 天 より を 本 し た る は 、 と 
れ に よっ て お 前 達 を 浄 め 、 患 の 
re2 を お 前 達 か ら 取 り 誤 い 、 お 前 達 の 
心 を 引き 締め ん が た め な り 。 また これ 
に よっ て お 前 達 の 脚 を 堅め ん が た め 
な り ds 
13. 流 の 主 が 諸 大 子 に 許し た る 時 
を (を 念 え ) 、「 わ れ は お 前 達 と 供 に あ 
り 。 され ば 信じ た る 人 々 を 堅固 た らし 
め よ 。 われ は 必ず 不信 せ し 者 ども の 心 
に 恐怖 を 投 ぜ ん 。 さ れ ば 、( 彼 等 の ) 
首 を 強打 し 4、 ま た すべ て の 関節 を 
強打 せよ 」。 
14. ? こ A 
使徒 に 抗 せ し が 故 な り 。 され ば 、 ア 
ラー 並び に 人 
ば 、 げ に アッ ラー は 罰する に 上 厳し くま 
し ます 。 


PU 


の ーー\ Es る インタ 
82 を と ひと も 1 寺 の と きり | A 3 


Ph 2 
ba EH 
We 


we 


さい の い Is NS ご を る) 


EE Pg oe PE 


SG ES 
り 


内 < 3, ? 2 る ンー (5 を 
OLS gal ol LE 


63:155. Bq:116; 47:33; 39:3. 


1101 と ここ で は 、 


バド ル の 戦い に つい て 述べ て いる 。 


103 シャ イタ ー ン と いう 語 は 湯 き の 苦痛 を 示す こと が あり 、 シ ャ イー タタ ヌル ・ フ ァ ラ 


ー ト (Shaitanul-Falat) と 云う よう に 、 


敵 が 水源 を 占拠 し て し まっ た の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 達 は 、 当 然 
る だ ろう と 心配 し た 。 また 、 サ タン と いう の は 、 


いる 。 


砂漠 の サタ ン を 意味 する 。 ° 2535 を 参照 せよ 。 


、 水 不足 で 非常 に 困 
悪魔 の 友達 や 伸 間 の こ こと も 意味 し て 


1 了 イス ラム 教徒 は 砂地 で 、 メ ッ カ 軍 は 固い 士 の 上 で 野営 し た 。 折 よ く 雨 が 降り 、 砂 


地 は 固まり 、 
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固い 土 の と ころ は 滑り や すく な っ た 。 
94 頭 の すぐ 下 の 首 の 上 部 、 こ こ は 最 も 弱い と こ 


ろ と され て いる 。 


八 章 アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfal( 戦 利 品 ) 九谷 


$s 


15. " こ は お ね 前 達 (の 応報 ) な り 、 さ れ ば C2158 238 332} 
之 を 味わえ 。 また 確か に 不信 者 ども の 

た め に 業火 の 責 昔 ある (を 知れ ) 。 - 
16. 溢 等 信じ た る 人 々 よ ! ? 流 等 不信 ご る CL 
者 ども が 進軍 し て 来る に 出合 うと も 、 < ォ ィ ッッ 。。 
お 前 人 人 き に 背 を 向け る な か れ 95。 2639I A EUS IAS 


17. 面 し て 作戦 上 か 、 他 の 隊 に 合流 す GY RS 

る た め 以 外 "、 そ の 日 彼 等 に 背 を 向 し し ンー ee 

ける 者 あら ば 、 彼 は アッ ラー の 激 短 に 2 G3 25 CR SC 

竹 っ て 立ち 戻り 、 面 し て その 住居 は 地 っ よ と と 斉 19 イ の て 

獄 な り 。 さ れ ば 、 そ は 悪し き 帰 所 な り 。 ヴ ジ 0 
OF 

18. され ば 、 お 前 達 が 彼 等 を 条 し た る る 3 0 る E08 

に 非 ず 、 さ れ ど アッ ラー が 彼 等 を 殺し し 』」。 25 0 の CN 

た り 。 また 流 が 投げ た る 時 、 それ を 投 Do こと つり ここ うう " 

げた る は 液 に 非 ず し て 、 アッラー が 投 52。 る だ 4 と 2 2 メ 

げた る な り "7。 また 、“ そ は 彼 御 自身 9 i 

より 良い 試練 を 以 っ て 信者 達 を 試せ Or PC Pa ee 

ん が た め な り 。 げに 、 アッ ラー は すべ 

て を 聴き 、 す べ て を 熟知 し 給 う 。 

22:23: 34:43. 28.46: 47:5. “33:12, 

1 イス ラム 教徒 は 、 最 後 の 最後 ま で 戦わ な けれ ば な ら な い 。 勝利 か 死 か で ある 。 彼 

等 に 第 三 の 道 は な い 。 

108 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 退却 し て も よい 場合 を 規定 し 、 説 明 し て いる 。 す な わ ち 、 

(④) 敵 を 欺く 作戦 と し て 、 あ る い は 、 よ り よ い v い 戦闘 位置 に 移動 する 時 。(b) 隊 が 主力 軍 

か 別 の 部 隊 に 合流 する た め 退 却 す る 時 。 

HH バド ル の 戦い に 勝っ た の は 、 イス ラム 教徒 達 が 巧み に 戦い 、 剛 田 だ っ た か ら で は 

な い 。 彼 等 は あま り に 少数 で あり 、 あ まり に 弱く 、 装備 は 粗末 すぎ た の で 、 数 の 上 で 

SN 

勝て る と は 考え られ な か っ た 。 聖 預 言 者 が ひと つか み の 小 右 や 砂 を 投げ た 行為 は 、 モ 

ー ゼ が 杖 で 海 の 水 を 打っ た の と 全く よく 似 て いる 。 モー ゼ の 行為 を 合図 に 、 風 が 吹き 、 

潮 が 満ち て き て 、 フ ァ ラ オ と その 大 軍 は 海 の 藻 くず と な っ た の で ある 。 同様 に 、 聖 預 

言 者 が 小石 を ひと つか み 投 ば げた の は 、 強風 が 吹く 合図 で あっ た 。 その 強風 の た め に ア 
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19. (お 前 達 の こと は ) か く の 如 し 。 面 
し て 、 げ に アッ ラー は 不信 者 ども の 
妊 策 を 無力 に する 御方 な り 。 

20. (信徒 達 よ )? も し お 前 達 勝利 を 望 
みた れ ば 、 すでに 勝利 は "や お 前 達 に 
来れ り 。 ま た (不信 者 達 よ ! 今 で も ) 
も し お 前 達 止 め る な ら 、 そ は お 前 達 の 
た め に 最良 な り 。 され ど 、 も し お 前 達 
( 悪 に ) 戻 る な ば 、 わ れ ら も また (懲罰 
に ) 戻 る べし 。 さ ら ば 、 お 前 達 の 軍勢 
が 如何 に 多く と も 、 お 前 達 に 役立つ こ 
と な か る べし 。 げに アッ ラー は 信者 た 
ちと 供 に あり 。 


三 項 

人 < 信じ た る 人 々 よ 、? ア ッ ラ ー 並 

に その 使徒 に 従え 。 耐 し て お 前 達 彼 
MM 
か か わら ず 。 
22. また 、 邊 等 は 聞か ざる に も か か わ 
AH 
ども の 如く な る な か れ 。 
23. げに 、9・ ッ ラ ー の 見 解 に よれ は 、 
最悪 の 生物 と は 、 理 解 を し 得 ざ る 襲 者 
並び に 中 者 な り 。 


24. され ば 、 
巻き こと ある 


アッ ラー も し 彼 等 に 何 か 
認め た れ ば 、 必ず 彼 等 


< J ? レル ン っ ォ ネン あお 8 イン ョ } 
Go も あま EGS 


ーー ュ ンク 


0 Ez 


ls 


ン 
SA et る る 5 全う 


て 3351 BEES 
5352501 5 3 mE 1 4 ‘383 122 タ パタ 
レタ シコ ポン 。 っ 開 デ を 

し くも ま よさ の きく 5 


タ 


[02 < イイ Gr 
OR NEW ELIS HS 


0 


GE CA 
a ei CE 


ン | イラ うー と 5 イ イン ラン ョ ュ ブ ッ ン ント ネン 
| CR 5325S 
Dre 


6 a3) 2 
5 し 2E 5 


= 
ユエ ュ ニ レン ン > てく や 


る えぐ の 


932:29. 73:33: 4:60: 8:47: 24:55. 72:94: 4:47. 85.56: 98:7. 


ブー・ ジ ャ フル (回 預言 者 は 彼 を 、 自 分 に 従う 人 々 の ファ ラオ だ と みな し て いた ) と そ 
の 大 軍 は 砂漠 で 壊滅 し た の で ある 。 ど ちら の 場合 も 、 神 の 特別 な 意図 の 下 で 、 二 人 の 
預言 者 の 行為 と 同時 に 、 自 然 の 威力 が 発揮 され た の だ っ た 。 


no 信仰 し な い 者 


達 は 、 聖 預言 者 に 、 神 の 審判 と し て 勝利 を 要求 し た 。 彼 等 は 、 神 の 


審判 は 彼 等 が 望 お 通り に な る と 聞か され て いた 。 
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を 聞か し め た る な り 。 され ど 、 彼 は た @ 〇 ぁ ろ る 2844 3 引 9321244<21 5 
と え 彼 等 に 聞か し め た る と も "の 、 彼 

等 これ を 忌避 し 、 背 き 志 る も の な り 。 

25. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、“ 彼 (使徒 a0 1 記 s lgel そ 339 BU 
が お 前 達 を 呼び 給 う 時 に 、 ア ッ ラ ー 並 。. ょ 。 .。 ン 
びに その 使徒 に 応え よ 、 彼 "の が ゎぉ つ ao り っ 補う 


4 を 
ン 3 4 


= 
\ 
“> 
ts ヽ 


前 達 に 生命 を 与え ん が た め に " パ 。 面 0 シイ ラン 1 1 ジイ ラン 
し て 、 ア ッ ラ ー は 人 と その 心 と の 間 に 30 NR 
入り 給 う Ia 。 ま た お 前 達 は や が て OEE E433 
彼 の 件 許 に 召集 せら れる を 知れ 。 
26. 耐 し て ? 災 難 に 対し て 身 を 守れ 、 BR る EY C35 
そ は お 前 の 中 の 不義 を な せ し 者 の み 
襲う に 非 ず 1 商 し て 、 アッラー は 。 や メ プ 400OI AE うに 


懲罰 する に 厳し くま し ます と 知れ 。 SS 


94:60: 8:47: 24:55. P11:114, 


や 「 彼 等 に 聞か し め た る と も 」 と いう 言葉 は 、 次 の よう な 意味 で ある 。 も し 、 神 が 
今 の 状態 の まま で 彼 等 に 真理 を 受け 入れ る よう 強い て も 、 彼 等 の 心 の 底 は 変わ ら ず 、 
決し て 真 の イス ラム 教徒 に は な ら な い だ ろ う 。 

4 代名詞 " 彼 "は ここ で 使徒 を 指し 、 使徒 こそ が 呼び 込む 者 で ある 。 神 に 呼ば れる こ 
と も その 使者 を 通じ て 発せ られ る も の で ある 。 それとも"* 彼 "と は 、 神 と 使徒 それ ぞ れ 
の 両方 に 言及 し て いる 。 即ち 、 神 が お 前 達 を 呼ぶ と き 、 ま た は 使徒 が お 前 達 を 呼ぶ と 
き 、 と な る 。 

1 神 の 預言 者 が 死者 へ の 命 を 与え る と いう 表現 は 、 比 較 的 、 精 神 的 な 意味 で と ら え 
る べき で ある 。 

アッ ラー は 、 人 と その 心 と の 間 に 入 り 給 う 」 と いう 言葉 は 、 人 (また は 人 の 自 
我 ) は 自分 の 心 を 統制 する こと は で き な い 、 心 を 自分 の 思う まま に する こと は で き な 
いと いう 意味 で ある 。 こ の 言葉 は 、 さ ら に 、 人 は すぐ に 神 の 声 に 耳 を 傾け 、 す ぐに そ 
れ に 応じ な けれ ば な ら な い 、 と も 言 お うと し て いる 。 な ぜ な ら 、 も し 人 が すぐ に そう 
し な けれ ば 、 予期 し な か っ た 事柄 が 人 の 心 を か た く な に し 、 錆 つ か せ て し まう か も し 
れ な い 。 そ うな れ ば 、 人 は 神 の 声 に 耳 を か た むけ な く な っ て し まう か も し れ な いか ら 
で ある 。 

すす 自分 自身 を 正しく 律する だ け で は 十分 で は な い 。 我々 は 、 周 囲 も 変え た て いか な け 
れ ば 安全 で は いら れ な い 。 燃え さか る 炎 に 囲ま れ た 家 は 、 い つ 何 時 、 そ の 人 炎 に 燃え 尽 
くさ れ て し まう か も し れ な い の で ある 。 
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- デ ッ っ づる イ る 


27. また 、 お 前 達 が 数 少な く 、 地上 に 988 ん 43228 (に AS 1301 53353.3 
お いて 弱者 と 見 な され 、 人 々 が お 前 達 0 "。。 ノノ 。 a 
SAE NG GE ライ ンダ ロイ る NS 
を 強 春 し な いよ うに 恐れ お の の いて へ eSSOIO6S、 う ろう 91、3 
いた 時 の こと を 想 え 。 され ば 彼 は 、 お RD NA 
A 
前 達 に 底 護 を 与え 、 そ の 助け に より て 2 シー ーー の 
お 前 達 を 強く (支持 ) し 、 お 前 達 に 住 き っ る 2 こ 届 年 335 
物 の 中 か ら 滋 養 物 を 与え た り 、 お 前 達 で 
感謝 せん が た め に 1 DOI 
28. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 アッラー 並 406113323 1 ご 30 GU 
びに 使徒 を 裏切る な か れ 。 さす れ ば お レレ 。 ロッ ニュ レン < 
前 達 己 が 信託 を 夏 切 る (人 と ) な 5 ん 、 つの sal の ジジ 
お 前 達 知 る に も か か わ ら ず AS BA | っ る 


29. 面 し て 、“ お 前 達 の 生 並 びに お 前 達 AS3y 引 5 っ 241 3 は 5 


の 子女 達 は 一 つの 試し に すぎ ぬこ と 3 PE 
を 知れ 、 ま た アッ ラー の 件 放 に こそ 信 & ⑤ を jz 玩 18 で ら っ 401 
大 な る 報奨 ある (こと を 知れ )。 
四 項 

30. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、? お 前 達 も し (isso 8 お lL 
アッ ラー を 明 れ 散 わ ば 、 彼 は お 前 達 に Se 
車 試さ 114 を 授け 、 お ね 前 較 の 講 吾 を 消 OOS SE >5S 55 う っ) 
滅 し 、 お 前 達 を 容 覆 せん 。 耐 し て 、 アッ i 
ラー は 偉大 な る 忠 但 の に まし ます 。 OB 53 405 5 


2C い 目 計 


77:87: 3:124; 64:16. Ts:6: 64:10; 66:9. 
2 こと で は 、 イ スラ ム 教 徒 た ち に 、 彼 等 が 国 の 中 で 弱い 立場 に あっ て 、 強 い 敵 意 あ 
る 人 々 に 囲ま れ て いた 時 、 神 が 助け て くれ た よう に 、 彼 等 は 、 権 力 を 持っ た 時 に は 、 
弱者 を 守る よう 努力 し な けれ ば な ら な いと 言っ て いる 。 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 す 
ぐに 政治 的 権力 を 得る で あろ うと いう 預言 を 暗示 し て いる 。 
1 すす 当 節 は 、 人 間 の 二 つ の 忠誠 に つい て 述べ て いる 。 一 つ は 、 我 々 の 創造 者 で ある が 
故に 絶対 で 永遠 な る 神 ( そ し て 神 の 使者 も ) に 対す る 忠誠 で あり 、 も う 一 つ は 、 仲間 へ 
の 義務 か ら 生 じ る 、 伸 間 に 対す る 忠誠 で ある 。 
せ 和 ラフ ルカ ー ン と は 、 (①⑪) 善悪 を 識別 する も の 、 0⑫) 立証 、 ま た は 証明 、 も し く は 論証 、 
(3 援助 、 勝 利 、 ま た は 、(④) 租 明 、 の こと で ある (Lane より )。 
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九 伏 


31. また 、 不 信 せ し 者 ども が 溢 に 対し 
て 妊 策 を めぐ ら せ し 時 (の こと を 想い 
起 せ ) 、 液 を 監禁 し 、 或 い は 液 を 殺さ 
ん と し 、 或 い は 液 を ( 政 卿 か ら ) 追 放せ 
ん が た め に 。“ 彼 等 策謀 すれ ども 、 ア 
ッ ラ ー も また 計画 す 1s。 さ れ ば アッ 
ラー は 計画 者 の 貼 最も 優れ た る 者 な り 。 
3 箇 し て ? わ れ ら の 神 光 が 條 等 に 読 
等 は 聞 
きた る な り 、 も し 才 半 族 し な ば 、 才 等 
も これ と 同じ こと を 云い 得る な り 
He こ は た だ 古人 の 物語 に すぎ ず 」 と 。 
33. また 彼 等 が 云え し 時 (を 憶 い 起こ 
せ ) 、「 ア ッ ラ ー よ 、 も し これ こそ 溢 よ 
り の 真理 な ら ば 、 我 等 の 上 に 天 よ り 石 
を 降ら せ 給 え 、 或 い は 我 等 に 痛ま し い 
責 苦 普 を 科 し 給え 」 と LT 


ラン 2 


BY で 3 そい うち る 5 


連合 2 
4013 14013 タン 30 3 う ョ ン ご 
ンタ $s A 

OSH 


Ca ALE SR js 
トレ ィ イタ ンー アン ン 


ALS 5 

OIN PLL 
ERISA OED LEN AG 
So UE sis 


7 <“ ed A レグ 
ww Zz Pp 


ac 


グ デ 


23:55: 27:S1. 76:26: 68:16: 83:14. 


1 当 節 で 述べ られ て いる の は 、 メ ッ カ の ダー ルン ナド ワ (Darun-Nadwah= 相 談 


所) で 


行わ れ た 秘密 合議 の こと で ある 。 町 の 長老 た ち は 、 この 新しい 信仰 が 広まる の を 妨げ 


よう と する 自分 達 の 努力 が すべ て 和 失敗 し 、 また 、 


ム 教 徒 は ほとん ど 皆 、 メ ディ ナ へ 移り 、 


| 


メッ カ か ら 移 る こと の で きる イス ラ 


ON A 


議 し た 後に 、 彼 等 
た くさ ん の 若者 を 集め 、 
で ある アブ ー・ バタ クル と 共に 、 
行き つい た の で ある 。 
1116 信仰 し な い 者 達 は 、 
た が 、 
に 、 短 い 一 章 す ら で き て は いな い 。 
HT バド ル の 戦場 で の アブ ー・ 
ー・ タ ブフ スィー ル 章 より )。 そし て 、 


ジャ フル の 祈り は 、 そ の 言 
この 祈り は 、 その と お り 実 現し た の で ある 。 


は ある 計画 を 考え つい た 。 それは クラ イシ ュ の いろ いろ な 部 族 か ら 、 
共同 し て 聖 句 言 者 を 襲撃 させ 、 
、 真夜 中 、 見 張り が 眠り こん で いる 間 に 、 
サウ ー ル の 洞 ) 


殺さ せる と いう も の だ っ た 。 
郡 密か に 家 を 出 、# 常 に 誠実 な 仲間 
窟 に 避難 し た 。 そ し て 、 無事 メデ ィ ナ に 


聖 ク ル ア ー ン の よう な 話 な ど 、 自作 け 達 も 作れ る と 豪語 し て い 
これ は た だ の 容 大 滑り で ある 。 実際 に 、 


役 等 は 何 も 作 り は し な か っ た し 、 未 だ 


葉 の 通り で あっ た ( ブ ハ ー リ 
アブ ー・ 


ジャ フル は 、 多 く の ク ライ シュ の 指導 者 と 共に 死に 、 彼 等 の 慣 は 穴 に 投げ 込ま れ た 。 
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34. され ど ア ッ ラ ー は 汐 が 彼 等 の 中 8515 る ふつ レビ 5 
に いる 間 は 彼 等 を 崩す る に 非 す 8 

っ タン » ラン タル ンタ 4 ング ンー 
また “アッ ラー は 彼 等 が 導 罪 を を う 間 つう へ の ひみ < | < 5 


は 彼 ほ 等 を 処 六 する 者 に 非 ず 。 @⑥9$ ゝ > 2 る ラン 
35. 面 し て 2 アッラー は 何故 に 彼 等 を 2 る 3 40 533 VI える ヒビ 3 
六 せ ざる か ? 彼 等 は (人 々 を ) 聖なる  。 


包 拝 千 か ら 妨げ 、 その ( 真 の ) 守護 者 に | の 5 ビ し NuseIoEO 5 える 

非 ら ざる に も か か わら ず 。 2 A | ? | 0 | 
ょ 9 すい * う ) 9 を し 

の ) 守 護 者 は 異 散 な 人 々 の みな り 。 9 ou oe 

れ ど 彼 等 の 多く は ( 之 を ) 知 ら ず 。 @692USY RSTESIS 


wm ン 全 


36. 型 殿 に お ける 彼 等 の 礼拝 は 、 た だ を に 2) こし 20 ぽ じ 5 
口笛 や 拍手 に すぎ ず 。 され ば 、 貢 苦 を 。 
味わえ 、 お 前 達 信 ず ぜ ざ り し が 故に 。 RS ONS 


| っ さそ < ミン 


19 9 2 つい の 5 


6⑥6382453 


ララ タイ ィ ン 


37. げに 不信 せ し 者 ども は (人 人 を) アー ょ 210 放 24 っ て 3388 
ッ ラ ー の 道 より 障 お た め に 己 が 滞 を 。 。 」。。 レ ェ ュ レレ ィ リ 
費やす 。 彼 等 は それ ( 富 ) を 必ず や 費 や em 2 AOE 5 と ろり 
し 続け る な り 。 さ れ ど 、 や が て それ e038 8 を 2 る 
が 彼 等 の た め 普 悩 と な り "され て EO 

ば 、 4 彼 等 打ち 負 か さ れん 。 さ れ ば 不 O03 80 2 に 5288 前 3 
DR 


11:4. P22:26. “10:63, 64. 3:13. 


ササ メッカ の 人 々 は 、 聖 預言 者 が メッ カ を 去っ た 後に 、 罰 を 受け た の で ある 。 神 の 使 
者 は 、 天 罰 に 対す る 棚 に な っ て くれ て いた の で ある 。 

112 こ の 言葉 が 預言 し て いる の は 、 信仰 し な い 者 達 は イス ラム 教 と の 戦い に 多く の 常 
を 費やし て いる が 、 後 に それ を 非常 に 後悔 し 、 悲 嘆 に くれ る だ ろう と いう こと で ある 。 
イス ラム 教 を 滅ぼそ うと する 役 等 の 努力 は 、 結局 、 無 に 帰す る で あろ うし 、 彼 等 の 息 
子 達 は 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ 、 イ スラ ム 教 を 更に 広め ゆる た め に 、 富 を 費やす こと に 
な る の で ある 。 
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38.? そ は アッ ラー が 悪 を 乱 より 識別 
する が た め な り 。 され ば 悪 の 一 部 を そ 
の 他 の 一 部 の 上 に 置い て 次 か ら 次 と 
一 緒 に 積み 重ね 、 し か る 後に 之 を 地獄 
に 投げ 込み 給 う 。 これ ら こ そ 損 和 失 す る 
者 な り 。 


アン ファ 


五 項 

CAN I 

等 止め る な ば 、 彼 等 は 過ぎ た る こと が 
導き れれ され ど 、 も し 彼 等 ( 罪 を ) 
繰り 返す な ば 、 確か に 往 古 の 人 々 が 章 由 
いた る 先例 あり 」。 
40. また 、? 迫 害 が な く な り 、 信 仰 が 
「 業 ' く アッ ラー の た め に (自由 に ) な 
る まで 彼 等 と 戦え "の ⑦。 され ど 、 彼 等 
も し 止め る な ば 、 ま こと に アッ ラー は 
彼 等 が 行う こと を 監視 し 給 う 。 
41.* さ れ ど も し 彼 等 背 を 向け る 
RA i 
し ます こと を 知れ 。 な ん と 素晴らし い 
守護 者 な り 、 また な ん と 素晴らし い 


ー ル Al-Anfal( 戦 利 


ロ ) 十 傘 


OR I EE IX42 
3 OIE 
9 69 ジ きる 


535 で ) 


34 3 3 8 
人 a 43 


GLINIES イタ ーー インタ 6 


© On < っ No 
bo so る イダ ルイ ラッ 1 ダル 26 レ る スラ レン 
NR CPM! 
OR > る 


十 会 
dR RR nd2 DC 220 トラ ルン 
42. 面 し て 、? お 前 達 が 戦 利 品 と し て 獲 < も と っ | cls 


CR ot 


3:180. 82:194. “3:151: 22:79: 47:12. 8:70. 


20 7 スラ ム 教 徒 達 は 、 宗教 上 の 迫害 が な く な り 、 人 々 が 自分 の 選ん だ 宗教 を 自由 


1 に 


信仰 で きる よう に な る まで 、 戦 わな けれ ば な ら な いと 定め られ て いた 。 勿論 、 イ スラ 


ム 教 は 、 


良心 の 自由 の 最大 の 支持 者 で ある (2:194 節 を 参照 )。 


123 こ の 斉 葉 は 、「 も し 、 彼 等 が 和平 の 提案 を 受け 入れ ず 、 再び 敵対 する の で あれ ば 


と いう 意味 で ある 。 
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に に に に に KE ヘレ シレ LL 
j 


I アッ ラー 並び に その 使徒 、 近親 、 は 33、s3030 2 NG < つ 3 
児 、 貧者 、 及 び 旅行 者 "の た めで 。 。 6 2 
ある こと を 知れ 、 も し お 前 達 ア ッ ラ ー 0 BS lS 
を 信じ 、 また 識別 の 日 48 すなわち ョ ンー 4 ン る 237T & っ ラン っ 8 る 
ke | a sah 

4 両 軍 相 会 せ し 日 、 わ れ ら が 僕 に 降 せ Fa 2 
し も の を 信じ る な ら ば 。 げ に アッ ラー 0 E06 の 


は すべ て の こと に 全能 に まし ます 。 2 < の 
EN 


43. お 前 達 が ( 谷 の ) 手前 岸 に あり 、 彼 <: ま wtiF で IWA1 3 
等 は 向う 岸 に あり 、 隊商 が お 前 達 より i 

下 の ほ うに 在り し 時 の こと (を 思い 起 の 6 ail 
こせ ) 。 さ れ ば お 前 達 も し (戦う こ 本 の 
を ) 互 に 約 し た り と も 、 そ の (時 刻 を ) S33 9 0 Sie 
規定 する こと に BB 必ず 異な っ た Ns 3Y の CC 3 パ 
規定 人 関し て 必ず 3 な っ た a 
で あろ う され ど 、 そ う ( な され 


“3:14, 167. 


T22 当 節 は 、 戦 利 品 の 分 配 に つい て 述べ て いる (8:2 人 節 も 参照 の こと )。 戦 利 品 の 五 分 
の 一 は イマ ー ム か カリ CN 、 彼 の 判断 に 従っ て 、 こ こ に あげ た 五 者 の 間 で 分 配 
され る べき も の で ある 。 聖 預 詩 者 に 分 配 さ れ た も の は 、 貧し い イ スラ ム 教 徒 た ちの た 
め に 費やさ れ た 。 j 言 者 自身 は 、 全く 簡素 な 生活 を し て いた 。 イマ ー ム ・ マ ー リ ク に 
よれ ば 、 分 配 は 必ず し も 平等 に 行なわ れる 必要 は な い 。 イ マー ム の 裁量 に ま か さ れ 、 
イマ ー ム は 、 そ の 時 の 状況 や 必要 性 に 応じ て 分 配 す る の で ある 。 こ うし た と こと も 、 陵 
目 語 な cd 由 し SAS 用 人 の SNU 績 際 才 の 人 は 東 で So 78.00 邊 2 
士 た ち に 分 配 さ れ た 。 兵 士 た ち は 、 給 料 も な く 、 た いて い の 場 合 、 戦争 に 行く 費用 さ 
え 自 分 達 で 肝 わ な けれ ば な ら な か っ た 。 当時 、 正規 軍 も 国 家財 政 と いう も の も な い 時 
で あっ た か ら 、 こ れ は 、 そ の 当時 の 状況 に 見 合う よう 考え られ た 、 緊 急 の 分 配 方 法 で 
あっ た 。「 親 戚 」 と は 、 ザ カー ト ( 音 捨 ) か ら 何 の 利益 も 得る こと が で き な か っ た ハシ 
ム と 、 ア ブドウ ル ・ ム ッ タ ー リ ブ の 子孫 すべ て の こと で ある 。 

123 バド ル の 日 の こと 。 


パ ダ 当 節 は 、 バ ドル に お ける 三 つ の 軍勢 の 位置 関係 を は っ きり 描き 出し て いる 。 イス 
ラム 教徒 達 は メデ ィ ナ に 近い 側 に 、 メ ッ カ 軍 は メデ ィ ナ か ら 離 れ た 側 に 、 そ し て シリ 
ア か ら 来 た メッ カ の 隊商 は 、 海 の 方 へ 向っ て いた の で ある 。 当 節 で は 、 次 の よう に も 
NE NN け で 衝突 の 時 を 決め られ る の な ら 、 彼 等 は 
きっ と 、 最 初 の 衝突 の を 、 も っ と 先 に 延ばし た か っ た で あろ う 。 そ の 時 、 役 等 は 邊 
分 達 の 力 は 、 は る か に 強力 で 、 装備 も は る か に 整っ た 敵 と 戦う に は 不 十 分 だ と 感じ て 
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アッ ラー が 定め た る こと 25 0 4 と ラン コリ ラン ep ニル デ ルン 2 ズ 
に 2 っ EG Fe ころ の ええ Oa 
を 成し遂げ ん が た め な り 。 ま た 明 証 に 、 2。 
よっ て 死ぬ べき 者 こそ 死に 、 明 証 に よ © に el) ES 
っ て 生き る べき 者 こそ 生き る が た め な 
り 。 面 し て 、 げ に アッ ラー は すべ て を 
聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 
3 2 イー と リコ イン うき フル ィ オ テラ と ュー ニース 3 
44. ? ア ッ ラー は 流 の 夢 の 中 で 、 彼 等 を OCS る ES ご 3 人 おう うす 
算 少 に 見 せしめ た る 時 (を 想 え )Y%。 
っ し a レナ » # 0 た 
も し 彼 が 汐 に 彼 等 を 多数 に 見 せしめ ント 5 | ニー る っ | の 5 
な ば 、 お 前 達 は 必ず 気後れ し 、 その こ ン き (8 4 と くる えー っ プラ アン イン 
i Ye 
と に つい て 必ず 異な り た り 。 さ れ ど 、 a 
アッ ラー は (お 前 達 を ) 未 い 給え り 。 げ 98 吉光 E62 
に 、 彼 は 胸中 の も の を 熟知 し 給 う 。 
し か 2】 2 
45. 面 し て 、? 両 軍 が 遭遇 せ し 時 彼 は お < > Eh 52115| 2 る っ を i 
前 達 の 眼 に 、 彼 等 を 少数 と 見 せしめ 、。 し 。。 
彼 等 の 晶 に は お 前 達 を 少数 と 見 せ し ご るる | 
め た る 時 (を 想 え ) "2?。 そ は アッ ラー ユラ 。 レ レレレ ェ ィ 。 の yu 
9 A z アン 2 | 
が その 定め た る こと を 成し遂げ ん YROP GI A Gi rg 


3:14. 13:14. 


いた の で ある 。 し か し 、 神 は 、 神 の 奇跡 を 強く 示す の が 目的 で あっ た か ら 、 彼 等 を 敵 
だ 出合 わせ た 。 

18 神 は 、 メ ッ カ 箇 の 敗北 を 宣告 し て いた 。 

126 亜 預言 者 が バド ル へ 行く 途中 見 た 幻 の 中 で は 、 メ ッ カ 軍 の 人 数 は 、 実際 の 数 より 
も 少な く 見 えた の で ある (ジャ リー ル 10 巻 9 買 よ り )。 こ れ は 、 メ ッ カ 軍 は 、 数 や 装 
備 で 優 っ て いて も 、 必 ず 敗 北 す る と いう 意味 で あっ た 。 

127 前 節 が 、 聖 預言 者 の 見 た 幻 の 中 の 敵 の 様子 を 述べ て いる の に 対し 、 当 人 節 で は 戦場 


させ て いた 。 従っ て 、 両 軍 が 相対 する 時 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 実 際 の 三 分 の 二 の 人 数 の 
敵 と 対す る こと に な る 。 こ れ は 、 当 然 彼 等 を 勇気 づけ た 。 敵 側 と し て は 、 こ の よう に 
し た の は 、 イス ラム 教徒 達 が 恐れ を な し て 戦場 か ら 逃 げ 出 し 、 戦争 に な ら な く な る 事 
態 を 避け る た めで あっ た 。 こう し た 両 電 の 考え は 、 それ ぞ れ に 軍 の 戦意 を も り 上 げ て 
いた 。 結 果 は 、 神 が 宣告 し た 通り 、 す な わ ち 、 メ ッ カ 軍 の 屈辱 的 な さん ざん な 敗北 と 
な っ て し まっ た 。 
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ミコ AT チ 。 か と に ます を 1 a て 
と せん が 6 の 089 き 。 6、 6 の ⑨32YI を 3 131 3 
て の こと は アッ ラー に 帰着 する な り 。 

六 項 

46. 紋 等 信じ た る 人 々 よ 、 和 軍勢 と 遭遇 る 8 0 5 GL 
ずる 際 に は 疫 然 せよ まだ た (アウ あう を 6 うん ん 
ラー を 擬 度 も 唱 念 せよ 。 お 前 達成 功 せ っ の LS 2 っ 5 8 
ん が た め に 。 oO 


47. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 従 2233 8 記 う 3 0 of 
い 、 互 に 論 省 する な か れ 。 さす れ ば 、 まり] Wg シン 4 
お 前 達 意気 消沈 し て 力 を 可 失 する な っ ろり 9 AD ES 


り 3。 さ れ ば 怒 主 せよ 。 げに アッ ラー し gz 本 05 スー 
財 a 
ー は 忍耐 する 者 と 備 に あり 。 いつ 0 フタ クリ 


48. され ば 、 自慢 そう に 、 人 々 に 見 せ 1 計る で ょ ぶし そっ 85 5Y5 
か ける た め 己 が 家 よ り 出 で た る 者 ど 8 
も の 如く な る な か れ 。 彼 等 は アッ ラー ヘジン に 25 っ うり 生 ろ * う 5>O2 
ー の 道 よ り (人 々 を ) 妨 げた り 。 面 し し レ 0 の 04 に こはる 2 
4 ASOE で つう と 
て 、 アッ ラー は 彼 答 の 行動 を 取り 硬 の の の 0 
み 給 う 。 @ 5 < る 
49. また 、 “ 思 魔 "2 が 彼 等 に 己 が 行為 て 1 EAIPCt は を 
2 の ピス の の うう ] 5 
を 時 惑 的 に 思わ し め た る 時 (を 想 え )。 9 
彼 は 云え り 、 け 今日 、 何 人 も お 前 達 に 915 て うー ご うほ 
打ち 勝る を 得 ず 。 我 は お 前 達 の 擁護 者 


⑫.211: 3:110: 38:S. hg.16; 47:5. “33:42; 62:11, 3:33: 4:60; 8:21; 24:55. “6:44; 16:64; 27:23: 29:49.714:23: 359:17. 


8 リー フ (Rmh) と は 数 ある も の の 中 で 、 優 勢 、 力 、 勝 利 を 意味 する (Lane より )。 
93 当 節 で 語ら れ て いる 人 は 、 メ ッ カ の 人 ん 々 の 反 イ スラ ム 感 情 を か きた て た スラ カ ・ 
ビン ・ マ ー リ ク ・ ビ ン ・ ジ ュ シ ャ ム だ と 言わ れ て いる 。 し か し 、 彼 は 後に 、 イ スラ ム 
教徒 に な っ て いる 。 メッ カ 軍 が まだ メッ カ に 滞留 し て いる 時 に 、 何人 か の クラ イシ ュ 
部 族 の 指導 者 の 心配 は よ 、 バ ヌ メー・ カ ナー ナ の 一 派 で クラ イシ ュ 部 族 に 敵意 を 持つ バ ヌ 
ー・ バ クル が 、 メ ッ カ 軍 が いな く な っ た 時 に 、 メ ッ カ を 急 舞 する か も し れ な いし 、 メ 
ッ カ 軍 を 後 か ら 攻 撃 す る か も し れ な いと いう こと だ っ た 。 バ ヌ ー・ カ ナー ナ の 長 、 ス 
ラー カ が バ ヌ ー・ カ ナー ナ の 部 族 は メッ カ の 人 々 に 何 の 危害 も 加え る こと は な いと 保 
証し た の で 、 彼 等 の 心配 は お さま っ た (ジャ リー ル 10 巻 13 頁 )。 
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な り 」。 し か る に 、 両 軍 相 対 詩 する や 、 So つり AS 552 に 
彼 は 将 を 返し て 云え り 、「 我 は お 前 達 0 MN 
と は 関 り な し 。 我 は ね 前 達 の 見 え ざ NG EG ndl an de 
る も の を 見 る 。 我 は アッ ラー を 恐れ る ょ 」」 
3 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 罰する に 厳 
し くま し ます 」。 き 
Y 

or a 上 3 SEE の 7 の っ る) 2 イッ ガン る 
S0.? 偽善 者 た ち 並び に その 心 に 病 あ ご 3 で ぐ padl 5 O94 3) 
る 者 ども が 「 彼 等 の 宗教 は これ 等 の , レタ 上 
人 々 を 惑わ し た り 」 と 云え し 時 (を 秋 つぐ %2 有 を と.9 く つと いつ の うっ の 
え ) 。 され ど 、 ? ア ッ ラ ー に 信頼 を よせ 4 4 イン を > 。 ニン 
る 者 あら ば 、 ま こと に アッ ラー は 成 力 (OE 


Har 


に し て 、 賢 持 に まし ます 。 OC 


9 グ の 


NN の こう や 生玉 つ 3 ライ ンー > 8 ンス ンタ Ta イン 
S1. され ば は 汐 も し 見 得る な ら ば 、" 請 天 中 286C8S、 59、 タ 5 5 
使 が 不信 せ し 者 ども を 死に 至 し め る 時 、 


ひ あぶ = a 
火炎 り の 責 苦 を 味わえ ! So Je 


52. こ は "お 前 達 (自身 ) の 手 が 先 に つ 3 420515. 635 

送り し こと が 政 な り 。 面 し て 、 ば に ツア の 

ッ ラ ー は その 代 絡 に 中 か も 不義 を な Oa Nl, 

す 者 に 非 ず 」。 

53. 人 お 前 達 の 仕方 ファラ オ の 民 8 る O32 
、 、 A 0 J 

並び に その 以前 の も の ども の 仕方 OS フウ タ ピ ヴー 


933:13. 6o:5 1: 12:68; 14:12. 33:4: 65:4. “47:28. 182; HE SI 4 所 47.3:12: 8:S3、 


19 スラ カ は 、 イ スラ ム 教 徒 達 が 断固 と し た 決意 を 固め て いる の を 見 て 、 恐 ろ し 
く な っ た の で ある 。 彼 等 を 見 て 、 彼 等 に は 勝利 か 死 か 、 ど ちら か ー つ な の だ と 確 
信 し た の で ある 。 丁度 同 じ よ うに 、 ウ ッ ト バ と ウメ ー ル は バド ル の 戦い の 日 に 感 
じ 、 メ ッ カ の 人 々 に 、 イ スラ ム 教 徒 は 皆 、 死 へ 向っ て 行く よう に 見 えた と 語っ て 
いる (Tabari より )。 

1 ザー リカ と は 前 飾 で 述べ られ た 処罰 の こと に 言及 する 。 
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"と 同じ な り 。 彼 等 は アッ ラー の 
神 兆 を 拒否 し た る な り 。 さ れ ば アッ ラ 
ー は その 罪 故に 彼 等 を 懲らしめ た り 。 


まこ と に 、 アッ ラー は 強力 に し て 、 劉 
する に 厳し くま し ます 。 


54. 人 
恩 谷 を 、 そ の 民 が 自 ら の 心神 を 変え 
i 
て 、 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 
すべ て を 熟知 する (を 知れ ) 。 
Ss. ら ファ ラオ の 民 並 びに その 以前 の 
も の ども の 仕方 と 同じ く ( お 前 達 の 仕 
方 ) な り 。 彼 等 は その 主 の 神 光 139 を 
拒否 し た りき 。 され ば 、 われ ら は その 
罪 故 に 彼 等 を 滅 ぼ ば せり 。 また 、 わ れ ら 
は ファ ラオ の 民 を 江 死 せしめ た り 。 さ 
れ ば 彼 等 は 総 て 不義 な す 者 な り 。 
56. げに 、“ ア ッ ラ ー の 見 解 に 依 れ ば 、 
最低 の 生物 と は 、 不 信 せ し 者 ども な 
り 。 さ れ ば 彼 等 は 信 ぜ ざる べし 。 
57. (すなわち ) 液 が 彼 等 と 盟約 を 結 
び し も 、“ 彼 等 は その 都度 己 が 約束 を 
破る (者 ども な り )“。 面 し て 彼 等 は 
虹 散 せ ざ る な り 。 
SS. され は ば 、 洛 帳場 に て 彼 等 を 打ち 破 
り し 時 は 、 その 背後 に 従う 者 ども を 逐 


も 。 と イイ イマ る A EF 
EEG DS 


る = ZA し 9 も の 
Oeil LL NE) 
グ グ 
IA LL Fh; 
と 


CR El 
1412 す 。 コッ マイ 


2 EO お し 


いい 


i i 5 "0% | 
SS nad Ss 
を 


ス る こと ラグ 


3:12. 23:12: 8:33.78:23: 98:7, 2:28. 


od 376 を 参照 。 


1192 当 節 は 、 神 は 、 先 に 人 々 が 悪い 方 に 変っ て いか な い 限 り 、 神 が 民族 に 与え た 恩恵 


を 取り 上 げ な いと いう 


一 般 的 な 神 の 捉 を 述べ て いる 。 
"や アー ヤ と は 伝達 、 戒 律 、 兆 候 、 聖 クル アー ン の 一 


節 を 意味 する (Lane より )。 


134 彼 等 は 再三 約束 を 破り 、 厳 粛 に 行なわ れ た 合意 も 踏み に じ る 。 
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い 散 ら せ 5。 彼 等 が 忠告 に 従わ ん が @98 を eK HE 3 
た め に 。 - 


59. また 、 或 る 民 が 汐 を 裏切る 恐れ あ SASLA 2 28、 
る 場合 は 、 流 公平 た (その 盟約 を ) 彼 等 pig シシ 
に 投げ 返せ 。 げ に 、“ ア ッ ラ ー は 背信 ご や マ 4000) 2、 よ そろ) 
者 を 愛し 給 わ ず 136。 

八 項 
60. また 、 不信 せ し 者 ども を し て 、 54 を て 3 拓 そ ス こざ 5 
自ら 勝る と 思わ し むる な か れ 。 彼 等 は 0 の 
決し て (われ ら を ) 挫折 する 能 わ ず 。 ⑤O52^ > の) 


61. また < お 前 達 出来 る 限り 、 役 等 に 88 > ョ ラッ ン る 18 2 人 ( ュ る イン 
対し て 力 "7 と 境 に つない だ 馬 守 を a rs \ssls 
備え よ 。 お 前 達 、 そ れ に よっ て アッ ラ EL Oe BILL ES 
一 並び に お 前 達 の 敵 、 ま た 彼 等 以外 の je。 2 < レコ < 
人 々 に 設 属 を ちえ る な り 。 お 前 層 彼 等 > つ 欠 332 の LSB 


生日 記 Y アッ ウラ ウー が 徹 箋 を 生 プイ ン ン と タ 5 ンコ ゅ て を 。 で ぁ ぅ る 
ek 人 A | 383 し 3 i ee 
り 2。 さ れ ば 、4 お 前 達 が アッ ラー 


4:108, 03:179, “3:201, 2:273; 9:121: 64:18; 65:8. 


5 信徒 は 、 は っ きり し た 理由 が な い 限 り 、 決し て 武器 を と っ て は な ら な いと 定め ら 
れ て いる 。 し か し 、 い っ た ん 武器 を 取れ ば 、 敵 に 恐怖 心 を 抱か せる ほど に 勇敢 に 戦い 、 
相手 に 致命 的 な 打撃 を 与え な けれ ば な ら な い の で ある 。 気力 に 欠け 、 優柔 不断 な 戦い 
は 決し て 巧み な 戦術 で は な い 。 戦 うと な れ ば 、 敏 速 で 徹底 的 で な けれ ば な ら な い 。 
19 も し 、 あ る 民族 が 、 イ スラ ム 教 徒 と 交わ し た 盟約 を 破れ ば 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 昭 
約 は 破 業 する と は っ きり 相手 に 布告 し 、 も し 攻撃 され れ ば 、 全 力 で 反撃 する で あろ う 。 
し か し 、 い か な る 場合 も 、 こ の 事前 の 布告 な し に 人 庁 工 する こと は 許さ れ な い 。「 公 平 
に 」 と は 平等 な 立場 で 、 つ まり 、 両 軍 共 知っ た 上 で 、 各 々 盟約 の 義務 を 負う こと は な 
”、 クッ ワ と は ムスリム 支配 下 に 有する あら ゆる 勢力 な ど を 含む すべ て の 軍事 力 を 
意味 する 。 

138 リバ ー ト に 関し て は 、 注 554、555 を 参照 。 

当館 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 戦争 を 回 避 す る 最善 の 方 法 は 十分 な 準備 を し て お く 
こと だ と いう こと が 述べ られ て いる 。 国内 に 十分 な 軍隊 を 持つ だ け で な く 、 国 境 に も 
十分 な 軍隊 を 配置 すべ き で ある 。 そし て 、 知 恵 と 誠 突 と 気力 を 持っ て 自ら を 律 す れ ば 、 


に で < 
©r 
& 
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十 伏 アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Antal( 戦 利 品 ) 八 章 


道 に か け て 費やす も の は 、 必 ず お 前 321 る 和 0 し 28 まこ あり 2 

の ) に 返済 され ん 。 大 し て 、 お 前 

達 決し て 不当 に 過 せ られ る こと な し 。 oc 
62. され ど 、 も し 役 等 和平 に 傾 か ば 、 Es EE 
溢 も また それ に 傾け 4?、 耐 し て アッ 
ラー を 信頼 せよ 。 彼 こ そ は 確か に すべ @2 ろ MI を ES 多 和 5 に 和 し に 
て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 に ま 
し ます 。 5 
63. され ば 彼 等 も し 汐 を 地 か ん と す 6 ddJ 呈 受 51133 っ 3、 り 13 
る も 、 “アッラー が 液 に は 万 全 な り 。 


N ライ ン 5 イ ダ > る ン ラ エメ ン ぞ ン ゥ ンー 
彼 こ そ は その 助け に より 、 且 つ 信 者 た A lS | ご て 
衣 yj た 肝 割方 イラ ィ 260 ン 
ち に よっ て 溢 を 佑 助 せ し 御方 な り Ce ‘ 
64. また ? 彼 は 、 彼 等 (信者 ) の 心 を 互 ビジ と 8 ec 8 


い に 愛 情 で 結び し 給 うた 御方 な 0。 た 0 

と え 波 が 地上 に 在 る すべ て の も の を 名 A し 

費やす と も 、 彼 等 を の 心 を 一 つ に 結 ぶ 能 oi Gh sss TE も ン 
3 A51 人 01 

わ ず 、 し か る に 、 アッ ラー は 彼 等 を ー ダブ プー ーー 人 = 

つ に 結び 給え り 。 げに 、 彼 は 威力 に し oe 

て 、 賢 持 に まし ます 。 


8:65. P3:104, 


Ke きく 離れ た 敵 も 、 イ スラ ム 教 徒 と 戦う こと を あき ら め る で あろ う 。 ま た 、 戦 
時 に は 、 金 銭 を 惜しみ な く 使 うこ と も 大 切 だ と も 述べ られ て いる 。 更に 、 信 徒 た ち 
の 警告 と 預言 も 含ん で いる よう で ある 。 その 預言 と は 、 異教 徒 の アラ ブ 人 だ けが 彼 

の な OCG な 近い 将来 、 役 等 を 攻撃 し て くる 民族 が 、 他 に いる と いう の で あ 

る 。 これ は 、 ビ ザン ティ ン 帝 国 と ベル シャ 帝国 の こと を 指し 、 聖 預言 者 の 死後 問 も な 

く 、 イ スラ ム 教 徒 は この 国々 と 戦わ な けれ ば な ら な く な る で あろ うと いう も の で ある 。 

当 節 は 、 和平 条約 を 結ぶ に 当っ て の 、 重 要 な 原則 を 具体 的 に 述べ て いる だ け で な 

OR I イス ラム 教徒 は 、 

イス ラム 教 を 受け 入れ させ る た め に 戦争 に 訴え た の で は な く 、 平和 を 確立 し 、 維持 す 

る た め に 戦争 を し た と いう の で ある 。 た と え 相 手 が 仕掛 け て きた 戦争 で も 、 相手 が 和 

平 を 求め て くれ ば 、 イスラム 教徒 は 、 こ れ を 拒ん で は な ら な いと 定め て いた 。 た と え 

それ が 、 彼 等 を 欺 き 、 時 を か せ ぐ た め の 和 平 で あっ て で も ある 。 こ の こと は 、 イ スラ 

ム が 、 国 家 間 の 平和 を 確立 する た め に 、 ど れ ほ どの こと を する か を 示し て いる 。 
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八竜 アル ・ ア ン フ ァ ー ル ALAnfal( 戦 利 品 ) 十 傘 


65. 預言 者 よ 、? ア ッ ラ ー は 波 に は 二分 a EL 


な り 。 ま た 信者 た ちの 中 流 に 従い し a 
人 々 に る も 。 を ⑤CAe に 
九 項 時 
66. 預言 者 よ 、? 戦い に 際 し て は 信者 E202 GL 
た ち を 喜 舞 激励 せよ 。 も し お 前 達 め う 。。  。 」 。。. 。。 。 ょ し 。 
ち ー ト 人 "の 計 不 拓 の 者 あら ば 、 OI J 
二 百 人 を 征服 せん 。 面 し て 、 も し 085 し I 


jp 違う ち 一 百人 あら ば 、 能 く 一 千 
人 の 不信 せ し 者 ども を 和 視 服 せ ん 。 な ぜ RCRA 
な ら ば 、 彼 等 は 解せ ざる 民 故 に "や 。 


MM 


67. いま アッ ラー は お 前 達 に 弱み あ COE SE 
る こと を 知り 、 お 前 達 の 負担 を 軽減 せ 上 
り 。 され ば 、 お 前 達 の うち 一 百 の 堅 妨 lo SO 
不 抜 の 者 あら ば 、 能 く 二 百人 を 征服 せ i 
ん 。 また も し お ね 前 達 の うち 生 人 あら RS OS OL 


ば 、 アッ ラー の お 許し に より て 二 千 人 013 2 1 3 る 
を 便せん "We。 証し て アッ ラー は 2 の 
8:63.74:8S. 

せ す 当 節 は 、 一 戦闘 部 隊 の 最小 限 の 人 数 を 20 人 と 言っ て いる よう で ある 。 
せ 人 2 なぜ な ら 、 彼 等 は 雇い 兵 で あり 、 自 分 達 の 戦い の 目的 が 正当 か どう か 理解 し て は 
いな いし 、 そ れ に 興味 も 持っ て も いな いか ら で あ る 。 それ と も 、 彼 等 は 、 自 ら 追 求 し 、 
身 を 捧げ る よう な 、 よ りら 高尚 な 理想 な ど 持 ち 合 わせ て いな いと 言っ て いる の か も し れ 
な い 。 
a 前 節 を 破棄 する も の と 理解 すべ き で は な い 。 二 つ の 節 は 各々 、 イス ラム 
a a つの 異な っ た 状況 の 時 の こと を 述べ て いる 。 初め の うち 、 彼 等 は 、 層 小 
i }) で あり 、 戦 う 技術 も 十分 身 に つけ て いな か っ た 。 し か し 、 時 が 経つ 
0 全般 的 な 状況 、 戦 争 経験 、 兵 力 は 大 い に 向 上 し 、 彼 等 は 十 倍 の 敵 も 打ち 負 
か すこ と が で きる よう に な っ た の で ある 。 バド ル 、 ウ フ ド 、 堀 の 戦い と 、 両 軍 の 兵力 
I NE 0 
の で ある 。 
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十 谷 アル ・ ア ン フ ァ ー ル Al-Anfal( 戦 利 品 ) 八 章 


忠 忍 不 抜 の 人 々 と 仙 に まし ます 。 OR 
68. “地上 で 流血 の 戦い を な さ ざ る 限 ( ま g ご 1490 R30 EG 
GS と は 預言 者 に っ 2 8 


CE し の & * 
は 相応 し か ら ず 。 | お 前 信幸 NM 0 の 
っ る ン * ラー W タ い ン すっ る 
人 RSE 
賢 哲 に まし ます 。 5 っ と 
69. も し すでに 降 さ れ し ア ッ ラ ー よ LCs に 35 っ 和 64 人 YY 
り の 探 な か り せ ば ず ず 、 お 前 達 は その 


526。 の の ン づる マイ 
取り し も の 故に 大 な る 災難 に 襲わ れ Sk TE SS 
た 千 9863 
70. され ば 、* お 前 達 が 獲 た る 戦利 品 の "と RE に 


中 より 合法 に し て 清潔 な る も の を 食 Et 5 
し 、 ア ッ ラ ー を 肛 れ 履 え 。 げに 、 アッ & の > ED hi 
ラー は 寛大 に し て 、 慈悲 深く まし ます 。 
十 項 

7 使徒 よ 、 お 前 較 の 手中 に ある 地上 “ie 9 
に 云え 、「 も し アッ ラー お 前 達 の 心中 

に 何ら か の 良き も の 在 る を 知ら ば 、 お っ 8 こ 3 区 
前 達 が 奪わ れ し も の より 優る も の を 1 9 
お 前 達 に 与え 46、 上 且つ お 前 達 を 容赦 SE Je 


647:5. 24:95. "8:42. 


0 


当館 で は 、 NMR そし て 敵 を 完 MA 唄 を 本 記 


イス ラム 教 を 減 ! に 0 揚 典 と な る WN 
う の で ある 2739 を 参照 ) 。 

19 この 言葉 は 、 援 助 に つい て の 神 の 約束 を 指し て いる (8:8-10 節 )。 

1454 身代金 を 取っ て 、 捕 虜 を 釈放 する こと は 、 既 に 、 よ く 行 われ て いた こと で あっ 
A と は 、 正 規 戦 以外 で は 、 相 手 を 捕虜 に し て は いけ な いと い 

こと で ある 。 

Me 本 言 者 の 朱 父 アパ ー ス が 、 バ ドル で 捕虜 と な っ た 。 そ の 後 、 彼 は イス ラム 教 履 
款 し 、 聖 預 詩 者 の も と に や っ て 来 た 。 そ し て 、 神 は 捕虜 に は 身代金 以上 の も の を 与え 
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を 人 W じ る アツ ラー は ET 
慈悲 深く まし ます 」。 


72. され ど 彼 等 も し 汐 を 裏切ら ん と 意 M3 EC 5 
図 す る な ら ば 、 彼 等 は すでに アッ ラー 


oi abs bent < tf ? 
を 起 切 り し 者 な り 。 さ れ ば 、 彼 は 役 等 E05 RS 


を 無力 に せしめ た り 。 面 し て 、 ア ッ ラ Os 
ー は すべ て を 熟知 し 、 賢 持 に まし ます 。 


73. ば に 、 “信仰 を 受け 容れ 、 移 住 し 、 は すそ 1 に YR に Uall 
己 が 財産 も 生命 も な げ う っ て アッ ラ 9 
ー の 道 に か け て 奮闘 努力 せ し 人 々 、 並 8 < ご 3 っ 3 っ 9 し 
びに (移住 者 た ち に ) 底 護 と 援助 を 与 3622 TGCKtI 
え し 人 々 、 これ 等 の 者 こそ た が い に 真 ス の の の 
い な | 1 | 3 る al 
RN RNG et 
移住 せ ざ る 人 々 を 、 彼 等 が 移住 する ま Oo 68 5 し 135 な いる の 
で 、 お 前 達 は 役 等 と 友情 を 持つ べから 2 2 
ず 。 され ど 、 も し 彼 等 が 宗教 上 の こと SS Bs SS 
で お 前 達 に 援助 を 請 わ ば 、( 彼 等 っ 3 CIS 3 3 
助 ぐ る は お 前 達 の 義務 な り 。 但し お 前 


倍 と 協定 の ある 民 に 対し て (の 助け ) > 人 0 し 、 発 は 5 っ 生生 
no 。 征 し て 、 ア ッ ラ ー は お 前 8 ox ジッ な 


の 所 業 を みそ な わし 給 う 。 
72.219: 9:20: 61:12. 


る と 当 節 に 約束 され て いる よう に 、 自分 の 場合 も 、 この 約束 を 実行 し て 欲し いと 叔父 
アバ ー ス は 頼ん だ 。 聖 預言 者 は 、 彼 の 要求 を きき 入れ た の で ある (ジャ リー ル 、 十 巻 、 
31 上 頁 よ り )。 

17 当 節 は 、 同 国内 、 同 じ 政府 の 下 に 住む せ イ スラ ム 教 徒 達 は 、 移 民 で あろ う が 、 も と 
も と の 市 民 で あろ う が 、 お 互い 必要 な 時 に は 助け 合わ な けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 
し か し 、 イ スラ ム 教 国 に 移住 し な い 教 徒 達 は 、 世俗 的 な こと で は イス ラム 教 の 国 か ら 、 
援助 を 求め る こと は で き な い 。 も し 宗教 上 の 理由 で 迫害 され れ ば 、 A イス ラ 
ム 教 国 の 人 々 は 、 彼 等 を 助け な けれ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 も し 、 彼 等 が 非 イ ス 
ラム 教団 で も 、 イス ラム と 和平 条約 を 結ん で いる 国 に 住ん を で いる の で あれ ば 、 た と え 
宗教 上 の 問題 で も 、 援 助 は で き な い 。 こ の 場合 の イス ラム 教徒 が と れる 唯一 の 方 法 は 、 
非 イ スラ ム 教 国 か ら 移 民 し て くる こと で ある 。 
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十 伏 アル ・ 


アン ファ ー ル Al-Anfal( 戦 利 品 ) 


人間 


74. 血 し て 不信 せ し 者 ども は 、 そ の 
部 が 他 の 一 部 の 友 な り 。 も し お 前 達 そ 
の (命ぜ られ た る ) こ と を な さざれ ば 
4 地上 に 災害 と 大 混乱 が 起こ らん 。 


75. され ど 、? 信 仰 を 受け 容れ 、 移 住 し 、 
アッ ラー の 道 に か け て 奮闘 努力 せ し 
人 々 、 並 びに 底 護 と 援助 を 与え し 人 々 
は 、 こ れ 等 の 人 々 こそ 真 の 信者 な り 。 
彼 等 の た め に 容赦 と 光栄 な る 滋養 物 
あら ん 。 


76. 面 し て 、 後 れ て 信仰 を 受け 容れ 、 
移住 し 、 お 前 達 と 一 緒 に 共闘 努力 せ し 
人 々 、 こ れ 等 は お 前 達 の 中 な り 。 な れ 
ど 血縁 者 は ""%、 ア ッ ラ ー の 経典 に 
よれ ば 、 彼 等 互い に より 近親 な り 。 げ 
に アッ ラー は 万事 を 熟知 し 給 う 。 


a 


OS TIL BS RI 
oo を Ss 所 

OR 
5 


3 ご 533 20 RS 


グー デ 


ば ンズ る 
rn 3 


PL っ プー る 4 る 第 イイ 
ュ る の に この 592 る そい 91 


タッ ER ダン 。2 る 
OAI PII IS A 


Ry 
UE > 己 a ン 


EZ4PY た < 
よ と 。 プ ーッ 


こも の | 9Ae み 9 


Sua IS TIN 


じ J 


eR OTE EI hi 


デ ン を 


62:219: 9:20; 61:12.733:7. 


ササ イスラム 教徒 が も し 、 こ の 原則 を 守ら な けれ ば 、 国 内 に は 、 圧 制 と 暴虐 と 混乱 が 


起き る で あろ う 。 


99 73 人 節 で 、 す べ て の イス ラム 教徒 は お 互い に 兄弟 で ある と は っ きり 述べ て いる と 


いう こと と 、 聖 預 詩 者 が メデ ィ ナ で 、 


と いう こと か ら 、 財 産ま で が 相続 され る と 


亡命 者 と 救援 者 達 の 間 に 喝 弟 の 関係 を 結ば せ た 


誤解 され た か も し れ な い 。 こ こ で は 、 血縁 


関係 の み が 相 続 の 資格 が あり 、 他 の 教徒 達 は 信仰 上 の み の 兄 弟 で ある と 明言 し て いる 


の で ある 。 
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アッ タウ バ At-YTaubah ( 改 以 ) 
節 数 129、 メ ディ ナ 啓 示 


1.( こ は ) ア ッ ラー 並び に その 使徒 よ こっ 間 、 づ 121 2 う 23 で 


り 、 お 前 達 が 協約 "を 結び し 多神教 1 


徒 に 対し て 無関係 で ある (こと の 家 言 OE NE i 
な り ) し 

2. され ば 、 お 前 達 四 カ月 間 は 自由 に 3 ろ 交 1 移し 8 

地上 を 往来 せよ 。 面 し て 、“? お 前 達 は EE Ct 

ー を 無力 に し 得 ざ る こと を 知 ME ESE 

1152 リラ ーー お 不信 地 ど ラッ J あみ ラー ルン ある イン 

れ ヽ また 7 ツブ プ が 不信 者 ども を OLD UC al 


恥辱 た らし め る 者 な る を も 。 


26:135: 11:21. 


a 0 
され た が 、 彼 は 再び 栄光 と 勝利 を 得 て 帰 っ て 来る と 宣言 され て いた (28:86) 。 こ こ に 
メッ カ の 陥落 、 そ し て アラ ビア に お ける イス ラム 王 律 の 樹立 と いう 二 つ の 預言 が 成就 
され た 。 この よう に メッ カ は 防 預 言 者 の も の で ある と いう 預言 を 果たす た め 、 ま た メ 
ッ カ の 人 々 の 同様 の 願い を 成就 する た め に も この 聖なる 預言 は 完全 に 正しい と 立証 
され た 。 ア ン フ ァ ー ル 章 の 概論 も 参照 せよ 。 

~” バラ ー ア (Bar'ah) と は 、 弁 護 、 免 除 、 義 務 や 過ち か ら の 免除 、 要 求 か ら の 免除 な 
どの 富 斉 を 表す (Tj より )。 

192 メッ カ 陥 落と フナ イン の 戦い に お ける ハ ワ ー ズ ィ ン の 敗北 を 通し て イス ラム の 
戒律 と 権威 が 確立 され た 。 武器 を 捨て て イス ラム 教徒 た ちと 和平 を 結ん だ 地方 も あり 、 
和平 は 完全 に 守ら れ た 。 し か し 、 平 和 が 続き 、 法 と 秩序 が 守ら れ て いる こと が 確か で 

ある の に 、 正 式 な 和平 へ の 提示 も し な けれ ば 、 武器 も 捨て ず 、 ま た イス ラム 教徒 と い 
か な る 和平 も 結ば な い 地方 も あり 、 こ うい う 人 々 は イス ラム 教徒 に 敵意 を 示 し た 。 結 
果 的 に は 彼 等 は 滅び て いっ た が 、 敗北 を 認め も し な けれ ば 、 イス ラム 教徒 と 共に 平和 
に 暮らそ うと も し な か っ た 。 四 ケ 月 の 停戦 期間 を 与え 、 その 間 は 軍事 行動 を と ら な か 
っ た の で 、 彼 等 は も うこ れ 以 上 の 抵抗 は 無 意 味 と 思っ て お り 、 行こ うと 思え ば 国 中 ど 
こ へ も 行く こと が で きた 。 彼 等 は 、 そ の 時 降 服 す る こと も で きれ ば 和平 を 結ぶ こと も 
で きた の で ある 。 当 節 は こう いう 人 々 に つい て 述べ られ て いる 


307 


十 参 アッ タウ バ Ar-Taubah( 改 協 ) 九 章 


3. 面 し て 、 ア ッ ラー 並び に その 全 徒 よ 8yldI 人 9 222940068O515 


り 偉大 な る 巡礼 "0? の 日 に 人 々 へ の 28 イン 
告 を な り 1534。 つ まり 「 ア ッ ラ ー は 多 マン の 2 


神 教 徒 と は 無関係 な り "54。 そ の 使徒 ーー る る 
も また ( 然 り )。 され ば 、 も し お 前 達 改 OS うう 
俊 す る な ら 、 そ は お 前 達 の た め に 最良 23 
な らん 。 な れ ど 、 も し お 前 補 痛 き 去ら 。 。 
ば 、 < お 前 舌 は アッ ラー を 搾 折 し 得 ざ この うし うう 4 
る こと を 知れ 」。 曽 し て 、 不 信 せ し 者 dU 
ども に り 消 まし い 南 普 を 通告 せよ 。 > 

4. < 但し お 前 達 が 協定 を 結び し 多神教 44 ン ュ ン 2 4 

征 で その 後 役 和 は お 前 玉生 約 す す 、 グー と 


69:2 を 参照 . 44:139. “927. 

8 イス ラム 教徒 の 指導 の も と に 最初 に 行わ れ た 大 巡礼 の こと で ある 。 
1934 ア ザー ン (Adhan) と は 通知 、 宮 言 、 召 集 を 意味 する (Lane より )。 
184 前 節 で バラ ー ア (Bara'ah) が 、 イ スラ ム の 完全 な る 勝利 と いう 約束 が 果たさ れ た と 
の 弁護 の 宣言 を 表し た の に 対し 、 当 節 の 言葉 は 、 人 や 物事 か ら 離 れ て いる こと 、 つ ま 
り そ の 人 物 や 事柄 と 無関係 な こと を 意味 する (Lane より )。 当 節 と 次 節 に 含ま れる 宣 
言 は 、 9:1.2 節 の 内 容 と 違っ て いる 。 9:1. 2 節 で は 、 聖 預言 者 が 偶像 崇拝 者 に 対し て 行 
っ た 約束 が 果たさ れ た こと に 関連 し て いる の に 対し 、 当 節 で は 彼 等 と の 一 切 の 関係 の 
断絶 に 関係 し て いる 。 この 関係 の 断絶 は 、 当 節 が イス ラム 教徒 の 協定 に よる 義務 か ら 
の 免除 を 宣言 する も の で は な い 。 続く 節 で は 、 協定 と は 知 何 な る 時 も 敬意 が 払わ れる 
べき で あり 、 侵 害さ れ て は いけ な いと 明確 に され て いる 。 

ヒジ ュ ラ 暦 九 年 目 、 タ ブー ク か ら 帰 還 し た 際 、 聖 預言 者 は アリ ー (Ali) を メッ カ に 
行か せ 、 大 巡礼 の 際 に 聖 預言 者 の 代理 人 と し て 次 の 宮 言 を 行っ た 。(1) 今年 以降 偶像 
崇拝 者 は 誰 も 神殿 に 近づい て は な ら な い 。 (2) 聖 預言 者 が 、 服 従 を し な か っ た 偶像 崇 
拝 の 部 族 と 結ん だ 協定 や 約束 は 、 有効 で あり 、 それぞれ の 期限 が 満了 する まで 忠実 に 
尊重 され る 。 し か し 今後 、 聖 預言 者 と 協定 を 結ん だ か 、 彼 の 保護 を 求め た 者 を 除く 偶像 
崇 拝 者 は 、 ヒ ジャ ー ズ に 留まる こと は で き な い 。 指令 は 、 偶 像 崇拝 の 部 族 に よる し つこ 
い 不 実 な 行為 や 彼 等 の 側 の 厳粛 な 協定 の 拒否 の みな ら ず 、 聖 預言 者 が タブ ー ク の 遠征 
で メデ ィ ナ に 不在 の 時 を 頼っ て 十分 に 正当 化 さ れ た (8:57) 。 ま た 他 の 政治 的 、 文 化 的 
な 事情 に よっ て も 公布 が 必要 と され た 。 ヒジ ャ ー ズ は 今や イス ラム の 宗教 的 の みな ら 
ず 政 治 的 な 中 心地 と な り 、 利害 関係 か ら 、 初期 の ムスリム 共同 体 に と っ て 危険 で ある 
と 証明 され 、 高潔 を 和則 か す で あ る う 外 部 か ら に し て 、 有害 な 要素 を すべ て 一 掃 す る こ 
と を 求め て いる 。 
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九 章 アッ タウ バ ALTaubah( 改 以 ) 十 登 


また お 前 達 に 対し て 何人 を も 援助 せ I 
ざり し 人 々 は 除く "。 さ れ ば 、 そ の 8 2 
期限 が 満了 する まで 彼 等 と の 協定 を つ ぷ ひと える 285 に < し を 5 
の 6 げに アッ ラー は 明 敬 者 を 愛 ORE AS ; RC 
し 給 う 。 2 2 
5. され ば 、 亜 な る 月 々 "5 が 過ぎ な CSS 3243) | 3 5 


ば 、 何 催 な り と ( 没 約 する ) 多神教 第 は ンー 
見 つけ 次 第 彼 等 と 戦え "Pe、 彼 等 を 捕 で ター タフ こら ーー 


まえ 、 彼 等 を 包囲 し 、 いた る と ころ に 13834? 2 る 432 る 5 2 る お る 5 
伏兵 を 置い て 彼 等 を 待 伏 せよ 。 なれ ce 

ど 、< も し 彼 和 が 改 李 し 、 礼 衝 を 邊 ZSGEOS > っ と 0 放っ お 
し 、 豆 捨 を 払う な ら 、 彼 等 を 析 放 せよ G3 3 1 人 3 3 入 蛋 
7。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 0 


2 る の ゥ っ プン ン ま 」 る 6 + 
硬 深 くま し ます 。 OR I REN LS 
⑰:137: 9 


188 これ ら の 部 族 は バ ヌ ー・ ク ザー ア (Bann Khuza'ah) 、 バ ヌー・ ム ドリ ジュ (Banu 
Mnudii)、 バ ヌー・ バ クル 、 バ ヌー・ ダ ムラ ー、 バ ヌー・ ス ライ ム の 一 族 で ある 。 当 
節 は イス ラム が 愛 を も っ て 和平 合意 を し た の で 、 図ら ず も イス ラム の 神聖 さ を 表 わ 
し て いる 。 

1984 [聖なる 月 々 」 と いう の は ズル ・ ガ ー ダ 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 、 ム ハツ ラム 、 ラ ジャ 
ブ の 四 ヶ 月 間 を 指し て いる 。 最初 の 三 ヶ 月 は 大 巡礼 の 期間 で あっ て 、 最後 の 一 ケ月 に 
アラ ブ 人 は 一 般 的 に 小 選 礼 ま た は ウム ラー を 行なう (2:193 及び 、2:218) 。 ア シュ フル 
ル ・ フ ルム と いう 語 は 「 聖 な る 月 」 を あら わす の で は な く 、 上 記 の 9:2 人 節 の 戦闘 行為 
の 「 禁 止 の 期間 」 の 四 ケ 月 間 を 意味 し て いる 。 こ の 期間 に は 、 異 教徒 は 国 中 を 安全 に 
旅 す る こと を 許さ れ た の で 、 イス ラム が 勝利 を 納め て いる か どう か 、 神 の 言葉 が 成就 
され て いる か どう か を 自分 の 目 で 確か め る こと が で きた 。 この 期間 中 は 敵意 を も た な 
いこ と に な っ て いる が 、 この 期間 が 終る と 、 公然 と イス ラム に 敵対 する も の と 戦争 に 
する こと こと も で きた 。 そ れ は 彼 等 が 敵意 を 示し 、 繰 り 返 し 携 い を 破っ た か ら で あ る 。 こ 
の 碧 い の 最後 の 条件 に 対す る 判断 が 9 章 8-13 節 に 記さ れ て いる 。 不誠実 や うら ぎり 
の 上 罪 の な い 異 教徒 は 保護 され て いた (9:4.7)。 

"や イス ラム 教徒 と 戦っ て いる が まだ 和平 が 結ば れ て いな い 多 神 教徒 の こと 。 
ON : え た これ ら イ スラ ム の 敵 で あっ て も 悔い 改 
め 、 自 ら の 意志 で イス ラム を 受け 入れ た な ら ば 許さ れる べき で ある 。 実は 、 異 教徒 の 
DN で ある こと を 確信 し て いる 人 が た くさ ん いた が 、 自 
尊 心 や 迫 電 され は し まい か と いう 恐れ や 思惑 か ら 、 信仰 告白 を 控え て いた 。 当 節 で は 
た と え 戦 争 中 で あろ うと も 、 イス ラム の 信仰 を 告白 する 人 が いれ ば 、 そ の 告白 は 決し 
て 偽 療 や 言い 逃れ と は 考え な いと いう こと を 保障 し て いる 。 
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6. され ば 、 も し 多神教 徒 た ちの うち ECGS EA) 

誰か が 汐 に 保護 を 請 わ ば 、 彼 が アッ ラー a シレ 

ー の 御 言 葉 を 聞く まで 、 彼 を 保護 せ RLS AL CS づ > 2 

ポ s し か る 後に 彼 を その 安全 な 場所 に と プン っ イラ ン ッッ 8 ッ ます < ジ 
6 OQ Y LE aks 

送り 届け よ 90。 そ は 彼 等 が 無知 の 民 

な る が 改 な り 。 


ご 項 


PT 


7. 多神教 徒 の 協約 が どう し て アッ ラース な くる 4 と の と この 3 そく 5 
ー の 見 解 並び に その 使徒 の 見 解 に よ 。 。 5 
っ て 正しい で あろ うか ?4 但 し お 前 達 づ Aeecs3dly1 9 Re 3 4) 
が 聖なる 礼拝 堂 に お いて 締結 せ し 者 ンズ ィ AN GG ン イ を ュ ン ン ぅ ラン スタ 
た ち は 別 な り 。 さ れ ば 、 彼 等 が お 前 達 ー つつ Gl ue は 
(と の 協定 ) に 誠実 で ある 限り 、 お 前 達 oct る 05 し た 1223525 
8 OASIS ND よる 9163 
も 彼 等 に 誠実 で あれ ""%。 げ に アッ ラ 
ー は 曳 散 者 を 愛し 給 う 。 
9. どう し て ( 役 等 と 協定 な ど 結べ よ 292SUE 42855 こ 3 を 
うか ?) 彼 等 も し お 前 達 よ り 優位 に 立 ) 


E】 イッ プッ る Gs ィ ィ る と ポン の し メ 】 
た ば 、 お 前 達 に 対し て 2 如何 な る 暫 約 っ 宅 G 〇 ぁ ろ ら YY 


か えり クセ 
1 の も 貢 務 も 願 み ざ る な り 。 彼 等 
94.79:10. 


98 異教 徒 と の 戦争 は イス ラム の 信仰 を 強い る た め の も の で は な か っ た 。 戦争 中 で も 
異教 徒 が イス ラム の 真理 を 確か め た いと 思え ば 、 キ ャ ンプ や 本 部 へ 入る こと が 許さ れ 
て いる 。 そこ で イス ラム の 真理 を 説 か れ 、 彼 等 は イス ラム の 教え に 触れ る こと が で き 
た 。 し か し 、 も し 新た に 信仰 する 気 に な ら な い 場 合 で も 、 も と の 安全 な 場所 に 戻さ れ 
た 。 この よう な すばらし い 教 え が あ る の に 、 牙 量 の 狭 さ か ら 真 理 を 逆手 に と っ た り 黙 
殺し た り し て イス ラム を 非難 する こと は 不正 の 極み で あり 、 す な わ ち それ は 異教 徒 の 
反 イ スラ ム の 宣伝 運動 な の で ある 。 

193 当 節 で は 大 事 な 和平 を 繰り 返し 破棄 し た り 、 イス ラム 教徒 を 裏切っ て 攻撃 し た り 
する 非 イ スラ ム 教 徒 に 対し て だ け 戦 うこ と が 許さ れ て いる と 述べ て いる 。 更に 、 和平 
を 結ん で いる 人 々 に 対し て 、 イス ラム 教徒 は 、 彼 等 が 和平 を きち ん と 誠実 に 守っ て い 
る か どう か を 見 守ら な けれ ば いけ な いと 述べ て いる 。9:4 節 に も 同様 の こと が 書か れ 
て いる 。 了 瑞 ク ルアー ン に は 、 繰 り 返し 和平 に 誠実 で あれ と 熟 心 に 説 か れ て いる 。 

リ ジ イ ッ ル GH) と は 、 親 族 関係 や 血縁 の 近 さ 、 良 い 生ま れ 、 契 約 、 安 全 に 係わる 保障 
や 約束 を 意味 する (Lane 及び 、Mufradag より )。 

199 ズブ ィ ッ マ (Zimmah) と は 、 契約 、 玖 約 、 協 定 、 義 務 や 責任 、 ま た は 義務 を 怠っ た 
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は 口先 で は お 前 達 を 喜ば せ ど も 、 その 
実 、 心 で は 拒絶 す 。 曽 し て 、 彼 等 の 多 
く は 不 従順 な り 。 

9. “ 彼 等 は わずか な 代償 で アッ ラー の 
神 兆 を 売り 、 従 っ て その 道 か ら ( 人 々 
を ) 妨 げた り 。 げ に 彼 等 の 行う こと は 
悪し き な り 。 

10. " 役 等 は どの 信者 の 場合 に も 、 契 約 
も 足 務 も 顧み ず 192。 彼 等 こそ 千 を 超 
える 者 な り 。 


I も し 彼 等 悔 惜 し 、 礼拝 を 

遵守 し 、 喜 捨 を 払う な ら ば 、 彼 等 と て 
お 前 達 の 信仰 に お ける 兄弟 な り 。 面 し 
て 、 われ ら は 知識 ある 民 の た め に 神 兆 
を 詳説 す 。 


が 導い を 成り 、 sito i 


A A ” 
を タク 4 本 培っ タ 


と る Gm 8 。 、 る 2 28 ッ ス ネッ ン NT 
43 YOS GOH Y 
OI A LS 


PD FA RCO 
NS RNG LSE 
DOR 28 

es SR 
CS らっこ 3 らち 3 


2:175: 3:78188: 16:96. 79:8.77:154: 9:5. 2:19 4:92, 


こと に より 与え られ る べき 権利 を 


意味 する (Lane より )。 ア フル ッ ズ ィ ッ マ (Ahl-uz 


Zimmah) と は 、 イス ラム 国家 と 協定 を 結ん だ 非 イ スラ ム 教 徒 に 対し て 使わ れる 表現 で 


ある 。 彼 等 は イス ラム 国家 に 人 頭 税 を 支払 い 、 
由 を 保障 する 次 任 が あっ た Sane よ 026 MS NG 


者 や 、 和平 を 締結 する こと に 


それ に 対し て イス ラム 国家 は 安全 と 自 
NT 


争 を 行う こと を 命じ る 、 と 前 似 に 詳し く 記 され て いる 


192 近 節 及び 先立つ 二 節 で は な ぜ イ スラ ム 教 徒 が こ 
が 記さ れ て いる (9:5)。 そ の 埋 
彼 等 は イス ラム 教徒 と 友人 で ある と 公言 し な が ら 、 


を 行う こと を 命じ られ る か と いう 理 昌 
不誠実 な 裏切り 者 で あり 、 


いう WRBRIF RCL て We 
は 、(1) 彼 等 は 
すぐ 中 


傷 す る 機会 を ね らい 、 約 束 を 破り 、 イ スラ ム 教 徒 の 信頼 を 裏切っ て きた 。 ⑫ 彼 等 は 親 
族 関 係 の 絆 さえ 無視 し 、 親族 の 者 が イス ラム を 信じ た だ け で 殺し て し まっ た (9:8)。(3) 
役 等 が 戦争 を する 目的 は イス ラム を 信仰 させ な いよ うに する た めで あっ た (9:9 節 を 
参照 )。 (4) 彼 等 が 最初 に イス ラム 教徒 を 攻撃 し た の で ある (9:13) 。 


163「 お 前 達 の 宗教 を 誹謗 する 」 と いう 言葉 は 、 言 葉 に よる 傷 辱 や 非難 の み で は な く 、 
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十 伏 アッ タウ バ Ar-Taubah( 改 協 ) 九 章 


と 戦え "4。 げ に 、 彼 等 の 賀 い は 空 し Ad oa | 
く な れ り 。 (さす れ ば ) 彼 等 は 止め る や "a 
も 知ら ず 。 Oy 
13. お 前 達 、 己 の 誓い を 破り 、 使 徒 を し T2835 作 Y 


(故郷 か ら ) 放逐 せ ん と 決意 し た る * 
AN 435 J お SH と し 12 く る 
こ お 前 達 と (敵対 を し ) 始め た り ee を アラ テグ ルン ン ン 
es も 。 る で ン 1 2 ぐる ひつ 
達 彼 等 を 興 る る か ? ア ッ ラ ー は 2 の 0 2 つつ ブー ジ フタ ーー 
お 前 達 が 恐る る に 最も 相応 し い 御方 OR 42255 当 、 多 人 6 
な る に も か か わら ず 、 も し お 前 達 信者 


な ら ば 。 
14. 彼 等 と 戦え 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の っ くい っ し 0 838 る 人 
手 で 彼 等 を 懲らしめ 、 彼 等 を 辱 し め 、 と し ュ ュ っ ジッ 
等 に 対し て お 前 傍 を 功 けん 。 また 、 ~98 う っ gc ペン 2 うっ うう 
言 ずる 人 々 の 心 を 和らげ ん 、 ある 4 角 。 お う る 


15. 耐 し て 、 そ の 心中 の 慣 り を 除く で Raed EE 
あろ う 。 アッ ラー は 己 が 欲す る 者 に 憐 LE 2 
れ み に 転じ 給 う 。 され ば 、 アッラー は 。  @ ス SS うに 2015 55 だ 
すべ て を 熟知 し 、 賢 哲 に まし ます 。 


び 


イス ラム 国家 の 重大 な 利益 の 損害 に 繋が る 攻撃 を も 含む お 。 タ アナ と は 、 文字 通り 
で 貫く 」 の 意味 で ある 。 

164 [不信 者 の 領袖 等 」 と いう 言葉 は ここ で は 少数 の 個人 の 指導 者 を 指す の で は な く 、 
戦う こと を 命じ た すべ て の 人 々 を 指し て いる 。 彼 等 は 最初 に イス ラム 教徒 と 衝 穴 し た 
の で 、 他 の 者 達 に 男気 を 与え る 結果 と な っ た た め 、 領 補 と 呼ば れる よう に な っ た 。 
また 、 彼 等 の イス ラム に 対す る 敵意 は 根強く 、 執 念 深 いも の で あっ た の で 、 ま る で 悪 
魔 そ の も の で あっ た と いえ る 

1 聖 預言 者 が タブ ー ク へ 遠征 し た と き 、 メ ディ ナ 周 辺 の 部 族 は アラ ビア の さま ざま 
な 部 族 を 煽動 し て 彼 を 滅ぼそ うと た くら ん だ 。 

9 これ ら の 言葉 は 、 メ ッ カ 人 の 異教 徒 を 指す の で は な い 。 こ れ は メデ ィ ナ お よび そ 
の 周辺 に 住む 異教 徒 を 指し て いる 。 当時 の 状況 を 考察 する と イス ラム は 被害 者 で こそ 
あれ 、 加 害 者 で ある と いう の は 見 当 違 いも 其 だ し い 。 
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16. “お 前 達 放置 され る と で も 思う の 0 し る (33 
か ? I ca 
4 し 、 且つ アッ ラー と その 使徒 と 〇 2 EE Es 
言 者 の 外 は 2 何者 も 親しい 友 と せ ざ る 
者 を (試練 に よっ て ) 議 別 た らし め ざ 8 
る に も か か わら ず "7。 面 し て 、 ア ッ & 09k I 2015 
ラー は お 前 達 の 所 業 を 承知 し 給 う 。 

三 項 
17. アッ ラー の 礼拝 堂 を 栄え させ る dana 25 01oS NE 


a 


は 、 自 上 ら 不全 を 放す る 多 和 他 た ち し 1 
ーー) a 
に 非 ず NS 彼 等 こ そそ の 所 業 は 慮 し っ 8 


く な り 、 業 火 の うち に 住む 者 な り 。 JIS 5 seks gi 
@ ら 68 は うる 


18. アッ ラー の 礼拝 ik a CA de 02 
る 者 は 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 了 還 E 上 

礼拝 を 遵守 し 、 豆 捨 を 払い 、 ア ッ ラ ー 3 FY TS 
以外 に 0 A 3 <2 
れ ら の 人 々 こそ お そら く 導 か れ た る ピ ーー 
者 で あろ う 。 ofGSvr41 2 いさ る Yo) EMF] 


93:143.180: 20:3-4、73:29: 4:140,145; 9:23. 


197 イス ラム 教徒 の 歩む お べき 道 は まだ 続き 、 も っ と 憂う べき 危機 に 直面 する だ ろう と 
当 節 で 暗示 され て いる 。 

1 の 当 節 は 偶像 崇拝 者 の 巡礼 に 関す る も の で あり 、 下記 の 9:28 節 に ある 告知 の 序文 に 
あたっ て いる 。 こ ね れ 以 後 ア リー(Al) が ヒジ ュ ラ 歴 9 年 の 大 巡礼 の 時 に 告知 し た よう 
に 、 偶像 崇拝 者 は 誰 も カー バ 神 殿 に 近づく こと が 許さ れ な か っ た 。 その 禁止 の 理由 が 
当 節 に 述べ られ て いる 。 カー バ 神 殿 は 唯一 の 神 を 礼拝 する た め に 献 げ られ た 聖 常 で あ 
り 、 偶像 崇拝 者 達 は 唯一 の 神 の 敵 で ある こと を 宣言 し 、 神 を 非難 し て いる と 自ら 告白 
し て いる の で ある か ら 、 彼 き すさ は まる で 関係 が な い の で ある 。 

Ne * を 代表 する イス ラム の 中 心 


的 礼拝 常 で ちる た め 、 ア ッ ラ ー の 礼拝 堂 と いう 語句 は 19 節 の 聖なる 礼拝 堂 を 指し 
て いる 。 


OCS Yd どう 5 約 0 
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19. お 前 達 は 、 巡 礼 者 た ち に 水 を 与 NE 
0 理 す る と と 誤 る 
ッ ラ ー と 未 日 を 信じ 、 アッ ラー は SLP le 


0 
の 道 に か け て 奮闘 鳩 力 せ し 者 と 同じ 
な り と 考え る か ? アッ ラー の 御 許 で 
"の 、 役 等 は 同等 に 非 ず 。 面 し て 、 
ッ ラ ー は 不義 者 ども を 導き 給 わ ぬ 。 
20. < 信仰 を 受け 容れ 、 移住 し 、 ア 
ー の 道 に か け て その 財産 と 生 i 
っ て 奮闘 努力 する 者 は 、 アッ ラー の 御 
許 で 最上 位 た る べし 。 彼 i 
る 者 な り 。 
21. ? 彼 等 に その 主 は 自ら の 慈悲 と 
音 悦 の 朗報 を 賜 い 、 また 彼 等 の た め 
に 水 遠 の 至 福 に 満ち た る 楽園 ある 
こと を 。 
22. 彼 等 は 永遠 に そこ に 住ま ん 。 ば げ 
に 、 アッ ラー は 、 そ の 御 許 に は 素 晴 ら 
し い 報 奨 あ る 御方 な り 。 
23. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、“ も し お 前 達 
60 MS り も 不信 を 選ば 
彼 等 を 友 と する な か れ “"。 さ れ 
内 半 の うち 彼 等 を 友 と する 者 あ 
ら ば 、 そ れこ そ 不 義 な す 者 な り 。 


9 っ 』 ンタ る る ラン td 
ア E 2 


Ce a 


ぅ っ コン) | 


313 な 35 う > 


うー A 9 


づ タ アイ U 


A 前 


“2 に A AGU ee ~~ に 
ウル 2 デ グ を プン Ye 
っ 


】 と 。、 る タッ ン る 』 レ ェ 
wo の 2 i A グズ 負 
Oa ond 3 ょ の と > 9 


TG bi Ts » } 
3 CAS 
Os 

| ンプ ペン Pt 
yi [EC CN 


DA we タ 


に GIIPCSAKIP4AEI い どう 
FR NE 


ro eIE 


を 


64:96: 57:11. 73:」6: 5:13: 9:72: 10:10: 57:21.73:29: 4:140,145; 9:16: 58:23. 


1170 


パ 神 殿 を 外面 的 に 形 の 上 か ら 礼 拝 す る こと は 、 それ 自体 価値 ある こと で ある 。 


し か し 真 の イス ラム 教徒 の み が 行 い 得る 神聖 な 礼拝 と は 比べ る べき も な い 。 イス ラム 
は 儀式 の 形式 より も その も と と な る 精神 を 重んじ る の で ある 。 そ し て 信徒 の 命 は カー 


バ 神 殿 よ り も っ と 神聖 で ある 、 と 聖 預言 者 は 述べ た と 
"7 当 節 は 、 イス ラム に 正面 か ら 敵 対し 激しく 戦い 、 


る 不信 者 た ち に つい て 書か れ て いる 。 


記さ れ て いる (マー ジャ より )。 
イス ラム を 皆殺し に し よう と す 
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24. 云え 、「 も し お 前 達 の 親 、 お 前 達 0 ES 
の 子供 、 お 前 達 の 兄弟 、 お 前 達 の 連れ RE デ みろ PE で | 

合い 、 お 前 達 の 親族 、 0 NO うっ テリ 
ぐ 富 や お 前 達 が その 不況 を 恐れ 82 2 わい うし 228 HIS1P 
0 eo の 5 IN 

が 、 アッ ラー と その 使徒 並び に その 道 cs GS he 


i I 3 の へ ガラ ンー は a 
さき al りう と るり | | 

と っ て より 好ま し いな ら ば ““、 ア ッ 8 の 499 

HRC LA とい 


。 面 し て 、 アッ ラー は 不 従順 な 民 を a 
PR OR og Y hs 
四 項 

25. げに ? ア ッ ラ ー は これ まで に 幾多 っ の B122 き 人 0 っ る っ と 35 
の 戦場 で お 前 達 を 援助 せり 、( 特 に ) 0 J 
フナ イン の 日 に お いて も 。 その 時 お 前 22 SE くる こう 
達 は 己 が 多勢 を た の ん で 得意 に な り ラン レン レン 。 56 
た れ ど 、 それ は お 前 達 に な ん の 役 に も EE IE Ss 
立た ざる な り 。 され ば 、 大 地 が 広大 で 242g が 。 
ある に も か か わら ず 、 お 前 達 の た め に 。 つ で プラ 3 うう つう こ 29 
は 、 狭 く な りき 。 され ば お 前 達 は 背 を Rn 
向け て 退却 せり 173。 37 


> 


3:124. 


172 坦 類 や 友人 と の 愛 の 絆 や その 他 世 間 体 、 財 産 、 商 売 、 富 な ど は より 臣 い 絆 、 

高潔 な 理由 の た め に 犠牲 に すべ き と 判 断 し た と き に は 、 そう され て Ce 
サパ メッ カ 陥 落 の 後 、 ハ ワー ズ ィ ン 族 と サキ ー フ 族 が 部 隊 に 加わ り 、 ム スリ ム を 攻撃 
する た め に 前 進 し た 。 聖 預言 者 は 、 メ ッ カ か ら 南 西 に 15 マイ ル 程 離れ た 場所 で 彼 等 
と 対面 し た 。 彼 が 連れ て いた 12.000 の 人 々 の 内 、2.000 人 が 新しく 改宗 し 、 メ ッ カ で 
CE 中 預言 者 の 慣習 と は 異な り 、 役 等 は 敵 に 攻撃 す 
る こと を 急い だ 。 し か し 、 撃 退 さ れ 混 乱 の 中 戦場 3 か ら 退 いた 。 峡 谷 を 通 財 し 、 前 進 し 
て いた ムスリム 部 隊 を 混 PR その 提 乱 に より 、 聖 預 言 才 は た っ た の 百人 と 共に 
戦場 に 残さ れ た 。 矢 が ひっ きり な し に 彼 の 周囲 に 落ち て きた 。 極度 に 危険 な 状況 で あ 
っ た が 、 聖 預言 者 は ラバ を 敵 の ほう へ 駆り 立て な が ら 、 恐 れず 前 進 し 、 声 を 張り 上 げ 
た 。「 我 は 確か に 神 の 使徒 で ある 。 そ は 偽り で は な い 。 我 は アブ ドゥ ウル ・ ム ッ タ リブ 
NR く で あっ た アッ バー ス は 、 力 強い 声 で 、 
逃げ る ムスリム 達 に 、 彼 等 を 求め る 主 の も と へ 戻る よう 呼び か けた 。 この 審判 の 日 の 
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26. 然 る 後 7 アッ ラー は 、 己 が 使徒 と 82 う E43 
信者 等 の 上 に その 沈着 さ を 降 し 、 また A DP ニハ 
お 前 達 に 見 え ざり し 軍勢 を 遺し て づつ 5 0 


不信 者 ども を 懲らしめ た り 。 さ れ ば 、 
これ こそ は 不信 者 ども へ の 応報 な り 。 


27. され ば 、 a 
する 者 に は 憐れみ ! に 転 ぜ ら れ 給 う う 。 
し て 、 アッ ラー は 寛大 に し て 、 
時 件 

28. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 多 神 教徒 は 
買 に 不 汐 な り 。 さ れ ば 彼 等 は その 年 
NS 
れ ば お 前 達 も し 困 身 を 妨 る る な ば 
4 アッ i その 因 窟 に 
よっ て お 前 達 を 富 ま さん 。 げに アッ ラー 
は すべ て を 知り 、 賢 折 に まし ます 。 


逆 悲 


29. 2 経典 が 授け られ た る 人 々 の うち 、 
アッ ラー も 末日 も 信 ぜ ず 、 ア ッ ラ ー と 
その 使徒 が 禁じ た る も の を 禁じ ず 、 
真理 の 宗教 を 信仰 せ ざ る 者 に 対し て 、 
彼 等 が 屈服 し て 、 (自ら の ) 手 で 頁 税 を 


Pd 


9525cs 


ey 


ッ タプ 用 ン レン 
Eh 
P] る の ゥ プイ nd ント 
Oa HE 4M| 9 し 


lll 
a ン RS SS 


| 


Pe 


On nf 3 2 ss 
OM + る a * 2 a A 
TUE 2 

Oss scJc 


PS SAO Re IRN SS 


PN AW A a 
人 ヒビ つめ 5 Y 5 が | 

OR ュ > つ 5 

| こま お 


0 


2 


3 


29:40: 48:27. 72:191. 


トラ ン ペ ッ ト の よう に 響 き 渡 っ た 呼び か け に 、 ム スリ ム は 恐れ を 抱き 、 愛し い 主 の も 


と に 再び 集まり 、 
変 し て 、 そ の 日 は ムスリム の 勝利 
(Tabari 及び 、Hisham より )。 


174 メッ カ は 商業 の 一 大 中 心地 で あっ た の で 、 
か ら メ ッ カ 人 は と て も 経済 的 に 潤っ て お り 、 こ の 禁 


英 が 対 怖 に よる 混乱 の た め 逃 げ 出 す 程 、 
こ 終わ り 、 


激しく 反撃 し た 。 形成 は 一 
バ 寺 人 以上 の 不信 者 が 捕 磨 と な っ た 


巡礼 の 季節 に な る と 大 変 賑 わっ た 。 だ 
ミ 令 は 経済 的 豊か ざさ が か え っ て 悪 影 


響 を 及ぼ す の で は な いか と 懸念 し て 出さ れ た よう で ある 。 


S16 


九 章 アッ タウ バ At-Taubah( 改 惨 ) 十 伏 
差し 出す まで 戦え 78。 | 
五 項 ; 

30. 面 し て 、2 ユ ダ ヤ 教 徒 は 云え り 「 エ ーー 85a C5 
ズラ “は アッ ラー の 息子 な り 」。 ま た 、 8 | を う 了 か 
キリ スト 教徒 きま え り 「 メ シア は アッ ラー りあ 交 を 0 っ っ 
ー の 息子 な り 」。 こ れ は た だ 彼 等 の 口 よ 。 ン ュ : イン | 女 を > 

り 出る 言葉 な り 。 0 "Nn 0 1 EC 
信 は し 者 ども の 言葉 を 真似 る な り 。 ア I LI 
ラー が 彼 等 を 滅ぼし た り 。 0 に 2 
背 き 去 らし め ら れ た る や 。 O09 5 


25:117: 5:18: 10:69. 


17% アン ・ ヤ ディ ン と いう 言葉 は 次 の よう に 意味 する 、(1) ムスリム の 優勢 な 力 を 認 

、 快 く 、②⑫) 支払 い を 延期 せ ず 、 金 の 用 意 が 出来 た よう に 、(3) それ を ムスリム 達 
時 の 支援 と 思っ て : アン は 「~ と 思っ て 」 を 意味 し 、 ヤ ド は 「 力 や 支援 」 を 示す (Lane 
より )。 当 人 節 は アラ ビア に 住ん で いた 経典 の 人 々 に 言及 する 。 例 えば 偶像 崇拝 者 で あ 
る 。 彼 等 は 、 あからさま に イス ラム に 敵対 し 、 イス ラム を 滅 ほ そう と 企 て 、 策略 を め 
ぐら し て きた 。 そ の た め 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 等 が 忠実 
戦わ ざる を 得 な か っ た の で ある 。 ジ ズ ヤ と は これ ら 非 了 イス ラム 教徒 が 払う 税金 の こと 
で あり 、 彼 等 は 税金 を 払う こと で 自由 に 安全 に イス ラム 教 国 の 市 民 と し て 生活 で きる 
の で ある 。 非 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ た 税 ジ ズ ヤ より も っ と 重い 税 ザ カー ト が イス ラ 
ム 教 徒 に 課せ られ て いた こと は 特記 すべ きこ と で ある 。 その 上 、 非 イ スラ ム 教 徒 に は 
免除 され て いた 徴兵 の 義務 も イス ラム 教徒 に は 課せ られ て いた 。 この よう に 非 イ スラ 
ム 教 徒 の ほう が 、 安い 税金 を 払い 、 微 兵 義 務 も な く 、 こ の 意味 で は 楽 な 暮らし を し て 
いた の で ある 。「 屈 服 」 と いう 語 は 彼 等 が 政治 的 に は 下位 の 立場 に ある こと を 表わし 
て お り 、 その他 は イス ラム 教徒 と 同等 の 社会 的 権利 を 有 し て いた の で ある 。 アラ ビア 
の 偶像 崇拝 者 や その 近隣 に 住む ユダ ヤ 人 、 キ リス ト 教 徒 は イス ラム の 宿敵 で あっ た 。 
信者 達 と 多神教 徒 と の 関係 を 取り 扱っ て か ら 、 当 節 に お いて 当 章 は 、 彼 等 と 経典 の 民 
と の 関係 、 特 に 彼 等 の 信仰 と 教義 を 取り 扱い な が ら 進 む 。 
1 の ウザ イル 又は エズ ラ は 紀元 前 5 世紀 に 過ごし た 。 彼 は セラ イア (Seraiah) と いう 高 
僧 の 子孫 で あり 、 自身 も 聖職 者 と し て は エズ ラ の 名 で 知ら れ て いた 。 彼 は 当時 最も 重 
要 な 人 物 の 一 人 で あり 、 ユダ ヤ 教 の 発展 に 広く 影響 を 与え た 。 彼 は 特に イス ラ エ ル の 
預 斉 者 達 の 間 で 散 われ て いた 。 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 や 、 ハ ドラ マウ ト (Hadramaut) の 
ユダ ヤ 族 は 、 彼 を 神 の 息子 と 信じ た 。 ラ ッ ピ 達 は 、 彼 に 様々 な 重要 な 名 を 任命 し た 。 
レナ ン (Renan) は 著書 「 イ スラ エル の 人 々 の 歴史 」 の は し が き の 中 で 、 ユ ダ ヤ 教 の 明 
確 な 規約 は 、Ezra の 時 代 か ら 始ま っ た と 記し て いる 。 ラ ッ ピ の 文献 に お いて 、 彼 は 、 
モー ゼ に も まだ 与え られ な か っ た 法 の 媒体 に ふさ わし いと 考え られ て いる 。 彼 は ネ へ 
ミア (Nehemia) と 供 に 任務 を 行い 、I20 歳 で バビ ロニ ア で 亡くな っ た (ユダ ヤ 教 百科 事 
典 及 び 、 聖 書 百科 事典 より )。 
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31. 彼 等 は アッ ラー の 他 に 、 そ の 神学 
者 や 修道 士 "77 を 神々 と な せり 。 また 
マリ ア の 子 メシ ア も 然 り 。 < 彼 等 は た 
だ 唯一 な る 神 を 崇拝 する こと の み を 
凍 ぜ られ た る に も か か わ ら ず 。 彼 の 外 
に 神 な し 。 聖なる か な 彼 、 彼 等 が 併せ 
祀る も の よ り 遥 か 以上 に 。 

32. ヶ 彼 等 は その 口先 に よっ て アッ ラ 
ー の 光 を 吹き 消さ ん と 欲す 。 還 
信者 ども が 如何 に 嫌う と も 、 ア ッ ラ ー 
は その 光 を 全う する 以外 は 0 
& と を ) 癌 定 す る な り が 9 

33. * 役 こそ は 科 条 と 仙 理 の 示 教 と を 
も た せ て 、 紀 の 宗教 の . 上 に 之 を 優れ 
る も の と な らし めん が た め に 、 その 使 
es 8 し 御方 な り 。 た と え 多 


34. 激 等 信じ た る RR 
者 や 、 修道 士 の 多く は 、 偽っ て 人 々 の 
財産 を 食 り 、 ? 々 アッ ラー の 道 よ り ( 人 々 


か) 阻む な り 。 また 人 金銀 を 了 野 め 込み 、 有 


Cb る C3 る 
Ci | EE 


4 3 NI 
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デン 介さ) 


A 3 


UE まう BY) 
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PE おら 所 的 に 
AG な し 

< | も ンー ンジ イン 
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os3o よ し 32 うに 1 あ 婦 人 
3 CR | 
ト OO 
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E02 
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< ぐつ っ 


EN ESS ON ele 
RE RE LLNS 


dE OL II 


12:41; 17:24:; 98:6. P61:9. $48:29; 61:10. 44:162. “4:161、 


177 アフ バー ル (Ahbar は ユダ ヤ 人 の 学者 で あり 、 


徒 の 修道 士 で ある 。 
77 アラ ビア に 住ん で いた キ 


ルフ バー ン (Rahban) は キリ スト 教 


リス ト 教 徒 は 、 シリ ア で の 自分 と 共通 の 力強い 信者 を 扇 


動 し 、 神 が アラ ブ に 灯 し た イス ラム の 光 を 消 そ うと し た 。 ユダ ヤ 人 も 、 聖 預言 者 に 対 


し て ペル シャ 人 を 扇動 する こと に よっ て 、 


同じ 企 て を し た 。 


1 の 聖 クル アー ン の 評論 家 は 、 イス ラム の 完全 な る 勝利 は 約束 され た メシ ア の 時 代 に 
達成 され る と いう 聖 預 言 者 の 伝承 に 賛同 し て いる (ジャ リー ル よ り )。 その 時 、 様々 な 
款 教 が 現れ 、 そ れ ぞ れ の 教え の 伝道 に 最大 限 努力 を する 。 イス ラム の 主義 や 方 針 の 素 


晴らし さ は 、 既に 次 第 1 


に 認識 され 始め て お り 、 イ スラ ム が 他 の 如何 な る 信仰 に も 勝利 


を し 、 多 大 な 数 の 人 を 取り 入れ る 日 は 遠く な いで あろ う 。 
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を アッ ラー の 道 に か け て 費やさ ぬ 者 
ども 、 役 等 に 痛ま し い 南 苦 ある こと を 
通告 せよ 。 


35.、 そ の 日 、 地 獄 の 火 の 中 で それ ( 財 
室 ) は 熱せ られ 、 そ れ に よっ て 彼 等 の 
額 や 脇腹 や 背中 に 焼印 が 押さ れ "W、 
「 こ れ は お 前 達 が 己 の た め に 貯め た 
る も の な り 。 され ば お 前 達 が 貯め た る 
も の を 味わえ 」( と 云わ れん )。 


36. げに アッ ラー の 御 許 で 、 ア ッ ラ ー 
0 と 大 地 を 創造 せ し 以来 、 ア 

聖典 の 中 で や 1! 月 の 数 は 十 a 
その うち 月間 朋 な 
それ が 正しい 宗教 な り 。 さ れ ば この 
(期間 ) 中 は お 前 達 己 自身 に 害 を な す 
な か れ 。 面 し て 、( 他 の 期間 は ) 多神教 
徒 が 皆 一 緒 に な っ て お 前 達 と 戦う 如 
く 、 お 前 達 も 皆 一 緒 に な っ て 彼 等 と 戦 
え 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は 恨 英 者 た ちと 
人 EDP 


a と s3183 人 る 史 ご 
っ 8 dG 


049 


GY 


RE CL Rte 
C83 を 

ODI ITT 
っ 回 A A 3 Rs 8 
CC pe Epo 
A 2 YG 


で PA | 


UA i 


を 2 


2 
@) 2 | デ 
er 


HH89 これ は 比較 的 な 表現 で ある 。 ひと り の 人 金持ち が 強欲 と 高慢 か ら 貧 し い 人 々 を 助け 
よう と し な か っ た 時 、 彼 は 顔 を し か め 、 そ し て 目 を そむけ 、 ついに は 軽 散 の 色 を あら 


わし 、 助け を 求め る 男 に ゃ 
心 の 動き を 印象 的 に 物語 っ て いる 。 


792 聖なる 四 ヶ 月 と は 、 ズ ル ・ カ ー ダ (Dhul-Qadah) 、 
そし て ラジ ャ ブ (Rajab) で ある 。 


ム ハ ッ ラム (Muharram) 、 
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を 向け て 行っ て し まっ た 。 額 、 


両 脇 、 背 が その 場 の 状況 や 


ズル ・ ヒ ッ ジ ャ (Dhul-Hijah) 、 


十 八 アッ タウ バ At-Taubah( 改 俊 ) 九 章 


37. げに “や ナス ィ ー と は た だ 不信 心 1 ィ ィ < {| き C3 な 1 る 
を 増す ば か りな り 。 不信 せ し 者 ども が 2 8 の 


の A 2 
これ に よっ て 迷わ せら れ た り 。 彼 等 は じじ に 心 CE A CR A 
或 る 年 これ を 合法 と し 、 また 或 る 年 に ~~ «SY 2 づ ンコ や 少 1 ま ンー し イラ ゴ ゅ プー る O 
は これ を 非 合 法 と な す 、 ア ッ ラ ー が 入り に やめ らら う 


型 と 定 E め 給 う た 数 に 符合 せん が た め ン ン 9 と 4 は 4 4 る 26168 に 

ご 3) A ee 

に 。 され ば 彼 等 は アッ ラー が 禁じ た る 0 

こと を 合法 と な す 。 < 彼 等 に は 己 が 22 る 2005 つの に を だ る る 

行 を 魅惑 的 に 思わ せしめ た り 。 曽 し て 。 し を 。 と yy 

アッ ラー は 不信 者 の 民 を 導き 給 わ ず 。 きき が 
六 項 


38. 汐 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 が ア 0 ks Ck 
ッ ラ ー の 道 に か け て (戦い に ) 出 よ と 2 - 
さわ れる と 、 お 前 達 は 地べた に 重く 身 フル ラー いこ て 引 わ 
を 沈め る と は 一 体 如 何 な る こと ぞ ? (Fi の | 
『e% お 前 達 来世 より も ? 現 世に 満足 す CE AN 
る か ? されど 、 来 世 か ら す れ ば “現世 Je 
の 享楽 は 僅か な る も の に 過ぎ ず 。 

OA YS 


39. も し お 前 達 が (戦い に ) 出 ぬ の な Ca こもっ 1 ミラ * 

2 Es ES 5 っ 23 | 
ら 、 彼 は 痛ま し い 責 苦 を も っ て お 前 達 Se 
を 懲らしめ 、 お 前 達 の 代り に 他 の 民 を LV ot US 3 
替え ん 。 さ れ ど お 前 達 彼 ( つ まり アッ 


66:44: 13:34: 16:64; 27:25: 29:49: 35:9. 613:27.73:15 を 良昭 


7 只 当 節 で は アラ ブ の 長年 の 習慣 に 言及 し て お り 、 ズ ル ・ カ ー タ 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ ・ 
ム ハ ッ ラム の 聖なる 三 ケ ヶ月 の 期間 は 、 戦 い を 断つ に は 長 過 ぎ て いた 。 従っ て 、 自 ら を 
聖なる 月 々 の 制限 か ら 自 由 に させ る た め 、 彼 等 は 時 々 神聖 月 と 普通 の 月 と を 入れ 替え 
る こと が あっ た 。 
194 これ は タブ ー ク へ の 遠征 の こと に つい て で あり 、 この 町 は メデ ィ ナ と ダマ スカ ス 
OE Ne 
人 達 が シリ ア 国 境 に 集まっ て いる と いう 報せ が 届き 勇猛 な 軍隊 、 そ の 数 お よそ 三 万 、 
ヒジ ュ ラ 礎 九 年 に 聖 預言 者 は メデ ィ ナ を 後に し た 。 大 き な 苦 難 の 未 、 イス ラム 教徒 の 
軍隊 は 長く つら い 行進 を 続け た た め 、 後に この 遠征 は ジャ イシ ュ ル ・ ウ スラ 即ち 、 普 
難 の 行軍 と 言わ れ た 。 
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ラー) を 少し も 害する 能 わ ず 。 面 し て 、 
アッ ラー は すべ て の こと に 全能 に ま 
し ます 。 

40. た と え お 前 達 彼 (使徒 ) を 助け ず 
と も 、 ア ッ ラ ー は 既に 不信 者 ども が 追 
I 
を 助け た り 。 その 時 彼 等 は 二 人 で 洞窟 
に 在り 、 彼 は 同僚 に 向っ て 云え り 、「 悲 
し む お なか れれ 、 アッ ラー は 確か に 我 等 と 
借 に に あり 」。 され は 、 2 アッ ラー は 彼 に 
その 安心 を 降 し 賜 い 、*""* お 前 達 に は 
見 え ざ る 軍勢 を 以 て 彼 を 強 加 し 、 不 
信 せ し 者 ども の 言葉 を 挿し め た り 。 さ 
れ ど デッラ ー の 御 言葉 こそ 至高 な り 。 
面 し て アッ ラー は 成 力 に し て 、 賢 将 に 
まま VN 

41. 或いは 軽く 或いは 重く "7( 備 え 
て ) 出 で 、 ? お 前 達 の 財産 や 生命 に よっ 


Ez 


OE EE hG 


EJ 


し と まい は と の 338 33323 が か | 
DIE1Y や | IG TGR 


a Dn 
CE TE 
OE ャ グン ls | 


“9:26: 48:27. 08:75; 9:88,111; 61:12, 


1188 彼 に に その 安心 を 降 し 賜 い 」 の 「 彼 」 と いう 代名詞 に つい て は 、 
en NO 


NN NN こ Ni 


ev イン ティ シャ ー ル ツ ダマ ー イ 人 0 nil と 言わ れ 、 
股 的 な 使用 方 で ある 。48:10 節 を 参照 。 


回 預言 者 が 常に 


アラ ビア 9 


RAC ・ バ クル を 伴っ て メッ カ か ら メ ディ ナ へ 移動 し た こと 

を 述べ て いる 。 その 時 聖 預言 者 は サウ ー ル と いう 洞窟 に 身 を 寄せ た の で ある が 、 当 節 
で は アブ ー・ バ クル の 極め て 精神 的 に 高い 状態 に 光 を 当て て お り 、 彼 は 神 と 共に お り 、 
神 と 恐れ を 分 か ちあ う 者 達 * 二 人 の 内 の 一 人 "と 説明 され て いる 。 記 録 に 依 れ ば 、 洞 窟 


の 中 で アブ ー・ バ クル が 急 に 泣き 出 


バク ル は 「 私 は 自分 の 命 が 情 


1 聖 預 語 者 が な ぜ 泣 く の か と 聞く と 、 ア ブー・ 
し く て 泣い て いる の で は あり ませ ん 。 あ あ 、 神 の 預言 者 


で あら れる 御方 よ 、 私 が 死ん で も それ は 単に 私 個人 の 間 題 で す 。 で も も し あな た が お 


NM 


徒 2 歩 で 又は 馬 で 、 分 な 起 半 や 備え で ES 


521 


ょ っ た ら 、 、 それ は イス ラム そし て 、 すべ て の イス ラム 社会 の 死 を 意味 し ま 


、 若 い 又 は 高齢 の 、 個 々 に 又は 集団 で 、 
分 な 武装 や 備え で 、 な ど を 意味 する 。 
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て アッ ラー の 道 に か け て 春闘 努力 せ 
よ 。 こ は お 前 達 の た め に 最善 な り 、 も 
し お 前 達 理解 する な ら ば 。 
42. も し 距離 が 短く 、 旅 が 簡単 で あり 
し な ば 、 彼 等 は 必ず 液 に 従っ た 和敬 。 さ 
れ ど 彼 等 は "苦痛 に 耐え る 能 わ ず 。 
され ば 、 彼 等 は 「 我 等 も し 出来 得 た な 
ら ば 、 必ず お 前 達 と と も に 出動 せ し も 
の を 」 と アッ ラー に か け て 誓う で あろ 

。 彼 等 は 己 自身 を 滅ぼす 者 な り 。 面 
アッ ラー は 役 等 が 確か に 嘘つき 
な る を 知る な り 。 

七 項 

43. 次 に は アッ ラー の 御 赦 し "9 あ 
り 。 何故 に 汐 は 、 真実 を 告げ た る 者 が 
流 に 明らか と な り 、 液 が 嘘 を つく 者 を 
知る まで 彼 等 に 許し を 与え た る か ? 


44. アッ ラー と 末日 を 信ずる 者 は 、 己 
が 財 と 生命 を 控 げ て 奮闘 努力 する 


こ と を 免除 され ん と し て 液 に 許し を 
請 い は せ ぬ 。 面 し て 、 アッ ラー は 長 散 


導 た ち を 半 因 し 給 う 。 
45. げに 、 液 に 許し を 請 わ ん と する 者 
は 、 ア ッ ラ ー と 未 日 を 信 ぜ ざる 者 の 


みな り 。 彼 等 の 心 は 疑惑 に 満ち た り 。 


< っ 


まで ーWH lass 

0 
時 2 
si Faust “tit 
3 a 


AN 


} っ て が を タン U アン 
、 ま ふる 51 2J あけ 101 け 3 
IBS TINCT 


RS | 

MI ESY 
RL SSC 
OE EA OE 


Wo 


OR YI EE) 
EEO NT 


d 
4AU 


リ 時 旅 は 険しく 困難 で あっ た 。 ム スリ ム 軍 は 、 非 常に 四 い 気候 の 中 、 強 英 と 対面 する 
た め 、 シ リア の 国境 に 向かっ て 200 マイ ル 程 を 進ま な く て は な ら な か っ た 。 収穫 の 時 


期 で も あり 、 木 々 に は 果実 が 実っ て いた 。 


1189 こっ 


アラ ビア 語 の 表現 で ある アフ ァ ッ ラー フ ・ 


が 衝 し た 独 へ の 許し を 間 味 し て いる の で は な く 、 向 へ の 神 の 愛 と 副 の 表現 で ある 。 
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され ば 、 彼 等 は その 疑惑 の 中 に 揺れ 
動く 。 

46. も し 彼 等 (戦い に ) 出 る 気持 あり 
た れ ば 、 彼 等 は その た め の 準 備 を な せ 
し 管 。 さ れ ど アッ ラー は (その 高貴 な 
目的 の た め ) 彼 等 の 派遣 を 嫌い た り 。 
され ば 彼 は 、 彼 等 を 放置 せり 。 ま た ( 彼 
等 は ) 「 居 残る 者 ども と 一 緒 に 留 ま れ 」 
と 仰せ られ た り 。 

47. も し 彼 等 有 お 前 達 と と も に (戦い 
に ) 出 動 せ ば 、 “お 前 達 の た め に 難儀 を 
増す ば か りな り 。 お 前 達 の 間 で 走り 
り 、 お 前 達 の た め 騒 動 を 望む な り 。 相 
し て 、 お 前 達 の 中 に は 彼 等 に 耳 を 傾け 
る 者 も 在り 。 され ど ア ッ ラ ー は 不義 な 
す 者 ども を 熟知 し 給 う 。 

48. 彼 等 は 以前 に も 騒動 を 望み た り 。 


ど 、 真理 が 到来 し て アッ ラー の 裁き が 
現れ た る な り 。 彼 等 (それ を ) 嫌 うに も 
か か わら ず 。 

49. され ば 、 彼 等 の 中 に は 「 我 に 許し 
を 与え 、 我 を 試練 に 人道 わ し むる な 」 と 
云う 者 あり 。 よく 聞け 、 彼 等 は すでに 
災難 に 陥 に けり 。 耐 し て 、 地獄 は 不信 
者 ども を 包囲 せん 。 

s0. も し 溢 福 を 得 れ ば それ は 役 等 を 
悩ま し 、 さ れ ど も し 溢 に 秋 難 降り か か 
れ ば 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 巴 の 事 を 


0 っ タマ セン タン 4 We 
⑥O93 ぅ プロ ムタ を 
と 


RENE END 


る Ed & デ = る 

た タ の に 人 ls 3 = 05 
2 る ンタ BR ow ン 
@csas1G 32 3 5 


レイ W ッッ っ し Br テー ヒ ン ぞ っ T 
CS YAS 533 SS に 


プイ 2 プラン っ づ ィ 2 ンー 4 クタ 四 
っ SA っ っ 的 3 


ュー ルー ッッ イン 4 っ っ ン と マン る る 
205 A OR ES 9 dl| 
グ 2 8 の タン 
OL le 

ー 


tia ン TE A TG る て 
Ft 生 はい の EYE 


ンー? 


a I S| 
し 0 } a 

OUR Sh 

92 ネン 6 5 タゴ 536 > っ 9 っ コタ ン 
DVIGONI I 8 つこ どっ る 


アコ 


だ Ol BY 


に 


ンー 
ゃ 


て っ イ イィ て ネイ イラ 2 る ライ タダ レッ と 1 2 で 
も Sa EL 


73:119. 
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すでに 用 心 せり 」 と 。 され ば 彼 等 歓喜 ZIRE 
ため っ 919 ks 
し な が ら 背 き 去 る 。 92 


si. 云え 、「 ア ッ ラ ー が 我 等 の た め に USSN 0 
定め た る こと の 外 は 、 如何 な る 災難 も i 

我 等 に 降り か か ら ず 。 彼 は 我 等 の 守護 0 ひ 包 6 2b は 
者 な り 。 され ば アッ ラー に こそ 信ずる の 1 
も の は 信頼 を 寄せ る べし 」。 OV Fo 
52. 云え 、「 お 前 達 は 我 等 に 、 こつ の で 23 え WI し る の 28 
i J 
よう か 0。 我 等 は 、 ア ッ ラー 御 自ら OS OB I ES 3 SS 
0 
し めん こと を 期待 する に も か か わら : 5 
ず 。 され ば お 前 達 待 て 、 我 等 も また お っ <z UI 1% づ 5 GAL 
前 達 と と も に 待た ん 」。 


ダン Ld SA で 


| 6 


2 


時 
53. 云え 、「 お 前 達 た と え 進 ん で 、 あ K 認 3 は うっ E28 
る い は 嫌がっ て 施 そ うと も 、 お 前 達 8 
か ら は 御 嘉 納 せ られ ざる べし すげ ば SGI 


に お 前 達 は 不 従順 な 民 な り 」。 
54. 本 し て 彼 等 の 施し が 御 斉 納 され a 
ざる は 、 彼 等 が アッ ラー 並び に その 使 1 
徒 を 信 ぜ ざる に 他 な ら ぬ 。 ま た 、? 彼 は | わ 4 っ 81Y 
等 は 非常 に 名 情 に 礼拝 し 、 施し を する 、] CN 3 レ 
VR 
時 も し ぶし ぶな り 。 っ 
cs lr on 
8 6 
94143. 


“。 貴 の ムスリム は 戦っ て 死ぬ か 勝利 を 得る か の どちら か で ある 。 他 の 選択 肢 は 残さ 
れ て いな い 。 

1 偽 普 者 に 与え られ る 名 の 性 質 は 特記 に 値する 。 彼 等 に は 久 金 や 禁固 の 処分 は 課せ 
られ な い 。 そ の 他 犯 罪 に 対す る 一 般 的 な 罰 が 与え られ る 訳 で は な い 。 彼 等 は 単に 、 魂 
を 清め る 手段 で ある ザ カ ー ト が 、 彼 等 か ら は 受け 入れ られ な いと 言い 渡さ れる 。 この 
こと は 、 聖 預 言 者 と 偽善 者 送 の 取引 は 、 金銭 や 世俗 的 な 事情 で 伝え られ た も の で は な 
いこ と を 示し て いる 。 
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SS. され ば < 彼 等 の 富 や 子女 は 汐 を 第 243YIY3 za 
憎 さ せる な か れ 。 り c ア ッ ラ ー は それ A 
に よっ て 現世 の 生命 の 中 で 彼 等 を 禄 3 うる 3 し) 
し a また 彼 等 不信 者 と し て 死に 去 EC RT 導 

a 11 3 3 
る こと を 意図 する の み 。 2 9 

O03 


SO Cs 彼 等 アッ ラー に か け て 交 
、 彼 等 実に お 前 達 填 の 中 な り と 。 だ が 

の され ど 彼 等 

た だ 膜 病 な 民 な り 。 

57. も し 彼 等 避難 所 や 洞窟 、 ま た は 潜 

り 込 むべ き 所 を 見 出せ ば 、 彼 等 必ず 逃 

走 し な が ら そ こ へ 向う な り 。 

S8. また 、 彼 等 の 中 に は 施し の こと に 

関し て 2 液 を 非難 する 者 あり 。 彼 等 も 

RN は 、 彼 震 は 


ら は ば 、 彼 等 は 直ぐ 慣 る な り 。 
s9. され ば 、 も し 彼 等 アッ ラー 並び に 
その 使徒 が 彼 等 に 与え し も の に 満足 


ン B ぅ > 4 ラ 人 ラグ ダグ 
レビ 5 やら じ 92 の 0 


I EL Oe 5 
OR I II IE 
I ン 
2 3 つう うろ うら 1 
OOS A 


っ ブン 


a tT 4 っ 
1 ス 8) bB 5 うう 2 5 


To Ba od MI 
し て 、 云い た れ ば な し 「 ア ッ ラ ー が 我 2 っ UK<1L3 計 有 だ 9 
僅 に は 万 全 な り 。 アッ ラー は 必ず その の の に 3 : 4 
a (は RG と 69 li ば) 《 A 3: sal 
皿 鈴 の 中 か ら 我 等 に 与え ん 、 その 使徒 

、 の 時 どり 
も また 。 げに 我 等 は アッ ラー に 懇願 し \ OE, 
泰 る 」 と 。 
9:85.79:79. 

すう 2 偽善 者 達 は 、 富 や 子供 達 な ど 、 彼 等 が 戦闘 に 赴く こと を 控え る 理由 に し た も の が 、 


人 と っ て 非常 MM 
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八 項 
60. げに 施し は や 93、 貧 者 、 困 喘 者 、 ck に 5 20 る 3 
その (施し の ) 業 務 に 失 わ る 人 々 、 そ の 。 の 


RE % プ 1 イン オン イラ の 
を 慰め る 人 々 、 身 代 全 、 負 位 者 の 下る 388 El 
済 、 ま た アッ ラー の た め 、 並び に 旅人 0 9 CX 0 
の た め に あり 。 こ は ア ッ ラ ー よ り の 規 


定 な り 。 面 し て 、 アッラー は すべ て を OL を ss lS 
深 知 し 、 賢 哲 に ま し ます 。 a っ |< 
61. また 、 彼 等 の 中 に は 預言 者 を 悩ま 398 GIIokktS1G<EUIP ど ジ セ 
し 「 彼 は 耳 に 過ぎ ず 」!"* と 云う 者 あ 2 MP IS 
り 。 去 え 「 彼 は お 前 達 の た め に 良い 耳 CO2 の JA な 631J8 = 


な り 。 彼 は アッ ラー を 信じ 、 信者 た ち 。 レン ン < ン 4 

を 信頼 し た り 。 ま た “お 前 達 の うち 信 53 od 3 
じ た る 人 々 の た め の 慈 悲 な り 」。 さ れ 前 | EN A dt 
ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 を 傷つけ る 者 ども が 0 YA RS 
に oo し い 責 韻 苦 あ り 。 © の ご は e AN) シン 


62. ? 彼 等 は お 前 達 を 喜ば し めん と し 引っ 2 る 0 37400.6585 く 
て アッ ラー に か け て 宣 堆 す 。 さ れ ど 、 Ns で 2 0 ーー 
も し 彼 等 信者 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに 18012 ぅ うお 01、 ま 1 計 だ う 9 
その 使徒 を 喜ば し お る こと こそ 最も 呈 
正 し け り 。 円 Ds 


99:128: 21:108. P9:96, 


28 ここ と で サダ カー ト と は 、 義 務 的 な 施し 即ち 、 ザ カー ト を 意味 する 。 当 節 で は ザ カ 
ー ト が 施さ れる 人 と その 目的 に つい て 規定 し て いる 。 (1) フカ ラー( そ れ は 彼 の 脊椎 を 
折っ た こと を 意味 する ファ カラ と いう 語源 に 起因 する ) す な わ ち 、 貧 し さや 病 で 打ち 
ひし が れ た 人 々 。 ⑫② マサ ー キ ー ン (働く 能力 が ある の に その 法 を 知ら な い 人 々 の 
意 ) (3 う ) ザ カー ト を 集め た り 、 教 えた り 、 そ の 他 こ れ に 類する 仕事 を する 人 々 。 (4④ 新 
し く 改 宗 し た 、 お 金 に 困っ て いる 人 々 。 ($) 奴隷 、 捕 虜 、 そ の 他 自 由 に な る た め に 保 
証 金 を 要求 され た 人 々 。 (6) 借金 を 払え な く な っ た 人 々 や 事業 に 和 失敗 し た 人 々 。 ⑦) 
立派 な 理由 が ある 場合 。(8) 旅 の 途中 で お 金 が な く な っ た 人 、 知 識 を 求め て 旅 を し て 
いる 人 、 社 会 的 関係 を 広げ る た め に 旅 し て いる 人 。 

、 ウズ ン ( 本 来 の 意味 は 「 耳 」) と は 他人 か ら 聞い た こと を 何で も 信じ る 人 の 意味 で 
あり 、 聖 預言 者 を 中 傷 す る 人 々 が 、 預言 者 を 軽 蔵 し 、 見 く び っ て 話す の を 聞き その 話 
が 正しい と すぐ 信じ 、 単に 聞く だ け の 道具 と 化し て いる 人 の こと を 指し て いる 。 


326 


九 章 アッ タウ バ AcTaubah( 改 惨 ) 十 人 
63. 彼 等 知ら ざる か ?2 ア ッ ラ ー 並 び 40 G3 2 1 1 
に その 使徒 に 反抗 する 者 あら ば 、 彼 に 029 200 の 1 

ンタ タッ 4 安 CE MT で 6 っ イデ テン 
は 地獄 の 業火 ある を 。 彼 は その 中 に 住 GO だ な つも 96 0 だ う 5 


と 


み 留 まる な り 。 そ は 大 いな る 屈辱 な り 。 OLA GE 3 
64. 偽 信 者 ども は 、 そ の 心中 に ある も gE J OD 3288 3325 
の を 彼 等 に あ ば き 出す 一 童 が 啓示 さ  ,」  。。. A 
れ は し な いか と 恐る P95。 云え 、「 激 の っ 5 の の っ る うつ 5 


等 史 笑 せよ ! アッ ラー は 確か に お 前 タラ イラ <1 

達 が 入 る る も の を 明る み に 出 さん 」。 
65. され ば 、 光 も し 彼 等 に 問わ ば 、2 彼 ざし 31 すれ お 対 ま 43 じ 、 し 5 
等 必ず 云わ ん 、「 我 等 は た だ 無駄 話 を 。 」 , a 

し 、 遊 び 戯 れる の みな り 」 と 。 云え 、 1 ー ろ いら うつ の ed 
「 お 前 達 は 、 ア ッ ラ ー や その 紳 兆 、 普 22 が 0 な りら 
びに その 使徒 を 表 笑 し た る か ? 0 つめ むつ の うる と つう 
66. “云い 訳 は する な 。 ね 前 達 は 確か に 35 ふう 4 そっ 1 る 13 所 Y 
その 信仰 を 受け 入れ た 後 また 不信 に し 8 ょ 」。 
転じ た り 。 た と え わ れ ら が お 前 達 の ーー 8s つっ) っ SS) 


部 は 落 せ ども 、 他 の 一 部 は 懲 ら し め に きら AL5 P 拉 ア シン 80 と 2 w 
Bed wh 
ん 。 な ん と な れ ぼ 彼 等 は 確か に 犯罪 者 つう 


: 

PS 

と 。 

E 
i 
に 
き 


な り た る が 故に 」。 3 DR 


九 項 
67. 男 の 信 信 者 ども も “""、 女 の 偽 人 で うろ 025 る あの 3 
者 ども も 皆 互い に 関連 ある も の な り 。 る ン ンー ラ ンタ ン と レナ がり ン ュ イン の 2 
彼 等 は 悪 を 勧め 、 普 を 妨げ 、( ア ッ ラ GPO982 う 2 


58:6、21. 12:45. (36:8, 


198 実際 に は 偽善 者 は 、 聖 預言 者 を 神 の 啓示 を 受け た 者 と 信じ て いな か っ た の で 、 そ 
の よう な 恐れ の 念 は も た な か っ た 。 当 節 で は 偽善 者 の か ら か いや 喘 笑 の 皮 上 肉 な 面 を 示 
し て いる 。 

"や ム ナ ー ブ フィ ク と は アル ・ ナ ファ ク が 語源 で あり 、 地 中 に ある 穴 や 通路 が 、 穴 を 通 
じ て 他 方 の 端 に 続く こと を 意味 し 、 ア ン ・ ニ ファ ー ク と は ある 扉 か ら 信仰 に 入り 、 別 
の 扉 か ら 出 て 行く こと を 意味 する (Aqrab より )。 
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アッ タウ バ ArTaubah( 改 惨 ) 九 党 


ー の 道 に か け て 費やす こと に ) そ の 手 
を 閉 ず 。? 役 等 アッ ラー を 忘れ た り 。 
され ば 、 彼 も また 彼 等 を 忘却 せり 7。 
げに 偽 信者 ども こそ 人 在 従順 な り 。 


68. ? ア ッ ラ ー は 男 の 偽 信者 ども 、 女 の 
偽 信者 ども 、 並び に 不信 者 ども に 地獄 
の 業火 を 約 東 し 、 彼 等 は その 中 に 住み 
留まら ん 。 は 彼 等 に は 上 分 な り 。 ま 
た 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 呪 衣 せ り 。 され 
ば 、 彼 等 に は 永 功 の 責 苦 あら ん 。 

69. お 前 達 以前 の 民 の 如く 、 視 等 は 力 
に お いて お 前 達 より 強く 、 財 産 と 子女 
に お いて も より 豊か な りき 。 彼 等 は ロ 
が 福 分 を 歓楽 し た り 。 お 前 達 も また お 
AN 人 


前 達 は 役 和 の 99KWCN し な < 
無駄 話 に 過 消 せり 。 1 等 の 者 こそ 
RR 
の 所 業 は 無益 に 帰し た り 。 また 、 こ れ 
等 こそ 損失 する 者 な り 。 


70. “ 彼 等 以前 の 人 々 、( つ まり ) ノア 、 
アー ド や サム ー ド の 民 、 ま た アブ ラ ハ 
ム の 民 や マ ド ヤ ン の 住民 、 並び に 減 記 
せる 幾多 の 序 の 消 


息 が 彼 等 に 達せ ざ 


3 ちる 1 の ある あう し 3 め 3 
ECU 時 2 
OO 

SCALE GREE IES 
その GC ! KS 
ある et 2 Ed eid 


A デ 


Pr Ca ER 


ン 


Le 3 i 
IT イマ っ ブレイ 2 * 2 ブー タス る ーー 
CI) 本 の 


[GR グ ンー る * っ ws プロ ルン 5 イッ アグ 
CI 22 に SI こと く 
ラー ュー と IT ゴン 
6 


6s9:20. 74:146.71S:106. 14:10; 30:13-13. 


197 ニス ヤー ン の 一 般 的 な 意味 は 「 忘 れる こと 」 で ある が 、 実際 に は 人 や 物 に 関し て 


考え る こと を 止め た り 、 記憶 し て いな か っ た り 、 
味 す る 。 神 に 関し て 用 いら れる と き は 、 


と と を 意 


ND た り 、 本 昨 0) ろ い 


関係 を 絶っ た り 、 神 が 愛 と 思い や り の 心 で 人 間 の こと を 考え る の を 止め る 意味 と な る 


(Mufradat より )。 
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り し か ? 1 彼 等 の 許 に は それ ぞ れ の で 25 と 5 
便 徒 た ち が 明 証 を 携え て 来 た れ り 。 さ 。 。 3 
れ ば 4 アッ ラー 條 等 を 不当 に 扱う に 大 1 と いこう 


ず 、 され ど 彼 等 自 ら 己 を 不当 に 扱う な 22301 = 13 2 る く ト じ 0 
りき 。 お 


EH 
1. 耐 し て 、 男 の 信者 た ちと 女 の 信者 る し La 0 5 
た ち は お 互い に 仲間 な り 。 ヶ 彼 等 は 善 。 9 2 とう は 08 ち 区 5 アコ 


2 


を 勧め 、 悪 を 禁じ 、< 札 拝 を 居 ぎ ぎし 、『 て 


4 喜 捨 を 払い 、 BOT ッ ラー 6 Mo か ss El 


の 使徒 に 従う 。 これ 等 の 人 々 に DN 
1 っ 3 人 0 に つの 5 6 22 A 
ラー 大 & 皿 折 に は A A TT ゴ 
ラー は 威力 に し て 、 賢 折 に まし ます 。 18) | < そい 
2 Rs Py 

Os 


上 } 
72. 7 アッラー は 男 の 信 者 と 女 の 信 者 ン と Si は る 3 
た ち に 、 河 川 流 る る 楽園 を 約束 せり 。 he NY 
彼 等 その 中 に 永遠 に 住 せ べし 。 ま た は っ EE 


と ね 

永遠 の 園 の 中 に ある 快適 な 住居 を も 。 エー ンー を ルン (の 
に ー er DNE CS II EA 

され ど 、& ア ッ ラ ー の 御 満 悦 は 最も 供 プー 

0 ーッ L TRS お lb a tt t 8 を ン 

大 な り 。 そ は 至上 の 成就 な り 。 の うく 1 こま の 122)5 


十 項 


73. “預言 者 よ 、 不 信者 ども や 偽 信者 と <:。 < RS Ea 87 
Ols IA KL 
戦え や 。 ま た 、 彼 等 に 対し て 厳し く 2 ご 8 人 


0:45: 29:415 30:10.23:105.11L 7:158: 9:112: 31:18. 2:4 を 参照 . の :44 を 参照 “8:2 を 参照 . 26 を 参照 
83:16: 5:3: 9:22: 37:21. 766:10. 


198 ソ ドム と ゴモラ (創世 記 19:24、25)。 こ の 場所 は 死海 で ある と 考え られ て いる ( ユ 
ダ ヤ 教 百科 事典 ソドム 項 で 見 よ )。 聖 クル アー ン で は この 地 が 、「 今 な お 存在 する 路傍 」、 
又は その 付近 に 位置 し て いる と 語っ て いる (15:75-77) 。 

99 ジハード (ジャ ハ ダ を 起源 と する 不定 名 詞 で 、 彼 は 目的 に 能力 の 限り 、 一 生 懸 命 


329 


十 傘 
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あれ 。 耐 し て 彼 等 の 住居 は 地獄 に し EE I gk BE 
て 、 な ん と 悪し き な る 帰 所 か な 。 

Ns x デル ニー グ 
@ ら 39 に る 5 
24. 彼 等 は アッ ラー ー の 御名 に か け て 科 IE そい RE 


條 等 が 何 も 云 わ ず と 誓う 。 事実 は 確か 
層 叶 言葉 を 云え し に も か か わ 
ら ず 。 され ば 彼 等 イス ラム に 帰依 し た 
後 ま た 不信 せり 。 また 彼 等 は 達成 し 得 
ざり し こと を 謀っ た り 。 彼 等 が 信者 に 
恨み を 抱き た る は 、 た だ アッ ラー 並び 
に その 使徒 が その 恩 久 に よっ て 彼 等 
を 富 ま し め た が 故に 過ぎ ず 1290 され 
ど 彼 等 も し 改 俊 する な ら ば 、 そ は 彼 等 
の た め に 最 癌 な り 。 され ど 役 等 も し 背 
き 去 ら ば 、 アッラー は 痛ま し い 貢 苦 を 
以 っ て 彼 等 を 現世 に お いて も 来世 に 
SO 


の 

75. され ば 彼 等 の 中 に は 、「 も し 彼 
( 主 ) が その 恩 籠 を 我 等 に 垂れ 給 わ ば 、 
我 等 は 必ず 施し を 行い 、 且つ 我 等 は 必 
ず 義 人 と な らん 」 と アッ ラー と 約束 
せ し 者 あり 。 

76. され ば 役 ( 主 ) が 彼 等 に その 思 鐘 
を 垂 る る や 、 彼 等 それ を 惜しみ 、 忌避 


ょ 6 の に らら Rr 3 9) 3 | を 


ン 
|2 お ビ NC ve 1 る 3 


は 95 TE AO 


0、3 CT 区 2835 
GE YS 


SY 

2 < 1 っ 28 1324 
20 MA の 4 
“p34 3 2 ころ) A る る 


4 


RICKPNEG 記 を SA UTE 


M も <] 


し な が ら 背 き 去 れ り 。 OO 
の カ し た こと を 意味 する ) は 、 聖 クル アー ン の 中 で 一 般 的 に この よう な 意味 で 使わ れ 


る 。 預言 者 が どの よう う に 間際 の か の 
に も 述べ て いな い 、。 事実 問 斉 者 は 偽善 者 に 戦い を し か ける よ 


う に 暗示 する も の は どこ 
うな こと は な か っ た 。 


1200 品名 言 者 が メデ ィ ナ に 来 て か ら 町 は 賑わい 、 商 売 
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記載 は な い が 、 武器 を 取っ て 戦う よ 


は 繁盛 し 、 市 民 は 豊か に な っ た 。 


九 章 アッ タウ バ AcTaubah( 改 惨 ) 十 谷 


77. され ば 役 は 、 彼 等 が アッ ラー と 会 
う 日 まで 彼 等 の 心 の 中 に 偽善 を 抱 
か し め た り 、 役 等 が アッ ラー と の 約 
東 を 破り 、 且 つ 彼 等 が 嘘 を つい た る 
が 故に 。 

78. 役 等 は 、“ ア ッ ラ ー が 彼 等 の 秘密 
も 、 その 仙 談 も 、 熟知 し 給 う こと を 知 
ら ざ り し か ? 


79. ? か か る 者 ども は 、 信 者 た ちの うち 

進ん で 善 を な す 者 を 非難 する な り 。 ま 
た 、 己 の 労力 で 得 た も の 以外 に 何 物 も 
持た ざる 人 々 を も や 9 され ば 、 彼 等 
は これ 等 の 人 々 を 喘 笑 する な り 。 アッ 
ラー は その 喘 笑 を 彼 等 に 返 報せ ん 。 ま 
た 、 彼 等 に は 痛ま し い 貴 苦 あ らん 。 


請う まい が 、 汐 た と ぇ ヒ 「 拉 役 等 の た 
め に 赦し を 請う と も 、 アッラー は 決し 
て 彼 等 を 落 さ ざる べし や や %。 こ と は 彼 等 
が アッ ラー と その 使徒 を 拒否 せ し が 
故 な り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 不 従順 な 
i 


Pg RIG iE 
525 NIRETE, SE 

時 2 
2 る 5 5 0 125 3 
らい DW 


セル 


eI OIL 33J 
で 25 ご て 3 3 マメ 


ペン の 


つう 486 
+ 


I SS 
OTISE 
OSY RS 
2 る 
625 る 3 し そお 3" ょ る 爺 


EY RG だ う 5 
ド と ノレ | 


< ORE 
TW ンー ン 


ラグ 
3 


96:4: HH:6: 25:7; 28:70. 729:58.<63:7. 


2 貧し い イ スラ ム 教 徒 ア ブー・ ア キー ル は 


の 稼ぎ の すべ て で ある 少量 の ナツ 


メ ヤ シ の 実 を 神 に 捧げ た が 、 そ の 貧弱 な ささ げ 物 で 偽善 者 に あざ けり を 受け た 。 
1202 上 革 十 」 と いう 数 に は 特別 な 意味 は な い が 、 滅 びる こと が 運命 づけ られ て いる よ 
うな 偽善 者 は 、 何 度 預 言 者 に 許し を 請う て も 決し て 許さ れ な いこ と を 強調 する た め に 


使わ れ て いる 。 
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十 谷 アッ タウ バ AcTaubah( 改 惨 ) 九 章 
ET 

81. “残留 され た る 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の PP 

使徒 に 反対 し て 、 自分 が 家 に 塗 せる を も 


喜び て 、 己 が 財産 と 生命 に よっ て アッ 
ラー の 道 に か け て 奮闘 努力 する こと 
を 嫌い た り 。 ま た 彼 等 は 云え り 、「 人 鱗 
里 の 中 に 出陣 する な 」。 云え 、「 地 獄 の 
火 は 更に 強烈 な り 」。 も し 彼 等 理解 し 
得 な ば ! 


82. され ば 役 等 は 笑い を 少な くし 、 大 
い に 泣 く 徐 や 8。 彼 等 が 稼ぎ し も の に 
対す る 応報 が た め に 。 

83. され ば も し アッ ラー が か 溢 を 彼 等 
の 一 味 の と ころ へ 返さ せ 、 彼 等 は 汐 に 
(戦い に ) 出る よう に 許し を 願わ ば 、 去 
NE 
い に 」 出 る 能 わ ず 、 ま た お 前 達 決し て 
我 と 共に 敵 と 戦う こと 叶わ ず 。 実に お 
前 達 は 最初 に ( 家 に ) 座 せ る を 選び た 
り 。 され ば 、 今 残留 者 ども と 共に 邊 せ 」。 
84. また 役 等 の うち 誰か が 死す と も 、 
梁 決 し て 彼 の た め ( 葬 儀 の ) 礼拝 を す 
る な か れ 、 ま た その 墓 に (お 祈り の た 
め ) 立 つ な か れ 。 ば げに 彼 等 は アッ ラー 
並び に に その 使徒 を 拒否 し た り 。 また 、 
彼 等 不 従 順 な 者 と し て 次 し た り 。 

85. 2 面 し て 、 彼 等 の 富 や 子女 は 梁 を 驚 
慢 さ せる な か れ 。 げに アッ ラー は それ 


FE We 

3258 PT 
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0 

FPS 
の 月 に まあ さい ie 
の MCN が EICYKG ど の コ ビラ ーー 
OI おろ うっ 31 3 と 


(ok と 1338 32353 < 


レ 
る ネイ ンー ンー 


4 
wel oi 


に 


05 5 じ 344 だ う 5 


29:87, 93. 29:55. 


1203 当 節 で は 命令 的 な 意味 が な いこ と は 明らか で ある 。 た だ 偽善 者 は 速 か ら ず 、 泣 か 
な けれ ば な ら な い 日 が 来る と 預言 し て いる だ け で ある 。 
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九 間 


アッ タウ バ At-Taubah( 改 秋 ) 十 伏 


に よっ て 現世 で 役人 等 を 六 し 、 また 彼 等 
不信 者 の まま 死に 至る こと を 意図 す 
る の み 。 
86. また 、 | アッ ラー を 信じ 、 ア ッ タ ラ 
ー の 道 の た め に その 便 徒 と 共に 書 
努力 せよ 」 と の 一 章 が 啓示 され る や 、 
役 等 の うち の 富裕 な る 者 は 液 に 許可 
を 願い 出 て 、 云 う 、「 我 等 に 許し を 与 
え 、 我 等 家 に 條 せる 者 と 共に な らん 」 
1204 
87.“ 彼 等 は 後に 残留 する 女 ど も と 共 
に な る こと を 好み た り "9"。 面 し て 、 
ヶ 役 等 の 心 は 封 ぜ られ た り "9。 さ れ 
ば 彼 等 理解 し 得 ざ る な り 。 
88.“ さ れ ど 、 使 徒 並 びに 役 と 共に 信 ず 
る 者 は 、 アッラー の 道 に か け て 己 が 財 
産 と 生命 に よっ て 閣 闘 努力 す 。 これ 等 
の 者 に こそ さま ざま な る 善 あり 。 また 
れ 等 の 者 こそ 成就 者 た らん 。 


89. “アッ ラー は 彼 等 の た め に 河川 流 
る る 楽園 を 用 意 せり 。 彼 等 その 中 に 
永遠 に 住ま ん 。 そ は 至高 な 成功 な り 。 


3 9 しめ っ る SC ご IS 
6 っ 2 24 ご 3 っ タン タブ ライ る 


|< 近い LG タ > 1 し ぅ > プン 
こ J153JI2 1 お 55 、 つ UI うう 
E04 0 


人 1 イン ル > 2 3 
E22 io RI 

io み ーーー リラ る タイ て 

スペ マロ 9 5 お ね 2 


dR 
EI | 
A a CRY 
Ob 


に 


! 


99:81、93.96:26: 63:4. "8:75: 9:41, 111: 61:12.、 


に 偽善 者 に よっ て 詰 され た と と る 必要 は な い 。 彼 等 は た 


1204 と 


葉 は 必ず し も 実際 


の :26 を 参照 . 


だ 、 後 に 居 残 る よう に 色々 な 言い 訳 を 持っ て 融 言 者 の と ころ へ 来 た 様子 を 表わす た 


め に 使わ れ た だ け で ある 。 

1299 ハ ワ ー リ フ (Khawaiif) と は 、 戦時 に 
供 達 ) を 意味 する 。 ま た 、 
1206 注 27 を 参照 の こと 。 


に 居 残 る 者 、 又は 家 や 小屋 に 残る 女性 達 (XX は 子 
悪い 墜落 し た 人 々 の 療 


意味 も ある (Lane より )。 
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十 伏 アッ タウ バ At-Taubah( 改 惨 ) 九 章 
圭二 項 

90. 病 し て 、 砂 漠 の 民 の 中 か ら も 彼 等 93 和 969 232 し 5 

が (残留 する こと を ) 許 され る よう 弁 シン > SN 

偉 する 者 mr が 米 た れ り 。 さ れ は 、 か 。 かつ 34MI2GSosl83 > 


く で て で) アッ ラー 並び その 使徒 に 嘘 を つ < PP た 1 ed 2 MA ーッ 
きた る 者 ども は ( 家 に ) 居 残り た り 。 彼 
等 の うち 不信 せ し 者 ども に は や が て oz 


痛ま し い 責 音 が 降り か か る べし 。 
91. < 弱き 者 、 病める 者 、 並び に 費やす Je A EON 
物 を 持た ざる 者 は 、 役 等 が アッ ラー 並 _- 5 
びに その 使徒 に 誠実 で あり な ば 、 界 は 〇 23 Bb oY EY 
な し 。 善 事 を 行う 者 に ( 符 # め る ) 途 は な CA 


アグ の 
0 1 ント 31 と アン 
し 。 曽 し て アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 とこ 


悲 深く まし ます 。 3 a 3 re sl ) と 
の > う 


92. また 次 の と ころ へ 来 て 、 溢 に 乗る こく <] ES] joe 
も の を 求め た る 者 に も ( 罪 な し )。 液 が a Ye 
「 我 は お 前 達 に 乗せ て や る も の を 都 移っ 41 セス 。 = YES 
合 出来 ず 」 と 云え し 時 、 彼 等 は その 目 oeu ン 52 eo 
か ら 涙 を こぼし て 、 自 分 た ち が ( ア ッ MNO 中 が 
ラー の た め に ) 費やす も の を 持た ざる > eVEt ど A し 
を 悲し みて 戻る な り "5。 


748:IS8. 


7 ム ア ッ ズ ィ ル (Muazzi)) と は 、 ア ッ ザ ラ に 由来 する 言葉 で 、 彼 は 弁解 を し た 、 或 
い W を する ふ ウ を し た か を うす る と の 妥当 な 弁解 を 証明 で き な か っ た : 彼 
怠慢 、 NN NT 
0 こと この 言葉 は 、 義 務 を 果たせ な い 者 が 、 事 実 で は な い 言 い 訳 を する こと を 

意味 する (Lane より )。 


1208 当 節 に 書か れ て いる こと は 誰 に で も あて は まる こと で ある が 、 ここ で は 特に 貧し 
い 七 人 の イス ラム 教徒 に つい て 述べ られ て いる 。 彼 等 は と は て も ジハード へ 行き た が っ 
て いた の で ある が 望み を 達成 する 手段 も 資力 な か っ た の で ある 。 
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アッ タウ バ Ar-Taubah( 改 ) 


93. 責め られ る べき 途 は 、 裕福 に も か 
か わら ず 、 汐 に 免除 を 願い 出る 者 ども 
の みな り 。< 彼 等 は 後に 残る 女 ども と 
共に な る こと を 好み た り 。 耐 し て 、 
5 アッ ラー は 彼 等 の 心 を 封じ た れ ば 、 
彼 等 は 知ら ざる な り 。 


EE I 3 
ns 
EE 
OR Y 243 


人 


94. お 前 達 が 彼 等 の と ころ へ 帰 選 す 選 
る や 、 彼 等 は さま ざま な 弁解 を お 前 達 
に な さん 。 云 え 、「 弁 解 は 止め よ 。 彼 
等 は 断じて お 前 達 を 信 ぜ ず 。 アッ ラー 
は すでに お 前 達 の 実態 を 我 等 に 教え 
た り 。 され ば 、 アッ ラー は 確か に お 前 
CI et ん ea ま & 


ざる Do 1 


滞る し され は 
彼 は お 前 達 に 己 が な せ し こ と を 告げ 
給 う 」 129 が 

95. お 前 達 が 役 等 の と ころ へ 帰 選 す 
る や 、 彼 等 は お 前 達 の 前 で ア ッ ラ ー に 
か け て 偽 言 せん 、 お 前 達 が 役 等 a 
せん が た め に 。 さ れ ば 彼 等 を 上 忌 庶 

よ 。 げに 、 彼 等 は 不 汐 な り 。 ま た 、 i 
等 の 居住 は 地獄 な り 。 彼 等 が 稼ぎ た る 
も の に 対す る 応報 が た め に や 9。 

96.“ 彼 等 は お 前 達 が 彼 等 に 満悦 せん 
が た め に 、 お 前 達 に 骸 言 せん 。 され ど 


っ タッ ン A 5 て IS ター な 606 2 
2 0 を NO 9 
> イン 8 > > に Wj, ” 
lies 133 ング YS dl! 
} ET GL 
II DELI 
ERs ン ン 


Lara CV kt | 
を ーー 9 Se 
olor ] イン 5 る 


っ っ る る レ 3 の 』 5 プル ゥ クン ン 
っ イイ 2 ン う っ 
SE を a ス 絢 
と 4 者 1 ww Fs 
の Le 


Eg @ ン ン 
2} 


る > or er 


CR A 


ら 65 を 2 う 220 So の EN 


<9:79、87. 6:26: 9:87: 63:4. "9:62. 


7 当 節 は 聖 預言 
His 和 れ た 。 
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者 が タブ ー ク へ の 示 征 へ 行っ て まだ メデ ィ ナ に 戻っ て いな か っ た 


アッ タウ バ Ar-Taubah( 改 愉 ) 


た と え お 前 達 が 彼 等 に 満悦 し よう と 
、 ア ッ ラ ー は 不 従順 な る 民 に は 満悦 
せ ず 。 

CN 
て 最も 基 だ し く 、 ッ ラ ー が その 使徒 
ee A 
向 あ り 。 さ れ ど アッ ラー は すべ て を 聴 
き 、 賢 哲 に まし ます 。 

98. また 砂漠 の 民 の 中 に は ( 神 の 道 に 
か け て ) 施 すこ と を 、 上 納金 と で も 考 
え 、 お 前 達 に 災難 が 降り か か らん こと 
を 期待 する 者 あり 。“ 役 等 の 上 に こ 
人 か か らん 。 面 し 
て 、 ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 すべ て 
の 

99. され ど 砂 漠 の 民 の 中 に は 、 ア ッ ラ 
ー と 末日 を 信じ やせ 、 自 分 が 施す も の 
に よっ て アッ ラー に 近づき 、 且つ 預言 
者 の 祝福 に あず か れる 手段 と 考え る 
中 り 。 よ 0 ! RR 


cr 


フ ラー は や が て 彼 等 を その rd 


し めん 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 
慈悲 深く まし ます 。 
十 三 項 


100. 乱 移 者 達 並び に 援助 者 達 の うち 
一 番 先 に 立つ 者 、 ま た 彼 等 に 従っ て 善 
い 振 舞い を し た 者 、 ら アッ ラー は 彼 等 


九 章 
! を 1 内 Ts i? 々 5 く 


ネン タイ イ 43 5 う ええ ラズ タイ ゥ グ 
Oo Fs | 5 
A ダン ン Po 
久 し 3 i の 2 
+ A LG ~~ 


48:7. 058:23: 98:9. 


や やせ 陳 ク ルアー ン は 決し て 無 差別 に すべ て の 人 々 を 非難 し は し な い 。 当 


節 で は 砂漠 に 


住む ピア ラブ 人 は すべ て 悪人 で ある と いう 誤解 を と り 除 こう と し て いる 。 
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九 章 アッ タウ バ ーー ンー 十 一 伏 


を 悦び や 2、 彼 等 も また アッ ラー を 悦 <15 で > ろ 25 ス る 5 人 0 に つろ 5 
び た り 。 ま た 彼 ( 主 ) は 彼 等 の た め に 河 Rk 
川 流 る る 楽 較 を 用 意 せ り 。 彼 等 は その EE YE SS 
内 遠 に 住ま ん 。 こ は 至 高 な る 成就 OL hE 1331 1 3 
より 。 

101. 面 し て 、 お 前 達 の まわ り の 砂漠 ま デ 
の 民 の 中 に は 偽 信 者 も あり 、 また メデ 。 i 1 
レナ の 住民 の 中 に も 災 り 。 彼 等 は 僧 Eo a OS 
に 固 畔 し た り "3。 波 等 それ を 知る ま メラ ィ ェ ル エッ ue f° 2 

い (が)、 われ ら は 彼 等 を 知る 。 われ ら St Oe 
は 彼 等 を 二 度 懲らしめ "9、 然 る 後 に うう る 8 283 妥 こ っ や 


彼 等 は 重責 苗 に 戻さ れん 。 1 計っ 
OEE 16 る 


102. また 他 に 、 自ら の 罪 を 認め た る も 0 2 の D3 
の あり 。 彼 等 は 善行 と 、 他 の 悪行 と を 0 ラン 
科 I じ たり"。 ア ッ ラー は 如 ら く OU に 1EJL2E 


彼 等 に 憐れみ の 顔 を 向け 給 う 。 げ に 


EN | oo 


” 当 節 で は 聖 預言 者 の 最初 の 3 代 の 後継 者 や 彼 の 主 だ っ た 仲間 を 非難 し て いる シー 
ア 派 に つい て 触れ て いる 。 彼 等 に 対し て は 、 強 固 な 論 湯 が な され て いる 


や メディナ の 近く の 砂漠 に 住む 五 つの 種族 つま り 、 ジ ュ ハ イナ 、 RR 
ジャ 、 アス ラム と ギフ ァ ー ル に つい て 特に 言及 し て いる ( マ ア ー ニ ー、3 巻 361 買 よ 
り )。 了 計 の 死後 、 こ れ 等 の 種族 の 中 の 偽善 者 が 結集 し て 、 メ ディ ナ を 襲っ た 
(Khaldun、2 巻 66 買 よ り )。 


” 一 度 」 と は 串 の 方 式 を 意 味 し て いる の で は な く 、(9:126 節 で 説明 され た よう に ) 
その 期間 意味 し て いる 。 と の 語 は 、 偽善 * 者 (よー 年 か ら 二 年 の 期間 に 互 っ て 罰せ られ 
る こと を 意味 し て いる 。 すなわち 、 も し 害 が 一 年 に 一 回 至 る な ら 、 彼 等 は それ を 一 年 
の 間 に 受 ける が 、 も し 一 年 に 一 回 の が 課せ られ る な ら ば 二 年 に 下っ て それ を 受け る 
で あろ う 。 
1219 当 節 は 、 口 実 を し た ムスリム を 指し て いる が 、 そ れ は 彼 等 が 居 残 る こと を 正当 化 
する 根拠 と は な ら な か っ た 。 彼 等 の 数 は 、 諸 説 に より 、7 名 か ら 10 名 と 異な る 。 彼 
等 は 違反 に 対す る 自発 的 な 罰 と し て 、 メ ディ ナ の モス ク の 柱 に 自ら の 体 を 縛り つけ 、 
i 預言 者 に 許し を 求め た 。 聖 預言 者 は 、 神 の 命令 が 無い 限り 
は で き な い と 返答 し た 。 当 節 が 啓示 され た 際 、 彼 等 の 解放 が 命じ られ た 。 
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二 - 合 


アッ タウ バ At-Taabah( 改 愉 ) 


アッ ラー は 條 大 に し て 、 慈 悲 深く ま 
し ます 。 

103. 液 彼 等 の 財産 か ら 施し を 受け 取 
り 、 乏 に よっ て 彼 等 を 清め 、 且つ 浄化 
する な り 。 ま た 彼 等 の (葬儀 の ) 礼拝 を 
せよ 。 げ に 液 の 礼拝 は 彼 等 の た め に 安 
ら ぎ な り 。 面 し て アッ ラー は すべ て を 
聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 
104. 役 等 は 知ら ざる か ?9 ア ッ ラ ー が 
その 僕 等 の 改 惨 を 容認 し 、 施 し を 
御井 納 し 、 ま た アッ ラー は 幾度 も 憐 れ 
み に 立 ち 戻り 、 慈 悲 深 くま し ます こと 
を 。 

105. 面 し て 液 云 え 、「 お 前 達 行動 を し 
続け よ 。 さ れ ば 2? アッ ラー は 必ず お 前 
達 の 所 業 を 見 ん 、 そ の 使徒 並び に 信者 
も また 然 り 。 され ば 、 や が て お 前 達 は 
見 る あ た わ ざる も の と 見 える も の と 
を 知 系 し 給 う 御 方 の 許 に 帰 さ れる べ 
し 。 従っ て 、 彼 は お 前 達 が な せ し こ と 
を お 前 達 に 告げ 給 う 」。 

106. また “で 他 に 、 アッ ラー の 裁定 を 待 
た され て いる 者 16 あり 。 彼 は 彼 等 を 
副 す る の か 、 は た また 彼 等 に 憐 み の 顔 
を 向け 給 う も の や ら 。 面 し て アッ ラー 


九 章 

wn GFT A se > 23g 
HEA EO 
2 AA UR ER っ に 2 2 る づ 


2 
+ の 0 計 - 放 。 ンマ ン 
Ol le ーー まこ 
2 


を っ 2 と お る っ そん っ 
ok 


PP 


ee ol UEC | 
DE pe 

> HI 
っ CE CE 3 


作 」 ン っ ゴ レマン ン エ と ッ コ i タン ン 
OI OK 5 33 だ う 9 
& > 且 CE PVEHIE | 員 


3 A 
rey | ン 5 る > 


Pb s オン 4 
* 


i A 
9 ょ と に go 9 うめ は の 


タラン ルン 5 コン 
は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 。 O ど て 3 


レコ 
て 
z 


EG zie ラン トッ イイ 8 とっ ゃ 衝 ン 
107. また "傷害 と 不信 心 の た め 、 25 35 レラ eu22 Sl 
42:26. 79:94. “9:118. 
1216 彼 等 は ヒ し ラー ル ・ ビ ン ・ ウ マッ ヤ 、 ム ラー ラ ・ ビ ン ・ ラ ビー ア そ し て カー ブ ・ ビ 
ン ・ マ ー リ ク で あっ た 。 聖 預 言 者 は 、 神 の 命令 に 従っ て 、 彼 等 に 関す る 決断 を 発表 す 
る こと を 延期 し た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 
1217 当 人 節 は 、 キ リス ト 教 の 修道 填 で あり 、 イ スラ ム の 大 敵 で あっ た アブ ー・ ア ー ミ ル 


338 


アッ タウ バ At-Taubah( 改 必 ) 


i "人 鈴 


且つ 信者 の 間 を 分 裂 さ せん が た め に 、 
並び に 以前 アッ ラー と その 使徒 と 既 
に 戦っ て いる 人 の 待ち 伏せ の 場所 た 
らし めん が た め に 礼拝 ti) 
る 者 ども あり 。 曽 し て 彼 等 は 必ず 約 

て 云う 、「 我 等 は た だ 普 事 を 意 ie 
の み 」 と 。 さ れ ど “アッ ラー は 断固 と 

し て 彼 等 が 虚偽 な る こと を 立証 す 。 

108. 梁 断 じ て そ の 中 で (礼拝 に ) 立つ 
な か れ 。 げに 最初 の 日 より 9 飯 虚 に 
基づい て 建立 され た る 礼拝 常 こそ 、 

流 が その 中 で (礼拝 に ) 立つ こと が 最 
も ふさ わし い 。 その 中 に は 、 身 を 清め 
る こと を 好 お 男子 達 あり 。 面 し て アッ 
ラー は 自ら を 清め る 者 を 愛し 給 う 。 

109. アッ ラー を 長 れ 、 且つ (その ) お 
悦び を 求め て 、 その 建物 の 礎 を 定め 
た る 者 は 優 者 な る か 、 そ れ と も 侵 触 さ 
れ て 崩れ落ち る 崖 に その 建物 の 礎 
を 定め 、 そ れ と と も に 地獄 の 火 中 に 転 


Lo 3 の 2 約 の EE 
+ で ” ど ~~ グ トン 
OM 3340oAc63 
3 INO TALS 

5 ユン タン 


ンタ ョ ッ ル レン 。。 ぁ 
OOOH 


we 


ン 
23 5 


“63:2, 


に よる 回 預言 者 へ の 陰謀 


わり 、 フナ イン (Hunain) の 戦い の 後に イス i ラビ ア に お 
と を 目の当たり に し て 、 彼 は シリ ア に 亡命 し 、 
助 を 受け よう と し た 。 そこ か ら 、 彼 は メデ ィ の 5 
彼 の 隠れ 家 と し 、 陰 斉 を 計画 する 場所 と する よう に 意 
ミル は この 計画 が 実行 する の を 見 る 前 に クン ニス リー Dh) で 死 


0 
アブ ー・ ア 


に 触れ て いる 。 イス ラム に 対す る 悪 の 陰謀 が 完 


全 に 失敗 に 終 
3 いて 確実 に 発展 し た こ 
電 者 に 抵抗 する た め ビ ザン ツ の 援 
者 に 向け て 、 メデ ナ の 郊外 に 
見 し た 。 し か し 


を 迎え た 。 彼 の # よ 課 者 は 、 1 聖 預言 者 な 、 そ こ で 和 視 福 の 祈 


り を 唱え させ る た め に 招待 し た 。 し か し 神 の 啓 


に より 、 預 言 者 は それ を 禁じ られ た 。 


マス ジ ド ・ デ ィ ラ ー ル の 名 で 知ら れ て いる スシ 聖 預言 者 の 命令 で 火 を つけ 


て 倒壊 され た 。 
31 ラバー の モス クタ の こと で 、 こ 


ち 寄 っ た 所 で 、 そ こ に 建て られ た モス ク で ある 。 然し な が ら 
1 0 は 聖 預 言 者 自ら が メデ ィ ナ に 建立 し 、 


こ は 聖 預言 痢 が メッ カ か ら メ ディ ナ に 行く と き に 立 


、 或 る 有識者 に よれ ば 、 
後 で 「 聖 預言 者 の モ 


」 と 呼ば れる よう に な っ た モス ク の こ と で ある 。 
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落 せ し 者 は ? 面 し て 、7 アッ ラー は 不義 イラ 』 ンタ る 名 ラン AN ネプ 」 ン 

Dee lca YU 5 
な す 民 を 導き 給 わ ず 。 I ウォ 6 


110. 彼 等 が 造り し その 建物 は 、 その 心 
(アッ ラー の 恐れ で ) 千 々 に 引き 裂 か 
れ な い 限 り 、 い つま で も を 彼 等 の 心中 の 
疑惑 不安 の 種 と な らん 。 耐 し て 、 ア ッ 
ラー は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 。 
上 ト 四 項 
111. まこ と に 、 “アッ ラー は 、 信者 た 
ちか ら そ の 生命 と 財産 を 購 え る な 
a その か わり に 彼 等 の た め 楽 園 が あ 
ん 。 ? 彼 等 は アッ ラー の 道 に か け て 
i され ば 彼 等 殺し た り 、 殺さ れ た 
る な り 。 こ は 律 法 、 福 音 ? や ゅ 、 並 びに 
クル アー ン に お ける 彼 御 自身 に 課せ 
NN 
アッ ラー より その 約束 に 忠実 な る も 
Ne 
び し そ の 取引 を 喜べ 。 面 し て 、 これ こ 
そ 至 高 の 成 就 な り 。 
12. 悔い 改め る 者 、“ 崇 拝 す る 者 、 讃 
美 す る 者 、 ( ア ッ ラ ー の 道 に か け て ) 
旅 を する 者 、 御 辞 儀 する 者 、 叩 頭 する 
者 、 療 を 勧め 悪 を 禁じ る 者 、 並 びに 
ア 生生 JBN 


えよ 。 


113. 多神教 徒 の た め に 御 赦 し を 請う 
こと は 、 た と え 彼 等 血 締 の 者 た り と 


| 2 る 9 
に 3 Eh 


Ri 


Cd その 4 
CE RV er 
SE 
| Ss ‘a OD YS 

A Et CP Rg 

OI RN Rt 


6 OGA OE 
929| AD RN 
2 
> お 5 | > っ 5 < ESls 

Oe 5) 
sa» Eb 


24:75: 61:11-12. 23:196: 61:5. 33:36. 3:105, TL U5; 7:158: 9:7 1 31:18. 


1219 律 法 ( 申 命 記 6:3-5) と 福音 


書 ( マ タイ 19:21 及び 、27-29) 。 
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も 、 彼 等 地獄 の 者 で ある こと が 明白 と 
な れる 後 は 、 預 言 者 並び に 信者 の な す 
べき こと に 非 ず 。 


114. 面 し て 、 ア ブラ ハム が 自分 の 父 

の た め に 御 赦 し を 請 い た る は 、 た だ 彼 
が その ( 父 と ) な せ し 約 束 の た め な り 
き "7 ダ 。 され ど 、 彼 ( 父 ) が アッ ラー の 
英 な る こと が 明白 な る に 及び 、 彼 は そ 
れ を 嫌悪 せり 。? げ に 、 ア ブラ ハム は 
心 優 し く 、 寛 容 な りき 。 

115. アッ ラー は 、 人 々 を 導い た 後 、 
彼 等 が 守る べき こと を 明示 せ ぬ 限り 、 
如何 な る 民 に も 迷い を 判定 する に 非 
ず 。 げに アッ ラー は すべ て の こと を 深 
知 し 給 う 。 

116. げに 、 ろ アッラー に こそ 諸 天 と 大 
地 の 王 権 あり 。 0 + え 、 死 を 賜 
う 。 さ れ ば お 前 達 に は 、 ア ッ ラ ー の 他 
SE 
117. まこ と に 、 ア ッ ラ ー は 預言 者 並 
びに 和音 難 な 時 代 に ご" 彼 ! に 従っ た 
避 移 者 達 と 援助 者 達 に 憐 み の 顔 を 向 
け 給 えり や 2、 彼 等 の うち 一 団 の 心 は 


アッ タウ バ At-Taubah( 改 必 ) 


NIE GH 
EE er 


Cd | 
VAY i BES 
イィ ン る A AE LT 


OE 

SV NE Hh) 
oT ES 8 
ら メ 32Y39562 
EA eS 


EGTRRAILLS YS 


19:48: 26:87; 60:5, | 176: 39:45; 57:3. 


229 19:48 節 を 参照 の こと 。 


1223 スリ ム に と っ て これ は 「 苦 難 の 時 代 」 で あっ た 。 タ 


タブ ー ク へ の 遠征 は また 、 ガ 


ズ ワ ト ル ・ ウ スラ ー 即 ち 、 苦 難 の 遠征 と し 知ら れ て いる 。 
1222 ター バ と いう 言葉 は 、 あ る 人 物 に 便宜 を 図る 、 又 は 感謝 する と いう 意味 で あり 、 
聖 預 言 者 や 彼 の 忠実 な 信徒 に 関し て は 、 報償 を 授け る こと な く 許 し を 与え る 理由 が な 


か っ た 。 
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振れ か け て いた が 、 そ れ で も 彼 は その 3238 お 838 お PL じ Skp 
改心 を 容認 し 給え り 。 げに 彼 は 、 彼 等 2 

Ls 1 4 の 5 まる 

に は 非常 に 親切 で 慈悲 深く まし ます 。 こう 9 の っ ょ る や) ょ ee つら ふう 

GZ 

We 


118. 耐 し て 、 後 に 残さ れ た る 三 人 の “者 PH イイ 
に も "で ( 憐 み の 顔 を 向け た り )。 従っ EP NE 
て 、 大 地 が 広大 で ある に も か か わら ea っ 
ず 、 彼 等 の た め に は 、 狭く な り 、 彼 等 ”。。 1 
の 魂 も また 彼 等 自身 に 対し て 狭め る 障 2 gl Es >3 し っ 
な りき 。 され ば 彼 等 は 、 アッ ラー に 紀 a ゴト IN ラン 
る 以外 は 、 ア i gS SAGE 
き を 悟 れ り 。 し か る 後 彼 は 憐 み の 顔 を 
彼 等 に 向け た り 、 彼 等 が 悔 司 せ ん が た 
め に 。 げに アッ ラー こそ 、 幾 た びと な 
く 憐 み に 転 じ 給 い 、 慈 悲 深 くま し ます 
御方 な り 。 
十 五 項 

119. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 5 アッ ラー 万 1 お 29220 283g» MS 

を 異 れ 散 え 。 耐 し て 、 誠実 な た 人 々 と 人 憎 
に な れ 。 OCS みっ 
120. メデ ィ ナ の 住民 や その 周辺 の 砂 て 429 と 22353IUAYOP ビ 
漠 の 民 が 、 アッラー の 使徒 か ら 離 れ て ti 
後に 残り 、 昌 つ 彼 の 生命 より 己 等 の 命 80 S36 EY 


29:106.73:103: 5:36: 39:11; 57:29. 


1223 カーブ ・ ビ ン ・ マ ー リ ク , ヒラ ー ル ・ ビ ン ・ オ マイ ヤ , ムラ ー ラ ・ ビ ン ・ ラ ビー 
ヤ (9:106 節 ) の 三 人 の こ と で ある 。 彼 等 は 熱心 な イス ラム 教徒 で あっ た が 、 タ ブー ク 
の 行軍 に 参加 し な っ た た め 、 聖 預言 者 が メデ ィ ナ に 戻っ た 時 、 三 人 共 徹底 的 な 社会 師 
放 を うけ た 。 その た め 彼 等 は 妻 か ら 別 居 さ れ た と こと も あり 、 こ の よう な 禁 治 産 者 と し 
て の 状態 が 五 十 日 間 も 続 いた 。 その 間 彼 等 は 深く 悔い 改め た の で 許し を 与え られ た が 、 
彼 等 は 迷う こと な く 自 ら の 罪 を 告白 し 、 言い 訳 が まし いこ と は 言わ ず 率 直 で 正直 な 信 
徒 で あっ た た め 、 神 の 罰 を 心 の 底 か ら 深 く 受 け 入れ た 。 大地 は こん な に も 広大 な の に 
その 時 の 彼 等 に と っ て は 、 こ の 世 は 息 の つ まる ほど 狭く 感じ られ た ほど 彼 等 は 心痛 の 
た め や つ れ 果 て た の で ある ( プ ハ ー リ ー・ マ ガー ズィー 書 ) 。 
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を 生ずる の は 正 し か ら ず 。 な ん と な れ 
ば 、 彼 等 は アッ ラー の 道 に か け て 、 渦 
きゃ や 苦痛 や 佐 え に 至る 度 に 、 ま た 彼 等 
は 不信 者 ども を 立腹 させ る 術 を 踏む 
度 に 、 ま た 彼 等 (戦い の 時 ) 英 か ら 利 益 
を 得る 度 に 、 彼 等 の た めそ の か わ り に 
善行 が 記さ れ て いる 所 以 な り 。 げ に ア 
ッ ラ ー は 善行 者 へ の 報奨 を 澤 滅 せ ず 。 


121. され ば 、 彼 等 は 大 な り 少 な り 加 
何 な る 施し を 費やし 、 ま た 如何 な る 谷 
を も 越え る 度 に 、( そ は )“ ア ッ ラ ー は 
彼 等 が な し た る 行為 に 対し て 最善 の 
報奨 を 与え ん が た め に 記録 せら れ た 
る に 外 な ら ず 。 

122. ? 信者 達 全 員 は 一 斉 に 出動 すべ 
き に 非 ず 。 さ れ ば どう し て 彼 等 の 各 団 
の 一 部 が 宗教 上 の 知識 に 習熟 せん が 
た め に 出動 し 得 ざ る か ? や 4 また 、 彼 
等 は 帰 選 し た る 時 己 が 民 に 和 警告 すべ 
し 。 彼 等 を し て (破滅 か ら ) 身 を 守ら ん 
が た め に 。 

十 六 項 

123. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、< 不 信者 ど 
も の うち お 前 達 の 近親 な 者 や と も 


と 1 まち 8 ン プイ ネイ ラン へ イン 
5 6、 つ と Ao し とら Y9 


ンジ 
WE づく ts AT タッ MT 
3 の つじ 5 に る YS の し 


多 。 ラン ン 3 タ 2% ダー レン ンタ ン 
と ン 


I OE YI 
Gb レッ ガン ーッ a 2 g 
a 
8 ッッ セン ッ イ ズ て で 

OL ESDY 


A OREYS 
D0 RE 


A ER OES 
A I EY 
i gata TOU Pe 
0 和 う 


£ 


~~ 


PA 


N16:97-98; 24:39: 39:36. 3:105. C2:19E. 
2 分 弱い 信仰 や 善行 が で き な い の は 、 真 の 知識 が 欠如 し て いる こと が 原因 で あり 、 当 
飾 で は こう いっ た 憎 さ を 取り 除く 方 法 に つい て 述べ て いる 。 砂漠 に 住 せ アラ ビア 人 は 
イス ラム の 教義 に は 全く 無知 で あっ た た め (9:97 節 ) 、 彼 等 を 指導 する 際 の 実際 的 な 方 


法 を ここ で は 論じ て いる 。 


1228 イス ラム 教徒 の 中 に あり 、 共に 暮らし て いた 偽善 者 達 の こと に つい て の 言及 で あ 
る 。 イス ラム 教徒 は 、 彼 等 個人 に 対し て で は な く 、 偽 善 者 と いう 階級 に 対し 戦う よう 
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戦え 。" さ れ ば 彼 等 は お 前 達 の 強 さ を gs 32325133033 UK て 
知る べし 。 曽 し て アッ ラー は 思 散 者 た a 

ちと 備 に ある こと を 知れ 。 eo | 
124. 面 し て 、 如 何 な る 章 が 降 さ れる 人 31 じ 513 


度 に 、 彼 等 の 中 に は 「 之 に よっ て お 前 
達 の 中 誰が その 信心 を 深め た る か ? 」 
と 云う 者 あり 。 さ れ ば 、 信仰 し た る 
者 は 、 之 が その 信心 を 深め た り 。 ま た 、 
彼 等 唐 報 を 得る な り 。 


125. され ど “ そ の 心 に 病 ある 者 は 、 之 
は 彼 等 の 箕 れ の 上 に さら に 機 れ が 加 
わる な り 。 さ れ ば 彼 等 不信 者 の まま 
残す 。 


126. 彼 等 は 毎年 一 度 や 二 度 や % 試み 
られ て いる こと を 見 ざる か ? そ れ で 
も 彼 等 は 改 以 す る こと も な く 、 ま た 中 


告 に 従う こと も な し 。 


127. また 、 如 何 な る 章 が 降 さ れる 度 
に “ 彼 等 は 互 に 目 を 合わ せ て (云う )、 
「 誰 か お 前 達 を 見 て は いま いか ?」。 
然 る 後に 彼 等 は 背 き 去る 。 “アッラー 
が 彼 等 の 心 を 背 か し め た り 、 彼 等 が 理 
解せ ざる 民 な る が 故に 。 


128. げに お 前 達 の 中 か ら 一 人 の 使徒 
が お 前 達 の と ころ へ 来 た れ り 。 彼 は お 


WW 


NS EN 
2 セレ ンプ ラーラ コク ッ ーー っ 8 ン ( イ イ 
PRI ESS 


A 


ス る 502 IS CO ye 913 > 
A GR に RE 


ヒル イー 5 タン ッ EE cs ン の 13- ンタ 
ンー る タン W の っ る 
OY < 988 Y 293 


っ タン ター プ 


っ と お 3 コジ う ス 人 包 < う 当 


48:30.78:3.72:11. の 4:64. “61:6. 


命ぜ られ 、 聖 預言 者 に 彼 等 の 悪 習 や 、 偽 普 的 な 行為 を 訴え 出る こと で 、 彼 等 に 対抗 す 
EC 


1226 5 人 節 は 、9:101 節 を 補足 説明 し て いる 。 
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NN Ee っ Fs ン 2 失 = Nt 

前 達 が 災難 に 遭 え ほめ を 靖 め お 前 較 2 つろ ・ cb つた 
の 幸福 を 願い 、? 信 者 達 の ため 情 け 深 に 

> を ヨ 1227 Fs ん くう ググ ウッ lb に ぅ 4 デ 

く 、 慈 圧 深 い 御方 な り “。 oa I LS EI ORL atl 4 


129. され ば も し 役 等 背 き 去ら ば 、 去 42405 私 スム < は 層 る は 
え 、? 「 ア ッ ラ ー は 我 に 充分 な り 。 彼 12 
の 他 に 神 な し 。 彼 こそ は 我 が 頼り な つう 8 3 ESS を に RY 
り 。 ま た 、 彼 こそ 偉大 な る 玉座 の 主 x 

2 2 | 
な り 」。 & on 


9:61, B39:39; 21:23; 23: 晶 7: 27:27: 40:16. 


1227 当 節 は 、 信 者 と 不信 者 の 両方 に 適用 され る が 、 ど ちら か と 言え ば 前 者 を 指す 。 冒 
i } は 不信 者 に 当て は まり 、 終 わり の 部 分 は 信者 に 当て は まる 。 不信 者 に 向け て 

「 お 前 達 が 災難 に 遭 え ば 預言 者 は 悲し み 、 つ まり 、 お 前 達 が 預言 者 を 様々 な 迫 坦 
ee 彼 の 心 は 人 類 愛 で 満 ち て お り 、 お 前 達 が いか に 迫害 し よ 
うと も 、 彼 に お 前 達 に 対す る 敵意 や 悪意 を 抱か せる こと は で き な い 。 彼 は 非常 に 思い 
や りや 同情 心 が あ り 、 かな 所 か ら 人 浴衣 に 埋 う の を 見 る と と が 耐え ら 


慈悲 に 満ち て お り 、 つま りお 前 悦 の 臣 し みや 悩み を 運ん で } は 有する 。 さら に 、 a 深 
い 父 親 の よう に 、 彼 は お 前 達 を と て も 慈悲 深く 思い や り を も っ て 扱う 」 と の よう に 言 
っ て いる 。 
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メッ カ 啓 示 


当 痢 は メッ カ 時 代 の 後期 に 、 メ ッ カ で 啓示 され た 。 す な わ ち 聖 預 言 者 が メ 
ッ カ に 滞在 し て いた 後半 の 四 年 か ら 五 年 間 の も の で ある 。 何 人 か の 解説 者 た 
ち は 、 い くつ か の 節 は メデ ィ ナ 時 代 の も の で ある と し て いる が 、 こ れ は 中 実 
に 基づい て お ら ず 、 節 の 主 症 か ら 推 測 し て いる も の と 思わ れる 。 当 章 は その 
題名 を 99 節 か ら 得 て いる 。 
主題 

聖 ク ルアー ン の 内 容 を 熟考 する と 、 そ れ ぞ れ の 節 は 相互 に 間 係 が あぁ ちる ば か 
りか 、 各 章 も 前 後 の 章 と 繊細 な 関係 を 持っ て いる こと が 判る 。 そ の 上 、 聖 ク 
ルアー ン の 章 の 一 定 の グル ー プ は 、 他 の グル ー プ と 関連 し て いる 。 従っ て 、 
正確 な 秩序 が 型 ク ルアー ン の 終始 に 行き 理 っ て いる 。 そ の 異な っ た 章 は 、 一 
つ 以 上 に 多く の 方 法 で 関連 し て いる 。 そし て それ 等 の 順序 や 配置 を 考え る と 、 
疑い な く 聖 クル アー ン は 言葉 づか い の 偉大 な る 奇跡 で ある 。 当 章 は 前 章 と 三 


主題 に 言及 され て いる 。 (a) 聖書 の 啓示 と その 否定 (9:127) 、 b) 使徒 の 到来 と 
その 教え に 従う 故に 得 た 恩恵 9:128)。 同 じ 主 題 が 当 章 に 引き 続い て 述べ られ 
て いる 。 それ は 聖書 の 重要 さ を 述 べ (10:2) 、 そ し て それ は 使徒 に 言及 し て いる 
(10:3)。 第 二 に 、 当 章 は 前 章 の 主題 を 完成 させ て いる 。 あ の 章 ( そ れ は 事実 は 
別 の 章 で な く 、 八 章 の 一 部 で ある ) に 於 いて イス ラム の 繁栄 と 支配 の 時 が 到来 
し 、 神 の 約束 は その 栄誉 と 威光 の も と で 履行 され る で あろ うと いう こと に 対 
及 さ れ た 。 そ ね れ 故に 、 信 徒 達 は 彼 等 の 改心 が 容認 され る た め に 自分 の 魂 を 浄 
化す る こと を 訓 成 され た 。 或 る 人 々 の 心 の 中 に 、 彼 等 の 罪 の 極悪 性 逆 に 、 改 
心 は 容認 され な いで あろ うと いう 疑い が 発生 する 可能 性 が ある か ら 、 当 章 は 
その 疑い を 取り 除き 、 そ し て 神 の 慈 韻 が すべ て の 物事 を 超越 し 、 成 就 さ せる 
事実 を 強調 し て いる 。 然 し な が ら 、 そ れ を 魅惑 する た め に 最上 級 の 後悔 が 必 


要 で ある 。 三 番目 に 、 第 二 間 か ら 第 九 草 まで の 聖 ク ルアー ン の 章 の 全て は 一 
つの 主題 の グル ー プ と し て 扱う (実際 は 七 つ の 草 な の だ が 、 つま り 第 九 章 は 実 
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は 第 八 章 の 一 部 で あり 、 その 主題 の 特別 な 重要 性 ゆえ に 分 け て 書か れ て いる )。 
そし て 当 章 か ら 新 し い 章 の グル ー プ が 始ま り 、 第 十 八 章 で 終了 する 。 こ の 第 
ニニ の グル ー プ は 別個 の 独立 し た 主題 を 扱う 。 け れ ど も その 主題 は 最初 の グル 
ー プ の 主題 と 密接 な 関係 が ある 。 最 初 の グル ー プ に 於 いて 、 イ スラ ム の 真実 
さ は 聖 預言 者 と その 仕事 を 照合 する こと に よっ て 立証 され る 。 そ し て 、 そ の 
原理 の 卓越 な 見 解 、 そ の 教え の 優秀 さ 、 真 実 を 求め る 求道 者 達 を 真理 へ 差し 
出す と ころ の 精神 的 知識 の 広 漠 た る 広がり 、 そ し て その 籠 導 が 基づか れる 知 
恵 と その 素晴らし い 影 響 力 に 於 いて イス ラム を 受 納 する こと の 懇 請 が な され 
て いる 。 第 二 番 目 の グ ルー プ は 、 十 凍 か ら 十 八 章 に 包含 され 、 預 言 者 制度 の 
判断 の 基準 と 特質 、 以 前 の 預言 者 た ちの 主張 と その 歴史 、 そ し て 、 人 間 の 理 
性 と 常識 に よっ て 支持 され た 論証 を 参照 する こと に よっ て 、 預 言 者 制度 の 必 
要 性 、 宗 教 の 重要 さと 聖 預言 者 の 出現 の 目的 が 強調 され て いる 。 

この よう に 、 二 つの グル ー プ の 主題 は お 互 に 非常 に 密接 に 連携 、 関連 し あ 
っ て いる 。 た だ ーー つ の 違い は 、 最 初 の グル ー プ は 聖 預 言 者 の 到来 、 又 は それ 
以前 の 預言 者 達 に よっ て な され た 預言 が 機 が 鷹 し て 、 そ の 通り 履行 され た こ 
と が 言及 され て お り 、 聖 預言 者 の 真実 さ を 立証 し て いる 。 第 二 の グ ルー プ に 
於 いて 、 イ スラ ム の 真実 さ は 、 そ の 功績 及び 預言 者 の 身分 の 規範 に 基づき 説 
明 さ れ て いる 。 
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cwe ら い 結 ーー ss 


ユー メス Pi 
節 数 110、 メ ッ カ 意 示 
1. < 林 悲 深く 、 恵 み 週 く アッ ラー の > っ ち 多 し 


御名 に お いて 。 
TT Tn I NEI a 
こそ や 2 知恵 に 満ち た 経典 の 諸 節 ” a "の 
な り 1280. 

3. 7 人 々 に は 不思議 な こと な る か ? わ ほう 961Ccs JUN6P1 
の ちの 一 人 に 、「 人 類 に 1 a 
警告 し 、 ま た 信じ た る 者 に は 、 彼 等 が EN OS 


その 主 の 件 言 上 : で 誠実 に 基 づ く 立 場 1 » i 2 イン ンス ーッ 4 も 5 イ 
BD こら の | 

ある こと の 朗報 を 伝え よ 」 ee て と ウー クト QO 
pd 7 } s 
こと を 。 不信 者 ども は 云え り 「 確 か に OE 8 55J 


こ は 明 販 な 魔術 師 な り 7。 

本 を 参照 11:2: 122: 13:2: 14:2: 13:2. 626:3: 27.2 31:3. 7:64、 70: 30:3. 
1228 3 16 を 参照 
アタ ティ ルカ (Tilka) と は 、 指 示 詞 で あり 、 何 か 遠隔 な も の を 指摘 する 時 に 使用 され る 。 
当 語 は 聖 ク ル ア oO 言 を 包含 する 以前 の 聖典 に お ける 数 々 詩 節 、 そ し て 
玉 ク ルアー ン の 諸 節 に よっ て 、 それ 等 の 預言 が 成就 され た 詩 節 に 言及 する よう に 用 い 
られ る そう で ある 。 然 し な が ら 一 方 、 或 る 注釈 者 達 に よれ ば 、 神 は あら か じ め 書 いて 
ある 完全 な る 経典 を 御 自身 の 許 に 持ち 、 そ の 経典 か ら 時 々 啓示 し た の で ある 。 そし て 
ここ で 言及 され た の は 神 の 許 で 存在 する その 原書 の 聖典 で ある 。 他 の 者 に よれ ば 、 当 
語 は 聖 ク ルアー ン の 遥か に 高い 地位 を 示し 、 そ の 諸 節 の 卓越 さ を 表 現し て いる 


[知恵 に 満ち た 」 と いう 言葉 は 聖 ク ルアー ン の 三 NO 
即ち 聖 ク ルアー ン は 、 (a) あら ゆる 精神 的 知識 の 土台 を 包含 し 、 全 て の 真実 を 教え 込 
ん で いる 故に 、 知 恵 に 満ち て いる の で ある 。 (b) 次 に 、 そ の 教え は あら ゆる 場合 や 
あら ゆる 環境 に 適合 する よう に 表わさ れ て いる 。 (そし て それ は 、 全 て の 宗教 上 の 
違い に 正しい 判断 を 下 し て くれ る の で ある 。 

2 カ ダ ム と は 、 特 恵 、 地 位 、 立 場 を 意味 する 。 ラ フー・ イ ン デ ィ ー・ カ ダム ン と 斉 
う 表 現 が ある 。 す な わ ち 、 彼 は 私 の 許 で 力 と 名 誉 ある 地位 が ある (Lane より )。 
3 当 節 は 次 の よう な 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 道 徳 的 に 堕落 し 、 自 分 を 
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4. げに 、 お 前 達 の 主 は 六 つ の 期間 で た 人 dE 58) 
? 諸 天 と 大 地 を 創造 り 給 え し アッ ラー し し < し 。 。 
な り 232 鱗 殊 る 後に 5 彼 は 玉座 2324 つめ Lo 51 っ 3、 つ 2 つき | 


に 鎮座 し 給 い "3%。 < 彼 は すべ て の 物 ご 4 レト ーッ セテ 2 
i YS Ul 

上 を 規制 統 件 し 給 う “4。 彼 の 件 放し ソン 2 は 
を 得 た 後 で な けれ ば 何者 も 執り 成 ぶる 0 は る 0 a CY 
す 事 を 得 ず 。 これ が アッ ラー、 お 前 達 が 0 の 
の 主 な り 。 され ば 彼 を 崇拝 せよ 。 お 前 O03R VIS 83s 


達 忠 告 に 従わ ざる か ? 
5. * 彼 の 御 許 に こそ お 前 達 が 皆 帰 る な 計る 3 < まる 2) 
り 。 こ は アッ ラー の 真実 な お 約束 な (io 
り 。 げに げ 彼 は 創造 の 源 を 興し 、 移る @ 寺 9 まう て SS 5525) 
後に 芝 を 繰り 返し 1235 給 う 、 信 じ て 癌 + 


2 1 - i Pd 
SAN El 1 
事 を 行え し 者 を 公平 に 報酬 せん が た ラー OD 


ーー あめ > ーー ナー さ = 2 ン Cd LL 8 
め に 。 然 れ ど も 、 不 信 せ し 者 ども に は 、 S88 の に る 
煮え た ぎる 熱湯 と 痛ま し い 責 普 あ る 
7:55: UL:8; 25:60; 32:5. P13:3, 20:6; 32:5. “32:6. 12:256; 32:5. 76:165: 11:5; 39:8.110:35; 27:65; 29:20; 30:12, 28. 


大 切 に し た り 自 信 を 持つ と いう あら ゆる 感覚 を 無く し て し まっ て いる 人 達 、 つ まり こ 
こ で は 不信 者 達 の こと で ある が 、 あま り に も 堕落 し て いる た め に 、 彼 等 の 中 か ら 誰 か 
が 現れ て 、 彼 等 が 落ち 込ん で し まっ て いる 堕落 の 泥沼 の 中 か ら 彼 等 を 助け する こと が 出 
来る な ど と は 想像 も 出来 な か っ た 。 た だ 、 外 部 か ら 現 れ た 誰か に し か 彼 等 の 境遇 を 改 
善 す る こと は 出来 な いと 思っ て いた 。 

1232 注 984 を 参照 。 

23 人 アル シュ と いう 語 は 、 神 の 卓 絶 し た 独占 的 な 大 権 の 属性 を 描写 し て いる 。 こ れ 
等 の 属性 は 、69:18 節 で " 神 の 玉座 の 運搬 者 "と し て 叙述 され た 神 の 類似 ある 属性 に よ 
っ て 宜 言 され て いる 。 注 986 を 参照 。 

1233 注 54 を 参照 。 

1234 陸 彼 は すべ て の 物事 を 規制 統御 し 給 う 」 と いう 言葉 は 、 宇 宙 の 働き と 、 神 が 神 の 
命令 を 果たし 神 の 意志 を 明示 する の に 使う 手段 と を 表わし て いる の で ある 。 

1238 環 世 で の 行動 に 審判 が 下さ れ 、 報 いら れ 、 新 し い 人 生 が 与え られ る の は 死後 だ け 
で は な いと いえ る 。 現世 も 又 、 一 つの 世代 と いう の は 次 の 世代 へ と 引き 継が れ て いく 
た め 、 前 世代 の 人 々 の 良い 行い と いう も の は 無駄 に は な ら な いし 、 次 世代 の 人 々 に と 
り 有 益 と な りう る 。 また 、 サリ ハー ト は 、 正 し く 高 潔 な 所 業 を 意味 する 他 に 、 特 殊 な 
場合 と 環境 で 緊急 事態 の た め に な され た 所 業 を も 意味 し て いる 。 
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う 


べし 、 な ん と な れ ば 彼 等 が 拒否 し た る GO9352CIS いり る 3c 5 
が 故に 。 

6. “ 役 こ そ は 太陽 を 光 の 手段 と し て 創 < て < 2 し の i ES a cA 
り "2%、 月 を 灯明 た らし め 、 ら お 前 達 ie 
年 数 と 計算 を わか らん が た め に 7 Cs co SD 


その 軌道 を 定め た る 御方 な り 。 ア ッ ラ いい i 寺 
30UY ICCA Clls 
ー が 逐 を 創造 せ する は た だ 真理 に 基 づ ヴ ~> > 
くに 外 な ら ず 。 彼 は 知識 ある 民 の た め 。  Gc a DN LEE 


に 諸々 の 神 兆 を 詳 述 し 給 う 。 
7. まこ と に 、“ 夜 と 昼 の 交替 の 中 に 、 3 ほじ に 3 NR り 
また アッ ラー が 諸 天 と 大 地 の 中 に 

側 造 り た る も の の 中 に 、 衝 する 民 の CN し る 4 


= め に 姜 々 の 十 沙 1238_ 2 
め に 諸々 の 神 兆 あり O08 


625:62: TLT. P17:13. 2:165; 3:191: 23:81. 


236 ディ アー と は 、 明 る さ 、 交 く 、 又 は 光り 輝く を 意味 する 。 当 語 は 、 ヌ ー ル と 同義 
語 で ある が 、 何 人 か に よれ ば 、 そ れ は ヌー ル よ り 、 一 層 強 意 の 意味 を 持つ 。 或 る 辞書 
編集 者 は 、 デ ィ ア ー と は 、 ヌー ル と 呼ば れる も の に よっ で 発散 され た 光線 を 意味 する 
と し て 考え る 。 他 に よれ ば 、 デ ィ ア ー は 、 も の 自身 に 依っ て 存続 する 明か り を 意味 し 
て いる 。 た と えば 太陽 又は 火 の 光 で ある 。 そ し て 、 ヌ ー ル は 、 月 の 明か り の よう に 、 
他 の も の に 依っ て 存続 する 明か り で ある 。 すなわち 、 反射 され た 光 の よう な も の で あ 
る (ane 及び 、Aqrab より )。 は っ きり 言え ば 、 デ ィ ア ー は 強い 光 を 物語 る が 、 ヌ ー ル 
は 暗黒 に 対立 する 光 を し めす より 一 般 的 用 語 で ある 。 そ を それ 故に 、 ヌ ー ル が 神 の 種々 な 
名 称 の 中 の 一 つ で ある 。 そ れ は 又 、 よ り 広 い 、 そ し て より 見 識 を 持つ こと と 同時 に そ 
の 意味 深 長 さ は 不変 で ある (Muhit より )。 

297 拓 節 は 、 非常 に 賢明 な 自然 の 法則 を 指摘 し て いる 。 我々 は 一 つの 天体 が 横切っ た 
宇宙 の 大 き さ を 知る の に 、 他 の 天体 と の 位置 の 変化 の 関係 に よっ て 判断 出来 る 。 神 は 、 
我々 が 歳 月 の 計算 を する こと が で きる よう に あら か じ め 太 陽 と 月 の 運行 を 定め られ 
た の で ある 。 云い か えれ ば 神 は これ ら の 天体 に 動き を 与え 、 そ の 運行 を 定め られ た の 
で 、 そ の 動き を 観察 する こと に よっ て 我々 は 一 定 の 歳 月 が 流れ 、 元 の 位置 か ら 動き 続 
けた こと を 知る こと が で きる の で ある 。 あら ゆる 計算 と あら ゆる 暦 は 、 太 陽 と 月 の 動 
き に た よっ て いる 。 月 は 地球 の 回 り を 回 る の で 、 我々 は 月 と いう 尺度 を 知る こと が で 
きる 。 地球 は 地軸 上 を 回 転 し な が ら 太 陽 の 回 り を 回 っ て いる の で 、 我々 は 日 と 年 を 計 
る こと が 出来 る の で ある 。 

2 潮 当 節 の 中 の 「 異 散 す る 民 」 と いう 言葉 は 、 前 館 の 「 知 識 あ る 民 」 と いう 表現 の か 
わり に 用 いら れ て いる 。 な ぜ な ら 昼 夜 の 交替 と いう 自然 現象 は 、 無知 な 人 で さえ 知っ 
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8. げに 、“ わ れ ら と 会 える こと を 期待 | ぁ る 3 る 
せ ず 39 、 現世 の 生活 に 満悦 し 、 之 に 。 


し あら ン デ > シャ ン っ 9 イン ネッ ル ン ロン 2 で デバ 
安 ん ずる 者 ども 、 並び に われ ら の 押 光 ご デジ 5 elpcP CB ob 
に Ey 3 レイ チン a 
を 無視 する 者 ども 、 DR EE 


9 これ ら の 者 ども こそ 、 そ の 住居 は 3 る る 
ご うか _ 
業火 な り 、 彼 等 が 稼ぎ し こと が 故に 。 


10. げに 5 信じ て 普 行 に 勤 し み し 人 々 し 誠 23 128| ご 前 8 
は 、 彼 等 の 信仰 の 故 を も っ て その 主 が 。 し 75 
彼 等 を 正しく 導 か ん 。 至福 の 園 に お い CO2② つ 9 i i 
て 、 河 川 そ の 下 に 流れ る べし 1240_ = の 12 る でる 9 ーー ジン 
J Saade GE | RS 4 


11. そこ で の 彼 等 の 宣言 は 、「 我 等 の s+ | と の 2 が 0 
EN 2 2 る és 9 に ゅ 
アッ ラー よ 1 や 2 千波 は 聖 な り 」 で あり 、 


10:12, 46; 25:22. 5:278: 4:176; 13:30; 14:24; 22:15, 24. 


て いた が 、 神 へ の 異 散 の み が 散 けん な 研究 か ら 、 真 の 精神 的 恩恵 を 生み 出す か ら で あ 
る 。 ま た 、 前 節 で 言及 し た 月 と 太陽 の さま ざま な 運行 の 定め と いう の は 、 一 個人 や あ 
ら ゆ る 人 が 感知 し 理解 で きる ほど 容易 な こと で は な か っ た 。 それ 故 、 知識 を 授かっ た 
人 々 の み が 、 そ れ に よっ て 恩恵 を こう むる こと が で きた 。 そ の 上 、 昼夜 が 交替 する 現 
象 は 、 民 族 の 興亡 に 似通っ て いる 。 栄華 繁栄 の 昼 の 後に は 衰退 と 堕落 の 夜 が 来る 。 永 
遠 の 栄華 を 満喫 し た 民 は 一 つも な か っ た し 、 庫 退 と 堕落 の 暗 聞 の 中 で 了 永遠 に も が き 手 
探り し 続け た 民 も な か っ た 。 あ る 民 は 、 繁 栄 の 昼 を 長く 、 衰退 の 夜 を 短く する こと が 
出来 よう 。 そ れ に 夜 が 来る の を 遅らせ る の も 、 彼 等 の 力 の うち に ある 。 

2 人間 性 の 研究 は 次 の よう な 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 全 て の 人 間 の 進歩 
は 、 希 望 と 、 虹 散 と いう 本 能 に 密接 に 結び つい て いる と いう こと で ある 。 我々 の 最高 
の 努力 は 、 こ の 二 つ の 本 能 の どちら か に 鼓 吹 され て いる 。 あ る 人 々 の 労働 と 汗 は 、 利 
益 と 権力 増大 と いう 希望 の た めで あり 、 他 の 人 々 の 作業 は 越 れ の た めで ある 。 当 節 で 
は 、 これ ら の 二 つ の 階級 の 人 々 に 「 ラ ジャ ー」 と いう 言葉 で 訴え て いる 。 「 ラ ジャ ー」 
と は 、「 望 む 者 、 恐 れる 者 」 の 意味 で ある (Lane より )。 

1240 ここ で 用 いら れ た “タフ トッ "(taht= 下 ) と いう 語 は 、 比 内 的 に 従属 を 示す 。 こ の 意 
味 に 於 ける * 彼 等 の 下 に "と いう 表現 は 、 天 国 の 住人 達 は 、 そ の 流れ の 単なる 借り 人 や 
使用 者 で は な く 、 所 有 者 で あり 、 支 配 者 に な る で あろ うと いう こと を 示す 。 

2 人 1 神 の 栄光 を 讃え る こと は 、 自 発 的 で あり 本 能 に よる も の で ある と いえ る 。 な ぜ な 
ら 、 天上 で は 物事 の 真実 が 人 間 を 導く も の と な り 、 人 々 は あら ゆる 神 の 所 業 は 深い 手 
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ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 凍 
た = ラー リン Eel et GS 
また その 中 で ? 役 <『 の 挨拶! は 、「 平 安 あ メス の ls る 3 2 0 


ON 曽 し て 彼 等 の 宣言 の 
結び は 、「 す べ て の 讃 美 は 森 羅 万 象 の 主 


た る アッ ラー に あり 」 と な る べし 。 
一 項 


12. され ば 、? も し アッ ラー が 、 人 々 が 
富 の 獲得 に 急ぐ 如く 役 等 の 悪行 の 応 
報 を 急ぎ 早め な ば ““、 彼 等 は その 定 
め の 期 間 は すでに 至ら せ た る べし 。 さ 
れ ば 、 “われ ら は 、 わ れ ら と の 会 える 
こと を 期待 せ ぬ 者 ども を その 迷い た 
RN 
市 し て 、 "人間 は 首 ) 苑 に 道 え ば 、 

es 
立 し て われ ら に 祈る な り 。 され ど わ れ 
ら が その 苦難 を 彼 よ り 取 り 除 く や 、 愉 
も その 苦難 に 際 し て われ ら に 祈 ら ざ 
り し が 如く 、 過 ご し 行く 。 か く の 如 く 、 
往 を 越え る 者 ども に は その 所 業 が 礎 
惑 的 に 思わ し め ら れ た り 。 


) 


と レッ イ 。 』 ン も コッ ン る 、 イ 
OR ES RO 


ON rp 


8 


つよ の 1 と さい 
BG 

⑤@9 96 ぐ や 
る 5 に 2 する 36G ダ 2513 


4:24: 36:59, P17:12. “10:8. 30:34: 39:9, 50. 


知 に 基づい て いた こと を 理解 する こと と な る 。 この こと を 理解 する と 、 彼 等 は 本 能 的 


自発 的 に 、 


える こと で 、 彼 等 の 喜び を 表現 する 。 


パウ ハイ ル (Kahir) と いう 語 は 富 を 意味 する こと も ある (Lane より )。 不信 者 
補 が 彼 等 に ふり か か っ て くる の を 求め て いる よう な も の で ある 。 し か し 神 は ゆ 
っ くり 凛 せ られ る 。 も し 神 が 不 信者 達 の 行為 が 受 
いた な ら 、 彼 等 は と う の 昔 に 滅び て し まっ て いた こと で あろ う 。 も し 、 
と いう 単語 を 、 聖 旬 の 中 に ある よう に 「 善 」 
味 に な る と 思わ れる 。 も し 神 が 不 信者 達 を 、 
が 療 を 授け る の と 同じ 程 の 早 さ で な され る な ら 、 不 信者: 


為 は 、 


「 我 等 の アッ ラー よ ! 液 は 聖 な り 」 と 唱え る よう に な る 。 
ずる 者 達 の 行き つく 先 は 、 いつ も 幸福 で ある こと を 示し て いる 。 彼 等 


当 節 は また 、 信 
は 神 の 栄光 を 中 


i 送 の 行 


% け る に 値する 程 急い で 彼 等 を 罰 し て 
「 ハ イー ル 」 
の 意味 に と る な ら 、 当 節 は 次 の よう な 意 
彼 等 の 悪い 行い の ゆえ に 浪 す る の を 、 神 
達 は 、 と っ くに 滅亡 し て し ま 
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14. され ば “われ ら は 確か に 、 お 前 達 
以前 に 幾多 の 世代 を 、 そ の 不義 な し た 
る が 政 に 、 滅ぼし た りき "や 。 その 合 
徒 た ち が 明 証 を 携え て 彼 等 へ 来る に 
も か か わら ず 、 彼 等 は 信 ぜ ざる な り 。 
か く の 如 く 、 わ れ ら は 罪人 ども に 応 
報 す 。 

15. 然 る 後に り わ れ ら は お 前 達 を し て 
彼 等 の 後に 地上 で 後継 者 た らし め た 
り 、 わ れ ら が お 前 達 如何 に 行動 する か 
を 見 ん が た め に 。 

16. 面 し て 、 わ れ ら の 明白 な 神 兆 が 彼 
等 に 読 語 され る や 、“* わ れ ら と 会 える 
こと を 期待 せ ぬ 者 ども は 云う 、「 こ れ 
と 違っ た クル アー ン を 持ち 来れ 、 そ れ 
と も 、 これ を 改 綿 せよ 」 と 。 云え 、「 我 
は 自分 勝手 に 之 を 改 徒 する 能 わ ず 。 
* 我 は た だ 己 に 啓示 され た る も の に 従 
う の み 。 も し 我 己 が 主 に 背 か ば 、 偉大 
な る 日 の 責 苦 を 我 は 遷 る る 」 や 24。 


17. 云え 、「 も し アッ ラー 欲し た り せ 
ば 、 我 は お 前 達 に 交 を 議 せ ず 、 ま た 
彼 ( ア ッ ラ ー) は 之 を お 前 達 に 教え ざ 
る な り 。 まこ と に 、 こ の ( 哨 示 が 降る ) 


1 RS し ざる の イ ュ イッ スン そ イン 
CO SSO めじ JAR35 
ag ュー イ コシ ヤン ン す ララ イィ ン 
本 と を と うと FC 
ラマ と 1 1 と る 4 42 づ ン 
の CSOIRt 人 ICPー ョ ン を 
Oo 

。 2 くも * < ss イニ ン る る 


グン 


ゴー a デュ の オラン 
レバ) ^ タ 0 LA と 】 タン 
COR i っ こう 


デン アデ アン # アイ 。 4 
YRS Eb 
a レコ ss る イラ っ くる - Ei 
EI ES 3 


の 


96:7: 20:129: 32:27.72:31: 7:130.710:8 を 参照 . 7:74. 76:51: 7:204: 46:10. 


懲罰 は 二 種 類 あ る 。 (1) 自然 の 法則 に 違反 する 結果 で ある 懲罰 と 、(2)「 シ ャ リー 
ア 」 の 探 が 傷 選 さ れる 時 に 生ずる 懲罰 と で ある 。 後者 の 懲 昔 は 、 人 々 が 邪 まな 生活 を 
送っ て いる 時 、 又 は 、 彼 等 の 中 か ら 預 言 者 が 現れ る の に 人 々 は 彼 を 拒み 、 彼 の 前 に あ 
ら ゆ る 種類 の 妨害 を な す 時 一 民族 の 上 に ふり か か る 。 この 種 の 懲 軸 は 、 あ る 種 の 特徴 
に よっ て 解り 、 他 の 懲 調 の 方 は 、 た と えば 、 民 族 の 興亡 の よう な も の で ある が 、 こ れ 
ら は 自然 の 通常 の 法則 に 対す る 違反 行為 の 結果 と し て 生ずる の で ある 。 

244「 偉 大 な る 日 の 責 苦 」 と は 、 一 国家 の 災 祥 を 暗示 し て いる 。 
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以前 に も 我 は お 前 達 と 借 に 長い 間 の DRI ys 
= - 生 を 過ごし た り 。 され ば お 前 達 理解 

し 得 ざ る か ?」 7 

18. ? さ れ ば 、 ア ッ ラー に 対し て 虚 叙 を CS 1 よそ っ やっ UP 
提 造 し 、 或 い は その 神 兆 を 虚偽 と みな - VI 
し た る 者 より 基 だ し い 不 義 な す 者 が OO2 ふ 2 おお YA ご やう 
あろ うか ? げ に 罪人 ども は 決し て 成 

功 し 得 ざ る べし 24。 

19. され ば 、 ヶ 彼 等 は アッ ラー 以外 に 、 2 る の か リピ lo 3 TOL や と ひつ) 9 
彼 等 に 利益 も 損害 も 与え られ ざる も 
の を 拝み 、 間 し て 云 う 、「 こ れ 等 は ア ss OR YS 
ッ ラ ー の 御 許 で 我 等 を 執り 成す 者 な SE CI 
り 」 "7。 云え 、“「 お 前 達 は 諸 天 に お し pC EC ss 


いて も 、 また 大 地 に お いて も その 知ら の | oi hl と SC 
ざる こと を アッ ラー に 告げ ば ん と する っ の つう 
か ?」。 彼 は 聖 な り 、 彼 等 が 併せ 祀る も DOR NE EA ラ ゴ 
の より 非常 に 高く まし ます 御方 な り 。 し 


96:22: 1:19; 61:8. 716:74: 22:72; 29:18. “49:17. 


a 預言 者 の 身分 を 主張 する 者 の 真実 性 を 調べ る た め の 確 実 な 基 浴 を 具体 的 
に 表わし て いる 。 も し 預言 才 は その 主張 以前 の 生涯 が 誠実 且つ 、 完全 な る 人 物 で 、 非 
常に 崇高 な 水準 を 示し 、 そ の 期間 と 彼 が 使徒 と な る こと を 主張 し た 期間 と の 間 、 彼 が 
その 優れ た 道徳 の 崇高 な 水準 か ら 低下 し た と 思わ れる 間隔 が な けれ ば 、 彼 が 使徒 と な 
る こと の 主張 も 必ず し も 道徳 の 崇高 な 水準 を 有 し 、 誠実 た る 者 の 立場 か ら 受 け 入 られ 
な けれ ば な ら な い 。 当然 の こと な が ら 、 あ る 行為 の 中 で 、 習慣 や 気質 を 通し て 確信 を 
得 た 人 間 が 、 状 か 悪 か ど ちら か に 大 きく 変化 する に は 、 非 常に 長い 時 間 が か か る 。 そ 
れ で は イス ラム の 預言 者 は 啓示 を 受け る 前 、 全く 公正 な 人 間 で あっ た の に 、 いか に し て 
突然 べ て ん 師 に 変わ る こと が で きた の で あろ うか 。 そ ん な こと は あり えな い の で ある 。 
や 4 当館 は 、 二 つの 永遠 の 真実 を 照ら し 出し て いる 。 (a) 神 に つい て 嘘 を 作り 上 げた 
り 、 神 の 使者 達 を 排 殿 し た り 反 対し た りす る 者 達 は 、 神 の 懲罰 か ら 決し て 逃れ る こと 
は 出来 な い 。 (b) ぺ て ん 師 ゃ 偽り の 預言 者 達 は 、 彼 等 の 伝道 に 成功 する こと は 出来 な い 。 
7 シル クタ (偶像 崇拝 ) の 真 の 原因 は 、 偶像 崇拝 者 た ち が 自 分 が 創造 され た 目的 を 間 違 
えて 理解 し て し まっ た と ころ に ある 。 偶像 財 拝 者 は 、 人 間 と 神 の 美徳 、 ま た 彼 自 身 の 
生ま れ な が ら に し て 神 か ら 授かっ た 偉大 な 収容 力 と 素質 と 間違っ た 概念 を 持っ て い 
る 。 彼 は 、 仲 介 物 の 助け な し で は 神 へ の 通 が な いと か 、 神 は すでに 神 に 近づい た 者 の 
仲介 を 通し て で な けれ ば 人 間 の 所 に 降り た も うこ と は な い 、 と いう 愚か な 信念 を い だ 
いて いる 。 イ スラ ム 教 は これ ら の 観念 に 両方 と も 極度 に 反対 する も の で ある 。 


354 


十 凍 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 一 欠 


レコ ti 
9 


20. 人類 は 唯一 の 共同 体 "な り し 55e5231Y) ZM に つい 人 に ビ 5 
が 、 彼 等 互 に 意見 を 異 に せり や 248。 5 も 本 

くだ i LT う も グ きま 
し 既に 流 の 主 より 陸 さ れ た る (天命 O24 SG 


の ) 言葉 な か り せ ば “4、 彼 等 が 異な イッ イ ンタ ンコ ュ イン ーッ ラオ クン ン 4 ン e g 
は < 8 E00 IS in gad ND 


る こと は すでに 判決 され た りき 。 US 

し か 2 アー タタ ーー デ 人) 
21. 面 し て 彼 等 は 云う 、“「 何 束 に その 1882 に JY の 3355 
主 より 神 兆 が 彼 に 降 さ れ ざ る か ?」。 。 
云え 、「 見 る あ た わ ざる も の は た だ 226 和 0 こ 2 し GS やう 
アッ ラー に の み 属 す 。 され ば 待て 、 \ と し) ほど 3 ン ga っ 放 ン レン 5 
我 も ね 前 達 と と も に 待つ 者 の うち \ Oob 人 つの 


な り 」 1249 
三 項 
と a さ 普 奏 )ー TO ダー ラッ ン gg 多 と 。 ン 4 近 る 2 イイ イル レン 
22. 面 し て “われ ら は 人 々 が 災難 に る っ IE331 1 
壮 い た る 後に 役 等 に 慈悲 を 味わわ 。 」 。 。 . 
た . ee RW レブ tT っ 
し お る と 、 見 よ !* 彼 等 は われ ら の 0S UG 


し る 


し 
神 兆 に 対し て 策謀 する な りや 99。 云 え 、 
2:214. DILL: 20:130: 41:46. 6:38. 430:37; 41:51, 52: 42:49, 8:31; 35:44. 


つ 彼 等 は よこ し まな 考え で 、 神 の 預言 者 達 に 反対 し て 一 致 団結 し た の で あっ た 。 
注 254 を 参照 。 

1248 この 言葉 は 、 次 の 意味 の うち の -- つ ある い は 全て を 示す 可能 人 性 が ある 。 即ち 、 (a) 神 は 、 
正しい 道 を 見 つけ る 能力 を 人 に 与え 、 啓示 され た 指導 を 通し て そこ へ の 方 向 を 示さ れ 
た が 、 彼 等 は その 道 を 捨て 、 誤 っ た 方 向 に 落ち こん で し まっ た 。 (b) 人 は 、 神 の 使者 
達 を 通し て 正しい 道 を いつ も 示さ れ て いる の だ が 、 人 間 達 の 中 で 、 意見 を 異 に し 続け 
て いる の で ある 。 (c) 神 より の 使者 達 に 反対 し て 、 不 信者 達 は いつ も 同じ 道 を た どり 、 
こう し て 一 つの 共同 体 を 形成 する の で ある 。 古来 ずっ と 、 彼 等 は 神 よ り の 使者 達 に 反 
対し 、 意 見 を 異 に し て いた の で ある 。 注 255 を 参照 。 

や 44 [わが 慈悲 は 一 切 を 包容 する な り (7:157) 」 に 言及 され て いる 。 

249 所 節 は 、 不 信者 達 が 、 早 く 懲 罰 が 来 な い の か と 要求 する の に 対し て の 効果 ある 回 
答 を 含ん で いる 。 聖 預 言 者 は 、 彼 等 に 次 の よう に 云う よう に お 告げ を 受け た 。 恐る べ 
き 懲 罰 の 到来 が 遅れ て いる こと に 苦 立 つべ き は 、 彼 等 で は な く 、 聖 預言 者 自身 で ある 。 
と いう の は 、 こ の 遅れ に よっ て あざ けり に さら され て いる の は 了 玉 預 言 者 で あっ て 、 聖 
預言 者 が 神 の 命令 を 辛抱 強く 待っ て いる の に 、 彼 等 が 待て な いと いう の は 如何 な る こ 
と か 。 

"慈悲 は 神 か ら も た ら さ れる が 、 不遇 は 己 の 邪悪 な 行為 の 結果 で ある 。 
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十 be 伏 


ユー メス Yunus( ヨ ナ ) 十 章 


「 ア ッ ラ ー は 策謀 (の お 返 反し ) に お い 
て より 迅速 な り 」 と 。 ば に われ ら の 使 
者 た ち は お 前 達 の 策謀 する こと を す 
べ て 記録 す 。 

23. 役 こ そ は お 前 達 を 陸 に も 海 に も 
旅 せ し む お 方 な り 。 “され ば お 前 達 船 

に 乗る や 、 そ れ ら は 彼 等 を 運び て 順風 
に よっ て 航行 すれ ば 彼 等 之 を 喜ん で 
いる 時 に 、 暴風 婦 ち それ を 襲い 、 波浪 
あら ゆる 方 向 より 彼 等 に 迫り 来 た れ 
ば 彼 等 は 取り 囲ま れ た り と 思い 、 彼 等 
は アッ ラー に 向っ て 、 その た め に 信念 
を 尽く し て 祈っ て 云う 、「 流 も し 我 等 
を 之 よ り 救 わ ば 、 我 等 必ず 感謝 を 捧げ 
る 者 た らん 」 51 
24. 然 れ ど も / 彼 は 彼 等 を 救助 する 
や 、 見 よ 、 彼 等 は 地上 に お いて 不当 に 


も 反逆 する な り 。 改 等 人 々 よ 、 “実に 
お 前 達 の 反逆 心 は 己 自身 に 及ぼ す の 


み 。( お 前 達 は ) 現世 の し ば し の 歓楽 
(を 求め る )。 然 る 後に お 前 達 は われ ら 
の 許 に 帰る な り 。 その 時 われ ら は お 前 


達 に 、 お 前 達 の な せ し こ と を 告げ ん 。 
25. げに 現世 の 生活 は 、 光 っ うれ ば 、 わ 


れ ら が 天 よ り 降 せ し 水 の 如 し 。 され ば 
地上 の 産物 は それ と 混じり 、 そ の 中 か 
ら 人 や 家畜 が 食す る な り 。 従っ て 、 大 
地 が その 装飾 を 身 に まとい 美しく 装 


に | 
ESS 
NG I 
ETS NG 
CE 
a 
a 35 5 


っ 中 BE ok 
Rd 0 
|) XG« て ーー * 
dR 


っ 22YI3 OS A ES ラッ ら 人 8 


dF 上 


ET 


Ck SS 


っ た 5 っ っ a3) 
os 


A CAE EA 
NEC EE 


SS NI A 


917:67: 29:66: 31:33. 717:68: 31:33. “35:44. 7H8.46. 


” 心地 良い 風 が 時 に 激しい 強風 と な - っ て 、 広 範囲 の 破壊 を 招く よう に 、 不 信者 達 に 


許さ れ て いる 一 時 の 休息 は 、 


彼 等 の 破壊 へ の 前 奏 曲 と な る か も し れ な い 。 こ の 明白 な 
真実 を 不信 者 建 に 痛感 させ る た め に 、 航海 の 安楽 と 危険 に 彼 等 の 注意 を 引く の で ある 。 
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い を こら し 、 その 住民 た ち は 彼 等 が を る 必 3 と 3 5 8033 、 ろ | 
bn ち た り と 思う 時 、? わ れ 

の 命令 が 夜 や 昼 に お いて それ に 至 し の! 
A され ば 、 我 等 之 を 刈り 入れ た 
る 畑 の 如く な せり 、2 愉 も 昨日 まで の 
も の は な き が 如 し "2。 われ ら は か く 1L28 る 0 は て AYU る 6 に 
の 如く 考慮 する 民 の た め に 神 兆 を 説 の アー の 
き あ か す 。 @O05 へ の っ 9 の 3 


26. され ど 、 * ア ッ ラ ー は : 平安 安 の 住居 に CA 16 で J DE 132 hls 
召し 給 う や 3。 面 し て 彼 は 己 が 欲す る 


Sat 1 ン } Tn 
も の を 正しき 道 に 導き 給 う 。 er i OT 


27. 9 問 行 を な せ し 者 た ち に は 、 素 晴 ら No し る よる 利く NN 
し い (報奨) “%% と 、 ま た これ に 加 う る スー 9 
も の も ある べし 5.e 彼 等 の 顔 に は 暗 
さも 屈辱 の 革 も な か る べし 。 これ 等 こ 
そ 楽園 の 者 な り 。 彼 等 その 中 で 永遠 に 
住ま ん 。 
28. 燃 る る に 悪 を 稼ぎ し 者 ども に は 、 A 2 
(その 悪事 に 見 合う 応報 あり て 、* 届 辱 9 4 
は 彼 等 を 覆う べし 。 何人 も アッ ラー か の る ty くけ Eo 
ら 彼 等 を 護 ら ざる べし 。 され ば 彼 等 の 


1 イイ る る ラタン 5 ター Ee 


05826 肝 335 
GO 3 は 3 CS 


3:118. P11:69. C6:128. 150:36. “75:23, 24.142:41, 968:44: 75:25; 80:41, 42; 88:3, 4. 


1282 た と え 話 の 中 の 教訓 で は 、 民 族 が お ご り 、 く だ ら な く な り 、 軽 々 し く な る と 、 彼 
等 の 衰退 は 始ま り 、 彼 等 は 悲嘆 に 墜ち る 。 

1299 サ ラー ム と は 、 安 全 、 無 事 、 免 除 な ど を 意味 する 。 又 は 過失 、 欠 点 、 不 完全 、 短 
所 又は 、 悪 癖 か ら 開 放さ れる こと を 示す 。 又 は 平穏 、 服 従 、 天 国 を 意味 する 。 サ ラー 
ム は 叉 、 神 の 名 称 の … つ で ある (Lane より )。 

54 アル ・ フ スナ ー (Al-Husna) と は 、 幸せ な 終わ ちり 、 勝利 、 鋭敏 と 活動 的 を 意味 する 。 
当 節 は 次 の よう な 意味 で ある 。(1) 信者 達 は 幸せ な 終わ り を 迎え る で ある ろう 。0⑫ 彼 等 は 
成功 する で あろ う 。 そ し て (0⑬) 神 は 彼 等 を 洞察 力 が 鋭敏 で 積極 的 に 創る で あろ う 。 
728 ズ ィ ヤ ー ダ ( 加 う る ) と いう 語 は 、 信者 た ち は 神 ご 自身 を 彼 等 の 褒賞 と し て 得 ら れ 
る で あろ う 。 そ し て アル ・ フ スナ ー( 神 を 見 る こと ) と いう 語 は 、 こ の 結論 を 確認 する 。 
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二 一 人 ユー ヌス Yanus( ヨ ナ ) 十 章 
面 は さながら 夜 の 購 間 の 斑点 に 季 わ と <ag1 し kM 
れ た る 如く な る べし "8。 これ 等 の 者 。 。 

こそ 業火 の 住人 な り 。 彼 等 その 中 に 住 2 JI て 2 US ie 3 


み 琉 ま ら ん 。 oc ンジ) 57 で る 8 っ アン し 」 
9500 OLE EI TE 


29. 耐 し て 、“ わ れ ら が 彼 等 を 皆 と も に Cad 5 8 ES 5 
集め ん その 日 の こと を ( 起 え )。 そこ で 」 
われ ら は 併せ 祀り し 者 ども に 云わ ん 、 っ S 96539 っ | 
「 己 が 場所 に 控え お れ 、 お 前 達 並び に の 2 
お 前 達 が 併せ 祀り し も の ども は 」。 然 つ ペ プー" ピコ う て を ーッ 
る 後に われ ら は 彼 等 の 間 を 分 離せ し DO CE ILTG 
むる べし 。 され ば 、 彼 等 の 併せ 祀り し 

も の ども は 云わ ん 、 「? お 前 達 は 我 等 を 

崇拝 し た る に 非 ず 。 

30. され ば 、 ア ッ ラ ー が 我 等 と お 前 達 |: を sz 2 UL Es 
の 間 に 立 証 者 と し て 充分 な り 。 < 我 等 a 
は 確か に お 前 達 の 崇拝 に 関し て 無知 Os SE EEE 
な りき 」。 

31. 4 そこ に て 各 生命 は 己 が 先 に 送り EEC ER EN 
し こと を 悟ら ん "W。 曽 し て 彼 等 の そ < し 。 E R i) 
の 真正 の 主たる アッ ラー の 話 に 引 戻 ひろ Xe すめ 人 0 に うう 9 
され 、 そ の 所 人 造 せ は し も の は すべ て 彼 等 [ る 1 ッ フ ミン 
か ら 消え らん 。 は ASI ts 


26:23: 46:7. P16:87; 28:64. “46:6. 786:10. 


1286 部 節 は いく つか の 重要 な 真実 を 表わし て いる 。 (2) 閣 の 報い は いろ いろ ある (前節 
を 参照 ) が 、 悪 の 報い は 、 悪 と 似通っ た も の だ け で ある 。(b) 神 の 控 を 破る 者 達 は 、 高 
い 理 想 と 高潔 な 野心 に 鼓 吹 され る こと が な く な り 、 あらゆる 指導 力 を 失 く し 、 決し て 
指導 者 に な る こと を 望ま ず 、 単 に 他人 の 模 僚 者 と な る の で ある 。(c) この よう に 堕落 
し 、 神 の 怒り を 招い て し まう と 、 彼 等 は 神 の 救い を 失 く し て し まう 。 (dq 悪事 を 行う 
者 達 の 不正 行為 と 罪 は 、 長 く 隠 し て も お く こ と は で き な い し 、 遅 か れ 早 か れ あ ば か れる 。 
297 現世 で 、 完 全 に 物 の 真実 を 理解 し 、 悟 る こと は 人 に は 与え られ て いな い 。 あ ら ゆ 
る 物 か ら 覆 い が 完 全 に 取り 除 か れ 、 そ の 物 の 真 の 姿 が 明らか に され る の は 、 次 の 世に 
お いて の み で ある 。 
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十 童 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 一 浴 
四 項 

32. 云え 、“「 お 前 達 の た め に 天 と 大 地 ろう Yj5 有 94 65356U8 
より 滋 療 物 を 与え る 者 は 普 ぞ ? ま た 、 し レレ 
陸 覚 や 視覚 を 前 る 者 は 誰か ? また 、 CISTI A ES 
5 死 か ら 生 を 興し 、 生 に 死 を も た ら す 2 る 、 ン と ョ ラミ る 
EE NN CEN RR 
給 う “55 者 は 誰 ぞ ?」。 彼 等 は 確か に か 
去 わ ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」。 され ば 計 え TS 
「 お 前 達 良 散 せ ざ る か ?」。 RSIS 人 


まこ と 


33. され ば 、 こ れこ そお 前 達 の 真正 の 用 
主 ア ッ ラ ー な り 。 真理 を 差 し 置い て 佐 時 
ON ORLEIG NY I 
お 前 達 は 如何 に 背 き 去ら し め ら れ 

34. か くし て 、 反 送 せ し 者 ども に 対し cs 必 80 う < 

て 液 の 主 の 御 言葉 は 真実 と な れ り 。 つ So 
まり 、 彼 等 は 信 ぜ ざる べし 。 O02 2 
35. 云え 、「 お 前 達 が 併せ 祀る も の の 13 
店 で 、< 創 造 を 起こ し 、 然 る 後に 芝 を  . SN 
繰り 返す 者 在 る か ?」。 云え 、「 ア ッ ラ ーー 6 8 


ー こ そ 角 | 造 を 起こ し 然 る 後に 之 を 繰 ン 2 dr ww bis 
り 返 す な り 1259 され ば 、 お 前 達 如何 ORIFIG LSS 
に 背 き 去ら し め ら れ た る や ? 」。 


627:65: 34:25; 35:4. 73:28: 6:96. 710:4、 10:97; 40:7. 710:5. 


で 当 節 に は 、 美 し く て 理性 的 な 理 法 が 存在 し て いる 。 そ れ は 、 現実 的 生活 を 保護 す 
る 手段 で ある 滋養 物 の 言及 に お いて 始ま る 。 次 に それ は 、 視 覚 と 聴覚 に つい て 語る 。 
それ 等 は 知恵 と 知識 を 獲得 する 手段 で ある 。 その 後 、 そ れ は 生 と 死 の 制度 を 語っ て い 
る 。 そ れ は 知恵 と 理解 を 習得 し た 後 、 当 然 に 実施 され る 人 間 の 行動 奨励 を 示し て いる 。 
最後 は 、 人 間 が その 行動 力 を 練習 し 始め た 時 要求 され る 統御 と 管理 に つい て 語っ て い 
る 。 タ ドビー ル (Tadbr) と は 、 物 事 を 秩序 よく 統制 0 異な っ た 行動 に 
正しい 均衡 を 持続 する こと を 意味 し て いる 。 要する に 、 ここ で 人 生 の 目標 を 達成 する 
め 必 要 と する 四 つ の 手 自 も それ ら の 自然 な 秩序 で 語ら れ て いる 。 
"創造 主 の 真 の 試験 は 、 彼 が すでに 創り た も うた 物 を 再び 創る こと が で きる 能力 で 
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十 伏 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 章 
36. 去 え 、「 お 前 達 が 併せ 祀る も の の ja8 2 ろく 5 ちら sOs 
中 で 、 真 理 へ 導く 者 は 在 る か ?」。 去 GS iA 5 
え 、「 ア ッ ラー こそ 真理 へ 導く 御方 な Oo israel Ss 、 $dl 


り 。 然 ら ば 真理 に 導き 給 う 御方 の 方 が を 人) 61 了 E し 
道 続 う に 最も 値する の か 、 そ れ と も 己 つの ピー (の の ウ ヘー ラム 6 


自身 が 導 か れず ば 正道 を 知ら ざる 者 “53 に 5 EO SI、 6 
の 方 で あろ うか ? お 前 達 ど う し た の oo 
か ? 如何 に お 前 達 は 判断 する や ?」。 OO の つの ーー 


37. 2 面 し て 、 彼 等 の 多く は た だ 憶測 に 8 引 60 CBY) 24 和 1 を も ビ 5 
従う の み 。 真理 に 対し て 憶測 は 断じて 」/ 
何 の 役 に も 立た ず "の 。 げに アッ ラー skE40IOL ES SOe ASY 
は 彼 等 の 所 業 を 知 稔 し 給 う 。 RE 


38. 診 し て 、 こ の クル アー ン は アッ ラ sg i 3 
ー を 差し 置い て 、 (た だ ) 近 造 出来 る も し 。 sf 3 ‘= 1 3 
の に 非 ず 。 そ れ ど ころ か 、 6 それ 以前 ツウ 2 いつ 
に 在り し も の の 確証 、 並 びに 聖典 の ち 2s a 6 I の 9 っ 0 
韻 明 な り 。 そ は 疑う 余地 な き 、 森 羅 万 3 fw る 
象 の 主 よ り の も の な り 281。 Sci 


96:117: 10:67; 53:29. 2:112: 16:90. 


ある 。 さも な くば 批判 は 重大 な 反対 と な り 、 ど ん な べ ぺ て ん 師 に も する こと が で き て し 
まう 。 こ の 神 性 の 試練 を 規定 し た 後 で 、 当 節 は 偶像 崇拝 者 送 に 尋ね る 、 彼 等 が 神 と 呼 
ん で いる 者 達 の 中 で 、 誰が この 創造 と 、 現世 の 初め か ら 働き 続け て いる 再生 の シス テ 
ム の 創り 主 で ある の か と 


ieo アッ ラー に 同位 者 を 併せ 妃 る 者 倍 が 持つ 信人 と 見 解 は 、 単に 空想 と 推測 か ら 生 じ 
た も の で ある 。 彼 等 が いわ ゆる 神 と よん で いる 者 達 は 、 彼 等 に 何ら 指針 を 明示 し た こ 
と が な か っ た か ら で あ る 。 

2 当 節 は 、 聖 ク ルアー ン は 神 の 啓示 され た 言葉 で ある こと を 証明 する 五 つ の 非常 に 
力強い 理由 を 述べ て いる 。 (a) それ は 人 間 の 知る 力 の 範囲 を 越え 、 神 の み に よ っ て 、 

啓示 さる こと が 出来 る 主題 の 数 々 を 論じ て いる 。 (b) 前 の 預言 者 た ちの 社 言 の 数 々 は 、 
その 聖なる 起源 を 制定 する 。(c) それ は 、 前 の 聖典 の 教訓 を 、 他 の どん な 経典 も な し 
得 な か っ た 明瞭 、 且 つ わ か り 上 易い 方 法 で 解説 し て いる 。 (d) それ は 神 を 起源 と する こ 
と を 立証 する 如何 な る 必要 条件 と 論証 を 包含 し 、 こ の た め に 外部 の 人 々 や 経典 の 支持 
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39. 彼 : 
と 云う な りや ? 云 え <「 こ れ に 類する 
- せ 1262 大 し て アッ ラー 


2 章 を も た ら 
以外 に お 前 達 が 見 出し 得る 者 も (助け 
に ) 呼べ 、 も し お 前 達 正直 な ら ば 」。 

耕 ? 役 等 は 、 自 分 た ち が そ の 知識 3 
を 理解 し 得 ざ り し も の 、 並 びに 未だ そ 
の 深い 意味 を 示さ れ ざ る 故 を も っ て 
それ を 虚偽 と みな し た り 。 か く の 如 く 
彼 等 以前 の 者 ども も 拒否 し た り 。 され 
ば 見 よ 、 不義 者 の 末路 が 如何 な る も の 
な り し か を ! ーー 
41. され ば 、 彼 等 の 中 之 を 信ずる 者 
も 在り 、 ま た 之 を 信 ぜ ざる 者 も 在 る 。 
され ど 溢 の 主 は 騒乱 者 を 熟知 し 給 う 。 

五 項 
42. され ば 、 も し 彼 等 が 液 を 嘘つき と 
みな す な ば 、 云 えぐ 「 我 が 所 業 は 我 が 
た め 、 お 前 達 の 所 業 は お 前 達 の た め 。 
お 前 達 は 我 が 所 業 に 関係 な く 、 我 は お 
前 達 の 所 業 に 関係 な し 」。 
43. また 、 彼 等 の 中 に は “ 液 に 耳 を 傾 
ける 者 あり 。 7 釣 れ ども 液 は 龍 者 を 陸 
か し め 得 る か ? 彼 等 も し 理解 し 得 ざ 
る に も か か わら ず 。 


ユー ヌス Yaunus( ヨ ナ ) 十 一 次 
等 が 「 彼 之 を 提 造 し た る か ?」 323860 お 


NO I ES 
EY ) 

la に 3 
i et 2 


OE GC RE て ん 


NR IR REAL 
£ ネン ント 
OR ED 4 


プラ タレ デン EK 

EE の 

ISERIES 
DORI EG SE 


92.24: 1 に 14: 17:89; 52:34-35. 027:85. “2:254: 4:56. の :140: 109:7. “6:26; 17:48.727:81. 


や 促進 が 入ら な い 。 (e) 以前 の 経典 と 違っ て 、 そ れ は すべ て の 状況 の も と に 、 全 人 類 


の 道徳 的 必要 と 要求 を 満た し て いる 。 
1292 当 節 は 不信 者 達 に 挑戦 し て いる 。 
た 本 が 、 


了 馴 タ ルアー ン が 持っ て いる よう な 優秀 さ を 備え 
も し 人 が 提 造 で きる よう な も の で ある な ら ば 、 なぜ 彼 等 は 自分 


の を 作成 し な い の か 。 こ の 挑戦 は あら ゆる 時 代 に ある 。 注 44 も 参照 。 
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十 be 伏 


ユー メス Yunus( ヨ ナ ) 十 章 


44. De Na 
ける 者 あり 。 然 れ ども 、 流 は 紅 を 
き 得 る か ? 役 等 も し 啓 0 
も か か わら ず “W。 

45. げに 、? ア ッ ラ ー は 人 々 を いさ さか 
も 不当 に 扱わ ず 、 然 れ ど 、 人 々 は 選 自 
身 を 不当 に 扱う な り 。 

46. また 、 彼 が 役 等 を 召集 し 給 う 日 
(の こと を 想 え )。“ 愉 も 彼 等 は た だ 昼 
間 の 一 刻 や 4 を (地上 で ) 滞留 し た る 
か の 如く 思わ ん 。 彼 等 は 互 に 認識 し 合 
0 WU 0 人 と を 


OI IE I IHG 


< っ 2 ン AT 


ンジ クリ A A プラ ンマ ラ ュ ン ン 


導き すそ ーー 
KR コピ 


> る 


UL で る 3 38 


て 彼 等 は 正道 に 導 か れ ざ りき 。 
の 2 mm ユミ HLA ライ 2 タタ ダラ .% ャ ラグ る ンー イ 194 ン 
47. 面 し て 、“『 わ れ ら が 彼 等 に 警告 せ る RIG a SC) 5 


約束 の 幾つ か を 液 に 見 せよ うと も 、 ま 
た われ ら が 液 に 死 を 賜 わ ん と も 、( ど 
の みち ) 彼 等 は われ ら が と こ 0 
な りや 5。 さ れ ば 、 アッ ラー は 彼 等 

な せる すべ て の こと を 立証 す 。 


a 
Fs <2 5 ッ ズ ター > プ 172412 と 4 ンー ンタ 
A oS ga a ls ES 


9 グ A 


HEC, E 


7:199.24:41: 9:70: 18:50; 30:10 “30:56; 46:36. "6:32: 30:9: 32:11. “13:4 1: 40:78、 
ん i 


3 不信 者 達 は 、 鋭敏 な 知性 と 理解 力 を 持た な い 。 前節 に 於 いて 、 彼 等 は 、* 聴 力 機能 ” 
に 欠け て いる こと に 加え て 、“ 理 解す る 機能 * に 欠け る と 語ら れ て いる 。 当 節 で は 、 彼 等 
は 皆 人 で ある こと に 加え て " 鋭 第 な 知 党 " に 欠け て いる と 語ら れ て いる 、。 

124 不信 者 達 の こと は 、 聖 クル アー ン の 中 で 、 た だ 昼間 の 一 時 間 だ け こ の 世界 に いた 
と 何 回 も 述べ られ て きた 。 それら の 節 の 中 で は 全て 、 そ の こと は 文字 通り この 世に 実 
際 に いた 時 間 の こと で は な く 、 暗黙 の うち に 定め られ て いる 世俗 的 な 用 事 や 、 人 怠け た 
仕事 に 費やし た 時 間 の こと で ある 。 彼 等 は 仕事 を 怠け て 人 生 を 無駄 に 使っ た の で 、 た 
と え 彼 等 が 実際 は 何 年 も お 生き た と し て も 、 彼 等 は この 世に た っ た 一 日 し か 生き て いな 
か っ た と いわ れる の は 当然 で あろ う 。 

2 当 節 は 、 重 要 な 原則 を 定め て いる 。 迫り 来る 懲 凡 に つい て の お ど し と 警告 か ら 成 
っ て いる 預言 は 、 取 り 消さ れる こと が ある 。 一 方 、 一 般 的 な 特性 を 持っ た 約束 を 含ん 
で いる 預言 で 、 特 定 の 預言 者 に 依頼 する の で は な く 、 全 て の 預言 者 達 に 依頼 する 一 般 
的 控 を 具体 化し て いる 預言 は 、 取 り 消 され た り 無 効 に な っ た り し な い 。 当 節 は 、 更 に 、 
全て の 預言 が 実現 ざさ れる まで に 時 間 制 限 が 必要 の な いこ と を 示唆 する の で ある 。 


時 
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- 音 ユー ヌス Yanus( ヨ ナ ) 十 一 浴 
48. 耐 し て 、? ど の 共同 体 に も 使徒 あり 2 る 35 こさ 25 | de 
*2%。 さ れ ば その 使徒 が 来 た れ ば 、 彼 あー 
谷 の 間 は 公正 に 裁 か れ 、 届 し て 彼 等 が つろ うち っ 3 し うる 5 っ この だ っ 


不当 に 遇 せら れる こと な し 。 REY 
49. されど! 彼 等 は 云う 、「 お 前 達 正直 D3 る 2 の 85 
な ら ば 、 こ の 約束 は 何時 な され ん 3 ラッテ 
や ?」。 ORL 


sc, 


50. 云え <「 ア ッ ラ ー が 欲す に 非 ず ば 、 VIG お YL る NTS 
我 は 己 自 身 の た め に 害 も 益 も 左右 す 。。 し 。」。 
る 能力 な し 1297。 42 それぞれ の 共同 体 を し a I 2G 
に 定め られ た る 則 了 あり 。 その 期限 至  。 ン 


Wa の アコ 2 コン 

ら ば 、 彼 等 は (それ より ) 一 陳 た り と も 。 マ YA に < つ ET 
尾 く な る こと も 、 ま た 早め る こと も 出 0 
I - SN の 9 2 っ まこ 


S1. 云え 、「 我 に 教え よ 、* も し 彼 の 餅 CUZA う 3 そく SOS3g う 1 
六 が 或いは 夜 に 、 或いは 屋 恒 に お 前 達 に 0 

イク ゴー AR? 2% ラン 
急 覇 され た る と き 、 俳 人 ども は それ か Saeed Jana | 
ら 如 何 に し て 逃げ 出さ ん ? 1268 
52. され ば 、 それ が 降り か か り し 後 、 13<< 朋 1 52) 3 4 
お 前 達 は 之 を 信 ぜ ん と する か ?7 何 事 


> 

5 

こき 
き 
* 


ぞ ) 今 に な っ て ! (逃れ る 術 あ り @ の 69 RE 
3 面 し て お 前 達 、 それ を 急ぎ た 
る に も か か わら ず 」。 


716:37: 35:23. 2 1:39; 27:72: 34:30: 36:49. 77:189. 7:35: 16:62: 35:46. “6:48; 7:98-99.710:92. 


2 当 節 は 律 法 が 授け られ た 預 斉 者 に 関係 し て いる と 考え られ る 。 な ぜ な ら 、 全 て の 
宗教 上 の 律 法 は 、 律 法 が 授け られ た 預 斉 者 が 礎 を 築い て いる か ら で あ る 。 
727 当 節 は 、 不信 者 達 の (前 飾 で 述べ られ た ) 懲罰 に つい て の 要求 に 対す る 回 答 を 表 わ 
し て いる 。 聖 預言 者 は 、 彼 等 に 次 の よう に 質問 する よう 命じ られ る 。 彼 が 、 彼 白身 に 
善 を な し た り 、 彼 か ら 了 邪悪 を そ を らし た りす る 力 を 一 切 持 た な い 時 に 、 どの よう に し て 
彼 等 の 懲罰 の 要求 を 満た すこ と が 出来 る の か と 

1266 短 は 、 不 信者 達 に 対す る 非難 に な っ て いる 。 彼 等 は 、 懲 軸 が いつ 来る の か と か 、 
どん な 形 か な ど 、 無駄 な 議論 に ふけ る べき で は な く 、 彼 等 の 人 生 に 健全 な 変化 を 与え 
る こと に よっ て 、 そ の 懲罰 か ら 逃 れる よう 努力 すべ き で ある 。 
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部 


トー 登 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) ご 


3. “次 いで 、 不 正 を な し た る 者 ども は つつ は <18 3352UBcA30 まう 
「 初 まる 貢 苦 を 味わえ “9。 2 PS の 
お 前 達 は 自ら 稼ぎ し も の に 対し て の PV SOs aj 


み 応 報 さ れる に 非 ず や 」 と 。 6 


54. 耐 し て 彼 等 A 「 そ は 区 て 1 3 る 1 5 そこ 


真実 な る か ?」。 ら 云え 、「 禁 り 、 我 が a 
8 ジラ っ イタ イイ ン ン あま イン ン 全 
主 に か け て ! これ は 真実 な り 。 お 前 達 を 芝 © の Daa I ia) 


ンス と 


は ( 彼 を ) 無 力 に する 能 わ ず 」 12694。 
広 
SS. され ば 、“ も し 不義 を 行い し 各 生命 、$ し と 5 に IF 
が 地上 の 一 切 の も の を 所 有 し た な ちら 、 し 
必ず それ を 以 て 代わ ん と せん 。 また a lS OY ED 
2 A | 113 | ni 
を の 上 の 本 区 を 條 を うと せん "wm。 3 4 


され ば 彼 等 の 間 は 公正 に 栽 か れ 、 面 し EY 325 
て 彼 等 は 決し て 不当 に 過 せ られ ざる 

べし 。 

s6. よく 聞け !“ ま こと に 諸 天 と 大 地 “ み )YI5 つ Af 


の 中 に ある も の は アッ ラー の 所 有 な レレ ルレ ョ レ g 」 リン 
り 。 よく 開け ! アッ ラー の 約束 は 真 久生 9 りり 


実 な り 。 然るに 彼 等 の 多く は 知ら ざ ンー タイ ーッ ン 信 
@⑥02ASY 

る な り 。 4 

57.7 彼 こそ 生 を 与え 、 死 を 賜 う 者 に O03R 5 ES 色 ン 


し で 、 お 前 達 は 皆 彼 の 御 許 に : 連れ 戻 
され ん 。 


934:43. 211:18. 739:48. 734:34. 22:285: 10:67: 31727.3:157: 7:159: 44:9; 37:3. 


1299 アザ ー ブ ル ・ フ ルド ウゥ (Azabul-Khuld) と は 、 不 信者 た ち に と ど ま る 懲 記 で あり 、 
そし て 、 決 し て 取り 除 か れる こと が 出来 な い 且 つ 終 わり の な い 懲 罰 で は な いこ と を 意 
味 し て いる 。 

126234 あな た 達 は 、 そ れ か ら 逃 れる こと は 出来 な いと の 意味 。 

"27 アサ ッ ル ー と は 又 、「 彼 等 は その 良心 の 正 吐 を 旗 明 し 、 表 明 す る 」 を 意味 する こ 
と も ある 。 当 語 は 反対 意味 を 持つ 。 
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十 童 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 一 浴 

58. 流 ら 人 々 よ ! お 前 達 の 主 よ りお の AEo に 18 JIKSU 
に 者 

前 達 に 忠告 が 除 れ り 7!、 ま た 胸中 に ルー 

ある ( 病 い ) の た め の 癒し に し て 、< 信 ご っ 23 つう 33 負う) 


きょう どう 


者 達 の た め に 矯 導 且つ 慈悲 な り 。 イタ ャ 2 2 ッ ン 8 
区 CC J on) 9 


s9. 云え 、「 偏 に アッ ラー の 恩 迎 と そ て を も と で すい 2 
の 慈悲 に より て 。 され ば 、 それ に よっ 2 の の 
て 、 彼 等 は 喜ぶ べし 。〉 そ は 彼 等 が 著 _@⑤OA<2oK3 つ 2 1 っ 248 
える も の より 優る 」。 

60. 云え 、「 お 前 達 考 えた こと が ある sss JUST 短所 人 
の か ? ア ッ ラ ー が お 前 達 の た め に 滋 
養 物 の うち 下 し 賜 え し も の を 。 さ れ ば 5) 
“お 前 達 は その 中 か ら 非 合法 と 合法 を 人 RSE 
な し た る な り "72」。 云え 、「 ア ッ ラー ODA A eS GO 
が お 前 達 に (それ を ) 許 し 給 いし や 、 そ 

れ と も お 前 達 アッ ラー に 対し て 虐 偽 

を 提 造 する の か ?」。 

61. され ば 、 アッラー に 対し て 炭 偽 を AI、 よ と 03 欠 5 すら 3 
提 造 する 者 ども は 復活 の 日 に お いて 22 Eo 
如何 に 思案 する や ? げ に (アッ ラー は ひつ う 0 Ao 


2 セ ハジ に 
人 間 に 対 し て 恩 宙 深く まし ます 、 然 る YY る 5 0E 
に 彼 等 の 大 多数 は 感謝 せ ず 。 : 


4 


上 項 
し か 
62. 面 し て 、 液 が 如何 な る 状態 に あ 。 』 3 ゥ イセ ルン. 6 ネッ タン ン 
り 、 ま た その 中 で クル アー ン を 読 調 し a 


引 2:112 27:3. P43:33, (35:104. 27:74; 40:62. 


7 聖 ク ルアー ン は 次 の よう に マウ イザ ( 訓 戒 ) で ある 。(a) それ は 正真正銘 の 欲求 か 
ら 良 い 助言 を 分 け 与 える 拾 導 を 包含 する 。(b) その 稔 導 は 人 間 の 心 に 深く 影響 を 及ぼ 
し 、 そ し て (c) それ を 明らか に する 。 そ れ は 道徳 的 再編 成 と 人 生 に 於 ける 成功 に 導く 
原則 や 指導 を 美しい 作法 で 明らか に する 。 

^ 飲食 は 人 間 が 第 一 に 必要 と する も の で あり 、 こ の 点 で 人 を 導く こと は 宗教 の 最初 
の 義務 で ある 。 し か し な が ら 、 或 る 物 は 合法 的 で 、 或 る 物 は 非 合 法 的 で ある こと を 宣 
言 す る の に は 、 医 学 的 、 道徳 的 、 宗 教 的 な 根拠 が 当然 で も る 。 イス ラム 教 は この 点 必 
妥 な 教訓 を 規定 し て いる 。 
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坦 


トー 登 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 5 


よう と も 、 ま た “お 前 達 が どん な 行為 yi OI DE 
を な そう と も 、 お 前 達 が それ に 夢中 に 本 

な っ て いる 時 、 わ れ ら は お 前 達 を 立証 23 2805 る お 3 83 っ < 
。 ま た 地 に お いて も 、 天 に お いて も 、 << 
た と え 役 中 塵 の 重 さ で も り 液 の 主 より 隠 プター イン 2 
れる 能 わ ず 。 また それ より も 小 な る も js 13 2 
の も "7%、 或 い は 大 な る も の も 、 明白 a の 
な る 聖典 の 中 に あり 。 DAS GY AS 1 YI 


ド に イン ー ゅ 2 2 イン 。 ゥ イイ で イイ 
63.“ よ く 聞け ! げに アッ ラー の 友 な IRE SY hE OLY 
る 者 あら ば 、 彼 等 に は 疫 帆 も な けれ ば A 
悲嘆 も な か らん や "“。 ⑨ 〇 め う っ つう 
64.( つ まり) 信じ た る 者 並び に 虹 敬 et ERR 


し た る 者 た ち 。 

65. ? 役 等 に は 、 現 世に お いて も 来世 i 
に お いて も 朗報 あり 。 ア ッ ラ ー の 御 + て で サル ェ ン 
言葉 に は 変更 な し 。 こ れこ そ 偉 大 な ia yl > と 5 yi と つり 


成功 な り 。 8 っ i 


66. され ば * 彼 等 の 言葉 に よっ て 汐 悲 * 6 3 29 SY 
し お 2 な か れ 。 げ に 権能 栄 准 は 徐 く は 


も の pa 24 ブ ラッ 6 ンス よ ルコ グッ ン 
アッ ラー の 所 有 な り 。 彼 は すべ て を 陳 OSA1L つ の 81 SE 
き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 


957:S: 58:8. 234:4. 72:63、 4 1:31, 36:77. 


1273 或 る 物 は 、 小 さい が ゆえ に 隠れ た まま に な っ て いる 一 方 、 大 きい た め に 、 一 部 分 
が 隠れ て いる よう な 物 も ある 。 神 の 視力 は 、 非 常に 鋭く 見 抜く た め に 、 ど ん な 物 も 、 
いか に 小さ く と も 、 神 か ら 隠 れ て いる こと は 出来 な いし 、 神 の 視力 は 非常 に 理解 力 が 
ある た め に 、 大 きい 物 で あっ て も 、 そ の 物 の 一 部 分 た り と も 神 の 視野 か ら 逃 れる こと 
は 出来 な い 。 

1274「 処 怖 」 は 人 の 未来 の 行動 に 、「 悲 嘆 」 は 人 の 過去 の 行動 に 関連 し て いる 。 

1278 63 節 で は 神 の 友 は 決し て 悲し まな いと 云わ れ た が 、 こ こ で は 聖 聞 言 者 は 悲し まな 
いよ う 命 ぜ ら れ て いる 。 事 実 、 聖 預言 者 の 悲 し み は 、 自 分 の た めで は な く 、 他 の 人 の 
た めで あっ た 。 彼 は 悲し み の 声 を あげ た の も 涙 を 流し た の も 人 類 の た めで あっ た 。 注 
1664 を 参照 。 
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傾け る 民 へ の 神 兆 あ り 。 

69. ? 彼 等 は 云う 、「 ア ッ ラ ー は 息子 を 
取り あげ た り 」 と 。 彼 は 聖 な り 。 彼 は 
自足 者 な り 。 諸 天 に 在 る も の 、 且つ 大 
地 に 在 る も の は 彼 の 所 有 な り 。 お 前 達 
RN 


A RN 

70. 云え 、 [アッ ラー に つい て 炭 偽 を 
提 造 する 者 ども は 、 断じて 成 功 せ ざる 
べし 』。 

21 現世 の し ば し の 歓楽 あ り 。 然 る 後 
彼 等 が われ ら の 詳 に 帰る な り 。 さ れ 


- 藩 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 一 浴 
67. よく 開け !“ 諸 天 に 在 る も の 、 是 BS GDN 
つ 大 地 に 在 る も の は アッ ラー の 所 有 と 
な り 。 ア ッ ラ ー 以 外 に 他 の 神々 を 祈る CO2O5ESos3 拓 を も っ みう Y 
者 は 、 実に 併せ 祀り し も の に 従う に 非 < a 4 ラコ 

1 et CORSO EE A, 5 
ず 。5 彼 等 は た だ 億 測 に 従う に 過ぎ ず 、 フラ タッ ーー フー ブー 
また 彼 等 は 推測 する の み 。 Ry YI ON 
68. < 彼 こ そ は お 前 達 が その 中 で 安息 み 82S0 0 な 
する よう 、 お 前 達 の た め に 夜 を 南 け た ,, 内 
り 、 ま た 呈 を 光り 離 か す よぅ 最 け い 9 ご 1 ご 36 テッ 0 
し 御方 な り “7?@。 げ に この 中 に は 耳 を 0 。 2 


3 8 に 3 kt PO 
こじ 38 
BR OME SS 2 SY 


rar | 
SA ot 


0 寺家 


10:56.710:37. ど 17:13: 27:87, 28:74: 30:24. の 117: 411721 93E 1712 18:3、6. 64:51; 16:117. 
73:15. 198; 9:38: 16:118: 28:61: 40:40. 


1276 夜 は 、 人 の 疲れ きっ た 身体 が 回 復 す る の に 必要 な 時 間 で あり 、 


次 の 日 の 仕事 に 備 


える た め の も の で ある の と 同様 に 、 民 族 の 生活 の 中 で 、 不 景気 で 集 洲 し て いる 期間 と 


い う の は 、 彼 等 の 休息 と 回 復 の た め の | 


息子 を 必要 と し な い 。 


和 き 間 と な り 、 人 々 は 気持 ち を 新た に し 、 新 た な 

活力 を 吹き 込む こと に よっ て 未来 の 仕事 の 準備 を 整え る の で ある 。 
7 宮 は 、 衰え と 死 と いう 法則 を 免れ て いる 。 そ れ 故 、 神 の 仕 3 
(b) 神 は 、 自 ら 満 ち 足 り た お 方 で ある 故に 、 神 が 宇宙 の 事柄 を 
な す 時 の 助け と な る 息子 を 必要 と し な い 。 


事 を 引き 継ぐ べき 


(c) こ の 教義 は 、 い か な る 確証 に も も と づ 


いて いな く 、 無 意 味 な 哲学 の 推量 や 憶測 に 過ぎ な いも の で ある 。 こ の 意味 が 当 節 で 示 


され て いる 。 
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ば 、 わ れ ら は 彼 等 に 厳し い 貢 苦 を 味 わ 18 ぽ ヒス っ う ょ 到 つ は る え 人 あ ふう 
わし めん 、 彼 等 が 拒否 せ し が 逆 に 。  。 i 
に を A i 
八 項 


72。 耐 し て 、 彼 等 に ノア の 消 」 息 を 読 計 を と る 9 JI "を お Ck ls 
せよ や "8 彼 が その 民 に 向っ て 云え し 3 Ro , i 
時 、「 お お 我 が 民 よ 、? も し 己 が 立場 と つり 
アッ ラー の 神 兆 に 基づい て わし が 忠 S$ GA TW) 3 
a a っ し 
告 す る こと が 、 お 前 達 気 に さ わる な DN 
ら 、 わし は アッ ラー に 頼る な り 。 され Ss as 
ば お 前 達 己 が 併せ 祀る も の 並び に 己 
が 全力 を 蒼い 起こ せ 。 され ば 、 お 前 達 | とう 8133 和 2 SC1z うら 
その 力 を 疑問 に 思う な か れ 。 わし に 対 22 く TTY 


し て お 前 達 の 陰謀 を 断行 し 、 わ し に 獲 ODI YI 
予 を 与え る な か れ 。 


73. され ば お 前 達 も し 背 を 向け る と る 84S し じじ 6G 
も 、? わ し は お 前 達 か ら 報 酬 を 請う 者 」 
に 非 ず や 9。 我 が 報酬 は アッ ラー の 〇 
御 許 の みな り 。 曽 し て 我 は 帰依 服従 す 


OE 5 EY GA 


⑯ * 
Ss と を 命ぜ られ た り 」 と 。 IS 
然 る に 彼 等 を は 役 を 嘘つき と みな ンタ る ラマ ンズ 15 る イタ タッ タ 


AGA LS 
0 PP 


71:8.26:91: 11:30. “29:16. 


278 次 館 で 述べ られ る ノア と モー ゼ と ヨナ の 三 人 の 預言 者 達 の 記述 を 注意 深く 精読 
する と 、 彼 等 人 の の お だ の 
は メッ カ で ノア の 、 ま た メデ ィ ナ で モー ゼ の 、 そ し て 再び 戻っ た メッ カ で は ヨナ の 役 
を 勤め た の で ある 。 この こと は 、 聖 ク ルアー ン で 述べ られ て いる 聞 斉 者 達 の 記述 が 単 
な る 物語 で は な く 、 聖 預言 者 の 人 生 に 起こ る 予定 で あっ た 重大 な 出来 事 に つい て の 偉 
大 な 預言 と な っ て いる こと を 十分 に 表わし て いる 。 

2 の 神 の 預言 者 達 に 対し て 、 い つも 出さ れる 意義 は 、 彼 等 は 、 自分 達 の 指導 権 の 下 に 
新しい 、 政治 制度 を 確立 し よう と 、 すでに 存在 し て いる 政治 制度 に 対す る 反 導 の 基準 
を 引き 上 ば げ 、 彼 等 の 同胞 を 支配 し よう と も くろ むと いう も の で ある 。 この 根拠 の な い 
と が め は 、 当 節 の 中 で 反 ば くさ れ て いる 。 神 の 預言 者 達 は 決し て 自己 の 権力 増大 を 求 
め は し な い 。 そ れ ど ころ か 、 苦 し み と 奉 仕 の 道 を 選ぶ の で ある 。 
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と 僧 に 箱 舟 の 中 に 在 る 人 々 を 救い た 
り 。 また 、 われ ら は 彼 等 を 後継 者 た ら 
し め た り 。 され ど わ れ ら は 、 われ ら の 
神 兆 を 否認 せ し 者 ども を 潟 死 せ し め 
た り 。 され ば 見 よ 、 警告 され た る 者 の 
末路 が 如何 に な り し か を ! 

75. 然 る 後 、 わ れ ら は 彼 の 後に それ ぞ 
れ の 民 に 使徒 た ち を 遣わ し 、 ? 彼 等 は 
明 証 を 携え て 、 そ の 人 々 に 来 た れ り 。 
然 れ ども 彼 等 は 以前 に それ を 虚偽 と 
みな し た る が 故に 、 信 ずる 者 に 非 ざり 
き 。 か く の 如 くわ れ ら は 姫 を 超え る 者 
ども の 心 を 封じ る “9 な り 。 

76./ 然 る 後 わ れ ら は 彼 等 の 後に 、 モ ー 
ゼ 並 びに アロ ン に われ ら の 神 兆 を 携 
えて ファ SI 
と ころ へ 人 遺 わ し た り 。 然 れ ども 彼 等 尊 
i 
民 な りき 。 

77. され ば 、* わ れ ら の 許 よ り 真 理 が 彼 
等 に 来 た る や 、 彼 等 は 云え た り 、「 こ は 
明白 な る 魔術 な り 」 81、 


MM と に 
33 に の EG GL 
OA 


Pe Z a ブラ ルン る 
RR 
ECE 人 


ント ブラ 5 る 


2 


デー タ Lt EN 
me 
“ns” 


9 


と 3 
うー つう 


の っ イ キン 


642 ンダ スタ 
EEC 


| と 


sns 
ゝ AM 5 955259) 
RE I 


NR きき る 


BGA 


DFR る 2 


の は 


930:48: 40:24. 97:104.40:26. 


1280 婦 は 、 独 断 的 に 不信 者 達 の 心 を 封印 し た り は な さら な い 。 が ん こ で 不正 に 神 の 言 


葉 に 耳 を 傾け る こと を 拒ん で 、 真実 を 見 て 受け 入れ る 能力 を 捨て まる の は 不信 者 


達 自 


身 で ある 。 彼 等 は 自分 自身 で 邪悪 の 運命 を 作り 上 げ て いる の で ある 。 


1291 明白 な る 魔術 スィ フル (Sihr) と ム ビ ー ン と いう 二 つ の 簡単 な 単語 の 中 ( 


に は 、 神 の 


預言 者 達 の 敵 が 、 彼 等 を 敗北 させ 、 く じ か せ る の に 使う 殆 ん ど 全 て の 策略 と 陰 斉 が 隠 


され て いる 。 真実 の 敵 達 は 、 


宗教 心 の 和 父 い 人 々 に 新しい 教え は その 土地 の 宗教 を 腐 取 
させ る よう な 魔術 や ご ま か し 以外 の 何 も の で も な いと 云う 。- 


ー- 方 心 の 底 で は 国 の 物質 


的 利益 を 求め る と 告白 する 愛国 者 達 に は 、 新しい 教え を 受け 入れ る と 、 国 の 中 の 異な 


る 共同 体 の 間 で 紛争 や 不 協 和 が 生じ 、 
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園 の 団結 
彼 等 は 調 れ て 新しい 教え か ら 逃 げ 去 る の で ある 。 ム ビ ー ン と は また 、 
る も の を 意味 する こと も ある (Lane より )。 


に 致命 的 な 打撃 を 与え る と 云う の で 、 
分 離 や 分 像 させ 


十 一 維 
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78. モー ゼ は 云え り 、「 真 理 が お 前 達 
に 至る や 、 か く の 如 き 言 葉 を 云う か ? 
こ は 魔 術 な る か ?? 魔 術 師 は 成功 せ ざ 
る に も か か わら ず 」。 


79. 彼 等 は 云え り 、「 液 が 我 等 の 許 に 
来 た る は 、 我 等 が 見 出し た る 己 の 父祖 
が 従い し も の か ら 我 等 を 背 『 か し めん 
が た め な る か 、 証 し て お 前 達 両者 は こ 
の 地上 で 高い 地位 を 得 よ うと する 
か ? されど? ら 我 等 は お 前 達 両 名 を 信じ 
は せ ぬ J。 

80. < 証し て ファ ラオ は 云え り 、「 そ れ 
ぞ れ の 技量 に 秀 で た る 魔術 師 を 皆 我 
が 許 に 連れ 来 た れ 」。 

81. され ば 魔術 師 た ち が 来 た る や 、 モ 
ー ゼ は 彼 等 に 向っ て 云え り 、「? 液 等 投 
げた いも の を 投げ よ 」。 

82. され ば 彼 等 投げ た る や 、“* モ ー ゼ は 
云え り 、「 お 前 達 が も た ら せ る も の は 、 
単なる 魔法 に 過ぎ ず 。 アッ ラー は 確か 
に それ を 無力 に せん 。 げに アッ ラー は 
泡 乱 者 の {| [ 業 を 許さ ず 。 

83. 面 し て 7 アッ ラー は 自ら の 言 
12⑳ 夫 に よっ て 真理 を 確 対す 。 た と え 
人 ども が 如何 に 嫌う と も 」。 


葉 
罪 


了 


31、〆 び 


の 、 の お 


すか 全休 そう と 

@93 う > 
EMH を を ささ 1 は 4 いい KS 8 
9 死に を くつ のち 5 2 


OR くさ と たこ 1 し て | 


RIS 
だめ 

ー デ タテ 8US を alt CS 
DOE LLS 
A RT 


OR eS 3 
ss 53 ce AI まう 
⑧6 ぶ ょ る 


x 


3S 


20:70. 07:133, 7:13; 26:37, 38. FHT; 20:67: 26:44. “7:119; 20:70.78:9. 


_ 正義 は 、 その OD TR ON 結果 は 


の: 真実 は 、 それ 自作 が 持 ee まり 


に よる の で は な い 。 


勝利 を 収め る の で あっ て 、 虚 偽 
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十 凍 


ユー ヌス Yanus( ヨ ナ ) 


十 一 作 


九 項 
84. され ど 、 モ ー ゼ の 民 の 中 その 子 係 
の 少数 の 者 た ち を 除い て 、 モー ゼ を 信 
ぜ し 者 は な か りき 、 フ ァ ラ オ 並 びに そ 
の 長老 の 迫害 する こと を 恐る る が 故 
に 。 さ れ ば ファ ラオ は 確か に 地上 に 
お ける 暴君 な り 。 また 、 彼 は 確か に 短 
を 超え た る 者 な りき 。 
ea 


「 我 が 民 


PR SE 
も し お 前 達 服従 する 者 な ら ば 」 や 82。 
86. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 信頼 を ア 
ッ ラ ー に 置き 奉る 。 我 等 の 主 よ 、 我 等 
を し て 不義 な す 民 の た め 試 練 と する 
な か れ 。 

87. また 、 液 の お 慈 砺 を 以 て 、 我 等 を 
不信 者 な る 民 よ り 救 い 出し 給え 」。 
88. 面 し て 、 わ れ ら は モー ゼ と その 上 兄 
弟 に 啓示 し て ( 去 え り ) 、「 溢 等 両 名 は 
己 が 民 の た め 、 都 に 住ま い を 定め 
283 己 が 家 を 互い に 面 し て 建て 1284、 


728:5. 


$$ 75 ed 
dEUS 
アン J ww 


ラッ 


GII SE 
を 。 うく て る アン ョ ン 5 ゃ ウレ ンカ 52e 2 
SSN I OHIO EE 
O88 NGS 

は と ル 】 4 P ) し 
0 し SSO) ZOS5 
EE EP UE 
RNG A 8 
UAT EH 

ン うろ し Ge lars ut 
i 
3 RR CS 
aE ew ン es に 4 8 


ウイ ー マ ー ン と は 、 


心 の 服従 を 意味 し 、 イ スラ ム は 、 外 見 の 遵 奉 を 意 


味 する 。 内面 


の 信人 u は 、 信者 の 行動 に よっ て 、 真 実 の 外側 の 変化 を 随伴 し な けれ ば な ら な い 。 


299 町 に 住め と いう 命 


て いる に すぎ な い 。 
的 な 傾向 が ある の で ある 。 


1284 


「 互 いた に 面 し て 」 と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 する 。(1) イス ラ エ ル 人 は 、 


令 は 、 イス ラ エ ル 人 が その 前 に 荒野 に 住ん を で いた ゆえ 出さ れ た 
と いう こと で は な い 。 当 人 節 は 、 た だ 、 文明 化し た 共同 生活 の 必要 性 と 有益 性 
弱い 少数 派 社会 の 人 々 は 、 大 都会 


を 強調 し 
で は 集団 生活 を する と いう 一 般 


必要 な 


時 に お 互い に 助け 合え る よう に 非常 に 近く に 一 緒 に 住む よう 命じ られ た 。 と いう の は 、 


この 目的 は 人 々 が 家 を 近く か 又は お 互い 向かい 合 


ら で あ る 。 ②) 彼 等 は 全員 家 を - 
只 的 に 、 彼 等 が 共通 
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- 方 に 向け て 建て な けれ ば な ら な い 。 
単 の 目的 又は 理想 を 持た ね ば な ら な いこ と を 意味 し て いる 。 3) 全 


っ て 建て る 時 に の み 達 成 さ れる か 
その こと は 、 比 


十 伏 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 章 


礼拝 を 遵守 せよ 。 耐 し て 信者 た ち に 骨 ンー の 1 53 2 る 

a PE 9 

報 を 与え よ 」。 2 

Os の 

89. され ば 、 モ ー ゼ は 云え り 、「 我 等 の 3 に 上 8 は 2 り U3 
の 主 よ 、 泊 は ファ ラオ と その 長老 た ち 」,。 ,. eS 

に 現世 の 栄 詳 と 軍 詩 と を 賜 え り 。 珠 等 El eV Ss う 


が 主 よ 、 それ 故に 彼 等 は (人 々 を ) 液 の EE CR 2 の 
道 か ら 迷 わし むる な り 。 我 等 が 主 よ 、 の 0 つ 


彼 等 の 富 財 を 消滅 し ""%、 そ の 心 を a ll 
均 周 28 に な し 給え 。 され ば “ 彼 等 は 14 ン ンー 

© 0 条 す い 
痛ま し い 責 苦 を 目 の 当 り に せ ぬ 限り YC 
信ずる 気 に な ら ぬ 」。 ー 
90. 彼 は 云え り 、「 お 前 達 両者 の 祈 矯 に sc2S に 3 る 3 さて oO 3 
は 聴き 容れ られ た り 。 され ば 液 等 両 名 の 


イィ 0200 ラン ン ン TT 

は 不 抜 を 区 持 し 、 無 知 な る 者 ども の 道 OO GR 

に 従う な か れ 」。 中 
91. 頁 し て 、? わ れ ら は イス ラ エ ル の 子 836 3 
ら を し て 海 を 渡ら し め た り 。 さ れ ば し. OR 
ファ ラオ と その 軍勢 は 暴 虚 と 敵意 を 13 > lsde 3 し i OS 
以 っ て 彼 守 を 追跡 せ し が 、 洒 死 そ の 身 epugrz 

に 襲い か か る に 及 ん で 、 彼 は 忘 え り 、 2 

「 イ スタ エル の 学 0 ウタ 全 記 回 3 イン * a 
の 外 に 神無 き を 信じ “で ^、 我 は 服従 す 

910:97.98. 7:139: 20:78. "20:79: 26:61: 44:25. 

て の 家 は 同じ よう に 建っ て いな けれ ば な ら な い 。 そこ で は 富 者 と 貧者 と の 間 に 真 の 賠 
胞 愛 が 得 ら れる の で 皆 が 一 つの 集団 と し て 協力 する と いう こと が 暗示 され て いる 。 な 
ぜ な ら 、 一 社会 の ある 者 は 宮殿 の よう な 住宅 に 住み 、 あ る 者 は ひど いあ ば ら 家 に 住む 
と いう よう な と ころ に は 、 真 の 同胞 愛 は 存在 する こと が で き な い か ら で あ る 。 

12944 な マサ ・ ア ライ ヒ Mae alai-ht) と は 、 引 は 、 そ の 人 又は 物 を 潰 滅 し た : 彼 は そ 
の 痕跡 を 完全 に 消し た 、 を 意味 する (Lane より )。 

12948 シャ ッ ダ ッ 2 と は 彼 は 物事 を 難し くし た 。 物 事 を 厳し くす る を 意味 す 


る 。 シ ャ ッ ダ ・ ア ライ ヒ と は 、 彼 は その 人 を 攻撃 し た を 意味 する (Lane より )。 
98 こら の 言 は 。 誇り 高い ファ ラオ の 失墜 の 深 さ を 物語 っ て いる 。 
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十 凍 ユー ヌス Yanus( ヨ ナ ) 人 
る 人 々 の 中 に な れ り 」。 ON Wi の 


92.* 何事 ぞ 、 今 と な っ て ! 以前 汐 は で eC TELE GS 
不服 従 に し て 、 騒 乱す る 者 ども の 中 な 0 0 
り し に も か か わら ず 。 Ooo) 
93. され ど 今 日 われ ら は 流 を その 肉 6 る EL ELIE 
体 と 共に 救 わ ん 。 そ は 汐 が 液 の 後に 来 エセ 
る 人 々 の た め 神 兆 た らん が た め な り GFL Ol 5) そら 
*296 され ど ま こ と に 多く の 人 々 が わ a 
れ ら の し る し を 無視 する な り 。 を 9 
十 項 


94. 面 し て われ ら は イス ラ エ ル の 子 8 し ん っ 12 ss A Ay 
ら に 真実 な る 居所 を 与え 、 面 し て 我 等 の 


は 》 彼 等 に 住 きも の の 中 か ら 滋 因 物 を 124CAICS こよ 有 そよ お 29 
授け た り 。 され ば 彼 等 に 知識 が 来る ま 。 。 シン gg ルコ ュ ャ ルッ ュ イ ン ョ ン 
で は 彼 等 は 異な る こと な か りき 。 げ に ヴェ OO | ス る 外 全 ( づ テ 
流 の 主 は 、 復活 の 日 に お いて 、 彼 等 が PE か 7 


ンー の の パン トタン 


決 せん 。 


2 人 122 人 TSe 91 る 28 と 2 の 2 1S 
95. され ば 流 も し われ ら か が 六 に 降 せ MICOS1 Ks る 5 てら! 
し も の に だ 疑い あら ば 、 光 以前 に ( 降 さ 8 6 a 
2 ・ こま 1 で うう ちら で |。 ES 

れ た る ) 経典 を 読め る 人 々 に 尋ね よ 。 ター ツジ の こつ うー ドレ 
まこ と に 波 の 主 より “真理 が 激 に 来 た SS a 


910:52. P45:17, “45:18. 2:148; 10:95; 11:18. 


1296 あら ゆる 聖典 と 歴史 の 本 の 中 で 聖 ク ルアー ン だ けが この 事実 を 述べ て いる の は 
注目 すべ きこ と で ある 。 聖書 は この こと に つい て ふれ て いな いし 、 ど ん な 歴史 書 も そ 
う で ある 。 し か し 、 神 の 言葉 は 何と いう すばらし い 手 法 で 真実 を 証明 され た こと か 。 
3000 年 以上 の 経過 の 後に 、 フ ァ ラ オ の 遺体 は 発見 され 、 現 在 カ イロ の 博物 館 に 保存 
され て いる 。 ミ イラ は 、 フ ァ ラ オ が 怒り と 愚か さ を う か が わせ る 顔つき を し た 、 や せ 
た 背 の 低い 男 で あっ た こと を 示し て いる 。 モ ー ゼ は ラメ ス 世 (Rameses ID の 時 代 に 
生ま れ 、 彼 に 育て られ た ( 出 エ ジ プ ト 記 2:2-10)。 し か し 、 モ ー ゼ が 預言 者 と し て の 使 
命 を 託さ れ た の は 、 ラ メス 二 紀 の 息子 の メ ネ プ タ (Meneptah) の 治世 の 時 で あっ た ( ユ 
ダ ヤ 教 百科 事典 9 巻 300 頁 及 び 、 聖 書 百 科 事 典 「 パ ロ 」 と 「 エ ジ プ ト 」 項 で 見 よ )。 
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如 


トー 登 ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 


れ り 、 され ば 汐 、 断じて 疑う 者 の 中 な tk で 
あな の が の 5 の Oo 
96. また 流 、 ア ッ ラー の 神 兆 を 虚 亡 と WC 
みな し た る 者 ども の 中 に な る な か れ 。 : 


さす れ ば 、 溢 失敗 者 の 中 に な らん 。 (7 ga 
97. "げに 流 の 主 の 御 言 葉 が 決定 され 83 ©<$2 Ek 2 ミン マ ぇ 前 8 


た る 者 ども は 、 信 ぜ ざ る べし 、 か 5 
0 HY 
98. た と え て の 柱 兆 が 彼 等 に 来 153 は 2 に 32 ある に 5 
た る と も 、 痛ま し い 責 苦 を 味わう ま の 
で は 。 OY 
99. され ば 、 信 仰 に 入り 、 そ の 信仰 の (33Ikz28 こ (と EY 
お か ば げ を 披 む り た る 記 な か り し は 何 . Oh J 
故 ぞ ? 2874 但し “ヨナ の 民 を 除 いて と ける げ いる SS 本 かり 
2 彼 等 が 信仰? こ 入 り た る 時 、 われ i インタ * 3 。 シー ョ タン 
ら は 現世 に お ける 也 選 の 貴 基 を 彼 等 ls うこ の うら りつ は る 
か ら 取 り 除 き 、 彼 等 に し ば し の 給 養 を Oe dk 
与え た り 。 ” 


に 


10:34: 40:7./10:89. 37:149. 


”。 この 演説 は 、 聖 預 言 者 に 対し て で は な く 、 聖 クル アー ン の あら ゆる 読者 に 対し て 
の も の で ある 。 そ の こと に つい て は 、 「 液 に 降 せ し も の 」 と いう 言葉 も また 、 こ の 話 
が 聖 預 詩 者 に され て いな いこ と を 示し て いる 。 と いう の は 、 聖 クル アー ン の 数 個所 で 、 

それ は 全て の 民 に 示さ れ た と 述べ られ て いる か ら で あ る (2:137: 21:11) 。 直後 の 次 節 が 、 
この 見 方 を 支持 し て いる 。 何故 な ら ば 、 聖 預 芝 者 は どう あっ て も 「 アラ ー の 御 神 兆 を 
疑う 」 人 々 の うち の 一 人 で は あり 得 な いか ら で あ る 。 

974 町 に 住む 人 々 の こと 。 

98 ヨナ に つい て は 当 節 の 外 聖 クル アー ン の 5 個所 で 述べ られ て いる (4:164: 6:87: 

21:88: 37:140 及び 、68:49) 。 回 書 の 中 で は 、 彼 は “イス ラ エ ル の 預言 者 "と 述べ られ て 
いる (2 列 王 記 、14:25) 。 役 は ニ ネ べ に 行き そ を こ で ニ ネ ベ べ の 人 々 に の ろ い を か ける よう 
命じ られ た 。 そこ で 、 聖 クル アー ン に よる と 、 彼 は 自分 の 民 の 所 に つか わ さ れ た と な 
っ て いる 。 彼 は イス ラ エ ル 人 で も な けれ ば 、 ニ ネネ べ に 遣わ され た の で も な く 、 た だ 彼 
自身 の 民 の 区 域 に 行っ た だ け で あっ た 。 聖書 研究 者 達 自ら も ヨナ の こと を イス ラ エ ル 
人 と は 認め な い の で ある 。 
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- 壮 ユー ヌス Yaunus( ヨ ナ ) 


100. され ば “も し 液 の 主 が 欲し た り 
せ ば 、 地 上 の 凡 て の も の は 皆 と も に 信 
仰 に 入り た り 。 りら 液 は 人 々 を その 信者 
と な る まで は 強要 や 9 し 得る か ? 


101. 面 し て 何人 も アッ ラー の 許可 
290 な くし て 信仰 に 入る 能 わ ず 。 され 
ば < 彼 は 理解 せ ざ る 者 ども の 上 に は 
( 彼 等 の 心 の ) 不 浄 を 科 し 給 う 。 

102. 云え 、4「 庄 天 と 大 地 に 在 る 凡 て 
の も の を よく 考え て みよ 」 9 。 釣れ 
ども 、 神 兆 も 警告 も 信 ぜ ざる 民 に は 役 
立た ず 。 


103. NN 上 以前 に 逝け 


EC 
わし も 確か に お 前 達 と と も に 待つ 者 
な り 」。 

104. 然 る 後 われ ら は 己 が 使徒 た ち 並 
びに 信じ た る 人 々 を か く の 如 く 救 うべ 


し 。 》 信 者 を 救う は われ ら が 義務 な り 。 る 


OR RFPS 


プー 4 る タ PO 5 人 っ アデ 

SN 

ca a イタ まり > 2 ン も ンズ 

の と 2 oY) の う 3 アン っ 9 
のり ン 


UE 本 
EE SS 9 


SN EE TO SE 
2 sk 


6:150: 16:10.72.257: 18:30. “6:126. 97:186. “54:6.135:44, 811:123. 130:48; 40:52; 58:22. 


1289 新 に より 、 イス ラム 教 は その 布教 の た め に 武力 の 行使 を 許し た り 支 持 し た り し 


な いと いう 
1290 、 


こと が 、 


単に に 


遵守 する こと に よる 。 


いさ さか の 疑い も な く 明 ら か と な っ て いる 。 注 319 も 参照 。 
ゴゴ 先 で 、 あ る 教義 を 述べ る だ け で 、 胡 の 信仰 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 そ 
れ が 可能 で ある こと は 、 神 の 許し に よる し か な い 。 


即ち 、 神 の 限定 され た 明確 な 捉 を 


1291「 諸 天 と 大 地 に 在 る 凡 て の も の を よく 考え て みよ 」 と いう 言葉 は 次 の よう な 意味 


で ある 。 聖 預言 
因 は 、 


で ある 。 


者 ムハンマド の 主張 を 成功 と 繁栄 に 避 く よう 運命 づけ て いる 数 々 の 要 
諸 天 と 大 地 の 両 方 で すでに 明らか で ある 。 そ れ で 、 そ の 主張 は それ E 
い 教 訓 の 力 で 繁栄 し て いく の で 、 その 主張 を 助け る の に どん な 強制 も 


体 の 美 し 
必要 と し な い の 


575 


十 一介 


ユー ヌス Yanus( ヨ ナ ) 十 章 


十 一 項 

105. 云え 、「 液 等 人 々 よ 、 も し お 前 達 
が 我 が 宗教 に 疑い を 抱く と も 、? 我 は 
お 前 達 が アッ ラー 以外 に 拝 す る も の 
を 拝 まず 。 され ど 、 我 は お 前 達 に 死 を 
賜 う アッ ラー の み を 拝 す 。 病 し て 邊 
は 信ずる 者 の 中 に な る こと を 命ぜ ら 
れ た り 、 


106. また “常に ( 神 に ) 帰 依 服従 し な 
が ら 宗 教 に 専念 せよ (と いう こと を )。 
< 病 し て 没 、 併 せ 祀 る 者 ども の 中 に な 
る な か れ 。 

107.* ま た 、 ア ッ ラ ー の 外 に 、 液 を 益 
する こと も な く 、 光 を 害する こと も な 
し 得 ざる 者 に 祈る な か れ 。 され ども し 
激 之 を な し た れ ば 、 泊 は 必ず 不義 者 ど 
も の 中 と な らん 」。 

108. / さ れ ば 、 も し アッ ラー が 補い に 
よっ て 激 を 苦し め な ば 、 彼 以外 に 何人 
た り と も 之 を 取り 除く こと 能 わ ず 。 ま 
た も し 人 彼 波 に 辛 い を を 授け よう と 思わ 
ば 、 何人 も その 因 を 阻む こと fi E わ ず 
1292 彼 は その 僕 等 の 中 か ら 己 が 欲す 
る 者 に それ を 座 し 給 う 。 市 て 彼 は 宙 
大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 

109. 云え 、「 液 等 人 々 よ 、 確 か に お 前 
達 の 主 よ り 真理 が お お 前 達 に 来 た れ り 。 


oo 2 

SO 2 
と 1 イラン デラ ンー うう 
CS こと うふ: lS 


EAN EIT 
SEYG ho Lr E35Y3 
9 イー レン イ ンタ 。 1 る で で ブン 
ご 65 ES DE TY 

る 
OE 
4 a OO ー395 


に ンコ 


9109:3. 76:164. “30:31, 44. 28:88. 228:89.76:18: 39:39. 


3292 人 間 の 努力 に よっ て 達成 する こと が 出来 る 自然 の 法則 に 従属 され た 闘 行 の 部 類 
が ある 。 し か し 、 こ れ 以 上 に 、 他 の 種類 の 善 が ある 。 そ れ は 神 の 特別 な 恩 究 に よっ て 


人 聞 に 生ずる 。 
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MT 


+ ユー ヌス Yunus( ヨ ナ ) 十 一 合 


され ば < 科 導 に 従う 者 は た だ 自身 EG os a 
の た め に 和 導 か れる な り 。 され ど 、 迷い き 人 
た る 者 は た だ 己 自 身 に 対し て 迷う な dguLs56 て る ち 、 し 2 し 。 交 


5。 耐 し て 我 は お 前 達 を 監視 する 者 に 2 
非 ず 」 a bu st 


110. 市 し て 約 、 己 に 啓示 され た る も まう 25 そ 0、 チ る ヒ き 9 
の に 従い 、 アッラー が 裁決 する まで 耐 


ンタ 1 る CN 5 ン 
え 忍 べ 。 され ば 彼 は 坊 決 する 者 の うち を OSN TE 3 WIS 
最も 優れ た る 御方 な り 


927.93: 39:42. 7:204. 
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一 間 
フー ド Hud 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 
イブ ン ・ ア ッ パ バー ス 、 ア ル ・ ハ サン 、 イ クリ マ 、 ム ジャ ー ヒ ド 、 カ ター 
ダ と ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ザ イド に よれ ば 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た 。 し か 


し 、 ム カー ティ ル は 、 そ の ほとん ど は メッ カ 時 代 の も の で ある が 、 13.18 節 と 
115 節 は メデ ィ ナ で 啓示 され た も の と 考え られ る と し て いる 。 
主題 

前 章 は 使徒 た ちの 敵 を 三 つ の 部 類 に 分 類 し て いる 。(。) 完全 に 潰 滅 さ せら 
れ た 人 々 。 (b) 完全 に 容赦 され た 人 々 。 (<) 一 部 は 潰 減 さ れ 、 一 部 は 容赦 され 
た 人 々 。 当 章 に 於 いて 、 聖 クル アー ン は 第 一 部 類 の 人 々 を 論じ 、 神 は フー ド 
の 人 々 を 彼 等 の 痕跡 すら 後に 残す こと な く 完 全 に 滅ぼし た こと に 言及 する 。 
そし て 神 は 、 彼 等 の 代わ り に 他 の 人 類 を 生じ させ 、 人 間 の 活動 の 新しい 時 代 
を 出発 させ た の で ある 。 当 章 は 又 、 神 は 人 間 を 見 守り 、 そ し て その 行動 に 従 
っ て 振 多 い 、 事 情 の 要求 に 応じ て 徳 導 に 備え る こと も 示す 。 こ の 準備 は 彼 等 
の 幸福 の た め に な され て いる か ら 、 そ れ ら に よっ て 利益 を 得 な い 人 々 は 道徳 
上 の 死 を 経験 する 。 こ の よう に 進行 が 続く 。 そ し て 人 間 の 一 世代 が 没 す る と 


の 宗教 が 現れ る 。 更 に 当 章 は 語っ て いる 。 世 の 中 の 発展 は さ し 当 り 神 の 捉 を 
遵守 せ ず と も 可能 か も しれ な い が 、 神 と 人 間 に 対 し て 正直 で 誠実 な 者 の み が 
永久 不変 の 成功 を 得 ら れる の で ある と 語っ て いる 。 彼 等 の 追憶 は 不滅 で あり 、 
その 名 は 世界 史 に 永久 に 銘 記 され る 。 こ の 後 、 何 夏 信者 達 は 不信 者 達 に 勝利 
し 、 そ し て 不信 者 た ち は 真 実に 反抗 し て その 苦闘 に 失敗 する か の 理由 が 述べ 
られ て いる 。 当 章 は 、 ノ ア や フー ド 、 サ ー リ フ 、 ロ 下 や シュ アイ ブ の 人 々 の 


多 さ で まさ っ た 彼 等 は 使徒 達 の 非常 に 控え 目 な 信者 達 に 反抗 を し て 、 破 壊さ 
れ て し まっ た の で ある と 語っ て いる 。 偉大 な る 族長 アブ ラ ハ ム も また 言及 さ 
れ て いる が 、 ロ ト の 物語 の 推移 の 中 で 、 付 随 的 に 述べ られ て いる 。 ア ブラ ハ 
ム の 言及 の 後 、 モ ー ゼ の 簡潔 な 記述 が ある 。 そ れ は 、 イ スラ エル の 人 達 と の 
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フー ド Hud 
関係 で は な く 、 フ ァ ラ オ と その 人 短 慢 な 仲間 た ち が 、 神 託 を 拒否 し た た め 滅 ぼ 
され た こと に つい て の 叙述 で ある 。 

次 に 信者 達 は 、 天 凡 が 決定 され た 人 々 と 交際 し て は な ら な いこ と を 戒め 
られ て いる 。 そ の よう な 人 々 と 交際 する こと は 、 彼 等 と 一 緒 に 天罰 に 当然 巻 
き 込 まれ る こと を 想定 され る で あろ う 。 そ の 後 は 、 聖 預言 者 は 不信 者 達 に 迫 
り 来る 破滅 を 悩 び べき で な いと 語っ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 前 の 多く の 預 
言 者 た ちの 時 代 の 人 々 は 、 そ の 預言 者 た ち に 反抗 し 、 真 理 を 拒否 し た 結果 、 
同じ よう な 運命 に 遺 遇 させ られ た か ら で あ る 。 天罰 の 多く の 事例 が 当 章 に 於 
いて 引き 合い に 出さ れ て いる 。 そ し て 、 聖 預言 者 が 「 フ ー ド 章 は 私 を 早く 老 


る 。 つ まり 、 当 章 の 内 容 は 、 時 な ら ぬ 老齢 の 愛 い を 感じ させ 、 聖 預言 者 の 心 
を 悩ま す の で ある 。 然し な が ら 、 最 後に 、 聖 預言 者 は 自分 に 従う 者 達 に 交 か 
し い 発展 並び に 繁栄 が 待ち 受け られ て いる と う 預 言 で 、 慰 め ら れ て いる 。 
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に 2 


NR 人 a 
a と 


フー ド Hud 
節 数 124、 メ ッ カ 啓示 
1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 記 く アッ ラー の Os2e ku 
御名 に お いて 。 6 
2 の 0 の リウ ッ ペ ラ 9 まあ 0 SS の BI 
その 諸 節 が 確定 せら れ ““、 賢 哲 に 2 5 
し て 深 知 な る 御方 に よっ て 細 説 され ORS SS ON CS 


た る や 聖典 な り 。 


3. つま りお 前 達 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 何 I NG 
i と を 。 げに % 


2 我 は お 前 達 の た め 彼 より の 千 和 者 並 RN 
びに 明 報 者 と な れ り 。 


5 
、 悔 司 し て その 許 へ 帰る べし "9 し PE 
9 (さす れ ば ) 彼 は 定め た る 時 ま (メー TOE EE 


で 、 お 前 達 に 素晴らし い 給 准 を 与え 3 Gg 
$3 ご 
ん 。 ま た 凡 て の 功績 の ある 者 に は その PO 


LL 0:2: 122: 13:2: 14:2: 15:2. 73:8: 10:2. の :j20: 5:20: 7:189: 25:37: 34:29; 35:25. “11:33、 62: 71:11. 


2 われ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 注 16 も 参照 せよ 。 

12934 アフ カマ ・ ブ フー (Ahkama-hn) と は 、 彼 は それ を 確実 で 、 健 全 に 又は 完全 で 無欠 に 
し た を 意味 する 。 アブ カマ トゥ フッ タ ジ ャ ー リ ブ と は 、 実験 が 彼 に 博識 で 知恵 的 な 判 
断 力 を 与え た こと を 意味 する (Lane より )。 

12924 こ こ で の フッ スィ ラ ト と いう 語 は 、 聖 クル アー ン の 教え の 細部 を 示す 3:8 節 に 於 
ける ムタ シャ ー ビ ハ ー ト の 代わ り に 置か れ て いる 。 イス ラム 教 の 根本 と な る 教え に は 
反論 の 余地 が 全く な い の で 、 そ れ ら に 異議 を 申し 立て る の は 難し い 。 し か し イス ラム 
教 に つい て の あら ゆる 真実 を 知る た め に は 、 根本 と な る 教え と 、 そ れ ら の 細目 の 両方 
を 学ぶ 必要 が ある 。 そ れ で も 、 根 本 の も の を 細目 より 優先 すべ き で ある 。 

7299 当館 は 、 人 の 精神 の 発達 で は 、 給 養 の 段階 が 、 ざ ん げ の あと に 来 て 、 そ れ よ り も 
価値 が 高い こと を 示し て いる 。 給 養 は 過去 の 罪 に よる 邪悪 な 影響 に 対し て 神 の 保護 を 
願い 求め た あと 、 謀 実 で 心から 神 に 帰依 する 行動 の こと で ある 。 神 に 近づく の に 、 こ 
れ 以 上 の どん な 良い 手段 を 想像 する こと が 出来 る で あろ うか 。 
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十 一 章 フー ド Hiud 十 二 低 


因 葵 を 授け ん 。 されど 、 も し お 前 達 背 OR HOE * 21 HAIEIE 
き 去 ら ば 、 我 は お 前 達 の た め に 偉大 な - ー 


る 日 の 責 苦 を 恐る 。 

5. "アッ ラー へ こそ お 前 達 半 の 帰 所 な ERs ER 所 、 
り 。 面 し て 彼 は 万 事 に お いて 全能 ( こま 32 この 

し ます 。 oi 


6. よく 聞け 、 彼 等 は 彼 に 隠 そう と し 30126 2 きも 1 
て 、 その 腸 四 を た た み 込 お なり 休 。 』 ルッ ォ 寺本 
よく 開け 、 彼 等 その 衣 を 着込ん で いる 。 つる は < つ 史 まつ な Y| も 


際 も 、? 彼 は 彼 等 が 隠す こと 、 ま た 彼 ビー Ob 
あら わ で うめ う ご つう アテ っ 人 5 
等 が 頭 す こと を 知り 給 う 。 げに 彼 は 


彼 等 の 胸中 の も の を 熟知 し 給 う 。 OFLC TE 
十 二 登 

7. 面 し て 、 i css 

ける も の 、 みな その 滋養 物 を アッ ラー 一 ct RN 

に 燥 ら ざ る も の は な し "。 彼 は その E33 

し ば し の 居所 も 、 常 住所 も 知り 給 う oo こき 


8。 万事 は 明瞭 な る 経典 に あり 。 
10:5.72.78: 16:24: 27:75: 28:70: 36:77. “11:37.、 


1296 不信 者 達 は 、 疑惑 と 反対 の 念 を 心 に 隠し 持っ て お り 、 そ れ ら を あら わ に 出さ な い 
し 、 取り 除い た り し な い 。 彼 等 が 真実 を 受け 入れ る の を 妨げ て いる 理由 は 、 彼 等 が 心 
の 内 を 開き 、 疑い を 晴らす の を 彼 等 自身 で 拒ん で いる た めで ある 。 
297 神 は 、 あ ら ゆ る 創造 物 の た め に 、 食 物 を 用 意 な され た 。 地 の 底 深く に 住む 虫 や は 
申 類 の た め に 、 生 活 の 手段 を 与え さえ し た の で ある 。 人 間 の 理性 は 、 こ の よう に 地上 
や 地 中 の 無制限 に 存在 する 虫 や 昆虫 達 が 、 ど の よう に 、 ど こ か ら 食 物 を 得る の か を 知 
て 当惑 する 。 人 間 は 宇宙 の 神秘 を 解明 し た と 考え て いる が 、 自分 達 が 食べ て いる い 
ろ い ろ な 種類 の 食物 は 言う に 及ば ず 、 全 て の 生命 体 を まだ 完全 に 知り つく し た 訳 で は 
な い 。 し か し 、 神 は それ ら 全 て の も の に 対し て 十分 な 用 意 を な され た 。 当 節 は 、 神 が 
創造 物 の 中 で も 最も 邊 し い 物 を 自然 学 上 の 必要 性 か ら 供 給 さ れ た よう に 、 道徳 的 精神 
的 な 必要 物 と し て 同様 の 供給 を する の を 確か に 怠る こと が 出来 な か っ た し 、 そ れ が 人 
MS 神 の 創造 物 の 極致 で ある こと を 示し て いる 。 当 侵 は 、 あら ゆる 生き 物 の 一 
時 的 永久 的 すみ か だ け で は な く 、 そ の 力 が 発展 する こと が 出来 る 最大 の 限界 に つい て 
も 述べ て いる 。 
228 ム ス タ カ ッ ル と ム ス タ ウ ダ ア は 、 し ば し の 滞在 所 と 永久 的 な 居所 を 意味 する ば か 
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十 二 傘 フー ド Hud 十 一 章 
8. 曽 し て 、< 彼 こそ 六 つ の 期間 で 29 3 0S YEG R53 
て その 玉座 は 水上 に 在り き 00。 ヵ と を ち と 

は 役 が お 前 達 を 試さ ん が た め な り 、 お ちら J3 EL 
前 達 の うち 誰が 最も 優れ た る 振舞 い oa 

を する か を 。 され ど 流 も し 「 お 前 達 は JUN6> EE 


うと こつ 3 ET ジッ 


死後 に 必ず 難 らし め ら れん 」 と 云わ MEE Ue 
ば 、 不 信 せ し 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 こ て 。 「 * 

れ は 明らか な る 魔術 に 外 な ら ず 」 と 。 os 
9. “また われ ら が も し 彼 等 か ら 懲 凡 を 431 に つの 42 人 だ 433 
一 定時 期 延 ば さ ば 、 彼 等 は 必ず 云わ 1 テレ ン ネ ニレ 
ん 、「 何 が それ を 制止 する の か ?」 と 。「 | で 半 ら て の 95 


よく 聞け 、 懲罰 彼 等 に 降る 日 、 そ は 彼 3 に ぅ 2: で sc 2 みつ 3 こじ 
等 より 取り 除く 能 わ ず 。 病 し て 彼 等 が 


漠 笑 せ し も の こそ 彼 等 を 包囲 せん 。 を EN pe 
ご 項 
10. され ば 、7 も し われ ら が 人 間 を し | レレ ィ て 6 る る ン ッ ン (5 る | っ 8NI そ イェ イン 
ES OY 
A る 入 ーー が 


7:55: 10:4; 25:60. b5.49; 6:166: 67:3. “21:42; 46:27. 41:52. 


りか 、 物 事 の 決 然 と し た 最後 の 限界 範囲 を 物語 っ て いる 時 間 と 場所 : 約束 し た 期間 : 
経過 の 終局 を も 示す (Lane より )。 

1299 注 os4 を 参照 。 

9 水 の こ と は 全て の 生命 の 源 と し て 聖 ク ルアー ン の 中 で 繰り 返し 述べ られ て きた 
(21:31: 25:S5: 77:21 及び 、86:7 節 )。「 そ の 玉座 は 水上 に 在り き 」 と いう 青葉 は 、 偉 大 
な る 思 恵 の 表示 は 生き 物 、 Re 

られ る こと を 表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 神 の 美徳 は 恩恵 の 表示 の た め に 、 聖 クル ア 
ー ン の 数 1 交 所 で 水 に た と えら れ て きた 神 の 啓示 の こと を 意味 し て いる の か も し れ な 
い 。「 お まえ た ち は 死 後に 必ず 暴 ら し め ら れん 」 と いう 巡 葉 に は 次 ゆこ と が 示さ れ て 
いる 。 この 創造 の シス テム 自体 、 人 は 死後 生命 を 持つ こと を 表わし て いる 。 と いう の 
は 、 意志 と 独立 心 を 持っ た 生物 が その 中 で 生き な けれ ば な ら な いこ の 広大 な 宇宙 と い 
う 創 造物 は 、 そ の 生物 の 創造 が 偉大 な る 目的 に か な う よ う 意 図 さ れ て いる こと を 明 ら 
か に する の で ある 。 し か し この 世界 で の 寿命 は 短く 、 試し と 試練 の 一 時 的 存在 で ある 
の で 、 こ の 試し と 試練 の 一 時 の すみ か の 後 、 人 間 は 報酬 の 永続 的 な 永遠 の すみ か に 進 
まな けれ ば な ら な い の で ある 。 
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に これ を 取り 上 げた な ら 、 彼 は 絶望 O33 る 8 

し 、 恩 を 忘れ る 。 

11. され ば も し ? 彼 が み ま わ れ た る 災 2 
難 の 後 、 わ れ ら が 彼 に 恩恵 を 味わわ し ot 
むる と 、 彼 は 必ず 云わ ん 、「 不 幸 は 邊 で を 
より 去れ り 」。 彼 は 確か に 有頂天 に な i 


り て 、 自 慢 す る な り 。 守ら 
12. 2 但し 、 耐 え 忍び て 善い 行い を な と AL 光り LE 3 15 う ころ CII 
し た る 者 は 別 な り 。 彼 等 NM EE 

堪 し と 偉大 な る 報 敵 あ OO 


13. “され ば 、「? 何 故に 宝物 が 彼 に Pb EE EE < 
降 さ れ ざ る か 、 ま た 何故 に 天使 が 彼 と 。 _ 
共に 来 た ら ざる か ?」 と 彼 等 は 云う が YY 8 Og Ss 
誠に 、 液 は が 胸 を 苦し め ら れる た ょ /< し し 1 
め 、 波 は 恐 らく 己 に 砂 示 され た る も の a Sk EJ 


の 一 部 を 放棄 し 得る か ? や 2 げに “ 光 2 3 ES 


A 
は た だ 警 告 者 に 過ぎ ず 、 血 し て アッ プラ bf 
ー は 万 事 の 監視 者 な り 。 BS 


41:51. P41:9; 84:26; 93:7.『17:74. 17:94; 25:9. “13:8. 


サラ アッ ラ (La “alla) と いう 語 は 、 その 状態 が 話し 手 に 関係 が ある か 聞き 手 に 関係 が 
ある か 又は 他 の 誰か に 関す る か に か か わら ず 、 和 希望 又は 恐怖 の り ど ちら も 意味 し て 使用 
され る 。 

302 或 る 時 は 質問 を 省き 、 答え の み を 与え る と いう こと は 、 聖 クル アー ン の 語法 の 特 
色 で ある 。 質問 は 、 そ の 答 自 身 に 含ま れ て いる 。 当 節 は 、 こ の 特色 の 一 例 で ある 。 前 
人 節 に 於 いて 、 信 者 た ち は 赦 し と 素晴らし い 報奨 が 約束 され た 。 そ れ に 関し て 、 不 信者 
達 は 聖 預言 者 を 軽 藤 し よう と し て 尋 ね た 。* 何 処 に 約束 せる 報 龍 が ある と いう の か ? 
我 等 は その わずか な 前 兆 す ら 知ら な いか ? お 前 は 必要 な お 金 さ えも ぜん ぜん 持っ て 
いな いし 、 天使 達 が お 前 を 助け に 天 か ら 降 り て も 来 な いじ ゃ な いか 5 時 ク ルアー ン は 
彼 に 形勢 を 逆転 させ 、 彼 等 の いや み に 皮 肉 で 答え て 斉 う あっ 、 こ れ 等 の 人 々 の 反対 
は な ん と 耐 え 難 いこ と で あり 、 そ し て 恐らく 預 斉 者 よ 、 そ の 反対 に 対し て 答え られ な 
い 抽 れ が ある 故に 、 液 は イス ラム の 繁栄 と 大 成功 に 関す る 預 言 を 包含 し た 啓示 の 一 部 
を 隠す こと を 望む で あろ うか ! これ は 彼 等 の くだら な い 切 望 し た 考え に 過ぎ な い 。 そ 
の よう な こと は 決し て 起き な い " と 。 
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3 よ 』 


14. 或 は 彼 等 は 云う 、「 彼 が これ を 揚 466 8 えっ つめ 3 
造 し た り 」 と 。 評 え 、「 然 ら ば 、 こ れ 3 a 
に 類する 提 造 し た る 章 委 を 十 ほ ども 。 マブ 31 3 っ 


た ら せ よ 、 も し お 前 達 正 直 な ら ば 。 ま gz え > 8 < っ | 
RS } ab、・ \ 2 3 の 

た アッ ラー 以外 に お 前 達 が (助け に ) 9 > ご 

呼べ る も の も 呼べ 」。 OOA8 よ っ 


15. され ば 、 も し 彼 等 が お 前 達 に "の に 31120AU 2 だ SS 6 
応え られ ざる な ら 、? そ は アッ ラー の 。 


A 8 ジ ! て $ っ イン 8 { ィ 、2 イ 
御 知 識 に て # 啓示 され た る も の な る こ 24) いつ ! AA の 1 
と を 知れ 。 ま た 彼 の 他 に 神 な きこ と ORL I 
を 。 さ れ ば お 前 達 服従 する や ? - AE 
16.“ 誰 で あれ 現世 の 生活 と その 栄華 SS 938 e336 


を 望む 者 あら ば 、 我 等 は 彼 等 に その 行 、。  _ 凍 
い に 対 し て 、 こ の ( 世 の ) 中 に お いて 十分 と ー つ ペ ゃ EL SS 
に 報 ゆ べし 。 面 し て 彼 等 は この こと で 決 SCL 
し て 不当 に 遇 せら る る こと な し 。 9 
17. 4 これ 等 こそ 、 来 世に お いて 火 獄 の 32 VIE cn 2 コル 
外 に 何 も な き 者 な り 。 彼 等 が そこ で な 

じ た る と と は 飼 と な れ り 、 背 し で その BOK302 じ ちと) 3 
ん と は すべ て 徒労 に 帰 さ MO 
18. され ば 、? 己 が 主 よ り の 明 証 に 基 づ Ce RS 

き 、 7 その 証人 は 彼 に 追従 し 、 箇 導 に の 6 sO Lt 

し て 慈悲 た る モー ゼ の 経典 は それ 以 じじ A ジジ Sa 
前 に 在 る 者 (が 詐欺 師 で あり うる 


62:24: 10:39: 17:89: 52:34-35. 04:167. 2:201; 17:19. 17:19. 747:15.746:1 6 上 7. 


や 「 液 」 の 代わ り に 「 お 前 達 」 の 複数 代名詞 の 使用 は 、 挑 戦は 聖 預言 者 の み に 限 ら 
ず 、 ム スリ ム 達 は 、 あ ら ゆ る 世代 に お いて 、 こ れ 等 の 言葉 に よっ て 挑戦 する こと が 出 
来る こと を 示す 。 当 人 節 は 、 聖 クル アー ン は 、 そ の 様々 で 優秀 な 資質 に お いて 、 常 に 無 
比 で あろ うと いう こと を 保証 し て いる 。 
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か ?) 4。 これら の 者 こそ 彼 を 信ずる 2276 こう っ お 8 そ 必 伯 55 

OR DS 
な り 。 章 し て これ を 拒否 する 者 ども あ : 5 9 
ら ば 、 火 獄 が その 約束 の 居所 と な ら 8 とう PU6 DAYIOsp う 8 


ん 。 さ れ ば 、2 流 これ を 疑う な か れ 
まこ と に これ は 、 液 の 主 よ り の 真理 な 
り 。 さ れ ど 、 人 々 の 多く は 信 ぜ ず 。 


19. 耐 し て 、? ア ッ ラ ー に 対し て 虚偽 を 
提 造 する 者 より 更 な る 不義 者 は あろ う 
か ? か か る 者 ども は その 主 の 御前 に 引 
き 立て られ 、 証 人 た ち は *"5、「c こ れ 
等 の 者 は その 主 に 対し て 虚偽 を な し 
た り 」 と 云う べし 。 よ く 聞 け 、 不義 な 
す 者 ども の 上 に アッ ラー の 呪 斉 あ り 。 
20. "か か る 者 ども は アッ ラー の 道 か 
ら (人 々 ) を 妨げ 、 逐 を 歪め ん と する な 
り 。 また 彼 等 こそ 、 来世 を 拒む 者 ども 
な り 。 


21、 こ れ ら の 者 ども こそ 、 地 上 に お い 
て (神聖 な 人 々 を ) 無 力 に する 能 わ ず 、 


る ン ぅ る な 人 ee イィ 
os I SS 


CAE GI ES 


る ブン タ 


り 宮 2 うう る Ej 


dg NR RY 
OE I YES 9 う 
ML ED 前 
Le 225 人 eG Rs 
or 

CR P| 


2:148; 10:95. 76:22: 10:18: 61:8. “39:61. 93:100: 7:46: 14:4: 16:89. 


0 当 節 で は 聖 預言 者 を 支持 し て 三 つ の 主張 が 言葉 で 示さ れ た 。(a) 「 彼 は 、 主 より 


の 明 証 の 上 に 


言 さ れ て いた 」 と 。 


し っ か り と 立っ て いる 者 で あり 」 
証人 が 兵 で ある こと を 証明 する た め に 」 そ し て 、(<) 
「 己 が 主 よ り の 明 証 」 と いう の は 、 


(b) 「 彼 に 従う よう に 主 か ら 下 され た 
「 モ ー ゼ の 聖書 に 彼 の 出現 は 預 
聖 預 言 者 が 、 堕 落し 退廃 し た 


人 々 の 生活 に 引き 起こ し た 偉大 な 道徳 的 革命 の こと で あっ た 。 そし て 、 彼 の 真実 性 を 
証明 する 証人 達 と いう の は 、 彼 の 後継 者 達 の 中 か ら 現 われ た 神 に 支持 され た る 指導 者 


た ちの こと で あっ た 。 後継 者 達 は 教訓 と 慣例 に 


よっ て 時 代 を 通し て イス ラム 教 の 真理 


と A RS CIS の は 、 約 束 さ れ た 救 人 者 


と いう 言葉 は A 
の で ある 。 注 2135 も 参照 。 


て いた 」 


i い H 」 さ れる 聖 預 言 者 に つい て の 3 数 々 あす 


9 この 証人 達 は 、 神 の 預言 者 達 の こと で ある と いえ る 。 
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また 彼 等 に は アッ ラー を 差し 置い て 
IN 
懲罰 が 借 加 され ん NR ‘aas 
能 わ ず 、 また 見 る る 能 わ 


i 
等 より 消え 去る な り 。 
23. “ 彼 等 こそ は 、 疑い も な く 、 来世 に 
お いて 最大 の 損失 者 な り 。 


中 せ し こ と が 彼 


24. げに 、? 信 じ て 普 行 を な し 、 そ の 
の 合計 で 計り し 者 あら ば "の 、 こ 
れ 等 の 者 こそ 楽園 の 者 に し て 、 そ の 中 
に 永遠 に 住ま ん 。 


めく ら 


A 985 

ht UI 
0 内 st © 6 
っ ーー る 


eiga 


OO RE EE 3 


PR まい 


わこ うだ まり 
8 a 5 


ES | 


Ei 2 


25. (これ ら の ) 両 者 を 維 う れ ば 、 皆 。。> ぐ Jlz EYE x5 和 
つん ば a 内 還 うう 、 の に AS に ば 2 

で 郊 と 、 目 も 見 えれ ば 耳 も 聞え る 者 ”・ 

の 如 し 8。 両者 の 喉 え は 等 し か ら RS Ja” eS lS 

ん や ? さ れ !【 ば お 前 達 潮 直 告 に 従わ ざ と と 、 そる イィ イル タン ン 

る か ? & O03 SH | 

の 6:213. P71:54 10:31. 16:110. 12:83; 1158: 4:58; 13:30: 22137; 29:8: 30:16; 42:23. 713:17: 35:20-21. 
不信 仰 に 導い た 指導 者 達 は 、 彼 等 自身 の 罪 と 、 彼 等 が 誤っ て 導い た 者 達 の 罪 と の 


両方 の た め に 罰せ られ る で あろ う 。 
97 精神 的 発展 で より 高い 段階 

神 へ の 完全 な 確 
0 
覚 を 完全 に 所 : 
た と えら れ て いる の で ある 。 


こ 上 る た め に は 、 正 し い 信 仰 と 癌 な る 所 業 に 加え て 、 
E 信 と 服従 、 そ し て 神 に 対す る 完全 な 信仰 が 不可 欠 で ある 。 

信仰 と 不信 仰 と の 間 が 美しい 対比 で 示さ れ て いる 。 信仰 者 は 視 裳 と 聴 
すす る 者 と し て 表わさ れ 、 不信 仰 者 の こと は 、 めく ら で つ ん ぼ の 人 間 に 
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Nm 只 フー ド Hud ご 稚 


三 項 
26. また 、“ わ れ ら は 確か に ノア を そ S31 e333 
ンコ も rT 
の 民 に 遣わ し た り 。( 彼 は 云え り )「 実 0 2 
に 我 は お 前 達 の た め 、 公 明 な 警告 者 Oe nh 


な り 。 

27. ? つ まり 、 お 前 達 は アッ ラー の 外 に ECR 2 1 
何者 を も 崇拝 する な か れ 。 ば げに 我 は 、 0 a 
お 前 達 の た め に 、 悲惨 な 日 の 責 苦 を Od RE SE 
附 る 」 09 

28. され ば 、" そ の 民 の うち の 不信 せ し a 5228 で ma NCGS 
長老 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 流 を 見 る 。 し 
に 、 我 等 自身 と 同じ 人 間 に す ぎ ず 。 ま ーー デビ CKD お YL 
た “ 我 等 が 見 る に 、 溢 に 従い し 者 ども タス て 3 的) EL 
は た だ 我 等 の 中 で 表面 上 の 最も 卑 し し レレ レレ し 
い 者 な り 339。 ま た 我 等 は 、 お 前 達 が の Oe ED 
我 等 より 何 も 優れ て いる と は 思わ ず 。 ONS く 時 
それ どこ ろか 、 お 前 は 嘘つき だ と 我 等 く 

は 確信 す 」。 


97:60: 23:24: 71:3、 77:60: 71:4.23:25. 926:112. 


72「 悲 惨 な 貢 昔 」 と 「 悲 惨 な 日 の 貴 苦 」 は 異な る も の で ある 。 後者 の 表現 は 、 よ り 
大 き な 激 列 さ を 暗示 し て いる 。 ある 種 の 刑罰 は 非常 に 悲惨 な も の で ある 。 し か し 、 何 
百年 も 経過 し た あと で さえ 、 その 日 々 の 記憶 が 絶え ず 付き まとい 苦痛 を 与え 続け る よ 
うな 「 特 定 の 日 々 」 が ある 。 現実 の 「 足 苦 」 は 、 そ れ が 降り か か る 人 々 に だ け 苦 痛 を 
与え る の だ が 、「 悲 惨 な 日 の 貢 苦 」 の 記憶 は それ 以後 の 人 々 を さえ お び え さ せる も の 
で ある 。 

や や バー ディ ー・ ア ッ ラ イ (Badi ar-Ra'yi) と いう 表現 は 、 最初 の 思考 に お いて : 見 た と 
ころ は : 適切 に 考慮 せ ず に 、 を 意味 する (Lane より )。 ア ラー ズ ィ ル ナー・ バ パー ディ ー・ 
アッ ライ (Araziluna Badi ar-Ra yy と いう 語句 の 示す こと は 次 の よう で ある 。 ノ ア の 信 
奏者 た ち が 、(a) 見 せ か け の 振る 狂い を し て いる 、(⑪) 彼 等 の 信仰 は 不誠実 で ある る 、(c) 
それ は 表面 的 考慮 の み の た めで ある 。 残念 な が ら 、 人 々 は 神 の 傾 言 者 の 主張 を 自分 な 
り の 考え 基準 に よっ て 試そう と し 、 彼 は その 水準 を 満た さ ぬ 時 、 彼 等 は 、 そ の (使徒 
の ) 主張 を 偏見 の な い 心 で 公平 に 比較 考察 し た 結果 、 そ れ を 庶 備 と 分 か っ た と いう 者 
え で 己 自 身 を 欺く 。 
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29.? 役 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 考慮 せ 
よ 、 も し 我 は 我 が : よ り の 明 証 に 基 づ 
いて 、 彼 は その 御 許 か ら 我 に 慈悲 を 賜 
わり て も 、 それ が お 前 達 の 目 に 不明 瞭 
に され た る な ら ば 、 我 等 は お 前 達 に そ 
れ を 強い 得 べ けん や ? お 前 達 之 を 嫌 
っ て いる に も か か わら ず 。 
30.? ま た 我 が 民 よ 、 我 は それ に 対し 
て 、 お 前 達 に 如何 な る 財貨 も 求む る に 
非 ず 。 我 が 報酬 は 偏 に アッ ラー か ら 
な り 。 面 し て < 我 は 信じ た る 者 を 追い 
払う 気 は な し 。 彼 等 は 必ず その 主 に 会 
える な り 。 され ど 我 は 、 お 前 達 が 無知 
な る 民 だ と 考え る 。 
31. MP し 彼 等 を 追 
い 払 うな ば 、 ア ・ に 対し て 我 を 
A 
る か ? 
32. 面 し て “ 我 は お 前 達 に 、『 我 が アッ 
の 宝 を 持つ 』 と 云わ ず 、 ま た 我 は 
A 
『 我 は 天使 な り 』 と も 云わ ず 。 また 我 
は 、 お 前 達 の 目 が 歳 視 し て いる 人 々 に 
関し て 『 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 如何 な る 幸 
NE 
ラー は 彼 等 の 胸中 に ある も の を 就 知 
し 給 う 。 その (よう な こと を 云う ) 場 合 
は 、 我 は 必ず 不義 者 の 中 と な らん 」。 
33. 彼 等 は 友 え り 、「 ノ ア よ 、 ? 液 は 我 
等 と 葵 争 せ り 、 し か も 、 液 我 等 と の 論 


ER rR 
i っ ンジ 
o6z と MG 


YE EE 8 
DU dE TI 
5 BAG 0 i 

RT 


2 Et 7 
OC | 


IS ed Cy る シイ イ 2 る ン # 人 Pd Pd る 
ロ 4 


LL64: 47:15. P10:73; 26:110. 26:115. 16:51. 746:23. 
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ュー 


争 を 長引き た り 。 され ば 、 次 が 我 等 に Gots 当 Co の 6IE33 し SG 
成 帳 する こと を 我 等 に も た ら せ 、 液 も 。 

し 正直 な ら ば 」。 

34. 役 は 云え り 、「 も し その 思 し 如 し 所 5、 つ | 釣っ っ E に 0JU 
あら ば 、 ぐ アッラー こそ は お 前 達 に そ a 

れ を も た ら す な り 。 面 し て お 前 達 は OR 
( 彼 を ) 無 力 に する 能 わ ず 1。 

35. され ば 、 も し アッ ラー が お 前 回 が 3 うつ る 5 
迷い た り と 判定 せ ば 、 た と え 我 お 前 達 。  ,。 し 」 2 
に 忠告 せん と 欲し て も 、 我 が 思 告 は お mg 人 AN に つ ゃ つら 生 り と る 10) 
前 達 を 益 せ ざる べし や 2。 彼 は お 前 連用 32 ズー: 和 っ 誠 6 
の 主 に し て 、 お 前 較 彼 の 御 許 に 帰ら し 2 
むる な り 」。 gam 


カタ i る 「 イ ya EAT ゴラン 5」。 人 ンー 2 
0 Os うか 、 6 1 i OS I 9 2 
had DN * 3 ミズ 、 ン す 下 デ 
が る we テー ダバ イン ン > ンダ イン 
造 せ し な ば 、 我 が 罪 は 我 に あり 。 釣 れつ で 3 反 タ abb い ころ な て 9 
ども 、 我 は お 前 達 が 犯す 罪 に は 関 り & 869 2 


だ も 』 
四 項 
37. 耐 し て 、 ノア に 啓示 され た り 、「 す 52 の 4869 41 と お の) ご を 5 


な ん びと っ 2 る く ンー 2 < 
の 何人 も 決し て 信 ぜ ざる べし 。 され ば os CALS かり に つり 


646:24. 746:9. 


” 当館 は 、 懲 罰 の 預言 に つい て 次 の 三 つ の 重要 な 規則 を 具体 化し て いる 。 () 懲 凡 
が 現実 に いつ 起き る か と いう こと は 、 一 般 に は 明らか に され な い 。 () 預言 は 条件 付 
で あり 、 神 が 欲す る まま に 延期 され た り 取 り 消 さ ぐ れ た り し 得る も の で ある 。 <) 懲罰 
の 預言 に 関し て 、 ど ん な 変更 が 起き よう と も 、 神 の 不変 の 目的 は 決し て 変わ る こと は 
な い 。 な ぜ な ら 、 不 信者 達 に は 「 神 の 目的 を くじ か せる こと が 出来 な い 」 か ら で あ る 。 
当館 は 、 ノ ア が 、 彼 の 民 が 彼 を 信じ な か っ た た め に 非常 に 色 り 、 彼 等 の 滅亡 の た 
め に 祈っ た 71:27, 28 節 ) と いう 一 般 に 持た れ て いた 誤っ た 観念 を 取り 去る も の で あ 
る 。 と いう の は 、 当 節 は 、 ノ ア が 自発 的 に 民 の 滅亡 を 神 に 祈っ た の で は な く 、 神 自ら 
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うれ 
彼 等 が 行動 の た め 、 液 愛 う る な か れ ま ニョ イン シ ョ イン | ン 
1313 © aol SE 


38. され ば 激 、 て われ ら の 目 の 前 で ビビ る 33 っ 2 る し ES ESls 
は こぶ ね he を 

1914 且つ 我 が 盛 示 に 従っ て 方 舟 を 造 Er Es g 2 らし 

れ 。 され ど 汐 不義 を な せ し 者 ども の こ LB ご p33 bY 


* わ れ に 願う な か れ 。 彼 等 は 湖 れ 死 の 23 25 
NM 願う な か れ 。 彼 等 は 湖 れ 死 @⑥O 3328 っ うる) 


の し ルレ 8 


39. され ば 彼 は 方 諸 を 造る な り 。 され zz CCS CS 
ど そ の 民 の 長老 た ち が そ の そば を 通 2 
り 過 ぎる 度 に 、 彼 を 只 弄 する な り 。 彼 で つい 2 うっ お 
は 云え り 、 「 も し お 前 達 我 等 を 咽 り 笑 ァ ン ラッ プー ター メイ “CEE っ と 
うと も 、 お 前 達 が 弄り 笑う 如く 、 我 等 02 NR 
も お 前 達 を 笑う べし 。 bd 


40. され ば や が て お 前 達 は 、 そ の 也 3Za6 ee a 
辱 た らし むる 責 苦 が 誰 に 至る か を 知 2 Ss i 
る べし 。 ま た その 者 の 上 に 留まる 責 。 〇 2 の 3 の に 32 
普 が 降る べし 」。 


41. され ば 、* われ ら の 裁決 は 下り 、 し 52of2EI 
いで を っ ) 
諸 泉 ほ と ば し り 出る 時 5、 わ れ ら は DI 


23.28. P11:94; 39:40-41. "23:28: 54:13. 


1 21:27, 28 節 に 関す る 祈り は 、 当 節 が 明示 され た あと に 、 唱 えら れ た も の と 思わ れ 
る 。 当 節 に よる と 、 ノ ア は 彼 の 民 の 中 か ら 誰 も 彼 を 信ずる 者 が 出 な いで ある うと いう 
神 の 決定 を 知ら され て いた 。 それ 故 ノ ア の 祈り ⑦⑰1:27, 28 節 ) は 、 神 の 意志 と 定め に 対 
する 服従 以上 の 何 も の で も な か っ た 。 そ の 祈り が 意味 し た こと は 全て 、 ノ ア の 民 の 減 
亡 に つい て の 神 の 定め を 神 が 実 行 し て も よい と いう こと で あっ た 。 

4 アー ユン と は 、 アイ ン の 複数 形 で あり 、 目 : 見 る 又は 眺め る : 家 の 住 人 : 保護 な ど 
を 意味 する (Lane より )。 

サフ ア の 洪水 は 、 た だ 単に 泉 か ら 水 が 湧き 出 た た め だ け で は な か っ た 。34:12.13 節 
で 明らか な よう に 、 それ の 本 当 の 原因 は 、 に わか に 大 雨 が 降り 出し た と いう こと で あ 
っ た 。 雨 は 降っ て 激流 と な り 、 至 る 所 水 び た し と な り 、 概 し て 大 雨 の 時 み ら れ る よう 
に 、 水 も 又 、 地 球 の 深部 か ら わ き 上 が り 始 め た 。 そ し て 泉 と いう 泉 は わき 上 が り 始 め 、 
この よう に し て 、 水 は 天 か ら と 地 か ら の 両方 で 、 全て の 土地 に 洪水 を も た らし た の で 
あっ た 。 ノ ア は 、 泉 が 非常 に 沢山 発見 され た 山 の 多 い 土 地 に 住ん を で いた の で ある 。 
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で えり 、?「 和 の 午 の より な お は 、 し ks 
こつ ずつ 、 並び に すでに 宣告 が 降 さ れ 


た る 者 を 除い て 、 汐 の 家族 を この 舟 に 3 LENE 

乗り 込ま せよ 。 ま た 、 信 じ た る 者 を So で ス 

も 」。 さ れ ど 、 僅 少な 者 を 除い て 、 彼 OL ME 3 | 

と 兵 に 信 ぜ し 者 は な か りき 

42. 彼 は 云え り 、 「 こ の 中 に 乗り 込め . OPC と 

その 航行 も 、 また その 停泊 も アッ ラー 
に て ダラ ゥ プイ Tt 4 5 タン 

の 御名 に お いて 。 げに 我 が 主 は 寅 大 に ⑤⑧2>33 a 

し て 、 慈 悲 深く まし ます 」。 

43. 耐 し て それ は 彼 等 を 乗せ 、 山 の 如 dCaike 2 3 ふら 6 の っ 55 

き 波浪 の 中 へ 進め 行け り 。 耐 し て ノア 2 

は 離れ て 立て る 我 が 子 に 向っ て 呼び CR 1 


か けり 、「 我 が 皿 子 よ 、 我 等 と 借 に 乗 の の 
ン | WW 本 
れ 、 不 信者 ども と 僅 に いる な か れ 」、 @ ら os を 5SY2Es こ ぐ 
44. 彼 は 云え り 、「 我 は や が て 山 に 避 GR |)、 


難 を 求む 」 と 2 彼 は 云え り 、 「 今 3 2 ション ジン ンジ で で は eS 
日 の 日 は 、 そ の 半 旧 を 垂れ る 者 以外 al YO 
は 、 何 人 も アッ ラー の 起 決 に 対し て 自 ks に 2 っ 2| 

あ た ば es ed em } ン 
ら を 保護 する 能 わ ず 」。 さ れ ば 、 渡 温 とこ デ の 
二 人 の 間 に 寄 せ 来 た り 、 彼 は 油 死 者 の OR a OS 
中 と な れ り 。 


923:28. 


16「 各 種類 の 」 と いう 言葉 は 、 こ こ で は あら ゆる 動物 た ちの こと で は な く 、 ノ ア が 
必要 と し た 全て の 動物 の こと を 意味 する 。 確か に 、 箱 舟 は 世界 中 に いる 全 人 種類 の 動物 
の つが い を 運ぶ の に 十分 な 大 き さ で は な か っ た 。「 つ が い (各種 類 の ) 」 と いう 言葉 を 
つけ 加え て いる こと も 、 双 絶対 に 必要 で あっ た 数 だ け の 動物 だ けが 取り 上 げ ら れ た こ 
と を 示す の で ある 。 

7 当 節 は 、 ノ ア が 住ん で いた 場所 が 山々 に 囲ま れ て いた こと を 示し て いる 。 普通 名 
詞 と し て 使わ れる ジャ バル ( 山 ) と いう 単語 は 、 一 連 の 山々 が あっ た と いう 事実 を 表 わ 
し て いる 。 そ し て その 山 の う ちの 一 つ に 、 ノ ア の 皿 子 は 避難 所 を 求め た の か も し れ な 
い 。 事実 、 そ の 場所 は 高い 山々 で 囲ま れ た 谷 で あっ た と 思わ れる 。 こ の よう な 場所 は 、 
大 雨 の 時 すぐ に 洪水 に な っ て し まう と いう こと は 驚く べき こと で は な い 。 
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45. 面 し て 云わ れ た り 、「 大 地 よ 、 黄 死 339 負 2、 5、 ろ 介 5 
の 水 を 吸い 込め 。 また 天 よ 、( 雨 ) 降 ら 5 2 3 
すこ と を 止め よ 」。 さ れ ば 、 水 が 引き Yo 5 る ds] 


止め られ 、 物 事 は 執行 され 、 そ れ ro  。 
(方 弄 ) は ジュ ー デ ィ ー 山 の 上 に 漂着 IS RE 
せり "92。 面 し て 云わ れ た り 、「 不 義 cg uH 
1 OA 
な す 民 に 破滅 あれ 」 と 。 ち 2 と 
46. され ば ノア は その 主 を 呼び て 、 坪 0 つう JUS8 う と 8、 の 55 
9 
えり 「 我 が 主 よ 、 我 が 息子 は 我が家 族 の = 
の 一 員 な り 。 され ば 決 の 約束 は 真実 で 31 20 RS 
あり 、 溢 は 裁く 者 の 中 で 最も 公明 正大 a 
な る 御方 に まし ます 」。 OS SS | 


MA ヤー クー トゥ ウル 、 ハ ムウ ィ ー に よる と 、 ア ル ・ ジ ュー ディ ー 山 は 、 モ サル 地方 
の チ グ リ ス 河 の 東側 に ある 長い 一 連 の 山々 で ある (Mu'jam より )。 セ ー レ (Sale) に よれ 
ば 「 ア ル ・ ジ ュー ディ ー は 、 南 側 の アル メニ ア を 、 メ ソ ポ タ ミ ア と クル ド 人 が 住ん で 
いた アッ シリ ア の 地方 と か ら 分 ける 山々 の うち の 一 つ で ある 。 そ の 山 は 、 ク ルド 人 か 
i 2 と いう の ギリ シフ ON ONY 


CC EN CC 950 は 。 は れ は お 
ディ ー ン 自身 の 言い 伝え だ か ら で あ る (Berosus apud Joseph. Antq…… よ り )。 ノ ア の 
箱 舟 の 名 残り は 、 又 、 て エビ ファ ニア ス の 時 代 に ここ で 見 られ た の で あっ た …… そし て 、 
ヘラ クレ ス 王 は タマ ニー ン 町 か ら ア ル ・ ジ ュー ディ ー 山 に 登っ て 行き 、 ノ ア の 箱 舟 の 
場所 を 見 た と いわ れ て いる 。 又 、 以前 に は 、* ノ ア の 箱 舟 修道 院 " と 呼ば れ た 有名 な 修道 
RR ネス トリ ア 人 は 、 こ れ ら の 山々 の 上 に ノア の 箱 舟 が 止ま っ た と みな され 

場所 で 、 祝 祭日 を 祝っ た も の で あっ た 。 し か し 、 西暦 776 年 に その 修道 院 は 、 い な 
UN CN ジュ ー デ ィ ー (udi) 
は 、 ジ ャ ズ ィ ラ ・ イ ブン ・ オ マル の 北西 約 25 マイ ル 、 北 緯 37 度 30 分 、 ブ タン 地方 
の そびえ 立つ 山 の 一 群 で ある …… 。 ジュ ー デ ィ ー の 名 声 は メソ ポタ ミア の 言い 伝え を 
より どこ ろ に し て いる 。 この 壮 伝 え は 、 ノ ア の 箱 舟 が 止ま っ た 山 は 、 ア ララ ッ ト 山 で 
は な く 、 ジ ュー ディ ー で ある こと を 確証 する の で ある ……。 古い 聖書 の 注釈 書 は 、 現 
在 ジ ュー ディ ー と 呼ば れ て いる 山 を それ と みな し 、 ある い は キリ スト 教 当局 に よれ ば 、 
Gordyene の 山 が ノア の 避難 所 に され た と いう こと で ある (イス ラム 百科 事典 1 巻 1059 
頁 )。 パ バビロニア の 言い 伝え も 又 、 ア ル メ ニア の アル ・ ジ ュー ディ ー 山 を その 場所 と 

し (ユダ ヤ 教 百科 事典 "Ararat' 項 を 参照 )、 旧 約 聖 書 は 、 バ ビ ロ ン が ノア の 子孫 の 住ん 
お と を 認め る の で ある (創世 記 11:9) 。 
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47. 彼 は 云え り 、「 ノ ア よ 、 彼 は 光 の 551 34 に eo と みり 
家族 の 一 員 に 非 ず 。 彼 きき は 不 行 跡 な 。 2 
も の な り 39 され ぼ 激 は 己 が 知ら ざ ひ ゃ ビ ゥ 5 貼ら も も Clo es 
の 22 われ に 求め を 請う な < そい ロイ は 2 

OE OD EN eau EN 
か れ 。 われ は 激 に 忠告 す 、 激 が 無知 な と 3 ピ 
る 者 の 中 と な ら ぬ よう 」。 ON 
48. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 自ら 1 じじ E01612A3 8 
知ら ざる こと (の 隠さ れ た る 理由 ) を ri | 
流 に 甘い 求む お る こと か ら 液 の お 加護 GS N19 eo て うつ > 


を 求む 。 " 汐 も し 我 を 散 し *""、 慈 悲 PO 
を 垂れ 給 わざ れ ば 、 我 は 必ず 損失 者 の ら ob> OS の 1 AS の 5 
中 と な らん 」。 


NS の わ : と 33 と 胃 び 5 
れ ら より の 平安 を 以 っ て 降り 給え 。 ま 人 5 
と も ンタ リン 62 ゅ ーー ン イ ルン ン シン 
た 、 液 並び に 液 と 僅 に ある 民族 の 上 に 4 ぅ の ASOS 3 al i LE 
ある 祝福 を 以 っ て “2 。 ま た 、( 他 の ) 
の 24. 


318 当 節 に よれ ば 、 こ れ ら の 人 々 だ けが ノア の 家族 の 一 員 と みな され 、 彼 を 通じ て 、 
神 と 真実 の 関係 を 確立 し た の で あっ た 。 イ ン ナ フー nna-hn) に 於 ける 代名詞 の フー は 、 
ノア の 罪深い 息子 の た め の 祈 り に も 言及 し て いる の か も 知れ な い 。 彼 の その 行為 は 、 
ガイ ル ・ サ ー リ 、 つ まり 不適 当 で あっ た 。 

や 2 アマ ルン (Amalun= 行 為 ) と は に ここ で は 、 ズ ー・ ア マリ ン (Dha'Amalin) すなわち 、 

行為 の 実行 者 を 意味 し て いる 。 強 め る 意識 を 意図 する 時 は 、 能 動 分 詞 と し て 不定 詞 の 
使用 は 、 ア ラビ ア 語 の 慣用 証 法 に 調和 し て いる 。 ビッ ル (善行 ) は 、 義 し い 人 を 意味 す 
る 。 2:8 節 も 参照 せよ 。 アラ ビア の 詩人 は 自分 の 雌 ラ クダ に つい て 言っ て いる 。' イ 
ン ナ マー・ ヒ ヤ ・ i ワ ・ イ ドッ バー ルー つま り 、 そ れ は 、 非 常に 落ち 着 
か な く 、 前 方 後方 へ 動い て いる 。 つ まり 、 そ れ を 具体 的 に 意味 し て いる 

や パフ ア が 「 我 が 息子 は 我が家 族 の 一 員 な り 」 と 言っ た こと は 、 児 で は な か っ た 。 そ 
れ は 単に 人 間 ら し い 誤っ た 判断 だ っ た の で ある 。 し か も 彼 は ざん げ を し た 。 その こと 
は 、 ざん げ を する こと が 、 必ずしも 人 の 罪 深 き こと の 証明 と は な ら な いこ と を 示す の 
で ある 。 ざんげ は 又 、 人 間 の 弱 さ か らく る 悪 や 、 誤 っ た 判断 の 結果 に よる 悪 か ら 自分 

を 守っ て くれ る こと も ある の だ 。 


121 当 節 は 、 ノ ア の 子孫 と は 切り 離し て 、 ノ ア の 箱 舟 で 彼 と 一 緒 に いた 信者 達 の 子孫 
も 、 ノ ア の 洪水 か ら 救 われ 、 繁 栄 し 、 増 加 し た こと を 示す も の で ある 。 現在 、 学 者 達 
は 、 今 地上 に 住ん で いる 者 の 殆ど が ノア の 子孫 で ある と の 見 方 を 採っ て いる 。 
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十 二 倫 フー ド Hud 十 一 意 


民族 あり て 、 我 等 は 確か に 彼 等 に し ば スン 242 て 3 イス イン 
し の 歓楽 を 与 う れ ど 、 然 る 後に 彼 等 に 。" 


は われ ら よ り の 痛ま し い 責 苦 が 至る oa] 
べし 」。 
50. これ ら は 見 る あ た わざ る も の の OR 


消息 の 中 な り 1322、 わ れ ら が 汐 に それ 
ら を 半 示 す 。 それは 改 も 和民 も * 
之 を 知ら ざり き 。 さ れ ば は 溢 、 忍 面 せ よ 4 
( 半 ) 果 は 諾 届 する 人 々 の も の な り 。 まつ 
五 項 
S1. また 、 わ れ ら は “アー ド ( の 切 に 5 1US 2 EE 
1323 、 愛 の 同胞 の フー ド を 遣わ せり 。 彼 < 


7:66. 


2 の 計 が の 前 さま で 店 周 旧 生生 導電 に 叶 る が 同 NN 
少し ずつ 異な っ て いる (宗教 及び 地球 百科 事 ! 
コ 事典 *Deluge" 項 を 参照 )。 この 悲劇 の 結末 は 、 人 類 の 文明 が 起こ り 始 め た 頃 、 どこ か で 
起こ っ た と 推測 され る 。 比較 的 文化 と 文明 が 進ん だ 一 民族 が 、 あ る 国 に 定住 する よう 
に な る 時 は 、 常 に その 土地 に 以前 か らい た 文明 の 遅れ た 住民 達 を 抹殺 し て し まっ た か 、 
彼 等 を 非常 に 弱体 化 さ せ た か の どちら か で あっ た こと は 、 歴史 的 に よく 知ら れ た 事実 
で ある 。 こ の よう に 人 類 文 明 の 幕 明 け 役 で あっ た ノア の 子孫 と 彼 の 仲間 達 は 、 他 の 土 
地 に 散ら ば っ て 行っ た の で ある 。 と いう の は 、 彼 等 は すでに その 土地 に 住ん で いた 民 
族 よ り 強 力 で あっ た た め に 、 そ の 民族 を 滅ぼし て し まっ た か 、 自分 達 の 中 に 吸収 し て 
し まっ た か で あっ た 。 この よう に し て 、 彼 等 は 征服 し て 全て の 国 に 彼 等 自身 の 伝統 と 
習慣 を と り 入 れ て いっ た に 違い な い 。 そ し て その 結果 、 ノ ア の 箱 舟 に つい て の 言 伝え 
も 又 、 他 の 土地 に 紹介 され て いっ た に 違い な い 。 し か し 、 時 の 経過 と 共に 、 移 住 者 達 
は 、 元 の 土地 と の つなが り を 持た な く な り 、 そ の 結果 、 悲 典 の 結末 は どこ か の 土地 で 
の 出来 事 と みな され る よう に な り 、 人 や 場所 の その 地方 で の 呼び 方 が 、 元 の 名 前 に と 
っ て か わる よう に な っ た の で あっ た 。 ノア の 洪水 は 全 人 類 へ の 天 六 と いう こと で も な 
か っ た し 、 い る ろ る いる ろ る な 土地 の 種々 の 言 伝 え が 呈 の 洪水 の こと を 指 す と と られ て いた 訳 
で も な か っ た の で ある 。 
2 いろ いろ な 預言 者 達 に つい て の 聖 ク ルアー ン の 説明 は 、 単 な る 物語 と し て 、 も く 
ら ま れ て いる の で は な い 。 それ ら の 話 は 聖 ク タル アー ン の 中 に 与え られ て いる が 、 そ の 
理由 は 、 そ れ ら が 、 聖 福音 者 自身 の 人 生 に 起こ る 予定 で あっ た 似通っ た 出来 事 に つい 
て の 預言 的 暗示 を 含ん で いる か ら で あ る 。 
3 いく ら か の ヨー ロッ パ の 批評 家達 は アー ド 人 その も の の 存在 を 否定 し た 。 今 迄 ア 
ラビ ア で 発見 され た 碑文 の 中 で 、 アー ド が その 国 の ある 民族 の 名 前 だ と 述べ て いる も 
の は 一 つも な いと 彼 等 は 芝 う 。 そ れ で 、 聖 クル アー ン は 聖 預言 者 の 時 代 に 、 ア ラブ 人 
の 間 に 広 くい きわ た っ て いた 人 気 の あ る 伝説 の 中 の - つ を 引用 し た に すぎ な か っ た 
の だ と 主張 する の で ある 。 こ の 反論 は 誤解 の 上 に 成り 立っ て いる 。 事実 、 人 種 の 区 分 


TT 12% ン ラー 
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十 一 章 フー ド Hud 十 傘 
は 云え り 「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 | RA イレ 6 | 人 | 
せよ 。 お 前 達 は アッ ラー 以外 に 神 を 有 _ nc 
せ ず 。 お 前 達 は た だ 提 造 する に すぎ ず 、 DO I I I 
NE a tt RR ミナ チー 2 う と LT 51 ン イィ ぅ ろ 
52. 我 が 民 よ 、“ 我 は 之 が た め に 如何 らい 212 に っ る S17 紹 
な る 報酬 も お 前 達 に 求め ず 。 我 が 報酬 i が 8 ィ ン る ン 
は 、 我 を 信 り 給 うた 彼 の 御 許 に の み ぁ Goel よ と マタ | 
り 。 これ で も お 前 達 理解 し 得 ざ る か ? aE Tt 
EO YS] 


53. また 我 が 民 よ 、 り お 前 達 己 が 主 に 散 中 る お 全う 1 ET 
し を 請 い 求め 、 梅 何 し て 彼 に 帰依 し 寿し 0 こ 。 
れ 。 彼 は お 前 達 の 上 に 部 羨 を る 2 BD っ AE 3 っ 


926:128.711:4、62: 7 日. 


に は 、 二 通り ある こと が 一 般 に 知ら れ て いる 。… つ は 人 種 全体 を 表わす 名 前 で あり 、 
も う 一 つ は 、 そ の 人 種 の うち の ある 特定 の グル ー プ を 表わす も の で ある 。 アー ド は 単 
一 種族 の 名 で は な く 、 幾つ か の 種族 の 集まり の 名 で あり 、 そ れ ら の 中 の 異な る 種族 が 
時 を 変え て 権力 を ふる っ た の で あっ た 。 彼 等 は 、 特定 の 集まり の 名 を 携え る 碑文 を 後 
に 残し た の で あっ た 。 し か し 彼 等 は 全て 、 中 心 と な る アー ド 族 に 届 し て いた 。 こ の 名 
が 、 逢 代 の 地理 の 本 の 中 に ある 、 と いう 事実 も また アー ド と いう 名 の 民族 が 確か に 住 
ん で いた こと を 示す の で ある 。 聖 クル アー ン の 中 で 述べ られ て いる アー ド 種 族 は 、 イ 
ラム と 呼ば れ て いた 。 アー ド の 中 の この イラ ム 派 は 、 紀元 前 00 年 迄 続い た 強大 な 王 
国 を 築い て いた 。 彼 等 の 言語 は アラ ミ 語 で 、 ハ ブラ イ 語 と 同族 で ある 。 ア ラム 王国 は 、 
セム 王国 の 滅亡 後 築 か れ 、 そ の 境界 の 中 に 、 メ ソ ポ タ ミ ア 、 パ レス チ ナ 、 シ リア 、 カ 
ルディ ア の 全て を 含ん で いた 。 姓 古 学 の 調査 で 、 こ の 王国 の 跡 が 発見 され た の で ある 。 
解説 の 特大 版 も 参照 せよ 。 

アー ド 種 族 は 、 ノ ア の 民 の すぐ あと に 生活 し て いた (7:70 節 ) 。 彼 等 は 高い 場所 に 記 
念 物 を 築い た (26:129)。 ア ラビ ア に は 、 今 も 尚 、 大 建造 物 の 遺跡 が 残っ て いる 。 これら 
の 民 の 歴史 は 今 、 薄 暗 が り に お お われ て し まい 、 た だ 、 いく ら か の 建物 の 遺跡 が 見 られ 
る だ け で ある (46:26 節 )。 これ ら の 民 が 住ん で いた 領域 は 、 アフ カー フ (46:22 人 節 ) と 呼ば 
れ て いる 。 それ は 、 文字 上 は 、 ゆる や か に 曲がり くね っ た Z 字 形 の 砂丘 を 意味 する が 、 
アラ ビア の 二 つ の 場所 に 与え られ た 名 で ある 。 … つ は 南部 で 、 南ア フカ ー フ ブ と し て 知ら 
れ て お り 、 も う - つ は 北部 で 、 北ア フカ ー フ と 呼ば れ て いる 。 これ ら の 広大 な 地域 は よ 
く 肥 えた 地 で ある が 、 砂漠 の 近く で ある た め に 、 砂漠 の 砂 が 風 で 積み 上 げ ら れ て 、 そこ 
に 砂丘 を 作り 上 げ る 。 アー ド が 砂嵐 に よっ て 罰せ られ た 時 、 これ ら の 砂丘 が 出来 上 が っ 
た の か も し れ な い 。 彼 等 の 滅亡 は 吹き つけ る 激しい 風 に よっ て 引き 起こ され 、 彼 等 の キ 
要 都 市 を 山 の よ うな 破 と 塵 の 下 に 埋め つく し て いっ た の で あっ た (69:7,8 節 )。 
アード の 人 々 の 主要 な 職業 は 農業 で あり 、 彼 等 の 土地 に は 井戸 も 運河 も な か っ た 
た め 、 替 作 は 雨水 に た よっ て いた と 思わ れる 。 
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十 ご 伏 


雨 を 降ら す 雲 を 送り 、 お 前 達 の 力 に 更 
に 力 を 加 う べし 。 大 し て 罪人 と な っ 
て 、 背 き 去 る こと な か れ 」。 


54. 彼 等 は 云え り 、「 フ ー ド よ 、 液 は 
我 等 に 如何 な る 確証 も も た ら さ ざり 
き 。 さ れ ば 9" 我 等 は 、 液 の 言葉 だ け で 
は 、 己 が 神々 を 捨て る 気 は な し 。 また 
我 等 湊 を 信ずる 者 に 非 ず 。 

55. 我 (きき は た だ 、 我 等 の 神々 の 或 る 者 
が 溢 に 補 を な せり 、 と 云う 得る の 
み 」。 彼 は 云え り 、「 我 は アッ ラー に 立 
証 を 願う 、 さ れ ば 液 等 も また 、 我 は お 
前 達 が 併せ 祀る も の に 関 り な きこ と 
を 証言 せよ 、 

56. (つま り ) 彼 以外 (の も の に )。? さ れ 
ば お 前 達 皆 で 、 我 に 対し て 策謀 せよ 。 
然 る 後 我 に 猫 予 を 与え る な か れ 。 


S7. げに 我 は 、 我 が 主 に し て お 前 達 の 
主 な る アッ ラー を 信頼 し 奉る 。 “生き 
と し 生け る も の 一 つ で も 、 彼 が その 前 
胃 を 捕え ざる は な し "で 。 げに 我 が 主 
と 、 直 き 道 で (会 える ) な り 。 

58. 然 れ ども 、 た と え お 前 達 音 き 去 る 
と も 、 お 前 達 の た め に 我 が 携え て 遣わ 
せら れ た る も の を <“ 我 は すでに お 前 達 
り 。“* 我 が 主 は お 前 達 を 差し 
他 の 民 を 後継 者 た らし め 


に 伝達 せ 
置い て 、 


フー ド Hud 十 … 章 
っ で る る ! を るー ラブ >。 < 
っ S あ こう 8 ns 


2 タン | ブイ ョ ンー 1 3 8 イ 。 づ 6 » | 
CE EL EY SD) 


2724. P7196: 10:72. C17. 17:69; 46:24. 4:134: 6:134. 


325 前髪 を 捕え る と いう の は 、 ア ラブ 人 の 古い 習慣 に 関係 し て いる 。 征服 され た 民族 
が 捕虜 と し て 征服 者 の 前 に 連れ て 来 ら れ た 時 、 征服 者 は 彼 の 前 髪 を し っ か り と 捕え て 


いた か 、 


勝利 の し る し に 彼 等 の 前 骨 を そら せ た の で あっ た 。 
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ん 。 お 前 達 は 彼 を いさ さか も 害する DS 
能 わ ず 。 ば げに 我 が 主 は 、 一 切 を 保護 ー - 
し 給 う 」。 

59. され ば われ ら の 裁決 が 下る や 、 わ < ぁ 計 rig Ca 
れ ら は フー ド 並 びに 彼 と 共に 信じ た 。 「 。。 
る 人 々 を 我 が 慈 圧 に よっ て 救え り 。 耐 〇 る っ を <S う じ 3 as a | 
し て “われ ら は 厳し い 貢 苦 か ら 彼 等 を CR 
救助 せり 。 人 225 
60. こ は ア ー ド な り 。 彼 等 は その 主 の EL MPC PRI 
神 兆 を 拒否 し 、 そ の 使徒 た ち に 背 き 、 RE 
すべ て の 絢 暴 者 、 反逆 者 に 従え る な り 。 icJUs (5 っ 統 さり 5 A 


61. ? さ れ ば 彼 等 は 、 現 世に お いて 、 ま 5323C3 ビ So で 3343 3 

た 復活 の 日 に お いて 、 呪い に つき ま と 。 レレ レン シュ 」 

われ た り 。 よく 開け 、 アー ド は その 主 。 = みや っ 5OS EY 
0 


を 拒否 せり 。 よく 聞け 、 フ ー ド の 民 ア ライ ーー っ る コン や テラ NT イ 

ーー 0 1348A & ぐぅ 次 し PIE Y! 
六 項 

62. “また われ ら は 、 サ ムー ド 族 つの も 000 62 R35 


に は その 癌 胞 の サー リフ を 遣わ し た "< 
7:73. P28:43. “7:74. 


13254 ( 彼 は 離れ る 又は 、 離 れ た : 彼 は 死ん だ : の ろ わ れ た な ど を 意味 する バウ ダ か ら 
派生 され た ) ブー ドゥ (Bud) と いう 語 は 、 遠隔 : 呪 衣 . の ろ い な ど を 意味 する 。 ブウ ダ 
ン ・ ラ フー と いう 表現 が ある 。 す な わ ち 、 彼 に の ろ い あれ 、 彼 に 滅び あれ (Lane より )。 
"29 サム ー ド と は 、 ア ラビ ア 語 の 言葉 で ある 如く 、 こ の 部 族 は アラ ビア 系 に 層 す る こ 
と を 証明 し て いる 。 サー リフ と は 外来 語 の 言い 換え られ た 名 前 で ある か も 知れ な いと 
は 言え な い 。 何故 な ら 聖 ク ルアー ン は 、 ム ー サ ー( モ ー ゼ ) 、 ハール ー ン (アロン) 、 ユ 
ー ヌ ス ( ヨ ナ ) や ザ カ リッ ヤ の よう に 、 外来 の 名 前 を 翻訳 せ ず に その まま 採用 し て いる 
か ら で あ る 。 サム ー ド 族 は アー ド の 民 の 跡継ぎ で あっ た (7:73 節 )。 これ は アー ド も ア 
ラビ ア 人 で ある こと を 示し て いる 。 更に 又 、 ア ー ド は 彼 等 の 番 に な っ て 、 ノ ア の 人 々 
の 継承 で あっ た 。 こ れ は 、 ノ ア も 又 ア ラビ ア 人 で あっ た こと を 証明 し て いる 。 実際 、 
ノア は 、 初 期 の 時 代 に アラ ビア 人 の 支配 の 許 に あっ た メソ ポタ ミア で 育て られ た の で 
ある 。 ギ リシア の 歴史 家達 は 、 サ ムー ド 族 は キリ スト の 時 期 に 先立っ て 、 そ ん な に 遠 
く な い 時 期 で ある と 認め て いる 。 ヒ ジュ ル 又 は 別 の 呼び 方 で アグ ラ は 、 彼 等 の 本 国 で 
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り 。 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ る RE | 


ー を 崇拝 せよ 。 お 前 達 は 彼 以外 に 神 を ' 
有 せ ず 。 彼 は お 前 達 を 地 よ り 興 し 、 そ る 9 0 に | 


こ に お 前 達 を 住ま し め 給 いた り 。 され | 1 2 8 に s 
= ゆる に の ちい ee 8 

ぼ 彼 に 赦 し を 請 い 求め 、 悔 司 し て 彼 に デー ター W 

帰依 し 奏 れ 。 まこ と に 我 が 主 は いと 近 の マ ぼ の 58858) 

くに まし まし て 、 (祈願 に ) 応 え 給 う 御 : 

方 な り 」。 

あっ た 。 彼 等 は その 人 々 を サム デニ と 呼び 、 そ し て ヒジ ュ ル の 近く に ある 場所 を 言 】 


し て いる 。 彼 等 に 従え ば 、 ア ラビ ア 人 達 は その 場所 を ファ ッ ジ ュ ・ ア ル ・ ナ ー カ と 呼 
ん で いた 。 プ トレ マイ オス (紀元 前 140 年 ) は 、 ヒ ジュ ル の 近く に は 、 バ ダナ タ と し て 
知ら れ て いる 場所 が ある 、 と 語っ て いる 。 フト ウーフ ・ ア ル ・ シ ャ ー ム の 著者 アブ ー・ 
イス マイ ー ル が 「 サ ムー ド 族 は 、 シ リア の ボス ラ と アデ ン の 間 の 領域 を 埋め 、 そ の 地 
を 支配 し て いた 。 た ぶん 、 彼 等 は 北部 へ 移住 し て いた か も し れ な い 」 と 伝え て いる 。 
(マダ ー イ ン ・ サ ー リ ブフ ブ と し て も 知ら れ て いる ) ア ル ・ ヒ ジュ ル は 、 こ れ 等 の 人 々 の 首 
郡 で あっ た と 思わ れる 。 それ は メデ ィ ナ と タブ ー ク の 中 間 に 在 り 、 そ れ が 位置 する 谷 
間 は ワー ディ ー・ ク ラー と 呼ば れ て いる 。 フー ド 預 言 者 と サー リフ 預言 者 の 話 は 聖 ク 
ルアー ン の 多く の 箇所 で 述べ られ て いる が 、 室 る 所 で 、 その 遵守 すべ き 訓 令 は 同じ で 
ある 。 すなわち 、 サ ー リ フ 預 言 者 の 話 は フー ド 預 言 者 に 先立つ 。 それ は 正確 な 年 代 順 
に 従う 。 こ の こと は 、 長 い 間 忘却 に ゆだね られ 、 世 に 埋め られ た 歴史 上 の 事実 を 正確 
に 伝え て いる こと を 明示 する 。 或 る 権威 者 に よる と 、 サ ムー ド は アー ド ・ サ ー ニ ャ ヤ 、 
つま り 第 二 の ア ー ド の 別名 に 過ぎ な いと 言わ れ て いる 。 一 方 他 の 権威 者 に 従え ば 、 彼 
等 は 第 二 の ア ー ド の 後 出現 し た の で ある 。 サ ムー ド 族 は 平野 や 山岳 地帯 を 支配 し た 
(7:75) 。 そ し て 、 彼 等 の 国 に は 泉 や お いし いな つめ や し が 育つ 庭園 が 沢山 ある 。 彼 等 
は 殻 物 も 耕作 し た (26:148-149) 。 

聖 ク ルアー ン の この 言及 は 、 碑文 と し て 補強 され 、 ム ア ー ヴ ィ ヤ 統治 時 代 に 、 何人 
か の ムスリム 達 に よっ て 読ま れ た そう で ある 。 彼 等 の 衰退 は サー リフ の 時 の 直ぐ 後に 
始ま っ た と 思わ れる 。 何 故 な ら ば 、 そ の 時 か ら ほ ん の 数 世紀 後 、 彼 等 の 名 は 戦勝 者 た 
る 国々 の 記載 に 見 捨て られ た か ら で あ る 。 アラ ビア は 、 アッ シリ ア 王 に よっ て 侵略 さ 
れ た (紀元 前 722-705 年 )。 そ し て 、 サ ムー ド と いう 名 は 、 勝 利 の 記念 と し て 彫 ら れ た 
碑 名 の 中 に 彫 ら れ て いた こと が 見 つか っ た の で ある 。 ギ リシア の 歴史 家 デ ドラ ス 
(Didores) (紀元 前 80 年 )、 プ リ ニ (Piiny) (紀元 前 79 年 ) と トレ ミ (Piolemy) は 、 サ ムー 
ド 族 に つい て 記載 し て いる 。 東 ロー マ 持 常 ユ スチ ニア ヌス が アラ ビア を 侵略 し た 時 、 
サム ー ド 族 の 300 名 も の 兵士 達 が 、 そ の 軍 の 中 に 参加 し て いた 。 し か し 、 イ スラ ム の 
出現 の 前 に 、 こ の 部 族 は 完全 に 絶滅 し た (解説 の 特大 版 も 参照 )。 


398 


中 フー ド Had fe 


3. 彼 等 は 云え り 、「 サ ー リ フ よ 、 確 SE 
ls | 
の 的 な りき 。 液 は 我 等 が 父 視 た ちか 捧 53L に 55、 り 1 も 113 は 


み し も の を 、 我 等 に 拝む こと を 禁ず る 5202 3 2 
か ? なれ ど 、 溢 我 等 に 稔 め る も の に つ 地 "= て の ご こめ いり 5 
いて 、 我 等 は 確か に 不安 動 括 の 疑念 Ss 
持つ 」。 a 


64. 彼 は 云え り 、“「 我 が 民 よ 、 考慮 せ S65 E86 D728 JG 
よ 、 も し 我 は 我 が 主 より の 明 証 に 基 づ  “ 2 oi 

いて 、 彼 は その 御 許 か ら 我 に 慈悲 を 賜る 3 Ce 4 つつ 2 て 2 の 1 うほ つて 
わり て も 、 も し 我 彼 に 背 か ば 、 誰が 我 1 

を アッ ラー に 対し て 助け ん や ? さ れ (35 に RE 2 
ば お 前 達 は 我 を 、 た だ 損失 の 外 な に も 
の を も 促す に 非 ず 。 ペー 

65. また 我 が 民 よ 、? こ れ 、 アッ ラー の NR bor 
( 道 に 灰 げ ら れ た る ) 牝 荒 が お 前 達 5 


の た め に 神 兆 な り 。 され ば 之 を アッ ラ っ は だ GSY5 和 621 85 
ー の 大 地 に ヽ に な 1 っ イメ タイ レイ 
の 大 地 に 放牧 し 、 之 に 如何 な る 危害 ee ENE EG 


も 加え る こと な か れ 。 さも な くば 、 身 
近 な 懲 凡 が お 前 達 を 襲う な り 」。 
66. < 然るに 彼 等 は その 胴 を 切れ り 。 i 
そこ で 彼 は 云え り 、「 三 日 間 "7 お 前 A - 
達 は 己 が 家 で し ば し の 歓楽 を 得る な ⑨ い 234X る ます 3 の EC 
り 。 こ は 佑 う うこ と な き 約 束 な り 」。 
67. され ば われ ら の 武 決 が 下る や 、 わ ca 前 LEE ES 
れ ら は サー リフ 並び に 彼 と 共に 信 ぜ 
し 人 々 を 我 等 が 吉 悲 に よっ て 救い 、 ま CR I 3 A dl 
た 該 の 日 に お ける 恥辱 か ら も 救い た 

LL:29, 89. 17:74; 17:60; 26:156: 54:28: 91:14. 1:78; 26:158; 54:30; 91:15, 


1927 三 日 の 猫 予 と いう の は 多分 、 後悔 の た め の 最 後 の チ ャ ンス と し て の 意味 が あっ た 
NE 
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り 。 げに 液 の 主 こそ 、 強大 に し て 威力 ol SR る 5551 は 
な る 御方 に まし ます 。 

68. 耐 し て “一 声 (の 天 呈 )8 が 不義 82 る 63 E315 
を 行い し 者 ども に 襲い か か る な り 。 さ 


た お お に 2 ン 4 
れ ば 、 彼 等 は 自ら の 家 の 中 で 鱗 れ 伏し Oe os 2G 


た る な り 、 
69. 5 檎 も 彼 等 は その 中 に 総 て 住ま な (< 2248 IM1* 1 秋本 2% ッ (と っ 
al 0 
か っ た か の 如く 。 よく 聞け 、 サム ー ド 
は その 主 を 拒否 せり 。 よく 聞け 、 サム & 28 NY te 
ー ド に 破滅 あれ “29。 
七 項 


ンー ラー j ぅ TT イイ テラ 2 イン っ る る ン 
20. 面 し て われ ら の 使徒 た ち 9 は っ 2 っ 9 し 2 う こつ 外人 5 


97.79: 26:159: 54:32. 710:25.15:52: 51:25. 


8 サム ー ド 族 に 降り か か っ た 天 員 を 留意 する た め に 、 聖 クル アー ン で は 、 七 つの 異 
な っ た 言葉 と 表現 が 使用 され て いる 。 当 節 及び 、 54:32 節 に 於 いて は 、 サイ ー ハ (懲罰 ) 
と いう 語 が 使用 され 、7:79 節 で は 、 ラ ジュ ファ (地雷): 26:1S9 節 で は 単なる アザ ー ブ 
( 責 苦 ) : 35 ダッ マル ナー ブフ ム ( 我 等 は その 民 を 季 く 滅 ぼ せ り ): 31:45 節 で 
は 、 サ ー イ カ ( 雷 又は 破壊 的 な どん な 懲罰 で も ): 69:6 館 で は 、 タ ー ギ ヤ (異常 な た 天 信 ) ; 
そし て 91:13 節 で は 、 ダム タマ ・ アラ イー ヒム ( 主 は 、 彼 等 を 完全 に 抹殺 し た ) と な っ て 
いる 。 天 加 を 留意 する た め に 違っ た 形 の 言葉 や 表現 が 述べ て いる が 、 意味 に は 食い 違い は 
な い 。 然し な が ら 、 矛 盾 料 着 の よう に 見 える 語 は 、 ラ ジュ ファ 、 サ イー ハ 、 サ ー イ カ と タ 
ー ギ ヤ で ある 。 後者 の 三 つ と も 又 、 天 蘭 を 意味 する 故に 、 も し サム ー ド が 地震 に 依っ て 
潰 滅 し た な ら ば 、 上 記 の すべ て の 言葉 は 、 そ の 大 災害 を 正しく 記述 し て いる の で ある 。 
1929 61 節 で は 、「 ブ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が 、 歴 史上 の 理由 の た め に 、 ア ー ド と いう 
単語 に つけ 加え られ て いた 。 と いう の は 、 実 際 ア ー ド は 、 二 つの 種族 の 名 前 、1 番目 
の アー ド 人 と 2 番目 の アー ド 人 と が ある 。 そ し て 「 フ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が つけ 加 
えら れ て いた の は 、 そ こ で 意味 し て いる の が 1 番目 の アー ド 人 の こと で あっ て 、2 番 
目 の 方 で は な いこ と を 示す た めで あっ た 。 し か し 、 サ ムー ド は 、 一 種族 の み の 名 前 で 
あっ た の で 、「 預 演者 サー リフ の 民 」 と いう 連 葉 は 省略 され て いた 。 理由 は 、 そ れ を 
つけ 加え て も 、 ど ん な 有益 な 目的 に も か な わな か っ た で あろ うか ら 。 

30 「 使 徒 た ち 」 が 誰 で あっ た か に 関し て は 、 異 な っ た 意見 が ある 。 あ る 者 は 、 彼 等 
を 人 間 と 考え 、 ある 者 は 役 等 は 天使 だ と 考え る 。 前 者 の 見 方 は 、 真実 と 現実 に より 近 
いと 思わ れる 。 ア ブラ ハム と ロト の 二 人 は 、 そ の 土地 は 初め て で あっ た と ころ か ら 、 
神 が そ の 地方 の 信心 深い 人 々 に 命じ て 、 天 員 が 実際 に 彼 の 民 に 襲い か か る 前 に 、 ロ ト 
を 安全 な 場所 に 達 れ て 行く よう 命じ られ た 、 と いう 可能 性 が か な りあ る 。 ロ ト の 民 は 
すでに 懲 許 に お ど さ れ て いた (15:65 節 )。 ! 使 徒 達 」 は 、 た だ 役 に 約束 され た 恐る べき 懲 
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明 報 を 携え て アブ プラハ ム に 至れ り A 
” o 彼 等 が 「? 平 安 あ れ 」 と 云え り 。 > a 


彼 も 「 平 次 あれ 」 と 云え り 。 され ば 彼 ORS Janse OE ICS 
時 を 移 き ず 、 焼 いた 積 を 持っ て 来 た 
I 

1. 然るに 、 ヵ 彼 は 彼 等 の 手 が そ れ に る S02 る STDS 


2 る の を 見 て 、 彼 は 彼 等 を 奇妙 な 
も の と 考え 、 彼 等 に 怖 れ を 抱き た り 。 で 3Y13G A EI 
彼 等 は 云え り 、「 怖 れる な か れ 、 我 等 1 
は ロト の 民 へ 遣わ され た る な り 」* や 2。 Os 


72. 耐 し て 、 彼 の 者 (そば に ) 立ち た れ Ci 2 に 33 EE 2 

4 ok 2 * と 
ば 、 彼 女 は 笑い た り 。 そ こ で 、“ わ れ 0 
ら は 彼女 に イサ ク と 、 イ サク の 後に ヤ 。 Om a ee) SI 
コブ の 朗報 を 伝え た り 。 

15:33: S1:26. が sj:28-29. 21.73: S129, 

玉 の 時 が 来 た こ と を 知ら せる た め に の み 来 た の で あっ た 。 
33 アブ ラ ハ ム の 本 当 の 名 前 は アブ ラム で あっ た 。 イ シュ マエ ル の 誕生 の 後 、 神 御 自 
身 の 命令 に よっ て 、 彼 は 「 民 族 の 父 」 と か 「 多 く の 民 族 の 父 」 を 意味 する アブ ラ ハ ム と 呼 
ば れる よう に な っ た 。 彼 の 子孫 の 一 派 イ スラ エル 人 は カナ ン に 住み 、 信 の 一 派 は イシ 
ュ マ エル の 民 で 、 ア ラビ ア に 住ん で いた 。 
33 アブ ラ ハ ム は 最初 、「 使 徒 達 」 を 普通 の 旅人 と 思っ て いた が 、 彼 等 が 焼い た 子 牛 を 
食べ る の を 控え た 時 、 彼 は 彼 等 が 特別 の 使 谷 を 帯び て いる の に 気がつい た の で あっ た 。 
それ を 彼 は 理解 する こと が 出来 な か っ た の で あっ た 。「 彼 等 に 怖 れ を 抱き た り 」 と いう 
言葉 は 、 ア ブラ ハム が 見 知ら ぬ 旅 人 を 恐 れる と いう 意味 で は な く 、 彼 等 が その 食物 を 
口 に し な か っ た 時 . 彼 は も て な し の 作法 に 反する こと を 何 か し た の で は な いか と 恐れ 
た の で あっ た 。 客 は アブ ラ ハ ム の 落ち 着 か な い 表 情 か ら 彼 の 心 の 不安 な 状態 を 読み 取 
っ た と 思わ れる 。 そ れ で 、 彼 等 は すぐ に アブ ラ ハ ム に . 自 分 達 は 気分 を 害し て いる 訳 で 
は 全く な く 、 食 べ 物 を ご ち そ うに な ら な い 理 由 は 、 自 分 達 の 如 ろ し い 使 命 が 食 べ る 気 
を な くさ せ て いる の だ 、 と 言っ て , 彼 の 心配 を 取り 除い た の で あっ た 。 和 客 は この 返答 も 
また 、 彼 等 が 天使 で は な か っ た こと を 表わし て いる 。 も し 役 等 が 天使 で あっ た な ら . 彼 
等 は 自分 達 は 人 間 で は な いか ら 食 べ 物 に 手 を つけ る こと が 出来 な い の だ と 言っ た こ 
と で あろ う 。 

ロト は 、 ハ ラン の 息子 、 テ ラー フ の 次 で あり 、 パ レス チ ナ 人 、 モ アー ブ と アン モー ン の 祖 
先 で あっ た 。 彼 は アブ ラ ハ ム の 時 で あり 、 カ ナン で アブ ラ ハ ム に 加わ っ た の で ある 。 
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73. 7 彼女 は 云え り 、「 情 け な や 、 状 は 
すでに いた く 老 い 、 我 が 夫 も 老人 な る 
に 、 子 を 産 お べ け ん や ? これ は まこ と 
に 不思議 な こと な り 」。 

ヶ 彼 等 は 云え り 、「 液 は アッ ラー の 
御 決定 を 不思議 に 思う か ? アッラー 
の 慈悲 と 祝福 が 液 ら の 上 に あれ 、 こ の 
0 1 3 げに 彼 は 、 讃 美 す べ 

米 栄光 に 満ち た 御方 な り 」。 

され ば ア アブ ラ ハ ム か ら 恐 怖 が 去 
NN 
ト の 民 に 関し て われ ら と 論ずる “^ 
な り 。 

76.“" げに アブ ラ ハ ム は 、 寛 大 で 心 優 
し く 、 改 必 し 帰依 す る 者 な り 。 

27。「 ア ブラ ハム よ 、 こ の こと を 思い 
と ど ま れ 。 まこ と 液 の 主 の 御 決定 は す 
で に 下り 、 避け 難 ぎ き 天 前 が 確か に 彼 等 
の 上 に 来 た り つつ あり 」。 


78. され ば “われ ら の 使徒 等 が ロト の 
許 に 来 た る や 、 彼 は 彼 等 の た め に 心 を 
痛め 、 厨 し て 彼 等 の た め に 無力 な る 
1335 を 感じ た り 。 され ば 、 彼 は 云え り 、 


ee 
1 ES ES っ 5 


DN NS 3 


@ ぅ 5)^ へ と の いそ 


“51:30. 051:31. “9:t14. の 9:34. 


の で ある 。2 a ら ば 彼 婦 は ま だ 子供 を 一 52 生か た か ら で あ る 。 事 実 、 


預言 者 に 関し て 聖 タ クル アー ン の 中 で 「 家 の 人 々 」 


と いう 表現 が 使わ れ て いる 時 、 概 し 


て それ は 、 彼 の 姜 又 は 姦 達 を 指し て いる の で ある (28:13: 33:34 節 ) 。 


1334 久世 記 18:21-33 節 を 参照 。 
38 ダー カ ・ ビ ル ・ ア ムリ 


・ ザ ルアン と いう 表現 は 、 彼 は 物事 を する 力 と 能力 に 欠け 


て いる こと を 意味 する 。 ザ ル と は 、 力 又は 能力 を 意味 する 。 又 は その 表現 は 、 物 事 又 
は 事柄 は 、 彼 に は 難し く て 難儀 で ある と いう 意味 で ある (Lane より )。 本文 に 於 ける 言 
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十 一 章 フー ド Hiud 十 二 僅 


「 こ は 苦難 の 日 な り 」 と 。 Deze 


79. 面 し て 、 そ の 民 は 急い で 彼 に 来 た 
れ り "9。 商 し て これ 以前 に も ? 彼 等 ER 
は 悪事 を 行い た りき 。 彼 は 云え り 、「 我 内 sJS の E3I6 RISES 
が 民 よ 、? こ こ に 我 が 娘 た ちあ り 。 彼 0 2 
女 等 は 、 お 前 達 に と っ て 最も 潔 き (和敬 GE 0 る て NN 


N 
\ 
\ 


意 す べき ) な り や 7。 さ れ ば アッ ラー イラ ルッ ター 2 る る トン 8 
を れ 、 我 が 客人 た ちの 前 で 我 を 請 し 〇 | 5 23 4 
むる な か れ 。 お 前 達 の 中 に は 一 人 も 智 OR 
恵 あ る 者 が 在 ら ざる か ?」。 

80. 彼 等 は えり 、「 液 は 、 我 等 が 溢 ask すじ と AE 


の 娘 た ち に 関し て 何 も 権 利 を 有 せ ざ 
7:81: 29:29./15:72. 


葉 は 、 彼 は 自分 自身 を 無力 で 、 彼 等 を 護る こと が 出来 な いと みな し た こと を 意味 する 。 


396 ソドム と ゴモラ の 二 つ の 町 の 住人 は 、 街道 で 旅人 達 か ら 金品 を 略奪 し た も の で あ 
OE eR 


I ロト は 、 の まき の ウロ 
人 の 世話 を し 、 も て な し た も の で あっ た (15:71 節 )。 彼 の 民 は 、 い つも 不安 が っ て 、 
繰り 返し 彼 に その 習慣 を 捨て る よう 警告 し て いた の で 、 彼 が 旅人 で ある 「 使 徒 達 」 を 
家 に 招き 入れ た 時 、 彼 等 は 激怒 し 、 怒 っ た 顔つき で 彼 の 家 に と ん で 来 た 。 な ぜ な ら 、 
彼 等 が 何 度 も 抗議 し て いる の を 無視 し て 彼 が よそ 者 に 宿 を か す た め に 、 今 度 こそ 彼 を 
罰する 良い 機会 を 得 た と 思っ た の で あっ た (15:68-71 節 ) 。 
7 ロト は 、 彼 等 の 今 迄 の 悪い 行い か ら 考 えて 、 何 か 悪い こと を し て 客 の 前 で 彼 を は 
ず か し め は し な いか と 恐れ た こと を 、 当 節 は 表わし て いる 。 ここ で は その 悪い 行い が 
どん な も の か に つい て は 特に 言及 し て いな い 。 彼 等 は 邪 な 民 で あっ た の で 、 ロ ト は 
彼 等 が 後に 何 か 害 を 与え る か も し れ な いこ と を 、 当然 理解 し て いた 。 それ で 彼 は 彼 等 
に 、 も し 彼 等 が 本 当 に 彼 が よそ 者 と 結託 し て 彼 等 に 書 を な すか も し れ な いと 恐れ る の 
な ら 、 彼 の 娘 達 を 拘留 し 彼女 達 を 呈す る こと に よっ て 彼 へ の 怒り を ぶち まけ る こと が 
で きる で あろ う 、 と 言っ た 。 そ れ は 彼 等 が 取り 上 げ る の に 、 よ り 良 く よ り 清浄 な 道 で 
あっ た 。 な ぜ な ら 、 そ の 方 法 な ら 、 役 等 は 彼 の 客 を 傷 辱 する と いう 恥ず べき 行動 を 避 
ける こと も し た で あろ うか ら 。 あ る い は 、 そ の 意味 は 次 の よう で ある か も し れ な い 。 
ロト は 町 の 尊ぶ べき 高齢 者 と し て 人 民 和 白身 の 妻 達 の こと を 我 が 娘 達 と 呼ん だ の か も 
し れ な い 。 彼 女 達 は その 町 の 人 た ち に と っ て 清浄 だ と 言っ た 。 
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NE フー ド Hid 十 一 童 


る こと を 知り た り 。 また 次 、 我 等 が 何 6 SC TN 
を 欲す る か を 知る な り 」98。 

81. 彼 は 云え り 、「 我 に お 前 達 を 対処 委 、 18983%98 引 1U8 
する 力 あら ん こと を 。 或いは 、 我 を 擁 - 6 
護 し て くれ る 強力 な 支え を 得 ん こと @ ぐ 8 ょ うこ ぷう 
を 」 と 984 ド 


82. 彼 等 (使徒 た ち ) は 去 え り 、「 ロ トル きる 52 に うど 包 12L5 
よ 、 我 等 は 流 の 主 の 便 徒 な り 9 彼 し し 
等 は 決し て 溢 に 達する 能 ゎ ず 。 さ れ ば OSEEb こ USU SEE 
< 夜 の 一 時 に 2 流 の 家族 と 共に 立ち 去 エレ gz 。。 


As "NE 
れ 。 商 し て お 前 達 の うち 何人 も 後 を 振 こり の っ ンジ s 5 Y5 


り 向く な か れ 。 但し 泊 の 妻 は 除く 、 彼 、$1 "2 る し 21 st 8) 
等 の 身 に 降り か か る こと が 、 彼 女 に も 。 。 し 
降り か か らん 。 げに ・ 彼 等 の 定め の 刻 で | ことり) EA うる ふと 


限 は 朝 な り 。 朝 は すでに 近 き に 非 ず a 
OI 


る イダ 


83. 9 され ば われ ら の 裁決 が 下る や 、 Ks じ に WE < ez | 4 
A:84; 15:61, 29:34. 115:66. “15:67. 713:75. 


8 ロト が 町 で すでに 結婚 し て いる 彼 の 娘 達 (創世 紀 19:15 節 ) を 人 質 と し て 提案 し た 
時 、 彼 の 民 は 女性 を 人 質 と し て と る こと は 彼 等 の 習慣 に 反する の で 、 そ の 提案 を 受け 
る の を 拒否 し た (ブリ タニ カ 百 科 事 典 ) 。「 我 等 が 液 の 娘 た ち に 関し て 何 も 権利 を 有 せ 
ざる .….」 と いう 言葉 は 、 彼 等 が 多く の 注解 者 が いっ て いる よう な 娘 達 の せい だ と す 
る 動機 を 持っ て や っ て 来 た の で は な か っ た こと を 示し て いる 。 と いう の は 、 ロト の 民 
の よう に 道徳 的 に 堕落 し 、 腐敗 し た 民 は 、 肉 欲 の 情熱 を 満足 させ る こと に 関し て 、 権 
利 が ある と か な いと か 、 正しい と か 正しく な いと か いう よう な 疑問 は い だ か な いも の 
で ある か ら で あ っ た 。" ま た 液 、 我 等 が 何 を 欲す る か を 知る な り " と いう 言葉 は 、「 我 々 
の 望み は 、 よ そ 者 を 我々 に 引き 渡す こと だ と お 前 は 知っ て いる は ず 」 と いう こと を 意 
味 す る の で ある 。 

24 お 前 達 は 、 私 が 客 を 追い 払う べき だ と 主張 し て 、 私 の 上 に 屈辱 が ふり か か る の 
を 望ん で いる が 、 私 は その 屈辱 か ら 救 われ る よう 神 に 祈る で あろ う 。 

1339 「 使 徒 達 」 は 、 ロ ト に 警告 を 与え 、 ど こ へ 行く か を 導く よう 神 か ら 命 令 さ れ て い 
た 隣国 の 高潔 な 人 達 で あっ た 。 
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St フード Hud 十 二 矯 
“われ ら は それ ( 邑 ) を 転 首 EA その 上 2 0290 デ ン ョ ン ビラ 3315 
に 幾重 に も 泥 石 (の 雨 ) を 降ら せ た り ンー io っ 

1339A 8、 の 


84. 2 流 の 主 の 御 許 で 還 し 付け られ た 6 ご ビ 3 038 
る (所 石 ) を 。 耐 し て 、 この (扱い ) は 不 た 
義 者 た ち に は 遠から ざる も の な り 。 E 


八 項 
85.C ま た マ ド ヤ ン ( の 民 ) 46 に その iat ds 
同胞 の シュ アイ ブ を (われ ら は 遣わ し ^。 」 


ン アル オラ 2 ン Pe 
た り )。 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ー 9 585 人 0 le 
を 有 せ ず 。 耐 し て “度量 術 を 不足 する プー OD 
な か れ 。 げに 我 は 、 お 前 達 を 富 きめ る 才 4 
と 考え た れ ば 、 我 は 確か に お 前 轄 の た 1 
め に 取り 囲む 日 の 貴 苦 を 恐る OE 


ネ 


86. “また 我 が 民 よ 、 村 目 や 目 方 は 公 NE 
正 に 十分 に 計り 、 人 々 に その 物 に よ SO 
っ て 損害 を な える な か れ 。 ま た 地上 っ る る YU 
に 騒乱 を 引き 起 そ うと し て 不正 を 行 
うな か れ 。 


87. アッ ラー より (商取引 き に ) 遣 2 湯 2 を J 休 興和 
れ た る も の や れこ そお 前 達 の た め に 


51:34, 051:35, 7:86; 29:37.726:182、 183. “7:86; 26:184, 


や ロト の 民 は 恐ろし い 地 震 に よっ て 滅亡 し た と 思わ れる 。 激 し い 地震 は 、 し ば し 
ば 地球 の ある 部 分 を 上 下 に ひっ くり 返し 、 土 や 石 を 空中 に 吹き 上 げ 、 沙 下さ せる 。 

T の マ ド ヤ ン は 、 ア ブラ ハム の 三 番目 の 妻 ケト ラ の 息子 で あっ た (創世 紀 25:1.2 節 )。 
彼 の 子孫 は 皆 マ ド ヤ ン と 呼ば れ た 。 彼 等 の 首都 も また マ ド ヤ ン と 呼ば れ た 。 この 町 は 
アラ ビア 海岸 上 、 海 か ら 10 キロ 入り 込ん だ アク バ 湾 に あっ た 。 マ ド ヤ ン の 子孫 が ヒ 
ジャ ー ズ の 北 に 住み 、 彼 等 が この 町 を 作り 上 げた の で ある 。 モー ゼ が ファ ラオ か ら 避 
難 す る た め に 逃げ た の は ここ で あっ た し 、 彼 が 紅海 を わた っ た あと 、 イス ラ エ ル 人 と 
共に いた の は マ ド ヤ ン の 近く で あっ た 。 注 1010 を 参照 。 


4 こと と で 、 バ キッ ヤ と は 、 公 明正 大 で 正直 な 手段 、 及 び 神 の 控 に 従っ て 稼い だ 富 を 


DER SIN GREYS 
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十 二 巻 


フー ド Hud 


十 が 壮 


最善 な り 、 も し お 前 達 信者 な ら ば 。 
され ど 我 は お 前 達 の 監守 者 た る 身 


に 非 ず 」。 
88. 彼 等 は 云え り 、 性 
液 の 礼拝 は 、 我 等 は 己 が 父祖 の 崇め し 


CN 
財産 を 意 の まま に すべ か ら ず と 命 ず 
る の か ? 液 は ほん と うに 、 自 分 が 親 
切 で あり 、 知 恵 ある 者 だ と 思い 込ん 
で いる 者 よ 」。 

89. 彼 は 云え り 、 <「 我 が 民 よ 、 考慮 せ 
よ 、 も し 我 は 我 が 主 より の 明 証 に 基 づ 
NO 
物 “や を 賜わり て も 、( 我 は お 前 達 
NR 
0 i 


ラー の 支持 以外 は 、 RG 午 人 OO も 
有 せ ず 。 彼 に こそ 我 は 頼り 、 両 し て 彼 
の 御 許 に 我 悔 憎 ET し て 帰す る な り o 


90. 面 し て 我 が 民 よ 、 我 へ の 敵意 は 、 


3432 


OR SE 0 


\ 
\ 
\ 
で 
t 


A 


RE gr 


ER sr 
S38 
RIDE TNI 
CE LL 4 
A BE Ak 

OLIN EEG wk 


2 


1 に g スン 
つて っ ASY 


お 前 達 が ノア の 民 や フー ド の 民 、 また イー ラゴン 。 る の し っ ィ ア i 

サー リフ の 民 が 遭遇 せ し 災 難 と 同様 つの (つっ SS a 

に 災難 に 遭う よう お 前 達 を 導き 行か し 32823 CE 

し むる な か れ 。 また ロト の 民 も お 前 達 を a 

か ら 遠 素 か ら ず 0 〇 ao つこ 3 
64.77:94. 


意味 する 。 そ れ は また 、 神 に 依っ て 、 駆 与 され た 力 と 能力 を 意 


309 も 参照 。 


【 味 する こと も ある 。 注 


2 シュ アイ ブ に 反対 する 者 達 は 、 彼 が 詐欺 を 働く の を 抑 さ えて 、 上 自分 の 仕事 を 進め 


よう と し て いる と 疑っ た の で ある 。 


で で 当 節 は 次 の こと を 示す 。 シ ュ ア イブ は 、 ノ ア 、 


フー ド 、 サ ー リ フ 、 ロ ト 、 ア ブラ 
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二 一 意 


フー ド Hud 


91. され ば 2 お 前 達 の 主 に 赦し を 請 い 
求め 、 悔 惜 し て 彼 に 帰依 し 奉 れ 。 我 が 
主 は まこ と に 慈悲 深く 、 愛 に 満ち た 御 
方 に まし ます 」。 

92. 彼 等 は 云え り 、「 シ ュ ア イブ よ 、 

我 等 、 液 の 云う こと を 殆ど 理解 せ ず 、 
% 我 等 は 確か に 液 を 我 等 の 中 の 弱者 と 
見 た り 。 も し 液 の 一 族 が な か り せ ば 、 


RSE 溢 は 我 等 に 対 


93. 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 お 前 達 
に と っ て 、 我 が 一 族 は アッ ラー より 
も 偉 力 た る か ? さ れ ど お 前 達 、 彼 を 
(軽視 し て ) 己 が 背後 に 投げ 捨て り 。 
げに 我 が 主 は お 前 達 の 所 業 を 取り 凍 
む お なり 。 

94. また “ 我 が 民 よ 、 お 前 達 自分 の 仕 
方 で 行え “2、 我 も また ( 我 が 務 め を ) 
行う 。 や が て お 前 達 は 知ら ん 、 そ の 恥 
等 た らし むる 足音 が 誰 に 全 る か 、 まだ 
誰が 嘘つき で ある か を 。 さ れ ば 待て 、 
我 も また お 前 達 と 共に 待た ん 」。 


95. され ば 、 わ れ ら の 裁決 が 下さ れ た 
る に 及 ん で 、 われ ら は シュ アイ ブ 並 び 


† 二 傘 
| ティッ 2 る GE っ る っ 
CI SG a 
FAG FS ン 59 ン 
orr es 


CC A I E 
YS 236503d 


EE TE そう 

と 2 っ イン ゴン イ ーー ラッ プン イーラ っ る 8 

EE EC pa 
NI 上 


F OS 8200 


d °c 2 TY 
A うる こ $ ッ ン 所 
2 の の Re 


+ を 
ER 
oa よ 4 cd Et 


つい は る 


dd, 7.89.“39:40. 


ハム の 後に 現れ た の で ある が 、 
民 は 、 
ゼ の 民 に つい て ふれ て いな いか ら で あ る 。 
PA 彼 等 は 、 
に よっ て 導 か れ て 働い た こと を 、 
神 の 意志 
示し た の で あっ た 。 
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彼 等 自身 の 知識 と 計画 に 応じ て 、 働 き 続け ね ば な ら ず 、 
当 節 も 表わし て いる と 


に 従っ て 働い た か 、 誰が 神 の 目的 に 逆らっ て 失敗 させ よう と 企 て て いた か を 


モー ゼ の 時 代 よ り は 前 で あっ た 。 だ か ら モ ー ゼ と その 
まさ に シュ アイ ブ の 民 の 区 域内 に 住ん で いた に も か か わら ず 、 彼 は ここ で モー 


彼 は 彼 の 信仰 
いえ よう 。 そ の 結果 は 、 誰 が 


十 二 人 多 フー ド Hud 寺 敬 
に 彼 と 共に 信じ た る 人 々 を 我 が 慈 悲 Caj の ふる 315 ちの る 22 


し か 
に よっ て 救い た り 。 血 し て gq 一 声 ( の « A ン デーン 
5 2 グ 7 1 デ 生ま - 作 1 RE 
大 軸 ) が 不義 を 行い し 者 ども c 疾 いか タフ 82 6 
か る な り 。 され ば 、 彼 等 は 自ら の 家 の と 


中 で 鱗 れ 伏し た る な り 、 

トペ bE ーー や アブ タン ポレ グー タタ ネイト i i を ング 
96. 愉 も 2 彼 等 は その 中 に 絶 て 住ま な ASSY1 Cal ES 
か っ た か の 知 く 。 よ く 聞 け 、 マ ド ヤ ン を 
に 破滅 あれ 、 サム ー ド 族 が 滅び し 如く 。 を eS 

九 項 

97. われ ら は また 、 己 が 神 兆 と 明瞭 な で 23 し 5 
る 権能 を 授け て モー ゼ を 遣わ し た り 、 < 1 


3 。 る 
A 
の > マフ に ナー ン ライ ブラ ンマ イン ン タグ プラ う + } 
A IN RTI 
に 。 然るに 、 彼 等 は ファ ラオ の 命令 に 


従え り 。 さ れ ど ファ ラオ の 命令 は 正 し  @ 必 うろ の 叶う っ 0165 OF 
いも の に 非 ざり き 。 

99. 復活 の 日 に は 、 彼 は その 民 を 準 る 3 FS A るる 
い 、 彼 等 を 火 獄 の 中 へ 導き 行か ん 。 面 


オラ タッ ン もし ーッ る | ン ち を ン と れる 

し て 行き 着け られ る 到着 所 や 8 は 悪 O33 Nl 3S log 3 3 
し き な り 。 

っ > e244 由 +1 ヾ 和信 YE + a ss Et * っ > & i っ ネ る イン 

100. また 、 彼 等 は 現代 で 、 量 つ 復 客 325 5 6 ぬこ ご 3113 

の 日 に 於 いて 呪 記 に つき ま と わ れ る Ek 

な り 。 賜 わ る も の や は な ん と 悪し き O38 le 


な り 。 


7:92: 26:190: 29:38. 27:93. C14:6: 40:24. 3:47: 40:25. 128:43. 


4 ヴィ ルド と いう 語 は ワラ ダ か ら 派 生 さ れ 、 時 : 場所 や 水 を まく 順番 を 意味 する 。 
人 々 や 家畜 が 水 を まく 場所 に 来る こと を 意味 する (Aqrab より )。 

や サリ フ ド と いう 語 は 、 贈 り 物 : 支持 又は 、 援 助 を 意味 する (Lane より )。 当 節 は 、 次 
の こと を 示す 。 ブフ ァ ラオ は 、 彼 の 民 か ら 神 に 逆らう 彼 等 の ささ えと みな され て いた の 
だ が 、 復活 の 日 に 、 彼 は 彼 等 に と っ て 褐 の ささ え で あっ た こと を 証明 する こと に な ろ 
う 。 と いう の は 、 彼 は 彼 等 を 地獄 へ つき 落と す だ け で な く 、 彼 自身 彼 等 と 共に そこ へ 
入っ て 行く で あろ うか ら 。 
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十 一 章 フー ド Hud 十 二 谷 


fe 


101.“ こ は 、 わ れ ら が 液 に 語る 、 減 亡 Gu sa 

せ し 邑 々 の 消息 (の 一 つ ) な り 。 それ ら A 

の 中 或 る も の は 存在 し て いる が 、 あ る Oa 3 23 
も の は 消滅 され た り 。 

102. 証し て 、? わ れ ら は 彼 等 を 害 せ ざ 223 お 1 21E』 i 
り し が 、 彼 等 は 己 自 身 を 害し た る な り a 
ie%。 アッ ラー 以外 に 彼 等 が 祈り し そ OQ お 2 EES 
の 神々 は 、 泊 の 主 の 直 決 が ド さ れる に ティ イイ ン ( < 1 ラコ > 
及 ん で 、 い ささ か も 役 等 を 充 す る こと リク 全 は | 

な か りき 。 それ ら は 役 等 を し て 破滅 を 。 ゅ こみ は 店 03 
増す ば か りな り 。 6 上 
103. され ば “か く の 如 く 、 液 の 主 の 捕 GENIN Es 
え 方 な り 、 彼 が 邑 きん 々 を その 不義 を な せ 
る うち に 捕え る 際 に 。 げに その 捕え 方  @ あ 。3 る 033218) 
は 、 痛 烈 に し て 普 酷 な り 。 

104. 4 げに その 中 に は 、 来世 の 責 普 を Sh 368) 
枚 れ る 者 へ の 神 浄 あり “%。 こ れこ そ jg 2 
人 類 す べ て が 召集 せら れる 日 な り 7。 0 と Cee 


220:100. 23:118: 16:34. 54:43; 85:13. 14:15. 


8 神 は 決し て 不正 に 民 を 罰する こと は な いし 、 彼 等 の 上 に 懲罰 を も た ら す の は 、 彼 
等 自身 の 悪事 で ある 、 と いう 事実 を 聖 ク ルアー ン は 繰り 返し 強調 する 。 そ の こと は 、 
運命 と か 、 人 は 先 の 解ら な い 宿 命 の を え を じき で ある 、 と いう 理論 を 否定 する も の で ある 。 
神 は 公正 さと か 真 の 理由 も な し に 独断 的 に 民族 の 興亡 を 作り 上 げ ば る と いう 見 解 を も 
否定 する の で ある 。 そ うい う 訳 で 、 懲 凡 の こと を 述べ る 箇所 で は どこ で も 、 懲 罰 と か 
報復 は 人 間 自 身 の 行い の 結果 で ある こと を 付け 加え ず に は お け な い の で ある 。 
SC こ で の 「 神 兆 」 と は 、「 訓 式 」 意味 する 。 

ie ト は 完 全 に 独立 し て いる 訳 で は な い 。 人 は 、 環境 と 教育 と 遺伝 に 影響 され て いる 。 
それ で 人 の 特別 な 行動 を 正しく 判定 する た め に は 、 その 行動 を 導き 影響 を 与え る まわ 
り の 全て の 状況 と 環 遼 を 考慮 に 入れ る 必要 が ある 。 従っ て 、 人 間 の 行動 の 本 当 の 性 質 
間 神 に よっ て 懲罰 や 報酬 に 関し て 異な っ た 人 々 を 扱う こと 
に 於 ける 外観 的 な 不 公 平 や 説明 が つか な い 決 意 は 、 気 まぐ れ や 独断 的 で は な く 、 全 く 
正しく 且つ 公 NM 彫 人 の 行動 の 自由 、 又 は 独立 し て いる 点 に 基く 限り 、 
すべ て の 人 々 は 彼 等 が 働い た あら ゆる 状態 や 事情 、 且つ さま ざま な 根拠 や 理由 の 許 に 
向かっ て 起こ る 集合 の 日 が 、 決ま っ て いる べき 必要 が あっ た 。 そ の よう に 、 彼 等 の 報 
奨 と 懲罰 の 種類 が 決定 され る 時 、 こ れ 等 の 事情 や 理由 は 共同 で 考え られ る で あろ う 。 
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- 代 フー ド Had 十 一 痢 


ュー ーー の F す ゴブ >、 うー 1 ヒア Lt 
また これ こそ 立証 され た る 日 な り 。 3 I HN 
105. われ ら は 之 を 、 一 定期 限 だ け 延 3549y YIO はじ > 
期す る に すぎ ず “9%。 4 

a a 誠二 を 。3 内 2 ン 4 る ネイ イン ン ラ ン 
106. その 日 米 れ ば 、 伺 人 も その 主 の LY EE eS 
許し な し に 発言 する 能 わ ず 。 面 し て 彼 ( a 
等 の 中 不幸 な 者 も あれ ば 、 ま た 幸運 な RE 


者 も あら ん 。 _ 
107. され ば 不幸 に な り た る 者 ども は る DI 
? 業 火 の 中 に 在り 、 そ こ に て 彼 等 嘆き 9 
且つ 叫ぶ ば か りな る べし や や 。 en 3 NBD 
108. * 彼 等 語 大 と 大 地 が 存続 する 限 el ご 45 ビ し 8 ご 
り 、 そ の 中 に 住み と どど ま らん "の 。 但 し レッ ルッ レレ ge < 
る 18 こき (つる は > イン 3 っ 
し 激 の 主 が 欲し た れ ば 別 な り 。 げ に 小 82O) EC YY 
の 主 は 、 欲 する こと を な し 遂げ 給 う 。 8 こけ MS 
109. “然るに 、 議 福 に な り た る 者 は 楽 os は 2 SR 3 
園 に 在り て 、 諸 天 と 大 地 が 存続 する 限 io 
り 、 その 中 に 住み と ど ま らん 。 但し 泊っ loa 


78:39. 221:101.778:24. 715:49. 


4 期間 又は 、 期 間 の 終わ り の 両方 を 意味 する アジ ャ ル (Ajal) と いう 語 は 次 の よう な 
意味 で ある 。(a) 取 り 消 し 又は 廃止 出来 る も の 、(①⑪) 廃止 する こと や 取り 消す こと が 出 
来 な いも の 。 延期 で きる 「 時 期 」 と は 、 す で に わか っ て いる 範囲 の 中 で 動く の で あり 、 
それ は その 範囲 の 中 で 環境 に よっ て 容易 に 変わ る の で ある 。 た と えば 、 人 の 寿命 に は 
ある 限界 が ある 。 つま り 、 そ れ は 、 そ の 限界 の 中 で 短く な っ た り 長 く な っ た り 出 来る 

の で ある 。 し か し 廃棄 され る こと が 出来 ず 、 取 り 消 し も 出来 な いこ の 「 時 期 」 と は 、 
全て の 民 の 滅亡 に 関係 する 。 

329 ザ フ ィ ー ル と は 、 ロ バ の 中 き 声 の 始ま り を 意 味 し 、 シ ャ ヒー ク は 、 そ れ が 終わ る 
こと を 意味 する (Lane より )。 不信 者 た ち は 、 当 人 節 で は 、 膜 病 で 馬鹿 な 動物 の ロバ に 
た と えら れ て いる 。 そ れ は 、 彼 人 等 が 自分 自身 の 信念 に 従っ て 男 敢 に 行動 が 出来 な い 。 
そし て 、 知 識 に よっ て 利益 を 得 な いこ と を 意味 し て いる 

で の 悪 ク ルアー ン の この 表現 は 、 非常 に 延長 され た 上 き 期 を 表わす 慣用 語句 で ある 。 聖 
クル アー ン は 、 地 獄 の 懲罰 が 永遠 に 続く も の で は な いこ と を 啓示 する の で ある 。 
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十 一 章 ブー ド Hud 十 二 作 


の 主 が 欲し た れ ば べつ な り 。 こ は 絶 ゆ CAC AS 
る こと な き 恩 賞 な り や 9。 

ドク に すさ た ET チョ ョ ン gw プン s か < づい イイ 
110. され ば 彼 等 が 崇拝 する も の に つ 「 約 公 と SE35 っ 3 ご よう 3 
いて 思い 娘 うこ と な か れ 。 彼 等 は た し 」 
だ 以前 その 父 視 た ち が 崇 拝 せ し 如く 、 っ さ 351325 し SS)O 5 ビ 


崇拝 し て いる に 過ぎ ず 。 され ど わ れ ら ラタン ター クー ター タ る レン 8 ン と る っ ウツ 
6 の GE od PIN 5 と 
は 彼 等 に 、 そ の 取り 分 を 減ら すこ と な う う ひき いつ 2 


く 、 充 分 に 支給 せん 。 


oa 
名 
ゃ 


39 ヒン ズ 一 教 に よれ ば 、 天国 も 地獄 も (即ち 、 報償 と 懲罰 ) 期間 が 限ら ちら れ て いる 。 そ 
し て 懲 六 を 受け た り 、 彼 の 行い の 報償 を 受け た 後 、 人 は 再び この 世に 送り 返さ れる の 
で ある 。 セム 族 の 宗教 の うち ユダ ヤ 教 は 、 ユダ ヤ 人 を 地獄 の 拶 間 か ら 殆 ん ど 解 放し て 
いる 一 方 、 ユ ダ ヤ 人 以外 に は 楽園 を 否定 する も の で ある 。 キ リス ト 教 に よれ ば 、 そ の 
数 派 の も の は 、 天国 は 最終 的 に は 結末 を 迎え る と いう 信念 を 持っ て いる けれ ど 、 天国 
も 地獄 も 永遠 で ある (タフ スィ ー ル ・ カ ビー ル )。 イス ラム 教 は 、 こ の 点 に つい て は こ 
れ ら 全て の 宗教 と は 根本 的 に 異な る も の で ある 。 それ に よる と 、 天国 は 永遠 永 交 で あ 
る 。 一 方 、 地 獄 は 一 時 的 で あり 、 期 間 に 限 り が ある 。 イ マム ・ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン 
バル は 、 そ の 影響 に つい て アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア ル ・ ア ー ス に よっ て 
報告 され て いる と し て 、 聖 預言 者 の 言葉 を 引用 する 。 即ち 、「 地 獄 の 上 に は その よろ 
い 戸 が お 互い に ぶつ か り 合 う で あろ う 日 が 来 て 、 そ の 中 に は 何 も 残 ら な いで あろ う 。 
それ は 、 地 獄 の 仲間 達 が 何 世紀 も そこ で 過ごし た 後 、 起 こる で あろ う 」( ム スナ ド よ 
り )。 こ の 言 伝 え に よ れ ば 、 地 獄 に 関し て 使わ れ て いる ハー リ デ ィ ー ン (永続 的 ) と い 
う 単 語 は 、「 幾 世紀 も の 間 続 く 」 と いう こと を 意味 し て いる だ け で ある 。 アブ ドウ ゥ ラ ・ 
ビン ・ ウ マル と ジャ ビル は 、 イマ ム ・ ハ ン バ ル の 意見 に 賛成 し て いる 。 アブ ー・ サ イ 
ド ・ ア ルフ ドッ ウリ も 同様 の ハデ ィ ー ス を 引用 し て いる ( ブ ハ ー リ ー)。 し か し な が ら 、 
いく ら か の 著名 な 宗教 権威 者 達 一 その 中 で も イブ ン ・ テ ミヤ と イブ ン ・ カ イエ ム は 次 
の よう に 主張 する 。 邪 まな 不信 者 達 は 、 地獄 に 永久 に と ど め られ て し か る べき 者 で あ 
る が 、 地 獄 そ の も の が 、 あ る 日 、 神 の 御 慈悲 に よっ て 消滅 する で あろ うし 、 地獄 が な 
く な っ た 時 に は 当然 地獄 の 中 の 住人 は いな く な る で あろ う (Fah より )。 聖 ク ルアー ン 
は 、 天国 に つい て は 、 地獄 に 関し て 使っ た よう な 表現 で は な く 、 決 し て 終る こと の な 
い 報 償 と いう 言葉 を 使っ た (41:9: 84:26: 95:7) 。 更 に 101:10-12 節 の 中 で は 、 地 獄 は 母 
に た と えら れ 、 胎児 は 子供 の 体 が 形作ら れ 、 さ ま ざ ま な 器官 が 完成 する 迄 母親 の 子宮 
の 中 に 留まる と 述べ られ て いる 。 同じ よう に 、 地 獄 に 随 と され て いく よう な 不運 な 
人 々 は 、 彼 等 の 諸 器 官 の 機能 が 完全 な 発達 を 遂げ て 、 主 の 美しい 御 顔 を 見 る こと が 出 
来る よう に な る 迄 そこ に 留まる で ある ろう 。 
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十 二 伏 フー ド Hud 十 一 音 
MH A CCG 
こ 経 典 を 与え し が 、 これ に 関し て も 最 5 
生じ られ た 0。 され ば も し 既に 梁 の GN I et NN 

主 より 降 され た る 件 言葉 な か り せ ば 、 ES 
彼 等 の 問 は 判決 され た 籍 な り "2。 然 TT 5 

る に 、 彼 等 は み に つ いて 確 か に 不安 動 

揺 の 疑念 を 抱く 。 
112. 面 し て 液 の 主 は まこ と に ? 彼 等 ライ < ば ン ララ 6 ン ミ ン rlg | ン 
に その 所 業 に 応じ て 、 十 分 に 報い 給 ei で 3 ツ 


Hi 


0 


う 。 げ に 彼 は 、 彼 等 の な せる こと を の の 守る 
知 球 し 給 う 。 


113. < され ば 、 液 並び に 激 と 共に 悔 司 CN CE 
せ し 者 は 、 泊 が 命ぜ られ た る 如く や"、 


不 抜 を 堅持 し 、 面 し て 逢 を 越え る な か 0 4 a 3Y? 
れ 。 げに 彼 は お 前 達 の な せる こと を み > 
そ な わ し 給 う 。 


グ 


114。 され ば 、 不 義 な す 者 ども に 心 を っ と る 238j2UBca 
うう 
傾け る な か れ 1354。 さ も な く ぼ 、 業 火 > 


お 前 達 を 捕らえ 、 アッ ラー の 外 に 、 お 2 200 328 る 


前 達 の た め 守 護 者 な か る べし 。 然 る 後 2 
お 前 達 、 助け られ ざる な り 。 E03 YS 


41:46.73.58: 16:97: 39:11. "42:16. 


1352 人 間 の 罪 は あま り に も ひど か っ た の で 、 も し も 、 人 類 は 精神 的 に 発達 し て いく よ 
う 作 られ て 、 そ の 結果 、 神 の 御 慈 翔 を あう ける 者 に な る で あろ うと いう 前 も っ て 定め ら 
れ た 命令 が な か っ た な ら 、 人 間 は と っ く の 昔 に 滅亡 させ られ て し まっ て いた で あろ う 
⑦:157: 11:120: 51:37 節 参照) 。 

8 型 活 言 者 だ け は 、 神 の 意志 に 従っ て 、 彼 自身 の 人 生 を 形作る よう 要求 され て は い 
な か っ た 。 彼 は 彼 を 信ずる 全て の 人 達 も 、 彼 の 例 に な ら う の を 見 な けれ ば な ら な か っ 
た 。 そ れ は この 荘重 な 二 重 の 貢 任 を 理解 する こ と で あり 、 そ の こと は 、 彼 を 早く 老い 
こま せ た 程 に 、 彼 の 上 に あま り に も 重く の し か か っ て いた の で あっ た (バイ ハ キ ー)。 
154 人 は まわ り の 環境 に 影響 され る の で 、 も し 役 の まわ り が 堕落 し て いれ ば 、 そ の 随 
落 は 遅かれ 早かれ 彼 に 影響 を 与え る の は 確か で ある 。 そ れ で 、 当 人 節 で は 、 信仰 者 達 は 、 
た と え そ れ が 彼 等 の 友人 縁者 で あっ て も 、 よ こし まで 正しく な い 人 々 と の 全て の つ な 
が り を 断ち 切る よう 命じ る の で ある 。 
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二 一 意 


フー ド Hud 


十 一 谷 


115. 耐 し て 、“ 昼 間 の 両端 に 、 並 びに 
夜間 の 或 る 時 刻 に 、 礼 拝 を 遵守 せよ 。 
げに 普 行 は 諸 題 を 駆逐 す 。 こ は 忠告 
る 人 々 の た め 偉 大 な 忠告 な り 。 


116. 市 し て 汽 、! 準 抱 綴 く あ れ 。 げ に 
アッ ラー は 恵み を 施す 人 々 へ の 報奨 
は 津 滅する に 非 ず 。 

17. され ば 、 お 前 達 の 前 の 世代 の 者 
の 中 に は 、 何故 に 地上 に お ける 騒乱 を 
禁ず る 思慮 ある 者 な か り し か ? 但 し 、 
その 中 か ら わ れ ら が 救い た る 僅か な 
者 は 別 な り 。 さ れ ど 、 “不義 を 行い し 
者 ども は その (以前 の 者 が ) 反逆 者 と 
判定 され た る 術 を 追い 求め た り 。 さ れ 
ば 彼 等 凌 人 ど も な りき 。 


正 せ ん と する 限り 、 語 市 府 を 稀 り に に 
潰 滅する も の に 非 ず 。 

119. また 、“ も し 液 の 主 欲し 給 わ ば 、 
彼 は 全 人 類 を 一 つの 共同 体 と な し た 
り 。 さ れ ど ど 彼 等 は 常に 争い を 起す 、 
120. 但し 、 液 の 主 が 慈悲 を 垂れ 給 う 
た 人 々 は 別 な り 。 そ が た め に こそ 彼 は 
彼 等 を 出れ り 。「 わ れ は ジン 並び に 庶 
民 の すべ て で 地獄 を 満た さん 」 と の 
7 液 の 主 の 御 言葉 は 履行 され た り 。 
121. 耐 し て われ ら が 使徒 た ちの 消息 
の 中 か ら 液 に # 物語 る 凡 て は 、 それ に 


ンク で イン ニー ュ ン スン ルン Z し る ws イン 

OS 313) っ PS ルル 2 し 915 

ES SN) J 
9 ! > 
ORS ES 


2 ha に a 
RI ちる ぞ っ 


123 し そっ 3 3 3 じ 1 
OS 


A 


AI 
ORLR ES 

OM 

RL ASY I 0 

6 SY 

> ER GEN HIE ES 
Oa Cp 


CE 


6 


3 


レン 
2 
WW 
ずる る 9 


7:79. P12:91. “13:34. 6:132: 20:135; 26:209: 28:60.“2:214: 10:20: 42:9.715:44; 32:14: 38:85-86. 825:33。 
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Hi 


十 二 湖 フー ド Hud 窪 倍音 

よっ て 汐 の 心 を 強固 た らし めん が た 本 と 2 に PTCK 

め な り 。 曽 し て これ に 関し て 真理 が 光 0 

に 来 た れ り 。 また 束 告 日 つ 信者 へ の 訓 OG | 

戒 も 然 り 。 

122. され ば 汐 、“ 信 ぜ ぬ 者 ども に は 去 ER ら 5 マン 38083 
ふと 3 

え 、「 お 前 達 自 分 の 仕方 で 行え “WW。 


3 ン 2 プ る 」 っ イル ン ン ン 
我 等 も また ( 我 が 務 め を ) 行 わん 。 oo いあ くく この 
123. され ば 、? 液 等 待て 、 我 等 も 待た @93 う 5 EE 


の 
124. 面 し て 、< 諸 天 と 大 地 の 見 る あ た 4915 っ みう 9 こつ 見 多 こ る 約 3 
わざ る も の は アッ ラー に 属し 、 萬 事 は 2 9 < 
彼 に 帰し 奉る 。 され ば 彼 を 崇拝 し 、 流 ひ 宅 6 A en 


の 信頼 を た だ 1 肛 の み に 置 き 奏 れ 奏し * を コン の 5 の 

Js は ? と に 
て 波 の 主 は お 前 達 の 所 業 を 億 莉 す る で & @6 沈 3 >ー パ ごう 2 
者 に 非 ず 。 


“6:136: 11:94: 39:40. P10:103; 32:31. 16:78; 27:66: 35:39、 


89 マカー ナ と は 、 カ ナ 、 又 は マカ ナ か ら 派 生 さ れ 、 位 置 や 支配 力 を 意味 する (Aqrab 
より )。 当 節 は 、 イ スラ ム の 終局 の 勝利 及び 、 不 信者 達 の 敗北 と 大 敗走 に つい て 当 章 
で な され た 偉大 な る 預言 を 履行 する こと が 、 現 代 に 於 いて は 、 信 じ 難 い 有 り 得 な いこ 
と と 思わ れる 。 けれ ども 、 神 の 許 で 不可 能 な も の は な い 、 や が て これ 等 の 預言 は 必ず 
や 実現 する で ある うと いう こと を 意味 する 。 
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ギ # ーー 


ーーー ト 


ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 
メッ カ 啓 示 

盛 示 の 日 、 背 景 と 

聖 預 言 者 の 【 Eero RN ば 、 当 章 の 全体 は メ ッ カ で 啓 ボ され 
た も の で ある が 、 アッ パー ス と カタ ー ダ は 、 2.4 飾 は 聖和 層 の 後 だ と し 
CC RR IE 
ふる まう 天罰 と 慈悲 両方 を 扱っ て いた 。 し か る に 第 11 章 ( フ ー ド ) で 、 天 宙 の 
主題 を 論じ て いる 。 そ し て 当 章 (第 12 章 ) は 神 の 慈悲 を 論じ て いる 。 天 凡 を 論 
じ て い る 章 ( フ ー ド 章 ) は 、 慈 悲 を 論じ て いる 当 章 の 前 に 位置 し て いる 。 何 夏 
な ら ば 、 聖 預言 者 の 敵 た ち は 自 分 た ちの 悪行 の た め に 久 せ られ た 後 、 慈 悲 を 
与え られ る か ら で あ る 。 実際 、 当 章 は 一 つ 特 色 を 持つ 。 そ の 全体 は 一 人 の 預 
言 者 、 つ まり ヨセフ の 生涯 を 扱っ て いる 。 こ の 面 で 、 そ れ は 他 の すべ て の 童 
と 異な る 。 そ の 特色 の 理由 は 、 預 言 者 ヨセフ の 生涯 は 聖 預言 者 の 生涯 と 、 さ 
さい な こと まで も 、 非 常に 類似 し て いる か ら で あ る 。 章 の 全体 は 、 聖 預言 者 
の 生涯 に 起 る と ころ に 予告 と し て 役に立つ 目的 で ささ げ ら れ て いる 。 第 10 章 
で 預言 者 ヨナ の 物語 は 神 の 慈悲 の 実例 と し て 選ば れ た が 、 当 章 に 於 ける 詳細 
な 記述 で ヨセフ の 実例 が 、 そ の 目的 の た め に 、 例 証 と し て 引き 合い に 出さ れ 
て いる 。 そ の た め に 二 つ の 理由 が 述べ られ て いる 。(1) ヨナ の 生涯 と 聖 預言 者 
の 生涯 は 、 そ の 終盤 の み に 於 いて 、 お 互い 似 て いる 。 し か し ヨセフ の 生涯 は 
聖 預 言 者 の 生涯 と 極細 部 の こと さえ も 似 て いる 。 ②) ヨナ と 聖 預言 者 の 人 々 は 、 
結局 神 の 慈悲 に すがっ て 、 容 落 さ れる と ころ に 於 いて 聖 預 言 者 と 類似 し て い 
る が 、 両者 の 類似 は 部 分 的 で ある 。 然し な が ら 、 ヨ セ フ と 聖 預言 者 と の 類似 、 
き に 神 の ヨセフ の 兄弟 た ち へ の 扱い と 聖 預 言 者 の 人 々 へ の 扱い に お ける こと 
は 非常 に 類似 し 、 完 全 に 一 致し て いる 。 ヨ ナ の 人 々 へ 与え られ た 慈悲 は 、 神 
の 因 租 の 直接 な 結果 で 、 ヨ ナ は それ に 関係 が な か っ た 。 然 し 、 ヨ セ フ の 上 兄弟 
着 へ の 表し の 発表 は ヨセフ 自身 に よっ て な され た も の で ある 。 そ し て メッ カ 
の クラ イシ の 場合 に 於 いて も 、 彼 等 に 十分 で 無 条 件 の 容赦 が 聖 預 言 者 自身 の 
口 か ら 出 た の で ある 。 
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ユー ス フ msuf( ヨ セ フ ) 
OR 


1. 慈 悲 深く 恵み 過 遍 く ア ッ ラ ー の Ad 
御名 に お いて 。 中 
2. 5 アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー"55A c と これ oe PA ai i 


は 明 陳 な や "6 弄 典 の 計 節 な り 。 
3. げに 、" わ れ ら は それ を 能 弁 な る っ (を と 人 3 
97 クル アー ン と し て 降 し た り 、 お 前 っ | 


TL M02 11:2 13:2; 14:2; 15:2, 01552; 26:3; 27:2; 28:3. 142:8; 43:4; 46:13. 


9984 注 16 を 参照 の こと 。 

1356 )、 ビ ー ン ソン ( 明 申 な ) と は 、 ア バー ナ か ら 出 た 能動 の 分 詞 で あり 、 他 動詞 に も 自動 詞 
に も 両方 に 使わ れ 、(1) それ 自身 は 明る い 、 明 白 な 、(2) 他 の こと を 明瞭 に する 、 (3⑬) 
ー つ の こと を 他 か ら 切 り 放し 、 独 特 且 づつ 単独 な も の を 表現 する を 意味 する (Lane より )。 
その 言葉 は それ 等 を 意味 する 故に 、 聖 クル アー ン の 三 つ の 特徴 を 指示 する 。 す な わ ち 、 
(1) それ は 事実 を 明瞭 に 語り 、 預 斉 を し 、 儀 式 や 近 を 規定 する の みな ら ず 、 充 実 し た 
議論 と 健全 な 道 型 に よっ て 、 その 宜 言 を 具体 化す る 。 ⑫) それ 自身 明瞭 な ば か りか 、 
前 に TT NA 
まり その 中 で 、 神 の 近親 に な る た め に は 必要 で ある あら ゆる 本 質 的 な も の 、 シ ャ リー 
TO こ 関 する も の 、 倫理 道徳 と 信 爺 の 問題 は 全く 明 際 に 述べ られ て いる る 。 こ れ が 、 
副 聖 ク ルアー ン が 所 有する 他 の 啓示 され た 経典 で は 排除 され た 特性 で ある 。 他 の 経典 は 、 
ム ス タ ビ ー ン (それ 自身 は 明 瞭 ) の み で ある が 、 聖 クル アー ン は ム ス タ ビ ー ン (それ 自 
身 は 明瞭 ) で ある ば か りか 、 ム ビー ン ( 他 の 啓典 に 見 出さ れる 不明 個所 を 明瞭 に する 
で も ある 。 そ れ が 聖 ク ルアー ン の 美 し さ に 加え られ た “明快 で 明瞭 な 経典 "で あり 、 そ 
の 教え は 人 間 性 に 完全 に 調和 し て お り 、 自 然 の 法則 に 則っ て いる 。 

7 アラ ビッ ユ と は 、 ア リバ 又は アル バ に 起源 を 有する 。 アリ バテ ィ ル ・ ビ ー ル (Aribat 
al-B'iru) は 、 井 戸 が 豊か な 水 を 混 えた を 意味 する 。 ア ル バ ッ ラジ ュ ル (Aruba r-Rajulu) 
と いう の は 、 話す こと に よっ て 野 窟 な 男 は は っ きり と 率直 に 、 又 は 明白 に 話し た 、 彼 
は 活発 で あっ た 、 或 い は 活発 に な っ た 、 を 意味 する 。 従っ て 、 ク ルアー ナン ・ ア ラビ 
ッ ヤ ン と いう 表現 は 、(1) 最も 多読 で 定期 的 に 読ま れる 本 、 そ し て 、②) その 意味 は 、 
明る い 状 態 を 表現 し て いる 雄弁 で 包括 的 な 文体 で ある (Lane より )。 ア ラビ ッ ユ と い 
う 語 は 、 数 えき れ な い 程 多量 で 多様 な 意味 の 語源 を 持ち 、 言 語 自体 が 明快 、 雄弁 、 そ 
し て わか りや すい アラ ビア 語 は 「 ア ラビ ー」 と 呼ば れ 、 豊 か 、 全 体 的 、 明 確 と いう 意 
味 を 表わし て いる 。 ア ラビ ア 語 の 豊富 な 語句 は 、 多 岐 に わた る 思想 を 充分 に 表現 し 、 
な お か つ 、 微妙 な 言 外 の 意味 も 伝え る こと が 出来 、 他 の 言語 を よせ つけ な い 正 確 さ と 


616 


十 二 章 ユー ス フ Yusuf( ヨ セブ フ ) 十 二 稚 
達 が 理解 し 得 ん が た め に 。 OE 


4. われ ら は この クル アー ン を 汐 に 啓 に Gi ne 
示す る に あたり 、 明 確 な る 歴史 的 事実 a り 


を 的 に 語り 聞か せん 。 され ど 汐 み 以前 00 0IS 
で て (B 無知 な りき 359 ンタ し に に) ンー イー 12 を っ 
に それ ら に (関し て ) 無 知 な りき ot it 
5. ヨセフ "が その 父 に 云え し 時 7 AEE 
(を 念 え )。 RR DE < アタ 3 5 く 5 っ 3 と る < る | 
と 太陽 と 月 が 、 我 に 叩 頭 する を ( 夢 
で ) 見 た り 」 が OER i 2 
2 


a NN A ジン シミ 
ー は 、 他 の 言語 学者 アブ ー・ ア リー を より どこ ろ と し て 、 ア ラビ ア 語 の 文字 は 、 文字 
どおり は っ きり と し て 限定 的 な 意味 を 持つ と 主張 し た 。 た と えば 、 彼 は ミー ム 、 ラ ー 
ム と カー ブフ の 文字 を 示す 。 そ れ ら は どん な 組み 合わ せ が 起 ころ うと も 「 能 力 」 の 概念 
を 表現 する 。 それ 等 は 、 すべ て これ 等 の 文字 で 作ら れ た か 、 この 根 か ら 派 生 し た 語 に 共 
通す る 。 前 節 に 於 いて 、 聖 ク ルアー ン は 、 経典 と 呼ば れ た 。 それ は 常に 本 の 体制 に お い 
て 保存 し 続け られ る と いう 預 常 を 暗示 する 。 当 人 節 で は 「 聖 クル アー ン 」 と 呼ば れ て い る 。 
そし て それ は 、 広く 読ま れ 、 研究 され る で あろ うと いう 預言 を 構成 する 。 聖 ク ルアー ン 
ON こと は イス ラム の 反対 者 さえ 正 正当 

に 否認 する こと の 出来 な い 事 実 で ある 。 ノ ル デ ケ 教授 は 言っ て いる 、 「 惑 クル アー ン を 
公 の 礼拝 所 、 学 校 や 他 の と ころ で 使用 し て 以来 、 例 えば 大 部 分 の キリ スト 教団 に お け 
る 聖書 の 読 譜 より も 、 より 広和 剛 に 旨 っ て いる か ら 、 聖 クル アー ン は 現存 する 本 の 中 で 
正直 な と ころ 、 一 番 広く 読ま れ て いる 本 に 間違い な い 」 (大 英 百 科 事 典 第 9 版 ) 。 
ヨセフ の 話 が 聖なる 預言 者 に か くも 詳細 に 渡っ て 啓示 され て いる の は 、 その 話 の 
内 容 に 預言 者 自身 の 生涯 に 預言 的 な 暗示 と な る 部 分 が 多く ある か ら で あ る 。 その すべ 
て の 物語 は 、 聖 預 詩 者 自身 並び に 、 そ の 同胞 の クラ イシ ュ に 於 いて 、 実際 も そう で あ 
っ た よう に 、 再 び 実 施さ れる べき こと で あっ た 。 

9 ヨ セ ブ は 、 イ スラ エル と し て も 知ら れる 預言 者 ヤコブ の 12 人 の 息子 の 一 人 で あ 
る 。 ヨセフ は ラケル の 二 人 の 因子 の 長男 の 方 で ある 。 彼 の 名 前 は 「 加 える 」 即 ち 、「 神 

は 私 に も う 一 人 息子 を お 加 え に な る 」 と いう 意味 を 表わし て いる (創世 紀 30:24) 。 

1360 王 書 で は ヨセフ に 叩 頭 する こと に つい て 、 太 陽 と 月 を 最 人 SR 
星 の 記述 が 後に 続い て いる が (創世 紀 37:9) 、 聖 クル アー ン で は その 順序 が 逆 に な っ て 
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の | 「 か わい い 我 が 息子 | し と と の aT OE 
a RI seJ5 わ 、 みろ 5 2 
よ 、 流 が 兄弟 に 己 が 夢 の 話 を を 語る な か 上 の 

いり ご と 9 グゥ “A As の る 
れ 、 さ も な くば 、 彼 等 汐 に 対し で " 法 Oo SE LE そう 
を ・ 條 て ん 。 < げに 悪魔 は 人 間 に と っ て ダッ で ラン ン っ 

OF NS 

公然 の 敵 な り 。 ぷう そり 
7. され ば 、 流 の 主 は か く て 汐 を 選び 、 る うる 2 わる を は 
" 液 に 諸事 の 解釈 を 教え 、 激 且 つ ヤ コ i Gs きど 3 
ブ の 子孫 331 に その 恩恵 を 塞 う せん 、 ke A ep 


彼 梁 の 二 祖 アブラハム と イサ ク に 逐 6 2 を っ: 
まっ と の | 
を 完 う せ し 如 く 。 げ に 没 の 主 は 、 す ss dS 
べ て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 」。 i 2 ee な 


OS っ に 

ー 項 
8. げに ヨセフ と その 兄弟 の (物語 の る 父上 
前 に は 、 探 求 す る 人 々 の た め 種 々 の TG 
表 徴 あり 。 IO 


9. 彼 等 が 云え し 時 (を 想 え ) 、「 確 か Tl 4 イン 
に 、 ヨ セ フ と その 弟 が 我 等 の 父 に と っ 2 
て 我 守 よ り も っ と 愛し いな り 、 我 侍 は て 5G(O 3 


強力 な ー - 団 で ある に も か か わら ず あっ ん 3 し ( « 
rse2 c 誠 に 我 等 の 父 は 明らか に 誤 れ り 。 ダビ 


2:169; 18:51; 35:7. A12:22, 102. “12:96. 


いる 。 これ は 聖 ク ルアー ン の 方 が 史実 に 忠実 で あり 、 最 初 に ヨセフ に 出合 * い 叩 頭 し た 
の は 彼 の 見 達 (11 個 の 星 ) それ か ら 両 親 の 順 痛 で あっ た か ら で あ る 。 当 節 は ヨセフ の 両 
親 と 上 喝 弟 達 が 彼 に 帰依 し た こと を 意味 し て いる 。 


6t 下 書 で は 、 こ の 名 前 (ヤコブ ) は 「 取 っ て 代わ る 者 」 と の 説明 が ある (創世 紀 27:36 
節 )。「 ヤ コブ 」 と は 「 神 が 後ろ に お わし ます 」、 或 い は 「 神 が 報い を 与え られ る 」 ど と 
いっ た よう な 意味 合 UR ER — 
般 的 な 批評 家達 の 意見 で ある 。 ヤコブ は イサ ク と レベッカ の 息子 で 、 ア ブラ ハム の 孫 
に あたり 、 イ スラ エル 人 の 相 先 と され て お り 、 第 三 の 族長 と し て 知ら れ て いる ( 避 書 
百科 事典 及び 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 ) 。 

3 自分 達 の 方 が あら ゆる 点 で ずっ と 優れ て いる と 思っ て いる の に 、 自分 達 に 取っ て 
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十 二 意 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 二 維 


10. ヨセフ を 殺せ “、 或 い は 、 ど こと 笠 の ラン 1 
9 追放 せよ 、 さ れ ば お 前 達 os し うろ)。 っ の | lS PC 
父 の 顔 は も っ ぱら お 前 達 に 向け ら dae に がく も すこ テー っ (なっ) 
面 し て お 前 達 その 後 義 し い 人 と Na 
な る を 得 べ し 」。 OoeuL っ し 
11. 彼 等 の 中 の 一 人 “の が 云え り 、「 ヨ 5 1 EY NE GG 
セ フ を 殺す な か れ 。 され ど 、 彼 を 暗い 
井戸 の 底 に 投げ 込め 。 何処 か の 隊商 が 私 MM こえ a dF 3 (< 


彼 を 拾い 去ら ん 。 も し お 前 達 何 か を し の 2 0 
た いな ら (この よう に せよ )」。 oo05 LE に IO 
12. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 父 よ 、 溢 と be 
は 何故 に ヨセフ に 関し て 我 等 を 信頼 
せ ざ る か ? 我 等 は 彼 の 幸い を 祈る 者 @O% っ 246| 3 
で ある に も か か わら ず 。 - 

5 彼 自 ら 楽 し み 遊ぶ よう た 我 うこ 6 53 EC 
等 と 共に 行か し め よ 、 我 等 は 必ず 彼 を RR 
"dW O05 


去る の は 、 航 を 深く 世 し ませ る な り 。 


キュ ニニ 受 っ な いさ ミス は 2 ンタ レデ る イ ジン 4 メ ズ スス ラン っ ぅ 香る 
14. 彼 は 云え り 、「 お 前 達 が 彼 を 連れ る AA つ 91 お ぇ づく 3J 
お 前 達 が 彼 を 層 怠 し て いる 間 に 、 狼 て と ol の JI46GOI こ う 


が 彼 を 取り 食い は し な いか “と 我 の 
は 恐る 」。 0 


か わっ て 父親 の 愛情 を 勝ち 得 、 常に その 関心 の 的 と な っ た ヨセフ に 立腹 し た ヨセフ の 
兄弟 達 の よう に 、 ク ライ シュ の 指導 者 達 も 、 聖 クル アー ン は メッ カ と タイ フ の 町 の 偉 
MN NE NN (3 32 節 )。 0 彼 


みな し て いた か ら で あ る 。 

9 ヨセフ を 殺 そ うと 計画 し た ヨセフ の 兄弟 達 の よう に 、 タ ライ シュ の 人 々 も 型 預言 
者 を 殺 そ うと 企 て た (8:31 節 )。 

2 ベジ 多 紀 37:22 分 上 


EPS と が わか る 。 そ の た め あ た か も 告 発する が 如く に 、 彼 


619 


二 二 全 


ユー ス フ Yusuf( ヨ セブ) 


15. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 強力 な 一 
団 で ある の に 、 狼 が 役 を 取り 食らう よ 
う で あれ ば 、 我 等 は 紛れ も な く 損 失 す 
る な り 」。 
16. され ば 彼 等 は 彼 を 連れ 去り 、 暗 い 
井戸 の 底 に 彼 を 投げ 込む に 一 致し た 
る や 、 わ れ ら は 役 に 啓 示し (て 云え 
り )、「 液 は (いつ か ) 彼 等 に その 事 を 請 
り 告げ ん 、 然 れ ど も 彼 等 は ( 汐 を ) 識 ら 
ざる べし 」。 
17. され ば 夜 に な っ て 、 彼 等 は 泣き な 
が ら そ の 父 の と ころ へ 帰り た り 。 
18. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 父 よ 、 我 
等 は 互 に 競走 し て いて 、 ヨ セ フ を 我 等 
の 荷物 と 一 緒 に 残し 置き た る と ころ 、 
狼 が 役 を 食らい た り 。 され ど 液 は 我 等 
を 信じ ざる べし 、 我 等 も し 真実 を 語る 
と も 」 1366 と 。 
19. 面 し て 、 彼 等 は その 着衣 に 偽り の 
血 を つけ て 持ち 来 た れ り 。 彼 は 云え 
り 、d「 机 、 お 前 達 は 己 自身 の た め に 
重大 な 事 を 安易 に 考え た り “7。 され 
ば 、 最 療 な る 忍耐 の み ( を せ ざ る を 得 
な い )。 箇 し て お 前 達 が 説明 する こと 
に 対し て 、 アッラー に こそ 助け を 求む 
べし 」。 


8d 
> (CA 


FF う 
UE 


CSR EE 


Ade 


ker! 6 
ンー タタ る 4R ント 2 ~~ 


A ~~ 
に) 


Og 


712:84. 


人 た の 5 


1366 = = 
この 言葉 は 、 見 第 達 の 


1367 = 者 
これ ら の 言葉 


の 心 の イラ イラ を 表わし 、 8 
ミド は 、 ヤコブ が 息子 達 の 報告 を 作り 話 と 


因 の 意識 を 暴露 し て いる 。 
えて いた こと を 示し て いる 。 
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20. され ば 隊商 が や っ て 来 た り 。 彼 等 
その 水没 む 者 を 遣わ せ た り 。 彼 その 
釣 誠 を 下ろ す や 、 彼 は 云え り 、 「 埋 報 
な る か な ! ここ に 童子 あり 1 」。 さ 和 れ 
ば 彼 等 は 彼 を 買 り も の と し て ひそ か 
に 隠し た り “WW。 ざ され ど ア ッ ラ ー は 、 
彼 等 の な せる こと を 熟知 せり 。 

A PT EE 
彼 等 は 役 に 。 


関し て 熱心 に あら ざり きき 19684 
三 項 
22. 彼 を エジプト で 買い た る 者 は 


3369 


、 その 表 に 云え り 、「 彼 を 妥 に 過 
せ 。 役 が 我 等 を 人 益 す る こと ある や も し 
れず 、 ま た は 彼 を 我 等 の 養子 と する も 
よし 」。 “か く て われ ら は ヨセフ を 地 
上 に 落ち 着 か せ た り 。 され ば ( こ は ) 
我 等 が 彼 に 事象 の 解釈 を 教え ん が 
た め な り 。 耐 し て アッ ラー は その 栽 
決 に 対し て 威力 な り 、 さ れ ど 多く の 
人 々 は 知ら ず 。 

23.? 面 し て 、 彼 その 成年 に 達し た る 
や 、 わ れ ら は 彼 に 識見 と 知識 と を 授け 
た り 。 か く の 如 くわ れ ら は 普 を な す 者 
に 報 ゆ 。 


ass お 52 83333 


CA に と も >) 
RS KG の お 
NRE Y、3 
EE i EY 


TOL LES 
ゴリ レン リア る ゴイ 


いい いて ILS; 
OLSEN ES 


912:57. P28:15, 


198 隊商 の 面々 な は 、 ヨ セ フ を よい も うけ の 対象 と 考え て いた 。 


時 A nia 彼 又は 、 そ れ を 意 


NN ト 人 は 、 ユ ダ ヤ の 文字 で は 、 
いる (聖書 百科 事典 、 及 び 創 世紀 、39:1) 。 彼 は 古代 エジプト で は 高官 と され た 、 


兵 の 隊長 で あっ た 。 
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味 し 、 ヨ セ フ 又 


ポチ パル で ある と され て 
近衛 


十 二 伏 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 生音 


A 彼 の 意志 5 くに と 49 < る 93544 

に 反し て 彼 を 誘惑 せん と せり "96。 役 Ps この Re 
女 は 戸 を 閉じ て 、 云 えり 、「 姜 の 方 へ EVE 5 つり 5 トン る と 5 
来 た れ 」“” と 。 役 は 云え り 、「 我 は 4 は Mz 
アッ ラー に 底 護 を 求む 。 彼 は 我 が 主 な ピップ ひで G2 


り "2。 彼 が 我 に 素晴らし き 住居 を 賜 8A EY 
えり 。 げに 、 不義 を な せる 者 は 決し て _ 
成功 せ ず 」。 
イベ イー ィ ン ン と を タタ タン 

25. され ど と 彼女 その 決意 を し た りき DO1Y Jo 4S 9 も ご %43 3 
や 2。 面 し て も し 彼 、 そ の 主 の 明 証 を a 
見 ざり せ ば 324、 彼 も その 決意 を し た る こる 
徐 な り 。 か く て 、 われ ら は 彼 よ り 罪 悪 アデ 2 人 + ッ ラダ 2 ルン rt 

、 、 し * SI 220 
と 本 行 と を 遠ざけ ん が た め な り 。 げ Cs Cs) = 
に 彼 は 、 わ れ ら の 純真 な る 僕 等 の 中 な aN 


り に 3 1979- 


"ラー ワダ フー と は 、 彼 は 甘 言 や 詐欺 的 な 行為 に よっ て 、 そ の 人 の 注意 を ある も の 
OS (0 うに 努力 且つ 探求 し た を 意味 する (Lane より )。 


の は 来い 又は 、 進み 出 よ 、 OO 0 ラ カ と いう 表 


意味 する 人 と Mufradat より )。 
1372 当 節 で は 、 婦 人 が ヨセフ を 誘惑 し そ を こない 、 ヨ セ フ が この 難 か ら 逃れ た こと が 述 
べら れ て いる 。「 彼 は 我 が 主 な り 」 と は 神 の こと で ある 。 一 部 評釈 者 が 「 主 人 」 と 解 
釈 し て いる の は 誤り で ある 。 ここ は ヨセフ の エジプト 人 の 主人 を さして いる わけ で は 
な い 。 f I を 表 わ し て いる の で ある 。 


3 コ セ フ の 主人 の 妻 は 、 ヨ セ フ に 関し て ある こと (即ち 男女 の 交 合 ) を 企 て た 。 同様 
に 、 ヨセフ も 彼女 に つい て ある 考え を 持っ た 。 即ち 彼女 の 邪悪 な 目的 に 抗 す る こと で 
ある 。 ヨ セ フ が 何ら や まし い 心 を 持た な か っ た こと は 前 節 か ら 明 確 で あり 、 彼 は た だ 、 
彼女 を その 邪悪 な 目的 か ら 思 い 留 ま ら せよ うと し た だ け で あっ た 。 
974「 明 証 」 と は 、 ヨ セ フ が 既に 目のあたり に 見 た 井戸 に 投げ こま れ た 時 に 受け た 啓 
示 で ある 彼 の 将来 を 預言 し た 素晴らし い 夢 を 指す 。 この 時 の 夢 で は 、 彼 の 後々 の 晶 越 
性 や 栄光 ( 当 章 ie 節 ) 及び 、 投 げ こ まれ た 井戸 か ら 無事 に 助け だ され る こと も 指摘 さ 
れ て いる 

i の 散 虚 さと 廉 直 さ の 道 を ふみ は ず す よう に 誘惑 され た の と 同 
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トー 谷 


26. され ば 彼 等 両 人 は 戸口 に 走り 、 彼 
女 は 痛 後 より 彼 の 着衣 を 引き 裂け り 、 
曽 し て 役 等 両 人 は 戸口 に て 彼女 の 夫 
に 遭い た り 。 彼 女 は 云え り 、「 激 の 概 
に 悪事 を な さん と し た 者 は 、 投 狼 
する か 痛 刑 の 外 に 、 そ の 懲罰 如何 
に せん ?」。 

27. 彼 は 云え り 、 「 役 女 の 方 が 我 が 
意志 に 逆らっ て 我 を 誘惑 せん と 謀 り 
た り 」。 さ れ ば 、 家 人 の 中 の 一 目撃 者 
証言 し (て 云え り )、「 も し 彼 の 着衣 が 
前 か ら 像 け て いる な ら ば 、 彼 女 は 真実 
で 、 嘘 つき は 彼 な り 。 

28. 然し な が ら 、 も し その 着衣 が 後ろ 
i 
で 、 彼 は 正直 た る 者 な り 」。 

う し 


29. され ば 、 彼 は “7⑤ そ の 着衣 が 背後 
か ら 引 き 裂 か れ て いる の を 見 て 、 云え 
り 、「 こ れ は お 前 達 ( 女 ども ) の 企み 
な り 。 実 に お 前 達 の 企み は 激しい 
も の な り TE 

30. ヨ セ フ よ 、 之 を 見 の が し て や れ 。 
し か し 、( 妻 よ 、 ) 滋 忌 が 罪 の 赦し を 請 


っ 人 る る 人 ラン 
TE Cy Te Fd i 


™ 


* で z+ i ey ン ンダ セイ る 
235 こつ の は る ス 2 じ 3 5 
ング グ 


VER EAL DE 


(3: っ > A a 


OSL RS 
5534 っ DS 


に 0 


Oe SIO bE 


P】 Per | 2 < nd | イタ ラチ 


様 に 、 
れ ば 、 彼 等 の ] 
と 結婚 させ る と 誘惑 され た 。 当 


陸 預 言 者 も 、 メ ッ カ の 偶像 2 崇拝 者 達 に 
EE に する と か 、 中 大 な 高生 ほえ る 、 OY ラビ ア で いち は れん 表 MM 


、 神 の 唯一 性 に つい て 


説教 する の を 止め 


説教 を 止め る こ と は 有 り 得 な い 」 | と の 返答 は 歴史 に 残る 言葉 で ある (Hisham より )。 


176 代名詞 「 彼 」 と は 、 そ の 家 の 主 人 を 表わし 、 


証拠 と な る 人 で は な い 。 


1377 出来 る 限り 妻 を か ば お うと し た ポテ パル は 、 ず る か し こく 、 よ こし まな る 全て の 


女性 を 紐 絆 し て いる 。 
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十 坪 伏 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 二 章 
え 。 汐 は 確か に 過ち を 犯 せ し 者 ども の を ERE ETN 
中 な りき 」。 8 
四 境 

31. 面 し て 、 叶 の 婦人 た ちほ は 云え り 、 ぉ JoPalsSodi38335JU3 
「 首 長 の 奏 “""% が その 従 僕 の 意 に 反 , レレ 。. ン 。 ze 病人 
し て 誘惑 せな ん と す 。 彼女 彼 へ の 恋 に の 1 OR 
ぼ せ あがり た り や の 。 げに 我 等 は 彼女 ou L23 は 
を 明らか な 迷い に 堕ち た る を 見 る 」。 

32. され ば 、 彼 女 は 夫人 た ちの 陰口 を ご ちっ ae hs 
聞く と 、 人 を 遣わ し て 彼女 た ち を 招 gg ビレ の 300 の 2 
さ 、 彼女 達 の た め 宴席 を 設け 、 その ER 


人 一 人 に ナイ フ を 渡し 、 面 し て ( 彼 に ) と うり に) 5 じ * IN コミ 522 っ 15 
云え り 、「 彼 女 た ち (の 前 ) に 出 よ 」 と 。 


され ば 彼女 た ち は 彼 を 見 る と 、 彼 を 高 552452514C4DUUS Se 
貴 な 御方 と 思い 9809 が 2 その 手 を 傷 つ si イン 記 レン ィ っ ア 


2 7} る ン る 8 ゴン 
け て し まい た り “0. され ば 2 去 え り 、 レレ の ふじ 人 0 し 3 の 62| 
12:51. 12:52, 


1378 「 ア ル ・ ア ズィー ズ 」 と は ポテ パル の こと を 指す 。 彼 は 王 の 警護 に 当る 兵 の 隊長 
で あっ た が 、 聖 預言 者 の 時 代 に は 、 エ ジ プ ト の 長 や 高位 に ある 者 達 は 「 ア ル ・ ア ズ ィ 
ー ズ 」 の 称号 で 呼ば れ て いた よう で ある 。 

7 ここ で の アラ ビア 語 の 表現 は 、 彼女 の ヨセフ に 対す る 愛 は 彼女 の 心 の 奥底 まで 入 
りこ ん だ 、 或いは 、 彼 へ の 愛 が 彼女 を 激しく 打っ た 、 又 は 、 彼 女 の 心 が 奪わ れ た と い 
う 意味 合い で ある (Lane より )。 

7 彼女 た ち は 彼 の こと を 気 高 い 存在 と 感じ た の で ある 。 

980「 手 を 傷つけ て し まい た り 」 と いう 表現 は 、 女 性 達 が ヨセフ を 見 た 時 、 そ の あま 
り の 気高く 、 美しい 容 ぼ うに 心 を 奪わ れ 、 思 わ ず 手 に し て いた ナイ フ で 自分 達 の 手 を 
傷つけ て し まっ た 程 で あっ た こと を 意味 し て いる 。 或いは 、 彼 女 等 の 驚き と 藻 嘆 を 比 
隊 的 に 表わし た も の と も 考え られ る 。 ア ッ ド ウル ・ ア ナー ミル (Addul Anamil= 指 先 を 
か む ) と いう アラ ビア 語 の 表現 は 、 驚き を 示す 時 に 使わ れる 。 そ の 一 - 部 を 表わす 際 、 
それ の 含ま れる 全体 を 表わす 言葉 が 時 々 使わ れる の で 、 こ の 場合 も 、 手 が 指先 の 代わ 
り に 使わ れ た と も 考え られ る 。 タル ムー ド に 依 れ ば 、 お 客 の 女性 達 に は オレ ンジ が 出 
され て お り 、 彼 女 達 は ヨセフ を 一 目 見 て 心 を 奪わ れ た た め 、 う っ か り 手 を 切っ て し ま 
っ た と いう 解釈 に な る (ユダ ヤ 教 百科 事典 、 及 び タ ルム ー ド )。 
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十 二 章 ユー ス フ Yusuf( ヨ セブ ) 十 二 谷 
「 ア ッ ラ ー に 讃 美 あ れ ! こ は 人 間 に Ne 2 め |! 1 は 8 | 
非 ず 、 こ は 高 叶 な る 天使 に 外 な ら ず 」。 

33. 彼女 は 云え り 、「 こ の 者 こそ に 関 3 R33 CSIR SG 


し て お 前 達 、 交 を 非難 する な り 。 次 
は 彼 の 意 に 反し て 誘惑 せん と せ し が 、 


彼 は 貞 節 を 護り た り 。 され ど 、 彼 姜 の 
命ずる こと を な さざれ ば 、 彼 は きっ と 


投 獲 され る な り 。 それと も 、 彼 は 蔵 ま 
され る 身 と な らん 」。 

34. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 は 、 

彼女 た ち が 我 を 誘う も の より 年 獄 の 
方 を 好み た り 。 され ば 、 光 も し 彼女 た 
ちの 策略 を 我 よ り 取 り 除 か ず ば 、 我 彼 
女 た ち に 傾く な り 。 され ば 我 無知 無道 
な 者 ども の 中 と な らん 」。 


35. され は ば 、 そ の 主 は 彼 の 祈願 に 応 
え 、 役 か ら 彼 女 た ち の 策略 を 払い の け 
た り 。 げに 役 は 、 す べ て を 聴き 、 す べ 
て を 深 知 し 給 う 御 方 な り 。 
36. 然 る 後 に 彼 等 に 現れ た る 状況 に 
よっ て 彼 等 は 必ず 、 役 (ヨセフ ) を 暫く 
投 稚 せ ん と 思い た り P81 
五 項 

37. され ば 、 二 人 の 若者 が 彼 と 共に 入 
年 せり 。 その 一 人 は 詞 え り 、「 我 は ( 夢 
で ) 己 は 酒 を 搾 る を 見 た り 」。 また 、 も 
う 一 人 が 云え り 、「 我 は ( 夢 で ) 自分 の 
頭 の 上 に パン を の せ て 運び つつ ある 


っ < ント A 2 タン を で ュ ン レン 
oNs A 


6 イィ < ゃ ャ ンジ ン っ 9 
めのう て la 


っ 』 プイ 時 

@ob み 3 
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EEYS 4 SE 


BS i ELE 
Og 

3 5 EG 
OA R48 みや の 


\ 


”。 ボテ パル の 妻 の 悪い 噂 が ひろ まっ た た め 、 彼 女 の ま わり の 者 達 は 、 ス キャ ンダ ル 
の も み け し に は 、 ヨ セ フ を 投獄 すれ ば 、 世間 が 彼 の 方 が 悪い こと を し か けた の だ と 思 
い 、 人 々 の 非難 が 彼 に むけ られ る で あろ うと 考え た 。 
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十 二 全 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) ト 二 章 
と 、 鳥 来 り て 之 を 明 む を 見 た り "2。 に eS て 0 に MISS 
我 等 に その 解釈 を 教え 給え 。 ば に 我 等  ^ a < 

は 汐 が 恵み を 施す 者 と 見 ん 」。 os こい HPE1D 
38. 彼 は 答え り 、「 お 前 達 が 支給 され N2083 3 し < セ じ に る cbYUU 
る 食事 は お 前 達 に 来 ざ る べし 、 然 れ ど 」 。。 し 。 

も 我 は その 前 に この 解釈 を お 前 達二 や やら IO る に 


人 に 告げ 知ら せん 。 これ は 我 が 主 が 我 
に 教え た る が 故 な り 。 我 は アッ ラー を 
信 ぜ ざる 民 の 信仰 を 放棄 せり 。 面 し て 
役 等 は 来世 を 拒む 者 ども な り 。 


39. < 市 し て 我 は 、 我 が 父 < 祖 、 アブ ラ ハ 
ム 、 イ サク 及び ヤコブ の 宗教 に 従え 
り 。 我 守 は 何者 も ア アッ ラー と 併せ 祀る 
こと 能 わ ず 。 こ は 我 等 並び に 、( 信 じ 
る ) 人 々 に アッ ラー の 恩恵 が 賜り た る 
が 故 な り 。 然るに 多く の 人 々 は 感謝 の 
念 を 知ら ず 。 


40. 我 が 同 囚 の 両 釧 よ 、 異 な っ た 神々 
が 良い の か 、 そ れ と も 唯一 に し て 至高 
者 な る アッ ラー な りや ? 


41. 2 役 の 外 に お 前 達 が 崇拝 する も の 
は 、 お 前 達 や お 前 達 の 父祖 た ち が 名 づ 
けた る 名 舟 に すぎ ず 、 アッ ラー は それ 
等 に 如何 な る 権威 も 降 し 賜 わ ざ る な 

NON 
| 前 達 が 彼 以 外 に 何者 も 崇拝 する 


8 
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CE 


02:134. 07.72; 53:24. “6:58; 12:68. の :a4: 17:24; 41:15. 


1382 刀 使 い 頭 と パン 職人 の 夢 
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に つい て は 、 創 世紀 40 章 を 参照 の こと 。 


十 二 章 ユー ス フ Yusuf( ヨ セブ ) 十 二 谷 
か れ と 命じ た り 。 これ こそ 正しき る ぐ { 


宗教 な り 、 然 る に 多く の 人 々 は 知ら ざ 
る な り 。 

42. 我 が 同 因 の 両 名 よ 、 お 前 達 両 名 の 
ーー 人 に つい て は 、 彼 そ の 主人 の た め に 
酒 を 的 ぐ 身 と な らん 。 され ど 他 の 一 人 
は 、 確 け に さ れ 、 鳥 が その 頭 を 吹 む 
べし 。 お 前 達 が 尋ね る こと は 、 す で に 
決定 され た る な り 」。 


43. 証し て 彼 は 、 両 名 の うち 誰 放 せら 
る べし と 思っ た 者 に 、 云 えり 、「 流 、 
己 が 主人 に 我 が こ と を 告げ よ 」。 然 る 
に 軍 魔 が 彼 に 、 その 主人 に 和合 に げ る こと 
を 忘れ せしめ た れ ば 、 彼 は 数 年 定 屋 に 
繋が れ た り や 3。 
六 項 

44. 面 し て 王 は 云え り 、「 余 は ( 夢 で )、 
七 頭 の 肥え た 牝 生 を 見 た り 、 そ れ ら を 


IT ES HC 3 

DoSY 
nt EE 2 i 
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E】 s 名 うく も ン 。 る そよ Gs っ 
SEH YN oS oie A 
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4 Os と 】 スポ つて 


Ro 
\ 
4 えら 
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き 
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vs su 
CC 
を な 
EE 
Ge. 


eZ? 1 イ sz や る 
EE EIS 


1 人 ち メン ラン g イン EG AAG 。 ン 
七 頭 の 意 な た 牧 生 が 食い た り 、 ま た ヒビ セー うう あと こら ss Ol 
つの 青 穂 と 他 の 枯れ 穂 を 見 た り 。 私 等 (| U で 19 
ーー | 
長老 た ちよ 、 余 に 我 が 夢 の 解 株 を 告 や 
げ ば よ 、 も し お 前 達 夢 の 解釈 が 出来 る も 50 2CYOIGU う こき つう 3 
な ら ば 」。 の の 
©09 
45. 彼 等 は 答え り 、「 雑 夢 な り 、 我 等 で る 3 ビビ TS EG 
は 雑 夢 を 解く 術 を 知ら ず 」。 _ 2 の 
8 Os EN I 
30:31: 98:6, 
や 。 ビ ド ア と は 、 数 の 多様 さ を 意味 する 。 し か し 、 一 般 的 に 一 か ら 九 まで を 意味 する 


(Lane より )。 
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十 二 傘 ーー の EE の 十 二 章 


46. され ば 、 両 名 の 中 釈放 され た 者 312 る 3 に 22 ほら US3 
その 後 し ば らく し て 想起 し 、 云え 2 2 の も Ei 
、「 我 その 解説 を 流 ら に 告げ 知ら せ OI i IE LTE 
上 故に 我 を 行か せ 給え 」。 
47. 「 ヨ セ フ よ 、 誠 実 な る 人 よ 、 七 頭 
の 肥え た 牝 生 が 七 頭 の 痩せ た 牝 邊 に 
食わ れ 、 また 七 つ の 青 穏 と 他 の 枯れ 穂 
の 解説 を 我 等 * に 教え 給え 。 お そら く 坊 0 ws すす チン イイ 3 を プ 
人 々 の も と に 帰ら ば 、 彼 等 ( 逐 を ) 知 る @ Ni 


な り 」。 DOR ST LF 


48. 彼 は 云え り 、「 お ね 前 達 七 年 間 ずっ 0 8 
と 種 を 播 く な り 。 面 し て 、 お 前 達 刈 0 gz rc ーー 
入れ た る も の は その 穂 の まま 蓄え よ 、 VEL Gs A 


\ 


但し お 前 達 が 食べ る 少量 を 除い て 。 68683 
49. 従っ て その 後 、 厳 し い 七 年 間 在 る R63 は 5 を の db 3 
な り 2 お 前 達 が その た め 先 に 送り ジ る 7 ウーン 
NIS NN ンプ アフ イイ > ブ 28 セン 
し も の を 食う な り 。 但 し お 前 達 ( 将 来 ご る OS Y) する っ 85 ビ 
の た め ) 貯蔵 する 少量 を 除い て 。 3 


後に 来る 一 年 1 イタ > ン を し ッ ン ち ょ 0 ン 5 ネ 
50. MA 来る 一 年 在り 、 そ の LI IIE SE う 
中 で 人 々 は 慈 雨 に 浴 せ し め ら れ 1385、 


984 加 預 言 者 の 時 代 に 、 ア ラビ ア は 七 年 に も 理 る 人 錠 き ん に 襲わ れ 、 そ の 大 飼 き ん の す 
さま じ さ は 、 人 々 が 腐 肉 で も 円 に せ ざ る を 得 な か っ た 程 で あっ た と いう ( ブ ハ ー リ ー 
より )。 

185 ユ ガ ー ス (Yughathu) と いう 語 は 、 「 彼 等 に は 雨 が 降る で あろ う 」 と いう 意味 の ほか 
に も 又 、「 彼 等 は それ 等 の 災難 か ら 救済 され る で あろ う 」 或いは 、「 彼 等 は 援助 、 救済 
され る で あろ う 」 と いう 意味 も 包含 する こと を 知ら な い 故 に 、 ク リス チャ ン の 著作 者 
た ち は 、 エジプト で は 減 多 に 雨 が 降ら ず 、 土地 の 生産 力 は すべ て ナイ ル の 洪水 いか ん 
で ある か ら 聖 クル アー ン の 声明 は 地勢 学 の 基本 の 事実 に 逆らっ て いる と 抗議 し て い 
る 。 明 ら か に 後 で こつ の 意味 は 聖 タ クル アー ン の 本 文 に 全く 一 致す る 。 し か し 、 も し そ 
の 語 が 最初 に 言及 し た 意味 に 採ら れ な けれ ば 、 如何 な る 反対 の 根拠 も な く 、 エジプト 
の 大 地 の 生 産 力 の た め に は ナイ ル の 洪水 た 頼る 。 ナイ ル の 洪水 それ 自身 、 そ の 水源 に 
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十 二 章 ユー ス フ Yusuf( ヨ セブ ) 十 二 谷 


また その 中 で 彼 等 果汁 を 擦る べし 」 8 区 23。 0 2 の 
1386 % OO I an dd yr | 
七 項 
s1. され ば 王 は 云え り 、「 そ の 者 を 我 i IIUU3 
し か 
が 許 に 連れ て 参 れ 」。 然 る に 使者 が 彼 2 1 2 
の と ころ へ 来る と 、 彼 は 云え り 、「 没 りこ うり dN 


の 主人 に 帰り て “ 語 ね よ 、 己 が 手 を 傷 4」 上 5 ラン ーッ イ < る (dC 
つけ し その 女 ど も は どう する の か と OE CS 3 と 


1387 げに 我 が 主 は 彼女 等 の 論 計 を よ OL ES RN 
く 知 り 給 う 」。 

52. 彼 は 語 ね り 、「( 放 人 た ちよ ) お 前 達 で 42 3 で 3 EG 
が ヨセフ を その 意 に 反し て 誘惑 せ し 

時 、 ど う で あっ た か ?」。 彼女 た ち は Ga EO EE 


云え り 、「 聖 な る か な アッ ラー00、 私 
た ち は 彼 に いさ さか な 悪 も 見 ざり き 」。 に の に 5 の る 2 


912:32、 0}2:32, 
横たわる 山脈 に 降る 雨 が 頼り な の で ある 。 


1386 ヤー スィ ルー ン と は アス ィ ラ か らち 派生 し て 、 そ れ は 、(1) 彼 は し ぼっ た 、 又 は ジ 
ュー ス を 絞り だ す よ うに も の を 押し つぶ し た (0②) 彼 は 手伝っ た 、 又 は 援助 し た 、 救 助 
し た 、 保 護 し た 、(⑬) 彼 は 或 る 人 に 何 か を 与え た 、 又 は 誰か に 恩恵 を 施し た 、 を 意味 
する (Lane より )。 


997 ヨセフ が 並々 な ら ぬ 人 間 で ある こと を 知っ た 王 は 、 彼 を 釈放 し よう と し た が 、 ヨ 
セ フ が 自分 に 科 さ れ た 疑い の 潔 邊 を は っ きり 証明 する 査問 が 終わ ら な いう ち は 釈 放 
され る こと を 拒ん だ 。 ヨ セ フ が 取調 べ を 望ん だ 目的 は 二 つ あ っ た 。 一 つ は 、 王 に 後々 
に な っ て 彼 を 閉じ こめ た 人 達 の 邪悪 な 目的 に 惑わ され 彼 に 悪意 を も た ぬ よ う 、 彼 の 無 
実 を し っ か り は らし た か っ た こと 。 そし て も う 一 つ に は 彼 の 思 人 で ある ポテ パル に ヨ 
セ フ が 恩 知 ら ず で あっ た と の 印象 を 持ち 続け て 欲し く な か っ た か ら で あ る 。 
1388 近 節 の 語句 か ら 、 女 達 が 手 を 傷つけ た と いう の は 実際 に 起こ っ た こと で ある こと 
が わか る 。 さ も な けれ ば 、 ヨ セ フ が その こと に 言及 は し な いか ら で あ る 。 驚嘆 か ら か 
会 話 に 没頭 し た か の いずれ か の 理由 で 、 何人 か の 婦人 が 気づか ず に 手 を 傷つけ た の で 
ある 。 或いは 、 OE お 発行 な っ た こと で 、 手 を 傷つけ な けれ ば 
な ら な か っ た 、 即 ち 、 自 分 達 を 虚偽 の 立場 に 落と し こん だ と いう 意味 と も 考え られ る 。 
し か し 実際 に は 何 も お こ ら な か っ た の だ と すれ ぼ . ヨセフ が " 手 を 切っ た こと "に つい 
て 言及 する は ず が な い の で ある 。 ハー シャ ・ リ ッ ラ ー ヒ と いう 語 は また 、 神 が 禁 じ る : 
又は アッ ラー は 如何 な る 欠点 か ら 遥 か に 遠く な る こと も 意味 する (Lane より )。 


629 


十 三 代 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 
首長 の 妻 云え り 、「 こ れ で 、 事 実 が 明 


ら か に な れ り 。 彼 を その 意 に 反し て 謗 
惑 な ん と し た る は 次 な れ ど 、 彼 は ま 
こと に 正直 た る 者 な り 」。 

53、( ヨ セ フ は 云え り 、) 「( 我 ) これ (を 
な せ し ) は 、 彼 (主人 ) が 不在 中 、 我 は 
彼 を 裏切り し 者 に 非 ず 、 ま た アッ ラー 
は 裏切り 者 ども の 誰 計 を 成功 せ し む 
る も の に 非 ら ざる こと を 彼 が 知ら ん 
が た め な り 。 


二 


S4. 面 し て 、 我 は 自ら 無欠 な り と は 考 
え ず 。 げ ば に (人 間 の ) 魂 は 悪 を 勧め る 
も の な り 。 但し 、 我 が 主 は 慈悲 を 垂れ 
る 者 を 除い て "。 げに 我 が 主 は 寛大 
に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 」。 
SS5. され ば 王 は 云え り 、「 彼 を 我 が 許 
に 連れ て 参 れ 。 余 は 彼 を 格別 に 我 が た 
め に 取り 立て ん 」。 さ れ ば 彼 ( 王 ) は 彼 
語り し と き 、 云 えり 、「『 今 日 (より ) 
次 は 我 が 許 で 高位 と 信任 を 授け られ 
た る 者 な り 」。 


ED 9 る EN 
OL I で 


鈴 
ペッ AN 25 3 プン ン 
IO こと お の の | 2 


ナン FG 
LIE し 


ORI IREGIO) 
2 AI も こう っ 3 LU 1JUS3 
PEE IGAE CR i 


1389 ラッ ラー・ マ ー・ 
デ 三 つ の 異な っ た 解釈 が 出来 る 。 (a) ま 


ン (人間) を 意 


つの 意味 は 、 人 間 の 精神 的 成長 の 三 段 階 に 当て は まる 。 第 一 


ラ ヒ マ ・ ラ ッ ピ ビー( 主 が 慈悲 を 垂れ る 者 を 除い て ) と いう 節 は 、 
: が 慈悲 を か けた その ゆえ に ナ フ ス ( 魂 ) を 救う 、 
前 置 詞 マー は ナブ フス を 表わす (b) 主 が 慈悲 を か けた 者 が 助かる 
味 す る 。 (c) も ちろ ん 、 神 の 慈 砺 こ そ が 選ん だ 者 を 助け る 。 こ れ 等 の 三 


。 こ とこ で の マー は 、 マ 


* 番 の 意味 は 、 人 間 が 精神 


の 完成 の 段階 を 達成 し た と どき 、 つ まり "ナブ フス ・ ム トウ ゥ マイ ン ナ "( 安 ん じ て い る 魂 、 


89:28 人 節 ) に 言及 する 。 二 番目 は 、 人 間 は まだ " ナ フ ス ・ ラ ッ ワ ー マ "( 自 貴 の 念 
ある こと を 示す 。 つ まり 、 人 間 が その 悪 の 性 質 に 対し て 苦闘 し 、 それ 等 
を 圧倒 し た り 、 それ ら に よっ て 征 ON = 番目 の 意味 は 、 
る 。 こ の 段階 は ナ フ ス ・ 


節 ) の 段階 に 


の 獣 了 的 な も の が 支配 する 時 に 用 いる 
る 魂 ) と 呼ば れる 。 
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役 の 中 
( 悪 に 傾向 が あ 


めく 
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s6. 彼 は 云え り 、「 我 を この 国 の 倉庫 
(の 管理 ) に 任命 せよ 、 ま こと に 我 は よ 
く 管理 する 者 “7?、( 旦 つ ) 知識 ある 者 
な り 」。 

57. され ば 、“ わ れ ら は か く の 如 く 、 ヨ 
セ フ を この 国 に お いて 強め た り 、 彼 そ 
の 中 で 欲す る と ころ に 何処 な り と も 
住 せ こと を 得 た り 。 らち わ れ ら 己 が 欲す 
る 者 に 我 が 慈 悲 を 垂れ 給 う 。 また 、 我 
等 番 を な す 人 々 の 報奨 は 決し て 空 し 
くせ ず 。 

S8. Ua 
来世 の 報奨 こそ 最善 な り 。 


八 項 
S9. 面 し て ヨ セ ブ の 上 兄弟 た ち 来 た り 
て 、 彼 の 許 に 出 で た り 。 され ば 彼 は 彼 


等 を 認め た れ ど 、 * 役 等 は 彼 を 認め 得 
ざる な り 。 
60. され ば 、 彼 は 彼 等 に その 食料 を 供 


給 し て 、 云 えり 、「 お 前 達 の 父親 か ら 
の 兄弟 を 我 が と ころ に 連れ て 参 れ 
13904 お 前 達 、 我 充分 に 材 日 を 満 し 、 
また 我 は 最 癌 な る 招 客 者 で ある こと 
2 

然し な が ら 、 も し お 前 達 彼 を 我 が 
eg 


ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 


十 三 巻 


I BS de los Ol 


を 、 2 くる も ・ Zi 5 + 
EG LR SS いっ 5 

イー アタ の イナ る ゥ ググ SR 

SA つっ て と 所 ちさ と こし 18S 


A Ls ラン 


EL し 3 の ^ 


< 


ぐみ 


4 


移ら の) SS5 


タダ 
タタ ンー タタ ダン プン 


し 6 る 9 29 


912:22.72:106: 3:75. “12:16, 


29 ヨセフ は 、 財務 係 と な る こと を 望ん だ 。 彼 は 王 の 夢 の 実 現に 深く か か わる 部 署 の 


貢 任 を 持つ と いう 強い 願い か ら 、 
。 ヤコブ に は 12 人 の 息子 が いた 。 ヨ 
10 人 は 他 の 妻 達 の 子供 で あっ た 。 


一 途 に 望ん だ も の と 思わ れる 。 
ヨセフ と ベニヤ ミン は 妻 ラ ケル の 子 で 、 残 り の 
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十 三 人 巻 


ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 二 意 
は 我 が 許 に 材 目 な し 。 面 し て お 前 達 わ S03 人 0 


し に 近づく こと も な か らん 」。 

62. 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は 役 に 関し 
て 、 そ の 父 を 必ず 説き 伏せ ん 。 ま た 、 
我 等 は 確か に 実行 せん 」。 

63. 耐 し て 彼 は その 家 僕 等 に 云え り 、 
「 彼 等 の 金子 を その 溢 袋 の 中 に 入れ 
て お け 、 恐 らく 彼 等 家 に 帰り て これ を 
認め 、 多 分 また 帰り 来 た ら ん 」。 


64. され ば 彼 等 その 父 の 許 に 帰る や 、 
云え り 、「 我 等 の 父 < よ 、 我 等 は (穀物 の ) 
枝 目 を 拒否 * さ れ た り 。 され ば 叔 目 を 貨 
うた め に 、 我 が 兄弟 を 我 等 と 僅 に 行 か 
せよ 。 我 等 は 必ず 彼 を 保護 せん 」。 
65. 役 は 云え り 、「 我 その 上 兄弟 に つい 
て 以前 お 前 達 を 信頼 せ し こ と 以外 に 、 
役 に 関し て お 前 達 を 信頼 し 得る か ? 
され ば アッ ラー こそ 最も 良い 保護 者 
に し て 、 彼 こ そ は 慈悲 を 垂れ 給 う 者 の 
中 で 最も 慈悲 深き 御方 に まし ます 」。 
し るい 彼 等 その 何 を 解く と 、 彼 
金子 が 彼 等 に 返 層 i 
9 役 等 は 云え り 、「 我 等 
Yi は (に の 上 に ) 休 を 年 むべ きゃ 
我 等 の 金子 は 返還 され て こ こ に あり 。 
され ( は さ 折 等 は 己 が 家族 の た め 食 料 も 
貫 【 え 得 き べ し 、 また 我 が 兄 弟 を 護り 、 更 
能 一 頭 分 も の 荷 を 得 べ し 391。 こ 
は 容易 な る 取引 な り 」。 


に 


) ン る 
‘| 


COS) 52 


“3 & 3 る と し こ (| a 
9 rd ング 
イグ タ 


I te a 
COR> > タン っ) っ 


oO 


CS SI 
RE A FA 


イイ 


バビ CU13 えい いつ 
PP 


203 える いい で ぐ 35 ち 5 に 1B る 4 る 
> る イッ ン 
人 


3 x 


1393「 路 上 一 頭 分 の 荷 」 と は 必ず し も 、 
え 、 ロ バ に 積ん で も 、 ら くだ が 普通 運ぶ 


632 


駒 膨 の 普 に 載せ る 荷 を 指す の で は な く 、 た と 
ぶ 分 の 荷 の 量 を 表わす 。 


67. 彼 は 云え り 、「 お 前 達 必 ず 彼 を 我 
が 許 に 連れ 戻る と アッ ラー に か け て 
我 と 警 約 せ ぬ か ぎり 、 我 は 決し て 彼 を 


人 
が と り 囲 まれ る 場合 は 別 な り 」。 さ れ 


ば 彼 等 HOP 
り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 が 云え し こと を 
監視 し 給 う 」。 
68. 面 し て 彼 は 云え り 、「 我 が 息子 た 
ちよ 、 お 前 達 一 つの 門 よ り 入 る な か 
和 れ 、 然し 別々 の 門 よ り 入 れ 。 され ど 我 
は お 前 達 に と り て 、 ア アッ ラー に 対し て 
a 

ー 次 第 な り 。 ? 我 は 彼 を 信頼 し 
奉る 。 また 彼 に こそ 信頼 する 者 は 信頼 
する べし 」。 
69. され ば 彼 等 は その 父 が 命じ た る 
と ころ より 入り た れ ど 、 彼 アッ ラー の 
定め に 対し て 、 彼 等 に と り て いさ さか 
も 役立つ 能 わ じ 、 た だ ヤコブ の 心中 の 
希望 に し て 、 そ れ を 満足 させ た る に 過 
ぎす ず ぞ 。 面 し て 、 わ れ ら は 彼 に 教え 
た れ ば 、 彼 は 博識 ある 者 な れ ど 、 多 く 
の 人 々 は 知ら ざる な り 。 

九 項 

70. され ば 彼 等 が ヨセフ を 訪ね る と 
彼 は その 兄 准 を 自分 の 許 に 消 ら せり 。 
( 耐 し て ) 云え り 、「 我 は 確か に 汐 の 兄 


ユー ス フ Yausuf( ヨ セ フ ) 


る る ンス IN 


十 三 伏 

OPP SA IG 

と 3of SS 
あの 3 0 に を っ メメ 

dss 1 


2 


Eo MR 5 
PE PT 5 
の oo っ 全 を こる 1 
LE EG LE A SS 

0 FN SG 
eS ACEI 
PY dots Sek 


FM 451 3 + レ CO i (33 ュー し デ 
スズ = I 


& 8SY 2 
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人 


マン 


He 
CT CIAET 


157、89: 14:12. 
22 ヤコブ は 、 神 の 啓示 で 既に 知ら され る か し て エジプト に いる 男 が ヨセフ だ と 気 が 
つい て いた 。 そ の た め 、 ヨ セ フ が 実 の 弟 で ある ベニ ヤミ ン に 二 人 だ け で 合え る よう 、 
息子 達 に 別々 に 町 に 入る よう 、 頼 ん だ の で ある 。 
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十 三谷 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 二 章 
弟 な り 。 され は 汐 、 彼 等 の な し た る こ 9k SE 
と に 、 悲 し お なかれ 」。 
71. され ば 彼 は 彼 等 に その 食料 を 供 cz a 235 MS 


9 i SS ee う 人 を 
給 し た る や 、 彼 は その 兄弟 の 戦 袋 の 中 レン NN 
に 水 を 飲む 容器 を (忘れ て ) 入 れ た り O303 し お と > に 
13993 、 然 る 後 、 喚 び か ける 者 が 声 を か ho 
けた り 、「 汐 等 隊商 の 者 ども よ 、 お 前 OO | 


達 は 盗賊 な り 」*“%%。 

72. 彼 等 は 彼 等 の 方 に 振り 返っ て 雇 OO 3H ET IG 
ね り 、「 お 前 達 何 を 失 え る か ?」。 a 

73. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 国王 の 計量 2A に 
器 を 失 え り 。 され ば 、 それ を 届け 軸 る 9 - フー 
者 に は 、 路 叉 一 頭 分 の 荷 を 取ら せん 、 Oe nk 
我 その 保証 人 た らん 」。 
74. 彼 等 は (答え て ) 云 えり 、「 ア ッ ラ っ 。SEa まる に 5 当 爺 
ー に か け て 、 あ な た 方 よく 御存知 の 。 _- 


よう に 、 我 等 は この 地 で 剛 乱 を 働く oo ME3O2YI9 
た め に 来 た に 非 ず 、 ま た 、 我 等 は 盗 
賊 に 非 ず 」。 


ジャ アラ Qa'ala= 入 れ た り ) と いう 語 は 、 ヨ セブ フ が 彼 の 弟 の 軸 袋 の 中 に その 器 を し 
の ば せる こと を 命じ た 。 そ うす れ ば 弟 は 、 家 に 帰る 途中 で その 問 を 使用 する に 違い な 
いと いう 意味 か 、 又 は 、 そ の 器 は ベニ ヤミ ン の 品物 の 中 に まぎれ 込み 、 ヨ セ フ は 、 そ 
れ が そこ に 在 っ た こと を 知ら な いと いう 意味 を 示す 。 

22 ヨセフ 自身 が 器 を 弟 の 袋 に 入れ る こと を 最初 に 命令 し 、 そ の 後 で 彼 を 、 宣 次 の 罪 
で 簿 発 し た と いう の は 誤っ た 解釈 で ある 。 彼 の 威厳 か ら 考 えて 、 そ の よう な こと を す 
る こと は あり 得 な い の で ある 。 実際 、 弟 の 袋 に 入れ る よう に ヨセフ が 命令 し た の は ス 
ィ カ ー ヤ ( 水 を 飲む 器 ) で あり 、 失 な く な っ た 王 の 器 と いう の は スワ ー( 計 量 の 器 ) の こ 
と で あっ た 。 喝 弟 達 の 復路 の 準備 の 興奮 の た め と 、 弟 ベニ ヤミ ン と の 別れ が 近づい た 
た め 、 ヨ セブ フ は の どの 渦 き を お ぼ え 水 を 持っ て くる よう に 頼ん だ 。 水 は 王 の 計量 の 容 
器 に 入っ て 運ば れ て きた 。 当時 は 、 計量 の 容器 は 飲む 器 と し て も 使わ れ て いた の で あ 
る 。 喉 の 油 き を いや し た 後 、 ヨ セ フ は 、 う っ か り と その 器 を ベニ ヤミ ン の 持ち 物 の 中 
に 置い て し まい 、 誰 も 気づか ず に 兄 の せい で 荷物 に まぎれ こん で し まっ た の で ある 。 
ヨセフ は すぐ に 、 い か に し て この 間違い が 起こ っ た の か 気づい た が 、 こ れ は ベニ ヤミ 
ン を 拘束 する た め の 神 自身 の 計画 だ と 気づき 、 隊商 が 出 て いっ て し まう まで 、 分 別 を 
も っ て 何 も 言 わ ず に お いた の で ある 。 
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十 二 意 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 三 巻 


Vs テー※ て に S デュ , っ タッ TT 
78 が BA DN も し お OES 153 る 5 
前 達 が 嘘つき な ら ば 、 その 応報 は 如何 
が せん ?」。 


76. 彼 等 は 云え り 、「 そ の 応報 と し て は 、 GAS 
護 で も その 寺 袋 の 中 に それ ( 器 ) が 見 つ a 
か る 者 こそ その 広報 "なり 。 か く の の Ra 殺人 な 
如く 我 等 は 不義 な す 者 を 応報 す 」。 


1396 tf ラ っ 。 イ rw イラ ター っ 3T イレ レン 
77. され ば 彼 は や 9 その 兄弟 の 袋 * の 前 5 きわ ぅ CS ses に 33 
に 、 彼 等 の 袋 を (調べ ) 始め 9994、 然 る i 5 0 


後 そ の 兄弟 の 袋 よ り そ れ を 取り 出 だ US S16 
せり 。 か く て われ ら は ヨセフ の た め に ンコ 
策 し た り 97。 アッ ラー の 思 し 召 し が マ ン 

= か DE、 人 を の IgE の XR OT YS 

の 下 で 、 取 り 上 げ る こと 叶わ ざる 

り 。 Ph. する 者 の 人 を し の の さめ LEER 


商 お 。 曽 し て 一 切 の 知識 ある 者 の 上 し 
に 、 最 高 の 識 者 あり 。 Oc 


78. 彼 等 は 云え り 、「 彼 も し 盗み た れ a8 る 133 DG 
ば 、 以 前 彼 の 兄弟 も 盗み た る こと あり Rn Rk 
き 」3999。 さ れ ど ヨセフ は それ を その 94 お で 3 ks 


76:84、 


28 驚き あわ て ふた めい た ヨセフ の 兄弟 達 は 、 袋 か ら 器 の 見 つか っ た 者 は 自分 達 自 身 
で 拘束 され 身 の 証 を た て る べき だ と 提案 し た 。 その た め 、 自分 の 弟 以外 の 残り の 兄弟 
は 、 情 容 の 罪 を きせ られ ず に 、 弟 だ け を 残さ せ て お く こ と が で きた の で ある 。 

1396 * 彼 "と いう 代名詞 は 、 器 が な く な っ た と 知ら せ た 役 人 を 示す 。 彼 自身 は 前 に 出 て 
探す こと は 当然 で あっ た 。 

13964 これ は ヨセフ が ベニ ヤミ ン に 示し た 特別 の 配慮 か ら で あ る 。 

1997 全て の こと は 神 の 思 し 召 し で あっ た 。 即ち ヨセフ は 、 何 も 手 を 出さ な か っ た の で 
ある 。 ヨセフ は 水飲み 用 に 使っ た 王 の 計量 の 器 を 全く 気付 か ず に ベニ ヤミ ン の 荷物 に 
入れ て し まい 、 偶然 に 兄弟 達 が ベニ ヤミ ン を ヨセフ の と ころ に 残す よう に する 意見 を 
述べ た 。 そ の た め 、 ヨ セ フ は 満足 の ゆく 幸運 を 手 に し た の で ある 。 

198 一 つの 罪 は も う … つ の 罪 を 導く 。 ヨ セ フ の 兄弟 達 は 、 最初 は 彼 を 死に 追い や ろう 
と し 、 今や 、 恥 も 知ら ず に 、 彼 の こと を 盗 っ 人 呼ば わり し た の で ある 。 
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心 に 秘め 、 之 を 彼 等 に 明 さ ざり き 。 彼 27 役 抄 と < 
は ( 心 の 中 で ) 云え り 、「 お 前 達 は 最悪 

な る 地位 な り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は お oforf Pte | 
前 達 が 申し 立て る こと を 最も よく 知 

り 給 う 」。 明記 

79. 彼 等 は えり 、「 普 長 よ ! 彼 に は 310 人 ち IUI21S 
年 老い た る 父 あり 99。 され ば 彼 の 代 


り に 我 等 の 中 か ら 一 人 を 取り 上 げ 給 そう 6 の 区 sE4 ズ 13381 多 5 
え 。 げに 我 等 は 流 を 恩恵 を 施す 人 々 の SN 
申 と 考え た り 」。 Od 
80. 役 は さえ り 、「 我 等 は 己 が 財 物 を 6 と 5 ES 
所 持 せ し 者 以外 は 、 何 人 を も 取り 上 げ 。 
る こと か ら ア ッ ラ ー の 底 護 を ( 求 お や)。$  @O%UJN 
さも な くば 、 我 等 必ず 不義 者 と な ら 
ん 」。 

十 項 
81. され ば 彼 等 は 役 に 絶望 し た る や 、 US"CaSls2S る に 負 S 
密 識 の た め 退 きた り や 9%*。 彼 等 の 最 。 
年 長 9 は 云え り 、「 汐 等 の 父 は アッ ーー 13S ONS I LARS 
で の 御名 に お いて お 前 達 に 玖 1 『 約 を 


2399 ベニ ヤミ ン に 盗み の 罪 を 着せ た だ け で な く 、 彼 を 見 放し 、 そ の 上 、「 彼 に は 年 老 
NG 
ナジ ッ ユ と いう 語 は 、(1) 秘密 、(2) 秘密 を 打ち 明け られ た 人 、(3) 内 緒 に 他 の 人 
A EN 

"409 聖書 に よれ ば 、 ベニ ヤミ ン を 置き 去り に し て 父 ヤコブ の 許 に は 帰れ な いと 言っ た 
の は 長男 の ル ベ ン で は な く 、 四 番目 の 兄 の ユダ で あっ た 。 聖 ク ルアー ン に 用 いら れ て 
いる 「 カ ビー ル 」 は 「 大 きい 」 と か 「 年 上 の 」 と いう 意味 を 表わし 、「 年 長 の 」 と い 
う 意 味 を 持つ 「 ア ク バ ル 」 は 使わ れ て いな い 。 ヤ コブ の 四 番 目 の 息子 で ある ユダ は 、 
ヨセフ より 年 上 の 兄 の 一 人 で ある 。 双 更に 、「 カ ビー ル 」 は 単に 「 大 きい 」、「 年 上 」 
SN 「 査 定 、 地 位 、 尊 厳 に 於 いて 偉大 で ある 」 或いは 「 統 率 者 」 の 
意味 を も 併せ 持ち 、 こ で は お し ろ そ の 意味 で 使わ れ て お り 、 又 そ うい う 意 味 で あれ 
ぱ ば ル ペン より は ユダ に あて は まる 。 ユダ は ヤコブ に と っ て は ル ベ ン より も 重要 な 存在 
で あっ た (創世 妃 43:8-10)。 


636 


十 二 益 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 三 伏 
採り し こと 、 普 びに 以前 お 前 達 が ヨ セ ニー レイ CSoea そ 作っ て 
フ に 関し て 筐 を 超え た る こと を 知ら i 
ざる か ? さ れ ば 、 我 が 父 が 我 を 許す ま と の トト で 3 る 泌 


で 、 或 い は アッ ラー が 我 の た め 判 決 を 
下す まで は 、 我 は この 地 を 離れ まじ 。 
され ば 彼 は 裁決 する 者 の うち 最も 優 
れ た る 御方 な り 。 

82. 汐 等 は 己 が 父 の 許 に 帰り て 、 告げ 
、『 我 等 の 父 よ 、 液 の 息子 は 盗み を 
し た り 。 され ど 我 等 は た だ 自分 が 知り 
た る こと を 証言 する に 過ぎ ず 。 曽 し て 
i UISeWN 

ょ 、 保 護 者 た る 能 わ じ 。 

i 我 等 が 在り し 邑 *1( の 
人 々 ) に 訓 ね 給え 、 又は 我 等 と 借 に 帰 
り た る 隊商 に 記 ね 給え 。 耐 し て 、 我 等 
は 確か に 正直 な り 』」。 

84. 9 彼 は 云え り 、「 吉 、 お 前 達 は 己 自 
身 の た め に 重大 な 事 を 安易 に 考え た 
り 。 さ れ ば 、 最 普 な る 忍耐 の み ( を せ 
ざる を 得 な い ) 。 恐 らく 、 ア ッ ラ ー が 
彼 答 OY 
に 彼 こ そ は すべ て を 知り 、 賢 持 に まし 
ます 御方 な り 」。 

85. され ば 彼 は 彼 等 か ら 顔 を そむけ 
て 、 云 えり 、「 あ あ 、 ヨ セ フ を 思い て 
何と 悲し いこ と よ ! 」。 面 し て 彼 の 目 


og の 1 うう A 2 
タン ンジ 9 


OCGU22 あ っ AI、 
GY 0 
OR SNES 


I 
IE 5 aI 


Me ォ ン ーー ルプ 2 タイ プー イィ 


2 りさ 1 03 


re 


4 


MU 


アン 
デーw 


2 


CD RT EE A 


712:19. 


1401 当 委 に 於 ける カル ヤ ( 邑 ) は 、 実 際 に アフ ルル ・ カ ル ヤ ( 邑 の 人 々 ) で 、 イ ー ル ( キ 


ャ ラバ ン ) は アス ハー ブル ・ イ ー ル (キャ ラバ ン の 一 行 ) で ある 。 


アフ ブル と アス ハー プ ブ 


と いう 語 は 、 声 明 に 強 さ を 与え る た め 省 いて ある 。 


1402 ヨセフ ど と ベニ や ギ ミ ン と ユダ の こ a 


637 


十 三 傘 ユー ス フ Yasuf( ヨ セブ) 十 二 意 


は 悲嘆 の た め に 涙 で 満た され “4、 彼 OS 363 
は その 類 問 を 抑え る 者 な り 。 

86. 彼 等 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー に か け Ne EE A 
て (申し 上 げ る ) 、 液 ヨセフ に つい て 講 る 

る こと を 、 汐 ( 普 較 に よっ て ) 論 麗 する SSN OE ES 

か 、 或 は に き 人 の 中 に な る まで 止め ず 

な り 」 902 

87. 彼 は 云え り 、「 我 は た だ 我 が 燃 問 IS 0 
と 党 基 を アッ ラー に 訴え る の み 。 高 a ty っ 
し て 、 我 は 、 お 前 達 が 知ら ざる こと を OKI le 

アッ ラー に よっ て 知る 者 な り 94。 

88. 我 が 息子 た ちよ 、 行 き て 、 ヨ セ フ 488 ala ご 
並び に その 兄弟 を 探せ “9。 面 し て 
4 アッ ラー の 慈 吉 に 絶望 する な か れ 、 0 て お D212 Y 54313 


ば に 不信 者 ども の 外 は 何人 も ア | 3 HCY 
] 4 35 この 、 テ 5 も Y | 

ー の 慈 遷 に 絶望 せ ず 」。 ンー ls ーー ゅ と る 
@93 う 35 8 


89. され ば 彼 等 は 彼 の 許 に 来 て 、 去 の net の 
CKIE そ KS 
えり 、「 首 長 よ 、 我 等 並び に 我が家 EAI 先 5 は っ 


715:57 39:54. 


MA NR 
涙 で いっ ぱい に な っ た 人 に 関し て 使用 され る 。 従っ て 当 節 は 、 ヤコブ の 眼 に は 悲し み 
の 涙 が 溢れ 、 目 の 前 が 真っ 暗 に な っ た と いう 意味 に 過ぎ な い 。 当 節 に は ヤコブ の 目 に 
は 悲し み の 涙 が 溢れ 、 目 の 前 が まっ 暗 に な っ た と いう こと が 述べ られ て いる (Lane、 
Razi 及び 、Bihar より )。 

1404 衰弱 」 と は 、 肉 体 及 び 知 性 の 堕落 し た 、 心 の 多大 な 不安 と 病 に 悩む 、 虚 弱 や 療 
労 で 死に か け て いる 、 或いは 、 過度 の 悲し みや 愛情 で や せ 衰 え 朋 壊し て し まっ た 人 間 
を 意味 し て いる (Lane より )。 

4 ヤ コブ が 、 神 に より 、 ヨ セ フ と ベニ ヤミ ン そ し て ユダ が 生き て いる こと を 知ら 
され て いる こ うし と を 暗示 し て いる 。 

1408 当 節 も 、 ヤ コブ が 、 ヨ セブ フ と ベニ ヤミ ン と ユダ が エジプト で 生き て いる こと を 確 
信 し て いた こと を 示し て いる 。 
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族 は 災難 に 見 舞 わ れ た れ ぼ ば 、 我 等 が ふ そ し る 、 じ は 3 8 EAT Ez 
きち 来 な る 金 孝 わ ず が な れれ 半分 
な 樹 目 を 我 等 に 与え 、 我 等 に 施し 給 @ と つづ 5 US て 356 > 
え ES 必ず や アッ ラー は 施す 人 々 DIEING CE 
に 報い 給 う 。 a の 9 1 
90. 彼 は 云え り 、「 お 前 達 が 愚 味 で あ 。、42 31235 SslczOUM 
り し 時 、 ヨ セ フ 並 びに その 兄弟 に 、 
何 を 行い た る か わか っ て お る の Ok9 SF1 と と コル 
か ?」 02095 
91. 彼 等 は 云え り 、「 激 こそ ヨセフ と 1d SC 2 HG 
な 1 ?」。 彼 は 云え り 、「 我 は は ヨセフ で 、 」 。 , PE 
こ は 我 が 兄弟 な り 。 アッラー は 我 等 に CeP4MOSAS 1 は AA うこ 2 
恩恵 を 施し た り 。 誰 で あれ 、 頁 淫 し 、 YA095 みる % 交 が 人 | 

計る で 要 誠 あら ば da アッ ラー 

PIN や トバ “| プラ ミミ pin We 

し くせ ず 」。 
92. 役 等 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー に か け El CEM る dE 
て 、 げに アッ ラー は 、 激 を 我 等 の 上 に 剛 
僕 り し め た り 。 我 等 は 確か に 誤り た る O 
者 な りき 」。 
93. 彼 は 云え り 、「 今 日 の と ころ は お 44 っ ェ シセ エッ ンプ て イン ーッ 35) 1 し 3 
前 達 を 短め る まい 7。 アッ ラー は お i od ee YO 


し コ 


2:57. 
14994 この 場合 の ヨセフ の 兄弟 達 の 行動 は 説明 し 難い 。 彼 等 は 、 自 分 達 の 現在 の エ ジ 
プ ト へ の 旅 の 真 の 目的 で ある ヨセフ と ベニ ヤミ ン と ユダ を 捜し 出す と いう こと を 無 
視 し 、 余 り に も 道徳 的 に 低 次 元 と な っ て し まい 、 食 物 の 施し を を う よ う に な っ た 。 
406 自分 の 兄弟 が 身 を 落と し て ゆく の を 、 こ れ 以 上 見 る に 耐え な く な っ た ヨセフ は 、 


し た 。 

7207 ヨセフ は 兄弟 に 疑念 を 持た せ ず 、 即座 に 自分 の 赦免 は 腹 蔵 の な い 無 制限 な も の で 
ある と 告げ 、 彼 等 の 処置 に つい て の 上 兄 弟 の 恐怖 と 愛 慮 を 取り 除い て や っ た 。 この 兄弟 
を 許し た 心 の 広 さ 、 寛 大 さ が 、 聖 聞 言 者 に 最も 類似 し て いる 点 で ある 。 陸 預 言 者 も ヨ 
セ フ の よう に 脱出 と 追放 の 中 に あっ て 、 名 人 営 と 力 を 勝ち 得 、 何 年 も の 流刑 の 後 、 生 ま 
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前 達 を 赦し 給 う 。 され ば 彼 こ そ 慈 悲 者 ER 21 と てき 1 や し る) 


の 中 最も 慈悲 深い 御方 に まし ます 。 

94. この 我 が 着衣 を 持ち 帰り て 、 我 が 選民 25GB A Cg a 
父 の 前 に 横 た えよ 、 彼 は 啓発 され ん 。 レン も ェ ャ シン 
また (後に ) お 前 達 、 家 族 全 員 あ げ て 我 つつ eb GP 1 と あの | 


が 許 に 連れ 来 た れ 」。 4 | 
ト 一 項 568 


95. され ば 隊商 が 出発 する や 、 彼 等 の 4 リュ スコ (人 5 る le1281 ば 7 
父 は 云え り 、「 お 前 達 も し 我 を 業 礁 せ PO 

り と 思う と も 、 我 は 確か に ヨセフ の 傾 03333501 さ し 43238 っ > 
い を 感じ る な り 」"。 

96. * 彼 等 は た えり 、「 ア ッ ラ ー に か け ge @ 3S ES hE TG 
て 、 汐 は 確か に その 芋 か ら の 錯誤 に 随 。 で 

ち た り 」。 

97. され ば 、 婦 報 者 来 た り て 、 それ ( 着 te EEE6 GU 
衣 ) を 彼 の 前 に 横 た え る と 、 彼 は 和 発 <e &。s 8 
され た る な り 9。 彼 は えり 、「 放 ルーNUILDDS 1 の の や 1 


12:9. 


れ 故 卿 に 征服 者 と し て 一 万 人 の 支持 者 の 統率 者 と し て 中 旋 し た 時 に 、 メッカ は 彼 の 足 
許 に ひれ 伏し 、 預 言 者 は 彼 等 に どの よう な 措置 を 望む や か 尋ね た 。「 ヨ セ フ が 自分 の 見 
弟 達 に 取っ た 措置 を 」 と 彼 等 は 答え た 。 聖 預言 者 は 即座 に 「 そ れ で は 今日 お 前 達 に は 
を 計る た め に 、 そ し て イス ラム を 根絶 する た め に は 、 何 も の を も 辞 さなか っ た 以前 の 
血 に 餅 え た 敵 で あっ た 。 それ に も か か わら ず こ の クラ イシ ュ に 対し て 聖 預言 者 の と っ 
た この 気 高 い 、 処 置 は 人 間 の 歴史 の 全 記録 中 に 並ぶ も の が な い 程 、 寛 大 で あっ た 。 
1498 兄弟 達 の 隊商 が 帰宅 する 以前 に た 、 ヤ コブ は 家内 の 人 々 に 、「 あ ら ゆ る 状況 は それ 
に 反し た 様相 を 星 し て いる に も か か わら ず 、 ヨセフ に 間もなく 会 える よう に 思う 」 と 
述べ て いる 。 こ の 確信 を 強調 する た め 、 ヤ コブ は 、「 ヨ セ フ に 合う こと は 不可 能 だ と 
皆 は 思っ て いる だ ろう が 、 夢 で も な けれ ば 、 年 寄り の 思い 入れ で も な い 」 と いう 語句 
で 表わし て いる 。 

“ヨセフ の シャ ツ が ヤコブ の 目 の 前 に 置か れ た 時 、 信仰 に 根ざし た 啓示 に 過ぎ な か 
っ た ヨセフ が 生き て いる と いう 確信 が 、 事実 と し て 把握 され た の で ある 。 これ が 、「 刻 


っ た と いう 解釈 は 全然 取っ て いな い の で ある 。 青 に な っ た と いう こと が 、 役 の 偉大 な 
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十 二 意 ユー ス フ Yasuf( ヨ セブ フ ) 十 三 傘 
は お 前 達 に 云わ ざり し か ? 我 確か に DOKIY Ch 


お 前 達 が 知ら ざる こと を アッ ラー に 
よっ て 知る な り 」 と 。 

98. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 父 よ 、 我 
等 の 罪 の 赦免 を 請 い 給え 。 我 等 は 紛れ 
も な く 誤 り た る 者 な りき ぎ 」。 

99. 彼 は 云え り 、「 我 は 必ず 、 我 が 主 
に お 前 達 の た め 落 し を 請 わ ん 。 げに 彼 
は 、 寛 大 に し て 慈悲 深く まし ます 」。 
100. され ば 彼 等 が ヨセフ の 許 に 出 で 
た る や 、 彼 は その 両親 “や を 自分 の 側 
近く に 座ら せ 、 耐 し て 云え り 、「 ア ッ ラ 
ー も し 欲し な ば 、 安 じ て 培 及 に 入れ 」。 


101. 曽 し て 彼 は その 両親 を 玉座 に 登 
らし め た れ ば や 1、 彼 等 その た め に 
叩 頭 し な が と 平伏 し た り 412。 され ば 
彼 は 云え り 、「 我 が 父 よ 、 こ れ は 、 以 
前 我 が 見 し 夢 の 解釈 な り 。 我 が 主 は 之 

を 実現 せしめ た り 。 彼 、 我 を 征 狼 より 
出し た る 時 に お いて 、 我 に 恩恵 を 施し 


る 4 と もら 9 レゴ ー ン る る ライ ュ ン 香る 


Ro ON 
1 EU 


4 2 


CC | 


神 の 預 斉 痢 で ある と いう 尊厳 と 一 致し な いし 、 その 他 の 数 節 に も 盲 に な っ た と いう 見 
解 に は 反する 叙述 が み ら れ る 。 ヤコブ に 手渡 され た シャ ツ は 、 ヨセフ が 井戸 に 投 け 込 


まれ た 時 着 て いた シャ ツ と 思わ れる 。 


7 ヨセフ の 実 の 母親 で ある ラケル は 既に 死ん で お り 、 当 人 節 の 「 両 親 」 と いう 語 の 使用 


法 は 、 養母 で あっ て も 、 その 人 の 実 の 親 と し て の 愛 と 尊敬 に 値する こと を 示し て いる 。 
” 「 玉 座 」 の 意味 は 、 ヨ セ フ が 両親 を 下 に ひき あわ せ た ( 創 世紀 47 章 2 節 、 
或いは 王 の 許可 を 受け 、 自 分 の 玉座 に 牌 ら せ た こと を 意味 し て いる 


7 節 ) 、 
る 。 ト 古代 に 於 いて は 、 


王 の 大 臣 や 代理 人 は 、 王 と 同様 に 自分 の 玉座 を 持っ て いた の で ある 。 
32 ヨセフ の 兄弟 と 両親 は 、 ヨセフ が こん な に も 高い 地位 に つか せ て いた だ けた こと 
を 、 ひれ 伏し て 神 に 感謝 し な が ら 叩 頭 し た の で ある 。 ヨセフ に 叩 頭 し た の で は な く 、 


ヨセフ の こと で 叩 頭 し た の で ある 。 
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十 三 傘 ユー ス フ Yasuf( ヨ セブ) 十 二 意 
給え り 3。 また 揚 魔 が 我 と 我 が 兄弟 を 55us6s 5 っ 下る 
と の 間 に 伸 た が い を 引き 起こ させ た る 本 ae 
後 、 あ な た 方 を 砂漠 より 連れ 来 た る を こっ CO! GQ JO Ol 
と に よっ て も 。 ば げに 、 我 が 主 は 、 己 が ネル ョ レシ ンー シ レイ ンー 1 
欲す る 者 に は 情け 深く まし ます 。 げに  " 
彼 は すべ て を 知り 、 賢 析 に まし ます 。 


102. 我 が 主 よ 、 液 は 我 に 統治 権 を 授 DI WN 
け 、 ま た で“ 我 に 物事 の 真実 (の 解釈 ) を OS で と っ TO デ 


教え た り 。 お お 、? 諸 天 と 大 地 の 創造 で な YI 
者 よ 、 汐 は 現世 に お いて も 来世 に お い Ee。 2 JR 
て も 我 が 守護 者 な り 。 我 を 、 狗 服従 DE は 3895 0 


な し 中 に 多 な し め 給 え 。 また 下 を 般 し ociaLAU 23 ME 9 
き 人 々 の 中 に 加え 給え 」。 

103. “< これ こそ 、 見 る あ た わ ざる 消息 uP TO 
の うち な り 4。 われ ら が それ を 激 に  ,, . 7 2 
放 示 する な り 。 面 し て 次 は 、 彼 科 か を ペッ | 誠人 っ 6 と っ 

の こと に 意見 が 一 致し た る 時 、( つ ま O03 KS 4 
5) 彼 等 が 施 計 を な さん と せ し 時 " 
5、 彼 等 と 備 に 居 ら ざり き 。 

104. 4 され ば 激 も し 如何 に 熱望 する と 2 る 0 | 英生 1 じ 5 


も 、 世 人 の 多く は 信 ぜ ざる べし 。 a 2 
OL 9 


105. 面 し て 流 は この た め に 如何 な る YO! lal EGS 
報酬 を も 彼 等 に 求め ず 。 『* こ は た だ 森 


ン 5 イオ ゴイ 
雅 万 象 へ の 訓 戒 に 過ぎ ず 。 < SRN SS 


と 


112:7, 22.06:15; 14: 11; 35:2, 39:47. “3:43: 11:50. dg:7, “38:88; 81.28. 


ヨセフ は 、 神 の 恩恵 に つい て は 、 年 獄 か ら 解 放し て も ら っ た こと だ け を 述べ 、 井 
戸 か ら 助 け 出 され た こと に は 触れ な か っ た 。 これ は 兄弟 達 に 自分 達 の 行為 を 恥じ させ 
た く な か っ た か ら で あ る 。 

92S AA 聖 預言 者 と イス ラム の 将来 に つい て の 力 


の お に お 
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十 二 意 ユー ス フ Yusuf( ヨ セ フ ) 十 三 倫 
十 二 項 

106. 証し て 、“ 講 大 と 大 地 の 中 に は 如 SN G3 3925 E35 

何 に も 多く の 神 兆 あ り て 、 彼 等 は それ 

ら を 忌避 し な が ら そ の 側 を 通り すぐ a ec 

4195 

107. 彼 等 の 多く は 、 併せ 祀り な が ら 、 4220 も とる 入っ お レビ 3 
アッ ラー を 信じ る な り 。 6 


2 8 

OS a 

記 ー の 徴 舞 っ LE ライ レラ ブイ イイ 
108. な ら ば 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 懲 削 ES こ * と eiko 


か te 
する こと 、 ? 或 は 彼 等 は 気がつか ぬう る 3 S85 EL る SE fa 
ち に 定め の 時 が 突然 彼 等 に 到来 する 
こと か ら 安 全 で いら れる と で も 思っ 
て いる の か ? 
109. 云え 、“「 こ は 我 が 道 な り 。 衝 は 休 EN 生 らく JA 
ッ ラ ー の 方 へ 呼び か ける な り 。 我 と bb た 0 2 
a 確実 な る 知識 に 基く 者 0 ご 3 る 
な り 7 アッ ラー は 聖 な り 、 曽 し て a 
我 併せ 祀る 者 に 非 ず 」。 ego 時 に 
110. 耐 し て 、" わ れ ら が 溢 以 前 に 進 わ YE っ YS に CG 
せ し 者 は 、 す べ て 男 の み な り 。 わ れ ら NE 
は 言 の 住 民 の 中 か ら 彼 等 に 刻 示 し た る 53 っ Ag) 205 るるる) 
な り 。 さ れ ば 、 彼 等 その 以前 の 人 々 の メレ し レレ ュー シン ラシン 
未 放 が 若 何 な る も の な り し か を 見 る ょ て COE こ SI お SO)YI9 
1:33: 23:67. 0:5 1 22:56; 43:67. “6:58, di 6:44; 21:8, 


1 当 節 で は 、 信 者 と 不信 者 の 根本 的 な 態度 の 違い が 指摘 され て いる 。 信 ずる 者 は 、 
心 の 目 を 開き 、 少 し で も 神 より の 手がかり が あれ ば 、 つか も うと 心 の 準備 が な され て 
いる が 、 不信 者 達 は 、 明確 な 究極 の 神 兆 が 現れ て いる 際 も 恩恵 を うけ る 事 を 拒否 する 
ne 

7 健やか な 理由 と 確固 た る 信念 を 持た な い 盲 目的 で 思慮 の な い 信 仰 は 、 神 の 目 に は 
届い た と し て も 何 の 意 味 を も 持た な い の で ある 。 
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十 三 傘 ユー ス フ Yasuf( ヨ セブ) 十 二 意 


う 、 地 上 を 遍歴 せ は ざり し か ? 耐 し て 時 EN SR 
敬 す る 人 々 の た め に は 、 来 世 の 住居 こ の 
そ 最 並 な り 。 さ れ ば も お 前 達人 司 ら ざる EOP NI Elcn I 
か ? 

111. され ば 使徒 た ち が ( 彼 等 5 DI EI 
に ) 絶望 し 、( 人 々 は ) 彼 等 が 嘘 を つか 5 

れ た る と 思い し 時 “『『、 わ れ ら の 助け OeC 計 9 も の っ 人 を 


pd 


が 彼 等 に 至れ り 。 され ば われ ら 、 己 が 2 LT 
欲す る 者 を 救い た り 。 され ど 、 罪 を 犯 pp りこ と つら うう Ys 


ま ぬ か 
= 天 時 に 人 ほこ ド ウタ ” LE 


112. 確か に 、 彼 等 の 歴史 的 事実 の 中 3 26 ka ES 
に は 智恵 ある 人 々 へ の 教訓 あり 。? を ュー し ラッ レレ レレ ュー 
は 所 造 され た る 語 に 非 ず 、 さ れ ど それ O3e デ SeO5 ビ の Gy 
以前 に 在り し も の の 確証 で あり 、 萬 事 5 に っ S45 う つの て らし ( お とる 
の 詳細 な 解説 で あり 、 且 つま た * 信 ず 。。 

る 民 へ の 誘導 に し て 、 慈 起 な り 。 \@ ら Q 


62:215.710:38. "16:90. 


や ハッ ター と いう 前 置 詞 は 、 ワ と いう 接続 詞 と 同様 "そし て "或いは 、* さ えも "を 意 
味 す る よう に 使わ れる 場合 も ある 。 例え ば 、 ア カル トウ ゥ ・ ア ッ サ マカ ・ ハ ッ タ ー・ ラ 
ー サ ハー。 す な わ ち 、 私 は 魚 を 食べ た 、 そ の 頭 ( さ えも ) (Lane より )。 

8 神 の 使徒 達 の 敵 た ち は 了 邪悪 の 増大 を 続け る 。 そ し て 使徒 た ち は 、 信 じ る こと を 運 
命 づ けら れ た 人 々 は 、 すでに 信じ 、 残り の 人 々 は 自分 達 を 信ずる こと に 絶望 し て し ま 
っ た か の よう に 見 える 段階 が 来る 。 し か し 、 神 の 使徒 達 は 決し て 、 神 の 慈悲 と 救助 を 
絶望 し な い (15:37 節 )。 こ れ に 反し て 、 彼 等 の 反対 者 た ち は 、 天 当 来 の 遅延 の た め 
に 、 如何なる 罰 も 訪れ な いで あろ うと いう 安心 を 感じ 始め る 。 そし て 、 使 徒 達 の 最終 
の 成功 や 使徒 の 敵 達 の 計画 の 失敗 は な く 、 虚 偽 の 預言 に 過ぎ な いと 考え 始め る 。 
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ます 、 一 っ の た 
上 三 章 

アッ ラー ド Ar-Ra*d ( 埋 ) 
メッ カ 落 示 


啓示 の 日 と 藻 

専門 家 の 大 多数 の 意見 に よれ ば 、 当 草 は メッ カ で 啓示 され た と いう 見 方 に 
賛成 し て いる 。 そ の 主題 も また この 見 解 を 確証 し て いる 。 然 し な が ら 、 い く 
つか の 節 は メデ ィ ナ で 啓示 され た 。 こ れ 等 の 節 は 、 ア ター に 依 れ ば 第 44 節 、 


カタ ー ダ に 依 れ ば 第 32 館 、 ま た 他 の 神学 者 達 に 依 れ ば 第 13-15 節 で ある と い 
うこ と に な る 。 第 10 章 ( ユ ー ヌ ス ) で 、 預 言 者 が この 世に 現れ る 度 に 、 人 々 は 
天罰 を 見 舞 わ れる こと に よっ て か 、 神 の 慈悲 を 受け る に た る な ら ば 、 神 が 慈 
悲 を 垂れ る か に よっ て 、 使徒 を 受け 入れ な けれ ば な ら な いと 述べ られ て いる 。 
第 11 章 ( ブ ー ド ) で 、 天 罰 が 強調 され 、 第 12 章 ( ユ ー ス フ ) で は 、 神 の 慈悲 が 
力説 され て いる 。 然 し な が ら 当 章 は 、 三 つの 先立つ 章 に 於 いて 述べ られ て い 
た 聖 聞 言 者 の 隆盛 と 繁栄 に つい て の 約束 と 預言 が 履行 され 、 如 何 に イス ラム 
が すべ て の 宗教 に 勝利 する で あろ うか を 説明 し て いる 。 

当 章 は 、 神 は 不可 解 な や り 方 を する と いう 主題 で 、 開 扉 さ れる 。 つ まり 、 
使徒 達 や 預言 者 た ち に 与え られ て いる 神 の 力 は 、 彼 等 の 主張 が 完成 に 近づき 
明白 に な る まで 、 人 間 の 目 か ら 隠 され て いる 。 そ れ は 、 さ ま ざ ま な 果実 や 草 
木 も 同じ 水 を 給水 され た 土壌 に 育つ と いう 周知 の 自然 の 法則 に 注意 を 惹く 。 
同じ よう に 、 聖 聞 言 者 は メッ カ の 偶像 信者 と 同じ 環境 に 育て られ 、 神 の 偉大 


乏しく 層 体 で ある 状態 に よっ て 判断 すべ き で な く 、 彼 が 約束 され た 最終 的 な 
成功 は 驚く に あたら な いと 告げ られ て いる 。 彼 の 約束 され た 成功 に 驚く べき 
より 、 お し ろ 人 間 が 必要 を 叫ん で 求め る 時 に 役 が 出現 し な か っ た の は 奇妙 な 
こと で あろ う 。 再 預言 者 は 成功 する は ず で あり 、 そ の 敵 た ち は 和 失敗 する に 違 
いな い 。 イ スラ ム の 運動 は 勝利 する で あろ う 。 そ し て 不信 者 達 の 指導 者 の 子 
供 達 は 、 イ スラ ム 教 に 入信 する で あろ う 。 神 は その 恩恵 を 不信 者 た ちか ら 取 
り 上 げ る で あろ う 、 そ し て 彼 等 の 権力 と 栄華 は 去る で あろ う 。 す べ て の 規則 
や 自然 の 要素 は 、 神 の 支配 の 下 に ある か ら 、 神 は 聖 預言 者 の 主張 の た め に そ 
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アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 


れ 等 を 真 献 さ せる で あろ う 。 偶 像 宗 拝 者 た ちの 偽り の 神々 は 、 新 し い 信仰 の 
発展 を 妨げ 、 進 行 を は ば む お に は 弱体 過ぎ る で あろ う 。 当 章 は 、 聖 預言 者 の 精 
神力 は 、 そ の 敵 を 片手 で 打ち 負かす 程 す ば らし い 。 ま さ に 目 明 き が 盲人 の 軍 
勢 を 征服 する よう で ある と 論 結 を 明らか に する 。 多神教 は 独 一 な る 神 の 教義 
に は 抵抗 出来 な いし 、 間 違っ た 神々 支持 者 は 真 の 神 へ の 帰依 者 に 抵抗 出来 な 
い 。 真 理 の 敵 は 、 泡 洒 や あぶ く の よ うに 解け て 消滅 する で あろ う 。 知 力 の 弱 
い 人 々 は た だ 泡 注 と あぶ く を 見 て 、 下 の 清浄 な 水 を 見 る 思考 力 を 持た な い 。 
泡 汰 や あぶ く は 消滅 する が 、 清 浄 な 水 や 金 は 存続 する 。 同 じ よ うに 、 多 神 教 
の 浅 薄 且つ くだ ら な い 信 仰 は 滅び る は ず で ある 。 そ し て 、 聖 クル アー ン に 依 
っ て 伝道 され た 偉大 且つ 宗 高 な 理想 が 、 人 間 性 の 調和 で ある 特 導 が 持続 する 
で あろ うし 、 人 間 の 心 の 中 に 自分 の や り 方 を 見 つけ る で あろ う 。 そ し て 、 徹 
義 上 で 信者 と 不信 者 の 偉大 さ を 比 較 し た 時 、 ど ちら の 側 に 真実 が ある か を 
徐々 に 分 か る で あろ う 。 強 大 な 奇跡 が ボ さ れる で あろ う 。 そ し て 聖 ク ルアー 
ン と 人 間 の 心 に よっ て 、 最 強 の 世俗 的 な 北 は 落ち る で あろ う 。 こ れ 等 の 奇 蹴 
の 一 つ は 、 メ ッ カ の 人 々 は 聖 預言 者 を メッ カ か ら 追 放し 、 役 に 対し て 剣 を 抜 
く で あろ う 、 し か し 、 イ スラ ム は 絶え ず メ ッ カ に 前 進 す る で あろ うと いう こ 
と で ある 。 そ し て 不信 者 の 拠点 は 聖 預言 者 の 勝利 の 軍勢 の 下 に 陥落 する で あ 
ろう 。 そ し て 、 偶 像 宗 拝 は アラ ビア か ら す っ か り 消 滅 し 、 イ スラ ム が その 地 
に し っ か り と 設立 され る で ある ろう 。 世界 は 、 こ れ 等 の すべ て の 韻 跡 が 、 人 間 
の 代理 行為 に 依ら ず 、 全 能 な る 神 御 自身 の 手 に 依っ て 起こ され た こと を 立証 
する で あろ う 。 当 草 は 、 不 信者 た ちの 指導 者 の 計画 の 失敗 や 破滅 、 そ し て イ 
スラ ム の 輝かしい 未来 に つい て 沢山 の 預言 を 包含 する 。 

以上 の 主要 な 論旨 に 依り 、 当 章 は その 主題 に 適合 する よう に 、 和 埋 、 二 鳴 と 
命名 され た 。 雨 は 稲 と 雷鳴 を も た ら す 。 そ し て 、 精 神 的 な 雨 、 つ まり 聖 ク 
ルアー ン の 啓示 も 、 稲 と 雷鳴 を 伴う こと は 、 物 事 に 合理 性 を も た ら す 。 イ 
スラ ム は 雷電 を 伴う 。 イ スラ ム に 抗 し て 剣 を 抜く 者 は 、 そ の 鉛 に よっ て 減 び 
る で あろ う 。 そ し て イス ラム に 信義 を 吐く 者 は 、 力 と 栄 琶 の 玉座 に 汁 る で あ 
ろう 。 
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下 三 貢 
アッ ラー ド Ar-Ra*d ( 雷 ) 
節 数 44、 メ ッ カ 啓示 
1. < 慈 旧 深 く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の 2 人 WNW 
御名 に お いて 。 


て 3 { wt 


2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー サ 9 3 ーー ご E、 Ea 0 
c こ は 完全 無欠 な る 経 購 の 諸 節 な り 。 
OR 本 1 


も の は 真理 な り 、 され ど 人 々 の 多く は 4 2 

a OO tl 
信 ぜ ざる な り 。 Yu ペペ 
3 7 RG ーー) PN 


5 2 活 3 6 スン 3 925 i 3 
14204 . e 太 陽 と 月 を 働か せしめ た り 。 \ と る 人 ウ PL | 
各々 は 定め の 時 まで 運行 する な り 。 or * ご = 

「 彼 は すべ て の 物事 を 規制 統御 し 、 さ ey Me a ed 


1,02:2. 13:20; 32:3-4.731:11. 7:55: 16:13: 29:62; 31:30; 35:14; 39:6.132:6, 


“や われ は 一 切 を 知り 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。10 章 、11 章 及 び 、12 章 は アリ フ ・ 
ラー ム ・ ラ ー と いう 句 で は じ ま っ て いる が 、 順 番 で いう と 13 番目 の 当 章 は アリ フ ・ 
ラー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー と いう 人 句 で は じ ま っ て いる 。 こ の よう に 短縮 形 で 異な っ て いる 
の は 、 当 章 の 主題 が 10 章 、11 章 和 及び 、12 章 と は 少し 違っ て いる と いう こと で ある 。 
この 4 語 か ら 成 る 短縮 句 の 意味 は 、「 我 は アッ ラー で あり 、 全 知 の 神 、 一 切 を 知り 一 
切 を 見 る 神 で ある 」 と いう こと で ある 。 

20 この 文 の 意味 は 、(1) 諸 天 は 柱 が な く て も 落ち な いこ と が 分 か る 。 (2②) 諸 天 は 目 に 
は 見 えな い 柱 の 上 に ある 、 即 ち 諸 天 に は 支え が ある が 、 そ れ を 見 る こと が で き な い 。 
当 節 の 意味 を 文字 通り に 取れ ば 、 諸 天 は 柱 の 支え な し で 存在 し て いる と いう 意味 で あ 
る 。 比較 的 に は 、 諸 天 は 、 実 際 に は 、 支 え の 上 に ある の だ が 、 人 間 の 目 に は この 支え 
は 見 えな いと いう の で ある 。 これ は 、 た と えば 、 今 ま で に 科学 に よっ て 発見 され た 目 
に は 見 えな い 重 力 、 磁 力 、 惑 星 の 動き な ど や 、 将 来 発見 され る だ ろう も の ご と で ある 。 
4294「 ア ル シ ュ (玉座 ) 」 と いう 語 は 聖 ク ルアー ン で は 、 精神 的 、 肉体 的 法則 の 完成 を 
も た ら す こと を 意味 する た め に 使わ れ て いる 。 この 表現 の 使い 方 は 、 世界 の 君主 の な 
ら わ し に 似 て いる 。 
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十 三谷 


アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 


十 三 章 


ま ざ ま な る 神 兆 を 詳 述 し 給 う 。 お 前 
達 、 己 が 主 に 会 える こと を 確信 せん が 
た め に 。 

4. 面 し て 、< 彼 こそ は 大 地 を 拡げ 、 山 々 
や 河川 を そこ に 配 し た る な り 。 ま た 、 
そこ に りら 一 切 の 果実 を 二 つ の 対 と な せ 
り *24 < 彼 は 夜 を し て 昼 を 覆 わ せ 給 
う 。 まこ と に この 中 に は 、 考慮 する 民 
へ の 神 兆 あり 。 


5. 7 され ば 地上 に は 、 隣 り 合う 区 域 あ 
り て 、 世 荷 の 園 、 殺 物 の 畑 、 或 い は 一 
つの 根 よ り 一 緒 に 育っ た 秋 覆 子 の 樹 
も あれ ば 、 一 つの 根 より 一 緒 に 育た ぬ 

も の も あり 。 (それ 等 は ) 皆 同じ 水 を 濃 
が れ ど も 、 “われ ら が その 或 る も の を 
滋味 に よっ て 他 よ り 優 らし め た り 
2。 ま こと に この 中 に は 、 智 恵 ある 
民 へ の 神 兆 あり 。 

6. され ば 、7 も し 次 驚く べき こと あら 
ば 、 彼 等 の 言葉 こそ 向く べき こと な 
り 、「 我 等 土 と 化し た る や 、 我 等 が 新 


A 


OOFI BINS 


SO ERI Ie 


15:20; 16:16: 21:32.236:37: 51:50. “7:55; 39:6. 96:100: 16:12. 16:14; 39:22.27:68: 37:17: 50:4, 


” 当 節 で は 果物 の こと に だ け 触 れ て いる けれ ども 、 聖 クル アー ン の 他 の 個所 で は 、 
神 が す べ て の も の に 対 つ まり 、 雄 と 雌 と し て 作ら れ た と 述べ て いる (36:37: 51:50) 。 こ 


れ は 実に 、 す べ て の 宗教 的 聖 』 
科学 者 は 、 無機 物 の 中 に す 


は の 中 で 聖 ク ルアー ン が 最 
ら 「 対 」 を 発見 し よう と し 始め た 。 当 人 節 で は すべ て の も の 


初 に に 言い 出 し た こ と で ある 。 


は 対 に な っ て いる と いう 法則 が 人 間 の 知性 に も 応用 で きる こと に 注意 を 向け て いる 。 
天 の 光 が 知性 を 照ら さ な け れ ば 、 人 は 神 の 啓示 を 人 間 の 理性 の 結合 か ら 生 まれ る 真 の 


知識 を 得る こと は で き な い 。 
1422 この 表現 の 意味 は 、 木 々 に 司 


れ な ら 、 何 故 誤 問 言 者 が 同じ 町 、 同じ 民族 の 中 に 住ん で いて も 、 


] じ 水 を や っ て も 実る 果実 は 味 や 色 が 大 変 に 違う 、 そ 


彼 が 特に 天 刻 と いう 


秘薬 に 養 わ れ て いて 、 彼 の 英 が サタ ン の 保護 の 下 で 育て られ て いる な ら 、 彼 一 人 抜き 
ん で て いな いわ けが あり 得 よ うか と いう 意味 で ある 。 
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十 三 章 アッ ラー ド Ar-Ra*d( 雷 ) 十 三伏 
0 < EN 
と 。 これ 等 の 者 こそ その 主 を 拒否 こい 


0 
に 艇 “2 を か けら れる も の な り 。 ま た 、 
彼 等 こそ 火 獄 の 者 ども と な りら 。 彼 等 、 
その 中 に 住み 留まら ん 。 
7. また 2 彼 等 以前 に 、 さ ま ざ ま な みせ 
し め が 起 っ て いる に も か か わら ず 、 彼 
等 は 梁 に 福 より も 補い の 速やか な ら 
ん こと を 求む 、 され ど 、 彼 等 の 不義 な 
る 行い に も か か わら ず 、 * 液 の 主 は 確 
か に 人 間 に 寛 大 に まし ます 。 また 液 の 
主 は 確か に 懲罰 に も 厳格 に まし ます 。 
$. 着 し て 、4 拒 否 せ し 者 ども は 云う 、 
「 何 故に その 主 より 神 兆 “が 彼 に 降 
され ざり し か ? 」 と 。 “ば に 流 は た だ 
涼 告 者 な り 。 され ば 、 すべ て の 民 の た 
め 、 和 導 者 あり 。 
一 項 

9. 7 アッ ラー は 各々 の 牝 が 身 ご も る こ 
と を 知り 、 ま た 子宮 が 減少 する も の 日 
っ つ 増加 する も の を 知る な り 35 『 面 

一 切 の も の は 、 彼 の 御 許 で (特定 
に ) 計量 され る な り 。 


936:9: 76:5. 722:48: 29:54-55. C4l:dd: 53:33. 6:38; 10:21. 91 


7 i 


マデ ka る を ゅ A と 5 
EE 
で 


EE ES 


の Gil お っ 3 る 52813 


イイ で イネ Pd と ン 。9 イ ュ ゴン 1 
ER 
4 ぎ イ 


ずみ タメ 


OR 


8 SC 
0 


E13: 35:24.135:12; 41:48. 815:22, 


"間違っ た 信仰 と 悪行 と いう 手 か せ 足 か せ 。 
1424r 神 兆 」 と いう の は 、 他 の 意味 が 示さ れ て いな い 時 は 、 い つ で も 「 こ らし め の 神 兆 」 


の 意味 で ある 。 


1425 4 節 で 宇宙 の すべ て の 物 は 対 に な っ て いる と 語ら れ た が 、 
に 振る まう 人 も あれ ば 女 の よ うに 振る まう 人 も いる 。 前 者 は 影響 を 与え 、 


霊 的 世界 で も 男 の よ う 
後者 は 影響 


を 受け る 。 当 節 で は 聖 預言 攻 の 人 格 に お いて は 、 霊 的 に は 影響 を 与え る 男 で あっ て も 、 


だ れ も 彼 の 刻印 を 受け な けれ ば 、 霊 的 な 身分 を 得る こと が 出来 な い 、 と 


摘 さ れ て いる 。 更に 、 神 は 聖 


いう こと が 指 


預言 者 の 時 代 の 人 々 の 生ま れつ き の 才 能 や 素質 を よく 知 
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二 三 谷 


アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 


10.? 彼 は 見 る あ た わ ざる も の も 、 見 
える も の も 知 徐 し 給 う 御方 に し て 、 偉 
大 者 (且つ )、 至 高 者 な り 。 

11. お 前 達 の 中 で 、 言 葉 を 隠 し た る 者 
も 、 ま た 之 を 昌 け 出す 者 も 、 同 じ な り 。 
また 痢 に 身 を 隠す 者 も 、 白昼 (堂々 と ) 
閣 歩 する 者 も また 然 り “9*。 


12. 彼 の 前 と 後に 随伴 する 監視 者 (が 
定め て ) あ り " ぐ 7、 彼 等 は アッ ラー の 
命 に よっ て 彼 を 保護 する な り 。 2 アッ 
ラー は 、 人 ん 々 が 己 自 身 を 変え ぬ 限 り 、 
決し て 如何 な る 民 の 境遇 を 変え る こ 
と な し 。 曽 し て 、 アッ ラー が ある 民 の 
悲惨 な 未 路 を 判定 せ ば 、 之 を 決し て 免 
れる 能 わ ず 。 また 彼 等 は 彼 以外 に 如何 
な る 守護 者 も 有 せ ず 。 

13. “ 彼 こ そ 、 お 前 達 に 恐怖 と 希望 と 共 
に 稲妻 を 見 せ “2%、 ま た 重い 雲 を ( 高 


(OAI まく FV LL 


イッ ンマ レイ > 6 っ で 2。 の の 


を の 0 2 >2 2 2 ター タッ ンー ン 
うに 5 も こ こ 4 SO^ 9 っ 


に な っ レン リア 
5 

OL 

z を 


EG TA oT 
EY EE 
ET EE 


EE ふう 


96.74: 9:94: 59:23; 64:19. 78:54. “30:25. 


っ て お られ 、 神 の 影響 を 受け 入れ よう と 悪魔 の 影響 を 受け 人 人 れ よう と に 関係 な く 、 ど 
ちら が 栄え 、 ど ちら が 苗 退 する か は 神 に と っ て は わか りき っ た こと な の で ある 。 聖 六 
言 者 を 受け 和信 れ 、 彼 の 刻印 を 受け る 者 は 、 成長 し 、 力 、 影響 力 、 数 も 増し 、 彼 の 敵 は 


真 退 し 減少 する の で ある 。 


1426 悪 預言 者 の 英 の 、 あ か ら さ まな 、 或いは 秘密 の 計画 は 、 神 の 目 に は 見 通さ れ て い 
る し 、 そ の 神 が 聖 聞 言 者 の 助力 者 で あり 保護 者 で ある た め 、 成功 する は ず が な い の で 


ある 。 


327 アル ・ ム アッ キバ ー ト ウゥ (ALMu'aqdibaD と いう 語 は 、 夜 と 昼 の 天 便 達 を 示す 。 な 
ぜ な ら ば 、 そ れ ら は 順番 に お 互い に 代わ る か ら で あ る 。 女性 形 の 複数 形 が それ ら の 行 
動 の 頻発 に よっ て 使わ れ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 ア ラビ ア 語 で 、 女 性 形 は 場合 に よっ て 、 
強調 や 頻度 を 表す た め に 用 いら れる か ら で あ る 。 この 語 は ここ で 示し て いる の は 、 天 
国 に 住む 天使 と も 取れ る し 、 命 を か け て 聖 預言 者 を 守っ た 献身 的 な 仲間 の こと と も を 理 


解 で きる 。 


4 雷 は 、 恐 怖 と 希望 と を 想起 させ る 。 雷 が 恐怖 を 想起 させ る の は 、 人 が その た め に 


死ん だ り 、 膝 芽 や ある 種 の 植物 は 悪い 影響 
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を 受け た りす る か ら で あ る 。 又 、 電 は 希望 


十 三 章 アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 十 三 巻 


く ) 起 し 給 う 御方 な り 。 IE Re 5 

14 雷鳴 と どろ いて 彼 の 栄光 を 讃え 2 の の 
ま 、< 語 天使 も 彼 を 恐れ て (その 讃 美 1 : 

あす る 面 し て 彼 は 埋 鳴 を 起こ し 、 ここ 28 3slz の こう 

輝 を も っ て その 欲す る 者 を 懲らしめ 


を 』 メー ン 2 ず ラタン 
給 う 。 され ど 、 彼 等 アッ ラー に つい て bo Ca 
論争 する な り 、 彼 は 答 め る に 厳し く お II 
られ る に も か か わら ず 。 @Jc も 3 妥 5 


22 く 41 


正当 な 白 り と は た だ 彼 に の み (親交 で 33 け 、 5 和光 

る こ こと ) な り 99. され ば 、“ 彼 等 が 彼 
ング 6 タッ ター 
以外 に 祈る も の は 、 彼 等 に 何 の 応え も Ye あう の SYO お 
与え は せ ず 。 但し ( 彼 等 は ) 、 水 が その kG SR 0 
口 に 達する よう 、 そ の 両手 を 水 に さ し 伸 


円 ン レシ ルー タン 」 ン ン と ンー ンー 
べし 者 が 加 し 、 され ど 、 そ は 決し て それ りこ つも る に 3 うう し 。 史 
を 達せ ざる な り * ぐ 9。 面 し て 、 4 不信 者 S28 
ども の 祈り は 、 無 益 に すぎ ず 。 a 


凡 て 、 好む お と 好ま ざる に か か わら ず 


16. 面 し て 諸 天 と 大 地 に 在 る も の は UY 
ra、 ア ッ ラー に 服従 する な り 、 朝 な づつ ざ B 


16:51: 42:6.724:44.735:14: 40:21. 40:51. 
を も も た ら す 。 なぜなら 、 埋 は 豊か な 雨 の 訪れ を 告げ 、 色 々 な 病原 菌 を 破壊 し て 、 伝 
染 病 を お さえ る 役割 も 果す か ら で あ る 。 
“2 この 表現 は 次 の よう に 解釈 で きる 。(1) 神 だ けが 礼拝 に 値する 。(2) 人 間 に 役 に 立 
ち 利 益 に な る の は 、 神 に 祈る こと だ け で ある 。 ⑬) 神 の 声 だ けが 真実 を 支持 する も の 
で ある 。 (4) 神 の 声 こ そ 、 何 も の に も 勝 り 優先 され な けれ ば な ら な い 。 


OE すべ て の も の を それ に ふさ わし い 場 所 に 置く こと 
で ある 。 即ち 、 神 に は 神 が あ っ て 然るべき 地位 を 与え 、 創 造物 は 、 そ う あ る べき 位置 
を 与え る 。 こ れこ そ 、 成 功 し 真 に 幸福 に な る 方 法 で ある 。 


91 当 節 は 偉大 な 真実 を 具体 的 に 述べ て いる 。 即ち 、 す べ て の 創造 物 は 、 い や で も 応 
で も 神 が つ くら れ た 自然 法 に 従う 義務 が ある 。 舌 は 味覚 を 語ら ね ば な ら な いし 、 耳 は 
聴か ざる を 得 な い 。 こ の 自然 法 へ の 服従 が 強制 と 呼ば れる 。 し か し 、 NN 
動 の 自由 が 与え られ て いて 、 人 は 自由 意志 を 働か せ 自 分 で 判断 する が 、 自 由 を 与 

れ て いる と 思わ れる 分 野 で の 行動 に お いて すら 、 一 定量 の 義務 が ある 。 又 、 PPP 
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十 三 八 アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 圭三 竜 
RGECSHISREE RETIREE RIRS EE HR ER ERS EE ECG RR RCE RGR ESHER RE RHR CRIES RE ER EEE REREAD 


タタ な それ 等 の 影 も また 然 り 。 『 SSL 
3 が - に っ で も っ る < 。 ン 8 

17.“ 云 え 、「 諸 天 と 大 地 の 主 は 誰 8 る Ys 

ぞ で 7 る え 。 リグ ウラ フラー なり 夫 え 、 os の 


「 魚 ら ば お 前 達 アッ ラー の 外 に 、 5 自 858553 NR 人 
分 自身 で すら 益 す る も 害する も な し 8 Vi £34 2 NOS 
0 
得る も の を 守護 者 と し た る か ?」。 び 1 の 
云え 、<「 育 と 日 あき は 同等 な りや ? Ja 5 Ss 
暗 聞 と 光 が 同 等 と な る べき や ? ンク 
或いは 、 彼 等 は 、 そ の 創造 物 の 如く 創 DESS sr りら と 
造 せ し も の を アッ ラー に 配 し た れ ば 、 4 つい 38 xs は gE CN 
創造 物 が 彼 等 に は 相似 され た る 。 0 
か ?」。 云え 、「 ア ッ ラ ー こ そ 萬 物 の 創 eS hi LE SS 
造 主 な り 。 ま た 彼 こ そ 、 独 一 に し も で て です 93 RL ンー ン ラ る 
至高 者 な り 」。 OI RS 


18. 7 彼 、 天 より 水 を 降ら せ 給 えば 、 共に 883 
+ 


その 容 恒 に 応じ て 谷 々 を 流れ 、 傘 文 は NS 
学ぶ 泡 漆 を 運ぶ な り 。 装身具 や 他 の 用 63 BSR 
具 内 を 造る た め に 火 に 浴 か され る も の 2 PP 
か ら も 、 また 同様 な 泡 を 生 ず 。 か く の Sl FEIN GL 

如く アッ ラー は 真理 と 虚偽 を 描写 し | ご OC 4 も je 


23:87, 825:4, “11:25; 35:20. 39:22. 


まざる と に か か わら ず 、 何 を する に し て も 神 の 法則 に 従わ な けれ ば な ら な い 。「 好 む 
と 好ま ざる と に か か わら ず 」 と いう 語 は 、 療 ん で 神 に 服従 する 信徒 と 不 承 不 承 神 の 法 
に 従っ て いる 不信 徒 の 二 種 類 の 人 々 に つい て も あて は まる 。 

1432 耳 ケ ルアー ン で は 、 神 の 唯一 性 が 二 つ の 異な っ た 言葉 に よっ て 述べ られ て いる 。 
CO I MA 
関係 の な い 神 の 唯一 性 を 表し 、 後 者 の 言葉 は 、 た だ "第 一 "又は 起点 (原点) を 意味 し そ 
れ に 従う 第 二 番 や 第 三 番 を 必要 と する 。 ワ ヒ ー NEDO の に 神 は 真 
実 の 原点 で あり 、 それ に 従っ て 、 全 て の 創造 物 が 出現 する こと を 示す 。 そ し て 、 第 二 
番 か 第 三 番目 の も の は 、 必然 的 に その 一 番 を 示す こと と 剛 様 に 、 全 て の も の は 神 を 指 
す 。 然し 、 偽 っ て 息子 た る 資格 が 与え られ た 神 の 子 と いう 教義 を 論 股 する と き 、 そ れ 
は 、 ア ハ ド ッ ウッ と いう 言葉 を 用 いる 。 即 ち 、 彼 こそ は 実に 唯一 で 独 一 に し て 、 子 を こし 
ら え ず 神 な り (H12:2) 。 
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十 三 間 アッ ラー ド Ar-Ra_'d( 雷 ) 十 三伏 


給 う 。 され ば 泡 涼 は 無益 に 消え 去れ ど SS EAIIHH bd) 
も 、 人 間 に 役 立つ も の は 地上 に 残る 。 。 の 6 
か く の 如 く ア ッ ラ ー は 比較 で 説き 明 ほ と く 52 を 人 G15 外人 


か し 給 う オウ の } と > 
\ つこ あ そい 人 DY 

よ ン イッ て る 

JESYI 


PR 
癌 あり 。 さ され ど そ の お 召 に 応え ぬ 者 ど 3 

も は 、 々 た と え 地 上 に ある すべ て の も 0 CAG 
の 並び に 之 に 倍 す る も の を 持 っ て い bh FS RS 
た と て 、 き っ と 芝 を 投げ 出し て 償 わ 0 あこ cz 
ん と する な り 。 これ ら の 者 ども こそ は < す ぼ どる 4 


し 3 9 こつ | 
悪し き 清算 を 受け ん 。 また その 住居 は ”。 ア i タラ 
地獄 な り 。 耐 し て 、 な ん と 悪し き 住居 Gn っ シー 
な り 。 


20. され ば 、 激 の 主 より 波 に 記 示 され EIS 
し も の が 真理 な る こと を 知る 者 は 、 盲 , と を 」 テー 2 を 
と 同一 な り 得 る か ? げ に 知恵 ある や "| ER eS | 


人 々 の み 忠 告 に 従う な り 。 LFNIS 
21. 2( そ は ) ア ッ ラ ー と の 約束 を 履行 > ろ 232Y5 0 る る 
し 、 故 約 を 破 ら ざ る 人 々 な り 。 a 

OL 
22. また アッ ラー が 結合 する よう 合 Et Ng まい て 515 


じ 給 いし こと を 結び 、 己 が 主 を 長 れ に 


75:37: 39:48. 6:152; 16:92: 17:35、 


や 当 節 に は 、2 つの 非常 に 適切 な 比 明 が 使わ れ て いる 。 一 つ は 、 真 理 は 水 に た と え 
られ 、 虚偽 は 泡 に た と えら れ て いる 。 虚偽 は 、 は じ め 真 理 を お お い 隠 す よ うに 思わ れ 
る が 、 最終 的 に は 、 ゴ ミ が 強力 な 水流 に 流さ れる よう に 、 真理 に よっ て 押し 流さ れ て 
し まう 。 二 番 目 の 比較 で は 、 真 実は 金 又 は 銀 に 例え られ る 。 何故 な ら 金 や 銀 は 溶かさ 
れ た と き 、 不 純 物 を 捨て 去り 、 混 じ り け の な い 純 粋 で 輝く 金属 だ け を 残す か ら で あ る 。 
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十 三谷 アッ ラー ド Ar-Ra*d( 協 ) 十 三 章 
HHRGRRRCRNRRREHRRORARRNRRS2HRRRHNRRGHRRSHHREBROHRRHRRHRORNRGNRRNONRRSHRHRNIHRRSOHNGHHRSHRRRBHMBRRGGHRRHDOHRREHARGRRNHRGRRHRRHHRGIRINOHGHRARRHHROHRHRRRRGRSBROOSHRRRRRRNRRSRRSHR 


y の ルン ン も 人 ン s る タタ ンー イ s 
%、 ま た 悪し き な る 清算 を 恐れ る MCE IS 


人 々 な り 。 よ る 
OE 


23. また 己 が 主 の 愛顧 を 求め て 耐え る 8 うる 32 ご 3 
忍び 、< 礼 拝 を 遵守 し 、 わ れ ら が 彼 等 a 
に 授け し 送 養 物 の 中 か ら 宙 か に も 、 ま を 92228153 引 2 は | 
た 公然 に も 施し 、 ” 普 を 以 て 悪 を 没 退 2 jLO が うふっ 9 
する 人 々 35。 こ れ 等 の 人 々 に こそ 、 終 Sn 

の 作 処 (の 療 果 ) あ る べし 、 ON SE I | AR 


ァ アグ 
|® 


うけ っ 


24. (すなわち )< 永 遠 の 楽 園 な り 。 彼 等 L2、 り 423 5 多き っ 1 と で 
は そこ に 入る な り 。 その 父祖 、 そ の 連 a に 0 
れい その 子 勿 の うち の 正 閉 首 も まま 下 飲 ラー 金 J う の o2 
< 然 1436_ し か 諸 天 使 は 邊 等 へ る 。 0 
6 5 1 Ob Oe LS 
25, (云わ ん )4 「 お 前 達 に 平安 あれ 、 お 9 うら いら) ーー に 2 し っ 
前 達 詳 え 忍び た る が 故に 。 され ば 、 こ ーー 
の 終 の 任 処 (の 褒賞 ) は な ん と 素 晴 し PU 請 * 
きか な 」。 

26. し か る に 、 ア ッ ラ ー に 警 約 を 確約 2 に 333 
せ し 後 、* 之 を 破り 、 ア ッ ラ ー が 結合 


992:4: 8:4i 14:32: 27:4. P41:35, 40:9. 39:74. “2:28. 


94 信心 深く 神 に 対す る 義務 を 果す こと で 、 信徒 は 神 の 創造 物 で ある こと に 対す る 義 


1495 信 首 は 、 可 を 絶滅 する の に 最も ふさ わし い 道 に 従う 。 信 者 は 上 六 が 役に立つ 目的 の 
役割 を 果す な ら 、 罰 に 頼る し 、 赦 し が 望ま し い 結果 を も た ら す 場合 な ら 、 赦 し に 頼る 。 
簡単 に 言う な ら ば 、 信 者 は 環境 に 応じ て どの 方 法 で あれ 最も 適切 な 方 法 を 使っ て 悪 の 
根源 その も の を 切り 捨て る の で ある 。 

1436 当 節 で は 重要 な 原理 が 述べ られ て いる 。 人 の 行う 善行 は 、 意図 し た も の で あろ う 
と な か ろう と 、 親戚 縁者 の 助け や 協力 が あっ て な され る 。 だ か ら 、 人 の 勝ち と る ほう 
び は 、 親 戚 縁者 すべ て が 、 そ の 報い に あず か る べき な の で ある 。 

47 信者 の な し た 善行 の 種々 の 範 購 は 、 来 世に お いて 、 天国 の 数 多く の 門 と し て 表 わ 
され る 。 


654 


十 三 章 アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 十 三 傘 


せよ と 命じ 給 う た も の と 絶縁 し 、 地 ト 。 40| 21 じじ 33 と お 53 
に お いて 騒乱 を 働く 者 ども あら ば 、 こ の の 
れ 等 の 者 ども に こそ 呪い あり 、 ま た 役 TE つれ うし 289 る 


等 に 苦 酷 な 住処 あら ん 。 SI iY Al ES 


27. 6 アッ ラー は その 欲す る 者 に 、 滋 養 CR 
物 を 豊か に し 、 また 逐 し くし 給 う こと 
も あり 。 前 し て と 彼 等 は 現世 を 喜ん で 89SdlG 3 ビ 3 blR33 
いる な り 。 さ れ ど 、 来 世 か ら す れ ば 
*4ss 現世 の 生活 は た だ し ば し の 享楽 で 
に すぎ ず 。 


四 項 
28. 耐 し て 拒否 せ し 者 ども は 云う 、 ド * 何 2J31Y 衣 53 びあ 
故に その 主 よ り 奇 踏 が 彼 に 降ら ざ り イザ 2 プン 
し か ?」。 云え 、「 ア ッ ラ ー は その 欲す Oe る Os a 


tr 1439 た RI TF ラン ン 
る 者 に 迷い を 判定 し 9?、4 平 伏 する GE 


者 (の み ) を 己 が 御 許 へ 導き 給 う 。 


29. (つま り ) 信 じ て 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 に 3331 
する こと に よっ て その 心 が 安 ら か な ^」 “ イッ A | j 
る 人 ん 々 を "9 よく 聞け ! アッ ラー を OS まで きい | "| 


唱 念 する こと の み に よ り て 心 は 安 ら 


A 


ぎ を 得る な り 。 

30. < 信仰 に 入り 、 普 行 に いそ し お 者 あ 。 は 電 と っ 本 | 
ら ば 、 彼 等 に 幸福 あり て 、 素 晴 し き 帰 oo 

所 あり 」。 oo な 


の 9:63: 30:38; 39:53. ME Ye:38: 10:21: 29:51. 4:S: 74:32.718:31.108: 30:16: 68:35; 98:8-9. 
サポ フィ ー と いう 冠詞 は 、 場 合 に よっ て 、 比 較 を 表す た め に 用 いら れる (Lane より )。 
493 神 が 、 神 の 方 に 向う 者 を 導き 、 神 か ら 背 いて 神 の 導き を 拒む 者 が 道 を 迷っ て も 、 
その まま に し て お か れる と いう の は 、 神 の 不変 の 法 で ある 。 
1449 神 を 探究 する の は 、 人 間 の 民 の 心から の 願望 で あっ て 、 人 生 の 真 の 目的 で ある 。 
その 目的 が 達成 され る と 、 人 は 丁度 まる で 神 の ひざ の 上 で 安らか に 眠っ て いる よう な 
心 の や すら ぎ を 得る の で ある 。 
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十 三 巻 


アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 


31. か く て われ ら は 、 そ れ 以 前 に 幾多 
の 共同 体 が 去り た る 共同 体 の 中 に 溢 
を 遣わ せ し は 、 我 等 が 汐 に 啓示 せ し も 
の を 液 は 彼 等 の た め に 読 褒 せ ん が た 
め な り 。 然るに 彼 等 は “慈悲 深い 御方 
を 拒む な り 。 云え 、「 彼 は 我 が 主 な り 。 
彼 の 外 に 神 な し 。 彼 に こそ 我 は 頼り 、 
また 彼 に 帰依 する な り 」。 


32. され ば も し クル アー ン 在 り て 、 そ 
れ に よっ て 山 “が 移 動 さ れ 、 大 地 が 
像 か れ "7?%、 ま た は それ に よっ て 死者 
が 語ら し め ら れ て も “の 、( 彼 等 は 疑 
うな り )。 ヶ 宮 、 裁決 は すべ て アッ ラー 
次 第 な り 。 され ば 信じ た る 人 々 は 気 が 
つか ぬか ? ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ 
ば 、 全 人 類 を 必ず 導き 給え し こと を 。 
され ば 、 拒否 せ し 者 ども に は 、 そ の な 
し た る こと が ゆえ に 、“ 災 難 が つき ま 
と い 、 或 い は アッ ラー の 約束 が 至る ま 
で 彼 等 の 家 の 近 くに 居座る ““『。 げ に 、 


RE AN 
EEE 
BR 
RS RS 


Pa 
いい 


MEIGS EE OS 


25:61. 23:155: 30:5. “22:56, 


4 ジ バ ー ル (iba) は ジャ バル の 複数 で あり 、 比 較 的 に 次 の よう な 意味 に な る 。 (1) 
或 る 民族 や 部 族 の 族長 、(2) その 周り の 人 々 に 高く そびえ た 学者 、(3) 偉大 な 苦難 や 災 
難 (Aqrab より )。 当 節 は 、 聖 クル アー ン は 人 に ふり か か る すべ て の 難 間 を すべ て 解決 
する 、 或いは 、 聖 クル アー ン が 古い 規則 を 廃止 し て 人 間 の 直面 する 種々 の 問題 へ の 新 
し い 解 決 法 を 教え 込む 、 と いう 意味 を 表わし て いる 。 


1442 当 節 は 、 聖 ク ルアー ン が 地球 全 地 に すみ や か に 広がる だ ろう と いう こ 


を 比 職 的 


に 示し 、 文字 通り に 解釈 すれ ば 、 土地 の 一 部 が 敵 の 領土 か ら 切 り 離 され 、 信 徒 の 所 有 


地 に な っ て いく こと を 意味 し て いる 。 


4 人 9 死者 が 語ら し め ら れる 」 と いう の は 、 聖 クル アー ン に よっ て 、 霊 的 に 死ん で い 
る 人 々 が 、 新しい 生活 に 目覚 め る だ け で な く 、 散 智 ある 言葉 を 話し 、 世 界 に 聖 ク ル ア 


ー ン の メッ セー ジ を 説く よう に な る と いう 


こと で ある 。 


や ここ で は 、 不信 者 の 上 に 災害 が 次 か ら 次 へ と 降り 続け 、 不運 の 波 に 見 舞 わ れ 続 け 
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十 三 章 アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) ト 三 伏 
アッ ラー は 決し て 約束 を 違え き SS Yd) 


五 項 

33. 耐 し て 溢 以 前 に も 確か に 使徒 た 
ちか が 瑞 笑 され た り 。 され ば “われ ら は 
拒否 せ し 者 ども に 猫 予 を 与え た り 。 然 
る 後に 、 我 は 彼 等 を 捕え た り 。 さ れ ば 、 
わが 懲罰 や 如何 に ! (教訓 を 受け る べ 
きか ) 

34. され ば 、 各 生命 の 上 に 、 そ の 稼ぎ 
し も の を 監視 する 者 あら ば 、( そ れ を 
答 め る 権利 は 非 ず や ) 。 然るに ? 彼 等 
は 、 アッ ラー に 併せ 祀る な り 。 云え 、 
i : の 名 を 挙げ よ 」145。 そ れ と 
も 、 お 前 達 は 大 地 に お いて その 知ら ざ 
る こと を 彼 に 告げ ん と する か ? それ 
と も 、 ( こ は ) た だ の 見 せ 掛け の 言葉 な 
りや ? 否 、 拒否 せ し 者 ども に は 、 己 が 
企 み を 上 惑 的 に 思わ し め ら れ た り 
*46 され ば 、 彼 等 は 正道 か ら 閉め 出 
され る な り 。 曽 し て 、“ ア ッ ラ ー が 迷 
いた り と 判定 し た る 者 あら ば 、 何 人 も 
彼 を 導く 能 わ ず 。 


32J じ S ぅ こう ひら RR EW 
EE NS aG 
OE EK 


Ee Fe) 
放 i を で 
Er PP 9 くそ 
OR TOR 


RR 


ol よろ 524 う 4 て ュ 3 
GLA EA YD 
Eee 


922:45. 76:101: 10:67: 13:17. “17:98; 39:24, 37. 


る こと と な り 、 然 る 後 、 彼 等 の 権力 の 完 


全 な 破滅 に 関す る 預言 が 成就 し て 、 彼 等 の 都 


で あり 主要 窪 で ある メッ カ が 崩壊 する こ と を 示し て いる 。 


1445 個 像 崇拝 者 は 、 彼 等 の 神 が ど ん な 儀式 を 
当 節 で 使わ れる 「 名 を 挙げ ば よ 」 と いう 語 は 、 
な ぜ な らち 神々 の 個人 的 な 名 の うち の いく つか は 、 聖 クル アー ン 


て いる 。 
す 名 前 の こと で ある 。 


自体 の 中 に 述べ られ て いる か ら で あ る 71:24) 。 


司 っ て いた か を 述べ る よう に 要求 され 
園 人 の 名 前 で は な く 特 性 を 表 わ 


「 そ れ 等 の 名 を 挙げ ば よ 」 と いう 意味 は 


軽 蔵 の 意味 で も あり 得る 。 即 ち 、 不 信 の 徒 の 神々 は あま り に も 価値 が な い の で 、 そ の 


名 を 品 に する だ け で 恥 し いこ と と な る 。 


人 入 が 利益 を 得る た め に 、 詐 欺 や 夷 路 を 働く 時 、 
ほ は われ て き て 、 自 分 が 犠 性 に な る と いう こ 


力 的 に 思 


自分 の 行う 詐欺 行為 が だ ん だ ん 叔 
と は よく ある こと で ある 。 
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十 三 巻 


アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 


35.? か か る 者 ども に は 現世 で の 貢 苦 
ある が 、 来 世 の 貢 昔 は より 菌 く な れ 
り 。 され ば 、 何人 も アッ ラー に 対し て 
彼 等 を 護る 能 わ ず 。 


NE 
eS 河川 その 中 を 流れ 
が 如く 、 そ の 果実 は 永遠 な り や”、 
の 共 も また 然 り 。 こ は 異 敬 す る 人 々 の 


普 果 な り 、 さ れ ど 不信 者 ども の 未 路 は 
業火 な り 。 
7. 面 し て 、“ わ れ ら が 経典 を 授け し 


CO は 、 液 に 啓示 され た る こと を 喜ぶ 
な り 。 さ れ ど " 異 っ た 集団 “や の 中 に 
は その 一 部 を 否認 する 者 あり 。 云 え 、 
6「 げ に 我 は アッ ラー を 崇拝 し 、 何 も 
の も 彼 に 併せ な 礼 ら ぬ よ う 命 ぜ ら れる 
の み 。 彼 の 方 に 我 は 呼び 掛け 、 ま た 彼 
の 御 許 こそ わが 帰 所 な り 」。 

38. か く て 、7 わ れ ら は それ を 能 弁 な る 
官 と し て 崎 示 し た り 。 され ば 8 洲 も し 


泊 に 知識 が 降 まり し 後 、 彼 等 の 私 欲 に 従 
液 に は アッ ラー に 対し て 如何 な 


窒息 者 も 守護 者 も な か らん 。 


333 人 | i cy 


RIC I SY 
EN 

る キィ | a る 
Gr Os la 


Ci < ts 
PP <3 ど 5 


いじ ) 


| 
hE CS 2 
ET EY 
@ こ に 


E41 タイ 


od? 3 に で と kt OK 
ES AE 
I EN 


“39:27; 68:34. 2.26; 4:58; 47:16. 28:53. 2:86. 18:111: 39:12: 72:21. 712:3: 20:114: 43:4. 82:121.146: 42:1 


” 「 そ の 果実 は 永遠 な り 」 の 意味 は 天上 の 果実 に は 秋 は な く 、 
や 祝福 は 絶え る こと が な いこ と を 意味 し て いる 。「 果 


な いと いう こと で 、 天 国 の 恩恵 


腐る 季節 や 休止 期 も 


実 」 と 「 区 」 は それ ぞ れ 内 的 な 祝福 と 外 的 な 祝福 を 表わし て いて 、 信 徒 は 天国 に お い 
て 、 内 的 に も 外 的 に も すべ て の 種類 の 祝福 を 受け る で あろ うと いう 意味 で ある 。 
M44 アフ ラ ザ ー ブ (集団 ) と いう 語 に よっ て 、 彼 等 へ 使徒 が 立て られ 、 彼 等 は それ を 拒否 


し た すべ て の 人 ん 々 を 表す 。 
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十 三 童 アッ ラー ド Ar-Ra'd( 雷 ) 十 三 巻 


六 項 
39. げに われ ら は 光 以 前 に 幾多 の 使 に 3 の PS23V2 う LC は 353 
徒 た ち を 遣わ し 、 我 等 彼 等 に 妻 と 子 折 2 


を 授け た り 。 な れ ど 、 250 J ど 205 じ 5 S う 55 1 の は る 


すこ と を 得 ず 。 凡 て の 定 ols 0 プシ 避 . 
あり 。 ら 6 こ Js IS 


40. 5 アッ ラー は その 欲す る も の を 消 Ge EE 3 じじ 作り る 
し 去り 、 ま た これ を 確立 する な り 4。 
耐 し て すべ て の 啓典 の 起源 は “その OD 
御 許 に あり "や 。 

4 され ば 、4 わ れ ら が 彼 等 に 警告 せる 0 
約束 の 幾つ か を 激 に 見 せよ うと も 、 ま i <。 レレ ション 
た は 溢 を 死な し め ゅ ょ うと も 、( ど の み ひご ME SS 3 


ち )“ 汐 の 役目 は た だ ( 神 証 の ) 伝達 に ら ン EICEs 
し て 、 清 算 は われ ら の 務め な り 。 0 
42. 彼 等 は 見 ざり し か ?7 わ れ ら が 大 32 25YI36 5 お 5 


地 を その 端 か ら 徐 々 に 減ら し て 行く 
こと を * され ば アッ ラー こそ 判定 42 ざる る 人 7 ab 


を 下す 御方 な り 。 また 、 何人 も その 裁 Pt 
定 を 衝 し 得 ず 。 耐 し て 彼 は 清算 する EK En で 5) 
に 迅速 な り 


914:12: 4079. P42:25, 43:5. 110:47; 40:78. 93:21: 5:93: 16:83.721:45. 


で 。 当館 で は 、 神 の 罰 に 関す る 二 つ の 探 を 述べ て いる 。 (8) 神 が 員 を 取消 され る の は 、 
全体 か 一 部 か の いずれ か で ある 。 (b) 神 は 罰 を 命ぜ られ た まま に し て お か れる 。 


89 (8) 神 だ けが すべ て の 戒律 や その 基 に な っ て いる 谷 智 の 根源 を 知っ て お られ る 。 
⑪) 律 法 の すべ て の 臣 律 は 神 の 恩恵 に 基づい て いる た め 、 律 法 の 根源 は 神 と 共に ある 。 
ウッ ム と は 源 、 基 礎 、 起 源 、 あ る い は 漠 在 、 支 持 を 意味 する 。 

8 当 節 は 、「 大 地 を その 端 か ら 徐 々 に 減ら し て 行く こと 」 と いう の は 以下 の よう な 
意味 で ある こと を 示し て いる 。 イ スラ ム は アラ ビア 中 に 広がり 、 す べ て の 家 、 す な わ 
ち 身 分 の 高い 人 に も 低い 人 に も 、 金持ち に も 貧者 に も 、 奴隷 に も 主人 に も 、 社 会 の す 
べ て の 機関 に 食い 込ん で いる と いう こと で ある 。 
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十 三 伏 アッ ラー ド Ar-Ra*d( 雷 ) ト 三 章 
43. 面 し て 彼 等 以前 の 者 ども も 確か A082 まじ 5 
に a 企み を 謀 り だ り 。 され ど と * 切 の 計 の 写 3 
いのち Re ee ラグ グッ ーー ンプ 考 ラ ン 
路 は アッ ラー に 属す い 後 は 各 汗 代 この 5) に うっ | 
が 稼ぐ も の を 知る な り 。 され ば 、 不信 。 レ 、。 き テイ ラン レン エ < 3 
な ん びと A 
者 ども は 、/ 浴 の (等 な る ) 住 届 が 符 氏 〇 タッ や プーase う 、 テ や 
の も の な る か を 必ず 知ら ん 。 ON gE 
44. され ば 拒否 せ し 者 ども は 云う 、 NM CA TE PT 
「< 波 は 使徒 に 非 ず 」 と 。 云え 、「9 ア ニー し 


ッ ラ ー は 我 と お 前 達 と の 間 の 証人 た 
る に 十分 な り 。 面 し て 聖典 の 知識 を 有 
する 者 も 、 ま た 然 り 」 51m。 


Cd dy i 


3 OS 3 cs 


13.55; 8:31; 14:47: 27:51. P28:38, 25:42, 4:167; 6:20; 29:53; 48:29, 


MA プス ラム の すべ て の 敵 の 意図 は 、 神 に 知ら れ て いる の で 、 そ の どん な 計画 も 戦 
略 も 神 の 目的 で ある イス ラム の 究極 の 勝利 を 邪魔 する こと は で き な い 。 


1451B 経典 の 知識 」 と いう 語 の 意味 は 、 天 国 か ら の 鮮明 な 、 神 兆 と 、 
て の 以前 か ら あ る 経典 の 預言 の こと を 指す 。 


聖 預言 者 に 関し 
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十 四 章 
イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 
メッ カ 啓 示 

概論 

前 章 の 主題 は 継続 され 、 当 章 に 於 いて 、 よ り 明 確 に 説明 され て いる 。 聖 
クル アー ン の 和 哲 導 の 真理 は 観察 に よっ て 証明 され 、 こ の 影響 に 依る 効果 は 礎 
史 の 真実 か ら 引 き 出さ れ て いる 。 そ れ は 、 聖 預言 者 の 諸事 情 と 同様 に 、 神 の 
使徒 達 は 彼 等 の 時 代 に 於 いて 、 非常 に 強力 な 反抗 に 対し て 成功 し た こと を 示 
す 。 従 っ て 、 聖 預言 者 の 主張 も 、 そ の 不 十分 さ に も か か わら ず 、 必 ず 成 功 す 
る で あろ う 。 そ の 後 当 章 は 、 聖 クル アー ン の 啓示 の 真 の 目的 は 、 暗 中 模索 し 
て いる 人 間 の た め に 緒 導 を 供給 する こと で あり 、 そ し て 聖 預言 者 は この 真っ 
暗 間 か ら 人 々 を 光明 へ 連れ 出す た め に 立て られ た と 語っ て いる 。 預 言 者 た ち 
は すでに 聖 預言 者 以前 に も 出現 し て いる 。 そ れ 等 の 中 の 傑出 し た 人 物 が 、 モ 
ー ゼ で ある 。 当 章 は 、 反対 者 た ち に 対し て 、 使徒 た ちの 大 成功 の 主要 な 理由 、 
即ち 、 彼 等 は 神 を 崇拝 し 、 真 理 を 伝道 する こと に 光明 を 投 ず る 。 こ の 主題 を 
扱っ た 後 、 当 章 は 神 の 啓示 の 言葉 は 、 そ の 真実 が 分 析 さ れる た め の い くつ か 
の 顕著 な し る し と 特徴 を 制定 する 。 こ れ 等 の 判断 の 基準 に 依っ て 判断 され た 
聖 ク ルアー ン は 、 神 ご 自身 の 啓示 で ある と いう こと が 明確 に 証明 され て いる 。 
従っ て ムスリム 達 は 、 そ の 崇高 な 概念 と 御 導 に 依っ て 、 最 大 の 利益 を 得る こ 
と を 稔 め られ て いる 。 次 に 当 章 は 、 聖 クル アー ン の 神託 に 依っ て 、 ア ラビ ア 
の 地 に 変化 が 起こ る と いう こと が 全能 の 神 の 許 で と っ く の 昔 に 定め られ て い 
た と いう こと を 指摘 し て いる 。 荒涼 た る 不毛 の 地 で ある 国 は 、 或 る 日 最も 偉 
大 な る 宗教 運動 の 中 心 と な る で あろ うと いう こと が 、 ア ブラ ハム が パラ ン の 
荒野 に 行っ て 、 息 子 の イシ マエ ル と 妻 の ハ ガ ル を その 地 へ 移住 させ た 時 か ら 
の 神 の お 考え と 目的 で あっ た 。 メ ッ カ は 神 の その お 考え を 果たす た め に 創建 
され た の で ある 。 そ うい うわ け で 、 荒 野 と 不毛 の 大 地 に も か か わら ず 、 神 は 
その 居住 者 の た め に 、 常 に 十分 な 程度 の 生活 手段 を 供給 し た の で ある 。 ア ブ 
ラ ハ ム が 息子 イ ジマ エル の 助け で 、 神 の 家 を 再建 し て いた と 同時 に 、 彼 は 、 
「 主 よ 、 彼 等 の 中 で 、 液 の 神 兆 を 人 彼 等 に 読 靖 し 、 経典 と 知恵 を 教え 、 彼 等 
を 浄 め し むる 使徒 と し て 彼 等 の 一 人 を 興し 給え 」(2:130) と 祈っ た の で あ 
る 。 この 祈り は 聖 預言 者 に 依っ て 履行 され た 。 当 章 は 信者 達 に 、 彼 等 の 義 
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イブ ラー ヒー ム jibrahim (アブ ラ ハ ム ) 
務 と 貢 任 は アブ ラ ハ ム 預言 者 に よっ て 既に 明示 され 、 彼 等 は それ を 決し て 見 
和 失っ て は な ら な いこ と を 思い 出さ せ て いる 。 最 後に 当 章 は 、 不 信者 た ち へ の 
裳 告 で 終わ る 。 つ まり 、 メ ッ カ は 神 の 独 一 性 の 宣教 と 伝道 の 中 心地 と 慈 で あ 
る べく 創設 され た の で ある か ら 、 メ ッ カ の 住民 は 偶像 崇拝 は 止め る べき で あ 
る 。 神 の 目的 を 妨害 する こと に お ける 彼 等 の 全て の 努力 は 、 完 全 に 失敗 し 搾 
折 す る は ず で ある 。 
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(CV Wee% う 


1. “慈悲 深く 、 

De 
2.? ら アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー"2。 これ 
は われ ら が 液 に 啓示 し た る 聖典 な り 。 
流 が 、 そ の 主 の 命 に よっ て 、“ 人 類 を 
暗黒 の 中 か ら 光 明 へ 、 威力 に し て 、 讃 
美 さ れる べき 御方 の 道 に 導く た め に 。 


3. (つまり) アッ ラー、 諸 天 と 大 地 に 
ON 0 不 


い (が 定め られ る ) な り 。 


恵み 刀 く ア ッ ラ ー の 


4 * 彼 等 は 来世 より も 現世 を 愛し 、 
(人 々 を )7 ア ッ ラ ー の 道 か ら 妨 げ 、 之 
窒 曲 せん と 望む お 。 こ れ 等 の 者 ども 
こそ 深刻 な る 邪道 に 在り 。 


5. 面 し て 、 わ れ ら が すべ て の 使徒 を 
遣わ し た る は 、 その 民 の 言葉 に お ける 
な り 3 彼 が 彼 等 に 明暗 に 説明 せん 


ed 3 8 


十 四 意 
イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 
メッ カカ 啓示 
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EC に つと 5 て 3 装 
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EL 10:2: 1122: 12: 


2: 13:2 1522. "2258: 5:17: 14:6; 65:12. 719:38: 38:28: 51:61. “16:108.73:100; 7:46: 11:20. 


2 注 16 を 参照 の こと 。 
1453 


し て いる の で は な い 。 


当 節 は 、 聖 預 音 者 の 御 告げ が アラ ブ 民 族 の み に 宛 て られ て いる と いう 
その よう な 考え は 、 聖 預言 者 が は っ きり と 自分 は 全 世 界 に 、 つ 


こと を 意味 


か わ さ れ た 神 よ り の 使者 で ある と 宮 斉 し て いる 聖 ク ルアー ン 中 の 他 の 節 で も ⑦:159: 
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上 三伏 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 四 章 


デ 


が た め に 。 さ れ ば 、 “アッ ラー は 己 の 。 學 う 孔 穫 DA、 タ ょ 8 う 孔 
偽 す る 大 に 傍 い を 間 定 し 、 ま た ロ の 人 oes 信 当 
する 者 を 導き 給 う 。 面 し て 彼 は 威力 に 2 
し て 、 賢 哲 に まし ます 。 

6. 面 し て 、 わ れ ら は モー ゼ に 我 が を と 1&1 ヒ 
神 兆 を 持た せ 、「2 梁 の 民 を 暗 県 の 中 か 8g 
ら 光明 へ 導き 出し 、 ア ッ ラー の 日 々 2 


Gr he で 年 ご Ww も っ 』 4 て と レン 
“94 を 彼 等 に 億 い 起 さ せよ 」 と (命じ 90598 麗し > し 355 
て ) 遣わ し た り 。 げ に その 中 に は 、 耐 42% ぼっ 20 て 
え 忍 び 因 に 感ずる 者 の た め 幾 多 の OIE 


神 兆 あり 。 
7. また モー ゼ が その 民 に 云え し 時 4<353S34s 列 、 み OUS3 5 
お も 


(を 念 え ) 、「C ア ッ ラ ー が お 前 達 に 垂れ ND 
1 EO A | SE Nl 
給 う 恩恵 を 想 え 、 彼 が お 前 達 を ファ ラ OIE Es 


オ の 民 か ら 救 いた る 時 の 。 彼 等 は お 前 の 3538 3u つ は 2 


達 を 昔 散 な 貴 苦 で 苦し め 、 お 前 達 の 息  。 」 レン レレ レレ レラ と 
子 た ち を 役 害し 、 お 前 達 の 女 た ち を 生 ウフ や 負う 0 っ うつ に 


か さ し め た り 。 そ は お 前 達 のり 主 より お & ある < 2 5 so お 
前 達 へ の 大 いな る 試練 な りき 」。 i 


本 3:28: 74:32, 614:2. 2:50: 7:142: 28:5. 


34:29) 符 め られ て お り 、 聖 クル アー ン が 聖 預 言 者 の 全 世 界 へ の 使命 を 説く の みな ら ず 、 
預言 者 自身 も 人 類 全 て に と いう 意味 で * 私 は 黒い 人 に も 赤い 人 に も 、 つ か わ さ れ た ( ビ 
ハー ル よ り )、 そ し て 私 は 全て の 人 類 の た め に 選ば れ た ( ブ ハ ー リ ー) "と 語っ た と 伝え 
られ て いる 。 聖 ク ルアー ン は アラ ブ 民 族 が 最初 の 受け 取り 手 で あっ た た め に アラ ビア 
語 で 啓示 され (そし て 又 、 ア ラビ ア 語 が 、 最 も 明快 で 雄弁 且つ 意味 の 広い 言語 で ある 
た め 、 聖 クル アー ン の 御 告げ を 伝達 する の に は 最も 卓越 し て 適切 な 手段 で ある た め )、 
アラ ビア 語 を 通し て 、 全 世界 へ 説 か れる こと に な っ て いた の で あり 、 神 よ り の 御 告 び 
が アラ ブ 民 族 の ひみ に あて られ て いた と いう 訳 で は な い 。 

4 アッ ヤー ムッ ラー と いう 語句 は 、 ア ッ ラ ー の 因 鐘 と 久 を 意味 する (Ta より )。 そ 
れ は 、 ア ラブ の 戦闘 や 闘争 を 意味 する アラ ビア 語 の 慣用 語 と し て 良く 知ら れ て いる 表 
現 ア ッ ヤ ー ム ル ・ ア ラブ と 同様 で ある 。 
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十 四 章 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 三 八 


二 項 
a に に ぅ っ ブラ ゥ ンタ っ て ゴン る イン 2 ン 
8. また 、 お 前 達 の 主 が 宮 言 せ し 時 (を ふう 3 しり っ 5 う < つ うじ 3 


想 え )、 「? お 前 達 も し 恩 に 感ずる な ば 上 と 
ss われ は 必ず お 前 達 (へ の 和 恵 み ) り を つっ パー いつ りう SA つう 


し か 
i タタ た 3 前 系 固 こ 民 っ ーー て う 4 で @ 
増 さん 。 然 れ ど も 、 お 前 達 も し 因 t 感 の 3。9 き は そ ol 


ぜ ず ば 、 わ が 懲罰 は 実に 激しい 」。 2 な 

9. また モー ゼ は 云え り 、「2 た と え お 前 EA Ege 225 
達 並び に 地上 に 在 る 人 々 が 凡 て 恩 に 2 
感 ず と も 、 げ に アッ ラー は 自足 者 に OCS Eco みう! 
し て 、 讃 美 に 値 し 給 う 」。 

10. “ね 前 達 以前 の 人 々 、 ノ ア や アー ド 。 5、 り cs る 5: 有 55 
や サム ー ド の 民 、 並 びに 彼 等 以後 の 
人 々 の 消息 が お 前 達 に 届か ざり し 


SL 


か ? ア ッ ラ ー 以 外 は 何人 も 彼 等 を 知 。 。 ュ マン ルル と Ss イル ィ 1 。 
ら ず ““。 役 等 に その 使徒 た ち が 明 証 EE ERY つっ 所 
を 携え て 来 た れ ども 、 彼 等 は ( 仔 慢 で ) 382 5 1 し 1 
その 手 を 己 が 口 に 当て “"W"、 云 えり 、 ^ i 


93:116: 4:148. P31:13, C9:70; 40:32: 50:13-15. 


298 シュ クル (感謝 ) と いう の は 、 三種 類 あ り 、 そ れ ら は 、(①⑪) 心 或いは 精神 に よ 
A PR 
恩人 を 賞賛 、 推 奨 する 「 感 謝 」 そ し て ③⑬) 手足 を 使い 、 そ の 功績 ・ 価 値 に 従い 、 受 け 
た 恩恵 に 報い る 「 感 謝 」 で ある 。 ま た 感謝 に は 五 つの 基本 が ある 。 即ち 、 ⑭) 自分 に 
何 か を し て くれ た 恩人 に 対し て する 返礼 を 望む 気持 ち 、 尊敬 の 念 、(b) 思 人 へ の 愛 (c) 
受け た 因 患 へ の 認識 、(q) 受け た 恩恵 に 対し 恩人 を 賞賛 する こと 、 及 び 、 (6) 彼 ( 恩 を 
与え て くれ た 人 ) の 望ま ぬ 方 法 で その 恩恵 を 使わ な いこ と 、 と いう 五 つの 基本 で ある 。 
これ が 人 間 の 側 か ら の シュ クル (感謝) で ある 。 神 の 側 か ら 捉え られ た シュ クル と は 、 
人 を 許し 、 受け 入れ 、 或いは 安らぎ を 与え 善意 と 恩恵 を も っ て 人 を 尊ぶ と 、 そ し て 和 然 
る 後 、 当 然 彼 に 、 応 じ る 或いは 報い る と いう こと で ある (Lane より )。 人 は 、 人 が 神 
より 賜 わ っ た 物 を 正しく 使う 時 の み 、 神 に 感謝 する こと が で きる の で ある 。 
8 これ 等 の 言葉 は 、 ア ブラ ハム の 子孫 以外 の 中 に も 使徒 た ち が 立 て られ た と いう こ 
と を 指摘 し て いる 。 つま り 、 アー ド や サム ー ド 族 は 、 神 以外 誰 も 知ら な い 他 の 人 々 に 
NIS WW 
務 悪 ク ルアー ン に も 聖書 に も 記載 され て いる 。 
"m 「 を の を か HIc 当 て 」 と いう の は 信仰 な き 者 達 は 、 預 言 者 達 の 高らか な 主 
張 に 、 驚き の あま り 自 分 達 の 手 で 口 を ふさ ぐ 、 或 い は 、 強 いい 怒り の た め 預 言 者 の 言っ 
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十 三 伏 イブ ラー ヒー ム rbrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 四 章 
「 我 等 は 確か に お 前 達 が 遣わ され た に ,b 3 生生 = 
る も の を 拒み た り 。 また 、 液 我 等 に 攻 し 。 eS 
め る も の に つい て 、 我 等 は 確か に 不安 に 3 と は て る 55 も 


動揺 の 疑念 を 持 F つ な り 」 と 。 記 の 1 2 


11. 彼 等 の 使徒 た ち は 云 えり 、「? 諸 天 eG Eh 3 に を ご うつ 

と 大 地 の 創造 者 な る アッ ラー に 疑念 「"。 ,」  。。 

を 抱く か ?『% 役 が お 前 達 を 放し 給 う = つや ふっ こつ ろう YU ラ の 

は 、 お 前 達 の 罪 を 落し 、 定め られ た 期 っ と 9 セッ ン っ を イイ ェ ョ ッ ラ イン と 
て A 2 9 た 

限 ま で お 前 達 に 猫 予 与え ん が た め 203 っ 


な り 」 と 。 彼 等 は 寺 え り 、D2 お 前 達 は 55236 る る に 3 
等 同様 た だ の 人 間 に すぎ ず 。 お 前 達し 
は 我 等 の 父祖 が 崇 振 し た る も の か ら 、 O5 EEb3 人 る 019 お つら いじ 
我 等 を 妨げ ん と する な り 。 され ば 、 明 る 1 イ コー レッ タイ 2 セブ イン コメ ラン 

CAS て CGS 
能 な る 証拠 を 我 等 に 示せ 」。 oe つう" 


12. その 使徒 た ち は 彼 等 に 云え り 、「“ 我 5 る すら NN 2 いさ ト 3 
等 は 確か に お 前 達 同様 た だ の 人 間 な 5 
り 1459、 火 れ ど も 、 4 アッラー は その 包ま ああ る 人 hs 

し も べら めぐ みみ 

火 等 の 中 か ら 己 が 1 に 恩恵 を a 2 イマ イン イン ルン ン ン 

僕 等 の 中 か ら 己 が 欲す る 者 ET セト 


Col ; 
施し 給 う 。 され ぼ 、 アッ ラー の お 許し ーー OO CO ne この 


6:15; 12:102; 35:2; 39:47. P11:28; 23:25. "18:HHH: 41:7. 13:165; 6:125. 


た こと に 対し 、 自分 達 の 手 を か むと の 意味 を 表わし て いる 。 或いは も う … つ の 解釈 と 
し て は 、 不 信者 達 は 、 預 言 者 達 を だ ま ら せ 、 そ の 主張 を 話す こと を 止め よせ る た め 、 
預言 者 達 の 口 に 手 を 置く と の 意味 に も と れる 。 
で 預言 者 に 与え られ た 御 教 え は 神 を 源泉 と し て いる こと を 証明 する た め に 天 と 地 
の 創造 が 引用 され て いる 。 神 は 、 天 地 の 創 造 主 で 、 人 を 造り 賜 う た の で ある か ら 、 神 
が その 被 造物 で ある 人 間 に 何 の 導き も 与え られ な いと 考え る の は 、 理 に か な っ て いな 
い の で ある 。 それ と 同等 に 、 神 は 天地 を 創造 する こと に よっ て 、 人 間 の 進歩 と 物質 的 
繁栄 の た め に 豊富 な 準備 を な さっ た の で ある か ら 、 人 の 精神 的 繁栄 へ の 準備 を 怠 た ら 
れる 訳 が な い の で ある 。 

1499 人 を 導く た め に 叉 、 人 の 模範 と な る た め 、 つ か わ さ れ る 神 よ り の 使者 は 、 人 間 達 
自身 に 似 た 人 で な く て は な ら な い 。 何故 な ら 、 彼 等 自身 に 似 た 人 間 で な くし て は 模範 
と は な りえ な いか ら で あ る 。 
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十 四 章 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 三 伏 
に 非 さ れ ば 、 我 等 は お 前 達 に 証拠 を 示 0 し 1 と 5 0 あつ 
す 能 わ ず 。 i BC 信者 た ち は た だ ア 

ッ ラ ー に の みそ の 信頼 を 託す べし 。 I 
13. され ば 、? 何 故に 我 等 は アッ ラー hE 時 

に 信頼 を 託さ ざる か ? 彼 我 等 に 我 が 
道 を 導き 給 い し に も か か わら ず 。 さ れ LS 0 Cs 


ば 、 我 等 は 必ず お 前 達 が 我 等 に 加え る 
人 迫 書 を 耐え 忍 ば ん 。 され ば 、 頼る 者 を 
し て 、 アッ ラー に と そ 頼 る べし 」。 
三 項 
14. 面 し て 、 ら 不信 せ し 者 ども は その 
使徒 た ち に 向っ て 云え り 、「 我 等 は 必 
ず お 前 達 を 我が国 土 か ら 追 放せ ん 。 そ 
れ と も お 前 達 が 我 等 の 宗教 に 戻る な 
り 」。 さ れ ば 、 そ の 主 は 彼 等 に 啓示 し 
給え り 。「 わ れ ら は 必ず 不義 者 ども を 
絶滅 せん 。 
15. 面 し て 、“ 彼 等 の 後 、 我 等 は 必ず お 
前 達 を この 国 に 住ま わし めん 。 こ は わ 
が 威厳 を 乱 れ 、 わが "9 右 告 を 興 れる 
者 の た め な り 」。 
16. 面 し て 役 等 が (アッ ラー に ) 勝 利 
を 祈る な り 。 され ば 、 すべ て の 頑固 な 
る 敵 は 絶滅 され た り 


SS = JUS3 


S033 LS 5 っ っ ーー 導 8 ン こう 
よさ ! の 2 ? a) GEL 
dB 


5 ITS 
ORs I SG ES 


1t:57、89: 12:68. 77:89. 21:106. 


で 聖 ク ルアー ン で は 、 最高 の 存在 に 対し て 代名詞 を 使う 場合 、 単 数 形 と 複数 形 の 
方 を 用 いて いる 。 神 の 力 と 尊厳 を 表わす 場合 に は 複数 形 が 、 


表わす 場合 
天使 を 通し て 、 


に は 単数 形 が 用 いら れる 。 又 、 


て いる 。 


結果 を も た ら す 場合 に は 複数 が 、 
で 事 を な す 場 合 に は 単数 形 が あて られ る と の こと で ある 。 現行 の 節 で は 両方 使 ) 


両 
そし て 自足 性 と 独立 性 を 
一 部 の イス ラム 教徒 の 神学 者 の 説 に 0 と 
そし て ある 特別 な 神 の 律令 


( 命 : 令 ) 


| され 
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十 三 参 イブ ラー ヒー ム lbrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 四 章 
M うー ン 8 ン ン 人 る 
う 


17. その 後ろ に は 地域 あり 、 面 し て < 彼 CS I て っ 
は 腺 混 じ り の 水 を 飲ま され る な り 。 


す 3 。 レン ヤ g 

18. 彼 、 そ れ を ひと くち ひと くち 飲め 4 うし 2 し うこ 2 る 5< の 5 
あ た 

ども 、 5 飲み 下す 能 わ ず 。 面 し て 、 死 上 7 ン ャ の BF ) る 

' ンー ダレ 59 

彼 に 四方 より 迫る も “@、 死 する 能 わ デジ ッ ク ピ う の 52 つつ の 

ず 。 面 し て その 他 に も 激しい 貴 苦 あ り 。 SEAE TE AD EAS 


19.* 己 が 主 を 不信 せ し 者 ども を 喰う = ス で 6 ぼ は 8 っ 13 う 4 っ て 
れ ば 、 彼 等 の 所 業 “"② は 風吹 きす さぶ Lo, まろ 
ば じん ES OC a A i ビジ > 

販 の 日 の 応 織 に 似 た り 。 < 彼 等 G ロ が の 29G ア いつ の ウッ 
稼ぎ し も の を いさ さか も 支配 し 得 ず 。 1X ぐ E。 つつ わこ 4 っ に 


これ こそ 深刻 な 迷 誤 な り 。 ーッ ニー 4 る ンー る 2 

6 Go し | RE 
20. 欧 は 、“ ア ッ ラ ー か 真理 に 基づい 23YB の 3 は 人 0 る 2 
て 、 諸 天 と 大 地 を 創造 せ し こ と を 知ら . ァ 


ざる か ?7 彼 も し 欲し な ば 、 お 前 達 を “マン 


去ら し め 、 新 た な 創造 を 出現 させ ん 。 お な づら っ 
21. され ば 、* そ は アッ ラー に と り て 、 © a dh ECS 


少し も 難し く 非 ず 。 

22. 耐 し て 、 役 等 た と ぞ っ て アッ ラー の 18 | US Es 46183223 
れい re A 19 う うう 

件 許 に まかり 出 で る な り "9。 さ れ ば ぼ ば 、 - 

4 弱者 た ち は 僚 慢 な り し 人 々 に 向っ て BA っ JCS GDA で 83 


de9:37: 78:25, 26. 220:75: 87:14. "24:40. の :263. 76:74: 16:4; 29:45; 39:6.74:134: 6:134; 35:17. 835:18, 
6:129: 7:39.40: 28:64; 33:68.69: 34:32.33: 40:48.49. 


9 「 死 彼 に 四方 より 迫る も 」 と は 、 信 仰 を 持た ぬ 者 達 の 多く の 罪 や 諸 題 に は 、 色 々 
な 形態 で の 死 が 待ち うけ て いる 、 と いう 意味 で ある 。 

2 村 彼 等 の 所 業 」 と は 、 神 の 預言 者 に 背 い て な し た 行為 を 指す 。 

93 議 さ の 表 わ れ と し て の 堕落 を も た ら す の は 、 人 々 が 実際 に と っ た 間違っ た 行動 ば 
か り が 原因 と は いえ な い 。 自分 達 の 弱 さ が 人 目 に さら され る と 、 業績 以上 に 成功 の 頼 
み の 綱 で ある 評判 と 威信 が 致命 的 な 打撃 を うけ 、 敵対 する 社会 で の 自分 達 の 評価 が 下 
が り 、 は っ きり と 衰退 と 退廃 を 感じ ざさ せ られ る の で ある 。 こ れ が 「 彼 等 こぞって アッ 
ラー の 御前 に まかり 出る 時 」 と いう 節 の 意味 する と ころ で ある 。 
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云わ ん 、「 げ に 我 等 は お 前 達 の 追随 者 な 
り 。 さ れ ば 、 お 前 達 は アッ ラー の 懲 抽 
を 我 等 か らい ささ か も 遠ざけ し 得る 
か ?」。 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー も し 
我 等 を 導き た り せ ば 、 我 等 必ず お 前 較 
を 導き し な り 。( 今 ) 我 等 、 忍耐 する も 
せ ざ る も 、 我 等 が た め に は 同じ こと な 
れ ど 、 我 等 に は 逃れ る 術 は な し 」*“%。 
四 項 

23. 面 し て 、 裁 決 せ られ る や 、 慢 魔 は 
云わ ん 、「 げ に アッ ラー は 真実 の 約束 
を お ね 前 達 と 結び た れ ど 、 わ し も お 前 達 
と 約束 を せ し が 、 お 前 達 を 欺 きた り 。 
され ど 、< わ し は お 前 達 の 上 に 如何 な 
る 権能 も 有 せ ず 、 た だ わし は お 前 達 を 
誘惑 し 、 お 前 達 が わし に 従い た る な 
り 。 され ば 、 わし を 責め る な か れ 、 然 
れ ど も 己 自身 を 貢 め 給 え 。 わし は お 前 
達 を 助 くる 能 わ ず 。 お 前 達 も また わし 
を 助 くる 能 わ ず 。 お 前 達 は わし を 神 と 
併せ 祀り た り し こと を わし は 確か に 
担 む な り 。 げに 不義 者 ども こそ 痛ま し 
い 責 苦 に 遭わ ん 」。 


24. 然 れ ども 、 2 信仰 に 入り 、 善行 に い 
そし む 者 は 、 河川 済 る る 楽園 に 入ら し 
むる な り 。 彼 等 その 主 の 命 に よっ て 、 


イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 


り Z っ イィ 2 プイ る + の 本 = 
0 を あら 2 
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ES CE っ 3 
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っ 3 る 39、 あ 1 ス も うえ 用 = っ うそ 5 
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EdOE CG 


EE ESOT BS 
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ET FGA tr i TE 
オタ イ プー 。 ンー 

| 9 ーー て や bj] は 
7 A っ タル レン 。 ラメ 
や っ こう ンー グン の や 
9 ちよ ニー イ 2 を > ラコ ゴル ン 8 イ て 
Ch OO に 5 Os O ぷ ざさ の) 
ITE 


! イ デン A ol a 人 ぅ ゴン 
CLA LE ka SS 
a っ 2 うる il 
ES 2 こる 5 と 


5:43; 16:100: 17:66. P10:10; 22:24、 


1494 減点 運命 に ある 者 達 は 、 絶 望 に うち ひし が れ 、 自 分 達 の お か れる 低い 状態 に 既に 


甘んじ て いる の で ある 。 
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上 三伏 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 四 章 


そこ に 末永く 住む べし 。 “そこ で 役 等 3 2 が 学 は 3503 し Sc っ 
の 挨拶 は 「 平 安 あ れ 」 な り 。 2 」 
OS 
25. 流 は 考え ら ざ り し か ? ア ッ ラ ー 3<ZE2 区 に つて る この 5 2 
が 向 何 に 善い 言葉 を 良樹 の 如く 只 え 。 。 。 。。 レレ レー 
あげ た る こと を 。 そ の 根 は し っ か り と ご つら っ | っ こそ っ 
し て 、 そ の 韓 は 天 に (伸び る ) "5。 oN da RE 


26. そ は その 主 の 命 に よっ て 内 て の 8303 し ee 5 うう 
季節 に その 実 を 結 赤 。 柄 し て アッ ラー 
ー は 人 々 の た め に 比較 を 用 うな り 、 彼 つみ AueEUUCsYI40 に つと る う 


等 が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 ィ っ シィ < ン 
20 M GT あざ 
し か 
な さ 重大 た 3 、 | 1466 I se コン アン ン 
27. 然 れ ど も 、 杜 負 EN 言葉 の 比 [4 oa 4 9 2 ぐ 2 2 3 に 


は 悪 樹 の 如く な り 。 そ は 大 地 か ら 根 
0 日: 15:47: 36:59: 50:35. P13:18; 29:44. 


1468 神 の 言葉 は 、 これら の 館 で は 以下 の 四 つ の 基本 的 性 質 を 有する 木 に な ぞ ら えら れ 
て いる 。 そ の 木 の 四 つ の 人 性質 と は (a) それ は 若 で ある 、 即 ち 、 絶 対 に 人 間 の 理性 や 良 
心 、 或いは 人 間 的 感情 や 感受 性 を 害する こと が な い 教 え で ある 、 と いう 意味 で あり 、(b) 
まる で 良好 な 根 の 深い 、 実 の た くさ ん な る 木 の よ うに 、 強 く 安定 し た 土台 を 持ち 、 そ 
の 源 か ら 新 鮮 な 生命 と 糧 を 受け 取り 、 強い 木 の 如く 、 反対 や それ を 認め な い 批 判 の 一 
撃 に あっ て も 折れ 曲がる こと な く 、 あ ら ゆ る 嵐 に 耐え て し っ か り と 立っ て いる 特質 で 
ある 。 そ の 木 は 、 唯 一 の 源 よ り 生命 と 粒 を 得 て い る た め 、 そ の 原則 と 教え に は 、 不調 
和 や 放 棄 が な い の で ある 。 (c) その 技 は 天 に も 届き 、 即ち 、 それ に 従っ て 行動 すれ ば 、 

人 は 精神 的 卓 絶 の 頂上 を も 極め られ る こと を 意味 し 、(d) それ が 生み だ す 事 実は 一 年 
を 通じ 豊富 で ある と いう 特質 で 、 こ れ は 、 そ の 思 恵 は いつ も み ら れ 、 い つの 時 も 生み 
だ され 続け 、 そ の 教え に 従っ て 行動 する 人 々 は 神 と 交わ る こと か 出来 、 高潔 さと 行動 
の 純粋 さ で 、 同時 代 の 人 々 の 上 に 高く そびえ る こと が 出来 る と の 意味 で ある 。 聖 ク ル 
アー ン は これ ら の 特質 を 隅 々 まで 有 し て いる の で ある 。 

1499 義 良 い 木 と は 違っ て 、 提 造 者 達 の 作り 出し た 本 は 、 悪 い 木 の り よ うな も の で ある 。 
その 教え は 、 理知 に も 自然 法 に も 支え られ て お ら ず 、 批 判 に 耐え る こと も 出来 ず 、 そ 
の 原則 と し て 理想 は 人 間 の 条件 や 環境 が 変わ る と 、 こ ろ こ ろ 変 わっ て し まう の で ある 。 
又 そ の 教え は 、 神 と 真実 の 関係 を 持ち えた と 主張 で きる 人 達 を 生み だ すこ と が で き な 
い 。 神 の 源泉 か ら 新鮮 な 生命 を 得る こと の 出来 な い 教 え は 、 衰退 と 退化 を 免れ る こと 
が で き な い の で ある 。 
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十 四 草 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 三伏 
こそ ぎ に さ れ 、 そ れ に 安定 さなか る EL TI CE 
べし 。 

OI 
28. アッ ラー は 堅固 な る 言葉 を 以 て 、 きら | の | ER 
信じ た る 人 々 を 、 現 世 の 生活 並び に 来 0 
世に お いて も 強固 な らし お 。 さ れ ど 、 0 は 333 as 


アッ ラー は 不義 者 ども に は 迷い を 判 s = 1 
1 名 A イイ マタ 9 
定 す る な り 。 面 し て アッ ラー は の 欲 を SS 向う ob 


する こと を な し 給 う 。 

五 項 
29. 汐 は 不信 を 以 て アッ ラー の 恩恵 2 計 40 る < る 35 る 3 中 人 る 
に 報い 、 そ の 民 を 破滅 の 住居 へ と 陥ら 50 aik 
し め た る 者 を 見 ざり し や ? 6 2 と る 志和 


30. (すなわち ) 地 款 に ? 彼 等 は ほ を の 3 し ば る と 
3 9 6 の or 
中 ic 入る べし 。 曽 し て 、 何と 悪し き な りう 


st また 9 第 等 は アッ ラー に 対す る A ati et 
同位 者 等 を 立て る な り 、 そ の 道 か ら a 1 の 
(人 々 を ) 迷 わせ ん が た め に 。 云 え 可 暫  ⑥JUIS ス っ AOIAESUS 
時 楽し め 、 ま こと に お 前 達 の 帰 所 は 

業火 な り 」。 _ 

32. 信じ た る わが 僕 等 に 告げ ょ 、 取 り 5 史 区 81 放 に 2 拓 の 8 
引き も 友情 も (役立た ) な い “ そ の 日 が 


到来 する 前 に 、 礼拝 を 遵守 し 、 われ ら oe ES 


デ 


が e 彼 等 に 賜 え し も の の 中 か ら 、 こっ os yz us る Fase dd) oe 
Ya%3 RL すき 

そり と 、 或 い は 公然 と 施し を 行え 。 ビン Ne 

33. アッ ラー こそ 諸 天 と 大 地 を 創造 P| 


i 0 
お 前 達 の 食物 た る 果実 を 実ら せ 給 う EES 


91212. 02:23, 13:34. (47:13: 77:47. 012:255; 43:68. 2:2275; 13:23: 16:76. 23: 20.54: 22:64: 35:28、 
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十 三伏 
た 御方 な り 。 ま た 、“ 彼 は お 前 達 の た 
め に 船舶 を 働か せしめ た り 、 そ は そ 
の 命令 に よっ て 海上 を 航行 する な 
り 。 ま た 河川 を も お 前 達 の た め に 服 
せしめ た り 。 
34. また 、? 彼 は 絶え ず 廻 る 太陽 と 月 
を お 前 達 の た め に 働か せしめ た り 。 市 
し て 彼 は 、 夜 も 昼 も お 前 達 の た め に 働 
か せしめ た り 。 - 
35. また 彼 は 、 お 前 達 が 彼 に 請 い 願う 
も の の うち “97、 す べ て を お 前 達 に 与 
え 給 えり 。 “た と え お 前 達 が アッ ラー 
OR 
ら を 数 うる 能 わ じ 。 げに 人 間 は 、 不義 
OC 

太 項 
36. 面 し て 9 アブ プラハ ム が 云え し 時 を っ 
(思い 起 せ ) 、「 我 が 主 よ 、 こ の 昌 を 安 
泰 な らし め 給 え 。 ま た 、“* 我 と 我 が 


子孫 等 を 偶像 岩 拝 か ら 遠 ざけ させ 給 
え pi 
37. 我 が 主 よ 、7 そ れ 等 は 人 々 の 多く を 


迷わ し め た り 。 され ば 、 我 に 従う 者 あ 
ら ば 、 彼 は 確か に 我が身 内 な り 。 され 


イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 


3 と る すら 
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222:66: 43:14: 45:13、 27:5S: 13:3: 16:13: 39:6. 16:19. 2:127. “2:129. 25、 


1467 下 お 前 達 が 彼 に 請 い 願 う も の 」 と いう の は 、 全 て か な えら れ て きた 人 間 の 本 質 的 
な 、 要求 の こと を さす 。 神 は 今 ま で 人 間 が 本 質 的 に 切望 し 要求 する 全て を 満足 させ る 


た め に 完全 な 準備 を し て 下 
1468 休 で の アブ ラ ハ ム の 祈り は 、 偶 像 崇 
広がり 
り が ささ げ ら れ た 時 の 、 


さっ た の で ある 。 


は 拝 が メッ カカ や その 周辺 の 国々 に 、 い つか 


、 当 透 し て いく で あろ うこ と を 知っ て いた こと を 示し て いる 。 何 年 も 前 に 祈 
子 係 達 を 偶像 崇拝 か ら 守 り 給え と いう 危 恨 が 示さ れ て いる 
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十 四 章 イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 三 八 


ど 我 に 背く 者 あら ば 、 液 は まこ と に 定 OL ERG 
大 に し て 、 慈悲 深く まし ます 。 

38. < 我 等 の 主 よ 、 我 は 、 我 が 子孫 等 の El 
一 部 を 汐 の 聖典 の 傍 、 不 毛 の 谷間 に 住 し 。 』。 。 。 。  . 
まわ し め た り “の 、 我 等 の 斑 よ 、 彼 等 っ つこ てらお て と と う か こう 
が 礼拝 を 遵守 せん が た め に "の 。 され し ョ ミス トン 1 4 人 コン 
ば 、 人 々 の 心 を 彼 等 に 引き つけ た らし i 
め 7?、 柄 し て 2 彼 等 に 果実 の 中 か ら 4813 8 6 | 
滋養 物 を 与え 給え 、 彼 等 が 感謝 せん が TO RD 
た め に 。 DOI I TINS 
39. 我 等 の 主 よ 、 げ に “ 汐 は 我 等 が 了 12343 じ 委 5 そ 委 菩 う 
すこ と も 、 我 等 が あら わ に する こと も EE 
知り 給 う 。 され ば 大 地 に お いて も 、 ま 。 O2YIG% CO2 和 よそ っ 全う 
た 天 に お いて も 、 如何 な る も の も アッ CI8Y。 
ラー より 隠れ た る は 無し 。 8 
40. 老 辿 に も か か わら ず 、 我 に イス マ Sd る lab 

Ne と 


yw 
ウォ 
を \ 


ee 


エル と イサ ク を 授け 給え し アッ ラー 6 
に すべ て の 讃 美 あれ 。 げ ば に 我 が 主 は こつ 
祈願 を よく お 聴き と どけ 下さ る 御方 と る 。 ン て 
に まし ます 。 OCN EN 


22:27. 22:127: 28:58. “2:78; 3:6: 27:66. 


09 ここ で 述べ られ て いる の は 、 ア ラビ ア の 荒野 で の 、 我 が 息子 イス マエ ル と 姦 ハ ガ 
ル に つい て の アブ ラ ハ ム の 決心 で や る 。 イス マエ ル が まだ た 幼い 小児 で あっ た 時 、 アブ 
ラ ハ ム は 、 神 の 命令 と 計画 に 従っ て 、 彼 と その 母 の ハ ガ ル を 、 荒 注 た る 不毛 の 地域 に 
つれ て 行っ た 。 現在 の メッ カ と な っ て いる その 場所 は 、 当 時 生命 の 形跡 も 、 生 活 手 段 
も な か っ た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 然 し 、 そ の 場所 が 人 類 へ の 神 の 最後 の 預言 者 の 活動 の 
場所 に な る よう に 、 神 は その よう な 計画 を し 、 イ スマ エル を その 計画 を 成就 する た め 
の 手段 と し て 選ん だ の で ある 。 

1479 こ の アブ ラ ハ ム の 祈り は 聖 預 斉 者 に 於 いて 完全 に 成就 され た 。 何故 な ら 聖 預言 者 
以前 は 、 そ の 供物 を 奉納 する た め メ ッ カ を 訪れ た の は アラ ブ 人 達 だ け で あっ た が 、 聖 
預言 者 の 出現 の 後 は 、 全 世界 か ら あ ら ゆ る 人 々 が 訪れ る こと と な っ た か ら で あ る 。 
4 この 祈り は 、 メ ッ カ の まわ り に 遠く まで 、 草 一 本 も 見 られ な か っ た 時 に 捧げ られ 
た も の で あっ た が 、 預 言 が 画 期 的 に 成就 し 、 メ ッ カ で は 最も 望ま し い 果 実 が 一 年 を 通 
じ 手 に 入る よう に な っ た の で ある 。 
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十 三伏 
41.? 我 が 主 よ 、 我 を し て 礼拝 を 遵守 
する 者 た らし め よ 、 我 が 子孫 等 に も ま 
た 燃 り 。 我 等 の 主 よ 、 » 我 が 祈り を 聞 
き 届 け 給 え 。 

42.“ 我 等 の 主 よ 、 清 算 を 受け る 日 、 我 
と 我 が 両親 並び に 信者 た ち を 赦し “2 
給え 」。 


上 項 
43. 面 し て 梁 は アッ ラー が 不義 者 ど 
も の 行為 を 見 過す と 思う な か れ 。 彼 は 
た だ 、 障 目 す べき その 日 まで 彼 等 に 猪 
予 を 与え て いる の み 。 


44. 彼 等 は 、 恐 怖 の 余り 頭 を 振り 立て 
な なこ くら 

て 走り 廻り 、 そ の 眼 は 転じ 骸 み 、 ま 

た 彼 等 の 心 は 空 ろ な り "79 


45. 耐 し て 汐 彼 等 に 懲 凡 が 降る その 
日 の こと を 人 々 に 警告 せよ 。 され ば 9? 不 
義 な し た る 者 ども は 云わ ん 、「 我 等 の 
主 よ 、 暫 し 我 等 に 猫 予 を 与え 給え 。 
我 等 は 必ず 流 の 呼び か け に 応え 、 使 
徒 に 従わ ん 」 と 。「 お 前 達 は 以前 、 絡 
わざ り し か 、 自 分 た ち に は 決し て 没 
落 な し と ? 


イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 


十 四 章 
タ プ } ) と だ Ww デ 
IS A SR see こう 


タラ 


OE EI SS 


A NL 。 グ 


Ge CSCO て に 


の :129. 22:128.771.29. 63:11 


1472 自分 達 が サタ ン か ら 守 られ て いる に も か か わら ず 、 神 の 預言 者 達 が 神 に 赦し を 名 
う 祈り を ささ げ る の は 、 預言 者 が 、 神 の 尊厳 と 神聖 さ を 、 そ し て 自分 達 の 弱 さ を 知っ 
て いる か ら で あ る 。 自分 達 の 自我 や 私 和 欲 が 、 ぬ ぐい さら れ 、 神 と 完全 に 併合 で きる こ 
と を 願い 神 が 彼 等 を 神 の 慈悲 と 慈愛 で 覆っ て 下さ る よう 神 に 謙虚 に 祈り を ささ げ さ 
せる の は 、 こ の 弱 さ の 認識 に 他 な ら な い の で ある 。 


1473 当 節 と 前 館 に は 、 予想 だ に し な か っ た 一 方 の 精鋭 


軍 を 連れ た 聖なる 預言 者 の メッ 


カ の 門 へ の 突然 の 出現 に 対す る 、 メ ッ カ の 人 々 の 当惑 と 驚 倒 が 、 ま ざま ざと 描写 され 


て いる 。 
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46. 面 し て お 前 達 は 、 己 自身 に 不義 を 
な し た る 者 ども の 住居 に 住み た れ ば 、 
われ ら が 如何 に 彼 等 を 処遇 し た る か 
が お 前 達 に 明らか に な れ り 。 また 我 等 
は お 前 達 の た め ( 幾 多 の ) 腎 え 話 を 述 
べた る な り 」。 

47. 耐 し て “ 彼 等 は (出来 る 限り ) 忌 が 
企み を 斉 り た り 。 な れ ど 、 その 企み は 
アッ ラー の 許 に あり "7%。 た と え 彼 等 
の 企み が それ に よっ て 山 を 動か す ほ 
どの も の で あろ うと も 。 

48. され ば 溢 、? ア ッ ラ ー が その 使徒 に 
な され た 約束 を 違え る も の と 思う な 
か れ 。 げに アッ ラー は 威力 に し て 、 応 
報 の 主 な り 。 

49. その 日 大 地変 じ て 異 常 の 地 に 変 
わる な り 、 面 し て 諸 天 も また 然 り 1475。 


50. され ば “ 液 は その 日 、 罪 人 ども が 
鎖 で 縛ら れ て いる の を 見 ん 。 


51. 彼 等 の 着物 は 、 澤 青 か ら (出来 
た も の ) で 、 % 炎 は 彼 等 の 顔面 を 包む 
な り 。 


イブ ラー ヒー ム Ibrahim (アブ ラ ハ ム ) 


十 三 人 
9 で 2 うき す ン 2 2 る? ン 全 
と > て | 

ルコ 


a ls くく が こう 5 ライ グ デ 
OIGILNT ES 


er 


っ タン クタ 2 フン の ンタ ンタ ン 


NS 9 2 る rE 5 うー て 5 
イッ イン 0 ラオ イシ ンー ルン ミン エキュ ティ シン 
りう 2 る うべ 4O5O1 5 ス る 

© IL 4 


bi 4 イタ ズブ ン あ シン る イイ 
4 に つう 6 とう こ 4U 且 2 りか こっ の う 人 3 


OR 


ゴン ン と 


aa 0 5353 


EE 

SH 
GEE ょ と ラ ュ ン と ッ > sr テン 
OIA MAR OM IA (つう 


SAY GS 
so 


tn の の 0 る 3 eg っ っ ググ 
LS OD 2 
3 ag ブーン ラー 


93:55: 8:3 に 13:43: 27:51. 23:195: 10:104: 8:22. 38:39. 710:28: 23:105: 54:49. 


の 。 神 は 彼 等 の 邪悪 な 計画 を 全て 御存知 で 、 彼 等 の 計画 を 徒労 に 終ら せら れる の 


で ある 。 


1478 メッ カ の 陥落 と アラ ビア に 於 いて の イス ラム の 樹立 は 、 調 わ ば 、 新しい 宇 宙 か 新 
天地 に 出現 し た よう な も の で あっ た 。 古い 秩序 は 一 掃 さ れ 、 全く 以前 と は 異な っ た 新 
し い 秩 序 が それ ら に 取っ て か わっ た の で ある 。 
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十 三 人参 イブ ラー ヒー ム lbrahim (アブ ラ ハ ム ) 十 四 章 


52. (これ) アッ ラー が 各 生 命 に その て ょ < こそ 5J 信和 
稼ぎ し こと に 応じ て 報い 給 う が た め 


な り 。 げに アッ ラー は 、 清算 する に 迅 OE 8 
速 な り 。 


s3. 2 こ は 世 入 へ の 伝言 な り 。 之 に よっ < MRN と し 
て 彼 等 が 向 告 され る べし 。 ま た 彼 等 MV 
が 、 彼 こそ 唯一 な る 神 た る こと を 悟ら ふ >13 340 2 ISU づ 5 


ん が た め な り 。 また 、 智恵 ある 人 々 が > RN 
1 
忠告 に 従わ ん が た め に 。 6 OY HI IS 


240:18: 45:23; 74:39, 25:68; 6:20. 
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二 五 間 
アル ・ ヒ ジュ ル Al-Hijr 
メ ッ カ 啓 導 示 


刻 示 の 日 と 背景 

神学 者 た ちの 合意 に よれ ば 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た 。 前 章 に 於 いて 、 
以前 の 預言 者 た ち は 上 具体 的 な 手段 を 持た な か っ た が 、 そ の 伝道 は 繁栄 し 、 発 
展 し た の で ある と 指摘 され た 。 な ぜ な ら ば 、 神 の 啓示 と 神 の 導き が 彼 等 を 助 
けた か ら で あ る 。 同じ よう に 、 聖 聞 言 者 も 自分 の 使命 を 成功 する で あろ う 。 
神 の 言葉 、 つ まり 当 章 に 於 いて 、 断 央 と し て 言明 され て いる こと は 、 如何なる 
世俗 的 な 力も 阻止 し 得 な い 偉 大 な る 力 で ある 。 神 に 対し て 虚偽 を 提 造 する こと 
は 軽率 に は 扱え な いし 、 神 に 対し て 詐欺 師 や 嘘 の 捉 造 者 は 受け る に た る 終局 に 
林 過 する 。 そ し て 、 聖 クル アー ン は 神 の 啓示 され た 言葉 で あり 、 そ の 神 の 起源 
を 立証 する た め に 、 反 没 で き な い 証拠 を 持っ て いる と 述べ られ て いる 。 
主題 

当 章 の 基本 的 論旨 は 、 如 何 な る 聖典 も その 言葉 づか い に お いて も 、 表 現 法 
に お いて も 、 そ し て 内 容 の 崇高 さ に お いて も 、 聖 クル アー ン に 近づく こと は 
出来 な いと いう こと で ある 。 そ れ は 、 最 高 の 啓典 で ある 。 あ ら ゆ る こと を 顧 
慮 し て も 、 同 等 は 無く 、 競 争 者 の な い 無 比 な る 位置 に 存 す 。 そ の さま ざま な 
美徳 と 多様 な 高貴 の 資質 の あま り 、 不 信者 達 で さえ し ば し ば 自分 た ち は そ の 
よう な も の を 持っ て いな いこ と を 告白 し 、 そ の よう な 聖典 を 欲す る こと が あ 
る 。 役 等 の この 告白 に も か か わら ず 、 彼 等 は 時 ク ルアー ン を 容認 せ ず 、 聖 ク 
ルアー ン の 受諾 を 拒否 し て 真理 を 拒み 、 神 の ご 立腹 を か い 、 天 六 を 招く で あ 
ろう 。 聖 クル アー ン の 神託 は 必ず 成功 する は ず で 、 そ の 人 道 を 妨害 出来 る も の 
は 何 も な い 。 聖 クル アー ン を 受諾 する こと を 拒み 路 踏 う 者 は 、 受 難 者 に な る 
だ ろう 。 当 童 は 、 も し 聖 ク ルアー ン の 啓示 が 笑い も の に され 、 人 刊 大 さ れ た と 
し て も 、 驚 き に は 価 し な い 。 何故 な ら ば 、 以 前 の 預言 者 た ちの 経典 も 喘 笑 さ 
れ た も の で ある か ら 、 と 述べ て いる 。 然 し 、 喘 笑 す る 人 々 は 、 神 に 対し て 嘘 
を 提 造 する こと は 減 亡 を 招い て し まう か ら 距 を 提 造 する こと は 容易 で は な い 
と いう 明白 な 事実 を 認め な い 。 全能 な る 神 は 、 神 に 対し て 提 造 され た 虚偽 は 
成功 せ ず 、 神 が 啓示 し た 音 葉 か ら 偽 造 を 容易 に 区 別 さ れ て し まう と いう こと 
を ご 存 知 で ある 。 神 は その 啓示 の 言葉 に 特別 な 栄 准 と 区 別 立 て を 付け 、 正 し 
い 考 え を 持つ 人 々 に よっ て 受 庄 さ れる よう に 助け に な る 状況 を つく り 、 そ れ 
ら の 者 た ち を 、 道 徳 上 の 美 点 を 低 置 か ら 高い 水準 へ と 引き あげ る の で ある 。 
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アル ・ ヒ ジュ ル Al-Hijr 
節 数 100、 メ ッ カ 啓示 


1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の の 25 この 

御名 に お いて 。 M 

2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 “これ 等 は BS El 

聖典 旦 つ 解明 する クル アー ン の 諸 節 デア 4 

な り Ae Oe 
十 四 参 

3 拒 耕 せ し 者 ども は 擬 度 も 所 まん 、 避 82J12 の 5 て 3 的 3 る に つう 


彼 等 も し ムスリム で あり た れ ば な ! 

と 66 OS 
4 " 役 等 を し て 、 食べ 日 つ 楽 し む ま ま 。 =。 3223 名 24 

に 放任 し て 置け 。 ま た 溢 し い 希 望 #7 

が 彼 等 を 惑わ し むる 。 され ば や が て 彼 OR I oY 

等 は 知ら ん 。 


1 10:2: 2 12:2: 13:2 14:2. 727:2: 31:3.947:13. 


0 その 上 、 と ころ が 、 - 解 明 す る クル ア ー ジ と いう PP ー ン で 二 昌 
し か 使わ れ て いな く 、" 解 明 す る 聖典 "と いう 詩 葉 が 、 十 回 ぐら いも 使わ れ て いる 。 こ 
れ が 、 単なる 口述 の 伝承 より 、 a まう が より 効果 が ある こと を 暗示 し て いる 。 従っ 
て ムスリム 人 達 は 、 よ り 一 層 教 育 に 目 を 向け 、 叙 述 さ れ た も の に 留意 すべ き で ある 。 


この よう な 望み は 、 A 記録 に 
ある 。 
7 当館 の 意味 は 、 前 節 で 述べ られ て いる 不信 の 徒 の 望み 即ち 、「 彼 等 も し ムスリム 
で あり た れ ば な ! 」 と いう 望み は か な えら れ な い 望 み で ある と いう こと で ある 。 即 ち 、 
それ は 単なる 一 時 的 な 望み で あっ て 彼 等 の 真 の 欲望 は 世間 的 な 楽し み と 物 質 の 獲得 
で ある 。 
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十 五 章 アル ・ ヒ ジュ ル ALHijr 十 四 巻 
5. 面 し て われ ら は 決し て 、 如 何 な る し 93 ツ 1 3S 25 、 つ atSAAT Es 

紀 " の を も その た め 一 定 の 探 を な し に 2 

し て 、 滅亡 せしめ た る と と な し 94 OF EE 

6.“ 如何 な る 共同 体 も 己 の 定め られ 5 LAsf 31、 り 2 っ 、 みう ビ 

た る 期限 を 過ぎ る i B わ ず 、 ま た ( 之 を ) PR 

遅れ る 能 わ ず 。 OI > 

7. 面 し て 彼 等 は 云え り 、 6「 汐 、 訓 戒 3 お 、s3U6UILS 

を # 導 示 され た る 着 よ 、 げに 液 は 外 : 人 な + ws2。 アト 0 

り AO old 9 wad こ 3) 

8. も し 次 正直 な る 者 な ら ば 、* 何 政 流 、 と 2 どら | 久生 UCS ヒビ 5 

グ の と を アウ 

我 等 に 諸 天 使 を 連れ 来 た ら ざる 0 

か ?」。 REA 
nd に いて 1 本 0 放 本 を て 2 
NT こめ 9 | A | りや ビ 

Ne され ど そ の 時 は 、 彼 等 0 2 

猫 予 せら れ ざ る な り "9 し oc) 86 ビ 3 


10. げに こ の 訓 戒 を 塵 示せ し は “われ 
ら 自 ら な り 、 曽 し て われ ら こ そそ の 守 
護 者 と な らん "2。 


7:35: 10:50: 16:62. 737:37: 44:15; 68:52. “6:9; 11:13; 25:8. 6:9. “36:70; 65:1L. 


1479「 色 」 と は 預言 者 


ルアー ン で 「 母 な る 品 」 ど ! と 呼ば れ て きた 6 0 
4724 ここ で 言わ も れ て いる 「 一 定 の 控 」 と は 、 預 言 者 が 預言 し た よう に 敵 が 破滅 すべ 


く 定 め ら れ た 


1480 


き 機 の こと で ある 。 


を 意味 し て いな い 。 
人 を 意味 する (Lane より )。 


ここ で 不信 者 は 、 次 の よう に 告 


呈 げ られ る 。 真理 、 


マジ ュ ヌ ー ン と いう 語 は 、 悪 魔 や ジン に 取り つか れ た 者 、 又 は 、 単 純 な 狂気 の 者 
し か し 、 狂 人 又は 非常 識 な 人 、 又 は 知識 の 機能 が 著しく 傷つい た 


正義 、 知 恵 の 必要 に 従っ て 、 彼 


等 は 神 の 軸 を 受け る こと に な る だ ろう 。 天使 が 彼 等 の 上 に 降り て き て 一 刻 の 猫 予 も く 
れ な い だ ろ う 。 

2 当 節 で な され た 聖 ク ルアー ン の 保護 と 保存 に 関す る 約束 が 見 事 に 達成 され た の 
で 、 他 に 証拠 が な か っ た と し て も 、 こ の 事実 だ け で これ が 神 か ら の も の で ある と 証明 
する に 充分 で ある 。 当 章 は メッ カ で 啓示 され た (ノル デ ケ )。 そ の 時 、 聖 預 斉 者 と そ 
の 信奉 者 の 命 は 深刻 な 危険 に さら され て いて 、 敵 は 簡単 に 新しい 信仰 を つぶ すこ と が 


679 


十 四 傘 アル ・ ヒ ジュ ル Al-Hijr 十 五 章 
11. また 、 わ れ ら は 溢 以 前 に も 、 昔 の と 2 あこ うす つう 81 は 5 
諸 集団 に (使徒 を ) 遺 わせ りき 。 5 

On NY 
12. され ば 、“ 如何 な る 便 徒 も 彼 等 に aul3PYIJ 0 と の じじ 5 
至る や 、 彼 等 が 彼 (使徒 ) を 只 す る に 6 Ws 
外 な ら ざ りき 。 5 お 4 ご 
13. か く の 如く われ ら は 、 罪 人 た ちっ 2 で 3 413 EN 
の 心中 に 、 こ れ "83( 画 り の 習 北 ) を 忍 。 て a 
び 込 ませ る な り 。 (の の の 


14. 彼 等 は 彼 ( 使 徒 ) を 信 ぜ ざる な り 、 私 つこ は 193 も < つめ お Y 
昔 の 人 々 の 先例 が 去り た る に も か か en 
わら ず 。 OY 
15. また 、 た と え わ れ ら が 彼 等 の た め エン 3 ビビ G3 

に 天門 を 開き 、 彼 等 自由 に それ を 登り ES 5 


936:31: 43:8. P26:201. 26:202. 


NN 0 i Rk bt oo 


な い 旨 、 埋 生 され た 。 神 か ら の 挑戦 は 明 百 で 絶対 的 な も の で あっ て 、 麗 が 強く 、 無茶 
NO さだ DA が の G 寺 5SD の わら 9* 聖 ク ルアー ン は 改悪 され ず 、 改ざん され 
ず に 残っ た 。 そ し て それ 以来 いつ も 完全 に 安全 に 守ら れ て きた 。 聖 クル アー ン の この 
特質 は 、 どの よう な 聖なる 書 と も 共有 され る も の で は な い 。 イス ラム に 対し て 敵意 
持つ こと で 名 高い 批評 家 ウ ィ リ アム ・ ミ ュー ア 卿 は 次 の よう に 述べ て いる 。「 聖 クル 
アー ン の すべ て の 節 が ムハンマド 自身 の 手 に よる も の で 、 全く 変え られ て いな いと ほぼ 
と ん ど 確 信 し て も よい 。…… 我々 が 、 今 、 手 に し て いる 聖 ク ルアー ン は 、 完 全 に ム ハ 
ンマ ド 自 身 が 使っ た 成文 と 同じ も の で ある と 保証 で きる 。 …… この 純粋 な 聖 ク ルアー 
ン と 、 他 の 経典 を 比較 する こと は 、 共通 点 を 持た な い 者 を 比較 する こと で ある 」 ( ム 
ハン マ ド の 生涯 」 の 序論 より )。 ド イツ の 偉大 な 東洋 学者 で ある ノル デ ケ 教授 は 次 の 
よう に 書い て いる 。「 ク ルアー ン に 後世 の 書き 込み が ある と 誕 明 し よう と し た ヨー ロ 
ッ パ の 学者 の 試み は 失敗 し た (ブリ タニ カ 百 科 事 典 よ り )。 数 年 前 、 聖 クル アー ン の 
純粋 性 に 誤り を 見 出す こと に 完全 に 失敗 し た ミン ガ ナ 博 士 は 、 反対 に 、 すべ て の 経典 
の 中 で 聖 ク ルアー ン だ けが 、 全く 書き 込み も 改変 も され て いな いと いう 主張 を 容認 し 
た 。" 解 説 の 特大 版 "1263-1266 頁 を 参照 。 

TS [これ 」 と いう 代名詞 は 、 前 節 で 言及 され た 不信 者 た ちの 使徒 達 へ の あざ けり の 
習慣 で ある 。 
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た れ ど も 84 a 7 DS 312 1 


っ A 


16. 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 Me | RT 

目 が 野 惑 され た る な り 。 否 な 、 我 等 は 、 

i & O03 
ご 項 

17. 耐 し て 、 わ れ ら は 確か に 天上 に 星 し 5233 3 

座 を 設け 、 仰 ぎ 見 る 者 の た め に 之 を 飯 


0 
り 半 えり 16 © Gro 


18. また ? わ れ ら は 逐 を 、 す べ て の 追 sz る 稼 。 ロン セン ン 
DP) Oa Sa bkkss 5 

い 払 われ た る 悪魔 か ら 識 り た り 7 0 2 

19. 但し 、 < 盗み 聞き し た る 者 あら IAB RY 

ば 8 明白 な る 流星 は その 者 を 


2377: 41:13: 67:6. 737:8: 41:13. 37:11; 67:6、 


494 当 節 は 、 も し 神 が 神 の 慈 門 の 門 を 開け て 凡 を 与え な いと し た ら 、 不信 者 は 、 神 の 方 
に 向 か な いで 、 物 質 的 繁栄 や 楽し み を 得る の に 一 生 懸 命 に な る で あろ うと の 意味 で ある 。 
1488 不信 者 達 は 、 精神 的 な 事柄 か ら あ まり に も か け 離 れ て し まっ て いる の で 、 た と え 

計 省 が 経験 し た 守 的 体験 や 、 A i 


OO の の 美しき だ け で は な い 。 それ ら が 
創造 され た 偉大 な る 日 的 が 16:17 飾 や 67:6 節 と 同じ よう に 以下 の 館 で も 述べ られ て お 
り 、 星 の 美 し さ は その 偉大 な 目的 の 成就 に ある の で ある 。 

で 当 節 で は 、 物 理 的 世界 で は 、 悪意 を 持ち が ちな 人 が ある 種 の 影響 力 や 力 を 行使 し 
て 他人 を ある 程度 傷つけ る こと は で き て も 、 天 の 祝 福 、 即 ち 、 星 の 健全 な 影響 を 完全 
に 奪う こと は で き な い と 述べ て いる 。 同様 に 、 霊 的 世界 に お いて 「 サ タン 」 は 預言 者 
や 他 の 信奉 者 を 支配 する こと が で き な い の で ある ( 当 章 43 節 )。 当 節 で 述べ られ る 「 サ 
NN 0 0 
(14-16 館 )。 こ の よう な 人 に 対し て 、 霊 的 天界 は 真 に 守ら れ て いて 、 天国 の 門 は 閉じ 
られ て いる 。 

で 「 盗 み 聞 き 」 と は 、 預 言 者 の 教え を 自分 の 教え の ふり を し て 提言 する よう な 詐欺 
行為 の こと で ある 。 彼 等 は 、 預言 者 の 教え に 何ら 新しい も の は な く 、 彼 等 自身 が 預言 

者 の 持っ て いる 知識 へ の 入口 を 知っ て いる と 人 々 を 信じ させ る よう に する こと で 人 
を 欺く の で ある 。 又 、 当 節 で は 、 彼 等 が 文脈 か ら 一 節 を むし り 取 っ て 、 間 違っ た 解 
説 を つけ て 、 そ の 意味 を 曲解 する こと で 素朴 な 民衆 を 欺 こ うと し て いる と いう 意味 で も 
ある 。 ま た 「 之 を 歪曲 する 者 」 と いう 言葉 か ら 、17 節 の 「 天 上 」 と は 霊 的 秩序 を 代表 
し て いる の で あっ て 物理 的 な 天上 を 指し て いる 訳 で は な いこ と が は っ きり わか る 。 
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。 
追い か けた り 884. OO 


20. また 大 地 に つい て は 、 わ れ ら は そ la GS CS, 2 Yls 
れ を うち 広げ "9?、 曽 し て 2 そこ に 堅 る 入る シン 
固 な る 山々 を 据え 994、 を そこ で すべ OCR 
て の 妥当 な も の を 生 ぜ し め た り 。 


913:4. P16:16; 21:32. 


14884 17 節 に お ける “星座 "と いう 言葉 は 、 一 般 に 神 の 使者 を 意味 する 。 一 方 、 当 節 に 
於 いて は 、* 流 星 * 又は 37:11 節 に 於 ける “突き 刺す 淡 婚 "と いう 言葉 は 、 当時 の 預言 者 、 
又は 、 マ スタ ー 預 言 者 ( 聖 預 言 者 ) を 表わす 。 シ ハー ブ に よる サタ ン 達 を 追跡 する と 
いう こと は 、 宗 教 の 教え が 神託 に 基礎 を 置く 限り (10 節 に お ける アッ ズ ィ ク ル )、 そ 
し て 光明 と 鶴 導 を 与え る 限り の 間 、 宗教 改革 者 も それ を 守る た め に 出現 する 。 宗教 改 
革 者 の この 世に 出現 する し る し の 一 つ は 、 流星 の 現象 の 発生 が た び た び 起こ る こと で 
ある 。 そ れ は 、 所 則 の 生 史 計 D ま は 0NSa 畔 本 四 の ANIES 信吉 
ち は 、 天 と 地 の 両 方 が ば ら ば ら に な っ て 落ち て 来る か と 思っ た 程 、 沢山 の 限 石 が 落下 
し た (Kathir より )。 ヘ へ ヘラ タレ ス が 天文 学 の 知識 を 持っ て いた らし く 、 これ 等 の 異常 
な 出来 事 に よっ て 、 ア ラブ に 王 な る 預言 者 が 出現 する に 違い な いと いう こと を 推論 し 
A rg Ci 
より )。 こ の 天体 の 現象 は 、 我 々 自身 の 時 代 、1885 年 に お いて も 立証 され て いる 。 従 
っ て 、 歴 史 と ハデ ィ ー ス の 両方 に よれ ば 、 一 風 変 わ っ て 沢山 の 限 石 の 落下 する こと は 、 
宗教 改革 者 の 出現 を 暗示 する 確実 な し る し で ある 。 解 説 の 特大 版 1272-1276 頁 も 参照 。 
18 節 に に お ける 悪魔 と は 、 占 い 師 や 予言 者 に 言及 する た め に 採用 し た の か も し れ な 
を 投げ つけ る こと は (67:6)、 こ の 世に 宗教 改革 者 が いな い 時 


。 その 場合 は 、 

代 に 、 占星 家 や 占い 師 が 愚か な 人 々 を 或 る 程度 ごま か すこ と が ある 点 ま で は 成功 する 
こと を 意味 する 。 し か し 、 宗 教 改革 者 の 出現 に よっ て 、 彼 等 の 虚偽 の 知識 は 暴露 され 、 
従っ て 人 々 は 簡単 に 、 使 徒 の 真実 の 預言 と 占星 家 や 占い 師 の 判断 を 識別 する こと が 出 
来る 。 当 人 節 は 、 宰 を な す 人 々 は 、 啓示 の 原文 か ら の 一 A 2 形 
に それ を 流布 させ よう と する と 、 新しい 奇跡 は 、 光輝 く 関 光 の よう に 至り 、 悪 魔 の よ 
うな 人 々 の 策謀 を 破壊 させ る こと も 意味 する 。 

1489 ワル ・ ア ル ダ ・ マ ダ ド ゥ ナー ハー と いう 語 は 、「 我 等 は 大 地 を 広げ た り 」 或 る い 
、「 我 等 は それ を 豊か に し た り 」 を 意味 する 。 二 つの 意味 が ここ で は 考え られ る 。 
即ち 、 神 は 地球 を 非常 に 大 きく 創 ら れ た の で 、 地球 が 丸い の に 人 々 は その 丸 さ に 不 自 
由 を 感じ な い 、 と いう こと 。 又 、 神 は 肥料 で 土 を 肥え させ た 、 の 意味 で ある 。 天 文学 
の 研究 か ら 、 地球 は 限 石 や 随 石 の か けら と し て 地球 に ふり そそ ぐ 星 の か けら か ら 新 し 
い 力 と 肥料 を 得 続け て いる と いう こと が 明らか に な っ て いる 。 

、 揚 球 は 食物 各 育 て る の だ 充分 な 氷 を 必 環 を し な で い < で の 自 的 の た め だ に 捉 
は 水 の 貯 蔵 庫 と し て の 山 を 創造 され て 、 雪 の 形 で 水 を 貯え 、 河 の 形 で 地上 に 水 を 
分 配 さ れ た 。 
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四谷 


21.? わ れ ら は そこ で 、 お 前 達 の た め 
に 生活 手段 を 設け た り 、 ま た お 前 達 が 
扶養 せ ざ る 者 の た め に も 。 

22. され ば 、? わ れ ら の 手許 に は 、( 無 
限 の ) 著 え の 如く 、 無 いも の と て な し 。 
面 し て われ ら は 、 之 を 一 定 の 推定 に よ 
っ て 降 す の み 9。 

23. また “われ ら は (雨雲 ) を 座 ん だ 
*49 風 を 送り 、 天 か ら 水 を 降ら せ 、 お 
前 達 に 之 を 飲ま し む な り 。 され ど 、 お 
前 達 は その 貯蔵 者 に 非 ず 。 


死 を 生 ぜ し むる な り 。 面 し て “われ ら 
こそ 、 萬 物 の 相続 者 な り "2。 


25. 面 し て 、 わ れ ら は お 前 達 の 中 で 率 
先 す る 者 を 知り 、 ま た 我 等 は 確か に 落 
後者 等 を も 知る 。 
26. また 、 げ に 7 液 の 主 こ そ 彼 等 を 召 
集 せ ん 。 げに 役 は 賢 折 に し て 、 
知り 給 う 。 


& 


A 


UN SS < くじ に < 3 


を 

1 EVE SOS 
OY 
TS CS 
WP POA A 
OE 


うる イン ラプ ターン ッ > 1 イラ レン うる セン 

A9 5. や て SOAs KS に JAEA 5 
タン > レン 

i CE 

Dods CA 


LL. P40:14. 7:S8: 24:44: 25:49. 150:44. “19:41.16:129; 25:18; 34:41. 


1490 神 は すべ て の も の を 無限 に 所 有 さ れ て いる 。 し か し 神 は 限り な い 禁 悲 の 心 で 、 人 
が 真 に その 物 を 求め る 時 に だ け 特 定 の 物 に 心 を 向け させ る よう に され た 。 物質 的 な 宇 
笛 と 同様 に 、 聖 ク ルアー ン は 霊 的 宇宙 で あっ て 、 そ の 中 に 時 の 要求 に 従っ て あら われ 


て くる 霊 的 知識 の 隠さ れ た 宝庫 が ある 。 


9 ラ ・ ワ ー キ フ と は 、 雄 の 木 か ら 雌 の 木 へ 花粉 を 運ぶ 受精 させ る た め の 風 で ある 。 


この 諸 は 又 、 地 面 か ら 蒸気 が 立ち 登り 、 上 空 


で 宏 を 形作る で あろ うこ と を 憶測 させ る 。 


1492 大 き な 改 革 が 聖 ク ルアー ン の 教え を 通し て も た ら さ れる 。 古い 規律 が 死に 、 真 の 


信徒 が 地 を 継ぐ こと と な る の で ある 。 
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三 項 
27. 耐 し て 、 げ に 々 われ ら は 、 黒 混 で E80 し 2SIYICE 3 
リ 上 か ら 『 || 8s ラプ イー 5 ロン ン 
乾 け る 陶 士 か ら 人 間 を 創れ り oA 


28. 面 し て 5 ジン を 、 我 等 は その 前 に Cp RS る Ols 
熱風 の 炎 か ら 創 れ り 4 
Or 


66:3: 15:29, 34; 55:15. 27:13: 38:77: 55:16. 


9 オル サー ル Salsal( つ まり 乾 ける 陶土 ) か ら 人 が 創造 され た と いう こと の 意味 は 、 
信 が 彰 語 の 資質 と 恩 馴 が ひそ ん で いる 物質 か ら 創造 され た と いう こと で ある 。 この こ 
と は 、 人 は 天 の 声 に 応答 する 力 を 与え られ て いる と いう こと で も ある 。 し か し 、 乾 け 
る 陶土 は 、 異質 の 何 か に 打 た れ た 時 に だ け 音 を 発する の で 、 こ の 語 の 意味 は 人 が 応答 
する 力 は 、 神 の 呼び か け を 受け る こと を 条件 に し て いる こと を 示し て いる 。 この 資質 
が 人 間 を すべ て の 創造 物 の うち で 最も 優れ た 存在 に し て いる 。 黒 泥 と いう 語 は 、 人 が 
思い 泥 即 ち 、 土 と 水 か ら 創 られ た と いう こと を 意味 する 。 土 は 身体 の 源 で あり 、 水 は 
魂 の 源 で ある 。 他 の 場所 で 聖 ク ルアー ン は 、 土 と 水 を 別々 に 、 人 が 創造 され た 物質 と 
し て 述べ て いる (3:60: 21:13D り 。 サル サー ル ( 乾 ける 陶土 ) と いう 語 と ハマ ア ( 黒 泥 ) 


を 指摘 し て いる 。 人間 は 又 完全 な 形 に 「 形 どら れ 」 て いる (95:$) 。 当 節 の 意味 は 神 
が 土 に 息 を 吹き か けら れ た 時 、 土 が すぐ さま 生き る 物質 に な っ た と いう こと で は な い 。 
聖 ク ルアー ン が 繰り 返し て 述べ て いる の は 、 宇宙 の 創造 は ゆっ くり と 行わ れ た と いう 
こと で ある 。 当 節 で は 、 人 間 の 創造 の 第 一 段階 を 述べ て いる だ け で あり 、 人 間 の 創造 
の 他 の 段階 は 30:21: 35:12: 22:6: 23:15: 40:68 に 述べ られ て いる 。 人 間 が 土 か ら 創 られ 
た と いう 聖 ク カル アー ン の 説明 は (この こと は 、 人間 創造 の 長い 過程 は 土 か ら 始 まっ た 
と いう 意味 で ある ) 、 現 在 で も 人 の 食物 が 土 か ら 直 接 に 、 間 接 に 生み 出さ れる と いう 
事実 か ら も 確証 され る 。 この 事 は 土 に 含ま れる 物質 が 人 の も と を 形成 し て いる こと を 
示し て いる 。 何故 な ら 、 こ の よう な こと が 起こ ら な か っ た な ら ば 、 人 は 上 か ら 栄 養 を 
摂る こと が な か っ た で あろ うか ら で あ る 。 それ は 、 生 物 を 形成 し て いる も の だ けが 栄 
養 を 与え る こと が で きる か ら で 、 その 他 の も の で は 消費 し た 分 を 補給 する こと は で き 
な い 。 更に 、 解 説 の 特大 版 当 節 を 参照 。 

イイ 副 ク タル アー ン の 同じ よう な 表現 で ある 、「 人 間 と は せっ か ち に 創 ら れ た り 」(21:38) 
が 、 実際 に 人 が せっ か ち に で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる の と 同様 に 、 当 
節 で も ジン が 炎 の よう な 性 質 を 持っ て いる が 、 実 際 に 炎 で 出来 て いる わけ で は な いこ と 
を 示し て いる 。 この よう に 土 か ら の 創造 あるいは 鱗 か ら の 創造 と いう の は 比 隊 で あっ 
て 、 そ れ ぞ れ に 、 お と な し く て 従順 な 性 質 、 烈 し く て 燃え さか る 気質 を 表し て いる 。 
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29. され ば 、 玖 の 主 が 諸 天 使 に ミミ し EL. こ 3la と CD て 2JU35 
時 を (思い 起 せ ) 、「< け ば に われ は 黒 泥 で - 

。、2 う る う 00 ンプ う w ント ーー の 2 mg と 
乾 け る 陶土 か ら 人 間 を 創る な り 。 OO RA 


30. され ば 、? わ れ 之 を 完成 し 、 わ が 埋 (を 3 82 
を その 中 に 吹き 込み た らん や 、“ 激 等 


その た め に 叩 顔 せよ 」*“5。 Eade A RE 
ド 市 oO リー 3 ンー 5 タン 2 和 イ 。 さっ に 9 ンー ン ン ンダ 
31. 9? され ば 凡 て の 天使 た ち は 斉 に Oo) < S | I ぐ ッ ング 2 | 


' ジュ ダ 
叶 頭 せ り 。 


32. “但し 、 イブ リー ス は 別 な り 。 彼 は の NSP 251 | 
叩 頭 する 者 の 中 と な る こと を 拒み 2 
た り 996. OC de 
33.7 彼 ( 宇 ) は 云え り 、「 イ ブリ ー ス よ 、 の RS YTEGC RL I 
汐 如 何 に な り し か 、 14964 当 が 中頭 する RR 
者 た ちの 中 と な ら ぬ こと は ?」。 ore 
34. * 彼 は えり 、「 我 は 、 溢 が 時 泥 で ACBS 29 482S じ JJU 
乾 け る 陶土 か ら 創り た る 人 間 に 叩 頭 OR 
する に 非 ず 」。 OO et OsJL2L2 62 


7:13: 38:77: 55:15. な 32:10: 38:73. °2:35; 7:12: 17:62; 18:31; 20:117. の :35: 712: 17:62: 18:51; 20:117. 
22:33: 7:12: 17:62: 18:51: 20:117.77:13: 38:76.87:13: 17:62: 18:51. 


8 諸 天 使 " と いう 言葉 は 、 す べ て の 創造 物 を 意味 し て いる 。 何故 な ら 、 天 使 騰 は あ 
ら ゆ る 創造 の 最初 の 連結 を 構成 し 、 天使 達 が 命じ られ た こと は 、 すべ て の 創造 に 及ぼ 
すか ら で あ る 。 然るに 、 聖 クル アー ン が どこ か よそ で 、 当 節 及び 、 次 人 節 に お いて 、 ア 
ダム に 服従 する よう に 天使 達 へ の 神 の 命令 に 言及 し た と き 、" 人 間 " と いう 言葉 を 使っ 
た の で ある 。 従っ て これ 等 の 言葉 の 両方 と も 、 聖 クル アー ン で は 、 同 義 語 と し て 使わ 
れ て いる 。 ア ダム に 関す る 天使 達 に 与え られ た 命令 は 、 こ と ご と く 人 間 に 適 用 され る 。 
あら ゆる 人 間 に 神 は 己 が 精神 を 表わし 、 そ し て 天使 達 は 、 その た め に 働く こと を 命じ 
られ て いる 。 人 間 は 地上 に お ける 神 の 代理 者 で あり 、 そ の 個性 は 神 的 届 性 を 表わす 。 
1496 神 が サ タン を 罰せ られ た ( 当 章 35, 36 節 ) の は 、 天 使 に だ け 命じ られ た 命令 を 実 
行 し な か っ た か ら で あ り ( 当 章 29, 30 節 ) 、 天 使 に 与え られ た 命令 は 、 自 動 的 に 天使 
NUM 0 
RE AO TT EAD NT 

14964 アラ ビア 語 の 表現 で は 次 の 意味 に 取る こと も で きる 。「 何 を SR 
「 な ぜ 、 従 わな い の か 」、「 い っ た い ど うし た と いう の か .」。 
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35. ? 彼 ( 神 ) は 云え り 、「 さ れ ば ここ Sn SE EI 
り 出 で 去れ 97。 げに 激 は 追い 払わ れ 0 
A 


36. され ば 政 、 最 後 の 審判 の 日 まで 6@。s3r29)2C200 SCE81 5 
呪 わ れ た る な り 」。 上 

Cc 特記 る RE 祖 和 濡 ラン を ティラ 2 人 2 。 ン 人 る 
37. 條 は 本 えり 、「 科 状 考 よ 、 修 寺 re こうこ 6 こう JUN 
(人 々 ) が 復活 され る 日 まで 我 を 猫 巴 6 


CR ⑨0 え うつ 
38. 7 彼 は 云え り 、 「 げ に 液 は 猫 予 され EY っ 3 人 
た る 者 達 の 中 な れ り 。 らち の 

39. “定め られ た 上 時限 の 、 そ の 日 まで 」 2 に | 
1499 ⑨ | 3 3 fs dl 


40.7 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 液 は 我 29695 いこ 5JU 
の 迷い を 判定 せ し 故 に 、 我 は 必ず 地上 Os 

に お いて (の 生活 を ) 彼 等 に 区 惑 に Octk 仙 oO2Y9 
思わ し め 、 また 我 は 必ず 李 く 彼 等 を 迷 


わし めん 。 
41. ? 但 し 、 彼 等 の 中 の 激 に 選ば れ し OA I EEY 
僕 等 を 除い て 」。 


7:14。 19: 38:78.738:79.7:15: 17:63: 38:80. 7:16: 38:81. “38:82.77:17、18: 38:83. 938:84、 


や ミン ハー" と いう 語句 に 於 ける 代名詞 ウ ハ ー" は 、 死 後 の 天 国 に 斉 及 し て いな い 。 

何故 な ら 、 天国 は サタ ン が アダ ム を 誘う た め 入 れ な い 場 所 で あり 、 そ こ か ら 誰 も 追い 
出せ な いか ら で あ る (15:49) 。 そ れ は 、 人 々 は 預言 者 の 到来 前 に 在 る この 世に 於 ける 
明白 な 至福 の 状態 に 注目 させ る 。 彼 等 は 、 間 違っ た 信仰 の 犠牲 者 に 相違 な い が 、 預言 
者 を 拒絶 し な か っ た か ら 、 聖 クル アー ン で ジャ ナブ (楽園 ) と し て 描写 され て いる 神 の 
時 籠 が 彼 等 か ら 奪 われ て いな い 。 
1498「 彼 等 (人 々 ) が 復活 され る 日 まで 」 と いう 文 の 意味 は 、 神 の 安らぎ を 体得 し た 状 
態 に 達し た 時 、 人 が 霊 的 に 生ま れ か わる こと を 指す 。 そ の 時 に は 、 人 は サタ ン の 誘 惑 
や 霊 的 堕落 か ら ま ぬ が れる 。 神 と サタ ン の 間 の この 会 話 は 、 こ こ で 示さ れ て いる よう 
に 、 比 職 に すぎ な い 。 

72723 [定め られ た 時 限 」 と は 、37 節 で 説明 され て いる よう に 、 預 言 者 と その 信奉 者 が 
最終 的 に 敵 に 打ち 勝つ 日 の こと で あり 、 虚言 と その 虚言 に 従う 者 が つい に 打ち 潰さ れ 
る 時 の こと で ある 。 
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42. 彼 は 云え り 、「 こ の 正しき 道 ( に 導 
く ) は 我 な り 。 

43. げに “わが 僕 等 は 、 お 前 は 彼 等 の 

上 に 支配 力 を 有 せ ず 。 但 し 、/ 迷 いた 
る 者 ども の 中 お 前 に 従い し 者 は 別 


な り 」 EN 人 
44. され ば 、 確 か に “地獄 は 、 彼 等 一 
同 へ の 約束 の 場所 な り 。 
45. それ に は 七 つ "の 門 あ り 。 各々 
の 門 に は 彼 等 の 中 か ら 割 り 当 て られ 
た る 一 団 あ り 。 

四 項 
46. げに 、 ? 異 散 者 た ち は 、 楽園 や 泉 の 
間組 


47. 「 平 安 に し て 、 心 安らか に その 中 
に 入れ 」 PB 


すべ て の 線 札 6 を と り 除 か ん 。 邊 等 
は 兄弟 の 如く な り て 、 借 に 相対 し て 
閑 に 倫 さ ん 。 


デュ ンー 


の メラ の と も に し は 3 は JUN 


内 


EEN 


ャ 


a 


T 


a 


AA UW 


ま * 
OU pe I> 


用 


と ほす 6558 
ee 


ORR: 


CE 
1 


917:66: 34:22. 97:19: 17:64: 38:86. 


717:64: 38:86. ds}:16; 52:18; 68:35: 77:42: 78:33. 7:44. 


TP 当 節 で は 、 人 の 性 質 は 本 質 的 に 純粋 で ある こと を 暗示 し て いる よう で ある 。 


自身 の 性 質 を 汚し サタ ン に 従う 
91:11 節 で より 深く 説明 され て いる 。 

1801 アラ ビア 語 で は 、 70 と 同様 7 と いう 数 字 
表わす た め に 用 いら れる こと が 多い 。 
数 や 種類 に 対 
感覚 、 即 ち 、 視 覚 、 聴 覚 、 嘆 覚 、 
る 感覚 の こと で も ある 。 それに 


1502 


味覚 


的 心配 か ら の 自由 、 外 的 苦痛 と 罰 か ら の 自 
"93 再 に 天国 の 生活 を 楽 
悪意 が 全く な い 者 だ け で ある 。 


当 節 は 、 地 獄 の 門 の 数 は 、 
応 す る だ け あ る と いう 意味 で ある 。7 と いう 数 は 外界 に 対応 する 7 つの 
、 触 覚 、 
に よっ て 人 は 外界 を 感 


「 平 安 に し て 」 及 び 「 心 安らか に 」 い う 語 は 、 そ れ ぞ れ 人 の 心 の 中 に 食い 込む 内 


分 


こと を 選ん だ 者 だ けが 正しい 道 を 見 失う 。 この 考え は 


を は 特定 の 数 で は な く 、 完全 さや 豊富 さ を 
罪 を 犯し た 者 の 罪 の 


で の を だ 2 の US を 感じ 
受 する 。 


由 と いう こと を 表わす 。 


し ん で いる と 言え る 人 は 、 その 心 の 中 に 喝 弟 に 対す る 散 意 や 
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49. ? 彼 等 は そこ で 如何 な る 労苦 も 知 K2.224 ヒ 5 つの し 8 2 で る Y 
ら ず "7%、 ま た ? 役 等 は そこ を 追わ れ の E 
る こと も な か る べし 。 CA テレ ペ る 
50. “わが 僕 等 に 告げ よ 、 わ れ は 実に 寛 2 中 う 及 区 51 で byCe 


大 に し て 、 慈 悲 深い 者 な る こと を 。 5 
s1. また 、“ ぐ わか 懲罰 こそ 、 実 に 痛ま の WW EI 
し い 真 昔 で ある こと も 。 

52. 曽 し て 、“ 彼 等 に アブ ラ ハ ム の 抽 答 ま  @22s DE 
に つい て 告げ よ 。 

53. 7 彼 等 は 彼 を 訪れ し 時 彼 等 は 云え A 
り 、「 平 安 あ れ 」。 彼 は 云え り 、「8 我 等 ば 
は 貴方 が た を 恐る 」""。 OO I 


54、f 彼 等 は 云え り 、「 設 る る な か れ 、 ED Cb ei 
我 等 は 流 に 知識 ある 息子 の 吉報 を も 
た ら せ る な り 」。 2 


55. ! 彼 は 云え り 、「 我 、 す で に 老い た S86 計る 3S J 
る に も か か わら ず 、 流 ら は 我 に 吉報 を ne 


Pt 3 


与 う る か ? さ れ ば 、 液 ら 何故 に 吉報 を 03 28 


も た ら せ る か ?」。 
0 を と きた 百 宰 ーッ プン 81 2 ae ゲ i» 
56. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 真実 な る ES LE PE 
可 報 を 訴 に も た ら せ り 。 され ば 液 、 


縮 朝 る 者 の 中 と な る な か れ 」。 Ol 
57. 彼 は 云え り 、 條 迷 え る 者 に 非 ず ば 、 5 2 
誰が その 主 の 慈悲 に 絶望 する か ?」。 - 2 

OO LAY 


135:36, PIL:109: 18:109. “5:99, 45:99, 151:25. L170; 51:26. FTL 5129. LIL 3129. 173.112:88, 


4 当分 は 、 天 国 と は 絶え ず 働 き 続け る 場所 で ある こと を 意味 し て いる 。 し か し 、 そ 
れ に も か か わら ず 、 信徒 は 激しい 仕事 に つき も の の 疲れ を 全く 感 ぜ ず 、 従っ て 疲れ の 
結果 生ずる 消耗 や 裏 弱 も な い の で ある 。 
1508 使い の 者 達 は 差し 迫っ た 大 惨事 の 報せ を も た らし た た め 、 悲 し み と 悲 嘆 が 、 は っ 
きり と 表情 に 表 わ れ て いた の で あろ る ろう 。 ア ブラ ハム は 彼 等 の 困惑 し た 表情 か ら 、 又 、 
彼 等 が 差し 出さ れ た 食事 を 口 に する こと を 拒否 し た こと か ら そ れ を 悟っ た の で ある 
(11:7D。 
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s8. 彼 は 云え り 、 村 され ば 使者 た ちょ よ 、 OO RE SG 

貴方 が た の 実際 の 使命 と は 如何 な る 

も の ぞ ?」 1505『 

59. 彼 等 は 言え り 、 4「 我 等 は 罪 深 民 。 ぁ 8、3) LT II 
¥ 


に 遣わ せら れ た り 。 zs 水生 
Os on 


60. < 但し 、 ロト の 一 家 は 除く 。 我 等 は の る 1 はるる し 償 り | 
彼 等 全員 を 救 わん 、 で の マク - 
61. 但し 、 そ の 奏 は 例外 な り 。 我 等 は 、 で 8 も 称 る 54 
彼女 (の 未 路 ) が 後に 居 残 る 者 ども の 。 9 
中 に な らん こと を 確認 し た り 」。 理 ON 
五 項 
Fe 家 に 使者 た N 来 た 3 レッ イレ 。 イレ イン 1 人 る 
Se ロト 家 に 使者 た ち が 来 た OR LI ES 
る \ 6 
63. 彼 は 云え り 、『7「 貴 方 が た は 見 な れ OK は る 25 SL 1 
SA SS 
ぬ 人 た ちな わり 」 7。 MR 
64. 彼 等 は 云え り 、「 否 、 我 等 は 人 々 42915 そっ に っ そ 上 US 5 
が 疑い を 抱く こと (の 知ら せ ) を 溢 に SR 
es 


持ち 来 た る な り 。 

65. 耐 し て 、 我 等 は 真理 を 以 っ て 没 DOLE RL EE 
に 来 た れ り 。 さ れ ば 我 等 は 確か に 真 iA 
実 な り 。 


66. され ば 流 、 夜 の 一 時 に 己 が 家族 と て EL 5 
共に 出で立ち 、 光 は 役 等 “の 最後 尾 マー で RS 


951:32. 151:33. 29:33: S1:36. 97:84 82: 26:172: 27:58. L178; 29:34.751.26. 811:82. 
や 聖 ク ルアー ン は 、 ア ル ・ ム ル サ ル ー ン (使者 た ち ) と いう 語 の 使用 に よっ て 、 神 託 の 
使者 た ち は 人 間 で ある こと を 暗示 し て いる 。 然し な が ら 、 聖 書 は 時 と し て 、 そ れ ら は 人 
間 で あっ た り (創世 記 18:2,16,22) 、 時 に は 天使 た ち で あっ た りす る (創世 記 19:11, 15) 。 
TP07 ロト は この 人 た ち は 単 な る 旅人 で 、 た また まそ の 場所 を 訪ね た に すぎ な いと 思っ た 。 
で 。 当 節 で 使用 され て いる アド ウゥ バー ラフ ム (Adbara-hnm= 彼 等 の 背後 ) の 表現 に お け 


べら れ て いる ご と く 、 彼 の 二 人 の 娘 た ち だ け で は な か っ た と いう こと を 示す 。 な お 他 
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に 従え 。 お 前 達 の うち 誰 も 後ろ を 振り る 12 る を も る 6 83 
向 か せ ず や 9、 た だ 命ぜ られ た 方 向 に 


Mi PIE 
67. され ば “われ ら は 彼 に その 決定 を 玖 弘 5812YI UL 全 3 
伝え た り 、 つ まり これ ら の 人 々 が 朝 に に の RS 
根絶 され ん こと を 。 Orasas と 44 
68. 耐 し て 、 者 の 人 々 は 観 豆 し な が 0832 潜る 2325 


ら 来 た れ り や 9。 


69. 彼 は 云え り 、<「 こ れ な る 方 々 は 我 ルー 2 る 2 2 
© ys YROldG 

が 客人 な り 。 され ば 我 に 恥 を か か せる 。 ンー I 

な か れ 。 

70. また アッ ラー を 時 れ 散 え 、 我 を 傷 E03333 V? Pr 


辱 す る な か れ 」 や 1。 

71. 役 等 は さえ り 、「 我 等 は 液 に 如何 OI OE EIN 
な る 民 ( も て な すこ と ) を 禁じ た る に 6 
非 ぐ る か ?」 や や P。 


3 


66:46: 7:73, 85. P11:79. “11:79, 


の 信者 た ち も 一 緒 だ っ た 。 そ れ ら の 中 の 何人 か は 、 複 数 の 男性 代名詞 が 暗 に 示す ご と 
く 、 男 性 で あっ た こと に 違い な い 。 こ の 見 解 は 聖書 の 他 の 節 で 支持 され て いる (創世 
記 18:32)。 

や 。 この 言葉 は 比 只 的 に 使わ れ て いて 、 後 に 残さ れ た 人 々 に 気 を と られ ず 、 前 向き に 
進ん で いく よう に と いう 意味 で ある 。 

や サロ 下 は 人 々 か ら 、 見 知ら ぬ 人 を 町 に 入れ る な と 言わ れ て いた の で 、 ロ ト の も と へ 
お 客 が 来 た と き 、 ロト が 彼 等 の 警告 に も か か わら ず お 客 を も て な し て いる の を 人 非難 し 
て や ろう と 思っ て 、 人 々 は 喜ん で 集まっ て きた 。 

や ロト は 人 々 に 、 客 人達 を 歓待 し た た め 、 彼 を 辱 し め て は な ら な いと いう こと を 願 
っ た 。 

1512 ロト の 人 々 と 近隣 の 部 族 た ちと の こじ つけ の 関係 改 に 、 そ の 人 々 は 町 に 見 知ら ぬ 
人 々 を 入れ て は な ら な いと 彼 を 警告 し た 。 し か し 旅行 は 、 国 の その 地方 で は 、 安 全 で 
も な けれ ば 気楽 に 出来 る も の で も な か っ た か ら 、 預言 者 ロト は 、 人 里 離 れ た 困っ た 旅 
行者 た ち を その 家 で も て な し た 。 これ が 彼 の 教え と 宣教 に うん ざり し て 恨 ま れ た 人 々 
に と っ て 、 彼 を 町 か ら 放 逐 す る た め の 口 実 で あっ た 。 然 し 彼 等 は 、 正当 な 理由 な し に 
そう する こと は 出来 な か っ た 。 そ こ で 、 役 は 人 々 の 警 成 に 逆らっ て 、 見 知ら ぬ 人 を そ 
の 家 で 宿 ら せ た か ら 、 人 々 は 彼 に 対し て 激 篤 の は け 口 の た め 、 見 せ か け の うま い 言 い 
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72. 2 役 は 云え り 、「 こ こ に 我 が 娘 ら あ あー て 
Da TO i を Y ed 

り *53( 役 女 等 を 尊 淫 すべ し )、 も し お St SII 

0 _ 

73. 光 の 生命 に 替 て 、 彼 等 は その 狂乱 8 の の 


玉 


アル ・ ヒ ジュ ル ALHiir 十 四 伏 


の 中 に 迷 誤 する な り 。 の 9 の 53625 

12 や 
74. され ば 、 一 声 (の 天罰 ) が 毅 明 に 彼 OREN 
等 を 襲い た り 


wr 


75. され ば 、 わ れ ら は それ ( 都 ) を 氷 科 cb CE 


し 、 彼 等 の 上 に 焼い た 瓦 欄 ( の 雨 ) を 降 2 

ら せ た り 。 OS 

76. 4 げに この 中 に は 、 聞 する 人 々 へ の NN GO) 

神 兆 あり "9。 W 

77. し か も 、 これ ( 都 ) は 、“ 今 な お 存在 UK 

する 路傍 に 横 た わ れ り is PE 

78. げに 7 この 中 に は 、 きず る 人 々 の る る る A 
3 yue el I GO) 

た め の 神 兆 あ ぁ り 。 2 


愉 


79. 面 し て 、 8 森 の 人 々 16 も また 不義 お < IO 
な す 者 ども な りき 。 Os 9 が 2 


1179.711:82.HH:83. 729: 36: S138. “37:138. 6:9. 826: 177; 38:14 50:15. 


訳 を 見 つけ た 。 この こと か ら ロ ト の 人 々 は 、 そ の 客人 達 に 男色 を 犯す 邪悪 な 意志 で 彼 
の と ころ に 来 た の で は な か っ た こと が 明白 に な る 。 し か し 、 町 か ら 彼 を 追い 出す た め 
の 正当 な 理由 を 見 つけ た こと を 彼 に 警告 する た め に 来 た こ と で ある 。 これ が 彼 等 の 喜 
び の 理由 で ある と 思わ れる 。 

99]:79 節 を 参照 。 

PM 4 人 ムタ ワッ スイ ミー ン " と は 、 タワ ッ サ マ か ら 派 生 し た ムタ ワッ スィ ム の 複数 形 で 
あり 、 そ の 意味 は 、 物事 に 慎重 で 良く 吟味 し 、 物事 に 対す る 知識 を 直ちに 明確 に する 
人 物 で ある (Aqrab より )。 

1 旅行 者 に よっ て 利用 し 続け られ て いる 道 が ムキ ー ム と よ ば れる 。 ここ で 言及 され 
て いる 道 、 即ち 、 アラ ビア と シリ ア を 結ぶ 道 は 今 な お 使わ れ て いる 。 こ の 道 は 死海 に 
沿っ て 通じ て いて 、 地 方 の 人 た ち に ロト の 海 (The Sea of Lo0 と し て 知ら れ て いる 。 


8 聖 ク ルアー ン に 依 れ ば 、 預 言 者 シュ アイ ブ は 、 ア スハ ー ブ ル ・ ア イカ 
(Ashabul-Aikah) 即ち 、 森 の 人 々 (26:177. 178) と アフ ル ・ マ ドウ ヤン (Ahl Madyan、 RS 
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80. され ば 、 わ れ ら は 役 等 に 報復 し た ま 。U に 93 EG 
り 。 面 し て これ 等 両方 (の 都市 ) は 、 公 。 


> る 
道 沿い に 在り や や 。 き So 
六 項 


81. 面 し て 、 ヒ ジュ ル の 人 々 "9 も 使 OM と で こっ 533 
徒 た ち を 嘘つき と みな し た り 。 

82. また 、 わ れ ら が 令 等 に 邊 が 神 光 OG EK 

を 与え た れ ど "PB、 彼 等 は 之 ら を 避 

せり き 。 


26:190: 38:15: 50:13. 


ミディ アン の 人 々 の 許 へ 送ら れ た 事実 は 、 両 方 と も 同じ 民族 の 名 称 で ある が 、 ど ちら 
か と 言え ば 、 同じ 民族 の 中 の 暮らし 方 の 異な っ た 二 種 類 の 人 達 で ある こと を 示す 。 一 
3 商業 で 身 を 立て 、 他 方 は ラク ダ や 羊 の 牧 盗 を 業 と し て いた 。 ミ ディ アン の 人 々 
と 「 閑 の 人 々 」 の 近しい 関係 の 証拠 は 、 聖 クル アー ン (7:86 と 26:182-184 節 ) に お いて 、 
両方 が 全く 賠 じ 欠点 が 語ら れ て いる 事実 に よっ て 構成 する 。 ミディ アン は 、 部 族 の 名 
称 で あり 、 アカ バ 湾 の 突端 の 町 に 住む せ 人 々 の 名 称 で ある 両方 の 見 解 に 考え られ る 。 そ 
の 近く に 、 西洋 すもも の いじ けた 木 が 沢山 生え て いて 、 ラ クダ や や 羊 や 山羊 に 日 陰 を 提 
供し て いる アイ カ の 荒野 が 位置 し て いる (Richard Francis Burton 卿 閉 、The Gold Mines 
Na 


I を 意味 し て いる 。「 聞 の 人 」 
(The People of the Wood) の 住居 の 場合 、 道 は 「 開 か れ た 道 」 と 呼ば れ て いた 。 ア ジ 
ア と エジプト を 結ぶ 古い 道 は 「 開 か れ た 」 と いう 語 は 、 そ の 道 が 隊商 に よっ て 使 
われ な く な っ た 今 で も な お 存在 し て いる こと を 含 甘 し て いる 。 最 近 、 隊 商 に は 使 
われ な く な っ た 。 


や 。 ヒジ ュ ル ( 石 の 意 ) は タブ ー ク と メデ ィ ナ の 間 に あ り 、 こ こ に 住ん を で いた サム ー ド 
族 に 役 等 に 警告 を 与え る 首 と し て サー リフ が 人 遣わ され た 。 その 町 は 大 き な 石 造り の 町 、 
右 の 壁 と 城壁 で 囲ま れ て いた た め 、 こ の 名 前 で 呼ば れる よう に な っ た 。 

1 前 述 の 諸 節 で 、 三 種類 の 異な っ た 民族 に 言及 し た 。(④ ロ ト の 人 々 、(b) シュ ア 
イブ の 人 々 、(c) サ ー リ フ の 人 々 。 彼 等 は 、 年 代 順に 記載 され て いな い 。 し か し 、 メ ッ 
カ か ら そ れ 等 の 町 へ の 離れ た 順番 に 記載 され て いる 。 ロ ト の 人 々 の 町 は 、 こ れ 等 の 三 
つの 中 で 一 番 離 れ て いた 。 次 に 遠い の は 、 ア イカ の 人 々 が 住ん で いる と ころ で ある 。 ヒ 
ジュ ル は 、 タ ブー ク と メデ ィ ナ の 間 に 位置 し 、 サ ムー ド 旋 は 、 そ れ ら の 三 つ の 中 で 最 
も 近い 。 従っ て 一 番 後に 記載 され て いる 。 こ の 異常 な 順番 は 、 説教 され た 人 々 の 観点 
か ら よ り 、 自然 に 優先 し て 、 採用 され て いる 。 アラ ブ で は 最も 少な く 知 られ て いる 種 
族 は 最初 に 斉 及 され て お り 、 ア ラブ 人 に 最も 知ら れ た 種族 が 、 最 後に 言及 され て いる 
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玉 
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83. 面 し て 、“ 彼 等 は 岩石 を 次 っ て 安 6 記 dC の 3 
全 な る 家 を 創り た りき 29。 | 


Od 
と に km さ -ErT ュー 3 rs 2 と 2 タン ンダ イン 
84, 6 然るに 一 声 (の 天 削 ) が 朝 に 彼 等 0 + Mo > マン 2 al 


を 襲い た り 5 

し か の DA re NG rt る イヤ ンズ 
85. 両 し て 、 彼 等 が 稼ぎ し も の は 、 役  ⑧9X.S135E 2 で は じ 5 
等 の た め に な ん の 役 に も 立た ざり まき 。 
86. 布 し て 、“ わ れ ら は 諸 天 と 大 地 、 ま ヒビ 35、 つ 23Y5 つじ C 設 bs 
た その 間 に あ る 一 切 の も の を 真理 に ob PP L 中 2 
基づい て 創造 せ し に 外 な ら ぬ "24。 ASYALELJIO1 3 RS 


また “定め た る 時 刻 は 確か に 至る べ を 

し 。 され ば 、 流 覚 大 な 心 を も っ て 容 淫 CA 

せよ 。 

87. げに 液 の 主 こそ 至高 な る 創造 者 、 ON EE 6 30} 
全 知 者 な り 。 


88. また 、e げ に われ ら は 液 に 不断 に 線 CM ご る 3 セン | 3 
り 返 され る べき 七 つ ( の 節 ) と 22、 偉 ] 
大 な る クル アー ン を 授け た り 。 ooh 


97.75: 26:150. 77:79: 11:68. “3:192: 16:4: 38:28. 20:16; 40:60. #39:24. 


や 当 節 で は サム ー ド 族 は 文明 化 さ れ た 強力 で 裕福 な 集団 で あっ た こと を 示し て い 
る 。 役 等 は 夏 と 冬 に 別々 の 保養 地 を 持ち 、 安 全 で 快適 な 生活 を 送っ て いた 。 夏 、 高 原 
に 保養 と 転地 の た め に 出かけ て 冬 の 住居 を 離れ る 時 で さえ も 、 他 の 地区 の 住民 か ら 攻 
撃 さ れる と いう 心配 は 全く な か っ た 。 当 節 で は 又 、 彼 等 の 建築 が 非常 に 発 達 し て いた 
こと が 、 示 され て いる 

Te21 当 節 で 斉 及 され て いる 大 惨事 は 地震 で あっ た こと が 7:79 節 に 明らか に され て いる 。 
214 宇宙 の 創造 と そこ に 行き 渡っ て いる 素晴らし い 設 計 と 秩序 は 、 人 生 が この 地上 
だ け の か り そ め の 短い 存在 に 限定 され て は お ら ず 、 偉大 な 目的 を 有 し て お り 、 人 は た 
だ ほん の し ば らく の 間食 べ て 飲ん で 楽し く 過ごし 、 その後 永 遠 に 死す る た め に 創造 さ 
れ た 訳 で は な いと いう 、 紛 れ も な い 結 論 へ と 導い て ゆく 。 

22 ウマ ル や アリ ー や イブ ン ・ ア ッ パ ー ス や イブ ン ・ マ スウ ー ド な どの よう な 著名 な 
大 家 に よれ ば 、 こ れ 等 の 言葉 は 、 聖 クル アー ン の 開放 果 ち 、7 アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ を 
注目 させ る 。 何故 な ら ば 、 そ れ は 礼拝 の 全て の ラク アト の 度 に 、 繰り 返し て 詠唱 され 
る か ら で あ る 。 聖 預言 者 が アッ サブ ウル ・ マ サー ニー は 、 聖 クル アー ン の 開 扉 章 で あ 
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89.? 流 、 わ れ ら が 彼 等 の 或 る 類 い の Ca 色 、 直 そ KCE6325Y 
者 に 授け た る か り そ め の 楽し あみ に 、 そ を 。 レー レレ ムレ ーッ 
の 目 を 見 張り 、 また 彼 等 の た め に 悲し ND 9 っ る る は) 
む な か れ “2?。 面 し て 液 、 己 が (慈悲 7 セリ ンド ンー コン 
の ) 翼 を 信徒 た ち に 低く 垂れ よ 。 OI TR う 
90. 耐 し て 云え 、 5「 誠 に 我 は 公明 な 英 OI ES 
告 者 な り 」、 3 

91. われ 等 が 互い に 分 団 し た る 者 ど DR HE 
も に 降 せ し が 如く (懲罰 を ) "4。 
92. クル アー ン を 断片 に せ し 者 ども OE OTN RR I 


1525 
ド さ を は 3 ぞ イン っ マン し 
93. され ば 液 の 主 に 暫 て 、 わ れ ら は 必 Ak こい うく 2 
改 きゅう めい OC aes J ルル の 


ず 彼 等 一 同 を 紐 明 せ ん 、 
920:132.722:50: 29:51: 51:51, 52: 67:27. 


る と 言っ た と 伝え られ て いる ( プ ブ ハー リー より )。 当 章 は (ウッ ムル ・ ク ルアー ン ) 聖 
タル アー ン の 母 や 経典 の 開 扉 章 (ファ ー テ ィ ハ トル ・ キ ター ブ ) と も 呼ば れる 。 ザ ッ ジ 
ャ ー ジ ュ と アブ ー・ ハ ッ ヤ ー ン に 依 れ ば 、 開 扉 章 が この 名 を 付け られ た の は 、 そ れ は 
神 を 讃 美 する こと が 包含 し て いる か ら で あ る 。 開 扉 章 に 続く 聖 ク ルアー ン の 残り の 涯 
分 は 、( ア ル ・ ク ルアー ヌル ・ ア ズィー ム ) 偉大 な クル アー ン と 呼ば れ て いる 。 然し 
な が ら 、 こ の 名 称 は 最初 の 章 に も 同様 に 用 いる 。 な ぜ な ら 、 経典 の 一 部 で ある か ら 当 


攻 は 又 「 僅 大 な る クル アー ン 」 で ある と 示さ れ て いる (Musnad 2 巻 、448 頁 )。 事実 当 
韻 は 、 聖 クル アー ン の 全て を 要約 構成 し て いる 。 又 、 聖 クル アー ン の 縮小 形 で ある と 
言わ れ て いる 。 経典 は 総括 し て 、 そ の 中 で 要約 され 、 梗 概 を 作ら れ て いる 。 マ サー ニ 
ー と は マス ナー の 複数 形 で も あり 、 賞 讃 する を 意味 する 如く 、 当 節 は 、 ア ル ・ フ ァ ー 
ティ ハ 章 は 、 神 の 属性 の 包括 的 な 叙述 を 与え る こと を 示す 。 マ サー ニー は また 、 谷 の 
屈曲 部 を 意味 し 、 当 節 は 神 と 人 間 の 関係 を 十分 に 明白 に する 。 

523 当 節 で 真 に 重要 な こと は 、 聖 預言 者 が 次 の よう に 告げ られ た と いう こと で ある 。 
即ち 、 不 信 の 徒 が 間もなく 六 せ られ て 、 彼 等 が 誇っ て いた すべ て の 富 、 繁 栄 、 栄光 は 
彼 等 に 線 の な いも の に な る と いう 事実 を 嘆き 悲し むこ と の な いよ うに と 。 

4 メッ カ の 住民 は 、 数 組 の 集団 を 形成 し て いて 聖 預言 者 を 妨害 し て 邪魔 を する た め 
の 様々 な 任務 を それ ぞ れ に 負っ て いた 。 又 、 そ の 集団 は 聖 預 詩 者 を 殺す こと に 決め た 
時 、 種 々 の 役割 を 視 り 当て られ た 。「 互 い に 分 団 し た る 者 ども 」 と いう の は 「 お 互い 
に 種々 の 義務 を 割り 当て た 人 々 」 の 意味 で も ある 。 

9 イデ ィ ー ン と は イダ ー の 複数 で 、 う そ や 虚偽 、 中 傷 、 魔 術 、 断 片 、 物 の 一 部 、 集 
まり 、 人 々 の 集団 な ど を 意味 する (Lane より )。 
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十 五 章 アル ・ ヒ ジュ ル ALHijr 十 四 伏 
ペタ ーー に ン っ イン レア ぅ づ レン る 
94. 彼 等 が 行い し こと を 。 @ @⑥9 記 る 2 Kc 


95. され ば " 汐 は 、 己 が 命ぜ られ た こ 。  、 ろ 15 う 4 お に 。 を 3 しろ 
と を 宮 揚 し 、 多 神 教徒 ども を 避け よ 。 


ン 


DIE つば 


96. ら われ ら は 必ず 喘 笑 する 者 ども に あと <: A EE | 
対し て 滴 に 十分 な り 。 
97. か か る 者 ども は アッ ラー と 憶 に PR 
他 の 神々 を 配 す る な り 。 され ど 、 彼 等 _- a 
や が て 知ら ん 。 OO oS 


98. 面 し て “われ ら は 、 激 の 胸 が 彼 等 3 る る D3 
の 云う こと の た め に 難儀 され て いる 1 
1s26 こ と を 知る 。 OO 4 
た た 
F、9 六 の 主 の 譜 美 を 閑 え 9 レッ 02 2 で ンタ 0 イン え 。 ン る 
99. され ば 、" 流 の 主 の 講 美 を 称え 、 OE ES I RS 
叩 頭 する 人 々 の 中 と な れ 。 

し か y 人 ^ の 2 タラ トン 
100. 画 し て 汐 、 確信 に 達する まで 、 & ee EE EE 
主 を 崇拝 し 続け よ や ?7。 

65:68. 22:138.“6:34: 11:13, 20:131: 30:40: 110:4. 
2 聖 預言 者 が 嘆い た の は 、 不 信者 が 、 彼 を あざ 笑っ た か ら で は な く 、 彼 等 が アッ ラ 
ー の 神 と 他 の 神々 と を 結び つけ た か ら で あ る 。 彼 の 嘆き は 一 方 で は 神 へ の ね た まし い 
程 の 愛 で あ り 、 又 、 他 方 で は 彼 の 同胞 に 対し て の 心から の 心配 で あっ た 。 
で 当 節 で は 、 聖 預言 者 の 使命 の 主 な 目的 、 即 ち 、 神 の 調和 を 確立 する こと 、 に 関す 
る 限り 、 それは 成就 され つつ ある と いう こと を 主張 し て いる 。 彼 は 喜び に 満ち て 感謝 
し な が ら 、 神 を 讃 美 し 奉 り 、 神 に 心から の 献身 を ささ げ て ひれ 伏 す の で ある 。 
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十 六 章 
アン ナ フ ル An-Nahl (蜜蜂 ) 
メッ カ 啓 示 

砂 示 の 日 と 背景 

当 章 は メッ カ で 啓示 され た 。 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス は 96, 97, 98 節 は 、 メ デ 
ィ ナ で 啓示 され た も の で ある か ら 、 除 く 0 一 方 フル デ ケ は 、 当 章 
は 44. 112, 120, 121 と 126 節 を 除い て 、 メ ッ カ で 族 示 され た と 考え て いる 。 章 
の 主題 と し て 、 省 略 さ れ た 文字 の 敷 術 が 先頭 に 斬 か れ 、 そ れ 等 に よっ て 左右 
され て いる 章 と 違っ て 、 当 章 は 省略 され た 文字 で 序文 が 書か れ て いな い 。 始 
め に 省略 され た 文字 の 構成 の な い 章 の 主題 は 事実 上 、 省 略 さ れ た 文字 の 構成 
の ある 前 章 の 主題 を 継続 し 、 そ れ 等 に よっ て 左右 され て いる の で ある 。 従っ 
て 当 章 の 主題 は 、 前 章 ( ア ル ・ ヒ ジュ ル ) の 継続 と 考え る べき で ある 。 そ の 章 
の 始め に 配置 され た 、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー(Aiif Lam Ra) の 文字 に よっ て 左 
右 さ れる と 見 な され る が 、 異 な る の は 主題 へ の 手引 き と 論 じ 方 だ な け で ある 。 

、 当 其 が アン ナ フ ル ( 徐 蜂 ) と 言う 題名 を 与え られ た こと は 、 全 く 適切 で あ 
る 。 な ぜ な ら ば 、 聖 クル アー ン の 中 で 、 ワ ヒー(Wahy) と 呼ば れ た 蜜蜂 の 自然 
の 天性 に 斉 及 され て いる か ら で あ る (16:69) 。 そ れ は 、 目 に 見 えて いる か 、 見 
えて いな いか 、 或 い は 直接 的 か 間接 的 か に か か わら ず 、 条 雑 万 象 が 円 滑 に 成 
功 裏 に 働く よう に ワ ヒ ー (Wahy) に 頼っ て いる と いう 事実 に 注意 を 惹き つけ 
て いる 。 こ の 主題 は 当 草 の 中 心 点 、 或 い は 基本 的 論旨 を 構成 する 。 そ の 上 、 
と こ で ジハード が 主要 な 主題 と し て 紹介 され て いる 。 ジ ハー ド は 全 方 位 か ら 
の 攻撃 の 日 標 に な る こと で あっ た か ら 、 密 蜂 が 神 に 与え られ た 針 で 刺す こと 
に よっ て 不当 な 妨害 か ら 蜜 を 護る こと と 同様 に 、 精 神 的 審 の 宝庫 で ある 聖 ク 
ルアー ン は 、 ム スリ ム 達 が 防衛 の た め に 使用 し な けれ ば な ら な いで あろ う カ 
に よっ て 、 座 られ る で あろ うと いう こと が 暗示 され て いる 。 も し 信者 達 が 、 
自分 た ちの 親類 縁者 が 陸 ク ルアー ン を 受け 入れ る こと を 望む の で あれ ば 、 彼 
等 の 心 が 浄化 され る こと を 悟る べき で ある 。 心 が 清 汐 で な けれ ば 、 神 を 理解 
する こと は 不可 能 だ か ら で あ る 、 と 信者 た ち は 告げ られ る 。 神 は 真理 を 受け 
入れ る こと は 、 何 人 に も 強要 し な い 。 何故 な ら ば 、 強 制す れ ば 宗教 の 真 の 目 
的 は 敗れ た こと に な る 。 
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次 に 当 章 は 、 死 後 の 世界 に つい て の 審議 に 入る 。 こ の 世に お いて も 、 民 
族 が 復活 させ られ 、 新 た な 生命 が 与え られ る こと が ある 。 つ まり 、 そ れ は そ 
の 人 達 の と ジュラ ( 移 住 ) に よっ て 、 彼 等 の 復活 が 始ま る こと で ある 。 型 預言 
者 も 同じ よう に 、 故 卿 を 離れ 、 メ ディ ナハ 移住 し な けれ ば な ら な か っ た 。 な 
ぜ な ら ば 、 それ は 、 信徒 達 が 不信 者 達 か ら 隔 離さ れ 、 同じ 性 質 の 環境 の 中 で 、 
精神 的 成長 、 且つ 自分 達 の 宗教 を 養成 し 、 鍛 練 す る 必要 が あっ た か ら で あ る 。 
この こと か ら な され た 推 断 に よる と 、 も し 信者 た ちの 精神 的 向上 の た め に 、 
この 世 で 移住 を 経験 する こと が 必要 で ある な ら ば 、 人 間 の 永久 の 向上 の た め 
に 、 別 の 名 で 死 と 呼ば れる その 精神 的 移住 は どれ 程 大 い に 必 要 で あろ うか 。 
その ヒジ ュ ラ の 後 、 信 者 と 不信 者 た ち は 異 な っ た 道 を 歩き 始め る 。 不 信者 た 
ち は 地 獄 へ 堕ち 、 信者 た ち は 神 の 恩恵 に 浴 し 、 神 に 最も 近い 高い 階級 に 登る 
の で ある 。 聖 預言 者 の 聖 違 か ら 高 度 で 健全 な 成果 が 出る と いう 主題 が 続く 。 
更に 当 章 は 、 何 故に 不信 者 た ち は 猫 予 が 与え られ 、 ど うし て 彼 等 は 真理 を 受 
け 入 れる よう に 強制 され て な い の か と いう 質問 を 簡潔 に 扱っ て いる 。 これ は 、 
も し 聖 疾 言 者 が 神 の 真実 の 使徒 な ら ば 、 何 故 その 教え は 以前 の 預言 者 た ちの 
教え と 矛盾 し て いる の か と いう 反論 の 処理 法 へ 導く 。 こ の 異論 へ の 答え と し 
て 、 以 前 の 預言 者 た ち が そ の 民衆 に 授け た 本 当 の 教え は 、 時 の 流れ と は な は 
だ 異 っ て いて 、 混 ぜ 物 が され 、 避 讃 され た 現在 の 教え と は 著しく 異な っ て い 
た と 述べ られ て いる 。 事実 、 新 し い 預 言 者 は 、 先 立つ 稔 導 が 腐敗 堕落 し 、 神 
の 加護 へ の それ 等 の 称号 を 失っ た 時 の み 登 場 す る の で ある 。 蜜蜂 の 例証 に よ 

て 当 章 は 、 神 の 霊感 に よっ て 導 か れ た 蜜蜂 は その 食物 を 植物 や いろ いろ の 
RE い 蜜 に 改造 する こと と 同様 、 人 間 
は その 道徳 の 改革 刷新 、 且 つ 精 神 啓 発 の た め 、 啓 示 に よっ て 稚 導 され る べき 
だ と いう 物事 の 合理 性 で ある 事実 に 注意 を 向け て いる 。 そ し て 更に 言う 、 蜜 
が 品質 を 多様 に する と 同じ よう に 、 従 っ て 、 す べ て の 人 間 は その 精神 的 成長 
は 同じ で は な い 。 二 の 芳香 や その 色 が 異な る よう に 、 多 く の 預 言 者 た ちの 啓 
示 も 異な っ た 様式 で ある 。 そ れ か ら 、 啓 示 の 必要 を 制定 する た め に 、 も う 一 
つの 誠 明 が 与え られ て いる 。 時 の 経過 に よっ て 、 人 々 は 預言 者 の 時 代 か ら 分 
離し 、 既 得 権益 が 成長 し 、 凝 り 固 まっ た 特権 と な っ て 父 か ら 息 子 へ 移り 、 発 
達 や 進歩 の すべ て の 自然 の 手段 が 一 般 の 人 々 の 上 に は 閉ざさ れ て し まっ た 時 、 
神 は 、 人 間 が 人 間 に 対 する この 専制 政治 に 抗 し て 上 厳し い 戦い を 遂行 する 新 し 
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い 預 斉 者 を 興し 、 力 と 利益 の 独占 を 以前 に 楽し ん だ 、 い わ ゆ る 指導 者 達 は 権 
威 あ る 地位 か ら 退 けら れ 、 新 し い 預 言 者 に 従う 一般 の 人 々 が 役 等 に 変る の で 
ある 。 人 々 の 東 縛 の 鎖 が 断 た れ 、 彼 等 は 真 の 自由 の 空気 を 呼吸 し 始め る の で 
ある 。 次 に 不信 者 た ち は 、 聖 クル アー ン に 依っ て な され る べき 大 変革 は 間 も 
無く 起こ る で あろ うと いう こと を 警告 され て いる 。 時 代 は 変革 に 声 を 上 げ て 
泣き 、 新 し い 神託 は 完全 な る 稚 導 の すべ て の 本 質 と 成分 を 持つ 。 こ の 新しい 
答 導 に 従う 人 々 は 成功 し 、 すべ て の 力 や や 権力 が 彼 等 の 手の内 と な る で あろ う 。 
実際 の 戦争 は 不信 者 た ち に 抗 し て 遂行 され 、 不 信者 た ちの 指導 者 た ち は 潰 減 
させ られ る で あろ う 。 当 章 の 終盤 に 向っ て 、 聖 聞 言 者 は 、 そ の 伝道 の 範囲 と 
領域 は 広範 に 表 る べき で 、 キ リス ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 の 活動 範囲 に な る まで 
ひろ が る で あろ うと 告げ られ て いる 。 これ は 新た な 反対 を 刺激 する 。 そ し て 、 
ムスリム 達 は あら ゆる 面 で 迫害 に 苦し め ら れる で あろ う 。 し か し 、 イ スラ ム 
の 神託 は 、 反 対 と 迫害 の 真ん中 で 、 繁 栄 、 且 つ 発展 し 続け る で あろ う 。 従っ 
て その 没 等 は 、 被る に 足る 結末 に 到 る で あろ う 。 
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六 章 
sD NR 
十 六 章 


アン ナ フ ル An-Nahl (蜜蜂 ) 
節 数 129、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


a を 擬 塞 ー ラ ーー 9 
上 "慈悲 深く \ 恵み 遍 く ア ツジ の | 2 
御名 に お いて 。 
2. 5 アッ ラー の 命令 は (必ず ) 来 る べし 5 スジ aa 


"8。 され ば 、 之 を 急ぎ 求 お る な か れ 。 RON 
彼 は 聖 な り 、 彼 等 が 併せ 祀る も の より OCH LE SS 
非常 に 高く まし ます 御方 な り 。 


3. 彼 は その 僕 等 の 中 で 己 が 欲す る 者 EE と a 


に 、 彼 が 命令 に よっ て 天使 ら を 遣わ し 
1529 っ まり 「 げ に われ の 外 に 神 な し 。 "ご 
され ば われ の み を 恐れ よ 、 と 警告 らら 65338 PIN 
よ 」 と 。 と 2 

4 “ 彼 は 真理 に 基づい て 諸 天 と 大 地 を bo22Y13 らぶ う 31 ご 
i 入 が は 2 
の より 非常 に 高く まし ます 御方 な り 。 OE EE 


ダン 


1:1. 75:S3. ©3:192; 14:20: 15:86: 29:45: 39:6: 64:4.、 


この 文 の 意味 は 、 不 信者 を 罰する 時 期 、 即 ち 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る 時 期 が 既 
に 来 て いる と いう こと で ある 。 

1529 ルー ブフ (Rah) ( 魂 や 霊魂 、 神 の 啓示 、 聖 クル アー ン な ど を 意味 する 、Lane より ) に 
よっ て 、 こ こ で は 、 神 の 活気 づけ る 言葉 を 意味 する 。 又 、 こ の 言葉 は 、 そ の 活気 づけ 
る 特質 の 如く 、 預 言 者 へ の 神託 も 意味 する 。 

939 「 真 理 に 基づい て 」 と いう 意味 は 、 人 間 が 霊 的 に 改心 する 時 、 諸 天 と 大 地 は 協力 
し て 望ま し い 結 果 を 生み 出す よう に 、 それ ぞ れ 決ま っ た 役割 を 持っ て いる と 考え て も 
いい し 、 又は 神 が 天 地 を 創っ た の は 人 間 の 関心 を 神 の 方 に 向け る よう に 働か せる た め 
で あり 、 人 間 に 神 を お いて 完全 な も の は 何 も な いこ と を 知ら せる た めで ある と 考え て 
も いい 。 諸 天 は その 働き を 上 演 す る た め に 大 地 を 必要 と し 、 大 地 も また 諸 天 に 頼り 、 
双方 は 神 の 思 し 召 し に 服従 し て いる 。 従っ て 、 諸 天 と 大 地 の 創 造 の 目的 は 、 神 以 
外 は 如何 な る も の も それ 自身 に よっ て 完全 無欠 で は な いと いう 事実 を 人 間 に 見 
せる こと で ある 。 
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NR 


5.? 彼 は 精液 より 人 間 を 創造 せ RG a a Cy ン GIK 
6 っ > レス ピコ デ 
り 。 然るに 見 よ 、 彼 は 公然 と 紛争 CO 


ダッ る ダラ < < ポメ 
する 者 な り 31。 〇 CA つつ 


6. 耐 し て 、 り 家畜 を も 彼 が 創造 せ 0。 2 』、 に s : 三 う "GE SY 
それ ら に は お 前 達 の た め に 暖か さ の Vo 
手段 と 幾多 の 利益 あり 、 ま た その 中 か 69%CUC 58U25 
ら お 前 達 は 食す る な り 。 

7. され ば 、 夕 方 に それ ら を 連れ 帰る ゃ ラッ マン sj イレ ンー レ タッ イン 
と き 、 lc それ ら を < 税 間 な アー ジー a a 
く と き 、 それ ら に は お 前 達 の た め 美 し (OOo 
さあ り 。 

8. また “それ ら 、 お 前 達 が 苦労 せ ず に (プレ リッ fs 新 イン 
達し 得 ぬ 邑 に まで お 前 達 の 重荷 を 運 ON * 
ぶな り 。 げ に も お ね 前 達 の 主 は 機 御 に し 298830) お YY 
て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 < シン 


i 6 村 っ ない 補う つき ンタ タン ッッ 60 ン ラ ーー ン イ ルン れる ンー イ 2 ダ 24 半 
2. また 、“ 二 や 弁 計 や 弁 語 を お 前 達 が SI GUS 
それ ら を 乗用 せん が た め に 、 上 且つ 餅 の 8 typ 

< 24 うる ンダ イタ ンプ ア やる イッ ッ ン 
り と な す た め に 創り 給え 0 "2 。 ま OORASYESSS う 25 う 9 
た 彼 は 、 お 前 達 が 知ら ざる も の を 創造 
せん 1532A 
18:38: 22:6: 23:13-14 35:12; 36:78: 40:68. 66:]43: 23:22: 36:72-74 40:80-81. “6:143; 36:73; 40:S1、 6:73: 40:8E 43:13、 

や 神 は 明確 な 法則 に 従っ て 諸 天 と 大 地 を 創造 され た 後に 人 間 を 創り 、 そ の 導き ぎ 手 と 
し て の 啓示 を 下さ れ た 。 神 は と る に 足ら な いも の か ら 人 間 を 創造 され た に も か か わら 
ず 、 人 間 に 最 高 の 資 質 を 与え られ た が 、 人 間 は 神 か ら 賜 っ た 導き に よっ て 行動 し な い 
で 、 神 の 力 や 権力 を 疑い 始め た 。 
1832 神 は 人 間 の 肉体 的 且つ 物資 的 な 必要 の た め に 心 を 配り 、 そ れ ほ ど 供 給 し た の 
に 、 彼 は その 精神 的 必要 の た め 同 じ よ うな 供給 を 無視 し た と いう 思考 は 一 切 考 え 
られ な い 。 
18324 この 文 は 、 神 は 人 間 に ま だ 知ら れ て いな い 新 し い 交通 機関 や も も た ら さ れる と い 
う 意 味 で ある 。 こ の 預言 は 鉄道 、 蒸気 船 、 自 動車 、 飛 行 機 と いう 形 で 実現 され た 。 神 
だ けが これ か ら 先 に 発明 され る 交通 手段 を 知っ て お られ る 。 
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十 六 章 


アン ナブ フル An-Naht( 蜜 蜂 ) 


四谷 


10. 面 し て 、 正 し い 道 を 示す は (人 間 の 
た め ) ア ッ ラ ー に 科せ られ た り 。 され ど 
その ( 道 ) の 中 逸脱 する も の も あり 。 さ 
れ ば 、? も し アッ ラー 和 欲し た り せ ば 、 
彼 は 必ず お 前 達 す べ て を 導き 給え し 
箸 。 

二 項 
11. ヶ 彼 こ そ は お 前 達 の た め 天 か ら 水 
を 降ら せ 給 えり 。 その 中 に 飲み も の も 
あれ ば 、 ま た お 前 達 が 家畜 を 育て る 
叢 株 も 之 に よっ て 成育 す 。 
12. < 彼 、 これ に よっ て お 前 達 の た め 、 
末 物 、 概 構 、 昌 柳 子 や 入 敬 、 各 種 の 果 
実 を 生 ぜ し お 。 げに 、 この 中 に は 、 思 


慮 深い 民 へ の 神 兆 あり 533。 


13. また 9 役 は 、 夜 と 昼 と を お 前 達 の 
た め に 働か せしめ た り 。 面 し て 、 太陽 
も 月 も また 然 り 。 また 、 星 も 彼 の 命令 
に よっ て 働か せ し む る な り 。 げに この 
中 に は 理解 ある 民 へ の 神 兆 あ り 。 


14. また 役 が お 前 達 の た め に “地上 に 
生 ぜ し め た る も の は さま ざま な 色 な 
り 24 げに この 中 に は 、 忠 告 に 従う 


FP うに し 5 23546 よう 


$ 652 し SM 喝 
EC くし も し PT KEEP 


イラ タッ で う 


OO づる を 5 つ し う 
の PP テー 
I EI OEY A 
O03 EE 8 NG) 
OR I 


A RS 5 
2 SN ESL 
A 2 a 
放す る で 36N 


96:150: 10:100; HH:H19.72:23: 6:100: 13:18; 16:66: 22:64. C6:100; 13:5. 97:55 13:3: 14:34: 35:14: 39:6. “13:5: 39:22、 


1533 柄物 を 成長 させ る エネ ルギー は 土 の 中 に 
ら 水 を も ら わ な けれ ば その エネ ルギー は 働く こと が で き な い 。 人 間 も 同 様 
の 啓示 の 助け な し に は 向上 で き な い 。 人 間 の 精神 的 向上 
『 く こと は 、 士 が 水 の 助け な し に 植物 を 成長 させ る こと が で きる 


い 素 質 を 受け 継い で いて も 神 
の 基礎 を 知性 だ け に 軒 
言う の に 等 し い 。 


隠れ て いる の か も 知れ な い が 、 土 が 天 か 
に すばらし 


1534 宙 の 創造 で 最も すばらし いこ と の 1 つ は 、2 つの 物 あ る い は 人 で 全く 同じ も の が 
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十 四 伏 アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 十 示 章 


民 へ の 神 兆 あ り 35。 re 


15. 面 し て 、< 彼 こ そお 前 達 が それ に IEG EN 
よっ て 新鮮 な 肉 を 食し 、 ま た その 中 か 2 
< ふ 56 と 


を と ォ メン る ン イ と 6 上 1 

ら お 前 達 が 身 に 付け る 装飾 を 取り 出 区 
さん が た め に 、 海 を 働か し め た り 。 さ oo ッ 。 コレ ンー ラン ン ン 

| AA の 1 る + | と 3 
れ ば 汐 は 見 た り 、 水 上 を 突き 進む 入 を ブーン ンタ 2 チタ の や こう 
"%。 また 、( こ は ) お 前 達 が その 大 叶 を 9 くち っ 人 154 し あっ 2 
求め 、 且 つ 感 謝 を 捧げ ん が た め な り 。 

っ の あみ 3 5 で る 2 } 3 アル 
16. また ? 彼 は 大 地 に 山々 を 据え た OC 


り 、 お 前 達 に 食物 を 供給 せん が た め に 322 チコ ビン 
ie7 また 、 河 川 や 道路 を も (設け た っ デ OA 


1538 TE S 條 N と J ンー コンラン 
り ) で 、 お 前 達 が 導 か れん が た め ! ⑥9 5 る 


935:13: 45:13. 713:4: 21:32. 


な いと いう こと で ある 。 この 多様 性 が な か っ た な ら ば 世界 中 で 数 え 切 れ な い 程 の 混乱 
が 起き た で あろ う 。1 つの も の を 別 の も の と 区 別 し た り 、1 人 の 人 を 別 の 人 と 見 分 け 
る の が 上 難し か っ た こと だ ろう 。 同様 に 、 人 間 は 気質 や 体質 が 多様 な の で 、 色 ん な 性 質 
の 人 に 同じ よう に ぴっ た りす る 教え を 工夫 する こと は 人 間 の 能力 を 超え て いる 。 自然 
界 に 存在 する 相違 点 を 全部 知っ て いる 人 は だ れ も い な い 。 神 だ けが この さま ざま な 違 
い を 把握 され て いて 、 そ れ 故 に 、 神 だ けが すべ て の 人 を 満足 させ 、 す べ て の 人 に 有益 
な 教え を 与え る こと が で きる 。 

38 思慮 深い 者 (12 節 ) 、 理 解 あ る 者 (13 節 ) 、 注 意 ぶ か い 者 (14 節 ) と いう 三 語 は それ 
ぞ れ の 節 の 終わ り に 別々 に 記さ れ て いて 、 その 語 が 使わ れ て いる 節 の 主題 に 特に 適切 


きる と 考え られ る 。 ど の 語 を どの 場所 で 使う か は その 語 の 重要 さ の 度合 に よっ て 決め ら 
れ て いる 。「 思 慮 」 と いう 語 が 最初 に 使わ れ て いる の は 、 そ れ が 人 間 が 道徳 的 に 改心 
する 過程 で 最初 に 行う こと で あり 、 又 すべ て の 道徳 的 性 質 の 中 で 最初 に 目覚 め る も の 
で ある か ら で あ る 。「 思 慮 」 深く な れ ば 、「 理 解 力 」 が 増し 理性 を 使う よう に な る 。 第 
二 段 階 で 人 は 道徳 的 改革 を 遂げ る 。 その 次 に 来る 第 三 段 階 で は 誘惑 は 完全 に 克服 され 
道徳 的 葛藤 は 消え 、「 注 意 人 ぶ か く 」 自戒 し 善行 を 行う こと は 自分 の 性 質 の 一 部 と な る 。 
936 海 は 人 間 の 益 に な る と て も 重要 な も の で ある 。 それ は 水 の 宝 庫 で あり そこ か ら 太 
陽 は 我々 に 雨 を 与え る 。 海 は 又 、 旅行 や 貿易 の 交通 路 で あり 、 人 間 に 食物 資源 を 与え 
て いる 。 

や 。 地質 学 で は 山脈 が 地震 の 時 に 地面 を 守る の に 大 い に 役 立っ て いる 事実 を 立証 
し た 。 

1938 ここ で 使わ れ て いる 「 道 路 」 と いう 語 は 人 間 の 手 に よっ て 人 為 的 に 作ら れ た 道 で 
は な く 大 昔 か ら 公 道 と し て 使わ れ て きた 自然 に で きた 山道 、 川 道 、 谷 道 の こ と で ある 。 
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十 六 章 


アン ナブ フル An-Naht( 密 蜂 ) 


十 四谷 


17. また 、 幾 多 の 道 栖 を も 。 ま た 、 旦 展 
に よっ て も 、 彼 等 は 導 か れる な り 3。 
18. され ば 、 創 造 し 得る 者 は 、 創 造 し 
得 ざ る 者 と 同一 視 で きよ うか ? 有 お 前 
達 忠告 に 従わ ぬか ? 

19. 耐 し て “お 前 達 、 た と え ア ッ ラ ー 
の 恩恵 を 数 え あ げん と 欲す る と も 、 そ 
れ ら を 数 うべ か ら ず 。 げに 、 アッ ラー 
は 寛大 に し て 慈悲 深く まし ます 。 
20. され ば ? ア ッ ラ ー は 、 お 前 達 が 隠 
すこ と も 、 ま た お 前 達 が 表わす こと も 
熟知 し 給 う 。 

21. 耐 し て 、“ 彼 等 が アッ ラー の 他 に 
祈る も の ども は 、 何 も 創造 せ すず 、 し か 
も 彼 等 自ら 創 ら れ た る な り 。 


22. 彼 等 は 死 物 に し て 、 生命 な し 。 さ れ の 3225 じ ちる は 1 ス る 


ば 、 彼 等 いつ 難 ら され る の か を 知ら ず 。 


三 項 
23. 9 お 前 達 の 神 は 独 一 な る 神 な り 。 さ 
れ ど 、 来世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 その 
心 が ( 真 理 に ) 筑 まず 。 両 し て 彼 等 は 人 
慢 な 者 ども な り 。 


24. 疑う 余地 な く 、《 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 
隠す こと も 、 また 彼 等 が 表わす こと も 


だ チア 


Py E11 ント 1 レン 
DOI Sh pnb y べら 5 


bb ペイ ブラ る ン タプ イッ シレ イィ 
EY bas ES 
* 
J J "ぐう 
ン > っ g 9 アア デー 


Co 
ント 4 Ge EK 2 
はい ぁ ろく Y i 465 15 は 5 9) 5 


ューー 
\ 


デ 
0 の っ プイ 


Fs ン 』 四 
Oe Ii a 


< sw アデ ググ ぅ っ る トン タイ ラン も グ 
OO LION 


OI EH ORS EI 


あッ タイ ミラ テラー る の る 2 る 15 ン へ 3 
OO A EE OSSY 
TT 


>B0-< 


LE Gh 
OF IE 3 28 
の ラー ブタ ! る 


9214:35. 22:78: 27:26: 64:5. 7:192: 25:4, 9.164; 574 22:35; 37:5. "16:20. 


9 所 館 は 、 地 球 が 、 谷 も 山 も 川 も な いで こ ぼ こ の な い 平 ら な 表面 を し て いた な ら ば 
人 が ある 場所 か ら 他 の 場所 へ 行く 道 を 見 つけ る こと が ほとん ど 不 可能 で あっ た ろう 
と いう こと を 物語 っ て いる 。 地球 の 表面 に ある 物理 的 な 特徴 が 道 を 探す の に 役立っ て 
いる 。 今日 で も こう いう 目標 が 空路 で 非常 に 役立っ て いる 。 星 も 陸 和 や 海 を 旅 す る 人 の 
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十 四 傘 アン ナ フ ル An-Nahl( 密 里 ) 二 六 草 
や と 】 s プレ デ 
知り 給 う 。 げに 彼 は 、 高慢 た る 者 を 愛 ocs AXzzjl を sdV4S 9 2 


で 給 わ ず 。 

25. 面 し て 彼 等 に 向っ て 「 お 前 達 の 主 
が 降 せ し も の は 何ぞ ?」 と 問わ ば 、 < 彼 
等 は 云う 、「 古 人 の 物語 な り 」 と 。 


26. 復活 の 日 公 E ら ば 、? 己 が 荷 を すべ て 
背負 い 、 剰 え 彼 等 が その 無知 ゆえ に 
迷 ち しめ た る 者 の 重荷 の 一 部 まで 負 
うべ し 。 よく 聞け 、 彼 等 が 担う も の は 
悪し き な り 。 
四 項 

27. まこ と に 彼 等 以前 の 者 ども も 策 

謀 し た り 。 然 れ ど も 、 アッ ラー 第 等 
の 建物 を 土台 か ら 橋 せり 。 さ れ ば 、 
彼 等 の 頭上 に 屋根 が 落下 し “"“"、 彼 等 
が 思い も よら ぬ と ころ か ら 天 六 が 彼 
等 を 襲い た り 。 


28. さら に また 、 復 活 の 日 に 、 彼 は 彼 
等 を 辱 し め て 云わ ん 、「 お 前 達 が それ 
ら の た め に 反抗 し た る る 4 われ に 俳 せ 礼 
り し も の は 何処 に あ りや ?」。 知識 を 
駆 与 され た 人 々 は 云わ ん 、「 げ に 今日 
の 日 の 恥辱 と 災難 が 不信 者 ども の 上 
に 下る べし 」、 

29.“ 己 自身 に 不義 を な し て いる 間 に 
天使 ら に 召さ れ た る 者 ども (の 上 に )。 
され ば 彼 等 は 7 和解 を 申し 出る な り 、 


TE 


3 8 2 た 99513 
SR 
PR AB ED LA 


i 


i 


ブリン 


CAE SS 
NO 1 


8.32: 68:16: 83:14. 29:14, “39:26; 59:3. の 8:63、 73. "4:98: 8:5L 47:28.716:88. 
" 過去 の 預言 者 達 に 反対 する 者 達 に か や りか か っ た の は 通常 の 破壊 で は な か っ た 。 彼 


等 は 根こそぎ 破壊 され 、 彼 等 が 建て た 建物 の 土台 や その 上 の 豆 や 屋根 は 彼 等 の 上 に 倒 
れ か か っ た 。 すなわち 対立 し た 者 達 の 指導 者 も 追従 者 も 容赦 され な か っ た の で ある 。 
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十 六 凍 アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 十 四 巻 


「 我 等 は 如何 な る 環 六 も 行わ ぎり き 」 人 し の 40 の.5 多 だ こう 
と (云わ ん )。 硝 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 が 9 
行い し こと を 熟知 し 給 う や 1。 3 


30. ? さ れ ば 地獄 の 門 を 入り 、 そ の 中 に ‘i aa は 25 だ eo の | こま) た 
住み 留 ま れ 。 され は 高慢 な る 者 の 住居 NO 
は 悪し き な り 。 oh 
31. また 、 虹 散 せ し 人 々 は 云わ れん 、 て 233 138oa30 (5 
「 お 前 達 の 主 が 降 せ し も の は 何 
ンタ ゴ *1 っ (5 プー タオ ンタ レキ 3 12 
ぞ ? 」。 役 等 は 云わ ん 、「 最 療 な り 」。 ビビ 3b る 1 移り 
5 と の 現世 で 問 事 を な し た る 人 々 に は ンカ 
短 あ り 。 し か も < 来世 の 住居 は 最良 な ジフ な タテ 31 つう > 


で 
きき アマ 
5 ヽ 


り 。 され ば 異 散 す る 人 々 の 住居 は まこ OE 
と に 素 晴 ら し きか な 。 痕 


32. 7 示 違 の 楽 剛 に 彼 等 が 入り 、 そ の KAOeG55 拓 導 っ 1< さ 計 
下 に 河川 流れ 、 彼 等 が 欲す る も の は す 。  , ,」 i 
べ て そこ に あり "2。 か く の 如 く 、 ア ニー CE A 
ッ ラ ー は 累 敬 する 人 々 に 報い 給 う 。 OA PU 


33. (つま り ) 清浄 な 状態 で 天使 ら が 3 
彼 等 を 死な せる 人 々 。 <“ 彼 等 は (その 
人 々 に ) 云 う 、「 あ な た が た に 平安 あれ ssd SEE 
か し ! 楽園 に 入れ か し ! あな た が た 2 326 
が な し た る こと が 故に 」。 
34. 7 彼 等 (不信 者 ) は 天使 ら が 彼 等 に 82 
臨 まん と する を 待つ か 、 或 い は 溢 の 玉 


中 


739:73: 40:77. 39.1 1, <6:33: 12:110. 295.72: 13:24: 35:34: 61:13: 98:9. “10:11: 13:23: 36:59: 39:74.72:2 1 6:159: 7:54. 
941 不信 者 は 、 自 分 達 の し た こと は 良い 意図 と 純粋 な 動機 に 基づい て お り 、 神 の 美徳 
に 想念 を 集中 させ る た め 、 に せ の 神々 を 礼 振 し た に すぎ な いと 抗議 する 。 当 節 は 、 不 
信者 達 が 被っ た 潔白 さ の その 感覚 を 論破 し て いる 。 
2 正しく 、 散 けん な 意志 の 望む こと は 神 の 意志 と 一 致す る 。 そ れ 故 、 神 の 意図 する 
も の だ けが 与え られ る よう に 敬 け ん な る 者 は 願う の で ある 。 
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の 命 "% が 下る を 待つ 以外 に 、 何 を か RE うう | 
期待 せん ? か く の 如く 彼 等 以前 の 者 

ども も 振舞 いた り 。 面 し て アッ ラー 20! ス を AB ビラ 3 すえ 48 2 
は 彼 等 を 害し た に 非 ず 、 され ど 彼 等 こ プラ オン ブタ イ 」 ン も ン 
そ 己 自身 を 害 え た る な り 。 OO SN SEO 
35. され ば 、 そ の な し た る 行 施 の 悪い ス eGE LE し る に っ ょ る し 2 
結果 が 彼 等 に 跳ね 返り 、? そ の 咽 笑 せ と ン 2 と 

し も の こそ 人 彼 等 を 包 還 せり "9。 る O03 I dS 

五 項 

36.* 面 し て 、 併 せ 祀り し 者 ども は 云 じ 人 所 5 りー っ トマ 3303 
えり 、「 ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば ぼ 、 < 
我 等 も 、 我 等 の 父祖 も 、 彼 以外 に 何 物 Mg NN 
ANN REE! 
彼 以外 に 何 物 を も 崇 毅 せ ざ り し 管 
か く の 如 く 彼 等 以前 の 者 ど Ne 人 3 2 st NE 


めい りょう 


た り 。 され ば 、 * 全 徒 達 は 神託 を 前 路 Jr 
に 伝達 する 以外 の 義務 が ある や ? OFA RAIN EI EE 


37. 面 し て “われ ら は 確か に 各々 の 民 EloIY 35252 BLS 
に 合 御 を 遣わ し 、「 ア ッ ラー を 岩 振 し 、 < 。 ze ン 
偶像 を 避け よ 」 と (命じ た り )。 / さ れつ > いつ EU S15 a 
ば 彼 等 の 中 アッ ラー が 導き 給え し 者 (2 ョ レッ 5 ッ ン 5 
あれ ば 、 双 彼 等 の 中 迷い が 確定 され た を とこ を ころ を 2 うこ スス 
る 者 も 在り 。 ささ れ ば 大 地 を 経 巡 り て 、 」 288 み Y18 は る 8 3 役 
嘘つき と 見 な す 者 ども は 如何 な る 示 a 000 
路 な り し か を 見 よ ! OBI IE OES 


19:70:; 16:119; 29:41: 30:10. DG: 11; 21:42; 39:49: 45:34. “6:149; 43:21、 ds.93,100; 24:55: 29:19: 36:18. “10:48; 13:8; 35:25. 
7:31.83:138: 6:12. 


8 天使 が 彼 等 に 臨 ま ん と する 」 と は 個人 の 不信 仰 者 の 破壊 を 意味 し 、「 主 の 命 が 下 
る を 待つ 」 と は 国家 の 滅亡 を 意味 し て いる 。 


1544 聖 行 が 罰せ られ る と いう こと は 、 外 か ら 発生 する の で は な く 、 そ の 行為 その も の 
の 自然 の 結果 で あり 、 そ の 行為 の 度合 い に 応 じ た も の で ある 。 
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うー 】 


38.? た と え 汐 が 彼 等 を 導 か ん と 切望 6 まる の る (まこ る 255 つり) 
し て も 、 アッ ラー は 、 迷わ し めん と す 。 し 。 。 」 2 
る 者 ども を 断じて 導 か ず 。 また 彼 等 は つの ピラ ひま ご の 、 タ > る マ 
如何 な る 救助 者 ちな か らん 。 2 


ヽ 


39. また 、 彼 等 は アッ ラー の 御名 に か NC 
け て 堅く 暫 え り 、?「 ア ッ ラ ー は 死 し た RYO AS 
る 者 を 貴 ら せ 給 わ ず 」 と 。 < 否 、 こ は 彼 と を eS は SE う > Cy | 
御 自身 に 課せ られ し 確実 な る 約束 な 6@⑤O2GYu 交 徹 和 18519 
り 。 さ れ ど 多く の 人 々 は 知ら ず な り 。 

40. 役 は 彼 等 が 異な る こと を 彼 等 に て za902 な 拓 っ 8 
明示 せん が た め に 、 ま た 拒否 せ し 者 ど 7 no の 2 2 
も が 自ら 嘘つき な り し こと を 知ら ん @Cp3S155 ス 8 中 55 で sd 
が た め に L184 

41. 4 われ ら 何 事 か を 欲す る と き は 、 た 0038801432130 a 
だ 「 在 れ ! 」 と 云う の み 546。 され ば 、 。 Pr 0 1 - 
そ は 在 る な り 。 3 OCS が 3 

六 項 
42. 面 し て 、* ア ッ ラ ー の た め に 7 ビ 次 3 
迫害 を 被り し 後 移住 せ し 者 は 、 わ れ ら 。」/ レ フュ ォ ニー 。 ンー レン 
は 彼 等 に 現世 で 必ず 住い 立場 を サ ぇ 。 て ーー セ I、 す 4 つま 1 
ん 。 ま た 、 来 世 の 報 奨 は 更に 大 な り 。 PC ク の 325 
712:104: 28:37. め 3:38: 45:25. “10:5; 21:105. 9 の .1 18; 3:48; 36:83: 40:69. “2:219; 4:10 22:59. 


"9 復活 の 日 に 悟る 真理 が 、 あ まり に も 完璧 な た め 、 不 信者 は 復活 を 否定 し た こと は 


つい 


愚か で あっ た と 認め る こと と な る 。 まこ と に 復活 の 日 の 真実 の 実現 は 完全 無欠 な の で 
ある 。 
1546 クン ( 在 れ ) と いう 語 は 、 神 が 既に 存在 し て いる も の に 対し 、 命令 を 下す と いう 意 


味 で は な い 。 そ れ は 単に 望み に つい て の 表現 に すぎ ず 、 神 が 望 み を 表明 すれ ば 直ちに 
それ は 成就 され る こと を 意味 する 。 

7 ラ ィ ッ ラ ー と いう 表現 は 、(4) アッ ラー の た め に (b) 神 の 宗教 の た め に 、 す な わ 
ち 、 宗教 の 自由 で 無制限 な 修練 の た め に 、(c) “アッ ラー の た め " つ まり 、 彼 等 が 我 を 忘 
れ て 完全 に アッ ラー に 夢中 に な っ た 、 を 意味 し て いる 。 
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十 四 伏 
彼 等 、 も し 知り た り せ ば 。 


43. (この 報奨 を 得る は )? 礼 耐 に し て 、 
その 主 に 信頼 する 者 な り 。 

44. 6 面 し て 、 わ れ ら が 液 以前 に 遣わ 
し た る は 、 われ ら が 啓示 し た る 男 た ち 
に 他 な ら ず 。 され ば 、 お 前 達 も し 知ら 
ず ば 、 訓 戒 を 持つ 人 々 に 問 え 。 


45. “(われ ら は 役 等 を ) 明 証 と 経典 を 
携え て (遣わ し た り )。 さ れ ば 、?9 わ れ 
ら が 液 に も 訓 戒 を 降 し た り 、 液 人 々 
の た め 彼 等 に 隆 さ れ た る も の を 解 
明 せ ん が た め に 。 また 彼 等 が 熟慮 せ 
ん が た め に 。 

46. “され ば 、 悪 事 を た くら み し 者 ども 
は 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 を 大 地 に 呑み こま 
せしめ る こと 、 又 は 彼 等 が 思い が け な 
いと ころ か ら 天 六 が 彼 等 を 襲い か か る 
こと に 対し て 無事 で いら れる の か ? 
47. 或いは 、 役 等 が あちこち 動き まわ 
っ て いる 際 に ( 彼 等 を 襲い た れ 
ば ) や や 。 され ば 、 彼 等 は アッ ラー を 無 
力 す る 能 わ ず 。 

48. は た また 、 彼 等 を 少し ずつ 消耗 さ 
せ て 破滅 する こと を や 。 されど お 前 


アン ナブ ル Aa-Nahl( 蜜 映 ) 


引 


十 六 章 
⑧ re | や 
OO SE TSN 


PIE 


の 2 


| 


アタ ンタ グ 


SEC 3 EL 
I SC 


PP 
We 


E ld 


RLEIN SS RI 


pe ES 


OE 


A 2 
っ タレ プター ター 9 る 4 る A うっ タイ ブユ ンー 5 イイ 


SR 
内 

の に あー 

デグー Pd 

カン ーー マコ アル プン イン コタ ィ レン 

^ ぐ て 18 * る の 7 2 コン タッ タイ トン 2 

Os 9 uA a 9) 


229:60.712:110: 21:8. “35:26. 13:59; 15:7, 10: 20:100. 76:66: 17:69; 34:10; 67:17-18、 


で 。 不信 者 た ち が 、 度 々 の 旅行 や 、 そ の 活動 が 自由 で 制限 され て いな いこ と か ら 、 彼 
等 の 力 は 無敵 で 栄光 が 常に 彼 等 と 共に ある の だ と 、 信仰 を 持つ 者 が 考え て は な ら な い 。 
聞 も な く こ うい う 活 動 は その 政治 力 の 破滅 を 招く だ ろう 。 

1549 タタ ハッ ヴ ブ フ (Takhawwuf) と は 、 少 し ずつ 取る こと を 意味 する (Lane より )。 当 節 
は 、 不信 の 徒 の 力 は し だ い に 層 く な る と いう こと で 、 信仰 を 持た ぬ 者 は 徹底 的 に 打倒 
され る 前 に 、 イ スラ ム の 力 が 増大 し 続け て 最終 的 に は 勝利 を 収め る と いう 恐怖 に と り 
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十 六 章 アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 十 四 巻 


達 の 主 は 実に 憐 個 に し て 、 慈 悲 深く ま ER 


し ます 。 
49. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 創り 給 い し すっ る 2 イン 2 イイ 
CAE RG 
べ て の も の は 、 そ の 影 が アッ ラー に 2 る > 
る N Ga EE 
服従 し な が ら 右 と だ に 9 移り 変わ 13 る る bE 3c al 角 55 
Lt ナラ タン du 
は 低く な る な り 。 OO AI 
50. され ば “ 諸 天 に 在り 、 大 地 に 在 る 、3 レ つっ 上 多 、 3 に ぶら 絢 3 
凡 て の 生き も の 、 ま た 諸 天 使 も アッ ラ も 隊 
サジ ュ ダ “ と OO Me 1 グラ タタ 
ー に 冶 請 する な り 。 面 し て 彼 等 は 高慢 つる 92OuJ9 91552 こつ ろう) 
に 非 ず 。 ぐ 、 っ ラプ < = ツ 
51. 彼 等 は 己 ら の 上 に 在 す 主 を 狼 れ 、 の 95 3 2 80% 
〉 そ の 命ぜ られ た る こと を 行う な り 。 +、 2 
f$ の 9 お 48 じ 
t 項 
32. 面 し て アッ ラー は 云 えり 、「 二 神馬 ox 33285Y 人 2 
を 取り あげ る な か れ 。 ま こと に <“ 彼 こ で た 3 
を 伯 ン づ 
そ 唯一 な る 神 な り 51!。 さ れ ば 、 わ れ @O%sjb GS も 5) 
ら の み 長 れ 散 え 」。 


13:16: 22:19.766:7.“16:23. 
つか れる こと と な る と いう 意味 で ある 。 
や あら ゆる 物 の 影 は 、 或 る 段階 に 到 れ ば 縮まる の は 自然 の 現象 で も や り 、 そ の 能力 、 
影響 や 栄 准 は 去り 、 単 な る も と の 自分 の 如く 縮小 する こと を 示す 。 従 っ て 不信 者 達 は 、 
天 六 は 役 等 の 影 の 完全 な 削除 を も た ら す で あろ うと 警告 され て いる 。 と ころ が 一 方 、 
聖 預 斉 者 の 影 は 広がり 、 延 び 続 ける で あろ う 。 何故 な ら 、 太 陽 を 痛 に し た と き 、 も の 
は 長い 影 を 得 ら れ 、 神 の 恩恵 の 太陽 は 聖 預 斉 者 の 背 に 在 る か ら で あ る 。 
で や 。 宇宙 の し くみ を 研究 すれ ば 、 宇宙 に 存在 する その 素晴らし い 一 貫 性 が 明らか に な 
る 。 も し 神 が 唯 一 で な か っ た な ら ば 、 こ の 秩序 は 消え て し まっ た で あろ うし 、 そ の 上 、 
も し 一 神 の 神 は も う 一 神 の 神 に 従わ な けれ ば な ら な か っ た で あろ う 。 この 場合 、 二 神 
の うち 一 神 の 神 は 不 必要 で あっ た ろう 。 も し 二 神 と も 、 同等 で あっ た な ら ば それ ぞ れ 
が 影響 を 及ぼ し 統制 する 宇宙 を 持っ て いた こと と な る 。 そ ん な こと に な れ ば 、 お 互い 
の 間 で きっ と 意見 の 相違 が で た こと で あろ る ろう 。 し か し その よう な 仮定 は 不条理 で ある 。 
それ 故に 、 全 宇宙 を 創造 し た の は 唯一 の 神 で な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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s3. 諸 天 と 大 地 に 在 る も の 、 す べ て は 
彼 の み の 所 属 な り 、 ま た “ 彼 に こそ 服 
従 す べし 。 され ば 、 お 前 達 ア ッ ラ ー 以 
外 の 者 を 良 る る か ? 

s4. また 、? お 前 達 が 授け られ た る すべ 
て の 恩恵 は アッ ラー か ら な り 。 さ れ 
ば 、 お 前 達 災難 に 遭 え ば 、 彼 に こそ 嘆 
願 する な り 。 

55. < 然るに 、 役 は お 前 達 か ら 災 難 を 
取り 除く と 、 な ん と 、 お 前 達 の 一 団 は 
その 主 に 併せ 祀る な り 、 


56. "われ ら が 彼 等 に 授け し も の を 忘 
思 す る が た め に 。 され ば 、 し ば し の 歓楽 
を 楽し め 。 や が て お 前 達 は 知る な り 。 


57. 面 し て “ 彼 等 は 、 わ れ ら が 授け し 
滋養 物 の 中 か ら 一 部 を 己 が 知ら ぬ も 
の の た め に 取っ て 置く 。 アッ ラー に 特 
て 、 お 前 達 は ロ が 提 造 し た る こと に 対 
し て 必ず 組 明 せら る る べし 。 

S8. また 、/ 役 等 は アッ ラー に 娘 ら あり 
と みな す 。 彼 は 聖 な り 。 だ が 一 方 、 彼 
等 に は 自ら 欲し が る も の あり 82、 


59. され ば 、* 彼 等 の だ れ も が 女児 (の 
誕生 ) を 朗報 され た る や 、 落 胆 の 余 り 


アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 


了 
時 


RI IT RG 


< っ る 8 る 
OVS 


い 


8 ティン まう を ン 
eel ols 


* ご 


て 6 る コモ ンー イー ン 59 っ gp っ プン 
SC Es 
Lt っ さる 8 る アン 
OE EP UC 


PF の っ 


アグ 


ター イッ で ンー る る < と (7 る る 
SE SS 
3 イン ーッ プ 3 う っ アッ 

ら 0 め うお ふる の っ 5 

8 ラー ンプ + ll TT に 
| aterS | に っ | と J 
イラ と イラ ュ ン で 

DOOR a 9 od 

る oe ウ ッ CC Aon se 
SORRY 
> 4 で 人 405" 280 


9 ぁ 4 イン 94 ランタ トッ タ 生 ライ レン ョ ン ン と 
は 9 oa EIA A Oa 9 
イリ ラブ る る ン 

OO oe 


っ タタ ン イ 


ュー ンー 4Z 12 る 5 ンタ イ で 」 ン 
4 な を 5 ひ や さも 2212551 5 


939:4. P4:80; 10:13, 23; 23:65; 30:34; 39:9. “10:13, 24; 29:66; 30:34; 39:9. 29:67: 30:35. “6:137. 
76:101 37:153-154 43:17: 52:40; 53:22、843:18、 


Te82 当 節 で は 、 信 仰 を 持た ぬ 者 の つま ず き の も と は 、( 息 子 で は な く ) 娘 の 出生 が 神 の 
せい だ と する こと に ある と 言っ て いる 訳 で は な い 。 し か し な が ら 聖 クル アー ン で は 息 
子 の 出生 を 神 の せい に する こと も 、 強 く 非 難し て いる (j9:91. 92) 。 当館 で は 単に 、 不 
言 者 が 娘 の 出生 に より 面目 が つぶ れる と 信じ こん で いる の で 、 神 の せい に し て し まう 


彼 等 の 還 か さ に つい て 述べ られ て いる 。 
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アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 


中谷 


その 顔 は 暗く な り や 24 彼 は ( 類 阿 を ) 
押え る 者 な り 。 

60. 彼 は その 報せ られ た る こと の 苦 
痛 の た め に 人 目 を 避け る な り 。「 恥 を 
忍 ん で 之 を か か える べき か 、 それ と も 
之 を 土 中 に 埋め る べき か 」 の 。 よさ 
聞け 、 彼 等 の 判断 た る や 悪し き な り 。 


61. 来世 を 信 ぜ ざる 者 ども の に は 不 
吾 な 只 え あり 、 ? されど 、 最 も 高尚 な 
る 職 え は アッ ラー に 属す 。 面 し て 彼 は 
威力 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


八 項 

62. され ば 、? も し アッ ラー が 人 間 を そ 
の 不義 故に 捕え た れ ば 、 役 は この ( 地 
の ) 上 に どん な 生類 も と り 残 さ ざ り し 
管 ss4。 然 れ ど も 、 彼 は 定め られ た る 
期限 まで 彼 等 を 獲 予 す 。 耐 し て 、 <“ 彼 
等 その 期限 至ら ば 、 (それ より ) 一瞬 た 
り と も 遅く な る こと も 、 早 め る こと も 
出来 得 ず 。 


8⑧ ろ 5 る 352 


ee 


I 


ン ~ と みる イン テ っ っ る 
3 EY ES 03 2 

と > 2 
& LS al 


5 と に 62 ょ ES 


いう 


230:28. 710:12: 18:39: 35:46. 7:35: 10:50. 


や や イス ワッ ダ ・ ワ ジュ フ ・ フ ー (tswadda Wajhu-hn) と は 、 彼 の 顔 は 黒く な っ た を 意 
味 す る 。 つ まり 、 そ の 顔 は 砺 し み の 表 現に な っ た 、 又 は 、 悲 し み で 暗く な っ た 、 彼 は 
深く 悲し ん だ た だ 、 悲 嘆 に くれ た 、 又 は いま いま し く 彼 は 也 を か いた な ど を 意味 する (Lane 


より )。 


1993 ここ で 言及 され て いる の は ある アラ ブ の 種族 で 流行 し て いた 女児 を 生き 埋め に 


する 野党 な 習慣 に つい て で ある 。 彼 等 


* は 女性 に 対し て 非常 に 低い 認識 し か 持っ て お ら 


ず 、 そ の 社会 で 極端 に 低い 地位 し か 与え て いな か っ た 。 聖 ク ルアー ン は 女性 の 名 誉 を 


強く 支持 し 、 す べ て の 合 
回 典 の 中 で 独特 な も の と いえ る 。 


Y 法 的 な 権利 を 認め て きた 。 この 点 で 聖 ク ルアー ン は 世界 中 の 


154 補 に よっ て すべ て の 罪 が 一 度 に 罰せ られ た と し た ら 、 世 の 終 り が 来 て 地上 の 生物 


が すべ て 死に 絶え て し まう た め 


、 江 の 下さ れる 時 が 遅 ら さ れ て いる の で ある 。 人 は 罪 


の 結果 と し て 滅ぼさ れ 、 人 の 減 亡 後 は 動物 や 鳥 な ど は 生存 する た め の 目 的 が な く な る 。 


動物 等 は 、 人 間 の 役 
滅び る の で ある 。 


に 立ち 、 人 間 の 利益 に な る た め に 創 ら れ た の だ か ら 、 人 間 と 共に 
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十 四 伏 アン ナ フ ル An-Nahl( 密 里 ) 十 六 意 
63. 南 し て 、 彼 等 は が 嫌う も の を アー 、 ふ 5C % っ と あつ 5 3 
ッ ラ ー に 振り 当て 、 し か も 、 最善 な も 。 
の は 自分 た ちの た め に ある べし と 彼 \ な - つ 9Ok つ SS の | 
等 の 天 は 偽り を 述べ る 。 疑い も な く 、 225 す ょ っ っ 
彼 等 に は 栗 火 あり 、 彼 等 は 確か に その や 9 あ 導 っ | 
中 に 見 捨て られ ん 。 
64. アッ ラー に 替 て 、? わ れ ら は 流 以 前 SS ST DE 
の 諸 民 に も 使徒 ら を 遣わ せり 。 5 され a 
ば 、 悪魔 は 彼 等 に 己 が 所 業 を 魅惑 的 に 949 た の じ る | 2 の ご 
思わ し め た り 。 され ば 、 今日 彼 等 の 守 1 
護 者 は 下 魔 な れ ど 、 彼 等 に は 痛ま し い 。 の っ は に 63 
貴 昔 あり 。 
6. われ ら が 激 に 聖典 を 降 し た る は 、 < と NE TS 
液 は 彼 等 に 、 そ の 論争 する こと を 解明 4 a 9 
せん が た め 、 また 信ずる 民 へ の < 科 導 。 2<2 う 53@AA9 429124A)、 2 
並び に 慈悲 た らし めん が た め な り 。 DD 
つと 2 5 っ 9 
に っ くだ イィ イン ザギン < イン タイ 0 」 ン 
66. 耐 し て 、4 ア ッ ラ ー は 天 よ り 水 を 降 4 っ AU6 和 2 天 <3 に つの 2 人 A| 
し 、 芝 に よっ て 大 地 を その 死 せ し 後に gb シル 
在 ら し め た り 。 ば に この 中 に は 耳 傾け GO ゆめ っ 5、 つ ろ | 
EE プー J ル A 内 ン ゅ 
る 民 の た め 神 兆 ち り 。 8 RS 3 
九 項 
67. また 、 < 家畜 に も 、 お 前 達 へ の 教 衣 2 3 2 
あり *%%%。 わ れ ら は 、 そ の 腹 中 に ある 。 レル 
排 浴 物 と 血液 の 中 間 か ら 清 ら か な 乳 うう OS 3 こう くう 


96:43: 22:53. 76:44: 8:49. “6:158; 12:112: 16:90. 72:165: 13:18. 723:22. 


や イブ ラ (Hbrah) と は 、 そ れ に よっ て 人 が 無知 か ら 知 識 に 移る 指示 又は 、 証言 や 証拠 
の 意味 で ある (Lane より )。 獣 の 腹の中 の 敏感 な 進行 を ほのめかし て いる 。 獣 た ちの 
餌 で ある 草 や 木の葉 が 、 そ の 腹の中 で ミル ク に 転化 する 過程 を 研究 する こと は 、 人 間 
の 自然 な 傾向 や 性 癖 も 神 の 力 、 つ まり 天 啓 に 依っ て 統制 され て いな い 限 り 、 正しく 導 
く こ と が 出来 な いと いう 結論 を 出す 。 
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十 六 凍 アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 蜂 ) 十 四 巻 


を お 前 達 に 飲ま せる 。 そ は 飲む 者 に は OR NLLAE LS 
気持 ち 良 し 。 - 
68. また 、 東 格子 や 往 区 の 果実 か ら も いっ CeYj3 AI こう 3 29 
(飲ま せる )。 お 前 達 は 之 に て 興 奏 させ EA 。 8g 
る も の や 純粋 な 滋 状 物 を 得る "w。 GO SS っ DK っ 4205Ja 
げに この 中 に は 、 理 解 あ る 人 々 の た め 2 の 210 
し る し OV Nin INS 
に 神 兆 あり 。 プン の 
va 55 グ ター を 四 っ 谷 そ テン } 5 イン 
69. また 、 溢 の 主 は 蜜蜂 に 啓示 し て CscsaasSlOUS2J1G5 う 、 を 5 
*s56「 丘 や や 樹木 に 、 又 は 彼 等 が (高く ) 02 6 
すみ か スー ン で の っ タタ ン ン 
作る 棚 に 、 お 前 達人 釣 を いと な め 。 で 2 うつ 2 う も 計り に | 
3 2 っ タグ 
⑨ Om 


70. され ば 、 あ ら ゆ る 果実 を 食し 、 己 じつに eo 
が 主 の 道 に 謙 交 に 従え 」 と 。 その 胸中 NN の a 2 ッ ン よろ イメ a 
か ら 多 様 な る 色彩 の 飲物 出 づ 。 その 中 8 bs そう > 5 っ お う 


ど 


に は 人 々 を 癒す も の も あり 。 げに この 電 (は アヤ HAI 2 タン る 
本 ss5 ば ほる 2 
中 に は 、 思慮 深い 人 々 へ の 神 兆 あ り 

A A 3 イン < 28 9 
上 O83 EE GIGIE 


3:5; 16:12; 23:20; 36:35, 


や 。 神 に よっ て 創造 され た も の が 自然 で 純粋 な た 形 の まま で あれ ば 、 純 で 健全 で 活力 
の も と と な る 食物 に な る 。 し か し 人 が それ ら を 自然 の まま 用 いな い の で あれ ば 、 損 わ 
れ て し まう 。 同じ よう に 神 の 教え も 完全 な まま で ある 限り 、 精神 的 に 非常 に 有益 な も 
の と な る が 、 そ の 完全 さ が 損 な われ れ ば 全く 役に立た な く な る 。 
1856 ここ で の 記 示 は 、 神 が す べ て の 創造 物 に 生ま れつ き の 本 能 を 与え られ た と いう こ 
を 意味 し て いる 。 当 節 に は 、 全 宇宙 は 、 明 ら か で あっ た り 隠 され て いた りす る 啓示 
(直観 ) に よっ て 円 滑 に 首尾 よく 動い て いる と いう 払 め か し が 隠さ れ て いる 。 言い 換え 
れ ば 、 す べ て の 創造 物 は 天 農 の 本 能 と 生ま れつ き の 素質 に 従っ て 行動 する 時 に だ け そ 
の も の が 存在 する 目的 に か な っ て いる と いう こと で ある 。 蜜蜂 が 優れ た 例 と し て 選ば 
れ た 。 な ぜ な ら ば 蜜蜂 の すばらし い 組 織 と 仕事 ぶり は 肉眼 に よっ て も 見 る こと が で き 
る の で 素人 の 観察 者 を も 感動 させ る こと が で きる か ら で あ る 。 
7 密 蜂 の 主題 は 、 当 節 に 於 いて 、 も っ と 詳し く 述 べら れ て いる 。 神 は 蜜蜂 に いろ い 
EN EA 
組み を 用 い 、 神 に よっ て 、 啓示 され た 方 法 に よっ て 、 集 め ら れ た 食べ 物 が 蜜 に 変 
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十 四 伏 アン ナ フ ル An-Nahl( 密 蜂 ) 十 六 意 


A 3 ゴー イン 


1. 証し て 、 アッ ラー は お 前 達 を 名 NSN 
“ また 彼 、 お 前 達 を 死な し むる 。 05 
れ ば 、 “お 前 達 の 中 、 知識 を 得 た ろ ら 後 ES SSS 
何 も 知 ら ぬ 者 の よう に な る ほど の 老 a の ター 

を に 人 0 3 。。 

いた る 年 齢 まで 到 ら し め ら れる 者 あぶ こめ Ol CS っ 
り 。 げに アッ ラー は 、 全 知 全能 に まし 

ます 。 

十 項 

72. また 、 5 アッ ラー は 滋養 物 に お い GO2S、 よ と うろ いう 5 仏 
て 、 お 前 達 の 或 る 者 を 他 の 者 に 優 ら し G32 | cn 肖 A 
め た り 。 され ど 、 優 らし め ら れ た る 者 。 し し 。 
は その 滋 因 物 558 を 己 の 右手 が 所 有 つの CS ビ まあ う の 


22:6, 224:23: 30:29, 


れる 。 密 は 異な っ た 色 と 独 特 の 風味 を 持つ が 、 その 異な っ た 多様 性 が 人 間 に は 大 い に 
有益 な の で ある 。 こ れ は 、 時 代 が 替 っ て も 天 盛 が 預言 者 た ち に 砂 示 され 続け 、 或 る 預 
言 者 の 教え は 他 の 預言 者 の 教え と 、 細部 で 異な る と いう こと を 意味 する 。 し か し な が 
ら 、 全 て が その 時 代 の 人 々 の た め に 精神 的 再生 の 手段 で ある 。 


NS OS の 枯 


人 5 PC の まや 知識 を な 正利 用 し 、 その 人 生 6 Se 
ら せ ば 、 不 公平 で も な く 、 不条理 で も な い 。 し か し 、 有 産 痢 た ち は 常 に 無産 者 が その 
状態 を より よく する こと や 力 と 特権 を 分 か ち 合 うこ と に 反対 する よう に 顔 を 引き 締 
め る 。 力 や 特権 を 持っ て いる 人 々 の 圧政 と 暴 慮 か ら 世 界 を 救う た め 及 び 、 進歩 の 扉 を 
開き 真 の 功績 と 才能 を 助長 する た め 、 また は 、 そ れ に よっ て 正義 を 回 復 し 、 人 間 が 平 
等 で や る た め に 、 神 は 宗教 改革 者 を 生じ させ る 。 彼 等 の 出現 は 新しい 時 代 を 予告 
希望 を 失っ た 無産 者 た ち に 彼 等 の 権利 を 復帰 させ る 。 当 節 は 手短 に 、 し か し 非常 に 立 
派 に 個人 の 所 有 権 に 関し て イス ラム の 法律 を 制定 し て いる 。 し か る に イス ラム は - - 方 
で は 、 そ の 財産 と いう 表現 に 於 ける その と いう 語 を 強調 する こと に よっ て 、 個人 の 権 
利 を 認め て いる 。 また 、 そ れ は 配分 する と いう 語 を 用 いて 、 全 て の 人 類 に よる その よ 
うな あら ゆる も の の 共同 所 有 権 法 も 制定 し て いる 。 な ぜ な ら 、 ある 人 に 所 属す る も の 
は 他人 に も 配分 され て いる か ら で あ る 。 実際 、 聖 クル アー ン は 、 全 て の も の の 二 重 の 
所 届 権 法 を 認め て いる 。 正直 に 働い て それ を 稼い だ 人 の 所 属 権 が 認め られ て いる 。 ま 
た その 財産 に は 、 人 間 と し て 全て の 人 類 へ の 権利 も ある 。 実際 に は 、 イ スラ ム は 個人 
の 自由 な 所 有 権 の 法 も 信じ ず 、 国家 に 財産 の 無 条 件 で 完全 な 所 属 権 が ある こと も 信じ 
な い 。 そ れ は 中 間 の や り 方 を 採用 する 。 
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十 六 章 アン ナブ フル An-Nahl( 和 蜜蜂) 十 四 疹 
する 者 た 頒 ち て ""、 彼 守 が それ に よっ E03 EA 51 を 12 と 3 
て 平等 と な る こと を せ ず 。 然 ら ば 、 彼 等 
は アッ ラー の 恩恵 に つい て 争い し か ? 
73. また 、< ア ッ ラ ー は 、 お 前 達 の 中 か る 2302 と お も 5 る 人 3 
ら お 前 回 の た め に 配偶 者 を 創り 、 その 32 Ne 
二 介 者 か ら お 前 達 に 子供 や 孫 を 授け 、 SIO 5 
お 前 達 に 良い 滋養 物 の 中 か ら 与 え 給 LT る <8 
0 UL ここ 肖 に は SS3 う 5 
eS EN ON ピー 
アッ ラー の 恩恵 を 拒否 する か ? 1899 OO 5 ンス 和 に SAA 0 っ の 


74. また 、 彼 等 が C ア ッ ラ ー を さ し 措 UKSY ヒ AA お 0 お こち 5 
いて 岩 め る も の は 、 彼 等 の た め に 諸 天 る ん み ff wl の MI る EP ) 
と 大 地 か ら 如 何 な る 滋養 物 を も 所 有 GORE 


せ ず 。 ま た 彼 等 は 能力 を 所 有 せ ず 。 60 LYS 
75. され ば 、 アッラー に つい て 比 輪 を 586Gb 


居り ば に アッ ラー は 知り 給 

う が 、 お 前 達 は 知ら ず 9! EE 
76. アッ ラー は 、 主 の 持ち も の に し て ES CC 
"" iD i は MY な る も も た 3 

と 、 わ れ ら が 話 か ら 佳 き 滋養 物 を 賜 わ し とう) を 9 5s3 よら 
り た る 者 が 、 4 ひそ か に 、 双 公然 と を エレ ェ エレ レッ 8 A 
れ を 施し に 使う (自由 人 ) と の 比 職 を Os" a 3 


U2 7:190: 30:22: 39:7. 729:68. “10:19; 22.72: 29:18. 2:275; 13:23. 


や 。 この 表現 は 、 一 人 の 支配 の 許 に お られ る 個人 的 な 召使 いや 部 下 や 労働 者 や 小作 農 
た ちな ど 、 す べ て の 人 々 を 明瞭 に 包含 する 。 


Te69 当 節 は 神 の 唯一 性 を 、 支 持 す る 論点 と し て 、 私 有 の 本 能 に つい て 述べ て いる 。 
Te61 人 間 は 神 の 偉大 で 限り な い 力 に つい て 何 も 知 ら な い の に 、 神 に 関す る 法則 を 考察 
する な ど と いう の は 、 厚 か まし い 限 り で ある 。 

TP 不信 者 た ち は ま る で 意志 と 行動 の 自由 を 失っ て 、 自分 の 低い 欲望 と 快楽 の 奴隷 に 
な っ た 者 の よう で ある 。 
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イダ 


説く "PS。 彼 等 同等 な り 得る か ? す べ は 英 放 1 5 63 0 
て の 詩 美 は アッ ラー に あれ ! され ど 、 kN 
彼 等 の 多く は 知ら ず な り 。 9 の AS 
77. また 、 ア ッ ラ ー は 、 二 人 の 男 の 比 に 432、・ に 52 区 に の 33 
起 を 説く 。 NN 


な り 、 0 | EY 2 CR 


、 ar ブダ" ーー ェ の 
か る 者 が 、 正義 を 勧め 、 直 き 道 を 踏む ” ^ 
3 ゥ ン ゃ テマ g ュ ン ン 3 ンー っ ーー る 5 ンー イン 
者 と 同等 と な り 得 べき や ? 1 JA Re 
AN 4 PErt と ンー ン ン オ タン 
t 9 パン と り 4c 2 9 


十 ー 項 

78. 耐 し て * 詳 天 と 大 地 の 見 る 能 わ ざ 3 O ぁ 3Y ち いつ 上 多 こ ち 05 
る も の は アッ ラー に 属す *。 凍 し て 、 
定め られ た る 時 の こと は また た く 向 区 有 し 2 て Cc ja そう 


NN ES それ より も 近く な り 。 RS ン 還 bt ン る イ 
人 8| | 

ば に 、 ア ッ ラ ー は 凡 て の こと に 全能 に GE PEE 

i 

79. また 、 ア ッ ラー は お 前 達 を お 前 達 so 2E3 の きる っ 人 


の 針 の 有 内 か ら お 前 達 が 何 も 知ら 


1HE124: 18:27: 35:39. 17:188; 54:51.“39:7. 


963 ここ で 参考 と され て いる の は 聖 預言 者 、 つ まり 神 の 最高 の 僕 の こと と 思わ れる 。 
(1) 彼 は ( 夜 に 人 類 の た め に 祈る こと に より ) 人 に 知ら れる こと な く 人 類 に 仕え 、 又 ( 目 
に 見 える 奉仕 活動 に よっ て ) 堂々 と 人 類 の た め に 尽く し た 。 0②) 彼 は 昼夜 絶え 間 な く 人 
類 の た め に つく し た 。 

1564 当 節 及び 前 節 は 、 不 信者 達 の つの 人 違っ た 種類 に 言及 し て いる 。 前 館 は 、 迷 信 深 
い 信 仰 と 偶像 崇拝 的 な 慣例 や 習慣 に 奴隷 の よう に 働く 不信 者 た ち に 言及 する 。 彼 等 は 
有 和 益 な 仕事 を する 手段 と 能力 を 持っ て いる が 、 彼 等 は 行動 の 自由 を 奪わ れ て いる か ら 
それ を 実行 する こと か ら 妨 げ ら れる 。 そ し て 当 節 は 、 迷信 的 な 慣例 の 奴隷 で も る ば か 
りか 、 何 か 本 当 に 良い 仕事 を する 方 法 と 能力 に 全く 欠乏 し て いる よう な 不信 者 た ち に 
言及 する 。 

1565「 貞 る 能 わ ざる も の 」 と は 即ち 、 信 じ な い 者 の 最終 的 な 敗北 と 当惑 、 そ れ に イス 
ラム の 勝利 を 意味 する 。 
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る 時 に 取り 出だし 、? お 前 達 に 聴覚 を < 引っ 用 12< 区 2 ンジ 1 35Y 
DN UE 6 日 ES 2 で か 
と 視覚 と 心 と を 授け 給え り “ 、 お 前 6 
達 が 感謝 せん が た め に 。 OO まや ざか JE かり 


80.” 彼 等 は 天空 で 働か せしめ られ た な きら スズ 353) 
る 飛鳥 を 鈴 ざ り し か ? ア ッ ラ ー に 非 。 。 ,」 。_. M 
ず し て 施 が それ ら を 制す る か ?* ウ 確 GO) AO4ー ン 5 ビ 
Dc、 と 中 言 仰 な へ 3 2 ii 
i は 、 信仰 する 人 々 へ の 0 
81. され ば 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 達 の た CN OA 
め に 己 が 家 を 安息 の 場所 と せり 、 ま た 。 。  ' . 2 
家畜 の 皮革 に よっ て お 前 達 の た め に RE LE eS 
住い を 定め 、 お 前 達 は 自分 が 旅路 に あー ニン ンス 
っ て も 、 宿営 に際し て も 、 それ を 軽便 「 デ フー 2 e こ の 
に (運べ る ) なり 。 また ( 彼 は )、 それ ら RO : る > 
の 羊毛 や 毛皮 や 体毛 で さま ざま な 用 

具 を 定め 、 或 る 時 まで し ば し の 利益 を 。 OoAedlEE25 
得る こと を 定め た り 。 1 

82. また 、 ア ッ ラ ー が お 前 達 の た め 創 SE SU 
造 せ し も の の うち 、 お 前 達 の た め に 日 ンー テニ シシ i 
陰 を 作り 、 山 中 に お 前 達 の た め 層 難所 つぶ JOS 3 し S10 


23:79; 67:24、?67:20. 


1566 聞い た り 見 た り 理 解 し た りす る 能力 は 、 この 順序 で 人 が 知識 を 得る の を 助け て き 
た 。 生 まれ た ば か り の 子供 は まず 、 聴力 を 使う 。 視力 が 次 に 発達 し 、 そ し て 成長 の 最 
終 段階 と し て 理解 が 発達 する 。 

56? 当 節 で は 間もなく メッ カ の 不信 者 た ち に ふり か か る 六 に つい て だ け 述 べ て いる 。 
鳥 を 制す る と いう 意味 は 、 信じ な い 者 の た め に 用 意 し て ある 信 を 保留 し て いる と いう 
こと で ある 。 アラ ブ の 詩 に は 鳥 が 勝ち 軍 の 後に つい て 行っ て 戦場 で 便 さ れ た まま に な 
っ て いる 敵 の 死体 を つい ば むこ と が 述べ られ て いる も の が 沢山 ある 。 アラ ブ の 議 に よ 
れ ば 鳥 が 空中 を 舞う と いう こと は 、 部 族 の 敗北 と 破壊 を 象徴 し て いる (67:20 節 を 参 
照 )。 当 飾 で は 、 神 は イス ラム 教徒 が 信仰 を 持た ぬ 者 に 対し て 戦い を 挑む こと を 差し 
控え させ た と 言明 し て いる 。 し か し 、 いっ た ん 戦う 許可 が 与え られ る や 香 や 、 不 信 の 
徒 は 、 打ち 負 か さ れ 人 破滅 させ られ 、 信 仰 を 持た ぬ 者 達 の 死体 は 空 を 飛ん で いる 鳥 に 食 
われ る と ころ と な る の で ある 。 
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十 六 章 


を 設け 、 また お 前 達 を 早 熱 か ら 護る 響 
う 衣 と 戦場 で その 身 を 護る 覆う 物 と 
を 定め た り 。 か く の 如 く 、 彼 は お 前 達 

に 己 が 恵み を 全 うす 、 お 前 達 が 帰依 
oo 
83. < され ど 、 も し 彼 等 育 を 向け な ば 、 
確か に 汐 の 貴 務 は た だ (神託 を ) 明 隊 
に 伝達 する な り 。 
84. 彼 等 は アッ ラー の 恩恵 を 認め つ 
つも 、 之 を 否認 す 。 され ば 彼 等 の 多く 
は 不信 者 な り 。 

十 二 項 

85. 2 耐 し て 、 わ れ ら が 各々 の 共同 体 よ 
り 一 人 の 証人 を 立て る その 日 92、 不信 
せ し 者 ども は (弁解 を ) 許さ れず 、 ま た 
* 役 等 の 云い 訳 は 受け 入れ られ ず 。 


86. 9 不義 を な し た る 者 ども が 懲 加 を 
見 ん 時 は 、 そ は 彼 等 の た め に 軽減 せ 
られ ず 、 ま た 彼 等 は 猫 予 せら れ ざ る 
べし 。 

87. また “併せ 祀り し 者 ども が 、 そ の 
他 神 を 見 る 時 、 云 わん 、「 わ れ ら の 主 
よ 、 彼 等 IS 我 等 が 次 を 差し 置い 
て 崇め た る 他 神 な り 」、 さ れ ば 、 そ の 
者 ども は 彼 等 に 言葉 を 返さ ん 、「 実 に 
お 前 達 こそ 嘘つき な り 」*"% と 。 


EN 
6 CE TN MG ES Ed 


en > 


人 ンー プン 


SSPk ま さい 3 


eg eh gos 
5 SMES くつ ある 


3 O03 RT 


ンタ タテ タプ グ 


YA 1 まつ っ と 69 
YE て SE 
に そ アテ 』 


OO ga 
EI RE SNS 


2 


3:21; 5:93. 4:42: 16:90.730:58: 41:25. 92:166. 230:14. 


598 当 節 で は 神 よ り の 使者 が 世界 の すべ て の 民族 と 国々 に 送ら れ た こと が 述べ られ 


て いる 。 この 主張 は すべ て の 経典 の 中 で 聖 ク ル ア 
る 。 そ し て 聖 ク ルアー ン に よっ て 約 1400 年 前 に 明 ら 


今や 人 類 の 上 を 照ら し 始め た の で ある 。 
1569 偽 り の 


と その 信奉 考 と の 間 の 論争 が 、 示唆 し て いる こと は 、 罪 と 、 


も の で あ 
か に され た この 主張 の 真理 が 、 


ー ン に だ け 述 べら れ て いる 


真理 の 否定 
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| デ 


タ 


88. され ば 、< そ の 日 彼 等 は アッ ラー に NS i 


1 


恭 順 を 申し 出 で ん 。 曽 し て 、 彼 等 が を アリ ピョン レン と の 
理 造 せ し こと が 彼 等 より 消え 去ら ん 。 DOI TE 5 うな と 
89. 自ら ) 信 仰 を 拒み 、 ま た アッ ラー 2 こら と 0 
の 道 か ら (人 々 を ) 妨 げ し 者 ども は 、 我 


= デン A 
等 は 彼 等 に 懲罰 の 上 に 更に 懲罰 を 加 IS FE う 
入 『 Ep N ンー っ ター 2 ォ 
ん 、 彼 等 が 騒乱 せ し が 故に 。 OYs と) 


90. “証し て 、 わ れ ら が 各々 の 共同 体 に RU LE CR 
対し て その 中 か ら 一 人 の 証人 を 立て NII 
る その 日 、 商 し て われ ら は 流 を それ ら 玖 約 ら の いじ に 3 
の ( 及 て の ) 者 に 対し て 本 人 た らし め 。  。。 s。 sge。 レレ ュ ン agz。 
る べし 。 さ れ ば こそ 、 “われ ら は 一 切 Ja 
を 解明 する も の 、 且 つ 矯 導 と 慈 相 な 8 も cz2N oe は 8 ンス 5 

だ 1 の 0o う つう 
る 経典 を 汐 に 降 し た り 。 また 、 神 に 帰 ” 
依 服 従 する 者 へ の 朗報 な り 。 

寺 三 項 
91. げに アッ ラー は 、 正義 と 普 行 並び 層 ) 5O じ > yl5033 し 22006) 
に 近親 に 対す る 贈与 を 命じ 給 い 、 醒 行 ンー ルン 
と 邪 患 並び に 背 逆 を 禁じ 給 う "の 。 彼 SE EA 


16:29. 17:46; LL:20; 14:4. 442: 16:85. 10:38; 12:112. 


に 基づく 友情 は 決し て 長続き し な いと いう こと で ある 。 
7 当 備 は 、 簡 単に 入間 の 徳 義 と 精神 的 な 発達 の 全て の 異な っ た 段階 及び 、 そ の 積極 
的 な 面 と 否定 的 側面 を 扱う 三 つ の 控 と 三 つ の 禁令 が 含ま れ て いる 。 それ は 正義 の 要求 
で 他人 に 普 を な すこ と や 親族 の 間 で は 親切 を な すこ と を 命じ 、 無 作法 や 明白 に 悪い こ 
と や 犯罪 を 禁止 し て いる 。 正義 と は 、 あ る 人 は 自分 が 他 の 人 々 に 接 さ れる 如く 、 彼 等 
を 接 す べ きこ と を 含 章 する 。 彼 は 他人 に 、 良 いこ と や 悪い こと を 愛 け た 程度 に 、 返す 
べき で ある 。 人 ん 々 か ら ど ん な 仕打ち を 受け て も 、 虐待 され た と し て も 、 そ れ に か か わ 
ら ず 、 彼 等 に アド ゥ ル (Adl= 正 義 ) 以 上 に 善 を 成す こと は イフ サー ン hsan= 療 を 施す ) 
と いう 段階 で ある 。 そ の 行為 は 、 互 恵 主義 の 就 慮 を 働か すべ き で は な い 。 最高 の 徳 義 
成 発 の 段階 は 、 イー ター イ ・ ズ ィ ル クル バー (親族 に 対す る 贈与 ) で あり 、 信 者 は 非常 
i 番 行 を 成す こと は 、 受 けた も の の 返礼 の 気持 ち で は な く 、 ま た は 、 そ れ 
以上 の 良い お 返し を する つも り で も な く 、 自然 の 衝動 に よっ て 良い こと を な す よ うに 
期待 され て いる 。 この 段階 に よる 彼 の 状態 は 、 母親 が 我 が 子供 へ 自然 の 衝動 か ら 出 る 
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は お ね 前 達 に 助言 し 給え り 、 お 前 達 が 忠 iz ST 
告 に 従わ ん が た め に 。 人 


OO ター 一世 

%. お 前 達 ア ッ ラ ー と 約束 し た る な 12 計る と 31 abal3 

ば 、“ そ の 約束 を 全う せよ 。 ま た 販 約 。 。」 ME 
これ Wt 8 i - う タ 9 デ i EF- ) 240 ブッ タプ ンチ 】 

を 確認 し た る 後に を 破る な か れ 4 55LS っ お っ 805Y| 


2 お 前 達 は アッ ラー を 自分 た ち に 対 ビ I MN 
. HN Lik 
し て 保証 者 と し て いる の に 。 げ に アッ RO 8 っ 


ラー は お 前 達 が 行う こと を 知り 給 う 。 To 

7 ご クン I tL NT 

2 INN 

グ ら ら に 解 こ ュー イン ョ イン 8 Gh Tt 

な る な か れ 。 或 る 民 が 他 の 民 より "2 プーoCilO 3 3 あっ 
96:153: 13:21; 17:35, 


愛 に 似 て いる 。 信 者 が この 段階 に 達し た 後 、 そ の 人 の 倫理 の 啓発 は 完成 され る 。 こ れ 


等 三 段 階 の 倫理 は 、 人 間 の 倫理 の 啓発 に 耕 定 し 難い 側面 を 構成 する 。 そ の 否定 的 側面 
は 、 三 つの 言葉 で 描写 され て いる 。 す な わ ち 、 フ ァ フ シャ ー(Fahsha= 醐 行 )、 ム ンカ 


ル (Maunkar= 邪 悪 ) と バグ ユ (Baghy= 反 逆 ) で ある 。 フ ァ フ シャ ー( 醒 行 ) は 、 そ の 認識 が 
行為 者 に 制限 され て いる 悪徳 を 意味 する 。 そ し て 、 ム ンカ ル ( 部 悪 )】 は 、 他 の 人 々 に も 


且つ 権利 を 侵害 する こと を 受け な い 。 し か し な が ら 、 バ グ ユ (反逆 ) は 、 こ れ 等 の 不動 
悪事 を 包含 し 、 他 の 人 々 に 見 られ 、 感 じ ら れ 、 そ し て 公然 と 非難 され る ば か りか 、 人 々 
に 絶対 的 に 危害 も 加え る 悪徳 や 邪 可 を 示す 。 こ れ 等 の 三 つ の 単純 な 言葉 は 、 想像 で き 
る すべ て の 悪徳 を 包含 する 。 

9 分 信徒 が 神 に 負っ て いる 恩義 は アッ ラー の 約束 と いう 語 で 表わさ れ 、 仲間 に 負っ て 
いる 義務 は 鶴 約 と いう 語 で 表わさ れ て いる 。 

72 アラ ビア 語 の この 表現 は 、 三 つの 解釈 が 可能 で ある 。 

(⑪) 一 方 の 集団 ( 非 イ スラ ム 教徒 た ち ) が 他方 の 集団 (ムスリム た ち ) よ り 力 や や 富 に よ 
っ て 、 優 勢 に な っ た か ら と いっ て 、 即 ち 、 ム スリ ム 達 が 他 の 優勢 な 人々 と 平和 条約 を 
結ん で 監視 の 目 か ら 追い 出す べき で は な い 。 従っ て 、 彼 等 は 好機 に 至る まで 時 節 を 待 
ち 、 そ れ を 簡単 に 不履行 に する 。 

2②) 一 方 の 集団 ( 非 イ スラ ム 教 徒 た ち ) が 他方 の 集団 (ムスリム た ち ) より 力 や 富 に よ 
っ て 、 優 勢 に な る と いけ な いか ら 。 

(3 一 方 の 集団 (ムスリム 達 ) が 他方 の 集団 ( 非 イ スラ ム 教 徒 た ち ) よ り 優勢 に な る た 
め に 、 即 ち 、 ム スリ ム 達 は 、 非 ムスリム 達 か ら の 利益 を 得る た め 、 自 分 の 力 に 一 助 と 
な る 目的 で 彼 等 と 協定 を 結ん だ り 、 非 ムスリム 達 より 優勢 に な っ た 後 そ れ を 破っ た り 、 
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優勢 に な る と いけ な いか ら と いっ て 、 ゆみ 前 Es SS 
お 前 達 は < 己 が 綿 い を 互い に 欺く 手段 

1573 と し て 使う な り 。 げに アッ ラー は 之 Cd SE 


に よっ て お 前 達 を 試み ん と す 。 され は 復 
活 の 日 に 於 いて 、 彼 は お 前 達 が 異論 し た 
る こと を 必ず お 前 達 に 明確 に せん 。 


94. 耐 し て 、5 ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ 3 
ば 、 お 前 達 を 必ず 唯一 の 共同 体 と な し 
得 た 管 。 され ど 、 彼 は 己 の 欲す る 者 に 
迷い を 判定 し 、 また 、 己 の 欲す る 者 を 
導き 給 う 。 証し て 、 お 前 達 は 己 が な し 
た る こと に つい て 必ず や ゃ 庄 問 され ん 。 
95. され ば お 前 達 、 己 が 旨 い を お 互い 
に 上 欺く 手段 と し て 使う な か れ 。 

ば 、 踏 み し め た 脚 は 滑り 174 アッ ラ 
Se 
た め に 、 お 前 達 災 難 を 味わい 、 上 且つ お 
前 達 厳し い 商 苦 を 受け ん 。 


96.* ま た アッ ラー の 約束 を わずか な 
代価 で 売る な か れ や ”。 げに ア ッ ラ ー 
の 御 許 に ある も の こそ お 前 達 に と り 
て 最善 な り 、 も し お 前 達 知 識 を 有する 
な ら ば 。 


nb x 62 っ 

lapis 
は HLT に さじ さ CUPETSE 
7 IIS 


A IA 


or ~s% に ie で PS 12 19 


ゥ ッ ーー プー グラン ン 


A 
8 3 8 
20 し Eo で.2 し に 259 
@ を Ez る は z 2595 
CUESE34 っ sa EN 
1020 2 2 2 


⑤@ 0 に 


116:93. 15:49; 11:119. 3:78. 


し て は な ら な い 。 


929 当 節 と 次 侵 で は 、 ど ん な こと を し て も 守ら な けれ ば な ら な い 玲 約 を 遵守 する こと 


に つい て 最大 級 の 強調 が な され て いる 


や 分 その よう な 行い は 、 自 分 の 力 を 弱め る こと に な る 。 


178 人 友 は 力 を 持つ よう に な 


ょ る と 、 大 体 に 於 いて 、 人 色々 な 誘惑 に か られ て し まう 。 故 


に 彼 等 の 敵 は 人 々 の 中 か ら ス パイ や 情報 提供 者 を 雇い 、 その 国家 の 秘密 を 知る た め に 
多額 の ヴイ ロ を 贈る 。 イス ラム 教徒 達 は 次 の よう な 言葉 で 、 こ の よう な 誘 感 に 負け な 


いよ うに 警告 され て いる 。「『 
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四谷 


アン ナ フ ル An-Nahl( 蜜 敵 ) 


十 六 章 


97. お 前 達 の 有する も の は 消滅 すれ 
ど 、 ア ッ ラ ー の 御 許 に ある も の は 残 
る 。 < 曽 し て 、 忍 面 せ し 人 々 に は 、 わ 
れ ら は 必ず 彼 等 が な し た る 最善 の 行 
為 に 対し て 報奨 せん 。 」 
98. ? 男 で も 女 で も 、 信 者 に し て 義 し い 
行い を せ し 者 あら ば ""“、 わ れ ら 必ず 
その 者 に 清らか な 人 生 を 授 く 。 また わ 
れ ら は 、 彼 等 が な し た る 最善 の 行為 に 
対し て 、 必 ず や 彼 等 を 報奨 せん 。 
99. され ば 激 、 ク ルアー ン を 読 謝 する 
時 は 、 追 い 払 われ た る 軍 誰 に 対し て ア 
ッ ラ ー の 加護 を 求め よ 。 


100. ば に * 彼 ( 量 魔 ) は 、 信 じ て そ の 主 
に 頼る 人 々 に 対し て 何 の 支 配 力も 持 
た ず 。 

101. 9 まこ と に 彼 の 支配 力 は た だ 、 彼 
を 味方 と する 者 並び に 彼 ( ア ッ ラ ー) 
に 俳 せ 祀る 者 ども の 上 に の み 及 ぶ 。 

二 四 項 

102. 面 し て 、* わ れ ら が 或 る 神 兆 を 他 
の 神 兆 に 代え る 時 “"、 され ば アッ ラ 
ー こ そ は 最も その 啓示 する も の を 知 
り 給 う な れ ど 、 彼 等 は 云う 、「 確 か に 


ンー ラー ブーン > 


PE コン FV を て 

@6 光 5 じゅ る し 
EE EE 
OE A EE eS | 
UR ET CN EAE 


| 


| 


に 
OR FE 
& O02 wo ERIS 


LL2; 39:11. 23:196: 4:125; 20:113. 15:43: 17:66; 34:22. の :258: 3:176: 7:28. 2:107. 


76 当 節 で は 男女 同 権 が 認め られ 、 神 の 恩恵 は 男女 に 等 し く 分 け 与え られ る こと が 約 
東 さ れ て いる 。 

1977 その 意味 は 、* 我 等 が 罰 に よっ て 脅 さ れ た 人 々 が 考え 直し 、 変 化す る た め に 、 天 六 
を 遅らせ 、 そ れ と も 回 避 す る 時 "で ある 。 こ こ で は 、 聖 クル アー ン の 如何 な る 詩 節 も 
廃棄 する こと は 音 及 され て いな い 。 聖 クル アー ン の 如何 な る 詩 節 も 、 聖典 の 他 の 詩 節 
に 衝突 する 故に 、 廃 棄 さ れ た こと は な い 。 聖 ク ルアー ン の すべ て は 、 互 い に 支 持 し 確 
証し て いる 。 そ の 文脈 の 中 に は 、 廃 棄 の 考え を 留意 示唆 する も の は 一 切な い 。 
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流 は た だ 押 造 者 な り 」 と 。 人 癌 、 彼 等 の EER ri 
多く は 知識 を 有 せ ざる な り 。 

103. 云え 、7「 陽 埋 が それ を 波 の 主 よ まあ し 0 5093 凍る 408 
り 真 理 を 以 っ て 降 せ る な り 、 彼 が 信じ ーー RSS 
NR I IES 


従 す る 人 々 へ の ? 科 性 並 び に 朗報 た 5 
らし めん が た め に 」 と 。 dn 


104. 面 し て 、 わ れ ら は 確か に 彼 等 が 、 4 ライ ンー dk IT AT 
A i 
「 役 に 教え る は 、 た だ の 人 間 な り 」"79 955 9 


2:98: 26:194. M12:112. 


1978 不信 者 た ちの 十分 な 証拠 の な い 申 し 立て に よれ ば 、 聖 ク ルアー ン の 構成 に 於 いて 
聖 預言 者 を 助け た 色々 な 人 々 の 名 は 伝承 に よっ て 言及 され て いる 。 或 る 奴隷 の クリ ス 
チャ ン で ある ジャ バル 、 ア ル ・ フ ワイ ティ ブ ・ イ ブン ・ ア ブドウ ル ・ ウ ッ ザ ー の 宮 使 
いで ある アイ シュ 又は ヤ イ シュ 、 そ し て ヤ サ ー ル と 知ら れ て いる アブ ー・ フ ァ キ ー フ 

そし て 、 ア ウス ・ ビ ン ・ ラ ビー の 奴隷 で ある アダ ス 又 は 、 ア ッ ダ ー ス (Ma'‘ani 及び 、 

Fath より )。 ア ッ マ ー ル 、 ス ハイ ブ 、 サ ル マ ー ン 、 ア ブ ド 0 ッ ラ ー・ ビ ン ・ サ ラー ム 
と ネス トリ ウス 派 の 修道 士 で ある セル ギ ウ ス の 名 前 も この 点 に つい て も 記載 され て 
いる 。 実際 、 聖 ク ルアー ン は 、 こ こ で 、 不 信者 た ちの こつ の 異議 に 言及 し て いる 。 一 
つ は 、 聖 預 言 導 が 聖 ク ルアー ン を 構成 する 時 、 或 る 改宗 し た 奴隷 に 助け て も ら っ た こ 
と を 申し 立て られ 、23:$-7 節 に 記載 され て いる こと に 関す る 。 そ し て 、 も う 一 つ は 、 
彼 は イス ラム に 改宗 し た キリ スト 教徒 の 奴隷 か ら 聖 クル アー ン に 組み 込ま れ て いる 
福音 書 の と ころ を 聞い た こと に 関す る 。 当 人 節 は それ に 言及 する 。 さて 、 第 二 の 異 議 に 
関し て は 、 問 題 の その 奴隷 は アラ ビア 訳 の 福音 書 を 読ん だ の か 、 又 は 、 彼 等 の ギリ シ 
ア 語 か へ ブラ イ 語 訳 の 福音 書 を 読ん だ の だ る うか ? も し 彼 が アラ ビア 語 訳 を 読ん だ 
の な ら 、 新約 聖書 は 聖 預言 者 の 時 代 に すでに アラ ビア 語 に 翻訳 され 、 そ の 翻訳 物 は 奴 
隷 が その 職場 で さえ それ を 読む こと が 出来 る ほど あり ふれ て いた こと が 証明 され る 
べき で ある 。 し か し 、 聖 預言 者 の 時 代 迄 は 、 新 約 聖書 は 如何 な る 言語 に も 翻訳 され て 
な か っ た 。 メ ディ ナ の ユダ ヤ 部 族 た ち で さえ 、 そ の 当時 は まだ 、 新 約 聖書 を アラ ビア 
語 に 翻訳 し て いな か っ た 。 聖 玉 斉 者 は この 経典 に 参照 を 必要 と する 度 に 、 偉 大 な へ ブ 
ライ 人 の 学 着 、 ア ブドウ ッ ラ ー・ ビ ン ・ サ ラー ム に 意見 を 求め た の で ある 。 ア レク サ 
ンダ ー・ ス ー タ ーM.A.LLD. 博 士 は 、 そ の 著書 "The Test and Canon of the New 
NenN( 1925. 74 頁 ) に “アラ ビア 語 翻 訳 " と いう 見 出し の 下 に 述べ て い 
る 。…“ 一 番 古 い 筆 写し た も の は 8 世紀 以前 に は な ら な い 。 二 つの アラ ビア 語 の 翻訳 
Re 13 Lt * に 、 2 NN リア で A 8 示 も た 


0 ら ば 、 彼 は その 理解 田 来 な い 綴 E 典 を 聞く こ NM 了 恵 を 得 た で あ 
ろう か 。 そ し て 、 聖 クル アー ン の 作成 の 助け を 得 た こと を 申し 立て られ た その 男 は 、 
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と 云う を 知る 。 彼 等 が ほのめかす 者 の ご IC FE 
言葉 は 非 ア ラビ ア 語 な り 。 され ど 、 こ 


FE ン ン 考 。 し る する 者 ン タイ 
は 純粋 明瞭 な る アラ ビア 語 な り 。 OA GI OL a oe} 


105. まこ と に アッ ラー の 神 兆 を 信 世 抽 し 8。 お ゾー 
ぜ ざ る 者 ども は 、 アッ ラー 彼 * 


FT イン タイ ン メ は ター ラー タグ 
か ず 、 面 し て 彼 等 ON し い 貢 @2 つ は ES は る 99 人 は 6 いる Y 
あら ん 。 _- _ 
106. げに 虚 作 を 提 造 する は 、 a NN 
EE 6 

ィ の £4 4 lh 
され ば 、 彼 等 こそ 嘘つき な り 。 ら O%353 は る る ES ゼラ 


107. “自ら 信じ た る 後 、 ア ッ ラ ー を 拒 | る に) dL ES 
香 す る 者 、 但 し その 心 が 信仰 に 満足 し 

て いる の に 取 辿 され た る 者 は 除く が oso ype ds 251 

や 、 自 ら の 胸 を 不信 仰 に 向っ て 開け  , 1-6 SF Eh 
る 者 あら は 、 彼 等 の 上 に アッ ラー の 激 2 が 2 5 と っ マジ 

怒 が 降る べし 。 また 、 彼 等 に は 厳し い i rs 

責 苦 あら ん 。 

108. ? こ は 彼 等 が 来世 に 対し て 現世 を ピ 和 855 あ < 24 つも しそ 3 

愛し た が た め 、 また ア ッ ラ ー が 不信 者 


ent od る イン す EE プル デ 
の 民 を 導 か ざる が 故 な り 。 sae YN Ol oY IE 
Ls Zt 


93:91: 4:138: 63:4. P10:8; 87:17. 


アジ ャ ミー( 非 アラ ブ 人 で 言葉 に 欠陥 の ある 人 ) で ある 限り 、 アラ ビア 語 の 深い 知識 が 
‘ ( ー ン が 包含 し て いる 偉大 に し て 永遠 の 真理 を どう し て 不 完全 な 
ビ フ ア 語 で 説明 し た の で あろ うか ?: 解説 の 特大 版 ” に お ける 当 節 も 参照 。 


a 心 の 中 で は イス ラム の 教え に 満足 し て いる けれ ども 、 厳 し い 試 練 に 合 
UM 
いて は 述べ られ て いな い 。 この こと は 、 こう いう 者 に つい て の 最後 の 審判 は 保 毛 さ 

て いて 、 今 後 の 行動 に よっ て 神 が ど の よう に 扱わ れる か を 決定 する と いう こと が 述 " 
られ て いる 。 
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十 六 章 アン ナ フ ル An ーーーー 十 四 人 巻 
109. "これ 等 の 者 ども こそ は アッ ラー ス ぁ 38 人 0 を Eo 前 そり 
ー が その 心 と その 視覚 と その 聴覚 を a a し (< a 
封じ た り 。 さ れ ば 彼 等 こそ 看 人 者 どー つ タ Go a 
も な り 。 oR 
110. 疑い も な く 彼 等 こそ 、 来 世に 誰 oo | ス 33223 2 る 8 
の iaz8 た さり 
いて 損失 する 者 ども な り 。 「 


11. “され ど 、 げ に 液 の 主 は 、 試 績 を あら 引 1 お 半生 ’ 
受け た 後 移 住 し 、 そ れ か ら 奮 闘 努力 


る G8 3 “ る る 
し 、 且 つつ 耐え 忍び し 人 々 ""% の た め に ご 8 っ 0 は っ 33 な ed 
は 、 液 の 主 は 確か に その 後 寛大 に し 時 4 dR ラン ち 
て ha (pS 
て 、 慈 悲 深く まし ます 。 d ON as 

十 五 項 

が 自分 記 ンー 
112. その 日 、 各 邊 が 自分 自身 を 電 庶 5 と うら みや こう 「 め 
し な が ら 出 現し 、4 各 生命 が 己 が 行い 2 9 か 
し こと に 応じ て 十分 に 報い られ る な 。 っ 39 と EE と の いひ 宅 、35 
り 。 され ば 、 彼 等 は 不当 に 山 せ られ る ーッ タイ | ン 
こと 決し て な か る べし 。 DDEY 


113. * 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は 平 役 無事 な っ 衝 E OE 4 
UN sl 2 っ 3 WS | ご 

り し 或 る 色 の 比較 を 説い た り 7 。 そ 52 に 

の 滋養 物 が 四方 か ら 豊か に そこ に 至 5O4 SE うう は 2 し くら 3 


od を 
り た る が 、 そ (の 住民 ) は アッ ラー の 恩 タン 
上 を 成 絡 せ ざ りき 。 され ば アッ ラー は 。 SDB2 和 0 っ ポ し て ン 5oK2 


92:8: 4:156; 7:180. P11:23, 2:219. の :282. “34:16-17. 


1880 第 109 節 及 び 第 110 節 で は 、 信 仰 か ら は な れ 、 不 信仰 を 支持 し 、 イ スラ ム の 敵 に 
加わ る 者 に つい て 、 語ら れ て いる が 、 当 人 節 で は 審判 が 保留 され て いる 者 に つい て 述べ 
られ て いる 。 こ の 場合 に 下さ れる 審判 は 、 次 の 通り で ある 。 も し 彼 等 が 家 を 離れ 、 神 
の た め に 闘い 、 イス ラム へ の 途上 で ふり か か る すべ て の 肖 ii しみ を 耐え 忍ぶ な ら ば 、 神 
は 、 そ の 時 に な っ て は じ め て 過去 の 罪 を 赦 さ れる こと と な ろう 。 又 、 当 人 節 は 、 メ ッ カ 
啓示 の も の で ある が 、 当 節 で 述べ られ て いる ジハード (努力 ) は 、 剣 で 戦う こと で は な 
く 、 イ スラ ム の 理想 を 実現 する た め に 努め る と いう だ け の 意味 で ある 。 

s+「 呈 」 と は 当 節 で は 、 メ ッ カ の こと を 示し て いる 。 
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それ に 、 餅 館 "2 と 反 怖 の 衣 を 援 せ し 
め た り '*3 彼 等 が な せ し こ と が 故に 。 


114. 耐 し て 彼 等 の 中 か ら 一 人 の 使徒 
が 彼 等 に 遣わ され た り 。 され ど 、 彼 等 
は 彼 を 嘘つき と みな し た り 。 さ れ ば 、 
彼 等 が 不義 を 行い つつ ある と き ぎ 天 廊 
は 彼 等 を 襲い た り 
115. “され ば 、 アッ ラー が お 5 前 達 に 賜 
a 
且つ 佳 き も の を 食し や 4 アッ ラー の 
思 恵 に 感謝 せよ 、 も し お 前 達 、 彼 の み 
崇拝 せな ば 。 
116. ? げ に 彼 は お 前 達 に 、 死 肉 、 血 、 
豚肉 と アッ ラー 以外 の 名 が 唱え られ 
た る も の を 禁じ た り 。 され ど (必要 に ) 
迫 られ 、 故意 に 違反 せ ず 、 限度 を 越え 
ざる 者 あら ば 、 げ に アッ ラー は 寛大 に 
し て 慈悲 深く まし ます 。 
117. “また お 前 達 、 口 か ら 出 まかせ の 


虚偽 で 、 「 こ は 合法 、 こ は 非 合 法 な り 」 
と 云う な か 和 れ 、 お 前 達 が アッ ラー に 対 


アン ナ フ ル An-Nahl( 密 蜂 ) 


十 六 章 
Is っ にし 13 と 1 つの 


イー タイ ーー タン 


OU savas 
CE TA A 


DOOR RIT 


AE 
EIS 
O03 


2 Et EL 

々 で っ 6 人 ブイ ン ン ぅ ec 
de る 
3055aEYS を 5 ンタ ズ i | 


99.169: 5:89; 8:70.72:174: 5:4; 6:146. “6:145. 
*92「 人 釧 個 」 と は 、 七 年 も の 間 メ ッ カ を 襲っ た 恐ろし い 錠 き ん の こと 。 注 2694 も 参照 。 
99 上 懲 怖 の 衣 」 と は 、 メ ッ カ 市 民 が イス ラム 教徒 に 巻き 込ま れ て 敗れ た 戦争 の 恐怖 


の こと を 意味 し て いる 。 彼 等 は 戦争 の 恐怖 が すっ か り 彼 等 を お お っ て いる 
アラ ブ の 議 で は 、 


非常 な 緊張 の 中 で 、 生 活 し て いた 。 2 


か の よう に 
「 ザ ー カ 」 (Dhaqa= 味 わ う ) と い 


う 語 は し ば し ば 「 衣 」 の た め に 使わ れ 、 次 の よう な 良く 知ら れ た アラ ブ の 詩 館 が ある 。 
あな た の た め に 何 を 料理 し て あげ まし ょ うか と 言わ れ た か ら 、 長い 上 衣 と シャ ツ を 


料理 し て 下さ いと 私 は 答え た 。 


1884 っ .169, 174; 5:4: 6:119. 120. 146 節 を 参照 。 
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し て 虚偽 を 提 造 せん が た め に 。 げに ア ca 区 6 の 8 着 ひと は 共 調 
ッ ラ ー に 対し て 虚偽 を 提 造 する 者 ど RR 
も は 決し て 成功 せ ず 。 OsAS5yOSSJ0 E03 RE 
118. < し ば し の 享楽 な れ ど 、( そ の 後 ) RC 
彼 等 に は 痛ま し い 責 苦 あ る べし 。 


119. 面 し て ユダ ヤ 教 を 信じ た る 人 々 
に も 、 わ れ ら は 先 に 液 に 告げ た る も の 
を 禁じ た り 。 面 し て 、? わ れ ら は 彼 等 
に 不当 な こと を し た に 非 ず 、 さ れ ど 彼 
等 自ら 己 を 害 え た る な り 。 

120. され ば “ 液 の 主 は 確か に 、 無知 故 
に 悪事 を 行い "WW、 後に 改 悟 し て 身 を 
修め し 者 の た め に は 、 液 の 主 は その 後 


実に 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 
十 六 項 
121. げに ア ブラ ハム (自身 )、 


美徳 の 模範 な りき 1586、4 ア ッ ラ ー に 
忠実 で 、 常 に 帰依 服従 せり き は CN 
彼 は アッ ラー に 併せ 礼 る 者 ども の う 
ち に 非 ざ りき 。 

122. その 恵み に 感謝 の 念 を 抱く 者 な 

り 。? 彼 (アッ ラー) は 役 を 選び て 正 し 

い 道 に 導き 給え り 。 

123. され ば 、 7 われ ら は 彼 に 現世 に 於 
ける 善 を 与え 、 ま た 来世 に 於 いて も を 彼 


Ca Es 
SE Lip EE 
0 
と そる 0) ; 
Lt 
を 6 る > Ses rE) 


も て 


COE 


グ “Sr 


エク ン レ ン トン 


ここ 915 A N34 


13:198; 4:78. PLL:102; 16:34. (4:18; 6:55. 2:136: 3:68: 6:80.72:131.72:131: 29:28、 


ジャ ハー ラ と は 、 知 識 と 精神 的 な 認識 両方 に 不足 し て いる こと を 意味 する 。 こ こ 


1 され て いる 。 な ぜ な ら 、 控 の 知識 の な い 痢 に 不 遵 李 違反 の か ど 


で は 後者 の 意味 に 使 
で 肖 を 与え る こと は 、 公 正 で は な いか ら で あ る 。 
9 ウン マ と は 数 ある 中 で 、 国 家 、 民 族 、 


者 、 す べ て の 良い 資質 を 有 し 、 


高潔 柴 の 模 MD 、 


を 意味 する 。 横 信 の 目的 に な れる 正義 し い 
な どの 意味 で ある (Lane より )。 
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は 確か に 義 し き 人 々 の 中 と な らん 。 


124. され ば 、 わ れ ら は 液 に 啓示 せり 、 
「 常 に 帰依 服従 する 《 ア ブラ ハム の 
宗教 従え 、 面 し て 彼 は アッ ラー に 俳 
せ 礼 る 者 ども の うち に 非 ざ りき 。 
125. ? げ に サブ ト の 日 は "7Y、 そ れ に 
つい て 意見 を 異 に する 者 ども の み に 
対し て (試練 と し て ) 定 め ら れ た も の 
な り 。 市 し て 、 復 活 の 日 に は 、<“ 激 の 
主 は 必ず 彼 等 が 論争 し た る こと に 対 
し て 判決 を 下す べし 。 

126. 液 、 知 恵 8 と 普 な る 奨励 に よ 
っ て 液 の 主 の 道 に 招き 、 最 普 な 方 法 で 
? 彼 等 と 議論 せよ 。 げ に “ 液 の 主 こ そ 
は 、 道 を 踏み は ず せ し 者 を よく 知り 給 
う 。 また 彼 こ そ 、 正しく 必 か れる 人 々 
も 熟知 し 給 う 。 


127. 7 耐 し て お 前 達 も し 前 する な ら 、 
業 っ た 被害 と 同じ 程度 の 懲 遇 を せ 
よ 。# 然 し な が ら 、 も し お 前 達 堪忍 し 
うる な ら ば 、 そ は 堪忍 する 人 々 の た め 
に は 最善 な り 。 


a 
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も 1 スグ | な 
RG テン ツ 
OS と うり テッ | 
ォ ン イム る る 


と っ 1 る 5 2 イレ て 
っ 2 ESO 


* 


~s ンー ント レア の 2 
OBIE JsO6 55 ea 


lS 


CE ME 
ラン ライ ッ ン ラ デイ る ン 人 9 ン エ 上 しほ 
ES 8 

OO SE LS 
a 上 “A アコ > > ! 4 2 イ 
> も て 6 うら ここ と うう) 
EE 5 Ss 5 


REN TE と ょ 


Gs SS SE も 


ン タイ si oo デ き イン 上 っ 0 っ クス 
I Ie ON 3 i ASS 9 


2:136: 4:126: 22:79. 22:66: 4:48, 153. “3:56: 22:70. 141:35. 6: U18. 142:41. 842:44. 


7 ユダ ヤ 人 は 、 


引 国 の 衰退 と 悲惨 は 、 安 皿 日 を 冒 潰し た か ら だ と 信じ て いた 。 


し か 


し 彼 等 は 今 、 安息 日 を 守る こと で は な く イ スラ ム を 受け 入れ る こと で 失わ れ た 栄光 を 


取り 戻す こと が で きる と 教え られ る の で ある 。 
や 。 ヒ ク マ と は 、(1) 知 識 又は 科学 、(②) 公平 又は 正義 、(3) 忍耐 又は 仁 慈 、(④ 確固 不 


動 、(S) どん な こと で も 真実 に 快く 応じ 、 急迫 し た 事情 に ふさ わし い 言 説 や 会 話 、(⑥) 
預言 の 才能 、(7⑦) そ し て 、 何 か 馬鹿 げた 振る 舞い か ら 人 間 を 保護 し 、 押 制 し て くれ る 
か を 意味 する (Lane より )。 
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128. 液 、 忍 耐 強く あれ 。 さ れ ど 、 液 V3 0 LS 3 みっ 15 
の 忍耐 は アッ ラー の た め の み な り 。 ま 5 の トク 
ARRON ぶつ ご づき ご 5y5 ge SSS 


また 彼 等 が 策謀 す SC と に 液 心 を 痛 9 テンプ の る ゅ 
BC 2 
め る な か れ 。 に ちと 


129. 4 に アッ ラー は 、 虹 淫 す る 者 、 ご UE RP) 
人 8 し 給 う 。 と ン 
1589 3 うぶ っ ふい < oA 


YY 


15:89, 98: 27:71. P45:20, 
9 ムッ タキ ー と は 、 神 御 自身 が あら ゆる 害悪 か ら そ の 人 を 護り 、 底 護 者 と な る よう 
に 神 と 強い 関係 を 確立 する 者 で ある 。 ム フス ィ ン は 、 自 分 の 旗 護 の 許 に 入っ て か 
ら 、 他 の 人 々 に も 神 の 底 護 の 許 に 入る こと を 招来 する 者 で ある 。 従 っ て ム フ ス ィ ン は 、 
ムッ タキ ー よ り 高 い 精 神 的 な 状態 を 持つ 。 
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- 條 、 リッ 4 
00 
ニー・ イ スラ ー イ ー ル Bani Tsra 品 (イス ラ エ ル の 子 等 ) 
メッ カカ 啓示 
盛 示 の 日 と 背景 
当 章 は バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル と し て 知ら れ て いる 。 何故 な ら ば 、 イ ス 
ラ エ ル 人 の 歴史 と 彼 等 が 通過 し た 重要 な 事件 を 扱っ て いる か ら で あ る 。 そ れ 
は また 、 イ スラ ー と いう 題名 も 持つ 。 何 故 な ら ば 、 聖 聞 言 者 の エル サレ ム へ 
の 霊 的 夜間 飛行 の 偉大 な 幻影 で 開 扉 され る か ら で あ る 。 そ し て 、 そ れ は 当 章 
の 最も 顕著 な 論題 の 一 つの 形 を 作る 。 聖 預 言 者 の 初期 の 弟子 の 一 人 、 イブ ン ・ 
マス ー ド に 依 れ ば 、 当 章 の 啓示 は 預言 者 が 使徒 を 拝命 し て 四 年 目 か ら 十 一 年 
目 の 間 に 完了 され た の で ある 。 キ リス ト 教 徒 の 著述 家達 は 、 そ の 期間 を 太 年 
目 か ら 十 二 年 目 の 間 と し て いる 。 前 章 の 終盤 で 、 ム スリ ム 達 は メッ カ の 偶像 
崇拝 者 達 に 既に 経験 させ られ た よう に 、 間 も 無く 経典 の 民 に よっ て 激しい 反 
対 に 遣う で あろ うと 警告 され て いた 。 然し な が ら 、 神 が 反対 者 に 抗 し て 勝利 
を 与え る まで 、 彼 等 は 不屈 の 精神 で 堪え 忍ぶ べき で ある 。 当 章 に 於 いて は 
この 反対 は メデ ィ ナ で 始ま り 、 そ し て 経典 の 民 の 完全 な 敗北 と 計画 の 和 失敗 で 
終 誠 す る で あろ うし 、 彼 等 の 聖地 は ムスリム 達 の 手 に 陥る で あろ うと いう 事 
実に 注意 が 惹か れ て いる 。 
当 章 は その 表題 が す 如 く 、 ユ ダ ヤ 人 の 歴史 を 扱い 、 神 の 偉大 な る 二 人 
の 預言 者 、 ダ ヴィ ッ ド と イエ ス に 対し て 、 彼 等 の 反抗 と 不服 従 の 二 つ の 目 立 
っ た 出来 事 に 言及 する 。 そ の 挑戦 の 結果 と し て 、 彼 等 は 国家 の 存立 に 於 いて 、 
最初 は バビ ロニ ア 人 の ネ ブ カ ド ネ ザル に よっ て 、 次 に ロー マ 和 帝国 ティ トゥ ス 
に よっ て 、 人 破滅 を 彼 っ た の で ある 。 ユ ダ ヤ 人 に 関す る 二 重 の 絶滅 に 特に 言及 
され た この こと は 、 ム スリ ム 達 へ の 警告 を 包含 し て いる 。 つ まり 、 彼 等 の 悪 
行 と 犯罪 も 、 国家 の 生命 を 二 重 に 食い つく す 結 果 を も た ら す こと に 相違 な い 。 
然し な が ら 、 その 警告 は 、 彼 等 の た め に は 希望 と 声援 を 伴っ て いる 。 それ は 、 
聖 預言 者 は 最後 の 立法 者 で ある か ら 、 そ の 制度 は ユダ ヤ 人 の 制度 の よう に 完 
全 な 絶滅 を 被る こと は な いで あろ う 。 然 し 、 最 初 の 絶滅 の 転換 の 後 、 栄 光 と 
光 多 を 得 て 勝ち 誇る で あろ うと いう 意味 で ある 。 こ の 他 に 、 前 章 で 間接 的 に 
言及 され た 幾つ か の 主題 も 、 少 し 詳細 に 扱っ て いる 。 当 章 は 、 聖 預言 者 の イ 
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スラ ー ( 圭 的 夜間 飛行 ) の 主題 で 開 扉 され 、 聖 預言 者 は モー ゼ の 後継 者 で あり 、 
写し で ある か ら 、 聖 預言 者 の 信奉 者 た ち は モ ー ゼ に 約束 され た 国 を 征服 する 
で あろ う 。 ま た 、 モ ー ゼ の よう に 聖 預 言 者 も 生誕 の 地 を 離れ な けれ ば な らい 
で あろ うと いう こと を 指摘 し て いる 。 然 し 、 こ の 移住 は 非常 に 早く 前 進 し 、 
その 崇高 な 運動 の た め に 発展 へ と 導く 。 更 に 、 モ ー ゼ の 人 々 は 、 預 言 者 に よ 
っ て 大 いな る 力 と 勢力 を 得 た に も か か わら ず 、 そ の 後 神 の 警告 を 無視 し て 、 
災い を 招い て いた こと が 簡潔 に 叙述 され て いる 。 然 し 、 聖 クル アー ン は 、 よ 
完全 な る 理 法 で ある か ら 、 モ ー ゼ の 法典 より も その 信奉 者 に 偉大 且つ 完全 
な 変革 を も た ら す こと が 出来 る 。 ユダ ヤ 人 の 繁栄 と 没落 の この 簡潔 な 論 及 は 、 
ムスリム 達 へ の 警告 を 伴う 。 つ まり 、 神 は 彼 等 に 慈悲 を 算 れ 、 ユ ダ ヤ 人 た ち 
の よう に 物質 的 繁栄 を させ る で あろ う が 、 富 や 力 や や 権勢 を 手 に し た 後 、 彼 等 
は 神 を 忘れ る べき で は な いと 。 それから 、 人 々 を 高度 な 精神 状態 に 向上 で き 
る いく つか の 稚 導 法 に 言及 され て いる 。 然し な が ら 、 こ れ 等 の 教訓 の 利益 の 
代わ り に 、 不 信者 た ち は 横 柄 に も その 教訓 か ら 顔 を 背け 、 自 負 心 と 独断 に よ 
っ て 導 か れ て いる 恐ろし い 終 わり を 考え な い 。 彼 等 は 、 真 理 の 拒否 は 必ず や 
た め に な る 結果 を 生ま な い だ ろ うし 、 彼 等 は 痛烈 な る 天罰 に 見 押 われ る で あ 
ろう と 警告 され て いる 。 特 に 、 後 世に お いて 、 光 と 購 蘭 の 力 の 問 に 決着 を つ 
ける も の の 戦い を 目撃 する で あろ う 。 そ し て 結局 、 悪 魔 の 勢力 は 完全 に 敗走 
させ られ る で あろ う 。 そ し て 当 章 は 、 不 信者 達 は 聖 預言 者 を 絶滅 し よう と す 
る の で ある が 、 神 は 聖 預言 者 の た め に 、 社 高 な る 目的 と 強大 な る 運命 を 決定 
し て いる と 厳重 な る 講 責 を し て いる 。 彼 の 名 は 地球 の 果て まで 知ら れる よう 
に な る で あろ うし 、 い つま で も を 尊 艇 され る で あろ う 。 世 界 は 彼 を 人 類 の 最大 
な る 御 導 者 そし て 指導 者 と た た え 、 聖 クル アー ン を 精神 知識 の 無限 の 宝庫 と 
認識 する で あろ う 。 当 章 は 終盤 に お いて 、 後 世 の 微 と その 時 世界 で 普及 する 
悪 を 簡潔 に 描写 し て いる 。 そ し て 、 神 と の 真実 な 関係 と 折り こそ が 、 人 を 人 罪 
か ら 救 済 す る で あろ うと 宣言 し て いる 。 
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バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル Bani Isra°i1( イ スラ エル の 子 等 ) 
節 数 112、 メ ッ カ 啓示 


十 五 伏 
Eo 
な 【 1590 HH で 3 oa 
2. 人 夜 に こ 乗 じ て その 僕 を! 所 な る WW 3 ea a ol ラ dl と こっ 
礼拝 堂 か ら 、 われ ら が 2 その 周囲 を 祝 の 


dL, 65.22: 7:138. 


1590 この 聖 預 斉 者 の 啓示 と し て の 幻 に つい て 語っ て いる 節 は 多く の 聖 ク ルアー ン 注 
釈 者 に は ミー ラー ジュ ( 霊 的 昇天 ) と 解釈 され て いる が 当 書 で は 、 これ は 聖 預言 者 の メ 
ッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 幻 の 中 で の イス ラー ( 再 な る 夜間 飛行 ) で ある と 解釈 し て い 

明 問 言 者 の ミー ラー ジュ に つい て は 、 か な り の 行間 を さい て 33 章 で 語ら れ て い 
る 。53 草 で (8-18 節 ) 語 られ て いる 全て の 事実 は 、 預 言 者 出現 の 5 年 後 の ラ ジャ ブ の 
財 全 生 55 の し に 人 ME AN 


れ て いる 聖 預 の メ Ae Ns ズル 
カー ニ に 依 れ ば 預言 者 出現 の 11 年 後に 起 っ た こと で あり 、 ミ ュー ア や 数 人 の キリ ス 
ト 教 著述 家 の 意 見 で は 傾 言 A RA EE 
べ と 、 イ ブ ネ ・ サ ー ド の 説 で は 、 聖 相 に 一 年 先立つ ラビ ウル ・ ア ッ ワ ル の 月 の 17 日 
に 起 っ た と され て いる (Al-Khasais, Al-Kubra より )。 バイ ハ キ ー も イス ラー は 聖 林 の 一 
年 か 半年 前 に 起 っ た と し て いる 。 この よう に 全て の 伝承 か ら 解 る こと は 預言 者 出現 の 
12 年 後に あたる 聖和 違 の 一 年 か 半年 前 に イス ラー が 起 っ た と いう こと で 、 預 言 者 出現 
の 10 年 後に ハデ ィ ジ ャ が 亡くな っ た 後 、 聖 預言 者 が 、 役 の 従姉 で ある ウン ム ・ ハ ー 
こと 幕 筐 し て いた の が 聖 可 の 時 で ある 。 し か A A Re 
ジュ は 第 5 番目 の 年 に 起 っ て いる の で ある 。 か く の 如 く こ の 二 つ の 事件 は 、6-7 年 の 
NG 
く 別 個 で ある と 考え な けれ ば な ら な い 。 そし て 聖 預 言 者 の ミー ラー ジュ で 起 っ た と さ 
れる 言い 伝え の な か の 色々 な 事柄 は 、 イ スラ ー で の 事柄 と は 、 全く 性 質 を 異 に する も 
の な の で ある 。 叙述 中 に は 、 こ れ ら 二 つ の 事件 は 、 精神 的 現象 で あっ た に すぎ ず 聖 預 
音 者 が 物理 的 に 昇天 し た り 、 エ ル サ レ ム ま で 旅 し た 訳 で は な いと も 述べ られ て いる 
「 歴 史 的 に 強力 な 事実 の 他 に も 、 その 他 の 関連 状況 が この 二 NR 
物 で ある 事 を 主張 する 助け と な る 。 即 ち (a) 型 ク ルアー ン で は 計 預 言 者 の ミー ラー ジ 
ュ (美的 昇天 ) に つい て は 33 意 で 説明 が ある が 、 イ スラ ー に つい て は 何 の 言 及 も され て 
いな い ( エ ル サ レ ム の 夜間 飛行 ) 。 そし て 当 章 で は 、 イス ラー に つい て は 述べ られ て いて も 
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福 し た る 内 遠 ・ 礼 振 堂 9t に 運び た る し 28Yluauccil 0 Sioa 
彼 ( 神 ) は 聖 な り 。 こ は われ ら が 己 が 2 A し 
棚 放 の 中 か ら 彼 に 見 せん が た め な り CO っ や 4 た Ce 


ME 。 げ に 彼 こ そ 信 全 聴 に し て 、 全 視 に を ンプ を “Si る 
Oo ied 0 
まま ます っ つり | (と! 9 


ミー ラー ジュ へ の 引 暗 は な い 。 (b) イス ラー が 起 っ た 時 、 聖 預 斉 者 が 宿泊 先 に し て い 
た 彼 の 従姉 で ある ウン ム ・ ハ ー ニ は 、 聖 預 昔 者 が エル サレ ム へ 旅 し た こと に つい て は 
語っ て いる が 、 天 へ 旅 し た こと に つい て は 何 も 語っ て いな い 。 彼女 こそ 了 屋 預言 者 が 、 
エル サレ ム へ の 夜間 飛行 を 話し た 、 初めて の 人 で あり 、 彼 女 か ら の 報告 を うけ て 、 そ 
の 事件 を 書 『 き と め た 四 名 の 違っ た 報告 者 の 権威 に 基づき 、 少な く と も 、 数 人 の 伝承 話 
の 収集 者 が 、 彼女 の 話 を 基づけ て いる 。 四 人 の 報告 者 全員 が 、 聖 預 昔 者 が エル サレ ム 
に 行き 、 同じ 夜 に メッ カ へ 帰っ て きた と いう 意見 を 同じ くし て いる 。 又 聖 預 斉 者 が 昇 
天 の こ と を も ウン ム ・ ハ ー ニ に 話し て いた な ら 、 人 を の こと なき も ら す は ず が 
な い の で ある 。 し か し 彼女 が そう し て いな いこ と か らち 考え 合せ 、 結 果 的 に は 、 間 題 の 
夜 に 、 聖 器 言 者 は エル サ CO の その 時 
に 昇天 の ミー ラー ジュ は 起 ら な か っ た の で ある 。 伝承 話 を 編さん する 人 達 が イス ラー 

EHP 


の そし て RN 沿 つ か の 詳細 の 基 DAE が 、 こ に 
の 混乱 を 大 きく し 定着 させ て し まっ た 。 (c) 先 最 初 に 、 聖 預 営 
その 後 エ ル サ レ ム か ら 天 へ 昇っ た と 言わ れる 言い 伝え で は 、 エル サレ ム で 】 言 者 は 
彼 以 前 の アダ ム 、 ア ブラ ハム 、 モ ー ゼ 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト と いう 預言 者 達 に 出 
合い 、 そ し て 天 で も 、 再び 同一 の 預言 者 達 に あっ た の に 、 聖 預言 者 は 、 彼 等 だ と は わ 
か ら な か っ た と も 述べ られ て いる 。 し か し 聖 預 斉 者 が エル サレ ム で 合っ た 預言 者 達 は 
どう や っ て 彼 以前 に 天 に 行っ た の で あろ う 。 そ し て 何 逆 、 同 夜 の 夜間 飛行 中 に 

の 少し 前 に 出合 っ た 彼 等 に 、 聖 預 斉 者 が 気づか な か っ た の で あろ う 。 そ ん な こと は 考 
えら れ な いこ と で ある 。 詳 しく は "解説 の 特大 版 "1404-1409 頁 も 参照 せよ 。 

1591 ・ 至 遠 ・ 礼 拝 堂 " と は エル サレ ム に ある 預言 者 ソロ モン の 聖堂 に 斉 及 する 。 

1 当 節 に お いて 言及 され た 聖 預 言 者 の 紀 影 は 、 偉 大 な 預 革 を ほのめかし て いる 。 
彼 の * 至 避 ・ 礼 拝 党 "へ の 旅 と は 、 彼 は メデ ィ ナ へ 移住 し 、 そ こ で 、 将 来 イ スラ ム の 中 
心 的 モス ク に な る こと を 運 民 命 づけ られ た モス ク を 建立 する で あろ う と いう こと を 示 
し た の で ある 。 そ し て 、 幻 影 の 中 で 彼 が 見 た 自分 が 神 の 預言 者 た ち を 礼拝 に 於 いて 、 
統率 し て いる こと は 、 新 し い 信仰 、 つ まり イス ラム の 存続 は 、 そ の 生誕 の 地 に 限定 さ 
れず 、 世 界 中 に 流布 され 、 あら ゆる 宗教 の 信者 た ち は そ の 会 衆 の 仲間 に な る で あろ う 
と いう 意味 で あっ た 。 幻影 に よっ て 聖 預 斉 者 の エル サレ ム へ の 旅 は 、 彼 が エル サレ ム 
が 位置 する 領域 の 支配 権 が 与え られ る で あろ うと いう 意味 で 考え られ る 。 この 預言 は 
ウマ ル の ヒラ ファ ト の 統治 に お いて 、 実 現さ れ た の で ある 。 こ の 幻影 は 又 、 将来 に い 


733 
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3. 耐 し て "われ ら は モー ゼ に 経典 を ge3 る 41Lsz 3 ご 2 る ls 
与え 、 それ を イス ラ エ ル の 子 ら の た め 。 。  」 ニ と レン 

きょう どう 生み アグ タ ダー 
に 短 必 と な らし め た り 、 つ まり 「 流 GO25AeO YT sb 


等 、? わ れ を 措 い て 他 に 守護 者 を つく あて 。 
る な か れ 」。 0 

4 (これ ら の 人 々 は )* 我 等 が ノア と 共 9P4S と お どじ LS、 し 23.5 53 
に 乗せ た る 者 の 子孫 な り 。 げに 彼 は 許 2 2 
因 の 念 厚 き 僕 な りき 。 Ob る IA 


5. また 、 わ れ ら は 経典 の 中 で イス ラ c2SJ9 は gl こう 33 
エル の 子 ら に 「 お 前 達 は 必ず 二 度 地上 ンー し な 

し か 9 1 2w ゃ の 。 う 20 + う 9 っ 2 
に 於 いて 騒動 を 起 し や 92、 市 し て お 前 SII YIO ユー っ 


達 は 必ず 、 非 常に 反 聞 し な が ら 登場 す OIRE IE 
る 」 と いう 裁決 を 言明 せり 。 


6 され ば 、 そ の こつ の うち 最初 0 2 
の 約束 の 時 下る や 、 われ ら は お 前 達 に 2 


22:54, 88: 23:50; 32:24: 40:54. 217:69. "19:59: 23:28. 


つか な され る 聖 預言 者 の 遠く 離れ た 土地 へ の 霊 的 旅行 に 言及 する こと を 意味 し て い 
る か も し れ な い 。 そ れ は 、 精 神 的 暗黒 が 全 世 界 を 包ん で いる 時 、 聖 預 音 者 が 、 寺 的 な 
意味 で 彼 の 弟子 た ちの 一 人 に 代わ っ て 、 その 最初 の 出現 地 か ら 遥 か 遠い 地 に 再び 出現 
する こと を 表し て いる 。 聖 預言 者 の この 再 出現 は 62:3-4 節 で 叙述 され て いる 。 

92 モー ゼ の 経典 中 に 述べ られ て いる ユダ ヤ 人 達 の 二 つ の 約束 違反 が 、 当 節 で 言及 さ 
れ て いる ( 申 命 記 28:15, 49-33, 63, 64 及び 、 30:15 節 )。 イス ラ エ ル の 民 の 中 か ら 不 信者 
に な っ た 人 達 に 、 ダ ビデ と イエ ス ・ キ リス ト に より の ろ い が 2 度 与 えら れ (S:79 節 ) 
彼 等 は 2 度 も 罰せ られ た 。 

3 ダビ デ の 死後 神 よ り 第 一 の 罰 が 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト の 死後 第 二 の 罰 が ユダ 
ヤ 人 達 に 下さ れ た 。 聖書 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ や 人 人 達 は 、 モ ー ゼ 以後 強大 な 民族 と な り 、 婦 
ビデ の 時 代 に 強力 な 王国 の 圭 台 を 築き 、 ダ ビデ の 死後 、 し ば らく の 間 、 そ の 繁栄 を 保 
ち 続 けた と ある 。 そ の 後 、 衰退 の -- 途 を た どり 、 紀 元 前 733 年 頃 に 、 サ マリ ア は アッ 
シリ ア 人 に 占領 され 、 イ スラ ム 全 土 は 、 ジ ュ ガ リー ル の 北部 に 併合 され て し まっ た 。 
紀元 前 608 年 に は ネコ ・ フ ァ ラ オ が 率い る エジプト 軍 が パレ スチ ナ を 侵攻 し 、 イス ラ 
エル 人 は エジプト 人 の 支配 する 所 と な っ た (ユダ ヤ 教 育 科 事 典 、 第 6 巻 、665 貢 ) 。 し 
か し 一 時 の 権力 の 消失 と 破壊 、 荒廃 と いっ た こと が 彼 等 の 生活 様式 を 変え る こと は な 
か っ た 。 ユダヤ 人 人達 は 以前 の まま の 邪悪 な 生活 態度 の まま で 、 預 言 者 エレ ミア が 、 彼 
等 の 悪し き 生 活 方 法 を 止め な いと 神 の 怒り が 下さ れる と 注意 し て も 、 ユダ ヤ 人 達 は ー 
べつ も くれ な か っ た 。 ジホ ヤー キン の 在 位 時 、 バビ ロニ ア の ネ ブ カ ド 了 ネ ザ ル は パレ ス 
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対し て 、 われ ら の 僕 等 の 中 で 甚だ し い 
戦力 の ある 者 た ち を 遣わ し た り 。 され 
ば 彼 等 は 色々 の 中 に 侵 人 し た り 。 面 し 
て 、 こ は 全う され る べき 約束 な りき 。 

7. 然 る 後 、 わ れ ら は お 前 達 に 彼 等 に 3 CS えり 
3 を 戻し 、 ま た 我ら は 富 と 


© 
ググ 
を 
E 
 。 
Pe 
べ 
0 
と て 
ゴ 
だ 


プイ ンダ タッ 4 グ 分 ~ こつ s イ ン 
子孫 で お 前 達 を 助け 、 お 前 達 を 数 多く LO IIR SS 
1594 放 クタ 。 イ ンマ シイ 


3 


8.“ も し お 前 達 普 事 を 行わ ば 、 お 前 達 NY 2 抽 2s18| 
PRE ま 2 
た 、 も し お前 達 悪事 を 行わ ば 、 そ は 己 4s5 下 55 "6 331、 り 13 


4 124-125; 6:161; 28:85; 41:47; 99:8-9. 


チ ナ へ の 第 一 次 侵攻 を 行ない 、 神殿 の 券 を 持ち 去っ た が 、 街 を 茜 酷 に 包囲 する こと は 
な か っ た 。 し か し 、 ゼ デ キア の 反乱 が 紀元 前 387 年 ネ ブ カ ド ネ ザル に 第 2 次 パレ スチ 
ナ 侵 攻 を 許す 所 と な り 、 一 年 半 の 包囲 の 後 、 街 は 嵐 で 落ち て し まい 、 街 か ら 逃 げ だ し 
た ゼ デ キア 王 は と ら わ れ の 身 と な っ た 。 王 の 皿 子 達 は 虐殺 され 、 王 の 目 は くり ぬか れ 、 
足かせ を は め ら れ て 、 バビ ロン へ と 連れ 去ら れ た 。 神殿 や 王宮 、 そ の 他 の 偉大 な 建築 
物 は 焼き うち され 、 大 司祭 や や 指導 者 達 は 殺さ れ 、 多く の 人 々 が 捕虜 と な っ て 連れ られ 
て いっ た (ユダ ヤ 教 百科 事典 第 、6 巻 66S 頁 、 第 7 巻 122 頁 " エ ル サ レ ム " を 参照 ) 。 


994 ユダヤ 人 達 は 流浪 の 身 で よく 飲食 物 を も て な され た 。 彼 等 の ほとん ど は 、 バ ビ ロ 
5 CNR A 


究 さ きれ 、 i | 仙 活 する 社会 さ の 必 表 に 応じ て 脚色 され た 。 そし て 、 パレ スチ ナ 復 
活 の 希望 は 唱 導 され 、 大切 に と っ て お いた 。 和 紀元 前 545 年 頃 、 こ の 野望 は より 朋 確 な 
形 と な っ た 。 ユダ ヤ 人 達 は メデ ィ ア と ペル シャ の 王 キ ュ ロ ス と 秘密 協定 を 結び 、 バビ 
ロン 征服 を 助け た 。 紀元 前 339 年 7 月 に 、 そ の 軍 に 無 抵抗 で 開城 させ られ た 。 ユ タダ ヤ 
人 達 の 協力 に 対す る 感謝 と し て 、 キュ ロス は ユダ ヤ 人 達 に エル サレ ム に 帰る こと を 話 
し た 。 そ し て 、 エ ル サ レ ム に 聖堂 を 再建 する こと も 助け た (Historians′History of the 
World、11 巻 、126 頁 : ユダ ヤ 百 科 事典 、 第 7 巻 * エ ル サ レ ム 項 の 下 " ブ リタ ニカ 百科 事 
典 “Cyras” と 2、chronicles 36:22-23 より )。 (キュロス 総督 の ) ユダ ヤ 人 の ・ シ シュ 
バザー ル は 、 ネ ブ カ ト ネ ザ ル が 持ち 去っ た 聖 器 を 持ち 帰り 、 王国 の 費用 で 、 そ れ を 保 
証し た 。 流 浪 の 大 群 は エル サレ ム に 帰還 し た (エズ ラ 記 1:3-$) 。 聖堂 の 再建 は どん ど 
ん 進み 、 紀元 前 316 年 に 完成 し た 。 こ れ が 当 節 に 於 いて 斉 及 され た 事件 で 、 ユ ダ ヤ 人 
送 の その 後 の 繁 栄 で ある 。 実 際 、 こ れ 等 の すべ て の 起こ っ た こと は 、 モ ー ゼ に よっ て 、 
既に 預言 され て いた ( 申 命 記 30:1-$) 。 
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の た め ( 損 ) と な らん 。 され ば 、 後世 の Rs 1 3 2 20| 

約束 に 至る 時 、 彼 等 は お 前 達 の 顔 を 昔 。 。 " 

痛 で 曇ら し め 4、 ま た 彼 等 は 最初 0 
の 時 そこ に 入り し が 如く 礼拝 常に 踏 


み 入 る べし 。 また 彼 等 が 分 捕っ た 全て DSE SS 
の も の を 破壊 せん が た め な り 1595. 
9. お そら く は 、 お 前 達 の 主 は お 前 達 28 EN 


の 上 に 慈悲 を 垂れ し め 給 う や も し ら 

ず 。 さ れ ど 、 お 前 達 i i Ez 3 
われ ら も 繰り 返さ ん 。 され ば 、 われ ら 

は 地 狼 を 、 不 信者 ども の 年 獄 と し て 設 

けた り 。 


19944 この 言葉 は 又 、 彼 等 は お 前 達 の 指導 者 た ち に 恥 を か か せる を 意味 する 。 ヴ ジュ 
ー フ (Wujuh) と は 、 指 導 者 た ち を 意味 する (Lane より )。 
2 当 節 は ユダ ヤ 人 達 の 第 2 の 邪 宗 へ の 帰依 に よる 邪悪 な 生活 と 、 そ の 結果 と し て 彼 
等 に も た ら さ れ た 上 凡 に つい て 語っ て いる 。 彼 等 は イエ ス ・ キ リス ト を 迫害 し 、 彼 を 十 
字 架 に は りつ け て 殺 そ うと し 、 又 、 彼 の 目的 を 、 は ば も うと し た 。 そ れ 故 、 神 は ユダ 
ヤ 人 達 に 凡 の 苦し み と し て 西暦 70 年 に 、 タ イタ ス 率 いる と ころ の ロー マ 軍 を 侵攻 さ 
せ て 国 を 破壊 させ た 。 そ し て 比べ よう の な い 人 恐怖 の 中 で 、 エ ル サ レ ム は 破壊 され 、 ソ 
ロモ ン の 神殿 は 焼き つく され た の で ある (ブリタ ニカ 百科 事典 "エル サレ ム " を 参照) 。 
NINE RA 
この 事 は 、 モ ー ゼ に よっ て 預言 され た こと で ある ( 申 命 記 32:18-26)。 こ こ で は 、 第 2 
の 久 に つい て の 預言 が 聖書 で は 、 第 1 の 罰 に つい て の 預言 の 後に 述べ られ て いる 点 に 
注目 すべ き で ある ろう ( 申 命 記 28 章 ) 。 ユダヤ 人 達 が 再び エル サレ ム に 戻る と いう 預言 
の 後に も この 預言 が た め さ れ て いる ( 申 命 記 30:1-5)。 こ の こと か ら わ か る の は この 預 
言 ( 申 命 記 32:18-26) が 、 聖 クル アー ン で は 、「 お 前 達 は 必ず 二 度 地 上 に 於 いて 騒動 を 
起す 」(17:5) と の 言及 の ある 、 第 2 の 罰 を 指し て いる と いう こと で ある 。 当 節 は イス 
ラム 教徒 に 対し て も 、 ユダ ヤ 人 達 に も 邪悪 な 生活 を 止め な けれ ば 二 度 罰 せら れる で あ 
ろう と の 警告 の 意味 を 持っ て いる 。 最初 の 凛 は 西暦 1258 年 に 、 バ グ ダ ー ド が 侵攻 さ 
れ た 時 、 下 され た 。 野 倫 な 遊牧 民 で ある ハラ ク が 、 完璧 な 力 を 誇り 、 か つ 知 識 に 富 
町 を うち の めし 、180 妃 も の イス ラム 教徒 の 韻 を は ね た と 言わ れ て いる 。 し か し イス 
ラム は この 恐る べき ちょ う 落 か ら 輝 し く 立ち 直り 、 ハ ラク の 人 株 と 多く の モン ゴル 人 そ 
し て 、 タ タル 人 も イス ラム を 受け 入れ た の で ある 。 第 2 の 罰 は 、 末日 に 下さ れる べく 
天 に より 定め られ る 。 
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10. げに “この クル アー ン は 最も 正 し 2 みて Gas95 放 IS は 8 
い ( 道 ) に 導き 、 また 、 善行 を 積む 信徒 。 .。 。。 。 
た ち に 婦 報 を ちえ ん 、 つ まり 彼 等 に は OL マウ 38 う 
大 いな る 報奨 あら ん こと を 1596。 EIEN 


われ ら が 彼 等 の た め に 痛ま し い 貴 苦 、 
を 用 意 し て いる こと を 。 $ 
て 項 
12. 耐 し て 、" 人 間 は その 議 福 の た め に "AS gE3 CI は つ 5 
祈る べき が 如く 、 不 幸 を 祈る な り "7。 - の っ 2 
され ば 、 人 間 と は 人 性急 な り 。 ⑨YScOUSYIO5 3 
13. 証し て 、4 わ れ ら は 夜 と 昼 を こつ の bc 多利 20 章 軸 く 5 
畠 兆 と し て 設け た り 。 され ば 、 我ら は 22 シセ 0 
’ る - 2 の Mt る 々 1 プン < 2 ot 
次 の 畠 光 を 員 く し 、 ま た 我ら は 尽 の ウタ ン 919 a 5 JA 
HO rr dm Ii a ナー 全く 二村 2 ZR 
神 兆 を 明る くせ り 、 お 前 達 が 己 が 主 の IA SIS 8 1 
恵み を 求め ん が た め 、 旦 つ “お 前 達 が し 2g ュー 
ン デア トン イング ブッ ゅ アマ ァ ンジ 
年 数 と 計算 を 知ら ん が た め に "9。 さ 色 の O59 oE』5 で つら | 5 うる 


11. また 、? 来 世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 521322YUS 衝 お Ys30615 
を 
® 


2:112: 16:103; 18:3. P16:23; 27:5: 34:9. “10:12, 36:38; 40:62; 41:38. “10:6. 


や 耶 ク ルアー ン が 信 奏 者 達 の た め に 設定 する 究極 の 目標 は ルアー ン 以 前 の 人 々 の 
目標 に 比 し 、 よ り 高 貴 で 崇高 で ある 。 そ し て 真 の 信奉 者 に は 、 精 神 的 且つ 現世 の 祝福 
を 約束 し て いる 。 故に 人 々 は 、 そ の 祝福 を 得 ん が た め に 多大 な 努力 を し 、 だ らし な く 
規律 の ゆる ん だ 生活 に 落ち いら ぬ よ う 身 を 守り 、 あ ら ゆ る 場合 に 於 いて 、 約束 され た 
神 の 恩恵 に 値する 者 で あり 得 な けれ ば な ら な い 。 

"7 アラ ビア 語 の この 表現 は 、 口 頭 で は 、 人 は 神 に 慈悲 を 授け る こと を 懇願 し 、 現実 
の 悪行 に よっ て 、 彼 は 神 の ご 不快 と 懲罰 を 招く よう な こと こそ が 人 間 の 状態 で ある こ 
と を 意味 し て いる 。 従っ て 、 人 間 の 言行 は 、 一 致し な い 。 こ の 表現 は 、 人 が 幸福 を 求 
め る べき で ある よう に 不幸 を 求め る こと を 意味 する と 考え て も よい 。 両方 の 解釈 に 従 
えば 、 当 節 は 、 国 家 又 は 個人 が 物質 的 富貴 を 得 て 、 力 と 威光 を 生じ た 時 、 彼 等 は 義務 
と 責任 を 無視 し が ち で ある 。 従っ て 、 彼 等 の 力 と 成功 の 絶頂 の その 時 、 将 来 の 衰退 と 
死 の 基礎 を 用 意 する 。 当 節 は 又 、 人 間 は 神 に よっ て 善 に 誘わ れる こと と 同様 な 熱心 さ 
と 激烈 さ で 自ら 邪悪 を 招い て し まう 意味 で ある こと も 考え られ る 。 この 場合 、 癌 に 誘 
う 行動 は 、 神 に 留意 し て いる と みな され る で あろ う 。 

998 夜 も 昼 も 共に 人 間 に 益 を も た ら す 。 し か し 夜 の も た ら す 益 が 微妙 で 隠れ て いる の 
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れ ば 、 わ れ ら は すべ て の こと を 詳細 に 
説き 明か せり 。 

14. また 、 わ れ ら は 各 人 の 行い し 記録 
を < その 者 の 頸 に 結び た り "22。 面 し 
て 、 復活 の 日 に 、 われ ら は 彼 の た め に 
大 きく 開い た る 帳 息 を 取り 出さ ん 。 


15. 「2 液 の 帳 短 を 読め 。 今日 こそ 汐 
の 己 自 身 が 光 を 清算 する に は 十分 
な り 」。 

16.“ 導 か れ た る 者 あら ば 、 げ に 役 は た 
だ ロロ 自身 の た め に 導 か れる な り 。 さ れ 
ど 迷 いた る 者 あら ば 、 彼 は た だ ロロ 自 身 


の 2 
人 グ F』 
ラー 
OW Te 1 る そ 
に 32 


も ば 58 を ン リッ ン イ イ ンー に 
SG6 つ うら や JO りつ 


A zh RR A 
A A AE 

OG 
SEE FI EL AS ET 


bz 
© > 
あの 4 


cr ils 
< 6 ィ イン レン イ ンー す レン < 6 と 
DIPY We a LS 


る 2 ン 


に 対し て 迷う な り "WW。 4 また 重荷 を 』ー ネン 5 と レット イン 5 ョ 
背負 う 者 は 、 他 人 の 重荷 を 背負 うに 非 ピ ” ゾ ワッ ンジ 2 チラ 


ず  。 面 し て 、 “われ ら は 使徒 を 派遣 
せ ず し て 、 我 ら は 罰する こと な し "。 
145:29; 83:7-10.217.72: 45:30; 69:20, 26, 27. "10:109; 39:42. 96:]63: 33:19: 39:8: 53:39. 728:60. 


に 対し 、 昼 の 益 は は っ きり と 明白 で ある 。 当 人 節 で は 又 、 昼 と 夜 の 交替 する こと の 自然 
現象 が 一 年 の 日 附 を 決め 、 暦 を 作る 助け と な る こと が 述べ られ て いる 。 こ の 現象 が 、 
科学 と 数 学 の 発達 と 発展 に も 寄与 し た の で ある 。 

で 答 人 の 行い し 記録 を その 頸 に 結び た り と いう こと は 、 行動 と 努力 は 人 が 生き て い 
る 限り 永遠 に つい て まわ る こと を 意味 し 、 タ ー イ ル ( 鳥 ) と は 習慣 的 な 行為 を 示す 
(Aqrab より )。 人 は 、 一 た ん な し た 行為 を や り 直 す 事 は 出来 ず 、 そ の 行動 は と て つ 
も な い 効 力 を 持ち 、 人 の 目 に は 見 え ず と も 、 行 為 を な し た 者 の 頼 に つけ られ た まま で 
拭い 去る こと は 出来 な い の で ある 。 当 節 は また 、 人 の 普 悪 の 占い は 彼 自 身 の 紙 に 分 け 
られ な く 結 び 付い て いる の に 、 彼 は 外 か ら 善 悪 を 占っ て いる こと も を 意味 する 。 

の 微 呈 は 外部 か ら 来る る も の で は な く 、 人 自身 の 中 より 生ま れる も の で ある 。 実際 に 
天 と 地獄 の 懲罰 と 報酬 は 、 善 で あろ うと 悪 で あろ うと 、 人 が 現世 で な し た 行為 を 形態 
化し 、 代表 する も の な の で ある 。 こ の よう に 現世 で は 人 は 運命 を 創り 出し 来世 で 、 い 
わ ば 、 自 分 自身 の 報酬 を 或いは 罰 を うけ る 者 な の で ある 。 
61 誰 も が 自分 自身 の 十字 架 を 背負 わな けれ ば な ら な いし 、 また 誰か が 代わ っ て 犠牲 
に な っ て くれ て も 本 人 に は 何 の 利 益 に も な ら な い 。 当 節 は 購 罪 の 原則 の 根本 を 取り 去 
る も の で ある 。 

92 世界 は 、 か つて な い 程 の 厳し さと 比べ よう の な い 強 大 さ の 悪 病 (ペスト ) 、 餅 角 、 
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1 面 し て 、 わ れ ら 或 る 紀 を 滅ぼさ ん 5 4 も U8、 UTE5715)5 
と 決定 する や "7?、 我 等 は その 裕福 な 
者 ども に 命ずる な り 。 され ば 、 彼 等 は も ES I 


そこ で 反逆 する な り 。 する と 、 之 に 対 OURS 
て 言葉 が 確認 され る な り 。 され ば わ ンー 


れ ら は それ を 徹底 的 に 壊滅 す 。 
18. ? さ れ ば 、 ノ ア 以 後 われ ら は 如何 に 居 620 5p じ る A る 5 
多く の 世代 を 亡 ぼ し た る こと か ! 面 5 」 } 

っ ざさ イ る W 了 2 ュー ンプ と っ 
し て 液 の 主 は 、 その 僕 等 の 罪 業 を 知 共 2 て と トー の あの の うま ピー とめ 


し 、 且つ それ を みそ な わし 給 う に 十分 Ed 
な り 。 9 
19. * 誰 で あれ 、 東 の 間 の 現世 を 望む 者 じじ 3 EE 3 3 
あら ば 、 われ ら は 己 が 欲す る 者 に 、 我 。 お 内 で 
5 が 移す る 物 を 、 こ の の) 中 で 宮 RR SS 

急 が す 。 然るに 、 われ ら は 彼 の た OV を Ca ラ | 3 


め に 地 滅 を 設け た り 。 彼 は そこ に 、 呪 
わし く 、 俺 辱 を 桂 り な が ら 入 る べし 。 
20. されど 、 来世 を 望み 、 その た め に 3 YD 3 


努力 せ し 者 あら ば 94、 そ し て 彼 は 信 

と 作 タ る イー ンー ン 
徒 で ある 限り 、 これら の 者 こそ 、 そ の つも O5 そり 5 そろ め 
努力 は 、 神 に 吉 納 せら れん 。 ob 2 


21. われ ら は すべ て の 者 に 、 こ の 者 に 中 Ez le 玖 維 3 RLY 
も 、 また あの 者 に も 、 液 の 主 の 賜物 に 

NN ぞ ゅ の a ング ンダ の + “A Wr 
よっ て 撰 胞 す る 。 され ば 、 激 の 主 の 幅 。 ご 5 の (ちち そう 


122:46; 28:59. 121:12: 65:9. “3:146; 42:21. 13:146; 42:21. 
戦争 、 地 震 め その他 の 炎 害 を 次 々 に 経験 し 、 人 間 の 生活 は 六 酷 な も の で あっ た 。 これ 
ら の 災害 や 破局 が 地球 を 襲う 以前 に 、 神 が 和弥 告 者 を 派遣 する こと に な っ て いる の だ 。 
1603 カル ヤ ( 邑 ) と は 、 こ こ で は 、 首都 を 意味 する 。 即 ち 、 文 化 と 政治 の 中 心地 と し て 
の 町 で ある 。 
の" その "と いう 代名詞 は 、 来世 に 留意 し 、 意味 は 来世 の 幸福 を 確保 する こと が 出来 
る よう な 努力 の み が 良 い 結果 を 生じ させ る で あろ う 。 
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物 は 妨害 され る 能 わ ず "5 。 oi 


sn みさ テル だ Bs も タン ンー タ イラン 1 の 4 レ を チチ ンチ で を 4 
22. 見 よ 、 如 何 に われ ら が 彼 等 の 或 る いろ JE うる っ や CE 


っ 


者 を 他 の 者 の 上 に 優 り し め た る か を 。 
4 され ど 来 世 こ そ 、 確 か に 位階 と し て ご ー!3 ら > つう スー) > 
も 最も 偉大 に し て 、 ま た 優 ら し め 給 う ww 5 


も の と し て も 最も 偉大 な り 。 

a あ だ し が み 。 あわ I (の) き 。 と ン ン ュ る k イ 
23. ヶ 汐 アッ ラー に 他 神 を 併せ 祀る な っ ぇ 25 101 0 だ よく Y 
か れ "9 さも な くば 、 溢 辱 し め ら れ 、 3 
見 捨て られ ん 。 ャ 

三 項 
24. 面 し て “ 液 の 主 は 命じ た り 、 つ ま 2 
り 「 お 前 達 は 彼 以外 に 何 も の を も 崇拝 NN 
する な か れ 。 また “両親 に 孝 養 を つく Ee) CA Js 5 
せ "7。 も し その 一 人 、 或 い は 両者 と 
66:33: 12:58: 16:42. P17:40; 26:214: 28:89.7284: 4:37: 12:41; 41:15. 6:152: 29:9: 31:15: 46:16. 

1998 神 の 賜物 に は 二 種 類 あ る 。(1) イス ラム 教徒 、 ユ ダ ヤ 人 、 ヒ ンズ ー 教 徒 、 そ の 他 
を 間 わ ず 、 あ ら ゆ る 種類 の 人 々 の 普 行 と 努力 が 、 そ の 程度 に 応じ 身 を 結ぶ 結果 と し て 
の 一 般 的 な 賜物 、(②) 精神 的 事柄 の み に 限 られ 、 神 の 真実 の 下僕 の み に 与 えら れ 、 不 
信者 に は 与え られ る こと の な い 特 別 の 慈愛 と 救い 。 
1606 シル ク ( ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 祀る こと ) は 、 人 間 を 道徳 的 及び 、 精 神 的 に 沈没 さ 
せる 。 シ ルク に 夢中 に な っ て いる 人 々 は 、 本当 の 精神 又は 物質 的 進歩 さえ も 得 ら れ な 
い 。 事 実 、 す べ て の 不 座 は シル ク か ら 生 ずる 。 
"7 当 節 より 、 行 動 の 原則 の 説明 が 始ま る 。 人 は この 行動 の 原則 を 遵守 する こと で 、 
自分 達 の 組織 の 保全 が 出来 、 衰退 と 分 裂 か ら 組 織 を 安全 に 守る こと が 出来 る 。 神 の 独 
一 性 を 信ずる こと が 全て の 美徳 が 芽生 える 種 と な り 、 そ の 信心 が な けれ ば 、 全て の 人 罪 


が は び こ る 。 神 の 唯一 性 を 信じ る こと は 、 信 仰 の 中 心 で も や り 、 ま た シル ク ( 唯 一 の 神 
に 他 神 を 併せ 祀る こと ) を 非難 する こと も 、 信 仰 の 中 心 と な っ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 


唯一 性 を 信じ る こと は 全て の 番 の も と に な り 、 シル ク は 全て の 罪 の 根 で ある か ら で あ 
る 。 こ の 原則 は 、 自 然 の 法則 と 律 法 の 法則 両者 の 基盤 と 礎 と な る 。 ま た 、 律 法 の 全て 
の 法則 が 神 の 唯一 性 へ の 信仰 を 基 と し て いる と いう 現実 は あま り に も 明白 な の で 、 説 
明 も 必要 と し な い が 、 自然 界 の 法則 や 全て の 科学 の 発 達 も 、 全 て この 信念 に 起因 し て 
いる 。 何 改 な ら 、 も し 神 が 複 数 で 存在 する の な ら 、 自 然 の 法則 も 一 つ で は な く な る か 
ら で あ る 。 全て の 科学 上 の 発明 や 発見 は 、 秩序 ある 一 定 の 変わ る こと の な い シ ステ ム 
が 全 宇 宙 を 支配 する と いう 信念 に 従っ て いる た め 、 一 つの 一 定 で 一 終 乱 れ ぬ 自然 界 の 
法則 が 欠如 し て いて は 、 全て の 科学 的 発展 が 終結 し て し まう の で ある 。 当 節 の 表わす 


740 


十 七 章 バニ ー・ イ スズ スラー イール Bami Isrgii( イ スラ エル の 子 等) 十 五 巻 
NN テ ミル) 一直 > と マル ィ ャ ダン イイ と 2 イイ ンコ ネン イ ンー ンー ンジ る 
も 液 の と ころ で 老齢 に 達する な ら 、 溢 YS ei 91 に | SJ 
両者 に は "あー ぁ "*""% を 云う な か れ 、 本 
キラ マイ イイ ンマ 

また 両者 に 叱る な か れ 、 そ し て 両者 に る Se し る YS 
ラド HL ES Y% 


25. また 、 散 愛 の 情 を こめ 、 そ の 両者 a2 る | | sl 
の た め に 謙 避 の 翼 を 低く 乗れ 、 そ し て a 
云え 、“ 我 が 主 よ 、 彼 等 に 慈悲 を 垂れ こみ ゃ ウー ピー ee どう $9 
給え *""%、 幼 い 時 彼 等 が 我 を 慈しみ 育 
て た 如く と 。 

NR \ NL aE へ っ 上 FR A A 
26. お 前 達 の 主 は お 前 達 の 心中 を 熟 の に て あこ 3 に は は 人 3 う 


る 


グラ ゃ ググ 
OR 


知 し 給 う 。 も し お 前 連 義 し か ら ば 、 彼 し 。 し 
は 実に 悔い 改め て 帰順 する 者 に は 質 COE 2455 oo っ | お > 
大 に まし ます 。 ob 


b FE) | EE ンタ っ や 。 ン る し 2 リン 
27.” 面 し て 、 近 親 に は その 権利 を 与 CARS| 3 Az、 ぅ 5905 ご 15 
え 、 また 貧者 や 旅人 に も 。 但し むやみ 

914:42: 46:16: 71:29、 P16:91; 30:39. 


第 2 の 重要 な 戒律 は 、 人 間 の 道徳 行動 に 関し て で ある 。 つま り 、 人 間 の 自分 の 親 に 対 
し て の 義務 が 道徳 的 行為 の 最も 重要 な 部 分 を 形成 する も の で あり 、 これ は 何故 な ら 自 
分 の 神 へ の 関心 を 最初 に 向け させ て くれ る の が 両親 で あり 、 両親 が 鏡 と な っ て 神 の 美 
徳 を うつ し て くれ る か ら で あ る 。 神 の 美徳 を 具体 的 に 人 間 の 例 を 出し て 説明 し よう と 
する な ら 、 両 親 の 例 が 一 番 ふ さわ し いで あろ う 。 し か し 、 神 に 関す る 態度 に は 、 不可 
能 で あっ て も 、 両親 の 場合 は 可能 で ある こと が ある 。 た と えば 、 神 の 恩 愚 に お 返し を 
する こと は 不可 能 で ある か ら 、 人 は 少な く と も シル ク か ら 遠 ざ ご か る こと を 心がけ る べ 
き で ある と 教え られ る が 、 両親 の 場合 は 、 与え て くれ た 愛 と 思い や り に 報い る こと が 
ほとん ど 可 能 な の で ある 。 

2 アラ ビア 語 で ウッ プ と は 、 言 葉 に よっ て 嫌気 を 表現 する こと に 使用 され る 。 また 、 
ナ フ ル (Nahr) と は 、 行動 に よっ て それ を 表現 する こと に 使用 され る 。 これ 等 の 二 つ の 
語 を 結合 させ る こと に よれ ば 、 当 節 は 、 人 は 両親 に あら あら し い 言 葉 で 話し て は な ら 
な い 。 い わん や 不 人 情 な 行動 を と っ て は な ら な い 。 

1699 美しい 直 只 を 用 いて 当 節 で は 、 両 親 へ の 思い や り が 教え こま れ て いる 。 親 の 愛 は 
報い る こと の 出来 ぬ 程 深い も の で ある た め 、 こ の 返せ ぬ 分 は 祈り が 補っ て くれ る 。 祈 
り に は 、 年 老い た 両親 は 、 自 分 達 が 子供 の 時 、 親 に し て も ら っ た の と 同じ よう に 、 心 
を 配っ て 愛情 豊か に 接する よう と の 思い が こめ られ て いる 。 
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に 浪費 する な か れ 。 | SN 233. に は cp 


28. 4 げに 浪費 家 は 悪魔 の 同胞 な り 。 さ 人 a 
れ ば 悪魔 は その 主 に 対し 思 知 ら ず 99 。 

な り 。 OD SH ANOS 
29. な れ ど 、 液 が も し 己 が 希望 する そ EE ER 
の 主 の 慈悲 を 求む る の に 、 役 等 を 避け 0 

ざる を 得 な い 場合 ちら ば 、 そ れ で も @5 だ MVS 20U8 を 5 
5 優し い 言葉 で 彼 等 に 語れ 1。 

30.“ 面 し て 、 激 己 が 手 を 自分 の 首 に 上 ど EES 35Y5 
縛り つけ る な か れ 。 さりとて それ を 


全く 差し 促 べ 放題 に する な か れ 。 さ らし 0 ES) 
も な くば 、 溢 非難 され 、 意 気 消沈 者 5 の 
に な らん "5。 Ob 2a 


31. げに d 汐 の 主 は 己 の 欲す る 者 に 滋 る i 
代物 を 豊か に し 、 また 己 の 飲 す る 者 に ras 
之 を 制限 す 。 げに 彼 は 己 が 僕 等 を 知 秒 
し 、 そ れ を みそ な わし 給 う 。 る 1 スン 
6 
四 項 


32. また お 前 達 、 貧 困 を 刀 れ て “自分 NE IES 
の 子女 を 殺す な か れ 23 われ ら こ そ 


26:142: 7:32: 23:68. 793:10-11. 9:34: 25:68、713:27: 29:63: 30:38: 39:53. 6:132. 


9 神 か ら 与 えら れ た 賜物 を 正しく 使わ な い 人 間 は 神 か ら う と まれ る 。 そ し て 自分 の 富 
を 浪費 し 、 正 し く 富 を 使わ ね ば な ら な いと いう 兼任 を さけ よう と する 者 も 同様 で ある 。 
や 1 見 た と ころ は 慈悲 を 与え た 方 が 良さ そう に みえ る と も それ を 与え る と 逆 効果 と 
な る 場合 も ある 。 例え ば 、 を 食 を 職業 と し た り 、 金 を よく な い 使い 道 に 費やす 悪い 習 
慣 か ら ぬ けら れ な い 者 達 が そう で ある 。 そう いっ た 人 た ち に は 人 金 を 与え る る より も は げ 
まし の 言葉 を か ける 方 が 救い と な る の だ 。 

A A き し ん だ り 、 無 分 別に 浪費 し て は な ら な い 。 富 
を 浪費 し て し まっ た 結果 、 本 当 に 寄附 が 必要 と な る 時 に 施し が で き な く な っ て し まう 
か ら だ 。 

91 子供 に 対し 適切 な 教育 や 食事 そし て 衣類 を 与え ぬ し みっ た れ た ( 欲 深 な ) 親 達 は 、 
実質 的 に は 子供 達 に 肉体 的 且つ 精神 的 な 死 を 与え て いる に 等 し い 。 心 の こも っ た 教育 
や 、 本 来 あ る べき 状態 に な る 横 合 を 与え られ た ら 、 社 会 の 有用 な 構成 員 に な り 得 る 罪 
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ria また お 前 達 に 224380) RS 
。 げ に 役 等 を 殺す は 大 罪 な り "7?。 3 
RS EE 
33. また 、 背 遂に 近づく な か れ 5 56 64553 1 | 
そ は 醒 悪 に し て 、 悪 し き 道 な り 。 < 
刀 OW < し 


し か 
34. 5 面 し て 、 正当 な 時 日 な し に ア ッ ラ | Ui プン 6 ン が 3 の い — 2 | イッ ン Ni 
ー が 禁じ た る 生命 を 殺す な か れ 。 され i 


ば 、 不当 に 殺害 され た る 者 あら ば 、 そ ZS A あし 


の 相続 人 に 我 等 『 は ( 報 復 の ) 確たる 権 te | 3 グ 

ご 3 こす 3 CL で) 
利 を 与え た り 。 然 れ ども 、 彼 は 殺害 の 3 - > 
事 に 関し て 短 を 越え て は な ら ぬ 。 ば Opaa ok) 
に 、 彼 は 擁護 され た り 6。 


623:69. 76:132, 25:69. 


も な い 子 供 達 を “殺す こと "を 、 当 節 で は 強く 非難 し て いる 。 子供 を 殺す こと と は 又 、 
近頃 世間 で 奨励 され て いる 、 不 必要 で 問題 の 多い 、 受 脱 調節 の こと を も 意味 し て いる 。 


914 ヒト ウゥ (Khit) と ハタ タ (Khata) は 、 意味 を 異 に する 。 前 者 は 意図 的 で 、 後者 は 、 意図 
的 か 意図 的 で な いか の 両方 で ある (Aqrab より )。 こ こ で は 大 罪 を 用 い 、 子 供 を 殺す と 
いう こと は 、 人 間 の 本 質 が 不快 を 感じ 、 ひ る み を お ぼ え 、 人 間 の 感情 を 持た ぬ 者 だ け 
が 出来 うる こと で ある と いう こと を 主張 し て いる 。 
子供 を 殺す こと を 禁じ た 戒 律 に 続く の は 、 それ と 同じ 位 重 い 芝 通 に つい て の 式 告 
Se 切通 は 、 色々 な 形 で 数 えき れ 放 程 の 子供 を 死な せ て し まう と いう 意味 に 於 い 
、 重 要 な 戒律 な の で ある 。 聖 書 の * 液 、 数 通す る な か れ " と 違い 、 聖 ク ルアー ン で は 
も っ と は っ きり と 効果 的 で わか りや すい 表現 で 給 放 に 近づく な か れ と 言っ て いる 。 
聖 タ ルアー ン で は 、 姜 通 の 具体 的 行為 を 禁じ 、 と が め る の みな ら ず 、 姜 通 に 通じ る 道 
を 全て 閉じ よう と し て いる の で ある 。 
1916 前 の 二 つ の 節 で 、 殺 害 に よる 二 つ の 間接 方 法 に 言及 し た 。 当 節 は 、 直接 没 害 の こ 
と を 語る 。 殺人 が 正式 に 設立 され た 法廷 に よっ て 、 有罪 と 宣告 され る と 、 殺 され た 側 
の 相続 人 達 は 合法 的 に 処刑 する 権利 を 持つ か 、 殺 害さ れ た 人 の 死 の 代わ り に 殺人 慰謝 
料 に 応ずる こと が 出来 る 。 然し な が ら 、 も し 殺さ れ た 側 の 相続 人 達 に 殺人 慰謝 料 を 支 
給 す る こと が 社会 の 秩序 や 道徳 の 利益 に 反する な ら ば 、 又は 、 相続 人 達 の 要求 が 真正 
で な いと 知ら れ た な ら ば 、 法廷 は 彼 等 の 選択 権 を 受理 する こと を 拒絶 する か も し れ な 
い 。 そし て 、 殺害 者 の 死刑 執行 を 命ずる 。 要する に 、 相続 人 達 も 、 罪 を 犯し た 人 間 は 、 
赦免 と 処刑 する 権利 を 共有 し て いる の で ある 。 実際 、 相続 人 達 と 国家 の 両方 が 有罪 者 
罰する こと や 許す こと の 権利 を 共有 する 。 有罪 者 の 刑罰 に 関す る 国家 の この 権利 は 、 
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35. < また 、 孤児 の 財産 に 、 彼 が その 成 0 
年 に 連 す る まで 、 近 づく な か れ 。 但 し 、  , PE 3 
最善 な る 方 法 は 別 な り 。 章 し て 5 契約 1 あう 2D el | 
いけ N [ HB っ ブン ン デー タン 8 を ラー 
を 全 Ns 。 契 約 は 必ず 紅 | 明 せ ら OY 8 8 レ 9} J も 


36. また 、 お 前 補 潮 る 時 は 、 村 目 を 2 
分 に せよ 、 ま た 正確 な る 天 笑 を 以 て 最 is を の 
れ 。 その 方 が 立派 で あり 、 結局 は 最 普 と 0 の)、 > こし 


の 


ア 


Sp 交え 5 
ma へ > 上 タッ そ PL 4 イネ ン 
37. (また 、 己 の 知ら ざる こと に 従う な "る に その 3 は あ ざ 5 


か れ 。 e げ に 廿 、 目 、 心 の 凡 て に つい ゴブ すず ター ネプ シッ ンー ン ラン ン 。 る る 
て 組 間 され る べし の | ¥ siaals nal 0) 
OY LE OE 


9247, 1 6:153, 05:2, 16:92, 7:86; 11:85-86: 26:182,183; 55:10. N11:47. 24:25; 36:66; 41:21-23, 


応報 に つい て の 命令 が 適用 され た すべ て の 問題 を 包含 され る 。 し か る に 、 当 節 の 始ま 
り で 、 罪 を 犯さ せら れ た 側 の 権利 が 保護 され 、* 彼 は 殺害 の こと に 関し て 短 を 越え て は 
な ら ぬ "と いう 言葉 は 、 有 殺人 者 に 見 方 し て 勧告 を ほのめかし て いる 。 そ の 言葉 は 、 生 
命 に は 生命 と いう の は 一 般 的 規則 で ある が 、 殺さ れ た 人 の 相続 人 達 は この 控 の 文字 通 
り の 執行 を 強要 すべ き で は な い 。 衡平 法 の 命令 、 公 の 安心 と 道徳 が それ を 要求 する 時 
の み 殺 人 者 は 法 に よる 極刑 を 受け る の で ある 。 も し この 慈悲 の 行動 が 殺害 者 の 徳 義 を 
作り 変え る こと に 導く な ら ば 、 そ し て 殺人 慰謝 料 は 、 受諾 され た な ら ば 、 彼 の 生命 は 
容赦 され る か も し れ な い 。 

Te17 結果 的 に は 、 殺人 者 と 殺さ れ た 者 と の 二 つ の 家族 に 撤 児 を 残し て し まう 殺人 の 罪 
に 関す る 法 を 、 定め た 後 で 、 聖 ク ルアー ン で は 孤 ! 達 の 権利 に つい て 指示 を 与え て い 
る 。 最も 重要 な 点 は 、 彼 等 の 財産 に つい て で あり 、 こ こ で は 義務 と いう 意味 を 表わす 
"契約 "と いう 言葉 が 孤児 達 の 財産 の 世話 を する と いう こと は 、 そ うす る こと で の 何 の 
EN 
る た め に 、 使 われ て いる 。 

Pe 順調 に 運び 、 富 を 形成 する 秘訣 は 、 商 売上 の 取引 き に 於 いて 、 公 正 且 つ 誠 
実 で ある こと で ある 。 

9 自然 の 順序 で ゆけ ば 、* 耳 " 目 " そ し て * 心 "に よる 疑い の 源 を 当 節 で は 非難 し て いる 
人 の 心 に 疑い が 、 生 じ る の は 先ず 陸 を 通し て で ある 。 意地 の 杜 い 告げ 口 や 噂 で 疑い が 
生じ る の で ある 。 その 次 が 目撃 する こと で ある 。 人 は 他人 の 行動 を 見 て 誤解 し 、 そ の 
動機 や 意図 を 疑っ た りす る 。 し か し 一 番 忌 むべ き は 、 悪 い 忠 の 結果 や 、 勝 手 な 解釈 を 
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38. “また 、 横 柄 に 地 を 歩む お な か れ 。 げ ER YS 
に 、 玖 大 地 を 引き 裂く 能 わ ず 、 また 山 レル レレ < レン ェ 。 
の 高 さ に も 達する 能 わ ず 1920。 JCsJIeSO タ つの こうら 


OY 泌 


“ 
全 
“ 


bn) ei Nd y A デン タク る イッ ンマ ! 
39. これ 等 すべ て の こと は 、 的 の 主 の 5 EE DN 
御 許 で 、 そ の 悪 は 憎まれ る な り 。 


40. こ は 没 の 主 が 光 に 北 示 せ し 知恵 ぁ つ 8 うそ 0、 ま すじ ょ そい) 

i あ だ し が か に 6 

の うち な り 。? さ れ ば 、 如 何 な る 他 神 も 。 ,」 ,。 。 。 
と も し か 6 M 見 pd 3 se の 

アッ ラー と 借 に 坊 る な か れ 、 将 5 ず > IAG ひ SSS Y5 SU 


獄 に 投 ぜ られ ん 。 a 

41. < な ん と な ! お 前 達 の 主 は 男子 (を S38 し R521 

授け る た め ) に お 前 達 を 選び て 、 自ら ン 

は 天使 等 の 中 より 女子 を 探り た る O98 DJ っ IO 

か ? げ に 、 お 前 達 は 非常 に 由 々 し き 言 を る あし:bzYzs 

葉 を 口 に する な り 。 
五 項 

42. 7 耐 し て 、 わ れ ら は 確か に この クー に 凍っ 3 6 と ュ 502 

ルアー ン の 中 で ( 諸 節 を 繰り返し て NR 

説明 せり "1、 彼 等 が 忠告 に 従わ ん が @B53 お YS BS 

た め に 。 され ど 、 そ は た だ 彼 等 を 嫌悪 

に お いて 増し た る に すぎ ず 。 


231:19. 47:23; 26:214: 28:89. 37:151; 43:20; 52:40. 17:90; 18:53. 


し た 他 の 人 の 行動 が 原因 で は な く 、 病 ん だ 自分 自身 の 心 が 作 りあ げ て し まう 疑い の 念 
で ある (前 節 で 言及 され て いる )。 神聖 に し て 犯す べから ざる 人 間 の 生命 や 財産 の み で 
な く 、 人 間 の 名 誉 も 、 神聖 に し て 犯す べから ざる も の で あり 、 こ れ を 攻撃 する こと も 
責任 を 持っ て 向かわ ね ば な ら な い 。 

Te29 自分 の 業績 を 自慢 し た り 、 見 せ び ずら か し た りす る こと は 、 軽 薄 さ を 吹聴 する の み 
な ら ず 、 道徳 的 に も 欠陥 を 生じ させ る 。 何故 な ら 、 そ うい う 態 度 は 、 既 に 自分 の 達成 
し た 業績 に 満足 を 覚え る の み で 、 結 果 的 に は その 人 の 道徳 的 向上 の 妨げ に な る だ け で 
ある 。 
1931 重要 な 事柄 全て を 論じ な けれ ば な ら な い 経 典 で は 、 時 に 応じ 、 主 題 に か か わる 要 
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43. 云え 、 も し 彼 等 が 云う 如く 、 彼 と 18416332 お し る 3 
伴 に 他 の 神々 が あっ た な ら ば 、 彼 等 も の 2 寺 メー 


必ず 玉座 の 主 に 達する 道 を 捜し 求め OW IIEY 
だ 和則 4 
44 “ 彼 は 理 な り 、 彼 圭 が 云う も の より ol 1363 お ES 緒 2 ス ジ 


非常 に 高く まし ます 崇高 な 御方 な り 。 

45 ビ っ の 天 も 大 地 も 、 ま た その 中 に A Fa iE 2 
ある すべ て の も の も 、 彼 の 栄光 を 讃え の 
る な り 。 され ば 、 何 も の も ? 彼 の 栄光 EV IE RO bg SS 
を 讃え ざる に 非 ず "2。 姓 し な が ら 、 a EY 3 


お 前 達 は それ 等 の 讃 美 を 理解 せ ず 。 ば 6 
に 彼 は 寛容 に し て 、 寛 大 に まし ます 。 oh ie EE EA 


46. 証し て 波 ク ルアー ン を 読 請 する と ER OES 1 5 
き 、 わ れ ら は 汐 と 、 来 世 を 信 ぜ ぬ 者 ど 


に a ィ > づ る ィ ン ュ || 
OR RR Eth, Cs NGI EN 
dt 

ol 

47. < 並び に われ ら は 、 彼 等 が それ を 理 の | a っ >g 寺 2 
解 し 得 ざ る よう ! ( こ 、 そ の 心 ( 0 | ルン ( 00 
け "2%、 ま た 彼 等 の 耳 を 鈍く す 。 うう 1233 651 で 35 23448 


6:101; 39:68.724:42: 59:25; 61:2; 62:2: 64:2. (6:26; 18:58; 41:6. 717:49. 


点 に 立ち 戻る こと は 、 極 当り 前 で あり 必要 で も ある 。 何 度 も 言及 する の は 、 そ の 事柄 
に つき 、 新 し い 角 度 か ら と ら え て みた り 、 新 し い 反 論 を 諭 EE 
その 目的 で 反復 する と 正常 な 神経 を 有する 教 交 あ る 人 な ら そ れ に 対し 異議 を 唱え 

こと は で き な い の で ある 。 
22F つ の 天 も 大 地 も 、 ま た その 中 に ある すべ て の も の も 、 彼 の 栄光 を 讃え る な り 」 
と いう 語句 は 、 全 宇宙 が 神 の 唯一 性 に 関わ り を 持つ と いう こと を 、「 さ れ ば 、 価 も の 
も 彼 の 栄光 を 讃え ざる に 非 ず 」 の 語句 は 、 全 て の 事物 は 神 の 存在 の 寛大 さ に 、 そ れ ぞ 
れ 各 々 に 係り 合い が ある と いう こと を 意味 し て いる 。 前 者 が 意味 する と ころ は 、 森 縮 
万 象 に 在 る 素晴らし い 配 列 と 秩序 は 間違い な くそ の 創造 者 は 唯一 で ある こ と を し 
後者 は 、 森 維 万 象 の 一 切 の も の が 、 そ れ 自 体 に 限り 、 そ の 独特 の 方 法 で 、 神 の 属性 を 
表し て いる こと で ある 。 
2323 心 に 覆い と は 、 悪 意 や ね た み 、 ま ちがっ た 優越 感 や 人 種 的 偏見 、 社 会 的 地位 や 収 
入 の 局 失 に 対し て 心 を 覆う こと 、 或 い は 、 不 信者 が 真実 を 受け 入れ る の を 拒む た め に 、 


746 


十 七 章 バニ ー・ イ スズ スラー イール Bami Isrgii( イ スラ エル の 子 等) 十 五 佑 


ン 


れ ば 、 液 が クル アー ン の 中 で 激 の 主 、 ふる 5N つ 1 人 9 3 まう の つう 3 
ピン と 半 

その 独 一 さ を 語る や 、 彼 等 は 憎しみ で eR 

背 を 向け る な り 。 OB sbsl de 5 


48. われ ら は 彼 等 が 激 に 耳 傾 ける 時 、 の < つっ とう ヒュ 2 
彼 等 が どん な こと を 聞き 求め ん と す 


すぅ タイ ター ンー の トニ ラオ ミラ ン る 
る の か 、 ま た 彼 等 が 密か に 陣 議 する 時 ぼっ っ ろう て りう 


を 名 知 す 。 そ の 時 、 不 義 者 ども は 云う 、 1 9& 計 6 で つ MD 3 放 | 
「2 お 前 達 は た だ 潤 か れ た 男 に 従っ て 
いる に すぎ ず 」 と 。 © 


49. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 数 々 の 謀 え を GE EE 1 


流 に つい て 語る か を 。 され ば 、 彼 等 は Ce 用 2 アン ニー ゴー レン 
あ た ご A + 
迷い た れ ば 、 正道 に 達する 能 わ ず 。 嘩 OS O26 


50. また 彼 等 は えり 、“「 我 等 が 骨 と CG CE DG 
な り 、 粉々 の 粒子 と な り 果 て た 後 、 わ れ 


等 が 新た な 創造 に 貴 ら し め ら れる OS BLO I 


や ?」。 
51. 云え 、「 激 等 な り と も 鉄 な り SNE 
と も 、 

。 或 い a 前夫 思う うに 、 E24 2 の 
52. 或いは お 前 回 の NN SS 3 GS 3 
れ よ り も 甚だ し く 堅 い ) 934 創造 物 ( に 
な ろう ) と も 」。 “する と 、 彼 等 は 必ず 。 GUS RI で 9 8 
問わ ん 、「 我 等 を 生き 返ら す は 誰 >*.: 

ぞ ? 」。 云え 、「 そ は お 前 達 を 最初 に 創 
25:9. P25:10. “17:99; 23:83: 37:17; 56:48. 136:79-80. 

強く 都合 よく 信じ て きた 上 古い 習慣 や 信仰 へ の 心 の 竹 い を 指す 。 これ は 巧み な 衝 い で あ 
り 、 不 信者 達 に は 自ら 正確 に 理解 出来 な いも の で ある 。 

4 当 節 は 二 通 り に 解釈 で きる 。 先 ず 不 信者 に 対し 、 彼 等 の 心 が 鉄 や 石 、 或 い は その 
他 の 似 た よう な 物質 の 如く か た く な に な ろう と も 、 神 は 聖 預言 者 を 通し て も た ら そ う 
と な さっ た 、 全 体 的 な 変革 を 彼 等 に も も た ら そ うと 思っ て いら っ し ゃ る と いう 解釈 。 
そし て も う 一 つ は 、 前 節 で 述べ られ た 、 復 活 に つい て の 彼 等 の 疑い に 対し て 答え る と 
いう 形 で 、 彼 等 が 、 鉄 や 石 、 或 い は その 他 の 物質 に 形 を 変え て も 、 神 の 懲 六 は 免れ 得 
な いと 語っ て いる と いう 解釈 で ある 。 
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A テア 答 填 三 7 2: ュ コ bn ルン イン 2 イッ イン シラ イン ラル オブ Pr4 
汐 に 向かっ て その 頭 を 振り て 問わ ん 、 RR 
「a そ は 何時 起 る や ?」。 云え 、「 恐 ら OL SOREO Es 
く 、 そ は 近く な り 、 


2 バキ ュ 下 全 本 四 で - ウン イラ クッ RHRT 。 タ ば NS 
53. 彼 が お 前 達 を 喚 び 出す その 日 、 お de 〇 %<ー つ 9 っ ーー と つめ 
前 達 が それ に 応え て 役 の 栄光 を 讃え s 本 イン ン 


座る な り 。 面 し て 、 お 前 達 は 、 2 自分 で OMS YK 
が 留まり た る は 暫し の 間 に す ぎ ず と 
思う な り 」。 

六 項 
54.“ 面 し て 、 わ が 僕 等 に 告げ よ 、 彼 “ある AG は 5、 8 
等 最 : 最善 な る こと を 云う べし 。 2 確か に 、 ン 人 2 人 9446 っ タイ ッ ン ンプ 4 っ 94 
江 は 彼 等 の 問 に 剛 乱 を 選 動 す 。 げに OO > の eS と OO) 


ジ 


下 魔 は 人 間 に と っ て 公然 の 敵 な り 。 OE LENEE 

っ な ala ゃ っ Nde 5 イップ レッ ン ラン イタ る 2 } イッ イッ ジ 
SS. お 前 達 の 王 は お 前 達 を 番 よ く eb ESS 
知り 給 う な り 。“* 役 も し 欲し な ば 、 慈 


うー バン g 人 2 イヤ イン ン し と っ レン 4 
悲 を お 前 達 に 垂れ 、 ま た も し 欲し な ば 、 Td)) 


し か デ 
お 前 達 を 罰する な り 。 面 し て 、7 わ れ ら し 
は 液 を 彼 等 の た め に 番 人 と し て 遣わ @OS5 


し た に 非 ず 。 

s6. され ば 次 の 主 は 、 諸 天 と 大 地 に あつ 中 、 す 、 り らち う 2 そう 5 
る も の を 一 番 よ く 知り 給 う 。 ま た # わ レン ルー ショ 
れ ら は 預言 者 の 或 る 者 を 他 の 者 の 上 OU 2Y5 
に 優 ら し め た り 。 面 し て 我 等 は 、 ダビ ANS IS KSI8 a ンー 

Ol うっ ぅ 95 ご 

デ に 詩篇 を 授け た り デ ピン Ode 
57. " 去 え 、 「 彼 以外 に お 前 達 が 考え た ta 
る 者 ども に 祈 れ よ 。 され ば 、 彼 等 が お 


前 達 か ら 炎 難 を 除く 力も 、 ま た それ を の, 
転ずる 力も 持た ず 」。 op 


934:30: 36:49: 67:26. 220:105: 23:114-115. 16:126; 23:97; 41:35. 7:201; 1210E 41:37. 2:285: 3:129: 5:41; 29:22. 
6:108: 39:42:; 42:7. 82:254: 27:16. 52774: 23:4 34:23. 
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Ss8. 役 等 が 祈っ て いる 者 ども 自身 、 そ 
の 主 に 接近 する 手段 を 望む な り "7。 
つま り 彼 等 の うち 誰が それ (手段 と な 
る た め ) に 最も 近い か を 。 ま た 彼 等 は 
その 慈悲 を 期待 し 、 そ の 責 苦 を 恐れ る 
な り 。 げに 液 の 主 の 貢 苦 は 用 心 す べき 
も の な り 。 

59. “ 面 し て 知 何 な る 序 で も 、 わ れ ら 
は 復活 の 日 以前 に 芝 を 滅ぼし 、 また は 
それ に 厳し い 懲 玉 を 与え ん 1626。 さ れ 
ば 、 こ の 事 は 聖典 の 中 に 銘 記せ られ た 
る な り 。 

60.2 耐 し て 、 我 等 が 神 兆 を 降 すこ と 
に お いて 、 わ れ ら の 妨げ と な る も の 
は 、 た だ 往 古 の 人 々 が それ ら を 虚偽 と 
みな し た る こと 7 に 外 な ら ず 。 され 
ば 、 わ れ ら は サム ー ド に 明白 な 神 兆 と 
し て 牝 路 能 を な えた り 、 し か る に 彼 等 
は 之 を 不当 に 扱い た り 。 面 し て 、 われ 
ら は 徐々 に 恐れ し むる た め に の み 
神 兆 を 降 す な り 。 

61. 面 し て 、 わ れ ら が 液 に 向っ て 、「 げ 
に 、 流 の 主 は 人 間 を と り 了 囲み 給え り 」 
と 云え し 時 の こと を (思い 起 せ ) 。 “され 
ば 、 われ ら が 液 に 見 せ た る 幻影 、"27* 


SORE GIES 


A 


と < cs 
ご は EQ) 2 つい その Sr と と 


OR OE HS 

I EEN 3S 05 

ee kA eke i 
BE SG EOE 


< 


WNL LT ts 
SE 9 計 Wpo 
3 ヒラ 3 し る 12US 2 っ 


Pd 
3 


do 


© NN 


も OENEES 5 
ASY る 5 う 本 PE に ビレ? 


ンー 


9:12; 22:46: 28:59. 117:95; 18:56. “17:2. 


1625 当 節 は 、 
て いる 。 


る 傾 員 の こと IS うい で の PE 


或 る 人 々 が 神 と し て 礼拝 する 天使 、 預 言 者 そし て 聖人 達 に つい て 言及 し 


宇宙 的 な 惨 福 と 一 連 の 炎 害 の 前 兆 と な 


Te27 以下 の よう に も 解釈 出来 うる 。 即 ち 、 以 前 の 人 々 が 、 預 裏 者 達 の 斉 う こと を 嘘 だ 


と いっ た こと が 原因 で 、 
か 、 つ まり 、 そ れ が 、 


これ 以上 神 の し る し を 送ら れ な いと いう よう な こと が あろ う 
天 より の 神 兆 を 与え ぬ 理 由 に は な りえ な いと いう 解釈 と な る 。 


16274 これ は 当 章 の 第 二 館 で 述べ られ た 幻 の こと を 言っ て いる 。 こ の 幻 の 中 で 、 聖 預 
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且つ クル アー ン に お いて 呪 わ れ た る TO 943 計る 
樹 の こと "9 を 人 間 の た め に 試練 と し 。 


タイ AN タラ ラッ 。 レ レン イ す 。 ニ イイ イン 
し て 設け た る に 過ぎ ず 。 耐 し て 、 わ れ DcA の ツリ っ まや るい に 3 こっ う 


ら は 彼 等 を 徐々 に 恐れ し め る な れ ど 、 & bE 
そ は 彼 等 に 大 逆 心 を 増 さ し め る ば か で 1 の 
りな り 。 


E 項 


62. また 、 わ れ ら が 天使 た ち に 、「 ア 39 53228 <N OS 中 3 
ダム の た め に 叩 頭 せよ 」*""2% と 云え し ER 
き 、 彼 等 は 叩 頭 せり 。 但し 、 イブ リー O33 0 Ys 
ス は 別 な り 。 彼 は 云え り 、「 流 が 泥 に LES 
て 創れ し も の の た め に 、 我 叩 頭 すべ き MK 

や ?」 と 。 


3 


4 云え 没 が 2 我 に イン と ッ ・( イ 2 レン イイ 
63. 彼 は 云え り 、「 液 が ? 我 に 対し て 礼 EE SE SAE 
通し た る 此 の 者 を 考え て 見 た る か ? 

2:33: 7:12: 15:30-31: 18:51; 20:117: 38:73-73. 13: 13:34: 38:77. 


言 者 は 、 ユダヤ 人 達 の キ ブ ラ (礼拝 の 方 向 ) で ある エル サレ ム の 神殿 で 、 他 の 全て の 預 
言 者 達 を 率い て 祈る 自分 自身 を 見 た 。 こ の 紀 は 、 い つか 将来 に 於 いて 、 こ れ ら の 預 
言 者 達 の 信奉 者 達 も イス ラム の 輪 に 加わ る で あろ うこ と を 暗示 し て いる 。 こ れ が 
「 洲 の 主 は 人 間 を と り 囲 み 給 えり 」 と いう 語句 の 意味 する こと な の で ある 。 そし て 、 
イス ラム が 全体 に 浸透 する の は 、39 節 に 述べ られ た 災難 が 世界 的 に 始ま り だ し た 後 
な の で ある 。 
1928 ここ で 、“ 呪 われ た る 樹 " と は 、 聖 ク ルアー ン で 、 神 に よっ て 破門 され た と くり 返し 
言及 され た ユダ ヤ 人 た ち だ と 思わ れる (5:14, 61. 65, 79 節 ) 。 神 の 呪 衣 は 、 預 言 者 ダビ 
デ の 時 代 か ら 現代 の 我ら の 時 代 ま で これ 等 の 不幸 な 人 々 の 足跡 を 徹底 的 に 尾行 し て 
いる 。 こ の 語句 の 上 記 の 解釈 は 、 当 章 は 、 ま さ に その 名 称 バ ニー・ イ スラ ー イ ー ル も 
示し て いる 如く 、 特に イス ラ エ ル 人 達 を 扱っ て いる 実際 に よっ て 、 付加 的 な 維持 を 与 
える 。 当 分 は 、 聖 預 詩 者 が 彼 自身 が 、 ユ ダ ヤ 教 の 中 心 で ある エル サレ ム で 、 ユ ダ ヤ 人 
の 預言 者 た ち を 先導 し て いる こと の 幻 像 の 斉 及 で 始ま る 事実 は 、" 呪 われ た 樹 『 は ユダ 
ヤ 人 を 示す こと の 相 定 を 更に 維持 し て いる 。 シ ャ ジャ ラ と いう 語 は 、 部 族 を 意味 する 。 
当 節 は 、 幻影 と 人 間 の た め に 試し と し て 特に 留意 され た ユダ ヤ や 人達 ( 児 わ れ た 樹 ) の 両 
方 を 語る 。 ユ ダ ヤ 人 人 達 は 歴史 上 徹頭徹尾 人 類 の 大 不 府 の 源 と 悩み の 種 で ある こと を 、 
に ムスリム 人 達 に 立証 し た 。 
"229 前 置 詞 の ラー ム と は 、 数 ある 意味 の 中 で 、“ 一 緒 に "を 意味 し て いる 。 リ ・ ア ー ダ マ 
と いう 表現 は アダ ム と 一 緒 に 、 を 意味 し て いる 。 
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Pd ン 


激 も し 復活 の 日 まで 我 を 猫 予 し た ま SEA x te S| on 


えば 1939、4 我 は 必ず この 者 の 子孫 を 、 a 
わずか の 者 を 除き 、 我 が 支配 下 に す 」 ONS Ys 35 
1631 と 。 
64. ? 彼 ( 神 ) は 云え り 、「 立 ち 去 れ ! 柄 OE 
し て 彼 等 の う ち 液 に 従う 者 あら ば 、 確 2 っ プ 。 る ラディ ン ン ET i 
か に 地獄 が お 前 達 へ の 応報 と な らん 、 OR ES 
十分 な 応報 を 。 
し か うち 2 タウ ンー うま タン グ プ Fo デ 
65.* 耐 し て 、 彼 等 の 中 の 出来 る 限り の ふ を s EEE 2 Sl 
者 を 液 己 が 声 で 誘惑 も 、 液 の 騎兵 や 歩 — vd イン み ぅ イン ーー レグ ン 
る レ 2 2 | $s le > 
挟 を 以 て 彼 等 を 攻め た て よ 。 また 、 彼 Ns gs Ci そう うう 
等 と 財宝 と 子女 た ち を 分 か ちあ い 、 彼 2YI、3 2 る る N55 
等 と 約束 を 結べ 」 "9。 4 され ど 、 事 了 わら 
上 Rn Bs iss YY 


の 約束 は 、 た だ 肉 貝 に 過ぎ ず 
g 


DISEV OL 


7:17-18: 15:40. 77:19: 15:43-44: 38:86. 7:18. 4:121: 14:23, 


Te30 “復活 "と いう 言葉 は ここ で は 信者 の 信仰 が 完全 な も の と な り サ タン が 、 その 信者 

に 対し 何 の 影 響 も 及ぼ せな く な っ た 時 に 、 信 者 の 誰 で も が 経験 する 霊 的 復活 を 指し て 
いる 。 

1931 いずれ に せよ 悪魔 が 人 類 の 大 部 分 を 外 道 に 導く その 脅迫 を 実行 で きた か どう か 
と いう こと は 、 答え を 要求 する 重大 な 疑問 で ある 。 世の中 の 秋 と 悪 の 情勢 に 軽率 で せ 
きた て られ た 目 く ば せ を すれ ば 、 悪 が 世間 の 普 を 支配 する よう な 間違っ た 推 断 に 導 か 
れる か も 知れ な い 。 し か し 、 真 実は 反対 に ある 。 た と えば 、 も し 大 嘘つき の 全て の 発 
言 を 批評 的 に 研究 し て 見 れ ば 、 彼 の 正直 な 発言 の 数 は その 嘘 を 毅 か に 超え る こと を 知 
る で あろ う 。 同様 に 、 こ の 世 の 邪 悪 な た 人 々 の 数 は 、 善 人 や 高潔 な 人 々 の 数 に 対し て 、 
遥か に 少な い の で ある 。 邪悪 が それ ほど 広く 人 間 の 注意 を 惹く 事実 その も の が 、 人 間 
の 本 質 は 生来 器 で あり 、 悪 の わずか な 感触 で さえ も は ね 返す 事実 を 立証 し て いる 。 従 
っ て 、 和 悪魔 が 現実 に その 脅迫 を 成し遂げ る こと を 仮定 する こと は 、 間 違っ て いる 。 


1632 人 秘 で は 、 悪 魔 の 仲間 達 が 、 AM WR 
を 説明 し て いる 。 (⑪ 貧し い 人 間 や 弱い 人 間 を 彼 等 に 対す る 暴力 の 恐怖 を 持続 さ 
NN TRE 
あく どい や り 方 で 又 計画 的 な 攻撃 を し か け 、 あ ら ゆ る 方 法 で 、 迫害 、 弾 圧 を 行なう 。(3) 真 
実 の 大 義 を 守る こと を 止め さえ すれ ば 、 指導 者 に し て や る と 言っ て 、 力強く 、 影響 力 
の ある 者 達 を 誘惑 する 。 
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66. ば に 、“ わ が 人 等 に 関し て は 、 汐 は る BL2AeE と 0 3、 タ > し s 8 
彼 等 に 対し て 支配 力 を 有 せ ず "3?。 面 
し て 液 の 主 は 守護 者 と し て 万 全 な り 。 OSI EI SS 


67. ? お 前 達 の 主 は 、 お 前 達 の た め に 海 3 3 こく あお 、 タ 雪 うう 
に 船 を 航行 させ る な り 、 お ね 前 達 が 彼 の  、 。 
周 編 を 求め ん が た め に 。 げに 彼 は お 前 O62 8 8 


半 に 慈悲 深 3 < っ る 
達 に 慈悲 深く まし ます eS 1 


68.“ 面 し て 、 お 前 達 海 で 災難 に 遭う 2 る 3 る っ 4R 
や 、 役 以外 に お 前 科白 る も の は すべ es 


て 消え 去る な り 。 釣る に 、 彼 が お 前 達 。 OG じい 61083 
を 無事 に 陸 に 届け て や れ ば 、 お 前 達 は と る る の ィ と ミー タイ 
忌避 する な り 。 され ば 、 人間 は まこ と 。 ODS OLGSIOP う っ 池 | 
に 恩 知ら ず な 者 な り 34。 

69. お 前 達 、 彼 が 陸 に お いて 、 お 前 達 70052 | 


を 飲み 込ま せる こと か ら 無 事 で ある 

か ? そ れ と も 彼 、 お 前 達 に 対し て 物 姜 54s3Y 人 8 し っ に て うし 
い 嵐 を 送ら せる な り 。 され ば 、 お 前 達 | を ー る < 
は 己 が た め に 如何 な る 守護 者 も 見 つ OVXS I 
か ら ぬ な り 。 


デ ター グ 


70. a 彼 が 再び お 前 達 を そこ g は 1325aC82 っ 501 3 
に 連れ 戻 4 、“ お 前 達 に 対し て 筐 風 を 。 っ ra 2 Kb 
nn ES EE os 
せしめ る な り 。 され ば 、 お 前 達 の た め けり ふ や 3 も ぅ うる ぁ くし 

っ つう こう っ 5 
に 、 わ れ ら に 対し て 助け て や ろう 3 とい と 


う 者 な ど 見 つか り は せ ぬ 。 nas 
< < 
15:41; 38: 84.” 14:33: 22:66: 45:13. 10:13: 11:10-11: 23:65; 30:34: 39:9: 41:50-52; 70:21-22. 957:17-18. 767:18. 


1933 人 間 は 、 精 神 的 に “復活 "し 、 信 仰 が 確か な も の と な ら な い 限 り 、 サ タン の 誘惑 に 
影響 され る 。 

994 苦悩 と 困 負 の 中 に いる 時 、 謙虚 に な り 神 に 祈り 慎み 深い 生活 を 送る よう に と 玖 う 
の が 人 間 の 本 質 で ある 。 し か し 危険 が 去る と 、 人 間 は 以前 の よう に 仙 慢 で ほら 吹き に 
な る 。 


752 


十 七 章 バニ ー・ イ スズ スラー イール Bami fsrgii( イ スラ エル の 子 等) 十 五 佑 


71. げに われ ら は 、 アダ ム の 子孫 を 優 GE 
N ン ウ * (の < や うう 

遇 し 1635、 彼 等 を 陸 や 海 に 運び 1635a 、 イプ 

種々 の 善い も の の 中 か ら 彼 等 に 滋養 < し 多 3 ンジ 軸 の 3 よる 85 35 

物 を 与え 、 ま た われ ら が 創り し 多く と っ. Je ON oo 

の も の の 上 に 彼 等 を 非常 に 優 らし ゅ で や っ 5 oi と 

た り 1 の 


八 項 
a * ゥ ンタ を > ot ププ 。。 ゥ 。 イレ ョ ン 
72. われ ら は すべ て の 民 を その 指導 Os gr SER 
者 と 共に 召集 する その 日 を ( 想 えさ と 
れ ば 、 有 手 に 己 の 記録 簡 を 渡さ れる 者 O26 G31 


あら ば 36、 こ れ ら の 者 こそ その 記録 I I NT dd 
を 読む な り 、 面 し て 彼 等 、 糸 ほど の 太 ONI Oa YS 
さほど (いさ さか ) も 不当 に 遇 せら る 
る こと な か る べし 。 
73. ? さ れ ど 、 こ の 世に 於 いて 盲目 な る <-: VG 8 aE la GO 
者 あら ば 、 彼 は 来世 に 於 いて も 盲目 な 

669:20: 84:8, 9. 720:123. 


8 神 は アダ ム の 子 等 全て に 同等 に ほ ま れ を 与え られ 、 特定 の 民族 や 種族 の み に 特権 
を 与え られ た 訳 で は な い 。 当 節 は 、 肌 色 、 信 条 、 種 族 や 民族 に 基づい て 上 位 に 優る 
よう な すべ て の 馬鹿 げた 観念 を 論破 する 。 更に 、 発展 と 繁栄 へ の 道 は 誰 に で も 平等 
に ひら か れ て お り 、 海 の み で な く 陸 に も 同様 に 運ば れる の で ある 。 

19354 年 クル アー ン 中 に 海 に 重点 が お か れ て いる の は 珍し い 。 聖 クル アー ン が アラ ブ 
人 達 に 与え られ た 経典 で あり 、 生涯 を 通し て 航海 に よる 旅 を 経験 し た こと の な い 全 て 
の アラ ブ 人 や 聖 預言 者 が 、 海路 の 旅路 を 強調 する こと は まず 有り 得 な いこ と か ら 、 聖 
クル アー ン は 聖 預言 者 が 書い た も の で は な いこ と が 解る 。 聖 預言 者 は 、 海路 の 航海 の 
多大 な 利点 に つい て は 知り 得 な か っ た の で ある 。 

1635B 人 間 で ある と いう 等 級 は 、 地 上 に 於 ける 神 の 代理 者 と いう 意味 で 他 の 全て の 創 
造物 に 、 ま さっ て いる の で ある 。 

1936 左手 は 懲罰 の 、 そ し て 右手 は 祝福 の 象徴 で ある 。 そ し て 又 、 人 の 身体 の 右 半 分 は 、 
左 に 比べ 筋力 が 強い た め 、 或 る 種 の 優越 性 を 帯び て いる 。 当 人 節 で 述べ られ る 人 の 行い 
の 記録 と は 善い 方 の 祝福 され た 記録 を 意味 する 。 右手 は ここ で も 強 さ と 力 を 意味 し て 
お り (69:46 節 ) 右 手 に 信者 達 が 各々 の 記録 を 持つ と は 、 力 と 決意 を も っ て 美徳 を 有 す 
る こと を 表わし 、 不信 者 達 が 左手 に 記録 を 持つ と いう こと は 、 必 要 と され る 強 さ と 熱 
意 を 持っ て 美徳 へ の 努力 を し な か っ た こと を 表わし て いる 。 
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る べし 1997。 面 し て 、 正 道 か ら 一 番 迷 90 1 
いた る な り 。 < 
74.? 硬 し て 彼 等 は 、 わ れ ら が 汐 に 臣 。、?938| 、 つ と 2 


示し た こと に 関し て 、 流 を 試練 に た た 0 了 
せん と せり 、 激 が われ ら に 対し て それ eye EE | 
UO 
1638 も し そう な り た る 場合 、 彼 等 


液 を 親友 と し て 過 し た る べし 。 

I A GE ライ で ネイ ゥ イン 
75. され ば 、 も し われ ら が 波 を 堅固 た CS の ごく AD る CS OY 
らし め ざ り し な ば 、 波 は あや うく 彼 等 po 
に 傾 か ん と し た る な り "9。 MS ES うる) 
76. その 場合 は 、 わ れ ら は 必ず 液 に 、 イッ ら 93 Rr $2 LY 
生涯 で の 二 倍 の 懲罰 を 、 ま た 死に 際 し 


て も 二 倍 の 懲罰 を 味わわ せ た 管 。 も し KISS | 
そう 4 9 た る 場合 液 、 SE わ 


か ら ぬ 管 。 
77. また 彼 等 は 、* 流 を そこ より 追放 < Rl 2 
せん が た め に 9、 流 が 国土 で 踏み し a 


0:16: 68:10. P25:33. “8:31: 60:2. 


7 現 革 で 心 の 眼 ( つ まり 精神 の 眼 ) を 開い て 物 を 見 な い 者 は 、 来 世 で も 精神 的 に 物 を み 
る 目 を 持た な いま まで ある 。 聖 クル アー ン で は 神 の 神 兆 を よく 考え ず 、 そ れ を 役立て な 
い 者 は “ 南 目 "で ある と し て いる 。 こ うい う 人 々 は 来世 で も 精神 的 に “ 声 目 "な の で ある 。 

1938 不信 者 達 は 聖 預言 者 を 彼 に 啓示 され た 教義 が 原因 で 、 後に 強制 的 に それ を 変え さ 
せ た り 、 聖 クル アー ン で 体現 され て いる 教義 以外 を 教義 と し よう と し た り し て 、 聖 預 
言 者 を 非常 な 苦境 に 落と し 入れ よう と し た 。 これら の 不信 者 の 策謀 や 、 そ れ を 実行 し 
た こと が 、 彼 等 の 全く の 失敗 で あっ た こと に つい て 当 節 で は 言及 し て いる の で ある 。 
999 預 言 者 の 根本 的 性 質 は 余り に も 純粋 で あっ た た め 、 聖 クル アー ン が 彼 に 啓示 され 
て いな か っ た と し て も 、 そ し て 、 神 が 彼 に 関し て 意図 し 給 うた こと を 知ら な か っ た と 
し て も 、 預言 者 は シル ク (唯一 の 神 に 他 神 を 併せ 下る こと ) を 行なう こと に 屈する こと 
は ほとん ど あ りえ な か っ た の で ある 。 

1 理 問 言 者 の 敵 達 は 、 彼 が その 信奉 者 達 の 問 の 尊厳 を 失っ て し まう よう に 、 法 的 追放 
の 汚 辱 に まみ れ さ せよ うと し た 。 し か し 神 自身 が 、 後 に メッ カ を 去る よう に と 命ぜ られ 
た た め 、 メ ッ カ の 市 民権 を 失う こと も 含め た 汚 辱 か ら 、 聖 預言 者 は 救 わ れ た の で ある 。 
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め た 足 を 息 さ ん と せり 。 し か し 、 そ の ノン SNS Ce 
彼 等 と て 溢 の 後 、 少 し の 間 の つめ CNS 

骨 ま り 得 た 管 を に 過ぎ ず 。 ONSEY SA 


78. " こ は 、 わ れ ら が 次 以前 に 遺 わ し た 23a EC る 2 
る 使徒 た ち に 関す る 慣行 な りき 。 さ れ 。 ~ 。 


と を 。 2 a A « ネン 
ば 梁 、 わ れ ら の 慣行 に は 如何 な る 変更 & OW RILSIY 
も 見 出さ ざる べし 。 
九 項 


79. ? 太 陽 が 傾く ころ か ら 夜 の 暗 間 が 32 dl | 
覆 わ れる まで 礼拝 を 行い 、 耐 し て 、 称 i Ne Ne 
明 に クル アー ン を 朗読 せよ 。 げに 象 明 AU9D39 AS に つ D32 届 
の クル アー ン 朗 読 は 、 立 証 さ れる も の ap 
な り 1!941 
80. “また 夜 に 、 こ れ ( ク ルアー ン ) に よ EN UE EN の 3 
っ で 、 規定 外 礼 排 を 捧げ よ 。 そ は 激 に 3 92 
と り て 任 開 “2 な り 。 恐らく 主 は 、 梁 53AGSAS5 う 35238 
を 光栄 ある 地位 に 登ら し めん 164。 


81. 面 し て 云え 、「 我 が 主 よ 、 我 に 正 % 人 の 22 、。 > 人 1。 2 イ 』 8 補っ 
に ンー ea > っ | に つう 
NR の ンー 


633:63: 35:44: 48:24. PILITS; 20:131: 30:18, 19: 50:40. “50:41; 52:50; 73:3-5; 76:27. 


eA ダラ カテ ィ ッ シャ ム ス (Dalakatish-shamsu) と は 、 (1) 太陽 が 子午 線 か ら 傾 いた 、 (2) 
黄色 に な っ た 、⑬) 日 没 し た 、 を 意味 する 。 ガ サク (Ghasaq) は 、 夜 の 暗 や みや 日 没 の 
後 の 水平 線 の 赤み が 消滅 し た 時 を 意味 し て いる (Lane より )。 当館 で は 、 イ スラ ム の 5 
回 の 日 々 の 祈り の 時 間 に つ いて 説明 し て いる 。' 太 陽 陽 が 傾き と は 午後 の 祈り 、 夕方 の 祈り 
そし て 日 没 の 祈り の 三 つ の 意味 を 持つ 、: 夜 の 暗 間 ' と いう 表現 に は 日 没 時 の 祈り も 含ま 
れる が 、 特 に 夜 の 祈り を 意味 し 、' 般 明 の "と いう 語句 は 、 3 の PD の Ni だ いて いな 
Te42 本 文中 に 与え られ た 意味 に 加え ナー フィ ラ (Nafilah) と は 特別 の 恩恵 と の 意味 を 
きち 、 祈り は 肉体 に 負担 を か ける も の で は な く 、 神 か ら の 特典 と 特別 の 恩恵 で ある こ 
と を 教え て いる 
lee イス ジム の 下 言 者 程 、 ひ どい 誹 り を うけ 悪口 を いわ れ た 人 は お そら く 他 に 類 を 
みな いで あろ うし 、 彼 程 、 神 の 賞 讃 を うけ 、 多 く の 神 の 祝福 と 恩恵 の 対象 と な っ た 人 
も いな いと いえ る 。 夜 の 静けさ の 中 で は 、 タ ハ ッ ジ ュ ド の 礼拝 が 信者 達 の 精神 的 な 意 
気 の 高 まり に 最も 相応 し い 、 創造 主 と 共に た だ 一 人 で 、 神 と の 特別 な 霊 的 変わ り を か 
わす の で ある 。 
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丁 五 傘 バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル Bani Isra 誠 イス ラ エ ル の 子 等 ) 十 革 章 


し 給え "4。 曽 し て 、 我 に 光 の 件 許 か ERR 時 EPR 
ら 強 い 援助 者 を 授け 給え 」。 


Aa CL Rd 
82. 耐 し て 又 え 、? 「 真 理 が 来 た れ り 、 8 紀 l3833、 50 835 
偽 は 消滅 せり “%。 げに 虚 作 は 消 は 56 
虚偽 は 消滅 せり ナ に 虚偽 は 消滅 の 4 ok ied 


する 定め な り 」。 

83. 面 し て 、 わ れ ら が クル アー ン の 中 和久 o5 あ oed 多 2 
で 降 す も の は 、 信徒 た ち に と っ て は 癒 隊 Ne 
し で あり 慈悲 な れ ど 、 そ は 不義 な す 者 AE っ 5 i 


ぶ と だ 損 前 お 0 レス に 
ども を し て 、 た だ 損 を 増す の みな り O13 
84. され ば 、 わ れ ら 人 間 に 恩恵 を 施し ひろ 宛 1 し 3YI ひそ KS 5 


いろ 
た る や 、 彼 は 顔 を そむけ て 退き 去り 、 時 時 
し か < en 由 た プー タプ 4*4 の グー イマ タン 
耐 し て 彼 災難 に 見 掴 われ な ば 、 彼 は 非 i 
常に 絶望 する な り 。 SE 


し だ は 


誰 で も 己 が 流儀 に 従っ て 行 る 2 と に セレ は よど A る る 
動 す “や 。9 さ れ ど 、 お 前 達 の 主 は 、 一 NR LS 


121:19; 34:50. P10:58; 12:112; 16:90. “17:68. 728:86. 


"944 祈り と 嘆願 が か な えら れ 聖 預言 者 は 当館 で 「 夜 に 乗じ て 、 そ の 僕 を 聖なる 礼拝 党 
か ら 、 われ ら が その 周囲 を 祝福 し た る 人 至 遠 ・ 礼 拝 堂 に 運び た る 彼 ( 神 ) は 聖 な り 」(17:2 
節 ) の 語句 で な され た 預言 の 成就 と し て 、 メ ディ ナ へ 連れ て いか れる 福音 を 授け られ 
た 。 この 預言 の 成就 を 予期 し 、 彼 は 今 住ん で いる メッ カ か ら の 脱出 と メデ ィ ナ へ の 人 人 
場 が まぎれ も な く 祝 福 さ れ た も の で ある こ と を 祈る よう 命ぜ られ た 。 

48 或 る 一 定 の 観念 を 伝達 する た め に 、 出来 事 の 長い 筋道 を 示す 特別 な 言葉 を 選ぶ こ 
と は 、 聖 クル アー ン の 用 語 の 数 ある 中 の 驚嘆 で ある 。 こ の 特別 な 事例 に 於 いて 、 炭 備 
の 消滅 の 意識 は 他 の 言葉 に よっ て 表現 され た か も し れ な か っ た 。 た と えば 、 ハ ラ カ 
(Halaka= 枯 れ た ) 又 は 、 バ タラ (Batala= 役 に 立た な く な っ た ) で ある 。 し か し 、 こ れ 等 
の 言葉 の どちら も 、 ザ ハ カ と いう 語 に よっ て 明示 され る よう に 、 徐 々 に 弱く な っ て 終 
局 の 消滅 を 意味 し な い 。 当 人 節 は 聖 預言 者 の メデ ィ ア へ の 聖 林 に よっ て 、 そ の 勢力 は 成 
長 し 続け 、 一 方 彼 の 敵 側 は 衰え 、 最 後 は 破産 する で あろ うと いう 暗示 を 包含 する 。 又 、 

型 クル アー ン は 詩 で も な い の に その 節 は 、 詩 的 リズ ム と 彰 律 を 持つ こと も 聖 ク ルアー 
ン の 文体 の 驚嘆 で ある 。 それ が な けれ ば 、 極度 の 歓喜 の 感覚 を 与え る こと が 不可 能 

ある 。 メッカ 和 祥 服 後 、 聖 預言 者 は カー パ 神 殿 を 汚し て いた 偶像 た ち を 廃 華 し て 、 そ れ 
等 を 打ち 据え な が ら 、 当 節 を 朗 唱 し て いた の で ある ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 


1646 > 


アラ ーッ ジャー キラ ティ ヒー (Als Shakilati-hi) と いう 語 は 、 自分 の 動機 に 従っ て 、 
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番 正 し く 導 か れ た る 者 を 熟知 し 給 う 」。 を 2 
1 


86. 机 し て 、 彼 等 は 次 に 、 霊魂 に つい CS て EEE 
て 問う “7。 云え 、「 零 魂 は 我 が 主 の 


2 


命令 に よる 。 面 し て 、 お 前 達 が 授かり CD Cs 
し 知識 は 、 借 か な も の に すぎ ず 」。 tN 


87. され ば 、 も し われ ら 欲 し な ば 、 わ < 引 る 的 TE を る 5 9 < 
れ ら は 溢 に 啓示 せ し も の を 取り 去る コ RN ハー ダフ 
1648 な り 。 然 る 後 、 流 は 己 が た め に わ ONS ES YE) 
れ ら に 対し て 如何 な る 守護 者 も 見 出 

さ ざ る べし 。 


考え 方 、 ね らい や 目的 な ど を 意味 する 。 

9 ダ ユ ダ ヤ 人 達 の 精神 的 衰退 と 退廃 の 時 期 に は 、 多 く の 近 代 の 心霊 主義 者 や 見 神 論者 、 
そし て ヒン ズー 教 の ヨガ 行者 の よう に オカ ルト が 流行 し た 。 聖 預 言 者 の 時 代 の メデ ィ 
ナ に いた ユダ ヤ 人 達 の 中 に も この 種 の こと を する 者 達 が お り 、 メッ カ の 偶像 崇拝 者 達 
が 型 預 言 者 を 論 駿 する た め オ カル ト 信 内 者 達 に 助力 を 求め た 時 、 彼 等 は 、 聖 預言 者 に 
人 間 の 殊 に つい て 質問 する よう 、 メ ッ カ の 偶像 崇拝 者 達 を そそ の か し た 。 型 ク ルアー 
ン で は 、 魂 は 神 の 命令 に より その 力 を 得る の で あり 、 魔 術 や 心霊 儀式 で 得 た と され る 
神 の 命令 以外 の も の は 、 全て まや か し で ある と いう 意見 を 述べ た 節 で この 間 い か け に 
答え て いる 。 人 間 の 魂 の 本 質 に 関す る 質問 を 最初 に メッ カ で 聖 預 言 者 に 問い か けた の 
は クラ イシ ュ 族 で アブ ドウ ゥ ウッ ラー・ ビ ン ・ マ スー ド に よる と メデ ィ ナ で も 、 同 様 の 質 
問 を ユダ ヤ 人 達 に され た と 言う こと で ある 。 魂 は ここ で は 、 神 の 記 接 の 命令 に よっ て 
創 られ た も の と 説明 され て いる 。 聖 クル アー ン で は 、 全 て の 創造 は 、 以下 に 述べ る 二 
つの カテ ゴリ ー に 分 けら れる 。 (1) 先 に 創造 さ れ た 物質 や 事柄 の 助け を 全く 借り ず 、 

直接 も た ら さ れ た 創造 (2) す で に 創造 され て いる 方 法 や 物事 の 助け を か り て 、 第 一 次 
的 に 生じ た 創造 。 前 者 の 種類 の 創造 は アム ル ( 命 令 ) の カテ ゴリ ー に 属し (2:118 節 参 
照 )、 後 者 は ハル ク (Khalq= 創 造 ) と し て 知ら れ て いる 。 人 間 の 魂 は 第 一 の カテ ゴリ ー 
に 属す る 。 

ルー フ (Rah) と 言う 語 は また 、 天 盛 を 意味 する こと も ある (Lane より )。 文脈 は この 
意味 を 支持 する 。 

4 近 人 節 で は 地上 か ら 聖 クル アー ン の 教え が 消え 去る 時 が 来る と いう 預言 を 暗示 し て 
いる よう に 思わ れる 。 聖 クル アー ン の 精神 や 核心 が 地上 より 姿 を 消し 、 そ の 他 の 教義 の 、 
ユダ ヤ を 原型 と する 、 電卓 然 の 力 を 持つ 、 その 時 代 に は ス フ ィ ー と いわ れ た いわ ゆる 秘 
法 な ど は 、 関係 者 の 努力 で 全部 が 全部 消滅 し て し まう わけ で は な い が 、 どちら に し て も 
そう いっ た 時 が 来る で あろ う er i られ て いる 。 
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88.? 但 し 、 流 の 主 の 慈悲 は 別 な り 。 
実に 、 流 に と り て その 加入 は 広大 な 
り 。 

89. 2 云え ん 、「 た と え 庶 民 と ジン が 一 緒 
に な っ て 、 この クル アー ン に 似 た も の 
を も た ら さ ん と し て も 、 彼 等 は 之 に 似 
た も の を も た ら す 能 わ ず *9%、 た と え 
彼 等 互 に 助け 合い た り と も 」。 


90. げに “われ ら は 人 間 の た め 、 こ の 
クル アー ン の 中 で 、 一 切 の 比 剛 を 繰り 
返し て 説明 せり “や 。 され ど 、 大 多数 
の 人 間 は た だ 忘 因 ゆ え に 拒 みた り 。 


91. 面 し て 、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 
激 が 我 等 の た め に 大 地 よ り 泉 を 噴き 
出さ せる まで は 、 絶 対 に 汐 を 信 ぜ すず 。 


を 持ち 、 そ の 中 に 幾 す じ も の 豊か に 流 
れる 有川 を 生じ せしめ る まで は "し 

93. 或いは 液 が 考え る 如く 、 液 が 大 空 
を ば ら ば ら に し て 我 等 の 頭上 に 落し 


と) 


9#5yob る AI し 1 
< 3 タタ a RE A っ 


グ 
す 


@| 欠 


に 


OD Gr SS 
RG Sadeir 
OEY 


ィ イー タン 』 ン 2 

の 1 全う (まい を PIE 
も ググ 

ニー ラ コタン Gd 
EF aN 6 
SIRE EO ES 3 

z 

ンプ ン 


1 の の SR の 256 2 


々 
グ 


アイン プア ー ゥ テバ ルン イン 5 nt ライ 
じじ に と くら うに っ に 測 お 33 


タ 
人 


928:87.72:24: 10:39: 11:14; 52:35. “17:42; 18:55. 25:11. 


925 ここ で は 、 そ の 霊 能 力 を 得る 対象 で ある 、 や み に 隠 れ た 霊 を 呼び 出し 、 助力 を 願う 
と いう オカ ルト 儀式 に ふけ る 者 達 に 対す る 挑戦 が な され て いる 。 挑 戦は 聖なる クル アー 
ン の 神 の 起源 (Origin) (聖なる 源 ) を 否定 する 全て の 人 々 に 対し 、 な され て いる の で ある 。 
989 人 間 の 能力 に は 限り が ある た め 、 人 は 、 ど ん な に が ん ば っ て も 、 限 られ た 数 の 問 
題し か 解決 で き な い 。 し か し 聖 ク ルアー ン は 人 間 の 道徳 や 精神 的 発展 に 関す る あら ゆ 
る 事柄 を 今 ま で に 処理 し て まき て いる の で ある 。 
9 メッカ の 人 々 が 、 自分 達 の 質問 や 反対 に 対し て 聖 ク ルアー ン の 答え に 戸惑っ た 時 、 
彼 等 は 聖 預言 者 に 向き 直り 、 も し 聖 ク ルアー ン が 全て の 知識 に 精通 し て いる の な ら 、 
聖 預 言 者 は 地 か ら 泉 を 湧か せ た り 、 庭園 を 造り 出し た り 、 自分 用 に 金 で 出来 た 家 を 建 
て る と いっ た 奇跡 が 行え る は ず だ 、 と つめ よっ た 。 
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て 見 せる まで は 。 それ と も 、 アッ ラー 
と 天使 た ち を 我 等 が 面前 に 連れ て 来 
る まで は 。 

94. 或いは 液 が 黄金 の 家 を 持つ か 、 液 
が 天 に 昇る まで は 。 面 し て 、 液 は 、 葉 
等 が 読み 得る よう な 聖典 を 我 等 に 職 
| ざれ ば 、 我 等 は 断じて 次 の ) 昇天 


世 は た だ 全 徒 な る 人 の 人 間 に 狗 な 
ら ず 」 と 9。 


十 一 項 ' 
95.“ 面 し て 、 管 導 が 彼 等 に 降 さ れ し 
時 、「 ア ッ ラ ー は 使者 と し て 一 人 の 人 
間 を 遣わ し た る か ?」 と 彼 等 が 云い た 
る こと の 他 に 、 人 々 が 信仰 に 入る こと 
を 妨げ る も の は 何 も な か りき 。 
96. 去 え 、「 も し 地上 を 悠々 と し て 歩 
き 畑 っ て いる の が 天使 た ちな ら 、2 わ 
れ ら は 確か に 天 か ら 天 使 を 使徒 と し 
て 彼 等 に 遣わ し た 管 」 "3。 


97. 云え 、“「 我 と お 前 達 と の 間 に 、 ア 
ッ ラ ー が 立証 者 と し て 十分 な り 。 げに 


・ イ スラ ー イ ー ル Bani IsraL( イ スラ エル の 子 等 ) 十 五 佑 
1 


L822 
ON 


Ys つう の は ビジ 
& SP る 
Ob 


レ 4 イク ダン 

Ob 

* 

> る 6 ン と イン ーー 。2 く 用 ョ る ャ ルン 2 

QO a Js 
な 

CS A ge ~~ 8 々 て インプ 29 ン ャ ラコ 


0 


エッ ブレ レン ン {2 2 る は 


C 


7:60: 23:25, 34:44. 23:25: 25:22: 43:61. “10:30; 13:44; 29:53: 46:9. 


” 不信 者 達 の 思慮 分 別 の な い 3 


か に つい て の こと で ある と の 答 が 出さ れ 、 第 一 


要求 に 対し これ ら の 要求 は 神 或 い は 預言 者 の いずれ 


の カテ ゴリ ー の 要求 は 、 そ の 性 格 に 於 


いて 軽 兆 浮 藻 で あり 、 半 は そう の 9 計 計 外さ る の 尺 は 引 還 に 者 し 押す の で 本 で あり < 
聖 預言 者 に 関し て の 要求 に つい て は 、 彼 は 人 間 で ある た め 能 力 は 限ら れ て お り 、 一 方 
神 の 預言 者 で ある と いう 使命 を 有する た め 、 矛 盾 する こと に な る 。 


1953 当 節 に は 以下 の 二 つ の 意味 が 考え られ る 。 
彼 等 に 反対 する 者 達 に は 降臨 し な い 。 
よう に な れ ば 、 天使 が 降臨 する 。 (b) 同種 類 の 生き 者 の み が 、 


降臨 し 、 


(u 天使 達 は 天使 の よう な 人 間 の 上 に 
そし て 反対 する 者 達 も 生活 面 で 天使 の 
互い の 模範 と な りう る 。 


故に 、 人 間 以 外 は 、 他 の 人 間 の ひな 型 と は な り 得 ぬ た め 、 人 類 に 対す る 神 の 伝言 を 帯 


びる 者 は 人 間 で し か あり 得 な い 。 
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十 五 巻 パニ ー・ イ スラ ー イ ー ル Bani Isra (イスラエル の 子 等 ) 十 七 章 


彼 は その 僕 等 * を 知り 尽く し 、 よく みそ の ) RS a EE 
な わし 給 う 」。 4 


98. “市 し て 、 ア ッ ラ ー が 導き 給 う 者 あ 8 1 

RI SIs 
ら ば 、 邊 に そ 聞か れ た る な り 。 され ど os 
彼 が 迷い を 判定 せ し 者 あら ば 、 激 は 彼 4 IN SS 
を 差し 置い て 、 そ の 者 ども の た め に 如 


3 ン ラン > 4 ォ ブ 
何 な る 保護 者 も 見 出さ ざる べし 。 うと 20025 SS 
て 、 ? 復 活 の 日 に 、 われ ら は 彼 等 ょ っ @ ン ンー ラプ 人 りほ ee Cae 
の 顔 を うつ 伏せ に 1 ジワ フッ 
出 に し て 召集 せん 。 彼 等 の 住居 は 地 鈴 の AT お お うと る し 


な り 。 そ れ が 衰え る た びに 、 わ れ ら は 

彼 等 の た め に 烈火 を 加 う “べし 。 

99. < こ は 彼 等 の 応報 な り 、 彼 等 が われ SL12S の し る 外人 に そい ) 
ら の 神 兆 を 拒否 し 、 (か く ) 云え し が 改 ES 
に 、「 何 と な !? 我 等 が 骨 と な り 、 粉々 の じ jgC う 9 と る っ 5 を 955 
粒子 と な り 果 て て も 、 わ れ 等 は 確か に 新 

た な 創造 に 難 ら れる や ?」 と 995。 

100. 役 等 は 、 諸 天 と 大 地 を 創造 し 給 IHSHIBNIIIO 
うた “アッ ラー が 、 彼 等 の 如き 者 を 創 ここ の リタン 

る 力 を 有する こと を 知ら ざり し か ? es 
1656 され ば 、 彼 は 、 彼 等 の た め に 疑う 


97:179: 18:18; 39:37-38. 26:129: 19:69. 18:107: 34:18, 7:50; 23:83: 36:79: 37:17: 56:48. “36:82: 46:34: 86:9. 


4 長い 間 、 炎 に 焼 か れ て 不信 者 達 の 意識 が 薄れ る と 、 神 は 再び 彼 等 の 意識 を 目覚 め 
させ 以前 と 同じ 位 、 厳 し く 焼 か れる 苦痛 を 感じ させ る の で ある 。 

や 。 来世 を 否定 し た 結果 が 、 実際 に は 、 信 仰 と 真実 の 拒否 と な る の で ある 。 そ し て こ 
の こと が 、 聖 クル アー ン が 多大 な 重点 を 死後 の 世界 に お き 、 全て の 重要 な 間 題 点 を 何 
度 も 折 に ふれ 、 死 後 の 世 界 に 帰す る の で ある 。 

の 当 節 は 死後 の 生命 の 存在 を 立証 する 打ち 勝ち 難い 論拠 を 包含 し て いる 。 それ は 不 
信者 達 に 、 神 が 新 し い 誕生 を 与え る カカ が ある か ら 、 彼 等 は 再生 され る と 直ちに 言わ な 
い 。 そ の よう な 声明 は 、 あ て に な ら な い 主 張 で ある 。 そ れ ど ころ か 、 そ れ は 不信 者 た 
ち に 伝え る 。 も し 彼 等 が 死後 の 生命 を 信じ な けれ ば 、 彼 等 は その 威光 と 力 を 、 今 価値 
の な い 重 要 さ の な い 者 と し て 軽 蔵 され る 非常 に 力 の な い 貧 し い ム 人 スリ ム 達 に 負け る 
で あろ うと 告げ られ た な ら 、 彼 等 は それ も 信じ な いで あろ う 。 も し 彼 等 自身 の 破壊 と 
貧し い ム スリ ム 達 が 力 と 繁栄 を 得る こと に 関す る この 表面 上 で は 不可 能 な 預言 が 真 
実に な れ ば 、 死 後 の 生命 の 主張 は 自動 的 に 証明 され る で あろ う 。 
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十 七 章 バニ ニー 


・ イ スラ ー イ ー ル Bani Isra'i( イ スラ エル の 子 等 ) 


十 五 伏 


べから ざる 期限 を 定め た り 。 然 れ ど 
も 、 不義 な す 者 ども は 拒み た り 、 た だ 
忘 思 が 故に 。 

101. 云え ん 、「 た と え お 前 達 、 我 が 主 の 
慈悲 の 宝物 を 所 有 し て も 、 お 前 達 は 
それ を 費やし 困 た さん こ と を 志和 れ 
て 之 を 留め ん 。 され ば 、 人 間 と は 
科 午 な り 」。 


十 二 項 
102. 面 し て 、“ わ れ ら は 確か に モー ゼ 
に 九 つ の 明 証 を 授け た り 65?。 さ れ は ば 、 
イス ラ エ ル の 子 徐 に 問 え 、 彼 が 彼 等 に 
来 た る や 、? フ ァ ラ オ は 彼 に 対し て 去 
えり 、「 モ ー ゼ よ 、 げ に 我 は 液 を 還 か 
れ た 者 と みな す 」。 


103. 彼 は 云え り 、「 こ れ 等 の 明 証 を 降 
し た る は 、 諸 天 と 大 地 の 主 に 外 な ら ぬ 
こと は 液 は 確か に 知り た り 。 耐 し て フ 
ァ ラ オ よ 、 我 は 確か に 液 を 滅び た る 者 
と みな す 」。 

104. そこ で 、 彼 は 、 彼 等 を 地上 か ら 
追い 出さ ん と 決意 せり 。 さ れ ば 、“ わ 
れ ら は 、 役 並び に その 代 を する 者 ども 
を El く 山 死 せ し め た り 。 

105. 面 し て 、 その 後 、 わ れ ら は イス 
ラ エ ル の 子孫 に 云え り 、「9 流 等 この 
(約束 され た ) 地 に 居住 せよ 。 さ れ ば 、 


EE 
BEY 9 


ず づ マ イ 内 


dD 


rs 


とれ 


3 に 


NRIsE I 


1 ン と を と ヤン 
dl pn uy 
に ン タグ ウィ で づる イ 
OR すい と か 
Oo こう 23S3 つ 3 
3 5 ンー ン 9 ラン ンプ 4 る 
OCT A II 
レー 7 アン 5 Fs ラー 5 る 
ES 
1 る 時 Log イ ュ アン < 。 て る 
Yl 23 て 55 、 つ 2 


7:134: 27:13.727:14: 28:37: 40:25. “2:51; 7:137: 8:55: 20779: 26:67: 28:41. 9:138. 


7 悪 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で ふれ られ て いる 
(c と d① ひで り 及 び 果 物 が 手 に 入ら な く な る こと (0⑰:131 
(g) し ら み の 群れ 、 


節 ) 、(b) 白い 手 (7:109 節 ) 、 
節 )、(e) 嵐 、①⑪ いな ご 、 
(7:134 節 ) 。 


、 こ れ ら 九 つ の 神 兆 と は (。) 杖 (7:108 


(h) 里 の 群れ 、 そ し て G) 血 の 人 懲罰 で ある 
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丁 五 傘 バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル Bani Israi( イ スラ エル の 子 等) 十 七 章 


2 EEE DF 1658 2 
後世 の 約束 の 時 至ら ば '88、 わ れ ら は SIR 
お 前 達 を 且 集 せん 」。 の 


106. 頂 し て 、 “われ ら は 真理 を 以 て こ エイ ンタ ンー ン オ 貞 く 3 イン ン 
れ を 降 し た れ ば 、 真 理 に よっ て こ は 降 、 NN Ne 
れ り 。 曽 し て 、 われ ら が 液 を た だ 朗報 ⑤Z お 5 
者 並び に 、 警告 者 と し て 遣わ し た る に 

すぎ か 

107. 面 し て ら ゥ クル アー ン は 、 われ ら は | も 約 38325 3 
それ を いろ ん な 部 分 に 分 けた る は 、 溢 ば そお 4 

が それ を 人 々 に ゆっ くり と 折々 に 読 9 SAS 3 
唱 せ る た め な り 1659。 証し て 、 わ れ ら 

は 逐 を 力 を 持っ て て 砂 示 せり 。 


108. え 、 「 お 前 達 之 を 信ずる も 、 ま アン (KN 3 る 0 の Wi ( f 
oo ol ~~ う っ グ 
た 信 ぜ ざ る も 。 げ ! ここ れ 以 前 に 知識 を ー デ I” | を od Js 


24:106: 5:49; 39:3. 125:33; 73:5. 


88 当 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に も ち 、 ユ ダ ヤ 人 の よう に 、2 回 の 大 災厄 が 訪れ る こと が 暗 
示さ れ て いる 。 第 一 の 災 太 は ハラ ク ・ カ ー ン の 率い る タタ ル 人 の 手 に バグ ダッ ド が 落ち 
た 時 に 訪れ た 。 そし て 第 2 の 神 の 懲 視 は 後世 に 訪れ る こと が ここ で は 語ら れ て いる 。 本 
2 ONT TR AN # け た 如く 、 約 


ON その 直接 衣 教 さ 
れ た 人 々 の 当座 の 異議 に 答え 、 イ スラ ム に 改宗 し た ば か り の 人 々 の 精神 的 な 必要 を 満 
足 さ せる 必要 が ある 。(b) そし て それ は 、 い つま で も 人 間 の 他 項 目 で さま ざま な 問題 
に 指導 を 据え る 必要 が ある 。 メッ カ 人 の 偶像 崇拝 者 た ちの 異議 と 初期 の ムスリム 達 の 
精神 的 な 教育 を 扱っ て いる 節 は 、 当 然 最 初 に 示さ れる べき で あっ た 。 そ し て 、 人 類 の 
永久 の 気 高 い 要 求 を 扱っ て いる 節 は 、 後 で 啓示 され る べき で あっ た 。 従っ て 、 聖 クル 
アー ン の 詩 節 は 断片 的 で 、 折々 に 啓示 され た も の で ある 。 不信 者 達 に よっ て 特殊 の 異 
議 が 出さ れ た 時 は 常に 、 聖 節 が それ に 対す る 答 を 包含 し て 啓示 され た 。 同 じ よ うに 、 
初期 の ムスリム 達 は 、 特殊 の 場合 に 牧 導 が 供給 され た 時 、 それに 関連 性 の ある 必要 な 
聖 節 が その 必要 に 応じ て 啓示 され た 。 これ が 聖 ク ルアー ン の 啓示 され た も と も と の 道 
理 で ある 。 し か し 、 聖 クル アー ン に よっ て 直接 説教 され 人 々 の 当座 の 必要 は 、 一 般 的 
に 人 類 の 永久 不変 の 必要 物 と は 異な っ て いる 故に 、 後 で 本 の 形 に 編集 され た 聖 タ クル ア 
ー ン の 道理 は 、 最 初 に 啓示 され た も と も と の 形 と は 当然 違っ て いる 。 
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十 七 章 バニ ー・ イ スズ スラー イール Bami fsrgii( イ スラ エル の 子 等) 十 五 巻 


授け られ し 者 は 、 彼 等 に それ が 読 衣 さ 9 A 
れる や 、? 彼 等 叩 頭 し な が ら 喧 ( 顔 ) を 0 


| 


( 地 に ) 伏 せる な り 」。 A NE 
109. 診 し て 彼 等 は 云う な り 、「 聖 な る A 
か な 我 等 の 主 、2 確 か に 我 等 の 主 の 約 Sa 
束 は 必ず 実現 する も の な り 」。 OY a 
110. 耐 し て 、 彼 等 は 泣き な が ら や 53 0 ON O33 
( 顔 ) を 地 に 伏せ る な り 1699。 そ は 彼 等 な 2 
を 謙虚 に 募ら せる な り 。 L OE 

pear = ンー っ » イン 4 み 4 
111. “云え 、「 ア ッ ラ ー に 祈 れ 、 ま た は と ルン! El 区 1 る 31 8 


ラフ マー ン に 祈 れ 。 お 前 達 どの 御名 に てこ . 2 
お いて 祈る と も 、 凡 て の 最 立 な る 御名 、 ぁ >-3J! 外 <.2Y108 1 いう 5I 
は 彼 の も の な り 」 の 。 2 面 し て 流 、 包 、 し ニー 』」2 タ イン (AT レラ ン ュ タ イン 
が 礼 拓 を 声高 くす る な か れ 、 さ り と て ちご 25S YS YS 
それ を 低く 過ぎ て も な ら ぬ 。 然し な が OW A RE 
ら 、 そ の 中 頃 に 途 を 求め よ 。 

Hi2. < 春 し て 云え 、「 す べ て の 議 美 は 、 3323 ら と 0 前 入 3 
子 を 持た ざる アッ ラー に あれ 。 ま た 、 
その 王権 を 共に 分 つ 者 と て な く 、 ま た 82 UCS 4 3 
その 欠陥 の 故に 援助 者 を 必要 と する 
こと な き 御 訪 な り 」。 面 し て 全力 を 尽 & ⑤1 和 03343030 65283 
くし て その 偉大 さ を 議 え 奉 れ 。 


919:59: 32:16: 38:25. P18:99; 19:62: 46:17: 73:19. “7:181: 20:9: 59:25、 dy.56,206. “18:5; 19:36. 93: 25:3: 72:4、 


1660 当 節 で は 、 叩 頭 す る 時 に 、 神 の 偉大 さ を そ し て 自分 自身 の 弱 さ を は っ きり 語 識 す 
る こと が 人 間 の 精神 を 謙虚 に する と いう イス ラム 教徒 の 心 の 状態 8 を 表わし て いる 。 信 
者 は 叩 頭 する と いう 命 が 包 括 さ れ て いる これ ら の 諸 館 を 語 じ て か ら 叩 頭 し な けれ ば 
な ら な い 。 聖 預 言 者 自身 は 、 叩 頭 する と いう 命 が 包 括 さ れ て いる これ ら の 諸 節 を 議 じ 
て か ら 叩 頭 を し て いた 。 

91 神 は 数 えき れ な い ほ どの 属性 を 持つ 。 ムスリム は 神 の 援助 と ご 指導 を 捜し 求め る 
時 、 礼 捧 で 、 そ の 間 題 に 関す る 神 の 特色 の 層 性 に 頼っ て 祈る べき で ある 。 
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十 八 章 
アル ・ カ フフ AlI-Kahf (洞窟) 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

イブ ン ・ ア ッ バ パー ス と イブ ン ・ ズ バイ ー ル に 依 れ ば 、 当 章 は すべ て メッ カ 
で 啓示 され た (Manthanr より )。 聖 クル アー ン に 関す る ほとん どの 注釈 者 た ち は 、 
この 間 題 に つい て は 同一 見 解 で ある 。 西欧 の 注釈 者 た ち は 、 当 章 は 使徒 を 振 
人 千 し て 六 年 目 に 啓示 され た と し て いる が 、 十 中 八 九 は 、 当 章 は 四 年 目 か 五 年 
目 で あろ うと 見 て いる 。 ア ナス は 、 当 章 が 全体 が 一 つと し て 啓示 され 、 七 千 
の 天使 達 に よっ て 守護 され た と 発表 し て いる (Manthnr.4 巻 210 頁 )。 聖 預言 者 
は ユダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 に よっ て 昔 酷 な 妨害 を され る で あろ うと いう ア 
ン ナ フル 章 (蜜蜂 ) に 於 ける 預言 は 、 当 章 で 相当 詳し く 扱わ れ て いる 。 こ の 主 
題 は バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル 章 で 更に 詳し く 述 べら れ 、 彼 は ユダ ヤ 人 達 の 中 
で 住 せ で あろ う 地 域 を 訪ね 、 そ し て 人 彼 等 と 新しい 交際 を し 、 そ の 後 ユ ダ ヤ 人 
達 や キリ スト 教徒 達 か ら の 反対 に 遭遇 する が 、 結 局 は 彼 等 を 征服 する で ある 
うと 叙述 され て いる 。 バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル 章 で は 、 聖 預言 者 は ユダ ヤ 人 
た ちの 聖なる 土地 を 征服 する で あろ うと いう 預言 を 具体 化し た 聖 預言 者 の 幻 
想 に 言及 され て いる 。 そ し て 、 ユ ダ ヤ 人 た ちの 二 つ の 反乱 に つい て 旧約 聖書 
の 申 命 記 で 叙述 され た 予告 を それとなく 語っ て いる 。 最初 の 反乱 は 、 ダ ビデ 
きき 代 の 後 現れ 、 そ の 結果 と し て ユダ ヤ 人 が 故国 か ら 放 逐 さ れ た の で ある 。 彼 
等 は 諸々 の 罪 を 後悔 し た の で 、 故 卿 の 地 は 彼 等 に 返還 され た 。 然 し な が ら 、 
彼 等 は 再び 邪道 に 陥り 、 神 の 命令 を 無視 し 、 イ エス の 時 代 に 二 度 旧 の 反乱 を 
起こ し た の で ある 。 こ の 二 度 目 の 反抗 的 態度 が 彼 等 に 厳し い 六 を も た らし た 
の で ある 。 彼 等 の 聖地 は 潰 滅 さ れ 、 彼 等 は 最愛 の 約束 の 地 か ら 追 放さ れ た の 
で ある 。 こ れ 等 の 預言 は 、 イ スラ エル 人 の 第 一 部 分 、 つ まり ユダ ヤ 人 が 通過 
し な けれ ば な ら か っ た その 状態 と 状況 に も 言及 し て る 。 然し な が ら 、 彼 等 の 
状態 の 描写 は 二 つ の 明白 な 質疑 を 起こ す 。(a) も し モー ゼ の 時 代 の 第 二 部 分 で 
あっ た キリ スト 教徒 は 、 第 一 部 分 で あっ た ユダ ヤ 人 が 苦し め ら れ た 懲罰 を 容 
赦 さ れ た な ら ば 、 そ れ は キリ スト 教徒 は ユダ ヤ 教 徒 に 約束 し た 天 恵 と 皿 中 の 
相続 人 で ある こと を 奉じ な い の か ? (上 ) 何故 ムスリム 達 は ユダ ヤ 教 徒 の 足跡 
を 警戒 し て た どる こと に よっ て 、 神 の 婦 り を 招 か な いよ うに 用 心 す る こと を 
注意 され た の か 。 そ し て 、 こ の 警 名 の 意味 する と ころ は 何 な の か 。 何 が 彼 等 
に 降り 掛か ろう と し て いる の か ? 
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主題 

当 章 は 、 こ れ 等 の 非常 に 自然 且つ 適切 な 質問 に 答え て いる 。 そ し て 、 モ ー 
ゼ の 天 啓 法 の 第 二 部 分 で ある キリ スト 教徒 が 通過 し な けれ ば な ら め ぬ 変 転 に も 
少し 光 を 注い で いる 。 そ し て 又 、 ム スリ ム 達 は どの よう な 振舞 い を し て 、 ユ ダ 
ヤ 教 徒 の 邪悪 な や り 方 を 模 條 し て 天 六 の 目標 と な る の か 、 と いう こと に も 言及 さ 
れ て いる 。 答 は 更に 他 の 質問 を 供給 する 。 すなわち 、 これ 等 の 問題 と 洞窟 の 住人 
達 、 ズ スル ・ カ ルナ イー ン 、 ゴ グ と マ ゴ グ 、 二 つの 灸 共 園 の 比 剛 、 そ し て 、 モ ー ゼ 
の イス ラー( 震 的 飛行 ) の 間 に は 如何 な る 関係 が ある の か ? と いう 質問 で ある 。 
当 交 は この 質問 に 答え 、 これ 等 の 比 職 で は 、 隠 只 的 な 言葉 で キリ スト 教 国家 の 繁 
栄 と 没落 が 述べ られ て いて 、 そ れ 等 は 、 ム スリ ム 達 が 自分 自身 の 不正 行為 ゆ 
え に 彼 等 に よっ て 被る 興亡 と 困 苦 の こと が 語ら れ て いる 。 

主題 を 拡大 する た め 及 びより 明 暴 に する た め に 、 モー ゼ の イス ラー( 霊 的 飛 


書か れ た モー ゼ の 霊 的 飛行 は 、 彼 の 信奉 者 た ち は 物質 的 に も 精神 的 に も 発展 
させ られ た こと が 、 ち ょ うど バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル 音 で は 聖 預言 者 自身 の 
イス ラー に よっ て 、 そ の 弟子 達 の 著しい 発達 に 党 及 され た こと と 同じ よう に 
述べ られ て いる 。 モ ー ゼ の 霊 的 飛行 は 、 こ の 偉大 な る 前 進 が 何時 どの よう に 
開始 し 、 何 処 で 停止 し 、 そ し て イシ ュ マ エル 家 に 転嫁 され る べき 神 の 央 路 が 
何時 イス ラ エ ル 人 人 達 か ら 礁 われ る の か を 細部 に わた っ て 描写 し て いる 。 そ れ 
か ら 、 神 の 恩 劉 を 授け られ た 後 、 イ シュ マエ ル 家 は 彼 等 の 番 で 、 神 の 搾 を 無 
視 す る こと に よっ て 神 の ご 立腹 を 招き 、 全 世界 の 支配 力 を 一 時 的 に 奪っ た 世 
大 な ゴ グ と マ ゴ グ に よっ て 凛 せ られ る で あろ うと 述べ られ て いる 。 当 草 は 終 
り 近 く で 、 ゴ グ と マ ゴ グ の 全 世 界 の 支配 に 抵抗 する ズル ・ カ ルナ イー ン の 一 
人 に 言及 し て いる 。 従っ て 、 キ リス ト 教 徒 の 初期 と 後期 の 信仰 に つい て 、 そ 
の 物質 的 そし て 精神 的 状態 の 両面 に 光 が 投 ぜ ら れ て いる 。 洞窟 の 住人 た ち は 
初期 の キリ スト 教徒 の 弱い 時 代 を 表す 。 一 方 ゴ ダ と マ ゴ グ は 後期 に お いて 、 
役 等 の 栄 準 の 盛 時 を 象徴 し て いる 。 当 章 は 終盤 に 於 いて 、 神 は ゴ グ と マ ゴ グ 
に よっ て 解放 され た 不信 心 の 力 を 粉砕 し 、 第 の ズル ・ カ ルナ イー ン に よっ 
て ムスリム 人 達 を 救助 する こと を 成し遂げ る で あろ うと いう こと を イス ラム の 
信者 た ち へ の 保証 と し て いる 。 こ の 第 二 の ズ ル ・ カ ルナ イー ン こ そ 、 聖 預言 
者 の 信奉 者 で ある アフ マデ ィ ヤ 運動 の 聖なる 創立 者 で ある 。 

当 凍 は 非常 に 重要 で ある か ら 、 そ の 主題 の 付加 的 項目 に 言及 し て いる 。 そ 
れ は 、 神 は 以前 の 経典 に ひそ か に 入っ た 間違い を 取り 除く た め に 、 聖 クル ア 
ー ン を 啓示 し た の で ある と 語る 。 当 章 は 、 神 に 子 が ある と みな す 人 々 は 、 そ 
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の 行為 で 神 の 立腹 を 招く と 勧告 し て いる 。 こ の 人 々 は イス ラム を 憎み 、 彼 等 
の 初期 と 終わ ちり は 違っ て いる 。 初め は 、 彼 等 は 非常 に 弱体 で 、 酷い 飼 者 を 穫 
っ て いた 。 神 は 彼 生 ド に 禁 悲 を 恒 れ 、 それ 等 の 災難 や 試練 か ら 彼 等 を 救い 出し 

四 上 と 9 の OM に 所 えさ し め た 。 然し な が ら 、 遇 か に な り 押 に な る と 、 人 


人 ひ た す PIE の 96 し | っ た 。 2 リ る の 命 か ら 学 習 す る こ の 
と を 称 告 され て いる 。 そ し て 自分 自身 の 力 と 緊 栄 の 日 に 於 いて こそ 警戒 すべ 
き で あり 、 特 に 神 へ の 崇拝 を 怠慢 に し て は な ら な いこ と 、 上 且つ 、 富 や 世俗 的 
地位 の 過大 な 愛好 や 安易 と 乾 沢 な 生活 に 対し て 用 心 す べき で ある 。 キ リス ト 
教 社会 の 栄華 と 勢力 を ムスリム 達 の 低落 と 貧し さ に 比較 し て 、 二 人 の 人 間 の 
た と え 話 が 写実 的 に 叙述 され て いる 。 一 人 は 豊か 、 一 人 は 貧し い の で ある 。 
か な 人 すなわち キリ スト 会 は 、 そ の かさ を 誇り に する で あろ うし 、 
一 方 健 し い 人 間 は 神 に 注意 を 向け る で あろ う 。 自尊 心 と うぬぼれ は 、 長 い 目 

で 見 れ ば 災い に 至り 、 人 間 の 管 i 瀬 め る 者 に 衰え と 没落 を 
惹き 起こ す の で ある 。 更 に 当 章 は 、 幻 の 中 で モー ゼ に 啓示 され た これ 等 の 僅 
大 な 移り 変わ り を 少し 詳細 に 述べ る 。 そ の 幻 に よっ て 、 モ ー ゼ が 天 啓 法 の 発 
展 進歩 は 絶頂 に 達せ ず 、 転 落す る で あろ うと 告げ られ て いる 。 そ し て 、 そ れ 
は 他 の その 後 の 天 啓 法 に 到達 する で あろ う 。 こ の 後 の 天 啓 法 、 つ まり 、 イ ス 
ラム が 、 モ ー ゼ の 律 法 が 不 完全 に 放置 し た 教え を 、 完 全 無 欠 に させ る で あろ 
0 退廃 的 な キリ スト 教 社 会 の 廃 壊 か ら 成 功 が 出 て くる 
で あろ う 。 キ リス ト 教 社会 の 衰え と 隊 沙 及び 、 イ スラ ム の 緊 栄 を 論じ た 後 、 
MGA MO CED DI ES し て いる ムスリム 

も 宗教 に 背 を 向け 、 ひ た すら 物質 的 豊か さと 力 の 追求 に 夢中 に な っ て し ま 
RE 
間 、 南 方 と 東 の 地域 へ の 進歩 を 抑制 し た キリ スト 教 国 に 再び 幸運 と 繁栄 を 授 
ける で あろ う 。 従っ て 、 こ の 世に 巨大 な 潰 滅 が 起き 、 世 界 の 国々 は 二 つ の 敵 
対す る 陣営 に 別れ 、 二 つの 正反対 な イデ オロ ギー に 結合 され る で あろ う 。 罪 
や 邪 十 が 普 \ 及 し 、 不 正行 為 や 専制 政治 が は び こ る で あろ う 。 す べ て が その よ 
うな 危機 に な っ た 時 、 神 は 結局 、 表面 上 抵抗 し 待 な い 洪水 で 脅 辿 する よう な 
周囲 の 環境 を 引き 起こ し 、 全 世界 を 阻む で あろ う 。 こ の 主題 を 扱い な が ら 当 
草 は 、 ゴ グ と マ ゴ グ を 打ち 破る た め に 、 既 に この 洪水 を 止め た 同じ 人 々 つま 
り 、 型 預言 者 の 真 の 信奉 者 達 が 重大 な 役割 を 果たす で あろ うと 暗示 し て いる 。 
“解説 の 特大 版 "1474-1480 頁 も 参照 。 
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ee め A a 僅 
十 八 章 
アル ・ カ フフ AI-Kahf( 洞 窟 ) 
節 数 111、 メ ッ カ 啓示 
1. < 閑 悲 深く 、 恵み 守 く 、 アッラー の Os つら) 逢っ みう 
御名 に お いて 。 


2. ? す べ て の 賞 主 は アッ ラー の も の 、 ご 53jaJg PStIP い EK る 1 
彼 こ そ は その 僕 に 聖典 を 降 し 、 い さ 生 DA 
さか も それ に 歪曲 を 入れ ざり き 。 OK HR 3 
3. 自ら 堅固 に し て ( 他 を ) 回 較 た らし え 33 3 いる し し う 9 じ *8 
め る も の な り "2、c その 御 許 か ら 昔 
嘱 な 大 誠 を 克 告 せん が た め に 、 ま た 詳 KU RE ee 


行 を 積む 信 i 徒 た ち に 朗報 を 与 えん が RS ライ コイ 上 i 
ra つま り 、 彼 等 に は 善い 報奨 あ の CE | A 
る べき こと を 。 

4. 彼 等 は その 中 で 永遠 に 住む な り 。 OLGARSE 


5。 また 彼 が 、「 ア ッ ラ ー は 息子 を も ち ジレ 本 
olad say sas) dl 

給え り 」 と 24 云え し 者 ども に 税 告 せん ッ > 

が た め に 1683. 


1025:2: $710. C1710, 1 HT:112; 19:36: 21:27: 25:3; 39:5: 72:4、 


22 カッ イム (Qayyim= 監 視 者 ) と し て 、 聖 クル アー ン は 2 つの 役目 を 果たす 。 聖 クル 
アー ン は 、 以 前 の 聖典 に 見 受け られ た 誤り を 訂正 し 、 消 去 す る と いう 意味 に お いて 、 
そう いっ た 以前 の 経典 の 監視 者 と な る 。 そ し て また 、 後 世 の 人 々 の 精神 的 教育 の 足 任 
を 担い 、 人 間 生 活 の 銀 高 な 目的 の 実現 へ と 至ら し め る 道のり に 彼 等 を 導く こと に より 、 
一 ク ルアー ン は 彼 等 に 対す る 監視 者 で も ある 。 
3 了 下 ク ルアー ン は 最初 、「 警 告 す る も の 」 と し て 、 そ し て その 次 に は 、「 朗 報 を 与え 
る も の 」(3 節 ) 、 そ し て 再び 当 節 に 見 られ る よう に 「 警 告 す る も の 」 と し て 語ら れ て 
いる 。 不 信者 は 、2 度 警告 を 受け 、 そ の 2 度 に わた る 警告 の 聞 に 、 信 者 は 、 朗 報 を 与 
えら れ て きた の で ある 。 UR 1 に 人 る 形 と な っ て の 2 重 の 
警告 は 、3 つの 預言 を 暗示 し て いた 。 ) 聖 預言 者 の 時 代 に お ける 聖 預 言 者 の 反対 者 
の 敗北 と 破滅 (2) イス ラム 教徒 に よ 2 と 栄光 の 獲得 (3 う ) イ スラ ム 教 徒 の 
栄光 の の ち 、* ア ッ ラ ー は 御子 を も ち 給 えり "と 主張 する キリ スト 教 国家 に ふり か か ら 
ん と する 各 
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6. * 彼 等 並び に 彼 等 の 父 福 た ち は こ の gy し 、 り っ ゃ こる ビ 
こと に つい て 如何 な る 知識 も 持た ず 。 」 。 , 。 し 


邊 等 の 口 より 出 で る 言葉 は 実に 重大 っ 92 ES 4< タ 5 て の や 


な り 。 彼 等 の 云う こと は 乙 偽 以外 の 何 EN 2 G2 
OEXN YD | 
も の に も 非 ず 。 Po RR 


7. され ば 、 彼 等 も し この 説教 を 信 ぜ > 、151 いと に きる ょ し マ 

a 2 8 、 = を tk 

ず ば 、 恐 らく 波 は 彼 等 の た め に ( 心 < = 

を 痛め )、< 己 の 身 を 滅ぼす 9% に 至ら OU RS 人 8 

ん や ? 

8. げに われ ら は 、 地 上 に ある すべ て の WE ST 1 と レヒ (zz 9 
Ne Ci 

も の を その た め に 飾り “% と し て 設け 0 : 

た り 、 彼 等 の うち 誰が 最も 立派 な 行い OD ES et ee i 

を 示す か と “ 彼 等 を 試さ ん が た め に 。 

9. “され ど 、 わ れ ら は 、 そ の 上 に 在 る まま | ジュン レレ 2 イ jc ン 

すべ て の も の を 不 モ の 土地 帰せ し ーー と 0 

めん 1966: 


272: 40:43. 7j9:91-92. 26:4. 75:49: 6:166: 11:8: 67:3. 18:41. 


94 バー ヒ ウ ツウ (Bakhi) と は 、 彼 は 物事 を 効果 的 に 果たし た こと を 意味 する バハ ア 
(Bakha'a) と いう 語 か ら 由 来 し た 積極 的 な 分 詞 で ある 。 当 節 で は 、 己 の 人 々 の 精神 的 
准 福 に 対す る 聖 預言 者 の 不安 と 憂慮 が 大 い に 証 さ れ て いる 。 聖 預言 者 は 、 神 の お 告げ 
の 拒否 や 反対 を 深く 悲し む あ まり 、 す ん で の と ころ で 亡くな っ て し まう と ころ で あっ 
た 。 神 の 使者 、 そ し て 神 の 預言 者 た ち は 、 生 まれ な が ら の 人 情 の 深 さ に あふ れ て いる 。 
彼 等 は 、 人 類 の た め に 涙 を 流し 、 嘆 き 悲 し なの で ある 。 し か し な が ら 、 人 間 と は 央 知 
ら ず な も の で 、 彼 等 が 深く 同情 の 気持 ち を 向け て いる 、 まさに その 人 々 が 彼 等 を 処刑 
し 、 殺 害し よう と する の で ある 。 

1668 神 が 創 造 し た 数 えき れ な い 全 て の も の の 中 に は 、 特 定 の 用 途 が な いと か 、 利 益 に 
欠け る と いっ た よう な も の は た だ ひと つと し て 存在 し な い 。 それ ら 全 て が 、 人 間 生 活 
の 美 を 高め て いる の で ある 。 イス ラム 教徒 は 、 常に これ ら の 簡単 な 言葉 の 根底 に ある 
偉大 な る 真実 を 心 に 留め おおき ぎ 、 自然 の 偉大 な る 神秘 を 探 夫 し 、 ま た 自然 力 の 限り な き 
特性 を 調査 する た め 、 そ の 時 間 と 労力 を 捧げ る よう 命じ られ て きた の だ っ た 。 

1998 当 節 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 が 、 富 、 権 力 、 支 配 を 獲得 し 、 偉 大 な る 発見 、 発 
明 を 成し遂げ た の ち 、 聖書 で 述べ られ て いる よう に 、 神 の 地上 を 罪 と 政 悪 で みた し て 
し まう で あろ うと いう 預言 を 暗示 し て いる 。 神 の 天 凡 が 引き 起こ され 、 上 旧約 、 お よび 
新約 聖書 、 聖 クル アー ン 、 ハディース の 神 の 億 大 な る 預言 者 の 口 か ら 出 され た 預言 の 
ご ど ごとく 、 広 範囲 に 豆 る 災難 が 地上 に 降り 、 彼 等 が 成し遂げ る で ある ろう すべ て の 進歩 、 
すべ て の 作品 、 高 尚且 つつ 荘厳 な 建築 物 、 土 地 の 美 し さ 、 全 て の 華やか さ 、 栄 光 、 そ し 
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し 
2 EX ンー タイ 


10. 次 は 思う や 、 洞 宿 の 人 た ち 16984 ーー こっ し っ ol ee 回 
と 碑文 の び 人 々 が 、 わ れ ら の 神 兆 の 中 の a 
不思議 な も の な りき と ?.97 Os Ces lIE 3 


て 壮大 さ は 完全 に 破壊 され る こと で あろ う 。 
や 。 プス ハー ブル ・ カ フフ (Ashabul Kahf) と いう 表現 に は 次 の よう な さま ざま な 解釈 
が な され て いる 。 洞窟 に 住む 人 々 : 洞窟 に 住む 男 た ち : 洞窟 の 住人 : 洞窟 の 同居 人 : 洞 
窟 の 居住 者 。 
67 当 飾 で は 、 洞 窒 の 住人 が な ん ら 不 可 解 な も の で は な か っ た こと と が 、 断 言 さ れ て い 
る 。 普通 の 自然 法 か ら の 逸脱 と 見 な され る も の は 、 彼 等 に 関し て は 何 も な か っ た の だ 。 
だ が 、 不 思 議 な こと に 、 多 く の 風 変わ りな 伝説 が 、 彼 等 を 中 心 に し て 作り 上 げ ら れ て 
きた の だ 。 ギ ボン が 、 自 ら の “ロー マ 帝 国 の 堕落 と 没落 "の 中 で 語っ た よう に 、 記 憶 す 
べき 物語 、7 人 の 眠れ る 者 た ち " が 、 洞窟 の 住人 た ち を 取り 巻く 神秘 の 解決 へ の 重大 な 
手がかり を 提供 し て いる 。 ギボン は 次 の よう に 語っ て いる 。" デ キ ウ ス 皇帝 が キリ スト 
教徒 を 処刑 し た 際 、 エフ ェ ソ ス の 7 人 の 高貴 な 若者 は 、 隣 の 山腹 の 広々 と し た 洞窟 に 
潜伏 し た 。 彼 等 は 、 暴 君 に より 滅び る 運命 だ っ た の だ 。 暴君 は 、 洞 窟 の 入り 口 を 区 大 
な 石 を 積み 重ね て し っ か り 閉 ざす よう 命令 し た 。 初期 の キリ スト 教徒 が 、 神 の 唯一 性 
を 信じ て いた た め 、 偶像 崇拝 者 で ある ロー マ 挟 帝 の 手 に よる 数 えき れ な い ほ どの 処刑 
を 受け ね ば な ら な か っ た と いう こと は 、 今や 有名 な 歴史 的 事実 で ある 。 こ の 処刑 は 、 
ロー マ に 火 を つけ た と 言わ れる 悪名 高き ネロ 和 皇帝 の 時 代 に 早く も 始ま っ た の だ 。 偉大 
な る 学問 お よび 文明 の 府 が 燃え た 際 に 、 彼 は 洗 然 と し て いた の で ある 。 こ の 処刑 は 、 
約 40 年 間 の 短い 休止 期間 の 後 ま で 断続 的 に 続い た の ち 、 古 代 ロ ー マ の 宗教 や 組織 を 
復活 させ た いと 望ん だ デモ ウス 持 常 の も と で 新た な る 怒り と 共に 再開 され た 。 そし て 、 
この 目的 を 考慮 し 、 キ リス ト 教 徒 の 系 続 的 絶滅 を 始め た の だ 。 し か し な が ら 、 全 て の 
反 キ リス ト 教 徒 法案 を し の い だ の は 、 西暦 303 年 の ディ オク レティ アヌ ス の 布告 で あ 
っ た 。 これら の 布告 に より 、 帝国 の 全 地 方 の キリ スト 教 教会 は 破壊 され 、 彼 等 の 神聖 
な る 書物 は 公 に 燃やさ れ 、 教 会 の 所 有 物 は 没収 され 、 キ リス ト 教 徒 は 、 土 地 の 保 護 か 
ら 除 外さ れ て し まっ た の だ "(キボン 著 ロ ー マ 常 国 . ブ リタ ニカ 百科 事典 , 鞭 馬 の 物語 
より )。 こ の 残酷 で 非 人 間 的 な 処刑 か ら の が れる た め 、 無 力 な 犠牲 者 た ち は 、 ロ ー マ 
の カタ コン べ へ 多 げ 込み 、 隠 れ た の だ っ た 。 こ の よう な 目的 の た め に 、 こ れ ら の カタ 
コン べ は 、 迷路 の よう な 通り 道 の 複 雑 さ 、 暗 や み の 中 で も 追跡 者 に 発見 され な いと 思 
われ る 多く の 小 部 屋 、 い ろ ん な 高 さ に ある 隠れ 場所 に より 、 み ご と に 改造 され た 。 カ 
タコ ン ベ べ の 幕 石上 の 碑 銘 か ら 、 初期 の キリ スト 教徒 は 厳格 な 一 神 教 信 者 で あっ た こと 
が うか が われ る 。 イ エス は 、 半 飼い 、 ま た は 神 の 預言 者 と し て の み 言 及 さ れ て きた し 
彼 の 母 マ リア も 、 信 心 深 い 女 性 と し て 言及 され て いる の み で ある 。 ま た 、 カタ コン ベ 
に 避難 し た キリ ス 1 ト 教 全 は 、 見 知ら ぬ 人 の 接近 を は え 声 で 知ら せ て くれ る 犬 を 入り 日 
に 置い て いた よう に 思わ れる 。 この よう に 、 洞 窒 の 住人 の 説明 は 実際 初期 の キリ スト 
教徒 の 歴史 を 表す も の で あり 、 彼 等 が 、 神 の 唯一 性 を 信じ て いる が た め に 、 い か に 多 
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Hi. あの 若者 た ち が 洞 窟 の 中 に 避難 1238 こ aeK 3 e313 
し た る 時 、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 主 8 時 
よ 、 光 の 御 許 か ら 我 等 に 慈 想 を 算 れ 、 AA ck うぷ る 362 色 
我 等 の 状況 に お いて 我 等 に 正しい 導 
き を 授け 給え 」。 

12. され ば われ ら は 、 洞 窟 の 中 で 、 数 C2 C43 2 ょ る) EG ‘28 
年 に わた り 彼 等 の 耳 を ( 外 の 事情 か 
ら ) 妨 げた り “8。 ls 


© 5) 1 と 


PJ 


く の 如 刑 を 受け な けれ ば な ら な か っ た か を 示す も の で ある 。 洞 窒 の 場所 と 描写 は 、 
節 で 見 られ る よう に 第 2 次 的 に 重要 な も の な の だ 。 そし て その 場所 と 描写 は 、 2 
の 場所 より も 完全 に 、 より 細か な 詳細 、 正確 さ ざ に お いて ロー マ の カタ コン べ に 当て は 
まる の で ある 。 

洞窟 の 住人 の 物語 は また 、 ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ や 彼 の 仲間 た ち に も 当て は まる と 
考え られ 得る 。 アー ムズ ベリ ー の ウィ リア ム に よれ ば 、 ヨ セ フ は 、 聖 ビリ ボ に より イ 
ギリ ス に 派遣 され 、 サ マー セッ トシ ヤー の 小さ な 島 を 与え られ 、 そ し て そこ に 、 よ じ 
れ た 小枝 で イギリス で 初め て の キリ スト 教 教会 を 建設 し た が 、 そ の 教会 は の ち に 、 グ 
ラン スト ン ベ リ ー の 修道 院 と な っ た と いう こと で ある 。 ま た 別 の 説 に よる と 、 ヨセフ 
は 西暦 63 年 に イギリス に さま よい 込ん だ と いう こと に な っ て いる 。 伝説 に よれ ば 、 
グラ スト ン ベ リ ー の 最初 の 教会 は 、 聖 ビ リボ に より 、 ガ リア か ら イ ギリ ス へ と 派遣 さ 
れ た 12 使徒 の 指導 者 で ある アリ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ が 建設 し た 編み 校 で つく られ た 小 
さ な 建 物 で あっ た らし い ( ブ リタ ニカ 百科 事典 , 第 10 版 、13 版 " ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨ セ 
フ " 及 び " グ ラス トン ベリ ー" 参 照 )。 最新 の 理論 も また 、" 死 海 文書 "の 研究 か ら 強 力 な 支 
持 が 得 ら れる の だ が 、 そ の 理論 で は 、 初 期 の キリ スト 教徒 が 、 避 難し 自ら の 信念 や 教 
訓 を 書き つけ た 洞窟 の 場所 を 死海 付近 の 谷 だ と し て いる 。 
“洞窟 "と * 入 銘 "が 、 キ リス ト 教 徒 の 信仰 の 2 つの 最も 顕著 な 側面 を 表し て いる 。 す 
な わ ち 、 キ リス ト 教 は 、 拒絶 の 宗教 、 世 界 か ら 身 を ひそ め る 宗教 と し て 始ま り 、 最後 
に は 世の中 の 事柄 に 完全 に 没頭 する 宗教 、 著作 や 碑 銘 の 世界 に お いて は ビジ ネス お よ 
び 賀 易 の 宗教 と な る に 至っ た と いう こと な の だ 。 (更に 、 解 説 の 特大 版 1486-1490 質 
を 参照 せよ )。 
アラ ビア 語 の ダラ バ ・ ア ラー・ ウ ズ ニ ヒー と いう 表現 は 、 彼 は その 人 が 傾聴 する 
の を 妨げ た 、 を 意味 する 。 聖 クル アー ン 的 な 解釈 を 用 いれ ば 、 我 々 は 彼 等 が 傾聴 する 
の を 妨げ た 、 も し く は 、 我 々 は 彼 等 の 耳 に 入り うる 、 結 果 的 に 目 を 覚まさ せる よう な 
すべ て の 普 を 遮断 する こと に よっ て 彼 等 を 眠ら せ た 、 と な る (Lane より )。 文字 ど お 
り 、 当 節 は ' 我 々 は 、 い か な る 音 で あれ 、 彼 等 の 耳 に 入り 込ま せ は し な か っ た ' と いう 
こと を 意味 する 。 す な わ ち 、 長 年 に わた り 、 彼 等 は 外界 の 出来 事 か ら は 完全 に 孤立 し 
た まま で 、 外 界 で 何 が 起こ っ て いる か な ど 、 知 る よし も な か っ た の だ 。 
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13. 然 る 後 、 わ れ ら は 彼 等 を 起こ し た s に あ 14 2 は る 3 
うり (ラー ユラ を こつ 
り 、 二 団 の どちら が * ぐ %%、 自 分 た ち が _ co 
どの くら い ( そ の 中 に ) 滞在 し た こと を な SE 
よく 計算 出来 る か を 知ら ん が た め に 。 ‘ 
一 融 


14. われ ら 真 実 を 以 て 、 彼 等 の 消息 を 3 22 スン あ 5 イ えて 
液 に 語る な り 。 彼 等 は その 主 を 信ずる 5 dan 2 3 
若者 た ちな ら ば 、“" われ ら は 彼 等 を  ⑤ gs2 る く の お 3) 9 えっ の 12412 と 3 る 
捕 導 に お いて 増進 せしめ た り 7。 PP 
15. 市 し て 、 彼 等 起ち た る や 、 わ れ ら RG SS3 
彼 等 の 心 を 堅固 た らし め た り "7!。 さ i 

れ ば 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 主 は 、 語 1833EHU る YB 
天 と 大 地 の 主 な り 。 我 等 断じて 彼 の 外 SOWIE RT 1 る 82 
に 如何 な る 神 も 祈 ら ず 。 も し そう な せ 

ば 、 我 等 は 確か に 途方 も ちな いこ と を 口 


rz 


に せ し こ と と な らん 。 

16. 2 これ 等 我 が 民 は 、 彼 以外 に 他 神 馬 C4 
を 取り 上 げた り *"2。 何 故 彼 等 は 、 そ A LE EY 
れ ら の た め に 一 つの 明白 な 証拠 を も ESEYS 


98:3: 47:18. 121:25; 25:4. 


1669 初期 の キリ スト 教徒 の 聞 に は 、 派 が 2 つ 存 在 し た よう で あっ た 。 (1) し ら ば くれ 
た り 偽 り 隠し た りす る こと を いや が り 、 不 信仰 や 偶像 崇拝 と 妥協 する すべ も 知ら な い 
人 た ち は 自 ら の 信仰 の た め 、 忍 耐 強く 毅然 と し て 、 迫 害 を 受け た 。 こ の 人 た ち は 、 洞 
癒 へ 逃げ 込ま ね ば な ら な か っ た 。 (2) 思慮 分 別 も 勇気 の 重要 な 一 部 で ある と 考え た 人 
た ち は 、 自ら の 信仰 を 隠し 、 迫害 か ら の が れ た 。" 二 団 " と いう 言葉 は また 、 迫害 者 と 迫 
害さ れ た る 者 を も 指す 。 

9 の 当館 は 、 多 く の 異 様 な 話 が 、 聖 預 昔 者 の 時 代 に 洞窟 の 住人 に 関し て 流さ れ て いた 
こと を 示し て いる 。 し か し な が ら 、 彼 等 は 自ら の 主 の た め に 全て を 投げ うち 、 自ら の 
信仰 ゆえ に 着実 に 追 害 へ の 途 を た どっ た と いう 高貴 な ふる まい の 持ち 主たる 若者 だ 
っ た と いう と ころ が 、 彼 等 に 関す る 真実 な の で ある 。 
7 人 々 は 、 彼 等 に 反対 し 、 冷 酷 に も 彼 等 を 迫害 し た が 、 洞 窟 の 住人 は 、 お ど さ れ 、 
自ら の 宗教 を 捨て る な ど と いう こと は あり 得 な か っ た 。 神 は 、 彼 等 の 心 を 強固 な も の 
こし 、 彼 等 に 堅固 た る 信仰 を 授け た 。 

2 る 洞 窒 の 住人 は 、 偶 像 崇拝 を し て いた ロー マ 人 に より 迫害 され て いた 。 


771 


十 五 巻 

も た ら さ ざる か ? さ れ ば 、“< ア ッ ラ ー 
に 対し て 偽り を 提 疾 I 
義 な す 者 が あら ん や ? 


17. され ば お 前 達 、 彼 等 や 彼 等 が ア 
ッ ラ ー 以 外 に 崇め る 者 か ら 身 を 選 
いた な ら 、 洞 窟 へ 避難 せよ 673。 お 
前 達 の 主 は その 慈悲 を お 前 達 に 広げ 、 
お 前 達 の 事態 を お 前 達 の た め に 安易 
に せん 」。 


18. 面 し て 流 は 、 日 が その 昇る 時 は 彼 
等 の 洞窟 の 右 方 に 逸れ 、 また その 没 す 
る 時 は 彼 等 か ら 左 に 避け で て 行く を 見 
I 『 は その 中 の 広場 
に 居 た り 。 これ 、 アッ ラー の 神 兆 の 中 
人 2 の 


アル ・ カ フフ AI-Kabhf( 洞 窟 ) 


十 八 章 


SCA EE IL 


9 ウン 


NIG CSE 
SS ERI 3G hI 


グラ MM ろ 


AE RI SS 

0B 
ESE RN 533 
EI IN 
3 8392350 に 凍 つ 5 る うろ oH 


る 3 
FE 


> < + も FT 


人 | は 8、 ら る a 2 


96:145: 738: 10:18: 11:19. 7:179: 17:98; 39:37-38, 


、…… 神 教 の 若者 た ち は 、 個 人 個人 が 離れ 離れ に な っ て いる の で は な く 、 


その 構成 員 が し ば し ば 私 生活 に お いて 願 を 合わ す よ うな 組織 化 が され 、 統 抽 さ れ た 


教 社 会 の - 
た ち が 、 洞窟 に 避難 する こと を 話す 際 に 、 
こと を 、 


て きた 折 に 、 避難 場 所 と し て 常 


当 節 は 示し て いる 。 こ の 洞窟 は 、 ロ ー マ の 奴隷 が 己 
に 使用 し て いた も の と 思わ れる 。“ さ れ ば お 前 達 、 彼 等 


ー 部 と な っ て いる の だ と いう 事実 が 、 明る み に 出 され て いる 。 こ れ ら の 若者 
彼 等 は 特定 の 洞窟 を 心 に 骨 め て いた と 


いう 


の 残酷 な 主人 か ら 逃 亡 し 


か ら 身 を 返 い た な ら " と いう 語 は 、 彼 等 が すでに 厳し い 社 会 的 排 大 の 犠牲 者 と な り 、 


自ら の 別個 の 集団 で 人 々 か ら 離 れ て 生活 し て いた と いう こ 


と を 物語 っ て いる 。 


74 洞窟 は 、 北 西向 き に 位置 し て いた と 思わ れる 。 と いう の も 、 太 陽 が 、 北 向き の 場 


所 を 右 か ら 左 へ と 通過 する か ら で あ る 。'* そ の 中 の 広場 , 
は 、 広い 領域 に ち た っ て いた よう で あっ た 。 現存 する ロー マ の カタ コン ベ べ が 、 


と いう 語 が 示す よう に 、 洞 祝 
こと の 説 


を 確証 し て いる 。 カタ コン べ は 広い 領域 を 囲う が 、870 マイ ル (1400km) に まで も 及ぶ 


と 推定 され て きた (ブリ タニ カ 百 科 事 典 よ り )。 また 、 
計れ 場所 と し て の 役割 を 果たす よう に つく られ 


ら な か っ た よう に 思わ れる 。 洞窟 は 、 


た 。 聖 ジュ ロー ム は 、4 世紀 に カタ コン べ を 訪れ た が この よう に 語 


カタ コン べ に は ほとん ど 光 は 入 


語っ て いる 。“ ま っ く 


ら な の で 、 ダ ビデ 預言 者 の "生き た まま で 地獄 に 下 ら ん こと を "と いう 言葉 が 成 革 さ れ 
た よう で す "( 詩 秒 55:15)。 ほ ん の 時 折 、 薄 暗がり の 恐怖 を 和らげ る べく 、 光 が 入れ ら 


れる が 、 
典 , 第 11 版 よ り の 引用 )。 


それ も 窒 を 通し て と いう より は 、 穴 を 通し て な の で ある ( 


ブリ タニ カ 百 科 事 
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彼 こ そ 導 か れ た る な れ ど 、 彼 が 迷い を 約 く >538 し しら と 2 268 
判定 せしめ た る 者 あら ば 、 溢 は 彼 の た , “ 


め 如 何 な る 助け 手 も 指 導 者 も 見 出さ を Or 
ぎる べし 。 
三 項 


19. 汐 、 彼 等 が 目覚 め て いる と 思う だ "3333 24 5 Li E35 
ろう が 、 彼 等 は 眠り お る “7"。 われ らち 。 。 。 。 。 。 フン ュー 
は 彼 等 を 石 と 左 に 寝返り を 打 た せ の に CRoxsdlC つ も > る US 
784、 彼 等 の 犬 は 枢 に その 耐 脚 を か ・ 。 レ ャ ーッ ラン 。 テレ ッッ イン ン 
け て 、( 卓 を ) 人 ば し て いる な り "eo。 クタ ッ PD っ っ 9 テラ 
激 も し 彼 等 を 一 目 見 な ば 、 流 背 を 向け 923 2 る EE EI 
て 彼 等 か ら 走り 去り 、 必 ず や 彼 等 を 恐 2 
れる 心 に 満 され ん “77。 OE eA 
20. され ば 、 か く て われ ら は 、 彼 等 を 1 

目覚 め さ せ た り 、 彼 等 五 に 相 い 尋ね た 
めん が た め に 。 そ の 中 の 一 人 が 問 え し R136 2 ムー っ よる 2 5 
り 、「a お 前 達 どれ ほど 留まり し か ?」 。 っ ォ 
と 。 彼 等 は 去 え り 、「 我 等 が 留まり た 


72:260: 23:113-114. 


we EJ 


Cb site Pd ンー BA マンダ レン 
a EL a SS 


1678 北方 の キリ スト 教 国家 は 、 休 止 状 態 に ある が 、 ま も な く 何 世紀 に も 及ぶ 深い 眠り 
か ら 目 覚め 、 世 界 じ ゅ うに 分 散 し 、 世 界 を 支配 する よう に な る で あろ うと 、 聖 預言 者 
の 時 代 に 、 イ スラ ム 教 徒 た ち は 警 告 さ れ た 。 

Te784 < 我々 は 彼 等 を 右 と 左 に 寝返り を 打 た せ " と いう 語 は 、 彼 等 が 世界 を 歩き 回 り 、 
新た な 市 場 を 求め て あら ゆる 方 向 に 分 散 し 、 新た な 征服 を 成 し 送 びる こと を さして い 
る よう に 思わ れる 。 

1976 と の 語 は 、 西洋 の キリ スト 教 国家 で は 犬 が この 上 な く 好 まれ た と いう こと を 示す 
の に 加え 、 マ ル モ ラ 海 の 両 側 で ヨー ロッ パ を 警戒 し 、 そ の 姿 が 、 犬 が 前 肢 を 前 方 に 伸 
ば し て 、 両 側 を 見 張っ て いる よう な 様相 の ビザ ンチ ン 帝 国 を さして いる と も と れる 。 
"277 この 語 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 が 、 強 大 な 政治 権力 を 獲得 せん と する 時 代 を さ 
し て いる 。 聖 クル アー ン で は 、 キ リス ト 教 国家 が まだ 何 世 紀 に も 及ぶ 深い 上 限り に 陥り 、 
いか に 租 像 力 を 駆使 し よう と も 、 彼 等 が 、 そ の 後手 に し た 権力 や 栄光 を 予知 する こと 
は 不可 能 に 思わ れ た 何 百 年 も 音 に 、 こ の 事実 を 預言 し て いた の だ 。 当 節 で は 、 西洋 国 
家 の 東 方 、 南方 の 土地 に 及ぶ 支配 の 特徴 的 な 像 、 彼 等 特有 の 生活 様式 、 彼 等 が そう い 
っ た 地域 の 人 々 の 間 に 引 き 起 こし た 恐怖 と 虹 散 の 念 、 す べ て が 述べ られ て いる 。 
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る は 一 日 か 、 或 い は 一 日 の 数 刻 な り 」。 2 33 43 3 に 。 う に 1 
役 等 は 云え り 、「 お 前 達 どれ ほど 留まり 2 


A ~? プン イモ エン ーッ 1) > づ プ ーー グ 
た る か を 最も 良く 知る 者 は お 前 達 の っ ac ぁ 2saol、 2 っ 3) 


主 な り 78 。、 さ れ ば 、 お 前 達 の 誰か に 、 4:。。』 と 。 レ 1<1 ク ュ ン レ レイ レイ 
に 
彼 、 最も 良き な る 食物 を 見 て "7%、 そ の (GS 6 っ 85 こ 衣 に 5 
中 か ら お 前 達 に 食糧 を 持っ て 来る べし 。 - 

彼 、 慎重 に 振舞 いて "9?、 誰 に も お 前 

達 の こと を 気づか せ ざ る べし ずれ 

21. も し 彼 等 が お 前 達 に 打ち 勝つ な > ず ど < Se A | 
ら ば 、 彼 等 は 必ず お 前 達 を 石 撃ち に す 


27⑳ 当 節 は 、 世に 広まっ た 後 の 西洋 の キリ スト 教 諸国 を 引き 合い に 出し て いる よう だ 。 
我々 が 彼 等 を 成長 させ た と いう 言葉 は 、 こ れ ら の 国家 が 将来 築き 上 上 げ る と 運命 付け ら 
れ た 卓越 し た 発展 の こと を 示し て いる 。 その うち の 幾 人 か が 言っ た 「 お 前 達 ど れ ほ ど 


た よう だ と 感じ は じ め た 、 を 意味 し て いる 。 この 覚醒 は イギリス 、 フ ラン ス 、 ド イツ 
の 皇 常 た ち が 共 通 の 利害 関係 を 画 一 させ た うえ で ヨー ロッ パ 全 体 を 団結 し 、 聖地 を ム 
スリ ム た ちの 手 か ら 筑 奪 す る た め 一 斉 攻 撃 を し か けた 、 十 字 軍 の 時 代 を 舞台 と し て い 
る 。 ア ラビ ア 語 の 慣用 語法 に よれ ば 「 一 日 か 、 或 い は 一 日 の 数 刻 」 は 限定 され て いな 
い 時 間 帯 の こと を 表し て いる 。 別 の 箇所 で 聖 ク ルアー ン (20:103.104 節 ) は 西洋 の キリ 
スト 教 国家 の 縛 睡 状態 な いし は 非 活動 期間 を 、 一 千年 と 特定 し た 。20:103.104 節 の 中 
の 「 十 日 」 は 十 世 紀 を 指し 、 こ れ ら の 節 に ある 「 問 眼 」 と は 一 般 に 青い 眼 を 持っ た 西 
洋 人 の こと で ある 。 西洋 に お ける イギリス 勢力 の 基盤 が 17 世紀 初頭 に 築 か れ た こと 
は よく 知ら れ た 歴史 的 事実 で ある (March of Man より )。 この 期間 は お よそ 聖 預 演者 の 
死後 一 千年 に な る 。 
9 の 洞窟 の 住人 は 、 自 分 た ち へ の 迫害 の 波 が 和らい だ の を 見 、 食 料 を 買い 、 自 分 た ち 
に 対す る 状況 を 把握 する た め 、 仲間 の ひと り に 古い コイ ン を 何 枚 か 持た せ て 、 町 に 向 
か わせ た 。 こ こ で の 「 食 物 」 は 、 小 麦 、 大 変 、 き び 、 な つめ や し 等 の 食料 品 を 意味 す 
る (Lane より )。 こ の こと は 、 西 洋 国 家 に よる 世界 の あら ゆる 地域 へ の 商業 的 速 征 に 
言及 し て いる の で ある 。 
9 ヨー ロッ パ の 商売 人 は 、 商 業 取引 に お いて 、 穏 や か さや 礼儀 正 し さ を 保つ 特別 な 
こつ を 身 に つけ て いる 。 こ の 彼 等 の 特質 に つい て は 、 こ こ で の 表現 を " 役 、 慎 重 に 振 
舞い て "と 解釈 する こと に より 、 上 十分 斉 及 され て いる こと が わか る 。 そ し て 、 こ の 表 
現 は ' 後 に 注意 深い ふる まい を させ よ ' と いう 意味 で も ある 。 

981F 誰 に も 我 等 の こと は 気づか せ ざ る べし 」 と いう 語 は 東洋 に お いて 西洋 の 影響 が 、 
静か に そっ と 浸透 し て いく こと を 意味 し て いる 。 
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る か 、 お 前 達 を 彼 等 の 宗教 に 引き 戻さ | AS373 と っ こ 3 る る 8 草 
ん と す 。 さす れ ば 、 お 前 達 決 し て 成功 る 
せ ざ る べし 」 "5。 9 


22. か く の 如 く 、 わ れ ら 彼 等 に 事情 を 811 2 EEN; 
明らか に せり 。 彼 等 が 、? ア ッ ラ ー の 。 る 

約束 が 真実 な る こと を 知り 、/ 定 め ら 332V3ELN815 多 交え 83 
れ た 時 に つい て 、 疑 いな きこ と を 知ら 2 ッッ 2 
ん が た め な りき 。 彼 等 は 己 が 事 を 互 に EC 


Ce 


る 。 時 彼 ーー 色 四 + , タイラ イラ ラゴン ルン 5。 ラー ン 1 ラ 2 づ > 
論争 し た る ER DE UE El 
建物 を 建て よ 」 と 。 彼 等 の 主 2 ee 

き 彼 等 を 最も 良く 知り 給 う 。 己 が 判断 っ る っ el、 よ と EG 


に 3 利 せ し 人 々 は 云え り 、「 我 等 は 必ず RN 
彼 等 の た め に 礼拝 堂 を 建立 せん 」*99。 ⑨ eye gies 
23. 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 役 等 は 三 人 と ンス [ と 、 ス ラス 15 5 レン イター ン 

の すけ M a 
な りき 、 四 番目 は 彼 等 の 犬 な り 」。 | ss 


た 、 彼 等 は 当て 推量 で 云う 、「 彼 等 I 5 
岳人 な りき ぎ き 、 六 番目 は 彼 等 i の タメ の 

放 グ ラン ン デ 2 て タグ プン ト 】 ダラ ター グ 
と 。 ま た 、 彼 等 は 云う 、「 彼 等 は 七 人 RT sb に ふつ 


な りき 、 八 番目 は 彼 等 の 犬 な り 」 "も っ 2121 $5 電 | 3 ¢ 
の か i > っ EE 3 
云え 、「 我 が 主 が 最も 良く その 数 を 知 ご び 


931.34: 35:6. 715:86: 20:16: 22:8. 


1682 この 言葉 は 、 も し 液 ら が 派遣 団 を 送っ て いる 人 々 が 液 ら の 本 当 の 意思 を 知り えた 
な ら ば 、 あ る い は 液 ら が その 国 に 腰 を すえ る 前 に そこ で 政治 か 商業 上 の 争い が 生じ 、 
それ が 液 ら を 圧し 逃れ られ な い 場 合 、 流 ちら は その 国 を 去る か 、 彼 等 の 信仰 を 受け 入れ 
る か の どちら か し か 残さ れ な いで あろ う 。 いずれ に し ろ 永 続 的 に その 足場 を 固め る こ 
と や そこ で 帝国 を 人 築き上げる 夢 は 履行 され な い の で ある 。 

1683 「 息 等 は 必ず 彼 等 の た め に 礼拝 堂 を 建立 せん 」、 と いう 言葉 は 洞 准 の 住人 の 典型 的 
な 証 で ある 。 その 証 と は 彼 等 の 後継 者 で ある キリ スト 教 国家 が 亡き 聖者 の 追悼 と し て 
建造 し た 教会 で ある 。 さら に 注目 すべ まき は これ ら 多 く の 教 会 は 地下 墓地 で 発見 され た 
こと で ある 。 

28 これ ら の 推測 は 、 カ タコ ン べ の 小 部 屋 の 璧 の 碑 銘 に 基づい て いる よう で ある 。 し 
か し 、 各 々 の 碑 銘 は 特定 の 家族 、 派 、 集団 に つい て の み の 斉 及 が ある に すぎ な い 。 さ 
ま ざ ま な 折り に 、 カ タコ ン べ に 避難 し た 人 々 の 総数 は 、 知 られ て いな い 。 碑 銘 か ら 、 
犬 が 常に 、 避 難民 の 一 派 に 同伴 し た と 思わ れる 。 
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る 。 役 等 を 知る 者 は 殆ど な し 」。 さ れ 
ば 液 、 彼 等 に つい て 、 暗示 し て 語る 以 
外 は 、 議論 する な か れ 。 また 、 彼 等 の 
誰 に も 、 こ れ に つい て 問う な か れ 。 


四 項 


24. 面 し て 何事 に お いて も 、 溢 「 我 そ 
れ を 明日 な さん 」 と 云う な か れ "WW"、 


25.? 但 し 、 ア ッ ラ ー の 思 し 召 し な ら 
ば 2。 i 己 が 主 を 念 
じ て 云 え 、 我 が 主 は 恐らく これ より も 
正しい 道 に 我 を 導き 給 う か も し れ ぬ 。 


26. 面 し 9 
の は 、 

り ieee 
27. 云え 、「 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 如何 に 
長く 滞在 し た か を 最も 良く 知り 給 う 」 
Ye7。5 諸 天 と 大 地 の 見 る あ た わ ざる も 


彼 等 が 洞窟 の 中 に 居 た 
百年 と 、 更 に 加え て 九 年 な 


アル ・ カ フフ AI-Kabhf( 洞 窟 ) 


十 八 章 


ys | A る 2 き 


BSR OI S33 


28 こ 38Y 
っ ラング 


CC 

SE 
CE RC, ET hi 8 
NE) 


か 


イラ 2 


Ag 人 


| Yl 


918:40: 74:37: 16:31: 81:30. PIL:124; 16:78: 35:39. 


98 当 節 は 、 ム スリ ム 達 が 衰弱 し 墜落 する 時 は 、 如 何 な る 真 の 有用 
彼 等 の すべ て の 努力 は 、 自分 の 運命 を 改善 


完全 に 和 失い 、 そ し て 空想 の み に ふ けら せ 、 


な 仕事 へ の 首 唱 は 


し よう と も せ ず に 、 将 来 に つい て 喋る こと に 限ら れる で あろ うと いう こと を 示す 。 


8 初期 の キリ スト 教徒 が 迫害 を 受け 、 し ば し ば 、 
歴史 的 資料 に 
キリ スト 教徒 の 迫害 は 、 西 暦 28 年 の イエ ス の は りつ 
け に 始ま り 、 約 0908 年 を 経た 西暦 337 年 に 、 
り 幕 を 閉じ た の で あっ た (ブリ タニ カ 百 科 事 ! 


た 期間 は 、 お よそ 309 年 に も 及び 、 
- 般 に 信じ られ て いる よう に 、 


内 宗 し た こ と に よ 


洞窟 や 他 の 隠れ 場所 に 避難 し て い 
より 、 こ の 数 字 は 確証 され て きた 。 
コン スタ ンチ ヌス 大 帝 が キリ スト 教 に 改 
より)。 コン スタ ンチ ヌ 


スス 大帝 が 、 改 宗 し た の は 西 歴 337 年 で は な く 、 西暦 309 年 で あっ た 。 は りつ け の 悲劇 


は 、 一 


- 般 に 信じ られ て いる より も 28 年 お そく お こっ た の だ (Chronology by Archbishop 


Ushers 著 及 び 、Dr. Kitto 著 に よる Daily Bible Illustrations より )。 
W 初期 の キリ スト 教徒 は 、 い ろ ん な 時 代 に 多く の 場所 、 た と えば ロー マ 、 ア レク サ 


ンド リア な ど で 、 人 迫 害さ れ て きた 。 


彼 等 は 、 


さま ざま な 時 に 、 さ ま ざ ま な 期間 に わた 


り 、 洞 谷 や カタ コン べ に 避難 する こと を 余儀 な くさ れ た 。 カタ コン べ に お ける 彼 等 の 
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十 五 全 


の は 、 す べ て 彼 に 属す 。 々 な ん と 彼 は 
よく 見 逃し 、 且 つ 聞 こし めす こと よ ! 
Te874 彼 等 に は 彼 以外 に 如何 な る 佑 助 
者 も な し 。 また 彼 は 、 何人 も その 支配 
権 に 参与 する に 非 ず 。 


28. 耐 し て 、 液 の 主 の 経典 か ら 流 に 啓 
示さ れ た る も の を 読 請 せ よ 。 ? 何 人 も 


その 言葉 を 変 える 能 わ ず 。 また だ 、 液 は 、 
邊 以外 に 避難 所 を 見 出せ ざる べし 。 


29. 朝 な タ な 、 己 が 主 の 喜 悦 を 求め て 
祈る 人 達 と 共に 、“ 溢 忍 耐 せよ 。 現 世 
の 栄華 を 求め て 、 液 は 彼 等 か ら 目 を そ 
ら す な か れ 。 ま た 、 われ ら が 、 その 心 
に われ ら を 念 ず る こ と を 数 せ に せ し 
め 、 ロ が 私 欲 を 追い 求め し た る 者 に 従 
うな か れ 。 され ば 、 彼 の 場合 は 邊 を 超 
えた る な り 。 


30. 云え 、 村 真理 は お 前 達 の 主 より ( 来 
る べし )。 され ば 、 誰 で あれ 欲し な ば 信 
じ 、 ま た 欲し な ば 拒否 すべ し 」。? げに 
われ ら は 、 不 義 者 ども の た め に 火 を 用 
意 せ り 。 その (燃え さか る ) 天蓋 は 彼 等 
を 取り 囲む べし 。 また 、 彼 等 も し 水 を 
求め あれ ば 、 彼 等 は 溶け た 銅 の よう な 水 
が 与え られ 、 そ の 顔 を 焼 か ん 。 な ん と 


Ia 


PEPPY 


OL 


riya 
の 32 ス >5099 AO と 4Y 
の 15 ン 人 の] 


ESTING TE 
RL ” < 
O39 
0 を っ タン る a 


ター デー 


SY C2 45 


5 が ME1U'f| 


Gk 
I US 
} KS a 上 
GT DCIS 


と 
ャ ン 
ン | 間 国選 KN ンダ 


多い eo | の pita 3 


Pp 


る ルレ っ タ の っ うぅ 
つの rs he (ss 


919:39: 29:46. 76:35, 116; 10:65. “6:53; 7:206. 2:257: 10:100. 25:38: 42:46, 


滞在 が 、 RG ド だ と いう わけ で は な か っ た 。 そ を の よう な 滞在 の 期間 


全て の 正確 な 長 さ は 、 
1687A = rt うな 意 


アッ ラー の み が 知 る と ころ で ある 。 
避 味 を も つ 。* 神 の 視界 は 、 よ ど み な く 、 神 の 聴覚 は 鋭い , 


つま り 、* 神 は 全て を 見 、 全 て を 聞く の で ある ' と いう こと な の だ 。 
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悪し きか な その 飲物 た る や 、 な ん と 亜 OER TC EL 
し き な る か な その 休み 処 よ ! 

31. げに 信じ て 普 行 を 積 お 人々 あら | AL 証人 ル 53 1 前 8) 
ば 、 われ ら は 普 行 を 積む 者 の 報奨 は 2 
決し て 発し く は せ ぬ 。 6VCEo っ 481 を お Y 


32. 2 それ 等 の 者 に は 永遠 の 楽園 あり 2G 503 そ こっ る そい | 
時 河川 その 下 を 流 る 。 彼 等 は そこ で 9 5 ON 8 

金 の 腕 嘆 で 身 を 節 ら れ 、 組 や 鋼 の つっ 2| a OE EY SS 
a と い 、< 床 に も た れ か か らん Ai 


a Lo 6 5 こう 

res な ん と 素晴らし き 報 胡 な る か な 、 ジロ ピン 
な ん と 善い 休み 処 よ ! る aki 32 こ りあ スン 
る イィ ンー ン と ま ょ (と 6 EY の る 
Ot っ bb 

を 
6 は お 

Je 


33. 面 し て 、 彼 等 に 二 人 の 男 の 比 隊 を UE 
述べ 、 われ ら は その 一 人 に 、 こ つの 称 


角間 を 与え た り 。 また 、 我 等 は それ ら ク 
生 棚 学 の 樹 で めぐ らし 、 両国 の 間 に を Ce 5 5 ひょう Eis 5 


畑 を 設け た り "9.。 &E33 


CE OS に ゅ っ て すき 


7171 9:120: 12:57. 6.72: 13:24; 19:62: 20:77: 35:34: 38:51: 61:13: 98:9, “15:48; 36:S7: 83:24. 


。 金 の 腕輪 は 忠誠 の 象徴 で あり 、 当 節 は ムスリム が 広大 な 土地 の 支配 者 と な り そ の 
権力 、 名 準 、 品位 を 満喫 し 、 彼 等 の 女性 達 は 上 質 な 絹 や 金 が 織り 込ま れ た 錦 の 着物 を 
は お る で あろ う 事実 を 示唆 し て いる の か も しれ な い 。 この 預言 は ペル シア や ロー マ 帝 
国 の 財宝 が 、 か つて 動物 の 皮 や 毛 で 作ら れ た が さ つ な 衣類 を 身 に まとっ て いた 無 学 の 
アラ ビア 人 の 足許 に 横たわっ た 時 に 現実 と な っ た 。 

283 当 節 は 、 た と え 話 の 形 で 、2 種類 の 人 々 ー キリ スト 教徒 と イス ラム 教徒 の 状態 を 

語っ て いる が 、"2 人 の 男 " と いう の は 、 こ れ ら 2 種類 の 人 間 を 表し ニニ つ の 世 荷 園 "は キ 
リス ト 教 徒 国 家 繁 栄 の 2 時 代 を 表し て いる 。 最初 の 時 代 は 、 イス ラム 教 の 出現 に 先 立 

ち 、2 度目 の 時 代 は 、 ヨー ロッパ の キリ スト 教 国家 が 、 大 い に 進 歩 を 遂げ 、19 世紀 に 
項 点 に 達し た 先例 の な い 権 力 と 名 声 を 獲得 し 始め た 西暦 17 世紀 の 幕 あ け と と も に 始 
まっ た の だ 。 
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34. 両 園 と も その 果実 を 産 し 、 そ れ に 48 >U5 212 じ ビ 1 に 5 ac 
いさ さか も 欠 逐 する こと な か りき 。 向 人 
し て 、 われ ら は 両 園 の 問 に 川 9 も 流 OD LS bss 5 
し た り 。 _ 

35. そし て 、 彼 は 豊か な 収穫 を 獲 た 834 し 2 5 
り 。 され ば 、 彼 は その 友 と 話し て い re 
る 時 云え り 、「 我 は 富 に お いて 液 よ フフ マ ° 
り 豊 か に し て 、 稚 族 ( の 人 数 ) も 優勢 O15 
な り 」 090A. 

36. 彼 は 己 自身 に 不義 を な し な が ら 0 2 5 E33 


己 が 園 に 入れ り 。 彼 は 云え り 、 「 我 は K グン イ る ライ イブ 1 プイ T 
この 園 が いつ か は 荒廃 に 帰す べし と Olea pO ls! 


37. 耐 し て また 、 定め られ た る 時 が 起 、xJ9 GA EBT じ 
きる べし と も 思わ ず 。 曽 し て 、 我 は た  , の 

も と グイ 2° と 4 ) 
と え 己 が 主 の 許 に 戻さ れる と も 、 我 は 2322 の > うつ こう) ご つう > 
必ず これ に 優る 帰 所 を 得 ん 」。 ol 
38. その 友 は 彼 と 話し な が ら 云 えり 、 6223 285 2 し 2 4 J 
「 液 は 、<( 最 初 ) 士 よ り 流 を 創り 、 次 Re 
いで 精液 より 、 そ れ か ら 完 全 な 人 間 os の SS GL の | 


形 に 仕上 げ 給 うた 御方 を 拒否 よく キュ ンズ 1 よし コス 。 マ 9 。 てる 
SR の OS 2 いも 3 > 8 


Cr 


722:6: 23:13; 35:12; 36:78; 40:68. 


"996 川 の 流れ は 、 聖 預言 者 の 時 代 を 表し て いる 。 聖 預 言 者 だ 通し て 、 モ ー ゼ や イエ ス 
の 真 の 教訓 の 一 部 が 、 保 存 され た 。 

"9 強力 で 富裕 な キリ スト 教 国家 は 、 貧 し く 力 の な い イ スラ ム 教 徒 を 、 貸 困 、 お よ 
び 、 物 質 資源 の 欠乏 の た め に 、 軽 蔵 し 、 あ ざけ っ た 。 

"自ら の 物質 的 進歩 に 誇り を 抱き 、 西 洋 キリ スト 教 国家 は 、 楽 で ぜいたく な 生活 に 
ふけ っ て いる の で ある 。 そ し て 、 う ぬ ぼ れ と 横柄 さか ら 、 自 分 た ちの 権力 、 進 歩 、 繁 
栄 が 永久 に 続く の だ と 誤解 し て いる 。 また 、 だ まさ れ て 、 安心 、 自己 満足 し て いる た 
め 、 彼 等 は 罪 と 邪悪 の 生活 に 全く 迷い 込ん で し まう こと に な る の で ある 。 
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39. な れ ど 、* アッラー こそ 我 が 主 な 8 っ 1 つう 0 まじ っ 
り 。 され ば 我 が と 欄 に 如何 な る a 
者 も 併せ 坊 ら ず 。 は! 


40. 激 が 、 己 の 区 茶園 に 入り し 時 、 何 2LS じ ES E33 
逆 『 す すべ て は アッ ラー の 思 し 召 し 、 


みち か ら 人 る る イン イン と っ と は と る る 、 で す 』 

権能 は た だ アッ ラー の み に 外 な ら ず 」 Oblo お 0 0 し SY 
と 云わ ざり し か ? 激 、 た と え 我 を 財力 A 
と 子孫 と に 於 いて 、 当 より 劣る と 見 る 605.39 じ らら 
と し て も 。 


41. ? 狼 ら く 我 が 主 は 、 我 に 汐 の 彫 に 5312 の ら 人 、 つ 1 つう う 、 を っ 9 
優る も の を 授け 給 わん 1。 面 し て 、 _- 5 
溢 の 較 に は 天 か ら ' 千 を 投 ず る な り 2 し こと に あし る うそ 上 に 


1693 され ば 、 そ は 不毛 の 荒野 に 帰す る て (グッ 2 ラロ 
る な り 。 る le ao で っ 3 S| 
42. 或いは 、 そ の 水 が 地面 深く な り e363 LE 3 
て "4 流 決し て それ を 見 出し 得 ざる Ov 
べし 」。 og 
43. “され ば 、 彼 の 果実 は (天災 に ) 抽 ら az ご 48 た 226 < ls 
えら れ 、 彼 は それ に 費やし た も の の た 


ョ ン ンダ 7 ン ン で る 
め 、 両 手 を 堅く 所 っ て 嘆き 悲し め り 。 3200 JE、} そ 


2 当 節 お よび 36、40 館 で は 二 つ の 御 蒼 園 33 館 ) の うち 、1 つ は イス ラム 以前 に 実 
際 、 消滅 し た た め 、 ひ と つの 園 の み に つ いて 述べ られ て いる 。 キ リス ト 教 徒 に と っ て 
最大 の 誇り の 源 と な っ た 園 は 、 イス ラム 後に 栄え た 園 、 つ まり 彼 等 の 現在 の 大 いな る 

物質 的 進歩 と 権力 な の で ある 。 

283s 天 か ら " と いう 語 は 、 い か な る 地上 の 力も 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 の 軍事 力 に 実 
際 上 、 抵抗 し 戦う こと が で き な い こと を 示し て いる 。 神 自身 が 、 彼 等 の 破滅 を 引き 起 
こす よう な 状況 を 生み 出す の で ある 。 何者 も 、 彼 等 と 戦う 力 は な いで あろ う '( ム スリ 
ム 、 ダ ッ ジ ャ ー ル 書 よ り ) と 述べ た と 伝え られ 、 聖 預言 者 が 言及 し た の は 、 キ リス ト 
教 の 物質 的 栄光 を 象徴 する ゴ グ と マ ゴ グ の この 抵抗 不可 能 な 力 で ある 。 

"2924 悪 ク ルアー ン の 言葉 で は 、 彼 等 の 園 を 新鮮 で 緑 に 保つ と 表現 され て いる 、 彼 等 の 
偉大 な 手腕 や 知 的 才能 の 源 は 、 これ まで 彼 等 の 物質 的 進歩 を 支え を て きた が 、 や が て 干 
上 が り 、 彼 等 の * 園 "は 完全 に 荒廃 し て し まう こと に な る だ ろう 、 と この 節 は 示し て い 
る 。 彼 等 の 精神 的 な 新鮮 さ の 源 も また 同様 に 干上がっ て し まう だ ろう 。 
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そし て それ は その 棚 も ろ と も 件 満 を) 盾 0 53 お の 
り 18。 曽 し て 、 彼 は 云え り 、「= 我 も ho 

し 我 が 主 と 借 に 、 何 者 を も 配 せ ざり し OPCSI と 


と と で あっ て くれ た な ら ば な 1 」 ど と 。 
44. ヶ 面 し て 、 彼 に は アッ ラー に 逆 ら 
っ て 助け て くれ る 上 衆 と て な く 、 ま た 彼 
は 己 自 身 も 護り 得 ざ りき 。 


45. “か か る 場合 に 於 ける 加護 は 、 真 理 


RS 彼 は 最 苦 の 
報奨 者 に し て 、 最善 結果 を 降 し 給 う 。 
7 a 


46. 7 また 、 彼 等 に 、 現 世 の 生活 の 職 を 

述べ よ 。 そ は 、 われ ら が 天 か ら 降 す 水 
の 如 し 。 大 地 の 植 物 は それ を 混 じ た 
り 。 され ど そ は 破 庁 となり 、 風 に 吹き 


散ら され る "9%。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 
万 事 を 支配 す 。 
47. 2 富 や 子女 は 現世 の 生活 の 飾り な 


り 。 な れ ど 、 永続 する 善行 こそ 、 液 の 
主 の 目 に は 、 報 所 に お いて 最善 な り 、 
また 希望 と し て 優 り た る も の な り 。 


48. 面 し て 、7 わ れ ら が 山々 を 動か すそ 
の 日 、 液 は 大 地 が その 体内 を さら け 出 


アコ i 8 の 
し Ya 


で に で ビ 


CG 


na 
23 う > 
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SG 


し 8 
Ba 


0 2 ラグ 


Ci Sil 2 


I SIN Fs 


68:32, P28:82. “40:17; 82:20. A10:25; 57:21. 93:15: 57:21.752:11: 78:2 81:4. 


1e98 惣 質 的 富裕 を 維持 し よう と する キリ スト 教徒 た ちの 全て の 努力 は 、 煙 の ご と く 消 え 


権力 や 名 声 は 、 また た く 間 に 突然 、 傾く で あろ う 。 つい で な が ら 、 
ろ と も : * 側 中 と 示さ れ て ある が 現実 に は そう いう 
て いる * 園 "と いう 語 は 、 文 字 通 り の 意味 で 使わ れ た の で は な いこ と を 示し 


当 節 で は 、 園 は 棚 も 
こと は な いた め 、 これ ら の 節 で 使わ れ 
て いる 。 


9929 な ん と 、 適 切 で 力強い 、 世 俗 生 活 の は か な さ の 表現 な の だ ろう か ! 
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二天 
す を 見 ん 。 され ば 、 われ ら は 彼 等 を 集 
め *9%7、 そ の 一 人 だ に 残し は せめ 。 


49.“ し て 彼 等 並ん で 流 の 主 の 御前 
に 捧 記 させ られ ん 。 2 げに お 前 達 は 、 
われ ら が お 前 達 を 最初 に 創り し が 如 
く *99%、 わ れ ら の 件 許 に 来 た れ り 。 な 
れ ど 、 お 前 達 は 、 われ ら が お 前 達 の た 


め に 約束 の 日 を 決し て 定め ざる と 思 


いた りき 

so 決し て 、 帳 潤 が 提示 され 、 液 は 、 
罪人 ども が その 中 に 記さ れ た こと に 
つい て 恐れ お の の く 姿 を 見 ん 。 田 し ご 
て 、 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 情 け な い こ 
と か な 、 こ は な ん た る 帳簿 ぞ ! 細 大 混 
ら さ ず 、 全て を 記録 せ し こ と を 」。 帝 
し て 、 彼 等 は 、 己 が な し た る 所 業 の す : 
べ て を か に 見 出さ ん 。 され は 六 の 人 

主 は 、 何 人 を も 不正 に は 処 仙 せ ず 。 
項 


アル ・ カ フフ AI-Kabhf( 洞 窟 ) 


本 八草 


ン ョ クン 


た eS0 2 わら 5 めい 
ot 

re SE | うと う 
J 本科 の 3 っ し る = 


る 


a bi 


0 
Ag 
1 
EEIA<35 
8 @65z 1a022UE 


Ss. 『 面 し て 、 われ ら が 諸 大 合 に 向っ PY 143 交 | 2 と 8 ue 13 
て 、「 ア ダム の た め に 還 頭 せよ 」 と 去 2 
え し 時 、 彼 等 は みな 叩 頭 せり 。 但し イー 6sdjioeOP っ 届 U USR 
ブリ ー ス は 別 な り 。 彼 は ジン の 中 に し 

78:39. 76:95. “39:70、 3.31: 99:8-9.72:35: 712: 15:30-31; 17:62; 20:117: 38:73-75. 
2 首長 達 を 意味 する (Lane より )。 当 節 で は 、 聖 書 の 音 葉 に より 


国家 が 国家 


に 反抗 し て 立ち 上 が り 、 王国 が 王国 に 反抗 し て 立ち 上 が り 、 さま ざま な 坦 


所 で 錠 欄 、 疫 病 、 地 震 が 起こ る と き ( マ タイ 24 章 7 節 ) 、 先 の 数 節 で 述べ られ た 悪 の 


力 、 す な わ ち ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 


* な る 破滅 に 関す る 預言 が 、 


果たさ れる で ある ろう と い 


うこ と が 示さ れ て いる 。 ハシ ャ ルナ ー ブ ム (われ ら は 彼 等 を 集め ) と いう 表現 は 、 彼 等 


が お 互い に 向き あっ て 、 戦 闘 隊形 を と っ て 集まり 、 あ くま で 戦う こ 0 
彼 等 が 全て の 権力 、 権 威 を 奪わ れ 、 以 前 の ご と く 服 従 と 恥辱 の 状態 
こと を 余儀 な くさ れ て し まう こと を 意味 し て いる 。 


28 と の 湯葉 は 、 


に 戻る 


を 意味 し て いる 
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て 、 その 主 の 命令 に 背 き た り 。 され ば 45830 る うに 8 
お 前 達 、 彼 や その 子孫 を わし を 差し 軒 Ne 
いて 友 と せん と する か ? 彼 等 は お 前 や 243 8、 り 2 じ 4 2533 
達 の 英 で ある に も か か わら ず 。 面 し て 
不義 者 ども の た め に 、 その 交換 は 悪し 
き な り 。 

52. われ は 諸 天 と 大 地 の 創 造 に お い A 0 
て 、 並 びに 彼 等 自身 の 創造 に お いて A 

も 、 彼 等 を 証人 た らし め ざ り き "9。 公 誠 SE Y3 


る a 


OI RM へ 3 と 


また 、 われ は 、 迷わ せる 者 ども を 片腕 っ 
と する に 非 ず 。 


53. また 彼 が 、「< お 前 達 が わし の 同位 時 PD 1 2 
者 と 考え し も の ども を 喚 べ 」 と 云う そ _ 
の 日 、 彼 等 は その 者 ども を 喚 ぶ な れ | 記 > こ う っ 53241 
時 MR の 
し 。 曽 し て 、 わ れ ら が 両者 の 間 に 障壁 OG Non ery 
7790 を 設け た る な り 。 


s4. され ば 罪人 ども は 業火 を 見 、 そ の :4 殺 2E5 入 抽 9 
中 に 投 ぜ せら れん こと を 悟る も 、 そ こ か は . 
ら 迷 れる 役 を 見 出さ ざる べし "|。 を OE 8 


“16:28; 28:63, 75; 41:48. 1.40: 38:60: 52:14. 


2 当 節 は 、 そ の と き 世 界 の 恒久 的 平和 と 調和 の 時 代 を 布告 する 新た な 世界 秩序 に つ 
いて 、 一般 に 語ら れ 、 い わ ゆ る 政治 的 、 社会 的 思考 の 指導 者 た ち は 、 その 確立 を 求め 、 
主張 する が 、 神 が 、 こ の 至高 な る 任務 の 成 革 を 自ら の 仕事 と し た た め 、 彼 等 は 、 努 力 
を 実ら せる こと は で き な い で あろ うこ と を 意味 し て いる 。 

7 の 当 節 は 、 こ れ ら の 国家 が 高い 関税 障 歴 、 鉄 の カー テン を 張り めぐ ら せ 、 お 互い に 
経済 ボイコット を な すこ と を 意味 し て いる 。 また は 、 彼 等 が 破滅 に 至る 致命 的 な 戦争 
に まき こま れる こと を 意味 し て いる と も と れる 。 
"9 西洋 の 不信 仰 国家 は 、 多 大 な 破壊 力 を 誇る 戦争 の 接近 に 遭遇 する で あろ う 。 彼 等 
は 、 あ ら ゆ る 手段 に 訴え て 、 そ れ を 避け よう と する が 、 そ の た め の 彼 等 の 計画 や 努力 
は 全て 、 むだ に な る で あろ う 。 西洋 は すでに 、 世 界 に お ける 西洋 の 政治 的 支配 、 名 声 
を 破壊 され る と ころ で あり 、 ま た 西洋 文明 を その 基盤 まで ゆる が し た 2 度 に わた る 最 
も 破壊 的 な 戦争 の きび し い 試 練 を くぐり 抜け て きた の だ 。 第 3 の 大 虐殺 が 西洋 を 、 い 
や お そら く は 全 世 界 を の ぞ き 込ん で いる 
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八 項 

s5. < げに われ ら は 人 間 の た め 、 こ の 5s OO は 83 じ 32353 

クル アー ン の 中 で 、 一 切 の 比 職 を 旨 IN 9 

り 返し て 説明 せり 。 然 る に 、2 人 間 0 の ONO JEkJ 呈 

と は 、 すべ て の も の 以上 に 議論 好き を 

な り 702 @ ゞ > 


s6.“ 面 し て 、 符 導 が 彼 等 に 来 た り し 

き 、 往 古 の 民 の 慣例 が 彼 等 の 身 に 起 る 
を 望む か 、 そ れ と も 、 天 凡 の 急襲 に 直 
面 す る を 望む に 非 ず ば 、 彼 等 が 信仰 に 
入り 、 己 が 主 の 落 免 を 請 い 求め る こと 
を 妨げ る も の は 何 も な か りき 。 


57. 4 市 し て 、 われ ら は 肥 報 者 と 癌 千 
者 と し て 使徒 を 遣わ す に 過ぎ ず 。 然 る 
に 、 拒 否 す る 者 ども は 虚偽 を 以 て 論 生 

し 、 それ に よっ て 真理 を し り ぞ けん と 
す 。 布 し て 彼 等 は 、 わが 神 兆 と 彼 等 に 


警 百 され た る も の を 喘 笑 す 。 


58. され ば 、 その : 主 の 神 兆 を 気づか せ 
られ し と も 、 之 を 忌 忌避 し 、 また 己 が 手 
が 先 に 送り し も の を 忘れ た る 者 より 
き 天 に 人 な 邊 の る や ?e げ に われ 
ら は 、 彼 等 が それ を 理解 し 得 ざ 1 
に 、 その 心 に 着い を か け 、 また 彼 等 
耳 を 鈍く す 2。 さ れ ば 、 0 


717:42, 90. 


sz 


2 2 sbs 
lh 


233488 0O| 1 EC es 
JG A 


2j6:5: 36:78. “17:95. D244; 4:166; 6:49; 17:106. “2:8; 6:26; 17:47; 41:6; 47:17. 


2 当 節 は 、 以 下 の こ と を 意味 する 。 


(1①) 神 の 全て の 創 入 


造物 の 中 で 、 人 間 は 、 理 性 と 


知 的 肖 E 力 を 授け られ て きた 。 し か し な が ら 残 念 な こと に 、 人 間 は 、 その 真実 を 拒否 し 


他 の 邪悪 な 目的 を 遂行 する た め に 使っ て いる の だ 。 (2) また 、 人 間 は 
疑い の 犠牲 者 で あり 、 めった に 満足 する こと が な い 。 
確信 の も て る 論議 に お いて さえ 、 人 逃げ 道 を 見 つけ だ そう と する と いう 
7 不信 仰 者 は 、 道理 を 理解 し 、 神 か ら 授 けら れ た 上 
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、 慢 性 的 な 不 安 と 
そし て 、 常に 疑い 深い た め 、 最も 
意味 だ と も と れる 。 
E 力 を 活用 する の を し つこ くく 拒否 


十 八 章 アル ・ カ フフ ALKahf( 洞 窟 ) 十 五 巻 


用 


彼 等 を 徐 導 へ 呼び か ける と も 、 役 等 @15 III ON 
は 決し て 導 か れ ざ る べし 。 
Ss9. 2 大 し て 、 液 の 主 は 軸 大 に し て 、 KT | Rt 
3 3 < 
慈悲 深い 御方 に まし ます 。 ヶ 彼 も し 彼 2 
等 の 稼ぎ し も の を 以 て 彼 等 を 捕らえ i ro a 
る な ら ば 、 彼 は きっ と 彼 等 に 天罰 を 所 る っ セン 
が し た り 。 然し な が ら 、 役 千 に は 定め BA ざ っ ぎっ 9 の 9 


られ た 一 期 あり て 、 彼 等 それ より 逃れ RE 
得る 術 を 見 出さ ざ る べし 。 を ルス 


60.“ こ れ 等 の 邑 々 を 、 わ れ ら は 彼 等 が UBS eS ES 
不義 を な し た る 時 に 滅 ぼ せ り 。 面 し 。 

て 、 我 等 は その 滅亡 に は 、 一 期 を 定め を Oe REI 
た り 。 

九 項 

61. 面 し て 、 モ ー ゼ が その 従者 に 向っ に と 32148、 ルン 11 記 
て 、「 わ し は ご つの 海 が 出合 うと ころ ンー る 
に 行き つく まで 00、 何 年 か か る 3 と OR 


16:134, 148, P10:12; 35:46. “LL:101. 


する 。 そ の 結果 、 そ の 能力 や 才能 は さび つき 、 腐 敗 し 、 彼 等 は 罪 と 邪悪 の 中 で 、 も が 
きつ づけ る の で ある 。 
7 の 当 節 に お いて 、 モ ー ゼ の イス ラー ( 霊 的 夜間 飛行 ) の 主題 が 始ま る 。 上 記 で 述べ ら 
れ た 如く 、 イ エス ・ キ リス ト の 信者 達 が 偉大 な る 繁栄 と 支配 力 が 得 ら れ 、 彼 等 の 波 湯 
OO この キリ スト 教 国家 
5 - つ の 降 盛 期間 を 33 節 で は 二 つ の 楽園 と 表し て いる 。 ま ず 、 ロ ー マ 午 淀 の コン ス 
の めす リス ト 教 は 国家 公認 の 宗教 と な り 、 イス 
ラム の 聖 預言 者 の 到来 まで 持続 し た 時 期 で やる 。 そし て 、 この うち 二 つ 目 に し て 最も 
重大 な 時 期 と は キリ スト 教 国 家 が 膨大 な 権力 を た くわ え 、 ア ジア や アフ リカ 諸国 が ま 
る で 奴隷 か 農奴 の よう に 彼 等 の 手 の 上 で 踊ら され て いる 現在 で ある 。 両 園 の 間 に は 有川 
が 流れ て いる (34 節 )。 こ の 川 と は 上 に 述べ た キリ スト 教 の 二 つ の 時 代 の 間隔 を 埋め 
る 、 歴 中 上 甚だ し い 影 響 を 及ぼ し た イス ラム の 誕生 、 上 昇 、 そ し て 力 を 哨 喰 し て いる 。 
これ ら 全 て を 繋げ 合わ せ 、 歴史 上 背景 を 裏付け る の が 前 後 の 節 に 詳細 が 述べ られ て い 
る モー ゼ の イス ラー-( 霊 的 夜間 飛行 ) で ある 。 モー ゼ は 彼 の よう な 使者 が 世に 送ら れ て 
来る で ある ろう 事実 を 前 も っ て 知ら され て いた ( 申 命 記 18:18)。 こ の 天 啓 は 73:16 節 に 
お いて その 記述 を 確認 する こと が 出来 る 。 モー ゼ の 洞窟 の 居住 者 と ゴ グ と マ ゴ ダ の 間 
を 渡っ た 旅 の 本 義 は キリ スト 教徒 の この 二 つ の 時 代 と その 発展 や 進歩 を あら わす こ 
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も 旅 を 止め る 気 は な し 」 と 云え し 時 
(を 思い 起こ せ ) 944。 


と に ある 。 聖 クル アー ン は モー ゼ の 啓示 に 公 及 され た 対照 物 キ リス ト 教 の 二 つ の 期間 
の 間 に 出 現す る 聖者 に 関し て の 事柄 を 指摘 する 。 そ れ 故 、 当 人 節 で は 歴史 的 秩序 も 陳述 
され て いる 
79 フク ブ (Huqub) と は フク バ の 複数 形 で あり 、 長 い 間 、 無 期限 、 年 月 、70 年 も し 
く は それ 以上 、 を 意味 する (Lane と Mufradat より )。 
モー ゼ の イス ラー は 聖 預言 者 の イス ラー と 同様 に (17:2) 、 物 理 的 な 旅 で は な く 、 
体 離 脱 と いう 霊 的 な 体験 で あっ た 。 聖書 と 聖 ク ルアー ン は この 見 解 を 是認 する 。 
を 支持 する いく つか の 論証 は 下記 の よう で ある 。 

(①) キ リス ト 教 徒 に よっ て 、 モ ー ゼ の 生涯 の 着実 な 記録 を 多かれ 少な か れ 綴 っ て い 
る と みな され る 聖書 は 、 こ の 異例 で 驚異 的 な こと を 留意 させ な い ば か りか ちょ っ と し 
た 言及 で さえ な され て いな い 。 (2) モー ゼ が 使徒 に 拝命 され る 前 及び その 後に お いて 、 
な され た 唯一 の 知ら れ て いる 旅 は ミディ アン へ の 旅 で ある 。 聖書 と 聖 ク ルアー ン の 両 
方 は それ に 言及 し て いる 。 そ し て 両者 は 又 、 モ ー ゼ が ミディ アン へ の 旅 を 一 人 で 全う 
し た も の だ と し て いる 。 し か し 当 節 及び 次 の いく つか の 節 で 語ら れ て いる 旅 に は 、 彼 
は 若い 弟子 に 同行 し て いる と され て 語ら れ て いる 。 (3) マ ジュマ アル ・ バ ー レ ー ン 
(Majma'aLBahrain) と いう 地名 は この 世界 に 存在 する も の で は な い 。 この 表現 は 単に 、 
ニニ つの 海 の 合流 点 の み を 意味 する 。 エジプト を 脱出 し た 後 の モ ー ゼ の 居住 地 に 最も 近 
いこ の よう な 海 の 合流 点 は 、 バー ブル ・ マ ンダ ブ と いう 所 で あり 、 こ こ で は 紅海 と イ 
ンド 洋 が 接触 する 。 そし て 、 地中海 と マル マラ 海 が 絡み 合っ た ダー ダネ ルス 海峡 で あ 
る 。 そ し て 、 イ ンド 洋 が ペル シア 湾 に 接する アル バー レー ン で ある 。 と これら の 全て の 
所 の 内 、 ダ ー ダ ネル ス 海 峡 の み が こ の 会 合 が な され た 場所 と し て 考え られ る 。 な ぜ な 
ら ば 、 エジプト か ら そ の 途中 に 、 彼 が その 生涯 で た どり 着け な か っ た 目的 地 の カ ナン 
ER ケ所 も モー ゼ の 居住 地 か ら 約 1000 マイ ル の と こと 

ろ に 存在 し 、 当 時 は 発達 し た 交通 網 や 輸送 機関 が 不足 し た こと を 考え れ ば 、 モ ー ゼ 
が この よう な 遠い 所 を 訪れ る に は 数 ヶ月 を 要 し た で あろ る ろう 。 また 、 モ ー ゼ に は トゥ ー 
ル 山 に 出向 いた 40 日 間 の 留守 中 、 その 信者 達 の 中 に 起き た つら いい 経験 が あっ た た め 、 
彼 は 信者 た ちの 精神 的 福利 に 危険 を 招 か ず 、 彼 等 を お いて その よう な 長い 旅路 に 出る 
こと は 出来 な か っ た 。 マ ジュ マ ア ル ・ バ ー レ ー ン (Maima'al-Bahrain) と いう 表現 は 、 
イス ラム と モー ゼ の こつ の 時 代 の 合流 点 を 意味 する と 思わ れる 。 

この 旅 は モー ゼ の 肉体 的 な 出来 事 で は な く 、 精 神 的 な 経験 で あっ た こと を 立証 する 
この 外 的 証拠 の 外 に も 、61-83 分 に 於 いて 十分 な 内 的 証拠 が ある 。 

a)’ * 神 の 僕 と は 、 王 様 に よっ て 強制 的 に 捕まえ られ る こと か ら 護 る た め に は その 
船 に こ 孔 を 究 ち た り (72 節 ) で あっ た 。 し か し 、 損 害 を 与え た 後 も 、 船 は 航行 可能 で あ 
っ た か 、 そ う で な か っ た か ? も し 船 が 航行 可能 で あっ た な ら 、 何 故に 王様 は その 船 を 
捕獲 し な か っ た の か ? も し 船 が 航行 可能 で な か っ た と する な ら ば 、 何故 その 船 は 沈ま 
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アデ ン 
+ 


62。 さ れ ば 、 彼 等 両者 は その こつ の ( 海 に き お 私 に し 3 に CAAA 


科す の を を あり 
が 魚の こと を 忘れ た れ ば 1705、 そ は 束 OL A Gas SS 
や か に 海中 へ と 己 が 道 を つく れ り 。 


な か っ た の か ? 現実 世界 に お いて 、 船底 に 大 き な 穴 が 開い た 後 も 水面 を 浮遊 し て いる 
事実 を 聞い た こと は な い 。 然し な が ら 、 幻 影 の 世界 に お いて は 、 そ の よう な こと は 可 
能 で ある 。 (b) この 現実 の 世界 で は 、- 一 般 の 人 で すら 正当 な 理由 な し に 他 者 の 生命 を 
玲 う こと は 出来 な い 、 ま し て 神 の 預言 者 も 、" 神 の 僕 " が な され た と いう 叙述 の 如く (73 
節 ) 、 そ れ が 出来 な い の で ある 。(c) モー ゼ の よう に 偉大 な る 神 の 預言 者 で あり 、 高 潔 
寛大 な る 人 物 は 、 そ の 町 の 人 々 は 彼 等 を 歓迎 する こと を 拒否 し た 故に 、* 神 の 僕 "が 二 人 
の 孤児 達 の 崩れ か か っ た 壁 を 修理 し て も 、 その 貧し い 少 年 達 か ら 支 払い を 要求 し な か 
っ た こと を どう し て その 欠点 と し て みな す で あ る ろう か ? 二 人 の 孤児 達 は 、 モ ー ゼ の 立 
腹 に 値する な に を し た の か ? 彼 等 を 客 と し て 歓迎 し な か っ た の は 町 の 人 々 で あり 、 少 年 
達 で は な か っ た 。 (@ 偉大 な る 神 の 預言 者 で ある モー ゼ の 如き 者 は 、 舟 に 孔 を 開け る 


* 神 の 僕 "を 捜す こと に お いて 骨 の 折れ る 長い 旅 を する こと は 信じ られ な いも の で ある 。 
さら に 、 聖 預 詩 者 は 次 の よう に 語っ た と 記録 され て いる 。「 神 が 我々 に 目 に 見 えな い 
秘密 を より 多く 啓示 する た め に モー ゼ は 沈黙 を 守り 続け た で あれ ば な あ 」( ブ ハー リ 
ー・ キ ター ブッ タフ スィ ー ル より )。 然 し な が ら 、“ 神 の 僕 " が な し た と 述べ られ て いる 
異常 な 行動 に は 、 目 に 見 えな い 秘 蜜 は 何 も な か っ た 。 マ ー ワ ルディ ー(Mawardi)i に よ 
れ ば 、 モ ー ゼ が 会 っ た の は 人 間 で は な く 、 神 の 天使 で あっ た (kathir より )。 こ れ 等 の 
すべ て の 事実 を まとめ て 見 れ ば 、 モー ゼ の 旅 は 単なる 幻影 で あり 、 そ の 実体 と 趣旨 を 
理解 する に は それ を 解釈 し 説明 する 必要 が ある と いう 非常 に 中 味 の あ る 、 そ し て 重要 
な 証拠 が 構成 され る 。「 若 い 従者 」(61 節 ) と いう 語 は 、 ヌ ー ン の 息子 ど ジョ シュ ア を 留 
意 し て いる と 思わ れる 。 し か し 、 そ れ は イエ ス に 、 よ り ふ さわ し く 当 て は まる 。 イエ 
ス は モー ゼ の 若い 仲間 で 、 律 法 と 預言 者 を 廃 す る た めで は な く 、 成就 する た め に きた 
の で ある (マタ イ に よる 福音書 $:17)。「 わ し は 二 つ の 海 が 出会う と ころ に 行き つく まで 
は 旅 を 止め る 気 は な い 」 と いう 言葉 は 、 モー ゼ の 若い 従者 は その 旅 の 終わ り に 彼 に 加わ 
っ た こと を 示す 。 モ ー ゼ は その 旅 の 最初 か ら 若い 従者 を 一 緒 に 回れ て いな いよ う で ある 。 
イエ ス は モー ゼ の 1400 年 後に 出現 し た 。「 何 年 か か ろう と 旅 は 止め る 気 は な い 」 とい 
う 斉 葉 は 、 モ ー ゼ の 天 啓 法 は 何 百年 間 も 有 効 で 残る こと を 意味 し て いる 。 モー ゼ か ら 
聖 預言 者 の 出現 、 つ まり モー ゼ の 天 啓 法 が 終わ る まで の 期間 が 2000 年 で ある 。 

7 や フー ト (Han= 魚 ) は 、 幻 と な っ て 見 られ る と 、 正 し き 人 々 の 崇拝 の 家 を 示す (Ta'tirul 
Anam より )。 この 語 の この 意味 に お いて 、* 二 つの 海 が 出合 う 場所 に 彼 等 が 到達 する と 、 
彼 等 は 魚の こと は 忘れ て し まっ た "と いう 表現 は 、 モ ー ゼ と イス ラム の 摂理 が 出合 う 
と き 、 すなわち 、 モ ー ゼ の 摂理 が その 機能 を 停止 させ 、 イ スラ ム の 摂理 が 効力 を 発生 
する と き 、 真 の 正義 が モー ゼ と イエ ス の 従者 た ちの 間 よ り 出 で 、 そ の と きよ り 、 新 た 
な 摂理 の 従者 た ちの 特別 な 町 と な る の で ある (48:30 節 ) 。 
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と て 


63. 市 し て 、 彼 等 二 人 ( そ こ を ) 過ぎ 去 “CE CE 
る や 、 彼 は その 従者 に 云え り 。「 我 等 


の 朝 負 を 我 等 へ 持て "%。 げ に 我 等 OLS DD 


この 旅 に は 疲れ た り 」。 
6G4. 役 は さえ り 、「 的 ご 存 知 か 、 我 等 3 で 2G 
岩の上 に て 休め し 時 ""、 我 は 魚の と 、。 テー ラン < 
と を 忘れ た り 。 され ば 、 それ を 覚え て 363 36 
お く こ と を われ に 忘れ させ た る は 、 !(: ン 
悪魔 に 外 な ら ず 。 され ば それ は 不思議 。 
に 海 へ と 己 が 道 を つく れ り 」。 EG 


65. 彼 は えり 、「 そ れこ そ 我 人 が ボ JelS 2G UG 
め た る も の な り 」。 か く て 、 彼 等 は そ の 9 
の 足跡 を た どり な が ら 引 き 返 せり 。 OAL | 


66. 面 し て 、 彼 等 は 、 わ れ ら が 己 が 御 RAN eS 3 12613238 
許 か ら 慈悲 を 垂れ 、 ま た 我 等 は 己 が 御 

許 か ら 彼 に 知識 を 授け し 僕 等 の 人 Ule 6 35Je 6 
7 を 見 出し た り 。 


8 紀 で 「 朝 錠 ( 朝 の 食事 、 朝 食 を 頼む こと ) 」 は 、 疲 労 を 表す (Ta'tirul Anam より )。 
そし て 当 節 で は 、' 二 つの 海 が 出会う と ころ , を 過ぎ 、 長 い 間 、 そ れ ぞ れ の 旅 に 出 、 む 
な し く 約 束 さ れ た る 預言 者 を 待つ こと に あき あき し た の ち ( 申 命 記 18 章 18 節 ) モ ー ゼ 
と 彼 の 若き 仲間 は 、 預言 者 は 既に 現れ た の だ が 、 自分 た ち が 彼 に 気づか な か っ た か も 
し れ な いと いわ ん と し て いる 。 当 節 で は 、 モ ー ゼ と 彼 の 若き 仲間 (イエ ス ) は 、 そ れ ぞ 
れ ユ ダ ヤ 教 と キリ スト 教 を 象徴 し て いる 

1797 夢 や 幻影 の 言 言葉 に お ける サフ ラ (Sakhrah) と は 、 悪行 と 罪 の 人 生 を 示す 。 従 っ て 、 
* 我 等 岩の上 に て 休め し 時 "と いう 表現 は 、 二 つの 海 が 交わ る 時 、 す な わ ち モー ゼ の 時 
代 は 終盤 を 迎え 、 新た な 預言 者 と 新た な 天 啓 法 が 到来 する 時 、 ユダ ヤ 人 と キリ スト 教 
徒 は 悪 習 大 行 に 満ち た 生涯 に の まれ る で あろ うと いう 意味 で ある 。" され ば それ は 
不 思 職 に 池 へ と 己 が 壮 を つく れ り * と いう 懇 匂 は 、 真 の 信 い と の 崇拝 は この よう な 
人 々 か ら 離 れる で あろ うと いう こと を 示唆 し て いる 

1708 こ の * 神 の 僕 "( ア ブ ド ) と は 誰 な の だ ろう か 。 神 は 誰 に 慈悲 を 授け た の で あろ うか 。 
神 は 誰 に 知識 を 与え を た の で あろ うか 、 モ ー ゼ は 誰 を 求め て 、 神 の 命令 を 履行 し 、 あ の 
よう な 長い 困難 な 旅 に 出 た の で あろ うか 、 誰が 全て の 話 の 中 心 人 物 で あり 、 英雄 で あ 
る の だ ろう か 。 聖 預言 者 へ ムハンマド 以外 に は 考え られ な い の だ 。 彼 の 魂 は 、 モ ー ゼ の 
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67. モー で は 彼 に 向っ て 云え り 、 「 流 る ks、 の 1 3 
が 教え られ た る 類 導 の 中 か ら 我 に 


も 教え て くれ る な ら 、 我 波 に 従う べ 134 edd 
まや ?」 7 の 

68. 彼 は 云え り 、「 流 は 決し て 我 と 共 OE IG 

に 忍耐 する を 得 ず "や. - 


る 


幻 に お いて 、 肉体 を 与え られ た の で ある 。 その 理由 は 次 の よう で ある 。 (@ 彼 は 聖 ク 
ルアー ン に 於 いて 、 ア ブ ド ( 神 の 僕 ) と 呼ば れ て いる (224: 8:42: 17:2: 18.2: 25:2: 39:37: 
53:11 と 72:20) 。 実際 は 、 アブ ドゥ ッ ラ ー (Abdullah) つま り 、 神 の 卓越 し た 僕 で ある 。 
(b) 彼 は " 亡 民 へ の 慈悲 "と し て 語ら れ (21:108) 、 そ れ は 聖 ク ルアー ン に よっ て 聖 聞 言 者 
の 他 の 誰 に も 適用 され て いな い 形 容 詞 で ある 。 (c) 彼 は 非常 な 分 量 の 神聖 な 知識 を 賜 
っ て いた (4:114: 20:115 と 27.7)。(dO この 「 神 の 僕 」 は 、 モ ー ゼ に 、 彼 (モー ゼ ) は 沈 
黙 す る を 得 ず (68 節 以下 ) と 言っ た 。 そ し て 、 弄 聞 言 者 は 、「 神 が 我々 に 目 に 見 えな い 
全 二 生ま りく 示す る た め に モー ゼ は 沈黙 を 守り 続け た で あれ ば な あ 」( ブ ハー リ 
・ キ ター ブッ タフ スィ ー ル より ) と 語っ た と 記録 され て いる 。 実際 の と ころ 、 モ ー 
NR RR 火 の 中 に 神 の 顕示 を 見 た の で ある 
DC RN A ウ D 0 


の 人 2 らい うな どの 8 モー ゼ は * そ の 預言 者 "は 離 な の か 、 も ち 
る ろ る ん 知り た か っ た 。 彼 の 好奇 心 を 満足 させ る た め に 神 は 彼 に 、 よ 本 i 神 的 能力 の 
“その 預言 者 "を その 幻影 に よっ て 見 せ た 。 モ ー ゼ の 幻影 に お ける 、 一 般 的 に ハデ ィ ル 
(Khadir) と いう 名 に よっ て 知ら れ て いる この 理 越 した" 神 の 僕 "は 、 我 等 の 高貴 な る 主 
型 預言 者 ムハンマド で あり 、 彼 は 物理 的 肉体 を 持た され た 。7:144 節 も 参照 。 


7 モーゼ は 、 聖 預言 者 が 成し遂げ た 最高 の 精神 的 知識 を 与え られ な か っ た 。 

19 高 な 試 生還 区 に 対し て 、 モ ー ゼ の 信者 た ちの 忍耐 と 忠実 さ は 、 聖 預言 者 の 信 
朱 者 た ちと 同じ 高貴 な 水準 や 様相 で は な か っ た (3:22-25 と ブ ハ ー リ ー・ キ ター ブル ・ 
マガ ー ズ ィ ー よ り )。 当 人 節 は 、 モ ー ゼ と 聖 預 音 者 の 生来 の 性 質 の 違い も 比較 し て いる 。 
i っ た こと に つい て 我慢 出来 ず に “ 神 の 僕 "に 尋ね た 。 一 方 聖 預言 
者 は 、 自分 が ミー ラー ジュ ( 圭 的 夜間 飛行 ) で 見 た 種々 な 物事 の 意味 を 大 天使 ガブ リエ 
の PP NM - 人 の 偉大 な る 預言 者 た ちの 気質 の 
違い は それ ら の めい めい の 信奉 者 達 の 行動 に も 反映 し て いる 。 イス ラ エ ル 人 達 は 、 あ 
ら ゆ る 種類 の 不 必要 で 馬鹿 げた 質問 で モー ゼ を 悩ま し 続け た 。 聖 預言 者 の 信奉 者 達 の 
ふる まい は 、 高度 の 威厳 と 慎み が 特徴 で あっ た 。 彼 等 は 宗教 の 問題 に つい て 彼 に 質問 
する こと を 周到 に 避け た 。 聖 預 斉 者 と その 信奉 者 達 の 両者 は 、 20:115 節 に 包含 され て 
いる 訓 戒 を 忠実 に 遵守 し た 。 
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69. 面 し て 汐 、 そ の 実行 せ ざ り し 事柄 Js39 じ ん おこ を 5 
に つい て 、 ど うし て 辛抱 し きれ よう の 
ぞ ?」。 SD 


70. 彼 は 云え り 、「 も し アッ ラー 人 歓 し に A 2 に 3 < っ < 


な ば 、 汐 、 我 を 耐え 忍ぶ 者 と 見 出さ ん 。 2 

面 し て 、 我 は 溢 の 知 何 な る 命令 に も 背 O12 Tag1Y5 
くま じ 」。 

71. 彼 は 云え り 、「 な ら ば 、 我 に 従う EG 
と も 、 我 自ら その こと を 液 に 語る まで * すっ 


は 、" は 何事 も 我 に 問う な か れ |。 きら IS の | ま こ 
項 

72. され ば 、 彼 等 両者 は 出発 し 、 一 人 CS 、 紀 る ン SLLiUS 

が 船 に 乗り 込む や 、 彼 それ に 和 礼 を 容 ち 

た りや 1。 彼 は 云え の 、「 泊 それ に 北 を tfs た SPIE 人 MA 

傘 ち た る は 、 そ の 人 々 を 潤 れ させ ん と 


する 気 か ? 液 は ほん と うに 悪し きこ ol 2 Ce i 


と を な し た り 」。 

73. 彼 は 云え り 、「 我 は 汐 に わざ り eS は で) idU 
し か ? 滋 は 決し て 我 と 共に 忍耐 する i 
を 得 ず 」 や 3 と 。 SL 
74. 彼 は 云え り 、「 我 が 失念 せ し 改 に YE で YG 
我 を 責め る な か れ 、 ま た 厳し くし て 、 a a 
我 を むず か し い 目 に 通せ る な か れ 」。 OLE GC eS 


LAT: 17:37. 


7 玩 行 する 数 節 は モー ゼ の イス ラー( 霊 的 夜間 飛行 ) の 主題 を 紹介 する こと の み に 
役に立つ 。 然し な が ら 、 当 節 を 用 いて モー ゼ が その 幻影 で 見 た 実際 の 事件 の 叙述 が 始 
る 。「 彼 その 船 に 孔 を 容 ち た り 」 と いう 言葉 を 解説 すれ ば 、 陵 預言 者 は 、 夢 の 言葉 
で 現世 の 富 を 示す 船 の 中 に 孔 を 開け る 戒律 を 制定 する で ある ろう と いう こと を 意味 す 
る 。 すなわち 、 彼 は 、 富 は 少数 の 人 の 手 に 少し ずつ 鞭 積 する の で は な く 、 公 平 に 分 配 
され る こと を 考え て いる 。 
2 公正 な る モー ゼ の 幻 に お ける “ 神 の 僕 "( 聖 預言 者 ) は 、 二 者 の 間 に は 大 き な 違 い が 
存在 し た の で 、 そ れ ゆ え に 、 彼 (モー ゼ ) は 、 後 に 同伴 で き な い 、 す な わ ち モー ゼ の 信 
者 た ち は 彼 ( 聖 預 斉 者) を 受け 入れ な いで あろ うと 、 モー ゼ に 述べ た と し て ここ に 表 さ 
れ て いる 。 


FE 提 
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75. され ば 、 彼 等 二 人 は 出発 し "9、 02 じ 和 8 し 3513 SE 
一 人 の 若者 に 出合 合う や Mc 彼 そ の 1 is レン ィ ン ィ 
者 を 殺し た り 。 彼 は 云え り 、「" 汐 は 、 、 ァ > お JA うそ お と CSJS 
誰 も 殺さ ぬ 罪 な き 者 を 殺し た る か ? の 2 の 
液 、 本 当 に 忌 わ し いこ と を な し た り 」。 OD EE 
上 バイ 

76. 彼 は 云え り 、「 我 は 梁 に 云わ ざり 8 S EPS が 1JN 
し か ? 溢 は 決し て 我 と 共に 忍耐 する 王 

を 得 ず 」 と 。 © 


77. 役 は 云え り 、「 我 も し 、 こ の 後 、 EE od 
何事 か を 汐 に 問わ ば 、 激 我 を 伴う な か 


I Et 
れ 。 波 は 既に 我 より 如何 な る を び を も の BEG Tl CS 


傘 れ た る な り 」。 - 
78. され ば 、 彼 等 二 人 出 発し 、 或 る 呈 35 35.34113)、 紀 ” GG 
の 住民 に た どり つく や 、 彼 等 は そこ の 

誠に 食物 を 請 い た り 。 然るに 、 彼 等 2 ある OTs aT SE 
は 一人 を も て な すこ と を 揚 み た り gzeaft も 12 は 2 
rt。 彼 等 二 人 が 、 そ こ に 月 れ か か り 301 計り は > は っ 
し 愉 あ る を 見 出し た れ ば 、 彼 之 を 直し lc を > 11 ct 
た り 。 彼 は 云え り 、「 液 も し 欲し な ば 、 - 
之 に 対す る 報酬 を 得 た り し も の を 」。 の 】 


79. 彼 は 云え り 、「 こ れ で 、 我 と 液 と そそ レル セ ンー スン ンー る 8 は 上 よ 1U8 
けつ べつ つっ やう 99 を 4 ふ な ふり 
の 訣 別 な り 。 ヵ 今 我 は 、 液 が 忍耐 し 得 i 


5:33. 03:8: 12:22. 


1 と これ 等 の 節 に 於 いて 何 度 も 使用 され た イン タラ カー (Jntalaga) と いう 語 は 、 聖 預言 
者 の ミー ラー ジュ ( 霊 的 上 昇 ) の 中 に 、 大 天使 ガブ リエ ル に よっ て 使用 され た 語 、 そ の 
も の で ある 。 

7 幻 の 言葉 の 中 で 、 若 者 は と り わ け 、 無 知 、 強 さ 、 そ し て 、 野 性 的 衝動 を 示す 。 
モー ゼ の 幻 に お ける 正しき " 神 の 僕 " に よる その 青年 の 殺害 は 、 イ スラ ム 教 で は 、 そ の 
従者 に 、 肉 欲 、 情 欲 を 真 に 絶つ こと を 要求 する の だ と いう こと を 意味 し て いた 。 
14 所 節 は 、 モ ー ゼ と 聖 預言 者 が 神 の た め に ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 の 協力 を 求め 
る が 、 そ れ は 、 両 者 に 拒 ま れる と いう こと を 示し て いる 。 
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人 草 


ざり し 事柄 の 解釈 を 告げ ん 。 


80. 船 の こと だ が 、 あ れ は 海 で 働く 貧 
し い 人 々 の も の な りき "7"。 され ば 我 
が それ を 傷付け ん と し た る は 、 彼 等 の 
背後 に すべ て の 船 を 強制 徴用 する 国 
王 在 る が 故 な り 。 


81. また 、 若 者 の 場合 は "*“、 彼 の 両 
親 は 信者 な れ ど 、 彼 が 背 逆 と 不信 を 以 
て 彼 等 に 拉 を 及ぼ さん こと を 我 は 
恐れ た る が た め な り 。 

82. され ば 、 我 等 は 彼 等 の 主 が 、 彼 よ 
り も 清純 日 つ 親孝行 な (息子 ) を 取り 替 
えて くだ し 賜 わ ら ん こと を 望み た り 。 
83. そし て 、 あ の 壁 の こと だ が 、 あ れ 
は 呈 に 住む 二 人 の 孤児 の 所 有 な りき 


イン 


アー タ ンー デ ダ デン a 
8 る ラキ レン ピ NE 
EC SL 
人 ジャ ンー え z 


fu 1 | ンプ ダン ロン 26 > { 
に | 癌 \ j を 
の 2 が pe Ca) 


* 


SI SI OR 3S 


i ee 


M18 < 貧し い 人 々 "と いう 語 は 、 こと で は 、“ イ スラ ム 教 徒 " を 表し て いる と 思わ れる 。 ボ 
ー ト に 穴 を あけ る と は 、 イ スラ ム で は 、 イ スラ ム 教 徒 に アッ ラー の た め に 、 ザ カー ト 、 


施し と し て 自ら の お 人 金 を 使う よう 勧め られ て いる こと を 意味 し た 。 こ れ は 、 強 さ 、 真 
の 繁栄 と いう より は お し ろ 、 経 済 的 弱 さ の より どこ ろ で ある よう に 思わ れる が 、 実際 
よ は 、 そ う で は な い の で ある 。 イ スラ ー の 暴君 の 最たる も の は 、 ビ ザン チン お よび イラ 
ン 常 国 で あり 、 ア ラビ ア が 役 等 に 貧し く 不 毛 の 土地 で 、 わざ わざ 征服 する 価値 は な いと 
思わ れ て いな か っ た と し た ら 、 そ れ ら の 帝国 が アラ ビア を 吸い 上 げ て し まっ た で ある ろう 。 


そう いう わけ で 、 こ の 地 は 、 聖 預言 者 の た め に その まま の 形 で 保 た れ た の だ 。 

716 グラー ム (Ghulam= 若 者 ) は 、 上 記 に 述べ られ た よう に 、 夢 や 幻 の 中 で は 、 無 知 、 
強 さ 、 野 性 的 衝動 を 示す 。 当 節 で の * 彼 の 両親 "と は 、 人 間 の 体 と 魂 で ある 。 と いう の 
は 、 全 て の 道徳 的 特質 が 湧き 上 が る 源 (両親 ) は 、 イス ラム 教 で 教え られ る よう に 人 間 


スラ ム 教 は 、 こ れ ら の 衝動 を 根絶 し 、 人 間 、 つ まり 結合 し た 人 間 の 体 と 魂 を 、 慈善 心 
に 冨 お 方 向 に 発達 させ 、 ま た 、 人 間 生 活 の 高い 目的 を 達成 させ る の で ある 。 
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"77。 その 下 に は 二 人 の た め の 財宝 あり 53 に お と 竹生 32d 
き 。 曽 し て 、 彼 等 の 父 は 義 し い 人 な り _ , VT Na 
き 。 さ れ ば 激 の 主 は 、 彼 等 人 が その 3 の I ご 5 し 2 し る | 
成年 に 達し 、 己 が 財宝 を 取り 出さ ん こ を き ンタ ィ タン トン ラン ラーン ニル ン み で ブイ 
00 2 くう し る うく し て 5Y ERS 
と を 剤 みた り 。 そ は 汐 の 主 よ り の 吉 吉 で ンー ンー ーッ 
MN i と 、 ン 2 る 1 上 。 2 イッ ー ン ゴイ ンダ Ew Gs uw 
な りき 。 され は 、 我 そ れ を な し た る は 、 E03 G 15 と ES ビッ 562 
我 が 意 向 に 非 ず "4%。 これ が 、 没 が 忍 。 も し gg 人 レ て 直 
出し 得 ざ り し 事柄 の 解 羽 な り 」""。 人 き Oo 
十 一 項 


84. 血 し て 彼 等 は ズル 上 カル ナイ ン 上 ぅ る > “A Ce 
, 3 2 (うぅ いこ < ES 
re に つい て 小 に 問う な り 。 云え 、 の TF GI 


"77 孤児 は 、 モ ー ゼ と イエ ス で あり 、 彼 等 の 公正 な る 父 は アブ ラ ハ ム で ある 。 彼 等 の 
宝物 は 、 彼 等 に より 人 々 に 残さ れ た 真 の 教訓 で ある 。 そ の 教訓 は 、 人 々 の 不信 心 に よ 
り 和 失わ れ て し まう 危険 性 が あっ た の で は ある が 。 彼 等 が 也 ク タル アー ン の 教訓 の 真実 の 
悟り に 目覚 め る と き に は 、 そ れ を 受け 入れ る だ ろう と いう 目的 で 、 こ の 宝物 が 聖 クル 
アー ン の 中 で 守ら れ た の だ 。 

” それ は 神 の 命令 の も と に な され た 。 

7 イス ラム 教 の 教え は 、 根本 的 に モー ゼ の 律 法 の 原理 の ある も の と は 異な る 法律 や 
原理 に 基づい て いた た め 、 ユダ ヤ 教 徒 と イス ラム 教徒 の 真実 で あり 本 物 の 協力 は 不可 
能 で あっ た と いう 事実 を モー ゼ の 幻 は 指摘 し て いる 。 (61-83 節 に つい て 更に 詳し く は 、 
* 解 説 の 特大 版 "1517-1530 頁 を 参照 の こと )。 

79 ズル ・ カ ルナ イン (Dhul Qarnain) の 正体 を 確立 し 且つ 知る 前 に 、 何 故に 彼 の すべ 
て の 物語 は 聖 ク ルアー ン に 叙述 され 、 何 故に 当 章 に 於 いて その よう な 車 越し た 言及 が 
な され て いる か を 述べ る こと が 必要 で ある 。 西区 の キリ スト 教 の 国々 の 素晴らし い 物 
質 的 発展 の 二 つ の 時 代 の 際立っ た 論 及 は 、 当 章 に お いて 、 既 に な され て いる 。 そ の 開 
扉 の 詩 節 は 、 洞窟 の 住人 た ち を 多少 詳細 に 扱っ て いる 。 洞窟 の 住人 た ちの 初期 の 迫 坦 
及び 後 で 彼 等 の 後継 者 た ちの 進歩 と 繁栄 、 そ し て 西欧 の キリ スト 教 諸国 の 叙述 の 後 、 
イス ラム の 聖 預 斉 者 の 出現 を 象徴 する モー ゼ の イス ラー、 つ まり 寺 的 飛行 が か な り 詳 
細 に 叙述 され て いる 。 それ は 、 聖 預言 者 の 到来 に よっ て キリ スト 教 の 人 々 の 繁栄 と 進 
歩 の 第 一 時 代 が 終末 に 至る で あろ うと いう こと を 示す 。 けれ ども 、 彼 等 は まだ 少し 進 
歩 す る こと が 出来 る が 、 彼 等 は 再び 繁栄 と 栄光 の 絶頂 に 達する こと は 、 聖 預言 者 の 出 
現 の 癌 か 後に な る で あろ う 。 キリ スト 教 の 人 々 の 物質 的 壮観 と 威光 の この 第 二 の 時 代 
は 、 数 々 の 聖典 に 於 いて 、 当 章 の も うつ の 中 心 の 主題 を 構成 する ゴ グ と マ ゴ グ の 和敬 
くべ き 力 に よっ て 、 描 写 さ れ て いる 。 何故 な ら ば 、 次 に 続く 各 節 が 示す 如く 、 ゴ グ と 
マ ゴ グ 、 そ し て ズル ・ カ ルナ イン (Dhul Qamain) は 、 互 に 政治 上 不可 分 に 連結 し て い 
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「 我 は 役 の 話 の 中 か ら お 前 達 に 読 OS NE 

謀 せ ん 」。 RE 2 の 

85. げに われ ら は 彼 に 地上 に 権能 を こも 5 けっ の YI949 ピ & | 

確立 せしめ た り 。 また 、 すべて を 成 し 0 5 の 
を 

遂げ る 方 途 を 彼 に 与え た り 729。 OS 

86. され ば 、 彼 は 或 る 途 に 従え た り 。 6 らし 2 を 3 


・ 太 陽 が 没 す る と ころ に 至る や Lz2<5 sl の を 53] 9< 
9 グ ーー ンス ^ っ リ 、 みみ 

i 
む を 見 出し た り 。 また 彼 は その 近く に MM ご の 


居る 民 を 見出し た り 。 われ ら は さえ 。。 8 レン 0 
り 、「 ズ ル ・ カ ルナ イン よ 、 汐 彼 等 を やみ SOICJO い 2H は っ 
12:22。 37. 


る か ら で あ る 。 ズ ル ・ カ ルナ イン (Dhul Qarnain) の 話 は また 、 当 章 で も か な り 詳 し く 
述べ られ て いる 。 ズル ・ カ ルナ イン は ダニ エル の 有名 な 夢 の 雄 生 の 2 本 の 角 を 象徴 す 
る メド ・ ペ ルシア 和 常 国 を 創立 し た 正 だ と 思わ れる 。“ 私 は 、 雄 和牛 が 西方 、 北 方 、 そ し て 
南方 に 前 進 す る の を 見 た 。 だ か ら ど ん な 動物 も 雄 和牛 の 前 に は 立つ こと が で き な い で あ 
ろう し 、 雄 邊 の 手 か ら 解 放さ れる も の も な か っ た の で ある 。 し か し 、 雄 和牛 は 、 叫 の 意 
志 で 行動 し 、 偉大 に な っ た の だ "(ダニ エル 書 8:4, 20.21) 。 ダニ エル の 夢 の こ の 部 分 と 
完全 に 調和 し て 、 聖 クル アー ン は ズル ・ カ ルナ イン (87.91.94 節 ) の 3 つの 旅 に 言及 し 
て いる 。 こ の 事実 は 、 ズ ル ・ カ ルナ イン が メデ ィ ア と ペル シア の 王 の 記述 的 な 名 前 だ 
と いう 推論 に 対す る 大 き な 根 拠 と な る 。 メデ ィ ア と ペル シア の 全て の 王 の 中 で 、 聖 ク 
(めか IE 持 ク ル 
あり 、 親切 で 公 NII な 統治 者 で あっ た (85、 8 委 。 の 彼 は 、 神 の 有 持 な 僕 で あり 、 本 
の 啓示 を うけ た (92. 99 節 )。 (3⑬) 彼 は 西方 に 向かっ て 行進 し 、 い わ ば 、 濃 い 水 の 海 に 
太陽 が 沈む の に 気がつい た と ころ に 至る まで 、 徒 服 を 続け た 。 そ し て その 後 、 東 方 に 
向かい 、 広 大 な 領土 を 征服 し 鎖 圧 し た (87. 88 節 )。 (4 彼 は 、 野 窒 な 人 た ち が 住 み 、 
ゴ グ と マ ゴ グ が 侵略 を し た 中 ほど の 地域 へ 行っ た 、 そ し て その 侵略 を 押さ える た め に 、 
壁 を 築い た (94-98 節 ) 古代 の 偉大 な 統治 者 、 有 名 な 司令 記 の キュ ロス は 上 記 の 4 つの 
特性 を 大 い に 所 有 し て いる の だ 。 それ ゆえ に 彼 は 聖 ク ルアー ン の ズル ・ カ ルナ イン だ 
と 見 な され る 価値 が 当然 ある の で ある (イザ ヤ 書 43 章 、 ユ ズラ 書 1.2 章 歴 代 史 略 第 2 
巻 36:22,23: 世界 史 の 歴史 家達 “Cyrus 参照 )。 
39 聖書 エズ ラ 記 の 1:1. 2: イ ザヤ 書 45:1-3 と 世界 史 の 歴史 家達 を 参照 。 
7 * 大 陽 が 没 す る と ころ "と いう 語 は 、 キ ュ ロ ス (Cyrus) 帝国 の 最 西端 を 物語 る 。 又 
は 、 小 アジ ア の 北西 端 を 意味 し 、 黒海 に 斉 及 する 。 何故 な ら ば 、 そ れ は 、 そ の 帝国 の 
北西 の 限界 を 形成 し た か ら で あ る 。 当 節 は 、 キ ュ ロ ス 王 (Cyrus) が 西方 の 英 に 対し て 
な され た 遠征 に 言及 する (ブリ タニ ニカ 百科 療 典 、 世 界 史 の 'Cyrus' 項 ) 。 
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懲らしめ る も よし 、 また は 彼 等 の こと DS 332230I じ 5 
を 優し く 扱 う も よし 」。 2 

88. 彼 は 云え り 、? a IAI EE AIG 

あら は ば 、 我 等 は 役 を 必ず 前 し 、 然 る 後 、 SR 

彼 が その 主 の 御 許 に 戻ら され る な り  @DSSUNE AID 

"22。 さ れ ば 、 彼 は その 者 に 恐ろし い 

懲 六 を 味 わ し めん 」。 


89. 然し な が ら 、 信仰 し て 、 善行 を 生 GS LE 3 
む 者 あら ば 、 彼 に は 善き 報奨 あら ん 。 ーー 
され ば 、 わ れ ら は 彼 の た め に 容易 な る ⑥ ら bE | 
こと を 命ぜ ん "5。 

90. また 、 彼 は 或 る 途 に 従え た り 。 


91. 彼 は 太陽 が 昇る ( 国 ) に 至る や 


"24、 彼 は それ が 、 我 等 が それ に 対し 
て な ん の 稀 い を 設け ざり し 民 の 上 に 
昇り 来る を 見 出し た り 。 


92. (事実 は ) か く の 如 し 。 面 し て われ 


上 IMB に 
2 の 3 うっ る 、 うそ 和む 5 
EE 


4 


RE I CEI EE 


ら は 確か に 、 彼 が 実行 せ し す べ て の こ 
と を 取り 囲み た り 。 
93. また 、 彼 は 或 る 道 


首 に 従え た り 1728。 OS 


47:166. 72:26: 3:58: 6:49: 19:61; 25:71; 34:38, 


22 キュ ロス (Cyrus) は 来世 を 信じ た 。 彼 は ゾロ アス ター 教 の 信 奏 者 で あっ た 。 そし て 、 
ゾロ アス ター 教 が 全て の 宗教 の 内 、 イ スラ ム に 次 いで 番目 に 、 来 世に 偉大 な 重点 を 置 
いて いる 。 キュ ロス 王 と 彼 の ペル シア の 信 拝 者 達 は ゾロ アス ター 教 の 純粋 な 教義 を 忠実 
に 守り 、 そ し て 外国 の 祭 式 を 歳入 し た こと に 間違い な い ( ユ ダ ヤ 柏 科 辞 典 第 4 巻 、404 買 ) 。 
723 イザ ヤ 書 45:1-3 節 、 歴 代 中略 第 2 巻 36:22-23 節 参照 。 

1724 当 節 は 、 太陽 が 激しく 照り つけ る 樹木 の な い 不毛 地帯 で ある アフ ガニ スタ ン や バ 
ル チ ス タン と いっ た 東方 へ の キュ ロス の 遠征 に 斉 及 し て いる 。 ま た シー スタ ン や へ ヘラ 
ト の 東方 まで 、 そ し て メシ ュ ド まで つづ く ド ッ ゥ ッ ズ タブ の 北方 まで 何 百 マイ ル も 広がっ 
た 平野 に 暮らす 人 々 に も あて は まる の で ある 。 

7 当 節 は 、 カ スピ 海 と コー カサ ス 山 脈 の 間 の 領土 、 ペ リシア 北方 まで の キュ ロス の 
3 度目 の 遠征 に 言及 し て いる 。 
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94. 彼 二 つの 山 の 間 に 入り 来る や 2 <<< EKee2t つ 9 ミー 


イタイ 2 タン イー ラブ を | ンチ エ 3 
ざる 民 77 を 見 出し た り 。 の 52945 0 LESY 33 
EY 


95. 彼 等 は 云え り 、「 ズ ル ・ カ ルナ イ ニラ レレ %( 。 
ン よ 、 げ に ゴ グ と マ ゴ グ "7 全 が 地 に 騒 a > 


26 メー つの 山 " と は 、 二 つの 障壁 を 意味 する 。 壁 が 築 か れ た デル ベン ト の 道 は 、 片 側 
が カス ピ 海 、 も う 一 方 の 側が コー カサ ス 山 脈 に 接し て いた 。 これ ら 二 つが 、 二 つ の 障 
忌 の 役目 を 果たし て いた 。 

1727 こ うい っ た 地域 の 人 々 は 、 キュロス と は 異な る 言葉 を 話し た 。 し か し ペル シア の 
すぐ 近隣 に 住み 、 ペ ルシア 人 や メデ ィ ア 人 と 、 常 に 接し て いた た め 、 彼 等 は 、 非常 に 
不 十分 で あり 、 また 非常 な 困難 を 伴っ た が 、 彼 等 の 言葉 を 理解 し 、 話 せる よう に な っ 
た の だ 。 壁 が 築 か れ た 地域 は 、 ペ ルシア に 隣接 し 、 の ち に は 、 ペ ルシア の 一 部 と な っ 
た 。 し か し 今 で は 、 ロ シア 領土 に 含ま れ て し まっ て いる 。 (ズル ・ カ ルナ イン に つい 
て 更に 詳し く は 、“ 解 説 の 特大 版 "1531-1540 す 真 を 参照 の こと )。 

238 ヤジ ュー ジュ と マジ ュー ジュ (ゴク と マ ゴ グ ) と いう 言葉 は 共に 、 彼 は ペー ス が は 
や か っ た 、 彼 また は それ は 燃え 立つ 火 と な っ た と いう 意味 の 語源 アッ ジャ に 由来 し 、 
連 が ある (ブリ タニ カ 百 科 事 典 及 び ユ ダ ヤ 教 百科 事典 
“ ゴ グ "と " マ ゴ ダ ? 世界 史 の 歴史 家達 、 第 2 巻 582 買 、 エ ゼ キ エル 38:2-6 節 、 39:6 節 ) 。 
西洋 の キリ スト 教 国 家 も 、 燃 える 火 や 、 項 え 湯 を 大 い に 利 用 する し 、 また 、 役 等 の 物 
質 的 進歩 、 偉大 な 発見 や 発明 は 、 こ うい っ た も の の 正しく 非常 に 広範 囲 に わた る 使 
の お か げ で ある ゆえ に 、 こ の 言葉 は 西洋 の キリ スト 教 国家 に も あて は まる の で ある 。 
また は 、 こ の 言葉 は 、 こ れ ら の 国家 が 新た な 征服 を 試み る た め 常 に 、 せ か せ か 、 い ら 
いら し て 見 張り の 体制 を くず さ ぬ ゆ え 、 その 落ち 着 か な い 人 行動 を 含 著 し て いる と も 考 
えら れる 。 

ゴ グ と マ ゴ グ と いう 語 は 、 聖 書 で 述べ られ て いる が 如く 、 疑い も な く 或 る 西洋 の キ 
リス ト 教 国民 に 当て は まる 。 第 一 に は 、 何 逆 な ら ば 、 彼 等 は 非常 に 数 多く 、 強 力 是 つ 
力強い 者 と し て 描か れ て いる か ら で あ る 。 す な わ ち 「 液 は 地位 が 高く な る 、 そ し て 履 
の 如く 至る 、 液 は 地上 を 義 う 雲 の 如く な る で あろ う 、 液 と 液 の 一 隊 や 液 と 一 緒 の 沢山 
の 人 々 」( エ ゼ キ エル 書 38:9)。 ゴ ダ と マ ゴ ク ・………・ その 数 は 海 の 砂 の よう に 多い ( ヨ 
ハネ 黙示 録 20:8)。 すべて の 空 の 鳥 や 野 の 獣 は 次 の よう に 説教 され た 、 お まえ た ち は 
勇士 の 肉 を 食い 、 地 の 君たち の 血 を 飲め ( エ ザ キ エ ル 書 39:18.19) 。 第 二 に は 、 彼 等 は 
地上 の 北方 と 小島 か ら 来 る こと が 指示 され て いる 。 すなわち 、 北 の 果 の あな た の 所 か 
ら 来る 。 多 く の 民 は あな た と 共に お り ( エ ゼ キ エル 書 38:15) 。 第 三 番 に は 、 彼 等 は 世 
界 中 に 広がる で あろ うと いう こと で ある 。 つ まり 、「 彼 等 は 地上 の 広い 所 に 上 っ て 来 
て ……」 (ヨハ ネ の 上 黙示録 20:9)。 第 四 番 目 は 、 彼 等 は 北 の 本 国 か ら 他 の 地 に 移住 し 、 
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っ 


乱 を 起こ す な り 。 され は 溢 、 我 等 と 彼 8213054。22 4 を に 5 


等 の 間 に 防 壁 “を 築き た まう な ば 、 し 。 し レン 


ぜ いふ アコ ンプ 39 うる ング ライ ン や ン ュ イン 
等 は 流 に 税 識 を 納め よ ょ うか? 。 に OO UE は な ご せり 5 


Ou gn 


地上 の 四方 八方 に 移住 し 、 戦い の 時 に 彼 等 は 離れ 離れ し た 居留 地 か ら 一 緒 に な る で あ 


ろう 。「 サ タン ・…・…・ 地 の 四 方 に いる 諸国 民 、 す な わ ち ゴ グ 、 マ ゴ グ を 惑わ し 、 微 等 を 
戦い の た め に 召集 する 」( ヨ ハネ 黙示 録 20:8) 。 エ ゼ キ エル 書 は 、 ゴ グ を 「 ロ シュ 、 メ 


シェ ク と トバ ル の 王 : 


子 」 と し て 述べ る 。 明らか に ロシュ は ロシア を 、 メ シェ ク は モス 


タワ を 、 そ し て トバ ル は ト ボ リス ク (Tobolsk) を 表す 。 ゴ グ は また 、 マ ゴ グ の 領地 と し 
て も 語ら れる ( エ ゼ キ エ ル 書 38:.2)。 そ し て マ ゴ グ は 、 聖書 の 注釈 者 た ち に よれ ば 、 昔 
は スキ ュ テ ィ ア (Scythia) と いう 名 前 で 知ら れ て いた (ロシア と タタ ー ル 地方 を 含む) 。 


そこ か ら 未 開 人 の 多 
ロシュ 、 メ シェ ク と 


く の 遊 牧 民 が 供給 され た 。 ロシア は マ ゴ グ の 国 に 包含 され た 故に 、 
トバ ル は 、 ロ シア 、 モ スク ワ と ト ボ リス ク を 表す と 思わ れる 。 マ 


ゴ グ は 又 、 エ ゼ キ エル 書 39:6 及び 、 ヨ ハネ 黙示 録 20:8 に 偽 れ ば 、 あ る 民族 の 名 前 と 


し て も か た られ て いる 


。 前 者 で は 、 マ ゴ グ が "島々 に 安住 し て いる 者 た ち "と 共に 記載 


され て いる 。 これ ら の 引用 に 依 れ ば 、 ゴ グ と マ ゴ グ は 、 ロシア を 含め て ヨー ロッ パ の 或 
る 偉大 な 力 を 象徴 する 。 也 クル アー ン (18:95 節 ) で は 、 彼 等 が イラ ン の 北 の 国 境 の 領土 
の 中 へ 襲撃 し て いる と し て 語ら れ て いる 。 これ は 、 彼 等 が 一 般 的 に スキ タイ 人 と し て 知 
られ て いた 部 族 で あっ た こと を 示す 。 スキ タイ 人 は 、 葵 は アジ ア か ら ヨ ー ロ ッ パ へ 大 群 
で 移動 し 続け た 事実 が 歴史 的 に 知ら れ て いる 。 彼 等 の 道筋 は コー カサ ス の 北部 に 横 た わ 
っ て いる (ブリ タニ カ 百 科 辞 典 12 巻 263 頁 、14 版 )。 或 る 遊牧 民 の 群れ は ヨー ロッ パ に 
定住 し た な ら 、 東 か ら 来る 新しい 流 民 の 群 が 、 そ の 以前 の 者 た ち を 次 か ら 次 へ 西 の 方 に 


押し 出し た 。 従っ て 、 


聖書 の 預言 に 於 いて 、 ヨー ロッ パ の 国々 が 正当 に ゴ グ と マ ゴ グ と 


呼ば れ て いる 。 ゴ グ と マ ゴ グ と 呼ば れる 二 人 の 英雄 の 記念 (追悼 ) が 、 二 体 の 像 の 形 で 、 


現代 まで も Guild Hal 


(ロン ドン 市 庁舎 ) に 保存 され て いる こと は 注目 すべ き で ある 。 更 


に 、 エ ゼ キ エル 書 と ヨハ ネ の 黙示 録 か ら 見 る と 、 ゴ グ と マ ゴ グ は 、 後 世に 、 つ まり 救世 主 
の 再 出現 の 直前 に 出現 すべ き で あっ た こと が 明示 され る 。「 終 わり の 日 に 私 は あな た を 


わが 国 に 攻め きた ら 


ら せ 、 あな た を と お し て 、 わた し の 聖なる こと を 諸国 民 の 目 の 前 に あ 


ら わ し て 、 彼 等 に わた し は 知ら せる 」( エ エ ゼ キ エ ル 書 38:16、 ヨ ハネ 黙示 録 20:7-10 も 参 
照 )。 こ れ 等 の 節 が 示す 如く 、 こ の 預言 は 遠い 未来 に 出現 すべ き 人 々 に 言及 する 。 ゴ グ 


と マ ゴ グ が 現れ る 時 


は 、 戦 争 、 地震 、 ベ ペスト や 猛烈 な 災難 な ど で 際 立っ て いる 。 で 解 


説 の 特大 版 "1718-1720 買 も 参照 )。 

7 の スキ タイ 人 或いは 、 ゴ グ と マ ゴ グ は 、 黒海 の 北部 と 北東 部 の 領域 を 占め 、 ダ ー バ 
ンド (Darband) の 峠 を 越え て その 地方 か ら 入 り 、 ペ ルシア に 侵入 し 、 征服 し て そこ を 
支配 し た 。 キ ュ ロ ス (Cyrus) は 彼 等 を 打ち 負かし 、 そ の 支配 か ら ペ ルシア 人 達 を 解放 
し た (世界 史 の 歴史 家達 より )。 ヘロドトス に よれ ば 、 ス キタ イ 人 が ベル シア を 急襲 し 


た 時 、 通っ て 来 た ち 


ょ うど その 峠 越え の 道 は 、 有 名 な 城 朋 つま り 、 デ ル ベ ン ト の 城 台 


を 建設 し た 所 に な っ て いる 。 
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5 io の 「 我 が 主 が 我 に 駆 与 ze (3 EGR Me 


能力 は 最 療 な り 。 され ば 、 お 前 達 os 2 
の に SC 


達 と 役 等 の 間 に 防 壁 を 築 か ん 」。 


97. 我 に 鉄 の 塊 り を 持ち 来 た れ よ Re 6 
EI Sn 3 
1731 役 、 両 山 の 間 を (満た し て ) 17314 ” Sl 


デル ベン ト (Derbent) 又は ダル バン ド (Darband) は 、 ペ ルシア の 町 で ダ ギ スタ ン 
OY 州 、 コ ー ガザ サス SM に 、 カ ス 前 あ る 。 そし 南 に 海 に 


と し て 知ら れ . アイ ロン ・ ゲ ー ト 或いは 、 カス ピア ン ・ ゲ ー ト の 狭い 絆 を ふさ いで いる 。 
これ は 高 さ 29 フィ ー ト 厚 さ 約 10 フィ ー ト 、 そ し て 鉄 門 と 多数 の 監視 所 で ペル シア 国境 
の まぎれ も な い 守 備 が な され て いる (ブリタ ニカ 百 科 辞 典 デ ル ベ ン ト の 項 を 参照 )。 

認め られ て いる 歴史 的 情報 か ら 、 そ の 壁 は アレ クサ ンダ ー 大 王 に よっ て 建設 され た 
と いう こと が 一 般 的 に 信じ られ て いる 。 し か し アレ クサ ンダ ー の 軍 の 遠征 は 旋風 の 如 
き 速 さ で あり 、 その 中 で この よう な 巨大 な 壁 を 建設 する 計画 を 実行 する こと は 不可 能 
で あっ た 。 また 彼 は 若い 時 に 死亡 し た た め 、 そ の よう な 雄大 な 事業 の 時 間 も 与 えら れ 
な か っ た 。 この 一 般 大 衆 の 概念 は 、 ム スリ ム の 聖 ク ルアー ン 解 釈 者 達 が アレ クサ ンダ 
ー を ズル ・ カ ルナ イン (Dhul Qarnain) と 間違え た 事実 か ら 起 こと っ た と 思わ れる 。 以下 
の 状況 証拠 は 、 キ ュ ロ ス (Cyrus) が それ を 建設 し た こと を 示し て いる 。 

(a) スキ タイ 人 達 の 力 を 砕く た め に 、 キ ュ ロ ス (Cyrus) の 息子 の 死後 玉座 に 座っ た ダ 
ライ アス (Dariuns> は 、 ギ リシア を 通り 抜け て 、 ヨ ー ロ ッ パ 側 か ら 彼 等 を 攻撃 し た 。 彼 
の 近く の 北 に 暮らし て いた 人 々 を 攻撃 する た め に 、 ダ ライ アス (Darius) が 南東 ヨー ロ 
ッ パ 側 か ら 長 い 困難 な 同 り 道 の 旅 を し た こと は 信じ られ な い 。 当然 の 結論 に よれ ば 、 
キュ ロス (Cyrus) の み が そ の 前 に 建設 出来 た この 巨大 な 壁 の 存在 が 、 彼 が 大 軍 と 共に 
反対 側 に 越え て 行く こと 、 つ まり 壁 が な く て も 、 自国 が 北側 か ら の 攻撃 に さら され た 
まま に し て お く こ と を 不可 能 に し た と いう こと で ある 。 

に キュ ロス (Cyrus) の 時 代 の 前 まで 、 ス キタ イ 人 は ペル シア を 絶え 間 な く 襲 撃 し た 

、 そ の 占領 の 後 こ れ 等 の 急襲 は 完全 に や ん だ と いう 事実 は 、 彼 は これ 等 の 攻撃 を 効 

NE 止 す る た め に 障壁 を 建造 し な けれ ば な ら な か っ た こと に 相違 な いと いう 大 
い に 考 えら れる 結論 に 導く 。 その 障壁 が デル ベン ト の 有名 な 城壁 に 相違 な く 、 ア レク 
サン ダー 大 王 の 壁 は 間違え て 伝え られ て いる 。 
や キュ ロス (Cyrus) は 、 そ の 場所 の 住民 に 、 労 働 力 の 提供 を 告げ た 。 ク ッ ワ と は 、 
体力 すなわち 、 人 間 の 労働 を 意味 する 。 

733 人 的 労働 に 加え て キュ ロス (Cyrus) は 、 鉄 と 溶融 し た 銅 を 地域 の 人 々 に 要求 し た 。 
銅 は 鉄 と 違っ て さび つか ず 、 鉄 と 混ぜ る と 非常 に 硬質 に な り 、 さび や 腐食 を 防ぐ 。 工 
学 や 専門 技術 は キュ ロス (Cyrus) の 技術 家達 に よっ て 提供 され た 。 
17314 防 壁 は カス ピ 海 と コー カサ ス 山 脈 の 間 に 建 設 さ れ た 。 
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平 に し た る や 、 彼 は 云え り 「 火 を 吹け 」 3 } は 3 ッ イ 3 UM ュー 
っ ) a> 3 っ 引 マ ご 
と 。 彼 それ を 火 と な らし め る と 、 彼 は i 
云え り 、 我 その 上 に 注 が ん が た め に 鋼 。 と に と に RE 3 36 
を 我 に 与え よ 」 と 。 So 
IO 


98. され ば 、 彼 等 は み に よ じ 登 る 能 わ 543 う 4 、 つ | 1 呈 U22I に 3 
じ 。 また 、 Ja 容 つ と と も し 得 


所 り に 3 2 ⑤ じ る gd 
%9. 彼 は 云え り 、「 こ れ 我 が 主 の 慈 疾 5 で 33 A 
な り 。 な れ ど 、 我 が 主 の 約束 が 至る や 、 。 し と a 
彼 は 之 を 微塵 に 打ち 砕 か ん 33。 4 柄 O63 i 
し て 我 が 主 の 約束 は 真実 な り 」。 る ン 

我 が 主 の 約束 は 真実 な り 」 ZNEYc キ 


を 


100. その 日 、 わ れ ら は 、 彼 等 の 一 部 i 
を 他 の 一 部 に 対し て 押し 寄せ る 波 の 


加 く 放任 し て 置か ん 。 曽 し て 、2 員 唄 が R83 お 2 
吹き 鳴ら され 、 われ ら は 彼 等 すべ て を AEz< 
召集 せん LA 


19:62; 46:17; 73:19. P23:102; 36:32 39:69: 50:21; 69:14. 


32 享 の 建設 が 完成 する と 、 ゴ グ と マ ゴ グ の 北 か ら の 急襲 が 終わ ちっ た 。 そ の 壁 を 突き 
砕く に は 非常 に 厚く 、 登 る に 非常 に 高かっ た 。 そ れ は 高 さ 29 フィー ト 、 厚 さ 10 フィ 
ー ト で あり 、 鉄 の 門 と 監視 塔 を 備え て いた (ブリ タニ カ 百 科 辞 典 ) 。 それ は ペル シア の 
境界 地帯 を 最も 効果 的 に 防御 し て いた 。 


77233 キュ ロス (Cyrus) 4 ゴ グ と マ ゴ グ は 将来 いつ か 再び 南東 に 普及 し 、 そ し 
て その 時 この 壁 は 彼 等 の 進歩 を 止め た り 、 阻止 し た りす る こと 不 十 分 で ある と いう こ 
と が 啓示 で 教え られ た に 違い な い 。 こ れ が 「 彼 は 之 を 微塵 に 打 ち 砕 か ん 」 と いう 語句 
が 意味 する と 思わ れる 。21:97 節 で 我々 は 、 ゴ グ と マ ゴ グ が 世界 中 に 触手 を 広げ る で 
あろ うと 語ら れ た 。* 壁 を 打ち 砕 か ん "と いう 語 は 隠 険 的 に 、 イ スラ ム の 政治 力 、 特に ヨ 
ー ロ ッ パ 社会 に お ける トル コ の 力 の 衰え を 意味 し て いる 。 トル コ の 政治 力 の 弱まり で 
ヨー ロッ パ の キリ スト 教 の 国々 が 東方 を 支配 する 道 が 自由 に な っ た 。 

7 ゴ グ と マ ゴ グ の 力 が 栄え る 時 、 世 界 の すべ て の 国々 が 一 緒 に 連結 され 、 全 世界 は 
ー つ の 国 の よう に 結合 する で あろ う 。 そ し て 、 聖 書 に 依 れ ば 、 民 族 は 他 の 民族 と 戦い 、 
王国 は 他 の 王国 と 戦い 、 憎悪 と 邪悪 が 流れ 出る で あろ う 。 この 論 及 は 現代 を 意味 し て 
いる よう に 思わ れる 。 過去 の 二 度 の 世界 大 戦 に よっ て 、 地獄 の 事実 が 証明 され 、 人 間 
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八草 


101. また その 日 、 わ れ ら は 不信 者 ども 
に 地獄 を 目のあたり に 表示 せん 17344、 


102. か か る 者 ども の 目 が 、 わ か 念 語 
"2 各 か ら 蔽 われ た れ ば 、 役 等 感 く こと 
も 能 わざ りき 。 

十 二 項 
103. 不信 せ し 者 ども は 、 わ し を さ し 
お いて 、 わ が 僕 等 を 保護 者 と な し 得 
る と 思う か ? げ に ? わ れ ら は 、 不 信者 
ども を も て な す た め に と 地獄 を 備え 
7 を りら 
104. 云え ん 、「 わ れ ら は お 前 達 に その 所 
業 に お いて 一 番 損 する 者 ども の こと 
を 告げ ば よう か ? 
105. つま り 、 現 世 の 生 活 を 追う 余り 
その 努力 が すべ て 徒労 に 帰し た る 者 
ども な り "7%%。 され ど 彼 は 自分 が 善行 
を し て いる と 思う な り 」。 


106. 彼 等 こそ 、 己 が 主 の 神 兆 と その 
会 見 を 拒み た る 者 ども な り 。* さ れ ば 、 
彼 等 の 所 業 は 無 に 帰し 、 復 活 の 日 に 
は 、 わ れ ら 彼 等 に な ん ら の 重み も 与え 
ざる べし 。 


ンプ | し 20 。 レッ ョ ン ン “ ン ン イー タン ン る 
^ 
この ーー SS っ じっと 3 


っ プイ 。 8 る 6 ライ エタ ィ ン 1 ンマ イ 

SION 
TT ライ Frisks る 

も Ce UI を 3 3555 し es 

と と の し ゃ る ンー ン 

CC did 


Nt 


に よそ レン イリ っ で や 。 。 i ン 8 
OFC RIS las 


re Eg LE 
a イイ イー う ョ ゴン 5 イ アラ ュ ン ン る TT 
1 ys ス の に と 1 has AM り 9 
ュー も ン ラ ン っ MT 
OURS 


921:43: 39:46. 229:69: 33:9: 48:14 76:5. “2:218; 3:23: 7:148: 9:69. 


の 想像 力 は 第 三次 世界 大 戦 が 引き 起こ す で あ ろう 破滅 で 身震い する 。 エ ゼ キ エル 書 
(38 及び 39 章 ) に 依 れ ば 、 ソ 連 は ゴ グ で 西洋 の 国々 は マ ゴ グ と な る 。 彼 等 は 現代 で も 
ハル マゲ ドン (世界 の 終末 に お ける 普 と 悪 の 決戦 場 ) を 準備 し て いる 。 

17344 ゴ グ と マ ゴ グ に 降る で あろ う 恐 ろ し い 、 そ し て 荒廃 させ る 神 罰 の こと は 、 ア ッ 


ラフ マー ン 章 (Ar-Rahman) を 参照 せよ 。 
129 提 つま り 、 聖 クル アー ン 。 


1738 これ ら の 人 々 は 物質 的 安楽 さと 世俗 的 な 利益 を 人 生 の 唯一 の 目的 と し て 見 て い 


る 。 彼 等 の 心 は 神 を 受け 入れ な い 。 
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107. こ は 彼 等 の 応報 の 地 狼 な り 、 彼 2 じ 。 で に 8 CN 
等 は 信仰 を 拒み 、 わが 神 兆 と わが 使徒 


た ち を 喘 笑 し た る が 故に 。 oi ss EE 
108. げに 信仰 し て 、 普 行 を 積む 人 々 SL £3| 8 
あら ば 、 彼 等 の も て な し と し て 至福 の A 
園 あ らん 。 Re | 


109. 2 彼 等 その 中 に 永遠 に 住み 、 決 し イン | フン ライ ラーN) | 2 ン 

て そこ か ら 移 る こと を 欲 せ ざる べし 。 に ピジン 
110. 云え 、/「 た と え 大 海 が 我 が 主 の きっ ンス Is 6 
御 言葉 の た め に 量 な り と も 、 我 が 主 の りー_ 
御 言葉 が 果て る 前 に 、 大 海 必ず 果て は 2 や < ぴく 、 つ っ 15 うこ らい め 
ん 。 た と え わ れ ら それ と 同じ も の を ィ 


(更に ) 援助 と し て も た ら す と も 」 oe 
736。 

111. 云え 、“ 「 我 は お 前 達 同様 た だ の 中 、 ま る :& CRIS 人 3 
人 間 な り 。 我 は 、 お 前 達 の 神 が 唯一 の 2 
神 な る こと を 啓示 され た り 。( さ れ ば 、 た RO eS なけ 4 る) 


を 積む べし 。 また 、 彼 を し て その 主 と 
共に 何者 を も 併せ 祀る な か れ 」*W。 ぎ > * ン > 
1:109: 35:49.731.28. “14:12: 417. 2:47, 224: 30: 29:6: 84:7. 


738 西洋 の キリ スト 教 国家 は 、 自 分 た ちの 偉大 な 発明 や 科学 的 発見 を 、 誇 り に し 、 創 
造物 自体 の 神秘 を 見 pe いう 思い 違い の も と で 、 努力 を し て いる よ 
うに 思わ れる 。 こ れ は 、 空 虎 な お ご り に すぎ な い 。 神 の 神秘 は 、 NSIM 
た め 、 これ ら の 人 間 が 発見 し た こと や 、 今後 あら ゆる 努力 を し て 発見 する で あろ う 

と は 、 大 洋 の 中 の 水滴 1 滴 に も 及ば な い の で ある 。 

1737 当 意 の 最初 と 最後 の 十 節 の 朗 唱 を すれ ば 、 ダッ ジャ ー ル の 精神 的 猛攻 撃 か ら 守 ら 
れる と 聖 預言 着 が 述べ た と 伝え られ て いる 。 この こと は 、 ダ ッ ジ ャ ー ル と ゴ グ と マ ゴ 
グ が 一 つの も の で あり 、 同一 人 物 、 つ まり 西洋 の キリ スト 教 国家 の 人 間 で ある こと を 
示し て いる 。 ダ ッ ジ ャ ー ル が 、 イ スラ ム 教 に 対す る 有害 な 宗教 布教 を 表し 、 ゴ ダグ と マ 
ゴ グ は 、 彼 等 の 物質 的 、 政 治 的 権力 と 支配 を 表す の で ある 。 


その 主 に 会 わん こと を 皇 お 者 は 、 善 行 し っ YE に 2 5 2 
YY 
& 
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時 1 
| 九 草 
マル ヤム Waryam (マリ ア ) 

メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 普 景 
聖 預 斉 者 の 弟子 達 の 合意 に 依 れ ば 、 当 章 は メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され 
た 。 葉 ら く 、 使 徒 を 拝命 し た 四 年 目 の 後 期 か 、 五 年 目 の ラ ジャ ブ の 月 の アビ 
シニア へ の 移住 の 前 で あろ う 。 当 章 が バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル 章 ( イ スラ エル 
の 子 等 ) と アル ・ カ フフ 章 ( 洞 窟 ) に 関係 が ある の は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教 
徒 の 繁栄 と 進歩 は それ ら の 二 昔 で 述べ られ て いる と いう 事実 か ら な る 。 バ ニ 
ー・ イ スラ ー イ ー ル 章 ( イ スラ エル の 子 等 ) に 於 いて 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 国 の 消滅 
を 二 度 被り 、 そ し て 二 度 支配 力 と 全盛 を 極め る で あろ うと 詳し く 述 べら れ て 
いる 。 そ し て 、 イ スラ ム 教 徒 も ユダ ヤ 教 徒 と 同じ よう に 、 二 度 力 を 得 て 、 彼 
等 と 同様 二 度 衰微 し 没落 する で あろ う 。 ア ル ・ カ フフ 章 ( 洞 窟 ) に 於 いて 、 同 
じ 主 題 が 、 特 に キリ スト 教徒 を 論ずる 部 分 が より 詳細 に 扱わ れ て いる 。 そ の 
章 で 、 ム スリ ム 達 は モー ゼ 時 代 の メシ ア の 信者 た ち に よっ て 国民 的 な 災難 を 
被り 、 イ スラ ム 時 代 の 救世 主 の 指導 と 御 導 の も と に 、 失 われ た 栄光 を 取り 戻 
す で あ ろう と 説明 され た 後 、 当 章 に 於 いて 、 キ リス ト 教 の 清潔 な 歴史 が 述べ 
られ て いる 。 従っ て 当 章 は バニ ー・ イ スラ ー イ ー ル 章 ( イ スラ エル の 子 等 ) と 
アル ・ カ フフ 章 ( 洞 窟 ) の 関連 に 続き 、 そ の 三 番 目 で ある 。 事実 上 この 三 つ の 
草 は 同じ 主題 を 扱い 、 同 じ 様 式 で 論じ て いる 。 
主題 
当 草 の 先頭 に ある 略語 に 於 いて 、 キ リス ト 教 と イス ラム 教 の 原則 が 比較 

され て いる 。 そ し て 、 キ リス ト 教 は 本 来 神 の 天 啓 法 で あっ た と いう 事実 に 注 
意 が 薦 か れ て いる 。 そ の 後 、 い くつ か の 間違っ た 教義 と 教理 が その 教え の 中 
に 信 っ て 来 た の で ある 。 こ れ 等 の 教義 は 神 の 届 性 に 反する か ら 、 そ れ 等 に 反 
肖 し て 、 キ リス ト 誕 生 に お ける 簡潔 な 説明 が 叙述 され て いる 。 こ の 説明 が ザ 
カリ ッ マ ヤー 預言 者 の 簡潔 な 詩 及 に よっ て 先導 され て いる 。 何故 な ら ば 、 聖 書 
の 預 言 に 依 れ ば 、 エ リア 預言 者 は 、 主 の 大 いな る 恐る べき 日 が 来る 前 に 天 か 
ら 降 り て 来る は ず だ っ た か ら で あ る (マラ キ 書 4:?) 。 そし て イエ ス は 彼 以 前 に 
現れ る べき エリ ア に つい て 尋ね られ 、 そ れ は その 権限 と 魂 で 送ら れ た ヨハ ネ 
(John) で ある と 答え た (マタ イ 11:14, 15; 17:12: マル コ 9:13) 。 彼 は 又 、 エ リア 
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が 天 か ら 降 り て くる は ず は な か っ た 、 し か し 、 す べ て の 死す べき 運命 と 同じ 
く 、 別 の 人 間 の 形 で この 世 の 母 の 体内 より 生ま れ た も の で あっ た 。 そ し て 、 
それ が ヨハ ネ な の だ と 語っ た (マタ イ 11:11, ルカ 7:28) 。 

イエ ス に つい て の 言及 に 伴っ て 、 当 章 は 役 の 誕生 に 於 ける 父親 と し て 関 
わる 人 間 の 代理 行為 な し の 異常 な 方 法 に つい て も 言及 し て いる 。 その 手順 は 、 
一 番 異 常 な 完成 を 成し遂げ る よう に 採用 され て いる 。 つ まり 、 預 言 者 制度 は 
も う イ サク 族 か ら イ シマ エル に 移さ れる で ある うと いう こと で ある 。 な ぜ な 
ら ば 、 イ スラ エル 人 の 間 に 、 そ の 腰 か ら 神 の 預言 者 が 生ま れる は ず の 男 は だ 
れ も 残 ら な か っ た か ら で あ る 。 こ の 後 当 章 は 、 も し 当 章 で 簡潔 に 論 及 され て 
いる アダ ム か ら キ リス ト 以 前 の 最後 の 預言 者 まで の すべ て の 預言 者 た ち は 、 
単なる 人 間 に 過 ぎ な か っ た な ら ば 、 神 の 単なる 預言 者 で あっ た イエ ス は 、 ど 
うし て 神 の 属性 の ある 者 、 且 つ 、 神 や 神 の 息子 と し て 考え られ る で あろ うか 
と いう こと を 述べ 、 イ エス の 神格 性 に 反対 する 議論 に 塾 い を つけ て いる 。 当 
章 で は 特別 に 扱っ て いる キリ スト 教徒 に よっ て 、 後 世に 於 いて 復活 や 死後 の 


いる 。 そ し て 、 そ れ に 対す る 不信 者 た ちの 古臭い 陳腐 な 議論 が 暴露 され 、 論 
駿 さ れる 。 そ し て 当 章 は 、 不 信者 た ち は 彼 等 の 富 、 物 原 的 手段 と 沢山 の 数 な 
ど を 間違っ た 方 法 で 考え 、 こ れ ら の も の を 彼 等 が 死後 の 生命 を 否定 する こと 、 
且つ 、 現 世 の み が 真実 で ある と いう 信仰 を 擁護 する 論拠 と し て 挙げ ば る の で あ 
る と 述べ て いる 。 彼 等 は 、 信 者 の 見 か け の 弱点 及び 、 彼 等 自身 の 力 、 富 、 そ 
し て 慕 大 な 財源 に 欺 か れ て は な ら な いと 警告 され て いる 。 な ぜ な ら 、 真 実は 
いつ も 除 々 に 、 そ し て 段階 的 に 進展 し て いる が 、 最 終 的 に は 必ず や 勝利 する 
か ら で あ る 。 終盤 に 於 いて 、 当 章 は ある 含意 され た 質問 に 答え る 。 すなわち 、 
何故 アラ ビア 語 が 聖 クル アー ン 御 導 を 啓示 する た め に 伝達 の 手段 と し て 、 採 
用 され た の か と いう こと で ある 。 そ の 答 は 、 ア ラビ ア 人 達 が 聖 ク ルアー ン を 
最初 に 受け 取っ た 人 々 で あっ た か ら で あ る と いう こと で ある 。 そ の 信託 を 彼 
等 が 容易 に 理解 し 得る よう に 、 そし て 理解 し 得 て か ら 他 の 人 々 に 伝達 すべ く 、 


役 等 の 言語 で 話し か ける べき で ある 。 従 っ て 、 聖 クル アー ン は アラ ビア 語 で 
啓示 され た の で ある 。 
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十 六 全 十 九 章 


マル ヤム Maryam (マリ ア ) 
節 数 99、 メ ッ カ 啓示 


さも っ る st あっ 
1.? 慈悲 深く 、 恵 み 人 届く アッ ラー の Des ea 
人 3 て T, 
2. カー ブフ ・ ハ ー・ ヤ ー・ ア イン ・ サ な 5 
~ー ド 1738 
1 
38 ウッ ミ ・ ハ ー ニ に よる と カー フ ・ ハ ー・ ヤ ー・ ア ・ サ ー ド の 組み 合わ され た 


i E の お 
アリ ー ム ( 全 知 )、 そ し て サー ド は サー ディ クタ (真実) を 象徴 し 、 こ うし て 要約 され て 組 
み 合 わ さ れ た 文字 は 時 と し て アン タ ・ カ ー フ ィ ン ・ ア ンタ ・ ハ ー デ ィ ン ・ ヤ ー・ ア リ 
ー ム ・ ヤ ー・ サ ー デ ィ ク つま り 、 液 は 充分 に し て 真実 に 導く 者 な り 、 お お お ! 全 知 に し 
て 真実 な る 神 よ 。 こ の よう に 読ま れる 。 これ ら の 組み 合わ され た 文字 で 表 さ れ た この 
四 つ の 神聖 な 属性 は 、 キリ スト 教 の 基本 的 な 教義 で ある 財 罪 を 顕 に し て 、 償 認 する 。 
そし て この 教義 が 誤っ て いる と 証明 され れ ば 、 三位一体 と イエ ス の 神格 の 教義 は その 
構造 全体 が 当然 に 地 に 落ち る だ ろう 。 これ ら 四 つの 属性 の うち アリ ー ム と サー ディ ク 
が 主要 で 基本 的 な 属性 で あり 、 カー フィ ン と ハー ディ ン は それ に 付随 する も の と し て 
前 の 二 つ の 属性 か ら 生じ て 、 それ ら の 不可 避 な 表明 と 結果 で ある 。 神 が 全 知 で ある な 
ら 購 界 の 教義 は まっ た く 受 け 入 れ ら れ な い 。 何故 な ら こ の 教義 は 確か な 計画 に よっ て 
世の中 の 営み を 継続 する こと を 神 が 構 想 し た こと が 前 提 に な っ て いる か ら で あ る 。 し 
か し 彼 の 知識 が 、 そ の 計画 は 失敗 し た 故に 不 完全 と な る 。 On 
身 の 皿 子 を 犠牲 と し て 提供 せ ざ る を 得 な か っ た 。 神 の 計画 の 失敗 は 神 の 知識 が 不 完 
で ある よう に 示さ れる と き 、 彼 の 「 全 全 知 中 の 属性 に 反する 。 アリ ー (0) の ある ご 
と の 存在 は カー フィ ン ( 充 分 ) で な けれ ば な ら な い の で 、 彼 は 充分 で ある と 主張 する こ 
と が で き な い 。 同じ よ うに サー ディ ク (真実 ) の 属性 と それ に 付随 する ハー ディ ー( 導 
く 者 ) の 属性 は この 教義 を 粉砕 する 。 も し 神 が 真 の 導き で は な く キ リス ト に よる 身 代 
わり の 犠牲 へ の 信仰 に 救済 が 不可 能 な ら 、 すべ て の 神 の 使者 は 大 勢 の 嘘つき と 詐欺 師 
認め な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 何故 な ら 、 キ リス ト 教 の 信仰 に 反する の で 、 彼 等 は 
魂 の 救済 が 正しい 信仰 と 行い を 通し て の み 可 能 で あっ た と 説い て 教え た 。 神 の 使者 の 
正 し さ の 現れ は 神 自身 の 正 し さ の 現れ と 必然 的 に 役 の 存在 、 ハー ディ ー な ど 真 実 の 教 
導 者 に よっ て 構成 し て いる 。 従っ て 要約 され て 組み 合わ され た 文字 の 暗示 は 、 キ リス 
ト 教 の 信 価 と 教義 に 対し て これ ら の 教義 が 文 え きれ な いこ と を 彼 等 : に 痛感 させ る 最 
CN 
ー ト の 詳細 な 考察 に 関し て は 注 16 を 参照 。 
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マル ヤム Maryam( マ 


3. こ は 激 の 主 が その 僕 ザ カリ ッ ヤ ー 
*739 に (垂れ た る ) 慈悲 の 話 な り 。 

4.< 彼 が 密か に その 主 を 祈り し 時 
AA 

5. 云え り 、「 我 が 主 よ 、 げ に 我 が ? 骨 
は 弱まり 、 老 いた る 頭 は ( 自 く ) 訂 く 
な り 。 上 持 れ ど も 、 我 が 主 よ 、 我 は 汐 
に 祈り て 未だ 祝福 され ざる こと は な 
か りき 。 

6. 面 し て 、 我 は 確か に 叫 が 後に 我 が 
緑 者 た ち を 恐れ る 。 ま た 、 我 が 妻 も 
石 女 な り 。 さ れ ば 、? 我 に 汐 の 御 許 か 
ら 後継 ぎ を 授け 給え 7 


7. 我 が 後 を 継ぎ 、 ヤ コブ の 家 を 継ぐ 
者 を 。 面 し て 我 が 主 よ 、* その 者 を 液 
の 意 に 適う 者 た らし め よ 」。 


8. ザ カ リッ ヤー よ 、 7 われ ら は 、 そ の 
名 を ヤ フ ヤ ー と 呼ぶ 息子 の 朗報 を 液 


23:39: 21:90. 13:41. “3:41: 21:91 


リア ) † 六 人 巻 

ET GN ンー 。 ンー ラン ター* 

OB Soe ST > 

る て レイ ン 。( ロ ンー CR 

O Las 1H db 3 

る グラ ゅ インパ と や る 

RE I EG 
Nr 


SEI ES LI IE FN 


*9 ング 
78 2 ーー 12 
OEE 3) 
ss i サイ ルン > 


の 2 BI る ン 4 1 
っ 5 に es ある 


に 2 
2 


? ン 5s らき 
alasls 


OK 5 

*9 の dP/ 

ル 

し プー っ ルイ 2 TG ンー ィ ) 
人 る に 

dl EN J On 


. 3.39, 21:90. “3:39.73:40; 21:91. 


739 ま カ リッ ヤー に つい て の 記述 は イエ ス に 先立つ の で 、 ザ カ リッ ヤー の 息子 ヤ フ ヤ 
ー( 洗 礼 者 ヨハ ネ ) は イエ ス (出現 ) の 兆候 で あっ た 。 彼 は ユダ ヤ 人 た ち に 救世 主 が 姿 を 
現 そ うと し て いた 吉報 を も た ら す た め 、 イエ ス の 再臨 を 布告 し た (マラ キ 書 4:5)。 マ 


本 3 


Eo 


ラキ 


の 預言 に よれ ば エリ ア は イエ ス の 到来 に 先行 すべ き で あっ て 、 イエ ス の 記述 を 


も た らし て いる と き に 聖 ク ルアー ン が エリ ア の 霊 と 力 を 伴っ た ヤ フ ヤ ー (ジョン ) へ 


1749 神 の 預言 者 に 対す る 繰り 返し の 拒絶 の た め ユ ダ ヤ 人 に 下さ れ た 聖書 の 預言 と 天 
の 吉 告 か ら 、 預言 は 直 に イサ ク の 家系 か ら イ スマ エル の と こる ろ に 移さ れる こと に な っ 


た の を ザ カ リッ ヤー は 理解 し て いた 。 そ と で 役 は 、 有 人徳 な 子息 


形 で 感情 を 顕 に し た 。 


の 誕生 を 願っ て 祈り の 


7 サザ カリ ッ ヤ ー の 祈り は 、 祈 り が 必要 と する すべ て の 要素 を 兼ね 備え て いた 。 神 に 
きき 届け られ る に は 、 謙虚 に 心から の 熱情 を こめ て 祈 ら な けれ ば な ら な い 。 ザ カリ ッ 
ヤー の 祈り は これ ら す べ て の 条件 を 満た し て いた 。 
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に 伝 う 。 わ れ ら は これ 以前 何人 に も OE 4 3 っ 3 
4 この 名 を 与え ざり き 42。 a こび 55 J 


9. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、? 我 が 雪 C3 る る FC 


は 且 女 に し て 、 我 も また 老齢 に 達する 。 2 
の に 、 我 いか に 子 を 持て る や ?」 "8。 PSJIoe 59 5 EC 


懲 は 到 え c ) eg て ls 1 と る 
10. 彼 は 云え り 、 MI 0 な ん 居 Rds 8 ER AE 
の 主 は 云え り 、 そ は 我 に と っ て いと 易 き 
こと な り 、 耐 し て われ は 以前 、 流 が 無 で OSG EU 33 
Rs SE 


を ポレ た まえ 」 神 は 雲 えり 、 [ 払 の _ PO _- 
神 兆 と し て 、 液 は 三 夜 続け て 人 々 と OB I LES 
語ら ざる こと な り 」 "7 

719:66. が.4 ト 21:91, “3:41, 48: 19:22: 51:3 ま 9 の.42. 


7 サミ ッ コ (Samiyy) と は 、 名 声 に お ける 優越 さ 栄光 や 優秀 さ の た め の 競 争 相 手 や ラ 
イ バ ル : 類似 する 者 又は 等 し いも の : 他人 に ちな ん で 名 づけ られ た 人 、 を 意味 する 
(Lane より )。 当 節 は ヤ フ ヤ ー( ヨ ハネ ) 以 前 に その 同名 の 者 は いな か っ た と いう こと 
を 意味 し な い 。 聖書 その も の に 於 いて も 、 彼 以前 に は ヨハ ネ と 呼ば れる 幾多 の 人 々 が 
いた こと が わか る ( 列 王 記 下 、23:23: 歴代 誌上 、3:15: エ ズラ 記 、8:12)。 ま た 、 こ れ は 
ヨハ ネ が あら ゆる 点 に お いて 無比 旦 つ 無 類 で あっ た と いう こと も を 意味 し て いな い 。 彼 
自身 は こう 認め て いる 、「 私 より も さら に 力 の ある 方 が 、 あ と か ら お いで に な り ま す 。 
私 に は 、 か が ん で その 方 の 鞭 の ひも を 解く 値 う ち も あ り ま せん 」( マ ルコ の 福 涯 下 、 
1:7) 。 当館 は 、 ヤ ブフ ヤ ー 或 い は ヨハ ネ は も う 一 人 の 預言 者 、 つ まり イエ ス の 前 ぶれ と 
な っ て 出現 する 最初 の 預 斉 者 で ある と いう 点 に お いて 比類 の な い 者 で あっ た こと だ 
け を 意味 し て いる 。 そし て また 、 彼 は 他 の 預言 者 エリ ア の 権力 や 気力 と 一 緒 に 現れ た 
最初 の 預言 者 で ある と いう 点 で も 比類 の な い 者 で ある 。 

3 当 節 で は 、 ザ カリ ッ ヤ ー が 神 か ら 息 子 が 授け られ る と いう 恩 鈴 に 純粋 に 驚い て い 
る 様子 が 示さ れ て いる 。 だ れ で あっ て も 、 ザ カ リッ ヤー と 同様 、 突 然 こ の よう な 知ら 
せ を 受け た な ら ば 自然 に 驚き を 示す は ず で ある 。 

4 ザ カ リッ ヤー は 、 口 を きか ず 、 た だ 神 を 想い 、 讃 美 す る こと に 専心 する よう に と 
いう 命令 を 申し 渡さ れ た が 、 これ は 老い た ザ カ リッ ヤー の 体力 を 回 復 さ せる た め に 考 
慮 され た 気 高 い 方 策 な の で ある 。 福音 書 で は 、 彼 が 貴 に な っ た の は 神 の 言葉 を 信じ な 
か っ た ゆえ に 与え られ た 注 な の だ と され て いる が 、 正 し く は な い (ルカ 1:20-22) 。 
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12. され ば 、 彼 は 聖 室 よ り そ の 民 の と 
ころ へ 出 で 来 た り て 、 彼 等 に 指摘 せ し 


1745、 朝 な 夕 な 讃え 奉 れ と 。 1 る a 


13. ヤ フ ヤー よ 、 経典 を 遵守 せよ 。 商 5312 な る こはる あの 
し て 、 わ れ ら は 彼 に 幼い ころ か ら 知恵 i か 
を 授け た り 。 OCLs | 


. また 我 が 御 許 か ら 慈 愛 と 心 の 純 OO の 2633:s6Ez 5 
潔 さ を 授 けた れ ば 、 彼 は 異 散 者 な り 
に の 


15, ら ヶ ま た 、 己 が 両親 に 孝行 し 、 放 漫 13 ve os 2 25) る 15 Wir 3 
か つ 不 服従 に 非 ぐ りき 。 


a 

c £ アラ マン A TT st ンプ 
16. < 面 し て 、 彼 が 生ま れ し 日 に 、 また ご 6 Pa 3 ば 3 と ke の 3 
彼 が 死ぬ 日 に 、 ま た 彼 が 難 ら れん 日 ! 2 
に 、 平 安 彼 の 上 に あら ん や 4。 @ OE ESS 


3:42; 33:43. 76:132: 19:33: 29:9: 31:15; 46:16. “19:34, 


78 ア ウ ハ ー・ イ ラー・ フ ラー ニン の 意味 する と ころ は 「 彼 は その よう な も の を 伝達 
し た 。 若しくは 規律 を 与え た 。 ま た 身振り か 合図 に よっ て 要請 され た 。 彼 は 他 の 者 が 
彼 に 聞く こと が で き な か っ た 、 その よう な 方 法 で 彼 と 話し た 」 で ある (Aqrab より )。 
3:42 節 に ある ラム ズ と いう 言葉 は 、 声 帯 を 使用 する こと に よら ず 辱 の 動き に よっ て 交 
信 す る こと を 意味 し 、 同 様 の 効果 を 表し て 使用 され た 。 

779 イス ラム は その 活動 の 最初 の 数 世紀 の うち に 非常 に 急速 な 発展 を 遂げ た 。 あら ゆ 
る 宗教 か ら 多 く の 人 々 、 特に キリ スト 教 か ら そ の 信者 た ち が 人 入信 し た 。 それ と 共に 彼 
等 は イエ ス に つい て 彼 等 の 誤っ た 信仰 を 持ち 込ん だ 。 彼 等 が 完全 に イス ラム の 教え の 
真 の 精神 を 吸収 し た と いう わけ で は な か っ た の で 、 それ ら の 誤っ た 考え と 信仰 は 後に 
ムスリム の 宗教 的 文学 に 彼 等 の 道 を 見 出し た 。 その 結果 、 後に それ ら は ムスリム の 信 
爺 の 一 部 を 形成 する に 至っ た 。 これ ら す べ て の 信仰 は 、 イ エス に 並外れ た 個性 、 つ ま 
り 人 間 の 水準 を 毅 か に 超え た 個性 を 持た せる た め に 創り だ され た 。 それ は 聖 ク ルアー 

ン が 当 章 で 暫 そ うと 努め る イエ ス に つい て の 愚か な 信仰 で ある 。 ヤ フ ヤ と イエ ス の 間 
を 比較 する こと に よっ て 当 章 及び アー リ ・ イ ムラ ー ン 章 で は 、 他 の 神 の 使徒 た ち が イ 
エス と 何ら 違い が な か っ た こと の 示唆 を 意味 し て いる 。 解説 の 特大 版 1565 買 を 参照 。 
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二 項 

17. 耐 し て 、( こ の ) 聖 典 の 中 で 、 マ リ ミ ら 3 こっ AS 5 

ア の こと を 語れ 。 (つま り ) 彼女 が その 


3 る っ る を ュ ン デキ デ ラッ イタ 
家人 か ら 離 れ て 東 の 方 へ 引 籠 り た る Os iE a 
時 の こと を "7"。 
18. され ば 、 彼 女 は 彼 等 と 己 と の 間 に "i RS C6 


堪 い を 垂れ た を り 。 そ こと で 、 わ も れ ら は 
4 己 が 天使 1748 を 彼女 の も と へ 遣わ も し Ree し とめ 30) UM 
た れ ば 、 彼 は 完璧 き 人 間 の 形 を 以 て 彼 ELE 

あこ] 
女 の 前 に 出現 せり “79.。 2 


23:43. 


1747 竣 の いく つか の 人 節 に ある よう に イエ ス の 父 の な い 出 生 の 幾 分 詳細 な 記述 の 前 触 
れ と し て 、 い くつ か の 事実 が 里 ク ルアー ン と 新約 聖書 で マリ ア に 関し て 関係 し て いた 
こと に 言及 する の は 適切 で 必要 で ある よう に 思え る 。 新約 聖書 は 妊娠 まえ の マリ ア の 


し て いる と き に 生じ た 上 記 の 重要 な 出来 事 の まえ に マタ イ と ルカ の 福音 書 は 彼女 の 
詳細 に つい て と て も 簡潔 で 散漫 な 説明 を し て いる 。 マタ イ に よれ ば ヨセフ と 結婚 する 
と き の マ リア は 身重 で ある の が わか っ た 。 ヨセフ は 秘か に 彼女 と 離 弧 す る つも り で あ 
っ た が 、 夢 で 天使 が 彼 に 「 ダ ビデ の 子 ヨ セ フ よ 、 案 ずる こと な く マ リア を 事 と し て 迎 
える が よい 」( マ タイ 1:19,20) と 云っ た の で 彼 は この 極端 な 措置 を 取る こと を 慎 ん だ 。 

然し な が ら 、 聖 ク ルアー ン に は マリ ア の 家系 の 更 な る 詳細 な 記述 、 彼女 の 出生 に 伴っ 
た 状況 、 教会 へ の 奉仕 、 最後 に イエ ス を 妊娠 する こと へ の 彼女 の 母 の 故 願 が 記さ れ て 
いる (3:36,37.48)。 当 童 は し か し な が ら マ リア が イエ ス を 妊娠 し て いた 経緯 や 彼 の 出生 、 
彼 が 神 か ら の 任務 を 与え られ た 後 、 彼女 と イエ ス に 何 が 起こ と っ た の か 、 ま た 更に 詳細 
な 説明 を 加え て いる 。 その 結果 、 イス ラ エ ル の 家系 か ら イ スマ エル の それ へ 移行 され 
て いた 当 音 の 主要 な 命題 を 形成 する 据 斉 の 重 村 な 意義 と 如何 な る 関係 を も 伴う マリ 
ア に つい て 必要 な 詳細 を 提供 し て いる 。 恐らく 東方 を 神聖 な 方 角 に 保つ た め の ユ ダ ヤ 
人 の 伝統 的 な 習慣 を 示す た め に 、 当 節 で 「 東 方 の 地 」 は ここ に 特記 され て いる 。 ユ ダ 
ヤ 人 と キリ スト 教徒 は 共に 、 東方 に 特別 な 尊 殴 を 持っ て いる 。 彼 等 は 東 に 面 し て 己 が 
礼拝 所 を 築く 。 

ポル ー フ (Rah) と いう 語 の 異な っ た 意味 に 関し て は 注 712 を 参照 。 

V4 偉大 な る 息子 の 誕生 と いう 喜ば し い お 告 げ ば が マリ ア に 伝え られ た の だ が 、 その お 
告げ は 、 直接 マリ ア に 聞き と れる よう に 音声 と し て 語ら ちら れ た の で は な い 。 夢 か 幻影 と 
いう 形 を と っ て 伝達 され た の で ある 。 夢 の 中 に 現れ た 天使 は 、 健康 な 男子 の 姿 を し て 
お り 、 彼 女 に 息子 が 生ま れる と いう 神 か ら の お 告げ を 伝え た の で ある 。 そ れ ゆ え 、 聖 
霊 が 彼女 の 体 に 入り 込む こと な ど あ り 得 ず 、 こ こ で 示さ れ て いる の は 単に 彼女 の 夢 の 
中 に 大 天使 が 男性 の 姿 で 現れ た と いう こと で ある 。 
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19. 彼女 は 云え り 、「 受 は 、 激 に 対し EUs CD し 838 で SG 


て 慈悲 深き 御方 に 加護 を 求め る な り 、 a 
激 も し 羅 莉 する な ば 」759 E お こぐ の 〇 ) 


ーー 


20. 彼 は 記 え り 、「 げ に 我 は た だ 液 の 5 ご sy' こ 202251EIJUS 
主 の 使者 に すぎ ず *"、< 溢 に 純潔 な - 0 

お 時 * も グリ る 
る 男の子 を 授け ん が た め に 」。 OS っ 


21. 彼女 は 云え り 、?「 姜 は いか に 子 ムン 5 58288 っ CUS 
を 持て る や ? 何人 も 我 に 触れ ざる に a 
も か か わら ず 、 ま た 愛 は 淫ら な 者 で 密 lad 5 
も な か りき 」""2。 


93:46.73:48: 19:9. 


1789 前 飾 か ら 明 ら か な よう に それ は マリ ア が 見 た 幻影 に すぎ な か っ た 。 それ は 大 抵 人 
が 目覚 め た 状態 で 好ま し く な い 視 野 に も の を 見 る と き 、 それ を 幻影 で 見 る と きも また 
それ は 好ま し く な い 。 天使 が 男性 の 姿 で 彼女 の まえ に 立っ て いる の を 見 た と き 、 貞 節 
な 若い 女性 で ある マリ ア は 覚醒 状態 で 彼 を 近く で 見 た な ら 、 彼女 が 舗 えて 当惑 し た と 
き の よ うな 状態 に 陥っ た の は 当然 で あっ た 。 従っ て 彼女 が 彼 に 対し て 神 か ら 保 護 を 求 
め た の は 、 ま っ た くも っ と も な こと で ある 。 

7 「 使 者 」 と いう 語 は 、 天 使 が 単に 神 の 啓示 を 伝え る 者 で あっ た こと 、 そ し て マリ 
ア に 息子 を 授け に 来 た の で は な く 、 た だ 息子 の 誕生 に つい て 吉報 を も た らし た の だ と 
いう こと を 示す 。 息子 を 授け る こと が で きる の は 神 で あっ て 天使 で は な いこ と を 人 は 
知ら な い の か ? 天使 の 任務 は 、 神 の 意向 と 裁定 を 伝え る こと の み に 制 限 さ れ て いる 。 
7 その 出来 事 は 当 節 と 前 餅 に お いて 、 幻影 の 中 に 生じ た こと に つい て 言及 する 。 そ 
し て 幻影 また は 夢 の 中 で 人 は 異な る 出来 事 に 異な っ た 種類 の 感覚 を 体験 する 。 と きど 
き 彼 の 夢 の 中 で の 感覚 や 話 は 夢 の 支 配下 の も と 、 また 夢 の 影響 に よる も の と な り 、 別 
の と き に は そう で な い 。 そ し て 、 彼 は 目覚 め て いる と き の よ うに 感じ て 話す 。 例え ば 
夢 の 中 で ある 者 が 彼 の 息子 の 死 を 喜ん で いる と し た ら 、 そ の 感覚 は 夢 の 影響 下 に ある 
と みな され る で あろ う 。 何故 な ら 、 目 覚め た 状態 で 息子 の 死 を 喜ぶ と いう の は ふつ う 
の 人 間 で は な いか ら だ 。 そこ で 彼女 が 幻影 の 中 に 天使 を 見 た と き 、 マ リア に よっ て 話 
され た 言葉 が その 幻影 の 影響 下 に あっ た な ら 、 そ の 吉報 が 彼女 に も た ら さ れ た と き 神 
が その よう な 神 兆 、「 処 女 受胎 」 を お おこなっ た か どう か に 関わ ら ず 彼女 に は 荻 喜 が あ 
っ た の を 意味 する 。 し か し その 言葉 は 彼女 が 発し た 適切 な 表現 と 見 な され る な ら ば 、 
息子 の 誕生 の 知ら せ が 彼 女 に 届い た と き 、 処女 で 彼女 が 息子 を 授かる と いう 思案 に 彼 
女 は まっ た く 当 惑 さ せら れ 恐 怖 に 襲わ れ た こと を 示し て いる 。 前 者 の 場合 、 神 が 彼 女 
に な され よう と し た 大 いな る 好意 に まさ に 喜ば し い 驚 き で ある ろ う 。 そし て 後者 の 場合 
で それ は 彼女 の 心 の 恐れ の 状態 を 示す 当惑 の 現れ で あろ う 。 
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q 彼 は いえ ト 注 と タ ョ ンー ンー 。 ば ン 用 と 1 と て る 
條 は えり 、 Sy 八 Raed Re J le 
の 主 は 云え り 、 そ は 我 に と っ て いと 易  。 
きこ と な り 。 また 、 われ ら が それ を 以 。 CS 2<2 う うこ と AO1 2025 ど J 5 


て 人 々 へ の 神 光 "%、 旦 つ わ れ ら か ら DEC: 
の 慈悲 た らし めん が た め な り 。 こ は A NS 


命 定 され た る こと な り 」 "4。 
23. され ば 、 彼 女 は 彼 を 多 み "W、 そ  @ じ Eo56Kzauo て SB だ >8 


グ 


73:41, 48; 19:22: 31:31. 


一 方 、「 何 人 も 我 に 触れ ざる に も か か わら ず 」 と いう 言葉 は 、 そ の 吉報 で 、 彼 女 が 
法 的 に 婚 婚 な し に 子供 を 持っ た こと 、 さ も な くば 如何 な る 男性 と 婚 敵 の 状態 に ある こ 
と を 知ら れる の を 拒否 し て も 意味 が な いこ と を 示し た と マリ ア が 考え た こと を 表し 
て いる 。「 ま た 装 は 肖 ら な 者 で も な か りき 」 と いう 言葉 は 、 法 律 上 の 婚 問 外 に 如何 な 
る 男性 も 知ら れ て いる こと に つい て 彼女 の 否定 に 言及 し て いる 。 天使 に 対す る 返答 で 
彼女 は 、 如何 な る 子孫 を 持つ こと の 可能 性 を も 取り 除い た 独身 の 誓い に つい て 考え て 
いる よう で あっ た 。 前 節 で 結ば れ た 約束 が いつ か 将来 に 婚 期 関係 の 結果 と し て の 息子 
の 誕生 に 言及 され た と 彼女 が 考え た な ら 、 聖 クル アー ン の 解説 者 た ちの 一 部 は それ が 
彼女 に と っ て 何ら 驚き を 表す 出来 事 で は な か っ た と 考え る 。 

1753 [われ ら が それ を 以 て 人 間 へ の 神 兆 た らし めん が た め な り 」 と いう 表現 は 、 イス 
A OD REND RC 


ee NO I 
中 の どん な 男 も 神 の 預 斉 者 の 父親 に な る に は 充分 に 適し て いな か っ た と いう イス ラ 
エル の 民 へ の 警告 を 発し た 。 そ れ は この 趣旨 で 聖 クル アー ン (43:62) に も ある 「 復 活 
の 時 間 の 象徴 」 と し て イエ ス が また 話さ れ た 。 預言 者 の 身分 が イス ラ エル の 民 か ら イ 
スマ エル の 民 に 渡さ れ た と き の 象 微 で ある 。 
1754 「 こ は 命 定 さ れ た る こと な り 」 と いう 表現 は 、 父 の な い 子 が マリ ア に 生ま れ て 、 
この 神 の 裁定 は 取り 消し の で き な い も の で あっ た と いう の を 神 が 命 じ た こ と を 意味 
する 。 聖 クル アー ン は 「 神 の 裁定 」 の 趣旨 を 表現 する た め に カド ウゥ ル と カ ダ ー と 
いう つの を INY そ いる 。 人 のせ する で と) また な AE する = と 
意味 し 、 後 者 は 「 谷 ずる こと 」 を 意味 する 。 計画 また は 案 が 実行 に 移せ る よう に す 
A i 
られ た と き 、 そ れ は カ ダ ー と 名 付け られ て いる 。 イ エス の 父 の な い 出 生 は カ ダ ー( 命 
定 ) で あっ た 。 
17895 マ リア が 夫 と の 交わ り も な くし て どの よう に イエ ス を 身ごもっ た の か 、 と いう こ 
と は 、 現在 の と ころ 人 間 の 知性 で は 押し 測る こと の で き な い 神 の 神秘 で ある と みな さ 
れ て いる 。 この 謎 は 、 今 の 我々 の 知力 の 及ぶ 範囲 内 で の 自然 法 を 超越 し た も の な の で 
ある 。 今 の 我々 は 知ら ず と も この 先 解明 で きる よう に な る で あろ う 、 な ど と は 言え ま 
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れ と 共に 遠隔 の と ころ へ 引 租 れ 
り 56 


24. され ば 、 分 尋 の 苦痛 の 余り 、 彼 女 Ne ロ | と dl el ほす と 4 
な つめ や し ue と 2 > 
を 東 概 子 の 幹 に 至ら せ た り "7、 彼 ik 


い 。 人間 の 知識 に は 、 所 診 限 り が あり 、 神 の 神秘 を すべ て 解き 明か すこ と な ど 、 と う 
て い 無 理 な こと で ある 。 自然 の 神秘 で 、 人 間 が いま だ 解明 で き な い も の は 山 と ある し 、 
多分 それ ら は これ か ら も わか ら ぬ まま 謎 と し て 残っ て いく の で は な いか と 思わ れる 。 
解き 明か せな い 神 秘 の 一 つが 、 父 を 介さ な い イ エス の 誕生 に つい て で ある 。 神 が お で 
き に な る こと は 際限 が な く 、 一 方 、 人 間 の 力 に は 限り が ある 。 彼 は “" 存 れ " と 一 言 お っ 
し ゃ っ て この 宇宙 を 創造 され た 方 な の で 、 我々 に は 起こ り 得 な いよ うに 思わ れる 事 も 
すべ て お 出来 に な る の だ と いう こと は 明らか で ある 。 また 医学 的 に も 、 女性 一 人 で 子 
供 を は らむ お と いう 可能 性 を 完全 に 排除 する こと が で き な い 。 生物 学 的 見 地 か ら 宗 教 ぬ 
き に し て 純 料 に 考察 する と 、 処 女 生殖 ( 単 為 生 殖 一 すなわち 、 男 性 と の 関係 を 持た ず 
し て 子供 を つく る と いう こと ) が 、 何ら か の 条件 下 で は 起こ り 得 る と 考え られ て いる 。 


し 得る と 見 て いる 医学 関係 者 が いる 。 この 種 瘍 は 男性 化 細胞 種 瘍 と し て 知ら れ 、 男性 
の 精子 を つく る こと が で きる 。 も し 、 女 性 の 体内 で 、 男 性 化 細胞 種 瘍 に より 生存 精子 
が 製造 で きる と すれ ば 、 女性 の 単 為 生 殖 の 可能 性 、 さ ら に 言え ば 処女 生殖 の 可能 性 は 
否定 で きま い 。 すなわち 、 女 性 自身 の 体内 に お いて 男性 が 彼女 の 体内 に 通常 の 方 法 で 
も し く は 外科 的 処置 に より 精子 を 送り 込ん だ と 同様 の 結果 を 生み 出す こと が 可能 で 
あろ うと いう こと で ある 。 最近 に な っ て ヨー ロッ パ で 、 あ る 婦人 科 グ ルー プ が 、 男性 
と の 接触 な く 出 産 し た 女性 の 例 を 公表 し た (ラン セッ ト =Lancet より )。 イ エス の 誕生 
は 、 父 を 介さ な か っ た と いう 点 に お いて 全く 他 に 例 を 見 な いも の と され て きた が 、 こ 
うな っ て くる と そう と も 言い きれ な いよ う で ある (ブリ タニ 方 百科 事典 引用 )。 も し こ 
れ ら の すべ て の 可能 性 を 完全 に 否定 する と イエ ス は 私 生 児 と し て うま れ た な ど と と 
ん で も な い 帰 結 を 導き だ し て し まう か も し れ な い 。 キ リス ト 教 、 ユ ダ ヤ 教 と も イエ ス 
の 誕生 は 、 通常 、 人 が 生ま れる の と は 違っ た 特殊 性 を 有する と いう 点 で 合意 し て いる 
も の の 、 キリ スト 教 で は それ を 超自然 と し て 受け と め て いる の に 対し ユダ ヤ 教 は イエ 
ス が 私 生 児 な の だ と 解 邊 し て いる (ユダ ヤ 教 百科 事典 ) 。 実際 、 戸籍 竹 に も イエ ス を 私 
生 児 と し て 記載 し て いる (タル ム ド )。 マ リア の 夫 、 ヨ セ フ は 、 イエ ス が 生ま れる まで 
マリ ア と 夫婦 関係 を 持た な か っ た と 福音 書 で 述べ られ て お り 、 こ の 事実 の み が イ エス 
の 誕生 の 特異 性 を 成 し て いる (マタ イ 1:25)。 こ の 「 彼 女 は 彼 を 刻み 」 と いう 表現 に は 、 
マリ ア が 男性 を 介さ ず に そう な っ た と いう 特別 の 概念 を 含む 。 

7796 遠隔 の と ころ と は 、 ナ ザ レ か ら 南 に 約 70 マイ ル の と ころ に ある ベツ レ へ ム に 
言及 する 。 ヨ セ フ は イエ ス の 出生 の 前 に 、 マ リア を そこ へ 連れ て 行き 、 そ こ で 出 
産 さ れ た 。 

27 ベツ レ へ ヘム で イエ ス が 生ま れ た 宿 に 部 屋 が な か っ た こと は 福音 書 に 示さ れ て い 
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女 は 云え り 、「 お お 1 受 は か く な る = TUE 
以前 に 死に 、 忘れ 去ら れ し 者 な り せ うい < 


ば な ! 」。 OL 
25. され ば 、( 呼 者 が が その 下 の 方 か 238 で 3 3 YT 

w * ン 2 リン 2 し の っ 
ら 8 彼女 を 呼び か けた り 、「 悲 し む a 6 
な か れ 。 流 の 主 は 、 流 の 下 の 方 に 泉 を OC こら る お う 
備え た り 。 


26. また 、 東 覆 子 の 幹 を 自分 の 方 に 揺 Ez52A 間 と は と 1、 タ 5 

り 動 か せ 。 そ は 熟れ た 新鮮 な 実 を 黄 の Re 
いっ a @6 いこ くじ お うと じ に 

上 に 落と さん "の 9. っ た 


る 。 ヨセフ と マリ ア は 屋根 の な いと ころ に 潮 在 し て いた に ちがい な い 。 マ リア は 自分 
で 樺 子 の 木 の 幹 の と ころ へ 、 その 影 の 下 で 休息 を 取る た め に 赴 い て 出産 の 苦し み を 少 
し で も 和らげ る 手段 を 見 出す こと が で きた の か も しれ な い 。 

8 タタ フッタ (Tah0) と 言う 語 は また 、 山 の 斜面 と 下り 勾配 を 意味 し て いる (Lane より )。 
当館 は 山腹 の 斜面 か ら マ リア に 届い た 声 を 示唆 する 。 実 際 に ベツ レム は 海抜 2350 
フィ ー ト の 岩の上 に 位置 し 、 と て も 肥 浜 な 谷 に 囲ま れ て いる 。 この 内 の 上 に 泉 が あり 
その ひと つが ソロ モン の 泉 と し て 知ら れ て いる 。 別 の 泉 は 町 の 南東 約 800 ヤー ド の 距 
離 に 位置 する 。 こ れ ら の 和泉 か ら ベ ツレ へ ハム の 町 に 水 を 供給 し て いる 。 

792 この 記述 に よる と 、 イエ ス の 誕生 は 、 ナ ツメ ヤシ が ユダ ヤ 地 方 で 新た に 実る 季節 
の 出来 事 と わか る 。 ナツ メ ヤ シ の 季節 と いう と 、 紛 れ も な く 8 月 か ら 9 月 で ある 。 一 
般 に キリ スト 教徒 に 受け と られ て いる 見 解 で は 、 イエ ス は 12 月 25 日 生ま れ と され て 
お り 、 毎年 、 キ リス ト 教 国 で は この 日 を クリ スマ ス と し て 名 情 的 に 祝っ て いる 。 し か 
し 、 こ の 12 月 25 日 生ま れ と いう 見 解 は 聖 ク ルアー ン の 記述 と 矛盾 する だ け で な く 、 
歴史 的 に も 反する し 、 さ ら に は 新約 聖書 の 記述 に も 合致 せ ず 光 盾 し て し まっ て いる 。 
イエ ス 誕 生 に つい て 、 ルカ に よる 福音 書 で は 「 こ の 地方 で (ユダ ヤ 地 方 ) で 汁 飼い た ち 
が 、 夜 、 野 宿 し な が ら 半 の 群れ の 番 を し て いた 、 と 述べ て ある (ルカ 2:7,8 参照 )。 こ 
の ルカ の 記述 に つい て キリ スト 教 の バー ンス 司教 も 「The Rise of Christianity」 と いう 
有名 な 本 の 79 頁 で こう 述べ て いる 。「12 月 25 日 が イエ ス の 実際 の 誕生 の 日 で ある と 
いう こと は 何 の 根 拠 も な いこ と で ある 。 も し 、 イエ ス の 誕生 に まつ わる ルカ の 福音 を 
信じ る と する と そこ に は ベツ レム 近く で 羊 飼い が 野宿 し て いた と ある 。 イエ ス の お 
生ま れ に な っ た ベツ レ へ ハム 周辺 で 冬 と いう と 夜 の 気温 は た い へ ん 低く 、 ユダヤ 地 方 の 
山岳 地域 で は 、 雪 も 珍し く な い 。 ど う や ら 西 暦 300 年 ご ろ 、 あれ これ 議論 の 末 、 イエ 
ス の 誕生 日 を 話し 合い の 上 で 決定 し た よう で ある 。 バー ンス 司教 の 見 解 に つい て 以下 
に 少し 引用 する ( 旨 | 用 文献 に つい て は 英 版 参照 )。 

キリ スト の 生年 月 日 は 今 だ 明白 に な っ て は いな い 。 し か し 、 西暦 340 年 に 教会 の 神 
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父 が キリ スト 誕生 を 祝う 日 と し て 、 ある 一 日 を 選ん だ 際 、 彼 等 は 賢く も 冬至 を 選ん だ 
と いえ よう 。 冬至 で あれ ば 人 々 は し っ か り 頭 に 入れ 、 最も 大 切な 祝祭 日 と し て 心 に 留 
め る こと が で きる か ら で あ る 。 も ちろ ん 、 人 間 が つく っ た 暦 の 形式 の ずれ に より 、 キ 
リス ト 生 誕 の 日 づけ も 冬至 を 2~3 日 前 後 す る と いう こと は ある 。 (ブリ タニ カ 青 科 事 
典 、 第 15 版 $ 巻 642 質 )………… 第 2 に 、 冬 至 は 、 そ の 当時 太陽 の 誕生 し た 日 と みな 
され て お り 、 ロ ー マ 暦 12 月 25 日 は 多神教 徒 に と り 太 陽 神 生誕 の 祝日 と な っ て いた 。 
キリ スト 教会 は この 一 般 に 広まっ て いた 祝日 を 踏み に じ る こと が で きず 、 その 祝日 を 
キリ スト の 生誕 の 日 と し て 精神 的 意味 を 与え た の で ある (キリ スト 教 百科 事典 )。 

ニニ つの 百科 事典 の これ ら の 記述 は 、 ピ ビー ク の 「 聖 書 解説 」 に よっ て 更に 支持 され て 
いる 。 こ の 著書 の 727 頁 で ビー ク は 「 キ リス ト 出 生 の 季節 は 12 月 で は な いと 思わ れ 
る 。 我々 の り の ク リス マス の 日 は 西洋 で 最初 に つく られ た 比較 的 近世 の 伝統 で ある 」 と 述 
べ て いる 。 この よう に キリ スト 教 の 起源 に つい て の 近年 の 歴史 研究 で は 、 イエ ス が 生 
まれ た の は 12 月 で は な か っ た と いう 、 まっ た く 疑 い の な い 事 実 を 確立 し た 。 ジョ ン ・ 
D・ デ ヴィ ス 博 士 「 聖 書 事典 」 の 「Year」 の 語 の 下 に 、 斉 柳 子 の 実は ユダ ヤ 暦 の エル 
ー ル 月 に 実る と 記さ れ て お り 、 ピー ク の 「 聖 書 解説 (117 頁 ) 」 に は エル ー ル 月 と は 8-9 
月 に 相当 する 、 と ある 。 更 に ビ ピーク 博士 は いう 、J}・ ス チュ アー ト は その 著書 「 私 た 
ちの 主 は 実際 いつ 生き て お られ た の か ? 」 で アン ゴ ラ ( ア ンカ ラ の 旧名 ) の 寺院 の 碑文 
及び 、 紀元 25-28 年 に 中 国 に 到達 し て いる 福音 書 の 物語 が 語っ て いる 中 国 の 十 典 の 引 


論じ て いる 。 ア ー サ ー・S・ ピ ー ク 博士 M.AJDD. の 「 聖 書 解説 】 か ら の 引用 に 支持 さ 
れ た 2 つの 百科 事典 の 上 記 の 陳述 か ら イ エス は 、 キリ スト 教会 が 我々 に 信じ させ て い 
る 12 月 25 日 で は な く 、 ユダ ヤ に 東和 概 子 が 実る 8-9 月 に 相当 する エル ー ル 月 に 生ま れ 
た と いう 事実 が まっ た く 明 ら か に な っ た 。 そし て それ は 聖 ク カル アーン に よっ て も 示さ 
れ た 見 解 で ある 。 事実 イエ ス の 出生 の 日 を 定め る と いう 間 題 の すべ て は 、 マ リア の 受 
胎 の 日 の 混乱 か ら 起 こっ た よう に 思え る 。 マリ ア の 妊娠 は 教会 の 歴史 家 た ち が 信 じ て 
いる よう な 3 月 また は 4 月 で は な く 、 11 月 か 12 月 で あっ た よう だ 。 受胎 の 4 て 5 ヵ月 
後 、 妊娠 が も うこ れ 以 上 隠す こと が で き な い ほど あき ら か に な っ た と き 、 ヨ セ フ は 翌 
年 の 3 月 か 4 月 に マリ ア を 彼 の 家 へ 連れ て 行く よう 説得 され た 。 それ 故 キ リス ト 教 の 
歴史 家 た ち は 3 月 か 4 月 に ヨセフ が マリ ア を 役 の 家 に 連れ て 行っ た と き 、4-5 ヶ月 早 
く 起 こっ て いた 受胎 の 日 を 誤っ た の だ 。 

それ は また 当 節 か ら マ リア が 丘 の 上 の 方 の 安全 な 場所 に 横たわっ て お り 東 概 子 の 
木 が 斜面 に 立っ て いた と 思わ れ 、 従っ て 彼女 は その 幹 に 容易 に 届き 、 それ を 振る こと 
が で きた 。 ベツ レベ ハム の 領地 が 柳 子 に 富ん で いた の は 聖書 (土師 記 1:16) や ジョ ン ・ 
D・ デ ヴィ ス DJD. 博 士 に よる 「 聖 書 事典 」 か ら も 明らか で ある 。 更 に 前 節 で 示さ れ て 
いる よう に 泉 に 導 か れ た マリ ア の 事実 が 、 そ の 水 を 飲み 身体 を 洗う た め に は イエ ス の 
出生 が 8 一 9 月 に 起こ っ た こと を 指し 示し て いる 。 何故 な ら 12 月 の ユダ ヤ の 水 の よ う 
な 冷た い 気 候 の 中 、 マリ ア が 外 で 身体 を 洗う こと が で き な か っ た か ら で あ る 。 解 説 の 
特大 版 1573-1376 真 も 参照 )。 
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27. され ば 、 食い 日 つ 飲み 、 汐 の 日 を Gg UG Ezo う 859 22 2S3 
冷や せ 。 面 し て 、 溢 も し 誰か 人 を 見 れ し 。 St 

ペーー De らき CT る ~~ 
ば え 、 我 は 毅 起 な る 御方 の た め に 所 ご つこ 3 8 1 し 


わら わ 
食 を 営 いた り 。 され ば 、 装 は どん な ンタ ン る 4 の ャ ン イ » する グラ ンプ すす 2 る 
に にし 5 
間 と も 人 日 は 靖 モ え ミ デ 」 と Po っ 


ES 
w PP tg ゝ 1761 ン ン ぅ 人 
28. され ば 、 彼女 は 、 彼 を 抱い て * A ec 
己 が 民 の も と に 来 た れ り 。 彼 等 は 云え 
り 、「 マ リア よ 、 液 は まこ と に けし か OB と 3 


ら ぬ こと を な せり "7 ぐ 。 


1 ント て ヘッ イド くき 
29. アロ ン の 姉妹 よ "、 梁 の 父 は 悪 あり 23095 じ 6 わぁ そこ うし 


1799 マリ ア が 無駄 な 話 を し な いよ う 命ぜ られ た の は 、 一 つ に は 彼女 の 体力 を 保持 する 
た めで あり 、 も う 一 つ に は 彼女 が 心 を 集中 させ て 神 を 想い 、 神 に 祈る 時 間 を より 多く 
と れる よう に と いう 御 計 らい な の で あっ た 。 
et と の 言葉 の 意味 に 関し て は 9:92 節 を 参照 せよ 。 そ れ は ベツ レ へ ヘム で の イエ ス の 出 
生 の 後に 、 福音 書か ら ヨ セ フ は 数 年 間 住 ん 上 で いた こと の ある エジプト に 彼 と マリ ア を 
連れ て 行き 、 へ ヘロデ の 死後 に 家族 は ナザレ へ 戻っ て そこ に 住ん だ (マタ イ 2:13-23) 。 
イエ ス が 購 馬 に 乗っ て 彼 の 母 と と も に 民 の と ころ へ 来る だ る ろう と いう 型 書 の 預言 も 
あっ た (マタ イ 21:4-7) 。 イエ ス と マリ ア は 実際 に エル サレ ム に 入る と き 騒 馬 に 乗っ て 
いた 。 タ フミ ルフ ー(Tahmilu-hn) と いう 表現 は こと に よる と 聖 圭 の その 預言 に 言及 し 
て いる の か も し れ な い 。 当 節 は 31-34 節 か ら 明 ら か な よう に イエ ス が 既に 預言 を 成 し 
遂げ た と き に つい て 言及 する 。 

9 ファ リッ ユ と は また 、“ 備 り の 提 造 者 "を 意味 する (Lane より )。 ユダヤ の 長老 た ち 

は この 言葉 を 用 いて 、 マ リア が 悪い 女性 で イエ ス は 偽り の 捉 造 者 、 偽り の 預言 者 で あ 
っ た と 人 々 に 巧み に 植え 付け た 。 
778 理 ク ルアー ン の 中 に “アロ ン の 姉 " と 呼ば れ て いた マリ ア に つい て の 質問 を 自身 の 
まえ に 差し 出さ れ た 聖 預言 者 は 、 イ スラ エル 人 た ち が 以 前 よく 彼 等 の 子供 た ち に ( 彼 
等 の ) 預言 者 や 聖者 に 因 ん で 名 付け て いた の を 知ら な か っ た の か 、 と 質問 者 に 販 ね た 
(Bayan 6 巻 16 頁 、 Jarirt6 巻 52 頁 ) 。 マリ ア は ここ で 、 モー ゼ で は な く 「 ア ロン の 姉 」 
と 呼ば れ て いた が (モー ゼ と アロ ン の ) 、 両者 は 兄弟 で あっ た 。 一 方 モー ゼ は ユダ ヤ 法 
を 制定 し た 者 で あっ た し 、 アロ ン は ユダ ヤ 人 聖職 者 階級 の 長 で あっ た (聖書 百科 事典 
及び 、 ブ リタ ニカ 百科 事典 アロ ン 項 の り 下 )。 そ し て マリ ア も また 聖職 者 階級 の 地位 に 
属し た 。 タ バリ ー は 、 アブ ( 父 )、 アム ( 母 )、 ウ フト (姉妹) な どの よう な アラ ビア 語 の 
言葉 の 大 味 に 洞 宗 を える "預言 者 の 生 澤 : か ら の 出来 事 に 関係 し て いる 。 信 然 に も 
ユダ ヤ の 家 系 で あっ た " 樺 預 斉 者 の 女 " サ フィ ヤ が か つて 、 聖 預言 者 に 「 役 の 他 の 妻 た 
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人 に 非 ず 、 汐 の 母 も また 浮 ら な 女 に 非 SSL ECCS 
ざり し に !」。 

30. され ば 、 彼 女 は 彼 を 指 さ せ り "9 ck お の 67056 
彼 等 は 云え り 、「 我 等 、 揺 鱗 の 中 な る : 。 2 
効 児 と 如何 に し て 語り 得る か ?」"。 oles si GOE 
31. 彼 は 云え り 、「 げ に 我 は アッ ラー ご ュー 
の 僕 な り 。 彼 、 経 典 を 我 に 授け 、 我 


3 lg yy エン シン グ 
を 預言 者 と な せり 。 OS みな 5 


32. 店 し て 、 彼 は 、 我 い ず こ に 居 よ う で 3 ぐに ヒ CER 3 
と も 、 我 を 祝福 ある 者 た らし め 、 我 が ,。 。。 NN 
生 あ る 限り 礼拝 と 責 捨 を する よう 、 ゎ ご や Us の 352 ルル 3 し てん の.5 
れ に 命じ た り 。 8 る ぽ < 


ロン は 私 の 父 、 モ ー ゼ は 私 の 叔父 で 、 ム ハン マ ド は 私 の 夫 で ある 」 と 言っ て 、 咽 り を 
失 ね 返す よう に 云っ た 。 そ の と き 聖 預言 着 は 、 ア ロン が 彼女 の 父 で も な けれ ば モー ゼ 
が 彼女 の 叔父 で も な いこ と は 勿論 承知 し て いた 。 この 報告 に 関す る 言及 は 聖 ク ルアー 
ン の 33:70 節 の 中 に も 見 る こと が で きる 。 ユ ダ ヤ の 長老 た ち は 、 イ エス の 母 を 「 ア ロ 
ン の 姉 」 と 呼ぶ こと に よっ て 、 恥 ず べ き 罪 を 犯し た 女性 と 非 合 法 な 婚 期 関係 を 結ん で 
いた と し て モー ゼ が 非難 を 受け て いた 者 と 、 私 生 児 を 生む と いっ た 恥ず べき 行為 を 犯 
し た (この 非難 は 33:70 に お いて 言及 され る ) 彼女 と 同名 の 者 も ちあ 、 ア ロン の 姉 マ リア 
と し て 意味 を 持た せ た の か も し れ な い 、。 注 401 も 参照 。 

や 「 彼 女 は 彼 を 指 さ せ り 」 と いう その 言葉 は 、 も し ユダ ヤ の 長老 た ち が 彼 に 疑問 を 
投げ か けた な ら イ エス が 与え る で あろ うと いう 答え を マリ ア が 知っ て いた こと を 示 
し て いる 。 これ ら の 言葉 は また 、 た と え 彼 女 が 自身 の 無実 を 宮 党 し て も 誰 も 彼女 を 信 
じ な いで あろ うこ と を マリ ア は 知っ て いた こと を 示し て いる の か も し れ な い 。 彼女 が 
無実 で ある 証拠 は その 息子 だ け で あっ た 。 その よう な 高貴 な 気質 が 神 に よっ て 授け ら 
れ た 聖なる 公正 な 息子 が 不道徳 な 結び つき の 結果 で ある 管 が な く 、 彼 の 美 節 と 気 高 さ 
は それ 自身 が 彼女 の 無実 を 弁明 する の に 充分 に 足り る こと を 彼女 は 示し た 。 依っ て 彼 
女 は 己 が 子 を 指さし た 。 

7 当 節 は 困難 さ を 示し て いな い 。 ユダ ヤ の 長 湊 た ち が マ リア を 嘱 っ た と き に イエ ス 
に 注意 を 向け て 、 彼 を 越 ん で 言っ た 。 彼 等 の 目 の 前 で 生ま れ て 育て られ た た だ の 男児 
に すぎ な い の を 意味 し て 「 播 堅 の 中 な る 異 児 と 知 何 に し て 語り 得る か ?」 ど と 。 年 長者 
は 年 齢 に お いて 彼 等 より 人 遥か に 若い 者 か ら 智 堪 を 得 よ うと する と き 、 その よう な 話し 


方 を する の が 常 で ある 。 そ の 斉 葉 は 単に イエ ス へ の 茂み の 表現 を 成 し て いる 。 3:47 節 
も 参照 。 
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33. また 、“ わが 母 に 孝 養 を つく す 者 Ds 記 を うぅ て 3 RPCE 
た らし め 、 面 し て 我 を 高慢 に し て 、 不 2 
= 時 チー nk 1766 ol 
幸 な る 者 た らし め ざ り き 766。 

34. 面 し て 、? 我 が 生 まれ し 日 に 、 ま の 8153 も 3 Rr 

た 我 が 死ぬ 日 に 、 また 我 が 難 ら れん 日 


琉 


に 、 我 が 上 に 平安 あら ん 」。 OL EE ト % う 

35. とれ が マリ ア の 子 イエ ス な り 8 2 2 EN 

Os 彼 等 が 疑心 を 拘 く と ころ の 真相 02 

と は (これ な り ) 88 Oo と さと 7 
19:15. 外 9:16. 


1766 イ エス が ユダ ヤ の 長老 た ち に 与え 、 更 に これ ら の 節 (31-34) に 含ま れる 話 は 恐らく 、 
子供 の 話 で は あり 得 な か っ た 。 子供 の 唇 か ら す べ て の これ ら の 証明 に は 、 か な り 多く 
の 偽り が ある よう に 聞こ える 。 誰が これ ら の 偽り を 奇跡 と 呼ぶ で あろ うか 。 イエ ス は 
その 当時 預言 者 で は な く 、 祈り も 捧げ て いな けれ ば 剖 捨 を 行なう こと も な く 、 啓 典 も 
与え られ て いな か っ た 。 更 に 3:47 節 で この 奇跡 は 、 揺 葉 の 中 に お いて 、 ま た 壮年 に 
な っ て か ら も 人 々 に 語り か けた イエ ス と し て 言及 され て いる 。 し か し 壮年 の 男 に よる 
話 は 奇跡 で は な く 、 壮年 と いう 言葉 と 揺 供 と いう 言葉 の 結び つき に よっ て 、 揺 息 の 中 
の イエ ス と 彼 が 壮年 に な っ た と き の 話 は 一 般 に 理解 され る 稚 念 の 奇跡 で は な か っ た 
こと を 耳 ク ルアー ン は 示唆 する 。 し か し 彼 が 幼年 期 に 、 壮年 の と き と 同 じ よ うに 特別 
な 知識 と 知性 を 持っ た 言葉 を 話し た と いう 観念 の 中 で 、 それは 奇跡 で あっ た 。 これ ら 
こつ の 組み 合わ され た 言葉 の 結び つき は また 、 イ エス が 若く し て 亡くな っ て お ら す ず 円 
熟し た 老齢 期 を 生き た で あろ う 預 言 を 示唆 する 。 その 預言 は 真 の 奇跡 で あっ た 。 し か 
し 、 も し "マフ ドッ ゥ "と いう 言葉 が 、 こ の 語 が 意味 する ひと つ で も ある 「 準 備 期間 」 の 
観念 に 取り 入れ られ る な ら ば 3:47 節 は 、 イ エス が 彼 の 青年 期 で ある 準備 期間 及び 壮 
年 期 の 両方 の 年 齢 と 経験 を 超え て 、 並々 な ら ぬ 智 差 と 精神 的 知識 に 満ち た 言葉 を 人 々 
に 語る こ と を 適 味 す る の で あろ う Ds 

7 [イブ ン ・ マ ル ヤ ム 」 (マリ ア の 息子 ) と いう 表現 は イエ ス を 指し 示す 名 前 で ある 。 
これ は 、 父 を 介さ な い 誕生 で ある (その た め 父 の 名 前 を 入れ られ な い ) こ と を 暗示 する 
も の で ある 。 そ れ と 同時 に 聖 ク ルアー ン の この 箇所 で 「 マ リア の 軸 子 」 と 表現 され た 
も う 一 つの 理由 は 、 他 の 者 と の 混合 を 避け る こ と が で きる と いう 点 に ある 。 福音 書 で 
は イエ ス の 通称 と し て 「 人 の 子 ( イ エス )」( ア ラビ ア 語 で 「 イ ブン ・ ア ダム 」) を 用 い 
て いる が 、「 人 の 子 」 と いう 表現 は 聖書 の 中 で 他 の 人 ん 々 を 指し 示す の に も 使わ れ て い 
る 。「 マ リア の 息子 」 と 言え ば 誰 の こと で ある か 一 目 瞭 然 に わか る の で 紛 わ し さ の な 
いこ の 表現 を 用 いて 馴 ク ルアー ン は ここ で イエ ス を 「 マ リア の 息子 」 と 称し て いる 
"。 対 ら く マ リア の 子 イ エス に つい て は 宗教 的 歴史 に 関し て 、 それ ほど 多く の 広範 囲 
に 理 る 違い が 存在 する 「 個 人 的 地位 」 は な い 。 ユ ダ ヤ 人 、 キ リス ト 教 徒 及び ムスリム 
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36. ? ア ッ ラー が 息子 を と りあ ぁ げ る と だ AO 02 は >5 人 0. レビ 
は 、 彼 の 威厳 に ふさ わし か ら ず “5。 0 
彼 は 聖 な り 。 彼 も の ご と を 決め し 時 、 OO 絡 3611、 285) 
た だ 「 在 れ ! 」 と 云う "の 。 さ れ ば そ つた 
は 在 る な り Sp 
37. 面 し て 、% ア ッ ラ ー こ そ 確か に 我 383322 3 こわ る 3 
が 主 、 ま た お 前 達 の 主 な り 。 さ れ ば 、 i 
彼 ( の み ) を 崇め よ 。 こ は 正しき 道 な OR ルン っ は > 
り 」。 


38. 然るに 、 彼 等 の 間 で 諸 宗派 が 異 a 
な れ り 。 さ れ ば 、* 信 ぜ ざ る 者 ども 
は 褐 いな る か な 、 僚 大 な る 日 に 第 む > の 2 いわ 4 て 33 


が 故に 。 
⑨ BZ 5% 


rn 


39. 彼 等 が われ ら の 御 許 に 来る その i | 
日 、 彼 等 は な ん と よく 聞こ え 、 よく 見 で ーー デラ 8 


0:69: 17:112; 18:5; 19:89; 21:27: 25:3: 39:3. な 3.s2: 5:73; 43:65. 14:3; 38:28: 51:61. 


は すべ て 、 イエ ス の 誕生 、 彼 の 死 の 真相 、 及 び 彼 の 人 生 で の いく つか の 顕 著 な 出来 事 
に 関し て 広く 異な る 見 解 を 持つ 。 

798 キリ スト 教 の 人 々 は 、 イ エス を 神 の 息子 と 信じ て いる 。 そ の 根拠 と し て は 、 聖書 
中 で イエ ス が 「 神 の 御子 」 と 称 さ れ て いる こと に ある の だ が 、 聖書 で は 他 の 人 々 に 対 
し て も 「 神 の 御子 」 と 呼び か け て いる 。 イエ ス の み が 「 神 の 御子 」 と し て 他 の 人 々 と 
区 別して 呼ば れ た わけ で は な い の で 、 これ ら の 人 ん 々 が 神 の 実 の 息子 た ち で な い の と 同 
様 、 イ エス も 神 の 実 の 息子 で は な い の で ある (ルカ 20:36: エレ ミヤ 31:9: マタ イ 6:9: 
ヨハ ネ 8:41: エエ ペソ 4:6) 。 

1779 アラ ビア 語 で “クン”" と いう 語 は 、 物 に 焦点 を 当て る こ と の ほか に 非常 に 欲求 を 感 
じ た こ と を 表現 する た め に も また 用 いら れる 。 遠征 の 時 、 聖 預 音 者 に と て も 勇敢 で 思 
実 な 弟子 アブ ー・ ハ イサ マ が 不在 し た 時 が あっ た 。 聖 預言 者 は 彼 が いな いこ と を 痛烈 
に 感じ た 。 戦い の 最 中 、 か な り 遠 いと ころ か ら 全 速力 で 彼 の 処 へ 向かっ て くる 騎手 を 
ご 覧 に な っ た と き 、 それ が アブ ー・ ハ イサ マ で あっ た た め 、 聖 預言 著 は タン ・ ア バー・ 
ハイ サマ すなわち 、 ア ブー・ ハ イサ マ で あれ ば いい な と 叫ば れ た 。 そ し て 、 そ れ は 本 
当 に アブ ー・ ハ イサ マ で あっ た (Halbiyyah より )。 従 っ て 「 タ ン 」 と いう 語 は 、 神 が 
生み だ す も の を 意図 する か 欲す る と き そ れ は 出現 し 、 もしくは 神 が そ の よう な 欲求 を 
表現 され る と き に それ は 具体 的 な 形 を 表す こと を 示唆 する 。 そ の 言葉 は 、 魂 と 物質 が 
原始 的 に また は 永遠 に 神 と 共存 する と いう 見 解 に 支持 を 与え な い 。 
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える こと よ "の 。 釣る に 、 不義 者 ども 本 
CAS ひら 8 19 史 | 
は 今日 明らか な る 迷 誤 の 中 に あり 。 * Pe 
40. 面 し て 、 裁 き が 決定 され ん “嘆き 228 5 I 
の (その ) 日 に つい て 、 彼 等 に 警告 せ y 


も 


2 る re 
よ 。 な れ ど 、 彼 等 は 油断 に し て 、 っ tN 弘和 認 ご 3 2 る 5 Sy) 
所 言 公 な り 。 アア 
彼 等 は 信仰 せ ざ る な り oo 
41. ? げに 大 地 、 並 びに その 上 に 在 る 03250 の YI も 633) 
すべ て の も の を 相続 する "は 我 等 ャ DP 
I lore ge 


が 戻さ れる な り 。 
三 項 


42。 c 面 し て 、 (この ) 聖典 1773 の 中 で 、 ER ン ラッ ll 4S 9 っ 0 
アブ ラ ハ ム の こと を 語れ 。 げに 彼 は 誠 0 
実 な 預言 者 な りき 。 OF Wo 


ON No ed Po EE 


プー タタ の を 


ググ 


NN 2 LEE SS っ, 4 2 フジ 5 を っ 
に 役立た ぬ も の を 崇拝 する や ? っ 


の:168: 6:32; 39:57. 015:24; 28:59, “38:46; 53:38. 76:73: 21:33; 26:71: 37:86-87. 


7 導 節 は 不信 者 た ちの 見 る こと 、 聴 く こ と 、 の 能力 が 審判 の 日 に は より 鋭敏 に な る 
4 を 意味 し て いる 。 な ぜ な ら そ の 時 、 彼 等 の 目 と 耳 か ら 鶴 い が 引き 上 げ ら れ 、 
等 が 誤っ て いた こと を は っ きり と 悟る で あろ うか ら 。 し か し あま り に 遅い その 認識 
a も は や 彼 等 の 役 に は 立た な いこ と が わか る だ る ろう 。 
7 当 節 は 、 次 の 2 つの 預言 を 表し て いる 。(1) キリ スト 教 の 人 々 が 、 ま ず 、 多 く の 
信者 に 支え られ て 世界 中 で 優勢 を ふる い 、 世 界 を 支配 する で あろ う 。②) し か し 、 彼 
等 は 真 の 神 を 信じ な か っ た が 故に 、 支配 権 を 剥 稚 さ れ 、 そ れ は 究極 的 に は イス ラム の 
人 々 の 手 に 与え られ る で あろ う 。 
7 人 経 典 と は 聖 ク ルアー ン を 意味 する 。 聖 預言 者 は ここ に 聖書 に 関し て で は な く 、 聖 
クル アデ アーン に 与え られ て いる アブ ラ ハ ム の 物語 に つい て 指示 され て いる 。 聖 クル アー 
ン は アブ ラ ハ ム を “真実 の 者 "と し て 描い て いる が 、 一 方 で 聖書 は 彼 が 嘘 を 言っ て いる 
と 非難 し て いる (創世 記 20:13) 。 恐らく その 後 い つか 、 距 はい くら か の 聖 ク ルアー ン 
の 解説 者 た ち に よっ て 彼 の せい に され る の で 、 聖 ク ルアー ン は アブ ラ ハ ム の 誠実 さ に 
か な り の 重点 を 置い て いる 。 
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44. 我 が 父 よ 、 液 が 授かり し こと な き 
知識 が 我 に 来 た れ り 。 され ば 、 我 に 従 
え 。 我 は 次 を 正しい 道 に 導 か ん 。 


45S、 我 が 父 よ 、 e 号 訂 を 拝む "の? な 
か れ 。 げ に 悪魔 慈 直 深き 御方 に 不服 
従 な 0 "775 


46. 我 が 父 よ 、 我 は 慈悲 深き 御方 か ら 
の 責 苦 が 汐 に 降り か か る こと を 恐 
る 。 さ れ ば 、( そ の 時 ) 流 が 悪魔 の 友 
と な らん 」。 

47. 役 は 云え り 、「 ア ブラ ハム よ 、 溢 
は 我 が 神 々 を 拒否 する か ? ら も し 溢 思 
いと ど ま ら ず ば は 、 我 必ず 液 を 石打 ち に 
せん "77?。 さ れ ば 、 永 久 に 我 よ り 遠 ざ 
か れ 」。 

48. 彼 は 云え り 、 「 液 に 平安 あれ 。 c 我 
は 必ず 液 の た め に 我 が 主 に 赦し を 請 
わん 。 ば げに 彼 は 我 に 実に 情け 深く ま 
3 や 


Ce GE あう いこ 
OC と けっ 541 EE 


の 
デ デ 


CN EE I TE I 
LL RA 


4 


と 


9360 CUE 


Pd 
に 9 
の 2 


6:143: 24:22: 36:61. bj :69: 29:25; 37:98. “9:114; 26:87: 60:5. 


777 動詞 アバ ダ か ら の 名 詞 不 定 法 で ある イ バ ー ダ と いう 語 は 、 神 また は 偶像 に 仕え る 
の みな ら ず 、 青 目 的 また は 思慮 な し に 人 に 従う か 、 ま と も に 厳し い 批判 を 受け させ る 
こと な く 考 え 、 ま た は 信仰 を 受容 れる こと を 示唆 する 。 そ の 言葉 の この 後者 の 意味 は 、 
当 節 自体 か ら も 明白 で ある 。 それ は 誰 も これ まで に 役 に 仕え 、 彼 に 祈る と いう 感覚 で 


「 悪 魔 」 を 丹 拝 し た こと が な いか ら だ 。 


1775 近 節 で は 実際 すべ て の 章 に お いて シル ク (偶像 崇拝 ) は 繰り 返し 非難 され 、 最 も 強 
く 厳 し い 条件 で 符 め られ た 。 そし て 神 に 帰す る アッ ラフ マー ン (慈悲 深い ) に つい て も 
また 何 度 も 言及 され て きた 。 何故 な ら 、 あ ら ゆ る 形式 と 種類 の シル ク (偶像 崇拝 ) が ラ 
フ マ ー ニ ッ ヤ ( 神 の 慈悲 ) を 直接 否定 する 結果 で ある か ら だ 。 

7 の ラジ ャ マフ ー (Rajama-hn) と は 、 彼 は 投石 に より 死ん だ 、 彼 は 告発 され た 、 ま た 
は 中 傷 さ れ た 、 宗 られ た 。 彼 は 追い 払わ れ た 。 彼 は すべ て の 関係 を 断ち 切ら れ た 、 を 


意味 する (Lane より )。 
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49. され ば 、“ 我 は 、 あ な た が た 並び AO お se の 史 あ ヒビ 2 生 J 央 5 
に あな た 方 が アッ ラー 以外 に 祈る も - 


の か ら 離れ て お り 行か ん "証し て 、 6 うう 535 
我 は 己 が 主 の み に 祈 らん 。 我 が に 祈 ら PS 
ば 、 我 は 恐らく 失望 させ られ ざる な り 」。 SG 


Ws 


50. か く て 彼 が 、 彼 等 並び に 彼 等 が アー 20332 ビビ うる 8 
ッ ラ ー 以 外 に 崇拝 せる も の か ら 離 れ ,  。 . 

去る や 、 ち われ ら は 彼 に イサ ク と ヤ コ に に この UI 2400 お 
ブ を 授け た り "人 。 面 し て 、 我 等 は 彼 る マイン ン 人 の ン 
守 各 々 を 預言 者 た らし め た り 。 92 
s1. 頁 し て 、 わ れ ら は 彼 等 に 我 が 慈悲 LIE ES 
を 垂れ 、 ま た < 我 等 は 彼 等 に 崇高 な る 


と る (リン w う 
真実 な 言葉 を 授け た り "77。 3 の CSS て 20 じ ) 


四 項 
52. 商 し て 、( こ の ) 理 典 の 中 で 、 上 RS | 
ゼ で の こ と を 語れ 。 7 げに 彼 は 特に 』 1 る 5 そ を 。』 ン る 1 クイ 3 4 
し 者 で 、 使 者 で あり 、 i の Y う 9 し 2A2 


29:27, P14:40; 21:73. 26:85. 33.70. 


7 人 節 に お いて 、 ア ブラ ハム は カナ ン へ の 移住 に 言及 され て いる よう だ 。 彼 は イラ 
ク か ら カ ナン 、 そ し て そこ か ら エ ジ プ ト へ 行っ た 。 彼 は イラ ク に 彼 の 父 と 人 々 を 残し 


7 や イス マエ ル は アブ ラ ハ ム の 長男 に も か か わら ず 、 こ こ に 言及 され て いな か っ た 。 
イサ ク と ヤコブ は 従属 的 な 畠 言 者 と し て の み 途 中 に 言及 され て いる が 、 イス マエ ル に 
関し て は 55 節 に 独立 し た 言及 が 見 られ る 。 こ れ は イス マエ ル が イサ ク と ヤコブ 両 名 
より 高い 精神 的 能力 を 持つ こと を 表し て いる 。 

7 ジャ アル ナー・ ラ フ ム ・ リ サー ナ ・ ス イィ ドウ キン ・ ア リッ ヤー (aralna Lahum Lisana 
Sidqin Aiyya= 我 等 は 役 等 に 宗 高 な る 真実 な 言葉 を 授け た り ) と いう 表現 の 意味 する と 
ころ は 次 の よう で ある 。 (1) 彼 等 は 善い 評判 を 得 て 同時 代 及 び 将 来 の 世代 に 愛さ れ 、 
尊敬 と 愛情 を も っ て 記憶 され た 。 ⑫ 彼 等 の 話 は 智 工 と 知性 に 満ち て お り 、 敵 意 、 時 
狼 、 偽 り 及 び 憎 悪 こ れ ら すべ て の 類 か ら 解 放さ れ た 。 (3) 彼 等 は 信仰 を 表す こと に 早 
れ を 知ら ず 、 不 信者 や 不正 直 な 者 に 厳し か っ た 。(④) 彼 等 の 善行 は 彼 等 の 名 声 と 共に 
その よう に 多く の 軌跡 と 記録 と し て な され 続け られ た 。 

1790「『 彼 は 使者 で あり 、 預 言 者 な りき 」 と いう 言葉 は 、 よ く あ り が ちな 誤解 を 説明 し 
取り 除く 。 即ち ラス ー ル (使者 ) と は 、 新しい 法 と 新しい 経典 を も た ら す 者 で あり 、 ナ 
ビー( 預 言 者 ) と は 、 彼 の 民 を 改革 する た め に の み 神 に 任命 され た 者 で ある 。 し か し ラ 
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s3. され ば 、 わ れ ら は ぐ 山 の 右側 より ob りつ に 、 り 245353 


彼 に 呼び か け “9!、 さ さや き な が ら 彼 a 
を 我 が 近 くに せり 。 の じ 3 ぶ えつ う 95 


54. し て 、 わ れ ら は 己 が 慈悲 に よっ 93 う 44LST Ez 2 人 CA33 
て 、 ら ヶ 彼 の 兄弟 アロ ン を 預言 者 と し て 
彼 に 授け た り 。 os 
55. また 、( こ の ) 聖典 の 中 で 、 イ スマ Es 

エル の こと を 語れ *"*。 彼 は 実に 約束 : 本 

を 誠実 に 守る 者 で 、 使徒 で あり 、 預言 8 OC ? ぅ っ と の |③ っ し っ 
者 な りき 。 


20:81: 28:31. 20:30, 31: 25:36: 28:36. 


法令 を 含ん だ 法 や 経典 を も た ら さ な い 。 この 一 般 的 見 解 か ら す る と すべ て の ラス ー ル 
(使者 ) は ナビ ー( 預 言 者 ) で あら ね ば な ら な い が 、 すべ て の ナビ ー( 預 言 者 ) が ラス ー ル 
(使者 ) と いう わけ で は な い 。 ラス ー ル (使者 ) が 新しい 経典 と 新しい 法 を も た らし 、 そ 
うい う も の と し て 必ず ナビ ー( 預 言 者 ) で ある な ら ば 、 当 節 及び 他 の 節 に お いて ラス ー 
ル ( 使 者 ) の 言葉 預言 者 ) の 言葉 を 加え る と いう の は 余分 で 不要 な こと で あ 
る の で 、 解 説 下 の 節 は この 誤っ た 概念 を 打ち 崩し て いる 。 その 事実 と は すべ て の ラス 
ー ル (使者 ) は ナビ ー( 馳 鞭 者 ) で 、 すべ て の ナビ ー( 預 言 者 ) は ラス ー ル (使者 ) で ある と 
いう も の で ある 。 これ ら こ つの 語 は 交換 可能 で あっ て 同じ 地位 の こつ の 面 と 同じ 人 物 
の 二 つ の 職務 を 表す 。 彼 が 神 か ら 啓 示 を 受け る の で 、 神 の 改革 者 ラス ー ル (使者) で あ 
る (リサ ー ラ ト は 啓示 を 意味 する ) 。 そし て 彼 が 人 遺 わ され た 人 々 に それ ら の 啓示 を 伝え 


っ て 神 の 啓示 を 受け た 後 そ れ ら を 人 々 に 伝え る の で 、 すべ て の ラス ー ル (使者 ) は ナビ 
ー (預言 者 ) で ある 。 そし て 彼 が 神 か ら 授かっ た 啓示 を 人 々 に 伝え る の で すべ て の ナビ 
ー (預言 者 ) は ラス ー ル (使者 ) で ある 。 ナビ ー (預言 者 ) の 職務 は た だ 、 ラス ー ル (使者 ) 
の それ に 従う 。 ラス ー ル (使者 ) と し て の 彼 の 立場 に お いて 彼 は 神 か ら の 啓示 を 最初 に 
授かり 、 そ れ か ら ナ ビー (預言 者 ) と し て の 立場 に お いて 彼 は 人 々 に それ ら を 伝え る 。 
この た めこ こ で は 了 型 クル アー ン の 至る 箇所 で ラス ー ル (使者 ) と ナビ ー( 預 斉 者 ) の こ 
れ ら 二 つ の 言葉 が 共に 生じ る 場合 それ は 区 も な 順序 で ある の で 、 常に ナビ ー( 預 言 者 ) 
語 は ラス ー ル (使者) の 語 に 従う 。 

"本文 の その 言葉 は 、() 山 の 右 側 か ら (b) 山 の あ ら ゆ る 側面 か ら (<c) 神聖 な 山 の 側 
面 か ら 、 を 意味 する 。 

2 モーゼ の 後に 、 イ スマ エル に つい て 言及 され て いる 。 役 に つい て の 記述 は 「 語 れ 」 
と いう 言葉 に よっ て 述べ られ て いる 。 それは 宗教 的 歴史 の つの 章 、 つ まり イス ラ エ 
ル の 家系 の それ は 閉じ られ 、 そ し て 新しい も の 、 つ まり イス マエ ル の 家系 の それ が 開 
か れ た こと を 示し て いる 。 
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56. 耐 し て * 彼 は 、 そ の 一 族 に 礼 捧 3 る 3 LA Es 
喜 捨 を 命じ た れ ば 、 そ の 主 に いた く 好 a 
まれ た る 者 な りき 。 oE ろ っ る う て sO535 
57. また 、( こ の ) 聖 典 の 中 で 、 イ ドリ OPa5I っ SI 9 っ 5 
ー ス の こと を 語れ "3。 彼 は 誠実 な 預 
斉 者 な りき 。 タン ンプ 
58. され ば 、 ち われ ら は 彼 を 、 高 き 地 OER 
位 に 登ら し め た り 。 

59. これ ら の 人 々 こそ 、“ ア ッ ラ ー が 人 彼 る を に 区 2 トマ 
等 に 祝福 を 与え し アダ ム の 後 交 か ら の 。  。 。」。。 。 。 
預言 者 達 の うち な りき 。 ま た 、 われ 5 し TO の うう SOs OI 


1 
が ノア と 共に 運び し 者 た ちの うち 、 是 レッ 1 > る 6 。 を ソー イン 
っ っ ) うつ うつ 2 う 9 と の 


つ ア ブラ ハム と イス ラ エ ル の 子 格 の う a 

ちな れ ば "%%、 わ れ ら が 導き て 、 選 び SE ス る 55 2 
出し た る 者 な りき 。 ? 慈 想 な る 御方 の < 
家 光 が 彼 等 に 読 浦 され る や 、 彼 等 は BR ee gE I) 
凶 語 し 、 感 涙し な が ら 平伏 する な り 。 # 8 SG 2 
60. 然るに 、 邊 等 の 後 を つい だ < 後継 」 レ る (に 生じ っ こる 5 
者 た ち は 、 礼 拝 を 怠り "私欲 に 時 


20:133: 33:34. 12:254; 4:159. 117; 470; 5:21: 5720. 17:108,110; 32:16. 7:170. 


798 亜 クルアーン の 解説 者 の 大 部 分 は 、 イ ドゥ リー ス が 聖書 で いう エノク で ある と い 
う 見 解 を 持つ 。 ハメ ヌー ク ( エ ノ ク ) と イド ゥ リー ス と いう 語 は 、 そ れ ら の 意味 と 意義 に 
お いて 互い に 密接 に 類似 し て いる 。 然るに イド ゥ リー ス と は 、 よ く 学 び よ く 教え る 者 
を 意味 する 。 ハメ ヌー ク は 、 指 導 ま た は 献 辞 を 意味 する (聖書 百科 事典 )。 更 に 聖書 や ユ 
ダ ヤ の 宗教 的 文学 に 挙げ られ て いる エノク の 記述 は 、 聖 クル アー ン に ある イド ッ ゥ リー 
ス の それ と 密接 に 類似 し て いる 。 解 説 の 特大 版 1597.98 頁 も 参照 の こと 。 

1794 斑 クル アー ン の 解説 者 た ちの 幾 人 か は 「 ア ダム の 後 商 」 と いう 言葉 が イド ゥ リー 
ス に 言及 し 、「 わ れ ら が ノア と 共に 箱 舟 で 運び し 者 」 と は アブ ラ ハ ム に 言及 する 、 そ 
し て 「 ア ブラ ハム の 後 商 」 と いう 言葉 は イス マエ ル 、 イサ クタ 及び ヤコブ に 言及 し 、「~ 
の 後 商 」 と いう 言葉 が イス ラ エ ル と いう 言葉 の 前 に 理解 され て 、 当 章 の 先行 する 節 に 
述べ られ て いる すべ て の 者 、 モ ー ゼ 、 ア ロン 、 ザ カリ ッ ヤ ー、 ヤ フ ャ ヤー そし て イエ ス 
に つい て 言及 する と 考え る 。 


178S 。- 


実際 、 遵 守 す べき 礼拝 へ の 無頓着 や 怠慢 は 、 人 を 神 に 帰す る こと に 対し 無知 に し 、 
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り た り 。 され ば 、 彼 等 は や が て 迷 誤 の ご 23 こ 」% 着 3 3 
結果 に 遭遇 せん 。 Pe 
OE ORL 


61. 但し “ 改 属し 、 信 仰 に 入り 、 普 行 し 2 E36 
"や を 積み し 者 あら ば 、 そ れ 等 の 人 々 内 


いさ さ 本 て ネン る デア イッ イオ タン ンダ イィ 
こそ 、 楽 彫 に 入り 、 忠 か も 不当 に 過 OKUSY9 和 は IOASS で 58 
せら る る こと な か らん 。 AS 
62. (すなわち ) 慈 悲 な る 御方 が 、 そ の 65 じょう 26902IOA と こ 
機 笠 に 見 る 能 わ ざる こと と し て "の RE 
約束 せ し 2 永遠 の 楽園 な り 。 げ に 彼 の PAA A 


約束 は 必ず や 果たさ れる も の な り 。 


こと は 聞か ず 、 た だ 「 平 安 あ れ 」( を 2 a 
聞く )。 面 し て 、 朝 な タダ な 彼 等 の た め OE I SD 
に その 滋養 物 あら ん 。 

64. 7 これ こそ 、 わ れ ら が 己 が 眼 散 す 5yCe、 つ 3 お 3) 釣る 
る 僕 待 に 継が せしめ る 楽園 な り 。 EER 
65. 面 し て ( 諸 天 使 は 云う )、「 我 等 は 1 ン (《 人 を ルン TNI $21 ン < 
I 議 ら を る な り 。 "ジィ ッッ 0 5 う 


96:49: 38:89: 25:71; 34:38. 79:72: 13.24: 61:13. “52:24 56:26: 78:36、 7:44: 43:73; 2:18. 


彼 の 創造 主 と の 絆 を 樹立 する こと へ の 願望 を 殺し て 悪魔 の 手中 に 彼 を 投げ 込む 。 そし 
て また 、 神 の 慈悲 を 祈願 し 神 に 祈る こと へ の 怠慢 は 、 和 失敗 へ と 結び つき 、 了 邪悪 な 欲望 
の 追求 は 真実 の 知識 へ の 無関心 や 卑 狼 な 行為 に 陸 湧 し 怠 愉 な 行い に 起因 する 。 ま た 、 
共に 組み 合わ され た これ ら す べ て の こと は 、 完全 な 道徳 に つい て 人 に 精神 的 破滅 を も 
た ら す 。 
1786「 午 行 」 と いう 形容 詞 句 は 、 一 般 的 に 理解 され て いる よう に 、 単 な る 信仰 的 行為 
より 時 間 の 差し 迫っ た 必要 性 に 適し 適切 な 機会 に な され て いる 、 その よう な 行為 に よ 
り 効力 が ある 。 

1797 ビル ・ ガ イブ (Bi1 Ghaib= 見 る あ た わ ざる も の ) と いう 表現 も また 忠実 な 人 々 が 永 
遠 の 楽園 を 得る で あろ うこ と を 表し て いる 。 何故 な ら 、 彼 等 は 目 に 見 えな いも の 、 つ 
まり 神 、 天 使 、 来 世 な ど を 信じ た か ら で あ る 。 
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下 等 の 前 に ある も の 、 ま た 我 等 以後 の US レラ 3E 衣 に 3 っ 5 や 
も の 、 並び に その 間 に あ る も の 、 すべ Do 

て は 彼 の 続 べ 給 う も の な り 。 耐 し て 、 OCISOE bs 
流 の 主 は 決し て 忘却 せ ず 」。 

66. ( 彼 は )< 諸 天 と 大 地 、 並 びに その 3 
間 に あ る 一 切 の も の の 主 な り 。 さ れ ,。。 Ki 
ば 、 彼 に 仕え て 、 その 岩 拝 に 時 忍 不 披 a osk kl58 

た れ 。 激 は その 名 に 比肩 し 得る 者 ある & 8 
を 知る や ? 0 1 


五 項 
67. 面 し て 人 間 は 云う " 連 、 ゆ な ん と 53 コ ある ヒレ 5 を で CI あう 
な ! 我 死 し た る 後 、 再び 難 させ られ 


て 出現 させ られ る と な ?」。 OL EE | 
68. され ば 人 間 は 想わ ざる か ?< わ れ 55a 和 を ETOLIYI2SY 
ら が 税 て 彼 が 無 で あり し 時 、 彼 を 創造 あの 500 の 
し た る 事実 を 1789。 es 


か け 
69. な ら ば 、 液 の 主 に 響 て 、「4 わ れ ら 8 る < し L! 逢っ ッ ラ ポン ネッ で 
サタ ン ed la 5 る >) ご 6 う 3 
は 役 等 並び に 悪 磨 ど も を 必ず 召集 せ SS 
ん 。 釣る 後 、 我 等 必ず 彼 等 を 地域 の に と っ お 
まわ り に 出現 せしめ 、 謗 か せん "%。 


937:6: 38:67: 8: 78:38. 723:38: 36:79. “19:10: 76:2. 0:29; 17:98: 34:41. 


8 アル ・ イ ン サ ー ン (人 ) と は ここ で は 一 般 的 に 「 人 」 を 意味 する の で は な く 、 人 
間 の 特定 の 種類 を 示し て いる 。 即ち 、 そ れ ら は 死後 の 来世 の 存在 を 疑う 不運 な 不信 者 
た ちの こと で ある 。 実際 は 、 来世 の 存在 を 完全 に 否定 する 人 々 は 、 世 界 に ご く 少 数 し 
か いな い 。 それ は 日 頭 の 言葉 に よる も の で は な く 、 然 し 実際 の 行動 、 行 為 に よる も の 、 
つま り 物 質 的 な も の へ の 追及 に 彼 等 が 完全 に 没頭 する こと で 、 彼 等 が 来世 に つい て 疑 
いや 否定 を 示す こと で ある 。 

1799 如何 な る も の も 何 か の 意義 また は 重要 性 を 持つ こと 、 若しくは 言及 する に 値する 。 
この 意味 は 76:2 節 で 支持 され て いる 。 

799 へ ブラ イ 語 で ジャ ハン ナム は 、 元 来 アラ ム 語 で ヒン ノム で あっ た ゲ ヘ ン ナ と し て 
使わ れ て いる 。 し か し 後に 「 死 また は 破壊 の 谷 」 を 意味 する ゲ ヒ ン ノ ム に 変え られ る 
よう に な っ た ( 班 書 百科 事典 )。 そ の 言葉 は また 「 彼 は 近く に 行っ た 」 を 間 味 す る ジャ 
ハナ と 「 彼 は 顔 を 鶴 め た 」 を 意味 する ジャ フ マ の 組み 合わ せ で も あっ た 。 そ こ で ジャ 
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70. 然 る 後 ""、 わ れ ら は 各 派 の 中 か する 61 2 っ スー5 8 3 
ら 、 慈 悲 深き 御方 に 対し て 反逆 する こ 4 


と に お いて 最も 非 だ し か り し 者 を 必 Oe 人 E 
ず や 引き 出さ ん 。 8 


71. そし て 2 確か に われ ら は 、 そ RN RS ね 
こ で 焼 か れる に 最も ふさ わし い 者 "9 し ed 


を 熟知 す 。 ぃ じ L っ 


72. され ば 、* お 前 達 (不義 者 ども ) の 382k9VTLs3 3YI2SB805 
中 、 そ れ が 起 ら ざる 者 は 一 人 も な し 6 


79e4 これ 流 の 主 に 、 決定 され た る 裁 OLS 
き と し て 課せ られ た り 。 
921:99、 


ハン ナム は また 「 人 が 最初 は 好む も の また は 場所 で あっ た が 、 それ に 近づく と 嫌 に な 
り 嫌 悪 を 示し て 顔 を 鶴 め る 」 こ と を 意味 する の か も し れ な い 。 こ の よう に 、 そ の 言葉 
の 解釈 は まさ し く 地 獄 の 性 質 と 特徴 を 説明 し て いる 。 

7 スッ マ と は 「 そ れ か ら 」 を 意味 する 。 即 ち そ の 後 の 語順 と 猫 予 を ボ す 接 続 詞 また 
は 前 置 詞 で ある 。 と きど き そ れ は 実際 の 命令 形 で は な く 、 発音 の 順序 を 示す の に 使わ 
れる 。 更 に それ は 「 そ し て 」 や 「 そ の よう に 」 の 意味 を 持っ て いる (Lane より )。 
792 当 節 に 於 けり る スッ マ と いう 語 は 「 そ し て 」 を 意味 する 厳密 な 語順 で は な く 、 発 音 


の 順序 を 示す 接続 詞 で ある 。 そ の 斉 葉 は 「 ま た 我々 は あな た に 別 の こと を 伝え る ・…・」 
こと を 示す で あろ う 。 


793 焼 か れる に ふさ わし い 」 が 意味 し て いる の は (1) 放っ て お か れる より も 火 の 中 へ 
入れ られ た 方 が よい 人 々 の こと 。 ⑫ 他 の 人 々 と 比較 し た 際 、 他 の 人 々 より も 火 の 中 
に 入れ られ る 必要 が ある 人 々 。 ⑬) 他 の 手段 を た 用 いる より は 、 火 を 用 いて 罰せ られ た 
方 が よい 人 々 。 

34 ミン クム と いう 語 の 中 の 代名詞 クム (お 前 達 ) は その 一 般 的 な 意味 で の 適用 で 
は な い 。 文脈 か ら わ か る よう に それ は 、 不 信者 と 「 死 後 の 来世 を 疑う 者 」 の み に 当 て 
は まる 。 人 の これ ら す べ て の 範 噂 は 前 節 に 記載 され て いる 。 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス と イ 
クリ マ に よれ ば 、 ミン クム (お 前 達 の うち ) の 別 の 解釈 は ミン フ ム ( 役 等 の うち ) で 、 
イブ ン ・ ア ッ バ ー ス は ミン クム の 表現 が 不信 者 た ち に 該当 する と 語っ て いた (Qurtuhi 
より )。 そ の よう に 、 そ れ は 代名詞 クム (お 前 達 ) が 明らか に 言及 する 67-71 諸 節 に 
記載 され た 不信 者 た ち で ある 。 他方 で 聖 ク ルアー ン は 公正 な る 信者 が 決し て 地獄 に 落 
ちな いと いう 見 解 を まっ た く 明 ら か に し 、 断 固 と し て 支持 する 。 彼 等 は これ まで に 神 
の 愛 と 慈悲 の 光 に 浴 し て 地獄 の 炎 は 遥か 遠く に 取り 除 か れ (27:90; 39:62: 43:69: など) 、 
その 最も 微か な 音 さ え 感 じ な いで あろ う (21:102, 103) 。 だ が 代名詞 クム (お 前 達 ) に 
信者 と 不信 者 の 両方 が 含ま れ て いる な ら 不 信者 の 場合 、 当 節 は 彼 等 が 皆 地 獄 へ 堕ち る 
と と を 意味 し 、 そ し て 信者 の 場合 、 当 館 で 言及 され た 地獄 の 炎 は 、 彼 等 が 現世 で 忍 出 
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73. < 然るに 、 わ れ ら は 虹 英 せ し 者 を CaO 2 に あさ え う 
救い 、 不義 者 ども を 踊 か せ た ま まそ a 
の 中 に 放置 せん 。 OL i 


に i 


74. 耐 し て 、 わ れ ら の 明白 な る 神 兆 時 
94 が 彼 等 に 読 語 さ れる と 、 不 信 せ し 者 6 2 
ども は 信じ た る 人 々 に 向っ て 5 両 B54 
派 の いずれ が 地位 に 於 いて 優 り 、 ま た oN 
仲間 た ち に お いて 優れ る か ?」 と 。 の に 0 の 

75. 耐 し て ? わ れ ら は 彼 等 以前 に 、 富 3 スベ の っ 5、* ES 
且つ 見 か け に 於 いて より 優れ た る 如 。 a 

何 に 多く の 世代 を 破滅 せ し こと か ? © LH 

76. 云え 、「 迷 誤 の 中 に いる 者 あら ば 、 3 お 負 色 の ご z8 
慈悲 深き 御方 は 彼 に 必ず し ば し の 猫 

予 を 与 う な り 。* さ れ ば 、 彼 等 が 約束 Mn 誠 の は 
され た る こと に 出合 3 や 、 そ は 天罰 と ユン ウタ 3 
な る と も 、( 審 判 の ) 計 韻 と な る と も ELI 


ei は 


21:102: 39:62. 76:7: 17:18; 19:99: 21:12: 36:32: 50:37. 72:25. 


強く 経験 し た 試練 や 苦難 を 意味 する 。 そ の 結果 、 次 節 が 示す 如く 、 結 局 神 の 無 上 の 並 
福 と 平安 の 楽園 が 彼 等 に も た ら さ れる で ある ろう 。 聖 預言 者 自身 が 当 節 の 意味 を 説い た 。 
「 バ ドル また は ウフ ド の 戦い に 参じ た 同志 た ちの 誰 も 地獄 へ 落ち る こと は な い 」 と あ 
る と き 陵 預 斉 者 が 語っ た の を 、 姜 の ハフ サ が 報告 し て いる 。「 私 は 当 節 に て 彼 の 注意 
を 引い た 。 そこ で 彼 は その 意味 を 誤解 し て いた 私 を いさ さか 叱 次 し て 次 節 を 読む よう 
に 指導 し た 」(Muslim より , Jami ul-Bayan と 同様 の 叙述 )。 次 節 (73) で 聖 預言 者 が ハ 
NACS 彼 が また その 人 節 に 「 そ し て 」 の 意味 で 存在 する 接続 詞 ス ッ マ 
を 理解 し て 、 次 節 を 独立 し た 別々 の 条項 と し て 捉え て いた こと を 表す 。 さも な けれ ば 
の の る の の 味 を 誤解 し て いた ハフ サ を 叱 資す る こと が で き な か っ た 。 


1794 肖 に 「 神 兆 」 と いう と 何 か に まつ わる 証拠 で ある と か 、 論 拠 の ある 主張 の こと を 
意味 する 。 ある も の の 存在 、 目的 を が し 、 . そ れ を 確立 する こと の で きる 論理 、 知性 あ 
る い は 経験 に 基づい て いれ ば 、 それ は 「 神 兆 」 で ある 。 一 方 、 本 文中 に ある よう な 「 明 
白 な る 神 兆 」 と 言う と 、 こ れ は 、 単 に その 存在 を 示し 、 証 明 す る と いう に 留まら ず 、 
今 、 直面 し 、 解決 し よう と し て いる 問題 や その 状況 に 応じ た 適切 な 主張 や 論理 の こと 
を 示す 。 そ の 故に より 私 た ち は 、 何 が 正しい の か 、 その 場 に 必要 な 解答 を 得る こと が 
で きる 。 さら に それ は その 「 明 白 な る 神 兆 」 の み が 持 て る 高 費 で 崇高 な 目的 を 有 し て 
いる と いう 点 で 普通 の 神 兆 と は 異な る 。 
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"2、 彼 等 は 必ず 知ら ん 、 誰 が 立場 に 計る 1 35 2 RS 
於 いて より 悪く 、 勢 力 に お いて 最も 羽 


レン 和 を) 

きも の な る か を 。 | 
し か a きま うう と 3 1 っ 。 ンー ン 
77. 2 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 壮 導 に 従 ~e4 る 133 革 でる 前 区 | ちら 5 


う 者 を 御 導き に お いて 増 さ し め 給 う 々 し し 
5 面 し て 、 末 永く 残る 並行 は 、 波 の 主 ご づつ て > で ok ご 3 
の 御 許 で 、 報奨 に 於 いて 最 療 な り 、 ま OIL 
た 終局 に 於 いて も 最 普 な り 」。 

78. 欧 は 、 わ れ ら の 神 兆 を 揚 み 、「* 我 JSCSL 2 っ 、 タ 央 ご つう 9 
は 必ず 富 と 子女 に 恵まれ ん 」 と 云え し 


者 を 見 た る や ? 79 OIING ES 
79. 彼 は 見 る 能 わ ざる も の を 知り 得 | 3 80ST 
た る か 、 そ れ と も 、 慈悲 深き 御方 か ら Ne 
如何 な る 約束 を 採り 得 た る か ? OI 


{ i イッ ブン シン ン 
80. 断 じ て 然 ら ず ! "の " われ ら は 彼 が あい を すい 1 ンー さと ピー 
云う こと を 記録 し 、 面 し て 、 彼 の た め 


る レー コタ シン 
に 懲罰 を 其 だ し く 増 大 せん 。 Oa lil Cs 
81. 面 し て われ ら 、 彼 が 語る も の を す oN5S じ CS ELS S33 
べ て 相続 せん ""%。 さ れ ば 、9 彼 は 独 2 


り で われ ら の 許 に 来る な り 。 


29:124: 47:18; 48:5. P87:18. “18:35; 74:13-14. 76:95: 18:49. 


4 (4 
う 限 定 的 な 員 を 示し て いる の か も し れ な い 。 そ し て 「 審 判 の と き 」 と は 、 彼 等 の 完全 
で 最終 的 な 破滅 を 意味 する の だ ろう 。 

1796 不信 者 は その 富 と 子女 ら を 非常 に 重んじ て 、 ま た 当 章 が と り わ け 扱 っ て いる 「 西 
方 の 不信 心 で 高慢 な 国々 」 も 同様 に 、 そ れ ら を 非常 に 誇っ て いる 。 

1727 その 接続 詞 の カッ ラー( 断 じ て 然 ら ず ) と は 、「 却 下 、 叱 責 そ し て 事実 に 反する こ 
と を 述べ た 者 へ の 懲戒 」 を 表す 。 そ れ は また 、 そ れ 以 前 に 斉 わ れ た こと は 間違い で 、 
後に 続く こと は 正しい 、 と いう こと を 示す (Lane より )。 そ の 「 役 が 云う こと 」 と い 
う 語 は 、 不信 者 た ち が 彼 等 の 大 いな る 富 、 力 、 影響 と 子女 ゆえ に 自慢 話 に 腕 る こと を 
指し て いる 

1798 [われ ら 、 彼 が 語る も の を すべ て 相続 せん 。 さ れ ば 、 彼 は 独り で われ ら の 許 に 来 
る な り 」 と いう その 言葉 が 意味 し て いる の は 、 彼 は すべ て の 富 と 子女 を 遺 さ ね ば な ら 
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82.? 面 し て 、 彼 等 は アッ ラー 以外 に に な に 3PU og 性 ま つり トビ 
神々 を 立て た り 、 之 ら を し て 彼 等 の た 0 
め に 名 誉 と を らん が た め に 。 の 1 に える 6 
83. 耕 " 彼 等 は その 款 拝 を 揚 み 0、 53 し a こつ うう 4 - と 


彼 等 の 反抗 者 と な らん 。 3 
& aE 83833 


六 
84. 泊 、 見 ざり し か ?“ わ れ ら は 不信 者 1 る ご CL HK を Si| 
ども に 対し て 悪魔 ども を 遣わ すこ と i 0 
を 。 彼 等 は いろ いろ な 方 法 で 彼 等 を OA CN 


そそ の か と 2 


唆 す な り 。 

85. され ば 汐 は 、 彼 等 に 関し て 急ぐ な  @|5 と 4 る 作ら ES 

か れ 。 われ ら が 彼 等 の 一 皮 一 隣 を 数 え 

る な り 90 に 

86. その 日 、/ わ れ ら が 展 敢 する 人 々  @⑧383 っ は 1 計る 
を (名 誉 ある ) 一 団 と し て 慈悲 深き 御 

方 の 件 許 に 召集 せん 。 

87. 面 し て 、* わ れ ら は 罪人 た ち を 、 水 ま @5 92 に Oo る 235 

場 に 追わ れる 群 の 如く 、 地 獄 に 駆り た 

て ん Je 


21:25: 36275. 96:24: 10:29. “8:49; 47:26; 59:17. 739:74. 739:72. 


な い 。(3。) 彼 が 我々 の と ころ に 来 た と き 、 それ に つい て 彼 を 六 す る た め に 我々 は 彼 の 優 慢 
な 話 を 心 に 留め て お き 、 そ れ を 役 に 思 い 出 させ る だ ろう 。 そ し て 、⑪) 彼 の 後継 者 た ち は 
イス ラム の 信徒 に な り 、 彼 の すべ て の 富 と 財産 が 我々 の も と に 使わ れる で あろ う 。 


7 その 言葉 は (a) 偽り の 神々 は 偶像 崇拝 者 た ち が こ れ ま で に 彼 等 を 崇拝 し た こと を 
否定 する だ ろう 。 (b) 偶像 拝 者 た ち は 彼 等 が これ まで に 偽り の 神々 を 崇拝 し た こと 
を 否定 する だ ろう う 、 と いう こと を 意味 し て いる の か も し れ な い 。 (a) に つい て は 2:167: 
10:29: 16:87: 28:64: 節 、 及 び (b) に つい て は 6:24: 30:14 節 を 参照 せよ 。 
PO 当 節 は 、(a) 我々 は 彼 等 の 邪悪 な 行為 の 完全 な 記録 を 保存 し て いる 。 そ し て (①⑪) 我々 
は 彼 等 へ の 懲 六 が 執行 され る で あろ う 時 の 記録 を 保存 し て いる 、 と いう こと を 意味 する 。 
0 アル ・ ヴ ィ ル ド (Al-Wird) の 意味 は 次 の よう で ある 。() 水 場 に 来 て いる 、 また は 着 
いて いる 。 (⑪) 誰か が 飲み に 来る 水 場 。(c) 水 場 へ 来る た め の 方 向 転換 。(d) 双 肛 の 大 
群 、 ま た は の どの 渦 い た 賠 能 の 群れ (Aqrab より )。til:99 節 も 参照 。 
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56" 共 電 深き 作 訪 か ら 約 を 格 9 作 SEY 


トド モコ クー ュ ン っ る » 
せ ざ る べし 。 & OE oa 
89. また 彼 等 は 云う 、「 慈 悲 深き 御方 TCIGS 
は 息子 を と りあ げた り 」 と 。 
90. まこ と に お 前 達 は 非常 に 忌 わ し 2 33 
いこ と を も た ら せ た る も の よ ! 『 > 
91. 危う く 、 諸 天 は 裂け 、 大 地 は ちり 85 369 用 放つ 3-3 
ぢ おり に 割れ 、 山々 は 揺れ 動き な が ら 月 IN Ne の 
れ 落 ちる と ころ な り 92、 Oa a ES 5 の の 3) 
92. 彼 等 が 慈悲 深き 御方 に 息子 あり (olkWY9ESIN Fall 
と 主張 せ し が た め に 。 < 
93. < 息子 を と りあ げ る こと は 、 慈 悲 深 ⑧315 ふ ぇ 計っ は 0 人 っ し 2 
き 御方 に は ふさ わし か ら ず に も か か 6 a 
ね ちず 1809 


2:49; 20:110; 21:29; 34:24: 39:45; 43:87; 53:27; 74:49. 5:117: 4:172; 6:101-102; 10:69: 17:112; 18:5; 19:36: 21:27: 
25:3: 39:S: 43:82. “2:117; 4:172: 10:69; 37:152-155. 


1802 マエ ス が 神 の 実子 で ある と いう 教義 は た い へ ん に 忌 む べき も の で ある の で 、 山 も 
地 も 中 音 を 響かせ て 粉々 に 砕け 散る で あろ うと いう の で ある 。 神 の 息子 で ある と 信じ 
る 教義 は 、「 ア ッ サ マー ワー ト 」 つ まり 神聖 な る 人 々 の 摂理 と 矛盾 する 。 な ぜ な ら 、 
神 が 息 子 を も つと いう の は 神 の 属性 に 反する か ら で あ る 。 同時 に その 教義 は 「 大 地 」 
に 住む 人 の 摂理 に も そ む く も の で ある 。 な ぜ な ら そ れ は 人 間 の 本 性 の 命ずる と ころ で 
は な く 、 自 然 に 従え ば 、 人 間 の 知性 も 論理 性 も 嫌悪 感 を 示し 、 そ れ を 受け 入れ よう と 
は し な い は ず で ある 。 高 吐 で 崇高 な 人 々 、 す な わ ち 聖 預 言 者 や 神 に 選ば れ た 人 々 、 つ 
まり 「 山 」 も また 、 そ れ を 否定 し て いる 。 な ぜ な ら 、 人 が 自ら の 救済 の た め に 、 誰 か 
を 身代わり と し て の 代償 的 受難 者 が 必要 で ある と いう こと は お か し いし 、 道徳 的 に 高 
い 地位 に 自ら を お く こ と が で きる か どう か は 自ら の 精神 的 努力 、 経験 の 帰結 と し て 決 
め ら れる こと な の だ か ら 。 

や の 当 章 に は キリ スト 教 の 教義 、 と り わ け イ エス が 「 神 の 子 」 で ある と いう 、 他 の す 
べ て の 教義 に 影響 し て いる 基本 的 な 教義 に 、 最も 強く そし て 明らか な 非難 を 含ん で い 
る 。 当 節 及 び 前 四 節 に お いて は 、 こ の 教義 へ の 論破 と 非難 に 特別 に 重点 が 置か れ た 。 
当 意 に 繰り 返し 言及 され て いる 神 の 属性 アッ ラフ マー ン ( 慈 悲 深 い ) は 特別 な 留意 に 
値する 。 即 ち 、 そ れ は 16 回 も 述べ られ た 。 イ エス が 「 神 の 子 」 で ある と いう 基本 的 
な 教義 と 、 そ の 結果 と し て の 購 罪 の 教義 は 、 神 の 属性 アッ ラフ マー ン の 否 認 を 必然 的 
に 含む 。 そし て 当 章 の 主題 で ある この 教義 の 反 双 と し て 、 こ の 属性 は 必然 的 に 繰り 返 
し 言及 され て いる 。 購 罪 の 教義 は 神 が 人 の 罪 を 赦 す こと が で き な い こと を 意味 する 。 
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了 " 諸 天 と 大 地 に ある も の 、 一 人 と で < ン 。 1 る ン る あっ 
て 慈 相 深 き 御方 の 医科 と し て 衣 U2 つが 0 は ンプ は 0) 
6 出 で ざ る も の は な し や 4。 OR 
95. げに 彼 は 彼 等 を 取り 囲み 、 ま た 役 SE 
等 を よく 数 えた り 
し か ン る 
96. 耐 し て 、 復 活 の 日 に は 、 彼 等 の OS RS 


各々 が 単独 で 彼 の 御前 に 態 り 出 で ん 。 - 
97. げに 信じ て 普 行 を 積み し 人 々 あ Cs 1 2 ご 3 8 
ら ば 、 慈 悲 深き 御方 は 彼 等 に 慈しみ の 
を 賜 わ ら ん 95。 OI I 


98. ON 
ー ン ) を 液 の 番 に 流 答 に 乗せ し め た 2 > . 

、 波 を し て 異 航 する 人 々 に 吉報 を 与 9 お る うだ 3 
, 論争 好き な 民 に 警告 せん が た め に 。 

99. * 商 し て われ ら は 彼 等 以前 に 、 如何 O28 DS 24 CA 5 

に 多く の 世代 を 破滅 せな し こと か ! 液 は , 。 6 お 6 

邊 等 の うち の た だ の 独り で も 知 党 する な うう 2S ト し ろう お っ 、 と 04 

So っ 1806 の 上 

か 、 ま た は その 路 き すら 聴く か ? E& も :3 


ン 


220:109. 244:59: 54:18. C17:18: 19:75: 21:12: 36:32: 30:37. 


それ 改 当 ョ 座 に それ が 反復 れ て いる 


や 慈悲 深き 気 高 き NESS 継承 者 と し て 息 
子 を 必要 と し た りす る こと は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 神 は 天地 創造 の 神 で あら れ 、 彼 の 
王国 は 宇宙 すべ て に 渡り 、 人 間 は すべ て 、 その 神 の 僕 で あり 、 イエ ス も 我々 同様 に 神 
の 僕 な の で ある か ら 。 


1808 当 節 は 、 次 の 3 通り に 解釈 で きる 。 (1) 神 は 、 御 自身 の 愛 を 黒 散 す る 人 々 の 心 の 
中 に 託さ れる で あろ う 。 (2②) 神 は 、 早 散 する 人 々 を 深く 愛さ れる で あろ う 。 (⑬3 神 は 、 
暴 毅 する 人 々 の 心 の 中 に 人 々 へ の 深い 愛 を 与え られ る で あろ う 。 (4) 神 は 、 人 々 の 心 
の 中 に 景 毅 する 人 々 へ の 深い 愛 を 痛ま れる で あろ う 。 

1806 本 洋 の キリ スト 教 諸国 家 に 対す る きび し い 和 警告 が 当 節 で 示さ れ て いる 。 も し 彼 等 
が 自分 た ちの 誤っ た 考え を 捨て て 、 真実 を 受け 入れ る と いう こと を 実際 に し な い の で 
あれ ば 、 彼 等 の 上 に 恐ろし い 運 命 が ふ りか か る こと に な る と いう 警告 で ある 。 彼 等 は 
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今 、 物質 的 な 力 を 誇り 、 物 質 的 な も の を 拠り どこ ろ と し 、 世界 的 な 繁栄 、 発 展 を と げ 
た と 誇り に し て いる が 、 も し この まま 誤っ た 信仰 を 持ち 、 罪 深 き 生活 を 悔い 改め な い 
な ら ば 、 彼 滅 に 至る 他 、 道 は な いと いう 明白 な 事実 に 気がつい て いな い の で ある 。 


Las 
i 
ター ハーTa Ha 
メッ カカ 啓示 
盛 示 の 日 と 背景 
当 章 は メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され た 。 こ れ は 、 聖 預言 者 の 初期 の 頃 の 
弟子 アブ ドウ ッ ラ ー・ ビ ン ・ マ スウ ー ド の 見 解 で ある 。 当 章 は 前 章 の キリ ス 
ト 教 徒 の 信仰 と 教理 を 形作っ た 主題 を 扱っ て いる 。 キ リス ト 教 徒 の 基本 的 な 
原理 の ひと つ は 、 法 を 呪い と する こと で ある 。 当 章 は この 法 は 呪い で は な く 
お むしろ 神 か ら 与 えら れ た 偉 大 な 恩恵 か つ 慈 非 で あり 、 ま た 負担 に な る も の で 
は な く 人 に 癒し や 安らぎ を も た ら す と 、 キ リス ト 教 徒 の 原理 に 対す る 強い 反 
肖 か ら 始 まる 。 こ れ は 聖 ク ルアー ン が 最も 適切 に 充 た す 目 的 の 一 つ で ある 。 
神 が 人 の 重荷 を 増加 させ る た めで は な く 、 軽 減 す る が た め に 聖 A 
下 し た と いう 伝え は 聖 預言 者 に と っ て 大 き な 励 まし と な っ た 。 そ れ は 全て 
人 々 の 必要 と 要求 や 欲求 を 充 た す の で ある 。 
主題 
当 章 は キリ スト 教 信者 に 聖 ク ルアー ン が 秘め る 真理 に 気づき 、 理 解す る 
た め に は モー ゼ の 通ら ざる を 得 な か っ た 道 や 状況 を 熟慮 し な けれ ば な ら な い 。 
当 章 に よる と 、 モ ー ゼ は 精神 的 な 成長 を 遂げ 、 使 徒 に 値する だ け の 器 が 成形 
され た 後 、 フ ァ ラ オ の 許 へ 行き 、 彼 に 神 の メッ セー ジ を 伝え る よう 命ぜ られ 
た 。 フ ァ ラ オ は それ を 拒絶 し 、 横 柄 に 振 凶 い 、 モ ー ゼ の 殺害 を 企 て た 。 そ の 
後 、 モ ー ゼ は 神 に イス ラ エ ル の 子 等 を 連れ て エジプト か ら 脱 出し 、 カ ナン へ 
行く よう 命じ られ た 。 フ ァ ラ オ は その 強力 な 軍勢 を 引き 連れ 彼 等 の 追跡 に 向 
か っ た が 、 天 六 に 遵 遇 し 、 イ スラ エル 人 の 面前 で 湧 死 し た 。 モ ー ゼ は シナ イ 
山 に 登頂 し 、 そ こ で 十戒 が くだ され た 。 次 に 、 当 章 は キリ スト 教徒 に 戒め の 
目 を 向け る 。 イ スラ エル 人 は イエ ス ・ キ リス ト の 到来 まで は 唯一 神 の 教義 を 
持ち あわ せ て いた と キリ スト 教徒 た ち は 告 げ ら れ 、 ク ルアー ン は 神 の 唯一 性 、 
NA そし て シャ リー ア の 重要 性 や 意義 深 さ を 強調 する 。 当 章 は 十戒 を 呪い 
、 多 神原 理 を 説き 勧め る 教え が 厳密 な 唯一 和 前 の 二 つ の 教義 の 合間 に は た 
OO キリ スト 教徒 は 千年 も の 歳 月 の 
間 、 物 質 的 繁栄 を 満喫 し た が 、 そ の 後 彼 等 は 自身 の 悪行 や 罪 に より 天 浪 に 見 
舞 わ れる の で ある 。 特 に 最後 の 3 世紀 は 目覚 し い 発 展 と 不道徳 が 行き わた り 、 
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CM 
い 運 命 が 待ち 構え て いる 。 当 章 は 、 こ の 冷酷 な 宿命 は 必ず や 彼 等 を 襲い 、 
区 の キリ スト 教 の 国々 は 悲惨 な 災難 が 待っ て いる と 強調 し て いる 。 9 
山々 に つい て 液 に 問う な り 。 云 え 、 我 が 主 は これ 等 を 完全 に 粉々 に 砕き 散ら 
す な り 。 さ れ ば 、 彼 は これ 等 を 平坦 な る 広場 と な し 」(106,107 節 )。 当 凍 は 序 
草 の 文 を 繰り 返す 。 聖 クル アー ン を 理解 する の は た や すい こと で ある 。 何故 
な ら 、 聖 クル アー ン が 最初 に 啓示 され た 人 々 の 母国 語 で 記さ れ て いる か ら で 
ある 。 一 般 的 に クル アー ン で は 、 キ リス ト 教 徒 の 聖書 の よう に 中 途 半端 に 放 
置 さ れ た り 締 めく くら れ た り 混 乱 を 招く よう な 比 隊 や 暗 践 表現 が 使わ れる 頻 
度 は 多く な い 。 従っ て 、 聖 クル アー ン に 於 いて は 、 分 か り 易 い 表 現 形式 や 理 
解す る の が 容易 な 言い 回 し が され て いる 。 当 章 は 十戒 は 呪い で は な く 神 の 恵 
み だ と 繰り 返し 主張 し 、 ア ダム の 楽園 追放 に 言及 し て いる 。 キ リス ト 教 の 購 
罪 原理 の 根本 は すべ て この 事例 に 由来 する 。 し か し この 出来 事 は キリ スト 教 
徒 に よっ て 誤読 され 、 誤 認 さ れ 、 さ ら に は 歪曲 され た の で ある 。 実際 アダ ム 
の 出生 は 、 天 の 定まっ た 意向 の も と 実行 され た も の で あり 、 天 の 意 図 に 過失 
や 粗相 は 決し て 起こ りえ な い 。 聖書 に よる と 、 アダ ム は 神 が ご 自分 の 像 と し 
て 創造 し た 人 物 で あり (創世 記 1:27) 、 イヴ が 煽り ア ダム は 罪 に 陥っ た 。 然 し 
聖 ク ルアー ン は 、 も し アダ ム が 神 ご 自身 の 像 と し て 創造 し た な ら ば 、 彼 に は 
悪事 に 落ち ぶれ る 要素 な ど 存 在 す る は ず が な い 。 02 50 
な る 過ち と し て 捉え て いる (116 館 ) 。 当 章 は 終盤 に 於 いて 、 神 兆 や 奇跡 は 不信 
者 た ち が 想 像 する 意志 の 如く は 決し て 起こ ら な いで あろ う 。 そ し て も し 彼 等 
は 神 の 多く の 奇跡 を 目 に し て も 神託 を 拒否 し 続け る な ら ば 、 彼 生 \ は 以前 の 預 
言 者 た ち を 拒否 し た 不信 者 た ちと 同様 、 天 凡 に 値する で あろ うと 半 皇 な 諫言 
を する 。 
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る は 、 液 を 苦 し めん が た め に 非 ず "9 (を: «ls 

4. 但し ( こ は ) 思 れ る 者 へ の ? 訓 戒 と SY 
し て な り 。 Fs 


5. そ は 、 大 地 と 高き 諸 天 と を 創り 給 つ 上 %05059MS Ss 光 志 
うた 御方 か ら 降 さ れ た る な り 。 8 Li 


6. “慈悲 深き 御方 、 彼 は 玉座 に 鎮座 し の eg GN EEN 
給え り 480 82 あこ) と ” 
U1. 73:20; 74:55: 76:30: 80:12. 7:55; 10:4. 


7 ター ハー は ター 及び ハー の 組み 合わ せ で ある 。 ア ラブ の 一 部 族 ア ッ ク の 方 言 で それ は 、 
「 お ね お 、 わ が 愛し き 者 よ ! 」 ま た は 「 お お 、 完 全 な 者 よ ! 」 を 意味 する 。 カ ッ シ ャ ー フ の 
著者 は それ を 、「 お お 、 浜 よ !」 と 訳し て いる 。 幾 人 に よれ ば その 表現 は 、「 小 、 平 静 に な 
れ !」 の よう に 訳 さ れ て いる (Bayan と Lisan より )。 聖 預 斉 者 が 人 間 の 完全 な 道 窓 的 
資質 を 確定 する に 寄与 する それ ら す べ て に 生来 の 才能 、 性 質 及 び 特 質 に 充分 な 能力 が 
あっ た と いう 事実 を その 表現 は 示し て いる 。 聖 預言 者 は 実に 完全 無欠 な お 方 で あり 、 
人 間 の た め の 完 盛 な 実例 と し て 当 語 に 値 し て いた 。 注 2343 及び 注 3091 も 参照 。 

08 当 節 は 聖 預言 者 と ムスリム た ち に 対す る 慰安 と 期待 の メッ セー ジ を 包含 し て い 
る 。 その 使者 が 任務 に 失敗 し た と いう こと は 、 完璧 で 正確 な 聖 ク ルアー ン の 啓示 に 矛 
盾 する こと を 主張 する 。 聖 預 言 者 の 目標 は 従っ て 勝利 を 収め な けれ ば な ら な い 。 当 節 
は また 、 律 法 の 法 が 呪 席 で ある と 主張 する キリ スト 教 の 教義 を 否定 する 。 聖 クル アー 
ン に は 人 間 性 に 矛盾 し た り 、 ま た それ に 従っ て 行動 し た と き 人 に 問題 を 引き 起こ す も 
の は 何 も な い 。 

9 手短 に 言う と 「 玉 座 」 と は 、 神 の 超越 し た 届 性 を 象徴 する 。 即 ち 、 厳 密 に は スィ 
ファ ー テ ィ ・ タ ンズ ィ ー ヒ ッ ヤ と し て 知ら れる 属性 で ある 。 これ ら の 属性 は 永遠 に し 
て 不変 で 、 神 に 唯一 の 大 権 で ある こと が スィ ファ ー テ ィ ・ タ シュ ビー ヒッ ヤ な ど と し 
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RRR EIGER ER ERS OT EEE ERE SSR EEG ERE SERCH SRE ERR EE CGE GE AE EE COR GER ERT EEE 


7. < 庄 天 に ある も の 、 大 地 に ある も の 、 5322YI3 ピ タン た 3 ビ 爺 
また その 間 に あ る も の 、 並び に 地面 の 


も の 1 る 2 セキ ネン ン ンタ マッ ン 

深き 下 に ある も の 、 す べ て は 彼 の 所 有 の og に は 5 に を 
な り 。 6 

8. され ば 、? 流 も し 声高 に 物 云 うと も 、 902556J 2 も XS つら)5 

彼 は 確か に 秘め られ た る こと も 、 ま た 人 

隠さ れ た る こと も 知り 給 う “や. のど) 

9. “アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 凡 て 2 RY A Y MI 

の 最善 な る 御名 は 彼 の も の な り 181 の まる 1 

ye や に や ye EE & Dh Rs デー デー イタ ネン ン 

10. 7 耐 し て 、 モ ー ゼ の 物語 は 液 に 届 『 © LE eS 


きた りや る 


9.985, 3:130; 5:19. 12:78: 6:4: 11:6: 67:14. 7:181: 59:25. 19:52; 79:16. 


て 知ら れ て いる 彼 の 他 の 属性 を 通じ て 明らか に され て いる 。 その よう な 属性 は 多かれ 
少な か れ 人 間 に も また 見 る こと が で きる 。 超越 し た 属性 な どの 前 者 の 属性 は 神 の 玉座 


を 成す と 云わ れ て お り 、 後 者 の 層 性 は 彼 の 玉座 を 運ぶ 者 で ある 。 注 986 及び 注 1233 
も 参照 。 


サス イッ ル ( 秘 め た る 思案 ) と いう 言葉 は 、 彼 一 人 が 知っ て お り 人 の 胸 に 秘め た 状態 
に ある 思案 を 示し て いる 。 そし て アフ ファ ー(Akhfa= 更 に 隠さ れ た も の ) と は 、 未来 に 
お いて 内 に 秘め た 人 の 思慮 や 願望 、 そ し て 彼 の 意識 に 決し て 交差 し な いす べ て の それ 


ら の 思考 を 構成 する 。 
せ 当 節 は 上 記 の 第 3 節 に 言及 され た 聖 ク ルアー ン の 啓示 の 真髄 と 核心 を 含ん で いる 。 


それ は 神 が 存 在 す る と いう こと で ある 。 彼 は 唯一 で あり 、 す べ て の 完璧 な 層 性 を 有 し 、 
すべ て の 欠陥 と 不 完全 か ら 完 全 に 解放 され て いる 。 それ 故 彼 の み が 我 々 に 崇拝 され 礼 
賛 され る 資格 を 有する 。 

1812 歴史 の すべ て の 認め られ た 規範 に 対し て フロ イド は 彼 の (著書 )「 モ ー ゼ と 一 神 教 」 
の 中 で 、「 モ ー ゼ が イス ラ エ ル 人 で は な か っ た こと 、 そ し て 彼 が へ ブラ イ 民 族 に 属さ 
な か っ た 。 ま た イス ラ エ ル の 民 は 決し て エジプト に は 定住 し な か っ た 」 と いう まっ た 
く 奇 抜 な 理論 を 投げ か けた 。 彼 は この 奇妙 な 主張 を 支え に し て 以下 の 論議 を 進め た 。 
(1]) その モー ゼ と は エジプト 人 の 名 で ある 。 (②) 神 の 唯一 性 と いう その 考え は 元 来 エ ジ 
プ ト 人 が 最初 に 発想 し 、 イ ク ナ ー ト ン (或いは アク ナー トン ) と 呼ば れ た 古代 エ ジ プ 
トモ に よっ て 考え られ 採択 され た 。(3) その モー ゼ は 彼 自身 が エジプト 人 で 、 そ れ ( 唯 
一 神 の 発想 ) を エジプト か ちら 拝借 し て イス ラ エ ル の 民 の 聞 に それ を 説い た 。 (4) モー ゼ 
は エジプト 人 で あっ た の で 彼 自身 へ ブラ イ 語 で 完全 に 表現 する こと が で き な か っ た 。 
すべ て これ ら の 主張 は 事実 に 基づく わけ で は な い 。 モー ゼ と は 確か に へ ブラ イ 語 の 
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11. 2 彼 、 火 を 見 た る 時 、 その 家族 に 云 に < laaY IG SCB 

えり 、「 と ど ま れ 、 我 は 火 を 認め た り 。 a が 

我 、 多 分 お 前 達 の た め に その 中 か ら 燃 EN 

えさ し を 持ち か え らん 。 或いは 、 あの レク! イン コー イ 5 イ 
Da EL ke 3el 3| 

火 で 我 は 導 か れる か も し れ ぬ 」"*。 RI Je ol 


| 
pl 


727.8: 28:30. 


ー ゼ と いう 名 が エジプト の 起源 だ っ た と し て も 、 モー ゼ と いう 人 物 も エジプト 人 で あ 
っ た と いう こと に は な ら な い 。 イス ラ エ ル の 民 は ファ ラオ の 支配 の 許 に 生き る エ ジ プ 
ト に 服従 し た 民族 で あっ た の で 、 彼 等 が エジプト 人 の 名 を 採用 し た こと は まっ た く 妥 
当 で あっ た よう に 思え る 。 服従 する 民族 の 者 た ち は 大 抵 、 彼 等 の 統治 者 の 名 を 採用 し 
習慣 、 生活 様式 や 服装 を 模 條 する こと に よっ て 格別 の 悦び を 感じ る 。 神 の 唯一 性 に つ 
いて の 考え は エジプト 起源 と し 、 最初 に 考案 され 古代 の イク ナー トン に 認め られ た 。 
そし て 彼 に よっ て イス ラ エ ル の 民 に 伝道 され た 、 と いう 論議 は 誤り に 等 し い 。 確か な 
概念 が 一 民族 の 独占 で ある と 考え る の は 不 合理 で ある 。 異な る 民族 は 互い に それ ら を 
借用 する こと な く 、 類似 し た 考え を 独立 し て 形成 する か も し れ な い 。 し か し 神 の 唯一 
性 が エジプト 起源 で ある と いう 考え を 支持 する と し て も な お 、 モー ゼ が エジプト 人 で 
あっ た と いう 推論 は 正当 化す る こと が で き な い 。 も し アメ リカ 人 や ドイ ツ 人 が イ ギ リ 
ス 人 か ら 、 ま た 逆 も 同様 に 考え を 信用 で きる な ら イ スラ エル 人 は 何故 エジプト 人 か ら 
考え を 借用 する こと が で き な い の か 。 神 の 唯一 性 に つい て の 考え は エジプト 人 に よっ 
て も シリ ア 人 に 、 また その 他 の 民族 に よっ て も 唱え られ た わけ で は な いと いう の が 上 真 
実 で ある 。 そ れ は 神 の 啓示 に 起源 を 持つ 。 更 に フロ イド は モー ゼ が 彼 の 「 話 す 速 度 」 
が 遅く 適切 に 自己 を 表現 する こと が で き な か っ た と 、' 出 エジプト 記 4:10 節 で 述べ ら 
れ て いる と ころ の エジプト 人 で ある ' と いう 主張 を 基礎 に し て 「 モ ー ゼ は へ ブラ イ 語 を 
話す 速度 が 遅かっ た 」 と いう 結論 を 独断 的 に 描い て いる 。 それ と は 逆 に 、 実 の と ころ 
ファ ラオ の と ころ へ 行っ て 自身 の 使命 を 彼 に 説く よう 神 に 命じ られ た と き モ ー ゼ は 、 
II に 表現 する 能力 が な いと 嘆願 し て 赦し を 求め た と いう こと に 聖 ク ルアー 
と 聖書 は 支持 を 与え て いる 。 これ は 寧ろ る ファ ラオ が 話し 理解 する 言葉 、 即ち エ ジ プ 
re 葉 を モー ゼ が 自在 に 表現 する こと が で き な か っ た こと を 示し て お り 、 従 っ て 彼 
は エジプト 人 で は な か っ た 。 実際 へ ブラ イ 語 と アラ ビア 語 の 言語 学 的 根拠 は 、 ユ ダ ヤ 
人 の 歴史 と 伝統 の 根拠 と 組み 合わ され て 聖書 と 表 ク ルアー ン に 与え られ て いる よう 
な ' モ ー ゼ の 記述 に 付け 加え られ た 。 そ れ は すべ て 、 モ ー ゼ が エジプト 人 で も な く エ エ 
ジ プ ト 起源 の 名 で も な か っ た 、 と いう 輸 点 を 支持 し 立証 する と ころ へ 行き つく 。 解説 
の 特大 版 1621-1623 頁 も 参照 。 
1 導 節 に は 、 モーゼ の 2 種類 の 幻影 に つい て 書か れ て いる 。 (1) この よう な も の が 、 
預言 者 に し か 見 えな い 場 合 。 こ の よう な 状況 で は 、 預言 者 し か 神 の 出現 を 見 る こと は 
で き な い 。 (2) 預言 者 の 信者 た ち も 、 神 の 出現 を 見 る こと が で きる 場合 。 こ こ で 、 モ 
ー ゼ が 言 お うと し た の は 、 彼 が 見 た 紀 」 護 2 が 後者 の よう な 出現 で ある な ら ば 、 彼 が その 
信者 た ちの た め に 新しい 戒律 が 与え られ る だ ろう が 、 も し 前 者 で ある な ら ば 、 自分 自 
身 の 精 神 の 向上 の た め の 導 き と 受 ける で あろ う 。 


836 


二 十 章 ター ハーTa Ha 十 示 伏 
12. ? され ば 、 彼 が その 傍 に 来る や 、 声 AULA 
あり て 、 呼び か けら れ た り 、「 モ ー ゼ よ 、 

13. ば に われ は 溢 の 主 な り 。 さ れ ば 、 ご 6 る LGC 
流 選 が 靴 を 脱げ ""。 り 流 は 確か に ト 3 ウフ 

ウゥ ワー の 聖なる 谷 に あり 。 OG BE il HL 


14. 耐 し て 、 われ は 汐 を 選び た り 。 され みる し) a IS 
ば 、 啓 示さ れる こと に よく 耳 を 傾け よ 。 

15. 7 ば に われ は アッ ラー な り 。 われ 3 を ST!) 
の 外 に 神 な し 。 さ れ ば 、 わ れ に 仕え 、 2. の ン 
われ を 念 ず る た め に 礼拝 を 遵守 せよ 。 DC あー ニ リ ピー 


16. < げに (定め た る ) 時 は 来る な り 。 わ ETE) 
れ 之 を 隠さ ん と する か も し れ ぬ 15、 522 
各 生命 が その 努力 に 応じ て 返 報 さ れ を oy の 
ん が た め に 。 

17. され ば 、 之 を 信 ぜ ず 、 己 が 私 欲 に Ga8A り Az て 6 ん 3295 
従う 者 は 汐 ( が その 必要 条件 を 実行 す 


fa チン 8 
る こと ) を 妨げ られ る な か れ 、 さ も な OSI i IRE 
くば 、 液 滅亡 する な り 。 
18. そし て モー ゼ よ 、 洲 の 右手 に ある DIE 3 


も の は 、 そ は 何ぞ や ? 」。 
19. 彼 は 云え り 、 a レン と も し ン と と 3 
びさ 5 de や の らし 2 と あり 
我 これ に 発 れ 、 ま た 我 己 が 壮 の た め に タプ 
927:9: 28:31: 79:17. 227:9:28:31: 79:17. 20:42, 27:10: 28:31. “15:86; 40:60. 


や や 上述 し た よう に 、 こ れ は モー ゼ が 見 た 光景 で ある 。 こ こと で 「 靴 」 は 、 姦 、 子 供 、 
友人 な ど 世 俗 の 関係 を 表し て いる 。「 己 が 澤 を 脱げ 」 と いう の は 、 家 族 と の 関係 と 地 
域 社会 と の 関係 を 意味 し て いる 。 従っ て 、 神 と の 霊 的 交感 の 時 モー ゼ は 、 妻 、 子 供 や 
他 の 世俗 的 関係 に つい て この 考え を 払い の ける よう に 命令 され た 。 この 節 を 文字 通り 
解釈 すれ ば 、 モー ゼ は 聖なる 場所 に いる の で 、 靴 を 脱ぐ よう に 命令 され た と いう こ 
に な る で あろ う 。 

や や アフ ファ ッ シ ャ イー ア (Akhfash-Shaia) と は 、 彼 が 物事 を 隠し た : 彼 は その 覆い を 
取り 除い た か 、 ま た それ を 明示 し た 、 を 意味 する (Lane より )。 
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これ で 木の葉 を 打 落 す な り 。 また 、 わ og ds EG 


れ に と り て は それ に 他 の 利益 "" も a 

あり 」。 

20. 彼 は 云え り 、 7「 モ ー ゼ よ 、 そ れ を OR kG 
投げ よ 」。 

21. され ば 、 彼 それ を 投げ る と 、 見 よ 、 OE (AB し 8 


そ は 蛇 に な っ て 、 吐い 回 る な り 1a164 
22. 彼 は 云え り 、「 そ れ を 揚 め 、 曽 し に K の て 2 そこ 33Y 3 は ふま JS 
て 怖がる な か れ 。 われ ら は それ を その 2 

も と の 状態 に 戻さ ん 。 ON EL 
23. ? また 激 己 が 手 や “7 を 自分 の 帳 に ON 
さ し 込 め " ゃ 。 病気 に 非 ざ る に そ は | 白 


イン 
く な り て 出 で ん 。 を は も うー っ の 所 ©! っ っ | 6 の と と の うし る 
な り 、 に 
24. われ ら は 己 が 偉大 な る 神 兆 の 中 rd TO 


か ら 液 に 示さ ん が た め に PY, 
97:118: 26:33: 27:11: 28:32. 7:109: 27:13: 28:33. 


1 ママ アー リブ (利用 ) は 、 マ ー リ バ の 複数 形 で アリ バ に 由来 する 。 そ れ ら が アリ バ ・ 
イラ イー ヒ な ど と いう と ぎ き は 彼 は それ を 思い 、 和 欲し た と な り 、 マ アー リブ は 和 欲す る 、 
利用 する 、 用 いる 、 必 要 な も の 、 目 的 を 意味 する (Lane より )。 

TP194 秋 が 実際 に 蛇 に な っ た の で は な く 、 単 に 蛇 の よ うに 見 えた だ け で ある の で 、 自 
然 の 法則 と な ん ら 矛 盾 する こと は 無い 。 こ の 奇跡 は 、 モ ー ゼ を 支持 する 強力 な 証拠 で 
ある ば か り で な く 、 人 々 が 永遠 に 偶像 崇拝 や 他 の 邪悪 な 習慣 を 信じ て いた りす る 訳 で 

は な いと 、 モ ー ゼ を な ぐさ め る も の で ある 。 No % け た 瞬間 に 、 人 々 は 知 
良 で 神 を 長 ほ 散 する 仲間 と な る の で ある 。 ア サー と は また 、 共 同体 を も 意味 する (Lane 
より )。 注 1023 も 参照 の こと 。 

WT サヤ ドゥ と は ' 手 ' ま た は ' 腕 "を 意味 し 、 比 喉 的 に 好意 、 慈善 、 力 、 権力 、 援助 、 保護 、 

共同 体 、 集 まり 、 を 示す (Aqrab より )。 

1 ヤセ ドゥ ( 手 ) は 、 地 域 ・ 人 々 も 意味 する の で 、 こ と この節 の 表現 は 、 モ ー ゼ が 人 々 を 旗 
護 し な けれ ば いけ な いと いう 命令 を 意味 し て いる 。 も し そう すれ ば 、 モー ゼ は 精神 的 
な 光 を 放つ 高潔 な 人 と な り 、 世 界 に は 、 道義 的 邪悪 が 無く な る で あろ う 。 ヤ ドバイ ダ 
(白い 和牛 )〕 は 明確 で 強力 な 議論 も 意味 する 。 モー ゼ は 自ら を 証明 する 強固 な 議論 を 授 か 
っ て いた 。7:109 節 及 び 、26:34 節 も 参照 の こと 。 

1819 枕 は 、 モ ー ゼ に 与え られ た 神 兆 の うち で も 最も 偉大 な も の の 一 つ で ある 。 モ ー ゼ 
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RRR ES REE IE ERIE EIS OT REECE SRC EERIE EH SEER RREGOP RAGES ERSTE ERE 


25. 湊 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行け 。 げ に & 9 衝 衝 16 E33 
彼 は 反逆 する な り 」。 

二 豆 
26. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 が 胸 6c29 と るい ら 206 
を 我 の た め に 拡 ば 給え 。 
27. また 、 我 の た め に 我 が 使命 を 容易 Oe 
な らし め 給 え 。 ci 
28. "また 、 我 が 舌 の 縺 れ を ほぐし 給 LE 
ズ 、 
29. 彼 等 が 我 が 言葉 を 理解 し 得 ん が OPT 
た め に 。 


30. また 、 我 が 家族 の 中 か ら 、 我 に 補 ot な 4 
佐 する 者 2 を 授け 給え 、 
31. (すなわち ) 我 が 兄弟 、? ア ロン を 。 6 は 16 お 2 


32. 彼 に よっ て 我 が 背中 を 堅固 た ら EE 
し め 給え 、 - 


33. また 、 彼 を し て 我 が 使命 に 加担 せ oa 
し め 給 え 、 - 
34. 我 等 大 い に 汐 を 計 美 し り 、 bie 


35。 ま た 大 い に 液 を 念じ 泰 らん が た OR EES 


め に 。 


W926:14. P28:35. 


が 、 預 言 者 と な っ た 時 に も 、 枕 の 神 兆 が 現れ た (20:19 節 )。 モ ー ゼ が ファ ラオ ( 王 ) に 
説教 を し に 行っ た 時 に も 、 ファ ラオ と 魔法 使い た ち に 、 杖 の 何 跡 が 示さ れ た (20:70-74 
節 )。 イ スラ エル 人 た ち が 、 水 を 欲し が っ た 時 、 モ ー ゼ は 、 岩 を 杖 で た た く よ う に 命 
じ ら れ た (2:61 節 ) また 、 モ ー ゼ が 海 を 渡 ろ うと し た 時 、 神 は モー ゼ に 対し 、 海 を 杖 で 
た た く よ う 命じ た (26:64 節 ) 。 

920 モー ゼ は 、 自 分 に 与え られ た 偉大 な 仕事 を 遂行 する の に は 、 力 不足 で ある と 考え 、 
援助 者 に 助け を 求め た 。 聖 器 言 者 に は 、 も っ と 重大 な 貴 任 の 仕事 が 任 さ れ て いた が 、 
決し て 援助 を 求め た り は し な か っ た 。 彼 は 、 道徳 的 退 魔 の 深淵 か ら 、 精 神 的 栄光 の 頂 
点 へ と 人 々 を 高め る と いう 貴 任 を 、 独 力 で 、 全 く 手 助け も な し で 、 完 全 に 遂行 し た 。 
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Pd 


36. げに 液 は 、 我 等 を 常に 見 守り 給 う OL ETEN) 
御方 な り 」。 上 _- 
37. “ 彼 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 汐 己 が 。。 @, の 5 の 記 と や 四 3 
願い ご と は 承諾 され た り 。 

38. 面 し て われ ら は 実に 以前 に も 汐 TC TOU A 
に 恩恵 を 施せ り 。 
39. その 時 、 り われ ら は 、 液 の 母 に 啓 OC ES 
示さ れる べき こと "を 啓示 せり 、 

40. つま り 、 之 (この を 木 箱 に 入れ 32838 つう し す 48 3 
て 、 彼 を 川 に 投げ 込め 。 され ば 、 川 が To 隊 
之 を 岸 に 打上 げん 。 “わが 敵 で あり 、 は 3AEsAxb eI lass 


その 敵 で も ある 者 が 彼 を 拾い 上 げん 」。 る g ン ラロ ン < っ セイ ント (る メン ン 
内 の We ン “A | ダ 
証し て 、 わ れ は 自ら の 愛 を 波 の 上 に 注 (2 人 や の eee 1 る 


A 


に ググ 
ぎ か け た り 。 そ は 溢 が わが 目 の 前 に て を OE EE 
育て あげ られ ん が た め な り 1822、 - 
7 yy 3 HE Zi 日 上 る アン ラッ イッ ゴン コッ プー っ る る 

4 7 入 の 婦 妹 が 歩き 廻り し 時 (を 直人 (sd 計る 記す る 5 
え )、 彼 女 は 云え り 、「 姜 は 、 あ な た OE 

ZW sc LG i 
方 に 彼 を 育て る 者 を 教え よう か ?」 る 
&3 され ば 、 %? わ れ ら は 液 を 流 の 母 の と ン ィ イン る ン # イン ラン イン トン タッ ン る る ンー っ ァ ン 
ころ へ 戻し た り 、 そ は 彼女 の 日 が 6 ぇ 、 92 COSY うお 
彼女 は 悲 "らん が た と < 々 ン 』 る bg < る | の ミィ 
60208 くま ら 40 た め な り 。 0 る 18 5392 2 る 3 3 
7 次 が 人 を 殺し た 時 も 、 わ れ ら は 液 を 】 6 00 
普 関 より 救え り 。 面 し て 、 わ れ ら は 液 Cpa al GCC て て lo も が 
を いろ いろ な 試練 で 試み た り 。 液 は 数 

6:16. P28:8-9. 28:9. の 28:12-13. 228:14.728:16:34. 

"人 マスダ リッ ヤ で ある マー に 続く 動詞 は 、 意味 の 強調 を それ に 添え る 。 マ ー・ ユ ー 
ハー と いう 表現 は この よう に 重要 な 啓示 :・ また は その と き 明 ら か に され る 必要 が あ 
っ た も の 、 を 意味 する 。 
や ポタ アイ ン と は 次 の よう な 意味 で ある 。 (1) 目 、 ②) 家 の 同 居 者 、 (3) 保護 (Lane より )。 
モー ゼ は 長き に 豆 り 非情 で 強大 な 君主 に 隷属 させ られ て いた 民族 を 導く と いう 佑 大 
で 困難 な 任務 を 負っ て いた の で 、 彼 が 王室 の 指導 員 や 教 宮 の 許 で 偉大 な 任務 の た め の 
必要 な 訓練 を 受け な けれ ば な ら な か っ た 。 それ な の で モー ゼ が ファ ラオ 自身 の 王室 に 
その 方 法 を 見 出し た こと は 神 の 計画 の 成就 で あっ た 。 
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一 十 草 ター ハーTa Ha 十 六 傘 
< 日 さ さき Pe 8 を る テー ふ ン 2 送 ァ る プー グ ラ る 
年 間 マ ド ヤ ン の 民 の 中 に と どまり た OE I | つの 


り 。 その 後 モ ー ゼ よ 、 汐 は (使徒 の 使命 

の た め に ) 適 切な 歳 “に 達せ り 。 

42. され ば 、“ わ れ は 、 わ が た め に 汐 Do EE SS 
を 選び た り 。 

43. 5 波 と 激 の 兄弟 は わが 神 兆 を 携え SV3 で る 8 し 123 
て 行け 。 耐 し て 、 わ れ を 念 ず る こと を 9 こく cg 
怠る な か れ 。 GSG 
44. “お 前 達 画 名 ファ ラオ の と ころ へ Uo 
行け 、 彼 は 確か に 反逆 せり 。 


、 本 お クセ テー 攻 9 イィ る ン すし を 。 人 る そる て や っ で イ 
45. され ど 、 優 し い 言葉 で 彼 に 語れ う を < AA LN YS 4 Y28 
1824 おそ らく 彼 忠告 に 従い 、 思 れ る - 間際 
や も し れ ぬ 。 ©, gas 9 
イン ライ ンー ャ インス 26 TE GN 

46. 両 名 は 云え り 、“「 我 等 の o 主 よ 、 げ CE ジ う 8 OG CI SY 


に 我 等 は 、 彼 が 我 等 に 対し て 乱暴 し 、 2 の 
また は 反逆 する こと を 恐る 」。 OS O13 
47. 彼 は 云え り 、「 恐 る る な か れ 。 げ [に る 2 | 
に われ は お 前 達 両 名 と 僅 に あり 。 われ 1 


Gx 
が 
、 
(6 


は 聞き 、 且 つ 見 守る な り 」。 DSIS 
48. され ば 、 洲 等 両 名 彼 の と ころ へ ^ 行 し G6 ツジ 28 4 
き て 、 云 え 、「 誠 に 我 等 両 名 は 流 の 主 内 


tg ン 3 2 ヤン タタ ブー さ \ で イー 
の 使徒 な り 。 され は 汐 、 我 等 と 共に イム 62325 ツラ "BC 
スラ エル の 子 ら を 去ら し め よ 。 また 彼 NR の Eg 
等 を 薄 し め る こと な か れ 。 ば に 我 等 は ぴー OO22b て と な 


グ 


912:55. P28:36. “79:18. 26:13. 


33 ミディ アン の 人 々 の 聞 で の モー ゼ の 居住 は 、 更に も う ひ と つの 神 の 計画 を 成 し 遂 
げた 。 彼 は シナ イ の 谷 の 砂漠 や 森 で イス ラ エ ル の 民 と と も に 生き る 運命 に あっ た の で 、 
ミディ アン で の 数 年 間 、 困 難 な 生活 に 慣 ら さ れ て いた 。 

TP24 当 節 は 宗教 を 教え る 者 また は 伝導 する 者 に と っ て 二 重 の 教訓 を 与え て いる 。 説教 
を する と き に は 礼儀 正しい 言葉 を 使う べき で ある 。 彼 は また 神 が 世 俗 的 な 名 誉 を 駆 与 
し た 、 ま た は 権威 の 座 に 就 か せ た 者 た ち に 散 意 を 払う こと を 示す べき で ある 。 
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十 六 巻 ター ハーTa Ha 二 十 章 


激 の 主 よ り 神 兆 を 携え て 波 に 来 た れ @ ら eic 
り 。 面 し て 、 利 導 に 従う 者 に 平安 あれ 。 
49. げに 我 等 に 啓示 され た り 、 拒 否 、 よ らら 53| CS 
し 、 且つ 背 を 向け る 者 に は 天 浪 降 らん 


』 レ ン レ レン ラン 
こと を 」。 OL PI Le 
50. 役 は 云え り 、「 な ら ば 、 モ ー ゼ よ 、 OS OG 
お お 前 ら 両 名 の 主 と は 誰 ぞ や ? 」。 
s1. 彼 は 云え り 、 OE と EE EI 
べ て の も の に その 人 造形 を 与え 、 然 る 後 i 
に 正道 に 導き 給 うた 御方 な り "3"」。 OS 
52. 彼 は 云え り 、「 然 ら ば 、 前 代 の 民 EEN oHdCLIIG 


の 成り 行き や 如何 に ?」 "6。 ま 
53. 彼 は 云え り 、「 そ の 知識 は 、 我 が “ご な こす 3 っ 4 し 4Le OU 


主 の 許 の 帳 竹 に あり 。 我 が 主 は 誤る こ 6 a 0 2 
と な く 、< ま た 忘 る る こと も な し 」927. @ ら eS 5 こわ ひる Y 


貴方 が た の た め に 大 地 を 豚 床 と SL<4<O23YI50 
な した る は 人 に し て 、 の 店 に 北 多 の エイ ンー ヤン る (レー イン 2 イイ 4 ニル ン 2。 っ 
道 を 敷き 運 ね た り 。 商 し て 、 天 ょ 5 水 2 し SSDES3 5J 


の 6224. 757:3-4. “19:65. 43:1}. 


で 世界 に 完全 な 秩序 が 存在 し 、 充分 な 発達 を 成し遂げ る こと が で きる の に 合っ た 使 
用 を する こと に よっ て 、 神 が すべ て に その 特定 の 要求 物 と 必要 性 に 最も 適し た 特質 を 
与え た こと を 当 節 は 意味 する 。 
1826 ファ ラオ の 間 に 対 する モー ゼ の 返答 に 、 ブ ファ ラオ は 困惑 し 、 自 ら の 質問 を 退け 、 
ー ゼ に 別 の 質問 を し た 。 すなわち 、 も う 死 ん で し まっ た 以前 の 世代 に つい て 、 モ ー 
ゼ の 神 は 知っ て いる か と 尋ね 、 モ ー ゼ の 導き 無し で 、 以 前 の 世代 の 人 々 は 、 ど の よう 
に や っ て いた の か と 明らか に し よう と し た 。 す な わ ち 彼 等 の 祖先 は 、 神 の 導き が 無く 、 
神 の 宙 を 受け て 然るべき で ある と モー ゼ に 遠回し に 言わ せる こと に より 、 フ ァ ラ オ は 、 
人 々 が モー ゼ に 対し 反感 を 抱く よう に 、 朽 妙 に 仕組 ん だ の で あっ た 。 
27 モー ゼ は 、 フ ァ ラ オ の 貢 任 の が れ 的 な 策略 に 対し 、 相手 を へ こま す よ うな 答 を し 
て いる 。 彼 は ファ ラオ に 対し 、 祖 先 の こと は 気 に か け な い と 言っ た 。 神 は 彼 等 の こと 
を すべ て 知り 、 彼 等 に 関す る 詳細 は 神 の 記憶 の 中 に 次 えら れ て お り 、 復 活 の 日 に は 、 
神 が 彼 等 の 状況 、 環 境 を 考慮 に 入れ 、 彼 等 の 行ない に 従っ て 、 報 いる で あろ う 、 と 答 
えた の で ある 。 
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二 十 章 ター ハーTa Ha 十 六 人 泡 
RS OOM OE RC PA 
まな る 対 の 植物 を 生 ぜ し め た り 。 

すす ゃ の ラップ Pp 1 
55. ? 光 等 食い 、 是 つ 己 が 家畜 を 放牧 0136) 2 22 う 5 る 
せよ 。 げに この 中 に は 、 知恵 ある 者 へ x る 1 る 、 ス 9 AT 
の 幾多 の 神 兆 あり 。 e SAI II EN 

三 項 

56. ? わ れ ら は 、 逐 より お 前 達 を 便り 、 じじ 
耐 し て 、 之 に お 前 達 を 帰ら し め 、 ま た 、 ti 
これ に 2 ee の le 1 
少 よ りお 前 達 を 再び 引き 出さ ん 。 OG OT 


57. 面 し て 、" わ れ ら は 彼 に 我 が あ ら ゆ OI ISIGE EL BS 
る 神 兆 を 見 せ た れ ど 、 彼 は 炭 亡 と みな ~ 

し て 拒み た り 。 

s8. 彼 は 云え り 、4「 モ ー ゼ よ 、 激 は Car に CSSTJU 
が 克 術 を 以 て 我 等 を 我が国 士 か ら 師 RE 

い 出 す た め に 我 等 に 来 た る か ? T9828 の の 2 


ター アン 


59. な ら ば 我 等 も 、 そ れ と 同じ 妖術 を CCo UBA っ そ SC 
欧 に も た ら さ ん 。 され ば 、 我 等 と 汐 と < テラ テ を 5 
の 癌 に 約束 の 日 を 定め 、 下 等 も 激 も そ 3 MY 
れ に 違わ ざる べし 。( そ は 双方 に と っ 


Es EH 
て ) 同 等 の 場所 な り 」。 2 
60. 役 は 云え り 、7 「 お 前 達 の た め に EC UIE LS 


定め られ た る 日 は 祭り の 日 な り 。 さ 0 
を る ーー タ 6 届 

れ ば 日 が 昇り 多 く 頃 、 人 々 が 召集 さ Deol 

れる べ Lb 528。 

10:25; 25:50; 32:28、 7.26: 71:18-19.“27:13-13: 43:48-49: 79:21-22. の 6:36、 7:112、 113: 26:37.726:39. 

1828 近 頒 は 、 フ ァ ラ オ の 外 猪 な た くら み に つ いて 言及 し て いる よう で ある 。 エ ジ プ ト 

で は 外人 で ある モー ゼ は 、 賢 い 策 略 に より 、 エ ジ プ ト 王朝 を 覆 そ うと し て いる 、 と フ 

ァ ラ オ は 人 々 に 述べ た 。 

39 モー ゼ と 聖 預言 者 と の 間 に は 、 面 白い 類似 点 が ある よう だ 。 十分 に 準備 され た モ 

ー ゼ と 魔術 師 と の コン テス ト が ズ ハ ー (午前 中 ) に 行なわ れ た の に 対し 、 聖 預 言 者 が 征 

服 者 と し て 、 メ ッ カ 入り し た の も 、 アラ ビア に お ける 不信 仰 と 多神教 の 敗退 を 示す ズ 

ハー の 時 で あっ た 。 
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G1. され ば 、 フ ァ ラ オ は 背 を 向け て 去 の 9386Y&<3 E38 
り 、 そ の 計画 を 練り "0、 然 る 後に 来 

た れ り 。 

62. モー ゼ は 役 等 に 云え り 、「 袖 な る 1j 生 YK2、 の 28 

か な お 前 達 ! アッ ラー に 対し て 偽り 2 2 0 
を 提 半 する な か れ 、 さも な くば 、 彼 は は 3 a 

天罰 を 以 て お 前 達 を 破滅 せしめ ん 。 両 

し て 、 偽 り を 提 造 する 者 は 必ず 失敗 す 

る な り 」 BL 

63. され ば 、 彼 等 は 己 が 事柄 に つい て 2 の 32 1 ed 

互い に 論争 し 、 ま た ひそ か に 協議 し た 


fs $ 
る な り 。 a 
64. 彼 等 は 云え り 、「 誠 に “この 両 名 は 81108 30 ep DG 
た だ 二 人 の 妖術 師 に し て 、 そ の 妖術 を 
以 て お 前 達 を 己 が 国 寺 か ら 放 遂 し 、 ぉ つっ うつ こつ うう っ 
誠人 3 且 EN 3 > る っ 4 ンコ ンタ タン ン 
前 達 の 優れ た 伝統 を 滅ぼさ ん と する ® ) ^ ズ 1 2 の 5 し AAS 3 


者 な り 18314, 
65. され ば 、 お 前 達 の 計略 を 練り ま と CI 
め 、 列 を 正 し て 進み 出 で よ 。 げに 今日 


も いき 


5 る くぅ プン ラン | ン 和 イ 3 3 
は 優れ た る 者 こそ 成功 せん 」。 ON SA FH S133 5 
66. ? 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 溢 が 13 250 BU、 及 記 有 MS 
投げ る か 、 そ れ と も 我 等 が 先 に 投げ る 30 oro 
者 と な る べき か 」。 ERT ES 


7:110-111: 26:35-36. 17:116. 


ジャ マ ア ・ カ イダ フー と いう 表現 は 本 文 に ある 意味 の 他 に 彼 は すべ て の 計画 を 用 
いた 、 彼 は いろ いろ な 計画 を 目論ん だ 、 彼 は で きる こと すべ て を や っ た 、 と いう こと 
を 意味 する の か も し れ な い 。 
1 当 節 に は 神 の 啓示 の 要求 者 の 真 償 を 試す た め の 確 実 な 基準 が 定め られ て いる 。 す 
な わ ち 、 神 に 対し て うそ を つく 者 は 、 東 の 間 繁 栄 する か も し れ な い が 、 究 極 的 に は 滅 
び 、 み じ め な 終り を と げ る で あろ う 。 こ れ は 、 すべ て の 宗教 の 歴史 の ペー ジ に 大 きく 
書か れ て いる 真理 で ある 。 

3 タ リー カ と は 、 生 活 習 慣 、 理 想 、 慣 習 、 伝 統 な ど を 意味 する (Lane より )。 


1830 
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三 牛 章 ター ハーTa Ha 十 示 伏 
67.? 彼 は 云え り 、「 耕 、 液 等 投げ よ 2 し 3 J 
*2」 と 。 する と 、 見 よ ! 彼 等 の 縄 や 梓 時 
は 、 その 魔術 に よっ て 、? 彼 に は さ な が る Cr AS うる と っ と う 


ら 走り 狂 る が 如く 思わ し め ら れ た り Lk 
1833 ©) Sn 1 
68. され ば 、 モ ー ゼ は その 心中 に 怖 れ DAHASALG SIG 
を 抱け り 9 

69. われ ら は 云え り 、「 怖 る る な か れ 、 OEYIS EESY CE 


激 必 ず 上 位 に な らん 。 

70. 耐 し て 、 液 の 右手 に ある も の を 投 EH UE EL 
げ よ 。“ そ は 彼 等 が つく り し も の を 呑 INS 
み 込 まん "5。 彼 等 が つく り し 物 は た "ーッ て 18 っ し |" っ 


だ の 魔術 師 の ご ま か し な り 。 され ど 麻 の が 1 
術 師 は 、 何 処 か ら 現れ る と も "984 決 OS GY 
し て 成功 せ ず 」。 


71. され ば 、“ 用 術 師 た ち は 凶 頭 し な [| 1395 14 くる 人 |、 こ 8 
ひれ 2 ン 
が ら 平 伏せ し め ら れ た り 。 彼 等 は 云え 


っ 9 ンー タッ タリ 0 メ 
り 、「* 我 等 は アロ ン と モー ゼ の 主 を 信 〇 みう 0 の A い つの 
ずる な り 」。 


7:117: 26:44. P7117. TLS; 26:46. 7:121: 26:47. 7:122-123: 26:48-49. 


1932 軍 の 預言 者 た ち は 、 決 し て 自ら 攻撃 を し か ける こと は な か っ た 。 攻撃 され て 始め 
て 防衛 し た 。 

93 モー ゼ に は 魔術 師 の 縄 と 棒 は 、 動 きま 回 っ て いる か の よう に 見 えた 。 悪 の 力 は 、 は 
じ め 、 短 い 間 勝 利 を 得る よう に みえ る が 、 す ぐに 滅び る の だ 。 

34 モー ゼ は 、 魔 術 師 の 縄 や 棒 を 恐れ た り は し な か っ た 。 神 の 預言 者 た ち は 、 確 信 の 
岩の上 に 立っ て お り 、 何 も の を も 恐れ な たい 。 モ ー ゼ が 恐れ た の は 、 た だ 人 々 が 魔術 師 
の 奇 秒 な 行動 に 惑わ され る の で は な いか と いう こと だ け で あっ た 。 

や 当館 は 、 魔 術 師 が 細工 し た も の を 呑み 込み 、 そ れ ら の 魔術 を 無効 に し た の は 他 の 
何 も の で も な く モ ー ゼ の 杖 で あっ た こと を 明らか に し て いる 。 モー ゼ の 杖 は 偉大 な 神 
の 預言 者 の 精神 的 力 に よっ て 巧み に 使わ れ 、 魔術 師 が 術 に よっ て 観 糞 に 仕掛 けた 幻覚 
を 暴露 する 「 全 能 の 神 の 命令 」 が 投じ られ た 。 聖 クル アー ン の 他 の 箇所 で は 魔術 師 の 
棒 と 縄 が 彼 等 の 嘘 の 証拠 と し て 、 そ の 特徴 が 述べ られ て いる (7:ILI8)。 

284 アタ ッ シ ャ イア と は 、 彼 は その こと を し た 、 を 意味 する (Lane より )。 
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二 六 伏 ター ハーTa Ha 二 十 章 
5 RS Sa イイ イン (イッ プシ シン 作る 

72. 彼 は 云え り 、「* お 前 達 は われ が 許 451" 35993、 LE5 和 9 
す 前 に 彼 を 信じ た る か ? 彼 は 確か に 。 。。 .。。 ょ 。 ン 。 
お 前 達 に 魔術 を 教え た 間野 な り 。 さ れ ーー 2 =) 
ば 、? われ は 必ず お 前 達 の 両手 と 両足 。。。 と イィ ッッ イン マン イン ン teSN1s 
19 5 こい ひつ 1 る Ya 

を 互い 違い に 切り 落し 、 必 ず 0 クタ ーーー ンー 2 
染 格 子 の 幹 に お 前 達 を 條 に する な と 38 っ 負っ 装う こめ は 
り 。 面 し て 、 お 前 達 は 必ず 知る な り 、 レレ レン ルレ レレ ルレ 
我 等 の 遇 誰が 懲 凡 する こと に お いて 、 “は そ 3 3 
より 酷 し く 、 旦 つ 永 続 する 者 か を 」。 の i 
73. 彼 等 は えり 、「 我 等 は 、 我 等 に の ゆく ビ 3 お 、 り 9 

米 た る 明白 な る 神 兆 、 並 びに 我 等 を 信 _ し レ し 
造 せ し 御方 に 対し て 汐 を 決し て 優先 ご og285 65、s3Jl5 こ | 
せ ず 。 “ され ば 、 決 定 し た いま ま に 判 る 3 3 < 

Neadloda ead 51* 
決 せよ 。 汐 は た だ 現 の 合 に が いて の Oles の し 


み 決 定 し 得る に すぎ ず 30, 

74. げに “ 我 等 は 己 が 主 を 信ずる は 、 
彼 が 我 等 の た め に 我 等 の 過ち 、 且つ 液 
が 我 等 に 強要 し た 魔術 を 赦し 給 わ ん 
が た め な り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 最善 
に し て 、 最 も 永続 する 御方 な り 」。 
75. 誠に 、 罪 人 と し て その 主 の 御 許 に 
来る 者 あら ば 、 彼 に は 確か に 地獄 あ 
り 。 役 は その 中 で 死に も せ ず 、 また 生 
きも せ ざ らん "7。 


て 


和 T ネ る イン タン ww @ ン 四 
bs Cd Go Cal UI 
FE Nl AE 


7:124: 26:50.97:125: 26:50. 26:51. 7:127: 26:52. 


WP ミン と いう 前 置 詞 は “の た め に "また は 、“ー な の で "を 意味 し 、 ヒ ラー フ 
(KhilaD と は 、“ 対 立 " を 意味 する (Lane より )。 

1836 真 の 信仰 が 人 に 作用 する 素晴らし い 変 化 を 記録 せよ 。 ほん の 少し まえ まで ファ ラ 
オ すか ら 報 酬 を 求め て いた 條 欲 で 物質 主義 の 魔術 師 た ち は 、 金銭 、 地位 或いは 名 誉 の 慣 
例 に お いて (7:114) 、 彼 等 が 真実 を 見 つけ て 受容 され た と き 彼 等 を 脅かす 死 の 、 最 も 
迄 ろ し い 儀礼 で さえ まっ た く 無 関心 に な っ た 。 

37 死に より 、 人 は 苦し みか ら 解 き 放 され る 。 そ の た め 、 罪 人 は 地獄 で は 死な ず 、 苦 
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76. され ど 、 善 行 を 積み し 信者 と し て ご Lc て る じ 。 4 つっ 6323 


役 の 御 許 に 来る 者 あら ば 、 こ れ ら の 者 DA 
た ち に は “最上 の 位階 あり 、 @ ら 3 さよ A TLP 


77. ( そ は )? その 下 に 河川 流 る る 永吉 | 2 ふく ご うく 

の 楽園 な り 。 彼 等 は そこ に 永久 に 住ま 6 2 
ん 。 耐 し て 、 そ は その 身 を 清く 保つ 者 き @ き 525 た 0 9caa 和 は 
へ の 報奨 な り 。 


四 項 
78. 面 し て 、 “われ ら は 確か に モー ゼ に し Ton se | 
or 9! "9°\ CS 3 
人 MPN に 


れ 出 し 、 “海中 に 彼 等 の た め に 乾い た え 時 ちょ る こっ 2 
道 を 採れ 。 溢 追 いつ か れる こ < と を 杖 ES 4 ゴン 3 ラン ン 
れる な か れ 、 ま た 何 も 杭 が る こと な YS、3 は 3YY じ と 


0 


64:96-97: 9:5. 79.72: 18:32: 19:62: 61:13. “26:53. 26:64, 


A 死 より も つら い 、 いう CC 
8 疑う 余地 の な い 歴 史 的 デー タ に 対し て 最も 驚異 的 な 理論 が 、 ユ ダ ヤ 人 に つい て 提 
起 さ れ て いる 。 即ち 、(a) 彼 等 は まっ た く エ ジ プ ト に 住ん だ こと が な か っ た 。 何故 な 
ら 古 代 エ ジ プ ト の 歴史 書 に 彼 等 に つい て の 記述 を 見 つけ る こと が で き な い か ら だ 。 
(b) モー ゼ が エジプト か ら イ スラ エル の 民 を 率い た と いわ れる と き の フ ァ ラ オ 「 メ ネ 
プ タ 」( 或 い は メレ ンプ タ ) の 治世 5 年 に は 、 イ スラ エル の 民 の … 部 は 実際 カナ ン に 
住ん を で いた 。 それ 夏 彼 の 統治 の 間 に モ ー ゼ が エジプト か ら イ スラ エル の 民 を カナ ン へ 
率い て 、 彼 等 が 約 50 年 後 そ こ に 定住 し た と いう 理論 は すべ て 誤り で ある 。 

これ ら の 一 風 変 わ っ た 理論 の 提唱 者 た ち は 、 イ スラ エル の 民 が エジプト に お いて 
「 よ そ 者 」 で 従属 する 民族 で あっ て 、 冷 酷 な 統治 者 の 許 で 、 農奴 や 奴隷 と し て 哀れ な 
人 生 を 送っ た こと を 忘れ て いる よう で ある 。 それ ら の 者 た ち は ど う や っ て 歴史 家 た ち 
に 彼 等 が 取り 上 げ ば られ る 、 如 何 な る 注目 に 値する と 考え られ た の か 。 こ の 20 世紀 に 
で さえ 歴史 家 た ち が 、 その 滅亡 し た 文明 の 遺物 か ら 一 民族 に つい て 有力 な 手がかり を 
掴ん だ 物語 の 制作 を 容易 に 見 出す こと が で き な い な ら 、 遠い 昔 に 生き そし て 彼 等 の 統 
治 者 に よっ て 荷役 用 の 獣 の よう に 扱わ れ た 民族 の 断片 的 な 記述 か ら 一 芯 し た 記録 を 
再編 成す る こと は 、 遠い 財 A 
イス ラ エ ル の 部 族 が メ ネ プ タ 王 の 治世 に カナ ン に 住ん を で いた こと が わか っ た と 
いう 疑わ し い 理 論 に 関し て 、 A 
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十 六 伏 ター ハーTa Ha 性 半音 


79. < 面 し て 、 フ ァ ラ オ は その 軍勢 と 32539 2 30385 4 
共に 彼 等 を 追跡 せ し が 、 海 の 中 か ら 滴 2 
う も の が 彼 等 を 蔽 いた り 。 を っ と ol 


80. され ば ファ ラオ は その 民 を 迷わ @eJAR3428 の だ う 3 しろ 
せしめ 、 正 し く 導 か ざり き ぎ 。 


81.「 イ スラ エル の 子 ら よ 、? げに わ RE く 
れ ら は お お 前 達 を その 敵 か ら 救 い 出し 、 i ォ ン トン 
< トゥール 山 の 右 間 で お 前 達 と 約束 を IE くさ パコ ミタ ャ ーー 


お LG ンコ ご クン 1Z08 く ンー ン ンタ 
内 i “Da GI RE SINY 
| て > に 


10:91; 26:61. P2151: 14:7: 44:31-32. “19:53: 20:12-14: 28:31; 79:17. 


実 を 論 肖 する こと は で き な い 。 彼 等 の すべ て が モー ゼ に よっ て 率い られ る 以前 に こ 
ら の 部 族 の -- RE 
は あり 得 な いか 。 まさ に こ 、 モ ー ゼ が エジプト の 名 で あり 、 幾 人 か 
の イス ラ エ ル 人 た ち も ま た エジプト 人 の 名 を を 持っ て いた と いう 一 方 で 、 他 の 者 た ち は 
「 彼 等 が エジプト に 行っ た こと も な か っ た 」 と 、 述 べ て いる の は 奇妙 で ある 。 更に 聖 
書 は 、 エ ジ プ ト に 住ん を で いた イス ラ エ ル の 民 に つい て の 詳細 と 有力 な 手がかり を 持っ 
た 物語 を 与え て いる 。 と り わ け イ スラ エル の 民 が 荷役 用 の 獣 よ り 上 酷い 奴隷 と し て の み 
そこ に 住ん で いた の は 、 聖書 の 著者 た ち に と っ て そう し た や む に や まれ ぬ 理 由 は な か 
っ た 。 そ の よう な 惨め な 恥 の 記録 と 彼 等 自身 の 悲劇 を 誤っ て 考案 し 創り だ すこ と に 、 
So の 休刊 生 凍 も 感 り な 72 の.2。 の の 紀和 の ンタ イン の 生 泊 本 文化 、 
習慣 に 関す る 聖書 の 詳細 は 、 イ スラ エル の 民 が そこ に 生き た 事実 の も う ひ と つの 証拠 
で ある 。 彼 等 が イス ラ エ ル の 民 の 統治 者 で あっ た と いう 事実 は 別 と し て 、 聖書 は エ ジ 
プ ト の ファ ラオ の 王朝 に 関心 が な か っ た 。 また 古代 ギリ シャ の 歴史 家 に よっ て 述べ ら 
れ て いる よう に 、 イス ラ エ ル の 民 が 長い 間 エ ジ プ ト に 住み 、 後に この 国 を 出 た こと は 
エジプト 人 自身 が 認め て いた 。 現在 の エジプト は し か し な が ら 、 北 シリ ア や 北ア ラビ 
ア の 一 部 を 形成 し 、 古代 に は エジプト と し て も 知ら れ た 領域 と 混同 され る べき で な い 。 
エジプト 出国 の 日 付 に つい て も 大 い に 議論 され 、 そ れ は 聖書 の 記録 の みか ら そ の 正 
確 な 日 付 を 決定 する の は 非常 に に 困難 の よう で ある 。 歴史 的 資料 、 考古 学 の 研究 と へ ブ 
ライ の 伝統 か ら 多く 支持 され 広く 認め られ た 理論 で 出 エ ジ プ ト は 、 第 19 王朝 (紀元 前 
1328-1202 年 ) の メレ ンプ タ 2 世 ま た は メ ネ ブ 2 世 (紀元 前 1234-1214 年 ) の 支配 の と 
き に 起こ っ た と いう の が 最も 確か な よう だ 。 エ ジ プ ト 出国 は お よそ 紀元 前 1230 年 に 
起こ っ た らし い 。 こ の 見 解 に よる と 圧政 の ファ ラオ は ラム セス 2 世 で 、 彼 の 後継 者 
メレ ンプ タ 2 世 が 出国 の と どき の フ ァ ラ オ で あっ た (ピーク の 聖書 解説 119、955, 956 頁 ) 。 
解説 の 特大 版 1646-1647 買 も 参照 。 


"39 了 イス ラ エ ル の 民 は ファ ラオ の 非情 な 圧政 下 の 境 退 で 長く 暮らし た 。 従っ て 民族 を 


848 


二 十 章 ター ハーTa Ha 十 六 人 次 


82. “われ ら が お 前 達 に 施し た る 侍 物 」zsESs 55 ビ > Es 大 
の 中 か ら 食 せよ 、 な れ ど 、 そ れ に 関し 旨 NR 

て 度 を 超え る な か れ 。 さも な くば 、 わ O^ う sat EE ES 

が 激 広 が お 前 達 の 上 ! こ 降 らん 。 面 し て た みみ る アコ EET 

138 を 1 に A 

わが 激怒 が その 上 に 降る 者 あら ば 、 彼 OER Sera と oe 


は 必ず や 滅び た り 

83. され ど 、2 人 悔い 改め て 信仰 に 入り 、 EAE TS II CS 
癌 行 を 積み 、 指導 に 思 実 な り た る 者 に II 
は 、 げ に われ は 寛大 な り 。 BEL SELS 


84. 面 し て モー ゼ よ 、 激 を 己 が 民 か ら OR EL LEE Ue PW 
急ぎ 離れ させ た る は 、 何 ぞ や ?」。 


85. 彼 は 云え り 、 「 彼 等 は 我 が 足 跡 に 導 る 
EE 9 の る 、 よ と を さ ed 
従う な り 。 簡 し て 我 が 主 よ 、 我 活 の > デ > 


御 許 に 急ぎ た る は 、 激 が 御 悦 びに な ら DR TS EI 
ん が た め な り 」。 

96. 彼 は 云え り 、<「 わ れ ら 、 汐 の 不在 cs そし 135OU 
の 間 に 流 の 民 を 試し た る に 、 サ ー ミ 


92:58: 7:161. 73:136: 39:54. 7:149、 


男 敢 で 忍耐 強く させ る 、 そ れ ら の 勇 池 な 性 質 を すべ て 失い つつ あっ た 。 神 の 計画 に よ 
れ ば 、 彼 等 は カナ ン を 征服 し 統治 する 運命 に あっ た 。 従っ て モー ゼ が エジプト か ら 彼 
等 を 率い た 後 、 荒野 で の 昔 酷 な 生活 に 慣れ る た め 、 こ の よう に 彼 等 の 前 に 待ち 受け て 
いた 素晴らし い 持 来 に と っ て 不可 欠 で あっ た これ ら の 資質 を 身 に つけ 発達 させ る た 
め に 、 彼 等 は シナ イ の 乾燥 し た 不毛 な 地域 に 住ま わ さ れ た 。 し か し 長き に わた り 隷 属 
の 境 過 に 生き た の で 、 彼 等 AN a 
に な っ て いた 。 そ の よう に 生活 の 中 で 楽し み も 見 つか ら ず 、 食物 さえ 不足 し て いた 荒 
野 に 住ま な けれ ば な ら な い だ ろ う と いう こと を 理解 し た と き 、 彼 等 は 狼 名 し 萌 立 ち 、 
モー ゼ を 責め た て 口論 し て 言う 。「 わ れ わ れ は エジプト の 地 で 肉 の 鍋 の 傍ら に 座 し 飽 
きる ほど パン を 食べ て いた と き に 主 の 手 に か か っ て 死ん で いた ら よ か っ た 。 あな た が 
た は われ われ を 荒野 に 導き だ し て 全会 衆 を 僚 死 させ よう と し て いる 」( 出 エジプト 記 
16:3) 。 神 は 彼 等 の 不平 の 咳 き を 聞き 、 そ の 因 知 ら ず の 者 た ち に 伝え る よう モー ゼ に 
命じ た 。「 あ な た が た は 夕 に は 肉 を 食べ 朝 に は パン に 飽き 足り る で あろ う 。 そ し て わ 
た し が あな た が た の 神 、 主 で ある こと を 知る で あろ う 」。 そ し て この 神 の 約束 が どの 
よう に 果たさ れ た か は 、 聖 書 で 詳細 が 述べ られ た ( 出 エ ジ プ ト 記 I6:12-15)。 注 98 及 
び 注 99 も 参照 。 
や 注 1839 を 参照 。 
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十 六 巻 


ター ハーTa Ha 


ー 草 


リー"“ が 彼 等 を 迷 ち し め た り 」。 


87. され ば 、? モー ゼ は 和 怒り か つ 悲 し 
みつ つ 己 が 民 の も と に 帰り た り 。 彼 は 
云え り 、「 我 が 民 よ ! お 前 達 の 主 は 善 


Ge っ | くし 215 
イト ンー タイ っ 人 る i Ts 0 a 
Oa 2、 う )、 と め と うう 
に っ ン っ イイ 。 5 る < る イ 
46023 JNN 


い 約 束 を お 前 達 と 結ば ざり し か ? そ て ネッ テイン セレ イラ レン 

し う も トイ ラン は タグ 0 る 
の 約 来 の 期限 が お 前 遅 に は 長 す ぎし De じゃ はら う 
か 、 それ と も 、 お 前 達 は は が 主 の 私 り 3 ご 6 EE 014.33)) 
が 自分 自身 に 降り か か らん こと を 望 po 


むこ と を 決意 し た る か ? 従 っ て 、 お 前 OG っ eS SS う 
達 我 と の 約束 を 破り た り 」。 

88. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 自ら 進ん 
で 液 と の 約束 を 破 ら ざり き 。 な れ ど 、 
我 等 は 人 々 の 装飾 品 “2 の 重荷 を 背 
負わ され た が 、 我 等 は 之 を 打ち 捨て た 
り 。 従っ て 、 サ ー ミ リー が か く の 如 く 
仕掛 けた り 」。 

89. され ば 役 は 彼 等 の た め に 、( 邊 の ) 
員 え る 音 が 出る 形 だ け の (生命 の な 」 
い )? 策 を 創り 出し た り 。 す る と 、 彼 
等 は 云え り 、「 こ は お 前 達 の 神 に し て 、 


A EE 
DD 5 


ン ラ グ 1 の 


OE TRS 


7:151.22:52、 93; 4:154: 7:149. 


サー ミリ ー と は 、 サ ー マ リ ヤ (サマ リア 人 ) の 形容 詞 で ある 。 サ マリ ア 人 は 、 イス 
ラ エ ル の 子供 の 種族 の 一 つ で あり 、 ユダ ヤ 教 の 一 宗派 で ある が 、 彼 等 と は 、 慣 習 が 異 
な っ て いた 。 正確 に いえ ば 、 サ マリ ア 人 と は 、 サ マリ ア の 住民 で ある 。 こ の サマ リア 
人 と は 、 現在 、 ナ ブラ ス に 住み 、 自 ら を ベネ ー・ イ エス ラ エ ル と 呼ぶ 小 部 族 の こと を 
指す 。 彼 等 の 地域 と し て の 歴史 は 紀元 前 722 年 に アッ シリ ア 人 が サマ リア を 占拠 し た 
時 に 始ま る (Lane 及び 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 より )。 

"9 エジプト 人 は 自発 的 に 金 や や 銀 の 宝飾 を イス ラ エ ル の 民 に 与え た と 、 聖 クル アー ン 
が 当 節 で 述べ て いる 一 方 で 聖書 は 、 エ ジ プ ト 人 か ら 彼 等 の 装飾 を 略奪 し た と し て 訴え 
る ( 出 エ ジ プ ト 12:36)。 し か し 一 般 的 事実 で ある よう に 、 この 点 で も 聖書 は それ 白 体 巴 
盾 し て いた 。 エジプト 人 自身 が イス ラ エ ル の 民 に 装飾 を 与え 、 彼 等 が 直ちに エジプト 
を 去る よう 要求 し た と 別 の 箇所 で 詩 っ て いる ( 出 エ ジ プ ト 12:33)。 理 性 と 常識 は 聖 ク タル 
アー ン の 申し 立て を 支持 する 。 
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モー ゼ の 神 や な り し が 、 彼 は 忘れ た < 
る な り 」。 


%. 彼 等 は 見 ざり し か ? それ が 彼 等 3) を > る 32 人 ST 
に 一 言 も 答え ず “7?、 ま た 彼 等 に 何 の - ら 


: を レン < Ga Ct る ター そる 
損害 も 利益 も 持ち 得 ざ る こと を 。 を OS YS EYS 


YY 
所 項 
91. 耐 し て これ 以前 に 、 すでに アロ ン で 28 SIe ひ の わ A ス 68355 
が 彼 等 に 云え り 、「 我 が 民 よ 、 お 前 科 て 
は 光 に よっ て 試さ れ た る に すき ず 。 な で < この 2 っ 019 と) 
れ ど 、 ば に お 前 達 の 主 は 慈 悲 深き 御方 NS RR 
な り 。 され ば 、 我 に 従い 、 我 が 命 に 服 OG DDG か 


せよ 」 +948 

FN) BS) な が & < # の の っ ンー イイ | る 
92. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は モー ゼ が 、 ま こ を に と HIRE 
我 等 に 帰っ て 来る まで は 、 決し て 之 を 


蹴 拝 す る こと を 止め ず 」。 Dal 
93. 彼 は 云え り 、「 ア ロン よ 、 彼 等 が DI る RS SEdG 
迷い し こと を 見 た る 時 、 何 が 液 を 妨げ あぁ i と 
た る や ? 2 


ポイ スラ エル の 民 は 隷属 の 許 に エジプト に 住ん で いた 。 そし て その 隷属 の 間 か れ ら 
は 、 統治 者 の 習慣 、 生活 様式 と エジプト 人 た ち が 牝 生 を 崇拝 し た 宗教 的 儀式 の 多く を 
採用 し た (宗教 及び 理論 学 百 科 事 典 、 第 1 巻 、507 真 )。 こ の よう に 彼 等 は 牝 生 へ か な 
り の 執着 を 持ち モー ゼ の 不在 を 好都合 に サー ミリ ー は 彼 等 を 牝 生 の 崇拝 へ 導い た 。 
1944 柄 は 信者 と 話 を し な い の で 、 神 と し て は 非難 され 符 め られ る 。 そ の 神 は 崇拝 者 の 
祈り に 答え な いで 何 の 役 に た つの か ? (21:66,67) 。 それ は 森 の 丸太 の よう に 死ん で い 
る 。 生 き て お られ る 神 と 生命 の な い 神 の 違い は 、 片 方 が 信者 と 話し 彼 等 の 祈り を 聞き 
他方 は それ が な いと いう こと で ある 。 イス ラム の 神 は 彼 の 真 の 崇拝 者 た ちと の 話す こ 
と が 途絶 えな い 。 彼 は 今 も な お 、 ア ダム 、 ア ブラ ハム 、 モ ー ゼ 、 イ エス 、 そ し て 聖 預 
言 者 ムハンマド ( 役 等 の すべ て に 平安 あれ ) に 話し た よう 役 等 に 話し 、 永遠 に そう し 
続け る だ ろう 。 

や や 聖 クル アー ン は ここ で 聖書 に 対し て 、 アロ ン が 彼 等 の た め に 鋳造 し た 仔牛 を 造っ 
た と いう 告発 を 取り 除き ( 出 エ ジ プ ト 32:3④)、 他 方 で 彼 は サー ミリ ー が 役 等 の た め に 造 
っ た も の を 崇拝 する こと を 禁じ て いる 。 その 告発 は キリ スト 教 の 作家 た ち 自 身 に よっ 
て 、 事 実 代 根 と し て 退け られ た (ブリ タニ カ 百 科 事 典 ' 金 の 仔牛 "の 項 ) 。 
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十 六 巻 ター ハーTa Ha ーー 年 音 
94. 激 が 我 に 従わ ざり し は ? さ れ ば っ ラッ ンー < 多 NW 
液 、 我 が 命 に 背 き た る や ?」。 2 

95. 彼 は 云え り 、「*< 我 が 母 の 子 よ 、 我 Yeh RE YU 
が 醤 や 髪の毛 を 掴む な か れ 。 我 は 汐 が A 5 


2 kA 


「 員 方 は イス ラ エル の 子 ら を 分 裂 せ Re 
し め 、 我 が 命 令 を 待た ざり き 』 と 云い od っ っ に 06 JC 


NR 
し と が ント ン 1 タイ トン イー 介 る る 
96. 彼 は 云え り 、「 然 ら ば 、 サ ー ミ リ DE ESE 


ー よ 、 液 の 問題 * や 如何 に ?」。 
97. 彼 は 云え り 、「 我 は 彼 等 が 知り 得 ご こっ る 25902 あの いら マ る US 
ざる も の を 知覚 し た れ ば "W"、 我 は 使 コシ ィ 8 2 
件 の 足跡 か ら 部 を 探り 、 面 し て それ 58 3 2 
を 打ち 捨て り 。 され ば か く の 如 く 、 我 > 3 2 15 の て < 
が 心 が 我 を 唆 し た り 」。 a 


98. 彼 は 云え り 、「 さ れ ば 、 立 ち 去 れ !1 T= レ っ ぞ WIS ラッ ン 3 る 
Q 9 9 で | ENGAGE 
生き て いる 限り 液 は 、『( 我 に ) 触 る な パフ 
し か 21| ン の ーー ン と どん 
か れ 』"@ と 云う な り 。 商 し て 、 溢 に 513。 あ みる 06532 じ aYU 光 
は 約束 の 時 あり て 、 液 それ を 違わ ざる EE 
な り 。 され ば 、 光 が その 散 捧 せ し 己 が EL 3 EIS aS 


神 を 見 よ 。 我 等 な は 必ず 之 を を 敵 き せ し I ほっ に EEE 
め 、 然 る 後に 我 等 は 必ず 之 を 完全 に 海 2 


7:131. 


や 。 ハト ゥ プ ブ (Khatb) と は 、 物 ご と 、 構 想 、 事 例 ま た は 弁解 、 仕 事 、 事 務 な ど を 意味 
する (Lane より )。 全体 の 文 意 は また 「 液 が 言う べき こと 」 を 意味 する (Lane より )。 
や 7 この 言葉 に は 、「 私 た ちの 理解 力 は 、 イ スラ エル 人 より も すぐ れ て いる 」 と いう 
意味 も ある か も し れ な い 。 サ ー ミ リー が 詩 お うと し た の は 、 盲 目的 に モー ゼ の 教え を 
信じ た の で は な く 、 モ ー ゼ に 従い 、 教 え を 理解 し て 信じ た 、 と いう こと で ある 。 し か 
し 、 モー ゼ が シナ イ 山 に 行っ た 時 、 彼 は 便宜 の 仮面 を 取り 赤 り 、 今 まで 受け 入れ て き 
た 教え (先祖 か ら 受 け 継 が れ て きた 知識 ) を すべ て 捨て て し まっ た 。 これ が 、 彼 の 心 の 
中 か ら の 行動 で ある 。 

48 この *( 我 に ) 触 る な か れ " と いう 言葉 の 意味 と し て 、 次 の 3 つが 考え られ る 。 (①⑪) 
サー ミリ ー は 、 イ スラ エル 人 を 重信 爺 へ 導い た た め 、 社 会 か ら 拒 絶 さ れ 、 員 せ さ れ た 。 
(2②) 彼 は 皮膚 の 伝染 病 に か か っ た の で 、 人 々 は 彼 と の 接触 を 拒ん だ 。(3) 彼 は 、 心 気 症 
に か か り 、 人 ん 々 を 避け た 。 
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中 に 搬 き 散ら さん 。 OE 
99. げに お 前 達 の 神 は 、 アッラー の み “る Is 遂 公 うる) し | 
に し て 、 彼 以外 に は 神 な し 。 役 は その し ャ 。 ン ラン し 
御 知識 で 凡 て の も の を 包容 す 」。 を 8 と 


100. か く の 如 く 、 わ れ ら は 過ぎ た る 中 、 つ EE っ 3 あ そい 
こと の 消息 を 波 に 語り 聞か す 。 面 し 。 
て 、 われ ら は 激 に われ ら が 許 よ り 訓 戒 OS363 EL 3 てこ 
を 上 すえ た り 。 

101. 之 を < 忌避 し た る 者 あら ば 、 復活 EL LE El 
の 日 に 於 いて 、 彼 は 必ず 重荷 を 背負 う 2 

な り 。 フラ 
102. 彼 等 は その (状態 の ) 中 に 住み 劉 <t302 る たる 負っ 429Cma は 
ま ら ん 。 面 し て 復活 の 日 に 於 いて 、 そ 

は 彼 等 に と り て 、 也 し き な る 重荷 な り 、 CO 
103. 2 導 上 が 吹き 鳴ら され ん その 日 。 ER GE 


耐 し て その 日 、 われ ら は 着眼 の 罪人 ど 0 
も を 召集 せん 194。 っ 


104. 彼 等 は 互い に ささ や か ん 、 「 お 前 lz は あり うる 8 DAG CS 
達 が 滞在 せ し は 、 十 (日 間 ) に すぎ ず 」 思 の 


1850 


105. NE RE he Oe ER a 
を 知 する な り 。 彼 等 の 中 で 最も 世 攻 に の ンー 5 
た けた 者 “9% は 云わ ん 、「 お 前 達 は 、 を ③ じゃ Y) LO1AS8 くに 4 
た っ た 一 日 滞在 し た る に 過ぎ ず 」。 


918:102: 43:37: 72:18. 718:100: 27:88: 36:32: 78:19. 


の この 比較 は 、 青い 目 を 持ち 、 精 神 的 に 盲目 で 、 常に イス ラム へ の 憎み を 持っ て い 
る 西洋 キリ スト 教 諸国 を 指し て いる よう で ある 。 a 

1850 と と で の 「10 日 間 」 と は 、 全 部 で 1000 年 間 を 意味 し て いる 。 聖 遷 後 、 ヨ ー ロ ッ 
パ 諸 国 が 休眠 し て いた 10 世紀 (1000 年 間 ) の こと を 指し て いる 。 聖 預言 者 が 紀元 7 世 
紀 初 頭 に 説教 を 始め た 1000 年 後 の 17 世紀 始め に 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 は 冬眠 か ら 目 ざめ 、 
征服 の た め に 世界 中 へ と 広がっ て いっ た 。 

9504 有 タリ ー カ トゥ ウル ・ カ ウー ム と は 、 人 々 の * 最 も "また は “より 正当 な 者 "を 意味 する 
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十 六 伏 ター ハーTa Ha 生音 


106. 耐 し て 、 “ 彼 等 は 山々 に つい て 流 を る 5 に ao と ご 5 交 55 


に 問う な り "1。 云え 、「 我 が 主 は こ 


3 を っ 7 5 ウン 
れ 等 を 完全 に 粉々 に 砕き 散ら す な り 。 OES Gy 
107. され ば 、 彼 は これ 等 を 平坦 な る の 2 し 2E5 2 
広場 と な し 、 ~ 


108. 液 は そこ に 、 何 の 歪曲 も 凸凹 も SIC ke 
見 ざる べし 」1952。 RUN 
109. その 日 彼 等 は 、 何 の 歪曲 も な い 0 を EYED RS る 
呼び か ける 者 “に 従う な り 。 面 し て ラン i 0 
慈悲 深き 御方 の た め に すべ て の 声 は 5 ss ぴの > っ Y ト と 5 
低く な らん 。 され ば 次 、 ささ や き の 外 らら) ょ っ 全 ポン 
何 も 聞 か ざる べし 。 OLY ES 
110. その 日 、? 半 旧 深 き 御方 が 許可 を 与 OEY 
え 、 そ の 者 に 関し て 語る こと を 彼 が 避 記 RL A 
する 者 以外 は 、 執 成 は 益 せ ざる べし 。 OY HA Go I > 
111. * 役 は 、 彼 等 の 前 に ある も の 、 まま yz Er | ター ラー タイ ン 2 ブ ンコ イッ タン 
| い る 
た 彼 等 以後 の も の を 知り 給 う 94。 6 9 
され ど 、 彼 等 は 知識 を 以 て 之 を 知る 能 OR る 66 大 らく 
わ ず 。 3 


2s6:6: 70:10: 101:6. P21:29; 78:39. "2:236: 21:29, 


(Aqrab より )。 ヤ ウ ム と は ここ で は 22:48 節 で 斉 及 され た “千年 "を 示し 、 前 節 の “10 日 " 
と は 即ち 、*]0 世紀 "また は “千年 "に 相当 する 。 ヤ ウム と は また 、* 絶 対 的 な 時 間 " を 意味 
する 。 彼 等 が 神 の 六 に 捕え られ る と き 不 信者 へ の 言葉 の この 趣旨 は 、 役 等 の 繁栄 と 発 
展 の と き は “ほん の 一 日 で あっ た "と 言わ れる よう に 捕 写 され 、 即 ち 、 ま さ に 短い 。 
"1 ここ で アル ・ ジ バー ル (中) と いう の は 、 強 力 な 西洋 キリ スト 教 諸国 の こと で ある 。 
当館 の 預言 は 、 西洋 諸国 を 完 磨 な きま で に 破 馬 す る と いう こと で ある 。 西洋 の 衰退 は 
も うす で に 始ま っ て いる 。2 つの 大 戦 が 、 西 洋 を 大 い に 弱 体 化 さ せ た (“Decline of the 
West Spengler 著 、 及 び "A Study of History” Toynbee 著 )。 注 1666 も 参照 の こと 。 

2 これ は 、 偉 大 で 強力 な 帝国 が 滅び 、 人 間 社 会 の 様々 な 分 野 に お ける 社会 的 経済 的 
地位 が 向上 する で あろ う 時 に 、 社 会 主義 と 民主 主義 が 興 降 する こと を 示し て いる 。 
回 預言 者 の こと 。 

54F 彼 等 以後 の も の 」 と いう 言葉 は 、 す で に 成し遂げ た 偉業 を 指し 、「 前 に ある も の 」 
と は 、 将 来 、 成 し 遂げ ば よう と し て いる 偉業 を 示す 。 
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三 寺 凍 ター ハーTa Ha 十 六 人 次 
人 SSR 


112. (すべ て の ) 顔 は 18544 永生 者 、 3 MD Sb 
自 存 者 の 御前 で 備 か ん 。 証し て 、 不 


義 の 重荷 を 背負 いし 者 は 、 必 ず や 失敗 CTO 

する な り 。 ーー 

113. され ど 、" 信 仰 者 に し て 、 立 行 を 積 ふ s 2 8 うと っ に s に お 、 し 25 
お 者 あら ば 、 彼 は 不当 に 過 せ られ る こ 7 2 
と も 、 また 権利 を 侵さ れる こと も 恐る OLaaY§ YS 
る な か らん 。 


114. 面 し て か く の 如 く 、? わ れ ら は み 35 っ E6431 SS 
を 雄弁 な る クル アー ン と し て 降 し 、 そ 和合 
の 中 で さま ざま な る 警告 を 説明 せり 、 31030 ss 
彼 等 が 神 を 良 れ 、 ま た 彼 は 彼 等 の た め RY 
に 教訓 な る も の を 示さ ん が た め な り 。 
115. < され ば 、 真 の 王者 な る アッ ラー は NN の 2 
宗 高 な り 。 し て 液 へ その 啓示 が 完了 さ Se 
れる 前 に 、 湊 クル アー ン ( の 読 閣 を 急ぐ ご La る 508、 つ 2 いく つり る し 
な か れ 。 耐 し て 云え 、「 我 が 主 よ 、 我 を RO RE 
知識 に お いて 増加 し め 給 え 」55 と 。 RE EN 4 
116. 証し て 、 わ れ ら は 以前 アダ ム に 0 てく 8 ETS 
約束 を 取り し が 、 彼 は 忘れ た り 。 され 、 あい 
ど わ れ ら は 、 彼 に (それ を 破る ) 決 心 あ き SE 
り と は 見 出さ ざり き 1856。 

10:10: 16:98: 21:95. 42:8: 43:4; 46:13.723:117. 
” ツジ ュー フ (Wujnh) と は 、" 偉 大 な 指導 者 "を 意味 する (Aqrab より )。 
5 聖 預 言 者 は 、「 知 識 は 中 国 の よう な 遠 い 国 に あっ て も 、 知 識 を 求め よ 」(Sashir 1 
巻 より )。 と 言っ た と 伝え ら て いる 。 聖 クル アー ン の 他 の 箇所 で も 、 知 識 は 「 神 の 偉 
0 妃 吸 | と され て いる 2:270 及び 、4:114 節 参照 ) 知 識 に は 2 種類 ある 。 (1) 啓示 


に よっ て 与え られ る 知識 。 聖 クル アー ン に は 、 完 全 な 顕示 と し て 書か れ て いる 。 ⑫) 
人 間 が 、 自 ら 努 力 し て 習得 する も の 。 
986 当 節 に は 、 ア ダム の 過失 は 、 判 断 の 過ち で あっ た こと が 示さ れ て いる 。 そ れ は う 
か つ に 心 な ら ず も し た こと で あり 、 意識 的 、 故 章 に し た こと で は な か っ た 。 過 ち を 犯 
す の は 、 人 の 常 で ある 。 
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十 六 巻 ター ハー や Ha ー 十 章 
七 項 
117. 面 し て ? わ れ ら が 、 天使 た ち に 向 < ゞ das に II CI i 


か っ て 、「 ア ダム の た め に 由 頭 せよ 」 a 
と 云い た る 時 、 彼 等 は 皆 唱 頭 し た り 。 Ol rk YALLS 
但し 、 イブ リー ス は 別 な りき 。 彼 は 拒 

みた り 。 


3 


NT I HER 256 ES 
b げに 彼 は 、 液 並 びに 光 の 妻 の る ンタ づる 2 g アン レン プ 2 
nN され ば 、 彼 が お 前 達 両 人 を 楽 Cedlcye し SCS AS そ 和 な 35 


園 "7 か ら 追 0 さも な く ® りう 
ば 、 流 不 幸 に 陥 


NN DIE RIE 
この 中 で は 汐 仙 え ず 、 ま た 裸 な ら ず 。 


120. また この 中 で 、 汐 湯 き を 覚え ず 、 Gu あき Y5L31 語 < 3 
また 陽 に さら され る こと も な か らん 」 
1858 


121. 鱗 る に 、< 加 魔 は 彼 に 教 咳 し て 、 0 る 0238 
云え り 、「 ア ダム よ 、 我 は 溢 に 永 癌 り 。 。 
告 39 と 不滅 の 王権 と を 教え よう ララ 2 る 3| 
か ?」。 SY 


92:35: 7:12-13: 15:27-34: 17:62: 18:51; 38:72-75. 7.23: 18:51. 2:37; 7:21. 


897 も し 、 ア ダム が イブ リー ス の 人 甘 言 に 惑わ され 、 彼 の 忠告 を 受け 入れ た な ら ば 、 ジ 
ャ ン ナ 、 す な わ ち 、 今 まで 亭 受 し て きた 「 楽 園 」 に いる よう な 至福 の 生 、 精 神 的 満足 
を 失う で あろ う 、 と 警告 され た 。 

8 当 節 と 前 侵 は 、 文明 社会 の 快適 さ 、 安楽 さ に つい て 言及 し て いる も の と 思わ れる 。 
この 二 つ の 節 が 示し て いる の は 、 生 活 に 基本 的 に 必要 で ある 衣 ・ 食 ・ 住 を 供給 する こ 
と が 文明 的 政府 の 第 一 の 義務 で あり 、 社 会 が 文明 社会 で も る と いえ る の は 、 国民 すべ 
て に これ ら の 必要 性 が 満た され た 時 で ある 。 飲 え で 死ぬ 人 々 が いる 一 方 、 富 を た めこ 
む 人 々 が いる 、 と いう よう な 深刻 な 経済 的 不平 等 が 無く な ら な い 限 り 、 人 類 は 社会 の 
混乱 に 苦し み 続け 、 人 間 社 会 の 道徳 は 向上 し な いで あろ う 。 こ こ で アダ ム は 、 すべて 
の 住民 に 、 生 活 の 快適 さと 必 吉 品 が 十分 に 与え られ て いる 場所 に 住 せ で あろ う 、 と 告 
げ ば られ て いる 。 こ の よう な 状態 は 、 聖 クル アー ン の 他 の 部 分 で も 示さ れ て いる (2:36 
節 )。 当 和 館 は 、 ま た 、 ア ダム に よっ て 、 新 し い 社 会 秩序 が 始ま り 、 人 間 の 社会 的 発展 
の 時 代 の 先がけ と な る 王国 の 基盤 が 築 か れる 、 と いう こと も 示し て いる 。 

959x 永 遠 の 樹 " と いう 、 そ の よう な 樹 は 世の中 に 存在 し な い 。 こ こ で 、 そ し て 聖 クル 
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Ei 婦 一 メ ュー Ha 十 六 4 a 
3 彼 等 両 に いと な > イン ンー ois ント ン スイ る ンー スタ | と? イン イィ 

122。 KN A ら | er PA i 

食し た れ ば 、 彼 等 に その 裸 が 鷺 に な SR 

れ り "9。 さ れ ば 彼 等 両 人 は 楽園 の ( 木 。 2059I、3 う 5、 つ 2CeE、・ 239 


の ) 葉 1861 で 選 が 身 を 蔽 い 始 め た り 。 入る < っ 
面 し て 、 ア ダム は その 主 (の 命 ) に 背 き OE 9 お うち っ ac 9 


た れ ば 、 道 を 迷い た り 。 
123. され ば 、 そ の 主 は 役 を 選び の 、 otg 32 に つら 叶う 401 全 
5 その 悔 司 を 容赦 に 転じ 、 彼 を 導き 


た り 。 
124. 彼 は 云え り 、*「 お 前 達 両 名 は 、 こと ラン 区 EG 
皆 と ここ か ら 藩 ち て 行け "お 前 科 0 


27.23: 20:122. 238.2:37-39: 7:25. 
アー ン の 他 の 箇所 で 斉 及 され た “その 和樹" と は 、 そ の 一 員 が 彼 の 敵 で あっ た た め ア ダム 
が 距離 を 保つ よう 命ぜ られ た 特定 の 一 族 も し く は 部 族 の こと で あっ た 。 
や 。 サタ ン の 提唱 を アダ ム が 受け 入れ た 結果 、 彼 に 多大 な 苦悩 と 精神 的 苦痛 が も た ら 
され た こと で 、 役 の 人 々 の 間 に 分 像 が 生じ た 。 サタ ン の 邪悪 な 提 噌 に 従っ て 行動 する 
こと に よっ て 彼 等 は 重大 な 過ち に 陥り 、 自身 が 多大 な 災難 に 巻き 込ま れ た と いう こ 


ダム と イヴ の み が 彼 等 自身 それ に 気付 く よ う に な っ た と いう こと を 意味 し て いる の 
で は な い 。 

891 ワ ラク と は また 、 共 同体 の 若者 を 意味 し て お り (Lane より ) 、 当 節 は サタ ン が アダ 
ム の 共同 体 を 分 裂 さ せる こと に 成功 し 、 道徳 的 に 弱い 者 た ちの 幾 人 か が その 信仰 か ら 
離脱 し た 、 と いう こと を 表明 する 。 アダ ム は 共同 体 の 若く 公正 で 善良 な 者 た ちと 共に 
稚 い 起 っ て 、 彼 等 の 支援 で 人 々 の 再編 成 に 取り か か っ た 。 聖書 に よれ ば アダ ム は 、「 無 


花 果 の 葉 」 を 用 いた (創世 記 3:6, 7) 。 そ れ は 幻影 の 言葉 で 若く 公正 で 信心 深い 人 々 を 


Te 当 節 は アダ ム の 不 従順 な 行為 が 、 軽 率 で 偶発 的 で あっ た こと を 示す 。 な ぜ な ら 、 
逆 意 に よる 不 従順 な 行為 で は 、 主 の 特別 な 支持 に より 選ば れ た 彼 の 存在 の 偉大 な 名 蒼 
を 守る こと が で き な か っ た か ら だ 。 

1863 お 前 達 両 名 "と いう 言葉 は 、 人 々 の 二 つ の 派閥 、 即ち 「 ア ダム の 従者 」 と 「 サ タ 
ン の 従者 」 を 示す 。 ク ム ( お 前 達 ) と ジャ ミー( 皆 ) と いう 言葉 も また 当 節 は 、 二 人 に つ 
いて で は な く 人 々 の 二 つ の 派閥 、 また は 二 つ の 人 党派 に つい て 言及 し て いる 。 複数 形 イ 
フ ビ トゥー( お 前 達 皆 落ち て 行け ) が 、 イ フ ビ ター( お 前 達 両 名 落ち て 行け ) の 代わ り に 
使わ れ て いる と ころ の 7:25 節 か ら も これ は 明白 で ある 。 そ れ は アダ ム が 彼 の 生ま れ 
た 土地 で ある イラ ク か ら 隣 接し た 国 へ 移住 し た こと を 衣 す 。 その 移住 は 尋 ら く 一 時 的 
な も の で あっ て 、 彼 が その ずっ と 後 で 故国 に 戻っ た は ず は な い 。 そ の "か り そ め の 楽 
し み "(7:25) 」 と いう 言葉 は 、 一 時 的 で ある 移住 に 関す る 手掛かり を 含む 。 
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十 六 伏 ター ハーTa Ha 一 十 章 
一 部 は ( 他 の ) 一 部 に 英 と な り て 。 さ 1 23 る 8 EE 


NN お 前 達 に わが 御 許 か ら 拓 降る 
や 、 我 が 科 導 に 従う 者 あら ば 、 役 は 迷 
うこ と な く 、 また 不幸 に 遭わ ざる べし 。 
125. され ど 、 < 我 を 念 語 す る こと を 忌 
遅 する 者 あら ば 、 げに 彼 に は 鯛 屈 な 生 
涯 あら ん 。 また 復活 の 日 に は 、 われ ら 
彼 を 育 者 と し て 踊ら さん 」 84。 

126. 彼 は 云わ ん 、「 わ が 主 よ 、 溢 何故 
に 我家 者 と し て 難 ら し め た る か 、 我 
晴 眼 者 た る に も か か わら ず ?」。 

127. 彼 は 云え り 、「 か く の 如 く ( な り )。 
われ ら の 神 兆 が 流 に 来 た り し が 、 没 は 
之 を な お ざり に せり *"5。 さ れ ば 今日 
は 、 同 様 に 次 が な お ざり に され る な り 」。 
128. 面 し て 、 わ れ ら は この よう に し 
て 、 規 則 に 違 犯 し 、 そ の 主 の 神 兆 を 信 
ぜ ざ り し 者 に 報 ゆ 。 な れ ど 、 来 世 の 貢 
普 は より 甚だ し く 、 また 続く も の な り 。 
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“18:102. 


64 この 人 生 で 神 を 忘れ 去り 精神 的 発展 を 妨げ 、 
の 生 を 得 た その と き 軍 目 で 生ま れ て 来る だ ろう 。 こ れ は この 世 


る 者 は 、 来世 に 二 度 
で 彼 が 、 人 罪 の 生活 を 送っ た た め 、 そ の 魂 が 背 


自身 で 天 の 光 を 絶つ よう な 人 生 を 送 


上 目 に な っ て いた か ら で あ る 。 来世 に 於 い 


て は より 精神 的 発達 の た め 役 の 魂 が 肉体 化 さ れる で あろ う 。 


1865 。 


いう 不信 者 た ちの 抗議 に 答え 
お いて 精神 的 盲目 と な っ た " と + 
更 な る 精神 的 発達 を 遂げ た 魂 の 


マ 


彼 が 先 の 人 生 に 晴 眼 者 た る に も か か わら ず 、 ど うし て 盲 者 と し て 帯 ら し め た か と 
、* 彼 は 罪 の 生活 を 送っ て いた た め に 彼 の 現世 の 人 生 に 
は 云わ れる だ ろう 。 そ し て 彼 の 魂 は 、 来 世に は 別 の 
た め の 肉 体 と し て 用 いら れる 管 で あっ た 。 故に 彼 は 来 
世に お いて 盲目 で 生ま れ た 。 不信 者 は 神 の 届 性 を 己 自 身 に 発達 せ すず 、 それ ら を 経験 し 


た こと の な い 者 の まま で ある か ら 、 復活 の 日 に それ ら の 属性 が その すべ て の 壮 羽 さ と 


栄光 で 明らか に され る と き 、 役 は それ ら を 見 知ら ぬ 存 在 で ある 故に 、 


それ ら を 認め る 


こと が で き な い だ ろう 。 従っ て それ ら を 思い 出す こと も 記憶 も な く 紅 人 の よう で あろ 


うと どい 9 


こと を 当 節 は 意味 し て いる の か も し れ な い 。 
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129. され ば 、 役 等 の た め に 導き と な ER SE 
ら ざ り し か ? わ れ ら が 彼 等 以前 に ? 如 a 


何 に 多く の 世代 を 滅ぼし た る こと が 。 0 Re る 3 
彼 等 は それ 等 の 住居 を 歩む な な り 。 げ ば に 。 2 の 2 
この 中 に は 、 理性 ある 者 へ の 神 兆 あり 。 邊 OA は とう 
八 項 

130. 面 し て 、? も し すでに 汐 の 主 か ら OR 
の 御 言葉 966、 日 つ 定 め ら れ た る 期限 

な か り せ ば 、 そ は 避け 得 ざ り し ( 懲 台 ) の た まん 1 
な りら 。 


アコ タプ ーー う ゅ デン 


131. され ば 、 彼 等 が 云う こと に 対し GSoC22635 ヒ JE みっ 5 
て 忍耐 し 、 日 の 出前 、 且つ その 没 す る を と sa っ グン > る っ イプ 人 る 
前 に < 液 の 主 の 栄光 を 讃え まつ れ 。 ま GIES ee ES 
た 夜間 の 諸 時 刻 に お いて も 、 昼 の 両端 < ご 1 < を" て る 1 GR 
SUC 
に 於 いて も や 7 讃え まつ れ 、 液 満悦 を Es Ka 
得 ん が た め に 。 a 


132. 面 し て 液 、 わ れ ら が 人 彼 等 の 或 る uC < RO 
類 い の 者 に 、 現 世 の 栄 華 と し て 東 の 間 

の 楽し み を 与え た る こと に 4 己 が 目 を Ci 3 る 2 こつ は 
みはる な か れ *"%。( そ は ) 我 等 が 彼 等 ッッ レー レー 』。 レト レン と 
を それ に よっ て 試さ ん が た め な り 。 耐 つと ご づつ うこ 5 っ 2 3 シェ 
し て 液 の 主 の 滋養 物 は 最善 で 永続 す 
る も の な り 。 


@、815 


“17:18: 36:32. 78:69: 10:20. 17:79-80: 30:18-19; 30:40-41.715:89: 26:206-208: 28:61-62. 


や 9 これ は 、7:137 館 の 神 の 言葉 に つい て 言及 し て いる 。 こ れ か ら も 神 の 慈悲 が 、 他 
の 特性 より 優る で あろ う 、 と 神 は 全 智 に お いて 定め た 。 

967 当 節 で 言及 され た 神 の 栄光 を 讃え る 時 刻 は 、 一 日 に 五 回 の 礼拝 の 時 間 を 示す 。" 日 
の 出前 "と いう その 言葉 は * 朝 の 礼拝 (ファ ジュ ル ) “その 没 する 前 に * と いう 言葉 は " 午 
後 の 遅 い 時 間 の 礼拝 (アス ル ) "を 示し て いる 。 そ し て "夜間 の 諸 時 刻 に お いて も 彼 の 栄光 
を 讃え まつ れ " と いう その 表現 は "夕方 の 礼拝 (マグ リブ ) "と * 夜 の 礼拝 (イシ ャ ー) "を 示し 
て お り 、" 昼 の 両端 に 於 いて も "と いう 言葉 は "午後 の 礼拝 ( ズ フル ) "を 示し て いる 。 

8 戦争 、 そ し て ひい て は 人 間 の 悪 惨 、 流 血 に つなが る 国家 問 の ね た み 、 対 立 は 、 人 
間 が 物質 的 豊 さ 、 快 適さ を 信 欲 に 求め た こと に よる 直接 的 、 間接 的 な 結果 で ある 。 イ 
スラ ム 教 信者 は 、 他 人 の 富 を うら や ん で は いけ な い 。 
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133. され ば 、“ 激 の 家族 に 礼拝 を 命じ 、 
且つ それ を 絶え ず 守れ 。 われ ら は 液 に 
如何 な る 滋養 物 を も 求め ず 、 我 ら こ そ 
梁 に 滋養 物 を 与え る な り 。 市 し て 療 果 
は 虹 散 する こと に あり 。 

134. 面 し て 彼 等 は 云え り 、「 何故 彼 
は その 主 か ら 神 兆 を 我 等 に も た ら さ 
ざる か ?」 と 。 彼 等 に 、 以 前 の 諸 経 
典 の 中 に ある 明 証 が 来 た れ る に 非 ざ 
る や ? 

135. も し われ ら が 、 そ われ 以 前 に 天 浪 
に よっ て 彼 等 を 滅ぼし た れ ば 、 彼 等 
は 必ず 云わ ん 、「 我 等 の 主 よ 、 何 敢 没 
は 我 等 に 使徒 を 遺 わ さ ざ り し か ? さ 
すれ ば 、 我 等 は 、 衝 し め ら れ 、 辱 し 
め ら れる 前 に 液 の 神 兆 に 従い た り し 
も の を 」。 

136. 云え 、 「 各 人 は 待つ な り 。 され ば 、 
溢 等 も 待て 。 お 前 達 は 必ず 知る べし 、 
誰が 正道 に 在 る 者 か 、 ま た 誰が 導 か れ 
た る 者 か を 」。 
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9:56: 33:34、 
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メッ カ 啓 示 


啓示 され た 日 と 背景 

当 章 は 前 三 章 の よう に メッ カ で 啓示 され 、 使 徒 に 任 ぜ られ て 間 も な い 頃 
に 、 啓 示さ れ た 剖 で ある 。 イ ブン ・ マ スウ ー ド は 当 章 は 聖 預言 者 に 任命 され 
て か ら の 五 年 の うち に ター ハー 章 、 ア ル ・ カ フフ 章 、 そ し て マル ヤム 章 と と 
も に 啓示 され た も の で ある と 言っ て いる 。 その 年 に アビ シニア へ の 聖 居 の 際 、 
マル ヤム 章 の 序盤 の 節 は ジャ ファ ル に よっ て ニー ガス 王 (Negus) の 面前 で 詠 
唱 さ れ た も の で ある 。 当 章 と ター ハー 章 の 簡潔 な 関連 と し て は ター ハー 章 の 
終盤 に か け て 不信 者 に 対し 、 あ る 一 定 の 時 期 に 天 六 が 下る と いう 忠告 が な さ 
れ て お り 、 聖 預言 者 は 彼 等 の 敵対 心 と 迫害 を 忍耐 強く 半 抱 し な けれ ば な ら な 
いと いう 記述 が ある 。 当 章 は その 時 期 が すでに 到来 し た と いう 不信 者 達 に 対 
する 警告 か ら 始ま る 。 彼 等 は 自分 自身 の 悪事 の 報い を 受け る こと に な り 、 不 
信 と と も に 神 か ら 見 放さ れ 荒 野 を 放浪 する こと に な る だ ろう 。 こ れ が 簡潔 に 
述べ た 前 章 と 当 章 の 関連 点 で ある 。 こ の 題材 が 二 つ の 章 を 結び 付け て いる 。 
マル ヤム 章 で は 、 い くつ か の 誤っ た キリ スト 教 の 教理 に 対す る 反証 が な され 
て いる 。 例 と し て 、 イ エス ・ キ リス ト の 神 性 。 役 が 律 法 を 呪い 、 廃 止 し た こ 


と いう こと 、 な ど 。 タ ー ハ ー 草 で は これ ら の 虚偽 の キリ スト 教 の 教え を 反 肖 
する た め 、 モ ー ゼ に つい て 詳し く 記 し て いる 。 キ リス ト 教 は モー ゼ の 摂理 を 
免除 する も の で あり 、 モ ー ゼ の 摂理 は キリ スト 教 の 教え と は 相反 する も の で 
ある と キリ スト 教 信 者 に 伝え られ て いる 。 モ ー ゼ は 律 法 を 与え る 者 、 と いう 
栄光 を 与え られ て いた 。 キ リス ト 教 の 教理 通り 、 モ ー ゼ の 律 法 が 呪 わ れ た も 
の で ある な ら ば 、 モ ー ゼ は 散 意 を 払う べき 存在 で は な く 、 む し 2 ろ 非難 と 紺 弥 
の 的 と な る べき で ある 。 タ ー ハ ー 音 で は アダ ム の 過失 に 関し て も 簡潔 な 記述 
が され て お り 、 キ リス ト 教 の 原罪 に 対す る 持論 を 解明 し 、 人 否定 し て いる 。 当 
章 で は 、 人 は 罪 を 遺伝 する の で は な く 自 身 の 人 逸脱 行為 や 違法 に より 調 せ られ 
る と いう こと も 言及 し て いる 。 人 が 罪 か ら 脱 す る こと が で き な い の で あれ ば 、 
天罰 は 完全 に 無効 化す る で あろ う 。 そ し て 神 の 使徒 は 罪人 た ち に 祝 告 を する 
の で は な く 、 む し ろ 役 等 は 先天 的 に そう 運命 づけ られ て いる た め 、 そ こ に 彼 
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等 の 落ち 度 は な く 、 何 の 答 め も 受け ぬ で あろ うと 安心 させ る べき で ある 。 当 
間 で は 、 た だ 一 人 の 使徒 に 対し て で は な く 、 ア ダム か ら イ エス 、 イ エス か ら 
聖 預言 者 ムハンマド まで 全て の 使徒 に 敵対 し た も の は その 悪行 を 罰せ られ 、 
秋 良 な も の に は 報酬 が 与え られ る と いう 題材 が より 細か く 明 記さ れ て いる 。 
も し 人 が 罪 を 遺伝 し 、 そ の 罪 か ら 逃 れ ら れ な い の で あれ ば 、 悪 人 は 罰せ られ 、 
短 人 は 報酬 を 与え られ る と いう 考え は 理 に か な わな い 。 す な わ ち 、 罪 の 遺伝 
に 関す る 原理 は まっ た く 根 拠 が な いも の だ と いえ る で あろ う 。 
主題 

当 音 は 不信 者 へ の 天 罰 が 迫っ て いる と いう 警告 か ら 開 章 さ れる が 、 こ こ 
で は 彼 等 は 自身 を 虚偽 の 安心 感 で 歌い て いる と 述べ られ て いる 。 こ れ ま で に 
喘 笑 を 浴び 、 酷 評 か ら 逃 れ ら れ た 使徒 は 皆無 で も る 。 し か し 、 民 衆 の 精進 の 
た め 、 神 の 使徒 た ち は 彼 等 に 対し 共感 と 心配 を 持ち 、 人 々 の 救済 の た め 真 実 
へ と 誘う 。 し か し な が ら も し 人 類 に すでに 悪 の 遺伝 が あれ ば 、 こ の 誘い に 何 
の 意味 が ある だ ろう か 。 当 章 に は 他 に も 不信 者 た ち が 唱 える 異論 に 対す る 実 
用 的 な 回 答 を 見 て と る こと が で きる 。 そ し て その 回 答 後 、 聖 クル アー ン は 彼 
等 に どう いっ た 重荷 を 課 し て いる の か と いう 問い か けが な され て いる 。 不 信 


副 か ら 逃 れ ら れ な い 、 と いう 神 自身 の 言葉 か ら も 伺え る 。 当 章 で は 不信 者 へ 
の 問い か け も され て いる 。 偉大 な 神 は この 人 類 を 膨大 か つ 確 固 た る 目的 の も 
と に 創造 し た こと を 、 果 た し て 彼 等 は 考慮 し た の で あろ うか 。 こ の 目的 を 妨 
げ よ うと 立ち 上 が っ た も の は 必ず 滅び て いく で あろ う 。 当 間 は 全て の 宗教 の 
基盤 で ある 一 神 教 に つい て も 述べ て いる 。 ひ と つの 法 の も と に 世界 が 動く と 
き 、 多 神 教徒 は いか に し て 彼 等 の 信仰 を 正当 化す る の で あろ うか 。 多 数 の 神 
の も と で は 支配 と 秩序 に 混乱 が 生じ る 。 世界 は 完璧 に 体制 化 さ れ て いる た め 、 
神 は た っ た 一 つ し か 存在 し 得 な い の で ある 。 同様 に 神 に は 後継 者 の 必要 も な 
い 。 後継 者 が 必要 に な る の は 、 父 が 死に 、 絶 える 場合 か 、 も し く は その 仕事 
を 達成 で き な い と きのみ で ある 。 神 へ の この よう な 概念 は まっ た く の 虚 実 で 
あり 、 ま た 根拠 の な いも の だ と いえ る 。 そ の 後 、 神 か ら 降 さ れ た も う 一 つの 
法 に つい て も 指摘 が な され て いる 。 暗 間 が 世 を 有 覆い 、 正 し い 人 々 が 減少 し て 
くる と 神 は 人 々 の た め に その 慈悲 の 扉 を 開き 、 天 国 の 聖水 が 啓示 と いう 形 で 
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人 類 の 前 に あら わ に な り 、 罪 に 満ち た 世界 は 真新しい 人 生 を 与え られ る 。 物 
理 的 に 、 光 と 影 が 交互 に 作用 する 現象 は 、 精 神 の 領域 に も 通用 する で あろ う 。 
聖 預 言 者 を 人 間 で ある と いう 理由 だ け で 拒絶 する の は 愚行 と も 言え る べき 行 
為 で ある 。 役 が 人 間 で ある か が 問題 な の で は な い 、 彼 が 誰か ら 送ら れ て きた 
の か が 問題 な の で ある 。 最終 的 に は 預言 者 へ ムハンマド の 目的 が 達成 され る 、 
それ を 証明 する た め に この 章 で は 以前 送ら れ て きた いく つか の 使徒 に 関し て 
も 述べ て いる 。 例え ば 、 ノア 、 アブ ラ ハ ム 、 ダ ビデ 、 ソロ モン 、 イド リー ス 、 
これ ら 全 て の 使徒 は 汰 し い 反 了 を 受け た に も か か わら ず 、 そ の 目的 を 成 し 遂 
げた 者 た ち で ある 。 彼 等 は 皆 イ エス の よう に だ 選出 され た 、 正 し い 、 高 潔 な 人 
た ち で ある 。 イ エス の よう に 、 神 の 道 を 歩む た め に 貧困 と 困難 を 耐え 抜い た 
人 た ちな の で ある 。 で は な ぜ イ エス だ けが 神 の 子 と され る の で あろ うか 。 さ 
ま ざ ま な 使徒 の 状況 を 明記 し た 後 、 イ エス と その 母 の 状況 の 記述 も され て い 
る 。 そ れ は 決し て 以前 神 に 送ら れ て きた 使者 より も と び 抜 け て いた わけ で は 
な い 。 そ れ ど ころ か 、 イ エス の 普通 で な い 誕 生 も 彼 を 並外れ て 高い 地位 に 忠 
敵 さ せる ほど に は な ら な い 。 も し 、 イ エス が 父親 の 仲介 な し に 誕生 し た の で 
あれ ば 、 ヤ フ ヤ ー の 父 は 年 老い て お り 、 母 も うま ず め で あっ た 。 こ の よう に 
イエ ス は 十字 架 に か けら れ た 後 も 生き て いた が 、 ヤ フ ヤ ー は 殺さ れ て し まっ 
た 。 そ れ に も か か わら ず 、 な ぜ ヤ フ ヤ ー で は な く イ エス の 死 だ けが 人 類 の 罪 
を 償う の で あろ うか 。 最後 に 当 痢 は ゴ グ と マ ゴ グ (欧米 キリ スト 勢力 ) の ま ば 
ゆい 繁栄 、 発 展 、 力 を 指摘 し て いる 。 当 章 に よる と これ ら 欧 米 諸国 が 世界 を 
支配 する 立場 に 立ち 、 小 国 が 彼 等 の 支配 力 に お の の き 従 っ た 後 、 役 等 の 滅び 
の と き が 到来 する で あろ う 、 そ し て 役 等 は 、 そ の 天罰 が 役 等 を 捕 ち える す ば 
や さ に た だ 驚く ば か り で ある 。 そ れ だ け で は な く 、 彼 等 は それ まで に 薔 績 し 


て きた いか な る 栄光 も 威厳 の 誇示 も 全て 破壊 され 、 廃 堪 の 山 と し な る で あろ う 。 
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ぐ w め NEN 


アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Amnbiya' (預言 者 達 ) 
節 数 13、 メ ッ カ 啓示 


ー 十 七 傘 
1. < 閑 正 深く 、 意 み 思 くく アッ ラー の Oa 


御名 に お いて 。 

2. ? 人 々 に その 清算 が 近づい て いる に 3③2 る 5 < i ALN a 
も か か わら ず 、 彼 等 は 無頓着 に 顧み ざ 

りこ 。 oro と 91 
3. < 彼 等 に 己 が 主 より 新た な 訓 戒 "の SE 63 Ss ect 
が 降る 度 に 、 彼 等 は 遊び 戯れ て いる か 


HEA 


の よう に それ を 聞く に すぎ ず 。 32 

4. 彼 等 の 心 は 怠り が ちな り 。 面 し NR 2 
(2 っ 

て 、 不 義 を 行い し 者 ども は その 密談 0 fu jk 

を 隠し て も いたり 、「 彼 は 、 貴方 が た うふ Y\ a まで 


同様 の 人 間 に 過 ぎ ざ る か 。 お 前 達 見 .。。 
て いる に も か か わら ず 、 魔 術 "や に 従 つ " 


NR 
2 


タン ン アデ c0 2 
た の に 


iL 954:2-3.21:43: 26:6. 


ーー 


9 預 言 者 が も た ら す 啓示 は 、 人 々 に 初め て 伝え られ る 新しい 文句 や 新鮮 な 形 で 提示 
され て いる が 、 伝達 すべ き 内 容 、 そ の 本 質 は 既存 の 啓示 と 変わ ら ぬ も の で ある 。 そ の 
こと は 、 聖 クル アー ン の 中 で 聖 聞 言 者 自身 が 、 御 自身 ひこ と を 、 新 た な 啓示 を も た ら 
GN 


NO RC NC 
答え が 与え られ て いる (12:110: 14:12: 16:44-45 及び 、 17:96) 。 ここ で は 8 節 で 答え が 述 
MAN それ は 、 I SUS わり 


人 NN と を 認め て いる と こる に お る 聖なる 預言 者 は 、 
聞き 手 に 、 不思議 な 影響 を 及ぼ し た が ゆえ に 不信 者 た ち に 魔術 師 と 呼ば れ た の で ある 。 
そし て この 節 で は 、 聖 クル アー ン の 有する 力 は 、 すばらしく 、 人 を 引き つけ る も の で 
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陸生 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya'( 預 斉 者 達 ) 十 七 参 


イラ っ 3 


う の か ?」。 OO ran 


s. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 は 、 天 と 大 地 中 < 條 、9 2 2 る で D8 
の 間 で 語ら れる こと は すべ て 知り 給 is 2 0 Ce = 
う 。 面 し て 、 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ っ ee O2 つ Y ゆ 
Nl 4 
耕 、 彼 「 そ は 雑 夢 に す 4 双 引 5 NAT あし 3 人 8 の 
2 耕 、 彼 之 を 造 せ り 。 耕 再 、2 役 > ンジ ラン > 
は 詩人 な り や 2。 な ら ば 、 以 前 の 預言 に ク で CI に まれ 
者 た ち が 遣 わ さ まれ た る 如く 、 彼 が 我 等 o63 多 | し 
に 奇 路 を も た ら す べし 」 と 。 
7. 彼 容 以 前 に われ ら が 滅 ぼ せ し 如何 “LUzSA&1 っ 88532 る 4 じ 8 と 5x( じ 
な る 叶 ( の 住民 ) も 信仰 せ ざ りき 。 さ れ a 
ば 、 彼 等 は 信 ず べ きか ? OO っ 


8. ! 宙 し て 、 わ れ ら が 汐 以前 に 遣わ し を 3YUS っ る MESCL2TC5 
旨 は 、 われ ら が 啓示 し た る 和男 た ち に 。  。  。。 昌和 
他 な ら ず 。 され ば 、 お 前 達 も し 知ら ず a OA 
ば 、 訓 成 を 持つ 人 々 に 問 え 。 o62LESY 


952:31. 712:110: 16:44. 


ある か ら 、 備 見 の な い 公平 な 判断 力 を 持つ 人 で あれ ば 、 だ れ で も 、 聖 クル アー ン を 受 
け 入 れず に は いら れ な い の だ と いう こと に 言及 し て いる 。 

で 神 は 不信 者 が イス ラム に し か ける すべ て の 悪 だ くみ や 彼 等 の 秘密 を 御存知 な の 
で ある 。 神 は 、 ム ハン マ ド 問 言 者 や 神 に 選ば れ た 僕達 の 祈り を 聞き と どけ られ 、 不信 
者 た ちの すべ て の 悪 だ くみ を くじ く の で ある 。 

_ 当 委 に が が いて 、 不信 者 た ち が 聖 クル アー ン に 関す る 三 つ の 異論 に 言及 し て いる 
最初 は 、 聖 ク ルアー ン は 複雑 な 夢 の 混合 文 で る る と いう こと 。 し か し 聖 ク ルアー ン の 
中 し に 在 る 美しい 配 買 と 順序 が 存在 する 故に 、 そ し て 全体 的 な 結合 を 構成 し 、 素晴らし 
い 拉 導 を 包含 する 故に 、 上 自分 の 地位 の 薄弱 さ を 悟 る と 不信 者 た ち は 、 理 由 を 転じ て 、 
聖 預 営 者 自身 が それ を 提 造 し た と 言う の で ある 。 然し な が ら 、 聖 預 営 者 は その 生涯 に 
お いて 、 一 般 の 意見 の 一 致 に よっ て 、 信 用 で きる 人 で あり 、 誠実 な 人 と し て 知ら れ て 
いる ゆえ に 、 彼 等 は この 反対 も 放 工 し 、 そ し て 彼 を 詩人 も し く は 魔術 師 と し て 告発 す 
る こと に 進め た 。 小 か ら 大 へ の 順序 で 陳述 さ れ た これ 等 の 反対 と 不信 者 達 に よっ て 、 
理由 を 転じ させ る こと は 、 そ の 異論 の 数 々 は 考察 し 得 な いし 、 馬鹿 げ て いて 、 自 己 矛 
盾 で ある と 不信 者 た ちの 側 で 承認 する こと を ほのめかし て いる 。 従っ て 、 聖 クル アー 
ン は こと で は 、 彼 等 を 考慮 する こと を 拒絶 し て いる 。 
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% “され ば 、 わ れ ら は 披 等 を 食物 を 扱 ろ 移 |9 家 CYS AR を ビ 5 
ら ざ る 晒 に 造ら ず 、 ま た 彼 等 は 永遠 Ne 
に 生 く べから ざり き 73。 oo は IMB じ 3 
10. 従っ て 、 われ ら は 彼 等 と の 約束 を お 42962SSS へ る 2 284 っ る う 
真実 に し た れ ば 、 我 等 は 彼 等 並び に 我 2 2 の 2 ee 
等 が 欲し た る 者 を 救い 、 短 を 超え る 者 oo8 ILS 
ども を 滅 ぼ せ り 。 

11. われ ら は 確か に お 前 達 に 経典 を SOSSa28KoS 2S23) 5135 
降 し た り 、 その 中 に お 前 達 に つい て の 


言及 あり 。 され ば 、 お 前 達 理解 し 得 ざ で OOSIS 
る か ?1874 

ご 項 
12. ? 凍 し て 、 わ れ ら は 如何 に 多く の 不 4.<JU ち 32535E っ 28 っ っ 
湾 を な し た る 革 を 渋 ぼ し 、 その 後に 別 0s 
の 民 を 興し た り ぞ や ! RMA じき は っ 5 9 


we イイ イン 


13. され ば 、 彼 等 は われ ら の 油 呈 に 気 2 24 5) EC kT GS 


づく や 、 見 よ 、 彼 等 は それ より 逃げ 出 
し 始め り 。 ⑨0 ぁ る > 
2321、 7:5: 22:46: 28:39: 50:37: 65:9. 

” 不信 者 た ち は 、 神 の 預言 者 た ちの すべ て は 普通 の 死す べき 運命 と 見 な し て いる け 


れ ど も 、 普 通 の 死す べき 運命 の 如く 、「 何 た る 使徒 ぞ 、 彼 食物 を 摂り 、 且つ 街 を 往来 
NN II Sd (25:8) と 
いう 反対 が すべ て の 使徒 た ち 定 不変 に 、 再 三 再 四 繰り 返し て 行わ れ た 。 そ し て 、 
0 = 
節操 な 態度 が 言 外 に 論 及 され て いる 。 預言 者 た ち は 人 間 の 「 和 模範 」 と し て 、 生 じ さ せ 
られ た と いう こと を 意図 し て いる 。 そし て も し 預言 者 た ち が 彼 等 の よう な 人 間 で な か 
っ た な ら ば 、 そ し て 肉体 の 要求 又は 衰え や 死 か ら 免 れ た な ら ば 、 彼 等 は どう し て 模範 
と し て 役に立て る の か と いう 簡単 な 事実 を 不信 者 た ち は 理解 し よう と し な いこ と を 
当館 は 立証 し て いる 
ME RO NO 
ち 入 り 、 聖 クル アー ン に 従う も の は 発展 し 、 繁 栄 を 遂げ 、 は し ご 段 の 一 番 下 か ら 、 い 
と 高き 所 に 昇り 、 物質 的 、 精神 的 栄光 を 得る で あろ うと いう こと で ある 。 この 事実 か 
ら 、 聖 クル アー ン が 作り ご と や 詩人 の た わ お む おれ で な く 、 混乱 し た 夢 物語 の 集成 で も な 
く 、 ま さ に 真 の 神 、 天 地 の 創 造 主 の お 言葉 の 集大成 で も る と わか る 。 
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ニ 十 一 章 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya (預言 者 達 ) 十 七 巻 


14. 「 逃 ば る な か れ 、 お 前 達 が 快楽 せ 28331 し d12939 225 Y 
し め ら れ た る 所 、 且 つ お 前 達 の 住居 へ RA 

きゅう も ん 本 ot ピコ タ 内 デブ タネ 
帰れ 。 お 前 達 は 組 間 され ん が た め に 」。 〇 OPCX ま くき も 4 まく さこ の ぱ て セ : 


15. 役 等 は 云え り 、「 あ あ 、 悲 し いか OR は る IM 
な 我 等 、 げ に 我 等 は 不義 者 な りき 」。 ' 

16. し て 、 彼 等 の この 叫び 声 は 、 わ れ て (よる 計 う 5 ご お に 3 
ら が 彼 等 を 刈 り 取 られ た る 畑 の 如く 絶 
滅 せ し むる まで は 止ま ざり き “9。 ーー 

17. “ 耐 し て 、 わ れ ら は 天 と 大 地 、 並 し を と どじ 30 る YC 衣 じ 5 
びに その 間 に あ る すべ て の も の を 、 戯 CO 
れ に 創造 し た る に 非 ず "7%4。 2 


18. も し 我 等 戯 れ に する と 欲し な ば 、 LG 1 も る 81 37 3 
われ ら は 之 を 自ら の 内 に 取り た る べ 2 の 80 の に 
し 、 も し われ ら (その よう に ) する つ Os) IS 
も りな り た れ ば 876。 


19. 否 、 われ ら 、 真 理 を 虚偽 の 上 に 投 aa 8 Lb に し Ck 
ば うそ は る も 先 伯 きき 電 。 。。 ら >b シ ン ウ シ ン 
見 よ 、 そ は 消滅 する な り 。 耐 し て 、 袖 で っ 届 め 2ーJ3 、399 じ Dl 
な る か な お 前 達 、 お 前 達 が 語る こと が 2 
飛 に 。 Oo 


15:86: 38:28; 44:39. 7:82: 34:49, 50、 


1878 当 節 は 天罰 が 降 さ れる 人 々 を 目 の 当 り に 見 る よう に 描写 し て いる 。 彼 等 は 完全 に 
破滅 させ られ 、 そ し て すべ て の 希望 や 野心 は 失わ れる 。 彼 等 は 生き る 意志 さえ な く な 
り 、 自 分 の 未来 に 絶望 し 、 す べ て を 和 失う 。 従っ て 、 彼 等 の すべ て の 意志 意向 、 そ し て 
目的 は 消滅 し 、 死 に 至る 。 

754 宇宙 が 単なる な ぐさ み に 創 造 さ れ た の で な く 、 そ の 創造 に は 、 神 の 偉大 な る 知 
性 が 秘め られ て いる と いう こと を 考え れ ば 、 神 が 創造 物 の 核 と し て 創り 給 う た 人 間 は 、 
壮大 で 崇高 な 目的 に 仕え を る べく 創 ら れ た こと は 明らか で ある 。 当 節 で は 、 人 間 は 地球 
上 に 神 の 代理 人 と し て 遣わ され 、 人 間 は 神 の 美徳 を 映し 出す 鏡 と し て 仕え る べく 創 ら 
れ て いる と いう こと が 示さ れ て いる (2:31)。 

76 も し 、 神 が 何 の 壮 大 な 目的 も な く 単 な る な ぐさ み に こ の 宇宙 を 創造 され た と し た 
ら 、 そ れ は 神 の 尊厳 や 栄 知 に 矛盾 する こと で ある 。 

や ダマ ガ フ ー(Damagha-ha) と は 、 彼 は その 人 の 頭 を 傷 が 脳 に 達する ほど 砕い た : 彼 
は その 人 を 制覇 し た 、 を 意味 する (Lane より )。 
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十 七 伏 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiy& (預言 者 達 ) = 


20. され ば 、 諸 天 と 大 地 に ある も の 、 TNE GS 
すべ て は 彼 に 属す 。 凍 し て 、“ 彼 の 御 8 

は べ は ご ゃ イト ンー ラン スタブ プ で 2 2 て AT 5 の る 
誕 に 街 る 者 は 、 彼 を 振 拝 する の に 馬 ら つうじ ら ひと の 3 つや て 3 Ye 


ず 、 ま た 催 み も せ ず 。 SIL 


で A ョ プー 


21. 彼 等 は 夜 も 尽 も 讃え 奉り 、 多 むこ ⑥03X5Y ス 3469& の 
と な し 7。 
22. 彼 等 は 創造 し 得る 神々 を 地上 で る つる YI で 8 る | 


探り 挙げ た る や ? 3878 93255 
O03 


23、 も し その 両方 の 間 に ア ッ ラ ー 以 E33 8 | 2 E53 
外 に 神々 あり と せ ば 、 両 方 は 必ず 荒廃 。 8 3 

Ww ゲ 上 タグ デ RG が 4 
し た る な り や 79。 さ れ ば 、 玉座 の 主 な EN めこ つう 0) で 3 


る アッ ラー は 聖 な り 、 彼 等 が 唱え る も id 
の 以上 に 。 goad 


7:207; 41:39, 


1877 立新 で は 、 神 の 真 の 僕 と は いか な る も の か が 述べ られ て いる 。 彼 等 は た ゆ む こと 
な く 神 や 人 類 に 仕え て いる の で ある 。 彼 等 は 一 旦 神 の 真理 を 受け 入れ れ ば 、 どん な 状 
況 に あろ うと それ を 捨て る こと は な い 。 彼 等 の 、 真理 に 仕え よう と する 熱意 は 、 裏 
る こと が な い 。 神 を 礼拝 する こと は 彼 等 の 喜び の 源 で あり 、 それ に より 彼 等 は 不安 や 
悩み か ら 解 き 放 た れ 、 心 の 安らぎ を お ぼ え る の で ある (13:29) 。 ム ハン マ ド 預 言 者 は 
「 私 の 心 の 安らぎ は 祈り の 中 に 存 る 」 と 述べ た と され て いる ( ナ サ イ ー よ り )。 

の 死者 を 難 ら せる こと は 、 神 の み が 成 し 得る こと で ある 。 イ エス に し ろ 他 の 人 に し 
ろ 、 こ の 神 の み が も つ 力 は 持ち 得 な い 。 この 神 の 属性 に 言及 する こと で イエ ス の 神 性 
を 論破 する の が 当 節 と その 前 後 を 通じ て の 大 切な 主題 と な っ て いる 。 
T79 当 節 で は 、 多 神 論者 に 対す る 効果 的 で 得 心 の いく 議論 が な され て いる 。 無神論 者 
で あろ うと も この 全 宇 宙 に 行き わた っ て いる 完全 な 秩序 を 否定 する こと は で きま い 。 
この すばらし い 秩 序 を 見 れ ば 、 唯一 の 法 に 従っ て それ が 形成 され て いる と いう 事実 は 
明らか で ある 。 そし て 法 が 唯一 で ある と いう こと か ら 自 然 に 、 宇宙 の 創造 主 で あり 監 
視 者 で あら れる 神 の 唯一 性 が 証明 で きる 。 も し 神 が 複 数 存在 する と し た ら 、 当 然 の こ 
と な が ら 宇 宙 を 制御 し て いる 法 も 複数 存在 する こと に な る 。 な ぜ な ら 一 つの 神 に それ 
ぞ れ 、 宇 宙 を 創る た め に 固有 の 法 が 必要 と され る か ら で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 も し 複数 
の 神 が 存 在 する と すれ ば 当然 、 混乱 が 生じ る の は 避け られ ず 、 宇宙 は ぶつ か り 合 っ て 
粉々 に 砕け 散っ て し まう こと で あろ う 。 以上 の こと か ら 、 すべ て の 点 で 同等 の 3 人 の 
神 が 存 在 し 、 共に 宇宙 を 創り 、 制御 し て いる な ど と いう の は 全く ば か げた あり 得 な い 
話 だ と わか る 。 
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ニ 二 ー 章 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya'( 預 斉 者 達 ) 


十 七 傘 


24. 彼 は その な すこ と に つい て 問わ 
れる こと な し 。 曽 し て 、 問わ る る は 彼 
等 な り 290。 

25. < 彼 等 は 彼 以外 に 神々 を 採り 挙げ 
し か ? 云 え 、「 お 前 達 の 証拠 を 出せ 

こ は 、 我 と 共に ある 者 た ち 並 びに 我 が 
以前 の 者 た ち へ の 訓 戒 な り 」 PA。 事 
実 、 彼 等 の 多く は 真理 を 知ら ず 、 故に 
彼 等 は 忌避 する な り 。 


26. され ば 、 わ れ ら は 「 わ れ 以 外 に 神 
な し 、 従っ て われ の み を 崇拝 せよ 」 と 
砂 示 する こと な く 、 液 以前 に 使徒 を 遣 
わ さ ざ りき 。 


27. 0 ま た 、 彼 等 は 云え り 、「 慈 悲 深き 

A 
。 否 、( 彼 等 は た だ ) 尊敬 さ れ た る 

0 

28. 彼 等 “1 は 彼 よ り 先 に 物 去 わ ず 、 

また 役 の 命令 の み で 、 彼 等 は 行動 する 

な り 。 

29.“ 彼 は 、 彼 等 の 前 に ある も の 並び 

に 彼 等 以後 に ある も の を 知る “""。 面 


CIES ーー ン プン タン 1 る 8 ン セツ 
Os a ame Es 


A S| 


0 Ss ジ 
SN ST Tk Ck ? < 


DOPE 43 3 
FS の SE EUS 
CY A TEESHY) 
ruru t 

ed EE PIE 


002343 4 < ek 


Pl 


ob JL SY 
0 


Ys 2 レビ 3 ス > rt 5 


8:16: 23:118; 27:65. 72:117: 4:172: 10:69: 19:89-90.72:256: 20:111. 


や 当 節 は 全 宇 宙 の 秩序 の 完成 と 完全 を 、 そ の 創始 者 と 監督 者 の 完璧 性 を 、 そ し て 唯 
限 は 至上 で あり 、 他 の すべ て の 者 や 物 は 、 神 の 支 


一 性 を 指摘 し て いる 。 ま た 、 神 の 


配下 に 在 る こと を 示し て いる 。 こ 0 も う 一 つの 論拠 を 構成 する 。 


本 クル アー No 


1 ka 「 彼 等 」 と は 、 重い UI NM AA 禄 
者 達 は 神 に 不服 従 す る こと が 出来 な いし 、 
婦 は 預言 者 た ちの 療 白 さ を 制 定 し て いる 。 


1882 その 言葉 は 「 彼 等 が 何 を し た か 、 


RN i で ある 。 


何故 な 
に する か ら で あ る 。 
の 使 
論理 的 な 違反 や 罪 を 犯す こと も 出来 な い 。 
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十 七 伏 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiy (預言 者 達 ) a = 


人 イ 4 YE 飛 を 表す 者 2 MM ラタン ) る っ 3 タイ ミン 
し て 彼 等 は 、 彼 滴 悦 の 意 を 表す 者 以 あて そ と (oY) 8 
外 は 執り 成 さ ず 。 また 彼 等 は 彼 に 泉 れ 
て 震え 戦 く 。 OO た た WO に 


30. 耐 し て 、 彼 等 の 中 に 「 我 は 彼 と は 。 38234 全 31 2 ス プ 5。 し 人 8 5 ス < 
別 の 神 な り 」 と 坪 う 者 あら ば 、 その 者 0 トウ 
に こそ 、 われ ら は 地域 を 以 て 報 ゆ 。 か 。 gooUS な だ る 5 * 
く の 如く われ ら は 不義 な 者 ども に 報 、 。 
ゆ ee @ 6 の ME 
三 項 

31. 不信 せ し 者 ども は 解ら ざる か ? いっ As 803 う 4 マ 3 明る 2 3 
げに 諸 天 と 大 地 が 閉じ た る ( 塊 ) "94 で 


っ た か 」 を 意味 し て いる と 思わ れる 。 又は 彼 等 が 被 ら せ た 影 響 又は 、 引き 起こ し た 変 
化 、 に 言及 し て いる 。 


せら れる の で ある 。 彼 等 は 、 死 、 破 滅 に 遭遇 し 、 彼 等 の 組織 は 全て 、 ま さ に この 世 で 
むだ に な っ て し まう の だ (69:45-48 節 )。 こ の よう な 2 種類 の 詐称 者 の 扱い が 違う の は 、 
神 性 を 主張 する こと の 愚か さ は 自明 で ある と いう 事実 ゆえ で あり 、 そ の よう な こと を 
主張 する 者 は 、 あ えて この 世 で 六 せ られ る に は お よ ば な いか ら で あ る 。 し か し な が ら 、 
預言 者 の 身分 を 不実 に も 主張 する 者 は 、 も し 無罪 放免 を 認め られ た と し た な ら ば 、 罪 
な き 人 々 を だ まし て 、 己 の 虚偽 な る 主張 を 受け 入れ させ る こと に 成功 する 可能 性 も あ 
りう る 。 そ れ ゆ え に 、 そ の よう な 者 は まさ に この 世 で 、 最 終 的 に 、 敗 北 、 敗 走 、 破 壊 
を 経験 させ られ 、 長 生き は 許さ れず 、 又 、 そ の 使命 が 果たさ れる こと も 許さ れ な い の 
で ある 。 

や 。 当 節 は 、 偉 大 な る 科学 的 真実 を 指摘 し て いる 。 宇宙 の 前 物質 的 段階 に 言及 し 、 全 
宇宙 、 特に 太陽 系 が 、 非 結晶 質 、 星雲 状 集団 か ら 発達 し た と いう こと を 主張 し て いる 
よう に 思わ れる 。 神 は 、 神 自身 の 手 に より 動か し め た 法則 に 応じ 、 物質 の 固まり を 分 
像 させ た 。 そ の まばら と な っ た 小片 が 、 太 陽 系 の 単位 と な っ た の で ある (Harold 
Richards 閉 "The Universe Surveyed" 及 び Fred Hoyle 著 "The Nature of Universe" よ り )。 そ 
の 後 、 神 は 水 か ら 全 て の 生命 を 創造 し た 。 物 質 的 宇宙 と 同様 に 、 精 神 的 宇宙 も また 、 
混乱 し た 考え 、 愚か な 信念 と いっ た 定形 の 集団 か ら 発達 する の だ と 、 本 節 は 含意 し て 
いる よう に 思わ れる 。 神 が 、 神 の 絶対 的 に 確実 な 知恵 を 駆使 し 、 至高 な る 計画 に 従事 
し 、 物質 の 固まり を 分 裂 さ せ 、 そ の 結果 こ な ご な と な っ た 小片 が 太陽 系 の 単位 と な っ 
た の と 同様 の 方 法 で 、 神 は 混乱 し た 考え の 魚 地 に 浸っ た 世界 に 新しい 精神 的 秩序 を も 
た ら す の で ある 。 人 類 が 、 道 徳 的 堕落 の まっ 暗 や み に 陥 り 、 精 神 的 雰囲気 が 濃厚 か つ 
圧迫 的 に な る と 、 神 は 、 一 面 に 広がる 精神 的 暗 や み を 挿 さ ぶる 天 の 使 者 を 遣わ し て 御 
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ニ 十 一 章 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya (預言 者 達 ) 十 七 巻 


あり し が 、 わ れ ら か 両方 を 分 けた る こじ LZ 3 し る 8 YG 
と を 。 曽 し て 、 われ ら は 、 水 より すぐ レル 
て の 生物 を 創造 せり 。 それ で も 彼 等 は 41 こみ を あり 字 員 中 つう 
信 ぜ ざる か ? の が 
O02 % 
32. "また 、 われ ら は 、 大 地 に 山々 を 所 II LN I 
えた り 、 そ れ を 以 て 彼 等 に 食物 を 供給 。。 了 」 
せん が た め に "%。 ま た 、 我 等 は ほ を の 。 炎 っ は に 8548 て うつ eS 
中 に 広い 道 を 造り た り 、 彼 等 が 導 か れ か 22 っ 0 
ん が た め に 。 AP 
33. また われ ら は 、 天 を 保護 され た る :4 5 選 朗 8 生死 負 CE< 5 
屋根 と な せり 86。 然 る に 彼 等 は 、 そ 


52 2 る と 
の 神 兆 を 忌避 する な り 。 OO are EE 
43:4 15:20: 16:16: ST: 77:28. 
自身 の 美徳 を 表 さ れる た め に 、 光 を 起こ す の だ 。 す る と 、 こ の 混乱 し 、 生 命 の な い 道 


徳 的 堕落 と 精神 的 退廃 の 固まり か ら 、 精 神 的 宇宙 が 生ま れる の で ある 。 その 精神 的 宝 
宙 は 、 中 央 か ら 広 が り 始 め 、 最終 的 に は 全 地 球 を 包含 し 、 そ の 刺激 か ら 生 命 お よび 進 
むべ き 方 向 を 受け 入れ る の だ 。 

88 アン ・ タ ミー ダ ・ ビ ヒム と いう 表現 は 、 そ れ ら に と っ て 揺れ な いよ うに : それ ら 
と 一 緒 に 巡回 する : 彼 等 の た め に な る 源 で ある を 意味 する 。 マ ー ダ と は 又 、 彼 は 恩恵 


で は 、 山脈 は 地震 に 対し て 大 地 を 大 い に 確 保 す る と いう 事実 が 立証 され て いる 。 初期 
の 地球 は 内 部 が 非常 に 熱し て いた 。 激 し い 熱 の 結果 、 地 球 内 部 に 種々 の ガス が 生じ 、 
外部 に 叶 き 出 よ うと し た 。 従っ て 火山 と いう 働き で 、 失 挫 と 噴火 を 繰り 返し た 。 そ し 
て それ 等 は 冷や され 、 山 岳 と な っ た の で ある (“Marvels & Mysteries of Science” Allison 
Hox 著 及 び 、 ブ リタ ニカ 百科 事典 の 地質 学 項 で 見よ )。 当 節 は 、 由 脈 は 地球 が その 地 
軸 を し っ か り と 公転 する た め に 大 変 役立っ て いる こと も 示す 。 聖 クル アー ン は 、 地球 
は 静止 衛星 で は な く 、 その 地軸 及び 、 太陽 の 周り を 公転 し て いる 事実 が 発見 され た ず 
っ と 以前 に 、 地 球 は “自転 する も の "と し て 語っ て いる 。 

” 太陽 、 月 、 惑 星 、 星 を 伴う 太陽 系 は 、 何 百 万 年 も の 間 存 在 し 続け た 秩序 の と れ 、 
よく 統 和 制 さ れ た 組織 で あり 、 こ れ ら 組織 体 の 動き に お いて は 、 な ん ら の 無秩序 も 、 逸 
脱 も 経験 し た こと が な い の で あっ た 。 こ れ ら の 天 の 組織 体 は 、 地 球 及 びそ の 住民 に 、 
非常 に 有益 な 影響 を 与え る の で ある 。 屋根 が 、 家 の 住民 に 対し て 、 雨 、 楽 さ 、 因 さ か 
ら の 保護 手段 で ある と 同様 に 、 天 は 、 地 球 に 対し て の 保護 の 役割 を 果たし 、 天 体 は 、 
人 類 に 有益 な 影響 を 及ぼ す の で ある 。 
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十 七 谷 
34. 彼 こ そ は 、 夜 と 昼 、 ま た 太陽 と 月 
を 創り 給え し 御方 な り "4 cz すべて 
は (それ ぞ れ の ) 軌 道 に 沿っ て 回 る 。 

35. 耐 し て 、 わ れ ら は 溢 以 前 に 何人 に 
も 、 永 遠 の 命 を 授け た る に 非 ず 。 さ 
れ ば 、 も し 液 こそ 死す な ら 、 彼 等 は 


アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya (預言 者 達 ) 


トー 
IAGONGE EH RS 

RI NGS 
ルレ タタ ッ 


デー 1 る レン タデ ぅ る 2 る の イイ ン ン < 
と 】 ) る で 8 と 】 イタ イ 
OO LE どの | 


世 


永遠 に 生き 得る べ け ん や ?1897 

生 合 味わう な Pc あの も 2 3 衝 コ 
36. 科 生命 は 死 を 味わう な り 。 され こつ っ %J| 313 、> お 0 
ば 、 わ れ ら は 補 福 の 試練 で お 前 達 を 試 」/ 2 ¢ っ 

し か も と yy き タタ デ い タ 31 2 タグ 
す な り 。 面 し て お 前 達 、 われ ら の 話 に AS9 xsl 5 29 し SAS25 
戻さ れん 。 2 

> 

37. 2 不信 せ し 者 ども が 汐 を 見 る 時 、 8 842 


彼 等 は 泊 を た だ 境 弄 の 的 に する な り 。 。 。 し 
2 ST RN 


る と っ > 0 シュ Cr ン 
OO A DLS RS 


と 


て 語る は "2 この 者 な る か ?」。 さ 
れ ど 彼 等 こそ 、 慈 悲 深い 御方 の 訓 戒 を 
< 拒否 する 者 な り 。 

38. 人 間 と は せっ か ち に 創 られ た り 
1888 我 は 必ず わが 神 兆 を お 前 達 に 見 


“36:41. 125:42. “13:31, 


al ルッ イト “As ント る 
ESI EO NS 


18864 夜 と 昼 、 太 陽 と 月 は 全て 、 神 に よっ て 創造 され 、 そ れ ら すべ て が 人 間 の 必要 性 
を 満た す の で あり 、 地 球 上 で の 人 間 の 存在 に と っ て は 不可 欠 な も の で ある 。 

87 悪 丹 言 者 以前 の さま ざま な 法律 や 宗教 的 組織 は 全て 、 精 神 的 腐敗 、 破滅 に 至る 運 
命 だ っ た の だ 。 時 の 果て まで 生き 延び る の は 、 聖 預言 者 の 法律 、 つ まり イス ラム 教 律 
法 の み で あっ た 。 当 節 が また 含意 し て いる こと は 、 い か な る 人 間 も 、 腐敗 や 死 か ら 免 
れ な いし 、 聖 預言 者 で すら も 同様 で ある と いう こと で ある 。 永遠 ・ 永 久 と は 神 自身 の 
み に 見 られ る 特性 な の だ 。 

0 アラ ビア 人 が よく 言う 、 ラ イン ・ ザ カル タニ ー・ ラ タン ダマ ン ナ (La'in dhakartani 
la-Tandamanna) は 、 す な わ ち 、 も し 液 が 私 を 悪く 言う な ら ば 、 液 は 確実 に 後悔 する で 
ある ろう (Lane より )。 

B88 ラリ カル ・ イ ン サ ー ヌ ・ ミ ン ・ ア ジャ ル (Khuliqal Insanu min Aial) の 語句 は 、 急 
ぐ こ と こと は 人 間 の 存在 の 一 部 で ある とこ と を 示す 。 そ し て 、 語 名 の 如く 、 彼 は 急ぐ こと に 
よっ て 創造 され た と 言わ れる 程 、 そ の 性 格 の 顕著 な 特徴 で ある 。 すなわち 、 人 間 は 生 
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せん 。 され ば 、 急い で われ に 催促 する OVIYS 
な か れ 。 ¢ 

39. “また 彼 等 は 云う 、「 そ の 約束 は 何 2 03 3 53 
時 実行 され る か ? も し お 前 達 が 正直 DK 
な ら ば 」。 OCN3 み っ 


40. も し 不信 せ し 者 ども が 、 その 顔 か 9 設 GYSooel ジ ca3 5 
ら も 、 ま た その 背 か ら も 業火 ""% を 防 SN eS 
ぎ 得 ず 、 また 彼 等 は 救 われ ざら ん こと DT YU る 4s 計 うし と 


を 知る な ら ば な あ ! ンー タイ タン 2 > To っ 46 づ 
OD AYI I 3B 


2 


41. 杏 、? そ は 彼 等 を 不意 に 襲い 、 彼 等 9 
を 驚き うろ た えせ し むる べし 9。 さ a 
れ ば 、 彼 等 は 之 を 押し 戻す こと 能 わ OIL の RAY SS 
ず 、 ま た 彼 等 は 猫 予 せら る こと も な か 

る べし 。 - 

42. < 面 し て 、 没 以前 に も 使徒 た ち が 5、 し あと っ 35 
確か に 剛 天 せ られ た り 。 され どる 
の 測 弄 し た る こと こそ が 、 彼 等 (使徒 た IE ょ を っ | お > っ Rb は 


ち ) を 嗣 弁 せ し 者 ども を 取り 囲み た り 。 & O03 EH 


934:30: 36:49: 67:26. 736:50: 67:28. “6:11: 13:33. A 1:9; 46:27. 


来 せ っ か ちな も の で ある 。 アラ ビア 人 達 は 人 物 の 不変 の 持ち 前 の 卓越 し た 特性 を 表現 
する 時 、 フ リカ ・ ミ ン フ (Khuliqa Minhu) 、 即 ち 、 彼 は それ に よっ て 創造 され た と 言う 。 
同様 な 表現 は 陸 ク ルアー ン で は 、 他 の 箇所 に も 使用 され て いる (7:13: 30:55) 。 

や 「 業 火 」 と は ここ で は "戦争 の 火 "を 意味 する 。 不 信者 た ち は 、 火 を つけ 、 自 分 た 
ち 自 身 が その 中 で 、 燃 え 尽 き て し まっ た 。 彼 等 は イス ラム 教 に 向かっ て 、 剣 を 抜き 、 
その 剣 に よっ て 、 滅 び て し まっ た の だ 。「 そ の 顔 か ら 」 と いう の は 、 彼 等 が 、 自 分 た 
ちの 前 で 目 に する こと に な る 劉 を 意味 する 。 すなわち その きざし が 、 明らか に 判然 と 
する だ ろう と いう こと で ある 。「 そ の 背 か ら 」 と いう の は 、 そ の 六 が 彼 等 に 突然 、 だ 
し ぬけ に 襲い か か る で あろ うと いう こと を 意味 し て いる 。 さら に は 、 そ の 罰 は 彼 等 全 
て 、 指 導 者 た ち 、 そ し て 一 般 の 人 間 一 を 圧倒 する こと に な る で あろ う ( ヴ ジ ュー フ と 
は 指導 者 を 意味 する こと も ある 。Lane より )。 

1890 馬 節 で の 言及 は 、 お そら く は 、 ク ライ シュ が 完全 に 不意 打ち を 食わ され 、 す っ か 
りう ろ た えて し まっ た 際 の メッ カ 陥 落 に つい て の こと で あろ う 。 
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十 寺谷 


四 項 
43. 云え 、「 昼 と 夜 に 、 慈 悲 深 き 御 方 
(の 怒り ) に 対し て 9 お 前 達 を 護る 
者 は 誰 ぞ ?」。 然 る に ? 彼 等 は 、 そ の 
主 を 念 ず る こと を 忌避 す 。 


44. それ と も 役 等 は 、 わ れ ら 以外 に 、 
自分 を 護り 得る 神々 を 有する や ? そ 
れ 等 は 、 己 自身 を も 助 くる 能 わ ず 、 ま 
た 彼 等 は われ ら よ り 味 方 に され ざる 
な り 。 

45. 否 、 わ れ ら は これ 等 の 者 並び に 、 


その 父祖 た ち に し ば し の 事 楽 を 与え 


た り 、》 そ の 生命 が 長く な る まで 。 さ 
ら ば 、 * 彼 等 は 見 ざる か ? わ れ ら が 大 
地 を その 端 か ら 徐 々 に 減ら し て 行く 
こと を "2、 そ れ で も 、 彼 等 は 勝利 者 
た り 得 る か 。 

46. 云え 、「 我 は た だ 天 記 に よっ て お 
前 達 に 警告 する の み 」。 され ど 、 前 者 
は 、 警告 され た る 時 、 そ の 呼び か け の 
声 が 聞け ず 。 ーー 
47. “大 し て 、 没 の 主 の 南 普 の 気配 す 
ら 彼 等 に 触れ な ば 、 彼 等 は 必ず 云わ 


アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiy (預言 者 達 ) 


デキ ギー 内 


世 


ンタ Pn 


oI で 5 
OP 

OE 
EC re 
AS OY 


と っ 


2 
® て タン ランタ TI 
の ツ ッ に gy 


CO RE 
6 BY 


ン 
の ャ ヤン 


G3 EN 


18:102: 21:3; 26:6. P57:17. “13:42. 30:53, 7:6. 


は: 


反対 し て : か ら : の 代わ り に 、 


意味 する (Aqrab より )。 


W92 あ る 国民 の 国家 の 繁栄 の 時 代 が 長く な る と 、 そ の 国民 は 、 自 分 ら の 繁栄 や 進歩 が 
衰え る こと は な いで あろ うと の 誤っ た 認識 を する よう に な り 、 そ の 結果 、 横 柄 に な り 、 
心 は か た く な に な る の で ある 。 従っ て 、 繁栄 時 代 が 長 び く こ と が 、 没落 の 原因 と な る 
の で ある 。 当 節 で は 、 不信 者 た ち に 、 進歩 や 繁栄 が 無限 に 続く の だ と いう 物欲 し げ な 
考え 、 虚偽 の 自己 満足 を 特に 持た ぬ よ う 和 警告 し 、 神 は 徐々 に で は ある が 確実 に 、 あ ら 
ゆる 方 向 か ら その 土地 を 減ら し 、 縮小 し つつ ある の だ 、 つ まり 、 イ スラ ム 教 は 、 あ ら 
ゆる 家 、 全て の 社会 的 地域 や 階層 に 侵入 し て いく の だ と いう 事実 に 目 を 閉じ て し まわ 


な いよ うに と 言っ て いる の だ 。 
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ん 。「 あ あ 、 悲 し いか な 我 等 ! げに 我 OBE CE I TINS 
等 は 不義 者 な りき 」。 

48. 耐 し て 、 わ れ ら は 公正 な る 笠 を 最 2<L3r 婦 と 2 Ca)231 を る 5 
後 の 審 判 の 日 の た め に 設け ん 、 さ れ ば Ni RR 

/ と の 徐 も 、 い ささ か も 不当 に 周 せ ORO 8 
ら る る こと な か る べし 93。 た と え < は シン ee cz aag ン 
の 和子 の 一 科 の 重き な り と も 、 ププ フ の や 

われ ら は 之 を 明らか に せん 。 面 し て 、 Oi 
われ ら は 清算 者 と し て 万 全 な り 。 

49. また 、 わ れ ら は モー ゼ と アロ ン 6S 沿 19243、 と 2 は 85 
に 、 胡 区 する 者 た ち に と っ て は 識別 
(の 基準 ) と も 光明 と も 、 ま た 訓 戒 と も 
な る も の を 与え た り 。 


©~ 
い コ 
を 
2 
“ 
sy 
\ € 
や 
な 
の 
(sa 
OA 
まき 
を 


50. < 彼 等 は 見 る あ た わ ざる と も その 8 る うし 0 

主 を 思 れ 、 また 彼 等 は 定め られ た る 時 RR 
O02 2c 

を 恐れ お の の く 者 な り 。 


51. 耐 し て 、 こ れこ そ 視 福 あ る "9 訓 和 0 2 283 る 3 

成 に し て 、 わ れ ら が それ を 降 す 者 な 。 

り 。 な れ ど お 前 達 之 を 担 お な か? きせ rE 
五 項 

s2. 市 し て 、 以 前 われ ら は 確か に アブ E82 63 る うう 2 51335 


ラ ハ ム に その 指導 を 与え た り 、 ま た 我 2 の 夫 逢 2 
等 が 彼 を よく 知り た りき 。 Oe nS 


94:41: 18:50. 02:54. “67:13, 


9 当 節 は 、 地 獄 は 永久 に 続く も の で な いこ と を 明らか に する 。 人 間 に 00 
た た と え 少 し の 番 で さえ 、 報酬 を 受け る べき で ある 。 そ し て 天罰 は 最期 に 至り 、 療 
の 報奨 が 始ま る べき で ある 。 他 の 宗 新 の 示 え と は 逆 に 、 聖 クル アー ン は 、 永久 に 焼 く 
の は 天国 で あり 、 地 獄 で は な いこ と を 教え る 。 注 1351 も 参照 。 


ーー ム パ ー ラ ク と いう 主 i は 、 強 固 な 意志 、 了 堅実 さ 、 連 続 性 、 徳 の 豊富 さ 、 昇進 と 収蔵 
品 な ど を 意味 する (Lane より )。 そ れ は 聖 ク ルアー ン の た め に 独特 に 制限 され た 形容 詞 
で ある (6:93) 。 そ し て この 題名 に よっ て 、 そ の 顕著 な 特徴 が 現れ る 。 ム バ ー ラ ク と し て 、 
聖 ク ルアー ン は その 中 に 、 聖 な る 経典 が 特有 すす べき すべて の 良い 資質 を 結合 する 。 聖 
クル アー ン は あら ゆる 普 を 豊か に 持ち 、 そ し て それ に 関し て 他 の すべ て の 聖典 に 勝る 。 
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53. ? 彼 が その 人 並び に その 民 に 向っ 人 a し 生 。 ふ ぬら 8545YdUS 
「 貴 方 が た が その た め に 帳 拝 する 。 


これ 等 の 偶像 は 何者 ぞ ?」 95 と 云え SE SA 
し 時 、 

54. " 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 己 が 父 Se CC 
祖 た ち が そ れ 等 を 崇拝 する を 見 出し ” 

た り 」 と 。 


55. < 彼 は 云え り 、「 誠 に 貴方 が た 自身 32 2 
並び に 貴方 が た の 父祖 た ち も 明らか 


ぅ > る < 
な る 迷 誤 に あり た り 」。 SRO 
56. 彼 等 は 云え り 、「 波 は 我 等 に 真理 ご 2 ご 1 負 、 し CSST 86 
を 持ち 来 た る か 、 そ れ と も 液 は 戯れ 3 
る 者 た ちの 中 な る か ?」。 OLN! 


57. 彼 は 云え り 、「 否 、 中 方 が た の 主 る 2 る 3 KJ 
は 諸 天 と 大 地 の 主 、 それ を 創 り 給 う た っ ンタ ンタ 2 

御方 な り 。 面 し て 、 我 は 中 方 が た の た IE EA 
め 、 そ の 証人 "の 申 なり 。 WW 
s8. され ば 、 ア ッ ラ ー に 玖 て 、 貴 方 が 


た が 1 ee り し 後 、 我 は 必ず 貞 80 
方 が た の 個 像 に 対し て 策 を 施さ ん 」。 fdr 記 放 


| を 
3 


ン ラッ ンー デレ マン ライ る ン ぅ > < マイ de 
125 ee ERE Yh 


59:9 近 で 彼 は それ ら あ を a CIS ZI EG ラセン 
る いら 15 yh えて 
砕き た り 、 但 し その 巨像 を 除き た り っ gS 5 っ 


66:75: 19:43: 26:71. 226:75: 43:24. "60:5. 737:94. 


や や ここ で の マー と いう 接続 詞 は 、 疑問 詞 で は な く 、 軽 蔵 を 示す も の で ある 。 偶像 崇 
拝 者 に 対し て 語り 合っ て いる 時 は 、 アブ ラ ハ ム は た いて い 反 語 的 に 話し て いた 。 6:77, 
78, 79 節 を 参照 。 彼 は その 人 々 に 「 お 前 達 が 崇拝 し て いる これ 等 の 偶像 は な ん と 無益 
で 役に立た な い 」 と 言っ て いる よう で ある 。 けれ ども 、 ア ブラ ハム は 反語 的 な 青葉 で 
話し 、 イ エス は 比 職 的 な 言葉 で 話し た 。 

29 当 節 で は 、 神 の 使者 た ち は 、 神 に つい て 語る 際 に は 、 個 人 的 経験 か ら 話す の だ と 
いう 至高 の 真実 を 指摘 し て いる 。 神 の 使者 た ち は 、 単に 、 人 間 の 理性 が 神 の 存在 を 信 
じ る こと を 要求 する た め に 人 間 を 神 の も と に 招く の で は な く 、 十 分 な 確信 と 、 確固 た 
る 信念 を も っ て 、 人 間 を 神 の も と に 招く の で ある (12:109 節 )。 
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彼 等 が 之 に 返っ て 来る が た め に 197。 GO% め > rt 
60. 彼 等 は 友 え り 、「 我 等 の 神々 に 対 oo 
し て 誰が 之 を な し た る か ? げに その 2 
者 こそ 不義 者 の 再 な り 」 と 。 SN 


61. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 ア ブラ 
ハム と 呼ば れる 若者 が 、 そ れ ら に つい a 
て 語り た る こと 9 を 聞け り 」。 Os 
62. 彼 等 は 云え り 、「 さ れ ば 彼 を 人 々 203 EI 
の 目 の 前 に 引き 出せ 、 彼 等 が 見 ん が た 

め に 」 "9。 DOIN 
63. 彼 等 は 云え り 、「 お お 、 ア ブラ ハ Gg し BA 8 Cz 1395 
ム よ 、 我 等 の 神々 に 之 を な せ し は 液 な 


友 | 

りや ?」。 Od > ら 

人 4 セリ キ ニート ラ に LP イレ イー ンー る 

この 頃 が 逐 を な し た り 。 さ れ ば それ VN 

ら に 問 え 、 も し それ ら が 物 云 える な © Os HE の 2 る 223 
ば 」 ON 


イラ イヒ (Jlaihi) と いう 表現 に お ける 代名詞 " ヒ " と は 、 神 又は 偶像 の 首領 、 又 は ア 
ブラ ハム 自身 に 言及 し て いる よう で ある 。 

28 ザ カ ラフ ブー (Dhakara-hu) と は 、 彼 は その 人 の 長所 、 又 は 短所 に つい て 話し た : 彼 
の 過失 に 言及 し た 、 を 意味 する (Lane より )。 

1899 アブラハム が 、 大 衆 の 前 に 召喚 され た 理由 は 、 彼 が 偶像 を 非 黄 す る の を 聞い た 者 
が 役 に 不 利 な 証言 を する た めか 、 彼 に 不利 な 証拠 を 耳 に し 、 ど ん な 久 を 後に 与え る べ 
きか を 決定 する た めか 、 又 は 、 彼 に 課さ る こと に な っ て いる 罰 を 、 彼 等 が 目撃 する た 
めか の どれ か で ある 。 

900 本 文 で 与え られ た 意味 の 他 に 、 こ の アラ ビア 語 の 表現 は 、 ア ブラ ハム が 偶像 崇拝 
お た ちと 語 を する 際 に 、 習 代 と し て 皮肉 的 に 話さ れ て きた も の で も ある 。 こ の 場合 
この 語 の 意味 は 、 次 の よう で ある 。" な ぜ 私 が これ を な し て し まう べき だ っ た の で あろ 
うか 。 彼 等 の 頭 が これ を な し た か も し れ な い の に "これ に よっ て 、 事 実 が め ま り に 明 
ら か で ある の で 、 NR 
い の だ と いう こと を 意味 し て いる 、 ア ブラ ハム は 、 ま ず 偶 像 を 破壊 し 、 そ し て も し も 
話せ る の な ら ば 、 本 偶像 を 破壊 し た の か 告げ ば る よう 要求 せよ と 信者 に い ど 
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へ 井 


ゴラン 


65. され ば 、 彼 等 は 己 が 仲間 に 帰り PGIRSTFTESPEHKTFZSE 


て 云え り 、「 げ に お 前 達 こ そ 不 義 者 


な り 」。 O83 
66. され ば 、 彼 等 は その 頭 を 垂れ し め NT キワ A 
られ "0、( 耐 し て 云え り )、「 液 は 確 o6 ち 内 抽 

か に 知る な り 、 こ れ 等 の も の が 物 云 わ SOR 
ぬこ と を 」。 


67. 彼 は 云え り “「 な ら ば 貴方 が た は 、 Co OI IG 
アッ ラー を 差し 置い て 、 足 方 が た に 少 
し も 利益 を 与え ず 、 ま た 貴方 が た に 損 EY 2Y 
害 も 与え られ ざる も の を 崇拝 する か ? 

8. 情け な や 貴方 が た 、 並び に アッ ラー 35352033 1 
i の さ 


れ ば 、 貴 方 が た 理解 し 得 ざる か ?」。 DOSYUS 
SE 0 っ 2 る 28 な 5 

、 自分 達 の 神々 を 助け よ 、 も し お 前 0 
i No Os IS 
70. され ば われ ら は 云え り 、「 火 よ 、 、3ERK 元 2 で 3533 
冷た く な れ 、 また アブ プラハ ム に 対し て NR 
安泰 な れ 」 "と 。 Sn 


729:18: 37:96. 9220:25: 37:98. 


むこ と に より 、 人 々 を 非難 し 、 彼 の 偶像 崇拝 の 慣習 の 空虚 さ を し み じ み と 訴え た よう 
で ある 。 
"20 この アラ ビア 語 の 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 (3) 彼 等 は 以前 の 不信 仰 の 状態 、 
HAKEN 論争 好き に 逆戻り し 
: (c) 彼 等 は 恥辱 改 に 頭 を 垂れ 、 完 全 に も の も 言え な い ほ ど び っ くり させ られ た 
人 及び 、Ma'ani より )。 
2392 火 が いか に し て お さま っ た か に つい て は 、 語 られ て いな い 。 折 よい 雨 、 ま た は 激 
し い ハ リ ケ ー ン に よっ て 、 消 され た の か も し れ な い 。 い ずれ に せよ 、 神 が 、 ア ブラ ハ 
ム の 解放 に 至っ た 状況 を 引き 起こ し た こと に 変わ り は な い 。 天 の 奇 跡 に は 、 常に 神秘 
的 要因 が 存在 する 。 アブ ラ ハ ム が 火 か ら 救 い 出 され た その 方 法 も 、 本 当 に すばらし き 
奇跡 で あっ た 。 ア ブラ ハム が 火 の 中 に 投げ 込ま れ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の みな ら ず 、 東 
方 の キリ スト 教徒 に も 信じ られ て いる 。 カ ヌン 月 或いは 、1 月 25 日 は 、 こ の 事件 
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71. < され ば 、 彼 等 は 彼 に 対し て 策 を 課 レッ ーー リン ン る (っ と し ュ ュー イン 
ろう と せ し が 、 わ れ ら は 彼 等 を 完全 な EE 
る 失敗 者 た らし め た り 。 
72. 耐 し て 、 わ れ ら は 彼 と ロト を 、 わ 2 NO 
れ ら が 万 民 の た め に 祝福 せ し "3 圭 前 

地 へ 救い 出し た り 。 ON LS 


73. ? 商 し て 、 わ れ ら は 彼 に イサ ク を 授 86 つつ 2033 る 33 
けた り 、 ま た 括 と し て ヤコブ を も 。 面 


し て 我 等 は 凡 て を 義 し い 人 と な せり 。 Oe IW 
74. < 面 し て 、 われ ら は 彼 等 を し て 、 我 6 し の 38 2 2 3 
等 が 命 を 奉じ て (人 々 を ) 導 く 指導 者 、 し し 
た らし め 、 また 我 等 は 、 普 行 を 積む こ 「 ば 12 ご SU9 この 1 は っ 時 5 
と や 礼拝 を 遵守 する こと 、 豆 捨 を な す < 、< と s ユ 62 な 
くだ @ } 9 
こと を 彼 等 に 啓示 を 障 し た り 。 さ れ ば プー 50 sia 
彼 等 は 、 わ れ ら を 崇拝 する 者 な りき 。 OL 


75. また ロト に は 、 われ ら は 知恵 と 知 45&3 CL し 放し しき 5 
識 と を 与え た り 。 耐 し て 、 9 われ ら は 」 リ し 。。。 

大 悪行 施 に ふけ る あの 序 か ら 、 彼 を ご USs ご (225 2 
救出 せり 。 げに 彼 等 は 邪悪 に し て 、 反 a 
逆 の 民 な りき 。 RE 
76 され ば 、 われ ら は 彼 を われ 5 が 慈 で っ 5 CA うっ て 3 だ は 3 
悲 の 中 に 入ら し め た り 。 げに 、 彼 は 義 と | 

Ye 


うち 
し い 人 々 の 中 な りき 。 
937:99. 9 1:72: 19:50: 29:28: 37:113: 51:29. “2:125; 32:23. 9.84: 27:58: 29:34. 


を 記念 し て 、 シ リア カレ ンダ ー で 特別 扱い の 日 と され て いる (Hyde, De Rel. Vet Pers. 
73 頁 )。 ま た 、Mdr Rabbah on Gen. Par 17: Schalacheleth Hakabala 2: Maimon de Idol 第 1 
間 及 び 、Jad Hachazakah, Vet。 6 も 参照 の こと 。 

や クア ブ ラ ハ ム は ウル (メソ ポタ ミア ) か ら ハ ッ ラ ー ン へ 旅 を し 、 次 に 神 の ご 命令 に よ 
っ て 、 彼 の 子孫 に 与え る で あろ うと 定め られ た カナ ン へ 旅 を し た 。 この 旅 は 正確 な 目 
的 と 目標 が あっ た 。 神 の 計画 と 目的 の 遂行 に は 、 すべ て の 偉大 な る 預言 者 た ち 又 は そ 
の 信奉 著 た ち が 同 時 に 、 又 は 他 の 時 に 、 自 分 達 の 家 か ら 他 国 へ 移住 し た の で ある 。 
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六 項 

77. (また ノア の こと を (語れ )、 彼 は 以 EsC2S RS こも LA お 3 
前 祈り し 時 、 わ れ ら は その 祈り に 応え 2 OCS 
た り 。 され ば 、 我 等 は 彼 と その 家族 を テン の タ 41 3 SS 

非常 な 苦痛 か ら 救出 せり 1 や 94 EH 
78. 耐 し て 、 わ れ ら は 、 わ れ ら の 神 光 LI 3 
を 虚偽 と みな す 民 に 対抗 し 、 彼 を 助 MD 
けり 。 げに 彼 衝 は 邪 量 な 民 な りき 。 >@⑳22 |) 
され ば 、? わ れ ら は 彼 等 を 皆 江 死 せ し の でき | 
め た り 。 ピン 
79. また 、 ダ ビデ と ソロ モン の こと 、 OCSIR な て で キ の も と て ャ トド 
つま り 役 等 両 名 が 或 る 畑 に つい て 
os その 中 で 夜 問 人 々 の 羊 が 迷い 込 ば 3 6 
みて 食い 荒し た る 時 、 裁 き を な し た る Ao の 
こと (を 思い 起 せ ) 。 面 し て 我 等 は その Orgies 


裁判 の 監視 者 な りき 。 


80. され ば 、 われ ら は ソロ モン に 、 そ 2 ce Sig デン ) 1 る る イ 
れ を 理解 せしめ た り "7%。 面 し て われ < 


26:118-120: 37:76-77: 54:11. P26:121; 37:83: 54:12-13: 71:26. 


7 当 章 で は 、 神 の 預 斉 者 た ちの ほとん ど が それ ぞ れ の 時 代 に お いて 、 経 験 し な けれ 
ば な ら な か っ た 試練 と 苦難 、 そ し て その 苦痛 か ら 彼 等 を 救い 出し た 神 の 助け が 特に 留 
意 さ れ て いる こと は 注目 に 価 す る 。 それ は 、 これら の 預言 者 た ちの よう に イス ラム の 
聖 預言 者 も また 苦難 や 苦痛 に 堪え 、 そ し て 彼 等 の よう に その 厳し い 試 練 か ら 救 出さ れ 、 
成功 する で あろ うと いう こと を 暗示 し て いる 。 

208 表現 の 美 し さ を 増す た め に 、 本節 お よび 後続 の 数 節 に お いて 、 隠 喉 的 言語 が 用 い 
られ た 。 ア ル ・ ハ ルス 「 畑 」 は 、 ソ ロモ ン の 国 を 意味 し 、 ガ ナム ル ・ カ ウム 「 人 々 の 
羊 」 は 、 ソ ロモ ン の 国 に 攻め 入っ た 野性 的 で 、 略 奪 に よっ て 生き て いる 近隣 の 部 族 の 
こと を 表す 。 ここ で は 、 ダビ デ と ソロ モン が 、 そう いっ た 単 人 拉 し 、 


Ne 
策 を 追求 し 、 そ れ ら 部 族 と 友好 条約 を 結ぶ こと に より 、 味 方 に ひき 入れ た いと 考え た 。 
08 この 言葉 は 、 ソロ モン の 兎 健 な 政策 と 調停 は 当時 の 事情 を 達成 する に は 正しかっ 
た こと を 示す 。 そ し て 、 或 る ユダ ヤ 人 の 著述 家 に よっ て 、 ソ ロモ ン が 愚 鈍 な 政策 を 遂 
行 し 、 そ れ は その 王朝 の 油 落 に つなが っ た と いう ソロ モン に 対す る 批難 は 根拠 の 薄 絆 
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ら は その 各 人 に 知恵 と 知識 と を 与え NG 
た り 。 また <? 我 等 は ダビ デ と 共に 、 詩 


クタ g 1 


え 奉 る 山々 と 鳥 た ち を 働か せしめ た oss EF % ぐ る 3 GS 
り "7。 面 し て 、 わ れ ら こそ (この す 

べ て を ) な す 者 な りき 。 

81. また 、 わ れ ら は 、 お 前 達 の た め に | > A 
鎖 か た びら を 造る 術 を 彼 に 教え た り NN 
oe、 そ は お 前 達 を 戦い (の 危 導 か ら 2 ob っ くう 


な も の で ある 。 し か し 、 ソ ロモ ン を 弁護 する こと は 、 ダ ビデ に よっ て 採用 され た 強い 
政策 は 彼 の 時 代 に は 間違っ て いた と 考え られ る べき で は な い 。 この 推理 を 先導 する 如 
何 な る 誤解 も 、「 わ れ ら は その 各 人 に 知恵 と 知識 と を 与え た り 」 と いう 人 節 に よっ て ぬ 
ぐい さら れる 。 そ れ は 、 ダ ビデ と ソロ モン の 両 名 の 諸 政 策 が 最善 で あり 、 特殊 の 状況 
に お いて 、 全 く 適 し て いた こと を 明らか に する 。 
207 「 ま た 我 等 は ダビ デ と 共に 、 讃 え 奉 る 山々 と 鳥 た ち を 働か せしめ た り 」 と いう 言 
葉 は 、 山 々 と 鳥 た ち は ダ ビデ の 支配 下 に あり 、 役 が 神 を 賛美 する 時 、 そ れ ら も 実際 に 
彼 と と も に その 衣 慶 な 行動 に 加わ っ た と 文字 通り に 解釈 され て いる 。 その 言葉 は 単に 、 
重要 な 人 々 (アル ・ ジ バー ル 、al-Jibal) 、 そ し て 精神 的 に 高位 な 人 々 (アッ タイ ル 、at-Tair) 
が 神 を 譜 美 し 、 ダビ デ と 一 緒 に 神 を 称揚 し て 礼 讃 し た と いう 意味 で ある 。 聖 クル アー 
ン の 各所 に は 、 山 々 や 鳥 た ちの みな ら ず 、 天 空 や 地上 で 他 の も の 、 つ まり 太陽 、 月 、 
星々 、 昼 と 夜 、 獣 た ち 、 鳥 た ち 、 河 川 、 海 、 風 や 雲 な ど な ど も 人 間 に 従 属さ れ て いる 
こと が 述べ られ て いる (2:165: 7:53: 22:38: 及び 、4S:13-14)。 ジ バー ル と いう 語 は 双 、 
場合 に よっ て 人 々 は その 居住 所 の 地名 に よっ て 呼ば れる こと が ある よう に 、 山 々 の 居 
住 者 た ち を 意味 する と 思わ れる (12:83) 。 従 っ て 、“ 山 々 "が ダビ デ の た め に 働か せしめ 
た と いう の は 、 邊 は 山々 の 来 開 で 野 倫 な 部 族 を 征服 し 、 支配 し た こと を 示す と 思わ れ 
る 。 彼 は 山々 の 未開 人 種 の 偉大 な る 征服 者 で あり 、 支 配 者 で あっ た 。 聖 状 も 又 、 ダ ビ 
デ に よっ て 山 の 部 族 が 征服 され た こと に 言及 する (第 二 サ ム 、5$ 章 )。 同様 に 、 鳥 に よ 
っ て 神 を 礼 讃 す る こと も 驚く べき も の で は な い 。 聖 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で 、 如何 な 
る 生物 や 無生物 つま り 、 天 使 た ち 、 獣 た ち 、 鳥 た ち 、 天 と 地 、 そ し て 自然 力 で さえ 、 
神 を 称揚 し て 礼 讃 す る が 、 た だ 人 間 だ け そ れ ら の 讃 美 が 解ら な いと 述べ て いる (13:14: 
17:4S: 21:20-21: 24:42: 59:2: 61:2 及び 、64:2)。 そ れ は 、 そ れ ら が 神 に よっ て 割り 当て 
られ た 義務 を 果たし 、 従っ て 神 は 完全 無欠 で あり 、 あら ゆる 和 失敗 や 過失 か ら 和 免れ 、 そ 
CH こと を 表す 。* 鳥 た ち " と いう 諾 は 又 、 実 際 の 
島 を 意味 する 。 そ の 意味 に よっ て 、 当 節 は 、 ダ ビデ が 戦争 な どの 時 に 伝言 を 伝え る た 
め に 特別 に 訓練 され た 鳥 を 使っ た こと を 意味 する 。 それ は 又 、 ダ ビデ の 勝利 を 得 た 軍 
隊 に つい て 来 て 、 そ の 失敗 し た 敵 の 死体 を 食べ た 鳥 を 意味 する と 思わ れる 。 
"22 当 節 で は また 、 ダ ビデ 軍事 力 お よび 彼 の 戦闘 道具 、 く さり か た びら を つく る 技術 
の すばらし さ に つい て 、 言及 され て いる 。 ダ ビデ は 、 億 大 な 征服 を 成 し 謗 げ て きた 手 
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護 ら ん が た め な り 。 され ば 、 お 前 達 感 @O 3 くる 
謝 す る や ? 8 
82. "また 、 われ ら は 、 烈風 を ソロ モン 25 AoE 8 3 
の た め に 働か せしめ た り 。 そ は 彼 の 命 』 シィ g < と < 
令 通り に 、 わ れ ら が 祝福 し た る “の satSS2O2 う YN う 6 し 
地 に 向い て 吹き た り 。 耐 し て 、 わ れ ら ラッ 

ORs は 
は すべ て の こと を 知る 者 な りき 。 NR と 


83. また 、? サ タン た ちの 中 に ある 者 005228 、 この こそ 25 


は 、 彼 の た め に 潜水 し a また 他 の EE lz ss ンー NL I 
仁 症 も な し た りき 。 消し て 、 彼 等 を 護る ONE 


る は 、 わ れ ら な りき 。 な 1 
84. “また 、 ヨブ や せり の こと を 、 彼 が そ EE CE Re 


の 主 に 向かっ て 、「 我 は 災難 に み ま わ 


234:13: 38:37.734:13: 38:38-39. “38:42. 


段 に より 、 さ ま ざ ま な よろ いか ぶ と を 発明 し 、 発 展 さ せ た 。 彼 の 代 に お いて 、 イ スラ 
エル 王国 は 、 そ の 権力 の 頂点 に 達し た 。 そ れ は 、 イ スラ エル の 歴史 に お ける 黄金 時 代 
だ つ ye 

ノロ モン の 船 は 、 、 ベ ルシア 沙 、 紅海 地中海 を 往復 し 、 そし て 、 定期 的 な 損 易 が 、 


いた よう だ ( 列 王妃 第 1 状 10:27-29 節 ) 。 タル シシ ュ の ピラ ム と し 彼 は 、 8 - 定 
の 間隔 を お いて 了 地中海 の 港 で 貿易 を 行い 、 金 、 銀 、 象 牙 、 さ る 、 防 雀 を 持ち 込む 外洋 
航行 の 船団 を 維持 し た の だ ( 列 王 記 第 一 、10:22 9 10:27-29 節 ; 歴代 史 略 第 二 、8:18 
節 : ブリ タ こ カカ 百科 事典 “ソロ モン "参照 ) ここ で は 風 に つい て 使わ れ て いる 形容 詞 が 
アー スィ フ ア ( 烈 し い ) で ある の に 反し て 、38:37 節 で は 、 ル ハー (Rukha= 穏 や か な ) と 
いう 形容 詞 が 使わ れ て いる 。 こ の こと は 、 風 は 、 時 く 吹 いた が 、 穏 や か で 、 ソ ロモ ン 
の 船 に は な ん ら 損 害 を 加え な か っ た こと を 示し て いる 。 
2 サシ ャ イタ ー ン と は 、 謀反 人 、 反 抗 着 、 そ し て 何で も 熟練 し た 人 を 意味 する (2:15) 。 
当 節 は 、 ソ ロモ ン が 支配 し た 非 イ スラ エル 傍 は 、 そ の 命令 に よっ て 、 色 々 の 骨 の 折 
れる 仕事 に 採用 され て いた 、 と いう こと を 意味 し て いる 。 彼 等 は 、 支配 下 の 民 族 が た 
いて い 従 事 する 職業 、 つ まり 大 工 と し て 、 鍛 竣 職 人 と し て 、 潜 水夫 と し て 働い た ( 列 
A 9:21-22 参照 ) 。「 彼 の た め に 洪水 し 」 と いう 語句 は 、 バ ー レ イン や マス カト 
潜水 夫 を 留意 させ て いる 。 彼 等 は ソロ モン に よっ て 、 真 珠 採り の 目的 の た め に 採用 
i 
2 サヨ ブ は 、 聖 書 で ウズ の 地 に 住ん で いた と 記載 され て いる 。 そ こ は ア ラビ ア 北 部 
の どこ か 、 シ リア と アク バ 湾 の 間 に 位 置 し て いる 。 ヨブ は エジプト か ら イ スラ エル 人 
達 が 脱出 する 前 に その 地 に 住ん で いた よう で ある 。 ユダ ヤ 人 の 或 著 述 家 に 依 れ ば 、 彼 
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れ た り 、 両 し て 滋 は 慈悲 を 重 れ 給 う 者 OEE 
の 中 で 最も 慈悲 深き 御方 に まし ます 」 a 

と 祈り し 時 の こと (を 思い 起 せ )。 

85. され ば 、 わ れ ら は 彼 の 祈り に 応 A 
え 、 彼 に ふり か か り た る 災難 を 除き 、 0 
4 両 し て 我 等 は 彼 に その 家族 を 授け 、 4<2 う みる 48 くる に 35441423315 
彼 等 と 共に それ と 同様 な 者 た ち も 、 わ 
れ ら より の 慈悲 と し て 、 旦 つ 崇 拝 者 た 
ち へ の 訓 戒 と し て 、 賜 わり た り 。 


86. また 、? イ スマ エル や イド リス や Sg EI 
< ズル ・ キ フル 2 を (思い 起 せ )。( 彼 


938:44. 6:87; 38:49. “38:49, 


は モー ゼ よ り 200 年 前 で あっ た 。 然し な が ら 、 他 の 権威 に よれ ば 、 彼 は モー ゼ と は 同 
僚 で あっ た が 、 イス ラ エ ル の 預言 者 で は な く 、 イス ラ エ ル の 長兄 の エサ ウ の 子孫 で あ 
っ た 。 旧約 聖 書 の すべ て の 経典 の 中 で 、 ヨ ブ 記 は 、 神 の ユダ ヤ 的 名 前 で ある エホバ と 
いう 語 を 除い て 、 モ ー ゼ の 律 法 の すべ て の 歴史 と 、 ユ ダ ヤ の 歴史 が 、 そ の 中 で 不在 に 
際 顕著 で ある 。 聖 ク ルアー ン は 当 節 と 次 節 に 於 いて 、 A 
ee こと ど め て いる 。 彼 は 神 の 聖者 で あり 、 そ し て 非常 ね 
昔 と 鍛 乏 を 被 ら な けれ ば な ら な か っ た 。 そ の 結果 と し て 、 彼 は 自分 ) の 家族 や 信夫 者 
ら 引 き 離 され た 。 彼 等 は その 間 増 大 し て 後 で 彼 と 一 緒 に させ られ た 。 ヨ ブ は 又 、 
tle 685 SO 2 ー OO SG 


そし て 、 ei 抜け 、 全滅 な 軸 久 力 と 不屈 な 精神 で 耐え ん 
だ こと を 示し て いる 。 ヨブ に よっ て 非常 な 昔 酷 な 災難 の 許 に 発揮 され た その 男気 と 不 
屈 の 精神 は 、 議 と な っ て いる 。 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 「 ヨ ブ 」 項 及 び 、 イ スラ ム 和 有 科 事典 
“Aiyab" 頃 を 参照 。 

2 ウズ ル ・ キ フル の 正体 は 、 不 確定 さ に 包ま れ て いる 。 イ スラ ム 教 の 聖 ク ルアー ン 注 
釈 者 は 、 彼 を 数 人 の 人 物 、 ER 者 た ちと 同一 視 し て いる 。 し か し な が ら 、 
この 名 前 で 知ら れる 預 音 者 は 、 ア ラブ 人 に ズル ・ キ フル と 呼ば れ て いる エ ゼ キ エ ル で 
ある と 思わ れる 。 ズ ル ・ キ フル 0 ON 形 に お いて 
も 、 意味 に お いて も 非常 に 類似 し て いる よう で ある 。 前 者 の 語 は 、" 豊 富 な 分 け 前 を 所 
有 し て いる "と いう 意味 を 持ち 、 後者 は “ 神 は 力 を 与え る "と いう 意 ei 『 つ 。 ロッ ドウ 
ェ ル (Rodwell) は 、 エ ゼ キ エ ル は アラ ビア 人 達 に よっ て ズル ・ キ フル (①hu'1-Kif1) と 呼 
ば れ て いた と 述べ る 。 カ ー ス テン ・ ネ イブ ル (Karsten Niebuhr) に よれ ば 、 ナ ジャ フ と 
ヒッ ラ (Hilla) ( パ バビロン) の 間 に 位置 する ケ フ ィ ル (KefiD と いう 小さ な 町 が エ ゼ キ エ 
ル の 聖堂 を 囲み 、 そ こ は 今 も ユダ ヤ 人 達 の 巡礼 の 地 と な っ て いる 。 更に 彼 は 、 ズ ル ・ 
キ フ ル と は エ ゼ キ エ ル の アラ ビア 形 だ と いう 見 解 で も る 。 ユダ ヤ 教 徒 も エ ゼ キ エ ル を 
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等 は ) 皆 氷 忍 不 抜 の 者 な りき 。 OA 


87、 さ れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 、 わ れ ら ご 8 る る RE 
が 慈悲 の 中 に 人 らし め た り 。 げに 彼 等 2 本 
は 義 し い 者 な りき 。 ぐ Cekall 


88. また 、 ズン ヌー ン (大 魚の 者 ) の 3 23 じょし 2 3 りつ 才 053 
こと を 、 (つま り ) 彼 が 立腹 し て 出 で 去 a : = 


937:140-141: 68:49、 


ズル ・ キ フル と し て 見 な す 。( イ スラ ム 百 科 辞 典 "Dhul-Kif" 項 と Niebuhr の 旅 2 巻 、265 
頁 よ り )。 西暦 紀元 前 お よそ 622 年 に 聖職 者 の 家 に 生ま れ で た ズル ・ キ フル (Dhul-Kifl) 
は 、 生涯 の 最初 の 25 年 を ジュ ダ (udah) で 過ごし た 。 紀元 前 392 年 、 30 歳 で 神 の お 召 
し を 受け 、 不 正義 、 不道徳 や 偶像 崇拝 に 対し て 伝道 する こと を 始め た 。 バビ ロン は そ 
の 間 、 西 アジ ア で の 支配 者 と し て 、 ア ッ シ リ ア (Assyria) に 取り 代わ られ 、 ジ ュ ダ 
(Judah) は 、 そ の 専制 君主 の 地位 を 承認 させ られ た 。 し か し 、 ユ ダ ヤ の 王 エ ホ エ キ ム 
(Jehoiakim) は 、 その 悪い 顧問 官 た ちの 影響 の も と に 、 バビ ロン の 権威 に 対し て 反抗 し 
た 。 従 っ て 、397 年 に エル サレ ム を 首尾 よく 攻囲 し た ネ ブ カ ド ネ ザル (Nebuchadnezzar) 
の 復讐 を 自分 自身 に 招き 、 彼 は その 沢山 の 主要 な 市 民 を 追放 し た 。 その 中 に エ ゼ キ エ 
ル と 父親 の エ ホ エ キム (Jehoiakim) が その 間 に 死 亡 し 、 そ の 交代 の 三 ヶ 月 の 王 エ ホ エ チ 
ム (Jehoiachim) も 入っ た 。 エ ホ エ チム (Jehoiachim) は その 叔父 ゼ デ キア (Zedekiah) に よ 
っ て 継承 され た 。 そ の ゼ デ キア (Zedekiah) は 、 少し の 間 バ ビ ロ ン に 信義 の 厚い 存在 を し 
た が 、 黒 か に も エジプト に 支援 を 頼っ て 、 バ ビ ロ ン へ の 忠節 を 廃棄 し た 。 そ の 行為 に よ 


の 結果 エル サレ ム は ネ ブ カ ド ネ ザル (Nebuchadnezzar) に 征服 され 、18 ヶ月 間 の 攻 城 の 後 
に 、 口 で は 言い 表せ な い 激 し い 悲 惨 の 真ん中 に 潰 滅 さ れ た 。 気 前 の よい 愛 の 熱情 が あ 
る 寺院 は 、 灰 に 衰え させ られ た 。 そ し て 人 々 は バビ ロン へ 流刑 に 処 さ れ た (紀元 前 S86 
年 )。 エ ゼ キ エル が 直面 させ られ た と ころ の 状態 は 、 こ の よう な も の で あっ た 。 彼 は 、 
その 陥落 の 五 年 前 、 紀元 前 592 年 に 、 そ れ を 予測 し た 。 そし て 、 それ を 詳細 に 預言 し 、 
その 切迫 し た 災難 を ユダ ヤ 人 達 に 凡 告 し た の で ある 。 紀元 前 597 年 に お ける バビ ロン 
へ の 最初 の 恐ろし い 不 幸 に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 彼 等 の 基 し 人 迫っ た 政治 的 終息 、 つ ま 
り エ ゼ キ エル は 確か に 、 真 昼 の よう に 明る か っ た と いう 見 込み が 納得 出来 な か っ た 。 
し か し エ ゼ キ エ ル は ユダ ヤ 人 達 の 破滅 を 預言 し た と 同様 に 、 彼 等 の 復活 も 預言 し た 。 彼 
に よっ て 、 そ の 人 ん 々 を 待ち 構え て いる 救済 の 情況 は 、 彼 等 の 滅亡 の 予測 が 厳格 で あっ た 
と 同様 に 慈悲 深く 、 素 晴らし く 描 写 さ れ て いる 。 復活 及 び エ ル サ レ ム へ の 復帰 に つい て 
の 彼 の 預言 は 、 彼 が 見 た 幻影 に 基礎 を 置く ( エ ゼ キ エ ル 書 、37 章 よ り )。 そ し て その 言及 
は 聖 ク ルアー ン の 中 で も な され て いる (2:260) 。 し か し 彼 は 自分 の 預言 の 成就 を 見 る こ 
と が 出来 る ほど 長生 き 出来 な か っ た 。 何故 な ら ば 、 彼 は 監禁 状態 で 、 紀 元 前 370 年 に 
52 歳 で 死 選 し た か ら で あ る 。 エ ゼ キ エル と ダニ エル は 、 バ パ バビロン 捕 囚 の 預言 者 と 呼ば 
れ て いる (Rev. Sc.I. Cofield に よる 編集 の 「The Holy Bible」 と Peakes の 聖書 解説 より )。 
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り 、 わ れ ら が 決し て 彼 を 苦し ませ な い 
1913 と 考え し 時 (を 思い 起 せ ) 。 さ れ ば 、 
彼 は 暗黒 の 最 中 に 在り て “祈り た り 、 
「 液 の 外 に 神 な し 。 流 は 聖 な り 。 げに 
我 こそ は 不義 者 の 中 な りき 」 と 。 
89. ? さ れ ば われ ら 彼 の 祈り に 応え た れ 
ば 、 彼 を 嘆き か ら 救 いた り 。 か く の 如 
く 、 わ れ ら は 信仰 する 者 を 救い だ す 。 
90. “また 、 ザ カ リッ ヤー の と と を 、 つ 
まり 彼 は 己 が 主 に 、「 我 が 主 よ 、 我 を 
独り の まま に 放っ て 置き 給 うな か れ 、 
面 し て 光 は 最も 優れ た 相続 者 に まし ま 
す 御 方 な り 」 と 祈り し 時 (を 思い 起 せ ) 。 
91. され ば われ ら 彼 の 祈り に 応え た 
れ ば 、 彼 に ヨハ ネ を 授け 、 ま た 彼 の た 
め に その 表 を 健全 な らし め た り 。 げに 
彼 等 は 移っ て 普 行 を 積み 、 希 望 と 思 
れ と を 以 て われ ら に 祈り 、 わ れ ら が 前 
に (常に) 謙虚 な りき 。 


92. “* ま た 、 そ の 貞 節 を よく 守り た る 女 

の こと (を 想 え )。 され ば 、 われ ら は 役 
ふく いん 

女 に 我 等 が 福音 を 吹き 込み ““"、 彼女 


ン 内 Hi っ 0 
OC I EE 
っ め ン る る 


こる 5 9 Cs 7 人 0 SE 
ATAELS 
STE FE 

ORS ER う 3 
SO SS 
Gl lS eS うほ お こっ > 


937:144. 268:50-31.73:39: 19:3-7. 132:17, "66:13. 


ら か に 彼 は 、 神 に 対し て 腹 を た て は し な か っ た し 、 腹 を た て る は ず も な か っ た の だ 。 
彼 を 立腹 させ た メッ セー ジ を 受け 入れ る こと は 、 人 々 が か た く な に 拒否 し て きた に ち 
が いな い 。 な ぜ な ら ば 預言 者 が 神 に 対し て 怒り を 抱く な ど と は 、 思い も よら ぬこ と だ 
か ら な の だ 。 神 の 選民 は 神 の 命令 が 与え られ る まで は 、 話 し すら も し な けれ ば 、 行 動 
も し な い の で ある (21:28 節 )。「 ランナ ク デ ィ ラ ・ ア ライ ヒ 」 (Lan Naqdira Alaihi) と い 
う 語 は 、“ 我 々 は 、 彼 を 苦 し め は し な い だ ろ う " ま た は "我々 は 、 彼 に いか な る 悩み を も 
与え る こと は な いで ある ろう "と いう 意味 で ある (Lisan 及び Aqrab より )。 

2 当館 で は 、 ユ ダ ヤ 人 が マリ ア に 向け た 中 傷 的 な 非難 に 反骨 し て いる 。 当 節 は また 、 
公正 か つ 正 直 な 生活 を 営 び 人 に な ら 誰 に で も 、 当 て は まる も の で ある 。 66:13 節 で は 、 
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と その 息子 を 万 民 へ の 神 兆 と な せり 。 SN 
93. ? げ に これ こそ お 前 達 の 共同 体 に し 1 > 2 
て 、 唯一 の 共同 体 な り "5。 曽 し て 、 わ 拉 

れ は お 前 達 の 主 な れ ば 、 わ れ を 崇め よ 。 UIE 5S3 う 


アデ ング 


94. ? 面 し て 、( 後 ほど ) 彼 等 は 、 己 が ( 宗 UE AS MS。 
教 の ) 事柄 を 自分 た ちの 間 で 分 像 せり 


96。 凡 て は われ ら の 許 に 帰る べし 。 & oc ご 3 
七 項 

95. され ば 、 善 行 を 積み 日 つ 信者 な れ a RIA A DS 

ば 、 何人 で あれ 、 その 努力 は 決し て 拒否 1 i 


せら る る こと な し 。 耐 し て われ ら は 彼 の マロ で > 
た め に (それ を ) 必 ず 記 録 す る な り 。 

96. ? 面 し て 、 わ れ ら が 縮 滅 せ し 旬 に る LeSJAT 35 3、 る 5 
は 禁じ た り 、 すなわち 、 その 人 々 は 戻 Ne 
る こと な か る べし 7 O02Y 


23:53.723:S4. “4:125; 10:10; 16:98: 20:113. 23:100, 10L: 36:32. 


ある 層 の 有 徳 な 信者 た ち は 、 マ リア に た と えら れ て いる 。 その よう な 有 徳 な 信者 は 全 

て 、 言 わ ちば ず 、 マ リア な の で ある 。 そ し て 、 神 が 信者 に 神 の 精神 を 吹き 込む と 、 そ の 信 
者 は “マリア の 息子 "と な る の で ある 。 す な わ ち 、 彼 は イエ ス が 所 有する 神 の 特質 を 獲 
得する の で ある 。 

"先行 する 数 節 に お いて 、 神 の 預言 者 数 人 と 、 他 の 有 徳 な る 人 物 数 人 に つい て が 同 
時 に 述べ られ て きた 。 これ は 単なる 偶然 で は な い 。 これ ら の 預言 者 に つい て 同時 に 述 
べら れる と いう こと は 、 あ る 明確 な 目的 に か な う の で ある 。 彼 等 は 全て 、 あ る 事柄 を 
共有 し て いた の だ 。 彼 等 は 皆 、 な ん ら か の 形 の 困難 、 災 上 難 を 経験 し 、 そ の 厳し い 試練 
の も と で 彼 等 は 、 最高 の 立派 な 忍耐 、 我 慢 を 示し た の だ 。 彼 等 は また 、 全 て の 宗教 の 
基本 的 原則 、 つ まり 神 の 唯一 性 を 教え た の で ある 。 

1916 ある 階層 の 人 々 、 す な わ ち 神 の 有 徳 な る 僕 た ち に つい て は 、 先 行 の 数 節 で 述べ 
られ て きた 。 当 節 で は 、 も う ひ と つの 階層 、 つま り 、 神 の 預言 者 を 拒否 し 、 そ の 結果 、 
自分 た ちの 間 で の 不 和 、 論 争 の 犠牲 と な っ て し まい 、 お 互い に 、 相 いれ な い 信 念 や 教 
義 を 持つ に 至る 人 た ちの こと に 言及 し て いる 。 

917 死者 は 、 二度と この 世に 送り 変え され る こと は な いと いう こと は 、 犯し が た い 神 の 
法 で ある 。 こ の 世 を 去っ て し まっ た 者 は 、 永 久 的 に 逝き 去っ た こと に な る (23:100, 101) 。 
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ニ 十 一 章 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya (預言 者 達 ) 十 七 巻 


97. 従っ て 、" ゴ グ と マ ゴ グ "が 解き な に 26 こる)、 紀 
放 た れる や 、 彼 等 は 諸 丘 より 符 り 下り ああ RB スッ 
来る な り 1919 OORT 55324 


98. 面 し て 、 そ の 真実 な る 約束 が 近 づ EE A ty 
きた れ ば 39、 見 よ 、 不 信 せ し 者 ども NG 

の ) 目 は 勝目 せん "6。( 彼 等 は さわ GS1SCE る SR 
ん )、「 悲 し いか な 我 等 ! げに 我 等 は こ ES 

の 事 に 対し て 意 慢 な りき 。 否 、 我 等 は OLS, le 
不義 者 な りき 」。 

99. 「 げ に お 前 達 、 並 びに お 前 達 が ア i 
ッ ラ ー 以 外 に 崇め た る も の は 、 地獄 の A _ 
燃料 な り 。 < お 前 達 は そこ に 堕ち 行く 。 @O925 9281 cae 
な り 」。 

100. も し これ 等 の も の が 本 当 に 神々 あと と NT る の > て 
な り た れ ば 、 彼 等 は そこ に は 堕ち ざり 2 に OE 2 
し 管 。 面 し て 、 凡 て は その 中 に 住み 劉 eo は 3 
ま ら ん 。 

101. 7 その 中 で うめ き 苦 し むこ と は 、 GO%<YL324 9533 の 
彼 等 の 運 電 命 と な らん 。 され ば 、 彼 等 は 


(。 
喉 


2 と 


218:95.714:43.19:72. 107: 25:14: 67:8. 


18 注 1728 を 参照 。 


1919 先行 する 数 節 に 関連 し て 読む と 、 当 節 で は 、 威 厳 と 栄光 の 全盛 の の ち 、 ひ と た び 、 
死 や 破滅 の 犠牲 と な れ ば 、 再度 、 失わ れ た 栄光 を 取り 戻す こと が で き な い と いう 内 合 


に 、 自 然 法 は 作用 する と 言わ ん と し て いる 。 ゴ グ と マ ゴ グ で すら 、 そ の 偉大 な る 物質 
的 崇高 、 栄 光 に も か か わら ず 、 同 じ 法 の 犠牲 と な る こと で ある ろう 。 彼 等 は 衰退 し 、 再 


び 栄 える こと は な い だ ろ う 。 ゴク と マ ゴ ク 、 つ まり 西洋 の キリ スト 教 国家 の 民 は す で 
に 、 政 治 的 権力 の 全て の 高み に 昇り 、 世 界 中 に 広がっ た の だ 。 聖 クル アー ン の 表現 は 、 
役 等 が 全て の 有利 な 点 を 独占 し 、 全 世 界 を 支配 する だ ろう と いう こと を 意味 し て いる 。 
7229 ゴ グ と マ ゴ グ の 支配 の の ち に は 、 破滅 的 な で き ご と が 世界 に 起こ る で あろ う 。 そ 
し て その 結果 、 最 終 的 に は イス ラム の 勝利 が 到来 し (61:10)、 ゴ グ と マ ゴ グ に より 代 
表 さ れ た 虚偽 の 力 、 物 質 主 義 の 敗北 に 終わ る こと で あろ う 。 

204 ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破滅 の の ち 、 イ スラ ム が 、 以 前 の 偉大 さ 、 栄 光 を 再び 
取り 戻す と き は 、 イ スラ ム の 再生 の 望み を 全く 失 し て し まっ て いた 人 た ち は 、 自分 の 
目 が 借 じ られ な いこ と で あろ う 。 
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十 七 登 アル ・ ア ン ビ ヤーAL-Anbiya (預言 者 達 ) ER 
その 中 で (何事 も ) 聞 か ざる べし や 21。 
102. げに われ ら より 彼 等 の た め 善 の 、 288023 こ 4 る 08) 


命令 が 降 さ れ た る 者 た ちこ そ 、 そ こ か 
ら 遠 く 離 され ん 。 

103. 彼 等 は そ を この か すか な 物音 すら 
聴か ざる べし "2。 2 訂 し て 、 彼 等 は 


シン ASIN の 
DOI EE 9 


あい で 0 グン ラン ラタン ラン AN ャ 
じ こ 145 LR RY 


こし え ラダ } P 3 イ ン る る 
その 心 が 念願 し た る と ころ に 、 氷 欠 に OggRt 才 て 11 に そ | 
住ま ん 。 

4 よ ン ン ラン ター ターン シラ 2 A « 
104. 最も 大 き な 恐 れ で さえ 彼 等 を 悩 マブ YE af 


まさ ざる べし 、 曽 し て 、 < 天使 た ち は 
彼 等 を 出迎え (て 云わ ん ) 、「 こ れこ そ 
お 前 達 に 約束 せら れ た る 、 お 前 達 の 日 


イラ 


» コイ よっ 4 
な | くる SA A 


な り 」 と 。 の 
105. 4 その 日 われ ら は 、 記 録 さ れ た 物 su Cs こる 


が 巻き 上 げ ら れる 如く 、 天 を 巻き 上 げす 
ん "3。 わ れ ら < 最初 の 創造 を 始め た esae り U 引 DSSCS SAJ 
る 如く 、 わ れ ら は 再び 之 を 繰り 返さ ん 
224%。 こ は われ ら に 課せ られ た る 約束 
な り 。 わ れ ら は 必ず 之 を 果す な り 。 


ーッ | まい る 5 エ ュ ン イ ング > ン 
Sas ES UL LE 


919:73.24t:32. 41:31. 139:68. “20:56; 29:20; 30:12. 


1 彼 等 は 、 慰 め や 安 楽 を 与え て くれ る よう な も の を 耳 に する こと は な いで あろ う 。 
つま り 、 地獄 で は 、 叫 び 声 、 悲鳴 、 泣 き 叫 ぶ 声 の 壮絶 さゆ え に 、 そ こ に 収容 され た 人 
た ち は 、 お 互い の 声 を 聞く こと は な いで あろ うと いう こと で ある 。 

2 の 当 節 お よび 次 節 で は 、 神 の 有 徳 な る し も べ が 、 地獄 か ら 遠 ざけ られ 、 な ん ら そ の 
音 を 了 征 に する こと も な く 、 ま し て や 、19:72 節 か ら 一 般 に 誤解 され て いる よう に 、 地 
獄 へ 入る な ど と いう こと は 決し て な いこ と を 示し て いる 。 

2 や 「 天 を 巻き 上 げん 」 と は 、 偉 大 な る 帝国 が 一 押さ れ 、 強 大 な 国家 が 破壊 され 、 別 
の 民 が 、 そ の 代わ り に 、 塾 力 を 得る よう に な る こと を 意味 する 。 ま た 、 聖 預言 者 を 通 
じ て 、 大 いな る 変遷 が も た ら さ れ 、 古 い 天 が 巻き 上 げ ら れ 、 そ の 代わ り に 新しい 天 、 
新しい 地上 が 創造 され る で あろ うと いう 意味 と も と れる 。 古き 秩序 が くず れ 、 その 代 
わり に 、 新 し き 、 よ り 良 き 秩序 が 生ま れる の だ 。 聖 預言 者 の 時 代 に お ける ほど の 完全 
な る 変化 を 、 か つて 世界 は 目のあたり に し た こと は な か っ た の だ 。 

924 我々 は 再び 之 を 繰り 返さ ん 」 と いう 表現 は 、 聖 預言 者 に より 生み 出さ れ た 秩序 
が 、 不 信心 で 機械 主義 の 西洋 文明 に より 創造 され た イス ラム 教徒 の 生活 に 対す る 物質 
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トー 剖 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiya (預言 者 達 ) 十 七 巻 


106. 面 し て 、 わ れ ら は すでに 、 訓 成 OL SIE I HGS 

の 後 、 詩 編 の 中 に か く 記 せり 、「 げ に 26 2 
た だ し も べら i A rt ee 

その 地 は 、 わ が 装 し い 僕 等 は を 練 が 。 ⑤O 史 LeyCe 2 

ん と 

107. げに この 中 に は 、 賑 拝 する 者 へ SCC CG 

の お 告げ あり 。 

108. 2 大 し て 、 われ ら は た だ 森 比 万 象 OR (も の る で り る 1 1 る 2 

ii 2 つ 

へ の 慈 想 と し て 汐 を 遣わ し た る に 外 。  ~ 了 

な ら ず 1926 

109. ? 去 え 、「 誠 に 我 に 啓示 され た る 基 | 2S240 に 折 ?31、 ま 2 に 508 

は 、 お 前 轄 の 神 は 独 な る 神 な り と い 


2 a 前 吉 則 依 し 泰 ラプ し ラ る っ る 3 イン そそ の る 
うこ と 。 さ れ ば 、 お 前 達 帰依 し 奉る BY | 9 | Ks 5 


か の 
5 o 
34:29, "18:1E 41:7. 


的 な 見 方 を 通じ て 、 妨 げ を 受け る で あろ うこ と を 合意 し て いる 。 し か し 、 こ の 妨げ は 
一 時 的 な も の で あり 、 イ スラ ム は 、 新しい 精神 的 目覚 め を 経験 し 、 再び 勝ち 誇っ て 現 
れる の で ある 。 

1928 * そ の 地 " と は 、 パ レス チ ナ を 意味 する 。 キ リス ト 教 徒 の 著述 家 た ち も ま た 詩篇 に 
ある "受け 継い だ 土地 "又は 、* 受 け 継 い だ 大 好 " と いう 語 を “継承 の カナ ン " つ まり 、 神 の 
胡 約 を 意味 と し て 解 息 し て いる 。 そ の 言葉 の 言及 は ダビ デ の 経典 で は 、 詩 篇 
37:19,11.22 と 29 で ある 。 又 、 申 命 記 の 中 で (2②8:11 と 34:42) 、 パ レス チ ナ は イス ラ エ ル 
人 達 に 与え られ る で あろ うと いう 預言 も ある 。 聖 預言 者 の 第 二 後 継 者 ウマ ル が 教 牌 の 
と き に 、 ム スリ ム 達 が 征服 する まで 、 パ レス チ ナ は キリ スト 教徒 の 管理 下 で あっ た 。 
当 節 で 具体 的 に 表現 され て いる 預言 は 、 ム スリ ム 達 に よる パレ スチ ナ の 征服 に 言及 し 
て いる と 思わ れる 。 我々 の 時 代 に 、 いわゆる 民主 主義 キリ スト 教 強国 の 悪 の も くろ み 
に より 、 パ レス チ ナ と いう 名 の 国 が 、 存在 を や め 、 そ の 荒れ 跡 に 、 イ スラ エル 共和 国 
が 築 か れる まで 、 十 字 軍 に その 所 有 権 が 移っ た 92 年 の 短い 期間 を 除い て 、 約 1350 年 
間 、 イ スラ ム の 所 有 の も と に あっ た の だ 。 ユ ダ ヤ 人 は 、 約 2000 年 間 、 荒 れ 地 を さま 
よっ た の ち に 、 本 領 を 発揮 する よう に な っ た の だ 。 し か し 、 この 大 き な 魔 史 的 で き ご 
と も 、 聖 クル アー ン の 預言 の 成就 と し て 、 起こ っ た も の な の で ある (17:105 節 )。 し か 
し な が ら 、 こ れ は 単なる 一 時 的 な 形勢 に すぎ な い の だ 。 イスラム 教徒 が 、 勝 利 を 春 回 
する 運命 と な っ て いる の で ある 。 遅かれ 早かれ 、 遅 か れ と いう より は むし ろ 早 か れ 、 
パレ スチ ナ は 、 イ スラ ム の 手中 に 戻る こと で あろ う 。 こ れ は 神 の 天命 で あり 、 誰 も 神 
命 を 変え る こと は で き な い の で ある 。 

の 聖 預言 者 は 、 そ の メッ セー ジ が 特定 の 国 や 人 間 に 限 定 さ れ て いな い が ゆ え に 人 類 
全体 に と っ て の 恵み だ っ た の だ 。 彼 を 通じ て 、 世 界 の 国家 が 、 か つて な か っ た ほど の 
祝福 を 与え られ て きた の で ある 。 
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十 七 伏 アル ・ ア ン ビ ヤーAl-Anbiy (預言 者 達 ) EN = 


“ が た 9 の の と と 放 アル っ > コイ 
110. され ば 、 も し 彼 等 背 を 向け な ば 、 ED 
云え 、「 我 は お 前 達 す べ て に 等 し く 告 


全 の > ンー タイ Fs る イ le と 5 の コ 
ば た り 。 され ど 、 お 前 達 が 約束 され し し sg で っ 91 、 つ うつ) 
こと が 、 近 き に ある か 、 遠 き に ある か 、 @⑥@ 3 
? 我 は 知ら ず 27。 Tk 


Il. ? げ に 彼 は 、 声高 に 云う こと を 知 21 50 2 つの 232145」 
る な り 、 ま た お 前 達 が 隠す こと も 知り 2 
給 う 。 Or 


a eR RE テ ング タラ の る な ン そ > ィング 
お 前 達 へ の 試練 に し て 、 た だ 或 る 期限 


まで 束の間 の 享楽 と な る か も し れ ぬ Osd) 
こと を 」。 


113. < 彼 は 云え た り 、「 わ が 主 よ 、 真 理世 ? 3 し ES 
を 以 て 裁き 給え 28。 面 し て 我 等 の 主 YC 
と A 4 A 2 ゆい 
は 、 お 前 達 が 云う こと に 対し て 、 お 助 ビ 、 よ と つら | うう 
けが 求め られ る 慈悲 深き 御方 な り 」。 あの 2 イー 
E& ORE 
72:26. 12:34:; 20:8; 87:8. “7:90. 


1927 導 は 、 そ の 約束 の 成就 の た め 、 日 毎 、 時 間 毎 に 束縛 され て いる わけ で は な い 。 神 
は ある 預言 が 成就 され る べき 場合 と 時 を 最も よく 心得 て いる の で ある 。 

8 聖 預言 者 は 、 後 世に お いて 、 ゴ グ と マ ゴ グ の 形 で 世界 に 慕 延 する 悪 の 力 に 対し て 
諸 護 を 求め る と し て 、 当 節 に 包含 され た 祈 宰 を 捧げ る こと が 命じ られ た 。 ゴ グ と マ ゴ 
グ の 時 代 に 、 物質 的 な が 、 イ スラ ム に 対し て の 唯一 な る 危険 に は な ら ず 、 他 の 遥か 
に 大 き な 危 険 の 起源 を 構成 する 手段 も 存在 する で あろ うと いう こと が 聖書 に よっ て 
明瞭 で ある 。 聖 預言 者 は 当 節 に お いて 、 ユ ダ ヤ 人 に よる パレ スチ ナ の 地位 の 持続 期間 
は 、 最も 短く な り 、 そ し て それ は 合法 の 相続 人 た ち つ まり 、 ム スリ ム 達 に 帰る こと を 
祈願 する よう に 描か れ て いる 。 
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ーー まき 、 一 ーー 4 
二 十 三 草 
アル ・ ハ ッ ジ ュ Al-Haii (巡礼 ) 
一 部 メッ カカ 盛 示 、 Ce 

啓示 され た 日 と 震 景 

学術 的 な 見 解 に よれ ば 、 当 章 は 聖 預言 者 の 聖 避 前 ! 啓示 され た 部 分 と 
胃 選 後に 啓示 され た 部 分 ES この バビ グ は 8 章 す べ て が 聖 選 
前 に 啓示 され た も の だ と いう 見 解 で ある 。 前 章 で は 不信 者 達 は 、 真 実 を 拒絶 
し た た め 地 の 果て まで 天罰 が 続く で あろ うと 警告 され て いる 。 こ れ に 対し 聖 
預言 者 は 前 章 最終 飾 で 、 不 信者 達 の 根強く 敵意 に 満ち た 姿勢 に 関し て 天 六 が 
下る よう 祈願 せよ と 告げ ば られ て いる 。 そ し て 当 章 の 序盤 で は 聖 預 言 者 の この 
祈り に 対す る 神 か ら の 返答 が 見 受け られ る 。 こ れ が 前 章 と 現 章 の 簡潔 な 関連 
点 で ある 。 し か し その 他 に も 、 当 章 の 主題 と 前 に 啓示 され た 幾つ か の 章 の 主 
題 と の 間 に は 深く 広大 な 結び つき が 存在 する 。 マ ル ヤ ム 章 で 提起 され 、 タ ー 
ハー 章 と アル ・ ア ン ビ ヤー 章 で 詳し く 述 べら れ た 主題 が 、 当 章 ア ル ・ ハ ッ ジ 
ュ に き て は じ め て 完結 する の で ある 。 マ ル ヤ ム 章 で は いく つか の キリ スト 教 
の 戒律 が 効果 的 に 説明 反 朋 され て いる 。 な ぜ な ら こ の 反証 な し で は 聖 預言 者 
が 示し た 新しい 教え が 裏付け られ な いか ら で あ る 。 班 預言 者 は 全て の 人 類 に 
真新しい 教え と 規律 を 提示 し た 。 も し キリ スト 教 が 本 来 あ る べき 姿 の まま 存 
在 し 、 そ の 信仰 が 初期 の 純粋 さ で あっ た な ら ば 、 新 し い 信仰 の 到来 は 必要 な 
か っ た で あろ う 。 こ れ に より キリ スト 教 の 基盤 と な る 下 律 は 事実 無根 と いえ 
る 。 マ ル ヤ ム 章 で は イエ ス の 誕生 に 焦点 を 当て な が ら イ エス は 他 の 使者 より 
特別 秀 で て いる わけ で も な く 、 ま た 何かしら の 相違 が ある わけ で も な いこ と 
を 述べ て お り 、 タ ー ハ ー 章 で は 律 法 が 呪 わ れ た も の で ある と いう キリ スト 教 
の 借 条 が 否定 され て いる 。 ま た 、 ア ル ・ ア ン ビ ヤー 閣 で は 同じ 教義 が 異な っ 
た 形 で 扱わ れ て お り 、 原罪 の 教理 に 関し て も 受け 入れ が た い 見解 だ 、 と 明記 
され て いる 。 生 まれ な が ら に し て 俳 に 束縛 され 、 な お か つ そ の 運命 を 決定 付 
ける 自由 意志 が な い の で あれ ば 、 人 に 自ら の 罪 を 乗り 越え る 可能 性 が な いこ 
と は 明白 で ある 。 それ で は 神 が 使者 を 世に 送る 目的 は 果たさ れ な い 。 同様 に 、 
人 の 犯す 所 業 も 追求 の 対象 に は な ら な いと いえ る 。 も し イエ ス が 最高 の 地代 
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と を 宮 言 し 、 そ の 出現 を 新しい 戒律 を と も な っ て 果たし 、 キ リス ト 教 信仰 へ 
の 大 き な 挑 戦 と な っ た の で ある 。 
主題 

当 章 の 主題 は 大 きく 五 つ に 分 割 さ れ て いる 。 そ の うち 最初 の 部 分 で 不信 
者 達 は 聖 預言 者 の 宣言 を 拒絶 し た た め 、 天 罰 に より 威 陣 さ れ た 。 そ し て 聖 預 
言 者 の 宣言 は さら に 以下 の 五 つ の 仮説 に 基づい て いる 。 第 一 に 彼 の 教え は 人 
類 に と っ て 必要 不可 欠 で 真実 と 英知 を 基盤 と し て お り 、 そ の 確か な 真理 は 人 
に 有益 で ある こと 。 第 二 に 、 神 の 奇跡 は 聖 預言 者 の 理念 を 裏付け る た め に あ 


に 敵対 する も の は 退け られ る 。 第 三 に 、 聖 聞 言 者 は 格別 な 方 法 で 天 か ら の 思 
恵 を 授かっ た 。 第 四 に 、 彼 の 教え は 平和 と 調和 、 そ し て 誠意 を 世界 中 の 国々 
に も た ら す こと に な る 。 第 五 に 、 さ ま ざ ま な 虚偽 の 信仰 や 宗教 は イス ラム の 
発展 を 前 に 敗退 し て いく で あろ う 。 二 つ 目 の 部 分 で は 全て の 神 の 使者 は 敵視 
され 、 了 邪悪 な 人 々 は 彼 等 の 道 に 障壁 と な っ て 立ち は だ か る で あろ う が 神 は そ 
の 障壁 を 全て 取り 除き 、 最 終 的 に は 真実 が 勝利 する と いう こと 。 三 つ 目 に 、 

を 
残し 祈っ た その 神聖 な 目的 を 全う する 。 四 つ 目 に 、 聖 預言 者 は 長期 的 に 続く 
苦難 と 対立 を 非常 に 忍耐 強く 芋 抱 し 、 神 が 彼 等 の 敵意 に 対し 聖 預 言 者 に 自選 
防 術 の た め に 対戦 する 許し を 下す と き が 到来 し た 。 防 衛 戦 は 容認 で きる 範囲 
で は 許さ れる 。 む し ろ 真 実 の 大 義 を か けた 戦い は 賞賛 され 、 真 実 を 防衛 する 
た め に 戦う 者 は 神 か ら の 援助 も 得 ら れる の で ある 。 も し この 正当 防衛 が 許可 
され て いな か っ た の で あれ ば 、 人 の も っ と も 貴重 な 財産 と 言え る 信仰 お よび 
良心 の 自由 は 剥 稚 さ れ た こと に な る 。 そ し て し まい に は 神 を 崇め る 者 は いな 
く な り 、 地 上 に は 罪 と 悪行 が 墓 延 し て いく で あろ う 。 五 つ 目 に 、 神 か ら の 教 
え は 爽やか な 雨 の 如く 精神 的 に 病 し で し まっ た 世界 を 潤し 、 命 を 吹き 込む で 
あろ う 。 そ し て 、 き ぎっ と 成功 する で あろ う 。 新 し い 啓 示 は 過去 の 啓示 に 代わ 
っ て 降 さ れる と いう 循環 が 存在 する 。 つ まり 、 あ る 特定 の 教え が その 目的 を 
達し 、 寿命 を 終え を た ころ に 新しい 教え が 代わ っ て 出現 する と いう こと で ある 。 
当 章 は 天 か ら の 救済 が いつ か 聖なる 預 斉 者 に も た ら さ れる と いう 神 の 約束 に 
よっ て 、 幕 を 閉じ る 。 な ぜ な ら 、 彼 こそ が 約束 され た 導師 で あり 、 彼 に 追随 
する も の は 無 条件 で 彼 に 従順 で な けれ ば な ら な い 。 そ し て それ こそ が 勝利 と 
成功 へ の 道 を 開い て いく と いえ よう 。 
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二 二 二 章 上 佑 
ue め 。 YY 久 な 8 


re 


時 
アル ・ ハ ッ ジ ュ Al-Hajj G※% 礼 ) 
節 数 79、 一 部 メッ カ 啓 示 、 一 部 メデ ィ ナ 刻 示 


あま ね と 4 と # 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の Na 
必 な 深く 週 く 7 Os es 
御名 に お いて 。 


2. 人 々 よ 、 己 が 主 を 長 れ よ 。 げに ( 定 30 3 38 858 PG 
め ら れ た る ) 時 間 の 地震 !?29 は 恐ろし の 4 
に の うう 生き の し 9 


3 前進 が それ を 見 る あの 日 すべ Ls スス イッ ンー 

て の 喘 乳 する 者 は その 貴 乳 せしめ た Js の 
る も の を 忘れ 、 す べ て の 妊婦 は その 合 EEE 作る うこ くう 1 
妊 を 流さ ん 。 また 、 液 は 、 人 々 が 酔 え 
る が 如く な る を 見 ん 、 そ は 酔う に 非 ざ Tg i 55 


る の に GO 然 る に 、 ア ッ ラー の 懲 六 二 2 る コト ンタ イン MO の 具 ン ) ルス 
IEE 
は 厳格 な り 。 AGE DN 


9 RM 


1929 アッ サー ア (時 間 )、 又 は アル ・ キ ヤー マ は 、 三 つの 意味 で 使用 され て いる 。 ⑭) 
ee ッ サ ー ア トゥ ッッ スグ ラー)、(b) 国家 の 災難 (アッ サー 
アト ゥ ル ・ ヴ スタ ー) 、 (c) 最後 の 審判 の 日 (アッ サー アト ウゥ ウル ・ ク ブラ ー) 。 この 語 は 、 
聖 ク ルアー ン に 於 いて 、 最後 の 二 つ の 意味 に 使用 され て いる 。 前 後 の 関係 か ら こ こ で 
は 、 民族 の 土台 を ゆる が す 国 家 の 災 難 の 意味 に 使用 され て いる こと が 示さ れる 。 それ 
は 、 彼 等 の 政治 力 の 最後 の より どこ ろ で ある メッ カ が 陥落 し 、 そ の 政治 力 紅 つ 社 会 的 
人 AR 
。 も し く は 、 それ は 全 世 界 的 な 戦争 の 形 を と っ て 人 類 に 襲い か か る 恐ろし い 災 難 と 
後 た も た ら され る 間 眉 な 変 化 に 言及 し て いる か も 知れ な い 。 当 は 、2213 朗 と 
緒 に 読む と 、 最後 の 審判 の 時 間 と いう 言葉 は 、 聖 クル アー ン で は 通常 、 す べ て の 人 々 
に 襲い か か る 民放 の 不 議 の 意味 を 表す こと !【 Se 2 誠 で MHS 
1930 当 節 で は 前 節 で 示さ れ た 「( 定 め ら れ た る ) 時 間 の 地震 」 が いか に 厳し いも の で あ 
る か を 3 つの 比較 を 用 いて 表し て いる 。 母親 に と っ て 自分 ) の 乳 を 吸う 赤ん坊 ほど か わ 
いい も の は な い 。 それ だ け に 母親 が 乳 飲み 子 を 見 捨て る ほど の 恐ろし さと いう の が い 
MSN この 完 極 の 懲 ろ し さ が 、 あ まり 
に も 突然 に 容赦 な く 人 々 に 降り か か る た め に 、 乳 飲み 児 を 胸 に 抱い た 母 は その 子 を 捨 
て 、 妊婦 は その 荷 を 早産 し 、 02 に さ の お 泥酔 し て いる か の ご と く 、 自 分 
を 見 失い 、 伺 を し て いる の か わか ら な い 乱 心 状態 に な っ て し まう と 述べ られ て いる 
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十 若 
4.“ 面 し て 、 人 々 の 中 に は 、 知 識 も な 
し に 、 ア ッ ラ ー に つい て 論争 し 、 反 反逆 
者 な る 悪魔 に 従う 者 あり 。 

5. 彼 を 友 と する 者 あら ば 、 彼 は 
確か に その 者 を 迷わ せ 、 彼 を 業火 の 責 
普 へ 導 か ん こと は 彼 に と っ て 定め ら 
れ た り 。 

6. 梁 等 人 々 よ 、 も し お 前 達 が 復活 に 
つい て 疑う な ら ば 、 げ に 我 等 は お 前 達 
を 土 か ら 創 り 、 次 に 精液 か ら 、 次 に 吸 
いつ く 境 か ら 、 次 に 少し は 形 を な し た 
も の 、 ま た 少し も 形 を な さ ぬ 渡 血 か 
ら 創り た り 、 お 前 達 に (創造 の 秘密 を ) 
証明 せん が た め に 。< 曽 し て 、 わ れ ら 
は 、 己 が 欲す る も の を 定め た る 期間 ま 
で 子宮 の 中 に 留まら し め 、 従 っ て 我 等 
は 、 興 考 と し て お 前 達 を 出生 せしめ る 
な り 、 お 前 達 が 成年 に 達せ ん が た め 
に 。 され ど 、 お 前 達 の 中 に は 死な し お 
る 者 も あれ ば 、“ ま た お 前 達 の 中 、 知 
識 を 得 た る 後 何 も 知ら ぬ 者 の よう に な 
る ほど の 老い た る 年 齢 まで 戻ら せしめ 
られ る 者 も ある 。 ま た 、 液 は 枯 当 し た 
大 地 を 見 る な り 。* さ れ ば 、 われ ら が そ 
れ に 水 を 降ら せる や 、 そ は 活動 し 、 
膨張 みて 、 あ ら ゆ る 植物 の 美しい つが 
い を 萌え 出す な り 1932。. 
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ニ 十 二 章 
OTS 
: OR la は さる と le 4 
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EG EN IIE 


レン 
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13:L4: 22:9: 3E2E 40:70. 24:39, 120. 13:9; 35:12: 41:48, 167 1: 36:69. “16:66: 27:61: 30:49-51; 35:28: 45:6. 


93 これ は 、 サ タン と 親しく な り 、 そ れ に 従っ て し まっ た た め に 、 
RN RE MN 、 サ 


MNO ASH 


正しい 道 を 踏み は 


7 HG OR 


1932 人 間 の 創 ) 


造 と 肉体 的 成長 は 、 死 後 の 生 命 の 支持 に お ける 強い 証明 を 構成 する 。 そ 
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la 8 アル ・ ハ ッ ジ ュ AL-Hajj( 刀 礼 ) 十 七 合 
7. こ は 、 ア ッ ラー こそ 真理 に し て 、 S28 
* 彼 こそ は 死者 を 翌 ら し お る 。 ま た 第 op 
は 確か に すべ て の も の に 全能 に まし OE 
ます が 故 な り 。 

8. / ま た 、( 復 活 の ) 時 間 が 疑い の 余地 20612 し KsC32Y 負 SU615 
な く 必 ず 来 る べき な り 。 丁 し て また 、 人 RS 

確か に アッ ラー は 藻 中 の 者 を 蹴 ら せ ぐっ 89 の と 
9. “ 面 し て 、 人 々 の 中 に は 、 知識 も な AbN03OoE35A、y に て 25 
けれ ば 持 導 も な く 、 ま た 光明 な る 経 ”。。 』 .』 , 2 
典 も 持た ず し て 、 ア ッ ラ ー に つい て 論 OA YA うみ 
争 する 者 あり 933、 - 

10. (尊大 に ) そ の 脇 服 を る 向け る な り 、 に ks GG 
アッ ラー の 道 か ら ( 人 々 を ) 迷わ し めん 2 の 25RS80 3 
が た め に 。 彼 に は 、 現世 に 於 いて 山里 ある 1 2 48 ス つう うっ みせ JIG4 


し か 
り 。 責 し て 、 復活 の 日 に 於 いて は 、 我 の 
等 彼 に 業火 の 頁 苦 を 味わわ せん の Te 


92:74: 30:51; 35:10: 41:40; 42:10: 37:18. P15:86; 18:22: 20:16: 40:60: 45:33. “22:4. 


の 創造 は 、 洒 進 的 な 進展 、 或 る 段階 か ら 他 の 段階 へ の 成長 、 生命 の 無い 物質 か ら 種 子 
へ 、 次 いで 受精 され た 卵子 へ 、 次 いで 胎児 へ 、 次 いで 最後 に 完全 な 体形 の 人 間 の 誕生 
へ の 絶頂 に 達する 進化 の 過程 で ある 。 然し な が ら 、 こ の 進化 の 過程 は 、 人 間 の 誕生 で 
留まら な い 。 それ は 持続 する 。 生命 な き 物質 か ら 完 全 に 発達 し た 人 間 へ の 驚く べき 物 
理 的 成長 は 、 人 間 の 創造 主 及び 、 そ の 成長 過程 の これ 等 の すべ て の 段階 の 創造 者 は 、 
死ん だ 後 そ の 者 に 新しい 生命 を 与え る 力 を 持っ て いる こと の 反 肛 出 来 な い 証 拠 を 設 
立 す る 。 この 推理 は 又 、 人 間 の 創造 と 肉体 的 成長 の 進化 は 潤 進 的 な 成長 の 過程 で 或 る 
こと と 同様 に 、 そ の 精神 的 発達 の こと が ある 。 も う 一 つの 証明 が 自然 現象 か ら 採ら れ 
て いる 。 即ち 、 寒 々 と し た 不毛 の 大 地 が 、 そ こ に 雨 が 降る な ら ば 、 新しい 生命 に ゆす 
ぶら れる 。 この 現象 は 、 死 せる 不毛 の 大 地 に 新しい 生命 を 胎動 させ る 有力 の 主 な る 神 
が 、 人 間 が 死ん だ 後 、 新 し い 生 命 を 与え る 力 を 持つ と いう 終結 に 導く 。 

"ポイ ルム (知識 ) と は 、 理 知 的 な 論拠 や 証明 を 意味 し 、 フ ダー (Huda) と は 神 の 導 
き 、 そ し て 、 キ ター ブ ・ ム ニー ル と は 、 聖 典 の 証拠 と いう 意味 で ある 。 

72934 頁 実 を 拒む 人 々 に は 、 二 種類 の 凛 が 用 意 さ れ て いる 。 一 つ は 、 現 世に お ける 敗北 、 
挫折 、 そ し て も う 一 つ は 、 来 世に お ける 恥辱 、 不 名 准 で ある 。 現世 に お いて 罰 を 受け 
る 者 は 、 来 世に お いて も 確実 に 罰 を 受け る こと と な る 。 
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11.? こ は 液 の 手 が 先 に 送り し も の が i aT RC Tu Re を U) 


故 な り 。 耐 し て 、 ア ッ ラ ー は その 儀 等 、 
を 決し て 不正 に 扱う 者 に 非 ず 。 を OA 
二 項 


12. また 、 人 々 の 中 に は 、 不 熱心 に ア Su E 区 て ss 
ッ ラ ー に 仕え る 者 あり 1935。 さ れ ば  . re 
彼 、 補 軍 に 寿 ら ば 、 そ れ に 消 足 する O13 tpO に PPOA 
FE \ 役 に \ る くる ン 
な り 。 に も し 試練 が 彼 に 降り カ 3 上 E< こ 13 3 < る る AS 
か り た れ ば 、 彼 は その 顔 を 背け る な 
り 。 彼 は 現世 に 於 いて も 、 また 来世 に eh 2 る 
お いて も 失敗 せり 。 そ は 明白 な る 損失 a 
な り 。 OA OD)| 
13. < 彼 は 、 アッラー の 外 に 、 己 に 損 82 放 マ ビ 和 釣り お 、 り 418g5 
I OR お Fd ) 上 。 ュ ン シ 
も の に 祈る な り 。 これ こそ 、 深 鹿 な 巡 = や YsdidL3I な る 5 235Y 
衰 な り 。 
14. 彼 は 、 そ の 利 す る こと に 対し て 、 上 > コー3 イ イ RS 
その 害する 方 が より 近い 者 を 祈る な 


93:183: 8:52: 41:47. 770:21.22. 16:72; 10:107: 21:67; 25:56. 


* 


2 や アラ ブ 人 が 言う 、 フ ラー ヌン ・ ア ラー・ ハ ルフ ィ ン ・ ミ ン ・ ア ムリ ヒー、 即 ち 、 


その 人 は た め ら っ て いる よう な 状態 で ある 事柄 の 結果 を 注視 し 、 も し 喜ば せる も の を 
見 た な ら ば 、 そ れ に 振り 向く 、 も し 自分 を 喜ば せな いも の を 見 た な ら ば それ か ら 顔 を 
そお ける (Lane より )。 聖 クル アー ン で 使用 され た この 表現 に よっ て 示さ れ て いる の 
は 、 神 に 仕え て いな が ら 宗 教 心 が 薄く 、 戦 場 の 中 心から 外れ て いる よう に 、 気 持ち が 
ぐら ぐら し て いる 人 の こと で ある 。 戦っ て いて 勝ち そう だ と 確信 する と そこ に 居 す わ 
り 、 負 け そ うだ と 思う と 逃げ て し まう 人 の よう だ と た と えて いる 。 こ の 「 不 熱心 に ア 
ッ ラ ー に 仕え る 」 と いう 表現 は すぐ あと の 「 幸 運 に 至ら ば 、 そ れ に 満足 する な り 。 さ 
れ ど 、 も し 試練 が 彼 に 降り か か り た れ ば 、 彼 は その 顔 を 背け る な り 」 と いう 表現 で 説 
有明 され て いる 。 ま た この 表現 は 、 信仰 が 薄い 人 が いつ も 疑心 や 不安 感 を 抱い て いる 状 
態 に ある と いう OC 真 の 神 を 受け 入れ る こと で 物質 的 恩恵 に あず か 
る こと が で きる と 思っ て いる 時 に は 信者 と し て 行動 し 、 一 是 、 何らかの 試練 を 与え ら 
れる と くる り と 上 踊 を 返し て 信仰 を 捨て て し まう と いう 人 々 の こと で ある 。 
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り 8。 何 と 悪し き 保 護 者 に し て 、 何 OR RII 
と 悪し き 仲間 な り 。 
の 9 プー ラー ュ ン あ 4 る 6 
15. “げに アッ ラー は 、 信 仰 し 、 善行 Asg924 で し は よう 261 
を 積む 者 た ち を 、 そ の 下 に 河川 注 る る レン し 
楽園 に 入ら し めん 。 げ に アッ ラー は 己 eS つう うっ 5 と で と っ | 
が 欲す る こと を な し 給 う 。 SC EAI NY 
16. 現世 に 失い て も 来世 に 尿 い て も 、 GA a OE OE 
ッ ラ テー は 視 (使徒 ) を 助け ざる と 思 GE TG Tt NANT ゃ ン ィ MTL ン 
2 に | こと つう つぐ JS 3 ™ 
SD の に EN 3 Ce ca * 


A タン ー み 


之 (その 助け ) を 断ち 切っ て みる べし 。 さ 83 5 ふう Us 8 お) 
れ ま 、 己 の 計画 が 、 自分 を 怒ら し た る も 


の を 除去 し 得 た か を 見 る べし "55?。 oz 
17. 面 し て 、 か く の 如 くわ れ ら は 、 明 0 すこ 語り 4 3 Ns 
自 な 神 兆 と し て 之 を 降 し た り 。 また 、 MO 
アッ ラー が 、 ( 接 導 を ) 望む 者 を 導 か ん OQ いづ 


が た め に 。 
⑫:278: 4:176; 10:10: 13:30: 14:24. 


1936 人 台 り の 神 を あがめ る 信奉 者 た ち は 、 時 を 経 ず し て 明らか に 堕落 し て いき 、 自分 自 
身 の 尊厳 と 自信 を ひど く 害 し て し まう こと に な る 。 彼 等 は 自分 の 信仰 か ら 因 恵 を 受 
けた いと 望ん で いる が 、 そ の 信仰 が 偽り の 神 に 対す る も の で ある 限り 、 無 理 な 望み 
で ある 。 
この 表現 は 、 聖 預 言 者 に 対し て で きる 限り の 悪行 を し か ける 不信 者 に 挑み か ける 
も の で ある 。 つ まり 、 聖 預 営 者 は 常に 、 神 に 助け られ 、 今 後 も また 更に その 援助 を 受 
け 続 く で あろ うと いう こと を 不信 者 で ある お 前 達 が 妨げ る こと な ど で き る も の か 。 イ 
スラ ム が 着実 に 発展 し 続け る と いう こと は 神 よ り 定 め ら れ て いる 紛れ も な い 天 意 で あ 
り 、 な ん びと も 神 の 命 を 変え る こと は で き な い 。 イ スラ ム の めざまし い 発 展 を 目 に す 
る 不信 者 た ち は 自 ら を 恥じ 、 つら い 思 い に さ いな まれ る で あろ う が 、 死 よ り 他 に 彼 等 

を この つら さか ら 逃 れ さ せ て くれ る も の は な い 。 「 天 まで 途 を 求め て 」 の 「 天 」 と いう 
語 を 「 屋 根 」 あ る い は 「 天 井 」 と 解釈 する と 、 こ の 節 は 次 の よう な 意味 に と れる 。 そ 
の 場合 「 も し 、 聖 預 斉 者 に 敵対 する 不信 者 た ち が 、 彼 の 使命 が 果たさ れ て イス ラム が 
繁栄 し て いく の を 目 に し て 激しく 先 っ て いる の な ら 、 彼 を 天丼 に 縮 で つる し 、 そ の あ 
と で 繝 を 切っ て 見 よ 。 そ ん な 時 も 彼 は 必ず 神 に こよ り 助け られ る の だ 」 と いう 意 RS 
る 。 3:120 節 で も 、 不 信者 た ち は 次 の よう に 講 貴 され て いる 。「 己 の 慎 色 で 死 せ よ 。 

に アッ ラー は お 前 達 が 胸中 に 蔵 す も の を 熟知 し 給 う 」。 
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18. ば に 信じ た る 人 々 、 また ユダ ヤ 教 A ERE) 
徒 た る 者 、 且 つ サ ー ビ ア 教徒 や キ ょ 。 i SE 

リス ト 教 徒 や 排 火 教徒 、 並 びに 偶像 1S の CR ls 
崇拝 者 た ち は 、 復活 の 日 に 於 いて ュ ュ 321 る 5 SA マッ ン 0 ち 531 る | 
1999 アッ ラー は 必ず 彼 等 の 間 に 判 決 。 Rt * 


eK ダッ スー ラス る ピコ ン ン 845 
を 下す べし 。 ば に アッ ラー は 凡 て の こ Oh | 


と を 立証 し 給 う 。 

19. 汐見 ざり し か ? 誠に 諸 天 に ある こい 生生 委 ら 人 3 

も の 、 ま た 地 に ある も の 、 耳 つ 太 陽 、 「 。 

月 、 星 展 、 衣 山 、 樹木 、 高 獣 並び に 沢 っ 95o2 つ は この 3 

山 の 人間 が 、 “アッ ラー に こそ 服従 す < < EGR 、 人 に 。 
js 5 OCSJ 

る こと を や 4%%。 されど 、 そ の 懲 玉 が 科 5 


13:16: 16:49-50; 55:7. 


8 後 期 の アラ ビア の 文献 で は 、 こ の 語 は 北 ヨ ー ロ ッ パ の 人 々 を 意味 する た め に 使わ 
れ て いる (イス ラム 百科 事典 )。 

939 近 節 及び 、 2:63 節 と 5:70 館 は 、 キ リス ト 教 徒 、 ユ ダ ヤ 教 徒 や サー ビア 教徒 は 、 真 
の 信者 と 共に 等 し く 救 済 の 資格 が ある こと を 表明 し な い 。 聖 ク ルアー ン は その よう な 
如何 な る 信仰 も 支持 し な い 。 聖 クル アー ン に よれ ば 、 神 が 喜 ば れる 唯一 の 宗教 は 、 イ 
スラ ム で ある (3:20, 86 節 ) 。 当 節 は 、 す べ て の 異な っ た 宗教 の 真実 を 考査 する 基準 を 
制定 し 、 そ れ ら の 全て を 真実 で ある と みな し て いな い 。 含意 され た 基準 と は 、 す べ て 
の 宗教 の 内 、 真 実 で ある の は "判決 の 時 " 他 に 勝る で あろ うと いう こと で ある 。 又 、 当 
節 は 、 個 人 の 問 違っ た 信仰 は 現世 で 罰せ られ る べき で ある と いう 理屈 も 構成 し な い 。 
この 問題 は 最後 の 審判 で 決定 され る で あろ う 。 

1940 神 は 、 自然 界 の さま ざま な 法 を 定め られ た お 方 で あり 、 神 に より 創造 され た 森 羅 
万 象 の も の すべ て 、 生 物 で あれ 無生物 で あれ 、 そ の 法 に 従わ ね ば な ら な い 。 誰 一 人 、 
何一つ た り と も 法 に 従わ むず し て 存在 する こと は で き な い 。 すべ て の 秩序 を 定め て いる 
この 根本 的 な 法 に 加え 、 神 が 人 々 を 導く も の と し て 降 さ れ た 律 法 の 控 が 存在 する 。 人 
は この 法 、 つま り 探 に 従う こと も そ む く こと も で きる 。( こ の 点 が 上 記 の 法 と 異な る ) 
し か し 、 当 然 、 探 に 従わ な けれ ば 自 業 自得 で 、 そ の 報い を 受け 、 昔 し むこ と と な る 。 
当館 は 、 さ ら に 偶像 崇拝 者 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 自然 物 を 崇拝 、 信仰 の 対象 と し て 
いる こと が いか に お な し く 愚 か な こと で ある か を は っ きり 悟ら せる も の で ある 。 ここ 
で 述べ られ て いる よう に 、 万 物 は 、 皆 、 ま さ に その 存在 自体 を 神 に 依存 し て いる の で 
ある 。 すべ て は 神 が 、 万 物 、 万 民 の た め に 定め られ た 法 に 従っ て 存在 し 、 機 能 し て い 
る の で あり 、 一 時 た り と も 神 な くし て は 存在 すら し 得 な い の で ある 。 そ れ ゆ え に 、 神 
が 定め られ た 法 に 従う こと に より 初め て 存在 し 得る も の を 崇拝 の 対象 と する こと は 、 
愚か で 浅はか な こと な の で ある 。 
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ニキ ニニ 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ AL-Hajj( 巡 礼 ) 上 千 
に ン ン と テー Ra 
せら れ た る 者 も また 多く あり 。 面 し Se KS lS 


て 、 ア ツ ラー が 販 め 給 う 者 あら ば 、 
何人 も 彼 を 尊 散 し 得 ず 。 げ ば に アッ ラー 
は 己 の 欲す る こと を な し 給 う 。 


20. これ 等 両者 は "“、 そ の 主 に つい 

て 争い し 論争 者 た ちな り 。 され は ば 、 信 
仰 を 拒み し 者 ど も に は 業火 の 衣 が 折 
断 さ れ 、 その 頭上 に は “< 煮え 渡る 湯 が 
浴び せら れん 。 


21.〉 そ の 腹 中 の 物 も 、 皮 膚 も 溶かさ 
れん 。 
22. また 彼 
らん 。 
23.“ 役 等 は 、 苦 園 の あま り そ の 中 か 
ら 出 よう と する 度 に 、 その 中 に 戻さ れ 
ん 。 面 し て (云わ れん ) 、「4 流 等 業火 の 
貢 苦 を 味わえ ! 」 と 。 

三 項 
24. げに アッ ラー は 、 信じ て 普 行 を 筑 
お 人々 を 、 そ の 下 に 河川 流 る る 楽園 に 
入ら し めん 。? 役 等 は そこ で 、 黄 金 の 
NE EN まだ 


と 


ン イ 内 っ っ ンー ォ ィング ョ イン 8 ン 
a NLS Ek に 


bd 
と 0 
2 


世 GA oad 2 1 つっ 


SGL OL 
E23 ye 33G 


ラテ ve ブタ 2 學 の 
IIH OU 
OS 


ょ ぅ イ 6 アア み *? 。 う っ ん デ ググ s. 
O33 oadls 3 Ga es 
16 > イ ン 

OR oS 3 5 


グ w グ 


ンー 5 ラフ 25 タイ (テラ ョ レイ イイ ンジ ピ 
2 EE 911 21 CS 


3 ン 2* 3 や i 


4 


< つ は る 


Me oN ふう 区 
GE z 2 


ター シキ デー タッ ーー タタ (そる る そる 
SN Us 5 


644:49: 35:43: 56:43-54. Pdd:d6. 3:38; 32:21. 8:15; 34:43. “18:32; 35:34; 76:22. 6:13. 


れこ の 「 両 者 」 が 示し て いる の は 、 信 者 と 不信 : 


の こと で ある 。 


と いう 2 つ に 分 類 さ れ て いる 人 々 


1942「 ナ イル と ユー フラ テス は 天国 の に 2 の NO ある 」 と 聖 預 言 者 は 言っ た と 報告 され 


て いる (Muslim 7 


アル ・ ジ ャ ン ナ 章 よ り )。 聖 


8 預言 者 と その 弟子 達 は 、 来 世 の み な ら ず 
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25. 耐 し て 、 彼 等 は 純潔 な 言葉 に 導 0 の の 2 ンー a TG る 2 
か れ 、 護 美 し 泰 る べき 御方 の 道 に 導 。 ” 


か れん 。 A 
26. げに 信仰 を 拒否 し 、 ア ッ ラ ー の 道 よこ 5 の 3 多 る 3 58338 


且つ 、 我 等 が そこ に SSM 


メル ニン 5 同和 ン ン 3 か っ 1 は 
る すべ て の 人 々 の た め に 等 し く 設 け NR Ph 


た る “聖なる 礼 排 堂 か ら ( 人 々 を ) 妨 げ | a 
る 者 ども 、 並 びに そこ に 不正 に 歪曲 を 2 lc BU 
起こ さん と する 者 あら ば 、 わ れ ら は 必 4233 UE も 85 性 まそ 
ら ず 彼 に 痛ま し い 貴 苦 を 味わわ せん 。 r NT 
を OE 
四 項 ロ 


27. 耐 し て 、 われ ら が アブ ラ ハ ム の た Na こと SSS 
め に 聖 殿 や の 位置 を 定め (か く 去 

い ) た る や 94 時 (を 思い 起 せ )。「 何 者 CSU ks ちら 
も われ に 併せ 祀る な か れ 。 また 、 回 巡 


8:35; 16:89; 43:38: 48:26, 


この 世に 於 いて も 彼 等 が “楽園 "が 約束 され た こと を 知っ て いた 。 そ し て この 世に 於 け 
る “楽園 "と は 、 か つて の ペル シア の 王 や 東 ロ ー マ 皇 帝 が 文 配 し た 豊か に 、 そし て 肥え 
た 大 地 を 意味 する こと も 知っ て いた 。 後継 者 ウマ ル の 統治 の 時 代 に 、 ムスリム 達 は メ 
ソ ボ ポタ ミア と シリ ア の 二 つ の 戦場 で 戦っ た 。 そし て 何人 か の アラ ブ 族 長 達 が ウマ ル の 
前 に 出頭 し 、 自 ら の 牽 仕 を 申し 出 た 時 、 ウマ ル は 族長 た ち に 、 彼 等 が 、 二 つの 約束 の 
地 ( メ ソ ポ タ ミ ア と シリ ア ) の うち どちら へ 行き た が る か を 対 ね た 。 この 預言 は 、 ウ マ 
ル が スラ カ ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に 、 イラ ン の 王 が 国家 の 特別 な 儀式 に お いて 身 に 飾る 商 
金 の 腕輪 を 見 に つけ る こと を 求め た 時 、 事 実 上 に 履行 され た 。 
2 や カー バ 神 殿 は 聖 ク ルアー ン で さま ざま に 記載 され て いる 。 例 えば 、* わ が 聖 殿 " 
(2:126 と 22: 0 "聖なる 家 "(14:38) "聖なる モス ク "(2:151) 、* 聖 殿 "(2:128, 159: 3:98; 
8:36: 22:27) 、* 吉 の 聖 殿 "(②2:30. 34) 、 そし て * 幅 染 する 聖 殿 "(52:5) 。 これ 等 の すべ て の 
異な っ た 名 称 は 、 人 類 の 崇拝 の 偉大 な る 中 心 と し て カー バ の 高 員 さ を 指 摘 し て いる 
9484 当 節 か ら わ か る よう に 、 カ ー バ 神殿 は アブ ラ ハ ム の 時 代 よ り ず っ と 以前 に す で 
に 存在 し て いた の で ある 。 事実 、 カ ー バ は アダ ム に より 建設 され た 。 3:97 節 に ある よ 
うに 、 人 設 で あっ た 。 ア ブラ ハム の 時 代 ま で に 、 崩壊 し て し ま 
っ て いた が 、 神 の お 告げ に より アブ ラ ハ ム は 、 そ の 聖典 の 位置 を 知り 、 聖 聞 言 者 の 偉 
(フト と その 息子 の イス マエ ル が 、 カー バ 神 感 を 再建 し た 
の で ある 。 注 146 も 参照 せよ 。 
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a RSE EN 十 七 伏 


する 者 1944. 0 立 礼 する 者 、 並び @⑥ ぅ る | Gx 1 (< 
ルッ ef サダ ジュ ダ > 4 5 
NR FEE I 


隠 典 を 浄 め よ 1945_ 

28. 2 曽 し て 、 人 々 に 向っ て 巡礼 を 宣 YU て 5CJU US635 
言 せ よ 99 彼 等 は 液 の と と ろ へ 歩い 

て 米 る も あり 、 ま た それ ぞ れ 意 せ た る 5、 り 2CA25 Sd ES 


剛 蛇 に 乗っ て 、 谷 間 の 遼 巣 い 路 を 通っ て RR 
来る も あり 、 Ser CR 


29. < 彼 等 は 己 が た め の 利 益 を 見 947、 A PC A EA Ean 
また “定め られ た る 日 々 の 間 、 彼 が 


22:126.72:198: 3:98. 72:199: 5:3. 2.204. 


"244 当 節 は 、 当 章 の 中 心 と な る 巡礼 の 主題 に つい て の 導入 部 を 成 し て いる 。 聖なる モ 
スク (カー バ 神 殿 ) の まわ り を 回 巡 す る こと が 巡礼 の 一 番 の 重要 な 儀式 で ある 。 その た 
め 、 カ ー バ 神 暴 の 神 里 さ 、 尊 基 性 を 簡潔 に 述べ る こと は 、 メ ッ カ 巡礼 (ハッ ジュ ) の 主 
題 へ の ふさ わし い 導 入部 と な り 得る 。 

で 「 わ が 畔 殿 を 汐 め よ 」 と いう 語 は 、 命令 RN 


汚し て は な ら な い 、 A De Ne 
偶像 崇拝 の 館 と 化す る こと が あろ う が 、 そ れ ら は 結局 の と ころ 、 すべ て 一 掃 さ れる で 
あろ う 、 と いう も の で ある 。 


1946 巡礼 の 習慣 が 設け られ た の は アブ ラ ハ ム 預言 才 の 時 で あり 、「 人 々 に 向っ て 巡礼 
を 宣言 きせ ぜ よ 」 と いう 言葉 で 示さ れ た 。 巡礼 は 、 決し て 偶像 崇 枠 日 的 な も の で は な い 。 キ 
リス ト 教 の 著者 の 中 に は 、 偶像 崇拝 を 習慣 と し て いた アラ ブ 人 を 懐 沙 する た め に 聖 預 
言 者 が イス ラム に 組み 人 れ た も の だ と いう よう に 考え て いる 者 が いる が 、 それ は 明 ら 
か に 誤っ て いる 。 アブ ラ ハ ム 人 懐 柔 預 言 者 の 時 代 か ら 、 巡礼 は 休み な く 今 日 まで 続け ら 
れ て いる 。 遠隔 の 地 か ら お び た だ し い 数 の ムスリム が 毎年 メッ カカ 巡礼 の た め に 集まっ 
て き て いる と いう 事実 は この 預言 が 成就 され て いる と いう 反 ば く 不 可能 な 証 と な っ 
て いる 。 
7 巡礼 は ムスリム に 精神 的 な 幸福 を 過す る と は 別に 、 それ は 社会 的 に も 政治 的 に も 
偉大 な 重要 性 を 持っ て いる 。 それ は 、 色々 異な っ た 国々 か ら の ムスリム 達 を イス ラム 
の 強い 国際 的 な 友愛 に 結合 させ る 可能 性 も ちまた ある 。 年 に 一 度 、 世 界 の いた る 所 か ら 、 
ムスリム 達 は メッ カ で 出会い 、 国際 的 に 重要 な 事柄 の 見 解 を 交換 する こと が 出来 、 古 
い 接 触 を 一 新 し 、 新しい 接触 を 設立 する こと が 出来 る 。 彼 等 は 他 の 国々 の 信者 仲間 の 
ぎ ち 上 が る 色々 の 間 題 を 知り 、 互い の 体験 に よっ て 利益 を 得 、 そ し て 他 の 色々 の 方 法 
で 協力 し 合い 、 利益 を 増す 機会 を 持つ 。 メッカ は 神 に よっ て イス ラム の 中 心 と し て 規 
定 さ れ た 故に 、 巡礼 は 、 全 世界 の ムスリム た ちの た め 、 国際 連盟 の よう に 機能 する こ 
と が 出来 る 。 
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NE Sb EA C3 
物 に 対し て 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え a NR 
が た め に 。 され ば 、 0 PE 1 


食い 、 且 つ 困 鍛 し た る 貧者 に も 食べ さ 0 
} opal) 3 

せよ 。 FE I osb 

30. 然 る 後 、 彼 等 は 己 が ( 罪 の ) 汚 れ を EN At OL PR 4 


浄化 し 、 その 誓い を 全う し 、 面 し て こ 8 
の 古来 の 聖典 を 同 巡 する べし 」"%。 De ご りり = 
31. か く て ( 折 等 は 命じ た り )。 され 288 0 この る 2 i EN 
ば 、 ア ッ ラー の 神聖 な る も の を 尊重 す 。  。 
る “者 あら ば 、 そ は その 主 の 御 許 で 彼 Jel3 や う 3 9 2 
に 最善 な り 。 ら 面 し て 、 お 前 達 に は 家 。 ) イー ぅ Ci 0 ンプ § > て 
誠 が 合法 され た り 。 但 し お 前 視 に は す ウキ SE 355 


で に 告げ られ た も の は 別 な り 。 さ れ ば 1 SS て る 
けが うそ いつ わり < 9 NN つい の 9 の 
偶像 の 機 れ を 避け 、 また 中 偽 の 言葉 I 


を 避け よ 、 ON 


5:3. 55:2; 6:146. 


4 アル ・ バ イト ゥ ル ・ ア ティ ー ク と は 、 独 立 の 素晴らし く て 非常 に 古い 聖 殿 を 意味 
する (Lane より )。* 独 立 の "と いう 性 質 を 表す 形容 詞 は 、 敵 の 力 は 決し て それ を 征服 で 
き 得 な いこ と の 預 斉 を 暗示 する 。 そ れ は 常に 自由 に 存続 する で あろ う 。" 素 晴らし い " 
と いう 性 質 を 表す 形容 詞 は 、 カ ー バ 神殿 は 常に 世界 の 尊 人 芝 の 地位 を 占め る で あろ うと 
いう こと を 意味 し て いる 。 カー バ 神 殿 が 世界 に お ける 非常 に 古い 礼拝 の 聖典 で ある 事 
実は 、 聖 クル アー ン の 他 の 詩 節 で 確証 で きる (3:97)。 そ れ は 、 ア ブラ ハム が その 姜 ハ 
ガル と その 子 イ シュ マエ ル を 、 吹き さら し の 乾燥 し た メッ カ の 谷 の 不毛 の 地 に 連れ て 
来る ずっ と 以前 か ら 、 存 在 し て いた (14:38)。 ノ ア は カー バ 神 殿 の 巡回 を 行っ た と 信 
じ ら れ て いる (タバ リー、 イ スラ ム 百 科 事 典 か ら 引 用 )。 イス ラム に 敵対 する 批評 家 さ 
え 含 め て 、 保 守 的 な 歴史 家 た ちや 権威 送 は 、 カ ー バ 神殿 は 太古 か ら 神 聖 で あっ た と 見 
な し て いる 。 ディオ PA A RA 現在 ヒジ ャ ー ズ と し て 知ら れ て いる 地方 に 
つい て 書い て いる 。「 こ の 国 に 在 る 一 つの 寺院 は 、 す べ て の アラ ブ の 人 達 か ら 崇 散 さ 
れ て いて 、 近 隣 の 人 々 が あら ゆる 方 面 か ら 殺 到 し て いる 」。 ウ ィ リ アム ・ ミ ュ ア ー 卿 
は 、 アア SS MM AR RN ッ カ の 


Na アラ ビア の 全て の 昌 弁 か ら の 人 の 刀 礼 の 現場 と な っ て いる 。 その よう な 
広い 範囲 に わた る 区 意 は 、 非常 に 遠い 時 代 に 起源 と する (Muir, cii 買 よ り )。 カー バ 神 
司 は 、 最初 に アダ ム に よっ て 建立 され 、 ノ ア の 時 代 の 大 洪水 に よっ て 流さ れ 、 そ の 後 
アブ ラ ハ ム よっ て 、 その子 イシ ュ マ エル の 手助け の も と に 再建 され た よう に 思わ れる 。 
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32. アッ ラー に 帰依 服従 し 、 彼 と 併せ 633 < っ っ ラ ーッ 2 現有 
祀 ら ぎ ざり な が ら 。 面 し て アッ ラー と 併 し を っ し 六 
せ 奄 る 者 あら ば 、 彼 は 愉 も 天 よ り 落 下 中 < SR EAL * 
か す 
せ し 者 の 如 し 。 され ば 、 鳥 彼 を 扱 め 去 ja タッ お [ES 
o 2 っ 、 人 の 3 双 8 
る か 、 ま た 風 和 之 を さら っ て 人 造 か 彼方 へ in 8 22 
吹き 飛ば す な り や %。 Ode OS 


33. こ は ( 事 実 な り )。 され ば 、 誰 で あ LUS201 の ES 3 衝 、 つ 23 う 503 
れ “アッ ラー の 聖なる 神 兆 を 尊重 す 8 


る な ら ば 、 誠 に そ は 暴 散 な る 心 の 象 ORG 
微 な り RO 

5 前 達 に は 定め られ た 期限 まで 、 る ン す ュー イ る で 212 ント ラッ イ 
34. お 前 達 に は 定め られ た 期限 まで こ テ 3 と | 3 ala ss 2 


これ ら の (家畜 ) の 中 に 句 多 の 利益 9 
Por あり 、 妖 る 後 、? こ れ ら を 古来 の & GE 
聖 殿 ま で 至ら せる な り 。 - を 

五 項 


35. 面 し て われ ら は 各 共同 体 の た め 」 っ も 1 と スン レレ ンス 81 ) < 
うー) に つく じ に く S1 5J 5 
に 犠牲 の 儀礼 "2 を 定め た り 、 彼 等 が 


62:159. 09:197: 48:26. 


1949 人 は 、 最も 高中 な 神 の 創造 物 で ある 。 宇宙 、 全 世界 に 存在 する すべ て の も の 、 つ 
まり 太陽 、 月 、 星 、 地 球 、 大 洋 、 山 々 な ど は 皆 、 人 間 に 役 立つ よう 、 人 間 の た め に 存 
在 し て いる 。 人 間 は 、 神 の 属性 を 自ら に 反 喘 で きる ほど に 道徳 的 、 精神 的 に 向上 する 
こと と が で きる 。 も し 、 人 間 が 、 生 命 な きも の を 崇拝 の 対象 と し て し まう ほど 和 白 ら を 随 
落 さ せる な ら 、 卓 越し た 精神 の 高み か ら 、 一 気 に 道 徳 的 、 知 的 退廃 の 深み へ まっ さか 
さま に 沙 ち て し まう よう な も の で ある 。 

"や イス ラム 教 で 、 心 の 正 し さ や 清らか さ を 人 々 に 教え こむ た め に 定め られ て いる き ぎ 
まり や 恒例 の 儀 芝 が も つ 目 的 に つい て 、 当 節 で 述べ られ て いる 。 イス ラム の 儀式 や 礼 
振 の きま り は それ 自身 が "目的 "な の で は な く 、 正 し く 清 ら か な 心 を 鍛練 する た め の * 手 
段 " に すぎ な い 。 

2 メッカ に 生け 四 と し て 持ち 込ま れる 動物 は 、 献上 され る まで に 、 乗 っ た り 、 荷 を 
運搬 し た り 、 さ く 乳 し た りす る の に 用 いて も よい 。 その 他 に も いろ ん な 形 で 人 間 の た 
め に 役立て る こと が で きれ ば 、 控 げ る 前 に 利用 する こと が 許さ れ て いる 。 

292 ナ サ カ ・ リ ッ ラ ー ヒ と は 、 彼 は 犠牲 を 供し 、 神 の そば 近く を 獲得 する た め 、 自 発 
的 に 進ん で 尊 事 を な し た こと を 意味 する 。 従 っ て 、 マ ン サ ク と は 犠牲 の 儀式 、 又 は 、 
その よう な 儀式 が 行わ れる 場所 を 意味 する (Aqrab より )。 当 節 か ら 、 控 げ も の に 関 
し て の 主題 に 移る 。 そ れ は 、 ハ ッ ジ ュ (巡礼 ) と ジハード (奮闘 努力 ) と 並び 、 当 章 の 3 
つの 重要 な テー マ を 成 し て いる 。 当館 で は さら に 、 献上 が 定め られ て いる の は イス ラ 
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その 賜り た る 内 足 獣 の 上 に "アッ ラー 2 の 83 うに 0 し | 
の 御名 を 唱え ん が た め に 。 さ れ ぼ 、 
お 前 達 の 神 は 唯一 な る 神 な り "9。 45 ふっ 8) っ 所 の 5 TDI 


され ば 、 彼 に 帰依 し 寿 れ 。 布 し て 、 議 ED LU 
© に | ああ ダン (i | 
虎 な る 者 た ち に 吉報 を 与え よ 。 SUESA LA el 


36. < か か る 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー の こと る る し くに 
が 念 席 さ れる や 、 彼 等 の 心 は 異 怖 に 満 ON 
つ 。 また 、 彼 等 は 己 自 身 に 降り か か り 33 る 013 2 る し 21 EE こさ みる 5 
た る 災難 に 対し て 耐え 忍ぶ 者 、 礼 拝 を 間 の 0 失 PR の 
遵守 する 者 な り 。 耐 し て 、 わ れ ら が 彼  ⑤O 史 お を 9 うじ 。5 3 | 
等 に 授け し 滋養 物 の 中 か ら 施 す な り 。 

37. また 要 牧 の 史 著 は 、 わ れ ら は それ 4 ES っ JE くつ 5 
ら を お 前 達 に アッ ラー の 聖なる 神 兆 5 村 表 i 
た らし め 、 そ れ ら に は お 前 達 の た め に 0 し ため 57 っ) 


利益 あ り 。 され ば 、 並び 立て て それ 等 ン イ ラップ タ る ンプ の 々 る を る こし ン A 
の 上 に アッ ラー の 御名 を 唱え よ 。 謀 し 8 うそ yo lie 


て 、 そ れ 等 が 横 に 鱗 れ た る や 、 その 中 2) RL LBS 
5.5; 6:119. 75.74: 16:23; 37:5. (23:61. 


ム に 限っ た こと で は な い 、 と 述べ られ て いる 。 すべ て の 宗教 は 、 さ か の ぼれ ば 皆 同 じ 
神 に 端 を 発し て いる の で 、 こ の よう な 共通 部 分 を 有 し て いる の で ある 。 ま た 、 当 節 
で 示さ れ て いる よう に 、 も と も と 、 捧 げ 者 と し て 信者 に 申し つけ られ た の は 、' 動 物 " 
( 四 足 獣 ) な の で あり 、 人 間 を 生け 費 に する な ど と いう 残酷 な 行為 は 決し て 定め られ 
て は いな い 。 そ うい う 残 虐 行 為 は 、 後 に な っ て 改変 され て イス ラム 以外 の 宗教 で 勝 
手 に 行わ れ た も の で ある 。「 犠 牲 」 の 語源 と な っ て いる アラ ビア 語 の ナ サ カ に は 、 
いく つか の 意味 が ある こと か ら 、 真 の 献上 は 次 の 3 つ を 本 質 的 特質 と し て 有 し て い 
る と いえ る 。 (1) 自発 的 に 行わ れる も の で ある こと 。 2⑫) 純粋 な 動機 か ら 捧げ られ る 
も の で ある こと 。 3) 物質 的 周 前 か ら 、 捧 げ ら れる も の で は な いこ と 。 

3 当 節 は 、 2 重 に 重要 な 意味 を 持つ 。 (1) 宗教 に よっ て その 場所 や 時 は 大 きく 異な る 
も の の 、 す べ て の 宗教 に 共通 し て 捧げ も の を する と いう 儀式 が 存在 し て いる と いう こ 
と は 、 も と も と すべ て の 宗教 が 、 同 じ 神 か ら 端 を 発し て お り 、 ど の 国家 に お いて も 、 
実は 神 は 唯一 な の で ある と いう こと を 示し て いる 。 ⑫) 献上 の も つ 目 的 は 、 人 が 自分 
の 大 志 、 願望 、 す べ て の 考え や 理想 、 そ し て 命 も 誇り も 、 神 の た め に 捧げ る こと に よ 
り 、 神 の 唯一 性 を 公然 と 示す 、 と いう こと で ある 。 イ スラ ム に お いて 献上 の 概念 は 、 
他 の 宗教 に 見 られ る よう に 、 怒っ て いる 神 を な だ め る と か 、 自分 の 罪 の 償い と し て 行 
うと いう も の で は な く 、 自 分 の 有する すべ て を 神 に ゆだね る と いう 概念 な の で ある 。 
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ー 十 二 童 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHHaj( 巡 礼 ) 十 革 佑 
か ら 食 い 、 ま た 貧困 者 な が ら 満 足し た EC se 
る 者 や 、 哀 願 す る 者 5* に も 食わ し め 

よ 。 か く の 如 く 、 われ ら が それ 等 を お OO 
前 達 の た め に 従属 せしめ た り 、 お 前 達 

が 感謝 せん が た め に 。 

38. それ ら の 肉 並び に 、 それ ら の 血 は 3 YE 5 
決し て アッ ラー に 達せ ず 。 され ど 、 お 6 20 
前 達 の 曳 毅 は アッ ラー に 達する な り It3 ES 


1955_ か く の 如 く 、 そ れ ら を お 前 達 の a 2 
た め に 従属 せしめ た り 、 お 前 達 は アッ a RE 


ラー を 讃え ん が た め に 、 彼 が お 前 達 に OL と る ン ン 2 
授け し 持 壮 に 対し て 。 さ れ ば 、 普 和 AS 
を 積む 人 々 に 朗報 を 伝え よ 。 


39. げに アッ ラー は 信じ た る 人 々 を | 
守護 し 給 う 1988 。 げに ア ッ ラ ー は 軸 知 


1954 メッ カ に 生け 費 と し て 持ち 来 た れ た ラク ダ を 届 殺 し た の は 、 丁度 ラク ダ が 主人 の 
た め に 命 を 投げ 出す の と 同様 に 人 が 自分 の 創造 主 で あり 主 で ある 神 の た め に 自分 の 
命 を も 投げ うつ つも り で ある と いう 意志 を 、 象徴 し た の に すぎ な い 。 献上 の 究極 的 な 
目的 は 、 そ こ に あり 、 こ の 節 に 示さ れ て いる 他 の 目的 は 、 付 随 的 な も の で ある 。 巡礼 
者 は 、 動 物 が 必殺 され る 時 、 献 身 の 大 切 さ を 思い 、 心 に 刻 せ の で ある 。 ま た この 飯 で 
は 、 層 殺 され た 動物 の 肉 は 無駄 に し て は な ら ず 、 正しく 配分 され ね ば な ら な いと 述べ 
られ て いる 

158 癌 大 で は 、 献上 の 本 質 、 真 の 目的 に 光 を 照射 し て いる 。 神 が 喜ば れる の は 、 了 献上 
と いう 行為 の うわ べ で は な く 、 そ の 献上 を 行う 人 の 動機 や 献上 を する 時 の 心 の 中 味 な 
の で ある 。 情 殺さ れる 動物 の 肉 や 血 は 、 神 に は 直接 届か な い 。 し か し 、 献上 者 の 心 の 
内 は 神 に 受け と られ る の で ある 。 我々 に と っ て 身近 で 大 切な も の すべ て 、 それ を 献上 
oi 神 は その すべ て を お 受け と り に な る 。 物質 的 所 有 物 、 崇高 な 理 
想 、 誇 り 、 そ し て 命 そ の も の 。 実際 、 神 が 要求 し て いる の は 、 動 物 の 血 や 肉 で な く 、 
それ を 献じ る 人 の 心 な の で ある 。 し か し 、 重 要 な の は 心 で あり 、 外 部 か ら 見 る こと の 
で きる 献上 と いう 行為 で は な い の だ か ら と いっ て 、 献上 が 重要 で な いと いう 誤解 を し 
て は な ら な い 。 貞 上 の 行為 は 、 精神 と いう 本 質 で ある 中 味 を と りか こん で いる 殻 の よ 
うな も の で あり 、 献上 する 人 の 心 と いう 本 質 と 共に 殻 で ある 献上 の 行為 も 大 切な も の 
な の で ある 。 肉体 な くし て 精神 は 宿る こと が で き な い の と 同様 、 殻 な くし て 中 味 が 存 
在 す る こと は で き な い か ら で あ る 。 

89 当 節 か ら ジ ハー ド ( 礁 闘 努 力 ) に つい て 導入 され る 。 献上 に つい て 語ら ちら れ た の は こ 
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十 七 人 巻 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) ニ 寺 二 章 


め 
ら ず の 理 切 り 者 を 愛 で 給 わ ず 。 と ュ ネ イン (< て パー メイ 
を を 6 っ 放 の びく sy 

六 項 


40. 戦 を 仕掛 けら れ た る 人 々 に は 戦記 AB =S し 6 光 os0 の 3 
い が 許 可 さ れ た り 、 彼 等 が 不正 に 週 せ 


プッ Fr od 内 の 2 
られ た る が 故に *"""7。 さ れ ば 、 ア ッ ラ OS 2 il} 
ー は 確か に 彼 等 を 助け する こと に 全能 
に まし ます 。 


41. (つま り ) た だ 「 我 等 の 主 は アッ ラ 


AA Cs: ye イ 50| 
ー な り 」 988 と 云い し の み が 故 に 不当 まう Po ルー チコ Keg: 


の 非常 に 重要 な 主題 に 入る た め の 上 序奏 と し て まこ と に ふさ わし いこ と で ある 。 ま ず 、 
前 節 ま で で 、 ムスリム は 、 自衛 戦 を する こと を 許可 され る 前 に 献身 の 大 切 さ を 教え ら 
れ た 。 そ し て 今 、 当 節 で は イス ラム の ジハード と いう 概念 に 光 が あ て られ て いる 。 ジ 
ハー ド と いう の は 当 節 で 述べ られ て いる よう に 真実 を 守る た め の 戦 い の こ と で ある 。 
イス ラム は 自ら 攻撃 を し か け て は な ら な い 。 し か し 、 自 分 の 尊厳 、 国 家 、 信 仰 を 守る 
た めで あれ ば 、 美 筆 と され る 。 人 は 最も 高貴 な 神 の 創造 物 で ある 。 人 は 神 の 創造 の 頂 
点 に 位置 し 、 神 は すべ て を 人 の た め に 創 ら れ た 。 人 は 、 地 款 に お いて 神 の 代理 人 と し 
ON すべ て の 神 の 創造 物 に と っ て の 王 と され た (2:31) 。 これが 、 人 
は 宇宙 の 中 で 高き 所 に 存在 する と いう イス ラム の 概念 な の で ある 。 従っ て 、 人間 を そ 
の よう に 昧 高 に 尊 散 す る 宗教 は 、 人 間 の 生命 に 偉大 な 高潔 さと 重要 性 を 付け る べき こ 
と も 当然 で ある 。 聖 クル アー ン に よれ ば 、 何 より も 先ず 人 間 の 命 は 、 非 常に 尊 航 すべ 
き 犯 し が た いも の で ある 。 聖 ク ルアー ン が 明確 に 言及 し た 非常 に 珍し い 事情 を 除い て 、 
それ を 奪う こと は 、 神 に 対す 冒 潰 で ある (G33 17.34)。 同 様 に 、 イス ラム に 従え ば 、 

良心 の 自由 も 重要 で ある 。 そ れ が 人 間 の 最も 尊 散 すべ き 財 産 で や る 。 こと に よる と 命 
その も の より も 尊 散 すべ き で ある 。 人 間 の 命 、 つ まり その も っ と も 貴重 な 所 有 物 に 素 
晴らし い 尊 厳 を 付け る 聖 ク ルアー ン は 、 そ れ を 承認 する こと 、 且つ 宣 対 する こと を 怠 

ら な か っ た 。 そ し て この 一 番 大 切な 財産 を 守る た め に 、 ム スリ ム 達 は 、 武器 を 取る こ 
と が 許さ れ た 。 

1987 学者 た ちの 意見 が 一 致し て いる と ころ で は 、 当 節 が 啓示 され て 初め て 、 ム スリ ム 
は 自衛 の た め に 武器 を と る こと が 許さ れる よう に な っ た の だ と いう こと で ある 。 次 節 
に も 続い て いく が 、 武器 も 持た ず に メッ カ で の 迫害 に 耐え 、 自ら を 守る べく 戦っ て い 
< 一 握り の ムスリム に 武器 を と る こと が 許さ れ た 理由 も あわ せ て 述べ られ て いる 。 最 
初 の 理由 が 前 提 と し て あげ られ て いる の は 、 彼 等 が 不当 に 取り 扱わ れ て いた と いう こ 
と で ある 。 

9 叶 当 節 は 別 の 道理 を 述べ る 。 ム スリ ム 達 は 、 彼 等 の 家庭 や 家 か ら 、 公 正 か つ 正 当 な 
理由 な し に 追い 出さ れ た 。 彼 等 の 唯一 違反 は 、 唯一 な る 神 を 信じ た と いう こと で あ 
る 。 ム スリ ム 達 は メッ カ で 何 年 も の 間 、 迫 害さ れ 続け た 。 そ の 上 、 そ こ か ら 追 い 出 さ 
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二 二 二 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHajj( 巡 礼 ) 十 七 伏 


に も その 家 か ら 途 われ た る 人 々 。 9 症  k 選 5Y ヅ 0 8 
し て 、 も し アッ ラー が 人 々 の 一 部 を 他  。 - 
の 一 部 に よっ て 護 ら ざり し な ば 9 ーー よび 、 > を っ Su 
院 も 、 教 会 常 も 、 ユ ダ ヤ 教 常 も 、 ォ ー ゴ コン ョ 1 イー ンー < ゴン 
に と で 上 に アッ ラー の 名 な つう の ルル っ すう お ヶ っ 
許さ れる 99 礼拝 深 も 、 必ず や 打ち 壊 あっ 3 2 拓く | に Es る も 
され た り 。 され ば アッ ラー は 必ず や 、 0 
御 自分 に 手伝う 者 を 助け 給 う 。 げ に ア ⑤ タ っ と る 0491 2223 ら 2 
ッ ラ ー は 強大 に し て 、 威力 に まし ます 。 
42. か か る 人 々 は 、 も し われ ら が 彼 等 2 8 2 2 
を 地上 に 強固 た らし め る や 、 彼 等 は 礼 ププ 


振 を 遵守 し 、 責 捨 を な し 、 療 事 を 命じ 、 522723 の H 人 252 3 入 
9 9 
悪事 を 然 ず る な り 6。 面 し て 、 万 事 ee 


2.252, 047:8, 


れ た の で ある 。 し か も メデ ィ ナ へ 移住 し て さえ も 了 邪魔 を され た の で ある 。 カ ー バ 神殿 
の 守護 者 で ある 故に 、 クラ イシ ュ 族 の 大 き な 影 響 の も ちと に 、 イス ラム は メデ ィ ナ 周辺 
の アラ ブ 諸 部 族 に よる 連合 の 攻撃 で 、 完全 な 根絶 の 脅威 を 与え 続け られ た 。 メデ ィ ナ 
自体 は 、 量 と 切り で 妖 の 県 の よう な 状態 で あっ た 。 移住 に よっ て 、 その 困難 が 少 
言 者 は 対抗 さ 
の 自ら と 信 価 と 弄 預 を 皆殺し 
か ら 守 る た め 、 武 装 し な けれ ば な ら な か っ た 。 も し 人 々 に 、 戦 い の 正 当 な 理由 が ある 
と する な ら は ば 、 それ は 蛍 預 言 者 ムハンマド と 彼 に 従う 梨子 た ち で ある 。 そし て 、 イス 
ラム に 非 良心 的 な 批判 者 た ち は 、 信仰 を 押し つけ る た め の 侵 賠 戦争 を 遂行 する こと に 
よっ て 、 彼 を 告発 し た 。 

92 ムスリム が 武器 を 手 に し て も よい と いう 理由 を 述べ られ た 後 、 当 節 で イス ラム の 
戦い の 目的 が 述べ られ て いる 。 そ れ は 決し て 他人 の 家 や 所 有 物 を 奪う こと で は な い 。 
また 彼 等 の 国家 の 自由 を 奪い 、 他国 の 支配 下 に 服従 させ る と いう も の で も な い 。 また 
西洋 の 大 国 が し て いる よう に 、 そ の 国 を 新た な 市 場 と し て 利用 し 、 植民 地 化す る こと 
で も な い 。 そ れ は 、 自 衛 の た め に 、 UN そし て 良心 の 自 
由 と 思想 の 自由 を 確立 する た め に 戦わ れる も の な の で ある 。 また 、 他 の 宗教 に 層 す る 
礼拝 の 場 つ まり 、 教 会 常 や ユダ ヤ 教 常 や 寺 や 修道 院 な ど は 守ら れ な けれ ば な ら な い 
(2:194: 2:237: 8:40 及び 、8:73 節 )。 従 っ て 、 イ スラ ム の 戦い の 最も 重要 な 目的 は 、 信 
仰 と 礼拝 の 自由 を 確立 する こと で あり 、 国 や 自尊 心 や 自由 を 不当 な 攻撃 か ら 守 る こと 
に ある 。 こ れ に 優る 戦い の 理由 な ど 存 在 す る で あろ うか 。 
99 当 節 で 示さ れ て いる よう に 、 ム スリ ム は 武力 を 手 に し て も 、 そ れ を 利己 的 な 目的 
に 用 いる べき で は な いと され て いる 。 貧し い 人 々 や 踏み に じ ら れ て いる 人 々 の 状況 を 
改善 し た り 、 所 領 の 平和 と 安全 を 確立 し た り 、 礼拝 の 場 を 尊重 し 、 守 る た め に 用 いら 
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上 谷 
の 結末 は アッ ラー 


次 第 な り 。 


43.? され ど 、 も し 彼 等 は 流 を 嘘つき 
と みな す な ば 、 彼 等 以前 に も 、 ノア の 
民 も 、 アー ド 並 びに サム ー ド 族 も 、 路 
つき と みな し た り 。 

44. また ア ブラ ハム の 民 や 、 ロ ト の 民 
も また 鍛 り 。 

45. また マ ド ヤ ン の 住民 も 釣り 。 面 し 
て モー ゼ も また 嘘つき と みな され た 
り 。 され ば 、 われ は 不信 者 ども に 猫 予 
を 与え 、 然 る 後 、 我 は 彼 等 を 捕らえ た 
り 。 され ば 、 われ が 懲 前 は 如何 に な り 
し ゃ ! 

46. 2 面 し て 如何 に 多く の 序 を 、 わ れ 
ら は その 不義 を な せる 間 に そ れ ら を 
滅 ぎ せ し こ と か 。 そ は その 屋根 が 逆さ 
に 落ち 崩れ た り 。 また 、 如何 に 多く の 
見 捨て られ し 井戸 や 廃 距 と 化 せ し 頑 
丈 な 高楼 も また 然 り ! 

47. < され ば 彼 等 は 、 物 が わか る 心 や 財 
く 耳 を 持つ べく 、 地 上 を 遍歴 せ ざ り し 
か ? 面 し て 、 紅 な る は その 眼 に 非 ず 、 
胸中 に ある その 心 な り 1981。 


アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHajj( 巡 礼 ) 


EI LIE 55 うこ お 3 
2 228 に 40 3 
っ 4C82S38 で 83、 り 3 
324 3< 5 と 82 


3 21 イッ 9 の 


⑨ 了 うるる 22 タラ る 9 
ララ ンタ とも と シン ャ * < ご よう 1 5 
OO 


CN ER 
00 


と AP 


PIAS CES 


ls EE EE 


OS NG AI SI 
OR IO OED 
ST IIE し eo 

ECUE ICO だ さ く 


96:35: 33:26: 40:6: 4:10.77:5: 21:12; 28:59: 65:9-10. “12:110; 30:10: 35:45; 40:22; 47:11. 


れる べき で ある 。 


6 当 節 か ら 、 聖 クル アー ン の この 箇所 及び 他 の 箇所 で 述べ られ て いる 死人 、 
ろう あ 者 と いう の は 、 精 神 的 に 死ん で いる 人 、 見 えな い 人 、 聞 こえ な い 人 、 
こと は 明らか で ある 。 


人 人 の こと を 指し て いる と いう 
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盲人 、 
話せ な い 


十 二 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) 十 七 巻 


48.“ 面 し て 、 彼 等 は 衝 に 負 罰 を 急ぎ 、3 は 3613u 3 も そ 5 多 55 
求め る な り 、 ア ッ ラ ー は その 約束 を 決 ‘ 


し て 違わ ず に も か か わら ず 。 面 し て 、 ~ こ お 5 で っ Ce Ol A 2 | 
溢 の 主 の 御 許 に お ける 日 は お 前 達 の COIL 
期 定 する 千年 に も 相当 す "4. a 

49. また 、 如何 に 多く の 呂 を 、 わ れ は まう ER 3S 8 E35 


その 不義 を な し た る に も か か わら ず 、 。 と し っ 
獅 予 し た る か 。 妖 る 後 、 われ それ を 捕 \ Oe A 


えた り 。 され ば 、 帰す る と ころ は わが 


評 な り 。 
七 項 

50. 云え 、「 人 々 よ 、% ず げに 我 は お 前 達 5J I 3 I GL 

へ の 公然 た る 警告 者 な り 」 と 。 5 A It 
Oe の 

s1. され ば 、 信じ て 普 行 を 積み し 人 々 る こし SG 

あら ば 、“ 彼 等 に は 御 赦 し と 光栄 な る タッ EL Lt 

滋養 物 あ り 。 OS つう) 3 nA 


52. な れ ど 、 わ れ ら の 神 光 を 無 に す EU 2c 3 あっ 8 交 5 
る よう に 努力 せ し 者 ども あら ば 、 彼 等 。「 


こそ 業火 の 者 な り 。 @ ょ ろく りこ らら ( 
s3. 耐 し て 、 われ ら は 汐 以前 に 如何 な 0 ee RU 


る 使徒 や 預言 者 を 遣わ せ し 度 に 、 彼 価 _ 
か を 望み し 時 、 悪 磨 は その 要望 を 妨害 GO 知る BY 
せり 。 され ば アッ ラー は 、 悪魔 が 入れ 

726:205: 27:72, 29:54-S5: 37:177: 51:15. 96:1 16: 29:51: S1:51: 67:27.T8.75: 24:27: 34:S. 34:6, 39. 


9294 型 預言 者 は 次 の よう に 告げ た と 記さ れ て いる 。 今後 の 3 世紀 は 、 イ スラ ム の 最 
盛 期 で あり 、 そ の 後 、 誤 っ た 考え が 広まる た め に 、 暗 黒 時 代 に 入り 、 SN 
及ぶ で あろ う 。 こ の 長い 暗黒 時 代 は 一 日 に た と えら れ て いる (32:6) 。 こ の 時 代 に 、 

い 目 の 人 々 が 興隆 し 、 世 界 中 に 広がる で あろ う (20:103-104) 。 物質 的 中 と 政治 力 に 
うぬぼれ 、 横 柄 に な っ て いる これ ら の 青い 目 の 人 々 の こと が 、 聖 預言 者 へ の 挑戦 、 ム 
スリ ム の 人 々 へ の 試練 と し て 描か れ て いる が 、 約 束 の 時 が くれ ば 、 彼 等 は 倒さ れ イ ス 
ラム の 繁栄 が 到来 する で あろ う 。 
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十 七 人 巻 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) に 


ポポ 


込む せ も の を 無 に こす る な りつ 従っ る は > PC i re 
て アッ ラー は 選 が 神 兆 を 了 堅固 に す 。 - 


証し て アッ ラー は すべ て を 知り 、 四 特記 人 5 る る NE 
に まし ます 。 


き 1 と デ 


を 、 そ の 心 に 病 あ る 者 ども "、 並び 


"982 当 節 は 故意 に 誤訳 され 、 そ の 意味 は キリ スト 教徒 の 著述 家 た ちの 偏見 に よっ て 、 
わざ と ゆがめ られ た の で ある 。 彼 等 は 、 (2 ン ナ ジュ ム 意 の 

20 節 と 21 節 、「 さ れ ば 、 お 前 達 は ラー ト と ウッ ザー を 見 た りや ? また (その ) 外 に 第 
三 番目 の マナ ー ト を も ?」 を 朗 唱 し て いた 時 、 悪 魔 が 彼 の 口 に 次 の 言葉 を 差し 挟ん だ 。 
「 テ ィ ル カル ・ ガ ラー ニー クル ・ ウ ラー、 ワ イン ナ ・ シ ャ ファ ー ア タフ ン ナ ・ ラ トゥ 
ル タ ジ ャ ー」 即ち 、 こ れ 等 は 身分 の 高い 女神 た ち で ある 。 そ し て それ 等 の 執り 成 し は 

また 期待 され る 。 彼 等 は それ を 「 ム ハン マ ド の 失策 」 又は 、 彼 の 「 偶 像 崇拝 と の 受 協 」 
と 呼ぶ 。 聖 聞 言 者 は 決し て 偶像 崇拝 者 と 妥協 し な か っ た し 、 役 に よる 和 失 策 も な か っ た 。 
この 非難 は 、 願望 は 信仰 の も と と いう よう な こと で ある 。 これ 等 の 批判 痢 た ち は 常 に 
i RN 0 


べ て を 詳細 に 処理 する 。 こ こ で は 、 の の の > 師 に 従え ば 、53 
竜 は メッ カカ に 於 いて 、 使 徒 に 拝命 し た 5 年 目 に 啓示 され た 事実 に に っ て 信じ られ る 。 
し か る に 、 a 使徒 に 拝命 され た 13 年 目 に 、 メ ッ カ か 
ら 聖 預 斉 者 の 出発 の 前 夜 に 啓 玉 され た 、 と 今 は 言っ て お こう 。 神 が 8 年 も の 長い 年 月 、 
当 節 に 於 ける 挿話 に 言及 する こと を 待っ て いた と は 信じ が た い 。 更に この 話 は 、 す べ 
て の 博学 の 聖 ク ルアー ン 注 釈 者 達 に よっ て 、 全 くく 根拠 の な いも の と し て 償 朗 され た 。 
その 上 、 当 節 自体 そ を の よう な 見 え 透 いた 嘘 の 偽造 を 是認 する 言葉 が どこ に も な い 。 当 
節 の 意味 は 実に 明快 で ある 。 い つ で も 陸 預 言 者 が その 目的 を 達成 し よう と 望ん だ 時 、 
即ち 、 彼 が 神託 を 伝え よう と し 、 神 の 独 一 性 を 地上 に 確立 し よう と する 時 は 常に 、 悪 訂 
の よう な 人 々 は その 道 を あら ゆる 手段 で 妨げ 、 真実 の 進展 を 阻 店 し よう と する 。 それ 
等 の 人 達 は 、 彼 の 使命 が 失敗 する こと を 望ん で いる 。 然し な が ら 、 彼 等 は 神 の 計画 
挫折 させ る こと は 出来 な い 。 神 は これ 等 の 全て の 障害 物 を 取り 除き 、 神 託 を 普及 させ 
大 成功 させ る の で ある 。 これ ら の 節 は 一 般 的 な 意 味 で ある 。 そ れ が 、 独 占 的 に 聖 預 言 
者 を 適用 する 正当 な 理由 は な い 。 加え て 、 悪魔 に は 聖 クル ア ー ン の 啓示 の 純正 さ を 
げ る こと は 不可 能 で ある 。 神 は 、 そ れ を あら ゆる 王 渉 や 改 置 か ら 保護 する 責任 を 自 
ヨ 身 に 引き 受け た の で ある (15:10: 72:27-29)。 そ し て クリ スチ ャ ン の 学者 の 意見 で 
ら 、 聖 ク ル ア ー ン の この 主張 の 真実 を 確証 し て いる 
0 当館 で また 、 我 々 が 前 節 で 施し た 解釈 が 支持 され て いる 。 無知 な 注 息 者 が 当 節 に 


了 


ァ 


wh さ 宮 ma 
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二 二 二 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) 十 七 巻 


に その 心 が 頑 固 な 者 ども の た め に 試 RR et C3 © CR 
み と な さん が た め な り 。 面 し て 、 不義 人 2 
な る 者 ども は 本 当 に 深刻 な る 反抗 を ぐつ MO15 つる 6 っ 5 


抱く 。 2 と 


s5. また 、 知 識 を 賜り た る “者 が 、 こ 861 る 20 に 3 
は 液 の 主 よ り の 真理 な る こと を 知り 、 ッッ イブ ん ルイ レン ーッ ブン 3 を タン leg 
され ば 芝 を 信じ 、 そ の 心 が に 向かっ つら 254 と 3 る ja 多 ご うう 
て 議 違 らん が た め に 。 面 し て アッ ラー 421 
は 確か に 、 信 じ た る 人 々 を 正道 に 導き - 


給 う 御方 な り 。 @ ァ と ラ ルリ テラ 
56. 面 し て 、 不 信 せ し 者 ども は 、 定め お sa っ 83124% マ て 3 前 2Y5 
られ た 時 間 や 9 が 突如 と し て 彼 等 に 2 


せ に CN we “| の lt & ン 
斑 る か 、 寂 幸 の 日 の 貢 涯 が 彼 等 に 隆 っ 2312 ASL > 
りか か る まで は 、 そ れ に つい て 疑い あい 
を 抱き つつ あら ん "WW。 クー 


セコ ラ イン ンタ ブー ョ ント du ・ ショ ン イス 
57. で その 日 68、 王 権 は アッ ラー の ーー を っ 4 A 


13:20: 34:7: 35:32: 47:3: 56:96. 711:18. “25:27, 


加え た 根拠 の な い 話 は 取る に 足ら な い 。 当 節 が 意味 し て いる の は 、 不信 者 た ち が 聖 預 
言 者 の 使命 が 普及 し 果たさ れ て いこ うと する に 対し 、 あ り と あら ゆる 障害 を 設け て 妨 
げ よ うと し て いる 、 と いう こと で ある 。 彼 等 は 、「 そ の 心 に 病 あ る 者 」 が 誤っ た 方 向 
へ 導 か れ て 行く よう に 、 ある い は 、 イス ラム の 発展 が 遅 ら さ れる よう に 望ん で この よ 
うな 悪巧み を な す の で ある 。 し か し 神 は その よう な 障害 を すべ て 取り 除い て 下さ り 、 
真実 は 一 時 仮 そ め に 妨げ られ 勢い を そ が れる か の ご と く 見 えて も 、 か な ら ず や 発展 の 
途 を た どる の だ と 主張 され て いる 。 

や 「 定 め ら れ た 時 間 」 が 意味 する の は 、 イ スラ ム の 最後 の 勝利 の こと で ある 。 そ れ 
は また 同時 に 不信 者 の クラ イシ ュ 族 の 勢力 が つい に 完全 に 倒さ れる メッ カ 陥 落 を も 
言及 し て いる 。 メッ カ 陥 落 の 時 、 クラ イシ ュ 族 は ムスリム の 軍隊 が まさ に すぐ 近く へ 
攻め 入っ て くる まで 、 全 くそ れ に 気づい て いな か っ た の だ 。 

68 了 イム ラ ア トゥ ン ・ ア キー ムン と は 、 う まず め を 意味 する 。 ヤ ウム ン ・ ア キー ムン 
は 、 破壊 的 な 日 、 激戦 の 日 を 意味 する 。 多 く の 女 性 が その 息子 た ち を 戦い で 亡くし た 
た め に 、 ア キー ム に な る か ら そ う 言 われ て いる (Lane より )。 

999 当 節 は 一 般 的 な 意味 と 共に 、 特 に メッ カ 陥 落 に 言及 し て いる 。 そ の 日 、 神 の 大 権 
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上谷 
所 有 な り 。 彼 は 彼 等 の 問 を 裁き 給 わ 
ん 。 さ れ ば 、 “信じ て 善行 を 積み し 者 
は 、 至 福 の 園 に 入る べし 。 

s8. され ど 、? 不 信 し て 、 わ れ ら の 神 兆 
を 虚偽 と みな し た る 者 ども あら ば 、 彼 


等 に こそ 恥辱 た らし め る 懲 凡 あら ん 。 
八 項 
59.“ 面 し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け て 


A 
人 々 あら ば 7、 アッ ラー 必ず や 彼 等 
に 立派 な 滋養 物 を 賜 わ ら ん 。 され ば ア 
ッ ラ ー こ そ は 誠に 最善 な る 滋養 物 を 
賜 わ る 御方 な り 。 

60. 彼 は 必ず 彼 等 が 喜ぶ と ころ に 彼 
等 を 入ら し めん 。 げ に アッ ラー は すべ 
て を 知り 、 寛 容 に まし ます 。 

CI RE HG 


EEC RE 
が 反逆 され る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は 必 
ず 彼 を 助け 給 わ ん 9。 げに アッ ラー 
は 実に 芽 大 に し て 、 落 免 者 な り 。 


アル ・ ハ ッ ジ ュ Al-Hajj( 巡 礼 ) 


ニ 十 二 章 
CSCSE S| Fi 
EIS es 
3 be 


ず の イン っ TY 
8 へ led 


nr 


に 4 パ 


PP 
Eb 3 A 


8 
ン 


SEO 


1 


の 


プラ ae 


ORNS 


し イッ GAL 2 る 28 て 。 っ 才 
pe VES ge 
の っ 


に ア ンス に チコ 


nk る 


に 2 人 2 


者 づ ンズ 


i 負 


13:30: 14:24: 18:31: 30:16: 68:35; 78:32-37. 22:40: 7:37: 30:17: 57:20: 64:11; 78:22-27. “3:196: 8:75: 9:20-22: 16:42. 


は 、 ア ラビ ア に 樹立 され 、 偶 像 奈 拝 は その 根拠 地 か ら 去 り 、 
な か っ た 。 そ し て 、 神 の 審判 は 「 真 理 が 来 た れ り 、 虚 偽 は 消滅 せり 。 
17:82) 。 

し て いる すべ て の も の を 神 に 捧げ 、 神 の た め に 一 生 


する 定め な り 」 の 言葉 で 宮 言 され た 
997 自分 の 心 、 家 、 そ し て 大 切 に 


再び 復帰 する こと は で き 
げに 虚偽 は 消 江 


を 費やし 、 死ん で いっ た 者 は 、 神 の た め に 実際 に 戦っ て 命 を 落と し た 者 た ちと 同様 に 


分 類 さ れる に 価 す る 。 な ぜ な ら ば 、 
に 偉大 な も の で ある か ら で あ る 。 
て いっ た 価値 ある 人 た ち を 指 

9 当 節 は 2 重 に 重要 性 を 有する 。 
つ は 、 ム スリ ム が 究極 的 に は 勝利 を 


彼 等 の 神 へ の 献身 は 、 実際 の 絢 教 者 の 献身 と 同様 
ここ で の 「 死 ん だ 者 」 は 、 神 へ の 献身 に 一 生 を 捧げ 


ー つ は 、 ム スズ リム が 救 わ れる と いう 約束 、 も う 一 
お さめ 繁栄 する と いう 預言 が 含 落 さ れ て いる 


。 前 
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ーー 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ Al-HajjG$ 入 ) 十 七 登 
62. そ は ? ア ッ ラ ー が 、 夜 を 昼 の 中 に を | 8 凍る 2 i TO NE 
人 らし め 、 ま た 昼 を 夜 の 中 に 人 らし め i 
る が 故 な り "775。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は メー つや 
CS へ ここ 
わし 給 う 御方 な り 。 

63. そ は ? ア ッ ラ ー こ そ 真 理 に し て 、 面 〇 史 ぶ 95390 人 05 し そり) 
し て 彼 等 が アッ ラー 以外 に 祈る も の てこ 。 。 。 」 と お 
そ 偽り な る が 敗 な り 。 され ば 、 アッ ラ 人 4NIO5 BI 2 
ー こ そ ぞ 和 至高 者 に し て 、 偉 大 者 な り 。 AN 


64. 液 見 ざる か ?< ア ッ ラ ー が 天 か ら A EN 1 
水 を 降 し た る こと を 。 さ れ ば 大 地 が 緑  」。 た 
と な れ り "9。 ば に アッ ラー は 繊細 鋭 IOJ の の Y| こっ 3 


敏 に し て 、 す べ て を 知 蒸 し 給 う 。 0 


を 


SS LS NEC LN 


we 


イッ ーー 1 で 。 る 1 ンコ イン 
a 讃 美 に 値する 御方 な り 。 % OR Hh 


93:28: 31:30; 35:14; 57:7. P20:115; 23:117; 24:26. "22:6: 30:51, 35:28; 39:22; 45:6. の :256: 10:36; 31:27. 


者 の 意味 に お いて 、 on a うけ て き て いる こと が 明白 で あ 
り 、 被害 に 対し 報復 が 許さ れ て いる が 、 自 分 の 受け た 以上 に 相手 に 審 を 及ぼ し て は な 
ら な いと され て いる 。 NC け の 支配 下 に お さめ 
る で あろ う が 、 そ の 時 で も 受け た 以上 の 書 を 与え て は な ら ず 、 さ ら に 寛容 に も 、 神 が 
慈 三 と 落し と いう 美徳 を 備え て いら っ し ゃ る よう に 、 ムスリム が 敵 の 人 々 を 許し 、 講 
罪 し て あげ ば る こと が より 良い こと で ある と 告げ られ て いる 。 
や 。 当 節 に 於 ける ナハ ー ル ( 昼 ) は 、 力 と 繁栄 を 意味 する 。 そ し て ライ ル ( 夜 ) は 、 国 家 
衰 衰微 と 隊 落 を 統合 する 力 の 損失 を 意味 する 。 当 節 で は 、 前 和 侵 で ほ の め か さ れ て いる 
事実 が 比較 を 用 いて 示さ れ て いる 。 ムスリム が 砺 惨 な 状況 で 圧政 下 に ある 長い 期間 は 
「 夜 」 に た と えら れ 、 そ れ が 今や 終わり を 告げ 、 ム スリ ム の 栄光 の 日 々 で ある 「 昼 」 
が 訪れ よう と し て いる こと が 示さ れ て いる 
7279 当 節 は 不信 者 た ちの 注意 を 彼 等 の 目 の 前 で 展開 され る 自然 現象 に 向け よう と し 
て いる 。 お 前 達 に は 見 えな い の か ? 神 が 天 か ら 雨 を 降ら ちせ 、 荒涼 と し た 不毛 の 地 、 精 
神 的 に 死ん だ 状態 に ある アラ ブ の 土地 に 水 の 恵 み を 与え る の を 。 そし て 新しい 生命 が 
芽生 え 、 新緑 が あたり いっ ぱい に 広がる の を 。 そ し て 全 世 界 が 精神 的 に 目覚 め 、 イス 
ラム が 深く 根 を お ろ し て いく の を 。 以 上 の こと が 当 節 で 述べ られ て いる 。 


に の > 


了 
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十 七 傘 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHajj( 巡 礼 ) a pt) 
九 項 

66. 汐 は 見 ざり し か ?“ ア ッ ラ ー が 地 みう VI9B 33 人 る っ 人 0 信 3 

上 に ある すべ て の も の を お 前 達 の た 2 

め に 働か せしめ た る こと を 、 ま た アッ ー 2b.A3、 3、 タ 5 つ 二 5 


ラー の 命 に 依っ て 海上 を 走る 船 を も 。 EELS 

ERESO EI ES 
また 彼 は 、 天 を 己 が 許し な し に 地上 に ソー 0 
落ち な いよ うに 引き 止め 給 うな り 。 げ つう pL LY 


に アッ ラー は 人 間 に 哀 れ み 深 く ミ 茜 悲 の 
深く まし ます 。 アン 
67. / 商 し て 彼 こ そ 、 お 前 轄 に 生命 を 作 : 如 4 の と で し 人 タ 拓 る 3 
与え 、 然 る 後 お 前 達 を 死な し め 、 また に 

お 前 達 を 難 ら し むる な り "1。 まこ と III ちる 
に 、 人 間 と は 皿 知 ら ず な り 。 


68. われ ら は 各 共 同体 の た め に 犠牲 PD を 424 れ いじり 1 有 に 


の 儀礼 を 定め た れ ば "2、 彼 等 は それ 了 
に よっ て 犠牲 を ささ げ る な り 。 され ば 0! を . RTI ELSEYS 
第 等 は この 事 に つい て 没 に 決し て 論争 


nt 2 に シン イタ 陣 gw ン 
せ ざ る べし 。 面 し て 汐 、 己 が 主 に (人 々 の っ を 42 IIE ロ 


を ) 招 け 。 げに 液 は 正 し い 科 導 に あ り 。 
69. され ど 、 も し 彼 等 が 液 に 論争 を 起 
し な ば 、 云 え 、「 ア ッ ラ ー は お 前 達 が 


に 4 は EI 朋 PtE き EE 


な せる こと を 最も よく 知り 給 う 。 

70. “アッ ラー は 復活 の 日 に お いて 、 お 
前 達 が 異な り し こと に つい て 、 お 前 達 
の 間 に 判 決 を 下す べし 」。 


ぅ イ の 
し 3 2 る GS 2 


プー の 


A A 


rt 
HIS 2 4 ee 
4 プン 


16:15. 82:29; 16:7 30:41; 40:69. 2:114; 4:142. 


1 生 と 死 の 現象 は 同時 に 起こ る も の で ある 。 死 する た びに 新しい 生命 が 望ま れる 。 
バド ル の 戦い や ウフ ド の 戦い の 戦場 で 負 さ れ た ムスリム は 、 ア ラブ 全土 に 精神 的 復興 
を も た らし た の で ある 。 

NN NO 2 IS 
の こと か ら 、 イス ラム が あら ゆる 宗教 の 中 で 最も 早く に 、 人 々 の うち に 神 の 使者 が 降 
OE し た こと が 偉大 な 事実 で ある 
と わか る 。 
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二 十 二 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHajj( 巡 礼 ) 十 七 登 
71. 液 知ら ざる か ?9 ア ッ ラ ー が 天 と I、 3 る 0 1 


地 に ある 一 切 を 知り 給 う こと を 。 そ 
(すべ て ) 帳 溢 に 在り 。 げに 、 そ は 
アッ ラー に と り て 容易 な り 。 


72. ら 面 し て 彼 等 は アッ ラー 以外 に 、 
彼 が 如何 な る 権威 も 職 し た まわ ざり 
し も の 、 ま た 役 が その 如何 な る 知識 も 
有 せ ぬ も の を 崇敬 する な りや P73。 面 し 
て 、 不 義 者 ども に は 如何 な る 佑 助 者 も 
な か らん 。 
73. < 面 し て 、 われ ら の 明 際 な る 神 兆 
が 彼 ^ き に 読 可 され る や 、 液 は 不信 せ 
し 者 ども の 顔面 に 嫌がる 微 候 を 認め 
ん 。 彼 等 は 、 われ ら の 神 兆 を 語 え る 者 
に 向っ て 、 危 うく 攻撃 を 加え る と ころ 
な り 。 な ぷ え 、 「d 我 は お 前 達 に 、 こ れ よ 
り 更に 悪し きこ と を 告げ ば よう か ?( そ 
は ) 業 火 な り 。 ア ッ ラ ー は 不信 せ し 者 
ども に それ を 約束 せり 。 耐 し て ( そ は ) 
悪し き な る 帰 所 な り 」。 
十 項 

74. 人 々 よ 、 一 つの 豊 警 が 説明 され る な 
り 。 され ば 逐 を よく 聞け 。 % お 前 達 が 

アッ ラー 以外 に 祈る 者 ども は 決し て 


ER EO Ya CN 
Ki 

OIE 5332220353835 
ONCE 
Oa RY 


EE SS 
EN bss 
A dR Rg 


ゴン ン タル 


ET RE Gs 


ML キー i Pl |K う る 3 
と A ン ? を 
Oadl yy 


Eg ed GG 


EEO ES EI) 


20:8: 27:66: 49:17.77:72: 12:41; 53:24. "17:47: 23:67-68: 39:46. 15:61. “16:21. 


” ここ で は 偶像 崇拝 に 対し 3 つの 議論 が 提示 され て いる 。 
え そ れ を 認め て いる も の は どの 啓典 の 中 で も 一 見 出 され な い 、 


心 た 従え ば 、 偶像 崇 


※ 捧 に は 抵抗 を ホ す の が 当然 で あり 、 偶 像 崇拝 者 た ち は 偶像 宗 


(1) 偶像 崇拝 に 言 質 を 与 
(2) 人 間 の 埋 性 や 良 
* 捧 を 


支持 する 個人 的 経験 や 考察 に 基づく よう な まとも な 議論 を する こと が 全く で き な い 。 


(3) 偶像 崇拝 者 と 信者 が 反目 し あっ て いた 
に ネ * の 啓示 、 人 間 の 理性 、 
いと し て いる 。 


き 代 に 、 
勝利 を 定め た 歴史 上 の 評決 、 す べ て が 偶像 崇拝 は 正しく な 


信者 は 大 勝利 を 得 た 。 以 上 の よう 
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十 革 傘 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) 二 十 二 章 


螺 一 匹 で すら 創造 し 得 ず 、 た と え 彼 等 A a RE 2 
が その た め に みん な 一 緒 に な ろう と つ ウ Pn 

も 。 また 、 も し 目 が 彼 等 か ら 何 物 か を 2333 Y EN 
重い 去る や 、 役 等 は それ ( 黄 ) よ り 之 を の 
取り 戻す 能 わ ず 。 求め る 者 も 、 求め ら OT 4 
れる 者 も 、 無 力 な る か な 74。 

75.? 彼 等 は アッ ラー を その 真価 に 値 vir Gl e933> 
する 程 評価 せ ざ り し "7%。 げに アッ ラ 
ー は 強大 に し て 、 威 力 に まし ます 。 ⑨ っ と 


76. ア MA I 2 ピュ く 2 it 


ロ ンダ 。 レン 4 る 8 も i 

は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ な わし OI EN 
給 う 。 
77. ? 彼 は 彼 等 の 前 に ある も の も 、 ま 2 る じじ 
た 彼 等 の 後に ある も の も 知る な り 。 褒 
し て 、 万 事 は アッ ラー に 帰す る な り 。 OF Ne Fd 
78. 汐 等 信じ た る 者 よ 、< 御 藤代 を し 152 交 51 世 引前 : 
て 、 叩 頭 を し て 、 己 が 主 を 崇め まつ れ 。 PP 
また 、 普 行 を 積め 、 お 前 達成 功 せ ん が MN 

を Ma 
た め に 。 も て ンタ 1 26 


も と す 『3 
デー «< ドル PO うー ング 
79. 2 面 し て 、 ア ッ ラ ー の た め に "5、 2 els > 0 3133_se 5 
96:92: 39:68、 65.256: 27:66: 49:17. “3:44; 41:38; 96:20. 5.41. 


人 当 節 は 不信 者 た ち に 彼 等 が 完全 に 無力 で あり 、 決し て 彼 等 の 偽り の 神 に よっ て は 
救い は 得 ら れ な いと いう こと 、 そ し て 、 彼 等 が 偽り の 神 を 崇拝 し て いる こと は いか に 
愚か な こと で ある か を 明示 し て いる 。 
偶像 崇拝 者 が 、 木 や 石 で 作ら れ た 神 を 偶像 と し て 拝 ど ほど 自ら を 落と し め て し ま 
うと いう 事実 か ら 、 真 の 神 の 属性 に 関す る 彼 等 の 概念 の 貧困 さ が う か が われ る 。 事実 、 
多神教 徒 が の あれ これ 複数 の 神 を 拝ん だ り 、 偶像 崇拝 者 が 偶像 を 拝ん だ りす る の は 、 彼 
等 が 、 真 の 神 の 御 力 に 限り が あり その 属性 が 人 間 の も の の よう に 不 完全 だ と 考え て い 
その 概念 の 貧困 さ に 起因 し て いる 
1976 ジハード に は 、 一 種類 ある 。 Gd 自分 の 邪悪 な 欲望 と 性 導 に 反対 する ジハード 、 
そし て (⑪) 真理 の 英 に 対し て 戦う こと 。 そ れ は 自衛 の た め の 戦い も 含む 。 最 初 の ジ ハ 
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二 十 二 章 アル ・ ハ ッ ジ ュ ALHaii( 巡 礼 ) 十 七 倫 


その 限り を 尽く し て 奮闘 努力 せよ 。 彼 lg EN 

は お 前 達 を 選び た れ ど 、 宗 教 に 関し て 」 人 

は 、 お 前 達 に 如何 な る 娘 茜 も 課せ ざり Re i Es 

き 。 (これ こそ 、)2 お 前 達 の 父祖 アブ ーー シレ 

ラ ハ ム の 宗教 な り 。 彼 は 以前 に も 、 ま ds I 

た この (クル アー ン の ) 申 で も や 7 お "2 と 66 0S 2 

前 達 を ムスリム と 名 づけ た り P9774 2 

使徒 が お 前 達 の 守護 者 と な らん が た 1286 て は と 14382 和 3 

め に 、 そ し て お 前 達 が すべ て の 人 々 の 。。 レン) < 2 の 

守護 考 と な らん が た め に 。 され ば 、 礼 の グン 5 ゃ | 3 3 

拝 を 遵守 し 、 再 捨 を な し 、 アッ ラー に 、 22 る 8 つる ジ 光 2 世 し 
し っ か り と お 縄 り も う せ 。 彼 こそ は お 、 上 6 

前 達 の 守護 者 な り 。 な ん と 素晴らし き を OR 2 る 5 

守護 者 、 ま た な ん と 素晴らし き 援 助 者 

に まし ます か な ! 


92:136: 16:124. 72:144: 16:90. 


2 J OR ド 」 1 2 ド は 1 OE 


ー NN ド と る づけ を 。 

277 この ( 聖 クル アー ン の ) 中 で も 」 と いう 表現 は 、 量 に 、 耳 クル アー ン の 中 で 引用 
され て いる アブ ラ ハ ム の 祈り を ほのめかし て いる 。 即ち 、「 我 等 の 主 よ 、 我 等 両 名 を 
流 に 服従 帰依 せしめ 、 我 等 の 子 格 も 梁 に 服従 帰依 する 民 た らし め よ 」 (2:129) 。 
19774 彼 は 以前 た も 、 ま た この ( 聖 ク ルアー ン の ) 中 で も 、 お 前 達 を ん ムスリム と 名 づけ 
た り 」 と いう の は 、 イ ザヤ の 預言 に ふれ た 表現 で ある 『 そ し て あな た は 主 の 口 か ら 定 
め ら れる 新しい 名 を 持っ て 称え られ る 』( イ ザヤ 書 62:2 及び 、65:15 参照 ) 。 
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メッ カ 啓 示 
盛 示 され た 日 と 背景 
当 章 は 聖 預 言 者 が メデ ィ ナ に 移る 数 日 前 に 啓示 され た も の で ある と いう 
は 移住 直前 に 啓示 され た も の で ある 。 と は いえ 、 こ れ は メッ カ で 啓示 され た 
最後 の 章 で は な く 、 メ ッ カ で 啓示 され た 最後 の うち いく つか の 章 の 一 つと い 
えよ う 。 前 攻 の 終盤 で 信者 た ち は 、 神 に その 意識 を 集中 し 天命 に 従う よう に 
告げ られ て いる 。 こ れこ そ が 役 等 の 発展 と 緊 栄 の 秘訣 な の で ある 。 彼 等 は ま 
た 、 剣 で 戦う こと も 命じ られ て いる 。 イ スラ ム に 対し 剣 を 振り 上 げた 募 を 、 
同様 に 剣 で 撲滅 する た め に 。 そ し て 更に 、 聖 クル アー ン の 教え と と も に 神 の 
道 に か け て 蒼 闘 す る こと も 命じ られ た 。 も し 彼 等 が その と お り に 行動 する の 
で あれ ば 、 彼 等 は 神 か ら の 助け 、 成 功 、 そ し て 栄光 を 賜る こと を 条件 付き で 


約束 され る で あろ う 。 そ し て 神 は 、 挙 げ ら れ た 条件 を 満た す 信 者 た ちの 団体 
が 必ず 生ま れ 、 そ の 条件 を 満た す が 故 に 成功 する で あろ うと いう 確か な 保障 
を 与え た 。 従 っ て 、 或 る も の は 、 前 章 に 於 いて 、 そ の 存在 が 仮定 され た こと 
が 、 当 章 に 於 いて 現実 で ある と 断 埋 され て いる 。 

主題 


当 章 は 真 の 信者 た ち に 対し 、 彼 等 の 成功 と 隆盛 の 時 が 来 た と いう 喜び の 
知ら せ か ら 開 扉 さ れる 。 つ づい て 、 彼 等 が これ ら の 栄光 を 授け られ る に 値 す 
る その 特質 に つい て 大 ま か な 描 写 が ある 。 さ ら に この 記述 は 簡素 か つ 美 し く 
胎児 の 成長 過程 を 述べ 、 そ の 発達 段階 に 関し て 定義 むす る 。 そ れ は 一 滴 の 精子 
か ら 成 部 し た 大 人 の 段階 まで に 及ぶ 。 全 て の 物理 的 な 生 は 最終 的 に 死に 追随 
する も の で ある 。 全 て の 生 の 後に 死 と 復活 が 訪れ る よう に 精神 的 な 復興 が 存 
在 す る 国々 も いずれ は 堕落 と 崩壊 の 的 と な り 、 や が て は 別 の 国家 の 支配 下 に 
な る で あろ う 。 実際 、 精 神 と 物質 は 非常 に 似通っ て いる 。 両 方 が 発達 の 七 つ 
の 段階 を 超え た と ころ に 在 る 。 世 界 に 送ら れる 全て の も の に 、 限 界 が 決定 さ 
れ て お り 、 そ し て すべ て の も の が 限定 され た と きま で 人 存在 し 保護 され る 。 そ 
し て その 時 間 が 全う され れ ば 物質 は 朽ち 、 庫 退 し て いく 。 聖 クル アー ン 以 前 
に 召さ れ た 神 の 教え は 役割 を 終え た 後 、 そ の 機能 を 失っ て いく の で ある 。 し 
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か し この 事実 は 天 か ら の 教え が 完全 に 消滅 する と いう 意味 で は な い 。 聖 クル 
アー ン だ けが いつ の 時 代 に も 人 類 に 生 の 実 を 与え 続け 、 そ の 活力 を 永久 に 継 
続 す る の で ある 。 続 いて 当 章 は 、 人 間 が 身体 的 な 滋養 と し て 必要 と する 神 か 
ら の 賜物 に つい て 詳 述 し て いる 。 人 間 の 身体 的 欲求 を これ ほど まで に 満た す 
に も か か わら ず 、 神 は 人 の 精神 的 要求 を それ 以上 に 供給 する と いう 道徳 的 な 
教訓 が 与え られ る 。 次 に 確固 た る 精神 的 精進 の 前 提 条 件 と な る の が 唯一 神 の 
信仰 で ある 。 そ れこ そ が 人 類 が 誕生 し た と きか ら 神 の 使徒 た ち が 伝 道 し て き 
た 教え な の で ある 。 ノ ア は 神 の 独 一 性 を 説き 、 伝 道 し た 。 彼 の 死後 、 神 に 拝 
命 さ れ た 使徒 た ちの ギャ ラク シー が ある 。 彼 等 は 皆 神 は 唯一 で ある と いう こ 
と を 教え 、 彼 等 の 後に 送ら れ て きた 預言 者 た ち も そ の こと を 同じ よう に 強調 
し た 。 悪 に 身 を 売る 者 達 は 常に 彼 等 に 反対 し 、 彼 等 を 迫害 し た 。 真 実 と 偽り 
と の 闘争 の 結果 は 相変わらず 、 信 者 が 勝利 を 向かえ 、 神 の 預言 者 た ち を 拒ん 
だ 不信 者 た ち は 敗 北 し 、 屈 辱 に 苦し むこ と と な っ た 。 神 の 正義 ある 奉仕 者 は 
その 主 を 恐れ 、 彼 の 示す 印 を 受け 入れ 、 そ し て 神 の 唯一 性 に 確固 た る 信念 を 
貫き な が ら 、 彼 等 の 力 あ る 限り 優れ た 行い を する 。 そ れ に も か か わら ず 、 彼 

表 、 善 行 の た め 互い に 
競い 合い 親 進 する の で ある 。 そ の 後 不信 者 た ち は 、 も し 彼 等 が 大 か ら の 教訓 
の 拒絶 を 主張 し 通す の で あれ ば 彼 等 は せ られ る と 警告 され て いる 。 し か し 
彼 等 は 自分 た ちの 悪行 か ら 手 を 引く こと は な いで あろ う 。 彼 等 は 、 彼 等 が 天 
玉 を 前 に 改心 の 機会 を 願う と きま で 、 その 悪事 に 消 し 続け る ば か り で ある 。 
し か し 時 すでに 遅し 、 彼 等 は その 苦痛 と 前 に 気づか され る で あろ う 。 た と え 
それ が 短 時 間 の も の で あっ て も 、 彼 等 の 気楽 で 快適 な 全 人 生 が それ を 強く 抑 
制 し 、 い っ そう 山 辱 に 満ち た も の に する の で ある 。 当 章 は 、 人 間 は 何 の 意図 
も な く 創 造 さ れ た わけ で は な いと いう 崇高 か つ 卓 越 さ れ た 真実 を 述べ 、 幕 を 
閉じ る 。 人 の 一 生 は 気 高 い 目 的 を 持っ て いる の で ある 。 人 は 神 の 法 や 神 の 使 
途 の 真実 性 に 疑念 を 抱き 論争 すべ き で は な い 。 そ し て 人 は その 行い の 全て を 
その 主 の 面前 で 精算 し な けれ ば な ら な い 。 
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三 普 


アル ・ ム ウミ ヌー ン Al-Mu’'minun (信者 た ち ) 
人 節 数 119、 メ ッ カ 札 示 


ト ハ 全 


あま ね の 4 
1. “慈悲 深 6 恵 ) 局 rt ラー の ? 。 W は #2 uu LM み 
1 深く み 席 く ア ッ ラ Oa rer 
御名 に お いて 。 


2. げに 信者 た ち は 成 功 し た り 78_ 


Ew 
〇 ン 
て ハ 

P】 
すん 
\ 
ny 
\ 
ー タ テッ 

(の 
ーー 
6 vb 

3 


3. その 礼拝 に お いて 議 る や? 者 た @⑤9 計 2 の 62843 
ち 、 
4 また 、? 成 し いこ と を 避け る 者 た ち お 92 る 2 2 和 0 ら も る で 3 削 5 


1980 
w 


な テー テ ニー ゴ 1 0 2 
s. また 、< 彼 等 は 喜 捨 を 行う 者 た ち To GE 


1981 “> 導 
6. また 、4 そ の 貞 節 を 守る 者 た ち 、 RE I 


Uj:1. b25:73, 05:56; 9:71.770:30-. 


1978 近 飾 で は 、 高 い 精神 力 を 備え た 信者 に つい て 述べ られ て お り 、 そ の 特質 は 次 の 諸 
節 に 書か れ て ある 。 この よう な 信者 た ち は ナ ジャ ー (救い ) の みな ら ず 、 ファラー ( 成 
功 ) を 得る で あろ う が 、 そ れ は ファ ラー (成功 ) を 得る こと が ナジ ャ ー (救い ) を 得 
る こと より も 遥か に 高い 精神 過程 の も の だ か ら で あ る 。 

1979 人生 で 成功 を 治め 、 人 間 を 創り 賜 う た 神 の 崇高 な 御 意志 を 成就 し た いと 願う な ら 、 
信者 は まず 様々 な 条件 を 満た さ な け れ ば な ら ず 、 そ れ に つい て の 記述 が 当館 より 始ま 
る 。 この 条件 と は 、 幾重 に も 重なる 人 間 の 精神 的 発達 段階 の こと で あろ う 。 人 間 の 魂 
の この 旅 に お ける 第 一 段階 や マイ ル 標 石 と な る の は 、 信 者 が 完全 に 謙虚 な 気持 ち で 、 
神 の 威厳 に 威圧 され 且つ 、 悔 い 改 め る 心 と 卑 し め た 魂 を 以 て 、 神 の 許 へ 返る こと で 
ある 。 
7 第 二 に 、 全 て の 無駄 な 言葉 、 思 考 、 行 動 を 慣 ま な けれ ば な ら な い 。 人 生 は 厳し い 
も の で あり 、 信者 は 上 記 の 教え を 守ら ね ば な ら な い 。 常に 人 生 を 有意 義 に 過 し 、 無用 
な こと を 避け ね ば な ら な い の で ある 。 

"91 喜 捨 の 目的 は 、 普 し み を 取り 除き 、 あ る い は 社会 の 貧民 層 を 救い 上 げ る の みな ら 
ず 、 金銭 と 物質 を 貯え 、 そ れ を 盛ん に 循環 させ る こと で 、 健全 な 経済 調整 を は か る も 
の で ある 。 
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7. < 但し 、 そ の 妻たち 、 或いは その 右 12 レル 5 中 、 と ざ ! 
が 所 有する も の 2 は 除く 。 され i っ パン タッ な a < っ ォ ブ ン s イ 
ば 、 彼 等 は 非難 され ざる な り 。 OO RE 
8. ? な れ ど 、 こ れ ら を 超え て 求め る 者 OO ES 


あら ば 、 そ れ ら の 者 ども こそ 短 を 超え 1 
る な り 。 ok で ti 


9.“ ま た 、 ロ が 信託 や 約束 を 遵守 する ふぁ A6 と 3 cay RC 
者 た ち 


を だ: 全 」 


or 
3 
10. 4 また 、 そ の 礼拝 を 厳守 する 者 た ち その 9 所 6 り 5 
1982 ざ OI9 EIC A so a ES 


12. (つま り )“ 楽 園 を 継ぐ 者 な り 9 Ci 2 る 0 6 
彼 等 は そこ に 永久 に 住ま ん 。 の Se 
@9 3 は 


13. 耐 し て 、/ わ れ ら は 確か に 人 間 を 3) 2 マル AGYIE 記 53 
泥 の 精髄 か ら 創れ り や 84。 eb 


レス 


70:31. 770:32.70:33. 96:93: 70:35. 18:108: 70:36.732:8-9、 


BA 561 を 参照 


983 当 節 で は 、 信 者 の 精神 的 に 最も 成長 し た 状態 に つい て 述べ られ て いる 。 神 の 記憶 
は 信 着 に と り 第 二 の 天性 と な り 、 我が身 の 一 部 と 化し 、 魂 の 救い と な る 。 こ の 段階 に 
至れ ば 、 億 者 は 集団 へ の 帰属 心 が 強 まり 、 個 より 地域 ・ 国 家 の 利 益 を 重んじ る た め 集 
団 で の 礼拝 を 特に 心掛け る よう に な る 。 
1983 前 館 に 述べ た 信者 達 は あら ゆる 徳 を 身 に 付け 、 野 に ある 物 全 て を 備え た 楽園 に 住 
むように な る 。 死 を 望め ば 、 む し ろ 神 より 永遠 の 命 を 賜わり 、 望 み は 全 て か な えら れ 
る で あろ う (50:36)。 

4 当 意 の 最初 の 十 節 に お ける 人 間 の 精神 的 発展 の さま ざま な 段階 を 言及 し た 後 、 聖 
クル アー ン は 、 当 節 及び 、 次 の いく つか の 節 に よっ て 、 人 間 の 物理 的 発達 の いろ いろ 
な 段階 を 記述 し 続け る 。 そし て それ ら に 従っ て 、 そ の 物質 的 誕生 や 成長 と 精神 的 な 誕 
生 や 成 長 の 間 の 驚く べき 類似 を 描写 する 。 生物 学 上 の 専門 的 事項 を 無視 し て 、 当 節 は 
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アル ・ ム ウミ ヌー ン AL-Mu'minan( 信 者 た 


ち ) 二 十 三 章 


14. 次 いで “われ ら は 彼 を 精液 と し て 
安全 な 留まる 所 に お さめ た り 。 

15. 次 いで われ ら は 、 その 精液 を 吸い 
Mb 0 0 

擬 血 0 に 創り 、 その 党 血 を 骨 に 創り 、 

に て 我 等 は 、 その 骨 に 肉 を ま と わ せ 
た り 。 燃 る 後に われ ら は それ を 新た な 
創造 体 と し て 生育 せしめ た り 95 、 さ 
れ ば 、 最 も 優れ た 創造 者 な る アッ ラー 
こそ 祝福 の 主 な り 。 
16. 次 いで 、?% お 前 達 
ぬ な り 8 
17.“ 然 る 後 、 復 活 の 日 に お いて 、 お 
前 達 は 必ず 難 ら し め ら る "9W7。 

18.? 面 し て 、 わ れ ら は 確か に お 前 達 
の 上 に 七 つ の 方 途 を 創れ り 88。 さ れ 


半 は その 後 必 ず 死 


ASSJ23 3235 に > 5 
つや 2 3 、 


GE も (Si i 
SC PR pr ed 


TO ER 

II ee ut アラ グ 3% 4 

OO ERS 
レダ る 5 に っ うり ジ を CS CE 33 


22:6. 139:31, 739:32. 778:13. 


明確 に 分 か り 易 い 言 
定 し て いる こと さえ も 気がつい て いな い 。 


言語 で 描写 し て いる 。 生物 学 は 、 
「 われ ら は 確か に 人 間 を 泥 の 精英 か ら 創 れ 


亜 ク ルアー ン の 叙述 を 間接 的 に 否 


せい ずい 


り 」 と いう 斉 葉 は 、 人 間 は 泥 の 状態 に ある 最も 初め の 段階 か ら 人 間 の 創造 
及 し て いる 。 そし て 地球 の 生活 機能 の な い 要 素 が 人 間 が 食べ る 食物 の 経由 で 、 変更 


不思議 な 過程 に よっ て 、 


生命 の 芽生 え に 改 造 さ れ た 。「 従 っ て 我 等 


は 、 0 


ま と わ せ た り 」 (23:15) と いう 段階 で 、 


胎児 の 物理 的 成長 は 完成 され る 。 


LN 和 体 と し て 生育 せしめ た り 」 と いう 神 の 語 
、 魂 は 外 か ら 人 間 の 体 の 中 に 輸 和信 され た も の で な いこ と を 表わす 。 し か し 、 子 1 


Es と 共に 、 体 内 で 発育 


すさ せる 。 最 初 は 、 肉 体 と 独立 し た 存在 で a 


し か し 、 肉 体 が その 子宮 内 で 変化 発達 する 過程 に よっ て 、 肉 体 か ら 繊 細 な 要素 を 蒸留 


し 造ら れる も の が 魂 と 呼ば れる 。 


魂 と 肉体 の 間 の 関係 が 完全 に 調整 され る と すぐ に 、 


心 は 機能 し 始め る 。 その 時 魂 は 、 こ れ か ら は 殻 の よう に 役に立つ 肉体 か ら 離 れ 、 紛 れ 
も な い 存 在 を 持つ (解説 の 特大 版 1787-1790 頁 も 参照)。 


1986 人 は 成長 を 終え た 後 、 衰 え 、 死 に 至る 。 


生き と し 生け る も の 全て が 死 を 迎え る の 


は 、 不 変 の 摂理 で ある 。 神 の み が 不 滅 な の だ 。 
7 死後 人 が 難 る の は 、 魂 の 成長 を 続け 永遠 を 知る た めで ある 。 現世 に お ける 歩み は 


その 前 段階 で あり 、 


世に 生ま れ 変 わり 、 終 りな ぎ き 成長 を 


言わ ば 母親 の 胎内 に 宿る 赤子 の よう な も の で ある 。 死後 に 新た な 
始め る の で ある 。 


時 当 意 の 初め の 10 節 で 述べ た 6 段階 の 精神 的 成長 は 、 天国 ( 当 章 12 節 参 照 ) も 含め 
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ば 、 わ れ ら は 、 創造 を 等 開 に は せ ず 。 ot EE 


ン 


19. ? また われ ら は 、 一 定 の 推定 に よ だ と 359 じ 叶 06e 385 
っ て 天 か ら 水 を 降 し ""、 それ を 地 中 し 親和 
に 留まら し め た り 。 耐 し て われ ら は そ eS DG 


れ を 運び る 力 を 持つ な り 。 O0538 


20. ? さ れ ば 、 われ ら は それ に よっ て 、 0 で 8 こる CG 
お 前 達 の た め に 東子 や 信 蒼 の 園 を 、 ア "リー 
育成 て た り 。 お 前 達 の た め に その 中 に 5 2 42593 っ りつ CE 
は 沢山 の 果物 あり 。 また 、 その 中 か ら 2902 
お 前 達 は 食す な り 。 
21. また 、 シ ナイ 山中 に 生え る 一 樹 あぁ 氏 % っ っ 則っ そう 358 る 5 
り "29 。 そ は 油 を 産 し 、 食 する 者 の た ot tn 
め に 調味 料 に も な る 。 GoA5 IAN ES 


レス 


22.“ ま た 、 家 誰 に も 、 お 前 達 へ の 教 < く > 23 382 人 SS っ 083 
訓 あ り 。 われ ら は お 前 達 に 、 それ ら の 。  ] Ms St 
腹 中 に ある も の の 中 か ら 飲 まし め る gala 2 C3 
な り 。 また 、 それ ら に は お 前 達 の た め 3 ER で ダン っ ょ と 
に 多く の 利益 あり 1。 そ し て また 、 ODE GIES 
それ ら の 中 か ら お ね 前 達 食 する な り 。 


115:23. 16:12, 68; 36:35. “6:143; 16:6: 36:72-73; 40:80-81. 


る と 7 段階 と な る 。 同 様 に 、 精 子 形 成 の 前 段階 (13 節 ) を 胎児 成長 過程 に 加え れ ば 、7 
段階 と な る 。 こ の よう に 、 当 章 で 述べ て 来 た 精 神 的 成長 の 7 段階 と いう 数 は 、13-15 
節 で 述べ た 人 間 の 肉体 的 成長 の 7 段階 と 寄 し くも 一 致す る 。 

9 部 節 で は 、 人 が 肉体 的 、 精 神 的 に 要する 物 を 如何 に 神 よ り 賜 わっ た か 、 そ の 一 例 
が 示さ れ て いる 。 全て の 命 は 、 雨 、 雪 、 地 と し て 空 か ら 降 り 落 ちる 水 無 く し て は 生存 
で き な い 。 同じ く 、 魂 も 又 、 神 の 盛 示 と いう 精神 的 恵み 無く し て は 存在 し 得 な い 。 
0 シナ イ 山 と 言う 言葉 か ら 、 我 々 は 聖書 の 偉大 な 預言 を 思い 起こ す 。「 主 は シナ イ 
か ら 来 られ 、 セ イル か ら 彼 等 を 照ら し 、 パ ラン の 山 か ら 光 を 放 た れ 、 一 万 の 聖者 と 共 
に か ら 来 られ た 。 そ の 右手 に は 、 燃 える 火 が あっ た ( 申 命 記 33:2)。H・F・ ブ レス コ 
ッ ト に よる "Once to Sinai "も 参照 の こと 

"サイ ブラ (教訓) と いう 語 は 、 人 を 無知 か ら 知 へ 変え る 年 し や 証拠 を 意味 し (Lane よ 
り )、 動 物 の 内 蔵 で 牧草 が ミル ク に 変わ る 微妙 な 過程 を 暗示 し て いる 。 こ の こと を 深 
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23. また 、“* そ れ ら の 上 に 、 且つ 船 に お 
前 達 は 乗せ られ る な り 。 

ー 項 
24. ヶ 面 し て 、 わ れ ら は ノア を その 民 
に 遣わ し た り 。 さ れ ば 彼 は 云え り 、「 我 
が 民 よ 、 アッ ラー に 仕え まつ れ 。 お 前 
達 の た め に は 彼 以外 に 神 な し 。 され ば 
お 前 達 、 思 薇 せ ざ る か ?」。 
25. する と 、 そ の 民 の うち 不信 せ し 
長 考 た ち は 云 えり 、「 彼 は た だ お 前 
達 同 様 の 人 間 に 外 な ら ず "2。 彼 は 
お 前 達 に 対し て 優 ら ん と す 。 も し ア 
ッ ラ ー 和 欲し た れ ば 、“ 必 ず 天 使 ら を 
遺 わ せ し 管 な り 。 我 等 は 己 が 遠い 先 
祖 に つい て 、 か く の 如 きこ と を 聞か 
ざり し な り 。 
26.“ 彼 は た だ 狂気 に 病 ん で いる 男 に 
すぎ ず 。 さ れ ば 、 お 前 達 彼 に 関し て は 、 
四 ら く 待て 」。 
27.7 役 は えり 、「 我 が 主 よ 、 我 を 助 
け 給え 、 役 等 が 我 を 嘘つき と 見 な せ し 
が 故に 」。 
28. され ば 、 わ れ ら は 役 に 啓 示せ り 。 
「 わ れ ら の 啓示 に 従っ て 、 ま た # わ れ 
ら の 眼前 で 箱 舟 を 造れ 。 々 され ば われ 


& 06 NI EE 


REID 


+ うる う gp ゅ ン ン 8 た. た 】 っ る 
AE 839 じ 2005 人 て 多 
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CL 前 を らい) 人 ee る 


る 
cw ググ 


すず 6」 ン イン タニー ョ イ 
EID ls 


916:8-9: 36:42-43: 43:13.27:60: 11:26: 71:2. TiGL: 11:28: 17:95: 34:44. 17:96. 754:10.726:118-119: 54:11. 811:38, 
条 41: 54:13-14. 


く 掘 り 下 げ て 考え れ ば 、 神 の 倍 大 な る 力 及 び 神 の 刻 示 の た め さ れ る その 巧み な 方 法 に 、 


人 は 気付 く の で ある 。 


2 不信 者 達 は 優越 感 に 捕われ 、「 彼 等 同様 の 人 間 」 で ある 指導 
は いか な いと いう 理由 で 、 神 の 使者 を 拒む 。 天使 の 存在 が : 


を 受け 入れ る 訳 に 
昔 か ら 信 じ ら れ て 来 た こ 


と を 当 節 は つい で な が ら 示 し て いる 。 和 進 か 遡る ノア の 時 代 に 、 役 の 反抗 者 達 は 、 天 使 
が 自分 た ちの も と へ 降り て 来る の を 見 た いと 願っ た 。 
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十 三 章 アル ・ ム ウミ ヌー ン ーー ニー 


し り 出 る 時 、 a の 前 よ りこ 
並び に 液 の 作 に を これ に 乗り 


な 

者 ども の こと で 、 わ れ に 語る な か れ 。 
彼 等 は 必ず 洒 死 せん 1993。 

29. < 耐 し て 汐 自 身 、 並 びに 液 と 一 緒 
に 箱 舟 に (乗っ て ) い る 者 た ち が 落 ち 
つい た ら 、 云 え 、『 す べ て の 讃 美 は 我 
等 を 不義 な る 民 か ら 救 い 給 うた アッ 
ラー に 属す 』 と 。 

30. また 云え 、『2 我 が 主 よ 、 我 を 祝福 
され た る 降り 所 に 上 陸 さ せ 給え 、 さ れ 
ば 液 こそ 上 陸 さ せる 者 の うち 最も 優 
れ た る 御方 な り 』」。 

31.“* ば に この 中 に は 種々 の 神 兆 あ 
り 。 曽 し て 、 わ れ ら は 試す も の な り 。 
32. 4 釣る 後 、 彼 等 の 後に 、 われ ら は 別 
の 世代 を 創り た り "9。 

33. され ば 、 わ れ ら は 彼 等 の 中 より の 
使徒 を 彼 等 に 遣わ し た り 。( 彼 は か く 
きつ うなり) 「 ア ッ ラ ー に 仕え まつ れ 。 
お 前 達 の た め に は 彼 以 外 に 神 な し 。 さ 


れ ば お 前 達 糸 覆す る か ?」。 


ト 八 傘 
oR kD EAE 


を 。 4 イル ン ン > 8 2 る 。 っ < ン を 2 る 
ンー 2 タレ る で ラッコ フタ 
O02 


EIEN 
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OR 


本科 a 6 イン 

ご 1 5 5 っ 4 へ S (りこ うり 8 5 

OL RI IS 

DHA CYS0536) 

SR 8 ua tS 

0 Os ここ 8 
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Y と イン っ る 8 る 

V OV 


ij:42: 43:14, P11:49. 729:16. 23:43: 25:39. 


93 注 1315 及び 注 1316 を 参照 。 
4 「 別 の 世代 」 と は 、 


アー ド 旗 、 つ まり フー ド の 一 族 を 指す 。 そ れ は 当 節 及び 次 の 


数 節 に 書か れ た “次 の 世代 "の 置か れる 状況 が 、7:66-70 節 の アー ド 族 に 関す る 記述 と 実 


に 良く 似通っ て いる か ら で あ る 。 
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十 八 会 アル ・ ム ウミ ヌー ン ALLMu'minan( 信 者 た ち ) 二 十 三 章 
三 項 

34. 面 し て 、 そ の 民 の 信仰 を 拒み て 、 13 DS 5 る: 2 
来世 で の 対面 を 虚偽 と みな せ し 長 老 
1 2? わ れ ら は 彼 等 に 現世 の 生活 

安楽 を 与え を た る に も か か わら ず 、 去 
え 「 こ れ な る 者 は 、 た だ お 前 達 同様 
の 人 間 に 外 な ら ず 。 ? 彼 は お 前 達 が 食 


べ る も の を 食べ 、 お 前 達 が 飲 せ も の を 883 ン る < ミン ン 
〇 Lac 
飲む な り 。 2 3 


35. され ば お 前 達 も し 、 自 分 自身 と 同 51 353! 2 を 0 に 51505 
じ 人 間 に 従 いた れ ば 、 お 前 達 必ず 損失 


者 と な らん 。 O03 
36. ? 彼 は お 前 達 が 死 し し て 土 と 骨 に 23 2 5 人 3 2 ぐ 31 
な り た る や 、 お 前 達 は 難 ら し め ら る と 0 
いう こと を お 前 達 に 船 告 する か ? OR LST CSS 
37. < な ん た る 遠い こと よ 95、 お 前 達 903329 じ 0 の kz の kz 


が それ を 約束 され る の は 。 
38.7 我 等 に は た だ 現世 の 生活 ある の 32 る の 213NE じ < | 一 A6| 


み 。 我 等 は 死に 、 我 等 は 生 く 。 され ど 、 時 8 
我 等 は 断じて 下 ら し め ら る こと な か 3 
る べし 。 6 

39. 彼 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 提 造 し SA ひと に う Y) 6) 
する た だ の 人 間 に す ぎ ず 。 され ば 、 我 8 6 
等 は 彼 を 信じ る 者 に 非 ず 」。 oO I AS 
40. 彼 は 云え り 、「 主 よ 、 我 を 助け 給 0S EG 
え 、 彼 等 が 我 を 嘘つき と 見 な せ し が 政 に 

に 」。 


17:17.721.9: 25:8. “23:48, 17:50: 36:79: 30:4. 50:4.76:30: 19:67: 36:79: 44:36: 45:25. 
8 ハイ ハー タ と は 、 或 る も の を 遠隔 で 起こ り そ う も な いと 思っ て 、 絶 望 的 する こと 
を 表示 する 。 そ し て バウ ダ ・ ジ ッ ダ ン ( 彼 又は それ は ずっ と 遠く で あっ た 、 或 い は 遠 
くに な っ た )、 又 は マー・ ア ブ プア ダフ ー( そ れ は どん な に 遠く で あろ う ) の 意味 で ある 。 
つま り 、 非 常に 速く で ある と いう 意味 を 強め る こと を 示す (Lane より )。 
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二 十 三 意 アル ・ ム ウミ ヌー ン AlLMu'minan( 信 者 た ち ) 十 八 佐 


41. 役 は 云え り 、「 暫 らく し た ら 、 後  ⑤oue6% っ ESGEJU 
等 は 必ず 残念 に 思う な り 」。 2 


42.? する と 、 一 声 ( の 天 禄 ) が 真実 を 23 、 0 も 4 くし る | お くそ 5 
以 て 彼 等 を 捕らえ た り 。 され ば 、 われ Co VO 
ら は 彼 等 を 琴 隊 と な し た り や 96。 耐 し Oo PR を 


9 不義 な る 民 に 貯 り 97 あれ ! 
43.2 然 る 後 、 わ れ ら は 彼 等 の 後に 別 CA も お 98265 US133 
の 諸 世代 を 創れ り 。 


44. “如何 な る 共同 体 も 己 の 定め の 期 区? Us 計っ 、 ゴビ 
限 を 過ぎ る 能 わ ず 、 ま た ( 之 を ) 遅れ る a 
紅 ら まず ee O03 


し と 


ELE GS kD 


の 


45. 然 る 後 、 わ れ ら は 使徒 た ち を あい 
つい で 遣わ し た り 。 “いずれ の 民 に も Ed 
その 使徒 が 来 た る や 、 彼 等 は 彼 を 嘘 つ しろ くろ る る る じゃら 35 
き と み な し た り 。 され ば 、 われ ら は 彼 8 テン モン oo 
Me 323 うと 1 ンタ 

等 の 一 部 を 他 の 一 部 の 後に 使わ せ 、 彼 2 107 2 ke 
等 等 を 物語 た らし め た りや?。 さ れ は ば 、 DL HY 
信 ぜ ざ る 民 に 岩 り あれ ! 1 

46. 然 る 後 、? わ れ ら は モー ゼ と その OT CU 
兄弟 アロ ン を われ ら の (種々 の ) 神 兆 


y っ る 1 イ コネ ン 
と 明白 な る 権威 と 共に 遣わ し た り 、 OA LR 


47. ファ ラオ と その 長老 た ちの と こ 2 。 A EC 
ろ へ 。 人 振る に 彼 等 は 尊大 に 振舞 いた ズバ つ デ うう 


97:92: 11:68.223:32 “15:6. 72:88: 36:31. 720:30, 31, 43, 44. 


RR OA ON NRT i ts 5 
挿し む べき 且つ 低い も の や 下品 を 意味 する (Lane より )。 

227 ブー ドッ (Bu'd と は 、 破 滅 又 は 死 、 呪 衣 又 は 悪口 な ど を 意味 する (Lane より ) 。 
1998 徐 も 神 の 定め られ た 運命 を 変え る こと は で き な い 。 神 の 預言 者 を 拒 め ば 、 必ず や 
罰せ られ る 。 神 を 信じ な い 者 に つい て どの よう な 形 で 罰 を お 与え に な る か は 、 神 御 自 
身 が お 決め に な る 。 

7292 彼 等 は 壊滅 し た た め 、 後 世 の 人 々 は 彼 等 を 、 か つて この 世に あっ た が 、 今や その 
存在 の 跡形 も 無い 人 々 と 表現 し た 。 
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十 八 伏 


アル ・ ム ウミ ヌー ン ALMu'minan( 信 者 た ち ) 


二 填 三 凍 


り 。 面 し て 彼 等 は 反逆 的 な 民 な りき 。 


48. され ば 役 等 は 云え り 、「 我 等 は ロ 
が 同様 の 二 人 の 人 間 を 信じ よう か ? 
その 両 名 の 民 は 我 等 の 奴隷 な る に も 
か か わら ず 」。 


6oJE じ 1553 
Ce CR TS 
OLELES 3 


49. され ば 、 役 等 は その 二 人 を 嘘つき GexAs の 3K3C43 は て 5 

と みな し た れ ば 、 彼 等 は 滅ぼさ れ た る 

者 ども の 中 な りき 。 

50. 曽 し て われ ら は 、 モ ー ゼ に 経典 る る こよ る ES 
を 授け た り 、 彼 等 が 導 か れん が た め 0 
に > OVINe 
51。 また われ ら は 、 マリ ア の 子 と その 215 2 ご CS 
母 を 一 つの 神 兆 と な し 、 そ の 二 人 を 、 っ 23 SS SG 
泉 が 湧き 出る 安全 な る 小高 いと ころ 
へ 底 護 を 与え た り "9。 % 6oss5 


92:88: 17:3: 32:24: 40:54, 


2009 イ エス ・ キ リス ト の 死 は 、 彼 の 出生 と 同様 に 論議 の 的 と な っ て いる 。 彼 が 亡くな 
られ る 頃 、 ど こ で 、 ど の よう に 過ごし た か 、 今 まで も 論じ られ て きた 。 そ し て 、 彼 の 


死 の 方 法 に 関す る 論点 も また 、 キ リス ト 教 の 信仰 に つい て きわ め て 大 切な 疑問 を 構成 
する か ら 、 た と え 困 惑 さ せ て も 、 こ の 非常 に 大 切な 宗教 的 論点 に つい て や や 徹底 的 な 
規 述 が 必要 で ある 。 聖 ク ルアー ン や 聖書 は 歴史 的 な 確か な 裏付け を 持ち 、 イ エス ・ キ 


リス ト は 十字 架 に よっ て な く な られ た の で は な いこ と を 明らか に する 。 この 論点 を 支 
きす る 学説 を 以下 に 記す 。 

(1)1877 年 ころ 東 ア ジア を 旅 し た ロシア の 旅行 家 ニ コラ ス ・ ノ トビ ピッ チ は 、 著書 「 イ 
エス の 知ら れ ざ る 生活 」 の 中 で 、「 イ エス は カシ ミー ル と アフ ガニ スタ ン を 訪れ た 」 
と 書い て いる 。 ニコ ラス ・ ノ トビ ッ チ が カシ ミー ル を 訪れ た 当時 、 カ シミ ー ル の マハ 
ラジ ャ 宮殿 に 起 居 し て いた イギリス 人 サー・ フ ラン シス ・ ヤン グ ハ ズ バン ド は 、 ゾ ジ 
ラ 峠 近く で ノ ト ビッ チ と 会 っ た 。 イエ ス の 東洋 へ の 旅 に 関す る 最近 の 研究 は ノ ト ビッ 
チ の 著作 が 強力 に 裏付け て いる 。「 イ エス に よる 東洋 訪問 と いう 珍し い 話 を スリ ナガ 
ー ル に 見 つけ た の は 我々 が 初め て だ 」 と 、 ニコ ラス ・ ノ トビ ッ チ 教授 は 著書 「Heart of 
Asia( ア ジア の 心 )」 に 書い て いる 。 ノ トビ ッ チ は 更に 続け る 「 イ エス が 、 イ ンド 、 ラ 
ダッ ク 、 中 央 アジ ア に まで 足跡 を 残し て いる こと を 我々 は 後 で 知っ た 。 カ シミ ー ル 、 
ラダ ッ ク 、 チ ベッ ト 、 更 に その 北部 地域 も 含め 、 中 央 アジ ア 全 域 で 、 イ エス 来訪 は 強 
く 信じ られ て いる 」 Gawahar-Lal Nehru 著 "Glimpses of World History より )。 
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二 十 三 章 アル ・ ム ウミ ヌー ン ALMu'minan( 信 者 た ち ) 十 八 巻 


学者 の 中 に は 、 ノ トビ ッ チ の 作品 に ある あい まい な 箇所 を 指し て 、 イ エス が 神 の 預 
計上 者 に な る 前 に イン ド を 訪れ た と する 説 に 異 を 唱え る 者 も ある 。 イエ ス が イン ド を 訪 
れ た と 言わ れ て いる の は 彼 が まだ 13 才 か 14 才 の 頃 で あり 、 遠 隔 地 へ の 長く 苦し い 旅 、 
し か も 道中 我 身 を 死 の 危険 に さら すか も し れ な い 旅 を その よう な 若者 が 考え た は ず 
が な い 。 で は 、 何 が 若き 日 の イエ ス を イン ド へ 駆り 立て た の か ? も し イエ ス が 当時 イ 
ンド を 訪れ た と すれ ば 何故 イン ド や カシ ミー ル の 人 々 が 13 才 か 14 才 の 少年 の 行動 を 
わざ わざ 記録 に 残し て いる の で ある ろ る うか? 史実 で は 、 ユダ ヤ 人 に 追わ れ 、 パレスチナ 
で の 暮し も 危な く な っ た イエ ス は 、 パ レス チ ナ を 去り 、" イ スラ エル の 失わ れ た 10 支 
族 '" の た め に 、 旧 約 聖書 に 書か れ た 問 言 成就 を 求め て 旅 に 出 た 。 そ し て 長く 危険 な 旅 


人 生 を 送っ た イエ ス の 行動 が 記さ れ て いる の は そこ まで で ある (Kanzul Ummal, 6 章 
参照 )。 アッシ リア 人 や バビ ロニ ア 人 に 追わ れ た "イス ラ エ ル の 和 失わ れ た 支族 "は 、 イ 
ラン 及び イラ ク に 住み 着い た 。 後に 、 ダ リウ ス 、 サイ ラス の 許 に イラ ン 人 が アフ ガニ 
スタ ン や イン ド ま で 領土 を 更に 東 へ 拡大 し た 時 、 これ 等 の 支族 は 共に イン ド 、 アフ ガ 
ニス タン に 入植 し た の で あっ た 。 

(2) カ シミ ー ル 人 、 ア フ ガ ニス タン 人 は * イ スラ エル の 和 失わ れ た 支族 "の 末次 で ある 。 
この こと は 両 種族 の 習慣 、 歴 史 、 記 録 か ら も 明らか で ある 。 町 名 ・ 種 族 名 、 習 慣 、 生 
活 様式 、 服 装 、 身 体 的 特徴 等 あら ゆる 点 で 、 カ シミ ー ル 人 、 ア フ ガ ニス タン 人 は イス 
ラ エ ル 人 と 酷似 し て いる 。 古代 の 碑文 も 又 、 そ れ を 示し て いる 。 両 種族 の 民話 に は イ 
スラ エル の 話 が 多く 含ま れる 。 カ シミ ー ル と いう 名 、 そ れ 自 体 実 は "シリ ア の よう な " 
と いう 意味 の 語 が カシ ミー ル に 由来 し て いる 。 又 、 ノ ア の 抑 で ある カッ シュ ある い は 
クッ シュ に ちな ん で 名 付け られ た と も 考え られ る 。 これ ら の 事実 か ら す れ ば 、 アフ ガ 
ニス タン 人 及び カシ ミー ル 人 が "イス ラ エ ル の 失わ れ た 支族 "の 末次 で ある と いう 見 
解 は 間違い な い 。 

(3) イエ ス が カシ ミー ル に 来 た こ と 、 カ シミ ー ル 人 が “イスラエル の 失わ れ た 10 支族 " 
の 示 商 で ある こと は 上 記 の 事実 で 十分 に 証明 し て いる が 、 イ エス が カシ ミー ル を 訪れ 、 
彼 の 地 で 暮し 、 没 し た 事柄 の 最大 の 証し は 、 カ シミ ー ル 地方 に ある スリ ナガ ー ル 市 カ 
ンジ ヤー ル 町 に 現存 する イエ ス の 薄 で ある 。 ラウ ザ バ パル と 呼ば れる この 墓 に 葬 ら れ て い 
る 人 物 と し て は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ 、 ナ ビー・ サ ー ヒ ブ 、 シ ャ フ ザ ー ダ ・ ナ ビー、 イ サ 
ー・ サ ー ヒ ブ 等 さま ざま な 名 が 挙 っ て いる 。 信頼 で き 得 る 歴史 的 記述 に よれ ば 、 ユ ー 
ズ ・ ア シフ は 1900 年 余り 前 に カシ ミー ル に 来 て 、 福 音 書 に 書か れ た 比 職 を 多く 用 い 
て 説教 し た らし い 。 歴 喝 書 で は 、 ユー ズ ・ ア シフ は 、 ナ ビー( 預 言 者 ) と 記さ れ て いる 。 
- 方 聖書 に は “人 を 集め る 人 "を 意味 する ヤス ー と いう 名 で 記さ れ て いる が 、 こ の ヤス 
ー は イエ ス の 記述 名 で ある 。 イエ ス の 使者 が イス ラ エ ル の 失わ れ た 十 支 族 を 主 の 囲い 
に 集め た 時 、 イ エス 自身 が こう 語っ た 。「 私 に は また 、 こ の 囲い に 属さ な い 他 の 羊 が 
あり ます 。 私 は それ も 導 か な けれ ば な り ま せん 。 彼 等 は 私 の 声 に 聞き 従い 、- 一 人 の 牧 
著 、 一 つの 群れ と な る の で す 」( ヨ ハネ 10:16) 。 


次 の 史実 も この 間 題 を ある 程度 解明 し て いる 。 そ の 墓 は ある 預 斉 者 の も の と し て 評 
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十 八 会 アル ・ ム ウミ ヌー ン ALLMu'minan( 信 者 た ち ) 二 十 三 章 
四 項 

52. 汐 等 使徒 た ちよ 、 “清潔 な も の の 1 引 <gl5 A EEL 

中 か ら 食し の ①、 面 し て 善行 を な せ 。 es dh 

ば に われ は お 前 達 の 所 業 を 熟知 す 。 rd i es dl らし っ 


. 面 し て 、 真 事 に こ は お ね 前 達 の 8 1 < 入 51 3 


か : 補 と っ トン 
間隔 唯一 の 共同 体 な れ ば 和 
20923 われ は お 前 達 の り 主 な り 。 され ば 、 @ の DG SS 


われ を 良 れ 毅 え 。 
54. され (! ば 、 役 等 は 串 MM すう 上 | クス イス ラー イッ ンー ライ オン タイ 1 ラス 160 22 
っ つか る の 3 の 人 153 
自分 を ちの 聞 で 半分 腹 を り 。 各 ぴの 


7:33, 021:93, 
く 知 られ て いる 。 彼 は 皇子 で あり 外国 か ら カ シミ ー ル に 来 て 、 カ シミ ー ル の 人 々 に 説 
教 を 聞か せ た 。 そ の 名 を ユー ズ ・ ア シフ と 言っ た (Tarikh Azami, 82-85 買 )。 ユ ー ズ ・ 


アシ フ は カシ ミー ル と 呼ば れる 衝 ne つか の 地 を さま よっ た 。 そし て 閣 か 遠 
い 役 の 地 を 訪れ 、 死ぬ ま で そこ で 過ごし た (kmalud Din, 358-339 頁 ) 。 前 述 の 如く 、 カ 
シミ ー ル 伝説 に は ある 預言 者 を 語っ た 件 が ある 。 彼 は カシ ミ ミー ル に 住み 、 イエ ス の よ 
うに 比較 、 小話 を 用 いて 人 々 に 説い て 聞か せ た 。 それ 等 の 比 只 小話 は 今 も カシ ミー ル 
に 伝わっ て いる (John Noelarticle in Asia, 1930 年 10 月 より ) 。 だ か ら 、 イエ ス が イン ド 
に 行き スリ ナガ ー ル で 没 し た の は 合理 的 、 歴史 的 観点 か らし て 真実 と 見 て 間違い ある 
まい (Tafsir al Manar、6 巻 より )。 
この 間 題 を 更に 謗 し く 調 べ る に は 、 救 世 主 アハ マ ド に よる 書 "Masih Hindustan Main 
で (イエ ス は イン ド で )" を 締 く の が 良い 。 又 、“Nazarene Gospel Restored' も 参考 に な ろ 
う 。 こ の 書 の 著者 達 は 、 西 暦 30 年 に 十字 架 に か けら れ た イエ ス が 復活 後 約 二 征 年 生 
存 し た と 主張 し て いる 
十字 架 か ら 救出 され た 後 、 イ エス は どこ で 母 と 共に 平 船 に 暮し 、 永 遠 の 眠 り に 就 い 
た の か 。 そ れ に 関す る 最も 詳し い 記述 は 聖 ク ルアー ン に 見 られ る 。「 緑 と 和 谷 と 泉 の あ 
る 高地 」 これ は 美しい カシ ミー ルル 渓谷 を 語っ た も の で ある 。 ニ コラ ス ・ ノ トビ ッ チ は 
カシ ミー ル を * 永 遠 の 楽園 の 谷 " と 呼ん だ 。 

2 人間 が 食べ る 食物 と その 人 の 行動 の 良し 悪し に は 、 深い 微妙 な 関係 が ある 事実 は 、 
0 eS 
に 、 食 物 に 関す る 偉大 な 徳 義 の 意味 深 長 な 指導 を 制定 し た 。 この こと に 関し て イス ラ 
ム に よっ て 制定 し た 基礎 的 原則 は 、 人 間 は 自分 の すべ て の 本 能 と 才能 を 発展 させ な け 
れ ば な ら ぬ 故に 、 人 間 は 、 論理 や 精神 的 に 害 を な す も の を 除い て 、 健康 的 に 適当 な す 
べ て の 食物 を 食べ る べき で ある 。 きれ いで 良い 食べ 物 を 摂る こと は 健康 な 精神 状態 を 

劉 り 、 そ れ が 次 に は 、 良 い 道 義 的 行動 を も た ら す 。 
2992 神 の 使者 は 、 人 々 を 同一 不 二 と 成 し た 。 そ れ は 、 彼 等 が 同じ 神 を 崇め 、 同 じ 教 え 
に 従い 、 こ の 世に 慈愛 に 満ち た 神 の 国 を 造る と いう 同じ 目的 を 持っ て いた か ら で あ る 。 
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二 十 三 意 アル ・ ム ウミ ヌー ン AlLMu'minan( 信 者 た ち ) 十 八 佐 


派 は 己 が 持ち た る も の で 喜び た り SR SE 
2003 テア っ ダ の 9 oc 
Ri * の 間 そ の 迷 Oe 
誤 の まま に 放置 せ 


の 我 等 が 富 RT | 
と 子宝 で 彼 等 を 助け る の は 、 Ms 
© 


s7. われ ら が 彼 等 を 善行 に 進ま し め し うこ ん うう と の 
ん が た め な る や ?。 否 、 彼 等 は 気付 か ン 、 っ ゴネ ン 
ず ざ る な り “4。 ブッ 
58. げに ? 己 が 主 を 良 れ て お の の く 者 ス 8 う て 称 きろ る マ そる 央 8 
た ち 、 す レタ ラコ 

る 442 A 


s9. また 、 己 が 主 の (種々 の ) 神 兆 を 信  @92% お うと 6 RS 
ずる 者 た ち 、 

60. また 、 選 が 主 と 併 せ 祀 ちぬ 者 た 2 まく か ゆい 全く YE 
ち 、 

61. また その 施す 物 を 、 己 が 主 の 御 許 rE cl 
に 帰る べき こと を 想い 、 そ の 心 が 刀 - 2 
れ お の の き な が ら 施 す 者 た ち Sr | 
62. これ 等 の 者 こそ 普 行 を 急ぎ 進み 、 2 る S058 CE] 

彼 等 こそ 先頭 に 立つ 者 な り 。 


63. "われ ら は 如何 な る 生命 に も その 0 NC 3 > 
能力 以上 の 荷 を 負わ せ ず 7 や 。* ま た 


970:43: 73:12. 779:41.722:36. 92:287: 7:43. 717:14-15: 45:30: 69:20. 


9098 すべて の 預言 者 の 死後 、 彼 の 弟子 達 は 分 裂 し 、 そ れ ぞ れ に 自ら こそ は 真 の 後継 者 
で ある と 主張 し 、 他 者 を 真実 を 持た ざる 者 と 非難 する 。 
2004 何 を も っ て 成功 し た と みな し 、 叉 何 を も っ て 神 の 御 慈愛 を 得 た と みな す の か 。 人 
は それ を 富 、 権 力 、 名 声 で 量 ろ うと する が 、 こ れ は 誰 も が 犯し 易い 誤り で あり 、 前 節 
及び 当 人 節 で は この 誤り を 正す よう 求め て いる 。 

2008 人 の 道徳 的 精神 的 成長 の た め に 神 が 聖 クル アー ン に 示さ れ た 探 は 、 力 の 及ぶ 範囲 
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アル ・ ム ウミ ヌー ン ALMu'minan( 信 者 た ち ) 
有 


二 十 三間 


われ ら の 話 に 真実 


MA 


語る 帳簿 あり 
され ば 、 彼 等 は 不当 に 遇 せら れ 
る こと な か る べし 。 

64. され ど 、? 彼 等 の 心 は これ に は 無 
頓 着 な り 。 ま た 彼 に は 、 そ の な せる ( 外 
見 上 の ) 行為 の 外 に も 行為 あり 。 

65. 従っ て 、% わ れ ら 彼 等 の 中 の 裕福 な 
者 ども を 天罰 に よっ て 捕え る と 、 見 
よ 、 彼 等 は 泣き 叫ぶ な り 。 

66. 「 今 日 の 日 は 、“ 泣 き 叶 ぶな か れ 。 
お 前 達 断 じ て わ れ ら に よっ て 、 助け ら 
れ ざ る べし 。 

67. 4 わが 神 兆 は す で に お 前 達 に 読 衣 
ぐれ た る な り 。 され ど 、 お 前 達 は 己 が 
中 を 返し て 去り 、 


68. 信 慢 に も 7 これ に つい て 夜会 に 
於 いて < 不 増 な 話し を し た りき 」。 
69. され ば 、 彼 等 は この 言 人 筑 を 就 考 せ 
ざり し か 、 そ れ と も 、 そ の 古 の 祖先 
に 至ら ざり し も の が 彼 等 に は 達し た 
る か ? 


OR I FE 


VR EE rt 
BOL GN 58OEgf 


アラ アイ アデ デ 


Ce 


ODL NE FY 

ce 2 ば の で 
A 

CE 0 し っ SS 


は 23 に 21 う 5 | 
< ャ アン 』 


70. 或いは 、 彼 等 は 己 が 使徒 を 認 2 0 2 
下 0 ず a 0 a se9 の 9 こつ が 3 回 
さり し か 、 さ れ は ば 役 等 は 彼 を 拒 
4. 9j0:23: 16:54; 30:34 39:9. “21:14. の 2.73: 39:46. “83:14、 
で これ に 従わ ね ば な ら な い 。 その 探 は どの よう な 状況 に も 、 又 どの よう な 気質 の 人 々 


に も 適し た も の で ある 。 


2006 各 クル アー ン に 示さ れ た 教え は 英知 に 基づく も の で あり 、 あ ら ゆ る 状況 、 あ ら ゆ 


る 人 々 に 適し て お り 、 正 義 、 公 正 、 


英知 の 求め 


に 応じ て いる 。 こ の こと と が 「 真 実 を 語 


る 帳簿 」 と いう 言葉 の 意味 する と ころ で ある 。 
2 RS NN HO 


に と り 、 
聖 クル アー ン 姜 上 目 を 耳 に すれ ば 、 信 慢 
” 当館 で は 、 聖 預言 者 の 良識 と 、 
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聖 ク ルアー ン の 啓示 が 余り に も 信 大 過ぎ る と 不信 者 は 考え る 。 又 、 彼 等 
な 態度 で その 場 を 立ち 去る 。 
彼 に 敵対 する 者 達 の 無 分 別 が ぶさ 和 れ て 来 た 。 


二 十 三 意 アル ・ ム ウミ ヌー ン AlLMu'minan( 信 者 た ち ) 十 八 佐 


71. 或 い は 、“ 役 等 は 役 に 狂気 あり と 紀和 れ し 2 る 2 2 A 
云う の か ? 杏 、 彼 は 真理 を 以 て 彼 等 に と ぴ Ef 

来 た れ り 。 な れ ど 、 彼 等 の 多く は 真理 OO ぬく 9 

を 忌避 す 。 

72. も し 真理 が 彼 等 の 望み 通り に 従 ご っ ユ 2 4424(、 0395 

っ た な ら ば 、 諸 天 も 大 地 も 、 また その レル 。 テン ンー ー ネン テロ 

中 に ある も の も 乱れ る な り 。 耕 、 わ ぴ EI 


上 ゴ ュ 


れ ら は 彼 等 に その 訓 成 を も た らし た る る S30ys る 88 2 SA っ っ 51 
れ ど 、 彼 等 は 己 が 訓 戒 か ら 顔 を 背け る 523 
な り 。 I 
73. < それ と も 、 激 は 彼 等 に 報酬 を 求む 2 る E86 28 2 信 と の 55 
る か ?2909 され ば 、 汐 の 主 の 報酬 こそ 2 Se 
最善 な り 。 また 彼 こ そ 最 普 な る 滋養 物 OS Re 83 
を 与え る 者 な り 。 

74. 面 し て 、 波 は 確か に 彼 等 を 正しい 下っ 、 0 243 8) 5 
道 に 招く な り 。 A 

@ Os 


75. されど 、 来 世 を 信 ぜ ざる 者 ども Toy BIC EI ES 
は 、 正 道 か ら 逸 脱 す る 者 な り 。 PRE 
0 


A 185; 4d:47. P21:3. 52:41; 68:47. 


言 者 の 生活 は 彼 等 の 前 に 開か れ た 本 の よう な も の で あり 、 彼 等 は 預言 者 の 生活 が 如何 
な る も の か 良く 心得 て いる 。 それ は 非の打ち所 の 無い も の で ある 。 聖 預言 者 の 誠実 で 
高潔 な 人 と 成り を 熟知 し て いる に も か か わら ず 、 彼 等 は 預言 者 に 偽り 有り と 言い 張る 。 
注 1245 も 参照 せよ 。 
2099 聖 預言 者 の 行い は 全て の 誠意 に 基づく も の で 、 自ら の 無 私 無欲 の 奉仕 活動 に 如何 
な る 報酬 を も 求め な か っ た が 、 そ れ を 端的 に 示す 事柄 が ある 。 亜 預言 者 は 、 心 優 し い 
伯父 アブ ー・ タ ー リ ブ に 、 偶像 財 拝 者 へ の 説教 を 諦め て 彼 等 と 妥協 し て は どう か と 和 勧 
め ら れ た 時 、 次 の よう に 答え た 。「 も し 彼 等 が 私 の 右 に 太陽 を 左 に 月 を 置い て 、 偶 像 
崇拝 者 へ の 説教 を 諦め る よう 促し た と し て も 、 私 は 使命 を 果たす まで は 決し て その 要 
求 に 応じ な い 。 更 命 を 果たす か 、 ある い は 使命 の た め に 人 生 を ささ げ て 終わ る か ど ち 
ら か だ 」。 こ の 預言 者 の 言葉 は 忘れ て は な ら な い (Tabari. 3 巻 より )。 
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76.“ た と え わ れ ら が 彼 等 に 慈悲 を 垂 うる ビビ は 3 > > PS 
れ 、 彼 等 が 援 る 災難 を 取り 除き た れ 2 
ば 、 彼 等 は 必ず その 反逆 心 の まま に さ NM 


ま よ いた る な り 。 

77. 2 面 し て 、 わ れ ら は 確か に 彼 等 を 

懲罰 に よっ て 捕え た れ ど 、 彼 等 は その 

主 の 御前 で へ りく だ る こと な く 、 ま た 

謙虚 に 哀願 する こと も な か りき 。 

78. “従っ て 、 わ れ ら が 彼 等 に 対し て 、 

厳し い 貢 苦 の 扉 を 開き た る と 、 見 よ 、 

彼 等 は そこ で 絶望 する な り ダ "。 
五 項 

79. 面 し て 、 役 こそ ? お 前 達 に 、 耳 や 

眼 や 心 を 創り 給 うた 御方 な り 。 お 前 達 

は 殆ど 感謝 せ ざ る な り ダダ"。 


80. また 彼 こ そ 、 お 前 達 を 地上 に 繁殖 
せしめ 給 うた 御方 な り 。 商 し て 、 彼 の 
御 許 に こそ 、 お 前 達 が 召集 せら れん 。 
81. また 、 役 こそ 生 を 与え 、 死 な し め 

る 御方 な り 。 面 し て 、“ 昼 夜 の 交替 も 
彼 次 第 な り 。 され ば 、 お 前 達 理解 せ ざ 
2 か の 2012 

2. 然るに 、 彼 等 は 普 『 の 人 々 が 云え し 
i 


デア グ デ グ 


| PC TE eR CH 9 


«IG ンプ ラー g デ 


OO Eas i 
EE まっ 
を OoP LI A LS 


ENIAC SA RK 


OO IY 
I TG DI SN RS 
O03E 


9495 で く RRS RS 
OORT A 


97:136: 43:51. 76:44. C6:45. 116:79; 67:24. 2:165; 3:191; 10:7. 


2919 事 が 順調 に 運ん で いる 時 、 人 の 気持 ち は 四方 に 散り 、 悪 事 に ふけ る よう に な る 。 
し か し 自ら の 愚か な 行為 の 末 不 幸 な 結末 を 迎え た 時 、 人 は 絶望 に 陥る 

4291 シュ クル 」 と いう 語 の 持つ 意味 の 一 つ ! に 贈り 物 の 正しい 使い 方 と いう も の が あ 
る が (14:8) 、 当 節 で は 神 か ら の 贈り 物 に つい て 述べ られ て いる 。 我々 は 神 よ り 授 けら 


れ た 目 、 耳 、 
け 、 そ れ に つい て 深く 考え ね ば な ら な い 。 


1 当 節 で は 国家 の 栄枯 盛衰 が 暗示 され て いる 。 


心 を 正しく 用 いて 、 身 体 的 、 精 神 的 に 神 の 神 光 を 見 、 


神 の 言葉 に 耳 を 傾 


度 権力 の 座 に 付き 栄華 を 極め た 


人 々 は 、 そ の 悪 業 の 結果 衰退 し 、 死 に 至る の で ある 。 
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83. 彼 等 は 云え り 、“「 我 等 が 死ん で 、 DE 


土 と 骨 と に 化し た る や 、 我ら は 難 ら し 
め ら れる か ? 

84.? げに 之 は 、 我 等 並び に 我 等 が 父祖 
た ち が こ れ 以 前 に 約束 され た る こと な 
り 。 こ は 古 の 者 の 伝説 に 外 な ら ず 」。 
85. 云え 、「 大 地 と その 中 に ある 一 切 
は 誰 の 所 有 な る か 、 も し お 前 達 知 り た 
れ ば 」。 

86. 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 所 有 
な り 」。 云え 、「 さ れ ば 、 お 前 達 忠告 に 
従わ ざる か ?」。 

87. 云え 、「 七 つの 諸 天 の 主 、 ま た 借 
大 な る 玉座 の 主 は 誰 ぞ 」。 


88. 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 所 有 
な り 」。 云え 、「 さ れ ば 、 お 前 達 異 散 せ 


ざる か ? 」。 
89. 云え 、“ 「 一 切 の 支配 権 を 掌握 し 、 


彼 は 底 護 を 与え 、 彼 に 対し て 底 護 が 与 
えら れ ざ る 者 は 誰 ぞ ? も し お 前 達 知 
り た れ ば 」。 


90. 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 所 有 
な り 」。 云え 、「 な ら ば 、 お 前 達 は 如何 
SI 

耕 、 NN 
10 等 は 確か に 嘘つき な り 。 
92. NR を 設け ざる な り 、 


また 彼 と 共に 外 の 神 も な し 。 も し そう 


OO Rs 

RCs を イレ 2 LiF て 
C0 | 
GENGLLIITLS 

と た どっ 2 る 8 A 


ンー っ ラー イン イイ イータ 8 よー ts 

605 ぷ や)S1U5 WO Kn 

SER 

に 

< LB ャ ンプ 5 ゴン ン 
Ct Ce 


LR と 4 
“AY っ る る » ン デ の “1 
gh 9 と ム ご つか Ao っ Js 


RE を に CY 


ora el レル 


dat oT 
OR HI SS 


OE SG 


dA]7:99; 27:68: 37:17: 56:48. 727:69. "36:84. 18:5; 19:36: 21:27: 25:3: 39:5: 43:82: 72:4、 
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な り た れ ば 、“ それぞれ の 神 が 己 が 創 


り し も の を 以 て 分 離し 、 そ の 或 る 者 は 
必ず 他 の 者 に 対し て 逆 上 し た 管 な り 。 
アッ ラー は 聖 な り 、 彼 等 が 唱え る も の 
以上 に や お 

93. ? 見 る あ た わ ざる も の 、 且 つ 見 える 
も の を 知り 給 う 御方 な り 。 さ れ ば 彼 
は 、 彼 等 が 併せ 祀る 者 より 以上 に 遥か 
高く まし 給 う 。 


六 項 
94. 云え 、「 我 が 主 よ 、 液 我 に 、 彼 等 
が 警告 され し こと を 見 せ 給 う な ら は ば 。 
95. 我 が 主 よ 、 我 を 不義 者 ども の 中 に 
し 給 う な 」 
I 


97. 9 善行 を 以 て 悪 を 撃退 せよ 915。 わ 
れ ら は 、 役 等 の 語る こと を 熟知 す 。 


PECP り に そい RIRPUI 
A 


I 
S68 


< Et 5 タン る 1 3 
©5 can ル ご うり 8 


«2 』 っ る る Tt ン 
0 


コ ュ マル る っ る の 1 区 4 


る ゆこ し 83) 
ora | 


1:23. 76.74: 32:7: 34:4; 59:23; 64:19. 40:78. 13:23; 16:126: 41:35, 


9 サイ エス が 神 の 子 で ある と いう キリ スト 教義 が 偽り で ある こと を 、 当 節 で 論証 し て 


いる 。 人 が 事 を 成就 する 際 息 子 の 手助け を 必要 と する が 、 
他 の 者 や 息子 の 助力 は 不要 で ある 。 又 、 全 宇 宙 
宇宙 の 創造 、 目 的 、 支配 の 統一 は 創造 主 と 支配 者 の 


全 宇 宙 の 唯一 の 支配 者 で ある 。 
は 一 定 の 法則 ( 2 人 れ て お り 、 
一 致 を 示し て いる 。 


Me ¢ 


支配 と 権威 の 二 元 性 は 、 


神 は 天地 の 創造 主 で あり 、 


混乱 と 無秩序 を 意味 する も の で ある 。 


77 当 草 は メッ カ 時 代 の 未 期 に 記 示 され た 。 時 聞 言 者 は メッ カ を 去 ろ うと し て いた 。 


彼 の 立ち 去る こと は 、 ク ライ シュ に よっ て 彼 が 拒否 され 、 
追放 され た 結果 、 彼 等 に まさ に 天神 が 降ろ うと し た 狼 で あっ た 、 天 


天 浪 の 降 る 時 了 言 村 


者 は メッ カ 退 去 の 許し を 得る た め 神 に 祈る よう 教え を 受け て いる 。 


208 メッ カ で 不信 者 と 共に 有る 限り 、 あ ら ゆ る 人 据 
言 者 は 此処 で 申し 渡さ れ て いる 


ら な いと 聖 預 


需 に 耐え 、 悪 に 落 で 報い な けれ ば な 
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の 1 ンー 1 ィ ブ プン 

98. 耐 し て 云え 、「 わ が 主 よ 、 我 は 悪魔 こっ 6、 っ 52 つう 
ども の そそ の か し に 対し て 流 に 底 談 I 
SE 2016 ぶ ス 「 3 
を 求む る な り 16。 tas 


99. また 彼 等 が 我 に 近づく こと に 対 OE yO A 
し て 、 我 が 主 よ 、 我 は 汐 の 底 護 を 求む 6 - 


る な り 」。 ィ 
100. 従っ て 、 死 が 彼 等 の 一 人 に 臣 む で JG る 2 と 2 る 2 に 
や 、? 彼 は 云う 、「 わ が 主 よ 、 我 を 選 ら 6 


し め 給 え 、 OD sax ) 


101. 恐らく われ 、 己 が 置き を 去り し その ES し る し 2 ET 
( 世 の ) 中 に 、 善行 を 行う な り 」。 決し て Io 
然 ら ず 。 そ は 単なる 役 が 云う 言葉 な り 。 っ わり 25 Ub Ra 8 
"され ど 彼 等 の 背後 に は 、 貴 らし め ら の 9 に コ ゃ 5 あちら 
れる 日 まで 障壁 ぐ "が 立ち 工 ぐ な り 。 ダー マト の て つう メ 
102. し て 、“ 吊 唄 が 吹き 鳴ら され る ょ を つい SS 203 と お 
や 、 そ の 日 役 等 の 間 の 縁 が 絶た れ 「、 SR 
彼 等 は 互 に 問い 合う 能 わ ず . ⑨0 彦 ES YA 


103. され ば 、? そ の 笠 が 重き 者 あら ス る そい 作る 届 衝 8 
ば 、 こ れ 等 の 者 こそ 成功 する な り 。 - 


ほか 5  、 ea の 
104. され ど 、* そ の 各 が 軽 き 者 あら ば 、 ca 紀和 23 
Pa トド は < を 2 タン 
これ 等 の 者 ども は 品 自 身 を 損害 し た る 6 
939:59. 721.96: 36:32. “18:100; 36:52: 50:21: 69:14. 人 9:9: 101:7-8. 7:10; 101:9-10、 


2o16「 亜 魔 ど も 」 と は 、 聖 預言 者 に 敵対 する 者 の 内 、 指 導 的 役割 を 果たす 者 を 指す 。 
「 そ その か し 」 と は 、 聖 預言 者 を 中 傷 し 、 そ の 実像 を 歪め て 伝え る こと に より 、 人 々 
の 聞 に 預言 者 へ の 反感 を 育て 動か すこ と で ある 。 

2017 バル ザ フ (Barzakh) と いう 語 は 二 者 間 の 障害 物 と いう 意味 を 持つ が 、 教 義 上 は 死 
亡 し た 日 か ら 復活 し た 日 まで の 中 間 期 間 を 指す (Lane より )。 天 国 へ いけ る の か 地獄 
に 堕ち て 罰 を 受け る の か が まだ 定まっ て な い 状 態 を 表わす 。 聖 ク ルアー ン で は これ を 
未 発達 の 状態 と し 、 一 方 復活 を 、 完 全 に 発達 し た 魂 の 誕生 と 位置 付け て いる 。 

の や ある 人 物 に 注 が 降 さ れる 時 、 彼 の 家系 、 家 柄 は 全く 考慮 され な い 。 裁 き の 日 評価 
され る の は その 人 物 の 善行 で あっ て 、 血 縁 及び 交友 関係 は 何 の 役 に も 立た な い 。 
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者 な り 。 地域 に 彼 等 は 住み 留まら ん 。 8⑧93 は 2 SE GIN 


105. 業火 は 彼 等 の 面 を 焦がし 、 彼 2 es Kiar CE 
等 は その 中 で ( 苦 問 の た め ) 歯 を お き 


il 

出さ ん 。 SU S 

ES きゃ as っ ゴラン 32 っ リッ ルン っ イイ 

106。 じ わ が 神 兆 は お 前 達 に 、 読 靖 せ ku SE 2 に | 

られ ざり し か 、 さ れ ど お 前 達 之 を 虚 償 0 
と みな し た りき 」。 OO gS 

107. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 の 主 よ 、 我 62S ビビ sscEE SG 

等 の 赤軍 が 我 等 を 朴 いた り 。 面 し て 邊 a 
等 は 迷 誤 の 民 な りき 。 SN 


108. 我 等 の 主 よ 、“ こ こ か ら 我 等 を 出 GG C3Ag GS 
し 給え 。 も し 我 等 は (また 同じ こと を ) 者 
繰り 返さ ば 、 我 等 は 本 当 に 不義 者 と な OO 
らん 」。 

109. 彼 は 云わ ん 、「 そ の 中 へ 立ち 去れ ODORSEY I EESIE 
や"?。 わ れ に 物 云 うこ と な か れ 。 0 

110. ば に わが 僕 等 の 中 に は 、7 『 わ れ 32 お GE SO 1) 
ら の 主 よ 、 我 等 は 信じ た れ ば 、 我 等 を 

級 し 給え 。 また 、 我 等 に 閑 門 を 垂れ 給 ご リラ Ko)13 EG it 


え 。 面 し て 、 液 は 最善 な る 慈悲 深き 御 $ あ < De 
方 に まし ます 』 と 云い し 一 団 あ りき 。 OS 


HH 


111. され ば 、 お 前 達 は 彼 等 を あざ 笑い 。 み 。 ン ミン 

2020 4 3 お 3、 記 か 
の 的 に し や 、 従っ て 彼 等 (へ の 喘 笑 ) 

910:28: 14:51; 54:49: 80:42. P40:51; 45:32: 67:9. “6:28.73:17、 194. 

”。 神 の 使者 を 見 下 し 、 否 定 する 者 は 、 裁 き の 日 に 地獄 へ 堕ち 、 憎 し み と 軽 蔵 を 受け 
る 。 生 前 の 悪事 に 対す る 弁解 は 許さ れ な い 。 神 は 全て を 人 御存知 な の だ か ら 。 
2720 サッ ハラ フー (Sakhkhara-hs) と いう 語 は 、 彼 は その 人 を その や り た く な い 仕 事 に 
強制 的 に 雇う : また は 報い な し に 仕事 を 行う こと を 意味 する (Lane より )。 当 節 は 次 の 
よう な 意味 を 持つ 。 信者 達 は 貧し く 毅 い の で 、 不信 者 は 信者 の 意 に か か わら ず 彼 等 を 
雇い 、 擁 取 し 、 報 酬 無し に 労働 を 強要 する 。 


Ca 
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タグ 


は お 前 達 を し て 我 を 念 ず る こと か ら (OGK NES 
怠慢 せしめ た り 。 面 し て お 前 達 は 彼 等 - 


を 咽 笑 し た る な り 。 

112. i 彼 等 が 面 える 3 っ し 計る 作 年 こ 3 
び し が 故に 彼 等 に 、 役 等 こそ 成功 する Ma 
ES Ee 


113. 彼 は 問わ ん 、「 ね 前 達 、 地 上 に 何 @< た っ 25 みう YI9 あら 1 8 
年 間 留 まり し か ?」。 - 

114. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 が 留 まり た (に 5 ょ 5 っ 25 SC 
る は 一 日 か 、 或 い は 一 日 の 数 刻 な り 。 内 
2 。 さ れ ば 、 数 える 者 に 問い 給え 」。 GO) 
iis. 彼 は 云わ ん 、「 お 前 轄 は 備 か に 劉 2 迄 NY 81.08 
まり た る に 過ぎ ず 。 も し お 前 達 知り た in 
れ ば ! OVS 


116. な ら ば お 前 達 思 いた る や ? げ に 293 

われ ら は お 前 達 を 無 意 味 に 創れ り 、 ま ON 

た お 前 達 は われ ら が 許 に 戻さ れる こ OO en YL 

と な か る べし こと を 」22 6 

117. され ば 、 真 の 王者 を る アッ ラー 8 YL ES 
雲上 。 彼 の 外 に 神 な し 、 栄光 の の 9 

0 ONDINE 


720:115: 22:63; 24:26. 


30921 安楽 な 生活 と いう も の は 、 後 に 久 を 受け た 時 、 そ れ が 如何 に 短く 、 又 、 悔 恨 と 無 
念 を 伴う も の で ある か が 明らか に な る 。 人 生 の 快楽 と は むなしく 短 谷 で ある こと が 、 
不信 者 を 例 に と れ ば 良く 分 か る 。 

ダダ 人間 は 、 偉 大 な 神 の 層 性 を 自ら に 育み 、 再現 する と いう 目的 成就 の た め に 創り 出 
され た 。 神 の 属性 を 授け られ 、 全 創造 物 少 な く と も この 宇宙 に 存在 する 創造 物 の 中 心 
的 役割 を 担っ て いる 。 神 の 件 意志 を 成就 する と いう 偉大 な 目標 を 授け られ て いる た め 、 
人 間 の 一 生 は 、 こ の 世 を 離れ 、 魂 が 肉体 を 離れ て も 終わ る こと は な いで あろ う 。 人間 
の 魂 は 、 新 た な 世界 へ 新た な 形 を 取り 、 新 た な 肉体 へ と 永遠 の 旅 を 続け る で あろ う 。 
内 体 が 滅び れ ば 魂 も 共に 滅び る と いう 考え 方 は 、 宇 宙 創 造 に お ける 神 の 楽 知 、 御 計画 、 
目的 に 反する も の で ある 。 
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118. 凍 し て 、 自 ら そ の な ん の 証明 も 6Ls う Y 生 0 り 向 だ を 55 
持た ず 、 ア ッ ラ ー と 共に 他 神 を 祈る 。」 し 
2 誠に 彼 の 清算 は その 主 の 御 や ) 半生 4 
肖 こ り 。 に 不信 老 政 功 、 NT 
許 6 あり げに 不信 者 ども は 成功 せ さ O03 SI A HY 
る べし 。 
119. 耐 し て 云え 、「 わ が 主 よ 、 孝 し 給 つと 315 AS el 5 
、 また 慈 楽 人 悲 を 垂れ 給え 。 面 し て 液 は 1 0 | 
oO る 慈悲 深き 御方 な り 」。 Os 
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ー 四 章 


アン ヌー ル An-Nur OE) 
メデ ィ ナ 啓示 


啓示 の 日 と 背景 

学者 の 示し た 見 解 に よる と 、 当 章 は メデ ィ ナ で 嘱 示 され た も の で ある 。 
ここ で は 、 聖 な る 預言 者 の 気 高 い 表 アイ シャ の 身 に お きた 道 憶 に 堪え な い 事 
件 に つい て 、 特 殊 な 参照 が な され て いる 。 こ の 事件 は 時 条 後 の 五 年 の ラマ ダ 
ー ン 月 に 聖 預 言 者 が バニ ー・ ム スタ リク へ の 遠征 後 、 帰 還 す る 最 中 に 起き た 
事件 で ある 。 当 章 と 前 草 ア ル ・ ム ウミ ヌー ン と の 関連 点 は 、 イ スラ ム に は そ 
の 正義 と 散 度 な 振る 舞い に より 神 の 援助 と 喜び を 受け られ る 人 々 が 存在 する 
と 述べ て いる 点 で ある 。 当 章 は 、 い か に し て 神 の 恩 扇 と 支援 を 得る か を 示し 
て お り 、 普 と 公正 さ の 導入 の 際 用 いら れる 理念 は 国家 の 道義 の 保守 と 維持 で 
あり 、 地 域 や 親族 問 の 規律 の 保護 は この 目的 の 核心 を つい て いる 。 こ れ が 国 
家 の 道 義 の 保護 と と も に 男女 間 の 規制 と 改良 を も 重要 視 し て いる の が 、 当 音 
が 手始め に くる 理由 で ある 。 前 章 で 述べ られ た 、 神 か ら の 報酬 を 約束 され た 
信者 た ちの 特質 と し て 見 られ る の が 、 彼 等 が 貞操 を 守る と いう 点 で ある 。 当 
章 は 前 章 の 主題 の 延長 線上 に ある と いえ よう 。 当 章 は 成功 の 達成 と 維持 の た 
め に は 知力 と 思考 力 、 さ ら に 人 々 の 倫理 観 は 慎み 深い も の で ある 必要 が ある 


で あり 、 そ し て 国家 の 規律 と 組織 に 大 い に 注 目 す る べき で ある と も 断言 し て 
いる 。 そ し て その 際 、 個 人 の 要求 に 先立っ て 、 国 家 の 要 望 が 優先 され る 。 
主題 

ここ で 当 間 は ある 特殊 な 主題 を 扱っ て お り 、 社 会 と モラ ル の 構造 を 基盤 
と する よう な 問題 に 重点 を 置い て いる 。 人 々 の 立 福 を 犯 まな い 限 り 、 こ れ ら 
の 問題 に 挑 で の は 難し いで あろ う 。 性 的 不 品行 は 秩序 や や 社会 の 組織 を 破壊 す 
る の に 加担 する だ け で な く 、 社 会 の モラ ル を 大 幅 に 害する 。 当 章 は 性 に 関す 
る 事柄 に 対し て 、 わ ず か な 疑念 を 招く 可能 性 が あろ う 行 為 で も 避け る よう 力 
説 し て いる 。 そ し て 信者 た ち は 、 一 部 の 道徳 的 な 潔癖 さ の 道 か ら 外れ た 者 達 
の せい で 動揺 する 必要 は な いと 告げ られ て いる 。 な ぜ な ら 、 こ の よう な 道徳 
の 退廃 的 な 事例 で 社会 全体 が 用 心 深く な り 、 よ い 結 果 へ と 導く の で ある 。 意 
の 初頭 部 分 で は この よう な 事柄 が 述べ られ て お り 、 後 に この 題材 を より 深く 
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究明 し て いく こと に な る 。 中傷 行 為 は 中 踏 な く 懲戒 され る と 言及 し て お り 、 
わずか な 疑惑 の も と で の 証言 、 も し く は その 誠実 さ が 疑 わし い 証 言 者 の 証言 
は 、 互 い の 貞操 を 中 傷 す る 行為 を た や すく 習慣 化し て し まう 。 そし て 性 的 醸 
行 は 社会 に 工 延 し て し まい 、 若 者 た ち は 不 当 な 性 行為 に 沈 洒 す る の に 何 の た 
め ら いも 持た な く な っ て し まう 。 次 に 、 信 者 た ち は 強 くそ の 道義 の 尊 守 と 保 
護 を 命じ られ て お り 、 ム スリ ム に と っ て 自己 防衛 の た め の 強 制 な 用 心 深 さ は 
欠い て は な ら な いも の で ある 。 も し 、 和 警戒 心 を 怠る こと が 許さ れる の で あれ 
ば 、 結 果 と し て 道徳 が 堕落 する の は 目 に 見 えて いる 。 事実 、 性 的 な 不純 行為 
が 抑制 され ず に 普及 すれ ば それ は 社会 全体 を 崩壊 と 劣化 へ と 導く で あろ う が 、 
一 方 で 逸脱 行為 を 働い た 疑惑 の ある 個人 個人 を 追い 詰め 、 鎮 圧する こと は 許 
され な い 。 ど この 社会 で も こう いっ た モラ ル の 弟 織 し た 人 間 は 見 られ る が 、 
彼 等 は 寛大 に 扱わ れる べき か も しれ な い 。 し か し 同時 に 、 そ の 悪質 な 行為 を 
習慣 化す る こと に より ムスリム の 間 に 不 和 を も た ら す 者 、 な ら び に 悪態 や 中 
傷 に お ぼれ た 者 達 は 前 世 で も 来世 で も 六 せ られ る と 警告 も され て いる 。 神 は 
役 等 の 悪行 と 罪 を 鍋 旦 し 、 彼 等 に 恥辱 を も た ら す で あろ う 。 さ ら に 章 は 進み 、 
人 が 疑惑 の 対象 に な る の は その 人 自身 が 注意 を 怠っ た た めで ある と 述べ て い 
る 。 そ し て 最も 軽率 な 行為 と は 見 境 な く 異 性 と の 間 に 親 交 関 係 を 持つ こと で 
ある 。 当 章 は ムスリム に 、 こ うい っ た 中 傷 や 疑惑 へ と 導く 行為 を 根絶 や し に 
する た め に 事前 に 許可 を 得 ず に 人 の 家 に 立ち 入る べき で は な いと 指示 し て い 
る 。 さ ら に ムスリム で ある 男女 に 対し 、 互 い に 対 面 する 際 、 そ の 視線 を お と 
し 悪徳 や 罪 業 に 繋が りう る 手段 を 防ぐ よう に 命じ て いる 。 あ ら た に 安全 を 期 
し て 、 ム スリ ム 女 性 は 隠し よう が な い 体 格 や 背丈 以外 の 身体 部 位 や その 美 し 
さ 、 た と え そ れ が 飾ら な いも の で あっ て も な く て も それ を 婚 其 関係 を 結ぶ こと 
が 可能 で ある 男性 に あら わ に する べき で は な い (32 節 )。 同 じ 意 図 で 彼女 た ち 
は 頭 の 和 首 い を 胸部 が 隠 れる よう に 身 に 着け な けれ ば な ら な い (パル ダ に つい て 
の 詳細 な 叙述 の た め 32 節 を 参照 )。 その 他 の 道義 的 保護 対策 と し て 命ぜ られ る 
の が 未亡人 女性 の 早期 結婚 、 そ し て 戦争 捕虜 の 早期 解放 を 試み 、 保 釈 金 の 手配 
が 困難 な 者 に は 柔軟 な 対応 、 処 置 を 施す こと で ある 。 

最後 に 当 章 は ムスリム に 、 そ の 家庭 な ら び に 国事 の 矯正 、 そ し て 男女 間 
の 親交 を 抑止 する こと を 求め 、 こ れ ら に 関し て 特定 の 指示 を 出し て いる 。 使 
用 人 と し て 個々 の 一 家 に 使え る 捕虜 と 年 少 の 子ども は 夜明け 前 、 正 年 、 そ し 
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て 荻 系 後 、 そ の 主人 の 寝室 に 入る べき で は な い が 、 そ れ 以 外 の 時 間 帯 で は 家 
族 の 一 員 で ある 者 は 誰 で も 自由 に 出入 り し て よい 。 そ し て ひと た び 子 ども が 
思春 期 に 達 す れ ば 彼 等 は パル ダ の 規律 を 遵守 する こと が 求め られ る 。 年 か さ 
の いっ た 結婚 願望 の な い 、 も し く は 婚 問 の 必要 の な い 女 性 は 、 欲 する の で あ 
ら ば 、 パ ル ダ 規 制 を 多少 緩め て も よい が 、 飾 り 立 て て 他 の 男性 に 見 せ び ら か 
し て は いけ な い 。 家族 単 位 で の 組織 より も 社会 全体 の 組織 の ほう が 重要 で あ 
る 。 し か し 当 章 は 行政 を 円 滑 に 運ぶ た め の 成 果 の ある 指定 も し て いる 。 神 か 
ら 示 され た 道筋 に 沿っ て 人 生 を 歩む な ムスリム は 社会 で も 精神 で も 精進 する こ 
と に な る と 神 か ら 約束 され て いる 。 そ し て 役 等 の 信仰 は 俗 世 に 基盤 を 築く で 
ある ろう が 、 そ の 成功 を 収め た 後 、 彼 等 は 神 を 崇め 、 貧 者 と 困 器 し て いる 者 達 
に 手 を 差し 伸 べ 、 自 分 た ち へ の 預言 者 の 戒律 に 思 実 で な けれ ば な ら な い 。 
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アン ヌー ル An-Nur OE) 
節 数 65、 メデ ィ ナ 啓 

1. “慈悲 深く 、 恵 み 境 く ア ッ ラ ー の Se NN 
御名 に お いて 。 

くだ セー 中 プシ いる ンタ イン ン ) タレ る の の ン 3 イ ン テオ 
2. 我 等 が それ を 降 せ し 一 章 9 に し 8 は 3312L2329.3 3 だ 
て 、 我 等 (1 iv 
RO また 、 我 等 は その 中 に 明白 ODS RI | 
な る 神 兆 を 降 し た り 、 お 前 達 が 思 告 に 
従わ ん が た め に “?25 
3. 玉 婦人 並び に 芝 夫 あら ば “” 、 そ の Ja15 5 3 は | 

2 9 ュ ン イ と る ンズ る WW 

” s 面 し て 、 両 名 に 対し て アッ ラー し wb 3 2 つじ に る 3 


DB 


2923 聖 クル アー ン の 全て の 章 の 中 で 、 当 章 は 特に * ス ー ラ "と 述べ られ て いる 。" ス ー ラ ” 
と いう 言葉 は 、 地 位 と 威厳 を 意味 する 重要 性 が ある 如く 、 ム スリ ム 達 は 、 当 章 に 於 い 
て 具体 化 さ れ た 種々 の 近 と 戒律 に 基づい て 行動 し 、 偉大 な る 栄 准 と 威厳 を 得る こと が 
出来 る し 、 得 る で あろ う 。 

2024 導 飾 で 「 そ れ を 降 せ し 一 童 に し て 、 我 等 は それ を 義務 と し て 課せ し め た り 」 と 示 
され て いる よう に 、 こ こ で は 、 当 章 の 戒律 の 重要 性 を 強調 し て いる 。 そ れ は 、 聖 クル 
アー ン 全 章 が 神 に より 啓示 され 、 そ こ に 示さ れ た 臣 律 は 全て 守る こ と を 義務 付け られ 
て いる か ら で あ る 。 

78 遺 居 な が ら 、 愚 か に も 他 教 徒 の 慣習 を 模 信 し て 、 イ スラ ム 教 徒 は 聖 ク ルアー ン の 
他 の 章 に ある 規律 以上 に 、 当 章 の 戒律 に 背 い て きた 。 

20294 アッ ザー ニー 及び 、 ア ッ ザ ー ニ ヤ と いう 語 は 、 姜 夫 と 女 浮 そし て 、 女 の 聞 通 者 
和夫 夫 を れれ 生 る も 知る 

2726 イス ラム 法典 に お いて 、 男 女 間 の 貞 節 は 、 徳 目 と し て 非常 に 重要 な も の で ある 。 
当 章 で は 、 貞 節 を 守る た め の 広 範 に わた る 戒律 が 定め られ て いる 。 イス ラム 教 は この 
法 を 犯す こと を 固く 禁じ て いる 。 イス ラム 教 の 貞 節 に 関す る 厳し さ は 、 次 に 述べ る 女 
通 、 女 澤 に 対す る 罰則 に 良く 表 わ れ て いる 。 台 と し て 「 両 名 それ ぞ れ に 百 回 の 鞭打ち 」 
が 科 さ れ て お り 、 罪 を 犯し た 男女 共に 既婚 か 未婚 か 、 あるいは 一 方 が 既婚 で 他方 が 未 
婚 等 、 様 々 な 場合 が 想定 で きる が 、 そ れ に より 懲罰 に 差異 が 加え られ る 訳 で は な い 。 
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人 宗教 に 関し て 、 お 前 達 情 に 捕 ら わ NN 
れ て は な ら ぬ 、 も し お 前 達 、 アッ ラー と YO カッ ン 1 < 
日 を 信ずる な ら ば 。 そし て 、 信 者 か に る は と うる 20 う と T 叶 
ら の - 団 が 両 名 の 懲罰 を 目撃 すべ し 。 aE 


当 節 で は 、 潜 打ち を 用 いる と な っ て お り 、 玉 通 ・ 索 淫 や 他 の 重罪 に 対し て 投 行 に する 
死刑 を 行なう と は 聖 ク ルアー ン で は 定め られ て いな い 。 米 通 罪 よ り 病 か に 極悪 非道 な 
殺人 罪 、 強盗 罪 、 反逆 罪 、 あ る い は 治安 を 乱す 罪 に 対し て すら 、 イ スラ ム 教 で は 死刑 
を 規定 し て いな い 。 こ れ 等 の 罪 に 科す 極刑 は 死刑 で ある が 、 第 一 級 犯罪 (2:179) に 対 
し て は 慰謝 料 支払 い が 、 そ の 他 の 犯罪 (3:33-34) に 対し て は 禁固 、 流刑 が 定め られ て い 
る 。 既 婚 の 奴隷 女 が 義通 罪 を 犯し た 場合 聖 ク ルアー ン の 別 の 意 (4:26) に 書か れ て ある 
よう に 、 自 由 な 身分 の 既婚 女性 と 比べ る と 、 罰 は 半減 され る 。 投石 の よう に 死に 至ら 
せる よう な 刑 は どう や っ て 半分 に で きよ うか ? だ か ら 、 不貞 節 の 罰 は 死刑 で は あり 得 
な い の だ 。 

聖 ク ルアー ン は 、 蓄 通 罪 に 対し て 鞭打ち を 科す こと が 明記 され て お り 、 そ の 適用 は 
罪人 の 既婚 、 未 婚 を 問わ な か っ た 。 又 、 当 節 及 び 他 の 関連 する 節 に は 、 聖 預 言 者 の 高 
0 7220 2 こ 詳 bE 調 わ れ 無 き 中 傷 


派 の 中 に は 正 * i 言 学者 の 手 を 経 ず し て 、 「 当 ( 節 で は 、 導通 罪 に 対す る 
制 則 と し て 、 未婚 者 に は 鞭打ち を 、 既婚 者 に は 投石 に よる 死刑 を 規定 し て いる 」 と い 
う 誤 っ た 解釈 を 教え て いる と ころ も ある 。 こ の 誤認 は 、 既婚 の 女 通 量 者 が 聖 預言 者 の 
命 に より 投石 に よる 死刑 を 科せ られ た と 書か れ た ハデ ィ ー ス に ある 二 、 三 の 例 を 拠り 
所 と し て いる よう で ある 。 こ の 内 の 一 例 は 、 ユダヤ 人 男女 に 関す る も の で 、 彼 等 は モ 
ー ゼ の 律 法 に 基づき 投石 刑 を 受け た ( プ ハ ー リ ー よ り )。 聖 預 言 者 の 行い は 不変 で あり 、 
新しい 戒律 が 啓示 され る まで は 、 旧 約 罰 書 に 基づき 罪 を 裁 い た 。 投石 刑 の 科せ られ た 
記録 が 一 二 あ る が 、 NAS 0 音 示 され た 前 か 後 か は 定か で は 
な い 。 この 節 の 啓示 前 に 犯罪 が 行わ れ た 場合 で も 、 記録 者 の 誤り で 、 啓示 後に 起こ さ 
れ た も の と 誤記 され て いる 可能 NT の ス に は その よう な 記事 錯誤 の 部 分 
が 発見 され て いる 。 ある い は 当時 、 世 の 中 が 深刻 な 状況 で 、 そ の た め 聖 預言 者 が 炉 通 
罪人 以外 に も 死刑 を 科 し た か 、 記録 者 が その 状況 を 電 し 損 じ た の か も し れ な い 。 
さも な けれ ば 、 型 j A こ 背 く こ TIN 


後継 者 オマ ル と ア る 言え る 。 オマ ル は 次 の よう に 請 っ た と 0 
「 律 法 に は 、 投 石 刑 に つい て の 一 節 が あっ た 。 我々 は それ を 読み 、 理 解 し 、 覚 えた 。 
也 預 営 者 は 背 通 罪 者 に 投石 刑 を 科 し 、 我々 も 又 彼 に 従っ た 。 人 々 が 律 法 に 書か れ て な 
いこ と を 付け 加え た の は オマ ル だ と 言っ て いる で は な いか 」 (Kashful-Ghummah、 2 巻 、 
111 買 ) 。 ハデ ィ ー ス は 全く の 僧 文 書か 、 良 く て も オマ ル の 言葉 を 誤解 し た も の と 思わ 
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ィ レ し デ 


4. 女 夫 は (当然 ) 、 玉 婦 か 多神教 徒 の aS を 1 に の なこ や か 1531 
RM また 女 婦 も ( 当 SO 
0、 朗 大 か 多神教 人 の 男 以外 結婚 し 、 つ 5 GAY 紀 
se mL それ ? ダ は 信徒 ィ ー ZN < に | 
に 禁 ぜ られ る な り 。 と A 

OR 5 
5。 され ば 、 9 貞 節 な る 女 を 中 傷 し 、 然 NC る 寺 1 と | イラ コ ョ ン ン う ゅ ン 
ORR 

る 後 四 人 の 証人 を 挙げ 得 ざ る 者 あら て = 


724:24. 


れる 。 オマ ル が 型 ク ルアー ン の 一 部 で ある と 言っ て いる も の を 書き 忘れ る こと な ど あ 
り 得 な い 、 そ し て 、 オ マル が 正しい こと を する の に 、 人 々 を 怖 れ て それ を し な か っ た 
と いう こと は 考え られ な い 。 も し オマ ル が 本 当 に 言っ た の な ら 聖 クル アー ン に 必ず 書 
き 入 れる は ず で ある 。 又 、 姦通 罪 を 犯し た 女性 を 牙 打 っ た 後 投石 死に 追い や っ た アリ 
ー は 、 次 の よう に 語っ た と 記さ れ て いる 。「 私 は 戒律 に 基き 彼女 を 鞭打ち 、 聖 聞 言 者 
の 行い に 従い 彼女 に 投石 死 を 科 し た 」( ブ ハー リー より )。 これ 等 の 言葉 か ら 、 二 つの 
推論 が 導き 出さ れる 。 (1) 女 通 者 を 台 す る 際 、 了 預 言 者 は 、 列 クル アー ン に 規定 され 
た 神 の 戒律 に 反する 刑 を 科 し た 。 し か し これ は 有り 得 な い 。 (⑫) 一 方 、 ウ マル は 、 女 
通 者 に 投石 刑 を 科す べし と いう 茂 律 が ある 」 と 語っ て いる 。 又 アリ ー は 「 そ の よう 
な 戒律 は 無い が 、 聖 預言 者 に 習い 、 私 も 姦通 者 に 投石 刑 を 科 し た 」 と 述べ て いる 。 
両者 の 言 は 相 矛 盾 する の みな ら ず 、 神 の 戒律 に 背く も の で あり 、 そ れ 由 、 偽 造 か 、 
よし ん ば 誤っ て 伝え られ た も の と し て 否定 せ ざ る を 得 な い ( 解 説 の 犬 特 版 1836-1838 
頁 を 参照 の こと )。 

94 ニカ ー フ は 、 結 婚 し て 、 或 い は 、 結 婚 な し で の 性 交 、 又 は 、 性 交 な し で の 結婚 
を 意味 する (Lane より )。 当 節 の 意味 は 明確 で ある 。 す な わ ち 、 男 性 が 女性 と 性 行為 
を し た 時 、 そ の 女性 が 男性 の 妻 で な けれ ば 、 彼 は 明らか に 姜 夫 で ある 。 同 じ よ うに 、 
女性 も 姜 放 で ある 。 こ こ で の ニカ ー フ は 、 性 行為 を 意味 し 、 結 婚 で は な い 。 然 し 、 も 
し ここ で 、 或 る 学者 の 考え た 加 く 、 ニ カー フ を 結婚 の 意味 に 採ら れる な ら ば 、 そ の 時 
の 意味 は 、 ア ッ ザ ー ニ ー、 つ まり 、 女 通 を 自由 勝手 に 楽し むこ と を 恥じ な い 不 道徳 な 
男 は 、 貞 節 で 信仰 を 持つ 女性 を 説き 伏せ て 彼女 と 結婚 する こと が 出来 る 管 は な い 。 倫 
理 の 低級 な 不良 な 女性 や 、 彼 同様 、 非常 に 低い 道徳 の 水準 に 居る 偶像 礼拝 に 心酔 する 
女性 の み が そ の 和男 と 結婚 する こと を 勧め られ る 。 

037 代名詞 「 そ れ 」 と は 、 数 通 の 処置 を 意味 する 。 イ スラ ム は 、 数 通 を 社会 の 悪 の 中 
で 一 番 憎 ひ べき も の の 一 つ で ある と みな し て いる 。 そし て 、 この 病気 は 人 々 の 中 に 入 
っ て 来る あら ゆる 道 を 閉ざす 方 策 を 謀 り 、 そ れ を 厳し く 罰 し 、 有罪 者 を 社会 の 除け 者 
と し て 痛烈 に 非難 する 。 前節 は 、 数 通 や 到 淫 に 値する 罰 を 規定 し た が 、 当 章 は 、 彼 等 
を 全て の 社会 的 関係 を 避け る べき 者 と し て 、 社 会 の 頻 病 患者 と し て 非難 し て いる 
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ば 、 彼 等 に 八 上 回 の 鞭打ち を 科せ 。 まつ 2 る 5362 る し 
た お 前 達 、 彼 等 の 証言 を 永遠 に 受け 入 。。 _ 


れる な か れ 。 こ れ 等 の 者 ども こそ 拓 心 は っ 12 うう る 1 錠 お Y 5 33 に 
当 刀 2028 】 し っ 24 っ IIK チッ 
者 な り "928。 O03 る SB 


6. 但し 、 そ の 後 、“ 悔 悟 し て 自ら を 改 | し) 


め た る 者 あら ば 、 げに アッ ラー は a 
寅 大 に し て 、 慈 直 深 くま し ます 。 Oe SI HE 4000 
7. 面 し て 自分 の 春 た ち を 中 傷 し 0、 5 っ 3544 に 395 てる 3 


し か も 自分 自身 以外 その 証人 に 非 る 。 レレ co フッ 
る 者 達 あら ば 、 彼 等 の 各 人 は アッ ラー 53Le こ 9 > で | YR 
に 誓っ て 、 自 分 が 確か に 正直 な る こと 5 し 衝 し に っ り る Sf 


4:18. 


2028 婦 通 罪 に 次 ぐ 社 会 悪 は 、 潔白 な 人 に 対す る 誹謗 行為 で ある 。 文明 化 さ れ た いわ ゆ 
る 近代 社会 で よく 見 られ る この 誹謗 行為 を イス ラム 教 は 戒め 、 無実 の 人 を 中 傷 す る 者 
に 対し て 厳罰 を 持っ て 処す る 。 罰則 に は 3 種類 の も の が ある 。(。) 体罰 (b) 偽証 者 と い 
う 冶 印 を 押す こと に より 、 証 言 の 法 的 効力 を 失効 する 。(c) 罪人 と し て 扱う こと で 精 
神 的 恥辱 を 与え る 。 笛 訴 内 容 が 真実 か 人 否 か と いう 点 は 、 こ こ で は 触れ られ て いな い 。 
告発 者 は 必要 な 証拠 を 提出 し な い 限り 偽証 者 と みな され 、 規 定 の 罰則 を 科せ られ る 。 
女 通 罪 で 告発 され た 女性 も 、 事 実は どう で あれ 、 証 拠 が 揃わ な けれ ば 無罪 と な る 。 法 
の 意図 する と ころ は 名 誉 山 損 行為 防止 で ある 。「 貞 節 な る 女 」 と いう 語 が 用 いら れ て 
は いる が 、 当 節 の 戒律 は 男女 双方 を 対象 と し た も の で ある 。 アラ ビア 語 で は 、 男 女 両 
性 に 等 し く 関わ る 事柄 を 述べ る 時 、 男性 の 性 が 用 いら れる 。 し か し 男性 より むし ろ 女 
性 に 関す る 事柄 の 場合 は 女性 の 性 が 用 いら れる 。 こ こ に 書か れ た 戒律 は 名 誉 届 損 に 対 
する 信 則 に 関す る も の で 、 被 害 者 は 男女 両性 で ある と は 言う も の の 、 女 性 の 方 が 一 般 
的 に より 失 宮 は 大 きい の で " 貞 節 な る 女 "と いう 語 を 用 いて いる の で ある 。 同じ く “「 中 傷 」 
する 者 "と いう 語 は アラ ビア 語 本 文 で は 男性 語 で は ある が 、 男 女 両性 に 適用 され る 。 
2929 名 准 肖 損 の 場合 、 罪人 が 悔い 改め れ ば 刑罰 の 免除 も あり 得る 。 第 一 の 体罰 に 関し 
て は 、 有罪 が 確定 次 第 施行 され る の は 別 と し て 、 後 の 二 つ の 罰則 は 罪人 の 態度 如何 で 
免除 も ある 。 
大 婦 間 に 疑 悪 が 生じ 、 家族 関係 が こじ れる こと も ある の で 、 そ の よう な 場合 に 備 
えた 特別 の 規定 が ある 。 
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う デ 


8. 面 し て 、 五 度目 は (云う べ い 、 も 6POZE 移 こら 5842 つ 回 5 
し 自分 が 嘘つき な ら ば 、 自 分 に アッ ラ 
ー の 呪 衣 ある こと を 。 IO 
9. また 、 彼 女 が アッ ラー に 整っ て 、 324561 こ EE SS ) 
誠に 彼 が 嘘つき な る こと を 四 度 証 本 0 

言 すれ ば 、( そ は ) 彼 女 か ら 刑 前 を 免 。 OGs3Sog 引 i 
ずる 。 
10. 耐 し て 、 五 度 日 は (云う べし )、 も 95OUL2EAAI こ CE 2Ej3 
し 彼 が 正直 た れ は 、 彼女 に アッ ラー の Po 
移り が 降ら ん こと を "sr. OR 
11. され ば 、 も し お 前 達 に アッ ラー の 8813 選 之 3232S2E 和 bY 
a そし て アッ ラー は 必 悟 を 


= と 2 2d 
認め る 賢明 な 御方 な る こと な か り せ & DS EI SEAN 
ば 生生 1 
i 


前 達 の 中 の i oo お 前 達 を i : 


2031 委 が 夫 に 告訴 さ れ た 時 、4 回 の 響い を 立て 、 自 分 が 無罪 で あり 、 そ の 夫 の 千 訴 が 
押 造 で ある こと を 立証 し 、 そ し て 五 回 目 の 響 い お い て 、 も NARO CS 
己 に 対し て 神 の 呪 語 を 求め た 場合 、 妻 は 無罪 と な り 、 又 夫 も 妻 を 告発 し た 廉 で 裁 か れ 

る こと は な い 。 し か し 、 夫婦 仲 が この よう に こじ れ て し まえ ば 、 も は や 葵 を と り 戻 す 
こと も で きず 、 夫 婦 関 係 は 維持 で き な い で あろ う 。 


内 GMA ヒジ ュ ラ 歴 $ 年 聖 預 言 者 が 
パニ ー・ ム スタ リク 討伐 を 終え た 帰路 の 最 申 で あっ た 。 イス ラム 軍 は メデ ィ ナ の 近く 
rn NA 2 の 人 の 聖 預言 者 は 高 吐 で 賢い 夫人 アイ シ 
ャ を 伴っ て いた 。 アイ シャ は 用 足し に キャ ンプ を 離れ た 。 戻っ た 時 、 彼女 は どこ か に 
ネッ クレ ス を 落し て 来 た こ と に 気付 いた 。 ネッ クレ ス 自 体 は 高価 な 物 で は な か っ た が 、 
友人 か ら の 借り 物 だ っ た の で 、 彼 女 は それ を 提 し に 再び 出かけ た 。 戻っ て みる と 、 軍 
隊 は 、 それ まで 彼女 の 乗っ て いた ラク ダ と 共に 立ち 去っ た 後 だ っ た 。 彼女 は 当時 まだ 

若く 、 体 重 も 軽かっ た の で 、 召 使い 達 は 彼女 が 息 に 乗り 込ん で いる も の と 思っ て いた 。 
I ED 
ー ン が 彼女 を 見 つけ た 。 まだ ヴェ ー ル を つけ る こと が 規定 され る 以前 に サフ ワー ン は 
彼女 を 目 に し た こと が あっ た の で 、 一目 で アイ シャ で ある と わか り 、 サ フワ ー ン は 役 
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自分 た ち へ の 補い と 思う な か れ 。 人 耕 、 
そ は お 前 達 の た め に 普 な り 。 彼 等 の 中 
各 人 の た め に 、 その 稼ぎ し 罪 あ り 。 さ 
れ ど 、 彼 等 の 中 、 その 最大 の 責任 を 負 
う も の “9% に は 、 厳 し い 貢 苦 あり 。 


13. お 前 達 そ れ を 聞き し 時 、 何 故 信者 
た る 男 達 も また 信者 た る 女 達 も 自分 た 
ち 仲 間 に 対し て 善意 に 推測 し 、「 こ は 明 
白 な る 虚偽 な り 」 と 云わ ざり し か ? 


14. 何故 に 彼 等 は 之 に 対し て 、 四 人 の 
証人 を 挙げ ざり し か ? 彼 等 が 証人 を 
立て 得 ざ り し 故に 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で 


彼 等 こそ 嘘つき な り 4。 


15. “も し お 前 達 に 現世 並び に 来世 に 
於 ける アッ ラー の 恩 鈴 と 、 そ の 慈悲 が 


Rb re De 2 wu 
Su 名 の ッ で タラン 
に es 


ーー へ る 
の 


FEH Nei 
® bc は < 


の の ぁ a 1 


と 
か もの 4 


Dr 


13 


Y 


ポン 


PRIME 9 


トン ィ 


NE 
OOF 


GR EE SY 5 


9.65; 4:84. 


0 分 の ラク ダ に 乗せ 、 自 ら は ラク ダ の 後ろ を 徒歩 で メデ ィ ナ へ 向っ た ( ブ ハ ー リ 


: ニカ ー フ 章 参 照 )。 ア ブドウ ッ ラ ー・ 


ビン ・ ウ バイ ・ ビ ン ・ サ ルー ル を 首領 と す 


る ディ ナ の 偽善 者 達 は この 出来 事 を 利用 


し よう と 企み 、 ア イシ ャ に 対し て の 悪意 


る 醒 聞 を 触れ 回 っ た 。 残念 な が ら 、 イ スラ ム 教 徒 の 中 に この 企み に 加わ る 者 も あっ た 。 
し か し アイ シャ の 無実 は 神 の 啓示 に より 証明 され た 。 流言 を 広め た 者 達 は 罰せ られ 、 


以後 この よう な 醒 聞 を 禁じ る 落 示 が 与 


・ ビ ン ・ ウ バイ を 指し て いる 。 


大 の 次 任 を を 負う も の で ある 。 彼 は イス ラム 教 に 刃 向 か い 、 


ェ え られ た 。 


。 」 最 大 の 責任 を 負う も の 」 と は メデ ィ ナ の 信 着 者 人 
彼 こ そ が 例 の 虚言 を 思い 付き 、 人 々 に 触れ 回 っ た 最 


の 首謀 者 で ある アブ ドゥ ッ ラ 


メデ ィ ナ の 王 に な る 野望 を 


抱い て いた が 、 志 を 遂げ ず し て 不 名 誉 な 死 を 迎え た 。 


394? スラム 教徒 の 男女 を 女 通 罪 で 


告訴 する 者 は 、 
数 通 の 目撃 者 を 3 人 まで し か 集め られ な けれ ば 、 半 


ON NM 計 


と し て 扱わ れる 。 他 人 の 姦通 現場 を 目撃 し た か ら と CA ら 3 で 、 その 陳 開 を 触れ 回 る と と 


は 許さ れ な い 。 
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な か り せ ば 、 お 前 達 が 陥っ た こと の た 08 ビビ 
め に 、 厳 し い 貢 苦 が お 前 達 に 降り か か - 


ダン イン っ * 
り し 秒 な り 。 らち 0 


る 815 5 タ 


16. お 前 達 は 己 の 舌先 で それ (偽り ) つが EAL の 
を 受け 止め 、 ま た 己 の 知ら ざる こと を 


口 に し た る な り 。 胡 し て お ね 前 達 は 之 を ひら HS 3 

安易 に 捉え た れ ど 、 そ は アッ ラー の 御 CR 
(©) AM 8 * ゃ ゆい dos と ん る 

許 で は 重大 な りき ぎ oo イン の ン 

17. され ば 、 お 前 達 それ を 聞き し 時 、 CO ASU 232 2 る 35 

何故 に お 前 達 云 わざ り し か 、「 我 等 は こ 2 


Fs Cis き ーー 4 37 
の こと に 関し て 語る べから ず 。 没 軍 ) O88 Re ESO| 
は 聖 な り 、 こ は 重大 な 中 傷 な り 」 と 。 の Ez 


18. アッ ラー は お 前 達 に 、 この よう な 512 は 182856 人 は て ぼく 
こと を 決し て 繰り 返す べから ず 、 と 忠 12 の る 
告 し 給 う な り 、 も し お 前 達 信 者 な ら ば 。 0 くい 
19. され ば 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 達 に 神 光る < 区 15" こ 923 あ さえ っ 3 
を 解き あか し 給 う 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー 


っ る 


ラーン 
は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 。 ss 
20. 醒 行 が 信徒 た ちの 間 に 広まる こ Ee に 916 る で SM 
と を 好む お 者 ども に は 、 現 世に 於 いて も (ご が . 
来世 に 於 いて も 痛ま し い 貢 苫 あら ん ば フウ lg ca 8 


” 。 丁 し て 、 ア ッ ラ ー は 御存知 な れ 2331 3 ス 1 05 Ne 


ど 、 お 前 達 は 知ら ず 。 0 
OORSY 


098 イス ラム 教 は 、 姦通 罪 に 関す る 偽証 の 流布 を 厳し く 戒 め て 来 た 。 義通 を 犯し た 者 
だ け で な く 、 そ の 醸 聞 を 広め た 者 も 罰せ られ た が 、 む し ろ 後 者 の 方 が より 重い 刑 を 科 
せら れ た 。 散発 的 に 起こ る 女 通 より も 、 世 の 中 に 性 的 不道徳 の 墓 延 する 方 が 遥か に 深 
刻 な 問題 を 引き 起こ すか ら で あ る 。 RR 
地域 社会 の 不 徳行 為 に 対す る 嫌悪 感 も 薄れ 、 や が て は 不 徳行 為 が は び ば こる よう に な る 
で あろ う 。 未 来 に 対す る 悲観 論 が 世に 広まり 、 首 仁 基盤 は 根底 か ら 牧 され る で あろ う 。 
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二 十 四 章 アン ヌー ル An-Nur( 光 ) 士 八巻 


= ラー の 固 る イン (コン レッ ン ン EE イン まさ ゴー タイ て AN ネ キッ イン 
21. も し お 前 着 に アッ ラー の 恩 籠 と 8 っ 3 las Ys 


悲 、 そ し て アッ ラー は 哀れ み 深 く 慈  、 z ; 
i OL 3 3535 4 
前 達 に 醒 行 が 広まり し な り ) 。 

三 項 
22. 汐 等 信 作 せ し 者 よ 、< 下 麻 の 足跡 ご っ 地 | 及 守 4 相 て 3 Sb 
に 従う な か れ ?936。 悪魔 の 足跡 に 従う 


タン ン ル 

放ち ら は 、 役 が 確か に 義行 と 思 を 命 ず の 計 当 捕え を 計ら 42 所 
る な り 。 され ば も し お 前 達 に アッ ラー < と で < 中 は 3 ス 2 し AS 

グ ? つい 
の 恩師 と 慈悲 な か り せ ば 、 お 前 達 の 中 3 RS 
一 人 も 決し て 清浄 な り し 能 わ ず 。 さ れ RS 
ど 、 アッ ラー は 、 己 が 欲す る 者 を 清め SS 
給 う 。 親 し て アッ ラー は すべ て を 恥 か SE > 


き 、 知 業 し 給 う 。 @ る に を 。 0 2 2 


タン タ 


23. お 前 達 の 中 の 裕福 で 財力 の ある 1 
者 た ち は 、 近親 の 者 、 貧者 "並び に ュー ig 3 放 
アッ ラー の 道 に か け て 移住 する 人 々 CSIC 


に 、 一 切な に も 施さ ぬこ と を 綿 う な か 44? 1 コン 
aa 5 PU Rd ee 
NAS 


大 目 に 見 る べし 。 お 前 達 は 、 アッ ラー 人 359 に つ 育 に は る 05 
I OR 2 2 つる 
面 し て アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 Oia I I EA od 
くま し ます 。 


6:143; 19:45: 36:61. 


2036 人 間 は 、 明 ら か に 悪い と 分 か る こと に は 手 を 出さ な いし 、 又 それ を 嫌う 。 そ こ で 
NN 人 6%。 た わい 無い こ 


ON 
0937 と れ は アブ ー・ バ クル の こと を 指す よう だ 。 彼 は 貧し い 親 族 の ミス ター に 小遣い 
を 与え て いた が 、 ミ スタ ー が 不運 に も アイ シャ 誹 誇 の 件 に 巻き 込ま れ て し まっ た た め 、 
それ を 打ち 切っ て し まっ た 。 
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十 八 伏 アン ヌー ル An-Nur( 光 ) 二 十 四 意 


24. げに 、 無知 "9% で 直人 節 な る 信者 の >Ja 語 こも 2200 6 刀 ら でる 3388 
女 た ち を 中 傷 する 者 は 、 現 世に 於 いて od 。 。 レッ 
も 来世 に 於 いて も 呪 衣 せ られ た り 。 曽 あみ うに 1、 あり と っ 

和仁 に な ゝ 青 革 3 ee イン > タン 
し て 彼 等 に は 厳し 責 苦 あり 。 Ok Ry 


25. 9 彼 等 の 舌 や その 手 や その 足 が 、 8 の 8 
彼 等 に 対し て 、 その な し た る 所 業 に お プン っ イー ラッ ン ョ っ ブルン ルン ーー っ タイ コー ライ ン 
いて 証言 する や 9 その 日 (を 想 え )。 0en lH LE 


a 2 人 ここ 2 る ン る と を nd A ゥ リン で i 

26. その 日 7 ッ ラ は 彼 等 その 受 、 3 える 3 | 9 2 ひく 
くべ き 応 報 を 存 分 に 与え ん 。 さ れ ば 、 NM 2 

fs 9 ンタ アオ イン W 4 イン ラッ rs 

彼 等 は 、 5 アッ ラー こそ が 明白 な る 真 OE RO OR 

理 な る こと を 知ら ん 99。 

Ev Ne ポメ FH ナン 2 プ 5 マタ レン 2 ょ っ ダイ リュ ン ネイ 

27. A DO il 3 て Nh さま si 

の た め に あり て 、 不 浄 な る 男 達 は 不浄 。 Se 

2 ター Mt る し MY CE 
な る 女 た ち の た め な り 。 ま た 、 清 汐 な っ で こっ うこ 


る 女 洋 清光 な る 男 達 の た め に あり 41 SB つの 設 委 3 
て 、 清 浄 な る 男 達 は 清光 な る 女 吉 の た 。 


EP b っ イッ ガン る 2 タタ ンプ 
め な り や! これ 等 の 者 こそ 彼 等 の 中 つや て つめ 95 の お # 


17:37: 36:66: 41:21-23, 220:115: 22:63: 23:117. 


2038 ラ アイ シャ 誹謗 の 件 で ガー フィ ラー ト (Ghafilat= 無 知 ) と いう 語 が 使わ れ て いる の は 、 
これ は 彼女 の 潔白 を 示す も の で ある 。 徳 を 備え た 人 は 、 過ち を 犯す な ど 考 えも し な い 
も の で ある 。 

2939 近年 の 科学 的 研究 に より この 館 が 真実 で ある と 証明 され た 。 さま ざま な 機械 が 開 
発 さ れ 、 そ れ を 設置 すれ ば 、 話 声 は も ちろ ん の こと 、 人 の 手 、 足 や 内 臓 の 動く 音 まで 
保存 で きる 。 こ の 機械 は 、 警 察 が 犯人 を 逮捕 し 取り 調べ る 上 で 非常 に 役立っ て いる 。 
機械 を 通じ て 捕え られ た 犯人 の 舌 、 手 、 足 の 動き は 、 有 罪 の 証拠 と な る 。 言葉 や や 行動 
は 現場 に 痕跡 を 残す こと が 、 科学 の 力 で 立証 され て いる 。 聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 こ 
れ 等 の 痕跡 は 必ず 具体 化す る も の で あり 、 良 し に つけ 悪し き に つけ 人 の な し た 行い は 
後に 手足 の 動き と な っ て 現れ 、 そ の 人 の 過去 の 動か ぬ 詐 拠 と な る 。 

299 真実 は 全て 相対 的 な も の で ある 。 ある 観点 か ら す れ ば 真実 で ある 事柄 も 見 方 を 変 
えれ ば 偽り と な る 。 絶対 の 真実 は 神 の み で ある 。 

29 符 上 不 浄 な る 」 と いう 語 は 不 徳 な 行為 、 不 快 な 発言 を 意味 し て お り 、 当 節 で は 、 悪 
人 は 悪事 を 行い 不快 な 言葉 を 発し 、 悪口 を 言い 触ら す と 主張 し て いる 。 一 方 、 清浄 な 
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二 填 四 章 アン ヌー ル An-Nar( 光 ) 十 八 伏 


お む く 
立て る こと か ら 無 垢 な り 。“ 彼 等 の た の くる 1 きる 488 
し 立て NN 彼 ま の た を ONG りう 9 Aa 
め に は 、 容赦 と 光栄 な る 滋養 物 あ り 。 
四 項 
28. 溢 等 信徒 た ちよ 、 お 前 達 許可 を 求 52 没 ふ 3 2 ご GG 


め 、 また その 家人 に 挨拶 > を する 000 23 の 引 23 12 っ る ぬ ン っ ユ と ん 】 
まで は 、? 己 が 家 以 外 の 住ま い に 入 る に 135 ばっ ター ウッ 
な か れ 。 そ は お 前 達 の た め に 最善 な あと LCOY (6 生 い っ 
り 、 お 前 達 が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 2 

の の 0 が 3 る (っ) 


29. され ば 、 お 前 達 それ ら の 中 に 誰 を Ls LLSSASS< li 0 
も 見 出さ ぬ な ら ば 、 お 前 達 許し が 与え 5 
5 れる まで は を の mhi に 入る こと な か BOD っ < つ 3 


れ 。 また も し お 前 達 が 、「 帰 っ て くれ 」 スル レン レキ っ ミイ ンス ss 
と 云わ れ た る な ら ば 、 帰 る べし 。 そ は お に FH に | 
お 前 達 の た め に は 最も 潔 し 。 耐 し て 、 i 
アッ ラー は お 前 達 の 行う こと を 熟知 

し 給 う 。 


30. お 前 達 が 、 無 住居 で 、 そ の 中 に お RS と SSCE、 つ 3 
前 達 の 物品 が ある 家 に 入る こと に 対 ルッ 
し て 、 お ね 前 達 に 罪 な し 。 証し て 、 < アッ ーー る 0l9 6 


ラー は 、 お 前 達 が 表わす こと も 隠す こ し. だ > チン 隊 4 うー プッ ョ ン 
6O0%CC じ 23633 に る つる 
と も 知り 給 う 。 2 


22 央 タル 


31. 男 の 信者 た ち に 云え 、 | ARS 
が 視線 を 抑え “、 己 が 陰部 を 護 上 


68.73: 22:51.724:62. “2:34: 21:LLLE 87:8. 


人 は 行い も 言葉 も 正しい と 述べ て いる 。 

2032 職場 や 家庭 で の 会 見 を 申し 込む 際 、 相手 が 受け 入れ て くれ る か どう か を 知る に は 、 
名 刺 や 紹介 状 を 取り 次 ぎ に 出 す の が 良い し 、 こ れ は 先 に 述べ た 聖 ク ルアー ン の 教え に 
も 添っ た や り 方 で ある 。 
7 千 先 に 示さ れ た 通り 、 聖 クル アー ン は 物事 を 外見 で 判断 する の で は な く 、 本 質 に 迫 
る べき だ と 説い て いる 。 人物 の 評価 は その 本 質 に よっ て 決ま る 。 良い 性 質 は 育て て 行 
くべ き で あり 、 悪い 性 質 は 根絶 し な けれ ば な ら な い 。 よ こし まな 考え は 目 を 通し て 心 
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十 八 参 


アン ヌー ル An-NarG@) 


二 十 四 章 


の 。 こと を 。 そ は 彼 等 の た め に 最も 
潔 し 。 げ に アッ ラー は 役 等 の な せる こ 
と を 熟知 し 給 う 。 


32. また 女 の 信者 た ち に 云え 、 彼女 等 
は 己 が 視線 を 抑え 、 令 部 を 護り 、( 自 
然 に ) その 名 われ た る と こ ろ を 除い 
て 、 己 が 美 し さ を 忠 わ し て は な ら ぬ こ 
と を 。 曽 し て 、 彼 女 等 は その か ぶり 布 
を 選 が 胸 ま で 垂れ る べし 。 また 、 己 の 
夫 、 又 は 避 の 父 、 又は ロロ が 夫 の 父 、 

は 避 の 息子 た ち 、 又 は 忌 が 夫 の 恩 か 
ち 、 又は 己 が 兄弟 、 又は 己 が 兄弟 の 息 
子 た ち 、 又は 己 が 姉妹 の 息子 達 、 又は 
己 が 女 た ち 20438 又は 己 の 右手 が 所 
有する 者 た ち 、 又は 男 達 の 中 性 欲 な 
き 下僕 、 又 は 女 の 恥部 に 無知 な る 幼 
児 を 除い て 、 そ の 美 し さ を 露 わ すこ 
と な か れ 。 ま た 、 彼 女 た ち の 隠れ る 
美 し さ が (人 々 に ) 露 わ に な れる ほど 
に 、 そ の 足 で (地面 を ) 打つ な か れ 。 
面 し て 液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 達 悔 司 
し な が ら 皆 アッ ラー に 返 れ 、 お 前 達 
が 成功 せん が た め に ぞ “。 


+ PF 2 イン うっ ズー 3 9 
Sa 0 上 
04 i < 0 


ンダ ター 2 タイ ーー る イラ ン ン 


co 本 
OS 


ャ ン 
391 


sl 5 


2 2 し る に 0 タン 
Os had DT 


i 9 の レア 


テ タ 5 る ン よ る 


RN Ee 
0 OA 


に 入り 込む 。 それ 政 、 
じ て 来 た 。 

204 人 ラフ ルー ジュ は また 、 
2043B 行儀 正 し い 女 た ち 


当 節 で は イス ラム 信者 の 男女 が 出合 


う 際 視線 を こと を 禁 


正気 を 意味 する こと も ある 。 


WISE RE NR 


し い 誤 解 が あり 、 


詳し い 説 明 が 必要 で ある 。 


ここ に ヴェ ー ル に 関す る 節 を 全て 記す 。 
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二 十 四 章 アン ヌー ル An-Nur( 光 ) 十 八 伏 


(イス ラム 教 の 女性 信者 は 顔 や 肌 を 露 わ に せ ず 、 装 飾品 を 除き 自ら の 美 し さ を 表 
に 出さ ず 、 胸 まで 響 う ヴ ェ ー ル を まとう ( 当 章 24、32 節 参照 ) 。 


(2) 預言 者 よ 、 光 は 己 が 間 た ち 及 び 娘 た ち 、 童 びに 信徒 た る 女 た ち に 告げ よ 、 彼 女 
等 は 己 が 長 衣 を その 身 に 垂れ て 纏う こと を 。 その 方 が 彼女 等 が 認知 され 、 危害 を 加え 
られ ざる こと に と り て 一 層 妥 当 な り (33:60)。 


当 節 (33:60) で 使わ れ て いる アラ ビア 語 は ジャ ラー ビー ブ 、 単 数 形 が ジル バー ブ で 
長く ゆる や か な 外 衣 と いう 意味 を 持つ (Lane より )。 


(3) 預言 者 の 妻たち よ 、 お 前 轄 は 一 般 の 女 た ち と は 等 し か ら ず 、 も し 、 お 前 
達 己 散 する な ら ば 。 さ れ ば 、 甘 い 言葉 で 語る な か れ 。 さも な くば 、 心 に 病 あ 
る 者 が 誘惑 に か られ る な り 。 i 己 が 家 に お れ 、 
以前 の 無明 時 代 の 飾り の よう に 飾 た て て 見 せ び ずら か す な か れ .….(33:33-34) 

MA お 前 達 の 右手 が 所 有する 者 た ち 、 並 びに お 前 達 の 員 成 年 
に 達せ ざる 者 た ち が 、 三 つの 場合 に お いて (入室 に 際 し ) お 前 達 に 許可 を 求め る べし 。 
(すなわち )} or また 昼寝 の た め に お 前 達 が (必要 以上 の ) 着物 を 脱い で い 
る と き 、 及 び 夜 の 礼拝 以後 な り (24:59) 。 

上 記 の 四 つ の 節 か ら 以 下 の 推論 が な され る 。 

(a) イス ラム 教 の 女性 は 外出 時 に ジル バー ブ と いう 長 衣 を まとい 、 そ れ は 頭 か ら 胸 
まで 衝 う も の で な けれ ば ぼ ば ならない 。 これ は 重要 な こと で 聖 ク ルアー ン 33 章 60 節 に 記 
され て いる 。 長 衣 を まとう の は 、 イス ラム の 女性 が 所 用 で 外出 する 際 、 い か が わし い 
人 々 に よる 擬 視 や みだら な 斉 葉 に 苦し め ら れ な いた めで ある 。 

(b) イス ラム の 男女 は 出会っ た 際 互 い に 顔 を 見 つめ る の を 避け る 。 

(c) 第 三 の 戒 律 は 明らか に 聖 預 昔 者 の 雪 達 に 課せ られ た も の で ある が 、 聖 クル アー 
ン の 教え と し て 、 他 の イス ラム 女性 に も 適用 され る 。「 己 が 家 に お れ 」(33:34) と いう 
語 は 所 用 で 外出 する 場合 も 含ん で お り 、 イ スラ ム 女 性 の 主 な 行動 範囲 は 家庭 内 で ある 。 

(d) 三 つの 時 間 帯 に は 、 子 供 達 す ら 両親 の 部 屋 へ 入る こと は 許さ れ な いし 、 宮 使い 
や 女 奴隷 は 主人 の 寝室 に 入っ て は な ら な い 。 

第 一 の 戒律 は 女性 が 外出 する 際 守 らち ら な けれ ば な ら な いも の で ある 。 彼女 等 は 全身 を 
覆う 長 衣 を 身 に 付け ね ば な ら な い 。 第 二 の 戒 律 は ヴェ ー ル に 関す る も の で 、 主 に 家庭 
内 で 、 頻繁 に 訪れ る 男性 の 近親 者 と 同席 する 際 着 用 する 。 こ の 時 、 男 女 互い に 顔 を 合 
わす こと を 禁じ て いる が 、 女性 は 更に 、 自 ら の そし て 衣服 や 装飾 品 の 美 し さ を 表 に 出 
さ な い よう 気 遣 わ な けれ ば な ら な い 。 近親 者 が 時 間 構 わ ず 頻 繁 に 訪ね て 来る 度 に 長 衣 
を 着用 する の は 大 変 で 実行 し 難い の で これ は 不要 で ある 。 家庭 内 で ヴェ ー ル を 着用 し 
な い の は 同席 者 が 近親 者 だ け の 場合 で ある が 、 そ ね れ 以外 に 、 行儀 正しい 女 た ち 、 年 老 
いた 召使 い 、 女 奴 隷 、 未成 年 の 男子 (思春 期 を 迎え て いな い 男 の 子 ) も その 範 ち ゅ うに 
入 い る と 推論 され る 。 第 一 の 戒律 は 屋外 で ヴェ ー ル (ジル バー ブ ) を 着用 する 場合 、 
第 二 の 戒 律 は 屋内 で ヴェ ー ル (ヒマ ー ル ) を 着用 する 場合 で ある が 、 関連 する 節 33:60 
節 お よび この 委 に は 2 種類 の ヴェ ー ル の 表現 が ある 。33:60 節 に は 、 女 性 は 外出 時 長 
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ダク 


33. また 、 お 前 達 の 中 か ら 未 亡 人 た ち 2 イス し (< > を? NEST 
acral See ES 
ze を 結婚 させ よ 。 また 男 の 奴隷 並び 


衣 を 家庭 内 で 親族 と 同席 する 際 は 頭 部 を 費 う ヴェ ー ル を 着用 すべ し と ある 。 更に 
30:60 節 に 外出 時 の 長 衣 着用 を 定め て いる (これ ら の 衣服 に つい て の 詳細 は 33:60 参 
照 )。 当 節 で は 頭 部 を 覆う ヴェ ー ル を 胸 ま で 着用 する よう 定め て ある 。 前 者 の 場合 、 
長 衣 は 頭 、 顔 、 胸 全て を 覆っ て いる が 、 後 者 の 場合 は 頭 と 胸 の み で 顔 は 出し て も 良 
い 。 女 性 が 外出 時 に 着用 する 長 衣 の 形 は 、 慣 習 、 社 会 的 地位 、 家 庭 の 伝統 、 イ スラ 
ム 社 会 の 階級 等 に より さま ざま で ある 。 家庭 内 で 着用 する ヴェ ー ル も 又 、 女 性 が イ 
スラ ム 視 会 の どの 階級 に 属し 、 ど の よう な 仕事 を 持つ か に より 形 が 変わ る 。 家庭 内 
で は 顔 を 履 う 必要 は な い 。 た だ 、 男性 の 近親 者 が 訪ね て 来る 時 だ け 、 顔 や 装飾 品 を 碧 
えば 良い の で ある 。 

第 三 の 戒 律 は 見 知ら ぬ 男 性 に 話し か ける 時 、 威厳 あ る 態度 で 臨む よう 女性 に 求め て 
いる 。 又 家事 、 育 児 、 一 族 の 問題 等 女性 と し て の 役目 を 十分 に 果たす よう 求め て いる 。 
第 四 の 戒律 は 、 夫婦 に は 出来 る 限り 家族 の 他 の 者 達 と 離れ て 寝室 を 持つ よう に 、 駿 幼 
児 で すら 脚注 に て 先 に 述べ た 時 間 帯 に は 寝室 に 入れ て は な ら な いと 命じ て いる ( 当 章 
59 節 ) 。 

当 節 に 於 ける ズィー ナ と いう 語 は 、 自然 の 美 と 人 為 的 な 美しき 、 つ まり 、 人 の 美 し 
さ 、 服 装 や 飾り の 両方 を 包含 する 。*( 自 然 に ) そ の 露 われ た る と ころ を 除い て "と いう 


足取り や 身長 で ある 。 又 、 彼 女 の 社会 的 地位 、 家 の 伝統 、 職 業 と 社会 の 風習 に よっ て 、 
体 の お お い 隠 せな い 一 定 の 部 分 も 包含 する 。 体 の 一 定 の 部 分 を お お い 隠 さ な い 許可 は 、 
特定 な 情況 の 変化 に 従う 。 従っ て 、「 己 が 美 し さ を 忠 わ し て は な ら ぬ 」 と いう 表現 は 、 
女性 の 種々 の 社会 的 地位 や 区 分 に 関し て 言 外 の 意味 が ある 。 そ の 言 外 の 意味 は 、 習慣 
の 変化 や 生活 の 仕方 と 叉 人 々 の 職業 に よっ て 変わ る で あろ う 。「 ま た 、 彼 女 た ち の 隙 
れる 美 し さ が (人 々 に ) 釧 わ に な れる ほど に 、 そ の 足 で (地面 を ) 打つ な か れ 」(24:32) 
と いう 表現 は 、 或 る 国々 で 流行 し て いる 公然 の 舞踏 は 、 イス ラム で は 絶対 に 許さ れ な 
いこ と を 表示 する 。 

これ が イス ラム 的 "パル タダ "(ヴェ ー ル ) の 概念 で ある 。 そ れ に 従え ば 、 ム スリ ム の 夫 
人 達 は 正当 に 必要 と する た び ご と に 、 外 出す る こ と が 出来 る 。 し か し 、 彼 女 ら の 家庭 
内 に 制限 され て いる 本 来 の 主 な 職 分 は 、 重要 性 や 真剣 さ に 於 いて 、 男性 達 の 職業 より 
上 で な けれ ば 、 そ れ と 同様 で ある 。 も し 婦人 達 が 男 の 代わ り に 本 職 を 引き 受け られ る 
な ら ば 、 自然 法 に 公然 と 反抗 する で あろ う 。 そし て 自然 法 は その 理 法 を 反抗 され る こ 
と を 害さ れず に 許さ な い 。 
や プア ヤー マー と は 、 ア ッ イ ム の 複数 で 、 夫 の 居 な い 女 性 を 意味 する 。 そ れ は 未婚 女 
性 で ある か どう か 、 又は 以前 結婚 し た が 今 は 夫 が 居 な いで ある か 、 自 由 な 女性 を 示す 
(Lane より )。 又 、 妻 の 居 な い 男 性 に も 当て は まる (Mufradat より )。 究 婦 や 未婚 者 に 
も 、 イス ラム 教 で は 結婚 を 強く 勧め て いる 。 イス ラム 教 は 未婚 を 善 と せ ず 、 結婚 こそ 
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に 女 の 奴 隷 の 中 義 し い 者 た ち を も 。 彼 1: 用 361 っ に 1 5 まっ) じ 。 
等 を し 貸し く あ ら ば 、 ア ッ ラ ー は その 。、 」 a と っ 
RN 曽 し て 、 4 a 
3 ッ ラ ー は 雄大 に UE すべ て を 知 筆 ダラ ルン 4 ン 
oe al 
お: CS 
34. 面 し て 、 結婚 の 手だて が 出せ ぬ EO 35 うー タ ーー i PE で 3 
者 た ち は 、 ア ッ ラ ー が その 恩 鍋 を 以 て 5 Py 1 
彼 等 を 富 ま せる まで 、 純 潔 を 保つ べき の 045 に を を 
な り 。 また 、 お 前 達 の 右手 の 所 有 に か じ 31 っ イ アラ マズ る セッ ン 
SS02o と 00 こら 
か る 者 達 の 中 、 代金 を 払っ て 解放 証書 9 時 
2046 を 求め る 者 あら ば 、 お 前 達 彼 等 に ス の 5 スス に 01 2 る ES 
章良 さ を 認め る な ら ば 、 彼 等 に 証書 を 2585 
書い て 解放 せよ 。 面 し て 、 人 4 SNAG ES と OB 
は の ul あく で 1 の 
う 9 
与え よ 。 ま た 、 お 本 0 3 。 
も し 彼女 た ちか 結婚 する こと を 望む 0 0 31 8) 
な ら 、 お ね 前 達 現 世 の 利得 を 求め ん が た 0 
め に 、 (彼女 等 を 止め て 秘密 な ) 淫 行 に O OR js 
無理 強い する な か れ 。 され ど 、 彼 女 等 ©2233 RE ge DS 82 人 


を 無理 強い する 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は 
確か に 、 彼 女 た ちの 無理 強い れ た る 
後 、 寛 大 に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 。 
35.? 面 し て 、 わ れ ら は お 前 達 に 明白 
な る 神 兆 を 降 し た り 。 また 、 お 前 達 以 2 
前 に 逝け た る 人 々 の 例 と 、 虹 散 する 
人 々 へ の 訓 戚 を も 。 


アダ アタ アン ラッ アーン アン 


クン 。 リョ ンプ os て と る を を る 
ググ ト 


3 
be う イン ンジ * < WW 
El nA 
SE 
A RN 


222:17: 37.10: 38:6、 


正常 で 自然 な 状態 と みな す 。 
婚 は 私 の 慣 ? 


聖 預言 者 は 、 


ある い は 労働 が 書か れ て ある 。 


習 で あり 、 私 の 慣習 を 避け る 者 は 私 に 届 さ な い 」 (ムスリム : 
” ムカ ー タ バ (解放 証書 ) と は 一 種 の 契約 書 で 、 
か わら ず 、 働い て 自由 の 身 に な る こと が で きる 。 契約 書 に は 奴隷 の 解放 に 必 ョ 


次 の よう に 語っ た と 伝え られ て いる 「 結 
9 フ 書 )。 
これ に より 、 奴 隷 達 は 王 の 意 に か 


要 な 金額 
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五 項 
36. アッ ラー は 諸 天 と 大 地 の 人 光り 
。 な り 。 彼 の 光り を 引 『 き うれ ば 、 そ 
の 中 に 灯火 が あ る 測 訪 65 の 如 し 。 
その 殺 火 は 考 有 + の ガラ ス の 中 に あり 
2o4ec その 燃 台 の ガラ ス は 機 然 た る 
星 の 如 し 。 それ (灯火 ) は 、 東方 で も な 
く 、 ま た 西方 で も な い 視 福 あ る オリ ー 
ブ の 樹 に よっ て 照ら され る な り 。 そ の 
油 は 恐らく 、 火 が それ に 触れ ず と も 、 


燃え 出し て 輝く な り 。 光 の 上 に 光 を 加 
うる な り 。 アッ ラー は 、 時 


の を その 光り へ 導き 給 う 。 され ば 、 
ッ ラ ー は 人 々 の た め に 比 只 を 明示 
給 う 。 面 し て アッ ラー は 凡 て の こ 
深 知 し 給 う 7。 


2046A 


ヌー ル と は 、 暗 り 
大 で 、 よ り 明 没 で ある と と も に 、 そ の 意味 り 
20465 ミシュ カー ト と は 、 壁 龍 を 意味 する 。 
態 で は な い 壁 の 凹ん だ 部 分 


黒 に 対す る 光明 を 意味 する 。 そ れ は ディ アー 


J ON 
Ca ES SS 
hi C3 
ES 
295 っ 1 


ン 1 る で w 


EC CE We 


clug E32 内 
の 6 Ry 
ky 2 っ と 


と 比べ て 、 よ り 広 
こ 永続 性 が ある (Lane より )。 
すなわち 、 壁 の 穴 、 又 は 、 突 き 抜 ける 状 


。 そ の 箇所 に 明り を 置け ば 、 普 通 よ りさ ら に 照ら す 。 又 は 、 


その て っ べ ぺん で 明か り を 乗せ る 柱 を 意味 する (Lane より )。 


"ジャ ー ジ ャ と は 、 ガ ラス 、 又 は ガラ 
” 。 当 節 は 美しい 比較 で 、 
の 三品 に 限り 、 こ の 三品 
陰 

気 ラ ンプ を 語れ ば 、 電 線 が 光源 、 
明か り 、 ガ ラス 球 、 壁 が ん は 、 
OO 神 の 預言 者 は 光 が 消 

言 i MN 世 


電球 が 光 を 


明か り 
な けれ ば な ら な いと 述べ られ て いる 。 その) 


利 


明か り 、 ガ ラス 款 、 壁 
が 結び 付く こと で 明か り は 完成 する 。 明か り は 光源 。 ガラ ス 
ド は 風 で 消え ぬ よ う 明 か り を 履い 、 明 る さ を 増 す 


款 教 用 語 と し て それ ぞ れ 神 の 光 、 
え ぬ よう に 守り 、 


に 使う 油 は 純度 が 高く 、 火 を 付け な く と も 燃え 上 が る 程 、 


ス の 球体 を 意味 する (Lane より )。 


薄 の 話 で ある 。 神 の 光 が 届 く の は こ 


壁 薄 は 明か り を 守る 。 直 忠 法 で 電 
笠 が 光 を 広げ 方 向 付け る 。 し か し 

神 の 預言 者 を 指す と 
明る さ を 増 す 。 東 に カリ ファ ー( 聞 
の 人 々 の 啓蒙 に 努め る 。 又 、 当 節 で は 、 
引火 性 の 強い も の で 
貼 は 、 東 に も 西 に も 届 さ ず 、 特定 の 人 の 有 


0 


守り 、 


に も 不利 に も な る こと の な い 一 本 の 木 より 抽出 され た も の で ある 。 


当 節 に は も う 一 つの 解釈 が ある 。 当 人 節 で 述べ られ る 光 は 聖 ク ルアー ン に 述べ られ て 


いる よう に 、 聖 預言 者 を 指す と も 言え る (3: 


16)。 この 場合 壁 薫 は 聖 預 言 者 の 心 、 明か 
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37. アッ ラー の 命じ た る こと に よっ Ss で 3 る 53852361 人 6069 ら 容 9 
て 、 それ ら が 高貴 た らし め ら れ 、 そ と 。 、。 
で 彼 の 御名 が 唱 念 せ ら る る 家 の 中 に 、 @ り L2YI3.330UL343 | 
朝 な タ な そこ で 彼 を 讃 美 し 奉る "2、 - 
38. " 男 達 あり 、 如 何 な る 商売 も 交易 EY8 EY さじ) 
も 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 する こと や 礼拝 を と 。 」。 と 

遵守 する こと や 豆 捨 を な すこ と か ら 2 うり ぁ 
彼 等 を 怠慢 に せしめ ざる な り 09。 彼 つい 者 4 ご 32s こ の 52 
等 は 、 心 も 目 も 転倒 擬 挫 され る その 日 2 
を 居る 、 ELEY 

763:10. 


り は 最上 の 特質 を 備え た 彼 の 潔白 な 特性 、 ガ ラス は 彼 の 特性 に 備わる 神 の 光 の 透明 感 
と 明る さ を 表 し て いる 。 天 の 札 き 示 の 光 が 吾 預言 者 の 特性 の 光 の 上 に 降り て 来る 時 、 弄 
クル アー ン に 「 光 の 上 に 光 を 加 う る な り 」 と 記さ れ て いる よう に 、 郊 き は 倍加 する 。 
預言 者 の 光 は 神木 か ら 抽 出さ れ た 宙 で 燈 さ れ て いる た め 、 明る く 安 定 し て お り 、 永 

遠 に 輝き 続け る 。(「 聖 な る 一 樹 」 と いう 語 が これ を 示し て いる ) 又 、 そ の 光 は 東方 、 
西方 共に 照ら す 。 聖 預 音 者 の 心 は 澄み 、 彼 の 特性 は 素晴らし い 特 質 を 備え て いる た め 、 
神 の 啓示 が 下さ れる 以前 か ら 、 彼 は 偉大 な 使命 を 与え られ る に 相応 し い 人 物 で あっ た 。 
これ は 次 の 言葉 に 示さ れ て いる 。「 そ の 油 は 恐らく 、 火 が それ に 触れ ず と も 、 燃 え 出 
し て 輝く な り 」。 

この 隠 只 は 更に 他 の 説明 を 持つ の か も 知れ な い 。 当 節 に 於 ける 壁 区 は 人 間 の 骨 で あ 
る 。 人 体 は 、 体 の 臓器 を 通し て 、 そ れ 自 身 を 証明 する 精神 を 包含 する 。 人 体 は この よ 
うに 光 、 す な わ ち 精神 を 保護 し 、 そ の 表現 を 支配 する 。 すなわち 、 人 体 は 、 人 間 の 心 
を 啓蒙 し 、 神 と の 接触 を も た ら す ミス バー (Misbah)、 又 は 魂 の 灯火 を 包含 する 。 そ 
の 灯火 は 、 害 や 損害 か ら そ れ を 保護 する ズ ジ ャ ー ジ ャ (ガラ ス の 球体 ) の 中 に 含ま れ 、 
その 光 を 増し 、 反射 する 。 人間 の 脳 で ある ズ ジ ャ ー ジ ャ の 仕組 は 、 或 る 哲学 者 に よれ 
ば 、 神 の 光 の 究極 の 源泉 と いう 考え に 達する ほど 完全 で ある 。 その 光 は 祝福 され た 木 
か ら の 油 に よっ て 、 すなわち 、 東 や 西 の 人 々 の 独占 的 な 所 持 で な い 永遠 の 基本 的 な 真 
理 に よっ て 、 持続 され て いる 。 これ 等 の 永遠 の 真理 は 人 間 の 本 当 の 天性 に 植え 付け ら 
れ 、 天 啓 の 助け な し で さえ 、 証 明 さ れる で あろ う 。 
2747 当館 に は 立証 と 預言 が 書か れ て ある 。 聖 ク ルアー ン に 書か れ た 光 に 照ら され た 
家々 は 栄え 、 そ こ に 住む お 人々 は 常に 神 を 讃え る と 当 節 は 預言 し て いる 。 これ は 彼 等 が 
神 の 光 に NO RS 2 


内 と 骨 か ら 成 る 人 間 で あり 、 A 林業 a 僧 信 で も 
な けれ ば 、 俗 世 を 離れ た 隠者 で も な い 。 し か し な が ら 世 俗 の 雑事 の 中 に あっ て も 役 等 
は 決し て 神 と 他人 へ の 努め を 怠ら な い 。 
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39, 2 アッ ラー は 彼 等 に その 行い た る 1 x | ング < 区 RN 
デ co た を 
最善 な こ と に 対し て 報い 、 且つ 彼 に そ Ed <* 232 2 w っ タン ーー ラ ョ ンー 
の 思社 を 加増 せしめ ん が た め に 。 ア ッ ー つっ AUS 49、 つ る くる ふう 
ラー は 己 が 欲す る 者 に は 無限 に 滋養 Oe あ ) 旬 2 
物 を 授け 給 う 。 a 
40. 然 れ ども 、 不信 せ し 者 ども に 於 い 24 3 
> AE RN 5 
て は 、 その 行為 は 砂漠 の 屋 気 楼 の 如 「 ダ レー 
く な り て 、 渦 し た る 者 は それ を 水 と 5 2 つつ に だ うう る) 
思う な り 。 従っ て 、 役 そ こ に 来 た れ まみ i i zi シシ 
ば 、 そ は 何 も の を も 見 出さ ざり 。 さ “の と 4 る 
和 れ ど 彼 は 、 そ こ に アッ ラー を 見 出し 
た り 。 さ れ ば 、 彼 は その 清算 を 彼 に 
存 分 に 与え る な り 。 面 し て アッ ラー 
は 清算 に 迅速 な り 。 
A gy Wi 28 
20 (計り 生 旋 は ) 次 二 の 由 の C の を る っ あり ろり 
嗜 ラ 間 の 各 し 。 浪 が それ を 覆い た れ ば 、 」。 
その 上 に また 浪 あ り て 、 そ の 上 に 雲 あ 。 ご トー 人 人 922046 が 人 人 すめ 、 つ る 
り 。 その 一 部 が 他 の 一 部 を 須 う 暗闘 な 3 は ES 
3} ya し し っ ゃ ご はら 
り 。 彼 、 そ の 手 を さ し 伸 ぶ ぷれ ば 、 そ れ 。 ーー 2 J 
を 見 る 能 わ ず 。 され ば 、 アッラー が 彼 529 5AS の 43 つ を 人 


用 


》 ン ? う t ン ャ “i < 


i S31 


レス 


に 光明 を 与え ざる 者 あら ば 、 その 者 に に と 2 っ > 人 ン イ ライル も A アラ タグ 
は 如何 な る 光明 も な し %。 OPA LS KS 


29:121: 16:98. P14:19. 


9 上記 の 37-39 節 に 於 いて 、 人 間 の 部 類 つ まり 、 神 の 光 の 愛好 者 と 神 の 誠実 な 奉仕 
者 を 扱う 鑑識 眼 の ある 論 及 が な され た 。 当 節 及 び 、 直 前 の 節 は 、 他 の も う 一 つの 種類 
の 人 々 つま り 、 無 知 な 人 々 を 語っ て いる 。 第 一 部 類 の 人 々 は 神 の 光 を 受け 入れ 、 そ の 
中 に 歩い て 行く 。 役 等 の うら や まし い 状 態 が 、* 光 の 上 に 光 を 加 う る な り " と いう 直 足 
で 描写 され て いる 。 他 の 部 類 の 人 々 は 神 の 光 を 拒否 し 、 疑 い の 暗 聞 に 居る こと を 選ぶ 。 
彼 等 の 仕事 は すべ て 役に立た な いこ と が 証明 され 、 翌 気 楼 の よう に 当て に な ら な い 。 
彼 等 は 暗 間 を 愛し 、 暗 間 を 追っ て 暗 間 に 住む 。 従っ て 、 役 等 の 困っ た 状態 は 非常 に 敵 
切 に 絵 を 見 る よう に 、*( 彼 等 の 行為 は ) 深海 の 中 の 暗闇 の 如 し 。 浪 が それ を 狼 い た れ ば 、 
その 上 に また 浪 あ り て 、 そ の 上 に 雲 あ り 。 そ の 一 部 が 他 の 一 部 を 導 う 暗 導 なり" とい 
う 言 葉 で 描写 され て いる 。 
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六 項 

42. 汐見 ざり し か ? 諸 天 “の と 大 地 8 EW $l 
^。 に ある すべ て の も の 、 並 びに 糞 と Dh a 
を 拡げ て いる 鳥 た ち で きえ “om a eS Gio RIS 
ッ ラ ー を 讃え まつ る こと を 。 皆 それ ぞ Eh A RS 
れ の 崇拝 と 讃 凌 の すべ を 知り た り  ^ a 
2 請 し て 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の な せ OT eT 
る こと を 就 知 し 給 う 。 

43. ? さ れ ば 、 諸 天 と 大 地 の 王 権 は ほ ア 1 35 っ 3 の AU る 和 ある 
ッ ラ ー の 所 有 な り 。 され ば 、 彼 に こ 時 i 


帰 所 な り 。 0 
44. 光 は 見 ざり し か アッ ラー が 雲 を 、 計 3 に つて みう 人 8 


駆り 給 うこ と を ? 次 いで 之 を 集め 、 次 Me 
いで それ を 積み 重ね る な り 。 さ れ ば 32g 移 の 邊 る 3 まう 和 だら 
液 、 雨 が その 中 か ら 降 り 出 すこ と を 見 の TI 

し か AI 
る な り 。 届 し て 彼 は 、 高き 所 より 、 即 ピグ dS elsE 3 


ON に て Ne ka 


2 


タタ 


* タグ Et GE > セッ ン ィ ネ 3 ググ 
RD BAA 


7:45: 59:25; 61:2; 62:2. 03:190; S:121.730:49. 邊 3:14. 
9 つま り 、 天 に ある 天使 た ち 
2 人間 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 等 、 地 上 の 生物 、 無 生物 ( 地 に ある も の )。 
人 人 飛 ぶ 鳥 と いう の は 精神 世界 に お いて 三 つ の 意味 を 持つ 。(。) 精神 的 に 高め られ 
た 地位 に ある 人 物 。 (b) 物質 獲得 に 全身 全霊 を か け 、 精 神 的 向上 に 全く 関心 を 示さ な 
い 俗 人 。 (c) 精神 的 状況 が 上 記 二 者 の 中 間 に 位置 する 人 物 。 


2051 了 「 諸 天 と 大 地 に ある すべ て の も の が アッ ラー を 讃え まつ る 」 と いう 節 は 、 天 地 万 
物 の すべ て に よっ て 集合 的 に 証言 され る アッ ラー の 唯一 性 と 神 性 に 言及 する こと に 

対し て 、「 皆 それ ぞ れ の 味 拝 と 讃 美 の すべ を 知り た り 」 と いう 表現 は 、 す べ て の 物 が 
神 に 任命 され た 仕事 を 忠実 に 遂行 する こと に よっ て 、 別 々 で 各個 に 証言 され る アッ ラ 
ー の 唯一 性 と 神 性 に 言及 し て いる 。 サ ラー ト と は 、 異な っ た 対象 に 関し て 異な っ た 意 
味 を する 。 神 に つい て 使用 され た 場合 は 、 神 の 慈悲 を 意味 し 、 天 使 に つい て 使用 され 
た 場合 は 、 天使 達 に よっ て 、 人 間 の た め に 神 の お 許し を 求め る こと を 意味 する 。 そし 
て 、 人 間 に つ いて 使用 され た 場合 は 、 礼 拝 の 規定 され た 形 を 意味 する (Lane より )。 
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変え し め る な り 。 そ の 稲 麦 の きら めき OE 
は 訴 ら く 視 覚 を 父 う な り 2952 2 
45. アッ ラー は 夜 と 尽 を 交替 し 給 3 う る C30 dE 


?953。 げ に その 中 に は 、 見 る 日 を 持つ A 
者 へ の 教訓 あり 。 OEY 5 


46. “また 、 ア ッ ラ ー は 水 よ りあ ら ゆ の 0635OO は 2 

る 動物 を 創り 給え り 。 さ れ ば その 上 申 を Oo 

の 腹 で 違う も の あれ ば 、 そ の 或 る も の ② デ 3C ア こる を る う dS 

は 二 脚 で 歩き 、 その 或 る も の は 四 つ 1 江 a $ と を 4 ン と を っ イラ も ン 
Cen Ne) 

( 脚 ) で 歩む な り 24% アッ ラー は 己 が de Co ーー の 

欲す る も の を 創り 給 う 。 げ に アッ ラー 8 Ca 8 


は べ て の こと に 全能 に まし o っ  。 っ る 

すべ こと に 全能 に まし ます REE 
47. 事実 、 わ れ ら は 、 明白 な る 神 兆 を RE 
降 し た り 。 面 し て 、 アッラー は 己 が 向 デオ 時 た 
する 者 を 正しい 道 に 導き 給 う 。 = つと し っ d] HO 


48. 耐 し て 彼 等 は 云う 、「 我 等 は アッ 区 E13 2 6353 
グー と 使徒 を 信じ 、 わ れ は 服従 す 」 と 。 
然るに その 後 、 彼 等 の 中 の 一 団 は 背 き 


925:55. 


2982 当 節 に は 、 律 法 が 、 あ る 者 に と っ て は 利益 を も た ら す 恵み の 雨 で あり 、 又 別 の 者 
に と り 破 壊 を 招く 嵐 と な る と 書か れ て ある 。 

人 当 節 に は 次 の こと が 述べ られ て いる 。 前節 で 述べ られ た 人 間 の 精神 的 発達 は 、 必 
ず し も 一 様 に 、 し か も 継続 的 に な され る 訳 で は な い 。 時 に は 速く 、 時 に は 遅く 、 そし 
て 又 時 に は 停止 する こと も ある 。 こ の 人 間 の 精神 的 発 達 に お ける 後退 、 進 歩 は 、 宗 教 
用 語 で 夜 と 昼 に 頁 え られ る 。 世 の 全て の も の は 加速 と 遅滞 の 法則 に 支配 され て お り 、 
人 間 の 精神 的 発達 も 例外 で は な い 。 

2984 精神 的 に さす ら う 者 が 目標 に 向い どの よう に 発達 を 遂げ る か が この 節 に 記さ れ 
て ある 。 あ る 者 は 非常 に ゆっ くり 進歩 する 。 彼 等 は 目標 に 向かい 中 っ て 進む 。 あ る 者 
は 二 足 動物 の よう に より 速く 進む 。 更に ある 者 は 四 足 動物 の よう に より 一 層 速 く 進 む 。 
此処 に 暗示 され て いる の は 速 さ で あっ て 、 進 み 方 で は な い 。 一 般 に 四 足 動物 は 、 二 足 
動物 や 遺 う 動 物 よ り 速 く 進 む 。 同 じ こ と は 精神 的 旅人 に も 当て は まる 。 
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去る な り 。 さ れ ば これ 等 の 者 ども は 決 OGL TCs 
し て 信者 に 非 ず 。 

49. 2 布 し て 、 彼 は 彼 等 の 間 に 裁き を Id SI 
下さ ん が た め に 、 彼 等 が アッ ラー と 使 の 
徒 の 方 に 呼び 出さ れる や 、 見 よ 、 彼 等 OO 

の 一団 は 忌避 する な り 。 

s0. され ど 、 も し 己 が 権利 の こと な ら US じ 、 銘 し 2 ずら 5 宅 5 つり)3 


Ce 


ば 、 彼 等 は 素直 に 彼 の 方 に 来る な り 。 a 
Os 


. 彼 等 MR それ 1 ころ 5 ょ る 発 こ 31 
3 疑心 を 抱く か 、 或 い は 彼 等 し 私 っ 
2 と その 使徒 が 不当 に 彼 等 つ 欠 * ss つき 5 


を な 扱わ も ん こと を 防 る る か ?2085 売 、 彼 dR | る る と | も ッ ラ タン ン 
( EE SP 4 Py 
等 こそ 不義 者 な り 。 
七 項 
52. 彼 は 彼 等 の 間 に 裁き を 下さ ん が 1583 5) の 230 8 oF し | 
た め に 、 ア ッ ラ ー と 使徒 の 方 に 呼び Er A ゥ グン 2 タン アン ン 
出さ れる 時 、 信 者 な る 人 々 の 貴 答 は ルー ジミ た いり 
NR > ん ye a コス) た 定 イレ ルン ョ レン イン <, っ っ イイ ラン 
た だ 「 我 等 は 聴き 、 革 つ 服従 す ] と 15 COA 
云う の み 759。 面 し て 彼 等 こそ 成功 す 人 0 
る 者 な り 。 OVP dal A 
i アッ ラー と その 使徒 に 4 RA 付く 64 1 
rsd JR 3 人 の 
服従 し 、 アッラー を 恐れ て 、 彼 を 良英 ご 
する 者 あら ば 、 これ 等 の 者 こそ 栄え る TE UE 
な り 。 
23:24. P414. 


708 当館 で は 以下 の こと が 書か れ て ある 。 不信 者 は 三 つ の 精神 的 病 の 一 つ 、 ある い は 
全て に 苦し む 。 あ る 者 は ある 病 に 、 他 の 者 は 他 の 病 に 苦し む 。 人 の 精神 的 発達 を は ば 
む 三 つの 物 は 、 疑 い 、 恐 れ 、 始 み で ある 。 

2086 当 節 及び 次 館 で は 、 イ スラ ム 教 の 原理 が 示さ れ て いる 。 イス ラム 法典 は 完全 無欠 
で あり 、 そ の 教義 は 人 間 の 生活 全て に 及ぶ 。 聖 預言 者 は イス ラム 教徒 の 国家 的 生存 に 
係わる 全て の 事柄 の 最高 権威 で ある 。 
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アン ヌー ル An-NarG@) 


54. 面 し て 彼 等 は アッ ラー に か け て 
その 強固 な る 的 い を 立て た り 、 液 も し 
発令 すれ ば 、 我 等 は 必ず 出 で る な り 、 
と 。 云え 、「 玖 うな か れ 、 4 道理 に か な 
っ た 服従 を 。 げ に アッ ラー は お 前 達 の 
な すこ と を 熟知 し 給 う 」。 

S5. 云え ん 、 ヶ /「 ア ッ ラ ー に 従え 、 ま た 使 
徒 に 従え 」。 さ れ ば 、 お 前 達 も し 背 き 
去り た れ ば 、 彼 に は 彼 が 負わ れ た る 頁 
任 あ り て 、 ま た お 前 達 に は お 前 達 が 負 
わ さ れ た る 責任 あり 。 され ど 、 お 前 達 
も し 彼 に 従わ ば 、 お 前 達 は 導 か れん 。 
頁 し て < 使徒 に (ある 責務 ) は た だ ( 神 
託 を ) 明 上 に 伝達 する に 外 な ら ず 。 
56. アッ ラー は 、 お 前 達 の うち 信仰 に 
入り 普 事 を な す 人 々 に 約束 せり 、 彼 そ 
の 以前 の 者 た ち に 継が し め た る 如く 
必ず 彼 等 を 大 地 に 継が し め る こと を 。 
また 彼 、 彼 等 の た め に 自分 が 望み た る 
その 宗教 を 堅固 た らし め 、 また 、 彼 等 
を その 不安 恐怖 の 後に 平安 に 変え ら 
し め る な り 。 彼 等 は われ を 影 め 、 われ 
に 何 も の を も 併せ 祀る な か らん 。 さ れ 
ど 、 その 後 拒否 する 者 あら ば 、 彼 等 こ 
そ 反 逆 者 な り 7。 


あこ EHP つえ IE 
こう 
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BIT I EE A 
I EIS 
OR 
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ST ye TO UIT et 


6:93: 64:13. 4 33:72: 48:18. “16:36; 29:19: 36:18. 


2057 休 は ヒラ ー ブ ファ ト ( 預 言 者 の 後継 者 の 地位 ) を 記す 序文 と し て 、532 節 か ら 35 節 


まで に アッ ラー と 神 の 使者 に 従う よう 繰り 返し 強調 され て いる 。 これ は イス ラム 教 に 
お ける ハリ ー フ ァ ( 聞 言 者 の 後継 者 ) の 地位 を 暗示 する も の で ある 。 イス ラム 教徒 が 現 
世に お いて 宗教 的 指導 者 の 地位 を 与え られ る と いう 約束 が この 節 に 書か れ て いる 。 こ 


の 約束 は 全て の イス ラム 民族 に 対し て な され た も の で ある が 、 彼 等 の 指導 者 、 そ し て 
聖 預言 者 の 後継 者 に と り 、 ヒ ラー ファ ト の 法 は 明白 な 形 を 取る で あろ う 。 ヒ ラー ファ 
ト 制 定 の 約束 は 明白 で ある 。 聖 預 斉 者 は 常に 人 の 精神 的 指導 者 で あり 、 彼 の ヒラ ー フ 
ァ ト は この 世 の 終 わり まで 様々 な 形 を 取り つつ 存在 し 続け る で あろ う 。 他 の ヒラ ー フ 
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十 四 章 


アン ヌー ル An-Ntur( 光 ) 


士 八巻 


57. され ば 、 礼 拝 を 遵守 し 、 喜 捨 を 
な し 、 使徒 に 従え 、 お 前 達 慈悲 に 浴 さ 
和 れん が た め に 。 
58. 液 、 不 信者 ども が 地上 で (信徒 た 
ち を ) 無 力 に し 得 る と 決し て 思う な か 
れ 。 さ れ ば 、 彼 等 ‘Of ド 処 は 地獄 な り 。 
そし て 、 そ は 実に 悪し き 帰 所 な り 。 
八 項 
59. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 の 右 
手 が 所 有する 者 た ち 、 並 びに お 前 達 の 
中 成年 に ) 達せ ざる 者 た ち が 、 三 つの 場 
合 に お いて (入室 に 際 し ) お 前 達 に 許 
可 を 求め る べし 。 (すなわち ) 早朝 の 礼 
捧 の 前 、 ま た 昼寝 の た め に お 前 達 が 
(必要 以上 の ) 着物 を 脱い で いる と き ぎ 
及び 夜 の 礼拝 以後 な り WW。 これ 等 
度 は お 前 達 の た め に は 隠す べき 叶 間 
な り 。 それ 以外 な ら 、 お 前 達 に も 彼 等 
に も 罪 な し 。 お 前 達 の 或 る 者 た ち は 他 
の 者 達 に 自由 に 往来 する な り 。 か く の 
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アァ ト は 全て 消滅 する 。 こ れ は 、 聖 預 普 者 が 、 


て いる こと を 示す も の で ある 。 我々 の 世代 は 、 


他 の いか な る 神 の 預言 者 や 使 
アフ マデ ィ ア 運動 の 創始 者 


者 より 優れ 


こ 最 高 の 宗 


教 的 カリ フ を 見 出し て き て いる (解説 の 特大 版 1869-1870 頁 を 参照 の こと )。 
88 パル ダ (ヴェ ー ル ) の 主題 は 、 32 人 節 で 述べ た 如く 、 聖 ク ルアー ン の 四 つ の 異な っ た 


場所 で 言及 され て いる 。 
い 、33:60 節 は 、 
に 、33:33-34 節 は 、 
者 の 妻たち が 特 


と ころ が 、 


で も < で S 女性 の 仕事 の 中 心 の 主役 は 、 その 家庭 で ある と いう 事 


然し な が ら 、 
で も 、 日 に 三 度 の 特定 の 時 に は 、 
を 留意 させ て いる 。 ザ ヒー ラ は 、 


24:32 節 は 、 
戸外 及び 公道 で の パル ダ (ヴェ ー ル ) に つい て 論議 し て いる 。 し か る 
パル ダ (ヴェ ー ル ) の 制限 され た 本 質 に つい て 語っ て いる 。 陵 預 喧 
f に 命じ られ 、 総 て の ムスリム 女性 た ち が そ れ と な く 命 令 さ れ て いる 。 


家 の 四 璧 の 範囲 内 の パル ダ を 本 来 扱 


E 実 を 推論 に よっ て 示す 。 


当 節 は パル ダ の 異な っ た 種類 に 言及 する 。 即ち 、 家 僕 や 小さ い 子 供 た ち 
許可 な し に は 、 
真昼 の 猛烈 な 暑 さ を 意味 する 。 そ れ は 、 夏 の 真昼 の 


専用 個室 に は 入室 すべ き で な いこ と 


少し 前 か ら 少 し 後 ま で の 時 間 で ある (Lane より )。 


963 


十 八 伏 アン ヌー ル An-Nur( 光 ) 二 十 四 意 

ラー テッ ラウ ーー Sacas リー ロレ 7 づい 4 ポロ カン イン すん は EP ニン ラプ Ss 
知 く 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 に 神 兆 を 解明 2 人 MA る 0" rN 
し 給 う 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て を 1 
MM @ ス ss LE NES 


60. また 、 お 前 達 の 中 子供 た ち が 成 年 
に 達し た る や 、 彼 等 は その 以前 の 者 た 
ち が 許 可 を 求め た る 如く 、 許 可 を 求め 
る べし 。 か く の 如 く 、 アッ ラー は その 
SE SI 
アッ ラー は すべ て を 知り 、 賢 折 に まし 
ます 。 
61. 耐 し て 、 も は や 結婚 を 願わ ず 学 し 
た る 女 た ち ?0594 の 場合 は 、 美 を 見 せ 
びら か さ ず 、 そ の (必要 以上 の ) 着物 を 
脱い だ と し て も 、 彼 女 等 に は 罪 な し 。 
され ど 、 も し 彼女 等 が 慎む な ら ば 、 そ 
は 彼女 等 の た め に 最善 な り 。 曽 し て 、 
人 
谷 う 御方 な り 。 
踊 で も 、 病人 で も 、 又 
お 前 達 自身 で も 、 自分 の 家 、 又は 己 が 
父 の 家 、 又は 己 が 母 の 家 、 又は 己 が 兄 
弟 の 家 、 又は 己 が 姉妹 の 家 、 又は 己 が 
父方 の 叔父 の 家 、 又 は 己 が 父方 の 叔母 
の 家 、 又は 己 が 母方 の 叔父 の 家 、 又は 
己 が 母方 の 叔母 の 家 、 又 は お 前 達 が そ 
の 鍵 を 持っ て いる 家 、 又 は お 前 達 の 友 
達 の 家 で 食事 する こと は 差し 支え な 


i 2 dg 二 5 
ol の ECI に SE 


dues ン よう 5 る 
I oT gs 
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SE 


こる 


90 カワ ー イ ドゥ と は カー イド ウゥ の 複数 形 で あり 、 子 供 を 産む こと を 止め た 、 又は 、 


月 経 か ら 解放 され た 女性 、 又 は 、 享 主 
(Lane より )。 


が いな い 婦 人 、 又 は 年 老い た 女性 を 意 


味 す る 
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二 十 四 章 アン ヌー ル An-Nar( 光 ) 十 八 伏 


し 。 お 前 較 皆 一 精 に 食べ よう が 、 そ れつ 2 計っ 外 : を < 
ども 別々 に (食べ よう が 9 条 前 寺 2 
に 罪 な し 。 さ れ ば “お 前 達 家 に 入る に づ ! 衝 レア ンジ 
の - - = Vs ュ ア マタ ィ ー ラブ プー ゥ イン ン ラ イル ws デ 
際 し て は 、 主 より の 祝福 され た る 清 窒 a = 9 Ee 
な 挨拶 の 礼 を 以 て 己 が 人 々 に 挨拶 ーーー Ra 
よ 。 か く の 如く 、 アッ ラー は お 前 達 の 且 肌 5"GE4 Es) 短 5 


た め に その 神 光 を 解明 す 、 お 前 た ち 情 。 る gz っ スー イン 
らん が た め に 。 EE le le 


を 用 1 2 
uA i Et ts 9 3 
2 名 
OS bb AE a A 


> 
(で 

M 
ぃ 
ヽ 
い 
AN 
き 

2 

に 
さき 


九 項 
63. 真 の 信者 と は 、 ア ッ ラ ー と その 使 2 
徒 を 信ずる 者 の みな り 。 また 、 役 等 が = ンー フュ レン 
公共 の 用 件 "で 使徒 と 共に 集まる お 4 っ sp っ 15 9 だ う 9 
時 、 彼 の 許可 を 求め ず に 立ち 去ら ざる ラッ 
者 な り "7。 げに 液 に 許可 を 求む る 者 


724:28. 


2099 当 節 は 、 人 間 社 会 の 或 る 一 定 の 派閥 の 人 々 に よっ て 行わ れる 愚か な 偏見 を 処置 し 、 
富める 者 と 貧し い 者 と の 間 の 自由 な 交通 を 限定 する 社会 的 指導 の 規則 を 論じ て いる 。 
イス ラム は 完全 な 社会 平等 を 命令 する 。 そし て 、 人 々 の 完全 な 区 分 の ある 隔壁 の 公 伏 
の 敵 で ある 。 ここ に 自由 な る 社会 的 な 交際 の 重要 性 と 有効 性 及び 、 社会 の 全て の 階級 
の 中 で 集合 的 正 結 を 強調 し て いる 。 別々 に 食べ る こと は 禁じ て いな い が 、 すべ て の 階 
級 の 中 で 親しみ を 助長 する た め 且 つ 、 社 会 的 立場 の 違い の 障壁 を 取り 除く た め に 、 一 
緒 に 食事 する こと を 奨励 し 選ん で いる 。 アラ ブ や ユダ ヤ 人 は 、 表 人 や その よう な 社会 
的 に 無力 な 人 々 と 一 緒 に 食事 する こと を し り ご み し て 来 た 。 同じ よう に 、 イン ド の ヒ 
ンズ ー 達 は 今日 で も "不可 触 民 "と 共に 食し た り 邊 し た り は し な い 。 イ スラ ム は これ 等 
の あら ゆる 習慣 を 横目 で 見 、 す べ て の 階級 の 人 々 と 一 緒 に 食べ 、 自由 に 交際 する こと 
を 奨励 する 。 ハラ ジュ と は 、 罪 、 反対 、 害 、 非難 、 又 は 犯罪 を 意味 する (Lane より )。 
994 アム ル ・ ジ ャ ー ミ と は 、 事 件 それ 自身 が 彼 等 を 集め た か の よう に 人 々 を 集め る 


9 の 前 記 の 数 飾 に お いて 、 イス ラム 教徒 が 社会 の 重要 な 問題 に 対し て 如何 に 身 を 処す 
べき か 、 そ の 指針 が 示さ れ て あっ た 。 当 人 節 で は 国家 の 重要 性 を 論じ て いる 。 国 家 の 重 
要 な 問題 に 携わる 聖 預言 者 と 共に ある 限り 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 の 許可 無く し て 集団 を 
離れ る こと は 出来 な い 。 又 、 国 家 や 社会 全体 に 係わる 問題 に お いて 、 彼 等 が 別個 に 行 
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十 八 伏 アン ヌー ル An-Nur( 光 ) ご 十 四 章 


こそ は 、 真 に アッ ラー と その 使徒 を 信 、 そ 1 そ 58 共 5 そ 』 雪 吸 


ずる 者 な り 。 され ば 、 彼 等 が 自分 の 用 。。 「 0 0 2 pi 
事 で 汐 に 許可 を 求め る 場合 は 、 汐 は 彼 人 うう 40 も くつ で 3 
等 の 中 己 が 欲し た る 者 に は 許可 を 与 プイ る 21 1 

ME : の じ っ ら う 3) じ SU 
え 、 そ し て 彼 等 の た め に アッ ラー に 散 < 
免 を 祈 れ 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し 0 


て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 IL RE 
Oa SI と 1O) 
64. お 前 達 の 間 で 使徒 が (お 前 達 を ) っ 三 <35 U 記 引 志 3 1 お Y 
呼び か ける こと を お 前 達 相互 に 呼び A 2 ィ と 
か ける こと と 同一 視 す る な か れ 9。 digi GS 5E 


げに アッ ラー は お 前 達 の 中 で 、 こ っ そ I cs < 
り 抜け 出る < 者 を 知り 給 う 。 さ れ は 、 

彼 の 命令 に 背く 者 た ち は 、 己 に 災難 が 1241 Eo9ES cs っ 
降り か か り 、 ま た 痛ま し い 責 苦 が 彼 等 。 レ ン 。 1 に ls 4 
に 至る こと か ら 用 心 すべ し 。 を とう) LD 


65. よく 聞け !? げ に 諸 天 と 大 地 に あ 391 eu 1 とい 
る も の は すべ て アッ ラー の 所 有 有 な 0 
り 。 彼 は 、 お 前 達 が 如何 な る 状態 に LE HI SS 


ある か を 知り 給 う 。 面 し て 、 伝 等 が LE に 22653 1 62 に コ 
彼 の 話 に 戻さ れる 日 、 彼 は 彼 等 に 彼 0 Mt 
な \ た に は 
等 の 行い し こと を 告げ 知ら さん 。 面 を SRE SS 
し て 、 ア ッ ラ ー は すべ て の こと を 知 

り 給 う 御方 な り 。 


9:127. 12:285; 10:56; 31.27. 


動 す る こと を 禁じ て いる 。 聖 預言 者 、 あるいは 彼 の 後継 者 か 彼 の 推す 指導 者 の 指導 の 
許 に 開か れ た イス ラム の 会 合 で の 決定 に 、 イ スラ ム 教 徒 は 従わ ね ば な ら な い 。 

” 。 項 言 者 や 指導 者 の 声 は 、 NR 
さわ し い 尊 厳 を 有 し て いな く て は な ら な い 。 聖 預言 者 や カリ フ の プラ イバシー を 侵害 
し て は な ら な い 。 貴重 な 時 間 に 不 必要 な 要求 を し て は な ら な い 。 彼 等 と 話す と き は 、 
彼 等 の 地位 を ふま え 、 尊 散 の 念 を 持っ て 接する こと 。 
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一 十 五 草 
アル ・ フ ルカ ー ン AI-Furqan (識別 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 

当 章 が メッ カ で 啓示 され 、 メ ッ カ の 最終 期 に 属し て いる と いう の が 学術 
的 に は 優勢 な 見 解 で ある 。 一 部 の 西洋 人 著述 家 に よる と 、 当 章 は クラ イシ ュ 
族 に よる ムスリム へ の 迫 電 に ふれ て いな いた め 、 迫 害 が 開始 され る 最終 期 以 
前 の 、 メ ッ カ の 前 期 に 降 さ れ た と いう 解釈 も ある が 、 こ の 仮定 は 薄弱 すぎ る 。 
だ か ら と いっ て その 間 ム スリ ム と 不信 者 達 が 交戦 状態 に な か っ た と いう わけ 
で は な い 。 

前 章 ア ン ヌ ー ル は イス ラム 組織 の 有効 さと 重要 性 を 説い て 完結 する 。 一 
部 の ムスリム で さえ も これ ら の 有する 潜在 力 に 面識 が な い 一 方 で 、 不 信者 達 
の 芯 か ら 腐っ た 組織 に 良 怖 され て いる 者 が いる 。 当 章 は これ ら 信 念 の 弱い 者 
達 の 懸念 が まや か し で あり 、 そ し て 何故 それ が 、 彼 等 自ら 生み 出し た 無根 の 
空想 に すぎ な いか を 提示 し て いる 。 

当 章 は 、 聖 クル アー ン の 教訓 は 全 人 類 の た めで ある と いう 断定 的 な 陳述 
か ら 幕 を 開け る 。 聖 クル アー ン を 世に 降 し た 、 れ っ き と し た 全 知 全能 独 一 の 
神 は 、 天 を 司る も の 、 そ し て 森 維 万 象 の 創造 者 で あり 、 神 の お お せ は 自然 界 
の 鉄則 と 完全 に 調和 し て いる 。 こ れ ら の お 斉 葉 を 受け 入れ た り 、 摘 ね 退け る 
の は 啓示 され た 法 に 対し て で は な く 、 自 然 界 の 法則 に 従順 し た か 侵害 し た か 
を 指す 。 当 章 に よる と 、 不 信者 達 は 聖 ク ルアー ン の 教訓 の 美術 と 優位 性 を 否 
認 す る の が 困難 だ と 惜 っ た た め 、 こ れ は 個人 が 編み 出し た も の で は な く 、 む 
し ろ 数 多く の 人 間 が 一 体 化 し 、 尽 力 を 尽く し た 結果 創り 上 げ ら れ た 産物 だ と 
講 弁 し 、 さ ら に 聖 ク ルアー ン の 教え は 古書 か ら 詐 取 さ れ た も の だ と こじ つけ 
る 。 し か し 、 こ れ ら の 短絡 思考 は な ん の より どこ ろ も 持た な い 。 な ぜ な ら 、 
も し 聖 ク ルアー ン が 人 的 努力 の 著作 物 で あっ た な ら ば 、 こ れ ら の 維 導 の うち 

- つ で も 人 力 の 範囲 を 逸脱 する 教え は 出 て こない で あろ う 。 並 びに 、 こ れ が 
古書 か ら 転 写 さ れ た も の で あっ た な ら ば 、 そ れ ら 古書 か ら も 聖 ク ルアー ン 同 
様 に 美徳 と 神々 し さ が に じみ 出 て いた は ず で あろ う が 、 そ う で は な い 。 次 に 
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当 章 は 、 い くつ か の 陳腐 で 衰弱 し きっ た 異論 に 返答 し て いる 。 例 えば 、 聖 な 


苦味 の ある 水 、 そ し て 甘み の ある 二 つ の 水 を 創造 し た 。 両 者 と も 同一 方 向 に 
流れ て いる が 、 決 し て 交わ る こ と は な い 。 同じ よう に 、 聖 クル アー ン の 教え 
と 他 の 書物 が 隣り あわ せ で 共存 する の は 、 い わ ば 対象 比較 で あり 、 人 が 真実 
と 虚実 の 、 そ し て 甘み と 苦味 の 識別 が つく よう に する た めで ある 。 終盤 に が 
いて 当 章 は 、 聖 クル アー ン に 沿っ た 行動 に より 、 精 神 的 頂点 まで 行き 届い た 
高河 な 神 の 使徒 に 関す る いく つか の 特別 な し る し や 兆し を 明示 し 、 神 は 人 を 
最高 か つ 宗 高 な 目的 に 仕え る た め に 創造 し 、 こ れ に 追随 し な い 者 は 神 の 恵み 
と 慈悲 を 受け 損なう で あろ うと いう 不朽 の 真実 を 参考 に し 、 幕 を 閉じ る 。 


970 


ー 十 五 音 士 八巻 


ー 五 章 
アル ・ フ ルカ ー ン Al-Furqan (識別 ) 
節 数 78、 メ ッ カ 啓示 


あま ね の ン 1 
qa 牙 悲 深 車 峡 遍 くく アッ ラー ? 8 る 2 
1 ・ 客人 近く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Ops Hl ぷっ a > 


2. 己 が 僕 に 識別 (の 基準 ) 2 を 降 し ルレ ィ | る 2 52 っ: 衝 ェ レビ 
了 JE EH SS SE 

失う た 御方 こそ 祝 柱 の 宇 99 なり 役 PN 
が 森 羅 万 象 へ の 警告 者 と な らん が た OIL ONAN OR 
め に 。 

3. 諸 天 と 大 地 の 王 権 は 彼 に こそ 届 523Y5 つ トコ 2405 
し 、》 彼 は 息子 を 設け 給 わ ず 、 ま た 彼 
と 王権 を 分 担 する 者 と て な く 、 証 し て は ご セー ら こ 3503 っ な 


彼 は すべ て の も の を 創造 し 、 そ れ を 正 し 822 ある ン 1 ご 
し い 測定 で 定め た り 294。 CR 


ター 
A 


OR 


1、 117; 10:69; 17:112; 18:5; 19:89; 21:27; 39:5; 43:82. 


92 ラル カー ン と は 、 何 が 真実 で 、 何 が 偽り な の か を 区 別 す る も の : 論証 : 証明 又は 
証拠 を 門 味 する 。 何故 な ら 、 論拠 や 証明 が 正しい こと と 間違っ た こと の 間 を 識別 する 
こと に 役立つ か ら で あ る 。 そ れ は 又 朝 や 梨 明 を 意味 する 。 何 故 な ら ば 、 東明 は 昼 を 夜 か 
ら 区 別 す る か ら で あ る 。 聖 クル アー ン は 、 最 優秀 の フル カー ン で ある 。 そ れ を 他 の 経典 
か ら 分 類 し 、 そ の 優越 を それ 等 の 上 に 立証 する 様々 な 多数 の 美 し さ や 美徳 の 中 で 、 二 つ 
が 最も 顕著 で ある 。 即ち 、(」) それ は 堅実 で 充実 し た 証明 と 論拠 の な い 主 張 や 声明 を し な 
い 、 そ し て (②) それ は 、 昼 は 夜 か ら 区 別 する が 如く 、 真 実 を 虚偽 か ら 区 別 さ せる 。 

2 タバ ー ラ カ と いう 語 は 、 高 尚 な 気 高 い : あら ゆる 欠点 、 不 純 、 不 完全 、 名 准 を 傷 
付け する すべ て の 行為 か ら 遠 く 隔 た っ た そし て 豊富 な 療 を 所 有する こと を 意味 する 
(6:156 及び 21:51) 。 聖 クル アー ン は この 語 に 内 在 す る すべ て の 資質 と 属性 を 持つ 。 そ れ 
は あら ゆる 欠陥 や 欠点 を 完全 に 免れ た ば か りか 、 全 人 類 の た め に 神 か ら の 最後 の 経典 が 
持つ べき あら ゆる 考え られ る 素晴らし い 資質 が あり 、 そ し て それ を 十分 に 持っ て いる 。 
”。 「 そ れ を 正しい 測定 で 定め た り 」 と 言う 節 は 、 あ ら ゆ る も の の 発展 の 力 と 役目 に 
は 限界 が あり 、 そ れ を 超え る こと や 無視 する こと が 出来 な いこ と を 示す 。 つま り 全 宇 
和 宙 に 作用 する 唯一 の 規則 を 指摘 し て いる 。 この 故に 唯一 の 設計 者 、 創造 者 及び 支配 者 
で あり 、 そ の 力 は 無限 で ある が 、 す べ て の も の に 限界 を 負わ せる の は 、 創 造 主 で ある 。 
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AS アル ・ フ ルカ ー ン ALFurqan( 識 別 ) ー 丁 五 章 
4 され ど 、* 彼 等 は 彼 以 外 に 取り 挙げ O38 入る お 5553335 
た る 神々 は 、? な に も 創造 し 得 ざ する ば , し ラス 
ONE OE YI ED RES る ES 
また 、 彼 等 己 自 身 の 損害 や 利益 の 力 < テー SI EV 7» NY 
Et Pa YS と 


Os ONI | 
5. 面 し て 、 不信 せ し 者 ども は 云え り 、 ざ ぼ nis 0 通 


「 こ は 彼 が 提 造 せ し 偽り に 外 な ら ず 。 $ 
また 、“ 他 の 人 々 が それ に 対し て 彼 を 
助け た り 」 と 。 され ば 、 彼 等 は 確か に 
2998 不正 と 虚偽 を も た らし た り 。 


6. また 役 等 は えり 、 ? 「 昔 の 人 々 の EC PLL GE 
語 な れ ば 、 彼 が それ ら を 書い て も ら 

いた る な り 。 され ば 、 そ は 朝 な タ な 彼 op | RE 
の た め に 読み 上 げ ら れる な り 」 と 。 

7. 云え 、“「 之 を 降 し 給え た る は 、 諸 天 いつ 上 A209 92215 の 前 58 
と 大 地 の 秘 蜜 を 熟知 する 御方 な り 。 げ に i らら 

彼 は 寛大 に し て 、 慈 圧 深 くま し ます 」。 okie - 


8. また 、 彼 等 は 云え り 、「 何 た る 使徒 に 交 世 じ 0 C3 
ぞ 2oeeA 彼 食 物 を 摂り 、 且 つ 街 を 往 PO Od 


17:57: 18:16; 21:25, 277:192: 16:21. “16:104. 8:32; 16:25; 68:16; 83:14. 16:4; 11:6: 67:14. 


2068 人 々 て の 物 は 三 段 階 の 発達 を 遂げ ね ば な ら な い 。(① 不 存 ( 無 ) 2 成長 の 特性 、 力 を 
授け られ た 可能 性 ある 生 3) 現実 の 生 、 全 て の 生 の 創造 主 、 神 は この 全 段 階 を 完全 に 
支配 され る 。 

RA 不信 者 達 が 聖 預 言 者 を 告発 し た 二 つ の 非難 に 言及 し 、 
答え て いる 。 最初 の 非難 、 つま り 聖 預言 者 が 嘘 を 提 造 し た と いう こと に 対す る 徐 
彼 等 の 方 で は その よう な 非難 を 告発 する こと は 不正 な こと で ある 。 聖 迫 言 者 は 和 キ 
涯 彼 等 の 中 で 生活 し 、 彼 等 自身 は 彼 の 高潔 と 正直 に 全員 一 致 の 証言 を し て いる 。 どう 
や っ て 今さら 彼 等 は 聖 預 言 者 を 偽造 で 非難 する こと が 出来 よう か ? 第 二 の 非難 に 対 
する 答え は 、 聖 預言 者 の いわ ゆる 助手 達 は 誰 で も 、 か な り の 信仰 と 教理 に つい て 考え 
な けれ ば な ら な か っ た 。 し か し 、 聖 クル アー ン は 、 全 て の まち が っ た 信仰 と 習慣 を く 
つが え ぇ し 、 別 の も の に 改良 し た 。 如何 な る 人 々 が どう し て 彼 等 が 大 切 に 思う 信仰 と 教 
理 の 根本 に 大 錠 を 振る う 本 を 作る た め に 聖 預言 者 を 助け る の で あろ うか ? 

9664 この 使徒 に 何 が 起こ っ た の か 。 


4 ヒュ ゴト ンド っ 
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ー 十 五 章 


アル ・ フ ルカ ー ン Al-Furgan( 識 別 ) 


来 す る と は ?2 何 故に 天使 が 彼 に 降 
され て 、 彼 と 共に 警告 者 に な ら ざ り 
し か ? 


9. また は 財宝 が 彼 に 授け られ 、 或 い 
は 彼 の た め に 果樹 園 あ れ ば 、 そ の 中 か 
ら 彼 食す る な り 」 と 。 また 、 不義 者 ど 
も は 云え り 、「< お 前 達 は た だ 輝 か れ た 
男 に 従っ て いる に 過ぎ ず 」 と 。 

10. 9 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 数 々 の 壁 え 
を 液 に つい て 語る か を "7。 さ れ ば 、 
彼 等 は 迷い た り 。 従っ て 彼 等 、 正 道 に 
達する 能 わ ず 。 

二 項 

11. 彼 こ そ 祝 福 の 主 な れ ば 、 彼 も し 欲 
し た れ ば 、 そ れ よ り も は る か に 住 き も 
の を 汐 の た め に 設け た る な り 。 す な わ 


ち 、“* そ の 下 に 河川 流 る る 楽園 、 ま た 
i な 
否 、 役 等 定め の 時 を 虚偽 と みな 


Oe NE 定め の 時 を 
殿 備 と みな せ し 者 ども の た め に は 、 燃 


そ Ce て や 全う あぁ ラッ ン ン 
JJINJ OE Pe 
OS OR Es 
る EE tT 1? 7 


A BE i oi? NG 
RO OR TG CE 

oe | 
"eo 


P 
と oe 0080 kb 
KG 
kkt cu) Co 


SE RN 


ン } 
に に] 


Rh 
ue wt 
る 23L2UM 


1:13: 13:8: 17:93. TE13: 17:94. ど 17:48. 7:49. 7:92. 


2997 不信 者 は 生命 の 真価 に 対す る 認識 が 浅い 。 彼 等 は 独自 の 方 法 で 神 の 真理 を 試そう 
と する た め 、 真 理 に 近付け ず 、 い つま で も 、 疑 惑 と 不信 の 暗闇 を さま よう 。 


2998 近 侯 は 、 神 の 預 斉 者 は どの よう な も の で ある べき か に つい て 不信 者 達 の 考え は 現 


実 か ら 遠 く 隔 た っ て いる こと を 示す 。 そし て 預言 者 達 が 出現 され る 真 の 目的 と 意図 に 


つい て 彼 等 の 無知 を さら け 出す 。 そ れ は 、 預言 者 達 が 、 
信 へ 中 く た め に 出 天 され 肥大 人 
k 味 する 。 然し 、 不 信者 達 の 自我 考案 


の 光 、 且 づつ 神聖 な 幸 
めで は な いこ と を 意 


人 々 を 疑い の 暗黒 か ら 確実 性 
時 26 た 
聖 預 営 者 が 富 


の 基準 、 即 ち 、 


や 地位 や 庭園 や 宮殿 を 所 有する に 相違 な いこ と は 、 重 み も 実体 も 無い 。 然し 、 彼 等 に 


それ 等 の 虚偽 的 地位 を 痛感 させ る た め に 、 神 は 役 と 彼 の 信奉 者 達 に 、 


不信 者 達 が 望ん 


で いる も の より 優る 富 や より 良い 庭園 や 宮殿 を 与え る で あろ う 。 そ し て 、 神 は 聖 預言 


者 の 信奉 者 達 に 、 イ ラン や ビザ ンチ ン 帝 


国 の 庭園 や 宮 


殿 を 実際 に 与え た 。 
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アル ・ ブ ルカ ー ン Al-Furqan( 識 別 ) 


えさ か る 火炎 を 用 意 せ り “999。 

13. そ は 遠い 所 か ら 彼 等 を 見 と め る 
や 、 々 彼 等 は その 荒れ 狂う 幼 り 声 と 忠 
呼 を 聞か ん "7。 

14. 面 し て 、 彼 等 が > 鎖 で 縛ら れ て で 、 

その 狭い と ころ に 投げ こま れる と 、 彼 
等 は そこ で 減 せ ん こと を 懇願 せん 。 

15. 「 今 日 の 日 は 、 一 度 の 減 亡 の み 
を 祈る な か れ 、 曽 し て 幾多 の 滅亡 を 
請 え 」。 

それ と も 
A 
園 か ? そ は 彼 等 の た め 報 奨 に し て 、 帰 
所 と な らん 」。 

17. 9 彼 等 は そこ に 永 避 に 住み な が 
ら 、 和 欲す る も の を 受け ん "7"!。 そ は 

液 の 主 に (その 履行 が ) 課せ られ た る 
約束 な り 。 


REE 


に 


8 
I SCE ET 
CENCES 

Ek EY a 
OS DS 
SNS FE Is 


8 


>5 タク ュ ンー を ン 


18. < 耐 し て 、 彼 が 、 彼 等 並び に 彼 等 〇 お OO に う 2 る る とら 5 
が アッ ラー 以外 に 競 め し も の を 召集 す 
る その 日 (を 想 え )。 さ れ ば 彼 は 云わ ts 2 Sz OS a 
0 AS NIKON 
る は 、 お 前 達 か ? それと も 、 彼 等 自 Oa ga 8 fl SY 92 
道 を 踏み 外し た る か ?」。 
L107; 2E101: 67:8. P14:50. F21104; 41:31. 41132. 10:29: 15:26: 34:41. 

9 信者 に は 高位 と 名 誉 が 授け られ る 一 方 、 不信 者 に は 恐ろし い 注 が 用 意 さ れ て ある 。 


裁き は 差し 迫り 、 門 口 まで 近付い て いる 。 し か し 彼 等 は それ に 気付 か ず 、 信 じ よ うと 


は し な い 。 


2929 当 節 及び 次 節 で は 裁き が 真 に 下さ れ よ うと し て いる と 述べ られ て いる 。 不信 者 の 


苦し み と 屈 奇 感 を 増し 、 
で あろ う 。 彼 等 は 苦し み に 耐 え 兼 ね て 、 
- 信者 が 来世 に 望む も の は 、 神 
適 え られ る で あろ う 。 


それ を 徹底 する た め 、 彼 等 の 目 、 耳 は それ を 知覚 させ られ る 
逃れ よう と 死 を 望む で あろ う 。 
の 意志 と 一 体 化す る こと で ある 。 そ れ 故 この 望み は 
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二 十 五 章 アル ・ フ ルカ ー ン ーー 山 十 九 巻 
19. ? 彼 等 は 云わ ん 、 「 液 は 聖 な り ! 液 5 Cg OE GE HIE 
以外 に 守護 者 を 求 お が る こと は 我 等 に 。 し レー 
は 相応 し く な か り し な り 。 狭 れ ど も 、 ひど 3 apart si 
液 は 、 彼 等 並び に 彼 等 の 父祖 に し ば し M1 % ン > 4 
> る 9 くっ と く 
の 快楽 を 授け た れ ば 、 従 っ て 彼 等 は PO > | 
( 汐 の ) 訓 茂 を 忘れ た る な り 。 耐 し て 彼 IESE 
等 は 浴 落 の 民 と な りき 」。 
20. され ば 、 彼 等 は お 前 達 が 云う こと 0 
を 虚偽 と みな し た り 。 され ば 、 お 前 達 Ys 2 
あ た ゥ ジー Ls ls 2 デ クウ る 5 る 
は ( 向 還 を ) 免 れず 、 ま た 助け を 得る 能 2 る 
不義 を な す 者 あら ば 、 わ れ ら は 彼 に 重 ai 
大 な 責 苦 を 味わわ し めん 。 - _ 
21. 厨 し て 、 わ れ ら が 流 以 前 に 遣わ し I 23 
た る 使徒 た ち は 、 食 物 を 摂り 、 ま た NO a 
街 を 往来 する 者 に 外 な ら ざ りき 。 調 し GO が る っ 絢 6 入る お) 
て われ ら は お 前 達 の 一 部 を し て 、 他 の 993 の 
っ ろく) うろ くじ に < 3 、 3 YI 
ー 部 へ の 試 績 た らし め た り 。 さ れ ば 、 8 = 
ね 前 達 咽 え 忍 べ る か ? 面 し て 激 の 主 と 03 の る 8 
は (一 切 を ) 噴 覧 し 給 う 。 Se 
$ Obra 
十 九 会 
三 項 
22. < 面 し て 、 わ れ ら と 会 うこ と を 期 さ と の 2 Yea) 人 8 
6 Cn 
待 せ ぬ 者 ども は 云え り 、 「 休 夏 に 天使 SS 人 
が 我 等 に 隆 され ざり し か ?2974 又は OGRA CLT が 
我 寺 が が ] を 見 得 た な ば げに スス | a ラオ ン ラ 
後 等 は 自ら 骨 り 芝 り 、 其 だ し く 反 逆 と と うっ eo51 て 3 | 2 の 9 


634:42. 721.9. 


20714 注 252 を 参照 。 
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“10:8, 12. 


十 九 全 


アル ・ フ ルカ ー ン Al-Furqan( 識 別 ) 


二 十 五 章 


23. “ 彼 等 は 、 天 使 ら を 見 る その 日 、 
罪人 ども に と っ て は 、 如 何 な る 朗報 も 
な き 日 と な らん 。 さ れ ば 彼 等 は 云わ 
ん 、「 永 久 な る 隔たり あれ ! 」 と 2972。 


る や 3 ング ンー* ラッ デン る ラン 
eS Ya で つつ 55 


イッ ブン ン っ 8 ン ラン 
で つの 6 う で の の SU I 


グッ コー っ る 


oO こさ 
24. われ ら は 彼 等 の 行い し こと に 歩 ke De て CS 
み 寄 り 、 そ れ を 四散 され た る 塵 の 如く 2 
せしめ ん 297 © の: CAS 
25. 天国 の 人 々 は 、 そ の 日 、 永遠 の 住 152C23 6 3 2 
居 に お いて も 最善 な り 、 ま た し ば し の た の 
木 條 に 熱い 主 紅 な など ONE 
休息 に 於 し て も 最良 な らん 。 

26. また その 日 、? 天 は 雲 ( 雷 ) と 共に 
引き 裂 か れる な り 。 ま た 天使 た ち が 占 
繁 に 降 され ん 。 


コリ タイ 
この | 
デン 
時 


5 


アッ ン ー デ 


りお 3 Ui: す を 


27. その 日 こそ 、* 真 の 王権 "は 知ら は 6 
悲 深き 件 方 に 必 し 、 耐 し て その 日 は 不 
信者 ども に と っ て 多 難 な り 。 


GEI 


2 ン あ 


レル グン > J る イン 1 グ ョ ン 
その おり JE 


28. また その 日 、 不義 者 は 己 が 手 を 中 2854546 EL 3 
みて 云わ ん 、9「 あ あ 、 も し 我 便 徒 と SN OS 
共に 同じ 道 を 歩み た りな ば ! OV J I ETS 
29. ああ 、 情け な や 我 ! も し 我 か か る 3 tT Ll 

OPUS DS 50 に | M の 
者 を 仲間 に せ ざ り し な ば ! 2 いき 


66:9.159. 72.211. "6:74: 22:37. 33:67: 67:11, 


972 アラ ビア 人 は 嫌い な こと に 直面 する と 、「 そ れ が 私 か ら 遠 ざか れ ば 、 六 抱 し な く 
て よい 」 と いう 意味 で 、* ヒ ジュ ラン ・ マ フジ ュー ラン "と いう 言葉 を 用 いる (Lane 及び 、 
Mufradat より )。 前 節 で 言及 され た 彼 等 の 最初 の 優 慢 な 要求 の 答え と し て 不信 者 た ち 
は 、 天使 達 は 確か に 彼 等 に 降る で あろ う 。 し か し それ ら は 、 懲 戒 の 天使 達 で あり 、 そ 
れ が 到来 すれ ば 、 不信 者 達 は 、 天使 達 の 真 の 見 解 を 憎み 、 頑丈 な 障壁 が 彼 等 と 天使 達 
の 間 に 据 えら れる こと を 祈る で あろ うと いう こと を 告げ られ て いる 。 

3 彼 等 の 第 二 の 要 求 は 適 え られ ず 、 彼 等 の 働き は 全て 無効 と な り 、 彼 等 は 破壊 され 、 
塵 草 の 如 く 空 気 の 薄 い 地 に 追い や られ る だ ろう 。 
2974 事実 、 バ ドル 戦 の 日 は 不信 者 に と り 最も 苦し い 一 日 と な っ た 。 そ の 
創設 され 、 ク ライ シ ユ は 自ら の 敗北 と 屈辱 を 悟っ た の で ある 。 


イス ラム が 
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30. 訓 成 が 我 に 達し た る 後 、 役 は 我 を "下る 区 っ と し 3 当 
それ より 迷わ し め た り 」 と 。 耐 し て 


サタ ン っ さく 。」 ン 3 と あま 11 スレ ンク 
悪魔 と は 、 人 を 情け 容 ヒ 族 なく 見 捨て る OE OW AN GE 
も の な り 。 


の 
3 


31. 面 し て 使徒 は 云わ ん 、「 我 が ま よ 、 133 る る 弘 23 
げに 我 が 民 は この クル アー ン を 見 搭 5 22 
て られ た る も の と 見 な せり 」%"75 と 。 OD ge OA 
32. "され ば 、 か く の 如 くわ れ ら は そ EE EE 
れ ぞ れ の 預言 者 に 、 罪 人 ども の 中 か | 6 
ら 、 敵 を 設け た り 。 面 し て 溢 の キ は 、 @ の As の っ 3 Os 
稚 導 者 日 つ 、 佑 助 者 と し て 充分 な り 。 
NE 
「 何 届 、 クル アー ン は 彼 に 全部 一 
BR CO 
SDM それ に よっ 


RR 


トコ woe 


nh 


aa ee 
な る 形 で 整え た り "8。 


G3. P7107; 73:5, FLL:I2L. 


278 当 節 は 、 いわゆる イス ラム 教徒 が クル アー ン を 放棄 し た 人 々 に 向け た も の と 言え 
る 。 過 去 14 世紀 に わた り 聖 クル アー ン は イス ラム 教徒 に 無視 され て 来 た が 、 軸 
更に ひど い 状 態 に ある 。 こ れ に 関し て 聖 預 言 者 の 斉 葉 が ある 。「 イ スラ ム 教 徒 に 
時 代 が 来る 。 その 時 イス ラム 教 は 消え 和 失せ 名 ば か り と な り 、 ク ル ア ea A 詩 
工 の み 残 る で あろ う 」(Baihaqui, Shu'abul-tman より )。 今 、 真 に その 時 を 迎え て いる 。 
2 聖 ク ルアー ン は 、 時 の 間隔 に よっ て 少し ずつ 啓示 され た 。 こ れ は 非常 に 有効 な 目 
的 に 役立っ て いる た めで あっ た 。 (1) 異な っ た 節 の 示 の 間 了 則 に よっ て 、 信 者 達 は 既 
に 啓示 され た 幾つ か の 節 が 包含 する いく つか の 預言 が 履行 され た こと を 証 音 し 、 彼 等 
の 信仰 は 増強 され 、 強化 され る 機会 が 与え られ て いる 。 更 に また 、 そ の 間隔 の 問 に 不 
信者 達 に よっ て 生じ させ られ た さま ざま な 疑問 に 答え る こと を 意図 され て いる 。 ⑫) 
ムスリム 傍 が 特別 の 出来 事 に 特別 の 必要 を 満た され な けれ ば な ら な い 時 、 必要 且つ 適 
切な 節 が 啓示 され た 。 聖 ク ル ア ー ン の 啓示 は 、 聖 預言 者 の 第 子 達 に i 層 さ せる た め 、 
学ば せる た め 、 理 解 さ せる た め に 、23 年 も の 期間 続け られ た も の で ある 。 も し そら 
が 一 國 の 完成 され た 本 と し て 一 度 に 啓示 され た な ら 、 不信 者 達 は 、 聖 預 斉 者 は 誰か に 
それ を 作成 し て も ら っ た の だ と 言っ た だ ろう 。 従っ て 、 異 な っ た 時 に 、 違っ た 機会 と 
非常 に 典 な っ た 状態 と 事情 の 許 で 、 その 徐々 の 啓示 は 、 これ ら の 可能 な る 難問 に 答え 
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34. 彼 等 が 波 に 如何 な る 異論 を も た Ny EALY; 
ら す 度 に 、 われ ら は 滋 に 、 真理 と 最善 「 
な る 解釈 を も た ら す な り 2977。 OR SS 
35. 9@ そ の 顔 を うつ 伏せ に し て 9 や % 地 0 2e な た 3 ご 
獄 に 引き 立て られ ん 者 ども 、” 彼 等 こ ンス 8 
そ 最 悪 の 境地 に 置か れ 、 最 も 道 を ぃ Oe な 
と る 者 な り 。 & 


四 項 

36. 面 し て 、 われ ら は モー ゼ に 経典 を a じ Ck 3S と 2S5 は 53 
授け 、“ 彼 と 共に その 兄弟 アロ ン を 補 る 0 A 計 0 6s 
佐 と し て 任命 せり 。 | うつ 203 つ A は | 
37. され ば われ ら は 云え り 、「“ お 前 科 RI る 
両 名 、 わ れ ら の 神 兆 を 虚偽 と みな し た 
る 民 の と ころ へ 行け 」 と 。 従っ て 、 わ © 
れ ら は 彼 等 を 完全 に 破滅 せり 。 

38. また 、 ノ ア の 民 が その 使徒 ら を 慮 っ 2 る 1 1 et 223 く 
偽 と みな し た る や 、 わ れ ら は 彼 等 を 滑 2 
死 せ し め 、 彼 等 を 人 々 の た め に 神 兆 と CuME0ECA1 26 JEU こ AS 5 
な せり 。 面 し て “われ ら は 不義 者 ども の 
の た め に 、 痛 まし い 責 苦 を 用 意 せり 。 ⑤ じ JICz 


917:98.25:61.720:30-33: 26:14: 28:35. I20:44; 28:35-36. 718.30. 


III 分 割 し て 啓示 され た 。 聖 クル 
ー ン の 灯 片 的 な 啓示 は 又 、 次 に 続く 環 書 の 預 斉 を 履行 し て いる 。 
「 彼 は だ れ に 知識 を 教え よう と する の か 。 だ れ に お と ずれ を 説き あか そう と する の 
か 。 乳 を や め 、 乳 ぶさ を 離れ た 者 に する だ ろう か 。 そ れ は 教訓 に 教訓 、 教 訓 に 教訓 、 
規則 に 規則 、 規 則 に 規則 。 こ こ に も 少し 、 そ こ に も 少し 。 唇 の ども る 者 達 と 、 異 な っ 
た 知 に よっ て 役 は と の 民 に 語る 」( イ ザヤ 書 28:9-11) 。 
2077 これ は 、 すべ て の 啓典 の 中 で クル アー ン の み が 持 つ そ の 数 ある 特質 の 一 つ で ある 。 
即ち それ が 、 OR ON RM ND 
宗教 上 の 諸 問 題 に 関し て 語る 時 は 、 その 必要 に 応じ て 、 他 の 力 を 借り る こと な くそ れ 
を 実証 する に 十 2 分 な 論拠 を 提示 し て いる 
2or74 彼 和 の 先 間 者 と と も に 地 培 に 引き 立て られ る で あろ う 。 ヴ ジュ ー フ と いう 調 は 、 
「 指 導 者 」 も 意味 する 。 
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39. また “アード や サム ー ド や 井戸 の 
者 ども 2 ぐ 7% 並び に その 間 の 幾多 の 世 
代 を も 。 

40. され ば 、 わ れ ら は その それ ぞ れ 
こ 、( 教 証 あ る ) 実 例 を 説き た り 。 両 し 
て 、 それ ぞ れ を 、 われ ら は 完全 に 破滅 
せり 。 

41. 面 し て 、 彼 等 は 確か に 不幸 の 雨 が 
降り 注ぎ し め ら れ た る あの 緒 を 訪れ 
た る な り 207% され ば 彼 等 は 、 そ れ を 
熟考 し 得 ざ り し か ? 香 、 彼 等 は 復活 さ 
せら れる こと を 期待 せ ざ る な り 。 
42. “され ば 彼 等 液 を 見 る と 、 汐 を た だ 
咽 笑 の 的 に する ば か りな り 。( し て 
云う ) 「 ア ッ ラ ー が 使徒 と し て 遣わ し 
た る は 、 こ の 者 な りや ? 


モン 


43. も し 我 等 が 之 に こ 対 し て 堅 忍 不 抜 
な ら ざ り せ ば 、 彼 は 恐らく 我 等 を 己 


が 神々 か ら 迷 わせ し め た る な り 」 と 。 
され ど 、 彼 等 は 懲 久 を 見 る や 、 や が 
て 知ら ん 、 最 も 道 を 外れ し 者 は 誰 な 
る か を 。 

44. d 泊 は 、 そ の 私 欲 こ そ を 己 の 神 と 
みな せ し 者 を 、 見 た る か ? され ば 溢 、 
彼 の 守護 者 と な り 得 る か ? 

45. 汐 は 、 MM 
つ 知 恵 を 持つ と で も 思う か ?* 彼 等 


OR I RE SE 


RN 
oS 


A 
i の らい 85 


2 PKK 
すぐ を 1 症 すら 5 

GY ES 
RY D NY 


Pa 


0 SA 


ーー バハ 


イペ イラ イル マン 。 ン ュ ン 8 イン ルン 3 
YG EY 


IAT ラン ング ッッ > GE 
CI OI 9 らら 9 


ン ず ン ァ 


Cp ee A ET | 


A ュー タン る 


?9:70: 38:13: 50:13-15. 7:85: 27:59. 721.37.745:24. 7:180、 


” フッ ス は サム ー ド 族 の 一 


部 が 住ん を で いた ヤマ ー 


マ の 町 で ある と みな す 注 釈 者 も 


いる 。 又 、 他 の 注釈 者 は ラッ ス と は サム ー ド 旋 の 一 部 を 指す と 考え る 。 そ れ は 彼 等 が 


預言 者 を 
パソ ドム は 、 


ロト の 町 で 、 
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アラ ビア か ら シ リア へ 行く 途中 に 位置 し て いる 。 
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た だ 家畜 の 如き に 外 な ら ず 0。 否 、 EY LS 
彼 等 は 之 よ り も 道 を 迷い た る な り 。 。 ^ a 
De 
五 項 

46. 汐 は 、 己 が 主 が “如何 に 影 を 伸 ば RR | 
ま か を 見 ぎり し か 98 邊 あじ 0 し 

な ば 、 そ れ を 静止 し た 演 。 そ し て また 、 ひじ LS 8 SU 
われ ら は 太陽 を 以 て その 表示 する も あら sec 
の と な せり 2082. ip 
47. 然 る 後 、 わ れ ら は 徐々 に それ ( 影 LLSC0 も 


を われ ら の 方 に 引き 寄せ る な り 20824 


48. ら また 、 彼 こそ お 前 達 の た め に 、 4 1 る 260 ~~ 1283 
IA ss 
夜 を 衣 と な し 、 そ し て 睡眠 を 休息 ト 


あぶ 


用 


の 手段 と な せり 。 そし て 、 昼 を 広がる eR 
手段 と 定め た る 御方 な り 。 
916:49. 26:97: 78:11, 


2990 人 は 一 般 に 彼 自 身 の 空 想 や 先入観 念 や 希望 を 他 の どん な も の より も 宗 散 する の 
で ある 。 そ し て 、 そ れ ら の も の が 彼 の 真理 を 受 語 する こと ( 道 ) を 妨げ る 。 人 間 は 知 的 
に は る か に 十分 な 進歩 を し た 如く 、 石 や 星 の 前 で お 辞 儀 し な いか も 知れ な い が 、 彼 は 
人 っ た 明 や 上 人 硬 ※ 拉 か ら 有 和 し な か っ た 。 それ が 役 の の に あか が 
め ら れる これ 等 の 偶像 で あり 、 その 崇拝 が ここ で 非難 され て いる 。 人 間 に 真 理 を 認知 
させ 悟ら せる 天 与 の 能 と 障 覚 を 利 用 する 代わ り に 、 彼 は 明 中 模 雪 を 選択 し た と 
彼 は 家畜 の 精神 的 水準 まで か 、 そ れ 以 下 に さえ 堕ち た 。 何 故 な ら 、 家畜 に は 選択 と 判 
断 の 才能 を 与え な か っ た の に 、 人 間 が 与え られ た か ら で あ る 。 

9 当 節 で は 比 職 的 表現 を 用 いて 、 イ スラ ム 教 の 発生 、 普 及 、 支 配 が 述べ られ て お り 、 
これ を 自然 現象 に な ぞ ら えて 表現 し て いる 。 太陽 が 物 に 隠れ て いる 時 、 影 が 長く 伸び 
る 。 同様 に 、 神 が 人 々 の 背 CS 人 々 の 力 は 強まる 。 神 が イス ラム の 背後 に い 
る 時 、 神 の 影 は 、 地球 の 隅 々 に まで 広がり 続け 、 世 の 人 々 は な 皆 神 を 求め 、 神 の 許 で 昧 
め と 安楽 を 見 い だ す 。 当 節 に お ける 太陽 と は 、 イ スラ ム 教 又は 聖 預言 者 を 指す 。 


2082 大 陽 の 位置 は 、 影 の 大 き さ を 左右 する 。 

20824 必 節 で は 、 全 盛 を 極め た 後 の イ スラ ム 教 の 衰退 に ふれ て いる 。 前 節 で は 影 は 力 
と 隆盛 を 意味 し た が 当 節 で は 衰退 の 意味 で 用 いら れ て いる 

395.Grme あ る 役 は 、 神 か ら の 他 潮 有 也 当る 層間 の 本 的 誠 の 全 代 を 特に で いる 
そし て 昼 は 使者 の 出現 に よる 精神 的 喘 を 示す 。 
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十 九谷 


の に ぇ 2 
ポン イタ ン タイン RS も 


に ろう 


二 邊 五 章 アル ・ フ ルカ ー ン ALiFurqan( 識 別 ) 


49. ? ま た 、 彼 こそ その 慈悲 に 先立っ CIT 
て 、 婦 報 と し て 風 を 送る な り 。 面 し 
て 、 わ れ ら は 天 か ら 清 ら か な 水 を 降 
し た り 、 

50. 我 等 が これ に よっ て 枯死 せ し 士 
地 に 生命 を 与え 、 わ れ ら が 創り し 多 
く の 家畜 や 人 間 に 之 を 飲ま せん が た (の) の 3 
め に 。 

s1. 耐 し て われ ら は 彼 等 の 間 で 、 之 を さ 
ま ざ ま な る 方 法 で 説 胃 せ り 、 彼 等 が 思 告 
に 従わ ん が た め に 。 然 れ ど も 、 多 く の 
人 々 は た だ 恩 を 忘れ な が ら 拒 否 せ り 。 
32. 市 し て 、 われ ら も し 欲し た れ ば 、 我 28 35 3 
等 は 必ず 各色 に 警告 者 を 遣わ し た 管 。 


を < 


ン 


ン 央 
(| ラッ タ 3 2 宙 28 人 る 


1 うぶ) うい 
eb PE 


53. され は 次 、 不 信者 ども に 従わ ず 、 
之 (クル アー ン ) を 用 いて 彼 等 に 対し 
大 い に 奮 閲 努力 せよ 2994。 


る 244 に て っ 653 
OR bs 


s4. 2 彼 こ そ は 二 つ の 海 を 結合 させ ん こら EAAA2 ほ うう タ 着 的 
御方 な り 。 こ ちら は 時 くし て うま く 、 


か ら し か ンコ イッ ン イン ン EL ゴ オダ イ ーー タチ る ンダ ンプ 
あちら は 戴く し て 苦い な り 。 曽 し て 、 に を See る と は al の し 3 
彼 は 、 その 両者 の 間 に 越 え 難 き 障 を る る 2 る > 2 
設け り 2 1 gaa ここ ゆ あこ 」 


7:58: 15:23. 733:13: 55:20, 21. 


2 の 984 当 節 に 従え ば 、 偉 大 に し て 真 の ジハード は 、 聖 クル アー ン の 神託 を 伝道 する こと 
で ある 。 従っ て 、 イ スラ ム の 普及 の た め に 努力 する こと で ある 。 そ の 午 導 を 宣伝 普及 
CR 常に 続行 する よう 命令 され た 
ジハード で ある 。 こ れこ と こそ が ジハード で 、 聖 預言 著 が ある 遠征 か ら 帰 選 し た 時 、 注 目 
RN I 
ら 大 ジハード へ 帰っ て きた 」 と (Raddul-Muhtar より )。 注 1957 と 注 1958 も 参照 。 

988 真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 表わす の に 、 当 人 節 で は “ 二 つ の 海 " と いう 言葉 を 用 いて い 
る 。 真 の 宗教 で も ある イス ラム 教 と 、 そ の 他 の 縛 落 し た 宗教 は 併存 を 続け 、 前 者 は 甘い 
果実 と な り 魂 の 旅人 の 渦 き を 潤す が 、 後者 は 不毛 で 苦く 、 如何 な る 成果 も も た ら さ な 
い 。 この 二 つ の 海 は 双海 の 水 と 川 の 水 を 示し て いる 。 後者 を 甘い と 感ずる 限り 、 前 者 
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十 九 傘 アル ・ フ ルカ ー ン Al-Furqan( 識 別 ) 二 二 五 章 


55. "また 彼 こ そ 、 水 より 人 間 を 創り 、 las 2 人 5 0 5 
面 し て 彼 を 血族 と 義理 の 絆 に 結び た ンー <2 計時 2 
5。 され ぼ 、 決 の 主 は 全能 に まし ます 。 の 85656 うら 23 
56. ? 然るに 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー を 差 oe 
し 置い て 、 彼 等 に 利 六 も えす 、 また 2 
損 電 も 与え ざる も の を 因 排 す 。 され と 82d の JOU こ デス 4 の る 
不信 者 は 、 そ の 主 に 反抗 し て 、( 他 の oR 
も の の ) 味方 な り 。 
s7.“ 頁 し て われ ら は 汐 を 、 た だ 朗報 の | る 5 I LAVIELL GS 
者 、 且 つつ 警告 者 と し て 遺 わ し た に 過 

ぎ ず 。 

58. 9 云え 、「 我 は 之 に 対し て お 前 達 か YL > Eb 
ら 如 何 な る 報酬 を 求め ず 。 但 し 誰 で あ , - 

れ 望 お 者 あら ば 、 そ の 主 へ の 道 を と り OV OS 
得る な り 」%986。 

59. “され ば 、 永 生 に し て 不死 な る 御方 る 9 の 20 RE SG 
に 頼れ 、 また 彼 の 米光 を 詩 え れ 。 面 2 
し て 彼 は その 僕 等 の 罪 を 承知 する 者 Es RIS 09 
と し て 十分 な り 、 


くき 


RLYIY 
a 
ゃ 
\ 


60.7 彼 は 、 諸 天 と 大 地 と その 両者 の ビビ SY 
中 に ある 一 切 を 六 つ の 期間 で 創造 せ 。 a 
し 御方 な り 。 災 る 後 、 彼 玉座 に 鎮座 せ EG 6 で 3 る 


932:9、76:72: 10:107; 21:67: 22:13. 2:120; 5:20; 11:3: 35:23. 738:87: 42:24. “26:218; 27:80: 33:49.77:55: 11:8: 32:5; 57:5. 


は 塩辛 く 、 普 く 感じ られ る 。 し か し 川 の 甘い 水 が 海 に 注ぎ 込み 、 塩辛 い 水 と 混ざっ た 
時 、 そ れ も 又 辛く な る 。 こ の 二 つ の 水 は 混 ざり 合わ な い 限 り 、 そ れ ぞ れ 別 の 味 を 持つ 。 
同様 に 、 偽 り の 宗教 の 教義 は 、 真 の 宗教 の 教義 と 混ざり 合え ば 、 そ の 甘 さ を 失い 、 役 
に 立た な く な る 。 し か し 神 は こう お 決め に な っ た 。 神 の 底 護 の 許 イ スラ ム 教 は 、 偽り 
の 宗教 と 隣り 合わ せ て いて も 、 そ の 甘 さ を 失わ な いで あろ う (13:10)。 両 者 の 間 に は 
越え る こと の 出来 な い 壁 が ある 。 

996 了 イス ラム 教 が 教義 普及 の た め に 力 の 行使 を 禁じ て いる こと が 、 この 節 に 明示 され 
て いる 。 
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二 十 五 章 


アル ・ フ ルカ ー ン ALFurqan( 識 別 ) 


十 九 巻 


り 。 慈悲 深き 御方 ! され ば 、 彼 に 関し 
て 、 知 る 者 に 尋ね よ ? ぐ 7。 

61. 面 し て 、 役 等 に 向っ て 「 苗 悲 深き 
御方 に ! 叩 頭 せよ 」 と 云わ れる と 、 彼 等 


は 云う な り 、「 慈 悲 深 い 御 方 と は 一 体 
な に も の ぞ ? 我 等 『 は 流 が 命ずる 者 に 


Hi 頭 す べき と な ?」。 面 し て 、 ( こ は ) 
彼 等 を し て 嫌悪 を 増 さ し むる な り 。 
六 項 
62.“ 天 に 諸星 座 を 造り 、 そ の ( 天 の ) 
中 に 、 灯 火 ( つ ま り 太 陽 ) と 爆 々 た る 月 
を 創り 給 う た 御方 こ そ 祝福 の 主 な り 

0 A 

63.? ま た 彼 こ そ は 、 思 告 に 従い た が 
る 者 や 感謝 の 念 を 抱き た が る 者 の た 
め に 、 夜 と 昼 を 、 お 互い に 交替 す 
る も の と し て 設け た り 。 

64. 面 し て 慈悲 深き 御方 の 僕たち と 
は 、 < 謙虚 に 振舞 いて 地上 を 歩き 、 ま 
た ? 無 作法 な る 者 た ち が 彼 等 に 話し 
か ける と 、 彼 等 は 「 平 安 あ れ ! 」 と 嘉 
う 者 な りり 289。 


SA 


ES EI 
25 に) RI 
8 や スタ っ タン イン 
CL OB 守る D5 


5 ce dan 
35 し 68OS 3 
59833 ュ 入 衣 3 REN 1283 


し nr 


OD SD 


£8 OE CI SS 


C4 
? 


9 | 2 を と に は 5 作ろ 釣 | 
MIAKIE 


215:17: 83:2.736:38-41.“17:38: 31:19. 728:S6. 


2987 1) 神 、(2) 聖 預言 者 。 


29874 当 節 で は 、 天 及び 太陽 、 月 、 星 の 創造 を 語る こと で 、 
主事 預言 者 で あり 月 及び 星 は 彼 の 友 を 指す 。 この 友 


起 し て いる 。 そこ で の 太陽 は 救世 : 


人 達 に 関し て 聖 預言 者 は 次 の よう に 語っ て いる 。 
E か に 従う な ら ば 、 上 正しく 導 か れる で あろ う 」 (Razin より )。 


彼 等 の 誰 


8 物質 界 に お いて 夜 の 後 昼 が 訪れ る よう に 、 精 神 界 に お いて も 、 


は 世 を 照ら すべ く 使 者 を 使わ す 。 
2 精神 的 な 天 に お ける 太陽 、 


改革 に 関す る 記述 が 当 節 より 始ま る 。 人 々 は 開 | の 住民 か ら 寛 大 で 慈悲 
寛大 な る 神 の 僕たち の 1 OC そ 
器 言 者 と 共に ある 人 々 を 苦し め て 来 た 悪 人徳 と の 対極 と な る 。 


わっ た 。 当 節 及 び 次 節 に お いて 、 


れ は 聖 


款 教 上 の 天国 に 注意 を 喚 
「 我 が 友 は 数 ある 星 の よ う で あり 、 


間 が 世 を 狼 う 時 神 


つま り 聖 預言 者 の 出現 に より (9 の SN る 個人 


深き 下僕 へ と 変 
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十 九 全 


アル ・ フ ブル カー ン ALFurqan( 識 別 


* た 、 役 等 は 己 が 主 の た め に 中 i 豆 
、 立 礼 し な が ら 夜 を 過ごす 者 、 
66. 「 わ が 主 よ 、 
我 等 より 地獄 の 責 苦 を 追い 払い 給え 。 
げに その 貢 苦 は 強烈 な り 。 
67. げに そ は し ば し の 休息 所 と し て 
も 、 ま た 永久 の 住居 と し て も 悪し き な 
り 」 と 。 了 
68. また 彼 等 施す に 当り 、 浪費 せ 
ず 、 また 物 惜 し み も せ ざ る な り 。 面 し 
て 、 そ の 間 で 中 唐 を 保つ 者 。 
69. また 、 ア ッ ラ ー と 共に 外 の 如何 な 
る 神 も 祈 ら ず 、 * 正 : 当 な 理由 に 非 ざ れ 
ば 、 ア ッ ラ ー が 禁じ た る 生命 を 殺さ 
す 、 また 女 通 を 行わ ぐる 者 な り 2。 
然 れ ども 、 之 を 犯す 者 は 、 必ず 罪 ( の 
報い ) を 受 く べし 。 


70. “復活 の 日 に は 、 彼 の た め に 懲罰 

は 倍加 され 、 彼 は その 中 に 屈辱 を 受け 

な が ら 住 み 留 ま ら ん 。 

71. 但し 、 改 届 し て 9、* 信仰 に 入 

り 、 善行 を 積み し 者 あら ば 、 か か る 者 

た ちこ そ 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 諸悪 を 善 
替え 給 う 。 面 し て アッ ラー は 寛大 に 

し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 

72. 7 され ば 改 属し 、 癌 行 を 積み し 者 こ 

そ は 、 本 当 に 後悔 し て アッ ラー に 帰依 


ー 十 五 意 
OG AE IRI 
NG 。 拓 ン 
EC Rls 


RE RET CS 


D2 OE RE FN 3 

の 0 0 上 ご 
hh Be 9 
る oe 

ES 3 A A A 
042 8 

SE EG 


こと この に に ンタ ング 112 
ペン ーー や res bs dS ュー 6 


z 


a 0 


EU A Te 


941:39: 73:21. 77:32: 17:28. 76:t52: 17:33, 24. 94:15. 3:58: 6:49: 18:89; 19:61; 34:38.75:40: 20:83: 28:68. 


。 個 像 崇拝 役 潮 、 切通 は 三 INN 


. 個 々 の 悪 業 及 び 社 会 会 的 性 的 不 徳 の 根源 で 


2091 改 松 」 と は 、 
を 真実 悔い 性 
は 大 いな る 変革 を 遂げ る こと が で きる 。 
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全て の 赴 を 避け 品行 を な す た め に 、 固い 決意 を 持っ て 過去 の 不 徳 
X め 、 更に 、 被害 者 に 対し て 償う こと で ある 。 


過去 を 省 あ る こと で 、 人 生 


し 奉る 者 な り 。 ECEadid) 


73. また 、 虚 偽 の 証言 を せ ず ?2、 132519 う 3 309825Ycs335 
2? くだら ぬこ と の 傍 を 通り 過ぎ る や 、 


威厳 を 以 っ て 通り 過ぎ る 者 。 OE NL 
74. また 、 そ の 主 の 神 光 が 思い 出さ せ | の ぉ OI SER 
られ る や 、 そ れ 等 に 対し て 前 か 盲 と 0 
し て 平伏 し ざる 者 “24。 St ES 


75. また 、「 わ が 主 よ 、 我 等 に 己 が 表 el Cp 25cr3 3 
た ちや 選 が 子孫 に よっ て 目 の 満 憶 さ イン ブン 
2 面 し て 我 等 を 良 散 者 達 ひ ジ ッ DESI oiS55ES33 


租 た らし め よ 」 と 云う 者 。 @ し じじ! 


グイ ラブラ 


76 これ 等 の 者 た ちこ そ 、 その 忍耐 せ 12 と ろ し 人 8 つめ お 5 そい 
し が 故に 、 報奨 と し て 至高 な る 箇所 IM 6 
が 与え られ 、 面 し て 彼 等 は そこ に て 歓 OEE O35 
迎 と 平安 と を 受け られ ん 、 _- 

77. 彼 等 そこ に 永 外 に 住ま ん 。 そ は し 15 放 2 こく ES ご でる は 
ば し の 体 息 処 に し て も 、 永 久 の 住居 と の 
し て も 素晴らし き な り 。 oS 
78. 云え 、「 お 前 達 の 9 白 り が な か り せ と も < 3, bs 
ば 、 我 が 主 は お 前 達 の こと を 考慮 せ ざ PS ts 
り し 簿 な り 9。 然るに 、 お 前 達 は 、 @& © し I 3 
それ を 虚偽 と みな し た る な り 、 され ば 、 

そ は 必ず 強烈 な る (結果 と な らん )」。 


23:4: 28:56. 734:38. 


ズー ル と いう 語 は 、 嘘 、 偽 り の 証言 、 ア ッ ラ ー と 虚偽 の 神々 を 提携 させ る こと 、 
嘘 が 語 ョ られ て 人 々 を 無益 で 浅 薄 な 娯楽 で 楽 し ませ る 場所 、 多神教 徒 の 集会 な ど を 意味 
する (Lane より )。 
29924 邊 等 は 目 を 見 開き 神 の 音 葉 に 耳 を 傾け る 。 彼 等 の 信仰 は 風聞 で は な く 確 信 に 基 
づく も の で ある 。 

2 マー・ ア ー バ ウ ・ ビ ヒー と は 、 私 は 彼 が 好き で は な い 、 心 に 留め な い 、 注 意 も 顧 
應 も し な い 、 又 は 、 私 は 彼 を 如何 な る 重み に も 価値 と も 考え な い 。 私 は 彼 を 評価 し な 
い を 意味 する (Lane 及び 、Mafradat より )。 


2092 
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ーー ーー で 
ー 十 六 章 
アッ シュ アラ ーAsh-Shu‘“ara’( 詩 人達) 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

大 多数 の イス ラム 研究 者 は 現 章 が メッ カ で 啓示 され た も の で ある と みな 

。 当 章 は ムスリム 達 に 究極 の 教訓 を 与え て いる た め シ ュ ア ラー( 詩 人 ) と 命 
RE の の かり 
み で あり 、 詩 人 の する よう な 空 下 な 語り 草 は まっ た く 実 効 を 伴わ な いと 述べ 
て いる 。 前述 の 16 昔 か ら 引 き 継 が れ て きた 題材 が 当 章 か ら は 離脱 する 。 ヨナ 
章 か ら 聖 クル アー ン は 主 に ユダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 を あし ら っ て きた が 、 こ 
こ か ら は 構造 、 本 質 、 範 囲 が と も に 信者 を 主体 に 転じ られ 、 こ れ に より ムカ 
ッ タ アー ト も 同様 に 移り 変わ る 。 前 章 は 、 神 が 以前 世に 現 出 し た 数 々 の 宗教 
か ら 生 まれ た 由緒 ある 伝統 を 粉 婦 する 、 と 憎 測 する の は 大 き な 過 ち で ある と 
供述 し 幕 を 閉じ る 。 し か し 、 そ れ ど ころ か 人 間 は 神 の 内 な る 美徳 を 自身 に 投 
影 さ せる こと を 目的 と し て 創造 され た の で あり 、 人 は 神 か ら の 呼び 声 に 唱和 
すべ き な の で ある 。 も し 人 が その 目的 を 達成 し な いよ う で あれ ば 、 彼 の 生存 
意義 は も は や 存在 し な いも 同然 で あり 、 神 は 役 を 破滅 させ る の に 中 踏 は し な 
いで あろ う 。 聖なる 預言 者 は 人 類 に 対す る 深 甚 な る 愛 を 保持 し て いた た め に 
この 事実 は 彼 に と っ て と て つも な く 大 き な 悲 し み と な り 、 人 類 の 安寧 を 強く 
願っ た と 、 当 章 で 我々 は 語ら れ て いる 。 天 人 号 の 真意 、 つ まり 人 が その 尽力 に 
より 神 に 歩み 寄る 道 を 体 的 に い 索 する 機会 を 内 っ た こと と 、 人 の 破滅 と 
閉め も し 人 が それ を 拒絶 し た な ら ば 、 そ の 報い を 受け る こ 

祭儀 な くさ れる で あろ う 。 さらに 当 章 が 言及 する の は 、 人 間 が 問 悪 の 判 
NE 便 介 に すぎ ず 、 
創造 主 の 心 像 すら 浮か び 上 が ら な いで あろ う 。 従っ て 、 人 は 神 の 構想 に 融和 
すべ き で あり 、 そ れ な くし て 真実 と 救済 を 得 ら れる こと は で き な い 。 

山幸 は は じ め に 、 型 クル アー ン 記 自 の 且 証 と 際 導 を 有 し 、 その 立証 に 
外部 か ら の いか な る 援護 や 助力 を 必要 と せ ず に その 教理 と 斉明 の 真実 を 樹立 
する と 宮 斉 する 。 神 は 人 の 要求 を 堪能 させ る が た め に 物理 的 世界 の 対 に な る 
全て の も の に 睦 雄 を 設け た 。 必 然 的 に 神 は 霊 的 領域 に も 同等 な 片割れ を 創造 
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すべ き で あっ た 。 そ し て 現 章 は 、 天 か ら 送 られ て きた 使者 に つい て 相応 に 講 
釈 する 。 神 の 命 に 追随 し 、 イ スラ エル 人 を エジプト か ら 膨 出す る こと に 成功 
し た モー ゼ の 物語 が 引き 合い に 出さ れ 、 さ ら に は 真実 が 常に 長期 に わた り 勝 
利 を 収め 、 そ れ に 対 財 し よう と も くろ お 者 は 苦悩 に さい な まれ る で あろ うと 
述べ て いる 。 続い て 当 章 は アブ ラ ハ ム 、 ノ ア 、 フ ー ド 、 サ ー リ フ 、 ロ ト 、 そ 
し て シュ アイ ブ の 概要 を 談 じ る 。 ア ブラ ハム は その 民 に 個 像 味 拝 の 愚 包 さと 
無益 さ を 明 示し た 。 ま た 、 世 俗 的 な あら ゆる 困難 を 解消 する すべ を 探求 し た 
が た め に 自ら の 民 に 拒絶 され た ノア 。 ノ ア は アブ ラ ハ ム に 位 い 、 フ ー ド な ら 
びに サー リフ は ノア に 追従 し た 。 こ れ 等 神 の 使徒 は それ ぞ れ の 民 に 人 生 と 繁 
栄 は 虚飾 や 力 の 上 に 成り 立つ も の で は な く 、 道 理 や 精神 力 に 依存 する と いう 
事実 を 懸命 に 悟ら せよ うと し た が 、 彼 ら は その 教え と 警告 を さら り と 捨て て 
し まっ た 。 ロ ト と シュ アイ ブ の 民 も また 大 差 な か っ た 。 ロ ト の 民 は 不 健 全 な 
悪 習 に ふけ り 、 シ ュ ア イブ の 民 は 商取引 に 不誠実 で あっ た 。 最 後に 当 章 は 従 


る 盤石 の 準拠 も 提示 する と 述べ る 。 古代 の 預言 者 た ち が そ れ を 則 付 け 、 イ ス 
ラ エ ル の 博識 ある 人 々 で さえ も これ は 神 の 真 の 言葉 で ある 、 な ぜ な ら そ れ は 
古い 経典 の 預言 と 一 致す る と 裏 心 よ り 感 得 させ られ て いる 。 次 に 当 章 は 不信 
者 た ち に 聖 ク ルアー ン の 教え を 熟考 させ 、 彼 ら に それ が サタ ン の 所 業 か 聖 な 
る 預言 者 の な し えた こと か 着目 する こと を 促す 。 聖 クル アー ン の 稚 導 は 古代 
の 経典 に 類似 し て お り 、 悪 錯 な 人 々 は 明らか に 天授 の ソー ス に た どり 着く 手 
段 を 得 ら れ な か っ た 。 サ タン は 罪人 や 虚言 者 、 欺 く 痢 た ち に 降 了 中 する 。 詩 人 
た ち は 虚 実 の 信奉 者 ども か ら 触 発 さ れ 、 ま た 、 公 徳 心 や 秩序 の な い 芋 か ら 支 
持 さ れる 。 役 ら と 彼ら の 随伴 者 達 は 不毛 で 漫 然 な 会 話 に 快楽 を お ば え 、 自 身 
の 明言 を 貫徹 し よう と は し な い 。 当 章 は 聖 預 言 者 に 神 の 唯一 性 を 継続 的 に 
人 々 に 布教 し 、 イ スラ ム の 昇進 の 源 と な る よう 彼ら を 育成 ・ 教 化し 、 な ら び 
に 全 知 全能 か つ 慈 甘 深 い 神 を 信望 する よう に 要求 し な が ら 幕 を 閉じ る 。 そ し 
て 、 神 は ムスリム た ちの 散乱 状況 を 早く 終ら せ 、 彼 等 を 平安 と 繁栄 の も と に 
暮らせ る 場所 に 集め 、 役 等 は 危険 を 伴わ ず に 完全 に 安心 の 中 で 唯一 な る 真 の 
神 を 崇拝 する で ある ろう 。 
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二 十 六 章 
ッシュ アラ ーAsh-Shu‘ara’ (詩人 達 ) 
節 数 228、 メ ッ カ 啓示 


N 


デ デ } 
1. “慈悲 恵 ラーー NN a WU 内 
“慈悲 深く 、 [ み 遍 く ア ッ ラ ー の Os yea A 
御名 に お いて 。 
3 we 

2。 ター 上 スイ ー ン き ミー ム 99 と & ⑳ WW = 

めい り よ うう 3 中 っ 内 | 
3.2 こ は 明 上 用 な る 聖典 の 諸 飾 な り oo ここ るり る) 


4. RS く 流 は 、 彼 等 が 信 ぜ ざる が た 13 バッ て NIS そお Rt | 
め に 、 ( 心 を 痛め て ) 己 が 身 を 滅 ば せん - 
20948 し する や 。 OL 


近 


5. も し われ ら 欲し な ば 、 わ れ ら は 彼 S23 ご る 20 
等 に 天 より 神 光 を 降 す な り 。 さ れ 

ば 、 彼 等 の 洗 2095 が その 前 に ぬか ず Fas- rE Bz 1 
く な り 。 


EJ 


ン 人 る 
3 
人 る 9 


〇 } 


ン 


8 ン 
| ご 3 


LL 012:2; 15:2 27:2; 28:3. “18:7. 


094 ター・ ス イー ン ・ ミ ー ム と いう ムカ ッ タ アー ト ( 省 略 文 字 ) に つい て は 、 タ ー と は 
ター ヒル (潔白 の 主 ) を 表し 、 ス イー ン と は 、 サ ミー ウツ (すべ て を 聴き 給 う 者 ) を 表し 、 
そし て ミー ム と は 、 マ ジー ド (尊厳 の 主 ) を 表し て いる 。 従っ て それ は 、 当 章 が 潔白 な 
心 、 祈り が 聴き 届け られ る こと と 尊厳 を 得 ら れる 手段 に つい て 言及 し て いる こと を 暗 
示し て いる 。 当 章 及 び 次 の 二 章 は 、 タ ー・ ス イー ン ・ ミ ー ム と いう ダル ー プ と し て 知 
られ る 特異 な 章 で 、 これ ら の 主題 綱 は 酷似 し て いる 。 これ 等 は ほぼ 同じ 時 期 に メッ カ で 
啓示 され た 。 これ 等 の 章 は モー ゼ の 生涯 を か な り 詳 し く 取 り 上 げ て お り 、 この 省略 さ 
れ た 文字 が シナ イ 山 及び モー ゼ を 表わし て いる と みな す 注 釈 者 も 居る 。 ター・ スイ ー 
ンジ は トウ ゥ ウー ル ・ ス ィ ー ニ ー ン (シナ イ 山 ) を 、 ミ ー ム は 、 モ ー ゼ を 表わす 。 
944 注 1356 を 参照 の こと 。 
79 年 注 1664 を 参照 の こと 。 


2799 亜 預言 者 の 苦悩 が 無駄 に 終わ る こと は な い 。 人 ん 々 は 、 彼 に 対す る 妨害 を 止め な け 
れ ば 、 裁き を 下さ れる で あろ う 。 それは 彼 等 の 指導 者 を 辱め る こと と な る 。 ア ー ナ ー 
ク ( 普 ) は 指導 者 を 音 味 する (Lane より )。 
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6. 然るに 、 慈悲 深き 御方 より どん な ty | OE StS 
(新しき )?9%6 訓 戒 が 彼 等 に 下る た び SB 
に 、 彼 等 は それ より 顔 を そむけ る な り 。 OS aE SEP 
7.? さ れ ば 、 役 等 は 確か に (すべ て の 183 た を に 988 
新た な 神 兆 を ) 虚 偽 と みな し た り 。 さ NIS 
れ ど 、 や が て その 測り し も の の (履行 OI A 
され る ) 消息 が 彼 等 に 到 ら ん 。 

8." 彼 等 は 大 地 を 眺め ずり し か 、 わ れ LSE くみ YU5 の 5 多 
ら は そこ で 、 如何 に 多く の 立派 な (植物 Vn 
の ) つが い を 萌え 出さ し め た る か を ? の = 17 〇 2 


9. げに この 中 に は 神 兆 ち り 。 然 れ ど る ぐ 19P じ 3" YN 
も 、 彼 等 の 多く は 信 ぜ ざる な り 。 


10. 耐 し て 、 波 の 主 こそ は 議 に 成 力 者 を ⑧⑤2c> 別 3 っ 13923 
に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 2%%7。 

ー 項 
11. 7 耐 し て 液 の 主 が モー ゼ を か く 呼 Co み め ご うこ sb) 
び か けし 時 を (思い 起 せ ) 、「 不 義 な る 5 
民 の と ころ へ 行け 。 (OR 


12、 すなわち 、 ファ ラオ の 民 の と ころ DEY T2837? 
へ 。 彼 等 は 異才 せ ざ る か ? 」。 Rs 


921:3, 43. 16:35; 22:43; 35:26; 40:6. “36:34-37. D0:25; 79:17-18. 


2996「 新 し き 」 と いう 語 は 、 此 処 で は 「 新 し い 表 現 で 」 あるいは 「 新 た に 詳細 な 記述 
で 」 と いう 意味 で 用 いら れ て いる 。 事 実 、 神 の 律 法 は 全て 、 基本 的 教義 は 似通っ た も 
の で ある 。 相違 点 は 細部 に の み 見 られ る 。 そ こ で 、 新 し い 律 法 は 、 時 代 の 要求 、 考 え 
方 に 見 合っ た 形 に 変え て 盛 示さ れる 。 預 言 者 達 も 、 こ の 新しい 律 法 に 従う 者 、 従 来 の 
律 法 に 従う 者 様々 で ある 。 

2097「 流 の 主 こ そ は 誠に 威力 者 に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 」 と いう 言葉 は 、 預 言 者 の 
置か れ た 状況 が この 章 で 述べ られ る 預言 者 達 の も の と 類似 し て いる こと を 示す 。 し か 
し 、 他 の 預言 者 の 敵 を 捕らえ 滅 し た 強大 な る 神 が 、 聖 預 言 者 に お いて は 彼 を 勝利 と 腎 
栄 に 導き その 力 を 示す の みな ら ず 、 彼 の 一 族 に 慈悲 を 与え る で ある ろう 。 聖 預 言 者 の 一 
族 に お いて 減 び る の は わずか で あり 、 大 多数 の 者 は 神 の 許し と 慈悲 を 授け られ 、 遂に 

は 神 の お 告げ を 受け る で あろ う 。 
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13. 彼 は 云え り 、 「 我 が 主 よ 、“ 確か に 我 0 RE 
は 彼 等 が 、 我 を 嘘つき と みな す を 恐る 

14. また 、 我 が 胸 は せ ば まり 2998、 PR LI LY DS $3 5 
が 舌 は 滑ら か な ら ず 。 さ れ ば 、* ア ロ RDNS 
ン に (も 啓示 を ) 降 し 給え DCL A 
1s < また 我 に は 、 彼 等 に 対し て の pT EC 

罪 ?% あり 。 され ば 我 、 彼 等 が 我 を 殺 


さん こと を 恐る 」。 
16. “ 彼 は 云え り 、「 過 じ て 然 5 ず 。 お 2 を EL J 
前 た ち 両 名 われ ら の 神 兆 を 携え て 行 2 
け 。 げに われ ら は お 前 た ちと 共に あり ②③ 〇 へー* 


て 、 す べ て を 聞く 者 な り 。 2 
17. され ば 、 両 名 ファ ラオ の と ころ へ ご うら 02 う 6UY28< つ あう る じ 


行き て 去 え 、『 げ に 我 等 は 森 座 万 象 の あ 
主 より の 使徒 239° な り 、 | 
18. つま り 、 イス ラ エル の 子 ら を 我 等 OE 


と 共に 行か せ 』」 と 。 

19. 役 は えり 、「 我 等 は 、 流 を 幼少 Cs と 41515) 3 0 
NR 

れ ば 、 汽 は 長年 我 等 の 中 で 生活 を 財 OE RE 

た る な り 。 


220:46: 28:35.720:28. “26:14. 28:34. 28:36、 


2098 モー ゼ は 、 委 ね られ た 偉大 な る 事業 を 成し遂げ られ る か と 案じ て いた よう だ 。 預 
斉 者 と し て の 任 は 事実 非常 に 重い 。 聖 預 堂 者 も 又 、 最初 の 啓示 を 受け た 時 、 不 安 に 駆 
ら 和 れ た 。 

32799 この 話 は 、 フ ァ ラ オ の 人 々 が モー ゼ を 、 エジプト 人 殺害 の 廉 で 告発 し た こと を 示 
し て いる 。 こ の 出来 事 は 、 出 エジプト 記 2:11-15 節 及 び 聖 クル アー ン 28:16-21 節 に 記 
され て いる が 、 そ こ に は この 殺害 が 故意 の も の で は な か っ た と 書か れ て ある 。 モー ゼ 
は 、 エジプト 人 に 打 た れ て いた イス ラ エ ル 人 を 助け よう と し た の で あり 、 そ の 和 争い の 
最 中 、 NN 

2 当 節 に 於 ける ラス ー ル と いう 語 は 、 単 数 で ある の に 、 主語 イン ナー と 使用 され て 
いる 動詞 は 両 数 で ある 。 アラ ビア 場合 に よっ て 、 単数 述語 が 両 数 又は 複数 を 
宣言 する こと は 差し 支え な い (Bayan より )。26:78 節 も 参照 せよ 。 
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RRR RHEEE IEDR EERE ESRI REE ER TER RRR RE GTR EERE BIRGER RRR E RRR SEE EE EERE EEE RGEC REE 


20. また 汐 は 、 己 が な せ し こ と を 行い 6p C9 ER E85 
た れ ば 、 液 は 思 を 知ら ざる 者 ども の 中 ES 
な り 」 2101 と 。 ON 


21. 彼 は 云え り 、「 我 、 そ れ を な し た あし アンリ イン ゴン 旬 る 
る は 、 い まだ 了 ※ え る 者 で あり し 時 IO2VBSS0 
な り 2 

22. ? さ れ ば 、 我 は お 前 た ち を 居れ た こる 33 28 し 338 
る や 、 お 前 達 か ら 逃げ 去れ り 。 そ こ で 、 2 の の 
我 が 主 は 我 に 知恵 を 授け 、 我 を 使徒 達 OO の KS うら う 
の 中 と な らし め た り 2 

23. され ど 液 、 イ スラ エル の 子 ら を 奴 GASE 91 0 に US I EE 5 


款 に し て お き な が ら 、 こ の 思 願 を 以 て の ei 
我 を な じ る や ?」 2 2 の 0 
24. ファ ラオ は 云え り 、?「 森 雇 万 象 の ORT CB 
主 と は 何者 か ?」 97" 。 


628:22. 20.50. 


2191 当 節 で は 、 モー ゼ に より 死に 至ら し め ら れ た エジプト 人 の こと が 述べ られ て いる 。 
ファ ラオ は 自ら を 、 そ し て エジプト 人 を イス ラ エ ル 人 の 恩人 と 自負 し て お り 、 エ ジ プ 
ト 人 を 殺 雪 し た こと で 、 モ ー ゼ を 恩 知 ら ず と 非難 し て いる 。 

2 や ダー ッ ル (Dall) と は ダッ ラ か ら 派 生 さ れ 、 彼 は 何 を な すべ きか 知ら な か っ た 、 彼 
は 途方 に くれ た 心 の 状態 で あっ た 、 彼 は 我 を 忘れ て 恋 に 夢中 に な っ た 、 を 意味 する 
(Lane より )。 イ スラ エル 人 が エジプト 人 か ら 逃 れ よ うと モー ゼ に 助け を 求め た 時 
(28:16-21)、 役 は な す 術 を 知ら な か っ た が 、 貧 し く 弱 い イ スラ エル 人 を 救 お うと し て 
モー ゼ が 挙 を 振り 下ろ す と 、 運 悪 く エ ジ プ ト 人 は 亡くな っ て し まっ た 。 一 打 で 人 の 命 
を 奪う こと は 常識 的 に あり 得 ず 、 こ の 死 は 事故 で あっ た 。 又 、 見 方 を 変え れ ば 、 モ ー 
ゼ の 抑圧 され た 人 々 に た いす る 愛 が 故に 、 彼 は イス ラ エ ル 人 を 助け よう と し て エ ジ プ 
ト 人 に 一 撃 を 見 舞い 、 そ の 命 を 奪う こと と な っ た の で ある 。 モー ゼ は その 結末 を 予期 
せ ず し て 行動 し た と 言え よう 。 

410 モーゼ が エジプト 人 を 殺害 し 、 逃亡 し た 後に 神 が 白 ら 彼 を 預言 者 に 任じ た の は モ 
ー ゼ の 行為 が 瞬時 の 予期 せ ぬ も の で あっ た こと の 証し と いえ よう 。 

04 ブ ァ ラオ (エジプト の 王 ) は モー ゼ 族 (イス ラ エ ル 人 ) を 何 代 に も わた りら り 奴隷 と し 
て 拘束 し 、 彼 等 の 尊厳 、 決 断 力 、 活 力 を 奮っ て 来 た に も 拘ら ず 、 自 ら の 行為 を 善行 で 
ある と 述べ た 。 この ファ ラオ の 慎み 無き 言葉 を 、 モー ゼ は 恥ず べき も の と 語っ た こと 
が 記さ れ て いる 。 

^195 前 節 に 書か れ た モー ゼ の ファ ラオ に 対す る 返答 は ファ ラオ を 困惑 させ た よう で 


991 


十 九 伏 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara*( 詩 人 た ち ) 二 十 六 章 
LK 


Pl 
PJ 


25. 彼 は 云え り 、「< 諸 天 と 大 地 普 0 うい る WS J 
びに その 両者 の 間 の 一 切 の も の の 主 


ン ッ s っ 人 で っ る る 2 (エン テイン 
な り 、 も し お 前 た ち 確信 する な ら ば 」。 OI SO に を ら 
26. 彼 は その 周り に いる 者 ども に 云 SHEN TE 


えり 、「 お 前 た ち 、 聞 か ざる か ?」 ダ の 。 

27. 彼 は 云え り 、「( そ は ) お 前 た ちの 08330 
2 

主 に し て 、 ま た お 前 た ちの 昔 の 父祖 た Gt 2 2 の 

ちの 主 な り 」?9。 


28. 彼 は 云え り 、6「 ば に お 前 た ち に 遣 1 りら 3 お 89M 
わ さ れ た る この お 前 達 の 使徒 は 、 確 か a 
に 狂人 な り 」 29。 0 


29. 彼 は 云え り 、「< そ は 東 と 西 9 潤う 1G 
びに その 両方 の 間 に あ る 一 切 の 主 な 


209 < PE を チー ” NG 
り 、 も し お 前 た ち 知 恵 あら ば 」。 PC ed 


ア タン る 


30. ? 彼 は 云え り 、「 入 、 も し 我 以外 に ESSER 
神 を 探り あげ な ば 、 我 は 必ず を 囚人 


I A A 
た ちの 吊 と せん 」。 OR 
31. 彼 は 云え り 、「 我 た と え 明 白 な る 42S 、 4 人 0 
も の を 溢 に も た ら す と し て も か ! 」。 Pc 


44:8. 44:15. 2:116; 55:18.728:39. 


ある 、 直 ち に ファ ラオ は 話題 を 変え 、 神 の 存在 、 属 性 に 関す る 難解 な 問題 を キー ゼ に 

突き 付け た 。 

206「 諸 天 と 大 地 並び に その 両者 の 間 の 一 切 の も の 」 と いう 語 は 、 神 の 支配 の 及ぶ 範 
囲 が 如何 に 広大 で ある か を 示し て いる 。 

"当館 に は 、 フ ァ ラ オ が エジプト 人 を 扇動 し 、 モ ー ゼ に 刃 向 か う よ う し 向け た こと 

が 書か れ て いる 。 モー ゼ は 、 天 地 創 造 は アッ ラー の な せる 業 で ある と 主張 し た 。 全 宇 
宙 は 自ら の 神 の 支配 下 に ある と 信ずる エジプト 人 に と り 、 この モー ゼ の 主張 は エ ジ プ 
ト の 神々 に 対す る 傷 辱 で は な いか 。 この よう に 語っ て ブフ ァ ラ オ は エジプト 人 の 、 モー 
ゼ に 対す る 敵 必 心 を 煽っ た の で ある 。 

108 第 25 節 で は 、 神 の 支配 圏 の 広大 さ を モ ー ゼ は 述べ て いる が 、 当 館 に お いて は 、 
神 の 支配 が 時 間 に も 及ぶ こと が 示さ れ て いる 。 

208 フ ァ ラ オ は モー ゼ が 他人 の 言葉 に 耳 を 傾け ず 、 選 の 主張 を 繰り 返す ば か り で まる 
で 狂人 の よう だ と 考え 、 その 思い を 語っ た 。 

の 当 節 で は 、 神 の 王国 が あら ゆる 方 位 に 広がっ て いる こと を 示し て いる 。 
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二 十 六 章 


32. 9 役 は 云え り 、「 な ら ば 、 そ れ を も 
た ら せ 、 液 も し 正直 な 者 の うち な ら 
ば りあ 
33. され ば 彼 は 、 その 杖 を 投げ た り 。 す 
る と 、2 そ は 税 ち 明らか な る 蛇 と な れ り 。 
34.“ ま た 役 そ の 手 を 伸 し た れ ば 、 見 
よ 、 そ は 見 て いる 人 々 の 目 に も 真っ 白 
に 映り た り 2 

三 項 
35.? 彼 は その 周り に いる 長老 た ち 
に 、 云 えり 、「 こ の 者 は 確か に 技量 優 
れ た る 魔術 師 な り 。 
36.“ 役 は その 魔術 に よっ て 、 お 前 た 
ち を 選 が 国土 より 追い 出さ ん と す 
る な り 。 さ れ ば 、 お 前 た ちの 見 解 や 
如何 に ?」。 
37.7 彼 等 は 云え り 、「 し ば し 彼 と その 
兄弟 を 猪 予 し 、 召集 者 を 邑 々 に 行か せ 、 


38. 8 彼 等 は それ ぞ れ の 技量 に 秀 で た 
る 魔術 師 を 液 の 許 に 連れ て 来る べし 」。 
39. 7 か く て 、 定 め ら れ た 日 の 定め ら 
れ た 時 刻 に 、 魔 術 師 た ち が 集 め ら れ 
た り 。 

40. ! ま た 、 民 柴 が 云わ れ た り 、 
た ち も 参 集 し 得る か ?」 と 。 

41.「 恐 らく 我 等 は 魔術 師 た ち に 従わ 
ん 、 も し 彼 等 が 勝ち た る な ら ば 」。 


「 お 前 


アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara (詩人 た ち ) 十 九 乱 
グラ FT PA 5 Me を る 
OE Is こう ( Pe 


る ある る 4 3 SR らら し 2g, お (8 


& OR | 


イイ 


IE 


っ る 2 イク ロッ プー ン 2 る っ イー っ る 
ジン ーー と TI あす と 


< NRA 


OAL 


A 
@ca 

プター の) AI ts 
OR 
CE 


RE i 
| 2 


OR 


A 
| 


OO Ra oS 


ュ ゴ タイ US 


7:107.27:108. 7:109: 20223. 7:H10. TE: 20:58、64.77:112: 10:80.87:113. 7: 昌 4: 20:59, 720:60. 


2111 注 - 1024 を 参照 の こと 。 
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十 九 伏 


アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara*( 詩 人 た ち ) 一 十 赤 意 


42. され ば 、 魔術 師 た ち は 来 着 し た る 
や 、 彼 等 は ブフ ァ ラ オ に 云え り 、「 我 等 
も し 勝ち た る な ら ば 、 も ちろ ん 我 等 に 
は 大 な る 報酬 1 や ある べき や ?」。 
43.“ 彼 は 云え り 、「 さ よう 、 そ の 場合 
お 前 た ち は 確 か に 側近 の 者 と な らん 」。 
44. ? モ ー ゼ は 彼 等 に 云え り 、「 溢 等 、 
投げ た いも の を 投げ よ 」。 

45. そこ で 、 彼 等 は その 縄 や 杖 を 投げ 
て 、 云え り 、「 フ ァ ラ オ の 威光 に 販 て 、 
げに 我 等 こそ 勝利 を 得る な り 」。 
46.“ さ れ ば 、 モ ー ゼ が その 杖 を 投げ 
た る や 、 見 よ 、 そ は 彼 等 が 装い し 偽 
り を 和 急 ち 呑み 込め り 9 

47. ぐさ れ ば 、 魔 術 師 た ち は ひ れ 伏 し て 
叩 頭 し な が ら 倒れ させ られ た る な り 。 
48. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 森 比 万 象 
の 主 を 信じ る な り 、 

49. “モー ゼ 並 びに アロ ン の 主 を 」。 


50. 7 彼 は 云え り 、「 お 前 た ち は 、 我 が 
許し な し に 、 彼 を 信じ た る か 。 確か に 
彼 は お 前 た ち に 魔術 を 教え し お 前 
達 の 首長 な り 。 され ば お 前 た ち 、 や 
が て (その 結果 を ) 知 る な り 。 我 は 必 
ず や お 前 た ちの 手 と 足 を 交互 に 切 


SI 

OR EI 
OTIC 3G 
OTT TG 
3 IRS I BG 


A A EE, LR AG 
Ed 


¥ っ es Goto uit 
OR ERIN IG 


OR NG 
OA I RR ES 
OI 
IO OI 5s 
ED CS 


WTA. PTT; 10:8E 20:67.7:118: 20:70.7:121: 20:71. 7:123; 20:71.77:124-123: 20:72. 


2 魔術 師 は 職業 と し て 呪術 を 行う 者 で 、 そ の 道徳 性 は 非常 に 低い も の で あっ た 。 
サモ ー ゼ の 杖 が 飲み 込ん だ の は 魔術 師 の 杖 や 蛇 で は な く 、 彼 等 の 作り 上 げた 全て の 
物 で あっ た 。 モー ゼ の 杖 が 彼 等 の 其 満 を 徹底 敵 に 打ち 砕い た と この 節 に は 明示 し て あ 
る 。 魔 術 師 に 惑わ され て 、 見 物 人 が 本 物 の 蛇 と 思い 込ん で いた 物 を 粉々 に 砕く こと で 、 
諾 術 師 の 虚構 を 暴 い た の は この モー ゼ の 杖 で あっ た 。 
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WEARS RT RGR TRE TNR EE IR EES RRR AEE TREE EE TE RE ERAGE TRE EEE ER EE EET AERP EC HRA CERRITO 


り 落 し 生 叶 、 面 し て 我 は 必ず お 前 連 | 
を 一 強め に し て 確 に 処せ ん 」。 
51. < 彼 等 は だ えり 、「 か まわ 和 ぬ 、 げ 。⑤62U8ZG っ 2YI 放 
に 我 等 は 己 が 主 の 御 許 に 帰る 者 な 
り 2 
52. ? げ に 我 等 は 、 我 等 の 主 が 我 等 の 1 RG) 
泊 ち を 落し 給 わ ん こと を 望む な り 、 我 。 。 時 > 
導 が 信者 達 の 財 と な り し が 故に 」。 & OE 
四 項 
53. * 面 し て 、 われ ら は モー ゼ に 啓示 せ ちゅ 20 はめ こう > 3 
り 、「 わ が 僕 等 を 連れ 、 夜 に 乗じ て 立ち _ 
大 れ 。 お 前 た ち 必ず 追跡 られ る べし 」。 MR 
54. され ば 、 ファラ オ は 如 集 者 を 邑 々  @⑧ca>2AoR<IS の 30 ン 6 
に 遣わ し た り 。 & a - 
55. (か く 報 告 し な が ら )「 げ に 彼 等 は ME を 64 
獲 沙 な る 群れ な り 、 2 0 996 
s6. され ど 、 彼 等 は 我 等 に 激怒 を 抱か 0 EG 
し め る な り 39311 。 
57. 我 等 は 皆 警戒 を 整い た る に も か 925Je eed 
か わら ず 」。 
58. 7 され ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 、 果 樹 oe CE EG 
園 並 びに 泉水 (の 地 ) か ら 追 い 立 て り 、 6 
59. また 、 財宝 並び に 名 誉 ある 地位 か < 25 っ 5 
ら も 、 - 


27:126: 20:73. 5:85."20:74. 44:26, 27. 


134 アン と は 、“ー の た め " を 意味 する (Lane より )。 

4 つい 先程 まで 悪 銭 を 得 よ うと 策略 を めぐ らし て いた 魔術 師 達 が 、 信仰 を 受け 入れ 、 
死 を 恐れ な く な っ た 。 

249 神 の 預言 者 の 出現 は 、 彼 の 言葉 を 受け 入れ 、 彼 に 従う 者 に 輝け る 未来 を 約束 する 
も の で ある 。 預言 者 は 人 々 に 新た な 生命 を 与え 、 人 生 観 を 変え る 新しい 希望 と 確信 を 
彼 等 の 内 に 生じ させ る 。 モー ゼ 出 現 の 後 、 イ スラ エル 人 の 閣 に 大 き な 変 化 の 起き た こ 
と を ファ ラオ は 感じ 、 こ れ は 彼 の 感情 を 著しく 害し た 。 
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十 泌 伏 アッ シュ アラ ーAsh-Shu‘ara'( 詩 人 た ち ) 二 十 六 章 
T 思 管 。 ーー アッ シュ アラ マーAsh-Shuara'( 詩 人 た ち ) 一 二 信 剖 


ン 


60.“ か く の 如 く な りき 。 商 し て 、 わ SL OR 
と れ 0 

れ ら は イス ラ エ ル の 子 ら に 之 ( そ の 

地 ) を 継が せしめ た り 2 


61. 2 され ば 彼 等 は 、 暁 ごろ 彼 等 に 所 OO ある 
いつ けり 。 

62. 面 し て 、 両方 の 群れ が お 互い を 見 みこ JO 負い 
た る 時 、 モ ー ゼ の 仲間 達 は 云え り 、「 確 る 1 
か に 我 等 は 捕まり た り 」 り と 。 OH 


63. 彼 は 云え り 、「 断 じ て 然 5 ず 、 げ ーー @ dS EG 
に 我 が 主 は 我 と 倍 に あり 。 彼 必ず 我 を - 9 

導 か ん 」。 

64. “そこ で 、 わ れ ら は モー ゼ に 啓示 せ ご JL25 こ ll Rd 


り 、「 流 の 枕 で 海 を 打 て 」 人 の と 。 す 。 人 SL 
る と 、(( 分 れ た れ ば 、 各 部 分 は 大 な 956③ う 35OKS ASS "っ 


る 丘 の 如く な りき 。 EE 
65. 耐 し て 、 そ こ で われ ら は 後者 の OIE 


人 々 を (前 者 の 人 々 に ) 迫 らし め た り 。 
66. < され ば 、 わ れ ら は モー ゼ 並 びに 彼 RR 
と 共に あり し 凡 て の 人 々 を 救い た り 。 

67.* 然 れ ど も 、 我 等 は 後者 の 者 ども OAV ET 
を 油 死 せしめ た り 。 

68. げに この 中 に は 神 兆 あ りき 。 然 れる 和信 GR N30) 
ども 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ る な り 。 


244:29. "10:91; 20:79: 44:24. 720:78. D0:81; 44:31-32、72:51: 7:137: 17:104 20:79. 


79 ファ ラオ や エジプト 人 の 泉 ・ 庭 園 ・ 財 宝 が イス ラ エ ル 人 に 与え られ た の で は な い 。 

イス ラ エ ル 人 は エジプト を 去り 、 ミ ルク と 蜂蜜 の 流れ る 約束 の 地力 ナン へ 向かっ た 。 

その 地 で 新た に 彼 等 は 泉 ・ 庭 園 ・ 財 宝 を 与え られ た の で ある 。 事実 、 パ レス チ ナ は 、 
庭園 と 泉 の ! 豊富 な 点 で エ ジ プ ト に 似 て いる 。 

evr eo TRIM oR IS う で ある 。 こ れ は 5:22, 23: 7:149: 20:87-92 
節 に 示さ れ て ある 。 

sur この 言葉 は 又 、「 民 を 海 へ 導 け 」 と いう 意味 も 持つ (Lane より )。 
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ニ 二 六 章 


アッ シュ アラ ーAsh-Shu‘ara'( 詩 人 た ち ) 十 九 伏 


69. 面 し て 、 確か に 液 の 主 は 威力 に し 


て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 
五 項 

70. 面 し て 、 ア ブラ ハム の 物語 を 彼 等 

に 読 語 せ よ 。 

71.“ 彼 が その 父 と その 民 に 向っ て 、 

「 吐 方 が た 何 を 拝 す か ?」 "や と 云え 


し 時 、 

72. ヶ 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 偶像 を 振 
し 、 い つも それ ら の (崇拝 の ) た め に 
路 拝 する な り 」。 

73. 彼 は 云え り 、「 貴 方 が た が 祈る 時 、 
それ ら (偶像 ) は 聞く や ? 


74. 或いは 、 貴方 が た を 益 す る こと や 
SU 
75. “ 彼 等 は 云え り 、「 耕 、 我 等 は 己 が 

MC 0 
り 」。 

6.? 役 は 云え り 、「 液 等 考え た る か 、 
IS 
77. (すなわち ) 貴方 が た 並び に 貴方 
が た の 先祖 が 。 

78. され ば 、 それ 等 は (すべ て ) 確か に 我 
が 敵 な り 、 但 し 森 比 万 象 の 主 を 除い て 。 
79. 彼 、 我 を 創り し 御方 な れ ば 、 彼 こ 
そ 我 を 導き 給 う 。 
80. また 、 役 こそ 我 に 食べ させ 、 我 に 
飲ま せる 御方 な り 。 


& 6 ぅ 5 


SN 
\ 
9 
ペニー 
* さ 
i 
き \ 
sy 
* 


々 ゴ アン ズ ョ ン 


OASEG EC STG 


03 2 | 


CS 


ROE 


レイ 6 go ン N 2 も ダネ ン っ っ 負 ィ 
Moda Ses っ る 


6 A I RCH 


16:75; 19:43: 21:53: 37:86-87. P21:54. 21:54; 43:24. 721.67: 37:86-87. 


"ノブ ラ ハ ム が 反 偶 像 拝 を 


訴え 続け た こと が 聖 ク ルアー 


ン 全 編 に 示さ れ て いる 。 


彼 は 、 不 屈 の 偶像 破壊 者 と し て 史上 に 残る 最初 の 人 物 で ある 。 
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十 九 伏 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara*( 詩 人 た ち ) 二 十 六 章 
LK 


81. また 、 我 冶 め ば 、 彼 こそ 我 を 癒す Aa ELS 
な り 2103 ET ー a 
82. また 、 我 を 死な し め ?120、 然 る 後 DT SS GRIEGIS 
中 らし め る 御方 。 
83. され ば 玉 は 彼 に 、 審 判 の 日 に 於 3 238 3s 
いて 我 が 罪 を 赦し 給 わ ん こと を 望む 1 
な り 。 So 


84. 我 が 主 よ 、 我 に 知恵 を 授け 、 面 し ご 5 


て 我 を 義 し き 人 々 の 中 に 入れ 給え 。 


N 
い 】 
% 
8 
©o~ パ バ 
* き 
る w きき 
\ \ 
\ 
を y[: 
と \ 


85.“ 面 し て 、 我 の た め に 後世 の 人 々 の SRNGIGLE I Els 
中 で 、 真 実 を 語る 口 を 定め 給え 3121。 - 

86. また 、 我 を し て 至福 の 彫 を 継ぐ O28 と 828 
人 々 の 中 た らし め よ 。 
87. また 、 我 が 父 を 落し 給え を 。 ぜ に GLY El 
彼 は 迷い た る 者 の 中 と な りき 。 


88. 耐 し て 、 彼 等 (すべ て の 人 々 ) が 虐 SOLLS EERY: 
らし め ら れる その 日 、 我 を 辱 し むる な 

か れ 2122 

89. 如何 な る 富 も 息子 達 も 助け と な OEYIIEEYS 
ら ざ る その 日 を 。 


119:51, 89:114; 19:48: 60:5. 


ダウ アブ ラ ハ ム は 、 病 の 原因 は 自ら に あり 、 治 療 は 神 の お か げ と 考え て いる こと が 当 
節 に 書か れ て ある 。 事実 、 人 に 降り か か る 災い は 全て 、 人 が 自然 の 法 に 触れ た た め に 


起き た の で あり 、 そ れ 故 、 そ の 者 自身 に 責任 が ある の で ある 。4:80 節 も 参照 の こと 。 
3120 アブ プラハ ム は 病 の 原因 は 自ら に ある と し て いる が 、 一 方 、 死 を 神 の 思 恵 と 捕らえ 


て いる 。 死 は 恐れ る も の で も 避け る も の で も な い 。 事実 、 死 は 人 生 の 自然 に し て 必要 
な る 終わ り で あり 、 そ れ は 生命 と 共に 、 神 の 偉大 な る 賜物 で ある 。 

2 アブ ラ ハ ム は その 良き 名 を 後世 に 残し た 。 後 の 世 の 三 大 宗教 、 ユ ダ ヤ 教 、 キ リス 
ト 教 、 イ スラ ム 教 は アブ ラ ハ ム を 偉大 な る 先祖 、 精 神 の 祖 と 仰ぎ 、 散 っ て いる 。 

が 22 秋 らし むる こと は "バース"(Barth) と 呼ば れる 。 な ぜ な ら 、 死 後に 人 が 新しく より 
良い 権利 を 授け られ 、 精 神 的 に 成長 する 道 が 開か れ て いる か ら で あ る 。 
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二 十 六 章 


アッ シュ アラ ーAsh-Shu‘ara'( 詩 人 た ち ) 十 九 巻 


90. “但し 素直 な 心 を 以 て アッ ラー の 
御 許 に 来る 者 は 別 な り 」。 

91. され ば 、 楽園 は 園 敬 者 た ち に 近 付 
け せ し め ら れん 人 。 

92. また 、 地獄 が 迷い た る 者 ども の た 
め に 現れ せしめ られ ん 。 

93. 耐 し て 、 彼 等 『 は 問わ れん 、 「 お 前 
た ち が 崇 めし も の は 、 何処 に 在 る 
ぞ や ? 

94. アッ ラー を 差し 置い て 、 彼 等 は お 
前 た ち を 助け 得る か 、 或 い は (自ら を ) 
仕返し 得る か ?」。 

95.? さ れ ば 、 彼 等 は 真っ 逆さ ま に そ 
の 中 に 投げ 込ま れん 、 彼 等 並び に 反逆 
者 ども も 、 

96. “及び イブ リー ス の 凡 て の 軍勢 も 。 


97. 彼 等 は そこ で 互い に 争い て 、 去 
わん 、 

98.「 ア ッ ラ ー に 殆 て 、 我 等 は 確か に 
明白 な る 迷 誤 の 中 に 在り き 

99. 下 等 が お 前 た ち を 森 羅 万 象 の 主 
に 比 診 し た る 時 は 。 

100. 面 し て 、 我 等 を 迷わ し め た る 者 
は 、 た だ 罪人 ども に 外 な ら ず 。 

101. され ば 、( 今 ) 我 等 に は 如何 な る 
執り 成 し 手 も な く 、 

102. また 、 同 情 を 寄せ る 友 も な し 。 


OP ER MS | 


ン 」。 っ 


SU EE 5 
os スジ 5 


OT CT 


ty ds OS 
0 
EN 


ンタ 
バ 3 る Dr ルン /】 1« と 2 
@ SAP co 


デ ど 


み ィ 


8g っ タン ライ アタ SS デ 
STA 3 or 


0137:85. P27:91. “7:19; 38:86. 


3 良和 散 す る 者 は 天国 に 入り 、 新 た な より 良い 権利 を 与え られ る と 、 こ こ に 書か れ て 


ある 。 
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十 九 伏 


アッ シュ アラ ーAsh-Shu*ara'( 詩 人 た ち ) 


ー 十 六 章 


103. “され ば 、 我 等 \ も し も う 一 度 戻り 

得 た な ら ば 、 我 等 は 必ず 信者 達 の 中 と 

な る べき も の を 1! 」。 

104. げに この 中 に は 神 兆 あ り 。 然 れ 
も 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ りき 。 


105. 面 し て 、 誠 に 流 の 主 こ そ は 、 威 
力 に し て 、 慈 悲 深 き 御方 な り 。 

六 項 
106. ノア の 民 も 使徒 た ち を 嘘つき と 
みな し た り 、 
107. 彼 等 の 兄弟 ノア が 彼 等 に 向っ て 


(か く ) 云 いし 時 、「 お 前 た ち 異 放せ ざ 
る か ? 

108. げに 我 は 、 お 前 た ち へ の 思 実 な 
る 使徒 な り 。 


109. され ば 、 ア ッ ラ ー を 虹 れ 、 耐 し 
て 、 我 に 従え * つ 4。 

110. ? 耐 し て 、 我 は これ に 対し て 如何 
な る 報酬 も お 前 た ち に 請 わ ず 。 我 が 報 
酬 は た だ 森 維 万 象 の 主 の み に あ り 。 
111. され ば 、 、 高 し 
写本 

112. 役 等 は 云え り 、「 我 等 は 液 を 信じ 
よう か ?< 虹 


アッ ラー を 長 


! 職 最たる 者 の み が 滴 に 従 
いた る に も か か わら ず 」。 

113. 役 は 云え り 、「 我 、 彼 等 が な し た る 
こと に つい て 、 何 も 知る と ころ に 非 ず 。 


イグ ァ ン マイア 


OS の IPYoK ぐ て が We 


Os 
OO 
の プラ ンタ イメ ラッ タラン 
©: 02 こめ う ご <J 
OO 285YP EL 
Aare tt 
Rd 
Oe EN IP 
EE 0 pe プイ イン ン 


ライ アー ルン ボルグ 


NE NE 


0 RE le I 


の 168: 6:28: 23:100; 39:59. 710:73: 11:30. 11:28. 


KA ー を 曳 れ 、 曽 し て 我 に 従え 」 と いう 言葉 は 、 


に 告げ て 来 た も の で ある が 、 こ れ は 、 神 の 刻 


当 章 で 全て の 池 言 者 が 人 々 
示 に ある 一 般 的 な 戒律 と は 別に 、 そ の 時 々 


の 預言 者 の 教え に 従う よう 人 々 に 示さ れ た も の で ある 。 
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二 十 六 章 アッ シュ アラ ーAsh-Shu‘ara'( 詩 人 た ー 十 九 伏 
114. 彼 等 の 清算 は 我 が 主 に 課せ ら 03223 だ Yd) 
れる な り 。 も し お 前 た ち が 理 解す る 

な ら ば 126 


115. で され ば 、 我 は 信仰 する 者 た ち を OR > TS 
追い 払わ ん と する 者 に 非 ず “79。 

116. 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に 外 な NG 
ら ず 」。 


117. 彼 等 は 云え り 、「 ノ ア よ 、 溢 も し さる 和 導 と 2 SG 
や め ぬ な ら 、 光 は 必ず 石打 ち に され る 


者 ども の 中 と な らん 」。 Ss a CS 
118. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 け に 我 ト の o385 ら 3800208 


が 民 は 我 を 嘘つき と みな し た り 。 
ti され ば 、 我 と 彼 等 と の 則 に 明白 as3 9525 24 人 83、 みる な 
な る 裁き を 下 し 給え 。 曽 し て 、 我 並び - 

に 信者 た ちの 中 我 と 倍 に ある 者 を 救 Os sat 
い 給 え 」。 

120. ? そ こ で われ ら は 、 彼 並び に 役 と I 、3 428 A CSU 
備 に ある 者 た ち を 、 満 載 さ れ た る 箱 舟 


で 救い た り 。 0 a 

121. < 然 る 後 、 我 等 は 後に 残る 者 ども O34 

を 油 死 せしめ た り 。 

122. げに この 中 に は 神 浄 あり 。 然 れ 4 徹 16V じ 3 9 そ 0 こ 8 

ども 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ りき 。 2 
ON 


430. B21:77; 37:77. “37:83: 54:12-13; 71:26. 


9 聖 ク ルアー ン は 、 異な る 地域 で 五 つの 異な る 語 に 訳 さ れ 、 内 容 も それ ぞ れ の 地域 の 
き 殊 性 に 沿い 、 理解 され 易い よう に 書か れ て 来 た 。 それ 等 は 基本 的 に は 同じ も の だ が 、 

意味 の 細か い 点 に 違い が ある 。 そ の 語 は 次 の よう で ある 。 シ ュ ウ ー ル 、 即 ち 、 そ の 微 
細 な 特別 を 知る 判断 の 感覚 を 用 いて 、 物 事 を 知覚 する こと で ある (2:155) 。 アク ル (Aql) 、 
即ち 人 を 悪い 行為 の 採用 か ら 引き 止め 、 了 ま る まで め る 28 フォ グル 即ち 、 
物事 を よく 考え 、 予測 する こと で ある (6:51) 。 タ ファ ッ ク フ 、 即 ち 、 知識 の 習得 に 心 を 
傾け 、 そ れ を 習熟 する こと で ある (9:122)。 そ し て タダ ッ ブ ル 、 即 ち 、 物 事 を 知る た め 
に それ を くり 返し て 熟考 する こと 、 吟 味 す る こと 、 又 は 学ぶ こと で ある (4:83) 。 

21254 視 の 預言 者 と 一 般 の 人 々 で は 、 人 生 の 価値 判断 の 基準 が 異な る 。 前 者 は 人 を そ 
の 行い で 、 又 後者 は 物質 的 及び 社会 的 地位 で 判断 する 。 
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十 九 伏 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara*( 詩 人 た ち ) 二 十 六 章 
LM 


123. 面 し て 、 誠 に 汐 の 主 こ そ は 、 成 SING A EI 
力 に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 。 M こ 


七 項 
124. アー ド 族 も 使徒 た ち を 嘘つき と の og と 
みな し た り 、 0 
125. 彼 等 の 兄弟 フー ド が 彼 等 に 向っ 6038 お W132% 2 る じじ る J 
て (かく) 云い し 時 、「 お 前 た ち 曳 散 せ 
ざる か ? 
126. げに 我 は 、 お 前 た ち へ の 忠実 な a ER 
る 信徒 な り 。 
127. され ば 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 、 商 し CN PE 
て 、 我 に 従え 。 
128. 6 面 し て 、 我 は これ に 対し て 如何 ら ょ OUT AsEE STL 
な る 報酬 も お 前 た ち に 請 わ ず 。 我 が 報 2 
醒 は た だ 森 羅 万 象 の 主 の み に あ り 。 Ss 
129. お 前 た ちあ ら ゆ る 高 処 に 、 虚 し 93S 0 


< お 前 達 ( 種 々 の ) 製造 所 を 設 の 5 
130. また Ne bain a CE ER 
ける な り 、 お 前 達 が 永久 に 住ま ん が た ラン 
め に 2126 033 
eo ave さよ トド と i re i eit 
131. 耐 し て 、 お 前 達 が 捕らえ る と 、 の Cg AE Ri 3 
暴虐 者 と し て 捕らえ る な り 。 - 
132. され ば 、 ア ッ ラ ー を 異 れ 、 耐 し D0 REG 
て 、 我 に 従え 。 


27:66-67.911:$2. 


9 当 節 及び 前 節 と 次 節 に は 、 アード の 人 々 が 強力 で し か も 高い 文化 を 備え た 民族 で 
あっ た と 記さ れ て ある 。 彼 等 は 当時 科学 を 非常 に 進歩 させ た 。 要 窪 、 宮 殿 、 大 規模 な 
貯水 池 を 建設 し た 。 避 署 地 、 工 場 、 機 械 製作 所 を 所 有 し た 。 和 建設 技術 は 特に 優れ て い 
た 。 新 兵器 、 戦 法 を 編み 出し 、 巨大 な 記念 碑 を 建造 し た 。 つま り 、 今日 の 西側 諸国 の 
よう に 、 最 進 技術 を 駆使 し た あら ゆる 設備 を 所 有 し て いた 。 彼 等 は 学問 に お いて 大 い 
な る 進歩 を 遂げ た が 、 し か し 歴史 の 最大 の 教訓 を 忘れ て いた 。 即ち 、 国家 の 真 の 強 さ 
は 物 臣 に よる の で は な く 、 高 い 特性 に より も た ら さ れる の で ある 。 彼 等 は 道徳 的 、 精 
神 的 に 退廃 し 、 行い を 改め よ と 告げ る 預言 者 の 辻 告 に 目 を 貸さ な か っ た た め 、 神 の 警 
告 を 無視 する 者 の 逃 れ 得 な い 玖 ろ し い 運 命 に 陥っ た の で ある 。 注 1323 も 参照 の こと 。 
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133. また 、 お 前 た ちか が 知っ て いる も 883 S32 る 8 
の に よっ て 、 お 前 達 を 助け 給 うた 御方 
を 長 れ 前 え 。 


】 


WM 人 CITT | 
と ) に よっ て 、 お 前 た ち を 助け た る な り 。 

Y 2 の + の # 
135. また 、 果 樹 園 と 泉 に よっ て も 。 CO RS 


136. げに 我 は お 前 た ち に 対し て 、 偉 ぉ % つる を 2 る 2 に こる に 3 
大 な る 日 の 懲 旬 を 恐る 」。 1 


137. 彼 等 は 云え り 、「 抜 が 我 等 に 思 告 35 の 02C 生 独 だ 5 
する も 、 或 い は 滋 思 告 者 達 の 中 と な ら に oe 020 
9 0 5 の 
ざる も 、 我 等 に と っ て は 同じ こと な り 。 


AA NA アグ 


138. これ は 昔 の 人 々 の 習慣 に 外 な ら NN ET Ld 
ず 2127 0 6 
139. 耐 し て 、 我 等 は 罰せ られ ざる べ Su 
Et _ 
140. < され ば 、 彼 等 は 彼 を 偽り と みな YEG 
し た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 滅ぼし た 0) 
し る し し か る イ アー 

り 。 げに この 中 に は 紳 兆 あり 。 然 れ ど OH RS OE 
も 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ りき 。 

By 一 > に OR 回 の > i だ) ン 
141. 面 し て 、 誠 に 液 の 主 こ そ は 、 威 & っ OO 
力 に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 。 \ 

八 項 
142. 0 サム ー ド 族 *1?6 も 使徒 た ち を 虚 ORNS 
偽 と みな し た り 、 - 

97.73: 50:15.77.74: 11:62-63; 27:46. 

2127 フ ルク (Khuluq) と は 、 閣 又は 第 二 の 天性 、 習 慣 又 は 、 作 法 、 宗教 虚偽 を 意味 す 
る (Lane より )。 
128 当 節 と 続く 数 節 は サム ー ド 族 を 扱っ て いる 。 フ トゥ ー フ ッ シ ャ ー ム (Futmh 
ush-sham) に よれ ば 、 彼 等 は 非常 に 勢力 の ある 民族 で あっ た 。 彼 等 の 統治 と 支配 は シ 
リア の 町 パス ラ か ら ア デン まで 及 ん で いた 。 彼 等 は 農業 と 建設 の 分 野 で 非常 に 発展 し 、 
高く 文明 化 さ れ た 人 々 で あっ た 。 この 民族 に つい て は ギリ シア の 歴史 家達 に よっ て 言 
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143. 彼 等 の 兄弟 サー リフ が 彼 等 に (か 638 お YI8 っ る 3 
く ) 云い し 時 、「 お 前 た ち 異 散 せ ざる か ? 

144. げに 我 は 、 お 前 た ち へ の 忠実 な Ra 0 
使徒 な り 。 

145. され ば 、 ア ッ ラ ー を 異 れ 、 曽 し O03 EG 


て 、 我 に 従え 。 
146.? 面 し て 、 我 は これ に 対し て 如何 ② ょ IO に As を ES 3 
な る 報酬 も お 前 た ち に 請 わ ず 。 我 が 報 | 


まま レ 。 イ 0 。 ン ョ ン NS 

本 は 森 羅 万 象 の 主 の み に あり 。 Or oY) 

147. お 前 た ち は 、 こ こ に この まま の i Rd 
安泰 な 暮らし の 間 で お か れる か 、 

『 本 の 7 # 内 

148. 果樹 園 や 泉 の 間 で 、 ozES ‘ <(3 

149. また 、 殺 物 如 や その 枝 も た わ わ OL I お 3.5 


に 実 を つけ る 齋 柳 子 の 間 で ? 

の キモチ sa イデー リー ジテ ヘン ッ を 2 ォ ャ ンー 3 ン て 2 る タン 
150. / ま た 、 お 前 達 巧 み に 山 に 家 を 切 She da aS 
り 将 つ な り 280 


1s1. され ば 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 、 講 し SN PE 
て 我 に 従え 。 
1s2. また 、 短 を 越え る 者 ども の 命令 OLIN LLEY 
に 従う な か れ 。 

52. 07:75; 15:83. 


及 さ れ て いる 。 ギ リシア の 歴史 家 た ち は こ れ を キリ スト 時 代 以 前 の 遠から ず 時 期 に 据 
えて いる 。 ヒ ジュ ル あ る い は 、 他 の 呼び 方 で 、 ア ダラ ー は 、 彼 等 の 本 国 と され て いる 。 
マダ ー イ ニ ・ サ ー リ フ (サー リフ の 都市 ) と し て 知ら れ 、 そ れ ら の 民族 の 首府 で あっ た 
と 思わ れる アル ・ ヒ ジュ ル は 、 メデ ィ ナ と タブ ー ク の 間 に 在 り 、 そ の 位置 する 谷間 が 、 
ワー ディ ー・ ク ラー と 呼ば れる 。 聖 クル アー ン は 彼 等 を アー ド の 民 の 即座 の 後継 者 と 
し て 描い て いる (7:75) 。 こ れ は 注目 する に 足る こと で ある が 、 ノ ア 、 フ ー ド や サー リフ 
の 預言 者 た ちの 記述 が 、 聖 クル アー ン の 種々 の 場所 で 述べ られ 、 そ の 理 法 は 同じ で あ 
る 。 即 ち 、 ノ ア の 記述 が フー ド の 記述 に 先立ち 、 フ ー ド 記述 が サー リフ の 記述 に 先 ん 
ずる 。 そ れ は 真実 の 年 代 順に 従う 。 こ れ は 、 聖 クル アー ン が 不 分 明 で 忘却 され た 長期 
の 歴史 的 事実 を 正確 に その 歴史 的 道理 に 述べ た こと を 示し て いる 。 注 1326 も 参照 。 
78 ブフ ブ ァ ー リ ヒー ン と は 又 、" 偉 大 な る 技術 を 以 て "を 意味 する (Lane より )。 
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153. * 彼 等 は 地上 に 騒動 を 引き お こ 。 J る 3 お 3 
8 改善 せ ざ る 者 な り 」。 し ウラ ネン 

6 ⑨O ぬ し つる Ys 


154. 彼 等 は 云え り 、「 液 は た だ 凛 か れ ET SG 
た る 者 ども の 中 な り ?12。 


1S5. 汐 は 我 等 同様 の 人 間 に 外 な ら 。、: ja っ し こっ CNL 
ず 。 され ば 、 液 も し 正直 な 人 々 の 中 な 6 。 
ら ば 、 神 兆 を も た ら せ 」。 CRSA HES 
156. ? 彼 は 云え り 、「 こ れ 一 頭 の 牝 中 芝 る 2 CA 
に し て 、 その 水 を 飲む 時 が あり 、 そし 本 
て お 前 た ち に も 定め られ た 日 に 水 を ⑨ ラッ ルス ラチ 
飲む 番 あ り 。 


A A 


157. < 耐 し て 、 それ に 害 を 加え る な か ご AG 3 YS 
れ 、 さも な くば 、 偉大 な る 日 の 責 苦 が 


お 前 達 に 襲い か か る な り 。 i 
158. 4 然るに 、 彼 等 は その 胴 を 切断 SR RR 


せり 。 さ れ ば 、 彼 等 は 後悔 に 堕ち た り 。 

159. < され ば 、 天罰 が 彼 等 を 縛ら えた る EC 
り 。 げ に この 中 に は 神 浄 あり 。 さ れ ど 、 - 502 
彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざり き 。 oo ジス く 196 じ 


160. 面 し て 、 誠 に 科 の 主 こそ は 、 成 
力 に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 。 

九 項 
161. 7 ロト の 民 も 使徒 達 を 虚偽 と みな LT ES 
し た り 、 


627:49. 17:74; LL:65; 17:60: 54:28: 91:14. “26:156. 7.78: 11:66; 54:30: 91:15.7:79: 11:68; 54:32.77:81-83: 54:34, 


29 と こと ろ が 、 ノ ア と フー ド の 人 々 は 、 彼 等 の 預言 者 達 を 提 造 で 責め 、 そ の 正直 さと 
申し 分 の な い 性 格 を 彼 の 人 々 自身 に 立証 され た (11:63) サー リフ 預言 者 は 、 こ こ で ム 
サッ ハル と し て 宣言 され た 。 即ち 、 裏切ら れ た 者 、 惑 わ さ れ た 、 だ まさ れ た 、 魔 法 を 
か けら れ た 、 其 か れ た 者 で ある (Lane より )。 サ ー リ フ の 誠実 、 意 図 の 正直 さと 高潔 
さ を 容 認 す る こと と 一 攻 し て 、 そ の 人 々 は 彼 を 僧 造 で 下 め る こと は 出来 な か っ た 。 ム 
サッ ハル と マス フー ル と いう 語 も 又 、 他 人 に よっ て 人 養 わ れ た 者 を 意味 する 。 


= 人 GO> 
\ 
2 
re 
て 
* 
へ 
= 
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162. 彼 等 の 兄弟 ロト が 彼 等 に (か く ) 
云い し 時 、「 お 前 た ち 異 格 せ ざる か ? 
163. げに 我 は 、 お 前 た ち へ の 忠実 な 
る 使徒 な り 。 
164. され ば 、 
て 、 我 に 従え 。 
165. 面 し て 、 我 は これ に 対し て 如何 
な る 報酬 も お 前 た ち に 請 わ ず 。 我 が 報 
酬 は 森 羅 万 象 の 主 の み に あ り 。 
166. お 前 た ち 、 森 羅 万 象 の 中 男 の み 
に 近づく の か ? 

167. 面 し て お 前 達 の 主 が お 前 た ちの 
た め に 創り た まい し 配偶 者 を 捨て 置 
く な り 。 いや 、 お 前 た ち は 短 を 越え る 
民 な り 」。 

168. ? 役 等 は 云え り 、「 ロ ト よ 、 液 も 
し や め ぬ な ら ば 、 液 は 必ず 追放 せら る 
人 々 の 中 と な らん 」 ぞ 294. 

169. 彼 は 云え り 、「 げ に 我 は お 前 た ち 
の 行状 を 忌み 嫌う な り 。 

170. わが 主 よ 、 我 と 我が家 族 を 彼 等 
の 所 業 よ り 救い 給え 」。 

171.* さ れ ば 、 わ れ ら は 彼 並 びに その 


アッ ラー を 異 れ 、 茹 し 


家族 の すべ て を 救い た り 、 
172. 但し 後に 残れ る 者 の 中 と な る 
一 老女 を 除い て 。 


173.“ 然 る 後 、 わ れ ら は 後 の 者 ども を 
滅 ぼ せ り 。 


よ 


SR EY 
の ラ ュ ララ ーッ シン 
CA Os os 

* で SC 3 うふ う 3 


し 4 


O03 2 5 は Ss 


RT BN I 3 AG 
Se ls 


HA SIGG 


OO ER EE で 
3 


ンタ ー ン ライ イイ ライ ンプ リラ イン イ 
OC aer | els も 
4 グ や 49 を 


る 。: GR 


97:82: 27:56: 29:29-30. 27:83: 27:57. 15160; 29:33: 37:135: 5136. I:84; TE:82: 15:61: 27:38: 37:136. 37:137. 


21294 ラジ ャ マフ ー と は 、 彼 は その 人 に 石 を 投げ つけ た 、 彼 は その 人 を 追放 し た 、 彼 
を 破門 し た 、 彼 と すべ て の 関係 を 断っ た 、 を 意味 する (Lane より )。 
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174.“ 耐 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 上 に 或 うる 所 51258 gE bs 
る 雨 を 降ら せ た り 。 され ば 、 警告 され 
た る 者 ども へ の 雨 は 悪し き な り 。 

175. ば に この 中 に は 神 兆 あり 。 然 人 は 徹 (9P じ 3 5338 


れ ど も 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ 0 
る な り 。 OS 


176. 面 し て 、 誠 に 流 の 主 こ そ は 、 成 
力 に し て 、 慈 悲 深 き 御方 な り 。 


のっち っ 3935205 


ョ O+* 


† 項 
177. 2 森 に 住む 人 々 も 使徒 た ち を 虚 OSE 
偽 と みな し た り 、 
178. < シュ アイ ブ が 彼 等 に (か く ) 芸 い SOI EL I 
し 時 、「 お 前 た ち 異 散 せ ざる か ? 
179. ば に 我 は 、 お 前 た ち へ の 忠実 な 1 いさ が な 1 
る 使徒 な り 。 
180. され ば 、 ア ッ ラ ー を 異 れ 、 曽 し ee IP 


て 、 我 に 従え 。 
181. 耐 し て 、 我 は これ に 対し て 如何 @ ふ 1O1SASeE ST 


な る 報酬 も お 前 た ち に 請 わ ず 。 我 が 幸 PP 
酬 は 森 羅 万 象 の 玉 の み に あ り 。 SL EY 


182. 4 酢 目 は 十分 に し 、 損 させ る 者 ど ご ご» 13 ぅ 5 Y 0 ラー 1983 引 
も の 中 と な る な か れ 2?130。 の 


7:85: 25:4E 27:59、 15:79: 38:14: 50:15.7:86: 11:85. 11:85: 17:36: 55:10: 83:2-4、 


330 亜 ク ルアー ン の 数 個所 に (第 7 章 と 11 章 ) 及び 、 当 章 に 於 いて も 、 ノア 、 フ ー ド 、 
サー リフ 、 ロト と シュ アイ ブ の 五 人 の 預 斉 者 た ち が 一 緒 に 言及 され 、 同じ 道理 や 同一 
の 言葉 を 彼 等 に 言い 含め られ た の で ある 。 全て の 宗教 の 二 つ の 基本 的 教え 、 即ち 、 神 
の 独 一 性 と その 時 の 預言 者 に 服従 する こと に 加え て 、 各 預言 者 の こと が 、 000 
に 権 災 し て いた 悪 値 に よっ て 、 大 い に 強 調 さ れ て いる 。 ノア の 民 は 完全 な 区 分 に 分 離 
され た よう で あっ た 。 そ し て 彼 等 の 中 で 社交 0 
大 し た 観念 に 確 災 し て いた 。 彼 等 の 中 の 富裕 な 者 は 、 社会 の 貧し い 派 閥 と 一 緒 に な り 
た く な い 。 フー ド 族 は その 軍功 や 建築 上 の 業績 、 工場 や 化学 上 の 仕事 を 誇り と し て い 
た 。 サ ー リ フ の 人 々 は 、 そ の 力 、 名 声 と 富 を 得意 が っ た 。 ロ ト の 人 々 は 恥知らず に 、 
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183. 2 また 、 正 確 な 衝 を 以 て 計量 せよ 。 OE IS 


184. 2 面 し て 人 々 に その 物 に よっ て 損 区 55 24 る し 3 SY 
害 を 与え る な か れ 。 また 地上 に 騒 乱 を 


引き 起 そ うと し て 不正 を 行う な か れ 。 PSP 
185. 曽 し て 、 お 前 た ち 並び に 前 代 の 85130 a 次 衣 

席 民 を 創り し 御方 を 長 れ 散 え 」。 

186. 彼 等 は 云え り 、「 げ に 激 は 細 か れ ee 


た る 者 ども の 中 な り 。 
187. また 流 は た だ 我 等 同様 の 人 間 に EU 8 3 ETS 
外 な ら ず 。 面 し て 、 我 等 は 液 を 嘘つき 本 
と 考え る な り 。 uN 
188. され ば 、 も し 没 が 正直 な ら ば 、 EO SE LG 
天 の 断 庁 を 我 等 の 上 に 落下 せしめ 


2 2 
志 IO) rr Os 
189. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 は 、 お 前 た 0 5 J 
ちの な せる こと を 最も よく 知り 給 う 」 
2131 
190. か く て 、 條 等 は 彼 を 曜 つき と み た a CS フラ ョ リン ィ 
な し た り 。 さ れ ば 、 “暗雲 の 日 の 懲 禄 2 


は 彼 等 を 襲い た り 。 そ は まこ と に 偉大  ⑤ ぁ BE AS の は esC St 
な る 日 の 懲 六 な りき 。 


85.27:86: 11:86.77:92, 11:95; 29:38. 


非常 に 不 自然 、 且 つ 性 的 堕落 行為 に ふけ っ た 。 そ し て 、 シ ュ ア イブ の 人 々 は 、 商業 活 
動 で 不誠実 で あっ た 。 これ 等 の 悪徳 非行 の 各々 は 、 その 預言 者 の 民 が 特に 所 炎 し た こ 
と の 記述 に よっ て 、 別 々 に 論じ られ て いる 。 宗 教 の 基本 的 な 原則 を 強調 する 他 に 、 人 々 
が 苦し ん で いる 特定 の 悪癖 に 重要 性 を 据え て いる こと こそ が 神 の 預言 者 た ちの 流儀 
で ある 。 

131 自ら に 科せ られ る 裁き を 取り 除 こ うと する 人 々 の 偽 慢 な 態度 に 対し (キサ フ と は 
天罰 を 示す )、 シ ュ ア イブ は 次 の よう に 答え た 。 不 完全 な 知識 し か 持ち 合わ せな い 者 
が 、 裁き を 科す べき か 人 否 か 、 又 裁 き を が いつ 科せ られ る べき で ある か 決め る こと は で き 
な い 。 それ が で きる の は 天地 創造 の 神 の み で ある 。 彼 等 の 行い を 全て 熟知 され た 神 の 
み が 、 各 々 に ふさ わし い 裁 き を 下さ れる の で ある 。 
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WREST RESET RE ERE IGRI RE RE GTR EERE RI BIRGER RARE RRR REE RE EEE RGEC EERE 


191. ば に この 中 に は 神 兆 あり 。 然 24 江 ぐ 9P じ 3 YC 9) 
れ ど も 、 彼 等 の 多く は 信徒 に 非 ざ 2 gi 
0 OS 


192. 面 し て げに 決 の 主 こ そ は 、 戚 力 & ES 


に し て 、 慈 悲 深き 御方 な り 。 * 
十 一 項 
193. 2 耐 し て 、 こ は 誠に 森 羅 万 象 の 主 DN ES 


より の 啓示 な り 3132。 
194. 2 思 誠 な る 聖霊 279 を 携え て 隊 
り た り 、 a 

195. 流 の 心 に 234、 波 が 警告 者 の 店 と C0 RL 
な らん が た め に 、 に i 


イア ン 


な 3 タッ て 1 づら づ くく 
@8syI こ とめ!eO5 


に oe = ァ ンー デン 
196. < 明快 な る アラ ビア 語 に お いて 。 OG EL 


197. 面 し て 、 こ は まこ と に 、 昔 の 人 々 DVN 33 る 5815 
29 31 2 つの や 
の 経典 9? の 中 に 在り き 。 


720:5: 36:81. 9.98; 16:103. “16:104; 41:45; 46:13. 


2132 年 に 述べ た 預言 者 の お 告げ と 同じ く 、 聖 クル アー ン の お 告げ も 叉 神 に より 成 示 され 
た も の で ある 。 唯 、 違 い は 、 先 の 預言 者 達 が 一 族 の 長 で ある 人 々 に 使わ され た の に 対 
し 、 聖 クル アー ン は 世界 中 の 人 々 に 啓示 され た も の で ある 。 こ れ は 次 の 一 文 か ら 明 ら 
か で ある 。 な ぜ な ら 、「 こ は まこ と に 、 森 紀 万 象 の 主 よ り の 啓示 な り 」 で ある か ら だ 。 
3133 当 節 に 於 いて 聖 ク ルアー ン の 啓示 を も た らし た 天使 は 、 ル ー フ ル ・ ア ミー ン と 呼 
ば れ て いる 。 即ち 、 信 頼 に 思 実 な 聖 電 で ある 。 彼 は 他 で 、 ル ー フ ブル ・ ク ドゥ ス と 呼ば 
れ て いる (le:103) 。 即 ち 、 神 聖 な 聖 電 で ある 。 後 の 特徴 を 表す 形容 詞 は 、 聖 クル アー 
ン に 於 ける あら ゆる 間違い や 欠点 か ら 完 全 に 自由 で ある こと を 表す た め に 使用 され 
て いる 。 そ し て 先 の 形容 詞 (ルー フル ・ ア ミー ン ) の 使用 は 、 そ の 主題 を 改ざん する こ 
と の 如何 な る 企 て に 対し て 、 神 の 加護 を 受け 続け る で あろ うと いう こと を 暗示 し て い 
る 。 こ の 性 質 を 表す 形容 詞 は 、 聖 クル アー ン の 啓示 に 関し て 、 独 占 的 に 使わ れ て いる 。 
何故 な ら ば 、 永久 に 続く 神 の 底 護 は 他 の 経典 に は 約束 され て いな いか ら で あ る 。 そし 
て それ ら の 原文 は 時 が 経つ に つれ て 、 改 置 さ れ た 。 奇妙 に も 、 聖 預言 者 自身 は メッ カ 
で 、 アル ・ ア ミー ン ( 信 用 で きる 人 ) と し て 知ら れ て いた 。 な ん と 素晴らし い 神 の 賛辞 
で あろ うか 、 証言 で あろ うか 、 聖 クル アー ン の 信用 状態 は 、 そ の 啓示 が 、 或 る アミ ー 
ン ( 信 用 で きる 者 ) に よっ て 或 る アミ ー ン に も た ら さ れ た の で ある 。 

2194「 液 の 心 に 」 と いう 語 は 次 の こと を 示し て いる 。 聖 クル アー ン の お 告げ は 聖 預 斉 
者 が 、 授け られ た 啓示 を 自ら の 芝 葉 で 表現 し た も の で は な く 、 ガ ブリ エル を 通し て 聖 
預言 者 の 心 に 下さ れ た 神 御 自身 の 言葉 で あっ た 。 
8 亜 預 言 者 の 出現 及び 聖 ク ルアー ン の 啓示 の 予告 が それ 以前 の 諸 経 典 に 記さ れ て 
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十 九 伏 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara*( 詩 人 た ち ) 二 十 六 章 
LK ぎー 


198. イス ラ エル の 子孫 の 学者 達 が 之 1 負 に AU256132 じ 5 の 
を 知り た る こと は 、 彼 等 に と り て 神 兆 折 
に 非 ざ る か ? kL 


199. も し われ ら 之 を 非 ア ラブ の あ OE AS 5 


6 


者 に 降 し た れ ば 、 
200. 彼 が それ を 彼 等 に 読み 聞か せ た Ge が a 8 
る と も 、 彼 等 は それ を 信じ る 者 に 非 ざ - 

り し な り 。 

201. か く の 如 くわ れ ら は 、 罪 人 た ちの あら Aa EE 
心中 に 29°、 こ れ を 忍び 込ま せ た り 。 Ne 

202. (つま り ) 彼 等 は 痛ま し い 責 昔 を @^。3I つ 3052 Ka 0 HY 
OR 
203. され ば そ は 、 彼 等 に 突然 柚 わ ん 。 @6 52 お YY 95 る し 
面 し て 彼 等 は 気付 か ざる な り 。 

204. す る と 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 622653 138 
獲 予 を 与え られ る や ?」 と 。 

205. “され ば 、 彼 等 は われ ら の 懲罰 を @ の っ じ 」 は aa1 
急ぎ 求め ん や ? 

206. され ば 汐見 た る か ? た と え わ れ de 0 | 
ら が 彼 等 に 幾 年 間 も 和 歓楽 せしめ る と も 、 

207. 然 る 後 その 約束 され た る も の が の 023213PU 3 匹 呈 
彼 等 に 至り し な ば 、 

208. 彼 等 が 歓楽 せしめ られ し こと GO の RI SE よら < 


あ 


は 、 彼 等 に と り て 、 何 も 役立つ 能 わ ず 。 


2:48: 27772-73: 51:15. 720:132: 28.62. 


いる 。 あ ら ゆ る 宗教 の 経典 に 見 られ る が 、 特 に 聖書 が 聖 ク ルアー ン 前 に 、 よ く 知 られ 、 
読ま れ て いた 経典 で あっ た の で 、 その 中 に 聖 導 の 出現 に つい て の 部 分 が ある の で 
示す ( 申 命 記 18:18 及び 33:2, イザ ヤ 21:13-17: 詩篇 1.5.6: ハブ クー ク 3:3-$: マタ イ 
21:42-45 及び 、 ヨ ハネ 16:12-14) 。 

で 不信 者 の 悪 習 は 自ら の 心 に 根差し 、 悪事 に ふけ る 中 で 生じ る も の で あり 、 外 か ら 
入っ て 来る も の で は な い 。 事実 当 節 で 、 あ る 一 般 的 な 真実 が 述べ られ て いる 。 人 が 悪 
事 に ふけ る 時 、 罪 の 意識 は 鈍り 、 や が て は 悪事 を 好む お よう に すら な る 。 こ の よう に 、 
悪 は 入 の 心 を 触 ん で いく の で ある 。 


1010 


二 十 六 章 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara (詩人 た ち ) 十 九 伏 
WERE I RT REIR TR TERR EE IR ETRESR RRR OE AEEETRERE ITERRTRETR IRE TEITE RREEEOTE IERIE RRR EE TE EER EE HEE ARPES 


209. されど わ れ ら は 、 その た め に 警 『 fk 

告 者 を 遣わ さ ず し て 、 如 何 な る 言 を も EE 
滅ぼさ ざり き 2137。 を 86332 い の 
210. こ は 訓 戒 な り 。 さ れ ば われ ら は UN 
不当 者 に 非 ざり き 。 

211. 耐 し て 悪魔 は 、 そ れ ( 嘱 示 ) を 携 0 PC 1 し 
えて 降 E り た る に 非 ず 。 

212. そ は 彼 等 に ふさ わし か ら ず 、 ま DRE 
た 彼 等 は (その ) 能 力も 持た ず 9%。 

213. 2 市 し て 彼 等 は 確か に 、( 天 啓 を ) 033 IEE 2 | 


聴く こ i 
214. “され ば 汐 、 ア ッ ラー と 共に 如何 55 | ahi 0 
な る 他 神 0 2139 さも な く 


ば 、 液 懲 宙 され る 者 ども の 中 と な らん 。 Os 
215. 耐 し て 激 、 己 が 近親 者 な る 同族 OE TIE 


に 警告 せよ 3%。 
216. また 、 0 ECE a5 
Se ls 


96:132: 11: UI8; 20:135: 28:60. ALL2L. “17:23, 40; 28:89. 415:89. 


137 立 節 に は 、 神 の 砂 示 の 一 つが 示さ れ て いる 。 項 言 者 が 遣わ され た 時 、 彼 を 拒否 
る こと で 裁き を 逃れ よう と し な けれ ば 、 裁 き が 下さ れる こと は な い 。 17:16; 0 
35:38 も 参照 の こと 。 

8 聖 ク ルアー ン 制 作 に あたり サタ ン は 如何 な る 働き も で き な か っ た と する 主張 を 指 
示す る 文 が 三 つ 、 は NM (9 聖 ク ルアー ン の 教え は 、 サ タン の 表わす も 
の 全て を 断固 と し て 非難 する 。 (b) 聖 ク ルアー ン は 高い 特性 を 備え 、 サ タン の 力 を 上 回 
る 崇高 な 真実 を 記し て いる i (co 聖 ク ルアー ン に は 、 イス ラム 教 の 究極 的 な 勝利 
が 預言 され て いる 。 サ タン は 未来 に 対す る 見 識 を 持た な いた め 預 言 を 行う 力 が な い 。 
3139 下 タル アー ン が 悪魔 の な せる 業 で ある は ず が な い 。 悪魔 の 手 に な る も の で あれ ば 、 
聖 ク ルアー ン に 見 られ る よう に 唯一 神 に 重き を 置く こと は 有り 得 な い 。 

記録 に よれ ば 、 当 節 が 啓示 され た 時 、 聖 預言 者 は サフ ァ ー の 丘 に 立ち 、 全 て の ク 
ライ シュ 旗 の 名 を 呼び 、 聖 預言 者 の 言葉 を 受け 入れ 悪 業 を 断 た ね ば 神 の 裁き が 下る と 
彼 等 に 警告 し た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 
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> 上 
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十 九 巻 アッ シュ アラ ーAsh-Shu*ara' (詩人 た ち ) 9 


217. され ば 、 も し 彼 等 流 に 背 か ば 、 GE 


その 時 は 云え 、「 げ に 我 は お 前 た ちの bs 
な すこ と に 一 切 係わり な し 4」 と 。 

218.“ 面 し て 、 威力 者 、 慈悲 深き 御方 | ぴの 
に 頼れ 。 

219. ? 彼 は 流 が (礼拝 に ) 立つ 時 流 を RIE ’ 
見 る な り 、 

220. また 、 明 頭 す る 者 た ちの 間 で 汐 de HG ES 
の 動き を も 34 5 
221. げに 彼 は 、 す べ て を 聴き 、 す べ oi ol R48) 


て を 知り 給 う 御方 な り 。 


NNW Ob Es 
悪魔 た ち が 誰 の 上 に 頻繁 に 職 


か を ? 
223. そ は 、 あ ら ゆ る 大 嘘つき と 罪 深 OA Ed 宛 


才 の 上 に 降る な り 。 
224. 彼 等 は ( 彼 等 の 話 に ) 丁 を 傾け る な 人 ⑮93S 2 る 奥 す OE 
り 。 さ れ ど 、 彼 等 の 多く は 嘘つき な り 。 


225. 耐 し て 、 詩 人 た ちの こと は 、 誤 る OT LAELIA 
者 の み が 彼 等 に 従う な り 。 

226. 液 は 見 ざり し か 、 彼 等 が あら ゆ S| 
る 谷間 で 、 取 り 乱 し さま よう こと を ? 6 

227. また 彼 等 、 己 の や り も せ ぬ こと ON 


を 云う な り 9142。 


623:9: 33:49. 773:21. 


21404 私 は あな た と 関わ りな し : 私 は あな た が や る こと か ら 完 全 に 離れ る : 私 は あな 
た の 行為 の 責任 を 完全 に 否認 する 。 

4 当 節 は 聖 預言 者 の 弟子 達 の 実直 と 高潔 さ に 熱烈 な 賛辞 を 送っ て いる 。 サー ジ デ ィ 
ー ン と いう 語 は 彼 等 に 当て は まる 。 その よう な 信心 深い 人 々 に 開 ま れ て 、 聖 預 言 者 は 
替 い で ある 。 人 間 の 歴史 は 、 RN 
従 さ れ た その よう な 高潔 な 師匠 を 産み 出す 例 は 他 に な い 。 

Ne と いう 非難 に 対す る 反論 が 書か れ て ある Q21:6) 。 
その 三 つ の 反証 と は 次 の よう な も の で ある 。 (1) 詩人 に 従う 者 は 高い 徳 性 を 備え て は 
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二 十 六 章 アッ シュ アラ ーAsh-Shu'ara (詩人 た ち ) 十 九 伏 
WHERSRIE ECE RT EAALEER RGR ITER TE EE ETRE RSA REREAD RR EET ER EE EEE ATER PEC HARE CERRITO 


228. 但し 、 信 じ て 義 し い 行い に いそ こら 放し 23 1 < y} 

し み 、 大 い に ア ッ ラ ー を 念じ 、 不 当 な る 

取り 扱い を され た る 時 の み 報 復 し た Ee B39 S33 

し か 

る 者 は 除 か れる 。 面 し て 、 不義 者 ども 12 プ 1 9 ン デ う 内 ユイ ラン ン ン 上 し 
A CE Py も の 

は や か て 知ら ん 、 彼 等 如何なる 帰 所 c プープー ワー 

戻る か を 。 と ODORS EI EI 


9 て 
レス 


いな い が 、 聖 預言 者 に 従う 者 は 高尚 な 考え と 高い 徳 性 を 持つ 。 ②) 詩人 は 人 生 に 対す 
る 確固 た る 考え や 計画 を 持た な い 。 言わ ちば 、 あ て ど な く 谷 を さ 迷 う よ う な も の で ある 。 
し か し 、 聖 預言 者 は 偉大 で 崇高 な る 人 生 の 使命 を 持つ 。 3) 詩人 は 自ら の 言葉 を 行為 
に 移さ な い 。 し か し 聖 預 言 者 は 最高 の 説教 者 で ある と と も に 、 最 高 の 実 行者 で あり 、 
模範 で ある 。 
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ーー ーー 
Rt 
アン ナム ル An-Nam1( 里 ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 日 と 普 景 

聖 預言 者 は 前 章 の 終盤 で 不信 者 た ち に 彼 が 詩人 で あり 、 悪 魔 に 召喚 され 
た と いう 汚名 を 着せ られ る が 、 当 章 は 、 悪 魔 は 真相 と 馬上 肛 を 混合 する 罪 深 き 
嘘つき た ち に の み 降 了 臨 し 、 微 々 た る 真実 と と も に 虚構 され て いく 事柄 は 何 の 
利 も も た ら さ な いと 合理 的 に 否定 する 。 さ ら に 、 当 章 は 、 詩 人 た ち は そ の -ー 
生 に 志 や 目標 を 持た ず 、 自 分 達 が 説教 し た こと は 実行 せ ず 、 あ ら ゆ る 谷 を 、 
いわ ば 狂気 の よう に さま よっ た と 述べ て いる 。 よ り 周 到 に 、 ま た 継続 的 に 題 
材 を 描写 する た め に 、 当 章 は 、 聖 クル アー ン は 神 ご 自身 が 啓示 な され た 言葉 
で ある と いう 揺るぎない 宣言 か ら 開 扉 す る 。 そ れ は 完璧 に 、 そ し て 徹底 的 に 
人 の 精神 的 生涯 に 起こ りう る 難儀 を 概念 化し 、 そ の 法則 を し た た か で 、 な お 
か つ 妥 当 性 の ある 論拠 で 支援 する 。 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス 、 イ ブン ・ ズ バイ ー 
ル に よる と 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た も の で あり 、 他 の イス ラム 学者 は こ 
の 見 解 を 支持 し て いる 。 
主題 

前 草 は ター・ ス ィ ー ン ・ ミ ー ム の 略語 か ら 開 扉 す る が 、 当 章 は ミー ム を 
省 い て 、 タ ー・ ス ィ ー ン か ら 始 まる 。 そ れ は 、 形 は 違え ど 、 当 章 は 前 章 の 延 
長 線上 に ある と いう こと を 示し て いる 。 ア ン ナ ムル は モー ゼ を 引き 合い に 出 
し 、 幕 を 上 げ る 。 モ ー ゼ は 神 の 威光 を 垣間見 た 。 続 いて 当 章 は 、 ダ ビデ と ソ 
ロモ ン に 関し 細部 に わた っ て 説明 する 。 役 等 の 統治 下 で イス ラ エ ル 人 の 権力 、 
発展 、 農 盛 は 絶頂 に あっ た 。 そ の 後 、 当 章 は 二 つ の 最も 根本 的 で 枢 要 な 神 の 
存在 と 死後 の 世界 と いう 宗教 理念 に つい て 言及 する 。 前 者 を 裏付け 、 ま た 立 
証する た め に 、 自 然 、 内 な る 自分 、 そ し て 人 の 生涯 か ら そ の 根拠 が 引 証 され 
る 。 神 の 偉大 な 力 が 自然 界 の 法則 の は た らき に 表れ る と いう 事実 を 暗 に 示し 
た 後 、 当 章 は 神 が 人 の 祈り を 受け 入れ る こと は 神 の 存在 の 証し で ある と 言及 
し 、 さ ら に 反論 の 余地 の な い 根 拠 を あら た に 提示 する 。 それ は 神 が そ の 使徒 、 
そし て 正しい 者 た ちの 前 に 姿 を 現し 、 未 知 の 真理 を 賜り 、 そ の 実例 は どの 時 
代 に も 見 て 取れ る と いう こと で ある 。 次 に 当 章 は 死後 の 世界 に 焦点 を あて る 。 
その 他 の 根拠 を 簡潔 に 触れ た 後 、 章 は 進み 、 死 後 の 生 を 育 定 す る た め 、 あ る 
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アン ナム ル An-Naml( 時 ) 


論 磁 の 不可 能 な 確証 を 裏付け る こと へ と 進む 。 それは 聖 預 言 者 が 人 々 の 間 に 
も た らし た 深い 道徳 と 精神 改革 で ある 。 さ ら に 当 章 は 詳細 に 入っ て いく 。 あ 
ら た に 論証 は スタ ー ト を 切り 、 同 じ よ うに 進展 する 。 ア ラブ 人 は その 将来 に 
全く 絶望 し て いた 。 彼 等 は 浅はか に も 不 徳 の 底なし 沼 に は まっ て お り 、 聖 預 


し な く て は な ら な いこ と も 信じ よう と は し な か っ た 。 精 神 的 に 、 そ し て 道徳 
的 に 彼 等 は 死人 同然 で あっ た 。 し か し 最終 的 に は 聖 ク ルアー ン を 通し 、 真 新 
し い 人 生 を 受け 入れ た の で ある 。 天 か ら あ ふれ た 啓示 の 清水 は 腐敗 し 乾き き 
っ た アラ ビア の 大 地 を 潤し 、 彼 等 の 新しい 生 に 命 を 吹き 込ん を だ 。 か つて 人 間 
性 が 乏しく 、 押 し か っ た 人 々 が 、 今 度 は その 先導 者 と な っ た の で ある 。 こ の 
驚嘆 すべ き 改 革 は 、 神 が 、 事 実 上 精神 的 死 を 迎え た 者 を 鱗 ら せる こと が で き 
る の な ら ば 、 同 じ こ と が 物理 的 に も 可能 で ある 、 と いう 事実 の 基盤 を 固め る 。 
当 間 は 、 神 は メッ カ を その 最後 の 神託 を 下す 地 と し て 選出 し 、 こ こ か ら 神 聖 
な 光 が 放 出さ れ 全 世 界 を 照ら す と 述べ 、 幕 を 閉じ る 。 
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we め う KC 本 GLD 


アン ナム ル An-Naml( 潤 ) 
節 数 94、 メ ッ 力 衛 放 
1.? 慈 相 深 く 、 恵 み 思 く アッ ラー の O タ > は SU 20 し みう 
御名 に お いて 。 | 
L ン リプ ター タル レン 1 8 ャ ン 
時 スイ ー ン 9。 < こ は ク ルアー Cs 5 つり 5 に 5 bB 
こし て 、 明 瞭 な る 聖典 の 諸 節 な りー ー 3 。 る 
2144 OA 
3. 4 信仰 する 人 々 へ の 持 導 と 朗報 な De he et 
り 、 


4 か か る 者 た ち は 礼拝 を 議 守 し 、 吾 8 く IO お 28 尿 側 の 2 の 3 昌 
倫 を な し 、 ま た 令 和 は 来世 を 回 くず 2 
る 者 な り 。 OO きる っ 352 し 5 


5. 7 げに 来世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 わ  : 25 
れ ら は 彼 等 に 己 が 所 業 を 克 惑 的 に 思 


1. 226:2: 27:2: 28:2. C15:2; 26.3: 28:3. 72:3: 10:58: 12:112: 31:4. 2:4; 8: 14:32; 31:5.716:23: 17:11; 34:9 


パ 省 略 文字 に つい て 一 般 的 論議 の た め に 、 注 16 及び 、 注 1738 を 、 タ ー・ ス ィ ー ン 
に つい て 、 注 2094 を 参照 せよ 。、 タ ー・ ス ィ ー ン ・ ミ ー ム の 省略 語 で 始ま る 第 26 章 と 
28 草 は 、「 こ は 明瞭 な る 経典 の 諸説 な NG っ て 開 扉 さ れる こと に 対し て 、 
当 草 は 、 タ ー・ ス ィ ー ン と いう 前 置 の 省略 語 が 置か れ た 節 の 「 こ は 聖 ク ルアー ン に し 
て 、 明瞭 な る 聖典 の 諸 節 な り 」 で 開 扉 さ れ て いる こと は 、 意義 深い こと で ある 。 これ 
は 、 先 の 二 つ の 章 で 、 聖 クル アー ン が モー ゼ の 教典 の み に 関し て それ と な く 言 われ て 
いる の に 、 当 章 に 於 いて 、 当 節 と 同様 に 第 7 節 と 93 節 で 、 本 来 的 に その 名 が あげ ら 
れ て いる こと を 示す 。 
や アル ・ ク ルアー ン " 及 び 、* ザ ・ ブ ッ ク " (経典) に 限定 され た 語 の 使用 は 、 イ スラ ム の 
聖典 は 、 永 遠 に 本 の 形式 で 保護 され 続け られ 、 広 く 学 ば れ 、 研究 され る で あろ うと い 
の クル アー ン と いう 語 は 、 読 まれ る 本 を 意味 する 。" 聖 クル 

公 の 礼拝 堂 、 学校 や 他 の と ころ で 使用 し て 以来 、 例え ば 大 部 分 の キリ スト 教 
NI NC A 
本 の 中 で 正直 な と ころ 、 一 番 広 く 読 まれ て いる 本 に 間違い な い “( ブ リタ ニカ 百科 事典 、 
第 9 版 、16 巻 、597 頁 )。 
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三世 意 アン ナム ル An-Naml( 剛 ) 十 九 次 


SO た 山 ウシ ッッ ショ ン っ タイ っ 4 ン ラ イ 
わし め た り 2"5。 さ れ ば 、 彼 等 は さ 迷 SE 
うな り 。 a 
6. か か る 者 ども に こそ 悪し き な る 貴 A EL 
普 あ り 。 また 彼 等 こそ 、 来世 に 於 いて RS 
は 最も 大 な る 損失 者 た らん 。 OO っ て Ya 

7. 面 し て 、 液 は 確か に 、 こ の クル ア i ohh ga hs 
ー ン を 、 賢 特に し て 深 知 な る 御方 より ik 
授け られ た る 者 な り 219。 er 
8. 4 モ ー ゼ が その 家族 に 云い し 時 (を 56 で 3 
お も 
乱 え ) 、「 げ に 我 は 或 る 火 を 認め た り 
sr 氏 玖 らく お 前 達 の た め に 、 其 処 よ ンタ っ BLA 生生 


IAD4 


り 或 る 消息 を も た ら さ ん 。 或いは 、 我 セ ョ 人 
SA RS 
ね 前 達 の た め に 燃え さ し を 持ち 帰ら 9 


ん 、 お 前 達 が 暖 を 得 ん が た め に 」 と 。 
% され ば 、 彼 そこ に 到 る や 、 呼 び か の O^ 3 5 に ご ゅ お は 天 < 
けら れ た り 、「 こ の 火 の 中 に 在 る 者 普 の 
びに その 講 隊 に 2 お る 者 が 宮守 21OmP う とら JUN 


720:1H: 28:30. 


3148 人 に 悪行 を を その か す サ タン が 人 の 目 に 美しく 映る こと が 6:44 及び 8:49 に 明示 
され て いる 。 し か し 当 節 で は 、 不信 者 の 行為 が 当 人 に 良く 見 える よう 神 が 仕 向け られ 
て いる と 書か れ て ある 。 人 が 、 自 ら の 行為 に 貢 任 を 感じ な いま ま 悪 の 道 を 進む 時 、 彼 
が その 行為 を 正しく 適切 だ と 思い 始め る の は 当然 で も あり 、 こ うし て 彼 は その 誤っ た 考 
え に 捕 ら わ れる よう に な る の で ある 。 これ は 、 実 の と ころ 彼 自 身 の 行為 の 所 産 と 言う 
よ な は ば 、 SS 神 に 起因 する も の で ある 。 

。 農務 『 者 が 自ら の 言葉 を 書き 綴っ た 本 を クル アー ン と 名 付け た と いう 非難 に 対 
し 、 当 節 は それ を 明確 に 大 3 更に 、 彼 が 全 智 全能 の 神 よ り 直接 に 聖 ク ル ア 
ー ン を 授け られ た と 明示 し て いる 。 

oT NN 


3 


= Ce 
2 この 言葉 は 次 の よう な 意味 を 持つ 。(a) 火 を 捜し 求め 、 そ れ に 近付く 者 。(b) 火 の 
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十 九 傘 アン ナム ル An-Naml( 時 ) ーー 十 七 章 
ー は 軸 な り 。 を 
10. モー ゼ よ 、? げ ば に こ は わ れ ア ッ ラ ® Sei| Pi dE 


ー な り 、 偉 大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 
11. 2 面 し て 液 の 杖 を 投げ よ 」。 され ば 
彼 、 そ れ が 蛇 の 如 く 動 く を 見 る や 
2 や 、 役 あと を 見 ず に 背 を 向け り 。「 モ 
ー ゼ よ 、 訟 れる な か れ 。 げに 使徒 た る 

も の は 、 わ が 御 許 で 調 れ な か る べし 。 


12. 但し 、 不 義 を な し た る 者 あら ば 、 

彼 その 後 、 療 を以て 悪 に 替え た る な ら 
ば 、 わ れ は まこ と に 寛大 に し て 慈悲 深 
くま し ます 。 

13. * 面 し て 、 溢 の 手 を ! が 慎 中 に 入 
和 れ よ 。 そ は 疾 に 非 ざ る に 、 白く な り 
て 出 で ん 。 (この 二 つ は ) ファ ラオ と そ 
の 民 へ の 九 種 の 神 兆 の 中 な り 9。 彼 
等 は 実に 反逆 な 民 な り 」。 


14. され ば 、 わ れ ら の 明瞭 な る の W 


720:12-13: 28:31 


中 に 居る 者 、 あ る い は 火 に 入ろう と し て いる 者 。* 火 "と は 、 
当 節 に 書か れ た 火 と は 神 の こと で は な く 、 又 火 の 中 に 神 が 居 られ 
それ は た だ 周り の も の 全て に 光 を 投げ か ける 神 の 出現 で あっ た 。 


火 を 象徴 し て いる 。 
た の で も な い 。 
EN 1023 を 参照 。 

2149 < 九 種 の 神 兆 "の た め に 、 
な 神 兆 で ある 。 (1) 枯 、 
時 、 絶 え 間 な い 降 雨 、 
病 、⑦) イ スラ エル 人 達 が 安全 


そし て (53) イナゴ 、 


(9) そ し て 、 末 実 類 の 破壊 
トブ スズ オラ と は 


8(7:131) 。 


(②) 白い 手 (7:108-109 節 ) 、 
(6) 血液 、 即 ち 、 鼻 か ら 出 箇 
E に 海 を 渡っ た 後 、 
その 軍勢 も 大 波 に の み 込 まれ て し まっ た 。 その 原因 の 嵐 7:134) 、 


は っ きり し た 、 明 白 な 、 明 瞭 な 、 


SID SIO GE 
EG ざり “SS Y a 4 


2 ミス ン ルン ブ キョン > ん る る | っ DT 
j 2 ot ぅ を の アコ 
SS I 
ペン + cs | 
る | $3 Doss dd 


HEA 
EA ES 


L7118; 20:20: 28:32. “17:102; 20:23, 24. 


神 の 愛 の 火 、 又 は 災難 の 


17:102 節 を 参照 せよ 。 手短 に 言え ば 、 そ れ 等 が 次 の よう 


(4) 絶え 聞 な く 異 状 な 
を 引き 起こ す 疫 
その 海 を 渡 ろ うと し て 、 フ ァ ラ オ も 
(⑧ 干ばつ に つい て 、 


(3) し ら み 、 


啓発 する 、 精 神 上 の 知覚 又は 


知識 を 持た せる 根拠 を 意味 する (Lane より )。 
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一 十 七 章 アン ナム ル An-Naml( 蝶 ) 十 九 傘 
0 等 に 至る や 、 彼 等 は 云え り 、 0 uu 5 
こ は 明白 な る 妖術 な り 」 と 。 7 
15. 2 耐 し て 彼 等 は 不正 と 反逆 を 以 て 2 で お 1 Rl 1 くう 
之 を 拒み た り 、 そ の 心 が そ れ を 確認 し 


た る に も か か わら ず 。 さ れ ば 見 よ 1 馬 OK EG RE CS 
テン NN } 
動 す る 者 ども の 未 路 が 如何 に な り し & OS 133 に 
か を 。 っ 
ー 項 


16. また われ ら は 確か に ダビ デ 並 び に 6 と 35 第 3135 5 
に ソロ モン に 知識 を 箱 け た ひで 5 き SO 
れ ば 、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 を その 信 SE MA ISI 
者 た る 多く の 僕 等 の 上 に 優 り し め 給 2 
すき 1| * 8 
うた アッ ラー に 凡 て の 讃 美 が 属す 」。 OO 2 こう 


17. 面 し て ソロ モン は ダビ デ の 継承 GL IG 4?* iT A 

6 239 ご りう 9 
者 な りき 。 さ れ ば 彼 は 云え り 、「 人 々 
よ 、 我 等 は 鳥 の 言葉 を 教え られ た り (5、 つ 2 じ S 引 3 和え 届 | 
2 また 我 等 、 あら ゆる も の の 中 か 


43:31: 61:7. 2:88. 


319 ダビ デ は 優れ た 武人 で あり 、 双 強力 に し て 賢明 な 政治 家 で も あっ た 。 彼 は ユダ ヤ 
王朝 の 創設 者 で あり 、 へ ブラ イ 王 国 の 真 の 建国 者 で あっ た 。 ダン か ら ビ ー ル シバ に 和 至 

る まで 、 イ スラ エル の 全 支 族 は 彼 の 下 に 統一 し 、 ユ ー フ ラテ ス か ら ナ イル に 和 至る 広大 な 
地域 を 支配 する 強力 な 王国 を 築き 上 げた 。 父 の ダビ デ の 後 を 継い だ ソロ モン は 、 こ の 王 
国 を より 強力 な も の に し た 。 彼 も 又 、 優 れ た 君主 で あっ た 。 彼 は 自国 の 商業 を 大 い に 発 
展 さ せ た 。 彼 は イス ラ エ ル の 王 達 の 中 の 主 な 建設 者 で あり 、 エ ル サ レ ム に 有名 な 寺院 を 
建て た こと で 良く 知ら れ て いる 。 その 寺院 は 後に 、 イ スラ エル 人 の 祈り の 方 角 と な っ た 。 


^。 マン ティ ク (言葉 ) と は 、 意志 を 表わす 音声 と 文字 の こと で ある 。 そ れ は 外 的 に は 
口語 、 内 的 に は 理解 と な る 。 ヌ ト ゥ ク と いう 語 は 動物 や 鳥 が 抽象 的 な 意味 で 扱わ れる 
に も 用 いら れる (Mufradat より )。 鳥 や 母 虫 は 独自 の 意志 伝達 手段 を 持つ 。 渡 り 烏 
は 季節 の 移り 変わ り と 共に 地域 か ら 地 域 へ と 移動 する 。 彼 等 は 群れ を な i 
0 0 MS 同体 の 中 で 生活 し 、 ・ 蜂 は 統 oO で 『 つ 。 人 


い 。 い 伝言 を 送る の に 鳥 を 利 I し た も の で 、 この 方 法 を 多 
用 し て 広大 な 国 を 統治 し た の で ある 。 


1019 


十 九 夕 アン ナム ル An-Naml( 時 ) 二 十 七 章 


ら 授け られ り 。 げ に これ こそ 明白 な る 08 9400 名 
由 骸 な り 」。 
18. < 面 し て 、 ジ ン 9 と 庶民 と 鳥類 で Dd で 98 る で 
も と に 集め られ 、 そ れ ぞ れ の 部 隊 に 編 。 OO 8 68 YS 
成 さ れ た り 7 
19. 従っ て 彼 等 が 里 の 谷 に 達する や 、 = RE 

ナム ル ナム ル っ 1.9 
一 人 の 由 ( 族 の )25 女 が 云え り 、「 職 ば ば 


738:19-20. 


183 ジン は 当 節 で は 、 山 又は 未開 の 部 族 を 指す 。 当 節 は 21:83: 34:13 及び 、38:38 節 と 
併 読 す れ ば 良い 。 こ こ で は 、 ソ ロモ ン の 軍勢 の 統率 者 に つい て 述べ られ て いる 。 ジン, 

イン ス (人 間 )、 タ イル ( 鳥 )、 こ の 三 つ の 言葉 は 、 彼 の 軍隊 の 三 部 門 を 示す 。 当 節 入 
び 34:13 節 に ある ジン は 軍隊 の 特殊 部 隊 を 示し て いる が 、21:83 及び 、38:38 節 で は シ 
RT 。 ソロ モン は 未開 部 族 を 征服 し た が 、 ジ ン と シ 
ャ ヤー ティ ー ン は ほぼ 同 ] じ 意味 で 使わ れ て お り 、 軍 の 中 枢 部 隊 を 形成 し 、 ソロ モン の 
た め に 様々 な 難 事 業 AN 足 の 速い 馬 と いう 意味 の 語 タ イル 
( 鳥 ) は 、 ソ ロモ ン の 騎兵 隊 を 示し て いる 。 これ は 38:32-34 節 で 裏付け られ て お り 、 そ 
こ に は 、 ソ ロモ ン が 馬 を 非常 に 可愛 が っ て いた と 書か れ て ある 。 以上 の 通り 、 ジ ン と 
イン ス ( 席 民 ) は ソロ モン の 歩兵 隊 の 二 部 門 を 指し 、 タ イル は 騎馬 隊 を 指す 。 し か し 
も し タイ ル を 実際 の 鳥 と いう 意味 に と る な ら 、 ソロ モン が 通信 に 使っ た 鳥 を 指す だ ろ 
う 。 こ の よう に 彼 等 は ソロ モン の 軍隊 に と り 、 無く て は な ら な い 存 在 で あっ た 。 ま た 、 
この 三 語 を 隠 険 的 に 解釈 すれ ば 、 そ れ ぞ れ 「 高 位 の 人 」「 俗 人 」「 高 潔 な 人 」 を 指す 。 
2194 タイ ル は 、 鳥 と いう 六 味 の 他 に 、 選 の よう に 足 の 如 い 動物 も 指す 。 タ イル の 弄 吉 
形 で ある タッ ヤー ル は 、 機 艇 で 足 の 速い 馬 を 指し 、 走る 速度 が 非常 に 速く 、 ま る で 飛 
ん で いる よう に 見 える の で ある (Lane 及び 、Lisan より )。 

2 や ワザ ア と は 、 彼 が 後 届 の 部 隊 を 合流 させ る た め 、 先頭 部 隊 を 停止 させ た 、 を 意味 す 
る 。 フ ワ ・ ヤ ザウ ル ・ ジ ャ イシ ャ と は 、 彼 は 兵士 た ち を 正しい 秩序 に 配置 し 、 列 を な 
し て 配置 し て いた を 意味 する (Aqrab より )。 査 クル ア ー ン で 用 いら れ た この 表現 は (1) 
彼 等 が - つ の 隊 を 形成 し て いた こと を 表わす 。 (②) 彼 等 は 秩序 ある 軍隊 の よう に 行進 し 
た 。 ③) 先頭 部 隊 が 停止 し た の で 、 後 続 部 隊 は 追い 付け た の か も し れ な い 。 こ の 文 か 
ら 分 か る よう に 、 ソ ロモ ン の 軍隊 は よく 訓練 され 規則 正しく 、 数 部 隊 に 分 か れ て いた 。 
2456 [ナム ル の 谷 」 の 代名詞 ナム ル は - - 般 に 誤解 され て いる よう な 職 の 谷 と いう 意味 
で は な く 。 EC カー ムー ス で は 、 アル ・ ア ブリ 
カト ウゥ ・ ・ ミ ヤー ヒ リ ・ ナ ムラ ティ と 述べ られ て いる 。 即ち 、 ア ブリ カ は ナム ラ 
a 従っ て 、 蝶 の 玉子 を 意味 する アラ ブ 人 の 名 前 で ある マー ズ ィ ン と 
同様 に 、 ナ ムル は 或 る 種族 の 名 称 で あっ た (Hamasah より )。 ア ラビ ア に 於 いて は 、 バ 
ヌー・ ア サド ウ 、 バ ヌー・ カ ル ブ や バ ヌ ー・ ナ ムル な どの よう に 動物 や 家畜 か ら 名 を 
採っ て 命名 する こと は 、 珍 し い 習 慣 で は な か っ た 。 そ の 上 、 当 節 に お ける ウド ゥ ブル 
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TF 


た ちよ 、 自分 の 住居 に 入れ 、 ソロ モン SESI SKI 5 
と その 軍勢 が 、 そ れ と は 知ら ず お 前 達 


nissen jt A 2 
を 曳 み つぶ さ ぬ よ うに 」 と 97。 る 989 う の こと bsy 
ら 93225Y 


20. され ば 彼 は 、 彼 女 の 言 葉 に 微笑 ん つう JUS 多 り 寺 2 っ し つこ SS 

で 2 云え り 、「 我 が 主 よ 、 我 に 汐 2 

か 投 六 びに 抽 が 軸 に 還 れ 給 3 うた 恩 6 
Ni まだ KC 

霞 が 汐 の 潤し 給 う 各行 を 行う 0 いび" 

証し て 流 の 作 導 に より て で 、 ES る LS 


い DF Cc 合え グプタ ン 〆 か 
義 し 僕ら 中 に 人 らし め 給 oO Ce 


ィ ン i 


ー (Udkhulu= 人 れ ) と マサ ー キ ナク ム ( 己 が 住居 ) と いう 言葉 の 使用 は 、 ナ ムル は 一 部 族 
RO OR TR TO 


Ne a SE TO ei 
つま り 一 人 の ナム ラ 人 で ある 。 当 該 ナ ムラ 人 は 、 多 分 彼 等 の 指導 者 で あり 、 人 々 に ソ 
ロモ ン の 軍隊 の 流儀 を 避け 、 家 に 籠る こと を 命じ た か も し れ な い 。 ある 権威 者 た ちの 
意見 に に よれ ば 、 こ の 谷 は 、 北 ガザ の 12 マイ ル で 、 シ ナイ の 近く に ある 海辺 の 町 アス 
カラ ー ン と ギブ リー ン の 間 に 位 置 し て いる (Taqwimul-Baldan より )。 ギ ブリ ー ン は そ 
の 北 の 町 で 、 ダ マス カス の ウィ ラー ヤ (領地 ) に 位置 し て いる 。 こ れ は 、 ナ ムル の 谷 
は 、 エル サレ ム の 近く 、 又 は その 反対 側 で 、 海 辺 に 位置 し 、 ダ マス カス か ら 約 再 マ イ 
ル の 距離 で 、 ヒ ジャ ー ズ へ の 道筋 に 治っ た 場所 で ある こと を 示す 。 ソ ロモ ン の 時 代 ま 
で に は 、 こ の 地方 は さま ざま な アラ ビア 人 と メデ アン 人 に よっ て 居住 され て いた ( シ 
リア と パレ ステ ィ ナ の 近代 及び 古代 の 地図 を 参照 )。 然 し な が ら 、 他 の 権威 者 た ち に 
よれ ば 、 そ れ は イエ メン に 位置 する と も 言わ れ て いる 。 この 後者 の 見 解 の 方 が 現実 に 
近い と 思わ れる 。 この 歴史 的 事実 に よれ ば 、 この 谷 に 伝わる 伝説 は 単なる 推測 に 過ぎ 
な い 。 こ の 簡潔 な 事実 は 、 ソ ロモ ン が サバ ア へ の 遠征 の 時 、 ナム ル と 呼ば れる 部 族 が 
住ん で いた 渓谷 を 通過 し た よう で ある こ と に 相違 な い 。 

2157 ソロ モン の 兵士 達 の 信心 深 さ は 普 く 知ら れ て いた よう だ 。 彼 等 が 故意 に 人 を 傷 付 
ける こと は な か っ た 。 こ れ は 、「 そ れ と は 知ら ず 」 と いう 文 が 示し て お り 、 次 節 で 明 
示さ れ て いる よう に 、 そ れ は ソロ モン を 吹 ば せ た 。 

2198 人 ダ ヒ カ と は 、 彼 は 驚い た また は 、 彼 は 喜ん だ を 意味 する (Lane より )。 ソ ロモ ン 
や 彼 の 軍隊 の 力 、 信仰 心 を 称え た ナム ル の 人 々 の 言葉 に 、 ソ ロモ ン が 感嘆 し た と 、 当 
節 に 書か れ て ある 。 
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21. 面 し て 彼 、 或 る 思慮 深き 者 の 不在 SCI A Fs 
を 見 て 、 云 えり 、「 如 何 に や 、 我 TN TS 
フ ド ゥ フ ド ッ ゥ を 見 ざる こと を ? そ れ 0 っ | 


と も 彼 は 欠席 し た る か ? 
22. 我 は 必ず 厳し い 懲罰 を 以 て 彼 を 
処 剛 せん "9 或いは 、 我 必ず 彼 を 殺 6 
さん 。 そ れ と も を 彼 は 必ず (その 不在 の ) echo つい な し) 3 
明白 な る 息 明 を も た ら す な り 」。 

23. され ば 彼 が 長く 待つ まで も な く 、 E10 とっ 5 と を 5 
彼 が ( 来 て ) 去 えり 、「 我 は 、 汐 が 知ら 。 し 。 
ぬこ と を 知り 得 た り 。 耐 し て 我 は サバ re くり 


人 AN 


2 


Po 
ア よ り の 確 な る 消息 を 液 へ 持ち 来 た CEA PDG 
る な り 2161 OL RS 


2199 有 タフ ァ ッ カ ダ ( 彼 は 再 調査 し た ) は 、 フ ァ カ ダ か ら 派 生 さ れ た 。 即 ち 、 彼 は それ を 
失っ た 、 そ れ は 彼 に 欠け て いた 、 で ある 。 タ ファ ッ カ ダブ フー と は 、 役 は その た め 又 は 
それ に 従っ て ゆっ くり と 、 或 る い は 、 再 三 再 四 捜 し 求め た 、 彼 は それ を 知ら な か っ た 、 

又は 、 彼 は その 知識 を 得 よ うと 謀っ た 、 な ど を 意味 する (Mufradat より )。 軍隊 と 、 国 
の 高官 、 お そら く は 将軍 で あっ た フ ド フ ド が 、 緊急 時 に 不在 で あっ た 事実 を 、 ソ ロモ 
ン は 再 検討 し た よう だ 。 

9 フ ド ウゥ フ ド ッ ゥ は 、 伝説 上 一 般 に 信じ られ て いる よう な ソロ モン が 通信 に 使っ た 鳥 
で は な か っ た 、 そ の 根拠 と し て 、 次 の よう な 事 が 挙げ られ る 。 (a) 偉大 な 王 で あり 神 
の 預 斉 者 で ある ソロ モン の 高潔 さか らし て 、 彼 が 一 羽 の 小鳥 に 腹 を 立て 、 厳 記 を 下 し 、 

ある い は 死に 至 CA EN の 控 に 詳し く 、 神 
の 唯一 性 に 精通 し て いた よう で (25、26 節 ) 、 鳥 で は そう は な ら な い 。 (c) 渡り 鳥 で な 
い フ ドウ ッ ウフ ド ウゥ が 長い 距離 を 飛べ る 訳 は な く 、 シバ (また は サバ ア ) ま で の 往復 飛行 に 
使わ れ た は ず は な い (23 節 )。 以 上 の 点 か らし て フ ド ウフ ド ウ は 鳥 で は な く 人 間 で あ 
り 、 し か も 国 の 高官 ある い は 将軍 で 、 ソ ロモ ン よ り 重 要 な 使命 を 受け シバ の 女王 の 許 
へ 赴 い た の で ある 。 使 者 の 交換 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 に よく 行わ れ て いた よう で ある 。 
又 、 人 が 鳥 や 動物 に 因 ん で 名 付け られ る の は 知ら れ た こと だ 。 プ ド ゥ フ ド ウ は ソロ モ 
ン の 国民 に よく ある 名前 だ っ た 。 聖書 に ある 名 前 フ ダ ー ド の アラ ビア 形 が フ ド ゥ フ ド 
ゥ の よう だ 。 数 人 の エド ム の 王 の 名 が フ ド ウゥ ウフ ドウ で 、 イシ ュ マ エル の 息子 も そう で 
ある 。 又 、 ヤ コブ の 虐殺 を 恐れ て エジプト へ 逃 が れ た エド ム の 息子 も 同じ 名 を 持っ て 
いた ( 列 王 上 il:142) 。 こ の 名 は 一 般 的 で 、 旧 約 聖 書 に も 度々 使わ れ て いる の で 、 限 定 
語 が 付い て いな い 限 り 、 エ ドム 家 の 男 を 意味 する こと と な っ て いる (ユダ ヤ 教 百科 事 
典 )。 フ ドウ ゥ ウフ ドウ は 叉 、 シ バ の 女王 ビル キー ス の 父 の 名 で も ある (Muntaha ul-Irab) 。 
SNR の お 派遣 され 、 ソ ロモ ン の 代理 で 重要 な 消息 
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24. げに 我 は 、 或 る 女性 が 彼 等 を 治め ご こる ③ 引 5 
る を 見 出し た り 。 曽 し て 彼女 に は すべ る 
て の も の が 授け られ 23162、 ま た 彼女 の OE EI 
た め に 素晴らし い 玉 座 あ り 。 

25. 我 は 、 彼女 並び に その 民 が 、 ア ッ GE A ed 
ラー を 差し 置い て 、 太 陽 に 前 靖 す る を - 

見 出し た り 3163。 < 諭し て 、 悪 魔 は 彼 cash I 
等 に 己 が 所 業 を 邊 的 に 思わ し め た az 228 
り 。 さ れ ぼ 彼 ( 正 し い ) 道 より 彼 等 を 訪 OET SI NE 
げた れ ば 、 彼 等 は 導 か れ ざ る な り 。 _ 
26. (これ は つま り ) 彼 等 が 諸 天 と 大 こる る 呈 G30 bY 
地 に 隠れ た る も の を 魚 に する ア ツマ 8: ュ 6 J 
ー に 前 請 せ ざ る こと を ( 無 誰が 彼 等 に ひつ 52YBo っ 僚 


ンジ デイ 
ング 

rE 2 ~3| さる s | 
に 


a 53 


命じ た り )。 証し て % 彼 は お 前 達 が 隠 2 本 CI 
A D0%dTL 

すこ と も 、 ま た お 前 達 が 魚 す こと も 2 

知る な り 。 _ 

27. アッ ラー こそ ! 彼 の 外 に 神 な く 、 、 ぁ 5 ざさ う RY LY 4 

義高 < 上 AA) コ る see? 

童 厳 な る 玉座 の 王 な り 」。 『 Oi 


まこ と 


28. 彼 は 云え り 、「 我 等 は 見 ん 、 液 真実 < っ 
を 語り た る か 、 或 い は 液 嘘 を つく 者 ど 


78:49: 16:64: 35:9, 02.78; 16:20: 64:3. 


を 持っ て 来 た こ と が 当 節 か ら 分 か る 。 サバ ア と は 、 聖書 に 書か れ た シバ の こと で あろ 
う ( 列 王 上 10 章 )。 そ れ は イエ メン に ある 都市 で サナ ア の 町 か ら 三 日 程 か か り シ バ の 
女王 の 行政 府 の 所 在 地 で あっ た 。 又 、 サ バア は カタ ー こ ご 族 の 有名 な 一 支族 で も ある 。 
9 シバ の 女王 が 治め た 人 々 は 非常 に 裕福 で あり 、 高 い 文明 を 備え て いた 。 女 王 は 、 
強力 な 君主 と 成る に 必要 な も の 全て を 所 有 し て いた 。 

8 サバ ア の 人 々 は 太陽 、 星 を 崇拝 し て いた 。 お そら く こ の 宗教 は 、 海 や ペル シャ 浴 
oN CO CR GN 
あろ う 。 サバ ア の 人 々 を 2:63: 5:70 及び 、 22:18 節 で 述べ た サー ビア た ちと 混合 し 

な ら な い 。 サ ー ビ ア た ち に 関し て は さま ざま な 記述 が ある 。 0 の 
捧 す る 人 々 。(2②) ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 ゾロ アス ター 教 を 取り 混ぜ た よう な 宗教 を 
信じ る 人 々 。(3⑬) イ ラク の ムー サル 近く に 住み 、 唯 一 神 を 信じ る が 、 何 の 律 法 も 持た 
な い 人 々 。(4④ イラ ク 周 辺 に 住み 、 全 て の 神 の 預言 者 を 信じ る 人 々 。 
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も の 中 な り た る か を “9%。 の So の 


29. 我 が 手紙 を 持ち 往き 、 之 を 彼 等 の 33 ス 91436 は Ao ここ 3 
し か グ デ を 

前 に 投じ 、 然 る 後 彼 等 か ら 退 き て 見 と g っ 

6 、 し 4 に グ の < 

ょ 、 破 如何 に 返答 する か を 」 2w。 ら OSesS じ 6 こり 


30. 彼女 (女王 ) は 云え り 、「 汐 等 長老 RN GSG 
た ちよ 、 げ に 凄 に 貴 い 手紙 が 投 ぜ ら 


れ た り 。 © SE 
31. げ に そ は ソロ モン より の も の に 40 > う 85 で 4 じみ 4 的 
し て 、 曽 し て そ は か く な り 、「 慈 悲 深 i 
く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Oa 
で 96. 

Y 


32. 我 に 対し て 反逆 せ ず 、 服従 帰依 し を あ CtJL ス 50g1AESNI 
2 
て 我 に 来 た れ 」 ?。 98 


2194 鳥 が 真実 を 語る か 、 虚 言 を 吐く か は 全く 分 か ら な い 。 し か し 、 当 節 で も 、 フ ドウ 
フ ド ウゥ が 鳥 で な く 、 ソロ モン 政府 の 高官 で あっ た こと を 示す も うつ の 根拠 が 挙げ ら 
れ て いる 。 

2198 た と え ダ ビデ と ソロ モン が 鳥 の 言葉 を 理解 する と し て も 、 シバ の 女王 も そう で あ 
っ た と いう 記述 は 聖 ク ルアー ン の どこ に も 示さ れ て いな い 。 に も か か わら ず 、 フ ドウ 
フ ド ッ は 、 使者 と し て ソロ モン の 手紙 を シバ の 女王 に 渡し 、 更に ソロ モン の 代理 と し 
て 彼女 と 会 見 する よう 命ぜ られ た の で ある 。 
2196 何人 か の 東洋 学者 た ち は 、 ビ スミ ッ ラ ー の 表現 は 、 昔 の 経典 か ら 借用 し た の だ と 
証明 し よう と し て 、 聖 クル アー ン の 神 起源 を 非難 攻撃 し よう と 努め る 。 ベー リ は その 
評釈 で 、 そ れ は ゼン ド ・ ア ヴェ スタ ー か ら 借 用 し た の で ある と 言っ て いる 。 サレ (Sale) 
も 同 - 2 。 一 方 ロ ド ベ ル は 、 イス ラム 以前 の アラ ビア 人 達 は 、 ユ ダ 
ヤ 人 達 か ら そ れ を 借用 し 、 その 後 、 天 言 者 に よっ て 央 クル ア ー ン の 中 に 編入 させ ら 
れ た の だ と 言っ て いる 。 こ の 表現 は 、 茸 の 或 る 経典 の 中 に 発見 され て いる か ら と 言っ 
て 吾 ク ルアー ン は 必ず それ ら の 中 か ら これ を 借用 し た と いう 推論 は 明白 に 薄弱 で あ 
る 。 ど ちら か と 言え ば 、 それは 、 そ れ ら の 経典 が 起源 し た 源 と 同じ 起源 を 有する こと 
を 立証 する の み で ある 。 更に 、 他 の どん な 聖典 も 、 聖 クル アー ン が な し た よう な 形 や 
方 法 で この 表現 を 使用 し て いな い 。 又 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ビア 人 達 は 、 そ れ が 聖 ク 
ルアー ン の 中 で 啓示 され る 以前 に 、 そ れ を 使用 し て いな か っ た 。 逆 に 彼 等 は 、 ビ スミ 
ッ ラ ー の 絶対 必要 な 部 分 を 形成 する 神 の アッ ラフ マー ン と いう 属性 を 使用 する こと 
に 特別 な 反感 を 持っ て いた (23:61) 。1:1 節 も 参照 。 

7 ソロ モン の 手紙 は 、 す べ て の 無用 な 大 言 壮 語 や 冗長 多 弁 に 欠け て 、 偉 大 に し て 包 
括 的 意味 が 少な い 要 約 し た 言葉 に 洪 縮 させ られ た こと の 素晴らし い 見 本 で ある 。 その 
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一 十 七 章 


アン ナム ル An-Naml( 時 ) 


三 項 
33. 彼女 は 云え り 、「 族 長 た ちよ 、 我 
が 事 に 関し て 交 に 建議 せよ 。 お 前 達 
姜 の 許 に 在 る 時 以外 、 姜 は 何事 も 決 
せ ざ る な り 」。 
34. 役 等 は ベ え り 、「 我 等 は 力量 も あ 
り 、 戦 場 に て は 勇猛 な れ ど 、 命 を 下す 
は 溢 次 第 な り 。 され ば 、 液 命ぜ ん こと 
を 熟慮 され よ 」 ぞ 5。 


35. 彼女 は 云え り 、「 げ に 諸王 が 或 る 
記 に 入り た る 時 は 、 そ こ に 騒動 を 起こ 
し 、 曽 し て その 住民 の 貴 頭 な る 者 を 卑 
典 な る 者 と する な り 。 され ば 、 彼 等 の 
な すこ と は か く の 如 し 。 

36. 然 れ ども 、 凄 は 確か に 彼 等 に 進物 
を 送ら ん 。 市 し て 、 使節 が 如何 な る 返 
事 を 持ち 帰る か を 見 る つも りな り 」。 
37. され ば 、( 使 節 が ) ソロ モン の 許 に 
到 る や 、 彼 は 云え り 、「 お 前 達 は 財宝 
を 以 て 、 我 を 助け ん と する か ? 妊 し 
な が ら 、 ア ッ ラ ー が 我 に 賜わり た る 
も の は 、 お 前 達 に 賜わり た る も の よ 


っ 85135) RS SIG 


本 22 4 で ーー ンー の 
の 93 つみ の る 2 し うぷ て 
ーー 


ONE 


CR 


rn 


手紙 は 、 当 時 国 の 一 部 で その 頭 を も た げ て いた 反乱 の 軽率 な 行動 に 対し て の 警告 で も 
あり 、 ソ ロモ ン に 服従 し 、 不 必要 な 流血 を 避け 、 そ し て 偶像 崇拝 を 放棄 し 、 真 の 信仰 


を 受け 入れ る よう 女王 へ の 招待 で も あっ た 。 
”。 ジ バ の 女王 は 強力 な 君主 で あり 、 多 く の 物 を 所 有 し 、 国 民 の 愛情 、 協力 、 


自発 的 


な 服従 を 得 、 彼 等 の 運命 の 裁定 者 で あっ た 。 サ バア の 権力 と 栄光 は 、 紀 元 前 1100 年 
ご ろ に 極まっ た 。 女王 の 治世 は 紀元 前 950 年 まで 続い た 。 こ の 年 に 、 彼女 は ソロ モン 
に 王位 を 譲っ た と 伝え られ て いる 。 彼女 の 禅譲 は 次 の よう な 聖書 の 言葉 に 従っ た も の 
で あっ た 。 「 シ バ ( あ る い は サバ ア ) と サバ ア の 王 達 は 贈り 物 を 携え て 来る よう に 」( 詩 


訪 72:10) 。 
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十 九 倫 アン ナム ル An-Nam1( 嫌 ) ニニ も 意 
り は る か に 優る 。 否 、 お 前 達 は 己 が 
贈物 を 誇る 9。 


38. 彼 等 に 帰れ 。 され ば 我 等 は 必ず そ 1 っ ょ る 5 0 まう 
の 抗 し 難い “7 大軍 を 以 て 彼 等 に 胞 2 0 W 
み 、 彼 等 を は ず か し め て そこ か ら 放 つき 2203 し 42 に な っ 0 うし る みる 
遂 し 、 面 し て 彼 等 は 卑下 し め ら れる らち 5 ょ っ 
な り 」。 2 


39. 役 は 云え り 、「 長 老 た ちよ 、 彼 等 (は る ~ レ 2 dG < 
が 服従 し て 我 に 来る 前 に 、 お 前 達 の う 


ち 誰か 彼女 の 玉座 “" を 我 に も た ら OIA SEO SS 


すか ?」。 

40. ジン た ちの うち の 筋 者 2 は 云 ka i 
えり 、 「 我 、 流 が その 野営 地 か ら 離 れ の の 5 ン と を レン る くる らち ラグ 
る 前 に 、 それ を 汐 に も た ら さ ん 。 面 し eG では て 2 80 
Ks Re 


0 ソロ モン は 、 彼 に 贈り 物 を 送っ て 寄 越し た 女王 の 態度 に 、 明 ら か に 腹 を 立て た よ 
うだ 。 彼 は それ を 傷 辱 と 捉え た 。 彼 が 女王 の 降 服 を 求め て いた の に 対し 、 わ ず か な 贈 
り 物 が な され た だ け で あっ た 。 サバ ア の 人 々 は 当初 ソロ モン の 領土 を 攻撃 し た り 、 そ 
NN ソロ モン は 女王 が 贈り 物 を 寄 越し た こ 
と に 腹 を 立て た の で ある 。 平 常 な ら ば 彼 は 喜ん で 贈り 物 を 受け た は ず で ある 。 
OR 力 、 強 さ 、 権 威 を 意味 する 。 言 うな ら ば マー リー・ ビ ヒー・ キ バル 
即ち 、 私 は 彼 に 対抗 する 力 を 持た な い 、 で ある (Aqrab より )。 

RE A 1 I 
と を 示す 。 一 国 の 王 が 他国 の 王 を 訪れ る 時 、 国 質 の 歓迎 会 に 玉座 を 設け る こと が 当時 
流行 っ て いた よう で ある 。 ソ ロモ ン も 又 、 女王 歓迎 の 席 に 玉座 を 作る よう 命じ た 。 そ 
れ は 彼女 の た め に 特別 に 作ら れ た も の な の で 、「 彼 女 の 玉 座 」 と 呼ば れ て いる 。 こ の 
表現 は 又 「 彼 女 の 玉 座 に 類似 する も の 」 も 意味 し 、 ヤ ー テ ィ ー ニ と いう 語句 は 、 私 の 
た め に 造る と いう 意味 を 持つ と 思わ れる 。 

イフリート ゥ と は 、 彼 は その 人 を 地面 に 投げ うっ た 、 又 は 、 彼 を 挿し め た を 意味 
する アフ ァ ラ か ら 派 生 さ れ て いる 。 この 語 は 人 間 と ジン の 両者 に 使用 され 、 次 の よう 
な 意味 を 持つ 。(1) 力 の ある 強い も の 、(2) 鋭い 、 強 健 で 、 あ る 事柄 に 有力 な も の で あ 
り 、 知 能 と 機 艇 さ が 一 般 の 限度 を 超え る ほど 素晴らし い 、3) 族長 な ど (Lane より )。 
9 上述 の 「 勇 猛 な る 首領 (イフ リー ト ) は 巨大 な 権力 を 振る う 高 宮 で あり 、 そ ね れ 故 、 
定め られ た 時 間 内 で 主 の 命 を 主 の 十分 に 満足 で きる よう に 遂行 で きる と 確信 し て い 
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二 十 七 章 アン ナム ル An-Naml( 時 ) 十 九 巻 
経由 バー ニー テ イセ イー は で 折っ と ゅ ダイ 3 っ > 抽 る る 
SA ic SE ee NJ 
液 の 偵 宗 隊 で ぞ そ が 液 に 戻る 前 に 、 そ れ a 
を 汐 に も た ら す 」 と 。 され ば 彼 、 それ “る 8 )E る US S30 ka 
が 避 が 許 に 置か れる を 見 た る や 、 彼 は 50 SD 
云え り 、「 こ は 我 が 主 の 因 哉 の うち な っ 2R_sUUsOCe DS 
り 、 我 感謝 する か 恩 知 ら ず な る か 、 彼 る 7 る A ss いい ン る イ 
が 我 を 試 めさん が た め に 。 市 し て 感 調 つや ドッ" っ っ 
する も の あら ば 、 ば げに 彼 は 己 自身 の た て EN を < 2 て 
め に 感謝 する な り 。 さ れ ど 感謝 せ ざ る 2 
者 あら ば 、 げ に 我 が 主 は 自足 者 に し OL SEG う OU っ 4 
Si 


人 2。 彼 は 云 x ヽ 「 彼 女 の た め に その as351 > Bs ン る タッ ン タリ レイ 1U3 
時 7 我 等 が 見 と WS り 


た 。「 そ の 野営 地 ] と は 、 ソ ロモ ン が サバ ア へ 向う 途中 留まっ た 所 で 、 シ バ の 女王 の 
返 書 を 携え て 戻る 使者 を 、 彼 は 此処 で 待っ て いた 。 

274 タル フ の 意味 は 、 目 くば せ 、 貴人 、 国家 の 歳 信 、 イエ メン か ら の 使者 で ある (Lane 
より )。 こ の 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 (1) 使節 が イエ メン か ら 液 へ 復帰 する 前 に 、 
(2 瞬く 間 に 、(3) 国家 の 歳入 が 国庫 に 供託 され る 前 に 。 最 後に 斉 及 し た 語句 の 意味 は 、 
私 は 、 も は や 金 の 必要 が な く な っ た 。 すでに 国庫 に 在 る 金 で 女王 の 玉座 を 建設 する の は 、 

十分 で ある こと を 物語 っ て いる 。“ 経 典 の 知識 が ある 者 "の 表現 は 、 財 政 の 複雑 さ を 知っ て 
いる 者 に 注目 させ て いる よう で ある 。 た ぶん 、 彼 は 、 ソ ロモ ン の 財務 大 臣 で あっ た 。 

当 節 と 前 節 に お いて 、 玉座 を 作る た め 、 ソロ モン に 示さ れ た つの 提案 に 言及 され 
て いる 。 - ー つ は 、 ソロ モン が 野営 を 撤収 し て 帰る 前 に 、 玉座 を 立案 する こと を 提出 し 
た イフ リー トウ から で あり 、 も うう 一 つ は 、 知 識 あ る 者 に よっ て 、 提 出さ れ た の で ある 。 
後者 の 者 が 、 ソロ モン の 使者 が その 手紙 の 返事 を 女王 か ら も っ て 帰る まえ に 玉座 を 完 
成す る こと の さら に 良い 提案 を 示し た の で ある 。 状況 か ら 見 る と 、 ソロ モン が 後者 の 
提案 を 受け 入れ た こと が 現れ る 。 何故 な ら ば 、 彼 は 、 女 王 が 登場 し て 全て の 式 が 終る 
まで その 場所 に と ど ま る つも り で あっ た 如く 、 女王 が 彼 に 敬意 を 表し て くる 前 に 、 そ 
の 玉座 を 完成 させ て ほし か っ た か ら で あ る 。 当 節 は また 、 あら ゆる 階級 の 人 々 が ソロ 
モン に よっ て 従業 させ られ た こと を 暗示 する 。 つま り 、 知識 や 経験 の ある 人 々 、 誠 練 
労働 や 不 熟 練 労働 、 熟 練 工 や 専門 家 で ある 。 

2477 ナッ カラ フー (Nakkara-ha) と は 、 彼 は 認識 出来 な い ほ ど そ れ を 変え 、 改 造 し た 、 
彼 は それ を 全く 普通 の よう に 馬 0 を 意味 する (Lane より )。 従 っ て 、 本 文 に 於 け 
る 表現 は 、 彼女 の 玉座 が 全く 普通 に な る よう 、 こ の 玉座 を 彼女 の 玉座 より 以上 に 良く 
FE れ 、 を は する 。 当 思 は 、 ソ ロモ ツン 欠 の を 放 する こと を 人 さ れ た 人 
に 、 そ の 玉座 を 見 た 女王 に 職人 の 技量 の 卓越 さ を 惜 らし め 、 自 分 の 玉座 が 嫌 に な り 、 
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十 九 倫 アン ナム ル An-Naml( 里 ) SR 県 
ん 、 彼 女 が 真実 を 分 か る か 、 そ れ と も A EN ee 23? 
導 か れ ざ る 者 ども の うち と な る か を な 」。 

43. され ば 彼女 が 来 た る や 、 訳 ね られ で 過 EE ES 
た り 、「 液 の 玉座 は か く の 如 きも の な り 0 2 
や ? 」。 彼女 は 答え り 、「 全 く 然 り 。 面 し 2oUs じ CS EG 
て 我 等 は 既に 知識 を 授け られ た り 。 さ れ 0 に の な 
ば 、 我 等 は 服従 亡 依 者 な りき 」2176。 OOo A LS AS 
44. 耐 し て 彼 は 彼女 を 、 ア ッ ラ ー 以 外 blo LE 25 
に 拝 し た る も の か ら 留 め た り 。 げ に 彼 SS 1 
女 は 不信 者 た る 民 の 一 人 な りき 。 OS HE 


43. 彼女 は 云わ れ た り 、「 宮 殿 に 和信 人 れ EL 。 る Rk 
asb ls a } A 
と 。 さら ば 彼女 、 そ れ を 見 る や 、 そ れ RE 
り ま よう あし | ン っ る デア ラグ に CE る の 
を 深い 水 と 思い 、 そ の 両 腔 か ら 衣 を US SC と SS 943J4C ス ここ 
上 げた り 27 彼 は 云え り 、「 げ に こ 


従っ て ソロ モン の 方 と 財力 の 方 が 自分 より 優越 し て いる こと を 悟ら し め る よう な 立 
派 な 玉座 を 造ら せる こと を 命じ た と いう 意味 深い こと を 現す 。 従っ て 、 女王 が 、 ソ ロ 
モン の 力 、 財源 が 自分 の それ に 対し て 、 偉大 に し て より 優れ て いる こと に 気がつく か 
も し れ な い 。 ソロ モン が 女王 に 、 彼 に 反対 や 抵抗 する こと の 無益 性 を 痛感 させ よう と 
努め た こと が 、" 彼 女 が 真実 を 分 か る か "と いう 語句 の 意味 深 長 な と ころ で ある 。 女王 
と その 大 臣 た ち 、 そ し て 延 民 た ち は 、 自 分 達 の 力 と 財力 を 自慢 し て いた よう で ある 
(27:34)。 従 っ て 、 ソ ロモ ン は 、 役 等 の この 誤っ た 考え を 解 こ うと し た の で ある (27:37) 。 
も し "女王 の 玉座 "と いう 語 を 、 当 該 の 玉座 を 意味 する と 採ら れる な ら ば 、 女 王 は ソロ 
モン に 贈り 物 と し て 派遣 され た と 解釈 で きる 。 ナッ キル ー と いう 語 は 、 その 玉座 は 立 
派 に 美しく 飾り 、 そ の 上 に 偶像 た ちの 容姿 が あれ ば 、 そ れ を 完全 に 清算 し 、 女王 が そ 
れ を 認知 で き な い ほど 装飾 する こと を 意味 する 。 

2176「 我 等 は 既に 知識 を 授け られ た り 」 と いう の は 、 女 王 が 既に ソロ モン の 偉大 な 権 
力 と 富 に 精通 し 、 彼 に 忠誠 を 尽く す 決 心 を し て いた こと を 表わす 。 

2477 カ シャ ファ ・ ア ン ・ サ ー キ ヒー と は アラ ビア 語 の よく 知ら れ た 慣用 句 で 、 困 難 に 
遭遇 する た め の 用 意 を し た 、 又 は 混乱 させ られ た 、 人 は 途方 に 暮れ た 、 を 意味 し て いる 。 
カシ ャ ファ トウ ッ ウッ ・ ア ン ・ サ ー カ イハ ー は 、(① 彼 婦 は その すね を 露出 し た : ②) 彼女 は 
その 状態 に 適う よう に 用 意 し た : (3) 彼女 は 狼 狼 し た 、 又は 途方 に 暮れ た 、 不意 を 討た 
れ た な ど を 意味 する (Lane 及び Lisan より )。 ソロモン は 、 女 王 が 偶像 崇拝 を 止め 、 真 
の 信仰 を 受け 入れ る よう 望ん だ 。 そ の た め 、 彼 は この 高貴 で 賢明 な 婦人 に 、 自 ら の 誤 
り を 悟ら せよ うと し た 。 ソロ モン が 彼女 用 に 作成 させ た 玉座 は 、 こ の 目的 の た めで あ 
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ニニ ポ 芯 意 アン ナム ル An-Naml( 時 ) 十 九 次 


宮殿 ? <$ ラー ンタ ラ の マン で > < 

は ガラ ス 張 り の 宮殿 な り 」。 彼女 は 去 と US" つ | | 
えり 、「 わ が 主 よ 、 げに 姿 は 己 自身 に - 
お わら わ と ンタ っ トラ 1 グン う ? る る ズ と て う を gg デ 

A 面 し て 姿 ソロ モン E250 お E> 


共に 森 維 万 介 の 主 な る ア ッ ラ ー に と cs Ti 』 ン まさ ンー fot 
i OR EI es 
四 項 
46. < 耐 し て われ ら は 、 サ ムー ド 族 に LASS1S23JUCL21335 


その 同胞 な る サー リフ を 遣わ し (て 評 i 
えり )、「 ア ッ ラ ー を 岩 拝 せ よ 」 と 。 され こき お うう っ る re 


ば 、 見 よ 、 彼 等 二 派 に 分 か れ て 争 え り 。 de る ミン 


47. 彼 は 記 え り 、「 我 が 民 よ 、 何 故 お SAELIL OS と うう 35JUS 
前 達 は 療 よ り 先 に 悪 を 急ぎ 求め る 。 <。 レ 。 レレ と 
RE SCIEIY I S| 
求め ざる か 、 お 前 達 が 慈悲 に 浴 さ れん 
が た め に ?」。 

Ne 


@ 0 
CE I IG 


り ryo 四 0 ま 云 え の AA っ ] , p | es > っ うめ 
凶 兆 は 、 アッ ラー の 許 に あり 。 否 、 お イラ プン 2 づ 
は 丘 か られ る 民 な り 」、 の Oz 


7:74: 11:62; 26:142: 54:24. 727:47. 


っ た 。 それ は 彼女 が 誇る 彼女 自身 の 玉座 より 人 毅 か に 美しく 、 あ ら ゆ る 点 で 優れ て いた 。 
ソロ モン が そう し た の は 、 彼 が 神 の 位 児 で あり 、 彼 女 よ り も 物質 的 ・ 精 神 的 に 毅 か に 
多く の も の を 与え られ て いる こと を 、 彼女 に 悟ら せる た めで あっ た 。 当 節 に ある 宮殿 
も 又 、 同 じ 目 的 で 建て られ た 。 本 文 に ある 通り 、 宮 殿 の 入口 に は 厚い ガラ ス 板 が 敷 か 
れ 、 そ の 下 に は 透き通っ た 水 が 流れ て いた 。 女王 が 宮殿 に 足 を 踏み 人 れ た 時 、 透明 な 
ガラ ス を 水 と 思い 、 脚 を 串 わ に し た 。 し か し 、 す ぐに 間違い で ある と わか り 、 上 戸惑っ 
て し まっ た 。 ソロ モン は この 装置 を 用 いて 彼女 が ガラ ス を 水 と 取り 違え た と 同じ よう 
に 、 彼女 の 崇め る 太陽 や 他 の 神聖 な る 物 が 真 の 光源 で は な いこ と を 気付 か せ た 。 それ 
等 は 単に 光 を 放つ が 、 生命 の 無い 物 で ある 。 それ 等 の 放つ 光 を 与え て いる の は 全能 の 
神 で ある 。 この よう に し て ソロ モン は 意 を 遂げ た 。 この 高貴 な 女性 は 自ら の 過ち を 告 
白 し 、 木 や 石 の 偶像 崇拝 を 離れ 、 唯 一 な る 真 の 神 の 熱心 な 信者 と な っ た の で ある 。 
21772 肥 タッ ヤラ ・ ビ ヒー と は 、 彼 は それ に つい て 、 又は 彼 に つい て 占っ た : 彼 は 、 そ 
の 人 を 不 議 の 前 兆 と みな し た こと を 意味 する (Lane より )。 
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十 九 傘 


ン ナ ムル An-Naml( 蝶 ) 


49. 面 し て 、 その 邑 に 九 人 の 一 味 あり 
て ^78 qd 国 中 に 騒動 を 起こ し 、 そ し 
て 、 改 心 せ ざる な りき 。 
50. 彼 等 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー に か け 
て お 互い に 誓い 合 お う 、 我 等 必ず 夜 に 
乗じ て 彼 と 役 の 家族 を 襲わ ん こと を 。 
然 る 後 、 我 等 は 必ず 彼 の 保護 者 人 7 
に 云わ ん 、『 我 等 は 彼 の 家族 の 殺害 
目撃 せ ず ざり き 、 さ れ ば 我 等 は 確か に 正 
直 な り 』 と 」。 
S1. 2 面 し て 、 彼 等 は 一 計 を 案じ た れ 
ば 、 われ ら も 策 せ り 。 然 れ ども 、 彼 等 
は 悟ら ざる 2 の な り 。 
s2. “され ば 見 よ 、 彼 等 の 企み の 未 路 
が 如何 に な り し か を ! げに われ ら は 、 
彼 等 並び に その 民 を 凡 て 滅 ぼ せ り 。 
S3. され ば これ こそ 、 そ の 不義 の た め 
に 倒壊 せる 彼 等 の 家 な り 。 げに こ この 中 
に は 、 知識 ある 民 へ の 神 兆 あ り 。 


926:153. 73:55: 8:31: 13:43: 


全 谷 当 節 に 於 ける 含蓄 的 な 言及 に よっ て 、 


も 8 A 3 65 
の OS し る YYI9 
ARG AN RA 


O03 


RE ad ES 
ode 3 


I ES 2 9 


@O3245Y 

IA SE ES 過 36 
DE RE 
BE I i 


ん 4 


DOORN A OIE 


14:47.77:79: 26:173: 37:137. 


聖 預言 者 の 有名 な 九 人 の 敵 の こと が 示さ れ 


て いる 。 そ れ 等 の 八 信 は 、 バ ドル の 戦い で 死ん で いる 。 九 人 目 の 悪 名 高い アブ ー・ ラ 
ハブ は 、 バ ドル の 敗戦 の 報 を 聴い て 、 メ ッ カ で 慎 死 し た 。 バ ドル で 死ん だ 八 人 は 、 ア 


ジャ ブル 、 ム トウ ゥ イム ・ ビ ン ・ 
・ ビ ン ・ ラ ビー ア 、 
ル ・ ビ ン ・ ハ ルス と アク バ ・ 


ブー・ 


うと 共謀 し た の で ある 。 そ の 人 遺 り 方 は 、 ク ライ シュ の 各省 部 誰か ら - 


固 言 者 を 示す こと を 中 し 合 ゞ わせ た 。 
し た こと に な ら な い 。 
っ て 提案 され た も の だ っ た 。 

21794 ワ リッ ユ と は 、 相続 人 : 殺人 の た め 
る (Lane より )。 

2179 地 預 言 者 は メッ カ か ら 逃 れ た が 、#* 


ワリ ー ド ウゥ ・ ビ ン ・ ウ トゥ バ 、 


この 計画 は 、 こ の 邪悪 な 会 議 の 指導 者 の アブ ー・ 


アデ ィ ー、 シ ャ イ バ ・ ビ ン ・ ラ ビー ア 、 ウ トゥ 
人 ハル フ 、 ナ ズ 

ビン ・ ア ビー ム ア イ トウ で ある 。 彼 等 は 聖 預 斉 首 を 殺 そ 
PP 
さす れ ば 、 こ の 殺人 行為 は 、 特定 な 部 族 が 実行 


ジャ フル に 依 


に 報復 を 要求 する 者 ; 流血 の 復讐 者 を 意味 す 


合 局 クラ イシ ュ の 軍勢 は 全滅 し た 。 彼 等 は 、 聖 


預言 者 を メッ カ か ら 追 放す る こと が 自ら の 減 亡 に つなが ろう と は 思い も し な か っ た 


の で ある 。 
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HE 机 人 寺 


アン ナム ル An-Naml( 剛 ) 


十 九 傘 


54. 面 し て 、 わ れ ら は 、 信 仰 し た る 
人 々 を 救い た り 。 され ば 彼 等 は 良 散 者 
な りき 。 

S5.? ま た 、 ロ ト を も (救い た り )。 彼 
が その 民 に か く 云 いし 時 、「 お 前 達 、 
醒 行 を 犯す や ? お 前 達 、 認 識 し て いる 
に も か か わら ず “2724. 

56. ? お 前 達 確か に 女 た ち を 差し 置い 
て 欲情 を 抱い て 、 男 た ち に 近づく や ? 
否 、 お 前 達 は 無知 な る 民 な り 」。 
57. そこ で 、 そ の 民 の 答え は か く 云 い 
た る に ほか な ら ざ り き 「c ロ ト の 表 


Oh 0 


58. 9? され ば われ ら は 、 彼 と その 一 族 
を 救い た り 。 但し 役 の 妻 を 除い て 、 わ 
れ ら は 彼女 を 後に 残る 者 の 中 に 加え 
た り 。 
S9. °] 面 し て われ ら は 、 彼 等 の 上 に 或 
る 雨 を 降ら し た り 。 され ば 、 警告 され 
た る 者 ども へ の 雨 は 悪し まき な り 。 
五 項 
60. 云え 、7「 凡 て の 讃 美 は ア ッ ラ ー に 
届 す 、 耐 し て 彼 が 選び 給え し その 僕 等 
に 平安 あれ 。 最善 な る は ア ッ ラ ー な り 
や 、 は た また 人 禄 等 が 併せ 祀る も の な り 
や の A 


EA Tp 


id EY 


CT tL 


を -/ 
タッ w 和 と アプ 


EE ES foi | 


5 る ン に 2 


) の 
SM 2 2 タイ ルオ ーー タイ 
OR 
P83 2 i 26] 

人 AN 


を 
どー 


プッ ラ 


つう A9 


{2 


SN 


i SE 2 ls 
£ ラウ 
を DLA 


27:81: 29:29. 7:82: 26:166-167; 29:30. 77:82: 26:168. 7:84: 29:34. “7:85: 25:4 26:174.737:182-183. 


7 人 8 この 語 旬 は また 、「 お 前 達 よく 見 き て いる に も か か わら ず 」 を も 意味 する 。 


2190 ヤ タタ ッ ハ ルー ン と は 、 彼 等 
する : 彼 等 
2 モーゼ 、 ダ ビデ 、 


き は 格別 に 高 沖 義 し い 者 で ある よう に 見 せ か け 、 誇 示 
* は その 正義 と 純粋 を 誇り と し て いる こと を 意味 する (Lane より )。 
ソロ モン 、 サ ー リ ブフ ブ 、 ロ ト に 関す る 話 は 当 節 で 終わ る 。 こ こ に 
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ニ † 合 


アン ナム ル An-Naml( 時 ) 二 十 七 章 


61. それ と も (応え よ )、 誰が 諸 天 と 大 1 


地 を 創造 し 、< お 前 達 の た め に 天 か ら 
水 を 降 し 、 そ れ に よっ て 美しい 果樹 彫 
を 萌え 出さ し め た る か ? “292 それ 等 
を 成育 させ る は 、 お 前 達 の 能 く する と 
ころ に 非 ど りき 。 ア ッ ラ ー に 比肩 し 得 
る 神 在り や ? 否 、 ヶ 彼 等 は 不正 を な す 
民 な り 。 


62. それ と も 、“ 誰 が 大 地 を 安息 所 と 
な し 、 また 河川 を その 中 に 引き 、 また 
そこ に 山々 を 設け 、? そ し て 二 つ の 海 
の 間 に 隔 壁 を 設け た る か ? 223183 アッ 
ラー に 比肩 し 得る 神 在 りや ? 否 、 彼 等 
の 多く は 知ら ざる な り 。 

63. それ と も “誰が 、 困 鍛 せる 者 が 彼 
に 祈る 時 、 そ の 祈り に 応え て 4 その 
不幸 を 取り 除き 、7 ま た お 前 達 を し て 


ン 


る 1 ズン マイ イン イン る 4( ン us な 
seeC36 2 太っ 
16U を っ ビ "as の 5 

PF タ sb g 人 る る ジン ンダ 
ブス 823 EVE 
まま レラ る 

OO AI 

イン イン ン ルン を イー っ くる プレ ン 。 5 eg 

US DS Ye | 

ッ ン イン ン ン ン ン イイ レン i 
re Cl 9 る | 


よ うー とる 


} し 
| 
と 


SOR YAR 


っ ぅ っ る ぅ 。 8 


Pe 
Es 5 | ea CS 
et A 1 づ みあ 
EE i IT 


地上 の 後継 者 た らし め た る 御方 な る 

か か? アッ ラー に 比肩 し 得る 神 在り 

や ? お 前 達 が 忠告 に 従う は 僅か な り 。 

64. それ と も 誰が 、 陸 と 海 の 暗 黒 の 中 

で お 前 達 を 導き 給 う か ? ま た 誰が そ 
231:11: 50:10. 76:2. 20:54: 78:7. 125:54; 55:20-21.72:187: 7:36.710:15. 

は 神 の 平和 へ の 願い 、 人 類 に 世 の 全て の 普 徳 に お いて 恩恵 を 与え る 神 の 問 言 者 及び ジ 

ン へ の 祝福 が 述べ られ て あっ た 。 この 後 の 章 は 神 の 存在 ・ 神 の 偉大 な る 力 と 唯一 性 を 

示す 主題 へ と 移る 。 

2 前 節 で 触れ た 主題 に 沿い 、 ま ず は 自然 に 関す る 話題 か ら 始ま る 。 そ れ は 、 天 地 の 

創造 、 不 毛 の 地 に 降る 雨 と 生命 、 そ し て 山 と 有川 。 

前節 に 始ま る 主題 は 、 処 所 で 更に 深く 広く な る 。 

2194 神 の 偉大 な る 力 は 自然 の 法則 の 素晴らし さ に 表 さ れ て お り 、 人 が 苦し み の 中 で 和 神 

に 救い を 求め 、 神 が その 声 を お 聞き に な られ た 時 、 そ れ は 人 の 心 に 表 さ れる 。 


と まれ よー ・> く f 
⑥O9 ぶ SSM 2 を SE TD 


っ 


et Ld es 2 TT 
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ニギ キ E 意 アン ナム ル An-Naml( 嫌 ) 二 十 伏 
の 慈悲 に 先立ち 、 朗 報 と し て 風 95 e863 
を 送り 出す か ? ア ッ ラ ー に 比肩 し 得 し a 
る 神 在 りや ? アッラー は 、 彼 等 が 併せ ce 人 AME を E>) 


祀る も の より 人 遥か 高く お わし ます 。 に テン 2 と 
ij OY $ ご) 
し か と タン 5 』 デン 

65. 誰が 、 々 創造 を 起こ し 、 然 3 つう 2 
それ と も 作 カ 創造 を 起こ し a A dl | 
る 後に 之 を 繰り 返す か ?2% また 5 誰 2 洲 ら 


が 、 天 と 大 地 か ら お 前 達 に 滋養 物 を 腸 NN っ Cr 
る か ? ア ッ ラ ー に 比肩 し 得る 神 在 り と < きら 0 区 
や 2 云え 、『 お 前 達 の 証拠 を 出し て み 


よ 、 も し お 前 達 正直 な ら ば 』」。 A 

66. 云え 、<「 諸 天 と 大 地 の な か に 、 ア ーー SY 8 
な ん びと の 

ッ ラ ー の 外 に は 何人 も 見 る あ た わ ざ 5 


9 SN る で tad ~ » 
る も の を 知ら ず 。 また 彼 等 は 知ら ず な の に つり 45 じ 5 OO 
り 、 何 時 彼 等 は 時 らし め ら れる か を 」。 


耕 、 来 世に 関す る 役 等 の 知識 は 限 A 9: NG > le 2 
DR 
て 疑い を 抱く 。 吾 、 彼 等 は それ に 関し & 698 し 5 2 SGS 
て 家 な り ?"。 
10:35: 29:20: 30:12, 28. 710:32: 34:25; 35:4. “CLL:124; 16:78: 35:39. 


3185 リー フ ( 風 ) が 単数 と し て 使用 され る 時 、 そ れ は 一 般 的 に 天 浪 を 意味 する (17:70: 
s4:20: 69:7 な ど )。 し か し 、 そ れ が 複数 と し て 使用 され た 場合 は 、 一 般 的 に 天 恵 を 
意味 する 。 


2186「 食 庄 を 起こ し 、 然 る 後に 之 を 繰り 返す 」 と いう 語 は 、 創 造 と 生殖 を 表わす 。 


187 人 間 の 如何 な る 知識 、 そ れ に 思考 力 の み が 人 間 の 魂 の 切望 を 満足 させ る こと は 出 
来 な い 、 そし て 又 、 そ れ は 、 宗 教 の 基本 的 な 二 つ の 信仰 、 つ まり 、 神 の 存在 と 死後 の 

生命 の 存在 を 疑い も な く 証 明 す る こと も 出来 な い 。 なぜなら ば 、 そ れ ら の 完全 な 理解 
は 人 間 の 知力 の 範囲 を 超え て いる か ら で あ る 。 それ ら に つい て 人 間 の 心 に 確信 を 生じ 
させ られ る こと が 出来 、 生じ させ て いる の は 、 天 啓 に よっ て 獲得 で きる 神 性 な 知識 で 
ある 。 人 間 の 知識 は せい ぜ い 、 神 が 存 在 する 管 で あり 、 死後 の 生命 が 在 る は ず だ と い 
う 推 断 に 導く 。 し か し 、 神 の 啓示 こそ が 、 こ の " 管 で ある "を "確実 で ある こと "に 変え 
る こと が 出来 る 。 


二 十 伏 アン ナム ル An-Naml( 里 ) 三 赴 世間 
交 項 

68. < 和 し て 不信 せ し 者 ども は 云え 3622 放 03 

り 、「 我 等 や 我 等 の 祖先 が 土 に 帰し た 0 20 

る と も 、 我 等 本 当 に 引き 出さ られ る か ? 9⑨0 人 > CI LIL 

うー Ft 回 > 4 オメ イコ する 。 イイ イン ルレ オラ イイ し > る る 

69.? ば に 我 等 且つ 我 等 の 父 視 た ち CSE C22 


な り 。 こ は た だ 昔 の 人 々 の 物語 に 外 
な ら ず 」。 

70. 云え 、C「 大 地 を 経 刀 り て 見 よ 、 罪 
人 ども は 如何 な る 末路 な り し か を 」。 


71. 4 また 液 、 彼 等 に 対し て 悲し む な 

か れ 。 また 彼 等 が 策謀 する こと に 液 心 

を 痛め る な か れ 。 

72. “ 面 し て 彼 等 は 云う 、「 そ の 約束 
(が 履行 され る の ) は 何時 な る か 、 も 
し お 前 達 正直 な ら ば ?」。 

73. 云え 、「 恐 らく お 前 達 が 急ぎ 求め 

る こと の チー 部 は 、 お 前 達 を 追い か け 

て いる や も 知れ ぬ 」。 

74. げに # 液 の 主 は 、 人 間 に 対 し て 恩 

鈴 の 主 な れ ど 、 世 人 の 多く は 感謝 せ ざ 

る な り 。 

75.? げ に 流 の 主 は 、 役 等 の 胸 が 秘め 

る こと も 、 ま た 彼 等 が 頭 わす こと も 部 

知 し 給 う 。 

76. 耐 し て 諸 天 と 大 地 に 於 いて 、 秘密 

な る も の は 一 つと し て な く 、 す べ て 明 

瞭 な る 帳 簿 に 在り 。 


OLIN RALLY SA 
SI SC 3B R08 
ORSINIE EE 
EES VI EE DY 


っ 2 ぐっ さる 


OIE SB INES 
OO RLY A RT 
SEDC IES 
EIR 

VI NGLE 3 


っ る ンー ぅ 8 
OA 3 
クー ンー 用 だ 


@13:6: 37:17: 50:4. P23:84. “16:37; 30:43; 40:83. 15:89; 16:128. “10:49; 21:39; 34:30; 36:49.122:48; 26:205: 29:33. 
10:61; 40:62. lo.78: 16:24; 28:70; 36:77. 
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77. げに この クル アー ン は 、 イス ラ エ ーー 8 し AS 
ル の 子孫 の た め に 、 彼 等 が 相 争 う 多 く を と 7 
の 事柄 を 語る も の な り 2188. OD I A SH I ! 
78. また 之 は 確か に 、 信 徒 た ちの た め i 
に 拉 導 且つ 、 慈 悲 な り 。 NN 
79. され ば 汐 の 玉 は 、 必ず その 武 決 を 3 48 る 58) 
以 て 彼 等 の 間 を 裁く な り 。 耐 し て 彼 は に AU 
威力 に し て 、 全 知 に まし ます 。 2 


80. され ば 汐 、 アッ ラー に 頼れ 。 激 記紀 る UAE 
は 確か に 、 明 白 な る 真理 の 上 に 在り 。 「 に 居 
Ol 


を 


S1. げに 汐 は 、 死者 を 聴か し むる 能 わ 訪 | を 3 3 に 3 る 生 
ず 2 また 強 に (その 呼ぶ 声 を ) 聴か し 上 

あ た ン 2 2 4 う R ン 1 トス | 
むる 能 わ ず 、 彼 等 背 を 向け て 退く 時 は Oda 3 SE 


2189 
6) 


82. “また 導 は 確か に 、 衛 を その 迷走 2 52 こみ あじ 5 
か ら 導 く 能 わ ず 。 汐 は た だ われ ら が rr 
を 信ずる 者 に 聴か し め 得る の み 。 Ab で 6 こつ 2 YE っ うつ ) 

A する と 千本 シ い ii っ 内 


83. 面 し て 、 彼 等 に 対し て 命令 が 実現 ょ イ 」 ン > イッ 人 ER 
ょ の じゃ > た と に | 
され る 時 は 199、 わ れ ら は 大 地 か ら 或 > と ee と と うう 1 9 


1:124; 25:59; 33:49. 710:43: 30:53. “10:44; 30:54. 


188 当 委 で は ソロ モン の こと が 述べ られ て いる 。 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 ソ ロモ ン が シバ の 女 
王 の 心 を 奪う た め に 偶像 崇 振 を 利用 し た 、 と 彼 を 非難 し た 。 女王 に 対す る ソロ モン の 
態度 を 巡っ て は 、 ユダ ヤ 人 の 間 に 意見 の 相違 が あっ た の で 、 聖 ク ルアー ン は この 不明 
瞭 な 出来 事 の 真相 を 明か し た の で ある 。 

2189 台 節 の 「 死 者 」 と は 精神 的 に 死ん だ 者 で あり 、 同じく 次 飾 の 「 紅 」 と は 精神 的 家 
人 の こと で ある 。 


箋 に 対し 満期 に な っ た 或いは : と いう こと に な っ た : 彼 等 は 神 の 宮 告 に : 又は 天久 に 
値 し た (Aqrab より )。 
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る 生き も の を 彼 等 の た め に も た ら さ 2 13 93 に の EENE 
ん ?91。 そ は 彼 等 を 噛む べし 、( な ん 、 0 ワン 
と な れ ば ) 、 人 々 が われ ら の 神 光 を 固 中 OPI HY ble 
く 信 ぜ ざ り し が 故に 。 | 
七 項 

84. 面 し て 、“ わ れ ら は 、 そ れ ぞ れ の :zg< ey 
共同 体 か ら われ ら の 神 兆 を 虚偽 と み IRR HS 
な し た る 者 ども を 一 団 に 集め る その OE ETS 

日 (を 想 え ) 。 され ば 、 彼 等 は 別々 の 列 

に 並べ られ る な り 。 - 
85. 従っ て 彼 等 ( 主 の 御前 に ) 至る や 、 ty ジ に 5)、 
彼 は 云わ ん 、2 「 お 前 達 わが 神 兆 を 虚 2 の 
偽 と みな し た る か ? お 前 達 は 知識 を OOS SUR 


以 て 之 を 知る 能 わ ざる に も か か わら 
ず 。 それ と も お 前 達 の な し た る こと は 
何事 ぞ ? 」。 


86. 面 し て 、 自ら 不義 を な し た る が 改 


に 、 彼 等 に 対し て 命令 は 実現 され る な 
り 。 され ば 、 彼 等 (反応 と し て ) 一 言 も 


言わ ざる な り 92。 

87.“ 彼 等 見 ざり し か 、 わ れ ら は 彼 等 
休息 する た め に 夜 を 設け 、 ま た 昼 を 光 6 
庫 か す よ う 設 けた る こと を ? げ に この 
中 に は 、 信 ずる 民 へ の 神 兆 あ り 。 


| 8 いら 2 Ed KS 
503 on 


SIE IE MI の 2 


ENG a lS 
oe 


125:18; 67:9. P10:40. “10:68; 17:13: 28:74: 30:24. 


2191 a れ は 、 


後世 に ペスト が 発生 する こと を 預言 し た も の で ある 。 当 節 は 聖 預 言 者 自 
ら が 解釈 し た 。 し か し 、 も し ここ に 示さ れ て いる よう な 「 徹 菌 ( 虫 ) 」 を 現世 の 富 、 物 
質 的 安楽 を の み 追 い 求 め る 超 唯 物 論者 と 解す る な ら (34:15) 、 


当 節 に お ける 「 彼 等 」 


と いう の は 、 現 世に 関わ りあ る 物 の み を 求め 続け る 欧米 の 唯物 論者 を 指す こと に な る 


(18:105)。 


2422 彼 等 は 己 の 罪 を 弁解 で き な い だ ろう 。 役 等 に 対す る 街 


『 発 は 事実 明白 で 、 拓 す こと 


は で きず 、 有 有罪 の 判決 が 彼 等 に 下さ れる で あろ う 。 
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アン ナム ル An-Naml( 時 ) 


ニ † 佑 


88.< 耐 し て 喘 中 が 吹き 鳴ら され る そ 
の 日 “9%、 アッラー が 和 欲し た る 者 の 外 
は 、 諸 天 に ある も の 、 また 大 地 に ある 
も の 、 科 く 恐 属 に お の の か ん 。 曽 し て 、 
皆 謙 り て 彼 の 前 に 出 で ん 。 
89. 面 し て 液 は 山々 を 見 て 、 そ れ が し 
っ か り と 固定 され た る も の と 思う な 
れ ど 、 そ は 雲 の 飛び 去る 如く 通り 去る 
な り " 。 こ は 万 物 を し っ か り と 創り 
た る アッ ラー の 御 業 な り 。 ば に 彼 は お 
前 達 が な すこ と を 承知 し 給 う 。 
90. ? 誰 で あれ 普 事 を 持っ て 来る 者 あ 
ら ば 、 彼 の た め に (褒賞 と し て ) そ れ よ 
り 更 に 優る も の ある な り 。 耐 し て これ 
等 の 者 は その 日 の 恐怖 か ら 無 事 な り 。 
91. され と 、 野 事 を 持っ て 米 る 首 あら 
、 < その 顔 が 業火 の 中 に 投げ 込ま れ 
I 
で 応報 され る (と 思う ) か ?」。 


92. げに 我 は た だ 、 そ の 聖域 と な さ 
し この 町 の 主 3195 か 大 拝 する こと を 


れ 


レス 
HH 


9 


ご の とう 45 っ > る G、3 て 
a 
cI 店 6 
BIE EI 2 の 5 
HC PU ES 2 
DOE RE A 


yio2YI8 く 2 


OS 


DA lo? Ft TT 


EE 
or 人 ン 26 2 2 eg 
OA RE LS 
a >3 そる ゅ 5 
RI EL 
RA 


LN RE 0 


の 1 で ン ン イイ る う イイ イー 
seia こつ et) 


18:100; 20:103; 36:52; 78:19. Pd:4l; 6:161; 28:85. “26:95, 


2193 「 員 中 が 吹き 鳴ら され る その 日 」 と いう の は 復活 の 日 を 指す 他 、 員 跡 の 吹奏 の ご 


と く 、 
4 のど ご とく 深 く 根 付い て いた と 
雲 が 流れ る よう に 、 溶 け 、 消 え 去 っ た 。 
を 指す が 、 
に 四散 させ られ た 。 


2198 介 像 崇拝 が アラ ビア か ら 無 く な れ ば 、 カ ー バ 神殿 は その 重要 性 を 失い 、 
ら の 保管 者 と し て の 威信 も 失わ れる の で は な いか と メッ カ の 人 々 は 恐れ た (カー 
時 の メッ カ の 人 々 に より 偶像 が 祭 ら れ て いた )。 当 
世界 の 活力 の 中 心 で あり 、 
神託 の 中 心地 と し て 、 メ ッ カ は その 重要 性 を 和 失う 


バ 神 殿 に は 、 イ スラ ム 教 以前 に 当 
節 で は 、 彼 等 の 誤っ た 考え を 正しい 、 


終わ り の 時 まで 宗 め られ る と 説い て いる 。 


聖 預言 者 に より 導 か れ た 新た な 秩序 を 示す 。 
思え る 古い 理念 や 法 は 、 聖 預言 者 の 出現 と 共に 、 
「 山 々 」 と は 強大 な ロー マ 及 び ペ ル シ ャ 帝国 
この 両国 も 、 圧倒 的 な 勝利 を 治め た イス ラム 軍 を 前 


に し て 、 も み 殻 の よう 


それ と 共 


全 人 類 に 向け られ た 
こと な く 、 むし ろ その 威信 は 深まり 、 
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二 丁 傘 


アン ナム ル An-Naml( 時 ) 


デ 二 七草 


ぜ ら れ た る の み 。 面 し て 彼 に こそ 万 物 
は 属す な り 。 ま た 我 は 、 服 従 帰依 する 
者 の うち と な る こと を 命ぜ られ た り 、 


93. また 、 我 が ク ルアー ン を 読 褒 す る 
こと を も 。 さ れ ば 、 ? 誰 で あれ 導 か れ 
た る 者 あら ば 、 彼 は 確か に 己 自身 の た 
め に 導 か れ た る な り 。 され ど 、 迷い た 
る 者 あら ば 、 云 え 、「 げ に 我 は 警告 者 
た ちの うち と な る の み 」。 

94. 布 し て 云え 、「 凡 て の 護 美 は アッ ラ 
ー に 属す 。 彼 は や が て お 前 達 に その 
神 兆 を 見 せる べし 。 さ れ ば 、 お 前 達 そ 
れ 等 を 認知 する な り 」。 面 し て 溢 の 主 
壮 の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 


は 、 お 前 達 


SS ィ ど る TAL, 
2 


9 つの 5 5 Ga 
A 0 


A DNDN 3 


a 
グ 
し 3| 3 と 


a 


1 


2 えっ ン 』 


y 
& 
= 


Nr 1 $3 

< ン ルレ ィ ラダ っ る イ 
そし (ゆめ うう 

8 


210:109: 39:42. 
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十 八 章 
アル ・ カ サス Al-Qasas (物語 り ) 
メッ カ 啓 示 

盛 示 の 日 と 背景 

当 章 が メッ カ で 啓示 され た こと は 共通 の 見 解 で や あり 、 ウ マル ・ ビ ン ・ ム 
ハン マ ド に よれ ば 、 当 章 は 聖 預言 者 が メデ ィ ナ へ の 脱出 の 道中 で 啓示 され た 。 
「 ク ルアー ン を 溢 に 義務 付け 給 うた 御方 は 、 必 ず 液 を 帰る べき 所 に 帰 さ せる 
な り 」(28:86)。 当 節 で 聖 預 言 者 は 逃亡 者 と し て メッ カ を 離れ る が 、 ま も な く 
勝利 を 収め た 勝者 と し て 帰 選 する だ ろう と 告げ られ 、 無 論 こ の 時 点 で 彼 が メ 
ッ カ に と ど ま っ て いた こと は 明らか で ある 。 前章 は 以下 の 節 を も っ て 終了 す 
る 。「 さ れ ば 、 誰 で あれ 導 か れ た る 者 あら ば 、 彼 は 確か に 己 自 身 の た め に 導 か 
れ た る な り 。 さ れ ど 、 迷 いた る 者 あら ば 、 云え 、「 げ に 我 は 警告 者 た ちの うち 
と な る の み 」。 つま り 、 聖 クル アー ン の 教え の 普及 に は 、 い か な る 強制 も 用 い 
て は な ら な いと いう こと で あり 、 当 章 は 聖 ク ルアー ン の この 主張 を 裏付け る 
た め に 啓示 され た と 言え よう 。 


これ ら の 章 は 同じ 略 文字 で 開 扉 さ れる 。 従 っ て 、 主 題 に 於 いて 、 著 し く 類 似 
し て いる 。 こ れ 等 は 実に 聖 ク ルアー ン 啓 示 の 重要 な 主題 で 始ま り 、 同 じ 主 是 
で 終了 する 。 第 26 章 は 多く の 紙面 を モーゼ が いか に し て ファ ラオ に 対し その 
伝言 の 提示 を し た か で 占め られ て いる 。 同じ く 第 27 章 も 最も 強調 し て 神 の 荘 
厳 と 神々 し い 光 を 垣 問 見 、 祝 福 さ れ た トウ ゥ ア の 谷 で 霊 的 な 経験 を し た モー ゼ 
に 関し て 記さ れ て いる 。 当 章 で は モー ゼ の 人 生 の 異な っ た 段階 一 彼 が 割れ た 
紅海 か ら 奇 跡 的 に 脱出 し た こと 、 彼 の 幼少 、 少 年 、 青 年 時 代 、 そ し て 移住 や 
神 か ら の 拝命 な ど が 他 の 剤 より も 細やか に 扱わ も れ て いる 。 聖 問 言 者 は モー ゼ 
に 非常 に 似通っ て お り 、 状 況 は 異な れ ど 彼 の 人 生 も また 同じ よう な 境 軸 に あ 
っ た 。 当 章 は ファ ラオ の 支配 下 に ある イス ラ エ ル の 子供 ら の 哀れ お べき 惨状 
か ら 始 まる 。 フ ァ ラ オ は その 残忍 な 支配 と 利己 的 な 搾取 に よっ て 、 イ スラ エ 
ル の 子供 ら の 雄々 し い 性 質 を 壌 し て し まっ た 。 彼 等 の 屈辱 が 絶頂 に 達し た と 
き 神 は モー ゼ を 遣わ し 、 彼 に よっ て イス ラ エ ル の 了 予 供 ら の 面前 で ファ ラオ と 
その 同胞 を 海 に 沈め 、 イ スラ エル の 子供 ら は 解放 され た 。 モ ー ゼ の 人 生 の 概 
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要 を 述べ た 後 、 当 章 は 新約 聖書 で 認め られ る 聖 預 斉 者 の 預 斉 を 引き 合い に 出 
し 、 ク ライ シュ 旗 に 、 も し 彼 等 が 聖 預言 者 を 受け 入れ て いた な ら ば 、 新 し い 
信仰 の 中 心地 で あり 、 系 で ある メッ カ が 受け 取る よう に 運命 付け られ て いた 
あり と あら ゆる 精神 的 、 物 理 的 な 恵み や 利益 を 享受 し て いた だ ろう 。 し か し 、 
彼 等 が それ を 退け た と き に は 神 の 不 興 を 招く で あろ うと 言及 する 。 さ ら に 当 
章 は 不信 者 た ち が 真 実 を 継続 的 に 拒否 し 続け れ ば 、 そ の 報い と し て 罰 を 受け 
る が 、 彼 等 は その 荒廃 の 貢 任 が 自分 達 を 道 か ら は ず し 、 誘 惑 し た 指導 者 達 に 
ある と 言っ て 責め た て 始め る で ある ろう 。 指 導 者 達 は 指導 者 達 で 自分 達 は 関係 
な いと 彼 等 を 起り 、 呪 い 、 彼 等 が 盲目 に 自分 達 に 従っ た と 言う 。 し か し な が 
ら 、 神 託 の 拒絶 の 本 当 の 原因 は 、 当 章 の 説明 で は 、 裕 福 で 影響 力 の ある 人 々 
が 物欲 の 贅沢 の 限り を 尽く し た た め 、 安 全 感 覚 が 麻痺 し 、 歴 史書 の 大 部 分 を 
占め て 書い て ある 最上 の 道徳 の 教え 、 す な わ ち 真実 を 拒否 する こと に よる 六 
を 免れ る こと は 決し て な く 、 不 信 は 必ず その 提唱 者 を 破滅 させ て きた 、 と い 
う 教 訓 を 無視 し て 、 神 の 使徒 達 を 軽 ん じ 喘 笑 し 、 迫 害し た こと に よる 、 と 述 
べ て いる 。 終盤 に 近づく に つれ 、 力 強い 預言 を 利発 的 に 参考 に する 。 そ れ は 
モー ゼ の エジプト か ら メ ディ アン へ の 移動 、 そ こ で の 十 年 間 の 滞在 、 エ ジ プ 
ト へ の 帰 選 、 そ し て イス ラ エ ル 人 の 解放 に つい て で あり 、 同 様 に 聖 預 言 者 自 
身 も 生ま れ 故 卿 を 離れ 異端 の 地 で 十 年 間 過 ご し 、 同 じ よ うに その 信仰 発祥 の 
地 へ 帰 卿 し た 後に 安定 し た 基盤 を 築く で あろ うと 示唆 し て いる 。 最 後に くる 
複数 の 節 は 当 章 の 題材 を 集約 し 、 聖 預言 者 は 以前 、 神 託 を 授かる よう な 担い 
手 に な る と は 微塵 も 予期 し て いな か っ た で あろ うと 告げ られ て いる 。 偉 大 な 
任務 を 委ね られ 、 今 彼 は 全 人 類 を 神 の 道 へ 導 か ね ば な ら な い 。 そ し て 、 神 を 
信じ 、 神 こそ 頼り と し て 、 失望 や 落胆 せ ず に 、 真理 の 信者 らし く 成 功 の 道 に 、 
稚 闘 努力 すべ き で ある 。 
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二 二 八 章 二 十 遷 


に 


< VA a uD 肝 
二 十 八 章 


アル ・ カ サス AI-Qasas (物語 り ) 
節 数 89、 メ ッ カ 札 示 


あま ね 2 2 ) 
1. < 聞 下 深 0 PND 
御名 に お いて 。 
2. 5 ター ・ ス イー ン ・ ミ ー ム 2195A © ONE 
: s 人 ER 
3. < こ は 肖 具 な る 聖典 の 諸 節 な り 。 OS ES 


4 われ ら は 、 モ ー ゼ 並び に ファ ラオ L038 EI 
の 消息 か ら ( 幾 つか を ) 真実 を 以 て 流 


に 複 閣 する な り 、 信 仰 す る 人 々 の た OO る 2 
め に 。 


5. 7 ば に ファ ラオ は 地上 で 反逆 し 、 そ La 5o2YI3E95538 

の 住民 を 諸 党 派 に 分 ち た り 29%。 後 は 。 レノ っ 。 レッ 
うー るい < a VI クン ぁ 

それ ら の - 派 を 無力 に し 、* そ の 思 子 で を 2 OU a 


グ の を Me 
きつ りく 
ら を 殺人 鍛 し 、 言 し て その 女 培 を 生か し bra EI A TT ut 
A CR う tT て 3 
て 置き た り 。 役 は 確か に 職 品 す る 者 ど 2 
も の 中 な りき 。 ORAS OE A 
6 面 し て われ ら は 地上 で 選者 と 見 な ed cloa 和 0 US6238(35 3 


され た る 人 々 に 軸 恵 を 施し 、 役 等 を 指 


LL 7226:2: 27:2. で 12:2: 15:2: 26:3: 27:2. 40:84. "250: 7:142; 14:7. 
9 注 2143 を 参照 。 


398 20 世紀 に お いて 、 西 洋 の 植民 地 化 政 策 に よる 分 断 と 統治 が 行なわ れ た が 、- 
ラオ も 同じ 政策 を と り 、 成功 を 治め て いた よう で ある 。 彼 は エジプト 人 を 分 割 し 、 そ 
の 間 に 不 公平 な 差別 を 作っ た 。 引 立 て られ る 者 も あれ ば 、 搾取 され 抑圧 され る 者 も あ 
っ た 。 モ ー ゼ の 一 族 は 後者 の 不 凌 な 人 々 だ っ た 。「 そ の 皿 子 ら を 殺 青 し 、 面 し て その 
婦女 等 を 生か し て 置き た り 」 と いう 言葉 は 、 イス ラ エ ル 人 支配 の た め 、 フ ァ ラ オ が そ 
の 男 達 を 殺し 、 女 の み 生か し 続け た こと を 外見 的 に 示し て いる が 、 今一つ の 意味 を こ 

の 語 は 持つ 。 フ ァ ラ オ は 、 擁 取 と 冷酷 な 抑圧 を 持っ て 、 イ スラ エル の 男 達 の 力 を 奪い 、 
女 の よ うな 騰 病 者 に し た 。 
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ーー 十 維 アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 二 十 八 章 


デ z 


導 者 と な し 、 彼 等 を 後継 者 と な さん こる 2 8 2 
2 を 

と を 思い た り 、 Ai 

OSI HI 

7. "また 彼 等 を 地上 で 強力 た らし め O58 GS SS 
7、 面 し て 我 等 は ファ ラオ と ハー マー ルン 2 , 

= 人 ララ ILIA デン 

ー ン se と 彼 等 両 名 の 軍勢 に その PUm じ を っ 33 2 こつ AL3 


千住 と 示 こ 2199 プン 2 タタ イッ ピー 
危 選 せ る こと を 示さ ん こと を ““。 @953 く 


ドド 


a イッ ン 


8. ? さ れ ば われ ら は 、 モ ー ゼ の 母 に 償 ss 半 イラ (< 計 。 
示せ り 、「 役 に 乳 を 飲ま せよ 。 され ば 、 NN 
涼 彼 に 対し て 怖 れ を 感じ た ら 、 彼 を 河 N33 の GZ に is hG 
に 投げ 込め 、 古 し て 、 案じ せ ず 、 悲 し 。 
む な か れ 。 げに われ ら は 役 を 液 に つれ 。 プ ミ ン 
戻し 、 面 し て 彼 を 使徒 の 中 た らし め る 2 に に 3 
な り 」。 

97:138: 26:60: 44:29. 720:39 


297 エジプト に お ける イス ラ エ ル の 民 の 退廃 は 絶望 的 と な り 、 フ ァ ラ オ と エジプト 人 
の 非道 ぶり は 最悪 の も の で あっ た 。 全 智 の 神 は 、 抑圧 者 を 罰 し 、 被 抑圧 者 を 解放 する 
よう 命じ 、 そ の と き 神 は モー ゼ を お 選び に な っ た 。 全て の 神 の 使者 の 時 代 に 起き た こ 
の 出来 事 は 、 イ スラ ム の 聖 預 言 者 の 時 に 全て 明らか に され た 。 

98 ハー マー ン と は 、 偶 像 アモ ン の 高僧 の 散 称 で あっ た 。 エ ジ プ ト 語 で ハー ム ' は 、 身 
分 の 高い 僧 介 を 意味 する 。 偶像 アキ ン は 他 の すべ て の エジプト の 神々 を 支配 し て いる 。 
ワウ ュー マー ン " は 大 蔵 省 と 殺人 和倉 の 両方 の 長官 で 、 又 軍人 達 や テー ベ の 職人 達 の 取締 役 で も 
あっ た 。 彼 の 名 は 、 ネ ブン ネフ で あっ た 。 彼 は 、 ラ ム セ ス 2 世 と 共に 、 そ の 息子 メレ 
ンプ タ の 許 で 、 身分 の 高い 僧 介 で あっ た 。 恵 まれ た 僧 権 尊 重 の 長官 と し て 、 国 中 の 僧 
職 者 た ちか ら 信 牽 さ れ 、 そ の 力 と 信望 は 、 最 も 影響 力 を も つつ 政治 派閥 を 支配 し 、 自分 
自身 の 私 兵 さ え 落 えて いた ほど 増大 し て いた (James Henry Breasted 博士 に よる " エ ジ プ 
ト の 物語 "より )。 ハ ー マ ー ン は 又 、 モ ー ゼ 時 代 の 暫く 後 、 ベ ルシア モア ハシ ュ エ ロス の 
大 臣 の 名 前 と も 言わ れ て いる 。 二 人 の 人 物 が ご つ 異 な っ た 時 代 に 同じ 名 前 を 持っ て 住ん 
で いた と いう こと は 、 人 奇妙 で も な けれ ば 異議 を 差し 挟 @ べ きこ と で も な い 。 

2 擁 取 や 圧政 は その 因果 応報 を 作り 、 搾 取 者 や 迫害 者 た ち は 、 搾 取 さ れ 、 抑 圧 及び 
構 害 され た 人 々 に よっ て 、 彼 等 に 反攻 し て 生じ る 一 接 の 軍旗 か ら 安 心 で は な い 。 圧 制 
者 が 抑圧 すれ ば する ほど 、 圧 制 され た 人 々 か ら の 一 把 の 居れ が より 大 きく な る 。 ファ 
ラオ も 又 、 こ の 恐怖 に 襲わ れ た の で ある 。 


1042 


二 十 八 章 
% され ば 、“ フ ァ ラ オ 家 は 、( 後 日) 己 133c ょ 99 諾 づつ 95555 IAESSS 
の 敵 と な り 、 憂慮 の 際 と な る べき "9 
彼 を 失い あげ た り 。 げに ファ ラオ と ハト 3 革 00 5 
ー マ ー ン 並び に その 軍勢 は 罪深い 者 マタ 
© 3E 
ND Cs 
・ 面 し て ファ ラオ の 妻 は は えり 、 ue る 63 DS 
TE) ekOmOG ES の 2 レン 2 ン っ ン ィ ン 『 ッ っ プー ポッ ン ィ ャ ルン イン 
。 彼 を 殺す な か れ 。 彼 、 我 等 の た め 。 う 引 CASSOI ey と 2 だ 5 EN 


ld 


アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 二 十 伏 


CA 我 等 NE 
EC か ) bee 

は 彼 を 養子 と する な り 」。 さ れ ど 、 彼 od 0S 

等 は 気づか ざる な り 2201 

1 され ば 、 モ ー ゼ の 母 の 心 は (不安 1 は 5、 の 2 133 折 こう)3 


を ) 免れ た り 。 も し われ ら が 彼女 の 心 。 No 
を 強 山 な らし め ざ り せ は 、 彼 女 は 危う 0 Jos AA 
くそ れ ( 秘 密 ) を 釧 わ に する "2 と こ A 0 
ろ な りき 。 (に は ) 彼 女 が 信者 の と Ol de 


な らん が た め な り 。 


12. 面 し て 彼女 (モー ゼ の 母 ) は その 姉 RE RS EY 
妹 に 向っ て 云え り 、「 彼 の 後 を 追え 」 と 。 RW 
され ば 、 彼 女 は 遠く より 彼 を 見 守り た Ee pe tc 


り 。 さ れ ど 、 彼 等 は 気づか ざる な り 。 
13. 面 し て われ ら は あら か じ め 彼 に E82 を EC 
対し て 、 乳母 を 禁じ て 置い た り 。 そこ Ao2 を 2D っ Ice 


220:40. 


2200 ) . ヤ ター ナ ( 彼 が …・ と な る た め ) に お ける 前 置 詞 の ラー ム は 、 ラ ー ム ・ ア ル ・ 
アー キバ と 呼ば れ 、 結 果 と 帰結 を 表示 する 。 

2201 神 の 下さ れる 手段 は 実際 計り 知れ な い 。 フ ァ ラ オ に 深く 愛さ れ て いた 子 が 、 あ る 
日 神 の 手 で ファ ラオ を 裁く も の と な ろう と は 、 彼 が 気付 く 、 は ず も な か っ た 。 この 裁き 
は 、 フ ァ ラ オ が 神 の 戒律 を 否定 し 、 長 い 間 イス ラ エ ル の 民 を 抑圧 し 、 虐げ て きた た め 
に 下さ れ た の で ある 。 
2202 モー ゼ の 母親 は 自分 の 手もと に モー ゼ が 戻っ て きた と き 、 何と 喜ん だ こと で あろ 
う 。 余り の 喜び に 、 彼 女 は 全て の こと 、 彼 女 が 神 の 啓示 を 受け 、 そ れ に 従い 息子 を 川 
に 入れ た こと な ど を 人 々 に 話し て し まう と ころ だ っ た 。 
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ニー サ 会 


アル ・ カ サス AL-Qasas( 物 語り ) 


二 十 八 童 


で 、 彼女 (その 姉妹 ) は 云え り 、「 須 、 
あな た が た の た め に 彼 を 育て られ る 
一 家 を 教え まし ょ うか ? 面 し て 彼 等 
は 彼 の た め に 幸い を 祈る 人 々 と な ら 
ん 」 と 。 
14. され ば われ ら は 、 彼 を その 母 に 返 
し た り 。 彼女 の 眼 が 満悦 し 、 彼女 が 悲 
し ま ぬ が た め に 、 また 彼女 が アッ ラー 
の 約束 が 真実 な る こと を 知ら ん が た 
め に 。 され ど 、 彼 等 の 多く は 知ら ざる 
な り 。 
二 項 

15. 2 曽 し て 、 彼 が 成年 に 達し 、 成 就 
し た る や 、 われ ら は 彼 に 英知 と 知識 を 
与え た り 。 さ れ ば われ ら は か く の 如 
く 、 普 事 を 行う 人 々 に 報 ゆ な り 79 
16. 面 し て 彼 、 そ の 住民 が うっ か り し 

て いた 隙 に 町 に 入り た り 。 され ば 、 彼 
は そこ で 二 人 の 男 が 争う の を 見 た り 。 
これ (一 人 ) は 彼 の 一 派 の 中 か ら で あ 
り 、 そ し て これ (他方 ) は その 敵 な る 一 
族 か ら で あ りき 。 され ば 、 彼 の 一 派 か 
ら な る 者 が 、 そ の 敵 な る 者 に 対し て 彼 
に 助 勢 を 求め た り "94。 され ば 、 モー 


Sd っ js 


SN 
YS 5 ) うお 5 ん 1 EE 


ゴン イイ 


Ce Shs TA A 
上 クイ 


OE GRIN es 


wn 


1 3 
と 衝 AS っ 名 


43 Jo 99 AA 


Tas ィ と を wu? 2 wm ンタ 2 

a oe 
PE | 
LE A LAGE 


20:41. P12:23; 46:16. 20:41: 26:20. 


や モー ゼ は 神聖 な 知識 同様 、 世 俗 の 知識 で 完全 
等 夫 の 科学 を 教育 され た に 相違 な い 。 彼 の 身 
完全 で あっ た 。 そ し て 彼 は 立派 な 典型 を 鼓 


主 の 家 で 育て られ 、 最良 の 家庭 教師 か ら 選 
体 の 発育 も 又 、 次 節 か ら 明 白 で ある 如く 、 


に 装備 させ られ た 。 時 の 偉大 な る 萌 


舞 さ れ た 。 神 は 役 を 素晴らし いい 運命 の た め に 選抜 し た か ら 、 役 は 知恵 と 霊 的 な 知識 を 


十分 に 央 与 さ れ た 。 モー ゼ は 円 熟 に 達 
施す 人 で あっ た 。 


壮 す る まで に 彼 は ム フ ス ィ ン 


、 即ち 、 不断 に 普 を 


2204 吉 い 特性 を 備え 、 高 度 な 理念 を 抱い て いた の で 、 モ ー ゼ は 常に 弱く 麻 げ ば られ た 者 
に 対す る 助力 を 心掛け て いた 。 その た め 、 貸し い イ スラ エル 人 が 僚 慢 で 残酷 な エ ジ プ 
ト 人 か ら 救 っ て くれ る よう 頼ん だ 時 、 モ ー ゼ は 直ちに 救出 に 向かっ た 。 
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二 十 八 章 アル ・ カ サス AL-Qasas( 物 語り ) 二 十 伏 


ゼ は 所 りこ ぶし に て 敵 を 打ち 、 彼 を 死 8 性 認 245) ・ 記 須 に る 2 


な せ た り 。 彼 は 云え り 、「 げ に こ は 悪 魔 2 
の 仕業 な り 95。 に 彼 は (人 を ) 迷 わ OR 
せる 公然 の 敵 な り 」。 

17. 彼 は えり 、「 わ が 主 よ 、 げに 我 、 < EA EL ら 5JM 
己 自身 を 損 な えり ?296。 さ れ ば 、 我 を 4 
放し 給え 」。 そ し て 彼 ( 主 ) は 彼 を 砂 し の e238 8 45 3 
た り 。 げに 彼 こ そ 寛大 に し て 、 慈悲 深 

き 御方 な り 。 

18. 彼 は 云え り 、「 わ が 主 よ 、 液 は 我 ei13 所 < マッ レ ュ る 5 
に 恩恵 を 垂れ 給え し が 故に 、 我 は 決 > Oo に 
し て 罪 を 犯す 者 の 味方 と な ら ざ る の oe a RE 
べし 」2207 ” 8 


2205 「 こ は 悪魔 の 仕業 な り 」 と は 、 ア ラブ の 成句 に よれ ば 、 悪 いこ と が 起き た と いう 
意味 で ある 。 つま り 「 サ タン が 一 人 の エジプト 人 と イス ラ エ ル の 民 の 一 人 と を 戦わ せ 
た の で 、 私 は 慮 げ ら れ た イス ラ エ ル 人 を 助け に 来 な けれ ば な ら な か っ た が 、 悪い 結果 
(相手 の 死 ) と な っ て し まっ た 」 の で ある 。 又 、 置 頭 の 言葉 は 亡くな っ た エジプト 人 に 
向け られ た も の と も 言え る 。 「 こ は 、 悪魔 の 仕業 な り 」 即ち 、「 お 前 の 死 は 、 そ の 悪行 、 
犯罪 に 端 を 発する も の で ある 」。 モ ー ゼ が 武器 を 使っ た 訳 で は な く 、 た だ エジプト 人 
か ら 身 を 守る た め 拳 を 振る っ た と いう 事実 は 、 エ ジ プ ト 人 の 死 が 事故 で あっ た こと を 
示し て いる 。 当 然 、 モ ー ゼ に 彼 を 殺す 意図 は な か っ た 。 聖 クル アー ン は 、 モ ー ゼ が 当 
節 で 述べ て いる エジプト 人 の 悪行 に つい て は 触れ て いな い 。 が 、 こ の エジプト 人 が 、 
イス ラ エ ル 女 性 に 女 淫 を 強い た と いう 記録 が ある 。 そ れ 故 に 、 当 人 節 に ある 争い が 起き 、 
モー ゼ に よる 干渉 、 そ し て エジプト 人 の 死 と な っ た こと は 明白 で ある (ユダ ヤ 教 百科 
事典 、 モ ー ゼ 項 を 参照 )。 

2208 ザ ラマ ・ フ ー と は 、 彼 は その 人 の 力 や 才能 以上 の 重荷 を 彼 に 課 し た : 彼 は 己 自身 
を 危険 に 触れ させ た こと を 意味 する (Lane 及び 、Mufradat より )。 貧 し い イ スラ エル 
人 を 助け よう と し て 、 モ ー ゼ は エジプト 人 を 殺し て し まい 、 我 身 を 危険 に さら し 、 背 
負い きれ な い 重 荷 を 自ら に 科 し て し まっ た と モー ゼ は 悟っ た 。 そこで 彼 は 、 支配 階級 
の 者 を 殺し て し まっ た こと で 起き る で あろ う 災 いか ら 我 身 を 守り 賜 え と 神 に 祈っ た 。 


2207 当 節 で は 、 モ ー ゼ が 神 に 語り か け て いる 。「 わ が 主 よ 、 液 は 我 に 恩恵 を 垂れ 給え 
た 。 そ れ 故 、 流 の 恩恵 に 感謝 し て 、 我 は 、 以 前 な し た 時 と 同じ く 、 常 に 抑圧 され る 者 
を 助け る こと を 約束 致し ます 。 そ し て 決し て 抑圧 する 側 に は 立た な いで し ょ う 」。 あ 
る い は 次 の よう な 意味 に も と れる 。「 神 よ 、 あ な た は 常に 私 に 寛大 で あら れ ま す 。 で 
すか ら 、 抑 圧する 者 に 味方 する な どこ の 私 に どう し て で きま し ょ うか ?」。 
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二 十 伏 アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 二 十 八 意 


19. され は 彼 は 朝 に て 、 あ た り を 警 成 NIS 82 や GuUS CA0(.9 た ころ 5 
し 、 恐れ を 抱き な が ら 町 中 に 入り た れ OO 
ば 、 見 よ 、 前 日 彼 に 助け を 求め し 者 が 、 a Yall 


(また ) 彼 に 援助 を を える な り 。 モー ゼ の る る 3 っ イジ 人 
は 彼 に 向っ て 云え り 、「 げ に 液 は 明 ら OA EN J 


か に 迷い た る 者 な り 」? ぐ ⑯。 

N 還 容 補 ュ ンー ンタ っ 内 2 タイ ンー ョ ンタ イイ る 
20. され ば 彼 が その 両 名 の 敵 た る 者 3Ac 9 る SNL ょ 5SO15DIoI 
40 を 捕らえ よう と 決心 し た 時 、 役 は ンー 
云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 泊 は 昨日 人 を 殺さ る CSOI うに と 
し た 如く 、 我 を 殺さ ん と 欲す る や ? 8 SO YU あら 3 
流 は た だ 地上 に 於 いて 暴 腹 た らん と _ ” = 
欲す る に 外 な ら ず 。 そ し て 、 仲 裁 者 OI ね っ” SCS 4 
と る 人 々 の 中 と な る こと を 欲 せ ざる 


た ルン 
な り 」。 Goes 0S 


21. 耐 し て 、 成 る 男 が 町 の 外 より 走り 5325a3 し 2 に う 気 3 
来 た り て 、 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 実は 、 4625 0 

長老 た ち が 光 に 対し て 計画 する な り 、 ご も 632SCVL35、 SN 
流 を 殺さ ん こ と を 。 され ば 、 逃げ よ 。 マ ゥ ぁ ご Si る タク うっ > Gl 2 3 


げに 我 は 、 流 の た め に 幸い を 祈る 人 々 

の 一 人 な り 」。 OO 

22. ? さ れ ば 役 は 、 恐 れ を 抱き 、 あ た こう JS の SAI6 2 EE SS 7 
を 警 成 し な が ら そ こ か ら 出 で た り i 

彼 は 云え り 、「 わ が 主 よ 、 不義 な る 民 を MS 

か ら 我 を 救い 給え 」。 


“26:22. 


2208 モー ゼ は 、 彼 に 助け を 求め た イス ラ エ ル 人 を 答 め た よう で ある 。「 お 前 は 愚か だ 。 
自ら の 行為 が どの よう な 事態 を 招く の か に 思い 及ば ず し て 、 急 の 内 に 災難 に 巻き 込ま 
れ て し まっ た 」。 こ の 言葉 は 一 般 的 に 誤解 され て いる が 、 モ ー ゼ は その 男 を 犯罪 者 と 
みな し た 訳 で は な い 。 

2209「 両 名 の 英 た る 者 」 と いう 言葉 か ら 、 男 は エジプト 人 だ っ た こと が 分 か る 。 聖書 
に ある よう に 、 も し 彼 が イス ラ エ ル 人 な ら 、 彼 は エジプト 人 達 と 結託 し 、 先 日 の 件 
を 当局 に 通報 し た は ず だ 。 だ か ら こ そ 、 彼 は 、 モ ー ゼ に 助け を 求め た イス ラ エ ル 人 に 
と り 共 通 の 敵 だ っ た の で ある 。 
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二 十 八 章 アル ・ カ サス AI-Qasas( 物 語り ) ニニ 二 伏 


三 項 
23. され ば 彼 、 マ ド ヤン の 方 に 顔 を 向 EUCsA_4LSS ス そお ば 5 
ける と 、 彼 は 計 え り 、「 独 らく 、 わ が の 5056 
主 は 我 を 正しき 道 に 導 か ん 」。 OI EO SS 


we 


24. 面 し て 彼 、 マ ド ヤ ン の 水 場 に 主 る 4321 EE EG SS sp 
や 、 そ こ に ( 己 が 家畜 に ) 水 飼い する の 
人 々 の 一 団 を 見 出し た り 。 そ し て 役 、 の 


か た わら 
その 傍 に 二 人 の 女 あ り て 、 自 分 た ち し と レン ロン る < を) 4 と 
の 家畜 を 控え させ て いる を 見 た り 。 彼 a 


は 問 えり 、「 お 二 人 さ ま 如 何 な され た “El う 5 RN 
る か ?」 つ A。 彼女 た ち は 答 えり 、「 牧 「- i の 
章 た ち が 立 ち 去る まで は 、 我 等 は ( 家 OS 


畜 に ) 水 同 い し 得 ざ る な り 。 そし て 我 
等 の 父 甚だ 老い た る な り 」。 


25. され ば 、 彼 は 彼女 等 二 人 の た め cz TL 1 13 54 レイ ルン 3 
に 、( そ の 家畜 に ) 水 飼い を し た り 。 然 USS ld) づる 等 に お 、 み っ 


る 後 、 彼 陰 あ る と ころ に 向かっ て 云え OR ASS て I U0 
り 、「 わ が 主 よ 、 我 は 何で あれ 液 が 我 6 

に 降 し 賜 え る 普 き も の を を い 願 う 者 

な り 」。 

26. 彼女 等 二 人 の 中 の 一 人 差し げに UE 3 じゃ 1482E5 
歩み な が ら 彼 の と ころ へ 来 て 云え り 、 

「 び に 我 が 父 が 液 を 招く な り 、 光 が 我 i 
等 の た め に (家畜 に ) 水 飼い し た る こ 
と に 対し 、 液 に 報酬 を 与え ん が た め 
に 」。 さ れ ば 、 彼 は その ( 父 ) の 所 に 来 財 iz< ン ン と 導 と 人 
て 、 彼 に すべ て の 事 を 語れ り 。 彼 は 去 SY IG" を 
えり 、「 娘 る る な か れ 。 溢 は 不義 な る CT ati この 
民 よ り 人 免れ た り 」2210。 


アデ 


1 


22094 如 何 な され た る か ? 或いは 、 何 を お 困り で すか ? 
220「 当 は 不義 な る 民 よ り 免れ た り 」 と いう 言葉 は 、 モーゼ の 言い 分 を 聞い て その 老 
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アル ・ カ サス ALQasas( 物 語り ) 


二 十 八 章 


27. 一 人 の 女 の う ち 一 人 が 云え り 、 
「 我 が 父 よ 、 彼 を 雇い 給え 。 ば に 梁 が 
選 う に 最善 な る 者 は 、 頑 健 に し て 信用 
出来 る 者 な り 」。 

28. 彼 は 云え り 、「 波 が わし の た め に 
八 年 間 働 く こ と に 対し て 、 わし は 己 が 
ーー 人 の 娘 の 中 の 一 人 を 激 と 妻 さん と 
欲す 。 さ れ ど 液 も し 十 ( 年 ) を 全う し な 
ば 、 そ は 梁 の 意 に まかせ ん 2。 耐 し 
て 、 わし は 光 に 難儀 を 課す る つも りな 
し 。 も し アッ ラー 欲し な ば 、 流 は わし 
が 義 し い 人 々 の 中 と な る こと を 見 出 
すべ し 」。 

29. 彼 は 云え り 、「 こ れ 液 と 我 と の 間 
の 取り 決め な り 。 こつ の 期限 の いずれ 
を 我 履行 する と も 、 我 不当 に 扱わ れる 


る 2 イマ > ン イ 7 ンズ 1! ぅ *1LS 
6! の >C り こい に の へ > こう 
ン アン タダ 


つの EAS 


ダー ンタ 


ETS EG IG IG 
し 人 BelGAE I ES 


いた 義 し い 人 が 、 モ ー ゼ は 殺人 を 犯さ ず 、 そ の エジプト 人 の 死 は 単なる 事故 で あっ た 、 
と 納得 させ られ た 。 他 方 で は 、 彼 は 、 エジプト 人 達 を 、 了 邪悪 な 人 々 と 称し 、 紐 弾 し て 


いた の で ある 。 


2 当 節 の 解釈 は 、 一 般 的 に 考え られ る よう に 、 そ の 中 か ら 派 生 さ れる 結論 に は 、 支 
持 を 与え て いる と は 思え な い 。 即 ち 、 シ ュ ア イブ 又は エト ロ は 、 モ ー ゼ が 八 年 間 か 十 
年 間 働い て くれ る こと の 代わ り に 、 自 分 の 娘 の 一 人 と 結婚 する こと を 同意 し た 。 実 は 、 
シュ アイ ブ は 大 変 歳 を と っ た の で 、 自分 の 家畜 の 面倒 を みる 律 義 な 男 が 必要 で あっ た 。 
モー ゼ が その 必要 と され る 資格 を 充 た し て いた の で 、 彼 の 娘 達 の 提案 に より 、 雇い 入 
れ ら れる こと に な っ た の で ある 。 人 狼 年 間 か 十 年 の 間 は 、 奉 公 在 職 期間 と し て 承認 され 


en 


ブ は 信心 深い 人 で あっ た か ら 、 


悟っ た の か 神 の 啓示 で 知ら され た の か 、 


いずれ に せよ 、 モ ー ゼ の 将来 の た の も し さ を 悟 っ た 。 従っ て 、 役 は 、 娘 た ちの 中 の 一 
人 を 半 と する こと を 彼 に 申し 出 た 。 そ し て その 義理 の 息子 は 自分 と 一 緒 に 住み 、 良 き 


ー つ と し て 、 八 年 間 か 十 年 間 一 緒 に 住 せこ と を モー ゼ に 主張 し た 。 従っ て 、 シ ュ ア イ 
プ が モー ゼ に 、 八 年 か 十 年 間 の 奉公 の 代わ り に 、 自分 の 娘 と 結婚 させ た と 言う こと は 
正しく な い 。 モー ゼ が シュ アイ ブ か ら 頂 戴 し た 報酬 は みな 、 結婚 の 申し 出 で な され た 


も の と は 、 関 係 が な い 。 
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向 な し 。 され ば アッ ラー は 我 等 が 云え & と タッ ー ン B28< 
©) 
る こと を 観 僚 する な り 」。 ' 33 
四 項 
6 “ 5 ンタ てる イイ 
30. され ば 、 モ ー ゼ は 定め の 期限 を 満 Ab 4352YI と 0a, gas 


了 し 、 そ の 家族 を 連れ て 立ち 去る や 、 
彼 山 の 方 に 或 る 火 を 認め た り 。 彼 は 
その 家族 に 云え り 、「 と ど ま れ 2212、 
4 我 は 火 を 認め た り 。 和 恐らく 我 、 其 処 よ 
り 何 か 消息 や 、 燃 えさ し を 持ち 帰ら 
ん 、 お 前 達 が 暖 を 得 ん が た め に 」。 


31. され ば 彼 その 傍 に 至る や 、 谷 間 の 
右側 か ら 213、 木 の 祝福 され た る と こ 
ろ に お いて 、? 呼 び か けら れ た り 、「 モ 
ー ゼ よ 、 げ に われ こそ は 森 苺 万 象 の 
主 、 ア ッ ラ ー な り 」。 

32.“ 耐 し て (云わ れ た り )、 「 液 の 杖 を 
投げ よ 」 と 。 され ば 、 彼 それ ( 枯 ) が 谷 
も 蛇 の 如く 動く を 見 た れ ば 、 彼 背 を 向 


け て 、 後 ろ を 振り 向 か ざ りき 。「 モ ー 
ゼ よ 、 近 寄れ 、 面 し て 内 る る な か れ 。 


げに 液 は 無事 な る 者 た ちの 中 な り 。 
33. 9 液 の 手 を 己 が に 入れ よ 。 そ 
や まい い 
は 病 に 非 ざる に 、 白く な り て 出 で ん 。 
耐 し て 液 、 興 れ (を 沈め る ) た め に 己 


J IE A 
は 
1 3 2 の | 
OGRE 
NN EAE 
ES RE EE 
CN 


プン 


A EE IS 


に 


"と HL と きも FNC4CH コ 
~ る タイ NN ネン 1 8 イ と 
っ そこ 3 I の 
EN 
RE 


920:11: 27:8. 219:53: 20:81: 79:17. 77:118: 20:20; 26:46. 7:109: 20:23; 27:13. 


ぞう 想 や 神 と の 霊 的 交わ り に は 、 独 居 が 必要 で ある 。 モ ー ゼ は 神 と の 霊 的 


か る た め 、 家 族 と 離れ 、 世 俗 の 繋が り を 一 切断 っ た 。 
2 モー ゼ は 神聖 な る 精神 的 な 谷 の 縁 に 立っ た だ け で あっ た が 、 聖 預言 者 は 実際 谷 へ 


入っ て いっ た (53:14, 15) 。 
側近 く の 所 まで 行く こと は で き な か っ た 。 


モー ゼ は 、 聖 預 斉 者 の た め 


に 備え て お か れ た よう な 神 の お 


1049 
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が 腕 を 自分 の 方 に 引っ 込め よ 。 こ れ 等 scplsS Eb 
9 の まがり ウ ジジ と で 0 素 夫 科 
ち へ 、 二 つの 明 証 な り 。 げに 彼 等 は 反 Pb っ る も 220 うそ まう 
逆 な 民 な りき 」。 


Ce 5 る 35 
OGA の 


34.? 役 は 云え り 、「 わ が 主 よ 、 げ に トン > フ 5 SNDGS JIS 
我 は 彼 等 の 一 人 を 殺し た り 244。 さ - “る 


れ ば 我 は 、 彼 等 が 我 を 殺さ ん こと を 負 @o 天 る 8 に SL 
る な り 。 

35. また 、 RNG ER 我 より GL も を 3291 RE A Ll 
も 言葉 巧み な り 。 さ れ ば 、? 彼 を 補佐  。 


Ss と し て 我 と 共に 造 わ し 給え ば 、 彼 3! 99 も づ うこ め えつ 5 
は われ を 確証 せん 。 げに 我 は 、 彼 等 が 6 

1 6O%A5391、3 は . 
我 を 嘘つき と みな さん こと を 恐る 」。 ⑨ ひ 323! に | 


36. “ 役 は 云え り 、「 我 等 は 波 の 兄弟 を a I EE EG 
用 いて 、 光 の 腕 全 を 強く せん 。 ま た 、 。 
我 等 は お 前 達 両 名 に 明 証 を ちえ ん 。 さじ Si< つ 系 gyS EAA こし S) 
れ ば 我 等 の 神 兆 が 在 る が 故に 彼 等 は お き 
前 達 に 達し 得 ざ る べし 。 お 前 達 両 名 並 E 
びに お 前 達 に 従う 者 は 勝利 者 た らん 」。 
37.? さ れ ば 、 モ ゼ が 我 等 の 明白 な CS し 5 
る 神 兆 を 携え て 彼 等 に 至る や 、 彼 等 は RY 本 
去 え り 、「 こ は た だ の 提 造 され た る 魔 じじ 3 人 RY 1 は に 
術 に 外 な ら ず 。 また 我 等 は 己 が 古 の 


3 


FOOSE cd 


0:41: 26:15. P20:30-33; 26:14. 20:43. 29:40、 


22314 エー ゼ は 、 誤 っ て 殺し て し まっ た 男 の こ と に 少し 触れ て いる が 、 故意 の 殺人 と 間 
違え られ て 有罪 に な る こと は 認め て は いな い 。 

2 リド ウッ と は 、 支え る も の 又は 、 壁 が その 支え に よっ て 丈夫 に な る 、 た より に な る 
も の : あ る 者 が 補強 され 、 助け られ 、 援助 され た 手段 : 助力 又は 救援 者 を 意味 する 。 た 
と えば 、 フ ラー ヌン ・ リ ドウ ・ フ ラー ニン と 言わ れる 。 すなわち 、 この よう な 人 は と 
の よう な 人 へ の 助力 者 で ある (Lane より )。 

79 アド ウゥ ドゥ と は 、 上 の 腕 又 は 上 部 の 半分 の 腕 : 助力 者 、 又は 補佐 を 意味 する (Lane 
より )。 
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祖父 た ちの 間 で 、 こ の よう な こと を 聞 OFLC GL 
か ざり し 」 と 。 。 
38. され ば モー ゼ は 云え り 、「 わ が 主 る に いる EC の JG3 
は 、 i Mw > 

来 た る か 、 また 終 の 報 洗 の 住居 が 誰 の ss es Ob 
も の と な る か を 一 番 よ く 知 り 給 う 。 げ る 1924 NT 08 1 $ 33 

に 、 不 義 者 ども は 決し て 成功 し 得 ず 」。 OR NA 
39. ファ ラオ は 云え り 、「 長 老 た ちよ 、 PR 5 
? 我 は 我 以 外 に お 前 達 の た め に 神 あ る 3 る 
を 知ら ず 。 さ れ ば 、 ハー マー シ よ 、 lsd335 es 
我 が た め に 泥 ( の 灯 瓦 ) の 上 に 火 を 付 31 レッ ン ゴト cs 

け 、 面 し て 我 が た め に 高 冊 を 築け 、 お つう = a ARS 
そら く 我 は モー ゼ の 神 27 を の ぞ き BY 3 39 2 
見 ん が た め に 。 面 し て 、 我 は 確か に 彼 

を 嘘つき と 考え る な り 」。 OH 


40. され ば 彼 、 並び に 彼 の 軍勢 は 、 地 
上 に 於 いて 、 不当 に も 横 昧 を 極め た 
り 。 そし て 、 彼 等 は 、 われ ら の 許 に 戻 
され ぬ と 思い た り 。 

41. 9 され ば 、 わ れ ら は 彼 並び に 彼 の 
軍勢 を 捕え 、 そ し て 人 彼 等 を 海中 に 投じ 
た り 。 され ば 見 よ 、 不義 者 ども の 未踏 
が 如何 に な り し か を ! 


oO22YI95 う 低く ls 
O03 IYEH 2 Sd 


へ 


っ ぅ ミョン イイ ( ン ラ ダー ン ョ リネ ン イ 
TE CS CE 


ダラ i 13 PP の 9 レレ チル ンチ 】 6 
⑨) EO SS 
i * グ KN 


626:30.740:37.77:134. 2:51, 7:137: 17:104: 20:79: 26:67: 79:26. 


” 当 節 は 二 つ の 解釈 が 出来 る 。(1) イ スラ エル 人 達 は 既に 畑 瓦 因 で 、 労 働 者 と し て 
働い て いた 。 ファ ラオ は イス ラ エ ル 人 達 の 見 下げ は て た 境遇 を ほのめかし 、 ハー マー 
ン に あざ ける よう に 言う 、「 こ れ 等 の 人 々 は 充分 な 仕事 が な さそ う で あり 、 十 二分 に 
暇 の あま り 、 彼 等 は 、 預言 者 の 身分 を 夢想 し 始め た の で ある 。 彼 等 に きつ い 仕 事 を さ 
せる べき だ 。 そ うす れ ば 彼 等 は 迷い か ら さ め 、 神 と 預言 者 の 状態 に つい て 間違っ た 錯 
覚 を あき ら め る で あろ う 」。(2②) エ ジ プ ト 人 達 は 天文 学 に 精通 し て いた 。 彼 等 は 星 の 動 


き を 観察 する た め 、 高い 天文 台 を 建て て いた 。 そこで ファ ラオ は 、 モ ー ゼ の 神 を 盗み 
見 する こと が 出来 る よう に 、 そ び え ぇ 立つ 天 文 台 を 建て る こと を ハー マー ン に 命じ た 。 
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42. 面 し て われ ら は 彼 等 を 、“ 業火 に 
誘う 先導 者 と な せり 。 さ れ ば 復活 の 
日 に は 、 彼 等 は 助け られ ざる べし 。 
43. 5 また われ ら は 、 現世 に 於 いて は 、 
喝 衣 を 彼 等 “に 追跡 せしめ た り 。 前 し て 
復活 の 日 に は 、 彼 等 は 不幸 者 た る 者 ど 

も の 中 と な らん 274 

五 項 
44.“ 面 し て 、 わ れ ら は 確か に 昔 の 幾 
世代 を 滅ぼし た る 後 、 人 類 の た め に 啓 
発 の より どこ ろ と し て 、 ま た 和 紗 導 普 
り 、 彼 等 が 思 告 に 従わ ん が た め に 。 
i われ ら が モー ゼ に 
令 を 降 せ し 時 、( 山 の ) 西側 に 居 
ず 、 また 溢 は (目撃 し た る ) 証 人 た ち 

0 
6. 然 れ ども 、 われ ら は 幾 世代 を 興し 
彼 等 に 対し て 生命 が 長く な り 
き 2219 波 は また マ ド ヤ ン の 住民 22194 


命 
ら 
の 


と 5 9 


CF nf st 
8 
2 る > っ a ! 


(3 729 デ 
3 Pan 


ルン す 。 ン ン 


に 55 っ と OAM 
STEIN GI 


A 


we | とめ 


内 CE G5 


cd 


| 


11:99. P11:61, 100.77:155: 46:13, 


7 マク ブー フ (Magbuh) と は 、 良 いこ と を 取り 去ら れ 、 拒 まれ る こと : 犬 の よう に 


良い こと か ら 駆 り 立 て られ る こと : 


更に 、 モ ー ゼ が 預 

2219 陸 代 は 過ぎ て 、 
な が ら 、 
人 に よっ て 履行 され る 73:16) と いう 
ー ゼ の 預言 


一 連 の 預言 者 た ち 


忌 わ し い 返 報 を 与え た 、 
2218 党 餅 は 、 モ ー ~ ゼ に よる 聖 預言 者 出現 の 預言 が 明らか に 成就 され た と 


を 意味 する (Lane より )。 
示し て いる 。 


言 を 行なう 時 、 傍 ら に 聖 聞 言 者 その 人 が 居 た の で ある ( 申 命 記 18:18) 。 
が モー ゼ の 後に 出現 し 、 神 託 を 唱 導 し た 。 
墨 ク ル ア ー ン が 啓示 で され 、 モー ゼ の 億 大 な 預言 本 は イス ラム の 陸 預 言 者 と いう 
こと を 主張 する まで 、 申 命 記 18:18 節 に お ける モ 
の 如く 、 モー ゼ の よう な 預言 者 と し て 出現 され る こと は 、 そ れ ら の 預言 者 


然し 


た ちの 誰 一 人 も 主張 し な か っ た の で ある 。 従 っ て 、 そ の 預言 は 明らか に 神 か ら で あ り 、 


ゼ の 後 数 由紀 後 登場 し 人 よ っ > て 、 0 口 に 差 


。 ユダヤ 人 達 は 、 こ 
ほとん ど 忘 れ て し まっ た 。 
2219A この 言葉 は 聖 


人 


預言 者 と モー ゼ の 類似 点 を 述べ て いる 。 モ ー ゼ は マ ド ヤ ン の 見 知 
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ld 


二 二 八 章 
タグ 


の 間 に 住み 、 わ れ ら の 神 光 を 役 等 に 物 ぼる 。 5 MI AE 1 
語り し 者 に 非 ざ りき 。 され ど わ れ ら こ シン 本 
そ 、 語 使徒 を 造 わ し た る 者 な り 。 OO つう 


Pd 


47. また 玖 は 、? わ れ ら が (モー ゼ に ) さと 9336 263 

呼び か けし 時 、 山 の 縁 に は 居 ら ざり 

き 2220。 狼 る に 、( 汐 は ) 己 が 主 よ り 蒸 〇 3 ょ 4 | CI 523 84< る 5 
悲 と し て (遣わ され た り ) 、 液 以前 に 如 BE っ 5 コラン イン ンー AD 2 を っ ゅ 2 
何 な る 和 警 告 者 も 至ら ざり し 民 に 、2 没 oS RISES 

が 警告 せん が た め な り 、 彼 等 が 忠告 に 


従わ ん が た め に 。 
ド は タン る トン Es ニー イラ コン > ブライ て キッ イン 
48. 店 し て 、 も し そう せ ざ れ ば 、 彼 等 435 に 」 多 ん 8 44 て お 91Y 


の 手 が 先 に 送り し こと の た め に 、 災 難 し 本 
が 彼 等 に 降り か か れ ば 、 彼 等 は まわ CYC | 
ん 、「< 我 等 の 主 よ 、 何 故に 液 は 我 等 の 

“< gl hy タタ ン 
に 使徒 を 遺 わ さ ざ り し か ? さ れ ば 、 CO 〇 2 ぐつ と っ | と か 9 ざと の 


我 等 : は 梁 の 神 兆 に 従い 、 信者 と な り 0 る や 
Os 5 
し も の を 」。 "て 


49. され ば 、 真 理 が われ ら の 話 よ り 彼 8 なら て 2 る る 所 と 1 
等 に 至り た る や 、 彼 等 は 云え り 、「 何 
履 彼 に 、 モ ー ゼ に 与え た る 如き も の を 2031 くみ が 引 じ UMG 引 Y3 
与え ざり じ が か が]。 役 等 は 以前 、 セー プレ ンプ の A 

と / 9y の ペタ 1 A 9 っ a に ある 
ゼ に 与え た る も の を 拒み た る に 非 ず は Sa 


や ? 役 等 は えり 、「 こ れ ら 両者 と も (1 お 53 ぎし 6 衣 つ うっ 


互 に 助け 合い し 魔術 師 な り 」。 また 、 ? “ 
彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 凡 て を 拒む な 85K 
り 」 と 。 


620:12-13: 79:17. 132:4: 36:7. 720:135. 96:123. 
ら ぬ 人 々 の 中 で 10 年 暮し た 後 、 フ ァ ラ オ の 圧政 に 苦し む イ スラ エル 人 を 救う た め エ 
ジ プ ト に 戻っ た 。 同様 に 聖 預 斉 者 も メデ ィ ナ に 10 年 住ん だ 後 、 メ ッ カ を 支配 し に 戻 
Es 
0 陣 預 言 者 が 自分 自身 に 関す る 預言 ( 申 命 記 18:18) を モー ゼ に 強い 、 そ の 成就 を 求 
め た な ど 有 り 得 な いと 当 節 は 示し て いる 。 
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S0. 云え ん 、「 さ れ ば 、 こ れ ら 両者 ダダ 
に 勝る 導き の 経典 を アッ ラー の 話 よ 
り 持 ち 来 た れ 、 我 そ れ に 従わ ん 、 も し 
お 前 達 が 正直 な ら ば 」。 
s1.< 拍 る に 、 彼 等 も し 汐 に 応じ 得 ざ 
る な ら ば 、 彼 等 は た だ 己 が 私 欲 に 従う 
の みな る こと を 知れ 。 さ れ ば アッ ラー 
より の お 導き な くし て 己 が 私 欲 に 従う 
者 以上 に 迷い た る 者 は 在 ら ん や ? げ に 
アッ ラー は 、 不 義 な る 民 を 導き 給 わ ず 。 
六 項 
52. 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 に 御 言葉 を 
は っ きり と 届け た り 、 彼 等 が 忠告 に 従 
わん が た め に 。 
s3. われ ら が 逐 以 前 に 経典 222 を 与え 
た る 者 た ち ( の 中 か ら の 幾 人 か ) は 、 
(クル アー ン ) を 信ずる 者 な り 。 
54. され ば 、 彼 等 に 向っ て (クル アー ン 
が ) 守 醒 せら ら る る や 、 彼 等 は 云う 、「 我 
等 は 之 を 信ずる な り 。 げに 、 こ は 我 等 
の 主 よ り の 真理 な り 。 げ に 我 等 は 、 そ 
れ 以 前 か ら す で に 服従 帰依 者 な りき 」。 
Ss5. これ 等 の 者 は その 報奨 が 二 度 与 え 
られ る な り 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は よ 


の 


Se 


二 十 八 意 
ラ っ イー tl ? > Wi 人 
RS TS 


OS っ 14 えら | に むく 


ES そ EE HO 
LESS RIA 
CS a 
& A ET 


RS 0 スガ ELS 9 


x た イズ メン 

OVS 
EI 
Od SS 
る 2 8 Gt オン ルオ 還 の 
た さ IEUPOEZIFGIE ま ずり あま 1H 


A に 


OA ES SE 


ン 。2 を 6 5 っ コー5 イ レン 2 イイ 
らぶ っ * ゃ < つら そり 


AS, 


分 当 節 は 、 数 ある 天 来 の 聖典 の 中 で 、 聖 クル アー ン と トー ラー A 


占め て いる こと を ほのめかし て いる 。 時 
優秀 で ある 。 次 に 位置 する の が 、 
ダク アル ・ キ ター ブ は 、 特 に 
意味 を 持つ 。 (1!) 経 』 
を 熟考 し 、 確 実に それ 、 つ ま 


表 ク ルアー ン は 、 
トー ラー 
トー ラー、 又 あら ゆる 啓典 に 言及 し 、 
LL、 つ まり トー ラー の 正しい 理解 が 与え られ た 人 々 、 そ し て それ 
り 聖 クル アー ン を 信ずる の で ある 。 又 は (⑫② すべ て の 経 


啓示 され た 経典 の 中 で 、 
で ある ej 
当 節 は 次 の よう な 


典 の 信奉 者 た ちの 中 か ら 大 派閥 が 誤 ク ルアー ン を 信じ 、 い つの 時 代 に 於 いて も イス ラ 


の 会 拓 と な る で あろ う 。 
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NN また ? 役 等 33 A NS LE Ug 
は 普 を 以 っ て 赴 を 撃退 し 、 ゅ われ ら が 
授け po すす 者 な り 。 dS) 


56. < また 彼 等 は 、 く だ ら ぬ 話 を 上 耳 に す Gc! と ろう 2 HUF この 

る と 、 そ れ を 忌避 し 、 耐 し て 云う 、「 我 a 

等 に は 我 等 の 行い あり 、 そし て お 前 達 に 0 
は お 前 達 の 行い あり 。 お 前 達 に 平安 あ i 222% 
れ 。 我 等 は 時 な る 人 々 に 関心 を も た ず 」。 en SS 
57. 4 げに 激 は 、 自 分 の 欲し た る 者 を RSI と 312 CA お ママ 6) 
導く 能 わ ず 。 され ど 、 ア ッ ラ ー は 、 己 2 

Ne 面 し て 彼 ME 28 


は 、 導 き を 受け 入れ る 者 を 最も よく 知 Ss 
り 給 う 。 Oe 


58. 面 し て 彼 等 は 云う 、 「 も し 我 等 が 1 2 は 1 8 EAI 
液 と 共に 簡 導 に 従わ ば 、 我 等 は 己 が oy ” 
国士 より 追い 出さ れん 」 2?。 我 等 は < 2 くう の も っ 
邊 等 を し て 、 安 全 な る 理 成 に 太い て 導 し oo 
回 た らし め た る に 非 ず や ?* 其 処 に 、 5208 6 8 
各種 の 果物 が 輸送 され 、 我 等 か ら の 江 tN 
居 物 な り 。 然るに 、 彼 等 の 多く は 知ら ORY る 16S 2 
ざる な り 。 
59. 7 我 等 は 、 そ の 栄華 を 誇り た る 如何 こい Ps 5 53 On 
こ 多 く の 邑 を 滅 ぼ せ し こと か ! され に 
これ 等 は 彼 等 の 選 住所 な れ ど 、 彼 いづ っ を < と SS 


913:23: 23:97; 41:35, P23:5. 25:64, 73. 712:104: 16:38. 2:127; 14:38.77:5: 21:12: 22:46: 65:9. 


や 経典 の 民 ? の 中 か ら 聖 クル アー ン を 信ずる 者 の よう な 人 々 は 、 トー ラー と 聖 ク ル 
アー ン の 両方 の 信仰 ゆえ に 、 そ し て 又 、 真理 の た め に 気長 に 受難 する 故に 、 二 重 に 報 
賞 さ れる で あろ う 。 

2224 当 人 節 は 、 も し 新しい 神託 が 受け 入れ られ た な ら ば 、 人 々 は メッ カ を 急襲 し 、 そ し 
て メッ カ の 人 々 の 財産 と 自由 を 礁 う で あろ うと いう 恐れ が 、 根拠 が 薄弱 な と こ で ある 
こと を 表明 し て いる 。 それ は 、 太古 か ら (現実 新しい 信仰 の 中 心 に な りつ つ あ る ) メ ッ 
カ は 、 安全 な 型 域 と し て 存続 され 、 そ の 神聖 な 特質 を 妨げ よう と し た 人 々 は 、 自 分 自 
身 が 破滅 と 滅亡 に 遭遇 し た こと を 意味 する 。 
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二 十 八 章 


等 の 後に 殆ど 住居 と され ざり き ぞ "。 
面 し て 我 等 こそ 相続 者 な りき 。 


60. 2 柄 し て 、 泊 の 主 は 、 そ の ( 旨 々 の ) 
母 な る 都 に 使徒 を 遣わ すま で 2228、 
記 々 を 滅 ぎ せる こと な し 。 彼 我 等 の 
神 兆 を 彼 等 に 読 語 する な り 。 また われ 
ら は 、 そ の 住民 が 不義 者 ども に 非 ず 
ば 、 邑 々 を 滅 ば せる に 非 ず 、 


61. ? さ れ ば 、 お 前 達 が 与え られ て いる 
も の すべ て は 、 単 に 束の間 の 現世 の 歓 
楽 で あり 、 その 装飾 に すぎ ず 。 然し な 
が ら 、 アッ ラー の 許 に ある も の は 、 最 
療 に し て 、 永遠 に 残る も の な り 。 され 
ば お 前 達 、 悟 ら ざ る か ? 

七 項 
62. され ば 、 わ れ ら が 療 な る 約束 を な 
し 、 や が て その 約束 が 実現 され る 者 
が 、* わ れ ら が 現世 の 東 の 問 の 歓楽 を 
事 受 せしめ た る 後 、 復 活 の 日 に 彼 は 
(清算 の た め に ) 引 き 出さ れる 者 の 如 
く な り 得 る や ? 
63. また その 日 彼 が 、 彼 等 を 呼び て 去 
わん 、“ 「 お 前 達 が 考え た る われ の 同 
位 者 た ち は 、 何 処 に あり や ?」 と 。 


っ 9 zt EN E】 タン po 8 
* 
oi EY Dia 4 


OE, NI 

SGI Eb 
EI CS ドン 
I EL 
CO A 


タナ ラン ぅ 。 ン 


LY GR EI AE | 


rr る レゴ or ~? LG に 
REISS eS 
Dex AT 


ン イン ンス ン 3 イッ イズ ター う コタ オダ ラン デン 
Gb CR RS gf 


DORES cm 


6:132: 118: 20:135; 26:209. b3. 15; 9:38: 10:71: 16: 8; 40:40. “20:132; 26:206-208. の 8:73: 41:48、 


” 以前 住ん を で いた 人 々 は 、 力 も あり 、 優 秀 な 文明 を 誇っ て いた に も か か わら ず 、 神 
の 真理 を 否定 し た こと に よっ て 地上 か ら 払 い 去 られ た 。 弱い も の と 思わ れ て いた 人 々 


が 、 彼 等 に と っ て か わっ た 。 


過去 の 五 、 六 十 年 間 に お ける 戦争 、 地震 や 伝染 病 の 流行 の 形 を と っ た 天災 の 異常 
な 頻発 と 広範 な こと は 、 現 実に 宗教 改革 者 の 到来 を 要求 し て いる 。 
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64. 彼 等 に 対し て 命令 が 実現 され た 5 っ 2cE に < る 役 り 5 

を 3 9 ぬ じ りり EE と Cs 
る 人 々 は 、 云わ ん 、「< 我 等 の 主 よ 、 我 > = 
等 が 迷わ せ し 者 ども は 、 こ れ 等 な り 。 し 3 
我 等 は 己 自身 が 迷い し が 如く 彼 等 を ピ 


迷わ せり 。 我 等 は (いま ) ( 彼 等 と の ) の O が cb pe UI 


関係 を 否認 し 、 激 に 来る な り 。 ! 彼 等 

は 決し て 我 等 を 吐 め ざり き 」。 

65. また 、 彼 等 が 云わ れん 、“「 お 前 達 8 23838 42 3 が 
の (採り 挙げ た る ) 同位 者 た ち に 祈 れ 」 RI W 

と 。 さ れ ば 、 彼 等 は それ ら に 祈 ら ん 。 っ | て つ は 03D3 た る | 守 > と 5 
然 れ ども 、 そ れ ら は 彼 等 に は 応え ざる 5 
べし 。 両 し て 彼 等 は 懲罰 を 見 る な り 。 O03 SE 
彼 等 も し 指導 に 従い し な ら ば な あ ! 

66. また その 日 役 は 、 彼 等 を 呼び て 問 < 1 に d 放 3 2 3 
わん 、“ 「 お 前 達 は 使徒 ら に 如何 に 管 
えた る か ?」 と 。 So 


67. され ば その 日 、( す べ て の ) 消 息 248 5 YE nS 


2227 は 彼 等 に 対し て 不明 具 228 と な 2 
り 、 面 し て 彼 等 は お 互い に 尋ね 合う こ 9⑨09gCSY 
と すら な か らん 。 

68. “され ば 、 改 惨 し て 信仰 し 、 普 行 を us92JL2Lc 415 つ 6554 
積み た る 者 あら ば 、 恐 らく 彼 は 成功 者 PP 
の 中 と な らん 2 Seba 2d SO 


7:39、40: 14:22: 33:68-69: 34:32-33: 40:48-49. 10:29: 16:87. “10:29-30; 16:87. 5:110; 77. “20:83; 25:72. 


ン バ ー (消息 ) と は 、 生 要 な 情報 、 伝 言 、 弁 解 な ど を 意味 する 語 、 ナ バ の 複数 で 
ある (Lane と Kulliyyat より )。 消 算 の 時 、 不 信者 た ち は 完 全 な 混乱 と 絶望 に 堕ち る で 
あろ う 。 そ し て 自分 自身 を 弁護 する こと に 完全 に 失敗 する で あろ う 。 すべ て の 虚偽 弁 
解 の 不 支持 が 証明 され 、 彼 等 の 防御 を 準備 する た め の 協 議 は 許さ れ な いで あろ う 。 
2228 ア ミヤ ・ ア ライ ヒル ・ ア ムル と は 、 彼 は 仕事 が 解 し が た く な っ た 、 又 は 、 混 同 し 
た 、 を 意味 する (Lane より )。 し 
2229 イス ラム 教 で は 、 悔 い 改 め た 者 に 対し 扉 は 常に 開か れ て いる 。 罪人 が 今 わ の 際 に 
悔い 改め る こと さえ 許さ れる 。 救 わ れ な い 者 は 無い 。 た だ し 、 神 を あく まで も 否定 す 
る 者 は 、 自 ら 悔 恨 の 扉 を 閉ざす すこ と と な る 。 


2227 ア 
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ニ † 合 


アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 


69. 面 し て 流 の 主 は 、 己 の 欲す る も の 
を 創造 し 、( そ の 中 か ら ) 選 び 給 う 。 彼 
等 は 選択 する こと を 得 ず 。 アッ ラー は 
型 な り 、 ま た 彼 等 が 併せ 祀る も の より 
遥か 高く いま し 給 う 。 

70.“ 面 し て 、 流 の 主 は 、 彼 等 が 胸 に 
秘め る も の 、 ま た 彼 等 が 頭 わす も の を 
知り 給 う 。 

71. 耐 し て 、 彼 こそ アッ ラー な り 、 彼 
の 外 に 神 な し 。 現 世 並 びに 来世 に 於 
いて 、 讃 美 は 彼 に 属す 。 そ し て 命令 
は 彼 次 第 に し て 、 役 に こそ お 前 達 は 
戻さ れん 。 

72. 云え 、「 我 に 告げ よ 、 も し アッ ラ 


的 に 夜 を 拡げ な ば 、 お 前 達 に 光明 を も 
た ら す 者 は 、 アッ ラー に 非 ず し て 如何 
な る 神 ぞ ? さ れ ば お 前 達 聞 か ざる つ 
も りか ?」。 

73. 云え 、「 我 に 告げ よ 、 も し アッ ラ 
ー が 復活 の 日 まで お 前 達 の 上 に 永続 
的 に 昼 を 拡げ な ば 、 お 前 達 が 休息 すべ 
き 夜 を お 前 達 に も た ら す 者 は 、 ア ッ ラ 
ー に 非 ず し て 如何 な る 神 ぞ ? ぞ "され 
ば お 前 達 認 識 し 得 ざ る か ?」。 

74. され ば 彼 が 、 そ の 慈悲 に よっ て 、 


も 


お 前 達 の た め に 昼 と 夜 を 設け た り 、 お 


ニ 十 八 章 
レン と ンス シン イン イン 
oi ES 


A 


I Ch Bd 

oo だ っ 
2 うう る の で 63 

OER 
33 RY AT R53 
2 3 NY 
ORE A Jig LS 


< % る ーー ュ ン 
PO の そり: ばり ド の 


グー タル タグ 431" バン を 2 ni 


A 


i ET tb イン ン に J Cr ン イ まさ 
SE A a OS 
A 


1 て | ? レイ タン 
Tee 


? 
イィ イ よ 上 


ラ 
* RI 2 タッ の s づ プ Pr に っ “1 
tt A ジー を で 3 


タン 1 Se 


OO 
HE ES 


2.78: HH:6: 16:24: 36:77. P10:68: 17:13: 27:87: 30:24. 


2239 不断 の 労働 、 不 断 の 休息 は 人 の 身体 を 館 む 。 夜 間 の 休息 と 昼間 の 労働 、 こ れ は 神 
の 大 いな る 恵み で ある 。 夜 、 疲れ た 四肢 は 休め られ 、 翌 日 の 労働 へ の 新た な 活力 が 湖 
く 。 そ し て 昼間 働き 、 生 活 の 糧 を 得る 。 こ の 繰り 返し が 神 の 恵み で ある 。 
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二 十 八 章 


ld 


アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 


ニニ 人 


前 達 が それ に よっ て 休息 し 、 且つ お 前 
達 が その 加入 を 求め ん が た め に 、 そし 
て また 、 お 前 達 が 感謝 せん が た め に 。 
75. また その 日 役 が 、 彼 等 を 呼び て 去 
わん 、“ 「 お 前 達 が 考え た る われ の 同 
位 者 た ち は 、 何 処 に あり や ?」 と 。 


76. 2 耐 し て 、 わ れ ら は それ ぞ れ の 民 
か ら 一 人 の 証人 を 引き 出し 、 そ し て 
問わ ん 、「 お 前 達 の 証拠 を 持ち 来 た 
れ 」。 され ば 彼 等 は 、 真理 は アッ ラー 
に 届 す る こと を 悟ら ん 。 曽 し て 、 そ 
の 提 造 し た る こと は すべ て 彼 等 か ら 
消え 去ら ん 。 
八 項 

27. げに カー ルー ン 2 は 、 モ ー ゼ 
の 民 の 中 と な りき 。 され ば 、 彼 は 彼 等 
に 対し て 反逆 せり 。 面 し て 、 わ れ ら が 、 
その 鍵 ( の 重み ) が 体力 の ある 一 群 の 
者 た ち を 疲れ し め る ほど の 財宝 “2 
を 彼 に 与え た りき 。 その 時 彼 の 民 は 彼 


に 向っ て 云え り 、「 有 怖 天 に な る な か 
和 れ 。 げに アッ ラー は 、 有頂天 に な る 者 
ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 


A I EY 
0 RR 
GE CIR FS5 
ORE SR 
GH tt 


5 PIT ARK ss ブダ A 
を EE 


TY 


ン 


レイ タッ ター ta て ン っ る ゅ 
ES EE OE DI 


OI RE CSD Tk 
3 NR 


3 92a TE A 


EGS 


oo し SSY 


仙 9 と あ Y: 


6:28: 18:33: 28:63: 41:48. 42: 16:85. "29:40; 40:23. 
カー ルー ン は 非常 に 裕福 で あっ た 。 彼 は ファ ラオ に 高く 引き 立て られ 、 フ ァ ラ オ 
の 財政 管理 者 の よう な 立場 に あっ た 。 彼 は ファ ラオ の 人 金鉱 を 管理 する 役人 で 、 金 採掘 


技術 者 で あっ た よう だ 。 年 


痢 エジプト の カル の 領地 は 、 良質 の 金鉱 が ある こと で 有名 だ 


っ た 。 役 は イス ラ エ ル の 民 の 一 人 で あり 、 モ ー ゼ の 信 失 者 だ っ た と 言わ れ て いる 。 し 
か し ファ ラオ の ひい き を 得 ん が た め 、 彼 は 同胞 を 慮 げ 、 彼 等 に 偽 慢 に 振る 舞っ た 。 そ 


の た め 天 訓 が 下り 、 彼 は 滅び た 。 


2232 マフ ァ ー テ ィ ブ (Mafatih) と は 、 マ フタ フ と ミ フ タフ 両方 の 捜 数 で ある 。 前 者 は 、 


宝庫 、 宝 を 意味 し 、 後 者 の 意 


味 は 鍵 で ある (Lane より ) 。 
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二 十 八 意 


二 填 巻 アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 
78. そし て また 、 ア ッ ラ ー が 液 に 授け 


し も の に よっ て 、 来 世 の 住居 を 求め よ 。 
面 し て 現世 に 於 ける 液 の 取り 分 を も 忘 
れる な か れ 。 ま た アッ ラー が 液 に 善 を 
施せ し が 如く 、 液 も 善 を 施せ 。 証し て 、 
地上 で 騒乱 を 求め る な か れ 。 げ に アッ 
ラー は 、 騒 乱 者 を 愛 で 給 わ ぬ 」。 

79.“ 彼 は 云え り 、「 我 、 こ れ を 授かり 
た る は 、 我 が 持て る 知識 の せい な り 」。 
され ば 彼 は 知ら ざり し か 、 げ に アッ ラ 
ー は 彼 よ り も 力 が 勝 り 、 人力 に お いて 
更に 富ん だ 幾 世代 を 彼 以前 に 滅ぼし 
た る こと を ?。 され ば 罪人 ども は 、 そ 
の 罪 に つい て (の 弁明 を ) 尋ね られ る 
ざる な り 1298 に 

80. され ば 役 は その 装飾 を 以 て 、 己 が 
民 の 前 に 出 で た り 。 RM 
者 ども は 云え り 、「 あ あ 、 我 等 に も 
ho 
り し な ら ば な あ ! げに 彼 は 、 素 晴 し い 
論 福 者 な り 」。 

81. 耐 し て 、 知識 を 授 け られ た る 者 は 、 
云え り 、 「 情 け な や お 前 達 、 信仰 し て 善 
行 を 積み し 者 に と っ て は アッ ラー の 褒 
賞 こそ 最善 な り 。 さ れ ど 、 耐 え 忍 ぶ 者 
達 に 非 ず ば 、 之 を 与え られ ざる な り 」。 
i lk 


ネン る る (る っ イン タッ える ラン 
YN AE ES 
Ts ライ ン 1 ン 2 る ン “< wt る る る 
Sa BN て る の や 
Ei Se Su 


E03 20 っ 3 
IG CS も POG 
Ce 5353 


⑯ と 2 5 
用 


クッ ン 


系 2 
J Ee 4 er 
| MG 
5 hb5 ト OHdG2 
GS IT ES 
< 2 の は イ 。 ネン 
003 WEY5 


OE Yo I CESS 


939:50.729:41. 


^?33 不信 者 の 有罪 は 明らか で あり 、 


これ 以上 の 吟味 は 不要 だ 。 ある い は 次 の よう な 意 


味 に も と れる 。 有罪 を 宣 呑 され た 者 は その 罪 が 明白 で あり 、 弁明 の 機会 を 与え られ な 


いで あろ う 。 
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二 十 八 章 


アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 


ニニ 人 


に は アッ ラー に 対し て 助け て くれ る 一 
団 と て な く 、 ま た 彼 報 復 し 得 ざ りき 。 


83. され ば 前 日 まで 、 彼 の 立場 を 切望 
せ し 者 ども は 、 云い 始め り 「 あ あぁ 情け 
な や 、? アッ ラー は その 僕 等 の 中 か ら 
己 が 欲す る 者 に 滋養 物 を 豊か に し た 
り 、 乏 し くし た り し 給 う 。 も し アッ ラ 
ー が 我 等 に 恩恵 を 施さ ざり し な ば 、 彼 
は 我 等 を も 一 緒 に 呑み 込ま し め た る 
な り 。 ああ 情け な や 、 不信 者 ども は 成 
功 せ ず 」。 


九 項 

84. ? こ は 、 来世 の 住居 な り 。 われ ら は 
光 を 、 地 上 に 於 いて 高慢 な る こと を 
も 、 ま た 騒乱 を も 欲 せ ざる 者 た ちの た 
め 設 ける な り 。 され ば 、 問 果 は 暴 散 者 
た ちの も の な り 。 

85.“ 番 行 を 持ち 来る 者 あら ば 、 彼 の 
た め に は (報奨 と し て ) そ れ よ り も 勝 
る も の あり 。 され ど 、 悪事 を 持ち 来る 
者 あら ば 、 悪 事 を な し た る 者 ども は 、 


その 行い た る こと に 応じ て 応報 され 
る に 外 な ら ず 2234 


86. クル アー ン を 液 に 義務 付け 給 う 
た 御方 は 、 必ず 流 を 帰る べき 所 に 帰 さ 
せる な り 2235 云え 「2 我 が 主 は 、 簡 導 


レア 
ラー SO ES 


じ め が 400O お Os 人 の ジジ 3825O230 

ON OE 
SN 
SA ES OS IO 
i 
YE EI 


と ン ed ? 
(2 ON 


YD EE EY IN 3 
GIREG 
0 の と (Et そる 1 と と 


RT NEL I 
OIISE LY EI 


EE EC 3s 3 


M113:27: 29:63; 34:37. 7.170: 16:31. “4:123; 6:161: 17:8: 41:47: 99:8-9. 7:83. 


2234 神 の 報酬 の 控 は 次 の よう で ある 。 善行 に 対す る 報酬 は 何 倍 に も な り 、 悪行 に 対す 
る 罰 は 、 当 然 受け る べき も の より 減ら され 、 そ の 罪 相 当 の も の で ある 。 

や 当 節 は 、 何 人 か の 専門 家 た ち に 依っ て 、 聖 預言 者 が メッ カ か ら メ ディ ナ へ の 途中 
で 啓示 され た も の で ある 、 と 考え られ て いる 。 そ れ は 重要 な 預言 を 具体 化し て いる 。 
即ち 、 彼 は 或 る 日 、 メ ッ カ を 離れ な けれ ば な ら な く な り 、 終 局 的 に は 勝利 者 と な り 、 
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ーー 十 維 アル ・ カ サス Al-Qasas( 物 語り ) 二 十 八 章 


を 持ち 来 た る 者 を 問 知 し 給 う 、 ま た 明る 8 8 
白 な る 迷 誤 に ある 者 を も 」。 人 - 
87. 面 し て 液 は 、 経 典 が 品 に 授け られ Se 82 と ビ 3 
る こと を 自ら 望ま ずり き 。 し か し ( そ - 

は )4 泊 の 玉 よ り の 慈悲 な り 。 され ぼ EER SY 


梁 、 断じて 不信 者 を 手助け する 者 と な 5 っ 
る な か れ 。 OIL 


2 


88. 面 し て 彼 等 は 激 を 、 アッ ラー の @ 31252 PR も る る ざ 5 


畠 光 が 流 に 隆 さ れ た る 後 、 の SC 
従う こと ) か ら 阻 む お な か れ 。 さ れ ば 液 EY SN ) 


己 が 主 の 方 に 招 け 。 耐 し て 、 多神教 徒 Br 
0 の 
89. また 、 ア ッ ラ ー と 共に 外 の 神 を N21 YY 


祈る な か れ 。 i bs すべ て よ 。 デ タ ーー 人 の の と ri PE の 
の も の は 消滅 する な り 、 但 し その 御 顔 Ace? Y)G0UA だ あり 呈 " 交 
2236 を 除い て 。 裁 決 は 彼 次 第 に し て 、。 めい no 2 
5 ゴン うる チン の 14 
彼 に こそ お 前 達 は 戻さ れる な り 。 E & S03R a) Et 


7:88. P10:107; 17:40: 26:214. 


征服 者 と し て 帰還 する で あろ うと いう こと で ある 。 当 節 は 、 聖 預言 者 に 類似 する モー 
ゼ の 生涯 を 詳 述 する 当 意 に 相応 し い 帰 着 点 を 構成 する 。 モー ゼ は エジプト か ら 逃 れ て 、 
ミディ アン に 十 年 間 暮 らし た 。 この 期間 は 、 彼 が 将来 に 乗り 出す 偉大 な る 仕事 の た め 
の 準備 の 期間 で あっ た 。 そ の 後 彼 は 、 神託 を 持っ て エジプト に 帰り 、 フ ァ ラ オ の 東 縛 
か ら イ スラ エル 人 達 を 救い 出 だ す こと に 成功 し た 。 同じ よう に 、 聖 預 斉 者 は メッ 2 
ら 逃 避 し 、 メ ディ ナ で 十 年 間 も の 引 重 な 時 間 を 過ごし た の で ある 。 そ れ は 、 彼 の 宗 

の 中 心 且 つ 最 後 の よ り ど ころ で ある メッ カ を 征服 する 目標 の た め の 準 備 期 間 で あっ 
た 。 彼 は 勝利 者 及び 征服 者 と し て 、 そ こ に 帰 選 し た の で ある 。 従 っ て 、 人 生 の 使命 を 
成功 の 禅 に 全う し た の で ある 。 


2296 ワ ジュ ブフ (Wajh) と は 、 自己 、 顔 、 人 々 の 長 、 人 が 追い 求め る 対象 や 目的 、 人 が 注 
意 を 惹く 場所 又は 人 が 行く 場所 、 楽 し み 、 親 切 、 理 由 な ど を 意味 する (Lane より )。 
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ー 十 九 章 
ル ・ ア ンカ ブー ト AI-*Anikabnut ( 凌 昧 ) 
メッ カカ 啓示 


“N 


啓示 の 日 と 背景 

ムスリム 神学 者 た ちの 大 部 分 は 、 当 章 は メッ カ 時 代 の 中 頃 に 啓示 され た 、 
も し く は 中 頃 よ り 少 し 後 と し て いる 。 当 章 は その 題名 を 示す 42 節 に 於 いて 、 
虚偽 と 無益 な 多神教 の 信仰 を 美しい 直 只 で 図解 し て いる 。 つ まり 、 こ の よう 
な 信仰 は 昨 下 の 巣 の よう に は か な いも の で あり 、 理 性 的 な 非難 に は 耐え られ 
な い 。 前 草 は 、 聖 預言 者 は 勝利 者 と し て 、 往 服 者 と し て 故郷 の 町 メッ カ に 戻 
っ て 来る で あろ うと いう 留意 で 終っ て いた 。 彼 は その 地 を 孤独 な 亡命 者 と し 
て 追い 出さ れ 、 そ の 身 に 懸賞 金 さ え か け られ た 。 当 章 は 信者 た ち に 、 長 期 に 
し て 且つ つら い 仕 事 と 射 乏 に 根気 よく 耐え 忍ぶ こと は 成功 する 人 生 に 必須 条 
件 で ある と いう 訓 戒 で 開 扉 し て いる 。 

当 意 は この 論 提 を 継続 する 。 つ まり 、 現 世に 於 いて も 来世 に 於 いて も 信 
者 た ち に 授与 され る 愛顧 と 祝福 は 、 そ の 信 価 の 過 覆 な 試練 が な けれ ば 生 え ら 
れ な い 。 彼 等 は 灯 狂 と 血 の 圭 場 を 通過 し て それ ら に 値する で あろ う 。 正直 な 


悔い 改め 、 神 に 対す る 謙 導 で 清潔 な 心 、 そ し て 、 人 生 の 中 に 真実 の 永続 的 改 
革 の み に よ っ て 、 人 は 神 の 恩恵 と 寛大 さ の 資格 を 与え られ る よう に な る 。 信 


者 達 の 迫害 の 問題 に 立ち 戻っ て 当 章 は 、 彼 等 は 如何 な る 苦難 と 困 苦 欠乏 を 超 
えて 、 真 理 の た め に 勤め る べき で ある と 語っ て いる 。 そ し て 、 神 へ の 思 節 は 
両親 へ の 中 SR NE CDT OS 
訓 戒 さ れ て いる 。 そ の 後 、 人 迫害 は 正しい 信仰 の 発展 を 妨害 する こと も 留め る 
こと も 出来 な いこ と 、 及 び 、 信 仰 に 於 いて 人 々 に 強制 的 に 特 定 な 考え を 無理 
に 承諾 させ 続け る こと は 不可 能 で ある こと を 証明 する た め 、 預 言 者 ノア や ア 
ブラ ハム や ロト 、 そ し て 他 の 使徒 た ちの 人 生 談 に 簡潔 に 言及 され て いる 。 当 
章 は 更に 、 多 神 教 の 宗教 は 名 味 の 巣 の よう に 虚弱 で ある か ら 、 理 性 的 そし て 
鋭い 非難 に は 抗 し 難い の で ある と 述べ て いる 。 従 っ て 論理 の すべ て の 必要 を 
満た し 、 人 間 の すべ て の 必要 と 育成 に 応え て 聖 ク ルアー ン の よう な 教典 が 啓 
示さ れ て か ら 、 不 信者 た ち は 偶像 宗 拝 を 続け る 理由 は な い 。 当 章 は 、 聖 クル 
アー ン は 聖 預言 者 に よっ て 構想 され た も の で ある と いう 幾 た びと な く 引 用 さ 
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アル ・ ア ンカ ブー ト Ali-*Ankabut( 野 昧 ) 


れ た 不信 者 た ちの 議論 を 処理 する 。 そ れ ど ころ か 、 そ れ は 偉大 な る 神 の 奇跡 
と し て 提示 され 、 不 信者 達 へ の 答え に 於 いて 、 し る し や 奇跡 を 要求 する 。 当 
凍 を 閉じ る に あたり 、 信 者 た ち が 、 被 っ て いる 迫害 を も の と も せ ず 断固 と し 
て いる な ら ば 、 彼 等 は 偉大 な る 輝かしい 未来 を 得 ら れる で あろ うと いう こと 
を 保証 し て 慰め て いる 。 最 後に 当 章 は 、 イ スラ ム の 防衛 の た め に 悪 の 力 に 対 
抗 する 志 気 横 浴 な ジハード に 就 い て 、 信 者 た ち は 剣 を 取ら ね ば な ら な いで あ 
ろう と いう こと を 留意 し て 閉じ る 。 し か し 真 の ジハード と は 、 殺 すこ と や 条 
され る こと に 一 致す る こと で は な く 、 一 生 落 命 奮 開 し 、 神 の ご 満足 を 獲得 し 、 
聖 クル アー ン の 神託 を 伝道 する こと で ある 。 
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YA NE 


アル ・ ア ンカ ブー ト Al-:Ankabut (時 昧 ) 
節 数 70、 メ ッ カ 啓示 


1. 2 慈 悲 深く 、 恵み 遍 く ア ッ ラ ー の 
光 


ミー ム 22364 


2. ? ア リフ ・ ラ ー ム ・ 


3. 人 々 は 考え た る や 、 彼 等 は た だ 、 
「 我 等 は 信じ た り 」 と 云う だ け で 、 放 
置 され て 、 試 され ざる こと を ? 
UR 
の 人 々 を 試し た り 。 され ば 、 アッ ラー 
は 必ず 0 
また 虚言 者 ども を も 必ず 認知 せん 。 
5. それ と も 、 悪 事 を 行う 者 ども は 考 
えた る や 、 彼 等 は (懲罰 を 逃れ て ) わ れ 
NI 
断 す る こと は 悪し き な り 。 


ES 


ot 
EA Eg | 
本 SE 


27 ンズ レン 


EN Pe 4 


き 


0 RN > 
oror へ そし で LE 


生 :1、82:2: 3:2: 13:2: 30:2: 31:2: 32:2.63:180: 9:16. 


22364 注 - 16 を 参照 。 


ダイ ルム (知識 ) に は 二 種 類 が ある 。 (a) 存在 に な る 前 に 物事 を 知る こと を 包含 する 
知識 。 こ の 種 の 知識 は 、 こ こ で は 示さ れ て いな い 。 何 故 な ら ば 、 神 は 「 見 える も の も 
見 え ざ る も 知 秒 し 給 う 」 か ら で あ る (59:23) 。 (b) 物事 が 現実 に 起き て か ら 、 そ れ を 知 


る 知識 の 種類 で ある 。 そ れ が ここ で 意味 する と ころ の 知識 で ある 。 当 
こ 即 し て 起き る で あろ うと いう こ 
味 ) が 続く 時 、 i | する 意味 も あ 
る 如く 、 神 は 真実 か ら う そつ き を 識別 する で あろ うと いう こ 


の 知識 は 、 事 実 


語 は 、 特 に 前 置 詞 の * ミ ン " (か ら の 意 


節 と 3:141 節 も 参照 。 


信者 達 が 激しい 困難 を 被り 、 その 信仰 心 が 重 大 な 試練 に 遭い 、 


節 は 、 神 の 原始 
と を 意味 する 。 又 は 、 イ ルム と いう 


を 意味 し て いる 。 2:144 


それ ら の 試練 を 乗り 


越え 成功 的 に 導 か れ た 後 、 彼 等 が 神 の 思 実 な 僕 で ある と いう 事実 が 確立 され て いる 
従っ て 、 彼 等 は 偽 立 者 達 や 偽り の 信仰 者 達 と は 区 別 さ れる 。 
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二 二 人 


アル ・ ア ンカ ブー ト AL-*Ankabnt( 睦 昧 ) 


ニ † 九 章 


6. 2? アッ ラー に 会 うこ と を 望む 者 
あら ば 、 げ ば に アッ ラー の 定め られ た る 
時 が 必ず 来る な り 。 耐 し て 彼 は 全 陸 
者 、 全 知 者 に まし ます 。 

7. また 、 奮 闘 努力 する 者 あら ば 、 彼 
は た だ 己 自身 の た め に 努力 29% する 
な り 。 げ に アッ ラー は 森 羅 万 象 か ら の 
自足 者 な り 。 

8. され ば 、2 信 じ て 善 行 を 積み し 人 々 
あら ば 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 の 諸悪 を そ 
の 身 か ら 取 り 除 き 、 面 し て 、 我 等 は 必 
ず 彼 等 の 最善 な る 行い に 対し て 
を 与え ん 。 

9.* 布 し て 、 わ れ ら は 人 間 に 、 己 が 両 
親 に 替 養 を 尽 す こと を 命じ た り 。 され 
ども し 彼 等 が 、 泊 の 知ら ぬ 神 々 を われ 
と 俳 せ 祀 る よう 溢 と 争う な ら 29、 溢 
彼 等 に 従う な か れ 。 我 に こそ お 前 達 は 
帰す る な り 。 され ば われ は 、 お 前 達 の 
行い し こと を お 前 達 に 告げ ん 。 

10. また 、 信 じ て 導 行 を 積み し 人 々 あ 
ら ば 、 ぐ われ ら 必 ず 彼 等 を 義 し き 者 た 
ちの 中 に 入ら し めん 。 


か 
握 質 


911:30: 18:11L 84:7. 22:83: 3:58; 13:30: 22:57; 30:16; 35:8; 


う 語 は 、 ラ ジャ ー か ら 派 生 さ れ て いる 。 即 ち 、 彼 は 物 


3 ヤル ジュ ー( 希 望 す る ) とい 


ENA Sete 

ON EN RS ON 
i GE CS 
A LE 3 a < 

OIOP Et pe A I | 
I ER OY 55 
NCI 
SE EI 

DORE RT SS 
A oss Fl CS 


42:23; 47:13. C2:84; 4:37; 6:152; 17:24: 3115; 46:16. 4:24. 


事 を 手 に 入れ る こと を 望ん だ : 又は 、 そ れ を 怖 れ た : 希望 の 意味 で は 、 こ の 語 は 物事 


が 満足 を 与え る 見 込み が ある 時 
2239 癌 人 節 で は 、 ム ジャ ー ヒ ド ( 信 


され て ある 。 実際 の 行動 に 移す べき 高い 環 


ー ヒ ド で ある 。 


2240 すべ て の 宗教 の 教え の 主要 素 は 、 神 の 唯一 性 で ある 。 人 間 の 終始 一 貫 


いら れ て いる (Mufradat より )。 
町 の た め に 努力 する 者 ) に つい て 短く も 適切 な 説明 が 
H 根 と 不変 の 努力 を イス ラム 用 語 で ジ ハ ー ト 
と 言う 。 そ し て 、 こ の 高い 理想 を 持ち 、 そ れ を 実現 する 人 物 が 、 


真 の 意味 で の ムジ ャ 


の 思 節 は 、 


その 創造 主 で ある 。 他 の すべ て の 思 節 は それ か ら 由 来 し 、 そ れ に 従属 させ られ る 。 た 


と え 両 親 へ の 思 節 で も 、 そ れ と 衝突 する こ 


と は 許さ れ な い 。 
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二 十 九 章 アル ・ 


アン カブ ー ト Al-*Ankabat( 時 昧 ) 


ニ † 合 


11. 頁 し て 、 人 々 の 中 に は 「 我 等 アッ 
ラー を 信 ず 」 と 云う 者 あり 。 さ れ ど 、 
アッ ラー の た め に 彼 等 が 危害 を 加え 
られ る と 、 彼 等 は 人 々 の 試み を 愉 も ア 
ッ ラ ー の 中 苦 の 如く みな す な り 。 然 る 
に 、 も し “< 液 の 主 か ら の 助け が 到 ら ば 、 
彼 等 は 必ず 云う 、「 我 等 は 確か に お 前 
達 と 一 緒 な りき 」 ダ "と 。 さ れ ば 、 ア 
ッ ラ ー は 森 羅 万 象 の (人 々 の ) 胸中 に あ 
る も の を 熟知 し 給 う に 非 ざ る か ? 
12. ? さ れ ば 、 ア ッ ラ ー は 必ず 信じ た る 
人 々 を 認知 し 、 また 偽善 者 ども を も 誰 
知 し 給 う 。 


13. 面 し て 、 不信 せ し 者 ども は 信じ た 
る 人 々 に 向かっ て 云え り 、「 我 等 の 途 
に 従え 。 さ れ ば “ 我 等 は 必ず お 前 達 の 
罪 を 負わ ん 」。 彼 等 は その 罪 を いさ さ 
か も 負わ ざる に も か か わら ず 7?。 げ 
に 彼 等 は 嘘つき な り 。 


14. され ど 、 彼 等 は 必ず 己 自身 の 重荷 
を 負う な り 、 そ し て また 自ら の 重荷 
共に 他 の 重荷 を も 。 耐 し て 、 彼 等 は 必 


} 


Ga 8 


5 
NS las Ce を 用 に そい ETC 


2 
ンプ 
* 


! 引 誠 OcKWIFtd こ OS 


ス る ビ 5 ン よ っ 回 ys | » EC 
SS こと らら 4 


し 


⑨O ぁ ASJ >- の 


Pd 


AS 3 
Sc 2 se ン 3 22 の 3 


si YT 


4:142. 03:142; 47:32. “14:22; 40:48. 


2241 初期 の イス ラム 教徒 は 、 厳 し い 試練 の 下 で 不動 の 信仰 を 示し た し 、 ヌ 真 の 信者 も 


常に そう で あっ た 。 これ と は 対照 的 に 信仰 心 の 弱い 者 が 、 い つの 世に も いる 。 
震 し み に 耐 えら れず 信仰 を 捨て よう と する 。 又 一 方 で 、 神 の 


並み の 試練 に うろ た え 、 


救い が 信者 に も た ら さ れ 、 神 の 目的 が 進む の を 目の当たり に すれ ば 、 


に 加わ ろう と する 。 
2243 偽善 者 と は 別に 、 


彼 等 は 信者 の 輸 


不信 者 の 攻撃 的 な 指導 者 が いる 。 彼 等 は その 高い 社会 的 地位 を 
利用 し て 、 地位 の 低い 者 を 誤っ た 方 向 に 導 こ うと する 。 彼 等 
CE 


『 は 自分 た ちの 指導 を 受け 
と で 彼 等 が こう むる 損失 に は 自 
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二 十 伏 アル ・ ア ンカ ブー ト Al-*Ankaba(( 時 昧 ) 二 十 九 章 


つ を う ) 


すず 復活 の 日 に 於 いて 、 その 所 造 造 し た る 4 OSL ま YR SR nC 
こと に つい て 紺 間 せ ら る べし 。 \ ar 
二 項 


15. 面 し て われ ら は 確か に ノア を その 384。 8、 用 
民 に 遣わ し た り 。 さ れ ば 彼 、 彼 等 の 中 」 「 ego の 際 
を 1 ン ーッ 9 we 4 の 6 se 

に 千年 と どまり た り 、 但 し 五 十 年 を 除 に て) た ここ 12 

EE され は 、 役 等 不義 を な し た ラン ブラ イイ 1 
る うち に 、 苦 雨 が 彼 等 を 捕らえ た り で 8 っ 
16. “され ば われ ら は 、 彼 並び に ( 彼 と gaS2s 4 6 コリ ラン 3 
共に 乗り た る ) 方 叉 の 人 々 を 救い た - Ny 


り 。 面 し て 、 われ ら は 芝 を 森 羅 万 象 の oN を | に に 1 
た め に 神 兆 と な せり 。 

17. また 、 0 Pe 
彼 そ の 民 に 芸 え し 時 (を 光 え )、「 ア ツー し 。 し 時 
ラー を 崇め 、 且 つ 彼 を 思 れ 浮 え 。 i EE E83 
お 前 達 の た め に 最 薄 な り 、 も し お 前 う 26 
知識 ある な ら ば 。 OO 


18. ? げ に お 前 達 は アッ ラー を さ し お 514 着 り 8、 942 5 
いて 、 偶像 の み を 振 み 、 且 虚偽 を 央 4 SN NT 
提 造 する な り 。 げに お 前 達 が アッ ラー ON a 9 i 
を さ し お いて 拝 す る も の は 、 お 前 達 の Ct 
た め に 如何 な る 滋養 物 の 能力 を も 有 つつ マッ 


a10:74; 11:42. 22:72. 


2 ノア の 時 代 は 950 年 間 続 いた と 処 々 に 書か れ て ある 。 聖書 で は それ を 952 年 間 と 
し て いる 。 ノア 、 プー ド 、 サー リ フ 等 、 訓 代 の 預言 者 が 生き た 時 代 や 、 その 生存 期間 
に つい て 、 正 確 な 数 字 を 挙げ る の は 上 難しい 。「 ア ッ ラー 以外 は 何人 も 彼 等 を 知ら ず 」 
と 聖 ク ルアー ン は 述べ て いる (14:10) 。 950 年 と いう 期間 ( は 、 ノ ア 個 人 の 生存 期間 で は 
な く 、 彼 の 律 法 が 行わ れ た 時 代 を 指す の で あろ う 。 アブ ラ ハ ム が ノア の 未 商 で ある こ 
と か ら 、 こ と これ は アブ ラ ハ ム の 世に 繋が る 時 の 流れ の 始ま り だ っ た と 言え る (37:84) 。 
次 に ヨセフ の 時 が 来 、 そ し て モー ゼ の 時 へ と 移る 。 事実 、 預言 者 の 年 齢 と は 、 彼 の 律 
法 と 教義 が 行なわ れ た 年 数 の こと で ある 。 ノア の 年 齢 の 区 切り を 示す の に 、 サナ と ア 
ー ム と いう 二 語 が 用 いら れ て いる 。 前 閉 は 本 来 「 悪 意 を 持つ 」 と いう 意味 で 、 後 者 は 
「 善意 を 持つ 」 と いう 意味 で ある 。 ノ ア の 律 法 の 初め の 30 年 間 は 、 精 神 的 成長 と 回 
心 の 時 で あっ た 。 そ の 後に 道徳 の 退廃 が 始ま り 、 彼 の 一 族 は 次 第 に 道徳 的 に 堕落 し て 
行き 、 こ の 事態 は 900 年 の 聞 続 いた 。 
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せ ず 。 され ば アッ ラー に 滋養 物 を 請 EC PTF i PE 
RNN そし て 彼 に 
感謝 せよ 。 彼 に こそ お 前 達 は 帰ら し め ape get 
られ る な り 」。 - 
19. され ば 、 も し も お 前 達 が 虚偽 と み 54 る <] こ くっ 38183 生 る 5 
な す な ば 、 お 前 達 以前 に も 幾多 の 民 が 。 。 の 
虚偽 と みな し た る な り 。 市 し て 、“ 使 徒 KI 
に (ある 貢 務 ) は 、 た だ 明らか に 伝達 す 9 
る こと に 外 な ら ず 。 0 
20. ? 彼 等 見 ざり し か 、 ア ッ ラ ー が 如 EC 3 
何 に 創造 を 起 し 、 然 る 後 之 を 繰り 返し ・ 
給 う こと を ? 2 ば に こ は 、 ア ッ ラ ー a a 
に と り て 容易 な り 。 - 
UN TD A NG 
、“ 彼 が 如何 に 最初 の 創造 を 起 し た は の 28 1 
i アッ ラー は 第 ニー 
の 創造 を 生じ させ ん 」。 げ に アッ ラー 56.3 る は) 
は 凡 て の こと に 全能 に まし ます 。 - 
22. 2 彼 は 、 己 が 欲す る 者 を 太 し 、 ま 46 > スラ ンク ン 有人 6 > る フキ 
た 、 己 が 向 す る 者 に 蓄 直 を 垂れ 給 う = パー 人 


224%。 面 し て 、 彼 の 御 許 に こそ お 前 達 oR ls 
は 戻さ れん 。 

@ TT ーー こ へ > 2 で る が rR っ 2 る る イイ イン の 
23.“ 面 し て お 前 達 は 、 天 に 於 いて も SNS 5 AO 31 じ 5 


地 に 於 いて も 、 (アッ ラー を ) 無 力 に す 


16:36: 24:55; 36:18. 210:35: 21:105; 27:65, 30:12、28. C10:5; 30:28. 93:129: 5:41; 17:55, 10:54; 11:34; 42:32. 


244 部 節 に は 、 神 の 創造 と 再生 の 律 法 が どの よう に 行なわ れる か が 示さ れ て いる 。 
神 は 、 聖 預言 者 を 通し て 、 古 き 者 が 滅び た 後に 、 新 た な 人 々 と 、 新 た な 秩序 を 創造 
され た 。 

4 こ の 言葉 は 、 聖 クル アー ン に 何 度 か 取り 上 げ ら れ て お り 、(6:12: 12:110: 30:10: 
35:45: 40:83) その ほとん どの 簡 所 に は 、 一 つの 国家 が 滅び 、 新 た な 国家 が 生ま れる こ 
と を 示す 記述 が 続く 。 当 節 で は 、 死後 の 復活 で は な く 、 た だ 国 の 栄枯 盛衰 に つい て 述 
べら れ て いる 

22454 聖 ク ルアー ン の 数 ケ所 で 述べ られ て いる 通り 、 神 は 根拠 無く し て 罰せ られ る 訳 
で は な く 、 裁 き は 罪 に 比 し て 下さ れる 。 当 人 節 は この こと の み を 強調 し て いる 
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る 能 わ ず 9。 また お 前 達 に は 、 ア ッ M0 838 GY 
ラー の 外 に 如何 な る 保護 者 も な く 、 ま , a 9 
た 佑 助 者 も な し 。 < Oa YI GI 


三 右 タタ "ンー レン 
a br 和 ms し る し ーー ス イヤ < デ th a 5 ォ ィ イン ン デ パ 4 ン 
24.“ 面 し て 、 ア ッ ラ の 神 光 且つ 第 3 5 40lcib 1 2 っ で) 
会 うこ と を 拒み し 者 ども あら ば 、 か 。 レ ェ 。  / と 」 
か る 者 ども こそ わが 慈悲 を 失望 する つる ご LCAOOO2 | 
な 【 を < 彼 等 の た め に こそ 痛 内 < 
な り 。 そ し て また 彼 等 の た め に こそ 痛 oR Fal ン 


まし い 直 苦 あ り 。 

25. され ば 、 その 民 の 答え は た だ 、『P 彼 OI YI 162 で つら = 3 
を 殺せ 、 或いは 彼 を 火災 り に せよ 」 に 。 」 し 。 レレ し 。 
外 な ら ざ りき 。 され ど 、 アッ ラー は 彼 人 NsSS 48> 45C 1G 


を 火 よ り 救 いた り 。 げ に この 中 に は 、 。」 計 と 生計 1EGI RE 
し る し MP っ > 
信ずる 人 々 へ の 神 兆 あり 2 NR 


OKRA 

26. され ば 彼 は 云え り 、「 げ に お 前 達 CB NO 233 5 

は 、 アッ ラー を 差し 置い て 、 現世 に 旅 Pd EA 1 ンタ * A デア レン 

ける お 前 達 同士 の し み に よ っ て ぷっ う CS 5 3 っ 532 
2248 ES 3 

、 偶 像 を 採り あげ た る な り 。 和 然 る 5 の いら っ 

パレ クタ と を た CE っ 

に 、 復 活 の 日 に 於 いて は 、“ お 前 達 の SU aR I A 


18:106: 30:17; 32:11. P21:69; 37:98. “16:87. 


2 神意 が 現れ 、 イ スラ ム 教 が 広まり 勝利 を 得る 時 、 不 信者 は 神 の 御 計画 を 妨げ た り 、 
定め られ た 恐ろし い 運 命 を 逃れ た りす る こと は で き な い 。 不信 者 は この よう に 厳し く 
警告 され て いる 。 

229 アブ ラ ハ ム の 話 は 17 節 か ら 始 まり 、18 館 に お いて 、 彼 は 偶像 崇拝 の 論破 に 有力 
な 証拠 を 与え た 。19 節 か ら 24 餌 に 於 いて 、 聖 クル アー ン 調 の スタ イル と 習慣 に 共鳴 
し て 、 そ の 優雅 と 美 し さ に 加え て 、 余 談 と し て 介入 され 、 聖 預言 者 に 関す る 宗教 の 重 
要 な 原則 が 手短 に 審議 され て いる 。 審議 され た 原則 と は 、 或 る 民族 が 神託 を 拒否 する 
結果 と し て 堕落 し 、 頑 廃 する と 、 他 の 人 々 が その 地位 を 獲得 する こと で ある 。 当 節 か 
ら ア ブラ ハム の 話 に 一 本 筋 を 入れ る 。 

2248 マ ワ ッ ダ タ ・ バ イナ クム (お 前 達 同 二 の 慈 し み ) と いう 言葉 は 次 の よう な 意味 を 持 
つ 。(①⑪) 相思 相愛 の 関係 や 、 そ れ を 望む 気持 ち は 、 偶 像 崇拝 の 理想 や 行為 に 基づく も 
の で ある 。 (2) あな た 方 は 、 偶 像 財 拝 の 理想 や 行為 を 互い の 愛 の 基盤 と し て し まっ た 。 
つま り 、 偶 像 崇拝 の 一 致 に より 、 社 会 の 均質 性 を 保 と うと し た の で ある 。 
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一 部 は 他 の 一 部 を 否認 し 、 互 に 呪 し \ あ ey I < 3 1 * ぐ づ ョ ン 
うべ し 。 され ば 、 お 前 達 の 伴 居 は 業火 i 


\ 9 
に し て 、 お 前 達 に は 如何 な る 佑 助 者 も OSA 
な か らん 」。 
27. され ば ロト は 彼 (アブ ラ ハ ム ) を を 5400 も 3 結 マ 65 
信じ た り 。 耐 し て 彼 は 云え り 、「 げ に NC 
< 我 、 己 が 主 の 方 へ 移り 行く 者 な り 。 。 @2SSSJI あう や) Gd) 
まこ と に 役 こ そ 、 威力 に し て 賢 折 に ま 


し ます 御方 な り 」。 

28. 2 宙 し て 、 わ れ ら は 彼 に 、 イ サク i oo 
と ヤコブ を 授け 、 ま た その 子孫 に 預言 PR くし 5 も 
者 の 身分 と 経典 を 授け た り 。 また < 我 ほら 3! え 3) りう 3 
等 は 彼 に は 、 現 世に 於 いて その 報奨 を の Oo bc Cl 


与え た り 。 面 し て 来世 に 於 いて 、 彼 は 

必ず や 義 し き 人 々 の 中 と な らん 。 
29. また ロト を も ( 遺 わ し た り )。 彼 は E84 3 し し : 
その 民 に 向かっ て 云え し 時 、「4 げ ば に お 
前 信 は 姜 行 を 犯す な り 、 そ れ に よっ て O22>O2Co っ om ュー > 


万 人 の うち 何人 も お 前 達 を 超え ざる ん し いあ 
な り 。 Ne 
30. “お 前 達 、( 性 欲 を 以 て ) 男 に 近 づ CR is に 


き 、 公 道 で 強 次 を 犯し "%、 ま た 己 が 」 し 。 
集会 の 中 で 記 ま わし い 事 を する の 。 う SCAI2SSS5③< つ の 2 
か ?」?299。 され ば 、 その 民 の 答え は た HE も 
た 、 「 も し 液 正直 な ら ば 、 ア ッ ラ ー の 資 
苦 を 我 等 に も たら せ 」 に 外 な ら ざ りき 」 OFS EE Oh Et 


19:49. 119:50; 3 37:113. “2131 16:123. 7:81: 11:79. 7:82. 11:79: 26:166. 


2 や カタ アッ タリ ー カ と は 、 彼 は 徒歩 旅行 者 の た め に 道 を 危険 に し 、 そ れ を 利用 する 
こと を 妨害 し た こと を 意味 する 。 聖 クル アー ン の この 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 
(a) お 前 達 は 公道 で 旅行 者 を 略奪 する (ロト の 人 々 は 追い 剥ぎ 行為 を 職業 と し て いた )。 
(b) お 前 達 は 神 が 定 め ら れ た 性 行為 の 法 を 無視 し 、 変 態 的 な 違反 を 犯す 。 

2 の 三 つ の 悪徳 は 、 当 節 の ロト 族 に よる も の で 、 そ れ は 次 の よう な も の で ある 。 (1) 極 
構 な 犯罪 2) 路上 強盗 ③) 公衆 の 面前 で 恥 も な く 罪 を 犯す こと 。 
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アン カブ ー ト Al-'Ankabat( 睦 球 ) 


二 十 九 章 


31. 彼 は 云え り 、“ 「 我 が 主 よ 、 こ の 剛 
乱 者 た る 民 に 対し て 我 を 助け 給え 」。 


四 項 
32. ? 耐 し て 、 わ れ ら の 使者 た ち は 朗 
報 を 携え て アプ ラ ハ ム に 来 た る や 、 彼 


等 は 云え り 、「 げ に 我 等 は この 邑 の 住 
民 を 滅ぼす も の な り 。 げに その 住民 は 
不義 者 な り 」。 


33. 彼 は 云え り 、「 げ に その 中 に は ロ 
ト 在 り 」。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 そ 
の 中 に 在 る 者 を 熟知 す 。 “ 我 等 は 必ず 
彼 と その 家族 を 救 わ ん 、“ 但 し その 和 妻 
を 除い て 、 彼女 は 後に 残る 者 の 中 と な 
りき 」。 

34. され ば 、 わ れ ら の 使者 た ち が ロ ト 
の と ころ に 到 る や 、? 彼 は 役 等 の た め 
に 心 を 痛め 、 彼 等 に よっ て 難儀 を 感じ 
た り 1 され ば 、 彼 等 は 云え り 、「 恐 
れる な か れ 、 ま た 悲し む な か れ 。 げに 
7 我 等 は 必ず 液 と 液 の 家族 を 救 わん 、 
但し 次 の 妻 を 除い て 、 彼女 は 後に 残る 
者 の 中 と な り ぎ 。 

35. げに * 我 等 は この 昌 の 住民 に 、 彼 
等 が 反逆 し た る が 故に 、 天 か ら の 懲 痢 
を 降 す な り 」。 


っ 2 イー ンー > パー っ 2 ュー ンー 衝 る 
こよ と こう の = J 


ャ 


& OR 


)9 


we ンー 


3 く へ 0 A 
SR HG 
a NN 
A IG 
I 2 


* 


ON 
3 I EO 
oP A ES 


26:170. PILI0-TL. 15:60; 51:36. 7:84: 15:61; 26:172; 27:58. A11:78. 7:84; 27:58. 827:39. 


2281 一 カ ・ ビ ヒー・ ザ ルアン と いう 表現 は 、 RSS 
こと を 意味 する (Lane より )。 RS う 0 当 節 ( ge Si 彼 等 


使命 に 関し て は 11:70-71 及び 、 
者 を 悲し ませ た 。 見 


0 


ロト に よそ 者 を 受け 入れ な いよ う う 


禁じ て いた 。 彼 は 一 族 の 者 達 が 客 の 前 で 彼 に 也 を か か せる の で は な いか と 恐れ た 。 
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の 


36. “され ば 、 われ ら は その 中 か ら 、 知 TS 


ご 十 九 章 アル ・ 
恵 あ る 人 々 の た め に 、 ーー つの 明白 な る 
神 兆 を 遺し た り 。 


37. ? ま た 、( わ れ ら は ) マ ド ヤ ン ( の 民 ) 
に その 同胞 な る シュ アイ ブ を ( 遺 わし 
た り )。 さ れ ば 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 
アッ ラー を 崇め 、 ま た 最後 の 日 を 待 
望め 、 面 し て 地上 に 騒乱 を 引き 起 さ ん 
と し て 犯罪 を 犯す な か れ 」。 

38. され ど 彼 等 は 、 彼 を 嘘つき と みな 
し た り 。 < され ば 、 激震 彼 等 を 衣 い た 
れ ば 、 彼 等 己 が 家 の 中 で 能 れ 伏し た る 
な り 。 

39. また 、 メ アー ド 並 びに サム ー ド の 
Nr 人 され ( 0 


前 回 に CEM り 。 面 し て 着 有 
は 役 等 に 、 己 が 所 業 を 魅惑 的 に 思わ し 
め た り 。 きれ ば 役 は 、 (正しき ) 道 よ り 
彼 等 を 妨げ た り 、 彼 等 基 上 限 な り た る に 
も か か わら ず ぞ W。 

40. また 、 カ ー ル ー ン と ファ ラオ と ハ 
ー マ ー ン を も (われ ら は 罰せ り )。 曽 し 
て 、“* モ ー ゼ が 確か に 明 証 を 持っ て 彼 等 
に 来 た り し も 、 彼 等 は 地上 に 於 いて 
伯 然 と 振 押え り 。 され ど 彼 等 は 、( わ れ 
ら の 逮 捕 を ) 追 い 越す 者 に な ら ざ りき 。 


る 2 イイ 26 
0 


NE Ct EG 
人 13 人 4 て 8 


a 


6523 さく 5 


yd SS 


P] 用 る 9 ラッ る プラ 
の お こま VEGE 2 


る 2 
i | 
@c シ 2 


っ る イン リョ ブ プ 月 アン ン ラン ラッ メン ン ぅ く ン 
Crs 2683.3 60325 
- ツ 


BE こみ 人 こる 所 < 
OE Ia 8 


M15:76; 51:38. 7:86 11:85. 7:92: 11:95; 26:190. 9:70, 


2 この 聖 ク ルアー ン の 言 


28:37. 


葉 は 次 の よう な 意味 を 持つ 。 1) 彼 等 は 、 自 ら 選 ん だ 途 が 


誤り で あっ た こと に 気付 いた 。 ⑫) 役 等 は 、 ど の よう な 結末 を 迎え る か 知り つつ も 、 


故意 に 一 つの 道 を 選ん だ 。 
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4 従っ て 、 われ ら は 各々 を その 誠に 回 っ SET 3 
照ら し て 捕らえ た り 。 され ば 、 彼 等 の A を ィ 
中 或 る 者 に 対し て 我 等 は 石 混じり の 45 ふ > し 4 ょ どっ 3 じい てら 
嵐 を 送り 、 ま た 彼 等 の 中 < 或 る 者 を 我 は 生ま を と と は 
w に a a Ss * どこ a al 
等 が 大 地 に 呑み 込ま し め 、 ま た 彼 等 の > ー ジ 4 
員 の 忠 る 者 を 我 等 は 、 消 死 せしめ た り 『 紅 1 まとっ う つろ) 
te2KB ナ ツラ の 0 二 を 條 当 し 。 io 
に 扱わ ず 、 し か れ ど も 、 彼 等 こそ 己 自 | の 5O う ょ の 594005 じ 5 


身 を 不当 に 扱う 者 な りき 。 の の 922 222 
42. アッ ラー を 差し 置い て 、 外 の 守護 る S30 53362 


者 を 取り あげ た る 者 ども の 貴 は 、 。 』。 。 レレ g レン 。。。 ン 
く も W 2 アー o タタ 届 2 の メン る ン 

導 味 の 如 し 。 それ は 家 を 造り た り 。 さ 〇 2 Ca つっ el Sc し CS 
れ ど すべ て の 家 の 中 で 、 最 も 脆 嗣 な $e タネ ライ 。 ジ イン ン za 
ED CAC | 

る 2254 も の は 、 多 味 の 家 な り 。 彼 等 も | ee つつ うう 

ンタ イッ ン 1 2 ブン 5 イ 

し 知り た り せ ば ! 0 lHE 9 

43. げに アッ ラー は 、 彼 等 が 彼 以外 に や お 、 り 49 ぶる 人 0 すう ) 
何 も の を 祈る か を 知り 給 う な り 。 面 し St 

て 彼 は 成 力 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 ORS Bl RY 02 


a28:82. 016:34; 30:10、 


2283 陣 クル アー ン は 、 そ れ ぞ れ の 預言 者 の 時 代 に 、 そ の 反対 者 達 が 与え られ た 懲罰 の 
た め に 、 異 な っ た 言葉 や 異な っ た 表現 を 使用 し て いる 。 アー ド に 降 さ れ た 処罰 は 、 銘 
り 狂 う 風 と し て 描写 され て いる (41:17; 54:20 及び 、69:7)。 サ ムー ド に 襲い か か っ た 
の は 、 地 震 (⑦⑰:79) 、 突 風 (11:68: 54:32) 、 落 雷 (41:18) や 激しい 箇 風 (69:6) と し て 語ら れ 、 
ロト の 人 々 を 壊滅 し た の は 、 泥 石 (11:83: 15:75) や 石 の 嵐 (54:35) と し て ある 。 そ し て 
ミディ アン つま り 、 シ ュ ア イブ の 人 々 に 襲い か か っ た の は 、 地 震 (7:92: 29:38) 、 突 風 
(tl:95) や 陰惨 な 日 の 人 懲 久 (26:190) と し て ある 。 すべ て の 天罰 の 最後 は 、 ファ ラオ や その 
強力 な 軍勢 及び ハー マー ン と コー ラ の 国々 に 襲い か か り 、 そ れ ら を 完全 に 壊滅 し て し ま 
っ た こと は 、 次 の よう な 表現 に よっ て 述べ られ て いる 。 「 わ れ ら は … フ ァ ラ オ の 民 を 湖 死 
せしめ た り 」(2:S1: 7:137 及び 、17:104) 、 そ し て 「 わ れ ら は 大 地 に 、 彼 を 呑み 込ま し め 
り 」(28:82) 。 

2294 了 イス ラム 教 の 主題 で ある 神 の 唯一 性 に つい て は 当 節 で 終わ る 、 処 々 で は 美しい 隠 
暗 が 用 いら れ て 、 偶 像 崇拝 の 軒 か さ 、 誤り を 多 神 論者 に 痛感 さす せ て いる 。 そ れ ら は 昌 
昧 の 巣 の よう に も ろく 、 合 理 的 で は な い 。 
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44. 面 し て 、“ こ れ 等 は 比較 な り 。 わ れ 5 SN EE 
ら は それ ら を 人 々 の た め に 説く な り 。 ORL C 
され ど 、 知 識 ある 者 以外 は 之 を 理解 せ ORY Cs 
ざる な り 。 

45. アッ ラー は 真理 を 以 て 、 議 天 と 大 "し つろ 5 0 
地 を 創造 し 給え り “2%。 げに この 中 に 。 の 
信仰 する 人 々 へ の 巡 兆 あり 。 を OG RIEI GE) 

ドー 飼 


項 
46.“ 訴 、 選 に 府 示 され た る 理央 の 中 さっ 083 人 SC TN 


ん し ゅ 


か ら 読 請 し 2256、 礼拝 を 遵守 せよ 。 げ ー a de 
に 礼拝 は 、 梗 行 と 悪事 か ら 留 め る な SRO 2 OA 


り 。 され ば 、 アッ ラー を 唱 念 する こ ど と ン ン 2 A ンプ 324 
Mls < hs っ 3 

は 誠に 最も 大 事 な り 。 耐 し て 、 アッ ラ 1 ラク 

ー は お 前 達 の な せる こと を 知 惹 し 給 @952 こ あじ る 


っ 2256A 
フ o 


47. 面 し て 、9 最 普 ( な る 論証 ) を 以 て PE i LCIY < 
する に 非 ず ば 、 経典 の 民 と 論争 する な 9 

か れ 。 但し 、 彼 等 の 中 不義 を な し た る ER A oe | 
者 ども は 別 な り 。 庫 し て ( 彼 等 に ) 去 


U13:18; 14:26. 26:74: 16:4; 39:6. “18:28. 916:126: 23:97: 41:35. 


2 や ビル ・ ハ ッ キ と いう 表現 は 、 諸 天 と 大 地 の 創 造 に 於 ける 理性 的 な 意匠 と 目的 の 明 
確 な 証拠 が ある こと を 示す 。 そ し て 、 天 地 の 万 物 に 深遠 且つ 完成 され た 計画 が 働く 。 
729 ウト ウル (Udu) と いう 語 は 、 宣 言 せよ : 布教 せよ : 読 語 せよ : 朗 唱 せ よ : 繰り 返し 
て 言え : 従え 、 を 意味 する (Lane より )。 
22964 当 童 に 於 いて 三 つ の こと が 言及 され て いる 。 即ち 、 聖 クル アー ン の 伝道 と 読 調 、 
2 ッ ラ ー へ の 執着 心 で も やる 。 これ ら の 三 つ の 目的 も 、 罪 の 東 縛 か ら 人 間 
を 救出 し 、 道徳 的 に も 精神 的 に も 上 達する よう に 助け て や る こと で ある 。 神 を 熱心 に 
信じ る こと は 、 すべて の 啓示 され た 宗教 の 根本 の 原則 で ある 。 何故 な ら ば 、 こ の よう 
な 信仰 こそ が 人 間 の 悪 閣 と 行動 の 効力 、 か つ 影 響 力 の ある 阻止 に 役立つ こと が 出来 る 
か ら で あ る 。 そ れ ゆ え に 聖 クル アー ン が 、 何 度 も 何 度 も 神 の 存在 の 主題 に 復帰 し 、 神 
の 偉大 な る 力 、 栄 準 と 愛 を 語り 、 イス ラム 的 礼拝 に 於 ける 神 へ の 執着 心 に 強調 を 課 し 
て いる 。 も し それ を すべ て の 必要 な 条件 を 果たし な が ら 捧 げ る な ら ば 、 心 と 行動 の 清 
廉 の 必然 的 な 結果 を も た ら す 。 
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え 、 「 我 等 は 、 RAI0SS 2 2 US lsc 1d』 31、 LA 
を 信じ た り 。 そし て また お 前 達 に 降 さ 。 ~ 

れ た る も の を も 。 証し て 、 我 等 の 神 と 40 で る 3 33 > を る る 5 
お 前 達 の 神 は 唯一 な り 27。 さ れ ば 、 0 
我 等 は 役 に 服従 帰依 し 奉る 」。 2 


48. 面 し て 、 か く の 如 くわ れ ら は 液 に 
聖典 を 降 し た り 。 され ば 、? わ れ ら が 
経典 を 授け た る 人 々 は 、 之 を 信 ず 。 ま 
た 、 これら (経典 の 民 ) の 中 か ら も 、 之 
を 信ずる 者 在り 。 耐 し て 、 不信 者 の 外 
は 何人 も われ ら の 神 兆 を 拒 ま ず 。 


49. 2 汐 は 之 以前 に 、 如 何 な る 経典 も 
計 削 せ ず 、 また 液 は 己 が 石手 で それ 
き 。 も し そう で あっ た な 
ら 、 見 よ 、 席 偽 と みな す 者 ども は (私 


に つい て ) 疑 心 を 抱い た る な り ぞ W。 


eG 


PP 
Sb も So て っ らら 

OSIY 
a Se 


i 


SO. 知 、 そ は 知識 を 賜わり た る 人 々 の Ca し 83 
陶 中 に (記さ れ て ) ある 明 喉 な る 押 光 ーー 2 
な り 6 市 し て 、 不 義 者 ども の 外 は 、 UL ss ビラ っ 由衣 
答 人 も われ ら の 控 兆 を 拍 ま ず 。 a 
8A 弄 
LL 042:33. 


A SE 人 飾 に 示さ れ て いる 。 我々 は まず 、 


分 と 相手 が 共通 点 の ある 信仰 を お 
例え ば 、「 経 


きつ と いう 点 を 強調 する こと で 説教 を 始め る べき 
経典 の 民 」 と 対話 する 時 は 、 神 の 唯一 


性 と 神 の 啓示 と いう 二 つ の 基本 


的 教義 を 基 に し な けれ ば な ら な いと 我々 は 教え られ て いる 
2358 ss み 書 ぎの 出 来 な い 一 人 の 男 が ある 国 に 生ま れ 育ち 、 文 明 人 と の 接触 も な く 、 お 


そら く 他 の 黙示 録 に 関し て 何 の 知識 も 無かっ た で あろ う 。 その 男 に 聖 
聖 ク ルアー ン は 永遠 に 価値 ある も の 全て を 備え た 


る こと な ど で き た で あろ うか ? 谷 、 時 


クル アー ン を 作 


だ け で な く 、 人 類 が 常に 必要 と する 道徳 的 、 精神 的 な も の を 満た す よ うに 作ら れ て い 
る の で ある 。 これ 等 の 事柄 は 、 聖 クル アー ン が 神 に 啓示 され た も の で あり 、 型 預言 着 
が 神 の 教え を 伝え る 師 で ある こと を 確証 する 。 


2259 前 館 で は 、 聖 クル アー ン が 神 の 啓 
当 節 で は 、 聖 ク ルアー ン に 精通 
ば て いる 。 


示 で ある こと を 示す 外 的 証拠 に 言及 し て いる が 、 
する 者 の 心から 神 の 光 が 湧 き 出る と いう 内 的 証拠 を 挙 
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S1. 面 し て 彼 等 は 云え り 、「 何 故 役 の や 5 るり 
主 より 神 兆 が 彼 に 降 さ れ ざ る か ?」。 DR i 
云え 、「 び に 舞 兆 は た だ アッ ラー の 861 C39 IS 


[2 ぅ イ ブー タタ ガ ング ー 


件 許 に ある の み 。 面 し て 我 は た だ か oR 
明 な る 警告 者 に 過ぎ ず 」。 ON 


52. 彼 等 に と っ て は 充分 な ら ざ り し A&CEOSI GS 3 
か 、 わ れ ら が 誠に 、 令 守 : に 対し て 読 議 の NAS と ea 
され る 経典 を 汐 に 降 せ し こと は ? げ ぷぅ 3 4G 
ここ の 中 に 中 さい こ レン ーー ラブ ッ ン 
0 信ずる 民 へ の 結 村 と 訓 8 56 入っ 光 
六 項 
53. 云え 、“「 我 と お 前 達 と の 間 で 、 ア CS っ みっ 人 0 し (は 
ッ ラ ー は 立証 者 と し て 充分 な り 。 彼 NM 
は 語 天 と 大 地 に ある も の を 熟知 す 。 CU し ge Ee 
され ば 、 虚 亡 を 信じ て アッ ラー を 拒 ヤ イ 3 ョ コ ィ ン ニン ゴン 
否 せ し 者 ども 、 か か る 者 ども こそ 失 こり) FAI 
敗者 な り 」。 O02 
54. 4 市 し て 、 彼 等 は 泊 に 懲 名 を 急ぎ 有人 rc セン 
求め る な り 。 も し 定め られ た る 央 限 な dai 33S 20 0 
か り せ ば 、 懲 軸 は 必 ず 彼 等 に 降り た る ふむ うし 5 BT 2 
な り 。 され ば そ は 確か に 突然 彼 等 に 襲 の 
いか か る べし 9。 耐 し て 彼 等 は 気 づ OO TA I 
か ざる な り 。 


レフ 
4 
se 9 を の 


6:38: 13:28. 622:S0- 26:116: 51:51; 67:27. 4:167: 6:20: 13:44; 48:29. 922:48: 26:205; 27:72-73; 37:177-178. 


2269 宮 の 神 兆 を 求め る 不信 者 に 対し (前 節 参照 ) 、 当 節 は 哀れ み を 込め て 答え て いる 。 
神 は 既に 聖 ク ルアー ン を 通し て 慈 圧 の 印 を お 与え に な っ て お り 、 聖 クル アー ン に 従え 
ば 高位 を 得 、 世 の 人 々 に 碑 わ れる で あろ うに 。 に も か か わら ず 、 な せ 還 の 神 兆 を 求め 
る の か 、 と 答え て いる 。 

?261 当 節 は 、 不 信者 の 禄 の 神 兆 を 求め る の に 対し 、 次 の よう に 率直 に 答え て いる 。 聖 
クル アー ン を 通じ て 与え られ た 慈悲 の 神 兆 に 恵まれ る より 、 こ の 不幸 な 者 達 は あく ま 
で 軸 を 求め て いる 。 それ 故 、 彼 等 は この 神 兆 を 得 、 突然 思い 掛 な い 所 で 彼 等 に 罰 が 下 
る で あろ う 。 し か し 彼 等 は 定め られ た 時 まで 待た ね ば な ら な い 。 
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55. 彼 等 は 波 に 懲罰 を 急ぎ 求め る な 25 に 3 3 し こも 
り 2291A、a 地獄 は 必ず 不信 者 ども を 取 PWM 
り 囲 お に も か か わら ず 。 OL 


se 


56. ? そ の 日 第 が 彼 等 の 頭上 か ら 、 ま 93859C つ は えも も 
た 彼 等 の 足 の 下 か ら 、 彼 等 を 覆う な り 

ee。 面 し て 彼 ( は ) は 言わ ん 、「 お 前 達 つば ヒビ 層 お 8 び こま 
の 行い し こと を 味わえ 」 と 。 


57. ああ 、 信 ずる 我 が 僕 等 よ ! げ に 我 zuls eG 
が 大 地 は 広大 な り 、 さ れ ば われ の み を 
崇め よ 。 


58. < 各 生命 は 死 を 味わう な り 。 然 る じ 和 | る る os 。 tN > 
後 、 お 前 達 は も れ ら に 戻さ れる な り 。 


5 され ば 信仰 し て 着 を 行い し 者 こと ES Fal CES 
A 2 うな コタ ンプ @ ン ン っ 9 を ョ ンプ 
GII の 6 ころ 
や ど と としえ 
に 宿 らせん 。 彼 等 は そこ に 永久 に 住み "Les ご 5A YI 
留まら ん 。 (善い ) 行動 を する 人 々 の 報 上 
奨 は な ん と 素晴らし きか な ! OAI 


>| 5 


60. (か か る 者 は ) 耐 えび 、 己 が に 66 志和 ュ 8 っ 必 92 ン 23 
頼り た る 者 な り 。 


61. 如何 に 多く の 生き も の あり て 、 己 きじ 351 ス N 2613 8 し そる 
CEE 
が 糧 を ま か な え ざ る な り 。 イア ッ ラ ー JO Y ES 


9:49; 13:36: 17:9. 16:9. 3:186; 21:36. 25:76; 34:38. 16:43. LI:7. 


” 前 侵 に 述べ られ た 罰 と は 、 現 世 で 不信 者 に 下さ れる も の で ある 。 当 節 に ある 宙 
は 、 来 世に 彼 等 に 科せ られ る も の で ある 。 

の 神 の 員 が 下る 時 、 そ れ は 突然 、 急 激 に 、 滝 の よう に 四方 か ら 彼 等 を 襲う 。 

2293 信者 は ここ で 、 明確 な 言葉 で 約束 され て いる 。 つ まり 、 神 の 道 に か け て 己 が 家庭 
や 故郷 を 離れ る 者 は 、 信 仰 が 揺 が ず 、 蛋 忍 不 抜 の 精神 を も っ て 、 正 し い 行 為 を 遂行 
すれ ば 、 神 の た め に 失う も の より 遥か に 多く の 報酬 を 与 ら られ る で あろ う 。 
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は それ 等 に 糧 を 与え る な り 、 そ し て ま を 。 引 | 25 ち 5EI2G335 叙 人 
た お 前 達 に も 264。 面 し て 彼 は すべ て 2 
を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 な り 。 の > sd 
62. も し 没 、 彼 等 に 向っ て 「 誰 が 諸 天 Ji mW ン 和 2 > っ 季 に ェ ュ イン 
と 大 地 を 創造 し 、“ 太 陽 と 月 と を 働か ーー 2 で 9 
せしめ た る か ?」2% と 間 わ ば 、 役 等 っ < 前 3 の スス 23、 つ 2 
は 必ず や 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 00 


< を 44」 5 や イッ コイ 
され ば 、 彼 等 は 如何 に 背 き 去 らし め ら ⑨⑤O ぷ 95 BG ER 
れ た る や 。 


63. ? ら アッ ラー は 、 その 儀 等 の 中 で 、 | の 4? シン 4 
i DN LS OA DA 


また 彼 の た め に (滋養 物 を た) 称し くも 。 @ タ Es と 人 0 9 の 3 


し 給 う 。 ぱに アッ ラー は 、 前 事 を 深 知 
し 給 う 。 た 3 
64. も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 誰 が 天 か Ne ES 
ら 水 を 降 し 、 ま た それ に よっ て 大 地 を  , _ - 
その 死 し た る 後半 ら し め た る か ?」 と で 計 305 と 5852o の ja 
問わ ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 ア ッ ラ < 。 < 。 ィ レト ュ ラ レシ ラル 

ー な り 」 と 。 4、「 す べ て の 誠 づえ (めで SN AN 


アッ ラー に 届 す 」。 耕 、 彼 等 の 多く は & 8 る 631z5 

OS 

理解 し 得 ざ る な り 。 Sr 
項 


65. “現世 の この 生命 は 、 た だ 遊戯 か “ご 
気晴らし に すぎ ず 。 面 し て 、 来世 の 住 、。 。。 。 の < 
居 こ そ 真 実 の 生活 な り 、 役 等 も し 知り 『 OAI の を 26) 5 

2266 ts tr ot 
た り せ ば 9。 0 HE 


97:55: 13:3; 31:30: 35:14: 39:6. が 13:27: 30:38: 34:37: 39:53: 42:13. “6:33: 47:37: 57:21. 


2264 動物 や 鳥 で すら 食物 に 恵まれ て いる 時 に 、 神 の 最も 優れ た 創造 物 で あり 、 頂 上 を 
極め る 人 間 が 錠 え る こと な ど あ ろう は ず が な い 。 
A 
^296 崇高 な 目的 の た め に 生じ る 九 難 辛苦 や 、 神 の た め に 耐え る 犠牲 の 無い 人 生 は 娯楽 
と 同じ く 無 益 な も の で ある 。 意味 の ある 人 生 と は 、 神 が 人 間 を その た め に 創造 し た 永 
遠 の 生命 の 準備 に お ける 崇高 且つ 気 高 い 目的 を 追求 する こと で ある 。 
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66. “され ば 、 彼 等 は 舶 に 乗っ て いる Ua る ES HG 
や 、 彼 等 は アッ ラー に 向っ て 、 その た KS 
め に 信念 を 尽く し て 祈る な り 。 さ れ ど っ 351 JI は を SSGS 
彼 が 彼 等 を 陸上 に 救助 せしめ た る や 、 の 
見 よ 、 彼 等 は 併せ 礼 る な り 、 ' 6% 
67. やわ れ ら が 彼 等 に 授け た る も の を 1228 i UE s フ ラン 
こう - | 
感謝 せ ぬ が た め に 、 曽 し て 、 彼 等 は し 
ば し の 利益 を 受け ん が た め な り 。 さ れ ORS LS 
ば 彼 等 は や が て 知る べし 。 
キュ ラン レン イン レン A 
68. 彼 等 は 見 ざり し か 、 われ ら が 安全 じ 。l > じ に kz 85 3 
な 聖域 を 設け た る こと を ? そ の 周辺 」 Ge 
か ら 人 々 が 了 稚 (の 愛 き 日 ) に 員 さ れ コシ 


RUE 


て いる の に 7。 < され ば 、 彼 等 は 虚妄 2 < スッ ンー GLsf 
を 信じ 、 面 し て アッ ラー の 恩恵 を 拒否 98 らく つ か de ~ 
する つも りか ? 0 
69. 7 され ば 、 ア ッ ラ ー に 対し て 偽り を CSAM EG ES 
所 造 せ し 者 、 或 い は 真理 が 彼 に 来 り し tt 8 
時 に を 誠 盆 と みな し た る 者 以上 に Gol se い まい つや 
不義 者 た る 者 あろ うか ?* 地 獄 に は 不 レ 。 と ゃ レン 
すみ か の に 】 
信者 ども の た め に 伴 財 は 非 ざる や ? Ss 


70. され ど 、 わ れ ら の た め に 励む 者 あ EA Ail3 
ら ば ?298、 わ れ ら は 必ず 彼 等 を われ ら - 

の 道 に 導 か ん 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 誠 & OLIN ES 
に : 


4093 


910:23: 31:33. 16:56: 30:35. 1673.96:22: 10:18: 39:33. 618:103: 33:9: 48:14. 


・、 NGc の で 職人 昌 計 の 下 際 で の 入る の 殺生 柄 選 で 3 イス ラ 


し て 、 ア ラブ 人 達 が 人 間 の 生命 を 尊重 し な か っ た 「 無 明 時 代 」 で さえ も 、 Mi の 
ム と 呼ば れ て いた 。 つ まり 、 カ ー バ 神殿 の 境内 が 安息 の 場 と し て 存続 され た の で ある 。 
区 域外 は 安全 で な く と も 、 カ ー バ 神殿 の 境内 で は 完全 に 安全 と 平和 が 保 た れ て いた 。 
人 2 了 イス ラム 教 に 定め られ た ジハード と は 、 殺害 の 加害 者 及び 被害 者 に な る こと で は 
な く 、 神 の 御 意 志 に 沿う よう 努力 する こと に ある 。 フ ィ ー ナ と いう 語 は 、 我 等 と 会 え 
る た め 、 と いう 意味 を 持つ 。 
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三村 二 
アッ ルー ム Ar-Rammn ( 維 馬 ) 
メッ カカ 刻 示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は メッ カ で 啓示 され た が 、 啓示 の 日 を 正確 に 指定 する こと は 難し い 。 
NE る ST 0 TE 目 、 9 3 


0 i 
廃 が その どん 底 に な っ て いた 。 前章 の 終り で 、 現 世 は も し 崇高 な 目的 の た め 
に 使わ れ な か っ た な ら 、 娯 楽 か 気晴らし の よう な も の で ある と 述べ て いる 。 
し か も 実在 的 で 永久 に 続く 来世 は 、 精 神 的 に 崇高 な 旅行 者 が 神 の 御 満悦 を 得 
ん が た め 、 一 生 懸 命 全 力 を 尽く し て 奮闘 する 生命 で ある 。 当 章 は 、 信 者 達 は 
昔 酷 な 試練 に 成功 する で あろ う 。 従っ て 、 そ の 犠牲 や 受難 の 報い と し て 神 の 
お 慈悲 と お 恵み が 彼 等 の た め に 開始 され る で ある ろう 、 と いう 預言 的 な 言葉 で 
開 扉 され る 。 


当 章 の 支配 的 諭 旨 は 、 不 信 と 暗黒 の 力 の 失敗 と 挫折 、 及 び 、 イ スラ ム の 
登場 と 勝利 で ある 。 当 章 は 、 古 い 控 は 死に か け 、 新 し いよ り 良 い 探 が その 滅 
亡 か ら 萌 え 出 る で あろ うと 確固 と し て 、 力 強く 述べ て いる 。 当 章 は 、 ロ ー マ 
は ペル シア に 究極 の 勝利 を する と いう 預言 で 開 扉 され る 。 こ の 預言 は 、 ペ ベル 
シア の 征服 の 上 げ 潮 の 抵抗 し 得 な い 春 流 が 何で も 押し 流し た 時 、 つ まり 、 ロ 
ー マ 降 格 と 屈辱 が 一 番 深み の どん 底 に 沈ん だ 時 、 な され た の で ある 。 当時 に 
お いて 、 三 年 か ら 九 年 の 暫 囲 内 で 、 ペ ルシア 側 に 傾い て いた 形勢 が 完全 に 逆 
転 し 、 征 服 さ れ て いる も の は 勝利 者 と な っ て し まう と いう 預言 は 人 間 の 知識 
と 技巧 以上 の こと で あっ た 。 こ の 預言 は 予見 の で き な い 大 変異 常 な 状況 の も 
と で 文字 通り に 叶え られ た 。 そ の 預言 の 成就 は 、 他 の より 大 き な 預 言 を 含 鞭 
し た 。 つ まり 、 そ の 時 、 貧 し く て 弱い イス ラム に と っ て 相手 に な れ な い 大 変 
強力 な 不信 者 を も 敗走 させ 、 イ スラ ム は 益々 うま くい っ て 、 勝 ち 誇っ て 進撃 
する で あろ う 。 次 に 当 章 は 、 天 と 地 の 創 造 、 昼 と 夜 の 交替 、 宇 宙 に 存在 する 
完全 な 計画 と 秩序 、 そ し て と る に 足ら な い 初 めか ら の 人 間 の a 
され る 神 の 強大 な 能力 に 言及 する 。 こ れ 等 の すべ て の も の は 、 抗 し が た い 必 
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然 的 終結 に 導く 。 つ まり 、 そ の よう な 世 大 か つ 無 限 な 力 を 有する 神 は 、 イ ス 
ラム を 小さ な 種 か ら 巨 大 な 樹木 に 成長 させ る 力も ある 。 そ し て 、 或 る 日 、 全 
人 類 が その 樹 陰 で 注 む で あろ う 。 イ スラ ム は 必ず 成功 する 。 な ぜ な ら ば 、 そ 
れ は ディ ー ヌ ル ・ フ ィ ト ウラ (Dinul-Fitrah) で ある か ら 。 す な わ ち 、 人 間 性 
に 適合 し 、 理 性 と 常識 に 於 いて 、 人 間 の 良心 に 訴え る か ら で あ る 。 そ の 勝利 
は 、 ア ラビ ア 国 で な され る 偉大 に し て 素晴らし い 大 変革 を 通し て 起こ る で あ 
ろう 。 道徳 的 に 死ん だ も 同然 で ある 人 々 は 深い 眠り の 年 月 か ら 眼 を さま され 、 
聖 預 言 者 に よっ て 流れ 出さ れ た 精神 的 源泉 を 飲み 、 精 神 的 光 の 啓蒙 家 と な っ 
て 、 イ スラ ム の 神託 を 地球 の 果て まで 伝え る で あろ う 。 当 章 は 、 反 対 や 抵抗 
は イス ラム の 繁栄 を 妨害 し 、 阻 止 す る こと が 出来 な いと いう こと を 留意 し て 
終る 。 真理 は 結局 勝利 と 繁栄 が 得 ら れ 、 虚 偽 は 失敗 し 、 屈 辱 を 与え られ る の 
で ある 。 こ の 現象 は 今 迄 の 各 了 預言 者 の 時 代 に 起き 、 聖 預言 者 の 時 に も 再び 起 
こる で あろ う 。 従っ て 、 聖 預言 者 は 、 す べ て の 迫害 や あざ けり に 対し て 、 忍 
耐 と 我慢 すべ き で ある こと を 告げ られ て いる 。 故に 成功 は 間 も 無 く 到 来 す る 
で あろ う 。 
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で Sw め 。 YS2s5982: 
三 十 凍 
アッ ルー ム Ar-Rtum ( 維 馬 ) 
節 数 61、 メ ッ カ 啓示 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の SA 
御名 に お いて 。 

2 0 ot 
3. 幼 馬 人 は 打ち 負 か さ れ た り 、 EL 
4 近接 する 地 に 於 いて 9994。 市 し て AgeUEASCD32 る 5 つの YI339 
彼 等 は 、 その 打ち 負 か さ れ た る 後 、 必 ie 
ず 勝 利 せん 、 Od 


5. 数 年 の 貼 に は 6。 < 以前 も 以後 も 52 に 8 る 8 
命令 は アッ ラー に 届 す 。 さ れ ば その 1 


ッッ ラテ 
日 、 信 者 た ち は 喜 ば ん 271、 OO NT HA RY 


alt. P29:2, 03:155: 13:32. 
2269 注 16 を 参照 の こと 。 
2269A パレ スチ ナ 。 


タビ ドウ (Bid) と は 、5, 7, 10 な どの よう な 数 の 多様 性 を 表示 する 。 然 し な が ら 、 普 
通 は 3 から 9 まで の 数 字 を 示す と 考え られ て いる (Lane より )。 

2 当 節 及び 前 二 節 の 趣旨 を 十分 理解 する た め に は 、 イス ラム 教 の 聖 預 言 者 の 出現 直 
前 に 、 ア ラビ ア に 領土 を 持つ 二 大 帝国 、 ペ ルシア 及び ロー マ の 政治 状況 が どの よう で 
あっ た か 、 そ の 概略 を 知る 必要 が ある 。 両国 は 交戦 中 で あっ た 。 初め ペル シア が 勝利 
を も の に し た 。 ペ ルシア に よる 征服 の 始ま り は 西暦 602 年 で 、 こ の 年 、 ブ フォー カス に 
殺害 され た 思 人 モー リス の 仙 討 ちの た め 、 チ ョ スロ スニ 世 は ロー マ と 開戦 し た 。 20 
年 間 ロ ー マ 帝 国 は ペル シア 軍 に よっ て 超過 され て いた が 、 これ は か つて な いこ と で あ 
っ た 。 ペ ルシア は シリ ア や 小 ア ジア を 人 稚 い 、 西 礎 608 年 に は チャ ル セ ド ン に 進攻 し た 。 
ダマ スカ ス が 613 年 に 陥落 し た 。 建国 以来 ペル シア 人 が 足 を 踏み 込ま な い 周 辺 諸国 は 、 
こと ご と く 荒 廃し た 。614 年 6 月 、 エ ル サ レ ム も 又 落 ち た 。 キ リス ト 教 徒 は 皆 、 ペ ベル 
シア 人 が 総 大 司教 と 共に キリ スト の 十字 架 を 取り 払っ た と 聞き 、 内 えた 。 キリ スト 教 
は 権威 を 失っ た 。 ペル シア 人 に よる 征服 は 、 エル サレ ム 占 領 で は 終わ ちら な か っ た 。 次 
に エジプト が そし て 小 ア ジア が 再び 征服 され 、 ペ ルシア 軍 は コン スタ ンチ ノー プル の 
すぐ 側 ま で 近付い た 。 ロ ー マ は 抵抗 する こと も で きた の だ が 、 内 紛 が 災い し 、 そ れ を 
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6. アッ ラー の 助け に より て 。 彼 は 32 84 交 し る 
の 仙 す る 者 を 区 り 給 う 。 面 し て 彼 は 万 a 
力 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 02 


行わ な か っ た 。 ヘ ラク レス は 徹底 的 に 屈辱 を 受け た 。 チョ スロ ス は 、 鎖 で 緊 が れ 玉 座 
の 足許 に 引き 立て られ た へ ラク レス に 会 い 、 ヘ へ ラク レス が 十字 架 に か けら れ た 彼 の 神 
を 捨て 、 太陽 崇拝 を 受け 和信 れ る まで 、 彼 を 放免 し よう と し な か っ た (Historians’ History 
of the World, 7 巻 159 頁 、8 巻 94-95 買 、 ブ リ タタ 二 カ 百科 事典 “ChosroesIT" と “Heraclius” 
参照 )。 こ の 事 は イス ラム 教徒 を 非常 に 悲し ませ た 。 そ れ は 彼 等 が ロー マ 人 と 同じ く 
経典 の 民 だ っ た か ら で あ る 。 メッ カ の クラ イシ ュ は 、 ペル シア 人 の よう に 偶像 崇拝 者 
で あり 、 キ リス ト 教 徒 軍 の 敗北 に 、 イス ラム 教 打倒 の 契機 と 考え 、 喜 ん だ 。 こ の ロー 
マ 軍 月 壊 の 直後 、 西暦 616 年 に 聖 預 党 者 に 神 の 啓示 が な され た が 、 当 節 及 び 前 二 節 で 
は これ が 主題 と な っ て いる 。 この 三節 に は 、 重要 な こと が 二 つ 述 べら れ て いる 。 八 、 
九 年 の 短期 間 に 形 勢 は 逆転 し ( ビ ド ウ と は 3-9 年 間 を 意味 する 、 Lane より )。 か つて 勝 
利 を 治め た ペル シア 軍 が 、 当 時 徹底 的 に 痛め つけ られ た ロー マ 人 の 手 で 、 今度 は 完敗 
に 追い や られ る で あろ うと 、 当 時 思い も よら な い 預 言 が 、 こ の 三節 に 記さ れ て ある 。 
この よう な 短期 間 に イ スラ ム 教 が 勝利 を 治め 、 不信 者 の 敗北 が 決定 的 と な る と こ ろ に 
この 預言 の 重要 性 が ある 。 この 預言 は 、 人 間 の 予測 を 越え て 現実 の も の と な っ た 。 ペ 
ルシア が 勝利 を 治め て いる 最 中 、 聖 預言 者 は 、 ロー マ 人 は 再び 勝利 を 得る と 何 年 も 先 
の こと を あえ て 預言 し た 。 この 預言 が た め さ れ た と され る 当時 、 ヘラ タレ ス の 治世 当 
初 12 年 は ロー マ 帝 国 が 崩壊 た 向かう と いう 預言 以降 、 如 何 な る 預言 も 成就 され な か 
っ た (ギボン 著 、Rise, Decline &Fall of the Roman Empire, 5 巻 、74 買 ) 。 

数 年 間 その 敗北 の 痛 手 か ら 立 ち 直 ろう と し て か ら 、 へ ラク レス は つい に 、 握 預 言 者 
の メデ ィ ナ へ の 聖 息 の 年 、 西 歴 622 年 に ペル シア と 戦う こと が 出来 た 。 西 暦 624 年 に 、 
彼 は メデ ィ ア の 北方 に 進軍 し 、 そ こ で 彼 は 、 ゴ ー ザ ク (ガザ カ ) の 偉大 な 聖火 神殿 を 
濱 滅 し た 。 これ は エル サレ ム の 破壊 の 復讐 で あっ た 。 この 事件 は 、 当 節 で 予告 され て 
いる 如く 、 正確 に 九 年 以内 に 起こ っ た 。 従っ て 、 そ の 重要 性 と 意義 に 加え て 、 そ れ は 
又 、 ク タラ イシ ュ 旗 の 力 が バド ル の 戦い で 、 非常 に ゆ ゆ し く 逆 転 さ れ た 年 に 起き た の で 
ある 。 こ れ は 、 ケ ダル の 全盛 が 衰え る こと を 予告 する 聖書 の 預言 を 想起 させ て いる ( イ 
ザヤ 書 、 21:16-17)。 西暦 627 年 に 於 いて 、 ヘ ラク レス は ニ ネ ヴェ (Ninveh) で ペル シ 
ア の 軍勢 を 打破 し 、 ク テ シ フ ォ ン に 進軍 し た 。 ホス ロ エ ス は 自分 の 大 好き な 邸宅 ダス 
トゲ ルド (バグ ダッ ト の 近く ) か ら 逃 避 し 、 不 名 準 な 生存 の 後 、 自 分 の 息子 セロ ス 
(Siroes> に よっ て 、 西 歴 628 年 2 月 19 日 に 殺さ れ た 。 こ の よう に ペル シア 常 国 は 、 
数 年 前 に 到達 し た 外見 上 の 偉大 さか ら 、 見 込み の な い 乱世 に 没落 し た (ブリ タニ カ 百 
科 辞 典 )。 こ の 預言 の 成就 は 非常 に 不慮 で 筑 く べき で あっ た か ら 、 備 見 を 持つ キリ ス 
トト 教徒 の 著述 家 < た ち は 、 そ れ を うま く 誰 明 する の に ひど く 難 儀 し て いる 。 ロ ド ベ ル は 、 
当 節 の アラ ビア 語 の 表現 の 母音 符号 が 、 ど ちら に で も 読め る よう に 、 未 決 の 状態 に 放 
置 さ れ て いる と 言っ て いる 。 す な ね わ ち 、「 彼 等 は 勝利 者 に な る だ ろう 」 を 意味 する “ サ 
ヤグ リブ ー ン "で ある か 、 又 は 「 彼 等 は 負け る で あろ う 」 を 意味 する " サ ユ グ ラブ ー ン " 
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7.( こ は ) アッラー の 約束 な り 92。 85958 は 8 人 0 は 3Y 交え る 5 
< アッ ラー は 己 が 約束 を 信 わ ず 。 然 る 022 See 6 
に 、 世 人 の 多く は 知ら ず な り 。 OD I LS 
8. 彼 等 は た だ 現世 の 外観 を 知る も : る が 4 に oR 
2、 面 し て 彼 等 は 来世 に つい て は 無 し 
過 着 な り 。 OO A FI 
9. 『 彼 等 は その 心 の 中 で 名 考 せ ざ り し MS 3 
か ? ア ッ ラ ー が 諸 天 と 大 地 並 びに そ 。  。 Se 
れ ら の 間 に 在 る も の を 真理 を 以 て byJE42 ら 502 うつ 
2274、 上 且つ 定め られ た る 期限 に お いて 2 97 
創造 し 給 う た に 外 な ら ぬ こと を 。“ さ Io の うこ たっ びり 


WW 


れ ど 、 実 に 人 々 の 多く は 己 が 主 と 会 3 SENS 
こと を 拒む な り 。 a 


10." 彼 等 は 地上 を 通 歴 せ ざ り し 2 2M、 0 入ら 
か ? さ れ ば 彼 等 は 、 己 以前 の 人 々 の " 、 。 し 
末路 が 如何 に な り し か を 見 た 秒 。 そ 23Cp cr OE 
の 人 々 は 、 力 に お いて 、 彼 等 より も 2 
優 り 、 耐 し て 彼 等 は 地 を 閑 し 、 征 っ っ 022 31 う 


3:195; 39:21.67:I86.10:46: 29:24: 32:11, 2:110: 22:47; 35:45; 47:11. 


で ある 。 さら に 彼 は 、 その あい まい な 表現 は 故意 に な され て いる と 付け 加え さえ し て 
いる 。 そ の 身分 の ある 牧師 は 、 毎日 の 礼拝 に 於 いて 、 そ し て その 他 何 百 回 も 読 論 され 
る 語句 の 母音 は 、 未 決 の まま に 放置 され る こと は あり えな いも の で ある この 簡単 な 事 
実 を 理解 し な いふ り を し て いる 。 ウ ェ リ ー 氏 は 、 先 に 進め て 言う 、「 我 々 の 日 刊 新聞 
は この 種 の 政治 的 事件 を 絶え ず 予 想 し て いる 」 と 。 預言 の 重要 さか を 失言 し 、 見 く び る 
た め に 、 ウ ェ リ ー 氏 の この 無駄 な 努力 に 対し て 、 上 記 の ギボン の 引用 文 で は 、 沖 滅 的 
な 応答 が 述べ て ある 。 

272 と の 約束 は 8:43 節 に 言及 され て いる 。 

の 不信 者 の 知識 で は 、 物事 を 表面 的 に 理解 する こと し か で き な い が 、 ペ ルシア 人 及 
び ク ライ シュ の 敗北 の 因 は 、 物 的 面 で は な く 、 そ の 精神 面 に あっ た 。 

の 人 の も し 不信 者 が 、 現世 に お ける 人 の 寿命 が 限ら れ た も の で ある こと に 思い 及 ん で い 
れ ば 、 彼 等 は 、 こ の 世に お ける 生 が 人 の 全 で は な いと 悟っ た で あろ う 。 更に 、 死 後に 
より 良い 生 が あり 、 そ こ に お いて 人 の 精神 的 発達 は 止ま る こと は な い の で あり 現世 は 
来世 の 前 段階 に 過ぎ な いこ と に 気付 いた で あろ う 。 


EE 


う 99 Sagradal ll の 
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三 十 門 


彼 等 が 繁栄 せ し 以上 に それ を 繁栄 し 
た る な り 。 面 し て 、 そ の 使徒 た ち は 明 
証 を 携え て 彼 等 の と ころ へ 来 た れ り 。 
"され ば アッ ラー が 彼 等 を 不当 に 扱う 


扱い た を る な り 。 
11. され ば 、 悪 事 を 働き し 者 ども の 末 


路 は 悲惨 な りき 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 
は アッ ラー の 神 兆 を 虚偽 と みな し 、 旦 
つ 彼 等 は それ ら を 喘 笑 し た る が 故に 。 
ー 項 
12. 6 アッ ラー は 創造 を 起 し 、 然 る 後 そ 
れ を 繰り 返し 給 う 。 然 る 後 、 彼 に こ 
お 前 達 が 戻さ れる な り 。 
(復活 の ) 定め た る 時 が 到 
、< 罪 人 た ち は 絶 望 する な り 。 


14. また 彼 等 の た め に は 、 己 が 併せ 記 
り し 神々 の うち 、 執 成す 者 は な か ら 
ん 。 そ し て “ 彼 等 は 、 己 が 併せ 祀り し 
神々 を 拒否 せん 。 

15. 面 し て 、( 復 活 の ) 定め た る 時 が 到 
る その 日 こそ 、 (人 々 は ) 散ら ば る な り 。 
16. され ば 、* 信 じ て 普 行 を 積み た る 

者 あら ば 、 彼 等 き は 楽団 に 於 いて 幸せ 
に され る べし 2278。 

17. され ど 、/ 不信 し て 、 わ れ ら の 神 兆 
並び に 来世 の 面会 を 虚偽 と みな せ し 


| 

i 3 

タッ ーー スン 3 55 ら 05 > る お 人) 
6625 

8 内 i 


ンー * ンー * I A tr 
EIA GT LS A 
ed Oem a a So Ah 
ンー っ タン 2 Pr 
© > 
ww 


OO | 
ES 3 
OS SE 


Er Coir 


COBRA RAE 
SL ER 


| "| rit 


(a 


KO の 


OO32 ス 3525 


EE PUT TD 


4:41: 10:45. 229:20. C6:45. 0:29. 24:176; 13:30; 14:24; 22:57: 42:23: 68:35.2:40; 7:37: 57:20: 64:11: 78:22-29. 


78 アラ ブ 人 が 、 イ スラ ム 教 を 通し て 、 如何 に し て 退廃 の 深 湯 より 精神 的 物 的 最高 峰 


に 登り 至っ た か は 、 喝 上 に 明記 され て ある 。 
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FN ey いい も な て て EE ンー sg ダラス イン る か ン ジラ まる 
者 ども あら は 、 これ 等 の 者 こそ 、 真知 9032 る GE 6S | 
に 直面 され る べし 。 - 


18. ? さ れ ば 、 アッ ラー は 聖 な り 、 お 前 
達 が 夕暮 に 到 る 時 も 、 また お 前 達 が 朝 
を 迎え る 時 に お いて も 。 

19. 頁 し て 、 諸 天 と 大 地 に お ける 一 切 
の 賞賛 は 彼 に 属す ダダ?、 夜 に 於 いて も 、 
また お 前 達 が 昼 を 過ごす 時 に 於 いて も 。 
20. ? 役 は 死 よ り 生 を も た らし 、 ま た 生 


i 1 ラフ スズ 


No や 
に と のち ムコ G ぶ Ss 
OE eS 


イタ ン レ ンー ラブ ラッセ ンー 
EI I ST 


より 死 を も た ら す 。 また 、 彼 は 大 地 を 」 レレ 。 . 。 
その 死 せ し 後 著 ら せ 給 う 。 さ れ ほ か く ゆめ JO の IA うこ で 
の 如く 、 お 前 達 も 引き 出さ れる な り 。 き 
21. また 、 彼 の 神 兆 の 中 、 彼 が お 前 達 
を 土 より 創造 し た れ ば 、 見 よ 、 お 前 達 
人 間 と な り て 、 拡 散 す 27。 


22. また 、 彼 の 神 兆 の 中 、* 彼 が お 前 達 と 8 ES 
と 2 お アン シレ > 
の た め に 、 お 前 達 自身 の 中 か ら 配 但 を [ 


NE > ンタ ン イイン TEE gt i 
創れ り 、 お 前 達 それ ら に よっ て 安らぎ っ SS ee 3 
7:79: 20:131; 50:40. 810:32. C4:2; 7:190: 16:73: 39:7. 


“人 が 、 人 間 創 造 の 崇高 な 目的 に 思い 及び 、 更に 聖 預 言 者 に 従っ た アラ ブ 人 の よう 
に 、 道徳 的 退廃 か ら 立 ち 直 り 、 精神 的 最高 峰 に 座っ た 人 々 に 思い 至る と き 、 彼 は 自ら 
叫ぶ 「 全 て を 有する 天地 創造 の 神 に 栄光 あれ 」。 

227? 当 節 に は 「 彼 は お 前 達 を 土 ( ト ゥ ラー ブ ) より 創造 し た り 」 と ある が 他所 に は 人 は 
粘土 (ティ ー ン ) か ら 作 られ た と ある (6:3: 17:62: 23:13: 32:8; 37:12: 38:72) 。 土 つま り 乾 
燥 し た 土 か ら 作 られ た 人 聞 は 、 粘 土 か ら 作 られ た 人 間 に 先 立つ 訳 で 、 言 い 換 えれ ば 、 
これ は 人 間 の 柱 と な る 食物 が 土 か ら 作 られ た こと を 示す も の で ある 。 当 節 に は 、 神 の 
存在 を 示す 三 つ の 論拠 が 挙げ られ て いる 。 (1) 神 は 、 生 命 と 何ら 係り の な い 、 生 命 を 
生み 出す 特性 を 持た な いと ころ の 土 より 人 間 を お 創り に な っ た 。 (②) 神 は 人 間 に 鋭 い 
感情 を 授け られ 、 向 上 心 を その 特質 に 加え られ 、 目 標 達成 の 能力 を お 与え に な っ た 。 
(3) 神 は 人 間 に 論 力 拡大 と 世界 支配 の 欲望 を 征 え 付け られ 、 こ の 和 歓 望 達成 に 必要 な カ 
を お 与え に な っ た 。 
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得 ん が た め に 。 また 彼 は お 前 達 の 間 2 1 する し 2 (クン ッ ンー る gg 


に 愛情 と 慈悲 を 信 り た り 7%。 げ に こ 0 

し る し くろ 1 
の 中 に は 、 熟慮 する 人 々 へ の 神 兆 あり 。 OO 
23. < また 彼 の 神 兆 の 中 に は 、 諸 天 と 大 っ 22Y5 の | 3 A 3 
地 の 創 造 並 びに お 前 達 の 言語 や 肌色  。 に 28220 お 2252 
の 多様 性 あり 。 げに この 中 に は 、 知識 Ol SI RA Ss 


ある 者 へ の 神 兆 あり 2279。 eR 
24. ? ま た 彼 の 神 兆 の 中 に は 、 お 前 連 8 3 し 2 


が 夜 と 昼 に 於 いて 眠れ る こと な り 、 2 な 00 
耐 し て お 前 達 が その 買 欠 を 求め る こ ご 5G 0) a こつ 25 く 3 55 
と も 。 げに この 中 に は 、 聞く 人 々 へ で 2 ンー っ 6 Pk が 
の 神 兆 あ り 。 

レク 上 る し 9 あ Ct NL Et EG tr Ls ls ン 
25. また 彼 の 神 兆 の 中 、* 彼 は 恐れ と らち  Ea9 


or 


希望 の うち に お 前 達 に 稲 麦 を 見 せ ンー 。 グ タ > Pu イ Meg Pd 
だ EE トン し の デ て 名 
zo di し て 天 か ら 水 を 降 し 、 そし て O の YIOeO SO3 


それ に よっ て 大 地 を その 死 せ し 後 農 3 し セス 

ay さ has 
らし むる こと な り 。 げ に この 中 に は 、 エン ご 320) Us * 
知恵 ある 人 々 へ の 神 兆 あり 。 os3 


42:30.710:68: 27:87: 28:74. 13:13. 940:14: 42:29. 


2278 男女 の 愛 は 出産 に 繋が り 、 地 上 に お いて 人 類 は 生き 続け る こと と な る 。 こ れ は 、 
背後 に ある 計画 が あり 、 計画 者 が 存在 し 、 又 、 来 世に より 良き 生 の ある こと を 示し て 
いる 。 

2279 人 間 の 進歩 は 、 言 語 や 人 類 の 多様 性 と 密接 な 係り を 持つ 。 こ の 多様 化 も 、 あ る 計 
画 と その 計画 者 の 存在 を 示し て いる 。 こ の 計画 者 と は 天地 創造 の 神 で あら れる 。 言語 、 
人 種 の 多様 性 に より 生じ た 様々 な 文明 の 中 に あり な が ら も 、 人類 と し て の まとまり が 
ある 。 こ の 人 類 の 統一 性 は 、 必 然 的 に その 創造 主 が 唯一 で あら れる こと を 示す 。 
2280 稲妻 は 、 肥 浜 を も た ら す 雨 を 予告 する だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 病原 菌 を 殺し 、 帝 
物 を 荒らす 害虫 を 駆除 する 。 こ の よう に 、 稲 奏 は 虹 怖 の 念 を 引き 起こ す と 共に 、 人 間 
に さま ざま な 恩恵 を 与え て くれ る も の で ある 。 自然 の あら ゆる 要素 が 、 神 の 御 計画 の 
中 に 定め られ た 役割 を 果たす の で ある 。 以上 の 事柄 は 、 神 の 存在 、 神 の 偉大 な る 知恵 
そし て 力 の 証 と な っ て いる 。 
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三 十 章 アッ ルー ム Ar-Ram( 雑 馬 ) ニキ ー 傘 
26. “また 彼 の 神 兆 の 申 、 天 と 大 地 は 彼 US う N57 00 補っ 23 
の 命 に よっ て 辿 立 する こと な り 0 2 ラ PH 計る 9 
然 る 後 、 彼 は ね 前 達 に 大 地 か ら 一 声 呼 O2 5 デ ッ っ っ っ 5 ふう る 
’ 前 達 Tt? 
び か ける や 、 見 よ 、 お 前 達 は 出 で ん 。 0 お St 3 0 Yi 
27. 5 され ば 諸 天 と 大 地 に ある も の は 2 S43 
彼 に 属す 。 面 し て 皆 彼 に 服従 す で "2。 1 /g 癌 つ 
jar “AS 
28.* 耐 し て 彼 こ そ 創 造 を 起 し 、 釣る 832 お る 3 a gt 
後 それ を 繰り 返し 給 う 御方 な り 。 耐 し , A 
や す ト 。 グ ぅ イ ピコ の ンタ レン 4 
て 彼 に と り て 、 そ は いと 易 し 。 され ば JA | 83 


諸 天 と 大 地 に 於 ける 最も 斑 高 な る 喉 
は 彼 に 属す 。 両 し て 彼 は 威力 に し て 、 


RS Gd 


\ コッ デン 2 
皿 折 に まし ます 。 @ る を RS]| 
四 項 
29. 彼 は 、 お 前 達 の た め に お 前 達 自身 Ja" Re 
の 只 を 説き 給 う 。 お 前 達 に は 、 お 前 し 。。  。。 レ レレ / 
達 の 右手 が 所 有する 者 の 中 か ら 、 われ 5 の の ジー と 52 関内 
ら が お 前 達 に 授け し 滋養 物 に 於 いて laa 423 っ 1 っ づ 83 ご 3 


共有 者 た る 者 在り や ? され ば 、 お 前 達 
は それ に 於 いて 平等 な り 93。( 耐 し 


レー A で ラロ ダン 


SELES EAS 


a35:42. 016:53: 20:7: 21:20: 22:63. “10:35; 27:65; 29:20. 


2 太陽 系 が で き て 以来 長い 時 が 経っ た が 、 
支え も な く 和 軌道 を 維持 で きる の は 、 そ れ が 神 の 業 


徹 鹿 も 狂い は 生じ て いな い 。 有 惑星 が 何 の 
を に よる も の だ か ら で あ る 。 


大 宇宙 が いつ 誕生 し た か の 推測 は 、 人 間 の 理解 力 の 及ば な いと ころ の も の で ある 。 


知ら れ ざ る 過去 の 時 か ら 、 太陽 は 惑星 や 天体 と 共に 、 


一 定 の 軌道 逸れ る こと な く 規 


2 く 動い て きた 。 何 百 万 と いう 衛星 が あり な が ら 、 そ れ 等 が 衝突 する こと も な い 。 


條 な る 法 と 秩序 が 宇宙 全体 を 支配 し て いる 
役 に 服従 す 」」 
2 の 明 主 と 奴隷 は 共に 人 旧 
な い の に 、 全て の 物 の 唯一 創 ) 


ある 。 


る 。 この 事 は 次 の 言葉 で 表 さ れ て いる 「 皆 


呈 で あり な が ら 平 等 で な く 、 主 は 富 を 奴隷 に 分 け 与 えよ うと し 
造 主 で あり 支配 者 で ある 神 が 、 
け 与 える こと な どど うし て 出来 よう か ? 神 は 、 


宇宙 の 支配 を 他 の 閉 に 分 
唯一 、 す べ て の 支配 を 司 っ て いる の で 
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如く 1 り 。 か く の 如 $s 
われ ら は 知恵 ある 人 々 に 神 兆 を 説き 


明か す 。 

和 否 、 不 義 を な し た る 者 ども 、 加 何 20200 所 1 &315 
な る 知識 も な くし て 己 の 私 欲 に 従い Gi 2 し 
た り 。 さ れ ば 、“ アッラー が その 迷い LS GNEON oe 


を 判定 せ し 者 を 誰が 導き 得る や ? 面 

し て 彼 等 に は 如何 な る 救助 者 も な か 

る べし 。 

31. ? さ れ ば 、 液 の 顔 を ひたすら (アッ rN CEG 

ラー に ) 帰依 し な が ら 宗 教 に 向け よ 。 

( こ は ) アッラー の 本 性 な り 284、 彼 は YE 

それ に 基づい て 人 間 を 創り 給え り 。 ア ーー ut a 1 も 8 < 

ッ ラ ー の 創造 に 変更 な し 。 * こ は 正 し OS AE A 2 

き 貯 数 な り 。 され ど 、 世 人 の 多く は 知 RY A 

ら ず な り 。 

32. 彼 に 向っ て 平伏 し な が ら ( 帰 依 せ I Poe peri re Rg トメ 
また 彼 を 長 れ 、 礼 拝 を 庁 守 せよ RSE 

eg の 66 ol8 記 3 

な る な か れ 。 

33.( つ まり)9 そ の 宗教 を 分 裂 し 、 上 自 | BE っ ゴマ 0 13853 

身 も 幾多 の 派 に な たり た る 者 ども の 中 


7:187: 13:34 39:37: 40:34. 10:106、 30:44. 98:6. 6:160. 


2294 神 は 唯一 、 人 間 性 も 又 唯 一 で ある 。 これが フィ トゥ ラ ト ウ ッ ラ ー (Fitratullah) 或 
い は ディ ー メ ヌル ・ フ ィ ト ウラ (Dinul-fitrah) 時 ち 、 ア ッ ラ ー に よっ て 創 ら れ た 天性 つ 
ny 人 間 の 本 質 に 根 差 す 宗教 で も あり 、 人 間 は 本 能 的 に これ に 従う 。 人 間 は 生ま れ た 

この 信仰 の 中 に ある が 、 育 つ 環 境 や 、 親 の 考え 、 信 仰 、 親 か ら 受け た 教育 等 が 、 彼 
を ユタ ヤ 教 佐 や 、 鐘 教徒 、 キ リス ト 教 会 に 変え て し まう の で ある ( プ ハ ー リ ー より )。 
2288 唯一 全能 な る 神 を 信じ る こと は 上 真 の 宗教 の 基本 的 原理 で は ある が 、 それ だ け で は 
不 十 分 \ で ある 。 真 の 宗教 - 定 の 戒律 を 備え な けれ ば な ら な い 。 そ の 中 で も 最も 重要 
な 臣 律 は 礼拝 する こと で ある 。 


SR C3 


CRS? 
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(と な る な か れ ) “"?。 各 派 は その 持ち 


た る も の に よっ て 有頂天 に な れ り 。 
34. 2 面 し て 、 災 難 が 人 々 に 降り か か 
る と 、 彼 等 は 己 が 主 に 平伏 し て 、 彼 に 
嘆願 する な り 。 され ど 、 彼 は その 御 許 
より の 慈 大 を 彼 等 に 味わわ せしめ る 
と 、 見 よ 、 彼 等 の 中 一 団 は 己 が 主 に 億 
せ 祀 る な り 、 

35. ら われ ら が 彼 等 に 授け た る も の を 
感謝 せ ぬ が た め に 。 な ら ば 、 し ば し の 
利益 を 楽し め 。 され ば お 前 達 、 や が て 
知る べし 。 

36. われ ら は 彼 等 に 権威 を 降 し た る 
か ?2297 従 っ て そ は 彼 等 に その 合せ 訪 
る こと に つい て 語る な り 。 
37.“ 面 し て 、 わ れ ら 人 々 に 慈悲 を 味 
わ わ せしめ る な ば 、 彼 等 は それ に よっ 
て 有頂天 に な り 。 さ れ ど も し 彼 等 に 、 
選 の 手 が 先 に 送り し も の の た め に 、 不 


共 が 降り か か る と 、 見 よ 、 彼 等 は た ち 
まち 絶望 する な り 。 
38. 役 等 は 見 ざり し か 、? ア ッ ラ ー は 


その 欲す る も の に 滋養 物 を 豊か に し 
た り 、 ま た 乏しく し た り し 給 う と 
を ? げ に この 中 に は 、 信ずる 人 々 の た 
め の 神 兆 あ り 。 


に 
PE 05 bo | 


dE ) を > st す % 
で の 


2 Rs 


fri 


a 
Se EE 


アッ 


0S 


アラ アア ーー アデ 
レラ プー グー 


Oc NT TS 
EI 
8 


の 3 eC Ee 
も 。 ジン アン 


ENC 30) 3 


0:13: 39:9, 50. P16:56; 29:67. C10:22; 41:51-52; 42:49. 29:63. 


2286 過去 に お いて 、 真 の 宗教 か ら 逸 脱し た 者 達 は 分 裂 し て 対立 し 、 
バ 教 の 基本 衣 県 理 で ある 唯一 神 に つい て 述べ て 来 た が 、 
アッ ラー に 他 神 を 併せ 祀る こと に つい て 書か れ て ある 。 
多神教 徒 は 、 そ の 他 り の 宗教 を 支え る 物 全 て に 論拠 を 持た な い 。 


2287 靖 数 節 で は 、 全 宗 
の 三節 で は シル ク 、 つ まり 、 


良識 は 全て 、 偶 像 崇拝 を 嫌悪 する 。 
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争い を 起こ し た 。 
当 節 及び 次 


人 間 の 本 性 、 理 性 、 


ニニ ト - 傘 アッ ルー ム Ar-Rum( 縮 馬 ) 三 十 章 
39. < され ば 、 近 親 の 者 に その 権利 を 与 <32CAS こ 34 は 法 5 
え 2288 また 貸し い 者 や 旅人 に も 。 そ Nb < > 、 6e っ そい ーッ 
" ラー の 愛 顔 を 求め る 者 の た め O33 ss な て 5 
に は 最善 な り 。 され ば 、 か か る 者 た ち ンタ 2960 ター ョ ンー1T ゴン グ ュー ン ュ ン 
OR EN 13 la 
こそ 成功 する な り 。 ? 2 RS 
40. "お 前 連 が 、 人 々 の 財産 に 於 いて 作 JI2 1 つづ 6 2 SS3 
や さん が た め に 、 利息 を 以 て 貸し 与え 
ミ み も と た ッッ くす イン ン と を | PO 
る も の あら ば 、 そ は アッ ラー の 御 許 で で! じ 5" 約 I35 5 
SO され ど 、 お 前 達 が アッ Ts 


る る 4 ン ラー < レン 2 g 

愛 顔 を 求め て 喜 捨 す る も の あ RNAI 

ら は 0 倍加 さ @6: ? イス 
れる な り 2289_ 2 うう 


ささ: 


41. アッ ラー こそ 、 お 前 達 を 創造 し 、 4 i ネッ ラン < と { 
EN SNIEI0 

a 次 いで り 

* 彼 は お 前 達 を 死な し め 、 そ れ か ら お 、 り Js っ os ス う っ 守る 

前 達 を 足ら し むる 御方 な り 290。 お 前 


916:91: 17:27. 22:276-277. €2:29; 22:67: 40:69: 45:27. 


2288 [その 権利 」 と 言う 語句 は 、 素 晴らし い 原 則 を 表現 し て いる 。 す な わ ち 、 富 め る 
者 が 貧し い 仲間 に ザ カ ー ト ( 豆 捨 )、 施 し や 贈り 物 の 形 で 金銭 上 の 援助 を する こと は 、 
後者 の 権利 で あり 、 当 然 の こと で ある 。 何故 な ら ば 、 彼 等 の 労働 に よっ て 金持ち の 富 
を 産出 する こと に 実質 的 な 貢献 を し て いる か ら で あ る (SI:20) 。 聖 クル アー ン は 、 ど 
こ で も 信者 に 、 貧 鍛 者 を 金銭 的 に 援助 する こと を 命じ る 場合 アー ティ の 語 を イ テ ィ 
の 代わ り に 、 一 定 不 変 に 使用 し て いる 。 そう する こと に よっ て 、 そ れ は 施し を 受け る 
貧し い 人 々 の 自尊 心 を 保護 する こと を 謀っ て いる 。 何故 な ら ば 、 後 の 言葉 は 与え る こ 
と の 意味 で ある に 対し て 、 前 者 は 贈り 物 を 表現 し て いる か ら で あ る (Kashshaf より )。 
2 当館 は ザ カ ー ト ( 営 捨 ) と 利益 の 間 に 対 比 を 制定 し て いる 。 ザ カ ー ト の 手段 に よっ 
て 、 イス ラム は 多く の 貧し い 人 々 の 不幸 を 改善 する こと を 謀 り 、 と 同時 に 、 彼 等 の 品 
位 と 自尊 心 を 保護 する 。 これ に 対し て 、 利益 の 慣例 は 、 逐 し い 人 々 の 経済 状態 を 改善 
し な い ば か りか 、 事実 は 金持ち を より 富 ま し め 、 貧し い 者 を より 貧し くさ せる 傾向 が 
ある 。 人 間 社 会 の 異な る 派閥 の 間 に 、 富 の 非常 な 不 釣合い は 、 か な り 大 多数 の 人 が ひ 

どい 貧困 と 貧乏 に 苦し め ら れ 、 少 し の 人 達 の み が 豊 か さ の 中 で 敬 沢 に 暮らす と いう 結 
果 を 作る 。 これ は 利 の 制度 の 必然 性 で ある 。 当 節 は 特に 、 銀行 や 会 社 等 に 金 を 貸し 付 
け て 利息 を と る こと を 禁じ て いる 。 

2 や 神 は 我々 の 創造 者 に し て 、 維 持 者 、 供 給 者 で も あら れる 。 神 は 生死 を 完全 に 支配 
され 、 前 述 の 三 つ の 重要 な 特性 を 備え られ て いる 。 そ れ は 、 我 々 の 崇拝 を 求め られ る 
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タン 


達 が 併せ 祀る 神々 の うち 、 こ れ 等 の 事 RN 
を いさ さか も な し 得る 者 あり や ? 彼 。 I a 
は 聖 な り 、 また 彼 等 が 佐 せ 字 る 神々 よ を PP やっ の 
り 遥 か 高く いま し 給 う 。 

五 項 
42. 人 間 の 手 が 稼 ぎし こと 2 が の た め ES GB 
に 、 際 に も 海 に も 混 季 出現 せり 。 こ は i 0 
彼 等 を し て その 所 業 の 一 分 を 味わわ つっ 545 ol 
し めん が た め な り 、 恐 ら く 彼 等 は 引き を っ 45 レン = Pd 
返す や も し れ ぬ 。 OO I IE 
43. 云え 、?「 地 上 を 遍歴 せよ 、 そし て EG 8 
お 前 達 以前 の 人 々 の 末路 が 如何 に な 


16:37: 27:70; 40:83、 


最高 の 御方 に 有する も の で ある 。 
2291 前 節 の 主題 は 、 全 生命 を 創造 し 、 管 理 し 、 導 か れる 全能 の 神 へ の 信仰 心 を 人 間 に 
教え 込む こと に あっ た 。 当 飯 で は 、 「 剛 が 地表 を 竹 い 、 _ 人 が 神 を 忘れ 、 自ら 作り 出し 


る 」 と 述べ られ て いる 。 

七 世紀 の 始め は 分 裂 の 新紀元 で あっ た 。 つ まり 、 国 家 や 社会 、 そ し て 宗教 は 論理 的 
な 力 が 消滅 し 、 単 な る 儀式 と 形式 に 衰え させ られ て し まっ た 。 又 、 世 界 の 偉大 な る 信 
仰 は 、 そ の 信夫 者 達 の 暮らし に 、 健 全 な 影響 を 及ぼ すこ と を 失っ て し まっ た 。 ゾ ロア 
スタ ー、 モー ゼ や キリ スト に よっ て 燃え 上 が っ た 聖なる 炎 は 、 人 間 の 気質 に よっ て 消 
滅 さ せら れ た 。 つ まり 、 五 世紀 か ら 六 世紀 に お いて 、 文 明世 界 は 混 添 の 寸前 に 立っ て 
いた 。 そ れ は 四 千 年 間 建 設 し 続け た 偉大 な る 文明 が 崩壊 の 境目 で あっ た 。 つま り 、 巨 
大 な 樹木 の よう に 、 そ の 群 葉 は 世界 を すっ ぽ り 包み 、 そ の 枝 は 芸術 や 科学 や 文学 の 高 
価 な 収穫 を 生ん だ 文明 が よろ めき 、 そ の 本 体 が 献身 と 崇 散 の 流れ る 樹液 で 活気 づい て 
いる の で は な く 、 世 まで 魔 っ て し まっ て いる CEBmotion as the Basis of Civilization” 及 
び 、“Spirit of Jslam' よ り )。 

人 間 が その よう な 状態 で あっ た 時 に 、 人 類 の 偉大 な る 特 導 者 、 聖 預 斉 者 ムハンマド 
が 世界 の 舞台 に 登場 し た の で ある 。 そし て 最も 完全 に し て 最終 的 な 神 授 の 控 が 聖 ク ル 
ブ a 何故 な ら ば 、 完 全 な る 捉 は 、 悪 が すべ て 、 又 
は 大 部 分 が 出現 する 時 、 特に 悪 の 根 と し て 知ら れ て いる も の が 出現 し 、 確立 され た 時 
の み に 啓 示さ れる べき で ある か ら だ 。 

「 陸 に も 海 に も 」 と いう 語句 は 次 の よう な 意味 で ある 。 (。) 完全 に 理 必 や 人 間 の 協 
同 の 経験 を 文化 や 文 明 の 基礎 に し て いる 民族 と 天 啓 に 基づく 文化 や 文明 の 民族 で あ 
る 。 (⑪) 大 陸 に 住む 人 々 と 鳥 唱 に 住 お 人 々 。 当館 は 、 世 界 の 全て の 国々 が 、 政 治 的 に 
も 社会 的 に も 論理 的 に も 、 徹 底 的 に 腐敗 し て し まっ た こと を 意味 する 。 
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0 で アッ ルー ム Ar-Rum( 継 馬 ) 三 十 章 
り し か を 見 よ ! 彼 等 の 多く は 多神教 5 で っ ご 50 EE 
徒 な りき 」。 剛 0 

の oy RT IGE 
44. “され ば 、 ア ッ ラ ー よ り 避 け 難 き そ 本 


0 
に し っ か り 向 け よ 。 その 日 、 彼 等 は 分 
散 さ れん 。 


45. 不信 せ し 者 あら は 、 彼 は その 不信 
を 負う べし 。 また 、 義 し い 行 為 を な せ 
し 者 あら ば 、 彼 等 は 己 自 身 の た め に 準 


備 す る な り 、 
46. (に は )2 彼 が その 買 師 を 以 て 、 信 
じ て 義 し い 行 為 を な し た る 者 に 報酬 


を 与え ん が た め な り 。 げに 彼 は 不信 者 
ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 

47. 面 し て 彼 の 神 兆 の うち 、 彼 が 朗報 
者 な る 風 を 送る こと な り ?292 、( そ は ) 
彼 が お 前 達 に その 慈悲 を 味わわ し め 
ん が た め 、 且 つ “その 命令 に よっ て 船 
が 帆走 せん が た め な り 。 また 、 お 前 達 
が その 恩 租 を 求め ん が た め 、 且つ お 前 
達 が 感謝 せん が た め な り 。 

48. 面 し て 、 わ れ ら は 確か に 、 液 以前 
に 幾多 の 使徒 を その 民 に 遣わ し た り 。 
され ば 彼 等 は 明 証 を 携え て 彼 等 に 来 
た れ ば 、 われ ら は 人 罪 を 犯 せ し 者 ども に 
報復 し た り 。 さ れ ば 、9 信 者 達 へ の 助 


10:t06: 30:314. 110:5; 34:3. で 17:67 31:3 


テー ダレ レグ デン 


ES RS SS 
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TP 
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ss ed こっ うき っ 5 っ ご J う 


NA 
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デイ る 4 
EEUEO ビ 31339 その 
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2292 この 言葉 は 、 神 の 律 法 が 、 精 神 界 の みな ら ず 物質 界 に お いて も 行わ れる こと を 示 
し て いる 。 雨 が 降る 前 に それ を 知ら せる 風 が 吹く よう に 、 神 の 預言 者 が 出現 する に 先 
立ち 、 彼 の 教え が 広まる に 適し た 状況 が 作ら れ 、 そ の 善良 な る 人 々 が 現れ 、 地 を 固め 、 


彼 の た め に 真直 ぐ な 道 を つけ る の で ある 。 
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三 十 章 アッ ルー ム Ar-Rum( 縮 馬 ) 
け は われ ら の 務め な りき 。 


49. 6 アッ ラー こそ 風 を 送る な り 。 さ れ 
ば そ は 雲 を 運ぶ な り 。 従っ て 彼 は 、 そ 
れ を 己 が 欲す る が 如く 犬 に う うち 拡げ 、 

また 彼 は それ を 幾多 の 断 打 に 変え 給 
う 。 され ば 液 は 見 ん 、 その 5 内 中 より 出 
で 来る 雨 を 。 され ( ば 彼 、 その 僕 等 の 中 
巳 が 欲す る 者 に 之 を 至ら せる と 、 見 
よ 、 彼 等 は 応 喜 する な り 、 

50. 以前 彼 等 は それ が 彼 等 に 降 さ れ 
る 前 に は 絶望 し た る に も か か わら ず 。 


s1. され ば 、 アッラー の 慈悲 の 痕跡 を 
見 よ 、 ? 彼 は 如何 に し て 大 地 を その 死 
せ し 後 生き 返ら し むる か を 。 げに 彼 こ 
そ 死者 を 難 ら し お る な り 2293 され ば 
役 は 全て の こと に 全能 に まし ます 。 
s2. され ど 、 わ れ ら も し 或 る 風 を 送り 
し な ば 、( そ の 結果 )* 彼 等 は それ ( 作 
物 ) が 黄 ば お むこ と を 見 る や 、 彼 等 は そ 
の 後 必 ず 感 謝 せ ざる 者 と な らん 。 

s3. され ば 液 は 死者 に 聴か し お る 能 
わ ず 、 (また 液 は 衣 に (呼び 声 を ) 聴か 


し むる 能 わ ず 、 彼 等 が 背 を 向け て 逃げ 


去る 時 に 。 
54. 時 波 は 謀 還 「 を その 迷い た る 人 


寺 3 
A RP 
a A a 人 ほる さく 


i 
IPA ン る っ 


As を うく TY 


A gn A 


SI 3 


EES ES A EG 
FEY GR SY 
OF SE EI GH 
a 3 


O03 ETE i 
と っ Ys | を とう マン 
341335) 2E3 | 


a24:Ad. P16:66; 22:6; 39:22: 45:6. CS6:66: 57:21. 910:43: 21:46: 27:81. 110:44:; 27:82. 


2293 厳し い 日 照り の 後に 恵み の 雨 が 降り 、 干からび た 地面 に 新しい 生 
節 に は 上 記 の 自然 現象 が 書か れ て あっ た が 、 


命 が 宿 る 。 前 二 
当 節 で は 、 道徳 的 に 退廃 し た 者 達 の 魂 の 


復活 に も 同じ よう な 処 法 が と られ る と 述べ られ て ある 。 死人 同然 の 者 は 、 神 の 預言 者 


を 通じ 、 新 た な 生命 を 与え られ る の で ある 。 
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ニオ ー 符 


アッ ルー ム Ar-Ram( 縮 馬 ) 


三 丁 章 


信ずる 者 に 聴か し め 得る の み 。 され ば 
彼 等 こそ 帰依 者 な り 94。 


六 項 
SS5.? アッラー こそ お 前 達 を 弱 々 し い 
(状態 ) か ら 創 り 3、 次 いで 、 弱 々 し き 
さ の 後 強健 た ら し め 、 次 いで 、 強 健 の 
後に 喜 えと 弱 さ を 創り た り 。 彼 は そ 
の 欲す る も の を 創造 し 給 う 。 面 し て 彼 
は 全 知 全能 に お わし ます 。 


56. UN 
が 至 


る 時 hk 2296 
、 ヶ 彼 
Ia り た る は た だ こす 
ぎぬ こと を 。 か く の 如 く 、 彼 等 は (以前 
に お いて も ) 背 き 去 らし め ら れ た りき 。 

S7. 面 し て 、 知 識 と 信仰 と を 賜 わ れ る 
人 た ち は 芸 わん 、「 お お 前 達 は アッ ラー 
の 帳簿 に 於 いて 、 復活 の 日 まで 留 ま れ 
り 。 さ れ ば 、 こ れこ そ 復 活 の 日 な り 
297。 さ れ ど 、 お 前 達 は 知ら ざり き 」。 


Ss8. され ば “その 日 、 不 義 を な し た る 
者 ども に は 、 その 弁解 は 益 す る と ころ 


EL ER EY を とう 
2 と レッ 4 っ で 
を OV 
A 


ピー 


1 る ya Pt 


の So i Sib 

A 生生 る 。 オ 

| 85 ug 人 6 

OA 

っ タ YE アン 

ふろ お 46 し iy 
4 3 よ 。 アン タイ ョ 2 人 る て 

EC Eb 

の 

ST 


NU, 
Ee 2 SC 
A RS EIS 


fr 2 9 ン 

2 < ン 3 1 で マタ ン Ny た リン ん < 
CR た 4 っ ea みう 

アデ い 2 レタ コ 4 


40:68. 610:46: 46:36. “16:85; 41:25; 45:36. 


2 運命 の 良し 悪し は 、 己 自 身 に 依る 。 人 が 真実 に 耳 を 傾け な い 限 り 、 預言 も 神 の 啓示 


も その 者 を 神 に 導き は し な い 。 自ら が 一 歩 前 へ 踏み 出せ 
当 節 で 三 度 言及 され て いる 。 そ し て 人 間 の 三 段 階 
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ドゥ フ (Du' 丘 弱 さ ) と いう 語 は 、 


の 弱 さ の 状態 を 述べ て いる 。 すなわち 、 胎児 


2296 了 イス ラム の 勝利 の 時 。 
7 「 復 活 の 日 


ば 、 神 も 又 近付い て 来 ら れる 。 


の 時 、 幼児 の 時 、 そし て 年 老い た 時 で ある 。 


」 と は 、 こ こ で は 死後 の 復活 を 指す の で は な く 、 人 々 が 魂 の 復活 に よ 


り 立 ち 上 が っ た 時 、 新 た な 神 の 指導 者 が 現れ る こと を 示す 。 
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三 十 章 アッ ルー ム Ar-Rum( 縮 馬 ) 二 二 一 全 


な か らん 。 また 、 その 云い 訳 は 受け 入 OO RAINE SS 
れ ら れず 2296 a - 


s9. 面 し て 、4 わ れ ら は 確か に この クル 5 る 1 20 SUTIY ラ て そう る イン 

sOballi ed Uy 

アー ン の 中 で 、 人 々 の た め に あら ゆる 2 ' 9 se 

比較 を 説き た り 2%。 さ れ ど 、 た と え CNR Ba 

液 が 神 兆 を 携え て 彼 等 に 来る と も 、 不 

信 せ し 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 お 前 達 

は た だ 嘘つき に 外 な ら ず 」。 

と # 1 

60。 ゎ か く の 如く アッ ラー は 知識 な き の * や ンス は 1 る 1 * 3 
R EA > 2300 eS dey soV 

者 ども の 心 を 封じ 給 う で"。 22 be 

dsa Yy 


61. され ば 激 、 耐え 忍 べ 。 げに アッ ラ の SsV 計 約 和 428) 2 
ー の 約束 は 真実 な り 。 面 し て 岡 信 ぜ 、 Le 
ざる 者 ども は 汐 を 軽 ん じ る な か れ 。 を OH YER 


z 
a 


SP et Et de 
© 


17:90; 39:28. 9:93: 16:109: 47:17. 


2298 本 文 に ある アラ ビア 語 は 次 の よう な 意味 を 持つ 。(1) 彼 等 は 神 の 敷居 に 近付く こ 
と を 許さ れ な いで あろ う 。(2) 彼 等 は 犯し た 罪 の 償い を 許さ れ な いで あろ う 。(3) 彼 等 
が 弁論 の 中 で どの よう な 言い 逃れ を し よう と も 、 そ れ は 容れ られ な いで あろ う 。 (4) 
彼 等 が 神 の 引き 立て を 得る こと は な いで あろ う (Lane より )。 こ れ 等 の すべ て の 意味 
は 、 の 「 ア タバ 」 と いう 原語 の 中 に 含ま れる 。 

?299 マサ ル (Mathal) と は 、 記 述 、 証 明 、 対 話 、 訓 戒 、 佐 言 、 奇 跡 、 比 較 、 又 は 類似 を 
意味 する (Lane より )。 

9 神 の 指導 者 を 通し て も た ら さ れる 神 の 知識 を 拒否 する 者 は 、 その 心 を 堅く 閉ざさ 
れる 。 不信 者 の 心 が 閉 ざさ れる の は 、 役 等 が 神 の 知識 を 受け 入れ る こと を 拒ん だ 当然 
の 成り 行き で ある 。 
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ルク マー ン Luqman 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 、 是 名 と 背景 

一 般 的 な 見 解 に よれ ば 、 当 章 は メッ カ で 、 メ ッ カ 時 代 の 中 頃 に 啓示 され 
た も の で ある と 考え られ て いる が 、 或 る 人 々 は 、 使 徒 の 拝命 を 受け た 六 年 目 
か 七 年 目だっ た と し て いる 。 前 章 の アッ ルー ム ( 殺 馬 ) は 、 聖 ク ルアー ン は 人 間 
の 精神 的 発展 に 於 ける すべ て の 指導 を 十分 に 論じ て いる と いう 給 述 で 終わ っ 
て いる 。 し か し 不信 者 達 は 、 真 実 を 見 る 目 を 有 ぜ す 、 彼 等 の 心 は 封印 を 施さ 
れ て いる 。 彼 等 は 何 度 も 何 度 も 奇跡 を 目 に し た に も か か わら ず 、 聖 預言 者 は 
嘘つき で 提 造 者 で あり 、 偽 造 者 で ある と 同じ こと を くど くど 言い 続け る 。 当 

攻 は 、 聖 預言 者 は 嘘つき で も 提 造 者 で も な い 、 そ し て この 経典 、 つ まり 聖 ク 
ルアー ン が 陣 識 に し て 全 智 な る 神 に 依っ て 彼 に 砂 示 され た と いう 厳粛 な 断言 
で 開 扉 さ れる 。 そ れ は 知恵 に 満ち 溢れ 、 真 理 へ の 誠実 な 探求 者 を 正義 の 道 に 
導く も の で ある 。 ま た 前 音 で 触れ た こと を 更に 言っ て いる 。 イ スラ ム の 主張 
は 繁栄 と 勝利 を し 続け る で あろ う が 、 不 信者 た ち は 敗北 の 憂き目 に 遭い 、 不 
名 誉 と 屈辱 に 遺 遇 する で あろ うと 更に 述べ られ て いる 。 当 章 に 於 いて 国家 や 
個人 が その 成功 と 繁栄 、 つ まり 、 偉 大 さや 卓越 さ を 得 ら れる た め に 従う べき 
道徳 的 原則 が か な り 解 明 さ れ て いる 。 
主題 

当 草 は 骨頭 で 、 成 功 の 必須 条件 、 す な わ ち 、 上 正しい 信仰 と 正しい 行為 に 
つい て 言及 し て いる 。 そ し て 、 非 アラ ブ 賢 人 の ルク マー ン に 語ら れ た 普遍 的 
道徳 的 原則 、 つ まり 、 神 は 独 一 で あり 、 そ し て すべ て の 高潔 な 理想 は この 信 
爺 か ら 湧き 出る と いう 原則 を 論じ て いる 。 神 の 独 一 性 の 次 に 、 二 番目 の 大 切 
な 原則 は 、 他 者 へ の 義務 で ある 。 そ の 中 で 最も 重要 な こと は 、 両 親 へ の 義務 
で ある 。 こ れ ら の 二 つ の 基本 的 な 戒律 の 間にあっ て 、 ム スリ ム は 神 へ の 全て 
の 忠節 を ( 神 に ) 服 従 さ せる こと が 教え られ て いる 。 そし て 、 他 の 忠節 、 両 親 へ 
の 忠節 で さえ も 、 彼 の 創造 者 へ の 忠義 と 衝突 又は 不一致 する べき で は な い 。 
し か し 、 ど ん な こと が あっ て も 、 彼 等 (両親 ) に 親切 や 思い や りや 敬意 を 表す こ 
と は 止め る べき で は な い 。 次 に 、 人 間 が 神 に 対す る 義務 、 つ まり 礼拝 の 習慣 
に 於 いて は 、 実 践 的 形 を と る べき で あり 、 そ し て 人 類 へ の 義務 貢 任 、 つ まり 
公正 を 勧め 、 邪 悪 を 慣 ぜ こと で ある と 述べ られ て いる 。 真 の 信者 が 高貴 で 至 
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RCRD 
び か ける こと を 始め た ら 、 障 害 物 や 銀 難 が 彼 の 道 を 妨げ る が 、 彼 は これ 等 
反抗 、 口 汚 い の の し りや 迫害 に 面 え ね ば な ら な いと 当 章 は 述べ て いる 。 i 
これ ら の すべ て の 妨 旨 や 迫害 に 忍耐 と 不屈 の 精神 で 耐え る こと を 告げ られ て 
いる 。 偉 大 で 気 高 い 仕事 を 遂行 する 時 に 対面 すぎ ざ る を 得 な い 反 対 と 迫 電 に 対 
し て 、 落胆 せ ず 、 勇気 を 失わ な けれ ば 、 彼 は その 仕事 を 成功 させ 、 沢山 の 人 々 
が その 彼 に 忠誠 を 捧げ る で あろ う 。 人 ん 々 の 声援 や 世 の 称 賛 を 博す る と き 、 彼 
RS うぬぼれ と 伺 慢 に 対し て 、 特 に 用 心 し な けれ ば な ら な 
。 そ し て 当 章 は 自然 の 法 に つい て 言及 する 。 こ れ 等 の 法 は 、 イ スラ ム に 味 
が し て いる 当 章 は 終盤 に 於 いて 、 不 信者 た ち が 清 算 さ れる 日 、 つ まり 、 彼 
等 の 富 や 権力 、 力 も 特権 も 役に立た な い 日 が 急速 に 近づい て いる と いう こ 
を 警告 し て 終わ っ て いる 。 彼 竹 の 子供 達 さ えも イス ラム を 受け 入れ 、 そ し て 
自分 の 財産 を イス ラム の 発展 の た め に 消費 する で あろ う 。 
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節 数 3$3、 メ ッ カ 啓示 


SN くま 
1. 9 慈悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の 
に 


3.“ こ は 賢明 な る 経典 の 諸 節 に し て 


2301 


4. 9 普 行 に いそ し お 人 々 へ の 矯 導 と 
慈悲 な り 、 
5. < か か る 者 た ち は 礼 拝 を 遵守 し 、 豆 
捨 を な し 、 ま た 彼 等 は 来世 を 固く 信 ず 
る 者 な り 。 


6.7 こ れ ら の 人 々 こそ 、 そ の 主 よ り の 
導き に も と づき 、 また これ 等 の 者 こそ 
が 必ず 成功 せん 。 

7. 面 し て 、 世 人 の 中 に は 、 如 何 な る 
知識 も 持た ず 、 アッ ラー の 道 か ら 迷 わ 
せん が た め に 、 く だ ら ぬ 話 を 採り 込む 
者 も あり 。 面 し て 之 を 喘 笑 の 的 と せん 
が た め な り 。 これ 等 の 者 ども に は 恥辱 
た らし め る 懲 久 あり 2392。 


OM 
6 
SE 


RR EI 
ep a Tapoer eide tt 
の 02382.33220 い は 5 
St J TI 


or 2 スス 
グ 
る っ る 2 20 ラン 


ご の Jo SE GAAS CS 


み 3 f ゴイ ち を づる ン イ 。 9 ン 

ュ る そい 5A GS5 5 
っ で る 

OR ご は る 


1.230:2. で 10:2、916.90: 27:3. 2:4; 5:56: 9:71; 27:4.72:6. 


2 実際 、 聖 クル アー ン は 、 そ の 列挙 され 、 
の 数 々 の 一 つも 、 科 学 の 古来 の 学識 や 又 現代 の 発明 と 発見 に よっ て 、 否定 され 、 偽り 


宮 韻 され た 素晴らし い 上 真実 、 原理 や 理想 


伝え られ る こと が 出来 な 原理 や 理想 の 正 に 素晴らし い 聖 典 で ちる 。 それ は 、 自己 の 
地歩 を 顕著 に 保ち 、 如 何 な る 時 代 に 於 ける 急迫 し た 情勢 に も 対処 し 、 耐 え う る 。 

2302 生命 は 非常 に 大 切な も の で ある 。 人 間 は 高尚 に し て 崇高 な る 目的 を 果たす た め に 
創 ら れ た 。 し か し 心 の 軽薄 な 者 は 、 愚か な 気晴らし に 貴重 な 時 と 労力 を 費やし て し ま 


う の で ある 023:116)。 
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8. され ば 、 わ れ ら の 神 兆 が 彼 に 向っ 
て 読 語 され る や 、 彼 は 領 然 と し て 背 
を 向け る な り 、 さ な が ら 彼 は 聴か ざ 
り し が 如く 、 そ の 両 耳 が 鈍く な り し 
が 如 し 。 され ば 彼 に 痛ま し い 責 昔 を 千 
知 せ よ 。 

9. げに 信じ て 善行 を 積み し 人 々 あら 
ば 、 彼 等 の た め に は 至福 の 楽園 あり 、 


10. 彼 等 その 中 に 永久 に 住み 留まら 
ん 。( こ は ) ア ッ ラ ー の 真実 な 約束 な り 。 
耐 し て 、 彼 は 威力 に し て 、 賢 折 に まし 
まず 。 

H. 2 役 は お 前 達 が 見 得る 柱 な くし て 
諸 天 を 創り 、? ま た 大 地 に 山々 を 据え 
た り 2?03、 お お 前 た ち に 食物 の 資源 と な 
らん が た め に 。 ま た そこ に あら ゆる 
生物 を 創り 給え り 。 また われ ら は 天 か 
ら 水 を 降 し た り 。 * さ れ ば 、 我 等 は そ 
こ に 各種 の す ば らし い ( 植 物 の ) つ が い 
を 萌え 出さ し め た り 。 

12. こ は ア ッ ラ ー の 創造 な り 。 さ れ ば 
われ に 見 せよ 、 彼 以外 の 者 が 何 を 創造 
し た る か を 。 否 、 不義 者 ども は 明らか 
な る 迷 誤 の 中 に あり 。 


13. 面 し て 、 わ れ ら は 確か に ルク マー 
ン に 知恵 を 授け て (云え り )、「 ア ッ ラ ー 


1 
ン ン 

し の 211 38 5 ご ンー ラン ラン パー 
SGOS ed の 


a ン 
TA 


© A PA 8 っ 9 


IPYIK ま 5) 
3 ラー ラコ ン 
Oa E> 


グン 


Pp ~+ る 72 F』 
る 9 は ば SN こし に に 9 aC 


タッ ン ブラ ッッ プ 5 
よ イ イン レイ ラン スン ン ライ 11 SW る 1 イ 
レス ジャ スル ーー 


の ょ うぶ 3 C2 AAE 
rE SES 2 
z 


EC SG SE 3A 
OR CS 


} で | イラ 。* 
で Dn od 
LN グー ンマ 2 < 


上 1 オプ 


すっ と る 1. イン で 1 ン 1 2 (ots る イン 
0 Ol a は 3 


913:3. 3: ホ 15:20: 16:16: 77:28. C27:61; 50:8. 
2303 他 の と ころ で (13:4 節 )、 聖 クル アー ン は アル カー( 彼 は 配置 し た ) と いう 意味 を 表 
示す る た め に 、 ジ ャ アラ ( 彼 は 凡 っ た ) と いう 語 を 使用 し て いる 。 こ れ は 、 山 々 は 大 地 
の 一 部 と し て 形成 され た も の で 、 他 の 所 か ら そ こ に 据え られ た も の で は な いこ と を 表 
現し て いる 。 
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に 感謝 せよ 」。 誰 で あれ 感謝 する 者 あ 


ら ば 、 彼 は た だ 己 自 身 の た め に 感謝 す 
る な り 。 さ れ ど 、 感 謝 せ ざる 者 あら ば 、 
げに アッ ラー は 用 思 に し て 、 講 美 さ れる 
御 玉 な り 。 
14. また ルク マー ン ” , が その 由子 に 
助言 し て 、 A > え )。 「 我 が 愛 
し き 人 息子 よ 、 ッ ラ ー に 同位 を 配 する 
な か れ 。 3 人 年 BRP2 は 、 重 
大 な る 不義 な り 」 8。 
15. われ ら は 人 間 に 、 己 が 両 和 
に つい て 強く 命じ た り 。 そ の 母親 は 、 
弱り や つれ て 役 を 身 ご も り 、 ま た 彼 を 
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lB 9 ンマ イペ 133 
6 革 8 he A 
EO SY 

© 2 a の 4 マ 

と で プ 4 タイ レン を ュ ン タン シェ ン 3N5 25 9 アン 

431 だ Co Je ONS 

5 ン タン ン レ を の 

・ Ea 3 つめ い とじ 43 


れき せ る と と に ES [oI II RI 


り )。「 わ れ 並 びに 液 の 両親 に 感謝 せよ 。 
され ば わが 許 ( も と ) へ 帰す る な り 。 

16. され ども し 彼 等 が 、 波 の 知ら ぬ 神 々 
を われ と 俳 せ 祀 る よう 液 と 争う な ら 、 


っ Co) 1 02AsES15 
時 REN 


汐 彼 等 に 従う な か れ 。 さ れ ど 、 世 間 に RE 
於 いて は 、 優 し く 彼 等 と 交わ れ 3307_ 測 の > っ < § 
a6:152; 29:9; 46:16、 


04 ルク マー ン は 非 ア ラブ 人 で 、 お そら く は エチ オビ ピア 人 を 指す の だ ろう 。 彼 は エ ジ 
プ ト か ヌ ビ ア に 属す る と 考え られ る 。 又 、 役 が ギリ シア 人 の イソ ッ プ だ と いう 見 解 も 
ある 。 当 節 及び 次 の 二 節 に ある よう に 、 ルク マー ン が 恩 子 に 語る 立派 な 道徳 的 教訓 か 
ら 判断 すれ ば 、 彼 が 神 の 預言 者 で ある こと が 解る 。 

9 全て の 宗教 の 基本 的 な 教義 は 、 唯 一 神 に ある 。 全 て の 高 言 な る 原理 は 、 こ の 教義 
に 基 付 く 。 神 を 差し 置い て 他 の も の を 崇め た り 、 し た りす る こと で 、 人 は 自ら を 卑 し 
め 、 そ の 人 格 を 損なう の で ある 。 

2908 当 節 及び 次 節 は 挿入 節 で 、 神 へ の 義務 に 次 ぎ 重 村 な 人 間 の 務め を 説い て いる 。 そ 


れ は 、 両 親 及 び 同 僚 に 対す る 義務 で ある 。 
084 この 文 と 46:16 節 の 間 の 明らか な 矛盾 は 、 子 供 達 の 中 に は 他 よ り 早 く 生 まれ た た 
め 、 体 質 が 弱く 、 離 乳 に 時 間 が か か る も の も ある と いう 点 か ら 生 じ て い る 。 


2307 を し 両親 に 対す る 義務 が 神 へ の 義務 と 対立 する 場合 は 、 自ら の 創造 主 で あら れる 
神 へ の 忠誠 を 優先 させ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 神 へ の 忠誠 に 相反 する 命令 や 要求 
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三 十 一 章 ルク マー ン Luqman 一 中 全巻 


し て 、 わ れ に 平伏 し た る 者 の 道 に 従 RS = 


A | 


え 。 然 る 後 我 に こそ お 前 た は 帰す る な 2 
り 。 され ば 、 われ は お 前 た ち が 行い た DORR LT, Ls 
る こと を お 前 達 こ 告 げん 」。 


17. 「 我 が 愛し き 皿 子 よ 、 た と え 電 子 の 2 JUERe 5 ご 
種子 の 一 粒 が あり て 、 そ は 或 る 央 の 中 に 。 
在 ろ うと も 、 ま た は 諸 天 に 在 ろう と も 地 213 あき ON うな > こう 


に 在 ろ うと も 、 ア ッ ラ ー は 必ず それ を も ユル レー。 レー. 人 Ks 7 ドロ 

UT YI MS 
た らし 給 う 0%。 げ に アッ ラー は ルル ンジ 
繊細 鋭 般 に し て 、 す べ て を 知名 し 給 う 。 9 か 0 


18. 我 が 愛し い 息 子 よ 、 礼 拝 を 性 守 で 8 332 し 253 し し 
し 、 療 事 を 勧め 、 悪事 を 禁 ぜ よ 、 面 し > 

て 激 に 降り か か る (悲し き ) こ と に 対し CE 

て 耐え 忍 べ 。 ば げ ば に こ は 非 常に 大 切な る る 2 sp 33 所 EKLal 

事柄 の 中 な り 。 

19. 布 し て 、 激 、 人 々 に 対し て (高慢 に ) みく 3 oe 

己 が 類 を ふく ら ま せる な か れ 5、 i 

4 また 地上 で 横柄 に 歩く な か れ 。 ぜ に ご 人 多 区 ジ a 


ン 


アツ ラー は すべ て の 横柄 な う ぬ ほ れ ライ イン to イブ 
⑨) め ヽ 9 Cee 

の 者 を 愛 ほ で 給 わ め 。 ゆ 

20. また 液 の 歩調 を 穏やか に し て 、 己 6 ELLIS 5 
が 音声 を 低く 抑え よ 。 げに 最も 不愉快 AN の 

YT ごい こめ 


な 声 は 購 馬 の ( 路 く ) 声 な り 」。 


Y 
& > ン ゃ | ブ タン イ 
e17.38: 25:64. 


を 両親 が し た 時 、 そ れ を 無視 し て 両親 に 横柄 に 振舞 っ て は な ら ず 、 彼 等 に 、 変 わら ぬ 

礼儀 、 愛 と 優し さ を 示 し 続け る べき で ある 。 

2308 良き に つけ 悪し き に つけ 、 行 動 は 無駄 で は な い 。 そ れ は 永遠 の 痕跡 を 残す 。 こ の 

偉大 な 真実 に つい て は 50:19 節 で も 述べ られ て いる 。 

2309 サッ アラ ・ ハ ッ ダ フー(Sa'aara Khadda-hn) と は 、 彼 は 自慢 と 軽 蔵 の 理由 で 人 々 か 
ら 顔 を そむけ た 、 を 意味 する (Lane より )。 
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の ルク マー ン Luqman デ 十 一 意 
三 項 

21. お 前 た ち は 知ら ざり し か 、 ア ッ ラ きじ っ すっ 40 501 
ー が 諸 天 に ある も の 、 ま た 耶 に ある も 。 。。 。 < 
の すべ て を お 前 た ちの た め に 働か せ EE EI 
ON Eb し 522 ゆる 
を 、 外 面 的 に も 内 曽 的 に も の"、 お 前 し i 3 
た ち に 対し て 全う せり 。 さ れ ど 、 人 々 G2AY5 AI ほ d55 の > 
の 中 に は 、 知識 も 持た ず し て 、 9 きも ee 
な く 、 また 光明 な る 経典 も 有 せ ず 、 9 
ッ ラ ー に つい て 論 SS 
22. 面 し て 彼 等 が 「 ア ッ ラ ー が 降 し た PE 
る も の に 従え 」 と 云わ れる と 、 彼 等 は の の OK 2 
云う 、 5「 香 、 我 等 が 見 出し た る 己 の Oi a 
先祖 が 従い し も の に 我 等 は 従わ ん 」 と 本 
や 2。 な ん と な 所 麻 が 彼 等 を 業火 の oI da 
貢 震 に 庁 う と も か ? 

23.“ 面 し て 、 己 が 注目 を すべ て アッ る 22 Rh 423 SS 
ラー に 任せ て 帰依 し 、 そ し て 善 を な す - 

者 あら ば 、 彼 は 確か に 堅 年 な る 把 っ 手 OR 
SICS に 


を 揚 れ る 者 な り 。 責 し て 、 全て の こと 
は 終局 的 に アッ ラー の 御 許 に (帰着 す 
る ) な り 32313: 

a}3:14: 22:4, 9、 5:105: 10:79; 21:54. 2:113, 
310 この 言葉 は 、 肉 体 的 、 精 神 的 、 物 質 的 、 知 的 、 既 知 及び 、 未 知 、 如 何 に か か わら 
ず 人 間 の 必要 と する 物 全 て を 指し て いる 
2 人間 の 理性 、 常 識 、 神 の 高 と の つが る 0 8 設 
れる 。 こ れ が 、「 知 識 も 持た ず し て 、 導 きも な く 、 ま た 光明 な る 経典 も 有 せ ず 」 の 意 
味 す る と ころ で ある 。 
2312 証 い 考え やや 信仰 を 捨て よ と 言わ れ て も 、 人 間 は 容易 に は それ に 応じ な い 。 神 の 預 
言 者 達 が 不信 者 か ら 受 けた 不断 の 妨害 と は 、 後者 が 先祖 代々 の 慣習 や 信仰 を どう し て 
も 手 放 そ うと し な か っ た こと で ある 。 
3 すべ て の 行動 に その 結果 を も た ら す の は 神 の み で ある 。 
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ニー トー 合 


24. されど 、 “不信 せ し 者 あら ば 、 そ の 
不信 は 液 を 悩ま せる な か れ 。 わ れ ら の 話 
へ 彼 等 は 帰る な り 。 され ば 、 われ ら は 彼 
等 が 行い し こと を 彼 等 に 告げ ん 。 げ に 
アッ ラー は 胸中 の も の を 熟知 し 給 う 。 
23. われ ら は 彼 等 に し ば し の 利益 を 
与え ん 。 然 る 後 、 我 等 は 彼 等 を 厳し い 
懲罰 へ 駆り 立て ん 。 

26. ヶ 面 し て 、 溢 も し 彼 等 に 、「 誰 が 諸 
天 と 大 地 を 創造 し た る か ?」 と 間 わ 
ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な 
り 2 云え 、「 す べ て の 讃 美 は アッ 
ラー に 属す 」 と 。 否 、 役 等 の 多く は 知 
ら ざ る な り 。 

27.“ 諸 天 と 大 地 に ある 一 切 は アッ ラー 
の 所 有 な り 。 ば げに アッ ラー こそ 自主 自 
足 に し て 、 讃 美 され る 御方 に まし ます 。 
28. 9 され ば 、 た と え 地 上 の 樹 は すべ 
て 筆 と な り 、 そ し て 海 (が 黒 と な り て )、 
その 外 七 つ すき の 海 が それ を 補充 す 
る と も 、 ア ッ ラ ー の お 言葉 は (書き ) 尽 
せ ぬ な り 。 げ に アッ ラー は 威力 に し 
て 、 賢 習 に まし ます 。 

29. 面 し て 、 お 前 た ちの 創造 と 復活 
は 、 一 個 の 魂 (の 創造 と 復活 ) と 同じ も 
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ン 
1| イイ イン 27 る る PS gs 
\ a ス う か を の っ 


OBE 
っ 1 し なじ 
と は 4 る くも ン 
A RE YS 


時 sy は スス 


OSTIERING Gd 

OREN LR 
SNECE SS 
RE 


RG ョ ング る ーー ン 4219 スイ 
へ ご つい の は っ | 
2 


Wes 


a 


$ 

\ 
せ 
\ 


| 


5 


OSD BE 


ww グ 3 
と 


ir ” 
2 ン ン と Yi ゥ > づ は が っ A づ る ンー 


3:177. 629:62: 39:39. 2:285: 10:56; 24:63. 18:110. 


ぞ サ 宇宙 の 創造 及び 宇宙 の 構造 と 理 法 を 知 的 に 研究 し て みれ ば 、 この 宇宙 に は 創造 主 
が お られ る と いう 推論 に 必然 的 に 達する 。 ラ ヤク ター ルン ナ (la-Yaqulunna) と いう 言葉 は 、 


不信 者 が 、 和 
318 5 や 70 と いう 数 は 、 
De er 


望ま ず と も 、 宇 宙 の 創造 が 神 で ある と 認め ざる を 得 な いこ と を 示し て いる 。 
アラ ビア 語 で 大 き な 数 を 示し 、 通 常 の 7 や 70 と いう 数 字 そ 
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ニニ 年 ー 佐 ルク マー ン Luqman お て 単 
2 こき 2315A ラー デア SU Fa NS GIR I 
の に 外 な ら ず 22184 げに アッ ラー は す ⑨ ぐ メー Ken WN) Goo)s 


べ て を 聴き 、 す べ て を みそ な わし 給 う 。 
30. 溢 は 見 ざり し か 、? ア ッ ラ ー は 夜 を 
昼 に 和信 らし め 、 昼 を 夜 に 入ら し め る こ 
と を ?209 また 2? 彼 は 太陽 と 月 と を 働 
か せしめ 、 それ ぞ れ 定め られ た 期限 に 
運行 する な り 。 面 し て 、 (覚え て お け ) 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 に 通 時 し 
給 う 。 

31. こ は 、 アッラー こそ が 真理 な る が 
政 な り 。 また 彼 以 外 に 彼 等 が 祈る も の 
は すべ て 虚 仙 な り 。 耐 し て アッ ラー こ 

そ 至 高 者 、 偉 大 者 な り 。 


四 項 

32. 液 見 ざ ぐり し か 、c ア ッ ラ ー の 恩恵 に 
より て 船 が 海上 を 航行 する こと を ? 
2e7 彼 が お 前 た ち に その 神 兆 を 見 せん 
が た め に 。 げに こ の 中 に は 凡 て の 耐え 
忍ぶ 者 、 感 謝 す る 者 へ の 神 兆 あり 。 

33. 面 し て 大 浪 が 彼 等 を 陰 の 如く 蔽 
いた る や 、? 彼 等 は アッ ラー に 向っ て 、 
その た め に 信念 を 尽く し て 祈る な り 。 
< 然るに 、 彼 が 彼 等 を 陸上 に 救助 せ し 
め る と 、 そ の 中 (の 或 る 者 た ち は ) 中 計 


8098 る 人 0 も 1 る) 
っ て 258 お る 5 
NSE 

(の EE に MO15 


| bil 5 A > 三 く 
ol a A 
} 
RE 3 
EE EE NS 
| 2 2 の 


IE コン ラン ルン ンタ るる イラ タク ut 
In と とき 1 ン EA > を 9 | 


922:62: 35:14; 57:7. 27:55: 13:3; 35:14; 39:6, 17:67: 30:47: 45:13.910:23: 17:68: 29:66. “10:24: 17:68. 


A 当館 は 、 人 間 は 全て 同じ 自然 の 法則 の 下 に ある こと を 示し て いる 。 又 、 こ の 同 
じ 自 然 の 法則 の 下 で 、 人 が 進歩 、 後退 する よう に 、 国 や や 社会 も 栄枯 盛衰 を 繰り 返す と 


又は 昼 の 後に 夜 が 来る と いう 自然 の 法則 は 、 個 人 の みな ら ず 、 国 


2317 航海 は 偉大 な る 神 の 恵み で ある 。 人 類 の 繁栄 の 多く が 航海 に よっ て も た ら さ れる 。 


も 書か れ て ある 。 

2316 夜 の 後 に 昼 が 、 

家 の 運 命 に も 当て は まる 。 

概して 、 最 大 の 海運 力 を 持つ 国 が 、 世 界 で 


最大 の 富 と 力 を 誇る 。 
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a ルク マー ン Luqman 中 全巻 
の 道 を 歩む な り 99。 曽 し て 、 わ れ ら RE EY 
が 神 兆 を 否定 する 者 は 、 裏 切り に し 

て 、 忘 恩 者 に 外 な ら ず 。 
34. 人 々 よ 、 お 前 達 の 主 を 調 れ 散 え 8 CD 
よ 、? 曽 し て 、 父 は 己 が 子 の た め に 役 8 
立た ず 、 ま た 子 は 己 が 父 の た め に いさ お YY 
さか も 役立た ざる その 日 を 恐れ よ 。 げ 
に アッ ラー の 約束 は 真実 な り 。 さ れ 
ば 、 現世 の 生活 は お 前 た ち を 大 く な か 255 を YE30EizS55 あ 5 
れ 、 ま た アッ ラー の こと で 証 基 師 
( 加 魔 ) は お 前 た ち を 欺く な か れ 。 O33 Alb 
35. げに アッ ラー こそ 、 そ の 御 許 に 復 J EE EU 
活 の (定め られ た る ) 時 の 知識 あり 。 ,、 し 
彼 は 雨 を 降ら す な り 。 ま た 、 胎 内 に ETSI 
ある も の を 知り 給 う 。 耐 し て 、 何 人 も 
明日 自分 は 何 を 稼ぐ か 知ら ず 、 ま た 
価 人 も 、 自 分 は い ず この 地 で 死す る か の 23 OSG RE GS 
を 知ら ず 。 げに アッ ラー は 知 系 者 、 』 


る タン ルン ラン 5 2 Go ee A 
EU) Ee 


ES SS 


i と ダッ イ の っ | ンー ン あ る 
通 暁 者 な り 7。 (8 ER) 


a2:124; 82:20. P30:25; 42:29. 


で 当 節 に は 、 ム シュ リク (多神教 徒 ) に 共通 の 特徴 が 挙げ られ て いる 。 多 神 教徒 は 信 
仰 が 弱く 、 非 常に 迷信 深い 。 彼 の 信仰 は 、 偽 り の 風聞 や 迷信 の 混じっ た も の な の で 、 
避 細 な 不幸 に すら 動じ て し まう の で ある 。 
2319 当 章 は 、 そ の 基本 論旨 、 つ まり 、 イ スラ ム の 最終 的 な 勝利 に 立ち 戻っ て 説く こと 
に よっ て 終了 し 、 それ に か か わる 或 る 重要 な 事実 を 叙述 し て いる 。 (1) 神 の み が 不 信者 
た ちの 最後 の 敗北 と イス ラム の 勝利 の 時 を 決定 する 。②) 神 の み が 天 啓 が 必要 と する 人 
間 の 状況 を 知る 。 従っ て それ 故に 、 神 は その 時 満ち て 聖 ク ルアー ン を 啓示 し た の で あ 
る 。(3) 神 様 の み が 未 だ 生ま れ て いな い 子 孫 が イス ラム を 受 納 す る か 不信 を つら ぬき 通 
すか 、 そ の 情報 を 統 べ て いる 。 すなわち 、 今 必死 に イス ラム と 戦っ て いる 不信 者 の 指 
導 者 た ちの 息子 や 孫 た ち は 、 信 者 に な り 、 そ の 権益 を 保護 する た め や そ の 目標 を 促進 
させ る た め に 、 一 生 を ささ げ ば る で あろ う 。 (④ 不 信者 達 は 、 彼 等 の イス ラム に 反抗 する 
努力 の すべ て は 役に立た ず 、 むなしい で あろ うこ と を 知ら な い 。(③) 陸 預 斉 者 及び 、 ム 
スリ ム た ち を 彼 等 の 暖か い 家 庭 か ら 追 い 出 し た 不信 者 の 指導 者 た ち は 、 自分 の 家 か ら 
離れ て 、 命 を 失う で あろ う 。 
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まき ょ ーー 


アッ サジ ュ グ ダ As-Sajdah( 叩 頭 ) 
メ ツ カカ 啓示 

啓示 の 日 と ど 背景 

当 章 も メッ カ に 於 いて 啓示 され た 。 前章 は 、 神 の み が 、 人 々 の 繁栄 する 
時 と 没落 する 時 を ご 存 知 で あり 、 そし て 神 の み が 人 間 の 物質 的 に 必要 な も の 、 
また 道徳 的 、 精 神 的 に 必要 な も の を 満た し て くれ る の で ある と いう 声明 で 終 
わっ て いる 。 当 章 は 、 神 は 全 世 界 の 主 で あり 、 国 家 や 個人 が 進歩 繁栄 する す 
べ て の 手段 は 主 の 御手 に あり 、 そ れ ら の 衰退 と 没落 を 支配 する も の は 神 の み 
で ある 、 と いう 宣言 の も と に 開 扉 さ れる 。 
主題 

RS ン は 偽造 

書 で あり 、 聖 預言 者 は 詐欺 師 で ある と いう 、 不 信者 た ちの 非難 へ の 強い 反 
ai te れる 。 当 章 は 、 聖 預言 者 は 詐欺 師 で は な いと 語っ て いる 。 
な ぜ な ら ば 、 族 欺 師 と いう も の は 決し て その 使命 に 於 いて 、 成 功 出来 る も の 
で は な い 。 し か る に 、 聖 預言 者 の 主張 は 毎日 うな ぎ 上 り に 発展 し て いる か ら 
で ある 。 ま た 聖 ク ルアー ン も 偽造 文書 で は な い 。 な ぜ な ら ば 、 そ れ は 時 満ち 
て 、 真 実 と 正義 の 要求 に 従っ て 啓示 され 、 人 間 の 道徳 的 や 精神 的 要求 と 必要 
条件 を 満た すか ら で あ る 。 ま た 、 全 宇宙 が その 神託 を 推進 する こと を 支持 し 
て いる よう に 思わ れる か ら で あ る 。 そ し て 当 草 は ちょ っ と 胸 線 し て 或 る 預言 
を する 。 つ まり 、 初 期 の 驚く べき 繁栄 の 後 、 イ スラ ム の 進行 は 一 時 的 に 停止 
され 、 そ の 栄誉 は 千年 も の 間 和 失墜 され る で あろ う が 、 そ の 結果 と し て 第 二 の 
ルネ サン ス で 回 復 さ れる で あろ う 。 そ し て 、 初 期 の 栄 准 を 取り 戻し 、 一 定 の 
成功 の 道筋 を 進む で あろ う 。 次 に 当 章 は 立派 な 例証 を 挙げ 、 ど の よう に イス 
ラム は 、 取 る に 足ら な い 初 めか ら 出 発し て 力強く 発着 し 、 増 大 し 、 普 及 し て 
強大 な 勢力 と な る だ ろう と 叙述 し て いる 。 こ の 例証 は 、 単 な る 粘 士 か ら の 人 
間 の 取る に 足ら な い 誕生 に 於 いて 挙げ られ て いる 。 当 章 は 終盤 に 於 いて 、 そ 
の 中 心 の 論旨 を 要約 し 、 聖 預言 者 の 出現 が 異常 な も の で は な いと いう こと を 
追加 する 。 現 実 世界 で 大 地 が 焼け 焦げ れ ば 、 神 は 雨 を 降ら せ 、 そ の 大 地 は 新 
し い 生 命 を 発する こと と 同様 に 、 精 神 的 領域 に 於 いて も 、 人 間 が 精神 的 暗闇 
の 中 で 手探り し 、 の た うち まわ っ て いれ ば 、 使 徒 が 立て られ 、 精 神 的 な 死体 
は その 預言 者 を 通し て 新しい 生命 を 授かる の で ある 。 
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アッ サジ ュ ダ As-Sajdah( 叩 頭 
節 数 31、 メ ッ カ 啓示 


1 "慈悲 深 ド く 恵み 遍 く アッ ラー の Oa 
御名 に お いて 。 
2. 5 アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。 oh 


3. < 完全 な る 経典 が 降 さ れる は 、 疑い 2 2 の Yk 
も な く 、 森 護 万 象 の 主 よ りな り 。 本 Na 
WP 


4 役 等 は 、「 彼 が それ を 提 造 せり 」 と GBSe あ 55 も 9535 
去 う か ? 否 、 こ は 汐 の 主 より の 真理 な OO 
り 、 光 が 、 " 流 以 前 如何 な る 交 告 者 SO3 sO あ らん うじ し 本 


も 来 た ら ざり し 民 に 向っ て 警告 せん MR 
が た め に 。 恐らく 、 彼 等 は 導 か れる や 〇 OO ぅ Ce な 
も し 和 れ ぬ 820 に 


s.* ア ッ ラ ー こ そ 諸 天 と 大 地 と その 29 の AE な 導 公 1 
間 の すべ て も の を 六 つ の 期間 で 0 の 2 2 a 
創造 し 給 う た 御方 な り 。 然 る 後 、 彼 は SE で 3 る 
玉座 や タク に 登れ り 。 お 前 達 に は 、 彼 を mg s ラン ルー 
当 し 固い て 如何 な る 呈 者 も 、 才 5 成 フウ ク 和 o 人 6820 し っ 
す 者 も な し 。 され ば お 前 達 、 思 告 に 従 O03 EIS SY LYS 
わざ る か ? 


al:}. 830:2. ©20:5, 40:3; 46:3. 28:47: 36:7. 17:35; 11:8: 25:60, 


2320 半 誠 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム グル ー プ の 最後 で ある 。 こ れ 等 四 つ の 意 (29-32) 
の 主要 な 主題 は 、 道徳 の 堕落 の 鍛 地 に 深く 埋没 し た 人 々 の 改革 で ある 。 そ し て 今 そ の 
人 々 が 、 聖 預 堂 者 を 通し て 精神 の 栄 准 の 絶頂 に 引き 揚げ させ る こと で ある 。 この 道徳 
的 に 死ん だ 人 々 へ の 新しい 生 合 の 覚醒 は 、 復活 と 来世 の 擁護 の 証明 と し て あげ られ て 
いる 。 こ れ 等 の 章 の すべ て に 、 こ の 主題 が 宇宙 の 創造 に 関し て 紹介 され て いる 。 

2323 注 894 を 参照 。 

2922 注 54 を 参照 。 
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ニコ = 傘 アッ サジ ュ ダ As-Sajdah (町 頭 ) 三 十 二 章 
6. 彼 は 命令 を た 天 より 大 地 に 降 し 、 然 み 3YIJJ 時 マタ ィ YI 3 うう 
る 後 、 そ は お 前 達 が 数 える 一 千年 に 相 。。 。 レレ 。」 2 
当 す る 一 日 に 於 いて 彼 の 許 へ 見 9 行 “IAS2O5 まる づり と うう う 
く な りゃ SL 


7. これ こそ 見 え ざ る も の と 見 える も 3520 30 こ 交 そい ) 
の を 知 徐 す る 御方 に し て 、 偉 力 者 、 慈 。 の 
臣 深 き 御方 な り 。 3 
$. 役 、 そ の 創造 せ し す べ て の も の を ES ES 
最も 善 美 な らし め た る 御方 な り 。 ? 布 Na 
し て 彼 は 、 粘 土 か ら 人 間 の 創造 を 起こ Ob OY 
し た り 。 

9. 次 いで 彼 は 、“ つ ま ら な い 液体 の 抽 の e823 
出 に よっ て その 子孫 を 創れ り 。 
10. "次 いで 、 彼 は 之 を 整然 な らし め 、 (2424e.335223 を 5 お 5 も 3 ンス う 
己 が 現 9 を その 中 に 吹き 込み た り 。 エー レッ レッ 
また 、 彼 は お 前 達 の た め に 耳 や 日 や 心 た 9 sns)5 っ LSy5 5J 
を 創れ り 。 お 前 達 が 感謝 する は ほん の oi 
僅 な り 。 


忠 


934:4 59:23,06:3; 15:27; 37:12.777.21.915:30: 38:73, 


2923 当 節 で は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 富ん だ 歴史 の 中 で 、 起 こる と 定め られ た 深刻 な 危 
機 に つい て 述べ られ て いる 。 イス ラム 教 は 、 初め の 三世 紀 の 間 不断 の 前 進 と 繁栄 の 時 
を 迎え る こと と な っ て いた 。 聖 預 斉 者 は 、 この 事実 に つい て 次 の よう に 語っ た と 記さ 
れ て いる 。「 私 の 生き て いる 今世紀 、 そ し て それ に 続く 二 世 紀 が 最良 の 時 で ある 」( テ 
ル マ ズ ィ ー : プ ハ ー リ ー、 シ ャ ハー ダー ト 書 より )。 最初 の 三世 紀 に 不断 の 勝利 を 得 
た 後 、 イ スラ ム 教 は 衰退 を 始め た 。 こ の 衰退 は その 後 千年 の 間 続 いた 。「 然 る 後 、 そ 
は お 前 達 が 数 える 一 千年 に 相当 する 一 日 に 於 いて 彼 の 許 へ 昇り 行く な り 」 と いう 語 且 
は 、 こ の 千年 間 を 示し た も の で ある 。 又 、 聖 預 詩 者 は 次 の よう に 語っ た と も 記さ れ て 
いる 。 イス ラム 教義 が プレ アデ ス 星 団 に 登り 、 ペ ル シ ャ の 末 商 の 男 が それ を 地上 に 戻 
す で あ ろう ( ブ ハ ー リ ー、 タフ スィ ー ル 書 よ り )。 ヒジ ュ ラ 暦 14 世紀 に 約束 され た 救世 
主 ( メ シア ) が 現れ 、 衰 退 は 止め られ 、 イ スラ ム 教 の 復活 が 始ま っ た の で ある 。 

” ルー フ (Rah) の 意味 は 、 人 間 の 魂 と 神 の 啓示 で ある (Lane より )。 当 節 は 、 胎児 の 肉 
体 的 発達 は 子 党 の 中 で 完成 され た 後 、 魂 を 発達 させ る こと を 表明 する 。 又は 、 そ の 意 
味 は 、 人 間 の 精神 の 発達 は 完成 され た 後 、 彼 は 神 の 啓示 を 受け る こと で ある 。 
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デ 十 二 章 アッ サジ ュ ダ As-Sajdah ( 是 頭 ) ニー 傘 
11. 彼 等 は 去 う 、「 な ん と な ! 我 等 地 26z、 2YIS じ ILS62963 
中 に 消え 失せ た 後 、 我 等 は また 新た な LO 8 ンー 
創造 と な る と な ?」。? 償 、 彼 等 は ロ が お 2 は も くる っ >、 3 
キキ と 会 と 9 所 ZR 3 
主 と 会 うこ と すら 拒む な り 。 D83 

ーー み ーー と イ ウ レッ ラッ ラン ター タ る 2 4 
12. 云え 、 「 お 前 自 に 対し て 任命 され SEIN 3 1 8 
た る 死 の 天使 が 、 お 前 達 を 死な さん 。 , 


な り 」。 
13. され ば 、 液 も し 見 得る な ば ! 罪人 


ども が その 主 の 前 で 頭 を 垂れ る 時 
を 。( 耐 し て 彼 等 は 云わ ん )、「 我 等 の 
主 よ 、 我 等 は 見 た り 、 また 聴き た る な 
り 、? さ れ ば 、 我 等 を 帰し 給え 、 我 等 
が 普 行 を な さん が た め に 。 我 等 は 必ず 
堅く 信ずる な り 」。 

14. 面 し て 、 わ れ ら も し 欲し せ し な 
ば 、 各 魂 に その (相応 し い ) 導 き を 与え 
た 筐 。 さ れ ど 、< 「 我 は 必ず ジン と 庶 
民 の 全て で 地獄 を 満た さん 」 と 我 が 御 
許 より の 言葉 が 実現 され た り "25。 
15. され ば 、 お 前 達 ( 足 苦 を ) 味 わ え 、 
この 日 の 対面 を お 前 達 が 忘れ し か 故 
に 。 げ に われ ら ( も ) お 前 達 を 忘れ た り 。 
また お 前 達 、 お 前 達 が 稼ぎ し も の か 改 


に 、 水 協 の 貴 苦 を 味わえ 。 


ンジ うっ ポ ッッ リン 
& @9 守 お 9) 


4 8 
a 
デ 


1 


| 


も J 
O09 
s ンス fF な 8 ゥ イン 
ら 65LooA OS SCSY い うり 3 
5 ンプ ンー sg 負 2Y 4 イイ > 8< 
だ oe て を OS 


A A } 


OE I 
ョ イン 5 る っ 2 ば 
OO ASS LS 


e18:106: 29:24; 30:17. P23:100,101: 35:38: 39:59. で HH:120: 15:44: 38:86. 


^ これ 等 の 言葉 に 於 ける 論 及 は 、 15:43-44 節 に 述べ られ て いる 。 つま り 「 但 し 、 
迷い た る 者 ども の 中 お 前 に 従い し 者 は 別 な り 。 され ば 、 確か に 地獄 は 、 彼 等 一 同 へ の 
約束 の 場所 な り 」 と いう 館 で ある 。 そ れ に よっ て 、 迷 いた る 者 の み が 地 獄 に 投げ 
こま れる で あろ うと いう こと を 意味 する 。 
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a ea = 二 二 奄 
ーー 和合 アッ サジ ュ ダ As-Sajdah (町 頭 ) 計時 


16. ば に われ ら の 神 光 を 信ずる 者 た ul3S3 5l cm we 
ち は 、 それ ら ( の 神 兆 ) に よっ て 忠告 さ _ 
れる や 、? 彼 等 は 叩 頭 し な が 平伏 し 、 RE 9 
選 が 主 の 栄光 を 讃え 奉る 者 な り 。 耐 し る る 
て 彼 等 は 魚 り た か ぶら ざる な り 。 し Sosa sy 


17. 彼 等 の わき 腹 が 戻 所 より 離れ 、 0 es 
ヶ 彼 等 は 恐れ と 希望 を 以 て その 主 に 祈 i 

る な り 。 また 、 われ ら が 彼 等 に 援 け し っ っ る 5 う ビ 23 EE < おう 
も の の 中 か ら 彼 等 は 施す な り 。 


18. され ば 何人 も 、 彼 等 の た め に 、 そ | tp) 

の 行い し こと の 報奨 と し て 、 目 を 冷や 5 5 了 

す も の の 中 何 が ひそ か に 用 意 さ れ て  @OL に SI の Ce 

ある か を 知ら ず 2326。 _- 

19. され ば 、 信 者 た る 者 は 不服 従者 "IS。SOPOY じ 。 80U そ っ < 
と 同類 な り 得 る や ? 彼 等 は 等 し か 間 

ら ず 。 

20. "信じ て 善行 を 積み し 者 た ち は 、 ご AL LE 2 邊 で 前 W 

彼 等 の た め に は (その 相応 し い ) 宿 り 4 
の 楽園 あら ん 。 ( そ は ) 彼 等 が な し た る な 


こと か 改 の 響 応 と し て 。 AE 


21. され ど 、 不 服従 た る 者 ども は 、 彼 し su っ っ 
うえ る も 8 | 3 
等 の 宿り は 業火 な り 。 < 彼 等 は そこ よ っ も 595 まう て 


917:108、H10: 19:39. P21:91. “40:59, 30:16: 35:8: 42:23; 45:31. 15:38; 22:23. 


I 上 i そし て 人 間 の 心 は そ 
れ を 想像 する こと も 出来 な い 」( ブ ハー リー、 バ ドウ ル ・ ハ ルク (Badul-khalq) よ り )。 
この 伝承 は 、 来世 の 祝福 は 物質 的 な も の で は な いこ と を 示す 。 それ 等 は 善行 の 精神 的 
な 表現 と 正義 し い 信者 た ち が 現世 に 於 いて な し た 行為 で あろ う 。 各 ロタ ルアー ン に 述べ 
られ て いる その 言葉 は 、 隠 喉 と し て 使わ れ て いる 。 当 節 は 、 正 義 し い 信者 た ち に 来世 
で 授け られ る 神 の 思 恵 と 祝福 は 、 は る か に 良 過ぎ て 、 豊 富 以 上 で 、 考 えら れ な く 、 想 
像 さえ 出来 な いも の で ある と いう こと を 意味 する か も 知れ な い 。 それ 等 は 人 間 の 想像 
の 範囲 を 超え た も の に な る で ある ろう 。 
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三 十 二 童 アッ サジ ュ ダ As-Sajdah ( 是 1 頭 ) ニ 二 一 八 


CT GS は うま 5 81 て g 
され 、 そ し て 彼 当 き は われ ん 、 「 お 前 
達 が 虚偽 と みな し た る 業火 の 責 苦 を 了 人 と 3 


味わえ 」 の O933S3 る も P と チー 


22. され ば 、“ わ れ ら は 必ず 大 きい 南 ぬお Q3YluuSdIO3 8555 
天 の 前 に 、 軽 い 商 苦 を 彼 等 に 味わわ し 

めん 7。 処 らく 彼 等 は 引き 返す や も GO2> う っ 3 人 ヽ YI 
し れ ぬ 。 a 

23. 面 し て 、 その 主 の 神 兆 に よっ て 成 て 5 うら うう 51 し 25 
め ら れ た る と も 、 そ れ ら より 背 を 向け Nt 


る 者 より 以上 に 不義 な す 者 あら ん Os っ ゃ IO Ce eS 
や ? げ に われ ら は 罪人 ども に 報復 す * と と キイ) 
) ① や 】6| 
る な り 。 B に 2 
三 項 


24.? 耐 し て われ ら は 確か に 、 モ ー ゼ 1) SG 
に 経典 を 授け た れ ば 液 、 彼 と 会 うこ 


ペド パ ンー ン 2% も うー Wr み 
に つい て 細 う な か れ 。 調 し て も れ ら は る 8 
それ を 、 イ スラ エル の 子 ら へ の 逢 導 5 
| 0 
と な せり 。 し り ゆ っ 


Zz 


25. < され ば 、 彼 等 は よく 耐え 忍び た PR 
る や 、 われ ら は 彼 等 の 中 か ら 、 われ ら 


88 el il 5 メン ン 
が 命令 に よっ て 導く 導師 を あげ た り 。 GU の か 
面 し て 、 彼 等 は われ ら の 神 兆 を 了 堅く 信 
じ た り き 。 


26. げに 激 の 主 は 、“ 彼 等 が 異な り し 26 る RE 

こと に つい て 、 復 活 の 日 に 彼 等 の 間 を 20 RM 

裁く べし 。 OEE LI SE CS 
932:48.62:88: 17:3; 23:530, 21:74. 人 4:142: 22:70; 39:4. 


27 [軽い 責 苦 」 と 「 大 きい 責 苦 」 は それ ぞ れ に 次 の よう な 意味 を 持つ 。 (1 現世 に お 
ける 音 悩 と 来世 に お ける 苦悩 。2) バ ドル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 と メッ カ の 
陥落 。 3 小さ な 不 傍 及び 、 災難 つま り 、 決 定 的 な 破滅 の 前 に 忠告 され 、 そ れ に 耳 を 貸 
そう と し な い 不 信者 達 に 起こ る 不幸 。 
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ニー トー- 合 


a こう と う 
アッ サジ ュ ダ As-Sajdah (H) 


ニー イー 章 


27. され ば 、 彼 等 の た め に 導き と な ら 
ざり し か 、 わ れ ら が 彼 等 以前 に 如何 に 
多く の 世代 を 減 ぼ し た る こと か ? 彼 
等 は それ 等 ぎの 住居 を 歩 お な り 。 げ に こ 
の 中 に は 神 兆 あり 。 さ れ ば 彼 等 は 聴か 
ざる か ? 
28. 彼 等 は 見 ざり し か ? わ れ ら 不毛 
の 地 に 水 を 駆り 、 従 っ て 我 等 は それ 
( 水 ) に よっ て “作物 を 出 で し め 、 彼 等 の 
家 家畜 並び に 彼 等 自身 は その 中 か ら 食 す 
る な り 。 従っ て 、 彼 等 は 見 ざる や ? 
29. 面 し て 彼 等 は 云う 、「 そ の 勝利 と 
は 何時 な る や ? も し お 前 達 正直 な 
ら ば 」。 
30. 云え 、「 不 信 せ し 者 ども に は 、 勝 
利 の 日 に お いて 2%、 その 信仰 する こ 
と は 役立た ず 、 ま た 彼 等 は 猫 予 も され 
ざる べし 」。 
31. され ば 溢 、 彼 等 を 避け 、 曽 し て 待 


て 。 彼 等 も また 待つ な り 。 


き っ 5 シイ ライ ラッ と ラ コイ ーー ラン ライン イ 
ょ eS AS ス の いる うう 
5 RSS i 
OO AEA GOR III 
ラン る る nl っ 8 
ORI LN NG 


3 


o22Yd pd を IF を SM 
もり EE5o る だ 


回 ry rr ラッ 23 ン ei 


チン “| ) ン ン 5 
2 33 ん 3 


ンタ レン 


3 EIEN 

OIE II 
EC | > ls っ プター っ を :、 ろ るい 
OE 


ES 20:33: 25:30 


2328 つ 玉 り 、 


バド ル の 戦い の 日 。 そ れ は また 裁決 の 日 と も よ ば れる (8:42)。 
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ーー し ーー な 
三 十 三 意 
アル ・ ア フ ザ ー ブ Al-Ahzab( 連 合 軍 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は メデ ィ ナ で 啓示 され た 。 聖 林 後 の 五 年 目 か ら 七 年 目 の 間 で 啓 
れ た か 、 あ る い は 、 八 年 目 か 九 年 目 ま で で ある 。 i 
内 的 証拠 が ある 。 前述 の いく つか の 章 で 、 イ スラ ム は 前 進 と 繁栄 を し 続け 、 
アラ ビア 全体 が その 神託 を 受け 入れ る と いう 断固 た る 預言 き が 繰り 返し て 述べ 
られ て いる 。 そ し て 、 偶 像 崇拝 が 全国 か ら 消 滅 し 、 NE 
ろう 。 直 前 の アッ サジ ュ ダ 章 で は 、 ム スリ ム 達 は あら ゆる 種類 の 物質 的 安 
や 繁栄 を 得 ら れる で あろ う 、 と 述べ られ た 。 章 の 終盤 で 、 イス ラム の 勝利 
及び 、 そ の 大 普及 と 発展 の 預言 は いつ 履行 され る の か と 不信 者 た ち は あ ざけ 
NR イ 


NG RE 
イス ラム の 億 大 な る 政治 力 、 威 信 へ の 到達 、 及 び 完 全 な 国家 と し て の 出 
現に 於 いて 、 ム スリ ム 達 を 政治 的 そし て 社会 的 問題 に つい て 千 導 する た め に 
シャ リー ア の 控 が 啓示 され 始め た 。 当 章 は その よう な いろ いろ な 探 を 具体 化 
し て いる 。 最初 に アラ ブ 人 た ちの 根深い 習慣 を 廃止 する こと で ある 。 つ まり 、 
それ は 、 他 人 の 息子 を 自分 の 息子 と し て 養子 縁組 する こと で ある 。 次 に それ 
は 、 聖 預言 者 と ムスリム 人 達 の 間 に 存 在 す る 非常 に 深い 真 の 精神 関係 に 言及 す 
る 。 聖 預言 者 は ムスリム 達 の 精神 的 父親 と し て 、 ム スリ ム 達 に と っ て 自分 自 
身 よ り も 近く に 接近 し て 立ち 、 又 、 彼 の 妻たち は 彼 等 の 精神 的 母親 で ある 。 
on 草 は ムスリム ひ 達 が 従事 させ られ た 最も 凄まじ い 戦闘 に な っ た 「 堀 の 戦 」 
つい て 幾 分 か の 詳 述 を し て いる 。 そ れ は アラ ビア 全体 が 一 体 と な っ て 、 イ 
Et WN A NI 
ナ へ 進撃 し て 来 た こ と で ある 。 ム スリ ム 側 は 、 わ ず か 和 干 二 百名 で あっ た が 、 
記録 に よれ ば 、 堀 の 戦闘 に 従事 し た 全 兵 力 は 、 堀 を 握る た め に 雇 わ れ た 女性 
も 子供 達 も 含め て 、 三 千 人 近く で あっ た 。 こ の 戦闘 は 全く 不 公平 な も の で あ 
っ た 。 従 っ て ム ス リ ム 達 は 非常 な 路 境 に 立た され た の で ある 。 し か し 神 は 、 
己 が 軍勢 を 送り 、 そ の 力強い 敵 を 潰走 せしめ た 。 次 の 数 節 に 於 いて 当 章 は 、 
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アル ・ ア フ ザ ー ブ Al-Ahzab (連合 軍 


教団 に は 誠実 で 献身 的 な 信者 に 不足 は な いと 述べ て いる 。 し か る に 、 偽 善 者 
達 や 信仰 の 希薄 な 兵士 達 も 見 出さ れる で あろ うと 言っ て いる 。 こ れ 等 の 償 療 
者 た ち は 自 分 が 忠実 な 信者 で ある と 声高 く 明 言 す る が 、 聖 預言 者 の 時 代 に メ 
ディ ナ が 強力 な 軍勢 に よっ て 攻撃 され た 時 、 彼 等 は イス ラム 側 で 戦う こと を 
まず い 弁 解 で 逃れ よう と し た 。 彼 等 は 理 い の 言葉 を 破っ た の で ある 。 最初 、 
バ ヌ ー・ ク ライ ザ 族 は 、 ム スリ ム 達 が すべ て の 側 か ら 取 り 囲 まれ た の を 見 て 
これ を 見 捨て 、 イ スラ ム の 命運 が 分 か れ 目 の 時 に 彼 等 の 玖 約 を 不 面目 に し た 
の で ある 。 こ れ ら 裏切り 者 た ち が 逃 走 す る の を 契機 に 、 玉 預 言 者 は 彼 等 に 向 
か っ て 進撃 し た 。 従 っ て 彼 等 は 当然 の 罰 を 受け た の で あっ た 。 

培 の 合戦 の 結果 、 ま た その 後 の バ ヌー・ ク ライ ザ の 追放 に 依っ て 、 ム ス 
リム 達 に 沢山 の 戦利 品 が 手 に 入っ た 。 迫 害さ れ 、 経 済 釣 に は 非常 に 負 し い 少 
数 派 だ っ た ムスリム 達 は 今や 裕福 に な り 、 強 力 旦 つつ 繁栄 す る 国家 に 成長 し た 
の で ある 。 物質 的 な 富 は 、 世 俗 的 な 興味 を 追う 体質 と 安易 さと 慰め の 欲求 及 
び 奉 仕 や 犠牲 に 対す る 無関心 や も た ら す の で ある 。 こ れ は 宗教 改革 者 が 特に 
用 心 し な けれ ば な ら な い 事 柄 で ある 。 安 逸 安 易 を 愛す る こと は まず 家庭 で 体 
現す る こと が 一 般 的 で ある 。 従 っ て 、 役 等 は 、 聖 預言 者 の 家庭 の 一員 で ある 
故に 社会 的 行動 の 模範 と し て 役立た な けれ ば な ら な い 。 自 制す る こと の 規範 
で ある こと が 要求 され て いる こと が 物事 の 的 確 さ の 一 環 な の で ある 。 聖 預言 
者 の 妻たち は 快適 で 安楽 な 暮らし と 簡素 で 禁欲 的 で すら ある 仲間 意識 と の い 
ずれ か を 選択 する 自由 が 与え られ た が 、 姦 達 は すぐ に 選択 を し て 、 聖 問 言 者 
の つき あい を 優先 に し た 。 聖 聞 言 者 の 婦 た ち は 、 神 の 最も 偉大 な る 預言 者 の 
た ち で ある 故に 、 散 虚 で 誠実 な や り 方 と その 高中 な 地位 に 相応 し い 品 格 を 
守り 、 そ し て 、 ム スリ ム 達 に 宗教 の 戒律 と 所 を 教え る た め に 、 特 別に お 手 本 
に な る こと が 申し 付け られ て いる 。 更 に 当 草 は ザイ ナブ と ザイ ド の 結婚 に つ 
いて 言及 し て いる 。 こ の 結婚 の 和 失敗 と 、 そ の 後 の ザ イナ ブ の 聖 預言 者 と の 結 
婚 は 二 つ の 目的 を 持っ て いる 。 イ スラ ム に よれ ば 、 神 の 目 に は 、 人 間 は すべ 


と 社 会 的 身分 を 誇り と し た 純粋 な アラ ブ 女 性 の ザイ ナブ を 、 解 放 奴 隷 と 結婚 
させ た こと に よっ て 、 聖 預言 者 は アラ ブ 社 会 が 悩ん で いる あら ゆる 不 公平 な 
階級 と 差別 を な くし て 、 同 一 レベ ル に 地 な らし を し よう と し た の で ある 。 次 
に 当 意 は 、 候 子 が いな いか ら 、 聖 預言 者 は 相続 する 男の子 な し に 死に 、 そ の 
運動 は 相続 人 が な い 夏 に 衰え すたれ る で あろ うと いう 、 養 子 縁組 の 習慣 の 廃 
止 を も た ら さ れ た こと か ら な りう る 不安 を 取り 除く 。 聖 預言 者 は 男の子 孫 を 
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持た ず に 死ぬ と いう の は 神 ご 自身 の お 考え で あっ た と 当 章 は 語る 。 然 し な が 
ら 、 聖 預言 者 は 相続 人 が いな い だ ろ うと いう こと に は な ら な い 。 な ぜ な ら ば 、 
oo * 人 類 の 精神 的 な 父親 だ か ら で あ る 。 こ の 主張 の 実地 的 証明 と し 
て 、 彼 が 誠実 で 高潔 正直 な 精神 的 息子 た ちの 社会 を 成し遂げ る で あろ うと し 
て いる 。 更 に 当 章 は 、 聖 預言 者 は 忠実 な 信者 達 の 精神 的 父親 で あり 、 そ の 妻 
た ち を 彼 等 の 精神 的 な 母親 で ある 。 従 っ て 、 聖 預言 者 が 死ん だ 後 、 そ の 女 達 
と 結婚 する こと は 重大 な 罪 と な る 。 聖 預言 者 自身 は 、 今 いる 妻たち の 誰 と も 
離婚 せ ず 、 妻 の 数 を 増やさ な いこ と を 告げ られ て いる 。 従っ て 妻 た ち は 、 思 
実 な 信者 達 の 母親 と し て 品位 を 一 貫 し て 保ち その よう に 振 鍵 うべ き で ある 。 
つま り 、 外 出 な どの 時 は 、 衣 服 な ど に 関す る 必然 的 な 教え を 遵守 すべ き で あ 
る と いう こと を 申し 付け られ て いる 。 it ョ な 礼儀 作法 を 教え る この 
命令 は 、 全 て の ムスリム 女性 た ち に も 平等 に 適用 され る 。 当 章 を 閉じ る に あ 
た っ て 、 人 間 の 崇高 な 運命 及び 、 0 
の 重大 な 責任 を 指示 し て いる 。 人 間 は 、 他 の 存在 に は 否定 され て いる 億 大 な 
る 力 と 能力 が 駆 与 され て いる 。 それ 故に 、 すべて の 創造 物 の 中 で 人 間 の み が 、 
シャ リー ア の 法 に 基づい て 行動 する こと が 出来 、 神 の 属性 を 摂取 し 、 人 格 に 
反映 する こと が 出来 る 。 
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節 数 74、 メ ディ ナ 啓 示 


1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の os っ は 多重 っ っ 
御名 に お いて 。 1 

2. 没 、 頂 計 者 よ や 2%、 アッラー を 長 れ と KIC hG 
散 え 。 面 し て 不信 者 た ち 並び に 偽 信 。、 
者 た ち ( の 要請 ) に 従う な か れ 。 げ に OSSC A 
アッ ラー は すべ て を 知り 、 賢 特に ま 

し ます 。 

3. ? ま た 、 汐 の 主 より 汐 に 啓示 され た 45LG5 562 る SS と 33 
る も の に 従え 。 げに アッ ラー は お 前 達 a 
の 所 業 を 知 著 し 給 う 。 OR OE 


4.“ 面 し て 、 ア ッ ラ ー に 頼れ 。 さ れ ば まし は ント ま イン 1 とる くる 
アッ ラー は 9 王 首 と し て 充 9 な 0。 クン ソン ぴの 
5. アッ ラー は 如何 な る 人 に も 、 その Ee っ 8 ーッ ン 1 る 2 ed 
胸 の 中 に 二 つ の 心 を 創 ら ちず 。 ま た 彼 ON Os 
は 、 お 前 達 が 母 と 呼ん で 己 に 禁ず る お の の 2 で De 5 
前 達 の 妻たち を お 前 達 の 母 と な さ ざ 6 

りき ?%90。 そ し て また 彼 は お 前 達 の 養 


kL 0:110.73:160: 26:218 


ン 
タプ 9 4 る 


tle a I 


と し て 話し か けら れ て いる 。 如何 な る 経典 に 於 いて も 、 又 、 聖 クル アー ン で も 、 他 の 
どの 預言 者 も その よう に 話し か けら れ て いな い 。 他 の すべ て の 預言 者 た ち は 、 彼 等 の 
本 来 の 名 前 で 呼び か けら れ て いる 。 話し か ける 言葉 の この 特性 は 、 聖 預言 者 が アン ナ 
ビー、 すなわち 、 最 優秀 の 預言 者 で ある こと を 証明 し て いる 。 双 挨拶 の 言葉 の この 形 
式 に 於 いて 、 聖 書 に お ける “その 預言 者 "の 出現 を 包含 する 預言 に 言及 する と 思わ れる 
(ヨハ ネ 1:21.25 より )。 

や 。 ズ スイ ハー ル 又 は ム ザ ー ハ ラ と は 、 自 分 の 妻 を 母 と 呼ん で 、 彼 女 と 関係 を 持た な い 
こと を 意味 する (Lane より )。 
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子 た ち を お 前 達 の 息子 と せ ず 。 こ I 
は た だ お 前 達 の 口先 の 言葉 な り 。 耐 し 2 7 

て 、 アッ ラー は 真実 を 語る な り 。 また GCC>JMgae RI AS 
彼 こ そ 、( 正 し い ) 道 に 導き 給 うな り 。 

6 彼 等 の 父親 の 名 に よっ て 彼 等 を 呼 的 4 朱 E 引 る 259 351 
べ 。 その 方 が 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で は 最 の 。 こし 
も 公平 な り 。 され ど 、 も し お 前 達 が 役 9 っ 53I な 436 誠 き お つゆ 
等 の 父親 を 知ら ぬ な ら ば 、 彼 等 は 信仰 し 。。 と イレ レラ レル の レン ン =。 

に お いて お 前 達 と は 兄弟 で あり 日 つ CE SE I 
友 な り 。 耐 し て 、 こ の 件 に 関し て お 前 4 8 る 62 > LT っ 
旨 が 恥 り た る と と 対し て は 前 電 "レーン デ 
に 罪 な し 。 され ど お 前 達 の 心 が 故 意 に os 33 34E る G3 SS 
な すこ と は ( 罪 な り )。 さ れ ば 、 ア ッ ラ 

ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 - 

7. 預言 者 は 信者 た ち に と り て は 、 己 2ec8oeA み も 、 う 区 
が 生命 より も 優先 権 あり 。 また 、 そ の Lo 
厩 た ち は 彼 等 の 母 な り < また 血 つう Yu | 


ww ン 


Ci 


a8:76. 
23 アドゥ イヤ ー と は 、 ダ イッ ユ の 複数 形 で あり 、 次 の よう な 意味 を し て いる 、 実際 
の 父 で な い 人 に よっ て 、 皿 子 と し て 主張 され た 者 : 養子 : 血統 や 家系 や 家柄 に 疑い が 
ある 者 : その 父 以外 の 家系 で ある と 考え られ る 者 (Lane より )。 当 人 節 で は 、 聖 預 音 者 の 


より 醒 悪 な の は 、 ズ ィ ハ ー ル の も の で あっ た 。 夫 は 腹 を 立て る と 妻 を 母 と 呼ん だ 。 哀 
れ な 姦 は 婚 問 権 を 取り 上 げ ば られ て お り 、 夫 に 東 纏 さ れる まま で 、 他 の 男 と 結婚 する こ 
と も で き な か っ た 。 イス ラム 教 は 女性 の 権利 を 擁護 する も の で あり 、 こ の よう に 残酷 
な 慣習 を 許容 で き な か っ た 。 今 一 つの 慣習 と は 、 他 人 の 息子 を 養子 に する こと だ っ た 。 
この 慣習 は 、 血縁 に 混乱 を も た ら す こと は 別 と し て も 、 浅 薄 な むこ と で あっ た 。 こ れ 等 
の 慣習 廃止 の 理由 は 次 の 文 に 示さ れ て いる 。「 ア ッ ラ ー は 如何 な る 人 に も 、 そ の 胸 の 
中 に 二 つ の 心 を 創 ら ず 」 人間 の 心 は 感情 の 中 枢 と 考え られ て いる 。 心 は 一 度 に 一 つの 
感情 し か 抱け な い 。 つま り 、 さまざま な 感情 が 同時 に 心 を 占め る こと は 有り 得 な い の 
で ある 。 更 に 、 人 間 関 係 が 変わ れ ば 感情 も 変わ る 。 単 に 姦 を 母 と 、 あ る い は 他人 を 皿 
子 と 呼ん を だ か ら と 言っ て 、 人 の 気持 ち が そ れ に 対応 で きる 訳 で は な い 。 妻 は 決し て 母 
と は 成り 得 な いし 、 他 人 が 息子 に 成る こと も で き な い 。 口 か ら 出 た 言葉 が 、 そ の 発言 
者 の 心 を 変え られ る 訳 で は な く 、 又 血縁 と いう 厳然 た る 事実 を 変え る こと も で き な い 
の で ある 。 

で 当 節 は 、 上 記 の 6 節 に 含ま れ た 指令 の 誤解 か ら 立 ち 上 が られ る 可能 な あい まい さ 
を 明らか に する 。 と ころ が その 節 に 於 いて 、 信 者 た ち は 実 父 の 名 に よっ て 彼 等 を 呼ぶ 
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祭 の 者 た ちい は 、 cl の 0 し くっ あっ うる 5 


NM EY os し っ 
人 先 権 あり 。 但 し お 前 達 が 己 の 友 た ち 。 (1 と 

BUE) 3 っ っ | | 
に (恩恵 を 以 て ) 療 を な すこ と は 別 な り > 3 
2333 こ は 聖 典 の 中 に 記さ れ た る な り 。 ol 3 記入 SG 


wr 


8. また 、 わ れ ら が 李 言 者 た ちか ら 、 Eo R833 
その 玖 約 を 取り し “時 (を 思え )、 そ し DE 

て また 梁 か ら も 、 そ し て ノア や アブ ラ いらっ ぐ とう (の MG 

ハム や モー ゼ 並 びに マリ ア の 子 イ エ DU HG] < ミ マ インザ レン 。 ン 

ス か ら も 。 され ば 、 われ ら は 彼 等 か ら OLE CES こっこ oa 

厳 鹿 な る 碧 約 を 取れ り 2334、 

9. 彼 が 誠実 な る 者 に その 誠実 を 質 さ 

ん が た め に 。 〉 面 し て 、 彼 は 、 不信 者 ど 


63:82. が 18:103: 48:14: 76:5, 


8 る と ン イン を に Ct Nf et 
5 SE Sa 


先立つ 節 は 、 pt 節 は 、 OS 
在 す る 精神 的 な 関係 に つい て 語っ て いる 。 

2333 精神 上 の 父 と し て の 聖 預言 者 を 通し て 生じ る イス ラム の 兄弟 関係 は 誤解 され 、 イ 
スラ ム 教 徒 は 互い の 資産 を 相続 で きる と 受け 取ら れ て 来 た 。 当 節 で は 、 こ の 誤解 を 解 
く た め に 、 次 の よう に 述べ て いる 。 相 続 で きる の は 血縁 者 で あり 、 し か も 信者 の み で 
ある 。 人 不信 者 は 、 了 肉親 の 信者 か ら 相続 を 受け る こと は で き な い 。 更 に 当館 に は 、 メ ッ 
カ か ら の 移住 者 と 、 彼 等 が メデ ィ ナ に 着い た 時 に 手助け し た 者 達 の 間 に 結 ば れ た 兄弟 
関係 を 廃止 し た と ある 。 この 関係 が 続け ば 、 移住 者 は 支援 者 の 残し た 財産 まで 相続 し 
た で あろ う 。 こ の 兄弟 関係 は 、 し か し 一 時 的 な 措置 で 、 メ ッ カ か ら の 移民 の 更生 を 目 
的 と し て 結ば れ た 血縁 関係 で 、 単なる 誓約 で は な か っ た が 、 相続 権 決定 や 同様 の 事態 
に 際 し 、 決 定 的 な 要因 と な っ て いた 。 し か し 、 イス ラム の この 広い 意味 で の 兄弟 関係 
は 存続 し 、 イ スラ ム 教 徒 は 互い に 実 の 兄弟 の よう に 接する こと を 求め られ た の で ある 。 
4 これら の 四 人 の 預言 者 た ち 、 つ まり ノア 、 ア ブラ ハム 、 モ ー ゼ と キリ スト は 、 イ 
スラ ム 以 前 の 可 言 填補 の 会 避 職 団 の 中 で 、 狂 特 な 地位 を 占め て いる る か ら 、 当 節 に 於 い 
て 特別 に 言及 され て いる 。 ノ ア は 本 当 の 意味 で 、 最 初 の 律 法 を 持つ 預言 者 で あっ た 。 
そし て アブ ラ ハ ム に 、 モー ゼ の 時 代 と イス ラム 統治 の 両方 が 収 余 し て いる 。 モー ゼ は 
聖 預 言 者 の 対照 者 で 、 一 方 イエ ス が ユダ ヤ 人 の 預 言 者 た ちの 最後 の 者 で あり 、 聖 預 言 
者 の 先 ぶ れ で あっ た 。"* 彼 等 の 誓約 "の 語 は 、 彼 等 か ら 取 られ た 誓約 、 又 は 彼 等 の 品位 
高中 な 地位 に ふさ わし い 玖 約 で あり 、 彼 等 の 購 高 な 義務 と 貴 任 に 調和 し て いる こと を 
示す 。 注 433 も 参照 。 
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三 十 三 章 

も の た め に 痛ま し い 資 苦 を 準備 せり 。 
一 項 

10. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 に 対 


する アッ ラー の 恩恵 を 念 え 。 お 前 達 に 
大 軍 で が (攻め 寄せ て ) 来 た り し 時 、 
われ ら は 彼 等 に 対し て 或 る 風 と お 前 
CR さ 
れ ば 、 ア ッ ラ ー は 誠に お 前 達 が な せる 
A 
11. 彼 等 が 、 お 前 達 の 上 方 か ら も 、 ま 
た お 前 達 の 下方 か ら も お 前 達 に (襲っ 
DT 

し 、 心臓 は 喉 も と まで の ぼり し 下 を 思 


4 IN 


1 


i | 26 
3 BR I I EE 

op CE EN 
| 
CA 


RNS 


OL RR 


え )。 さ れ ば 、 お 前 達 は アッ ラー に つい 
て さま ざま な る 憶測 を な し た る な り 。 


2938 当 節 か ら 「 協 の 戦い 」 の 話 が 始ま る 。 こ れ は 、 ヒ ジュ ラ 暦 5 年 に 起こ り 、 イ スラ 
ム 教 徒 が 交戦 し た 最も 激しい 戦い だ っ た 。 アラ ビア 全体 が 一 団 と な り イ スラ ム に 対し 
た 。 メ ッ カ の クラ イシ ュ 、 そ の 同盟 国 で ある ガト ファ ー ン 、 ア シュ ジャ 、 ム ッ ラ 、 フ 
ァ ラ ー ラ 、 ス ライ ム 、 バ ヌー サー ド 、 バ ヌ ア サド 中 央 アラ ビア の 砂漠 の 民族 、 香 切 り 
者 の ユダ ヤ 教 徒 に 扇動 され た 者 達 、 メ ディ ナ の 在 切 り 者 の 偽善 者 達 、 左記 の 者 達 が 徒 
党 を 組ん で 聖 預 詩 者 に 向かっ た 。… 万 か ら 二 万 の 強力 な 軍隊 が わずか 1200 人 (一 説 に 
は 、 掘 を 作る の に 従事 し た 女性 、 子 供 を 含め て 3000 人 の イス ラム 教徒 が いた と され 
る ) ば か り の 準備 不足 の イス ラム 教徒 に 対し 派遣 され た 。 メ ディ ナ の 包囲 攻撃 は 15 日 
か ら 4 週間 も 続い た 。 イ スラ ム 教 徒 は この 厳し い 試練 を 境 に 、 次 第 に 強く な っ て 行き 、 
クラ イシ ュ に 不審 を 抱く 者 遂 は 、 る か SH 
?336 不信 者 を 挫 き 、 彼 等 の 戦意 を 損なっ た の は 、 雨 、 風 、 寒 さと いう 大 自然 の 力 だ っ 
oi PO RN 


し て いる 。 ウィリアム ・ ミ ュー ア は 次 の よう に 述べ て いる 。「 え さ は 手 に 入ら ず 、 貯 
え は 減っ て 行き 、 騎 能 ( ラ クダ ) や 馬 が 毎日 何 頭 も 死ん で 行っ た 。 戦 意 の 弱まっ た 時 、 


夜 に な り 、 冷た く 激 し い 風 雨 が 無防備 の キャ ンプ を 無情 に 打っ た 。 嵐 は ハリ ケー ン と 
な っ た 。 火 は 消え 、 テ ント は 飛ば され 、 料 理 道具 や 他 の 用 具 も 吹き 飛ば され た 」 (Life 
of Muhammad より )。 

2937 不信 者 達 が 突然 イス ラム 教徒 の 前 に 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 、 メ ディ ナ の 高台 か ら も 
平原 か ら も 現れ た 。「 さ れ ば 、 お 前 達 は アッ ラー に つい て さま ざま な る 憶測 を な し た る 

な り 」 と いう 言葉 は 、 備 立 者 達 に 向け は られ た も の で 、 誠 実 で 不変 の イス ラム 教徒 に 対 
する も の で は な い (13 節 )。 
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12. か く て 信徒 達 は 試み られ 、 < 流し YI う 13 030 ES 


> 


く 揺 さぶ られ た り 。 る 


13. 面 し て その 時 、 償 信者 ども 並び で ご 3023 3 
に その 心 に 病 の ある 者 ども は 云え り 、 。。 


7 イッ メン ンコ リマ レン ン ン 12 ダン る ぅ さる 
「 ア ッ ラ ー と その 使徒 が 我 等 に 約束 O40IL3 
し た る は 惑わ し に 外 な ら ず 」。 5 うぶ 
14. また その 時 、 彼 等 の 中 の 一 団 は 去 AU で 2225U5 こ 0531 5 
えり 「 ヤ スリ ブ の 衆 よ 974、 お 前 達 。 。 ad 2 の 
は 留まる べから ず 、 さ れ ば 引き 返せ 」『 8 8035 1 ミー 


2338 2 RGE コ 人 
o 面 し て 、 彼 等 の Ge 団 は 「 我 等 の も レッ ン ビ ピン ラ ラッ る 」 ン ライ ゥ タン レン 1 ネー タム 
家 は 押 防 借 な り 」 と 去 い 、 預 言 者 に 許 「 つが 2 OO 


可 を 求め ん と し た り 。 そ は 無防備 に 非 BNE ッッ 


ざり し に も か か わら ず 。 彼 等 は た だ 逃 ンプ 

走 を 望み た る に 外 な ら ず 。 

Is. 柄 し て も し 彼 等 に 対し て その ( 過 紀 し s : ge SS 
の ) 四 方 か ら 侵 人 され 、 そ れ か ら 、 彼 0 4 

等 に は 溢 動 が 要求 され な ば 、 彼 等 は 必 Uo RE CP 
ず 芝 を も た ら せ り し 秒 。 され ば 、 彼 等 


| 
は それ に 殆 ん ど 路 踏 せ ざ り し 第 99 ON 


16. 耐 も 、 以 前 彼 等 は 確か に アッ ラー に と D2 る に 1 3 
向かっ て 、 自 分 達 は 育 を 向け て 去ら し ンー エン 
こと を 深い た る な り ぞ @。 さ れ ば アッ 私 IAe と OS ッ YO RY 


ラー と の 約束 は 必ず 紺 問 せ ら る べし 。 2 


28:18. 28:30. 


“これ な は 聖 起 の 前 に 使わ れ た メデ ィ ナ の 名 前 だ っ た 。 

29 章 この 言葉 は 次 の よう な 意味 で ある 。「 古 い 宗 教 に 戻れ 」 又 は 、「 家 へ 帰れ 」。 

2933 も し 敵 が 一 人 別 の 方 か ら メ ディ ナ に 入り 込み 、 彼 と 協力 し て イス ラム 教 と 戦う よ 
う 求 め ら れれ ば 、 偽善 者 達 は 喜ん で 従う だ ろう し 、 又 直ちに そう し て いる 。 以上 の こ 
と が 当館 に 書か れ て いる 

で や と の 語 は 、 メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 達 が 預言 者 と な し た 盟約 、 つ まり 、 メ ディ ブナ を 
侵略 する 如何 な る 敵 に 対し て も 聖 預 言 者 の 側 に つい て 戦う こと に 言及 し て いる 。 
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17. 云え 、“「 た と え お 前 達 が 死 や 殺害 
か ら 人 逃げ よう と せん と も 、 その 逃走 は 
お 前 達 を 益 せ ずる べし 。 ま た その 場 
合 、 お 前 達 は 暫時 の 楽 し み が 与 えら れ 
る に 外 な ら ず 」。 
18. 云え 、 「 誰 が ? お 前 達 を アッ ラー か 
ら 護 り 得 る か 、 も し 彼 が お 前 達 に 袖 を 
望む な なら ば ? それ と も を 彼 は お 前 達 の 
た め に 慈悲 を 望む な ら ば ! 」。 面 し て 
7 ッ ラ ー を 差し 置い て 、 己 の た 
に 如何 な る 保護 者 も 佑 助 者 も 見 出 
時 
19. げに アッ ラー は お 前 達 の 中 の 政 
魔 だ た て する 者 、 又 その 同胞 達 に 向っ て 
「 我 等 の と ころ へ 来 た れ 」 と 云う 者 達 
を よ く 知り 給 う 。 され ば 、 彼 等 は 殆ど 
戦い に 出 で ざ る な り 、 
20. お 前 達 に 対し て けち な 者 な り 。 さ 
れ ば 、 危険 に 襲わ れれ ば 、 液 は 彼 等 が 
源 死 の 人 の 如く 、( 恐 怖 の た め ) そ の ぐ 
る ぐる まわ っ て いる 目 で 液 を 見 る な 
り 。 然るに 、 危険 が 過ぎ 去れ ば 、 彼 等 
(その ) 鋭 い 舌 先 で お 前 に 危害 を 加え 、 
善行 に 対し て けち な り で"。 これ 等 の 
HH さ 
れ ば 、 ア ッ ラ ー は 役 等 の 仕業 を 無益 に 
IN 


2 うる つっ ) あお は 者 
RY ERTS 
OUME り | 

60 58 4 っ 5 、 505、 (8 


FA 


DR D0 


を レッ ン ュ ブ 


と の こつ, 


2008、 っ まる < の お oy 


の) の どの か 
CO os A 人 13 
っ ダイン AN イン を 2 を 1 GT 
OY EY 
3 
OXY 2 | 
| A CEE 2 AS | 


ONG EE 
Ol RC 
CT gr ed 

RI A 
ENE 5 ThE 


U4:79; 629. 139:39. 


4 シュッ フ (Shuh) と は 、 


で ある 。 


けち と 欲張り の 
(⑧ 偽 善 者 送 は ムスリム 達 に 援助 を 与え る こと に けち くさ い 能 


意味 し 、 そ の 表現 は 次 の よう な 意味 
k 度 で ある 。 


方 を 


(b) 彼 等 は 、 お 金 に 非常 に 欲張り で あり 、 も し その 欲望 を 満足 させ られ な か っ た な ら ば 、 


ムスリム 人 達 を の の し る 。 


ニナ 一 傘 アフ ザー ブ Al-Ahzab (連合 軍 ) 款 所 思潮 
と り て 容易 な り 。 Ra E 


21. 彼 等 は 連合 軍 が まだ 敗退 せ ざ り ES IES GELS 
し と 考え る な り 。 さ れ ど 、 た と え 連 合 の 
軍 が (戻っ て 来る こと あら ば 、 彼 等 は 砂 2335 っ る | 51 2 sy 
漠 の 遊牧 民 の 間 に 在り て 、 お 前 達 の 消 _,。 ょ a < シシ | > 
息 を 問わ ん こと を 望む 。 ま た 、 た と え Es 3 RN 


彼 等 が お 前 達 の 問 に 在り し な ば 、 彼 等 & の YY)I DSCNSE 
は 殆 ん ど 戦 わざ り し な り 2。 

三 項 
22. げに お 前 達 の た め に は 、 ア ッ ラ ー 3 dl GI ED 
RD を %、 ア ッ 


3132。 


42 13 館 か ら 、 偽 善 者 達 の 心 の 状態 、 特 に 危険 に 直面 し た 時 の 心 の 状態 に つい て の 
叙述 が 始ま っ て いる 。 そ の 心象 が 当 章 で 完成 され た 。 偽善 者 は 墨 居 で 敗北 主義 者 で 

る 。 彼 は 嘘つき で あり 、 厳 粛 に 結ば れ た 玲 約 を 重んじ な い 。 彼 は 二 心 の ある 者 で 、 不 
忠実 で 、 背 信 な 者 で ある 。 彼 は けち で 欲張り で ある 。 要する に 、 彼 は 真 の 信者 と は 完 


EAN 


全 に 正反対 で ある 。 
2943 多 の 戦い は 、 聖 預言 者 の 全 生 涯 に 於 いて 、 最 も 厳し い 試 績 で あっ た と 思わ れる 。 
そし て 、 そ の 最高 度 の 試練 に よっ て 、 彼 に 道徳 の 高い 水準 と 名 声 が も た ら さ れ て いる 。 
実際 、 人 の 真実 の 気質 が 試さ れる 時 は 、 周 囲 の すべ て が 暗がり で 、 危 険 な 時 や 成功 と 
勝利 を 得 て 、 敵 は その 足下 に 屈服 し た 時 で ある 。 そ し て 、 歴 史 は 、 聖 預言 者 が 、 災 難 
の 時 と 同じ に 成功 の 時 に も 、 偉 大 に し て 高潔 で あっ た こと に 人 能 弁 な 証拠 を も た ら せ て 
いる 。 域 の 戦い や ウフ ドゥ や フナ イン の 戦争 が 、 預 言 者 の 性 格 の 一 方 の 美しい 面 に 、 
そし て メッ カ 陥 落 は その 他方 の 面 に 光明 を 投 ず る 。 冒険 と 危険 は 、 彼 に 勇気 を 失わ せ 
も うろ た えも させ ず 、 勝 利 と 成功 は 彼 を 腐敗 さ せる こと も な か っ た 。 フ ナイ ン の その 
日 に 、 イ スラ ム の 運命 が どちら に 変わ る か 不安 定 な 状態 に あっ た 時 、 彼 は 恐れ ず に 、 
そし て 独力 で 、 こ の 記憶 すべ き 言 葉 を 口 に 出し て 、 敵 の 戦列 に 突進 し た 。「 我 は 神 の 
預言 者 で ある 。 従 っ て 、 我 は 嘘 を 言わ な い 。 私 は アブ ドゥ ル ・ ムッ タリ ブ の 息子 で あ 
る 」。 そ し て 、 メ ッ カ が 陥落 し 、 全 アラ ビア が 役 の 足下 に ひれ 伏し た 時 、 完 全 で 明白 
な 力 が 彼 を 腐敗 する こ と が 出来 な か っ た 。 彼 は 敵 た ち に 無比 の 牙 量 を し た の で ある 。 
聖 預言 者 を 最も 知り 、 最も 愛し 、 彼 に 非常 に 近しい 者 た ち 、 つま り 彼 の 信愛 な る 妻 
ハデ ィ ー ジ ャ 、 彼 の 終生 の 友 ア ブー・ バ クル 、 そ の 従弟 で 義理 の 息子 の アリ ー、 彼 が 
自由 に し た 奴隷 の ザイ ド な ど が 、 彼 の 主張 を 最初 に 信じ て きた 事実 に 勝る 聖 預言 者 の 
崇高 な 性 格 の 偉大 な 証拠 は あり うる で あろ うか 。 聖 預言 者 は 人 道 の 最良 な お 手 本 で あ 
り 、 美 点 と 善行 に 於 ける 完全 な 模範 で あっ た 。 多彩 な 生涯 と 性 格 の 異な っ た 局面 の す 
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ラー と 末日 を 切望 し 、 頻繁 に アッ ラー YF hl| fa RE CR 
を 念 ず る すべ て の 者 の た め に 。 


RE 
や つう 9 
ゴン 3 で る コパ の 2 


23. 耐 し て 、 信 徒 た ち が 連 合 軍 を 見 た |: 
る や 、 彼 等 は 云え り 「 こ は アッ ラー 並 。 
びに その 使徒 が 我 等 に 約束 せ し も の dies 
な り 22%、 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに そ 
の 使徒 は 真実 を 語れ り 」 と 。 面 し て 、 
そ は 彼 等 を し て 信仰 と 帰依 の 念 に お LS 
いて 深め た る に 外 な ら ず 。 


べ て に お いて 、 彼 は 人 間 の た め に 、 手 本 に し 、 ま ね すべ き 無 双 の 模範 で ある 。 彼 の 全 
て の 一 生 は 歴史 で 投 光 照 明 さ れ て いる 。 彼 は 孤児 と し て 人 生 を 始め 、 すべ て の 民 の 運 
命 の 調停 者 と し て それ を 終え た の で ある 。 少年 時 代役 は まじ めで 、 品位 が あり 尊 く さ 
れ て いて 、 青 年 の 当初 に 彼 は 、 道徳 的 美 点 、 誠実 や 正気 に お ける 完全 な る 手 本 を し 
た 。 中 年 に な っ て 彼 は アル ・ ア ミー ン ( 信 用 で きる 正直 な 者 ) の 称号 を 受け た 。 そ し て 
商人 と し て 彼 は も っ と も 誠実 で 用 心 深い 人 間 と な っ た の で ある 。 彼 は 自分 より ずい ぶ 
ん 年 老い た 女性 と も 、 ず いぶ ん 若い 女性 と も 結婚 し 、 彼女 ら は 皆 彼 の 上 頁 節 さ 、 敬愛 や 
敬 神 を 信じ きっ て いた 。 父親 と し て 役 は 非常 に 優し い 者 で あり 、 友人 と し て 非常 に 中 
実 で 情け の ある 者 で あっ た 。 堕落 し た 社会 を 改善 させ る 偉大 に し て 困難 な 任務 が 委任 
され 、 迫 電 に か けら れ 、 追 放さ れ た 時 、 それ ら の 全て を 礼儀 正しく 厳然 と 堪忍 し た の 
で ある 。 彼 は 兵士 と し て 戦い 、 軍 隊 を 指揮 し た 。 彼 は 負け も 直視 し 、 勝 利 も 得 た 。 彼 
は 法律 を 制定 し 、 問 題 を 決定 し た 。 彼 は 政治 家 で 、 教 帥 で 、 人 類 の 拉 導 者 で あっ た 。 
“国家 元首 と 同様 に 教会 に と っ て 、 カ エサ ル と 一 緒 に ポー プ で あっ た 。 し か し 、 彼 は 
も っ た いぶ ら な い ポ ー プ で あり 、 勲 位 の な い カ エサ ル で あっ た 。 常備 電 も な く 、 護 衛 
も な い 、 宮 殿 も な く 、 固 定 し た 歳入 も な く 、 神 授 に よっ て 正当 に 支配 する 資格 を 得 た 
と 言え る 人 が いる な ら ば 、 そ れ は ムハンマド で あっ た 。 何故 な ら ば 、 彼 は 、 そ の 手段 
も 援助 も な く 、 す べ て の 勢力 を 得 た か ら で あ る 。 役 は その 家事 を 自分 の 手 で 遂行 し 、 
革 製 の マッ ト に 寝 た 。 そ し て 、 彼 の 食事 は ナツ メ ヤ シ と 水 又 は 、 麦 バ パン か ら な っ て い 
た 。 そ し て 、 さ ま ざ ま な 任務 を 果たし て 、 一 日 を 懸命 に 過ごし て か ら 、 夜 は 足 が は れ 
て し まう ほど 礼拝 や 懇願 を し 続け て いた 。 その よう な 緊張 し た 情況 の 許 で も 少し も 変 
わら ず 、 し っ か り し た 生活 を し 続け た 者 の 例 は 、 他 に みな い "( ボ ズ ワ ー ス ・ ス ミス に 
よる Muhammad and Muhammadanism より )。 

で 。 ここ で は 、 不 信者 た ちの 軍勢 の 負け と 敗走 、 及 び 、 イ スラ ム の 勝利 に つい て の 
預言 に 言及 され て いる (38:12 と 54:46)。 
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24. 信徒 た ちの 中 に は アッ ラー と 結 
び し その 約束 を 実現 せ し 者 あり 2348_ 
され ば 、 彼 等 の 中 その 堆 い を 全う せ し 
者 あり て 、 また 彼 等 の 中 まだ 待機 する 
者 も あり 。 面 し て 彼 等 は いさ さか も 変 
身 せ ざり き 。 


25. 6 アッ ラー は 、 誠 実 な る 人 々 に は 
その 誠実 に 対し て 報 わ ん が た め な り 、 
また 彼 も し 欲す な ば 偽 信者 達 を 罰 し 、 
或いは 彼 等 の 悔 惜 を 受け 入れ て 憐 れ 
み に 転 ずる な り 。 げ に アッ ラー は 寛大 
に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 

26. アッ ラー は 不信 せ し 者 ども を し 
DO 
?346、 彼 等 は 何 の 益 も 得 ざ り し な り 。 

面 し て 戦い に 於 いて 、 ア ッ ラ ー は 信徒 
た ち に と り て 充分 な り た り 。 さ れ ば ア 
ッ ラ ー は 強大 に し て 、 偉 力 に まし ます 。 
27. され ば 、 彼 は 彼 等 を 助け た る 経典 
の 中 な る 者 達 を かそ の 城塞 より 降ら 
し め 、 そ の 心中 に 恐 居 を 投じ た り 。 お 
前 達 は ( 役 等 の ) 一 団 を 殺し 、 ま た 一 団 


FTE 


⑧ Oi 

I I LG RS 
0 
CSE kal 


CC 2 


C2 
Sod 2 


デン 5 4 の 


i SCR 
2 ZT 


ド 


こう うるう ゆで る 1 JH 5 
AS5 2 っ し っ O2 て AJI AT 


プッ ラン 


9 完 叶 5 5 こめ た る 財 き 


948:6、7. 39:3、 


2 当 節 は 、 聖 預 斉 者 の 弟子 た ちの 誠実 、 忠誠 と 了 堅固 な る 信仰 の 偉大 な る 記念 碑 を 構 


成す る 。 どの 預言 者 の 信 : 


奉 莉 た ち も そ の よう な 信義 証 や 番 行 証 を 神 か ら 授 か ら な か っ 


た 。 預言 者 と し て その 幸 務 を 履行 する こと に よっ て 、 こ の 教師 (宗匠 ) が すべ て の 預言 


の 中 で 無比 で ある 如く 、 そ の 第 子 達 は 、 彼 等 の 役割 を 履行 する の に ず ば ぬ け て いた 。 


4 神 は 連合 軍 の 攻撃 を 防い だ 。 彼 等 は 包囲 を 解 か な けれ ば な ら ず 、 自ら の 邪悪 な 企 
て を 果たせ な か っ た こと に 腹 を 立て た 余り 、 家 に 戻り 、 二度と メデ ィ ナ を 攻撃 し に は 


来 な か っ た 。 以降 、 
ラム 史上 の 分 岐 点 と な っ た 。 弱く 、 
犬 勢力 と な っ た の で ある 。 


主導 権 は イス ラム 教徒 の 手 に 移っ た の で ある 。 壇 の 戦い は 、 イ ス 
常に 侵略 され て 来 た イ スラ ム 教 が 、 


アラ ビア の 一 
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て 継承 せしめ た り ダダ 香 。 面 し て 、 ア ッ 
ラー は すべ て の こと に 全能 に まし ます 。 
四 項 
29. 預言 者 よ 、 次 の 雪 た ち に 云え 、「 お 
前 達 、 も し 現世 の 生活 と その 栄華 と 
を 望む な ば 、 来 た れ 、 我 は お 前 達 に 
物質 的 な 益 を 与え て 、 き れい に 暇 を 

出す な り 9。 

30. され ど 、 お 前 達 も し アッ ラー と その 
使徒 並び に 来世 の 住居 を 望む な ば 、 げ 
に アッ ラー は お 前 達 の うち の 善 を 施す 
者 に は 立派 な 報奨 を 備え 給え り 」。 


や 一心 ある バ ヌ ー・ 


ヌー・ ナ ディ 


等 に 対し て 進軍 し 、 


| 
上 < es つう う 


リョ ンプ 


た が こ 31f い そく 


クラ イザ は 、 聖 預言 者 と 、 も し 敵 が メデ ィ ナ を 攻撃 し た な ら ば 
ムスリム 達 を 助け る で あろ うと いう 厳粛 な 協定 を 結ん だ 。 然し 、 


壌 の 戦い の 時 は 、 バ 


ル の 指導 者 の フ ヤ ッ ユ (Huyayy) に 説き 伏せ られ て 、 彼 等 の 約束 し た 言 
葉 を 破り 、 イ スラ ム に 反攻 し て 大 連合 側 に 参加 し た 。 戦闘 が 終る と 、 


彼 等 の 要塞 の 中 で 、 彼 等 を 包囲 し た 。 約 25 日 間 の 攻 城 戦 の 後に 


彼 等 は 武器 を 捨て 、 聖 預言 者 より アウ ス 族 の 族長 サー ド ・ ビ ン ・ マ アー ズ の 裁定 に 服 


従 し た の で ある 。 
J 


サー ド は 、 モー ゼ の 律 法 に 準じ て 、 こ の 間 題 に 判決 を 下 し た の で あ 


A MN NO 

や 理 預 言 者 の 妻 達 は 、 そ の 品行 に お いて 世 の 手 本 と な る べき だ と され て いる の で 、 
彼女 達 は 無 私 の 模範 と な る に ふさ わし い 人 物 だ っ た 。 彼女 達 は お 金 を 使っ た り 楽 し く 
暮らし た りす る こと を 全く 禁じ られ て いた 訳 で は な い が 、 高 度 な 献身 を 求め られ て い 
た こと は 事実 だ 。 当 節 及び 次 の 数 節 に 述べ られ て いる の は 、 物 質 的 な 恩恵 や 豊か で 安 
楽 な 生活 を 自制 する この 厳し い 規 範 に つい て で ある 。 聖 預言 者 と 交わ る に は この 犠牲 


的 行為 が 必要 と され 、 彼 の 妻 達 は 安 
を 選ぶ よう 命じ られ た 。 


: 楽 な 暮らし と 聖 預言 者 と の 交わ り の どちら か 一 方 
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31. 預言 者 の 妻たち よ 、 お 前 轄 の 中 で 8 
明白 な る 醒 行 94 を 犯 せ し 者 は 、 そ 」 し < 

の 剖 は 倍加 せら れん 2%。 面 し て 、 そ 2 


は アッ ラー に と り て 容易 な り 。 RI ES 
人 


32. され ど 、 お 前 達 の 中 アッ ラー と そ き 41322< 2 2 288 2 ンー 
ES CRIS 
の 使徒 に 服従 し 、 善行 を 積む 者 2351 


に は 、 わ れ ら は その 報奨 を 二 度 与え こる うっ こう る 1 3 9 し っ に 
ん 。 され ば 我 等 は 、 その 者 の た め に 光 の ED 
栄 な る 滋養 物 を 備え た り 。 OR SG GE 


AN グン 


33. 預言 者 の 厩 た ちよ 、 お 前 達 は 一 般 2 UR A AN 
の 女 た ち と は 等 し か ら ず 、 も し 、 お 前 2 
達 届 散 す る な ら ば 。 され ば 、 甘い 言葉 と Td と 335 

で 語る な か れ 7 。 さ も な くば 、 心 に の 20 8 
病 ある 者 が 誘惑 に か られ る な り 。 面 OG YES IG EI 
し て 良い こ と を 云え 。 


34. 面 し て 、 己 が 家 に お れ 8、 以 前 30 55S 委 ご 96 85 
の 無明 時 代 の 飾り の よう に 飾 た て て 


29434 信仰 の 一 番 高い 基準 に 達し な い 行 為 。 

2390 当 節 で 述べ られ た ファ ー ヒ シャ と いう 語 が 意味 する よう に (Lane より )、 高 い 信 
仰 に 達し 得 な い 行 為 の こと で 、 物 質 的 に 満た され る こと で あり も し 彼女 達 が これ を 望 
む よ う で あれ ば 、 悪い 見 本 を 示す こと と な る 。 そ し て 、 聖 預言 者 の 妻 と し て 他 の 女性 
の 手 本 で ある べき 立場 に ある の で 、 彼女 達 は 非常 に 重大 な 責任 を 負う こと と な り 、 そ 
の 罪 は 倍加 する で あろ う 。 他 方 、 も し 彼女 達 が 神 と 神 の 使者 に 身 を 捧げ 、 他 の 者 の 模 
範 と な る べく 無 私 の 気 高 い 例 を 示す な ら 、 そ の 報い も 又 倍 加 し よう 。 

29 刀 性 動詞 に よっ て 一 定 不変 に 随行 され る マン の 主題 の た め に 、 ヤ ク ヌ ト ゥ と いう 
男性 動詞 が 使用 され て いる 

2992 聖 預言 者 の 吾 達 は 、 男 性 と 話す 時 、 自 ら の 高位 に ふさ わし い 威 厳 を 保ち 、 十 分 に 
礼儀 を 弁 え て 振る 舞う こと を 処 々 に 命じ られ て いる 。 イス ラム 教徒 の 女性 た ち も こ れ 
に 準ずる 。 

33 この 言葉 は 、 女性 の 主 を 活動 範囲 が 家庭 に ある こと を 示し て いる が 、 女性 に 外出 
が 認め られ な い 訳 で は な い 。 理 に か な っ た 用 向き の た めで あれ ば 、 必要 な だ け 何 度 で 
も 出かけ て 構わ な い 。 但 し 、 異人 種 や さま ざま な 職業 の 者 の 集まり に 加わ っ た り 、 男 
性 と 肩 を 並べ た り 、 外出 する こと で 主婦 と し て の 義務 を 怠る よう で あれ ば 、 イス ラム 
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見 せ び ら か す な か れ Me | ER I YA 
を 遵守 し 、 喜 捨 を な し 、 アッラー と そ PE 
の 使徒 に 従え 。 a げに ア 3 OETA 3 


ッ ラ ー は お 前 ) 達 か ら あ ら ゆる 不 滞 を 不 ォ ン マラ テイ ーシュ タン 一 る nd 
ここ | | Ri 、 a a 

い 、 お 前 達 を 完全 に 浄 めん と 欲す 。 a ee becca 2 ペン 
A 本 


35. また 、 お 前 達 の 家 で 読 請 せら る る この 229 C2 
アッ ラー の 神 光 と 知恵 を 銘 記 せよ OT I ST OR 
ee げに アッ ラー は 線 箇 鎖 肖 に し て 、& の し は 51G52 ls 
すべ て に 通 暁 し 給 う 。 

五 項 
36.? げ に 帰依 する 男 た ちと 帰依 する eC M0 ce Pg 
女 た ち 、 信 じ た る 男 た ちと 信じ た る 女 
た ち 、 中 大 な 男 た ちと 中 順 な 女 た ち 、 Cl AS 3 と も 3 
謗 実 な 男 た ちと 計 実 な 女 た ち 、 耐 え 妨 0 40 2 
男 た ちと 遼 え 忍ぶ 女 た ち 、 謙虚 な 月 の ジー うこ う 21 う こう 9 みう 5 


た ちと 謙 慮 な 女 た ち 、 施 し を する 男 た ll で 3 A 
19:56; 20:133. 29:112. 


の 有る べき 女性 の 道 か ら は ずれ る こと と な る 。 聖 預 斉 者 の 姜 達 は 、 特に 家 に 留まる よ 
うに 求め られ て いた が 、 それ は 、 信徒 の 母 た る 高位 の 尊厳 が これ を 要求 し て いた か ら 
で あり 、 又 イス ラム 教徒 が し ば し ば 挨拶 に 訪れ 、 宗教 上 の 重要 な 間 題 で 彼女 達 に 教え 
を 求め た か ら で あ る 。 この 戒律 は イス ラム 教徒 の 全 女 性 に 等 し く 適 応 す る 。 イス ラム 
教 で は 、 聖 預 斉 者 に な され た 拓 拶 は 、 同時 に 全 イ スラ ム 教 徒 に 向け られ た も の と みな 
され る 。 同様 に 、 聖 預 斉 者 の 理 達 に 課せ られ た 戒律 は 、 又 全 イ スラ ム 女 性 に 向け られ 
た も の で も ある 訳 で ある 。 

アフ ルル ・ バ イ テ ィ (Ahlul-Bait) と いう 表現 は 、 第 一 に 、 聖 預言 者 の 婦 達 に 当て 
は まる 。 そ れ は 文脈 か ら も 、 ま た Hi:74 及び 、28:13 か ら も 明らか に な っ て いる 。 人 然 
し な が ら そ の 広い 意味 を 考え る と それ は 、 家庭 の 子供 た ちや 係 た ち も 含 め て 家族 の 全 
員 を 示す 。 この 表現 は また 、 聖 預 斉 者 に よっ て その 何人 か の 選ば れ た 弟子 た ち に つい 
て 使わ れ た こと も あり 、「 サ ル マ ー ン は 我が家 庭 の 一 員 で ある 」 と いう 聖 預言 者 の 言 
葉 は 良く 知ら れ て いる (Sashir より )。 
で 。 聖 預言 者 の 立派 な 配偶 者 た ち は 道徳 、 信義 と 誠実 さ に よっ て 信徒 達 の た め に 手 本 
と し て 勤め る は ず ば か りか 、 聖 預言 者 か ら 直 接 教 わっ た イス ラム の 原理 と 戒律 の いろ 
いろ を 彼 等 に 教え る こと も 要求 され て いる 
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っ チー イン 9 Far4 る ター gw ン bw ン ン や ンタ oR 
ちと 施し を する 女 た ち 、 断食 を 守る 男 Cs る | うこ 3 ん 305 ILS 
た ち と 断食 を 守る 女 た ち 、 己 が 陰部 を 2 2 2 A 

護る 男 た ちと 己 が 陰部 を 護る 女 た ち 、 っ 03 dl5 と の づ 5 


人 ッ ラ ー を 念 ず る 男 た ちと 念 2 2 < I AS 
ずる 女 た ち 、 これ 等 の 者 た ちの た め に ee 9 5 1 
アッ ラー は 御 未 し と 偉大 な 褒賞 を 用 4 > 4 SI こっ っ 宮 ぶ 


235S キュッ デュ ラウ イラ 
a o Sl |8 


37. 信じ た る 男 達 並び に 信じ た る 女 。、 2 る 238322 が Yo ピピ じ 5 
達 に は 、 ア アッ ラー 並び に その 使徒 が 或 の LG 112 < る 4 
RR 0 DNS 


Sh アッ フー と を ON aI | 
され ば アッ ラー と その 使徒 に 背く 者 oa 
あら ば 、 誠 に 彼 は 明白 な る 迷 誤 の 中 に OEYNLS L238 622 う 3 
墜ち た り 。 

38. 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 恩恵 を 垂れ 、 1 に | 231 、 和 2 d 絡 命中 5 
汐 も a る 者 に 97、 波 が 、 - 
「 選 が 妻 を 汐 の 許 に 留め て お け 、 し ご な めそ ELL4ICIE で て 1 


て 、 ア ッ ラ ー を 長 れ よ 」 と 云い し 時 (を 
A4:66. 


98 当館 は 、 イス ラム は 婦人 達 に 低い 地位 を 許容 する 非難 を 最も 具体 的 に 否認 し て い 
る 。 聖 クル アー ン に よれ ば 、 女 性 は 男性 と 同格 で あり 、 男 性 が 獲得 出来 る あら ゆる 精 
神 的 高位 に 達成 する こと が 出来 る 。 そ し て 、 政 治 的 、 社 会 的 な 権利 の すべ て を 男性 賠 
様 得る こと が 出来 る 。 た だ 、 彼 女 達 の 活動 範囲 が 違う 限り 、 そ の 義務 が 異な っ て いる 。 
両性 の 義務 に 於 ける 違い 、 こ の 違い こそ が 、 イ スラ ム に 敵意 を 持つ 批判 者 た ち に よっ 
て 、 間 違い で あろ うか 、 又 は 多分 わざ と で ある うか 、 婦 人 達 に 低い 地位 を 与え る よう 、 
誤解 され た の で ある 。 
当館 が 啓示 され た 直接 の 原因 は 、 聖 預 言 者 が ザイ ナブ を 彼 の 解放 奴隷 ザイ ド に 朗 
わせ た いと 強く 望ん だ 際 、 ザイ ナブ が それ を た め ら っ た こと に ある 。 自ら の 意志 に 反 
し 、 聖 預言 者 の 望み 通り に ザイ ナブ が ザイ ド と 結婚 し た の は 立派 な こと で ある 。 弄 預 
ls ザイ ド を 夫 と し て 受け 入れ る よう に 彼女 に 強い た 訳 で は な い 。 彼女 が 自発 的 
に 聖 預 言 者 の 願い に 従っ た の で ある 。 

7 下 預 言 者 の 若い 解放 奴隷 ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス を 指す 。 閑 子 縁組 が イス ラム 教 
で 不法 行為 と 示さ れる まで 聖 預 言 者 は 彼 を 状 子 と し て いた 。 


Ga 
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eSGO ツン 人 にし お 3、 Eh 5 
を 赴 わ に せん と する こと を 己 が 心中 0 a 
に 隠し 、 人 々 を 恐れ た る な り 。 柄 し て 、 OS 19 Cr 3 9d 


アッ ラー は 液 が 恐る べき 者 と し て 最 レレ レレ 5。 < 1 とる て ィ ルー lg 
122 5 る 3 おう 、 ゥ 25 CNS SS 


も 相応 し き な り 。 され ば 、 ザイ ド が 役 
女 に つい て その (離婚 の ) 希 望 を 実行 し Cue 人 29SSYJSUS は 5 


た る や 25574 われ ら は 彼女 を 汐 に 大 CT 

せ た り 、 使徒 た ち に 対し て 、 そ の 養子 ! ゅ 295) ょ ekey1 で UN て な 

の 表 に 関し て 、 彼 等 が 彼女 達 に (離婚 シン っ ライン エレ レン g プ 3 
OP TVR IO5?「| 9 

の ) 希 望 を 実行 せ し 後 、 差 し 支え が な Os 

か らん が た め に 。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 

命令 は 必ず 履行 され る な り 33578 


3974 っ まり 彼女 を 離婚 し た 。 ワ タル と は 、 必 要 、 欲 求 や 必要 の 目的 を 意味 する (Lane 
より )。 
29975 ザイ ナブ は 聖 預言 者 の 叔母 の 娘 で あっ た の で 、 生 粋 の アラ ブ 女 性 で 、 そ の 家柄 
や 高い 社会 的 地位 を 誇り と し て いた 。 イ スラ ム 教 は 、 階 級 制 、 階 級 の 世襲 、 財 産 譲渡 
の 無い 文明 を 世に も た らし た いと 目指 し て いた 。 神 の 前 に 、 人 は 皆 自 由 で 平等 で あっ 
た 。 聖 預 詩 者 は 、 イ スラ ム 教 の この 高尚 な 理想 の 実現 を 、 ま ず 自 ら の 家庭 に お いて 始 
め よ うと し た 。 彼 は ザイ ナブ に ザイ ド と 結婚 する こと を 望ん だ 。 ザイ ド は 聖 預 言 者 の 
手 で 自由 の 身 と な っ た と は いえ 、 ある 人 々 の 心 に は 、 まだ 彼 を 奴隷 と みな す 意 謙 が 根 
強く 残っ て いた 。 奴隷 の 格 印 と いう 、 自 由 人 と 奴隷 と の 間 の 不 公平 な 差別 が あり 、 聖 
預言 者 は ザイ ナブ を ザイ ド に 妻 ( め あわ ) せ る こと で 、 こ れ を 取り 除 こ うと し た の で あ 
る 。 聖 預 詩 者 の 望み に 従い 、 ザ イナ ブ は この 申し 入れ を 受け た 。 聖 預言 者 の 願い は 適 
えら れ た 。 こ の 結婚 は 、 基本 的 な 階級 制度 を 撤廃 させ る こと と な っ た 。 し か し 残念 な 
こと に だ 結婚 自体 は 失敗 に 終わ っ た 。 ザイ ナブ と ザイ ド の 階級 の 違い は 人 の 好み の 不 
一 致 を も た らし 、 ザイ ド は 劣等 感 に さい な まれ た の で ある 。 この 結婚 の 失敗 は 当然 聖 
預言 者 を 悲し ませ た 。 し か し 同時 に 良い 結果 を も 生み 出し た 。 当 節 の 後半 に 述べ られ 
て いる よう に 、 神 の 命 に 従い 、 聖 預 言 痢 が 自ら ザイ ナブ と 結婚 する こと で 養子 の 妻 を 
当 る の は 神 へ の 冒 注 だ と する 、 ア ラブ に 探 く 根付 いた 不快 な 慣習 を 根絶 で きた の で あ 
る 。 養子 制度 は 廃止 され 、 そ れ と 共に 、 こ の 愚か な 考え も 亡 く さ れ た 。 こ の よう に 、 
ザイ ナブ と ザイ ド の 結婚 は 、 一 つの 高尚 な 目的 の た め に な され 、 そ の 失敗 も 、 ヌー つ 
の 目的 を 適 え た の で ある 。 

「 ア ッ ラ ー を 異 れ よ 」 と は 、 ザ イド が ザイ ナブ と 別れ た が っ た こと を 示す 。 イス ラ 
ム 教 で は 離婚 は 神 の 目 に 非常 に 不快 な も の と 写り 、 聖 預言 者 は ザイ ド に 思い 直す よう 
熱心 に 説い た 。「 ア ッ ラ ー は 液 が 尋 る べき 者 と し て 最も 相応 し き な り 」 と いう 箇所 は 
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ここ 2 アル ・ ア フ ザ ー ブ Ali-Ahzab (連合 軍 ) 三 十 三 章 
39. 預言 者 が アッ ラー の 命じ た る こ OSE SE 
と に つい て 、 な ん の 差し 支え も ある べ > て 5 ito 
か ら ず 2259。 そ は 過ぎ 逝き し 人 々 に お os Ga dl 


ける アッ ラー の 慣例 な り 。 され ば 、 ア ESAS 
ッ ラ ー の 命令 は 正しい 測定 で 規定 さ 
れる な り 。 


40. か か る 者 達 は アッ ラー の 御 告げ 4522353 委 し に ん りら 6 計る 交 
を 伝え 、“ 彼 を 恐れ た る 者 な りき 。 耐 US 
し て 、 人 彼 等 は アッ ラー 以外 の 何者 も 身 bo あう NE に つと oy 


れ ざ りき 。 され ば 、 アッラー は は 清算 者 Ess 
と し て 十分 な り 。 SR 
67:13. 


ザイ ド 、 聖 問 斉 者 双方 に 向け られ た も の と 言え よう 。 ザ イド の 場合 、 彼 が ザイ ナブ と 
の 別離 の 原因 が 明る み に 有 出る の を 望ま な か っ た こと を 意味 し よう 。 そ れ は 、 「 ア ッ ラ 
Np 上 NAK 
間 の 意 
NB 避 然 彼 が 離 剛 を 包 まな か っ た こと と を 示す も の と 言え よう 。 
この 文 は 叉 次 の こと も 示し て いる 。 この 結婚 の 破綻 は 、 イス ラム の 同胞 愛 に お ける 試 
み が 明 ら か に 和 失敗 に 終わ っ た こと を 意味 し 、 こ れ に より 、 信 仰 の 弱い 者 舌 に 不安 と 混 
乱 が 起こ る の で は な いか と 聖 預 斉 者 は 恐れ た 。 この 懸念 は 聖 預言 者 の 心 に 重く の し か 
か っ た 。「 人 々 を 恐れ た る な り 」 と いう 和 理 葉 が 彼 の この 不安 を 言い 表し て いる よう だ 。 


イス ラム に つい て の クリ スチ ャ ン の 或 る 批評 家達 は 、 回 預言 者 の ザイ ナブ と の 結婚 
を 、 彼 に 対す る 攻撃 の 基礎 に し て いる 。 そ れ に よる と 、 聖 預言 者 は 、 偶 然 が イナ ブ を 
見 て 、 その 美 し さ に 叔 了 され 、 彼 女 と 結婚 し た く な っ た の で 、 ザ イド は 和 預言 者 の そ 
の 気持 ち を 知っ て 、 彼 女 を 離婚 し た の だ 、 と いう 見 解 で ある 。 事 実は 、 そ の 目 の 前 で 
すべ て の 事 が 起こ っ た 聖 預言 者 の 最も 執念 深い 敵 達 は 、 こ れ ら の 批評 宗達 に よっ て 、 
何 百 年 も 後 で 、 彼 に 帰 さ れ た 基本 動機 を 彼 に つけ る 勇気 は な か っ た と いう 事実 は 、 こ 
の 要点 NN > に 打破 する 。 ザイ ナブ は 聖 預言 者 の 従姉 妹 で あり 、 彼 
と は 非常 に 近しい 間柄 が あっ た か ら 彼 は パル ダ ( ウ ェ ー ル ) の 命令 が 聖 ク ルアー ン の 中 

で 背 示 され る 前 に 、 彼 女 を 度々 見 た こと と に 違い な い 。 その 上 それ は 、 ザイ ナブ が 聖 預 
DS UN ザイ ド と 嫌々 な が ら 結 婚 に 同意 させ られ た と いう 事 
実に 逆らっ て いる 。 彼女 も 彼女 の 兄弟 も 、 彼女 が ザイ ド と 結婚 する 前 に 、 聖 預言 者 と 
結婚 する こと を 望ん で いた こと が 記録 され て いる 。 彼女 が まだ 処女 の 時 、 そし て 彼女 
自身 が 聖 預言 者 と 結婚 を 望ん だ 時 、 聖 預言 者 が それ を 阻ま せ た も の は 何だ っ た の か ? 
これ 等 の すべ て の 話 は 創造 邊 力 に 富む 作り 話 だ と 思わ れ 、 そ れ を 信ずる こと は 知性 に 対 
する 傷 辱 で ある 。 
2 本 この 言葉 は 、 聖 預言 者 が ザイ ナブ と 結婚 し た こと を 示し て いる 。 又 、 彼 の 結婚 が 
神 の 命 に 従っ た も の で あっ た こと も 表し て いる 
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41. ムハンマド は お 前 較 の 男 の 中 の OK55sac1CSK> ス ビビ 
誰 の 父親 に も 非 ず 。 然し 、 彼 は アッ 」 。 あの 0 
ラー の 使徒 で あり 、 詳 背 言 者 の 印刷 CSU ス 和 るる 30 と うら 9 


た 2359 ES トッ 萬 事 内 a ジン ミン な 生生 ン レル ン ン 
な り 面 し て アッ ラー は 萬 事 を = a Io 
加工 し 給 う 。 Y 


2359 


ハー タム (Khatam) と は 、 彼 は 封印 し た : 彼 は 印 付 けた : 彼 は 刻印 し た 又は 押印 を 
し た と いう 意味 の 語 ハ タマ (khatama) に 由来 する 。 この 語 の 第 一 義 は 上 記し た が 、 第 二 
義 と し て は 次 の よう な も の が 挙げ られ る 。 彼 は 物事 を 終え た : また は 物 を 峰 っ た : 又 
は 粘土 に 刻印 を 押し た り 、 他 の 方 法 で 押印 を し て 書類 を 保護 し た 。 ハー タム は 、 印 の 
付い た 指輪 の こと で あり 、 つ まり は 物事 の 結末 を 意味 する 。 この 語 に は 装飾 品 と いう 
意味 も あり 、 言 い 換え れ ば 最上 ・ 完全 を 表わす 。 ハ ー テ ィ ム 、 ハ トウ ゥ ウム 、 ハ ー タ ム 、 

ま ぼ 同 義 語 と 言え る (Lane、Mufradat、Fath 及び 、 ズ ルカ ー ニ ー よ り )。 こ の 点 か 
らし て 、 ハ ー タ ムン ナビ ッ イ ー ン は 、 預 言 者 達 の 印 、 つ まり は 預言 者 の 中 で 最高 に し 
; 預言 者 達 の 飾り や 装飾 を 指す 。 第 二 義 的 に は 、 そ れ は 預言 者 の うち 
意味 する 。 

メ ッ カ で 聖 凶 者 の 息子 達 が 全て 幼児 期 に 亡くな っ た 時 、 彼 の 敵 は 彼 を アブ タル 
(息子 を 持た な い 者 ) と な じ っ た 。 役 の 跡 を 継ぐ 息子 が いな けれ ば 、 彼 の 活動 は 早晩 終 
わる で あろ うと の 意味 が そこ に は 込め られ て いた (Muhit より )。 不信 者 に よる この 非 
NAS i 臣 ea ^ 彼 の 敵 こ SO 2 , と 明 


EC nC 
か り 、 そ の 子 は 立派 に 成人 する で あろ うと いう も の だ っ た 。 当 節 は 、 型 字 言 者 は 過去 、 
現在 、 未 来 に お いて 成人 に 至る 候 子 の 父 と は な れ な いと いう こと を 明らか に する 程度 
まで その 誤解 を 取り 払っ た ( リ ジ ャ ー ル と は 成人 に 至る 男 達 を 意味 する )。 当 節 は 、 
子孫 の 根絶 を 恐れ る の は 、 聖 預言 者 で は な く 、 彼 の 英 で ある と 記す カウ サル 童 と 対立 
し て いる よう に 見 える が 、 実際 は 、 こ の 外見 上 の 矛盾 を 解決 し よう と 試み て いる の で 
NC ER NC DE NN 
、 又 ハー タム ン ナ ビッ イー ン つ まり 、 すべ て の 預言 者 達 の 精神 的 な 父 で ある と 当 節 
i 彼 が 全 使 徒 及び 預言 者 の 父 で ある な ら 、 何 故 彼 は アブ タル (子孫 無き 
者 ) と 言わ れ 得 よう ? 又 、 も し この 言葉 の 意味 を 「 彼 は 最後 の 預言 者 で あり 、 彼 の 後 
に 現れ る 預言 者 は いな い 」 と 捕らえ る な ら 、 当 節 は その 内 容 と 一 致 せ ず 何 ら 関 連 が 無 
く な っ て し まう 。 そし て 、 了 置 預 詩 者 は 子孫 に 恵まれ な いと する 不信 者 の 愚 弄 に 反 油 す 
る どこ ろか 、 それ を 認め る こ と と な っ て し まう 。 上 記さ れ た ハー タム の 意味 か ら 推 察 
し て 、 ハー タ ムン ナビ ッ イ ー ン に は 、 四 つの 意味 が 考え られ る 。 (」 了 亜 預言 者 は 、 預言 
CN We a 
い 。 聖 預言 者 以前 の 預言 者 は だ れ で も その 地位 を 聖 預言 者 に 承認 され な けれ ば な ら ず 、 
ヌ 役 以降 を の 預言 者 は 聖 預言 者 の 弟子 に な ら な けれ ば 、 預言 者 の 地位 を 得る こと は で き 
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二 十 一 伏 アル ・ ア フ ザ ー ブ Al-Ahzab (連合 軍 ) 中 連 電 


42. 溢 等 使徒 た ちよ 、 大 い に ア ッ ラ ー > 人 00 る 古寺 マ 3686 


を ? 唱 念 せよ 。 2 
ORAS 
43. また 、 朝 な タ な 彼 を 讃え 奉 れ 。 OD ET] 


44. 彼 こ そ 、 そ し て その 天使 ら も 、 お ASALzs2S1E・ し る 、 タ 才 
前 達 を 祝福 する な り 9、 お 前 達 を の 。 上 
暗黒 か ら 光明 “へ 引き 出さ ん が た め O63 っ CS > 
に 。 面 し て 彼 は 信ずる 人 々 に は 慈 橋 深 a 
くま し ます 。 OI RY 
45. 7 彼 等 が 役 に 会い 奉る 日 、 そ の 換 3 る E15 きる 2 G53 
拶 は 「 平 安 あ れ 」 と な る べし 。 市 し て 、 


彼 は 、 彼 等 の た め に 光栄 な る 報奨 を 準 eR SI 人 > 
備 せ り 。 


46. 預言 者 よ 、 げに われ ら は 波 を 証人 12 AUS そっ 51 UC 
と し て 、 朗報 の 伝達 者 と し て 、 また 警 - Et 


4:104 8:46: 62:11. 3:42: 19:12. 62:258: 14:6; 57:10: 65:12. 0:H1: 36:59. 


な い 。 ②) 聖 預 斉 者 は 預 斉 者 の 中 で 最も 優れ た 完全 な る 人 物 で あり 。 預言 者 達 
飾 源 で も あっ た (Zurqanr, Sharah Mawahibul-Ladunniyyah より )。 (3) 聖 預言 者 は 啓示 を 受 
けた 最後 の 預 詩 者 で あっ た 。 こ の 解釈 は 、 イ ブン ・ ア ラビ ー、 シ ャ ー・ ワ リー ウッ ラ 
、 イ マー ム ・ ア リー・ カ ー リ ー、 ム ジャ ッ デ ィ ド ・ ア リフ ・ サ ー ニ ー 等 の 若 名 な イ 
スラ ム 教 の 理論 家 、 聖 徒 、 学 者 に 受け 入れ られ て 来 た 。 これ 等 の 偉大 な 学者 や 聖人 に 
よれ ば 、 聖 預言 者 の 教義 を 麻 す る 者 、 彼 の 教団 ウン マ ) に 属さ な い 者 の 中 に は 、 聖 預 
斉 者 の 後 を 継げ る 預言 者 は いな い (Futahat。Tafhimat Maktabat 及び 、 Yawaqrt wal 
Jawahir より )。 聖 預言 者 の 賢 要 アイ シャ は 次 の よう に 語っ た と 記さ れ て いる 。「 彼 ( 表 
預言 者 は ハー タム ン ナ ビッ イー ン で ある と 言い な さい 、 し か し 彼 の 後に 続く 預言 者 
が いな いと 言っ て は な ら な い 」(Manthur より )。(④ 預 言 者 と し て の 特性 を 全て 、 そ の 
身 に 完全 に 表し て いた と いう 意味 に お いて 、 聖 預言 者 は 最後 の 預言 者 で あっ た 。 ハー 
タム は 優秀 さ を 表 わす 最高 の 言葉 と し て 、 一 般 的 に 使わ れる 。 又 、 聖 クル アー ン は 、 
聖 預言 首 の 後に 預 斉 者 が 現れ る と 明示 し て いる (7:36)。 聖 預言 着 自身 、 彼 の 後に も 預 
言 者 の 職 分 は 続く も の と 心 に 刻ん で いた 。 彼 は 次 の よう に 語っ た と 記さ れ て いる 。「 も 
し イブ ラー ヒム ( 彼 の 息子 ) が 生き て お れ ば 、 彼 は 預言 者 と な っ た で あろ う ( マ ー ジ ャ 、 
7 ルン ポ の の 本 2 NN SS の ブー・ バ クル は 、 私 の 後に 


3586 Sd ッ リ I x 間 を 与え る こと と 祈願 する こと の 両方 を 意味 
する 。 
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FT 貴 こと 3 レラ ッッ ン て で 4 の コン る 
告 者 と し て 人 遺 わ し た り 。 ぐ の 1 や っ 5 5 へ e 9 


47.? ま た その 人 部 隻 に よっ て アッ ラー RE da del 
の 許 へ 招く 者 と し て 、 光 明 た らし め る 6 

肉 陽 な し で "9 

48. され ば 、 信 者 た ち に 朗報 を 伝え 4 て.8 し で て A ら 計っ 3 
よ 、 彼 等 の た め に アッ ラー か ら 偉 大 な 上 a 
る 恩 礁 が ある こと を 。 OR 25 


49. 2 面 し て 、 不 信者 ども 並び に 偽 信 と 33CAs23 は て 3) NbSY2 
者 ども に 従う な か れ 。 ま た 彼 等 (か ら ) 。」 」 レ 』」 ィ レン ュ 。 レン 
の 危害 を 無視 し 、 面 し て アッ ラー に 頼る NbcRS9 2 ひと ひめ ぶる 3 
れ 。 され ば アッ ラー こそ 守護 者 と し て es 
充分 な り 。 5 

s0. 汐 等 信徒 た ちよ 、 信 徒 た る 女 を 炎 こも 
り て 、 彼女 等 に 触れ る 前 に “彼女 等 を 
離婚 する 場合 は 、 お 前 達 は 彼女 等 に 対 で SO る と Ok る 
し て (待機 の) 期限 を 計算 すべ か ら ず 。 SL 55 
され ば 、 彼女 等 に 益 を 与え 、 き れい に 
暇 を 出す べし 2361_ Op EA ir ド と の 8 


イン ン 
# 


RR 


SL 頂 言 閉 よ 、 OA EE Eels ilESCEN っ 1 る EU 
激 が 婚 資 を 払っ た 泊 の 妻たち と 戦利 ーー ン イン 
品 と し て アッ ラー が 液 に 与え た る 者 ご SA4 は 53 ぬう な 1 こぶ や 

の うち 液 の 右手 が 所 有する 女性 た ち 人 
を 合法 と な せり 。 また 、 梁 の 父方 の ぉ ご ご 上 IE 人 AL51 5。 そ 5 


5:37, 33:23: 48:9. P18:29; 25:53. ©2:237. 


360 太陽 が 物質 界 の 中 心 に 位置 する よう に 、 聖 預言 者 は 精神 界 の 要 で ある 。 彼 は 天空 
の 太陽 で あり 、 他 の 預言 者 、 神 の 指導 者 達 は 星 や 月 の よう に その 回 り を 回 り 、 彼 か ら 
光 を 与え られ る 。 彼 は 次 の よう に 語っ た と され る 。「 私 の 弟子 た ち は 数 ある 星 の よ う 
で あり 、 役 等 の 中 の 離 に も 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 」 (Sashr より )。 

22 邊 「 き れい に 暇 を 出す べし 」 と いう 語 は 、 次 の よう な 意味 を 持つ 。 (① 離婚 し た 女性 
を 責め て は いけ な い 。(②⑫ 離婚 女性 は 通常 規定 の 婚 資 以上 の も の を 支払 われ る べき だ 。 
③ 離婚 後 、 女 性 の 行動 の 自由 を 東 紀 し て は な ら な い 。 
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じ の 娘 た ちと 父方 の 叔母 の 娘 た ち 、 母 BU が EE こそ は と 
方 の お じ の 娘 た ちと 母方 の 彼 母 の 娘 


ビン UEA の ヒン 本 ン 
た ち で 汐 と 共に 移住 し 来 た る 者 並び I 
に 凡 て の 信者 た る 女 で 、 も し 自ら その > a 
身 を 預言 者 に 捧げ ん と 欲し 、 も し 預言 0 とっ 5 i 


者 は 彼女 と の 結婚 を 望む 場合 も (許さ EN ン ン て の 2 る KO RI 
SNSLSO や 
れる な り )。 ( こ は ) 他 の 信徒 た ち を 差し ご 
置い て 、 液 の み の た め の も の な り 。 わ 前 Af 人 る 8 
れ ら は 、 役 等 の 雪 た ちや その 右手 が 所 。 し 。 .。。 、。。、 
有する 者 に 関し て 、 我 等 が 彼 等 に 義務 FI 
付け た る こ と を 知る な り 。 ( こ は ) 液 に の ン ン KE イン ン 江 を 1 ム の 2 コブ ン ぅ 
は ( 役 等 の こと に お いて ) 支 障 が な か ら ES Li 


し めん が た め に (説明 され た り )。 さ れ @ を s55 放 区 8 
ば アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈悲 深く ま 
ます 2 


02 当 節 は 上 の 、29 節 、30 節 と 一 緒 に 読む べき で ある 。 そ れ 等 に 於 いて 聖 預言 者 の 
雪 た ち は 、 聖 預 斉 者 と の 交わ り と 物質 的 恩恵 や 人 生 の 安楽 と の 二 つ の うち 好き な ほう 
を 自由 に 選ば され た の で ある 。 そし て 彼女 ら は むし ろ 聖 預 詩 者 と の 交わ り の ほう を 選 
ん だ 。 当 人 節 は 、 預言 者 の 配偶 者 た ちの この 応答 に それ と な く 言 及 し て いる 。 そ れ は 歴 
史 の 本 に 記録 され て いる が 、 聖 クル アー ン で は 特別 に どこ に も な い 。 彼女 た ち が 答 え 
る まで 彼女 達 と 聖 預 言 首 と の 肉体 関係 は 、 い わ ば 、 夫 決 定 の 状態 に あっ た 。 と ころ が 
一 方 、 聖 預言 者 の 凌 た ち が 物 質 的 な 財産 や 生活 の 便益 より 聖 預 言 者 に 交わ る こと を 選 
ん だ の な ら ば 、 預言 者 も また 彼女 達 の 気持 ち を 考慮 し な けれ ば な ら な か っ た 。 そし て 
彼 は 、 彼 女 達 の うち 、 自 分 が 好き な 者 を 保留 する 選択 権 が 与え られ た が ($2 節 )、 彼 は 
その 選択 の 機会 を 利用 せ ず に 、 微 女 ら の 全部 を 保留 し た 。 

聖 預 斉 者 の 結婚 は 崇高 な 熟慮 に よっ て 動機 づけ られ 、 無知 で 下劣 な る 批評 家 た ち に 
i NE 

、 後 で の 事情 が 十分 に 正当 化し た 如く 、 彼 は 、 未 亡 人 達 か 離婚 され た 女性 た ちの み 
A A NN ビン ト 
ウゥ ・ フ ザイ マ の 夫 は 、 ウ フ ド の 戦い で 戦死 し て いる し 、 ウ ッ ミ ・ サ ル マ の 夫 は 、 聖 各 
後 の 四 年 に 死ん で いる 。 また アブ ー・ ス フィ ヤー ン の 娘 ウ ッ ミ ・ ハ ビー バ は 、 聖 
の 互 年 又は 六 年 (アビ シニア へ の 移住 の 時 代 に ) 未亡人 に な っ て いた 。 彼 は 、 聖 遷 後 
の 五 年 と 七 年 に 二 人 の 未 詞 人 ジュ ワイ リヤ と サフ ブフ ィ ヤ と 、 彼 女 等 の 部 族 と 同盟 や や 和解 
を 謀る た め に 、 結婚 し た 。 ムスリム 達 に よっ て 、 聖 預 斉 者 が ジュ ワイ リヤ と 結婚 し た 
時 、 バニ ー・ ム スタ リク の 数 多く の 家族 は 、 ム スリ ム 達 に よっ て 自由 に させ られ た こ 
と は 注目 する に 足る 。 も う 一 人 の 未亡人 の マイ ムー ナ は 、 自 ら 聖 預言 者 と の 結婚 を 申 
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52. 梁 は 彼女 等 の うち 欲す る も の を 
退け 、 欲 する 者 を 己 が 許 に 留め て 置 。” ~ 2 
け 。 また 、 溢 が 退け し 者 の うち 、 液 の EE 鍋谷 〇 < 
欲す る 者 を 連れ 戻す と も 液 に 罪 な し 。 ン の } b eT 
その 方 が 彼女 た ち は 己 が 日 を 冷や し 、 2 お OlG3I ご 3 eR YS 
彼女 た ち は 悲 し まず 、 また 彼女 達 は 液 。 2 タッ ン 
が 彼女 た ち に 与え た る も の で 満足 す 


し 出 た の で 、 彼 は 、 ムスリム 婦人 遅 の 教育 と 養成 の た め に その 申し 出 を 同意 し 、 受諾 
し た の だ 。 彼 は 聖 違 後 の 五 年 に ザイ ド か ら 離 婚 さ れ た 女性 、 ザ イナ ブ と 結婚 し た 。 そ 

れ は 、 アラ ブ 人 人 達 に 普及 する ば か ば げた 習慣 を 止め させ る た め 、 又 ザイ ド に 離婚 され た 
こと に よっ て 、 そ の 散 虚 な 女性 の プラ イド が 深く 傷つい た 感情 を 和らげ る た めで あっ 
た 。 彼 は 聖 条 後 の 七 年 に マリ ヤ と 結婚 し た 。 そ れ に 従っ て 、 或 る 開放 奴隷 の 女 を * イ 
スラ ム 教 徒 達 の 母親 "と いう 身分 の 高い 精神 的 地位 に 引き 揚げ て や り 、 奴 款 習慣 に 致 
命 的 打撃 を 与え た 。 我々 の 立派 な 支配 者 の 未亡人 や 離婚 させ られ た 女性 達 と の 結婚 の 
RNN GSG OS he 
か っ た の で ある 。 批評 家 活 

し て いた こと の 明 E 人 Os を し て 語気 (語り の 基 いい 彼 は 、 何 歳 
も 年 上 の 相手 と 結婚 し 、 彼 が 五 十 歳 の 老人 に な る 人 迄 彼女 と 共に 一 番 人 幸せ な 生活 を し た 
の で ある 。 そ の 時 、 彼 女 は 六 十 五 歳 だ っ た 。 彼女 の 死 後 、 彼 は サウ ー ダ と いう 非常 に 
歳 の いっ た 他 の 女性 と 結婚 し た 。 腹黒 いあ ら 捜し する 者 た ち が 異 を 唱え た 他 の 全て の 
女性 と の 結婚 は 、 彼 は 聖 居 後 の 二 年 か ら 七 年 の 期間 、 つ まり 、 定期 的 に 生じ 続い た 戦 
い に た 従事 させ られ 、 そ の 姦 達 の 命 は いつ も 危険 に さ はら さ れ て いて 、 イス ラム の 運命 さ 
え AN た 時 に 行っ た の で ある 。 その よう な 不安 定 や 危険 な 地位 に 於 
いて 、 正気 の 人 間 が 、 意地 の 悪い 批評 家 た ち に よっ て 、 聖 預言 者 に 帰 さ れ た 如く 、 時 
いい 動機 か ら 何 度 も 何 度 も 矛盾 し た 結婚 を する こと が 出来 る で あろ うか ? この 後 、 彼 は 
全 ア ラビ ア の 事実 上 の 支配 者 と し て 、 す べ て 安楽 、 快 適 な 生活 が 自由 に 出来 た 三 年 間 、 
生き て いた 。 然 し それ で も 、 彼 は さら に 結婚 し な か っ た の で ある 。 こ の 事実 の み が 、 
聖 預 言 者 の 結婚 の 動機 の 正直 さと 誠意 を 立証 し て は いな い だ ろ うか ? 

“も し 自ら その 身 を 預言 者 に 捧げ ん と 欲し "と いう 語句 は 、 自 ら 聖 預言 者 と の 結婚 を 
申し 出 た と 言わ れる マイ ムー ナ に 言及 し て いる 。“( こ は ) 他 の 信徒 た ち を 差し 置い て 、 
流 の み の た め の も の な り " と いう 語句 は 、 こ れ は 使徒 と し て 、 その 特別 な 任務 の た め 
聖 預 斉 者 の み の 特 権 で あっ た こと を 意味 する 。 当 人 節 は 又 、4:4 節 に 包含 され た よう に 、 
ムスリム 達 が 同時 に 四 人 まで の 妻 の 数 を 制限 する 命令 が 啓示 され た 後 、 聖 預言 者 が 与 
えら れ た 特別 な 許可 に 言及 する と も 思わ れる 。“ わ れ ら は 、 彼 等 の 妻たち や その 右手 が 
所 有する 者 に 関し て 、 我 等 が 彼 等 に 義務 付け た る こと を 知る な り ” と いう 語 知 は 、 ム 
スリ ム が 同時 に せい ぜ い 四 人 の 女 ま で 許さ れる 、4:4 節 に 包含 し た 命 信 に 言及 する 。 
然し 、 聖 預言 著 自 身 及 び 、 そ の 婦 達 の 非常 に 崇高 な 精神 的 や 倫理 的 地位 を 考慮 し て 、 
聖 預言 者 の } 場合 は 、 当 節 の 開 扉 の 語句 に お いて 、 別 扱い し に され て いる 。 
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る こと に と り て 一 層 妥 当 な り 9%。 面 14005 に イラ 5 に 
し て 、 アッラー は お 前 達 の 心中 の も の a も 
を 知り 給 う 。 され ば 、 アッラー は 全 知 © 2 に CAEA0953 つら 
者 、 寛 容 者 に まし ます 。 

53. 汐 に は 、 今 後 ( 他 の ) 女 (を 骨 る こと ) SEI YE ssY 
を 許さ れず 、 ま た 他 の 女 を 以 て と れ 等 。 ラル 
(の 妻たち ) に 替え る こと も 許さ れず ER RE eng 


2364 a N A § 
た と え そ の 美貌 が を 区 す る と Eh OS EE 
も 、 MNO HT RS. ” 


3 と と ン ン MM 
CAC ー は な 中 し 給 う 。 Fm WW っ る 
面 アッ ラー は 萬 事 を 監視 し 給 う ( DRS 
a 
54. 液 等 使徒 た ちよ 、 詩 者 の 家 に 入 a ww | sl PC | 7 


る な か れ 、 但 し お 前 達 0 M 
て いる 場合 は 別 な り 、 さ れ ど その 支度 Ed } 
が 出来 る こと を (狙っ て そこ で ) 待 つ は 4g。 ょ にょ 。 oa 8 
不可 な り 人 敬 。 し か し 、( 攻 度 が で き ジッ ー ン デラ ヘッ て 
た 後 ) お 前 達 が 呼ば れ た 時 に は 入り 、、 ざ V313255 っ SaP BG 1 
食事 が すめ ば 立ち 去れ 。 面 し て 無駄 話 の 8 

に 長居 する こと な か る べし 85 そ は O62 と ao で えっ じ っ 3 


9 陽 預 言 者 の 妻 達 が 、 彼 と 添い 遂げ る か 、 物 質 的 に 豊か な 生活 、 つ まり 世俗 の も の 
NR A ON NG 
別れ る か の 選択 権 を 与え られ て いた 。 姦 達 は 即座 に 意 を 表し た 。 彼女 達 は 彼 と 運 
A i の の 
ぶ と 示し た 。 聖 預言 者 の 決意 は 彼女 達 を 大 変 喜 ば せ た 。「 彼 女 達 は 溢 が 彼女 た ち に 与 
えた る も の で 満足 する こと に と り て 一 層 妥 当 な り 」 と いう 意 の こと が 文中 に も 示さ れ 
て いる 。 
2394 当 節 が ヒジ ュ ラ 暦 7 年 に 啓示 され 聖 預 斉 者 は これ 以上 、 結婚 し な いこ と が 定め ら 
れ た 。 彼 は 又 、 当 時 の 妻 の いずれ と も 離婚 し て は な ら な いと され て いた 。 そ れ は お そ 
らく 、 信人 の た る 人 人 の 導 を 硬 ん じ る か ら で あ り 、、 人 人 が 葵 の 選 よ 
り も 、 聖 預言 者 の 家庭 に お ける 厳し さ を 選 ん だ か ら で あ ろう 。 神 は 彼女 達 の 犠牲 的 行 
為 を 諾 % め られ 、 陳 預言 者 に 、 そ れ 以 上 の 結婚 と 当時 の 央 達 と の 苑 婚 を 共に 禁じ られ た 。 
2 人 食事 の 支度 が 整う た め に 


WE RC SI NR 


1138 


See 


2 アル ・ ア フ ザ ー ブ Ai-Ahzab (連合 軍 ) 


確か に 預言 者 に 迷惑 する が 、 彼 は それ 
を (云い 出す を ) 遠 慮 する な り 。 さ れ ど 
アッ ラー は 、 真 実 を (告げ る こと を ) 遠 
慮 せ ず 。 ま た 、 お 前 達 が 、 彼 女 等 ( 預 
言 者 の 妻たち ) に 何 か 物 を 頼む 時 は 、 
帳 の 背後 か ら 頼 め 2%。 そ の 方 が お 前 
達 の 心 に と り て も 、 ま た 彼女 た ちの 心 
に と り て も 最も 清潔 な り 。 面 し て お 前 
達 に は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 を 悩ま せる こ 
と は 相応 し か ら ず 。 また 彼 の 後 、 お 前 
達 は その 妻たち と は 断じて 結婚 すべ 
か ら ず 。 げに そ は アッ ラー の 目 に は 重 
天麻 こと と なり.2997. 

55. < お 前 達 、 た と え 事 を 表 に 現 わ す 
と も 、 或いは それ を 隠 そ うと も 、 げに 
アッ ラー は 萬 事 を 知り 給 う 。 


56. 彼女 た ち に 対し て 、 自 分 の 父親 に 
関し て 罪 な し 、 ま た 己 が 皿 子 た ち に 関 
し て も 、 己 が 兄弟 達 に 関し て も 、 己 が 
見 第 の 息子 達 に 関し て も 、 己 が 姉妹 の 
息子 達 に 関し て も 、 己 が (仲間 の ) 女 た 
ち に 関し て も 、 ま た 己 の 右手 が 所 有 す 
る 者 た ち に 関し て も ( 罪 な し )。 面 し て 、 
(使徒 の た ちよ ) ア ッ ラ ー を 明 れ 散 
え 。 げ に アッ ラー は 萬 事 を 立証 し 給 う 。 


RI FC 
DI EE 
3 0 EI EL 
Ce pe i at 
Oa AR 

OTN CE 


) 
クゥ レン > を プ 
© EY 


ン ー ン 


93:30: 邊 150、 


遅れ る の は 早 過 ぎる の と 同じ く 良 く な いこ と だ 。 食後 は 無駄 話 に 、 自 ら の そし て 他人 


の 時 を 浪費 する こと 無く 、 辞 去 す べし 。 


366 この 戒律 は 、 異性 間 の 過度 の 親交 を 戒め た も の で ある 。 こ れ は 、 全 て の 女性 に 向 


けら れ て いる 。 


2 加 預 言 者 の 残さ れ た 宴 婦 と の 婚 黄 は 重罪 で ある と 、 当 節 に 示さ れ て いる 。 聖 預 言 
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ニニ 圭二 傘 アル ・ ア フ ザ ー ブ Ali-Ahzab (連合 軍 ) 三 十 三 章 
57、 げに アッ ラー と その 天使 た ち は ts ES FAK A 42 人 0 そり 
預言 者 を 祝福 す 。 次 等 信じ た る 者 た ち 22 NN 
よ 、 お 前 達 も 彼 を 祝福 し 、 彼 の た め に | とし っ ば 引 で っ 306U 
大 い に 平 安 を 祈 れ 。 


S8. げに “アッ ラー と その 合 徒 に 危害 うつ 3 0833 30| 63838 
レン 
等 に 現世 に て も 来世 に て も 呪い を か BAssgdgl53 ylES、 340| 
け 、 耐 し て 彼 等 の た め に 恥ず べき 責 苦 oz 3 
を 用 意 せ り 。 


2 


59. ? ま た 、 男 の 信者 た ちゃ 女 の 信者 た こら 904 2909883 電 3 
ち 男 女 に 、 その 牝 ぎし と と (用 ) な きく 。 し 
し て 、 危害 を 加え る 者 た ち は 、 中傷 と 95C2lykS bs 


明白 な 罪 (の 荷 ) を 負う な り 。 \ る 
月 白 な 罪 ( の 荷 ) を 負う な り & 6 区 3 
£ 
八 項 


60. 預言 者 よ 、 汐 は 己 が 妻たち 及び 娘 そ ト ca339 8、 ち SD 
た ち 、 並 びに 信徒 た る 女 た ち に 告げ - 


内 タイ ン ン 5。 2 4 2 + る も イン * ン 

よ 、 彼 女 等 は 己 が 長 衣 を その 身 に 垂れ OOsJeCo ひ っ て っ タリ うう 
en 2369 な が ポ 邊 万 稀 が イン ンタ レタ ライ イラ イレ も る 2 ン 
て 纏う こと を 299。 そ の 方 が 彼女 等 2 EO EO Se 


認知 され 、 危 害 を 加え られ ざる こと に 
と り て 一 悦 妥 当 な り 。 市 し て 、 アッラー 2 之 学 2 衝 る M6 3 て 
ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


9:61. bd:113; 24:24, 


者 の 准 で ある が 故 の 信徒 の 母 と いう 立場 上 、 宗 教 上 の 息子 が 彼女 達 と 結婚 する の は 、 
彼女 達 の 宗教 上 の 尊厳 を 犯す こと と な る か ら で あ っ た 。 

608 「 ア ッ ラ ー に 危害 を 加え る 」 と は 神 の 目的 遂行 を 妨げ る こと で あり 「 使 徒 に 危害 
を 加え る 」 と は 神 の 使徒 に 対す る 誹謗 を 意味 する 。 

2369 ジャ ラー ビー ブ ( 外 衣 ) は 、 ジ ルバーブ の 複数 で 、 次 の よう な 意味 で ある ( ぉ 女性 が 
まとう 外 衣 、(b) 全 体 を 包む 外 衣 、(c) 手 さえ 隠す こと が 出来 る 音 全 体 を 包む 、 女 性 が 
着る 長い 上 衣 Lane より )。 イス ラム 教 の ベー ル に は ご つの 目的 が ある 。 そ れ は 閑居 を 
命じ 、 礼 儀 を わき まえ 、 威 厳 あ る 振舞 を 勧め る も の で ある 。 女 性 は むやみ に 男性 と 出 
合う こと を 許さ れず 、 外出 時 の 服装 に 関す る 規定 に 従う よう 求め られ て いる 。 ベー ル 
に つい て の 詳細 は 、 注 2044 を 参照 の こと 。 
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三 十 三 凍 アフ ザー ブ Al-Ahzab (連合 軍 ) ニ 填 二 巻 


61. も し も 例 信 者 た ちや 、 そ の 心 に 病 ns 0 
ある 者 た ち 並び に 邑 に 流 言 萬 語 を 5 タン レン 。 イメ 
吹聴 する 者 ども が 止め ぬ な ら ば 、 も われ 226 誠 Oo 


ら は 必ず 液 を し て (その 懲 六 の た め に ) tsS5 人 38 yids 区 


彼 等 を 追跡 せしめ ん 379。 然 る 後 彼 等 。 2 
が その ( 計 の ) 中 に 汐 の 隣 に 住み 得る を DS 1 
は 、 た だ 暫時 の 問 に 外 な ら ず な り 。 エル テー 。 ュ レレ テレ レン ョ 5 

名 24R ント ラス ょ う 1 ンプ スタ 2 SA 
62. (この ) 串 われ た る 者 ども 、 WF 3319 お し | A 
て も 見 つけ られ 次 第 所 え られ 、 紙 滅 さ OES 
れん 7 “2 
63. <( こ は ば) 過ぎ 去り し 人 々 に 対す る Esl 届 て 33、 着 衝 っ 
ッ ラ ー の 慎 例 な りき 。 市 し て 、 梁 は 、 KEO) So 
アッ ラー の 翌 科 に は 決し て 変更 を 見 定 OT SS 
出さ ざる な り 。 


64.? 人 々 は 定め た る 時 に つい て 溢 に co も AM 
問う な り 。 云え 、「 そ の 知識 は た だ ア  。 CS 

ッ ラ ー の 御 許 に あり 」 と 。 面 し て 、 液 i 
を 如何 に 解り し 得 さ し お る か 、 恐 らく 


定め た る 時 が 近く に ある や も し れ ぬ OG 3963E に 1 


こと を ? 

65. “ば に アッ ラー は 不信 者 ども を 呪 64<15 そる) っ 34 
衣 し 、 彼 等 の た め に 燃え 盛る 火 を 用 意 0 0 
せり 。 の と 


ューー 


@17:78: 35:44: 48:24. 97:188: 78:3. 7:45、 


ダダ” メディナ の 偽善 者 及び ユダ ヤ 教 徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対し て あら ゆる 妨害 を 行っ 
た が 、 彼 等 の 主 な や り 方 は 、 イ スラ ム 教 に 関す る 偽り の 話 を 広め る こと で あっ た 。 し 
か し 彼 等 # の 権力 と 成 信 が 失わ れ た 時 、 こ の 束 事 は 完全 に 敗北 を 喫し た 。 ラ ヌ グリ ヤン 
ナカ ・ ビ ヒム (Lanushriyannaka bi-him= わ れ ら は 必ず 流 を し て (その 懲 入 の た め に ) 彼 
RO 
等 を 抽 え させ る で あろ う 。 さ も な くば 彼 等 の 上 に 君臨 する 権限 を 授け よう 」。 

2371 不 率 な ユダ ヤ 人 達 は 代々 屈辱 感 に さい な まれ て 来 た 。 彼 等 が パレ スチ ナ に 帰還 し 、 
イス ラ エ ル 国 家 を 設立 し た の は 一 時 的 な 局面 で し か な いよ うだ 。 
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ニ 十 ニ 人 泡 アル ・ 


アフ ザー ブ Al-Ahzab( 連 合 


66. 彼 等 は 永い 問 そ の 中 に 住み 留 ま 
らん 。 彼 等 は 如何 な る 保護 者 も 佑 助 者 
も 見 出さ ざる な り 。 
67. 役 等 の 顔 が 業火 の 中 で 真っ 逆さ 
ま に さ れる 日 、 彼 等 は 云わ ん 、「? あ あ 
情け な や 我 等 、 も し 我 等 が アッ ラー に 
従い 、 ま た 使徒 に 従い た り せ ば な 
あ !」 と 。 
MR * の 主 よ 、 
に 我 等 は 己 が 音 長 た ちや お 偉 ら 方 
講和 0N 肖 PD 
迷 迷わ せ た り ITA 
69. 我 等 の 主 よ 、 彼 等 に 二 倍 の 懲罰 を 
与え 、 面 し て 重き 呪い を 以 て 彼 等 を 呪 
いた まる え 」。 


九 項 
70. 滋 等 信じ た る 人 々 よ 、 モ ー ゼ 99 
に 危害 を 加え し 9274 者 ども の 如く な 
る な か れ 。 され ば アッ ラー は 彼 を 、 彼 


軍 ) 三 十 三 章 
YE Y ol Scns 
La 
CR 
OVILIICB 3 人 6)CEET で SU 
CA SS 
OWA CLSG 

は そっ あっ まる の っ 
と レチン っ イラ タイ タン し 

d OAS La ga 


等 が 語り し こと か ら 晴 らし た り 。 “* 面 2 
Oke aN I 
し て 彼 は アッ ラー の 御 許 で 尊重 され “> > 
た る 者 な りき 。 
25.28, 17:39; 14:22; 28:64: 34:32-33; 40:48-49. €19:32, 53, 
BITD ふと 


前 節 の 言葉 は 不信 者 達 の 指導 者 に 向け られ た も の で あっ た 。 当 節 で は 粗野 で 殺 独 
な 人 物 に つい て 述べ て ある 。 他人 に 対す る 悪行 の 責め か ら 逃 れ よ うと する の は 人 間 の 


性 で ある 。 


3372 モー ゼ は さま ざま な 中 傷 を 受け た が 、 


それ 


に は 次 の よう な も の も あっ た 。 (① カ ー 


Do 0 


(アー ロン が 民 奏 の 信望 


を 集め る よう に な っ た こと に 克 始 し 、 モ ー ゼ は 彼 を 殺害 し よ 


うと し た 。Q⑬) 彼 は ハン セン 病 と 梅 妖 を 病 ん で いた 。(4) サ ムリ は 彼 を 偶像 崇拝 の か ど 


i RN 


2373A ーッ 


た と と を 意味 す る 。 


き 非難 を 浴び せ た 。 
ー ザ ー フ と は 、 役 は その 人 に 対し て 不愉快 で いや な こと を 


を 言っ た 、 又は 行っ 
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三 十 三 凍 アフ ザー ブ Ai-Ahzab (連合 軍 ) ニ 十 二 巻 


71. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 。 ざ 3813 放 540 全て 3 前 8U 
良 れ 、 率 直 な 言葉 で 真実 を 云え 。 


72. 役 は お 前 達 の 所 業 を 矯正 し 、 電 PP みみ 3 
達 の 講 々 の 罪 を 散 す な り 。 < 耐 し て 、 A BS 

i 92 つう RE 3 
は 確か に 偉大 な 成功 に 達し た る な り 。 @ し bgD る 所 138 


73. げに われ ら は 、 諸 天 と 大 地 と 山々 いつ A 当 よら 3 じ る な 


に 信託 を 勧め た り 。 され ど そ れ ら は 之 の 2 
を 拍 う こと を 本 退 し 、 且つ 之 を 恐れ た OEIC 


<n 


り 。 面 し て 、 人 間 は 之 を 担 え り 。 ば げに 2 


彼 は ( 己 自 身 を ) 不 当 に 扱い 、 旦 つ 無知 0 no 
な り に 3 979 os oF 


4:14; 24:53; 48:18 


2374 


ハマ ラル ・ ア マー ナタ (Hamalal-Amanata) と は 、 彼 は 命 を 捨て て ある こと に か か っ 
た 、 彼 は 重い 責任 を 負っ た 、 彼 は それ を 裏切っ た 、 を 意味 する 。 ザ ルー ム (Zalnm) と 
は 、 ザラ マ か ら 派 生 し た ザー リム と いう 能動 の 分 詞 の 強 意 形 で あり 、 彼 は 物事 を 間 違 
っ た 場所 に 置い た 、 を 意味 する 。 そし て 、 ザ ラマ フー と は 、 彼 は 自分 に その 力 と 能力 
以上 の 責任 を 負わ せ た こ と を 意味 する 。 ジ ャ ブール dahul) と は 、 訪 慢 な 、 愚 か な 不 注 
意 な 、 を 意味 する ジャ ー ヒ ル と いう 語 の 強 意 形 で ある (Lane より )。 


人 間 は 、 神 の 属性 を 習得 し 、 大 いな る 天性 の 力 を 授け られ て いる (2⑫:31)。 こ れ は 事 
実 重大 な 義務 で あり 、 全 宇宙 に あっ て 人 間 の み が 遂 行 で きる と 知ら され た 。 他 は 、 天 
使 、 天 、 地 、 山 全て その 能力 を 持た な い 。 そ れ 等 は その 義務 の 負担 を 拒ん だ 。 人 間 が 
この 義務 を 受け 入れ た の は 、 それ を 履行 で きる の が 人 間 し か な か っ た か ら で あ る 。 彼 
は ザル ー ム ( 己 自 身 を 不当 に 扱う 者 ) 及び 、 ジ ャ フー ル ( 選 自 身 を 無視 する 者 ) で あ 
る こと が 可能 で ある 。 即 ち 、 串 自 身 を 不当 に 扱う と は 、 彼 が 自分 の 創造 主 の た め に 如 
何 な る 上 妥 難 を 被る こと や 犠牲 を 払う こと が 出来 る と いう 意味 を 示す 。 i 彼 が 無 
知 な る 者 や 愚か な る と は 、 彼 が 委託 され た 神 表 で 偉大 な る 大 義 の た め に 、 自 分 の 利益 

や 安楽 な 生活 の 欲望 を 無視 する こと が 出来 る と いう 意味 する 。 ne ナ ( 神 
託 ) と いう 語 は 、 型 クル アー ン の 法 を 意味 し 、 ア ル ・ イ ン サ ー ン と は 、 瑞 癌 言 者 を 意 
GS 完全 無欠 と な る 最 最終 的 法 を 意 味 する 。 
聖 ク ルアー ン の 啓示 を 委託 する た め に 有 能 な る 者 と し て 、 諸 天 と 大 地 の 凡 て の 生 皿 者 
の うち 、 陵 預 言 者 の み が 見 出さ れ た と いう こと を 示し て いる 。 な ぜ な ら ば 、 介 の 如 
何 な る 人 間 や 生物 も この 億 大 な る 責任 を 充分 で 完全 に 果たす た め に 必須 な る 億 大 な 


1143 


74. ア ッ ラ ー が 偽 信者 た る 男 た ちと ご 38)| 5 RE 


偽 信 者 た る 女 た ち 並び に 、 多 神 教徒 た 
る 男 た ちと 多神教 徒 た る 女 た ち を 懲 OS IEC Ar 


罰せ ん が た め に 。 qa そし て また アッ プラ フ プ ホ ( ン ン ン と } 2 ン ン ラテ ャ が 
4 の る を | 1 っ - 

ー は 、 信 仰 する 男 達 と 信仰 する 女 達 に Ob と っ テク 
な と リン 。 る グ ブイ 
は 、 悔 悟 を 受け 入れ て 憐れみ に 転 ぜ ん 3 OC BE 


が た め に 。 面 し て アッ ラー は 寛大 に し 
て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


“1d:28, 9:104. 


才能 が 授け られ て いな か っ た か ら で あ る 。(3) ハマ ラ と いう 語 を 裏切る 、 或 い は 委託 
を 果たす に 不適 する こと を 意味 する 場合 、 当 節 の 意味 する と ころ は 次 の よう で ある 。 
神 の 探 の 信託 は 人 間 と 天地 に ある 他 の 生物 に 勧め られ た が 、 人 間 以 外 の 生物 は 全て こ 
の 委任 に 不適 し た た めそ れ を 拒ん だ 。 つま り 彼 等 は 皆 課 せら れ た 全て の 法 を 忠実 に 履 
行 し て いる の で ある (16:50、 5D)。 決断 力 を 持つ 人 間 の み 、 正 ら の 義務 を 顧み ず 、 神 の 
律 法 に そ む い た 。 当 節 の この 解釈 41:12 で 裏付け され て いる 。 
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三 十 四 草 
サバ ア Saba? 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

当 章 は メ ッ カ で 啓示 され た 。 明確 な 啓示 の 日 付 を 決定 する の は 難し い 。 
或 る 学者 た ち は 、 メ ッ カ 時 代 の 中 頃 と し て いる が 、 他 の 学者 、 例 えば ロ ド ベ 
ル や ノル デ ケ な ど は 、 も っ と 後 だ と し て いる 。 前 の いく つか の 章 は 、 他 の 宗 
教 に 対し て 、 イ スラ ム の 興 降 、 発 展 と 究極 的 な 勝利 に 関す る 預言 を 包含 し て 
いる 。 し か る に 、 二 前 の アル ・ ア フ ザ ー ブ 章 で 、 同 じ 主 題 を 相当 詳し く 論 じ 
て いる 。 つ まり 、 ど の よう に 暗黒 の 結合 力 が 、 イ スラ ム を 破壊 し よう と する 
極悪 非道 な 陰謀 に 完全 に 失敗 し 、 そ し て 、 ど の よう に イス ラム は 最も 厳密 な 
試練 か ら 出 て 大 成功 を 収め 、 そ の 力 と 威信 が 無視 出来 な い ほ ど 高 まっ た の か 。 
当 草 に お いて 、 ム スリ ム 達 は 不正 な 手段 に 堕落 する こと に 用 心 す る べき で あ 
る こと を 警告 され て いる 。 何故 な ら ば 、 富 や 繁栄 が も た ら さ れる と 、 人 間 は 
安易 で 贅沢 な 生活 を え し が ち で ある 。 神 は 常に どの よう な 社会 と も 特別 な 関係 
を 持た な い の で ある か ら 、 も し ムスリム 達 が その 栄華 と 物質 的 繁栄 の 盛 時 に 
於 いて 、 罪 の 暮らし を 導入 し て いた な ら ば 、 シ バ の 民 や ソロ モン 後 の イ スラ 
エル 人 が た どっ た よう に 、 彼 等 も また 同じ よう な 運命 を 被る で あろ う 。 
主題 

当 章 は 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の すべ て は アッ ラー に 属し ッ ラ ー の 
ed Mt 6 WiKi LCT 9 


a 自身 を だ まし て 、 a LN a tN 
て も 罰せ られ な いで ある ろ る うし 、 そ の 時 は 決し て 到来 し な いで ある ろう と 信じ 込 
ませ る と いう こと を 語り 続け る 。 彼 等 は その 力 を 砕 か れ 、 そ の 栄華 は 去る で 
あろ うと 警告 され る 。 RS 陽 領 言 者 の 使命 の 真実 さ を 立 証 
する で あろ う 。 次 に 当 章 は 、 広 大 な 領地 を 征服 し 、 反 抗 す る 部 族 は 服従 させ 
られ 、 イ スラ エル 人 の 力 と 栄 ド 光 が その 頂点 に 君臨 す る 預言 者 ダビ デ と ソロ モ 
ン に 関し て 詳 述 し て いる 。 然 し 、 力 と 繁栄 の 由 り 故に 、 イ スラ エル 人 は 不 善 
な 道 に 陥り 、 不 義 の 生活 を し 始め た 。 こ の イス ラ エ ル 人 達 の 言及 の 後に シバ 
の 民 の 言及 が 続く 。 彼 等 は 非常 に 繁栄 し た 文化 を 持つ 人 々 で あっ た 。 し か し 、 
イス ラ エ ル 人 の よう に 、 神 の 控 を 無視 し た 。 さ れ ば 神 の ご 立腹 を 招き 、 強 力 
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サバ ア Sabar 


な 洪水 に 沖 減 され た 。 ダ ビデ と ソロ モン の 許 に イス ラ エ ル 人 、 並 びに シバ の 
民 の 力 、 繁 栄 と 栄光 、 そ し て それ 以後 両方 の 破壊 に 装 及 し て 、 当 章 は ム ス リ 
ム た ち を 警告 する 。 つ まり 、 彼 等 も 富み 、 力 や 栄光 が 与え られ る で あろ う 。 
然し な が ら 、 も し 彼 等 も その 栄光 の 盛 時 に 、 イ スラ エル 人 や シバ の 民 と 同様 
ぜいたく で 安楽 な 生活 を し 始め た な ら ば 、 彼 等 も 同じ よう に 懲 凡 され る で あ 
ろう 。 次 に 当 章 は 主題 を 処理 する 。 す な わ ち 、 イ スラ ム の 主張 の 進歩 的 な 繁 
栄 と 偶像 崇拝 者 と 彼 等 の 間違っ た 神格 に 降り か か ろう と し て いる 悲し むべ き 
運命 で ある 。 不 信者 た ち は 、 イ スラ ム の 発展 を 妨げ る た め 、 及 び 、 彼 等 自身 
の 間違っ た 理想 と 制度 の 衰微 と 没落 を 止め る た め に 、 彼 等 の 神 に 祈願 する こ 
と を 促さ れ て いる 。 地 上 の 如何 な る 力も これ ら の 出来 事 を 抑止 する こと は 出 
来 な いと 彼 等 に 告げ られ て いる 。 彼 等 の 主張 は 消滅 され る と 運命 付け られ 、 
更に 彼 等 を 悟ら せる た め に 、 イ スラ ム は 破竹 の 勢い で 進む と いう こと が 理解 
させ る た め に 彼 等 は 、 イ スラ ム に 味方 する 自然 の 法則 を 学ぶ こと を 更に 告げ 
られ て いる 。 イ スラ ム の 栄光 と 発展 に つい て の 預言 は いつ 達成 され る で ある ろ 
うか ? と いう 不信 者 た ちの 詰問 へ の 答 に 於 いて 、 当 童 は その 確か な 年 代 を 銘 
記す る 。 そ の し る し は 聖 預 言 者 が メッ カ か ら の 脱出 の 約 一 年 後 、 つ まり 、 ク 
ライ シ 族 が 役 を 生ま れ 故 卿 か ら 追 い 払っ た 結果 彼 等 が 天 江 に 値する 時 始ま る 
で あろ うど と 当 章 は 言っ て いる 。 こ の 後 、 神 の 使徒 が 出現 する 如何 な る 時 も 、 
既得 利益 や 特権 の ある 者 た ち が そ の 道 を 妨げ る と いう こと を 当 章 は 示す 。 彼 
等 は 、 そ の 新しい 主張 は 神託 を 受諾 し た 貧し い 人 々 へ の 支配 力 を 弱め 、 そ の 
人 々 は 食い も の に され る こと や これ 以上 抑圧 され る こと を 拒否 する で あろ う 
と いう こと を 感じ て 懸念 する の で ある 。 そ れ 故 に 、 彼 等 は 必死 に な っ て その 
神託 を 発芽 期 に 枯 ら そ うと し 、 抑 圧 さ れ て 搾 取 さ れ た 部 類 の 人 々 は 脅迫 し て 
彼 等 の 指導 に 従い 、 使 徒 に 反対 する よう 強制 され る の で ある 。 当 章 は 終り に 
於 いて 、 聖 預言 者 は 許 欺 師 で も な けれ ば 狂人 で も な く 、 誠 の 使徒 で ある と い 
うこ と を 簡単 に 案 出 させ る 判断 に 言及 し て いる 。 詐欺 師 は 決し て 成功 し 得 ず 、 
結局 みじめ な 終局 に 堕ち る 。 一 方 預 斉 者 の 主張 は 発展 する で あろ う 。 そ し て 
一 方 和仁 人 は 、 す べ て の 人 々 に 聖 預言 者 が な し た よう な 素晴らし い草 命 を も た 
ら す こと は 出来 得 な い 。 
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サバ ア Saba* 
節 数 5sS、 メ ッ カ 啓示 


あま ね ン と } 
1. “慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の a > 
御名 に お いて 。 


2. すべ て の 賞 讃 は 、 諸 天 に あり 、 大 中 引き 区 計っ 央 分 < 
他 に ある - 切 を 所 有 し 給 う ア ッ ラ ー 」  。 レレ 
に 属す “975。 請 し て 来世 に 於 ける 詩 美 22I9AsJl 人 9 う 0 の YS じ 5 
も また 彼 に 属す る 。 され ば 、 彼 は 質 哲 Ne 
つう ぎょ う © | ス 2SsJ] 
に し て 、 す べ て に 通 皮 し 給 う 。 の ジマ 
3. ? 彼 は 大 地 に 入る も の 並び に それ 人 の 
時 の PT レ の 
並び に そこ へ 立ち の ぼる も の を 知り Use dn 


給 う 7%。 面 し て 、 彼 は 慈悲 深く 、 寛 PC 
O34 > 
大 に まし ます 。 ご うり 


不信 = ば 云う 、 「 征 の ら レン Cn ラス 上 J 3 
NM LCSEY E30 
た る 時 は 、 決 し て 我 等 に 到 ら ざる な 


di1. 057:5. 


- 王 ク ルアー ン の 五 つの 章 、 つま り 、 第 一 章 、 第 六 章 、 第 十 八 章 、 第 三 十 五 章 と 当 
章 は 、「 す べ て の 賞 讃 は アッ ラー に 属す 」 と いう 言葉 で 始ま る 。 これ 等 の 章 は すべ て 、 
神 の 支配 と 神 の 全 他 と 謀 厳 さ の 主題 を 明確 に 、 又 は 暗 に 扱っ て いる 。 
376 [来世 に 於 ける 讃 美 も また 彼 に 属す る な り 」 と いう 語 は 、 イ スラ ム が 一 時 的 な 衰 
え の 後 、 再び 勝利 と な る で ある ろう 時 に 言及 する 。 当 節 で 暗示 され た こと は 、32:6 節 で 
扱わ れ た 主題 で ある 。 そ れ は 、 神 の み が 特 定 の 時 代 に どの よう な 教訓 が 必要 で ある 
か を 知っ て いる こと を 物語 っ て いる 。 同じ よう に 、 ち ょ うど 水 が 腐 敗 し た 後 、 神 は 
それ を 蒸気 の よう な 形 で 天 に 連れ 戻し 、 雨 の 形 で 浄化 し た 水 を 降 す こと と 同様 に 、 
央 から 降 し た 稚 導 を 人 々 に よっ て 改悪 され た 後 、 い つ そ れ を 引き 揚げ る か を 知っ て 
いる も の は 神 の み で ある 。「 大 地 に 入る も の 並び に それ より 出 で る も の 」 と いう 言 
葉 は 、 人 間 が 種 を 上 計 い た も の は 、 すべ て 刈り 取ら ね ば な ら ぬ こと を 意 味 し て いる と 
思わ れる 。 善行 は 良い 結果 を も た らし 、 悪 行 は 悪い 結果 に 導く 。 当 人 節 は 、 神 は 人 々 
の 繁栄 と 当 交 落 に お ける すべ て の 現象 と すべ て の 結果 を 承知 し て いる と いう こと を 示 
す と も 思わ れる 。 
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EE サバ ア Saba' 三 十 四 意 
り 」。 坪 え 、「 否 、 見 え ざ る も の を 知 天 Se SS つう 
し 給 う 我 が 主 に 的 て 、 そ は 必ず お 前 達 。 > : 

jf < ンー プー プッ ンー 
に 到 ら ん 。 諸 天 に 於 いて も また 大 地 に ol 3 23 EE NY 


於 いて も “一 微塵 の 重 さ ある も の で 
も 、 また それ より 小 な る も の も 大 な る 
も の も 、 彼 より 免れ る は な し 。 面 し て 
( そ は ) 明 快 な る 帳簿 に あり ダダ 7、 

5. ?( そ は ) 彼 が 、 信 じ て 善 行 を 積み し 
者 た ち を 報 わ ん が た め な り 。 これ 等 の 
者 た ちこ そ 、 彼 等 に は 御 赦 と 光栄 な る 
滋養 物 ある べし 」。 

6. < 誠 し て 、 わ れ ら の 神 兆 に 於 いて 、 
( 我 等 を ) 無 力 せ し めん と し た る 者 ども 
あら ば 、 こ れ 等 の 者 ども こそ 痛ま し い 
真 震 に よっ て 仁 六 に 適 遇 せん 。 

7. 7 測 し て 、 TS 


真理 で あり 、 成 力 に し て 議 美 され る べき 
御方 へ の 道 に 導く も の な る こと を 。 


8. され ど 、 不 信 せ し 者 ども は 云う 、 
「 我 等 は お 前 達 に 、 お 前 達 が 粉々 に 砕 
けし 後 、 お 前 達 は 確か に 新た な 創造 
(の 過程 に 入る ) こ と を 告げ ば る 者 に つい 
て 教え よう か ? 

9. 彼 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 提 造 し 
た る か 、 それ と も 彼 に は 狂い が 生じ た 
る か ?」。 否 、 “来世 を 信 ぜ ざる 者 ども 


SY NGY 
CORRSGN SS 
! ゥ ュ プン う し 
A SR 
A 2 


OS SG っ 9 は を の KEI 


レン iT プレ ュ > タデ アンタ 
ER | 8 lS 
よう 5 る つの は 2 まる 


OS SR 
GBI ER EE EY 


本 
EE RIE SG 


2 っ 8 トタン 
と あの ピー リウ ジー ニー バー 
GO る 
We 
sr と 2 


Ba 3 Ju J 


0110:62. 0110:5; 30:46. “22:52; 34:39. 13:20; 22:55: 35:32; 36:96. 917:11: 27:3. 


^ 前 節 の 主題 は 、 


当館 で 更に 詳し く 述 べら れ て お り 、 


普 悪 に 係わら すず 行動 を 伴わ な 


けれ ば 報い も 得 ら れ な いと 示さ れ て いる 。 イス ラム 教 に 敵対 し 、 イ スラ ム 教 徒 を 迫害 
すれ ば 必ず や 六 を 受け る で あろ うと 、 不 信者 は 警告 され て いる 。 
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三 十 四 章 サバ ア Saba' に 
は 、 責 普 上 且つ 深刻 な る 迷 誤 の 中 (に さ Oud \ 2 
ま よ う ) な り 。 2 

10. 彼 等 は 、 己 が 面前 で 且つ 以前 に 68 つも ビ 、 5 1 
天 と 大 地 に 於 いて (現れ る 神 兆 ) の こと 2 
を 見 ざり し か ?“ も し われ ら 欲 し な SY 8 ils に 5 


ば 、 彼 等 『 を 大 地 に 存 み 込ま し め 、 或 い 
は 我 等 は 天 の 断 片 を 彼 等 の 上 に 墜落 
せしめ る な り の げに この 中 に は 、 
すべ て の 平伏 す 僕 へ の 神 兆 あり 。 


二 項 
11. 面 し て 、 わ れ ら は 誠に ダビ デ に 己 
が 御 許 より 恩 鈴 を 与え た り 。 (つま り 、 
か く 命 じ た り 山々 よ 974、 彼 と 共に 
平伏 せよ 、 そし て 鳥 た ち も ま た 
然 り 」。 耐 し て 、 われ ら は 役 の た め に 
鉄 を 軟 か に せり 2379、 
12. ( 面 し て 云え り )「 全 身 を 逢う 
鎖 肉 子 0 り 、 耐 し て (その ) 環 を 小さ 
く 整 え 。 面 し て 、 善行 に いそ し め 。 
NO 
覧 す 」。 
13.* また (われ ら は ) ソ ロモ ン の た め 
に 風 を (働か せしめ た り )、 そ の 朝 の ひ 


ルーン 


(の 
& a 


5G 
3 に 4 A イン L510 ~~ アグ 
Sa laa 


| 
SN Ri Nid a ン ls 
Fs ン 


の スー 


2 いい RE マズ 0 3 


6:66: 17:69: 67:17-18. P21:80; 38:19-20.72182: 38:37 


2378 「 彼 等 


\ を 大 地 に 呑み 込ま し め 」 と いう 人 科 所 は 、 地 上 の し る し を 述べ て お り 、「 天 


の 断片 を 彼 等 の 上 に 墜落 せしめ る な り 」 と は 、 天 の し る し に 言及 し た も の で ある 。 


2378A 


山岳 民族 の こと 。 
2378B 注 1907 参 参照 


12:83 節 に も 類似 表現 が ある 。 


2379 放 し て 、 ON 次 の こと を 指す 。 鉄製 兵 


器 製 造 技術 が ダビ デ に よ 
用 し て よろ い を 作り 上 げた 。 


り 開 発 さ れ 、 次 節 に 述べ られ て いる よう に 彼 は その 技術 を 応 
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ーー 十 ご つ 巻 サバ ア Saba' 三 二 四 草 
らき NN TE 8 5 と タラ る と 
ば は 、 そ の 夕方 の 一 吹き も 一 箇月 (の 

道程 と 同等 ) な りき 。 ま た われ ら は 、 SOCUSSAAOaHe "っ 二 交 


彼 の た め に ( 燈 け た ) 鋼 の 泉 を 湧き 出さ 
し め た り 。 ま た ジン の 中 の 或 る 者 を 
(働か せしめ た り )、 彼 等 は 彼 の 面前 で 
その 主 の 命 に よっ て 働き た る な り 
2380 面 し て 、 彼 等 の 中 われ ら の 命令 
に 背く 者 あら ば 、 我 等 は その 者 に 燃え 
盛る 火 の 責 苦 を 味わわ し めん 。 

14. 彼 等 は 、 彼 の た め に 彼 が 欲す る も 
の を 作り た り 、( つ まり ) 城 鶴 や 彫像 や 
池 の 如 き 大 き な 鉢 や! や 固定 し た 大 鍋 
を 。「 液 等 ダビ デ の 子 ら よ 、 < 感謝 に 満 
ち た 行為 を な せ 」。 面 し て 、 わが 僕 等 の 
中 に は 、 感 謝 す る も の は 僅か な り 。 


15. 面 し て 、 わ れ ら が 彼 の 死 を 決定 し 


々 ライ ラン タタ タ 2 > 5 ラン ンー WW. 
ES 
ORE LA 


CAS 
oO なこ 
"RN 
ORANG 0 
cP Rt 1b 


こし 


た る や 、 彼 等 に その 死 を 示す も の は 、 。 

政 る 地点 "(つま り そ の 不服 従 な 邊 EE 
子 ) が ソロ モン の (統治 権 な る ) 杖 を 噛 

ゴマ ii 
。 ソロ モン の 領土 は シリ ア 北 部 か ら 、 地中海 東岸 沿い に 紅海 に お よび 、 ア ラビ ア 海 
NCP OA 


と 権勢 は 絶頂 に あっ た 。 当 節 に ある 「 風 」 と いう 語 は 、 権 勢 と 
ソロ モン は 商 隊 を 保有 し ( 列 王 上 9:26-28 節 、 ユ ダ ヤ 教 百科 事典 11 巻 437 
彼 は 野 秦 で 反抗 的 な 山岳 民族 を 征服 し 配下 
に 入れ た と も 示さ れ て いる (歴代 志 略 下 4:1.2 及び 2:18)。 

2 栄華 を 極め 、 権 力 と 教養 を 備え た 君主 で ある と 同時 に 、 
殊 の 外 、 関 心 を 持ち 

彼 の 建築 に お ける 趣味 の 良さ を 良く 表し て いる 


より )。 又 、 


真 ) 彼 の 下 に 産業 と 技能 は 非常 に 発達 し 、 


国 者 の 子 島 で も あっ た 。 彼 は 建築 に 、 
に 向上 し た 。 イ スラ エル の 寺院 は 、 


いう 意味 を 持つ (Lane 


ソロ モン は イス ラ エ ル 建 
、 役 の 下 で 建築 技術 は 大 幅 


?382 ソロモン の 無能 な 息子 で 後継 者 で も あっ た レ ハ ブ アム (Rehoboam) の 支配 力 は 弱 
く 、 ソ ロモ ン が 作り 上 げた 強大 な 王国 は 分 像 し て し まっ た ( 列 王 上 12, 13, 14 章 及 び 、 


ユダ ヤ 教 百科 3 事典 リー オ ボ ア ム 項 )。 
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サバ ア Sabay 


十 二 傘 


め る こと に 外 な ら ざ りき 。 彼 (の 統治 ) 
が 陥る や 、 ジ ン た ち は 明 ら か に 悟り た 
り 、 も し 彼 等 が 不可 視 な る も の を 知り 
た り せ ば この 恥ず べき 貴 苦 に 留まり 
し 告 は な か りき 2983, 

16. げに サバ ア ( 族 93 の た め に 、 そ 
の 住居 の 中 に 偉大 な る 神 兆 あり き 。 右 
と 左 に お いて 、 二 つの 果樹 園 な り 。( サ 
バア 族 よ )「 お 前 達 の 主 の 滋養 物 の 中 
か ら 食 し 、 彼 に 感謝 し 奉 和 れ 」。 (サバ ア 
族 の 中 心 は ) 素 晴 らし い 呈 な り た れ 
ば 、 (その 叶 の )3 主 は 慈悲 深く まし ます 。 
17. 然るに 、 彼 等 は 背 き た れ ば 、 わ れ 


IC SE 
EP 


た 

Oke 

4 る と の } = っ る グ 2 Me 
OS GEIS 


“wt の 0 と 】 ww 
5 Sk Pt で づつ うう 
の っ づ イン ン る 


ORE ES 


a gl CG 2 
ら は 彼 等 に 対し て すさ まじ い 洪 


t 水 を 
ヽ >n 2384 2 


2383 ソロ モン 王 国 の 月 壊 と 分 裂 は 、 レ ホ ボ アム (Rehoboam) の 時 代 に 始ま っ た 。 
29838.27:23 節 で 述べ られ た サバ ア は 、 サナ ー 又 は マ ア ー リ ブ と も 呼ば れる 地 か ら 旅 程 
に し て 三 日 か か る イエ メン の 町 で あっ た 。 こ の 町 の 名 は 旧約 聖書 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ 、 
アラ ビア 文学 、 特に 南ア ラビ ア の 碑文 に よく 見 られ る 。 サバ ア の 住民 は 豊か で 教養 も 
高く 、 神 に より 人 生 の あら ゆる 快適 さ を ふ ん だ ん に 与え られ て いた 。 国 全体 が ダム と 
海 混 設 備 に より 豊 鐘 で 、 そ こ に は 庭園 や 小川 が 見 られ た 。 防壁 や ダム の よう な 農業 振 
興 の た め の 公 共 設 備 が 施さ れ て あっ た が 、 中 で も マ ア ー リ ブ の ダム は 最も 素晴らし い 
も の で あっ た (イス ラム 教 百科 事典 4 巻 , 16 買 )。 ティ ルミ ズィー で は 、 フ ァ ル ワ ・ ビ 
ン ・ マ ー リ ク に よっ て 伝え られ て いる 。 サ バア と は 、 地 名 な の か 、 そ れ と も 女性 の 名 
前 な の か と 訳 ね られ た 時 、 型 預言 者 は 、「 そ れ は 地名 で も な く 、 女性 の 名 前 で も な い 。 
し か し イエ メン 人 の 男性 の 名 前 で 、 彼 に は 十 人 の 息子 た ちがい た 。 そ の 中 の 六 人 は イ 
エメ ン に 残り 、 他 の 四 人 は シリ ア に 移住 し 、 そ こ を 彼 等 の 故 卿 に し た 」 と 語っ た と 報 
告 さ れ て いる (Tj より )。 

ダブ リム と は 谷間 に 造ら れ た ダム や 諸々 の ダム 、 ま た は 堤防 : 又は 激流 の 攻撃 に 耐 
えら れる 堤防 : 又は 激しい 雨 を 意味 する (Lane より )。 サ バア の 住民 達 の 富 を 守っ て い 
た マ ア ー リ プ の ダム が 大 洪水 で 決壊 し 、 全土 が 水 に 漬 か り 、 被 害 は 広範 囲 に 及 ん だ 。 


美しい 庭園 、 小川 、 芸術 作品 に 満ち た 国土 は 廃 玉 と 化し て し まっ た 。 ダ ム は お お よそ 長 
さ 2 マイル 、 高 さ 120 フィ ー ト あっ た 。 それ は 西暦 一 世紀 ある い は 二 世 紀 に 破壊 の 目 
に あっ た (Palmer)。 
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二 二 一 巻 


サバ ア Saba' 


等 の た め に その 二 つ の 果樹 園 を 苦い 
実 を 結ぶ 御 逆 と 少し ば か り の ハマ ナ 
ツメ の 二 園 に 変え た りき ぎ 。 
18. これ 、 わ れ ら が 彼 等 に 応報 し た る 
、 役 等 が 忘 思 な り し が 故 な り 。 され 
BOO 
た だ 忘 因 者 に 外 な ら ず 。 
19. また われ ら は 、 彼 等 と われ ら が 視 
福 せ し 避 生生 
幾つ か の 邑 を 設け た り 。 また 、 我 等 
それ ら の 間 に ( 楽 な ) 旅 程 を Co 
85、( 面 し て 云え り )「 こ れ ら の 中 で 
昼 も 夜 も 安心 し て 旅 せ よ 」。 
20. 然るに 、 彼 等 は ( 恩 を 忘れ で) 云え 
り 、「 我 等 の 主 よ 、 我 等 の 旅程 の 間隔 
を 長く な し 給え 」 と 。 面 し て 、 彼 等 自 
ら そ の 身 を 損 な え た り 。 され ば 、 われ 
ら は 彼 等 を 語り 草 と な せり 。 面 し て 、 
我 等 は 彼 等 を 完全 に 粉砕 し た りき 
2386 げに この 中 に は 、 すべ て の 堅 妨 
不 抜 に し て 感謝 する 者 へ の 神 兆 あ り 。 


イイン 


S03 


A EN 
IN 


fn ン アラン ンー タダ ラン ン ン ン 
ge うち る を SU<5 


RN I GS 


と (4 2a 8 セト 8 ンー イラ 
EN G0 GR 


7 [GLE と は 


ゾロ モン 王国 


の 中 心地 で ある パレ スチ ナ の 町 を 指し て い 


。 サバ ア の 住民 は ソロ モン 王国 と 盛ん に 錦 易 を 行っ て いた 。「 目 に つき や すい 幾つ 


か op 邊 | と は 、 互 い に す ぐ 見 える 程 


近接 し た ご つの 町 と い 


う 意 味 で ある 。 又 、 主要 な 


RD A 
安全 で 好ま れ て いた こと を 示す 。 ミ ュー ア に よれ ば 、 イエ メン か ら シ リア へ 向かう 街 
道 沿い の ハ ダ ル マウ ト か ら マ イラ ー ま で に 70 の 和 宿 が あっ た 。 こ の 道 は 人 通り が 多く 
安全 で あり 、 両 側 に は 並木 が 植え られ て いた 。 


2386 < 、= 
この 言 


き 葉 は サバ ア の 住民 の 語っ た も の と され て いる が 、 事実 、 神 の 戒律 に 従わ な 


いた め 鯛 地 に 陥っ た 当時 の 彼 等 の 様子 が 示さ れ て いる 。 人 通り が 多く 栄え た 街道 は さ 
び ばれ て し まっ た 。「 我 等 の 旅程 の 間 陥 を 長く な し 給え 4」 と いう 音 葉 は 次 の こと を 示す 。 

街道 治 い の 町 の 多く が さび れ て し まい 、 宿 か ら 宿 へ の 距離 が 長く な り 、 安全 性 も 失わ 
れ た 。 サ バア の 住民 は 絶滅 し 、 そ の 痕跡 は 何 も 留 め ら れ な か っ た 。 彼 等 は た だ 、 語 り 


継が れる の み と な っ た 。 
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三 十 四 章 


サバ ア 


Saba’ ニ 二 二 低 


21. 耐 し て 、 イブ リー ス は 、 彼 等 に 対 
する その 思惑 を 正確 と な らし め た り 
。 され ば 、“ 彼 等 は 彼 を 従え た り 、 
但し 信者 達 の 沖の 一 団 は 別 な り 。 

22. 2 曽 し て 彼 は 、 彼 等 に 対し て 如何 
な る 権 成 も な か り し WW。 され ど た だ 
われ ら は 、 来世 を 信ずる 者 を し て 、 之 


に つい て 疑問 を 抱く 者 か ら 議 別 せ し * 


めん が た め な り 。 面 し て 液 の 主 は 萬 事 
を 見 守り 給 う 。 

三 項 
23. 云え 、「 お 前 達 が アッ ラー を 差し 
置い て 主張 せる 神々 に 祈 れ 。 彼 等 は 諸 
天 と 大 地 に 於 いて 一 微 卒 の 重 さ の も 
の も 所 有する E わ ず 、 また 彼 等 に は そ 
の 両者 に 於 いて 如何 な る # 6 
また 彼 等 の 中 の 何人 も 彼 ( つ まり ア 
ラー) の 佑 助 者 に 非 ず 」 人 9。 
24.“ 両 し て 彼 が 許 せる 者 を 除い て 
23894 どん な 執り 成 し も 彼 の 御 許 で 益 
せ ず 。 従っ て 彼 等 の 心 3 か ら 和 恐怖 が 


CE RCE 2333 


OR AGE YG 


ン 9 っ デ と 
と りつ 52 2 ec4O5 じ 5 
用 
* る rn ン hs する し ン 
RS 
二 。。 ン 


& っ ぐる や 2 
OR E53 


人 アン 


お る SC 


RG I IR RY 
EE NS 


OE AS 
OY EAGLESYS 
PIE すき WE が うお あく] 


5:43: 16:100.234:22. 62:256: 20:110: 78:39. 


2987 サ タン は 、 サ バア の 住民 達 を うま く 堕 落 さ せら れる だ ろう と 見 て いた が 、 彼 等 の 


悪事 に より 、 こ の サタ ン の 思惑 


る サタ ン の 判断 は 17:63 に 述べ られ て お り 、 サ タン が 、 
書か れ て ある 。 


除い て 滅 ( ぼ す と 語っ た と そこ て > に 性 


は 当たる こと と な っ た 。 この 悪人 達 や その 悪事 に 対す 


アダ ム の 子 陀 を わずか な 例 を 


AM 人 間 が 精神 的 に 堕落 


、 悪 事 に よる も の で ある 。 


29 不信 者 は 、 彼 等 の 偽り の 神 に イス ラム 発展 の 妨害 や 阻止 を 求め て みよ と 挑 ま れ 、 


0 


ば げ ら れ て いる 。 事実 、 


この 世 の 如 何 な る 力 を 持っ て し 


も 、 真 実 が 広まる の を 阻止 する こと は で き な い の で ある 。 


SN 


も 良い と 神 の 認め る 人 物 を 指す 。 
執り 成 し 手 の 心 。 


に な る よう 行わ れ て 
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二 十 二 維 


サバ ア Saba' 


三 十 四 章 


消え し め ら れる や 、 彼 等 + は 問わ 
ん 、「 あ な た 方 の 主 は 何と 言い た る 
や ?」。 彼 等 2% は 云わ ん 、「 真 理 な 
り 」。 面 し て 彼 は 至高 に し て 、 偉 大 な 
る 御方 に まし ます 。 

25. 云え 、?「 諸 天 と 大 地 か ら お 前 達 に 
滋養 物 を 与え る は 誰 ぞ ?」。 云え 、 
ッ ラ ー な り 。 面 し て (云え ) 我 等 か 

前 達 か 、 確か に 正道 の 上 に あり 、 IN 
は 明白 な る 迷 誤 の 中 に ある な り 」?33。 


26. 云え 、「 お 前 達 は 我 等 が 犯 せ し 罪 に 
つい て 問わ れず 、 我 等 も また お 前 達 が 
な せる 行為 に つい て 間 わ れ ざ る べし 」。 


27。 云え 、 dai 
給 い 2%、 狼 る 後 、 真 実 を 以 て 我 等 

間 を 裁き 給 う な り 。 8 
能 な 裁き を する 者 に し て 、 すべ て を 知 
り 給 う 御方 な り 」。 

28. 云え 、 ヶ 「 お 前 達 が 、 同 僚 と し て 彼 
と 併せ 祀り し も の を 我 に 示せ 。 断じて 
然 ら ず 、 さ れ ど アッ ラー こそ 成 力 に し 

て 、 賢 哲 に まし ます 御方 な り 」。 

29. 面 し て 、 わ れ ら が 液 を 全 人 類 に 遺 
わし た の は 、 た だ 朗報 者 “並び に 警告 


PIT さり FE っ 用 32 
OR 


タン ン 


ee -WWWT あ パッ 
人 MA2sTKE6 光 3V 
HR 8 


イイ ラン A < ィ イ ラン ゴン ニュ ン 
時 人 
”“- db 


2 


ペン ン ン 


の UK ます 1 


デ 


OL EA RIE 


10:32: 27:65; 35:4. P35:41; 46:5. C21:108. 


3 懲 六 され る 罪 深 き 人 々 。 
2392 執り 成 し 手 又は 神 の 使徒 。 
確か に 我々 (信者 ) は 正しく 、 


貴方 達 ( 不 信者 ) は 誤っ て いる 。 


2394 近 節 は メッ カ 陥 落 に つい て 述べ た も の と 一 般 的 に 受け と られ て いる 。 イス ラム 教 


徒 と 不信 者 いずれ が 正しく いずれ が 誤り で ある か 、 


疑惑 の 影 は この 時 払わ れ た 。 この 


後 、 イ スラ ム 教 徒 と 敵 の 心 は ー つ に な り 、 大 いな る 勝利 が な もたらさ れ た 。 
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三 十 四 草 サバ ア Saba' 二 二 ご 倫 
I ORY ATS 
く は 知ら ず な り 。 
30. < され ば 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 達 2 る 3 
が 正直 な ら ば 、 そ の 約束 (が 実現 せら 
る る ) は いつ な る か ?」。 OR 
31. 云え 、「 お 前 達 に は 或 る (定め られ だ で 282 ょ >ESY ラ 5 53k2a 253.8 
た る ) 日 の 約束 あり や 2。 りお 前 達 は そ 。 。 Ne 
れ より 一 皮 た り と も 返 く な る こと な 【 き DORALIYIAEL 
く 、 早 め る こと も 出来 得 ず 」。 

四 項 
32. 面 し て 、 不 信 せ し 者 ども は 云え の の 2 て 3 間 US5 


り 、「 我 等 は 決し て この クル アー ン を 
信 ぜ ざる な り 、 そ し て また その 前 の 
(預言 され た る ) も の を も 」。 され は 、 次 
も し < 不義 者 ども が その 主 の 御前 に 立 
た し め ら れる と ころ を 見 得る な ら ば 

な あ ! 彼 等 の 或 る 者 は 他 の 者 に (非難 
の ) 言 葉 を な すり 合う な り 。 弱者 と 見 
な され し 者 た ち が 、 仔 慢 な り し 者 に 向 
っ て 云わ ん 、「 も し お 前 達 な か り せ ば 、 
我 等 は 必ず 信者 た り し も の を 」"。 

33. 《 仔 慢 な り し 者 ども は 弱者 た らし 
め ら れ し 者 た ち に 向っ て 云わ ん 、「 導 
き が お 前 達 に 達し た る 後 、 我 等 が お 前 


GS GSHLYI OD 
RV Tg ER 
J 守 0d 
2 で も KS に あい 

OR FEIN 


A 


dO 
Sk ads | 


21:39; 36:49; 67:26. 7:33: 10:30.77:39: 14:22: 28:64; 33:68: 40:48. 4:22: 28:64; 40:48. 
9 時 預言 者 が 、 こ の 世 の 終 わり まで 全 人 類 に 神 の 使者 と し て 遺 わ され た と 、 聖 クル 


アー ン に 繰り 返し 述べ られ て 来 た 。21:108 及び 23:2 節 も 参照 の こと 。 イ スラ ム 教 の 
お 告げ は 普遍 的 で あり 、 聖 クル アー ン は 有 発 極 の 啓示 書 と し て 決定 的 な も の で ある と 主 


張 し て きた 。 


396 バド ル の 戦い の 日 、 又 は 32:6 節 に 述べ られ た 日 。 こ の 時 より 一 千年 は 同じ 状態 が 続 
き 、 そ の 後 、 イ スラ ム 教 が 世界 的 な 宗教 と し て 受け 入れ られ る 時 代 が 始ま る で あろ う 。 


397 罪人 が 裁き を 前 に 


し て 、 自分 の 罪 を 他人 に な すり つけ て 漠 を 逃れ よう と する の は 


人 間 の 性 で ある 。 当 人 節 及び 次 の 二 館 に は この 人 間 の 習性 が 述べ られ て いる 。 


1153 


ニ 二 二 徐 
達 を その 導き か ら 妨 げ し か ? 否 、 お 前 
達 は (自ら ) 罪 人 ども な りき ぎ 」。 

34. “され ば 、 弱 者 た らし め ら れ し 者 た 
ち は 令 慢 な り し 首 ど も に 向っ て わ 
ん 、「 然 ら ず 、 お 前 達 こ そ 、 我 等 が ア 
ッ ラ ー を 拒み 、 彼 に 同位 者 を 配 す る よ 


う 我 等 に 命じ た る こと は 、 昼夜 に お け 
る 陰謀 な りき 」。 2 面 し て 、 懲罰 を 目 の 


あたり に すれ ば 、 彼 等 は その 良心 の 町 
責 を 隠 そ うと せん ダダ %。 さ れ ば 、 わ れ 
ら は 不信 せ し 者 ども の 首 29994 に 前 
を か ける な り 。 彼 等 は た だ その な し た 
る こと に 対し て 応報 せら る る の み に 
外 な ら ず 。 
35. われ ら が 如何 な る 邑 に も 3 
を 遣わ し た る た びに 、 その 和裕 援 な 者 
た ち は 云え り 、「 げ に 我 等 は お 前 達 
が 遣わ され た る も の を 拒 お な り 」 
09 
36. また 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 富 と 
子宝 に より 恵まれ て お り 、 曽 し て 我 等 
は 懲 久 せら れ ざ る べし 」。 
37. 云え 、「 げ に “ 我 が 主 は 己 が 欲す る 
も の の た め に 滋養 物 を 豊か に し た り 、 
また 乏しく し た り し 給 う 。 然るに 、 世 


サバ ア Sabay 


三 十 四 章 


っ ゴ う っ タン 


OA EE 


アー 


BS be 2 
紀 I GA 
A Pe 
i | 


EY I OA 
PE し つ 33Os Tb 


413 "2 


RO 

@6 め ぶ 
EP RE 
CR TC 
| as の 5 


相本 22: 40:48. P10:55. 6:124: 17:17. 13:27: 29:63: 39:S3: 42:13. 


9 アサ ッ ラ フー(Asarra-hn) と は 、 彼 は それ を 秘密 に 


を 意味 する (Lane より )。 


し た 、 彼 は それ を 明らか に し た 、 


23984 ア ー ナ ー ク と は 又 、 人 々 の 指導 者 た ち 、 或 い は お 偉 方 を 意味 する (Lane より )。 


2399 神 の 預言 者 達 は 、 虐げ られ た 人 々 を 社会 の 正当 な 地位 まで 引き 上 げ 、 彼 等 
の 権利 を 戻す た め 遣 わ ちさ れる 。 そ れ は 、 い つの 世に 


力 ある 者 達 だ か ら で あ る 。 


: に 当然 


も 、 神 の お 告げ に 背く の が 富 と 権 
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十 二 鈴 


三 十 四 章 サバ ア Saba' 
人 の 多く は 知ら ざる な り 」。 

五 項 
38. 面 し て お 前 達 の 富 や 子宝 は 、 お 前 


達 を し て われ ら の 許 で 近親 の 地位 に 近 
づけ せ し お る も の に 非 ず 。 されど 、 信 
仰 し て 善行 を 積み し 者 < あら ば 2490、 
これ 等 の 者 た ちこ そ 、 そ の 行い し こと 
が 故に 二 倍 の 報奨 を 賜 わ る べし 。> 曽 し 
て 、 彼 等 は 高殿 の 中 で 安らか に 住ま ん 。 
39. “されど 、 わ れ ら の 神 兆 に 於 いて 、 
( 我 等 を ) 無 力 け し めん と する 者 ども あ 
ら ば 、 これ 等 の 者 こそ 、 足 苦 に 直面 さ 
せら れる べし 29 


中 己 が 欲す る も の に 滋養 物 を 豊か に 
し 、 ま た 彼 に (それ を ) 乏 し くし 給 う こ 
と も あり 。 曽 し て 、 何で あれ お 前 達 が 
施す 物 あら ば 、 彼 は それ を お 返し 給 う 
な り 。 さ れ ば 彼 こ そ 最 善 な る 滋養 物 を 
与え る 者 な り 。 

41. 面 し て “ 彼 が 彼 等 を 皆 と も に 召集 
する その 日 (を 想 え )。 然 る 後 、 彼 は 天 
使 た ち に 向っ て 対 ね ん 、「 こ れ 等 の 者 
た ち が 崇 拝 し た る は お 前 達 な り し 
か ?」。 

42. 彼 等 は 云わ ん 、 じ 聖なる か な 溢 、 
我 等 の 守護 者 は 彼 等 に 非 ず し て 、 溢 な 


£ a 
を SKY 


VI YES 
os IA Es っ 
ECE LS 
0 IL 
Ft HN GOS 
OI AG 


2 に : ま を 3 3 0 
ン と に 2 グ っ うつ グ 


ンタ e list ンコ ョ ン と 6 づ ゴリラ ョ タン コイ 
OOA9 う Ha) SS 9 


ラー タタ イッ ン マラ ュ ン ン 
っ ター 全う 
3 


EE NN 維人 LU 


et = 
\ 


3:58: 6:49: 18:89: 19:61. 125:76. ©22:52. 0:29; 17:98: 19:69. 25:19. 


2490 宮 と 権力 が 神 に 近付く 手段 で は な い 。 むし ろ 、 それ が 人 を 神 か ら 遠 ざけ る 傾向 が あ 
る 。 正しい 信 仰 と 善行 こそ が 人 を 真 に 豊か に し 、 神 の 救い と 喜び を も た ら す の で ある 。 


2401 神 の 大 義 が ひろ まる の を 疎 止 し 、 神 の 


目的 を 妨害 し よう と 不信 者 達 が 陰 斉 を 企 て 


て も 、 そ れ は 無駄 な こと で あり 、 必 ず や 彼 等 は 報い を 受け る 。 
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ーー 十 二 伏 サバ ア sabar 三 十 四 草 
り 。 育 、 彼 等 は ジン を 拝み た れ ば 、 そ 24 も っ 03353LE。 5 
の 多く は それ 等 を 信じ た り 」。 。 
DOR 
43.「 さ れ ば 、 こ の 日 、 お 前 達 の 何人 ii 


も 他 の 者 を 益 す る こと も 害する こと 
も な し 得 ざ る べし 」。 耐 し て 、 われ ら 
は 不正 を な し た る 者 ども に 云わ ん 、 
「 お 前 達 が 虚偽 と みな し た る 業火 の 
貢 苦 を ? 味わえ 」。 

44. 面 し て われ ら の 明白 な る 神 兆 が 
彼 等 に 読 語 され る や 、 彼 等 は 云う 外 こ 
の 男 は 、 お 前 達 を し て 、 お 前 達 の 父祖 
が 崇め し も の か ら 妨 げん と する 者 に 
すぎ ず 」。 また 彼 等 は 云う 、「 こ は 提 閣 
され た る 偽り に 外 な ら ず 」 と 。 面 し て 
不信 せ し 者 ども は 、 自 分 た ち に 来 た り 
し 真理 に つい て 云え り 、「 こ は 明白 な 
る 魔術 以外 の 何 も の に も 非 ず 」 と 。 


45. 面 し て われ ら は 彼 等 に 、 読 衣 す べ 
く 経 典 を 与え ざり き 、 また 我 等 は 液 以 
前 に 如何 な る 祝 で [Em 者 も 彼 等 に 遣わ さ 
ざり き 。 

46. 役 等 に 先 だ つ 者 も 上 炭 偽 と みな し 
た る な り 。 面 し て これ 等 の 者 は われ ら 
が 彼 等 に 与え た る も の の 十分 の 一 ? ぐ 9⑳ 
に も 及ば ざる な り 。 され ば 、 彼 等 は わが 
使徒 た ち を 嘘つき と みな し た り 。 さ れ 
ば 、 我 が 捕縛 は 如何 に ( 帳 烈 y な り し か ! 


ン 
レフ ン 
びあ 5 | る 


33 に ce 9 1 シ しろ 2Y5 
OO IS Dt 


KR 


TAG de lS 
EEE LL I RY 


ン ン アイ ラスタ の だ WW lg デン 
9 い @ 9 の Me 


EE イン シュ る くぅ レン っ > 9 ン 

| じじ 5 i 

CS EE A 
(< ラン ニル ン ン 


vc 


ご で 


28:19: 10:33: 22:23. 17.95: 23:23. 


?402 ミー シャ ー ル (Mishar) と は 、 


一 を 意味 する (Lane より )。 


十分 の 一 


百 分 の 一 : ある 権威 者 た ち に よっ て は 千 
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サバ ア Saba' 


十 二 准 


六 項 

47. 云え 、「 我 は 一 詩 だ け お 前 達 に 勧 
告 す 。 お 前 達二 人 ずつ 、 また は 独り で 
アッ ラー の た め に 立ち 、 曽 し て よく 考 
えよ 。 “お 前 達 の 仲間 に 狂い が 生じ た 
る に 非 ず ぐ ぐ ⑳。 役 は た だ 或 る 厳し い 責 
苦 の 前 に 、 お 前 達 に 警告 する 者 に 外 な 
ら ず 」。 

48. 云え 、/「 我 は お 前 達 に どん な 報酬 
を 求め る と も 、 そ は お 前 達 の た め な 
り 。 わ が 報酬 は さ た だ アッ ラー に あり 。 
面 し て 彼 は 萬 事 を 立証 し 給 う 」。 


49. 云え 、「 我 が 主 は 真理 を 以 て (虚偽 
を ) 打 つ な り 。( 彼 は ) * 見 得 ざ る も の を 
熟知 し 給 う 御 方 」。 

50. 云え 、“ 「 真 理 は 来 た れ り 、 さ れ ば 
虚偽 は ( 何 も の も ) 生 ずる に 非 ず 、 ま た 
(それ を 繰り 返し 得 す 」 SS 

51. 云え 、「 我 も し 説 ら ば 、 げに 我 は 
己 自 身 に 対し て 誤る の み 。 さ れ ど 我 
も し 導 か る る な ら 、 そ は (た だ ) 我 が 主 
の 我 に 啓示 を する が 故 な り 。 げに “ 彼 
NN No 


ま を 内 得 る な 0 ! et 


7:185: 23:71. PI8:87; 42:24; 52:41; 68:47, CS:117.917:8 


32 983 33 


Cd イン 1 る ミン 
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ER ン う tb, 8 うう ン 
WE SO なの っ しろ 


5 よら わろ うじ ビ J 
HE っ 
LE 

ES 3 に お 5 ご 8 


ON 
OE 
ELS 1B 
EG 


プー 


a 


A Ot FG 1162. 


と な く 考 察し て みる よう 提言 され て いる 。 


溝 預 言 莉 の 主 天 を 、 客観 的 か つ 公 平 に 検討 し て みる よう 勧め て いる 。 不 
信 0 a A 者 が 精神 異 異 党 で あっ た か 否 か 、 


先入観 や 世間 的 考え 方 に 捕らわれ る こ 


^”。 「 ま た (それ を ) 繰 り 返し 得 ず 」 と いう 言葉 は 、 偶 像 崇拝 が アラ ビア に 根付 く こ と 
は 無い と 強く 預言 する も の で ある 。 偶像 崇拝 は 永遠 に その 国 か ら 姿 を 消す で ある ろう 。 
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ー 十 二 供 サバ ア Saba' 三 十 四 章 
を ) 逃 れる すべ も な か らん 。 曽 し て 、 る 
彼 等 は 近い 場所 に て 捕 わ る な り 。 2 
これ み Ne 4 2 

s3. され ば 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 之 KEIK1 と 1 な 1 と 50FEE 
に 4 し か a i 

を 信 ず 」。 然 れ ど も 、 彼 等 如何 に し 


て 遠き 場所 か ら ( 信 仰 を ) 受 容 し 得 ん OL 


や 2 2405 


s4. され ど 彼 等 は 以前 之 を 拒み た る A 
な りき 。 面 し て 彼 等 は 遠き 所 より 不可 a 


視 な る も の に つい て さま ざま な る 憶 OLIO 
測 に ふけ る な り 。 


55. 以前 彼 等 の 同類 が な され た 知 く 、 じ く OCS て 2 る SUMa5 
彼 等 と 彼 等 の 熱望 する も の と の 間 に Rha : 
は 障害 が 据え られ る べし 29%。 ば げに 彼 2 っ る ) 03 esl ss 
等 は 不安 動揺 な る 疑惑 の 中 に あり し ょ 1 本 BK だ 
な り 。 6 


に へ 
wt 
を 
"¢ 
W 


tl 不信 者 は 必ず や 死後 自ら の 過ち を 悟る と 当 節 は 示し て 
。 彼 等 は 、 聖 預 斉 者 の 使命 が 現実 と は 懸け 離れ た も の で 、 そ の 実態 は 根拠 の 無い 

も Re 

2406 ここ で イス ラム 教 に 敵対 する 者 ども が 告げ られ て いる こと は 、 往 時 の 預言 者 達 に 

UD 彼 等 も 聖 預 言 者 の 使命 を 失敗 させ よう と する 自ら の 心 の 欲 

望 が 適 え る こと を 完全 に 舌 敗 する で あろ う 。 
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三 十 五 章 
ファ ー テ ィ ル Fatir( 創 造 者 ) 
メッ カ 藩 示 
啓示 の 日 、 題 名 と 背景 
当 草 は メッ カ で 、 恐 らく 前 導 が 啓示 され た 頃 に 啓示 され た も の で ある 。 
前 意 に 府 いて 、 ム スリ ム 達 が 、 イ スラ エル 人 と 同様 、 富 や 権力 や 繁栄 、 そ し 
て 名 声 も 獲得 する で あろ うと 符 げ られ て いる 。 そ し て 、 も し 彼 等 は 栄光 と 偉 
大 さ の 全盛 時 に 、 神 を 忘却 し 、 身 を 徐 沢 と 安楽 な 生活 に 委ね て し まっ た な ら 
ば 、 彼 等 は 以前 の イス ラ エ ル 人 と 同様 、 天 劇 を 頭上 に 招く で あろ う 。 当 章 に 
お いて 、 彼 等 は 、 聖 クル アー ン の お 陰 で 、 名 誉 と 高い 地位 を 約束 され て いる 。 
彼 等 は その 戒律 の 遵守 を 怠っ て は な ら な い 。 
当 章 は 、 すべ て の 健美 は 諸 天 と 大 地 の 創造 者 な る 神 に 捧げ る べき で ある 、 
と いう 宣言 の も と に 開 扉 さ れる 。 こ の 宣言 は 、 天 地 亡 物 の 創造 者 と し て 、 神 
は 人 間 の 物質 的 必要 を 供給 する ば か りか 、 道 徳 的 精神 的 必要 も 供給 する 。 そ 
れ 故 に (その 目的 を 果たす た め に )、 神 は 天使 を 創造 し 、 そ れ ら に 依っ て 、 神 は 
物質 的 世界 を 支配 、 ご 意志 を 人 間 た ち に 伝達 する の で ある 。 そ の 上 で 当 章 は 、 
人 間 を 創造 し て 以来 、 神 は 自分 の 意志 を 伝達 する た め に 預言 者 や 使徒 た ち を 


を 人 類 に 授与 する こと を 定め た の で ある 。 人 間 へ の 神 の 恩 籠 の 宣言 の 後 、 人 
間 は それ を 拒否 し て は な ら な いと 訓 戒 され た 。 なぜなら ば 、 こ れ は 容易 な ら 
ぬ 結 果 を 伴う か ら で あ ろう 。 当 章 は 人 間 の 全く 取る に た ら な い 創 造 か ら 、 論 
理 の 訓 戒 を 引き 出す 。 つ まり 、 イ スラ ム は 地味 な 出発 か ら 始 まり 、 強 大 な 組 
織 に 成長 する で あろ う 。 当 章 は それ を 美味 し い 水 の ある 海 に な ぞ ら え 、 そ の 
水 は 精 神 的 な 旅行 者 の 喉 の 潟 き を 和らげ る で あろ うと 語る 。 次 に 当 章 は 、 イ 
スラ ム は 異常 な 現象 で は な いと 所 見 を 述べ る 。 精 神 的 明か り と 痢 の 交互 の 周 
期 は 、 昼 が 夜 に 続く 、 そ し て 、 逆 も また 同じ よう に 、 人 類 に や っ て 来る 。 暗 
黒 の 長い 期間 と 啓示 の 休止 の 後 、 イ スラ ム の 太陽 は 暗黒 の 世界 を 照ら す た め 
に 昇っ た 。 そ し て 神 は 、 新 し い 創 造 と 新しい 物事 の 秩序 を その 勧 導 に よっ て 
人 間 に 定 め ら れ た 。 聖 クル アー ン に よっ て 、 神 は 盲人 に 眼 を 与え 、 柚 者 に 耳 
を 与え る で あろ う 。 そ し て 死者 も また 、 新 し い 命 を 得る で あろ う 。 然し な が 
ら 、 そ の 心 の 道 を わざ と 閉ざし 、 神 の 召喚 に 耳 を 傾け る こと を 拒 千 する 者 た 
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ファ ー テ ィ ル Fatir (創造 者 ) 

ち は 、 精 神 的 な 死 を 招く で あろ う 。 そ し て 当 章 は 精神 的 領域 に 閉 し い 類 似 点 
を 持つ 物質 的 現象 の 研究 に 、 注 意 を 促す 。 干上がっ た 乾燥 地域 に 雨 が 降れ ば 、 
芽吹き 花 が 咲き 始め 、 新 し い 生 命 が 皿 吹き 始め る 。 そ し て 作物 や 草花 や 多様 
な 色 、 味 と 形 の 果実 が 生じ る 。 雨 と し て 降る 水 は 同じ で も 、 穀 物 や 果物 に は 
違い が 生じ る 。 同様 に 、 同 じ 天 盛 の 水 で も 、 人 間 の 中 で 、 異 な っ た 性 質 と 違 
っ た 徳 性 の 結果 を 生む 。 一 方 で は 散 神 で 信心 深い 人 々 を 作る が 、 ま た 反面 に 、 
真理 の 主張 に 対し て 、 残 忍 な 戦い を 続け る 堕落 し た 邪悪 な 人 々 も 現れ る 。 真 
実 へ の 帰依 者 た ちと 邪悪 な 人 々 と の 戦い は 、 避 けら れ な い 一 定 の 結果 に 終わ 
る 。 つ まり 、 真 実は 虚偽 に 勝利 する で あろ う 。 当 章 は 閉じ る に あたり 、 偶 像 
宗 拝 者 た ち に その 薄 弱 な 自分 等 の 地位 を 痛感 させ 、 役 等 が 軽薄 量 つ 無益 な 行 
動 と その 信仰 を や り 続 けた な ら ば 、 天罰 が 彼 等 に 襲い か か る で あろ うと 警 告 
し て いる 。 然し な が ら 、 神 は すぐ に は 懲 六 を 与え ず 、 罪 人 た ち が ひ ね くれ た 
態度 で 神 の 慈悲 の 扉 を 閉じ て いる 間 彼 等 に 猫 予 を 与え る 。 
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ファ ー テ ィ ル Watir( 創 造 者 
人 節 数 46、 メ ッ カ 啓示 


あま ね ン アン ! 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の っ UI 2 
御名 に お いて 。 


2. すべ て の 讃 美 は 、 諸 天 と 大 地 の 創 >35 ご の 上 % EP 
造 者 な る ? ア ッ ラ ー に 属す 。 ま た ( 彼 3 

は )、 二 対 や 三 対 や 四 対 の 細 ( つ まり カ ) 2 と) 39 PS 
を 持つ 天使 た ち を 使者 と し て 用 いる < る コッ ー ン < ほ ン 
御方 な り 。 彼 は (その ) 創 造 に 己 の 欲す 2 に 06 つて の 


ン 
SL2 


= 2407 ポー テッ そこ - 1% ALS - 
RN, i げに アッ ラー は 5 る 5 人 の ie A 
すべ て の 事 に 全能 に まし ます 。 


3. “アッラー が 人 間 に 開 く 慈 草 2 y5 2 る SN eb 


は 、 何人 も 之 を 抑止 する 能 わ ず 。 な れ  。。 0 
ど 、 彼 が 抑止 する も の は 、 何 人 人 も その Mi MO 
後 之 を 開放 する 能 わ ず 。 面 し て 彼 は 威 の 
賢 哲 に まし ます 。 2 

・ 人 々 よ 、 お 前 達 己 自 身 に 対す る ア oo TRS ZGL 
ッ ラ ー の 和信 信 え 。 4 ウッ ジール 2 っ ッ ン > て と <) ネン 
に 、 天 と 大 地 か ら お 前 達 に 滋 状 物 を な 〇 2 つう > 和 ABU く 、 り 20 


pL. 6:15; 12102: 14:11; 42:12. 39:39. 10:32; 27:65; 34:23. 


2497 天使 達 は 物質 界 に お ける 諸事 の 扱い を 任 さ れ て いる (79:6)。 こ れ は 彼 等 に 課せ ら 
れ た 任務 の -- つ で ある 。 これ より 更に 重要 な 任務 は 、 神 の 御 意志 を 神 の 使者 に 伝え る 
こと だ 。 啓示 を 携え た 天使 達 は 、 一 度 に 二 つ か ら 四 つの 神 の 特性 を 表し 、 又 それ 以上 
の 特性 を 伝え る 者 も ある 。 ア ジニ ハ は 力 の 象徴 で あり (Lane より )、 天 使 は それ ぞ れ 
託さ れ た 任務 の 重要 性 に 応じ た 力 を 持つ こと が 当 節 に 示さ れ て いる 。 最高 位 の 天使 ガ 
ブリ エル は 天使 達 長 で あり 、 神 の 使者 に 啓示 を 伝授 する 任務 の 中 で も 最も 重要 な も 
の を 託さ れ 、 そ れ は 彼 の 指揮 の 下 で 成し遂げ られ る 。 

2408 前 節 に お いて 、 神 が 天地 を 創造 され 、 人 間 の 物質 的 、 精 神 的 要求 に 万 全 の 備え を 
され た と 書か れ て ある が 、 当 節 で は 、 聖 クル アー ン の 啓示 を 通し て 、 神 が 人 間 に 慈 悲 
を 授け る と 定め られ た こと が 示さ れ て いる 。 
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ニ 填 二 会 ファ ー テ ィ ル Fatir (創造 者 ) 三 十 五 章 


| 
える 創造 者 まし ます や ? 彼 の 外 に 神 7 MI る 3 
は な し 。 然るに お 前 達 如 何 に 背 き 去ら 
し め ら れ た る や ? oe 
5. 4 た と え 彼 等 が 激 を 虚偽 と みな す と A コス る 832 < 21 くす 2 < 
CO CR ウー EN 
みな され た り 。 垣 し て 、 す べ て の 物事 5 30) IE 
は アッ ラー の 御 許 へ 戻さ る る な り 。 
6. 当 等 人 々 よ 、 げ に アッ ラー の 約束 Ns 3 
は 真実 な り 。 され ば 、 現世 の 生活 が お 900 8 
前 遅 を 取 か し め る な か れ 。 また アッ ラ 3855 G 和 0 に 2 
ー に つい て 其 距 者 (つま り サ タン ) は お nA 
前 達 を 匠 か し め る な か れ 。 人 
7. ? ば に 悪 麻 は お 前 達 の 敵 な り 。 さ れ し BE お 63 が 
ば 、 敵 と し て 之 を 扱え 。 げに 彼 は 、 中 時 
邊 等 を し て 燃え 雇 る 火 の 住 人 た らし テー つい 9 お 所 g な ES に 3 
めん が た め に 己 が 党派 を 招く な り 。 ぁ 5 


1 


8. 不信 せ し 者 ども に は 茂 し い 責 苦 あ 『 獲 、3、 そ 3 る と 23 を 3 着 
り 。 され ど 、 信じ て 善行 を 積み し 者 た 8 
ち に は 、 御 表し と 偉大 な る 幸美 あり 。 ネ る こら R35 


EE 
& OR 


ご 項 
9. され ば 、 己 の 悪事 < を 魅惑 的 に 見 せ CE を PU 
られ 、 従 っ て それ を 善 事 と 考え る 者 あ 2 a 
ら ば 、( そ れ 以 上 に 二 か れ た る 者 あら 0 


ん や ?)。 げ に アッ ラー は 己 の 欲す る の の 光 Pe 

っ コン ア ネン ダグ る gl &o 
導 に 迷い を 判定 し 、 ま た 己 の 欲す る 者 人 9 そ に お この う 3 
を 導き 給 う 。 され ば 、 彼 等 の た め に 嘆 as PC i MO os 


いて 、 液 の 心 を すり へ ら す な か れ ?。 


96:35: 22:43: 40:6; 54:10. 72:169: 12:6: 18:51: 20:118. “16:64; 27:25; 29:39. 


2409 陳 駐 言 者 は 、 人 々 が 精神 的 幸福 を 得 ら れる よう に 願い 、 彼 等 が 真理 に 刃 向 か えば 
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三 十 五 章 ファ ー テ ィ ル Fatir (創造 者 ) 二 十 二 傘 
ば げに アッ ラー は 彼 等 の 行動 を 熟知 し 


給 う 。 

10. アッ ラー こそ は 風 を 送り た る 御 に こう 286 っ ひ の 選 作り 5 
方 な り 。 され ば そ は 雲 を 運ぶ な り 。 従 8 
っ て 、 わ れ ら は 之 を 死 せ る 邑 へ と 駅 SS らら | も 8 


り 、 2 それ に よっ て 大 地 を その 死 せ し っ KB YY 
© a 
後 、 生き 返ら し むる な り 。 復活 も また SY 
Me 

・ 栄 普 を 望む お 者 あら ば 、 す べ て の 栄 520AU3S 3 0 さる 
i ッ ラ ー の 所 有 な り 。 彼 の 御 許 へ 8 MNO 3 
普 言 は 登り て 行き 、 華 し い 行い は それ ひる 35 て っ る 還 3 ん る 4) 
を 高め る な り 。 5 耐 し て 、 悪事 を 謀る ン A ル 】 全 ン よ 。 

6 3 うく シ 533 く 428 らし 列 
者 ども あら ば 、 人 彼 等 に は 厳し い 懲 軸 あ "フラ sl 9 
り 。 され ば 、 これ 等 の 者 の 企み は 塞 無 マッ の は る くつ に | 
に 帰 さん 。 

OR 傘 < BE 
ンー ン 2 る 。 ンタ 1 2 EG 4 
12.“ 面 し て アッ ラー は お 前 達 を 土 よ ジン PS > ls 
り 創り 、 次 に 精液 より 、 次 に お 前 達 を エラ 
- 組 (の 男女 と な せり 。 如何なる 牝 が (お Eee る 
身 ご も る と も 、 昌 つ 分 尋 す る と も 、 そ  。 スレ テン と 
* 2 | Ni 
は 彼 の 知識 に よる な り 。 また 、 如 何 な ーー トーフ 人 0 と の 19 
る 老い た る 者 が 長生 き さ れ る と も 、 ま RE ANI A 
た その 命 を 縮め られ る と も 、 そ は 帳 稚 a 人 
に あり “1!。 げ に そ は アッ ラー に は FIN IE NO SG 
容易 きこ と な り 。 
22.7: 57:18. P27:51, 52: 35:44. C18:38; 22:6: 23:13-14: 36:78: 40:68、 
深く 悲し むと 、 当 人 節 は 雄弁 に 表し て いる 。18:7 節 も 参照 の こと 。 
2410 ここ に ある 復活 と は 、 人 が 精神 的 に 堕落 し た 状態 か ら 立 ち 直 る こと を 示し て お り 、 
雨 が 降れ ば 潤 れ た 地 が 生気 を 取り 戻す よう に 、 悪 に 染まり 道徳 的 に 退廃 し た 人 も 、 神 

の 啓示 と いう 天 か ら の 水 に より 蘇る と 当 節 は 述べ て いる 。 
小さ な 精子 か ら 均整 が と れ た 完全 な 人 間 が 育つ よう に 、 地位 が 低く 貧し い イ スラ 
ム 教 徒 達 も いつ か 強力 な 社会 を 作り 上 ば げ る で ある ろう 。 この よう に 当 節 は 預言 し て いる 。 


H165 


13. 曽 し て 、 二 つの 海 2 は 等 し か ら 
a 甘く し て うま く 、 飲ん で 
気持 よし 。 され ど 、 あちら は 湿 く し て 
OO 前 し て 、 お 前 達 は 、 そ れ ぞ 
h よ De 新鮮 な 肉 を 食し 、 旦 つ 装 飾品 
を 採り 、 お 前 達 は それ ら を 身 に つけ る 
な り 。 また 液 は 見 る な り 、 水 上 を 突 
進む 舟 を 。 ( こ は ) お 前 達 が その 恩 負 を 
求め 、 且 つ 感 謝 を 搾 げん が た め な り 。 


14. 2? 役 は 夜 を 昼 に 入ら し め 、 ま た 昼 
を 夜 に 入ら し め 給 う EN c 術 し て 、 
彼 は 、 太 陽 と 月 を 働か せしめ た り 。 
各々 が 定め られ た る 期限 に 向かっ て 
運行 する な り 。 そ は お 前 達 の 主 な る ア 
ッ ラ ー に し て 、 王 権 は 役 の も の な り 。 
? さ れ ば 、 お 前 達 が 彼 以外 に 祈る も の 
は 、 一 微塵 だ に 左右 する 力 な し "4。 


ファ ー テ ィ ル Fatr (創造 者 ) 


五竜 
ES A a 
eS EEA 
RA I BCIORE SE 
7 SN 
2 A 


OOS 
SEIN SNE 
5 靖 ち 0 ンー っ 
人 お 区 うお て まう JsY 

5 て 3 日 3 
6 sb 


レコ 
Wy 


2A イ 、 う 
人 o9 ふ こう の の 
も 


ド うら 9 みゆ 

⑯) ” 
を グ デ 

i 〇 


916:15: 45:13.72262: 31:30: 57:7.(7:5: 13:3: 31:21 13:13: 40:21. 


ei 産 び の か 、 

、 聖 預言 者 に 対抗 する 者 の 子 係 は 減り 、 
ed 
た も の で ある 」 と いう 意味 で も ある 。 


92 二 つ の 海 と は 、 真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 象徴 し て いる ( 注 
く 当 節 で は 、 海 水 は 飲 み 水 や 浴 泊 に は 適し て いな い が 、 他 の 月 
間 様 に 、 現 在 イ スラ ム 教 に 刃 向 か う 者 は 、 海水 
し か し 彼 等 の 子孫 の 中 で 、 熱心 に 神 の 言葉 を 伝え る 者 も 


海 か ら は 、 魚介 類 や 装 
の ご と く 苦 く 役 に 立た な い 。 
出 て 来る だ ろう 。 
ee 
栄 と 力 を 象徴 し 、 
示す 。 


品 が 採れ る 。 


241934 キト ゥ ミー ル と は ナツ メ ヤ シ の 種 の 裏 の 割れ 目 を 意味 する 。 
労 な こと で ある (Lane より )。 


は 、 つ ま ら な い : 或いは 寿 


又 男性 の 生 


Rs 


「 そ は 帳 渡 に あり 」 と 文中 に 訳 され た 言 葉 は は 


2085 を 参照 )。 隠 只 の 続 
法 が ある と 述べ て いる 。 


こ で も 引き 続い て 述べ られ る 。 ア ン ナ ハー ル ( 紳 ) と は 、 繁 
アッ ライ ー ル ( 夜 ) と は 、 そ れ を 失う こと 、 つ まり 国 の 衰え と 堕落 を 


従っ て 、 そ の 意味 
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十 二 傘 


三 十 五 章 ファ ー テ ィ ル Fatir (創造 者 ) 
15.? も し お 前 達 が 彼 等 に 祈願 する と 


も 、 彼 等 3 お 前 達 の 願い を 聴か ざる べ 
し 。 証し て 、 も し 彼 等 は 聴く と も 、 お 
前 達 に 応ずる こと を 得 ず 。 され ば 、 復 
活 の 日 に は 、 彼 等 は 、 お 前 達 が 併せ 礼 
り し こと を 否認 すべ し 。 面 し て 、 溢 に 

一 切 を 知 甚 する 御方 の 如く 何人 も 千 

ば 得る 能 わ ず 。 

三 項 

16. 没 等 人 々 よ 、2 お 前 達 こ そ を アッ ラー 
に 依存 する 者 な り 。 され ど ア ッ ラ ー は 
自主 自足 者 に し て 、 讃 美 さ れる べき 御 
方 に まし ます 。 
17. < も し 彼 欲 し な ば 、 お 前 達 を 逝き 去 
らし め 、 新 ら た な 創造 を も た ら す な り 。 
18. 4 曽 し て 、 そ は アッ ラー に と り て 
いさ さか も 難し か ら ず "4。 
19. 両 し て 、 荷 を 背負 える 如何 な る 
魂 も 他 の も の の 荷 を 背負 うこ と な か 
らん 。 また 、 も し 人 荷 を 背負 わせ られ た 
る 者 が 、 そ の 重荷 の た め に (他人 を ) 呼 
ぶ と も 、 そ は 近親 者 た り と いえ ども 、 
2000 MOESI0BG 0 
らん 。 7 げに 液 は た だ 、 見 る あ た わ ざ 
る と も 己 が 主 を 異 れ 、 人 する 
者 の み を 警告 し 得る な り 。 面 し て 、 身 
を 清め し 者 あら ば 、 そ は た だ 忌 自 身 の 
た め に 清め る な り 。 され ば 、 アッラー 
へ こそ 帰 所 な り 。 


ネッ フラッ ゴ オラ 3 


3 らら を E312< う Fee ey 3 
導い ン ラ ン ン 上 。 と 1 と ン 
ワル 
イイ る ニン Luts ー っ う ュ タ ブン 
つい どか くさ と てい 


A a I 
ORANG 


SL 


3 eS ES) 
OI EL 


1 る イン 


* の 5355 う 5Y5 
LY Gas LE 
0 533 


“ws 
っ ンー 


ET 


DS に 
0 PT 
i RG 5 つら 2 


(OZ の IP を 1 


* 9 


7:194. 447:39. "4:134: 6:134: 14:20. 9 


14:21. “6:163: 39:8: 33:39.736:12. 


人生 神 は 聖 預言 者 を 通じ て 新た な 世界 と 秩序 の 誕生 を 命じ られ た 。 神 に と っ て は これ 


を 実現 する こと は 決し て 困難 で は な い 。 
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20. 9 春 し て 、 育 人 と 目 明 き と は 同じ OIG ENG 
2 

1. また 開 と 光 も (同じ か ら ず )、 OKUI ん AEHID 
22. また 日 陰 と 日 射 も (同じ か ら ず )、 EN SN 


23. 面 し て 、 生 き て いる 者 と 死者 も ま 8 に ご NN 
た 同じ か ら ず 9415 ば に アッ ラー は 選 a <2 2 
ed li し むる な り 。 さ れ Is 3 A 


ど 、 泊 は 募 NT た de 
ず 2416_ 8 
24. ヶ 流 は た だ 一 介 の 警告 者 な り 。 BLY EE 


25. げに われ ら は 、 液 を “朗報 者 と し 


由記 2 33 12 > ン し きじ に パ CG | 
て 、 また 警告 者 と し て 真理 と 共に 遣わ OS SR Dj 


し た り 。 面 し て 、 如 何 な る 民 も 、 そ oePc も FE かり と 1 
の 中 に 警告 者 が 遣わ され ざり し こと 
ば な 2 ん 


26. “され ば 、 彼 等 も し 汐 を 嘘つき と OG NE 15 


みな す な ば 、 げ に 彼 等 以前 の 人 々 も 嘘 , 
つき と みな し た る な り 。 彼 等 に も その ES し 2 の 


ULI5; 13:17: 40:59. 11:13: 13:8. 2120: 5:20: 11:3; 25:57: 48:9. 710:48: 13:8: 16:37. 6:35; 22:43; 40:6; 54:10. 


2418 借 者 が 「 生 き て いる 」 者 と 呼ば れ て いる の は 、 彼 等 が 真実 を 受け 入れ る こと で 新 
た な 生 を 得る か ら で あ る 。 一 方 、 不信 者 が 「 死 ん で いる 」 者 と 呼ば れる の は 、 永 遠 の 
命 を も た ら す 真実 を 拒む こと で 、 精 神 的 な 死 を 我 身 に も た ら す か ら で あ る 。 

2416 神 の 預言 者 が 、 故 意 に 自ら の 心 や 耳 を 塞ぎ 、 神 の お 告げ を 避け る こと は で き な い 。 
その よう な 人 物 は 、 墓 の 下 に 眠る 死人 と 同じ く 魂 の 死ん だ 者 で ある 。 

2 当 節 で は 、 あ る 偉大 な る 真理 が 述べ られ て いる 。 そ の 真理 は 、 聖 クル アー ン が 示 
すま で 世に は 知ら れ て いな か っ た 。 言 い 換 えれ ば 、 こ の 真実 の お 告げ を 伝え る た め に 、 
ある 神 の 伝導 者 が 世に 遣わ され た の で ある 。 この 高尚 な 原理 は 、 あら ゆる 宗教 の 源 た 
る 神 、 そ し て 神 の 使者 た る それ ぞ れ の 宗教 の 創始 者 へ の 信仰 に 結び 付く も の で ある 。 
それ は 、 イス ラム 教徒 に より 、 信 じ 貯め な けれ は ば ならない 教義 の - - つ で ある 。 この 崇 

高 な る 真理 を 世に 広め る こと で 、 イス ラム 教 は 、 異な る 宗 間 に 友 好 関 係 を 作り 出す 
と 共に 、 世 界 中 の 異教 徒 間 の 関係 を 悪化 させ て 来 た 敵 意 を 取り 除 こ うと 努め て 来 た 。 
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使徒 た ち が ? 明 証 と 、 諸 々 の 聖典 と 、 SS I ILS 
光明 な る 経典 を 携え て 彼 等 に 来れ り 。 TNC の 2 
27. 然 る 後 、 われ は 不信 せ し 者 ども を 、4 ペ 153 で うう 
直 え た り 。 され ば 、 我 が 捕縛 は 如何 に + ラン 
( 肉 烈 ) な り し か ! @ OSI EE 
四 項 

28. 2 溢 は 見 ざり し か 、 ア ッ ラ ー が 天 しい に あり 95 alt す SI 
か ら を 剛 し た る と と を きい i 
等 は 之 に よっ て 色とりどり の 実 を 生 DI GESS a 
ら せ る な り 。 ま た 、 山々 の 中 、 白 や 赤 タル レッ ー イ 。 ge ュー イン 1 の 
色 の 筋 あり て 、 その 人 色 多 様 な り 。 また ~ HE 
真っ 黒 な も の も あり 9。 of お の 1V1 PIT と 


29. また 、 人 間 や 獣 や 家畜 の 中 に も 同 II el3303、 その 3 
欄 邊 D り の も の めも 0 の 6 ウツ し 2 の リリ レ 。 
ラー の 儀 等 の うち 、 た だ 知識 ある 者 の Nm SRI 
み 彼 を 國 れ 奉る "。 げに アッ ラー は 全て < 40 8 
威力 に し て 、 寛 大 に まし ます 。 


30. げに アッ ラー の 経典 を 読 衣 し 、 礼 280328 
拝 を 遵守 し 、“* わ れ ら が 与え し 滋養 物 2 ~ の 


9j6:45.714:33: 22:6; 45:6. “14:32; 16:76. 


ぞ 。 雨 が 乾い た 大 地 に 降れ ば 、 様 々 な 色 、 味 、 形 、 種 類 の 穀物 、 花 、 果 実 が 育つ と 当 
節 で は 語っ て いる 。 し か し 、 雨 は 同じ で も 、 痛 つ 尊 物 、 花 、 果 実は それ ぞ れ 非常 に 異 
な る 。 この 人 違い が 、 土 壌 や 種子 の 質 に よる の は 明らか だ 。 同様 に 、 神 の 啓示 は 聖 ク ル 
アー ン を 通じ て 、 水 の よう に 様々 な 地 で 人 々 に 届く が 、 受 ける 側 の 心 の 状態 や 、 そ の 
受け 取り 方 で 効果 も 違っ て 来る 。 

ぞ り 前 節 に の べら れ た 形 、 色 、 種 類 の 多様 さ は 、 花 、 果 実 、 石 に 限ら ず 、 人 、 獣 、 
益 に も 見 られ る 。 アン ナー ス ( 人 )、 アッ ダヴ ァ ー ブ ( 獣 )、 アル ・ ア ン ア は は 
能力 、 地 位 、 本 能 の 異な る 人 物 を 表し て も いる 。「 ア 22 この 民 の うち 、 た だ 知識 あ 
る 者 の み ア ッ ラ ー を 明 れ 奉る 」。 先 述 の 三 語 が 三種 の 人 物 を 指し 、 そ の 内 正しい 知識 
を 持つ 者 の み 神 を 異 れ 散 う と 強調 し て いる 。 この 場合 の 知識 と は 宗教 上 の も の だ け で 
は な く 、 自 然 の 法 に 関す る も の も 含む 。 自然 と その 法則 を 謙虚 に 学べ ば 、 白 ず と 神 の 
偉大 な る 力 を 悟り 、 神 に 対し て 長 散 の 念 を 持つ よう に な る 。 
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の 中 か ら ひ そ か に 、 ま た 公 に 施す 者 1 ス 233 う RSG 4 入 肖 
は 220、 決 し て 失敗 せ ざ る 取り 引き を 


期待 する 者 な り 、 OC EE 5 

1 < 彼 は 彼 圭 に その 報奨 を 二分 に 三 68 る 28 うう の うう 芝 
え 、 褒 し て 己 が 恩 釣 に よっ で 人 彼 等 を 更 i 

DUNE DAR. iit OR IE A 

大 者 に し て 、 糞 し 給 う 御方 な り 。 

ER RS ES NS 

に 啓示 せ し も の こそ 、 その 前 に ある も 6 6 

の を 確証 する 真理 ? な り 。 げに アッ ラ ER 


ーーー 幡 う レコ う 6 ” し 
は その 僕 等 を 知 著 し 、 照 覧 し 給 う 。 @ 人 2 


33. 然 る 後 、 われ ら は 、 己 が 僕 等 の 中 NRO 
我 等 が 選び し 者 達 を 経典 の 後継 者 た MA 
ちら しめ た り 。 され は 彼 等 の 中 に は 自 2 9 を っ 3200 も うる 9 も し と 

分 自身 を 不正 に 扱う 者 も あれ ば 、 ま た 


2 a ts PP rr EZ 
等 の ili に 中 用 を る 者 も あり 、 また URE 3 ひっ 34 
彼 等 の 中 に は ア ッ ラ ー の 命 に よっ て @ ス KS ィ の 2 間 


善行 に 於 いて 先んじ る 者 も あり 21。 
これ こそ 偉大 な る 恩 久 な り 。 
34. 永遠 の 楽園 * に は 彼 等 7 が 入る べ 5s 30383 oc 


EJ ン ad 
ひと そこ の っ 
a 
3 


し 。 役 等 は そこ に 、 黄金 と 真珠 の 腕 環 る イイ る A 
A EE Et @ ン ^ うぅ ン ン 

に 飾ら れ 、 ま た そこ で の 人 彼 等 の 衣裳 は つの りう 93mAS Os っ 多 
絹 な る べし 。 Fs グラ * 
らっし 

35. 面 し て 、 役 等 は 云わ ん 、「 す べ て < a Mia 3 る 


の 賞 讃 は 我 等 か ら 災 い を 取り 除き 給 


3:59: 39:11. 222:SS: 47:3: 56:96. 9:72: 13:24: 16:32: 61:13: 98:9. is:32: 22:24: 76:22. 


3430 当 節 は 、 先 節 に 述べ られ た ウラ マー(Ulama= 知 識 を 授かっ た 人 ) に つい て 記述 し て 
いる 。 


人 人 れ 信 者 は 、 厳 し い 精 神 的 修養 の 様々 な 段階 を 経て 行く 。 初め に 、 彼 は 自ら の 低俗 な 
ョ と 真剣 に 戦い 、 厳 し い 自制 を 実践 する 。 そ の 後 徐々 に 目標 に 近付き 、 遂に は 精神 
的 に 完全 な 発達 を 遂げ 、 そ の 崇高 な る 目標 に 向かい 一 定 の 速い 速度 で 進ん で 行く 。 
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ー テ ィ ル Fatr( 創 造 者 ) 


十 二 傘 


え し ア ッ ラ ー に 属す 。 げに 我 等 の 
は 、 寛 大 に し て 、 iD 
36. ( 彼 こ そ は ) そ の 恩 銀 に よっ て 、 我 
等 を 特別 な 邸宅 に 入ら し め 給 うた 御 
方 な り 。 そ こ に ? 我 等 は 苦労 も な く 、 
また 疲労 も 覚え ざる な り 」 ぞ ダヴ ぞ 。 


37. され ど 、 不 信 せ し 者 ども あら ば 、 
彼 等 に は 地獄 の 火 あ り 。 彼 等 に 対し て 
は ? 死 の 判決 も な され ず 、 ま た その 懲 
六 も 役 等 か ら 軽減 され ざる べし 。 か く 
の 如く 、 わ れ ら は すべ て の 忘 恩 者 に 応 
報 す る な り 。 

38. 9 a eo 


了 等 が な せ し 和 和光 と 上 異な り 、・ | 
し い 行 動 を な さん 」。 「 わ れ ら は お 前 達 
に 、 思 告 に 従う 者 な ら ば 忠告 に 従え る 
十分 な る 寿命 を 与え ざり し か ? また 、 
警告 者 も お 前 達 に 来 た る な り 。 さ れ ば 
梁 等 、( 懲 罰 を ) 味 わ え 、 不 義 な す 者 ど 
も に は 如何 な る 佑 助 者 も な し 」。 
五 項 

39. 9 げに アッ ラー は 、 諸 天 と 大 地 に 於 
ける 隠さ れ た る こと を 知り 給 う 御方 
な り 。 げに 彼 は 、 胸中 に ある も の を 熟 
知 し 給 う 。 

40. 役 こ そ は お 前 達 を 地上 に 於 ける 
後継 者 た らし め た り 。 され ば 、 不信 せ 


3 ばく 上 エレン ン | 


FE THIESD O52 
る CE 
GEN こう 6 ES 

EE 
っ っ 58Y SE IR DER S 


i 


っ 9 2 タタ ン ン 4 52 る 内 eg に 


8 


A 


OE TIE 人 MSG3 
Gs 5 ら ヒア ス 4 5 


ルレ ば っ eS 0 
EA GE 


9 


ぅ > ゴイ + 


A 
Os 
EY UCT CUS A LA Pl 


っ つい の F り (| 


Ole っ 、 う 導 全 


115:49. 220.75: 87:14. 77:54: 26:103: 


32:13: 39:39. A 1:124; 16:78: 27:66. 


2 。 あら ゆる 恐怖 や 普 悩 か ら 完 全 に 解き 放 た れ 、 神 の 喜び を 伴う 心 の 平安 と 魂 の 充足 を 


得る こと は 、 天 国 に お ける 最高 の 段階 で あり 、 


アー ン は 、 現 世 上 且つ 来世 に 於 いて 信者 達者 に 、 こ 


MM し て ある 通り 、 聖 クル 
の 至福 が 授け られ る と 約束 し て いる 。 
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し 者 あら ば 、 そ の 不信 心 ( の 結果 ) は 彼 自 
身 に 対し て 表れ る べし 。 され ば 不信 者 ど 
も に 彼 等 の 不信 心 は 、 そ の 主 の 御 許 で 
( 彼 の ) 怒 り を 増 さ し むる に 外 な ら ず 、 ま 
た 不信 者 ども に 彼 等 の 不信 心 は た だ 損 
和 失 を 増 さ し お る に 外 な ら ず 。 


41. 云え 、?「 お 前 達 は 、 アッ ラー 以外 
I 
し か ? 我 に 示せ よ 、 彼 等 が 地上 で 何 を 
創造 し た る か を 。 それ と も 、 彼 等 に は 
諸 天 (の 創造 ) に 於 いて の 分 担 あ りや ? 
それ と も われ ら は 、 彼 等 に 或 る 経典 を 
与え た れ ば 、 GS は 明 証 
に 基づき た りや ? 」。 否 、 不 義 者 ども 
の 一 部 は 他 の 一 部 に 約束 する は た だ 
欺く に 外 な ら ず 。 
42. ? げ に アッ ラー は 、 諸 天 と 大 地 を は 
ずれ な いよ うに 抑え る な り 。 も し それ 
ら 両 者 が は ずれ た れ ば 、 彼 を 描い て 
何人 も それ ら 両 者 を 抑え る 能 わ ず 
ぞ o げに 彼 は 寛容 に し て 、 寛 大 に ま 
し ます 。 
43.“ 面 し て 彼 等 は アッ ラー に か け て 
NIS も し 彼 
に 警告 者 が 来 た り な ば 、 役 等 は 他 の 
We4 ょ Ve て Why 


り 、 と 。 然るに 、 彼 等 に 人 警 告 者 が 来 た 
る や 、 彼 等 を し て た だ 嫌悪 を 増 さ し め 
た る に 外 な ら ず 、 


ファ ー テ ィ ル Fatr (創造 


の lem en 
| 
: 2 a 3 つら Yi 
I 

AE 320 8 
8 Tar OF 
NO 


デリ 


っ タイ と 2S らい くり 
用 ご ン OU 
内 
うる ILSS レア NC RA 本 


ン 
| 


8 


SN っ 340 いて) 


ン 
の EN 


EN 
0 


ン っ づ ず 


D8 VG 


234:28: 46:5. P22:66. "6:138. 


2423 天 と 地 、 両 方 の 機構 は 、 一 定 の 進路 を それ る こと な く 、 完 全 な る 調和 を も っ て 作 


事 を 続け て いる 。 この 調和 は 


、 背 後に 聡明 に し て 全能 な る 存在 の ある こと を 示し て い 


る 。 この 最高 の そし て 知性 ある 存在 と は 、 我々 の 崇拝 を お 求め に な られ る 神 で ある 。 
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ファ ー テ ィ ル Fatir (創造 者 ) 


十 二 傘 


44. <( 彼 等 が ) 地 上 に 於 いて 信 慢 に ふ 
る まい 、 悪事 を 策謀 し た る が 故に 。 さ 
れ ど 、 悪 事 の 策謀 は 、 た だ その (策謀 の ) 
張本人 を 取り 囲む に 外 な ら ず 。 さ れ ば 
彼 等 は 、 昔 の 人 々 に 対す る 慣例 以外 に 
何 か を 期待 し 得る か ? 曽 し て 梁 は アッ 
ラー の 慣例 に 如何 な る ? 変 更 も 見 出さ 
ざる べし 。 また 液 は アッ ラー の 慣例 に 
は 如何 な る 変化 も 見 出さ ざる べし 。 

45.* 彼 等 は 地上 を 遍歴 せ す ざ り し か ? 
され ば 彼 等 は 、 己 以前 の 人 々 の 未 路 が 
如何 に な り し か を 見 た 管 、 を の 人 々 は 
力 に お いて 、 彼 等 より も 優 り た る に も 
か か わら ず 。 され ば アッ ラー は 、 諸 天 
と 大 地 に ある 如何 な る も の に よっ て 
も 無力 せしめ 得 ざる な り 34。 げに 彼 
は 全 知 者 に し て 、 全 能 に まし ます 。 

46. 4 も し アッ ラー が 人 々 を その 所 業 
に よっ て 捕え し な ば 、 こ の (地面 の ) 上 
に は 如何 な る 生存 者 も と り 残 され ざ 
る べし 。 され ど 彼 は 、 定め られ た る 期 
限 “まで 彼 等 を 猫 予 し 給 う 235。 さ れ 
ば 、 彼 等 の 定め の 期限 到 る や 、 ば に ア 


ッ ラ ー が その 僕 等 を よく みそ な わし $ © OE NG 計 


給 う (こと が 明白 と な らん )。 


045 ころ YS 
US EY 
NC OSE 
OS OY 3 


YA は に あ 、 つ っ ちら > 
OIC ISIN G 
RE | 95 


と ン 


ン 


27:51-52.717:78: 33:63: 48:24.『12:110: 22:46、47: 30:10: 40:22: 47:11. 0:12; 18:59. 7:35: 10:50: 16:62 


2 聖 預 言 者 を 亡き 者 に し よう と する 不信 者 達 の 企み は 全て 失敗 に 終わ り イ スラ ム 
の 大 義 が 勝利 を 得る こと は 、 不 変 の 天命 で ある 。 

249 慈悲 深き ぎ 神 は 容易 に は 軸 を 下さ れ な い 。 邪悪 で 反抗 的 な 者 に 対し て 、 その 態度 を 改 
め さ す た め に 、 神 は 猫 予 を お 与え に な る 。 も し 神 が 叶 を 経 ず し て 罰 を 下さ れる な ら 、 罪 
人 達 は 即刻 滅び 、 世 の 終わ り を 迎え 、 地 上 の 全 生 命 は 絶滅 する で あろ う 。 そ れ は 、 人 類 
絶滅 の 後 、 動 物 、 鳥 類 等 が 生存 すべ き 理由 が 無い か ら で あ る 。 又 、 当 分 は 、 神 が 、 こ の 
世 の 記 まわ し い 虫 けら 共 、 つ まり 不信 者 に 対す る 裁き を 殿 わ れ な いと も 意味 し て いる 。 
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a 
三 十 六 章 
ヤー スィ ー ン Ya Sin 
メ ツ カ 盛 示 

啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

すべ て の 神学 者 の 見 解 が 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た も の で ある と し て 
いる 。 そ の 文体 も 内 容 も 、 こ の 見 解 を 証明 し て いる 。 そ の 主題 の 重要 性 に よ 
っ て 、 聖 駐 言 者 は それ を 聖 ク ルアー ン の 心臓 と 名 づけ て いる 。 前 章 に 於 いて 、 
神 は 天 と 地 の 創 造 主 と し て 、 人 間 の すべ て の 物質 的 必要 の みな ら ず 倫理 的 や 
精神 的 必要 条件 も 満た し て くれ た と 述べ て いる 。 こ れ は 神 ご 自身 が 、 こ と ご 
と く の 民 族 の 中 か ら 使 徒 を お 選び に な り 、 神 託 を 役 等 に 啓示 する こと に よっ 
て な され た も の で ある 。 当 章 で 「 完 全 な る 指導 者 」 また 「 素 晴らし い 指 導 者 」 
と し て 指名 され た 聖 預 斉 者 に 、 神 は 最も 完全 な る 神託 を 啓示 し 、 総 対 確実 な 
聖 ク ルアー ン の 形式 で 聖典 を 与え た の で ある 。 
主題 

当 章 は 聖 預 言 者 を 「 完 全 な る 指導 者 」 と 呼ぶ こと で 、 開 扉 さ れる 。 ア ダ 
ム で 始ま っ た 使徒 の 制度 は 、 聖 聞 言 者 に 於 いて 最も 完成 し た 模範 と し て 現れ 
た 。 聖 預言 者 の 方 針 の み が 神 へ 導く 正しく て 真っ 直ぐ な 道 で ある 。 以 前 に 神 
へ と 導い て くれ た すべ て の 他 の 道 は 今 は 閉ざさ れ て し まい 、 そ し て いつ まで 
も 閉ざさ れ 続 く で あろ う 。 神 は 今 、 聖 預言 者 に 従う 者 達 を 通し て 、 ご 自身 を 
啓示 する で あろ う 。 神 は 絶対 確実 な 知識 で 、 NUM 
か っ た アラ ブ 人 を 人 類 に 最後 の 神託 を 布教 する た め に 選ん だ の で ある 。 ア 
A A は 
り 、 今 や 新しい 帝 刺 と し た 精神 的 生命 が 花 開 き 始め た の で ある 。 当 章 は 、 神 
は 使徒 を 通し て 、 人 間 に 神 ご 自身 を 如何 に 啓示 し て いる か を 隠 只 的 に 語っ て 
いる 。 そ れ は 、 人 々 を 神 の ほう へ 招く た め 、 時 満ち て 立て られ た 預言 者 、 モ 
ー ゼ や イエ ス 並 びに 聖 預 昔 者 に つい て 語っ て いる 。 ま た 当 章 は 、 後 世 で 、 宗 
教 が 衰退 し 神 の 啓示 が 疑わ れ 拒否 さ れる よう に な っ た 時 、 イ スラ ム の 中 心 か 
ら 憶 く 離 れ た 地 に 、 神 は 聖 預 斉 者 の 信者 達 の 中 か ら 、^ 一 定 の 者 "を 立て る と 諸 
っ て いる (36:21)。 こ の 宗教 改革 者 は 、 人 々 を イス ラム に 招く で あろ う 。 然し 
な が ら 、 昔 の 預 斉 者 た ちと 同じ よう に 、 彼 の 招き も 世に いれ られ な し 改革 者 
の 叫び と な ろう で あろ う 。 悪 の 力 は 、 し っ か り し た 提 力 で 、 全 世界 を 制す る 
で あろ う 。 人 間 は 間違っ た 神々 を 崇 捧 する で あろ う 。 従っ て 、 天 軸 が 世界 に 
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下さ れる で あろ う 。 次 に 当 章 は 、 よ く 知 られ た 自然 の 法則 に 注意 を 促し て い 
る 。 す な わ ち 、 大 地 が 乾 上 が る と 、 神 は 雨 を 降ら せ 、 そ れ に よっ て 大 地 は 新 
し い 生 命 に 脈動 し 始め る 。 さ すれ ば 牧草 や 野菜 、 種 々 な る 果実 は 生長 する の 
で ある 。 同様 に 、 人 間 の 魂 が 腐食 し 、 汚 染 さ れる な ら ば 、 神 は 啓示 を 持っ て 
天 か ら 寺 水 を 降 す 。 そ れ か ら 当 章 は 同じ 主題 を 他 の 直 喉 で 説明 し て いる 。 そ 
れ は 、 昼 と 夜 の 交替 の 法則 を 指摘 する 。 更に 当 章 は 、 神 は すべ て の も の を 対 で 
創造 し た と いう 啓示 され た 真実 を 指摘 する 。 野 菜 や 無生物 の こと さえ も ペア 
で 創造 され た の で ある 。 こ の 直 只 は 、 す べ て の 真 の 知識 は 、 神 の 啓示 と 人 間 
の 理性 の 結合 の 結果 で ある こと を 示す 。 当 章 は 閉じ る に 当っ て 、 イ スラ ム の 
偉大 旦 つ 故 か し い 未 来 に 注意 を 惹き 寄せ て いる 。 そ れ は 、 神 慮 は 、 幾 世紀 も 
の 間 、 社 会 で は 非常 に 低い 等 級 に 取り 残さ れ た アラ ブ 人 の よう な 人 々 は 、 今 
で は 物質 的 に も 精神 的 に も 繁栄 の 絶頂 に 昇進 する こと は 神意 で ある と 語っ て 
いる 。 それは 備 い 夢 で も な けれ ば 詩 的 な 空想 で も な い 。 神 の 預言 者 、 つ まり 
天 の 使者 が 彼 等 の 中 に 出現 し 、 彼 等 を 精神 的 に も 物質 的 に も 、 威 勢 と 光栄 の 
最高 頂点 に 導く で あろ う 。 
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節 数 84、 メ ッ カ 啓 啓示 


1.? 慈 悲 深く 、 恵み 遍 く アッ ラー の OS UMS 
御名 に お いて 。 6 
2. ヤー スィ ー ン 29。 ③⑤ 
3. 英知 に 満ち た る クル アー ン 97 に db 
示 て 、 2 

5S, 正 し き 道 の 上 に ( あ 4005 9 nt っ る と レラ と 
6. ?( こ は ) 威 力 に し て 慈悲 深き 御方 の 33028 計 う 29 と 
啓示 な り 、 タス 


dak:l, 20:5: 32:3; 40:3: 41:3; 43:3: 46:3. 


420 セー ス ィ ー ン と いう 結合 され た 略字 の 中 で 、 ス ィ ー ン の 文字 は 、 イブ ン ・ ア ッ バ 
ー ス に 依 れ ば 、 ア ル ・ イ ン サ ー ン の 代理 を 務め 、 人 又は 完全 な る 人 間 を 意味 する 。 又 
は 、 それ は サッ イエ ド ( 最 高 者 や 指導 者 ) を 示す 。 従っ て 、 ヤー スィ ー ン と いう 表現 は 、 
完全 な る 人 間 よ ! 又は 、 完全 な る 指導 者 よ ! 」 を 意味 する 。 学 者 た ちの 合意 に 依 れ 
ば 、 そ れ は 聖 預言 者 に 言及 し て いる 。 彼 は 完全 な る 人 間 で あっ た 。 何故 な ら ば 、 人間 
性 、 そ の 慈愛 と 人 情 が 、 彼 に 最高 且つ 最も 完成 され た 見 本 と し て 見 られ た か ら で あ る 。 
従っ て 、 彼 は 完全 な る 指導 者 で あっ た 。 何故 な ら ば 、 啓示 の 扉 は 他 の すべ て の 預言 者 
た ちの 信奉 者 た ち に は 閉じ て いる 故に 、 彼 の 出現 の 後 、 偉大 な る 宗教 改革 者 と 神学 教 
師 は 、 彼 の 弟子 達 か ら の み 出 現す べき だ っ た か ら で あ る 。 

2427 聖 預言 者 の 主 張 の 真実 さ を 証明 する 一 番 有 能 、 上 且つ 説得 力 の ある 論証 は 、 聖 クル 
アー ン そ れ 自 体 で ある 。 そ の 真実 を 立証 する に は 、 彼 自身 は 、 無 学 の 人 物 に も か か わ 
ら ず 、 知恵 に 溢れ た 、 そ し て 種々 の 多様 な 長所 や 美 点 に お いて 他 の すべ て の 啓典 より 
遂 か に 卓越 し た 経典 及び 、 完全 な る 法典 や 人 類 の 道徳 発展 と 精神 改革 の 永遠 な る 手段 
を 世に も た らし た 事実 に 勝る 大 な る 証拠 は 存在 し な い 。 

2 聖 預 言 者 の 道 は 、 今 や 神 の 許 に 繋が る 唯一 の 正しい 道 で ある 。 当 節 は 、 聞 斉 者 
と 折 学 者 の 差異 を 明確 に 述べ て いる 。 哲学 者 は 真理 を 見 出す の に 長い 時 を 必要 と し 、 
追求 最 中 に 迷う こと も 度々 ある 。 し か し 、 神 の 預言 者 は 、 0 最短 距離 を 経 
て 真理 に 到達 する 。 哲学 者 の よう に 抽象 的 で 難解 な 思考 に こと も な く 、 預 言 
者 は 神 の 啓示 に 導 か れ て 直接 真理 に 到達 する の で ある 。 
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7. < 流 が その 父祖 た ち が 和 警告 され ざ 248 る 3 わ 3 ビレ じき うる 
り し 民 を 警告 せん が た め に 、 され ば 彼 Mi 
等 は 無 李 着 な る 人 々 な り 。 OO 


8. げ に 、 彼 等 の 多く の 者 に 対し て :48 2。 1 kd、 まく 5 
御 言葉 は 実直 され た り 。 され ば 彼 等 は 90 
信 ぜ ざる べし 。 OURY 
9. げに われ ら は 、 彼 等 の 首 に 首 柳 を 1 WAC I 
We 2428 。 さ れ ば そ は 頭 ま で と 6 才 
どき た る た め 、 彼 等 は 頭 を 上 向け る OO OIY 
な り RA. 
10. また 、 MN a RE CS 
を 設け 、 彼 等 の 背面 に も 障壁 を 設 り > 2 
0 され ば 、 N ODE EE 
昌和 5 94 


ア 


3 A TS 3 2 2 の 5 
RN 内 に は 同じ な り 。 彼 等 


は 信 ぜ ざる べし 2430_ 0 デ る 


RR 深き 6 

御方 を 異 れる 者 の み 。 さ れ ば 、 そ の @⑤ ょ う i 

者 に 、 御 赦し と 貴重 な る 報奨 の 朗報 

を 伝え よ 。 

NE し IE 
42423$ じ こう | | 

な り 。 面 し て 、 我 等 は 彼 等 が 先 に 送る プペ の の TO 

928:47: 32:4. 613:6: 16:5. “27. 935:19. 

2438 慣習 、 し きた り 、 偏 見 に 捕らわれ る こと 。 不信 者 は これ に 東 紳 さ れ 、 真 理 の 受け 

入れ を 阻ま れ 、 改 心 の 努力 を 無 に され る の で ある 。 

24284 人 が 知性 を 働か せ 、 慣 習 の 束縛 か ら 逃 が れ よ うと 労力 する と き で すら 、 彼 は あ 

ら ゆ る 方 面 か ら の 圧力 を 受け 、 正 し く 洞 察する こと は ほとん ど で き な い 。 

2423 し また り 、 偏 見 、 う ぬ ぼ れ が 災い し 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ れ ば 得 ら れ た で あろ 

う 輝 ける 壮大 な 未来 を 、 不 信者 達 は 予期 する こと が で き な か っ た 。 又 、 真 理 を 拒み 

神 に 六 せ られ た 過去 の 人 々 の 歴史 を 振り 返る こと も し な か っ た 。 

2430 > 注 26 を 参照 。 
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も の を 記録 する な り 。 そし て 役 党 等 の 着き < に 
跡 も また 然 り 。 く され ば 、 われ ら は 全て 。 ^ “ 
の も の を 明 際 な る 原 科 に 記録 す 1。 を oR ) 
二 項 
14. 耐 し て 、 そ の 叶 の 人 々 を 例 と し て ま 25 負い こと し [VS で の) うけ 
彼 等 に 述べ よ 7" 、( つ まり ) 使 徒 た ち OO MO 
が その ( 計 の ) 中 に 来 た り し 時 を 。 0 se 
15. われ ら が 、 彼 等 に 二 人 (の 使徒 じ 43 も とう | EL 3 
を 道 わせ し 時 、 彼 等 は この 両 名 を 訂 人 2 本 人 の 
と みな し た り 。 さ れ ば 、 われ ら は 三 人 っ 31 I と JC。 8 


目 の 者 に よっ て ( 彼 等 を ) 強 め た り 234。 22 
従っ て 、 彼 等 は 云え り 、「 げ に われ ら 0 

は お 前 達 へ 遣わ され た る 者 な り 」 と 。 | 

16. 彼 等 は 云え り 、 ?「 お 前 達 は 我 等 と U3 CR TI 


同じ 人 間 に 外 な ら ず 。 また 綴 上 深き 件 。 。 』」 / 。」。 
方 は 何 も の も 降 し た る に 非 ず 。 お 前 達 eo つて し あこ っ て 
は た だ 偽る に 過ぎ ず 」 と 。 is 


17, 彼 等 は 云え り 「 我 等 の 王 は 、 我 等 ィ ュ ライ ンタ タン の 2 イイ T る 1 コイ ラン 2 ゴン 2 イ 1 る 
ODOR ECS PT 
が 確か に お 前 達 に 遣わ され た る 者 な i 


る こと を 熟知 し 給 う 。 


18:30: 72:29. 714:11: 26:155、 


や イマ ー ム と は 、 人 々 や 軍隊 の 先導 者 、 手 本 又は 模範 、 各 民族 の 聖典 、 途 や 方 向 な 
ど を 意味 する (Lane より )。 
ダダ タカ ル ヤ と は 、 如 何 な る 町 、 又 は 場所 を 意味 する 。 或 い は 隙 只 的 な 演説 で 、 全 世界 
を 表し て いる 。 従っ て 、 ア スハ ー ブ ル ・ カ ル ヤ と は 一 RU 言っ て いる 。 又は 、 

その 語 は 、 イ スラ ム の 中 心 旦 つ 砦 で ある 特定 の 町 メッ カ に 劉 意 し て いる 。 こ の 場合 は 、 
「 便 徒 達 】 と いう 語 は 、 すべ て の 使徒 達 と 預言 者 達 に お ける 代表 た る 國 預言 者 に 適用 
され る 。 

3 モーゼ と イエ ス 、 又 は アブ ラ ハ ム と イシ ュ マ エル 。 

2434 亜 預 言 者 は 、 モ ー ゼ と イエ ス が 預言 し た 彼 の 到来 を 実現 する こと で この 二 人 を 力 づ 
けた ( 申 命 記 18:18 及び マタ イ 21:33-46)。 更 に 2:129-130 節 に 述べ られ た アブ ラ ハ ム と 
イシ ュ マ エル の 祝 り が 役 の 身 を も っ て 成就 され た こと で 、 と の 二 人 を 力 づ けた の で ある 。 
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VRIES RG EGR OREERGEGSGRR EGTRRA ERE RE ERR RGR PERSE ER SRR ER 


18. 2 疹 し て 我 等 の 務め は 、 た だ (神託 OTR EELS 
を ) 明 白 に 伝達 する こと に 過ぎ ず 」。 2 に 
19. 不信 者 ども は 云え り 、「 我 等 は お 133 50 つる SN 95 
前 達 を 以 て 占い 、 凶 と 出 た り 。 前 レレ レッ 。 。。 ィ レレ テン 
達 、 も し 止め ず ば 、 我 等 必ず お 前 轄 て は と ビ っ m て こう て eS) 
を 石打 ち に せん 2%%。 さ れ ば 我 等 の 手 ei 
で 必ず お 前 達 に 痛ま し い 懲 回 が 降り か 
か らん 」。 

20. 彼 等 は 答え り 、「 お 前 達 の 凶 兆 は 、? ul 
お 前 達 と 共に あり 。 お 前 達 は 訓 戒 され 0088R2 2 
た る と も (拒否 する か ?)。 吾 、 お 前 達 。 DO あー プラ sol b つめ っ 
は 得 を 超え る 民 な り 」。 

21. 2 古 し て 、 町 の 外 よ り 336 或 る 男 U8 2 
2497 が 走り 来 た り て 9、 云 えり 「 我 3 0 ee の 
が 民 よ 、( こ れ ら の ) 遣 わ さ れ た る 者 た Oo oar 8 
ち に 従え 。 
22. お 前 達 に 報酬 を 求め ざる 方 々 に 2% 引受 12 SYS EE] 


ンー っ イマ うる 


OV 9J へ eS 


23. 何 改 に 我 は 、 我 を 創り し 御方 を 涯 き GIGI ds 
め ざ る べき や ? 病 し て 彼 の 許 へ こそ 一 _ の 
お 前 達 は 戻さ れる な り 。 O Ox>n 


13:4}; 16:36; 24:55; 29:19. 128:21, 


人 2 や タラ ジャ マ ・ フ ー と は 、 彼 は その 人 を 投石 で 殺し た : 彼 は その 人 を 強打 し 、 殺 し た : 
彼 は その 人 を の の し っ た : 彼 は その 人 を 破門 し た 、 を 意味 する (Lane より )。 

2496「 町 の 外 」 と は 、 イ スラ ム 教 の 本 山 か ら 最も 離れ た 地 を 指す 。 

”。 フジ ュ ル ン (Rajulun) と いう 言葉 に お いて 、 そ れ と な く 言 及 さ れ て いる の は 、 聖 預 
言 者 の 有名 な 言葉 で 同じ よう に 留意 され た 約束 され た 救世 主 に 違い な い ( ブ ハ ー リ ー、 
タフ スィ ー ル 章 )。 

2 や 「 走 り 来 た る 」 の 同義 語 は 、 聖 預言 者 が 約束 され た 救世 主 に つい て 語る 時 に も 用 
いら れ た 。 その 言葉 の 中 で 、 彼 は イス ラム の 前 進 の た め に 辛抱 強く 賢明 に 務め た と 述 
べ て いる 。 
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24. 我 は 彼 を 差し 置い て 神々 4 を 取 33 6 の 1 逢え うお よる 3 
り 上 げ る べ け ん や ?4 も し 慈 相 深 き 御 し 
方 が 我 に 袖 を 下さ ん と 欲す な ば 、 彼 等 つる GREON > > 
(神々 ) の 執り 成 し は 我 に と り て 何 の 役 TE と る 
に も 立た ず 、 ま た 彼 等 は 我 を 救う 能 093 
ざる な り 。 

25. さす れ ば 、 我 は 確か に 明白 な る 迷 ee UL2 513 
誤 の 中 に (陥る ) な り 。 a 

26. 我 は お 前 達 の 主 を 信じ 奉る な り 。 80 っ る 
され ば 、 我 に 耳 傾け よ 」。 a 
27. ( 彼 が ) 云 われ た り 、「 楽 園 に 入れ 」 3 こ ER J 3s 
2449。 彼 は 云え たり 、「 あ あ 、 我 が 民 が 知 GL 
り た れ ば な ! Os 
28. 我 が 主 が 我 に 件 散 し を 与え 、 尊 履 ぐみ SA うう こう と に 。 
され た る 人 ん 々 の うち に 我 を 入れ 給 う 2 2 
た こと を !」。 OOo | 


29. 耐 し て 、 わ れ ら は 彼 の 後 、 そ の 民 JOeeA2 ee 3 た CTLs 
に 対し て 、 天 か ら 如 何 な る 軍勢 を も 降 a 
さ ざ り き 。 ま た 、 我 等 は (それ を ) 降 す OO AS 5 中 58 
つも り も な か りき ぎ き 。 


22:13-14; 39:39、 


2439 人 ん 々 は 約束 され た 救世 主 の 時 代 に さま ざま な 神々 、 富 の 神 、 物質 的 権力 、 偽り の 
政治 哲学 、 実 現 不可 能 な 経済 理論 等 を 連 め る で あろ う 。 

2449 ラジ ュ ル ン ・ ヤ ス ア ー(Rajulun Yas'g) と 関連 し て 、 当 節 に 於 ける 楽園 の 特別 な 言及 
は 、 非常 に 意義 深い 。 聖 ク ルアー ン に お いて 、 す べ て の 信者 達 は 楽園 が 約束 され た な 
ら ば 、 この 特別 な 言及 は 不 必要 で 場違い の よう に 思わ れる 。 約束 され た 救世 主 に よっ 
て 、 神 の 特別 な 命令 の 許 に お ける カー ディ アン で バ ヒ シュ ティ ー・ マ ク バ ラ ( 楽 園 の 
墓地 ) と し て 知ら れ て いる 特別 な 墓 が 設立 され た こと は 、「 溢 楽園 に 入れ 」 と いう 言葉 
の 実現 的 履行 で ある か も 知れ な い 。 約 束 され た 救世 主 が 5 イン ニー・ ア ン ザ ルト ッ ゥ ・ 
マ ア カル ・ ジ ャ ン ナ "と いう 趣旨 で 受け た 啓示 が ある 。 即 ち 、 我 は 次 と 共に 楽園 を 降 


し た り (Tadhkirah より )。 こ の 啓示 も 叉 、「 楽 園 に 入れ 」 と いう 言葉 の この 解釈 を 支持 
し て いる と 思わ れる 。 
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30. “ そ は た だ 激しい 一 声 の みな りき EE 9 SN EE 
され ば 見 よ 、 彼 等 は 消 濾し た る な 」 


り 2441 


1 ああ 、 悲 し いか な 僕達! 如何 な 人 まき と cb し ひと ちこ ろく 
る 信任 に 来る た びに 、 彼 等 は 彼 の 2 の 
を 咽 笑 する な り 4。 OO RIE Y J 


32. “ 彼 等 は 見 ざり し か ? わ れ ら が 如 8288 CUAT う 人 っ 355 | 
何 に 多く の 世代 を 彼 等 以前 に 滅ぼし 0 2 
た る こと を 。 ず に 、 それ ら ( の 者 ) は 彼 6803 i OE 
等 に 帰ら ざる な り 943, 

33. 耐 し て ( 彼 等 の ) 各 々 は 皆 、 わ れ ら を 6⑥9 ジ 232E3 を 。< 55 
の 御 許 に ひき 出さ れる べし 。 

34. “ 耐 し て 、 死 せる 大 地 に お いて 彼 ーー イラン ダレ ョ ン 
等 の た め に 神 兆 あ り 。 わ れ ら は 逐 を 生き 人 A ココ 
返ら せ 、 芝 より (様々 な ) 幸 物 を 出 で せ し @95L だ 。9 じ ek も ほる 5 
め た り 。 さ れ ば 、 そ の 中 か ら 彼 等 は 食す 。 


35. 7 また 、 われ ら は 、 その 中 に 東部 子 SA ン 和 Es じ に < 5 

や 稀 荷 の 園 を 設け 、 面 し て われ ら は そ  “* a 
i A A レン グ の 2* 2 2 仙 

こ に 泉水 を 湧き 出 で せ し め た り 2444、 EA S83 


36. 彼 等 が その 果実 を 食 せ ん が た め +*。 る Eb 
に 。 そし て また 己 が 手 で 稼ぎ し も の を OR 


921:41: 36:50. P15:12; 43:8, C17:18; 19:99: 20:129: 50:37, 21:96; 23:100, 101. “16:66.713:5; 16:68: 23:20. 


人 せこ の 言葉 は 、 砲 弾 、 焼 夷 弾 、 原 子 爆弾 が 爆音 と 共に 落下 する 時 の 模様 を 指し て い 
る よう だ 。 爆弾 が 落下 、 迷 裂 し 、 辺り の 生命 ある 者 は 全て 死に 絶え 炎 が 全て を 焼き 尽 
くす 。 他 の 箇所 で 聖 クル ア ー ン は この 和 罰 に つい て 、18:9 節 で 述べ て いる 「 わ れ ら は 、 
その 上 に 在 る すべ て の も の を を 不毛 の 土地 に 帰せ し めん 」。 

2 当 節 の 言葉 は 長 感 に 満ち て いる 。 全能 の 神 自ら 、 聖 預言 者 が 人 々 に 拒 ま れ 咽 笑 さ 
れる こと に 深く 悲し まれ て いる よう だ 。 聖 預言 者 は 人 々 の た め に 悲し ん だ が 、 彼 等 は 
軽 工 と 咽 笑 を も っ て それ に 答え た 。 

442 と の 言葉 は 万 物 に ふさ わし い 天 台 に つい て 述べ て いる よう だ 。 

44 前節 の 陰 只 は ここ で も 続い て いる 。 アラ ビア の 渦 い た 大 地 か ら 精 神 的 知識 の 泉 が 
わき 出 て 、 精 神 的 果実 を 付け た 木々 が 当たり 一 面 に 育つ で あろ うと 当 節 は 述べ て いる 。 
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ヤー スィ ー ン Ya Sin 


も ( 食 せ ん が た め に )。 さ れ ば 、 彼 等 は 

感謝 せ ざ る か ? 

37. 2 聖なる か な あら ゆる 対 を 創造 し 

給 うた 御方 ** や 、 大 地 が 生 ぜ し むる も 
の の 中 目 つ 1 等 自身 の 中 、 面 し て 彼 
等 が 知ら ぬ も の の 中 。 


38. "また 、 夜 に 於 いて も 彼 等 の た め に 
神 兆 あ り 。 われ ら が その 中 か ら 昼 を ひ 
き 出す な り 。 され ば 見 よ 、 彼 等 は また 
暗 間 に 履 わ れる な り 。 

39. “また 、 太陽 は 、 その 定め られ た る 
行き 先 に 向かっ て 運行 する な り 。 こ は 
威力 に し て 全 知 な る 御方 に よっ て 定 
め ら れ た る 搾 な り 。 

40. 7 また 、 月 の た め に も われ ら は 段階 
を 定め た り 。 され ば 、 そ は 則 格 子 の 古 
い 枝 の 如く な り て 戻る な り 。 


41. 太陽 は 月 に 追い つく 能 わ ず 、* そ し 
i 

て 、 各々 が (その ) 了 軌道 の 上 を 浮遊 
A 


三 十 六 章 
@ ら 9 めく 5 
A Rg 
ga I SNE 
PTY 

EC 
It 
EI GC RS 


A 


ゆい ン 1 タン ラリ ト 56 る ンー ン る と 
OO KE 


アー グ 


CO 叶 ら P) うこ NY 
BA CLIN 
RI NG 


13:4; 51:50. 117:13; 40:62. ©6:97; 35:6. 0:6. 25:63.121:34. 


249 植物 界 や 無生物 を も 含 


全て の 物 に は 対 が あ る と いう 事実 を 、 科 学 は 発見 し た 。 
いわ ゆる 元素 で すら 、 個 々 で は 成り 立た な い 。 
互 依存 し て いる 。 この 科学 の 真理 は 人 間 の 知性 に も 当て は まる 。 天 の 光 が 降 


それ ら も 又 、 存在 を 維持 する た め に 相 
り て 来る 


まで は 、 神 の 啓示 と 人 間 の 知性 が 結び 付い て 生ま れる 真 の 知識 を 人 間 は 手 に する こと 


が で き な い 。 


44 当 節 は 宇宙 空間 を 天体 が 漂う さま に 触れ て いる 。 


と 長らく 考え られ て 来 た 概念 を 回 ク ルアー 
特徴 は 、 科学 や 哲学 
る こと に ある 。 当 節 で は 更に 


宇宙 の 構造 は 固定 化 さ れ て いる 


ン は は っ きり と 耕 た 聖 タ カル アー ン の 
に お ける 誤っ た 考え を 否定 する だ け で な く 、 新 し い 発 見 を 予測 す 
こ 、 全 宇宙 の 優れ た 構造 と 理 法 に つい て も 言及 し て いる 。 


天体 は 全て 、 互 い の 住 域 を 侵害 する こと な く 、 規 則 正 し く 、 正 確 に 任務 を 遂げ る 。 太 
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42. 面 し て 、 われ ら が 彼 等 の 子孫 を 満 1 区 9. ょ 68 UL 2 


載 し た る 舟 に 乗ら し むる こと も また 
彼 等 へ の 神 兆 な り 。 
43. われ ら は また 、 彼 等 の た め に 、 そ 
I り ) も の を 造り た れ 
2 彼 等 は それ ら に 乗る な り 77。 
i 
を 湖 死 せしめ る な り 。 され ば 、 誰 も 彼 等 
を 助け る 者 も な く 、 彼 等 は 救 わ れ じ 、 
4$. 但し 、 わ れ ら より の 慈悲 は 別 な 
り 、 そ し て また 、 或 る 期限 まで 歓楽 せ 
し めん が た め に 。 
46. 面 し て 彼 等 に 向かっ て 、「 お 前 達 
の 前 に ある も の 人 ぞ 午 、 並び に お 前 達 の 
背後 に ある も の “ ぐ ? に 関し て 異 敬 せ 
よ 、 お 前 達 が 慈悲 に あず か らん が た め 
に 」 と 云わ れる と ( 彼 等 は 有 之 を 意 に 介 
せ ず )。 
47. ? さ れ ば 、 彼 等 の 主 の 諸々 の 神 兆 の 


中 か ら 如 何 な る 神 兆 も 彼 等 こ 来 る 度 
に 、 彼 等 は た だ 之 に 背 を 向け る に 外 な 


ら ず 。 


0 
DOI LEE LE 3 


st そっ ン 4 rn < > < 
a Bo > や 5 いう ) 5 
すす レレ オン タ 。 NN イン 

OV a 9 

Oe Es SY 


CS 


CE 


0S 2 2 1 と 


VO スピ 3 


Oo EE 


16:9: 43:13. 26:S: 21:3: 26:6. 


陽 系 は 何 億 と いう 天体 系 の ーー つ で ある が 、 中 に は 太陽 
散ら ば る 膨大 な 数 の 太陽 や 星 は 、 互い に 安全 
、 到 る 処 調 和 と 美 を 作り 出す よう に 配慮 され て いる 。 天体 は それ ぞ れ 互い の 軌 
一 定 の 道筋 を 無事 に 進み 、 全体 と し て 構造 と 運行 の みごと 


も の も ある 。 し か し 、 果 て し な い 空 間 に 
を 保ち 

道 に 影響 を 及ぼ し つつ も 、 
な 調和 を 形作っ て いる 。 


2 神 が 新 た な 輸送 手段 を 作り 


た 。 蒸気 船 、 
計 が 成就 し た こと を は っ きり と 示 
2 で あな た 方 が 今後 犯す で ある う 悪 
過去 に あな た 方 が な し た 悪事 の 結末 。 


し て いる 。 


盟 系 と は 比較 に な ら な い 程 大 きい 


出さ れる と ずっ と 以前 に 預言 し て い 


大 型 船 、 飛行船 、 飛 行 機 等 今日 多用 され て いる 物 は 、 聖 クル アー ン の 預 


ほ 事 に より も た ら さ れる 悪い 結末 。 
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48. < 面 し て 、 彼 等 に 向っ て 「 ア ッ ラ 14 っ 3 所 
っ 3 うじ 45 > る 5 
ー が お 前 達 に 授け た る 滋養 物 の 中 か 5 


ら 施 せ 」 と 云わ れる と 、 不信 せ し 者 どろ = Ss0158s30JM 
も は 信じ た る 人 々 に 向かっ て 云う 、 。 し 本 お 
「 ア ッ ラ ー も し 欲し な ば 、 自 ら 養 い 給 ゞ GO) J 


う 者 を 我 等 が 養う べき や ? お 前 達 は ON の 
た だ 明白 な る 迷 誤 に 陥る に 過ぎ ず 」。 SoA ed 
NA a 潜 1 NM 


49. 2 曽 し て 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 達 R38 3283 
が 正直 な ら ば 、 こ の 約束 が 果たさ れる 
は いつ な りや ? 」。 〇 CA3 み っ 
50. 彼 等 は た だ 、 論 争 し て いる 間 に 彼 SS 1 の 

等 に 襲い か か る “激しい 一 声 " を 待 - 
つ に 外 な ら ず 。 OO あらう 2 る 


51. され ば 彼 等 は 、 遺 言 な し 得 ず 、  、 中 52C っ あつ う RS 
また 己 が 家族 に も 帰り 得 ざ る な り 。 r 2 2 2 neo 
る OCT こす 3 


四 項 
52. 7 面 し て 、 開 唄 が 吹き 鳴ら され る こき うる 55 ちる 3 、3 た お 5 
や 2 され ば 見 よ 、 彼 等 墓 中 か ら ( 出 リッ 本 
で ) 己 が 主 の 方 へ 走り 行か ん OO IHR 


A 和合 
53. 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 導 な が LE EE A 
な 我 等 ! 誰が 我 等 の 恥 処 より 我 等 を 
喚 び 起 し た る か ?24532 これ こそ 、 慈 悲 DOI GLE I Ea EI 


A3:182; 5:65. D2:39; 34:30: 67:26. “21:41: 36:30; 38:16. 8:100: 39:69: 50:21: 69:14、 


時 罰 は 、 空 か ら 落 ちる 稲 麦 の よう な も の で あろ う 。 そ れ は 余り に 
も 突然 に 下さ れる の で 、 次 節 に 書か れ て ある よう に 、 罪人 は 遺言 を 残す こと すら で き 
0 おら 

2451「 職 玉 が 吹き 鳴ら され ば 」 と いう 言葉 は 、 裁 き の 日 に トラ ン ペ ッ ト が 吹き 鳴ら さ 
れる 他 、 偉 大 な る 神 の 指導 者 が 現れ 、 タ ラリ オン を 吹く こと を 示し て いる 。 魂 の 死ん 
だ 者 達 は この 音 に 呼び 覚まさ れ 、 墓 か ら 出 て ( 魂 が 生き 返っ て ) 神 の 呼び か け を 聴き に 
集まり 、 そ れ に 応じ る の で ある 。 

” 。 審判 の 日 に 人 間 は 難 ら せ 、 不 信者 達 は 彼 等 の 悪行 為 に 対決 させ られ 、 懲罰 が 彼 等 
の 身 に 迫り 、 彼 等 は 絶望 に 戦 き 、 肝 を つぶ し て 叫ぶ で あろ う 。「 あ あ 、 拉 な る か な 我 
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深き 御方 が 約束 せ し も の な り 。 両 し て 

使徒 た ち は 真実 を 語り た る な り 」。 

54. そ は た だ 激しい 一 声 の みな れ ば 3455 >」 独 らら ざ | の 


と 


や 、 見 よ 、 彼 等 は 皆 わ れ ら の 前 に ひ 
き 出さ れる な り 。 O03 o> 


s5. 9 され ば この 日 、 どの 生命 も 中 か ンー ライ ラブ NTG タン オイ 22 イン ラン る 1 る 
だ に 不当 に 遇 せら る る こと な し 。 西 し の 73 [4 


て 、 お 前 達 は た だ 己 が な し た る こと に OEE LY 
対し て 、 A - 
SG. げに 楽 周 の 人 々 は 、 この 日 、 種々 は うこ 812 ころ 1 0 


の 楽し み を 悦 ぶ な り 2454。 1 4 
834S3 

57. 彼 等 並び に その 全 偶 者 た ち は 、 藤 ひと A ちこ 3 2 を 05315 2 
の 下 で 2 床 に 人 箋 れ か か らん 455。 _ 2 2 NR 
DORR LDY) 


c 4 守 拓 を ン っ Mg GG EE ss っ 
58. OR 2 ESE 
り 、 また そこ に は 彼 等 の た め に 己 が 望 


© 


む も の あ らん 。 

d [ES 2456 慈悲 補 $2 of 3 hh レン 
S9. F 安 あれ 」 と 慈悲 深き 主 よ OI DRS 
り 云 われ る な り 。 

a3:26; 40:18; 45:23. 3:48: 18:32・ 83:24、 3$2:23: SS:33. 910:1 1: 14:24: 33:45. 
等 ! 誰が 我 等 の 典 処 より 我 等 を 喚 び 起 し た る か ? 」 と 。 前 節 の 隠 只 は 続き 、 然し な が 


ら 、 当 節 は 頒 言 者 の 出現 の 時 、 神 託 に 耳 を 傾け ず 、 精神 的 に 死 の 状態 に と ど ま る 方 を 
望ん だ 人 々 に 当て は まる 。 神 の 呼び 声 を 聴い た 時 、 彼 等 は 叫ぶ で あろ う 。「 何 故 誰か 
が 我 等 の 平穏 な 人 生 行 路 を 妨げ る べき か 、 そし て 我々 は その 人 に 従い 、 新しい 生き 方 
を 採用 する こと に よっ て 、 ど うし て 動揺 させ られ 、 興 奮 さ せら れる で あろ うか 」。 
2 数 館 の 中 で 繰り 返し 述べ られ る 「 一 声 」 と いう 語 に つい て 、 当 章 で は 神 の 罰 が 一 
陣 の 風 と な っ て 下さ れる 時 の こと だ と 示し て いる 。 この 語 は 、 一 瞬 に し て 町 全体 を 破 
壊す る 原子 爆弾 投下 を 指し て いる の か も し れ な い 。 

2484 来世 に お ける 生 と は 、 一 般 に 誤解 さら れ て いる よう な 無為 で 不 活発 な も の で は な 
く 、 絶 え ず 行 われ る 行為 や 精神 的 な 成長 を する も の で ある 。 

248 喜び や 幸せ は 、 愛 する 者 と 分 か ち 合う 程 に 大 きく な る 。 

で "回 に お ける さま ざま な 吉 み 、 人 と 共に ある 2 自ら の 安らぎ つま り 心 の 平穏 、 
これ ら 全 て を 当 人 節 で は サラ ー ム (平安 ) 一 語 に 要約 し て いる 。 こ れ が 天国 の 至福 の 最 
高 段階 で ある 。 
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ニ 十 三谷 ヤー スィ ー ン Ya Sin ニニ 二 六 章 
0. 面 し て 、「 流 等 罪 入 ども よ 、 今 日 OE FCS 
EMMA 


アダ ム の 子孫 よ 、 わ れ は お 前 達 YO 
了 悪魔 を 崇拝 す る な か れ と 命令 せ ざ eo > の 
り し か ? げ に 彼 は ね 前 達 の た め に ラス ea 9 


然 な 敵 な り 、 る づ 
表装 と の っ る 2 イン ィ ゴ よっ < HI TE 

ne 

れこ そ が 正しい 道 な り 。 

63. 然るに 彼 は 、 お 前 達 の 中 大 勢 の 庶 YL る : RS 


民 を 迷わ せしめ た り 。 さ れ ば お 前 達 、 - 
悟ら ざり し か ? ‘08a ke 


64.? こ れこ そお 前 達 に 約束 せら れ た ⑨O 3 と お | Eda 
る 地獄 な り 。 

65. 今日 こそ そこ に 入れ 、 お 前 達 提 否 @9354S 2 69IK 誠 2 
せ し が 故に 」。 

66. 今日 の 日 われ ら は 、 彼 等 の 口 を 母 < 四 3 まり よら っ 285 2 

印 し 、< 耐 し て 彼 等 の 手 は われ ら と 語 

り 、 ま た その 足 は 彼 等 が 稼ぎ し こと を IP ヒス 55 


証言 する な り 2487 の 
OR 


67. 間 し て 、 我ら も し 欲し な ば 、 彼 等 2 イル る 座っ 
の 眼 を 油 し 得 た 籍 な り 58。 さ れ は ば 、 GREE LS 5 


6:143. 652:13: 55:44. で 17:37: 24:25; 41:21-23. 


247 不信 者 の 有罪 が 彼 等 が 驚く 程 完 全 に 証明 され る 時 、 彼 等 の 口 は 閉じ られ 、… 言 も 
抗弁 する こと が で きず 、 人 間 が 行動 する 際 の 主要 部 分 で ある 手足 は 彼 等 の 善悪 を 示す 。 
今や 人 間 の 発言 や 行動 は 、 テー プレ コー ダー を 使っ て 正確 に 再生 され 、 テ レビ に より 
遠く 離れ た 画面 に 写し 出さ れる こと が で きる 。 これ は 、 こ の 世に お いて 、 人 間 の 舌 や 
手足 が 如何 に し て その 者 の 有罪 、 無 罪 の 決め 手 と な り 始 め た の か を 示し て いる 


248 人 間 は 自由 意志 を 授け られ て いる の で 、 自 ら の 行動 に は 責任 を 負わ な けれ ば な ら 
な い 。 不信 者 達 は 真実 に 目 を 向け る こと を 頑強 に 拒ん だ た め 、 そ れ を 見 極め る 力 を 取 
り 上 げ ら れ て し まっ た 。 こ れ は 前 節 の 「 わ れ ら は 、 彼 等 の 口 を 封印 せん 」 の 意味 で も 
ある 。 
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彼 等 は 道 を 進 も うと も 、 如 何 に し て 彼 a SE 
O03 1 ES 
等 は (それ を ) 見 得る べき や ? ンコ 


68. また 、 わ れ ら も し 欲し な ば 、 彼 等 に 3 。 1 の の 
を その 場 に 消滅 し た 答 な り 7"。 さ 。 3 2 
れ ば 、 彼 等 は 歩む 能 わ ざる な り 。 そし &  ⑥O%SyY3C っ 4 だ いい | 
て また 帰る こと も 能 わ ざる な り 。 
五 項 

69. " 面 し て われ ら は 、 長 奉 を 授け る VS1 SSS 
者 あら は 、 我 等 は その 者 を 創造 に 於 け 本 

る 能力 を 減ら す な り 2"%。 さ れ ば 、 彼 Sp 
等 は 悟ら ざる か ? 
70. 布 し て 、 わ れ ら は 彼 に 詩 を 教え た "44 で じじ う 3 る 4 に に ビタ 
る に 非 ず 、 また そ は 彼 に 相応 し か ら ず 


2469 5 と は た だ 訓 戒 に し て 、 明瞭 な る 30 
クル アー ン に 外 な ら ぬ 、 

7 生け る 者 を 成 め 、 そ し て また びに 
不信 者 ども に 対し て 御 言葉 が 実現 さ NS 
れん が た め に 。 OR 


72. 彼 等 は 見 ざり し か 、 われ ら は 己 が RA ECA IE 
手 で 創り た る も の の 中 彼 等 * の た め に の ~ 


M6:TL. P15:10; 65:11. 


22984 了 イブ ン ・ ア ッ パ ー ス に よれ ば 、 こ の 言葉 は 、「 我 々 は 家 に 居る 彼 等 を 滅ぼし た で 
あろ う 」 と いう 意味 と な り 、 又 、 ハ サン に よれ ば 、「 彼 等 の 体力 、 知 力 は 全て 和 失わ れ 
た で あろ う 」 と いう 意味 に な る (Jarrr より )。 ある い は 、「 我 々 は 彼 等 に 屈辱 を 与え た で 
あろ う 」 と いう 意味 に も と れる 。 

2 生命 ある 物 は 全て 衰え て 行く 。 この 法則 は 個々 人 の みな ら ず 国家 に も 当て は まる 。 
人 間 と 同じ く 、 国 家 も 又 、 成 長 し 、 成 妥 し た 後 、 衰 え 滅び る 。 

2469 詩人 は た いて い 夢 や 空想 に 晃 っ て いる も の な の で 、 神 の 預言 者 は 詩人 に 違い な い 
と いう 考え は 、 彼 の 尊厳 に 相反 する 。 神 の 預言 者 に は 非常 に 岩 高 な 目的 が ある 。 し か 
し 、 当 節 は 、 全て の 詩 は 有害 で あり 、 i i 
く 、 神 の 預言 者 は 、 単 に 詩人 と する に は 余り に も 崇高 な 精神 の 持ち 主 で ある と 語っ 
いる 。 

i 魂 の 滅び て いな い 人 と いう 意味 で ある 。 言 い 換え れ 
ば 、 神 の お 告げ け を 受け 入れ る こと が 出来 、 神 命 に 応じ られ る 素養 の ある 人 を 指す 。 
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ヤー スィ ー 


ン Ya Sin 


家畜 を 創り し こと を ? さ れ ば 、 彼 等 は 
それ ら を 所 有する な り 2482_ 

73.< 耐 し て 、 わ れ ら は 之 を 彼 等 に 服 
従 せ し め た れ ば こそ 、 そ れ ら の 中 彼 等 
の 乗り も の あり 、 また それ ら の 中 彼 等 
は 食す 。 

74. 2 また それ ら の 中 に は 彼 等 の た め 
に さま ざま な る 利益 、 且つ 飲み も の あ 
り 。 さ れ ば 、 彼 等 は 感謝 せ ざ る か ? 

75. 面 し て 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー を 差し 
置い て 神々 を 取り 上 げた り 。 恐 らく 、 
彼 等 助け られ ん が た め に 。 

76.“ そ れ ら (の 神々 ) は 彼 等 を 助け る 
こと 能 わ ず 。 され ど そ れ ら は 彼 等 に 対 
し て (証言 の た め に ) ひ き 出 され る 軍勢 
な り 。 

77. 9 され ば 、 彼 等 の 言う こと は 液 を 悲 
し まし むる な か れ 。 “げに われ ら は 、 
彼 等 が 隠す こと も 、 ま た 露 すこ と も 知 
る 者 な り 。 

78. 人 間 は 知ら ざり し か 、 7 われ ら が 
彼 を 精液 か ら 創造 せ し こ と を ? 然 る 
に 、 見 よ 、 彼 は 公然 と 争う 者 な り 。 

79. また われ ら に 対し て 色々 な も の 
を 虚構 し 、 自 分 の 創造 を 忘れ た る な 
り 。 役 は 云え り 、「# 誰が 骨 を 上 ら し お 
る か 、 そ は 朽ち 果て た る に も か か わら 
0 電 。 


DRG CI 


Ges a る = 


本 に 2 ッ イ タン 全 4 ン 

se JIO 5 っ 215 ふ 3315 
タ もう の ンー ライ ン 、 5 っ 26 622 ン 

OS 
と イラ ER? 

OI 

72% 18 A る 

5 RY 
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RA CGN 3 
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96:143: 16:6; 40:80-81. 16:6、67. 7:193. A10:66. 211:6; 16:24: 27:75; 28:70.718:38: 22:6; 23:14: 35:12; 40:68. 
819:67: 23:38: 45:25, 


2292 神 が 人 間 の 物質 的 欲望 を 満た され る な ら 、 その 精神 的 要望 に は 応じ られ な いと い 
う 訳 で は な い 。 当 節 及び 次 節 に お いて 、 人 間 が 日 常 最も 必要 と する 事柄 に つい て 述べ 


て ある 。 
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WIRE EORTC EFA EOE ETRE REE RERANCH IETHER EER RIOT RRR RCA ER ERR 


80. 2 云え 、「 最 初 に 之 を 創り 興し た る 8 0 GT 8 
者 が それ ら を 上 吾 ら し めん 。 され ば 、 彼 NO 
は 一切 の 援 造物 を 知 符 し 給 う 」、 OTE I Sy 3 
81. 2( 彼 ) お 前 達 の た め に 緑 の 木 より る る YG 
火 を 設け た る 御方 な り 2463 され ば 見 @G っ Te 2 で カス 4 っ る NE 5 E 
よ 、 お 前 達 は その 中 か ら 燃 や す な り 。 ンク 2 


< 諸 天 と 大 地 を 創 連 告 せ し 御 方 が Ge 


a 
Oe dt oT 1 3 セイ 
得 ざ る や 2 香 、 仮 こそ 最高 の 創造 者 に Cy PAsO に うそ っ 


て 、 一 切 を 知る 者 な り 。 ARS 
83. 4 げに 彼 は 物事 を 欲し 給 う 時 、 そ の 計 調 1 区 224311318 う 41 基 
命令 (だ け で 充分 な り )、 つ まり 彼 は た i 
だ 「 在 れ 」 と 仰せ に な れ ば 、 そ は 在 る EOI 
な り A . 

84. され ば 聖なる か な 、“ そ の 御手 の EO 
中 に 物 の 王権 ある 件 方 。 耐 し て 、 彼 る 8 A 
の 御 許 へ こそ ね 前 達 は 戻さ れん 。 。 De dl 3 


17:52: 46:34: 75:41. 0156:72, 73. “17:100; 46:34: 86:9. 2:118; 3:48; 40:69. €23:89, 


2463「 緑 の 木 」 と は 、 風 に よる 摩擦 で 枝 に 火 の 付 易い 樹脂 性 の 木 を 指す よう だ 。 枝 の 
摩擦 で 火事 が 起こ る と いう こと は 、 言 外 に 次 の よう な こと を 示し て いる 。 信仰 心 の 薄 
い 者 が 神 の 預言 者 や 神 の 指導 者 と 接する と き 、 彼 等 の 魂 は 新た に 踊る の で ある 。 

2 や 「 げ に 彼 は 物事 を 欲し 給 う 時 、 そ の 命令 (だ け で 充分 な り )、 つ まり 彼 は た だ 「 在 
れ 」 と 仰せ に な れ ば 、 そ は 在 る な り 」 が 、 聖 クル アー ン に 表 さ れる 時 、 常 に 次 の 意味 
を 示す も の で ある 。 非常 に 重大 な 出来 事 が 起き 、 特 に 、 神 の 指導 者 を 通し て 重大 な る 
道徳 的 、 宗教 的 改革 が 実現 する で あろ う 。 当 節 で は 更に 、 聖 預言 者 の 手 で 大 いな る 変 
革 が も た ら さ れ た と も 述べ て いる 。 
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a bw 
5 9 
アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat (整列 者 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 、 題 和 釧 と 普 景 

バイ ハ キ ー と イブ ン ・ マ ル ダ ワ イ の 報告 に よれ ば 、 イ ブン ・ ア ッ パ バース 
は 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た と いう 見 解 で ある 。 A 
ER 聖 預言 者 の メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され た も の と みな 
し て いる 。 当 章 の 文体 と 主題 も 、 全 くそ の 見 解 通 り で ある 。 前章 で 聖 預 言 者 
は 、 PN PC ee i 
対 確実 な 補導 と し て 聖 ク ルアー ン が 与え られ た の で ある 。 当 章 の 始め に 於 い 
て 、 こ の 完全 な る 指導 者 は 、 聖 クル アー ン の 助け と その 人 自身 の 立派 な 手 本 
に よっ て 誠実 な 人 々 の 共同 体 を 生み 出す こと に 成功 する で あろ うと 述べ られ 
て いる 。 
主題 ー 
当 章 は 、 完 全 な る 指導 者 、 つ まり 聖 問 言 者 の 育成 配慮 の も と に 立派 で 義 
い 人 々 の 共同 体 は 生ま れる で あろ うと いう 断固 た る 宣言 で 開 扉 され る 。 彼 等 
自身 の みな ら ず 神 の 栄光 を 讃え 、 そ し て 讃 美 する 声 が 砂 だ ら け の アラ ビア の 
防 野 に 響き 渡る で あろ う 。 し か し 教訓 と 習慣 が 偶像 崇拝 と 悪行 か ら 他 の 人 々 
を 守り 、 神 の 独 一 性 が アラ ビア に し っ か り と 設立 され る で あろ う 。 そ し て イ 
スラ ム の 明り は 地球 の は て まで 広がる で あろ う 。 引き 続き 当 章 は 、 神 の 預言 
者 が この 世に 出現 する 度 に 、 暗 黒 の 力 は その 使命 を 誤り 伝え る こと や 誤り 訳 
すこ と に よっ て 、 神 託 の 普及 を 妨げ る こ と を 求め る と 述べ られ て いる 。 また 
預言 者 を 間違っ て 引用 し 、 そ の 啓示 の 一 節 を 引き 裂き 、 虚 偽 を 混ぜ 合わ せる 。 
然し な が ら 、 彼 等 は それ 等 の 悪 貢 み に 完 全 に 失敗 し 、 真 実は 発展 し 続け る 。 
型 ク ルアー ン は アラ ビア に 変化 を も た らし 、 死 ん だ よう な アラ ブ が 新しい 生 
き 方 を する ば か りか 、 他 の 人 々 に も 分 け 与 える だ ろう と 不信 者 た ち に 告げ ら 
れ た と き 、 不 信者 た ち は 、 そ の 考え を 狂人 の た わ ご と で 、 死 体 を 生き 返ら そ 
うと する よう な あり えな い 現 象 と 言う の で ある と あざ けり 、 咽 型 し た と 当 章 
は 更に 語っ て いる 。 当 章 は この 現象 に 係る 不信 者 た ちの 拒絶 に 対し て 、 こ れ 
ら は 必然 的 な こと で あり 、 彼 等 は 不 名 誉 と 不 面目 に 悩 び で あろ うと 、 確 固 と 
し た 皆 定 的 な 応答 を し た 。 次 に 当 章 は 、 神 に 選ば れ た 誠実 な 僕達 な 与え られ 
る 天 の 恵 み に つ いて 簡潔 に 叙 述 する 。 正 し い 人 々 が 与え られ る 天 の 交 悲 と 恩 
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アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 


恵 と いう 叙述 に 従っ て 真実 を 拒否 する 者 た ちと 神 の 使徒 た ち を 迫害 する 人 々 
に 下さ れる 天 財 が 叙述 され て いる 。 更 に 当 章 は 、 神 の 預言 者 た ち が 示 す 生 き 
方 を 引用 し 、 真 実 の 主張 は 決し て 失敗 し な いし 、 そ の 拒絶 は 決し て 良い 結 

を 生ま な いと いう こと を 証明 する いく つか の 例証 を 挙げ て いる 。 そ の 実例 と 
し て は 、 ノ ア 、 ア ブラ ハム 、 モ ー ゼ 、 エ リア 、 ヨ ナ そ し て ロト な ど が ある 。 
そし て 当 章 は 偶像 崇拝 、 特 に 天使 た ち を 崇拝 する こと を 拒絶 し 、 非 難 す る 。 
神 の 力 と 属性 を 弱い 人 間 や 自然 力 、 ま た は 、 や は り 創 造物 の 一 つの 天使 た ち 
さえ に 帰す る こと は 人 間 の 理性 、 常 識 と 道義 心 に 痛く こと で ある と いう 簡単 
な 事実 が 遇 か に も わか ら な い の だ と 偶像 崇拝 者 達 は 議 頁 され て いる 。 ま た 彼 
等 は 、 天 使 達 は 特別 な 仕 務 を 遂行 する た め に 創造 され た も の に 過ぎ な いと 更 
に 告げ られ て いる 。 そ し て 当 間 は 、 暗 黒 の 力 は 神 の 預言 者 た ちや 神 に 選ば れ 
た 僕たち に 対し て 戦わ され る 時 、 預 言 者 た ちと 神 に 選ば れ た 僕たち は 神 の 援 
助 を 得る が 、 悪 魔 の 信奉 者 達 は 敗北 と 大 敗 に 遣う 、 と いう こと に 留意 し て 終 
る 。 この 事実 は 神 の 使徒 た ちの 生存 中 に な ん 度 も な ん 度 も 証明 され 、「 す べ て 
の 賛美 は 万 物 の 主たる 神 の 御手 に 」 と いう 結論 の み へ 導 か れる 。 


1H191 


アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat (整列 者 ) 
節 数 183、 メ ッ カ 啓示 


1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 放 く ア ッ ラ ー の Sx EN 
御名 に お いて 。 ” 
2. 列 を 詰め て 整列 する 5 者 た ち に あと こま 
振 て 2466_ ー 
6 9 ~ } 
3. また 、 力 強く 駆り 立て る 者 た ち 9 レミ 5 の! YS 
0 > 
(に か け て )、 
な 居 ! レー 
4. そし て また 、 訓 戒 を 読 語 す る 者 た oe NG 
ち 2468/ に 故 て )、 2 
よ ィ レル 5 
s. ば に お 前 達 の 神 は 唯一 な り 2、 OR 


dp. 5:74; 16:23; 22:35, 


2498 戦争 の 時 、 敵 に 向かっ て 列 を 詰め て た 、 又は 一 日 五 回 の 礼拝 の 時 イマ ー ム の 背後 
で 列 を 詰め た ムスリム 達 を 指す 。 


お そら く : を 意味 する 。 それ は また 、 響い を 表す た め の 前 置 詞 で あり 、「 一 に より 」 
「 私 は 堆 う 」「 私 は 証人 と し て 召喚 する 」 を 意味 する (Aqrab 及び Lane より )。 ワ ー 
ウ と いう 前 置 詞 は 、 当 節 及 び 次 の 二 委 で は 、「 一 に より 」「 私 は 維 う 」「 私 は 証人 と し 
て 召喚 する 」 の 意味 で 使わ れ て いる 。 聖 クル アー ン に お いて 、 神 は ある 人 物 や 物 の 宣 
響 を 受け 、 彼 等 を 証人 と し て 召喚 し た 。 通常 、 人 が 神 の 名 の 許 に 宮 堆 する 時 、 そ れ は 、 
証拠 の 不足 を 補う た めで あり 、 彼 の 証言 に 信 江 性 を 加え る た めで ある 。 こう する こと 
で 、 他 に 彼 の 証言 を 立証 する 人 物 が いな い 時 、 そ の 発言 の 正 し さ を 神 に 証 を 戴 こ うと 
する の で ある 。 し か し 聖 ク ルアー ン の 宣誓 は その よう な も の で は な い 。 聖 クルアーン 
は 、 陳 述 の 真実 性 を 証明 する に は 、 単 な る 主張 で は な く 、 確 回 た る 議論 が 必要 だ と し 
て いる 。 時 に は 、 こ れ 等 の 資 紗 は 明白 な 自然 の 法則 を 指し て いる こと も あり 、 暗 に 、 
明白 な も の か ら 暗 示 的 な も の 、 つ まり 精神 的 な 法 へ 注意 を 喚起 する も の で ある 。 聖 ク 
ルアー ン の 党 響 の も う 一 つの 目的 は 、 預 言 を し 、 そ の 預言 が 実現 され る こと に よっ て 
聖 ク ルアー ン の 真実 性 を 確証 され る こと で ある 。 当 人 節 は これ に 当て は まる 。 

7 イス ラム 教 の 敵 と 過酷 な 戦い を 交え 、 彼 等 を 撃退 する こと 。 こ の 語 名 は また 、 法 
と 秩序 を 守護 する 者 た ち を も 示す 。 

2298 可 クル アー ン の 朗読 者 。 

293 2-$ 節 に は 預言 と 事実 が 共に 書か れ て ある 。 事実 と は 次 の よう な も の で ある 。 い 
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三 十 七 章 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) ーー 十 人 三伏 


6. < 諸 天 と 大 地 、 並び に それ ら の 間 に じ る どじ 0 る YS 
ある も の の 主 に し て 、 光 が 発する あら 本 2 2Ne fe 
ゆる 地点 の 主 な り 7。 OIE こつ うう 
7. ? わ れ ら は 星 度 の 装飾 を 以 て 下 天 を 4 う > C3 ze 3 
飾り た り ず "。 y 2 
OL 
8.< 面 し て 、( こ は ) あ ら ゆ る 背 逆 な る OR isUs 5 
RR it 
% 彼 等 は 高 貰 な る 天使 ら の こと を 聴 EY る RY 
く 能 わ ず 、 八 方 より 磁 を 浴 せ られ 、 RE RR 
〇 os OO0 タ 8 
10. 没 退 され る な り 。 証し て 、 彼 等 に Ce 


は 永 元 に 留まる 責 苦 あり 。 


11.7 面 し て 、 も し 或 る 物事 を 密か に A 5 A | 
奪い 取る 者 あら ば 、 猛 烈 な る 火 始 が 彼 1 8 


19:66: 38:67: 44:8: 78:38. 5: 17: 41:13: 67:6. C15:18; 41:13: 67:6。 EN 19. 


動 で 、 神 は - - つ で ある と いう 真理 を 証明 する 。 又 預 斉 と は 炊 の よら な も の で ある 。 現 
在 ア ラビ ア 全 人 隊 二 全 な 間 人 902828 に 関 12 NSIM すま 
和 れ 、 そ こと で は 人 々 は 神 を 祭 め 、 神 へ の 賛美 を 敬い 国 中 に 人 々 の 健美 の 声 が 響き 渡り 、 
更に は その 地 に 神 の 唯 - ー 性 を 維持 する こと が で きる で あろ う 。 それ 故 、 型 預 言 者 の 仲 
間 達 は 、 そ の 特徴 が 少し 当 節 に 述べ られ て いる が 、 神 の 唯一 性 の 証人 と し て 召喚 され 
る の で ある 。 し か し 当分 に は 別 の 解釈 も ある 。 も し 、 さ ま ざ ま な 宗教 の 賢人 の 集う 代 
表 者 会 議 が 平和 裏 に 催さ れ 、 法 と 秩 座 の も と 、 基本 的 教義 が 冷静 に し て 公明 正大 に 討 
議 さ れる な ら 、 そ の 当然 の 帰結 と し て 、 神 は 一 つと いう 教義 を 確認 する こと と な ろう 。 
分 の この 言葉 は 、 イ スラ ム 教 が 初め に 東方 諸国 に 、 次 いで 世界 中 に 広まっ た こと 
を 示す 。 

分 当 節 は 、 身 心 並 行 論 に つい て 述べ て いる 。 つ まり 、 物 理 的 な 空 が 惑星 や 星 に 支え 
られ る よう に 、 精神 的 な 天空 は 六 言 者 や 神 の 指導 者 と いう 精神 的 な 存在 に より 支え ら 
れる の で ある 。 両 者 は それ ぞ れ 、 精 神 的 天空 に 光彩 を 添え 、 そ れ は 丁度 、 星 や 惑星 が 
物理 的 な 空 を 飾る の と 同じ で ある 。 

^。 サタ ン は 一 種類 に 分 か れる 。 (① 信 善 者 の よう に 、 イス ラム 社会 に 内 在 する 敵 。 当 
節 で は 令 等 を * 背 逆 な る 下 魔 "と 呼ぶ 。) 外 敬 つ まり 不信 者 。 彼 等 は “拒絶 され た サタ 

ン " と 呼ば れ て いる 15:18 節 )。 
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SE アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


b= あ ア > 473 a “a 
を 追う な り の @ ぐ ご 3 * し > 


12. され ば 彼 等 に 問 え 、 創造 し 得る と EE 81SS ま 2 241 ん HE 
と に 於 いて 彼 等 が 強力 な る か 、 そ れ と ; 0 
も われ ら が 創り し も の 7 が 堅 年 ) な ⑨ こ う YOABO3 ょ を 3 は ) 
る か と 。 げ に われ ら は 粘り の 強い 土 

a を 以 て それ 等 を 創り た り 。 


13. 杏 、 波 は 感嘆 する が 475、 彼 等 は ⑤9 め ふっ と SE 
昌 り 笑う な り 。 

14. 面 し て 、 彼 等 は 思 告 され る と も 、 695SSYBS365 
員 告 に 従わ ずる な り 。 ; 

15. また 、 彼 等 は 如何 な る 神 兆 を 見 る 66% ぁ 534)85513 
と も 、 彼 等 は 喘 笑 する な り 。 

16. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、 り 「 こ は た だ 6 ある る し AG 


明白 な る 魔術 に すぎ ず 。 


た る や 、 我 等 が 復活 せしめ られ る か ? 0 
5 OOF I ls 

18. 或いは 我 等 の いにしえ の 父祖 た O03NE CIS 

ち も ま た ?」。 ーー 

19. 云え 、 「 狼 り 、 そ し て お 前 達 は 取 条 OO 

を こと うむ らん 」。 


96:3 23:13; 32:8: 38:72. PT: 10; 61:7. “13:6; 27:68; 50:4. 


73 神 の 啓示 が 天 に 在 る 限り 、 病 盗 、 強 礁 等 の 妨害 を 受け る こと も な く 安 全 で ある 。 
し か し それ が 預言 者 に 啓示 され れ ば 、 サ タン や 神 の 預言 者 の 敵 ども は 、 預言 者 に 誤っ 
c 引 用 を させ て みた り 、 啓 示 か ら 一 節 を 抜き 去っ た り 、 啓示 に 多く の 偽り を 加え る こ 
と で 、 啓 示 が 誤り 伝え られ る よう 画策 する 。 ある い は 、 預言 者 の 教え を 我 が も の と し 
て 伝え よう と すら 試み る 。 し か し 彼 等 の 其 剛 は 、 神 の 指導 者 の 手 で 刻 示 の 真 の 姿 が 伝 
えら れる と き 、 暴 か れる の で ある 。 

2474 了 『 マ ン 」 と いう 言葉 に 於 ける 暗示 (ほのめかし ) は 、2-3 節 で 言及 され た 聖 預 言 者 の 


” 。 聖 預 言 者 を 通し て 、 真 に 高潔 に し て 神 を 長 れ る 人 々 の 集団 が 現れ 、 ア ラビ ア 
で イス ラム 教 が 強く 根付 いた こと は 、 実 際 聖 預言 者 自身 に と っ て も 第 嘆 す べき 事 
柄 で あっ た 。 
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人 紀 草 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 二 三 倫 


20. そ は た だ ? 一 唱 な り 。 さ れ ば 見 よ 、 i 

彼 等 た ち ま ち 騰 自 せ ん 。 a 
O05 

21. 耐 し て 、 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 情 ee ラン | A 


け な や 我 等 ! こ は 審 判 の 日 な り 」 
22. じ これ こそ 、 お 前 達 が 虚偽 と みな る っ っ だ っ 、 う 3 し 2 る は は 


し た る 裁決 の 日 の な り 」。 を っ っ 4 ロニ 
て 項 


23.*「 不 義 を な し た る 者 ども 、 並 びに 24S51302 あ て ュ 3302 
その 伴 介 ども を 集め よ 、 そ し て また 彼 5 
等 が 崇拝 し た る も の を も 、 EE ps 5 じ 5 
24. アッ ラー を 差し 置い て 。 され ほ 彼 | ンス 2 る 43345 約 ら お 、 り 2 
等 を 地獄 へ の 道 に 導 け 。 


らら 
25. 面 し て 、 彼 等 を と ど め よ 、 げ に 彼 O7oFC24 す と 1 くそ 
等 は 訳 ね られ る な り 。 
26. お 前 達 如何 に な り た る や 、 お 前 達 OLSEYL 
が 互 に 助け 合わ ざる こと を ?」3477。 
27. 否 、 今 日 の 日 、 彼 等 は (全て の 罪 を ) pe rT 【 


認め る 者 な り 2478 
28. 面 し て 、 彼 等 の 一 部 は 、 他 の 一 部 @8 9 を 2 本 いあ 25 し 915 
I うな り 。 5 


彼 等 は 云わ ん 、「 げ に お 前 達 は 右 20 25 と 39 5 
© CR 
PN た る な り 」2478A_ redler こめ の 


79:14.746:35: 32:14、 15. “6:23, 734:32. 


2476 お そら く メ ッ カ 陥落 の 日 を 指す の で あろ う 。 

2477 罪 深 き 人 々 が 互い に 助け 合う 力 が 無い こと を 彼 等 に し み じ み 感じ させ る で あ 

ろう 。 

2478 貴人 は 、 互 い の 弁 護 を 申し 出る こと は な く 、 た だ 非難 し 合う ば か り で あり 、 

こと は 次 節 に 示さ れ て いる 。 

” 石 側 "と は 宗教 を 指し 、 当 節 は 次 の こと を 意味 する 。「 あ な た 方 は 、 宗教 の 名 を 
借り て 、 我 々 を 惑わ そう と 人 り を 語っ た 」。 あ る い は 、" 石 側 " は 力 を 表し て お り 、「 あ 
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二 二 三 倫 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


30. 彼 等 は (答え て ) 云 わん 、“ 「 否 、 お SE CE 
前 達 こそ 信者 に 非 ざ りき 。 2 ダサ プン プリ 
31. ? ま た 、 我 等 は お 前 達 に 対し て 如何 っ し きく 1c 6 ヒビ ぅ 
な る 権 成 も 持た ざり き 。 され ど 、 お 前 。 


達 自身 が 筐 を 超え る 民 な りき 。 OL 
32. され ば 、 我 等 に 対し て 我 等 の 主 の dC 
御 言葉 が 実証 され た る な り 。 げに 我 等 DO UA IE 
は (懲罰 を ) 味 わ う な り 。 

33. 耐 し て 、 我 等 は お 前 達 を 迷わ せ た OE RL 
る な り 。 げ に 我 等 自身 も 迷い た る な 

り 」 478 


34. され は その 日 、 彼 等 (みな ) 韻 還 を OOK 
分 ち 合う な り 。 

35. げに われ われ は 、 か く の 如 く 、 a 
罪人 ども を 扱う な り 。 a 

36. 彼 等 に 向かっ て 、「 ア ッ ラ ー の 外 “40IN L202 る 
に 神 な し 」 と 告げ られ し 時 、 げに 彼 等 2 222D 
は 尊大 な りき 。 OI 


ダス 


37. 耐 し て 云う な り 、「 我 等 は 己 が gd の ああ る 
神々 を この “気狂い 詩人 の た め に 捨て - 


あー プッ る 
よこ な? O09en 
和 、 彼 は 真理 を 以 て 来 た る な り 、 OG I FE 
EN 
者 な り 。 
39. げに お 前 達 は 、 痛 まし い 貴 苦 を 味 OVI OB 8 FR 
わ う な り 。 IE 


34:33. ヶ 14:23: 15:43.“ 15:7: 44:15: 68:S2. 
な た 方 は 力 を 持っ て し て 我々 に 近付い た 」 と いう 意味 に も と れる 。 又 、「 あ な た 方 は 、 
庄 し い 者 だ と 的 い つつ 我々 に 近付い た 」 と も 解釈 で きる 。 
7 不信 者 達 の 指導 者 達 は 従う 人 達 に 言う で あろ う 。「 お 前 達 は 我 等 に 従う こと を 自 
ら 選 ん だ の だ 。 我 等 自身 が 道 に 迷っ て 以来 、 お 前 達 は 我 等 か ら 良 いこ と を 得る 希望 は 
な い 」 こ れ は 育 人 が 育 人 を 導く と いう よう な こと で あっ た 。 
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5 人 紀 草 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 維 


40.7 面 し て 、 お 前 達 は 自分 が な し た る 
こと に 対し て 報い られ る に 外 な ら ず 、 
41. 但し 、 ア ッ ラ ー に 忠誠 な る 僕 等 は 
別 な り 。 

42. それ 等 の 者 の た め に 既知 の 滋養 
物 あ り 0、 

43. さま ざま な る 果物 2!。 また 彼 等 
は 栄 准 を 与え そら れん 、 

44.“ 至福 の 園 に て 、 


45. 4 楊 味 の 上 に 互 に 向かい 合う な 
り 。 

46. < 流れ 出る 泉 か ら 汎 め る 高 を 彼 等 
に 回 され る な り 、 

47. 非常 に 清らか に し て 、 飲 む 者 に と 
っ て は 旨 し 、 - 

48.7 そ の 中 に は 散 前 する も の は な く 、 
また それ に よっ て 彼 等 は 酔う に 非 ざ 
る な り 。 

49. * 彼 等 の 話 に は 、 伏 し 日 が ちな 大 
きい 眼 の (女性 ら ) あ る べし 2482、 
50. 4? さながら 、 彼 女 等 は 覆 わ れ た る 
卵 の 如 し 。 


A 


2 を 
OO LY OSS 
OPT かり 
tg EF? tik ブ 
OA GI EE | 


3 レニ ルレ る sn ン と 4 ンズ 
OO RA dS ASlss 


3 2 « 1 0 ゥ 4 と 
OE I TI 2 る とら 


736:SS: 45:29. 9s223: SS:33: 56:21. “44:53; 68:35; 78:32. ds6:16-17. “56:18, 19.756:20. 955:S7. 名 5:so. 
2 “既知 の 滋養 物 " と いう 言葉 は 、 ム スリ ム 達 が 、 次 に 続く 諸 館 で 言及 され た 神 の 恩 
鶴 を 拝領 する で あろ うこ と を あら か じ め 知 っ て いた こと を 意味 する 。 
信者 が 受け る で あろ う 恩 恵 は 、 彼 等 の 信仰 と 善行 の 賜物 で ある 。 
2482 ぃ アー ン %( 伏 し 目 が ちな 大 きい 目 の 女 性 ら ) と は 、*" ア イナ ー" の 複数 で あり 、 ぱ っ ち 


が 、 前 節 に 書か れ た 恩恵 を 全て 賜っ た こと は 、 


ドゥ ン ・ ア イナ ー ウ と いう の は 、 緑 又は 黒い 土 


を 意味 する (Lane より )。 イ スラ ム 教 徒 
歴史 が 証し て いる 。 彼 等 は 楽園 を 手 に 


し た 。 彼 等 は 王座 に 座り 、 権 力 を 享受 し た 。 人 生 の 汚れ 無き 楽し み を 全て 味わっ た 。 


美しく 貞 波 な 妻 を 緊 っ た 。 そ し て この 上 更に 


アッ ラー は 彼 等 に 満悦 し 、 彼 等 は 彼 に 


満 層 し た る な り 」(S8:23 節 )。 こ れ は 彼 等 の 最大 の 偉業 で あっ た 。 
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SS アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffau( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


SL され ば 、 役 等 の 一 部 は 、 他 の 一 部 9 に 3 2 た st 
に 注意 を 向け て 記 ね 合う な り 。 CDM a 
52. 彼 等 の 中 の 一 人 の 発言 者 は 、 云わ a A TE 


ん 、「 我 一 人 の 友 あ りき 、 


と を ) 確 証する 者 な りや ? 
54. “つま り 、 我 等 は 死に 、 土 と 角 と に CE 3 はじ る Cz 
帰し た る や 、 我 等 は 必ず 報い られ る と 5 

な ?」。 に し 


る や ?」 4098 に 

s6. され は 彼 は 覗い て 見 た れ ば 、 地 狂 GAG 
の 真中 に その ( 友 の ) 者 を 見 出し た り 。 
s7. 彼 は 云え り 、「 ア ッ ラ ー に 稚 て 、 RE 
汐 は 危う く 我 を も 滅ぼさ ん と せり 。 5 5 
58. も し 我 が 主 の 恩恵 な か り せ ば 、 我 ご こく) くう うく つう Y 5 
は 必ず 引き 出さ れる 者 の 中 と な り し の と 5 る と 1 
午 」。 0 0 
s9.「 さ れ ば 、 我 等 は 死ぬ 者 に 非 ざり RS 


し か ? | 
60. 6 我 等 の 最初 の 死 0 を 別 と し ICS 


て 、 曽 し て 我 等 は 懲 久 され る に 非 ざ の 
る な り 。 ジー ペッ 
61. < げに これ こそ 偉大 な る 成就 な り Ob A 
2485 


13:6: 30:4; 56:48. P23:38; 44:36. "44:S8: 61:13. 


2493 話し 手 は 32 節 で 述べ られ た 天国 の 人 の こと で ある 。 彼 は 、 天 国 の 他 の 人 々 に 、 
彼 の 以前 の 不信 者 仲間 を 見 た いか と 尋ね る で あろ う 。 

処 に 述べ られ て いる 。 人間 は 、 こ の 世 を 離れ た 後に は 死 を 迎え る こと は な いで あろ う 
と 、 役 は 語る 。 永 遠 へ の 彼 の 魂 の さす らい は 、 終 わり 無き も の で あろ う 。 

2 人間 にとり 最高 の 運命 成就 は 、 永 遠 の 生 命 を 享受 し 、 絶え ず 精 神 的 発達 を 遂げ て 
行く こと に ある 。 
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三 十 七 章 


アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 


62. され ば 、 行動 を な す 者 た ち は 、 か く 
の 如き こと の た め に 行動 を な すべ し 」。 
63. これ が 歓待 と し て 善き こと な る 
か 、 そ れ と も “ザッ クー ム の 木 か ?2486 
64. げに われ ら は 不義 者 ども の た め 
に それ を 試み と し て 設け た り ? ぐ 7。 
65. げに そ は 地獄 の 底 に 生え る 樹 
な り 2298。 


人 


66. その 果実 は 愉 も 悪魔 た ちの 頭 の 
如 し 。 

67. ? さ れ ば 彼 等 は その 中 か ら 食し 、 ま 
た それ に よっ て 腹 を 満 す な り 。 


68. その 上 更に 、 役 等 は それ に 薫 え た 
ぎる 湯 を 注 が れん 。 

69. 然 る 後 、 必ず や 地獄 へ 彼 等 は 帰 さ 
れる な り 。 

70.“ げ に 彼 等 は その 祖父 た ち を 迷い 
た る 着 と し て 見 出し た り 。 

71. 9 され ば 、 そ の 足跡 こそ 彼 等 は 急ぎ 
追い 行く な り 9。 
72. 面 し て 彼 等 以前 に 、 
くも 確か に 迷い た り 、 


昔 の 人 々 の 多 


二 十 三 伏 
OO LE 


る 
に クタ づ アシ 


の の 5 くる お うる 031 


必 
zs 5 の 2 

ン ぅ Se な 78 1 ジロー ンー ン 18 
OMEN XS bs は 1 

っ | る デ テイ < ダン ンー る | 
CI EE 9) 
3 レ 』 ンタ 

隔 


@c 1 お や ta 


$3 


GE 2 6 EE 
oo は 月 
に 4 


NY OS 
oN に る) 
OVE oA ES 


“44:44; 56:53. 156:54. “7:174. 143:24. 


480 ザッ クー ム と は 、 不 信 の 木 を 意味 する 。 


聖 ク ルアー ン は 、 真 の 信仰 を 常に 果実 を 


生ずる 良樹 に な ぞ ら え (14:25-26)、 不 信心 を 悪 の 樹 、 つ まり ザッ クー ム に な ぞ ら えて 


いる (14:27)。 そ れ を 、 死 に 到 ら し め る 有害 な 食物 と いう 
信者 の 串 わ れ た 木 の 果実 を 食べ れ ば 、 精 神 的 な 死 を 被る 」 と いう 


意味 に と れ ば 、 当 節 は 、「 不 
意味 に な る 。 


2387 不信 心 の 悪 の 樹 は 、 常 に 入 々 に 害 を 与え て 来 た 。 
2488 太 信 心 の 樹 か ら 食 する こと は 人 間 を 地獄 の 底 へ 落と す 。 
2499 人 は 古い 慣習 に 捕 ち われ が ち で ある 。 古臭い 考え や 偏見 は 容易 に は 無く な ら な い 。 


人 々 が 真実 を 受け 入れ る 際 の 最大 の 障害 は 、 回 


クル アー ン に 繰り 返し 述べ られ て いる 


よう に 、 新 し い 考 え を 拒む 彼 等 和田 身 の 姿勢 に ある 。 
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ニニ 二 三 登 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 三 十 革 章 
73. われ ら は 確か に 彼 等 に 警告 者 を OOD EIEN 
遣わ し た る に も か か わら ず 。 


74, され ば 見 よ 、 警告 され た る 者 ども OS LG 
の 未 路 が 如何 に な り し か を 、 ” 


bp Y 


75. 但し 、 ア ッ ラ ー の 選ば れ た る 僕 等 & EE の もり | 

は 別 な り 。 NO 2 
三 項 

76. 耐 し て 、 ノ ア が われ ら に 哀願 し た れ 86 3a ETS 

ば 、( 見 よ ) わ れ ら は 最善 の 応答 者 な り 。 


77. "され ば 、 わ れ ら は 彼 と その 家族 を この C2 4413 人 2333 
大 難 か ら 救い た り 。 - 

78. 面 し て 、 我 等 は その 子孫 こそ を 生 SRN NA 
き 残 る 者 た らし め た り ?%。 6 

79. また われ ら は 、 後 の 人 々 の 中 に 、 TNG LE 
彼 の 名 声 を 遣 し た り 。 a 

80. 森 羅 万 象 に 於 いて ノア に 平安 あ OG SE 
れ 。 

81. げに われ ら は か く の 如 く 、 普 行 を OESIN GENE G) 
積む 者 に 報い る な り 。 a _ 

82. げに 彼 は 、 わ れ ら の 第 信 な る 僕 等 DCE 2d) 
の 中 な りき 。 

83. 然 る 後 われ ら は 、 他 の 者 ども を ば の cs SNIES 人 133 
油 死 せしめ た り 。 1 
84. 面 し て 、 ア ブラ ハム も また その 一 
団 な りき 。 


sk を と 


ペラ や ダラ ああ タ 四 し 
ta A 入る * 
Os BY CO 


TI:TT; 26:120: S4:14. 


490 ノア は 人 類 の 文明 の 礎 を 築い た 。 文明 が 発達 する 一 族 は その 人 口 も 増え 、 そ の 逆 
に 文明 の 後退 する 社会 で は 、 そ の 周辺 域 に お いて まで 人 品 は 減っ て 行く 傾向 に ある 。 
ノア の 未 座 は 、 高い 文明 を 備え 、 豊 富 な 資源 を 有 し て いた た め 、 他 地域 へ 賃 土 を 拡大 
し 、 文明 の 低い 人 々 を 支配 し た よう で ある 。 低 文 明 の 人 々 は 時 の 流れ と 共に ノア の 子 
交 に 吸収 され 、 果 て は 滅び て し まっ た 。 
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三 十 上 章 


アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 


8s. “ 彼 が 純粋 な 心 を 以 て その 主 の 許 
に 来 た り し 時 (を 思え )。 

86.? 彼 は その 父 並び に その 民 に 向 
っ て 云え り 、「 お 前 達 が 拝 ざ や も の は 
何ぞ や ? 

87. お 前 達 、 ア ッ ラ ー の 外 に 虚妄 の 
神々 "1 な 求む る か ? 

88. され ば 、 お 前 達 は 万 物 の 主 を な ん 
と 考え る や ?」。 

89. “従っ て 彼 は 星 展 を 一 覧 し 2492、 


90. 面 し て 云え り 、「 げ に 我 は 飽き た 
り | と 03: 
91. され ば 、 
去れ り 。 2 
92. そこ で 、 彼 は 密か に 彼 等 の 神々 に 
注意 を 向け て 云え り 、「 お 前 達 食 せ ざ 
る か ? 

93. お 前 た ち も の 云わ ぬ と は 如何 が 
し た 2 」 OT 


彼 等 は 彼 に 背 を 向け て 、 


26:90. P19:43; 26:71 


“6:77. 


?491 人 は 神聖 な る 能力 が 与え られ た 人 間 の 姿 を し た 偽り の 神々 を 崇め 易い も の で あ 


る 。 或いは 自然 の 物体 、 つ まり 太陽 、 月 、 


され た 神々 、 そ れ と も 自分 自身 の 古 自 い 習 


偽り の 神 と し て 崇め る 。 


929 アブラ ハム と 彼 の 聴衆 の 間 で 行なわ れ た 論 


星 等 、 或 い は 無生物 つま り 、 木 や 石 か ら 切 


き 慣 、 偏見 、 迷信 、 願望 、 感情 等 を その 


は 、 夜 更け まで 続き 、 こ の 話し 合い 


が 無益 だ と 見 た アブ プラハ ム は 、 そ れ を 早く 打ち 切り た いと 願っ て いた よう だ 。 そ こ で 、 
話し 合い が 夜 ま で 長引き 、 も う 潮 時 で ある と 惜 ら せる た め に 、 彼 は 星 に 一 覧 を くれ た 


の で ある 。 


493 証し 合 い が 無 駄 で ある と 考え た ア ブラ ハム は 、 気 分 が すぐ れ な い の で 一 人 に し て く 


れ な いか と 人 々 に 


告げ た 。 又 、「 げ に 我 は 飽き た り 」 は 次 の よう な 意味 を 持つ 。(1) あ な 


た 達 が 偽り の 神 を 崇拝 する た め 、 私 は 飽き て いる 。 (② あ な た 達 が 偽り の 神 を 崇め る の 
で 、 私 は 非常 に 起 し い 思い を し て いる 。 ③) 私 は あな た 達 の 偽り の 神 崇 拝 を 嫌う 。 
2494 不滅 の 神 の 最大 の 特性 と は 、 神 が そ の お 選び に な っ た 僕 に 語り か けら れ 、 又 彼 等 


の 祈り に 耳 を 傾け られ 、 そ し て それ に お 答え 
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に な る こと で ある 。 己 が 信 奏 者 に 語り か 


二 二 三伏 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


94.? され ば 役 は 右手 で 打ち な が ら そ 0 J > に と 1 
れ ら (の 神々 ) に 対し て 密か に 行動 を 採 で 


り た り Co 


95. そこ で 、 彼 等 (人 々 ) は 彼 の と ころ OL NG 
へ 走り 来 た れ り 。 

96. 彼 は 云え り 、?「 お 前 達 は 選 が 刻み DEGIE IE 
し も の を 崇拝 する か ? 

97. アッ ラー が お 前 達 も 、 ま た お 前 達 DI RE で | 3 


が こ EN 

か わら ず 」24954 

98. 彼 等 は 云え り 、「 彼 の た め に 火葬 。 32 弘光 AS 

場 を 建て よ 、 従 っ て < 燃え 盛る 火 の 中 ん 

に 彼 を 投げ 込め 」。 Bool 

99. 9 され ば 、 彼 等 は 彼 に つい て 策謀 を OAI て 1 ビ さ 1 も kt で RFrT 
ルン ^ へ "て リブ 

は か り た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 痛烈 に ラン 

辱 し め た り 2496 


100. * 面 し て 彼 は 云え り 、「 び に 我 は EE er TE NO CY 
己 が 主 の 許 に 行く な り 。 彼 は 必ず や 我 2 3 


を 導 か ん 」。 

101. 面 し て 、 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 の LA こら) 
い 2 人 ラー や ュー 

我 に 義 し い 者 の 中 か ら (跡継ぎ ) を 授け Oba ys cs 

だ まえ 」。 

102. され ば 、 我 等 な る 男児 @ 0 53 


朗報 を 彼 に 伝え 間 り 。 
921:59. 721:67-68. 721:69: 29:25. 21:71. "19:49: 29:27. 


けた り 、 そ の 声 に 耳 を 傾け た り 、 そ の 祈り を 受け 入れ た りす る 力 が 無けれ ば 、 そ れ は 
死ん で 消滅 し た 神 で ある 。 

2498 石手 は 力 と 強 さ を 象徴 し て お り 、 ア ブラ ハム が 全力 を 持っ て 偶像 を 打ち 、 粉々 に 
砕い て し まっ た と 、 当 節 は 示し て いる 。 又 、 ヤ ミー ン と は 状 い を 意味 し て いる の で 、 
当館 は 、「 ア ブラ ハム が 自ら の 誓い を 果たす た め に 偶像 を 打ち 砕い た 」 こ と を 表し て 
いる と も いえ よう (21:S8 節 )。 

4984 あな た 方 の 頼り と な る 手 、 足 

4960 アブラハム の 敵 達 は 、 彼 に 反抗 し た た め に その 計画 を 妨害 され 、 深 い 屈 辱 を 味 わ 


つう だ 0 
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3 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 傘 
103. 従っ て 彼 が 、 彼 と 共に 走り 狂 れ 311 52oi を 3 
る 年 頂 に な る や 、 彼 は 記 え り 、「 我 が ププ ド ーー ご 
愛し い 息 子 よ 、 我 は 溢 を 犠牲 に 供え る RG る GS で E36 
こと を 夢 に 見 た り 7。 さ れ ば 見 よ 、 : 


2497 悪 クル アー ン と 聖書 は 、 ア ブラ ハム は 神 の ご 命令 を 履行 する た め に 、 自 分 の 二 人 
の 息子 達 、 つ まり イシ ュ マ エル 又は イサ タク の どちら を 犠牲 の た め に 奨め た か に 関し て 
食い 違い が ある 。 聖書 に 従え ば 、 そ れ は イサ ク で あっ た (創世 記 22:2)。 一 方 明 ク ル ア 
ー ン は 明確 に 紛れ も な く イ シュ マエ ル だ っ た と 断言 し て いる 。 聖書 その も の は この 点 
に 関し て 交 盾 し て いる 。 聖書 に 従え ば 、 アブ ラ ハ ム は 自分 の 唯一 の 息子 を 犠 竹 に 捧げ 
る こと を 命じ られ た と な っ て いる 。 然し な が ら 、 イサ ク が 彼 の 唯一 の 息子 で あっ た 時 
は な い 。 イシ ュ マ エル は イサ ク よ り 十 三 歳 年 上 で 、 何 年 も の 間 ア ブラ ハム の 唯一 の 息 
子 で あり 、 長男 で あっ た か ら 、 ア ブラ ハム に 非常 に 可愛 が られ て いた 。 従っ て 、 彼 の 
A NR よっ て 要求 され た に 相違 な いこ と は 道理 に 
か な う 。 そ れ は 彼 の 唯一 に し て 最初 の 息子 、 イ シュ マエ ル で あっ た 。 或 る クリ スチ ャ 
ン の 福音 書 著者 は イシュ マエ ル は 下 女 の お 腹 か ら 生 まれ た 息子 で あっ た 、 一 方 イサ 
ク は 自由 の 女 の 息子 で あっ た か ら 約 東 に よっ て 生ま れ た の で ある "(ガラ テ ヤ 人 へ の 手 
紙 4:22.23) と いう こと を 証明 し よう と し た が 出来 な か っ た 。 イシ ュ マ エル の 母 ハ ガル 
(Hasary は エジプト 王朝 の 血 を 引き 継ぎ 、 下 女 で は な か っ た 事実 と 離れ て 、 イ サク は ア 
ブラ ハム の 晴子 で ある と いう こと が 加 書 に 記載 され て いる と 全 * く 同様 に 、 イ シュ マエ 
こ 記載 され て いる (創世 記 16:16; 17:23.25)。 
その 上 、 イサ ク に つい て な され た 約束 に 類似 し た イシ ュ マ エル の 未来 の 車 越 さ に 関す 
る 約束 が アブ プラ ハム に な され て いる (創世 記 16:10.11: 17:20)。 聖書 に お いて 故意 に な さ 
れ た と 思わ れる イシ ュ マ エル を イサ ク に 入れ 換え た こと 、 及び 、 アブラハム が ハ ガ ル 
と 一 緒 に いま だ 幼い イシ ュ マ エル を 置き 去り に し た メッ カ 近 郊 の 小山 の マル ワ 
(Marwah) を モリ ア (Moriah) に 入れ 換え た こと に 離れ て 、 聖 書 に 於 いて 、 ア ブラ ハム が 
犠牲 に 奨め た の は 、 イシ ュ マ エル で は な く 、 イサ ク で あっ た と いう 見解 に わずか な 支 
計 も し て いな い 。 ユダ ヤ 教 や キリ スト 教 の 宗教 儀式 に 、 ア ブラ ハム に よっ て イサ ク が 
犠牲 に 供 せ られ た と 想わ れる 形跡 が な い 。 し か る に 、 イジ シュ マエ ル の 精神 的 な 子孫 で 
ある ムスリム 達 は 、 全 世界 に 旨 っ て 毎年 ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 の 十 日 に 沢山 の 羊 や 山羊 を 
層 殺 し て 、 その 意図 し た 犠牲 を 熱烈 に 記念 し て いる 。 この ムスリム 達 に よる 羊 や 山羊 

を 層 殺 する この 世界 的 犠牲 は 、 ア ブラ ハム が 犠牲 に 供し た の は イサ ク で は な く イ シュ 
マエ ル で あっ た 事実 を 疑う 余地 も な く 立 証し て いる 。 実際 は 、 ア ブラ ハム は 、 そ の 夢 
2555 こと を 3 00 こと を 命ぜ られ な か っ た 。 それ は 単なる 彼 の 心から の 

意志 の 如く 、 自 分 の 息子 を 犠 性 に する 意図 や 覚悟 の 現実 的 表明 で し か な か っ た 。 そ の 
内 I 乾燥 し た 不毛 の 荒野 の メ 
ッ カ の 谷 に 置き 去り に され た こと に よっ て 象徴 的 に 叶え られ て いる 。 実際 、 こ の 勇敢 
な 行為 は イシ ュ マ エル の 犠牲 を すでに 象徴 し た の で ある 。 まず 、 アブ ラ ハ ム へ その 候 
子 を 犠牲 に する 神 の 命令 の こと で 、 そ し て 、 そ の 後 そ れ を 実現 する こと を 止め させ る 
こと も また 、 当 時 多く の 民族 の 中 で 行わ れ て いた 人 間 を 犠牲 に 供する 非 人 道 的 な 習慣 
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本 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


2 人 2 彼 は 云え り 、 「 我 が CC RE L$ > “ビビ 
父 よ 、 液 命ぜ られ た る 如く な し た ま It 


え 。 アッ ラー の 思 し 台 し な ら 、 溢 は 我  @cax2os 人 600S 3 
を よく 耐え 忍ぶ 者 の 中 と 見 出さ ん 」。 

104. され ば 、 両 名 服従 し た る や 、 彼 が 9 の PA を 1MMIHH 
彼 (息子 ) の 額 を 地 に 付け て 伏せ た る と 、 

105. そこ で 我 等 は 彼 に 呼び か け て 去 Ss SU 45353 


に の 
106. げに 波 は すでに その 夢 を 履行 し RGSS E33 
た る な り 」。 げ に 我 等 は か く の 如 く 、 


普 事 を な す も の に 報い る な り 。 Sun 
107. ば に こ は 明 ら か な 試練 な りき 。 SRN 
108. 面 し て 、 我 等 は 偉大 な る 犠牲 を OE EI 
以 て それ を 償い た り 8。 

109. また 我 等 は 、 後 の 人 々 の 中 に 、 S| EMI は KK 
彼 の 名 声 を 遺し た り 49。 

110. アブ ラ ハ ム に 平安 あれ 。 ⑩S 5 06 負う 
111. か く の 如 く 、 我 等 は 普 行 を 積 お 者 OE GRY 
に 報い る な り 。 。 
112. げに 彼 は 、 我 等 の 父 信 な る 僕 等 OR be dl 
の 中 な りき 。 


を 禁止 する た めで あっ た こと を 教え て いる 

2498 了 シ ュ マ エル を 生け 乾 と し て 捧げ る た め の ア ブラ ハム の 準備 は 、 巡礼 の 儀式 に 欠 
か せな い イ スラ ム の 生け 婁 の 法 に 従い 行わ れ た 。 当 節 で は 、 アブ ラ ハ ム の 時 代 に 流行 
っ て いた 人 間 の 生け 細 を 廃し 、 代 わり に 動物 の 生け 牙 を 捧げ た と 暗示 し て いる の で あ 
ろう 。 

2493 ア ブラ ハム を し て 後世 に 名 を 残せ し め た の は 、 三 大 宗教 で ちあ る イス ラム 教 、 キ リ 
スト 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 の 弟子 達 に 偉大 な 教訓 を 授け た か ら で あ り 、 つ まり 、 こ の 偉大 な 
る 創始 者 を 先祖 と 仰ぐ 人 々 に と り 誇 り と な っ て いる 。 
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三 十 七 章 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 准 
113. “また 我 等 は 彼 に 、 義 し い 人 々 の OR ERLE 
中 に し て 、 預言 者 た る イサ ク の 吉報 を 
与え た り 。 
114. また 彼 並 びに イサ ク に 対し て 折 2 っ 入る の 人 記 じ る 2 
ee ゃ よ 2 9 \M 9 シア クス I 
ら は 祝福 を 送り た り 9。 2 柄 し て 、 0 2 Ke 
彼 等 両 名 の 子孫 の 中 に は 恩恵 を 施す っ 29 つら 3 て ae Ce の うう 
者 も あれ ば 、 己 自身 に 対し て 明らか に (OK: 
不義 を な す 者 も あり き 。 M 
四 項 

115. < また 、 我 等 は 確か に 、 モ ー ゼ と OO I RE EH 
アロ ン に も 恩恵 を 施し た り 。 

Se 2 ca 5 7 ンタ ン 5 る ラン ンー リ 5 セ イン 
116. 7 され ば 我 等 は 、 彼 等 両 名 と その こっ JIOeK4285 じ お 553 
民 を 大 な る 苦難 よ り 救 い 出 し た り 。 る | 


ウフ 


117. 耐 し て 、 我 等 は 彼 等 を 助け た れ  ⑥⑤SLANI ス 24138 た お ろ 35 
ば 、 彼 等 こそ 勝利 者 と な れ り 。 - 

118. また わら れ は 彼 等 に 、 (すべて を ) CREASE 
明 只 に する 経典 を 授け た り 。 

119. 曽 し て 、 我 等 は 彼 等 両 名 を 正 し 0 2 お ご 3 に S383 
い 道 に 導き た り 。 

120. また 我 等 は 、 後 の 人 々 の 中 に 、 OIG CE つう 
彼 等 両 名 の 名 声 を 遺し た り 。 ; 

121. モー ゼ と アロ ン に 平安 あれ 。 OA GER ERS 


122. ば に 、 我 等 は か く の 如 く 、 普 行 ON GST) 
を 積む 者 に 報い る な り 。 - 6 
123. げに 彼 等 両 名 は 我 等 の 筑 信 な る @OCs 5915yCe et | 
僕 等 の 中 な りき 。 


1:72; 19:S0: 21:73; 29:28. 037:27. 20:3 28:33、 の 0:8 LE 26:66. 
07 * 役 並び に イサ ク に 対し て 我ら は 祝福 を 送り た り " こ の 言葉 は 、 神 が イ シュ マエ ル 
を 通し て 、 ア ブラ ハム の 子孫 に お 与え に な っ た 祝福 を 示し て いる 。 イ サク は 、 別に 、 
その 名 前 で 書か れ て いる 。 
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IS 人 


アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 


124. 面 し て 、 エ リア も また 確か に 

25o+ 使徒 た ちの 中 と な りき 。 

125. 役 は その 民 に 向っ て 云い し 時 、 
「 お 前 達 異 散 せ ざる か ? 

126. お 前 達 は バー ル 2 や 92 を 拝み 、 面 
し て 最高 の 創造 者 を 捨て る の か ? 


127. (すなわち ) お 前 達 の 主 で あり 、 ま 
た お 前 達 の 古 の 祖先 の 主たる アッ 
ラー を 」。 

128. され ば 彼 等 は 彼 を 嘘つき と みな 
し た り 、 曽 し て 彼 等 は 必ず や ひき 出さ 
れん 、 に 
129. 但し アッ ラー に 選ば れ し 僕 等 は 
除く 。 

130. 頁 し て 、 わ れ ら は 、 後 の 人 々 の 
中 に 、 役 の 名 声 を 遺し た り 。 

131. イル ヤー スィ ー ン の 上 に 平安 あ 
れ 4903 

132. げに われ ら は か く の 如 く 、 善 行 
を 積む 者 に 報い る な り 。 。 
133. ば に 彼 は われ ら の 篤 信 な る 僕 等 


の 中 と な りき 。 
134.“ 面 し て 、 ロ ト も また 確か に 、 使 
徒 た ちの 中 な りき 。 


に 】 


上 と ンタ ンー る デビ 8 
Soo ro 


ャ ン 』 


eoJ 多 AI 


と コ 9 
る デン > つる 1 
< 


に つつ う soo つ 4 


Dad hi se 
ON ELLESS 
ts 


ルム の 


SERN GR IEG 


77:81: 26:161: 29:29. 


2 エリア また は エリ ー ジ ャ と いう 人 物 は 紀元 前 900 年 頃 存在 し た 。 彼 は ヨル ダン の 
東岸 に ある ギリ ー ド で 生ま れ た (ユダ ヤ 教 百科 事典 、 列 王 上 17:1。 

2902 パール (Ba]) は 、 預 言 者 エリ ア の 聴衆 の 崇拝 する ひと つの 偶像 の 名 で あっ た 。 こ 
の 人 々 は 太陽 を 崇め た 。 バー ル は 太陽 神 で あり シリ ア の ある 町 の 人 々 は 、 そ れ を 崇め 
て いた 。 又 、 そ の 町 は 、 現 在 は シリ ア に あり バー ラ ・ ペ ッ ク と 呼ば れる (Lane より )。 
2 スィ ー ナ ー(23:21) の 別 の 表現 形式 で ある スィ ー ニ ー ン (95:3) と 同様 、 イ ル ヤ ー ス 
ィ ー ン は 、 イル ヤー ス の 別 の 表現 形式 か も 知れ な い 。 又 は 、 イ ル ヤ ー ス の 複数 で 或 る 
如く 、 イ ルギー ス と その 人 々 を 意味 する か も 知れ な い 。 
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= アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 倫 
』 


135.? わ れ ら は 役 と その すべ て の 家 Os Wal 3 253 
族 を 救い し 時 (を 想 え )、 _ 
136. ? 但 し 後に 残れ る 者 の 中 と な る ORANG EN 
一 老女 を 除い て 。 

137. < 然 る 後に 、 われ ら は 他 の も の を SN 
滅ぼし た り 

138. 7 耐 し て 、 お 前 達 は 確か に 彼 等 の 68 E05 
( 廃 堪 の ) 傍 を 、 朝 に 通る な り 、 2 

139. そし て 夜 も また 然 り 4。 さ れ を SOAS 3 
ば 、 お 前 達 理解 し 得 ざる か ? 6 上 6 人 
140. “ 面 し て 、 ヨ ナ 5 も また 確か に 、 RG お 83 
便 徒 た ちの 中 な りき 。 

141. 彼 は 満載 し た る 船 へ 逃れ し 時 or= え 4 GT 
2506 

142. され ば 、 彼 は 銭 を 抽 き た れ ば 、 i TO 
追い 出さ れる 者 の 中 と な れ り 。 

143. され ば 彼 、 自 貴 の 念 に か られ た の は 3 つが 433 


る 時 、 魚 が 彼 を 呑み 込み た り 

144. され ば 、 彼 も し 説 え 容 る 者 た OR OE が が 6 

の 中 と な か り し な ば 、 

145. 彼 は 必ず や (人 々 が ) 復 活 さ れる 5 0 る ブタ プー ラン シェ ャ ッ ン 28 る イイ 
0K Ta GAN 

日 まで その 腹の中 に 居 た り し 第 な り 。 E A RG 


の 6:171: 29:33; 51:36. 77:84: LL:82; 15:61: 27:58. 26:173. 715:77. 21:88: 68:49. 


< 
ン ンス ~~ 


04 ロト が 伝道 に 歩い た 町 ソドム そし て ゴモラ は 、 アラ ブ の 隊商 が 昼夜 通っ た シリ ア 
か ら ア ラビ ア へ 抜け る 街道 沿い に あっ た 。 聖 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で は 、 これ 等 の 町 
は 、 今 で も 存在 し て いる 道 に ある (13:77) と 記さ れ て いる 

人 ぞ や ヨナ は イス ラ エ ル の 預言 者 で 、 ジ ュ ロ ボム ニ 世 、 又 は ジェ ホ ハ ズ の 治世 で あっ た 
紀元 前 九 世紀 に 存在 し た 。6:87.88 節 も 参照 の こと 。 

?506 廻 書 に よれ ば 、 ヨ ナ は 神 よ り ニ ネ べ に 呪い を か ける よう 命ぜ られ た に も か か わら 
ず 彼 は 神 の 意 に 従わ むず タル シー シ へ 逃れ た (ヨナ 書 1:3 分 )。 陳 ク ルアー ン は 、 こ の 聖 
書 の 記述 は 神 の 預言 者 を 非難 する も の だ と し て 、 異議 を 唱え て いる 。 む しろ 、 聖 クル 
アー ン は ヨナ の 人 々 に 対し 怒り を 表し て お り 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒ん だ た め に 、 ヨ 
ナ は 彼 等 か ら 逃 れ た の で ある 。 
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Po 公 アッ サー ッ フ ァ ー ト As-SaRat( 整 列 者 ) 三 十 七 章 


146. され ば われ ら は 、 彼 を 荒 源 た る 9 スン 中 2 し も と う 5 
陸地 に 打ち 上 げた り 。 面 し て 、 彼 は 病 - 

みた り 。 

147. され ば われ ら は 、 彼 の 上 に ( 陰 と HC AE 
し て ) 瓶 の 木 を 察 ら せ り 。 の 

148. 耐 し て 、 わ れ ら は 彼 を 十 万 人 、 6803 る SL LAL 
いや それ 以上 と な る (人 々 の ) と ころ へ ‘ a 
遺 わ し た り 。 

149. で され ば 、 彼 等 は 信じ た れ ば 、 わ SE 
れ ら は 彼 等 を 或 る 期限 まで 歓楽 せ し 

め た り 。 

150. され ば 汐 彼 等 に 尋ね よ 064、 泊 3 | 6g 
ON 彼 等 に は 息子 較 bd 
151. < それ と も 、 わ れ ら は 天使 た ち を 03 る 86513 1 CE 


女性 等 と し て 創り し か 、 さ れ ば 彼 等 は 
証言 する な りや ? 


1s2. よく 聞け ! げに 彼 等 は 、 自 ら の Oi 
捉 造 に よっ て (こう ) 云 うな り 、 

153. (つま り )「 ア ッ ラ ー が 子 を 生 め 0S る 0 

り 」 と 。 されど 、 彼 等 は 間違い な く 距 

つき な り 。 

1s4. ? 彼 は 息子 た ちよ り も 娘 た ち を GAI 二 IA 且 | 
選び た る か ? 

155. お 前 達 如何 が し た ? お 前 達 どう SRS NL 
判断 する や ? 

156. され ば 、 お 前 達 皿 告 に 従わ ざる O03 S35NI 
や ゃ ? 


710:99. 6:10t; 16:58; 43:17: 52:40; 53:22. “17:41; 37:151: 43:20. a3:17; 53:22、 


29064 メッ カ の 不信 者 た ち 
50 アラ ブ の 人 々 は 、 神 の 力 を 天使 の な せる 業 と し 、 天 使 達 が 神 の 娘 で ある と 信じ た 。 
この こと が ここ で 仙 像 拝 と し て 乾 苑 され て いる 
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= アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 准 


157. < それ と も 、 お 前 達 は 明らか な 証 A 
拠 で も 持つ や ? 
158. され ば 、 も し お 前 達 正直 な ら 、 っ っ OK SS 


SY 


己 が 経典 2% を も た ら せ 。 

1s9. 2 耐 し て 彼 等 は 、 彼 と ジン た ちと new 
の 間 に 血 緑 を 設け た り 、 ジ ン た ち は 白 

分 達 が ひき 出さ れる 身 な る こと を 承 CN 
知 す る に も か か わら ず 。 


160. アッ ラー は 聖 な り 、 彼 等 が 主張 44 はい | に CO 

i 

161. な れ ど 、 選 ば れ た る アッ ラー の SN 

僕 等 は 、( か く の 如 きこ と か ら は ) 別 EMMA 

な り 。 

162. され ば お 前 達 、 並 びに お 前 達 が 0 SG 

崇拝 する も の 、 ーー 

163. お 前 達 は 彼 に 対し て 何人 を も OE SG 

2509 迷わ すこ と を 得 ず 、 ぐさ - 

164. 但し 、 地 獄 に 入る べき 者 を 除い Oss EY 

2 

165. 面 し て 、 ( 彼 等 は 云わ ん ) 「 我 等 の 9622005 

ドコ に な < 2510 

うち 各々 に は 既知 の 部 暫 あ らん 3810。 

166. また 、 我 等 は 必ず 列 を な し て 整 053 8 
ょ う 

列 せ ん 。 の" 

167.“ 面 し て 我 等 は 必ず 讃え 春 る な OR ON 

り 」。 

168. 彼 等 は か く 云 いた る に も か か わ S00) 

ら ず 、 i 


52:39. 06:101. 2:31: 2121: 41:39. 
9 如何 な る 経典 も この ば か げた 最も 不快 な 教義 に わずか な 支持 も 許容 し て いな い 。 
599 悪い 意図 が 迷わ せる の は 、 そ の 同類 の 人 々 で ある 。 彼 等 は 信心 深い 人 々 を 支配 す 
る こと も 、 影 響 を 及ぼ すこ と も 出来 な い 。 


人 で や この 言葉 は 、 あ る 人 々 の 言う よう に 、 天 使 を 指す の か も し れ な い 。 他 の 人 々 に よ 
れ ば 、 そ れ は 信者 に つい て 述べ て いる こと に な る 。 
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MS 


169. 「 も し 我 等 が 占 代 の 人 々 の 訓 式 

を ( 有 し ) 得 た な ら ば 、 

170. 我 等 : は 確か に 選ば れ た る アッ ラ 

ー の 僕 等 の 中 と な り し も の を 」。 

171. され ば 、 彼 等 は 之 ( 神 ) を 拒み た れ 

ど 、 彼 等 は 必ず (その 結果 を ) 知 らん 。 

172. 面 し て 、 人 遺 わ され た る 我 等 の 

僕 等 に と っ て 、 確 か に われ ら の 言葉 は 

既に 下さ れ た り 、 

173. (つま り ) 彼 等 こそ 確か に 救援 さ 

れる 者 な り 。 

174. また 、 わ れ ら の 軍勢 は 確か に 勝 

利 す る な り 。 

175. され ば 液 、 し ば らく の 間 彼 等 を 

避け 、 

176. 面 し て 彼 等 を 見 守れ 。 

彼 等 も や が て 見 る な り 。 

177. ? な ん と 、 彼 等 は われ ら の 懲罰 を 

急ぎ 求め る や ? 

tn いざ それ が 彼 等 の 中 庭 
和 を る や の 1、 克 告 され た る 人 々 の 彰 

は 答 な る べし 


され ば 、 


179. され ば 液 、 し ば らく の 間 彼 等 を 
避け 、 

180. 耐 し て 見 守れ 。 さ れ ば 、 彼 等 も 
や が て 見 る な り 。 

181. 型 な る か な 液 の 主 、 栄 光 の 主 、 
彼 等 が 主張 する も の より 上 に 。 


アッ サー ッ フ ァ ー ト As-SafHfat( 整 列 者 ) 志 刺 選 党 
oS 3 に SISSE で 81 旨 

OE aE ahi se ES 

講和 し 4 6 

EL le こる < ン 321 5 

6 の に 9 


O03 EE) 
の 512 が 62 は る 81 3 


どの ど 
3 る 
Oe CC 
いい アク 
才 
アル 2 の タク ‘8 


EE Pe NE 


TE RE 
ES EI 
の CO めく | 


ンタ ン 


Se i EO すい 
⑥O9 の の と 99 


034.23 CE 


40:52; 58:22. 722:48: 27:72: 29:54. 


2% れ この 言葉 は 、 メ ッ カ の 人 々 に と り 最 
よう だ 。 この 時 、 


悪 の 日 と な っ た メッ カ 陥 落 の 日 を 指し て いる 
総勢 一 万 の イス ラム 軍 が メッ カ の 郊外 に 押し 寄せ た 。 メ ッ カ の 人 々 


に よる 反 イ スラ ム の 企 て は 枯 く 失敗 に 終わ り 、 信者 の 側 に 輝かしい 勝利 が も た ら さ れ 


た た め 、 彼 等 の 屈 ほ 


辱 の 器 は 溢れ ん ば か り に な っ た 。 
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= アッ サー ッ フ ァ ー ト As-Saffat( 整 列 者 ) 二 十 三 准 
182. ? さ れ ば 、 使徒 た ちの 上 に 平安 あ A 
れ | 2512 上 

183. ? 面 し て 、 す べ て の 計 美 は 、 森 吹 と SA RU Pe be 


万 人 象 の 主 ア ッ ラ ー に 属す 。 1 
927:60. 91:2: 6:46. 
人 の 2 この 言葉 は 、 全 預言 者 及び 神 の 便 者 を 代表 する 聖 預 言 者 を 指し て いる よう だ 。 
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短大 

サー ド Sad 

メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

当 章 は 、 聖 預言 者 の メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され た 。 バ イハ キー と イブ 

ン ・ マ ル ダ ワ イ に よれ ば 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス は この 見 解 に 同意 し て いる 。 
RE その 内 容 と 主題 に よれ ば 、 当 章 は 
神 の 挑戦 的 宣言 、 つ まり 、 神 の 軍勢 は 勝利 する で あろ うし 、 天 罰 が その 中 庭 
に 降る 時 、 不 信者 た ち に は 不幸 な 日 と な る で あろ うと いう 叙述 で 終わ っ た ア 
ッ サ ーッ ファ ー ト 章 ( 整 列 者 ) に 非常 に 類似 し て いる 。 同じ よう に 当 章 は 、 真実 
な る 神 の 不変 の 近 、 つ まり 、 信 ずる 人 々 は 和 富 と 力 と 高位 を 取得 する が 、 一 方 
不信 者 た ち は 不 名 誉 と 破滅 に 到 る で あろ うと いう 断固 た る 宣言 で 開 扉 さ れる 。 
5 


I 
と に よっ て 、 信 者 た ち は 栄 誉 と 高貴 を 成し遂げ る で あろ う 。 そ し て 強大 な る 
諸国 の 中 で 一 番 名 準 あ る 地位 を 得る で あろ う 。 メ ッ カ の 不信 者 た ち は 、 彼 等 
は 自分 達 の 中 の 一 人 で ある 人 間 の 命令 に 従っ て 、 自 分 た ちの 神々 の 崇拝 を 謗 
め る こと は し な いで あろ うと 剛 串 の よう に 叫び を くり 返し て いる 、 と いう こ 
と を 当 章 は 更に 語っ て いる 。 こ の 馬鹿 げた 言い 訳 へ の 答え と し て 、 彼 等 は い 
つか ら 神 の 恩恵 と 慈悲 の 宝物 を 思い の まま に 占有 し は じ め た の か 、 と 彼 等 は 
告げ られ て いる 。 誰 が 神託 を 神 の 創造 物 た る 人 間 へ 伝道 する の に 相応 し い の 
か を 決め る こと は 、 神 ご 自身 の 特権 で ある 。 そ し て 今 、 神 は この 目的 を 遂げ 
る た め に 、 聖 聞 言 者 ムハンマド を 選択 し た の で ある 。 邪 悪 の 力 は 敗北 し 、 権 
威 を な くし 、 独 一 な る 神 の 信奉 者 た ち は 力 と 富 と 栄 準 を 得る で あろ うと いう 
きっ ぱり と し た 預言 に 言及 し て か ら 、 当 章 は 序説 と し て 、 イ スラ エル 人 民 が 
彼 等 の 二 人 の 王 な る 預言 者 、 ダ ビデ と ソロ モン の 治世 に 得 た 繁栄 と 栄華 に つ 
いて の 描写 を 詳 述 し て いる 。 ま た 、 当 章 は ダビ デ の 栄光 ある 治世 に 、 そ の 力 

と 影響 力 を 傷つけ る た め に 企 ま れ た 陰謀 及び 、 ソ ロモ ン の 時 世に イス ラ エ ル 
人 は 沢山 の 富 を 取得 し 、 物 質 的 繁栄 の 絶頂 期 に 至っ た 時 に 於 いて 時 か れ た 腐 
食 と 破壊 の 陰謀 に も 言及 する 。 聖 預言 者 は 、 AL 
は ね た みや つれ て 、 役 の 命 を 奪 お うと 策略 を めぐ らし 、 そ し て イス ラム を 
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サー ド Sad 


ぼ み の うち に 切り 取 ろ うと する で あろ う 、 と いう こと が それ と な く 告 げ ら れ 
て いる 。 し か し 彼 等 は 、 そ の 邪悪 な 企み に 失敗 する で ある ろう 。 そ し て 、 イ ス 
ラム は 力 と 強 さ を 存続 する で あろ う 。 然し な が ら 、 も し ムスリム た ち が 本 来 
の 責任 を 果たさ な か っ た な ら ば 、 彼 等 は 自ら の 負担 で 、 自 分 た ちの 栄 准 の 全 
盛 時 代 に 、 邪 悪 の 力 に よっ て 、 イ スラ ム の 団結 と 安定 を 傷つけ よう と する で 
あろ う 。 こ の 叙述 の 後 、 預 斉 者 が 大 変 な 普 『 難 を 半 抱 し な けれ ば な ら な い 役目 
用 NN の MO 4 "上 の 久 鍵 の 局面 は 台 に 終わ 


従っ て 、 Rt アブ プラ ハム 、 イサ テ 、 ヤコブ 、 そし て イ 
スマ エル 、 エ リシア や ズル ・ キ フル 了 預言 者 に 間接 的 に 言及 する 。 そ し て 彼 等 
を 模範 と し て 、 そ の 足跡 を 歩む 善人 た ち は 、 神 の 減少 も 減損 も な い 因 窒 に 恵 
まれ る 人 々 で ある 。 当 章 は 終 郊 に 誰 い て 、 如何 な る 時 で も 人 間 が 清廉 の 道 を 
踏み 外し 、 偶 像 を 崇拝 し だ す と 、 AH 
め に 人 神 の 使徒 が 現れ る と 述べ る 。 無知 な る 人 々 は 、 あら ゆる 損害 物 で 妨害 

て 預言 者 の 道 を 妨げ 、 裏 切り や 取 き で 人 々 を 神 か ら 離反 さ せよ う 内 
し か し な が ら 、 真 理 は すべ て の 妨害 を 打ち 負かし て 勝利 し 、 結 局 普及 する 。 
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数 節 89、 メ ッ カ 啓示 
記 > sg > は 

1. < 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の SS 
御名 に お いて 。 
2. サー ド で“、? 訓 戒 に 満ち た る クル a 
アー ン に 融 て 2514、 DP A 
3. 事実 、 不 信 せ し 者 ども は (間違っ た ) OES 58 G2 
うぬぼれ と 敵意 に 随 ち た る な り 3515_ 3 
4“ 彼 等 以前 に 、 わ れ ら は 如何 に 多く 123o 58455aCSAa15 
の 世代 を 滅ぼし た こと か ! され ば 彼 


あ 


等 は 、 逃 れる 術 は な か り し 時 に 1%( 助 Del ENS 
け を ) 喚 願 し た る な り 。 
di る 由 人 A に og 2 2 に ジン 


警告 者 が 彼 等 に 来 た り し こと を 驚き 


1:1. b43:45. 06:7; 19:75; 36:32; 50:37. 7:64. 


2813 サード と いう 語 は “ 真 の 神 : また は * 我 こそ は 真実 な る アッ ラー*^ 又は “* 神 は 真実 を 
語っ た "を 意味 する 。 

2914 真実 な る 神 が 、 型 クル アー ン に 堆 い を 立て て いる の は 、「 聖 預言 者 に 従う 者 達 は 
王 クル アー ン の 手 導 に 基づい て 行動 し 、 そ れ を 生活 の 法則 に する こと に よっ て 、 地位 
を 高め 、 偉大 な る 国々 の 礼 譲 の 中 で 一 番 栄 状 あ る 地位 を 占め る で ある う 」 と いう こと 
で ある 。 ズ ィ ク ル は 又 、 高 位 、 高 費 も 意味 する (Lane より )。 

で や すべ て の 罪 と 不信 の 根源 は 、 間 違っ た 思い 上 が り で あり 、 独 断 と 尊大 で ある 。 サ 
タン に 依っ て 犯さ れ た 最初 の 罪 は 、 ア ダム に 対し て 自分 の 気まぐれ な 優越 を 由実 に し 
て 、 ア ダム に 服従 する こと を 拒絶 し た こと で ある 。" 我 は 彼 に 勝る "⑦:13) と いう こと は 、 
常に 不信 者 達 の 自慢 の 種 で あっ た 。 そ し て それ は 、 すべ て の 預言 者 の 時 代 に 、 彼 等 が 
真理 を 受 納 す る こと を 妨げ た 。 

16 或 る 学者 達 に 依 れ ば 、 ラ ー タ は 元 来 ライ サ で ある 。 又 或 る 人 達 は 、 否 定形 の ラー 
の 否定 を 一 層 強 意 に する た め 、 それ に 女性 形 の ター を 増し て ある と 考え て いる 。 第 三 
の 学派 に よれ ば 、 そ れ は 独立 の 言葉 で あり 、 元 来 ラ イサ で も な けれ ば 、 ラ ー で も な い 。 
然し な が ら 、 第 四 の 学派 は 、 そ れ が 語句 で あり 、 そ し て 又 、 ヒ ー ナ の 前 に 置か れ た 語 
の 一 部 即ち 、 否 定形 の ラー と ター で も ある と 言う 見 解 で ある 。 
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怪し みた り 。 面 し て 、 不 信者 ども は 云 。 長 タ と み コロ (< と と も て g ン 

3S lao 
えり 、「 こ は 魔術 師 ( に し て )、 大 嘘つき I NS 
な り 。 


6. 彼 は 諸々 の 神々 を 、 唯 一 の 神 と な 13A 85* AL 0 AY 1 
し た る や ? こ は まこ と に 奇怪 な こと 0 
な り 」。 ぐつ と 
7. され ば 、 彼 等 の 長老 た ち は (こう 云 1388、 つ 1 2 る S| 0 
A NN 「 行 け 、? お 前 と と 1 

の CR OL SR 
企 ま れ た る こと な り 。 人 
8.? 我 等 は 先 の 宗教 に (関し て )、 か く | 
の 如き こと を 聞か ざる な り 7。 こ は 


295 も じ ビュン ビレ 


た だ の 創り 話 に すぎ ず 。 EN 
% で 我 等 の うち 彼 に の み 訓 成 が 降 さ れ 145 So 2 


る な りや ?」。 杏 、 彼 等 は わが 訓 茂 に me 
つい て 笑い を 抱く な り 。 香 、 彼 等 は ま 33 で 3 


だ わが 懲罰 を 味わわ ざる な り 。 SE 


10. ? 彼 等 は 、 成 力 者 、( 素 晴らし き ) ご おう 3 うう ご うり は 3 月 
DSO 宝庫 を 所 る 共和 
有する や ? YU 


Hi それ と も 、 諸 天 と 大 地 並び に を の に ィ っ 7 っ 上 全 る は > 

3o2 っ ly の > 
間 に あ る 切 の 王権 は 彼 等 の も の な CS 
りや ? され ば 、 彼 等 は すべ て の 手立て ON EA に 4 
を な し て みる べし “9。 - 


971:24.623:25. で 54:26.917:101: 52:38、 
7 * 先 の 宗教 ” と は 、 キ リス ト 教 又は メッ カ の 偶像 信仰 を 留意 させ て いる の か も 知れ 
な い 。 又 は 、 イ スラ ム 以 前 の すべ て の 宗教 に 言及 し て いる か も 知れ な い 。 何 故 な ら ば 、 
イス ラム 以前 の 如何 な る 宗教 も 全く の 純粋 な 神 の 独 一 性 の 信仰 が 残っ て いな か っ た 
か ら で あ る 。 
518 不信 者 培 が 、 聖 預言 者 に 逆らう た め 財 産 を 集め て 増やし て も 無駄 で ある 。 
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12. <( 之 も また ) そ こ に て 敗北 され る の の ステ US る 
連合 軍 の 中 か ら の 軍勢 な り 2919 


13. ? 彼 等 以前 に も 、 ノ ア の 民 、 ア ー 3 に 3 とめ 8 24C5 ころ 
ド 並 びに 杭 の 主 な る “の % ファ ラオ も 


3 る っ て も プ ブラッ ン 2* 名 
虚偽 と みな し た る な り 。 OV I O33 
14. そし て 、 サ ムー ド 族 や ロト の 民 、 So りこ の の 1 すす る 5323233 
並び に 森 の 人 た ち も また 然 り 。 こ れ 2 KM 2 
ら こ そ ( 上 記 の ) 連 合 軍 な りき 。 ゅ CDAyISH 


15. 彼 等 の 各々 は 、 使 徒 た ち を 嘘つき  &<S きどり et と つり OS 

と みな し た れ ば 、“ わ か 懲罰 は ( 彼 等 , 3 

に ) 確 証 さ れ た り 。 G Ss 
ー 項 

16. 耐 し て 、 こ れ 等 の 者 ども は た だ 激 5e15 A<22 1 史 維 ヒビ 5 

し い 一 声 を 待つ ば か り 、 そ は 如何 な る ご 

遅延 も な し 2521. Dl 


17. 面 し て 彼 等 は さえ り 、[ わ れ ら の e335 
主 よ 、 清 算 の 日 に 先立ち て 、 “ 我 等 の i 
取り 分 を 急い で 我 等 に 下 し た まえ 」。 二 


18. 彼 等 が 云う こと に 対し て 耐え 忍 bE ググ と テッ 
べ 、 面 し て 、 わ れ ら の 僕 、 手 腕 者 ダ ES 0 3 ES 


a54:46, 29:70: 40:32; 50:13. 15:79; 26:177; 30:15. 15:80; 26:190; 50:15. A17:19, 


1 当 節 に は 、 預 言 と 挑戦 が 同時 に 示さ れ て いる 。 挑戦 と は 悪 の 勢力 に 向け られ た も 
の で あり 、 彼 等 は イス ラム 軍 の 前 進 を 阻 も うと 、 富 を か き 集 め 、 強力 な 連合 軍 を 作る 
べし と いう こと で ある 。 又 、 問 言 と は 次 の よう な も の で ある 。 も し 不信 者 の 連合 衣 が 
イス ラム 軍 を 阻止 する な ら 、 不 名 準 な 完敗 を 喫 す で あろ う 。 こ の 明白 な 預 斉 は 、 漂 の 
戦い で 文字 通り 成就 され た 。 
2 アウ ター ドル ・ ア ルド と は 、 山 々 を 意味 する 。 そ し て アウ ター ドル ・ ビ ラー ド と 
は 、 町 の 主要 な 人 達 を 意味 し て いる 。 そし て ズル ・ ア ウタ ー ド は 、 大 軍勢 の 支配 者 又 
は 部 長 を 意味 し て いる (Aqrab より )。 
21 ファ ワー ク と は 次 の よう な 意味 で ある 。 二 つの 擁 乳 の 間隔 、 二 つの 吸い の 間隔 、 
雌 貼 能 が 乳 を 飲ま せ て か ら 、 そ の 乳房 に 乳 が 再生 する こと 、 人 が 手 を 開い て 、 雌 因 双 
の 乳房 を 握る 間 の 間隔 、 また は 、 擁 乳 者 が 乳房 を 握っ て 、 それ に 乳 を 再生 させ る (Lane 
より )。 
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ビデ を 想い 起 せ や げに 役 は 謙 選 に OERLYN I 
平伏 する 者 な りき 。 | 


19. くば に われ ら は 山々 を 彼 と 共に 働 GSE a 6 
か せしめ た り 。 そ は 、 夕暮 れ に も 夜 明 IS 
け に も 讃え 奉 れ り 。 OLN 
20. また 、 集 め ら れ た る 烏 た ち も ( 役 の っ る | 外人 8 UP 
た め に 働か せしめ た り )、 す べ て は 彼 上 
の 件 許 に 平伏 し た りき 。 

21. 耐 し て われ ら は 、 彼 の 王権 を 強化 
し 、》? そ し て また 彼 に 英知 と 決断 力 の 2 2 
ある 言葉 を 授け た り 。 Oa 5 


22. 泊 に は 、 彼 等 が 宮殿 の 壁 を 乗り を 2353 Es 
越え し 時 、 論 争 者 の 消息 が 至り し 3 。 
23. 役 等 が ダビ デ の 前 に 入り 来 た る US 4 3 で 4 に 1SITS く 誠 
ーe-@ へ る うっ 295 la el oS 53} 
や 、 彼 は 彼 等 の た め 驚 けり 。 彼 等 は 云 9 
えり 、「 恐 れる な か れ 、( 折 等 ) 両 名 は 論 た じ 25、 まつ こら 3 
省 者 に し て 、 我 等 の 一 方 が 他方 の 者 に 22 DR 
対し て 不正 を な す な り 。 され ば 、 真 理 ちば YU a 


さと の 


Pd に 】 
Ye 


ンー う 2 る ラン 5 て イラ ンー る タン 
A I A 5 っ る 5 


を 以 て 我 等 の 間 を 起き た まえ 、 面 し て Le 
不 公平 を な す な か れ 、 そ し て 、 我 等 を Ob RD 


am 3 > 2523 
正道 に 導き 給え 。 
21:80: 34:11. 52:252 


の 預言 者 ダビ デ 、 ソ ロモ ン と ヨブ は 、 偉 大 な る 能力 、 影響 や 富 を 持っ て いた 。 そ れ 
故に 、 役 等 が 聖 クルアーン で 常に 一 緒 に 記載 され て いる か も し れ な い (4:164. 6:85 及び 
21:80-84 節 )。 

2%23 イス ラ エ ル 人 達 の 勢力 は ダビ デ と ソロ モン の 時 代 が 絶頂 で あっ た が 、 災 い 屋 は 、 
不一致 や や 不平 を 惹き 起こ と すこ と に 忙し か っ た こと が 歴史 か ら 想 像 で きる 。 そし て 間 違 
っ た 告訴 が 絶え ず か き 集 め ら れ 、 人 々 に 逆 ら っ て 流布 され 、 そ し て 何人 か の 腹黒 い 
人 々 は ダビ デ を 殺 そ うと さえ 考え た の で ある 。 当 節 に 於 いて 、 ダ ビデ の 暗殺 を 企てる 
その よう な 意図 の 一 つ に 言及 され て いる 。 ダ ビデ の 敵 の 二 人 は 、 無謀 に も 彼 に 気 が つ 
か れ な いよ うに 、 彼 の 私 室 の 璧 を よじ 登っ た 。 し か し 警備 の 者 に 見 つか り 、 自 分 等 の 
陰謀 が 稚 敗 に 終わ っ た こと を みて 、 彼 等 は ダビ デ を 安心 させ よう と する た め に 、 自分 
送 は 論争 申 の その 決定 を 捜し 求め に 来 た 者 達 な の だ と 言っ た の で ある 。 し か し な が ら 、 
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24. げに こ は 我 が 兄弟 な り 。 彼 は 上 2430 及 う 5& を 344 348 
九 頭 の 牝 羊 を 所 有 す 。 然 る に 、 我 が 7 
牝 半 は た だ の 一 頭 な り 。 に も か か わ LAAY1JG$ 


ら ず 、 彼 は 云う な り 「『 之 を も 我 に 委 eR 
ね よ 』 と 、 面 し て 彼 議論 に お いて 我 ⑤u っ Ua22J り 3 は うと 


に 勝つ な り 」 3534 
25. 彼 は 云え り 、「 彼 自分 の 牝 羊 に 泊る EJ 
の 牝 羊 を 併せ 加え ん と する 要求 に よ 2 の le: 
っ て 、 彼 は 確か に 液 に 不当 を な せり 。 0 Ss OS el 
げに 共同 者 の 多く は 、 そ の 一 方 は 他方 RI a dE 
に 対し て 下 当 を な す な り 。 但し 信じ て ^~ Not 

行 を 積み し 者 を 除い て 。 然るに 、 そ EIEN ES 
の よう な 者 は 実に 少し 」、 耐 し て 、 ダビ NO Pi 
デ は われ ら が 彼 を 試み た る こと に 気 づ RIA SE 25313 お 


きた れ ば 、 彼 己 が 主 に 御 赦 し を 請 い 、 SNE 


謙 謗 に ひれ 伏し 倒れ 25、 悔 悟 せり 。 ご 

26. され ば 、 わ れ ら は 彼 に 之 (怠慢 を おじ 0813 
秒 し た り 。 され ば 彼 は 確か に われ ら の 

御 許 に お いて 近しい 位階 に し て 、 素 晴 

らし い 立 場 を 得 た り "26。 


ダビ デ は 彼 等 の 悪意 を 知り 、 当 然 彼 等 を 心配 し た の で ある 。 


a ダビ デ を 殺す つも り の 二 人 が 、 彼 が 非常 に 用 心 深い 者 で ある こと を 知り 、 
分 等 に つい て 役 の 疑念 を 解 こ うと し 、 彼 を 安心 させ る た め に 、 即座 に こし ら え た 語 
言及 し て いる 。 
928 ダビ デ は 、 普 通 の 訴訟 当事者 の 仮面 を か ぶっ た 二 人 の 侵入 者 に よっ て 騙さ れず 、 
の PIN 健全 で 落ち 着い た 裁判 記 の よう に 、 そ の 判 
決 を 下 し た けれ ども 、 彼 は 人 々 に その 支配 が 弱まっ て いる こと を 理解 し 、 彼 は 敵 の 除 
謀 ぬ た くら みか ら 実 に 無事 で は な いこ と を 向 戒 し た 。 彼 は その 出来 事 が 、 神 か ら の 注 
意 で ある と 思っ た 。 従っ て 彼 は 、 神 を 異 れ 散 う 誠 実 な 人 々 が 、 そ の よう に 状況 の 中 で 
採る べき や り 方 の み を 採用 し た 。 彼 は 神 に 懇願 し 、 敵 の 企み や 陰謀 に 対し て 神 の 旗 護 
を 求め た 。 訴訟 当事者 の 話 の 裏 に 、 ダ ビデ は 周囲 の 弱小 の 部 族 に その 支配 権 を 広げ て 
いた 暴君 で あっ た こと が うま く 取 り 人 れ て ある 。 
やや で ガ ファ ルナ ー・ ラ フー と いう 表現 は 、 我 々 は 彼 に 旗 護 を 与え た 、 ま た は 、 我 は 彼 
の な すべ きこ と を 正当 に し た こと を 意味 する (Lane より )。「 彼 は 確か に われ ら の 御 許 
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27.「 ダ ビデ よ 、 げ に われ ら は 激 を 地 み 391942 に EE ちら 
上 に 於 いて 後継 者 た らし め た り 。 され NN 
ば 、 真理 を 以 て 人 々 の 間 を 裁判 し 、 耐 やめ っ > 
し て 私 欲 に 従う な か れ 。 さも な くば 、 8 PO ゥ ーー アン 5 4 ) とる 
1 40 * EL | 
そ は 泊 を アッ ラー の 道 か ら 迷 わせ る > * ds Or I 
な り 」。 げ に アッ ラー の 道 を 迷う 者 ど MO 
も あら ば 、 彼 等 に は 厳し い 貢 普 あ り 、 a 
彼 等 が 清算 の 日 を 応 れ し が 麗 に 。 を OE 
三 項 
2 ^ 軍 し て われ る は 基 と 大 地 と その PWR 
間 に 在 る も の を 、 徒 に 創造 し た る 


非 ず 。 2 CREE Yb 
り 。 "され は ば 、 不信 せ し 者 ど も に は 業火 wt ン っ ライン > < SW 
6 生ん) CRAN 

の (懲罰 の ) 摘 あれ 。 2 CS ンー ング 
29. “われ ら が 、 信 じ て 立 行 を 積み し こし 鹿 貞 E212ca3 り 55 


者 達 を 、 地 上 で 騨 配 を 側 く 者 ども と 同 < レ 
じ よ うに 週 する な りや ? そ れ と も 我 ひこ の YS os 


等 が 豊 散 者 達 を 、 邪 悪 な 者 ども と 同じ DIET RE 
よう に 過す る な りや ? 


30. (これ ) 我 が 汐 に 降 し た る 聖典 は 35 和 3 の 2 る WP EA ety 
4 視 福 に 満ち た り “7、 彼 等 (人 々 ) が そ 


の 諸 節 を 熟考 せん が た め 、 且つ 思慮 あ (Ob) A 
る 人 々 が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 

31.* 面 し て われ ら は ダビ デ に ソロ モ OO CS Wg33 
ン を 授け た り 。 何 と 優れ た る 僕 な り a 
き 。 げ に 彼 は 謙 層 に 平伏 す 者 な りき 。 EA EEG) 


621:17: 44:39. D14:3; 19:38; St:61. (68:36. 96:93: 21:51.627:17. 


徳 上 の 欠点 や 精神 的 弱 さ の な か っ た こ と を 示し て お り 、 里 Ne 
を 事実 上 谷 定 し て いる (サム エル 記 下 、11:4-S 節 )。 

2927 亜 クル アー ン に は 、 全 宗教 の 基本 的 、 普 遍 的 教義 、 及 び 永 遠 不 滅 の 教え が 表 さ れ 
て お り 、 人 間 の 必要 と する も の を 十 二分 に 備え て いる 。 これ が ム バ ー ラ ク と いう 語 が 
意味 する と ころ で ある 。 
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る 


32. 夕方 に 於 いて 、2529 駿 馬 25284 が 彼 る ある にし 』 sk ss 3 
の 前 に も た ら せ ら れ た る 時 、 
Ol 


33. され ば 彼 は 云え り 、「 げ に 我 が 半 は る を ぐい っ 1 で 31JMS 
き 物 を 好む は 2 己 が 主 を 念 ず る が 
故 な り 」250。 従 っ て 、 そ れ ら ( 馬 ) が Sk ; うべ うぅ 
垂れ 幕 の 背 後に 隠れ た り 。 - 


34. ( 役 は 云え り )「 そ れ ら を 我 の 前 に 32 し じ E。2 5 交 ひと ほう 
連れ 戻せ J」。 され ば は 、 彼 は (それ ら の ) の 
脚 や 句 筋 を 撫で 始め た り 2931。 OLEY 


35. 面 し て 、 わ れ ら は 誠に ソロ モン を CN 
試み て 、 そ の (統治 の ) 王 座 に (理性 な pc >O 
き ) 肉 体 932 を 投げ た り 。 然 る 後 、 彼 SS は <3 
は ( 神 に ) 平 伏し た り 


36. 彼 は 云え り に 「 我 が 主 よ 、 我 を 赦 Ny) ター グン っ | Ww グ そ CA 
し か な ん びと - K は 9\ けら に に つ 
し 給え 、 耐 し て 、 我 が 後 何人 も 達し 得 りう の り 


サー フィ ナー ト ( 上 駿 馬 ) と は 、 サ ー フ ィ ン の 女性 形 の サー フィ ナ の 複数 で あり 、 馬 
が 三 本 の 股 と 、 四 本 目 の 多 の 踏 の 先端 で 立っ て いる こと を 意味 する 。 この 姿勢 で 立っ 
て いる こと は 、 ア ラビ ア 馬 の 品種 の 特色 で ある と 考え られ 、 最 も 良い 種類 の 馬 で ある 。 

2 ジ ヤ ー ド (迅速 な 馬 ) は 、 ジ ャ ワー ド の 複数 形 で あり 、 フ ァ ラ スン ・ ジ ャ ワー ドゥ 
ン と いう 表現 は 、 脚 の 速い 馬 を 意味 する (Lane より )。 

29 アン と は 、 変 化 、 周 償 (2:49)、 優 越 さ (47:39) を 表示 し て いる 。 又 それ は 当 節 に 

る 如く 、 原 因 を 示し 、" り "(⑪) と 同じ 意味 で ある (33:4)。 

や” 神 は ソロ モン に 力 と 富 を 授け られ た 。 彼 は 広大 な 王国 を 支配 し 、 そ の た め 強 力 な 

軍隊 を 持た ね ば な ら な か っ た 。 騎兵 隊 が 彼 の 箇 の 主力 だ っ た の で 、 当然 彼 は 血統 の 良 

い 馬 を 愛好 し た 。 ソロ モン の 馬 を 愛す る 気持 は 、 競馬 の 愛好 者 や 馬 の 繁 殖 の プロ の そ 

れ と は 違っ た 。 神 の 大 義 の 戦い に 馬 は 用 いら れ た の で あり 、 そ れ は た だ 創造 主 へ の 彼 

の 愛 か ら 生じ る も の で あっ た 。 

2 や ソロ モン は 馬 の 行 進 を 眺め 、 馬 を ほめ る た め 、 自 分 の 馬 の 首 や 足 を さわ っ た よう だ 。 

2332 34:15 侵 で は 、“ 一 匹 の 地上 虫 " と いう 語 が 使わ れ て いる 。 こ の 語 は 、 ソ ロモ ン の 息子 

で あり 後継 者 の レ ハ ベ アム ある い は ダビ デー 旗 に 反旗 を 衝 し た 無能 な 家 来 ジェ ロボ 
アム を 指し て いる よう だ ( 列 王 上 12:28)。 ソロ モン は 、 自分 の 死後 、 そ の 王国 が 無能 な 

後継 者 の 下 で は その 領 上 を 維持 で き な い で あろ うと 悟っ た 。 そこ で 、 彼 は 神 に 向かい 

祈っ た 。 と の 祈り は 次 節 に 述べ られ て いる 。 
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ざる 王国 を 我 に 授け 給え 9。 げに 流 231< 必 augea AN ・ ュ スン 
リ 2902 ーッ 、 多 こ 3 
こそ (素晴らし き ) 授与 者 に まし ま 0 
す 」。 に に 
37. され ば 、“ わ れ ら は 彼 の た め に 風 人 う 。 し 、 る 58 別人 
を 働か せしめ た れ ば 、 そ は 彼 の 命ずる - 本 0 の み 
まま 、 そ の 和 欲す る と ころ へ 静か に 吹き OL ES 
行 る な 
38. 2 また サタ ン た ち ( つ まり ) 各 種 の aE RN 
建築 家 や 潜水 夫 た ち を も 、 


39. < そし て また 、 鎖 を か けら れ た る 他 OLY GI AS 
の 者 を も 894。 - A 


40.「 こ は われ ら の 贈物 な れ ば 、 液 施 81 GLUE 
す も よ し 、 それ と も 精算 な く 控え 目 に : 
する も よし 」。 @ こ っ じ ュ 


41. され ば 彼 は 確か に われ ら の 御 許 & ⑤ っ Lo と よる お 人 35 で e085 
に お いて 近しい 位階 に し て 、 素 晴らし "ーー 
い 立 場 を 得 た り 。 
四 融 

42. 面 し て 、 われ ら の 僕 ヨプ を 想い を G「 和 82e 直 引導 og S35 
起 せ 、 彼 は 己 が 主 に 向っ て 、「 げ に 悪魔 了 NN se 
は 我 を 非常 に 悩ま せ 、 普 し ませ る な 。 ツァ は e ス の 3O ら > 
り 」 と 祈り し 時 3535、 


421:82: 34:13. 121:83; 34:13-14, 14:50.21:84. 


や ソロ モン の つか の 間 の 王国 も 、 彼 の 死後 、 皿 子 の 無能 さ に より 崩壊 する で あろ う 
と 彼 が 予知 し た こと は 、 前 節 に 示さ れ て お り 、 そ こ で 彼 は 、 神 が 彼 の 一 族 に 授け られ 
た 精神 的 な 王国 が 続く よう に と 祈っ た 。“ 何 人 も 持ち 得 ざる 王国 を 我 に 授け 給え "この 
言葉 を 文字 通り の 意味 に 採る な ら 、 ソ ロモ ン の 祈り は 、「 彼 の 死後 、 彼 の 如く 権力 と 
栄光 を 有 し た 王 は イス ラ エ ル の 中 に 現れ な か っ た 」 と 解釈 され る で あろ う 。 

2934 21:83 節 及 び 、34:13.14 節 に 述べ られ た よう に 、 ソ ロモ ン は 、 領 土 内 の 未開 人 、 野 
論 人 や や 反抗 的 な 山 全 民族 を 支配 下 に 治め た 。 彼 は 彼 等 を 入隊 させ 、 彼 の た め に さま ざ 
まな 働き を させ た 。 前 節 の シャ ヤー ティ ー ン (サタ ン 達 )、 34:13 節 の ジン は 、 この 人 々 
を 指し 、 彼 等 が ソロ モン に 与え られ た 仕事 も 同種 の も の で あっ た (歴代 志 下 2:1.2 節 )。 
や メス ブ と は 、 疲 労 、 骨 折る 、 難 儀 、 悩 み 、 病 気 、 不 運 を 意味 する (Lane より )。 当 
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43. (われ ら は 彼 に 云え り ) 「 液 の 馬 と]. とろ いた ッ ラ 。 
NS RO 


身 を 浄 め 且つ 、 飲 め る た め の 清 涼 な らし 25 
水 あ り 」296 

4. < 市 し て われ ら は 、 彼 に その 家族 と 0 
彼 等 と 共に それ と 同様 な 者 た ち を 1 2 る 
2937、 我 等 より の 慈悲 と し て 、 また 思慮 NI SII 


ある 人 々 へ の 訓 戒 と し て 賜わり た り 。 


45.「 ま た 、 ひ と つか み の 乾い た 小槻 Va GES CR る x 
を 握り 、 そ れ に て 打 て 2*3%。 面 し て 、 


83. 


節 と 次 の 三節 に 使用 され て いる 言葉 は 前 の いく つか の 節 で 使用 され た 如く 、 適切 で 隙 
験 的 で ある 。 預言 者 ヨブ は 、 シ ャ イタ ー ン ( 悪 の 指導 者 ) と いう 言葉 が 示す 如く 、 残 酷 
か つ 専 制 的 な 偶像 崇拝 者 の 支配 者 の 国 に 住ん で いた よう で ある 。 彼 等 は ヨブ の 一 神 教 
の 立 導 に 反対 し 、 ヨ ブ を 厳し く 迫 害し た よう で ある 。 ヨブ は 生ま れ 夏 卿 を 去ら な けれ 
ば な ら ず 、 他 国 へ 非難 し な けれ ば な ら な か っ た 。 この 移住 の 結果 、 彼 は 家族 や 信奉 者 
た ちか ら 分 離さ せら れ た の で ある 。 も し シャ イタ ー ン と いう 語 が 、 或 る 権威 者 た ち が 
考え る よう に 、 シ ャ イタ ー ヌ ル ・ フ ァ ラ ー ト (Shaitanul-Falat、 砂 漠 の サタ ン ) 即 ち 、 の 
どの 乾き を 意味 する な ら ば 、 当 節 は 、 ヨ ブ の その 長く 厄介 な 旅行 は 、 極度 の の どの 乾 
き と 疲 れ に 悩ま され た こと を 表示 する 。 他 の 或 る 権威 者 た ち に よれ ば 、「 悪 魔 は 我 を 
如 難 辛苦 に よっ て 悩ま せ た 」 と いう 言葉 に よっ て 、 預 言 者 ヨブ が 一 時 的 に か か っ た 皮 
膚 病 と その 結果 へ と へ と に な っ た そう で ある こと を 示す と いう 見 解 で ある 。 
や や ヨブ は 、 早 く 安 全 な 場所 に 到着 する た め 、 乗 っ て いる 馬 を 鞭打ち 、 足 で 駆り 立て 
人 厄 介 な 旅行 で 、 非 常 な 喉 の 温 き と 疲れ に 悩ま され た 故 
、 彼 は 行く 手 に 美味 し い 泉 が 在 る と いう 情報 で 慰め られ た 。 そこ で 彼 は 喉 の 渦 き を 
0 敵 を 洗う こと が 出来 る 。 又 、 彼 は 水 の 無い 所 に 独り ぼっ ち に と り 残 
され た か ら 、 神 に よっ て 、 彼 が 行く 手 に 美味 し い 泉 が 在り 、 乗 っ て いる 馬 を 足 で 駆り 
立て る こと が 告げ られ て いる 。 彼 は そこ で 休む こと が 出来 、 喉 の 混 き が 充 た され 、 水 
浴 が で きる 。 双 、 当 節 は 、 ヨ ブ は 皮膚 病 に 悩ま され て いた の で 、 神 に よっ て 、 そ の 度 
憎 病 を 治す で あろ う 鉱 物 を 含有 し た 水 の 特 殊 な 泉 で 水浴 する こと が 命じ られ た こと 
を 意味 し て いる 。 ヨ ブ が 旅行 し た 国 は 泉 や 源泉 に 富ん で いた よう で ある 。 
2 イコ ヨブ は 神 の 命令 に 服従 し て 、 旅 を 続け た 時 、 彼 は 、 身 を 浄 め る た め 、 及 び 、 喉 の 
泡 き を 和らげ る た め に 、 冷た く 新 鮮 な 水 を 見 つけ た ば か りか 、 自 分 の 家族 と 離れ 離れ 
に な っ て し まっ た 人 々 を 発見 し た 。 ヨ ブ は 皮膚 病 を 軒 っ て いた た め 、 ヨブ の 人 々 は 彼 
を 置き 去り に し た の で あっ た と 思わ れる 。 
3 43 節 で 、 ヨ ブ が その 和 本 っ て いる 馬 を 急ぎ 進め る よう 命じ られ て いる が 、 当 節 に 
於 いて 彼 は 、 危険 か ら 腕 出し て 安全 な 場所 に 至れ る よう に 、 その 馬 を 細 枝 の 束 で 打っ 
て 急 が せる こと を 告げ られ て いる 
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液 の 誓約 を 破る な か れ 」2""%。 げ に わ 記す le 
れ ら は 彼 が 忍耐 強 き 者 と 見 出し た り 。 * 
何と 優れ た る 僕 な りき 。 げ に 彼 は 謙 SRE 
悦 に 平伏 す 者 な りき 。 

46. また 、 わ れ ら の 僕たち アブ ラ ハ ム i ee 33 
と イサ ク と ヤコブ を 想 え 。( 彼 等 は ) 2 の 
手 障 震 に し て "の 、 識見 を 有する 者 な 。 @JL2YGYIJ O33 
りき 。 

47. ば に われ ら は 特別 に 彼 等 を 、 来 世 2S る ET) 
の 住居 を 念 ず る た め に 選び た り 。 

48. 面 し て 彼 等 は まこ と に 、 われ ら の XS 放 る 3 の 5 
御 許 で 選ば れ 、( 旦 つ ) 逢 越 な る 人 々 の A 
申 な りき 。 LAY 
49. "また イス マイ ル と エリ シャ て SS 3 Ede 5 
と ズル ・ キ フ ル "の こと を 想 え 。 面 5 

し て 彼 等 は みな 最良 の 人 々 の 中 な りき 。 EI SS 


う 


50. こ は 訓 茂 な り 。 面 し て 崩 散 者 た ち 。&、, COE 3 


MA 
Lo 
w 
む 
\ 
Ca 
ューー 
を ー 
くい 
\ 
2 


に は 必ず や 素晴らし き 帰 処 あり 。 
51. すなわち 、 氷 吉 の 作 彫 な り 。 請 門 あの II っ 放っ g こ 
GO 
は 彼 等 の た め に 開か れ た る な り 。 っ の So 
06:87: 21:86-87. 


2"33 原文 の 「 ラ ー・ タ フナ ス 」 と いう 語 が 意味 する と ころ は 、 偽 り を 受け 入れ な い 、 
つま り 、 偶 像 崇拝 や 多神教 と 妥協 する こと な く 、 確固 と し て 唯一 の 神 を 信じ 続け る よ 
うに と いう こ こと で ある 。 こ の 斉 葉 が 、「 故 い を 破っ て は な ら な い 」 と いう 意味 な ら 、 
当 節 は 、「 ヨ ブ は 一 族 の 者 達 の 怠慢 が も と で 彼 等 と 祥 を 分 か っ た の で 、 彼 等 に 合流 し 
た 後に は 、 そ の 怠慢 を 前 す る と 維 っ た 」 こ と を 示す も の と な る 。 し か し 、 彼 は 、 彼 等 
に 合流 し た 時 、 当 節 に 示さ れ て いる 通り 、 次 の よう な 神 の 命 を 受け た 。 喜び と 感謝 の 
時 に 彼 等 を 厳し く 員 し て は な ら ず 、 彼 等 の 苦し み が 最 少 で 済む よう に 奪い を 果たさ な 
けれ ば な ら な い 。 

2940 ヤセ ド ゥ と は 次 の よう な 意味 で ある 。(① 因 恵 (2②) 影 響 (③) 勢 力 (4④) 軍 勢 隊 ($) 富 (6) 約 東 
⑦⑰⑦ 服 従 (Aqrab より )。 

全 千 エリ シャ は エリ ヤ の 弟子 で あり 後継 者 で あっ た 。 彼 は 紀元 前 938 年 か ら 828 年 ま 
で 存在 し た 。 注 870 も 参照 の こと 。 

2 ズル ・ キ フル と いう 名 前 に よっ て 知ら れ て いる 預言 者 は 、 ア ラビ ア 人 達 に よっ て 、 
ズル ・ キ フル と 呼ば れ た エ ゼ キ エ ル 預言 者 で ある と 思わ れ て いる 。 注 1912 を 参照 。 
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s2. «その 中 で 彼 等 は ゆっ た り と 供 れ る 2 Ao OE ステ ダ 
か か り 、( 面 し て ) そ こ で 沢山 の 果物 や し 3 5 2 
飲物 を 求め る な り 。 の し て う タ ンジ 


53. 耐 し て 、 彼 等 の 許 に は 、 同 じ 年 頃 BN 
の 伏し 目 が ちな ?( 乙 女 ら ) あ る べし 。 


54. これ 、 清 算 の 日 の た め に 、 お 前 達 用 ⑤ こ じ よ | うう 9 あじ は 
に 約束 せら る る も の な り 2?%。 

55. げに こ は わ れ ら の 滋養 物 な り 。 そ OE ES AE 
れ は 尽き る こと な し 。 

s6. か く の 如く な らん 。 < 面 し て 、 反 OO GA 


逆 者 達 に は 必ず や 悪し き 帰 処 あり 。 

57. (すなわち ) 地 獄 な り 。 彼 等 は その 

中 に 入る べし 。 され ば 、 な ん と 悪し き 

な る 区 処 か な ! 

58. (実に ) か く の 如 く な り 。 さ れ ば 、 彼 3 
等 は これ を 味わう べし 、 (すなわち) 煮え 
た ぎる 湯 “ と 猛烈 に 冷た い 水 を 9。 
59. また 他 に も 、 こ れ に 類する も の あ a 
り 2548 

60.「 こ は お 前 達 と 共に (そこ に が 入る し る YB 
軍勢 な り 」%546。 彼 等 は 歓迎 せら る べ te 

くも な し 。 彼 等 は 業火 に 入る 者 な り 。 OI る 


918:32: 36:57: 83:24. 255:57.<78:22-23. 78:26. 232:14、 


2543 精算 の 日 と は 、 全 て の 人 々 が その 行い に 応じ 報酬 を 賜る か 、 六 を 下さ れる か が 決 
め ら れる と き で ある 。 精 算 の 日 は 、 こ の 世 の 全 人 類 、 社 会 、 国 家 に 訪れ る 。 

244 地獄 に ある 人 々 は 、 熱 湯 か 冷水 を 飲む こと に な ろう 。 彼 等 は 、 神 より 授かっ た 能 
力 を 適度 に 用 いる こと な く 、 極 喘 に 走り 、 中 席 を 重んじ な か っ た た め 、 極度 に 熱い 湯 
か 、 冷 た い 水 を 飲む こと に な る の で ある 。 

2945 本 文 に 示さ れ た 意味 以外 に 、 当 節 に は 次 の 意味 も ある 。「 彼 等 と 同じ 経歴 を 持つ 
人 々 が いる で あろ う 」。 

2 や 不信 者 の 指導 者 達 は 、 従 者 の -- 団 が 地獄 に 堕ち て 来る の を 見 る 時 、 大 勢 の 従者 が 
彼 等 と 共に 火 の 中 に 入る と 告げ られ る で あろ う 。 育 目 的 に 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 真 
実 を 拒ん だ た め 、 ま っ さか さま に 地獄 へ 堕ち る の で ある 。 


@ ゅ 3 < A 9 
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三 十 八 章 サー ド Sad 二 十 三伏 


61. 彼 等 は ( 呪 衣 する 人 た ち に 向っ て ) LY KKIE 
云わ ん 、「 百 、 お 前 達 こそ ( 呪 わ れ た る a 

な り )、 お 前 達 は 歓迎 せら れ ざ る な り 。 OHS We 
お 前 達 こ そ を 、 わ れ ら の た め に 之 を 先 に 

送り し 者 な り "7?。 さ れ ば 、 な ん と 悪 

し き な る 休息 所 か な ! 」。 

62. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 の 主 よ 、 我 KAc3383AC9A SB う US 
等 の た め に 之 を 先 に 送り し 者 に は 、 2 と 
業火 の 中 で 懲罰 を ? 倍 加 し 給え 」 5。 SIH GS 


63. また 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 如何 が る Y sy 区)2182 
し た ? 我 等 が 悪人 と みな し た る 者 
ここ で 我 等 は 見 ざる と は 、 © 


64. 我 等 が 彼 等 を 作 辱 せ し こ と な り ス 4 に ご とる 5 衣 GE 
や 、 そ れ と も 、 我 等 の 眼 が 彼 等 を ( 認 
識 す る こと を ) 見 落し た りや ? 」?%99。 OLRY 
65. げに これ 、 業 火 の 者 ども が 互 に を ⑤ り Az る 53036) 
争い 合う こと は 事実 な り 。 「 7 
五 項 

66. 云え ん 、「 げ に 我 は 一 介 の 警告 者 な NY AS 
り 。 面 し て 唯一 、 宇高 に まし ます アッ . i 
ラー 以外 に 神 な し 、 OI 


ォ ブ 
4 


の 


と 
1 


7:39. 934:32: 40:48、 


347 不信 者 の 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 そ れ ぞ れ の 言葉 で 指導 者 を 呪う で あろ う 。 指導 
者 、 従者 相方 互い に 軸 り 合う こと と な る 。 人 は 自ら の 行い が 招く 悪い 結末 に 直 
時 、 そ の 非 を 他人 に 転嫁 し よう と する の は 人 間 の 性 で ある 。 こ れ は 、 罪 深き 者 が 、 

の 悪行 の 懲 る べき 結末 に 直面 し た 時 に と る 行動 その も の で ある 。 

2e48 不信 者 の 指導 者 に 従う 者 は 、 か つて の 指導 に 天 六 の 下る こと を 願う で あろ う 。 
2P49 ここ で の “者 "と は 、 信 者 を 指す 。 

2989 地獄 の 人 々 は 、 こ の よう に 言葉 を 交わ す で あ ろう 。「 現 世に お いて 、 取 る に 足り 
な い 者 と 我々 ん が みな し て いた 人 ん 々 が 此処 に いな いと は 、 ど うし た こと か 。 彼 等 は 咽 笑 
に 値する 人 物 で は な く 、 真 の 信者 だ っ た の か 、 そ れ と も 、 彼 等 も 叉 地獄 に 堕ち た が 、 
た だ 我々 が その 姿 を 見 か け な い だ け な の か 」。 
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二 十 三伏 サー ド Sad 三 十 八 章 


67. 諸 天 と 大 地 並 びに その 間 に あ る じ る と ビビる YB 
も の の 主 、 威力 者 、 寛容 第 き 者 な り 」。 


SII 3 al| 
68. 云え 、「 こ は 偉大 な る 消息 な り タラ トー ライ ー プ 5 
0 OS RS 
の の. お 前 轄 は を 奄 す 。 ⑨ の 〇 ぁ ろ もら 31 


70. 我 は 、 彼 等 が 論議 し た る 時 に 、 高 Me Nb le dE 
中 な る 天使 ら 52 の こと に つい て 何 


の 知識 も 持た さる な り 。 の O ぷ つう ゃ う ) 
RR イッ 


71. 我 は た だ 、「 我 は 公然 の 警告 者 な RE ET 
り 」 と 啓示 され る な り 」。 ti 


72. “ 波 の 主 が 天使 た ち に 向っ て 云え 2 る る. る Cax IGE 
し 時 (を 思え )、「 げ に われ は 土 か ら 人 間 Wi 
を 創る な り 。 OO 


73. 2 され ば 我 、 之 を 完成 し 、 わ が 辻 の CIE AS 5 
目 よ り 芝 に 吹き 込み た る や 、 液 等 叩 語 a 
し な が ら そ の た め に 伏し 倒れ よ 」2553. ie A 「 2 
74. され ば 、 天 使 た ち “% は 皆 あの < る 1 3 LE 
せり 。 


< 1 PR 6 EI SG } 


13:29-33: 17:62. 615:30: 32:10. 


81 ナ バ ウ と いう 語 は 次 の よう な 意味 を 持つ 。 在 る 情報 : 非常 に 大 切な お 知ら せ : 伝 
営 そ し て 、 人 の 心 を 巡 居 で 満た す 消 由 (Lane より )。“ 併 大 な る 消息 "と は 聖 ク ルアー ン の 
啓示 と いう 偉大 な 出来 事 、 又 は 、 聖 預言 者 の 出現 を 指し て いる よう だ 。 

2?982 2.31 節 及 び 、 ハディース か ら 見 える 如く 、 神 は この 世に 預言 者 を 遣わ すこ と を 定 
め る と 、 神 は その 近しい 天使 た ち に その 意向 を 伝え て いる よう だ 。 天使 達 は この 最上 
級 の 事柄 を お 互い に 論議 する 。 こ れ 等 の 天使 達 は "最高 会 議 ' と し て 言及 され て いる 。 
聖 預言 者 は 、 彼 が 任せ られ る 聖なる 偉大 な 使 谷 に つい て 、 天 で 審議 され 、 討論 され た 
こと は 、 何 も 知ら な か っ た と 語っ て いる よう に 描写 され て いる 

2993 預言 者 が 世に 現れ る 時 、 天使 達 は 彼 の 目的 が 進 め ら れる よう > 支援 し 、 英 の 陰謀 を 
除く よう 命じ られ る 。 

4 天使 、 又 は 天使 の よう な 人 々 。 
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者 ども の 中 な りき 。 の 
76. < 彼 は 去 え り 、「 イ ブリ ー ス よ 、 わ に 3 る 3OIEL2E、 AG 


れ は 自分 の 両手 で や” 創り し も の に 液 の ae 
が 前 請 す る こと に と り て 、 何 が 次 を 妨 OSC や げ OS EE 
げた る や ? 汐 高慢 し た りき 、 それ と も 、 GL 
液 は 至高 な る 者 達 の 中 な り た る や ? 」。 0 

77. 彼 は 云え り 、「 我 は 彼 より 優る Ba AS お 551JUS 
2556 ヵ 液 は 我 を 火 か ら 創 り た れ ど 、 彼 「 


。 21 2 6 る 4 イイ G 
を 土 か ら 創り た り 」。 Oise 3 
78. < 彼 は 云え り 、「 然 ら ば 、 ここ か ら 出 RG 


で 行け “7、 流 は 追い 払わ れ た る な り 。 

79. 4 され ば 、 審判 の 日 まで 、 溢 に は わ OR RI EIEEEE!S 
が 呪 斉 あ り 」。 : 

80. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 彼 等 が っ 5 うつら 2JN 
復活 され る 日 まで 、“* 我 に 猪 予 与 。 


給え 」2558 OOK へ 
1 伝 は さえ り 、7「 に 汐 は 狙 予 まれ OG 

る 者 達 の 中 と な れ り 
BI ほ 限 の その 日 ま Or I ぁ d) 
で 」 58 


7:13: 13:33. 7:13: 15:28: 55:16.07:14; 13:35. 9715:36. 97:13: 15:37, 17:63.17:16; 15:38. 815:39. 


人 で” “自分 の 両手 で "と は 「 我 は 、 己 が 全て の 美 付 を 表す よう に 人 間 を 創っ た 」 と いう 
意味 で ある 。 
で 。 順 言 者 の 反抗 者 ども は 、 常に 権力 と 威信 を も っ て 彼 の 優位 に 立 と うと する 。 己 と 
同等 か 、 己 より 下 等 と みな され る 者 に 忠誠 を 尽く すこ と は 、 彼 等 の 誇り を 傷付け る こ 
と と な る 。 

987 4 ミン ハー" と いう 語句 に 於 ける 代名詞 の ハー" は 、 来 世 の 天 国 を 留意 し て いな い 。 
何故 な ら ば 、 天国 は 、 サ タン が 入れ な い 場 所 で あり 、 一 度 そ こ に 入っ た 者 は 追放 され 
る 心配 が な いか ら で あ る (1S:49)。 そ れ は 、 問 言 者 の 出現 の 前 に 、 人 々 が 楽し ん で いる 見 
せ か け の 伴 福 の 状態 に 言及 し 、 そ し て 聖 ク ルアー ン で ジャ ン ナ と し て 描写 され て いる 。 
人間 の 王 の 再生 。“ 魂 の 安らぎ "の 段階 に 至れ ば 、 人 は 精神 的 堕落 か ら 逃 が れ ら れる 。 

注 1498 も 参照 の こと 。 
9 真実 が 偽り を 潜 徐 し 、 偽 り を 追い 求め る 者 が 制圧 され る 時 。 
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83. 彼 は 云え り 、「 さ れ ば 、 流 の 成 光 Sacsl EE 5 
こ 典 て 、< 我 は 必ず や 彼 等 皆 を 誘惑 す 
る な り 、 

84. 但し 、 彼 等 の 中 の 激 に 選ば れ し @O&2e&4il24s じ 。 ざ | 
僕 等 を 除い て 」。 

85. 彼 は 云え り 、「 さ れ ば 事実 、 そ し の 2 
て われ は 事実 を 語る の み 、 

86. われ は 流 並 びに 彼 等 の 中 汐 に 従 GS 1 2 っ 5 そ で 
うす べ て の 者 ども を 以 て 必ず 地獄 を NN 
満た す な り 」 2 ンー ンー 
87. 云え 、「 我 は この た め に 如何 な る CLE ET 
報酬 も お 前 達 に 求め ず 、 ま た 我 は 8 


表 


矯 館 者 に も 非 ず 。 Ec 
88. こ は 万 人 へ の 訓 戒 に 外 な ら ぬ 。 ORNSY RE 


3 


89. 耐 し て 、 折 くす れ ば 、 お 前 達 必ず を ES 
he oS 
その 真実 を 知ら ん 」 "1。 " を 


717-18: 15:40. 


2960 神 と サタ ン の 間 答 は 、 現実 の 出来 事 に 触れ て いる の で は な く 、 預 言 者 出現 時 の 状 
況 に つい て 、 陰 只 的 に 表 さ れ て いる 。72 節 に 述べ られ た 和男 は 、 各 時 代 の 預言 者 を 指 
し て お り 、 又 、 イ ブリ ー ス と は 、 彼 に 逆らい 、 そ の 使命 の 推進 を 阻 も うと する 、 悪 意 
ある 者 達 を 表し て いる 。 

9 聖 預 言 者 は 、 不 信者 達 に 対し 、 彼 の 布教 が 真実 で ある と 彼 等 が 遠から ず 悟 る と 告 
げた こと が 、 こ こ に 示さ れ て いる 。 
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OE es 
三 十 九 草 了 
アッ ズ マ ル Az-Zummar( 群 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 、 題 和 釧 と 背景 
先行 する 五 章 と 文体 や 主題 が 非常 に 類似 し 、 そ れ ら と 同様 に 、 当 章 は 使 
徒 を 拝命 し た 時 代 の 初期 に 啓示 され た も の で ある 。 或 る 学者 達 、 つ まり 、 ロ 
ド ベ ル や ミュ ー ア は この 啓示 は メッ カ 時 代 の 晩年 と みて いる 。 し か し な が ら 、 
大 方 の 学者 的 な 意見 に 従え ば 、 当 章 は 聖 預 斉 者 の メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 さ 
れ た も の と し て いる 。 サ バア 章 か ら 始 まる 六 つ の 章 の 主 な 出題 は 、 特 に 聖 ク 
ルアー ン の 天 啓 と 神 の 独 一 性 教義 に 言及 する 啓示 で ある 。 全 て の 天地 万 物 の 
唯一 な 創造 者 及び 支配 者 が 存在 する 事実 は 全面 的 に 広がる 宇宙 の 道理 、 調 和 
そし て 調整 か ら 推論 し て 免 れ が た い 。 そ し て すべ て の 科学 は それ を 耕 定 し が 
た く 立 証する 。 非 常に 強力 な 敵 に 対し て 、 極 め て 貧弱 な 手段 し か 持た な い 神 
の 使徒 の 成功 は 、 さ ら に 神 の 存在 と 独 一 性 の 証明 で ある 。 
主題 
当 章 は 聖 ク ルアー ン 啓 示 の 主題 で 開 扉 さ れる 。 そ し て 、 こ の 地球 上 に 神 
の 独 一 性 を 創立 する すべ て の 経典 及び 預言 者 た ちの 必要 性 、 目 的 や 至高 な る 
目標 を 論じ て 続く 。 こ の 偉大 に し て 崇高 な 目的 達成 の 道 を 妨げ る 最大 の 障害 
は 、 人 々 が 間違っ た 神々 、 つ まり 、 自 分 自身 で 創造 し た 偶像 を 崇拝 し が ち で 
ある と いう 事実 で ある 。 偶 像 崇拝 の 中 で 、 一 番 忌 まわ し くも 流行 し て いる の 
は 、 そ し て 社会 全体 の 精神 的 発展 へ の 最も 損害 と な っ て いる の は 、 イ エス が 
神 の 息子 で ある と いう 信仰 で ある 。 当 章 は 世の中 の 最も 美しく て 完成 し た 設 
計 と 理 法 で 、 す べ て の 創造 の 背後 に は 唯一 の 計画 者 し か な いと いう 信念 を 論 
証 と し て 叙述 し て いる 。 胎児 が 立派 な 人 間 に 発達 する 前 に 通過 し な けれ ば な 
ら な い 三 つの 段階 を 、 付 加 的 証明 と し て 引用 し て いる 。 天 啓 の 目的 と 必要 性 
を 王 短 に 論議 し た 後 、 当 章 は それ を 支持 すべ く 、 二 つの 非常 に 力強く 健全 な 
証明 を あげ て いる 。 す な わ ち 、(①⑪ 神 に 対し て 虚偽 を 提 造 し た 者 と 真実 を 拒否 
し た 者 は 、 こ の 世 で 決し て 成功 し な い 。 和 失敗 と 恥辱 が か れ ら に 付い て まわ る 。 
②) 神 の 預言 者 た ち 及 び 預 言 者 た ち を 受け 入れ 、 そ の 簡 導 に 従う 人 々 は 、 常 に 
幸福 に 満た され 、 彼 等 の 主張 は 成功 する 。 こ れ 等 の 二 つ の 論証 は 啓示 の 申告 
者 の 正直 さ を 判 断 す る た め に 絶対 確実 な 基準 と な る 。 こ れ 等 の 基準 に よる 判 
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は 、 異 議 申し 立て 出来 な い 、 疑 う 余 地 も な い 事 柄 で ある 。 次 に 当 章 は 罪深い 
人 々 に 希望 と 声援 の 伝言 を 与え る 。 そ し て 神 は 非常 に 慈悲 深く 寛大 で ある こ 
と を 告げ て いる 。 神 の 慈悲 は 一 切 を 成就 する 。 神 は 罪人 の 改心 だ け を 望ん で 
いる 。 人 間 は 己 の 宿命 に 向かっ て 努力 し な けれ ば な ら な い 。 そ し て 何人 も 、 
身代わり の 犠牲 で 助かる こと は 出来 ない 。 し か し な が ら 、 人 間 は 後悔 と 改心 
の 多く の 機会 が 与え られ て いる 。 し か し 、 彼 が 邪悪 の 道 を わざ と 歩み 続け る 
な ら ば 、 厳 し く 宙 せら れる の で ある 。 当 章 は 終盤 に 当っ て 、 少 数 の 節 に 於 い 
て 復活 の 日 に つい て 描写 し て いる 。 
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アッ ズ マ ル Az-Zumar( 群 ) 
節 数 76 メッ カ 啓 示 


ド こと 人 うる ) う 
1. "慈悲 深く 、 恵 か み 遍 く ア ッ ラ ー の Os es a 


\ 


. この 聖典 の 啓示 は 、 威力 に し て 臣下 | ご 2 こ ) 5 
© S| 


3. げに われ ら は 走 理 を 以 て この 聖典 EL 1 | TU 
を 没 に 降 し た り 。 され ば 、 その た め に ーー Ii 6 
こそ 信念 の 誠 を 尽 し な が ら ア ッ ラ ー OR 4 し 2 は 2 人 | 


4. よく 聞け 、 誠 意 の ある 信念 は アッ ン 3 、2 1 
ラー の た め の み な り 。 面 し て 、 彼 を 差 - - 7 
人 まま] PIN Pt ッ ゴ ッ 1 る 3 
し 置い て 守護 者 を 採り 挙げ し 者 ども E eo ed を ンク 8 
は ( 去 う な り )、 「 我 等 が 彼 等 に 仕え る ha GR 回 
は 、 役 等 が 我 等 を アッ ラー の お そば 近 OL MOAA に 69 
EE ラー 本 上 ‘2 目 』 ン LG I ラタン 28 ラプ イッ ンタ プレー ョ ン 
DGG 2 日 tt rir 
的 に 外 な ら ず 」 の ed アッ ラー は 必ず 、 i , 9 
彼 等 が 異な る こと に 関し て 、 彼 等 の 間  O う US て SS2SOeGa る 6 Y40061 
を 裁く べし 。 げ に アッ ラー は 忘 恩 者 、 
嘘つき を 導き 給 わ ず 。 
$.* も し アッ ラー 息子 を 持た ん と 欲し NN 33 る 3 区 | 3 
な ば 、 己 が 創り し も の の 中 か ら 好 き な し 
者 を 選び し 箸 な り 。 聖 な る か な 彼 ! 彼 08 Ca CE 


LL 32:3; 36:6; 40:3; 41:3; 46:3. C5:49; 6:107. A:142; 22:70: 32:26. 2:117; 10:69: 17:112; 19:89-93、 


や % 人間 は 、 聖 者 の ご と き 自 ら の 想像 の 産物 で ある 偽り の 神々 、 富 、 権 力 、 情 感 、 父 
祖 伝来 の 信仰 と 慣習 等 を 崇め る 傾向 に あり 、 これ 等 を 通し て 神 を 悟る こと が で きる と 
信じ て いる よう に 常に 装う 。 
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こそ アッ ラー、 唯 一 、 歪 高 な る 御方 に Oil 
まし ます 。 


6.? 彼 は 真理 を 以 て 諸 天 と 大 地 を 食 SU 5 | 

SR FNGLA 
造 せり 。 彼 は 夜 を 以 て 昼 を 牧 わ し め 、 OS 

また 屋 を 以 て 夜 を 枚 わ し むる な り 。 ? ま ESE 
た 彼 こ そ 、 太 陽 と 月 を 働か せしめ 、 た の 


ーー ン # 29 
各々 が 定め られ た る 期限 に 向かっ て nT 
運行 する な り 。 よく 開け 、 彼 こ そ 威 力 A 2 テー びな ゞ 


者 、 寛 容 第 き 者 な り 。 
oe 
また 同一 か ら そ の 配偶 者 を 創れ り 。 面 oo 

し て 、 彼 は 家畜 の 市 八頭" の 番 を 除 も 2 の PSYIO Je お 


し 給え り RA 彼 は 、 お 前 達 を お 前 達 と OO 
Q RR 3 中 
の 母親 の 胎内 に 、 三重 の 暗闘 人 265 の 中 ee dG ds 


で 、 創 造 に つぐ 創造 を 与え て 創れ り 。 eicisd x iC 


これ こそ アッ ラー、 お 前 達 の 主 な り 。 a ] 
王 析 は 彼 の 枯 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 U0Y 5b 
され ば 、 お 前 達 は 如何 に 背 き 去 らし め る る ン とる すそ と ン ラ 

Oo た の て 作 に 
られ る や ? 0 


8。 た と え お 前 達 が 拒む と も 、 アッ ラ Ys a で $2 EA olG! 23538| 
ー は お 前 達 か ら ( の 世話 の 必要 な く ) 自 6 


2674. 14:20: 16:4; 29:43. 77:55: 13:3: 29:62 31:30: 35:14. €4:2; 7:190; 16:73. 


2563 [家畜 の 中 八頭 の 番 」 と は 、6:144。 145 節 で 述べ られ た 山 半 、 半 、 駒 能 や 邊 の つ 
が い を 指し て お り 、 こ こ で 特に 言及 し て いる の は 、 そ れ 等 が 人 間 に と り 日 々 役立つ 動 
物 だ か ら で あ る 。 

2994 ア ン ザ ラ と いう 語 を 神 の 言葉 と 関連 し て 使用 され た 時 、 ア ウ ハ ー 即 ち 、 彼 は 啓示 
を 降 し た 、 を 意味 する 。 そ し て 不断 の 日 常 利 用 品 に 関し て 使用 され た 時 、 それ は アー 
ター つま り 、 彼 は 与え た 疎い は 、 授 けた を 意味 する 。 当 語 は 、 当 人 節 並 びに 7:27 節 と 
57:26 節 で は 、 後 者 の 意味 で 使用 され て いる 還 
2865「 三 重 の 暗闇 」 は 、 胎 児 成長 の 三 段 階 メト ッ ファ 昌 お 、 アラ ( 可 い つく 伯 、 
ム ド ッ ゥ ガ ( 笑 血 ) を 指し て いる よう だ 。 ある い は 、 86:7-8: 3:7: 16:79 節 に 述べ られ た 三 
の 状態 、 又は 妊娠 期間 中 の 三 つ の 重要 な 時 期 を 表し て いる と も 言え る 。 に の 人 
中 の 時 期 と は 具体 的 に は 、 次 の 通り で ある 。 (a) 妊 娠 2 ケ月 か ら 3 ケ月 目 (b)3 ケ月 か ら 
5 ケ月 目 (c)8 ケ月 目 の 初め 。 姓 娠 中 この 三 時 期 に 流産 し 易い の で ある 。 


デー 
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RS 


主 自足 者 に まし ます 。 面 し て 、 彼 は そ 
の 僕 等 に 不信 心 を 好ま ず 。 し か し 、 も 
し お 前 達 感謝 する な ば 2966、 彼 は それ 
を お 前 達 の た め に 欲す る な り 。 2 症 し 
て 、 荷 を 負え る 如何 な る 者 も 、 他 の 荷 
を 負う 能 わ ず 。 然 る 後 、 お 前 達 の 主 へ 
お 前 達 は 帰す る な り 。 され ば 彼 は 、 お 
前 達 が な し た る こと を お 前 達 に 告げ 
知ら せん 。 げに 彼 は 胸中 の こと を 熟知 
し 給 う 。 

9. 2 市 し て 災難 が 人 に 降り か か る や 、 
彼 は 己 が 主 に 祈り 、 彼 に 平伏 す な り 。 
然 る 後 、 彼 は その 恩恵 を 彼 に 施し た る 
や 、 彼 は 以前 その 祈り し こと を 忘れ 、 
アッ ラー に 同位 者 を 配 す る な り 、 
(人 々 を ) そ の 道 か ら 迷 わせ ん が た め 
に 。 云え 、「 己 が 不信 心 を 以 て 東 の 此 
の 歓楽 を 楽し め 。 げに 液 は 業火 の 者 ど 
も の 中 な り 」。 - 

10. 夜間 の 諸 叶 刻 に お いて 、 叩 頭 し た 
り 起立 し た り し て 礼拝 し 、 来 世 を 恐 
れ 、 己 が 主 の 慈悲 を 望む 者 が (知識 者 
に 非 ざる や ?)、 云 え 、“ 「 知 識 を 持つ 
者 達 と 、 知 識 を 持た ぬ 者 達 が 同じ で あ 
る べき や ? ば げに 思慮 ある 者 達 の み が 
忠告 に 従う な り 」。 


二 項 
11. 云え 「 汐 等 信じ た る わが 僕 等 よ 、 
お 前 達 の 主 を 思 れ 散 え 。? 普 を 施す 者 


(G So | 


究 上 デン 


ッ ラ グミ く タラ 」 ン と と ン 2 ン 2 
BA や 0) うつ JI 2 の 
ーー イィ ント A 
DI PY oS 
っ る > る 2 の ee ン MS る + ネイ 
ダン ルレ イン くっ づ 2 ン っ 選 ダル で 
AE OI LE, AS 
st Bia 

@ っ 5 ん 2 は 


1 
NM 
* 
\ 
まう 


CAE A A | 
RS 3 N33 
GU EG UE 8 
RY 


+。 メ 2 


AIPKG ま SU の 


6:165: 35:19: 53:39. が 17:683: 30:34: 39:50. “40:59. 16:31. 


2998 シュ クル と は 、 神 の 恩 籠 を 神 の 意図 し た 如く 正しい 方 法 で 利用 する こと を 表示 す 
る (14:8)。 然るに 、 ク フル と いう の は 、 こ れ 等 の 恩恵 の 誤用 で ある 。 
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に は この 世に お いて も 幸い あり 、 ま た ~ 多 ン < AG 
アッ ラー の 大 地 は 広大 な り 。 ば に “区 。 。  。 i 
忍 不 抜 な る 者 こそ 、 限 りな くそ の 報 醍 で 3 3 5 | 、 ろう 15 
を 与え られ る な り 」2567。 2 


12. 7 云え 、「 げ に 我 は 命ぜ られ た る な し る 2&2 a0 1 ご っ 1 こう) 
り 、 我 は 役 の た め に 信念 の 誠 を 尽く し 6 

て アッ ラー を 崇拝 する こと を 。 ORs 
13. 押し て 、 ッ ラ ー に 上 帰依 する ⑤ 2 | HfcCKacy TS 3 
者 た ちの 野 な る こと を 命ぜ られ 

た り 」。 

14. “云え 「 も し 我 、 己 が 主 に 背 か ば 、 で 3 うこ る る D1 EIC 8 
重大 な る 日 の 懲罰 を 恐る 」。 : 


Oe RE 
15. 2 云え 、「 我 、 彼 の た め に 己 が 信念 Os 2 a 
の 誠 を 尽く し て アッ ラー を 崇拝 する - 7 
な り 398 


16. され ば 、 お 前 達 は アッ ラー を 差し の) 8 oC EG 
置い て 己 が 欲す る も の を 崇拝 せよ 」。 

云え 、「 げ に 真 の 損失 者 と は 、 復活 の る で お 332 る 8 
日 に お いて 自分 自身 を も 、 また ロロ が 家 LENNY ES Tz 
族 を も 損失 せしめ た る 者 な り 」、 ょ よく A RD 
聞け ! こ れこ そ 明 ら か な 損失 な り 。 Or Pg | 


93:58: TLL12; 16:97. 013:37. “6:16; 10:16. 140:66; 98:6. 


97 信者 は 苦難 に 合い 、 神 の た め に 自ら の 家庭 を すら も 去ら ね ば な ら な いで あろ うと 、 
間 飾 は 難 告 し て いる 。 彼 等 は 厳し い 試 錬 に 回 温 し た 時 、 全 世 界 が 彼 等 に と り 如 何 に 広 
大 で ある か を 知り 、 神 より 、 過 ぎ た る ほぼ ほうび を 賜 れ る で ある ろう 。 

8 四 つ の 簡潔 な 節 (第 3, 4, 12 と 15 節 ) に お いて 、 聖 預言 者 は 一 心 不 乱 に アッ ラー を 
崇拝 する こと を 申し つけ られ た 。 これ 等 の 分 で 、 ム スリ ム 達 が メデ ィ ナ に 於 いて 被る 
で あろ う 試 練 に 心構え を させ て いる よう に 思わ れる 。 当 章 は 、 ム スリ ム 達 が 、 別々 に 
又は 少 グ ルー プ で メデ ィ ナ に 向かっ て 出発 し た 時 、 メッ カ で の 後期 に 啓示 され た 。 
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三 十 九 音 アッ ズ マ ル Az-Zumar ( 群 二 二 三伏 
17. “ 彼 等 の た め に は 、 彼 等 の 上 か ら の CU まお まる 
も 火 の 覆 いあ り て 、 ま た その 下 か ら も 了 9 の 

構い あら ん 。 これ こそ 、 アッ ラー が そ 人 0 に あら そり SS 
の 僕 等 に 警告 する も の な り 。「 わ が 38 は 
僕 等 よ 、 さ れ ば われ を 思 れ よ 」。 EE RE 

18. され ど 、 偶 像 を 崇め る こと を 避 1 38301 ご ERS ke 2 
け 、 改 惨 し て アッ ラー の 許 に 平伏 する 5 NZ つじ 
者 あら は 、 彼 等 に は 明 報 あり 。 さ れ ば 、 ンス の 負う 中 8 じ 1 


わが 僕 等 に 朗報 を 伝え よ 、 


19. ? 御 言葉 に 耳 を 傾け 、 そ の 最善 な 
る と ころ に 従う 人 々 あら ば 2?9%、 こ の 
者 た ちこ そ ア ッ ラ ー が 導き た る な り 。 
また 、 役 等 こそ 思慮 ある 人 々 な り 。 


20. され ば 、 天罰 の 御 言 葉 が 確証 され 

た る 者 あら ば 、( 彼 は 逃れ 得る や ?)。 

され ば 溢 は 業火 の 中 に 居る 者 を 救い 

出し 得る や ? 

i 己 が 主 を 長 れ る 人 々 あら 
、 彼 等 の た め に は 、 高殿 あり て 、 

i 


3 ン 
の De 
CGA EY 


の 


0 ンタ 4 イト ダイン 2 
CI re Gt Re 
ン 2 く て ネ イ っ YY イン 
OTR] あくま < 
グ 

ンタ イン イル LA し 人 9 ンー 5 ン イ イ 
て て も * ュ ン Wt の ど タキ トン 8 | 
| CAA Ss 
OS 2 ne 
EK た に つり し 20 60 3 に 5 


ン 


グ % 2 ん 2 2 ぅ る 3 EG っ 5 * oe 
« A 
VC 〇 2 (ラダ こっ と し 8 


り “。。 そ の 下 に 河川 流 る る 。 こ れ ア 人 | MS yj の 103 0 に kt 
ッ ラ ー の 約束 な り 。 アッ ラー は 約束 を の 
違わ ず 。 ot 
5 Ta 9 アウ ラー が 実 oe 
が SCE NA GED 
97:42: 18:30. 57:205. ©25:76; 29:59: 34:38. 435:28, 
で 。 信者 の 前 に 、 等 し く 許 され た 二 本 の 道 が ある 時 、 彼 は 、 最 上 の 結果 を も た ら す 方 


570 天国 に お ける 信者 の 位 の 相違 は 、 各々 の 働き に 違い の ある こと を 表し て お り 、 こ 
れ は 、 来世 が 非 活 動 的 で 物 愛 いも の で は な く 、 絶 え ず 努力 と 向上 の 続く も の で ある こ 


と を 暗示 し て いる 。 
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し て 大 地 に 流れ し め た り 。 然 る 後 彼 、 
それ に よっ て 色とりどり の < 作物 を 前 
え 出 させ 給 う な り 。 然 る 後 そ は 枯れ る 
な り 。 され ば 流 そ れ が 黄色 に 変わ る を 
見 る な り 。 然 る 後 彼 は それ を 貰 くず と 
な し 給 う 。 ば に この 中 に は 、 思慮 ある 
者 た ち へ の 訓 戒 あ り 。 
23. され ば アッ ラー が その 胸 を イス 
ラム の た め に 開か し ゅ 、 また 役 そ の 主 
よ り の 利光 に 基づき た る 者 あら 
ば ( 彼 は 神 を 念 わ ざる 者 と 同一 視 す べ 
きか ?)。 さ れ ば 、 そ の 心 が ア ッ ラ ー 
を 念 す ずる こと か ら ( 欠 け て ) 頑 固 に な り 
た る 者 ども に 災い あれ ! これ 等 の 者 
こそ 明らか な る 迷 誤 の 中 に あり 。 
24. アッ ラー は 、( そ の 諸 節 が 互い に ) 
NR 
の 説教 を 除 し た り "2。 己 が 主 を 婦 る 
る 者 た ちの 皮膚 は それ に よっ て 戦 き 
震え る な り 。 従っ て 、 その 皮膚 も 心 も 
2 ッ ラ ー を 念 ずる こ と に 和らぐ 。 こ は 
アッ ラー の 観 『 導 な り 。 アッ ラー は 逐 


に プール “2 ン ン を ィ と 
ER TIE 
2 ント グン テラ 


8 SA GAIE 


A 
に 
or is 0 


2 NO 
グン グ 2 9 
ht < 
OAS 
en 
< < 2 
る う 


の 


ピン 


9 
を 


アン 
の タ 
和 る 


ン 2 Gt EY 

の 2 

DAN ン 2A A A REE る 
et i 


2 WW 


Ee 次 


a13:5; 16:14. 06:126.“15:88. 


CE 


た す 。 そ れ は 、 必 ず 


MEN 


完全 な 形 と な っ た 。 当 師 で は 、 回 クル アー 


ン を 「 キ ター バン ・ ム タ シ ャ ー ビ ハ ン 」 と 表し て いる が 、 こ れ は 、 聖 ク ルアー ン が 相 


矛盾 する こ 
Ro 


NG 
聖 ク ルアー ン の どの 箇所 に 


こ = と で ある 。 これ は 、 文体 に 優美 さ と 貴 品 を 添え 、 最少 限 の 言 人 
」 と も 呼ば れ て いる 。 こ れ は 、 聖 クル アー ン が 、 基 
さま ざま な 形 で それ を 繰り 返し 述べ て いる 
ほ は 又 、 聖 ク ル ア ー ン の 教義 に は 、 他 の 啓示 書 と 類似 する 


又 、 聖 クル アー ン は 「 マ サー ニー 
本 理念 の 重要 性 、 目的 を 強調 する た め に 、 
こと を 表し て いる 。 この 言葉 


互い に 補完 し 合う 異な る 解釈 を 
も 矛盾 は 見 られ な い 。 0 


受け 入れ た 神 の LA と を 示 
陽 ne ー ン の 


A EN 


も の も あれ ば 、 そ の 優 誰 ざさ に お いて 新しく 比類 無い も の も ある こと を 示し て いる 。 
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を 以 っ て 己 の 欲す る 者 を 導き ぎ 給 う 。 別に 54 ル 33 2 ? 


3 a 
gi し て 、 アッ ラー が 迷い を 判定 ほし た に 
SI 彼 に は 如何 な る 稚 導 者 も Oa Ce 
な か る べし 。 


25. され ば 、 復 活 の 日 に 、 恐ろし い 懲 0 
員 を その 顔 で 73 防 が ね ば な ら ぬ よ 


レヒ oe の まま 
うな 者 は 、( 逃 れ 得る や ?)。 面 し て 不 IM とし 
義 者 ども は 云わ れん 、「 お 前 が 稼ぎ し 内 
も の を 味わえ 」 と 。 ego 


26. 彼 等 以前 に も 人 々 が 虚偽 と みな メス 435 4255s て る 
し た れ ば 、 ? 彼 等 が 思い も か け ぬ と こ 


ろか ら 懲 軸 が 彼 等 を 襲い た り 。 DO 
27. され ば 、 ア ッ ラ ー は 役 等 に 現世 の i SE dG GS i 2G 


生活 に お いて も 屈辱 を 味わわ せ 給 い 、 。 \ 
が 、< 来 記 の 南 音 は 更に 大 きく な ら 1 お の 133 
ん 、 彼 等 知り た れ ば な あ ! る 2 リラ グン 
96 


28. 2 丁 し て われ ら は 確か に この 聖 ク ル の Yo GU ろ 43) 3 


アー ン の 中 で あら ゆる 比 職 を 説 明 し た REC 
り 、 彼 等 が 忠告 に 従わ ん が た め に 7* OIF ES 


29. <( つ まり 素晴らし き 能 痢 な る ク A EE EE 
ルアー ン な り 、 役 等 が 異 散 せ ん が た 6 
め に 。 O02 


30. アッ ラー は 、 互い に 逆らう 多様 の EAN 
主 が いる 者 の 比較 を 堤 示す 。 そ し て 


る 2 952 に 2 
また 、 一 人 に 完全 に 傾倒 する 者 (の 比 ひ AS ひる に に O さ 


917:98. 6:27: 59:3. “13:35; 68:34. A17:90; 30:59. 612:3: 42:8: 43:4. 


” この 言葉 は 、 裁き の 日 に 不信 者 に 下さ れる 罰 の 重 さ を 示し て いる 。 彼 等 は 厳罰 に 
うろ た える 余り 、 その 体 の 最も 飯 感 な 部 分 で ある 顔 を 覆い も せ ず に 、 面 を 露 に する で 

あら う . 

874 24 館 に お いて 、 聖 クル アー ン は 人 類 に と り 最 上 の 啓示 書 で あり 、 人 間 の 精神 的 

且つ 倫理 的 向上 に 深く 係わる 全て の 教義 、 又 人 生 を 有意 義 で 喜び ある も の に する 主題 

全て を 包括 的 に 論じ て いる 。 聖 クル アー ン は 、 信 仰 と 行動 に 指針 を 与え て いる 。 
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暗 ) を も 。 この 両者 の 事情 は 同じ で あ 9 | ラッ ン + 2 の , ンション 


る べき や ? 2 すべ て の 讃 美 は アッ ラ NN 
ー に 届 す る な り 。( さ れ ど ) 事 実 、 役 等 OV YA RS 
の 多く は 知ら ざる な り 。 

31. げに 液 は 死す る 者 な れ ば 、 彼 等 OR CHEN} 
も また 必ず や 死す る 者 な り 。 


32. / 然 る 後 、 復 活 の 日 に 、 お 前 達 は に Ss っ う 
己 が 主 の 御前 で 互 に 論争 すべ し 。 : 


四 項 


33. “され ば 、 ア ッ ラ ー に つい て 倫 り を 計 40 1 ここ: HE で 
述べ 、 真 理 が 彼 に 来 た れ ば 之 を 虚偽 と 形 (だ て sb oe 


ン ぅ ィ イ 上 。 


みな し た る 者 以上 に 不義 な る 者 は あ OoJI し 中 G ふ うい くそ 。 3 
ろう か ? 地 狼 に は 不信 3 言 者 ども の た め Ez. 2 う ゆ クミ ンー ンタ ン ン 58 
に 住居 は 非 ざる や ? つみ へ ジラ ペー (3 


34. され ど 、 真 理 を 携え て 来 た る 者 、 a 


面 し て 之 を 確証 せ し (者 ) あ ら ば 、 か か SR 
る 人 々 こそ 明 散 者 な り 。 0 A 


35. 4 彼 等 の た め に は 、 そ の 主 の 御 許 BE oS 
で 叫 の 欲す る も の あり 。 そ は 普 行 を 積 の と 
お 者 へ の 報奨 な り 。 OS 


36. 《 そ は ) ア ッ ラ ー は 彼 等 が な せ し 19LEg 計 35 i 


諸悪 を 彼 等 か ら 取 り 除 き 、 そ の な し た OS 
る 最善 の 行為 に 準じ て 彼 等 を 報奨 せ 、 交 そし っ る っ に 6 う 392 


ん が た め な り 7 る ‘ 
で の re と アス 3 
に 
a23:16. 123:17. C6:22; 10:18: 29:69. 916:32: 30:36. 616:98: 29:8. 


279 多 神 教徒 と は 、 互 い に 利 害 の 対立 する 悪質 で 短気 な る 幾つ か の 主 に 仕え る 。 こ の 
よう な 人 ん 々 は 実に 哀れ で ある 。 彼 等 が 、 唯一 神 ア ッ ラ ー に 仕え 、 気 に 入ら れる 真 の 信 
者 に な れる だ ろう か 。 

?576 神 は 信者 の 善行 に 、 程度 に 係わら ず 報 いら れる 。 神 は それ ぞ れ の 最善 の 行い に 報 
いら れる の で ある か ら 。 


1238 


6 きれ 
アッ ズ マ ル Az-Zumar ( 君 ) 


37. アッ ラー は その 僕 に と り て 充分 
に 非 ざ る や ? 曽 し て 彼 等 は 彼 以外 の 
も の を 以 て 激 を 省 さ ん と す 。 さ れ ば 、 
? ア ッ ラ ー が 迷い を 判定 せ し 者 あら 
ば 、 彼 に は 如何 な る 徐 導 者 も な し 。 

38. 2 耐 し て 、 ア ッ ラ ー が 導き た る 者 あ 
ら ば 、 何人 も 彼 を 迷わ し むる 能 わ ず 。 ア 
ッ ラ ー は 威力 者 、 応 報 の 主 に 非 ざ る か ? 


39.* 耐 し て 、 溢 も し 彼 等 に 「 諸 天 と 
大 地 を 創造 せ し は 誰か ?」 と 間 わ ば 、 
彼 等 は 必ず 云わ ん 「 ア ッ ラ ー な り 」 "7。 
云え 、「 考 えて 見 よ 、 も し アッ ラー が 我 
に 褐 を 下さ ん と 欲し な ば 、 お 前 達 が ア 
ッ ラ ー を 差し 置い て 拝 する 神々 は その 
袖 を 除き 得る や ? また 、 も し 彼 が 我 に 
慈悲 を 垂れ ん と 欲し な ば 、 そ れ ら の 
神々 は その 開 悲 を 阻止 し 得る や ?」。 
2 云え 、「 我 に は アッ ラー が 充分 な り 。 
彼 に こそ 、 頼 る 者 は 頼る な り 」。 

40. 云え 、「 我 が 民 よ 、“ お 前 達 自 分 の 
仕方 で 行え 、 我 も また ( 我 が 務 め を ) 行 
う 。 さ れ ば 、 お 前 達 や が て 知る べし 2578、 
41.7 そ の 恥辱 た らし むる 懲罰 が 何者 
に 到 り 、 また 何者 の 上 に 留まる 足 苦 が 
下る か を 」。 


内 
ーッ タダ ゅ て ン も ン ッ ン 1 ン NM ライ イ 
こめ 9 | 


WE 3 
CT AI 

PE RDN 
23238 EY 


4 oT? タタ う み っ る 
GIO 595 で つう だ さっ 


OR FSI SS 
SR Eh 8 


ZA1 うる 


@9 


ed39:24. 618:18. 629:62: 31:26. 9:129. 6:136: 11:122. 用 40. 


77 偶像 崇拝 者 は 、 迷信 や 伝統 的 な 愛着 か ら 、 偽 り の 神 を 崇め る が 、 も し この 点 を 彼 
等 に 納得 させ る な ら 、 彼 等 は 神 が 天 地 創 造 主 で あら れ 、 真 の 力 は 全て 神 に 属す る こと 


を 常に 認め な けれ ば な ら な い 。 


78 当 節 は 、 イ スラ ム 教 を 倒す た め に 持て る 力 、 富 を 使っ て 、 最悪 の 行い を する よう 
不信 者 達 は 挑ん で いる が 、 彼 等 の 邪悪 な 企 て は 決し て 成功 し な い だ ろ う 。 イス ラム 教 
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三 十 九 章 


42. げに われ ら は 人 々 の た め に 、 真 理 bE ST 


を 以 て 梁 に 経典 を 降 し た り 。 “され ば 、 
街 導 に 従う 者 あら ば 、 そ は 己 白身 の 
た め な り 、 さ れ ど 、 迷 いた る 者 あら は ば 、 
その 自身 に 対し て 迷う な り 2"2。 面 し 
て 、 溢 は 彼 等 を 監視 する 者 に 非 ず 。 
五 項 
43. 2 アッ ラー は 生命 を 、 そ の 死に 於 い 
て 、 召 し 寄せ 給 う な り 。 また 、 死な ざ 
る も の を 、 そ の 星 眠 の 間 に 。 さ れ ば 、 
彼 が その 死 を 決定 せ し も の を 保留 し 、 
外 の も の を 定め の 期限 まで 送り 返す 
な り 99。 げ に この 中 に は 、 反 省 す る 
民 へ の 諸々 の 神 兆 あり 。 


44.“ 彼 等 は アッ ラー 以外 に 執り 成す 
者 を 求め た る や ? 云え 、「 そ れ ら の 者 
は 何 も の も 所 有 せ ず 、 ま た 理解 し 得 ざ 
る に も か か わら ず ?」 2581 

45. 云え 、「 す べ て の 執り 成 し は 、 ア 
ッ ラ ー 次 第 な り 92。 諸 天 と 大 地 の 王 
権 は 彼 に 属す 。 然 る 後 、 彼 の 御 許 へ こ 
そお 前 達 は 帰 さ れる な り 」。 

46. 7 され ば 独 一 な る アッ ラー の こと 
が 述べ られ る や 、 来世 を 信 ぜ ざる 者 ど 


CG Ss dla 


Pa ぅ アデ 
る 本 る | Ee や 4 
> この! つう 
>“ の ン ペ 3 pr 


タグ グラ ンプ る ラン の ad 


RIE SR Io DY SF 
8 4 \ GS 2 | 


EI EE 8 
NG Ce 

@93 く 多 っ 遍 
SOS EEE 53 ES 


CY nd やる を < の タン 2 
ONIYVILE OSEY HE 5 
14 付く E 各 48 8 

A 


イー ラタン 2 TZ て 放 
Oar 30 の の YI ラ の トー 


2 イイ 3 インタ ン 2 レン プイ 」 ン 
ES RI 540I ぐ 551 5 


10:109: 17:16: 27:93. 96:61.17:37.917:47: 22:73; 40:13. 


2579 人 間 は 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 、 自 ら そ の 運命 を 作り 出す 。 
3580 死 を 迎え て も 、 人 の 魂 は 死滅 する こと な く 、 肉 体 を 離れ 、 生 前 の 行為 を 順 を 追っ 


て 説明 する た め に 、 別 の 所 で 生き 続け る 。 


581 玉 は 不滅 で あり 、 そ れ を 汚す よう な 行い を し て は な ら な いと 人 間 は 教え られ て い 
る 。 最悪 の 行為 は 、 神 と 同位 者 を 併せ 祀る こと で ある 。 


2982 注 ss を 参照 。 
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一 四谷 


も の 心 は 嫌悪 に 縮み ああ が る 。 さ れ ど 、 
彼 以外 の も の の こと が 述べ られ る と 、 
見 よ 、 彼 等 は 大 桂 と な る な り 。 

47. 9 云え ん 、「 お お 、 ア ッ ラ ー ! 諸 天 と 
大 地 の 創 造 主 よ 、 見 え ざ る も の と 見 え 
る も の を 知 箕 し 給 う 御 方 、 光 こそ 己 が 
僕 等 の 問 で 、 そ の 異な り し た る こと に つ 
いて 、 裁 決する な り 」。 

48. 2 面 し て 、 不 義 を な し た る 者 ども 
が 、 た と え 地 上 に ある 全て の も の を 、 
また それ と 共に その 同等 の も の を 所 
有 し た と て 、 復活 の 日 の 設 ろ し い 禄 を 
免れ ん と て 、 彼 等 必ず 逐 を 以 て 償 わ 
ん と すべ し 。 され ど 、 彼 等 の た め に ア 
ッ ラ ー の 御 許 か ら 、 役 等 の 考え 及ば ざ 
る こと が 現れ る な り 。 

49.* さ れ ば 、 彼 の た め に その 稼ぎ し 
も の の 悪 が 現れ 、 面 し て 彼 等 が 喘 笑 し 
た る も の が 彼 等 を 包囲 する な り 。 

50.? さ れ ば 、 災 難 が 人 に 襲い か か る 
や 、 彼 は われ ら に 祈る な り 。 然 る 後 、 
我 等 は 己 が 御 許 か ら 彼 に 恩恵 を 施し 
た る や 、 彼 は 云う な り 、「 我 は た だ 知 
識 に よっ て 、 こ れ を 与え られ た り 」 と 
2583 否 、 そ は 一 種 の 試 績 な り 。 さ れ 
ど 、 彼 等 の 多く は 知ら ざる な り 。 
s1. 誠に 彼 等 以前 の 者 ども も 之 を 去 
えり 。 さ れ ば 、 彼 等 の 稼ぎ し も の は 、 
彼 等 に 益 す る と ころ な か り し 。 


e6:15: 12:102: TA: LL: 35:2. 95:37, 10:53: 13:19.“ 


35 IO YR 
DOI A 3 
GR DE LE 
ER EA Tt A 
0D 12P じ は の Cs 
ONGC EE IIE 95 
YA 3 
EC 


Pp 


SULIT STG 


REIRLE CE ELE 


した を を ぅ イズ 名 
55 5 

イー ンタ プン レレ の DR rt 
5 3 CE SY pai 
ライ イン る し 作る する 6 を レン ュー スラ 作 5 イ 
CS I GSAS 
ヤル 1 


SORRY RA 
ES GS 
OOKR Sl ラタン 


2142: 45:34. LI0, に 17:68: 30:34、 39:9. 


2583 は 送 境 に 在 る 時 神 に 祈る が 、 順 境 に お いて は 神 を 忘れ 、 人 生 に お ける 成功 は 全 
て 自ら の 力 と 知恵 に よ に る も の と 考え る の が 常 で ある 。 
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52. され ば 、 そ の 稼ぎ し も の の 悪 こそ cs3j5 1 ざ し ら じ に < ょ る し 2 
彼 等 に 月 いか か り た り 。 され ば 、 こ れ 
土 の 者 ども の 中 不義 な す 者 に も 、 己 が ご つじ に こ ょ と とっさ el 
稼ぎ し も の の 悪 が 到 る な り 。 耐 し て 、 Na 
彼 等 は (アッ ラー を ) 無 力 に する 能 わ ず 。 ORAS 2 
53. 彼 等 は 知ら ざり し か 、 げに アッー ご 3 沢 54008012A5 5 
ラー は その 化す る も の に 滋養 q 物 を 豊 。 。 , /」 。 
か に し た り 、 ま た し くし た り し 給 う ジン GO) D9 
こと を ? げ に この 中 に は 、 信 ずる 人 々 6 4 28 > 
へ の 種々 の 張 光 あり 。 0 
六 項 

54. 云え 、「 己 自身 に 対し て 不義 を な eS E1382cm GE 08 
し た る わが 僕 等 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈 章 に 。 。」』」 レン 
絶望 する な か れ 9。 事実 アッ ラー 400) 40 SS うし 2 Y 
は 、 総 て の 罪 を 落し 給 う 。 げに 彼 こ そ 38 前 2 光 5 ける つっ 3888 じ 計 
は 、 寛 大 に し て 慈悲 深く まし ます 御方 

な り 。 の 
55. 汐 等 は 、 己 自身 に 懲 軸 が 下る 前 Vie 入 に 2 計っ 25 
に 、 己 が 主 に 平伏 し %%、 彼 に 帰依 し a 
奉 れ 。 然 る 後 ( 罰 が 下り し 時 は )、 お 前 O03 YS は So 
達 は 助け られ ざる な り 。 

s6. お 前 達 の 玉 よ りお 前 達 に 降 さ れ 0 3l5 
た る 最善 の も の に 従え 、 お 前 達 が 思い レレレ レレ レラ レレ レー ラン 
が け ぬ うち に 懲 凡 が 突然 お 前 達 に 降 と ゃ mhalSSSGOUS52 っ 3 う 
りか か る 前 に 、 っ 315 


913:27: 29:63: 30:38: 34:37: 42:13. 12:88; 15:57. 


で 。 当館 は 、 罪 人 に 希望 と 励ま し の 言葉 を 与え て いる 。 物事 を 楽観 視 す る よう に 勧め 、 
悲観 的 な 考え を 否 定 す る 。 人 生 に お ける 大 部 分 の 罪 や 過ち の 根底 に は 悲観 論 が 在り 、 
当 節 は これ を 非難 し て いる 。 下 クル アー ン は 、 重 ね て 神 の 慈悲 、 許 し の 約束 を 与え て 
お り (6:53, 7:157, 12:88, 15:57, 18:59)、 悲 し み に 暮 れ 、 重 荷 を 負っ た 者 に と り 、 こ の お 
告げ は 何 に も 勝る 慰め と な る ろう 。 
前節 は 罪人 に 希望 と 励ま し を 与え た が 、 当 和 侵 は 、 神 の 探 に 従う こと で 自ら の 運命 
を 切り 開い て 行か な けれ ば な ら な いと 彼 等 に 警告 し て いる 。 


と) 
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: 十 九 章 アッ ズ マ ル Az-Zumar (PD) 二 十 四 伏 
57. 何人 も か く 云 わな いよ うた 、 あ あし いと 、 う 3 ン 28、 OR 
情け な や 我 、 ア ッ ラ ー の こと 関し て ネー 
急 慢 な り た り ! 耐 し て 我 は た だ 境 笑 Ole5OJ 5 こす もち 5 
者 の 中 と な りき 」。 
DER 
s8. それ と も か く 云 うな り 、「 も し アー CS 8133J 洛 引 
ッ ラ ー 我 を 導き た り せ ば 、 我 は 必ず や 0 
異 散 者 達 の 中 と な り し も の を 」。 OE 
59。 それ と も 人 懲 久 を 目のあたり に す 1 も 2 
oe EE Ie | 
る 時 、 か く 云 うな り 、「 も し 我 (世に ) EN 
戻り 得る な ら ば 、 我 は 必ず 善 を な す 者 I 
た ちの 中 と な り し も の を 」 と 。 
60. 「 否 、 ば げに わが 神 兆 が 流 に 来 た れ Ww る に さ ザコ 3 し < ふる 
ど 、 液 は これ 等 を 虚偽 と みな し 、 條 慢 3 - 
に 振る 舞い た り 。 面 し て 液 は 不信 者 た og 
ちの 中 と な りき 」299。 
61. され は 液 は 、 復 活 の 日 に 、 ア ッ ラ 15 と ES 3 ES 3 


ー に 対し て 偽り を 云い た る 者 ども の 
を 見 ん 、 役 等 の 顔 % が 暗く な る こ こと を 。 
地獄 に は 騎 慢 な る 者 の た め に 住処 非 
ざる や ? 
62.“ 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 、 景 散 せ し 
者 た ち を 、 その 成功 を 以 て 救い 給え る 
な り 。 如何 な る 補 も 彼 等 に 降り か か る 
こと な く 、 また 彼 等 は 悲し むこ と も な 
か る べし 。 
63.9 アッ ラー は 万 物 の 創造 者 な り 。 
面 し て 彼 は すべ て の も の に 対し て 監 
視 者 な り 


イイ セル FG ぅ っ る 2 2 ィ イン 
SE 33 A a le 
GA EL 
ECR を 35 


の 0 お 35 AY ITSSY 


を くそ 放り そい] 
SS 


66:32: 23:100: 26:103: 35:38.73:107: 10:28. “19:73: 2E102. 6:103: 13:17. 


2586 悪 に 染まっ た 者 に 、 
拒み 、 
ある 。 


数 々 の 再生 の 機会 が 与え られ て いる 。 し か し 、 繰 り 返 し 神 を 
悪事 を 働い て 法 を 犯し 、 裁き が 下さ れる 時 に な っ て 、 


最早 悔い 改め て も 無駄 で 
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二 十 四 巻 


5 どれ 
アッ ズ マ ル Az-Zumar ( 群 ) 


三 十 九 章 


NR 
り 。 され ば 、 アッ ラー の 神 兆 を 拒み し 
EG et 


七 項 

65. 2 云え 、「 わ れ が アッ ラー 以外 の も 
の を 崇め る よう 、 お 前 達 は 我 に 命ずる 
や 、 無 知 な る 者 ども よ 」。 
66. 面 し て 次 に は 、 そ し て また 溢 以 前 
の 人 々 に も 確か に 啓示 され た る な り 、 
「< も し 液 併 せ 祀 り し な ば 、 液 の 所 業 
は 必ず 無 に 帰し 、 両 し て 泊 は 必ず 損失 
者 の 中 と な らん 」。 
67. 否 、 ア ッ ラ ー の み を 岩 拝 し 、 
する 者 達 の 中 と な れ 。 
68.7 面 し て 、 彼 等 は アッ ラー を その 
真価 に 値する 程 評 価 せ ず ざり し 。 さ れ 
ば 、 復 活 の 日 に は 、“ 大 地 は 完全 に 彼 
の 支配 下 と な り 、 諸 天 は 彼 の 右手 に て 
挫 き 揚げ られ る な り 2WY7。 聖なる か な 
彼 ! 彼 等 が 併せ 祀る も の より 遥か 高 
くま し ます 。 
69.7 耐 し て 、 遇 中 が 吹き 鳴ら され る 。 
され ば 、 アッラー が 欲し た る も の を 除 

き 、 諸 天 に ある も の 、 また 大 地 に ある 
も の は すべ て 皆 倒 する な り 。 次 いで 二 
度目 に それ が 鳴ら され 、 さ れ ば 見 よ 、 
彼 等 は 立ち 上 り て 、 見 る な り 2888_ 


感謝 


ly si 

* と レラ ュ ィ よ パ 
$ OOL 5) 
i 


0 ea 
MII DI ISS 
る 2 ィ を レン っ る 
Ea SL ご US 
oi Rs 
» 』 ンコ ラク シン ュ コル ライ イン ゅ の 
9 Ob 68 3 PO 
? 4 る 05 し が る ン ン 』 と 〆 
っ ls 2 ” 7 Zo a 
スレ <} 0 bo 2 
BE I で つっ 


3 
RY NG の 具 当 
5、 タ は 9 と 8 ます 私 | 

SOD 


942:13. 06:15. C6:89. 46:92; 22:75. 21:105. 用 8:100: 23:102: 36:52: 50:21: 69:14. 


2987 当館 で は 、 神 の 偉大 な る 力 と 尊厳 に 触れ 、 木 や 石 で で きた 偶像 や 黒 か な 人 間 を 崇 


め る こと は 、 
2588 当 節 は 来 


世に 於 ける 復活 


可 に も 増し て 神 の 偉大 な る 属性 を 傷付け る と 述べ て いる 。 
古 に 当て は まる よう に 思わ れる 。 し か し それ は 又 、 現世 で 
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i KT むれ 3 FT すす メ あ た N 
三 十 九 凍 アッ ズ マ ル Az-Zumar ( 群 ) 二 十 四 状 


70. 面 し て 大 地 は その 主 の 御 光 に よ を 23308 つ ころ 9 の 15 
っ て 光り 輝き 、< 帳 澄 が (前 に ) 置 か れ 、 

傾 言 者 た ちや 証人 た ち が も た ら さ れ OE 
?599 彼 等 の 間 に 真 理 を 以 て 裁 か れる > Re ~ 233 、 3 し ラッ コイ ラン る > 
な り 。 面 し て 、 彼 等 は 不当 に は 時 せら 
れ ざ る べし 。 0 
71. ? さ れ ば 、 各 生命 と も その な せ し こ スス 5 の し と は 5 は 335 
と に 対し て 存 分 に 報い られ る べし 。 市 し * 


を A っ 
て 彼 は 彼 等 が な せる こと を 熟知 し 給 う 。 & Odoad し 
八 項 : 
72. < 曽 し て 、 不 信 せ し 者 ども は 群 を EE ICR っ 9 
な し て 地獄 に 駆り 立て られ る な り 。 従 ィ 


っ て 彼 等 は そこ に 到着 する や 、 そ の 諸 Ll% A > 


門 が 開か れる な り 。 され ば 、 d そ の 番 0 で 信和 う IE 

NSR の Or ソー ピン 35 i i EY 

中 か ら 出 で た る 使徒 達 が お 前 達 に 来 っ 5 う の イン る の メ 2 

た る に 非 ず や ? 彼 等 は お 前 達 の 主 の 。 ,・ 

拓 を お 前 達 に 読 語 し 、 お 前 達 の この 9G 1A に に を ho 
ング 


に 辿 告 し た る な 1 タダ タン ュ 8 ン シッ ンー トン ン 
2 許 結 し た る さり 」 に 3 XS ! 
と 。 彼 等 は 云わ ん 、 「 然 り 、 され ど 不 の 6 
@18:30. か う :282: 3:26. 19:87. 40:31: 67:9-10. 


OO 者 の 出現 の 直前 に お ける 人 々 の 精神 状態 に も 適用 され る と 思わ れる 。 

の 到来 は ここ で 、 肖 陸 が が 吹き 喝 ら され る こと に 関連 され て いる よう で ある 。 と の 下 机 
か ら 見 れ ば 、「 す べ て 巧 倒 する な り 」 と いう 言葉 は 、 神 より の 改革 者 の 出現 の 直前 の 
No ( 力 を 物語 っ て いる と 思わ れる 。 そし て 、「 立 ち 上 り て 、 見 る な り 」 と い 

言葉 は 、 彼 等 は その ( 聞 言 者 が ) 出現 し た 後 、 正 し い 道 が 見 つか り 、 そ れ に 従っ た こ 
と を 示し て いる 。 

2589 来世 に 当て は まる 「 大 地 は その 主 の 御 光 に よっ て 光り 輝き 」 と いう 言葉 は 、 神 秘 
に 包ま れ た 人 生 が 正体 を 現し 、 そ し て 人 間 が 現世 に お いて な し 、 隠れ て いた 善 と 悪 の 
結果 が 、 証 明 さ れる で あろ うと いう こと を 示す 。 然 し な が ら 、 世 の 中 に 出現 し た 使徒 
た ち 、 特 に 聖 預 斉 者 の 出現 に 関し て 、 こ の 言葉 は 、 直 ち に 、 聖 字 言 者 が 出現 し た か ら 、 
地球 全体 が 神 の 光 に よっ て 輝き 、 精神 的 な 暗闇 は 完全 に 追い 散ら され る で あろ うと い 
うこ と を 示す 。「 預 言 者 た ちや 証人 た ち が も た ら さ れ 」 と いう 言葉 は 、 す べ て の 預言 
者 や 使徒 達 の 代表 と な る 聖 預言 者 の 到来 を 物語 っ て いる 。 そ し て 「 証 人 た ち 」 と は 、 
すべ て の 人 々 の 上 に 証人 に 任命 され る で あろ うそ の 真実 な 信者 達 に 言及 する (2:144)。 
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信者 ども に 対し て 懲罰 の 御 言葉 は も まり 
年 され た り 」。 


73. か く 云 われ ん 、「 そ の 中 の 居住 者 
と し て “地獄 の 諸 門 に 入れ 」。 さ れ ば 
崎 慢 な る 者 ども の 住処 は 如何 に 悪し 
き な り や 。 
74. 証し て 、 己 が 主 を 異 れ た る 人 々 
は 、 群 を な し て 楽園 へ と 案内 され ん 。 
従っ て 、 彼 等 は そこ に 到着 する や 、 そ 
の 諸 門 が 開か れる な り 。 大 し て 、 そ の 
番 人 が 彼 等 に 向っ て の わん 、 ら 「 お 前 
達 に 平安 あれ ! 液 等 幸福 に 居る な 
2590 され ば 永遠 の 住居 者 と し て こ 
に 入れ 」 あら 
75. 面 し て 彼 等 は 云わ ん 、“「 す べ て の 
賞 讃 は 、 我 等 と その 約束 を 果たし た る 
0 
i 2 


0 され ば 、( 震 い ) 行 
動 を する 人 々 の 報奨 は な ん と 素 晴 ら 
し きか な ! 
76. 面 し て 、 汐 は 、 諸 天使 が 玉座 の 周 
囲 を 取り 囲み 、 己 が 主 の 栄光 を 讃 美 す 
る を 見 ん され ば 彼 等 の 間 は 真理 
6 る な り 。 面 し て 云わ れ 
「 賞 讃 は 挙げ て 森 羅 万 象 の 主 、 
ツ CO 8 


A 
dd 


ンプ 


OE NEN 
の の AS eS て 5 
ES OO っ 3 
シ こ 3 CE |2) 
EE っ 9 3 FI 
SN 
PC EY 


ES BE SN GS IS 


OE TS 
EC 2 


BI ERORS づめ う | 
Sd SS 35 i 
OR 


16:30: 40:77.813:23. C1:2; 7:44; 37:183; 40:8. 


2890 ティ ブ ト ゥ ム と いう 語 は 、 お 前 達 は 普 い 貞 潔 な 人 生 を 送っ た か ら で あ る と いう こ 


と も 又 意味 する 。 
1 神 の 属性 は 、 裁き の 日 に 最も 完全 
を 果たす で あろ う 。 又 当 節 は 次 の よう な 意 


: な 形 で 表 さ れ 、 天使 達 が 神 へ の 健美 歌合 唱 の 勤め 
味 を 持つ と も 言え る 。 神 の 唯一 性 は アラ ビ 


ア に も た ら さ れ 、 地 上 に お ける 真 の 神 の 下僕 が 天 の 天 使 と 共に 神 を 賛美 する で あろ う 。 
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四 十 章 
アル ・ ム ウミ ン Al-Mw’min( 信 者 ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

i 
まる 。 そ れ 等 は 聖 ク ルアー ン の 啓示 の 主題 を 示す 。 そ し て それ 等 の 章 は 皆 同 
じ 時 代 の も の で ある 。 イ ブン ・ ア ッ バ パ バース や イク リマ に 依 れ ば 、 こ れ 等 すべ 
の の スラ いのら お 相 箇 (の の 
た 時 (Se 及び 、78 節 )、 及 び 聖 預言 者 の 敵 た ち が 彼 を 殺 そ うと 謀っ た 時 (29 節 ) 
啓示 され た と し て いる 。 最 後 の 章 の 終盤 に 於 いて 、 聖 預言 者 は 間 も 無 く 自 分 

と 自分 の 敵 の 問 に 神 の 審判 が 下る で あろ うと いう 保障 で 慰め られ て いた 。 暗 
黒 勢力 は 潰走 させ られ る で ある ろう 。 つ まり 、 偶 像 岩 拝 が アラ ブ か ら 消 滅 し 、 
国 全体 に 神 を 讃え る 声 が 響き わた る で あろ う 。 当 章 は 、 強 大 で 偉大 な る 神 が 、 
その 主権 と 神 陸 さ を こ の 世に 於 いて 制定 する た め に 聖 ク ルアー ン を 啓示 し た 
と いう 最上 の 歓迎 的 な 宣言 で 開 扉 され る 。 
主題 

上 記し た よう に 、 当 章 は 、 正 義 や 真実 は 虚偽 や 不正 に 勝利 する 時 が 到来 
し 、 偶 像 崇拝 の は び こ っ て いた 世界 で は 神 へ の 賞 讃 が 礼 讃 さ れる で あろ うと 
いう 毅然 た る 宣言 で 開 扉 す る 。 こ の 偉大 な る 成就 は 聖 ク ルアー ン の 手段 で 成 
し 遂げ られ る で あろ う 。 真 理 の 敵 は 新芽 の イス ラム を 未然 に 防ぐ た め に あら 
ゆる 神経 を 皿 張 させ 、 彼 等 の 感化 力 や 財力 を 利用 する で あろ う 。 し か し な が 

ら 、 彼 等 は その 悪巧み 、 つ まり 自分 の 努力 に 失敗 する で あろ う 。 聖 預言 者 は 、 
0 i 
と を 証明 され て いる 。 何故 な ら ば 、 彼 等 に は 悲し むべ き 終 わり が 運命 付け ら 
れ て いる の で ある 。 更に 、 聖 預 言 者 の 反対 者 達 は 、 真実 を 妨害 する 最初 の 人 々 
で は な いこ と が 語ら れ て いる 。 彼 等 の た め に 立て られ た 預言 者 た ち を 殺し 、 
A ER し か し な が 
ら 、 天 罰 が 彼 等 の 身 に 降り か か っ た 。 従っ て 、 1 言 者 の 反対 者 達 も 罰せ ら 
れる で あろ う 。 ま た 当 章 は 、 思 言 者 の 反対 巡 を が 運命 き 付け られ て いる 惨め 
な 終わ り を モー ゼ の 事例 に 例証 と し て 言及 する 。 フ ァ ラ オ が モー ゼ の 真理 へ 
の 招待 を 断っ た か ぎり その 家族 か ら 一 人 の 信仰 を 拝受 し た 男 が 、 感動 させ る 、 
説得 力 の ある 話 を し て 人 (つま り モ ー ゼ ) を 殺 そ うと し な いよ うに 人 ん 々 に 勧 
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アル ・ ム ウミ ン AiLMumin (信者 ) 


告 を し た こと も ある 。 モ ー ゼ の 落 度 は 、 ア ッ ラ ー は 自分 の 主 で ある と 言っ た 
こと に 過ぎ な い 。 そ し て 彼 は 、 そ の 宣言 を 支持 する 充実 し た 断固 た る 証拠 を 
きき つの で ある 。 そ し て 彼 は 更に 人 々 に 、 自 分 達 の 富 や 力 や 資力 に 迷わ せら れ 
て は な ら な いと 和 警告 し た 。 何 故 な ら ば 、 そ れ 等 は みな 備 い 一 時 的 な も の で あ 
る か ら 。 し か し な が ら 、 フ ァ ラ オ は 彼 の 誠実 な 助言 の 助け を 借り る 代わ り に 、 
彼 を 則っ た 。 次 に 当 章 は 、 神 の 不変 な 探 に 言及 し て いる 。 す な わ ち 、 神 の 助 
け と 援助 は 常に 使徒 た ちと その 信者 た ち に 用 いて いる 。 そ し て 不信 者 た ちの 
失敗 と 挫折 は 時 代 の 終り まで 続く 。 こ の 神 の 探 は 各 預 言 者 の 時 代 に 影響 を 及 
ぼ し た 。 そ し て 聖 預 言 者 の 時 代 に は 十分 に 証明 され る で あろ う 。 そ し て 、 不 
信者 た ち は 、 聖 預言 者 を 拒否 する 理由 が な いと いう こと を 告げ られ る 。 彼 の 
到来 は 異状 な 現象 で は な い の で ある 。 現実 世界 で 夜 に 続く 日 虹 の よう に 、 精 
神 的 領域 に 於 いて も 、 同 じ よ うに 道徳 の 堕落 の 後 精神 的 な 覚醒 が 起き る の で 
ある 。 こ の 世界 が 精神 的 に 死滅 し た の で 、 神 は 世界 に 新しい 生命 を 授け る た 
め に 聖 預 言 者 を 立て た の で ある 。 当 章 は 、 神 が 人 間 の 肉体 的 必要 の た め に 、 
十分 な 準備 を し て いた こと を 留意 し 、 終 わっ て いる 。 神 は 人 間 の 精神 的 要求 
に 同様 な 準備 を な すこ と を 無視 で き な か っ た 。 神 は 人 間 た ち を 主人 で あり 創 
造 主 で ある 主 の も と に 招待 すべ く 、 こ の 世に 使徒 や 聞 言 者 た ち を 送っ た 。 し 
か し な が ら 、 因 知ら ず と 愚か さ 故 に 、 無 知 な る 息子 た ち は 、 い つも 神託 を 拒 
耕し 神 の 立腹 を も た らし た 。 
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四 十 章 
節 数 86、 メ ッ カ 啓示 


os つう 人 


有 ー  、 あま お に 
1. 9 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 
み 


御名 に お いて 。 


で 2592 
2. ウ \ー・ ミ ー ム 992。 


ニャー) 


こつ 


く 


この 聖典 が 降 さ れる は 、 威 力 に し 
て 全 知 な る アッ ラー か ら な り 、 
4. 罪 を 赦 す 者 、 且 つ 改 俊 を 受け 容れ 
る 者 、 懲 軸 に 厳し く 、 施し 厚 き 雄 大 な 」 ge 0 2 
御方 な り "99 彼 の 外 に 神 な し 。 彼 に 2%3)41S Jey LLS 


OG} 
= SNR な ん びと 、 a 4 AS も 2 インテ 
5. 不信 せ し 者 ども 以外 は 、 何人 も 7 er hla i ds 
ッ ラ ー の 神 兆 に つい て 論争 せ ざ る な 
お うら い 
り 。 さ れ ば 、* 役 等 が 国 に 往来 する こ 
と は 液 を 期 か し め る な か れ 。 


3 っ 1 ンマ ラタン リョン ? 446 
OS AS 

の る っ る ン 『2 る 3 
TO すり 


2 る ラブ ガタ 々 
OPDURIE ま と 2 も 3 EE 


pL. D4 1:2: 42:2: 43:2: 44:2: 45:2: 46:2.620:S: 32:3: 41:3; 45:3; 46:3. 22:4: 42:36. 93:197. 


で 。 略 文 字 の ハー・ ミ ー ム と は 、 神 の 属性 ハミ ー ド 、 マ ジー ド ( 讃 美 さ れる べき 及び 、 
栄 准 の 王 )、 又 は ハッ ユ 、 カ ッ ユ ー ム ( 自 存 者 又は すべ て を 保持 する 主 ) を 表す 。 こ れ 
等 の 神 の 属性 の 二 つ の グル ー プ も 、 当 章 の 王 題 に 強い 関係 が ある 。 当 章 は 、 最 初 の 少 
数 の 詩 節 で 二 度 も 叙述 され て いる アル シュ と いう 語 に よっ て 示さ れる 故に 、 神 の 威厳 、 
栄光 と 力 に 繰り 返し て 言及 する 。 第 二 の 主 な 論旨 は 、 精神 的 に 死ん で いる 人 々 を 新た 
に 人 生 に 難 ら せる こと で ある 。 ハ ッ コ (永生 者 ) 及 び 、 カ ッ ユ ー ム ( 自 存 者 、 す べ て の 
保持 者 ) と いう 両方 の 属性 は 、 当 主題 と 明白 な 関係 が ある 。 こ の 事実 は 、 何 故 ハー・ 
ミー ム と いう 略 文字 が 当 章 に 置か れ た か を 説明 し て いる 。 当 章 と 次 の 六 つ の 章 が 特別 
な グル ー プ に 属す る こと は 、 特 別に 注目 すべ き で ある 。 それ 等 の いずれ も 岡 じ 略 文字 
で 開 扉 され 、 そ れ 等 の 主題 と 深い 関係 が ある こと を 示す 。 

^ タウ ル (Taul) と は 、 慈 善 , 因 恵 , 卓越 : 過 分 : 力 : 富 : 十分 な 事情 : 優越 優勢 を 意 
味 す る (Lane より )。 

2994 信者 達 は 、 物 力 は 月 日 が 経て ば 必ず 失わ れる も の で ある か ら 、 不 信者 の それ に 惑 
わ さ れ て は な ら な いと 命じ られ て いる 。 
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二 十 四 例 


アル ・ ム ウミ ン ALMu'min (信者 ) 四 - と 


6. 7 彼 等 以前 に も 、 ノ ア の 民 並 びに そ 
の 後 の 諸派 が 、 虚偽 と みな し た り 。 さ 
れ ば 各 民 は その 使徒 を 捕え ん と 決意 
し 、 ま た 彼 等 は 虚偽 を 以 て 争い た り 、 
役 等 が それ に よっ て 真理 を 論破 せん 
が た め に 。 され ば 、 われ は 彼 等 を 捕え 
た り 。 さ れ ば (見 よ ) わ が 懲罰 は 如何 に 
な り し こと か ! 


人 不信 せ し 者 ど 
に 対し て 液 の 主 の 御 言葉 は 実証 さ 

NO 
も な り 。 

8. 玉座 を 担う も の た ち 9 並び に 、 
その 周り に 在 る も の た ち は 、 己 が 主 の 
栄光 を 讃え 奉 り 、 彼 を 信じ 、 信じ た る 
人 々 の た め に 赦し を 求め る な り 、「 我 
等 の 主 よ 、 液 は 慈悲 と 知識 を 以 て 萬 物 
を 名 富 す 。 さ れ ば 、 悔 愉 し 、 流 の 道 に 
従い し 人 々 を 赦し 給え 。 耐 し て 、 彼 
等 を 地獄 の 貢 苦 か ら 護 り 給 え 。 


RI 流 が 彼 等 に 約束 せ し 
の 楽園 に 彼 等 を 人 らし め 給 え 、 
EN 


に N18 と お る 8 12 全 ラン 
の 1》 と i 
NA 
も 61 Mt ズ プー の タッ ラン どろ 
> 
み づ し あざ や い NO と 


le 3 3 さり の 2 


I EDEEEE NS 
EE 


3 の ズ イタ う ググ til 
23 あう 01622 くっ て eo 
プー クター ロング 


OR RI ES NO 
EE < 3 うこ うう 
SN EE 
SERIE 


4 > ろ と グン っ ーー デン 28 シン ン 
lo I ES 


6:35; 22:43; 33:26: 54:10. 510:34, 97. で 39:76: 69:18. 13:24; 32:22. 
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「 玉 座 」 


は 神 の 属性 を 意味 し て お り ( 注 986 及び 注 1233 を 参照 )、 


! 玉 座 を 担う も 


の た ち 」 と は 、 そ の 身 を 通じ て 神 の 属性 を 表す 者 た ち を 指す 。 自然 の 法 は 天使 を 通し 


て 作用 し 、 預言 者 は 神 の お 告 


i げ が 人 々 に も た ら さ れる 媒介 の 役割 を 果たす た め 、 この 


「 玉 座 を 担う も の た ち 」 と は 天使 と 神 の 使者 双方 を 指し 、「 そ の 周り に 在 る も の た ち 」 
と は 、 地上 の 諸事 を 取り 仕切 る 首位 の 天使 を 補佐 する 下位 の 天使 、 あ る い は 、 預言 者 
の 教え を 広め る 預言 者 の 真 の 弟子 を 示す と 言え よう 。 注 986 も 参照 の こと 。 
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四 本 意 


だ お 298 や その 子孫 の 中 高潔 な る 者 
た ち も ま た 然 り 。 げに 液 は 威力 に し て 
賢 折 に まし ます 。 


10. 耐 し て 、 彼 等 を 諸悪 より 護り 給 
え 。? 面 し て その 日 、 液 が 諸悪 より 座 
る 者 あら ば 、 げ に 液 は 役 に 慈 悲 を 垂れ 
た る な り 。 面 し て それ こそ 素晴らし い 
大 成功 な り 」。 


アル ・ ム ウミ ン AlLMu'min (信者 ) 


二 十 四 傘 


る 


の も と う プン タイン 
a] {+N IY sO 


3 タッ ーー スィ プラッ ン マタ 
入り 6 


デー ラン 


RE oS IS 


1 


& © 


ご 項 

11. げに 不信 せ し 者 ども は 呼び か け 830 3318} 
られ ん 、「 誠 に アッ ラー の 終り は お 前 レレ ルル ュー の 
達 自 分 自身 の 怒り 2% より は る か に OE SS | 
大 きく な りき 、 お 前 達 が 信仰 へ 招 か れ DO 
た る に も か か わら ず 、 お 前 達 は 拒み た OO 5H II NG 
る な り 」。 

12. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 の 主 よ 、 紋 ビビ る る 6 EET EG 

あく つの 
は 我 等 を 二 度 死な せ 2 夫 、 二 度 生命 を 
生え 給え り 。 従っ て 、 下 守 は 選 が 罪 を JJUMSC。 ぷっ らら 
認 む なり 。 さ れ ば 、 脱 出す る 術 あり Ok RE 
や ?」。 NN 
16:17. P30:41. 


9 当 節 に は 重要 な 原理 が 述べ られ て ある 。 この 世 の 何 人 た り と も 独力 で 事 を 成す こ 


0 

AH 
信者 た ち に その 業績 を 成 し た 結果 
と を 許さ れる で あろ う 。 


意識 する し な い に か か わら ず 、 他 人 の 助力 を 得 て い る 


は 、 授 けら れる 天 恵 


も の で ある 。 こ 
よ 、 主 に 両親 、 則 、 子 供 達 で ある 。 さ れ ば 、 
R ほ に 、 こ れ 等 の 親族 達 も 又 浴 する こ 


2997 自ら の 悪行 が 招い た 不幸 な 結末 を 突き 付け られ た 時 、 我 身 を 呪い 始め る の が 人 の 
常 で ある 。 不 信者 達 は 、 六 が 下さ れる 時 我 身 を 嫌悪 する と 告げ られ て いる 。 し か し 、 


慈悲 深き 神 は 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒み 、 神 の 使者 を 迫害 し た 時 、 彼 等 に 対し 進 か に 
強い 嫌悪 の 情 を 抱か れ た 。 
2598 誕生 以前 の 状態 は 一 種 の 死 で も り 、 こ の 世に お ける 生 の 終わ り は 第 二 の 死 で ある 。 


誕生 と 復活 は 二 つ の 生 で ある 。 
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二 十 四 例 アル ・ ム ウミ ン AlLLMu'min (信者 ) 四 十 草 


イー プ 作 で 


13. この お 前 達 は 、“ 唯 一 な る アッ ラ 。 ふ >.5 0 、 3 151 AS し っ) 
ーー が 崇め られ た る 時 、 お 前 達 が 拒否 L 


ぅ ブ る る る る ン E> っ づ ぅ 
し 、 彼 に 同位 者 が 配 さ れ た る 時 は 、 | アデ 2 の つの 3013 ム う 当っ 
お 前 達 が 信じ た る が 故 な り 。 さ れ ば 、 > uo 2 3 と 
DRI SIG 
裁定 は 、 至 高 者 、 至 大 者 な る アッ ラ 2 の 2 
一 次 第 な り 」。 


14. 2? 彼 こそ 、 そ の 種々 の 神 光 を お 前 っ SS SR 
達 に が し 、 お 前) 達 の た め に 天 か ら 滋 養 る ニン 

を 陸 す な り 5。 耐 し て 、 平 人 す 者 の 。 うう 呈 移 5 中 ころ 
外 は 、 何 人 も 忠告 に 従わ ず 。 OLE 
15. され ば 、 『 彼 の た め に こそ 須 の TG AN EG 
a oo お AN 
16. 彼 は 至高 の 位階 に お られ る 玉座 5 、 ぁ 53 こ ょ う 3| 9 
の 主 な り 2600 9 彼 は その 命令 に より 8 72 

て 、 己 が 僕 等 の うち その 欲す る 者 に 聖 ei EE 3 


圭 を 降 し 給 う な り 、 彼 が 会 見 の 日 を 父 SN と 
告 せ ん が た め に 。 ン oy 


デ fs 
17. 彼 等 が 態 り 出る その 日 、< 彼 等 の に 、 ASY 5 の お コス る 5 
し 2 Sn iR 
何事 も アッ ラー に 隠さ れ ざ る べし 。 今 


と アオイ と パル と ダ っ ラー タ ッ 
日 の 日 、 王権 は 誰 に 属す や ? ア ッ ラ 931 る 3 つど め と で っ 
ー に 属す 、 唯一 に し て 至高 な る 御方 。 ce ンタ RM 
1 OI a Nl 0 


18. 8 今日 の 日 は 、 各 生命 は その 稼ぎ + る < と レレ 失 入る 
夫 を レス S$ fs 
し も の に 対し て 報い られ る な りら 。 今日 


d39:46.230:25. 29:66: 31:33; 98:G. 16:3: 3; 97:5, 3:6: 14:39. 18:45; 48:15: 82:20. 814:52; 43: 23; 74:39, 
9 肉体 的 の みな ら ず 精神 的 に も 、 生 を 支え る も の は 、 全 て 天 よ り 下 され る 。 全 生命 
の 拠り 所 で ある 水 G1:31) は 天 よ り 降 り 、 人 の 魂 の 拠り 所 と な る 神 の 啓示 も 同じ 天 よ り 
授け られ る 。 
2999 ズル ・ ア ル シ ュ (玉座 の 主 ) は 、 ズ ッ ラ フ マ (慈悲 の 主 ) と 同様 、「 玉 座 」 が 物 
質 的 な も の で ある と いう 若 の 誤解 に 反論 する も の で ある 。 
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四 十 章 


は 如何 な る 不当 も な され ず 。 げ に アッ 
ラー は 清算 に 六 速 な り 。 

19. され ば 、 迫 り 来 る その 日 の こと 
を 彼 等 に 警告 せよ 。 その 時 痛恨 の 余り 、 
心臓 は 喉元 まで の ぼる な り 。 面 し て 、 不 
義 者 ども に は 如何 な る 親友 も な く 、 ま た 
聞い て 貰え る 執り 成す 者 も な か らん 。 
20. ? 彼 は 目 の 裏 切り 7 を 熟知 し 給 
うな り 、 そ し て また 胸中 に 秘め る も の 
を も 。 

21. 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 真理 を 以 て 裁 
決 す れ ど 、 彼 の 外 に 彼 等 が 祈る も の 
は 、 何 事 も 裁き 得 ず 。 げに アッ ラー は 
すべ て を 聴き 、 照 覧 し 給 う 御方 に お わ 
し ます 。 


三 項 

22. * 彼 等 は 大 地 を 遍歴 せ ざ り し か ? 
され ば 、 彼 等 は 己 が 以前 の 人 々 の 未 路 
が 如何 に な り し か を 見 た 管 な り 。 あ の 
者 ども は 、 力 を 有する こと や 地上 に 
遺跡 を 残す こと に 於 いて 彼 等 より も 
優 り た れ ど 、 ア ッ ラ ー は その 人 罪 が 故に 
彼 等 を 捕え た り 。 され ば 、 アッラー に 
対し て 彼 等 を 防護 する 如何 な る 者 も 
な か りき 。 


23. そ は 、? 彼 等 の 使徒 が 明白 な る 
神 兆 を 携え て 邊 等 に 来 た る と も 、 彼 等 
は 拒み し が 故 な り 。 され ば 、 アッ ラー 


アル ・ ム ウミ ン AlLMu'min (信者 ) 


二 十 四 会 


ン と 9 4 


OLE 4006 FEY 
IE ee SI 
RA ol SS 2 


ズレ ンタ NG キマ イーラ イラ ョ ン 
こら YIA い は > 


8 OE 


NG 
LIE EE EE 
EE 
A 23 GS 
ME と 3 

OE 2 


「 全 1 0 


3 イィ 内 マズ ju? 
REL 


A19:40. 527:75: 28:70. C12:110; 22:47; 35:45; 47:11. D3:45; 41:15. 


4 り の 眼差し : 蔵 み : 欲望 の 眼差し 。 
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m 下 四 傘 アル ・ ム ウミ ン AILMu'min (信者 ) 四 十 章 
彼 等 を 捕らえ た り 。 げ に 彼 は 強力 (に OSS $ 
し て )、 劉 する に 厳し いな り 。 - 
24. 2 古 し て 、 わ れ ら は 確か に モー ゼー っ LU、 と めじ LT335 
を 、 われ ら の 神 兆 と 明らか な 証拠 と 共 y 
に 遣わ し た り 、 OA 


25. ファ ラオ と ハー マー ン と カー ル 13L3393353CsLs3 9 
ー ン 69 の と ころ へ 。 され ば 彼 等 は 去 Ba 
えり 、「 こ は 妖術 師 ( に し て )、 大 嘘つき CLS A 


な り 」。 

26. ? さ れ ば 、 彼 が われ ら の 件 許 か ら 真 18 5s 0 る る て ば 5 
理 を 携え て 、 彼 等 に 来 た る や 、 役 等 は 
云え り 、“「 彼 と 共に 信ずる 者 た ちの て 11 で うし 1 
息子 等 を 殺し 、 その 婦女 等 を 生か せ し 
め よ 」。 さ れ ど 、 不 信者 ども の 策 課 は NSR 
無益 に 終わ る 外 な し 。 OIE GY RN 


27. 耐 し て ファ ラオ は 云え り 、「 我 に 入 R E3533 0 283 J 
まかせ よ 、 我 モー ゼ を 殺す な り 、 古 し ,。 。 02 
て 彼 は 叫 が 主 に 祈る べし 。 < 我 は 彼 が asoOlL Ua 4 つう と 
お 前 達 の 宗教 を 変え 、 地 上 に 騒乱 を 起 。 . < 。。 ig 。 ィ 

SE 6 
こさ ん こと を 恐る 」。 02 うず こう っ の 


ee ン 


ンプ ウ デ も っ ンタ タウ タッ i 
ぶっ に 5 > る を いう) P と 9 


補 テーゼ は 三 え 6 F に 我 i 59 3 25 イラ ゴー NE 
28. され ば モー ゼ は 云え り 、 「 ぱ ! 我 で A 


は 清算 の 日 を 信 ぜ ぬ す べ て の 諸 僧 な つづ 


23:46. 129:40. €7:128. 20:64; 26:36. 


2 ダコ ラー(Korah) と ハー マー ン (Haman) に つい て 、 注 2198 及び 、 注 2231 を 参照 の こ 


と 。 神 の 預言 者 の 誰 も が 当時 代 の ファ ラオ や ハー マー ン や コラ ー を 経験 し た 。 ハー マ 
ー ン は 聖職 者 階級 の 長 で あり 、 コラ ー は ファ ラオ の 貴族 達 の 中 で 一 番 の 富豪 で あっ た 
故に 、 こ れ ら の 名 称 は それ ぞ れ 、 力 、 聖 職制 と 物質 的 な 富 を 象徴 し て いる 。 限 りな い 
政治 力 、 挿 屈 な 聖職 制 、 そ し て 抑制 出来 な い 資 本 主義 と は 、 三 つの 悪 で あり 、 人 々 の 
倫理 道徳 と 精神 の 育成 を 常に 妨げ 、 引き 止め た の で ある 。 そ し て 当然 、 人 類 の これ ら 
の 敵 に 対し て 、 天 来 の 宗教 改革 者 た ち は あ ら ゆ る 時 代 に 於 いて 間断 の な い 戦 い を 遂行 
し た の で ある 。 
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四 十 曹 アル ・ ム ウミ ン ALMu'min (信者 ) 二 十 四 疹 


くき 06。 穫 NHCUGH フ SM 二 SE の SYS 

の 主 な る アッ ラー の 加護 を 求む ? ぐ 9%? 
な り 」。 

四 項 

29. 面 し て 、 フ ァ ラ オ の 一 族 の 中 で 、 © 
その 信仰 を 秘め る 者 “ ぐ % が 、 云 えり 
「 あ な た 方 は た だ 、『 我 が モ は アッ ラ 0 ひ I ツ 
ー な り 』 を 云う だ け で 、 一 人 の 者 を 殺 の 0 22929 
す や ? 彼 は あな た 方 の 主 より の 明 証 ダッ ブー 
を あな た 方 に も た らし た る と いう の 4385 ゝ 513 ぁ 及 32 
に 。 ? さ れ ば 、 も し 彼 が 嘘つき な ら ば 、 - 
その 偽り は 彼 の 身 に 降り か か らん 。 さ っ へ 2 し 2 っ 5515 4 つ ふ 
れ ど 、 も し 彼 が 正直 な ら ば 、 彼 が あな  . >。。』。 の 
た 方 に 警告 する いく つか は 、 必 ず ゃ あぁ Gk 40O) や Ss つろ 


な た 方 の 身 に 降り か か らん 。 げに アッ ら の は eS 5 オン ョ ラン 
ラー は 逢 を 越え る 者 や 大 嘘つき を 導 ・ 
き 給 わ め ぬ 。 


30. 我 が 民 よ 、 今 日 、 地 上 で 優位 を 占 き で ye ジイ 計っ 字 包 
め る 者 と し て 、 王 権 は あな た 方 の も の 2 
な り 。 され ば 、 も し アッ ラー の 人 測 が DP 39 っ ろう | 
我 等 に 到 ら ば 、 之 に 対し て 誰が 我 等 を 、*」 。 と 。 イ イレ コッ ラン: < エマ イン 
助け 得る か ?」。 フ ァ ラ オ は 云え り 、 りり の 9 
「 我 は 自分 が 悟る こと を お 前 達 に 指 , じ < ざ 1 > 有 SAA1E3、 し 
示す る の み 。 面 し て 、 我 は お 前 達 を 正 - 


確 な 道 へ 導く に 外 な ら ず 」。 © NI 
31. また 信じ た る 者 は 云え り 「 我 が 民 すそ 1 用 

こう Et | 9 
よ 、 我 は あな た 方 に 対し て 、 連 合 軍 の a eo 


144:21. b69:45, 47, 


?692 神 は 、 預 言 者 や 神 に 選ば れ た 者 た ちの 究極 の 拠り 所 で ある 。 彼 等 は 周り を 開 に 
囲ま れ 、 彼 等 の 説く 真理 を 悪 の 勢力 が 根絶 し よう と 企む 時 、 神 の 扉 を た た く 。 
2603 この 信者 は 、 ふ さわ し い 時 に 表明 し よう と 思い 、 そ の 信仰 を 隠し 続け た 。 彼 が 自 
ら の 信仰 を 表し 、 フ ァ ラ オ の 臣下 に 語り か けた その 勇気 ある 態度 は 、 そ れ ま で 信仰 を 
隠し て 来 た の が 恐れ の た めで は な か っ た こと を 裏付け て いる 。 
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ニー 四谷 


アル ・ ム ウミ ン AILLMwmin (信者 ) 


時 代 の よう な 時 期 が 起 る こと を 恐る 、 


32. 6 プア の 民 の や り 方 の 時 代 、 上 且つ ア 
ー ド 族 や サム ー ド 族 、 並び に 彼 等 以後 
の 者 ども (の 時 代 ) と 同じ よう に 。 曽 し 
UF ッ ラ ー は 僕 等 : の た め に 不正 を 望 
む に 非 ず 。 
33. そし て また 、 我 が 民 よ 、 我 は あな 
た 方 に 対し て 、 互 に 大 声 で 呼び 合う そ 
の 時 代 を 恐る 2094。 
34. その 日 お 前 達 は 、 背 を 向け て 計 走 
せん 。 お 前 達 を アッ ラー か ら 護 る 者 は 
誰 も な か る べし 。 面 し て アッ ラー が 迷 
い を 判定 せ し 者 あら ば 、 役 に は 如何 な 
る 簡 導 者 も な し 。 
35. 面 し て 、 以 前 ヨセフ が 明 証 を 携え 
て お 前 達 に 来 た る な り 。 され ば 、 お 前 
達 は 彼 が お 前 達 に も た らし た も の に 
つい て 疑い 続け た る な り 。 従っ て 、 彼 
A お 前 達 は 云え 
、「 彼 の 後 、 ア ッ ラ ー は 決し て 使徒 
NN と の 。 か く の 如 
く ア ッ ラ ー は 、 利 を 越え る 者 、 懐疑 者 
に 迷い を 判定 する な り 。 
36. (つま り ) 自 2 分 が 如何 な る 権威 も 全 


四 十 草 
oe ET NE 
Er 


おる 人 3 * や ve マ 33 


ン 


ON LS 
A C83 
S.C 


A 
し を アコ 


I eR 
CE 6 

© 
CLE 0 WAS 


用 


I 
A ? 2 < Ns = We 


えら れ ざ る くせ に 、 アッ ラー の 神 兆 に 


9970: 14:10: 50:13-13. 
2904 人 人 々 が 恐れ 、 四 散 す る 日 、 又 は 彼 等 が 互い に 反目 し 合 
彼 等 が 互い に 助け を 求め る 日 (Aqrab より )。 
EN 半生 新た な 預言 


い 分 像 する 日 、 あ る い は 、 


は 無く 、 MCCS 語っ た 。 
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四 丁 意 


アル ・ ム ウミ ン ALMu'min (信者 ) 二 十 四 疹 


つい て 論 第 する 者 ども (な り )。 こ は 、 
アッ ラー の 目 に 於 いて も 、 また 信じ た 
る 人 々 の 日 に 於 いて も 大 罪 な り 。 0 


の 如く アッ ラー は すべ て の 購 慢 な 
者 、 帝 逆 な 者 の 心 を 封印 し 給 う 」。 


37. され ば ファ ラオ は 云え り 、「a ハ ー 
マー ン よ 、 我 が た め に 高楼 を 築け 、 我 
が 途 RS に 達せ ん が た め に 、 
38. (すなわち ) 諸 天 の 途 に 。? さ れ ば 
我 、 モ ー ゼ の 神 を 覗き 見 る な り 2 
面 し て 、 我 は 事実 彼 を 嘘つき と 考え る 
な り 」。 さ れ ば 、 か く の 如 く フ ァ ラ オ 
に は 避 の 悪 業 が 魅 惑 せ し め ら れ 、 彼 は 
(正しい ) 道 か ら 閉 め 出 され た り 。 面 し 
て 、 ファラ オ の 策謀 は 失敗 に 満ち た る 
に 外 な ら ず 。 

五 項 
39. され ば 信仰 せ し 者 は 云え り 「 我 が 
民 よ 、 我 に 従え 、 我 は お 前 達 を 正しい 
道 に 導 か ん 。 
40. 我 が 民 よ 、 ば げに この 現世 の 生活 は 
束の間 の 楽に すぎ すず 。 され ど 、 来世 
こそ 誠に 安住 すべ き 処 な り 2697。 


41. 9 誰 で あれ 悪事 を 行う 者 あら ば 、 
それ 相応 に 返 報 さ れる に 外 な ら ず 。 


NE こう 0 
ER RA 
a 
STI A OI 
CC のり 
A EE NO 
SS CE EET I 
Gee FA 


OF LE bd 


を RG 
を お の 


っ の 41o | PC ENG? 


0 EE Sar a 
OR NY 
ne 12 Ys 3 VS 2 2LE 


928:39. P28:39. €3:15,198,199; 9:38: 46:118: 28:61. 10:28; 4:124. 


2%08 フ ァ ラ オ は 、 モー ゼ の 神 を 盗み 見 る た め 天国 に 上 り た いも の だ と 皮肉 混じり に 語 


っ た が 、 


神 は 海 の 底 で 後に その 力 を お 示し に な っ た 。 


767 「 信 仰せ る 者 」 が 語る 言葉 は 、 真 の 信者 が その 大 儀 の 正 し さ を 確信 し て いる こと 
を 示す も の で ある 。 彼 等 に あら ゆる 困難 辛苦 を 甘受 させ る こと が 可能 な の は 、 こ の 岩 


の よう に 固い 信仰 の 成せ る 業 で ある 。 
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二 十 四 傘 


アル ・ ム ウミ ン Al-Mu'min (信者 ) 


“ 然 れ ど も 、 男 や 女 た ち の 中 善 事 を 行 
い 、 信者 た る 者 あら ば 、 これ 等 の 者 た 
ちこ そ 楽 園 に 入る な り 。 彼 等 は そこ に 
て 限り な く 滋 養 を 賜 わ ら ん 8。 


42. 大 し て 我 が 民 よ 、 ど うし た こと 
か 、 我 お 前 達 を 救い に 呼び か ける な れ 
ど 、 お 前 達 は 我 を 業火 に 招 か ん と する 
な り 。 

43、 お 前 達 は 、 我 は アッ ラー を 拒み 、 
我 が 知 ら ざ る も の を 彼 に 併せ 礼 ら ん 
が た め に 、 我 を 招く な れ ど 、 我 は お 前 


も 


達 を 、 威 力 者 、 容 舌 閉 の 方 に 招く な り 。 


44. 確か に 、 お 前 達 は 、 現 世に て も 来 
世に て も 祈る 権限 を 有 せ ざる も の 
2%084 に 向かっ て 、 我 を 招く の み 。 布 し 
て 、 我 等 の 帰 所 は 必ず アッ ラー の 御 許 
な れ ど 、 短 を 超え る 者 ども こそ 確か に 
業火 の 者 な り 。 

45. され ば 、 お 前 達 は きっ と 、 わ れ が 
お 前 達 に ぶ う こと を 思い 起こ さん 。 耐 
し て 我 は 、 我 が こと を アッ ラー に 委 


し も べら 


ぬ 。 げ に アッ ラー は 僕 等 を 照 覧 す 」。 
46. され ば アッ ラー は 、 彼 等 が 策謀 せ し 
悪 企み か ら 彼 を 護り た り 。 耐 し て 、 悪し 
き 貢 昔 が ファ ラオ の 一 家 を 包囲 せり 、 


タン レイル イー ジイ ラッ ョ 用 ンー イ ニュ ンー ン 
REIS A ES 


プ 


2 る ラプ る る イラ イブ イッ ー タ | NR < の まっ 
Op や OS I が 


レコ アコ る プレ i ン ブシ そ て っ 。 々 ぅ う 
SY 3 
EE ed OS 


2 だ IP チー こう 
3 NY 3225 
a oP a ey 

EE 
LE 。 オ ンー プラ イイ みる る ンズ 


グ の nd レイ 
US に 1 レン: 人 は し 8 
(OPCIE す Pfof*3 の 


4:123. 


9 不信 者 の 悪行 の 報い が その 行い に 比 し て 与え られ る 一 方 、 信者 の 善行 に 対す る ほ 
う び は 際限 の 無い も の で ある 。 こ れ が 、 イ スラ ム 教 に お ける 天国 と 地獄 の 概念 で ある 。 
29084 求め られ る に ふさ わし く な い 。 求め られ る べき で な い 。 求め られ る 資格 が な い 。 
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四 年 章 


アル ・ ム ウミ ン AlLMu'min (信者 ) 


47. (すなわち ) 業 火 な り 。 彼 等 は 朝 な 
夕 な それ に さら され ん 79。 耐 し て 、 
I ラオ 
家 を 最も 厳し い 資 苦 に 入ら し め 
ど % 
48. "され ば 彼 等 は 業火 の 中 で お 互い | 
に 口論 し て いる 時 、 弱 者 た ち が 誠 侵 
な り し 者 に 向っ て 云わ ん 、「 げ に 我 等 
は お 前 達 に 従い た りき 。 5 され ば お 前 
達 は 業火 の 一 部 を 我 等 か ら 取 り 除 き 
得る や 」。 


c 崎 慢 ) な り し 者 ども は 云わ ん 、「 げ 
村上 み な その 在り 。 げに アッ 
ラー は 位 圭 の 問 を 哉 き た る な り 」。 


50. 面 し て 、 
Ni の 
祈 れ 、 或 る 日 我 等 か ら 懲罰 を 軽減 せん 
らら だ な 


51. 彼 等 は 云わ ん 、 9「 お 前 達 の 使徒 た 

ち が 明 ら か な 神 兆 を 携え て お 前 達 に 
来 た る に 非 ざ り し か ?」 と 。 彼 等 は 去 
わん 「 然 り 」。 彼 等 は 云わ ん 、「 さ れ ば 
祈 れ 」 と 。 さ れ ど 、* 不 信者 ども の 祈 
り は 無益 に 終わ る 外 な し "7。 


2 


UE の うう 3MWf 
PS 3 
OI OE 


0 GORE YS 
I 0 


ン 


OI a ン 11 $2 
つら) mcA 


WW 


CCE SS 2 83 
8 
RE 


5135 I に 記 3 し 
ン YA 8 2 し > づ ゴイ ルン ン 
を OEY LRN SLL 


7:39; 14:22; 34:32. 44:22, C7:40; 34:33. 3:106; 39:72: 67:9-10. 113:15. 


2999「 彼 等 は 朝 な 々 な それ に さら され ん 」 と いう 言葉 は 、 不 信者 が 、 苦 し み と 喜 び を 
判別 で き な い 中 間 の 状態 で ある バル ザ フ (Barzakh) に あっ て 苦し お 負 を 指し て いる よ 
うだ 。 天 国 か 地獄 の 判定 は 裁き の 日 に 下さ れる の で あろ う 。 


9 神 の 預言 者 に 反抗 する 不信 者 の 努力 や 祈り 


は 無効 に な る が 、 彼 等 の 全て の 祈り が 


受け 入れ られ な い 訳 で は な い 。 信 者 、 不 信者 に か か わら ず 、 苦 し お 者 が 神 を 求め れ ば 、 


神 は その 祈り に 答え られ る (27:63)。 
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二 十 四 伏 アル ・ ム ウミ ン Al-Mu'min (信者 ) 四 十 章 


交 項 
s2. "われ ら は 必ず 、 わ れ ら の 使徒 3121 そ 3305 CC つて ダ 人 5 
ち 並 びに 信じ た る 人 々 を 現世 に 於 い 


て も 所 有する な り 9 は 、 そし て また 証 の 9539 は 衝 科 35 
人 た ち が 立 ち 上 る その 日 に 於 いて も 。 
53. その 日 、 不義 者 ども に は その 評 い スガ 5282044OAU 和 MP 
訳 が 価 の 役 に も 立 ヶ た ず 、 ヶ 彼 等 に は 


呪 衣 あ り て 、 ま た 彼 等 の た め に は 悪し GR REA CEA 
き 住処 ある べし 。 

54.“ 面 し て 、 わ れ ら は 確か に モー ゼ 83 31 、 ら 8、 と RSD 
に 科 導 を 与え 、 イ スラ エル の 子 ら を の 
経 内 の 相続 者 た らし め た り 、 ON 5 
SS. (すなわち ) 環 導 に し て 、 思 慮 ある @oGYIU N S30 
人 々 へ の 副 戒 な り 。 IN 


56. 7 され ば 汐 、 耐え 忍 く 。 げに アッ ラー > 放 2215、 多 約 し 8561 みっ 5 
ー の 約束 は 真実 な り 。 証し て 己 が 短所 

昌 ~? ン デ Wo a 2 
2612 に 対し て 散 免 124 請 い 、 朝 な ター うそ お 


0:104 30:48; 58:22. 13:26. 2:88: 17:3; 23:50: 32:24. 30:61. 


291 む 当 節 は 、 神 の 使者 と その 弟子 達 に 向け られ て お り 、 神 の 援助 は 常に 彼 等 の 側 に あ 
り 、 例え 不信 者 が 彼 等 に 刃 向かう 企み を 起こ そう と も それ は 無 に 帰す と いう 強い 約束 
が 示さ れ て いる 
2912 ザン バカ と は 、 溢 に 反抗 し て 犯さ れ た 過失 : 流 の 英 に よっ て 申し 付け られ た 液 の 
罪 , 人 間 的 欠点 や 短所 を 意味 する 。 注 2765 を 参照 
29124 ガ フ ァ ラ ル ・ マ ター ア と は 、 彼 は 点 1 物 を 物 の 中 に 入れ て 、 包み 保護 し た こと を 
意味 する 。 グ フラ ー ン と マグ フィ ラ の 両方 が 、 ガ ファ ラ か ら 出 た 不定 詞 で あり 、 保 護 
と 保存 を 意味 する 。 ミ グフ ァ ル と は 、 鉄 免 を 意味 する 。 何故 な ら ば 、 そ れ は 頭 を 保護 
する か ら で あ る 。 ザ ン ブ と は 、 人 間 故 の 過失 の よう な 普通 の 失敗 や 弱点 、 又 は 、 有 有害 
な 結果 を ひき 起こ す 間 違い を 意味 する 。 ザ ナ バ フ ー(Dhanaba-hu) と は 、 役 は その 人 の 
道 を 妨害 せ ず に 、 そ の 痕跡 に 従っ た 、 (Lane 及び Mufradat より )。 イス ティ グフ ァ ー ル 
A 一 般 の 信者 達 の み が 必 要 で ある ば か りか 、 神 の 偉大 な る 社 言 者 達 に さえ 
、 聖 職 者 達 に も 必要 で ある 。 前 者 の イス ティ グフ ァ ー ル (Istighfar) の 提議 は 、 将 来 の 
内 過去 の 過失 の 不幸 な 結果 に 対す る 底 護 を 捜し 求め る た めで ある 。 そし 
て 後者 は 、 IR eT ER NE TA ND 工 を 求 
者 が 罪 を 免れ た の に 彼 等 も 又 人 間 的 欠点 や 過失 の 相続 者 で あ 
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な 、 己 が 主 の 栄光 を 讃え よ 。 SEY 
0 所 a ぅ で 』 すっ ャ ンー っ イ ュー PE 

57. 7 げに 、 如 何 な る 証拠 を も 与え ら AlCI909S 28 

れ て いな いく せ に 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 に  。 8 6 


つい て 論争 する 者 ども 、 彼 等 の 胸中 に マリ >^ つ 3 て 2GO1 みて も つ 
ある も の は 、 自 分 自身 で も 達し 得 ざ る 4 (上 は 3 < 5 らし 。 るる ろく 
程 の 高慢 さ 以外 の な に も の に も 非 ず 6 6 張 
2<%。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 加護 を 求め OI A 
よ 。 げ に 彼 こ そ す べ て を 聴き 、 すべ て 
な みそ な は し 給 う 御方 な り 。 
58. げに 諸 天 と 大 地 の 創造 は 人 間 の aS し る Ye SS 
創造 より 偽 天 な りき され ど だ 、 世 人 2 2 
の 多く は 知ら ざる な り 。 RS I 
DRLY 
59. 5 面 し て 、 盲 人 と 目 明 き と は 同じ 34。。 スン 2 2 
か ら ず 。 帳 欄 に 、 信 爺 し 、 行 を 積み ズラ ーー みとり し 、 タ まう ビッ 
940:36、 13117: 33:20: 39:10. 


る 故に 、 神 の 助け と 底 護 を 捜し 求め る た め に 、 イ ステ ィ グ ファ ー ル を 請う 必要 が ある 。 
注 2765 を 参照 せよ 。 
ぞ 。 キ ブ ル と は 、 自 慢 、 和 欲望 、 又 は お 偉 方 に な る 野心 、 大 き な 企み を 意味 する (Lane 
より )。 
2614 バグ ヴィ ー(BashvDy、 イ ブン ・ ハ ジュ ル (1bn Hajr) や 他 の 学者 た ちの よう な 卓越 し 
学識 者 や 注釈 者 達 に よれ ば 、 当 節 に 於 ける アン ナー ス (An-Nas) と いう 語 は 、 ダ ッ ジ 
ャ ー ル を 示し て いる 。 こ の 解釈 は 、 聖 預 言 者 の 良く 知ら れ た 言葉 、 即 ち 「 ア ダム の 創 
造 か ら 最 後 の 審判 の 日 まで に 於 いて 、 ダ ッ ジ ャ ー ル より も 大 な る 創造 は な か っ た 」( ブ 
ハー リー より ) に よっ て 確証 され て いる 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 大 話 欺 師 や だ ます も の 
と し て ダッ ジャ ー ル の 偉大 さや 全能 さ を 指 摘 し 、 信者 た ち は そ の 魔力 と 物質 的 栄 堆 に 
よっ て 脅かさ れる よう な こと か ら 護 る よう に 注意 され て いる 。 この ハデ ィ ー ス の 意味 
に よれ ば 、 当 節 が ほのめかし て いる こと は 、 ダ ッ ジ ャ ー ル が その 最強 の 代表 者 で ある 
暗黒 の 力 は 、 如何 に 力強く 強力 で あっ て も 、 イス ラム の 発展 を 妨害 する こと は 出来 な 
いで あろ うし 、 これ 等 の 勢力 は イス ラム に よっ て 打ち 負 か さ れる で ある うと いう こと 
で ある 。 当 節 は 又 、 神 に よっ て 創造 され た 偉大 な 森 羅 万 祭 に 比較 し て 非常 に 小さ くつ 
ま ら な い 存 在 で ある 人 間 は 、 う ぬ ぼ れ と 僚 慢 さ で 、 神 の お 招き を 拒否 し て いる こと も 
意味 し て いる と 思わ れる 。 
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し 人 々 と 悪事 を な す 者 ども は (同じ に 
非 ず )。 お 前 達 、 思 告 に 従う は 僅か な 
り 。 


60.? ば に 定め た る 時 間 は 必ず 到 る な 
り 。 そ は 疑う べく も な し 。 され ど 、 世 
人 の 多く は 信 ぜ ざる な り 。 


61. 2 面 し て 、 お 前 達 の 主 は 云え り 「 わ 
れ に 祈 れ 、 われ お 前 達 に 応え ん 。 げに 
われ を 崇め る に 騎 慢 な る 者 ども あら 
ば 、 彼 等 は 必ず 辱 し め ら れ て 地獄 に 入 
らん 」。 
七 項 

62.“ ア デッラ ー こ そ は 、 お 前 達 が その 中 
て の 局 お る SA お 前 達 の た め に 夜 を 

設け 、 ま た 昼 を 光り 輝 か す よう 設け た 
Wi. a ッ ラ ー は 人 間 に 対 


も 還 世 人 の 多 く は 感謝 せ ざ る な り 。 


63. 9 これ こそ アッ ラー、 お 前 達 の 主 、 
方 物 の 創造 者 な り 。 彼 以外 に 神 な し 。 
され ば 、 お 前 達 は 如何 に 背 き 去ら し め 
られ た る や ? 

64. か く の 如く アッ ラー の 神 兆 を 拒 
む 者 ども が 背 き 去ら し め ら れる な り 。 


65. アッ ラー こそ は お 前 達 の た め に 
i 安息 所 と な し 、 大 空 を 屋根 と 


VE SR CS 
SO KIS UE | 
OIE EIT EN 


Ske E03 a 


1 
。 ナン 6 ン レン ンプ ュ 


。 Od RT Ed 


RN 
EE a I 


A 3 


8023Y 2 な こち 


@13:86: 20:16、 22:187: 6:42: 25:78: 27:63. で 17:13: 41:38. 96:103. 
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て 設け た り 。? また 彼 は 、 お 前 達 に 
時 を 与え 、 お 前 達 の 姿 を 最善 た らし 
め 、 種 々 の 佳 き も の の 中 か ら お 前 達 に 
滋養 を 施し た り 。 こ れこ そ ア ッ ラ ー、 
お 前 達 の っ 主 な り 。 され ば 、 森 比 万 象 の 
主 な る アッ ラー こそ 祝福 の 主 に まし 
に の 
66. 彼 こ そ 永 生 者 、 彼 の 外 に 神 な し 。 
され ば その た め に 信念 の 誠 を 尽く し 
て 、2 彼 に 祈 れ よ 。 讃 美 は 挙げ て 森 羅 
万 象 の 主 な る アッ ラー に 属す 。 


67. 云え 、「 我 は お 前 達 が アッ ラー 以 
外 に 拝 す る も の を 崇拝 する を 禁 ぜ ら 
れる な り 、 我 が 主 よ り 種 々 の 明 証 が 我 
に 来 た る うえ は 。 耐 し て 我 は 、 森 羅 万 
象 の 主 に 服従 帰依 する こと を 命ぜ ら 
れ た り 」。 


68. 彼 こ そ は 9 お 前 達 を 土 "から 、 
次 いで 精液 か ら 、 次 いで 或 る 吸い つく 
昼 か ら 創 り 、 次 いで 嘱 児 と し て お 前 達 
を 生れ 出 で せ し め た 御方 な り 。 次 に 、 
お 前 達 が 成年 に 達し 得る よう 、( 彼 は 
お 前 達 を 成長 せ し む る )、 次 いで お 前 
達 が 高齢 に な らん が た め 、 上 且つ お 前 達 
が 定め られ た る 時 期 に 達せ ん が た め 
な り 。 さ れ ど お 前 達 の 中 或 る 者 は その 
前 に 死な せる な り 。 曽 し て 、( こ は ) お 
前 達 が 理解 し 得 ん が た め な り 。 


イン ー ン = デン ン 


MM 


} 


a EE 2 33 


OE 

GC CYAIENES 
LE CRY で ん 2 
ol こう 

2 プッ な ンタ ラ イッ プイ パ (る 8 


^ 
< 
~» 1 w < 
Og a 
ン アー マン 
A ン イ ン る 
9 る っ と a 2 
2- ン SS 
を 
用 
NULL 5 に 3 に: Et 
で ‘ 
ン “A SE (あみ ピニン 
LL る s “A NE NA 


メ と 」 
ふ 名 輝 う 3 
イッ 2 > る と を 3 
a cns し こう - 爺 の 
グレ レガ ン 
る 


ET I LEI TL 
I us NS > ジラ 
の WGP 

ORs 


7:12: 23:15: 64:4. 239:12: 98:6. “6:57; 39:63. 2:6: 23:13-15; 35:12 


?918 注 1932 を 参照 の こと 。 
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69.? 彼 こそ は 生 を 与え 、 死 を 賜 う 件 jc:f 6G し 
ゆ ご 2 の う 
方 な り 。 9 され ば 彼 、 も の ご と を 決定 で 」 


と メシ ィ マップ て イッ ブン レレ 5 マン 
し た る や 、 た だ 「 在 れ !」 と 云え ば 、 る ⑥O 9 9095 は 
そ は 在 る な り 6。 
八 項 


j 


70.* 流 は 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 に つい て "ble 63p63 ER 2 
AH も を 見 ざり し か ? 彼 等 8 3 

如何 に 背 き 去ら し め ら れる や ? は AAS 
71. これ 等 の 者 は 、 経 暴 と われ ら が 人 遣 る じ 
わし た る 忌 が 使徒 た ち に 携え させ た i SO 
る も の を 硝 認 せ し 者 ども な り 。 され ば OV 9 と 9 AO) 
や が て 、 彼 等 は 知る な り 、 

22. 7 彼 等 の 音 に 句 杉 や 鎖 が か けら れ 
て いる 時 、 彼 等 は 引き ずり 込ま れん 、 


NG CET ES EY 


CA 


@6% 


」 


73. “煮え た ぎる 湯 の 中 に 。 次 いで OLAS GSS td 


ko Sn 

4 然 る 後 、 彼 等 に 向かっ て 、 云 われ 606208 3% 
oo 
あり や 、 
75. アッ ラー を 差し 置い て は ?」 彼 等 EAL NSR 
0 7「 役 等 は 我 等 か ら 消え 失わ 5 
NN SN EL ES 
祈 ら ざり き 」。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー NG 
は 不信 者 ども に 迷 A Oo も め J 2 
76. こ は お 前 達 が 地上 に 於 いて 不当 2 2 コ ン 2 と っ 3 の ロン ーッ ュー 1 
に 歓喜 し た る が 故 な り 、 また お 前 達 が OE ORAS 

2:29: 22:67; 30:41. 22:118: 3:48; 16:41; 36:83. 13:14; 22:9; 31:21, 36:9; 76:5. 155:45; 78:26. 141:49. 

9 死者 と 同様 に 道徳 的 、 精 神 的 に 衰退 し て いた アラ ブ 民 族 は 、 今 や 聖 預 言 者 を 通し 


て 新た に 生ま れ 変 わる べき で ある 。 これ が 生 と 死 を 司る 神 の 御 意志 で あり 、 何 人 た り 
と も アッ ラー の 御 意 志 を 妨げ る こと は で き な い 。 


の イッ oe る る 
cS 
アン 
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有頂天 に 振 銀 い た る が 故 な り 。 OR I 
77. “(お 前 達 ) そ の 中 の 居住 者 と し て < A ~~ FES 


地獄 の 諸 門 に 入れ 。 さ れ ば 、 購 僧 な - 
る 者 ども の 住処 は 悪し き な り 。 OD TIS GGLS 


78. され ば 激 、 耐え 忍 べ 。 ば に アッ ラ 区 3" 角 約 える 361 2 
RB ? わ れ ら が 彼 等 8 
に 警告 せ し こ と の 幾つ か を 流 に 見 せ に? 
る に せよ 、 また は 、 汐 を 死な し お る と る 
も (いずれ に し て も )、 彼 等 は われ ら の Gs 
許 に 戻さ れる な り %67。 
79. 面 し て 、 わ れ ら は 確か に 溢 以 前 に る 2 2 ラブ 1 イー イッ る イン 
も 使徒 た ち を 遣わ し た る な り 。< 彼 等 a 
の 中 、 我 等 が 汐 に 対し て 語り し 者 ちあ R23 EA 
り 。 そし て また 、 彼 等 の 中 、 我 等 は ま 。,。。 。 レッ ュー 
だ 溢 に 告 ば ざる 者 も あり 。 < 面 し て 、 CIO 史 JO6 5 うこ ME、 みろ お 
知 何 な る 使徒 と いえ ど 、 ア ッ ラ ー の 御 エッ 3 
許し に よる 外 、 神 兆 を も た ら す こと 能 7 ンタ ッッ 
わ ず ダ ? ダ “や 。 され ば 、 ア ッ ラ ー の 大 命 が SU as ぅ 、* り し シテ > 
下 れ る 時 、 I し 1 Mn の 
面 し て その 時 、 虚 偽 と みな し た る 者 ど を 0 51) 
も は 損なう な り 。 


16:30: 39:73. 10:47: 13:41: 43:43. 4:165. O13:39; 14:12. 


2e17 近 節 に は 二 つ の 教義 が 含ま れ て いる 。 (1 真実 は 長い 時 を 経て 広まっ て 行く が 、 勝 
利 が 神 の 民 に も た ら さ れる まで 、 彼 等 は 幾つ か の 試練 に 耐え ね ば な ら ず 、 彼 等 の 信仰 
は 試さ れ 、 基準 に 達し て いる と 証明 され な けれ ば な ら な い 。 ②) 不 信者 に 向け られ た 処 
宮 の 警告 を 含む 預言 は 、 延 期 、 又 は 取り 消し まで も 考慮 され て いる 。 バ ー ド C(Bad= 幾 
つか ) と いう 語 は 、 脅 迫 の 意味 合 を 持つ 預 半 全て が 実行 され る 訳 で は な いこ と を 示し 
て いる 。 そ れ は 、 不 信者 が 態度 を 改め れ ば 、 そ れ に 応じ て 変わ る も の で ある 。 

2 不信 者 達 の た め の 警 告 や きざし を 包含 する 数 々 の 預言 が 、 延 期 さ せら れ 、 廃 止 さ 
れ 、 又 は 取り 消さ れる こと が ある が 、 そ れ で も 、 も し 彼 等 自身 が 改心 後悔 の 扉 を 閉じ 
る こと に よっ て 、 依 然 と し て 、 天罰 を 受け る に 値する な ら ば 、 彼 等 は 抽 を 受け る で あ 
ろう 。 し か し 、 何 時 、 ど の よう に 罰せ られ る か と いう こと を 、 預 言 者 は 言え る 立場 で 
は な い 。 
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四 丁 章 


九 項 
80. 4 アッ ラー こそ お 前 達 の た め に 家 
座 を 創り 給 う た 御方 な り 、 お 前 達 が そ 
れ ら に 乗り 、 且つ それ ら の 中 か ら 食 せ 
ん が た め に 。 
81. 2? 面 し て 、 お 前 達 の た め に 、 そ れ 
ら に は さま ざま な る 利益 あり 。 ま た 、 
それ ら を 用 いて 、 お 前 達 は 己 が 胸 に 宿 
す 目 的 を 達せ ん が た め に ??⑳9。 さ れ ば 、 
それ ら の 上 並び に 船 の 上 に お 前 達 は 
運ば れる な り 。 還 
82. また 、 彼 は お 前 達 に その 神 兆 を 
見 せる な り 。 さ れ ば お 前 達 、 一 体 ア 
ッ ラ ー の 種々 の 神 兆 の どれ を 否定 す 
る や ? 
83.“ 役 等 は 大 地 を 遍歴 せ ざ り し か ? 
され ば 、 彼 等 は 己 が 以前 の 人 々 の 末路 
が 如何 に な り し か を 見 た 秋 な り 。 あの 
者 ども は 、 力 を 有する こと や 地上 に 
遺跡 を 残す こと に 於 いて 彼 等 より も 
優 り た る な り 。 され ど 、 彼 等 が 稼ぎ し 
すべ て の も の は 、 彼 等 に 役立つ 能 わ ざ 
る な り 。 
84. され ば 、 彼 等 の 使徒 た ち が 明 証 を 
携え て 彼 等 に 来 た る や 、 彼 等 は 己 が 持 
て る 知識 に 有頂天 に な りき 。 さ れ ど 、 
彼 等 の 喘 笑 し た る こと こそ 、 彼 等 を 取 
り 囲 みた り 。 
85. され ば 、 彼 等 は われ ら の 懲 久 を 
見 る に 及 ん で 、 云え り 、「 我 等 は 唯一 


ST ET CHA 
GE ECL 

A RIGS 3 
I IE I S33 
も レッ イレ 。 コ 

Oe ve 


1 = _w ン 


ーー る う 


O03 


9 で 人 2 きす 。 
4 ll eG a 


¥ 
1 ン % 


あつ (IF を を 3] 
と 5 IIE OC EE 
8 5 RS 
ICP 

AoG て 23 242 と に 。 
Od HE 


1 すす リ ーー ン ター 


86333 aL ECCI DS 


96:143: 16:6; 23:22: 36:72-74. 216:6-8: 23:22-23; 36:73-74. C16:37; 27:70; 30:43. 10:52,91. 


6 や ハー ジャ と は 、 望 み ; 必要 : 意志 ; 望み や 必要 の 目的 を 意味 する (Lane より )。 
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四 十 章 アル ・ ム ウミ ン Al-Mumin (信者 ) ー 十 四 伏 


な る アッ ラー を 信じ 、 我 等 が 彼 に 併 05620 
OC SE 

せ 祀 り た る すべ て の も の を 耕 認 する SR ES SS 

な り 」。 


86. “され ど 、 わ れ ら の 懲罰 を 目 の 当 り 2 PR 
に せ し 時 、 そ の 信仰 は 、 彼 等 を 益 せ ざ 人 2 
りき 839 こ は その 僕 芝 に つい て 過ぎ GE Eb 


去り し アッ ラー の や り 方 な り 。 さ れ ば 2 &。 
の 時 、 不 信者 ども は 損なう な り 。 \ OO SNE TS 5 ess 


910:92. 


2620 不信 者 の 亜 の 器 が 満 つ る 時 、 彼 等 は 処罰 され る べき だ と の 神 の 命 は 施行 され 、 彼 
等 が 如何 に 信仰 を 告白 し よう と も それ は 効 を 奏 せ ず 、 梅 恨 は 遅 き に 失 す る の で ある 。 
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四 十 一 章 
ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ Ha Mim As-Sajdah 
(ハー ミー ム 叩 頭 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 、 題 和 名 と 背景 
当 章 は ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ と いう 題名 を 持つ 。 ま た フッ スイ ィ ラ ト 
(Fussila) と し て も 知ら れ て いる 。 ハ ー ミ ー ム グル ー プ の 七 つ の 章 の 第 二 番 に 位 
置 し 、 前 章 及 び 後 続 の 章 に 文体 も 主題 も 非常 に 似 て いる 。 そ し て 、 そ れ 等 と 
同様 に 、 イ スラ ム へ の 反対 が 決定 され 、 持 続 さ れ 、 激 し さ を 増 し た 時 、 メ ッ 
カ で 啓示 され た 。 前章 の 終盤 で 、 不 信者 た ち は 、 天 罰 が 襲い か か る と 信仰 も 
悔恨 も 役に立た な く な る だ ろう と 警告 され た 。 当 章 は 、 心 の 道 を 閉じ 、 聖 ク 
ルアー ン を 頑固 に 拒否 し た 者 達 は 六 を 受け る に 値する こと を 警 句 し て いる 。 
さら に 当 章 は 、 聖 クル アー ン は 人 間 の 道徳 的 発達 に 必要 な すべ て を 包含 し 、 
そし て すべ て の 教義 や 信条 を 十分 且つ 完全 に 宮 詩 し て いる 意味 深 長 で 知性 的 
な 文体 で ある こと を 叙述 し て いる 。 そ し て 更に 神 の 唯一 性 を 立証 する こと 、 
つま り 六 段階 に 於 いて 世の中 (天地 万 物 ) の 創造 の こと を 提示 する 。 ま た 更に 、 
すべ て の 預言 者 た ち は 、 独 一 な る 神 の 、 全 く 同 じ 神 託 を も た らし た の で ある 
と 語っ て いる 。 フ ー ド や サー リフ の よう に 、 大 昔 の 預言 者 た ち も 同 じ 教 義 を 


者 た ち は 真理 の 声 を 止め させ よう と 大 声 を 張り 上 げた り 叫 ん だ り し て 、 つ ま 
り 人 々 の 心 を 混乱 させ る た め に 悪巧み の あら ゆる 手段 を 利用 する こと に 言及 
し て いる 。 然し な が ら 、 嘘 偽 は 決し て 真理 の 声 を 消す こと は 出来 な い 。 同様 
に 、 聖 預言 者 に 反対 する 者 た ちの 骨折 り は すべ て 失敗 する で あろ う 。 万 難 を 
排 し て 、 預 言 者 を 信じ 、 味 方 する 人 々 に 天使 た ち が 慰 め と 安楽 を も た ら す で 
あろ う 。 そ し て 現世 に 於 いて も 、 彼 等 の 努力 は 幸運 で 祝福 され 天 の 恵み を 受 
け 、 ま た 来世 に 於 いて も 彼 等 は 神 の お 客 で あろ うと 彼 等 に 朗報 が 与え られ る 
の で ある 。 そ し て 当 章 は 、 罪 の 暗 聞 や 邪悪 は 過ぎ 去り 、 公 正 の 太陽 と 神 の 独 
一 性 が アラ ビア に 輝 く で あろ うと 語り 続け る 。 何 世紀 に も わた っ て 無知 と 暗 
黒 の 中 で 手探り し て いた 人 々 は 新しい 生き 方 を 手 に する で あろ う 。 そ し て イ 
スラ ム は アラ ビア 国 を 根城 と し て か ら 進 か 地球 の 偶々 まで 広がる で あろ う 。 
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ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ Ha Mim As-Sajdah( パ ー ミ ー ム 叩 頭 ) 


この 和 驚く べき 変革 は 、 こ の 素晴らし 


経典 、 す な わ ち 聖 クル アー ン の 岩 高 な 


教え を 通し て 到来 する で あろ う 。 聖 預言 者 に よっ て アラ ビア の 土地 に 種 ま か 
れ た 真理 が 如何 に し て 育ち 、 何 時 世 大 な 木 に 成育 する の か を 神 の み が 知 っ て 
いる 。 然し 、 そ の 成育 は 確実 で ある 。 そし て 、 そ の 涼し く 気 持 よい 陰 の 許 で 、 
偉大 な る 民族 た ち は 永 眠 す る で あろ う 。 
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ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ Ha Mim As-Sajdah 
(ハー ミー ム 叩 頭 


節 数 5s、 メ ッ カ 啓示 
あま ね ン ンー } 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の OL は 
な 2 Os on 
御名 に お いて 。 
be 7 2620A | 
2. ウー ミー ム り e。 


3. <( こ は 慈悲 深く 、 恵 み 周 く 御 方 よ の らら 別 528 寺 
り 降 さ れる な り 。 

4 7 こ は 、 そ の 閉 節 が 詳細 に 説明 され 』 洒 ED3A2 こ て 8 ママ 
た る 聖典 な り 。 能 弁 な る クル アー ン と の 
し て 、 知 識 あ る 人 々 の た め な り 、 OD els 
5. < 明 報 日 つ 警 告 する も の と し て 。 さ 2 る 和英 の うつ 外 久 る 
れ ば 、 彼 等 の 多く は 上 顔 を そむけ た り 。 2 
従っ て 、 彼 等 は 聴か ず 。 OO aed se? 
6. イ 耐 し て 、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の で 3 し Usa 3 
心 は 激 が 招く こと に 対し て 着い が か 

けら れ た る な り 、 ま た 我 等 の 耳 は 鈍く ELS 3 55) 
し て 、 我 等 と 波 と の 間 に は 仕切 り 。, A 

あり 。 され ば 、 光 (すき な よう に 行え 。 EO の 0 

ば に 我 等 も 行う な り 」。 

7. 8 云え 、「 げ に 我 は お 前 達 同様 た だ gm イラッ テイ 5 ョ テン ロイ イン 人 E 
の 人 間 な り 。 我 に は 、 お 前 悦 の 神 が た ハブ SI 


aL:L, P40:2; 42:2; 43:2; 44:2; 45:2: 46:2. <32:3: 40:3; 45:3; 46:3. U1:2, 15:20; 25:57; 35:25; 48:9.76:26: 17:47; 18:58. 
4:12: 1418 は 11: 2E109. 


26204 注 - 2s92 を 参照 。 

2621 当 節 は 、 不 信者 た ち が 、 聖 預言 者 に 「 お 前 の 教え は 我々 罪深い 者 が 受 納 する に は 
立派 すぎ る 。 加え て お 前 の 理想 は 、 我 々 が 理解 し 悟る に は 崇高 すぎ る 」 と 皮肉 た っ ぷ 
り に 言う よう に 描い て いる 。 も し これ 等 の 言葉 を 本 気 に す る な ら ば 、 そ れ は 「 我 々 は 
液 の 教え を 受け 和信 れ な いこ と を 十分 に 決定 し た 。 我々 は それ に 対し て 、 自分 の 心 へ の 
あら ゆる 方 法 、 つ まり 目 も 耳 も 閉ざし た 」 と な る 。 
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四 十 一 意 ハー ミー ム ・ 


アッ リサ ジュ ェ ダ 


アッ サジ ュ ダ Ha Mim As-Sajdah ソー ミー ム 叩 頭 ) 二 十 四 伏 


だ 唯一 "な 神 な る こと を 啓示 せら れる 
i され ば 、 彼 の た め に 不 抜 を 堅持 
し 、 彼 に 赦し を 請 え 」。 血 し て 、 併せ 


NE 


う 届 


ン ラ 429 記 レン ル 5 
ORNS 55 43 ial 


祀る 者 ども に 補 あ れ 、 
8. 彼 等 は 音 捨 を 行わ ず 、 面 し て 彼 等 3 る YW し 2 る 58 00S お Ye 
こそ 、 来 世 を 否定 する 者 ども な り 。 ' 
〇 OO の おう 人 
9. ? げ に 、 信 仰 し て 普 行 を 積み し 人 々 SL CS 
あら ば 、 彼 等 の た め に は つき る こと な 』 a 
き 報 据 あ り 。 $ OO と の と 
ご 項 
DO 
で 大 地 を 創り 給 うた 御方 を 拒否 する 
か 26923 また お 前 達 、 彼 に 同位 者 を 本 人 10 引 s353、 つ ちる ご 3 くつ 2 の Y| 


する か ? 彼 の 御方 こそ 、 森 羅 万 象 の 主 
な り 」。 

11. ? ま た 、 彼 は その 高地 に 山々 を 設け 、 
その 中 に 祝福 を 付与 し 、 曽 し て その 中 
に 出来 る 食物 を 、 四 日 の 間 で 規定 し た 
る な り ?%2%。( そ は すべ て の ) 求 め る 者 
た ちの た め に 等 し いな り 294。 


人 員 3 
a 2: 2 i 
A CII SIS 
oo A ¥ | 

a1:12; 84:26; 95.7. 213:4: 13:20: 77:28. 


| 貞和 性 問 才 らら 8Ges それ は 数 千年 を 上 まわ る か も し 
れ な い 。 聖 ク ルアー ン で は 、 ヤ ウ ム (日 ) は 千年 (22:48) あ る い は 五 万 年 (70:5) に 匹 英 し 
て 人 述べ られ て いる 。 RE i 地球 が 冷却 、 凝 縮 し た 後 、 


記 B 
3 
Vr 
本 
な 
8 
きき 
て 
VY 
き 等 
庫 ! 
( 凍 
a 
i 
"i 
Gt 
x 
Or 
で 
ププ 
所 用 

ar で 
が 


2623 = 


- 日 の 間 」 つ まり 、 SB まで の 形成 過程 は 、 

当 節 に 記さ れ て いる 「 四 日 の 間 」 に 含ま れる 。 追加 され た 「 二 日 の 間 」 は 、 地 表 に 山 
河 等 が で き 、 動 植物 の 育つ 二 段 階 を 指す 。13 節 も 参照 の こと 。「 そ の 中 に 出来 る 食物 
を 規定 し た る な り 」 と は 、 地球 が 、 そ こ に 生存 する 全 生 物 を 十分 賭 え る 食物 を 現在 及 
びび 未来 に お いて 供 tk 給 し 続け る こ と が 可能 だ こと 示し て いる 。 


36424 Tr( を そ は すべ て の ) 求 め る 者 た ちの た め に 等 し いな り 」 と いう 言葉 は 、 神 が 地上 に 
も た らし た 食物 は 、 自然 の 摂理 に 従い それ を 求め る 者 に 等 し く 分 け 与 えら れる こと を 


1271 


ー 十 四 准 ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ Ha Mim As-Sajdah (ハー ミー ム 叩 頭 ) 四 十 一 章 
12. 然 る 後 、 彼 は 注意 を 天 に 向け た Ep ING sl 8 A 
り 、 そ は 煙 な りき 。 され ば 、 彼 は それ 」 に が 0 
並び に 大 地 に 向っ て 云え り 、「 両 者 は 、、 区 計る NG J 


好む と も 好ま ざる と も 、 来 た れ 」 0 プター ニー テッ ルン 2 る イイ ン そ る ルレ ラン ライ 

と 。 両 者 は 云え り 、「 我 等 喜ん で 参上 OS は お 
す 」 829 

NN Ss a a タン ラン A ン ンタ ラン 8 ほる < 

13. され は 彼 は 、 二 日 の 間 に それ ら を っ IA と る っ っ 39 

七 層 の 天 と し て 完成 し や や 、 各 大 に そ る イン ン も デン ライ ヤン ン リン る } ぅ イン 

の 役目 を 黙示 せり 。 < 座 し て 、 も れ ら 5 いう 9 は 1 外 に 5 こう 、 255 

最も 近い 天 を 汗 明 守護 の 手下 る れき る < 

は 、 最も 近 v 天 を 光明 上 且つ 、 Fl 護 の 手 る 3 (と A> 9 の Cz 


15:17; 37:7; 67:6. 


示し て いる 。 叉 、 上記 の 言葉 は 地球 で 採れ る 食物 に 関し て は 、 人 間 の 必要 全て を 満た 
され る と いう 意味 で も ある 。 そ れ 故 、 地 球 が 将来 、 急激 な 人 口 増加 の た め に 、 十 分 な 
食糧 供給 が で き な く な る の で は な いか と いう 不安 は 、 根 拠 の 無い も の で ある 。 地 球 は 、 
現在 の 世界 の 人 口 の 10 倍 に 相当 する 280 億 人 を 賭 え る だ け の 食糧 、 繊維 、 そ の 他 の 
農産 物 の 供給 が 可能 で ある (オッ クス フォ ー ド 大 学 農業 経済 研究 所 所 長 、 コ リン ・ ク 
ラー ク 教 授 に よる )。 ご く 最 近 、 国 連 食糧 農業 機関 が 「199 年 度 食糧 農業 状況 」 に 掲 
載 し た 報告 に よれ ば 、 世界 の 食糧 供給 は 人 口 増加 の 二 倍 の 速度 で 増え て いる と いう こ 
と で ある 。 

2928 クタ ル ハン 又は カル ハン の 双方 の 表現 形式 は 、 カ リハ ( 彼 は 嫌い だ っ た ) か ら の 不定 
名 詞 で あり 、 前 者 の タカ ル ハ ン と は 、 お 前 自身 が 嫌い な も の を 意味 し 、 そ し て 、 後者 の 
(カル ハン ) は 、 お 前 が 他人 に 依っ て 自分 の 意志 に 対し 無理 や り に させ られ る も の を 意 
味 し て いる 。 フ ァ ア ラフ ー・ カ ル ハ ン (Fas'alahn Karhan) と は 、 彼 は 嫌い な が ら そ れ を 
行っ た 、 を 意味 する (Lane より )。 

9 当 節 は 、 宇宙 の 万 物 が 一 定 の 法則 に 支配 され て いる こと を 示し て いる 。 こ こ に 選 
択 の 余地 は 無い 。 神 の 律 法 に 従う か 否 か の 意志 や や 判断 力 を 授け られ た 唯一 の 存在 は 、 
人 間 で ある 。 そし て 彼 は その 判断 力 を 自分 の 損害 に 利用 する こと が た び た び ある 。 こ 
の こと は 33:73 節 に も 述べ られ て いる 。 

927 10 節 と 11 館 に お いて 、 地 球 の 創造 と その 表面 に 山岳 や 河川 な ど を 配置 する に は 
日 間 を 費やし た と 述べ られ て いる 。 そ し て 、 植物 や 動物 の 生命 は 別 の 二 日 間 を 要 し 
た 。 然 し な が ら 当 節 で 、 地 球 と 同様 に 、 そ の 惑星 や 衛星 と の 太陽 系 が 完成 する に は 、 
日 間 か か っ た と 人 披 述 され て いる 。 従っ て 、 全 宇宙 を 創造 する こと が 、 六 日 間 、 或 い 
は 、 段 階 で 完成 し 、 そ れ は 7:55 及び 50:39 節 と 完全 に 一 致し て いる 。 ヤ ウム と いう 
語 を 「 段 階 」 の 意味 で 採る な ら ば 、10、1i1 及び 、13 節 の 三節 を まとめ て 、 全 て の 物 
質 世界 が 六 段 階 で 完成 され た こと を 意味 する 。 全 宇宙 の 創造 の 後 、 人 間 が 誕生 され 、 
その 創造 も 又 六 段階 に 於 いて 完成 され た (23:13-15)。 
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段 を 以 て 飾り た り 。 こ は 威 力 者 、 全 知 
者 の 定め な り 。 

14. され ば 、 RI 
2「 我 は 、 ア ー ド 旗 や サム ー ド 
A 達 に 警告 
す 」。 

15. 彼 等 以前 に 於 いて も 、 ま た 彼 等 の 
後に 於 いて も の 、 使 徒 た ち が 、 彼 
等 に 、「 ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 も 崇め る 
な か れ 」 と (云い な が ら ) 来 た り し 時 、 
彼 等 は 云え り 、「 も し 我 等 『 の 主 欲し な 
ば 、 彼 は 必ず や 天使 等 を 降 せ し 管 な 
り 。 され ば 我 等 は 、 お 前 達 が 携え て 遣 
わ さ れ た る も の を 拒む な り 」 と 。 

1 SS 人 彼 


云え 


て え り 1 り 力 独 き 痢 は 誰 ぞ 0 
と 。 彼 等 は 見 ざ ぐり し か 、 彼 等 を 創り 給 
うた アッ ラー こそ 、 彼 等 より 力 に 於 い 
て 最 絹 な る こ と を ? 和 面 し て 、 彼 等 は わ 
れ ら が 神 兆 を 拒否 し た る な り 。 
17. され ば われ ら は 、 彼 等 に 対し て 、 
緑 起 の 悪い 日 々 に 於 いて 、 怒 り 狂 う 風 
を 送ら せ た り 、 我 等 が 現世 に 於 いて 彼 
等 に 屈辱 の 懲罰 を 味わわ し めん が た め 
に 。 さ れ ど 、 来 世 の 懲 罰 は 更に 屈辱 な 
り 。 面 し て 彼 等 は 助け られ ざる べし 。 


18. また サム ー ド に つい て 云え は 、 わ 
れ ら は 彼 等 に 補導 を 与え た れ ど 、 彼 


© As IS っ 8 
8 っ っ 25) oo 


3 Ed に 43 と っ 


ER まこ IP とき 
PO) や PP まく かり すき 1 を あと 
TT 


グ 


し レン と we 
BS2SJCLJUSSE う うろ 
し ょ と 


1 ルン 


し だ 内 ぅ る て Pd グ 


E0533S35 Js MM 
IL I CG 
の 335 SS SG S| 

OO II GE EY 


20 に 5 た AL っ は 1 3U15 


M0:31-32 


?9274 使徒 達 は 、 国 民 的 生命 に 及ぶ 全て の 時 代 に 豆 っ て 出現 し 続け た 。 
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等 は 矯 導 に 対し て 盲目 を 好み た り 。 は AS の っ うる っ る 3 6 る 3 に 
され ば 、 己 が 稼ぎ し こと が 改 に 、 屈 縛 eo 
の 懲 柚 の 雷 が 彼 等 を 捕らえ た り 。 ORIE os 


Y 


19. され ど 、 わ れ ら は 、 信 仰 し 、 虹 散 & ⑧922341353124 に 8 提 233 
し た る 者 た ち を 救い た り 。 : 


三 項 
20. 面 し て その 日 、" ア ッ ラ ー の 敵 が 3 間 ) 約 1 ス 1 う 33315 う 
業火 へ と 集め られ る な り 。 され ば 、 彼 の 
等 は 諸派 に 分 けら れん 。 0 


21. 従っ て 、 彼 等 が それ (つま り 火 ) ま 2 Cb 遇 、 叶 
で 来 た る や 、? 彼 等 の 耳 や その 目 や そ る 
29. NA i 2 タッ グン 
の 皮膚 が 、 彼 等 に 対し て 、 そ の な し た 523 うつ 15 
る こと を 証言 する な り ? ぐ 9%。 ン イレ ゴン 
= な の 69 記 る 8 ビ 


22. され ば 、 彼 等 は 己 が 皮膚 に 向っ て CAE 3 の 4) 5 
云わ ん 9「 何 故 激 等 は 我 等 に 対し て I 00 
証言 し た る や ?」 と 。 そ れ 等 は 云わ ん 、 篤 2 OS cial Co A LS 98 
「 万 物 を 語ら し め 給 うた アッ ラー は 、  ,> 
我 等 を も 語ら し め た り 。 彼 こそ は 最初 で 
に お ね 前 達 を 創り 給え り 。 面 し て 、 彼 に 0 
こそ お 前 達 は 戻さ れる な り 。 

23. され ば 、 お 前 達 は 、 己 が 耳 や 目 や 1 っ 25009 553 マビ 5 
皮膚 が お 前 達 に 対し て 証言 する こと 0 

か ら 誌 い 得 ざ る な り 。 然 れ ど も お 前 達 39 を YY を 


27:84. 624:23: 36:66. 


人 ダ 信 罪人 の 耳 と 目 は 、 三 つの 形態 を 取り 、 不信 者 に 不利 な 証拠 を 提供 する 。 (1) 彼 等 の 
悪行 は 、 結果 と し て 身体 上 に 表れ る で ある ろう 。 ②⑫) 彼 等 の 身体 各所 は 悪用 の た め 、 汚染 
し て お り 、 その 汚染 し た 状態 が 彼 等 に 不利 な 証拠 と な る で ある ろう 。 (3) 彼 等 の 身体 全体 
の 動き は 保存 され て お り 、 裁 き の 日 に 再生 され る で あろ う 。 

2922 人 間 が 行動 する 際 に 、 皮 膚 は 最も 重要 な 役割 を 果たす 。 そ れ は 、 触 覚 の みな ら ず 
あら ゆる 感覚 を 保持 する 。 目 や 耳 の 罪 は 視覚 、 聴 覚 を さえ ぎら れる が 、 皮膚 の 罪 は 身 
体 の 全 機能 を 制限 され る 。 
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も 


は 考え た る な り 、 アッ ラー は お 前 達 の A 
沢山 の 所 業 を 知ら ざる こと を 。 


24. され ば 、 己 が 主 に つい て お 前 達 が 28 っ 2 あらう 3 おく 15 
抱い た る その 考え こそ 、 お 前 達 を 滅 ぼ ーー 
し た り 939。 さ れ ば 、 お ね 前 達 は 損失 を © SS 
受け る 者 ども の 中 と な れ り 」。 1 
25. “され ば 、 彼 等 も し 辛抱 する と も 、 03 2 の ce が 235 2 し 8 
業火 が 彼 等 の 住処 な り 。 また 、 も し 代 
等 は 記 い 訳 を 申す と も 、? 云い 訳 が 認 OBR A 
め ら れる 人 々 の 中 と な る 者 に 非 ず 
309 4 

・ 面 し て われ ら は 彼 等 の た め に 薄 SO G2 る 012829 2 
i 
前 の こと や 後 の こ と を 彼 等 に 眉 惑 了 る ec 、 あ うっ 44 に つう 2 みつ 
に 思わ し め た り 9%。 さ れ ば 、 ジ ン や _。。 AE 1 80 
人 間 の 中 < 彼 等 以前 に 過ぎ た る 諸々 の 〇 2 と は る 5 


4 


BI 人 人 され た る 人 が 時 た jo っ 5 
し て も を 実 。 げに 彼 等 は 失敗 - ー 
者 な りき 。 


27. 血 し て 、 不 言 せ し 者 ども は 云え は RY どん 2 4 
a Cs J 
り 、「 こ の クル アー ン に 耳 傾 ける な か - 2 


14:22. 016:85; 30:58. ©3:138; 7:39: 13:31; 46:19. 


?930 事実 、 あ ら ゆ る 罪 は 信仰 の 欠如 が も た ら す 。 

2631 不信 者 の 罪 は 実に 尽 ま わし きも の で あり 、 彼 等 は 神 の 恩恵 を 授かる こと も 、 再び 
その 恩恵 に に くす る こと も な いで あろ う 。 又 、 不信 者 は 神 の 慈悲 を 求め て 神 の 御座 の 
お 側 に 近付く と と すら 許さ れ な いで あろ う 。 

2632 不信 者 の 悪 の 仲間 は 、 そ の 遇 業 が 彼 等 に と り 賞賛 に 値する こと を 示 そ うと し て 、 
その 行為 を 讃え る 。 これ 等 悪 の 共謀 者 達 は 、 彼 等 が 販 く 者 達 と 罪 を 分 か ち 合わ ね ば な 
ら な いで あろ う 。「 そ の 前 の こと や 後 の こ と 」 と いう 諾 は 、 彼 等 が 悪 の 仲間 と 共謀 し 
て 犯し た 行為 、 及 び 祖 先 の 悪 業 を 真似 た 考 達 を 指す 。 
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れ 。 また その ( 読 語 ) 中 に 騒ぎ た て よ tl 8 | | | 
OO RI 50 a) 
633 お 前 達 が 勝利 を 得 ん が た め に 」。 


28. な ら ば われ ら は 、 不信 せ し 者 ども 1363 る CS 


に 厳し い “ 責 若 を 味わわ し め る な り 。 。 。 レ し 。 レレ ノレ ンー 
また 我 等 は 必ず 彼 等 に 、 そ の な し た る PL CS 2) た 人生 び 5 


最悪 な 4 〒 為 に 革 選 な り 。 ーッ イ レラ ン 
最悪 な 行為 に 対し て 報復 する な り @83 6 
29. か く て 、 ア ッ ラ ー の 敵 の 報い は じ 3 2 る 0 5 
業火 な り 。 彼 等 の た め に その 中 で 長い al 9 っ と クジ みこ 
間食 まる 住処 あり 。 こ は 彼 等 が われ ら Rl ES ES 
の 神 兆 を 杏 定 し た 報い な り 。 ⑨⑤9832 > っ 
30. され ば 不信 せ し 者 ども は 云わ ん 、 cs 区 TS っ 2 くそ 330JUS3 
「 我 等 の 主 よ 、 ジ ン と 庶民 4 の 中 、 和 5 
我 等 を 迷わ し め た る 両者 ども を ? 我 “で の eSoOSY5Os9 に つじ し っ | 

等 に 示し 給え 。 我 等 は 両者 ど も を 選 が の る C62x つじ as とこ 


足 の 下 で 踏み つけ ん 、 彼 等 両者 が 最も 2 
辱 し め ら れん が た め に 」。 

31.“ げ に 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 4 8 て 3 前 的 
と 云い 、 従 っ て 不 抜 を 堅持 し た る 人 々 。 。 。 ラン セイ 6 
あら ば 、 彼 等 に 天使 た ち が 降り て ( ニ 255 YI2SJc2ez 
うな り )、「 入 れ る な か れ 、 悲 し む な か RR Pe 
れ 、 面 し て お 前 達 に 約束 され た る 楽園 EC RG 
(が 得 ら れる こと ) に よっ て 喜べ 5。 ⑥O 5 と め 


32. 我 等 は 現世 で も 来世 で も お 前 達 3 3 じ 39s に 1 8 AI まり 
35 い 15 eeJI9 く 939 
の 友 な り 。『 面 し て 、 お 前 達 の た め に トブ” 


5 


27:91; 32.22. 633:69: 38:62.21:104: 46:14. の 5:17. 


2933 間 の 信奉 者 は 常に 叫び を 上 げ て 神 の 声 を 消 そ うと し 、 あら ゆる 企み を 用 いて 人 々 
の 心 を 惑わ そう と し て 来 た 。 

934 つまり 人 々 の 二 つ の 種類 又は 組 。 一 方 は 、 ジ ン で あり 、 他 方 は 人 間 で ある 。 
2638 信者 が 厳し い 試練 の 只 中 で 努力 を 続け る と き 、 こ の 現実 の 世に お いて 天使 は 、 彼 
等 を 慰め る た め に 降り て 来る 。 
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この 中 で は 、 選 が 欲す る すべ て の も の 
あり 。 また 、 お 前 達 の た め に この 中 で 
は 、 自 分 が 求め る すべ て の も の あり 。 
.( こ は ) 寛 大 者 、 慈 悲 深き 御方 より 
SD 
五 頂 
34. 面 し て (人 々 を ) ア ッ ラ ー へ と 謗 
い 、 普 事 を な し 、「 げ に 我 は 帰依 者 達 
の 中 な り 」 と 云い し 者 より 、 言葉 に 於 
いて 優る 者 あら ん や ? 


35. 面 し て 善 と 悪 は 同じ か ら ず 。? 善 


を 以 て 守護 を な せ ? ぐ %。 し か ら ば 、 溢 
と 彼 の 間 に 敵 意 が あり し 者 で も 、 愉 も 
親友 と な る に 在 らん 。 


36. され ど 、 之 を 投 か る 者 は 堅 忍 不 拓 
た る 者 に 外 な ら ず 、 ま た 之 を 授かる 者 
は 、 非 常に 幸運 な 者 に 外 な ら ず 。 


37. ら 曽 し て 、 も し 悪魔 か ら の 誘惑 が 
液 に 到 ら ば 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め 
RR 
知り 給 う 。 


38.“ 面 し て 、 彼 の 神 兆 の 中 、 夜 と 昼 、 
また 太陽 と 月 な り 。 お 前 達 太陽 に 
も 、 ま た 月 に も 叩 頭 する な か れ 。 さ 
れ ど 、 それ 等 を 創り 給 う た アッ ラー 
を 崇め よ 、 も し お 前 達 、 本 当 に 彼 の 


CR Cs っ 2732 


まま ン し を 0 
(Oo Es 2. 
8 と ーッ るー っ イィ 2 we イイ 
& OIIHREISY の 
0 23 


Cr こる ) 


CS EI GI GL 9 
@ を こき 55 ぼる 3 

し 人 の 0 
OE EG 


A RE HE 
と 
プッ る Gb i 2 る 
CD メ 606 ME 
アデ 
ok 


2 GO 2 3 
うこ ラー 
EE Ce ad 3 郊 


13:23: 28:55. 12:101 


: 難 を も た ら す た め 、 


2636 4 ーー いと コジ リー 
伝道 は 伝道 者 に 普 


、 7:13: 40:62. 


当 節 は 後に 毅然 と し て 苦難 に 耐え 、 迫害 者 


に よる 悪行 に も 善行 で 応じ よ と すら 命じ て いる 。 
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み を 崇め る な ら 。 O03 ELT 


39. た と え 彼 等 が 信 慢 に 振舞 うと も 、 6223 に つき 
流 の 主 の 御 許 に 在 る 者 た ち は 、 夜 も 昼 a eR 
も 彼 の 栄光 を 詩 え まつ り 、 面 し て 彼 等 マイ る う 5 db DS 
は 疲労 する こと な し 。 『 8 の 2 ちく 


40. また 、 彼 の 神 光 の 中 、 大 地 が し お 22 は Ys うそ W( を 3 
和 れ か か っ て いる 時 、 0 の [4 由 アン ラ ~~ イタ ンー タイ の 
に 水 を 降ら さば 、 そ は 活動 し 、 膨れ る ご ツ AI zl CE SL 1 


な り 。 げ に 芝 を 昧 ら i に KEEP 
No こ 
は 、 確か に 死者 を 麻 ら し せる な り 。 げ ーー の テラ 0) とう 


ー > > Fs る 7 る ルン 


41. OR 3 YG 
ども は 、 わ れ ら か ら 隠 れ ぎ る な り 。  。 SC 
りさ れ ば 、 業 火 に 投 ぜ られ る 者 が 普 き Cfl2eJIG つき) に 


な る か 、 そ れ と も 安心 し て われ ら の 許す ずく レン レ イン ュー ン 1 れる 2n「g 
に 出 で る 者 な りや ? お 前 達 、 好 む 通 り ーー ラビ ゆく と) PLE 
に な せ 。 げに 彼 は お 前 達 の 所 業 を みそ Og 0S ビビ ] 
な は し 給 う 。 
42. げに 訓 式 3937 が 彼 等 に 来 た り し スレ i GS > 338 
時 、 之 を 拒み し 者 ども は 、( 懲 凡 を 受 I 
けん そ は 確か に 偉 力 な る 経典 な る OR NSS 
に も か か わら ず 。 


に ネン うぅ う デジ な ラグ 2 wr レガ レン 
< 炭 偽 は 前 か ら も 後 か ら も 2838 O2 9 OE IA うじ y 
222:6: 30:31: 33:28. 638:29. C15:11. 

2@37 悪 ク ルアー ン は 、 ズ ィ ク ル ( 訓 戒 ) と 呼ば れ て きた が 、 そ の 理由 と し て 次 の 三 つ が 
挙げ られ る 。 (1) 聖 クル アー ン は その 教義 を 人 々 に 覚え させ る た め に 、 さま ざま な 表現 
を 用 いて 繰り 返し 述べ て いる 。 ② 聖 クル アー ン は 、 それ 以前 の 経典 に お いて 啓示 され 
た 高尚 な 教義 を 人 々 に を 思い 出さ せる 。 (3③) そ の 教義 に 従う こと に より 、 人 々 は 精神 を 
高め る こと が で きる の で ある 。( ズ ィ ク ル に は 名 誉 と いう 意味 も ある )。 
938 聖 ク ルアー ン は 非常 に 優れ た 聖典 で あり 、 そ こ に 述べ られ た 偉大 な る 真実 : 教 
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四 十 一 章 ハー ミー ム ・ ア ッ サ ジュ ダ Ha Mim As-Sajdah( ハ ー ミ ー ム 中 頭 ) 二 十 四 会 
に 達する 能 わ ず 、 そ は 賢 折 に し て 、 詩 SSRI 
美 さ れる べき 御方 より 降 さ れる な り 。 

44. 汐 に 対し て 云わ れる こと は 、 す べ に aS そ 0d 員 ビ 


て 滋 以 前 の 使徒 た ち が 去 われ た る こ RO 
と な り 。 げに 激 の 主 は < 実に 御 項 し の = 239 ご 0 2 
主 に し て 、 痛 まし い 懲 罰 の 主 な り 。 の au 85 
43. 血 し て 、 折 きも し 逐 を 2 非 ア ッ ラ ビア 語 i RA レン > 3 
の クル アー ン と な し た る な ば 、 彼 等 は を 

y= - = さ ュ に 1 あの ン 者 輝 z id 2 
NON こう と 9 (と A 


説明 され ざり し か ? 何 と 、 能 弁 と 。 て. 
0 ?」。 云え 、「 そ は 信じ 

る 人 々 の た め に は 稚 導 に し て 、 癒 や < 
Le 2 20 : 
ら ば 、 彼 等 の 耳 が 鈍く な り て 、 故に そ Ee033 選 2 時 
は 彼 等 に 対し て 隠さ れる な り 9384。  。 
これ ら の 者 ども こそ 、 遠い 所 か ら 呼 ば $ 
れる 者 な り 2%99。 

六 項 
46. 耐 し て 、 わ れ ら は 確か に モー ゼ 28 CEG ご の RG 
に 経典 を 授け た れ ば 、 こ れ に 関し て 
も 異論 生じ られ た り 。 < され ば も し 既 ead NCC こざ 5 
に 梁 の 主 より 降 さ れ た る 御 言葉 な か り 
137: 53:33. 116:104; 26:196: 46:13. “10:20; EL は E20:130: 42:15 

義 : 規 科 の どれ を と っ て も 、 考 古 学 や 近代 科学 と 矛盾 する も の は な い 。 
人 聖 ク ルアー ン の 内 容 は 彼 等 に と り 不 明瞭 で 、 そ の 教義 の 素 晴 し さ 、 有 効 性 が 彼 
等 に は 見 えな い 。 
222「 こ れ ら の 者 ども こそ 、 遠 い 所 か ら 呼 ば れる 者 な り 」 と いう 言葉 は 次 の こと を 示 
し て いる 。 裁き の 日 に 、 不信 者 は 全能 の 神 の 御座 に 近付く こと を 許さ れず 、 そ の 悪事 
の 申し 開き を せよ と 和 伯 か 彼方 より 呼ば れる で あろ う 。 又 、 次 の よう に も 解釈 で きる 。 


不信 者 は 聖 ク ル ア ー ン の 教え に 是 を 貸さ ず 、 それ! こつ いて 就 者 する こ こと を 拒ん だ た め 、 
それ は 役 等 に と り 、 遠く か ら 聞 こえ る 不明 央 な 声 の よう に 理解 で き な い も の と な っ た 。 


13 SE の 
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ハー ミー ム ・ 


二 十 五 全 


せ ば 4 彼 等 の 間 は 判決 され た 和敬 
な り 。 然るに 、 彼 等 は 之 に つい て 確か 
に 不安 動揺 の 疑念 を 抱く 。 

47.? 善行 を 積み し 者 あら ば 、 そ は 役 
自身 の た め な り 。 また 、 悪事 を な せ し 
者 あら ば 、 そ は 彼 自身 に 対す る な り 。 
面 し て 、 汐 の 主 は 僕 等 を いさ さか も 不 
当 に 扱わ ず 。 


48. 定め た る 時 の 知識 が 彼 の み へ 帰 


され る な り 。 彼 の 知識 な し に 、 如何 な 形 ご 


る 果実 も その 荷 皮 よ り 出 で ず 、2? ま た 
如何 な る 牝 が 身 ご も る こと も 分 學 す 
る こと も な し 9。 面 し て 、 彼 が 彼 等 
を 呼び か け て 尋ね る その 日 (を 想 え )、 
「< わ が 同位 者 達 は 何処 に 在り や ? 」。 
彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 汐 に 言明 す 、 我 
等 の うち 何人 も 証人 た る 者 に 非 ず 」。 

49. 7 され ば 、 以 前 彼 等 が 拝み た る 神々 
は 彼 等 か ら 消え 去り 、 彼 等 は 己 が た め 
に 通 げ 場 の な いこ と を 思い 悟ら ん 。 


S0.“ 人 間 と は 番 を 求め る こと に 疲労 
せ ず 。 され ども し 災難 が 役 に 降 りか か 
れ ば 、 絶 望 し て 落胆 する な り 。 

S1.7 耐 し て 、 彼 を 襲い た る 難儀 の 後 、 
われ ら も し 己 が 御 許 より の 慈悲 を 彼 
に 味わわ し むる な ば 、 彼 は 必ず 云う な 


⑨ うー メオ タム 1 る > $3 RS 
の PPP この ょ の し as《@J! 9 


CS iths じ 】 La Er 


ン 


Oa Us es 


デア を ン 


まう 5 3 2k3 つ 4 
し 
fA NEEY5 | 
EC Ot 
BE 


ン 
2 


イズ, FE】 
を 
SL 


で うー ガッ ン 


ン 名 タ 2 ンタ ン レ 
LE3 じ 5) 


5 ESN LY 


a ja で 
を 2 っ ay Ce 22 こつ 951、 し の 5 


23:183: 8:52: 17:8: 22:11. 613:9: 35:12. で 18:33: 28:65. 4075. 11:10-1LE 17:84.710:22: WIL 


29994 ナ 137 節 に ある 、「 わ が 慈悲 は - 


・ 切 を 包容 する な り 」 と いう 神 の 言葉 を 指し て いる 。 


940 下 預言 者 が アラ ブ の 地 に 茸 いた 種 が 如何 に 育ち 、 ど の よう な 実 を 結 ぶ か は 神 の み 
が 御存知 で ある 。 そ の 実 が 腐れ ば 破棄 され 、 美 味 で あれ ば 大 事 に 保 た れる で あろ う 。 
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アッ サジ ュ ダ Ha Mim As-Saidah( ハ ー ミ ー ム 明 頭 ) 二 十 五 谷 


り 、「 こ は 我 に 当然 な り 人 。 面 し て 
我 、 定 め ら れ た る 時 が 起き る べし と も 
思わ ず 。 され ば 我 は た と え 己 が 主 に 戻 
され る と も 、 その 御 許 に 我 が た め に 確 
か に 善 あ る べし 」。 面 し て 我 等 は 必ず 
彼 等 に 厳し い 責 苦 を 味わわ し めん 。 


52.“< 面 し て 、 わ れ ら 人 間 に 恩 恵 を 施 
し た る や 、 彼 は 顔 を そむけ て 退き 去 
る 。 さ れ ど 、 災 上 難 が 彼 に 降り か か る や 、 
そこ で 、 長 々 と 祈る な り 。 


53. 云え 、「 た と え 、 そ は アッ ラー よ 
り の も の な り し な ば 、 耐 も お 前 達 それ 
a RN 


し 
Ss4. ら われ ら は 必ず や 、 そ は 真理 な る 
こと が 彼 等 に 明白 な る まで 、 われ ら の 
6 i ま 
た 彼 等 自身 の 中 に 於 いて も 、 彼 等 に 示 
NN 
監視 者 な る こと こそ 、 充 分 に 非 ず や ? 
s5. よく 聞け 、 彼 等 は 豆 が 主 と 会 える 
こと に つい て 疑惑 を 抱く な り 。 よ く 聞 
け 、 げに 彼 は すべ て の も の を 包囲 し 給 
うな り 。 


2 ン 1 ゴ すぅ て 3 を ン ヤ < ン 了 の 
GIT IRS A EL 
デ ン と を 

2 


内 る る < フィ と 1 っ 』 和 人 ン 3 2 @ 
GRIEG Ne dE 


593 PO a 


ろ ^< と 人 っ LSYI は と EX31 5 


er 


lle 〇 4 9 明和 


メッ っ ィ ン 


SR 
ORNL 


ッッ テッ 


4 


BW 2 ue 2 っ ラッ 4 の グン 
BI SE 3 つっ っ 3 くる の) | 
1 を の 」 ンー ターン ン ン 

ダッ ター で 0 うる 6 』 所 
& レン を こと つかり 


fj:10; 17:84. 251:21-22. 


2641 - 


呑 境 に ある 時 絶望 し 、 順 境 


お いて は 條 慢 の 権化 と な り 、 


苦悩 の 欠け ら も 無い か 


の ご と く 振 る 細い 、 0 と 能力 に よる も の と うぬぼれ 始め る の が 人 


の 性 癖 で ある 。 


3232 イス ラム 教 は アラ ブ の 地 の み な ら ず 、 地上 の 最果て まで 広まる で あろ うと 、 当 節 は 明 


確 に し て 強い 語 』 半 で 預言 し て いる 。 デー ツア ー ク と は 遠隔 地域 を 音 


議 味 する (Lane より )。 
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四 十 二 章 
アッ シュ ー ラ ーAsh-Shmra( 相 談 ) 
メッ カカ 啓示 
き 示 の 日 、 題名 と 背景 
当 章 は 前 章 と 同様 、 メ ッ カ で 、 同 じ 時 期 に 啓示 され た 。 し か し 、 ノ ル デ 
ケ は 前 章 よ り 少 し 後 だ と し て いる 。 マ ル ダ ウ ェ イ に よれ ば 、 イ ブン ・ ア ッ バ パ バ 
ー ス 並び に イブ ン ・ 0 
つま り 、 ム スリ ム 達 が 窮地 に 陥っ て 困難 し た 時 、 メ ッ カ で 啓示 され た と の 見 
解 で ある 。 前章 は 、 神 託 に 反対 し 、 拒 否 す る 者 は 如何 な る 者 で も 、 自 分 の 魂 
と 自分 自身 が 拒絶 の 結果 苦し なの で ある と いう 留意 で 終わ っ て いた 。 当 章 は 、 
聖 ク ルアー ン は 崇高 、 博 識 、 強 大 な る 神 に 依っ て 啓示 され た も の で ある と い 
うこ と を 宣言 し て 開 扉 さ れる 。 も し も 聖 預言 者 が 出現 し た その 民族 が 、 神 託 
を 拒否 し た な ら ば 自分 自身 の 損害 に な る で あろ う 。 

当 章 は 聖 ク ルアー ン 啓 の 重要 な 主題 で 開 扇 され 、 更 に 、 人 間 の 過 和 失 は 
沢山 あり 驚嘆 に 価 す る が 、 神 の 許し は それ より も 大 きく 、 そ の 慈悲 は 無限 で 
ある と 語っ て いる 。 罪 の 東 縛 か ら 人 間 を 解放 する 管 だ と いう こと を 神 の 慈悲 
は 要求 し た た め に 聖 ク カル アーン が 啓示 され た 。 と ころ RA 
ら 利 益 を 得る か わり に 、 自 分 が 創造 し た 偶像 た ち を 拝ん で いる 。 だ か ら 、 
預言 者 は 不信 者 達 が する こと に 心 を 痛め て は な ら な いと 告げ られ る 。 な せな 
ら 、 彼 は 不信 者 た ちの 監視 者 と し て 任命 され た の で は な いか ら で あ る 。 彼 の 
責任 は 、 神 託 の 伝道 それ だ け で あり 、 そ の 後 は 神 ご 自身 の 事柄 で ある 。 そ し 

0 いつ も 種々 な 宗教 の 信者 達 の 間 に 基 本 的 な 原則 の 違い が 発生 し た 

、 神 は その 違い を 取り 除い て 、 人 々 を 正しい 道 に 拉 導 すべ てく 預言 者 を 生じ 
MN RE 
神 へ の 完全 な る 服従 と いう 教義 は 同じ も の で ある か ぎり 、 す べ て の 預言 者 た 
ち は 同 じ 信 仰 を 牽 ずる 。 こ の 宗教 は 、 聖 クル アー ン の 啓示 に 於 いて 、 そ の 最 
も 完成 され た 解説 が 見 い だ せ る 。 そ れ 故 に 、 そ れ は 特別 な 名 称 イ スラ ム の 名 
を 拝領 し た の で ある 。 陸 預 詩 者 は 、 如 何 な る 迫 害 や 妨害 を いと わ ず に 、 こ の 

一 番 完 全 で 最終 に な る 聖典 へ 全 人 類 を 招待 する こと を 申し つけ られ た の で あ 
る 。 聖 クル アー ン の 捉 に 従う こと や それ を 無視 する こと に よっ て 、 良 し 悪し 
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の 行動 が 制定 され る と 当 章 は 引き 続い て 語る 。 国 家 や 国人 の 運命 を 決定 する 
こと つま り 、 そ の 将来 を 成功 させ る か だ め に する か を 決定 する の は 役 等 の 行 
為 に よる 。 彼 等 の 人 生 に 、 彼 等 の 行為 が 天 科 で 計量 を うけ る 時 が 来る で あろ 
う 。 も し 彼 等 の 壮行 が 悪行 より まさ っ て いれ ば 、 至 福 と 幸福 の 生活 が 彼 等 を 
ち う ける で あろ う 。 し か し 、 そ の 反面 、 も し 彼 等 の 悪行 が 善行 を 超え る な 
ら ば 、 彼 等 は 悔恨 と 嘆 息 の 暮らし を 持つ こと に な る 。 そ し て 次 に 当 章 は 、 聖 
預言 者 は 非常 に 一 生 懸命 に 努力 し 、 真 理 の た め に 悩ん だ こと を 語っ て いる 。 

そし て それ は 個人 的 な 目的 か ら で は な く 、 し か し 、 豊 か な 人 類 愛 か ら で あ っ 
た 。 彼 の 唯一 希望 や 関心 は 、 人 々 は 神 に 忠実 で 真 の 関係 を 確立 し な けれ ば な 
いこ と で ある 。 人類 の 半 い を 祈る この よう な 誠 実 で 正直 な 人 が 、 神 に 対し て 
偽造 を する で あろ うか ? し か し 人 々 は この 一 番 悩む べき 罪 で 彼 を 告発 する 。 
何故 に 彼 等 は 、 神 に 対す る 偽造 に も た ら さ れる 致命 的 な 毒薬 は 偽造 者 に 完全 
な 破壊 を 成し遂げ る の で ある と いう 簡単 な 事実 が 分 か ら な い の か ? 然 し な が 
ら 、 聖 預 詩 者 の 立派 な 努力 は どう し て 破滅 の 代わ り に 素晴らし い 結 果 を 招来 
し 、 そ の 目標 は 均等 且つ 快速 に 発展 し て いる の か 。 そ し て 当 章 は 、 乾 いた 大 
地 が 水 を 必要 と する 時 は 神 は 雲 か ら 降 雨 を も た ら す 、 と いう 自然 の 現象 に 留 
意 さ せる 。 同様 に 、 精 神 的 な 地面 が 乾い た 時 、 神 は 聖 ク ルアー ン の 表現 形式 
で 精神 的 な 降雨 を も た らし た の で ある 。 そ し て 、 イ スラ ム 諸 国 及 び 国 事 の 重 
要 な 問題 は 相互 に 相談 し て 処理 する べき で ある と いう 基準 原理 を 手短 に 言及 
し た 後に 、 当 章 は イス ラム の 刑 六 の 控 を 制定 し て いる 。 そ れ に 依 れ ば 、 刑 六 
の 根底 に ある 目的 は 有罪 者 に 対す る 徳 義 の 再編 成 で ある 。 イ スラ ム に 於 いて 
は 、 キ リス ト 教 の 禁欲 的 な 教え 、 つ まり あら ゆる 状況 の も と で 仕返し を せ ず 
に 人 の 仕打ち を うけ る よう な 生活 の 余地 が な い 。 ま た ユダ ヤ 教 の 教え の よう 
に 目 に は 目 、 歯 に は 歯 で も な い 。 当 章 は 終盤 で 不信 者 た ち に 、 聖 預言 者 は 自 
分 の 責任 を 果たし た と 語っ て いる 。 彼 は 警告 者 に 過ぎ な い 。 従っ て 彼 は 、 人 々 
に 警 告 し た 。 彼 は 人 々 の 監視 者 で は な い 。 彼 は 救い で あり 光明 で ある 。 そ し 
て 彼 の や り 方 は 人 類 創造 の 目的 を わか ら せ る 牧 導 で ある 。 当 章 は 終わ り に 於 
いて 、 啓 示 の 三 つ の 形式 に 言及 し て いる 。 
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節 数 4、 メ ッ カ 啓 示 


Nk F あま ね Ne に 2 & 2 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Oe 
みみ な アク デ 
御名 に お いて 。 
2. ハー・ ミ ー ム 0。 oy と 
0 の 900 テグ ッ mn の イ 396 〇 3 こと 


4 かく の 如く 威力 に し て 賢 折 な る アー CR る 
ッ ラ ー は 、 激 に 啓示 する な り 、 そ し て 、 EE 
注 以 前 の 人 々 に も 、 ま た 然 り 。 OSA i lA CS 


5. < 諸 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の は 演じ 
彼 の 所 有 な り 。 面 し て 、 彼 は 至高 く 、 EE 0 層 
室 基 な る 御方 に まし ます 。 ol | 
6. 諸 天 は 危う くそ の 上 空 より 割れ 裂 re8 02 9 用 狂っ 5 
けん と し 、“ 耐 し て 天使 ら は その 主 の 。 ah 
栄光 を 讃え 泰 り 、 地 上 の 人 々 の た め に 二名 つう ass Oo A 


を 
赦し を 請う な り 2e4sm。 よ く 聞 け 、 げ 。 < マイ エー っ ュー スネ ラセン 


LL 2412: 43:2 44:2: 45:2: 46:2. 16:53: 22:65; 31:27. 3:14. 


22 ハー・ ミ ー ム と いう 語 は 、 ハ ー フ ィ ズ ル ・ キ ター ブ ( 聖 典 の 守護 者 ) と ム ナ ッ ズ ィ 
ルル ・ キ ター ブ ( 聖 典 の 啓示 者 ) を 表し て いる と 思わ れる 。 何 故 な ら ば 、 こ れ 等 二 つ の 
略字 に よっ て 開 羽 さ れる すべ て の 章 は 、 聖 クル アー ン の 啓示 と その 擁護 や 保護 の 主題 
を 大 い に 論 じ て い る か ら で あ る 。 

2 アイ ー ン と は 、 ア ル ・ ア リッ コ ( 気 高い ): アル ・ ア リー ム ( 全 知 ): ア ル ・ ア ズィー ム ( 高 
中 な る ): アル ・ ア ズィー ズ ( 成 力 な る ) を 表す 。 ス ィ ー ン と は 、 ア ッ サ ミー( 全 聴 者 )、 そ 
し て カー フ は 、 ア ル ・ カ ディ ー ル (権力 と 権限 の 所 有 者 ) を 表し て いる と 思わ れる 。 
?6438 人 間 の 罪 は 大 きい が 、 神 の 慈悲 は それ に も 増し て 大 きく 、 これ は 神 の 全て の 属 
性 を 超え た も の で ある 。 神 の 慈悲 と 、 人 間 を 許す よう に と の 天使 の 願い が 一 つ に な 
り 、 彼 は 神 の 六 か ら 救 われ た の で あり 、 悔 い 改 め る た め の 猫 予 を 授け られ て いる の 
で ある 。 
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DENOTE EE RRR TEE RE ER IT RTR RRR TOR HRCEN ERE IR TGR ET HRCI PRR REI I RKO TIRE RR SI ER ER EDR EER 


に アッ ラー こそ 【 は 質 大 に し て 、 其 慈悲 | | 2 プン PO | 
MIO1 

くま し ます 。 2 うけ 
7. され ば 、 ア ッ ラ ー こ そ は 、 彼 以外 a 
I Nn 
上 に 監視 者 なり 044。 4 耐 し て 、 波 は OOS Eis 

彼 等 の 後見 人 に 非 ず 。 ' 

ド け に \ 能 借 を も る ン 12 も 1 タラン タイ 1 と 2 
5. され ば か く の 如 く 、 われ ら が 能 放 GA SE 
2 i 
、 流 が 請 昌 の 母 9"、 並 びに その う 志 0 た こう だ う 


ROY せん が た め 、 且つ 液 Ao ロン で < ン ゥ ッ ン ラン る る ラン 
が 疑念 の 余地 な き 集 合 の 日 を 以 て 弥 32989 LI VEN 


告 せ ん が た め に 。・ 「 団 は 楽園 の 中 に 在 Od 8 $33 
り て 、 ま た 一 団 は 燃え さか る 業火 の 中 
に ある べし 。 


9 ? ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば 、 彼 等 SI Ys 

を 一 つの 共同 体 に な し 得 た 管 な り 。 さ に - 

れ ど 彼 は 、 己 が 欲す る 者 を その 慈悲 の 人 に se っ GE の U テ っ っ ひ 3 

し か 

うち に 入ら し め 給 う 。 面 し て 、 不義 者 ど ルッ | 
a で wut WwW ww 2 し の 2 、 9 1 3 

も に つい て は 、 彼 等 に は 如何 な る 守護 者 OVS ON 

も な く 、 如 何 な る 援助 者 も な か らん 。 

10. * 彼 等 は 彼 以外 に 守護 者 を 取り 挙 5 "を 用 る お っ 21838If 

げた る か ? さ れ ど 、 ア ッ ラ ー こ そ 真 の 0 NR 2 SS See 

計 設 者 に し て 、 彼 こそ 死者 を 時 らし む 。 E83 GR 兄 胸 820 須 

96:108: 88:23. 520: ま 14 39:29; 43:4: 46:13、 6:93. 119.613: 17: 39:44. 

294 神 は 人 間 の 不 散 や 不信 仰 を 見 つめ 、 そ れ を 記録 し て お られ 、 も し 彼 等 が 悔い 改め 

な けれ ば 処罰 され る で あろ う 。 

2 人 9 ここ で 言及 され て いる の は メッ カ で ある か も し れ な い 。 何故 な ら ば 、 メ ッ カ は 聖 

クル アー ン が 啓示 され た 時 、 アラビア の 商業 と 政治 の 中 心 で も や っ た ば か りか 、 常に 全 

世界 の 精神 的 中 心地 に 運命 づけ られ 、 その 胸部 か ら 全 人 類 は 精神 的 な 生命 の 乳 を 吸う 

こと が 定まっ て いた 。 メ ッ カ は 又 地 理 的 に 、 世界 の 中 心 に 位置 し て いる 。 聖 ク ルアー 

ン は 、 ウ ッ ム ル ・ キ ター ブ ( 母 な る 経典 ) と 呼ば れ て お り 、 そ れ が 啓示 され た アラ ビア 


語 は 、 ウ ッ ム ル ・ アル スィ ナ ( 母 な る 言語 ) と 呼ば れ 、 そ し て 、 メ ッ カ は 、 ウ ッ ム ル ・ 
クラ ー( 母 な る 邑 ) と 呼ば れ て 来 た の で ある 。 
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二 十 五 登 アッ シュ ー ラ ーAsh-Shara (相談 ) 四 十 二 章 


る な り 。 面 し て 、 彼 は すべ て の こと に & OE 
全能 に まし ます 御方 。 1 SA 
一 項 


1. 何事 に よら ず 、 お 前 た ち が 異 な り 2S23 多 2429 る し 5 
た れ ば 、 そ の 裁決 は アッ ラー 次 第 な 

り 。 こ は ア ッ ラ ー、 我 が 主 な り 。 彼 に 記 ま の Pure に さい 
こそ 我 は 頼り 、 ま た 彼 に こそ 我 は 平伏 こう 
す な り 。 3 

12. 彼 は 諸 天 と 大 地 の ? 創造 者 な り 。 SS 53 の は うち は 
彼 は お 前 た ちの た め に お 前 た ち 自 身 1 

の 中 か ら 配 側 を 創り 、 ま た 家 弟 の 中 か OO 
ら も 番 を 創り 、 之 に よっ て 彼 は お 前 っ 


た ち を 辺 し 給 う 46。 彼 の 如き も の は Sr 8 SS C3 
何 も な し 4047: 面 し て 、 彼 は すべ て を OR に う | 2 5 ン ‘sg の 


聴き 、 す べ て を みそ な わし 給 う 。 
13. 2 諸 天 と 大 地 の 諸 鍵 は 彼 の 所 有 な 5 と みう Y5 こつ 上 GS22 


り 。 * 彼 は 己 の 欲す る 者 に 滋養 物 を 豊 。。,。。 


内 スー ラン ン 村 25 っ ン nu 

か に し た り 、 乏しく し た り し 給 う 。 ば 3 
に 彼 は 2 - 切 を 熟知 し 給 う 。 ls タ る 
の っ < と 史 


14. 彼 は 、 ノ ア に 命じ た る も の を お 前 a ek 82 を うち 
た ち へ の 教え の 中 に 規定 せり 。 病 し - 

ッ ン < Zz イッ ン 2 プイ る 
て 、 われ ら 汐 に 啓示 し た る も の 、 日 っ も 22 じ 35250C ら > 半 5 


アブ プラハ ム や モー ゼ や イエ ス に 命じ esf81 ィ 。 Os いい 
た る も の は 、 す な わ ち 、「 信 仰 を 遵守 プン ー EI RI iS 


W615; 14:11: 35:2. 139:64. “13:27; 29:63; 34:37: 39:53. 


” 。 神 は 夫婦 の 結び 付き に より 人 類 の 子孫 を 増やさ れる 。 有 

人 ぞ 。「 彼 の 如き も の は 何 も な し 」 と いう 言葉 は 、「 神 は すべ て の も の の 対 を 創れ り 」 
と いう 文 に よる 可能 な 誤解 、 即ち 、 神 も 組 に な る た め に 配偶 者 の 必要 が ある と いう こ 
と を 取り 除く 。 当 語 は 、 神 に 類似 する も の を 想像 する こと は 不可 能 で ある こと を 意味 
し て いる 。 神 は 人 間 の 知覚 や 理解 力 を 遥か に 超越 し て いる 。 従っ て 、 神 と 人 間 の 属性 
の 間 に 類 似 を 見 つけ よう と する こと は 、 馬鹿げ て いる 。 然し な が ら 、 そ の 両者 は 、 関 
係 の 薄い 不 完全 な 類似 を 持つ か も し れ な い 。 
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二 十 五 伏 


し 、 それ に つい て 分 裂 す る な か れ 。 没 
が 彼 等 を 招く も の は 、 多神教 徒 達 に と 
り て は 重大 な こと な り 。 アッ ラー は そ 
の 欲す る 者 を 己 の た め に 選び 、 ま た 
平伏 す 者 を 己 が 許 に 導き 給 う 」。 


15. 7 面 し て 、 知識 が 彼 等 に 来 た る 後 、 
彼 等 は 、 互 に 反逆 し な が ら 分 像 し た る 
に 外 な ら ず 。》? さ れ ば も し 定め られ た 
時 限 に 関し 流 の 主 の 御堂 葉 が 下さ れ 
ざり し な ば 、 彼 等 の 間 は 必ず 裁決 され 
< 等 な り 。 頁 し て 、 彼 等 の 後に 経典 を 
継が し め ら れ た る 者 た ち は 、 之 に 関し 
て 不安 動揺 の 疑心 を 抱く な り 。 

16. され ば 液 、 こ れ が 許 に 招き 、“ 液 
の 命ぜ られ た 如く 不 抜 を 堅持 し 、 ? 彼 
等 の 私 欲 に 従う な か れ 。 曽 し て 云え 、 
「 我 は アッ ラー が 降 せ し 経 典 を 信じ 
た る な り 。 また 、 我 は お 前 た ちの 間 を 
公平 に 扱う よう 命ぜ られ た り 。 ア デッラ 
Ro お 前 た ちの 主 な 

。“ 我 等 に は 我 等 の 行い あり 、 そ し 
3 に の の 
我 等 と お 前 た ちの 間 に は 何 も 論 争 す 


と と な アッ ラー は 我 等 を 召 
集 し 、 面 し て 彼 に こそ 帰す る な り 」。 
17. され ば 、 ア ッ ラ ー に つい て 、 そ の 


が 


i ET 
tN 


る ラン 


5 5 負 5 あと Co 


DEL の 


ビア メソ 


ダイ ーッ ン グー 


8535 うに 5 


し 4 


SI 
ek ES 


ER 


レス 
介 


1 で 22) 550308 
YE 33 ス る る A SY 


CO 
* Cy2 

イン アラン る る ょ メ を まま 。 うみ 1 に 1 22 < 
SE 人 = 
a rg A + っ イップ ン 


943:1S: 98:5. P10:20; 20:130: 41:46. <11:113. 5:S0. 62:140: 10:42. 


時 iM 降 さ れ た すべ て の 経典 を 自 2 
者 達 に 告げ る よう に 命じ られ て いる 。 それ 故 、 彼 等 が 彼 と 反目 


則 前 の 預言 言 者 達 の 信 : 
いわ れ は 全 く な い 。 


けが 信じ て いる こと を 以 
する 
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アッ シュ ー ラ ーAsh-Shura (相談 ) 


四 十 一 音 


ば 、 彼 等 の 論議 は その 主 の 御 許 で 無益 
な り 2?9。 彼 等 に は お 怒り あり て 、 ま 
た 彼 等 の た め に 上 厳しい 貢 苦 あ らん 。 


SE 
典 、 日 つ 寿 を 際 給 う た 御方 な り 
25m0 曽 し て 、 DO 
し むる か 、 恐らく 定め た る 時 が 近く に 
ある こと を ? 

19. ? そ れ を 信 ぜ ぬ 者 ども こそ 之 を 急 
ぎ 求 め ある な れ ど 、 信 じ た る 人 々 は それ 
を 恐れ ぐ 、 面 し て そ は 真実 な る こと 
を 知る な り 。 よく 聞け ! げに 定め た る 
時 を あげ つら う 者 ども は 深刻 な る 迷 
誤 の 中 に あり 。 


20. と アッラー は その 僕 等 に 対し て 優 
し くま し ます 。 彼 は その 欲す る 者 に 滋 


rd の づる a 


er 


EE 


Fs る 
OE 


に 2 


oO 
32c し 5 IEE, NaC lS 


255:8: 57:26. 713:7. 6:104: 22:64. 


ダイ スラ ム 教 の 真実 さ が 確立 され 、 多 く の 人 々 が 信者 と な り 始 め た た め 、 不信 者 が 


イス ラム の 神 の 由来 に 異議 を 唱え 続け て も 、 そ れ は 無駄 な こと で ある 。 
” 。 神 は 人 間 を 指導 し 、 利 益 を 与え る た め に 、 
始 ち 、 シ ャ リー ア の 法 で ある : (b)* 竹 * 即ち 、 人 間 の 行動 が 評価 され 、 判 断 され 、 
量 ら れる 基準 で ある 。 或いは 、 人 間 は 正義 と 不正 を 区 別 す る こと が 出来 る 基準 
要する に 、 現 世 ( そ し て 又 来 世 ) に 於 ける 人 間 の すべ て の 行動 


され 、 
を 意味 する と 思わ れる 。 


= 


二 つ の 重要 な こと を 授け た 。(a)" 経 典 " 
測定 


は 神 の 尺度 で 量 ら れ て いる 。“ 衝 "と は 又 、 聖 クル アー ン そ れ 自 体 に 言及 する と 思わ れ 
る 。 何故 な ら ば 、 そ れ は 、 何 が 正しく 何 が 間違い か を 判断 する 絶対 的 に 確実 な 判断 の 
基準 (ミー ザー ン ) を 設立 し て いる か ら で あ る 。 

その 他 、 軸 タク ルアー ン (37:26) に お いて 、" 役 は 降 し た り " と いう 表現 が 鉄 に 関し て 使 
われ て いる 。 そ れ は 、 神 や 人 間 の 法 を 実施 する 力 を 象徴 する 。 
2681 不信 者 は 裁き の 日 を 信じ な い の で 、 そ れ を 恐れ ず 、 そ の 日 が 早く 来る よう 求め る 。 
し か し 、 信 者 は その 恐怖 の 日 に 自ら の 行為 に 申し 開き を し な けれ ば な ら な いと 知っ て 


お り 、 常 時 その 日 に 備え る 


と 共に 、 そ の 日 が 訪れ る の を 悪 れ て いる 。 
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養 物 を 施す 。 両 し て 彼 こ そ 茎 強く 、 威 
力 に まし ます 。 
三 項 

21. “ 来世 の 収穫 を 望む 者 あら ば 、 わ 
れ ら は 彼 の た め に その 収穫 を 増加 す 
る な り 。 面 し て 、 現世 の 収穫 を 望む 者 
あら ば 、 わ れ ら は 彼 に その 中 か ら 与 え 
る な り 。 され ど 彼 の た め に は 、 来世 に 
於 いて の 分 け ま え は な か る べし "2。 


22. それ と も 彼 等 に は 、 ア ッ ラ ー が 命 
ぜ ざ り し 教え を 彼 等 i 
た る 同位 者 あり や ? され ば 、 裁決 の 御 
斉 葉 な か り せ ば 、 彼 等 の 間 で こと が 決 
定 さ れ た 管 な り 。 面 し て 不義 者 ども の 
た め に は 必ず や 痛ま し い 責 苦 あ り 。 


23. 液 は 不義 者 ども を 、 そ の 稼ぎ し も 
の が 故に 坊 れ る を 見 ん 、 大 し て そ は 彼 
等 に 降り か か る べし 。 ? さ れ ど 、 信 じ 
て 普 行 を 積み し 者 た ち は 、 極 楽 の 園 に 
在 る べし “93。 彼 等 に は その 主 の 御 許 
に 、 己 が 欲す る も の あり 。 こ れこ そ 、 
その 偉大 な る 恩 鐘 な り 。 


ニ 二 五 人 

* O33 

EE to 

ER IO 

まま る ン ン 1 ン 3 4e 2 
[レコ ジー 1、 3 に ビ 5 アナ ナン 

Oi 


5 の 3 ょ 6 
0 

oasess 
FS Eo Bt Gas 


イー ニン ロラ ゴン 0 ンタ 4 13 2 
El 3 a 
の > 2 で で こも as ラン YS 。 』 
いふ る CUG 0 eo | 


スタン 


上ル 移る 


も ルッ ラー ロン スラ 0 へ 2 
RN OE? 


ORN 


43:146: 17: 19, 20: 22:83: 13:30: 22:37; 68:35, 


2952 この 世 の は か な い 物 を 手 に 入れ る こと に の み 努 め る 人 は 、 来世 に お ける 永遠 の 命 


の 恵み を 与え られ は し な い 。 
あろ う 。 


し か し 、 来 世に 備え る 人 は 、 過 分 な 神 の 恵み を 授かる で 


2653 19 節 で 不信 者 達 は 、 来 世 の 確 実 な 理念 を 軽 散 的 に 否認 し 、 その 迅速 な 到来 を 要 


求 する こと が 述べ られ て いる 。 し か し 信者 達 は 自分 の 素晴らし い 責 
それ に 直面 する こと を 怖がっ て いる と し て 言及 され て いる 

| は 、 不信 者 達 に 対し て 形勢 が 逆転 させ られ る で あろ うと 述べ られ て いる 。 彼 
等 は 自分 の な し た 悪行 の 結果 の 対決 に 戦 く で あろ う 3。 


逆 に 、 
審判 の E 


神 の 慈愛 に 浴 す る で あろ う 。 


[ 務 を 自覚 し て いる 
。 当 節 に 於 いて は 


一 方 信者 達 は 、 写 福 の 園 で 、 
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24. これ こそ 、 ア ッ ラ ー は 、 信 じ て 善 12 PA Ct 0 SEN 
Re 

a “云え 、「 我 は と これ に 対し て お SENS CRAM 

前 た ち に 、 た だ 近親 を 愛す る 外 如 何 な の た 


3 83<3IMI レ えと に 
る 報 醍 を も 求め ず 」 2%。 面 し て 、 誰 OG SY Rls 
で あれ (消え 去っ た ) 善 行 を 興す 者 あら ei 
ば 、 われ ら は 彼 の た め に その 中 に 善 を 


増加 する な り 。 ば に アッ ラー は 宮 大 に OE 

し て 、 協 し 給 う 御方 に まし ます 。 

25. 彼 等 は 「 彼 が アッ ラー に 対し て 虚 伯 “し a0 よそ 22 お 

を 握 造 せり 」 と 云う か ? も し アッ ラー 欲 。 NN 

し な ば 、 流 の 心 を 母 じ た 管 な り 2655. で くう US ESN 
4 


? さ れ ど 、 ア ッ ラ ー は 、 虚偽 を 消滅 し 、 cd > 1、 $y 3 el 
己 が 御 言 葉 を 以 て 真理 を 立証 する な り 。 の 0 
げに 彼 は 、 胸 中 の も の を 部 ケ 知 し 給 う 。 OI TS} 


923:58: 38:87. b13:40. 


A NN I の お な だ 
ら ぎ を 得 て い な い の で は な いか と 案 ず る 余り 、 そ うす る の で ある 。(②) 私 は 、 あな た の 
精神 に 利 す る よう に と 私 が な し た 大 事業 の 報酬 を あな た に 求め は し な い 。 た だ 、 あな 
た は 、 血族 と し て の 身 の 処し 方 を 知る べき だ 。 (3) 私 の あな た に 対す る 気遣い や 愛 に 報 
いて 欲し い の で は な い 。 た だ 、 私 に 反論 する な ら 、 少 な く と も 私 が あな た に 示す よう 
な 親族 と し て の 心配 を あな た も する べき だ 。(④ 私 は あな た に 如何 な る 報酬 を も 求め な 
い が 、 た だ 、 神 に 近付き た いと 願う べき で ある 。 この 最後 の 意味 は 、 25:S8 と 一 致し 、 
その 人 箇所 に は 、 聖 預言 者 が 次 の よう に 語っ た と 記さ れ て いる 。「 我 は 之 に 対し て お 前 
た ちか ら 如 何 な る 報酬 を 求め ず 。 但し 誰 で あれ 望む 者 あら ば 、 その 主 へ の 道 を と り 得 
る な り 」。 

2 その 言葉 は 、「 液 の 敵 た ち が お 前 を うそ つき 提 造 首 と 呼ぶ こと に 対し て 罰せ られ 
る べき こと を 欲し た な ら ば 、 神 は 液 の 心 に 封印 を 施し た で あろ う 。 即ち 、 神 は お 前 の 
心 を 彼 へ の あら ゆる 情け 、 気づか い 、 夢 慮 に 欠け た で あろ う 。 そ れ で 彼 等 の 精神 的 な 
福利 を 案 ず る 代わ り に 、 お 前 は 彼 等 に 神 の 呪 謀 の 音 葉 を 念じ た で あろ う 。 し か し 、 神 
は そう する こと を 選ば れ な か っ た 」 を 意味 し て いる 。 そ の 後 は 、 彼 の 行為 は 、 ア ッ ラ 
ー に 反攻 する 人 間 の 振る 鍵 い と な っ た で あろ う 。 し か し 聖 聞 営 者 は 、 正 義 や 徳 の 高い 
等 級 に むか っ て 絶え 間 な く 前 進 し て いる の で ある 。 その こと は 、 彼 は アッ ラー の 配慮 
と 保護 の 許 に 居 ら れ 、 間 違い か ら 免 れ て いる こと を 表示 する 。 
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26. < 面 し て 彼 こ そ 、 己 が 僕 等 か ら の ee っ つ 光 北朝 23 
作 悟 を 容れ 、 諸 悪 を 寛容 に 見 逃す 御方 、 , 3 る 
な り 。 面 し て 、 彼 は お 前 た ちの 所 業 を っ 5 ンー つと 5 


知 徐 し 給 う 。 i 
27. ” 彼 は 信じ て 普 行 を 積み し 人 々 の 12 し 253 241 ご 38 3 
祈願 に 応え 、 己 が 思 能 に よっ て 彼 等 を に 
増加 する な り 。 され ど 、 不 信者 ども に 直っ 5 、 し 3 っ る さっ 5 うら 
滴 ) 役 邊 っ る 2 I 
は 、 厳し し 懲 馬 あり 。 @ る おる は 2 は 383 さ | 3 
28. も し アッ ラー が その 僕 等 の た め 。1 設 3 2 ご 5 史 仙 2 
に 滋養 物 を 豊か に し た れ ば 、 彼 等 は 地 し し 
上 に 於 いて 反乱 を 起こ し た 答 な り 。 2 0 N05 lS 
< され ど 彼 は 一 定 の 推定 に よっ て 、 忌 内 


ィ 人 タッ イ 12 9 
が 欲す る まま に 下 し 給 う 。 げに 彼 は そ Oa RE 


の 僕 等 を 熟知 し 、 監 梓 し 給 う 。 - 

29. 4 耐 し て 彼 こ そ 、 彼 等 が 絶望 し た ヒ J&、: TC YY 
る 後 、 雨 を 降ら し 、 ロ が 結 基 を 散布 ラン 多 る 
る 御方 な り 。 耐 し て 彼 は 守護 者 、 議 美 こう | 2 52S 


され る べき 御方 な り 。 Ll 
30. “ 彼 の 講 々 の 神 兆 の 中 、 諸 天 と 大 3 USWA 
地 の 創 造 、 普 びに それ ら 両 者 の 中 に 彼  」 レ レー 
が 搬 き 散ら し た る 生き と し 生け る も こよ と 3 りく る 9 ご: 
の あり 。 毅 し て 彼 は 、 己 が 欲す る 時 に 。 SB に 
それ 等 を 召集 する こと に 全能 に ま し EE& © PPP) が マン と 
ます 2986 と 


a9; 104; 3374.62:187. で 15:22. 31:35. 630:23. 


で 。 当 節 は 、 聖 クル アー ン の 聖 神 な る 起源 の 独特 な 証拠 を 具体 的 に 表現 し て いる 。 そ 
れ は 、 如何 な る 人 間 で すら 可能 で は な い 、 まし て 砂漠 の 無 学 の も の が 、 1400 年 も 前 、 
天文 学 の 科学 が いま だ 初期 で あっ た 時 代 に 、 我々 の 上 悪 量 か ら 離 れ て 、 又 は 、 他 の 天体 
に 生命 が な ん ら か の 形 と し て 存在 し て いる こと は 言え な い 。「 そ れ ら 両者 の 中 に 彼 が 
撤 き 散ら し た る 生き と し 生け る も の 」 と いう 当 節 の 言葉 の 如く 、 こ の 驚く べき 科学 的 
事実 を あら わ に する 権 が 聖 ク ルアー ン の た め に 保留 され て いた 。「 曽 し て 彼 は 、 己 が 
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四 十 二 音 


四 項 
31.“ 面 し て 、 お 前 た ち に ふり か か る 


如何 な る 不 壮 も 、 お 前 た ちの 手 が 稼 き 
し こと が 故 な り 、 彼 は 多く の 罪 を 寛容 
に 見 逃す に も か か わら ず 。 


32. され ば お 前 た ち は 、 地 上 に 於 い 
、( 神 意 を ) 無 力 に する 能 わ ず "7、 
MI ッ ラー 以外 に お 前 達 の た め に 
如何 な る 保護 者 も 援助 者 も な し 。 
33. “また 彼 の 諸々 の 神 兆 の 中 、 海 の 中 
を 帆走 する 山 の 如 き ( 巨 大 な ) 船 あり 
aR 
34. 彼 も し 欲し な ば 、 風 を 凪 らし め た 
れ ば 、 そ は その ( 海 の ) 表 面 に 泊 り し ま 
ま に な る な り 。 げに この 中 に こ は 、 耐え 
忍び 、 感 謝 す る 人 々 へ の 神 兆 あ り 。 


35. 或いは 彼 は 、 彼 等 が 稼ぎ し こと が 

改 に 、 そ れ ら (の 船 ) を 破滅 する な り 。 

され ど 、 彼 は 多く の こと を 寛容 に 見 逃 

し 給 う 。 

の 我 等 の 神 兆 に つい て 
合う 者 ども は 、 自分 た ち に は 通 ば 場 

A 


i a 
CGR SI じ 5 


ン 


ORBIT ISLES 


よ EN Ne う デン 
EEY la 
SE ESE NOSI LI 
CEN BE 
| ュー 
⑥ う か * 
43306 うる る NO る 5 9 
1 ン 人 HCFCYOKNETGSKUIPS い を 
ORAS 


4:80. D6:135; 11:34; 29:23. 31:32: 55:25. の 2:4: 40:5. 


欲す る 時 に それ 等 を 召集 する 能力 あり 」 と いう 語 は 、 地上 と 諸 天 体 に 存在 する 生物 が 
未来 の 時 代 に 於 いて 提携 させ られ る 可能 性 に 言及 する と 思わ れる 。 最近 の 考古 学 の 調 


査 に 依 れ ば 、"Dropas" 又 は 天 か ら の 訪問 者 は 、 
3 日 人 )。 
”、 イ スラ ム 教 が 勝利 を 得 、 不 信者 は 神 の 命 ( 
を 遮る 如何 な る 妨害 も 許さ れ な い 。 不信 者 は 、 神 が こ の よう に 命じ られ た と 


パキスタン 、 タ イム ズ 1967 年 8 月 1 


て いる 。 


12000 年 前 に この 地球 に 訪れ て いる ( ザ ・ 


に そお むく こ と は で きず 、 イ スラ ム の 前 進 
告げ られ 


2e88 近 節 及び 他 の 数 節 に お いて 、 聖 クル アー ン は 、 船 が 国際 交流 に お いて 重要 な 役割 


を 果たす と 指摘 し て いる 。1400 年 前 に 秘 


沙漠 の 者 に 啓示 さ 


れ た この 真実 は 、 聖 クル ア 


ー ン が 神 に 由来 する も の で ある こと を 十分 に 証明 し て いる 
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37. < され ば 、 お 前 た ち が 与 えら れ た 
も の は 現世 の 暫し の 享楽 な れ ど 、 ア 
i oe 
た ち に と り て 最善 に し て 、 永 続 す る な 
り 。 面 し て 彼 等 は 、 己 が 主 に 頼る な り 。 
38. ? そ し て また 、 大 な る 罪 や 本 行 を 避 
け 、 両 し て 彼 等 が 怒り し 時 99 に も 寅 
大 に 取り 計ら う 者 た ち に と っ て は 、 


39. また 、 主 に 耳 を 傾け 、 礼 拝 を 遵守 
し 、 面 し て “その も の ご と が 互 に 相談 
に よっ て 行わ れ ??9、 わ れ ら が 彼 等 に 
授け た る 滋養 物 の 中 か ら 施 す 者 た ち 
に と っ て は 、 

40. そ し て また 、 迫 害 が 彼 等 に 到 ら 
ば 、 そ の 報復 する 者 た ち に と っ て は 。 
41.7 面 し て 、 悪 害 に 対す る 報復 は 、 
その 悪 害 と 等 し いな り 。 され ど 、 寛容 に 
取り 計ら い 、 和解 する 者 あら は 、 その 
報酬 は アッ ラー の 許 に あり “1。 げに 


EEE I SG 
SIRE EY 


@9 此 た 
YE OD EI 
24 122 を ヒビ 503 、 な 285 


2 た る うそ 3395 
AG スス 2 


rtrd LR 9 


(of a ン 


CE A A ER 


る す 
を 


ウン ーッ ンズ で レイ We を WM ン 4% で そい ン 0 
は と eS UC 


EE EGE 


アッ ラー は 不義 者 ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 OR 
228.61. 4: 32: 33:33. で 3:160. の :1 195; 16:127. 

?959 こと の 言葉 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 罪 、 道徳 上 の 過ち を 包含 し て いる が 、 怒 り に つい て 

個々 の 叙述 が な され て いる 。 怒り が 限度 を 超え る 時 、 さ ま ざ ま な 罪 が 犯さ れる の で あ 


る か ら 。 


997 当 節 は 、 イス ラム 教徒 が 国事 を 司る 際 の 指針 と し て 、 シ ュー ラ ( 相 談 会 ) に つい て 


述べ て いる 。 この 一 語 は 、 西 側 諸国 の 誇 


アァ 又は 、 イ スラ ム 国 家 の 指 導 者 は 、 国 の 重要 間 題 に つい て 決断 を 下す 時 、 
務 付 けら れ て いる 。 注 621 及び 注 622 も 参照 の こと 。 
中 を な し て いる 。 イ スラ ム 教 義 に 基づく 罪人 の 処罰 
罪人 の 道徳 的 更生 に ある 。 も し 許す こと で その 者 が 幾 分 な り と も 道徳 
向上 する な ら 、 彼 は 許さ れる べき で ある 。 し か し 、 処 罰 が 彼 を 更生 に 向かわ せる 
し か し 、 そ の 前 は 、 犯 し た 罪 よ り 重 いも の で 


と 協議 する こと を 朋 
9 導 節 は 、 イ スラ ム の 刑法 の 根 理 
の 真 の 目的 は 、 
的 に 
な ら 、 彼 は 罰せ られ な けれ ば な ら な い 。 


る 政府 の 代表 制 の 本 質 を 表し て いる 。 


ハリ フ 
国民 の 代表 
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ま 詩 


42. され ば 、 不 義 を な され た る 後 報復 
する 者 あら ば 、 これ 等 の 者 達 に 対し て 
は 非難 な し 2。 


43. UN I 


RE も OR 


れ 等 の 者 ども に は 、 


44.? さ れ ど 、 耐 え 忍 び 、 赦 し た る 者 
あら ば 、 げに これ こそ 崇高 な こと の 
申 な り 。 
五 項 

45. 2 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 迷い を 判定 
MA 彼 に は その 後 如何 な 
守護 者 ちな し 。 さ れ ば 溢 は 、 不 義 
者 0 も を 見 ん 、 役 等 が 懲罰 を 目 の 当 た 
りす る 時 、 云 わん 、「 何 か 引 返 す 術 あ 
りや ?」 と 。 

46. され ば 液 は 彼 等 を 見 ん 、 彼 等 が そ 
れ ( つ まり 懲罰 ) に さら され 、 恥 て うな 
だ れ 、 盗 み 見 する な り 2663。 前 し て 、 
信じ た る 人 々 は 云わ ん 、「 復 活 の 日 に 、 
己 自身 を も 、 また 己 が 家族 を も 損失 せ 
し め た る 者 ども は 、 本 当 の 損失 者 な 


RE AB 3 > DES 
Og kb 


OR 5 pe BGR A 
8 Re 

OEE EI 
EI SO EI SE 
& OY 


895 っ 2 に 3 人 上 3? ゴ で 2 22 
RI 
らら の 83221 0995 


A タタ 1 人 


A 
LE OI 

RR ON Fk os 

EE 


6:127. hd: 144; 17:98: 18:18, 


あっ て は な ら な い 。 イス ラム 教 は 、 も う 


^ 方 の 類 を 出す と いう 修道 院 的 な 教え や 、「 目 


に は 目 を 」 の ユダ ヤ 教 の 教義 いずれ を も 信じ ず 、 常 に その 中 席 を 重んじ て いる 。 
7 処罰 に 関す る イス ラム 教義 は 、 非 現実 的 理想 主義 者 の 心 に は 響 か な いか も し れ な 


い が 、 


す 。 聖 預言 者 は 、 次 の よう に 語っ た と 
落と す 者 は 列 教 者 で ある ( ブ ハ ー リ ー、 
0 と そこ そし た 目 
も の で ある 。 


現実 的 な 宗教 と し て 、 イ スラ ム 教 は 、 

て 現実 的 な 衣 決 委 を 定め て いる 。 イス ラム 教 は 自己 

記さ れ て いる 。 財産 と 名 苗 を 守る べく し て 命 を 
マザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ 書 )。 

付き は 、 犯罪 の た め 引 き 出 され 、 判 決 が 下さ れる の を 待つ 罪人 の 


法 、 経 済 、 道 徳 の 諸 問題 に 最も 有益 に し 
防衛 を 信者 の 道徳 上 の 義務 と みな 
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二 十 五 伏 


り 」 と 。 よ く 聞 け 、 げ に 不義 者 ども は 
留まる 資 苦 の 中 に ある べし 。 

47. また 、 ア ッ ラ ー を 差し 置い て 彼 等 
を 助け る 如何 な る 守護 者 も な か らん 。 
面 し て 、 アッラー が j 迷い を 判定 せ し 者 
あら ば 、 彼 に は 如何 な る 術 も な し 。 


48. その 避け 難い 日 が アッ ラー より 
来る 前 に 、 選 が 主 (の 命令 ) に 応え 奉 れ 。 
その 日 お 前 た ちの た め に 如何 な る 避 
難所 も な く 、 ま た 否認 する 余地 も な か 
らん 。 
49. され ば 、 た と る え 彼 等 顔 を そむけ る 
と も 、 わ れ ら は 溢 を 彼 等 の 監視 者 と し 
て 遣わ し た る に 非 ず 。 液 の 務め は た だ 
神託 の 伝達 に 外 な ら ず 。 “ 面 し て 、 わ 
れ ら が 確か に 己 よ り の 慈悲 を 人 間 に 
味 わ し むる と 彼 は それ に よっ て 喜ぶ 
な り 。 され ど 、 忌 が 手 が 先 に 送り し も 
の の た め に 災難 が 彼 等 * に 降り か か る 
と 、 人 間 は 実に 恩 を 忘れ る な り 。 
50.? 諸 大 と 大 地 の 王 権 は アッ ラー の 
所 有 な り 。 彼 は が 欲す る も の を を 人 
し 給 う 。 彼 は 己 が 欲す る 者 に 女 子 
を 授け 、 また 叫 が 欲す る 者 に 男子 を 
授け 給 う 。 
s1. 或いは 、 彼 は 女子 や 男子 を 混ぜ 合 
せ ( て 授け ) 給 2 う 。 ま た 彼 は 己 が 欲す る 
者 を 石 女たらし め 給 うな り 4。 ば に 彼 
は 、 全 知 全 能 に まし ます 。 


イー タイア 
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RSS Ao あこ 
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SE RR 
tase 

0 GE EIS 
33 > LO a 
O33SOLIY| 

の 9 


す 5 爺 う 3 を 3 お 
の っ を he ドー の 
EE 


1 1 は 1. 6054 39:45: 57:3. 


本当 節 及 び 前 侵 に お いて 、 不信 者 は 神 が 次 の よう な 命令 を 下さ れ た と 告げ られ て い 
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ー 十 五 例 アッ シュ ー ラ ーAsh-Shara (相談 ) 四 十 一 草 


ON 0 NY アッ ラ VW HE GS 
ー が 彼 に 語る こ こと は 、 啓 示 に よる か 、 a 

それ と も 区 の 背後 か ら に 外 な ら ず 、 \2 う US 引っ し ょ あら 
或いは 彼 、 使者 を 遣わ し た れ ば 、 彼 は 


プル 四 る レン PE っ メタ 
その 命 に よっ て 、 そ の 欲す る こと ご こよ と や CO 3C で HK そ 
を 啓示 する な り 。 げに 彼 は 至高 、 賢 os 
哲 に ま し ます 。 


53. 面 し て 、 か く の 如 くわ れ ら は 、 己 0 
が 命 に よっ て 汐 に 、 生 を 与え る 御 言葉 。  . 

2666 許 示 せり 。 面 し て 、 決 は 経典 が SC ET 
如何 な る も の か を 知ら ず 、 ま た 信仰 が RP 
如何 な る も の か を も 知ら ざり き 。 され ED ST S50 Sy 
ど 、 わ れ ら こそ 、 之 を 光明 た らし め 、 る っ 約 さ WoCe js 所 人 5 
それ に よっ て われ ら は 己 が 僕 等 の 中 a 

己 が 欲す る 者 を 導く な り 。 面 し て 、 液 OS 2 
は 確か に 正しい 道 へ 導く な り 、 

54. (すなわち ) 諸 天 に 在 る も の 、 大地 |、3 ヒ 和 9 前 釣っ 


に 在 る も の が 彼 に 属す る アッ ラー の 。 SS 
道 へ 7。 よ く 開 け ! すべ て の こと は EA 3 OIG 
アッ ラー に 帰す る な り 2688。 : og 

& OE ] 


る 。 イス ラム 教徒 が その 数 を 増す 一 方 、 不信 者 は 減り 、 彼 等 の 子孫 が イス ラム 教徒 に 
な る た め 、 絶 えて し まう で あろ う 。 

2665 問 節 は 、 神 は 己 が 下僕 等 に 語り か け 、 啓 示 を 表す 三 通り の 方 法 に つい て 述べ て い 
る 。① 神 は 媒介 を 通さ ず 、 直 接 彼 等 に 語り か けら れる 。(②) 神 は 彼 等 に 幻想 を お 見 せ 
に な る が 、 そ れ が 理解 され る か 否 か は 定か で な い 。 又 、 時 に は 目覚 め た 状態 の 時 に 彼 
等 に 声 を お 聞か せ に な られ る が 、 その 時 彼 等 に は 語り か ける お 姿 が 見 えな い 。 これ が 
「 葵 の 背後 」 と いう 語 の 意味 する 所 で ある 。(③⑬) 神 は 使者 、 す な わ ち 神 の お 告げ を 運 
ぶ 天 使 を お 遣 し に な る 。 

2669 陳 クル アー ン は 、 ここ と で ルー フ Rah( 生 命 の 呼吸 ) と 呼ば れ て いる (Lane より )。 何故 
な ら ば 、 その お 区 で 、 倫理 的 且つ 精神 的 に 死ん で いた 人 々 が 足ら せら れ た か ら で あ る 。 
297 了 イス ラム 教 は 、 人 間 を 神 の も と へ 導き 、 人 間 の 創造 の 偉大 に し て 崇高 な る 目的 を 
惜 ら せる 生命 、 光 、 道 で ある 。 

2998 全て の 物 の 始ま り と 終わ り は 、 ア ッ ラ ー の 手 に 委ね られ て いる 。 
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四 十 三 章 
アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf( 黄 金 の 装飾 ) 
メ ッ カ 盛 示 
啓示 の 日 、 題名 と 背景 
クル トウ ゥ ビ イ ー(QurtubD に 依 れ ば 、 当 章 は メッ カ で 有 啓示 され た と いう こと 
が 神学 者 間 全 員 の 合意 だ と 言う 。 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス も 、 こ の 見 解 を 強く 支 
ぎし て いる 。 然 し な が ら 、 こ の \*# NE 旧 定 する こと は 難し い 。 
学識 者 の 見 解 に 偽 れ ば 、 使 徒 に 振 谷 され て 四 年 目 の 終 りか 、 五 年 目 の 始め 頃 
と し て いる 。 前 攻 は 、 神 の 命令 に 依っ て 使徒 た ちや 預 言 首 た ち に 下る 啓示 は 、 
神秘 の 要素 を 持つ と いう 留意 で 終っ て いる 。 そ し て 更に 述べ て いる 、 聖 預言 
者 に 啓示 が 実際 に 下る 前 に 、 彼 は その 自然 現像 や 意義 の 重要 性 に 精通 し て い 
な か っ た 。 当 章 は 、 聖 クル アー ン は 非常 に わか り 易 い 感 銘 的 な 文体 で 啓示 さ 
れ 、 そ し て また それ は 全て の 根本 的 な 真理 を 扱っ て いる か ら 、 そ の 啓示 に 神 
秘 の 要素 が ある と し て も 、 誰 も それ を 拒否 する 根拠 は な いと いう こと を 主張 
し て 開 扉 され る 。 そ し て 当 章 は 更に 、 神 は 新しい 啓示 が 本 当 に 必要 で あれ ば 、 
送る こと を 止め な か っ た と 述べ て いる 。 それ は 丁度 、 神 の 預言 者 た ち が あ ざ 
けら れ 、 人 徐 辱 され た か ら と し て 、 新 た な 預言 者 の 出現 が 止ま ら な いよ う で あ 
る 。 不 信者 た ち が 何 を 詩 お う が な そう が 、 神 か ら の 改革 者 た ちの 出現 は 存続 


当 章 は 前 述 の 三 つ の 章 と 同じ よう に 、 聖 クル アー ン は すべ て の 栄誉 と 賞 
讃 の 主 で ある 神 に 依っ て 啓示 され た こと を 宣言 する こと で 開 扉 され る 。 の 
て 、 神 の 独 一 性 の 根本 的 な 主題 を ハー・ ミ ー ム 章 の グル ー プ の 中 で 他 章 と 
っ た 方 法 で 論じ て いる 。 そ れ は 、 そ の 独 一 RAR 
か ら そ の 使 弘 た ちや 社 言 者 た ち を 送り 続け 、 そ れ 等 の 預言 者 た ち は 、 神 は 独 
一 な る こと を 説教 し た と 語っ て いる 。 彼 等 は 拒否 され 、 反 対 さ れ 、 追 害さ れ 
た 。 然し な が ら こ の こと は 、 神 が 新しい 預言 者 た ち を 送る こと を 止め た り 新 
し い 啓 示 を 下す こと を 止め た りす る と いう こと の 原因 に は な ら な か っ た 。 聞 
言 者 た ち は 定 め の 時 に 出現 し 続け た 。 そ し て 、 彼 等 の 中 で 、 最 も 偉大 な る 人 
物 と し て 出現 し た の は 、 聖 預言 者 ムハマド その 人 で ある 。 当 章 は この 証明 を 
展開 し て 次 の よう に 語る 。 神 は 天 と 地 を 、 人 間 の た め に 創造 し 、 そ の 物質 的 
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アッ ズ フ ルフ Az-Zukbruf (黄金 の 装飾 ) 


NE 神 は 人 間 の 物質 的 必要 と 
肉体 的 慰め の 準備 の た め に それ ほど 気 を 付け る の で ある な ら ば 、 そ の 倫理 的 
や 精神 的 な 必要 条件 を 怠り 、 無 視 し て し まう こと は 想像 も 及ば な いこ と で あ 
る 。 神 が 新しい 啓示 を 下す こと は 、 人 間 の 倫理 的 必要 を 満た す た め で ある 。 
然し な が ら 、 彼 等 の 無知 さ 及 び 愚 か な 不信 者 の 習慣 故に 、 い ろ い ろ な 形 や 形 
熊 で 神 と の 同位 者 を 主張 する 。 そ し て 彼 等 は 、 も し 神 が 偶 像 神 を 崇拝 すべ き 
で は な いと いう つも り で あっ た な ら 、 我々 は 偶像 崇拝 を し な か っ た で あろ う 、 

と ずうずうしく 言っ て 自分 の 偶像 崇拝 の 責任 を 神 に 転化 する 。 そ の 口実 弁解 
は 人 間 の 理性 と 常識 に 逆 ら つ て いる 。 従 っ て 、 如 何 な る 経典 も それ を 支持 し 
な い 。 不 信者 た ちの 不信 の 真実 の 原因 は 、 彼 等 の 誇り と うぬぼれ で ある 。 何 
夏 な ら ば 、 聖 クル アー ン は 、 彼 等 に 言わ せれ ば 、 偉 大 な 人 に 啓示 され な か っ 

た か ら で あ る 。 こ の 尊大 な 横柄 な 憎 説 の 答 に 於 いて 、 不 信者 た ち は 激 し く 非 
難 さ れる 。 つ まり 、 役 等 が 求め る 偉大 な 人 と は 、 神 の 見 地 か ら す れ ば 、 な に 
程 の 重要 性 も な い 。 富 、 地 位 や 身分 の 不平 等 の 遮蔽 が 社会 的 階級 を 無秩序 で 
信じ が た いも の に し た の で は な い の か ? 神 は 不信 者 た ち に 有り 余る ほど の 人 金 
と 銀 の 色調 を 与え た 。 彼 等 の 家 の 階 段 が 金 に よっ て 作ら れ て いた と し て も そ 
れ 等 の こと は 神 の 目 か ら す れ ば 、 何 の 意味 も な い 。 上述 し た よう に 、 当 章 の 
主題 は 偶像 崇拝 の きび し い 弾 効 で ある 。 聖 クル アー ン は 偶像 崇拝 を 非難 する 
の で ある が 、 ィ エス ・ キ リス ト に 散 意 を 払う 。 彼 は キリ スト 教徒 た ち に と っ 
て は 崇拝 の 対象 で や る が 、 聖 クル アー ン は 、 彼 が 神 の 偉大 な る 使徒 と し て 、 
その 人 々 を 唯一 な る 神 の 崇拝 に 招 持 し た こと を 付け 加え る 。 然 し な が ら 、 彼 
等 は その 教え を 無視 し 、 彼 を 神 と し て 扱っ た 。 従っ て 過失 は 彼 等 に あり 、 キ 
リス ト で は な い 。 当 章 は 、 神 の 独 一 性 に つい て 簡潔 、 然 し な が ら 説 得 力 の あ 
る 論説 で 終え る 。 
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ュ ケ は 回 あま ね ke a ラー る っ の も 
1. “慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の CO と に すり あこ こう こし いぼ ご へ 
み な CN ~~ 6 を 
御名 に お いて 。 
be 72668A を て 
か け も 6 3 っ タ 
3. 明瞭 な る 経典 に 傘 て 、 0 の 3 に 


4. “げに 我 等 は それ を 、 能 弁 な を る クル 2 6 zz 是 
アー ン と な し た り 、 お 前 達 が 理解 し 得 ei 。 
ん が た め に 。 〇 Os 
s. 面 し て 、 そ は (つま り ク ルアー ツ ) ゞ 二 3 こま 34513 
母 典 の 中 に あり て 9、 我 等 が 御 許 で 

至高 に し て 、 知 恵 に 満ち た る な り 。 OS 
6. お 前 達 は 知 を 超え た る 民 な る が 故 OI 2 S23 
に 270 我 等 お 前 達 か ら 訓 成 7 を 取 0 ig 
り 上 げ る べき や ? OOS る いら め 


1:1.24412: 45:2. で 39:29: 42:8: 46:13. 


> る の 


26984 注 - 2592 及び 注 2643 を 参照 。 


^。 ツ ム ウ ル ・ キ ター ブ と は 戒律 の 源 を 意味 する (Lane より )。 こ の 表現 は 、 聖 クル 
アー ン が 神 の 御 知識 つま り 、 真 の 源 に 、 律 法 の 原理 と し な っ て いた こと を 示す 。 又 そ れ 
は 、 聖 ク ルアー ン が 究極 の 神 の 律 法 の 根本 原理 と な る よう 、 永 遠 に 定め られ た と いう 
こと を 意味 し て いる と も いえ る 。 

2679 神 の し る し の 形 を と る 天 の 和 警告 は 途絶 える こと は な い 。 天 の し る し を 拒む 最も な 
理由 が あっ た な ら 、 最 初 の 預言 者 に 続い て 他 の 預言 者 が 出現 する こと は な か っ た だ ろ 
う 。 し か し 、 預 言 者 は 現れ 続け た の で ある 。 

29 條 人 ダラ バ ・ ア ン フ (Daraba anhu) と は 、 彼 は その 人 を 捨て 、 背 を 向け て 去っ た 、 を 意 
味 す る 。 そ し て サフ ァ ハ ・ ア ン フ も また 、 彼 は その 人 か ら 背 を 向け 、 彼 を 捨て 去っ た 、 
を 意味 する 。 こ の 言葉 の 意味 は 次 の よう で ある 。「 あ な た か ら 、 警 告 ( 神 か ら の 忠告 ) 
を 取り あげ 、 あな た に 背 を 向け て 、 何 の 導き も 与え ぬ ま まあ な た か らち 離れ て 行っ て し 
まう と で も 思っ て いる の か 」 (Lane より )。 
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7. 2 我 等 は 如何 に 多く の 預言 者 を 昔 
の 人 々 に 遺 わ し た こと か ! 

8. ? さ れ ど 、 如 何 な る 預言 者 も 彼 等 に 
現れ た る 度 に 、 彼 等 は 彼 を 喘 笑 し た る 
に 外 な ら ず 。 


9. され ば 、 我 等 は 彼 等 より 力 優る 者 
た ち を 滅ぼし た り 。 面 し て 、 昔 の 人 々 
の 先例 が すでに あり 。 

10. も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 諸 天 と 大 
地 を 創造 せ し 者 は 誰か ? 」 と 問わ ば 、 
彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 威 力 者 、 全 知 者 
な る 御方 が それ ら を 創造 せり 」、 


11. < お 前 達 の た め に 大 地 を 陰 所 と な 
し 、 両 し て 、 そ の 中 に 道筋 を 設け 給 
うた 御方 な り 、 お 前 達 が 導 か れん が 
た め に 。 

12. また 彼 、 一 定 の 推定 に よっ て 天 か 
ら 水 を 降 し 給 うた 御方 な り 。 さ れ ば 、 
それ に よっ て 我 等 は 枯死 し た る 大 地 
を 難 ら し め た り 。 か く の 如 く お 前 達 が 
引き 出さ れる な り 2872。 

13. また 彼 、 あ ら ゆ る 対 を 創造 し 、 お 
前 達 が 乗る 種々 の 船 や 家畜 を 創り 給 
うた 御方 な り 。 

14. こ は お 前 達 が それ ら の 背 に 安 池 


四 十 三 草 
OINN GG CLS 
EY CH Eb 


I EE CE 
OHNE 
OE ET SY 
0 

SS RN 


ジオン イン ャ < 
2 EE 
Ca グ 


4 
っ 之 マ スイ ン ウ ルン 


3052SYISEG35 
CO 
SS So RE ES 


せん が た め な り 。 従っ て 、 お 前 達 が そ 
れ ら の 上 に 乗り た る や 、 お 前 達 己 が 主 


PR ああ 
FL 3:12: 36:31. 20:54. 


2673 策 が 降れ ば 乾い た 大 地 に 新た な 生命 が 生じ る よう に 、 精神 的 且つ 道徳 的 に 死ん だ 
者 も 神 の 啓示 を 通し て 時 られ る と 、 こ の 言葉 は 示し て いる 。 
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の 恩恵 を 憶 い 起 し 、 面 し て 云え 、「「 之 
を 我 等 の た め に 働か せしめ 給 う た 御 
方 は 聖 な り 。 面 し て 、 我 等 は 之 を 服従 
せ し む る 者 に 非 ざ りき 、 

15. され ば 我 等 は 必ず 己 が 主 の 御 許 
へ 帰り 行か ん 」 と 。 に 
16. 面 し て 彼 等 は 、 彼 の 僕 等 の 中 、 或 
る 者 を 彼 の 分 身 と 主張 し た る な り 
26724 ば に 人 間 は 明らか に 忘 思 な り 。 


17.“ 役 は その 創れ る も の の 中 か ら 娘 
達 を 選び 、 息子 達 の た め に は お 前 達 を 
選び た る や ? 
18. ? さ れ ば 、 慈 悲 深 き 御方 に 関し て 
あげる その 立派 な 実例 を 役 等 の 誰か に 
朗報 され た る や 、 沙 胆 の 余 り そ の 顔 は 
暗く な り 、 役 は ( 燃 問 を ) 抑 える 者 な り 。 
19. 装身具 の 間 で 育て られ "73、 曽 し 
て 論争 に 於 いて 明か に 表明 (さえ ) し 得 
ざる 者 を (お 前 達 が アッ ラー に 押し つ 
ける や )? 
20. <“ 彼 等 は 慈悲 深き 御方 の 僕 等 な る 
天使 を 女性 等 と みな し た る な り 。 彼 等 
は その 創造 の 証人 た る や ? 彼 等 の 証 
言 は 必ず 記録 せら れ 、 面 し て 役 等 は 
弓 間 さ れる な り 。 
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26:101: 16:58; 52:40; 53:22, 916:59. C17:41; 37:151; 52:40. 


9734 と の 言葉 は 、 イ エス が 神 の 子 だ と する キリ スト 教 の 教義 を 指す 。 


2673 と の 言葉 は 、 


装飾 品 で 飾り 立て た 偶像 を 指し て いる よう だ 。 当 節 は 、 偶 像 辺 拝 者 
を 上 厳し く 非 難し て いる 。 彼 等 は 、 語り か けた り 彼 等 の 祈り に 答 


* え る こと が で きず 、 敵 


の 攻撃 か ら 彼 等 を 守る こと も で き な い 偶像 を 貯め て いる 。 
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21. 面 し て 役 等 は 云う 、「 も し 慈悲 深 
き 御 方 欲し た り せ ば 、 我 等 は これ 等 を 
祭 め ざり し 管 な り 」 と 。 彼 等 は この こ 
と に つい て 何 の 知 識 も 有 せ ず 。 彼 等 は 
た だ 憶測 する の み 。 

22. ? そ れ と も 我 等 は これ 以前 に 、 彼 等 
に 経典 を 授け た れ ば 、 彼 等 それ を 堅持 
する 24 な りや ? 

23. 否 、 彼 等 は 云う 、“ 「 我 等 は 己 が 父 
祖 た ち が 或 る 教え を 泰 ず る を 見 出し 
た れ ば 、 我 等 は 確か に その 足跡 に 導 か 
れる な り 」 と 。 

24. また 、 か く の 知 く 溢 以前 に 、 我 等 
が 如何 な る 邑 に も 警告 者 を 遣わ し た 


等 は 己 が 父祖 た ち が 或 る 教え を 奉 ず 
る を 見 出し た れ ば 、 我 は 確か に その 
足跡 を 辿る の み 」 と 云い た る に 外 な 
ら ず 。 

25. 彼 は 云え り 、「 何 と な ! 我 も し お 
前 達 が 見 出し た る 叫 が 父祖 た ちの 奉 
じ た る も の より 優る も の を も た ら す 
と も ?」。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 確か 
に お 前 達 が 携え て 遣わ され し も の を 
拒む な り 」。 

26. “され ば 我 等 は 彼 等 に 報復 せり 。 さ 


れ ば 見 よ 、 虚偽 と みな し た る 者 ども の 。, a 
を DRA LIE 


末路 が 如何 に な り し か を ! 


EEE 
a 人 


と 


まっ タタ マー や 
⑨ 0 ぁ ヶ ろ ぷら 。) 


0 0 6 イン セン レロ リィ ッ ン ン 5 2 人 2 
WU A Eb CS DEY 
くぅ っ づ に 4 )』 て 

O03 gas SE 

ン っ る っ 23 イイ レン ョ イイ ン ン ) シン 
GES SLANE 
Ta GT 8 8 Zn RS 
ター 衝 181 6。 < 
EA } Eb 
る 

OO] 


| 


2 7 0 
EAE 
LT し UN 1 の CE 

OES 
の ン 3 と - HE っ NG 


と レッ ロン 2 
< 


pa 


96:149: 16:36. 637:157-158: 68:38、 の :171: 7:29. DL:54; 26:75. 97:137 43:56. 


?974 介 像 崇拝 者 は 、 そ の 不 合理 な 教義 を 支え る 論拠 を 持た な い ば か りか 、 自 ら の 教義 


を 支え る 経典 すら 提示 で き な い で いる 。 
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三 項 
27. 面 し て 、 アブ ラ ハ ム が 己 が 父 と そら 邊 4245 ざっ US35 


の 一 族 云 え し 時 (の こと を 念 え )、 。  』 レレ 

2「 げ に 我 は お 前 達 が 款 め る も の と 全 OO 
く 係わり な し 、 
28. 但し 、 我 を 創り 給 うた 御方 は 別 を Oosae24583258 基 SI 
り 。 さ れ ば 彼 は 必ず や 我 を 導 か ん 」。 る 


29. 証し て 、 EN ポイ RC I 4 な 5 


3 彼 和 0[ き 返 さん が た め に 。 ORs > 


・ 否 、 わ れ は 、 これ 等 の 者 ども 、 並 245 次 公 8 セ 
oo てい 祖 達 に 暫し の 歓楽 KR を 与え 


た り 。 従っ て 真理 、 且つ 説き 明か す 合 OR Ee A = 
徒 が 彼 等 に 来 た る な り 。 

31. され ど 、 真 理 が 彼 等 に 来 た る や 、 15 釣る 所 くい 05 
彼 等 は 語 え り 、「^ こ は 妖術 な れ ば 、 我 2 
等 は 之 を 拒む な り 」。 OO A 
32. また 彼 等 は 云え り 、「 何 故 こ の クー ろう ED は JHY 導 53 
ルアー ン は 二 つ の 本 “7% の 中 の 偉大 な Et 
る 者 に 降 さ れ ざ り し か ?」。 OE DS 


33. 液 の 主 の 慈悲 を 頒布 する 者 7 は DA 
役 等 な りや ? 彼 等 の 間 に 現世 の 生活 Mi 1 

も と で ね わか デ る う る っ タイ ッ ー パン 
の を 娠 ち 給 う た る は 我 等 な り 。 ま 39d で 3 2 る 5 じ く っ 8 


96:79: 9:114; 60:5. 027T:14. 


97 アブ ラ ハ ム は 唯一 神 を 固く 信じ 、 そ れ を 誠意 と 忍耐 を も っ て 子孫 に 説い た た め 
この 信仰 は 来 長く 彼 等 の 間 に 広 まっ た 。 

2676 この 「 二 つの 昌 」 と は 、 メ ッ カ と ター イフ を 指す と 一 般 に 考え られ て いる 。 そ れ 
等 は 、 聖 預言 者 の 時 代 に 、 ア ラブ の 社会 的 、 政 治 的 に 重要 な 二 大 都市 で あっ た 。 
2977 当 節 は 、 次 の よう に 不信 者 を 厳し く 非 難し て いる 。「 彼 等 は 、 自 ら を 神 の 慈悲 を 
伝え る 役割 を 担う 者 と 称し て いる が 、 そ れ は いつ か ら な の か ? 又 、 誰 に その よう な 決 
定 を 下す 権利 が ある と 言う の か ?」。 
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四 十 三 章 


の 上 に 位階 を 高 か ら し め た り 、 そ の 一 
部 が 他 の 一 部 を 服 せ し めん が た め に 。 
され ば 波 の 主 の 慈悲 は 、 彼 等 が 著 財 す 
る も の より は る か に 優る 。 

34. 面 し て 、 も し 全 人 類 が みな 一種 類 
の 一 団 と な る お それ な か り せ ば 、 我 
等 は 必ず 慈悲 深 ぎ 御方 を 拒む 者 ども 
の た め に 、 彼 等 の 家 の 屋 根 、 且 つ 彼 
等 が 登る その 階段 を 銀 造り と 設け し 
管 な り 。 


35. そし て 彼 等 の 家 の 諸 扉 や 彼 等 が 
廷 れ か か る 揚 灯 を も また 然 り 。 


36. 面 し て 、 黄 金 の 装飾 を (ほど こせ し 
管 な り )。 さ れ ど 、 こ れ 等 は みな 現世 
の 生活 の 歓楽 に すぎ ず “7%。 面 し て 、 
液 の 主 の 御 許 で 来世 は 虹 散 者 達 の も 
の な り 。 

四 項 
37. ぐ されど 、 慈 悲 深 ぎ 御 方 を 念 ず る 
こと を な お ざり に する 者 あら ば 、 我 等 
は 彼 の た め に 悪魔 を 定め る な り 。 され 
ば そ は 彼 の 仲間 な り 。 
38.? さ れ ば 、 彼 等 は その 者 ども を 道 
より 迷わ し お る な れ ど 、 彼 等 は 自分 が 
導 か れ た る と 考え る な り 。 
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20:100,101; 72:18. 08:35; 16:89. 


2978 時 産 と 地位 の 差異 が 無 
な っ て いた で あろ う 。 神 は 、 


く な っ て いれ ば 、 人 は 全て 似 通 い 、 人 間 社 会 は 機能 し な く 
金 製 の 扉 と 階段 の 付い た 銀製 の 家 を 不信 者 に 与え た こと 
で あろ う 。 こ れ 等 の 物 は 神 の 目 か ら す れ ば 何 の 価値 も な 


いも の で ある か ら 。 
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39. され ば 、 彼 は 我 等 が 許 に 来る に 及 
ん で 、 (その 友 に 向っ て ) 云 わん 、 <「 あ 
あ 、 我 と 泊 の 間 に 東 と 西 の 隔たり "7?9 
が あら ん こと を ! 」。 さ れ ば 、 な ん た 
る 悪し き 友 な る か な ! 

40. 2 布 し て 、 お 前 達 が 不義 な し た る 
が 故に 、 お 前 達 は (みな ) 懲 罰 を 分 ち 合 
うこ と が 、 今 日 の 日 に 於 いて は お 前 達 
に 何 に も 役立た ざる な り 。 

41. < な れ ば 汐 は 由 を 聴か し め 得 る 
や 、 或 い は 、 前 や 明白 な る 迷 誤 の 中 
に 堕ち た る 者 を 導き 得る や ?2989 


42.7 され ば 、 我 等 は た と え 液 を 吾 し 
上 げ る と も 、 我 等 は 必ず 彼 等 に 報復 す 
る な り 。 

43. “或いは 、 我 等 が 彼 等 に 約束 せ し 
こと を 、 我 等 は 必ず 液 に 見 せる な り 。 
され ば 、 我 等 は 彼 等 に 対し て 全能 に ま 
し ます 。 

44. され ば 、 7 液 は 、 叫 に 啓示 され た 
る も の を 堅 持 せ よ 。 ば げに 没 正 し き 首 
に あり 。 

45. 面 し て 、# こ は 確か に 液 と 梁 の 民 の 
た め に 素晴らし き 訓 成 な り 91。 尊し 
て 、 お 前 達 は 必ず 紺 問 さ れる べし 。 
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EONS 


3:31, 137:34. で 10:43: 27:81. 13:41; 40:78. 210:47; 13:41; 40:78. LL:ITT3. 8211L: 38:2. 


ぞ の 人 は 、 自ら の 悪行 の 結果 を 突き 付け られ る と き 、 旧友 を 避け 、 知ら な い 振り を する 。 
。 不信 者 が 攻 意 に 目 と 耳 を 内 ぎ 神 の 言葉 を 拒む と き 、 彼 等 の 罪 は 深まり 、 遂 に 彼 等 


9 中 ズ ィ ク ル ( 訓 戒 ) と は 、 高 位 を 意味 する (Lane)。 聖 クル ア 


ン を 通し て 、 聖 預言 者 


と その 弟子 達 が 高位 と 名 声 を 手 に する で あろ う 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 
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二 十 五 代 アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf (黄金 の 装飾) 四 十 三 凍 
46.? さ れ ば 、 我 等 が 使徒 等 の 申 没 以 3 i 5 EOE 
前 に 我 等 が 遣わ し た る も の に 尋ね よ 、 」 _- 
「 我 等 は 慈 奄 深 き 御方 を 差し 置い て 、 gdJ|、・ PR 
妹 崇め られ る べき 神々 を 定め た る 4 
を (GTOEPVC 
a 
五 項 
47. 耐 し て 、? 我 等 は モー ゼ を 、 フ ァ 、3 EL at 3585 
ラオ と その 族長 た ちの と ころ へ 我 等 0 
の 振 光 を 携え て 道 わし た れ ば 、 彼 は 0 うこ OUS て OK3 6 
云え り 、「 げ に 我 は 森 羅 万 象 の 王 の 使 ン s If mg ン 
OL CD 
徒 な り 」。 Ce 
48. され ば 彼 が 我 等 の 神 兆 を 携え て 2 る 51 RU は 下 < VS 


彼 等 の と こ ころ へ 来 た る や 、 見 よ 、 彼 等 
は 之 を 喘 笑 し た る な り 。 


49. 耐 し て 、 我 等 が 彼 等 に 示せ る 如何 
な る 神 兆 も 、 そ れ に 先立つ 仲間 (の 
神 兆 ) よ り 偉 大 な り た る に 外 な ら ず 。 

され ば 我 等 は 、 懲罰 を 以 て 彼 等 を 捕え 
た り 、 恐 らく 彼 等 は 我 等 に 戻る や も し 
れ ぬ 。 

50. また 、 彼 等 は 云え り 、「 激 妖術 師 
よ 、“ 我 等 の た め に 液 の 主 に 、 そ の 約 
東 せ し も の を 祈願 せよ 。 我 等 は 必ず や 
導 び か れん 」。 

S1. され ば 、“ 我 等 が 彼 等 か ら 懲罰 を 
取り 除き た る や 、 見 よ 、 彼 等 は 契約 を 
破る な り 。 

52. 面 し て 、 フ ァ ラ オ は その 民 に 布告 
し て 、 云 えり 、「 我 が 民 よ 、 エ ジ プ ト 


603 る 
SS bg 


っ 3 A EE CE 
OORT 3 
ET AL II 


アレ ナル アン 
は に iE Bs 


a 


O03 
6 30 E28 U3 


921:26. D1 1:97; 14:6; 23:46: 40:24. 7:133. 7:136、 
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四 十 三間 


アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf (黄金 の 装飾 ) 


の 国 - 上 並び に 我 が 支配 の 許 に 流れ る 
これ 等 の 河川 は 、 挙 ば て 我 が 所 有 に 非 
ざる や ? され ば お 前 達 、 見 ざる や ? 


53. 事実 我 は 、 こ の 抵 劣 な 者 より は る 
か に 優る な り 。 両 し て 彼 は 明瞭 に 云い 
表す こと も 得 ず 。 
Ss4. され ば 何故 に 、 黄 金 の 腕 環 が 彼 に 
降 さ れ ざ り し か 、 或 い は ? 天使 た ち が 
隊列 を 組ん で 彼 と 共に 来 た ら ざり 
し か ?」。 
55. され ば 彼 は 己 が 民 を 軽視 し た れ 
ば 、 彼 等 は 彼 に 従い た り 。 げに 彼 等 は 
邪悪 な 民 な りき 。 
56. され ば 、 彼 等 が 我 等 を 怒ら し め た 
や 、? 我 等 は 彼 等 に 報復 し 、 彼 等 の 
すべ て を 湖 死 せしめ た り 。 
57. か く て 我 等 は 、 彼 等 を 過ぎ 去り し 
も の に し て 、 後 世 の 人 々 へ の 見 せしめ 
と な せり 。 
全て の 

s8. 面 し て 、 マ リア の 息子 が 喰 と し て 
挙げ られ る や 、 見 よ 、 液 の 民 は それ に 
対し て 喚 き た て る な り CR 

9. 面 し て 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 
神々 が 司る か それ と も 彼 な りや ?」。 
彼 等 が 汐 に 之 を 云う は 、 た だ 論争 に 
外 な ら ず 。 否 、 彼 等 は 論争 好き な 民 
な のり 1298 


1 る る や 1 


うる 8ylaA 3 の は 9、 つ の 3) 
上 


A 
OR 
EIC 


クン レン プン ラン ゴ ラ 


i 
eb CES 


DOI Yi YE 


2 43:26. 
2682 サッ ダ ( ヤ スッ ドウ ) と は 、 彼 は 或 る こと か ら そ の 人 を 妨げ る こと を 意味 し 、 サ ッ 
人 ダ ( ヤ スイ ッ ド ウ ) と は 、 彼 は 喚 き た こと を 意味 する (Aqrab より )。 
2 や メシア の 出現 と は 、 ユ ダ ヤ 民 族 が 屈辱 を 受け 、 永 遠 に 預言 者 の 身分 を 礁 われ る こ 
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ーー ド 五 飼 アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf (募金 の 装飾 ) 四 十 三 意 
60. 0. 彼 は た だ 合 に すぎ ず 。 我 等 は 彼 a 3 に RILEY FE 


ン 


皿 劉 を 授け 、 南 し て 役 を イス ラ エ RD 
NS RS ei Ok LN 
と な せり 。 


61. も し 我 等 欲し な ば 、 お 前 達 の うち 、 3 20 EC 335 
A ” の 
を 設け し 箸 な り 2684 ⑤0O52AS5 eI A 


62. げに 彼 は 、 (復活 の ) 時 間 の 象徴 な の を AU る 451 3 
り 2%95 され ば お 前 達 、 之 (つま り 復活 | 


aati i ィ ト と 。 45 レン 
の 時 間 ) に つい て 断じて 疑心 を 抱く な ⑨ っ うぶ うと し AA Ol 
か れ 。 耐 し て 我 に 従え 。 こ は 正しき 道 
な り 。 


63. 耐 し て 、 悪 魔 は 決し て お 前 達 を 妨 5 に の 4 ル し 拓 っ 3 もろ る 5Y5 
害する な か れ 。 げに 彼 ! よ 、。 お 前 達 の 公 


EA 
然 の 敵 な り 。 One or 
64. され ば 、 イ エス は 種々 の 明 証 を 携 1 る { Se es 2 
えて 来 た る や 、 彼 は 云え り 、「 我 は お 。 ソリ 時 間 
前 達 に 知恵 を 持ち 来る な り 。 ま た 我 、 SN GY 23SoJU SS 
お 前 達 が 異な る も の の いく つか を お 8G 


前 較 の た め に 解明 せん が た め に ( 来 た OOK 選 BO お IO 
る な り )。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー を 恨 れ 、 
我 に 従え 。 


と を 示す も の で あっ た 。 マ サル (Mathal) と は 、 他 に 匹敵 する 物 を 意味 し (6:39)、 当 節 は 
本 文 の 意味 の 他 、 次 の こと を 示し て いる と も いえ る 。 イ エス の よう な 人 物 が 、 彼 等 を 
鱗 ら せ 、 失 われ た 魂 の 恵み を 戻す た め に 役 等 の 中 か ら 起 こさ れる が 、 彼 等 は この 吉報 
を 喜ぶ どこ ろか 、 怒号 を 上 げ る の だ 。 当 人 節 は 、 こ の よう に イエ ス の 再来 を 語っ た も の 


2684 天使 は 人 間 の 手 本 と は な り 得 な か っ た の で 、 神 は 常に 、 神 の 御 意志 を 人 間 に 伝 え 
人 間 の 模範 と な る こと を 、 人 間 自 身 に 託さ れ た 。 

2685 [復活 の ) 時 間 」 と は モー ゼ の 時 代 の 終 未 を 表し 、 イ ン ナ フー (inna-hs) に お け 
る フー(ha) と いう 代名詞 は 、 イ エス ある い は 聖 ク ルアー ン を 指す 。 当 節 は 、 イ エス の 
後 イ スラ エル の 民 は 預言 者 の 身分 を 与え られ な いと 述べ て いる 。 又 、 聖 クル アー ン の 
時 が モー ゼ の 時 に 取っ て 変わ る こと を 示し て いる と も 言え る 
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四 十 三 章 アッ ズ フ ルフ ブフ Az-Zukhruf (黄金 の 装飾 ) 二 二 五 巻 


65. げに “アッ ラー こそ は 我 が 主 に し 13A "3322G 5 53336 う 10 


て 、 お 前 達 の 主 な り 。 され ば 、 彼 を 宗 


拝 せ よ 。 こ は 正しき 道 な り 」。 Oa bl 
66. 耐 し て 、” 彼 等 の うち の 諸派 が 異な 8 256 EN EG 
り た り 。 さ れ ば 、 不義 を な し た る 者 ど OE 
も に 、 育 まし い 日 の 走 着 の 宰 ぁ れ 。 O28 ec 


67. * 彼 等 は 、 復 活 の 時 が 、 彼 等 が 知 25914zLMYI < の の 2 と 
ら ぬ 間 に 和 突如 彼 等 に 到 る 以外 に 何 か 上 2 レク ン ュ 
を 待つ な りや 。 OO A I 
68. その 日 、 親友 で さえ 互 に 英 と な ら 34< a 25 YT 
ん 、“ 但し 時 散 者 達 は 別 な り 9%。 1 Bs 
Q SEIY 
上 項 

69.「 わ が 僕たち よ 、 こ の 日 お 前 達 に 331 YF は 外泊 YA 
は 、“ 何 の 府 れ も な く 、 ま た お 前 達 が 2 
悲し むこ と も な か らん 。 00 が つっ 


イン 


70. 我 等 の 神 兆 を 信じ 、 服従 帰依 し た の OR 

る 者 た ち 二 

71. 7 お 前 達 並び に お 前 達 の 伴 信 も 楽 っ 宅 る 3 3 31 32 記 31 

園 に 入れ 、 お 前 達 は 歓喜 され る な り 」。 DG 
II 
2. 黄金 の * 鉢 や 杯 CN a OE la ele US 

面 し て その ( 楽 岡 の 中 に は 、 そ ES 

i ETS OS 

すべ て ある べし 。 され ば お 前 達 、 そ こ 89 53 は Ca 2 

g EY 
に て 永久 に 住ま ん 。 63 は ks 3 


63:52: 19:37. 119:38. “10:51; 12:108: 22:36: 47:19. 92:236. 610:63: 39:62. 130:16. 836:19: 76:16. 


2686 苦境 に お いて 友情 は 忘れ 去ら れる 。 友 は 互い を 見 放し 、 敵 に 回 る こと さえ ある 。 
聖 ク タル アー ン は 他 の 箇所 で 、 罪 人 が その 悪 業 の 結末 を 突き 付け られ た と き の 状 況 を 鮮 
や か に 描い て いる (70:11-13: 80:35-38)。 
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アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf (黄金 の 装飾) 四 十 三 章 
73.「 さ れ ば 、* こ れ は お 前 達 が な し た じ 。 eR 衝 A 


る こと が か が 故に 、 お 前 達 に 継が し め た る 
楽園 な り 。 

74. ら そ の 中 に は 、 お 前 達 の た め に 果 
物 が 豊富 に あり て 、 お 前 達 は その 中 か 
ら 食 せん 」。 


75. げに 罪人 ども は 、 地 獄 の 責 苦 の 
中 に 長い 間 住 む な り 。 


76.“ そ れ ( つ まり 懲罰 ) は 彼 等 の た め 

に 軽減 され ず 、 さ れ ば 彼 等 は その 中 で 
総 望 せ ん 。 

77. され ば 、 我 等 が 彼 等 に 不義 を な し 
た る に 非 ず 、 然るに 、 彼 等 自身 が 不義 
者 な りき 。 

78. 耐 し て 彼 等 は 叫ば ん 、「 看 守 よ ! 
2 液 の 主 が 我 等 を 死な せん こと を 」。 
彼 は 云わ ん 、「 げ に お 前 達 こ こ に 留 ま 
る 者 な り 」。 

79. げに こ 我 等 は お 前 達 に 真理 を も た 
ら せ り 。 然るに 、 お 前 達 の 多く は 真理 
を 忌避 し た る な り 。 


80. 役 等 は 物事 を な す 決 定 を し た る 
や ? さ れ ば 、 我 等 も 何 か を な す 決 定 を 
する な り 。 
81. 彼 等 は 、 
密談 を 聴か ず 、 と 考え る や ? 否 、 


我 等 が 彼 等 の 秘密 や その 
“ 我 


SA 


or nt っ る る て 


ラー ンー 2 タス AY 


8 の し 2 だ 3 2 9 っ と と 


ERE bd CAE bs 


I agi ES 
ORSA LN 

A ! る 2 4331 
くま At た つも まい 
る or U 


7:44: 19:64. B55:53; 77:43. 20.75. の:87: 40:30-51. 30:19: 82:11-12. 


で 。 マー リク (Malik) と は 、 マ スタ ー を 意味 し 、 一 般 に は 地獄 の 係り の 天使 で ある と 考 


えら れ て いる 。 


1310 


四 十 三間 


アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf ( 草 金 の 装飾 ) 二 十 五 伏 


i 
る な り 。 


82、 云え 、「 も し 慈 乾 深い 御方 に 息子 
あり し な ば 、 我 は 崇拝 者 の 時 と な り 
し 乏 な り | 2888 . 


83. 聖なる か な 諸 天 と 大 地 の 主 、 玉座 
の 主 、 彼 等 が 主張 する も の より 上 に 。 


84. "され ば 、 彼 等 が 約束 され た る そ 
の 日 に 直面 する まで 、 彼 等 を その 無益 
な 談 論 と 遊戯 に ふけ る まま に 放任 し 
て 置け 。 

85. 2 面 し て 、 彼 こそ は 天 に まし ます 
神 に し て 、 ま た 地 に まし ます 神 な り 。 
面 し て 、 彼 は 賢 折 に し て 、 す べ て を 
知 条 し 給 う 。 

86. され ば 、 諸 天 と 大 地 並 びに その 間 
に ある も の の 王権 が 帰属 する 役 こそ 
祝福 の 主 な り 。 面 し て 、 定 め の 時 の 
知識 は 彼 の 御 許 に あ り 、 ま た 役 に こ そ 
お 前 達 は 帰 さ れる な り 。 


> 400535 2 ふ の め いう 

0 ES 
イン ンー イン きき イン っ る ニル ンー > 3 
OG RN OE OS 


に 


2 


6 pe ン 


タデ と 】 ン # グ ント 
OL LS R35 知 
RE A HESS 
TE 
5 3 


4 1 


OO nr 


923:55: 52:46; 70:43. b6:4. 


8 グー ビ ド と いう 語 は 、「 彼 は 崇拝 し た 」 2 0 AE 


能動 分 
が っ た : 


} 詞 で ある 。 そ し て また 、 
彼 は 軽 蔵 し た 」 と いう 問 


「 彼 は 怒っ た ’ 
計 味 を 持つ ア 沈ま 1 ょ より)。 


は 次 の よう 解 所 され る 。 (D も し 導き 神 泊 持 た れ た の な ら 、 私 が 初め に 


彼 ( 神 の 子 ) を 上 罰 め た で あろ う 。 私 は 神 の 最も 忠実 な る 僕 で あり 、 
務 を 怠る こと は な い 。(2②) も し 慈 甘 深 ぎ 神 が 御子 を お 持ち に な れ た と 


その 地位 に ふさ わし い 。 私 は 誰 よ り も 神 を 


(③ 慈 臣 深 き 神 は 確か に 御子 を お 持ち で な く (イン と いう 語 


彼 ( 神 の 子 ) に 対し 義 

する な ら 、 私 こそ 、 
を 崇め 、 神 に te し て 来 た の で ある か ら 。 
否定 の 意味 )、 私 が 時 


な っ て この 事実 を 証 斉 する 。 アー ビデ ィ ー ン と いう 主 0 ヒデ ィ ー ン 即ち 、 
言 する 者 を 示す 。 ( ゎ 慈 悲 深き RA 


いう 主張 を 私 が 帆 と な っ て 軽 散 的 に せ 


禁 定 する 。 
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二 十 五 次 アッ ズ フ ルフ Az-Zukhruf (募金 の 装飾 ) 四 十 三 童 


87. 面 し て 、? 彼 を 差し 置い て 彼 等 が 6 38208 て 』 0 に 5Y5 
祈る も の は 、 執 り 成 し する 権力 を 有 せ  ,, し 2 2 < 
ず 。 但 し 真理 を 実証 する 者 は 別 な りつ る 3、 お A 


2。 され ば 彼 等 は 知識 を 有 す 。 る CER 
88. され ば 、? も し 次 彼 等 に 「 お 前 達 を 20132 EES 
創り 給 うた 者 は 誰か ? 」 と 問わ ば 、 彼 人 
等 は 必ず 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 @688365 
され ば 、 彼 等 が 何処 に 背 き 去ら し め ら 

れる や ? 


89. 耐 し て 、 そ の か く 云 うこ と を 想う 8 釣 多 0 の 85 
え )、「 我 が 主 よ 、 げ に “これ 等 の 人 々 
は 信 ぜ ざる 民 な り 」 と 2.。 

90. され ば 、 汐 は 彼 等 を 寛容 に 見 逃 Cs と に 8 3 っ で < 265 
せ 、 耐 し て 云え 、「 平 安 あ れ 」 と 。 ささ 2 
れ ば 彼 等 は や が て 知る な り %991。 『 OH 


919:88. か 29:62: 31:26: 39:39. C84:21. 


0 民 a 2 


I 
全土 に 広まり 平和 が も た ら さ れる で あろ う 、 と 彼 は 励ま され て いる 。 その 時 が 来 た れ 
ば 、 彼 は 敵 を 許す べき で ある 。 
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四 十 四 草 
アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan( 煙 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 、 題 名 と 背景 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス 並 びに イブ ン ・ ズ バイ ー ル も 含め て 、 す べ て の 権威 
者 た ち は 、 当 章 は メッ カ 時 代 の 中 頃 の 啓示 で ある と 同意 し て いる 。 ノ ル デ ケ 
は 使徒 に 拝命 され た 六 年 目 か 七 年 目 の 啓 示 と みて いる 。 前 章 の 終わ り の 節 に 
於 いて 、 聖 預 言 者 の 切り 像 か れる よう な 苦し い 心 の 苦 賠 を 感傷 的 に 言及 し た 。 
つま り 、 聖 預言 者 の 最上 な 努力 に も か か わら ず 、 彼 の お 告げ は 自分 の 民 に 十 
分 な 反応 を 喚起 させ る こと は 出来 な か っ た 。 こ の 苦悩 の 嘆願 に 応え て 、 聖 問 
言 者 は 彼 等 の 過失 を 見 逃し 、 彼 等 の た め に 神 に 慈悲 を 折る こと を 告げ られ た 。 
この よう に 、 彼 の 祈り は 神 の 慈悲 を 引き 和 審 せ 、 そ れ で 彼 等 は 自分 の 過ち を 悟 
り 、 聖 預言 者 に 耳 を 貸す よう に な る で ある ろう 。 当 章 は 、 人 生 の 事実 と 真理 を 
二分 に 説明 する と ころ の 聖 ク ルアー ン が 精神 的 に 暗黒 な 時 代 に 、 人 類 を 罪 か 
当 音 は ハー ミー ム グ 
ルー プ の 第 五 番目 で ある 。 当 章 は 、 異 な っ た 形式 と 文脈 で ある が 、 前 章 と 同 
様 に 聖 ク ルアー ン 啓 示 の 主題 で 開 扉 する 。 如 何 な る と きも 、 購 闇 が 地表 を お 
お い 隠 し 、 人 間 性 を 急襲 し 耶 悪 の 泥沼 に 突っ 込ま され る と 、 世 界 を 改善 し 復 


NM 


の よう な 疾 廃 の 時 代 に 出現 し た 。 そ し て 最も 激烈 で 圧倒 的 な 暗黒 の 現在 に 、 
人 類 の 道徳 的 最上 の 必要 に 応じ て 、 神 に 最も 偉大 な る 使徒 を お こし 、 そ の 人 彼 
に 最終 で 完全 な る 律 法 、 つ まり 、 聖 クル アー ン を 与え た 。 聖 預言 者 の 到来 は 
新奇 で 異常 な こと で は な い 。 神 の 使徒 は その 前 に も 時 満ち て 出現 し た の で あ 
る 。 そ れ 等 使徒 の 中 で 一 番 著 名 な の が モー ゼ で ある 。 ま た 当 草 は 、 フ ァ ラ オ 
と その 人 民 に 襲い か か っ た 恐ろし い 運 命 を 非 惨 に 描写 し て いる 。 彼 等 は 不 面 
目 な 破滅 に 陥っ た 。 そ し て 神 は 、 特 別 な 愛 願 を 授与 する た め に イス ラ エ ル 人 
を 選ん だ 。 この よう に 神 は 人 々 に 人 生 の 形質 転換 を 成し遂げ る 。 更に 当 章 は 、 
人 生 に は 偉大 な る 使命 が ある と いう こと を 述べ て いる 。 こ の 偉大 な る 使命 を 
履行 する た め に 、 神 は この 世に 使徒 を 起こ す の で ある 。 当 章 は 、 イ スラ ム の 
原理 と 理想 を 、 明 確 に 説得 力 の ある 方 法 で 教え られ た と いう 叙述 で 終わ る 。 
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同軸 
アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan( 煙 ) 
節 数 60、 メッ カ 啓 ET 示 


衣 に っ = 2 0 d 2 
上 々 閑 悲 深く 、 恵み 過 員 く ア ッ ラ ー の OE 
御名 に お いて 。 - 
by 。 ニー /、2691A A 
2。 人 1 4 ム o 詳 (OFC 
3. この 明快 な 経典 に 才 て 。 0 OASIS 


A 


4. げに ・ 我 等 は 祝福 され た る 夜 2 ET 2 0 で 3 る 41 | 
に 之 を 降 し た り 。 げに 我 等 は 必ず や 警 


告 す る も の な りき 。 RI 
5. 4 その ( 夜 の ) 中 に 於 いて 、 す べ て の ら 6 < Er 


英知 な る 物事 が 決定 され る ?993、 
特 が 件 計 よ り の 命令 と し て 。 げ Os 
に 我 等 こそ 、 使 者 を 違わ す な り 、 


7. 流 の より の 慈悲 と し て 。 げ に 彼 30 28 5 そう 3、 り 23 う 
は 全 聴 者 、 全 知 者 な り 、 oe 
OF 


bl. 640:2. 697:2. 197:5, 


29914 注 2592 及び 注 2643 を 参照 。 


92 了 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で 、 そ れ は 「 定 め の 夜 」 と 呼ば れ て いる (97:2)。 聖 預言 
者 の 確か な 伝承 に よれ ば 、「 定 め の 夜 」 は 通例 ラマ ダー ン の 最後 の 十 夜 に 当たる (2:186)。 
聖 ク ルアー ン は ラマ ダー ン の 第 二 十 四 夜 に 、 そ の 存在 を 現し 始め た (Musnad と Jarr 
より )。 神聖 な 夜 、 又は “定め の 夜 " は 、 精神 の 暗闇 が 全 地 球 上 を 包み 隠し て いた 時 、 神 
の 預言 者 が それ を 改善 する た め に 、 そし て 墜落 し た 人 間 性 を 改革 させ る た め 立 て られ 
る 時 代 に お ける 聖 ク ルアー ン 的 な 隠 険 で ある 。 人 類 に 最高 の 教師 と 最終 的 で 最も 完全 
な る 聖典 を 与え た 夜 は 、 実 際 に 「 定 め の 夜 」 で あっ た 。 こ の 夜 は 、 聖 クル アー ン の 刻 
示 が 続け られ た 全 期 間 で ある と も 思わ れる 。 

2993 定 め の 夜 、 つ まり 偉大 な 神 の 使者 到来 の 時 は 人 類 の 未来 が 定まる 新た な 時 代 、 新 
た な 秩序 を 予告 する 。 聖 ク ルアー ン が 啓示 され た 時 と は 、 そ の 後 の 人 類 の 運命 の 基礎 
が 築 か れ た 時 で あり 、 人 頼 に と り 最高 の 定め の 夜 と な っ た 。 
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8. 2( つ まり ) 諸 天 と 大 地 並 びに その 間 まじ を と し 3 し み 付 5 上 交 ら う 
の 万 物 の 主 よ りな り 、 も し お 前 達 堅く - 0 
信ずる な ら ば 。 OS っ で ) 


% 彼 の 外 に 神 な し 。 ? 彼 は 生か し め 、 っ: 用 3 う E23 RN AY 
曰 つ 死 な し め 給 う 。 お 前 達 の 主 に し て 、 
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いにしえ 2 wo 4 ンー 
上 且つ お 前 達 の 古 の 父祖 の 主 な り 。 OO IY ED 


に 
Ss 
とう 


な り 。 
11. され ば 、 大 空 が 顕 然 た る 煙 を も た は 3 っ 現 人 、 玉 人 際 ご お 


ら す その 日 を 待て ? ぐ 9*。 》 。 る 

OO 
12. そ は 人 々 を 履い 包ま ん 。 こ は 痛ま on EP 
し い 貢 苦 な り 。 


13. ド 我 等 の 主 よ 、 こ の 責 昔 を 我 等 か 6 RRO 
ら 取 り 除き 給え 。 け に 我 等 は 信者 な り 」。 ' 
14. 今さら 役 等 の た め に 訓 戒 や 如何 メイン 33 < 、 の すず 知 | フイ 、 

0 A IS JI スム の り | 
に ? 明白 な 証 の 使徒 が 彼 等 に 来 た り へ 
た る の に 。 Oe 
5 誰 る に 、 彼 等 は 彼 か ら 痛 き 去 り て ¢ (OMP と 中 の 8.5 ん と 193 a 
云え り 、「4 入 れ 知 恵 さ れ た る 狂人 な 
2 


919:66: 37:6: 44:8. 10:37: 57.3、7:135: 43:31. 937:37: 68:52. 


994 この 言及 は 、 メ ッ カ に 襲い か か っ た 館 で ある と 思わ れる 。 そ れ は 数 年 も 続き 、 
その 時 不信 者 達 の 偉大 な る 指導 者 アブ ー・ ス フ ヤ ー ン が 、 弄 預言 者 の 許 に 来 て 、 そ の 
葉 ろ し い 天 災 か ら 救 出す る こと を 請 い 求め た 。 この 人 役 鯉 は 、 メ ッ カ の 市 民 が 獣 の 皮 や 
骨 、 死 体 ま で も 食べ た ほど 茶 酷 な も ちの で あっ た そう だ ( ブ ハ ー リ ー、 ア ル ・ イ ステ ィ 
スカ ー 章 より )。 餅 人 録 は 、 ド ゥ ハー ン (Dukhamn、 煙 ) と 言う 語 に よっ て 描写 され て いる 。 
可 胡 な ら 、 人 錠 健 は 、 人 々 が 自分 送 の 眼 の 前 に 一 種 の 煙 が 上 区 か っ て いる よう に 感じ た 程 
猛烈 な も の で あっ た か ら だ と いう 言い 伝え が ある 。 又 は 、 ド ッ ゥ ハー ン (Dukhan) は ほこ 
りや ちり を も 示す 如く (Lane より )、 メ ッ カ で は 長い 間 降 雨 が な か っ た の で 、 大 気 の 情 
況 が ほこ り ま みれ に な っ て いた か ら で あ る 。 当 節 は 村々 や 町 々 が 焼 か れ 、 破 片 と 砕 か 
れ 、 そ れ 等 の 廃虚 か ら 煙 が 立ち 上 が り 、 全 周囲 は 煙 と ほこ り ま みれ で あっ た 。 先立つ 
つの 世界 大 戦 に 留意 され る と も 採れ る 。 
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ご 所 疹 


アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan ( 煙 ) 


由 十 四 間 


16. “げに 我 等 は 懲罰 を 暫し の 間取り 
除く (な れ ど )、 お 前 達 は 必ず や 逆戻り 
せん 2995。 


17. 我 等 が (お 前 達 を ) 猫 烈 に 掴み 取 
る その 日 ??%、 我 等 は 確か に 報復 する 
な り 。 


18. 我 等 は 彼 等 以前 に 、 フ ァ ラ オ の 民 
を 試み た り 。 され ば 、 貫い 使徒 が 彼 等 
に 来 た る な り 。 


我 に 引き 渡せ 。 げに 我 は お 前 達 へ の 中 
実 な る 使徒 な り 。 


20. 面 し て 、 ア ッ ラ ー に 対し て 反逆 す 
る な か れ 。 げに 我 は 明白 な る 権能 を 授 
か り て お 前 達 に 来 た れ り 。 


21.? 面 し て 我 は 、 お 前 達 が 我 を 石打 
ち に する こと か ら 我 が 主 に し て お 前 
達 の 主 の 加護 を 求め る な り 。 


22. 面 し て 、 お 前 達 も し 我 を 信 ぜ ず 
ば 、 我 を 独り に させ よ 」。 

23. され ば 彼 は 己 が 主 に 祈り た り 、 
「 こ の 者 ども は 実に 罪深い 民 な り 」 
と 。 


イン ィ 。 ブン 18 
>=} WS lia 43 3| 


る と と 】 す ン 
E oAE 
a 2 < < Pr 2 ンー プラン 
EA lr 
DOR 


3 F385 2 5 85 
¥ 


イラ て ト まさ 」 ン | ン イイ ダイ タイ 
3 で) le 31 88) 
¥ Fs < ィ R > ン 

oa 

> 性 29 を は 』 ィ ン 2 イ 。 る 四 5 イム 
っ SG EASY DB 
> る 1 イー 

の の る 50 
OI 5 あつ の で つい と こう ) 5 
= 5 る 

OV rr 

内 っ 2 ン 

OO Xe は 1 っ の の いつ) 5 

PL で そ ぞ ブイ で ィ TE ~~ ~~ 
ララ を $e WD 4 に 3s 


E RE 


7:136: 43:51. 240:28. 


2 信頼 出来 る 伝承 に よれ ば 、 聖 預言 者 が 祈り 、 こ の 餅 伴 は 終っ た 。 し か し クラ イシ 


2696「 猛 烈 に 掴み 取る 」 と は 、 バ ドル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 又は メッ カ の 


陥落 を 指す の で あろ う 。 
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うち 


24. され ば 溢 、 夜 の 中 1 i eb A 
れ て 去れ 。 "げに 、 お 前 達 は 追跡 せら 


る べし 。 
25. 証し て 海 を 、 そ の 穏やか な 状態 の る 入る る 3 158 う 2 | 3 
うち に 過ぎ 去れ 97。 げに 彼 等 は 演 死 の 
せしめ られ る 軍勢 な り 。 OP 
26. 如何 に 多く の 果樹 岡 や 泉 を 彼 等 DRE I いい 3 
が (後に ) 道 し た る こと か ! - 

27. また 、 畑 や 貴 い 場所 を も ! CEES 
28. また 、 彼 等 が その 中 で 歓喜 する 安 DS ES 
楽 を も ! 


29. か く の 如く な り た り 。 < 面 し て 我 ER 
等 は 、 他 の 民 を し て これ 等 を 継が し ‘ 

め た り 。 a 

30. され ば 、 天 も 地 も 彼 等 の た め に 嘩 。、 っ ろう Y15 2 に ge こし 3 
き 悲し まず 、 また 、 彼 等 は 猫 予 も 与え ょ 人 

られ ざり き 2698 0 GA 3 ビビ 5 


3 ? 耐 し て 、 我 等 は イス ラ エ ル の チー て で 8S 3 3 
ら を 恥辱 た らし め る 足 苦 より 救い 6 > | ワッ 
た り 、 Og ll 


a10:91; 20:79: 26:61. P26:59, C7:138; 26:60; 28:7. 92:50: 14:7; 20:81. 


97 ラフ ヴ (Rahw) と は 、 ラ ハー に 起源 を 有する 。 ラ ハー・ バ イナ ・ リ ジュ ライ ヒ 、 と 
いう 表現 が ある 。 即 ち 、 彼 は その 両脚 を 引き 離し 、 そ の 間 に 空 間 を 作っ た 。 ラ ハー・ 
アル ・ バ フル と 言う の は 、 海 は 穏やか で 静か に な っ た 、 を 意味 する 。 ラ フ ヴ は 、 水 溜り 
の 不動 で 穏やか な 場所 : 高原 で 平坦 な 地域 を 意 K 味 する (Lane より )。 モー ゼ と イス ラ エル の 
民 が 紅海 の 北端 に 着い た 時 、 潮 が 引き 始め た 。 水 が 後退 し て 、 徐 々 に 砂地 が 現れ 、 海 の 
中 に 窪 了 が で きた 。 そ の 時 イス ラ エ ル 人 は 渡っ た 。20:78 も 参照 の こと 。 

2998 彼 等 は 、 涙 を 流さ れる こと も 敬意 を 表 さ れる こと も 、 そ し て 人 誉め られ る こと も な 
く 、 屈 辱 の 中 で 滅び た 。 令 慢 に も 自ら を 神 と 呼ん だ 不幸 な 王 は 、「 イ スラ エル の 子孫 
が 信じ る 神 以外 に この 世に 神 は 無い と 私 は 信じ る 」 この よう な 注目 すべ き 言 葉 を 残し 、 
海 の 中 へ 入っ て 行っ た (10:91)。 
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二 十 五 会 アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan ( 煙 ) 四 十 四 章 


32. ファ ラオ より (課せ られ た る ) な UE OU 51 < つの 半 光 こつ 2 
り 。 げに 彼 は 、 短 を 超え る 者 た ちの 中 


信 慢 な りき 。 OA OS 
33. 耐 し て 、 我 等 は 或 る 知識 が 故に 、 よる pe 、) ち そく お 入り 3 


彼 等 を 森 羅 万 象 の 上 に 優 ら し め た り 


の < 
2699 Asusl| 
アコ 


34. 耐 し て 、 我 等 は 彼 等 に 、 その 中 に 3 HAO AS1 3 


明 自 な る 試練 が 在 る 数 々 の 神 兆 を 与 
えた り 。 
35. げに 、 こ の 者 ども は 必ず 云わ ん 、 O05 N98) 


36. 9「 我 等 の この 最初 の 死 以外 に 死 る 3 ビビ dC お SY) 
は な し 。 曽 し て 、 我 々 は 復活 され ざ 


る な り 。 @o シ る る 
の 父祖 を 連れ 戻し て みせ よ 」。 2 みっ CO SD 


38. 彼 等 が 優 り た る な りや 、 そ れ と も ママ ぁ 331 8 


ドウ ウパ バウ の 記 W 作 等 以前 の 者 An 2 
ども な りや ? 我 等 は 彼 等 を 滅 ぼ せ り 。 Ip5 っ で) ss) の りう 
げに 役 等 は 罪 深 き 者 ども な りき 。 OR 3 


S 


39. ? 宙 し て 我 等 は 諸 天 と 大 地 並び に 、 3?、 つ 23YI2 ACE ヒビ 3 
その 間 に あ る も の を 戯 に 創造 し た 
96:30: 23:38: 37:60: 43:23. 1:17: 38:28。 


2 神 は その ご 計画 に お いて 、 神 の 使命 を 果たす に は 当時 の イス ラ エ ル 人 が 最も ふさ 
わし いと お 気付 き に な り 、 彼 等 を 選ば れ た 。 ア ラー・ イ ルミ ン と いう 表現 は また 、 彼 
等 の 特別 な 事情 に お いて を も 意味 する と 思わ れる 。 

2709 トゥ ッ パ バウ と は 、 イエ メン の ヒム ヤル 王 達 の 称号 で ある 。 イエ メン の 王 達 は 、 ヒ 
ム ヤ ル 、 ハ ダ ラ マ ウト と サバ ア を 支配 し た 時 か ら こ の 称号 に よっ て 知ら れ て いる 。 普 
の 碑文 か ら 、 ト ウゥ ウッ パウ は 、 紀元 270 年 一 紀元 325 年 迄 、 こ れ 等 の 領域 を 支配 し て い 
た よう で ある 。 歴史 的 証拠 が その 栄華 と その 独裁 制 を 伝え て いる 。 彼 等 は その 支配 を 
全 ア ラビ ア に 、 そ し て 東 ア フリ カ に さえ も 及ぼ し た と 思わ れる (イス ラム 教 百科 事典 
より )。 当 節 で 特に 言及 され た この トゥ ッ パ バウ は 、 神 の 預言 者 に 言及 する こと を 留意 
させ て いる 。 聖 クル アー ン は この 見 解 を 支持 し て いる よう で ある (30:13)。 
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四 十 四 章 アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan ( 煙 ) ニ 十 五 浴 
ー ゴト ンド 2701 ンタ レン For 
A RALLY 


40. 我 等 は 真理 を 以 て それ ら を 創造 っ る 2S し YEE 
し た る に 外 な ら ず 。 然るに 、 彼 等 の 多 - 2 ke 
く は 知ら ざる な り 。 9⑥9%5Y 
41. げに 判決 の 日 こそ 2、 彼 等 の す の Ea 30536 
べ て に 定め られ た る 期限 な り 。 


42. “その 日 、 友 は その 友 の た め に 少し 。y5 区 
も 役立た ず 、 ま た 彼 等 は 助け られ ざる 


べし 、 OU 5 oa ムペ 

43. 但し 、 ア ッ ラ ー が 慈悲 を 重 れ 給 う 30 入 5 仏 ) <> う し 2 

本 り 。 げに 彼 こ そ は 威力 に し + 2 
、 慈 悲 者 な り 。 9 っ な 

三 項 
44. げに ? ザ ッ ク ー ム の 木 こ そ 、 UE 
45. 罪人 ども の 食物 な り 。 還 SI と 
Et 2 

46. ( そ は ) 溶 銅 の 如く 腹の中 で “沸騰 @c I RE 

する な り 、 い 

47. 愉 も 熱湯 の 考え た ぎる が 如 し 。 @ sssJ JS 


48. 修 を 捕え Ce OS RE 
92:124: 70:11; 80:35-37. 837:63: 56:53. 22:21. 

2 人生 に は 妥協 の な い 目 的 と 大 いな る 使命 が ある 。 人 間 の 優秀 な 能力 と 天性 の 才能 

は 、 人生 が 見 せ か け で は な く 厳 講 な も の で ある こと を 示し て いる 。 天地 創造 が 我々 に 

強く 注意 を 惹き つけ る の は 、 こ の 偉大 な 原理 の 故 で ある 。 

7 未知 の 秘密 が 全て 明る み に 出 され 、 人 の 行為 に 最終 的 判定 の 下さ れる 最後 の 裁き 

の 日 以外 に も 、 こ の 世に お いて 全て の 預言 者 の 時 代 に は 、 真 実 が 勝利 を 収め 、 偽り が 

滅び る 裁決 の 日 が ある 。 
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ーT 抽 容 


アッ ドゥ ハー ン Ad-Daukhan ( 煙 ) 


由 十 四 間 


49. 次 いで 、 
上 に 浴 せ よ 。 


2 熱湯 の 南 苦 を 彼 の 頭 の 


50. 味わえ ! げに 液 は 威力 に し て 、 高 
貴 な 者 (と 考え た る 者 ) な りき ?7@。 


51. げに これ こそ お 前 達 が 疑い た り 
し も の な り 。 

52. げに "長英 者 達 は 、 安 全 な 場所 に 
在 らん 、 


S3. “楽園 と 泉 の 間 で 、 


54. 4 彼 等 は 、 絹 や 外 の 衣 を まとい 、 
互 に 相 向 い 合 っ て 座 す る な り 。 


55. か く の 如 く な る べし 。 面 し て “ 我 
等 は 彼 等 を し て 大 きい 障 の 乙女 等 と 
配偶 た らし めん 。 

56. 彼 等 は その 中 で 平安 に 、 げ 各種 の 果 
物 を 求め る な り 。 

57. その 中 で 彼 等 は 、 最 初 の 死 以 外 
は 、 如 何 な る 死 も 味わう こと な か る ベ 
し 7 。 き 面 し て 彼 は 、 地 獄 の 責 苦 

り 役 等 を 救 わ ん 、 

S8. こ は 光 の 主 よ り の 恩 鈴 な 
4 これ こそ 至 大 な る 成就 な り 。 


り 005 


タ 
ン 


は そり 2 とじ ご すり ろう う 
2 
⑨⑩ ょ こっ J) 


OIA 邊 間 
OI GN 3 SA ぬら ) 


ン 
人 名 


3 うー デア グン 5 スン ラ 
DO A GE 


OE Gos 
I こっ IS 88 お つ ざ 


A 


の SS32 00835. り 


ン タグ 


う 59| 8 2 る EL Et 


Ob 


22:20: 55:45. P30:16; 32:18. C68:35; 78:32. 18:32; 76:22, 755.71。 73; 56:23.155:53; 56:21. 852:28. 437:61. 


2703 この 言葉 は 反語 法 を 用 いて 述べ られ て いる 。 


2704 来世 に お ける 生 は 永遠 で 、 絶え ず 前 進 し 、 無 


し て いる 
A 


為 な も の で は な いこ と を 当 節 は 明示 
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四 十 四 章 アッ ドゥ ハー ン Ad-Dukhan ( 煙 ) 二 二 五 巻 


59. < され ば 我 等 は 確か に 之 ( ク ルアー 3 る 6 
ン ) を 泊 の 舌 に 流 幅 に 乗せ し め た り 、 a ン 
彼 等 が 忠告 に 従わ ん が た め に 。 On さっ 
な 人 人 な ei こ ンー ラー っ で っ 8 っ ks 
60. され は 溢 待 て 、 彼 等 も 確か に 待つ & er 
1 の この 
な り 。 


19.98: S4:18. 
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四 十 所 章 

アル ・ ジ ャ ー ス ィ ヤ Al-Jathiyah( 膝 つき 倒れ る 民 ) 

メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 、 題 名 と 背景 

ハー ミー ム グ ル ー プ の 他 の 章 と 同様 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た 。 然 し 
な が ら 、 そ の 日 時 の 確証 は な いけ れ ど も 、 ノ ル デ ケ は 第 41 章 の 直後 の 啓示 だ 
と し て いる 。 当 章 は 、 折 よく 雨 が 死 せ る 大 地 に 新しい 生命 を も た ら す よう に 、 
人 間 が 道徳 的 に 堕落 する と 、 預言 者 が 呼び 出さ れる と いう 叙述 で 開 扉 され る 。 
人 間 ど も が 堕落 し た の で 、 神 は 彼 等 を 改革 する た め に 玉 預 言 者 ムハンマド を 
呼び 出し た の で ある 。 

前 述 の 五 つ の 章 と 同じ よう に 、 当 章 も その 主要 な 論旨 、 つ まり 、 聖 クル 
アー ン の 啓示 と 神 の 独 一 性 の 主題 で 始ま る 。 そ し て 、 人 間 及 び 、 地 上 の すべ 
て の 動物 や 植物 の 生命 は 雲 か ら 折 り よ く 雨 が 降り 来る きっ か け と な り 、 死 せ 
る 大 地 を 吾 ら せる こと を 例証 と し て 挙げ て いる 。 森 比 万 障 の 藻 く べき 創造 並 
びに 、 そ の 完全 且つ 完成 され た 意匠 と 理 法 は 、 こ の すべ て の 背後 に 的 確 で 全 
能 な 神 の 存在 が ある と いう こと を 、 例 証 と し て いる 。 そ し て 、 人 間 の 地上 で 
の 短く て は か な い 命 の た め に 、 そ の よう な 驚く べき ほど の 準備 を し た 牛 明 深 
き 神 は 、 ど うし て その 永遠 の 命 の た め に 同じ よう な 準備 を 臣 っ た の で あろ う 
か ? と 当 童 は 更に 不信 者 た ち を 考え る よう に と 誘っ て いる 。 人 間 の 精神 的 な 
栄養 の た め に 出来 た この 準備 は 、 人 生 の 偉大 な る 目的 の 達成 に 導く 預言 者 へ 

の 啓示 に よっ て な され て いる 。 そ し て また 、 神 は 人 間 の 道徳 的 、 及 び 精 神 的 
改革 の た め に な さっ た 準備 を 勝手 に いじ る こと を 許さ な いか ら 、 偽 造 者 を 成 
功 さ せな いと 当 章 は 語っ て いる 。 遅かれ 早かれ 詳 欺 師 は 矢 敗 する 。 然 し な が 
ら 聖 預言 者 の 伝道 は 不変 の 進歩 を みせ る 。 こ れ は 彼 が 騙り で は な く 、 正 し い 
預言 者 で ある 事実 の 否定 し が た い 証 拠 で ある 。 ま た 当 章 は 、 聖 預言 者 の 主張 
を 実 十 する も う 一 つの 証明 を 与え る 。 す な わ ち 、 すべ て の 自然 力 は 、 役 の 目 
的 の 助成 と 支持 の た め に 働い て いる 。 従っ て 、 そ の 成功 は 保証 され て いる 。 
次 に モー ゼ の 法律 に 簡潔 に 斉 及 され て いて 、 ト ー ラ ー が 人 間 の 精神 的 必要 を 
満た すこ と が 出来 な か っ た か ら 。 聖 クル アー ン が 啓示 され た の だ と 述べ て い 
る 。 ま た それ は 、 イ スラ エル 人 の 兄弟 の 中 か ら 、 一 人 の 預言 者 の 到来 に つい 
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アル ・ ジ ャ ー ス ィ ヤ Al-Jathiyah( 膝 つき 倒れ る 民 ) 


て 、 そ の トー ラー で 述べ られ た 預言 を 履行 する ( 申 命 記 、18:18)。 そ し て 当 章 
は 更に 、 神 は 人 間 を 素晴らし く て 立派 な 目標 を 達する た め に 創造 し た の で あ 
る と 不信 者 た ち に 教え て いる 。 そ の 結果 、 来 世に 於 いて 、 永 久 に 続く 真実 の 
良い 人 生 が 役 を 待つ の で ある 。 人間 創 造 の 正当 な 理由 を 認め させ る 方 法 は こ 
れ だ け で ある 。 当 章 は 、 和 審判 の 日 に つい て 簡潔 な 、 し か し 、 非 常に 効果 的 な 
描写 で 終わ る が 、 そ の 日 が 到来 する 前 に 、 不 信者 た ち は ま さ に この 現世 に 於 
いて も 、 何 故 彼 等 は 神 の 使徒 た ち に 不服 従 し 、 反 抗 し た の か と 釈明 を し な け 
れ ば な ら な いで あろ う 。 彼 等 は 、 も し 後悔 し な か っ た な ら 、 そ し て 彼 等 の 生 
きか た を 改め な けれ ば 、 彼 等 は 失敗 と 挫折 の 人 生 を 運命 付け られ る で あろ う 
と 戒め られ る 。 
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アル ・ ジ ャ ー ス ィ ヤ Al-Jathiyah( 膝 つき 倒れ る 民 ) 
節 数 38、 メ ツ カ 啓 記 ) 示 


ン どう } 
1." 慈 尋 、 恵 み 過 ッ ラ ー の CP 
1 " 慈 示 深く 、 恵み 周 く ア RS 
御名 に お いて 。 
2, by ハー < ミー ム 2708A eu 


3. “この 経典 が 降 さ れる の は 、 威 力 に 3 人 0 し この て) は 
し て 賢 折 な る アッ ラー より な り 。 


© Ss | 
MG 信ずる 人 々 と ざこ みろ 2Y5 ERAN EE) 
に と り て 、 諸 々 の 神 兆 あ り 。 a 
Oe el 
s. A RPE I 
き 散 ら す 一 切 の 生物 の 中 に も 、 信 86 あし: 
I 語 々 の 視 3 っ 8 
あり 。 」 っ 
6. また 、“ 夜 と 昼 の 交替 に も 、 南 し て 43313. に は 15 
アッ ラー が 天 か ら 滋養 物 を 降 し 、 次 い Io 
i 〇 つの SS 
中 ら せ る こと に も 、 そ し て また 向き を 3 生じ 5 32 スシ 
> zo に る さる 
交 化 し な が ら 風 を 吹か し むる こと に プク で ラン の る 
も 6、 思慮 ある 人 々 へ の 諸々 の 神 兆 ER 


あり 。 


atl. B41:2. 32:3; 36:6; 40:3: 41:3, の :163: 42:30. 2:165; 3:191: 10:7.716:66: 30:51. 


7054 注 2592 を 参照 。 

2708 開 の 後 、 光 が 訪れ る よう に 、 精 神 の 開 が 地上 を 覆う 時 、 神 は 預言 者 又は 神 の 使者 
と いう 新た な 光 を お 創り に な り 、 彼 等 を 通し て 御 自身 を 表 さ れる 。 そし て 雄 の 木 か ら 
雌 の 木 へ 風 が 花粉 を 運び 交配 させ る の と 同様 、 神 の 使者 か ら 出 た 精神 的 に 高い 思想 は 、 
借 者 の 心 に 根付 き 、 彼 等 に 精神 上 の 変革 を も た ら す 。 


1324 


由 十 五 間 
7. これ 等 は 、 我 等 が 真理 を 以 て 汐 に 
読 語 す る アッ ラー の 神 兆 の 数 々 な り 。 
され ば 、 ア ッ ラ ー と その 神 兆 を 差し 置 
いて 2707。 彼 等 は 如何 な る 言葉 を 信 ぜ 
ん と する か ? 

8. すべ て の 罪 深 き 者 、 嘘 つき ども に 
補 あ れ 、 

9. 彼 は 己 に 対し て 読 語 せ られ る アッ 
ラー の 神 兆 を 聞く と も 、 愉 も それ ら を 


ri 


責 苦 の 吉報 を 与え よ 。 
10. 面 し て 彼 は 、 我 等 の 神 兆 の 中 より 
いく つか を 知る と 、? それら を 嗣 笑 の 
的 と な す 。 か か る 者 ども こそ 、 彼 等 に 
は 恥辱 た らし め る 懲 軸 あり 。 
11. 2 彼 等 の 後ろ に は 地獄 あり 。 耐 し 
て 、 彼 等 が 稼ぎ し も の は 、 彼 等 に 少し 
も 役立た ず 、 そ し て アッ ラー 以外 に 彼 
等 が 守護 者 と し て 取り 挙げ た る も の 
も また 然 り 。 面 し て 、 彼 等 に は 重大 な 
る 懲罰 あり 。 
12. こ は 至 大 な 摘 導 な り 。 < 面 し て 己 
が 主 の 神 兆 を 拒否 せ し 者 ども に は 、 靖 
まし い 懲 軸 の 責め 苦 あ り 。 

ー 項 
13. アッ ラー こそ 9 お 前 達 の た め に 海 
を 働か せしめ 給 う た 御方 な り 。 そ は 船 


アル ・ ジ ャ ー ス ィ ヤ AL-Jathiyah( 膝 つき 倒れ る 司 


ー 上 人 欠 
9 


a イィ と g ン ぇ ンー ョ イン キン プリ ィ (。 
Us EE EEG 


っ を タ a 』 2 ラブ ぁ ラ ーー 
OUR | 52015 こら っ > 


た 2 ンド うつ 


イイ 人 ピ せ 用 ッ ン 
AGS 


ーー る ネー イン る あ 。。 コン >8 
> SL Ea Re 
rE ン ュ ンー ラン 55 ライン レフ し の 
9 > き AS OO A 
ラブ ュ A 2 2 ll 2 RE 
SS ES 

TK 

OD EE 9 


B ラッ プラ クン っ 。 2 イン を 9 ン ン 内 
で を で (か 3 3 うー みる る うい 2 


A 3 EGYIEERT 
よ 2 を > の る ン イン と イン 6 5 イ 
OE TE 2 


we EE 2 々 i 

ス ふる うら UI Scr 3 る | ふぁ 
} 

を の ライ 2 う W の の を ン に の 

で or ES 


Gd Fh 


IL. Bld: 17-18. 2:40; 22:58. 6:15; 17:67; 35:13. 


707 バー ド (Ba'd) と は 、 後 、 然 る に 、 に も か か わら ず 、 又 は 反対 し て 、… に 加え て 、 


を 意味 する (Lane より )。 
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二 十 五 登 


が その 命令 に よっ て 、 その 中 で 帆走 せ 
ん が た め 、 且つ お 前 達 が その 恩 籠 を 求 
めん が た め な り 。 そ し て また 、 お 前 達 
が 感謝 せん が た め な り 。 
14. a 諸 天 に ある も の と 大 
に ある も の の 中 すべ て を お 前 達 の 
i げに この 中 に 
は 、 熟 慮 ある 人 々 へ の 神 兆 あ り 27。 


15. 信じ た る 者 た ち に 云え 、 ア ッ ラ ー 
の 日 々 を 期待 せ ぬ 者 ども を 寛大 に 扱 
う よ う ”。 ( こ は ) 彼 自身 が (その よう 
な ) 民 に 、 そ の 稼ぎ し こと が か 故に 返 報 
せん が た め な り 。 

16. ” 療 行 を する 者 あら ば 、 選 自身 の た 
MR 0 


な り 。 

0 イス ラ エ ル の 子 
ら に 経典 と 英知 と 預言 者 の 身分 を 授 
Ce 
の 中 の 滋養 物 を 彼 等 に 施し 、 市 し て 森 
羅 万 象 の 上 に 彼 等 を 優 ら し め た り 。 


アル ジャ ー ス ィ ヤ Al-Jathiyah ( 膝 つ き 倒れ る 民 ) 四 十 五 章 
ES I RL EN 


883 ンジ が る CI。 


ン 


NEGO CEE OY 
OE 
ER 
Op Nore 


0 a 
LE 4 la 0 9 ^ 
OR ES Gis 


} “2 シリ 2 
ご: 中 A 


Ww oo le 


CS 2 605 っ 5 
OE LS » 


922:66. 229:7. €6:90. 0:94. 


2 全 宇 宙 は 人 間 の た め に 創 ら れ た 。 こ れ は 、 人 間 に 成 就 す べき 偉大 な 使命 が 課せ ら 


れ て いる こ (9 と を 示す 。 


。 往 1454 を 参照 。 
2710 預 


a 彼 の 後に 登場 


言 者 の 身分 が 経典 (つま り 、 シ ャ リー ア の 法 ) と 別に 言及 され た こと は 、 モ ー ゼ 
し た 預言 者 達 は 新しい 律 法 を 与え られ な か っ た 。 然 


し 、 ト ー ラ ー、 つ まり モー ゼ の 経典 に 従っ て いた こと を 表す (3:45)。 
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四 十 五 章 
18. また 我 等 は 、 こ の 事 に 関し て 明白 
な る 証 を 彼 等 に 与え た り 71。 a 章 し 
て 、 知識 が 彼 等 に 到 り し 後 、 彼 等 が 異 
な り た る は お 互い に 反逆 し た る に 外 
な ら ず 。 げに 液 の 主 は 、 復活 の 日 に お 
いて 、 彼 等 の 間 で 、 その 異な り し こと 
に 関し て 裁決 を 下す な り 。 

19. 然 る 後 、 我 等 は 液 を し て 至 大 な る 
律 法 の 教 の 上 に 定着 せしめ た り 。 さ 
れ ば それ に 従え 。? 面 し て 知識 を 有 せ 
ぬ 者 ども の 私 欲 に 従う な か れず “。 


20. げに 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー に 対し て 、 

I SPP 
に 不義 な す 者 ども は お 互い 同士 友 な 
れ ど 、 最 散 者 達 の 友 は アッ ラー な り 。 


21. < こ は 、 人 類 の た め に 啓発 な る も の 
ご と な り 、 面 し て 信心 過 固 な 人 々 に と 
り て 補導 、 量 つ 慈 想 な り 。 

22. “諸々 の 罪悪 を 稼ぎ し 者 ども は 考 
える や 、 我 等 が 彼 等 を し て 、 信じ て 普 


アル ・ ジ ャ ー ス ズ スィ ヤ ALJathiyah( 膝 つき 倒れ る 民 ) 


二 十 五 会 
CSC Ey er ed 33 
CC RE 
5 2 
83 a 
os うま Hs る 
ママ 33 人 4 こり 5 し eS6 
0 
i 123? FO 
OR | 2 ョ ブッ レン イメ JJ | 
EE 


Fr Ts 


ご 


EE Re er] 


行 を 積み し 者 た ちと 同等 に 過す る !yu55 | 2 0 US 

や ?K ら ば その 生き る こと も 死ぬ めこ エレ レン し 2 

と も 等 し く な る べし 。 彼 等 の 判断 する al 
42: ま 3: 98:5. 23:49: 6:151. 7:204. の 2:19: 38:29. 

2711 文頭 の 「 こ の 事 」 と は 聖 預言 者 到来 の こと を 指し 、 当 節 は 次 の こと を 示し て いる 。 


モー ゼ の 律 法 に 聖 
ん だ の は 、 


預 言 者 の 到来 の 預言 が 数 多く 記さ れ て お り 、 イ スラ エル 人 が 彼 を 拒 
彼 の 主張 を 裏付け る 論拠 、 神 兆 や 神 よ り の 預言 が 不足 し た か ら で は な く 、 


丘 


「 お 互い に 反逆 し た る 」 即ち 、 聖 預 言 者 が イス ラ エ ル 人 で は な いと いう 考え を 好ま な 


か っ た か ら で あ る 。 


2 ダ 72 前節 に 述べ られ た 「 こ の 事 」 と は 、 聖 預言 者 の 到来 及び 聖 クル アー ン の 


す と 当 節 は 示し て いる 。 


啓示 を 指 
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こと は 悪し き な り 。 こ と レ ョ ュー ン イン 
で OO RBIs 
三 項 
23. アッ ラー は 真理 を 以 て 諸 天 と 大 あし ua Yo 


地 を 創造 し た る な り 。 ま た 、< 各 生命 は 。 ER 
その 稼ぎ し も の に 応じ て 報い られ ん つづき うこ と で っ の あら 2 うう 
ミー yr 調和 ) 二 注 KN と の 
が た め な り 。 曽 し て 、 彼 等 は 決し て 不 uh 3 


当 に 財 せ られ ざる な り 。 

マッ 8 さ DN | 紹 8 ィ イ ン Pd 3 Rt 8 ンズ 5 ン イ イ 
24. 液 は 、? 選 が 私 欲 こ そ を 神 と し て 捉え L21 4940333 じ A ご 551 
え し 者 を 見 た る や ? 面 し て アッ ラー  。 の ie 
は 成る 知識 が 改 に その 迷い を 判定 し 、 9 aco っ みう と 
* そ の 聴覚 と その 心 を 封じ 、 その 目 に っ っ 0 っ ン イ 上 を と 々 i 
覆い を 設け た る 者 な り 。 さ れ ば 、 ア SES 


ッ ラ ー を 差し 置い て 、 誰 が 彼 を 導き OO EI hi 
得る や ? 面 し て お 前 達 は 忠告 に 従わ 
ざる か ? 


A 


25. 面 し て 彼 等 は 云う 、4「 こ は (つま の 85E 知 民有 と タビ 1385 
りこ の 人 生 は ) た だ 我 等 の 現世 の 生活 SR た 
に 外 な ら ず 。 我 等 は 死ぬ 、 旦 つ 生 きる ビラ つる AY C3 
* TRAP) HH2713 る 2 を っ 1 < 
な れ ど 、 我 等 を 滅ぼす も の は 時 午 か り | < る 9) に a 


」 ) SAC TA 2 
に 外 な ら ず 」 と 。 され ど 、 彼 等 は この スン 
こと に つい て 如何 な る 知識 も 有 せ ず 。 0 


彼 等 は た だ 憶測 する の み 。 


26. 耐 し て 、 我 等 の 明白 な る 神 兆 が 彼 ニン Ge に 33 
6 て つ マ の ンー ge っ 29 
等 に 対し て 読 議 せら れる や 、 彼 等 の 口 le 2 こと 


M14:52; 40:18. 225:44. ©2:8; 6:47; 16:109. 96:30: 23:38.、 


713 ダブ ル (Dahr) と は 、(。) 世 界 の 始め か ら そ の 終わ り ま で の 時 間 : い か な る 時 代 叉 は 、 
時 間 の 一 部 :①) 運 命 :(c) 時 代 :(d 世 の 中 の 移り 変わ り 、 災難 :(e) 習 慣 な ど を 意味 する (Lane 
より )。 来 世に お いて 、 神 の 前 で 自ら の 行為 の 申し 開き を し な けれ ば な ら な いと 告げ 
られ る 時 、 不信 者 は 来世 の 存在 容認 を 拒否 する と 、 当 節 は 述べ る 。 む しろ 彼 等 は 、 あ 
る 民族 が 滅び れ ば 他 の 民族 が それ に 取っ て 変わ る と 主張 し 、 こ の 事態 は 、 時 の 移ろい 
と 共に 全て が 滅び る まで 続く 。 これ は 人 類 に と り 最 も 重要 な こと で 、 こ の 先 如何 な る 
生命 も 存在 し えな い 。 
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論 は た だ こう 云う に すぎ きず" 「 お 前 し 2328、 り | 4 人 る 
達 正直 な ら 、 我 等 の 祖父 た ち を 連れ 戻 a 
せ 」 と 。 OC 0 


3 前 達 四 a = 2 
27. 去 え 、 「 ア ッ ラ ー こ そお 前 達 に 生 2 ’ 3 人 8 
命 を 与え 、9 次 いで 、 お 前 達 を 死な せ 


る 御方 な り 。 然 る 後 、 疑う 余地 の な い cu っ っ くう 


rr 


復活 の 日 に 向かっ て 、 彼 は お 前 達 を 召 Pe 5 
哲生 NE 
る な り 」。 

四 項 


28. 面 し て 、 諸 天 と 大 地 の 王 権 は ア ツ /% う NG PMS PY 
ラー に 属す 。 面 し て 、 復活 が 起 る 日 到 Pe 

ら ば 、 その 日 、 嘘 を 言う 者 ども は 損失 © と 学 5 る 0 る 5 放 
を 受け ん 。 

29. され ば 、 流 は 各 民 が 了 腔 つき 個 れ た 2 CS 
る を 見 ん 。 各 民 は 2 選 が 帳 科 に 向かっ 


62 
? Zh ン は ) 
て 如 換 され る な り 4 今日 の 日 も つや ヒビ 635336 こう 


前 達 は 、 自分 が な し た る こと に 対し て の の 
OV 
報い られ る な り 。 


30. < これ が 、 真 実 を 以 て お 前 達 に 対し て iL Tc (と は = 3 は 
て 語る 我 等 の 帳簿 な りや や 。 げに 我 等 
は お 前 達 が な し た る こと を 記録 し た OOS RS ES ] 
りき 。 

31. され ば 、“ 信 じ て 普 行 を 積み し 者 EC UG 
た ち 、 そ の 主 は 彼 等 を 己 が 慈悲 の 中 = 


2:29; 22:67. P17:14. C17:15; 83:21. 983:23. 


Ty ” 0 証明 : 言い 訳 ; 論争 を RD 計 の 


ON お の TE の 
お いて も 人 は その 行為 で 裁 か れ 、 そ れ に 応じ て 罰 や ほう び を 与え られ る か ら で あ る 。 
の 前節 に ある 「 己 が 帳簿 」 が 当 節 で 「 我 等 の 帳 得 」 に 置き 換え られ た の は 、 国 家 及 
び 個 人 の 行動 が 神 に 記憶 され 、 そ れ に 応じ た 裁決 が 神 よ り 下 され る か ら で あ る 。 
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アル ジャ ー ス ィ ヤ Al-Jathiyah ( 膝 つ き 倒 れる 民 ) 


に 人 らし めん 。 こ れこ そ 明 ら か な る 
成功 な り 。 


32. され ど 、 不信 せ し 者 ども (は 云わ れ 
ん )、“ 「 お 前 達 に 対し て わが 神 兆 が 読 
調 せ られ ざり し か ? され ど 、 お 前 達 は 
令 慢 に 振 銀 い た り 。 面 し て お 前 達 、 罪 
人 ども た る 民 な りき 。 

33. また 、『 ア ッ ラ ー の 約束 は 確か に 
真実 な り 。 そ し て 、 ら 2 定め た る 時 は 疑 
うべ くも な し 』 と 云わ れ し 時 、 お 前 達 
は 云え り 、『 我 等 定め た る 時 が 何たる 
か を 知ら ず 、 そ は 憎 測 に すぎ ず と 我 等 
は 考え る な り 。 され ば 我 等 は 決し て 確 
信 す る 者 た ち に 非 ず 』 と 」。 

34.“ 面 し て 、 彼 等 が な し た る こと の 悪 
果 が 彼 等 に あら われ 、 面 し て 、 彼 等 が 員 
笑 し た る も の こそ 彼 等 を 取り 囲む な り 。 


35. 面 し て 云わ れん 、 「? 今 日 我 等 は お 
前 達 を 忘れ る な り 、 お 前 達 が 、 お 前 達 
の この 日 の 対面 を 忘 ぶれ た る が 如く 。 さ 
れ ば お 前 達 の 住処 は 業火 な り 716。 本 
し て お 前 達 に は 、 如何 な る 援助 者 も な 
か る べし 。 

36. こ は “お 前 達 が アッ ラー の 神 兆 を 
叶 笑 の 的 と な し 、 現世 の 生活 が お 前 達 
を 欺 き た る が 故 な り 」。 さ れ は ば 今日 、 

彼 等 は その 中 か ら 引 き 出 され ず 、 また 
その 云い 訳 も 受け 入れ られ ざる べし 。 


四 十 五 章 
る 3 くろう 3③ ょ る ”^ ” テイ 
内 ラプ 5 


a i 
II ES i 


TC 5 し LE じ る < いつ 5 
ORIEL 
SA KEK の | 月 


A 


9 が Cy9 5 RY ? ター レタ 
ue 


923:106: 67:9-10.718:22: 20:16: 22:8. “C16:35; 21:42: 39:49. 7:32. 65:S8-59. 


279 つ まり 、 お 前 達 に 約束 され た 処罰 の 日 。 
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37. され ば 、 賞 席 は あげ て アッ ラー に の 3 9 em < 68 
属す 。 諸 天 の 主 に し て 、 大 地 の 主 、 森 。 ^ | 
雑 万 象 の 主 な り 。 OE 0 


に 2 ン 


38. 7 耐 し て 諸 天 と 大 地 に お ける 尊厳 ろう Yl これ 832b S35 
は 挙げ て 彼 の 所 有 な り 。 され ば 彼 は 威 。 a 
力 に し て 、 覧 特に まし ます 。 : OS 


a30:28, 
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四 十 六 凍 
アル ・ ア フカ ー フ Al-Ahqgaf( 砂 丘 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は ハー ミ ムク グル プ の 最後 の 章 で ある 。 こ の グル ー プ の 他 の 章 と 
同様 、 当 章 は 聖 預 言 者 が 聖 各 する 以前 の 時 代 の 中 頃 に メ ッ カ で 啓示 され た 。 
ノル デ ケ は 、 第 七 章 の 直後 に 啓 ホ され た も の と し て いる 。 当 章 は 、 そ の 姉妹 
篇 の よう で 、 ハ ー・ ミ ー ム 章 グ ルー プ の 他 の 章 に 調子 も 大 意 も 類似 し て いる 。 
前 革 は 、 ON EE 
いて 、 こ れ 等 の 言葉 で 宜 言 され た こと は 正当 で ある と 主張 する 。 当 章 は 、 豆 
I ne 全 智 な 
る 神 と は 、 聖 クル アー ン の 教え は 正常 且つ 充実 し た 基礎 に 基き 、 理 性 と 常識 
に 支持 され 、 そ し て 人 間 の 経験 に よっ て 合理 的 で ある と いう こと を 表し て い 
る 。 そ し て 、 全 能 な る 神 と は 、 聖 クル アー ン の 簡 導 や 法則 に 従っ て ムスリム 
達 は 彼 等 の 反対 者 に 支配 権 と 卓越 さ を 獲得 する で あろ うと いう こと を 表す 。 


SO 偶像 崇拝 を 論 貞 する こと に よ 
っ て 次 の よう に 論証 を 挙げ る 。(@ ゐ 我々 の 支配 者 と な る 神 、 及 び 我 々 に 宗 散 や 
宗 捧 を 請求 する 権利 が ある 神 は 、 我 々 の 創造 者 で 保護 者 で ある ほか 、 自 分 の 
律 法 と 控 に 従わ せる 全 知 全能 の 神 の み で ある 。(b) 偶 像 団 拝 は 啓示 され た 如何 
な る 経典 に 於 いて も 、 支 持 さ れ な い 。(c) 人 間 の 知識 、 理 性 と 経験 は それ に 反 
厳し 、 反 抗 す る 。(@ 神 性 と は 、 そ の 信者 達 の 懇願 に 返答 し な いし 、 反 応 出来 
な いも の で あれ ば 役立た な いも の で ある 。 従っ て 、 偶 像 崇拝 者 達 の 言う 神々 
は 信夫 者 の 懇願 に 反応 出来 な い の で ある 。 そ し て 次 に 当 章 は 、 聖 問 言 者 が 使 
徒 で ある と いう 主張 は 新しい 現象 で は な く 、 神 の 預言 者 は 、 如 何 な る 時 に 於 
いて も 、 如 何 な る 人 民 の 中 に 現れ 、 役 等 に 神 の 独 一 性 と 彼 等 の 仲間 で ある 人 
間 に 対 する 彼 等 の 義務 を 教え て いる の で ある と 語っ て いる 。 ま た 当 章 は 、 不 
言 者 達 が 啓示 を 拒否 する た め に 言い 訳 と し て 進め る 馬鹿 げた 、 根 拠 の な い 嘆 
願 を 却下 する の で ある 。 す な わ ち 、 も し 我々 に 示さ れ た 啓示 に 何 か 良い こと 
が 告げ られ て いた な ら ば 、 我 々 は 、 よ り 良 い 情報 と より 良い 生活 に 置か れ て 、 
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一 番 先 に それ を 受 納 し た に 違い な いと 言い 訳 を 斉 う 。 更 に 当 章 は 、 不 信者 た 
ち は 彼 等 の 物質 的 な 裕福 さと 社会 的 地位 を 誇っ て 神託 を 拒否 し た が 、 信 仰 つ 
まり 、 宗 高 な 冨 に 恵まれ た 他 の 者 た ち は 、 そ れ を 受け 入れ 、 し か も 昔 酷 な 試 
練 と 苦し み の も と に 頑張 っ て いる の で ある と 諾 っ て いる 。 そ れ か ら 当 章 は 、 
メッ カ 人 の 側近 く で 繁栄 を 得 た アー ド の 民 の 運命 に 言及 し 、 不 信心 は 決し て 
繁栄 し な いこ と を 証明 し て いる 。 ア ー ド の 民 は 、 そ の 偉大 上 旦 つ 素晴らし い 文 
明 の 痕跡 も 残ら ず 完全 に 潰 滅 さ れ た の で ある 。 当 章 は その 終盤 に 於 いて 、 聖 
預言 者 の 人 々 に 警告 を 述べ 、 彼 等 は 自分 た ちの 富 と 繁栄 、 及 び ム スリ ム 達 の 
現在 の 貧乏 と 虚弱 に 欺 か られ て は な ら な いと 語っ て いる 。 も し 彼 等 が 神託 を 
拒否 する よう に 同 吾 し た な ら ば 、 彼 等 の 繁栄 それ 自体 が 彼 等 の 破滅 に な る で 
あろ う 。 当 章 は 聖 預言 者 と その 信者 達 へ の 訓 戒 で 終了 する 。 つ まり 、 真 理 の 
勇敢 な 信奉 者 で ある か ぎり 、 彼 等 は 従属 され た すべ て の 受難 と 迫害 を 忍耐 と 
不屈 な 精神 で 我慢 し な けれ ば な ら な い 、 彼 等 の 運動 は 勝利 を 収め る その 時 が 
急速 に 近づい て いる 。 そ し て 、 そ れ 等 の 迫害 者 達 は 徹底 的 な 恥辱 と 怖 辱 に ま 
みれ て 和 視 等 の 前 に 立つ で あろ う 。 許し と 慈悲 を 請 い な が ら 。 
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アル ・ ア フカ ー フ Al-Ahqaf( 砂 丘 ) 
節 数 36、 メ ッ カ 盛 叶 示 


1. “林間 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の は 時 まり し いや 
御名 に お いて 。 - 
ーー 六合 

2。 ーー・ ミ ー ム 。 mu パリ 

形 oe 
3. “この 経典 が 降 さ れる の は 、 威力 に 554 a0 ご お 
し て 賢 哲 な る アッ ラー より な り 。 De 
4 7 我 等 は 諸 天 と 大 地 並 びに それ ら 2 の 2Y CE 
本 者 の 間 の 訂 物 を 、 真 理 を 以 て 、 日 つ し 。 と し ょ を フ A 
ーー 定 の 順 限 を 定め て 創造 し た る に 外 OD 0 に LY) 

ら ず 2717 ゴ っ う る チル タン 

な ら ず 77。 面 し て 、 拒否 せ し 者 ども eo NA 


は 、 船 告 せら れ た る こと を 皿 避 す 。 
5. 云え 、?「 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 達 が 585 0 ふう M 5 
宗 め る も の を お 前 達 は 見 た る や ? 我 の 
に 示せ 、 彼 等 が 地上 で 何 を 創造 し た る OD ey 
か を 。 それ と も 、 彼 等 : に は 諸 天 (の 創 
東 り oO 分 全 間 あの 科 m 6S 則 る 

達 も し 正直 な ら 、 こ れ よ り 以 前 の 経 I 
典 、 或 い は 知識 た る わずか な 遺 りり も の 

hl 240:2: 41:2: 42:2; 43:2; 44:2; 45:2. で 20:3: 32:3; 36:6; 40:3: 43:3. の 1:17: 38:28: 44:39. 35:41. 

2737 宇宙 は 誕生 し た が 、 又 終わ り の 時 を 迎え る の で あろ う 。「 こ の 上 に ある も の は すべ て 
消滅 する な り 。 さ れ ど 、 料 厳か つ 栄 光 あ る 液 の 主 の み 永 遠 に 残る な り 」(S5:27. 28)。 


2718 嘆 採 を 命じ 、 宇宙 の 創造 主として 我々 の 運命 を 左右 され る が 故に 崇め られ る の は 、 
神 の み で ある 。 そ れ に 反し 、 人 偶像 崇拝 者 の 崇め る 備 り の 神 は 、 何 一 つ 創 り 出 さ な い ば 
か りか 、 選 自身 が 創 ら れ た も の で ある (23:4)。 
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アフ カー ブフ Al-Ahq8f (砂丘 ) 


ご 十 太 槍 


を われ に も た ら せ 」279。 


6. アッ ラー を 差し 置い て 、 最 後 の 審 
判 の 日 まで 彼 に 応え 能 わ ず も の を 祈 
る 者 より 以上 に 迷い た る 者 は 何人 な 
等 は その 祈願 す 
ら 気づか ざ る な り 。 
7. ? さ れ ば 、 人 間 が 召集 され る その 時 、 
0 9086 
の 宗 拝 を 否認 せん 。 


8. 面 し て 、 我 等 の 明白 な る 神 兆 が 彼 
等 に 読 間 せら れる や 、 不信 せ し 者 ども 
は 、 自 分 た ち に 来 た り し 真理 に つい 
て 、 云 う 「 こ は 明らか な 妖術 な り 」 と 。 


等 は 、「 彼 、 こ れ を 提 道 せり 」 と 
A 
せ し な ば 、 お 前 達 は アッ ラー に 対し て 
2 、 我 を 護る 力 を 有 し 得 ざ り し 管 。 
彼 は お 前 達 が 取り か か っ て いる こと 
を よく 知り 給 う 。 役 は 我 と お 前 達 の 間 
に 立証 着 と し て 充分 な り 。 面 し て 彼 こ 
そ は 換 大 に し て 、 慈悲 深く まし ます 」。 
10. 云え 、「 我 は 使徒 た ちの 中 で 最初 
の 者 に 非 ず 、 また 我 は 、 自分 に も お 前 


di0:30. 26:23: 10:29. 


ご 


OS EE) 


EER 3 
TR TTY 


ン 51 。} っ サン メ 
〇 0 と っ の に 3)O と うる 9 


RN RR 
00 


の 5 イ すす っ タレ イン 1 で て 8 ン ジル チン 
A 
4 


PE ン る る a glJ8 AO ング の ある と] 
2 MG 0 NG 
(みつ の ラン 敵 る て 36 a 30 9 と 】 うろ ぶし 


ンタ 


FPP 


FN CH EL Eb 


34:44; 61:7. 11:36、 


2719 i 


決め ね る 。 


2720 


『 実 、 啓示 され た 経典 、 人 間 の 知識 や 理性 を 除い て 如何 な る 


る 典拠 も 信仰 の 是非 を 


『 ス ラム 教 は 、 信 者 達 の 祈り を 受け 人 れ 、 苦 境 に ある 時 彼 等 に 慰め の 言葉 を か け 


る こと に よっ て 、 御 白 分 の 存在 を 現す 不滅 な る 神 を 主張 する (2:187)。 
721 ミナ ッ ラ ー(Min Allah) と いう 語 は 、 (アッ ラー に 反対 し て (b) ア ッ ラ ー の 天罰 か ら 、 


を 意味 する 。 
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二 十 六 伏 アル ・ ア フカ ー フ ss (砂丘 ) 四 十 六 章 


達 に も 何 が な され る か を 知ら ず 。 ? 我 こつ きじ こり じ 5 
は た だ 、 己 に 啓示 され た る こと を 従う 
の み 。 曽 し て 我 は 、 た だ 明白 な る 警告 IE う こう チタ GY Sl) 


考 に お EE 
H. 云え 、「 お 前 達 考 えた る か ? も し alcOeQU そ っ つり)2S3g08 


アッ ラー の 谷 許 より な り た る と も 、  。。 。。 < 。 ョ ェ ン 
お 前 達 は 交 を 拒否 し 、 箇 し て 、 タイス ンク いとう やっ つう 


I 子孫 の 中 か ら も 34 証人 あ ン デ 1 る 人 4 し て 】 < et 
- 9 の > 

り て 、 自 分 に 似 た る 者 の た め に 証言 し の 6 本 に 

た れ ば 、 彼 と そ 信じ た る な れ ど 、 お 前 8 Y 0 8 3 

達 が 内 慢 に 振舞 いた る な り 」。 げに ア 」 & ノッ る 

ッ ラ ー は 、 不義 な る 民 を 導き 給 わ ず 。 OR 


二 項 

12. 耐 し て 、 不 信 せ し 者 ども は 、 信じ る レ 紀 1 に 36 2 
た る 人 々 に つい て 云え り 、「“ も し そこ 2 

た る も の あり し な は 、 彼 等 が それ 信じ た る 5 を 
を 我 等 に 先んじ て 得 ざり し 管 」。 面 し 
て 、 今 さら 彼 等 が それ に よっ て 導き 得 * 
ざる や 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 こ は た 
だ 古 の 偽り に すぎ ず 」。 
13. 面 し て それ 以前 に 、 潜 導 是 つ 閑 革 に CS の 1e り Wo の hr 
た る "モー ゼ の 経典 あり き 。 さ れ ば 
“ こ は 能 弁 な る 言葉 で の 確証 する 里 典 っ YE っ EEL36 シ 3 そく は は 
な り の 、 不義 を な し た る 者 ども に 警 

26:51:7.204. 11:18: 617. で 11:28.928:44. 20:114: 42:8: 43:4. 


= イス ラ エ ル の 子 等 の 中 か ら の 年 人 と は 、 モー ゼ で ある 。 聖 預言 者 の 到来 に 関す る 
モー ゼ の 預言 が 、 当 節 に 於 いて 言及 され て いる 。 そ の 字 言 は こう いう 趣旨 で ある 。「 わ 
た し は 彼 等 の 同胞 の うち か ら 、 あな た の よう な 預言 者 を 彼 等 の た め に 起 し て 、 わた し 


SN 2 2 彼 は わた VO こ こと ご と く 彼 等 に 告げ る で 


い 者 が ある な ら ば 、 I 18:18-19)。 
2723 申 命 記 の 18:18 に よっ て 支持 され る 11 節 は 、 イ スマ エル の 子孫 の 中 に 一 人 の 預言 
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アル ・ ア フカ ー フ Al-Ahqaf (砂丘 ) 


二 十 太 佐 


呑 せ ん が た め に 。 面 し て 、 善 を 施す 
人 々 に と り て は 朗報 な り 。 

14.“ げ に 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 
と 云い 、 然 る 後 不 抜 を 堅持 せ し 者 た ち 
あら ば 、 彼 等 に は な ん の 居れ も 、 悲嘆 
も な か らん 34。 

15. これ 等 の 者 こそ 楽園 の 人 々 な り 
て 、 そ の 中 に 永久 に 住む 者 な り 。 こ 
は 彼 等 が な し た る こと に 対す る 報 賞 
な り 。 ー 

16. 2 面 し て 、 我 等 は 人 間 に 、 そ の 面 
親 に 善 を 施す こと を 命じ た り 。 その 母 
な る も の は 苦痛 し な が ら 役 を 身 ご も 
り 、 面 し て 苦痛 し な が ら 役 を 分 學 し た 
る な り 。 され ば その 身 ご も り 、 且つ 離 
乳 さ せる 期間 は 三 十 カ 月 な り 79。 従 
っ て 彼 そ の 成年 に 達し 72?、 四 十 歳 に 
な り た れ ば 、 彼 は 云え り 「“ 我 が 主 よ 、 


IRN EE IE 
ラプ 1 RE る ネフ ゅ ン イ オン 2 ダレ ンー ン 5 8 る 
2 タダ ラン イネ イン ラー オン イラ イー イィ 
DORE 2AYzeE つ みう 5 
te ee は af 
OGLE 


トッ コッ ラン RS で と ッ 
に っ ) I OIL 3 


dE 


ラン ルレ プッ っ イレ 


bz っ ラン ン GZ rt 4 “ 
い os a SAE 


7 ) 
< る } ~i グン 
A 
EE CE 
ディ ャ と に 2 


29:70; 41:31. 16:152; 17:24: 29:9. 27:20. 


者 が 出現 する こと に 斉 及 し た 。 当館 は 、 モ ー ゼ と 同じ で あっ た 預言 者 の 到来 の 現場 と 
し て アラ ビア に 言及 する 。 そし て また 、 モ ー ゼ の 経典 に 包含 ざれ て いた 数 々 の 預言 を 


履行 し 、 そ の 後任 と な る も の で あっ た 経典 ( 盟 ク ルアー ン ) に も 言及 し て いる 。 


当面 


の 問題 に 関連 し た 預言 は 、 次 の 通り で ある 。「 ア ラビ ア に つい て の 託 宜 。 デ ダン びと 
の 隊商 よ 、 あ な た が た は アラ ビア の 林 に や どる 。 テ マ の 地 に 住む お 民 よ 、 水 を 携え て 、 
か わい た 者 を 迎え 、 パ ン を も っ て 逃げ の が れ た 者 を 迎え よ 。 彼 等 は つる ぎ を 避け 、 抜 
いた る つる ぎ を 避け 、 張 っ た 己 を 避け 、 ま た 激しい 戦い を 避け て 、 逃 げ ば て きた か ら で 


ある 」( イ ザヤ 書 、21:13-15)。 


7 飼 全 宇宙 の 神 ア ッ ラ ー に 支持 され 、 ゆ る ぎ な い 信 仰 を 持つ 真 の 信者 は 、 如何 に 過酷 
な 試練 の も と で も 、 恐 れ や 砺 し み で 心 の 平安 を 乱 さ れる こと は な い 。 

32729 31:15 節 で 赤子 の 乳 離 れ に は 二 年 か か る と 述べ られ て いる が 、 当 節 で は 、 妊 娠 と 

授乳 の 期間 と し て 三 十 ヶ 月 、 そ の 内 六 ヶ 月 を 懐胎 期間 と し て いる 。 そ れ は 、 妊 婦 が 妊 

娠 を 負担 に 感じ る 時 期 を 示し て いる よう で 、 四 ケ月 目 か ら そ う 感 じ 始め る か ら で あ る 。 
2729 当 節 及び 12:23 節 に お ける アシ ュ ッ ドウ (Ashudd) と いう 語 は 、 精 神 的 な 完成 の 意 
味 で 使用 され た の だ と 思わ れる 。 そ し て 6:153 及び 、18:33 節 で は 、 知 性 的 な そし て 


物理 的 な 意味 で 使用 され た と 思わ れる 。 
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二 十 六 巻 


アフ カー フ Al-Ahqaf (砂丘 ) 


流 が 我 、 並び に 我 が 両親 に 垂れ 給 う た 
恩恵 に 対し て 、 我 は 溢 に 感謝 する よう 
力 を 授け 給え 。 また 我 は 、 汐 の 御 満 層 
が 得 ら えれ る 立 行 を を さん こと を 。 硬 
し て 我 が た め に 、 我 が 子孫 を 義 し く た 
らし め 給 え 。 げに 我 は 梁 の 御 許 に 悔 司 
し て 戻り 、 且つ 我 は 誠に 服従 帰依 する 
ON 

17. これ 等 の 者 た ちこ そ 、 我 等 は その 
ee 
け 容 れ 、 彼 等 の 諸悪 を 寛容 に 見 逃す な 
り 。 彼 等 は 楽園 の 人 々 と な らん 。 こ は 
2 役 等 が な され た る 真実 の 約束 な り 。 


18. 然るに 、 己 が 両親 に 向っ て 、「 情 
け な や 貴方 が た 両 名 ! お 前 達 両 名 は 、 
私 が 引き 出さ れん こと に よっ て 私 を 
情 賜 す る か ? 我 が 前 に 幾多 の 世代 が 
逝き まり し に も か か わら ず 」 と 云え し 
者 あり て 、 彼 等 両 名 は アッ ラー に 助け 
を 求め な が ら 云 えり 、「 液 な さけ な 
や ! 信 ぜ よ 。 げに アッ ラー の 約束 は 真 
実 な り 」 と 。 され ば 彼 は 云う な り 、「 そ 
は 古 の 人 々 の 物語 に すぎ ず 」。 

19. これ 等 の 者 ども こそ 、? ジ ン や 人 間 
の 中 彼 等 以前 に 過ぎ た る 諸々 の 民 に 
実証 され た る 御 言 葉 が 彼 等 に 対し て 
も 実証 され た り 。 げに 彼 等 は 損失 する 
者 な りき 。 


A EH dt LF 


で 3 be Ss I 
2 5 ga RE EE 9 上 と 。 る ww~ 
UC | 


8 
< J ご 


の 『 hl3&3 A っ ン 
On | YSAG 


8 光っ ee ま RHE 
CS ES | 
s } ぅ > ゴネ ン ラダ + le 

OR EE OY 


917:109: 19:62: 73:19. 67:39: 41:26. 


1338 


四 十 六 章 アル ・ ア フカ ー フ Al-Ahqaf (砂丘 ) 二 十 六 傘 


20. 面 し て 、 皆 に は その な し た る "と FILE Cs ご は 55 dE 
と に 応じ て 位階 あり 。 ま た 、 シシ 

が 彼 等 に その 所 業 に 対し て 充分 に 報 っ る 3 よる に ai 23 る 93 
わん が た め な り "7%%。 され ば 彼 等 は 不 SS 
当 に 過 せ ら る る こと な し 。 Ody 
21. 耐 し て 、 不信 せ し 者 ども が 業火 に つよ る | SR P83 
さら され る その 日 (を 想 え )「 お 前 達 は 
が 最良 た る も の を すべ て が 応 世 I 3 


の 生活 に お いて 落選 し 、 それ ら を 歓楽 ン る ラン ラゴン タン の っ 
し た る な り 。? ら され ば 今日 お 前 達 は 、 ES iPS ee 2 
不当 に も 地上 で 條 慢 に 振舞 い "%、 日 303 つう っ っ = 
つ お 前 達 が 反逆 し た る が 故に 傷 大 の 。。, 
懲 凡 を 与え られ る な り 」。 に 3、 し ぬこ | 
Y 
& O08 お 
三 項 


で たか の タ グ イィ 3」 ル ピコ イッ と 

22. 面 し て 、 ア ー ド の “同胞 を 想 え 。 4235 いつ 1 に は 1 う 5 
彼 が 砂丘 の あ た り で その 民 に て 。 油 告 し 性 区 Po が の 3 

くう ラン fs LY ゃ ラーグ ee う 

た 時 の こと を 。 柄 し て 彼 の 日 の 前 に ⑦p6223 交 と 8 5 こ ALS2YU 
と 役人 前 に < を に エレ は \ マダ ーッ 5ZW タ イー コイ く ラー ンー ラン 

も 、 また 彼 以 前 に も 種々 の 警告 が 過ぎ IN | VRE 3 る 

た る な り 。「 お 前 達 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 

ン ョ コイ っ プー ゥ イン * ャ イイ ン 

何 も の も 崇拝 する な か れ 。 げ に 我 は 、 は そっ AE こく 1) 

お 前 達 に 対し て 、 至 大 な る 日 の 資 苦 を 0 

DL 


2 た N る 」。 


23. 彼 等 は 云え り 「 液 は 我 等 を 、 己 が zz を ンー ルル タン 1 て と < 1 そる 3G 
GG Cos ea 6 
神々 か ら 背 か し めん が た め に 我 等 に < CS 


6:133. £6:94. €7:66; 1:51. 


7 裁き が 下さ れる 前 に 、 人 の 行為 は 全て 厳密 に 審査 され 、 そ の 時 々 状況 が 考慮 され 
る で あろ う 。 良い 行い に 対す る ほう び は 、 行為 自体 の 何 倍 に も 増やさ れ 、 悪 業 へ の 処 
罰 は その 罪 に 応じ た も の で ある 。 神 の 報酬 の 法 は 、 こ の よう に し て 施行 され る 。 
728 裁き の 日 に 、 自ら 犯し た 悪 業 を 突き 付け られ て 、 不 信者 達 は 次 の よう に 言い 渡さ 
れる で あろ う 。 神 が 授け られ た 贈り 物 を つま ら な いこ と で 浪費 し 、 良い 目的 の た めで 
は な く 、 自 ら の 卑しい 望み を 適 え る こと に 利用 し た た め 、 彼 等 は 、 そ の 悪事 の 報い と 
し て 屈辱 を 被る で あろ うか ら 、 今 か ら その 心 積 り を し て お か な けれ ば な ら な い 。 
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来 た り し や ? な ら ば 、 も し 溢 ? 正 直 な 8 oC, 
ら 、 梁 が 我 等 を 個 唱 する も の を 持 ち 来 
た れ 」。 


BN CE EC 
ッ ラ ー の み に あ り 。 商 し て 我 は 、 自分 

SB ラー 3 と > ラ 1 
i oI や て 
前 達 に 伝え る な り 。 然るに 我 は 、 お 前 


| : KOY9P 2 を 
達 を 無礼 な 民 と 見 る な り 」。 rr 
ンー ラン 。 4 0 


25. さ れ ば 、 彼 等 は その 谷間 に 向かっ 3313S 
て 迫り 来る 雲 を 見 た る や 、 彼 等 は 云え 
り 、「 こ は 我 等 に 一 十 と な る 雲 な り 」。 ビビ 人員 2p EG 
和 否 、 こ れこ そお 前 達 が 急ぎ 求め た る も 』。。 レッ レレ レッ の 。 の 
の な り 。 暴風 な れ ば 、 そ の 中 に 痛ま や っ sJlolAELS3 お っ な っ Ja 
し い 責 苦 あ り 。 

26. そ は その 主 の 命 を 泰 じ て 凡 て の RE RL RD 
も の を 破滅 する な り 」。 され ば 、 彼 等 お っ ココ 2 J 
の 住処 以外 な に も 見 え ざる ( 程 破壊 さ SE EAL HY 


れ た る ) な りき 。 我 等 ほか く の 如く 罪人 <» ZR と うる 
EC 22 
の 民 に 報い る な り 。 Oe FG > 


27. 血 し て 、 * 我 等 は お 前 達 に 与え に 2 lg WM の 2 ッ ッッ 8 っ を ン 
EO 生々 トナー シト も 1 
さり し 力 を 以 て 彼 等 を 強力 た 0 NS 
らし め た れ ば 、 我 等 は 彼 等 の た 88 し 30 
め に 耳 や 目 や 心 を 創り た り "9。 


71.241:17.7627. 


272? 療 悪 に か か わら ず 、 人 が 行動 する と き の 背 景 に つい て は 神 の み が 御 存 知 で あり 、 
それ 故 、 人 が 処罰 され る か 否 か は 神 の み が 知 っ て お られ る 。 又 、 処 罰 の 時 、 形態 に つ 
いて も 御存知 で ある 。 

や アフ イダ CD) は 、 フ アー ドッ ウゥ の 複数 で 、 カ ル ブ (Qalb) と 同意 語 で あり 、 両 方 は 心 と 
精神 、 又 は 知性 を 意味 する 。 こ れ 等 の 語 の 両方 は 、 型 クル アー ン で は 、 同 じ 意 味 で 使 
用 され て いる 。28:11 節 で 、 そ れ 等 は 一 緒 に 、 心 の 意味 で 使用 され て いる 。 こ れ 等 の 
言葉 の いずれ も 、 ど こ で 心 を 意味 する か 、 ど こ で 精神 を 意味 する も の か 、 そ れ は その 
文脈 が 決定 する の で ある 。 然し な が ら 、 或 る 専門 家達 は 、 フ アー ドゥ と カル ブ (Qalb) 
の 間 に 区 別 を 生じ させ る 。 後 者 は 前 者 より 格別 の 語義 を 持つ と 言わ れ て いる 。 前 者 は 、 
カル ブ (Qalb> の ギ シ ャ (Ghisha)、 又 は ヴィ アー(Wi' ぉ お)、 或 は その 中 部 や 内 部 で ある 。 タ 
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二 十 六 傘 


され ば 、 彼 等 が アッ ラー の 神 兆 を 否認 
せ し 時 、 その 征 も その 日 も 、 ま た その 
心 も 彼 等 の た め に 役立た ざり き 。 面 し 
て 彼 等 が 喘 笑 せ し も の “こそ 彼 等 を 包 
囲 し た る な り 。 


四 項 
28. また 、 我 等 は 確か に 、 お 前 達 の 周 
辺 の 序々 を も 滅 ぽ し た る な り “9。 面 
し て 我 等 は 、 種 々 の 神 兆 を 繰り 返し て 
説き 明 し た り 2732、 彼 等 が 戻ら ん が た 
め に 。 
29。 され ば 、 ア ッ ラ ー を 差し 置い て 、 
彼 等 が 近しい 地位 を 求め ん が た め に 、 
神々 と し て 取り 挙げ た る も の ども は 、 
ヶ 何 故 彼 等 を 助け ざり し か ? 否 、 そ れ 
等 は 彼 等 か ら 消え 去ら れ た る な り 。 耐 
し て こ は 、 彼 等 の 虚言 且つ 彼 等 が 提 造 
し た る も の (が 政 ) な りき 。 


30. 面 し て 、* 我 等 が ジン た ち 733 の 中 


イー プー タラ タ タタ 2 ンジ っ タラ タン 3 


人 4 ゥ タダ タン る 


DE ER YS 23 うし つ | 


る タン ン 』 Ye っ» デー ラン 4 レン 
Es a EA O33 SE 3 


ィ ビ の で 


を ッッ ラン メシ 9 っ 
Cn ピン 3 Ww 
DOI RE っ る 


ラ レ デ 
タ 


164 っ と ビ 6SOA1A35 
っ ァ ー ラン > 5 1 る 2 8 
OORT I LIN S53 
ON LAY 
ラコ タン を タン っ 8 は 
4 | CCS Nl 
OO の 5 5 24K ESS 


ABE EN S33 


2142. B42:47. ©72:2, 


ー ラ ・ フ アー ドゥ フー(Tara Fuadu-hu) と は 、 彼 の 心 、 又は 知性 又は 勇気 が 消え 去っ た 、 


を 意味 する (Lane より )。 


2 アー ド と トゥ ウッ バ ウ の 民 は 、 ア ラビ ア の 南部 に 広大 な 領 圭 を 統治 し て いた 。 そ し 
て サム ー ド 旗 は 、 その 北西 に 住ん を で いた 。 死海 の 海岸 地帯 に ソドム と ゴモラ の 町 が 位 


置 し て いた 。 これ 等 の 場所 の 滅亡 は 、 メ ッ カ の 人 々 に と っ て 、 目 を 開く こと の 構成 要 
素 と な っ た 。「 お 前 達 の 周辺 | の 語 は 、 全 世界 を 意味 し て いる と も 思わ れる 。 


そし て 、 さ ま ざ ま な 姿勢 、 精神 的 性 質 や 態度 の 人 間 の 疑い や 不安 を 揃 く た め に 、 違っ 
た 見 解 や 視点 か ら 、 そ れ 等 を 論じ て いる 。 浅 薄 な 人 々 は その 偏見 の 心 で 、 そ れ を 反復 
と 思う か も 知れ な い 。 し か し 、 事実 それ は 、 人 間 の 種々 な 問題 を 正しく 取り 扱う の で 


ある 。 
2733 近 節 に 書か れ た 


「 ジ ン た ちの 集団 」 は 、 ナ シー ビー ン の ユダ ヤ 人 達 を 指し 、 又 、 
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クル アー ン を 聴く 或 る 集団 を 流 に 傾 か 
し め た る 時 (を 思い 起こ せ )。 さ れ ば 彼 
等 は その 御前 に 了 臨む や 、 彼 等 は 云え り 
「 静 か に せよ 」。 それ が 終り た る や 、 彼 
等 は 警告 し な が ら 己 が 民 へ 帰り た り 
31. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 民 よ 、 

に ? 我 等 は モー 0 
経典 を 聴聞 せり 272%。 そ は その 前 に あ 
り し も の を 確証 し 、 真理 と 正しき 道 に 
導く な り 。 

32. 我 等 の 民 よ 、 ア ッ ラ ー へ 招く 者 に 
応え て 、 彼 を 信 ぜ よ 。 彼 は お 前 達 の 
諸々 の 罪 を 赦し 、 お 前 達 を 痛ま し い 貢 
苦 よ り 救 わん 。 


33. され ど 、 ア ッ ラ ー へ 招く 者 に 応え 
ざる 者 あら ば 、 彼 は 地上 で (アッ ラー 
の 計画 を ) 無 力 に する 能 わ ず 。 ま た そ 
の 者 の た め に は 、 彼 に 対し て 如何 な る 
守護 者 も な か らん 。 か か る 者 た ちこ そ 明 
ら か な 迷 誤 の 中 に あり 」。 

34. 彼 等 は 見 ざり し か 、 諸 天 と 大 地 を 
創造 し 、 し か も それ ら の 創造 に 疲れ ざ 
り し 73 アッ ラー が 、? 死 者 を 吾 ら し 


と g て イン と を 


2 ADS 
この AS 

2 
人 2 


の たつ 時 


ン 


A El 人 2 の 
O23E 


レン 4 
> 


ンタ イイ さき ュ ン ン > ゥ ンー 
ER SAE TY 
2 に イン 。 
52YI9 


1 る おら 30 うろ 


Cl CT Ey | 
1 る 打 本 4 レラ ン 2 イン ラン で 2 くも ン 
I OB ID 


72:2-3. 217:100: 36:82: 86:9. 


イラ ク の ムー サル か ニ 
夜 聖 預 言 者 と 会 っ た が 、 


ネ べ だ と 
型 ク ルアー ン や 聖 


と いう 説 も ある 。 メッ カ の 人 々 の 敵意 を 迅 れ て 、 彼 等 は 
中 預言 者 の 言葉 に 耳 を 傾け た 後 、 1 


彼 等 は イス 


ラム 教 に 改宗 し 、 この 新た な お 倒 
れ た (Bayan、 
"前説 に 述べ られ た 
降 さ れ た 経典 」 と 呼ん で いる と ころ 


『 げ を 


2738 新た な 天地 創造 の 過程 は 、 ま だ 終っ て は いな い 。 
に 、 古 い 秩 序 は 崩れ 、 新 た な も の が それ に 取っ て 替わる 。 


偉大 な る 神 の 使者 の 到来 と 共 


己 が 民 に 伝え 、 20 
8 巻 よ り )。72:2 節 も 参照 の こと 。 

「 ジ ン た ちの 集団 」 は 、 彼 等 が 聖 ク ルアー ン を 「 モ ー ゼ の 後に 
か ら 、 ユ ダ ヤ 人 だ と 当 節 は 示し 


受け 入 


て いる 。 
それ は 確証 な き 主張 で は な い 。 
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| 

十 
ント 
褒 


むる こと に 全能 な る こと を ? 然 り 、 ば げ 
a 


に 彼 は 全て の こと に 全能 に まし ます 。 


35. され ば 、 不信 せ し 者 ども が 業火 に 
呆 さ れる その 日 (を 想 え )。「 こ は 真実 に 
非 ざ り し か ?」 彼 等 は 云わ ん 、「 然 り 、 
我 等 の 主 に 約 て 」。 彼 は 云わ ん 、 「 然 ら 
ば お 前 達 不信 せ し が 故に 貴 苦 を 味 
わ え 」。 


36. され ば 、 不屈 の 使徒 た ち が 耐 え 妨 
び た る 如く 、 没 面 え 忍 べ 。 耐 し て 彼 等 
の た め に 急ぎ 求め る な か れ 。 彼 等 は 自 
分 た ち が 個 喝 さ れる こと を 日 の 当 た 
り に する その 日 、“ 愉 も 彼 等 は た だ 昼 
間 の 一 刻 9% を (地上 で 滞留 し た る に 
すぎ ぬか の 如く (思わ ん )。 伝達 は 伝え 
られ た る な り 。 され ば 、 滅ぼさ れる は 
不 従順 な 民 に 外 な ら ず 。 


ルン? イン も シン > ュ ィ エン 
は と や お さて S つ 

タッ る っ る 9 

Op 


a A 


SE SI RS 
IE FS 
RE Bb OI RIG 
O03 

CR NI GS os 

A IY I 

YU 98sg セ の 

03) 


"2 
(Ror 


10:46; 30:36: 79:47. 


これ は 新た な 天地 の 創造 を 示す も の で ある 。 


276 不信 者 に 対す る 神 の 罰 は 余り に 厳し く 突 然 で も り 、 それ に 比べ れ ば 安楽 で あっ た 
一 生 が 、 彼 等 に は 「 一 刻 に すぎ ぬ 」 と 思え る で あろ う 。 


1343 


四 十 七草 


ムハンマド Muhammad 
メデ ィ ナ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は キタ ー ル (Qital= 戦 争 )/ と し て も 知ら れ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 主 
題 の 大 部 分 は 戦争 、 そ の 原因 、 論理 性 と 結果 に 言及 する か ら で あ る 。 バイ ダ 
ー ウ ィ ー、 ザ マフ シャ リ や サ ユ テ ィ な ど に 依 れ ば 、 当 章 は 、 聖 条 後 に 啓示 さ 
れ た の で ある 。 つ まり 、 そ の 大 部 分 は 、 聖 預 斉 者 が メデ ィ ナ に 移っ て か ら 早 
い 時 期 に 、 多 分 バド ル の 戦い の 前 に 九 示さ れ た 。 前章 の 終 撤 で 、 神託 に 反対 
する こと は 、 いか に 組織 的 、 強力 的 で 頑固 で あろ うと も 、 決し て 成功 し な い 。 
そし て 真実 は 、 結 局 は 必ず 普及 し な けれ ば な ら な いと いう こと を 明白 且つ 断 
固 と し て 述べ て いた 。 当 童 に 於 いて 、 そ の 主題 は 、 確 実に 言明 し て る と 仮定 
する 。 そ し て 、 イ スラ ム 運 動 は 如何 な る 困難 や 妨害 が あろ うと 打ち 勝ち 、 勝 
利 す る で あろ う 、 と 不信 者 た ち に 告げ られ て いる 。 
主題 

当 章 は 、 不 信者 達 の イス ラム の 進展 を は ば むための すべ て の 努力 は 失敗 
に 終わ る で あろ う 、 そ し て 聖 預言 者 の 信者 達 の 状態 は 日 増し に 改善 し 続け る 
で あろ うと 挑戦 的 な 所 説 で 始ま る 。 そ し て 、 不 信者 た ち は 聖 聞 言 者 に 対し て 
剣 を 抜い た か ら 、 彼 等 は 剣 に よっ て 滅び る で あろ うと 更に 叙述 し て いる 。 ム 
スリ ム 達 の 敵 に 対す る 成功 の 明確 な 約束 の 後 、 当 章 は 手短 に 戦場 に 於 ける 重 
要 な 規則 を 策定 し て いる 。 例 えば 、 捕 慮 と は 、 戦 闘 行 為 が 行わ れ て 敵 が 決定 
的 に 負け た 場合 に し か 出来 な い ($ 節 )、 そ し て 戦争 が 終わ っ た 後 、 彼 等 を 、 許 
され た 者 か 代価 の 支払 い を 受け た か 、 に し て 解放 する べき で ある 。 従 っ て 当 
章 は 短い 韻文 に 於 いて 、 奴 隷 制 の 悪 習 を 最も 効果 的 に 攻撃 し て いる 。 その 上 、 
うそ は 結局 負け を 被る と いう こと を 述べ て いる 。 こ れ は 歴史 の 上 頁 で 詳細 に 述 
べ て いる 教訓 で ある 。 そ し て アデ アード 、 サ ムー ド 、 ミ ディ ヤン と ロト の 人 々 の 
よう に 、 切実 な 人 々 の 不吉 は 、 メッ カ の 人 々 の 眼 を 開か せる べき で ある 。 次 
に 当 章 は 、 聖 預言 者 に 慰め と 声援 の 言葉 を 少し 述べ 、 彼 は 故郷 を 追い 出さ れ 、 
友 も な く 助 け も な く 、 志 く 離 れ た 見 知ら ぬ 国 で 保護 を 求め る よう に な る の に 、 
役 の 主張 は 勝利 する で あろ うと 語っ て いる 。 そ し て 当 章 は 、 イ スラ ム に 依る 
戦争 の 目的 と 対象 に 簡潔 に 言及 し 、 ム スリ ム 達 に 自分 の 所 有 し て る 全て の も 


1344 


ムハンマド Muhammad 


の を 自分 の いと し い 主 義 に か け て 費やす よう に 常に 備え よ 、 と 奨励 し て 終っ 
て いる 。 な ぜ な ら ば 、 主 義 が 必要 と する 時 に 、 そ の 信奉 者 た ち は 両 手 で 費 や 
さ な い こと は 、 そ の 共通 な 主義 だ け で は な く 、 役 等 白身 に も 傷 を 付け る こと 
を も た ら す の で ある 。 
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節 数 39、 メ ディ ナ 啓 示 


SC 
oF | 


あま ね 


1. “本村 深く 、 恵 み 計 く ア 
御名 に お いて 。 

2. 信仰 を 拒み 、 ア ッ ラ ー の 道 より 
(人 々 を ) 妨 害 せ し 者 ども あら ば 、 彼 
が 彼 等 の 所 業 を 空 無 に 帰せ し め た 
り I 

3. され ど 、 信 じ て 療 行 を 積み 、 ま た 
ムハンマド に 降 さ れ た る も の に し て 、 
それ こ を 役 等 の 主 よ り の 真理 た る も 
の を 信じ た る 者 た ちあ ら ば 、 彼 は その 
諸悪 を 彼 等 か ら 取 り 除 き 、 そ の 事情 を 
改善 する な り 。 


ッ ラ プラー の 


4. そ は 不信 せ し 者 ども は 虚妄 に 従 
い 、 信じ た る 者 た ち は 己 が 主 よ り の 真 
理 に 従い た る が 故 な り 。 か く の 如 く 、 
アッ ラー は 人 々 の た め に その 比 遇 を 
説き 明か し 給 う 。 

5. され ば お 前 達 、 不 信 せ し 者 ども と 
合戦 する と き は 、( 彼 等 の ) 首 を 強打 す 
べし 。 従っ て 、 お 前 達 は 洗い で 彼 守 を 
流血 せしめ た る や 2738 、 線 綿 を 強固 に 


a ES5| 


ls ン の 


と っ し El os 
ba DJ 
0 の: を と ちい る と 

0 
US OL EN 


ピコ 


る 


RS | lelS 
A 


yt EE 


21 24:168: 16:89. “8:46, 68。 


2737 不信 者 は 、 イ スラ ム 教 の 前 進 を 阻 も うと する 彼 等 の 企み が 、 何 の 成果 も 上 げ ず 、 


むなしい も の だ と 告げ られ て いる 。 
738 アス ハナ ・ フ ィ ル ・ 
な っ た と いう 意味 で ある 。 


アル ディ (Athkhana 和 Ard) と は 、 


彼 が その 地 で 虐殺 の 原因 と 
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F、 情 を 放免 1 2 8 

せよ 。 され ば 、 情 を 施し て 放免 する カ ゝ ls る ば < HE 
それ と も 身代金 を 取る べし 。 戦い が そ 、 | 

の 荷 を お ろ す まで 、 か く な る べし 99。 Ls 2 を 5 紀和 3 
面 し て 、 アッ ラー も し 欲し な ば 、 自ら ドー の 
ラー タス ーー tt | ぁ ズ 2 

彼 等 に 報復 し た 管 な り 。 さ れ ど 役 は 、 i WE に 


お 前 達 の 義和 NN 0 の 2 る 221 ear 


みん が た め な り "9。 曽 し て 、 ア ッ ラ 


の 道 に か け て 条 寄 きれ た る 者 た も し し 3 SN 内 US.289 


あら ば 、 役 は 決し て その 所 業 を 空しく 


CALI 


せ ざ る べし 74. 9 ょ 9 に ai 
6. 彼 は それ 等 の 人 々 を 導き 2、 その O ょ 3 し お 556 っ を < 


事情 を 改善 する な り 。 


2739 当 節 に は 、 一 言 で 言え ば 、 戦争 の 倫理 と 実戦 時 の 行為 に 関す る 重要 な 原則 が いく 
つか 述べ られ て お り 、 付 随 的 に 、 奴隷 制度 に 痛烈 な 一 撃 を 加え て いる 。 要約 する と 次 
の よう に な る 。 (① イ スラ ム 教 徒 が 、 そ の 信仰 、 名 誉 、 生命 、 財産 を 守る 正規 の 戦い に 
加わ る 時 、 勇敢 に 戦う よう 命じ られ て いる (8:13-17)。 (②) 一 旦 、 戦 が 始ま れ ば 、 平和 が 
確立 され 、 良 心 の 自由 が 確保 され る まで 、 そ れ は 続く べき で ある (8:40)。(③⑬) 英 の 捕虜 
を 引き 立て る こと が 許さ れ て いる の は 、 徹 底 的 に 戦う 正規 の 合戦 が あっ て 、 敵 が は っ 
きり と 完全 に 敗北 され た と きのみ で ある 。 この よう に 、 正規 の 戦い に お いて は 捕虜 を 
捕らえ る こと が 許さ れる と 明言 され て いる が 、 それ 以外 は 如何 な る 理由 を も っ て し て 
も 、 人 か ら 自 由 を 奪う こと は で き な い 。 (④ 戦 い が 終 れ ば 捕虜 は 解放 され な けれ ば な ら 
な い 。 そ の 方 法 と し て は 、 見 返り を 求め な い 、 身 代金 と 引き 換え 、 互 い の 捕 磨 交 換 の 
三 通り が ある 。 彼 等 を 永遠 に 拘束 し た り 、 奴 隷 と し た り し て 扱っ て は な ら な い 。 聖 預 
言 者 は 、 バ ニー・ ム スタ リク の 百 家族 を 、 又 ハ ワ ー ズ ィ ン の 数 千 人 に 及ぶ 捕虜 を 、 両 
種族 が 戦い で 惨敗 し た 後 解放 し た 。 バ ドル の 戦い の 後 、 捕 虜 か ら 周 償 が 認め られ た 。 
金銭 で 賠償 で き な か っ た 教養 ある 者 が 、 イ スラ ム 教 徒 に 読み 書き を 教え る こと で 償 っ 
た 。 こ の よう に 、 当 節 は 奴隷 制度 を 事実 上 根絶 し 、 永 久 に この 世 か ら 取 り 除 いた 。 
270 信 者 の 善 性 が 表 さ れ 、 不 信者 の 悪性 が 暴 か れる よう に と 、 ア ッ ラ ー は 前 者 と 後者 
と を 戦わ せ た 。 敗北 し た 敵 を 処遇 する 際 、 聖 預 斉 者 側 の 道徳 上 の 卓越 は 、 何 に も 増し 
て 明らか に され た 。 
2741 培 死 し た イス ラム 教徒 の 犠牲 的 行為 は 、 無駄 に は され な いで あろ う 。 事実 、 彼 等 
の 犠牲 が あっ た れ ば こそ 、 ア ラビ ア に イス ラム 教 が 固く 根付 いた の で ある 。 

2742 ヒダ ー ヤ (Hidayah) と は 、 人 が 目的 地 に 達し 、 そ の 目的 を 達成 する まで 正しい 道 に 
従う こと を 意味 する こと か ら (Lane より )、 当 節 が 言わ ん と し て いる こと は 、 殖 教 し た 
ムスリム 達 は 、 死に よっ て 、 そ の 命 を 捧げ て 目的 を 達成 する 。 こ の こと は イス ラム の 
主張 の 勝利 で ある 。 


1347 


二 十 六 伏 ムハンマド Muhammad 四 十 七 章 


7. “また 、 彼 は 彼 等 を 楽園 に 入ら し め OE EL ES 
た り 、 彼 は そこ を 彼 等 に 認知 せしめ た 
る な り 7 


8. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 も し 40 つり 朗 トマ 3 前 G 
アッ ラー を 助け な ば 、 彼 は お 前 達 を 助 


ける な り 。 面 し て 彼 は お 前 達 の 足許 を @_.sNsS こ 5 くち る > 


違 固 た らし めん 。 _- 

9. され ど 不 信 せ し 者 ども あら ば 、 彼 し 21 35 3 が じ ぐ 89123 を て 3 は 5 
等 に 破滅 あれ 、 面 し て 彼 は その 所 業 は AO 
空 無 に せしめ た り 74。 OLS| 
10. そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 降 さ れ し も 上 2G 人 | 入る 2 も る 03 
の を 嫌悪 し た る が 改 な り 。 され ば 彼 は 、 

彼 等 の 所 業 を 徒労 に 終わ らし め た り 。 OEE 
11. ヶ 彼 等 は 大 地 を 遍歴 せ ざ り し か ? 5 記 3 25YI、35 35 | 


され ば は 、 彼 等 は その 以前 の 人 々 の 未 路 NE 
が 各 人 に な り し か を 見 た 符 な り "9。 985ec 草 人 の WS 


アッ ラー は 彼 等 を 撲滅 せり 。 面 し て 、 sss Ed 
©) Wil EN 

不信 者 ども に も 同様 (の 待遇 ) あ り 。 9 2 

12. そ は “アッ ラー が 信じ た る 者 た ち 838、 う 人 06 し そり ) 

の 守護 者 な れ ど 、 不 信者 ども に は 如何 。 a 3 

な る 守護 者 も な き が 改 な り 。 * 529 と 2 


23:196: 9:111. 12:110: 22:47: 30:10: 35:45; 40:22. 63:151: 8:41. 


2733 信者 た ち は 、 現 世に お いて 、 天 国 の めぐ み を 味わっ て し まっ た 。 つ まり 、 来 世に 
約束 され た も の と 聖 ク ルアー ン に 書か れ て ある 精神 的 愚 み を 全て 彼 等 は 物質 的 に 享 
楽し て し まっ た の で ある 。 双 、 別 の 解釈 と し て は 、 聖 クル アー ン に 記さ れ た 天国 に つ 
いて の 約束 が この 世 で 成就 され る の を その 目 で 確か め た た め 、 信 者 た ち は 「 楽 園 」 を 
精神 的 に 早まっ て 、 味 わっ て し まっ た の で ある 。 
2744 耳 彼 は その 所 業 は 空 無 に せしめ た り 」 と いう 言葉 は 、 不 信者 達 に 関し て 先述 の 数 
節 で 三 度 述べ られ て いる 。 こ れ は 、 不信 者 が 、 イ スラ ム 教 の 崩壊 と いう 彼 等 の 究極 の 
目標 を 達成 する た め に 、 全 力 を 傾け た こと を 示し て いる 。 し か し 、 イ スラ ム 教 は 勝利 
を 治め た 。 イ スラ ム 教 は 繁栄 し 、 不 信者 は 意 を 遂げ られ な か っ た 。 
2748 了 預言 者 を 信じ な い 者 は 、 世 界 中 を 歩い て 、 以 前 の 預言 者 た ち を 拒ん だ 者 が 迎え 
た 悲惨 な 最期 を その 目 で 確か め よ と 、 聖 クル アー ン に よっ て 15 回 も 告げ られ て いる 。 
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二 十 六 巻 


ee 


一 項 
13. げに アッ ラー は 、 信 じ て 普 行 を 積 
み し 者 た ち を 、 その 下 に 河川 流 る る 楽 
園 に 入ら し め 給 う 。 “され ど 、 不 信 せ 
し 者 ども は 、 東 の 間 の 歓楽 を 楽し み 、 
獣 が 食う が 如く 食す る 7 な れ ど 、 
彼 等 の 住処 は 業火 な り 。 


14. 汐 を 追放 し た る あの 邑 よ り も は 
る か に 強大 な る 如何 に 多 く の 旨 あ り 
し や ゃ や ?274? 我 等 は それ ら を 滅ぼし た れ 
ば 、 そ れ ら の た め に 如何 な る 援助 者 も 
な か りき 。 

15. され ば 、2 己 が 主 よ り の 明 証 の 上 に 
者 あら ば 、 彼 は 、 自分 の 悪行 が 
彼 に 魅惑 的 に 思わ し め ら れ た る 者 、 且 
つ 己 の 私 欲 に 従い し 者 ども の 如く な 
り 得る や ? 

16.“ 異 敬 者 達 に 約束 せら れる 楽園 の 
比較 (を 挙げ な ば )、 そ の 中 で は 腐ら ぬ 
水 の 河 川 あ り 、 ま た 味 の 変ら ぬ 乳 の 河 
川 あ り 、 ま た 飲む お 者 達 に と り て いと 旨 
き 酒 の 河川 あり 、 ま た 純粋 な 7 第 の 


CN Ed 
i 


0 3 | 
SAN DRS 
OE 
BS I ES 
の 3 テ 2598 
DOES 


本 の 上 に さい 
に 1 ネイ を ご | ヒル 3 る と 】 の の 13 で 
| EE 


” 2 の 1 タイ ン と を と 』 2 ン 28 る > ン @ 
っ で と の 2 っ の 5 al A ON 


z 


AA 77:47.211:29. で 13:36. 


2746 信者 は 神 や 人 間 に 仕 える た め に 生き よう と し て 食べ る が 、 不信 者 は 食べ る た め に 
生き 、 何等 高尚 な 目的 を 持た な い 。 彼 等 は 人 生 を 全く 唯物 論 的 に 捕え て お り 、 そ の 意 


味 で 「 動 物 」 と 変わ ら な い 。 


7 当 節 は 、 聖 預 言 者 が 懸賞 金 を か けら れ て 愛す る 地 メッ カ を 追わ れ 、 メ ディ ナ へ 向 


う 途 中 品 
の 懸賞 金 を 手 に し た いと 
ず 脅 えて いた 。 聖 預言 者 は 安全 


を 示さ れ た 。 メ ディ ナ は 遠く 、 辺 眉 の 地 に は 、 彼 を 殺す か 生け 捕り に し て 望み 
願う 山 EN EI LN 


27 人 者 た ち に は 、 現世 と 来世 に お いて 、 清 き 水 の 打球 の 変わ ら な い ミル ク の 河 
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河川 あり 。 面 し て 、 彼 等 の た め に その し こと 54 る 打てる 8 

J I 0 
中 に 各種 の 果実 と 、 彼 等 の 主 よ り の 散 。 
免 あ り 。 (その よう な 者 た ち は ) 業 火 の I 


中 に 住む 者 、 時 つ そ の 臓 内 を 』 | き 像 く | ンコ ー ぅ っ 一 2 ga 0 2 a 
煮え た ぎる 熱湯 を 飲ま し め ら れる 者 ソン RS は 6 入り 45 は 45 


ども の 如く な り 得 る や ? K 233 へ っ る 12382 332 NB 
@ 3 る 31 


17. 面 し て 、 彼 等 の 中 に は 流 に 耳 傾け | 1 を ミン < 
ょ a 

る 者 あり 。 従 っ て 彼 等 は 流 の 許 よ り 出 

で 去る や 、 彼 等 は 知識 を 授け られ た る 13 引 ca3015 

者 た ち に 向っ て 云う 「 役 が た っ た 今 語 イー 

り し こと は 何 か ?」 と 799 a これ 等 OAI こう 6 i a 

の 者 ども こそ 、 ア ッ ラ ー が その 心 を 圭 2 2 2 ホン Mi この 

じ た る な り 。 され ば 彼 等 は 己 が 私 欲 に プペ ウタ 、 み と 4 だ の 


従い た り 。 ANA 


16:109; 63:4. 


川 、 歓喜 を も た ら す ワイ ン の 河川 、 澄ん だ 蜂蜜 の 河川 が 約 東 さ れ て いる 。 現 節 で 四 度 
DE ET II 


I NN i 
られ る も の だ る ろう 。 水 は 全て の 命 の 源 で ある (21:31)、 ミ ルク は 肉体 に 健康 と 活力 を も 
た らし 、 ワイ ン は 快感 を 与え て 心配 事 を 忘れ させ る 。 そ し て 蜂蜜 は 様々 な 病 の 治療 薬 
で ある 。 物理 的 な 意味 で は 、 信者 は 現世 の 生活 で これ ら の 人 生 を 快適 で 楽し く 有 益 に 
する も の を 十分 与え られ る だ ろう こと を 表し 、 精 神 的 、 象 微 的 な 意味 で は 、 信 者 は 完 
全 な 人 生 を 得 、 神聖 な 知識 を 授かり 、 神 の 愛 の ワイ ン を 飲ん で 人 間 の 尊重 と 愛 を 得る 
こと の で きる 行動 を 行う だ ろう こと を 表す 。 

2749 裏表 の ある 偽善 的 な 人 物 は 、 一 般 的 に 二 重 の 意味 が ある 言葉 を 使い が ち で ある 。 
これ は 自ら を 厄介 な 立場 に 落ち る と と か ら 守 る た めで あり 、 あ る 衣 葉 の 解釈 が 面倒 を 
引き 起こ す 際 、 別 の 解釈 を 置く こと で そう し た 結果 を 避け る の で ある 。 上 述 の 表現 は 、 
メデ ィ ナ の 偽 普 NN 彼 等 の うち 一 人 
で も 、 型 預言 者 に 会 っ た 後に ムスリム 場合 、 「 た っ た 今 預 言 者 が 詩 っ た こと は 
な ん だ 」 と 言い 、 こ れ は 預言 者 が 言っ た こ RR 意味 する 。 し か 
し 、 彼 等 と 同様 の 偽善 者 に 会 う 際 、 同 じ 表 現 を する が 、「 預 言 者 は 何と 無 意 味 な 話 に 
ふけ っ て いた 」 と いう 意味 に な る 。 
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18. され ど 答 導 に 従う 者 た ち に つい て ょ 4 人 RK 
、? 役 は 彼 等 を し て 簡 導 を 増 さ し め 、 AS 
se 改 の 念 を 授け 給え り 7 や 。 に 


19. され ば 彼 等 は 、 そ の 定め の 時 が 32461 EN 

CN \ に 到 る こと を 待つ ば ゆかり し ョ ン 
NT BG 

751 され ば 、 そ は 彼 等 に 到 る と 、 訓 

成 は 彼 等 の た め に 友 i つ ) や ? 

20. され ば 汐 、 ア ッ ラ ー の 外 に 神 な き 2 0 2 YT eG 

を 知れ 。 面 し て 、 己 が 短所 に 対し て 赦し ュー ンー ラン a 

免 を 請 え 752、 0 と っ 0 っ て 0 そば 


信者 の た め に も また 然 り 。 され は 、 & OR る ンー 9 < 3 る 人 ls 
ッ ラ ー は お 前 達 の 移動 の 宿所 も 、 
お 前 達 の 永遠 の 人 邊 も 知 り 給 う ?“。 


EL 8 イ 


2 証し て 、 信じ た る 人 々 は = わん 、「 ち どの oO 


の 。 プ の 


に ン ラ を GE EA 2 13Ls 

か ?」 と 。 2 前 国 た る っ が 陸 9384SS3 わ どう 1138 

され 、 その 中 で 戦い が 語ら れる や 、 梁 う 2 る っ ンタ て" し ダイン Guat 

kt じ 3 

は 、 そ の 心 に 病 あ る 者 ども を 見 ん 、 彼 IC 0 

等 は 死に 際 ま れ た る 者 が 見 る が 如く 231255S0 0 

梁 を 見 ん 。 され ば 、 彼 等 に 破滅 あれ ! 8z24i ug 
3 Ne CA 


8:3.622:56: 43:67. 


720 ここ で の 聖 ク ルアー ン の 表現 の 意味 は 、(1) 神 が 彼 等 を 高潔 に する (2) 神 は 彼 等 に 

従事 する こと で 高河 に な る 道 を 明らか に する 。 (3) 高 深 な 人 生 へ の 成果 と し て 、 神 ! ょ 好 

SN 意 と 祝福 を 授け る 。 

47 アシ ュ ラ ー ト (前 兆 ) と いう 言葉 は 、 聖 預言 者 の メッ カ か ら の 逃亡 を 示し て いる よ 

うだ 。 

2792 注 2612 と 2765 を 参照 の こと 。 

2 や ムタ カッ ラバ クム (Mutaqallabakum) と マス ワー クム (Mathwakum) と いう 言葉 は 、 
「 お 前 達 が 日 常 の 業務 を 行う た め に 動い た り 、 休息 を し た りす る と き 」 を 意味 し て い 

る か 、 ま た は 前 者 の 言葉 は 現世 を 、 後 者 は 来世 を 指し て いる か も し れ な い 。 
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眼 従 ミ 登 本 が ミン ィ イン 1212 の プー イラ ラッ 4 志 っ る る ぎー て 

22. 服従 と “良き な る 言葉 が ある べ 5 で 92 が 8 5 生 て 

し 。 さ れ は 今 、 事 が 決し た る 時 、 彼 等 2 6 2 212KS 
用 タラ の ン 9 し て と 20E220E ゴ 0 

も し アッ ラー に 忠誠 な り た れ ば 、 そ は OE NN So 8 どう sy| 


彼 等 の た め に 最善 な りき 。 


23. され ば 、 お 前 達 も し 権威 を 有 し た 
れ ば 、 お 前 達 は 地上 に 騒乱 を 起こ し 、 
選 が 血縁 の 絆 を 断絶 せん と する こと 
は 在り 得る や ? ダ 7 


つん 


25. ? さ れ ば 、 彼 等 は カル アー ン を 熟考 
せ ざ る か ? それ と も 彼 等 の 心 は 、 鍵 か 
けら れ た る か ? ー 

26. げに 、“ 彼 等 に 対し て 接 導 が 明 ら 
か に な り し 後 、 背 を 向け て 背 き 去 り し 
者 ども あら ば 、 悪魔 が 彼 等 に (その 行 
為 を ) 魅 惑 し 、 彼 等 に 誤っ た 願望 を 抱 
か せしめ た り 。 ' 

27. そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 降 せ し も 
の を 嫌い し 者 ども に 向かっ て 、「 我 等 、 
事 の 次 第 で は お 前 達 に 従わ ん 」 と 云い 
た る が 故 な り 27%、 面 し て 、 ア ッ ラ ー 
は 、 彼 等 の 秘密 を 知り 給 う 。 

28. され ば 、 諸 天使 が 彼 等 を "死な し 
め る と き は 如何 せん 。 彼 等 は その 顔 や 


1 


BIE BO 
EN CT CIE 
SS こる 


ン 


@23 う 31245 


2:264. D4:83. ©3:87. 14:98; 8:51; 16:29. 


784 も し 、 不 信者 達 の 勢力 が 倒さ れ て いな けれ ば 、 彼 等 は 地上 に 混乱 を 引き 起こ し 、 
あら ゆる 血族 を 分 断 し 、 正義 の 主張 を 踏み に じ っ て いた こと で あろ う 。 そ れ 故 、 イ ス 


ラム 教徒 は 戦い を 許さ れ た の で あっ た 。 


2798 メデ ィ ナ の 偽善 者 は 公然 と 不信 者 の 味方 を し た 訳 で は な い 。 偽善 者 と いう 者 は 悪 
背水 の 陣 を し いた り は し な い 。 彼 は 双方 に 等 し く 顔 を 向け は る 。 


賢く 、 


be 
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背 を 強打 せん 。 の 5313 ES 


29. これ 彼 等 が 、 アッ ラー を 色 2 2 に 2 a る し そり) 
と に 従い 、 A と の 2 ろ i a クラ 
な り 。 され ば 彼 は 、 彼 等 の 所 業 を 徒労 6 ⑥ ょ 9Kgl ち る 5 の 12 る 5 
に 終わ らし め た り 。 


四 項 
30. 己 が 心 に 病 ある 者 ども は 想う か 、 OI 2 あえる CC 
アッ ラー が 彼 等 の 急 恨 を 明る み に 持 2 
ち 出 し 給 わ ぬ こと を ? 〇 ょ の ふっ 4 SN 


31. され ば 、 我 等 も し 欲し な ば 、 我 等 43828 SN SY 
は 確か に 彼 等 を 次 に が し た れ ば 、 液 は Ss p 

その 敏 に より 役 等 を 知り 得 ベ し 。 ま 。 ひ 280O9G は 28 53 に っ 
た 液 は 必ず 、 そ の 言葉 の 調子 に よっ て E> EU 
彼 等 を 認知 せん 7%%。 曽 し て アッ ラー | 
は お 前 達 の 所 業 を 知り 給 う 。 

32. 面 し て 我 等 は 、 お 前 達 の うち 奮闘 osa 0 、 ま っ 3 人 35 
努力 する 者 達 、 並び に “耐え 忍ぶ 者 達 と 

を 識別 する まで 、 お 前 達 を 試み ん 、 そ @⑤2555 人 2: みう) くら 
し て また お 前 達 の 事情 を 確か め る 7WY 

まで も 。 - 
33. げに 信仰 を 拒み て 、 アッ ラー の 道 0 いっ 6 えっ 2312 で ma361 
DAE Ok 2 の の 922 2 
め に 明らか に な り た る 後に 使 作 に 反 つり こつ J5 Ee 
ーー デキ ーーー ー RPC ーー ーー 
2789 偽善 者 と いう 者 は 、 決 し て 真意 を 釧 わ に は し な い 。 役 は 、 あ る 者 に は ある 考え を 
述べ 、 別 の 者 に は それ と 異な る 考え を 述べ 、 常に 曖昧 な 態度 を 取る 。 こ の 偽善 者 の 不 
I 2:105 節 に も 記さ れ て いる 

TT ア (AatD は アリ マ (AHime) と 同義 語 で ある 。 イル ム Him は 、 マ ー リ ファ (Ma 


ifa) よ り 6 り 深 く 普 遍 的 な 意味 を 持つ 。 イル ム qHm) の も と の 意味 は 、 あ る も の が 別 
の も の より a MM AN よ 24 NO Ds こ 種 類 


で ある 。 当 節 で 言及 され て いる 知識 は 、 i 
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抗 せ し 者 ども は 、 ア ッ ラ ー を いさ さか Ba っ 52013 sg 

も 害する 能 わ ず 。 面 し て 、 彼 は 必ず 彼  “ J 
等 の 所 業 を 無 に 帰せ し めん 。 ok 


34. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー に 
人 従え 、 ま た 使徒 に 従え 。 面 し て 、 己 が 
所 業 を 冠 し くす る な か れ 。 

35. 9? げに 信仰 を 拒み て 、 ア ッ ラ ー の 
道 よ り ( 人 々 を ) 妨 害し 、 然 る 後 、 不 信 
者 と し て 死 せ し 者 ども あら ば 、 ア ッ ラ 
ー 了 断じて 彼 等 を 赤 さ ざる な り 。 


36. ? さ れ ば 、 お 前 達 弱 気 に な り て 、 和 
解 へ 誘う な か れ 9。 曽 し て お 前 達 こ 
そ 勝 利 す る な り 。 され ば アッ ラー は お 
前 達 と 倍 に あり て 、 お 前 達 の 所 業 (の 
報奨 ) を 減少 し 給 わ ず 。 

37.“ げ に 現世 の 生活 は 、 遊 戯 や 気 晴 
らし に すぎ ぬ 。 され ど 、 お 前 達 

じ て 異 匠 す れ ば 、 彼 は お 前 達 の 報奨 を 
お 前 達 に 与え ん 。 面 し て 、 お 前 達 の 富 
を お 前 達 か ら 求 め ざ ずる べし ダ "。 

38、 も し 彼 お 前 達 に 之 を 求め 、 お 前 較 
に 強要 し な ば 、 お 前 達 は 竹 並 する な 


GZ EA 

SENN 

MV 0 
A TE ES 

© 

(2 EE 

EE CN 


> と ァ ラ ン と イレ 3 る (ゴン 5 る 
CE に SI あさ | に 1 
っ ーー ンタ イ が る 2 で る ン > を る 
ペーー | > | S 91 が っ の 

イン ライ ルイン 。 ン イネ ン 


2 AS SN Sd 


23:92: 4:19. 03:140. 


それ が 如何 な る 展開 を 繰り 広げ よう と も 、 平 穏 を 求め て は 


2798 戦い が 一 度 始 まれ ば 、 


I 彼 等 は 勝利 を 得 
に は 、 他 に 採る べき 道 は な い 。 


と な る 運命 に ある 。 彼 等 


で G:33: 29:635: 37.2 1. 


る か 、 さも な くば 列 教 者 


の 000 


払わ ね ば な ら ず 、 又 こ の 目的 の た め に 人 金銭 の 負担 も 払わ ね ば な ら な いと 、 
アッ ラー は 役 等 の 金銭 を 必要 と は し な い 。 命 や 金 鍼 を 捧げ る よう 求 
し に 勝利 は 得 ら れ な いか ら で あ り 、 そ れ は 彼 等 自身 の 利 と な る 。 


て いる 。 し か し 、 
め ら れる の は 、 そ れ 無 


当 節 は 示し 


真 の 信者 は 、 こ の 崇高 な 教え を 理解 し な けれ ば な ら な い 。 
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り 。 面 し て 、 彼 は お 前 達 の 健 恨 を 明る GRE 5 
み に 持 ち 出 さん "9. 2 
39. 見 よ お 前 達 は 、 ア ッ ラ ー の 道 に か 1380 53 9 半 は 
ひ て 施す た め に 人 喘 を れる 人 々 な り 。 ジ 3 を AE 
然るに 、 お 前 達 の 中 に は 、 次 和 旭 す る 3 ES es A 
者 あり 。 され ど 敬 和 『 す る 者 あら ば 、 de 2 > < イラ ント ンタ イー イイ 55 
人 03 8 りら EZ 
誠に 彼 は 己 自身 に 対し て 次 益 する の 3 
み "9。 耐 し て 、 アッ ラー は 自主 自足 1 区 MR 


に し て 、 お 前 達 は 貧し き な り 。 2 病 し A 
て 、 た と え お 削 層 が 肥 き る と も 、 彼 の 3 つと ビ あり 
を 
は お 前 達 D 式 を 以 て 代り に 立 て 11 
山地 MA2LOENA NN 94Sd2S & sf 
ん 。 され ば 、 彼 等 は 、 お 前 達 の 如き 者 
に 非 ざ る べし "9. 
3918: 


2769 必 節 は 、 特 に 償 善 者 に 向け られ た も の で ある 。 

7 けち な 心 は 、 人 を 触 む 致命 的 な 病 で ある 。 聖 クル アー ン は 他 の 箇所 で その よう な 
人 々 を 強く 非難 し て いる (9:35)。 

7 ダ 「 彼 は お 前 達 以外 の 民 を 以 て 代り に 立て ん 」 と いう 言葉 は 、 誰 に 向け られ た も の な の 
か と 聖 預 斉 者 が 尋ね られ た 時 、 彼 は こう 答え た と 記さ れ て いる 。「 も し 、 信仰 が プレ アデ 
ス に 届く な ら 、 ペ ルシア の 或 る 男 が それ を 地上 に 戻す で あろ う 」(Rah al-maanr より )。 
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四十八 章 
アル ・ フ ァ ト フ AI-Fath( 勝 利 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
学識 者 た ちの 合意 に よれ ば 、 当 章 は フ ダ イ ビ ヤ 協定 の 後 、 聖 預言 者 が メ 
ディ ナ へ の 帰途 ズル ・ カ ー ダ (Dhu'L-Qa'dah) の 月 に 聖 選 し て か ら 六 年 目 に 、 啓 
示さ れ た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 その 協定 は 新紀元 を 創る 出来 事 で ある か ら 、 それ 
に 関係 する すべ て の 出来 事 は イス ラム の 歴史 に 於 いて 、 注 意 深く 保存 され て 
いる 。 従 っ て 完全 な 協定 が 、 当 章 の 啓示 の 日 付 と 場所 に か か わる こと に な る 。 
当 章 は アル ・ フ ァ ト ブフ ブフ (勝利) と いう 題名 が 付け られ て いる 。 表面 的 に 見 られ る 


落 の 切っ 掛け と な り 、 ア ラビ ア 全 土 を 勝利 させ た の で ある 。 従っ て 、 当 章 の 
題名 は 適正 で ある 。 前 章 の 終盤 に 於 いて 、 信 者 達 は 敵対 者 に 勝利 する こと の 
明確 な 約束 が 与え られ た 。 当 章 は 、 そ の 約束 され た 勝利 は 不 確 定 な 遠い 未来 
で は な い が 、 確 か に 近い の だ と 、 明 確 に は っ きり し た 言い 方 で 宣言 し て いる 。 
それ は も う 実 際 に 来 て いる の だ と 言え る ほど 近い 。 そ し て 最も 疑い 深い 人 間 
で すら それ は 否定 し 難い 、 決 定 的 で あり 抵抗 し 得 な いこ と に な る だ ろう 。 
当 章 は 、 約 束 さ れ た 勝利 は すでに 実現 され た 、 そ し て それ は 明らか で 、 
絶対 的 で 、 抵 抗 し が た いも の で ある と 毅然 と し た 宣言 で 開 扉 す る 。 そ し て そ 
の 結果 、 多 く の 人 々 が イス ラム 教徒 に な り 、 そ の 新しい 帰依 者 た ち に 信仰 の 
教義 や 原理 を 適切 に 訓練 教育 する こと は 、 聖 預言 者 の 大 き な 仕事 と な る で あ 
ろう と 語ら れ た 。 従っ て 彼 は その 面倒 な 義務 を 十分 に 果たす た め に 神 の 助け 
を 求め 、 そ し て 人 間 の 能力 の 限界 に よる 欠陥 が 残ら な いよ うに 、 神 の 赦し と 
慈悲 を 懇願 する べき で ある 。 信 者 達 は 協定 の 全て の 重要 性 に 理解 不足 で ある 
か ら 、 意 気 消沈 し て いる が 、 神 は 彼 等 に 安定 と 慰め を 下 し 、 彼 等 の 信仰 が 強 
まっ た 。 そ し て 、 不 信者 た ちの 不実 な 満足 と 喜び が 、 一 時 的 で あっ た と 当 章 
は 更に 語る 。 そ し て 信者 た ち は 、 聖 預言 者 が 協定 を 百名 し た こと の 賢明 な 行 
為 に 於 いて 、 彼 等 は 疑問 を 抱く べき で は な いと 更に 語ら れ て いる 。 彼 は 神 の 
使徒 で あり 、 従 っ て 彼 の すべ て の 行動 は 、 神 の 指導 と 響 導 に 依っ て な され た 
の で ある 。 信者 達 の 義務 は 役 を 信じ 、 役 を 助け 、 彼 を 尊敬 する こと で あっ た 。 
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信者 達 は 自分 が 死ん で まで も 、 万 難 を 排 し て 聖 預 詩 者 の か た わら に いま す と 、 
木の下 で 聖 預 言 者 に 忠誠 を 誓っ た 時 、 彼 等 は 神 の 喜び を 得 た の で ある 、 と 当 
章 は 更に 述べ て いる 。 そ こ で 戦争 が 起き な か っ た の は 神 ご 自身 の 計画 で あっ 
た 。 な ぜ な ら 、 メ ッ カ に は 他 の 信者 達 が 知ら な い 何 人 か の 誠実 な ムスリム 達 
が いて 、 も し 戦争 に な れ ば 彼 等 は 知ら ず に 殺さ れ た で あろ うか ら 。 次 に 、 偽 
善 者 た ち 及 び 後 に 遅れ た 者 達 は 、 大 き な 叱 責 を 受け 、 彼 等 の 偽善 は 暴露 され 
た 。 如何なる と きも 神 の 道 に か ける 戦い に 呼ば れる 度 に 、 彼 等 は 後に 留まる 
こと を 正当 化す る 虚偽 の 言い 訳 を 提 造 する と 当 章 は 言う 。 し か し 、 彼 等 の ば 
か ば げた 逃げ ロ 上 や 虚偽 の 言い 訳 は 彼 等 自身 を 欺く だ け だ 。 当 章 は 終わ り で 、 
再び 主題 に 立ち 戻っ て 説い て いる 。 フ ダイ ビ ヤ 協 定 は 大 勝利 で ある こと を 証 
明 し て いる ば か りか 、 他 の 勝利 の 功績 に 続く で あろ うこ と を 証明 し て いる 。 
そし て 、 近 隣 諸 国 は ムスリム の 戦勝 の 旗 の 許 に 降る で あろ うと いう こと を 証 
明 し て いる 。 
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アル ・ フ ァ ト フ AIl-Fath( 勝 利 ) 
節 数 30、 メデ ィ ナ 啓 次 示 


1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の SR SEL 
御名 に お いて 。 - 

2. げに 我 等 は 明確 な る 勝利 を 汐 に 与 る 228223M 
i oR NG 6 


1 


2793 明確 な る 勝利 」 と いう 言葉 は 、 フ ダイ ビ ヤ (Hudaibiya) の 協定 に 言及 し て いる も 
の と 思わ れる 。 注目 すべ き は 、 聖 預言 者 が メデ ィ ナ で 暮らし た 初期 の 6 年 と いう 短期 
間 に 、 敵 に 対し て 数 々 の 億 (大 な 勝利 を 得 て 相 手 の 戦 力 を 粉砕 し た に も 関わ ら ず 、 い ず 
れ も 聖 クル アー ン の 中 で 『 明 確 な る 勝利 』 と 言わ れ て いな いこ と で ある 。 フ ダイ ビ ヤ 
(Hudaibiya) の 協定 で は 、 こ の 日 ざ まし い 名 准 を 受け 和信 れる こと に つい て 、 そ の 条項 が 
外観 上 は 屈辱 的 で あっ た に も 関わ ら ず 、 留保 ぼれ て いる 。 ムスリム は 、 イ スラ ム の 感 
信 に 対す る 明確 な 拒絶 に 非常 に うろ た え 、 ウ マル の よう な 頑健 な 者 で さえ 極度 の 悲し 
み と 慎 條 の 中 で 、 EN RE 


い 勝 利 で 、 A メ ッ カ の 陥落 、 そし て 最終 
的 に 全 ア ラビ ア の 征服 へ と つなが っ た 。 こ の 件 で は 、「 政 治 的 な 地位 が 同等 で 独立 し 
た 力 で ある こと を クラ イシ ュ 族 が 認め た こと で 、 聖 預言 者 の 見 事 な 手 腕 が 立証 され た 」 
Mai 
聖 預言 首 は 、 カー バ の 周囲 を 信徒 達 と 共に 巡回 する と いう 幻覚 を 見 た 。 この 幻覚 

実行 する た め 、 聖 預 計 者 は 約 1.500 人 を 連れ て 小 巡 礼 を 行う た め メ ッ i 
上 時期 は 聖なる 月 で あり 、 イス ラム 以前 か ら 、 ア ラブ 人 の し きた り で は この 期間 戦い が 
禁じ られ て いた 。 聖 預 詩 者 が メッ カ か ら 数 マイ ル 離 れ た ウス ファ ー ン と いう 地 に 到着 
し た 時 、 ア ッ バ ー ド ・ ビ ン ・ バ シェ ル の 指示 で 派遣 され 先行 し て いた 一 団 か ら 、 ク ラ 
イシ ュ 族 は 聖 預言 者 が 町 へ 入る こと を 阻止 し よう と し て いる と の 知ら せ を 受け た 。 武 
力 衝突 を 避け る た め 預 斉 者 は 進路 を 変更 し 、 超 伏 の 多い 曲がり く eR た 疲労 させ る 道 
を 進ん だ 後 、 フ ダイ ビ ヤ (Hudaibiya) に 到着 し そこ で 野営 し た 。 聖 預言 者 は 、 聖 地 の 名 
准 に か け て クラ イシ ュ 族 の あら ゆる 要求 に 応じ る と 宣言 し た が 4 より )、 内 
eS 6 ャ AM ne し て メ ッ カ 人 場 を 訓 2 RS 克 当 


で 、 理 計 者 は 自身 の 取 介 を 信 し て まで 、 クラ イシ ュ 族 と の 肥 当 な 歩み 寄 り の 結 : 果 を 
得る た め あ ら ゆ る 手段 を 尽く し た 。 そこで 協定 が 結ば れ 、 そ の 条項 は 、『 戦 争 は 10 年 
回 時 中 断 と する 。 誰 で あれ 、 加 傾 言 者 に 加わ り 又 は 彼 等 と 協定 を 結び た いと 思う 者 
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3 そ は アッ ラー が 、 液 の 過去 と 特に ュ て MS 。 笛 包 人 > 
来 4 の 短所 76 な 泊 の た め に _- 


は その 自由 が あり 、 そ し て 同様 に 、 誰 で あれ 、 ク ライ シュ 族 に 加わ り 又 は 彼 等 と 協定 
を 結び た いと 思う 者 は その 自由 が ある 。 も し 信仰 の ある 者 が 、 保護 者 の 許可 な し に メ 
ッ カ か ら 聖 預言 者 の と ころ へ 来る 場合 、 彼 は 保護 者 の 許 へ 送り 返さ れる 。 し か し クラ 
イシ ュ 族 の と ころ へ 戻る 聖 預 韻 者 の 信徒 は 誰 で あれ 、 送り 返さ れる こと は な し い 。 今年 
に お いて は 、 聖 預言 者 は 町 へ 入ら ず し て 帰ら な けれ ば な ら な い 。 来年 は 、 聖 預 言 者 及 
び 仲間 達 は 、 小 巡礼 を 行う た め 3 日 間 の み 訪れ る こと が 許さ れる が 、 但 し さや に 納め 
られ た 剣 を 除く 武器 を 携行 し て は な ら な い 』( ブ ハー リー より )。 

この 条項 は 見 、 届 辱 的 で あっ た 。 ム スリ ム は 非常 に うろ た えた 。 彼 等 の 怒り や 選 
辱 感 、 傷 つけ られ た 誇り を 十分 に 表現 し 得る 詩 葉 は な か っ た 。 第 3 項 は 特に 腹 立 た し 
いも の で あっ た 。 し か し 聖 預 言 者 は 穏やか に 落ち 着い て いた 。 イス ラム の 道徳 の 力 を 
心から 信じ る 彼 は 、『- 度 信仰 の 芳香 を 味わっ た 信者 は 、 不 信仰 に 戻る より も 火 に 投 
ば 入れ られ る 方 が 良い 』 こ と を 知っ て いた の で ある ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 そ し て 彼 は 、 
どの 場所 で も 、 彼 が 宗教 の 力 の 源 と な る こと を 証明 し た 。 そし て この 協定 は 後に 、『 明 
邊 な 勝利 』 と な っ た 。 聖 預 詩 者 の 仲間 達 は その 場 に 居合 わせ た こと を は っ きり と 誇り 
に 感じ 、 当 節 で ふれ られ て いる 勝利 と し て メッ カ の 征服 で は な く 、 この 協定 に 関し て 
納得 し た ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 彼 等 に よる と 、 こ の 協定 以上 に 素晴らし く 結 果 と 効力 が 
広範 に わた る 勝利 は な い ( ヒ シャ ー ム より )。 また 聖 預言 者 自身 も これ を 偉大 な 勝利 と 
呼ん で いる (バイ ハ キ ー よ り )。 聖 クル アー ン は これ を 、 明 白 な 勝利 (2 節 )、 最 高 の ( 達 
成 、 獲 得 、 業 績 、 手柄)(6 節 )、 素 晴らし い 報 酬 (11 節 )、 聖 預 斉 者 へ 好意 の 成就 3 節 ) 
と 語っ て いる 。 な ぜ な ら 、 それに よっ て イス ラム の 精神 的 且つ 政治 的 幾多 の 勝利 の 門 
が 開 扉 され た の で ある 。 


され る で ある ろう が 、 そ の 名 汰 は 完全 に 回 復 さ れ 、 彼 の 潔白 は 完全 に 証明 され る で あ 
ろう 。「 過 去 と 将来 」 と いう 語 は 以上 の こと を 示し て いる 。 

2 や 了 天 預言 者 の よう に と て も 高い 道徳 的 資質 が あり 、 道徳 的 に 堕落 し て 最も 低い 深み 
に 沈ん だ 全て の 人 々 を 精神 的 な 高み の 最 頂点 まで 引き 起こ し た 人 物 は 、 無益 に も 彼 を 
不純 に し よう と 中 傷 す る 者 の よう な 道徳 的 過失 を 犯す こと は と う て い で き な か っ た 。 


る 。 当 節 は 、 神 が 預 斉 者 を 有害 な 結果 か ら 守 り 、 続 いて 前 館 で ふれ られ て いる 、 多 く 
の 人 が イス ラム の 開い の 中 に 入る と いう 約束 され た 勝利 を 得 、 当 然 人 々 の 道徳 的 、 
精神 的 な 訓練 と 教育 は 、 望 まれ た 水準 で あろ うこ と を 意味 し て いる 。 こ の こと か ら 、 
聖 タ クル アー ン の 中 で 聖 預 言 者 に 成功 や 勝利 が 約束 され て いる 際 は 、 彼 は 偉大 な 使命 の 
道 を 阻む で あろ る ろう 人 の 弱点 と いう ザン ブ (Dhanb) か ら の 神 の 保護 を 教授 する の で ある 。 
和 四 つ の 言葉 ジュ ナー ブフ (Junah)、 ジ ュ ル ム durm)、 イ スム (thm)、 そ し て ザン プ ブ (Dhanb) 
は 、 ほぼ 同様 の 意味 を 持つ が 、 最初 の 三 つ の 言葉 は 聖 ク ルアー ン の 中 で 預言 者 に 関し 
て 使わ れ て いな い 。 こ の こと か ら 、 ザ ン ブ (Dhanb) は 他 の 3 つの 言葉 が 持つ 悪意 の 
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覆し “の 、 流 に 対し て 己 が 恩恵 を 全う Sb いう で 上 E AS 6 
し 、 液 を 正しき 道 に SNS 0 

な り 。 DE bd 
4. また 彼 が 威力 な 援助 を も っ て 、 液 OU EN TE の の 


を 助け 給 わ ん が た め な り "9"。 
>. ee た 介 き た 5 り 26 の ご 人] US ei | 


ある 意味 を 持た な いこ と を 示し て いる 。 さ ら に 、 陸 ク カル アーン の 熟語 の ザン バカ 
(Dhanbaka) と いう 表現 に つい て 、 ザ ン ブ (Dhanb) が どの よう な 場合 も 罪 や 犯罪 を 意味 す 
る の で あれ ば 、 こ ちら は 『 液 に よっ て 犯さ れ た こと が 疑わ し い 犯 罪 』 あ る い は 6 
対し て 行わ れ た 罪 』 を 意味 する だ ろう 。 ザ ン ブ (Dhanb) の 最後 の 意味 に よる と 、 

ビア 語 の ラ カ (laka) は 当 節 で 『 流 の た め に 』 を 意味 する 。 了 誤 ク ルアー ン の 他 の fi i. 4 
人 節 ) で 同様 の 表現 で 、 イ スミ ー(ithm 我 が 罪 ) は 『 我 に 対し て 犯さ れ た 罪 』 を 意味 する 。 
5 つて 、 RNN MAA 


人 を 骸 い て いる な ど は 、 NN 真実 を 
知る こと で 、 全 て 誤っ て いる こと が 立証 され た 。 あ る い は 、『 液 の 敵 に よっ て 液 に 対 
し て 犯さ れ た 罪 は 次 の た め に 赦 さ れる 』 を 意味 し 、 そ の よう に な っ た 。 メ ッ カ が 陥落 
し て アラ ブ 人 が イス ラム を 受け 入れ た 時 、 彼 等 の 罪 は 散 さ れ た 。 文脈 に お いて も この 
意味 を 支持 し て いる 。 仮 に ザン ブ (Dhanb) が 罪 の 意味 で ある と する と 、 当 節 や 前 節 に 
ある 明確 な 勝利 の 授与 と 聖 預 言 者 へ の 神 の 慈愛 の 成就 に は 、 罪 を 散 す こと と の 関連 人 性 
は な いよ う で ある 。 

0 当 節 は 、 (34 人 NR 
する 知識 不足 に より 、 一 部 の キリ スト 教徒 の 著述 家 執 筆者 等 に より 、 聖 預言 者 が 道徳 
人 PB と 誤っ て 解釈 され て いる 。 ムスリム の 信条 と し て 、 神 の 預言 者 
達 は 罪 の 無い 状態 で 生ま れ 、 生 涯 を 通じ て 罪 が な いま まで ある と 聖 ク ルアー ン に よ 
命じ られ て いる 。 彼 等 は 神 の 命令 に 反する 行動 や 発言 を し な い (21:28)。 彼 等 は 罪 あ 

人 々 を 清め る よう 任命 され て いる の で 、 彼 等 自身 が A 
で ある 。 神 の 預 斉 者 達 区 の 中 で 、 聖 預 塁 者 は 最も 高潔 で 純粋 で あっ た 。 数 々 の 節 で 彼 の 
生涯 の 純潔 さと 欠点 の な いこ と が 賞賛 に 満ち た 言葉 で 示さ れ て いる (2:130; 3:32: 
3:165; 6:163; 7:158: 8:25; 33:22: 48:11; 53:3,4; 68:5 及び 、81:20-22 節 )。 リ ヤグ フィ ラ 
(Li-Yaghfira) と いう 表現 に つい て は 注 2612 を 参照 。 

797 ラダ イ ビ ヤ 協 定 が 結ば れ た 後 、 神 は イス ラム 教 が アラ ビア に 急速 に 広まる よう に 
力 を 添え られ 、 聖 預 斉 者 は 独立 国 の 指導 者 に 承認 され た 。 

8 ここ で の 表現 は 、 フ ダイ ビ ヤ (Hudaibiyah) の 協定 で の 条項 に つい て の 解釈 の 誤解 の 
た め 、 ム スリ ム は 一 時 的 に うろ た えた が 、 神 の た め に 戦う こと に 関す る 限り 、 神 の 軍 
勢 が 共に ある と 完全 に 確信 し 、 彼 等 は 心 の 平安 を 失わ な か っ た こと を 示し て いる 。 
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共に 更に 信心 を 増 さん が た め に 。 され 63 1335 56 で AX っ 9 ご 選 


ば 、 諸 天 と 大 地 の 諸 軍 は ア ッ ラ プー の 
所 有 な り 。 市 し て 、 アッラー は すべ て 
を 知り 、 賢 哲 に ま 


6. こ は 彼 が 、 信 ずる 男 の 信者 達 と 女 
の 信者 達 を 、 その 下 に 河川 流れ る 楽園 
に 人 らし めん が た め な り 。 彼 等 は その 
中 に 永久 に 住む な り 。 ま た 彼 が 、 “ 彼 
等 の 諸悪 を 彼 等 か ら 取 り 除 き 給 わ ん 
が た め な り 。 箇 し て 、 こ は ア ッ ラ ー の 
御 許 で 至 大 な 成 就 な り 。 

7. また 、” 彼 が アッ ラー に つい て 邪心 
を 抱く 男 の 偽 信 者 や 女 の 偽 信者 ども 、 
並び に 男 の 多 神 教徒 や 女 の 多 神 教徒 
ども を 削 せ ん が た め な り 。 “ 彼 等 
そ 補 が 巡り 来 た ら ん 。 また 、 アッラー 
は 彼 等 に 対し て 激突 し 給 い 、 彼 等 を 呪 
い 、 彼 等 の た め に 地獄 を 準備 せり 。 さ 
れ ば 、 そ は 悪し き な る 帰 所 な り 。 

8. 面 し て 、 諸 天 と 大 地 の 諸 軍 は アッ 
ラー の 所 有 な り 。 され ば 、 アッ ラー は 
威力 に し に お PP 

9. げに 我 等 は 、 実証 者 、? 朗 報 者 、 旦 
つ 警 告 首 と し て 液 を 遺 わ し た り 、 


\( に ここ 


10. お 前 達 が アッ ラー と その 使徒 を 
信じ 、 彼 を 助け 、 ま た “= 彼 を 尊敬 し 、 


| と も 


49 3 a 


OCS iE 0 


いっ 


37 


CA si 
OE EE ES 

EAA 
SSC ES 
| 
0 5 っ > に 人 
<1 A 3 ょ ez th 


レン < る 6 
Os の 外人 な この 


ン ミン る 名 r4 そ ニ ライ TSW 
CC そ じ 2 
2 
の 5 


コッ プロン る ン 


i 2 8 
62 つ の 3 2 と うう 20b le 


8:30: 64:10: 66:9. 633:23. 9:98. A25:57; 33:46: 35:25. 25:13. 


聖 預言 者 が メッ カ に 派遣 し た ウス マー ン が 殺さ れ た と 


いう 誤報 が フ ダ イ ビ ヤ 


(Hudaibiyah) に 流れ た と き 、 聖 預 詩 者 が ムスリム に 対し 、 ウス マー ン の 死 の 英 を 打つ 
た め 役 の 旗 じ る し の 下 で 戦う た め の 厳 粛 な 維 い を 立て る こと を 呼び か ける と 、 全 員 が 


少し の た め ら いも 見 せ ず 上 響い を 立て た 。 


1361 
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た i A > ミチ - # を ン ぅ っ タ ョ ンプ と ルル ルゥ っ ララ ミン る ン 
朝 な 夕 な 彼 を 讃え ん が た め な り 。 らく RS 3 828 る 5 
GyL1 3 
11. まこ と に 、 溢 に 刺 誠 を 谷 う 者 た ち “26009 約 避 ば 15 委 て る 前 8 
は 9、 ア ッ ラ ー に 中 識 を 哲 う 者 な り 。 の 
アッ ラー の 御手 は 彼 等 の 手 の 上 に あ SS 6% 20 は 5 
され ば 、 約 約 を 在り し 者 あら ば 、 ! 2 


SH 
な り 。 され ど 、 アッ ラー と 結び し 約束 も EukPai a hl 
FB WRT TO Se 

全 大 な る 報奨 を 与え 


ン っ ゥ プリン 


12. ベ ド ウィ ン 遅 の 中 後に 残さ れ た 
る 者 "は 必ず 液 に 云わ ん 、「 我 等 の 
財産 や 我 等 の 家族 が 我 等 を 忙殺 せ し 


od た 


CG GRA Cs 


め た り 。 され ば 我 等 の た め に 、 散 免 を 
を え 」 と 。“? 彼 等 は その 心 に 在 ら ざる 
こと を その 笛 先 で 云う な り 。 云 え 、「 も 
し アッ ラー が お 前 達 を 害さ ん と 欲し 、 
また は 益 を 与え ん と 欲し な ば 、 価 人 が 
アッ ラー に 対し て お 前 達 の た め 権力 


2 2129 28 ンタ て 1 9 うー ぁ る と 4 EE 
8 と ひび や db ひで 
グン + PU ン 
と うる ン 2 うい いく 5 
PR > こい 3 る 3 


ピレン 


いさ Eilk ジ IM 


を 有 し 得る や ? 否 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 NN 
の 楽 を 直し 給 う . o 
13. 至 、 お 前 達 は 使徒 並び に 信者 た ち 


が 己 が 家族 の 許 へ 恒 ら ざ る べし と 考 


73:168. 


72729 この 語 は 、 フ ダイ ビ ヤ の 木の下 で 聖 預言 者 に 向け られ た 信者 の 誓い を 指す 。 

> 。 うわ べ で は ムスリム と 友好 関係 を 持っ て いた メデ ィ ナ 周辺 の ベ ドウ ィ ン 族 は 、 

小 巡礼 に 向かっ た 1.500 人 の ムスリム の 一 団 に 加わ る よう 招 か れ た 。 聖 預言 者 は 平和 
の 伝道 を 続け て いた が 、 ベ ド ウィ ン 族 の 考え は 、 ク ライ シュ 族 が 彼 の メッ カ 入 り を 認 
め ず 、 そ し て 必ず 武力 衝突 が 生じ 、 充分 に 武装 し て いな い ム スリ ム は 敗北 する だ ろう 
か ら 、 聖 預 音 者 と 供 に 行く こと は 死地 に 向かう こと に 等 し いと いう も の だ っ た (Muir 
及び Kathrr より )。 当 節 は 、 タ ブー ク の 遠征 で 留まっ た 部 族 達 に も 適 店 それ て いる 

な ぜ な ら ば 、 アッ タウ バ 章 で は 彼 等 に つい て 類似 語 が 使用 され て いる か ら で あ る 。 
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四十八 章 アル ・ フ ァ ト フ ALFath (勝利 ) ー 二 六合 


えた り 71。 面 し て 、 こ の こと が お 前 cS 0 a 0 lS 
達 の 心 に 魅惑 的 に 見 せら れ た り 。 曽 し の 
て 、 お 前 達 は 政信 を 抱 きた り 。 され ば ち 2 らら 3 <3 


お 前 達 は 破滅 する 民 な りき 」。 ジ by っ る や 


14. され ば 、 アッ ラー と その 使徒 を 信 ぜ EGA 2 プ i 
ざり し 者 あら 0 ま 、 ? げ に 我 等 は 不信 者 ど 1 a 
も の た め に 、 燃 え 盛 る 火 を 準備 せり 。 も と TO こ りら 


15. 2 宙 し て 、 諸 天 と 大 地 の 王権 は アース 5 し ayYB ン た の は あ 3 
ッ ラ ー の 所 有 な り 。 * 彼 は 己 が 欲す る  ,。 a 
者 を 散 し 、 己 が 欲す る 者 を 前 し 給 う 。 MO 2 9353 
され ば 、 アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈悲 
深く まし ます 。 


16. お 前 達 が 戦利 品 を 取る た めそ こ 4 っ る 癌 の 
に He 行く 遇 、 後 現れ た る 者 きも OE dE 

は 必ず 云わ ん 、「 我 等 を も お 前 轄 の 従 AS し 523 389 内 
に 行か し め よ 」 と 。 彼 等 は アッ ラー の 。 。。」」 コン 」 
件 言葉 を 変え ん こと を 欲す 。 云 え 、「 お ご の 〇 8 A do 


笛 の 従 We 廊 30 っ < 。 
前 達 は 断じて 我 等 の 従 に 来 て は な ら を ME 6 


ぬ 772 アッ ラー は すでに か く の 如 く Os 


@18:103: 29:69: 33:9: 76:5.640:17. で 3:130: 5:19. 


2773 偽善 者 は 、 聖 預言 者 か ら 遠 征 に 参加 する よう に 招 か れる 時 は いつ も 、 弱 い ム スリ 
ム 達 が 無事 に 家庭 に 戻れ る こと は な いで あろ うと 思っ て いた 。 そこ で 様々 な 口実 を 設 
け て 招待 を 也 っ て いた 。 し か し 、 ム スリ ム 達 は ほほ 毎回 遠征 か ら 成 功 し て 帰 記し 、 彼 
等 の 望み は いつ も 落胆 する 結果 と な っ た 。 

277223 ここ で は ハイ バル (Khaibar) の 遠征 で ムスリム が 獲得 し た 戦利 品 に つい て 述べ られ 
て いる 。 当 章 は 、 聖 預 言 者 が フタ ダイ ビ ヤ (Hudaibiyah) か ら 帰 途 に つい て いる 最 中 に 啓示 
され た 。 当館 で は 、 20 人 節 で ムスリム に 約束 され た 多く の 戦利 品 に つい て 、 述べ て いる 。 
フ ダ イ ビ ヤ (Hudaibiyah) か ら 戻 っ た 後 す ぐに 、 聖 預言 者 は 、 ハ イ バ ル (Khaibapy の ユダ ヤ 
人 に よる 度々 の 裏切り を 罰する た め 、 彼 等 の と ころ へ 向かっ た 。 聖 預言 者 が 巡礼 の た 
め メ ッ カ に 向っ た 際 に 、 後 に 残っ た ベ ド ウィ ン 旗 は 、 預 言 者 と 供 に ハイ バル (Khaibar) 
の 遠征 に 参加 し て いれ ば 戦利 品 の 分 け 前 を 貰 えた こと を 知っ て 、 ム スリ ム 箇 に 随行 す 
る こと を 求め た 。 戦利 品 は 、 フ ダイ ビ ヤ (Hudaibiyah) で 聖 預 言 者 と 供 に いた 表裏 の な い 
誠実 な ムスリム 達 だ け に 約束 され た も の な の で 、 彼 等 の 随行 は 不可 能 だ と 断ら れ た 。 


ヒア < 
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云い た まえ り 」 と 。 され ば 、 彼 等 は 云 > 3 と て * 区 reg と Si っ マン < 
設 た 「 の の 325 はぐ つ あ 記 3 

わん 、「 否 、 お 前 達 は 我 等 を 始 む 」。 否 、 

彼 等 は 殆 ん ど 理 解 し 得 ざ る な り 。 lo なり 33 5485Y 


ん ター 


17. ベ ドウ ィ ン 達 の 中 後に 残さ れ た 6 呈 芝 っ YIOsoAgA6 8 
る 者 ども に 云え 、「 お 前 達 は や が て 、 _ 

強壮 勇 武 な る 民 に 対し て 召喚 され っ の 8 3 っ 5 pb dA チタ Q! 
779、 彼 等 と 戦う な り 。 そ れ と も 彼 等 ,』。 
は 服従 せん 。 され ば 、 お 前 達 も し 服従 SR 0 


せ ば 、 アッラー は 善き な る 報奨 を お 前 | レン 2 | < グン ン 
lec えん され ども し お 前 達 、 以前 FF FO Ck 
背 き た る が 如く 背 か ば 、 彼 は 痛ま し い " 


責 H 呈 を 以 て お 前 達 を 罰せ ん 」。 

4 盲人 に は 差し 支え は な し 、 ま た ひと 88 SENGE DS 
令 に も し まえ な く 、 病人 に も 差し の MK 上 
支え な し 。 ら 耐 し て 何人 で あれ アッ ラ ー 和 の は の 3 モテ と | 
ー と その 使徒 に 従う 者 あら ば 、 役 は そ BL (35. ラン ンー ナン 

eS 4 を も 
の 下 に 河川 流れ る 楽園 に 彼 を 入ら し WS と 
めん 。 され ど 、 背 きた る 者 あら ば 、 彼 5422 う 8YIk2SO2G の 5 と 


ヒス 


ン 


は 痛ま し い 責 苦 を 以 て 彼 を 削 せ ん 。 の IS I 
を こっ! は と i 


に ー- 委 人 1 
三 項 
19. げに 彼 等 が 樹 の 下 で 液 に 忠誠 を に レン ュ 。 ショ a と 8、 ン ェ ン る 
_ | ご 4 ae a 
堅い し 時 4 アッ ラー は 信者 達 に 満 。 ーー プラ トブ 2 


9:91. 64:14: 24:53; 33:72. 


2773「 強 壮 田 武 な る 民 」 と いう 言葉 は 、 ビ ザン チン 常 国 や イラ ン 人 帝国 な どの 勢力 を 指 
PAM 物質 的 に 優れ て 人 数 も 多かっ た 。 
当 飾 は 、 ム スリ ム が こう し た 力 の ある 敵 と 衝突 し 、 後 者 が 完敗 し て 屈服 する まで は 、 
長引く 戦い を 行う こと に な る だ ろう と 警告 SC 
人 々 に 向け て 、 ハイ バル (Khaibary の ユダ ヤ 人 の と ころ へ 赴 い て 戦利 品 を 分 か ち 合 うこ 
と は 認め られ な い が 、 近い 将来 は より 力 の 強い 強敵 と 戦う た め に 召集 され る こと に な 
り 、 そ れ に 応じ れ ば 素晴らし い 谷 賞 が 得 ら れる だ ろう と 告げ られ て いる 。 また 、 ビザ 
ンチ ン 帝 国 や イラ ン 帝 園 と の 戦い は 長く 激しい も の で ある と 当 節 は 物語 っ て いる 。 
4 忠誠 の 誓い は 、 使 人 節 の し きた りや エチ ケッ ト に 違反 し て いる と し て 、 メ ヌメ ッ カ の 
人 々 が 使者 の ウス マー ン を 殺害 し た と の 報せ が 聖 預言 者 の 許 へ 届い た 後 ブ ダイ ビ ヤ 
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悦 し た る な り 。 され ば 、 彼 は 彼 等 の 必 3 ヒビ 2058 の NE CT 
中 に 在 る も の を 知り た れ ば 75、 平 衝 の 
を 彼 等 に 隆 し た り 。 耐 し て 、 手近 な 勝 ge 2 JG まる 8 


利 を 以 て 逐 に 報い た り 2776、 3 


OG 3 じ る る 1 5 
20. 面 し て 彼 等 が 手 に する 区 し い 戦 0G 3 R 33365 の 2 5U< 5 
利 品 を も ダ 7。 され ば アッ ラー は 威力 グ デン エグ ラン 
に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 Os や らら と 
21. また 、 お 前 達 が 手 に する 幕 し い G3326 8 くう Es 恐る 5 
戦利 品 を アッ ラー が お お 前 達 に 約束 し の 
た り 9。 され ば 、 彼 は 之 を 早々 と お SINS 
前 達 に 与え 、 且 つ お 前 達 か ら 人 々 の に し に さい も 1 と キロ 
手 を < 抑え た り 。 耐 し て そ は 、 信者 た i に < つ * 
ちの た め 神 兆 と な らん が た め 、 且 つ 6 し 時 か 11 リン くそ で 
彼 が お 前 達 を 正しき 道 に 導 か ん が た 8 


め な り 。 


85:12: 


(deiva) の 7 の 小 の NG 人 0 わ 才 2 ペー テ ン の 拉 半 どく 本 0. の 二 る 
慣習 が 侵さ れ た こと は 、 聖 な る 預言 者 の 忍耐 が 尽き る も の で あっ た 。 玖 い は 、 バイ ア 
トゥ ッ リ ド ワ ー ン (Baiatur Ridwan) と 呼ば れ 、 こ の 上 響い を 立て た 辛 運 な 人 々 は 神 の 悦び 
が 得 ら れ た と 意味 し て いる 。 

2778 神 が イ スラ ム 教 徒 に 平安 を 授け られ た こと の 何より の 証し が ある 。 イス ラム 教徒 
は 総勢 わずか 1500 名 、 遠 く 故 郷 を 離れ 、 SN 要塞 で 固め ら 
れ た 強力 な 敵 と 向い 合っ て いた が 、 和 解 案 を 受け 入れ ず 戦 い に 備え た 。 

4776 「 演 近 な 勝利 」 は カイ パル に お ける 勝利 を 示し て いる 。 フ ダイ ビ ヤ か ら の 帰路 
聖 預言 者 は 、 UN MM 2 人 
(Khaiba( ユ ダ ヤ 人 に る 陰謀 の 一 大 温床 地 ) の ユダ ヤ 人 遠征 を 行っ た 。 

4 本 前 節 に 約束 され た 「 手 近 な 勝利 」 の 結果 、 イ スラ ム 教 
徒 が 手 に し た 大 き な 利 益 を 指す よう だ 。 

2778 沿 節 に 述べ られ た 「 幕 し い 戦利 品 」 と は 、 ハイ バル (Khaibar) で 勝利 を 収め た 後 、 
アラ ビア の 全土 、 耳 つ 隣 国 に お ける 諸々 の 勝利 に よっ て イス ラム 教徒 が 手 に し た 戦利 
品 を 指し て いる よう だ 。 し か し 、「 は や ば や と 之 を 与え 」 と いう 言葉 は 、 明 ら か に ハ 
イ バ ル (Khaibary で 手 に 入れ た 戦利 品 を 指し て いる 。 「 お 前 達 か ら 人 々 の 手 を 抑え た り 」 
と いう 語 は 、 フ ダイ ビ ヤ 協 定 が 、 イ スラ ム 教 徒 に 平和 の 時 代 の 到来 を 告げ る も の で あ 
る こと を 示し て いる 。 
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アル ・ フ ァ ト ブフ Al-Fath (勝利 ) 


22. また 、 他 (の 勝利 も あり 、 お 前 達 
が いま だ それ ら を 手 に せ ざ り し な り 


7” o げに 、 ア ッ ラ ー は それ ら を 取り 
囲み た る な り 。 耐 し て 、 アッラー は す 
べ て の も の に 全能 に SS 


23. も し 不信 せ し 者 ども が お 前 達 と 
戦わ ん と せ は ば 、 彼 等 は 必ず 背 を 向け 去 
らん 。 然 る 後 、 彼 等 は 如何 な る 守護 者 
も 援助 者 も 見 出さ ず 。 


の 人 I DN アッ ラ 
ー の 慣例 な り 。 され は 汐 は 、 
CR 
25. 人 9 に 勝 


お 前 達 か ら 彼 等 の 手 を 、 ま た 彼 等 か ら 
お 前 達 の 手 を 抑え し 御方 な り 0。 面 
し て アッ ラー は お 前 達 の 所 業 の すべ 


て を みそ な は し 給 う 。 
26. 役 等 こそ 信仰 を 拒み 、 聖 な る 
礼拝 堂 か ら ? お 前 達 を 妨害 し た る 者 ど 


も な り 、 そ し て 供物 を も また 然 り 、 そ 
は その 犠牲 所 に 達する を 抑止 せら れ 
る に も か か わら ず 。 され ば も し 、 お 


< っ て 1 タゴ 


と CCE DA お づこ タテ 


OE I IE EE 

0 の Pt 
o と 2 ぐし もろ 引 3 う 24 っ re 
GGG ld 


d}7:78: 33:63: 35:44. b8:35; 22:26. 


2773 当 節 は イス ラム 教徒 が ハイ バル で の 勝利 に 次 いで 今一つ 勝利 を 収め る と 預言 し 


て いる 。 


2 イス ラム 教徒 が 当時 お か れ て いた 状況 、 及 び 広 範 に わた る 成果 を 考慮 すれ ば 、 
フ ダ イ ビ ャ ヤ 協 定 は 実に 大 き な 勝利 で あっ た 。 こ の 言葉 は 又 、 イ スラ ム 教 徒 が フ ダ イ 


NA RC A 
8 預言 者 と イス ラム 教徒 が 、 
i と 。* 漂 の 戦い "で 大 打撃 を 受 


に お ける 勝利 。 難局 に あっ た 聖 


ッ カ 人 の 陰 譜 
者 の 勝利 で あっ た 。 


バド 
ウフ ド か ら メ ディ ア に 
を け 、 イス ラム 教徒 を 崩壊 し よう と する メ 


斉 が く じ か れ た こ と な ど 。 ある 意 意味 で 、 これ 等 は 全 ※ て 不信 者 に 対す る 信 
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四十八 章 アル ・ フ ァ ト フ Al-Fath (勝利 ) ご 十 太 槍 


前 達 が 知ら ず に 彼 等 を 踏み 則っ た 管 こる 7 142 5 3 る お 
の 信者 た る 男 と 信者 た る 女 た ち な か RR 
り せ ば 、 彼 等 より お 前 達 に 知ら ず に 人 危 le 8 3824 こる 3 っ て 3 
害 が 到 り し 管 な り ?。 こ は 、 ア ッ ラ に ン 5 ラン っ イン 

ME Pu を 429) みて) 
ー が 己 の 欲す る 者 を その 慈 悲 に 入ら ンジ や て Ms 


ENN 


プン ング 


i も し 彼 等 が 明らか 0 ea SNS 0 
分 離せ し な ば 、 我 等 は 彼 等 の うち 不 


SE し い 責 普 を 以 て OR LISE 
罰 し た 管 な り 。 隔 上 

27. 不信 せ し 者 ども が その 心 に 騎 暴 スム 3288524 そ 8380S 3 
を 、 す な わ ち 野 疲 な る 央 上 を 宿 キ し , ノノ - 


時 、 “アッ ラー は が 使徒 と 信者 た ちり 20G0 5 850 
の 上 に その 平 机 を 降 し 、 彼 等 を 良 散 な <+. 1 20 ジラ ES 
る 御 言 葉 に 絹 り 付か し め た り 。 曽 し て つよ そう 9 と の 

役 等 こそ それ に 値 し 、 9290 CIE HS 
し き 者 な りき 792。 さ れ ば 、 ア ッ ラ ー 


っ る すえ スリ ジーン セン イラ イン 
I rd OE WR 
が 
7 る に 
1 ン 
四 項 


28. げに アッ ラー は な 真理 を 以 て 、 己 が PA 
使徒 の た め に (その ) 夢 を 実現 せしめ た 
79:26.、 


2 メッカ に は イス ラム 教徒 の 集団 が あり 、 も し 戦い が 起き て いれ ば 、 イ スラ ム 軍 は 、 
知ら ず に 信者 仲間 を 殺し 、 それ に より 彼 等 自身 の 大 儀 を 傷つけ 、 非難 を 浴び て いた で 
あろ う 。 
2 メッカ の 異教 徒 達 は 、4 ヶ月 間 の 聖なる 月 に お いて は 、 カ ー バ 神殿 へ の 入場 や 
NT け 達 の 伝統 や 慣習 に 反し て 、 評 っ た 目 尊 心 と 民族 
の 誇り の た め ム スリ ム が メッ カ に 入る こと を 許可 せ ず 、 小 巡礼 を 行わ せな いと 主 紀 
し た 。 然し 、 ア ッ ラ ー は ムスリム 達 の 上 に その 平穏 を 降 し 、 彼 等 は その 条約 の 外見 上 
の 恥 を か か せる よう な 条件 に 対し て 非常 に 動揺 し て いた が 、 自分 た ち が 散 愛す る マス 
ター の 御 意志 と 命令 に 従い 、 自 制 心 、 且 つ 辛 抱 し な が ら そ の すべ て の こと を 負っ た 。 
そし て 、 最も 怒ら せる よう な 状況 に 遭っ て も 潔白 や 正義 の 道 を 金 脱 し な か っ た 。 その 
よう な 高中 な 手 本 を 示し 得 た の は 聖 預 言 者 の 弟子 達し か な か っ た 。 
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アル ・ フ ァ ト ブフ Al-Fath (勝利 ) 


四十八 章 


二 十 六 伏 
り 279 「 も し アッ ラー 欲し な ば 、 お 


前 達 は 必ず 平安 に 聖なる 礼拝 堂 に 入 
る な り 、 己 が 頭 を 剃り 、 髪 を 短く 刈り 
な が ら 、 お 前 達 は 恐れ ざる べし 」。 さ 
れ ば 彼 は お 前 達 が 知ら ざる こと を 知 
り た れ ば 、 彼 は この 外 に も 、 手近 な 勝 
利 を 定め た り 。 


29. < 役 こ そ 、 矯 導 と 真実 の 宗教 を 携 
えて その 使徒 を 遣わ し た り 、 彼 が すべ 
て の 宗教 の 上 に 之 を 勝利 せしめ ん が 
た め に 2794、 面 し て 2 アッラー は 立証 
者 と し て 、 万 全 な り 。 

30. ムハンマド は アッ ラー の 使徒 な 
り 。 面 し て 彼 と 倍 に ある 者 た ち は 、 不 
信者 ども に 対し て は “ 了 堅固 な れ ど 、 お 
互い 同志 で は 、 慈 悲 を 施す 者 な り “8。 
汐 は 、 彼 等 が 御 辞 儀 し た り 、 叩 頭 し た 
りす る を 見 ん 。“ 彼 等 は ア ッ ラ ー の 恩 
角 と 満悦 と を 求め る な り 。 彼 等 の 徴 
は 叩 頭 に より その 面 上 に あり 。 こ は 


PP 2 
A Pt 
A 

OL 3 は 33 
ー よ し 50 NNE 


324 5 


et 。 
づい つう 


S| 人 
RN os 
20U055 


A 


(ok る 


アン ン eb 

A CN hd 3 

っ タイ ッ ー シフ @ メタ 2 4 イ 

i a EI 
を タマ 3 る る う る 

SO 9 2 


グ 


2 A 


526 


MGL:10. 84:167; 13:44; 29:53. 9:123. 959:9. 


” 当館 は 、 聖 預 言 者 が 仲間 と 共に カー バ 神 殿 の 巡回 を 行なう 自ら の 姿 を 見 た 幻影 に 


つい て 述べ て いる ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 彼 は 小 巡礼 の た め 、 
は 真実 で あり 、 イ スラ ム 教 徒 は 必ず カー バ 神 殿 に 入り 、 小 
巡礼 の 儀式 を 執り 行なう で あろ うと 当 章 に 明示 され て いる 
、 カ ー バ 神殿 に 入る こと を 拒 ま れ た 。 聖 ? 


へ 向っ た 。 聖 預言 者 の 幻 


は クラ イシ ュ に 


約 1500 人 の 仲間 と メッ カ 


に も か か わら ず 、 聖 預 詩 者 
RN 先述 の 他 の 実 


質 的 な 目的 を か な える だ け で な く 、 偉大 な 神 の 預言 者 で すら 、 時 に 、 そ の 幻影 の 解釈 


を 誤る こと の 重大 な 前 例 と な っ た 。 
2784 当 節 は 、 イ スラ ム 教 が 最 
2785 これ は 世 
聖 ク ルアー ン の 他 の 所 G:53 節 ) に 、 
に 厳し く 決 然 と 振る 舞う と 記さ 


て いる 


ル 終 的 に 他 の 全て の 宗教 に 勝っ た と は っ きり と 預言 する 。 


に その 足跡 を 残 そ うと する 、 
イス ラム 教徒 は 信者 に 優し く 謙虚 で あり 、 不 信者 


進歩 的 で 裕福 な 人 の 二 つ の 本 買 で ある 。 
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四十八 章 アル ・ フ ァ ト ブフ Al-Fath (勝利 ) 二 十 六 佐 


律 法 に お ける "9 等 の 距 え な り 。 面 Wg き 3 る ララ イタ ネン ン まっ! っ 
紅 eo 、3 3 | 
し て 福音 に お ける 彼 等 の 喉 え は 、 作 物 ド a デ 
の 如く な り 。 そ は その 芽 を 吹き 出し 、 め 人 3 ER を >) と うち 
それ を 頑丈 た らし め 、 元 夫 に な り た れ a 2 


Up 1 る 1 2 る 14 
ば 、 そ の 茎 に よっ て 由 固 と 立つ な り 。 Cn EG BS 


種 ま く 人 を 喜ば し た れ ば 、 彼 等 に よっ CEC そい さる | と と 5 
て 不信 者 ども を 激怒 せしめ ん が た め a s 
な り 。 アッ ラー は 彼 等 の 中 信じ て 普 行 2 る ek Ec 
を 積み し 人 々 に 、 赦 免 と 至 大 な る 報奨 < & し 


と を 約束 せり 。 を OE 


2786 「 こ は 律 法 に お ける 彼 等 の 内 な り 」 と いう 言葉 は 、 型 書 に ある 描写 を 指し て いる 
よう で ある 。 即ち 、『 彼 は パラ ン の 山 か ら 10 万 人 の 聖者 と 共に 出現 し た 』 と いう も の 
で ある ( 申 命 記 、33:2)。 そ し て 、「 か れ ら の 福音 書 に お ける 描写 は 種 を 育て る みた いな 
も の で ある 」 と の 表現 は 、 別 の た と え 話 を 示し て いる も の だ ろう 。 即ち 、「 見 よ 、 種 
まき 人 が 種 を 睦 き 、 彼 が 種 を 里 い た 時 、 い くつ か は 良い 土地 に 落ち て 果実 が 実り 、 い 
くつ か は 100 倍 に な り 、 ま た いく つか は 60 倍 と な り 、 あ る い は 30 倍 と な っ た 」( マ 
タイ 13:3-8)。 前 者 の 描写 は 聖 預 斉 者 の 仲間 達 に 適用 され 、 後者 は イエ ス の 類似 人 物 と 
し て 、 約 束 さ れ た メシ ア を 指す も の の よう で ある 。 約束 され た メシ ア は 、 小 さ な と こ 
ろか ら 始 め 、 力 の ある 組織 に 発展 させ 、 徐々 に 進歩 的 に 地 の 隅 々 に イス ラム の 教え を 
広め て 他 の 宗教 を 覆い 打ち 勝つ まで と な り 、 敵 が その 力 と 名 声 を 不思議 に 思い 尋 始 す 
る に 至る こと を 定め られ た 。 
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四 二 九 章 
アル ・ フ ジュ ラー ト Al-Hujurat( 私 室 ) 
メデ ィ ナ 痴 示 
盛 示 の 日 と 背景 
当 章 は メッ カ 陥 落 後 、 明 林 後 の 、 九 年 に 啓示 され た 。 メ ッ カ 陥落 に 於 い 
て 、 イ スラ ム は 政治 的 に 大 勢力 と な っ た 。 多 く の 人 々 が 一 団 と な っ て イス ラ 
ム 教 に 入信 し て 来 た 。 入 信 し た ば か り の 人 々 は 立派 な 行儀 作法 と 道徳 を 教え 
られ る べき で あっ た 。 当 章 は それ 等 の 良い 行儀 と 道徳 を ムスリム 達 に 指導 し 
て いる 。 ま た それ は 、 物 質 的 に 進歩 し た 裕福 な 社会 に いつ の ま に か 入り 込む 
いく つか の 社会 悪 も 扱っ て いる (ムスリム 達 は アラ ビア 全土 を 征服 し た 後 そ 
の よう な 社会 に な っ た )。 そ し て イス ラム の 偉大 な る 政治 力 と 物質 的 豊か さ の 
到達 も 語っ て いる 。 当然 そし て 適切 に 、 国 際 的 な 論議 の 解決 の た め の 規 則 を 
具体 化す る 。 当 章 は ムスリム 達 が 聖 預 言 者 に その 倍 大 な る 使徒 の 地位 に ふさ 
A SA NA 


ef i 者 の 声 より 癌 四 nf か らし め て は な ら な い 。 陸生 
区 指導 者 に 対す る 飲 意 が 払わ れ て いな いた め に ムスリム 社会 に 於 ける 規 津 
eikgt 却 つ ける も の で ある 。 2 0 A 


な に 用 ら せる こと を つて いる か ら で あ る 。 要する に 、 国際 連 了 

連合 の 健全 且つ 充実 し た 土台 が 作れ る 規則 を 規定 する 。 そ し て 次 に 当 章 は 、 
社会 的 悪 に 言及 し て いる 。 そ れ ら 悪 は 、 タ イミ ング を 見 計ら っ て 、 効 果 的 に 
チェ ッ ク し 防護 し な けれ ば 、 和 社会 の 活力 を 腐食 させ 、 全社 会 の 機構 を 陰険 な 
手順 で 傷つけ る 。 これ 等 の 社会 的 悪 に 関し て 、 共通 の も の が 疑惑 、 密告 評 告 
スパ イ す る こと や 陰口 で あり 、 そ の 最も や っ か いで 、 大 き な 悪 影響 を も た ら 
す も の が 、 人 種 の 優越 感 に 於 ける 間違っ た 感覚 か ら 生 ずる 自負 心 と お ご り で 
ある 。 聖 クル アー ン で は 、 優 越 の 論拠 は 散 神 と 正義 の 行い の み で あり 、 そ れ 
以外 は 認め られ て いな い 。 
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アル ・ フ ジュ ラー ト Al-Hujurat( 私 室 ) 
節 数 19、 メ ディ ナ 啓 示 


あま ね ン ン } 
a 茜 悲 深く 、 恵 丸 記 く ア ッ ラ ー > 1 Wh > 
慈 雇 く 、 恵み 遍 く アッ ラー の Os er 
御名 に お いて 。 


2. 滋 等 信じ た る 人 々 よ 、 アッ ラー と マ あ 2 雪 Y Ra で 53 GG 


その 使徒 の 面前 で 先んじ た 振舞 を す 


ンー づる グ うし イン ンプ 』 し 
る な か れ 27%7。 耐 し て アッ ラー を 思 1 813 だ う 3 0 し こっ つ 
散 え 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 0 


すべ て を 知り 給 う 。 OSI Get O} 
\ ュー ドア 。 っ っ < — みさ = っ る EE cE CE ゴン 4 し っ 8 ンー 
3. 八 等 信徒 た ちよ 、 お 前 達 は 己 が 戸 la | a Ya 3U 

を 預言 者 の 声 よ り 高 く 揚げ る な か れ し 5 9 p 
2 また お 前 達 うち : Sl 内 83 ン ラ 5 る ン w iR ン es 
。 ま た お 前 達 の 中 或 る 者 が 他 の も yr Sn ye 3 
の と 声高 に 喋る が 如く 、 彼 に 声高 く 語 スー シン 』>g 
る な か れ 、 お 前 達 の 所 業 が お 前 達 が 気 Oo 
) う こ 無 に 帰 ” うに ンター る CN や 5 る ライン と ブレ レ ライ イン ン ラ る 
づか ぬう ち に 無 に 帰せ ざる よう に 。 o79L KS くし al : 
Ny る 3 ~ 3 タプ タイル ンー タイ っ イン ンタ ・ 和 8 
4. げ に アッ ラー の 使徒 の 面前 で そ Oc a, あろ や * sdO) 
の 声 を 低め る 者 た ちこ そ 、 ア ッ ラ ー 
が 黒 英 の た め 彼 等 の 心 を 試み た る な 
0 彼 等 に は 散 免 と 至 大 な る 報奨 53 2 eSN 52318 
り 。 2 
0 
4 所 1. 
2 の 信者 は 聖 預言 者 に 人 散 意 を 払い 、 彼 に 全面 的 に 従い 、 彼 の 命令 を 先取 り し た り 己 れ 
の 和 欲望 を 彼 の より も 優先 させ た り し て は な ら な いと 命ぜ られ て いる 。 
2798 当 節 は 、 聖 預言 者 に 最大 の 散 意 を 払う よう に 強調 し て いる 。 イス ラム 教徒 は 、 聖 
者 の 前 で 大 声 で 話し た り 、 彼 に 声高 く 話 し か け て は な ら な い 。 この よう な 物腰 は 
作法 な だ け で な く 、 指 導 者 に 散 意 を 払わ な いと いっ た 相手 の 品位 を 傷付け る 行 
為 と みな され る 。 
2799 地 預 言 者 の 前 で の 物静か な 語り 口 は 、 彼 へ の 敬意 や 自分 自身 の 謙虚 さ を 表 し 、 声 
高 な 話し 声 は 優 慢 を 示す 。 


1371 


ー ザ バ 笹 アル ・ フ ジュ ラー ト ALHujura(( 私 室 ) 四 十 九 章 


5. げに 、 私 室 の 外 か ら 液 を 呼び か けつ 1 うお 5 お は る 66) 
る 者 た ちあ ら ば 、 彼 等 の 多く は 思慮 な Ne 
き 者 な り 2790 OTDY 分 
6. され ば 、 彼 等 も し 汐 が 彼 等 に 出 で > を スズ る 3 ま ン スン シラ 条 1 
3 、 Co 3 うこ の ょ の | 5 
来る まで 壮 抱 し た れ ば 、 そ は 必ず 彼 等 ia 
~ 3 2 7 の ラップ マン っ ン LR アモ ルコ < Ld 
の た め に 良き な り し 管 。 面 し て アッ ラ  @2s う う % と 005 e063 
ー は 、 寛 大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 
7 移ら 信じ た る 人 々 よ 、 よ こし まな EE CL 
者 が も し お 前 達 に 何 か 情報 を も た ら リレー 
し た な ら 、 (それ を ) 検 討 せよ 2 を se し 1 Ol 2 し っ う 
は お 前 達 が 或 る 民 を 無知 に 害し 、 後 で RDG KEIR RS 
Re a | N 
ご が な せ し こ と に 対し て 居 き こと な POM ジット 9 つ eo 
きよ うに 。 
イィ + すま i FA 
8. 耐 し て 、 お 前 達 の 中 に 、 ア ッ ラ ー 0 0 りう Oe 
の 使徒 が 在 る こと を 知れ 。 彼 も し お 前 」』 ンー ス ュ レー レン 。。 
達 か ら の 多く の こと を 容認 し な ば 、 お 3 022 の っ 
前 達 は 必ず 難儀 に 遣う な り 922。 然 る YD 3 : 4 0 


4:95, 


790 天 預 言 者 に 屋外 より 大 声 で 呼び か ける こと は 、 彼 の 私 生活 に 立ち 入る こと と な り 、 
彼 自 身 や その 貴重 な 時 を 尊重 し な い 表 れ で ある 。 た だ 不作 法 な 者 の み が 、 そ の よう な 
愚か な 振る 狂い を する 。 

ダサ メッ カ 陥 落 後 、 ア ラビ ア の ほぼ 全域 が イス ラム の 支配 下 に 下っ た が 、 ま だ この 新 
し い 秩 序 を 受け 入れ な か っ た 幾つ か の 部 族 が あり 、 最 後 ま で イス ラム 教徒 と 戦う こと 
を 決心 し て いた 。 又 、 隣 接する ビザ ンチ ン 、 イ ラン 両 常 国 も 、 彼 等 の 権力 、 威信 に 対 
する 挑戦 に 気付 いた 。 彼 等 は 、 こ の 挑戦 が アラ ビア で 起こ り 、 イ スラ ム 教 と の 戦い が 
避け られ な いと 考え た 。 そ れ 故 、 こ の 命令 は 必要 で あっ た 。 戦 争 が 迫り 、 敵 軍 の 動き 
に 対し 、 機敏 な 行動 が 必要 と され る 叶 で すら 、 戦時 下 に は び こ る 流言 を 信じ て は な ら 
な いと 、 イ スラ ム 教 徒 は 命じ られ て いる 。 彼 等 は 十分 に 試さ れ 、 行 動 が 起こ され る 前 
に 、 彼 等 の 正 し さ が 確か め ら れ な けれ ば な ら な い 。 

2 型 預 言 者 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 関す る 諸 問 題 の 助言 を 求め て いる よう だ が 、 必ず し 
も 、 神 の 御 指導 を 受け る 時 の よう に 、 そ の 助言 に 従う 必要 は な い 。 そ れ は 、 彼 が 最終 
的 な 責任 を 負っ て いる か ら で あ る 。 イス ラム 教徒 は ここ に 、 以上 の こと を 告げ られ て 
いる 。 
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42 


に 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 に 信仰 を 華 わ し 3125 と) GS 
め 、 上 且つ 不信 心 や 邪悪 や 不 従 順 を お 前 ~ 5 

SN イナ < トレ と 】 1 記 る > プシ レン ン 3 
達 に 憎 ま し め た り 。 これ ら の 者 た ちこ を フ Ok | に と りう 


そ 、 導 か れ た る 者 な り 。 の 0343 抽 スス 
9. そ は アッ ラー より の 妃 態 と 御 恵み に 085 ac る 3 
な り 。 さ れ ば アッ ラー は すべ て を 知 26 

り 、 賢 析 に まし ます 。 〇 っ つみ 
10. も し 信者 達 の うち の 二 派 が お 互 | 光 S31 OCSeot も も 、 り )5 


い に 和 争わ ば 、 “両者 の 間 を 和解 させ よ ,. ,。 IE 
2793 され ば 、 も し 両者 の 一 方 が 他方 I 5 じ を 51AL26 


に 対し て 反逆 せ ぼ ば 、 そ れ が アッ ラー の cu っ U8 
めい れい (9 | 

拉 欠 に 返る まで は 、 反 逆 す る 者 と 戦 づつ < ON 
え 。 さ れ ば 、 も し それ が 返り た れ ば 、 6 : 本 0 Il、 中 る 


両者 の 間 を 公平 に 和解 させ よ 、 曽 し て 」。 ルレ ーー ュー レー の 
正義 を 守れ 。 げに アッ ラー は 正義 者 達 ! デ 13 Ox も を 3 

を 愛す 。 OR っ 暫 a 
11. げに 信者 た る 者 達 は 兄弟 な り 。 さ 18 も 2G i Sa | 
れ ば 、 己 が 二 人 の 兄弟 の 間 を 和解 させ とく 
よ 2724 面 し て アッ ラー を 時 れ 散 え 、 っ > 人) a っ = OR 

た be EN さ ss ) 
お 前 達 が 慈 悲 に 浴 さ れん が た め に 。 ad ぁ 0 
08:2, 

ーー イス ラム 国家 の 団結 に と り 大 き な 人 脅 大 と な る の は 、 イ スラ ム 教 徒 間 に 生じ る 論 
争 で ある 。 当 節 は 、 NA Cm それ 


は 元 来 イ スラ ム 団 体 間 の 紛争 処理 を 扱っ て いた も の で ある が 、 国 家 及 び 国 際 組 織 が 
同盟 を 結ぶ 際 の 原則 と も な り 得 る 。 当 人 節 は 、 国 際 平 和 維 持 に 関し 、 適 切な 原則 を 提 
示し て いる 。 

2724 当 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 親交 に つい て 特に 述べ て いる 。 も し 、 二 人 の イス ラム 教 
徒 、 あ る い は 二 つ の イス ラム 団体 に 争い が 生じ た 時 、 他 の 信者 は 、 両 者 の 調停 の た め 
直ちに 行動 せ ね ば な ら な いと 命じ られ て いる 。 イ スラ ム の 真 の 強 さ は 、 階 級 、 人 種 、 
国 の 違い を 越え を た 、 こ の 兄弟 愛 の 理想 に ある 。 
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二 十 六 倫 


12. 激 等 信じ た る 人 々 よ 、 お まえ た ち 
の うち 或 る 民 は 外 の 民 を 咽 笑 する な 
か れ 。 お そら くそ の 者 達 の 方 が 彼 等 よ 
り 優る か も 知れ ぬ 。 また 女 た ち も 、 外 
の 女 達 を ( 過 る な か れ )。 恐 らく その 者 
MS り 優 る か も 知れ 

。 “また 、 己 が 同胞 等 を 中 傷 す る な 
て そし て 、 互 に 名 で 呼び 合う 
な か れ 。 信仰 に 入り し 後 、 邪 悪 の 評 
判 を 得る は 悪し き な り 。 さ れ ば 悔い 
改め ざる 者 あら ば 、 こ の 者 た ちこ そ 
不義 者 な り 。 


13. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 や た ら と 了 邪 
推す る こと を 避け よ 79%。2 げ に 邪推 
は 場合 合 に よっ て は 罪 な り 。 面 し て 、 
LR の 或 る 
者 は 他 の 者 の 陰口 を 云う な か れ 。 お 前 


アル ・ フ ジュ ラー ト AL-FHujurat( 私 室 ) 四 十 九 音 
る 33 っ マラン っ 。g る 

あえ 5 YE マ 3 前 SU 

3 1 5 ご 3 1 イン 2 全 

る の ペン ン 


0 時 
OR 


ON Ee 
WR 条 i UE おら ! 


4 っ ンー っ の 2 


sEN 


達 の うち 誰か が その 死 し た る 兄弟 の >1 5 fa ・ 有 < こっ 31 
肉 を 食す る を 欲す る 者 在り や ? さ れ 30 0 よし 8 35 の ます と ンマ Zs 
ば お ね 前 達 は を 忌み 嫌う な り 。 面 し て OL G19 a AS CS 
RE LE 
> lo 

悔 惜 を 認め る 慈悲 深き 御方 な り 。 

468:12: 104:2. 553:29. 

2798 当 凍 の 元 来 の 主題 は 、 ム スリ ム の 各個 人 間 や 集団 の 間 に 、 調 和 と 友好 関係 そし て 
善意 を 設立 する こと で ある 。 当 節 と 前 節 で は 、 不 和 や 衝 突 、 社 会 の 衰退 や 基 落 、 そ し 
て 活気 の 裏 失 を も た ら す いく つか の 社会 悪 に つい て 述べ て お り 、 ムスリム に こう し た 


悪 か ら 自 衛 す る よう 命じ て いる 。 


陰口 は 社会 悪 で ある 。 女性 は 、 こ うし 


咽 笑 、 俸 慣 、 
と 悪 に 陥り や すい 傾向 に ある と され て いる 。 こ 


論 索 、 あだな で 呼ぶ こ で 疑う こと こと や 


の よう な 悪 の 根源 と な る の は 、 次 節 で 述べ られ て いる うぬぼれ や 誤っ た 優越 感 に 拠る 。 
ムスリム 間 の 不調 和 や 相 違 の 根本 的 な 原因 を 取り 除く た め 、 当 章 で は イス ラム の 同胞 


愛 に つい て 堅く 頑丈 な 基盤 を 置い で て いる 。 
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14. 人 びと よ 、 げ に 我 等 は 雄 と 離 か 368 2 る 2G 


ら お ね 前 達 を 創り 、 面 し て 我 等 は ね 前 達 ここ J a 
を 民族 と 部 族 と に 分 ち た り 、 お 前 達 が (kb し 8 3 し 2 う 13 


互 に 認識 せん が た め に 796。 げに アッ ーー ラテ ュー ン 
ラー の 御 許 で お 前 達 の 最も 高貴 な る 
者 "7 は 、 最も 虹 肖 な 者 な り 。 ぱに アー @ 狗 ミタ に 区 51 っ 前 
ッ ラ ー は すべ て を 知 秒 し 、 すべ て の こ i 

と を 通 暁 し 給 う 。 

15. ベ ドウ ィ ン 達 は 云う 、「 我 等 は 信 15399 98 EY SG 
し RE TR EG SE 
じ た る に 非 ず 。 し か し え 、『 季 等 は ひと ゃ うじ 41 あら 9 
限 従 帰依 者 と な れ り 』、( 真 の ) 信 価 は 2b 守 選 0 うる 8 
未だ お 前 達 の 心 に 入ら ざり し が 訴 に 、。。 。 ラテ レッ 

279s され ば お 前 達 も し 、 ア ッ ラ ー と SHEEIOSSS5Y 05 の 5 


2796 シュ ウー ブ (Shu*nb) と は 、 シ ュ ア ブ (Shua'b) の 複数 形 で あり 、 偉大 な 部 族 を 意味 す 
る 。 部 族 の も と は カビ ー ラ (Qabilah) と 呼ば れ 彼 等 が 自身 の 由来 で や る と し 、 彼 等 で 構 
成 さ れる : つま り 、 種 族 (Lane より )。 

2797 先行 する 二 飾 で イス ラム の 兄弟 愛 に つい て 述べ られ た 後 、 当 説 で は 、 全 て を 包含 
する 人 類 愛 に つい て 述べ て いる 。 当 節 は 、 人 類 愛 と 平等 の マグ ナカ ル タ ( 大 憲章 ) か ら 
成る 。 馬鹿 げ て いる 誤っ た 優越 感 や め 、 人 と し て の 女性 に つい て 、 そ し て 神 の 前 で 人 は 
平等 で ある こと な ど が 宣言 され て いる 。 人 の 価値 は 、 肌 の 色 や 、 所 有する 富 の 額 や 、 
階層 又は 社会 的 地位 、 家柄 や 血統 に よっ て 判断 され る べき で は な い 。 人 は 、 道 徳 の 高 
さや 、 いか に 神 と 他 者 に 対す る 義務 を 果たし て いる か に よっ て 判断 され る べき で ある 。 
全て の 人 類 は 一 つの 家族 で ある 。 人 類 や 国家 や 部 族 の 区 分 は 、 そ れ ぞ れ の 民族 性 や 良 
い 性 質 か ら 利益 を 得る た め に 、 お 互い を 知る こと が で きる よう に 設け られ て いる 。 メ 
ッ カ で の 最後 の 巡礼 の 際 、 聖 預言 者 は 、 亡 く な る 少し 前 に 、 多 く の 群 集 に 向け て 次 の 
よう に 演説 を され た 。「 人 々 よ 、 神 は 一 つ で あり 、 皆 の 祖先 も ー つ で ある 。 ア ラブ は 、 
非 ア ラブ に 対し て 何 の 優越 も な い 。 非 アラ ブ も また 然 り 。 白 人 は 黒人 より 優れ て は お 
ら ず 、 ま た 、 黒 人 も 白人 に 対し て 然 り b。 た だ その 者 が 、 神 や や 他人 に 対す る 義務 を どの 
よう に 果たす か の み で ある 。 神 の 前 で 最も 名 誉 の ある 人 間 は 、 最 も 散 虚 な 者 で ある 」( バ 
イハ キー より )。 こ の 高潔 な 言葉 は 、 イ スラ ム の 高尚 な 理想 と 最強 の 方 針 の 縮図 と な っ 
て いる 。 いく つも の 階層 で 別れ た 社会 に 対し て 、 聖 預言 者 は 平等 の 原理 を 強く 説い た 。 
2 や イス ラム 教徒 は 全て 、 イ スラ ム 同 胞 主義 の 中 心 的 役割 を 果たす 。 イ スラ ム 教 は 、 
都市 部 の 文明 人 に 対す る と 同じ く 、 砂 漠 の 非 文明 人 に 対し て も 同等 の 権利 を 与え る 。 
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アル ・ フ ジュ ラー ト Al-Hujura( 私 室 ) 


その 使徒 に 従う な ら ば 、 彼 は お 前 達 
に 、 そ の 所 業 ( の 報酬 ) を と いさ さか も 減 
少 せ ざる べし 。 げに アッ ラー は 次 大 に 
し て 、 慈 悲 深 くま し ます 」。 

16. ? げ に 信者 達 と は 、 ア ッ ラ ー と そ 
の 人 を 信じ 、 然 る 條 し て 放 な を 9 
か ず 、 己 が 財産 と その 生命 に よっ て ア 
ッ ラ ー の 道 に か け て 奮闘 努力 せ し 者 
な り 。 か か る 者 達 こ そ 誠実 者 な り 。 


RE が 宗教 を アッ 
ー に 教え ん と する か ?5 ア ッ ラ ー は 
RE 
知 抄 する に も か か わら ず 。 面 し て アッ 
ラー は すべ て の も の を 熟知 し 給 う 御 
方 な り 」。 
18. 彼 等 は 自分 が 服従 帰依 者 と な り 
し こと で 、 液 に 対し て 恩 着 せ が ま し く 
する な り 。 云え 、「 己 が 服従 帰依 を 以 
て 、 我 に 対し て 思 着 せ が ま し くす る な 
か れ 。 さ れ ど 、“ ア ッ ラ ー が お 前 達 を 


信仰 に 導き し こと で お 前 達 に 思 を 施 
す な り 。 お 前 達 も し 正直 な 者 な ら ( こ 
れ を 認め よ )」。 


19. げに アッ ラー は 諸 天 と 大 地 に お 
ける 隠さ れ た る こと を 知る 。 大 し て ア 


OL 3 El) 
| 3 
LCD 2 IS 
ラタン トーン 2G 2 2 5 るる ラタン ン 
2 うお の 3 


も に 4 zs を 7 づ ッ イン ヒ 4 デ ぅ て 
ン る + 記 < 
oe 


2 区 | CR 2 1 
hi us SN | Pi 
os 


SY 5 1E CE 6 る 5 
内 


CS ES 


ンー グン 


ンプ デ 1 


いつ | 2 ピン a 人 あ 】) 


ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を みそ な は し & 0 YS 


給 う 。 


e9:20: G1:12. D20:8; 22:71; 27:66. £3:165. 


た だ 、 後 者 は 、 イ スラ ム 教 義 を 学び 、 そ れ を 生活 に 取り 入れ る た め 


を 要する と 告げ られ て いる 


に は 、 一層 の 努力 
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五 二 章 
カー ブフ Qaf 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 、 題 名 と 背景 
権威 ある 人 々 は 皆 、 当 章 の 啓示 は メッ カ 時 代 の 初期 で や る と し て いる 。 
その 主旨 と 内 容 も この 見 解 を 支持 する 。 先 の こつ の 章 は 、 イ スラ ム の 僅 大 且 
つ 光 光栄 あ る 将来 を 扱っ て いた 。 そ し て 人 々 に 力 と 富 が 到来 する と と も に 起こ 
る で あろ う 社 会 的 、 政 治 的 な 問題 を 扱っ て いた 。 当 章 は 、 そ の 始め に 、 賠 字 
され た カー フ と いう 文字 が あり 、 全 能 の 神 は 弱く て 無秩序 アラ ブ 族 を 強力 な 
国家 に 変え る 力 を 持ち 、 神 は 聖 ク ルアー ン を 手段 と 道具 と し て 使用 し な が ら 
か な ら ず それ を 成し遂げ る だ ろう 。 
主題 
当 音 は 、 ア ル ・ ワ ー キ ィ ア 章 で 終わ る 七 つ の 連 続 章 の 最初 で ある 。 総 
の メッ カ 啓 示 の 章 と 同様 、 当 章 は 、 聖 クル アー ン は 神 の 言葉 の 啓示 で ある こ 
と 及び 最後 の 審判 の 日 に 於 ける 復活 は 疑い な く 真 実 で ある こと 、 そ し て 特に 
イス ラム の 最終 的 な 勝利 の こと を きっ ぱり と し た 預言 者 らし い 言葉 使い で 特 
NM RG We 


I 
つて 、 精 神 的 に 死ん で 消え て し まっ た 人 々 が 聖 ク ルアー ン の お か げ で 活気 に 
満ち た 新た な 人 生 を 得 ら れる と いう 現象 を 論証 と し て 語っ て いる 。 当 章 は 更 
に また 、 不 信者 達 は 、 彼 等 の 中 か ら 一 人 の 警告 者 た る 使徒 が 出現 し 、 人 間 は 
死ん で 土 に な っ た 後 、 束 る で ある うと いう 事実 を 容認 する こと が 出来 な いと 
語っ て いる 。 彼 等 は 、 規 則 正 し く 正 確 に 運行 し 脱線 の な い 星 々 や 感 星 に より 
飾り た て られ た 美しい 天体 の 大 空 の 不思議 な 創造 を 考え る べき で ある 。 そ し 
て 、 広 漠 た る 地球 の 創造 及び その 住人 達 に あら ゆる 種類 の 果実 や 食料 を 産 す 
る こと を 熟考 する べき こと が 語ら れ て いる 。 そ うす れ ば 彼 等 は 、 こ の 偉大 で 
複雑 な 字 宙 の 主 で あり 、 創 造 主 は 、 人 間 の 居住 環境 が 月 壊さ れ た 後 、 新 し い 
生命 が 与え る 力 と 知恵 を 持っ て いる と いう こと を 悟る で あろ う 。 そ し て 当 章 
は 人 間 の 目的 、 つ まり 神 の 最高 の 創造 物 で あり 、 最 も 高 党 な る 細工 物 と 裁量 
及び 完璧 な 責任 と 行為 の 清算 の 目的 に つい て 指摘 する 。 当 章 は 、 宇 宙 と 人 間 
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の 創造 、 つ まり その 頂点 と 極致 の 知 者 で ある 創造 皇 は 、 こ の 複雑 な 宇宙 を 成 


立 さ せ た の は その 背後 に 大 き な 目 的 が あっ た と いう 叙述 で 終わ る 。 こ れ は 、 
死後 の 世界 は 存在 する と いう 結論 へ 導く 。 
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節 数 46、 メッ カ CO 


あま ね ww る ET も 
ee 
< を ャ ン 
2. カー フ “7%、 栄 光 あ る クル アー ン に 写 © lo DG 
二 て 2800 


3. 事実 、 彼 等 は 自分 た ちの 中 か ら の 。 コイ コミ ュ メ イン : 和 用 ジ < ヤ 
i (DN RI 
た り 。 され ば 不信 者 ども は 云う 「 こ は EE TT 3SYJMS 
奇怪 な も の な り 。 

4 な ん と な ! 我 等 が 死 し て 土 に = 化し うそ UTU る っ 335 
た る と な ?? そ は 遥 遠 な る 復帰 な り 」。 6 


の Os 
$、 我 等 は 確か に 、 大 地 が 彼 等 か ら 何 た イプ > いろ る 33 CA に イラ ルン 3 
eee うり 
を 減少 する か を 知る な り 。 面 し て 、 0 
我 等 が 許 に すべ て を 記録 する 帳 科 Re 
あ り CM 
1. 813:6: 23:37. 


”。 カー フ (QaD の 文字 は カー ディ ル (Qadir) と いう 神 の 属性 を 示し 、 万 能 な る 神 を 意味 
する 。 ま た は 、 ア ル ・ キ ヤー マト ・ ハ ッ ク ン (Al-Qiyarmatu Haqgun) つ まり 、 復 活 の 日 
が 疑い の な い 事 実 で ある こと を 指し て いる 。 
や 聖 ク ルアー ン は 、 偉大 な 復活 が 確実 に 行わ れる で あろ うこ と の 証 と し て 引用 され 
て いる 。 

7 当 節 は 、『 役 等 が 死 し て 土 に 化し た る 後 ど の よう に し て 復活 され る か 』 と の 前 節 
i 崩壊 し 、 滅び る の は 肉体 で ある と それ は 語る 。 魂 
は 不滅 で あり 、 全て を 保存 する 帳簿 に 記録 され て いる 現世 で の 行為 を 精算 され る た め 、 
来世 で 新た な 肉体 を 与え られ る で あろ う 。 当 節 は また 、 土 に 分 解 さ れる 物質 の 粒子 が 、 
神 の 知識 に 保存 され て いる こと も を 意味 し て いる よう で ある 。 さら に それ は 、 ある 物 に 
関し て 一 切 の 知識 を 有する こと は その 創造 の 力 を 前 提 す る こと が ある よう に 、 の 
体 と その 崩壊 の 過程 の 全て の 知識 を 有する 故に 、 彼 は その 月 壊 の 後 そ れ を 再 創 造 さ 

る こと が で き 、 そ うす る で あろ うこ と を 示し て いる 。 
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6. 帯 、 彼 等 は 真理 が 彼 等 に 来 た り 45242U<G) あま 0 も 133 そっ 


し 時 それ を 拒み た れ ば 、 彼 等 は 混乱 な a 
こと に 取り か か る な り 。 で の つの "9 


7. 役 等 は その 頭上 に 天 を 見 ざり し < る て 53 上 < dI 5 0 
か 、 我 等 が 如何 に それ を 創り 、 ま た そ 


れ を “飾り 立て た る か 、 ま た それ に は OE I EI 

如何 な る 欠点 も な いこ と を ? 

8. 内 を ご SG oYls 
虹 固 な る 山々 を 据え 、 そ こ で あら MM 

の ID の (の 

し め た り 、 


9. そ は 悔 司 し て ( 神 に ) 返 る すべ て の 。 〇 こぶ CS S362 < 
僕 の た め 啓 蒙 並び に 訓 戚 29 と し て 。 

6 と 生じ 区 天 だ 視 弓 に こ ) と そる (< ン 」 す ノ ME 必 
10. (また 我 等 は 、 天 より 祝福 に 潮 ち が し じ 流 3 CE 3 
水 を 降 し た り 。 され ば 、 これ に より て 0 
我 土 は 果樹 岡 と 則り と る 殻 物 と を RR Cd NR 
萌え 出さ し め た り 。 

11. また 枝 も た わ わ に 実 を つけ る STAAL EN 

た けた か な つめ や し * う 

丈 高き 齋 格 子 の 樹 を も 、 こ 

12. 僕 等 の た め に 滋養 物 と し て 。? ま し る を レレ の で 守 
sak AO ls 。 じ aU 

た 、 我 等 は それ ( 水 ) に よっ て 、 死 し た の 9 人生 AA 


37:7: 41:13: 67:6. PIL:LL. ©25:49. 25:50: 43:12. 


2 彰人 徹 及 び 次 の 数 節 で は 、 創造 の 驚嘆 、 つ まり 宇宙 の 素晴らし い 構 想 に 注目 し て い 
る 。 天体 と 無数 の 惑星 、 地球 や その 広大 な 地 に あふ れる 人 や 動物 の 命 で ある 。 こ の よ 
人 iR きく こと の で きる 佑 大 で 聡明 
な 設計 者 、 か つ 建 築 家 で 統率 者 で も ある 存在 は 、 生命 が 分 解 さ れ た 後に これ を 再現 す 
る こと が 可 四 まで あり 、 人 の 死後 に 新た な 命 を 与え る こと が で きる と の 避け られ な い 結 
論 を 指摘 し て いる 。 

203 自然 界 の 存在 理由 を 仮定 する こと は 、 理 に 適っ て いる 。 神 が 万 物 の 創造 主 で あら 
れる と の 概念 は 、 起 源 及 び 目 的 を 完全 に 解き 明か す 。 創造 に 目的 が ある と いう こと は 、 
死後 に 生 の ある こと を 示す 。 了 肉体 が 滅び れ ば 魂 も 死す と いう 概念 は 、 神 の 計画 、 英知 
及び 宇宙 創造 に お ける 神 の 目的 に 反する も の だ か ら で あ る 。 
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る 地 を 生き 返ら し め た り 。 復活 も また RG 
OZ sadl ET 
か く の 如 し や っ 
13. 2 彼 等 以前 に 、 ノ ア の 民 も 典 備 と 613 と お 
みな し た る な り 。 そし て 井戸 の 人 々 や 本 0 
サム ー ド 族 も また 然 り 。 EET 
14. そし て また 、 ア ー ド 族 や ファ ラ LIEN 


オ 、 並 びに ロト の 同胞 等 も 。 


15. ? ま た 、 森 の 住人 ども や トウ ッ パ ウー 8 892 この 5 
の 民 も 。 皆 が 使徒 等 を 虚偽 と みな し た れ 2 NO 

ば 、 我 等 の 威 跡 せる こと は 実証 され り 。 OE AS 
16. “最初 の 創造 で 我 等 が 疲れ た る ud8245 UMS 


や 7 否 、 事 実 彼 等 は 新 らし き 創 造 、 の 
に つい て を 疑惑 を 抱く な り 。 6 OR LS 
世 項 


17. 我 等 は 確か に 人 間 を 創造 せり 。 さ の の EN 
れ ば 我 等 は 、 そ の 心 が 彼 を 如何 に 疑惑 シス イン 

せ し お る か を 知る 。 面 し て 、 我 等 そり て つう 1 0 ジフ お 
の ) 鍵 静脈 より も 彼 に 近 し 。 ERI PS 


18. 記録 する 二 ( 大 使 ) が 右側 に も 左側 本 | こっ と ゅ < 8 イン ン | 
に も 内 し て 記録 する 時 98、 ピン ルン ン 2 
OS Js 引 、 つ そう 


9:70; 14:10: 38:13. M15:79; 26:177: 38:14. “30:39. 


学 潮 神 は 、 天 より 雨 を 降ら せ 、 乾 いた 地 を 肥やし 、 新 た な 恩 吹き を も た らし 、 地 上 に 
あら ゆる 種類 の 花 や 実 を お 育て に な る 。 同様 に 、 神 は 、 死 後 の 人 間 に 新た な 生命 を お 
与え に な る こと が で き 、 そ うな さる で あろ う 。 

2 の これ 等 の 分 に ある 「 創 造 」 は 、 文 字 通り の 意味 の 他 、 聖 預言 者 が 人 々 に も た らし 
た 魂 の 目覚 め を 示す 。 

6 或 る 解説 者 着 に よる と 、 人 の 右側 に 座っ て いる 天使 は 善い 行動 の 記録 を し 、 左側 
の 天使 は 悪い 行動 を 記録 し て いる 。「 右 側 に 」 と いう 語 は 善行 を 表し 、「 左 側 に 」 と は 
悪行 を 表す 。 全て の 行動 と 発言 は 、 周囲 に 印象 を 残し 、 保 存 さ れる 。 聖 クル アー ン の 
他 の 箇所 (24:25 及び 、36:66 節 ) で は 、 人 の 手 、 足 、 知 な どの 部 分 が 審判 の 日 に 於 いて 
彼 に 対し て 立証 する で あろ うと 述べ られ て いる 。 従っ て 人 体 の 様々 な 部 位 も 、 当館 に 
ある 記録 する 天使 と 同じ よう に 記録 係 と な り 得る こと を 指し て いる 。 
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19. 彼 が 一 言 を 語る 度 に 、 々 彼 の 傍 に E283 223 ] 8 っ 当 交 ヒ 
は いつ も 準備 を 整え た る 監視 者 あり 。 i 


Fons 


⑨ ひ ご と 


20. ? 布 し て 、 死 の 皆 陰 が 確実 に 来る +、*9b つる 1 5 っ こっ を に 5 
な り 。「 こ れこ そ は お 前 達 が 避け ん と 生生 
し た る も の な り 」。 OL LE EN 
6 喘 中 が 吹き 鳴ら され ん 。 〇 っ と と 32 GES 
こ は 贅 告 の 日 な り 」。 

i の 8 の る 
者 と 立証 する 者 に 伴わ れ て 来る な り 
2807 


に “A 


23.「 げ に 液 は この 事 に つい て 無頓着 A IE 33 


な りき 。 さ れ ば 、 我 等 流 か ら その 牧 。  。。 
い を は ず し た れ ば 、 人 日 次 の 視力 は コン 8 zs LE ESS 


鋭 し 」 5。 6 あま 2 
24. 曽 し て 、 彼 の 同伴 者 は 云わ ん 、「 こ も や と 3 0 
れ は 我 が 許 に 整え られ た る も の な り 」。 8 る 
25. (駆り 立て る 者 と 立証 する 者 に 生 は きも な 1 の 
よ !)、「 溢 等 両 名 3 は 、 す べ て の 忘 GN a 
恩 の 者 、 I 
地獄 に 投 ぜ 

4381: 82:11-12: 86:5、 66:94: 23:100. “18:100; 23:102: 36:32: 39:69: 69:14. 


07 サー イク (Saiqg) と は 、 人 の 左側 に 座っ て 悪事 を 記録 し 、 罰 と し て 地獄 に 連れ て 行 
く 天 使 を 指す 。 シ ャ ヒー ド (Shahi ふ と は 人 の 右側 に 座っ て 善行 を 記録 し 、 そ の 人 に 有 
利 な 証言 を する 。 ある い は この 二 つ の 普 葉 は 、 人 が 人 体 の 部 分 や 能力 を 間違っ て 使用 
し た り 、 聞 に 正しく 使用 する こと を 比較 的 に 表し て いる も の か も しれ な い 。 
2 来世 で は 人 の 目 を 衝 う 幕 が 上 げ ら れ 、 視 覚 や 知覚 は より 鋭く 明 思 に な る 。 人 は 、 
MS ず 隠 され て いた 自ら の 行動 の 結果 を 具体 化 さ れ た 形 で 知る に こと と な 
り 、 こ れ ま で 幻想 で し か な いと 考え て いた も の が 、 人 避け られ な い 厳 し い 現実 で ある こ 
と に 気づか され る 。 
9 両 数 形 の アル キヤ ー(Alqiy) と いう 語 は 、 命 令 が サー イ im) と ど と シャ ビー ド 
(Shahid) の 両 天 使 に 下さ れ た た め 、 ON に 使わ れ て いる 。 こ 
の 表現 は 23:100 節 で も 使用 され 、 複 数 形 の 動詞 が 単数 形 の 主語 に 使わ れ て いる 
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26. “ 普 を 阻む 者 、 短 を 超え る 者 、 疑 @、 る 324 E 
心 を 抱け る 者 、 IO 
27. 並び に アッ ラー と 共に 季 神 を 奉 本 <、 タ 前 
じ た る 者 を 。 され ば 汐 等 両 名 は その 者 
を 厳し い 南 苦 の 中 に 投げ 込め 」。 


の a いさ Ns cis 由 。 プッ ン る イイ インデ る マン づ 。 る 
28. ? 役 の 仲間 は 云わ ん 、「 我 が 主 よ 、 ETC 


> 


E 


供 を 背 か し め た る は 下 に 旧 ず 、 然 る に 0 
彼 自 身 が 深刻 な る 迷 誤 に 堕ち た る な Ons 
り 」 A810 M 

29. 彼 は 云わ ん 、「 わ が 御 許 で 論争 す 4313 356 っ 55 ざ JUS 
る な か れ 。 我 等 は あら か じ め お 前 達 に a 
警告 を も た らし た る な り 。 ac と の しり 
30. わが 御 誕 で 御 言葉 が 変え られ ざ USGIEA タ 3 

る な り 。 “ 耐 し て われ は 、 島 等 に 決し % bs 
て 不 公平 な る 者 " ダン 


31。 その 日 、 我 等 は 地獄 に 間 わ ん 、 8 3 ぅ SE ンー る ン ン 5 
「 液 、 満 た され た る や ?」 と 。 され ば 、 
そ は 答え ん 2911 「 も っ と 居る の か ?」 Oi 7 


2812 
2 


dG8:13. 014:23. 63:183 8:52; 22:11; 41:47. 
これ は アラ ビア 語 の 文法 に 調和 し て いる 。 
” 政事 を 働く 者 が その 行為 の 結末 を 突き 付け られ た と き 、 責任 を 他人 に 転嫁 し よう 
と する の は 、 人 間 の 性 だ 。 こ の 不信 者 の 心 の 有り 様 が 当 節 に 述べ られ て いる 。 彼 は 、 
己 の 罪 を サタ ン の せい だ と 思う だ ろう 。 
全 せ この 対話 は 比較 で ある 。 地獄 は ここ で 擬人 化 さ れ 、 そ の 口 を 通し て 自ら の 状況 を 
表し て いる が 、 実際 に 語っ て いる 訳 で は な い 。 ある い は 、 そ の こと に 関し て は 話せ る 
の で あろ う ( 擬 人 法 は 、 41:12 節 に も 使わ れ て いる )。 そこ に は 、 天地 が 進ん で 神 の 法 に 
従う と 述べ た と 記さ れ て いる 。 擬人 法 は 、 ア ラビ ア 語 の 特色 で あり 美 点 の 一 つ で ある 。 
注 57 及び 18:78 節 も 参照 の こと 。 
党 補 この 斉 葉 は 、 人 間 に は 際限 な く 罪 を 犯す 可能 性 が あり 、 又 現世 の 快楽 に 対す る 飲 
く な き 和 欲望 を 有する と 示し て いる 。 こ の た め 、 人 は 地獄 に 堕ち る の で ある 。 
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ニ 十 大 倫 カー フ Qaf 五 十 党 


32. < 耐 し て 、 虹 区 者 轄 に は 楽園 が 近 OR ES 2 
づか し め ら れ 13、 も は や 遠から ず 。 。 「 Ca に 

33.「 こ れ が お 前 達 に 約束 せら れる も る ちら < 人 52S 
の な り 。 すべ て の 悔 悟 し て 返る 者 、 監 2 ルン 


守 す る 者 の た め に 、 

34. 見 る あ た わざ る と も 慈悲 深き 御 を に 3 し 23 つり に つま 、 し る 
方 を 良 れ 、 平伏 す る 心 を 以 て 来 た り し i 
者 (の た め に )。 ンド 


35. 2 平安 を 以 て この 中 に 入れ 。 これ @。 記 483 rt 
こそ 永遠 の 日 な り 」。 (は 

36. その 中 で 彼 等 の た め に は 、 そ の 欲 。  G る ・2E33K3 の 6 が USU 2 の 
する も の あら ん 。 また 、 我 等 が 許 に は 上 

< 更に あり 9915。 

37.? 耐 し て 、 我 等 は 彼 等 以前 に 如何 51: る 558.24 じ CAT265 
に 多く の 世代 を 滅 ぼ せ し こと か 、 そ れ NAK DN 
ら は 能力 に お いて 彼 等 より も 優 り た COS OMIGI AS の た だ っ 


りき 。 され ば 、 彼 等 は 地下 に 洞窟 を 造 i 
り た り 99184。( 然 れ ど も ) 如 何 な る 避難 2a> 


所 あり し や ? 

26:91L 81:14. 61424: 13:47 36:39. 10:27. dj9:75; 47:14、 
1 ム の 病 を 除く た め に 、 今後 増 々 多く の 人 が 地獄 の 中 に 投 ぜ られ る と 前 節 で 述べ ら 
れ た が 、 当 節 は 、 天 国 が 正義 ある 者 、 神 を 思 れ る 者 に より 近く な る と 告げ て いる 。 
2%14 亜 クル アー ン に よれ ば 、 凡 が 如何 に ろ し いも の で あろ うと も 、 地獄 は 一 時 の 懲 
治 の 場 、 そ れ に 引き 換え 、 天 国 は 永遠 の 住み 処 、 そ の 祝福 は 終り 無き も の で ある 
(11:109)。 
で 高潔 な 人 々 は 天国 に お いて 、 そ の 心 を 満た され る で あろ う 。 し か し 、 人 の 望み は 限 
られ て お り 、 求め る 以上 の 、 また 値する より 和 途 か に 多く の も の を 与え られ る で あろ う 。 
” 本文 の 言葉 は 文字 通り 解釈 すれ ば 、「 身 を 守る た め に 地下 に 潜っ た 」 と な る が 、 
爆撃 を 避け る た め の 現 代 の 地下 壌 を も 指し て いる よう だ 。 
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五 十 意 カー フ Qaf ー 二 六合 


38. げに この 中 に は 、 心 ある 者 36 や C8 4 oR eS BI 88 
耳 傾け る 者 、 且 つ 注視 する 者 へ の 教訓 A 
あり 。 Og 人 EA 3 
39. 耐 し て 、 我 等 は 確か に 、 詳 天 と 大 じじ うう 、 つ る Yeo IC 衣 335 
地 並 びに その 間 に あ る も の を “ 六 つ 。 5 生生 
の 期間 で 創造 し た り 7。 面 し て 、 に CAC うす 51 2 っ て 3 に る 
2 名 何 な る 疲労 も 我 等 に 降り か か ら ざ 9 
りき 2818 だ ルー リン 
40. され ば 、 彼 等 が 云う こと に 対し て Ao だ 2265 る みっ 5 
耐え 忍 べ 。 面 し て 、 日 の 出前 と 日 没 前 < 2 


に 己 が 主 の 栄光 を 讃 美 し 奉 れ 。 OASIS 


4 また 夜 の 或 る 時 に も 彼 を 議 美 し Gy os5 
座れ 、 そ し て 礼拝 の 後に も また 然 り 。 

42. 市 し て 耳 怖 け よ 、 召喚 者 9” が 近 OL EPS っ 
き と こ ろか ら 呼 び か ける 日 9。 8 


43. その 日 彼 等 は 、 真実 な を る 一 声 を 義人 5" あま 3bA2 ス 人 < の ※ コ 隊 


か ん 4。 こ は 引き 出さ れる 日 な り 。 イラン 
J F に リ OE の る りう 


a]:55; 10:4; 11:8: 23:60、250:16. 


ぞ や カル ブ (Qalb) と は 、 心 、 魂 、 良 心 、 精 神 を 意味 し 、 物事 の 最良 な 部 分 を 示す 。 彼 
ら の 使う マー・ ラ フー・ カ ルプ ブン (Ma la-hu Qalbun) と は 、 知 性 や 知力 が な いと の 意味 
で ある (Lane より )。 

2917 注 984 と 41:10-13 節 を 参照 。 

で 。 聖書 で 負わ せら れ た 不道徳 の 汚名 を 、 神 の 高尚 な 預言 者 か ら 取 り 除 くだ け で な く 、 
神 の 尊厳 、 神聖 と 相 矛 盾 する 欠点 を 神 より 切り 離し て いる の が 、 聖 クル アー ン の 特徴 
で ある 。 聖書 に は 、「 神 は 第 七 日 目 に 、 な さっ て いた 全て の 業 を 休ま れ た 」 (創世 記 2:2) 
と ある が 、 聖 クル アー ン に 、 神 が お 疲れ に な っ た と いう 記述 は 何処 に も な い 。 

全 召喚 者 」 と は 聖 預言 者 の こと を 指し て いる よう だ 。 次 の 数 節 に は 、 彼 の 指図 の 
まま に 、 いわ ば その 墓場 より 出 で た 人 々 に 、 彼 の 手 で 魂 の 再生 が も た ら さ れ た と 書か 
れ て あり 、 こ の 内 容 は 、 前 記 の 推測 を 裏付け て いる 。 

30 H 近 き と こ ろか ら 」 と は 又 、 聖 預言 者 の 声 が 荒野 や 遠 同 か ら の ( 無 に 帰す る ) 声 と 
し て 留まら ず 、 傾 聴 さ れ 、 受 け 入 れ ら れる だ ろう と いう こと を も 示し て いる 。 

331 『 一 声 」 と は 、 聖 預言 者 に よる 大 き な 声 で 呼び か け と いう 意味 で も ある 。 
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ー ゴ 大 参 カー フ Qaf な 「 章 


44. げに 我 等 こそ は 生か し め 、 且つ 死 Cd! 3 ぅ ご 33、5 す 5 B 
な し め る 者 な り 。 曽 し て 坊 等 に こそ 、 . 


3 fs 
帰す る な り 。 の ん | 
45. その 日 大 地 が 、 激 し い 動き の た め は し を に ュ スイ に うる 3343 と っ 

り ES NG 
彼 等 の 上 で 割れ 裂け る な り 。 こ は 我 等 2 
に と り て は いと 易 き 召集 な り 。 ORE 


人 < 


46. 我 等 は 彼 等 の いう こと を 熟知 す 。 G1 E < つう 25 じょう E し 5 
面 し て 流 は 、 彼 等 に 対し て 強制 者 に 」。。 ata と 
直 ず 。 され ば 、 わ か が 旨 告 を 粘 れ る 者 に 、 OD と 


クル アー ン に よっ て 訓 成せ よ 922。 % 8 2 SES 
W NE 99 
39:42: 42:7. 


2922 近 益 に 書か れ た 再生 は 、 聖 クル アー ン が も た らし て いる も の で ある 。 
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五 二 一 章 
アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( ま き 散 ら す も の ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

前 攻 と 同じ よう に 、 当 章 も 陸 預 言 者 が メッ カ に お いて 啓示 され た も の で 
ある 。 ノ ル デ ケ は これ が 啓示 され た の は 、 聖 預言 者 に 天命 が 下っ た 4 年 後 だ 
っ た と 推定 し て いる 。 前 間 で は 二 つ の 復活 の こと を 論じ て いる 。 そ れ は 聖 ク 
ルアー ン の 教え に よっ て 引き 起こ され る 現世 の 復活 の こと と 、 死 後 の 世 界 に 
お ける 復活 の こと で あっ た 。 前 者 の 復活 は 後者 の 復活 を 立証 する よう に 言及 
され て いる 。 当 章 は 、 聖 クル アー ン の 教え に 従う 非常 に 誠実 た か い 御 方 が 現 


乾燥 と 焼き 付く 大 地 に 降雨 が 新しい 命 を 与え た か の よう で ある 。 自分 に 与え 
られ た 新しい 精神 を 理解 し た この 誠実 な 信者 達 は 、 全て の 障害 を 乗り 越え て 、 
聖 ク ルアー ン の 教え を 地球 の 隅 々 まで 伝え る で ある ろう 。 実現 不 可能 の よう に 
思え る 預言 が 死後 の 復活 と いう 明白 な 事実 に よっ て 、 無 敵 な 論証 と な る 。 更 
に 当 章 で は 、 こ の 世界 に 神様 か ら の 使徒 が 現れ る 度 に 、 死 後 の 世 界 で 人 は 自 
分 の 現世 で の 行為 に 関し て 説明 する 必要 が ある と いう こと を 人 々 に 教え る と 、 
人 々 は 渦 藤 し て 笑い 、 反 対し な が ら 彼 を 迫 電 し た 。 従 っ て 、 多 く の 人 々 が 上 白 
分 の 符 や 不 自 然 で 不道徳 な 行為 の た め に 罰せ られ た こと が 引用 され て いる 。 

又 、 こ の 章 で は 、 フ ァ ラ オ 、 ア ー ド 、 サ ムー ド や ノア の 民 が 科せ られ た 懲 六 
の こと に も 言及 し て いる 。 そし て 、 終り で 、 人 間 の 創造 の 究極 の 目的 で ある 、 

つま り 、 人 は 自分 自身 に 神 の 属性 を 育成 し 、 実 証し な が ら 神 と 人 間 に 対 し て 
自分 に 義務 付け られ た も の を 完全 に 忠実 に は た すこ と に 注目 を させ て いる 。 
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ー 丁 六 答 五 十 一 章 


eS て uc 63 > 


i 
アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( ま き 散 ら す も の ) 


節 数 61、 メ ッ カ 意 示 
あま ね ン の 2 ! 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Os 0 
御名 に お いて 。 の は 
か け ン ! 
2. ( 種 を ) ま き 散 ら す も の 923 に 青 て Ot 
2823A で 
3. また 、 重 荷 を 運ぶ も の に も 、 AE 
4 また 、 注 や か に 走る も の に も 、 oe 
s. また 、 大 切な こと を 頒布 する も の DI LG 
に も 2824. 4 
ポー っ ぴな SA LR hE a a 4 コッ ラッ ォ ンプ ン 5 
6. げに お 前 達 が 約束 され る こと こそ TELE 
5 真実 な り 。 
7. 面 し て 、 審判 の 日 は 必ず 起 る べし 。 6 お 80815 
8. 諸 軌 道 を 有する 天 に 玖 て 2928、 OIE 
1:1.32:8. 


23 当 節 と 次 の 3 節 に つい て 収集 され た 注釈 は 、 注 2824 を 参照 の こと 。 

29234 注 2465 を 参照 の こと 。 

2 2-5 節 の 四 節 で は 、 自 然 界 、 物 質 界 の 現象 に 対応 する 精神 界 の 現象 に 目 を 向け て 
いる 。 この 対比 は 非常 に 際立っ て いる 。 四 つの 語 つ まり 、 ア ッ ザ ー リ ヤー ト (まき 散 
ら す も の )、 ア ル ・ ハ ー ミ ラー ト (運ぶ も の )、 ア ル ・ ジ ャ ー リ ヤー ト (上 易 々 と 走る も 
の )、 そ し て アル ・ ム カッ スィ マー ト (頒布 する も の ) を 自然 現象 に 当て は め て みた 
場合 、 風 を 指す の で あろ う 。 風 は 海 か ら 立 ち 昇 る 水蒸気 を 四方 へ 散ら し 、 雨 雲 を 運び 、 
穏やか に 吹き 、 王 から び た 地 に 請 を 降ら せる 。 そ し て その 地 を 、 草木 、 美 し い 花 、 甘 
い 果 実 の あふ れる 豊か な も の に 変え る 。 又 、 精神 面 に 置き 換え て みれ ば 、 こ の 四 語 は 
高潔 な 人 々 の 一 団 を 表し て いる よう だ 。 彼 等 は 、 聖 預言 者 か ら 出 る 魂 の 泉 で 多く 飲み 、 
素晴らし くそ し て 生気 を 与え る クタ クル アーン の 教え を 身 に 付け た 後 、 ア ラブ の 健 地 へ 、 
その 後 、 遠 隔 の 地 へ 赴き 、 彼 等 の 祝福 され た 荷 を 運び 、 多 神 教徒 や 不道徳 な 人 の 群 が 
る 国々 で 神 の 啓示 を 広め た 。 役 等 は 銘 を 手 に する こと な く 、 愛 と 平和 を も っ て 説い て 
回 っ た 。 そ れ は 丁度 、 優 し く 吹 き 、 枯 れ た 地 に 雨 を も た ら す 風 の よ う で あっ た 。 

ぞ で 幾多 の 軌道 と は 、 天 空 に 散ら ば る 惑星 、 彗 星 、 恒 星 の 軌道 を 指す 。 こ れ 等 の 天体 
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五 十 一 章 アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) ニニ トト 六 伏 
9. げに お 前 達 は 不一致 な “2% 斉 に 取 の EA 08 203 
りか か る な り 。 a 

10. 背 か させ られ た る 者 の み 7、 そ OE SI 
れ よ り 背 き 去 らし め ら れる べし 。 

hi. 肛 測 者 ども は 滅ぼさ れ た り 、 DE 


12. (つま り ) 無 頓 着 の 深み の 中 に さ ES We TO 
Da _ 

13. 彼 等 は 対 く “「 審 判 の 日 は いつ な ee tod Po 
りや ?」 と 。 - 

14. その 日 、 彼 等 が 業火 の 上 で 苦し め 0S I た る 
られ る な り 。 

15.「 己 が 責 苦 を 味わえ 。 ? こ れこ そ は Ss ES 
お 前 達 が 急ぎ 求め た る も の な り 」。 Co と 


16. げに 、 明 散 者 達 は 楽園 と 泉 の 間 DE RSAEN) 
に 在 ら ん 、 

17. 彼 等 は その 主 が 役 等 に 賜 わ ん も の 135 つ る っ る きる 4 て まっ | 
を 拝受 する 者 な り 。 げ に 彼 等 は これ 以 1 二 
前 に て 普 行 を 積み た る 者 な りき 292。 OLA SS 


7:188: 79:43. 26:205; 27:72-73, 29:54, 53. で 13:46: 32:18: 68:35; 77:42; 78:32。 


は 、 割り 当て られ た 役割 を 寸分 違わ ず 果 た し な が ら 、 各々 の 軌道 上 を 漂う 。 互い の 領 
域 を 侵す こと な く 、 全て が 一 致し て 構造 と 運動 の 素晴らし い 調 和 を 形作る 。 天空 が そ 
の よう な 惑星 、 恒星 の 軌道 に 満ち て いる と 世に 知ら せ た の は クル アー ン で あり 、 当 時 
空 は 固定 し た も の と 信じ られ て いた 。 

2926 前 節 に 示さ れ た 偉大 な 天文 学 的 事実 は い 、 ク ルアー ン が 神 の 啓示 書 で あり 、 神 の な 
せる 業 に 目的 と 調和 の 一貫 性 の ある こと を 示す も の で ある 。 し か し 、 た だ 物 論者 は 無 
理 な 理論 を 作り 出し 、 根拠 の 薄弱 な 推測 に あがき 、 神 の 御 言 葉 や や 聖 預言 者 を 信じ よう 
と は し な を い 。 

2927 この 普 葉 は 、「 自 ら 背 を 向け る 人 」 と いう 意味 で も ある 。 

8 ガ ムラ (Ghamrah) と は 、 深 刻 な 無知 、 誤 り 、 強 情 そ し て 困惑 を 意味 する 。 ま た 
不可 抗力 的 な 不 注意 、 無駄 で 間違っ て いる も の に 対す る 強情 な 忍耐 強 さ を 表し て いる 
(Lane より )。 
全 ムッ タキ ー(MuttaqD と は 、 神 と 人 間 へ の 義務 を 、 正 確 且 つ 完 全 に 果たす 者 を 指す 。 
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二 十 六 傘 アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) 五 十 一 章 


18. 彼 等 は “夜間 眠り た る は 僅か OEE ERSE 
な り 。 K 
19. 耐 し て 衝 明 に は 、 彼 等 は ? 落 免 を ⑨O03 う 3 と の うるう 52YU5 


請 い 求め た る な り 。 

20. また 、 彼 等 の 富 に は 、 助け を を う Gr ジ A<5 83 
者 と 助け を と わざ る 貧者 の た め の * 分  ^ 

け 前 あり き 9。 


21. 耐 し て 地上 に は 、 確 信 す る 者 た ち RE NG 
の た め 、 諸 々 の 神 兆 あ り 。 
22. そし て 、 お 前 達 自身 の 中 に も また DOI LIS 


然 り 。 さ れ ば 、 お 前 達 は 見 ざる か ? 
23. 面 し て 天 に は 、 お 前 達 の た め の @993E5 じ 35268) 虫 人 33 
? 滋養 物 と お 前 達 に 約束 せら れ た る も 


の あ り 2938。 

24. され ば 、 諸 天 と 大 地 の 主 に 辻 て 、 1 45 っ ろ 3Y5 列 に ら う 38 
そ は 確か に 真理 な り 。 お 前 達 が 物 云 う 、 eR 
が 如く 92。 G OPD KS 


32:17.23:18. 70:23, 26. 40:14: 45:6. 


そし て 、 ム フ ス ィ ン (Muhsin) と は 、 人 か ら 受 けた 恩恵 以上 の も の を 返す よう に 苦行 し 、 
まる で 神 を 実際 に 見 て いる か 、 少な く と も 神 に 見 られ て いる と いう 意識 の も と に 行動 
する 者 を 指す 。 従 っ て 、 ム フス ィ ン (Mubsin) は 精神 的 に ムッ タキ ー(Mutaq よ り も 高 
い 資質 の 人 物 を 表す 。 

330 イス ラム 教 に よれ ば 、 富裕 な 信者 の 財 に は 、 自 分 の 要求 を 斉 い 表す 者 も 、 そ れ を 
言え な い 者 も 、 権限 と し て の 分 け 前 が ある 。 この よう に イス ラム 教徒 の 財産 は 、 貧し 
き 者 に も 与え られ る 手当 を 賭 う 義 務 が ある 。 そ れ 故 、 彼 が 同胞 の 必要 を 満た す 時 、 そ 
れ は 好意 か ら 出 た も の で は な く 、 唯 、 相 手 に 対し て 負っ た 義務 を 果たす こと に な る 。 
「 ア ル ・ マ フル ー ム (助け を を わざ る 貧者 )」 と いう 語 は 、 斉 外 の 意味 と し て 、 自尊 心 、 
恥じ る 心 、 施 し を 求め な い (2:274) と いう 点 に お いて 貧し い 者 を 指し 、 今一つ 、 口 の き 
け な い 動物 と いう 意味 も ある 。 この 斉 葉 は ここ で は 、 病弱 等 の 理由 で 働け な い 人 を 指 
す の に 使わ れ て いる 。 

2931 信者 に 向け られ た 勝利 と 繁栄 の 約束 、 及 び 不 信者 に 対す る 警告 。 

で 2 前 節 に 述べ られ た 出来 事 は 、 聖 預言 者 の 願望 で も な けれ ば 、 彼 の 想像 の 産物 で も 
な い 。 それ は 、 「 お 前 達 が 物 云 う 」 こと が 真実 で ある よう に 、 紛れ も な い 事 実 で ある 。 
又 、 当館 は 、 お 前 達 が 物 云 う が 如く クル アー ン が 正真正銘 神 の 啓示 書 で ある と 示し て 
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五 十 一 章 アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) ニニ トト 六 伏 


二 項 
i EF ささ プラ っ > 2 っ 4 て 2 
25. アブ ラ ハ ム の 貴 い “ 客 の 消息 が 液 2 5) こと ろう こい うそ は | 


に 到 り し か ? の oe 
OTe ol 


26. 彼 等 が 彼 の 許 に 来 た り て 、 云え り 3 "に 1A gE 1 
2 「 平 安 あ れ 」 と 。 彼 も 云え り 、「 平 安 Le 

あれ 」。( 面 し て 、 心 の 中 で 思い た り ) SO GE 2 

末 知 の 人 々 (に 見 える ) な り 833。 

27. され ば 彼 は 直ぐ に その 家族 の 方 の Roa ES 
に 行き て 、 “肥え た 仔 生 を (焼い て ) 持 a 


Ok 


ち 来 た り 、 
28. そし て 彼 は それ を 彼 等 の 前 に 置 SREN LL D3 
き 、 云 えり 「 流 等 、 召 し 上 が ら ざ る 5 ジリ 
か ?」。 

< * 彼 は 彼 等 か ら 長 怖 を 感じ 上 入る に る る る っ? 
29. “され ば 彼 は 役 等 か ら 長居 を 感じ に YI 3 ふ 2 る 。Os35 
た り 。* 彼 等 は 云え り 「 怖 れる な か れ 」。 
面 し て 、 彼 等 は 彼 に 博識 ある 息子 の 朗 の は は に 


報 を 伝え た り 294。 
30. する と 、 彼 の 妻 は 声 を あげ な が ら ご こ と 28 DS の ti 
進み 出 で 935、 己 が 顔 を 打ち て 云え り 

「( 凄 は ) 石 女 の 老 婆 な り 」。 ORE イッ ララ に II の と 


Sl 「 か く NC RE I BU を 3 ME 
ん ) 液 の 主 が 云え し こと は 。 ば げに 彼 こ 


そ は 賢 折 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 御 Oa BSS) 
方 な り 」。 
2170.71 13:32. が 11.70. で 1170. 1:71: 15:53.171.72 15:34、 
いる と も いえ る 。 
2833 


11:70-71 節 を 参照 。 

94 15:S4 節 と 同様 、 当 飾 に お いて も 、 約 束 さ れ た 息子 は 、「 博識 ある 息子 」 と し て 記 
され て いる 。 一 方 37:102 節 で は 「 定 容 な る 男児 」 と 呼ば れ て いる 。 前節 の 記述 は イ 
サタ クタ を 、 後 人 節 は イシ ュ マ エル を 指す も の で ある 。 

3 当分 に ある サッ ラ ( 声 を あげ な が ら ) と いう 語 は 、 最 も 激しい 叫び 、 激 し い 悲 し み 、 

怒り 、 苦 悩 、 嫌 可 や 恥辱 に 顔面 が 引き つる こと 、 引 き 付 け 等 を 意味 する (Lane より )。 
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ー 寺 モ セ 傘 


アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) 


五 十 一 章 


ー 上 低 


32. 彼 は 云え り 、 2 「 さ れ ば 、 液 等 使徒 く 


ん 7? 」。 

33. 役 等 は 云 えり 、「 げ に 我 等 は 2 罪 深 
い 民 に 遣わ され た り 、 

34. 我 等 が 彼 等 に で 土 の 礎 を 打ち 降 
ら さ ん が た め に 。 ' 

35. ?( そ は ) 流 の 主 の 御 許 で 、 邊 を 超え 
る 者 ども の た め に 印 さ れ た る も の な 
り 」。 

36. され ば 、 わ れ ら その 中 に 在り し 信 
者 た る 人 々 を 救出 し た り 。 

37. 面 し て 我 等 は その 中 に 、 帰 依 者 た 


る 者 の 一 家 の み を 見 出し た る に 過ぎ 
ざり き 。 

38. され ば われ ら は 、 そ の 中 で 、 痛 ま 
し い 責 苦 を 恐れ る < 人 々 の た め に 、 偉 
大 な 神 兆 を 残し た り 。 

39. また 、 モ ー ゼ (の こと ) に も (同じ よ 
うな 神 兆 % り き )、 我 等 が 彼 を 明白 な 
る 権威 を 携え て ファ ラオ の と ころ へ 
遣わ し た る 時 に 。 

40. 然るに 彼 は 、 己 が 当て に 出来 る 者 
2836 と 共に 背 を 向け て 云え り 「 妖 術 合 
いか 、 或 い は 狂人 な り 」 と 。 

41.7 さ れ ば われ ら は 、 彼 と その 軍勢 
を 捕え 、 耐 し て 我 等 は 彼 等 を 海中 に 


4 を 


OGRE RE CG 


た ちよ 、 あ な た 方 の 用 向き や 如何 $® 


\ <>» っ で EL 1 
DR I BOC GN 
3 と 】 み g 名 と グ う オン て タタ 
共和 
os 3 < ン で 


は 


< うー 


OI aS GG 


WW ラッ ン ーー ジ う る 


ング a * 
2 と と 


55 421 ts «2 2 
oY ン (イン 
A Re 


ES 


LL tn A 3 て る 


GI SRE IG 


a15:58. 15:59. C11:83. 4 


11:84, 215:76; 29:36.710:91: 28:41. 


336 ここ で の ルク ン ( 当 て に 出来 る 者 )〕 と は 、 支え 又は 援助 、 権力 と 抵抗 、 親族 、 仲間 、 


援助 と 力 を 与え る 人 、 


高 仙 な 人 等 の 意味 が ある (Lane 及び 、Mafradat より )。 
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五 十 一 章 
投じ た り 。 さ れ ば 彼 は 責め を 招く 者 
な りき 。 

42. また 、 アー ド 族 に も ( 神 兆 や りき)。 
我 等 が 彼 等 に 対し て 荒廃 せ し む る ? 暴 
風 を 吹き つけ し 時 に 。 

43. 2? そ は 、 そ の 襲い か か る も の の う 
ち 価 も 残さ ず 、 すべ て を 腐敗 し た ぼろ 
ぼろ の も の の よう に な せり 。 

44. また 、 サ ムー ド 族 に も ( 神 兆 ち り 
き )。 彼 等 は 、「 或 る 期限 まで 歓楽 せよ 」 
CM 9 

45. され ば 、 彼 等 は 己 が 主 の 命 に 背 き 
た れ ば 、 Ds 
ば 、 人 は 障 目 し た る な り 。 


RD 


47. 面 し て 、 以前 ノア の 民 も (教訓 の 
徴 な り )。 げ に 彼 等 は 不 従順 な 民 な 
りき 。 

三 項 
48. 面 し て 、 わ れ ら は 天 を 特別 な 能 
を 以 て 創れ り や "Y。 さ れ ば 、 我 等 は 雄 
大 者 な り BTA.. 
49. 7 わ れ ら は また 大 地 を 床 に せり 。 
さら ば 、 な ん と 素晴らし き 寝 床 を 設 
いる 者 な りや ! 


アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) 


ご | っ 


だ 1 に YE ご 31 を てる あう 8 ビ 
」 ラ WI 
On 

! イッ スイ oe 2 レン ラコ る 
、 お 1 お さよ の) < 3 35 


BE 6 中 


EE A NAS 
0 Pk 

tits 9 eS s イ ーッ タン 
じき 2 で) よび よ 553 と が の 
を OG 


46:25. 146:26. “11:68. の :23: 20:54: 78:7. 


9 サ ャ ド (Yad) と は 、(1) 好 意 、 (2② 力 、 威厳 、 3) 保護 、 
より )。 従っ て 文中 の 表現 は 、『 我 々 は カカ を も っ て 天 を 創造 
と の 意味 で あり 、 つま り 諸 天 と 大 地 の 創 造 


が 力 と 能力 を 表明 する た め 天 を 創造 し た 』 


(④ 冨 、 ⑤ 腕 、 な ど を 意味 する (Aqrab 
ほし た 』 あ る い は 『 我 々 は 避 


で は 、 数 々 の 神 の 属性 や 卓越 し た 神 と いう 存在 の 栄光 、 力 と 威厳 が 証明 され て いる 


8374 ムー スィ ウー ン (Mausian) と は 、 


『 我 々 は 広がり 続け る 』 と も 意味 する 。 
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ニ 二 ヒ 谷 


A a ARUN hh 


50. 箇 し て 、 わ れ ら は すべ て の も の の 
うち < 対 を 創造 せり 2%9%。 お 前 達 が 忠 
呑 に 従わ ん が た め に 。 
. され ば 、 ア ッ ラ ー の 方 へ 速やか に 
0 
な 警告 者 な り 。 


s2. 面 し て アッ ラー と 共に 他 神 を 奉 
ずる な か れ 。 げに 我 は 彼 よ りお 前 達 へ 
の 明 自 な 警告 者 な り 。 


53. か く の 如 く 、 如 何 な る 使徒 も 、 彼 
等 以前 の 人 々 に 来 た り し 度 に 、 彼 等 は 
「 妖 術 使 いか 、 或いは 狂人 な り 」 と 云 
いた る に 外 な ら ず 。 

54. 彼 等 は 之 を 以 て お 互 に 助言 する 
や 7 人 039 否 、 彼 等 は 反逆 な 民 な り 。 
Ss. され ば 彼 等 # か ら 顔 を 背け よ 。 激 は 
如何 な る 責め に も 値 せ ざる べし 。 

S6. 面 し て 液 訓 戒 し 続け よ 。 げ に 訓 戒 
は 信者 達 を 益 す る な り 。 

57. され ば 我 ジ ン と 人 間 を 創り し は 、 
彼 等 が 我 を 崇拝 や せん が た め に 外 


に 

i 

Fs な を ET ot + 』 ~* に 
っ の を 3 っ 90 こう | 31 389 
68 

の 


エレン と 


に る 001IPIC1ES や と 


0 の ブッ ン Pe 


OE > EY HS 
の 9 


g 
^ う 


OG EE SS 


2 タイン 


りこ OB の SH EE By 


913:4 36:37. 


2838 神 は 万 物 を 対 に し て お 創り に な っ た この 番 は 動物 だ け で な く 、 植 物 や 無生物 に も 
存在 する 。 又 精神 的 な も の に も 対 は ある 。 天 地 さ えも 対 に な っ て いる 。 

39 いつ の 世に も 、 神 の 使者 に 向け られ る 非難 は 似通っ て お り 、 あ る 世代 の 不信 者 が 、 
同じ 非難 を 繰り 返す よう に 、 次 の 世代 に 申し 送っ て いる の で は と 思わ され る 程 で ある 。 


や イ バ ー ダ (上 崇 拝 ) と いう 語 の 第 一 義 は 、 神 の 戒律 に 従い 、 そ れ と 完全 に 


一 体 と な る 


中 で 、 持 て る 力 を 最大 限 に 発揮 し 、 正 し い 宗 教 の 規律 に 従う こと で ある 。 その 目的 は 、 


神 の 影響 を 受け 、 我 身 に 神 の 属性 を 表す こと で ある 。 こ れ は 、 
通り 、 人 間 が 作り 出さ れ た 偉大 に し て 高尚 な 目的 で あり 、 
の 神 へ の 崇拝 と な る 。 神 を 求め る よう 自ら を 駆り 立て 、 神 の 御 意志 に 完 3 


当 節 に 述べ られ て いる 
これ を 成し遂げ る こと が 真 
に 従い た い 


と いう 高尚 な 願望 を その 身 に 起こ て と すこ と の で きる 能力 こそ 、 神 より 授かっ た 力 の うち 
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所 ボー 党 アッ ザー リヤ ー ト Adh-Dhariyat( 散 ら す も の ) 二 十 七 傘 


な ら ず 。 @O ぅ とう 


s8.“ 面 し て われ は 彼 等 に どん な 滋養 や 1 5835、24 ぞ る も に 
物 を も 求め ず 、 ま た 彼 等 が われ を 食 さ 時 
せん こと 24 を も 欲 せ ず 。 うう) 


イク 


59. げに アッ ラー 件 白身 こそ 滋養 物 OOA>Js 多 3⑧5 列 須 人 0 
を 与え る 御方 、 俸 者 、 皿 固 な 属性 の 

主 な り 。 ; 
60. され ば 不義 を な し た る 者 ども に 8306S 
は 、 彼 等 の 仲間 た ち が 授 か り し 悲運 と 


2 Ne 
同じ よう な 悲運 あり 2。 され ば 彼 等 OD a NS この | 
は 、 わ れ に ( 之 を ) 急 ぎ 求 め る こと な か 

る べし 。 - 

61. ? さ れ ば 、 不 信 せ し 者 ども に は 、 As 8O21 わ 5 cad 83 
彼 等 に 約束 せら れ た る その 日 に 於 い & の 2 


て 破滅 あら ん 。 ご 〇 2 ひと % 
6:15: 20:133. 4:3: 19:38: 38:28. 

最も 高度 な も の で あり 、 人 間 は 外 的 内 的 才能 を 駆使 すれ ば 、 こ の こと を 理解 で きる 。 

841 も し 精神 的 な 旅人 が 、 自 ら の 人 生 の 高い 目的 に 向い 忍耐 強く 歩み を 進め る な ら 、 


彼 の 行為 は 神 や 他 の 如何 な る 人 の た めで も な く 、 た だ 、 彼 自身 を 潤し 、 望 み を 達成 す 
る こと と な る 。 


人 ぞ ザ ヌー ブ (Dhannb) と は 、 運命 、 仲間 、 分 け 前 、 報酬 、 長引く 悪 の 日 を 意味 する (Lane 
より )。 
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五 十 二 章 
アッ トゥー ル At-Tar( ト ゥ ー ル 山 ) 


メッ カ 啓 示 


啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 聖 預言 者 の メッ カ で の 初期 に 啓示 され た も の で ある 。 ネ ル デ ケ は そ 
れ が 第 51 章 の 直後 に 啓示 され た と 推定 する が 、 ミ ュー ア の 意見 に よる と 、 そ 
れ よ り 少 し 後に 啓示 され た と 推定 し て いる 。 前章 で は 聖 ク ルアー ン の 教え に 
よっ て 引き 起こ され る 最大 な 精神 的 革命 の こと が 注目 され た の で ある 。 そ れ 
は 物事 の 合理 性 で あっ て 、 自 然 の 法則 に 完全 に 従っ て いる 。 又 、 前 章 は 、 人 
類 が 堕落 し て 神 を 忘れ て し まっ た の で 新た な 革命 の 必要 が ある と いう こと も 
説明 され て いて 、 終 り に は 、 以 前 の 預言 者 達 と 同じ よう に 聖 預言 者 も 酷く 反 
対 さ れる だ ろう が 、 真 理 が 実現 し て 不信 者 は 六 せ られ る と いう こと が 書か れ 
て いた 。 当 章 で は 、 聖 預 斉 者 に つい て 聖書 の 預 斉 を 示し な が ら 不 信者 達 が 反 
対 に 固執 する な ら ば 、 彼 等 は 神 か ら の 懲罰 に 突然 襲い 掛か られ る と 警告 され 
て いる 。 

Se 25 の 

に 開始 し 、 聖 書 、 聖 クル アー ン や カー バ 神 殿 な ど 全 て が イス ラム 教 と 聖 

9 実 さ を 証言 し て いる と と も に 、 真 理 を 妨げ る こと は 良い 結果 を 生 
まな いも の だ と 不信 者 達 に 警告 を も た らし て いる 。 然 し 、 神 の 教え を 受け 人 
れ 、 そ れ に 従っ て 人 生 の 過ごし か た を 見 直す 誠実 な 僕達 は 天 助 を 受け る 者 と 
な る 。 更に 、 当 章 は 、 聖 預言 者 は 占い 師 や 狂人 で も な く 詩 人 で も な い 。 然し 、 
神 の 真実 な 使徒 で ある こと を 明らか に する 。 何故 な ら ば 、 彼 に よっ て 引き 起 
こさ れ た 道徳 の 偉大 な 革命 は 狂人 や 詩人 に と っ て は 成 し え な いこ と で ある と 
と も に 、 彼 に 啓示 され た 聖 ク ルアー ン も 偽造 者 に で き な い 仕事 で ある か ら だ 。 
それ は 、 天 と 地 の 偉大 な る 創造 痢 に よっ て 啓示 され た の で ある 。 聖 預 詩 者 は 
彼 の 成功 を 反対 する 不信 者 達 に いか な る 報酬 も 求め ず 、 神 の 加護 の も と に 居 
られ る 。 然 も 、 天 宙 は 速やか に 迫り 来 て 、 突 然 不信 者 達 に 襲い 掛か る 
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= oY に コン ント 2 受 


に 


アッ トゥ ー ル At-Tur( ト ゥ ー ル 山 ) 
節 数 s50、 メ ッ カ 啓示 


4 慈悲 深く 、 恵 み 記 ーー 0 | 。 > 
独 名 に お いて 。 
2. 5 トゥ ー ル ( 山 ) に 太 て 94、 Os 
3 レン Hi 2844 リー 入 ブリ の ーー コ ニン 
3. また 、 書 か れ た る 経典 に ( 番 て )、 〇 っ 3 こら 
4 うち 広げ られ た る 皮 紙 に 、 6 っ 8938 
5. また 、 繁 栄 する 聖 殿 に ( 警 て 、 SR 
6. また 、 高 く あ ば られ た る 天蓋 に ( 交 Oe SS 
ZS 3 
jl. b95:3, 


2943 宮 故 の 哲学 及び 重要 性 に つい て は 、 注 2465 を 参照 の こと 。 


20 符 悪 クル アー ン 又 は 、 モ ー ゼ の 律 法 を 指す が 、 お そら く 聖 クル アー ン の こと で あろ う 。 
や エル サレ ム の 寺院 、 又 は いずれ か の 礼拝 常 、 こ の 言葉 は 聖 ク ルアー ン の 中 で 、 人 
の 集まる 所 (2:126)、 聖 地 ($:3)、 聖 な る 寺院 (17:2)、 由 緒 あ る 所 (22:30)、 安 全 な 街 (95:4) 

と 記さ れ た カー バ 神 殿 を 指す も の で あろ う 。 
2946 エー ー ゼ が 荒地 に 建て 、 ユダ ヤ 人 達 が その 下 で 礼拝 を 行っ た 天蓋 の 形 の 礼拝 常 、 も 
し く は カー バ 神 殿 、 も し く は 天 で ある 。 最 後 の 引用 が 最も 妥当 で 適切 で ある 。 

陳 ク タル アーン の 特徴 と し て 、 堅 く 宣 言 し た り 強 調 し た りす る 際 に 、 そ の 宣言 に 基 づ 
いて 奪い を 立て 、 生物 や 物質 や 自然 法 や 現象 に つい て 立証 する も の と し て 引用 する こ 
と が ある 。 最初 の 数 節 で は 、 当 章 は モー ゼ ( 聖 預言 者 に 相当 する 人 物 ) と 深く 関わ り の 
ある 事柄 に 堆 っ て いる 。 ト ゥ ー ル 山 で モー ゼ に 降 さ れ た 啓示 に は 、 律 法 及 び 、 偉 大 な 
神 の 預言 者 が イス ラ エ ル 人 の 同胞 より 出現 する と の 預言 が 含ま れ て いる ( 申 命 記 
18:18 及び 33:2)。 聖 預言 者 が 確実 に この 預言 で 述べ られ た 神 の 預言 者 で ある 。 聖 クル 
アー ン に 於 いて 、 彼 の 出現 は モー ゼ の 出現 に な ぞ ら えら れ て いる (73:16)。 そ れ か ら 当 
章 は 『 書 か れ た る 経典 』 (聖書 又は 了 時 クル アー ン の うち 、 後 者 で ある と 思わ れる ) と 引 
証し 、 聖 預 言 者 の 主張 が ] 実 で ある こ と の 、 永続 的 で 議論 の 余 ミ 地 の な い 証 拠 と し て 在 
り 続 ける と し て いる 。 『 緊 栄 する 聖 殿 』 (カー バ 神 殿 》) と は 、 何 に も まし て 、 之 が その 拠 
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7. また 、 湧き 立つ 海 に ( 替 て ) ぐ " Og RN 495 
8. げに 、 流 の 主 の 懲罰 は 必ず ? 起こ る oI GES 
も の な り 。 - 
の 光 を 防ぐ も の は 仙人 人 に も 非 ず 。 UN 
10. その 日 2%、 天 は 激しく 動揺 し 、 lk on ia 
11. < 耕し て 山々 は 速やか に 動か ん ON 
2849 
12. され ば その 日 、 虚偽 と みな す 者 ど oo 5 ある 
も に 袖 あ れ 、 上 IE 

3 補 論 に 熱中 し て 楽し む そ れ ら の を 。 る 825 っ っ まき 2 る 63 遂 
0 
14. 彼 等 が 地獄 の 火 399 の 中 に 激しく 6 に 519 受 る 5 
突き 落と され ん その 日 。 | 


e81:7.251:6.18:48: 78:21: 81:4、 


点 で あり 中 心 で ある 宗教 こそ は 神 の 最終 的 摂理 で ある こと を 示し て いる 。 何 世紀 も 前 、 
神 に 遣わ され た 長老 の アブ ラ ハ ム は 、 息子 の イス マエ ル の 助け を 得 て 、 カ ー バ 神殿 の 
土台 を 建て な が ら 、 この 場所 が 安全 な る 避難 所 と な り 、 神 の 唯一 性 が 宣言 され 伝道 さ 
れる 中 心 と な る よう 神 に 折っ た 。『 高 く あ げ ら れ た る 天 著 』 と いう 言葉 は 大 で あり 、 
当 節 (つま り 6 節 ) で は 、 聖 預 斉 者 が 神 の 助け を 受け 続け て 目的 を 達成 し 、 発 展 し 続け 
て 行く 一 方 で 、 不 信者 に は 、 負け 犬 と し て 彼 等 の すべ て の 陰謀 や 計画 が 実 を 結ば な い 
と いう 単純 な 事実 が 見 えな いこ と を 意味 し て いる 。 

29417「 湧 き 立つ 海 」 と は 、 NN 
紅海 、 又 は クラ イシ ュ の 全て の 指導 者 が 殺害 され た 、 ・ バ ハル ( 海 ) と し て 知ら れ 
て いる 、 バ ドル の 戦場 を 指し て いる よう だ (Nihayah + 0 

29 その 日 、 天 の 軍 府 は 揃っ て 聖 預 言 者 の 味方 と な る で あろ う 。 そ し て 、 バ ドル の 日 
に 、 そ れ は 実現 し た 。 

4 神 の 審判 の 下さ れる 日 、 不信 者 の 指導 者 達 は 恐 し い 結末 を 迎え る で あろ う 。 彼 等 
は 風 の 前 の も み 殻 の よう に 吹き 飛ば され る 。 ある い は 当 節 は 、 当時 の 大 帝国 が 骨 詩 す 
る と 述べ て いる と も いえ る 。 当 節 及 び 前 節 は 、 古 く 堕 落し た 制度 が 一 授 さ れる 前 に 
新た な 秩序 が 生ま れる こと を 暗示 し て いる 。 これ ら の 節 は 、 裁き の 日 を 指す と も 受け 
取れ る 。 

99 当 節 は 、 不 信者 の 有罪 が 確定 し 、 悔 恨 の 時 が 過ぎ た 後 の 彼 等 の 状況 を 描い て いる 。 


1398 


15.「 こ れこ そ 、 お 前 達 が 虚 令 と みな GO%ASSL。 R23 
し た る あの 業火 な り 。 
16. され ば こ は 妖 術 か 、 そ れ と も お 前 ⑤9 ジ YS311138 雪 し 8 
達 は 見 ざる か ? 

a NN 靖 達 Re テ を Ls 2% 2T マメ 5 ぞ そ ン ぅ イ 4 
17. この 中 に 入れ 。 さ れ ば お 前 達 が 面 え 155 Y 引 52 | 
忍ぶ も 、 耐え 忍 ば ざ る も 、 @ お 前 達 に 対 ライ 8 2 A の ザン ンジ 
し て は 同じ な り 。 げ に お 前 達 は た だ だら つい ビビ OS CE 


が な し た る こと に 報い られ る の み .」。 0 
18. ? ば に 過 散 者 達 は 、 楽 園 と 至福 の CO Ed) 
中 に 在 ら ん 、 


19. その 主 が 徹 等 に 賜 え し も の 1 CM SC 
喜 し な が ら 。 耐 し て 彼 等 の 主 は 、 地獄 IE 
の 次 涯 か ら 彼 等 を 座ら ん 。 Oo 
20. 「 楽 し ん で 食し 、 且 つ 飲 め 、 お 前 OAR 
達 が な し た る こと が 故に 」、 
21. 並べ られ た る 揚 床 に < 身 を 横 た 9 3424 RE Gk 
える る な り 。4 曽 し て 我 等 は 彼 等 を 0 2 Po 
し て 大 きい 障 2351 の 乙女 等 と 配偶 oe 人 3 


Ud:22, 41:25.713:46: 77:42-43: 78:32-33. で 18:32: 55:55; 76:14. 44:55; 56:23. 


全 イー ン と いう 語 は 、 ア ヤン 及び アイ ナー と いう 両方 の 複数 形 で あり 、 大 き な 黒 い 
瞳 の 男 と 女 を 意味 する 。 後 者 の 語 貢 は また 、 き れい な 良い 言葉 を も 意味 する (Lane, 
Mufrdat 及び Taj より )。 従っ て 、 フー ル (Hur) と イー ン の 両方 の 言葉 は 、 人 や 性 格 の 姜 
し さや 純粋 さ を 意 味 す る 。 

死後 の 生活 と は 、 現 在 の 生活 を その まま 表し た に 過ぎ ず 、 来 世に お ける 報酬 や 凡 は 、 
現世 の 行為 の 反映 で ある 。 天 国 や 地獄 は 、 別 の 新た な 物質 界 を 意味 する の で は な い 。 
知覚 で きる の は 事実 な の で 、 そ うし た けれ ば 、 そ れ 等 を 物質 的 な も の と 称し て も 構わ 
な い が 、 そ れ 等 は 、 現世 に お ける 精神 的 事実 を 具体 化し た だ け で ある 。 こ の 世 で の 係 
わり が 来世 に は 足かせ と 写る で あろ う 。 現世 の 燃 如 は 炎 と な っ て 鮮やか に 見 え 、 信者 
が 神 に 捧げ る 愛 は 来世 で ワイ ン と な っ て 表わさ れる 。 こ の よう に 、 天国 に は 、 庭 、 小 
用 、 ミ ルク 、 蜂 蜜 、 烏 の 肉 、 ワ イン 、 果 実 、 玉座 、 仲 間 そ の 他人 色々 な 物 が ある が 、 そ 
れ 等 は この 世に ある の と 同じ 物 で は な く 、 現世 の 生活 に お ける 精神 面 を 表し た も の で 
ある 。 上 記さ れ た 「 配 偶 た らし めん 」、「 処 女 」、「 瞳 」 は 、 天 国 で 、 神 の 高潔 な る 下僕 
が 、 顔 が まばゆい 程 の 心 の 美 し さ で 交 く 清らか な 友 と 暮 せ る よう に な る と 示し て いる 
又 、 彼 等 は 美しい 娘 、 つ まり 姜 を 得る と いう 意味 で も ある 。 
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た らし めん "も 
22. され ば 、 自 ら 信仰 し 、 面 し て その 14353 IGE 
子孫 も 信仰 に 於 いて 彼 等 に 従い た る る 1 
者 達 あら ば 、 我 等 は 々 その子 近 を 彼 等 マラ > つう 
と 一 緒 に させ ん "。 また 我 等 は 彼 等 上 ょ 。 < 。 a っ < さ ラ プイ 
0 らい ささ か も 減少 し ee 

与え ざる べし 。 各 人 は 己 が 稼ぎ し こ OR a 
5 
23. 耐 し て 、 我 等 は 彼 等 に 、 彼 等 の 思 L*s 。37 5 4 っ まお 53 し 415 
む も の の うち 果物 や 肉 を 授与 せん 。 - 6 2 


40:9. 655:12: 56:21. 


死後 の 世に お ける 報酬 や 六 の 本 質 を 理解 する に は 、 来世 が 現世 に 続く も の で ある こ 
と を 心 に 留め て お か ね ば な ら な い 。 人 の 魂 が 肉体 を 離れ る や 新た な 身体 が 授け られ る 。 
それ は 、 身体 無く し て 魂 は 向上 せ ず 、 全 福 を 受け られ ず 、 又 痛み を 感ずる こと も で き 
ON 新た な 身体 は 、 この の の 商 の ご る とく 保 れ で 索 し いい M2 で の 名 。 箱 し 


の 本 質 も 、 A 
て 語っ て いる 「 さ れ ば 何人 (な ん びと ) も 、 彼 等 の た め に 、 そ の 行い し こと の 報奨 と し 
て 、 目 を 冷や す も の の 中 何 が ひそ か に 用 意 さ れ て ある か を 知ら ず 」 (32:18)。 又 、 聖 預 
言 者 は 次 の よう に 語っ た と され る 。 如何 な る 目 も 天 の 恵 を 見 た こと は な く 、 如何なる 
耳 も それ を 聞い た こと は な く 、 又 、 如何 な る 人 の 心 も そ れ を 感ずる こと は で き な い ( プ 
ハー リー)。 天国 に は 、 罪 、 軽 率 で 無 意 味 な 会 話 、 又 我々 の 知る 肉体 の 快楽 と いう も 
の は な い が 、 平 安 と 神 の 喜び に 満ち て お り (56:26-27)、 こ の こと が 、 聖 クル アー ン に 
より 正義 ある 者 に 伝え 、 約 束 さ れ た 通り 、 天 国 を 光り 輝 か せ る の で ある 。 注 2326 も 
参照 の こ と 。 
29944 ザッ ワ ジ ャ ・ シャ イア ン ・ ビシ ャ イ ・ イ ン (Zawwaja shai*an bi shaiim) ど と は 、 彼 は 物 
を 他 の 物 と 組ん だ また は 、 対 に し た 彼 は それ を その 仲間 や 同類 と 結び つけ た 、 と の 
意味 で ある 。 フ ー ル (Hr) と は 、 ア フワ ル (Ahwar= 男 性 形 ) や ハウ ラー(Haura= 女 性 形 ) の 
複数 形 で あり 、 目 に ハ ワ ル (Hawar) と 称 さ れる 性 質 を 持つ 人 物 と の 意味 で ある 。( ハ ワ 
ル (Hawar) は ) 即ち 、 目 の 白い 部 分 が 非常 に 円 く 、 黒 い 部 分 は 非常 に 黒く 、 ま た その 
他 の 部 分 は 非常 に 白い 人 物 と いう 意味 で ある 。 ア フリ ワル (Ahwar) は 又 、 純 粋 で 明快 な 
知性 の 意味 も 持つ 。 
oO 高潔 な る 者 に 純潔 に し て 美しい 妻 が 授け られ る と 述べ られ て いる 
、 当 節 で は 、 彼 等 に 子供 が 授け られ 、 そ れ に より 彼 等 の 喜び は 完全 な も の と な る と 
きか t て いる 


行 が あっ て こ そ 、 天 国 に その 所 を 得る こと が で きる の で ある 。 
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24. 彼 等 は その 中 で 恋 を 互 に 交わ す じじ 3 3 YEE 

2e4 な れ ど 、 そ の 中 で くだ ら ぬ こと も 0 

な く 、“ 罪 な る こと も な か らん 。 @ ス 6Y9 

25. ヶ 面 し て 、 役 等 の 章子 5 2% は (お ちっ おる に にょ c に に 3 才 5 

話す る た め ) 役 等 の 間 を 巡ら ん 、 局 の 80 

彼 等 は 柳 わ れ た る 真珠 の 如く ( 押 く )。 OA 

26. 彼 等 の 一 部 は 他 の 一 部 に 注意 を O32 し 3 a E15 

向け て 、( 機 護 を ) 訴 ね 合う 。 

27. 彼 等 は 云わ ん 、「 以 前 、 我 等 は 己 © KCIA183 SES IG 

が 家族 の 中 で 、 恐 れ を 抱き た る 者 な り 

き 4896. 

28. され ば 、 ア ッ ラ ー は 我 等 に 恩恵 を ALR 

施し 、 面 し て 熱風 の 懲 社 より 我 等 を 護 > 

り た り 。 

29. げに 、 以 前 も 我 等 は 彼 を 祈り た 信和 E33 ET 

り 。 げに 彼 は 情け 深い 御方 、 慈悲 深く 」 < 

まし ます 」。 $ 6 
ご 項 

30. され ば 液 、 訓 戒 し 続け よ 。 耐 し て 、 の 2 SDE る ET に 5 ぐふ 5 

激 は 己 が 主 の 恩恵 に より て 、 “占い師 ES 

に 非 ず 、 ま た 狂人 に 非 ず 。 DIR YS 


a}9:63; 56:26: 78:36. 256:18: 76:20. 69:43. 


2994 タナ ー ザ ウル ・ カ ー サ (Tanazaal-ka'sa) と は 、 彼 等 は お 互い の 手 か ら コ ッ プ を 取り 
合っ た 、 の 意味 で ある (Aqrab より )。 

。 ギル マー ン (Gilman= 青 年 達 ) と は 、 グ ラー ム (Ghulam) の 複数 形 で 、 青 年 、 使 用 人 、 
息子 な どの 意味 で ある (Lane)。 こ の 言葉 は 息子 と いう 意味 で 、 ワ ラド (Walad) の 同義 語 
と し て 聖 ク ルアー ン の 中 で 使用 され て いる (3:41: 15:S4: 19:8: 37:102: S1:29)。 聖 クル ア 
ー ン の 別 の 箇所 C76:20) で は 、 ウィ ル ダ ー ン (Wildan= 皿 子 達 ) と いう 言葉 が 、 ギル マー ン 
(Ghilman) の 代わ り に 用 いら れ 、 パ ラダ イス に て 散 虚 な 人 々 と 供 に 連れ 立つ 青年 達 は 、 
自分 の 息子 と 同様 で ある と の 意味 で ある 。 当 節 は また 、 ムスリム が 手 に する 偉大 な 富 
と 力 に つい て の 神 の 約束 や 、 そ れ を 待つ 使用 人 の 主 に つい て 詩 及 し て いる 。 

2998 本 分 の 意味 の 他 、 当 人 節 は 次 の よう な こと も 示し て いる 。「 敵 に 包囲 され れ ば 、 相 
手 の 脅 し が 時 と し て 我々 を 脅かす こと も あろ う 。 し か し 、 今 我々 は 、 ゆ る ぎ な い 平 安 
を 得 て い る 」。 
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二 十 七 疹 アッ トゥ ウー ル AtTur( ト ゥ ウール 山 ) 五 十 二 章 


31. 彼 等 は 云う や 「 彼 は ? 詩人 な り 。 こわ の し る お 2 ビビ 5 
我 等 は 、 時 が 彼 に も た ら す 不幸 97 
を 待つ な り 」 と ? So 


っ アーン ン 


32. 云え 、/「 お 前 達 、 待 て “%。 され で る る CG ES 8 
ば 我 も 確か に お 前 達 と 共に 待つ な り 」。 


ch ュー イイ イナ ーッ ラ テラー イラ イラ ラメ コイ < = イ 
33. 彼 等 に 之 を 命じ た る は 、 彼 等 の 悪 る 1 は 6 は 82OA12332 じ 衣 
思考 な りや 、 そ れ と も 彼 等 は 反逆 の 民 も 0 と ラ 5 
な りや ?2959 の 


34. 彼 等 は 「 彼 、 そ れ を 提 造 せり 」 の 0 る GO ち YU 158593335 
と 云う か ? 否 、 彼 等 は 信仰 せ ざる 者 

な り 。 

35. され ば 、 彼 等 も し 正直 な ら 、 役 等 13L そ っ 、 り 43 と oso19 じ ES 


は か く の 如 き お 告げ 1 を も た らし a KN 
て 見 せる べし 。 ae 


921:6: 69:42. 69:52: 32:31. 


2987 ライ ブ (Raib) と は 、 精神 の 動揺 、 邪 悪 な 見 解 に よる 疑い 、 災難 を 意味 する (Lane よ 
り ): マヌ ー ン (Manann) と は 死 、 運 命 、 時 間 を 意味 する (Aqrab より )。 

2958 不信 者 は 聖 預言 者 を 、 未来 に 関し て 空想 に ふけ る 詩人 、 無邪気 な た 人 が だ まさ れ 易 
いこ と に つけ 込む 占い師 、 あ る い は 大 ほら 吹き と 呼び 、 早晩 彼 が 悲惨 な 結末 を 迎え る 
と 期待 し て いる 。 し か し 彼 等 は 最後 の 審判 の 日 を 迎え る まで 、 その 期待 が 無駄 で ある 
こと に 気付 か な いで あろ う 。 時 の 流れ の み が 、 彼 等 と 聖 預 言 者 の 間 の 問題 を 解決 し 得 
る の で ある 。 以 上 の こと を 当 節 は 暗示 し て いる 。 

2959 彼 等 を 惑わ せ た の は 、 彼 等 の 理性 で ある うか 、 そ れ と を 彼 等 は 全て の 自制 心 を 失 
いそ ら 言 に ふけ り 、 神 託 を 拒 も うと し て 全て の 法 に 背 い た の で あろ うか 。 

0 の タカ ッ ワ ラ (Taqawwala) と は 、 彼 は 嘘 を つい た 、 また は 彼 は その 人 が 言っ て いな い 
こと を その 人 の せい に し た 、 と の 意味 で ある (Aqrab より )。 

2861 4 侯 で は 、 聖 預言 者 に 対す る 不信 者 の 偽造 の 主張 を 論破 し て いる 。 も し 聖 預 言 者 
が 、 神 か ら の 啓示 を 受け ず 、 聖 クル アー ン が 彼 自身 に よっ て 創り 出さ れ た も の で ある 
と する な ら 、 不 信者 に 対す る 挑戦 と し て 、 こ の よう な 経典 を 創っ て 見 よ 、 と 言っ て い 
る 。 聖 クル アー ン は 美しく 表現 され 、 申 し 分 な く 満 賛 に 値する 言い 回 し で 、 人 の 精神 に 
関 る 全て の 複雑 で 難解 な 問題 を 余す と ころ な く 効 果 的 に 扱い 、 多 様 な 必要 性 を 満た し 、 
これ に 従う 信徒 の 人 生 に 絶大 な 影響 を 与え 、 ま た 何より も 、 永 久 の 真実 と 教え の つま っ 
た 宝庫 で ある 。 不信 者 は さら に 、 全 て の 人 と ジン の 力 を 借り て 聖 ク ルアー ン の よう な 
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五 十 二 意 アッ トゥ ー ル At-Tur( ト ゥ ー ル 山 ) ニ † 七 巻 


36. 彼 等 は 何 も の も な し に (自ら ) 創 ら =- ス る 前 を 光っ 2 08 は 計 
れ た りや 、 それ と も 彼 等 自身 が 創造 才 } 


ィ ッ ゴ は る 
な りや ? OO 


EJ 


37. 彼 等 は 諸 天 と 大 地 を 創造 し た り 8 で SY っ 上 計 
や ? 和 否 、 彼 等 は 確信 せ ざ る も の な り 。 < 
O00%I HY 


38. 彼 等 は 液 の 主 の 宝 を 所 持 し た り る 6 う で る る 3 
や 、 そ れ と も 、 彼 等 は (その ) 看 守 者 な A 
りや ? 0 ろう 
39. 彼 等 に は 樹子 あり て 、 そ れ で (合っ CS 563 分 こえ る 8 
て )?992 彼 等 は 聴き 取る な りや ? さ れ 


っ A 
ば 、 彼 等 の 聴取 者 た る 者 は 、 明白 な 証 OA lS a 
拠 を も た ら す べし 。 


40. 彼 の た め に は 娘 達 あり て 393、 お FIL ETE 
前 達 の た め に は 息子 達 あり や ? 


41. < 光 が 彼 等 に 報酬 を 求め る な れ ば 4 ス 3 328 し | よる 5 衣 
2%4、 彼 等 は 負 償 の 重荷 に 打ち ひし が a 
れ た る な りや ? OAR 


42. 彼 等 は 見 る あ た わ ざる こと を も あの 38 2 る 
ち た れ ば 、 彼 等 ( 之 を ) 書 く な りや ? 


268:47. 


経典 を 創り 出す よう 挑戦 され て いる 。 し か し 、 聖 クル アー ン は 神 自身 が 啓示 し た 言葉 
に よる も の で ある の で 、 彼 等 が これ に 匹敵 する 経典 を つく る こと は で き な い と し て い 
る 。2:24: 14:23: 17:89 節 も 参照 の こと 。 

2992 も し 不信 者 が 天国 の 秘密 を 知っ て いる な ら 、 聖 預言 者 が 神 に 任命 され た 使者 で な 
いと いう 彼 等 の 主張 を 立証 させ て みよ う で は な いか 。 

2963 神 が 息 子 を お 持ち だ と いう こと で すら 唯一 神 に 矛盾 する と 当 節 は 述べ て いる が 、 
不信 者 は 大 胆 に も 神 の 娘 を 存在 する と し て 特定 化す る 。 彼 等 は 、 娘 の 出生 を 、 不 名 准 
の 痴 印 と みな し て いる か ら で あ る 。 

” 当館 は 不信 者 の 良識 に 訴え 、 彼 等 の 道徳 的 ・ 精 神 的 幸福 を 心から 願っ て 、 聖 預言 
者 が 彼 等 を 正義 の 道 に 招 じ 、 し か も その 労苦 に 何ら 見 返り を 求め な いで いる 時 、 何故 
彼 等 は 彼 を 受け 入れ な い の か と 問う て いる 。 
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NE 


アッ トゥ ー ル AtTur( ト ゥ ウール 山 ) 


43. 彼 等 は 策謀 せん と する な りや ? 
され ば 、 不信 せ し 者 ども こそ 、 策謀 に 
か か る も の と な らん 。 

44. 役 等 の た め に 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 
あり や ? 聖なる か な アッ ラー、 彼 等 が 
併せ 祀る も の より 導 か 以上 に 。 

45. 役 等 は も し 天 か ら の か けら が 沙 
ちる を 見 還 “る と も 「 こ は た だ の 積み 重 な 


46. され ば 、 彼 等 が 雷 に 打 た れる そ 
の 日 まで 彼 等 を 放っ て 置け 、 


47. その 日 、 彼 等 の 策謀 が 彼 等 に いさ 
さか も 役立た ず 、 また 彼 等 は 助け られ 
ざる な り 。 
48. 面 し て 、 不義 を な し た る 者 ども に 
は 、 確か に この 外 に も 、 懲 軸 あ り 2866、 
され ど 、 彼 等 の 多く は 知ら ず 。 
49、 面 し て 、 避 が 主 の 命 を 泰 じ て 忍耐 
せよ 。 さ れ ば 液 は まさ し く 我 等 の 眼前 
に あり 7。 面 し て 液 、“ 立 ち 上 が る 
時 、 選 が 主 の 栄光 を 讃 美 し 奉 れ 、 
50.2 面 し て 夜中 に も また 彼 を 講 美 し 奉 & 
れ 、 そ し て 星々 が 没 す る 時 に も 、 ま た 然 り 。 


ttU' 人 PC す oEcc 
O03 LR 
NEA 
O03 

た 15 の 中 < て YU25、 り 15 
TA 


322620242530 こつ 


イン し が 


レレ っ タブ タッ ンプ っ 4 タン っ 。 2 づ ッ ン 
2 RY 
O02 ふ Y5 


ン 1 ル は ン > ビス っ タイ ャ ダイ EC ン 
NIOSHGCEERAS E383 


プー の 


CNR スス (18635 
KU 6 そう 2) > | 3 


る 43 Se RES 


と 


OR 3 As A C3 


と 


973:3-5. 76:27. 
2969 不信 者 は 、 例え 自ら の 頭上 に 天 の か けら が 落ち て くる の を 事実 目の当たり に し て 


も 、 そ れ を 「 千 雲 」 の 形 を し た 神 の 恵 と 己 に 都合 の 良い 解釈 を する で あろ う 。 そ れ 程 
まで に 不 注 意 で 油断 し て いる 彼 等 の こと だ か ら 、 神 の 時 宜 に か な っ た 警告 も 得る と こ 


る が な い の で ある 。 
866 ドゥ ー ン (Dan) と は 、 
えて : を 意味 する (Lane より )。 
7 我々 の 保護 の 下 ($:68)。 


場所 や 時 間 な ど が 後ろ 


: 前 で ある : 近く で : 現在 の : 他 の : 加 
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Fi 
アン ナジ ュ ム An-Najm( 星 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
研究 者 の 大 多数 の 意見 に よれ ば 、 当 章 は 使徒 に 拝命 され て か ら 五 年 目 に 
啓示 され た と し て いる 。 つま り そ の 年 の イス ラム 暦 の ラジ ャ ブ 月 に 行わ れ た 
アビ シニア へ の 第 -… 移住 の 後 で 、 啓示 され た も の で ある 。 前 章 に 於 いて 、 聖 
i 啓示 の 真実 さ 及 び 聖 預言 者 の 神聖 な 主張 は 聖書 の 預 斉 と 自然 の 現 
像 を つか の 間 の 参照 と し て 確立 され て いる 。 当 章 に 於 いて は 、 同 じ 主 題 が 非 
常に 巧み に 、 且 つ 力 強い 文体 で 扱わ れ て いる 。 聖 預言 者 は 神 の 最 優秀 な 使徒 
で あり 、 神 に よっ て 人 類 へ の 最後 の 絶対 確実 な る 稚 導 者 で あり 、 指 導 者 と し 
て 任命 され た 者 で ある 。 


LA ee NS 詩 の ミ ルル 

出来 る だ け 満 た され 、 そ し て 精神 的 に 身支度 させ られ る と 、 木 造 や 石造 
Ns 癌 - の 神 を 説教 する こと を 命ぜ られ た 。 そ し て 当 章 
は 、 神 の 独 一 性 の 教義 を 支持 する た め に 、 人 間 の 理性 や 歴史 及び 人 類 の 取る 
に 足ら な い 始 りか ら 成 り 立 つ 非 常に 強く て は っ きり し た 具体 的 な 論証 を 挙げ 
て いる 。 そ し て 偶像 宗 拝 を 力強く 非難 し て いる 。 こ の 愚か な 行為 は 、 真 の 知 
RC 
と か ら 生 じ る の で ある と いう こと を 言明 し て いる 。 次 に 当 章 は 、 偶 像 崇拝 者 た 
ち は ア ブラ ハム や モー ゼ 、 NO 言 者 た ちの 逸話 か ら 学 ぶ べ き で ある 
と いう こと を 語っ て いる 。 す な わ ち 、 偶 像 崇拝 信 爺 及び それ を 実行 する こと は 
いつ も 偶像 宗 拝 者 た ち を 道徳 的 且つ 精神 的 な 面 で 荒廃 させ た の で ある 。 さ ら 
に 当 章 は 、 人 間 は それ ぞ れ 自分 の 十字 架 を 負い 、 そ の な し た 行為 に よっ て 神 
に 清算 させ られ る と いう 最終 的 目標 を 告げ て いる 。 そ し て 当 章 は 、 終 わり で 、 
不信 者 た ち が 神 託 を 拒否 する こと に 固執 する な ら ば 、 ノ ア や アー ド の 人 々 や 
サム ー ド 族 の よう に 宴 し い 運 命 に 遭遇 する で あろ う 、 つ まり 炭 備 は 減 び 危険 
は 避け られ な いと いう 事実 を 叙述 し て 不信 者 達 に 警告 し て いる 。 
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二 十 七 登 五 十 三 章 
= oY oD 義 
五 十 三 章 


アン ナジ ュ ム An-Najm( 星 ) 
節 数 63、 メッ 力 盛 F ゴ 示 


あま ね 


+ 2 慈悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の SS 
御名 ee の 

2. 流れ 落ち た る と き の 星 “%W に 碑 て 、 OR ES 
3. お 前 達 の 仲間 は 迷い た る に 非 ず 、 の ge まじ 2 は る じ 
また 誤り た る に も 非 ず ぐ 99。 

4. また 彼 、 私 欲 に よっ て 語る に 非 ず 。 Os < 
5. そ は た だ 啓示 され る 天 啓 に 外 な の な ンズ 
ら ぬ 2009。 テ デ RO) 


EE ま 


298 ア ン ナ ジュ ム と は 恒星 又は 茎 の 無い 植物 と いう 意味 で ある 。 し か し 固有 名 詞 と し 
て 用 いら れる 時 は 、 プ レイ アデ ス 星 団 を 指す 。 ま た 、 一 部 の 学者 等 は 、 表 クル アー ン 
の 段階 的 な 啓示 を 表す と し 、 その 1 言 者 自身 を 意味 する と の 見 解 も ある 。 複数 形 
の アン ナジ ュー ム と は 民 の 長 を 意味 し 、 ま た 小国 や や 主権 を 表す (Kashshaf : Taj 及び 
Gharaibul-Quran より )。 こ うし た 多用 な 意味 を 持つ アン ナジ ュ ム は 、 当 節 で は 次 の よ 
うに 説明 され て いる 。(D 聖 預言 者 の よく 知ら れ た 次 の 趣旨 の 発言 、『 地 表 の 全て を 精 
神 的 な 闇 が 響 い 、 イ スラ ム は 名 だ け と な り 、 聖 クル アー ン は 文字 の み の 存 在 と な り 、 
信仰 が 天 に の ぼり 去っ た 時 、 ペ ルシア の 血統 の 男 が それ を 地上 に 持ち 帰る だ ろう ( ブ 
ハー リー より )。②⑦ 聖 クル アー ン の 啓示 は 、 自 ら の 真実 を 証明 し て いる と いう こと を 
意味 し て いる 。 (3) 繊 細 な イス ラム と いう 植物 は 、 反対 勢力 に よる 強い 逆風 に より 弱 ま 
っ て いる よう に 見 える が 、 す ぐに 起き 上 が り 大 木 へ と 成長 し 、 そ の 涼し い 日 険 の も と 
で 偉大 な 民族 が 休息 で きる だ ろう 。 (④) ア ラブ 人 は 、 砂漠 の 旅 で は 活 の 動き か ら 進 路 や 
方 角 を 決め て いた dQ16:17)。 今 彼 等 は 、 聖 預言 者 と いう 優れ た 星 に よ 0 
導 か れる 。 (③) 当 節 は 、 ぐ ら つ く ア ラブ 国家 の 陥落 と いう 預言 を 含ん で いる 。 預言 
いて は 54:2 節 で 、 よ り 明 白 に 述べ られ て いる 

9 聖 預言 者 の 語る 理想 や 原理 は 間違っ て お ら ず (迷い た る に 非 ず )、 又 、 彼 は それ 等 
の 原理 か ら そ れ た こと も な い (誤り た る に も 非 ず )。 こ の よう に 、 彼 の 高尚 な 理想 肥 
びそ の 実現 方 法 に 関し て 、 彼 は それ を 身 を も っ て 表し た 確か な 指導 者 で ある 。 この 証 
拠 は 次 の 数 節 で 強化 され て いる 。 

79 当 節 は 、 聖 預言 者 の 啓示 が 神 か ら 出 た も の で ある と 述べ て いる が 、 先 立つ 二 節 で 
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6. 彼 に 教え た る は 強大 な 力 を 持つ 御 OE 
7. 智 力 に すぐ れ た る 御方 な り 72 さ OR 
れ ば 彼 は 確立 し た り 873。 
0 ウッ フタ 9 素 <? と と を 

8. 面 し て 彼 は 、 最 も 高き “ 天界 に 位置 © EY NL 5 
し た り 4 EY 
% 然 る 後 彼 は 近寄り 、 次 いで 彼 は 下 863 
り て 来 た れ り 2878. 

0 2 — すか や と っ イア ラン 5 を LE 
10. され ば 彼 、 二 つの 弓 の 弦 が 如く らん 28 つ 56 区 5 


で 或いは それ より も 近 き と ころ な れ り 。 


78E24、 


は 、 彼 の 啓示 が 、 決 し て 狂っ た 心 に 生じ る 幻影 や 、 人 の 欲望 及び 悪意 の そそ の か し に 
よっ て 生じ る 考え で は な いと いう こと を 暗示 し て いる 。 

億 條 亜 ク ルアー ン は 強力 な 啓典 で あり 、 それ 以前 の 啓典 は 全て 聖 ク ルアー ン を 前 に し 
て その 重要 性 は 薄 ら ぐ 。 

で ミッ ラ (Mirah) と は 、 創造 や 知 の 力 、 公 正 な 判断 、 堅 固 さ を 意味 する (Aqrab より )。 
ズー・ ミ ッ ラ (Dhn Mirrah) と は 、 持 っ て いる 力 を 永久 に 表し 続け る 存在 、 と いう 意味 
も 持つ 。 

2873 了 ス タワ ー・ ア ラッ シャ イー イ (Hstawa alsh-shai や ) と いう 表現 は 、 物 事 に 対し 精通 
する 、 又 は 完全 な 支配 権 を 持つ と の 意味 で ある 。 聖 預言 者 に 当て は め る 時 は 、 肉 体 的 
な 力 や 精神 力 が 完全 に 発達 し 活力 を 得 た こと を 意味 する 。 

の 分 神 が 、 栄 光 と 尊厳 を も っ て 、 聖 預言 者 を 違わ し た 時 、 彼 の 精神 は 最高 位 に 達し た 。 
ある い は 当 節 は 、 イス ラム 教 の 光 が 、 全 世 界 を 照ら すこ と が で きる よう に 非常 に 高い 
所 に 上 げ ら れ た と 述べ て いる と も いえ る 。 フ ワ (huwa) と いう 代名詞 は 、 神 及び 聖 預 詩 
者 の 両者 に も 用 いら れる か も し れ な い 。10 節 も 参照 の こと 。 

2979 ダッ ラー・ ア ッ ダ ル ワ (Dala ad-Dalwa) と いう 表現 は 、 彼 は 桶 を 井戸 に 落と し た : 
彼 は 桶 を 井戸 か ら 引 き あ げた 、 を 意味 する 。 タ ダッ ラー(Tadalls) と は 、 彼 、 又 は それ 
が 降り て 来 た : ある い は 、 彼 に 近付い た : 又 は 近い 所 に 達し た 、 を 意味 する (Lane 及び 
Lisan より )。 当 節 は 、 聖 預言 者 が 神 に 近付き 、 神 が 彼 の 方 へ 身 を か が め ら れ た と 示し 
て いる 。 又 、 聖 預 詩 者 は 神 の ご く お 側 へ 行き 、 神 の 精神 的 知識 の 泉 で 多く 飲ん だ 後 、 
その 知識 を 人 々 に 伝え る た め に 降り て 来 た と いう 意味 も 当館 に は ある 。 
2976 カー ブ (Qab) と は 、 弓 の 掴む と ころ と その 弦 の 先端 の 聞 の 部 分 : ② 弓 の 一 つの 先端 
か ら 他 の 先端 の 間 : (3) 計量 又は 、 間 隔 を 意味 する 。 ア ラブ の 格言 に ある 「 バ イナ フ 
マー・ カ ー バ ・ カ ウサ イン 」 す な わ ち 、 彼 等 両 名 の 間 に ヨ ー つ の 陽 た り が ある 。 そ れ 
は 、 両 者 の 間 に 近 親 な 関係 が ある こと を 意味 する 。 ア ラブ の 表現 で 次 の り よ うに 言う 、 
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11. され ば 彼 は 、 そ の 僕 に 砂 示 し た る 1 
も の を 啓示 し た り 7。 
12. 心 は 、 己 が 見 た る も の を 偽 ら ざり DEI G 


2878 
きき が 0 


ラマ ウナ ・ ア ン ・ カ ウス ィ ン ・ ワ ー ヒ ディ ン (Ramauna'an Qausin Wahidin)。 つ まり 、 
彼 等 は 我々 に 一 つの 弓 か ら 矢 を 放っ た 。 それ は 、 彼 等 が 挙 っ て 我々 に 反対 し た と いう 
意味 で ある 。 この よう に 、 この 言葉 は 完全 な る 合意 を 示し て いる (Lane、 Lisan 及び 、 
Zamakhshari より )。「 弦 」 の 意味 が どの よう で あっ て も 、「 弓 二 つ の 吾 」 は 密接 に あわ 
さっ た こつ の 己 の 訪 の よう に 、 二 者 問 の 非常 に 強い 結び 付き を 示す 。 聖 預言 者 が 精神 
的 な 上 昇 を 続け 、 神 の お 側 に 近付き 、 神 と の 隔離 が 失せ た 時 、 彼 は いわ ば 「ー つの 弓 」 
を 合わ せ た つの 「 弦 」 と な っ た の で ある 。 当 節 は この こと を 表し て いる 。 和 先述 の 格 
言 は 、 古代 アラ ブ の 習慣 を 我々 に 思い 起こ ざさ せる 。 そ の 習慣 に よれ ば 、 二 人 の 人 間 が 
固い 友情 を 閣 う 時 、 二 人 が 一 つ で ある こと を 示す た め に 互い の 弓 を 結び 付け 、 そ の 結 
び 付 けら れ た 弓 か ら 一 本 の 矢 を 放つ 。 こう し て 、 彼 等 が いわ ば 一 人 の 人 間 と な り 、 一 
方 へ の 攻撃 は も う 一 方 へ の 攻撃 と な る こと を 示し た 。 も し タダ ッ ラ ー(Tdalla) と いう 
語 が 神 に つい て 使わ れ て いる の な ら 、 聖 預言 者 が 神 に 近付き 、 神 は 彼 の 許 へ 降り て 来 
られ 、 両 者 は 人 の 人 間 の よう に 結び 付い た と 、 当 人 節 は 示す こと に な る 。 し か し 、 こ 
Cs - つ の 美しく 神秘 的 な 意味 が ある 。 すなわち 、 片 や 聖 預 言 者 が 神 に 完 

に 吸収 され た た め 、 彼 は 神 の 生き 写し と な り 、 又 も う 一 方 で 、 彼 は 人 々 の 許 へ 降り 
彼 等 へ の 愛 、 同 情 、 心 配 に 心 を 占め られ て いた の で 、 神 性 と 人 間 性 が 彼 の 中 
で 結び 付き 、 彼 は 神 性 と 人 間 性 の 二 本 の 王 の 弦 の 中 心 点 と な っ た の で ある 。「 或 い は 
それ より も 近 き と ころ な れ り 」 と は 、 聖 預 言 者 と 神 の 関係 が 想像 で き な い 程 緊密 に な 
っ た こと を 示し て いる 。 

8-18 節 に お いて 、 ミー ラー ジュ 或いは 、 聖 預 言 者 の 精神 的 上 昇 に つい て 記述 され て 
いる 。 天国 へ の 精神 的 移送 と 神 の 精神 的 顕現 の 光景 を 与え られ た 時 の 役 の 想像 主 の も 
と に 精神 的 に 上 昇 さ れ た 。 こ れ は 実際 に 二 重 の 精神 的 な 体験 で あっ た 聖 預 斉 者 の 精 
神 的 上 昇 と 神 の 顕現 を 下さ れ た 。 ミー ラー ジュ (精神 的 上 昇 ) は 、 イス ラー( 聖 預 斉 者 
ル サ レ ム へ の 夜間 飛行 ) と は まっ た く 異 な る も の で ある に も 関わ ら ず 一 般 人 の 間 で 混 
同 し て し まっ た 。 イ スラ ー は 、 使 徒 に 拝命 され て か ら 11 年 又は 12 年 の 時 に 起こ り 
(Zurqanr より )、 一 方 明 預 言 者 が ミー ラー ジュ を 体験 し た の は 五 年 軒 、 つ まり アビ シ ニ 
ア へ の 最初 の 移住 の 直後 、 六 年 か 七 年 早く 行わ れ た こと で ある 。 ハデ ィ ー ス の 中 で 言 
及 さ れ た この 両方 の 事 の 細目 を 注意 深く 詳細 に 研究 すれ ば この 見 解 が 支持 され る 。 ミ 
ー ラ ー ジ ュ と イス ラー の 商 方 の 出来 事 が それ ぞ れ 違う 事 で ある と いう 多少 の 解説 の 
た め に 注 1590 を 参照 せよ 。 

。 マー(M89) と は 時 に よっ て 名 准 や 驚き を 示し し 、 強調 の た め 用 いら れる (Aqrab より )。 当 
節 は 、 神 が 使途 に 啓示 を 降 し 、 そ の 啓示 が いか に 素晴らし く 強 力 な も の か を 表し て いる 。 


2878 mm 台 斉 者 は 実際 に 見 た の で あり 、 それ は 事実 で 想像 の 産物 で は な いと 示し て いる 。 
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13. され ば 、 お 前 達 は 彼 が 見 た る こと Dek ES 0 3 

に 対し て 、 彼 と 論争 せん と する か ? 

14. 布 し て 、 彼 は 確か に 彼 を 他 の 出現 0 Tb 0 

に 於 いて も 見 た る な り 7、 

15. 最後 の 境 に ある スィ ドラ 樹 の 傍 DR 
ら で 2880: 

16. その 傍ら に 底 護 を 与え る 楽園 あ SE 
り 。 

17. 装い た る も の 2! が スィ ドラ 樹 を PU DRC 
和 覆い た る 時 、 | 

18. 視線 は それ た る こと な く 、 姫 を 超 @、 才 3 うう 2 を 5 じ 

える に も 非 ざ りき 。 

19. げに 彼 は 己 が 主 の 神 兆 の うち 最 DINIR AG 
大 な る も の を 見 た り 

20. され ば 、 お 前 達 は ラー ト と ウッ ザ AU 
ー を 見 た りや ? 

21. また (その ) 外 に 第 三 番 目 2 の マ OG EYE ds 


ナー ト を も ? 


” 聖 預言 者 の 見 た 幻影 は 、 二 度 の 精神 的 経験 で あっ た 。 

2050 靖 神 の 高まり の 中 で 、 聖 預言 者 は 人 の 息 像 を 上 まわ る に 神 の お 側近 くま で 登っ 
て 行っ た 。 又 、 ス イィ ドラ 樹 は 海 と いう 意味 の 語根 か ら 派生 し た も の な の で 、 そ の 段階 
で 、 神 の 知識 の 果て し な い 海 と 永遠 の 真実 が 彼 の 前 に 広がっ た と 、 当 和 侵 は 示し て いる 
の か も し れ な い (Lane より )。 ある い は 、 当 節 は 、 聖 預言 者 に 授け られ た 神 の 知識 が 、 
スィ ドラ 樹 の よう に 、 精神 的 な 旅人 の 疲れ た 四肢 に 安らぎ の 場 を 与え る こと を 、 象徴 
的 に 示し て いる と も 言え る 。 更 に 、 ス ィ ド ラ 樹 葉 は 死人 の 腐敗 を 防ぐ 効能 が ある の で 、 
当 節 は 、 聖 預言 者 に 盛 示 され た 教義 は 、 そ れ 百 体 に 免疫 が ある だ け で な く 、 人 が 随 落 
する の を 防ぐ 力 が ある と を 意味 し て いる の だ ろう 。 又 、 フ ダイ ビ ヤ の 停戦 協定 の 時 
預言 者 の 弟子 達 が 忠誠 の 誓い を 手 に し た の は この 木の下 で あっ た と いう 預 詩 も 当 節 
に は 含ま れ て いる 。 

2 で 「 覆 いた る も の 」 と いう 言葉 は 、 神 の 出現 を 指す 。 

2982 偽 見 を 持つ 批判 家達 は 、 聖 預言 者 が 、 一 度 サ タン の 陰謀 に 引っ か か っ た と いう 作 
り 話 を で っ ち 上 げた 。 あ る 日 メッ カ で 、 ム スリ ム と 非 信徒 達 の 集まり が 開か れる 
前 、 聖 預言 者 は 当 章 の 朗読 を 行っ て いた 。 朗読 が 当 節 の と ころ に 来 た と き 、 サ タン は 
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22. お 前 達 に は 男の子 あり て 、 彼 に は ORNS ST 
< 女の子 あり や ? 

N NN a 2 E) 
23. さす れ ば 、 げ に こ は 不 当 な 分 配 DERE LI EN 
な り 。 


. 5 これ 等 は 、 お 前 達 や お 前 達 の 父 っ る タイ イン ラテ ブッ イン の イン ライ ベー 、 っ 
I や MI 培 お Um の 0 人 | 2 の に 1 に あつ ) 
が それ ら に つけ た る 名 前 に 外 な ら ず 。 


6:101: 43:17: 52:40. 7:72; 12:41. 


ティ ルカ ル ・ ガ ラニ ー ク ル ・ ウ ラー・ ワ ・ イ ン ナ ・ シ ャ ファ ー ア タフ ン ナ ・ ラ トル タ 
ジャ ー(HilkaLGharaniqul-uls wa inna shafaatahunna laturtaj) つ まり 高尚 な 女神 と 彼女 達 
の 仲介 が 望ま れる 、 と いう 内 容 を 言わ せよ うと し た (Zurqani より )。 批判 家達 は これ を 
預言 者 の 過ち 又は 偶像 崇拝 へ の 妥協 で ある と 主張 し て いる 。 こ の 件 は 、 ワ キディ ー 
(WaqidD と いう 常習 的 に 作り 話 を する 人 物 や 、 タ バリ ー(Tabar) と いう 見 境 無く 信じ や 
すい 語り 手 と 斉 わ れる 人 物 の 根拠 の 無い 話 に 基づく 内 容 で ある 。 彼 等 は 大 胆 に も 、 偉 
大 な 偶像 破壊 者 ( 聖 預 音 者 ) に 対し て こう し た 冒 流 的 な 発 斉 を 行っ た 。 聖 預言 者 は 生涯 
を 通じ て 偶像 崇拝 を 非難 し 続け 、 全 て の 妥協 寄 を は ね つけ 、 い か な る 周 略 や 誘惑 、 脅 


に 、 神 自身 が 証言 を され た (18:7: 68:10)。 全 て の 状況 が 、 根 拠 の 無い 主張 か 偽り で あ 
る こと を 示し て いる 。 後 に 続く 館 の みな ら ず 、 章 全体 が 、 厳 し く 偶像 を 非難 し て お り 、 


づか な い の は 奇妙 で ある 。 い わ ゆ る 『 過 失 』 を 裏付け る 歴史 的 な 資料 も 残っ て いな い 。 
聖 ク ルアー ン に 学識 の ある 解説 者 の イブ ン ・ カ スィ ー ル (dbn Kathm) や ラー ズィー 
(RazD0 は 、 こ の 話 が 全く 根拠 の 無い も の で ある と し て 否定 し た 。 高 名 な イス ラム 教学 
者 の 指導 者 で 、 ハ ディ ー ス を 熟知 し て いる アイ ニー(Ain). カ ー デ ィ ー(Qad). ア ッ ヤ ー 
ド (Ayyad), ナ ワウ ィ ー(Nawawi) 等 も 、 こ の 話 は 単なる 作り 事 で ある と し た 。 ハ ディ ー 
ス の 6 冊 の 確実 な コレ クシ ョ ン の 中 に も 記録 は 見 つか ら な い 。 イマ ー ム ・ ブ ハー リー 
の 収集 し た サ ヒ ー フ ・ ブ ハー リー(Sahih Bukham) は 、 ム スリ ム の 学者 達 が 最も 信 末 性 
の ある 本 で ある と し て いる 。 役 は この 話 を 提 造 し た と いう 不 名 準 な 評判 を 持つ ワー キ 
ディ ー(WaqidD と 同時 代 の 人 物 で ある が 、 著 書 の 中 で この 件 に つい て 述べ られ て いな 
い 。 また 、 ワー キディ ー(WaqidD の 40 年 以上 前 に 生ま れ た 偉大 な 歴史 学者 の イブ ン ・ 
イス ハー ク (ibn ishag) も ち 、 カ スタ ラー ニー(Qastalmnn) や ズル カー ニー(Zurqam) に よっ て 
述べ られ て いる よう に 、 また 他 の 学者 等 に よっ て 支持 され て いる 通り 、 聖 預言 者 が ム 
スリ ム と 非 信徒 達 の 集まり が 開か れる 前 に 聖 ク ルアー ン の 当 章 の 朗読 を し て いた 際 、 
悪意 の ある 不信 者 が 、 例 の 節 の 箇所 に お いて 上 述 の 内 容 を 大 声 で 口出し し た と も 解釈 
で きる (41:27)。 無知 の 時 代 に 、 タ ライ シュ 族 が カー バ の 周り を 巡 廻 し て いた 時 、 こ の 
音 葉 を 唱え て いた と 記録 に 残っ て いる (Mu'jamul-Buldan 第 5 巻 Uzza 項 を 参照 )。 ハ ッ 
ジュ 章 は 、 こ の 件 に 関連 し て 啓示 され た と 言わ れ て いる 。 当 章 は 、 神 に よる 使命 の 5 
年 目 に 啓示 され 、 ハッ ジュ 童 は 12 年 目 、 又 は 13 年 目 に 啓示 され 、 根 拠 の な い 主 張 を 
根底 か ら 導 し た 。 注 1962 も 参照 の こと 。 
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アン ナジ ュ ム An-Najm( 早 ) 


下池 人 人 


アッ ラー は それ ら に 支持 する 如何 な 
る 証拠 も 降 さ ざり き 。 彼 等 は た だ 億 測 
2883 や 己 が 好 お と ころ に 従う に すぎ 
ず 、 彼 等 の 主 より の 矯 導 が 確か に 彼 
等 に 来 た り た る に も か か わら ず 。 


25. 人 間 は 、 そ の 望む も の を 得 ら る べ 
き や ? ' 
26. され ば 、 来 世 も 現世 も 彼 の も の 
な り 。 

て 項 
27. 面 し て 、 諸 天 に は 如何 に 多く の 天 
使 あ り と いえ ども 、 彼 等 の 執り 成 し は 
何 も 役 立た ざる べし 、 但し アッ ラー が 
許可 を 与え 、 且つ その 悦び に あず か り 
し 者 は 別 な り 2884、 
28. げに 来世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 諸 
天使 に 女性 の 名 を 以 て 名 付け る な り 。 


29. 然し な が ら 、 彼 等 は この 事 に つい 
て 何 ん の 知識 も 有 せ ず 。 彼 等 は た だ 憎 
測 に 従う の み 。 され ば “憶測 は 真理 に 
対し て 何 も 役 立つ 能 わ ず 。 


ア A 


2 』 ィ イン タイ 9 > る サン ョ ン 
TE 


I OR CB 


っ ロタ う イム る て を づ タ くる ン うる 
C づ っ AA は 9 9 、 > お Ys の 


AS 
ン 


タ レプ レッ ラッコ ブン 1 
Ge 

アク アン ラグ 

⑨ ろう > 9 OA 


バン ーッ 1 ぅ ぞ を 2 8 8 
3 し < つめ 8 ママ | で) 


ン レ 2 に 2 
nn の ns Sg が ご. 出 2 ライ ララ 
ORO eiga 


a ば 


83 真 の 信者 は 、 確 か な 知識 に 基づい て いる (12:109) が 、 偶 像 味 拝 者 は 、 そ の 信 り 
の 信仰 及び 教義 に より 論理 的 根拠 も 啓示 に よる 権威 も 有 し な い 。 彼 は 推測 や 迷信 と い 
う 救 い の な い 事 態 に 陥り 、 自 ら の 欲望 の 奴隷 と な る 。29 節 と 同じ く 、 当 節 も 又 、 折 
れ た 攻 の 上 に 立つ 偶像 崇拝 者 の 不安 定 な 状況 を 述べ て いる 。 


884 本 文中 の 意味 の 他 、 こ の 詩 葉 は 、「 ア ッ ラ ー の 御 意志 に 従う 者 と 、 ア ッ ラ ー 


が 認め た 者 を 除い て 」 と いう 意味 も ある 。 


自身 
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二 十 七 登 アン ナジ ュ ム An-Najm( 星 ) 五 十 三間 


30. され ば 汐 、 わ れ ら が 訓 戒 に 背 を 32 SS い 5 シン 3 2 
うら A っ OF はめ ウン 

向け 、 現世 の 生活 の み を 欲す る 者 を I 

避け よ 。 OCN oR YS 


31. これ こそ が 彼 等 の 知識 の 限界 な で まう 9) 8 5 
。 げに 液 の 主 は 、 正道 か ら 迷 いた る Ma 
i 消 導 に 従 ペラ LE | 
\ 8 ジン EE で し 綴 る > ンー タイ ライ 
いし 者 を 最も 良く 知り 給 う 。 (@ OER El 


32. され ば 、 諸 天 に ある も の 地 に ある oeY13 じ 3 つこ 頃 3 
も の 、 あげ て アッ ラー の 所 有 な り 。 故 。 遇 1 es 
に アッ ラー は 、 悪 事 を 行い し 者 ども に i On 
は その な し た る こと に 応報 し 、 面 し て 
最善 な る 行為 を 積み し 者 た ち に は そ 
の 最善 な る 報奨 を 与え 給 う な り 。 
3 層 に 角 れ て し まう こと "は 史 > 
と し て 、 ? 重 大 な 罪 や 醒 行 を 避け る 者 時 1 

B ゆ る 219 | の る る 
達 あら ば 、 ば に 没 の は 広大 な る 向 厳 ご つっ の) sz 、 な 8 
0 徹 は 大 地 か ら お 前 > I EE 


osu 
ミーー 


WO に まだ 胎児 な り し ES | 


時 、“ お 前 達 を 最も 良く 知り 給え り 。 4 dt 2 
され ば お 前 達 、 己 自身 を 純潔 ぶる な か Rs 5 ちっ CN の 
れ 。 彼 こ そ は 、 明 削 する 者 を 最 も 良く を 8 3 らら 2ET タ わ を 
知り 給 う 御方 な り 。 

三 項 
34. 流 見 ざり し か 、 背 を 向け し 者 を ? EEE 


6:126: 28:57; 68:8、 b4:32: 42:38、 で 13:8. 
2%98 ラマ ム (Lamam) つ まり 「 僅 に 触れ て し まう こと 」 の 意 味 に は 、 悪 に 傾き かけ る こ 


と 、 一 時 の 堕落 、 心 を 周 り 跡 を 残さ ぬ 騰 時 の 悪意 、 女性 に 対す る 偶然 の 一 覧 、 等 ある 。 
語源 的 に は (アラ ビア 諾 で )、 一 時 、 急 速 、 不 定期 、 何 気 な い 行為 と いう 意味 が ある (Lane)。 
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アン ナジ ュ ム An-Najm( 星 ) 


35. 面 し て 、 役 は 僅 に 施し を 
は 手 を ひま きた る な り ?9。 


し 、 或 い 


36. 彼 の 許 に 見 る あ た わ ざる も の の 知 


識 あ りや ? され ば 、 彼 は 見 得る な り 。 


37. 役 、 モ ー ゼ の 聖なる 書 の 中 に ある 


も の 


告げ られ た る に 非 ざ り し や ? 


38. そし て 、 約 束 を 履行 し た る アブ ラ 


ハム (の 聖なる 人 凌 は に) も また 然 り 。 


39. «即ち 、 重 荷 を 負う 如何 な る も の も 、 


他 の も の の 重荷 を 負わ ざる べし 97。 


40. そし て また 、 人 間 に は た だ 己 が 努力 


し た る こと の みあ る に 外 な ら ず ?988。 


41. 面 し て 、 そ の 努力 は 必ず や 認め ら 


8 


2. 然 る 後 、 彼 は その - 十分 な る 報酬 を 


与え られ る ベ べ し 。 
43. 面 し て 、 
の 主 の 許 な り 2999。 


最後 に 帰す る こと は 、 液 


44、 面 し て 役 こ そ 、 確 か に 笑わ せ 、 ま 


た 泣か し お る 御方 な り 。 


45. また 、 彼 こそ は 誠に 2 死な し め 、 


且つ 生か し むる 御方 な り 。 


4 


) ン ンス タイ 


OE rn ぅ 65 eS 


3 ンー キン WT ン 3 レン 9 ライ アレ 
SELES 


26:165: 17:16; 35:19: 39:8. 2:29: 30:41. 


2886 ラク ダー(Akda) と いう 語 が 人 間 に つ いて 使わ れる 時 、 彼 は 不 承 不 承 施 し を し た : 


彼 は 己 が 欲す る こと に 達する こと は 出来 な か っ た 、 
「 ダ イヤ モン ド や 宝石 を 出す の を 拒ん だ 」 


用 され る 時 は 、 


を 意味 し 、 鉱物 や 資源 に つい て 使 


と いう 意味 と な り 、 拓 夫 に 


用 いら れる 時 、「 採 掘 の 途中 で 硬い 岩 床 に 出くわし 、 役 は それ 以上 掘り 進め な か っ た 」 


と な る (Aqrab より )。 


7 人 は 皆 己 の 十字 架 を 背負 い 、 重 荷 に 絶え ね ば な ら な いで あろ う 。 
88 吉 い 理想 と 教義 を 伴う 不断 の 努力 の 後に 、 人 は その 目的 を 達成 する こと が で きる 。 
当 節 は 、 人 が 額 に 汗 し て 生計 を 得る べき だ と も 示し て いる 。 


8 あら ゆる 因果 関係 は 神 に 


原因 に 起因 し 


帰す る 。 神 は 、 全 て の 原因 の 源 、 
られ る 。 因 果 の 自然 の 理 法 は 全 宇 宙 に 広まっ て いる 。 原始 で な いす べ て の 原 
、 こ れ は 双 別 の も の に 起因 し 、 
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或いは 最初 の 原因 で あ 
【 因 は 他 の 


と の 過程 が 続く の で ある 。 


ニニ 十 七 傘 アン ナジ ュ ム An-Naim( 星 ) 五 十 三 章 


め 


46. 面 し て 、 0 6 範 性 と 女性 と CA NN 
し て 対 を 創り 給え 


48. され ば 、 再 度 の 創造 も 彼 に 課せ ら Ee | a 4 < 
れる な り 。 , 

49. 面 し て 彼 こ そ は 、 確 か に 自足 た ら O313 6 
し め 、 富 まし め る な り 4。 3 

s0. また 彼 こ そ 、 誠 に 狼 星 の 主 な り IEK で も いい P 
2890 OG = 

51. 古 し て 彼 こ そ は 、 昔 の アー ド 族 を SNNE EN 
滅ぼし た り 1、 

52. また サム ー ド を も 。 さ れ ば (その ) SS 
何 も の も 遣 さ ざ り き 。 

53. 耐 し て 、 そ れ 以 前 ノア の 民 を も 。 2 る 3 し に 5 と お 89 
け に 彼 守 は 最も 不義 者 に し て 、 最 も 反 RE 
逆 の 者 ども な りき 。 EA 
s4. また 、 転 橋 さ れ た る 序々 を も ( 彼 が の ょ 45 AIP 
滅ぼし た り )。 

SS. され ば 、 牧 いし も の は それ ら を 飛 SR 
いた り 2892. 

56. され ば 液 、 己 が 主 の 諸々 の 恩恵 の DEN 
いずれ に つい て 、 諭 争 す る や ?2993 次 


42: 7:190; 30:22. 156:59-60; 75:38; 86:7. 


8894 アタ ナー・ ア ッ ラ ー・ フ ラー ナン (Aqna Allah Fulanan) と いう 表現 は 、 ア ッ ラ ー は 
DRE CD NR Ea 0 

0 アラブ 人 は シリ ウス が 彼 等 の 運命 を 左右 する と 考え 、 そ れ を 崇拝 し た 。 

391 人 間 が まだ 取る に 足り な い 存 在 で あっ た 始ま り の 頃 か ら 、 唯一 神 を 支持 する 論議 
が な され て 来 た が 、 当 章 は 、 当 和 館 よ り 、 こ の 命題 立証 の 歴史 を 紹介 し 始め て いる 。 
22 マー(Ma) と いう 前 置 詞 は 、 こ こ で は 尊 散 や 威厳 を 表わす た め に 用 いら れ 、 圧倒 的 
な 罰 が 彼 等 を 覆う こと を 意味 し て いる 。 
2 聖 預 言 者 の 主張 を 支持 し 立証 する 論拠 や 神 の し る し が 、 数 多く 明示 され て 来 た 後 、 
当 節 で は 、 皮 肉 混じり の 長 れ み の 口 調 で 、「 い つま で 真実 を 否定 し 、 不 信 の 荒野 を 初 
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五 十 三 章 アン ナジ ュ ム An-Najm( 星 ) 二 十 七 登 


57. これ 、 昔 の 管 告 な る も の と 同じ 称 ON LE SA 
0 

。 迫る も の 9% は 迫り た り 。 SAY 8 
s9. アッ ラー に 非 ず ば ば 、 そ れ を そら す OE 3 IF 
a 
60. され ば お 前 達 、 こ の 宣言 に 驚く OR NI 
や ゃ ? 
61. そし て お 前 達 は 笑い 、 面 し て 泣か SCN CL 
ざる か ? 
62. 面 し て お 前 達 、 無 頓 着 な 者 ども O03 lS 
な り 。 _- 
63. され ば 、 メデ ウー の 御前 に 中 豆 ざと 2 ES 
1 a 2898_ 6 © EA EU ER 


17:206; 22:78; 41:38; 96:20、 

律 い 続 ける の か 」 と 、 強 情 な 不信 者 達 に 告げ て いる 。 
。 ノー ズ ィ フ ァ (Azif) と は 、 次 の よう な き 味 で ある 。 審判 の 時 、 復 活 の 日 、 も う 少 
し で 起き そう な 事件 、 死 (Lane)。 当 章 言 者 の 任期 の ご く 初 期 、 神 命 が 下 され 
NNN 嗣 笑 、 洛 週 、 巡 害 の 中 で 、 イ スラ ム 教 は 重大 な 局面 

こと 直面 し て いた 。 そ の 時 、 当 章 の 中 で 、 ク ライ シュ 族 の 力 を 排 す る 預言 が な され 、 次 
Ee は より 強い 口調 で それ が 述べ られ て いる (54:46)。 
イス ラム 教徒 と 不信 者 の 混在 する 前 で 、 聖 預言 者 は 当 章 を 暗唱 し 終え 、 従 者 と 共 
に 地面 に ひれ 伏し た の で 、 不 信者 達 も 又 、 神 の 尊厳 と 迷 光 の みな ら ず 聖 ク ルアー ン 暗 
唱 の 厳し さ に 深く 打 た れ 、 平伏 し た か も し れ な い 。 以上 の こと を この 言葉 は 表し て い 
る よう だ 。 こ れ は 、 彼 等 が 神 を 至高 者 そし て 創造 主 と み な し 、 彼 等 の 神 は 神 へ の 仲介 
者 に 過ぎ な いと 考え た た め と も 言え る (10:19)9。 こ の も っ と も らし く 思 える 出来 事 は 、 
し か し 、20-22 人 節 で 、 提 造 者 に より 作り 上 げ ら れ た 根拠 の 無い 普 い 伝え と 同じ く 、 聖 
預言 者 を 中 傷 す る 人 々 が 、 そ の 出来 事 の 中 に 聖 預言 者 の 過失 を 見 つけ 出せ る と 勝手 に 
信じ て 来 た も の で ある 。 
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五 填 四 章 
アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 
メッ 放 盛 示 
啓示 の 日 と 背景 

当 草 は 前 章 ア ン ナ ジュ ム ( 星 ) と 同じ 頃 に 啓示 され た 。 それ は 、 使徒 に 拝命 
され た 五 年 目 で ある 。 アン ナジ ュ ム ( 星 ) 章 は 不信 者 た ちの 破滅 の 時 が 近づい て 
いる と いう 警 句 で 終わ っ た 。 そ し て 当 章 は その 威 魅 され た 時 は も うほ と ん ど 
到着 し 、 彼 等 の 戸口 まで 来 て いる と いう 表現 で 開始 し て いる 。 当 章 は カー フ 
章 ( 五 十 ) で 始ま り ア ル ワ ー キ ア 章 ( 五 十 六 ) で 終わ る 聖 ク ルアー ン の 七 章 の グ 
ルー プ の 五 番 目 の 章 で ある 。 こ れ 等 の すべ て の 章 は 使徒 に 拝命 され た 早期 に 
啓示 され 、 イ スラ ム の 基本 的 な 教義 つま り 神 の 存在 と 独 一 性 、 復 活 と 天 啓 
を 取り 扱っ て いる 。 そ し て 自然 法 、 人 間 の 理性 、 常 識 及 びそ れ 等 の 論 目 を 立 
証する 以前 の 聖 預 斉 者 た ちの 歴史 を 例証 と し て 挙げ て いる 。 そ れ 等 の いく つ 
か は 、 ある 面 が また 他 面 に 関し て も お 互い に 特別 な 強調 を し あっ て いる 。 当 
章 は 、 以 前 の 聖 預言 者 た ちの 歴史 、 特 に ノア の 事件 や アー ド と サム ー ド 族 や 
沢山 の 人 々 を 特別 に 参照 する こと で 、 聖 預言 者 の 聖なる 主張 と 復活 の こと に 
斉 及 し て いる 。 そ し て 終わ り で 、 前 章 で な し た 偶像 崇拝 の アラ ブ 人 達 の 力 を 
打倒 し 絶滅 する と いう 警告 に つい て の 預言 の 成就 に 鋭く 言及 し て いる (353:58)。 
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天上 四 草 
アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 
節 数 se、 メッ カ 啓 喘 示 
1 < 慈悲 深く 、 恵み 記 く アッ ラー の 
御名 に お いて 。 


(定め の ) 時 は 近づけ り 、 曽 し て 月 OR EAS 
は 裂け た り 8。 


os) 


EL. P21:2, 


2996 月 が 製 け る こと が 肉眼 で 見 える か 人 否 か 、 自然 法 に 逆らっ て いる か 、 い ずれ に し て 
も 、 こ の 出来 事 は 確固 た る 歴史 上 の 証拠 が 少な いこ と を 否定 する の は 難し い 。 他 方 、 
神 の 神秘 を 全て 推し 測っ た り 、 自然 の な ぞ を 完全 に 理解 で きる 者 は な い 。 地球 の か な 
SH 
UO NE 預言 者 の 詩 


伝承 に 語 り 継が れ 、 イブ ン ・ マ スウ ー ド の よう な の の お 友和 記録 され 
て いる の で 、 並 は ずれ て 何 か 重 大 な 自然 現象 が 是 の 時 代 に 起き た こと を 示す も 
の で ある 。 ラー ズィー を 含む 聖 クル ア ー ン の 注釈 者 達 は 、 この 出来 事 は 月 食 だ と し て 
難問 を 解決 し よう と 試み た 。 イ マー ム ・ ガ ザー リ 、 シ ヤー・ ワ リウ ッ ラ ー も 、 月 は 実 
際 に 分 像 し た の で は な く 、 神 が 見 物 人 に その よう に 見 える よう 計ら れ た と いう 見 解 を 
と っ た 。 イ ブン ・ ア バー ス 、 シ ヤー・ ア ブドウ ゥ ウル ・ ア ズィー ズ に よれ ば 、 そ れ は ある 
種 の 月 食 と な っ て いる 。 し か し 聖 ク ルアー ン に 述べ られ た 力強い 斉 葉 を 考慮 すれ ば 、 
この 出来 事 は 単なる 月 食 以 上 の も の の よう で ある 。 不信 者 に 執 鬼 に 要求 され た 時 、 聖 
預 斉 者 が 素晴らし い 奇 跡 を 行っ て みせ た の は 事実 だ ( ブ ハ ー リ ー と ムスリム より )。 へ 
ビ に 変っ た 杖 が 呪術 師 に 向け られ た モー ゼ の 幻 だ っ た よう に 、 この 出来 事 は 、 友人 や 
不信 者 に 向け られ た 聖 聞 斉 者 の 幻 だ っ た よう で ある 。 ある い は 、 引き 潮 と 同時 に モー 
ゼ が 杖 を 使っ て 海水 を 打つ こと で 、 奇跡 と は 如何 な る も の か を 示し た よう に 、 いずれ 
か の 天体 が 月 の 前 に あっ て 、 見 物 人 に は 月 が 割れ た よう に 見 える 時 、 神 が 聖 預言 者 に 
月 を 割る 奇跡 を 見 せる よう に お 命じ に な っ た の か も し れ な い 。 し か し 深い 宗教 的 意義 
を 備え た 最も 説得 力 あ る 解釈 は 、 太陽 が ペル シャ 人 の 国 の 象徴 で ある よう に 、 月 は ア 
ラブ 国家 の 紋章 で あり 、 その 政治 力 の 象徴 だ と いう 事実 も ちる 。 ハイ バル の ユダ ヤ の 
指導 者 ホイ ヤ ・ ビ ン ・ ア クタ ブ の 娘 サ フィ ヤ が 月 が ひざ の 上 に 落ち て 来る 夢 を 見 た と 
父親 に 告げ た 時 、 は 「 お 前 は 、 ア ラブ の 指導 者 と の 結婚 を 望ん で いる の で ある ま 
いな 」 と 言い 、 そ の 顔 を 打っ た 。 ハイ バル 陥落 の 後 、 サ フィ ヤ が 型 六 斉 者 に 嫁い だ 時 、 
彼女 の 夢 は 実現 し た (Zurqani 及び 、Usudul Ghabbah より )。 同じく 、 ア イシ ャ は 、 三 
つの 月 が 彼女 の 部 屋 に 落ち る 夢 を 見 た が 、 こ れ は 、 斑 預言 者 、 ア ブー・ バ クル 、 ウ マ 
ル が 次 々 に そこ に 葬 ら れ た 時 に 成就 し た (Muatta、Kitabul Janaiz より )。 カ マル (月 ) 
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二 填 七 倫 アル ・ カ マル Al-OQamar( 月 ) 五 十 四 音 


3. “され ど 、 彼 等 も し 神 兆 を 見 な ば 、 うち 1953 る 3236915 
顔 を そお け て 云う 「 相 変わ ら ず の 7 Se 
妖術 な り 」 と 。 Oe 
4 耐 し て 、 彼 等 は 虚偽 と みな し 、 晶 RRS 
つ そ の 私 欲 に 従い た り 。 然し な が ら 、 “ 0 
一 切 の 事 は (その 定め られ た 時 に ) 確 立 〇 2 


する な り 3 
5. 面 し て 、 諸々 の 消息 は すでに 彼 等 a3 ビビ sz 人 YI で る 2 る る 33 
に 来 た り て 、 そ の 中 に 厳し い 叱責 あ 
り 3、 2 もう 
6. 最高 の 英知 な りき 。 され ど 、? 告 oT tt 
は 役立た ざり し な り 。 

NN 大作 7 | 内 き } Gi ブー ラン アラ 5 ンー の 5 9 レン ィ 
が 嫌 わ れる こと へ 呼び 出す その 日 を re の 
( 邊 等 が 見 ん )。 OT 


Cb 4 IN Ww Lp ン ン ラー タタ ンー ラプ ン s 和 イ レノ 9 
8.* 彼 等 の 日 は 、( 了 D じ で) 伏せ た る な マ こめ らく うな うう っ こる うし づ 1 し まえ 
り 。 彼 等 は 、 散 開 し た る 睦 の 如く 草 oi テン 
より 出 ずる 9 の 6 うら SS しょっ る 5 いら に AI 


221.3. P10:102. ©70:45, 


の この 象徴 的 な 意味 か ら す れ ば 、33:S8 節 で 不信 心 の アラ ブ 人 が 脅迫 され た 彼 等 の 政 
治 力 の 崩壊 の 時 が 既に 到来 し て いる と 、 当 侵 は 示し て いる こと に な る 。 こ の 場合 の り 「 そ 
の 時 」 と いう 語 は 、 ク ライ シュ の 指導 者 の 大 方 が 死に 、 彼 等 の 勢力 撲滅 の きっ か け と 
な っ た バド ル の 戦 を 指し て いる の だ ろう 。 こ の よう に 当 節 に は 、 宮 告 後 八 、 九 年 し て 
見 事実 現し た 強力 な 預言 が 収め られ て いる 。 更 に 数 人 の 作家 の 斉 を 借り れ ば 、「 月 も 
欠 け た り 」 と いう アラ ビア 語 は 、「 そ の 出来 事 は 明らか に な っ た 」 と 意味 する の で あ 
る 。 こ の 意味 か ら す れ ば 、「 ク ライシュ 族 の 力 の 崩壊 の 時 が 来 た 。 聖 預言 者 が 真 の 神 
の 使者 で ある こと が 明 向 と な ろう 」 と いう こと を 当館 が 表し て いる こと に な る 。 注 
1023 も 参照 の こと 。 

97 ム ス タ ミ ッ ル (Mustamirr) と は 、(① 通 過す る 、 東 の 間 の 、 一 時 的 な (2 連続 的 な 3) 
強い 、 堅 い 、 を 意味 する (Aqrab より )。 

全 や キク ライ シュ の 政治 力 月 壊 は 神 に より 命じ られ た も の で あり 、 神 の 命 は 実現 する に 
違い な い 。 

の ここ に ある 「 菓 」 は 不信 者 の 家 を 指す 。 不 信者 は 精神 的 な 生活 を 全く 欠い て いる 
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五 十 四 昔 アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) ニニ 十 七 傘 
%. < 彼 等 は 、 召 喚 者 の 許 へ 急ぎ 行 68253d3% SENS) ob 
か ん ??。 不信 者 ども は 云わ ん 「 こ は es 
か ん な ん 4 
各 難 の 日 な り 」 と 。 0 


1 2901 3 Pe を ラコ イッ る 2 
10. 彼 等 以前 に 、 ノ ア の 民 も 虚 135 且 553 3 と 
偽 と みな し た れ ば 、 彼 等 は 我 等 の 僕 


を 嘘つき と みな し た り 、 面 し て 云え り っ 3 る 3263 
「< 狂 和信 に し て 、 追 い 払わ れ た る 者 な 

りお 

1H1. され ば 役 は 己 が 主 に 祈り て 云え AEE 


り 「 げ に 我 は 打ち の め さ れ た る な り 。 
され ば 、 我 を ? 助け た まえ 」 と 。 
12. そこ で 我 等 は 、 激しく 降り 下る 水 ⑧ 8 


を 以 て 天 の 諸 門 を 開き た り 。 5 の 

13.* 我 等 また 噴水 で 大 地 を 打ち 開き 2 し Il 16 62 OY 5 
た れ ば 、 か ね て 定め られ た る 事 の た め A 
に 水 92 が 合わ さり た り 。 っ te 


14. 面 し て 7 我 等 は 彼 ( つ まり ノア を 、  ⑧ 3 EL 
板 と 釘 の ある も の (つま り 箱 舟 ) に 乗ら - 
し め た り 。 


14:44: 36:52. 26:35: 22:43; 35:26; 40:6. 23:26. 3:27: 26:118-119. 1 41.126:120; 29:16. 


の で 、 聖 タル アーン の 数 箇所 に お いて 、 彼 等 は 死人 に 足 え られ て きた (27:81: 33:23)。 
2 や クラ イシ ュ が ほん の 数 年 前 に メッ カ か ら 追 放し 、 その 首 に 懸賞 金 を か けた 召喚 者 
( 聖 預言 着 ) を 、 彼 等 の 首都 の 門前 に 見 た 時 、 彼 等 が 驚き うろ た えた 様子 を 、 当 節 及 び 
前 ご 節 は 、 鮮 や か に 描い て いる 。 

2 トノ フ ア の 民 、 ア ー ド 族 や サム ー ド 旗 、 そ し て ロト 族 の こと は 、 聖 クル アー ン の 中 で 
度々 、 や や 詳細 に 言及 され て いる 。 な ぜ な ら ば 、 彼 等 は に ジャ ー ズ の 境界 線 の 中 で 幕 
らし 、 ク ライ シュ 族 は 彼 等 の 歴史 を よく 知っ て お り 、 彼 等 と の 商業 的 な つなが り も あ 
っ た か ら で あ る 。 ノ ア の 民 は 、 ア ラビ ア 北 東 に 位置 する イラ ク に 住ん で いた 。 ア ー ド 
NN NEO 
レス チ ナ に 広がる アラ ビア 北西 部 で 栄え た 一 方 で 、 不運 な ロト 族 は パレ スチ ナ の ソ ド 
ム と ゴモラ で 暮らし た 。 

2 空 か ら 土 砂 降り の 雨水 が 降り 注ぎ 、 水 が 地下 か ら ほ と ば し り 、 こ の 双方 の 水 が 、 
大 規模 な 洪水 と な っ て 全土 を 飲み 込み 、 ノ ア の 民 が 滅び る と いう 神意 が 果たさ れ た の 

で ある 。 
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二 十 七 伏 アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 


15. そ は 我 等 の “ 眼前 に 浮か び 漂 うな ⑩? 3 で る: Ve 
り 拒否 さ れ た る 者 へ の 報奨 と し て 。 つつ? | 


58 


16. 2 頁 し て 我 等 は 確か に 之 を 至 大 な SR 


る 神 兆 と し て 遣わ し た り 。 され ば 、 教 
訓 を 受 くる 者 あり や ? 


17. され ば わが 懲罰 と わが 警告 は 如 @ っ 63636 ESS 


何 に な り し か ? 
18. 面 し て 我 等 は 確か に 、 ク ルアー ン 5s O80 の DI 
を 訓 戒 の た め に “易しく た らし め た り 


YS 


2903 され ば 、 教 訓 を 受 くる 者 あり や ? の 
9. アー ド 族 も “虚偽 と みな し た る な の 393z 6 < る 33 に と 

り 。 され ば 、 わが 懲罰 と わが 刺 告 は 如 

何 に な り し か ? 

20. げに “ 我 等 は 彼 等 に 対し て 、 打 ち rs gE は ) 
続く 災厄 の 日 に お ける 荒れ 狂う 暴風 420 2 
を 送ら せ た り 3904、 FN OAL LR 


21. そ は 人 々 を 引き 破り た り 、 愉 も 彼 0 2E 2g お 


等 は 7 根こそぎ に な り た る 横 子 の 幹 の 


如く 。 Oss 
22. され ば 、 わ が 懲罰 と わが 警告 は 如 @⑥ っ 5QIA2OP、 る 3 
何 に な り し か ? a 

23. 曽 し て 我 等 は 確か に 、 ク ルアー ン 5s 9 Sd0 の BIS 


を 訓 成 の た め に 易しく た らし め た り 。 、 
され ば 、 教 訓 を 受 く る 者 あり や ? & 


1 1:42-43. 029:16. “19:98; 44:59. 926:124. 241:17; 69:7.769:8. 


2903 下 亜 ク ) 


人 
ェ い 


$ あ お 


レア ー ン が 易しく た らし め ら れ た と は 、 他 の 経典 中 に も 見 られ る 永続 的 で 不 


ON 味 す る 。 また さら に 、 a ー ン 自体 が 、 人 の 導き 
の た め 最 後 の 時 まで 不滅 の も の で ある (98:④。 聖 クル アー ン に 隠さ れ て いる 神聖 な 理 


解 と いう 宝 と 知ら れ ざ る 深い 謎 は 、 神 か ら 特 別 な 精神 的 洞察 力 を 授かり 、 神聖 な 存 在 


( 神 ) と の 交流 と いう 絶頂 に 登り 、 神 か ら 清め られ た 、 一 撮り の 散 虚 な 神 の 人 々 の み が 


手 に 入れ る こと が で きる の で ある (36:80) 


2904 立 節 は 、 好 運 、 不 個 と いう 特定 の 時 が ある と 意味 し て いる の で は な く 、 


に と り そ の 日 は 不運 で あっ た と 示し て いる の で ある 。 
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アー ド 族 


五 十 四 草 アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 二 十 七 巻 


二 項 
24. サム ー ド 族 も 管 千 する も の を “ 虚 OI IR SS 


偽 と みな し た り 8。 
25. され ば 彼 等 は 云え り 「 何 と 、 我 等 


| 
は 自分 達 の 中 の 一 人 の 人 間 に 従 うな 2 - 
りや ? さ すれ ば 、 我 等 は 確か に 迷 誤 と SALIH 
狂気 の 沙汰 な り 8。 3 
26.? 我 等 の 中 で 彼 に の み 訓 戒 が 降 さ もじ 之 5e を に で 拓 、 つ 9 


れ た る な りや ? 否 、 彼 は 大 虐 つ き ( 且 2 
つ ) 硫 か まし き 者 な り 」。 ント 
27. 明日 彼 等 は 知る べし 、 誰が 大 嘘 つ @ う 5 PICS EGS 
き ( 旦 つ ) 厚 か まし き 者 な る か を 

28. げに 我 等 は 彼 等 へ の 試み と し て 4 39 SU 1 

“ 牝 路 騙 を 送ら ん 。 さ れ ば (サー リフ 


よ !) 激 、 彼 等 を 監視 し 、 面 し て 忍 前 
せよ 。 

29.「 耐 し て 役 等 に 告げ ば よ 、 水 は 彼 等 世 で っ を 223 2 に 161 46 
の 間 で (時 間 的 に ) 配 分 され た り 。 さ れ は Me 
ば 、 水 を 飲む 各 当番 2" の うち に 必ず OA 
出席 すべ し 」。 


69:5. 938:9. €7:74; 11:65: 17:60. 


人 ぞ 。 全て の 預言 者 は 神 に よっ て 任じ られ 、 彼 等 の 啓示 は 神 よ り 生じ 、 類似 し た 永遠 の 
基本 的 真実 を 含ん で いる の で 、 一 人 の 預言 者 を 拒 め ば 、 預言 者 全て を 拒絶 する こと と 
な る 。 アー ド 族 と サム ー ド 族 ノ ア の 民 と ロト の 民 は 、 実際 は それ ぞ れ の 預言 者 の み を 
拒ん だ だ け で あっ た が 、 全て の 預 賞 者 を 排 し た と 当 節 に 書か れ て ある の は 、 上 記 の 理 
由 か ら で あ る 。 

” スイ ラ (Suim) と は 、 彼 が 熱風 に 襲わ れ た 、 彼 は 狂っ て いた ある い は 狂っ て し まっ 
た 、 を 意味 する 。 ス ル (Sur) は 、 狂 気 、 精 神 錯乱 、 悪 魔 の と りつ き 、 久 、 知 熱 、 餅 僚 、 

慎 激 、 痛み を 意味 す る (Lane より )。 

2207 シル ブ (Shirb) と いう 語 は シャ リバ (Shariba) の 不定 名 詞 で 、 飲 み 水 や 一 杯 の 水 、 を 
意味 する 。 ある 者 の 敷地 内 の 水 の 割 り 当 て や 共有 、 土地 や 家 凌 へ の 水 使用 の 権限 、 水 
飲み 場 、 水 を 飲む 順番 や 時 刻 を 意味 する 。 シュ ルプ ブ (Shurb) は 水 を 飲 お 行為 を 意味 する 
(Lane より )。 
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ーー 寺谷 
30. され ば 、 彼 等 は 己 が 仲間 を 呼び よ 
せ た れ ば 、 彼 は 之 ( つ まり 有 蓄 ) を 捕え 、 
且つ < 購 を 切り た り 。 

31. され ば 、 わ が 懲罰 と わが 警告 は 如 
何 に な り し か ? 

32. げに 我 等 彼 等 に 対し て 一 声 の 工 
音 を 送り た れ ば 、 彼 等 は 刈り 払わ れ 、 
内 み に じ ら れ た る 生け 垣 の 如く な り 
果て り 2908. 

33. 面 し て 我 等 は 確か に 、 ク ルアー ン 
を 訓 戒 の た め に 易しく た らし め た り 。 
され ば 、 教 訓 を 受 く る 者 あり や ? 


34. 2? ロト の 民 も 警告 する も の を 虚偽 
と みな し た り 。 

35.“ げ に 我 等 は 、 彼 等 に 対し て 石 の 
嵐 を 送り た る な り 。 但 し 、 ロ ト の 家 
族 は 別 な り 、 我 等 は 整 明 に 彼 等 を 救 
いた り 、 

36. 我 等 が 御 許 か ら の 恩 耶 と し て 。 我 
等 は か く の 如 く 、 感 謝 す る 者 に 報 ゆ 。 


37. 耐 し て 彼 も 確か に 我 等 の 懲罰 を 
彼 等 に 警告 し た る な り 。 され ど 役 等 は 
その 警告 を 疑い た り 。 

38. され ば 、 彼 等 は 役 を その 質 客 に 関 
し て 誘惑 せん と し た れ ば 、 我 等 は 彼 等 


アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 


五 十 四 草 


ン 
る ン 


© 2 bE る らし 2| 55 じ 5 
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NMK2MS SEN 
ンー っ j 6 イル ェ イ 
ES be A 


1 ES 8253 335 


A 


OBEN 


ルク 


イイ ンー > シン ャ ンズ ュ > ラッ ター ラー ンタ ォ 5 タン ュ ン 2 る タン 
じ こ < くち 43 らら 、F 69 うふ 5 


7.78; 11:66; 26:158; 91:15. 226:161. 25:41; 26:174. 


2908 不信 者 は 完全 に 鎮圧 され た 。 あ る い は 、 生 け 垣 を つく る 際 、 職 人 の 手 で 削り 落と 
され 、 刈り 株 を 押し つぶ され 、 集め られ た 枯木 の よう に 、 彼 等 は 神 の 目 に は 価値 の 無 


いも の と な っ た 。 
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五 十 四 草 アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 二 十 七 巻 


の 視力 を 礁 いた り の %。 さ れ ば 、 わ が OI IE IIR EE 

懲 出 と 我 が 警 千 を 味わえ 。 

39. 曽 し て 早朝 に 、 打 ち 続 く 簡 双 が 彼 ⑤ す 3 の は 2 わあ る 2150 5 
等 に 降り た り 

40. され ば 、 わ が 飼 員 と 我が身 告 を 味 @ の っ 859218335 

わ え 。 

41. 面 し て 我 等 は 確か に 、 ク ルアー ン 88 SN の DC SS 

を 訓 戒 の た め に 易しく た らし め た り 。 


0 
され ば 、 教 市 を 受 く る 者 あり や ? os 
三 項 
42. 面 し て 、 フ ァ ラ オ の 一 族 に も 警告 S30 JE に 3555 


する も の が 確か に 来 た れ り 。 
43. ? 彼 等 は 、 我 等 の 神 兆 を すべ て 虚 と る に お ASUSUI3SY 
偽 と みな し た り 。 され ば 我 等 は 、 成 力 ”「 2 
な る 全能 の 御方 の 捕え 方 で 彼 等 を 捕 Br 
えた り AD 

44. お 前 達 の (時 代 の ) 不 信者 ども は 、 2 
あの も の ども より 優 り た りや 、 それと 


ラプ イプ > の アン レン 
も 、 お 前 達 の た め に は 聖典 の 中 に ? 免 OF 352\ n 
除 あ りや っ? の 


45. 彼 等 は 、「 わ れ ら 報復 する 大 群 ダー る ッ ーー プラ そる 22 ダン ョ イ 
彼 等 は 報復 する 大 樺 な Oa Es OO が | 
り 」 と 云う か ? 
20:37.22:81. 


2909 ロト の 一 族 は 彼 の 客 を 捕らえ よう と し た が 、 客 は 隠れ て 見 つけ られ な か っ た よう 
だ 。 又 は 、 神 の お 計 い で 、 ロ トー 族 の 注意 は 彼 等 か ら そ れ た と 意味 する 。 

2919 ファラオ は 非常 に 強力 な 君主 で あっ た 。 彼 は 自ら を イス ラ エ ル 最 高 の 君主 と みな 
し た (79:25)。 そ の た め 、 モ ー ゼ と アロ ン の 神 ・ 全 能 の 神 の 力 が この 自称 君主 に 振る わ 
れ 、 彼 は 完全 に 滅ぼさ れ た 。 

291 当館 は 、 形 を 変え て 偶像 崇拝 者 クラ イシ ュ へ の 警告 を 繰り 返し て いる 。「 ノ ア 、 
フー ド 、 ロ ト あ る い は モー ゼ を 拒ん だ 者 より 、 お 前 達 は 幾 分 な り と も まし な の か 、 そ 
れ と も 、 お も 前 達 は 、 聖 預 言 者 を 拒む こと で 罰せ られ る こと は な いで あろ うと 経典 に 記 
され た 神 の 約束 を 受け 入れ た の か 」 と 彼 等 に 尋ね て いる 。 
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46.“ この 大 和 群 は 必ず 打ち 破れ られ © oI 
2、 背 を 向け 去ら ん 。 

47. 否 、 定 め の 時 こそ 彼 等 に 約束 され 1 3 と Oi 
た り 。 面 し て 、 そ の 時 こそ 最も 悲惨 に 
し て 、 最 も む ご き な り 。 


als 


本 来生 Y へ タラ 8 20 イラ ラプ 
48. げに 罪人 ども は 、 迷 誤 と 狂 妄 の 中 E 6 425LS86 RIE) 
に あら _ 
49. その 日 役 等 は 、 業火 の 中 に 93 そ EG OR 
の 顔 を 備 き て 引き ずら れ 、( 面 し て 到 5 
われ ん 地獄 の 感触 を 味わえ 。 On yal$ 93 
50. げに 我 等 は 、 す べ て の も の を 2 一 の っ 5 だ ん 6 


定 の 推定 に よっ て 創り た り 4. 

51. 面 し て 、 我 等 の 命令 は た だ 一度 、 9 も 5 お BYIE21 じ 5 

< 出さ の 如く (至る ) に 外 な ら ず 5. 

52. 面 し て 我 等 は 確か に 、 お 前 達 同 (482 る 2EET じ AS る 5 

類 の 者 ども を 滅ぼし た る な り 。 さ れ 時 

ば 、 教 訓 を 受 くる 者 あり や ? OS 
93:13: 8:37: 38:12. 15:22; 25:3. 7:188 16:78. 


292 当 節 に 含ま れる 強い 預言 は 、 メ ッ カ の 軍隊 が バド ル の 戦い で 喫し た 徹底 的 な 敗北 
に 関す る も の で ある 。 イス ラム 教徒 は 全く 劣勢 だ っ た の で 、 戦い が 始ま っ た 時 、 聖 預 
言 者 は 自分 の テン ト の 中 で 、 謙 交 と 苦悩 の 中 に 、 次 の よう に 注目 すべ き 言 葉 で 神 に 祈 
っ た 。「 神 よ 、 ど うか 御 約束 が 成就 され ます よう に 。 こ の イス ラム 教徒 の 小隊 が 全滅 
すれ ば 、 こ の 世に 二度と 神 を 崇め る 者 は 生じ ます まい 」( ブ ハー リー)。 祈り 終え た 後 、 
聖 預 言 者 は テン ト か ら 出 、 戦 場 に 向っ て 当 節 を 朗 唱 し た 。 

"バド ル で の 敗北 は 、 ク ライ シュ 族 に と っ て 最も 恐ろし く 悲惨 な 出来 事 で あっ た 。 
彼 等 の 力 と 名 声 が 決定 的 な 打撃 に 耐え た 。 指導 者 の 多く が 殺さ れ 、 遺体 は 引き ずら れ 
て 穴 の 中 へ と 投げ 込ま れ た 。 聖なる 預言 者 は 穴 の 淵 で 遺体 ハ 炊 の よう に 語っ た と され 
る 。「 お 前 達 の 主 が 約束 され た 真実 を 見 つけ られ た か ? 私 は 確か に 、 主 が 私 に 約束 さ 
れ た 真実 を 見 つけ た 」 ( ブ ハ ー リ ー、 ア ル ・ マ ガー ズー 意 よ り )。 こ の 預言 は 文字 通り 
に 実現 され た 。 

SAAMG る 基準 が ある 。 そ れ に は 定め られ た 時 と 場所 が 含ま れる 。 


2915 バド ル の 戦場 に お ける メッ カカ 人 の 敗北 は 青天 の 雷蔵 の よう に 、 非常 に 突然 で 迅速 
本 * で 圧倒 的 な こと で あっ た 。 ケ ダル の 栄光 は 、 ま た た く 間 に 失せ た 。 
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五 十 四 章 アル ・ カ マル Al-Qamar( 月 ) 二 十 七 倫 


s3. 2 彼 等 が 行う すべ て の こと は 帳簿 © 3 3 Lt 
に あり 2916 2 > 
54. され ば 、 小 も 大 も 一 切 の こと が 記 OPEC 2 5 
載 さ れる な り 。 ダシ プラ 
ss emt, 9 を mWIEO 8 dN 
0 中 IR GO 

6. 全能 の 王者 の 件 許 で 、 真理 の 座 の 33 っ a で 3 
i: & i cad 

= OIA 
18:50; 45:30. 


2916 人 の 最小 限 の 行為 は 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 、 因 果 関 係 に よる 不可 避 の 結果 を 
生み 出し 、 消 すこ と の 出来 な い 印 象 を 跡 に 残す 。 


397 ナハ ル と は 、 文 中 で の 意味 に 加え 、 豊 富 、 光 を 意味 する (Aqrab より )。 
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五 十 五 草 
アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 茜 悲 深き 件 方 ) 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 、 カ ー フ 章 で 始ま り 、 ア ル ・ ワ ー キ ア 章 で 終わ る 啓示 の 特別 な グ 
ルー プ の 六 番 目 の 章 で ある 。 そ し て それ 等 の 章 は 多かれ 少な か れ 、 メ ッ カ 時 
代 の 使徒 に 拝命 され た 早い 時 期 に 同時 に 啓示 され た 。 当 章 は ダグ ループ 中 の 他 
の 章 と 主題 に 於 いて 、 類 似 性 が ある 。 そ し て それ ら と 同様 、 イ スラ ム の 根本 
的 な 原則 を 扱っ て いる 。 つ まり 、 神 の 届 性 、 特 に 神 の 独 一 性 と 復活 と 啓示 で 
ある 。 アル ・ カ マル 章 ( 月 ) で は 、 アラ ブ 人 人 達 に 良く 知ら れ て いる 大 昔 の 預言 者 
た ちの 人 民 の 実例 が 挙げ られ て いる 。 そ し て それ ら の 人 々 は 神託 を 拒否 し た 
た め に 凛 せ られ た 。 す る と 偶像 信者 の クラ イシ ュ 族 た ち が 尋 ね られ て いる 。 
つま り 、 そ れ ら の 人 々 の 悲 し い 運 命 故に 、 彼 等 の た め の 利益 に な ら な いで あ 
ろう か 。 そ し て 理解 する こと も 従う こと も 容易 で ある 聖 ク ルアー ン の 神託 を 
拝受 し な い だ ろ うか ? 当 章 は 、 何 故 時 クル アー ン が 啓示 され た の か 、 そ の 埋 
由 も 述べ る 。 

当 章 は 神 の 属性 、 つ まり アッ ラフ マー ン で 開 扉 さ れる 。 そ れ は 、 神 は 森 
雑 万 象 を 創造 し た 後 、 全 て の 創造 物 の 頂点 と し て 人 間 を 創造 し た 。 そ し て そ 
の 創造 は 神 の ラフ マー ニッ ヤヤ (慈善 ) の お か げ で あっ た と いう こと を 示す 。 人 間 
を 創造 し た 後 、 神 は 預言 者 と 使徒 を 通し て 人 間 の 前 に 自分 自身 を 現し た 。 な 
ぜ な ら ば 神 の 盛 示 に よっ て 億 大 な る 日 標 を 導き 待た ず に 彼 は その 宿命 を 満了 
する こと 、 つ まり 創造 の 崇高 な る 日 的 を 達成 で き な か っ た か ら で あ る 。 了 預言 
者 らし さと は 、 神 に 聖 ク ルアー ン を 与え られ た 聖 預 斉 者 ムハンマド に お いて 、 
も っ と を 完全 で 非 の 打 ち ど ころ の な い 明 示 を 見 い だ し た の で ある 。 つ まり 、 
役 に 神 は いか な る 時 代 に も 全て の 人 類 を 符 導 する 最終 的 聖典 の 聖 クル アー ン 
を 与え を た 。 し か し 、 人 類 へ の 神 の 贈与 は その 創造 で 終わ り で は な か っ た 。 神 
は 全 宇 宙 を 創り 、 人間 を 追従 さす せ た の で ある 。 こよ な く 美 し い 天体 、 そ し て 、 
あら ゆる 宝物 が ある 地球 、 深 い 海 、 高 い 山 々 全て は その た め に 創造 され た の 
で ある 。 そ れ 等 の 全て に 加え て 、 神 は 人 間 に 素 晴らし い 知 力 と 自由 裁量 の 能 
力 を 弁 与 し て 善 か ら 悪 を 鑑別 する こと が 出来 る よう に し た 。 こ の よう に 彼 等 
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アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 慈 悲 深 き 御 方 ) 


は 神 の 宰 導 に 従っ て その 創造 の 目的 を 達成 すれ ば 良い 。 然 し 人 間 と いう も の 
は 、 そ の 精神 的 進歩 や 発展 の た め に 、 慈 悲 深い 情け 深い 神 に と っ て 無限 に 開 
か れ た 見 通し の 成果 を 粉 持 する 代わ り に 、 父 慢 や 自負 心 に お いて 、 彼 は 神 の 
控 を 無視 し 、 そ の 結果 と し て 神 の 立腹 を も た ら す と いう 性 癖 が ある 。 神 の 近 
に 不服 従 是 つつ 無視 す る こと は 、 将 来い つか 最悪 の 形 と な っ て 現れ る 、 と 当 章 
は 暗示 する 。 (それ は 現在 の 時 代 に 見 える ) そ し て 、 人 間 は それ 以前 想像 も し な 
か っ た よう な 破壊 的 で 全 の の 
か し 有罪 や 邪悪 な 者 に 与え られ る 天 六 が も っ と も 彰 酷 で ろ し いで あろ う 
SS 拝金 主義 的 及び 肉体 的 な 快楽 を 追い 求め る その 時 代 に 誠実 で 神 

念 す る 人 々 に 与え られ る 神 の 思 准 も 数 えき れ 無 い は ほど で ある ろう 。 そし て 、 
Na 陸生 うに 天 削 と 恩 籠 の 両方 は 、 神 は 懲 凡 を 与え る こと が 速やか で 確実 で あ 
る の に 、 神 は また 栄誉 と 名 准 の 主 で ある こと も 表し て いる 。 当 章 は 西欧 諸国 
が その 力 と 威信 が 絶頂 と な る 時 代 を 特に 扱っ て いる よう で ある 。 
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石上 五 訂 草 
アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 茜 悲 深き 件 方 ) 
節 数 79、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 過 く アッ ラー の SS SR Os 
御名 に お いて 。 
2. 慈悲 深き 御方 、 あこ つら! 
3. 彼 、 ク ルアー ン を 教え た り 993。 EE 
4. 5 彼 は 人 間 を 創造 し や 、 NI 
5. 彼 に 語る 術 を 教え た り 。 (ofa ealP bat 
6. “太陽 と 月 は 一 定 の 計算 に 基づき SUL EG RN 
OM 首 を 走る )。 OS - 
7. また 、 星 も 樹 も 両者 は 服従 する な OR NS 
り 2920- 


8. また 天 に つい て は 、 彼 は 之 を 高く あ or に 
入り を 25. EES 
ば 、9 権 衡 と し て 設け た り 2921 


ll. 96:3. C6:97; 36:39-40. 42:18: 37:26. 


298 神 は 、 啓 示 を する 預言 者 や 使者 を 通し て 、 己 自身 を 表す 。 ク ルアー ン は 、 聖 な る 
啓示 の 極致 で 構成 され て いる 。 これ ら 神 か ら 人 へ の 言葉 を 通し て の 啓示 は 、 受け 手 の 
良い 行い に よる も の で は な く 、 神 の 慈悲 か ら 注 が れる 真 に 神聖 な 贈り 物 な の で ある 。 


ぞ や 「 人 間 」 と いう 語 は 、 一 般 的 な 意味 以外 に 、 こ こ で は 完全 な る 人 、 聖 預言 者 を 指 
す 。 彼 の 身 に は 、 神 の 必 性 が 最も 完全 * な 形 で 現さ れ て いる 。 こ の よう に 、 人 間 が 精神 
的 向上 の 頂点 に 達し 、 そ の 身 に 神 の 属性 を 表す よう 、 神 の 慈悲 で 人 間 を お 作り に な っ 
た と 、 当 節 は 示し て いる 。 

2 前節 と 共に 読ま れる 当館 は 、 最大 の 天体 か ら 最小 の 茎 の な い 植 物 に 至る まで 、 万 
物 は 一 定 の 法則 に 支配 され 、 寸分 違わ ず そ の 役割 を 果たす と 示し て いる 。 無数 に ある 
天体 系 の 一 つ 、 世 大 な 太陽 系 に お いて 、 全 て の 天体 は 定め られ た 軌道 を 安全 に 運行 し 、 
そこ か ら は ずれ る こと は 決し て な い 。 

3 全 宇宙 は 一 定 の 法則 に 支配 され 、 そ れ を 構成 する 各部 は 、 構 造 と 動き の みごと な 
調和 を 遂げ 、 一 つ に 結び つい て いる 。 この 異物 間 の 調和 と 均衡 が 少し な り と も 訓 れ れ 
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五 十 五竜 アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 禁 悲 深 き 御 方 ) 二 十 七 巻 

% お 前 た ち が 権 衛 を 不正 に 扱わ ざら OR 2 

ん が た め に 922。 

10. され ば 、 計 量 を 公明 正大 に 確立 し 、 5345 35 し < の つう 20 81 

面 し て ? 量 目 を 不足 する な か れ 。 の 
og 


11. また 大 地 に つい て は 、 彼 は 之 を 被 or IN 
造物 の た め に 設け た り 。 
12. その 中 に は 種々 の 2 果物 あり て 、 90 yk 


英 か ぶる 案 格 子 あ り 、 


13. 殻 か ぶる 報 物 あ り て 、 静 郁 た る 植 SEES HLA TI 
物 あ り 。 
14. され ば お 前 た ち 両 者 3、 己 が 主 DORISSLRI NGLS 


の 恩恵 の いずれ を 否 お むか ? 


C4 3 <2 シス 放し 
15. 彼 は 人 問 を 上 上 が < 焼 か れ た 陶器 の 尼 3BOLSL2 OE 
が 如き 渦 き て 鳴る 填 よ り 創 告 し た り 。 し 


11:8S-86: 17:36: 26:182. 250:10-11. で 15:27, 29. 


ば 、 全 宇宙 は ば ら ば ら に な っ て し まう で あろ う 。 し か し 神 は 、 人 間 の 及ば ぬ 、 唯 一 神 
の 支配 の 下 で 、 世 界 を 統制 する 法 、 全 て を 維持 され て 来 ら れ た 。 

2922 全 宇 宙 に 、 全 て を 包括 する 調和 が ある よう に 、 万 物 の 霊長 で ある 人 間 も ま た 、 均 
衡 を 保ち 、 す べ て の 人 を 公平 に 扱い 、 極 端 を 避け 、 創造 主 へ の 義務 を 果たし て 中 誠 を 
重んじ る よう 命じ られ て いる 

2923 両 数 形 の 下 カ ッ ズ ィ バ ー ン ( 否 む お) と いう 主語 は 、 第 34 節 で 語ら れ た 庶民 と ジン の 
ニニ つの 階級 を 示す が 、 こ の 「 両 者 」 は 、 又 、 二 種類 の 人 、 信 者 と 不信 購 、 主 と 従 著 、 
富める 者 と 貧し き 者 、 白 人 と 有人 色 人 を 指す の か も し れ な い 。 ま た は 、 ア ラビ ア 語 で は 
この 「 癌 む 」 は 、 両 数 形 と いう 2 つの 主語 を と る 形 で 書か れ て お り 、 そ れ は さま ざま 
な 館 に 含ま れる 基 律 の 威厳 を ホ す た め 、 そ れ を 強調 する の に 用 いら れ た と も いえ る 。 
この よう な 両 数 形 は アラ ビア 語 で よく 使わ れる 。30:25 も 参照 の こと 。 副 預言 者 は 、 
当 節 が 読 調 され る 時 、 居合 うわ せ た 信 者 が 次 の 言葉 を 日 に する こ と で 返答 * す べき だ と 述 
べた と され る 。 「 主 よ 、 我々 は 、 あな た の いか な る 妹 鶴 も 否 む こと な どい た し ませ ん 」 
と (カス ィ ー ル より )。 

2924 天空 の 創造 と 太陽 、 月 の 配置 、 そ し て 地球 と そこ に 人 育つ 植物 の 成長 に つい て 語っ 
た 後 、 当 章 は 、 当 節 に お いて 、 人 間 の こと に 触れ て いる 。 乾い て 音 の する 土 か ら 人 悦 
が 作 られ た と いう こと は 、 人 間 が 会 話 の 能力 を 潜在 的 に 持つ も の か ら 作 られ た と 示し 
て いる の か も し れ な い 。 サ ル サ ー ル ( 湯 き て 鳴る 土 ) は 異質 な 物 で 打 た れ た 時 に の み 音 
を 出す の で 、 この 言葉 は 、 人 間 の 応答 力 に は 神 命 を 受け られ る こと が 必要 だ と 示す の 
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二 十 七 倫 アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 禁 悲 深 き 御 方 ) 五 十 五 章 
16. < 面 し て ジン を 、 PPP: ORE OE 
より 創造 せり 928。 

17. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主因 1 KG 
OT 


り ) ee 


19. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 OSIRIS NGL 
IN 

人 そ OR 
半生 合い 見 えん 2927。 NG 
21. nl < 隔壁 あり OZ a ed 


て 、 両 者 は ( 之 を ) 超 え 得る に 非 ず 。 


7:13: 15:28; 38:77. 22:116: 26:29. 025:54: 27:62. 


に 処 所 で 使わ れ て いる 。 クル アー ン で は 、 人 間 の 創造 及び 精神 発達 の 異な る 段階 を 示 
す の に 、 三 つの 言葉 が 使わ れ て 来 た 。 第 一 段階 は 「 ち りか ら つ くら れ た 」(3:60)、 第 
二 段 階 は 「 粘 士 か ら つ くら れ た 」(6:3)、 こ れ は 、 神 の 言 『 葉 を 受け た 後 、 人 間 は 識別 力 
を 得 、 こ れ に より 普 、 悪 の 判断 が で きる よう に な っ た と 意味 する も の で ある 。 第 三 段 
階 は 「 土 が 焼 か れ た 陶器 が 如き 渦 き て 鳴る 土 」 の 段階 と 呼ば れ 、 人 間 は 試さ れ 、 試 練 
ぐり 抜け る よう 定め られ て いる の で ある 。 あら ゆる 試練 に 耐え 、 精神 的 成熟 
全 全 の 域 に 達し て 初め て 、 人 は 神 に 受け 入れ られ る の で ある 。 
2225 」s:28 節 を 参照 。 


2929 地上 の どの 地点 を 採っ て みて も 、 他 の 地点 と の 関連 で 言え ば 東 と 西 で ある 。 こ の 
こと は 、「 二 つの 東 」 と 「 二 つの 西 」 と し て 書か れ て ある 。 又 、 地 球 は 丸い の で 、 東 
半球 の 東 は 西 半 球 の 西 で あり 、 西 半球 の 東 は 、 す な わ ち 東 半球 の 西 で ある 。 こ の た め 、 
ー つ の 東 と 二 つ の 西 が 存在 す る の で ある 。 現代 の 政治 用 語 で は 、 つの 東 は 中 近東 と 
極東 を 、 二 つの 西 は ヨー ロッ パ と アメ リカ を 指し て いる 。 全 世界 の 主 は 神 で あら れる 
クル アー ン の 光 は まず 東 に 広まり 、 次 いで 西 を 照ら す 。 こ の よう に し て 39:70 
痢 に 記さ れ て いる 「 大 地 は 主 の 御 光 に よっ て 光り 輝き 」 と いう 預言 が 成就 され る 。 


37「 二 つの 海 」 と は 、 紅 海 と 地中海 、 又 は 大 西洋 と 太平 洋 が 考え られ る が 、 特 に 前 
者 を 指し て いる よう だ 。 当 節 に は 偉大 な 預 昔 が 含ま れ て いる が 、 こ れ は スエ ズ と パナ 
マ 両 運河 の 建設 に より 成就 され た 。 前 者 は 紅海 と 地中海 を 、 後者 は 大 西洋 と 太平 洋 を 
結び 付け た 。 世界 は この 預言 の 成就 を 見 る た め に 、13 世紀 も の 間 待 た ね ば な ら な か 
っ た 。 ある い は 、「 二 つの 海 」 は 、 自然 科学 と 精神 科学 を 示し て いる の か も し れ な い 。 
又 、 相反 する と 誤認 され た 自然 の 法 と 神 の 盛 示 は 、 片 や 神 の 業 で あり 、 他 方 が 神 の 言 
葉 で ある の で 、 互 い に 確 証し 合う も の で ある 。 
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五 十 五 章 アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 禁 悲 深 き 御 方 ) 二 十 七 巻 


eH 


22. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が の 恩 OL NG 
恵 の いずれ を 否 お か? 
23. その 両方 か ら 真 珠 と 弄 基 出す 。。 ⑧6 に 525 負 に を を 


る 48 
24. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が の 恩 DIS NG 
恵 の いずれ を 益 む か ? * 

ラン る 々 4 1 ン 2 4 る ン ン 2 コイン 
25. 面 し て 、 山 の 如く 海面 に 答え 立つ A IETS 


< 船 も 、 ま た 彼 の 所 有 な り %2。 


=Bo- Fe 
@r 
i ) 
ュ ン 
人 べ 


26. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 
恵 の いずれ を 否 むか ? 


一 項 
27. 5 この 上 に ある も の は すべ で て 消 減 SuG 


する な り 990。 
28. され ど 、 蘭 厳か つ 栄 光 あ る 溢 の 主 Js) そう な 5、 4255 
の み 299 永遠 に 残る な り 。 


29. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 過 DIR NG 
恵 の いずれ を 耕 お か ? - 


942:33. 628:89. 


の 沈 不 思 議 な こと に 、 真 珠 も 再 天 も スエ ズ と パナ マ 両 運河 に 見 られ る 。 
22 この 言葉 は 、 現 代 、 海 面 を 走行 する 、 山 の よう な 巨大 な 船 を 指し て いる よう だ 。 
当 章 は 、 貿易 拡大 に 海路 を 利用 し て 手 に し た 、 西側 諸国 の 進歩 と 繁栄 に 言及 し て いる 
の か も し れ な い 。 

2930 全 宇 宙 は 衰退 と 死 を 避け る こと は で きず 、 い つか は 滅び る 運命 に ある 。 神 の み が 
と ど ま れ る で あろ う 。 そ れ は 神 が 永 生 者 、 す べ て を 支え る 者 、 自 主 自足 者 で あり 、 す 
べ て の も の に 頼ら れる 者 だ か ら で あ る 。 
2 や ワ ジ ュ ブ (Wajh) と いう 語句 は 取り 分 け 、 次 の よう に 意味 する こと も ある 。 人 の 
保護 の 許 に 在 る も の : 或いは 、 人 の 注意 が 惹か れる も の (28:89) ; も の 自体 : 恩恵 : 顔 
つき (Aqrab より )。 地 球 、 天 体 、 物 質 界 は 全て 無 に 帰す こと と な っ て いる の で 、 な 
お さら 人 間 の 理性 は 不死 身 の 存在 を 求め る 。 それ は 、 全 宇 宙 を 創造 され 、 万 物 の 始ま 
り で あり 、 終 わり で も ある 神 で ある 。 当 節 及 び 前 二 節 は 、 同 時 に 働く 二 つ の 不変 の 法 
則 を 示し て いる 。 (1 万 物 は 滅び 死に 行く 運命 に ある 。 ②⑫) 神 の 法 に 従え ば 、 生命 の 継続 は 
保証 され る 。 
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二 填 七 巻 アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 林 悲 深き 御方 ) 五 十 五 音 


30. 諸 天 と 大 地 に ある すべ て の も の TIT RG ES 


彼 に の み 請 い 願 う 。 日 々 彼 は 新た ” & 08 
卓越 さ を 以 て 出現 する な り 2932。 の に G RHR 
31. され ば ね 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 思 OSIRIS TIGL 
恵 の いずれ を 人 否 お むか? 
| fr A et ヒア 
32. われ ら は 必ず お 前 た ち を 完全 に 取 623 し 認 あ うっ 
り 扱う な り 、 光 等 二 つ の 超大 な 力 な る と 
も の よ 29339 
33. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 皿 OSSINING 


恵 の いずれ を 容 む か? 
34. ジン と 人 間 の 一 団 よ 、 も し お 前 轄 2 OL OY Gd 
諸 天 と 大 地 の 限 界 を 越え 得る な ら ば 、 に の i 
越え て みよ 。 されど お 前 達 、 権 能 な し a Ei 


に は 逐 を 越え る 能 わ ず 229 O33 お YT 38 SY 


Soa 


932 会 生物 の 命 や 生活 は 、 創造 皇 で あり 、 扶 養 者 で あり 、 養 育 者 で ある 神 に 依存 し て 
いる 。 神 の 属性 は 無限 で あり 、 無数 で ある 。 また それ ら は 常に 様々 な 方 法 で その 出現 
を し 続け る 。 
2233 アッ サカ ラン (Ath-Thaqalan) と は 、 二 つの 重要 な 物 を 意味 し (Lane より )、 本 文 が 示 
す 通 り 、 人 と ジン を 指す と 言え よう 。 又 次 の よう な 解釈 も ある 。 アラ ブ 人 と 非 ア ラブ 人 。 
現代 政治 用 語 に 言う 二 大 主要 閥 、 つ まり 一 方 が 、 ロ シア 、 中 国 と その 同盟 国 、 も う 一 方 
が アメ リカ 合衆国 と その 同盟 国 。 資 本 階級 と 労働 者 階級 。 こ れ 等 二 大 連合 が 行動 する 
や り 方 で は 、 彼 等 は 死ぬ べき 運命 の 闘争 に 閉じ 込め られ 、 科 学 技 術 開発 分 野 で 何 世 紀 
に も わた っ て 積み 上 げ ら れ た 人 々 の 業績 を 完全 に 打ち 壊し 、 地 上 の 生命 を ほぼ 絶滅 さ 
せ て し まう か も し れ な い 。 当 節 に は 、 こ の こと へ の 警告 が 含ま れ て いる よう だ 。 
934 当 節 は 様々 に 解釈 を され て いる 。 そ の うち ー つ の 解釈 に よる と 、 物 質 、 材 料 学 に 
お ける 多大 な 発展 を 誇り と する 科学 者 や 哲学 者 に 向け て 、 いか に 知識 を 得 て 科 学 を 発 
屋 さ せよ うと も 、 全 宇宙 を 動か し て いる 自然 の 法則 を 完全 に 理解 し 、 支配 する こと は 
出来 な いと 言っ て いる 。 彼 等 は 如何 に 努力 を し て も 、 そ の 探し 続け る こと は 矢 敗 する 
で あろ う 。 別 の 解釈 で は 、 当 節 は 罪人 に 向け て 、「 諸 天 と 大 地 の 境 界 を 越え させ よ 」 
SR また 神 の 罰 を 逃れ る こと も で き な 
軟 告 し て いる 。 ま た 、 当 節 は 、 ア メリ カカ や ロシア が 天体 に 近づこ うと する た め の 、 
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と す ) 


N fs ーー SE a 9 と に N イン 
35. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 OS NGSL 
恵 の いずれ を 否 む か ? 


ae の FN 人 NG に i > 8 > ツ デ グ っ リッ グラ 
36. 燃え 盛る 炎 が お 前 た ち に 浴び せら or 35 っ 65s あ 2 CKE 53 


れん 。 そ し て 煙 も また 然 り 935。 さ れ に 7020o の 2 
ば 、 お 前 た ち は 報 復 し 得 ざる べし 。 6o/ テ 56 
37. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主因 OS NG 
恵 の いずれ を 否 む か ? a 2 
38. され ば 、 天 が 裂け 割れ て 、 染色 33 LE3 才 史 8 6 
め ら れ た る 革 の 如く 赤く な る 時 (を 0 
想 え “6。 DRIE 
39. され ば お ね 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 時 OPS NG 
恵 の いずれ を 耕 お か ? - 本 
40. その 日 、 人 間 も ジ ン も その 罪 に つ 2 る) EEN Sg 
いて 問わ れる こと な か らん 997。 。 
う 
41. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が ギ の 思 OS NG 
恵 の いずれ を 否 お むか? 2 
42. 罪人 ども は その 徴 に よっ て 吉 知 人 ふ 多 にゅ くつ めす 宙 
され る な り 。 され ば 彼 等 、 前 髪 と 両足 2 
を 捕え られ ん 。 OPN Gels 
43. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 皿 OR NG 
恵 の いずれ を 人 否 む か ? “ ta 
969:17: 84:2. 
ロケ ッ ト や 人 工 衛星 な どの 創造 を 示し て いる 。 彼ら は 、 せい ぜ い 地 球 に 最も 近い いく 
つか の 惑星 に は 到達 で きる が 、 神 の 宇宙 は 底 知 れ な いも の で ある と 言っ て いる 。 
2 当 節 は 、 二 つの 対立 する 陣営 に ふり か か る 、 最 も 破壊 的 で 如 ろ し い 罰 を 示し て い 
る 。 全 人 類 の 文明 を 焼き 尽く す 恐 れ の ある 、 恐 る ろ し い 大 火 に 世界 は 滞 し て いる よう だ 。 
2 や 恐ろし い 員 を 如何 に あり あり と 描い て いる こと か 。 
2237 犯罪 者 の 悪事 は 、 彼 等 が その 行為 を 犯し た か 否 か 聞か れ な いう ち に 、 そ の 顔 に 大 
書き され る で あろ う 。 ク ルアー ン の 他所 (41:21) で 示さ れ て いる 通り 、 不信 者 の 身体 の 
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44. これ こそ は 罪人 ども が 拒み し 地 し < ご は 和 3 ご RE i 
鈴なり 。 ee 
& eed | 


45. 彼 等 は それ と 煮え た ぎる 熱湯 の 間 00 AS CCI a 82 2 
2938 を 巡回 せん 。 ンジ < な ン 


46. され ば お 前 た ち 両 者 己 が 主 の 因 を DSS 
恵 の いずれ を 否 む か ? ーー 
三 項 

47. 面 し て 、 己 が 主 の 権威 を 刀 れ る 者 DIE LEE ES 
に は 、 ご ご つの 楽園 あり 2939 

48. され ば ね 前 た ち 両 者 、 選 が 主 の 因 DLR NG 
恵 の いずれ を 否 む か ? a - る 
49. その 両方 は 沢山 の 枝 を 持つ な ot 
り 4 z 

50. され ば お 前 た ち 両者 、 己 が 主 の 恩 ASSL TGLS 


恵 の いずれ を 否 む か ? 
yi 


2938 上 人 述 の 数 節 は 、 当 節 と 併せ て 、 上 述 の 二 つ の 連合 が 互い に 争う 際 、 不 次 な 状況 が 
人 類 を と ら え 、 原爆 戦争 の 恐れ が ダ モ ク レス の 剣 の よう うに 、 彼 等 の 頭上 に 吊る され る 
で あろ うこ と を 示し て いる 。 現代 の 国際 的 分 割 や 渦 迫 状態 は 、 武力 闘争 に つなが る よ 
うな 無類 の 破壊 性 を 持つ 。 戦争 その も の が 地獄 に 相当 する も の で あろ う が 、 その 準備 
こそ が 絶え 間 な い 苦 痛 が 迫り 来る よう に 様々 な 状況 えも た らし て いる 。 

の 。「 二 つの 楽園 」 と は 次 の よう な こと を 意味 する 。(1) 交 良 な る 人 生 の も た ら す 心 の 
平安 。② 物 質 快楽 を 追い 求め る 人 生 に 生じ る 苦し みか ら の 解放 。「 楽 園 」 は 、 現 世 で 
神 の た め に 自ら の 欲望 を 捨て 去る あこ と で あり 、 今一つ は 、 来世 で 神 の 喜び を 与え られ 
る こと で ある 。 真 の 信者 は 絶え ず 現 世に お いて 神 の 恩恵 に 浴 し 、 昔 し み に か き 乱 れる 
こと も な い 。 これ は 地上 の MS 神 を 虹 れ る 者 に 授け られ 、 彼 は 常に そこ に 住 
まう の で ある 。 来世 に 約束 され た 天国 と は 、 現世 の 楽園 の 映像 で し か な く 、 現 世 で そ 
の よう な 人 が 亭 受 する 精神 的 恵 を 具現 化し た も の で ある 。 ク ルアー ン が 10:65 及び 
41:32 で 述べ て いる の は 、 真 の 信者 の この 楽園 に いる よう な 状態 で ある 。「 こ ご つの 楽園 」 
は また 、 ジ ャ イハ ー ン 有川 と サイ ハー ン 有 川 並び に 、 フ ラー ト 有 川 と ナイ ル 川 の 二 組 の 河川 
か ら の 港 泊 で 土 翌 豊か な こつ の 谷 を 指し て も いよ う 。 それ ら の 有川 は 、 ハデ ィ ー ス に よ 
れ ば 天国 の 河川 で ある (ムスリム より )。 こ の 二 つ の 谷 は ウマ ル の 時 代 に イス ラム 教徒 
の 手 に 落ち た 。 

2 現世 に お いて 、 真 の 信者 は 神 の た め に さま ざま な 辛苦 に 耐え 、 あ ら ゆ る 善行 を 行う 
の で 、 来世 で 、 その 試練 や 善行 は 、 様々 な 色 、 味 を 持つ 花 や 果 実に 形 を 変え た る で あろ う 。 
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51. その 両方 に は こつ の 泉 ? れ が 湧き 

出 で る な り 。 

52. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 

恵 の いずれ を 否 お か ? 

53. その 両方 に は “あら ゆる 種類 の 対 

な る 果物 あり や 2。 

54. され ば お 前 た ち 両 者 

恵 の いずれ を 耕 む か ? 

55. 彼 等 は 、 厚 き 負 の 敷物 の 絆 床 の 上 
に 》 徒 れん 。 両 園 2 人 の 熟れ た 果実 は 

MM 

56. され は お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 皿 
恵 の いずれ を 否 お か ? 

57. その 中 に は 、* 伏し 目 が ちな 処女 あ 
らん ダ 千 。 彼 等 以前 に は 、 如何 な る 人 間 
も ジン も 彼女 等 を 触れ ざり し な り 908。 


己 が 主 の 思 


44:56; 52:23: 56:21. 


2941 Fr 


「 ご つの 泉 」 と は 、 ホ クー タッ ラー(1 
ム 教 徒 の 同胞 へ の 義務 ) の 精神 の 具象 化 で 
全 に 果たせ な けれ ば な ら な い 。 この 二 


の と し て 描か れ た の で ある 。 


2942 再び 書か れ て いる 「 対 な る 」 は 比 只 的 に 信者 の 二 種 類 の 普 


① 彼 等 自身 の 精神 的 向上 の た め の も の 。( 


つの 義務 の 履行 が 、 
る の で あろ う 。 真 の 信者 は 、 絶え ず こ の 義務 を 遂行 し 続け る の で 、 


リン ンプ ef ィ イン 

OI NG 

と 2 7 グー グ 

の 0 ィ イラ コン > ょ > 

Or gs 
に です 


DISS に S う Rls 


GS の ぁゃ ププ 
ご ク 2 を (アラ 


SES EC oi 
eascomioy 

る る ャ セン 5 イ 3 。。4g EC PO 
ひで っ 5 Cg 


の る 
OHI ES 
38:32. 37:49: 38:33. 


車 へ の 義務 ) や ホク ー ク ル ・ イ バー ド ( イ スラ 
あろ う 。 イ スラ ム 教 徒 は 現世 で これ 等 を 完 
来世 で こつ の 泉 と 形 を 変え 
泉 は 流れ 続け る も 


行 を 表し て いる よう だ 。 
2) 彼 等 の 同胞 の た め に 尽く す も の 。 


2943「 両 園 」、 は 、 こ の 章 に 三 度 用 いら れ て いる 。 こ れ は 、 来 世 の 楽 園 に お ける 至福 と 
は 別に 、 信 者 は 現世 に お いて も 良き 物 を 全て 手 に する と 強調 し て いる の で ある 。 


2944 伏し 目 が ちな 」 と いう の は 、 凌 恥 心 の ある 女性 を 指し 、 
| 造 主 で あら れる 御方 以外 に 何 物 に も 目 を 向け る こと 


に 向け られ 、 彼女 等 は 主 で あり 邊 
すら な いと 示す も の で ある 。 

2945 つま り 、 
心 に 思 
いう 意味 を する 。 イス ラム 教 の 概念 で は 、 
て いる こと が ここ で 再び 述べ られ て いる 。 
子 、 友 、 等 が あり 、 た だ これ 等 の 性 質 は 、} 


彼女 等 の 体 は 人 間 に よ っ て 触れ られ ぬ ば か りか 、 
叶い 浮か ん だ こと は な い だ ろ う 。 ジ ン と いう 語 は 、 世 欲 て き な 欲 望 を 心 に 抱く と 


彼女 等 の 注意 は 全て 神 


不潔 な 考え も 彼女 等 の 


天国 の 恵み は 地上 の 生活 に お ける 喜び と 似 
天国 に は 、 宮 殿 、 庭 、 川 、 木 、 果実 、 妻 、 
見 世 の も の の それ と は 違う 。 事実 それ 等 は 、 


正義 あ る 者 が この 世 で な す 問 行 の 精神 的 描 


写 な の で ある 。 
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S8. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 皿 Oa $3 NL 
恵 の いずれ を 希 $ む か 2 ン 
s9. 性 も 彼女 ら は 紅玉 や < 工期 の 如 し ME ~ 8 EE 
2946 


中 の いずれ を 涯 お か ? ー - 
61. 善 の 報い は 7、 療 の 外 に な り 得  ⑤QCAYIYIo じ < 四 人 は s 
る や ? 


62. され ば お 前 た ち 両 者 、 選 が 主 の 思 OASSLR NG 
恵 の いずれ を 禁 む か ? 

63. 面 し て 、 そ の 二 つ の 外 に 、 ま た 二 の OS に らら 5 

つの 2948 楽園 あ り 。 ン 

64. され は お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 DSS し! 3 
恵 の いずれ を 至 お か ? > タラ 
65. その 両方 は 緑 し た た る ば か りな Su 
り 2949 ン 


756:24. 


2939 37 節 に は 、 天国 に お ける 信者 仲間 の 心 の 清らか さ が 述 べら れ て いた が 、 当 節 は 、 
彼 等 の 姿 形 の 美 し さ に 触れ て いる 

229 了 イフ サー ン (ihsan) と は 、 ま る で 上 崇拝 者 が 神 を 見 て いる か 、 も し く は 少な く と も 神 
が 崇拝 者 を 見 て いる か の よう に 神 を 崇拝 する こと を 意味 する ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 つ ま 
り 全 て の 行動 や 振る 舞い に お いて 神 は 信者 の 目前 に いて 、 彼 は 見 返り と し て 神 の 悦び 
と いう 天 の 恵 み の す べ て を 受け る の で ある 。 

4 47 館 で 述べ られ た 「 二 つの 楽園 」 は 天国 の 庭 で あり 、 当 節 の 「 二 つの 楽園 」 は 
現世 の 庭 を 指す よう だ 。 イス ラム 教徒 は 来世 の 庭 を 約束 され て お り 、 この 神 の 約束 が 
成就 され る 証し と し て 、 彼 等 は この 世 の 庭 を も 約束 され た 。 そ れ は 、 彼 等 が エジプト 
と イラ ク の 豊 Os 実際 に 彼 等 の も の と な っ た 。 し か し 、47 節 に あ 
る 「 二 つの 楽園 」 の 描写 は 当 節 の も の と は 異な る 。 こ れ は 、 当 意 に 二 種 類 の 信者 が 描 
か れ て いる こと を 示し て いる 。47 節 の 楽園 が 約束 され た 信者 は 、 当 節 の 庭 を 約束 さ 
れ た 信者 より 、 精 神 的 な 位 が 高い よう だ 。 関連 の 節 を よく 吟味 し て みれ ば 、 こ の こと 
は 明らか に な る 。 こ の 借 者 の 二階 級 は 、 次 の Se 章 の 11 節 及 び 28 節 に それ ぞ れ 述べ 
られ て いる 。 

4 上 記 の 49 節 の 楽園 に は さま ざま な 木々 が ある と 書か れ て いる が 、 こ れ は 約束 され 
た 信者 の 善行 に 色々 な も の が ある こと を 示し て いる 。 一 方 、 当 節 の 楽園 は 「 緑 し た た 
る 」 と 書か れ て あり 、 こ れ は 、 信 者 の 行い が 非常 に 素晴らし いこ と を 示す も の で ある 。 
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いさ キチ そう FE st . ・ マン ンプ a wr は i イン 
66. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 OCS うに う 交 US 


恵 の いずれ を 耕 お か ? 

67. それ ら 両 方 の 中 に は 二 つ の ほ と ば 
し り 湧 き 出 で る 泉 2 あり 。 

68. され ば お 前 た ち 両者 、 己 が 主 の 恩 
恵 の いずれ を 耕 お か ? 

69. “それ ら 両 方 に は 種々 の 果物 、 且 つ 
斉 覆 子 の 実 や 頂 枢 あり 。 

70. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 因 
恵 の いずれ を 人 否 お か ? 

71. それ ら の 中 に は 、 上 品 に し て 礼儀 
正しい 乙女 等 あり 9。 

72. され ば お 前 た ち 両 者 、 選 が 主 の 恩 
恵 の いずれ を 否 む お か? 

73. 大 天幕 に 宿 らし め ら れ た る 82 
女 等 な り 。 

74. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 因 
恵 の いずれ を 人 否 む か ? 

75. 彼 等 以前 に は 、 如 何 な る 人 間 も ジ 
ン も 彼女 等 を 触れ ざり し な り 。 


⑧ ルン る て の デ 4 
びら し お OC と いる 29 
} $8 ャ ンプ | イィ 
@ ら ouS う ESO 多 SUS 
グ し レス pd 


いっ ン 詞 。 ン や イイ 
の らく 3 し 叶う YeU5 


a Es て ュ イ イィ 
DIS NG 


936:58: 38:S2: 43:74. 


289 当 節 及び 前 述 の 51 節 に は 、 信 者 に 約束 され た 泉 に つい て 、 二 つの 異な る 描写 が 
な され て いる 。 531 節 の 約束 され た 泉 は 、 豊 か に 絶え ず 流れ る ( タ ジ ュ リヤ ー ニ ) と 
書か れ て いる 。 こ れ は 、 そ の 節 の 泉 を 約束 され た 信者 が 、 当館 の 泉 を 約束 され た 信者 


より 精神 的 に 高位 に ある こと を 示し て いる 。 それ は 、 前 者 が 報 わ れる こと を 期待 せ すず 
し て 常に 他 者 に 和 普 行 を 施す の に 対し 、 後 者 は 自然 の 衝動 か ら 番 行 を な す が 、 そ の 行為 


が 主 に 自身 の こと に 限ら れ て いる か ら で あ る 。 限定 し て 使用 され た 語句 は ナッ ザー ハ 


ター ン ( ほ と ば し り 湧き 出る ) で ある 。 


2281 当 節 で 乙女 等 に 関し て 使わ れる 「 上 品 に し て 礼儀 正しい 」 と いう 語 は 一 般 的 な 意 
味 し か 持ち 合わ さ な い が 、 こ れ と 比べ る と 、39 節 の 「 紅 玉 や 玖 期 の 如く 」 に は 特別 


の 意味 が あり 、 特 に 秀 で た 美 し さ を 表し て いる 。 


2952 s7 節 の 「 伏 し 目 が ちな 」 と は 、 当 節 の 「 大 天幕 に 宿 ら し め ら れ た る 」 よ り も 、 


明らか に 温か に 上 品 な さま を 表し て いる 。 
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二 十 七 巻 アッ ラフ マー ン Ar-Rahman( 慈 悲 深き 御方 ) 五 十 五 章 


76. され ば お 前 た ち 両者 、 己 が 主 の 因 ou うじ lls 
恵 の いずれ を な 吉 むか ? 2 


上 に 夫 れる な り に に 
78. され ば お 前 た ち 両 者 、 己 が 主 の 恩 DIS lcLs 


恵 の いずれ を 谷 む か ?2954 
79. 荘厳 に し て 栄光 ある 溢 の 主 の 御名 JI 33 65222 5 


こそ 祝福 ある べき も の な り 。 生生 
3 OTL 


255788、 


2953 信者 に 関し て Ss 節 に 前 述 さ れ た 言葉 は 、 彼 等 が 当 節 の 人 々 より 威厳 、 散 意 、 権 
威 を 持つ こと を 示し て いる 。 当 節 と に 於 いて 、 次 音 で 特に 述べ られ て いる この 二 種 類 
の 信者 達 肥 ち 、「 先 頭 の 人 々 」 ($6:11) 及び 、 「 右 方 の 人 々 」(S6:28) の 比較 が 完結 する 。 


2984 必 飾 が 当 章 で 31 回 に も わた っ て 用 いら れ て 来 た と いう こと は 、 意 味 の 無い こと 
で は な い 。 当 章 で は 特に 、 神 が 人 間 に 授 けら れ た 素晴らし い 恩 恵 に つい て 述べ て いる 

よう だ 。 この 多種 多様 な 思 恵 を 考え れ ば 、 当 節 が 繰り 返し 用 いら れ て いた の は 実に 適 
切な こと に 思え る 。 し か し 同時 に この 章 は 、 も し 人 間 が 悔い 改め 態度 を 変え な けれ ば 、 
核 戦争 の よう な 形 で 空前 の 破壊 的 な 神 の 前 が 人 間 に 科 せら れる と 語っ て いる 。 この 差 
し 迫っ た 危機 の 千 告 も 又 、 姿 を 変え た 思 吊 で ある 。 
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アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi'ah( 起 きる べき こと} 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は カー フ 章 で 始ま る 七 つ の 連 続 章 の 最終 章 で ある 。 こ れ 等 の 七 つ の 
意 は 使徒 に 拝命 され て メ ッ カ で だ いた い 同 じ 時 期 に 啓示 され た 。 従っ て これ 
等 は 、 調 子 も 主旨 も 非常 に 類似 し て いる 。 然 し な が ら 当 章 と その 前 の アッ ラ 
フ マ ー ン 章 ( 慈 悲 深き 神 ) と の 間 の よう な 類似 は 他 に は な い 。 ア ッ ラ フ マ ー ン 意 
( 栗 悲 深き 神 ) の 主題 は 当 章 で 完結 され る 。 従 っ て それ は アッ ラフ マー ン 章 の ふ 
さわ し い 続 き 物 を 形作る 。 ア ッ ラ フ マ ー ン 章 で 、 た と えば 、 三 種類 の 人 々 に 
それ と な く 言 及 さ れ て いる 。(⑱⑫ 神 に 特に 親近 を 与え られ た 幸運 な 人 々 、(b) 神 
OG TE EA NN 
当 章 で 彼 等 は 明確 に 言及 され て いる 。 当 章 で 取り 扱っ て いる 重要 な 主題 つま 
り 、 復 活 の 日 、 啓 示 そ し て 偶像 崇拝 の 拒絶 と いう 主題 は 、 聖 クル アー ン の 神 
託 の 布教 を 直接 専 一 的 に 、 復 活 も 啓示 も 信じ て いな い ク ライ シュ 族 の 偶像 宗 
拝 者 た ち に 実施 する メッ カ で 早い 時 期 に 啓示 され た こと は 非常 に 時 機 を 得 て 
いた 。 ま た 、 七 つの 章 は 、 イ スラ ム の 偉大 で 交 か し い 将 来 に つい て 確か な 預 
言 も 包含 し て いる 。 並 行 し て 、 復 活 の 不可 避 に きっ ぱり と 斉 及 し 、 そ れ と 共 
に 、 イ スラ ム の 進歩 に つい て の 預言 が 達成 され る こと に よっ て 、 復 活 も 避け 
が た い 事 実 で ある と 証明 され る こと の 免れ えな い 結 論 に 注意 を 引い て いる 。 
主題 

当 章 は 前 章 で 預言 し た 大 いな る 避け 難い 出来 事 は 間違い や な く 起 こる で 
あろ うと いう 断固 た る 宮 言 で 開 戻し て いる 。 そ し て それ が 起き る 時 、 大 地 は 
その 基盤 まで 揺さぶら れる で あろ う 。 そ し て 山々 は 古い 世界 か ら 新 し い 世 界 
へ 復活 する よう に こ な ご な に な る で あろ う 。 さ ら に また この 大 事件 の 結果 と 
し て 、 人 々 は 三 集団 に 分 類 さ れる で あろ う 。(⑱) 神 の そば 近く で 特に 恵まれ た 
准 せ な 人 々 (b) そ の 療 人 
信者 達 、 そ し て (c) 自 分 た ちの 悪行 に よっ て 罰 を 受け る で あろ う 不 幸 な る 不信 
Co a 意 さ れ た 神 の 祝福 と 恩 籠 を 描 
馬 、 次 に 、 神 託 の 拒否 者 た ち に 割り 当て られ る 歓 久 の 記述 が 続く 。 次 に そ 
の - 滴 の 精液 か ら 完 全 な 人 間 に な る まで その 成長 を 説き 、 
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アル ・ ワ ー キ ア ALWaqi'ah( 起 きる べき こと ) 


死後 の 再生 を 証明 する の で ある 。 そ し て 、 終 盤 に 於 いて 、 当 章 は 始め られ た 


び 中 重 な 宝物 の よう に 護 ら れ て いる 聖 ク ルアー ン に 依っ て 成し遂げ られ る で 
あろ うと いう こと に 言及 し て いる 。 当 章 は 、 一 生 の 避け 難い 終わ り は 死 で あ 
り 、 そ れ か ら 逃 げ る こと は 出来 な い の に 、 ど うし て 人 間 は この 動か せ ぬ 事実 
を 怠 っ て 神 の 大 赦 に 託す る の か ? と いう 美しい 訓 戒 で 閉じ て いる 。 
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五 十 六 草 
アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi*ah( 起 きる べき こと j) 
節 数 97、 メ ッ カ 啓 導 示 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の OD 
御名 に お いて 2985 

2. 2 起き る べき 事 が 起 る 時 ?956、 る 3 228133| 39 31] 
3. その 起き る こと を < 偽り と みな す OESD 
も の な か らん 。 

4 そ は 、( 臣 る 者 を ) 低 く た ら し め 、( 世 Oc し る る に 
NN - 

5.? 大 地 が 激しく 選 搬 され る EIEN EEN 
時 32958 

6. 面 し て 、 山 々 が < 完全 に こ な ご な に CE 
され る な り 、 | ) 

7. され ば そ は 、 散 り た る 塵 來 の 如く IE の 3 の 4 を 
と な らん 。 

8. 面 し て お 前 達 は 、 三 つの 組み に 分 LE 
けら れん 。 


9 に 1.252:8. で 32:9: 70:3. A50:45; 99:2. 220:106: 70:10; 101:6. 


2958 4 を 参照 次 


"OK 仙人 の の アラ ビア に お は る 人 人 の 和 と 人 人 者 で め る ク 
GN 吾 駐 結 者 の 出現 。 


CC 
が 高め られ る で あろ う 。 


2 アラビア 全土 は 、 そ の 基盤 まで 揺らぐ で あろ う 。 古い 信仰 、 概 念 、 道徳 基準 、 習 
慣 、 生活 様式 圭 は 根本 か ら 変 わる で あろ う 。 つま り 吉 いい 秩序 は 絶え 、 全く 新 し いも の 
に 取っ て 代わ られ る の で ある 。 前 節 及び 次 節 と 共に 、 当 節 は 死後 の 再生 に 当て は まる 
も の で ある 。 
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二 十 七 巻 アル ・ ワ ー キ ア ALWaqi'ah( 起 きる べき こと ) 五 十 六 章 


と 』 


9% され ば 右 方 の 人 々 。 石 方 の 人 々 は 8@azczsi ン bB1 Los こら (5 
な ん た る も の な りや ? 2?999 a ーー 

10. 耐 し て 左 方 の 人 々 。 左 方 の 人 々 は お ぇ <5<i ご らら 
な ん た る も の な りや ?2989 | 
11. また 、 先 頭 の 人 々 229! は 、 一 番 先 O60 
頭 に 立た ん 。 人 
12. これ 等 の 者 こそ は 近 し き 者 な り 、 OR HS ES 


ー ハ 
な 
きる 
ド 
で 
が ぃ 
\ 
bae 
も 
ぶ ヽ 


ンー の 2 も っ る 
13. 至福 の 楽園 に 於 いて 。 Osa eG 


14. 最初 の 人 々 の 中 か ら は 大 きい 一 ENN 
団 、 


シベ ペア EE る 4 wr F』 1 アフ 
15. 耐 し て 、 後 の 人 々 の 中 か ら は 少 OV OA 


数 。 
レン すし イッ ブラ < ニー ユー ルン 
Mi 付け られ た る 寝台 の 上 O22 
17. “ 彼 等 は 向い 合っ て 、 そ れ ら の 上 OAIE RS 
に 供 れ か か らん 。 " 
18. 2 永遠 な る 章子 等 は (世話 する た 00533 E 3 
め ) 彼 等 の 間 を 巡ら ん 9、 a 
19. < 洛 款 や 水準 しゃ 清らか な 水 か ら の a お 5515I ダ し 
波 み た て の 奏 を 持ち な が ら 。 R 人 


@37:43: 55:55; 76:14. 676:20、 で 43:72: 76:16、 


2999 他所 (75:3) で 、 聖 クル アー ン は この 不信 者 た ち を 表す の に 「 自 足 の 念 」 と いう 語 
を 用 いて いる 。 

2960 避 に 傾き や すい 魂 (12:54)。 

2961 ん じ た る 魂 (89:28)。 

29623 アッ サー ビタ ー ン ( 当 章 の 11-27 節 に 述べ られ た 、 特に 神 の お 側 に 近付く 恩恵 を 施 
され た 好 運 な 信者 達 ) に 施さ れ た 天国 に お ける 恩恵 は 、55:47-62 節 に 書か れ た 神 の 贈り 
物 と 非常 に 似 て いる 。 これ は 、 55:47-62 節 の 信者 達 が 、 当 章 の アッ サー ビク ー ン (特に 
神 の お 側 に 行く こと を 許さ れ た 者) と 同じ 位 に ある こと を 示し て いる 。 

2 や 当 節 は 、 信者 に 仕え る 召し 使い の 無邪気 さと 変わ る こと の な い 初 々 し さ を 示 し て 
いる 。 
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五 十 示 章 


アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi'ah( 起 きる べき こと ) 


ご 圭 世 谷 


20. 彼 等 之 に よっ て 頭痛 を 感 ぜ ず 、 
2 また 彼 等 は 酔う こと も な か らん 。 
21. また 種々 の ? 果 物 、 彼 等 は それ ら 
の 中 か ら お 好み 次 第 選ぶ な り 、 

22. 面 し て 種々 の 鳥 肉 も 彼 等 の 望み 


の まま 。 
ひと み お と 8 5 
23. また < 大 きい 瞳 の 処女 等 、 


24. 愉 も 覆 わ れ た る 真珠 の 如 し 、 


25. 彼 等 が な し た る 行為 の 報い と 
し て 。 

26. その 中 で 彼 等 は くだ ら ぬ こと も 、 
罪 な る “こと も 聞か ざる べし 、 

27. た だ 「 平 安 あ れ 、 平 安 あ れ 」 と 言 
われ る に 外 な ら ず ?9%4。 

28. され ば 右 方 の 人 々 。 右 方 の 人 々 は 
な ん た る も の な りや ? 
29. 刺 な し の スィ ド ラ の 樹々 の 
間 298 


A 
O00 RRA Gs 
9 ラス る ES A 


】 ぁ る 。 補っ タン 


⑨ 〇 ひとつ みう 
Oke4131IRIC1 
@9 記 る ば 5 に > 

3 Zk や る LT oe ラタン ラン 
OIEY I RY 

1 1 を る 
ol や り | 
上 2 ぅ アヤ レン > 1 トラ タイン 
os に TE oe に らら 5 


る 2 82 4 2 8 
DA INS 


237:48. 552:23. 44:55: 32:21. 719:63: 78:36: 88:12、 


2964 節 及び 前 館 は 、 聖 クル アー ン の 他 の 諸 館 の よう に 、 
楽 的 な 天国 に 関し て 見 出 そ う と する 』 


に 対す る 批評 家 が 、 快楽 
否定 し 、 こ の 性 質 、 真 髄 、 事 実に つい て の 呈 


描写 され 、 ム スリ ム 達 に 約束 され た 天国 と は 、 精神 的 な 至福 の 場所 で あり 、 
で 怠 必 な 話 、 嘘 な ど は 近づけ な い (78:36)。 そ の 恵み は 、 平 安 の 中 、 最 高潮 で 完全 
* は 、 何 より の 恩恵 で や る 。 ム スリ ム に 約束 され た 天国 


の で ある 。 心 と 魂 の 完全 な 平安 


無知 で 悪意 の ある イス ラム 


時 か な 考え を 最も 効果 的 に 
1 識 を 与え て いる 。 聖 クル アー ン に よっ て 
罪 や 無益 


な も 


は 、 了 軸 ク ルアー ン の 中 で 「 平 和 な 住居 」 と 称 さ れ て いる (6:128)、 精 神 の 発達 段階 の 最 
高位 で あり 、 信者 が 平安 の 魂 を 手 に 入れ (89:28) 天 国 の 住人 が 神 か ら 与 えら れる 最高 の 


贈り 物 が 平安 で あろ う (36:39) 神 自身 が 、 
ー ン に よる 天国 の 荘厳 な 概念 で ある 。 


平安 の 信 


造 者 で ある (59:24)。 これが 聖 ク ル ア 


2965 スィ ドラ の 樹 が 茂っ て いる と ころ で は 、 そ の 木陰 は と て も 心地 よい も の で ある 。 
暑く 乾燥 し た 気候 の アラ ビア で は 、 疲 労 し た 旅人 の 休息 の 場 と な る 。 マ フ ド ゥ ー ド 
(Makhdud= と げ な し の ) と いう 形容 詞 が 付い て いる スィ ドル (Sidn の 語 は 、 こ の 天国 の 


木 は 、 豊か で 


心地 よい 木陰 を 提供 する だ け で は な く 、 豊 富 な 果実 が 実る た め た わ お むこ 
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一 二 七 登 アル ・ ワ ー キ ア AI-Waqi*ah( 起 きる べき こと ) 五 十 六 章 


に 1 N | ラー * 
30. また 、 累 々 と (実る ) バ ナナ の ( 園 の ) Osa bs 
間 2966 5 を ン 
31. また 、“ 長 く 仲 ば し め ら れ た る 次 6。225 (55 
の 間 、 - ; 
32. また 、 降 り 下 され た る 水 の 間 、 SS 
33. また 、 豊 富 な 果実 の 間 、 Ce RA 
34。 そ は 絶え る こと な く 、 ま た 禁じ ら る 迄 NEE 
れる こと も な か らん 97、 
35. 耐 し て 、 高山 た らし め ら れ た る 補 ER 任せ 
床 に 287 で の 
36. げに 我 等 は それ ら の (配偶 者 な る ) OA ET 
者 た ち を 特別 に 創造 せり 、 
37. され ば 、 我 等 は 彼女 等 を 狂 焦 き 者 OE 
た らし め た り 、 

2 ン る イコ クス 

38. か れん に し て ? 同 じ 年 齢 者. OL 


4:58: 13:36. 778:34、 


と も 意味 する 。 つ まり 、 天 国 の 恵み は 心地 よく 豊か な も の で ある 。 

2969 前 節 で 述べ られ た スィ ドラ 樹 が 乾燥 し た 気候 で 育つ 一 方 、 バナ ナ は 、 生 長 の た め 
大 量 の 水 を 要する 。 これ ら ご 種類 の 果実 が 言及 され て いる の は 、 天国 の 恩恵 が 豊か で 
喜ば し いも の で ある こと を 示す だ け で な く 、 どの よう な 気候 条件 の も と で も 見 つけ ら 
れる こと を 表す 。 

99 聖 ク ルアー ン の 当 章 及び 他 の 章 で 天国 の 住人 に 約束 され た 恩恵 は 、 次 の よう な 特 
質 を 備え て いる 。(①) そ れ 等 は あり 余る 程 の も の で あろ う 。(②) 容 易 に 手 に する こと が 
で き 、 取 捨 選 択 は 信 着 に 任 さ れ て いる 。(3) 減 る こと も 尽き る こと も な い 。(④ 不 快感 
や 疾病 を 起こ す も の で は な い 。 

229 信 フル シュ (Furush) と いう 語 は 、 フ ィ ラ ーシュ (Hirsah) の 複数 形 で あり 、 寝 台 : 人 妻 : 
内 、 を 意 BN より )。 心 の 平安 を 遂げ る た め に 、 信 者 は 高綱 な 家柄 で 品位 の 高 
い 純 潔 に 美しい 配偶 者 を 伴 但 と し て 持つ で あろ う 。 


0 BOD nm 自分 の 夫 を 情熱 的 に 愛し 、 従 
順 で ある 女性 の 意味 で ある (Lane より )。 ア i RS 

同年 齢 の 者 、 仲 間 、 同 様 の 思考 、 癖 、 視 点 な ど を 持つ 者 を 意味 する (Lane より )。 美 し 
く 上 頁 激 で 、 信仰 が 厚く 、 夫 と 同様 の 視点 や 生活 態度 の 妻 は 、 人 が も ち 得 る 最高 の 神 か 
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五 十 示 章 


アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi'ah( 起 きる べき こと ) 


39. 右 方 の 人 々 の た め に 。 
ご 項 

40. 最初 の 人 々 の 中 か ら は 大 きい 一 

. また 後 の 人 々 の 中 か ら も 大 きい 

時 

42. 面 し て 左 方 の 人 々 。 左 方 の 人 々 は 

な ん た る も の な りや ? 

43. 焼け 焦がす 熱風 と 沸騰 する 湯 の 


間 日 2P69。 


44. 黒 


きか ら な る 際 の 間 、 


か 


45. 源 な ら ず 快 な ら ざ る も の な り 。 


46. げに こ 
りき 、 


れ 以 前 、 役 等 は 裕福 な 者 な 


} 


さ 


)# ンー 


47. され ば 彼 等 は 大 罪 に 固執 し た る A 
な り 。 る っ 1 
= ナッ グン 19 シン ョ る る ィ イ ミン っ イッ っ ゴン レル 5 イン アン 
48. 面 し て 彼 等 は 去 い た る な り 「 何 と うう CIS の 22165 5 
な ! 我 等 死 し て 上 と 骨 と に 化し た る 時 、 DNS 50 ue 
我 等 は ? また 起 ら し め ら れる や ?2970 Os A A 
49. ? 我 等 の 古 の 先祖 も また 然 り と PE 
な ?」。 
917:50: 23:83: 3717: 36:48. 37:18。 
ら の 恩恵 で ある 。 聖 ク ルアー ン で は 、 天国 に は 善良 で 徳 の 高い 女性 達 が お り 、 同 じ く 


療 診 で 徳 の 高い 男性 が いる と 述べ られ て いる 。 これ は 人 


最良 の 伴 信 で ある 。 


2 感情 の 虜 と な る 不信 者 は 、 あ ら ゆ る 悪事 


けつ く よ う な 熱い か た ち を と る で ある ろう 。 
2979 復活 や 来世 の 否定 は 、 そ れ が 言葉 


E を 幸福 で 完全 な も の に する 


に 身 を 任せ る 。 感情 の 激 し さ は 、 湯 や 焼 


に よる も の で あれ 行為 で 表 さ れる も の で あれ 、 


紀 の あ ら ゆ る 罪 の 根源 と な る 。 死後 の 生 に お ける 真 の 信仰 無く し て 、 罪 を 止め 善行 に 


励 お こと は で き な い 。 
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一 二 七 登 アル ・ ワ ー キ ア AI-Waqi*ah( 起 きる べき こと ) 五 十 六 章 


50. 云え 、「 げ に 古 の 人 々 も 、 また 後 OFANGOL NG 
世 の 人 々 も 、 
レー Ee 時 Ma の ン タン ん し ! 3 IAIN ン そ 
SE49 MS の 22400(84MSS 5 の Ss 、 う の) だるく) 
時 刻 に 必ず 召集 され る べし 。 時 
i 
S2. 然 る 後 お 前 達 、 迷 える 者 、 虚 偽 と @9333%3 OLN 
みな す 者 ども よ ! 


53. (お 前 達 ) 必 ず や “ザッ クー ム の 木 あめ 5 ん Tor やり 
か ら 食 せ ん 。 

s4. ? さ れ ば 、 そ れ だ け で 満腹 せん 、 0 泥 用 08 じ 3 
55. その 上 、 ま た 熱湯 を 飲 お な り 。 OE 03 8 
s6. され ば 、 意 き に 中 ぐ 双 膨 の 如く 飲 (つま の To 
ら な り 」 - 
57. こ は 審 判 の 日 に 於 いて 役 等 へ の en pik 
も て な し な り 。 


pe bY に と ^ 由 と らら ン づ イッ イマ ッッ プ 2 イン コラ イズ 
58. MBC YR 1 る 1 ささ 
り 。 さ れ ば 何故 お 前 達 は 認め ざる か ? 


s9. され ば 、 お 前 達 考 えて みよ 、 お 前 あッ づら る 1 っ ブラ レン タイ 
0 と 1 と を て] 
達 が “ 射精 する も の を 。 


60. それ を 創れ る は お 前 達 な りや 、 そ OFH IKE 人 
れ と も 我 等 が 創造 者 な りや ? EGR を 


61. 我 等 に こそ は お 前 達 の た め に 死 を 343 し so2 く 2 も 55535 
定め た る な り 。 耐 し て ? 我 等 は 追い 越 0 
され る こと な し 、 OS ed 


37:63: 44:44-45. 37:67.75:38. FTL:S. 


9 分 当 節 及び 前 節 は 、 来 世 で 罪人 に 科せ られ る 罰 を 、 現世 に お ける 彼 等 の 罪 の 非道 さ 
に 見 合っ た 音 葉 で 述べ て いる 。 彼 等 は 、 他 人 が 額 に 汗 し て 得 た 物 を むさ ぼり 、 強欲 に 
取り 澤 か れ 、 手段 を 問わ ず 財 を 蓄積 し 、 そ れ を 誇り 、 そ し て 神 の 言葉 を 拒ん だ 。 久 と 
し て 、 彼 等 は ザッ クー ム の 木 を 食用 と し て 宛て が われ る が 、 そ れ は 彼 等 の 体内 で 火 を 
吹く で あろ う 。 更 に 渦 ぎ を 癒す に は 熱湯 し か な く 、 病 ん で 喉 の 渦 いた 貼 蛇 の よう に 、 
彼 等 は いつ まで も 満た され な いで いる だ ろう 。 
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五 十 示 章 


アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi'ah( 起 きる べき こと ) 


ー 十 人 世 合 


62. お 前 達 の 形態 を 改造 し 、 お 前 達 の 
知ら ざる も の に 換え て お 前 達 を 起こ 
すこ と に 対し て 272。 

63. 面 し て 、 お 前 達 は 確か に 最初 の 創 
造 を 知り た り 。 され ば お 前 達 、 何故 忠 
告 に 従わ ざる か ? 

64. お 前 達 考 えた る か 、 お 前 達 が 耕作 
する も の を ?2973 

65. お 前 達 こ そそ れ を 成長 せしめ る や 、 
それ と も 我 等 が 成長 させ る 者 な りや ? 
66. も し 我 等 欲し な ば 、 我 等 は 必ず そ 
れ を 干からび ? 粉々 た らし め た る 管 
な り 。 され ば お 前 達 は 無駄 に も の 言う 
ば か りな り 。 

67. 「 つ まり 、 我 等 は 負債 に 打ち ひし 
が れ た る な り 。 

68. 否 、 事 実 我 等 は すべ て を 人 槍 わ れ た 
る な り ]。 

69. お 前 達 、 自 分 が 飲む 水 に つい て 考 
えた る や ? 

70. 雲 か ら そ れ を 降ら し た る は お 前 
達 な りや 、 そ れ と も 我 等 が 降ら す 者 な 
りや 

71. も し 我 等 欲し な ば 、 そ れ を 塩辛 く 
な らし め た る 管 。 され ば 何故 お 前 達 は 
感謝 せ ざ る か ? 


a 


ラン 。 タ イレ ンー。 あー イレ ビッ イ イッ ブッ イ i 
EL 5 OE 
DOREYLS 


アロ の 
る 


VR 


ャ ゲン ン 


UR LAS YS 
の 6345 


ヒン アコ 
A ンズ 


人 し 


ン 


あ 65227 
⑨0 め 2 め A2 の 35 は 


SO CI 
RIS Tg 
ン 5 プイ る ョ タル タラ イズ 

oc いと AI 

(本 652 TS 51 
ンー ラン 


257.21. 


?972 人 間 の 肉体 の 崩壊 は 、 命 の 終 夷 を 意味 する も の で は な い 。 死 は 、 た だ 形 を 変え る 
だ け で ある 。 肉体 を 離れ た 後 、 人 の 魂 は も う 一 つの 身体 を 与え られ る 。 そ れ は 成長 発 
達し 、 人 が 知る こと も 又 想 像 すら 出来 な い 形 を と る 。 

で 64-72 節 で は 、 こ の 世 で 人 の 生命 の 拠り 所 と な る 物 が 簡潔 に 述べ られ て いる 。 そ 
の 三 つ の 主要 な 物 と は 、 食 物 、 水 、 火 で ある 。 
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ME 人 アル ・ ワ ー キ ア ALWaqiah( 起 きる べき こと ) 五 十 六 章 


72. お 前 達 は 考え た る か 、 お 前 達 が 灯 EE | 
火 す る @ 火 9974 の こと な? 

73. その ( 炎 な る ) 木 を 創る は お 前 達 な ER 
りや 、 そ れ と も 我 等 が 創る 者 な りや ? 


74. 我 等 は 輝 を も っ て 訓 成 と な し 、 且 EEz 9 85 うら GE に こっ 5 


つ 旅 人 の た め に 益 す る も の た らし め a 
た り 878 8 TN) 


75. ? さ れ ば 、 己 の 僚 大 な る 王 の 御名 を の 天 GUA 
を 以 て 讃え 奉 れ 。 ーー ワッ で > 


三 項 

76. され ば 、 我 は 確か に 流れ 落ち る 群 ュ ズ る (| 31 Ws 
星 2976 に 深 まう 2977 rs kn od 

77. 硬 し て 、 も し お 前 較 知 識 あ ら は ば 、 TEE CE EN 
そ は 確か に 重大 な る 立証 な り 。 

78. こ は 誠 に < 尊 き クル アー ン な り 、 お 


936:81. P69:53; 87:2. “50:2, 


2974 火 は 、 人 間 の 生活 の 中 で 、 最 も 重要 な 役割 を 果たす 。 人 の 生活 を 快適 に する の 6 
多く を 火 に 頼っ て いる 。 それ は 非常 に 有益 な も の で ある が 、 同 時 に 使い 方 を 誤 れ ば 破 
壊 を も た ら す も の で も ある 。 工業 、 商 業 、 運 輸 業 全て 、 そ れ 無 し に は 成り 立た な い 。 
978 貧し く 餌 えた 人 々 : 砂漠 の 旅人 : ある い は 荒れ 果て た 地 に 降り 立っ た 人 々 (Aqrab 
より )。 

2 当 節 は 聖 ク ルアー ン の 一 部 を 意味 する ヌ ジ ュー ム (Nujam) に 堆 い を し 、 長 々 と 述 
べ て いる (Lane より )。 聖 クル アー ン が 、 人 類 誕 生 の 偉大 な 目的 を 果たす た め に 優れ て 
お り ふ さわ し く 、 ま た 阻 ク ルアー ン 自 体 の 神聖 な 起源 に 関す る 主張 へ の 根拠 と し て い 
る 。 マ ワー キ (Mawaqi) と いう 語 の 意味 と し て 、 星 の 降る 場所 や 時 刻 に 関し て 、 当 節 で 
は 、 神 の 不変 の 法則 と し て 、 僅 大 な 神 の 改革 者 や 預言 者 が 出現 する 際 、 非常 に 多く の 
数 の 星 が 降 る こと を 示し て お り 、 こ れ は 聖 預 言 者 の 時 に も 起こ っ た 。 

3977 ラー(L5 と いう 前 置 詞 は 一 般 的 に 、 誓 い を 強調 する た め に 使わ れる 。 こ れ は 、 次 
に 説明 され る も の が 、 自明 で ある た め に 、 その 存在 が 真実 で ある こと を 他 の 誰か に 証 
言 させ る こ と を 必要 と し な いこ と を 意味 し て いる 。 何 か の 仮説 を 論破 する と き 、 ラー 
ra) は 以前 に 述べ られ た こと が 誤り で 、 こ の 後に 続く 内 容 が 正しい も の で ある 意味 で 
使わ れる 。 
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五 十 六 章 アル ・ ワ ー キ ア Al-Waqi'ah( 起 きる べき こと ) 二 十 七 伏 


79. 2 秘蔵 の 帳 和裕 の 中 に (保持 され た 0 ES 
り 2 ー の 1 
80. 清め られ た る 人 ん 々 の 外 に 、 何 人 も (7ors ゆ 41 いり Pk な り 
之 に 触れ る 能 わ ず ?972。 

81. 2 (その ) 降 され る こと は 森 羅 万 象 OR eh 
の 主 より な り 。 

82. され ば 、 こ の 講話 に つい お 前 達 は っ で っ る 


3 ef ぅ づ TF タ ン ? ィ イ 
DOOR EI S| 
軽々 と も の を 言う や ? 8 
83. また お前 達 は 虚偽 と みな すこ と と の 6033S349 人 1 0 3; 
に よっ て 、 己 が 生計 を 立て る や ?7 

84. され ば 何故 、( 魂 が ) 咽 喉 も と まで OZ は FAKE 
の ぼり 来 た る や 、 


985.23. 120:5; 26:193.、 


2979 聖 ク ルアー ン が 良く 保存 され 、 守 られ て いる 神 の 経典 で ある こと は 、 過 去 14 世 
紀 に わた っ て 受け 入れ な いま ま の 全 世 界 に 対す る 明白 な 挑戦 で ある 。 純潔 な 内 容 に 対 
し て の 、 敵 対す る 非難 著 の あら 捜し の 努力 も 実っ て いな い 。 こ うし た 努力 の 全て は 、 
敵対 者 に と っ て は 不快 で あろ う が 、 ある 必然 的 な 結果 を も た らし た 。 聖 預言 者 ム ハ ン 
マ ド に よっ て 1.400 年 前 の 世界 に 贈ら れ た この 経典 は 、 ひ と つの 母音 の 変化 も な し に 
私 た ち に 伝え られ た の で ある (Muir より )。 聖 クル アー ン が 良く 保存 され て いる と は 、 
次 節 で も 説明 され て いる よう に 、 心 の 清らか な 信者 だ けが 、 そ の 精神 的 な 宝 を 得る こ 
と が で きる と の 意味 も 持つ 。 また 当館 は 、 聖 クル アー ン に 包含 され て いる 理想 や 原理 
は 、 自 然 の 本 に 刻ま れ て いる 。 つ まり 、 自 然 の 法則 と 完全 に 調和 し て いる 。 自 然 の 法 
則 と 同様 に 、 不変 で 、 不 純 な も の に よっ て 変え る こと の 出来 な いも の で ある 。 も し く 
は 当館 は 、 聖 クル アー ン が 、 神 が 人 に 与え た 自然 の 中 で 保存 され て いる と 意味 する 
(30:31。 人 の 性 質 は 根本 的 な 真実 に 基づく も の で あり 、 適 切な 判断 に 達する 能力 を 授 
+ られ て いる 。 人 と し て の 性 質 を 素直 に 発揮 する 者 は 、 聖 ク ルアー ン の 真実 に 容易 に 
時 解 で きる で あろ う 。 

の 2 の 正しい 生活 を 送る こと で 心 が 浄 め られ る 好 運 な 人 の み が 、 聖 クル アー ン の 真意 を 
時 解 し 、 不浄 な 心 を 持つ 者 が 受入 れ を 拒む 、 神 の 知識 の 精神 的 神秘 を 明か され る 。 加 
えて 言う な れ ば 、 肉体 が 汚れ た 者 は 、 聖 クル アー ン に 触れ る こと も 読む こと も すべ き 
で は な い 。 

799 不信 者 は 、 真実 を 受け 入れ る こと で 生計 の 手段 を 奪わ れる の で は な いか と 恐れ る 。 
それ 故 、 不 正利 得 の た め に 、 彼 等 は 神 の 単葉 を 拒む の で ある 。 又 は 、 彼 等 は 真実 を 拒 
否 す る こと を 生き が い に し て し まっ た と 、 当 節 は 意味 し て いる か も し れ な い 。 彼 等 は 、 
どう あっ て も それ を 受け 入れ な いで あろ う 。 
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一 二 七 登 ma 五 十 六 章 


ば か りな り 。 


プラグ 


9 OO EE I SS 


86.“ 面 し て 、 我 等 が お 前 達 よ り も そ RI 


の (死す る ) 者 に 近く な り た れ ど 、 お 前 
達 は 見 ざる な り 。 

87. され ば 何故 、 お 前 達 も し 清算 され 
ざる 身 な ら ば 、 

88. それ (つま り 魂 ) を 連れ 戻し 得 ざ る 
や ? お 前 達 も し 正直 な ら ば 。 

89. され ば 、 そ の (死ぬ ) 者 が も し 近 き ぎ 
者 た ちの うち な ら ば 、 


90. 役 の た め に は) 安楽 と 芳香 と 至福 oO jo す る 32 だ 


の 楽園 あら ん 。 


(OIOL のど かり 
OR IE ET 


91. 布 し て 、 そ の 者 は も し 右 方 の 人 々 の eR TS 
の うち と な ら は ば 、 a 

92。「 激 に 平安 あれ 、 右 方 の 人 々 の う DL EN IS 
ちと な る 者 よ !」 

93. され ど 、 も し 彼 は 虚偽 と みな し 、 CT ol 
迷 え る 者 ども の うち と な ら ば 、 

94. 煮え た ぎる 熱湯 の と ころ へ 歓待 DS 
され ん 。 

95. また 、 地 獄 で 悦 か れん 。 の ょ っ っ し 5 


96. ば に ? こ れこ そ が 真 の 確信 な り 。 


97. され ば 、 己 の “偉大 な る 主 の 御名 & 
を 以 て 讃え 奉 れ 


6 ま 和 8 は) 
OE ES 


50:17. 135:32, 56:73. 
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五 十 七 章 
アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 
メデ ィ ナ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 、 66 章 で 終わ り に な る 聖 ク ルアー ン の メデ ィ ナ 啓示 章 の 最後 の 10 
章 の 最初 の も の で ある 。 メ ッ カ の 占領 の 後 か フ ダ イ ビ ヤ 協定 の 後に 啓示 され 
た と 思わ れる が 、 第 11 節 で は 、 ア ル ・ フ ァ ト フ (aLFath= 勝 利 と いう 明らか な 
叙述 は メッ カ の 陥落 、 又 は ある 権威 に 依 れ ば 、 よ り ふ さわ し いも の の フタ ダイ 
ビ ヤ 協 定 に 言及 し て いる 。 ム ハン マ ド 章 、 ア ル ・ フ ァ ト フ (aLFah) 草 、 そ し て 
アル ・ フ ジュ ラー ト 章 、 の 三 つ の メデ ィ ナ 啓示 章 の 介在 を 例外 と し て 、 ア ッ 
サバ ア 章 で 連続 で 始ま る メッ カ 啓 示 章 は 、 中 断 な し に 持続 し 、 前 章 で 終わ る 。 
そし て 、 メ ッ カ 啓示 章 の 主題 は 完成 され る 。 然 し な が ら 、 当 章 を も っ て メデ 
ィ ナ 啓示 章 の 新しい 連続 が 始ま り 、 ア ッ タ フリ ー ム 童 (遵守 ) で 終わ る 。 前 章 で 、 
聖 ク ルアー ン は 保存 され た 秘蔵 の 本 で ある と 述べ られ て いる (79 節 )。 そ れ は 
他 の こと と 共に 、 そ の 教え は 、 自 然 法 や 人 間 性 に 於 ける 指示 や 要求 、 そ の 理 
性 や 常識 で 完全 に 調和 され て いる と いう 意味 も ある 。 当 章 は 神 の 聖なる 属性 、 
つま り 偉 大 さや 賢 哲 さ で 開 扉 さ れ て いる 。 そ し て ご く 自 然 に 、 賢 哲 で 巨大 な 
る 存在 が 自然 法 や 人 間 の 理性 と 道義 心 を 教え る と ころ の 聖典 を 啓示 し た に 違 
いな い 。 
主題 

先行 する 七 つ の メ ッ カ 啓示 章 の 中 で 、 特 に 前 出し た 三 章 、 ア ル ・ カ マル 
革 ( 月 )、 アッ ラフ マー ン 章 (慈悲 深き 神 ) そ し て アル ・ ワ ー キ ア 章 (起き る べき こ 
ど と ) で は 、 何 世紀 も の 間 、 道 徳 的 に 地面 や 泥 に は いつ くば っ て いた 人 々 が 聖 問 
言 者 に よっ て 大 改革 つま り 、 本 当 の 復活 が 成 し 遂 け られ る で あろ うと いう こ 
と が 隠 只 的 な 言葉 づか いで 、 繰 り 返 し て 宣言 され て いる 。 なぜなら ば 、 彼 等 
は 文明 開化 され た 社会 に 生活 関係 を 持た な か っ た た め パ ー リ ア の よう に 見 下 
げ ば られ て いた か ら で あ る 。 当 章 は 、 そ れ ら の パー リア の よう に 見 下げ られ た 
国 、 つ まり アラ ブ は 、 既 に 発達 を 始め 、 虚 偽 に 対す る 真理 の 究極 的 な 勝利 は 
見 えて きた と 暗示 し て いる 。 し か し それ が 完成 され る 前 に 充足 され る べき 必 
須 条 件 が ある 。 イ スラ ム 教 徒 と し て 、 イ スラ ム の 理想 的 な 真理 に 不屈 な 信念 
及び その 目的 を 推進 する た め に 必要 で あれ ば 命 や 財産 の 犠牲 の 覚悟 を する 。 
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また 信者 た ち は 、 力 と 繁栄 を 得 た 後 、 道 徳 的 理想 を 無視 し 、 物 質 的 快楽 の 追 
求 に ふけ る べき で は な いと 教え られ て いる 。 当 章 は その 主題 を 続け る 。 す な 
わ ち 人 々 を 人 生 の 目標 つま り 、 神 の 喜び を 勝ち と る こと へ 導く た め に 太古 か 
ら 神 の 使徒 が 世界 に 現れ た の で ある 。 そ し て 、 そ の 目的 は 、 キ リス ト 教 徒 た 
ち が 誤 解 の も と に 考え て 実行 し た 如く 、 世 界 を 完全 に 捨て る か 逃亡 し て 達成 
する こと は 出来 な い が 、 神 が 、 人 間 や 人 間 の た め に 創造 し た それ ら の 物 に 与 
えら れ た 自然 の 力 と 才能 を 正しく 使用 する こと で 可能 と な る の で ある 。 
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アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 
節 数 30、 メ ディ ナ 啓 示 
あま ーー > 2 6 i う 
1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 財 く ア ッ ラ ー の Od 
御名 に お いて 。 


= と うそ る 4 グ トペ まき シュン 
2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す 22YI5C つ AR 引 、3 ら 6 2 
べ て は アッ ラー を < 講 美 し 泰 る 984 7 ンタ ル ブッ ャ ンス レ ンタ ン 
軸 ho Ss OS 5 | 光 5 
面 し て 、 彼 こ そ は 威力 に し て 、 賢 哲 に z 
まし ます 。 
3. 諸 天 と 大 地 の 王権 は 彼 の 所 有 な て YS RIN ELS 4 
り 。 彼 は 生 を 与え 、 且つ “死な せる な Fs る っ る 1 ジウォン と タジン っ 
り 9982 証し て 彼 こ そ は 全て の こと に OR ER ご Ss 2 
全能 に まし ます 。 » 

8 に まい 7 る 
4 彼 こ そ は 最初 に し て 、 最 後 や "っ AL 5 YS OS 
UE P17:45; 24:42: 61:2; 62:2: 64:2.3:1S7: 7:139: 44:9. 

2991 サ バハ ・ フ ィ ー・ ハ ワー イジ ヒー(Sabaha fi Hawa'iji-h) と は 、 彼 は 自分 の 生活 費 を 
稼ぐ た め や 自 分 の 仕事 に 忙し か っ た と いう 意味 で ある 。 サ ブフ (Sabh) と は 自分 の 仕事 
を 行う こと や 全力 で 努力 し 素早 く 仕 事 を 行う こと を 示し て いる 。 又 、 ス ブ ハ ー ナ ッ ラ 
ー(Subhan Allah) と いう 表現 は 、 自 ら を 神 の 前 に 示す 迅速 さ 、 ま た 神 に 仕え 、 従 う 機 般 
さ を 示 し て いる 。 この 言葉 の 根本 的 な 意味 を 考慮 し て 、 サッ パ バハ か ら な る 不定 詞 の タタ 


いる (Lane より )。 従 っ て 、 当 節 が 示す こと は 以下 の よう で ある 。 宇宙 の 万 物 は 、 定 め 
られ た 役割 を 規則 正しく 実行 し 、 神 より 授け られ た 能力 を 駆使 し て 、 見 事 な 様 式 で そ 
の 創造 の 月 的 を 果たし て いる 。 そ の た め 、 宇 宙 の 設計 者 に し て 創造 主 が 、 真 に 強力 で 
賢明 で あら れる と いう 結論 に 人 は 否応 な く 導 か れる の で ある 。 又 、 全 宇宙 は 集合 的 に 、 
創造 物 は 個々 に 、 そ れ ぞ れ の 定め られ た 領域 に お いて 、 神 の 業 に は 全く 欠け る 所 が 無 
いと いう 紛れ も な い 真 実 の 証し と な っ て いる 。 こ れ が タス ビー フ (Tasbih) の 意味 する 
と ころ で ある 。 

2982 建設 と 破壊 の 過程 は 、 宇 宙 の 万 物 に 常時 平行 に 行わ れ て いる 。 

” 。 神 は 万 物 の 始ま り で ある 。 

2984 神 の 御 許 は 万 物 の 帰す る 所 で ある 。 
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五 十 七 章 


二 十 七 伏 


な り 、 また 顕 な る も の 5 に し て 、 隠 
な る も の “99%、 曽 し て 彼 こ そ は 萬 事 を 
熟知 し 給 う 。 

5. 彼 こ そ は 、 路 大 と 大 地 を ? 六 つ の 期 
間 で 創造 し 、 然 る 後 玉 座 に 鎮座 し 給え 
り 。 彼 は 大 地 に 入る も の 並び に ? そ れ 
より 出 ずる も の 、 日 つ 天 よ り 降 る も の 
並び に そこ へ 立ち の ぼる も の を 知り 
給 う 297。 面 し て 彼 は 、 お 前 達 が 何処 
に ある と も 、 お 前 達 と 催 に まし ます 。 
面 し て アッ ラー は お 前 達 の 所 業 の す 
べ て を みそ な わし 給 う 。 


6. 諸 天 と 大 地 の 人 
り 。 され ば アッ ラー に 
る な り 。 


に 入ら ち し め る 。 硬 し て 役 は 前 中 の も 
の を 熟知 し 給 う 。 

8. アッ ラー と その 使徒 を 信じ 、 面 し 
て 彼 が お 前 達 に 継が し め た る も の の 
中 か ら 施 し を せよ 。 され ば 、 お 前 達 の 
うち 信じ て 施し を する 者 達 あ ら ば 、 彼 
等 に は 偉大 な る 報奨 あり 。 


OE RRS 


SYBIAN GE SR 
ON ER 
と sso の Y、 3 
ER RE EI 
Eb 
oy 8 

i 
9 うめ な 

こ ス 間 お る 08 が 
OI RE RI 


3 A 
$ 
A 


CE CUP PN | 
2 | cr d 
oe る 3R 


7:55: L1:8; 25:60: 32:5. 134:3. ©2:108: 7:159. の 2:62: 31:30: 35:14. 


2988 神 は 何より も 神 の 業 


に 御 自身 を 表 さ れる 。 


2986 神 か ら 隠 され る 物 は な い 。 又 は 、 神 は 全て を 理解 な さる が 、 神 御 自身 は 理解 され 


得 な い 。 


ここ で 示 ぬ され て いる の は 、 特定 の 人 々 に いつ 特定 の 教典 が 必要 と な る か を 神 の 


み が 知 っ て いる こと で ある 。 又 それ を いつ 天 に 戻す べき か 。 即 ち 、 そ の 教典 が 有 


次 敗 し 、 


その 授け られ た 人 々 の 精神 的 必要 を 満た さ な く な っ た 時 、 そ れ を いつ 廃 す べき か 、 そ 


し て また 、 


新た な 教典 は いつ 啓示 され る べき か 、 


神 の み が 知 っ て お られ る 。 
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9. お 前 達 は 如何 に な り た る や 、 お 前 OR LE FEIT 
達 が アッ ラー を 信 ぜ ざる こと は ? 使 eo a 
徒 は お 前 達 が 己 が 主 を 信ずる よう お スズ 1383233 の 1 3 くだ ふつ 
前 達 を 呼び か ける の に 。 面 し て 彼 は 既 


に お ね 前 達 か ら 約 束 2 を 取り 受け た OH SO) HE 
る な り 、 も し お 前 達 信者 な れ ば 。 

10. 彼 こ そ は 、 明 白 な る 神 兆 を 己 が 僕 0 っ 、 5 8 
に < 降 す な り 、2 お 前 達 を 暗黒 より 光 , 」 2 
明 へ 引き 出さ ん が た め に 。 柄 し て アッ ーー dj) AI 3 っ > 
ラー は お 前 達 に 実に 親切 、 慈悲 深く ま (OM が 人 8 3 


し ます 。 

11. 耐 し て お 前 達 各 何 に な り た る や 、 4 よこ 、 う 168 ビ 3 
お 前 達 、 ア ッ ラ ー の 道 に か け て 施し を 。 し eS 2 
せ ざ る こと は ? 諸 天 と 大 地 の 相 続 権 YU の oR eS 人 53 


2989 は アッ ラー の 所 有 な る に も か か わ sz。 zz7 記 
0 な ん ば と ~<A | い $4 | に は さけ の かう 
ら ず 。 お 前 遅 の うち 倍 も 、 勝 利 の 前 ご 。 の "02 の lcs 


に 施し を し 9、 日 つ 戦 いし 者 と 同列 es st pi 
に 非 ず 。 こ れ 等 の 者 達 は 、 “後に 施し 0 a 
を せ し 者 た ちよ り 位 階 に 優る 。 硬 し 63 93 


で アデ アッ ラー は 各々 に 善 # 和 を 約束 せり 。 2 し の 2 ルト ーー プリ ライ る (コス ス る 9 
SS ビ Cls NP6kt3 
人 アッ ラー は お 前 達 の 所 業 を 熟 、 の 2 


知 し 給 う 。 $ oe 
一 項 


12. 4 アッ ラー に 癌 な る 貸与 物 を 貸付 Ce 6 

ける 者 は 誰 ぞ ? さ れ ば 彼 は その 者 の 9 か い 
た め に それ を 増 さ し め る な り 。 証し 2 る A 
て 、 彼 の た め に は 高貴 な る 報奨 あり 


g22.17: 24:35: 38:6. 714:6: 33:44. 4:96: 9:20. の :246: 64:18; 73:21. 


98 当 節 の 「 約 束 」 は 、 人 間 の 本 質 に 植え 付け られ た 神 へ の 信仰 と 、 神 の お 側 へ 近 付 
きた いと いう 願い を 表し て いる 。 

2292 人 は 、 物 質 的 所 有 物 を 全て 、 そ れ は 本 来 神 に 帰す る も の で あり 、 現世 に 残さ ね ば 
な ら な いで あろ う 。 

” メッカ 陥落 、 あ る い は フ ダ イ ビ ヤ 協定 。 
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SE 


者 た る 女 た ち 


アル ・ ハ ディ ー ド ALHadid( 鉄 ) 五 十 七 章 

13. その 日 波 は 、 信 者 た る 男 た ちや 信 a 
を 見 ん 、“ 彼 等 の 光 は そ ML A 

の 前 に も 、 ま た その に も 走ら ん 。「 今 つり うっ る みつ て つっ る うめ 


日 の 日 、 ON 
川 流 る る 楽園 の 朗報 あり 」。 彼 等 そ 

中 で 永遠 に 住ま ん 。 これ こ 人 
る 成功 な り 。 


14. その 日 、 傍 信者 た る 男 達 や 傍 信者 
た る 女 達 は 、 信 じ た る 人 々 に 向っ て 、 
云わ ん 「 我 等 を も 見 て くれ よ 。 我 等 も 
あな た 方 の 光 か ら 明 か り を 得 ん が た 
め に 」 3+ と 。( 役 等 は ) 云 われ ん 、「 後 
ろ に 引き 返せ 992、 面 し て 、 光 を 捜し 
求め よ 」」 さ れ ば 、 彼 等 の 間 に 壁 が 設 
けら れ ?993、 そ れ に は 一 つの 門 あ らん 。 
その 内 側 は 慈悲 あり て 、 その 外側 は そ 
の 正面 に 懲 久 が ある も の と な らん 。 
15. 彼 等 は これ 等 『 の 人 々 に 向かっ て 、 
呼び か けん 「 我 等 は あな ょ た 方 と 倍 ! こ あ 
ら ざ り し か ?」 と 。 彼 等 は 云わ ん 「 基 
り 、 さ れ ど お 前 達 は 、 自 ら 読 惑 に 陥 ち 
面 し て お 前 達 は 待つ ば か り に し て 、 疑 

令 を いだき た る な り 。 面 し て 、 0 
の 欲望 が お 前 達 を 湊 きた れ ほ 、 


ン 


に 
と 
⑤ っ 3 
ER OE HF 
2 EOE 
D3 5 で 3 


あー レフ 


i を を 


ン ぅ 9 に 4 ン 上 デ 四 ろう 
2 うう | 4 の 8 お もち a 


A 2 G4 


CE CC っ SO 
@3 ち 区 人 0 いざ 発 3 學 う 3 


2669. 


29 あな た 方 の 光 」 と は 、 あ な た の 信仰 と 善行 の 光 、 又 は 、 神 を 悟り 、 現 世 で 神 の 


喜び を 求め それ を 手 に で きる 能力 の 光 。 


A992 


ワラ ー ア クム (Wara*akum) と いう 語 は 、 現 生活 を 疾 


語 味 し て いる も の で あろ う 。 


2993 こ と で の 「 壁 」 は 、 イ スラ ム 教 、 又 は 聖 ク ルアー ン の 壁 を 指す 。 不 信者 は この 壁 


の 外 に 止ま る た め 


、 彼 等 の この 行為 は 来世 に 璧 の 形 を 取る で あろ う 。 
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五 十 七 意 

ラ ラー の 命 2224 が 来 た る な り 。 さ れ ば 、 
皮 剛 者 が 、 ア ッ ラ ー に つい て お 前 達 を 
黄 き た る な り 。 


16. され ば 今日 、 お 前 達 よ り 如 何 な る 
身代金 も 受け 入れ ざる べし 。 そし て 不 
信 せ し 者 ども より も 、 また 然 り 。 お 前 
達 の 住居 は 業火 な り 。 それ こそ は お 前 
達 の 友 な り 295 され ば 、 何 と 悪し き 
帰 所 な る か な 」。 
17. 信じ た る 者 た ち が 、 アッ ラー を 念 
と 、 A 
こ 、 彼 等 の 心 が 謙 り 、 彼 等 以前 に 経 
i 0 
る べき 時 は 未だ 到 ら ざり し か ? さ れ 
ば 、< 彼 等 に 対し て 時 期 が 延び た れ は 、 
彼 等 の 5 ム ふ は 頑固 に な れ り 。 面 し て 、 
彼 等 の 多く は 背 逆 者 な りき 。 
18. アッ ラー が 大 地 を その 死 し た る 
後 必ず す " 林 らし め る こと を 知れ 和 
は お 前 達 の た め に 神 兆 を 説き 明か し 
た る な り 、 お 前 達 が 理解 し 得 ん が た 
め に 。 
19、 げ に 施し を する 男 た ちと 施し を 
する 女 た ち 、 並び に アッ ラー に " 善 な 
る 貸与 物 を 貸付 けた る 者 た ち に は 、 そ 
れ が 増 さ し め ら れる な り 。 耐 し て 、 彼 


アル ・ ハ ディ ー ド ALHadid( 鉄 ) 


二 二 七 谷 


El | 
le Jd SE 
SS i Y3 
iS NY gE IS ES 
DORA ERI 
EE PE 
SING EI GS 
DOR 
2 
うる 3 る こみ ビ こし うう 人 


92143. 6275: 6:44.35:10. 2:246、 


94 ーー Er 


2 「 そ れこ そ は お 前 達 の 友 な り 」 と いう 言葉 は 反語 的 に 用 いら れ た よう だ 。 又 、 次 


の こと を 示し て いる の か も し れ な い 。 
汚れ を 取り 除き 、 
あろ う 」。 


「 地獄 の 炎 の み が 、 現 世に 不信 者 の 犯し た 罪 の 
役 等 を 魂 の 向上 に 適し た 者 に し 、 こ の よう に し て 彼 等 の 友 と な る で 
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下谷 アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 五 十 七 章 
等 の た め に は 高貴 な る 報奨 あり 。 ⑨⑤25 くう > 


20. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 を 信 SEE ALS 3hL PF 
a これ 等 の 者 こそ 、 己 が 主 2 り 
の 仙 放 で 者 、 量 つ 和 者 な り 。 彼 つっ Ge HO 

等 の た め に は その 報 敵 と その 光明 あ 
り 。 され ど 不 信仰 し 、 且つ 我 等 の 神 兆 


RU 2 る 全 1 ま る 


を 虚偽 と みな し た る 者 ども 、 こ れ 等 こ そい 8 そう 5 
そ は 地 狼 の 者 な り 。 a 
を 〇 っ rs ご とう] 

三 項 


21. ? 現世 の 生活 は 、 た だ の 遊び 戯れ る 79)E338 JE は ) 
や 虚しい 気晴らし や 虚飾 や お 前 達 所 レレ 。。 レタ リン ン ィ タ ン 。 る 
い の 間 の 高慢 や 富 Ee < EE 
い に 競 い 合 うこ と の み を 知れ 。 その 植 2 E+ CY 
物 を 生 ぜ し め る こと で 、 不 信者 を 喜ば 2^ く 

す 雨 の 比較 の 如 し 。 然 る 後 そ は 枯れ だ る ム 343C af 
る な り 。 さ れ ば 流 そ れ が 黄色 に 変 」 。  ,。 。 ょ <。 
わる の を 見 る な り 。 然 る 後 、 * そ は i へ の 
干からび て 粉々 と な る 。 CN N33 
で は 、 厳し い 責 苦 あ り て 、 また ア 
ー の 御 赦 し と 満 億 さも あり 。 SD CO 
現世 の 生活 は 、 誠 皿 の 享楽 に 外 な ら コッコ ッ レ メン シン N5 
22. < 己 が 主 の 御 赦 し と 、 天 と 大 地 の 。# ン eg: ョ ュー 

広 さ の 如く 広 き "楽園 へ 互 に 競い O33 SN 


26:33: 29:65; 47:37. 256:66. 73:134. 


996 アル ド (Ard) と は 価値 や 広大 さ を 意 味 し 、 当 節 は 、 (a) 散 虚 な 人 々 が 来世 で 受け る 報 
償 は 計り 知れ な く 限 度 の な いも の で ある (b) 天 国 は 天地 同様 に 広大 で あり 、 全 宇宙 で あ 
り 、 地 獄 を も 含む 。 こ の こと か ら 、 天国 と 地獄 は 別個 の 分 か れ た 場所 で は な く 、 二 種 
類 の 状況 や 心 の 状態 で ある こと が わか る 。 聖 預言 者 の よく 知ら れ た 言葉 か ら 、 天国 と 
93 関す る 型 クル アー ン の 概 全 に つい て の 理解 笛 られ る ある 時 仲間 の 一 人 に こ 

尋ね られ た 。『 パ ラダ イス の 広大 さ に 諸 天 と 大 地 が 含ま れる な ら 、 地 獄 は どこ に あ 
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EE 


じ た る 人 々 の た め に 準備 され た り 。 こ 
は アッ ラー の 恩 鈴 な り 。 彼 は 己 の 欲す 
る 者 に それ を 授け 給 う 。 され ば 、 アッ 
ラー は 至 大 な る 恩 鈴 の 主 に まし ます 。 


23. 大 地 に 於 いて 起き る 、 ま た は お 前 
達 自身 に 降り か か る いか な る 人 災厄 も 、 
我 等 が それ を 現す 前 か ら 、( そ は ) す で 
に 帳簿 の 中 に ある に 外 な ら ず 2994。 
げに 、 そ は アッ ラー に は いと 易 き こと 
な り 。 
24. @ そ は お 前 達 が 、 己 の 失わ れ し も 
の に 対し て 悲し まず 、 且 つ 彼 が お 前 層 
Ye 
SE きれ ば 、 アッ ラー 
a 
わ ず 、 
25. ?( つ まり ) 自 ら 苦 稚 に し て 、 他 人 に 
も 管 番 を 勧 む 者 ども な り 。 面 し て 、 尊 
を 向け た る 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は 確か 
A 


26. げに 我 寺 は 、 己 が 使徒 を 人 ら 
な 神 兆 を 携え て 遣わ し 、 また 我 守 
彼 等 と 共に 経典 と す 権 衡 を 降 


アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 
合え 。 そ は アッ ラー と その 使徒 達 を 信 


二 二 七 谷 


STB EN SE 

tbls 

ER が と いて を hl 2 そ U} 
© i 1 PKK 

3 の し 1 じ 
3Y 

Rd ES DS 


い Ao 


A 
グラ っ 本 


I Gs 
GY 


2 


の CE I wsS 
GY 
Ei 
OO 
RS RL 
OLC 

3 oi CF TS 


FE OG Ss 


3:154. b4:38. C7:102; 14:10; 35:26. 42:18; 55:8. 


る の で すか ?』 
の か 』(Kathir より )。 


聖 預言 者 は こう 答え た と 言わ れ て いる 


。『 和 昼間 の 時 、 夜 は どこ に ある 


2?9964 キタ ー ブ (Kitab) と は 恐らく 聖なる 法 や 知識 、 あ る い は 聖 ク ルアー ン を 意味 し て 


いる 。 当 節 は 、 全 て の も の は 何ら か の 自 


然 の 法則 の 支配 下 に あり 、 国 民 や 個人 に 訪れ 


る 不幸 の 原因 や や 解決 策 が 聖 ク ルアー ン に 記さ れ て いる こと を 示す 。 
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ES 


アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 


五 十 七 章 


り 7 人々 が 正義 を 以 て 振舞 わん が 
た め に 。 我 等 は また 鉄 を 降 し 9、 そ 
の 中 に は 、 狂 烈 な る 戦い の 物 、 旦 つ 人 
間 の た め の 種 々 の 利益 あり 。 また 、( こ 
は ) ア ッ ラ ー が 、 見 る あ た わ ざる の に 、 
彼 と その 使徒 を 助け る 者 を 知ら ん が 
た め な り 。 げ に アッ ラー は 強大 に し 
て 、 威 力 者 な り 。 
四 項 

27. また 我 等 は 確か に 、 ノ ア と アプ ブラ 
ハム を 遣わ し た り 。 耐 し て 彼 等 両 名 の 
子孫 の 中 に 、 預言 者 の 身分 と “経典 を 
(授け る こと を ) 定 め た り 。 さ れ ば 彼 等 
の 中 に は 、 導 か れ た る 者 も あれ ば 、 彼 
等 の うち の 多く は 背 逆 者 な りき 。 
28. 然 る 後 、2 我 等 は 彼 等 の 跡 に 次 々 
と 己 が 使徒 達 を 遣わ し た り 。 また 我 等 
は 、 マ リア の 子 イ エス を も 跡 に 遣わ 
し 、 面 し て 我 等 は 役 に 福 音 を 授け た 
り 。 “され ば 、 我 等 は 、 彼 に 従い た る 
SN 
め た り 。 ど 、 彼 等 自身 が 編み 出し 
i 


CSS GS bb 


4 < NR 3 


+ 


OL 35 38 くつ 2 
と っ < ン 者 し 
4 OE 


oo 


< 
づ 3 


2 3 3 


ls Rog いか 
EO. BR 3 


る ン 


HE KK38 


リン っ つう 


CE py 


る を ニー そ う 


コリ イッ ン 
を 
nl 9 


名 


の 8 


2Z ンタ ラン MM 4 |? マン 


i 23 う 92.51 う る と 
YE 2 に に お 5) 


29:28、72:88: 5:47.“5.83. 


2297 ミー ザー ン (Mizan) と は (a) 人 々 が 他 者 と の 取引 を 行う に あたっ て 守る よう 命じ ら 


れ た 公正 主義 (b) 人 の 行動 を 測り 、 評 価 し 、 


判断 する 規準 (c) 全 宇宙 の 全て の つり あい 


を 保っ て いる 均 笑 (G 聖 預言 者 の 慣行 と 神 の 経典 の 正しい 使用 の 中 唐 を 守り 、 極端 を 


避け る こと NE 


EMB まじ て この よう に 


Nie し て いる 法則 へ 


“NR 


NN 


NN 
に ける 存在 全て 
こ 、 当 節 で 


が 


は 神 が 三 つ の も の を 降 し た こと を 意味 する 。(④) 聖 な る 律 法 (b) 人 間 社 会 の 関係 に お け 
る 均衡 を 保つ 制度 (c) 聖 な る 律 法 へ 従わ せる 政治 的 な 力 。 
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五 十 七 章 アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 二 十 七 全 
定め た る に 非 ず 。 され ど ア ッ ラ ー の 満 35 う C20 つら る 
悦 さ を 求め る こと を (定め た り )?99。 5 6 

測 も 彼 等 は 本 当 に 遵守 すべ く ほ ど 、 こ 。 っ を 1Z41 マ 5JIKSGS CE, 
れ を 遵守 せ ざ りき 。 され ば 、 我 等 は 彼 a ER 
等 の 中 の 信じ た る 者 た ち に その 幸美 O96 A 
を 与え た り 。 面 し て 、 彼 等 の うち の 多 


く は 背 逆 者 な りき 。 
29. 溢 等 信じ た る 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー に ORPC1K ま tl 


を 思 れ 散 え 、 面 し て その 使徒 を 信 ぜ の Ne 

よ 。 彼 は 己 が 慈悲 の 中 か ら 二 倍 な る 分 < こう OCS 5 お 4 だ の 
け 前 を お 前 達 に 授け ん 。 面 し て お 前 較 PNG Sao 
に 光明 を 賜 い 、 そ れ を 以 て お 前 達 は 歩 “ぐつ のり ァ ゃ っ JJaSS う 
まん 。 また 彼 は お 前 達 を 害 息 せん 。 さ 
れ ば アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く 
まし ます 、 


3 1 1 A 
RL タル ンター ラン テイ > ジン ン 
De I edly ASJ 55 5 


299 当 委 は 、 イ エス の 信徒 達 が 、 ア ッ ラ ー の 悦び を 得る た め に 修道 院 制度 を 創り 出し 
た が 、 アッ ラー は 彼 等 が そう する よう 定め な か っ た 、 ある い は 彼 等 の た め に は 定め な 
か っ た 修道 院 制度 を 、 彼 等 が 創り 出し た と 言う よう な 意味 で あろ う 。 神 は 、 神 の 喜び 
を 求め る こと だ け を 命じ た 。 第 26 館 で は 、 ア ル ・ ミ ー ザ ー ン (Al-Mizan) が 降 さ れ た の 
は 、 人々 が 極端 な 行動 を 避け る こと で 全て の 事柄 や 行為 に お いて 中 唐 と いう 素晴らし 
い 手 段 を 用 いる た めで ある と 、 述べ られ て いる 。 当 人 節 で は 、 キ リス ト 教 徒 の 人 々 の 例 
が 引き 合い に 出さ れ 、 彼 等 の 極端 な 行動 は 、 そ の 意図 が いか に 善い も の で あっ た と し 
て も 、 達成 し よう と する 目的 か ら 外 れ て し まう こと に な っ た と し て いる 。 彼 等 は 神 の 
悦び の た め に と 誤解 し て 修道 士 の 制度 を 創り 、 彼 等 に よる と イエ ス の 教え に 一 致す る 
も の で あっ た と し て いる が 、 様 々 な 社会 悪 の 根源 と な っ た こと が 判明 し た 。 彼 等 は 修 
道 院 制度 を 開始 し 、 そ の 結果 は 拝金 主義 者 に 終わ ちっ た 。 イス ラム で は 、 修道 院 制度 は 
人 の 本 質 に 相容れない も の と し て 非難 し て いる 。 聖 預 言 者 は 次 の よう に 語っ た と 伝え 
られ て いる 。「 イ スラ ム に は 修道 院 制度 は な い 」(Athrr より )。 イ スラ ム は 非 現 実 的 で 
実行 不可 能 な 、 個 人 の 空想 の 世界 で 生き る た め の 宗 教 で は な い 。 イ スラ ム に お いて は 、 
「 明 日 の 心配 よし て は いけ な い 」 と いう よう な 実際 的 で な い 教 え は な い ( マ タイ 6:34)。 
イス ラム で は ムスリム に は 、「 明 日 に を そなえ て 己 が 先 に 送り し も の を 見 る べし 」 ど 強 
く 命じ て いる (S9:19)。 真 の イス ラム 教徒 と は 、 神 と 人 間 に 対 する 義務 を 、 平 等 か つ 完 
全 に 果たす 者 な の で ある 。 
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二 十 七 伏 アル ・ ハ ディ ー ド Al-Hadid( 鉄 ) 五 十 七 章 
30. 経典 の 民 が 、 役 等 (信者 達 ) け は ア 2 に あど る ン $7 } も ば a し 

02 ds ON 
ラー の 恩 鈴 "の" を 得る こと に 対し て 


如何 な る 力も 有 せ ぬこ と を 考え ざる a0 1340 
よう に 。 “され ば 、 す べ て の 恩 功 は ア 


ココ レン も 2 ze Ba る 
ッ ラ ー の 御手 に あり 。 彼 、 己 が 欲す る 9 る 8 9 3 8 4 
EE ヶ &A ッ ラ ー 。 と > $< 
者 に 之 を 与え 給 う 。 面 し て ア ッ プ は (G CO ota i 
至 大 な る 恩 鐘 の 主 な り 。 く 
42:106: 3:74、 


3000 神 の 恩恵 は 経典 の 民 だ け に 与え られ る と いう 彼 等 の 誤り を 正 し 、 今 や 神 は 別 の 
人 々 、 イ スラ ム 教 徒 に それ を 移さ れ た と 知ら し め よ 。 
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アル ・ ム ジャ ー ダ ラ Al-Wmujadalah( 訴 える ) 
メデ ィ ナ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 聖 ク ルアー ン の メデ ィ ブ 啓示 の 最後 の つの 章 の 2 番目 で ある 。 
当 童 は アル ・ ア フ ザ ー ブ (AI-Ahzab) 章 で お お ま か に 言及 され て いる ズ ィ イハ ー ル 
(Zihar)( 女 房 を 母 と 呼ぶ こと ) の 悪い 慣習 の や や 詳細 な 言及 を 含ん で いる 。 その 
た め 、 ア ル ・ ア フ ザ ー ブ (ALAhzab) 章 より 先 に 啓示 され た と いう こと を 示す 。 
し か し 、 アル ・ ア フ ザ ー ブ (ALAhzab) 章 は 聖 各 の 5 年 か ら 7 年 の 間 に 啓 示さ れ 
た の で 、 当 章 は も っ と 早く 啓示 され た に 相違 な い 。 お そら く 、 3 年 か 4 年 の 間 
で ある 。 前章 の アル ・ ハ ディ ー ド で 、 聖 書 の 民 は 、 神 の 慈悲 は 彼 等 の 独占 で 
は な いこ と を 厳格 に 語ら れ て いる 。 そ し て 彼 等 は 繰り 返し て 神 の 使徒 に 反抗 
し 、 反 対 や 迫害 を し た か ら 、 そ れ は いつ まで も イシ ュ マ エル 家 に 転嫁 され る 
の で ある 。 当 章 で は 、 ム スリ ム 達 は その 物質 的 繁栄 で 、 彼 等 の 内 と 外 の 英 の 
恨み を 刺激 する で あろ うか ら 、 彼 等 の 策謀 と 企み に 用 心 し な けれ ば な ら な い 
と ムスリム 達 は 勧告 され て いる 。 そ し て 、 こ れ は 聖 ク ルアー ン の 一 定 不変 な 
習慣 で ある が 、 い つも イス ラム の 敵 の 陰謀 の こと を 扱う と き 、 そ れ は いく つ 
か の 社会 的 な 悪 も 明白 に 論 及 し て いる 。 そ の 方 法 は アン ヌー ル 章 と アル ・ ア 
フ ザ ー ブ 章 に 採用 され て いる 。 そ し て また 、 当 章 に 於 いて も 採用 され て いる 。 
主題 

当 草 は ズ ィ ハ ー ル (Zihar) の 悪 習 に 対し て 、 鋭 い 弾 効 で 始ま る 。 そ し て 或 
る ムスリム 女性 、 ハ ウラ (Khaulah) の 事件 を 引合 い に 出 し 、 い か な る 人 間 も そ 
の 妻 を 母 と 呼ぶ な ら ば 、 も し 彼 が 奴隷 を 持っ て いる な ら 、 そ れ を 自由 に し て 
この 憎む べき 過失 を 償 わ ね ば な ら な い 、 また は 、 2 カカ 月間 連 続 し て 断食 を する 
か 、 そ れ も 出 来 な い 場 合 は 、60 人 の 貧し い 人 々 に 食 を 与え な けれ ば な ら な い 
と いう 控 が 定め られ た 。 当 章 は また 、 イ スラ ム の 内 面 の 敵 の 陰謀 と 策略 を 論 


難 す る 。 そ し て 社会 的 集会 に お ける 行動 指針 に つい て 適切 に 制定 する 。 そ し 
て 終盤 に 向かっ て 、 イ スラ ム の 敵 を 厳格 に 戒め て いる 。 つ まり イス ラム へ の 
反抗 で 彼 等 は 神 の 激 先 を 招く で あろ う 。 しかしながら 、 イ スラ ム の 進歩 を は 
ば み 妨 げ る こと は で き な い だ ろう 。 不 信者 た ち へ の この 警告 は 、 次 の よう な 
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信徒 た ち へ の 強い 警告 と し て 続く 。 い くら 近しい 関係 で あっ て も 彼 等 と の 親 
密 な 交友 関係 を 持っ て は いけ な い 。 な ぜ な ら 、 彼 等 は イス ラム に 敵対 する 者 
な の で 、 神 に 対す る 紛れ も な い 戦 争 を 繰り 広げ た か ら で あ る 。 従 っ て 神 の 敵 
と の 友好 は 、 正 し い 信仰 と 矛盾 する 。 
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アル ・ ム ジャ ー ダ ラ Al-Mujadalah( 訴 える ) 
牧 数 23、 メデ ィ ナ 啓 交 示 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の oe は 別人 逢う 
御名 に お いて 」 


2 げに アッ ラー は 、 選 が 夫 に つい て GI a 
汐 と 論じ 、 闘 し て アッ ラー に 訴え た る > 


女 の 潮 を 聴き た り 。 また アッ ラー は 、 を 3 人 3200 CE 
お 前 達 両 人 の 対話 も 聴き た る な り > のか ルン カン ュ ョ ン ン と 
ラーン [A コト ン る 
so ば に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 OK EE! やう 5 
すべ て を みそ な わし 給 う 。 
3 お 前 達 の 中 に は 己 が 表 達 を 自分 の ょ el3、 り 2 っ 226 お 5 遂 
母 と 呼び て ( 妻 を ) 遠 ざけ る 者 達 あ ら ' a LeLTEAE 
ば 、 彼 女 等 は 彼 等 の 母 達 と な る 能 わ CE NO AG 
ず 。 彼 等 の 母 達 と は 彼 等 を 生み た る 者 1 の っ > る 1 ラーン | ント 。 タイ 41 
に 外 な ら ず 。 AM 0 = = 
れる べき 言葉 、 旦 つ 偽り を 云う な り 。 4 くつ 19 7 お 3 こう 


ゃ 


証し て 、 ア ッ ラ ー は 誠に 家 容 者 に し ri 
て 、 赦 免 者 に まし ます 。 の う 2 Ha 


用 


0 アウ ス ・ ビ ン ・ サ ー ミ ッ ト の 妻 で あり 、 タ ラバ の 娘 ハ ウラ は 、 夫 が 彼女 を 「 母 」 
と 呼ん だ た め 、 彼 か ら 離 され て し まっ た 。 正確 に は 、 彼 は 次 の よう に 語っ た 。「 あ な 
た の 背 は 、 私 に と っ て 母 の 背 の よう だ 」。( だ か ら 、 も は や 、 和 触れ る こと は で き な い )。 
上 古い アラ ブ の 慣習 で は 、 こ の よう に し て 夫婦 関係 は 停止 され た 。 こ の 哀れ な 女性 は 、 
再婚 する た め に 離婚 を 請求 する こと も 、 婚 英 上 の 権利 を 享受 する こと も で きず 、 中 途 
半端 な 状態 に お か れ 、 面 倒 を 見 て も ら え な か っ た 。 彼女 は 聖 預 斉 者 の も と に 行き 、 彼 
女 の 置 か れ た 困っ た 状況 を 彼 に 訴え 、 こ の こと で 彼 の 助言 と 助け を 求め た 。 彼 は 、 啓 
示 に 導 か れ な けれ ば この 種 の 問題 に は 決定 を 下さ な いこ と に し て いた の で 、 彼 女 に 何 
か し て あげ る 力 が 自分 に な いと 認め た 。 啓示 が 下り 、 ズ ィ ハ ー ル と いう 習慣 は 違法 で 
ある と 言明 され た 。 
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4 され ば 、 己 が 妻 吉 を 母 と 呼び て 示し C6 店 3 
ざけ 、 然 る 後 自分 が 云い た る こと を 撤 _ 0 0 < 
回 する 者 た ちあ ら ば 、 両 人 が 互 に 23 の 5 8 GIO 


ン 


+ tt 1 hb TG 2 tC 
eR の 大 2 の くう) : 

な ら ぬ 。 こ は お 前 達 が 訓 戒 され る も の 1? O92 と の っ) に CS つつ 8 
な り 。 面 し て 、 アッラー は お 前 達 の 所 CE 
業 を 熟知 し 給 う 。 ” 
5. され ど 、( そ れ を ) 出 来 得 ざ る 者 あら OR の CS 
ば 、 両 人 が 互 に 触れ 合う 前 に 、 ニカ 月 。、 レ 4。 テ アン 。 
継続 し て 断食 する な り 。 され ば も ) で ちの の oO UO 
出来 得 ざ る 者 あら ば 、 六 十 人 の 貧者 に ES GS KB 
食 を 与え る べき な り “3 と は お 前 達 


“~~ 
AN A 2 ポン ング 


が アッ ラー と その 使徒 を 信 ぜ ん が た は で と きつ いも 0 の いす CM や い 0 
め な り 。 こ れ 等 は アッ ラー の (定め た SD 
る ) 限 界 な り 。 市 し て 不信 者 ども に は OE TS 2 
痛ま し い 走 苦 あ り 。 - 

6. “ば に アッ ラー と その 使徒 に 反抗 1X ぐ 約 記 2920IO お Sos3316) 
する 者 ども は "WW、 彼 等 以前 の 者 が 破 。 。 。 .。  。 レン 
滅 され た る 如く 、 必ず 破滅 され ん 。 面 人 ら こつ 2CmJI こっ m に 
し て 、 我 等 は すでに 明白 な る 種々 の 
神 兆 を 隆 し た る な り 。 され ば 不信 者 ど 


イン タン タイ トン レ 


1 ぅ } 
ン う る ンー tu ぶり 4 
ODEN CS と IE SS 


も に は 恥辱 た らし め る 懲 凛 あ り 。 ot Tf kt 


79:63. 


3002 自分 が 云い た る こと を 撤回 する 」 と いう の は 、 姦 を 「 母 」 と 呼ぶ こと で 、 彼 等 
が 妻 と の 夫婦 関係 を 取り 戻し た いと 願っ て いる こと を 示し て いる よう だ 。 又 、 一 度 妻 
を 「 母 」 と 呼ん だ 後 、 再 び 同 じ 言 葉 を 繰り 返し た と も と れる 。 後者 の 意味 に と れ ば 、 
それ は ふと し た は ずみ の 言葉 で は な く 、 故意 に 不快 な 言葉 を 繰り 返し た も の で 、 発言 
者 は それ に より 、 当 節 及び 次 節 に 定め られ た 名 を 負わ ね ば な ら な い 。 

3003 これ 等 の 節 に 述べ られ た 厳 還 は 、 事 を 「 母 」 と 呼ぶ こと が 大 罪 だ と 示す も の で あ 
る 。 母 と の 結び 付き は 非常 に 尊 く 、 軽 く あ し ら う こと は で き な い 。 

3004 表 を 「 母 」 と 呼ん で 、 夫 婦 関 係 を あい まい に する こと は 神 に 背く に 等 し く 、 そ の 
罪 は 憎む べき も の で ある 。 ユダ ヤ 人 及び 偽善 者 に よる 真実 へ の 敵対 と いう 主題 が 、 当 
節 で 適切 に 導入 され て いる 。 
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7. その 日 アッ ラー は 、 彼 等 を すべ て 一 
緒 に 時 らし めん 。 され ば 彼 は 、 彼 等 の な 
し た る こと を 彼 等 に 告げ ば ん 。 アッ ラー は 
それ を 記録 し た る な れ ど 、 彼 等 は それ を 。 
忘れ た る な り 。 され ば 、 アッ ラー は すべ 
SO 
ご 項 

8. 次 は 見 ざり し か 、 げ に アッ ラー は 
諸 大 に ある も の と 大 地 に ある も の を 
知り 給 う こと を ? 何 人 も = = 人 で 密か 
に 相談 する 度 に 、 彼 は その 第 四 者 と な 
る に 外 な ら ず 。 また 五 人 で あれ ば 、 彼 
は その 第 六 者 と な る に 外 な ら ず 。 ま 
た 、 そ れ よ り 多 く と も 少な く と も 、 役 
等 何処 に 在 ろう と も 、 彼 は 彼 等 と 僅 に 
在 る に 外 な ら ず 。 然 る 後 、 復 活 の 日 に 、 
彼 は 彼 等 の な し た る こと を 彼 等 に 告 
げ 知 らせん 。 げに アッ ラー は すべ て の 
こと を 熟知 し 給 う 。 
9. 次 は 、 秘 蜜 の 相談 を 禁 ぜ られ た る 
者 ども を 見 ざり し か ? 然 る 後 、 彼 等 は 
et 

等 は 、 罪 と 、 反 逆 と 、 使 徒 に 不服 従 
OO 
な り "5。 面 し て 彼 等 は 、 汐 の 許 に 来 
る や 、 アッ ラー が 液 に “ 換 拶 せ ざり し 
DE 


に だ で 5 と も も Te に コー フイ スス 2 て る 
rH エラ ライ と > ュ イ ルト 5 デ 
だ 0s a [ 紅 s 
sz る 2 

& OVE rk 


1 と と っ 


ER EA CT el 
A ROR SNS 
RNASEYI AD RY 


OE 
1 i ” 
と し Ski oe 


GN OE 8 a SSI 


ぅ ンス ン ンコ 3 タン 


の めい つう A dT 
と ss 3 I 3 > YL 
CTO EE 3 戸 史 


て 2 ぅ ゴン ン 3 Mg グ の PE 
の ある Wa SS 


q4:47. 


908 当館 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 、 ユ ダ ヤ 人 及び メデ ィ ナ の 偽善 者 の 陰謀 に 触れ 、 


役人 の 3 
教 に 対し て 、 


i 事 を 人 替 め て いる 。 ユダヤ の 三 部 族 の メデ ィ ナ か ら の 追放 は 、 彼 等 が イス ラム 
又 聖 預言 者 の 命 を 狙っ て 背信 行為 や 陰謀 


を を 繰り 返し た た めで ある 。 


06 ここ で の 意味 は 、 彼 等 は 流 を 偽善 的 に 称え る こと で 、 適 切な 度 を 超え て いる 、 あ 
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て 、 彼 等 は 自分 た ちの うち で 云う 、 
「 何 故に アッ ラー は 我 等 の 云う こと 
に 対し て 、 我 等 を 罰せ ざる か ?」 と 。 


彼 等 に は 地獄 が 充分 な り 。 彼 等 その 
中 に 入ら ん 。 され ば 、 何と 悪し き 帰 所 
な る か な ! 


10. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 互 に 
秘密 の 相談 を する 時 、 罪 や 反逆 や 使徒 
に 不服 従 す る こと に つい て 相談 する 
な か れ 。 面 し て 、 善 と 虹 般 に つい て 相 
談 せ よ "7、 耐 し て お 前 達 が その 御 許 
へ 集 せ られ る ア アッ ラー を 長 れ 基 え 。 


11. 秘密 の 陰謀 は 、 信 者 た ち を 悲し ま 
し めん が た め に た だ 悪 噂 より の も の 
2 され ど 、 アッ ラー の 御 許し な し 
こ 、 彼 は 彼 等 を いさ さか も 害する 能 わ 
0 アッ ラー に の み 
頼る べし 。 
12. 溢 等 信徒 た ちよ 、 集 会 の 時 、「 広 
く 場 所 を つく れ よ 」 と 云わ れ た る 時 、 
広く 場所 を つく れ 。 ア ッ ラ ー は お 前 達 
に 広 さ を 与え ん 。 まだ 、 ei 
と 云わ れ た る 時 、 起 て 。 アッ ラー は お 


Ei ご CN | 


ぞ 6 と アス を 9 ン ン っ タタ ラン 


OK) 
y5 SE RC GL 


0 
し 医 E3 0 
ODEN IG 
EP | 
OR NF hl E35 a 


*\ 
3 し ょ 


FFAG i 
EE 


2 


EE IN 


る い は 役 等 は 死 や 破滅 を 願う と いう も の で ある 。 こ の 言葉 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 が 、 


聖 預言 者 を 訪れ た 際 、 通 常 の 挨拶 で ある アッ サラ ー ム ・ 
少し 言葉 を ね じ っ て アッ サー ム ・ 


激 に 平安 あれ ) の 代わ り に 、 


アラ イカ (As-salamu Alaika= 
アラ イカ (As-sammu 


Alaika= 液 に 死 を ) と 呪い の 詩 葉 を 投げ て いた 悪 習 に 触れ て いる ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 


3007 近 節 友 び 先行 する 二 節 で は 、 秘 密 の 会 
く 行 われ て いる の で は な い 。 信者 は 、 正 義 を 推し 進め る た め に 、 秘 密 


と は 許さ れ て いる 


前節 で は 、 集会 を 開く こと が テー マ と し て 取り 扱わ れ て お り 、 


うた め の 作 法 に つい て 示さ れ て いる 


合 が 非難 され て いる が 、 こ 


の 谷 め は 制限 な 
の 会 合 を 催す こ 


当 節 で は 適切 に 行 
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前 達 の うち 信じ た る 者 た ち 並び に 知 <1。I3 Cae 6504 PA 
識 を 授け られ た る 者 た ち を 高い 位階 


に 登ら し め 給 う 。 面 し て アッ ラー は お 0 CC 
前 達 の 所 業 を 熟知 し 給 う 。 

13. 没 等 信じ た る 者 た ちよ 、 お 前 達 使 32912Scb SIETOaSISU 
徒 に (私 的 な こと で ) 相 談 す る 時 は 、 そ 1 スン で つえ 8 
の 相談 に 先 だ ち 施し を せよ “W。 そ は や VN ルン や 

お 前 達 の た め に 最善 に し て 、 量 最も 清 訂 < 25 ン ン イン っ で 6 ダイ 

な り 。 さ れ ど 、 Ne Ol っ PS の) 
何 も の も 見 出さ ざる な ら ば 、 ア ッ ラ ー @ を 5 う 3 人 8 
Sc UTM TUE a 


A 333 OL ey 3 


14. お 前 達 は 、 自 分 が 相談 する 前 に 施 、 ゥ ふつ で 0 
a 奥 れ る か 9? され CE 
ば 、 ア ッ ラ ー が お 前 悦司 司 を 受け 入 1a お うり 央 0 ュー) 


れ た る の に 、 お 前 達 之 を な し 得 ざり し 9 le Ah 6 
な ば 、 礼 拝 を 遵守 し 、 ま た 喜 捨 を な し 、 * 
Fi 


面 し て アッ ラー と その 使徒 に 従え 。 さ WR bls 
れ ば アッ ラー は お 前 達 の 所 業 を 熟知 } 
し 給 う 。 を 0 RE 
三 項 


15. 流 は 見 ざり し か 、 ア ッ ラ ー の 懲り と Ja2 51 は 3 で 83 拓 3 
に ふれ た る 人 々 ? を 友 と せ し 者 ども - 50 2 
を ? 彼 等 は お 前 達 の 中 に 非 ず 、 ま た 彼 Se VIR RG lc 
等 の 中 に も 非 ず 。 され ば 彼 等 は 虚偽 に 3 EO SS 
対し て 誓い を 立て る な り 、 彼 等 が 知り い の 
た る に も か か わら ず 。 ⑨0O%JS5 


re 


60:14. 


3 信徒 達 は 、 聖 預言 者 の 貴重 な 時 間 を 考慮 し な けれ ば な ら ず 、 相 談 な ど で 彼 を 訪れ 
る 前 に 、 金銭 の 寄 宝 を し な く て は いけ な い 。 聖書 の 中 で 、 預言 者 は 『 カ ウン セラ ー( 助 
言 者 』 と 呼ば れ て いる (イザ ヤ 書 9:6)。 

や 聖 預 言 者 へ の 相談 前 の 施し の 命令 は 、 義務 で は な く 任 意 の も の だ が 、 行う こと が 
好ま し い 。 預言 者 の 仲間 達 の 懸念 は 、 神 の 命令 に 沿う 十分 な 施し を 与え た か どう か で 
あっ た 。 
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二 十 八 全 アル ・ ム ジャ ー ダ ラ Al-Mujadalah( 訴 える ) 五 十 八 章 


回 


ーー は を こ 菩 ヤン ぅ ャ EAE 7 

16. アッ ラー は 彼 等 の た め に 厳し い < し じ 1331 褒 CE お 人 0 は る 1 
貢 苦 を 用 意 せ り 。 げに 彼 等 が な せる こ 

と は 実に 悪し き な り 。 oo 


17. 彼 等 は 己 が 響い を 桶 2 り と な し た 直 13328 32 2 る T1333 
る な り 。 され ば 、 彼 等 は アッ 6 


Fs で イン っ 4 イィ 4 っ ーー 
より (人 々 を ) 妨 げ る な り 。 政 に 彼 寺 oe Ag 
は 陸 た らし め る 懲 柚 あり 。 

18. 2 彼 等 の 富 も また その 子女 も 、 Y 5 ュ 9!241 03 お 6 


ッ ラー に 対し て は いさ さか も 信和 に 2 
役立た ざる べし 。 彼 等 こそ 業火 の 者 人 oN 


000 役 等 、 そ の 中 に 長く 住み は は a 0 


CAR sd A 
し むる その 日 、 彼 等 は お 前 達 に 柳 い を 02 i 

立 る が 如く 、 彼 に も 折 い を 立て OH ICR 
ecH2hgyieyomho th 


ィ コタ >| 1 っ 人 る ユン 
在 る と 考え ん 。 よく 聞け ! 彼 等 こそ oga4 っ っ の | CE 


げに 嘘つき ども な り 。 


20. 悪魔 が 彼 等 を 支配 し た れ ば 、 彼 等 本 ES UE] 
に アッ ラー を 念 ず る こと を 忘れ し め 


ta 1 
た り 。 彼 等 こそ 悪魔 の 一 団 な り 。 よ CNI a | a 
く 聞 け ! 悪魔 の - * 団 こそ は げに 損失 EE 
者 な り 。 O05 A 


21. ? ず に アッ ラー と その 使徒 に 反抗 世紀 23 20 っ 8 C8) 
する 者 た ちこ そ は 、 最 も 農 まれ た る 


で の 2 yr 1 
者 ども の うち と な らん 。 ORY GC 


ER 111:3. bh9.63, 
1 せ 偽善 者 は 、 宮 誓 に より 、 そ の 信仰 が 真実 で ある と 大 声 で 言明 し 、 そ の 他 り の 誓い 
を 隠 そ うと する 。 
2 人 が 常習 的 な うそ つき と な っ た 時 、 彼 に は その うそ が 真実 に 思え て くる 。 偽善 者 
は 裁き の 日 に 、 神 の 御前 に あっ て さえ 、 無 実 を 主張 する で あろ う 。 
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五 十 八 章 


アル ・ ム ジャ ー ダ ラ AlLMujadalah( 訴 える ) 二 二 八代 


22. アッ ラー は 、「“ われ と 我 が 使徒 た 
ち は 必 ず や 勝利 を 得 ん 」913 と 定め 給 
えり 。 げに アッ ラー は 強大 に し て 、 威 
力 者 な り 。 に 

23. 2 液 は 、 ア ッ ラ ー と 未 日 を 信じ な 
が ら 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 反抗 する 
者 ども を 友 と する 人 ん 々 を 見 出さ ざる 
べし "74。 たとえ その 者 ども は 彼 等 の 
父祖 と な り 、 或いは 彼 等 の 息子 等 と な 
り 、 或いは 彼 等 の 兄弟 と な り 、 或いは 
彼 等 の 親族 と な り た る と も 。 これ 等 の 
人 々 こそ 、 彼 は 彼 等 の 心 に 信仰 を 刻み 
つけ 、 御 自ら 亜土 を 以 て 彼 等 を 強め た 
る な り 。 証し て 彼 は 、 彼 等 を その 下 に 
河川 流 る る 楽園 に 入ら し め 給 わん 。 彼 
等 そこ に 永遠 に 住む べし 。 < アッ ラー 
は 彼 等 に 満悦 し 、 彼 等 は 彼 に 満悦 し た 
る な り 。 これ 等 の 者 た ちこ そ 、 ア ッ ラ 
ー の 一 団 な り 。 よく 聞け ! アッ ラー の 
ー 団 は 誠に 成就 する 者 な り 。 


2 で る 


ンー ィ ン ル 1 ン 5。 レラ ) 』 * ン w ラ な 
lo rs ES 


M ” 1T イト エコ ミン > ブン ン ュ ョ ラン 

WeD と OME1 むと | あろ ) 9 と 
ライ 1 3211 イー ホー レン 2 る 8 

を OR る dO) 


デ 


FI 


23:57: 37:172-173. 03:29; 4:145: 9:23, €5:120; 9:100; 98:9. 


3013 最後 に は 真実 が 偽善 を 打ち 負かす こと は 、 歴 史 に も 大 書 さ れ て いる 。 


"On4 信 者 と 不信 
概念 、 主義 


間 の 間 に 、 真 の 友情 も 愛情 も 有り 得 な いこ と は 明らか で ある 。 両者 の 
言 仰 は 相反 し 、 真 に 親しい 関係 に 不可 欠 な 利益 の 共有 が 無い た め 、 信 閉 


は 不信 者 と 親交 を 結ば な いよ うに 求め られ て いる 。 信仰 の 絆 は 全て の 結び 付き に 優 り 、 
血縁 を も し の ぐ 。 当 節 は 一 般 に 当て は まる も の で ある が 、 特に イス ラム 教徒 と 争う 不 


信者 に 向け られ て いる 。 
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五 十 泌 章 


アル ・ ハ シュ ル Al-Hashr( 集 合 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 聖 ク ルアー ン の メデ ィ ナ 啓示 の 最後 の 七 つ の 章 の 三 番 目 で ある 。 
前 草 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 の イス ラム に 反対 する 秘密 的 際 課 0 
を 扱っ た 。 然 し な が ら 当 章 は 、 彼 等 へ の 懲罰 を 扱っ て いる 。 特 に 、 聖 林 後 四 
年 目 に お いて 、 ウ フ ド の 戦い の 数 か 月 後 、 バ ヌー・ I バ メ ー・ ナ 
ズィー ル ・ バ ヌー・ ク ライ ザ と いう ユダ ヤ の 三種 族 の 一 つ 、 すなわち バ ヌ ー・ 
ナ ズ ィ ー ル の メデ ィ ナ か ら の 追放 で ある 。 こ の 追放 は 、 政 治 的 洞察 に よる 聖 
預言 者 の 賢明 な 行為 で や っ た 。 何故 な ら ば 、 も し ユダ ヤ 人 が メデ ィ ナ に 残る 
よう に 許さ れ て いれ ば 、 彼 等 は 自分 の 陰謀 や 企み に よっ て イス ラム に 対し て 
絶え ざる 危険 の 源 と な っ た か ら で あ る 。 引き 続き 当 章 は 、 ム スリ ム 達 に も ユ 
ダ ヤ 人 に も 不誠実 で あっ た メデ ィ ナ の 偽 知 者 た ちの こと を 扱っ て いる 。 備 療 
者 は 本 質 的 に 罰 居 者 で ある 。 従 っ て 吾 居 者 は 、 誰 に た いし て も 誠実 旦 つ 正直 
で は な い 。 メ ディ ナ の 偽善 者 達 は 後に 危 難 に さら され た ユダ ヤ 人 に さえ 、 不 
正直 と な っ て 見 せ た の で ある 。 当 章 は 神 の 賛美 で 開 扉 さ れ 、 情 け 深 く 慈 悲 深 
い 神 の 栄光 を 讃え る こと を ムスリム 達 に 熱心 に 説き な が ら 終わ っ て いる 。 神 
は 彼 等 の 敵 の 意地 悪 な 企み を その つぼ み の う ち に 摘み 取り 、 彼 等 の た め に 永 
久 に 続く 展望 を 開い た 。 当 凍 は アル アン ファ ー ル 章 ( 戦 利 品 ) に 非常 に 類似 し て 
いる 。 
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アル ・ ハ シュ ル Al-Hashr( 集 合 ) 
節 数 2$3、 メ ディ ナ 啓 示 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の OS OR 
御名 に お いて 。 上 


2. 5 諸 天 に ある も の 35、 ま た 大 地 に 。 、3 3 いっ 只 人 絢 、3 ヒ 0 ジン 

ある も の 、 す べ て は アッ ラー を 讃え 替 i 

る 。 醒 し て 彼 は 戚 力 者 に し て 、 覧 特に の S33 8 うる 3 

まし ます 。 

3 彼 こ そ は 、 最初 の 追放 の 時 ""、 経 ひ AIO2BOS Ga を 光 「 あ 前 
LL D7:45; 24:42: 61:2; 62:2; 64:2. 


"1 注 2981 も 参照 、 タ スピ ビー フ (Tasbih= 讃 美 ) は 神 の 属性 に 関し て 用 いら れる の に 対 
し 、 タ ク デ ィ ー ス (Taqadis= 栄 光 を 讃え る ) は 神 の 行動 に 関し て 用 いら れる 。 

3916 メデ ィ ナ に は 、 バ ヌー・ カ イヌ カー(Banan Qainuqua)、 バ ヌー・ ナ ズィー ル (Bana 
Nadiry、 バ ヌー・ ク ライ ザ (Bann Quraiza) の 三 つ の ユダ ヤ 部 族 が 住ん で いた 。 当 節 で は 、 
バ ヌ ー・ ナ ズィー ル (Bann Nadimy が メデ ィ ナ か ら 追 放さ れ た こと に 触れ て いる 。 こ の 
部 族 は 、 メ ディ ナ に は 、 バ ヌー・ カ イヌ カー(Bann Qainuqgua) と 同様 に 、 こ れ 以 前 に ム 
スリ ム に 対し て 様々 な 場面 で 不誠実 な 行い を し て きた 。 陰謀 を 企ん で ムスリム に 反対 
する 同 是 を 秘密 裏 に 結成 し た 。 彼ら は 度々 頑 約 し た 言葉 を 破り 、 預言 者 と その 敵対 者 
の 間 で 中 立 の 立場 で いる と いう 厳粛 な 同意 を 拒否 し 、 さら に は 預言 者 の 命 を 礁 お うと 
さえ し た 。 彼 等 の 統率 者 で ある カー ブ ・ ビ ン ・ ア シュ ラブ (Ka'b Bin AshraD は 、 メ ッ 
カ に 行き 、 ク ライ シュ 族 や メッ カ 周 辺 の 他 の 異教 徒 の 部 族 に 、 ム スリ ム を メデ ィ ナ か 
ら 追 放す る た め の 援 助 を 求め た 。 ウフ ド の 戦い で ムスリム が 一 時 的 な 敗北 を 被っ た 後 、 
彼ら の 聖 注音 者 へ の 策謀 と 挑戦 は 大 い に 増 し た 。 こう し た 不 公平 な 状態 が 大 きく な り 、 
メデ ィ ナ に いる こと が ムスリム や イス ラム 国家 に と っ て 絶え 間 な く 命 に 関わ る 危険 
と な っ た 時 、 聖 預言 者 は 対抗 する 手段 を 取ら ざる を 得 な か っ た 。 彼 は 要塞 に 包囲 網 を 
し き 、 ユダヤ 部 族 は 中 で 約 21 日 間 に わ た り 無 駄 な 抵抗 を し 続け た 後 、 0 し た 。 
彼 等 は メデ ィ ナ を 追放 され シリ ア に 向かい 、 選 ば れ た 二 家 族 の み が 、 バル 
(Khaibary に 留まっ た 。 聖 預 斉 者 は 彼 等 に 間 淀 に 親切 に 接し た 。 預言 者 は 彼 等 が 所 物 
を 持っ て いく こと を 許し た 。 彼 等 は 全く 安全 に メデ ィ ナ を 出発 し た が 、 助け を 期待 し 
た 同 映 部 族 や メデ ィ ナ の 偽善 者 な ど に は 絶望 し 、 ま た 難攻不落 と 考え て いた 要塞 も 彼 
等 を 救う こと は 出来 な か っ た 。 彼 等 の 陰 課 や 秘密 裏 の 計画 や 数 々 の 不誠実 さや 度々 の 
碑 約 違反 を 考え る と 、 与 えら れ た 六 は 非常 に 軽い も の で あっ た 。 
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ー 十 八 参 アル ・ ハ シュ ル ALHashr( 集 合 五 十 九 章 


典 の 民 の 中 の 不信 せ し 者 ども を その 本 IE Sci ょ で ? 

SD wd 

住居 より 追い 出し た る 件 方 な り 。 i Ed 2 OG 
彼 等 が 出 て 行く と は 思わ ざり IS 1 


。 彼 等 に し て も 、 その 城 桂 が アッ MM っ プラ ー タ ター ラ 2 タマン と 】 ラー9 ン 
人 | タス 2 の OU る] 
OR 2 の 


17。、 され ば “アッ ラー は 、 そ の 予想 3 2 きる 2 30| ララ ‘(3 
せ ぎ ざり し と ころ か ら 彼 等 に 到 り 、 面 し 。。 』 。 コメ レレ ィ ン 
て 彼 は 彼 等 の 心中 に 2 昼 志 を 投じ た の この っ の 5 ③ こ 95 


り 。 彼 等 は 自ら の 手 で 選 が 家 を 破壊 す 2 15 38 し 2 る 3 守 
る な り 918 そし て 信者 た ちの 手 で も 2 2 ルン リウ リウ 
また 然 り 。 さ れ は 汐 等 限 あ る 者 よ 、 OEY I ee 
教 誕 を くみ と れ 。 

4 アッ ラー も し 彼 等 に 対し て 追放 を 定 を MI 区 | こく 1Y 5 
め た る に 非 ず ば 、 役 は 必ず 現世 に 於 いて 2 5 
等 を 角 し た 符 な り 009。 科 し て 率 2 VI EEG 
に 於 いて 、 彼 等 に は 業火 の 責 苦 あり 。 OE 


916:27: 39:26. 13:152; 8:13. 


「 最 初 の 追放 の 時 」 と いう 言葉 の 言及 は 、 バ ヌー・ カ イヌ カー(Bann Qainuqgua3) の メ 
ディ ナ か ら の バド ル の 戦い 後 の 追放 を 意味 し て いる か 、 あ る い は 聖 預言 者 に よる 上 記 
の ユダ ヤ の 三 部 族 の メデ ィ ナ か ら の 追放 を 意味 し て いる も の で ある 。 これ が 最初 の 追 
放 で あっ た 。 聖 預 詩 者 の 二 代 目 カ リブ フ の ウマ ル は 、 二 回 目 と 最後 に 、 他 の ユダ ヤ 部 族 
を 残っ た アラ ビア の 地 か ら 全 て 追放 し た 。 よっ て これ ら の 言葉 は 、 聖 預 言 者 に よっ て 
メデ ィ ナ の ユダ ヤ 部 族 が 追放 され 、 後 に アラ ビア の 他 の ユダ ヤ 人 全て も 同様 の 運命 を 
た どる と いう 預言 を 含ん で いる と され る 。 

や ツリ メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 の 物 力 及び 政治 同盟 を 考慮 すれ ば 、 両 軍 の 人 命 の 犠牲 無く し 
て 、 ユダ ヤ 人 が 容易 に メデ ィ ナ か ら 追 放さ れる と は 、 イス ラム 教徒 に は 考え られ な か 
っ た 。 

や や メデ ィ ナ を 離れ る 前 に 、 バ ヌー・ ナ ズィー ル は イス ラム 教徒 の 面前 で 、 彼 等 の 家 
や 動産 を 自ら の 手 で 壊し た 。 聖 預 斉 者 は 、 思 い 通 り に 物事 の 始末 が で きる よう に と 
彼 等 に 10 日 間 を 与え た 。 こ うし て 、 第 二 次 世界 大 戦 で ソ連 が 採択 し た 何 世 紀 も 前 に 、 
メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 が 初め て 焦土 政策 を 採っ た の で ある 。 

や や バ ヌ ー・ ナ ズィー ル の メデ ィ ブ 追放 は 、 非常 に 軽い 凛 で あっ た 。 彼 等 は も っ と 重 
い 罰 を 科せ られ て 当然 で あり 、 も し 彼 等 が 追放 され て いな けれ ば 、 い つの 日 か 厳罰 に 
如 さ れ て いた こと で あろ う 。 
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5. こ は 役 等 が 、 ア ッ ラー と その 便 征 =z< 訂 どう 330018U5 2 し お 
に 反抗 せ し が 故 な り 。 さ れ ば 、“ ア ッ A 
ラー に 反抗 する 者 あら ば 、 げ に アッ ラー © aS 
ー は 懲 軸 に は 厳 囲 な り 。 


6. お 前 達 が 染 格 子 の 如何 な る 木 を 伐 < っ 3 引 さ 、 し は AE3 に 
採 せ し こ と "も 、 或 い は それ を その 」 < レ リィ ー ィ ン g ン Te 
根元 に た っ た まま に し て お いた こと 2 っ ts に > う くう 
も 、 そ は アッ ラー の 御 許し に よっ て な i 
OR GS SS 
され た る こと な り 。 面 し て ( こ は ) 彼 が 248 


罪人 ども を 辱 し めん が た め な り 。 
7. アッ ラー が その 使徒 に 彼 等 の 財産 じじ 2 る ed ET 3 
の ) 中 か ら 戦 利 品 と し て 賜り し も の A 2 
は 、 お 前 達 が その た め に 馬 や 貼 騙 を 駅 52 Y う >、 し うた ME > 3 
り 立 て た る も の に 非 ざ る な り 。 然 る 上 YTgf フリ レン バフ 半 ス 418 で Is 
に 、 ア ッ ラ ー は その 欲す る 者 に 対し OE ANS 
て 、 己 が 使徒 等 に 権能 を 授け 給 う 。 さ OR Eh 
れ ば アッ ラー は すべ て の こと に 全能 

に まし ます 。 . 

8. アッ ラー が (幾つ か の ) 旨 々 の 住民 eM E02GT 
(の 財産 ) の 中 か ら 己 が 使徒 に 戦利 品 と 
し て 賜り し も の は “4 アッラー の た RBO NI 540s 


4 16; 8:14; 47:33. 


こと を 指し て いる 。3 節 に 述べ られ た 通り 、 バ ヌー・ ナ ズィー ル は 要塞 に 籠 も り 、 明 
け 渡 すず よう に と いう 遇 預言 者 の 命令 を 無視 し た 。 包囲 攻撃 が 数 日 続い た 後 、 聖 預 言 者 
は 彼 等 を 降 服 させ る た め 、 彼 等 の リー ナ 類 の な つめ や し の 木 を 切り 倒す よう 命じ た 。 
その 種類 の ナツ メ ヤ シ ジ の 実は 非常 に 質 が 低く て 、 人 人間 の た め の 消 費 に まっ た く 相 応 し 
く な いも の で ある (Ar-Raud ul Unuf より )。 た だ 六 本 の 木 が 切ら れ た 後 、 彼 等 は 降 服 
し た (Zurqani より )。 聖 預 言 者 の 語 令 は 、 近 代 戦 争 の 法 に の っ と り 、 非 常に 軽く 寛大 
な も の で あっ た 。 

7 ファイ (Fa) と は 、 上 難なく 労力 を か けず に 手 に 入れ た 戦利 品 か ら 成 り 、 戦 争 が 無い 
と まき に ムスリム に 生ずる も の で 、 戦 士 に 分 け 前 は な く 、 全 て 公共 の 資金 と な る 。 当 節 
は 、 特に ムスリム が ハイ バル (Khaibary で ユダ ヤ 人 か ら 得 た 戦利 品 に つい て ふれ 、 富 の 
循環 は 、 特権 階級 や 資産 家 に 限ら れる べき で は な いと の 原則 を 規定 し て いる 。 人 の 健 
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め 並 びに 使徒 の た め 、 また 近親 の 者 の = syS le 中 3C の WIE 
た め 、 ま た 白 児 や 貧者 及び 旅人 の た め ys 
の も の な り 。 そ は 、 芝 (戦利 品 ) が お 前 っ ASI55 の SE 
達 の 中 の 富める 者 た ちの 間 に の み 動 。 。。 オニ と ER オタ イィ en 
き 回 ら ざ らん が た め な り 。 され ば 、 何 ed | 


で あれ 使徒 が お 前 達 に 与え る も の あ ID CE 


ら ば 、 之 を 取り 3922、 ま た 彼 が お 前 達 0 
に 禁じ る も の あら ば 、 之 を 避け よ 。 面 き Oa 


し て 、 アッ ラー を 崩れ 敬 え 。 げに アッ 
ラー は 懲罰 に は 厳 酷 な り 。 

% (戦利 品 は ) ま た 、 己 が 家 並 びに 己 が 1 で は 3 で 3 っ 3 中信 郊 
財産 か ら 追 い 出さ れ た る 貧し い 移 住 1 0 の 
者 た ちの た め の も の な り 。 彼 等 は アッ 上 づ OCSs の | 5 ょ っ っ う B> OS 


ー か ら の み 満 悦 さ と 皿 科 を 求め 、 ア ーー 2 4 ュ イ プレ 5 くう る 、 < スス 
Os yas 9 > っ ) a 

ッ ラ ー と その 便 和 を 助け る 者 な り 、 と “ 0 
れ 等 の 者 た ちこ そ 誠実 者 な り 。 GIIp と OKFFECSY 


10. 耐 し て 、 彼 等 以前 に すでに 家 を a NI ES 
備 し て 置き 、 信 仰 を 受け 入れ た る 者 た _ 

と の バー ング 2 プッ っ 29 
ち は 、 彼 ら の 庄 に 移住 し て 来る 者 た ち 。 2 ろう Ak52 く つの 光 さこ 3 
を 愛し 、 彼 等 (移住 者 ) に 譲ら れ た る も 


5 と に ね 3.23 で Joo 
の に つい て 己 が 胸中 に 如何 な る 欲望 93 


康 の た め に は 、 肉体 的 に 必要 な も の を 適切 に 満た す 必要 が ある よう に 、 健全 な 社会 の 
た め に は 、 物 質 が 広く 分 配 さ れ 、 富 が 循環 し や すく ある べき で ある 。 これが ムスリム 
の 経済 に お ける 基本 理念 で ある 。 特権 的 な 利益 と いう 暴 政 の 中 か ら 人 間 性 を 見 出す た 
め 、 イス ラム で は 経済 格差 の 境界 線 を 壊す た め の 対 策 を 提起 し 、 特権 と いう 不 公平 を 
大 幅 に 削減 し た 。 し か し 、 こ れ は 営利 主義 や 経済 競争 に 反対 する も の で は な く 、 欲 や 
競争 が 、 公平 な 取引 と 思い や り に よっ て 均衡 が と れ て いる べき だ と 主張 し て いる だ け 
で ある 。 人 の 本 能 は 自動 的 に 前 者 に 重き を お く た め 、 後者 の 保護 の た め に 社会 的 な 法 
で 守っ て いる 。 喜 捨 は 、 他 者 の 必要 へ の 配慮 を 制度 化し た 基本 的 な 対策 で ある が 、 他 
の 様々 な 制度 で 補 わ れ て いる 

KA i ROE SI RR 
は イス ラム の 法 に お いて 不可 欠 な 部 分 で ある こと を 示し て いる 。 
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も 抱か ず 、 面 し て 自ら 貧困 する に も か En お (し 9E935 お 3 愉 引 
か わら ず ず 、 己 自身 に 対し て 他 の 者 

を 優先 し た る な り 。 され ば 、 己 自 身 の RAS 


信 欲 か ら 守 られ た る 者 あら ば 、 こ れ a 0 
< | る る る 9 
ら こ そ 成 功 する 者 な り 。 Oo 2 


11. 耐 し て 、 彼 等 の 後に 来る 人 々 は 9355 えっ 56 っ ダ に っ 65 
So24、 云 うな り 「 我 等 の 主 よ 、 我 等 を i 
族 し 給え 、 そ し て また 信仰 に 於 いて 我 98 で | 
等 に 先立つ 我 等 の 兄弟 た ち を も 。 証し 62 イッ 。 ネン > と ヘレ 7 
て 、 信 じ た る 人 々 に 対す る 如何 な る ED 

舌 恨 も 我 等 が D に 窒 ら し め る な か れ 。ge& O22 382 に 
再 の 王 よ 、 げに 泊 は 梓 切 に し て 、 替 


悲 深く まし ます 」。 
二 項 
12. 液 は 償 療 を 行い し 者 ども を 見 ざ 635 あ 55 で 』 交 、 づ ! 


り し か ? 彼 等 は 経典 の 民 の 中 その 不 。 。 し > の 
信 せ し 兄弟 ども に 向かっ て 云う 「 も し て ーー の 
お 前 達 が 追い 出さ れる な ば 、 我 等 も 必 と いあ と Lt 


ず お 前 達 と 共に 出 で 行 か ん ん 。 曽 し て お 2 2 A 
前 達 に 関し て 、 我 等 は 決し て 何人 に も RS EY 5 XR 


従わ ず 。 また 、 お 前 達 も し 戦 され る ジン 20385 
な ば 、 我 等 は 必ず お 前 達 を 援助 せん 」 5 | 
2s され ど ア ッ ラ ー は 、 彼 等 が 誠に (OOP'NGS ま 1 
嘘つき な る こと を 立証 す 。 


26 生 17. 


や や これ ら の 言葉 は 、 自 己 犠牲 、 歓 待 、 ア ン サ ー ル (援助 者 ) に よる 善意 の 精神 に 対す 
る 大 き な 功 労 を 成 し て いる 。 メ ッ カ か ら の ム ハ ー ジ リー ン /( 移 住 者 達 ) は 、 所 有 物 を 全 
て 奪わ れ て 彼ら の も と へ 行き 、 彼 等 は 歓迎 し て 受け 入れ 、 持 ち 物 を 対等 に 共有 し た 。 
聖 預 言 者 が メッ カ の 移住 者 た ちと メデ ィ ナ の 援助 者 の 間 に 築い た 愛 と 兄弟 愛 の 絆 と 
当 和 飾 が 示す 功労 は 、 人 類 の 関係 に つい て 史上 比類 の 無い も の で ある 。 

2 この 言葉 は 、 メ ディ ナ に 後 か ら や っ て 来 た 避難 民 、 又 は イス ラム 教徒 の 新しい 世 
代 全体 を 指す よう だ 。 

や や メデ ィ ナ の 偽善 者 達 は 、 聖 預 言 者 を 拒み 、 必要 な 時 に 手 が 差し 伸 べ られ る と 偽り 
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13. 彼 等 も し 追い 出さ れ た る な ら 、 彼 「<424 OR 1 光ら 9 
等 は 彼 等 と 共に 出 で ざ らん 。 また 彼 等 ちの 5 シッ の 
も し 戦 さ れ た る な ば 、 役 等 は 役 等 を CO つる 9 と 2SYI 光 あり りう 
A 彼 衝 は た と ER AI 
罰せ ざる べし 。 面 し て 第 等 は た と え 7 る 3 うし 3T する 

彼 等 を 援助 する と も 、 必ず ? 背 を 向け 


て 去ら ん 。 然 る 後 彼 等 は 如何 な る 援助 EO 
も 得 ら れ ざ る べし 。 
a RR 


怖 を 投 ず る こと に 於 いて 、 アッ ラー よ a SN 
り も 恐ろし く ( 見 える な り 。 そ は 第 等 OO5085 さ る あら 6) 2 
が 悟ら ざる 民 な る が 故 な り 。 
15. 彼 等 は 城塞 化 さ れ た る 1 CN RY 
で 、 又は 城 弁 の 背後 より 非 ず ば 、 一 緒 。  。。 し レノ 
に な っ て 、 と わる べし 。 役 っ 6 つう DI AS 
等 の 戦い は 彼 等 互い の 腹 で 爆烈 な り 。 ラコ チッ イオ レッ ン ラコ コン ラッ る ルー る ララ イン 
流 は 彼 等 が 団結 し た る と 思え ども 、 彼 Jose ポッ ーー 
等 の 心 は 分 裂 され た る な り “2%。 そ は OGY 2 23824 
彼 等 が 思慮 せ ざ る 民 な る が 故 な り 。 
16. ( 役 等 は ) 彼 等 以前 、 少 し 前 に 、 己 RIR ま すす 0 も Pc 計 Sk 
が 所 業 の 悪 果 を 味わい た る 者 ども の SS 

3:112.64:78. 
の 約束 を し た と し て 彼 と の 契約 を 破る よう に 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 を 煽っ た 。 彼 等 の 


言葉 を 信じ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 型 預 言 者 を 拒み 、 彼 に 向い 進撃 し た 時 、 メ ディ ナ の 彼 等 は 
ユダ ヤ 人 を 見 捨て た 。 

や 。 不信 者 、 特 に ユダ ヤ 人 と メデ ィ ナ の 備 善 者 は 、 反 イ スラ ム で 結び 付い て いる よう 
に 見 える が 、 戦い に 共通 の 動機 が 無く 、 利害 も 異な る の で 、 彼 等 の 間 に 真 の 団結 は 有 
り 得 な いと 当館 は 示し て いる 。 アラ ビア に は 、 イス ラム 国家 に 対抗 し て 団結 し て いる 
よう に 見 える 三 つ の 勢力 ユダ ヤ 人 、 メデ ィ ナ の 偽 普 0 0 0 


s ン 、 


ジョ 

み 取 り 、 偽善 者 層 達 (アブ ド の ビン ・ CE あら は メデ ィ ナ の 
支配 権 を 、 そ し て ユダ ヤ 人 は 彼 等 の 組織 と 民族 の 優越 を それ ぞ れ 脅かさ れる と 考え た 。 
共通 の 目的 が な い の で 、 彼 等 の 上 辺 の 団結 は 確固 た る 基盤 を 持た ず 、 危機 に 瀬 す れ ば 
実現 し な いで あろ う 。 
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如く な り 9097。 尊し て 、 彼 等 の た め に CE 


は 痛ま し い 責 普 あ り 。 

17. 7 人 間 に 向 っ て 「 信 仰 を 措 め よ 」 S19CN 0 
と 云え し と き の 悪 魔 の 比較 の 如 く な 。 。 。 し し 。 ュ ノレ 
り 。 さ れ ば その 人 は 信仰 を 拒み た れ GO} で CS ls 
は 、 彼 は 云え り 「 げ に 我 は 次 と 関わ り eu 人 0、3E) 
な し 。 我 は 確か に 、 森 羅 万 象 の 主 な る 0 の だこ 


アッ ラー を 区 る 」。 

18. され ば 、 彼 等 両者 の 末路 は 、 両 者 i 
と も 業火 の 中 と な る な り 。 両 者 は その ,。 が NC 
中 に 長く 住み 留まら ん 。 面 し て 、 これ EO SS ene 


こそ 不義 者 ども の 応報 な り 。 
三 項 
19. 玖 等 信じ た る 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 2458 i 8U 


いい 


思 れ 敬 え 。 耐 し て 各 生 命 は 、 明日 に を 。」 
な えて 己 が 先 に 送り し も の を 見 る べ 


CG 人 8 は と お 


し 8 され ば 、 アッ ラー を 曳 れ 敬 え 。 げ げ Lt 08 
に アッ tr 7408 
給 う 。 


20. 耐 し て 、 ア ッ ラ ー を ? 忘 れ た る 者 スム 3 bY 
ON され ば 、 ア ッ i Mr 

ー が 彼 等 に 己 自 身 を 忘れ せしめ た  @O 弘 > 中 う る で ロ 引 る 
“ これ 等 の 者 た ちこ そ 不 服従 者 な り 。 
21. 業火 の 者 ども と 楽園 の 人 々 と は 
等 し か ら ず 。 楽園 の 人 々 こそ 勝利 者 0 
な り 。 Ookg 和 いと と に ll | 


も 


EIC SE SS sy 


a8:49; 14:23. 69:67. 


"この 言葉 は 、 バ ドル で 不 名 准 な 敗北 を 喫し た メッ カ の クラ イシ ュ あ る い は 、 バ ド 
ル の 後 謀略 の か ど で 罰 せら れ た バ メ ヌー・ カ イヌ クア ー(Banu Qainungua) の こと を 示す よ 
うだ 。 後者 は 、 バ 0 ケ月 後 、 ユダヤ 人 の 三 部 族 の 中 で 最初 に メデ ィ ナ よ 
り 追 放さ れ た が 、 そ れ は 彼 等 が 聖 預言 者 と の 暫 約 を 破っ た か ら で あ っ た 。 最終 的 に 彼 
等 は シリ ア へ 落ち 着い た 。 
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22. ? も し 我 等 、 こ の クル アー ン を 山 の 
上 に 降 し た り せ ば 、 激 は 、 そ れ が アッ 
ラー を 恐れ た る あま り 思 まり て 99274、 
粉砕 し た る を 見 た 管 な り 。 され ば 、 こ 
れ 等 は 比較 な り 、 我 等 は それ ら を 人 々 
の た め に 説き 明か す な り 、 彼 等 が 熟考 
せん が た め に 。 
23. 彼 こ そ は アッ ラー な り 、 彼 の 外 に 
神 な し 、 見 る あ た わざ る も の も 、 見 え 
る も の も ら 知 径 し 給 う 御方 な り 。 彼 は 
仁 慈 者 、 慈 悲 深く まし ます 。 
24. 彼 こ そ は アッ ラー な り 、 彼 の 外 に 
神 な し 、 王者 な り 、 神 聖 な り 、 平 安 の 
" 源 な り 、 安全 の 授与 者 な り 、 守護 者 
な り 、 威力 者 な り 、 全 能 者 な り 、 公 尊 
者 な り 。 神聖 な る か な アッ ラー、 彼 等 
が 併せ 祀る も の より 遥か 以上 に 。 


25. 彼 こ そ は ア ッ ラ ー な り 、 創 造 者 、 

生 を 創 め る 者 、 造 形 者 な り 。 “最高 の 
美 名 は 挙げ て 彼 の ) 所 有 な り 。 諸 天 と 大 
地 に ある も の は 挙げ て 彼 を “ 讃 美 し 
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を Pt を を 1 し 2 
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| 


ンタ 
* 


の で スズ で 2 | る | 
泰 る 。 面 し て 、 彼 は 威力 者 に し て 、 臣 プン つつ "ラー 3 
哲 に まし ます 。 & Si 3 


13:32. 06:74: 9:94: 13:10. C7:181. A17:45; 24:42; 61:2; 62:2; 64:2. 


9374 プス ラム 教 以前 の 教義 は いずれ も 、 尊 大 な 異教 徒 で ある アラ ブ 人 か ら 多 神 教 信 
仰 及 び 偶 像 崇拝 行為 を 引き 離す こと が で きず 、 彼 等 は 硬い 岩 の よ うに ベ ド ウィ ン の 慣 
習 に 固執 し 、 隣接 する キリ スト 教文 明 の 華やか さ に 惑わ され て いた が 、 イ スラ ム 教 の 
崇高 な お 告げ の 前 た へ りく だ り 、 か つて の か た く な な 心から は 、 知識 の 泉 が ほ と ば し 
る で あろ う 。 当 人 節 は 以上 の こと を 示し て いる 。 
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上 。 ーー 
十 草 
アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumtahinah( 試 す も の ) 
メデ ィ ナ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 ー 

先 の 三 つ の 章 と 同様 、 当 章 は その 内 容 が 示す 如く メデ ィ ナ に 於 いて 、 聖 選 
歴 7 年 目 か 8 年 目 、 フ ダイ ビ ヤ や 協定 と メッ カ 陥 落 の 間 の 啓示 で ある 。 前 章 は 、 
偽 普 者 た ち 及 び メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 の 陰謀 と 悪 だ くみ 、 そ し て 彼 等 に 与え ら 
れ た 懲罰 を 取り 扱っ て いた 。 当 章 は 信者 た ちと 不信 者 た ちの 社会 関係 を 一 般 
的 に 取り 扱っ て いる が 、 イ スラ ム に 対し て 戦争 を し て いる 不信 者 た ちと の 関 
係 を 特に 取り 扱っ て いる 。 当 章 は イス ラム と 対し て 戦争 中 で 、 そ の 根絶 に 心 
を 傾け て いる 不信 者 た ちと の 親密 な 関係 の 断固 た る 禁止 命令 で 始ま る 。 そ の 
禁止 命令 は 、 非 常に 近い 血 の つ な が り の 関係 で あっ て も それ か ら 免 除 さ れ な 
い ほ ど 旬 括 的 で あり 厳格 で ある 。 そ の 禁止 命令 は 、 イ スラ ム の 執念 深い 敵 も 
間もなく 献身 的 な 信奉 者 に な る と いう 暗示 的 預言 に 基づく 。 然 し な が ら 、 そ 
の 禁止 命令 は 例外 を 持つ 。 そ れ は ムスリム 達 と 伸 良 く 近 所 つき 合い を し て い 
る 不信 者 た ち に は 適用 され な い 。 そ の よう な 不信 者 た ち は 公 平 旦 つ 親切 に 扱 
われ る の で ある 。 そ れ か ら 当 章 は メデ ィ ナ へ 移住 し た 女性 の 信者 、 そ し て 又 
メデ ィ ナ を 去っ て 不信 者 の 許 へ 走っ た 婦人 達 に 関し て も いく つか の 重要 な 命 
令 が 述べ られ て いる 。 ム スリ ム 達 に こと の 深刻 さ を 理 解 さ せる た め に 、 イ ス 
ラム に 明らか に 敵意 を 持ち 天 六 を 買う 人 々 と 友好 関係 を 禁じ る 命令 を 当 章 の 
終わ り で 繰り 返し て 述べ て いる 。 
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ー 八 笹 六 十 凍 


= 


< i 
六 十 章 
アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumtahinah( 試 す も の ) 
節 数 14、 メ ディ ナ 啓 示 


1. "慈悲 深く 、 恵み 選 く アッ ラー の ON 
御名 に お いて 。 

2. 溢 等 信じ た る 人 々 よ 、 わ が 敵 に し e3E35 YI GG 
て 且つ お 前 達 の 敵 た る 者 を ? 友 と す 「_. OR 


る な か れ 。 彼 等 が 、 お 前 達 に 来 た り し っ ぐる 3) on 2 3 

真理 を 拒み た る に も か か わら ず 、 お 前 。。。 2 

SS の 4 に 3 | ンタ タン %9 ン ン 1 し 

達 は 彼 等 に 好意 を 寄せ る な り "9。 面 と な 00 て 52 
う を ン セ 


し て 、 お 前 達 が 己 が 主 ア ッ ラ ー を 信 ず A | 
る こと だ け で 、 彼 等 は 使徒 並び に お 前 た 2 の 
達 を ( 家 郷 か ら ) “追い 出す な り 。 お 前 1 っ 5 う ON 


達 も し わが 道 に か け て 、 証し て 我 が 悦 5 ; 
at 2 | 
び を 求め な が ら 奮 闘 努 力 の た め に 出 2 3 Ye 


で た る に 、 お 前 達 は ひそ か に 彼ら に 
dbl. 3:119: 4:145: 5:58. で 17:77. 


9028 こ の 禁止 令 は 非常 に 厳し いも の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 神 の 敵 と 公言 する 者 、 
その 家庭 か ら 預 言 者 や イス ラム 教徒 を 追い 払い 、 イ スラ ム 教 を 滅ぼそ うと する 閉 と 親 
交 を も っ て は な ら な い 。 イス ラム 教 の 妨げ に な る 近親 首 と の 縁 に 配慮 し な く と も 良い 
と いう こと も 、 こ の 禁止 令 に 含ま れ て いる 。 イ スラ ム 教 の 敵 は 、 そ れ が 誰 で あれ 、 神 
の 英 で ある 。 


当 節 が 啓示 され た 直接 の 誘因 は 、 ク ライ シュ 族 が ブフ ダイ ビ ヤ (Hudaibiyah) 協 定 の 不 
履行 を し 、 それ に 対し て 聖 預 言 者 が 厳し い 措 置 を と ら な けれ ば な ら な か っ た 時 で ある 
と 考え られ る 。 ハ ーー ティブ ・ ビ ン ・ ア ビー・ バ ル タ (Hatb Bin Abi Balta h) は 、 メ ッ カ ガ 
の 人 々 に 対し て 、 聖 預言 者 の 計画 され た メッ カ へ の 行進 を 知ら せる 秘密 の 手紙 を 送っ 
た 。 啓示 に より これ を 知ら され た 預言 者 は 、 手紙 の 使者 を 探す た め ア リー(Ai). ズ バイ 
ル (Zubair, と ミク ダー ド (Miqdad) を 派遣 し た 。 彼 等 は メッ カ に 向かう 途中 の 使者 (女性 
で あっ た ) に 追い つき 、 手 紙 は メデ ィ ナ へ 持ち 帰ら れ た 。 ハ ー テ ィ ブ (Hab) の 罪 は 非 
常に 重い も の で あっ た 。 役 は 重要 な 国家 機密 を 漏洩 し よう と 試み た 。 彼 は 見 せしめ の 
加 に 値する も の で あっ た が 、 重大 な 結果 を 招く こと に 気づか な い 軽 率 な 行動 で あっ た 
と し て 赦 さ れ た 。 な お 、 こ の 手紙 の 件 か ら 当 童 の 盛 示 日 が 特定 され た 。 
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六 十 闘 アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumrahinah( 試 す も の ) 二 十 八 准 


好意 を 寄せ な ば 、( そ の 秘密 は 無益 な ユイ TFT > イリ レン る る 
り )。 面 し て 、 わ れ は お 前 達 が 隠す こ っ SSD お sb っ に つ 

と も 頭 に する こと も 熟知 する な り 。 3 | 際 人 を 38 ; 
され ば 、 お 前 達 の うち 誰 で あれ その よ i 
うな こと を な さば 、 彼 は 正道 か ら 迷 い OT LS 
た る な り 。 

3. も し 彼 等 が お 前 達 を (何処 に ) 見 つ 名 Ag] ASJI SR は 
ける と も 、 お 前 建 の 敵 と な り 、 悪意 ラコ を イイン ラッ ラン 、 ラ イッ プー 2 て (1 ラッ ララ シン 
以 て 己 が 手 と その 舌 を お 前 達 に 差し PP RS 


1 の に と る ゴイ 
0 ES RR 3302 
4. 2 お 前 達 の 血縁 の 親族 も 、 ま た お 前 SY YS < So 


達 の 子孫 も 、 復活 の 日 に は 、 お 前 達 に ES 

と り て な ん の 役 に も 立た ざる べし 。 彼 っ っ ac 

は お 前 達 の 間 を 裁決 する な り 。 耐 し ポンッ ン 

て 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 所 業 を みそ な OR HE, 

わし 給 う 。 

5. 2 お 前 達 の た め に 、 ア ブラ ハム と 役 FL LG ES 

と 共に あり し 人 々 に 於 いて 、 善い 手 本 

あり 3929。 彼 等 が その 民 に 向っ て 云え >a 当 1 OS 

し 時 (を 想 え ) 「 げ に < 我 等 は 、 お 前 達 並 

びに お 前 達 が アッ ラー 以外 に 崇め る 

も の と 何 の 係 わり も な し 。 我 等 は お 前 ょ 2 っ 2232 59 

達 を 拒否 する な り 。 され ば 、 お 前 連 が 
アッ ラー の み を 信ずる に 至る まで 、 我 !Xs5、 な いっ ば し っ 0 55353 

ER 

3:11; 3E34、 260:7. C6:79; 43:27.、 


や や アブラ ハム (Abraham) の 例 は 、 あ る 人 物 や 人 々 が 真実 に 反し 、 こ れ を 根絶 し よう 
と する 状態 で ある こと が 明らか に な っ た 際 は 、 彼 等 と の 友好 関係 を 一 切 目 め る こと を 
強調 する た め に 述べ られ て いる 。 カ ファ ルナ ー・ ビ クム (Kafarna Bikum) と いう 表現 は 、 
一 般 的 に 、「 我 等 は お 前 が 信じ る こと の 全て を 信じ な い 」 と 訳 さ れ 、 ま た 、!「 お 前 と は 
価 の 関わ り も な い 」 と の 意味 も ある だ ろう 。 カ ファ ラ ・ ビ カ ザ ー(Kafara Bikadha) と は 
その よう な こと は 止め 、 潔 白 で ある と の 意味 を 持つ (Lane より )。 


2 1 
DIA OL 5 っ > の る 
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二 填 八巻 


アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumtahinah( 試 す も の ) 


悪 が 頭 れ た る な り 」。 但し 、 己 が 父 の 
た め に アブ ラ ハ ム の 云い た る こと は 
別 な り 『「a 我 は 必ず 激 の た め に 御 落し 
を 請 わ ん 、 我 は アッ ラー より 液 の た め 
に 如何 な る 権力 を も 持た ざる に も か 
か わら ず 」。 「 我 等 の 主 よ 、 液 に の み 我 
等 は 頼る なり 、 ま た 液 に の み 我 等 は 
平伏 し 、 面 し て 汐 に こそ 、 帰 る な り 。 
6. 我 等 の 主 よ 、 我 等 を 以 て 信 ぜ ざる 
者 ども へ の 6 み と する な か れ 、 耐 し て 
我 等 の 主 よ 、 我 等 を 落し 給え 。 げに 液 
は 、 威 力 に し て 賢 折 に まし ます 」。 


7.“ げ に お 前 達 の た め に 、 彼 等 に 於 い 
a ッ ラ ー と 末 
日 に 望み を 託し て いる 者 の た め に は 。 
され ど 背 き 去 る 者 あら ば 、 げに アッ ラ 
ー は 自足 者 、 すべ て の 讃 美 に 価 する 御 
方 な り 。 

一 項 
8. こと に よる と 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 
と 、 お 前 達 が 互い ( CME た る 者 
ども の 中 か ら の 人 々 と の 間 に 、 慈しみ 
を 生 ぜ せ し む る こと あら ん や 。 され 
RE 耐 し て アッ 
ラー は 寛大 に し て 慈 慈悲 深 くま し ます 。 


& OR RE I 


六 十 章 
4 アデ ) fs そ ぅ る ンー ぅ デ 
EN OS AU 
SEEN 


ンタ 6 所 LE ンー 上 も て 
EG EE 5 hl 


RE 


Pt の ts 2C9| NC 


RC RCS HN CT CSL 

が 
I OED 
3 Gd RE 


) 


@ ニレ ン 


ン ぅ > ション ン っ ウレ ッ ン イン > る 3 イコ ゅ アン 
RL SR BO A 
ちる っ 3 4 828 A っ る ラン トン 
ニレ ーッ 9 8 og っ 
FLT a ン 
Oe I I と 200| 5 


9@19:48. 610:86. ©60:5, 


3039 当 節 は 預言 を 含む 。 聖 預言 者 の 仲間 は 、 彼 等 の 信仰 の 英 が 例え 近親 者 で あれ 、 そ 


の 者 と の 親交 を 断ち 切る よう 命じ られ た が 、 こ の 禁止 令 


は ご く 短 命 に 終わ る 運命 だ と 


告げ られ た 。 か つて の 洋 が 彼 等 の 愛す る 友 と な る 日 は 急速 に 近付き つつ あっ た 。 次 節 


が 示す 通り 、 
ラム 教徒 で な い 普 ) 


この 葉 律 は 、 イ スラ ム 教 徒 と 戦う 不信 者 に 対し て の み 適 用 され る 。 イス 
通 の 人 々 と の 友好 は 禁じ られ て いる わけ で は な い 。 
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六 十 章 アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumtahinah( 試 す も の ) 二 二 八 倫 
9. アッ ラー は 、 宗教 上 の こと で お 前 3 EY 
ND り し 者 、 ま た お 前 達 を 家 郷 J 
より 追放 せ ざ り し 者 に 対し て お 前 達 33033『 師 

を 禁じ 給 わ ぬ 、 つ まり お 前 達 が 彼 等 に 押す | に 
善 を 施し 、 面 し て 公正 を 以 て 彼 等 を 取 2 っ 8601 つら 


り 扱 うこ と を 。 げに アッ ラー は 公正 な a a Ss 
る 者 を 愛 で 給 う 。 oe る i 
10. アッ ラー が お 前 達 に 禁ず る は 、 宗 8m に 
ot と で お 前 達 と 戦い 、 お 前 達 の : 9 
家 か ら お 前 達 を 追い 出し た 者 、 並 びに つの 25> づ っ 守っ 15 oe 
お 前 達 の 追放 の た め に 互い に 手 を 貸 Er Yo 
し た 者 と お 前 税 が 放 半 を 結ぶ こと の ーー プー テウ サト テテ 5 っ ぴっ 
みな り 。 され ば 、 彼 等 を 友 と する 者 あ 2 20 光 070 505 
ら ば 、 こ れ 等 の 者 こそ は 不義 者 な り 。 uN 


11. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 言 者 た る 女 こら 392 し 5 EL 
性 た ち が 移 住 者 と し て お 前 達 の 許 へ 0 0 


来 た る 時 、 彼 女 等 を 確か め ょ "*。 ef 区 


ーー\ 
tw 
» 
\ 

v 
a 
トス 

内 
6 ヽ 


”。 イス ラム 教徒 が 激しく 迫害 され 、 メ ッ カ を 去り メデ ィ ナ の イス ラム 社会 に 加わ る 
の が 安全 で な い 時 で は あっ た が 、 信者 の 絶え 間 な い 流 れ は 、 メ ッ カ に 近親 者 を 残し た 
まま で 、 メ ディ ナ に 殺到 し た 。 こ れ 等 避難 民 の 中 に は 、 相 当 数 の 女性 が 含ま れ て いた 。 
当 節 は その よう な 難民 の イス ラム 女性 に つい て 語っ て いる 。 メッ カ か ら 流 れ て 来 た 女 
性 は 調査 を 受け 、 その 信仰 が 真実 の も の で あり 、 イ スラ ム 教 を 受け 人 れ た 動機 に 不純 
な も の の 無い こと を 証 さ ね ば な ら な い 。 それ が で き な け れ ば 、 如 何 な る 女性 も イス ラ 
ム 社 会 へ は 受け 入れ られ な い 。 ここ に 聖 預 斉 者 の 苦悩 の さま が よく 表 さ ざれ て いる 。 当 
節 は 更に 、 信者 の 女性 と 不信 者 の 夫 の 婚 其 関係 は 、 彼女 が イス ラム 社会 に 折 わ る 計 邊 
勤 的 に 解消 され 、 あ る 信者 が 二 つ の 条件 を 満た せ ば 、 微 女 と の 結婚 が 認め られ る 、 と 
述べ て いる 。 (⑪ 役 は 、 彼女 の 不信 者 の 夫 が 彼女 の た め に 使っ た 費用 を 払い 戻さ ね ば な 
ら な い 。 ⑫) 彼 は 彼女 の 婚 資 も 用 意 し 、 支払 わな けれ ば な ら な い 。 イス ラム 教徒 と イス 
ラム 教 を 捨て た 雪 と の 婚 英 も 同様 に 続か ず 、 も し その よう な 背 教 者 の 女性 が 不信 者 と 
結婚 する な ら 、 イ スラ ム 教 徒 が 難民 の 女性 信者 と 結婚 する 時 と 同じ 手続 き が と られ る 
で あろ う 。 当 人 節 の この 相互 協定 は 、 個 人 間 の 間 題 だ け で な く 、 こ れ 等 の 節 が 特に 取り 
上 げ る 戦時 の 慣例 と し て 国 に より 実施 され る も の で ある 。 個々 の 信者 と 不信 者 間 の 社 
会 的 関係 は 継続 し 得 な いし 、 又 、 し て は な ら な い 


1485 


二 十 八 伏 


アッ ラー は 彼女 た ちの 信仰 心 を 最も 
NSR され ば 、 お 前 達 も し 彼 
女 等 を 信者 な る 女性 た ちと わか ら ば 、 
彼女 等 を 不信 者 た ちの 許 へ 帰す な か 
れ 。 彼女 た ち は 役 等 の た め に 合法 に 非 
ず 、 また 彼 等 も 彼女 た ちの た め に 合法 
に 非 ず 。 面 し て 、 彼 等 (つま り 彼 女 等 
の 保護 者 達 ) に その 貨 し た る も の を 払 
え 。 両 し て 、 お ] 前 達 が 彼女 た ち に その 
? 婚 資 を 与え た れ ば 、 お 前 達 が 彼女 た 
ち を 下る も 罪 に 非 ず 。 され ど 、 不信 者 
な る ? た ちの 結婚 の こと を 己 が 権限 の 


ds 
Rd らら や な か 
DD EY RE 


スッ ンド イン 


0 rv 13 er kk 
a or 
0 


ORI OA | 
は を 便り いさ | アジ リト いり 


ラン タン 


MISSB SR 


っ プー マッ ンコ ブー ョ ン 


うち に する な か れ 。 され ど 、 お 前 達 は hi" ーー レー レコ 
選 が 費 し た る も の を 求め 、 彼 等 は 彼 等 TH 
の 費 し た る も の を 求め る べし 。 これ ア 0 
ッ ラ ー の 命令 な り 。 彼 は お 前 達 の 間 を 
NA 
12. 隊 も し お 前 達 の 妻たち の う | < っ EA 2 
ち 、 お 前 達 の 許 か ら 不信 者 た ちの 許 へ 
まり 、 曽 し て お 前 達 が 昧 謝 料 を 取り た NR 
る 場合 、 その 要 達 が 去り し 者 達 に 、 彼 る 6 ン よ 上 プン ッ ン で | 
等 が 費やし た る も の と 同等 (な も の ) を な 人 | ED RST 
与え よ 33 耐 し て 、 お 前 達 が 信ずる LR NS 

OR a Ro CS 
アッ ラー を 異 散 せ よ 。 2 

4:5, 23. 62:222. 


や 2 も し 、 イス ラム 教徒 の 毒 が 不信 者 の も と へ 走り 、 不 信者 の 女性 が イス ラム 教徒 達 
に 捕らわれ る か 、 彼女 が 不信 者 達 か ら 逃 れ て イス ラム 社会 へ 加わ る な ら 、 信者 の 夫 が 
逃亡 し た 表 に 支払 っ た 婚 資 と 、 妻 が イス ラム 社会 へ 入っ た 不信 者 の 夫 へ 払う 金額 が 同 
じ 場合 、 信 者 の 夫 の 損失 は それ で 相殺 され る こと と な る 。 し か し 、 不足 が ある と すれ 
ば 、 信 者 達 が それ を 補う か 、 あ る い は 、 他 の 説 に よる と 、 国 の 戦利 品 で 埋め 合わ され 
た こと に な る 。 ア ー カ ブ ト ウゥ ム と いう 語 は また 、 ガ ニム トゥ ム つ まり 、 お 前 達 が 手 に 
入れ た 戦利 品 を も 意味 する 。 不信 者 が 、 彼 の も と へ 走っ た 女性 に その 夫 が 支払 っ た 婚 
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アル ・ ム ムタ ヒナ Al-Mumtahinah( 試 す も の ) 


二 十 八 倫 


13. 預言 者 よ 、 信ずる 女性 が 、 

ー と 借 に 何 も の も 俳 せ 礼 ら ず 、 
せ ず 、 姜 通せ ず 、 己 が 子女 を 殺さ ず 、 
己 が 手 と その 足 の 前 で 自ら 提 造 し た 
る 距 を 以 て 中 傷 す る こと を せ ず 、 正 し 
いこ と に お いて 液 に 背 か ざら ん こと 
で 汐 の 許 に 来 た り て 忠誠 を 弧 わ ば 、 彼 
女 た ち の 撤 約 を 受け 容れ 、 曽 し て 彼女 
た ちの た め ア ッ ラ ー に 落 免 を 請 え 。 げ 
に アッ ラー は 寛大 に し て 、 内 深く ま 
し ポ す 。 


14. 溢 等 信じ た る 人 た ちよ 、? ア ッ ラ 
ー の 怒り を 被り し 民 を 友 と する な か 
れ 。 彼 等 は 、 不信 者 ども が 墓 中 の 者 に 
総 望 せ し が 如く 来世 に 絶望 し た る 3933 
な り 。 


こら 2 EE 3 CE 
A 上 Yo 人 


ンー 


4 
Fs ld WW 


人 Ya GG 


ンー is lk 2 LE 
Cs SS og CS 3 


E& RR 


458:13. 


資 の 返 選 を 拒 で あろ うか ら 、 こ の 協定 は 必要 な も の で あっ た 。 


” 「 来 世に 絶望 し た る な り 」 と いう 言葉 は 、 彼 等 は 生 に は いつ か 死 が 訪れ る と 信じ 
な いよ うに 、 来 世 も 信じ な いこ と を 示し て いる 。「 ア ッ ラ ー の 篤 り を 被り 」 と いう 言 
葉 が 、 聖 クル アー ン の 数 節 で ユダ ヤ 人 に 関し て 使わ れ て いる の で 、 こ と で の 「 彼 等 」 
は 特に ユダ ヤ 人 を 指し て いる よう だ 。 
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ーー リッ 
バト 一 章 
アッ サッ フ As-Saff( 隊 伯 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 剖 

当 章 は ウフ ド の 戦い の 後 、 聖 各 の 約 3 年 か 4 年 後 、 メ ディ ナ に 於 いて 啓 
示さ れ た 。 そ れ は 当 章 の 第 5 節 で それ と な く 言 及 さ れ て いる よう に 、 聖 預言 
者 へ の 絶対 的 な 忠 順 及 び 規 律 を 無視 し た 故に ムスリム の 或 る 人 々 は その 戦場 
で 過失 を 犯し た こと で ある 。 以前 の 二 つ の 章 は 不信 者 た ち に 対す る 戦い を 主 
題 に し て いる 。 そし て 戦後 生じ る 社会 、 政治 的 問題 に 触れ て いる 。 当 章 で は 、 
指導 者 に は 無 条件 で 疑う こと な く 服 従 する こと 、 彼 の 指導 の も と に 結束 し て 
不信 者 た ち に 対し て 強固 な 、 ま と まり を も っ た 団結 し た 防御 線 と な る こと の 
重大 さ を 強 調 し て いる 。 

当 章 は 神 の 知恵 と 力 の 賞 讃 で 開 誹 され 、 そ し て 言葉 で 神 の 栄光 を 讃え 、 
その 徳 を 賞 揚 する と と も に 、 彼 等 は 行動 で その 言葉 上 の 宣言 に 実践 的 な 証明 
を 与え る べき で ある と 信者 た ち に 訓 戒 し て いる 。 そ し て 人 役 等 は 真理 の た め に 
戦い を 要 : 
自分 達 の 指導 者 に は 無 条 件 に 従う べき で ある と いう こと が 述べ られ て いる 。 
当 音 は また 、 モ ー ゼ を 中 傷 し 無視 する 、 つ まり 悩ま せ て 、 心 を 苦 問 さ せる よ 
うな 振舞 い を し た 役 の 信者 達 の 無 作法 に 簡単 に 言及 し 、 ム スリ ム 達 は 決し て 
彼 等 の よう に ふる まう こと が な いよ うに 稀 告 を し て いる 。 当 章 は 次 に 、 ア フ 
マ ド 預 言 者 の 出現 に つい て の キリ スト の 預言 が 述べ られ 、 ア ッ ラ ー の 光 を 消 
そう と する 暗 や み の 信 泰 者 の すべ て の 企 て は むだ に 終わ る で あろ うと 語っ て 
いる 。 そ の 光 は 栄光 と 光 多 を 持ち 続け 、 そ し て イス ラム が すべ て の 宗教 に 勝 
る で あろ う 。 然 し 、 そ の 結果 が も た ら さ れる 前 に ムスリム 達 は 自分 達 の 富 
自分 自身 を も っ て アッ ラー の た め に 奮闘 努力 する 必要 が ある 。 そ うし て 初め 
て 、 彼 等 は 小川 の 流れ る 楽園 に て 、 神 の 高 賞 と 物質 的 な 栄 営 を 受け る に 値 す 
る の で あろ う 。 当 章 は 終盤 に 於 いて 、 イ エス の 弟子 た ち が す べ て の 犠牲 と 辛 
抱 に 耐え た よう に 、 ム スリ ム 達 に 神 の 目的 を 実現 する た め の 支 援 を する こと 
を 奨励 し て いる 。 
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ーー ーー 
ノ ミト 一意 
アッ サッ フ As-Saf 隊 何 ) 
節 数 15、 メ ディ ナ 啓 示 


1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 計 く ア ッ ラ ー の Oe 
御名 に お いて 。 - 

2. ? 詳 天 に ある も の 、 ま た 地 に ある も IBICRISIG da 
の 、 挙 て アッ ラー を 讃 美 し 奉る 。 病 し RE 
て 彼 は 成 力 者 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 ーー の る SS 5 
3. 溢 等 信じ た る 者 た ちよ 、 お 前 達 征 YY ビン 3 33 RU 
ら 行 わざ る こと を 何故 に 口 に する 2 
や ? 3034 Oa 
4. お 前 達 が 行わ ざる こと を 口 に する ツ Y ビ 3 2、 の hi Ez 久 名 
は 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で は 大 罪 な り 。 に 2 


5. げに アッ ラー は 、 隊 何 を 組ん で 彼 AA ス 36 宛 563 誠 こ る 208) 
の 道 に か け て 戦う 人 々 を 愛 で 給 う 。 愉 6022 
も 彼 等 は 堅固 な る 壁 “5 の 如 し 。 OO2 ヶ ろ ら OS ふら の も は っ 


6. 面 し て 、 モ ー ゼ が 己 が 民 に 向っ て 7554 っ 20 、 め 2 り 3 


云い た る 時 (を 念 え )、「 我 が 民 よ 、 何故 6 る 
に お 前 較 は 我 に 危害 を 加え る や 99996 MOTO 3 
aL 0817:45; 24:42; 57:2: 62:2; 64:2. 


イイ スラ ム 教 徒 の 行い は 発言 と 一 致し て いな けれ ば な ら な い 。 自慢 や 実質 の 無い 言 


葉 は 何 の 役 に も 立た な い 。 行為 の 伴わ な い 口 先 だ け の 発言 は 、 偽善 と 不実 の 色 合 を 淀 
びる 。 


08 イス ラム 教徒 は 、 彼 等 が 無 条 件 に 従わ ね ば な ら な い 指 導 者 の 指揮 の 下 、 悪 の 勢力 
に 対し 堅固 な 前 線 と な る よう 期待 され て いる 。 し か し 一 つ に 強く 結び 付く 社会 を 求め 
る 人 々 は 、 生 活 規 準 、 概 念 、 目 的 、 目 的 達成 の た め の 計 画 を 一 つ に し な けれ ば な ら な 
い 。 
3936 モー ゼ 程 に 従者 の 手 で 精神 的 苦痛 を 味 あ わ さ れ た 神 の 預言 者 は お そら くい まい 。 
モー ゼ の 一 族 は 、 日 の 前 で ファ ラオ の 強力 な 軍隊 が お ぼれ て 行く の を 見 た が 、 彼 等 は 


= 


1489 


三 下 八 念 ーーーーー デ ーー バ 十 一 章 


ン ン ンー ル し 


お 前 達 、 わ れ が お前 達 へ 遣わ され た る 区! を 1 1 放っ 大 
アッ ラー の 使徒 な る こと を 知り た る 9 0 4 
に も か か わら ず 」。 さ れ ば 、 役 等 が 歪み 「 み 2 、sae Yul よる 28 


た れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 心 を 倫 め た の 3 
83 
り 。 面 し て アッ ラー は 背 導 者 な る 民 を © i 


7。 また マ リア の 子 イ エス が 云い た る ダン も ンー グラ 2 で | ピナ 】 | る き 
ーー の " 

時 (を 念 え )、「 イ スラ エル の 子孫 よ 、 ば 2 2 - 
に 我 は ね 前 達 へ 遣わ され た る アッ ラ 0) 
ー の 使徒 な り 、 律 法 の うち 我 が 前 に あ eg 

2 あっ 9 てい つて や の 6 え う 5 
る も の を 確 対し 、 耐 し て 我 が 後に 来る 多 つ CB こ プラ ーー レプ いい で うっ 


偉大 な 使徒 の 朗報 を 与え る 者 と し て 。 イッ | レル ョ ーー ャ テコン (レポ ン ラ ン 
AS CeAa Cy2 っ | 
彼 の 名 は アフ マ ド な り 」 037。 され ば 、 as dE 3 リッ ン 


海 を 渡り 切る と た ち ま ち 偶 像 崇拝 に 戻 ろ うと し 、 誰か が 偶像 を 崇め る の を 見 て 、 自分 
達 に も その よう な 偶像 を 作る よう に モー ゼ に 頼ん だ (7:139)。 神 が 彼 等 に 与え る と 約 東 
され た 地 カ ナン へ 行く よう 求め られ た 時 、 彼 等 は モー ゼ に 、 モー ゼ が それ 程 ま で に 信 
じ る 彼 の 神 と 行け ば よい で は な いか 、 自 分 達 は 、 落ち 着い た この 場所 か ら 一 寸 た り と 
も 動く つも り は な いと 、 取 知ら ず に も ば か に し た よう な 曲調 で 告げ た (5:235)。 こ の よ 
うに 、 モー ゼ は 、 彼 が フォ ラオ の 厳し い 東 縛 か ら 解 き 放 し て や っ た 人 々 か ら 何 度 も 佑 
辱 さ れ 、 彼 等 を 偶像 祭 振 か ら 立 ち 直 ら せ よ うと する 努力 を 踏み に じ ら れ た 。 彼 等 は モ 
ー ゼ を 誹謗 すら し た 。 

3937 聖霊 の 到来 に 関す る イエ ス の 預言 は 、 ヨ ハネ の 福音 書 12:13:14:16, 17: 13:26: 16:7 
を 参照 の こと 。 そ の 内 容 か ら は 、 次 の こと が 推論 され る 。 

①) も し イエ ス が と この世 を 去ら な い 限 り 、 パ ラク レー ト 或 い は 、 慰め る 著 或 い は 、 真 
理 の 悪霊 は 現れ る は ず が な か っ た 。 ⑫ 彼 は 永遠 に この 世に 止ま り 、 イエ ス 自身 が 語れ 
な か っ た 多く の こと を 述べ る は ず で あっ た 。 そ れ は 、 当 時 世界 の 人 々 が それ 等 に 、 耐 
え 得 る 能力 を 持ち あわ せ て いな か っ た の で 多く は 語ら れ な か っ た 。 ⑬) 役 は あら ゆる 真 
実 へ の 導き 手 で あろ うと し た 。 (④ 役 は 自身 の こと は 語ら な い が 、 了 世に する こと は 全て 
話 そ うと し た 。($⑮ 役 は イエ ス を 替え 、 彼 の 真実 を 証 そ うと し た 。 この 聖堂 に 関す る 記 
述 は 、 陸 クル アー ン に 与え られ た 聖 預 言 者 の 地位 や 使命 と 完全 に 一 致す る 。 聖 預 言 者 
は 、 イエ ス が この 世 を 去っ た 後に 現れ た 。 彼 は 律 法 を 携え る 最後 の 預言 者 で あり 、 聖 
クル アー ン は 、 終 り の 時 まで 全 人 類 に 向け られ た 神 の 律 法 を 、 最 後に 啓示 し た (S.4)。 
型 預 韻 者 は 自ら の こと に は 触れ な か っ た が 、 神 に 告げ られ た こと は 全て 話し た (33:4)。 
彼 は イエ ス を 讃え た (2:254: 3:S6)。 ヨ ハネ の 福 府 書 に ある 上 記 の 預言 は 、 ア フ マ ド と 
いう 名 が パラ クレ ー ト と な っ て いる 他 は 、 当 節 の 預言 と 酷似 し て いる 。 キリ スト 教徒 
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六 十 一 凍 アッ サフ As-Saff( 隊 仙 ) 二 十 八 伏 


2 イイ イト っ 


RNN 『 に 来 た 13@ ご 3 RS つの 
や 、 彼 等 は 云え り 「 こ は 明らか な “ 
0 &。 NY ia 


人 I 


ろう か ? Rs TE i 
も か か わら ず "。 面 し て 、 ア ッ ラ ー 


アッ i どっ る る と アコ プロ ュ ン 

は 不 凍 を な す 民 を 導き 給 わ ず 。 OT EY lS 
27: Ld; 43:31. 26:22; 10:18; 11:19. 

の 作家 達 は 、 聖書 と 表 ク ルアー ン に 一 致す る 特質 を 無視 し て 、 二 つ の 名 の 違い を 根拠 

に 、 a 事実 イエ ス は アラ ム 語 、 へ ブラ イ 語 の 両方 を 語 

し た 。 アラ ム 語 は 彼 の 母 の 音 葉 で あり 、 へ ブ ライ 語 は 彼 の 宗教 用 語 で あっ た 。 現存 の 


量 寺 は アラ i 呈 及 び へ ブラ イ 語 を ギリ シャ 語 に 翻訳 し た も の で ある 。 翻訳 で は 、 当 
然 、 元 の 内 容 の 美 し さ を 完全 に 伝え る こと は で き な い 。 言語 に は 限り が ある 。 同じ こ 
と は 、 そ れ を 話す 人 に も 当て は まる 。 彼 等 の 限界 は 、 そ の 作品 に 表れ る 。 ギ リ シ ャ 語 
に は 、 アラ ビア 語 の アフ マ ド に よく 似 た 意味 の パリ クル ー ト ス と いう 語 が ある 。 高 名 
な キリ スト 教 の 神学 填 Jack Fingan は 、 そ の 作品 'The Archacology of World Religions の 
中 で 次 の よう に 述べ て いる 。「 ギ リ シ ャ 語 で パラ クレ ー ト ス ( 聖 霊 ) は ペリ クル ー ト ス ( 高 
名 な ) と 非常 に 似 て お り 、 後者 は アフ マ ド や ムハンマド と いう 名 を 意味 する 」。 更に 、 十 
九 世紀 の 終わ りこ ろ に 、 旧 カイ ロ の エズ ラ ・ シ ナ ゴ ー グ で 発見 され た 書物 の ダマ スカ 
ス ・ ド キュ メン ト (2 頁 ) で 、 イ エス は “エメ ト " (Bmeth) と いう 名 前 の ある " 王 電 
出現 を 預言 し て いる と 述べ られ て いる 。“ エ メト "(Emeth) と は 、 へ ブラ イ 語 で 真実 、 
或いは 誠実 な 者 、 ま た は 癌 を な す 者 を 意味 する (Strachan's Fourth Gospel 141 頁 よ り )。 
この 語句 は また ユダ ヤ 教 徒 に よっ て “ 神 の 封印 "と 解釈 され て いる 。 当然 、 イ エス が 確 
の フ マ ド (Ahmad) と いう 名 を 利用 し て いる が 、 両 方 の 語句 の 音声 が 似 て いる た 

、 後 で 作家 た ち が ア フ マ ド を その 類義語 の エメ ト と 変え た よう で ある 。 当 節 の 預言 
に され る が 、 必 然 的 に 約束 され た 救世 主 、 ア フ マ デ ィ ア 協会 の 創始 者 
に も 当て は まる 。 そ の 理由 は 、 彼 が 神 の 内 示 の 中 で アフ マ ド と 呼ば れ た か ら で あ り ( バ 
ラ ヒ ー ン ・ ア フ マ デ ィ ア )、 そ の 身 に 聖 預言 者 の 第 二 の 出 現 又 NN 
る 。 こ の 聖 預 言 者 の 第 ご - の 出現 に 関し て は 、 62:3 節 が 明確 に 述べ て いる 。 聖 預言 者 に 
つい て の 預言 は バル ナ バ ス の 福音 書 に も 明示 され て いる こ と が 加え て 述べ られ て いる 
よう だ 。 こ の 福音書 は 、 キ リス ト 教 に 、 に せ 物 と し て 扱わ れ て いる が 、 四 つの 福音 書 
と 同じ く 本 物 と 認め られ る べき だ と 主張 し て いる 


や 当 節 は 不信 者 の こと を 述べ て いる 。 聖 聞 若者 は 彼 等 に お 知 げ を 発し た が 、 そ れ は 
彼 が 招待 王 で あり 、 彼 等 が 招待 客 だ っ た か ら で あ る (20:109 と 33:47)。 ま た 、 彼 等 は 
紅 ク ルアー ン の 中 で 、 神 に 対し 虚偽 を 提 造 する 者 と 冶 印 を 押さ れ て いる (6:138, 141)。 
し か し この 預 詩 が 約束 され た メシ ア に 適用 され る と すれ ば 、「 イ スラ ム へ 招 か れる 」 と 
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二 十 八 巻 


アッ サフ As-Saff( 隊 伯 ) 六 二 一昔 


9.? 役 等 は その 口先 で アッ ラー の 光 
39 を 吹き 消さ ん と 欲す 。 さ れ ど 、 不 
信者 ども が 如何 に 嫌う と も 、 ア ッ ラ ー 
は その 光 を 全う する 者 な り 。 
10. 2? 彼 こ そ は 、 真 の 宗教 と 符 導 を 携 
えて 、 己 が 使徒 を 遣わ し た る 御方 な 
り 。( そ は ) 彼 が それ を し て すべ て の 宗 
教 の 上 - に 優位 に 立た し めん が た め な 
1 、 他 神 を 併せ 祀る 者 ど も が 如何 
に 嫌う と も 。 

ー 項 
H1. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 を 痛 
まし い 貢 苦 か ら 救 う 取 引 や! に つい 
て 、 わ れ は お 前 達 に 告げ よう か ? 


12.“ お 前 達 が アッ ラー と その 使徒 を 
信じ 、 南 し て アッ ラー の 道 に か け て 忌 
が 生命 と 己 が 財産 に よっ て 奮闘 努力 
する な り 。 そ は お前 達 の た め に 最善 な 
り 、 も し お 前 達 知 り 得 れ ば 

13. 彼 は お 前 達 の 譜 々 の 罪 を 赦し 、 お 
前 達 を その 下 に 河川 流 る る 楽園 に 入 
らし め る な り 。 そ し て 、 “< 永遠 の 


楽園 


fs A 


Pe 
O62 8 38 4h 
IEA GR 
SIA EI 
¢ 0 
EE Os ale GG 
A 
RA 
ee 0529 
das 詩人 : 
に 


ン NM 


FEV 


9:32. 09:33; 48:29. 09:20, 41. 9:72: 19:62; 20:77. 


いう 言葉 は 次 の こと を 示す 。 約束 され た メシ ア が 、 いわ ゆる えせ の イス ラム の 守護 者 


達 よ り 、 悔 い 改め 、 彼 等 の よう な あい まい な イス ラム 教徒 に な る よう に 、 


と いう こと で ある 。 
や 下 預 言 者 は 、 
る (4:175; 5:17; 64:9)。 

9040 聖 ク ルアー ン の ほとん どの 注 


聖 ク ルアー ン の 中 で 、 繰 り 返 し 


釈 は 、 当 節 が 約束 され た メシ ア に 


と 招 か れる 


「 ア ッ ラ ー の 光 」 と し て 呼ば れ て い 


] さ れる と 認め 


て いる 。 そ の 理由 と し て 、 彼 の 時 が 来れ ば 、 全 て の 宗教 が 現れ 、 EE ビワ 


ム 教 の 優位 が 確立 され る か ら で あ る 。 
” 買 易 や 商業 が 栄え 、 非常 
シア の 時 代 を 、 当 節 は 語っ て いる よう だ 。 


に 有利 な 取引 を 求め て 


な 状態 と な る 、 約 束 さ れ た メ 
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六 二 一 章 アッ サフ As-SafK( 隊 伯 ) ーー 十 八巻 


に 在 る 清浄 な る 住居 に も また 然 り 。 そ 3 95 つう そこ “< つづ 
は 全 大 な 成就 な り 。 


14. また 他 の ( 明 報 な る ) も の も あり 85002 う の ば る 5 は 3 
て 、 お 前 達 は それ を 好む 。( す な わ ち ) 


アッ ラー の 援助 と 近 き 勝利 な り 。 さ れ OR 
ば 汐 、 信 者 た ち に 朗報 を 伝え よ 。 5 
15. 汐 等 信じ た る 人 た ちょ 、 アッ ラー じ く 40 ル 3 お 2 痕 SU 


の 支援 者 た れ 。 マ リア の 子 イ エス が 。  。 15 

4 池子 た ち に 向っ て 云い た る 時 の 如 の os つの ed 
く 、「 ア ッ ラ ー へ (導く こと ) の た め に 我々 ロン ン 和 (信人 と ま に イ レー タテ | ン T 
93J12291 J a SE 

を 助け る 者 は 誰か ?」 と 。 弟子 た ち は 0 [ Gl 
云え り 「 我 等 は アッ ラー の 支援 者 な US CE a SS 
り 」 と 。 され ば 、 イス ラ エル の 子孫 の らち レレ 993 
ち ー 団 は 信じ 、 面 し て 一 団 は 拒み た ん らし A 9 中) こめ 


義和 され ば 我 等 は 信じ た る 者 達 を そ gg プン の a メン 3 Le 
よう Ac Ea で 3 CS 

の 敵 に 対し て 助け た る な り 。 故に 彼 等 。 プン "9 

は 勝利 者 と な れ り の 。 を Es に 3 


イエ ス が 布教 を し た ユダ ヤ 人 の 三 つ の 宗教 団体 、 フ ァ リ サイ 派 (Pharisees)、 サ ド 
カイ 派 (Sadduccees)、 エッセ ネネ 派 (Essenesy の うち 、 イエ ス が まだ 神 の 布教 者 と し て 任命 
RNN 彼 は 3 つ 目 に 層 し て いた 。 エッセ ネ 派 (Essenesy の 人 々 は と て も 散 農 

、 世 間 の 雑踏 か ら 離 れ て 暮らし 、 祈り や 瞳 想 、 人 類 へ の 奉仕 な ど を し て 暮らし て い 
の この 団体 か めか ら イエ ス の 初期 の 信徒 が 出 て いる (『The Dead sea community』 Kurt 
Schubart 著 及 び 、The Crucifixion by An Eye-Witness』 より)。 役 等 は 、Eusephus に よっ 
て 「 肥 援 者 」 と 呼ば れ て いた 。 当 章 の し めく くり の 言葉 は 、 と て も 預言 的 で ある 。 イ 
エス の 信徒 達 は 、 そ の 時 代 、 彼 等 の 永遠 の 敵 で ある ユダ ヤ 人 に 対す る 支配 と 勢力 を 享 
受 し た 。 彼 等 が 広大 で 勢力 の ある 常 国 を 創立 し て 支配 し た の に 対し 、 ユ ダ ヤ 人 は 分 淫 
する に 留まり 、『 放 浪 す る ユダ ヤ 人 』 と いう 語句 は こと わざ と し て 用 いら れる よう に 
な っ た 。 
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オニ 
アル ・ ジ ュ ム ア Al-Jumu‘“ah( 集 礼 ) 
メデ ィ ナ 毅 示 


と a Nii. RS に つい て 、 キリ メト の 人 が 

され た 。 当 章 は その 預言 を 更に 扱っ て いる 。 前章 と 同じ く 、 当 章 は 、 神 の 力 
と 知恵 の 賛美 で 始ま り 、 そ し て これ 等 の 二 つ の 神 の 属性 の 証明 と 論証 (証拠 ) 
故に 、 無 知 文吾 の アラ ブ 人 た ちの 中 に 聖 預 言 者 の 出現 を 指摘 し て いる 。 彼 等 
は 聖 ク ルアー ン の 教え と 聖 預 言 者 の 気 高 い 模範 に よっ て 、 野 奏で 教養 の な い 
無知 文吾 な 人 々 か ら 出 て 、 人 類 の 師 と 指導 者 と な り 、 何 処 に 行こ うと も 光 と 
I NR 0 


i 還 計 者 の 刊 大 な る 代理 者 が 條 等 の 中 出現 し た 時 、 
NN Ri NE et 
0 i 


即ち 、 人 OC は どの 2 や 取 引 な ど 他 の いろ いろ な 物 
質 的 な 利益 に 狂 巻 され 、 人 々 を 神 か ら そ ら す よう な 時 代 で ある 。 そ し て ム ス 
リム 達 は これ 等 の も の で 、 彼 等 の 中 心 で ある べき 宗教 上 の 義務 か ら 気 を 散ら 
さ な い よう に 訓 戒 され て いる 
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アル ・ ジ ュ ム ア Al-Jumnuah( 集 礼 ) 
館 数 14、 メ ディ ナ 砂 示 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 填 く ア ッ ラ ー の OR NE 
御名 に お いて 。 ー 

2. 諸 天 に ある も の 、 また 大 地 に ある NG EP 
も の 、 挙 げ て アッ ラー を 2 計 美 し 奉 OG 
る 、( 彼 は ) 王 者 、 神 聖 、 威力 者 、 賢 哲 OS SO 
な り 3043 

3. 彼 こ そ は 無知 蒙 味 な た 民 に %、 彼 等 2 る 8 YC E SG 2 

うち お おこ 1 cd 2 

の 中 か ら * 便 徒 を 興し た り 。 彼 は 、 彼 。 。 
等 に その 神 兆 を 読 語 し 、 彼 等 を 浄 め 、 pe て やう 和 ol ec っ 


且つ 彼 等 に 経典 と 英知 06 を 教え る や 582 シー 
EO ol | 
な り 。 面 し て 、 以前 第 等 は 明らか な 近 OO の 2 ラー 


誤 の 中 に あり き 。 ORE 


4 また 、 彼 等 の 中 まだ 彼 等 と 合同 せ < メン ルッ に て つも 8 
ざり し 人 々 に も ( 彼 を 遣わ し た うい 


al. 61:2.63:165: 7:158: 9:128. 


や や この 四 つ の 神 の 特性 は 、 次 節 に 述べ られ た 聖 預 言 者 の 四 つ の 使命 に 係る も の で ある 。 
4 3.76 及び 、7:158 節 を 参照 。 

99 聖 預言 者 に 下さ れ た 神 の 使命 は 、 当 節 に 書か れ た 四 つ の 宗教 上 の 義務 を 果たす こ 
と か ら 成 る 。 これ は 彼 に ゆだね られ た 偉大 で 高 早 な 任務 で あっ た 。 それ は 、 ア ブラ ハ 
ム 預 言 者 が 、 息子 と カー バ の 基盤 を 起こ し た 数 千年 前 に 祈っ た 内 容 が 、 無知 蒙 昧 の ア 
ラブ 人 の 中 か ら 聖 預言 者 が 現れ る こと だ っ た か ら で あ る 2:130)。 事実 、 如何 な る 神 の 
使者 も 、 自 ら 高尚 で 清 い 手 本 と な り 、 誠実 で 献身 的 そし て 高潔 な 弟子 達 の 社会 を 準備 
し な けれ ば 、 そ の 使命 を 真 に 果たす こと は で き な い の で ある 。 彼 は まず 弟子 達 に 、 お 
告げ の 理想 と 教義 、 そ の 原理 と 重要 性 を 教え 、 そ の 後 こ の お 告げ を 他 の 人 々 に 読 く た 
め に 彼 等 を 海外 へ 送り 出す 。 役 が 弟子 達 に 与え る 訓練 は 役 等 の 知性 を 研 き 、 彼 の 教養 
の 哲学 が 彼 等 に 信仰 の 確信 を も た らし 、 彼 の 高尚 な 手 本 は 彼 等 の 内 に 心 の 純化 を 生じ 
させ る 。 当 節 が 語る の は 、 宗 教 の この 基本 要素 で ある 。 
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二 二 八 倫 アル ・ ジ ュ ム ア Al-Jumu“ah( 集 礼 ) 六 十 一 章 


り )""%。 面 し て 彼 は 威力 者 に し て 、 賢 a 
折 に まし ます 。 
5. これ アッ ラー の 皿 能 な り 。 彼 は 05 8 
が 欲す る 者 に と を 与え 給 う 。 さ れ ば 、 

アッ ラー は 宇 大 な る 尻 座 の 主 な り 。 EE 


6. 筆 法 (の 責務 ) を 負わ され 、 然 る 後 彼 3 2) 3 は ご 0 J 
等 は それ を ( 護 護持 し て ) 負 わざ り し 者 ど 2 
も の 喉 は 、 書 物 の 重荷 を 運ぶ 馬 の ss I SE ass 


如 し 。 アッ ラー の 神 兆 を 虚 倫 と みな し ンタ et イタ ンー と 上 (コン イィ 
SI ) DE 
た る 者 ども の 中 は 何と 悪し き な る か ジム 


ン 


な 。 され ば 、 アッ ラー は 不義 者 な る 民 、s ぃ SV 人 | 3 OR 
を 導き 給 わ す . Aa 


7. 云え 「 汽 等 ユダ ヤ た る 人 々 よ 、 も 2 3 Ol CHGL 8 
し お 前 達 は 、 す べ て の 人 々 を 差し 置い 0 i 
て お 前 達 の み が ア ッ ラ ー の 友 と な る Eo ad | 


3946 陳 預言 者 の お お 告げ は 、 彼 が その 中 か ら 立 ち 上 が っ た アラ ブ 人 だ け で な く 、 非 アラ 
ブ 人 に も 向け られ た も の で あり 、 ま た 彼 と 同時 代 の 人 々 だ け で な く 、 終 り の 時 が 来る 
まで 幾 世代 に も わた っ て 引き 継が れる も の で あっ た 。 あ る い は 、 聖 預 斉 者 が 、 彼 の 最 
初 の 弟子 達 に まで 加わ っ て いな い 他 の 人 々 の 中 か ら 立 た せる 、 と 当 節 は 示し て いる の 
か も し れ な い 。 当 節 の この 言葉 は 、 聖 預言 者 の 有名 な 言葉 に も 出 て 来る も の で 、 後 日 
約束 の メシ ア の 身 に 聖 預 言 者 が 再度 現れ る こと を 示し て いる 。 アブ ー・ フ ライ ラ は 次 
の よう に 語っ て いる 。「 あ る 日 我々 が 聖 預 斉 者 と 座っ て いる と 、 アル ・ ジ ュ ム ア ( 当 章 ) 
が 啓 ホ され た 。 私 は 聖 預 党 者 に 尋ね た 『 まだ 彼 等 と 合同 せ ざ り し 人 々 "と いう この 言 
昌和 と 。 ベ ルシア 人 の サル マー ン が 我々 の 中 に 居 た 。 私 が 
預言 者 は その 手 を サル マー ン の 上 に 置き 、 語 っ た 。『 も 
清国 の まり 去る も の な ら 、 サ ル マ ー ン の 故 卿 (ペル シア ) の 人 
の うち 、 だ れ か が 、 必 ず そ れ を 取り 戻す で あろ う 』。 こ の 聖 預 言 者 の 言葉 は 、 当 節 が 
ペル シア 人 の 男 に 向け られ た も の で ある こと を 示し て いる 。 アフ マデ ィ ア 教会 の 創立 
者 は 、 ペ ルシア の 子孫 で あり 、 約束 され た メシ ア だ と 主張 し て いる 。 聖 預 斉 者 の 別 の 
言葉 は メシ ア の 到来 を 述べ た も の で 、 そ の 時 、 聖 クル アー ン は 残ら な い が そ の 言葉 が 、 
イス ラム 教 で は な く 、 そ の 名 が 残る の で ある 。 つま り 、 イス ラム 教義 の 真 の 精神 は 失 
われ る の で ある 。 この よう に 聖 ク ルアー ン と ハデ ィ ー ス は 共に 、 当 人 節 が 約束 され た メ 

シア の 身 に 起こ る 聖 預言 者 の 再来 に 触れ て いる こと を 認め て いる 。 
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六 十 二 章 アル ・ ジ ュ ム ア Al-jumu'ah( 集 礼 ) 二 十 八 巻 


ed 人 0 ORS 3 | Ct 
2 も し お 前 達 正 直 な ら ば 」。 
、 NR ヽ も っ グン イ イプ te 
8. ? さ れ ど 役 等 は 、 己 の 手 が 先 に 送り 43les38 CI っ 衣 Y2 
し こ と が 故に 、 決し て それ を 請 い 願わ 


ンタ で Fie A ~~ 
ざる べし 。 曽 し て 、 アッ ラー は 不義 者 OU als 
ども を 熟知 し 給 う 。 


9. 云え 、“「 げ に お 前 達 が 逃れ ん と す 455 だ の 85 0 
る その 死 は 、 必 ず お 前 達 に 襲い か か ら 0 
ん 。 然 る 後 お 前 達 は 、 見 る あ た わ ざる LL RES 


も の も 、 見 える も の も 知 徐 し 給 う 御方 を っ BE > の 2 ライン 
dolar RG ご 83 Nl 
に 帰ら し め ら れん 。 され ば 彼 は 、 お 前 ” PA 2S の 


達 び が な し た る こと を お 前 達 に 告 け 知 
らせん 」。 
二 項 


10. 液 等 信じ た る 人 た ちよ 、 金曜 日 の 3 し 0 2> 85 トマ 3 前 LSD 
礼拝 に 召さ れる 時 は や が 4、 ア ッ ラ ー NIS RES 
を 念 ずる こと に 急ぎ 、 商売 か ら 離 れ 。 穫 LSSdllA つ 6498 し っ 


a i 区 良 な り 、 2 ぐり 2 の くさ の si A 


ls333 
も し お 前 達 知り た れ フフ ーッ フ 


11. され ば 、 礼 拝 が 終了 され ば 、 お 前 13 うっ 5858 員 色 こ ーー ン 8 
っ 
達 大 地 に 散ら ば り 、 ア ッ ラ ー の 恩 租 を 3 NN 


2:95, 02:96. €2:97; 4:79: 33:17 


07 約束 され た メシ ア は 、 彼 の 主張 を 拒む び 、 い わ ゆ る ムスリム 神学 者 た ち に 、 ム バー 
ハラ 即ち 、 神 に 対し 央 偽 を 提 造 する 者 に 対し て 神 の 呪い を 祈願 する こと (3:62) を 挑戦 
する で あろ う 。 

2 前 数 節 に 聖 預 言 者 を 拒み 、 そ の 安息 日 を 活用 し 、 ひ いて は 神 の 不貞 を 招く 
RR し か し 当 節 で は 、 イス ラム 教徒 は 
義務 的 な 金曜 礼 捧 に 特に 注意 する よう 命じ られ て いる 。 人 に は 皆 安息 日 が あり 、 イス 
ラム 教徒 の 安息 日 は 金曜 日 で ある 。 この 章 は 特に 約束 され た メシ ア の こと を 取り 上 げ 
て いる の で 、 金曜 礼拝 に 対す る 要求 は 、 同 時 に 、 イス ラム 教徒 が 彼 の お 告げ ば に 耳 を 傾 
ける よう に と 彼 が 、 大 き な 声 で 呼び か け て いる こと を も 示し て いる よう だ 。 
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二 十 八 伏 アル ・ ジ ュ ム ア Al-Jumu‘ah( 集 礼 ) 六 十 二 章 


890 耐 し て 、 アッラー を 大 い 9 1 う 5 Je ls SY 
に 唱 念 せよ 、 お 巡 成 功 せん が た め a 


> ET RE UR 
orere 1 うか 


ィ を ン ン 


12. され ど 彼 等 は 、 取引 や 遊戯 を 見 か 93 る 33132L<31312513 
けた る や 、 その 方 に 駆け 去り 、 徹 を 独 。 。 」 
り で 立ち た る まま に 残す な り 。 云え 、 2 SS 
[7 ッ ラ ー の 御 許 に ある も の の 方 が 、 人 4 < > 5 | 
遊戯 や 取引 より は る か に 優る 。 証し 、 5 N23 gS 
て アッ ラー は 滋養 物 を 賜る 者 の うち で OR NI 
最善 な り 」。 


3048 ユダヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 の 安息 日 と は 異な り 、 イ スラ ム 教 徒 の 安息 日 は 休日 で 
は な い 。 金 曜 礼拝 の 前 後に 、 イ スラ ム 教 徒 は いつ も 通り に 日 常 業務 に 携 っ て 構わ な い 。 
「 ア ッ ラ ー の 恩 籠 」 と は 、 一 般 的 に 、「 仕 事 を し 生計 を 立て る 」 と いう 意味 に 解 さ れ 
て いる 。 
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HI 格 ーー ws 
/v a = 
アル ・ ム ナー フィ クー ン Al-Munafiqun( 偽 信者 ども ) 
メデ ィ ナ 啓示 
牙 示 の 日 と 背景 
当 章 も また 主題 の 通り 、 ウ フ ド の 戦い の 少し 後 、 メ ディ ナ で 啓示 され た 
も の で ある 。 前章 が 特に メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 を 取り 扱っ て いる の に 対し て 、 
当 章 で は 、 他 の 敵 の こと を 取り 扱っ て いる 。 つ まり 、 偽 善 者 達 や 陰謀 を 企む 


し て いる 。 彼ら は 正 に イス ラム の 敵 で ある と いう こと を この 章 で 述べ て いる 。 
な ぜ な ら ば 、 役 ら は 自分 の 賞 い や 偽 の 信仰 を その 目的 を 果たす た め の ス クリ 
ー ン と し て 使い 、 ム スリ ム 達 を 騙し て いる か ら で あ る 。 彼 等 は 手 の 施 し よう 
の な い ほ どの 悪巧み と 極悪 な 行為 で 信仰 を 非難 し て いる 。 彼 等 は 自分 が 思っ 
て いる よう に 、 他 の 弟子 達 も 自分 の 利益 を 目的 と し て 聖 預 言 者 に 従い 、 そ の 
物質 的 興味 が 叶え られ る と 預言 者 より 離れ て いく と 勘違い し て いる 。 最後 に 、 
この 章 は ムスリム 達 に 、 イ スラ ム が も は や お 金 を 必要 と し な く な る 以前 に 、 
神 の 道 に か け て 自分 の 財産 を 費やす べき だ と いう こと を 和 勧告 し て いる 。 
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っ か = 
HRP — 


アル ・ ム ナー フィ クー ン Al-Munafiqun( 偽 信者 ども ) 
節 数 12、 メ ディ ナ 啓 示 


あま ね 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア 
件名 に お いて 。 
2. 偽 信者 ども や? が 梁 に 来 た る 時 、 
云う 「 我 等 は 、 流 が 確か に アッ ラー の 
使 衛 な る こと を 証言 す 」 と 。 耐 し て 、 
アッ ラー は 、 溢 が 確か に その 使徒 な る 
こと を 知り 給 う 。 また アッ ラー は 偽 信 
者 ども は 上 頁 に 嘘つき な る こ と を 証言 
す 。 
3. 彼 等 は 己 が 百 叶い を 桶 と な し た り 。 
され ば 、? 彼 等 は アッ ラー の 道 か ら 
(人 々 な) 妨げ る な り 。 彼 等 の な せ し こ 
と は げに 悪し き な り 。 


ッ ラ ー の 


4. そ は 彼 等 が 信じ た る 後 、“ 不 信仰 し 
た る が 故 な り 。 さ れ ば 彼 等 の 心 は 封 
じ ら れ た り 。 故 に 彼 等 は 理解 し 得 ざ 
る な り 080 

5. 液 、 役 等 を 見 る 時 、 彼 等 の 風体 が 
液 を 歓 心 さ せる 。 “また 彼 等 も の 云え 
ば 、 溢 は 彼 等 の 言葉 に 耳 傾 ける 。 彼 等 
は 愉 も 互い に 支え て 並べ られ た る 


Oa 
3 1G 03 2 
OC 


に の 9 
53 
し 2 2 は 2 
Eb を じ i oP PA 


ofr デラ ング 
4 2 (| HE 


6k 


I 


〇 0968 あざ Y 148 * Er 


< そい > っ る 2 5 513 
た 8 9 お 


1:1.09:9. で 3:91: 4:138; 16:107. :205、 


” 信仰 を 大 声 で 告白 し 、 心 中 の 背信 


を 隠 そ うと する の が 、 偽 災 者 の 特性 で ある 。 


3959 ご ま か し や 口先 だ け の 話し で 、 アッラー や アッ ラー の 預言 者 を だ ませ る と いう 誤 


解 に あえ ぎ 、 偽 立 者 達 は 理性 と 


分 別 を 全て 失っ て し まっ た よう だ 。 


1300 


六 十 三 章 アル ・ ム ナー フィ ター ン Al-Munafiqan( 偽 信者 ども ) 二 二 八代 


上 が っ た 材木 の 加 し "や"。 彼 等 は 、 2822 6 3 
すべ て の 雷鳴 を 自分 に 対し て (起き る 
も の ) と 考え る 。 彼 等 こそ 敵 な り 。 さ っ ^ つ よみ 


れ ば 彼 等 (の 悪 ) に 用 心 せ よ 。 ア ッ ラ ー ne 

* を | て 
の 呪 衣 が 彼 等 の 上 に あれ ! 彼 等 何処 OUR RG BSS 
に 背 き 去ら し め ら れる や ? 


6. 彼 等 に 向っ て 「 来 れ 、 “アッラー の 入ら 51J に 5 よる 51.5 
使徒 が お 前 達 の た め に 御 赦 し を 請 わ ンプ イン ン テラ ン ョ ラテ 1 51 っ 
ん 」 と 基 わ ば 、 役 等 は 顔 を 皆 け 、 耐 し 2D うっ 3 わが 0 
て 泊 は 彼 等 が 叙 慢 に (真理 を 受け 入れ 9 83 る 
〇 I INR RIO 9 この っ 
る こと か ら ) 控 える を 見 る な り 。 < 
7. 液 、 Mo A en 2 Es 
それ と も 彼 等 の た め に 御 赦し を 請 PO 
0 > 4 5 9 
2? アッラー は 断じて 彼 等 を 赦 さ ざる べ 2 
“er | | タ Ph 
し 。 げに アッ ラー は 背 逆 者 な る 民 を 導 OEEY 
き 給 わ ず 。 5 
8. 役 等 こそ は 「 ア ッ ラー の 使徒 の 許 5 ES YO あご こう 3 ス る 
に 在 る 者 た ちの た め に 費やす な か れ 。 8 の 2 a 
従っ て 、 彼 等 は 離 肌 せん 」 とう 移す ゆる 5、 ま 私 りつ て 


者 ども な り 。 面 し て 、 諸 天 と 大 地 の 宝 < キン > Us テコ TS< 
も の 0 ン ろう | = | 3 | 
は すべ て アッ ラー の 所 有 な り 。 され ど PII 


¥s 
\ ーー\ 


CR 


に せ le イラ テー る 2 ン N 和 ネイ う 。 1 
偽 信者 ども は 理解 し 得 ざ る な り 。 OVD YSN 
4:62, 9:80. 


偽善 者 は 自信 が な い 。 役 は いつ も 頼る 者 を 求め て いる 。 又は 、 当 節 は 、 彼 の 内 面 
が 外見 と 一 致し な いと 示し て いる の か も し れ な い 。 彼 は 外 に 向かっ て は 、 理性 と 威厳 
が あり 、 庶 実 な 人 に 見 える よう に 振る 舞う が 、 そ の 内 面 は うつ ろ で 、 心 まで 腐っ て い 
る 。 口先 だ け の 言葉 で 人 を 喜ば そう と する が 、 勝 病 で 、 全 て を 疑っ て か か る 
3952 誠意 も 自信 も な い の で 、 偽 善 者 は 他人 も 自分 と 同じ だ と 考え る 。 メ ディ ナ の 偽善 
は 、 聖 聞 斉 者 の 促 間 の 目的 の 誠実 さ に 対し 全く 愚か で 誤っ た 評価 を 下 し て いた 。 
有 は の 人 が 入り に 集まる の は 、 物 的 利益 を 求め て の こと で あり 、 彼 等 の 期 
待 が か な わな けれ ば 、 そ の 時 彼 等 は 彼 を 見 放す で あろ う 、 と 偽善 者 達 は 考え た 。 時 に 
は 、 彼 等 の 一 人 よがり で むなしい 期待 は 完全 に 在 切 られ た 。 
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二 十 八 伏 アル ・ ム ナー フィ クー 


ン Al-Munafiqun( 偽 信者 ども ) 


六 十 三 章 


9. 彼 等 は 云う 「 も し 我 等 メデ ィ ナ に 
帰ら ば 、 最 も 高 貫 な る 者 が 必ず 最も 
需 ま れ た る 者 を そこ か ら 追 い 出さ 
ん 」 と 7。 面 し て 、 栄 准 は 挙げ て ア 
ッ ラ ー と その 使徒 並び に 信者 た ち に あ 
り 。 され ど 偽 信者 ども は 知ら ざる な り 。 
ー 項 

10.“ 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 お 前 達 の 
財産 も 、 ま た お 前 達 の 子女 も 、 ア ッ ラ 
ー を 念 ず る こと か ら お 前 達 を 意 慢 せ 
し め る な か れ 。 大 し て か く な さん 者 あ 
ら ば 、 彼 等 こそ は 損失 者 な り 。 
H1.2 面 し て 、 お 前 達 の うち 誰か に 死 
が 到 る 前 に 、 我 等 が お 前 達 に 賜り た る 
も の の 中 か ら 施 し を せよ 。 され ば 彼 は 
云う な り 「r 我 が 主 よ 、 暫 し の 間 我 に 
猫 予 を 与え た れ ば な あ ! 従っ て 、 我 は 
必ず 施し を 行い 、 耐 し て 義 し い 人 々 の 
由 と な らん 」。 

12. 9 され ど 、 その 定め られ た る 時 到 ら 
ば 、 アッ ラー は 如何 な る 生命 に も 、 決し 


て 猫 予 を 与え ざる べし "9。 面 し て アッ は 


ラー は お 前 達 の 所 業 を 熟知 し 給 う 。 


48:29; 24:38: 64:16; 102:2. 02:196: 9:34. 


プッ ブレ 


sd、 う ES らい つめ 
5 お 
ke 


と ン 
を 、 て っ 4 22 で | 
1 © 3 


の 


REE YG 


っ ン ン を 1Y 


or a SE 2 NN Y5 
ラー よる に 1 イィ ント イン 3 
OO A EN a 


タン ば 


8 OL SO8 2 うじ 


3OI PD 
YO あの っ っ スズ 1 


1 “et WM 
9 る < 3 と る 2 うー < 


ご っ Js) てこ 錠 1 


OLA ES lS 


CN の の 
0 IR Shs 


A1445. 71:5 


053 戦闘 (お そら く は バ ヌ ー・ ム スタ リク に 対す る も の ) の 最 中 、 メ ディ ナ の 主 に な り 


た いと いう 期待 が 陸 
アブ ドッ ラー・ 
民 の 中 で 「 最 
者 を そこ 
NE RA 
最も 卑 し く 、 


ョ 預言 者 の 到来 で 挫 か れ て し まっ た 、 メ ディ ナ の 偽 普 
ビン ・ ウ バイ は 、 メ ディ ナ に 戻る 途中 次 の ゆ よ うに 語っ た と され る 。 人 住 
も 高潔 な 者 」 つ まり 、 彼 自身 は 、 そ の 「 最 も 叶 し い 者 」 つ まり 、 亜 預言 
より 飼い 出す で あろ う 。 ア プ ド ッ ラ ー の 息子 は 、 
剣 を 抜き 、 
聖 預 言 者 が 最も 高潔 で ある と 認め る まで 中 に 入ら せな か っ た 。 この よう 


者 達 の 指導 者 


父親 の この 不愉快 な 自慢 を 
父親 こそ が メデ ィ ナ の 住民 の 中 で 


に し て 、 彼 の 自 慢 は その 身 に 報い を も た らし た 。 


3084 良い 目的 の た め に 働く と いう 、 神 か ら 与え られ た 


会 を 逸 す る 時 。 
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人 バ 十 四 草 
アッ タ ガ ー ブ ン At-Taghabunl( 損 得 明示 ) 
メデ ィ ナ 啓示 


予言 


れる 日 が 来る 前 に 真理 の た め に 公平 に 費やす よう に 信者 達 を 訓 戒 し て 終わ っ 
て いる 。 当 章 に 於 いて は 、 そ の 恐ろし い 日 、 つ まり 損失 と 利得 の 日 と 呼ば れ 
る 日 の 描写 が な され て いる 。 そ し て また 、 信 者 達 は アッ ラー の 道 に お いて 役 
等 の 財 を 費 す 決心 に つい て 、 親 族 の 絆 や 考慮 な どの 如何 な る 妨害 も 立ち 入ら 
な いよ うに 訓 戒 を 強調 し て いる 。 ま た 、 神 は 人 間 が 使用 する た め に 全 宇 宙 の 
存在 を も た らし 、 そ し て 人 間 に 、 そ の 創造 の 目的 を 達成 する た め に 偉大 な る 


な 人 間 た ち は 神 の 控 を 無視 し て いる 。 役 等 は 、 使 徒 達 に 不服 従 の 結果 で ある 
損失 を 認識 し 痛感 させ る その 日 の た め に 準備 すべ き で ある と 警告 され て いる 。 
当 間 は 終わ り に 当たっ て 、 も し 信者 た ち は 神 に 対す る 義務 や 彼 等 の 仲間 で あ 
る 人 間 に 対 する 義務 を 果たす こと に 於 いて 、 不 注意 な 点 が ある な ら ば 、 神 の 
控 に 疑問 を い だ か ず 服 従 し 、 真 理 の 道 に お いて 気 前 よく 費やし 、 そ れ を や り 
直す こと が 出来 る と 信者 達 は 教え られ て いる 。 
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大 十 四 療 
アッ タ ガ ー プ ブン At-Taghabun( 損 得 明 示 ) 
節 数 19、 メデ ィ ナ ブナ 啓 導 示 


あま ね 


1. 々 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Oa 
泊 多 に ね いて 。 

2. 2 庄 天 に ある も の 、 また 大 地 に ある しろ 39 @ じ 5 っ た 3208 じ 和 0 お 3 
も の 、 挙 て アッ ラー を 讃 美 し 奉る “W'。 22 エク 8 ウ 
王権 は 彼 の 所 有 に し て 、 す べ て の 讃 美 ぴい ひと が < 
は 彼 に 属す 。 面 し て 彼 は すべ て の こと 0 33 2 "6 


に 全能 に まし ます 。 6 
+ 後に そ は お 前 人 を 人 『 し た り 。 され KE 2 
計 首 も あれ は 2 DARN 
介 導 も あり ""。 背 し て アッ ラー は お 。 人 OR dl Os ジ 
前 達 の な すこ と を みそ な わし 給 う 。 還 

4 彼 は 真理 を 以 て 諸 天 と 大 地 を 創造 、3%J し 、 つ Yu っ 具 中 ご う 
を 形 作 り た れ ぼ 、 フン 


943 
* 


ーー 


し 、 面 し て * お 前 達 


に ) A LG 
お 前 達 の 次 を 美しく 創り た り 。 曽 し 知 史 うる SS 
で く 彼 に こ 帰る な り 09 © > 
LL 7:45: 24:42: 59:25; 61:2; 62:2. 37: 7:12. 


で 万物 は 定め られ た 任務 を 規則 正しく 遂行 し 、 そ の 創造 の 目的 を 果たす こと で 自ら 
の 欠点 を 補い 、 自 身 の 主 、 創造 主 、 支 配 者 と な る と 神 に 告げ ける 。 こ れ が 「 讃 美 」 の 真 
UMS NO SI INN RS 
お 与え に な っ た が 、 人 間 の 中 に は それ 等 を 正しく 用 いる こと が で きず 、 特に 神 の 恩恵 
を 知る の を 拒む 者 も いれ ば 、 そ れ 等 を 同胞 の た め に 用 い 、 神 の 喜び を 受け る 者 も いる 
これ が カー フィ ル ( 不 信者 ) と ムウ ミン (信者 ) の 意味 する と ころ で ある 。 

957 補 宙 は 一 定 の 自然 法 に 支配 され 、 人 間 が 偶然 の 犠牲 者 と な る こと は な い 。 むし ろ 、 
地上 に お ける 神 の 代理 と し て 高位 に 据え られ 、 そ れ に ふさ わし い 力 を 授け られ て いる 。 
人 間 は 神 に 自ら の 行為 の 申し 開き を し な けれ ば な ら な いで あろ う 。 
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六 十 四 童 アッ タ ガ ー プ ブン Ar-Taghabun( 損 得 明 示 ) ニ 十 八 佐 
5. 彼 は 語 天 と 大 地 に ある も の を 知 苦 1 3Y た 0 
し 、 ま た < お 前 達 が 隠す と と 、 且つ お 。  。 」 
前 達 が 顎 わす こと を 知り 給 う 9%。 さ っ suz4A 0AS に 5 63 > っ ビ 
れ ば アッ ラー は 胸中 の こと を 熟知 し 
給 う 。 
6. と 以前 、 不 信仰 せ し 者 ども の 消息 5 5 う マ 』3 殺 っ 5 も 
0 土 に 来 た り し ゃ ? され ば 彼 等 A 
は 己 が 判断 の 悪 果 を 味わい た り 。 柄 し ーー うる S28 3 
て 彼 等 に は 、 痛 まし い 走 昔 あ り 。 NZL 


OFLA 


7. そ は 彼 等 の 使徒 た ち が 明 ら か な 2 うに EE NS 
神 兆 を 携え て 彼 等 に 来 た り し 度 に 、 彼 . Ne 
等 は 「 た だ の 人 間 が 我 等 を 導 か ん と す 区 0198 と し 
る や ?」 と 云い た る が 故 な り 。 さ れ ば 、 


ad ン と うい 4 | 83 41 レン 3 
彼 等 は 拒み 、 背 を 向け た り 。 証し て 、 5 40 し 2 1 が の 9 15 う ぶる 
アッ ラー は 意 に 介 せ ざり き 。 面 し て ア 2 
ッ ラ ー は 自足 者 、 讃 美 され る べき 御方 つこ > て な と 


な り 。 

8. 不信 せ し 者 ども は 考え る WW、* 彼 8120O1135 で 3 光ら う 
等 は 決し て 復活 され ざる こと を WW。 。 8 
云え 、「 否 、 我 が 玉 に 堆 て 、 お 前 達 は し OGA う 3 人 32 
必ず 復活 せしめ ら る べし 。 然 る 後 、 お 3 

前 達 は 己 が な し た る こと を 告げ 知ら ORAN ES Le 
せら れん 。 面 し て 、 そ は アッ ラー に と 

り て いと 易 き こと な り 」。 


2:78: 16:20: 27:26. 240:22-23. 36:79-80: 46:18: 50:4. 


3958 神 は 宇宙 の 創造 主 に し て 支配 者 で あら れ 、 神 が 御 気付 き に な られ な いこ と は な い 。 
EO 


NO E 力 、 特性 や E に は 目的 
が な いと か 、 自 身 の 行動 に 対す る 責任 か ら 逃 れ ら れる と 考え る だ ろう か ? そ う 考 える 
の で あれ ば 不運 に も 誤り で ある 。 死後 の 生活 は 確か に 存在 し 、 そ こ で * お 前 達 は 忌 が 
な し た る こと を 告げ 知ら せら れん ? 
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二 十 八 参 


アッ タ ガ ー ブ ン At-Taghabun( 提 


得 明示 ) 穴 十 四 章 


9. され ば アッ ラー 並び に その 使徒 
と 、 我 等 が 降 し た る < 光明 と を 9 信 


ぜ よ 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は お 前 達 の 所 
業 を BU 

10. その 日 彼 が お 前 達 を 集合 の 日 の 
た め に 集め 給 わ ん 。 こ は 損得 明示 の 日 
な り "1。 され ば 、 ア ッ ラ ー を 信じ 
A ! 彼 は その 譜 


90 0 6 その ド に 河川 


A a そ は 到 
大 な る 成功 な り 。 


11. < されど 、 不 信仰 し て 我 等 の 神 兆 
を 虚 倫 と みな し た る 者 ども 、 これ 等 こ 
そ 業火 の 者 ども な り 。 彼 等 は その 中 に 
長く 住み 留まら ん 。 曽 し て ( そ は ) 悪 し 
き 帰 所 な り 。 
一 項 

12.9 如何 な る 災難 も 、 ア ッ ラ ー の 許 
CC と な し 。 さ 


タマ ング 見 


~ < っ ッ ゴ ゴン 
PE 
oo” 9 と 】 EN 


Re rd っ っ < っ ーー et と 
5 人 0 し 68 し 25 に 4 


上 ニッ ン ラ イア 


0 は) 


4 ら ふ うぅ 245 まっ 
ES な 
NCE 
oka 
US 1 E33 
iR I CET EH 
EE A Me 
OL YL OL 


94:175: T:158. 68:30: 48:6: 66:9. 2:40: 7:37: 22:58. 30:17; 78:29; 4:79. 


3060 [光明 」 は 聖 預 斉 者 が 特に 賜っ た 、 
識 の 光 を 指す 。 


や や ヤ ウ ム ッ タ ガー ブン (Yaumut-Taghabun= 損 得 明示 の 日 ) と いう 言葉 に は 


啓示 、 


入 恵 、 魂 の 啓発 、 洞察 、 神 の 知識 と 誰 


、 次 の よう 


な さま ざま な 解釈 が な され る 。( り 喪失 と 獲得 の 日 。 つ まり 、 信 者 t は 手 に し た 物 を 知り 、 


不信 者 は 失っ た 4 


物 に 気付 く 時 。② 可 失 が 示さ れる 日 。 そ の 日 、 不 信者 は 、 神 と 人 間 に 


対す る 自身 の 義務 を 如何 に 怠っ た か を 悟り 、 こ の よう に し て 失っ た 物 が 彼 等 に ホホ され 


る の で あろ う 。 ③) 不 信者 の 欠点 は 、 信仰 より も 不信 仰 を 選ぶ 彼 等 の 無知 


と 信者 が 考え る 日 (Mufradat より )。 
093 神 は 一 定 の 法則 に より 宇宙 
彼 は 災難 に 巻き 込ま れる 。 し か し 神 
は これ 等 の 法 の いずれ か に 、 又 は 神 


] に よる も の だ 


寅 を 支配 する 。 人 間 が それ 等 の 法 の いずれ か を 犯す 時 、 
は 全て の 自然 の 法則 の 創造 主 で あり 、 人 間 の 苦悩 
の 特命 の 一 つ に 背 


く た め で あり 、 困 難 は 神 か ら 発 
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六 十 四 音 アッ タ ガ ー プ ブン At-Taghabun( 損 得 明示 ) 二 十 八 傘 
れ ば アッ ラー を 信ずる 者 あら ば 、 彼 は (SN 0 PS 09793 
その 人 の 心 を 正しく 導く 。 曽 し て アッ PS 

ラー は すべ て の こと を 熟知 し 給 う 。 2 
13. され ば アッ ラー に 従え 、 ま た 使 、 つ US 3 ee EE 

徒 に 従え 。 され ば 、 た と え お 前 達 が 背 」 。 a 
き 去 る と も 、 我 等 の 使徒 に (ある 務め ) &3 6 だ EG 宙 

は た だ 明白 に 伝達 する の みな り 。 の る 鐘 
14. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 さ 8 ひそ) 全 IAS 攻 
A a 
べし 。 ⑨O% る | 
15. 汐 等 信じ た る 人 た ちよ 、 げに お 前 っ 532 て SL 
達 の 配偶 者 達 や お 前 達 の 子孫 の 中 に 3 2 0 
は お 前 達 の 敵 と な る 者 も あり 。 され ば 326 5053E SS 
彼 等 に 用 心 せよ 。 され ど お 前 達 も し 512 計 引 6255 

し ゃ めん Qs | 9 1 3 5 いつ | 3 

RDS RPL 上 RE 
する な ら 、 げ に アッ ラー は 寛大 に Oe 3 Edi 
て 、 慈 悲 深く まし ます 。 本 

16. お 前 達 の 財産 や りお ね 前 達 の 子孫 “CS 4 用 3Y 引 224 3 り 


は 、 た ん な る 試 な り 。 面 し て アッ 

ラー こそ 、 彼 の 御 許 に 至 大 な る 報奨 

あり 。 

17. され ば 全力 を 尽く し て アッ ラー 
を 思 散 せよ 。 そ し て 聴け 、 面 し て 従え 、 

また 施し を せよ 。 そ は お 前 達 の た め に 


最善 な り 。 “され ば 、 己 が 食欲 か ら 


| gaol 5 0 | に 40 2 
+ > プラッ く や の を 3 


SY 遇 
a 3 
ジン 2 て NG 


られ た る 者 あら ば 、 これ ら or 

る 者 な り 。 8 DOR 
23:93・ 24:33. 68:29: 63:10. で 59:10. 

する か 、 あ る い は 神 の 認知 の も と に 生じ る も の で ある 。 
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二 填 八 谷 アッ タ ガ ー ブ ン AtTashabun( 損 得 明示 ) 六 十 四 章 


18.@ も し お 前 達 ア ッ ラ ー に 善 な る 23 EN イー 8? 


S 4 ンー ol 
代物 "9 を 貸付 ける な ば 、 彼 は 逐 を | 2 


お 前 達 の た め に 増 さ し め 、 晶 つ お 前 達 うう 05 ララ J 
を 容 怒 せん 。 され ば アッ ラー は 召し 給 0 
う 御 方 、 寛 容 者 な り 、 2 


19. 2 見 る あ た わざ る も の も 、 見 える を ⑤ を 54 も っ ss 公介 に 
も の も 知 王 し 給 う 御方 *^、 威力 者 、 


2.246: 57:12: 73:21. 16:74; 9:94: 13:10: 59:23. 
3093 神 の た め に 財 を 費やす こと は 、 寛大 で 御 理 解 あ る 神 に いわ ば 貸し を 作る こと で あ 
り 、 神 は 様々 な 形 で それ を 払い 戻さ れる 。 
0634 見 え ざ る も の と 見 える も の 。 
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六 十 五 章 
アッ タラ ー ク At-Talaql 離 婚 ) 
メデ ィ ブ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 、 聖 選 後 の 五 年 目 も し く は 六 年 目 に 、 メ ディ ナ で 啓示 され た 。 そ 
の 啓示 の 直接 の 原因 は 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー・ ビ ン ・ ウ マル が 妻 に 月 経 中 に 離婚 
を 宮 言 し た こと に よる と 思わ れる 。 当 章 は それ を 禁止 する つも り で ある ( ブ ハ 
ー リ ー よ り )。 前 章 に 於 いて 、 或 る 信者 た ちの 妻 や 子供 達 に 対す る 訓 葉 の 留意 
が な され た 。 つ まり 、 彼 等 は 時 々 夫 達 が 真理 の 主張 の 道 に お いて 金銭 上 の 犠 
牲 を 払う こと に 対し て 妨害 と な る こと が ある 。 こ れ は 夫 と 妻 と の 間 を 引き 離 
す 可 能 性 が あり 、 結 局 は 離婚 と な る か 、 相 反する 性癖 及び 、 他 の 原因 か ら 離 
婚 と な る こと が ある 。 従っ て 、 正 し い 離 婚 の 手続 き を 制定 する こと は 必要 で 
あっ た 。 こ れ が 前 章 と 当 章 の 直接 な 関係 だ と 考え られ る 。 然 し な が ら 、 聖 
ルアー ン の この 主題 を 見 る と 、 総 括 し て ある 深い 関係 も 去 来 する 。 そ れ が 聖 
クル アー ン の 独特 な る 表現 法 で ある が 、 ど の 章 も その 開 扉 で 特別 主題 を 論 ず 
る と き 、 そ の 重要 性 を 手短 に 強調 する た め に 、 終 の 諸 節 で 同じ 主題 に 立ち 戻 
る 。 こ の 同じ 手順 が 聖 ク ルアー ン で は 、 全 章 に 於 いて 採用 され て いる 。 従 っ 
て 、 初 期 の メデ ィ ナ 啓示 章 、 つ まり 、 ア ル バ カ ラ 草 や アー リ ・ イ ムー ラン 章 
そし て アン ニ サ ー 章 が 取り 扱っ て いる いく つか の 社会 的 また 政治 的 な 問題 は 、 
メデ ィ ナ 啓示 章 の 最後 の 十 章 で 再び 簡単 に 扱わ れ て いる 。 当 章 で 手短 に 扱っ 
て いる 離婚 の 問題 は 、 ア ル バ カ ラ 章 で 既に 処理 され て いる 。 
主題 

当 章 は 夫 が 妻 を 離婚 し よう と する と き 、 採 る べき 手順 で 開 扉 され る 。 そ 
し て 、 離婚 され た 後 、 施す べき 処理 法 や 彼女 の イッ タダ ( 待 機 期 間 ) の 終了 に つい 
て の 判断 を 下 し て いる 。 こ の 待機 期間 は 、 彼 女 は 生活 に 必要 な すべ て の 物 を 、 
夫 の 財政 上 の 立場 に ふさ わし く 供 給 さ れる べき で ある と 命令 され て いる 。 当 
章 の 五 つの 簡潔 な 節 の 進行 の 過程 で 、 信 者 た ち は そ の 仕打ち に 於 いて 、 神 を 
思 攻 する こと を 四 度 訓 戒 され て いる 。 そ れ は 、 離 婚 す る こと に 於 いて 、 一 般 
に 夫 は 離婚 し た 妻 を 不条理 に 取り 扱い た が る こと を 暗示 し て いる 。 従 っ て 、 
神 の 虹 散 を 遵守 する 命令 の くり 返し が ある 。 


時 
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六 十 五 章 


大 十 五 章 
アッ タラ ー ク At-Talaq( 離 婚 ) 
メデ ィ ナ 啓 閉 示 


節 数 13、 
あま ね a 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 過 く ア ッ ラ ー の 


御名 に お いて 。 

2. 預言 者 よ 、 お 前 達 が 妻たち を 離別 
する ? 場合 は "?、 定 め ら れ た 待機 其 
間 に 従 っ て 離別 を せよ 。 そ し て また 、 
定め られ た 待機 期間 を よく 数 え 、 両 し 
て 、 己 が 主 ア ッ ラ ー を 虹 れ 散 え 。 ま た 、 
彼女 た ち を その 家 か ら 追 い 出 さ ず 
20644、 彼 女 等 自ら も 出 で 行く べから 
ず 。 但し 、 彼女 等 が 明らか な る 醸 行 を 
犯し た 場合 は 別 な り 。 * こ は アッ ラー 
の (定め られ た る ) 限 界 な り 。 さ れ ば 、 
アッ ラー の (定め られ た る ) 限 界 を 超え 
RE 
な し た り 。 液 は 知ら ね ども 、 アッ ラー 
i 
する や も 知れ ぬ 。 


> ON 


RS CG 
る 15 EI ALS 
RY SSS 
ON 3 
Rts i 2 っ い 
i 133 ME この 
Gy 
O15 0 


dail. 02:232-233, ©2:230. 


。、 寺 駅 は 、 聖 往 言 者 に 向け られ た よう で いて 実は 信 
聖 預 言 者 は 、 
は 明らか に 彼 


ルアー ン の 数 節 の ーー つ で ある 。 
て いた の で (33:53)、 こ の 禁止 令 


省 に 発せ られ た 斉 葉 を 含む 聖 ク 
いずれ の 姜 と も 離婚 する こと を 禁じ られ 
に 従う 者 に 適用 され る 。 


0244 離婚 の 宣言 は 二 回 の 月 経 の 間 の 夫 と 姜 が 関係 を 持 な い 間 隔 で な され る べき で あ 


る 。 こ れ に より 、 離 婚 の 決定 は 稀 


冷静 、 慎 重 な 思 慮 の 後 下 され る の で ある 。 又 、 


りや その 他 一 時 の 感情 で 急ぎ な され る こと は な く 、 


離婚 し た 妻 は 待機 順 間 が 切れ る まで 、 


婚 察 に 留まる こと に な っ て いる 。 離 婚 の この 過程 は 、 待機 期間 中 に 不 和 の 原因 が 徐々 


に な く な り 、 伸 た が いし て いた 夫婦 の 間 に 利 


れ て いる の で ある 。 
3065 と と で の アム ル と は 、 


解 が 成立 する こと も ある の で 、 言い 渡さ 


別居 を し て いる 夫婦 問 の 和解 を 意味 する 。 
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六 十 五竜 アッ タラ ー タ At-Talaq( 離 婚 ) 二 十 八 倫 
3. され ば 、 "彼女 等 は その 定め られ た で る ぁ A Rg HE 


期限 に 達し た ら ば 、 ふさ わし い 待 遇 を 
以 て 彼女 た ち を 留め 、 或いは 彼女 等 を 
ふさ わし い 待 遇 を 以 て 離別 せよ 。 面 し 
て お 前 達 の 中 か ら 公 正 な る 二名 を 証人 
た らし め 、 ア ッ ラ ー の た め に 証言 を 立て 
よ 。 これ が 、 アッ ラー と 末日 を 信ずる 者 
に 訓 茂 され る も の な り 。 症 し て アッ ラー 
を 戻れ 敬う 者 あら ば 、 役 は その 者 の た め 
に 救済 の 途 を 設え る な り "6。 
4. 又 彼 は 、 そ の 思い も よら ぬ と ころ 
より 彼 に 滋養 物 を 賜 わ る な り 。 さ れ ば 
アッ ラー に ゲ 頼る 者 あら ば 、 彼 は その 者 
の DE2 ま の 。 り に アリ ラー は 
が 裁決 を 完遂 する 者 な り 。 ば に アッ ラ 
ー は すべ て の も の に 定め を 設け た り 。 


5. 面 し て 、 お 前 達 の 女 達 の うち 月 経 
の 望み な き 者 た ち に つい て は 、 も 6 
前 達 疑い を 抱か ば 067、 彼女 等 の 定 
られ た (待機 ) 期 間 は 2 
て 未だ 月 経 な き 者 も また 然 り 。 また 妊娠 
し て いる 女 達 の 場合 は 、 彼女 等 の 定め の 
期間 は 、 彼 女 等 は ロ が 重荷 を 産み か おろす 
まで な り 。 され ば 、 アッ ラー を 長 れ 散 う 
者 あら ば 、 彼 は その 者 の た め に 、 己 が 命 
令 に よっ て 容易 な らし むべ し 。 


4 A 
Exe 


っ A 3 3 


FNS SS 
と 5 » も るー 8 
EV] 
アル の 』 Bx 
ds 
Gs ネプ ラン 2 ォ る プイ ラン る 
SNE 
9 RLL 
EE 


1 


8 る っ ンー 


FE 


イン ン 3 ぅ イイ ン 
i 


うる 


©1333 


6・ 


グー の 2 


っ 3 sed 


A 
ライ Ne 
A * > 


2:232 b2:229, 


066 も し 夫 と 妻 の 不 和 が 夫 の 貧し さ に よる も の で あり 、 彼 が 神 を 時 
況 を 乗り 切る 誠実 な 努力 を し て いれ ば 、 神 は 彼 に 思 


る で あろ う 。 


997 疑い を 抱か ば 」 と いう 言葉 は 、 更 年 期 が 訪れ て も いな い の に 、- 


ほれ 、 こ の 困難 な 状 


1! い がけ な い 所 か ら 癌 を お 与え に な 


子宮 異 1 前 淀 か その 


他 の 原因 で 閉経 が 起き る こと も あり 、 付 け 加 えら れ た 。 
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二 十 八 伏 


アッ タラ ー ク At-Talaqg( 離 婚 ) 


六 十 五 草 


6. こ は ア ッ ラ ー の 命令 な り 。 役 、 そ 
れ を お 前 達 に 降 し た り 。 され ば 、 アッ 
ラー を 異 れ 敬う 者 "あら ば 、 彼 は そ 
の 者 か ら そ の 諸悪 を 取り 除き 、 商 し て 
その 報奨 を 加増 せん 。 

7. お 前 達 、 己 が 資力 に 応じ て 、 自 分 
が 住む と ころ に 、 彼 女 等 を 住ま し め 
soeea 耐 し て 彼女 等 を 端 迫 に 陥 い れ 
よう と し て 、 彼 女 等 を 苦し め る な か 
れ 。 も し 彼女 等 が 妊娠 中 な ら ば 、 彼女 
等 は 己 が 重荷 を 産み お ろ す まで 彼女 
等 に 対し て 費 や せ 。 さ れ ば 、 彼 女 等 
aq を も し お 前 達 の た め 、( 子 ) に 授乳 する な 
ば 、 彼女 等 に その 報酬 を 与え よ 。 面 し 
て 上 正しい 待遇 を 以 て お 前 達 の 間 で 協 
和 せ よ 。 され ど 、 お 前 達 も し お 互 に 難 
儀 を 感じ な ば 、 その (父親 ) の た め に 外 の 
(授乳 で きる ) 女 が ( 子 を ) 授 乳 す べし 。 

8. 2 資力 ある 者 は 、 そ の 資力 に 応じ て 
ei され ど 、 その 滋養 物 が 乏 
し くせ し め ら れ た る 者 は 、 ア ッ ラ ー が 
FX し も の OW り RW すべ 

アッ ラー は 如何 な る 生 : 命 に も 、 彼 が そ 
の に 賜 え し も の 以上 の 人 を し 

給 わ ず 。 アッ ラー は 苦 の 後に 必ず 安易 
を 設け る な り 。 


ン と 44<31 31 


EC PP OE 
BI 22 うま Nh 

oid | 
ds oti 
うま 1 こく か びそ ーー 


OO 


も の る し まま A 
に 2 
‘ 
el 
a 


Ad EE 


a 3 
a 


fos > 

3 fi 83 
GEE a 

& O23 Zz rl の ン 4 4M 


W 


92:234. b2:234. 


i と 繰り 返し 命じ られ て いる 。 これ 


、 離 婚 の 際 、 一 
8 バ し て いる 。 
6 離婚 し た 女性 は 、 婚 家 を 出 、 自 由 に 
書 の 努力 に より 、 そ の 家 の 主 婦 で あっ た 時 
夫 に 養 わ れる こと と な る 。 


般 的 に 男性 


は 妻 を 不 公 


F に 扱い 、 彼 女 達 の 権利 を 奪 お うと する こと 


SN よう に な る まで は 、 夫 の 最 
全く 同じ 状況 の 下 、 そ の 待機 期間 の 間 、 
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六 十 五 章 


アッ タラ ー ク タ At-Talaq( 離 婚 ) 


ニニ 十 倫 


ご 項 
9. < 耐 し て 、 如何 に 多く の 呈 々 あり し 
か ! それ ら は 己 が 主 の 命令 “9 と そ 
の 使徒 達 に 背 き た る な り 。 され ば 我 等 
は 厳し い 清算 を 以 て それ ら を 清算 し 、 
面 し て 我 等 は 悲惨 な 貢 苦 を 以 て それ 
を 懲らしめ た り 。 
10. され ば それ ら は 己 が 判断 の 悪 果 
3979 を 味わい 、 耐 し て その 行状 の 未 路 
は 損失 な りき 。 
11. アッ ラー は 彼 等 の た め に 厳し い 
懲罰 を 用 意 せ り 。 され ば アッ ラー を 異 
れ 散 え 、 溢 等 思慮 ある 人 々 よ 、 信仰 し 
た る 人 々 よ ! げに ら アッ ラー は お 前 達 
に 素晴らし き 訓 戒 を 降 し た り 
12. 一 人 の 使徒 と し て 、 彼 は アッ ラー 
の 光明 な ら し め る 神 兆 を お 前 達 に 読 
謀 す る な り 。 “<( そ は ) 彼 が 、 信じ て 善行 
を 積み し 人 々 を 吐 聞 か ら 光 へ 引き 出 
さん が た め な り 。 され ば 、 アッラー を 
信じ 、 普 行 を 積む 者 あら ば 、 彼 は その 
者 を その ド に 河川 流れ る 楽 了 1 に 入ら 
OO Re その 中 で 水 閣 に 住ま 


I 
13. アッ ラー こそ は 、“7 七 層 の 天 を 創 
ND 


RE EE HE 
3 っ イー コグ ジョ ン ン リ 5 ニョ ン ダ 
SC 


EE 9 レン 
OS LE RASS 


2 し 9 3k 0053 ご 5 
OR 
SG aE ET 
人 > 。9 る ン 5 て る ター 
詳 の ン Y こ 8 
OES 2 STS 


ck, Po NE 
LE RE SS 
EC Fe UFO Rag 
と 5 人 あふ 3 LS 53 A 
os よう 8 eS の 8 
olES9E NEIIS | 


Ia5 los 
1 トン と ッ ュー > ¥ 
I EA 


7:5-6; 17:18: 2E12: 22:46. P15:10: 36:70. 2:258; 5:17. 967:4: 71:16. 


“前節 に 取り 上 げ ら れ た 離婚 の 主題 か ら 、 当 節 は 神 の 戒律 に 対す る 挑戦 へ と 移っ て 
いる 。 それ は 、 神 の 戒律 に 反抗 する 者 は 神 の 恩恵 か ら 我 身 を 切り 離す こと に な る か ら 


で ある 。 
9779 ワ バ ー ル (WabaD と いう 


串 は 、 傷 、 罪 、 そ し て 罪 に よる 罰 を 意味 する 。 ワ ビー ル 


(Wabib と は 危険 な 、 有 震 な 、 乱 暴 な 、 と の 意味 で ある (Aqrab より )。 
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の うち も また 然 り "” 。 (その ) 命 令 は 
大 い に そ れ ら の 間 に 降る な り 、 お 前 達 , 0 
が 、 ア ッ ラ ー が すべ て の こと に 全能 に 。 28 の wb、 よ と AO11 RL 
まし ます 給 うこ と 、 且 つ ア ッ ラ ー が 知 と 2 る の OSDL 
」 ME se で に と に は 3 人 0 に 
議 に よっ て 、 誠 に すべ て の も の を 包囲 \ と り 
し 給 うこ と を 知ら ん が た め に 。 


0704 巧 層 の 天 」 と は 、 聖 クル アー ン の 他 の 簡 所 (23:18) に 述べ られ て いる よう に 、 
太陽 系 の 七 つ の 主 な 惑星 と その 軌道 を 指す 。 又 「 七 層 の 天 」 の 宗教 的 な 意味 は 、 人 の 
綴 の 七 つ の 発達 段階 で あり 、「 七 層 の 地 」 は 肉体 の 発達 の 七 段階 を 指す 。 
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a ns 
バト 六 章 
アッ タフ リー ム At-Tahrim( 禁 止 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 草 で 、 ア ル ・ ハ ディ ー ド 章 か ら 始 まっ た メデ ィ ナ 啓示 の 章 の 継続 が 終 
わる 。 当 章 は 、 そ の 中 に 示す 出来 事 ゆ え に 、 一 部 は ヒジ ュ ラ 暦 7 年 目 か 8 年 
目 、 そ し て 他 の 一 部 は 後期 の 啓示 だ と 推定 され て いる 。 前章 は 、 タ ラー ク 、 
つま り 亭 主 と 女 の 永遠 な る 離別 で ある 課題 を いく つか の 面 に 於 いて 取り 扱っ 
て いた 。 然し な が ら 当 章 は 、 一 時 的 な 別離 の 主題 を 論じ て いる 。 す な わ ち 、 
家政 や 家事 に 於 いて 、 意 見 の 相違 と 不一致 の た め に 、 夫 は 姦 と 夫婦 関係 を 一 
等 的 に 止め 、 妻 と の 合法 的 な 行使 を 止め る よう に 響 う こと を 取り 扱っ て いる 。 


神 が 合法 と し た と ころ の こと は 禁止 し て は な ら な い 、 と 聖 預言 者 に 個人 的 に 
話し か け て いる 神 の 命令 で 当 章 は 開始 され る 。 誤解 や 意見 の 相違 の た め 、 家 
の 和合 や 平和 が 破壊 され て し まう こと は 、 一 番 幸福 そう な 聖 預言 者 の 家庭 で 


さえ も 摩擦 が 時 と し て 起こ る と いう こと が 特定 の 出来 事 を 語っ て いる 初 節 で 
指示 され て いる 。 聖 預言 考 及び その 信者 達 に も 同じ 程度 に 適用 され て いる 神 
の 命令 は 、 そ うい う 一 時 的 な 不調 和 が ある 場合 に 於 いて 非常 に 極度 な 判断 を 
と る べき で は な いと 示し て いる 。 ま た 、 神 の 使徒 と し て 聖 預 言 者 の 高尚 な 地 
位 の 見 解 を 見 失い 、 そ の 高尚 な 地位 に 調和 し な いこ と を 要求 し て は な ら な い 
と 聖 預言 者 の 奏 達 も さら に 式 め られ て いる 。 そ し て 型 預言 者 は 面倒 な こと に 
陥ら な いた め 、 そ の 家族 は 清廉 の 行路 か ら 逸 脱 さ せな いこ と を 当 草 に 於 いて 
信者 た ち に 注意 を 促さ れ て いる 。 当 章 は 聖 預 言 者 と 雪 た ちの 関係 を 語る 出来 
事 の 記載 で 始ま り 、 不 信者 達 を 預言 者 ノア や ロト の 妻 と 直 喧 で ふさ わし く 比 
較 し な が ら 終 わる 。 そ し て 信者 達 を ファ ラオ の 表 や 彼 等 の 中 の 高貴 で 義 し い 
者 で ある イエ ス の 母 、 マ リア に な ぞ ら えら れ て いる 。 
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アッ タフ リー ム At-Tahrim( 侍 止 ) 
節 数 13、 メ ディ ナ 啓 示 


ン ン 1 
を ヨド 光 E 隊 に = > 8 jo 2 
1.? 慈 鞍 深 く 、 叫 み 過 く アッ ラ の Os es みう 


2. 預言 者 よ 、 何 故に 液 は アッ ラー が 4 に 1 に ラッ < 

液 の た め に 合法 と な せ し こ と を 禁止 よじ 2 っ 5 
する や ? 汐 は 己 が 妻たち の 満悦 さ を EL 2 
求め ん と する な り "7。 面 し て アッ ラ - Ni 
ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 〇 > つう と 


03 


07 これ は 、 あ る 日 聖 預言 者 の 妻 の 一 人 が 、 預 言 者 が 好み そう な 蜂蜜 で で きた 飲み 物 
を 差し 出し た と きのこ と に つい て で ある 。 他 の 妻 の 何人 か が これ を 気 に 食わ ず 、 預言 
者 の 息 か ら 、 蜂 窒 に 味 が 似 て いる が 悪臭 の する マガ ー フ ブフ ィ ル (Mashafir) と いう 漆 木 の 
何 い が する と 指摘 し た 。 思い や り の ある 預言 者 は 、 今後 蜂 密 は 口 に し な いと 約束 され 
た (Buldan より )。 通常 この 節 の 解説 に は この 出来 事 が 引用 され る 。 し か し 、 た だ 吾 ( 達 ) 
の 機嫌 を 直す た め だ け に 、 合法 な も の 、 特に 蜂蜜 は 聖 ク ルアー ン に よる と ' 人 の た め の 
治療 効果 が ある (16:70)、 と され る も の の 使用 を 自ら に 水 速 に 禁じ る と いう 極端 な 行動 
は 奇妙 に 思え る 。 こ の 事件 の 伝達 者 また は 、 伝 達者 達 は 何ら か の 誤解 や 知 的 混乱 に か 
か っ て いる よう で ある 。 特 『 に ある 伝承 に よる と 、 聖 預言 者 は ザイ ナブ の 家 で 蜂蜜 を も 
らい 、 ア イシ ャ と ハフ サ が 前 述 の よう な 約束 に 取り 付け た 場合 で ある 。 一 方 別 の 伝承 
で は 、 ハフ サ の 家 で の 出来 事 で あり 、 アイ シャ 、 ザ イナ ブ 、 サ フィ ッ ヤ が これ に 抗議 
し た と ある 。 ま た 、 Re 関わ っ て いた の は 二 人 か 多く て も 三 人 の 妻 で ある 
が 、 当 章 の 第 2 及び 6 節 で は 、 ほ ぼ 全 員 が 関わ っ て いて 、 二 人 が 主導 し て いた と な る 
I ET いう 
だ け で は な く 、 より 意味 の 深い 出来 事 を 示し て いる の で ある 。 当 章 の 解釈 で 、 イ ブン ・* 
アッ パー ス の 話 を 引用 し た ブ ハ ー リ ー( マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ ス ブ 書 ) で は 、 彼 は 常に 
当 節 で 言及 され て いる (「 今 も し お 前 達 両 名 梅 い 改め アッ ラー に 頼る な ば 、 す な わ ち 
一 度 は 心 が 傾き た る が 故 、 そ れ に 越し た こと な か る べし 」)。2 人 の 妻 が 誰 で ある か を 、 
ウマ ル に 間 お う Sh ある 日 、 ウ マル が 一 人 で いる と ころ を 見 つけ 、 好奇 心 を 
満た そう と 考え た 。 イブ ン ・ ア ッ パ ー ス が 質問 を し 終え 、 ウ マル は 彼女 達し は アイ シ 
NI て 次 の よう に 語っ た 。「 あ る 日 、 私 の 妻 が 家庭 の こと 
に つい て 私 に 助言 を し た 。 私 は 彼女 に そっ け な く 、 私 に 助言 な どの 口出し を すべ き で 
は な いと 言っ た 。 その 頃 は 、 私 た ち は 女 性 に 対し て そん な に 敬意 を 払っ て いな か っ た 。 
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3, ET EER 
意味 な ) 響 い を 解消 する こと を 課せ 給 NS 

えり 72。 され ば アッ ラー は お 前 達 の 〇 を * ユ は 0 2 95 ら 人 | 
守護 者 な り 。 耐 し て 彼 は すべ て を 知 

り 、 賢 特に まし ます 。 


者 は 厳し く 、『 あ な た の 娘 の ハフ サ は 、 預 言 者 が 彼女 の 気に入ら な いこ と を 言う と き 
は 、 彼 が 腹 立 た し く 思う よう な こと も 言い 返す 白 由 を 持っ て いま す 。 し か し あな た は 、 
私 に は 、 私 た ちの 家庭 の こと に つい て も 物 を 言う こと を 許さ な い の で すね 』。 そ こ で 
私 は 、 ハ フサ の 家 へ 行き 、 彼 女 に は 、 預 言 者 の 心 に より 近い アイ シャ の 行動 に ま ど わ 
され て 、 そ の よう な こと を し て は いけ な いと 警告 し た 。 私 は ウッ ミ ・ サ ル マ ー(Ummi 
A ES NR 吾 預 言 者 と 彼 の 


CG Nt Re が 厩 た ちと 離婚 を し 
た と の 情報 が 流れ た 。 私 は 聖 預言 者 の と ころ へ 行っ て 、 離婚 が 真実 で ある か 尋ね た と 
この 事件 か ら 見 れ ば 、 ウ マル と イブ ン ・ ア ッ パ バース の 見 解 で は 、 当 章 の 関連 する 諸 
節 は 聖 預 斉 者 と 彼 の 姦 た ちと の 一 時 的 な 別居 に 斉 及 する こと を 示し て いる 。 永久 的 な 
別離 と いう 性 質 で ある タラ ー ク (Talaq= 離 婚 ) に つい て 、 前 述 の 章 で 触れ られ て いる 事 
実は 、 これ 等 の 諸 節 が 関連 する と ころ は 、 也 預 言 者 の 妻たち と の 一 時 的 な 別居 で ある 
と いう 結論 を 支持 し て いる 。 さらに 、 上 述 の 伝承 で の アイ シャ の 証言 に よる と 、 別 離 
の 期間 が 過ぎ て すぐ に 33:29 節 が 啓示 され 、 預 言 者 の 婦 た ち は 、 負 し く 、 質 素 で 素朴 
な 生活 を し て 預 営 者 の 伴 伺 で いる か 、 楽 で 快適 な 、 あ ら ゆ る 物質 的 に は 恵まれ た 生活 
を し て 預言 者 と は 離れ る か の 選択 肢 を 与え られ た 。 この 選択 肢 は 全て の 吉 に 与え られ 
た も の で 、 当 節 、 そ し て また 第 4 館 に 於 いて も 、 全 て の 姦 に つい て 述べ られ て いる 。 
この こと か ら 、 こ れ ら の 節 で は 全 ER NR その 中 で 二 人 が 特に 目立っ て 
いる こと が わか る 。 また 、 こ の 件 が 起こ っ た の は 、 聖 預言 者 の 財 た ち が ア イシ ャ と ハ 
フサ に 誘導 され て 、 そ の 頃 ムスリム の 経済 状態 が 大 い に こ 向 上 し た の に 伴い 、 彼女 た ち 
も 他 の ムスリム 女性 の よう に 人 生 の 恩赦 を 楽し み 、 快適 な 生活 を 送る こと が 許さ れる 
だ ろう と 預言 者 に 要求 し た 時 で あっ た と 記録 に 残っ て いる (Fathul-Qadr より )。 文中 の 
「 洲 は 己 が 妻たち の 満悦 さ を 求 めん と する な り 」 は 次 の よう な 意味 で ある と 思わ れる 。 
AR と 望ん で いた の で 、 彼女 た ち は お 

の 愛情 深い 態度 で 大 胆 に な り 、 お 前 が 神 の 偉大 な 預言 者 で ある と いう 高位 を 見 失っ 
過度 の 要求 を 行う よう に な っ た 」。 

コプト 族 の マリ ヤ に つい て 言わ れ て いる 件 は 、 と て も 愚か で 風変わり で あり 、 キ リ 
スト 教徒 の 著述 察 の 創り 上 げた も の で 、 信 濃 性 の ある 歴史 的 な 根拠 を 欠い た も の で あ 
る か ら 、 真剣 に 取り 合う に は 値 し な い 。 マ リヤ は 聖 預言 者 の 、 既婚 の 仲間 で あり 、 忠実 
な 信徒 の 母 で ある 。 聖 預 言 者 は 、 女性 の 奴 款 を 所 有 し た こと は な い 。 

? 聖 預言 者 は 、 生活 を 楽し みた いと いう 姦 達 の 願い に ひど く 天 『 し み 、 彼 の 非常 な 苦 

し み を 示す た め 、 一 ケ月 間 彼 女 達 か ら 離 れる と 力 っ た 。 法 で 認め られ た 所 有 物 は 、 そ 
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4. 項 言 者 が その 妻たち の 或 る 者 に 秘 る 
密 に 物事 を 教え た る 時 、 彼 女 は 之 を eo2S こ うう 


(他人 に ) 告 ば た り 。 面 し て アッ ラー は EG EGS 
その こと を 彼 ( つ まり 使徒 ) に 露 に し 間 2 に ミン 

た れ ば 、 彼 は その 一 部 を ( 表 に ) 知 ら せ 、 て くり と 、 人 5 4 ちる こめ と と に 
一 部 を 見 逃し た り 。 され ば 彼 が 之 を 彼 し 2 US a 

女 に 告げ た る や 、 彼 女 は 云え り 、「 誰 EPG 


が それ を 汐 に 知ら せ た る か ? 」 “3. A 

彼 は 云え り 、「 深 知 に し て 、 知 秒 す る OR SI GL ds の 

御方 が 我 に 知ら せ た り 」。 

5. も し お 前 達 両 名 7* 悔 悟 し て アッ MK の 3320oUG SOI 
ー に 平伏 する な ば 、( そ は 最良 な り 、 。。 

な ぜ な ら ) 前 た ちの 心 が ( 罪 に ) 傾 きた 4 る 人 0552ED の りつ)3 

る が 故に 。 され ど 、 も し 前 た ち は 彼 に 


eS RI ME 
求め られ る の で ある 。 
073 当 節 が 述べ る 出来 事 が 、 事 実 如何 に 特異 な も の か を 伝え る の は 難し い 。 文脈 か ら 
判断 すれ ば 、 アイ シャ 自身 が 語っ た 出来 事 を 指す よう で あり 、 内 容 は 次 の よう な も の 
で ある 。 33:29 が 啓示 され た 時 、 快楽 を 求め る 雪 達 の 要求 に 答え る 中 で 、 聖 預言 者 は 、 
彼 と 共に いる か 役 か ら 離 れる か の 選択 を 彼女 送 に せま り 、 彼 は まず アイ シャ の 一 件 を 
切り Mn リー、 マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ 書 )。 聖 預 営 痢 が この よう な 手段 
を と っ た の は 、 アイ シャ が ハフ サ と 共に 要求 の 口 火 を 切っ た か ら で あ り 、 アイ シャ が 
了 言 者 の 向 の 話 を ハフ サ こ 伝え た こと が 考え られ る か ら で あ る 。 この 件 の 事実 が 
どう う で あれ 、 秘密 を も らし て は な ら な いと 制限 され た 人 の 義務 を 当 節 は 強調 し て いる 。 
特に 当事者 が 夫 と 姦 で 、 秘 密 が 家庭 内 の 個人 的 な こと に 関す る 場合 、 更 に 、 神 の 預言 
者 と その 弟子 の 一 人 の あい だ に 秘密 が あげ られ る 。 
や 「 お 前 達 両 名 」 と は 、 家 庭 生活 に お ける 世俗 的 快適 を 率先 し て 求め た アイ シャ と 
ハフ サ を 指し て いる よう だ 。 し か し 聖 預 斉 者 の 他 の 姦 達 は 、 彼 の 弟子 た ちの 間 で 最も 
尊 散 され る 人 、 アブ ー・ バ タル と ウマ ル そ れ ぞ れ の 娘 だ っ た た め 、 先 導 役 は アイ シ 
ャ 、 ハ フサ の 二 人 に 任せ た も の の 、 彼 女 達 も 又 こ の 要求 に 加わ っ た 。 当 節 に 述べ られ 
た 出来 事 は 非常 に 重大 な も の で は ある が 、 姦 の 家 か ら 蜂 蜜 を 取る こと は 、 聖 預 音 者 を 
ー か 月 間 表 達 か ら 引き 離す 程 深 刻 な も の で は な い 。 ま た 「 ア ッ ラ ー が 彼 の 守護 者 な り 、 
そし て ガブ リエ ル や 信徒 た ちの うち の 義 し い 者 も また 然 り 」 と いう 語句 が 当 節 の 終わ 
り に ある が 、 こ れ も 蜂 蜜 の こと に し て は 重 す ぎる 表現 で あり 、 その こと を 示す の で は 
な いと わか る 。 
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対し て 互 に 助け 合う な ら ば 、 げ に アッ ーー に 9 し 2 
ラー が 彼 の 守護 者 な り 、 そし て ガブ リ 。 の 
エル や 信徒 た ちの うち の 義 し い 者 も OE NI 
また 然 り 。 耐 し て その 上 、 諸 天 使 も 彼 
の 支持 者 な り 。 
6. こと に よる と 、 彼 も し お 前 達 を 離間 8 まし 1 あう 、 gg 
2 こつ JA つう 、 の" に 
別 し な ば 、 彼 の 主 は お 前 達 に 優る 妻 た 本 
ち を 代り に 彼 に 与え る や も し れ ぬ 。 と 2 ちと e に 4522 に 1 
(即ち ) 帰 依 者 た る 女 達 、 信 心 深 く 、 従 の PCD Ne 2 
順に し て 、 悔 司 す る 女 達 、 宗 押す る 女 アダ デア テ ダ テア 
達 、 断食 を する 女 達 、 未亡人 、 ま た 処 ルン 2 イ る 
i oS 
ず 
7。 梁 等 信 じ た る 人 た ちよ 、 人 間 と 石 > ご 、 | 18 < RE GL 


が その 燃料 と な る < 業火 か ら 、 お 前 達 
自身 と お 前 達 の 家族 を 護 れ 。 それ に は 
厳格 に し て 猛烈 な る 諸 天 使 が (任命 さ 
れ て ) あ り 、 Nk と と 
に お いて 、 アッラー に 背 か ず 、 面 し て 
0 


8. 2 溢 等 不信 せ し 者 ども よ 、 今 日 は 弁 
陸 ば げに お 前 達 は ロ が な し た 
る こと の み に 対 し て 報い られ る な り 。 

一 項 
9. 液 等 信じ た る 人 々 よ 、 忠 実 な 悔 司 
を し な が ら ア ッ ラ ー に 平伏 せよ 。 刀 ら 
く お 前 達 の 主 は お 前 達 か ら そ の 諸悪 
を 取り 除き 、 お 前 達 を その 下 に 河中 | 流 
る る “楽園 に 入ら し めん 。 そ の 日 アッ 
ラー は 、 預言 者 並び に 彼 と 共に 信じ た 
る 人 々 を 辱 し め ざ る べし 。 彼 等 の 光 


6 OGRE 


55 32 ls 
3 


FU 385 
Ss っ 3 ME 「 


FY MS 


| 
|-* 


1 


ul 


no 


EK そい 凍り KU の gt 


3 コ ン あく O ID 0 
の 2 の や と こっ 


NAY EINES 


92:25、29:66、 


C48:6: 64:10. 
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は 彼 等 の 前 方 に 、 ま た 彼 等 の 右 方 に 走ら 5 3 ス 4 う 3 4c2IZzICA 電 2 
らん 。 彼 等 は 友 わ ん 、「 我 等 の 主 よ 、 し と 
我 等 の た め に 我 等 の 光 を 完 う し 給え ロス つ が 知っ の し ちっ so] 


3075 大 し て 我 等 を 赦し 給え 3976 ば げ ば コン 8 を ュ レレ イッ 。 る ニョ ン ン ラマ イィ ン 了 の 
kd ‘| な 4 も 7 (9 4 
に 流 は すべ て の こと に 全能 に まし ま EER 


す 」。 OBI 
10. 預言 者 よ 、 不 信者 ども や 偽 信 者 ど CRG 3G 
も に 対し て 傘 闘 せよ "”。 ま た 、 彼 等 

に 対し て 厳し くせ よ 。 曽 し て 、 彼 等 の よる も 245 っ ろ E 届 5 
住居 は 地獄 な り 。 され ば 、 そ は 悪し き 


な る 帰 所 な り 。 32 
1. アッ ラー は 不信 せ し 者 ども の た と > 2299Ez 人 こし る 


め に 、 ノ ア の M び に 、 ロト の 表 の 人 0 2 

on 。 彼 女 等 十 名 は 邊 等 の NSE De 
し き 僕 待 の うち 二 人 の 僕 の 評 な り ss i 
き 。 され と 、 彼女 寺本 名 は 彼 等 本名 に SCS 3b 


対し て 裏切り 行為 を 行い た り 978。 さ 


3076「 我 等 の 主 よ 、 我 等 の た め に 我 等 の 光 を 完 う し 給え 」 と いう 言葉 に 表 さ れる 、 天 
国 の 信者 の 完全 を 求め て 止ま な い 願 いと は 、 天国 に お ける 生 が 不動 の も の で な いこ と 
を 示し て いる 。 む し ろ 、 天 国 で の 精神 的 発達 は 止ま る と ころ を 知ら な いで ある ろう 。 そ 
れ は 、 人 その 前 に 更 
に 優れ た 段階 が ある の を 見 て 、 自分 が 到達 し た 段階 が 最高 位 で は な いこ と を 知り 、 又 
前 進 を 続け 、 こ の よう に 終り 無く 突き 進ん で 行く か ら で あ る 。 

3976 天国 に 入っ た 後 、 信 者 は マグ フィ ラ つ まり 、 短 所 の 隠ぺい を 請う (Lane より )。 
彼 等 は 神 の 光 の 由 に 完全 に 浸 さ れる よう に 祈り 続け 、 より 高い 者 と 比べ て 叫 の 至ら な 
さ を 知 り 望 み の 高 さ まで 上 り 続 け 、 よ り 高 い 段 階 に 到達 し た い が た め に 、 短所 の 隠ぺい 
を 神 に 祈る の で ある 。 これ が イス ティ グフ ァ ー ル の 真意 だ が 、 こ の 話 の 文字 通り の 意味 
は 「 過 失 の 許し を 請う こと 」 で ある 。 

"不信 者 や 偽善 者 達 に 対し て 積極 的 に 具 闘 努力 し な けれ ば 、 前 進 する こと は あり 得 
な い 。 当館 は つい で な が ら 、「 奮 闘 す る 」 と いう 意味 の 語 で ある ジハード の 本 来 の 意 
味 を 説明 し て いる 。 な ぜ な ら ば 、 偽 癌 者 達 は ムスリム 社会 の 一 部 の 人 た ちと 見 な され 、 
役 等 と 剣 を 交え る ジハード は 決し て な さ れ て いな いか ら で あ る 。 

7 高潔 な 人 と の 交わ り は 、 神 の 預言 者 と の も の で あっ て も 、 真実 を 拒む 悪 に 染まっ 
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六 十 六 章 


アッ タフ リー ム Ar-Tahrim( 氷 


人目) 二 十 八 傘 


れ ば 彼 等 両 各 は 、 ア ッ ラ ー に 対し て 、 

女人 名 の た め に 何 も な し 介さ り 
き 。 耐 し て 云わ れ た り 、「 激 等 \ 両 名 業火 
に 入れ 、( 他 の ) 入 る 者 ども と 共に 」 と 。 
12. アッ ラー は また 信じ た る 人 々 の 
BS ファ ラオ の 妻 の 例 を 示し 給え 
り 。 彼 女 は (か く ) 云 え し 時 、「 我 が 主 よ 、 
激 の 御 許 で 、 楽園 の 中 に 、 我 が た め に 
家 を 建て 給え 。 耐 し て 、 我 を ファ ラオ 
と その 所 業 よ り 救 い 給 え 。 また 不義 者 
な る 民 か ら 我 を 救い 給え 」。 

13. また イム ラー ン の 娘 マ リア (の 例 
を 示し 給え り )。? 彼女 は その 貞操 を 守 


5 5 4 し る ES ンー タタ っ イダ 
2 3 « re 


Oe IE 


の 


ha に Ek の うろ 


る レコ ン ラ > し ga ンプ うろ 会 る イク グラ ャ 
KEO eKEA1E 1 5WoPt] 
OO っ こみ まう dl、 3 に ちら 
OG GE ISS 


ンー 定 
KC キイ 


り た れ ば 、 我 等 は その ( 子 の ) 中 に 己 が 2 
EE ろ い ど アソ > BTA ッ ン シン ン AE ン 2 を 9 ンー ン 
人 さ SS E25 
れ ば 、 彼 女 は 己 が 主 の 言葉 と その 講 経 > 

グラ た 7 
典 を 実 導 せ り 。 面 し て 彼女 は 従順 な る を | の 
人 々 の うち と な りき 。 

1:92. 

た 者 の た め に は な ら な いと 示す 目的 で 、 不信 者 は ノア や ロト の 義 達 と 比較 され て いる 。 


罪 か ら 逃 れ た いと 懸命 に 願い 祈る が 、 
自虐 的 に な り 、 時 に 心 が く じ け る 信者 を 、 
の 母 マ リア 3 節 ) は 、 


す 。 
いう 語 を 示 
3078A 、 


し 、 罪 を 起す 開始 の 第 一 
注 3078 を 参考 。 


俳 の 道 を 断ち 、 神 と 和解 し た た め に 、 
神 の 正しき 僕 を 表す 。 フ ィ ー ヒ の 中 の ヒ と いう 代名詞 は この よう な 幸 
或いは この 代名詞 は 、 文 字 通 り に 裂け 目 や 割 れ 目 を 意 
歩 と な る も の を 表す 。 


ファ ラオ に 象徴 され る 悪 の 勢力 と 離れ られ ず 、 


ファ ラオ の 姦 (12 節 ) は 表し て いる 。 イ エス 
神 の 電 感 を 与え られ た 、 
* 連 な 信者 毅 を 表 
ァ ル ジュ (Farj) と 


味 す る ファ 
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人 バ 十 七草 
アル ・ ム ルク AI-Mulk( 王 権 ) 
メッ カ 啓 啓示 
啓示 の 日 と 背景 

当 章 か ら 、 聖 クル アー ン の 最後 まで 続く 聖 避 以 前 に 啓示 され た 章 の 継続 
が 始ま る 。 た だ 一 つの 例外 と し て メデ ィ ナ 啓示 と 考え られ る アン ナス ル 章 ( 二 
け ) は 、 実は 、 聖 預 言 者 が 最後 の 巡礼 を し た 際 メ ッ カ で 啓 が され た も の で ある 。 
聖 ク ルアー ン は すべ て 神 ご 自身 が 啓示 され た 言葉 で ある うえ に 、 そ の 独特 な 
主題 及び 文体 や 話し 方 が 簡単 に は 理解 し 難い も の で ある が 、 使 徒 に 拝命 され 
て か ら の 早い 時 期 に 於 ける メッ カ 硝 示 の 章 は 、 それ な り の 威厳 と 栄光 を 持っ 
て いる 。 そ の 時 期 の 啓示 は 、 韻 律 の 美 し さ と 抑揚 の 魅力 を 十分 に 説明 する こ 
と は 人 間 の 力 で は 成 し 難 い 。 こ れ 等 の 章 は 一 般 に 信仰 と 教義 の こと 、 つ まり 
イス ラム の 高度 な 栄光 ある 将来 に つい て の 預言 、 神 の 存在 と その 属性 、 啓 示 、 
死後 の 世界 と 復活 な どの 課題 を 扱っ て いる か ら 、 沢 山 の 精神 的 で 神秘 的 な 象 
仙人 の 同 全 交 人 生 記 RTC 湯 計 き る ボワ 信 用 且 で RSIUGVI6。 
当 章 は メッ カ 期 の 中 程 に 届 す る 。 つ まり 、 有 能 な 権威 者 た ち に 依 れ ば 、 こ れ 
が 啓示 され た の は 使徒 に 拝命 され て 8 年 目だっ た と いう こと で ある 。 

上 に 述べ られ た 如く 、 メ ッ カ 啓示 の 章 は 大 体 信仰 の 課題 を 扱っ て いる 
当然 に 、 当 章 は 神 の 統治 権 や 主権 や 全能 さ を 取り 扱っ て 開始 し て いる 。 また 
これ 等 の 神 の 属性 の 証明 と し て 、 神 は 生 と 死 の 創造 者 で ある 事実 を あげ て い 
る 。 そ し て 、 全 宇宙 は 構成 要素 の 極少 の 原子 か ら 一 番 巨大 な 惑星 に 至る まで 
完璧 な デザ イン と 配置 が な され て いる 。 宇宙 の 創造 と 全面 的 に 広がっ て いる 
素晴らし い 秩 座 は 、 そ こ に 神 が 存 在 する 否定 し が た い 事実 の 証明 で ある 。 そ 
し て 神 は 崇高 な る 目的 を 果たさ せる た め 、 立 派 な 目標 を 達成 する よう に 人 間 
を 創造 し た の で ある 。 然し な が ら 人 間 は その 法 悪 さと 忘 軒 故 に 、 常 に 神託 を 
拒否 し 、 そ の 結果 と し て 神 の 立腹 を 招く 。 当 章 は 神 の いろ いろ な 恵み と 恩恵 

を 詳し く 語 っ て いる が 、 そ れ が な けれ ば 、 人 間 は 一 瞬 た り と も 存在 出来 な く 

な る 。 それとなく 人 間 は それ ら の 恵み を 正しく 使う こよ うに 、 そ の 創造 の 目的 
を 認識 する こと が 要求 され て いる 。 そ し て 、 肉 体 的 な 命 は 水 無 し で は 存在 し 
得 な いよ うに 、 精 神 的 な 命 も 、 天 水 つ まり 啓示 の 必要 が ある と いう 倍 大 な る 
真実 を 人 に 自覚 させ る 立派 な 訓 戒 で 当 章 は 終わ る 。 
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アル ・ ム ルク Al-WMulk( 王 権 ) 
節 数 31、 メ ッ カ 啓示 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 週 く アッ ラー の Os 


ーー ニ T 九 人 
2. 2 すべて の 王権 を その 堂 中 に ある 3 ER GI 
御方 こそ 恩恵 の 主 な り 。 面 し て 役 は す 難 A 
べ て の こと に 全能 に まし ます 、 OR 
3. 彼 こ そ 生 と 死 9? と を 創造 せり 、 833 3 
お 前 達 の うち 振舞 い を する こと に 於 2 
いて 誰が 優れ た る か と “お 前 達 を 試み 1 98 ee 
ん が た め に 。 面 し て 彼 は 成 力 者 、 寛大 i 
に まし ます 。 O33 
4 4 彼 こ そ は 七 層 の 諸 天 を 階層 を つ ea5 ビ GC 


は て 創造 し た り や m4。 波 は 、 交 悲 控 。 し ェ レー 」 
き 人 御方 の 創造 に 加 何 な る 矛盾 も 見 すず 。 ぐう 25 3562ot や た ご 3 


され ば 、 よく 観察 せよ 、 流 な ん ら か の し 】 メイ > I ン 3 ンー ニン や 
Ome 2c | 
炎 陥 を 見 る や ? GIS od 


5. 更に 、 再 び 改め て 観察 せよ 。 視線 は 2 ッ 8 
2 ar あん < a 
大 也 し て 改 に 帰ら ん 、 和 し て を は 故 れ て ンド ジー 


AL. 623:2-3. C5:49; まま 8 18:8. d65:13: 67:4: 71:16. 


2 生 と 死 の 法則 は 全 宇 宙 で 作用 する 。 万 物 は 衰え 死す る こと に な っ て いる 。 死 は 2:29 
及び 53:45 に も 書か れ て いる が 、 当 節 で は 生 の 前 に 述べ られ て いる 。 こ れ は 、 死 又は 
非 実 在 が 生 の 前 段階 で や る た め の よ うだ が 、 あ る い は お そら く 、 死 が 人 に 、 永 遠 の 生 
命 と 終わ り 無 き 魂 の 向上 に 向かう 入口 を 開き 、 他方 この 世 の 生 は 一 時 的 な も の で 、 死 
後 の 永遠 の 生命 を ひか えた 前 段階 で し か な く 、 死 が 生 よ り 人 か に 重要 な 意味 を 持つ か 
ら か も し れ な い 。 

9794 ティ バー タク (Tibag) と は タバ ク (Tabag) そ し て 、 そ の 複数 形 ア トバ ー ク (Atbaq) と 罰 
意 語 で ある 。 タ バー ク (Tabag) や ティ バー ク (Tibaqg) で ある 物 と いう 表現 が ある 。 即 ち 、 
或 る 物事 が 他 の 物 と 同等 で ある 。 又 は その 寸法 に 当て は まる よう な 物 、 大 き さ や 品質 
な ど を 表す 。 テ ィ バ ー ク (Tibaqy は また ステ ー ジ も 意味 する (Lane より )。 
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二 十 九 伏 


アル ・ ム ルク Al-Mulk( 王 権 ) 


六 十 七草 


STR MND, 


ras 


を 追い 払う 手段 と な せり 。 され ば 、 我 
等 は 彼 等 の た め に 燃え 盛る 火 の 責 苦 
を 用 意 せ り 。 
7. また 、 己 が 主 を 拒み た る 者 ども に 
は 地獄 の 責 苦 あり 。 面 し て 、 そ は 悪し 
き 帰 所 な り 。 


8. 彼 等 その 中 に 投げ 込ま れる や 、“ 彼 
等 は その 色 号 を 聴か ん 。 箇 し て そ は 沸 
騰 す る べし 。 

9. そ は 激 色 の 余り まさ に 破裂 せん と 
す 。 各 一 団 が その 中 に 投げ 込ま れる 
9 た びに 、 そ の 看守 等 は 彼 等 に 問わ ん 


8 

10. 彼 等 は 云わ ん 、「 然 り 、 等 告 者 が 
確か に 我 等 に 来 た れ ども 、 我 等 は 嘘 つ 
き と み な し 、 訂 し て 我 等 は 云え り ! ア 
ッ ラ ー は 何 も の も 降 さ ざり し 。 お 前 達 
は た だ は な は だ し き 迷 誤 の 中 に ある 
の み 』 と 」。 

1. 彼 等 は また 云わ ん 、「 我 等 も し 耳 
を 傾け 、 或 い は 良心 に 従い た れ ば 


OR RI 
CG ON ES Css 
OLE 
PCE 
OF YS 
EE ET 
63 記 

aoi No 
ES 0 じき る 


at 
OPN 


we の 

9 ン ィ ミタ ラル ン レ ヤン ュー 用 ン 2 と 

2 へ 9 5b を し て くる 、 03LS 
ぅ る る を 4 < 


ポ A と 


EG i ES AS 


ts ヽ 


5:17: TT 41:13: 50:7. 外 5:18: 37:11. で 11:107: 21:101: 25:13. 939:72: 40:51. 


3989 神 の 創造 は まこ と に 素 晴 し いも の で ある 。 小さ な 一 員 に し か 過ぎ な い 我 が 地球 が 
属す る 太陽 系 は 、 広大 で 変化 に 富み 整然 と し て いる が 、 こ の 太陽 系 も 又 、 何 億 と ある 
天体 系 の 一 つ に 過ぎ ず 、 そ の 中 に は 太陽 系 と は 比較 に な ら な い 程 大 き な も の も ある 。 
し か し 無数 の 太陽 や 星 は 、 い た る 所 で 調和 と 美 を か も し 出す よう に 、 互い に うま く 位 


置 付 けら れ て いる 。 宇宙 に 広がる 秩序 は 、 


普通 の 肉眼 で も 明らか で 、 科 学 技術 が 生み 


出し た 器具 を 総動員 し て 観測 で きる 視界 の 知 か か な た まで 広がっ て いる 。 
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太 十 七 章 


so904 我 等 火 獄 の 者 ども の 中 と な ら ざ 
り し も の を 」。 
12. か く て 彼 等 は 、 己 が 諸々 の 罪 を 誰 
め た り 。 され ば 、 火 獄 の 者 ども に 破滅 
あれ 。 
13.? げに 叫 が 主 を 見 る あ た わ ざる の 
に 、 長 れ る 人 々 に は 落 外 と 至 大 な る 報 
拉 あ り 。 
14. 2 耐 し て 、 お 前 達 は 己 が 言葉 を 隠 
す と も 、 また それ を 表す と も 、 げに 彼 
は 胸中 の こと を 熟知 し 給 う 。 
15. 創造 せ し 御方 は 知ら ざる や ? 彼 
は 繊細 鋭敏 、 知 系 者 な る 
ら ず 。 

ご 項 
16. 彼 こ そ は 大 地 を “お 前 達 に 従 届 せ 
し め た り 。 され ば お 前 達 その 道々 を 歩 
Rs 彼 の 滋養 物 の 中 か ら 食 せよ 。 
耐 し て 、 彼 の 許 に 復活 せら る べし 。 


17. 7 お 前 達 、 天 に まし ます 御方 3982 
が 大 地 を し て お 前 達 を 呑み 込ま し む 
る こと か らち 安全 な りや ? され ば 、 そ は 
突然 振動 し 出す な り 。 

18. お 前 達 、 天 に まし ます 御方 が お 前 
達 に 石 の 出 を 送る こと か ら 安 全 な り 


アル ・ ム ルク Al-Mulk( 王 権 ) 


に も か か わ 


G 0 


OS の 06) 


EC < 123 1 


CFP ゴト ED 
7 
MI S の 2 る 


うぅ ググ 


ター ン ン 


、 あ 光っ SN 


ON 


Pa 


EE 
OC 


HAAR ン 


MR 


ドス 


| 


4 


0 


EL 


921:50: 35:47: 79:41-43. 12:78; 6:4: 11:6: 20:8. 72:23: 20:54. 4 


16:46: 17:69. 34:10. 


so804 も し 我々 が 律 法 か 良心 の 命令 に 従っ て いた な ら 。 
PH 再 クル アー ン で は 世界 を 旅 す る よう 、 繰 り 返 し 勧め て いる 。 そ れ は 、 家 を 離れ 他 


国 へ 旅行 する こと が 、 


人 の 知識 や 経験 を 増やす た め 、 大 い に 役 立つ か ら で あ る 。 


3982 当 節 及び 次 節 に 神 は 天 に お られ る と 記さ れ て ある の は 、 聖 ク ルアー ン で 一 般 に 罰 


は 天 よ り 下 され る と 告 


げ ば られ て いる か ら で あ る 。 神 は 、 ど こ に で も お わし ます 。 
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二 二 九 倫 アル ・ ム ルク Al-Mulk( 王 権 ) ババ 二 七 音 


や ? され ば お 前 達 は 、 わ が 警告 が 如何 こる ぐる 2 っ る 
に な り し か を 知る べし 。 


@ 5 


ン 


19. 面 し て 、 役 等 以前 の 者 ども も 虚 島 KS eS5eoa3ilk つ 3 
と みな し た り 。 され ば 、 わ が 懲罰 は 如 


何 に ( 湊 惨 ) な り し こと か ? @⑤ ASSO セ 
20. * 彼 等 は 己 が 上 に 、 民 を 拡げ 、 ま を こう:3838 AOU355 31 
た それ を つぼ め る 鳥 た ち を 見 ざり し WC の 20 
か ?3983 半 悲 深 ぎ 御方 に 非 ず し て 、 そ 芝 時 ビ * 2 2 


れ ら を 保持 する 者 な し 。 げに 彼 は すべ 4 多 品 5 る は 3 
て の こと を みそ な わし 給 う 。 プー の 


BF 


21. 慈悲 深 ぎ 御 方 に 対し て 、 お 前 達 の i 


軍勢 と し て 、 お 前 達 を 助け 得る これ 等 RG ea 
の 6 な に も の な りや きど も SS 0 
22. 彼 も し その 滋養 物 を 止め た れ ば 、 E1028 3 3 1 


遂に 淡 人 物 を ちえ る た に れれ 等 の 者 


RN 

うつ む 
23. され ば 、 そ の 顔 を 倍 き な が ら 歩 く 
者 や WW が 良く 導 か れ た る 者 な りや 、 そ 

16:80、 610:32: 34:23. 

- も し 不信 者 達 が 神 に 反抗 し 続け る な ら 、 彼 等 は 餅 餅 、 地 震 、 特 に 戦争 に より 滅 ぼ 
され 、 空 の 鳥 達 が 彼 等 の 死体 を つい ば む で あろ う (le:80)。 解説 の 特大 版 に お ける 注 
1880 も 参照 の こと 。 
084 この 言葉 は 、 メ ッ カ を 数 年 間 毅 っ た 恐ろし い 飲 傍 を 指し て いる よう だ 。 この 人 魚 鐘 
は 、 メッカ 人 が 、 そ の 苦し みか ら 逃 れ ら れる よう に 祈っ て くれ と 聖 預 育 者 に 請 い 願っ 
た 時 まで 続い た 。 注 2694 も 参照 。 
098 不信 者 は 、 首 を 垂れ 、 疑 いと 不信 心 の 痢 の 中 に さ 迷 いつ つ 、 悪 の 道 を 歩む 、 他方 、 
信者 は 信仰 の 確信 の 中 で 、 頭 を 上 げ 、 神 の 道 を 突き 進ん で 行く 。 こ の 両者 が 平等 で あ 
り 得 る だ ろう か ? 


GAl 4 EES2 ら 65381 
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六 十 七 凍 アル ・ ム ルク Al-Mulk( 王 権 ) 二 十 九 巻 


な りや ? 


24. 云え 、「 彼 こそ は お 前 達 を 創造 し 、 ろく 9 cs 5 る 且 っ し SS、 8 
耐 し て ? お 前 轄 の た め に 耳 と 目 と 2 oz cn ch 
と を 創り 給 う た 御方 な り 。 お 前 達 が 感 ご 居 め sa2y5 YB | 


謝 す る rite り 」。 の 93 る < 
25. 云え 、 ヶ 「 彼 こそ は 大 地 に お 前 達 を 31 5. ぁ )YI3.2 マ 1 わ 23633124 8 
繁殖 させ た る 御方 な り 。 され ば 、 お 前 52 
達 は 彼 の 許 に 集め られ ん 」。 ②09 ご つ 9 


タン る 


26. < 耐 し て 彼 等 は 云う 、「 も し お ね 前 達 設 や 13E233A、As く つう 35 
正直 な ら 、 こ の 約束 は 何時 (実現 する ) 


しま 2 { 
な りや ?」 と 。 OCN2 ナ っ 
27. 云え 、「 す べ て の 知識 は アッ ラー TE31 3 多 し 3s 40998 
の 御 許 に あり 。 面 し て 7? 我 は た だ 2? 公明 の っ 補 の うっ ぞ 
な 警告 者 に すぎ ず 」。 CA 2 


28. され ば 、 彼 等 その 近づく を 見 る <a 拓 4 有 ほる で 信 し 4 3402 
に 及 ん で 、 不 信 せ し 者 ども の 上 顔 は 悲 - 
嘆 に くも らん "5。 敵 し て 云わ れん 、 2 RS て Sk 
「 こ れこ そ は お 前 達 が 求め た る も の 390 
な り 」。 

29. 云え 、「 お 前 達 考え た る か 、 も し NN 
アッ ラー が 我 並び に 我 と 共に ある 者 


oe Et 


っ > る 2 ンタ ルン 
を 滅ぼす と も 、 或 い は 我 等 に 慈悲 を 翌 RS ee つじ < っ う 5 
れる と も 、 誰 が 不信 者 ども を 痛ま し い 
jolie 
資 苦 か ら 友 護 す る や ?」。 タッ 


16:79; 23:79. 223:80. <21:39: 34:30; 36:49. 22:50; 26: 16; 29:51. 


086 画 が 下さ れ な い 限 り 、 不 信者 は 自慢 し 、 信 者 に 中 りや か ら か い の 言 葉 を 投げ 付け 
る が 、 い ざ 久 に 直面 する と 、 極 度 の 捧 折 感 に 捕われ る 。 こ れ が 不信 者 の 特徴 で ある 。 
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二 二 九 倫 アル ・ ム ルク Al-Mulk( 王 権 ) ババ 二 七 音 
30. 云え 、「 彼 こそ 慈悲 深き 御方 な り ze る (< 12 イコ 5 リン 
NSP PUS に ーー ンー 
そ 我 等 は 頼り た り 。 され ば 、 お 前 達 よ OousuUL23 RO 
や が て 知ら ん 、 誰が 明らか な 迷 誤 の 中 GEM 

に 在 る か を 」。 

31. 云え 、「 お 前 達 考 えた る か 、 も し 15 衝 33 ら A く 216) Sg21 8 
お 前 達 の 水 が ( 地 中 ) 深 く 消え 去り た れ : 2 
ば 、 誰が お 前 達 の た め に 湧き 出る 水 を OR Soy PSL 
持ち 来る や ?」 "ee。 


繰り 返し 述べ られ て 来 た が 、 そ れ は 、 そ こ に 書か れ た 神 の 因 恵 全て が 、 人 の 肉体 維持 
に 係わる か 、 そ の 精神 向上 に 係わる か を 問わ ず 、 神 の 慈悲 深 さ に よる か ら で あ る 。 
3988 全 生 命 は 、 肉 体 的 で あろ う が 、 精 神 的 で あろ う が 、 水 に 頼っ て いる 。 前 者 は 雨水 
で あり 、 後 者 は 神 の 啓示 の 水 で ある 。 
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バト 八 章 
アル ・ カ ラム Al-Qalamn( 筆 ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 され た 日 、 そ の 背景 と 主題 

当 章 は 使徒 に 拝命 され た 初期 の 頃 、 メ ッ カ で 啓示 され た 最初 の 4 つか 5 
つの 章 の 1 つ で ある 。 或 る 権威 者 た ち に 依 れ ば 、 当 章 は 聖 ク ルアー ン の 啓示 
が 開始 され た 第 1 章 の アル ・ ア ラク の 直後 だ と し て いる 。 然し な が ら 、 他 の 
何人 か の 権威 者 た ち は 、 ア ル ・ ム ッ ザ ッ ミ ル 章 と アル ・ ム ッ ダ ッ ス ズ ィ ル 章 の 
後に 位置 づけ て いる 。 然 し な が ら こ れ ら の すべ て の 章 は 、 多 か れ 少 な か れ 連 
続 に 啓示 され た こと に は 疑問 が な い 。 な ぜ な ら そ の 主題 が 酷似 し て いる か ら 
で ある 。 当 章 は 主 に 聖 預言 者 が 使徒 で る る こと を 取り 扱っ て いる 。 メ ッ カ で 
啓示 され た すべ て の 章 は 教義 と 信 爺 の こと を 取り 扱っ て いる よう に 、 当 章 は 
聖 預 言 者 の 宣言 の 真実 さと それ を 支持 する 強い 論拠 を 取り 扱っ て いる 。 当 章 
の 大 部 分 は 、 真 理 に 抗 す る 不信 者 た ちの 論戦 及び 不信 者 た ちか が 遭遇 する 不幸 
な る 結果 に 専念 し て いる 。 そ し て 何故 彼 等 が 真理 を 拒否 し 、 ど の よう に 猛烈 
に 反対 し た の か 、 そ の 理由 を 語っ て いる 。 そ し て 又 、 彼 等 の 計画 は 熟し そう 
に な っ た 時 どの よう に 無 価値 に な る か 、 一 方 、 下 向 す る と 思わ れ た 真実 は 、 
普及 し 繁栄 と 優位 を 占め る か を 語っ て いる 。 当 章 の 終わ り で 聖 預 言 者 は 、 あ 
ら ゆ る 剛 笑 や 反対 や 迫害 を 忍耐 と 気 天 さ で 耐え る こと を 命じ られ て いる 。 何 
逆 な ら 、 彼 の 目的 は 必ず 成功 する よう に な っ て いる か ら で あ る 。 


1329 


大 十 八 間 
アル ・ カ ラム Al-Qalam( 筆 ) 


節 数 53、 メ ッ カ 啓示 
1. < 慈悲 深く 、 恵 み 財 く ア ッ ラ ー の NN 
御名 に お いて 。 - 
2. ヌー ン 、 筆 並び に 彼 等 が 書く も の ESC 
に 玖 て 3089 
3. 2 流 は 己 が 主 の 恩恵 に より て 、 狂 人 RM 
に 非 ず Sea_ 上 
4. 面 し て 、 液 に は 必ず 尽き せ ぬ 報奨 の os EINE 
あり 3990 
s. また 、 泊 は げに 崇高 な る 道徳 の 上 Oe GE IN 
に あ り 3 


al:}. 034:47; 52:30, 


2 
され て いる 
Te 言 者 の 主張 が 如何 な る 知識 を も っ て 試 れ た と し て も 、 彼 は 、 不 信者 の 言 
う よ う に 狂気 じみ て いる こと は な く 、 最 も 良識 と 知恵 の 備 っ た 人 物 だ と 確認 され る で 
あろ う 。 当 人 節 は 以上 の こと を 示し て いる 。 ま た 、 次節 に は 、 こ の 非難 が 事実 無根 で あ 
る だ け で な く 、 愚 か で と り と め な いも の だ と いう こと の 理由 を 挙げ て いる 
や 。 次 節 と 共に 当館 は 、 狂気 の 非難 の 不 合理 を 、 非 常に 効果 的 に 暴露 し て いる 。 狂人 
の 行為 は 不変 で 有益 な 結果 を 何 も 生み 出さ な い が 、 聖 預 言 者 は 、 神 の 使命 の 目的 を 果 
た し 、 墜落 し た 人 々 の 生命 に 素 晴 し い 変 革 を も た ら す こと に 成功 し つつ ある と 表明 し 
て いる 。 こ の 変革 は 役 の 死 で 終わ る も の で は な い 。 将来 彼 の 弟子 達 が 正しい 道 か ら そ 
れる こと が あれ ば 、 必ず 神 は 、 彼 等 を 再生 させ 、 彼 等 に 新た な 生命 を 吹き 込む 神 の 使 閉 
を 、 役 等 の 間 に 起こ され る で あろ う 。 そし て 、 この 過程 は 終り の 時 まで 続く の で ある 。 
921 当 節 は 、 愚 か 者 と し て 聖 預 言 者 に あび せら れ た 狂気 の 非難 に つい て 、 よ り 雄 弁 な 
注釈 を 与え て いる 。 聖 預言 者 は 狂人 で は な く 最 も 高潔 な 人 物 で あり 、 あら ゆる 道徳 上 
CR それ に より 彼 の 創造 主 の 完全 像 を その 身 に 表わす こと が で き 
と 当 節 は 述べ て いる 。 彼 は 人 間 が 持ち 得る 全て の 道徳 上 の 長所 の 完全 な る 化身 で 
i の 全 に 調和 し て 総体 と な っ て いる 。 時 預言 者 
の 有 能 な 配偶 者 アイ シャ が 、 聖 疾 言 者 の 道徳 を 解明 する よう 問 ね られ た 時 、 彼 女 は こ 
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六 十 八 章 


アル ・ カ ラム Ai-Qalam( 筆 ) 


二 九 倫 


6. され ば 、 液 は 見 る べし 、 彼 等 も ま 


た 見 る べし 、 
7. お 前 達 の いずれ が 狂人 な る か 
を 3092 


8. げに 液 の 主 こ そ は 、“ 誰が その 道 よ 
り 迷 いた る か を 最も よく 知り 、 ま た 彼 
こそ は 導 か れ た る 人 々 を 最も よく 知 
り 給 う 。 

9. され ば 、 溢 は 虚偽 と みな し た る 者 
ども に 従う な か れ 。 

10. 2 彼 等 は も し 溢 が 妥協 する な ば 
3093 彼 等 も 妥協 せん こと を 望む な り 。 
11. 病 し て 激 、 す べ て の 約 い を た て る 
香 劣 な 者 に 屈服 する な か れ 、 

12. <( つ まり) 陰口 を た た く 者 、 悪口 
言い な が ら 歩 き 回 る 者 39%4、 

13.? 立 事 を 妨げ る 者 、 千 を 超え る 者 、 
罪深い 者 、 

14. 乱暴 で 、 そ の 外 私 生 児 な り 。 


つう AA A っ タン イズ 


O05 ns 
@ 〇 6 | > らし 
DER oO \ へ ン 


と 】 


OR RS YS 


の 


イラ プー 4 る っ っ て トゥイ ン 
OO% ぁ 29OAS の 1539 


3 8 スン 
OS SLY 


9 上 ほ 
ンス 


216:126: 53:31. 017:74. “104:2. 50:26. 


う 答 えた 。「 彼 は 、 神 の 真 の 僕 の 特質 と し て 聖 ク ルアー ン に 述べ られ た 道徳 上 の 美 点 


を 全て 備え て いた 」( ブ ハー リー より )。 


” 。 当 節 は 、 聖 預言 者 を 非難 する 者 達 に 対し 形勢 を 一 変 し 、 挑発 的 な 口調 で 彼 等 に 次 


の こと を 告げ て いる 。 狂気 に 苦し む の は 聖 預言 者 か それ と も 彼 等 か 、 神 


の 使者 で ある 


と いう 彼 の 主張 は 興 礁 か ら 思 わ ず 出 て 来 た も の な の か 、 彼 等 自身 は 時 の し る し を 示す 


も の を 読み 取れ な い 程 に 、3 


気 が ふ れ て いた の で 聖 預 詩 者 を 信じ る こと を 拒ん だ の か 、 


これ 等 の 問い に 対す る 答え は 時 が 示す で あろ う 。 
99 当 節 は 、 聖 預 昔 者 を その 不動 の 目的 か ら そ ら す た め 、 メ ッ カ の クラ イシ ュ が 彼 


に し た 申し 出 に 、 
足場 を 持た ず 、 
節 は 有する 。 

の 当 節 及び 前 三節 は 、 特 ? 


特に 触れ て いる よう だ 。 又 、 真 実は 娠 の ご と く 固 く 、 


圧力 や 誘惑 に 屈し 、 常 に 妥 陣 に 傾き や すい と いう 一 


ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ム ギー ラ 又 は アブ ー・ 


他方 偽り は 
般 的 な 意味 も 当 


ジャ フル を 、 そ 


し て 又 偽り の 指導 者 全て を 語っ た も の と 言え る 
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ニオ 九 谷 

15. < ( こ は ) 彼 が 裕福 で 子女 を 有する 

が 故 な り "5。 

16. 2 我 等 の 神 兆 が 役 に 対 し て 読 語 せ 。 久 bC1JUS CE に E、 だ 

られ る と 、 彼 は 云う 、「 古 の 人 々 の 392. っ 2 
@⑤O 53) 


六 十 八 章 


J じ ES561 


アル ・ カ ラム Al-Qalam( 筆 ) 
と ども ら 


アン ラン G 


MR 
CA の 9 


物語 な り 」 と 。 

17. 我 等 は 必ず 彼 の 鼻 の 上 に 始 印 を a 
押さ ん 396_ W らら スー ハー 
18. げに 我 等 は 果樹 園 の 人 々 を 試み 2321 じじ る お 0 


た る 如く 、 彼 等 を も 試み た り 。 その 時 


ン 9 ラン を ライ ー ン る イイ 2 1 で ws ン t 
彼 等 は 誓い た り 、 彼 等 が 早朝 に 必ず そ を 11 Fa 


れ を 収穫 せん こと を 39%7、 dL 
19. 面 し て 、 彼 等 は 如何 な る 旬 除 も つ 9⑨@: る る ラン 5 
け 加 え ざ りき "(つまり アッ ラー の 

思 し 召 し を 望ま ざり き ) 。 

20. “され ば 、 溢 の 主 より の 登 き 回 る 233 で 6358c ち ゆる に ご 55 
も の (つま り 懲 姜 ) が それ (昌樹 剛 ) を 本 0 


いた り 。 面 し て 彼 等 は 眠り た りき 。 


21. 故に 、 そ は 刈り 取ら れ た る 如く な 
れ り 。 


23:56: 74:13-14. 08:32; 16:25; 83:14. 73:118: 18:43. 


や 神 に 対す る 罪 、 不 徳 、 抵 抗 は 全て 、 慢 心から 生じ 、 い か が わし い 手 段 が 巨万 の 富 
を 貯え 、 膨 大 な 権力 を 得 よ うと する 者 の 道徳 上 の 病 で ある 。 あ る い は 、 卑 し き 者 が 、 
た だ 富 と 権力 を 手 に し た と いう だ け で 敬意 を 表 さ れる べき で は な い 、 と 当 節 は 意味 し 
て いる と も いえ よう 。 


96 「 鼻 の 上 に 族 印 を 押さ ん 」 と は 、 人 に 
0 と こと で は 、 卑 し く 強 欲 で 思い 上 っ た 不 
いる 。 彼 は そこ で 採れ る 果実 全て を むさ ぼ 
ち 合 わ ず 、 彼 等 の 果実 に 対す る 権利 を 奪っ 


羽 を か か せる こと の 比較 で ある 。 

言 莉 が 、 あ る 果樹 園 の 所 有 者 に 例え られ て 
り 食 い 、 そ れ を 汗水 流し て 育て た 者 と 分 か 
て し まう の で ある 。 


”。 この 果樹 園 の 持ち 主 達 は 、 他 人 の 手 で 育て られ た 果実 を 欲 深く 奪い 取り 、 彼 等 と 


分 か 
高い 収穫 を 確信 し て いた の で 、 神 を 忘れ 、 
て 神 の 保護 を 求め る こと も し な か っ た 。 


合う こと な く 、 一 人 占め に 食べ た 。 彼 等 は 、 


目 分 達 の 努力 が 実り 、 災 害 も な く 
「 も し 、 ア ッ ラ ー 欲 し な ば 」 と 言葉 に 出し 
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六 十 狼 音 アル ・ カ ラム Al-Qalam( 委 ) 二 十 九 乱 


22. され ば 、 朝 早く 彼 等 は 互 に 呼び 合 6 る 355 
いた り 、 

23. つま り 、「 朝 早く 己 が 畑 に 出 で 行 ぐら 143 よら 03 中 、 つ 1 
け 、 も し お 前 達 収穫 せん と する 者 な ら 3 


ば 」。 Os 2 
24. され ば 、 彼 等 は 出かけ た り 。 耐 し OR 3 RG 


て 彼 等 は 互い に 嘱 き た り 、 


25. つま り 、「 今 日 は お 前 達 の と ころ @QAC23 EE SS 
に 如何 な る 貧者 も そこ に 入る べから 


ず 」 9098- 

26. 面 し て 、 彼 等 は けち の 決意 を 抱い O33 ESS5 
て 行き た り 99. 

27. され ば 、 彼 等 は それ を 見 る と 、 評 OI GI TERS 
えり 、「 げ に 我 等 は 迷惑 を 被り た り ! 
28. 耕 、 我 等 は 春 わ れ た る な り 」。 DOR Rk 


29. 彼 等 の うち 最良 な る 者 は 云え り 、 \ 2 る 2G 
「 我 は お 前 達 に 云わ ざり し か ? 何故 2 
お 前 達 は ( 神 を ) 護 え ざ り し か 」 と 。 OOP 


ee OR LE EG 
主 、 げ に 我 等 は 不義 者 な りき 」。 
1. され ば 、 彼 等 は 互 に 責め 合い な が OORT EE EG 
32. 彼 等 は 云え り 、「 袖 な る か な 我 ISHIMTUIE 
等 げに 我 等 こそ 反逆 者 な りき 。 


9 この 比較 に ある 果樹 園 の 金持ち の 所 有 者 は 、 利 己 的 で 無慈悲 、 強欲 な 者 に 例え ら 
れ て いる 。 彼 等 は 他人 の 労働 を 食い 物 に する 他 、 非常 に けち で 、 貧 し い 者 の 必要 を 満 
た す た め 彼 等 が 不正 に 得 た 物 を 使 お うと は 決し て し な い 。 
999 他 者 の 労働 の 搾取 者 は 、 彼 等 だ け で 一 つの 階級 を 成す 。 彼 等 は 、 額 に 汗 し て か せ 
ぐ 者 が 当然 手 に すべ き 利 益 か ら 後 者 を 締め 出す 。 彼 等 は 豊か を 亭 受 し 、 他方 その 貧し 
ぎ き 同胞 は 、 役 等 の 眼前 で 、 汚 れ の 中 を 着い 進む の で ある 。 
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二 十 九 巻 アル ・ カ ラム Al-Qalam( 筆 ) 六 十 八 章 
33. 我 等 の 主 は 逐 に 代 る より 良き も JJUILSEOLSOT ば > と と 
の を 我 等 に 賜 わ る や も 知れ ぬ 。 げに 我 ンー 2 タッ トン ョ ン 
等 は 、 己 が 主 に 謙虚 に 嘆願 する な り 」。 OVS に わ 
34. 懲 凡 は か く の 如 く な り 。 曽 し て 32 る WE ER 
来世 の 懲罰 は 確か に 最も 大 き な も の ) & と っ ォ イ ラン 15 ブレ アン 2 イ プロ ョ ンー シィ 
な り “ee 彼 等 も し 知り た れ ば な あぁ ! \『 @ ら Osslebg うく 1 
二 項 
35. 5 げに 異 散 者 達 の た め に 、 彼 等 の た の 23 も ご AS つつ 1 
主 の 御 許 に 至福 の 園 あ り 。 2 


プ の w ン 


ーー ン 


w > = We 、 」 ター タ ンマ ング 
ど ド きた みさ 4 N イラ うー ン ッ EP ピル 
36. され ば 、 我 等 帰依 者 達 を 罪人 ど Oo db, ne 、 a 1 用 SE1 
も と 同様 に 遇 する べき や ? 
いか が 0 ーー ィ ゥ ッ ン a ラン シン 株 
37. お 前 達 如何 に な り た る や ? 若 何 CIHRI ET NG 
判断 する や ? 
Na ンタ っ 6 0 っ ゃ 6 W テン 
38. お 前 達 に は 、 学 ぶ ぶ べき 経典 あり OI LE TE 
や の 
39. げに お 前 達 の た め に は 、 そ の 中 で O03 I LS 2 
お 前 達 が 好む も の ある べし 。 
3 イー ママ F< ~~ Le ン 5 イ と 】 CT 
40. それ と も お 前 達 に は 、 復活 の 日 ま 、 3 330C CC で る 
で 我 等 を 拘束 する 玖 約 あり や 、 つ ま CR ta 
りお 前 達 己 が 曲 む 通り 判断 を 下す こ OOS SO A 
と を ? 3102 
ot < 
。 彼 等 に 席 え 、 役 等 の う ジン 呆 証 者 # と 4 イデ } 2 る イラ タイ ン 
41. 彼 等 に 問 え 彼 等 PE & 7 0 
する は 誰 な る か と 。 § 
913:35: 39:27. が 30:16: 68:35: 78:32. €32:19; 38:29: 45:22. 
遅かれ 早かれ 天罰 が この 擁 取 者 に 下り 、 他 者 か ら そ の 労働 に よる 果実 を 奪う と い 
う 彼 等 の 計略 は 、 そ の 邪悪 な 目的 を 達成 し な い 。 
22 当 節 は 不信 者 に 次 の こと を 尋ね る 。 彼 等 は 望み 通り の 生き 方 の 選択 が 許さ れ 、 し 
か も その 悪 業 の 結果 か ら 逃 れ ら れる と 、 い ずれ か の 啓示 書 に 認め られ て いる の か ? あ 
る い は 、 彼 等 は 揃っ て 裁き の 日 まで 、 望 み の 物 全 て を 手 に 入れ 、 望 お こと を 全て な し 、 
し か も その 行為 の 結果 に 苦し むこ と も 無い と 神 か ら 約束 され て いる の か ? 
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六 十 八 凍 


アル ・ カ ラム Al-Qalam( 筆 ) 


ニニ 九谷 


42. 彼 等 に は 、 俳 せ 編 る も の 達 あり 
や ? さ れ ば 彼 等 は 己 が 併せ 祀る も の 
達 を 連れ 来る べし 、 彼 等 も し 正直 な 
ら ば 。 
43. その 日 、 非常 な る 悩み 昔 し み に 遺 
うべ し "9、 面 し て 、 彼 等 は 叩 頭 する 
よう に 呼ば れる な り 。 され ど 彼 等 は 出 
来 得 ざる べし 。 

44. < 彼 等 は その 日 を 伏せ な が ら 、 選 
辱 が 彼 等 を 牧 わ ん 。 面 し て 、 彼 等 は 確 
か に 叩 頭 する よう に 呼ば れ た りき 、 そ 
の 時 彼 等 は 五体 満足 な り し の に 。 


45.? さ れ ば 液 、 我 と この 言葉 を 虚偽 
と みな す 者 を 放せ よ 。 彼 等 の わか ら ざ 
る と ころ か ら “ 我 等 は 彼 等 を 引 ぎ 寄 
せる な り 4%, 

46. され ば 、 わ れ は 彼 等 に 猫 予 を 与 
える な り 。 げ に わが 計画 は 強固 な り 。 
47.“ 液 は 彼 等 に 報酬 を 求め る や ? 従 
っ て 、 役 等 は その 負担 に 打ち ひし が れ 
る な り 。 

48. 7 彼 等 は 見 る あ た わ ざる こと を 所 
有 し た れ ば 、 彼 等 ( 之 を ) 書 く な りや ? 
49. され ば 液 、 己 が 主 の 裁決 を 待つ よ 
う 忍 出せ よ 。 面 し て # 液 、 魚の 者 の 如 


ャ ン ン る イン タン を ーー アン プー 。 て ライ 
っ eg 5 うら の US 5 うつ ょ る 


OR EO} 


3 EE と 2 る ラッ ン イマ と で 
OO | 
ょ る 。 っ タブ プン 2 ぅ 2 2 イン 々 
3 2 の 2 る 人 しづ 1 3 こそ 
3 コ | 91 くつ よう の SS 

E03 の 9 


も ンコ 4 イタ) オリ タン ガブ ラン ン ラメ 5 イイ 
ふう 8 
っ oo つう SA うこ うう 


イッ ン N 和 イブ ラン ショ ラコ コス に 
© RV ESS I 
ons? s と $ よっ イラ ヒラ ゴン 
OA の この (は 9 


ゥ ダグ 


PA 3 | =| eS 7 


の 962 そく ンー ラチ イ 5 | 


3 


ン 。 シン 


ーッ SS Ys) AAJ 内 13 


@75:25: 88:3-4. 073:12; 74:12. C7:183. 7:184. €23:73; 52:41. お 2:42. 821:88, 


9 当 節 は 、 復 活 の 日 の 厳し さ に 触れ 、 又 、 全 て の 神秘 の ベー ル を は が し 、 裁 き の E 
の 秘密 を 明る み に 出 し て いる 。 注 2177 も 参照 の こと 。 


3104 5 


神 の 久 は 徐々 に 不信 者 に 下さ れる た め 、 彼 等 に は 、 型 クル アー ン の お 告げ を 受け 
入れ る こと で 悔い 改め る 機会 が 数 多く ある 。 
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二 十 九 人 巻 アル ・ カ ラム Al-Qalam( 筆 ) 六 十 八草 


く な る な か れ 、( つ まり ) 彼 は 悲嘆 に 満 を る 569 て っ 
E 1 SIE ed 
ち て (その 主 に ) 祈 り し 時 。 の 


S0.? も し その 主 の 恩恵 が 彼 に 達 せ WAF te <3545 う 5、 つ | (yg 
ざり せ ば 、 彼 は 非常 に 非難 され た る 4 
者 と し て 不毛 の 地 に 捨て られ た 管 の ラ め っ ^ うっ 
な り 3409° 

51. され ば 、 そ の 主 は 彼 を 選び 、 従 っ OE A ADE SAG 
て 彼 を 義 し き 人 の 中 に 加え た り 。 

52. げに 不信 せ し 者 ども は 、 そ の 訓 8 放 深 1258S CaS D5 
成 を 聞く た びに 、 そ の (怒り の ) 目 で 、 = 5 


あや うく 流 を 倒さ ん と せん *ee 靖 し の 39535 RCU5 LL 
AE) キー 1 ば の いく る の っ コッ レイ て 4 公 
A る 3 A 
』 と 。 = 
53. され ど 、 こ は 森 雑 万 象 の た め の 訓 Ce & OY 3 
戒 に 外 な ら ず 。 1 

237:144- 46、 


3105 問 節 は 、 聖 預言 者 の メデ ィ ナ へ の 聖 相 を 巧み に 暗示 し て いる 。 

” 全 者 は 、 能力 の 無い 者 を 月 し て その 使命 を 放 齋 させ る の で は な いか と 、 隙 預 言 
者 に 厳し い 見 方 を する が 、 聖 預 斉 者 に は 伝え る べき 神 の お 告げ が あり 、 彼 等 に お び え 
る こと は な く 、 お だ て られ た り 、 買 収 され た り し て 、 その よう な 圧力 戦術 に 屈する こ 
と は 有 り 得 な いこ ご だ 。 
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六 十 九 章 
アル ・ ハ ーッ カ Al-Haqqah( 必 然 の 事実 ) 
メッ カカ 啓示 
一 般 的 な 見 解 
当 音 は 前 章 と 賠 じ よう に 、 そ の 主題 が 示す よう に 、 メ ッ カ 時 代 の 初期 に 
啓示 され た も の の うち に 入る 。 当 韻 の 大 部 分 を 復活 の 不可 避 性 に つい て の 主 
題 が 占め て いる 。 そ し て 、 有 勝ち目 が な か っ た に も か か わら ず 、 聖 預言 者 の 確 
実 で 確か な 成功 は 、 こ の 仮説 を 支持 する 議論 の 根拠 と し て 提出 し て いる 。 聖 
預言 者 の 最終 的 な 成功 と 復活 は 不信 者 達 に は 不可 能 で ある と みな され て いた 
が 、 或 る 事実 が 達成 され た こと で 他 の こと も 達成 され る で あろ うと いう 明々 
曰 々 な 証拠 と な る 。 従 っ て 、 当 閣 は 真理 の 敵 は 大 敗 す る で あろ うと いう 確実 
断固 た る 宣言 で 開始 され て いる 。 そ し て 、 懲 上 凡 の と き は 、 不 信者 た ち に と っ 


て は 非常 に 遷 惨 且つ 苦 病 で も ろう が 、 信 者 た ち に と っ て は 永遠 の 喜び と 詩 せ 
で あろ うと 言っ て いる 。 当 章 の 終わ り で は 、 明 難 で 最悪 の 状況 下 に も か か わ 


ら ず 、 強 敵 を 向こう に まわ し て 聖 預言 者 の 成功 する こと と 復活 の こと の 何れ 
も 必ず 達成 する と いう 確実 断固 た る 信 父 が 述べ られ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 聖 
預言 者 の 語る こと は 、 神 ご 自身 が 啓示 し た 言葉 で あり 、 詩 人 の 自慢 や 占い 師 
の 価値 の な い 推 測 で は な い 、 ま た 作り 事 で も な い 。 も し 彼 が 神 に 対し て 嘘 を 
提 造 する な ら ば 、 彼 は 確実 に 非 業 の 死に 遺 わ な けれ ば な ら な か っ た 。 な ぜ な 
ら ば 、 提 人 造 者 は 決し て 成功 し な いか ら で あ る 。 
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二 二 九 傘 六 十 九 章 


アル ・ ハ ーッ カ Al-Haqqah( 必 然 の 事実 ] 
節 数 53$、 メ ッ カ 啓示 


あま ね ン デ } 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の と bt の 
は 深く み 遍 く ア ッ ラ Os 
御名 に お いて 。 
2. 必然 と 起 る べき も の "7。 oN 
3. 必然 と 起 る べき も の と は 何ぞ や ? 3 し 


4. 曽 し て 、 必 然 と 起 る べき も の と は CER EN 
何たる か 、 光 を 如何 に 理解 せ し む る 

か ? 

5. サム ー ド 並び に アー ド 族 は 、 突 然 の SU に 5343 と 
襲う 災難 を 虚偽 と みな し た り 。 

6. ? さ れ ば サム ー ド に つい て は 、 役 等 OVEUL RAEI 
は 猛烈 な 炎 難 に より 滅ぼさ れ た り 。 3 

7.* ア ー ド も また 荒れ 狂う 篤 風 に より ンク シン の りー SE US 
滅ぼさ れ た り 。 上 2 


8. 彼 ( つ まり 神 ) は 彼 等 に 対し て それ 34350 gE k 有 え 
を 七夜 八 日 絶 えま な く 働か せしめ た 
り 。 され ば 、 流 は そこ で 失敗 し て 倒れ 3 5 、s ス 5 ほめ > | 


た る その 民 を 見 る な り 、 愉 も 7 役 等 は ン a タン ポレ ラグ る アン 3 } ン 
な つめ や し に / * er | ラー る 2 
人 の 村人 た 旨 の 加 く な り 。 で お た よう ば に お 5 て しとっ 


の 
3 に イン る 


9. され ば 没 、 彼 等 の うち 遺 り た る 誰 OR EG NE 
か の 者 を 見 得る や ? 


10.“ 面 し て 、 フ ァ ラ オ も また 来 た る EK AI 2 っ ン っ 2 
9 の go I AN IO 9 と うう 全う 
な り 。 そし て その 以前 の 人 々 も 、 並び oo 


用 * ゃ ンタ 


1. A118; 54:32. C41:17; 34:20. 954:21.<2879. 


7 既定 の 、 或 い は 、 避 けら れ な い 事 柄 : 必ず や 起こ る 不幸 : 不信 者 の 最終 的 打倒 。 
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六 十 九 章 アル ・ ハ ーッ カカ Al-Haqqah( 必 然 の 事実 ) 二 十 九 伏 
に 大 罪 が 故に 転 種 され た る 芯 々 も ま LE 
た 然 り 。 NN 
11. 彼 等 は 己 が 主 の 使徒 に 背 き たり 。 2341 23 ふく 5 える 3 うり ジジ ei 
され ば 、 彼 は 厳し い 捕え 方 を 以 て 彼 等 の 0 9 
を < 捕え た り OCS 
12. ? ば に 大 水 が 荒れ 狂い し 時 "8、 、3 2 し < EE 
我 等 が お 前 達 を 舟 の 中 に 運び た り 、 5 
13. 我 等 が 之 を お 前 達 へ の 訓 成 と な 〇 31 ZS 92 EI 
さん が た め 、 且つ 留意 する 耳 が 之 を 記 ダレ マ 
憶 せ ん が た め に 。 As 
14.* さ れ ば 、 開 下 が 一 吹き で 吹か れ の 52238 る お 
る 時 399 ^ 94 re 
15. 耐 し て 、 大 地 と 山々 が 持ち 上 げ ら れ 、 ES3J レ に 5、 ろ 光 に し 5 
従っ て 一 撃 で 粉々 に され る な り "9。 2 eg 
Ou} AS 


16. され ば その 日 確か に 起 る べき も 
の が 起 ら ん 。 

17. 面 し て 天 は 製 ける な り 。 "され ば 
その 日 そ は 脆弱 と な る べし 。 

18. e 耐 し て 天使 た ち は その 端々 に あ 
り て 、 そ の 日 彼 等 の 上 に 、 八 つ ( の 


Os C3 2 8 


ン ッ アン 


3 に きど 1 ャ て 加 記 8 ンタ ジグ 
OF TEINS ls 


3 


73:17.11:41: 54:14. C18:100; 23:102; 36:52: 39:69: 50:21. 55:38: 84:2. 639:76: 40:8、 


308 拉 節 は ノア の 大 洪水 に 触れ て いる 


"時 才 の メッ カ へ の 馬 は 時 くつ 突 然 で あっ た た め 、 メ ッ カ 人 達 は 完全 


意表 を 突 か れ た 。 そ れ は 、 い わ ば 、 視 
の 日 に も 当て は まる よう だ 。 そ の 日 、 
双方 は 、 偉大 な る 神 の 法廷 の 場 で 
いで あろ う 。 


330 テラ ビア 


は 、 イス ラム 教 の 征服 、 及び イス ラム 教 が 彼 等 の 生 品 


全土 は 大 きく 揺れ 動い て いた 。 アラ ブ の 貴族 階級 の 指導 者 達 や 一 


皮 等 に と り 青 天 の 紅 角 で あっ た 。 当 節 は 又 、 
嘱 中 が 鳴り ひび く と 共に 、 
、 自 ら の 行為 の 申し 開き を する た め 立 た ね ば な ら な 


正しき 者 、 悪 し き 者 


般 民 衆 
告 に も た らし た 激しい 変化 に 強い 


衝撃 を 感じ た 。「 大 地 」 は 民衆 を 「 山 々 」 は 人 々 の 指導 者 を 、 そ れ ぞ れ 指 す 。 
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天使) が 液 の 主 の 玉座 を 持ち 上 げ る お 和 3 て 25 38 る 2 6 


な り RLS 

19. その 日 お前 達 は 、 引き た て られ る 2 YS 45 
ER 0 OT 

カ ら 陣 れ 得 ざ る べし o のど 


20. ? さ れ ば 、 己 が 帳 潤 を その 右手 に イタ 3. ッ ン ルン ルン レ ュ イェ ン |fs 
ヽ a こっ か 3113 4 も 0% a RS 1 
渡さ れる 者 あら ば 、 彼 は 云わ ん 、 
43: 41:21. 117:72; 84:8-9. 

す せ アル シュ (Arsh= 王 座 ) と は 神 の み が 保 有する 特権 し た 超越 的 な 特性 を 表す 。 これ ら 
の 特性 は 、 当 節 で 神 の 王座 (アル シュ ) を 持ち 上 げ る も の と 描写 され て いる 、 神 の 属 
性 の 例え を 通じ て 明示 され て いる 。 こ れ ら の 属性 は ラッ プ (Rabb)、 ラ フ マ ー ン 
(Rahman)、 ラ ヒビ ー ム (Rahim)、 マー リク ・ ヤ ウミ ッ デ ィ ー ン (Malik Yaumid-Din) で あり 、 
この 世界 が 存在 する た め の 基 般 と な る も の で 、 主 に 人 の 命 と 運命 に 関わ る も の で ある 。 


だ ろう 。 も し く は この 裳 葉 は 、 こ れ ら 四 つ の 属性 と 共に 、 これ に 対応 する 超越 的 な 別 
の 四 つ の 属性 が 働く こと を 意味 し て いる か も し れ な い 。 そ し て 、 神 の 属性 は 天使 を 通 
じ て 明 示さ れる も の で ある の で 、 そ の 偉大 な る 日 に は 、 八 名 の 天使 が 神 の 王位 の 身分 


アル シュ (Arsh) と いう 語 は 当 節 の 始め で 天使 に よる 担い 手 で ある と され て いる こと 
か ら 、 何 か の 材料 で ある と いう 考え は 間違っ て いた 。 然 る に 、 ハ マラ (Hamala) と いう 
詩 葉 は クル アー ン に お いて 単に 身体 的 感覚 で 物 を 運ぶ と いう 意味 で は な く 比 較 と し 
て も 使わ れ て いる 。33:73 節 に お いて 人 間 が 法 や シャ リー ア の 運び 屋 と 言わ れ て いる 
が 、 シ ャ リー ア は 物質 的 な も の で は な い 。 同じ よう に 天使 に よっ て アル シュ (Arsh) を 
運ん で いる と いう の は 、 神 の 属性 の 実際 は 、 彼 等 に よっ て 、 明 ら か に され 開示 され た 
と 示さ れ て いる 。 我 々 は 彼 の 特質 の 類似 性 を 除い て は 、 神 の 属性 ( 彼 の アル シュ ) を 
理解 し 、 実感 する こと は で き な い 。 従っ て 、 神 の 属性 の 姿 は 、 い わ ゆ る 神 の 超越 し た 
属性 (アル シュ ) の 担い 手 の こ と で ある 。 ま た ( 神 の ) アル シュ は 「 水 の 上 に あり 」 と 
いう 叙述 も ある と 言わ れ て いる (li:8)。 そ れ は 、 作 られ た 要素 で あり 、 従 っ て それ も 
また 作ら れ て いる も の に 和 違い な い 。 し か し 啓示 され た 経典 の 言葉 に お いて は し ば し ば 
「 水 」 と いう の は 神 の 言葉 を 示し て いる 。 こ の 説 の 要点 は 、“ 神 の 王座 "は * 神 の 言葉 " 
に 基づい て いて 、 こ の 意味 は 、 神 の 啓示 な くし て は 人 間 は 神 の 栄光 を 完全 に 理解 し 、 
神 の 威光 を 実感 する こと ど は で き な い 。 ア ル シ ュ (Arsh) が 神 の 超越 し た 悦 性 を 示し て い 
る こと は 23:117 節 か ら も 明白 に する こと が で きる 。 注 986 も 参照 せよ 。 
本文 の 文字 通り の 意味 以外 に 、 メ ッ カ 陥落 の 日 に 、 偶 像 崇拝 信仰 の 偽り 及び メッ 
カ 人 の 行状 が 完全 に 暴 か れる と 当 節 は 示し て いる 。 
?13「 己 が 帳 短 を その 右手 に 渡さ れる 者 」 と は 、 試 練 を 無事 くぐり 抜け る 者 と いう 意 
味 の ク ルアー ン の 比較 で ある 。 
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「 来 た り て 、 我 が 帳 往 を 読め 。 


21. げに 我 は 、 必ず 己 が 清算 に 直面 す 
る こと を 望み た り 」。 

22.? さ れ ば 彼 は 満悦 し た る 生活 に あ 
らん 、 

23. 2 高尚 な 楽園 の 中 で 。 


24.“ そ の 鈴なり の 果実 が ( 重 さ で ) た 
わ む な り 。 

25. 「 満 憶 し て 7 食し 、 且 つ 飲 め 、 過 
ぎし 日 々 に 於 いて お 前 達 が 行い た る 
(善行 夏 に 」。 


26. < され ど そ の 左手 に 己 が 帳簿 を 小 
され た る 者 あら ば 7、 彼 は 云わ ん 、 
「 我 福 な る か な 、 我 己 が 帳簿 を 渡さ れ 

ざり せ ば な あ ! 

27. され ば 我 、 己 が 清算 の 如何 な る も 

の な る か を 知ら ざり し 管 ! 

28. 情け な や その (時 )、 終 り と な り た 

れ ば な あ ! 3118 

29. 我 が 富 は 我 に 役立た ざり き 。 

30. 我 が 威 勢 は 我 か ら ( 離 れ て ) 消 え 去 
ll 

31.7 彼 を 捕え 、 曽 し て 彼 を 縛 れ 、 


を ュー チン レー ュ ョ ン る ララ イン 
OS は 


レン 和み 介 イブ ーッ ョ ン ルン 
OL RE EY 


ン ン アン 
We あう a C+ 


OE 268 


を 
用 
レン と に 


3 
© 2 


る タイ ライ イン と デン タタ ン る グ ぅ 5 イ づ 
2 CA r= 


う « 


プー タグ 


EE Ya 
CA EY 
OE CEL 
SL dE 


Ed 


ラン 081 ょ イン 
@ を 届 じ (まこ < 


っ リブ イー ッッ プ メ 


3 
OF ha 2 IIs 


88:10: 101:8.843:73, 88:11.155:55; 76:15.477:44.256:42-43; 84:11-13.776:5. 


314「 左 手 に 己 が 帳 科 を 渡さ れ た る 者 」 は 、 ク ルアー ン の 専門 用 語 で 、 試 練 に 耐え ら 


れ な い 者 を 示す 。 


8 不信 者 は 、 全 て を 終え る に 当たり 、 他 の 生命 も 、 又 神 の 前 で の 自ら の 行為 の 申し 
開き を し た く は な い の で 、 死 を 願う で あろ う 。 
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ポ 
っ の 2 


32. 然 る 後 彼 を 地獄 に 投 ぜ よ 。 Mb 

人 Na GCE, 2 タデ ジィ ン ライ て ? 2A る る 
33. 然 る 後 七 十 腕 尺 の 長 さ の 鎖 で ED3 O32 
彼 を 紳 り つけ よ 。 ある > は 


34. げに 彼 は 至 尊 者 な る アッ ラー を Oh YO 


信 ぜ ざり き 。 

35. "また 彼 は 貧者 を 食 さ せる こと を  @⑧。ciczslfEE ii っ 計 2 
奨励 せ ざ りき 。 a 

36. ? さ れ ば 今日 、 彼 は ここ に 如何 な OL CLF 2 
る 親友 と て な く 、 i 

37. また 、 で < 傷 を 洗い 落と し た 水 の 外 OY EEY5 
に 食物 も な く 、 - 
38. 之 を 食す る は た だ 罪人 に 外 な ら ず 。 品 6⑥6bJNIAZCY 


| 
39. され ば 用 心 せ よ 、 わ れ は お 前 達 が 66 ジ 志 し ょ 5 
見 得る も の すべ て に か け て 痺 う 、 - 
40. そし て お 前 達 が 見 得 ざ る も の に CN 
も 、 ま た 然 り 937。 


474:45: 89:19: 107:4. 243:68: 70:11; 80:38. で 14:17: 78:25,26. 


3116 死後 の 生命 は 新た な も の で は な く 、 た だ 、 現 世 の 事 実 の 象徴 に 過ぎ な いこ と が 、 
クル アー ン に 繰り 返し 述べ られ て 来 た 。 当 人 節 で は 、 現世 に お ける 魂 の 苦悩 が 来世 で の 
体罰 と し て 表 さ れ て いる 。 例 えば 、 首 の 回 り に 巻 か れ た 鎖 は 、 こ の 世 の 欲 望 を 表し 、 
この 願望 が 来世 で 足 鎖 の 形 を 取る で あろ う 。 同様 に 、 現世 の 恋愛 問題 も 足 鎖 と し て 示 
され る で あろ う 。 又 、 こ の 世 の 恨 み は 補 と な っ て 現れ る で あろ う 。 人 の 平均 寿命 は 、 幼 
児 期 、 老齢 期 を 含め て お よそ 70 年 で ある 。 こ の 70 年 を 、 不 徳 な 不信 者 は 、 恋愛 問題 や 
世俗 の 係わり や 肉欲 を 満た すこ と に 泌 費 す る 。 彼 は 肉欲 の 細 属 か ら 逃 れ よ うと は し な い 
た め 、 70 年 間 享 楽し て 来 た こ の 一 連 の 肉欲 は 、 来世 に 70 尺 の 鎖 と な っ て 表わさ れる で 
あろ う 。 こ の 鎖 一 つ ー つ は 一 年 を 表し 、 悪 者 は これ に より つなが れる で あろ う 。 
7 我々 が 物質 界 で 作用 する の を 目撃 で きる も の 、 つ まり 、 我 々 の 視界 か ら 隠 され た 
生物 、 無 生物 の 明白 な 事実 。 す な わ ち 、 ク ルアー ン の 神 の 由来 を 確証 する も の と し て 、 
39 と 40 人 節 に 述べ られ た 人 間 の 理性 と 分 別 。 聖 預 音 者 の 時 代 に 不信 者 が その 目 で 確か 
め た 神 の し る し と 、 未 だ 成就 を 待ち 受け る イス ラム 教 の 煙 ける 未来 に つい て の 預言 は 、 
クル アー ン が 、 神 が 神 の 高潔 な る 聖 預言 者 に 表し た 神 御 自身 の 世界 で ある と いう 、 反 
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アル ・ ハ ーッ カ AL-Haqqah( 必 然 の 事実 ) 


ニ 十 九 傘 


41. げに 、 そ は 高貴 な る 使徒 の 言葉 
な り 。 

42.? 面 し て 、 そ は 詩人 の 言葉 に 非 ず 。 
お 前 達 が 信ずる は 僅か な り 。 


43.? ま た 、 占 い 師 の 言葉 に も 非 ず 。 
お 前 達 が 忠告 に 従う こと は 僅か な り 。 
44. 森 苺 万 象 の 主 よ り 降 され た る 
啓示 な り 。 

45.“ さ ら ば 彼 、 も し 我 等 に 関し て 幾 
つか の 言葉 を 押 造 せ し な は 、 

46. 我 等 は 必ず 彼 を 右手 で 捕え し 管 、 


47. 然 る 後 我 等 は 彼 の 頸 動脈 を 切断 
し た る 管 な り 。 

48. され ば 、 お 前 達 の うち 誰 一 人 も ( 我 
等 を ) そ れ よ り 妨 げ る こと 能 わ ざり き 


3118 
o 


訓 式 な り 。 

50. され ど 我 等 は 確か に 知る な り 、 お 前 
達 の うち 虚偽 と みな す 者 ある こと を 。 
S1. そ は また 不信 者 ども に と り て 、 確 
か に 章 懐 な り 。 


人 の 22 


asl IE 53 
Oe 
人 ン に) タ ン っ ン る る る 

OE ISLS 


E a? ン イ ラロ ラプ レン 3 トン る 


タン 


0 。29 の rr 
の る プン Kr 攻 信 7 ン 
OEN 5 びる] 5 


内 js イン ン る 
DI JE の 29615 
レコ 


936:70: 32:31. 252:30. 40:29. 


論 の 余地 の 無い 主張 と な っ て いる 。 当 節 は この こと を 示し て いる と も 言え る 。 当 節 が 
取り 上 げ て いる の は 、 人 生 の 過酷 な 事実 で あり 、 詩 人 の 甘い 夢 で も な けれ ば 、 占い 師 


の 痢 の 排 個 で も な い 。 


や も し 聖 預 言 者 が 偽り の 提 造 者 で あれ ば 、 偽 り の 預言 者 が た どる 運命 通り に 、 神 の 
力強い 腕 が 彼 の 喉 を 捕え 、 彼 は 必ず や 苦し み 抜 いて 死に 到 り 、 彼 の 業 及 び 使 命 は 全て 
崩壊 する は ず で ある 、 と 当 節 及び 前 三 飾 は 主張 する 。 当 餅 の この 言葉 は 、 聖書 の 申 命 
記 18:20 を 、 そ の まま 再現 し た も の の よう で ある 。 
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s2. ば に これ こそ 真 の 確信 な り 。 Dn $I) 3 

S53. qa され ば ‘ 溢 の 至 間 者 た る 主 の を ⑧ ょ っ ちら 1、 そ この » ラン 

御名 を を 讃え 奉 れ 。 1 9 
36:75: 87:2、 
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に アパ 
七 十 章 
アル ・ マ アー リ ジ ュ AlI-Ma“ar 和 j( 高 位 ) 
メッ カ 啓 示 
前 置き の 批評 

当 章 は 使徒 に 拝命 され て 約 5 年 目 、 メ ッ カ の 初期 時 代 が 終わ る 少し 前 に 
啓示 され た 。 ノ フル デ ケ や ミュ ー ア そし て 他 の 何人 か の 著名 な 泰斗 た ち も 、 そ 
の 啓示 の 日 時 に つい て は 合意 し て いる 。 前 章 で は 、 も し 不信 者 た ち が 自 分 の 
俳 も 悔い 改め ず 神 託 を 受け 入れ な いな ら ば 、 間 も な く ア ル ・ ハ ーッ カ ( 必 然 の 
運命 = 大 恐慌 ) に 見 舞 わ れる で あろ うと いう こと を 警告 され て いた 。 当 章 は 、 
「 い つ 轟 し の 六 が 降る の か ?」 と いう 不信 者 た ちの 詰問 で 開始 され て いる 。 
それ は 間もなく お 前 達 に 降り 懸 か る 。 い や 、 そ こま で 来 て いる と 彼 等 が 教え 
られ て いる 。 し か し 、 そ れ が 来 た 時 、 そ の 圧倒 的 で 破壊 的 な 力 で 山々 は 羽毛 
の よう に 潤 片 と な っ て 鍵 い 上 る で あろ う 。 そ し て 不信 者 た ち は 、 彼 等 の 近 し 
く て 愛し い 者 た ち 、 つ まり 婦 た ち 、 子 供 た ちや 見 弟 を 身代わり と し て 自分 か 
ら 手 放す こと を 望む で あろ う 。 し か し 、 そ の 時 は すでに 遅い で あろ う 。 当 章 
の 終わ り で 、 不 信 
来 に つい て の 預言 を 単なる 空想 的 な 夢 に 過ぎ ぬ と 考え て いた が 、 彼 等 は 意気 
消沈 し て イス ラム を 受け 入れ る た め に 聖 預 斉 者 の も と へ 急ぐ 時 が せま っ て い 
る 。 そ し て 彼 等 は 自分 の 恥 と 悲し み に 気がつき 、 彼 等 の 敗北 に つい て の 聖 疾 

言 者 の 預言 は 真実 で あっ た と 理解 する だ ろう 。 
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人 節 数 4$、 メ ッ カ 札 示 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 週 く デ ッ ラー の Od 
御名 に お いて 。 

2. 尋ね る 者 "は 、? 必ず 起 る べき 天 O&95 っ Ro も ヒ J に 
罰 に つい て 問い た り 。 の 

3. 不信 者 ども に と り て 、* 仁 人 も それ OR TRAST 
を [ を 防ぐ こ と 能 わ ず 。 

4 すべ て の 高位 の 主 ア ッ ラ ー よ り i 
な り 31194 の 

s 請 天 全 普 びに 昌 は 、 日 に 誠 い 889 と 3230 を う 5 

て 彼 の 許 へ 登り 行く な り 、 そ の (一 晶 = 
の 測定 は 五 万 年 に 相当 す "99. OK GR Hi OE 
6. 4 され ば 激 、 立派 な 忍 出 を も っ て 妨 oR 
出せ よ 。 22 

7. げに 、 彼 等 は それ を 遼 各 と 見 な す | 
な り 。 


LL. 052:8; 56:2. 32:9: 56:3. 15:86. 


3119 台 節 の 「 民 ね る 者 」 は 、 ナ ザル ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス 又 は アブ ・ ジ ャ ハル の こと を 述 
べ る た め に 、 数 人 の 注釈 者 が 用 いて いる 。 し か し この 語 は 特定 の 人 物 に 当て は め る 必 
要 は な く 、 不 信者 全て を 指す と 考え られ る 。 そ れ は 、 彼 等 が 、 そ の 身 に 下さ れる 恐 ろ 
し い 神 を 減じ る よう 、 繰 り 返 し 聖 預 芝 者 に 求め た か ら で あ る (8:33: 21:39: 27:72: 32:29: 
34:30; 36:49: 67:26)。 

194 補 は 信者 に 高い 地位 を 授け られ る 。 

や アッ ルー フ (Ar-Rih) と は 、 人 の 魂 を 意味 し 、 当 節 は 、 人 の 魂 の 発展 や 進歩 は 限り 
が な いこ と 、 ま た 神 の 偉大 な 計画 は 何 千年 と いう 長い 期間 を か け て 完成 する こ と 、 あ 
る い は 5 万 年 と いう 特定 の 周期 を 指し 、 その 中 で 神 に 命じ られ た 還 大 な 特別 な 変化 が 
起こ る こと を 示し て いる か も し れ な い 。 神 の 預言 と は 、 特 定 の 周期 や 期間 の 間 に な さ 
れる も の で ある 。 
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七 十 章 


アル ・ マ アー リ ジ ュ ALMa'ari( 高 位 ) 


8. され ど 、 我 等 は それ を 近 し と 見 る 
な り 。 
9. 天 が 溶鋼 の 如く な る その 日 、 


10. 2 証し て 、 山 々 が 棒 か れ た る 羊毛 
の 如く な らん 21 

1. ヶ 親しい 友 と て 親友 (の 安否 ) を 問 
わざ る べし 、 

12. 彼 等 は 互 に よく 見 せしめ られ ん 。 
< 罪人 は この 日 の 懲 調 を 葛 れ ん と し 
て 、 己 が 子 を 購 わ ん と 欲す 、 

13. 4 面 し て 己 が 雪 、 並 びに 己 が 上 兄弟 
を も 、 ま た 和 然 り 、 

14. そし て 、 彼 を 底 護 し た る その 親族 
を も 、 ま た 和 然 り 、 

15. 面 し て 、 地 上 に ある も の すべ て を 
も 、 ま た 然 り 。 従 っ て そ は 役 を その ( 懲 
加 ) か ら 救 い 得 た こと を ! 3122 

16. 断じて 然 ら ず 、 げ に そ は 炎 な り 。 


17. < 皮 を 剥ぎ と る も の な り 。 


18. そ は 、 背 を 見 せ て 背 き 去り し 者 を 
呼ぶ な り 、 
19.7 また 、 貯 えて 蓄積 せ し ( 者 を )。 


OTR SY 


~~ ッ プ イッ gd 


ER I 3 9 2 


ORS lo 

3 2 a 5 

OR PA 

3 ” ss ン 5 て る 2 
EE 
|} ンス 
SW 
る 

(9 si と | 

3 の ラッ ン 2 2 ん 
OH っ Is | だ 


20:106: 70:10: 101:6. P44:42; 69:36. 15:37; 13:19: 39:48. 31:34; 80:37. 274:30.:34: 53:35: 104:3. 
や 原水爆 が 存在 する 現代 は 、 羊 毛 の よう に 山 が 吹き 飛ぶ こと は 大 い に 有 り 得 る 。 


22 これ 等 の 節 に 描か れ た 裁き の 日 の 描写 の 、 何と すさ まじ いこ と で あろ うか 。 人 は 
不幸 に 直面 し た 時 、 も し そう する こと で 自身 が 助かる な ら 、 全 て を 、 そ し て 最愛 の 肉 


親 を すら 切り 捨て る 覚悟 が ある 。 
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ニ 十 九 伏 アル ・ マ アー リ ジ ュ ALMa'arii( 高 位 ) 七 十 章 
20. げに 、 人 間 は 性 急 な も の と し て 創 OE YG 
られ た り "29. 

21. < 災難 が 彼 に 到 ら ば 、 嘆き 悲し む ELEN 
な り 、 

22. され ど 、 普 が 彼 に 到 ら ば 、 科 番 と OE ES 
な り 。 

23. 但し 、 礼 拝 する 人 々 は 別 な り 、 RL Y) 


24. 5( す な わ ち ) 常 に その 礼拝 を 遵守 SRL ER 
する 者 た ち 6 

25.* ま た 、 彼 等 の 富 に は 決定 の 権利 。 ある 2723 折 >I2218 で 3 
SN O っ ys と ょ る の) ga C3 RS 


26. を い 求め る 者 並び に 耐 称す る 者 ORG 

の た め に 9125, 的 

27. また 審判 の 日 "7 を 確証 する 者 UAE dE 

達 、 

28. また 、 己 が 主 の 懲罰 を 恐れ る 者 8 うつ る る ls 

た ち 。 レブ ラブ 
O03 

29. げに 彼 等 の 主 の 懲罰 は 、 安 全 無事 ODOR RE LE EE 

な る も の に 非 ず 。 

30. 7 また 、 己 が 貞操 を 守る 者 た ち 、 OB A RS 


Af E10.523:10, 51:20. 923:7. 
123 人 間 と は 、 本 来 、 忍耐 に 欠け 、 欲 深い も の で ある 。 フ リカ (Khuliqa) と いう 語 の 
この 意味 に 関し て は 、21:38、30:55 を 参照 の こと 。 
324 宇宙 の 万 物 は 全 人 類 の 共有 財産 で あり 、 誰 も その 絶対 の 所 有 権 を 授け られ て は い 
な い 。 貧 し き 者 は 、 権 利 と し て 、 富 め る 者 の 財 の 分 け 前 を 与え られ る 。 
29 マフ ルー ム (Mahrum) と いう 語 は 、 肉体 的 に 弱い か また は 自尊 心 の た め 、 施し を 請 
わな い 者 を 指す 。 ま た 、 動 物 も 含む 。 
で 。 来世 を 真 に 信じ ず し て 、 真 の 義務 感 等 あろ う は ず が な い 。 こ の 確信 は 、 神 の 存 
在 に 対す る 信仰 に 次 ぎ 、 二 番目 に 重要 な イス ラム 教 の 信仰 で ある 。 
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31.? 但し 己 が 妻 達 並び に その 右手 の で を J mEY 

所 有する 者 た ちの 場合 は 別 な り 。 され @ ンー ラー っ イン プライ っ イッ タイ ブレン 2 イ 

ば 、 そ れ ら は 非難 すべ か ら ず 。 As くつ と る の 5 よめ に | 
Rg で Lp - zi < と ょ し レ ヤ ン ン 1 ン ぅ - 

32.? さ れ ど これ 以外 に 求め る 者 ち 。 C6 03 2D 9 

ら ば 、 こ れ ら こそ 邊 を 超え る 者 ども 

な り 。 

33. < また 、 己 が 信託 や その 約束 を 居 2oAE2AeUS と る て 

守 す る 者 た ち 、 


@⑧6 3 当る る 
3 


34. また 、 己 が 証言 に 公正 な る 者 あき 92JB ょ AS は ご 3 
た ち 、 - 

35. また 、 己 が 礼拝 を 厳格 に 遵守 する 2、 うる > 
者 た ち 、 


36. 4 これ ら の 者 達 は 楽園 の 中 で 並ば & SR EE EG 

3 (に の へ う 2 
二 項 

37. され ば 不信 せ し 者 ども は 如何 に ⑤ っ abi2UC31 わ 4 る 拓 0 に 5 

な り し か 、* 彼 等 が 激 の 方 へ 急ぎ 馳せ 

来 た る こと は ? - 

38. 右 か ら も 左 か ら も 、 群 れ に な り OLS TE EI LAE 

て 26 


39. 彼 等 の うち の 各 人 は 、 自 分 が 友 は 80463 あじ に 也 1 
福 の 園 に 入ら し め ら れる こと を 望 (20 、 と) 2 の 
む や ? 〇 っ よう 


923.7.623:8.23:9. 8:108: 23:12. "14:43-44、 


3 当 節 及び 前 館 は 、 来 た る べき イス ラム 教 の 勝利 の 預言 を 記し て いる 。 そ の 時 、 ア 
ラブ の 異教 徒 達 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 加わ り た いと 願い つつ 、 型 預言 者 の 代理 を 待ち 愛 
ける た め 、 全土 より 急ぎ 集まっ た 。 ある い は 、 聖 預言 者 は クラ イシ ュ の 像 を 非難 する 
説教 を 止め て は どう か と いう 、 彼 に 対す る クラ イシ ュ の 指導 者 の 誘い に 、 当 節 は 触れ 
て いる の か も し れ な い 。 し か し 、 或 る 権威 筋 に よれ ば 、 当 節 は 、 形 や 方 向 を 変え て 、 
敵対 者 に より 聖 預言 者 に 加え られ た 危険 な 攻撃 を 指す と 受け 止め られ て いる 。 
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40. 断じて 然 ら ず 。 我 等 は 、 彼 等 が 知 SAKI 
る も の か ら *7 彼 等 を 創り た り 。 

41。 され ば 用 心 せ よ な 、 われ は すべ て の 28 
東 と すべ て の 西 の 主 に か け て 管 う 、 ば 0 ea 
に 我 等 が 全能 に まし ます 、 OI 
42. 彼 等 より 優る も の を 以 て 彼 等 に 33 じ 32 る 8 EE 
代え る こと に 対し て "8。 曽 し て 、 我 0 
等 は 追い 越 さ れる こと な し 。 ON Re 


43. "され ば 彼 等 が 、 そ の 約束 され た EA EE EC 
る 己 が 日 に 直面 する まで 、 彼 等 


中 穫 


t 
* 


ヒデ ンジ ン E- ア -E-】 央 ろう アン 


話し に ふけ り 、 戯 れ た る まま に 役 等 O03 
放し て 置け 。 

44. 2 その 日 彼 等 は 、 急 ぎ あ わ て て 墓 E) みらい テ の 
より 出 で 来る べし 、 愉 も 彼 等 は 犠牲 の a CH 
場所 に 向っ て 走る が 如く 。 CCC ョ ーー で 


45. 彼 等 は その 目 を 伏せ な が ら 、 屈辱 
が * 彼 等 を 覆 わ ん “29。 こ の 日 こそ 、 + 
彼 等 が 約束 せら れ た る な り 。 


ON 


OE 


©r \ レ * 
や 


993:53: 43:84; $2:46. 536:52: 34:8-9. で 10:28: 54:8, 
2127 さ ミン マー(Mimm お と いう 語 は 、 神 が 人 に 与え た 自然 の 力 や 能力 を 意味 する 。 
98 了 預 言 者 に 反抗 する 者 達 は 、 証 い 秩序 が 失せ 、 そ こ に 新た に より 良い 秩序 が 生ま 
れ 、 他 の 人 々 に よっ て その 地位 を と っ て 替え られ る と 告げ られ て いる 


29 当 節 及び 前 館 に は 、 メ ッ カ 陥落 後 の ク ライ シュ の 指導 者 達 が 生々 し く 描 か れ て い 
る 。 そ の 時 、 彼 等 は 完全 に 気落ち し て 聖 預言 者 の 所 へ や っ て 来 た が 、 彼 等 は 目 を 伏せ 、 
失望 と 罪悪 感 が 顔面 に 広がっ て いた 。 
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に 
セ 和 一 草 
メー ブフ Nuh( ノ ア ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 され た 日 、 そ の 背景 と 主題 
当 章 は 預言 者 ノア の 精神 的 活動 を 記録 に 残し 、 そ の 偉大 さ に 相応 し く 章 
名 され て いる 。 ウ ェ リ ー は 、 使 徒 に 拝命 され た 7 年 目 を 、 こ の 啓示 の 日 と し 
て いる 。 一 方 、 ノ ル デ ケ は 、$ 年 後 と 位置 づけ て いる 。 然し な が ら 、 他 の 権威 
者 た ち は 、 当 章 が 啓示 され た の は 、 そ の 直前 の いく つか の 章 が 啓示 され た 時 
期 及 び メ ッ カ 時 代 の 初期 の 頃 と し て いる 。 前 章 の 終わ り 近 く で は 、 悪 意 の あ 
る 人 々 は 常に 神託 を 拒否 し 、 彼 等 は 懲罰 に 値する 結末 が 到来 する 迄 使徒 に 反 
抗 し 、 迫 害 を する と 叙述 され て いた 。 当 章 で は 、 古 代 の 偉大 な る 預言 者 の 一 
人 ノア の 布教 活動 を 簡潔 に 説明 し 、 そ し て 彼 の 心 の 苦 関 を 痛切 な 表現 で 創造 
者 な る 神 の 前 で 吐 路 する こと を 叙述 し て いる 。 彼 は 夜 も 昼 も 、 個 人 的 に も 公 
の 場 で も 、 人 々 に 説い て 布教 し た 。 彼 は 人 々 に 神 が 彼 等 に 授け る と ころ の 恩 
恵 や 慈悲 に つい て 気付 か せ た 。 彼 は 神託 を 拒否 する こと の 損 な 結 果 を 彼 等 に 
向 告 し た 。 然 し な が ら 、 彼 等 の 幸福 の た め の そ の 宣教 と 警告 及び 彼 の 同情 や 
思い や り 、 す べ て は 咽 ら れ 、 反 対 さ れ 、 雷 られ た 。 つ まり 彼 等 を 心 よ り 愛 す 
る その 預言 者 に 従う 代わ り に 、 彼 等 は 滅亡 に 導く 誤っ た 指導 者 を 選ん だ の で 
ある 。 ノ ア の 訓 戒 と その 生涯 の 伝道 が 荒野 の 声 と な っ た 時 、 彼 は 真理 の 敵 を 
滅ぼす こと を 神 に 祈っ た 。 当 章 は ノア の 祈り で 終 吾 する 。 
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トー 間 時 


メー フ Nuh( ノ ア ) 

節 数 29、 メ ッ カ 刻 示 
1. < 殺意 深 く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の GR 
御名 に お いて 。 
2. ば に 我 等 は ノア を その 民 に 人 道 わ 5331614。3 
「 獲 ま し い 員 震 が 彼 等 に 到 る 前 に 


タタ エイン ラコ ン s 和 ライ 」26 ぅ オン 5 る 
激 の 民 を 周 め よ 」 と (命じ た り )。 CE OE 
SN 
全う キー ニテ > うさ E ウー イド タッ ゴイ タッ マッ ィ て 8 し ーッ ン 1 る 
3. 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 げ に 我 は OR ING) 23d 
お 前 達 へ の 公明 な る 警告 者 な り 。 “ 


4 つま り 、 ア ッ ラ ー に 仕え 、 証し て @ob1333 導 3404lo1 
入れ 、 ま た 折 に 人 

5. 彼 は お 前 達 の 諸々 の 罪 を 救 し 、 定 12 る る おう 3 る 2 ら 
め の 期 限 まで お 前 達 を 猫 予 せん 。 げ ば に 。 こ レ ,。 。 /。 bn 
NN ES de こり 
来 し た る 時 、 避 けら れる こと fi 能 わ ず を OR EI LY 
i 

6. 彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 げ に 我 は WI と る 3 つう) つう JU 


や 
夜 も 昼 も 我 が 民 に 呼び か けた り 。 a 
et 
7. され ど 我 が 呼び か け は 役 等 を し 0132 SE る 2 8 


て 、 逃 避 を 増す に 外 な ら ざ りき 。 

8. され ば 、 流 が 彼 等 を 艇 さん が た め 。121<< 2 26> 48 1 の 1 

に 、 我 が 彼 等 を 呼び か けた る 時 は いつ 

で も 、 彼 等 は 己 が 指 を その 是 に 差し 込 の まけ た の こうっ し 2 
1:1. 63:12. 


3139 天命 が 実施 され る その 時 に 至っ て は 、 全 く 後 悔 は 役に立た な い 。 
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み 、 7 己 が 衣 を 纏め 3 、 吾 着 を 持ち 、 oy 5 ECC 13? | ン > る 
尊大 に 優 慢 な りき 。 


9. 然 る 後 、 我 は 声 を 大 に し て 、 彼 等 Ol 5 14.3 
に 呼び か けた り 、 5 

10. 然 る 後 、 我 は 確か に 彼 当 等 の た め SS TLS3 4 る 
に 公告 し 、 且 つ 非 常に 密 に (説教 導 J 

た り 3132 © 


3 


11. 5 され ば 我 は 云え り 、 己 が 主 の 散 OK っ 132 誠 り て SS 
し を 請 い まつ れ 、 げに 役 は 寛大 な る 御 


方 な り 。 ーー SE 
12. 彼 は お 前 達 の 上 に 添 然 た る 雨 を (ol 9 6 5 
降ら す 雲 を 送ら ん 。 

13. また 彼 は 、 富 や 子女 に よっ て お 前 oO 0 しょい 3 5 
達 を 助け 、 お 前 達 の た め に 果樹 園 を 設 A 
け 、 晶 つ 河川 を お 前 達 の た め に 設え ん 。 OD LN a か と 
14. 如何 に な り し か 、 お 前 達 が アッ ラー UE RV 
に 如何 な る 尊厳 を も 望 まざる こと は ? 

15. “ 彼 は さま ざま な る 方 法 に 於 いて OB EL 


お 前 達 を 創 り た る に も か か わら ず "5。 - 
16. 4 お 前 達 は 見 ざり し か 、 ア ッ ラ ー に フッ Er SS 
が 如何 に 七 層 の 諸 天 を 階層 を つけ て 2 
創造 し た る こと を ? @ じ も 


tt:6. 711:4。 33. 623:13-15. 65:13: 67:4. 


や キイ スタ グ シ ャ ウー・ ス ィ ヤ バフ ム (Hstaghshan 時 と いう 語 は 、 比 職 で 、「 彼 
等 は 神 の お 告げ に 耳 を 傾け る の を 拒ん だ 」 こ と を 示す 。 彼 等 は 神 の お 告げ に 対し 、 全 
く 心 を 閉じ て し まっ た の で ある 。 ス イィ ヤー NE 

や ノア は 、 あ ら ゆ る 手 を 尽 し て 、 一 族 の 者 が 神 の お 告げ に 耳 を 傾け る よう 試み た 。 
し か し 、 彼 等 は 皆 、 断 固 と し て それ を 拒ん だ 。 

3193 神 は 、 人 それ ぞ れ に 異な っ た 能力 を 授け られ 、 人 間 社 会 の 存続 、 発 展 は 、 こ の 能 
旋 及 び 体 調 の 相違 に 負っ て いる 。 ア トゥ ワー ル と は 、 あ る 期間 : 状態 : 状況 : 資質 : 
方 法 又 は 態度 : 形状 或いは 、 出現 を 意味 する タウ ル の 複数 形 で ある 。 当 節 は 次 の よう 
に 意味 する 。 神 は 、 形 、 状 態 の 異な る 人 々 を お 創り に な っ た 。 又 は 、 神 は 段階 に 応じ 
て 形 や 性 質 の 異な る 人 を 創 ら れ た (Lane より )。 
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ニ + カ 九谷 ヌー フ Nah (ノア) モー 間 


17.? また 役 は それ ら の 中 に 、 月 を 条 Js 555 3 うっ 59 < 5 
明 と な し 、 両 し て 太陽 を 光明 と な し 


給え り 。 に 
18. ? ま た アッ ラー は 大 地 か ら 発育 す de 居り て IF 


る が 如く 、 お 前 達 を 発育 せしめ た り 。 _ 
19. < 然 る 後 、 彼 は お 前 達 を その 中 に ょ 呈 る どう ks ろう 公 う 
帰ら し め 、 面 し て 新た に お 前 達 を 出 で 


し めん 。 ⑤ は |) >) 
20.7 また アッ ラー は 大 地 を お 前 達 の OE EN EL < 
た め に 述べ 広げ られ た る も の と な し a 

給え り 、 


21. “お 前 達 が その 広々 と し た 道 を 往 品 @ ほ に 3 だ る 5 
来 せん が た め に 」。 0 上 

ご 項 
22. ノア は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 げ に EE RG 

rn Id a sl の 

彼 等 は 我 に 背 き 、 耐 し て その 富 も 子 攻 
も その 損失 の み を 助長 し た る 者 に 従 _@| 和 CSYI533 23 お と 5 
いた り 。 


24 


\ 


23. 耐 し て 彼 等 は 重大 な る 策謀 を 企 

だ て た り 。 SDS IS 
24、 さ れ ば 彼 等 は 云え り 、 げ お 前 達 、 0 うお YY 20 YI 
断じて 己 が 神々 を 茎 て る な か れ 。 また ワー 
ッ ド も スワ ー ウ も 、 そ し て ヤグ クー ス や ヤー N う う の SYS は II だ YY985 
ウー ク や ナス ル も 工 て る な か れ 』 と" ず ぐ る | 235 


10:6: 25:62、 7:26: 20:56. 97.26: 20:56. 967:16: 78:7. 667:16.788:7.、 


ワッ ド (Wadd) と は 、 人 の 力 を 象徴 し た 人 の 形 の 偶像 で や り 、 ダ ウマ トル ・ ジ ャ ン 
ダル (Daumatu-JandaD の バ ヌ ー・ カ ル ブ (Bann Kalb) に よっ て 崇拝 され て いた 。 ス ワー 
(Suwa) と は 、 バ ヌー・ フ ザイ ル (Banu Khudhail) の 偶像 で 、 女 性 の 美 を 人 象徴 し た 女性 の 
姿 で ある 。 ヤ グー ス (Yaghuth) は ムラ ー ド (Murad) 族 が 信仰 し た 偶像 で 、 馬 の 形 の ヤ ウ 
ー ク (Yauq) は 、 ハ ムダ ー ン (Hamdan) に よっ て 崇拝 され た 偶像 で ある 。 ナ スル (Nasn は 

ワシ 又は ハゲ タカ の 形 の 偶像 で 、 長 寿 や 洞察 を 象徴 し 、 ズ ル ・ キ ラー(Dhul-Kils) 族 が 
信仰 し た 。 ノ ア の 民 が 偶像 宗 拝 に 染まっ て いた 。 彼 等 は 多く の 偶像 を 信仰 し て お り 、 

当 節 で 述べ られ て いる 5 つが 特に 有名 な も の で ある 。 ア ラブ 人 は 、 数 世紀 の 後 、 こ れ 
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ヒ 十 一 章 ヌー フ Nah (ノア ) 二 十 九 人 


25. 9 面 し て 彼 等 は 多く (の 人 ) を 迷わ <3 9 、 ・< の と | “132 
I Ce SY ES Sl 85 
し め た り 。 さ れ ば 液 、 不 義 者 ども を 


2 用 | レ 、g 
迷 誤 以外 に 何 も の に も 増 さ し め 給 う WEY 
な か れ 」。 


ty を 人 き ん 54 テリー パ 3 wd ッッ ぅ る ネプ » ャ ンコ オン 
26. " 彼 等 は その 諸々 の 罪 ゆ え に 清 死 | 3 138 2] お 
せしめ られ 、 次 いで 業火 に 入ら し め ら OE 
れ た り 。 され ば 彼 等 は 、 アッ ラー を 差 ©B5La lO 353 oS 
し 置い て 己 が た め に 如何 な る 援助 者 


も 見 出さ ざり き 。 - 

27. また ノア は 云え り 、「 わ が 主 よ 、 っ み YIUE33SV つ 3 を 3 
不信 者 達 の うち 一 人 の 住居 者 も 地上 Sn の 
に 残し 給 うな か れ 。 OST 


28. げに 流 、 も し 彼 等 を 残せ し な ば 、 J3 じ 。 1 革 る 38533 8 ES} 
彼 等 は 汐 の 僕 等 を 迷わ し め 、 曽 し て 罪 0 ii 
人 と 忘 恩 の 者 の み を 生む に 外 な ら ず 。 OE SSEYI LY 
29.“ わ が 主 よ 、 我 を 赦し 給え 、 ま た SS3353023 こ お に つう 
我 が 両 机 を も 、 ま た 信者 と し て 我が家 」 」。。  。。 レ レー 
に 入る 者 を も 、 ま た すべ て の 信者 た る 。 の つ タ 3 の Cs 0 5 じ > (みっ 
男 た ちと すべ て の 信者 た る 女 た ち を 上 は 

も 。 耐 し て 不義 者 ども を 破滅 以外 に 何 デパ 
も の に も 増 さ し め 給 う な か れ 」“*%。 


437.62178: 26:121: 37:83. C14:42, 


ら を イラ ク よ り 持 ち 帰 る も の と 考え られ て いた 。 フ ブル (Hubu) と いう その 最も 有名 な 
偶像 は 、 ア ー ミ ル ・ ビ ン ・ ル ハッ コ (Amir Bin Lohayyy) が シリ ア か ら 持 っ て きた も の で 
ある 。 彼 等 独自 の 主たる 偶像 は 、 ラ ー ト (La0、 マ ナー ト (Mana0 や ウッ ザー(Uzza) と い 
う 。 そ れ と も 、 彼 等 は ノア 族 の 偶像 に 従っ て 自分 た ちの 偶像 を 名 づけ た の か も し れ 
な い 。 なぜなら 両方 の 民族 は お 互い に さほど 離れ た 場所 に 住ん を で いた わけ で は な く 、 
以前 か ら 一 般 的 な 交流 が あっ た か ら で あ る 。 近隣 する 二 つ の 民族 が 、 自 分 た ちの 偶 
像 に 同じ 名 前 を つけ る こと は 不可 能 で 起こ りえ な いこ と で は な い 。 

398 神 の 預言 者 は 、 人 の 優し さ に 満ち て いる 。 ノ ア の 祈り は 、 彼 に 対す る 抵抗 が 続き 、 
一 族 の 者 を 正義 へ 導 こ うと する 彼 の 勢力 が 全て 無 に 帰し 、 彼 に 従う 者 が 増え る 可能 性 
は 無く 、 後に 反抗 者 が 彼 や その 弟子 達 を 苦し め 、 悪事 に ふけ っ て 法 を 犯し た に 違い な 
いこ と を 示し て いる 。 事態 が こう で あっ た か ら こ そ 、 ノ ア の ご と く 最 も 哀れ み 深 い 人 
が 、 一 族 の 者 の 不利 に な る 祈り を 強い られ た の で ある 。 同じ 状況 の 下 で 、 聖 預言 者 の 、 


9 


2 | 2 
DE YM YS 


②③ 
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ニ 十 九 会 ヌー ブフ Nuh (ノア ) トー 


地 


その 対抗 者 に 対す る 態度 は 、 非 常に 対照 的 で ある 。 ウ フ ド の 戦い で 、 彼 は 二 本 の 歯 を 
折り 、 大 怪我 を し 、 大 量 に 出血 し た が 、 そ の 時 彼 の 口 を 突い て 出 た 言葉 は 次 の よう で 
あっ た 。「 彼 等 を 神 の 方 へ 呼び か ける こと の 外 、 何 の 罪 も 無い 預 斉 者 を 傷付け 、 そ の 
顔面 を 箇 だ ら け に し た 人 々 が 如何 に し て 救 わ れる の で あろ うか 、 我 が 主 よ 、 我 が 民 を 
赦し 給え 。 な ぜ な ら 、 彼 等 は 自分 が な すこ と を 知ら な いか ら で あ る 」( ズ ルカ ー ニ ー 
及び 、 ヒ シャ ー ム より )。 
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七 十 三 草 
アル ・ ジ ン Al-Jinn 
メ ッ カ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 と 主題 

聖 預 言 者 は あざ けり と 妨害 と 追 書 以外 の な に も の も 得 ら れ な か っ た メッ 
カカ に 絶望 し た 後 、 神 託 を 伝え よう と し て 訪れ た 町 で ある ター イブ か ら の 帰り 
の 時 、 当 章 は 啓示 され た と 一 般 的 に 考え られ て いる 。 聖 預言 者 の ター イフ へ 
の 訪問 は 、 新 し い 信 仰 へ の 妨害 が 不快 な 成り 行き と な っ て 、 聖 預言 者 並び に 
従う 信者 た ち が 非 常に 命がけ に な っ て し まっ た 時 、 つ まり 聖 避 年 前 の こと 
Di も し 何人 か の 権力 者 た ちの 見 解 に ある 如く 、 当 章 は アル ・ ア フカ ー 

章 (46:30-33) で 言及 され て いる 事件 以外 の こと と 関連 し て いる な ら ば 、 当 章 
っ と 早い 時 期 に 啓示 され た で あろ う 。 当 章 の 文脈 と 内 容 は 後 の 見 解 を 強 
調 し て いる よう で ある 。 前章 に 於 いて 、 ノ ア の 一 生 の 伝導 は 、 単 に あざ けら 
れ 、 近親 者 以外 は わずか の 人 々 だ けが 彼 に 忠誠 を つく し た と 述べ られ て いる 。 
り 息子 や さ え 積極 的 に 彼 に 反抗 する こと に 参加 し て いた 。 ノ ア の 諸事 情 

聖 預 斉 者 の それ と は 同様 で も ある こと を 示す よう に 、 ジ ン の 一 団 、 つ まり 聖 
NR た 人 ん 々 が 彼 の 許 を 訪れ 、 聖 クル アー ン に 耳 を 傾け 、 
た だ ち に 彼 を 信じ る よう に な っ た と いう こと が 述べ られ て いる 。 当 章 は それ 
等 の 人 々 の 信仰 と 教義 及び 品行 や 人 生 の 見 通し な ど を 詳し く 明 確 に 語っ て い 
る 。 そ し て また 、 神 の 言葉 を ゆがめ た り 改 鋼 し た りす る こ と は 不可 能 で ある 
こと を 強調 し て いる 。 な ぜ な ら ば 、 そ れ は 貴重 な 宝 の よう に 天 の 歩 哨 が 警護 
し て いる か ら で あ る 。 当 章 の 終り で は 、 使 徒 が 人 々 を 神 の 許 に 召集 する 度 に 、 
悪 の 力 は その 戸 を 抑え よう と する が 、 使 徒 は その 使命 を 悪意 を 持っ た 人 々 の 
陰謀 に よっ て 阻止 され る こと な く 、 続 け て 行く の で ある と 放 述 され て いる 。 
当 章 は 預言 者 の 聖なる 源 を 試す た め の 絶 対 確実 な 基準 に 於 いて 終わ る 。 す な 
わ ち 、 そ れ は 人 間 の 知識 で は 予見 も 預言 も で き な い 世界 的 出来 事 に つい て の 
預言 が 含ま れ て いる 。 そ し て また 、 預 言 者 は その 神託 を 伝達 する こと に 成功 
し 、 そ の 使命 を 果たす 。 
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アル ・ ジ ン Al-Jinn 
節 数 29、 メ ッ カ 有 啓 示 


RS SB) つま りー 生ま る る で 1 ー テ 。 
ジン た ちの うち の 一 団 “"% が 耳 を 傾 nes i 
の の DPE o) の 3 CSA GI PEE 
彼 等 は 云え り 『 ば げに 我 等 は 2 驚く べき 
クル アー ン を 聴き た り "7 

3. < そ は 正道 に 導く も の な り 。 され ば G8 93 
MY を た 9 TG 折 8 


べ し ae 
4 また 、 我 等 の 主 の 威厳 は 崇高 な り 。 っ し っ 全う < 86 
彼 は 妻 も 子 も 持た ざる な り 。 


> ば に 我 ょ 」 イ ン 1 ィ コッ ン イッ コン る イ と 
5, また 、 2 人 等 の 中 の 思 遇 か な 者 は 、 a 息 0 ETS 
アッ ラー に 対し て 、 途 方 も な い 嘘 を 云 6 
いふ らし た る な り 。 Ol: 


LL 46:31, ¢46:32, 7:112: 18:5; 25:3, 


3136 、 


注 2733 を 参 

od ー ビ ー ン の ユダ ヤ 人 の ある 集団 に 言及 され て いる よう だ 。 彼 等 は 
非 ア ラブ 人 で 、 見 知ら ぬ 人 で あっ た か ら 、 数 ある 意味 の 中 で 見 知ら ぬ 人 を 意味 する 「 ジ 
ン 」 と いう 言葉 で 呼ば れ て いる (Lane より )。 当 節 の 出来 事 は 、46:30-33 に 述べ られ た 
こと と 異な る よう に 思え る が 、 当 節 の 「 ジ ン た ちの うち の 一 団 」 と いう 言葉 と 、46:30-33 
の 「 ジ ン た ちの うち の 或 る 集団 」 と いう 言葉 が 、 一 見 し た と ころ 似 て いる の で 、 当 節 
は 46:30-33 に 言及 し た も の と 取る 向き も ある 。 

3138 [ジン た ちの 中 の 一 団 」 と は 、 ユ ニテ リア ン 派 の キリ スト 教徒 か 、 彼 等 と 結び 付 
き の 深 い ユ ダ ヤ 教 徒 、 あ る い は 彼 等 の 影響 を 受け て いる 者 、 更 に は キリ スト 教 に 詳し 
い 者 。 当 飾 か ら こ れ 等 の こと が 推察 され る 。 
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七 十 二 章 アル ・ ジ ン Al-jinn 二 十 九 鈴 


6. 面 し て 我 等 は 、 庶民 と ジン は アッ ー8sJ52Id 放 855 
ラー に つい て 、 決 し て 嘘 を 云わ ざら ん 5 
こと を 考え た りき 。 の 52 
7.? 面 し て 、 麻 民 の 中 の 或 る 男 た ち は の 〇 3 約 O320520CO6P2818 
確か に ジン の 或 る 男 た ち "に 底 護 る の 5 


ER 
を 求め た り 。 さ れ ば 、 彼 等 は その 者 達 。 〇 3 る うる 3D の On 
を し て 父 慢 さ を 助長 せしめ た り 。 

8. され ば 彼 等 は 確か に 、 お 前 達 が 考 2391 あじ に を 2 靖 45 
えた る 如く 、 ア ッ ラ ー は 断じて 如何 
NR ole 
た り 3140° 

9. 面 し て 、 我 等 は 確か に 天 に 触れ て ご 2 お 3 223 2S 
みた り “"%%。 さ れ ば 、 我 等 は それ が 綴 


力 な 護衛 と 2 流量 で 満ち た る と 見 出 OIG LS 
し た り 。 
10. また 、 我 等 確か に 聴き 取る た め “ee 2s お ES 
" その 汗 る ) 所 に 涼 し た る な り 。 され 2 だ 2 ンコ g ッ ン ン 


2 レ ョ クン ぁ ( 人 イッ る < で 
ま 今 、 聴き 取ら ん と する 者 は 、 彼 は 己 らし 2 も 403 を OSIE こ Os 
eC HH す な り 。 


96:129.415:17-19: 377-9. 


339 リ ジャ ー ル (男性 ) と いう 語 は 人 間 に 関し て の み 使 われ る の で 、 当 節 及 び 46 章 の 「 一 
群 の 選 良 た ち 」 は 人 間 以 外 の も の で は な い 、 と 当 節 は 示し て いる 。 ここ に ある アラ ビ 
ア 語 の ジン は 、 地 位 が 高く 有力 な 者 を 指し 、 イ ンス (庶民 ) は 、 前 者 に 従い その 保護 を 
求め る こと で 慢心 を 深め る 低い 位 の 思 し い 者 を 表し て いる 

や や ユダ ヤ 人 は 、 そ の 初期 に お いて つま り 、 預言 者 ヨ セ ブ の 時 代 に 、 彼 の 後に また 神 
の 使徒 が 出現 し 得る と いう 信仰 を 一 切 止め て し まっ た (40:35)。 

すす 上 天 に 触れ よう と する 」 と は 、「 未 知 の 秘密 を 別 ぎ 取 ろ うと する 」 を 意味 する 。 神 
の 使徒 が この 世に 真 に 現れ よう と する 時 、 星 の 異常 な 動き が 起き る 。 当 節 に 述べ られ 
て いる の は 、 こ の 予期 せ ぬ 自然 現象 で ある 。 

2 神 の 使徒 が 現れ る 前 に 超自然 現象 を 予告 する 者 は 、 そ の いか が わし い 技 で 未知 の 
神秘 に 近付け る ふり を し 、 そ の 巧み な 詐欺 の 術 を 使っ て 、 民 衆 を だ まそ うと し 、 彼 等 
の 単純 さ に うま く 付 け 入 る 。 し か し 神 の 使者 が 出現 すれ ば 、 彼 等 の うそ は 暴 か れ 、 そ 
の 未知 に 対す る 偽り の 知識 は 、 占星 術 の 上 辺 だ け の 不 完全 な も の に 過ぎ な いと 曳 露 さ 
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1 耐 し て 我 等 は 確か に 知ら ぎり し 、 on 3 SY 
大 地 に ある 者 た ちの た め に は 害 悪 が J と A NR 
CA WZ 2? イキ ブタ 2 
望ま れ た る や 、 それ と も 彼 等 の 主 は 彼 OI の > っ DF]| 
きよ うど う 
等 に 科 導 を 授け る つも りか を ? 


12. 面 し て 、 我 等 の 中 に は 義 し き 者 あ 。 0198 ま 3 くつ の 釣る 明 

り 、 ま た その 他 の 者 も あり 、 され ば 衝 人 0 
等 は さま ざま な る 宗派 に 従え た りき 。 i 
13. また 我 等 は 確信 し た りき 、“ 我 等 O291G hE IS 
が 大 地 に お いて EN y a 
る 能 わ ざる こと を 。 また 折衝 \ は 次 走 し OE TEA 
て も 彼 を 失敗 せ し む る こと 能 わ ず 。 

14.? さ れ ば 我 等 は 確か に 重 導 (の 呼 a i I ES 
び か け ) を 聴き た る や 、 我 等 は 之 を 信 人 SN 
じ た り 。 さ れ ば 、 己 が 主 を 信ずる 者 じ ぶ こ 95oyS で の て うう 爺 の 9 
は 、 如 何 な る 損 欠 を 受け る こと も 、 SYS 
また 不当 に 遇 せら れる こと も 恐れ る 

べから ず 。 

15. 面 し て 我 等 の 中 に は 確か に 、 帰 依 6 所 3608 3 
者 た ち も あ れ ば 、 不 義 者 た ち も あ り AL 前 


きり 商 し て 帰 令 従 する 者 あら ま 、 OSoH62 に < 
これ 等 こそ 正道 を も と め る 者 な り 。 

16. され ど 不 義 者 ども に つい て は 、 彼 >5s3 13LE5 の 滑っ 計 ) 15 
等 は 地 考 の 導 と な り た り 。 2 


17. 面 し て 、 彼 等 も し 正しい 宗派 に 不 2 
A ) | GII < | 5 
ES NN OD マン ND 


55:34. 646:32. 


れる 。「 今 」 と いう 語 は 、 此 処 で は 特に 聖 預言 者 の 時 代 に 関し て 用 いら れ て いる が 、 
同時 に 、 全 て の 偉大 な 神 の 使徒 の 時 代 を も 示し て いる と 言え る 。37:7-10 節 も 参照 の 
こと 。 
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七 十 二 章 


アル ・ ジ ン ALJinn 


水 を 以 て 彼 等 に 供給 せ し 管 "9、 


18. 我 等 が 之 に よっ て 彼 等 を 試さ ん 
が た め に 。 され ば 、 叫 が 主 を 念 ず る こ 
と を 忌避 する "者 あら ば 、 彼 は その 者 
を 増え 続け る 責 苦 に 投げ 込ま ん 。 

19. 2 面 し て 、( す べ て の ) 礼 押 党 "人 
は アッ ラー の た め な り 。 され ば アッ ラ 
ー と 共に 如何 な る も の も 祈る な か れ 

20. < また 、 ア ッ ラー の 尼 "や が 出 つ 
まり 神 ) に 祈り な が ら 起 つや 、 彼 等 は 。 
次 々 に 群れ を な し て 彼 を 取り 巻 か ん 


ラン ン ン 
る REN 


PU 
3 


gc eo 


ME ES Ih oS 


OO 
5 w 

\ 
ー ハ 


133“ EAR 0 


と する ほど な り 。 
ー 項 
21. 云え 、「 げ に 我 は 己 が 主 の み を 析 0 詩 うこ E33 
り 、4 何 も の を も 彼 に 併せ 祀 ら ざる な 1 2 
22. 去 え 、「 げ に 我 は お 前 達 の た め に 、 Y 引 5 る っ MY 
如何 な る 危害 も また 辛 も 左右 する Ss 
能力 を 有 せ ず 」。 @⑤ は うう 
23. 云え 、「 げ に 何人 も アッ ラー に 対 !321 2 こうき 48 9 
し て 我 に 席 護 を 与え る 能 わ ず 、 ま た 5 6 
< 我 は 彼 を 準 し 置い て 何処 に も 避難 所 ECT EE RE 
を 見 い だ す 能 わ ず 。 
20:101; 43:37. 2:115: 22:41. “96:10-11. A13:37; 18:39. “18:28. 


3 水 は 全 生命 の 根源 で あり 、 
示し て いる 。 


[豊か な 水 」 と は 、 財 産 や その 他 物 的 所 有 の 豊富 さ を 


"先行 する 諸 節 に は 、 聖 預言 者 の 出現 と 共に 、 唯一 神 確立 と いう 神 の 御 計画 が 示さ 


れ た と 書か れ て いる 。 

広がる 、 と 述べ て いる 。 
3145[ ア ッ ラ ー の 僕 」 と いう 別称 は 、 還 
役 を 示し て いる の だ が 、 同 時 に 、 ネ 


当 節 は 、 礼 拝 堂 が 以後 中 心 と な り 、 そ こ か ら 神 の 光 が 全 世 界 へ 


思 預 言 者 が 一 段 と 優れ た 神 の 下僕 で ある た め に 、 
の 使徒 全て を 指し て も いる よう だ 。 
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24. 但し 、 ア ッ ラ ー よ り の 神託 と その a8 83 CY 
御名 i CE RR 
れ ば 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 従わ ざ ORS eb 3 人 
2 ば 、 彼 に は 確か に 地獄 の 火 
あり 、 彼 は その 中 に 長く 住み 留まら 
ん 

25. 4 従っ て 、 彼 等 は その 約束 され た pe bd 93328 ヒ に 1551 & < 
る も の を 目のあたり に し た る と き 、 彼 


等 は 必ず 知る べし 、 助力 に お いて 最も SE ois lr 
弱く 、 面 し て 数 に お いて 最も 少な き は 

誰 な る か を 

26. 云え 、「 我 は 知ら ざる な り 、 お 前 月 の 放つ 18 
達 に 約束 され し も の は 近付き た る か 、 2 els 
それ と も 我 が 主 は その 期限 を 延ばし は 41G っ OS 
給 うか を 」。 

27. 彼 は 見 る あ た わ ざる も の を 知る る 2 ひと う 5 2 区 2 
御方 な り 。 され ば 彼 は 、 何人 に 対し て - ee 0 
も その 秘密 を 頭 わ や 7 に せ ず 、 Si 


28. 但し 、 己 が 選び た る 使徒 の 場合 人 しら 2 GO | 
は 、 別 な り 。 さ れ ば 彼 は 確か に その 

者 を 護衛 し な が ら 、 彼 の 前 と その 後 。 @| 和 22 Se3 る SO らら 
を 歩 お なり 9148。 


e19:76.621:110, 


3146 アマ ド (Amad) と アバ ド (Abad) の 言葉 の 違い は 、 前 者 が 限り ある 期間 を 指す の に 対 
、 後 者 は 氷 遠 の 時 を 表す (Lane より )。 


サタ イズ ハー ル ・ ア ラル ・ ガ イブ (zhar, alal-Ghaib) と は 、 ee 
事 に 関わ る 見 る ああ た わざ る こと に つい て の 知識 を 、 豊富 に 旦 つ 、 頻繁 に 与え られ る こ 
と を 表す 。 

や 神 の 使徒 に 啓示 され る 未知 の 神秘 の 本 質 及び 領域 と 、 他 の 高潔 な 信者 に 示さ れる 
も の と を 区 別 す る 明白 な 基 洪 が 当 節 に 含ま れる 。 この 差異 は 、 神 の 使徒 達 は 、 イ ズ ハ 
ー ル ・ ア ラル ・ ガ イブ 即ち 、 見 る あ た わ ざる こと に 対し て 優越 さ が 授け られ る が 、 他 
の 正しき 人 々 や 陸 者 た ち に 啓示 され る 秘密 は 、 こ の 特徴 が 恵まれ な いと いう 事実 に 基 
つく 更に 、 神 の 使徒 に 授け られ る 啓示 は 、 神 の 特別 な 保護 の も と に ある の で 、 邪悪 
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29. そ は 彼 が 、 彼 等 は その 主 の お 告げ ス 43 う と し っ) 計る 、 り (13 

を よく 伝え た る こと を 知ら ん が た め 。 。。 」 ン 5 の 

に に “2 タン ~~ cw 

な り 3 語 し て 彼 は 彼 等 の 評 に ある 秋 2OScea>5 eg に と | 
ャ 


すべ て を 取り 囲み 、 ま た 彼 は すべ て の を る | 
も の を 計算 に 数 え 給 えた る な り 。 1 


\ 


\ 
* 


3 


な も の が これ に 手 を 付け る こと は で き な い が 、 他 の 高潔 な 人 々 に 示さ れる 神秘 は 、 必 
ず し も 保護 され て は いな い 。 

349 神 の 使徒 へ の 啓示 は 、 不 正 な 王 小 か ら 守 られ て いる が 、 そ れ は 、 彼 等 が 成就 すべ 
き 神 の 偉大 な 使命 を 帯び 、 伝 える べき 神 の 偉大 な お 告げ を 賜っ て いる か ら で あ る 。 
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七 十 三 章 
アル ・ ム ッ ザ ッ ミ ル Al-Muzzammil 
( 衣 を まとう 者 

メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 
専門 家 た ちの 合意 に 依 れ ば 、 当 章 は 使徒 に 拝命 され た 最も 早い 時 期 の 啓 

示 で ある と し て いる 。 専門 家 の 一 部 の 人 達 は 、 第 3 章 と し て 啓示 され た と 考 
えて いる 。 前章 の アル ・ ジ ン で は 、 預 言 者 た ち に 啓示 され た 神託 を ゆがめ た 
り 和 干渉 され た り し な いよ うに 、 又 それ を 守る た め 、 天 使 た ち が 降 る と 述べ ら 
れ て いる 。 当 章 で は 、 時 者 は 誰 の ある 一 時 を 、 悪事 及び 敵 の た くら み に 
対し て 助け て くれ る 天 人 人 が 仙 に 詳 る よう に 。 二 rs i 


者 の 聖なる 使 谷 と 聖 ク ルアー ン の 啓示 の 真 容 さ を 取り 扱っ て いる 。 また 、 そ 
れ は 聖 預言 者 の 最終 的 な 勝利 を 簡潔 で 力強い 言葉 で 聞 言 し 、 死 後 の 世 界 と 復 
活 の こと を 支持 する 論証 と し て この 預言 が 達成 され る こと を 提示 し て いる 。 
聖 預 言 者 が 神 に 任命 され た 聖なる 使命 を 果たす た め に 、 神 の 助け を 求め る も 
っ と も 有効 な 手段 で ある 礼 捧 や 神 に 祈願 する こと は 、 当 章 で は 特に 強調 され 
て いる 。 
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( 衣 を まとう 者 ) 
節 数 21、 メ ッ カ 啓示 


1.? 慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の SU IP いり 
御名 に お いて 。 

が いと う タ “5 et 
2. 激 衣 を まとう 着 よ 59、 8 
3. 暫時 の 間 を 除き 、 夜 問 に (礼拝 に ) OR LS 
で II 


人 


3150 ザマ ラフ ー(Zamala-hn) と いう 語 は 、 彼 は その 人 を 己 が 背 に 背負 っ た 、 を 意味 する 。 
ザッ マラ (Zammala) と は 、 こ こ で 示さ れ て いる 意味 の 外 、 彼 は 走り 、 急 ぎ 行 き 去っ た 
こと を 意味 する 。 タ ザッ マラ (Tazammalay、 イ ッ ザ ッ マ ラ (jzzammala)、 又 は イズ ダマ 
ラ qzdamala) と は 、 彼 は 自分 自身 を 巻き 包ん だ : 彼 は 身 に 付け た 、 或いは 運ん だ 、 す な 
わ ち 一 度 に 運ば れ た も の 、 を 意味 する 。 ム ッ ザ ッ ミ ル (Muzzamm) そ れ と も ムタ ザッ 
ミル (Mutazammi)) と は 、 自 分 の 衣 に 纏 わ れ た 者 : 重大 な 責任 を 背負 う 者 を 表す (Aqrab、 
Qadir 及び Maani より )。 神 の 天使 が 、 ヒ ラー の 洞 癒 に 、 神 の 啓示 を 携え て 聖 預 演者 を 
六 ね た 時 、 こ れ は 聖 預 言 者 に と り 初め て の 精神 的 な 体験 で あり 、 そ の 後 彼 は 驚い て 家 
へ 急ぎ 戻っ た 。 こ の 驚き は 、 そ の 体験 が 見 聞き し た こと の な いも の で あっ た た め 、 ご 
く 当然 で ある 。 聖 預 斉 者 は マン ト で 妖 っ て くれ る よう 頼ん だ 。「 牧 う 」 と は 、「 共 に 加 
わり 一 つ に な る 」 と を 意味 する の で 、 当 節 は 次 の よう な こと を 示す も の で あろ う 。「 お 
お 、 一 つの 旗 の 下 に 世界 中 の 人 々 が 一 つ に な る よう 命ぜ られ た 御方 ! 」 型 預言 者 は 、 
「 世 界 の 層 を 一 つ に 結び 付け る 人 」 と いう 意味 の 語 ア ル ・ ハ ー シ ル (統率 者 ) と し て 、 
ハデ ィ ー ス に 記さ れ て いる ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 当 人 節 は 又 次 の よう な 意味 も ある 。(1) 聖 
預言 者 が 人 類 を 目覚 め さ せ 、 そ の 高度 な 福 命 を 悟ら せる まで に は 、 まだ 長い 道のり を 
行か ね ば な ら ず 、 そ の た め 彼 は 急 が な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 懸 命 に 、 休む こと な 
く 、 急 ぎ 事 を な さ な け れ ば な ら な い の で ある 。(2) 彼 は 、 重 荷 、 つ まり 、 神 の お 告げ を 
世に 伝え る と いう 重責 を 担っ た 人 で ある 。 聖 預言 者 は 、 神 を 虹 和 れ 従 う 者 の 社会 を 準備 
する と いう 重 貴 に 気付 いて いた で あろ う 。 こ の 従者 達 は 、 彼 と 同じ 高尚 な 理想 を 持ち 
同様 の 不断 の 熱意 に 奪い 立 ち 、 役 を 助け て イス ラム 教 の お 告げ を 人 類 に 伝え な けれ ば 
な ら な い の で ある 。 此処 に 述べ られ て ある の は 聖 預 言 者 の この 重 次 で あっ て 、 マ ント 
に 身 を 包む こと で は な い 。 
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4. その 半分 、 或 い は それ より 僅か に の ES 


減少 せよ 、 

s. 或いは 少し それ に 加え て 、 面 し て ON OE ES 
ゆっ くり と きれ いな 朗 唱 を 以 て タル 
アー ン を ? 読 詩 せよ 。 

6. げに 我 等 は 重大 な る 言葉 を 流 に 下 oyU33Y: 
す な り SLB 

7. げに 夜間 (礼拝 に 起き る こと は 、 己 P33 つま a 索 も] 
自身 を 足 で 踏み つけ る こと より も 厳 RE 
し いこ と な り 。 面 し て 、 言葉 に 於 いて ONS PS 
は 最も 明確 な り 352。 


8. げに 激 は 、 昼 の 間 、 長 き 用 事 あ OI ES GE 
り 959 上 M - 


9. され ば 己 が 主 の 御名 を 唱 念 し 、 両 4431 ES3 そ 
し て 精魂 を 傾け て 彼 に お すがり せよ 。 


7107 25:33、 


に 重く 、 動 か すこ と の で き な い も の で ある 」 と 示し て いる よう だ 。 ク ルアー ン の 一 学 
一 人 句 た り と も 変え る こと は で き な い 。 し ば し ば 引用 され る ハデ ィ ー ス に よれ ば 、 聖 預 
言 者 に 啓示 が 下さ れ た 時 は いつ も 、 ど ん な に 庫 い 日 で も 大 燈 の 汗 が 額 か ら 落 ち 、 自身 
の 身体 の 重み を 感じ られ る よう に と 、 彼 は 忘 我 の 境地 に 至り 、 独特 の 感覚 に 触れ た の 
で ある ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 ク ルアー ン の 啓示 は 「 重 大 な る 斉 葉 」 で あり 、 聖 預 育 者 の 
発作 は この 感覚 に に る も の で ある 。 

や 祈り の た め に 夜 起 きる の は 、 自 己 を 抑制 し 、 自 身 の 悪 へ 傾 ぎ が ちな 性 癖 を 抑え る 
の に 強力 な 手段 で ある 。 夜 の 祈り 程 魂 を 向上 させ る も の は な く 、 高徳 な た 人々 の 全て の 
体験 が これ を 証明 し て いる 。 夜 の 静 引 と 孤独 の 中 で 、 独 特 の 平安 が 支配 する 。 万 物 は 
静 ま り 返 り 、 人 は その 創造 主 と 向き 合い 、 神 と の 特別 の 対話 を 享受 し 、 彼 が 他人 に 伝 
える 特別 の 天 の 光 に 照ら し 出さ れる 。 人 が 徳 性 を 高め 、 そ の 言葉 を 思慮 ある も の に す 
る に は 、 真 に この 時 を 置い て は な い 。 感銘 を 与え る 演説 と 無限 の 包容 力 は 、 神 の 使者 
が その 使命 を 果たす の に 求め られ る 二 つ の 不可 欠 な 特質 で ある 。 自ら の 心 と 言葉 を 自 
制 で き て こそ 、 他 人 を 有 支配 で きる よう に な る 。 

99 当 節 は 、 聖 預言 者 が 機 艇 に 遂行 し 、 そ うす る こと で 大 き な 喜 び を 得 た 彼 の 多く の 
義務 を 述べ て いる 。 こ れ が サブ ハン (Sabhan) と いう 語 の 意味 する と ころ で ある (Lane)。 
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10.? 彼 は 東 と 西 の 主 な り 。 彼 の 外 に 
神 な し 。 さ れ ば 彼 を 守護 者 と し て 採 
れ よ 。 


11. 市 し て 、 彼 等 が 云う こと に 対し 
忍 出 せよ 。 また 上 上 品 に 彼 等 か ら 身 を 
退け 。 

12.? さ れ ば 、 我 と 虚偽 と みな す 癌 裕 
な 者 ども を 放し て 置け 、 面 し て 彼 等 を 
暫し の 間 猫 予 せ よ 。 

13. げに 我 等 が 許 に は 諸々 の 懲罰 あぁ 
り 、 ま た 地獄 も あり 。 

14. また 、 喉 に つか える 食物 あり 、 そ 
し て 痛ま し い 資 苦 も あり 

15. その 日 、 大 地 も “ 山々 も 激しく 
選 振 し 、 され ば 山々 は さながら も ろく 
崩れ る 砂丘 と な らん 。 

16. げに 我 等 は 9 お 前 達 の 監視 者 た 
る べき 使徒 を お 前 達 に 遣わ し た り 、 
我 等 が ファ ラオ に 使徒 を 遺 わ し た る 
が 


17. され ば 、 フ ブフ ァ ラ オ は その 使徒 に 背 
きた り 。 そ れ 故 、* 我 等 は 厳し い 捕え 
方 で 彼 を 捕え た り 。 

18. も し お 前 達 が 不信 せ し な ば 、 童 を 
白頭 に 化 せ し め る その 日 か ら お 前 達 


アル ・ ム ッ ザ ッ ミ ル ALMuzzammil( " 衣 を ま と う 著 ) 


っ る Al5 0 あじ 、 よ そっ 5 
NE A 
ぐう = づこ うう 5. 
ONE LS 


ト と ンー ィ そ レレ ルッ タン ィ ン イン と 。 レ て 6 
Olle YE ERO! 


に 


EV ご 


9 ン ラ ィ イロ グ クロ イン Ga る プイ イ 1 クライン ネン る 
OCGE as GL と 5 
プイ ォ ゥ シン ラン 


SII SY 本 


SN MC NE | 
i A 
5 

EE RN OE oe 
ORS 


EE ot 


626:29: 37:6. 668:45: 74:12. 756:3-6: 79:7. 33:46: 48:9. 20:79: 26:67; 28:41. 


” 当 節 は 聖書 の 預言 を 述べ て いる 
た の よう な 一 人 の 預言 者 を 起こ そう 。 


が あれ ば 、 私 が 彼 に 責任 を 問う 」 


。「 私 は 彼 等 の 同胞 の 内 か ら 、 
私 は 彼 の 口 に 私 の 音 葉 を 授け よう 。 彼 は 私 が 命 
じ る こと を みな 彼 等 に 告げ る 。 私 の 名 に よっ て 彼 が 告げ る 私 の 言葉 
( 申 命 記 18:18-19)。 


役 等 の た め に あな 


藤 に 開き 従わ な い 者 
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は 如何 に 身 を 護る べき や ?3195 Obs 3 dS 
19. 7 天 は その (日 の 異 怖 の ) た め 選 け 2 ご 入手 。 の 伝導 
る な り 。 彼 の (この ) 約 束 6 は 必ず 履 a 
行 さ れる な り 。 9 


F に こ は ら 訓 戒 な り 。 Py る 0 放 科 0 本 る 村 
20. げに こ は > 訓 成 な り 。 さ れ ば 欲す SS ge の iad) 
る 者 は ロロ が 主 へ の 道 を 採る べし 。 


二 項 

21. げに 汐 の 主 は 知る な り 、 て 入 が 夜 人 5sl a pO 
の 三 分 の 二 近 く 、 時 に は その 半分 か そ a 5 

の 三 分 の 一 を (礼拝 に ) 立 つこ と を 。 RSS 54 ba 4 る る 
流 と 共に ある 9 人 々 の 一団 も 、 ま た 然 。< レ レ ェ レー パタ の る 
ERA Wt EM apa A oa 
さ ) を 増減 する な り "WW。 彼 は お 前 達 が じ EIg285 RC CM SN 
その (遣り 方 ) を 堅持 し 得 ざ る こと を 知 0 
り た り 。 され ば 彼 は ね 前 達 に 対し て 憐 CO 所 OL に E で DO 
れ み に 転じ た り 。 され ば クル アー ン の < レッ ニー レニー と レール と 
中 か ら 安 易 に 出来 る も の を 読 語 せ よ 。 りつ 330 タ ァ 人 る 9 の > の * 


982:2.720:4: 74:55; 76:30: 80:12. “26:219. 925:65: 41:39, 


3188 台 人 節 の 「 章 を 白頭 に 化 せ し め る 」、 次 節 の 「 天 は その (日 の 異 怖 の ) た め 避 ける 」、 
その 他 ク ルアー ン で 用 いら れ た 同様 の 言葉 (21:105、82:2 及び 、84:2 節 ) は 、 不 幸 な 変 
化 を 引き 起こ す 最も 悲惨 な 出来 事 の 比較 で ある 。 

96 当 節 の 約束 と は 、 メッ カ 陥 落と 共に 悪 の 勢力 が 壊滅 する こと で あっ た 。 

39? 当 章 の 開 扉 節 で 、 聖 預言 者 は 夜 の 祈り を 続け る よう 命じ られ た 。 そ れ に より 、 間 
も な く 彼 に 話さ れる 神 の お 告げ の 伝道 と いう 重 商 を 果たす に 必要 な 強 さ が 、 彼 に 備 わ 
る で あろ う 。 当 節 で 、 彼 は 神 の 喜び を 保証 され 、 夜 の 祈り に つい て の 神 の 御 命令 を 、 
8 ら ず 信者 た ち も 四 実に 遂行 する よう 命じ られ て いる 。 この 命令 は 聖 預 党 者 の 
弟子 送 に だ け 向 けら れ て いる の で は な く 、 彼 を 踏襲 し た いと 願う 者 すべ て が 対象 で 在 
ON 
や [アッ ラー は 夜 と 昼 ( の 長 さ ) を 増減 する 」 と いう 言葉 は 、 夜 が 、 時 に は 長く 、 時 
に は 短く 、 又 あ る 時 は 昼 と 同じ 長 さ に な る こと を 示し て いる 。 「 彼 は お 前 達 が その (遣り 
方 ) を 堅持 し 得 ざ る 」 と いう 言葉 は 、 全 イス ラム 教徒 に 向け られ て いる よう だ 。 彼 等 は 、 
その 全て が 規則 正しく 夜 の 祈り を で きる と は 言え な い 、 と 告げ られ て いる 
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彼 は 知る な り 、 お 前 達 の 中 に は 病人 あ 
り 、 また アッ ラー の 恵み を 求め て 地上 
を 旅 す る 他 の 者 も あり 、 また 他 に 、 ア 
ッ ラ ー の 道 に か け て 戦う 者 が ある こ 


も の を 読 閣 し 、 面 し て 礼拝 を 遵守 し 、 
喜 捨 を な し 、“ ア ッ ラ ー に 善 な る 
貸与 物 を 貸付 け よ 。 され ば お 前 達 、 己 
が た め に 先 に 送り し 善い も の あら は ば 、 
お 前 達 は アッ ラー の 御 許 で それ を よ 
り 良 く 、 よ りら 立派 な 報奨 と し て 見 出さ 
ん 。 曽 し て アッ ラー に 落し を 請 い 奉 
れ 。 げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈悲 
深く まし ます 。 


を Oma I I HE 


ニ ゴ 九 和 
ン タイ リン 3 i 32 5 ぅ っ ブ マラン 
Ol りあ ント くま すこ 


A 


i は A Za eA 
58 SG GO 
AR 4 


っ 4 ゅ る る トン ン ま を ン ン | る っ る は の 
235 ら 5 じ く っ い 500。 ろ 5 


ン オ ぁ ンー タグ 


RA ES EY 


と ン 8 る ラン も 人 レラ イン 2 ライ る 4 ルン ラ ウイ 
AM の 3 と AI 5 の 12218 Ar 
M と 9 ン 

の っ の の っ イイン 

っ fal 


1 


92.246: 57:12; 64:18, 
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ET 四 章 。 
アル ・ ム ッ ダ ッ ス ズ ィ ル ALMuddaththr( タ 衣 を か ぶる 者 ) 
メ ッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

大 方 の 意見 に 依 れ ば 、 当 章 は メッ カ で 啓示 され た 最初 の 2、3 章 の 1 つ で 
ある 。 当 章 と 前 章 の アル ・ RN まとう 者 ) は 非常 に 親密 に 連結 
し 、 啓 示 の 時 も 、 そ の 調子 も 、 大 意 も 、 双 子 の よう だ と みな され て いる 。 当 
癌 は 実 の と ころ 、 前 意 の 主題 の 補足 で ある 。 前 章 の アル ムッ ザッ ミル ( 外 全 を 
まとう 者 ) と いう の は 、 精 神 的 な 完成 を 達成 する た め の 献 身 的 な 礼拝 や 劇 想 及 
びそ の 用 意 に 集中 する 時 期 を 通過 する こと で ある 。 そ し て 、 そ れ は 、 悪 の 力 
を 征服 し 罪 を 滅ぼす 者 、 人 類 の 指導 者 な ら び に 警告 者 で ある 当 章 の アル ・ ム 
ッ ダ ッ ス ィ ル に 発展 し て いる 。 そ の 時 か ら 、 聖 預 計 者 の 命 は 自分 の も の で は 
な く 、 そ れ は 神 に 捧げ た も の と な っ た 。 彼 は 俺 辱 や 反対 や 迫害 に も めげ ず 、 
断固 と し て 、 神 託 を 布教 し た 。 当 章 は 聖 預 言 者 に 真実 を 宮 言 する た め に 立ち 
上 が る よう に 断固 た る 命令 で 始ま っ て いる 。 そ し て 、 それ を 受け 入れ な い 人 々 、 
及び 有り 余る ほど の 富 や 力 や 地位 の せい で 精神 的 に は 育 で 前 と な っ た 人 々 に 
和 警 告 を し て いる 。 つ まり 、 役 等 は 礼拝 を せ ず 、 貧 し いも の に 食物 を 与え ず 、 
そし て な な し いい 月 的 を 退 求 し た か ら 宙 に し まな けれ ば な ら な い だ ろ う 。 当 
章 は 、 聖 クル アー ン は 催促 状 及 び 和 警告 で ある と いう 叙述 で 終っ て いる 。 そ の 
神託 を 受諾 する 者 は 、 精 神 的 に も 肉体 的 に も 良い が 、 拒 否 す る 者 は 自分 に 損 
傷 を 与え る 。 
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ミ ころ も _ 
アル ・ ム ッ ダ ッ ス ズ ィ ル Al-Muddaththir( 外 衣 を か ぶる 者 ) 
節 数 57、 メ ッ カ 啓示 


1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 計 く ア ッ ラ ー の 0 あと YEIP の と 
御名 に お いて 。 5 
2. 激 外 表 を か ぶる 者 よ 159、 63 
3. 起 て 、 面 し て 警告 せよ 。 653 8 
4. 面 し て 、 溢 選 が 主 の 偉大 さ を 讃え の 639622 
きよ M の 
5. また 、 液 己 が 衣 人 を 河 め 、 O EI EG 
6. 面 し て 、 不浄 3% か ら 遠 ざか れ 。 SR 
7. 面 し て 、 より 多く (の 返礼 ) を 求め て EE 
普 を 施す な か れ 。 CS が GSY5 


EE 


や タダ ッ サ ラ (Tadaththara) 又 は 、 イ ッ ダ ッ サ ラ Qddaththara) と いう 語 は 、 彼 は 衣 で 自 
身 を 包ん だ 、 を 意味 する 。 ダ ッ サ ラフ ー(Daththara-hn) と は 、 彼 は その 人 や その 物 を 減 
ぼ し 、 消 滅 し た : RN RN CB OGs を 意味 する 。 タ ダッ サラ ッ タ イル 
(Tadaththara at Tair) と は 、 烏 は その 巣 を 整備 、 整 頼 し た こと を 意味 する 。 タ ダッ サラ ・ 
アル ・ フ ァ ラ サ (Tadaththara al-Farasa) と は 、 彼 は 馬 に 飛び 乗っ た 、 を 意味 する 。 タダ 
ッ サ ラ ・ ア ル ・ ア ドウ ッ ワ (Tadaththara al-Aduwwa) と は 、 彼 は 敵 を 征服 し た こ と を 意 
a より )。 ア ル ・ ム ッ ダ ッ ス イィ ル (AL- Muddaththir= 外 衣 を か ぶる 者 ) と いう 語 
上 3 まな 意味 か ら 判 断 し て 、 次 の よう な 意味 が 考え られ る 。 消し 去 
、 改 良 者 、 又 は 物事 を 整理 する 人 。 征服 者 。 馬 に 跳び 乗 ろ うと し て いる 人 。 こ の 
1 神 の 聞 斉 者 の 重 貴 を 授け られ た 人 と も 人 解釈 で きる ( カ デ ィ ー ル より )。 更 に 当 
語 は 、 最 療 の 生来 の 力 、 特 質 、 預 言 者 の 高潔 さ を 備 っ た 人 を も 意味 する (ルー フル ・ 
マ ア Ge り )。 こ れ 等 の 別称 は 全て 、 聖 預 斉 者 に その まま 当て は まる 。 
や スイ ヤー ブ (Thiyab) と は 、 衣 類 、 人 の 扶養 を 受け る 者 や 従者 、 着 用 者 の 体 や 自身 
を 意味 する (Lane 及び Steingass より )。 型 預言 者 は 、 そ の 使命 遂行 に 先駆 け て 、 心 、 品 
、 風 詳 い ずれ も 汚れ の 無い 従者 達 の 一 団 を 用 意 す る べき こと を 命じ られ て いる 。 あ る 
本 彼 自 身 が 、 敬 神 、 高 潔 、 品 行方 正 の 模範 と な る べき だ 、 と 当 節 は 示し て いる と も 
いえ る 。 
9 アッ ル ジ ュ ズ (Ar-Ruj2) と は 、 偶像 崇拝 の 意味 も ある (Lane より ) 。 偶像 崇拝 撲滅 の 


失 労 を いと わな いよ うに と 、 当 節 は 聖 預言 者 に 命じ て いる よう だ 。 
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二 十 九 傘 アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル AlI-Muddaththir( 外 衣 を か ぶる 者 ) 七 十 四 章 


8. また 、 己 が 主 の た め に 耐え 忍 べ 。 OE 
9. < され ば 、 則 中 が 吹き 鳴ら され る LOE EEE 
時 3162 a に 
10. ? そ の 日 こそ 、 苦難 の 日 と な ら て 26 バー テマ ィ 1S 
ん mee の 2 
H. 不信 者 ども に と り て は 容易 な ら te の きく 
ず 。 32 

12.“ わ れ と 我 が 創り た る あの 者 を 、 BB 


投 独 に し て 軒 きけ の 。 


13. 4 され ば 、 わ れ は 彼 の た め に あり RLY Sk 
余る 富 を 設え た り 、 内 Se 

14.“* そ し て 、 目 の 前 に 居 ら れる 子女 OR 
を も 、 ま た 然 り 165 

15. 耐 し て 、 我 は 彼 の た め に (大 地 を ) OS は 6 5 


育成 の 素晴らし い 場 所 と な し た り 。 
23:102: 50:21; 69:14. B25:27. C68:45; 73:12、68:15. 68:13. 


162 当 人 節 は 、 聖 な る 改革 者 つま り 、 そ れ に よっ て 神 が 人 々 を 己 が 御前 に 呼び つけ る 神 
の 嗣 中 が 出現 し 、 人 々 を 神 の 御 許 へ 呼び か ける 時 を 示し て いる 。 又は 、 当 節 は 聖 他 言 
者 自身 が その 人 々 に 呼び か ける こと に 言及 し て いる の か も し れ な い 。 
人 「 苦 難 の 日 」 と は 、 復 活 の 日 、 又 は 、 不 信者 が 最終 的 な 敗 北 を 喫し 、 真 実 が 完全 
に 勝利 を 治め る 日 を 指す 。 
この 湯葉 は 次 の こと を 意味 する 。 「 私 が 創り 出し た 者 の こと は 、 私 に 任せ な さい 」。 
ある い は 、「 そ の 大 いな る 富 、 権力 、 地位 は 、 神 が 彼 に 授け た に も か か わら ず 、 彼 は 、 
それ が た め 、 己 を 同胞 の 及ぶ べく も な い 存 在 と 考え て いる 。 彼 の 処置 は 私 に 任せ な さ 
い 」 と も 解せ る 。 ワー ヒド と は また 、 独 自 の 無比 の 、 を も 意味 する (Lane より )。 
当 節 及び 前 数 節 は 、 大 慢 で 思い 上 っ た 不信 者 全て に 向け られ た も の で ある が 、 中 で 
も ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ム ギー ラ を 指し て いる よう だ 。 彼 は クラ イシ ュ の 間 で 目立つ 存在 
で 、「 類 いま れ な る 人 物 」 あ る い は 「 ク ライ シュ の 香気 」 と いっ た 大 げ さ な 敬称 で 、 
当時 は 知ら れ て いた 。 彼 は 端正 な 容姿 を し 、 そ の 優雅 な 詩 や その 他 の 教養 で 有名 で あ 
っ た 。 彼 に は 10 人 か ら 13 人 の 息子 が お り 、 非 常に 裕福 で あっ た 。 


98 当 節 は 、 ワ リー ド の 息子 達 も 又 、 彼 と 同じ く 人 の 尊 散 を 集め て いた こと を 示し て 
いる 。 彼 の 加わ る 会 合 で は 、 彼 等 も 又 貴 費 席 を 提供 され た 。 ある い は 、 ワ リー ド は 非 
常に 豊か で あり 、 第 の 皿 子 達 は は 常に 彼 と 共に お り 、 己 が 生計 を 稼ぐ た めど こ に も 行き 
た く な か っ た 。 
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七 十 四 章 アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル AL-Muddaththir( 外 衣 を か ぶる 者 ) ここ 人 で 


16. それ で も 彼 は 、 わ れ が 更に 増加 す ある 90 を 3 
る こと を 望む 。 < 
17. 断じて 然 ら ず ! 3 彼 は 確か に 我 SECL YW 
等 の 神 兆 の 敵 な りき 。 a 
18. われ は 必ず 彼 に 増え 続け る 災い OR Se 
を か け 加 えん 
19. げに 、 彼 は 熟 刻 し 、 耐 し て 推測 し @233 22 を 58) 
た り 。 
20. され ば 、 彼 に 破滅 あれ 、 彼 如何 に ot 
推測 し た る こと よ ! 
21. 重ね て 彼 に "破滅 あれ 、 彼 如何 OI ES 
に 推測 し た る こと よ ! 
22. 然 る 後 、 彼 は 観察 し た り 。 あっ 5 人 
23. 然 る 後 、 彼 は 眉 を ひそ め 、 面 し ORES 
DN 

4. 然 る 後 、 彼 は 背 を 向け て 、 高 慢 に OS 
SR 
25. され ば 、 彼 は 云え り 5「 こ は 採用 O38 
され た る 単なる 妖術 に 外 な ら ず 。 
26. こ は 人 間 の 言葉 に すぎ ず 」。 OIEV LG) 
27. われ は 必ず 彼 を < 業火 に 投げ 込 @524 ル 4 に 
まん 。 


80:2.634:44: 37:16. 637:24. 


する こと を ks oare よ よ " 

7 この 話 は 、 特 に ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ム ギー ラ を 指し て いる 。 彼 の 通っ た 跡 は 破壊 が 
つい て 回 っ た 。 彼 の 息子 の 内 、 ワ リー ド 、 ハ ー リ ド 、 ヒ シャ ー ム の 三 人 は イス ラム 孝 
を 受け 入れ た が 、 他 の 息子 達 は 、 彼 の 目 の 前 で 亡くな っ た 。 彼 の 財産 は 大 幅 に 減り 、 
最後 に は 、 彼 は 貧困 と 不 名 状 の 中 で 死ん だ 。 

3198 聖 ク ルアー ン が ワリ ー ド に 読み 聞か せら れ た 時 、 彼 は 尊大 な 態度 で 顔 を し か め 、 
腹 を 立て て 立ち 去っ た 。 
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二 十 九 参 アル ・ ム ッ ダ ッ ス ズ スィ ル ALMuddaththir( 外 衣 を か ぶる 者 ) ヒ 十 四 章 
28. 耐 し て 、 業 火 と は 何たる か 、 汐 を RS RUE 
如何 に 理解 せ し む る や ? 

29. そ は 何 も の も 残さ ず 、 ま た 離れ 行 ⑥23Y5/ 且 Y 
か ず 。 還 
30. < 顔 を 焼け 焦がす も の な り 。 NI 
31. それ に は 十 九 (の 看守 者 ) あ り 962。 SE 
32. 面 し て 、 我 等 は 天使 達 に 非 ず し II と 21 US ビ 5 


て 、 何人 を も 業火 の 看守 者 と な さ ざ る 
な り 。 ま た 我 等 が その 数 を 定め た る 
は 、 不信 せ し 者 ども に 対す る 試み に 外 
な ら ず 。( そ は ) 経 典 を 授け られ た る 
人 々 が 確信 を 得 ん が た め 、 面 し て 信じ 
こる 人 々 が 信仰 心 を 助長 せん が た め 
な り 。 また 、 経典 を 授け られ た る 人 々 
と 信者 た ち が 疑 心 を 抱く こと が な か 
らん が た め な り 。 そし て また 、 己 が 心 
に 病 あ る 痢 ども と 不信 者 ども が | アッ 
ラー は この ! 壁 只 を 以 て 何 を 望み た 
る や ?」 と 云わ ん が た め な り 。 か く の 
如く アッ ラー は 己 が 欲す る 者 に 迷い 


を < さ N26 2 3sC nk 


3 Ca PL | Et まや 
Ni < や る 8 


GSY 


ンタ ン ン 


‘2 


E\ 


s メ | 


っ 8 っ ャ ぅ ブン バン る 
CITE OS 
ィ イ カン ン > 4。 ど も る タン ゆ 2 2 ト 
| HE EE 
EE 人 


EN ッ ン 人 科 ラン ラー ラン ン 
を 判定 し 、 ま た 己 が 欲す る 者 を 導き 給 人 A 8 
うな り 。 < 曽 し て 溢 の 主 の 軍勢 を 知る g ぅ 3 タビ 5 交 そう 
者 は 、 彼 自身 に 外 な ら ず 。 され ば 、 こ 。 た 2 
は 人 間 へ の 訓 戒 に 外 な ら ず 。 を SM 


70:17、72:27. で 33:10: 48:5. 


93 人 に は 九 つ の 主要 な 感覚 が 授け られ て いる 。 そ れ は 、 七 つの 外界 感覚 と 、 体 内 か 
ら の 刺 流 を 伝え る 一 感覚 と 、 飼え や 湯 き 等 の 感覚 に 関係 する 臓器 か ら 起 こる 内 界 感 覚 
で ある 。 和 制御 感覚 、 つ まり 人 間 の 諸 機 # ne I 
と それ ぞ れ 結び つい た これ 等 の 感覚 は 、 地 獄 の 19 人 の 守護 者 で ある 。 あ る い は 、 

と いう 数 は 、 経典 の 民 に 特に 関係 ある 、 MAO し れ な い 。 6 
の 意義 や 本 質 は 、 神 御 自身 が 望む 時 に 明か され 、 彼 等 に 聖 ク ルアー ン の 教義 の 真実 を 
知ら せる こと と な り 、 ON EO 
り た いと あえ て 求め る 者 が いよ うか ? 
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ヒ 十 四 章 
一 項 
33. 用 心 せ よ 、 月 に 的 て 、 


34. 面 し て 、 退 き 逝 きた る 夜 に も ( ま 
た 然 り )、 5 

35. ? 耐 し て 輝き た る 虹 370 に も ( ま 
た 然 り )。 

36. ? げ に そ は 大 き な も の の 一 つ な り 、 


37. 人 間 に 和 警告 する も の な り 、 


38. お 前 達 の 中 、 前 進 す る こと や 後に 
残る こと を 望む 者 の た め に 。 

39.“ 各 生命 は 己 が 稼ぎ し こと に よっ 
て 保証 され る な り “71。 

40. 但し 、? 右側 の 人 々 は 別 な り 、 


41. 楽園 に あり て 、 彼 等 は 互 に 尋ね 合 
わん 、 


42. 罪人 ども に つい て 。 


43. 「 お 前 達 を 地獄 に お と し 入れ た る 
も の は 何ぞ や ?」。 

44. 彼 等 は 云わ ん 「* 我 等 は 礼拝 を 控 
げ ば る 人 々 の 中 と な ら ざ りき 。 

45./ ま た 我 等 は 貧者 を 食 せしめ ざ 
りき 。 

46. また 我 等 は 、 不 坪 な お 喋り に 有り 
た る 人 々 と 共に 陸 り た り 。 


アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル ALLMuddaththir( 外 表 を か ぶ る 著 ) 


ー+ 九 谷 
3 と て て 。 ァ 、 ツン 
OBI 


23 ン る ン ン 区 。 人 
AA OS 
OY 
Oe ARE 

C4 
3 < 2 ゥ | 。 ン と 
OO a oS 


E28 1 2 

2 っ タン iia 

Ok ar 38 

》 ンタ P 間 生計) ぅ 2 プー glIZ 5 イン 
CA は 35 5 


ャ ン プッ ゴー る 芝 


3 レ 。。 る CCO 3 
Oba ll CE op SS 


8L:}9, 79:35. C14:52; 40:18: 45:23. 156:28; 90:19. 275:32.169:35; 89:19: 107:4. 


3170 紅 と は 又 、 聖 預言 者 の 偉大 な 代理 で ある 、 約 束 さ れ た メシ ア を 指し 、 前 節 の 「 退 


き 逝 く 暗 や み 」 


と は 、 メ シア の 出現 する 前 の 精神 の 闇夜 を 示し て いる よう だ 。 


7 名 生 命 は 、 そ れ が 犯し た 罪 の 償い を し な けれ ば な ら な い 。 い つか は 、 罰 に 苦し ん 


で 罪 を 洗い 流さ な けれ ば な ら な い 。 
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二 十 九 伏 アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル ALMuddaththir( 外 衣 を か ぶ る 者 ) 七 十 四 章 


47. 面 し て 我 等 は “審判 の 日 を 虚偽 と OI RLSIES 
みな し た る な り 、 

48. 従っ て 、 死 や ? が 我 等 に ? 襲 いか CR 
か り た り 」。 

49. され ば 、< 執 り 成 す 者 た ちの 執り 成 OA RE 


し は 、 彼 等 に 何 も 役立つ こと な か らん 。 


50. され ば 、 彼 等 は 如何 に な り し か 、 @ SE HLS 
訓 戒 より 背 を 向け た る と は ? 


*\ 


s1. さながら 彼 等 は 恐れ 戦 く 幅 己 の OK 
如く 、 
52. 獅子 より 逃げ 走る も の な り 。 rt TE 


3 百 、 彼 等 の 中 各 人 は 、 開か れ た G80 いる 3 る dk 
る 啓典 が 品 に 授け られ ん こと を 望む 


な り に HE 9 っ 
s4. 断じて 然 ら ず 、 事実 彼 等 は 来世 を LN EW 
恐れ ざる な り 。 

55. 用 心 せ よ 、 げ に こ は 偉 大 な る 訓 式 ec 
な り 。 

56. され ば 欲す る 者 は 、 そ れ を 肝 に 銘 OS EELS 
ずる べし 。 

s7. され ど 彼 等 は 忠告 に 従わ ざる べ 2 2 ご っ II 935 う っ 5 
いし PE ER 
りゃ rt 彼 こ そ は 長 る べき 御 、 証し まき © 


て 赦し 給 う 御方 な り 。 


75:33, P15:100. 20:110; 34:24、76:31: 81:30. 


"ヤキ ー ン (Yaq) と は 、 確 信 、 安 全 、 死 を 意味 する (Aqrab より )。 

” 不信 者 達 は 、 聖 預 言 者 が 天国 か ら 神 の 書 を 持っ て 来る の で な けれ ば 、 読ん だ 内 容 
を 信じ な いと 厚 か ま し く 求 め た こと が 聖 ク ルアー ン の 他所 に 書か れ て あり 、 本 文 の 言 
葉 は この こと を 指し て いる よう だ (17:94)。 

“不信 者 達 は 、 そ の 意志 を 神 の 御 意志 に 添 わせ な い 限 り 、 つ まり 、 神 の 御 意 志 を 自ら 
の 願望 に 優先 させ な い 限 り 、 聖 クル アー ン の 恩恵 に 浴 す る こと は な いで あろ う (76:31)。 
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七 十 五 章 
アル ・ キ ヤー マ Al-Qiyamah( 復 活 ) 
メッ カ 啓 放 示 
啓示 の 日 、 背 景 と 主題 
当 章 は 復活 と いう 題名 を つけ た 。 何故 な ら ば 、 も っ ぱら 復活 の こと を 取 
り 扱 っ て いる か ら で あ る 。 そ れ は メッ カ で 啓示 され た 初期 の 章 で ある こと は 
確か で ある 。 何故 な ら ば 、 メ ッ カ 啓示 の 各 章 は 特に 神 の 独 一 性 や 復活 や 天 啓 
を 扱っ て いる か ら で あ る 。 前章 の 終り に 向かっ て 、 聖 クル アー ン の 神託 を 受 
け 入 れる 人 々 は 高い 位 を 手 に し 、 偉 大 な る 民族 の 中 で 散 意 の 地位 を 享受 する 
で あろ うと 強く 言明 し て いる 。 当 章 は 、 復 活 の 主題 を 論議 する こと で 始ま り 、 
道徳 が 随 落 し 、 丈 俗 化し た 人 々 、 つ まり アラ ブ 人 の 中 に 、 聖 ク ルアー ン の 高 
尚 な る 教え 、 及 び 模 範 で ある 聖 預言 者 の 清潔 な 交わ り に 依っ て 偉大 な 道徳 革 
AN 0 前 


ES CT NP 20 ラ 2 つま ER 
人 間 の 道徳 的 復活 の 最初 の 段階 で や る こと に か けら れ て いる 。 そ し て 、 彼 等 
が 死ん で 土 に 帰っ た 時 、 如 何 に 彼 等 が 難 ら せら れる の か ? と 不信 者 た ちの 幾 
度 と な い 反 論 に 言及 し て いる 。 し か し な が ら 、 人 間 の 罪 は 決し て 罰せ られ ず 
に は いら れ な いこ と を 彼 等 は 潜在 意識 に 依っ て 知っ て いる 。 従っ て 、 人 間 の 
行為 は 清算 され る 日 が ある に 相違 な いと 当 章 は この 反論 を 論 骨 し て いる 。 次 
に 、 聖 クル アー ン の 収集 並び に その 原文 は 神 に 底 護 され る こと に つい て 、 つ 
いで な が ら 更 な る 議論 と し て 語ら れ て いる 。 す べ て の 経典 の 中 で 、 聖 クル ア 
ー ン は 復活 の 確実 性 を 強調 し て いる 。 そ し て 、 死 の 普 姜 と それ を 逃れ よう と 
する 人 間 の 強烈 な 欲望 が 簡潔 に 描か わかれ て いる 。 こ れ は 、 死 の 瞬 間 に 於 いて 人 
間 は その 行動 が 清算 され る 恐怖 の た め 、 心 が む し ば まれ る こと を 表し て いる 。 
そし て 終り に 於 いて 、 人 は 目的 も 貢 任 も な し に 創造 され た の で は な く 、 彼 は 
その 履行 の 失敗 を 清算 ざき れる で ある だ ろう と 当 意 は 不信 者 た ち に 勧告 し て い 
る 。 一 滴 の 精液 か ら 立 派 な 人 間 に な る まで の 肉体 的 発達 及び 独自 の 能力 と 才 
能 を 賑 与 され た こと は 、 人 生 と は 崇高 な 目的 の た め に 使用 する べき こと で あ 
る こと 、 そし て また 、 それ は 、 魂 が その 物理 的 仮住まい か ら 出 発する こと で 、 
終り で は な いと 、 不 信者 た ち が 反 論 で き な い 証明 を あげ て いる 
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アル ・ キ ヤー マ Al-Qiyamah( 復 活 ) 
節 数 41、 メ ッ カ 啓示 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 思 く アッ ラー の SU 
0 の アー ラー あこ こう | いり どー 
2. 用 心 せ よ "75、 わ れ は 復活 の 日 に か EC i) 
け て 玖 う 。 上 
3. 面 し て また 、 用 心 せ よ 、 わ れ は 自 O25 
足す る 絢 に か け て 響 う 17。 _ 
4 人 間 は 考え る や 、 我 等 が / 彼 の 骨 を 3 つい 当っ 5 
集め 得 ざ る こと を ? 2 
oO と 9463 
5. 否 、 我 等 は 彼 の すべ て の 指先 まで 0 レン の ョ ショ イイ ン < う は コン 
復原 する こと に 全能 な り 78。 OE OY 


di. 2623:83: 37:34; 56:48; 79:1 4-13. 
3175 > 2 
1:』 節 を 参照 。 


79 こと で の ラー(L) と は 、「 彼 ら の 壮 え て いる よう で は な い 」 と の 意味 で ある 。 異議 
に 対す る 回 答 や 、 以 前 の 発言 を 否認 する 際 に 使わ れる 場合 も ある (Lane より )。 

や 聖 ク ルアー ン は 、 人 間 の 三 つ の 精神 的 発達 段階 を 述べ て いる 。 第 一 段階 は ナ フ 
ス ・ ア ンマ ー ラ (抑制 で き な い 魂 ) と 呼ば れ 、 獣 性 が 人 を 支配 する 。 第 二 段 階 は ナ フ ス ・ 
ラッ ヴァ ー マ ( 上 自責 の 次 ) で 、 人 の 目覚 め た 良心 が 、 悪 行 を 働い た こと で 折ら を 責め 、 
自己 の 感情 や 欲望 を 規制 する 。 この 段階 に 至れ ば 、 人 間 性 が 人 の 中 で 優勢 と な る 。 こ 
れ が 人 の 道徳 的 再生 の 始ま り で 、 そ れ 故 、 こ こ に 「 審 判 」 の 証拠 と し て あげ られ て い 
る の で ある 。 も し 人 に 責任 が な く 、 死 後 自ら の 行為 の 責任 を と ら な いと すれ ば 、 な ぜ 
この よう な 罪 の 意識 に さい な まれ る の か ? 第 三 段 階 は 、 人 間 の 魂 が 最高 に 発達 し た 段 
階 で 、 ナ フス ・ ム トゥ マイ ン ナ (安心 し た 殊 ) と 呼ば れる 。 こ の 段階 に 至る と 、 人 の 魂 
は 、 特 に 過ち に 対し て 抵抗 力 を 持ち 、 そ の 創造 主 と 共 に 安らか に な る 。 

3 バナ ー ン (Banan) と は 人 の 力 を 表し て いる 。 な ぜ な ら 、 そ の 指 で 、 物 を 握 み 、 自 身 
を 防御 する か ら で あ る 。 物事 の 一 部 が 時 と し て 全体 を 表わす こと も ある の で 、 この 語 
は 人 間 の 身体 全体 を 指す の で あろ う 。 人 間 、 あ る い は 完全 に 死ん だ 状態 の 人 々 で さえ 、 
その 全能 力 を 復活 させ る 力 を 神 の み が 有 する 、 と 当 人 節 は 示し て いる 。 
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七 十 五 章 アル ・ キ ヤー マ Al-Qiyamah( 復 活 ) 


二 二 九 全 


6. 実際 、 人 間 は 彼 の 御前 で 罪 を 犯さ 
ん と 欲す 。 

7. 彼 は “問う 、「 復 活 の 日 は 何時 な る 
べし ?」 と 。 

8. され ば 、 目 が くら お その 時 、 


9. 面 し て 、 月 が 館 け られ る べし 、 


10. また 、 太 陽 と 月 が 一 緒 に され る 

な り SL 

1. その 日 に 及 ん で 、 人 間 は 云わ ん 、 

「 何 処 へ 2 の の が れる べき や ?」 と 。 

12. 用 心 せ よ 、 如 何 な る 避難 所 も な か 

る べし 。 

13. その 日 梁 の 主 の 御 許 の 安息 所 

な り 。 

AG RD 
D、 並び に 己 が 後に 遺し た る も の に つ 

CC げ ら れん 80 

15. 事実 、 人 間 は 己 1 自身 に 対し て 啓発 

する 者 な り 、 

16. た と え 彼 、 い ろ い ろ と 弁解 し よう 

と も 。 


OI AN 3 


メレ < シセ ンー ラン ニー コーン 
OR ONTD 


978:2: 79:43, 280:33. 


3179「 太 陽 と 月 が 一 緒 に され る 」 と いう 言葉 
示し て いる よう だ 。 ある い は 、 月 は アラ ブ 諸 還 


は 、 i こ a 


i 
の 言葉 が 異常 な 自然 現 祭 を 表し て いる た め ハ ディ ー ス に よれ ば 、 ラマ ダー ン の 月 、 約 


東 さ れ た メシ ア ( マ フ デ ィ ー) の 時 に 起こ る こ 
と も 言え る (バイ ハ キ ー よ り )。 不思議 な こと に 、1894 年 の ラマ ダー ン 
アフ マデ ィ ア 運動 の 創始 者 は 、 


月 食 が 同時 に 起こ っ た が 、 こ の 時 、 既 に 、 


と に な っ て いた 月 食 と 日 食 を 】 


抽 し て いる 
に 、 日 食 と 


され た 救世 主 マ ブフ ディ ー で ある と 断言 し て いた 。 
3180 この 言葉 は 次 の こと を 意味 する 。 人 が 、 犯 すべ き で は な い の に 犯し て し まっ た 悪行 、 
そし て 、 な すべ き で あり な が ら な さなか っ た 善行 。 つ まり 、 不作 閣 の 罪 と 作為 の 罪 。 
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目 ら が 約束 


二 十 九 人 巻 アル ・ キ ヤー マ AI-Qiyamah( 復 活 ) 七 十 五 章 


17. 波 、 こ の (クル アー ン を ) 読 韻 す る Ba EL SIY 
際 に 己 が 舌 を 急ぎ 動か す な か れ 、 激 が ON 
それ を 早く 記憶 せん が た め に 。 

18. ? げ ば に 之 を 集め る こと 、 ま た その も 458.24252CEAI 
読 閣 は 、 我 等 に 課せ られ た り 9181. 

19. され ば 、 我 等 之 を 読 衣 す る 時 、 溢 ET 
その 読 語 に 従え 。 a 

20. 然 る 後 、 之 を 解き あか すこ と も 、 OSCE 6 は 
確か に 我 等 に 課せ られ た り 。 

21. 用 心 せよ 、 事 実 ? お 前 達 は 現世 を OVI ORE EY 
愛し 、 : 

22. 面 し て 、 来 世 を お ろ そ か に する の 5290030355 
な り 。 

23. < その 日 、 或 る 顔 は 竹 き 、 0 2 3 
24. 己 が 主 を 仰ぎ 見 ん 192。 SE 
初め て 聖 ク ルアー ン の 一 部 が 聖 預 言 者 に 啓示 され た 時 、 それ を 忘れ て は な ら な い 


と 案じ て 、 彼 は 急い で それ を 復唱 し よう と し た 、 と ブ ハ ー リ ー は 言っ て いる 。 前節 で 、 
あわ て て 、 繰り 返 を うと する の は よく な いと され て いる 。 神 の 啓示 は 消え る も の で は 
な い の で 、 落 ち つ いて 正確 に 受け と られ ね ば な ら な い 。 そ れ は 、 後 の 三節 に 述べ られ 
て ある よう に 、 神 の 御 計画 が 聖 ク ルアー ン の 聖 名 に 手 が 加え られ る の を 避け る だ け で 
な く 、 そ れ が 詩 り の な い 聖 典 と し て 集大成 され (Tntroduction to the Study of the Holy 
Quran を 参照 )、 そ の お 告げ が 全 世 界 へ 伝え られ る の を 確か め る こと に あっ た か ら で あ 
る (15:10)。 又 、 前 節 が 不信 者 処罰 の 日 に 触れ て いる の で 、 聖 預言 者 は 、 約 束 の 宮 に 関 
する 啓示 が 間もなく 下さ れる と 、 当然 案じ て いた こと を 当 節 は 示し て いる よう で も あ 
る 。 いつ 適切 な 啓示 が 下さ れ 、 員 が どの よう な 形 を と る か は 、 神 が お 決め に な る こと 
で 、 了 玉 預 言 者 が その こと で 案 す る 必要 は な く 、 又 、 聖 ク ルアー ン が 集大成 され 、 全 世 
界 の 人 々 に 読ま れ 、 明らか に され な けれ ば な ら な いと 聖 預言 者 は 此処 で 告げ られ て い 
る 。 本文 の 意味 の 他 、 当 人 節 は 次 の 解釈 も な され る 。「 あ な た の 口 を 通し て 聖 ク ルアー 
ン の 啓示 を 明らか に する の が 、 我 々 の 仕 務 だ 」 0 レー フル ・ マ アー ニー より )。 これ は 、 
表 ク ルアー ン に 次 ぎ 、 聖 預 言 者 の 慣例 が 、 確か な 導き 手段 と し て 、 犯 すべ か ら ざ る も 
の で あり 、 必 要 不 可 欠 で ある と 強調 する も の で ある 。 

192 高潔 な る 信者 は 、 そ の 善行 が 報 わ れる こと を 期待 し て 、 神 の 方 を 向く で あろ う 。 
ある い は 、 彼 等 は 、 神 を 見 る 特別 な 心眼 を 与え られ る で あろ う 。 神 の 御 姿 は 、 現世 の 
衣 を 脱ぎ 捨て た 、 人 の 魂 に 示さ れる 神 の 特別 な 明示 で ある 。 
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七 十 五 章 アル ・ キ ヤー マ Al-Qiyamah( 復 活 ) 二 二 九谷 


eg た 三 る 顔 コ 陰気 る ター し て < く 25 ダ ッ メ ラー 
25. “また 或 る 顔 は 、 そ の 日 、 陰 気 な り 、 3 は 486 叶う 9 
26. 彼 等 は 自分 が 、 背 骨 を 砕く 程 182 GE 
に 扱わ れる こと を 確信 せん 。 
27. 用 心 せ よ !? 魂 が 喉元 まで の ぼり SU RA 
来る その 時 、 
28. 耐 し て 壇 わ れん 、「 誰 が 呆 師 な OD SS 
りや ?」 3184 と 。 
29. され ば 彼 は 思う な り 、 つま りこ れ OLS 
は 離別 (の 時 ) な り と 、 
30. 耐 し て 脚 は 脚 と か ら み 合う 385 OC OA 
な り 。 | 
1 
31. 激 の 主 の 御 許 へ の み 、 そ の 日 、 駅 G ELS | 
り 立 て られ る な り 。 
8 の ベイン ラミン 
32. され ば 彼 、 真理 を 受入 れず 9、 OY GLSYS 
耐 し て < 礼拝 を 捧げ ざり し な り 。 
33. 7 然るに 、 彼 は 虚偽 と みな し 、 ま ER 
PS 
た 背 を 向け た り 、 


268:44: 80:41: 88:3-4. 256:84. で 74:44. 74:47. 


や アラ ブ で は 、 フ ァ カ ラ ト フ ブッダ ー ヒ ヤ ト (Faqarat-hud-Dahiyatun) と いう 表現 が ある 。 
即ち 、 災 害 は その 人 の 権 崩 を 破壊 し た (Lane より )。 

や 当館 は 次 の こと を 意味 する 。 (1) 死 に 行く 者 の 魂 と 共に 昇り 、 彼 を 天国 へ 連れ て 行 
く の は 慈悲 の 天使 で あり 、 彼 を 地獄 へ 引き ずり 落す の は 、 罰 の 天使 な の か ? (2) 近 付く 
死 を 避け 、 治 死 の 者 か ら a し み を 取り 除く 魔術 師 は どこ に いる の だ ? 

や サー ク (Sag) と は 、 文字通り すね を 意味 し 、 比 職 的 に 災害 や 苦痛 を 意味 する 。 注 
2177 も 参照 … つ の 苦悩 が 、 死 に 対す る も うつ の 苦悩 に 加え られ る で あろ う 。 近 
親 着 を 後に 残す 苦し み が 、 死 と 、 来世 で 不信 者 を 待ち 受け る 罪 の 苦し み に 加 えら れる 
で あろ う 。 当 人 節 は 以上 の こと を 示し て いる 。 

や サッ ダ カ (Saddaqa) と は 正しい 信仰 を 、 そ し て サッ ラー(Salla) と は 善行 を 表し 、 両 
著 は イス ラム の 基本 方 針 で ある 。 礼拝 は イ バ ー ダ dbadah) の 真 仙 で あり 、 完 全 な る 服 
従 と 、 自 ら の 行動 を 神 の 法 に 従 む せる こと で ある 。 よ っ て 、 当 人 節 で は 、 不 信者 は 心 と 
体 の 両方 が 神 に 逆らっ て いる こと を 示し て いる 
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二 十 九 巻 アル ・ キ ヤー マ AI-Qiyamah( 復 活 ) 七 十 五 章 


34. 然 る 後 、 彼 は 己 が 一 族 の と ころ へ SA 
令 然 と し て 行き た り 。 

35.「 泊 に 破滅 あれ ! また 破滅 あれ ! EE 
36. 更に 激 に 破滅 あれ ! そし て また SRA 


破滅 あれ 1 
37. 人 間 は 、 自 分 が 勝手 放題 に 放任 せっ ある e328 5GCNI 
られ る と 思う や ?3188 5 


38. < 彼 は 、 入 れ し め られ た る 一 滴 の OI TF 
精液 に 非 ざ り し か ? 「 の 
39. ? 然 る 後 、 そ れ が 吸い つく 塊 と な De EE OE 


り た り 。 され ば 、 彼 が 之 を 形 作 り 、 状 
る 後 (それ を 完成 せり 。 - 
40. “され ば 、 彼 は その 中 か ら 対 な る 男 Sc 
と 女 を 創り た り 。 0 
41. 彼 は 、“ 死 者 を 生き 返ら すこ と に と お 3566OuAgOas の 
全能 に な ら ざ る や 279199 
8:38: 36:78: 80:20. 623:15: 40:68: 96:3、 92:4. 17:51-52: 36:80: 46:34. 
297「 液 に 破滅 あれ 」 と いう 昔 葉 の 繰り 返し は 、 現 世 及 び 来 世に お ける 精神 的 苦悩 と 
肉体 に 科せ られ る 六 を 示し て いる 。 又 、 こ の 言葉 は 、 強 調 の 意味 で 使わ れ て いる 。 
398 神 は 、 微 々 た る も の 、 す な わ ち 精子 か ら 人 を お 作り に な り 、 彼 を 神 の 全 創 造物 の 
か な め と する た め に 、 こ の よう に 大 きい 力 と 能力 を 彼 に 授け た 。 も し 、 そ の 後 、 彼 が 
食べ 、 飲 み 、 楽 し せ が ま ま に し て お か れ た と し た ら 、 そ れ は 神 の 栄 知 と 矛盾 する 。 
9 さ 程 に も 小さ きも の か ら 人 間 を お 作り に な っ た 神 は 、 彼 が 死に 、 砕 けた 骨 と ちり 
に な る 時 、 終 り の 無い 精神 的 向上 の た め 彼 に 新た な 生命 を 授け る 力 を 持た れる 。 
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アッ ダフ ル Ad-Dahr( 時 期 ) 
メ ッ カ 啓示 


に 日 、 背景 と 主題 

に に 当 章 は 前 章 と 同様 、 メ ッ カ 時 代 の 初期 の 啓示 で ある 。 そ れ は アル ・ イ ン 
サー ヌ ( 人 間 ) と も 呼ば れる 。 前章 の 後半 で は 、 わ ず か な 液体 か ら 人 を 創造 し 、 
そし て 成長 し た 人 間 に な る まで に 、 大 き な 自 然 の 力 が 加え られ て いる こと は 、 
人 生 に は 仕え る べき 神聖 な る 目的 が あり 、 ま た 、 一 滴 の 精液 か ら 人 間 を 創造 
し た 偉大 な る 神 は 、 人 間 の 死後 新た な る 生命 を 彼 に 与え る 力 が ある と いう 
回 避 不 可能 な る 推論 に 導 か れる 。 当 音 は 同じ テー マ の 延長 か ら な る 。 す な わ 
ち 、 人 間 は 精神 的 に 偉大 な る 地位 を 得る た め に すばらし い 自 然 な 才能 が 与 
され て いる 。 当 章 の 開 扉 の 館 で は 、 人 間 の 勤 細 な 始ま り 、 つ まり 、 そ の 理由 
と 理解 力 を 役 に 駆 与 し た 、 す な わ ち 神 の 預言 者 た ちの 稔 導 に 従っ て 、 人 は 限 
りな く 精 神 的 向上 を 得る こと が 出来 、 人 生 の 月 的 を 達成 する よう に な れる と 
いう こと に 気づか せ て いる 。 然し な が ら 、 人 間 を 神 の 方 へ 導く た め に 使徒 が 
現れ る と 或 る 人 々 は 神託 を 拒否 し 神 の 色 り を か い 、 一 方 他 の 壮 い な 人 々 は そ 
の 神託 を 受け 入れ 、 神 の 祝福 を 得る 。 そ し て 当 章 は 、 誠 実 な 信者 達 が 現世 と 
来世 で 戴く 神 の 恩 鐘 を 美しく 描写 し て いる 。 そし て 又 、 神 託 を 拒否 し た 結果 、 
不信 者 達 が 、 現 世 と 来世 で 与え られ る 懲 凡 の こと に も 簡単 に 言及 し て いる 。 
人 へ 間 還 あ SC の 出向 人 の の で の る 人 代 で SO655 神 は 台 ク ルアー ン を 啓示 
し た が 、 自 分 の 意 [ 思 を 神 の 御 旨 に 従わ せな けれ ば 人 間 は それ よ り 何 の 利益 も 
oa いう 適切 な 判断 で 当 章 は 終わ る 。 
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SIR 


1. “慈悲 深く 、 恵み 遍 く ア 
御名 に お MC 

2. 人 間 に は 、 彼 が "言う ほど の 価値 が 
な いも の な り し 時 期 の 期間 が 来 た る 
な りや ? 


3. “げに 我 等 は 、 混 合 し た る 精液 1 
ら 人 間 を 創り た り 、 我 等 は それ を さ 
まさ ざま な 形 に 経過 せしめ る な り 。 され 
ば 、 我 等 は 、 彼 を 聴く 者 (且つ ) 見 る 者 
と な せり 。 

4. 9 げに 我 等 は 彼 を 正道 に 導き た り 
( 彼 ) 感 許す る 者 と な る か 、 そ れ ど と も 思 
を 忘れ る 者 と な る か に も か か わら ず 。 

5. “げに 我 等 は 不信 者 ども の た め に 、 
さま ざま な 鎖 と 、 顎 人 と 、 燃 え 研 る 
業火 と を 用 意 せ り oo 


ラー の 


6. され ど 義 し い 人 々 は 確か に 、 様 脳 


Ww Fs 


RU SE Be OY EIS 
OF 2 
人 


プン 


ン 


OE A 
CR 人 UE る 


< ミン 2 ン ラメ タン タン ン と で 
oO ee、 り 2o% っ 55 


Al}. O19:68. C18:38; 35:12: 36:78: 40:68: 80:20, 990:」1. “18:103: 29:69: 33:9: 48:14. 


や 人間 は 精子 か ら 仙 られ る が 、 精 子 自 体 は 幾つ か の も の の 混合 
能力 、 特 性 を 授け られ た こと を 示す も の で あ 


精神 的 向上 の た め 、 人 間 が 様々 な 力 、 
る 。 こ の 過程 は 、 人 間 誕 生 の 一 
られ な い 。 


般 原 則 の み を 指し て いる の で あり 、 


体 で あり 、 こ れ は 、 


他 に は 当て は め 


"人 の 行為 は 全て 、 対 応 する 神 の 行為 に 伴わ れる 。 不 信者 の 俗 事 の も つれ は 、 来世 
に 於 いて 鎖 の 形 と な る 。 現 世 の 心 配 は 鉄製 の 様 となり 、 強 欲 、 肉 欲 は 地獄 の 炎 と な る 。 


注 3116 も 参照 の こと 。 
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を っ っ ショ を 
を 混ぜ た 器 か ら 飲 むべ し 92、 613》5 Ro 
7. (つま り ) ア ッ ラー の 全 等 が 飲 な むべ の 8 be GG ON Ec 
し 泉 "(か ら )。 彼 等 は それ を こん こ 本 
ん と 洒 き 出さ し めん 。 Oe 
8. 彼 等 は ( 己 が ) 約 約 を 果たし 99、 6 0 ピ S06 300283 


面 し て その 災厄 が 広がる 日 を 恐れ る Re 
な り 。 © Laila 
9." 曽 し て 彼 等 は 食物 を 、 その 欲望 が Sl る E05 
ある の に 394、 貧し き 者 や 孤児 や 捕虜 


に 食 さ せる な り 。 DD ンー つう 
10. 「 我 等 は た だ アッ ラー の 満 憶 の た も あさ ざ 間 な 2 っ 人 記 お) 


め あ な た が た に 食 さ せる な り 。 我 等 は の 
あな た が た に 如何 な る 報酬 も 感謝 も OB SY 5 る 
求め ず 。 


290:13-17. 


し て いる 。 は っ か の 香る 飲み 物 を 飲む こと は 、 和 肉欲 を 静め る 効果 が ある 、 と 当 節 は 示 
し て いる 。 高潔 な 信者 の 心から は 、 不純 な 思い は 全て 洗い 流さ れ 、 彼 等 は 深い 神 の 知 
識 に 静め られ る で あろ う 。 

高潔 な 信者 は 、 苦 労 し て 掘り 出し た 泉 で 満た され た 器 で 飲む で あろ う 。 これが 
タフ ジー ル と いう 語 の 意味 する と ころ で ある 。 彼 等 が 現世 で な し た 行い は 、 来世 で 泉 
の 形 と な っ て 現れ る 。 

これ は 、 精 神 的 発達 の 第 一 段階 で や り 、 人 間 は 抑制 し その 悪 の 性 癖 に 歯止め を か け 
な けれ ば 、 魂 を 向上 させ る こと が で き な い た め 、 信者 は 懸命 の た ゆま ぬ 努 力 を 求め ら 
れ て いる 。 当 人 節 の 「 泉 」 と は 、 神 の 愛 と 悟り の 泉 で ある 。 

3193 上 約 約 を 果たし 」 は 、 人 間 の 神 に 対す る 義務 か ら の 解放 を 表し て いる 。 人 の 同胞 
へ の 義務 は 、 次 節 に 述べ られ て いる 。 

24 当 節 は 次 の こと を 示し て いる 。(1) 高 深 な る 信者 は 神 を 敬愛 し て いる の で 、 神 に 喜ば 
れる よう に 、 貧 し き 者 や 捕虜 を 養う 。②) 彼 等 は 自ら を 向上 させ る た め に 、 貧 し き 者 を 養 
う 。 つ まり 、 彼 等 は 、 そ の 行為 の 見 返り を 求め ず し て 善行 を な す た め に 、 貧 し き 者 を 養 
う の で ある 。(3 役 等 自身 、 自 分 に 費やす 分 を 抑え て 、 貧 し き 者 の た め に 金銭 を 費やし 、 
彼 等 を 養う 。④ 「 食 物 」 ( タ ア ー ム ) は 「 健 康 に 良く 、 好 み に 合 っ た 」 を 意味 する の で 、 
彼 等 が 、 貧 し き 者 に 、 身 体 に 良く その 好み 通り の 食事 を 提供 し た こと に な る (Lane より )。 
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11. げに 我 等 は 、 己 が 主 よ り の 不 機 嬢 と る 3 CCS GC 
な 苦難 な る 95 日 を 恐れ る 」。 . 


12。 され ば アッ ラー は その 日 の 條 厄 4 委 3r23 6 人 | 2482 
か ら 彼 等 を 護り 、 耐 し て 人 快活 と 幸福 と 2 
を 彼 等 に 与え た り 。 Et 


13. < 彼 は また 楽園 と 組 と を 以 て 、 役 ⑧| 人 5 こす 3 に 202 し よる 3 
等 に その 耐え 忍び し 故に 報い た 9。 

14. ? 彼 等 は そこ で 楊 床 の 上 に 先 れ SuYI こう と ts みっ 
ん 。 そ の 中 で 彼 等 は 、 暑 熱 も 、“ ま た i 

酷 守 も 知ら ず 。 6 る VLSG9635Y 


1$ また その 陰 は 役 等 の 上 に 科 い か LE も 62 E53 
ぶさ り 、 面 し て その 上 果実 は 完全 に 垂れ 


下げ し め ら れん 。 Cp RY 
16. また 、 銀 の 器 が 彼 等 の 間 に 巡 され 話 3028 で 8 2 gE US 5 
ん 、 面 し て ガラ ス の 高音 も また 然 り 。 さ で EE 

* も @⑨ う っ 15 こう PIE 
17. 銀 に て 作ら れ た る ガラ ス な り 。 役 1 Rk 
等 は それ ら を うま く 釣り 合せ た る 第 。 YODaa お はめ 329O2lsJ58 


18. 彼 等 は その 中 で 、 生 姜 を 混ぜ た る LUI OP RE 3 
奏で 飲ま せら れん "9%、 8 


22:24. 818:32: 36:57, 83:24. “20:120. 43:72. 


98 ャ ウム ン ・ ア ブー スン (Yaumun Abnsun) と は 、 悲惨 で 痛ま し い 日 、 あ る い は 人 を 電 
惨 な 目 に あわ せる 日 を 意味 する 。 また ヤ ウ ム ン ・ カ ムタ リー ルン (Yaumun Qamtarirun) 
と は 、 林 惨 で 痛ま し い 日 、 あ る い は 人 が 眉 を し か め 、 目 と 目 の 間 の 皮膚 を よせ る 日 で 
ある と 意味 する (Lane より )。 

や 。 ザ ナ ー( の ぼる ) と ジャ バル Qaba= 山 ) の 合成 で ある ザン ジャ ビー ル (ZanjabiD) と い 
う 語 は 、 彼 は 山 を 登っ た こと を 意味 する 。 ザン ジャ ビー ル 又 は 生姜 は 、 体 の 自然 体温 
を 促進 す る 。 それは 弱い 人 の 体 に 力 を 生じ させ 、 険 し い 山 に 登れ る ほど 体 を 暖め る 。 
カー フー ル ( 様 脳 ) と ザン ジャ ビー ル ( 生 姜 ) が 述べ られ て いる この 二 節 は 、 二 つの 段階 
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19. その 中 で 、 サ ル サ ビ ー ル と 呼ば れ eR 2 と sic 

る 泉 あ らん "7。 

20. “ 永 志 な る 理 Rh 0 SI» ele 333 
5 っ る る を 2 くぅ レン ラー タ る 2 

彼 等 を i a Dl} 


A FC プー イン ( イ 」 ン 
i 
OSKG 5 


22. 彼 等 の 身の上 に 絹 や ヶ 鍋 の 緑 衣 あ つ > て ES 
り て 、 彼 * 等 は " 銀 の 腕 環 も て 飾ら れん 。 2 
面 し て 彼 等 の 主 は 準 き 飲物 を 彼 等 に っ 2 に だ お 、 す だ っ ) 3 
を の 


< ビデ 3199 => 0 a いあ 
飲ま せん o の 5 %55 け る お ん みっ 9 2 し つろ 9 


レノ 


21. また 液 観察 す eR 至福 と 偉大 な ク 
る 王国 を そこ て っ a EE 


う 
の 2 アス 


932:25 6:18. P18:32; 44:54. ぐ 18:32: 22:24; 35:34. 


へ の 注意 を 喚起 し て いる 。 感情 の 奴隷 の 低い 地位 か ら 、 徳 の 最高 位 へ と 精神 的 向上 を 
果たす た め に は 、 信者 は この 段階 を 経 ね ば な ら な い 。 有害 な こと が 廃 さ れ 、 感情 の 渦 
が 静め られ る 第 一 段階 は カー フー ル ( 樺 脳 ) の 段階 と 名 付け られ て いる 。 そ れ は 、 樹 脳 
が 感情 の 強い 力 を 抑え る 効力 を 持つ の と 同様 に 、 こ の 段階 で は 、 た だ 有害 な こと が 抑 
えら れる だ け だ か ら で あ る 。 し か し 、 ザ ンジ ャ ビー ル ( 生 姜 ) の 段階 と 呼ば れる 第 二 段 
階 に お いて は 、 あら ゆる 困難 区 服 に 必要 な 精神 力 が 獲得 され る 。 精神 構造 に 強壮 剤 の 
効果 が ある 精神 的 生姜 は 、 魂 に 栄養 を 与え る 神 の 美 と 栄光 の 現れ で ある 。 この 明示 に 
力 付 けら れ た 精神 的 な 旅人 は 、 そ の 精神 的 旅 の 途上 に 出くわし た 、 荒 演 と し た 砂漠 を 
横切る こと も 、 険 し い 山 を 人 巻 る こと も で きる の で ある 。 

や "「 サ ル サ ビ ー ル 」 と いう の は 「 道 を 尋ね る 」 と いう 意味 で ある 。 ザ ンジ ャ ビー ル 
の 段階 で は 、 精神 的 な 旅人 は 神 の 愛 に 酔い し れる た め 、 神 に お 会 いし た いと いう 尊大 
な 願い の 中 で 、 神 の 入口 へ 如何 に すれ ば 早く 近付け る か と 、 あちこち で 会 う 人 毎 に 碧 
ね まわ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 

2 高潔 な る 信者 が 来世 に 約束 され た 精神 的 な 王国 に 加え て 、 聖 預言 者 の 仲間 達 は 、 
現世 で 、 当 時 の 大 滴 国 の 支配 権 を 与え られ た 。 

3 精神 的 な 旅 の カー ブー ル ( 樺 脳 ) の 段階 で 、 神 に 夢中 に な っ た 旅人 は 、 神 の 愛 の ワ 
イン を 飲み た が る と 記さ れ て いる が ( 当 草 6 節 )、 ザ ンジ ャ ビー ル の 段階 に な れ ば 、 彼 
は 他人 か ら 元 気づけ る 飲み 物 が 与え られ (18 節 )、 最後 の サル サビ ー ル の 段階 に 至れ ば 、 
神 御 自身 が 永遠 の 命 の 秘薬 を 彼 に 授け られ る 。 これ は 、 この 三種 の 飲料 の 重要 な 格付 
け と な る 。 樺 脳 は 冷や し 、 生 姜 は 暖め る 効果 が あり 、 サル サビ ー ル は 自ずと 定め られ 
た 針路 を 進み 続け る こと を 意味 する 。 第 一 の 飲料 は 、 樺 脳 で 加減 され て お り 、 感情 を 
静め る の に 役立つ 。 生姜 を 加味 し た 第 二 の 飲 料 は 、 正 義 を 求め る 気持 ち を 起こ させ る 。 
そし て サル サビ ー ル の 段階 に 至れ ば 、 信 者 は 自ずと 正義 の 道 を 行く の で ある 。 
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23.「? こ れこ そ は 、 誠に お 前 達 へ の 報 4K242OP5 外 5< 963A8) 
奨 な り 。 面 し て お 前 達 の 努力 は 次 納 せ き A 
られ る べし 」。 ⑤D か こう 
二 項 

24. げに 我 等 こ そ は 、 立 浜 に 段階 お i 8 ーー 2 

| BMCSK HI 
っ て クル アー ン を 液 に 降 し た り "9。 ISSO 2 
25. され ば 汐 、 己 が 主 の 命 に (従う た SY I みっ 
め ) 哨 忍 不 抜 せよ 。 商 し て 、 彼 等 の 中 の 


俳人 や 忘 峰 な る 者 に 従う な か れ OE CS 
NE と RR ンド 
を 唱 念 し 内 れ 。 


27. < また 、 夜 の 一 部 に 於 いて 彼 の 御前 Me CGA E25 
に 叩 頭 し 、 面 し て 長き 夜 に 彼 を 讃 美 し 2 < 
A pt 
" 


28. 7 げに これ 等 の 者 ども は 現世 を 愛 © 3 る 3 7 人 
し 、 彼 等 の 背後 の 重大 な 日 を 閑 却 す 。 


29. 我 等 こそ は 彼 等 を 創り 、 面 し て 彼 時 IP 


等 の 四股 五体 を 聖 生 な らし め た り 。 さ EK 
れ ば 我 等 が 欲す る 時 、* 我 等 は 彼 等 の だ の すぐ J1C71 IAKOCSE 
次 形 を 完全 に 変形 し 得る な り “91。 

932:18: 4373. 23:42: 48:10. “17:80; 50:41; 32:30. d}7:19. “56:62. 


3209 聖 ク ルアー ン は 徐々 に 啓示 され た 。 そ の 啓示 は 23 年 に も 及 ん だ 。 こ の ゆる や か 
な 過程 に は 二 つ の 目的 が あっ た 。 そ れ は 、 信者 が 聖 ク ルアー ン を 学び 、 覚え 、 自分 の 
も の に し 、 その 教義 に 従い 彼 等 の 生活 を 作り あげ る 助け と な っ た 。 この 清 進 的 な 過程 
は 又 、 状況 の 変化 に より 増し て 行く 必要 に 応じ る た めで あり 、 更 に は 、 そ の 間 に 、 初 
期 に 聖 タ クル アー ン に 記さ れ た 預 党 の 成就 を 目撃 する 機会 が イス ラム 教徒 に 与え られ 
る た め 、 彼 等 の 信仰 が 強め られ る こと を 意図 し て いた 。 聖 ク ルアー ン の この 潤 進 的 な 
惑 示 は 又 、 次 の 聖書 の 預言 を 成就 し た 。『 戒 め に 式 め 、 規則 に 規則 、 どこ と に 少し あ 
そこ に 少し 。 誠 に 主 は 、 も つれ た 舌 で 、 外 国 の 言葉 で 、 こ の 民 に 語ら れる 』 (イザ ヤ 
書 28:10)。 

。 神 は 、 向 上 し 、 そ の 身 に 神 の 属性 を 表す に 最も 適し た よう に 、 人 間 を お 創り に な 
られ た (95:$)。 それ 逆 、 も し 不信 者 が 聖 ク ルアー ン 教 義 の 思 恵 に 浴 す る こと を 拒 め ば 、 
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七 十 六 章 アデ アッ ダフ ル Ad-Dahr( 時 期 ) ー 十 九 巻 


30.“ げ に こ は 訓 成 な り 。 さ れ ば 欲す SL 6 ちち うら 4 入る 
る 者 は 己 が 主 へ の 道 を 採る べし 。 on 
OW Sd 


レ ュ アン 


31. 5 され ば アッ ラー 欲す に 非 ず は 、 お 前 2181 "人 LO1 VO G3 
達 は 何 も の も 望み 得 ざ る べし 。 げ に アッ 


を \ 


ラー は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし ます 。 ORSS AEE 


32. " 彼 は 、 そ の 慈 韻 9 に 己 が 谷 す M3 
る 者 “9 を 入ら し め る な り 。 さ れ ど 、 。 2 5 
不義 者 ども に つい て は 、 彼 は 役 等 の た を OS 
め に 痛ま し い 南 苦 を 用 意 せり 。 


3:20: 74:55; 80:12. 18:25: 74:57; 81:30. <48:26. 


彼 等 は 他 の 人 々 に 取っ て 代 ら れる で あろ う 。 

3292 本 文中 の 意味 の 外 、 当 節 は 次 の こと を 示す 。 (1) 神 の も と へ 向い 、 神 の 恵み を 授け 
られ た いと いう あな た 方 の 意志 を 実行 に 移す こと が 、 神 の 御 意志 で ある 。 (2②) も し 神 の 
御 意志 に 沿わ な けれ ば 、 あな た 方 は 神 の も と へ 向う こと は で き な い 。 (3) あ な た 方 の 意 
志 よ り 神 の 御 意志 を 優先 させ る べき だ が 、 あ な た 方 は それ を し な か っ た よう だ 。 
3203 神 の 戒律 に 従い 、 神 の 恩恵 に 浴 し た いと 自ら 願う 者 に 、 神 は 恩恵 を 授け られ る 、 
と 当 節 は 示し て も いる よう だ 。 
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ーー 
世 十 七草 
アル ・ ム ル サ ラ ー ト Al-Mursalat( 送 られ た る も の ) 
メッ カ 啓 示 
族 示 の 日 と 背景 

ノル デ ケ と ミユ ー ア は 、 当 章 の 啓示 は 恐らく 便 徒 を 拝 名 し て 4 年 目 だ と 
断定 し て いる 。 他 の 初期 の メッ カ 啓 示 の 章 と 同じ く 、 当 章 も 復活 の 主題 を 取 
り 扱っ て いる 。 そ し て 、 そ れ を 支持 する 議論 と し て 、 聖 預言 者 た ち に よっ て 
その 信者 達 に 生じ させ る 偉大 な 精神 的 革命 を 引用 し (提供 し ) て いる 。 特 に 悪化 
衰退 し た アラ ブ 諸 国民 の 生活 に 聖 預 言 者 が も た らし た 道徳 上 の 驚く べき 素 晴 
らし い 曹 命 の こと を 。 当 章 で は 、 李 言 者 た ちの 出現 を 悪人 と 善人 達 が 分 けら 
れる 審判 の 日 と 比較 され て いる 。 又 は 、 穀 粒 が 疹 殻 か ら ふ る い 分 けら れる と 
いう 美しい 比 職 を し て いる 。 審判 の 日 に 有罪 の 者 は 罰せ られ 、 正義 者 ( 導 行 者) 
は 自分 の 善行 の 報酬 を 受け る 。 当 章 は 懲罰 の 十分 且つ 適切 な 叙述 を 与え る 。 
すなわち 神 の 控 に 反抗 し 、 妨 害し た 者 達 に 割り 当て られ る 来世 に 於 ける 懲罰 
は 彼 等 の 悪行 に 相当 する こと に 言及 し て いる 。 そ し て 、 神 の 控 に 従っ て 生活 
と 品行 を 行っ た 人 々 が 授かる 神 の 祝福 と 天国 の 恩恵 を 記述 し て いる 。 復活 の 
教義 の 支持 に 於 いて 、 当 章 は 、 一 滴 の 精液 が 完成 され た 人 間 に な る まで の 成 
長 及 び 偉 大 な る 自然 な 力 が 授け られ 、 そ れ 自身 が 創造 の 奇跡 で や る こと を そ 
れ と な く 言 っ て いる 。 当 章 は 終り で 、 不 信者 た ち が 経 典 の 聖 クル アー ン を 拒 

絶 し た こと を 、 擁 護 で き な いと 痛感 させ る 。 
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アル ・ ム ル サ ラ ー ト AlLMursalat( 送 られ た る も の ) 
節 数 51、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の OO MO 
御名 に お いて 。 < 
2. 次 々 に 送ら れ た る も の 9 に ( 約 OE 
て >) 
3. また 、 非 常に 快速 な る も の に ( 約 EG 
a 4 人 
4. 耐 し て 、 最 善 を 尽く し た る 普及 を STENEUE 
か 計 の どう 9 
以 て 、( 神 託 を ) 普 及 す る も の に ( 約 
i 
5. また 、 ( 普 悪 を ) 完 全 に 区 別 す る も の OE IE 
3207 }~ 絆 
て ( 箸 て )。 

宮 A か け 2 っ ーッ ン 
6. また 、 訓 成 を 投 ぜ る も の に (次 て )、 CE EA 
7. お 諭し と し て 、 ま た は 警告 と し て Se 
3208 


1. 


3204 当 節 及び 次 の 四 節 に 述べ られ て いる も の は 、 そ の 働き 、 存 在 の 如何 を 問わ ず 、 風 、 
天 便 、 神 の 使者 た ち 及 びそ の 弟子 た ち を 、 特に 聖 預言 者 の 弟子 た ち を 語る た め に 、 さ 
ま ざ ま な 典拠 に より 取上げ られ て 来 た 。 聖 預言 者 の 仲間 に 関し て 言え ば 、 彼 等 は 初め 、 
ゆる や か に イス ラム 教義 を 広め る 、 と 当館 は 示し て いる の だ ろう 。 

伝道 に 伴う 初期 の 困難 が 克服 され た 後 、 聖 預言 者 の 仲間 達 は 、 よ り 速 く 歩 を 進め 、 
精力 的 に イス ラム の お 告げ を 伝え る で あろ う 。 ある い は 、 聖 クル アー ン の 教義 に 支え 
られ 、 折 れ た わら が 風 に 吹き 飛ば され る よう に 、 彼 等 は 、 そ の 前 に 立ち は だ か る 偽り 
や 悪 の 勢力 を 追い 散ら す 、 と 当 節 は 意味 する と いえ る 。 

3208 彼 等 は 、 神 の お 告げ を 誉め 称え 、 錦 か か な た へ 広め る 。 又 は 、 癌 の 種子 を 到 る 所 
に まく 。 

7 型 ク ルアー ン の お 告げ の 普及 に 伴い 、 真実 は 虚偽 と 、 善 な る 者 は 悪 な る 者 と 区 別 
され る で あろ う 。 


2208 役 等 が 伝え 、 託さ れ た 任務 を 完全 に 果たし た こと を 事実 は 証明 する で あろ う 、 と 
当 節 は 示し て いる 。 
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二 十 九 人 アル ・ ム ル サ ラ ー ト Al-MursalatG 送 られ た る も の ) ヒ 十 七 章 


8.? げ に お 前 達 が 約束 され た る こと OI OE 
は 、 必 ず 起 る も の な り 。 

9. ? さ れ ば 、 星 々 が (その 光り を ) 消 さ EE 
れる 時 の 、 

10. また 、 天 に (諸々 の ) 礼 が あけ られ SECIS 
る 時 39. Ne 

1. また 、 山 々 が 引き 抜か れる 時 る と 32513 
12. 耐 し て 、 使 徒 た ち が 定 め ら れ た る OE EI 3 
時 に 出現 され る 2 や 2 時 、 

13. いつ の 日 まで 彼 等 の 時 が 定め ら TELE 
れ た りや ? Ne 

14. 裁決 の 日 まで な り 。 a 
15. 耐 し て 、 裁 決 の 日 と は 何たる か 、 Oa FELIS 
激 を 如何 に 理解 せ し む る や ? 

16. 炭 偽 と みな す 者 ども に と り て 、 を そ DLN I 
の 日 は 災い な る か な ! 

17. 我 等 は 昔 の 人 々 を 滅ぼし た に 非 EO | 
ず % や ? 

18. 7 然 る 後 、 我 等 は 後代 の 人 々 を し DI 
て 彼 等 の 後 を 追わ せしめ た る な り 。 

19. 我 等 は か く の 如く 罪人 た ち を 扱 OO っ 2 (1< あ 0 を 
計り 。 人 

20. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ ORR NaS 


の 日 は 災い な る か な ! 


951.6. 782:3. 78:21: 82:2. 6:134. 


7203 当 節 は 、 さ ま ざ ま な 災難 が 人 々 に ふり か か ろう と する 時 を 意味 する 。 ア ラブ の 
人 々 は 、 星 の 消失 を 、 惨 事 が 差し 迫っ て いる 徴候 と みな し た 。 

2 大 惨事 が 世に 起こ る 時 。 

1 大 変革 が 生じ る 時 、 又 は 、 権 力 ある 者 が 失脚 する 時 。 あ る い は 、 古 く か ら あ る 制 
度 が 完全 に 崩壊 する 時 。 つ まり 、 腐 敢 し た 秩序 が 全て 絶え る 時 。 

“ 神 の 偉大 な る 改革 者 が 、 い わ ば 神 の 使者 達 全て の マン ト を まとう か の よう に 、 役 
等 の 力 と 精神 を 身 に 付け て 現れ る 時 。 
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七 十 七 章 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト ALMursalat( 送 られ た る も の ) 


21. 我 等 は お 前 達 を つま ら な い 液 体 
か ら 創 り た る に 非 ず や ? 

22. され ば 、 我 等 は それ を 安全 な る 留 
まる 所 に 置き た り 、 

23. 定め られ た る 期限 まで 。 


24. 次 いで 、 我 等 は (それ を ) 計 らい た 
り ?23。 さ れ ば 我 等 は な ん と 見 事 な 計 
らい を な す 者 よ ! 

25. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ 
の 日 は 災い な る か な ! 

26. ヶ 我 等 は 大 地 を 保管 所 と な さ ざ り 
し か ? 

27. 生き も の 並び に 死者 を (保管 する 
た め に )7。 

28. "また 我 等 は そこ に 高く 備え 立つ 
山々 を 設け 、 箇 し て 有り 余る ほど の 旨 
い 飲み 水 を お 前 達 に 与え た り "9。 


29、 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ 
の 日 は 災い な る か な ! 

30.「 お 前 達 、 虚 偽 と みな し た る も の 
に 向っ て 行け 。 


# 
で さ ラン る る 


ンー ター 有る ンー うっ 。 し 
OU a LGS 


リン 29 4 ジタル ュ ラ 


ンタ テー 
DUBIN aH 


RE A | 

j} 1! の ) 
Co HS i Cs 5 
RARE 
A ~ 


イラ タン ルル 穫 ・ ン ラ 0 
@ ら OsJSSU a kD 


ダ タ ー ン う 


OO GC 3 | 


d32:9. 67:26. “13:4; 15:20; 21:32: 31:11. 


や 子宮 の 中 で 精子 が 発達 し 、 一 人 の 人 間 へ と 育っ て 行く 、 実 に 創造 の 驚異 と も 言う 
べき 神秘 的 な 過程 を 、 当 節 及び 前 三節 は 述べ て いる 。 こ の 創造 の 過程 は 、 復活 を 支持 
する 論拠 と し て 提示 され て いる 。 それ は 、 母親 の 子宮 が 現世 に お ける 人 の 生命 に た と 
えら れ 、 人 の 誕生 が 復活 に 例え られ て お りこ の 両者 の 間 に み ご と な 対比 が 存在 する か 


ら で あ る 。 


?214 人 は 皆 こ の 世に 生き 、 死 すれ ば 、 そ の 亡骸 は それ ぞ れ この 世に 残る 。 当 節 は 又 、 


ト (保管 所 ) と いう 語 は 、 人 間 が 肉体 的 に 必要 と する も の は 全て 、 地 上 で 満た され る 、 


と も 示し て いる 。 


3218 上 」 は 自然 の 巨大 な 貯水 池 と し て 役立つ 。 
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二 十 九 倫 アル ・ ム ル サ ラ ー ト Al-Mursalat( 送 られ た る も の ) E 十 七 章 
31. 三 つ に 分 枝 し た 陰 に 向っ て 行 "⑧ し < ぉ と 525U ウ 独語 ) 
け 3216 を ク 

32. ( そ は ) 陰 に も な ら ず 、 ま た 秋 を 防 @ こ eoeSY SE Y 
ぐに も 役立た ず 」7。 R < 


33. げに そ は 城 整 の 如く 火花 を 吐 | 
く 3218 クリ だ 

34. さながら そ は 区 褐 色 の 双 著 の 如 OLRE 
区 3218A 9 

35. 席 偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ OR IS 
の 日 は 災い な る か な ! 

36. こ は 彼 等 が “発言 出来 得 ざ る 日 69 約 5 は 
な り 1 人 

37. 2? ま た 彼 等 は 弁解 で きる こと も 話 @⑨9 ジ 920058Y5 
され ざる べし “290。 


38. 虚 令 と みな す 者 ども に と り て 、 そ OL AHS 
の 日 は 災い な る か な ! 
39. <「 こ は 武 決 の 日 な り 。 我 等 は お 前 a8 づる BA 


達 3 メ 集 ン > ゃ て ン 
達 も 、 昔 の 人 々 も 召集 せり 。 EN 


478:39. 19:66; 66:8、“37:22. 


不信 者 の 誤っ た 信仰 、 愚 か な 慣習 は 、 次 節 で 、 三 つ 又 の 影 の 形 を 取っ て いる 。 あ 
る い は 、 イブ ナ バ ス に よれ ば 、 こ れ は キリ スト 教 の 三位一体 説 を 指し て いる 。 又 、 不 
信者 が 左右 か ら 、 そ し て 上 か ら も 名 せ られ る こと を 当 節 は 示し て いる と も 言え る 。 更 
に は 、 徳 育 の 教師 達 は 、 人 の 義務 の 認識 を 了 胃 も うと する 三 つ の 要素 、 感 受 性 の な さ 、 
思慮 の 欠 除 、 判 断 の な さ 、 を 指摘 する 。 同 様 に 、 三 つの 要素 は 、 向 上 し た いと 願う 道 
徳 的 な 衝動 を 阻止 する も の 、 恐 れ 、 信 慢 、 肉 欲 に も 当て は まる 。 心理 学 用 語 で は 、 三 
つの 要素 は 、 人 を 地獄 へ 送り 込む 原因 と な る 、 認 議 と 理性 の 誤り 、 性 の 過 和 失 、 意志 

弱 さ 、 を 指す と も 言え る 。 

2217 56:43-45 節 を 参照 。 

92 不信 者 達 は 安楽 を 求め 、 城 や 常々 た る 建物 を 誇っ た の で 、 彼 等 の 罪 は 、 巨大 で 城 
の よう に 高く 燃え 上 る 炎 の 形 を 取る で あろ う 。 

2 や アラブ 人 達 は 、 彼 等 の 滞 を 最大 に 生み 出す 自分 達 の 双 蛇 を 誇っ た 。 

2219 注 2457 を 参照 。 

” 不信 者 の 有罪 は 確定 し た の で 、 最 早 如何 な る 申し 開き も 許さ れ な いで あろ う 。 
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七 十 七 章 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト ALMursalat( 送 られ た る も の ) 


二 二 九 佑 


40. され ば 、 お 前 達 も し 何 か 策 略 を 有 
し な ば 、 われ に 対し て 策謀 せよ 」 "2%1。 
41. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ 
の 日 は 災い な る か な ! 

二 項 
42. 4 げに 長 散 者 達 は 陰 と 泉 ( の ある 楽 
園 ) の 中 に 在 ら ん 、 
43. 2 また 、 彼 等 が 欲す る 種々 の 果物 の 
間 に 。 
44. 「 楽 し ん で 食し 、 且 つ 飲 め 、 お 前 
達 が な し た る こと が 故に 」。 
45. か く の 如 く 、 我 等 は 療 を 施す 人 々 
に 報い る な り 。 
46. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ 
の 日 は 災い な る か な ! 
47. 邊 暫し の 間食 べ 、 且 つ 僅 に 楽し め 
げに お 前 達 は 罪人 な り 」。 
48. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ 
の 日 は 災い な る か な ! 
49. され ば 彼 等 に 向かっ て 、「 御 矢 儀 
せよ 」 と 言わ れ た る と き ぎ き 、 役 等 は 
御立 儀 せ ざ り し な り 。 


O03 LS ES G 


ンタ sr 2 ゅ 


SI 
還 ud dap 


EA 
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と 


5 う ス 8151 3 


50. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ OLBIN Hk 
の 日 は 災い な る か な ! 

PE 光 に に Vi ン > う ブラン ラー ンー ロイ イ 
51。 i a 彼 等 は 1 )Xs お 8 ひら っ し 8 
如何 な る 説教 "を 信 ぜ ん と する か ? 『 Po 

256:31. 252:23: 55:53: 56:33. C14:31. 

2 型 預 言 著 の 敵 た ち は 、 彼 に 対し 悪事 の 限り を 尽 し て 挑ん だ 。 
3222 この 不運 な 不信 者 達 は 、 聖 ク ルアー ン の よう な 正しい 聖典 の 受け 入れ を 拒ん だ の 


で 、 神 の 御 声 を 


引 に する こ と も 、 又 正しい 道 を 見 出す こと も な いで あろ う 。 
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七 十 八 章 
アン ナ バ ア An-Naba (消息) 

メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 、 消息 (アン ナ バ ア ) と 表題 を 付け た 。 な ぜ な ら ば 、 格別 な 重要 さ を 

扱っ て いる か ら で あ る 。 す な わ ち 、 復 活 の 確実 性 や 、 聖 クル アー ン 及 び イ ス 
ラム 教 は すでに 啓示 され た 全て の 聖典 の 上 に 立ち 、 他 の 全て の 宗教 の 上 に 位 
置 す る か ら で あ る 。 審 判 の 日 、 す な わ ち 聖 ク ルアー ン の 主張 が 確立 され る 時 、 
これ は 前 章 で 二 度 言及 され 、 今 また ここ で 繰り 返さ れる 。 ム スリ ム の 注釈 者 
に 依 れ ば 、 当 章 は 聖 碧 言 者 の メッ カ 時 代 の ご く 早 い 時 期 に 啓示 され た と 言う 。 
ノル デ ケ も ムスリム 学者 た ちの 意見 に 同意 し て いる 。 人間 に 与え られ る 神 の 
恵み を 列挙 する こと で 始ま り 、 そ し て 暗黙 の 提案 、 暗 示 を する こと に 注意 を 
向け て いる 。 人 生 と いう も の は 永遠 の 未来 の 苗 床 で ある 。 そ し て それ は 最後 
の 審判 の 日 に 続く だ ろう 。 し か し な が ら 長 散 の 念 を 起こ し 鼓 狂 さ せる その 日 
の 情景 と 天国 の 恩恵 、 そ れ は 義 人 に も た ら さ れる で あろ う 。 そし て 和 恐ろしい 
懲 記 が この 世 と 次 の 世に お いて も 真実 を 拒否 し た 人 々 を 出迎え る で あろ う 、 
と 述べ て いる 。 
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アン ナ バ ア An-Naba*( 消 思 ) 
節 数 41、 メ ッ カ 啓示 
ン 内 る 』 a 
1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Os RH 


あま ね 
御名 に お いて 。 
2. 彼 等 は 何 に つい て 互 に 尋ね 合う か ? 避 SO LE 


3 残る 重大 な る 消息 に つい て 9223、 OE 


ご 人 理世 時 に 上 レッ ィ 本 の 天理 
4. それ に つい て 彼 等 は 意見 を 異 ! の の は る 8 る な 史 


す 3224 の ^ 

5. 用 心 せよ 、? 彼 等 は 必ず 知る べし 。 DER YE 
6. また 用 心 せ よ 、 彼 等 は 必ず 知る べし 。 OGRE ES 
7. < 我 等 大 地 を 恥 所 と な さ ざ り し か ? RON 


8. また 、 山 々 を 突っ 込ま れ た 杭 の 如 OER 
く ( な さ ざ り し か ?)。 - 
9. < 面 し て 、 また 我 等 は 、 お 前 達 を 対 TES 
と し て 創り 、 

10. また 、 お 前 達 の 星 眠 を 休息 の 手段 OC 
と な せり 。 上 
1. * 面 し て 、 我 等 は 夜 を 家 と な いし 、 Q じ OcEz 5 


12. 7 また 、 我 等 は 昼 を 生活 を 立て る た OL CS 
め の 手 段 と な せり 。 

Lh, P102:4-5, の 2:23: 20:54: 51:49. 936:37: S1:50: 75:40; 92:4. “6:97: 25:48; 28:74. 17:13; 28:74. 
2 重大 な る 知ら せ 、 又 は 出来 事 を 意味 する 語 、 ア ン ナ バウ に 、 アル ・ ア ズィー ム ( 重 
大 な る ) と いう 形容 詞 を 付け られ た こと は 、 こ こ に 述べ られ た 出来 事 が 非常 に 重要 で 
ある こと を 示し て いる 。 
” 不信 者 達 は 、 裁 き の 日 の ある こと を 信じ な い 。 
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三 十 伏 アン ナ バ ア An-Naba'( 消 ) ー 七 十 八 章 


13. ? ま た 我 等 は 、 お 前 達 の 上 に 堅固 な DI VE 
る 七 層 の 天 を 設け 225 ' 

14 面 し て 、 我 は 控 多 と 放 く 坦 明 を OE 
設け た り 。 ! 
15. また 我 等 は 、 雨 肢 よ り 涯 然 た る 水 の &32 じ で A 
を 降 し た り 、 000 
16.“ 我 等 が 、 之 に よっ て 穀物 や 植物 SCENE こう 
を 萌え 出さ ん が た め に 。 2 
17. 4 市 し て 繁 ら し た る 果樹 闘 を も ま る GEE§ 
RI a 
18. げに 裁決 の 日 は 定め られ た り 。 OEE OE FS 


19. * そ の 日 、 吊 唄 が 吹き 鳴ら され 、 さ の 316 3 る 人 
の, 2 2 
れ ば お 前 達 は 次 々 に 竹 を な し て 来る 2 Cs 


な り 27 。 
20. 耐 し て 、 天 は 開か れる な り 。 さ れ ER 


ば 、 そ は 諸 門 と な る べし 9228、 


21. 7 また 、 山 々 は 移し ま ら れ 、 そ は 、 あつ SKIS 

( 愉 も ) 恒 気 楼 と な らん "9。 NN 

22. げに 地獄 は 待ち 伏せ る な り 、 LE EE 
。 背 逆 者 た ちの た め の 帰 所 な り 、 SL 


623:18. 76:7: 71:12; 78:15; 80:26. 80:28-29. A80:31. 18:100: 20:103; 27:88; 36:52.718:48: 52:11; 81:4. 


9328 大 陽 が 中 心 と な る 太陽 系 の 七 つ の 主要 惑星 。 又 は 、 ア ル ・ ム ウミ ヌー ン 童 (23 章 ) 
に 述べ られ た 、 人 の 精神 的 発達 の 七 つ の 段階 。 

3226 これ ら の (7-17) 諸 人 節 に は 、 人 の 肉体 を 維持 する 上 で 必要 な 基本 的 な 神 の 恵み の い 
くつ か が 取り 上 げ ば られ て いる が 、 人 の 肉体 的 維持 に 適切 な 配慮 を な され た 神 が 、 一 方 
で その 精神 維持 に は 同様 の 準備 が 怠ら れ た と は 有り 得 な いこ と だ と 暗示 し て いる 。 
3227 裁き の 日 、 つ まり メッ カ 陥 落 の 日 に 、 ク ライ シュ は 嗣 中 の 音 で 呼び 出さ れ た か の 
よう に 、 聖 字 計 者 の 前 に 集め られ 、 罪 の 許し を 請う た 。 

3228 と の 時 、 正 義 な る 者 を 支持 し 、 悪 な る 者 を 混乱 させ る 天 の 神 兆 が 数 多く 示さ れ た 。 
” 当 侵 は 次 の こと を 示す 。(① 権 力 と 地位 の ある 者 は 、 そ の 権威 と 力 を 失う で あろ 

② イ スラ ム 教 に よる 征服 の 突撃 を 前 に し て 、 巨大 で 強固 な 帝国 は 、 も ろ い 岩山 の よう 
に 崩壊 し 、 完全 に 消失 する た め 、 その 往時 の 存在 は た だ の 幻 と 思え る だ ろう 。 
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七 十 狼 章 アン ナ バ ア An-Naba 消 息 ) 三 十 倫 
24. < 彼 等 は 諸 世 紀 そ の 中 に 住み と ど SCT CoA 
ま ら ん 。 

25. 彼 等 は その 中 で 如何 な る 涼 も 。  @CLSY552ks9 き 輝 ざ 
s20、 飲 な べき も の も 味わえ ず 、 

26. 5 た だ し 、 煮 えた ぎる 熱湯 と 傷 を 洗 QMUS KEYSYI 
い 落 と し た 水 の 外 に 9。 


27. これ 相応 し い 応報 な り 。 HK 
28. ば に 彼 等 は 如何 な る 清算 も 希望 CR YE 


せ ざ りき 、 8 RM 
29. < 面 し て 彼 等 は 我 等 の 神 兆 を 厳し SNR 
く 虚偽 と みな し た り 。 
30. 7 され ば 、 我 等 は すべ て の こと を SEAL 


31.「 さ れ ば 味わえ 、 従 っ て 我 等 は お 6 CEN R833 
前 達 を し て 責 苦 以外 に 何 も の も 増加 - 
せ ず 」。 
ご 項 
32. げに 羅 散 者 達 に は 大 成功 あり 、 SE 


33. 果樹 園 や 億 敬 可 な り 9232、 @ じ ET 53 っ と 


HL:108.2671: 69:37. 240: 7:37.936:13. 


や バル ド (Bard) と は 、 注 し さ 、 心 地 よ さ 、 快 適さ 、 眠 り を 意味 する (Lane より )。 
274 有 徳 者 に 対す る 、 背 徳 者 の 冷淡 で 不法 行為 は 、 熱 湯 と 、 極 め て 冷た く 悪臭 を 放 
つ 飲 料 の 形 を 取る だ ろう 。 

2 テレ ビ 、 ラジ オ 、 テー プレ コー ダー 等 の 機器 の 発明 に より 、 人 の 行為 の みな ら ず 
言葉 も 保存 、 再 生 さ れる よう に な っ た 。 注 2436 も 参照 の こと 。 

3232 天国 の 恵み の 中 で も 、 ブ ドウ の つる は 聖 ク ルアー ン に 幾度 も 記さ れ て いる 。 これ 
は 、 ブ ドウ が 美味 で 重要 な 食物 だ か ら で あ る 。 そ れ は 長期 保存 が 可能 で あり 、 酔い を 
も た ら す 。 タ クワ ー( 異 散 ) に も 、 こ の 三 つ の 特徴 が ある 。 そ れ 故 、 ブ ドウ の 木 は 、 最 
散 者 た ち に ふさ わし い ほ う び で ある 。 
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三 十 伏 


アン ナ バ ア An-Naba' 消 息 ) 


34. 2 また 、 同 じ 年 齢 の 乙女 等 32?33、 
35. また 、 溢 れこ ぼる る 率 な り 9234 


36. ? そ の 中 で 、 彼 等 は 如何 な る くだ ら 
ぬ 話 も 嘘 い つわり も 聴か ざら ん 。 

37. こ は 液 の 主 よ り の 報奨 、 充 分 に 相 
応 し い 恩 賜 な り 、 

38. “(すなわち ) 諸 天 と 大 地 並 びに そ 
の 間 の 万 物 の 主 、 つ まり 慈悲 深き 御方 
より の 。 彼 等 は 彼 と 如何 な る 言葉 も 交 
すこ と 得 ざ る べし 。 

39. 聖霊 や 諸 天 使 が 整列 し て 立つ 
3234 その 日 、" 彼 等 は も の 云う こと を 
得 ず 。 但し 、 慈悲 深き 御方 が 許し た も 
うた 者 は 別 な り 。 され ば 彼 は 、 正しい 
こと の み を 云う べし 。 

40. そ は 真実 な る 日 な り 。 さ れ ば 欲 
する 者 は 、 N 主 に 戻る 場所 を つく 


41. げに 我 等 は 近 き 懲 諾 を 以 て お 前 
達 に 警告 せり “7%。 そ の 日 、 人 は 己 が 


4 


けさ 
NTMI EEY 
PREY 
ES IS 
tkasd) 


956:38.619:63: 52:2 ホ 56:26. で 19:66. 11:106、 


233 高潔 な る 者 は 、 初 々 し く 生 気 あ ふれ る 友 や 委 た ち を 有 し 、 高 位 を 享受 する で あろ 
う 。 彼 等 は 高貴 な 家柄 で 、 大 望 に 奮 い 立 つ で あろ う 。 カ ー イ ブ の 複数 で ある カワ ー イ 


(56:35) で 、 高潔 な る 信者 の 仲間 は 、 フ ル シ ュ ン ・ マ ルフ ー ア ト ン 即 ち 、 高綱 な 配偶 者 と 
記さ れ て いる 。 天 の 恵み の 特質 と 意義 に 関し て は 、32 意 、55 章 、56 章 を 参照 の こと 。 
の 心 が 、 あ ふれ ん ば か り に 神 の 愛 に 満た され 、 神 に 酔い し れる 巡礼 者 は 、 醍 め る こ 
と の な い 精 神 的 陶酔 に 加え て 、 当 然 、 器 に 満た され た 飲物 を 与え られ る で あろ う 。 
の ここ に ある 「 聖 霊 」 と は 完全 な る 魂 、 す な わ ち 聖 預言 者 を 、 又 「 整 列 する 日 」 


と は 、 復 活 の 日 を 表し て いる よう だ 。 


や 「 懲 軸 」 と は 、 現 世 で 罪深い 不信 者 に 下さ れる 前 を 指す よう だ 。 聖 クル アー ン の 
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七 十 八 章 アン ナ バ ア An-Naba (消息 ) 三 す 会 

手 が 先 に 送り し も の を 見 る べし 。 され っ くも 22 よっ と 2 る し 

NR 9 A ) ga 9 9 つこ つ A | 

ば 不信 者 は 云わ ん ?「 あ あ 、 情けな や 、 , の 

我 塵 頑 に な り た れ ば な あ ! 」。 & OSE Ch 
64:43. 


他所 (32:22) で は 、 こ の 軸 は より 近い と 記さ れ て あり 、 一 方 来世 の 六 は より 大 きい 罰 と 
な っ て いる 。 
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B rs 
の 
アン ナー ズ ィ ア ー ト An-Nazi*at( け | き 寄せ る も の ) 
メッ カ 啓 示 
一 般 的 見 解 

全て の 泰斗 達 の 他 に 、 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス や イブ ン ・ ズ バイ ー ル も 、 当 
章 は 前 章 同様 、 メ ッ カ 時 代 の 初期 の 啓示 で ある と し て いる 。 そ れ ら の 章 で 、 
ムスリム 達 は この 世 で 、 力 、 繁 栄 、 顕 著 さ を 約束 され た 。 当 章 で は 上 記 の も 
の が 得 ら れる 方 法 と 手段 と と も に その 約束 の 実現 を 暗示 する 印 を 照ら し て い 
る 。 当 章 は 聖 預言 者 の 弟子 た ちの 特色 と 性 格 の いく つか を 描写 する こと で 始 
まる 。 そ し て 、 他 の 栄光 と 力 と 勝利 を 達成 し た 人 々 の 集団 に つい て も 。 そ し 
て 当 章 は 、 イ スラ ム の 敵 の 力 を 破る 戦い の 結果 が 到来 する こと を 指摘 し て い 
る 。 フ ァ ラ オ の 場合 は 、 真 実に 逆らう こと は 凛 せ られ な いわ け に は いか な い 
こと を 教え る た め の 言 及 で ある 。 次 に ムスリム 社会 の 草創 期 の 脆弱 さ を 、 イ 
スラ ム の 未来 の 姿 が 成就 され る と は 思わ れ な いこ と が 語ら れ て いる 。 然し 、 


も の 道 を 据え た 神 は 、 不 可能 を 可能 に し て 、 次 の 世界 で 死者 に 新しい 生命 を 
与え る こと が 出来 る 。 当 章 の 終わ り で 、 イ スラ ム の 完全 な る 勝利 及び 偉大 な 
る 復活 が 中 こる と 、 罪 人 は 地 堪 の 火 で 焼 か れる で あろ う 。 然 し な が ら 、 護 実 
に 人 生 を 全う し た 人 々 は 天国 の 恩恵 に 浴 す で あろ うと 述べ られ て いる 。 
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七 十 九 章 三 十 巻 
VR Ss = 
七 十 九 章 
アン ナー ズ ィ ア ー ト An-Nazi*at( 引 き 寄 せる も の ) 
節 数 47、 メ ッ カ 啓示 


1. < 半 悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の SS SE 
御名 に お いて 。 - 
ニン # 
2. 熱心 に 引き 寄せ る 3 も の た ち に る 
概 て ear olE'3 ce 
3. また 、 結 び 目 を し っ か り と 結ぶ も ER 
の た ち に 胃 て 3238、 I 
4. また 、 な め ら か に 滑走 する も の た Rk 
ち に 折 て es | 
5. また 、 互 に 追い 抜く も の た ち に 約 8 
3 - 
= コ スト Ez る ライ ョ ンプ 1 で 
6. また 、 重 大 な 物事 の 計画 を 立て る 8 OG HG 


も の た ち に 響 て “%。 
es i | 

3236 ナー ズ ィ ア ー ト (Nazia と は ナ ザ ア (Naza'a) か ら 由 来 し 、 困 難 か ら 救い 出す 存在 ま 
た は 人 々 の 集団 、 高官 を 退位 させ る こと 、 似 て いる こと 、 活気 を 呼ぶ こと 、 他 者 を 真 
実 へ 招く こと を 意味 する (Aqrab より )、 語源 な る 言葉 は これ ら の すべ て の 意味 を 持つ 。 
や ここ で は 、 ガ ルク (Gharq) と は イグ ラー ク (ighraq) の 意味 で 使わ れ 、 矢 を 最大 限 に 
放つ こと 、 人 に 襲い 掛か り 征服 する こと 、 ま た は 最大 限 に 努力 を する こと を 指す (Lane 
より )。 
2 や ナー シタ ー ト (Nashita0 と は 、 貢 任 を 果たす た め 、 精 力 的 に 努力 を する 存在 また は 
人 々 の 集団 を 意味 する (Aqrab より )。 
299 サ ー ビ ハ ー ト (SabihaD と は (1) 求 め る も の を 探し 出す た め 、 国 を は る か 遠く まで 行 
く 存在 ある い は 人 々 の 集団 ②) 使 命 を 果たす た め 、 互 い に 勝 ろう と する 痢 を 意味 する 
(Lane より )。 
3240 ムダ ッ ビ ラー ト (MudabbiraD と は 、 任 さ れ た こと を 優れ た 方 法 で 計画 、 運営 し 、 実 
行 す る 存在 や 人 々 の 集団 を 意味 する 。 

聖 ク ルアー ン の 上 或 る 学者 や 解説 者 は 、 第 2-6 節 は 天使 達 に あて は まる と し 、 天 使 達 
は 78 節 で 述べ られ て いる 偉大 な 出来 事 が 起こ る こと を 立証 する 意味 で ある と 理解 
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7.“ 震 える も の が 激しく 震え お の の OR 
くそ の 日 "4、 

8. 後に つい て くる も の は それ に 従 TE 
A 2 a 0 
9. その 日 、 心 は お の の き 、 OAe EEA 
10. 2 その 目 は 伏 す べし %。 を SOAS IS 
1 彼 等 は 云う 「 我 等 は 本 当 に 以前 の ⑧: 26336 8320 626325 


状態 に 返ら し め られ る の か ” 


12. < な ん と な ! 我 等 特 督 と な り 果 て OE EE 
た る と いう に 」。 し 

13. 彼 等 は 去 わ ん 「 然 ら ば そ は 損失 な \ OF の を が る REGGKIE 
帰り な り 」。 

14. され ば (聞け ) そ は 確か に 一 喝 ( の 655。555 ュ 3 の AE 
声 ) の み と な らん 。 

1S. され ば 見 よ 、 彼 等 は ある 広場 に 現 @s っ LU は 6 
れん 。 


936:5-6: 73:15. 70:45. “17:50: 36:79. 


され て いる 。 た だ し 、 天使 に よる 証拠 は 人 の 知識 や 理解 を 超え て いる 。 従っ て 、 こ と 

ら の 人 節 は その 文脈 が 示す 如く 、 聖 預言 者 の 弟子 達 に 言及 し て いる も の と 思わ れる 。 ま 
た 、 彼 等 の 無 私 で 精力 的 な 勢力 に よっ て 広大 な 範囲 に お ける イス ラム の 普及 に つい て 
の 預言 を 具体 化し 、 さ ら に 彼 等 は 大 変 重要 な 公共 の 事柄 を 、 能力 と 公正 さ で 扱う 責任 
を 斉 せ られ る と の 預言 も 含む 。 手短 に 、 ON ほ の ) 下 越し た 
性 質 に つい て 述べ て いる 。 解説 の 特大 版 も 参照 せよ 。 

324 当 節 は 、 神 の 義 し き 僕 た ちと 悪 の 論 力 の 間 で 起き る 戦い の 結果 と し て 、 前 節 に 布 
告 さ れ た 預言 は 、 成就 され る で あろ うと いう こと を 意味 し て いる 。 そ の 戦い に 後者 は 
敗北 され る で あろ う 。 ラ ジャ ファ と は 、 戦 い の 準 備 を する 意味 を 持つ (Lane より )。 
マタ イス ラム 教徒 と 不信 者 の 間 に 一 旦 戦い が 始ま れ ば 、 悪 の 勢力 が 次 か ら 次 へ と 打撃 
を 受け 、 徹 底 的 に 打ち 砕 か れる まで 、 そ れ は 続く で あろ う 。 

3243 不信 者 が 次 々 に 敗北 を 喫し 、 イ スラ ム 教 が 勝ち 続け る の を 目の当たり に する 時 、 
不安 が 彼 等 を 襲 い 、" 復 活 ' は ある の で は な いか と いう 恐怖 が 、 そ の 心 を 普 し め 始 め る 
で あろ う 。 
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& 


16. モ ー ゼ の 物語 は 汐 に 来 た り し も CRAREL 
か ? 

17. その 主 が 彼 を 、 亜 な る トゥ ワー の GG 紅 R28 63 
谷 で 呼び か けた る 時 、 


18. (つま り )「 フ ァ ラ オ の 所 へ 行け 。 SEI 
げに 彼 は 反逆 せり 。 

19. され ば 云え 、 泊 その 身 を 浄 めん と SE 
欲す る や ? 


し か 2 2 放 も を G すっ ン ン の ちら の イク 
20. 鱗 ら ば 我 は 、 泊 を 汐 の 王 の 御 許 へ OI ELI RR 
導 か ん 、 溢 が 恐れ ん が た め に 」。 


21. され ば 彼 は 、 偉 大 な る 神 兆 を 彼 に YL 
示し た り 244 の に 

22. され ど 彼 は 虚偽 と みな し て 、 背 き @ 2 有 
た り 。 ピ 5 

23. 然 る 後 、 急 いで 背 を 向け た り 。 @ RC 
24. され ば 彼 は (人 々 を ) 集 め 、 面 し て Me タン ィ 
布告 せり 。 < 

25. され ば 彼 は 云え り 「 我 は お 前 達 の YK る 2EJUS 


至高 な る ? 主 な り 」。 

26. され ば アッ ラー は 、 来世 並び に 現 る 9jss 2VUES 人 Az 人 S6 

世 の 上 厳 し い 懲罰 で 彼 を 捕え た り 。 

27. ば に この 中 に は 確か に 、 恐れ る 者 & は 32330338 

へ の 教訓 あり 。 I RR 
ご 項 

28. 創造 に 於 いて 、 お 前 達 が 難 事 な り STE GE LLS 

や 、 そ れ と も 彼 が 創り た る その 天 な : 4 

り や の 3245 


20:57. 26:30: 28:39、 


3244「 偉 大 な る 神 兆 」 は 、 モ ー ゼ に より 示さ れ た 他 の 全て の し る し に 先立つ 杖 の し る 
し で あっ た (20:21)。 

複雑 だ が 完全 な 、 太陽系 の 創造 は 、 事実 、 死後 の 生命 を 支持 する 抗 し が た い 論 拠 
と な っ て いる 。 つ まり 、 そ の よう に 広大 な 宇宙 を 無 か ら お 創り に な っ た 神 は 、 そ の 中 
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29.? 役 は その 高 さ を 非常 に 挙げ OS 
32454 次 いで 之 を 完全 た らし め た り 。 

30. 面 し て ? そ の 夜 を 覆い た れ ば 、 そ  @⑥Lau26 ょ 1 AE は 15 
の 陽 を 出 で し め た り "4%. 


31. また 、 その 後 大 地 を の べ 広 げた 6 し 5 39032 あり 55 
り 2 人 

32. ? 彼 は それ より その 水 と その 牧草 S| 
と を 出 で し め た り 。 

33. < 耐 し て 彼 は 山々 を し っ か り と 拠 SE 
えた り 、 8 
34. 7 お 前 達 と お 前 達 の 家畜 の た め の OA 
給 養 の 手段 と し て 。 

35. 4 され ば 、 最 大 な る 災厄 が 来る 時 、 SA ST 
36. "その 日 、 人 が その 努力 せ し こ と を だ 
想起 する な り 。 

37.『 面 し て 、 見 る 人 の た め に 地獄 が OE SS 
出現 せら れん 。 5 
38. され ば 、 反 逆 せ し 者 、 CE 
39. 耐 し て 、 現 世 の 生 活 を 優先 に し た Sh UE IE 
る (者 ) 

40. げに 地獄 こそ は ( 彼 の ) 住 処 と な OE dE 
共 


21:33. D78:11-12. ©20:54; 51:49. 120:54; 50:8. “50:8.780:33. 874:36; 80:34. #89:24. 26:92. 


で ほん の 小さ な 点 に し か 過ぎ な い 人 間 に 、 死後 新た な 生命 を 与え る こと も お 出来 に 
られ た 。 こ れ が 当 節 及び 次 の 六 節 の 主旨 で ある 。 


A サム ク と は 、 天井 ; 屋根 ; 高 さ ; 深 さ や 厚 さ な ど を 意味 する (Lane より )。 


3246 地球 に つき も の の 、 夜 と 昼 の 現象 は 、 我 々 が 昼 、 夜 を 持つ の が 太陽 系 の し くみ に 
よる も の で ある こと か ら 、 当 節 で は これ を 天 に 起因 する も の と し て いる 。 


3247 本 文中 の 意味 以外 に 、 当 節 は 、 地 球 が より 大 きい 集合 体 か ら 漂流 し て 来 た こ と を 
示す 。 
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41. “され ど 己 が 主 の 権 成 を 刀 れ 9、 > し の うう Ss つ は 515 


己 自 身 を よこ し まな 欲望 より 守り iz. と 
了 OG 
42. され ば 、 楽 園 こ そ は 確か に (その ) DI IG 
住ま いな り 。 


43. " 彼 は 復活 の 時 に つい て 液 に 訳 ね CR EE ES 
ん 、 つ まり そ は いつ 起こ る か を 。 2 

44. 液 そ れ を 論じ る こと に つい て 何 GR 
を 考え る や ? 

45. その 終末 (の 知識 ) は 、 液 の 主 の み 8 し EN 
に あり 。 » 

46. げに 液 は た だ 、 そ れ を 恐る る 者 へ る 9 も ZI 
の 和 警 告 者 に すぎ ず 。 で の J 
47.“ 彼 等 は それ を 見 る その 日 、 愉 も RD 5 Fs 2 
彼 等 が (この 世に ) 留 まり た る は 、 一 晩 , 

か 一 朝 に すぎ ざり き ( と 思わ ん )“ ぐ 7 ぐ 。 (3 る 


a55:47, b7: 188; 33:64 S113. 10:46, 30:36: 46:36、 
3248( 罪 人 の よう に 、 神 の 前 に 立つ の を 恐れ る 者 。 又 は ②⑫) 神 の 尊厳 を 刀 れ る 者 。 
329 間 題 は 、 処罰 の 時 、 場 所 、 形 で は な い 。 神 の 凛 が 下さ れる 時 、 そ れ が 余り に も 早 
く 、 突 然 で 、 厳しい ため 、 不 信者 の 現世 に お ける 繁栄 と 快楽 が 、 つ か の 間 の 、 わ ず か 
一 昼夜 の 出来 事 の よう に 思え る だ ろう こと を 彼 等 が 悟る こと こそ 重要 な の で ある 。 
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八 十 章 
アバ サ *Abasa( 眉 を ひそ め て } 

メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 
当 草 は 、 前 の 二 章 と 同じ よう に 使徒 を 拝命 され た 初期 に 、 メ ッ カ で 啓示 

され た も の で ある 。 ム スリ ム 神 学者 達 の 見 解 の 他 に も 、 ノ ル デ ケ や ミュ ー ア 
が それ を 支持 し て いる 。 前章 の 終り で 、 聖 聞 言 者 の 義務 は 人 々 に 神託 を 伝え 
る と いう こと に 限ら れる と 語ら れ て いる 。 当 章 は アブ ドウ ゥ ウッ ラー・ イ ブン ・ 
ウン ミ ・ マ クト ウゥ ー ム の 出来 事 か ら 始 まっ て いる 。 そ し て 、 世 俗 的 や 社会 的 
な 観点 で 人 の 真 の 価値 を 決め る の で は な く 、 人 の 善意 と 真理 に 耳 を 傾け 、 そ 
れ を 受け 入れ る 心 が 大 切 で ある と 教え て いる 。 そし て 又 、 当 章 は 、 貸し い 人 々 
や 虐げ られ た 人 間 の 感受 性 に つい て 聖 預言 者 は 雄弁 に 解説 し て いる 。 更に 、 


淫 軸 を 持っ て 読 証 さ れる で あろ うと 語っ て いる 。 そ し て 、 最 後に 当 章 で は 、 
も し 不信 者 達 が この 信託 を 揚 否 し 、 聖 預言 者 を 妨害 し 続け る な ら ば 、 彼 等 に 


は 必ず 悲惨 で 恥ず べき 懲罰 に 遭う 日 が 来る だ ろう と 警告 され て いる 。 一 方 、 
真 の 信者 達 は 天国 の 中 で 楽し み 、 そ の 顔 は 満足 に 満ち て いる 。 
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= A ED 壮 
八 十 章 
アバ サ *Abasa( 眉 を ひそ め て )} 
節 数 43、 メ ッ カ 啓示 


1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の OS RN 

御名 に お いて 。 

2. 彼 は 眉 を ひそ め “250 顔 を そむけ た 》 1 と レレ ン ン 
Od の 9 ひと 

り 、 デ 


3. 育 人 が 彼 に 来 た り し が 族 に 。 PA 


4. され ば 、 溢 を 如何 に 理解 せ し む る OAI 
か 、 彼 が 身 を 浄 め 得 た か も し れ ぬ こと ” 2 

を の 3251 

5. また は 訓 戒 に 留意 し 、 そ の 訓 戒 が OG ER 


彼 を 益 せ し むる か も し ら ぬ こと を 。 


ME 


3250 当 節 は 、 有 名 な 史実 を 述べ て いる 。 聖 預言 者 が 、 あ る 日 、 数 人 の クラ イシ ュ の 指 
導 者 と 信 爺 の こと で 話 を し て いた 時 、 ア ブ ド ッ ラー・ イ ブン ・ ウ ン ミ ・ マ クト ウゥ ー ム 
が そこ に や っ て 来 た 。 彼 は 、 聖 預言 者 の 貴重 な 時 と 活力 が 、 頑固 な 不信 者 の 指導 の こ 
と で 浪費 され て いる と 考え 、 聖 預言 者 の 注意 を 引 こ うと し 、 幾つ か の 宗教 問題 の 説明 
を 請う た 。 聖 預 詩 者 は 干渉 を 嫌い 、 ア ブ ド ッ ラー か ら 顔 を そら すこ と で 、 不快 を 示し 
た (Tabari 及び 、Bayan より )。 聖 預 音 者 が クタ ライ シュ の 指導 者 達 と 会 話 を 続け 、 ア ブ 
ドッ ラー の 王 渉 に 注意 を 払わ な か っ た こと は 、 ク ライ シュ の 指導 者 達 の 精神 的 福利 を 、 
彼 が 願っ て いた こと を 示し 、 同時 に 、 こ の 出来 事 は 、 青 人 の 鋭い 感受 性 に 対す る 彼 の 
大 いな る 配慮 を 表し て も いる 。 それ は 、 彼 は た だ アブ ドッ ラー か ら 顔 を そむけ た だ け 
で 、 つ まり 後者 が 盲目 だ と 行為 で 示し た だ け で 、 後者 の 時 宜 を 得 な い 、 唐突 な 中 断 を 
温め る 言葉 は 一 言 も 口 に せ ず 、 そ の 自尊 心 や 鋭い 感受 性 を 傷付け ない よう に 、 慎重 に 
配慮 を し た か ら で あ る 。 当 節 は 、 こ の よう に 、 聖 預言 者 の 高い 徳 性 に 、 あ ふれ ん ば か 
り の 光 を 投げ か け て いる 。 そ し て 、 何 人 か の 注釈 者 達 が 考え る よう な 、 神 の 非難 の 暗 
示 で は な く 、 貧 し き 者 、 卑 し き 者 の 鋭い 感受 件 に 十分 配慮 する よう に 、 聖 預言 者 に 、 
そし て 彼 を 通し て その 弟子 達 に 命じ て いる の で ある 。 

2 当 節 の 液 (thee) の 代名詞 は 聖 預 斉 者 を 、 そ し て 彼 (hey は 、 ク ライ シュ の 族長 を 指し 
て いる 。 
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6. 面 し て 、 冷 淡 に 振舞 いた る 者 、 | 
7. 液 は 彼 に 注意 を 向け る な り 82、 a RE 
8. た と え 役 浄 め 得 ず と も 溢 に 貴 任 非 あ SE WEG 5 
ず に も か か わら ず “59。 和紀 

9. され ど 、 流 の 許 に 走り 来 た る 者 、 EA NE 
10. し か も 彼 は 恐れ る な り 、 Oi 
11. され ば 激 、 彼 を 無視 し た り ”%。 or bt 
12. 用 心 せ よ ! げに こ は 偉 大 な “ 訓 基 EW 
な り 58 


20:4; 73:20; 74:53. 


3282 タ サ ッ ダ ・ ラ フー (Tasadda la-ha) と は 、 彼 は 彼 自身 又は 自分 の 注意 、 関 心 を そ 
れ に 向け た 、 彼 は 求め た 、 彼 は 彼 や それ に 傾け た 、 と の 意味 で ある (Lane より )。 
"23 導 飾 は 、 ア ブ ド ッ ラー・ イ ブン ・ ウ ン ミ ・ マ クト ウー ム に 対す る 聖 預 言 者 の 態度 
が 正しかっ た と 示し て いる 。 クラ イシ ュ の 指導 者 が 聖 預 言 者 の 話 に 何ら 得る と ころ が 
な か っ た と し て も 、 そ れ は 彼 の 貢 任 で は な いと 当 節 は 述べ て いる 。 アブ ドッ ラー に 対 
する 彼 の 一 見 冷淡 な 態度 、 又 、 ク ライ シュ の 指導 者 へ の 航 意 を 表す る 振る 舞い は 、 個 
人 的 な 利害 を 一 切 廃し た と ころ か ら 生 じ た も の で あっ た 。 戒律 で は 、 唯 、 来訪 者 に 対 
し て 親切 に 礼儀 正しく 接し な けれ ば な ら な いと だ け 命 じ ら れ て あっ た 。 

3254 第 6-11 の 諸 節 は 聖 預言 者 に 当て は まる 。6 節 に お ける アッ マー と いう 前 置 詞 は 、 
「 そ れ は どう し て あり うる か 」 つ まり 「 そ れ は 出来 な い 」 を 意味 し 、 こ れ 等 の 諸 節 は 
次 の よう に 解説 され る 。「 液 が 、 尊 大 で 冷淡 な 彼 に 配慮 し た り 、 神 を 恐れ 汐 の 許 へ 急 
いで 来る 者 を 無視 する な ど あ る は ず は な い 」。 し か し 、 こ れ 等 の 節 は クタ ライ シュ の 指 
導 者 に 向け られ た と は 言え 、 あ る 注釈 者 達 の 斉 を 借り れ ば 、 彼 は 、 聖 預言 者 の 所 へ 盲 
人 が 来 た た め に 、 眉 を ひそ め 顔 を を お けた の で ある 。 こ の 場合 、 こ れ 等 の 館 は 、 聖 預 
言 者 に 転嫁 され た 弱点 に 触れ る こと な く 、 彼 を 酷評 する 者 達 に 彼 等 自身 の 気持 を は っ 
きり 悟ら せる よう に 、 反語 的 に 用 いら れ た と 解 さ れる 。 


3258 当 飾 は 、 冷 淡 だ と いう 非難 は 間違い だ と 示し て いる 。 聖 クル アー ン が 富める 者 に 
も 貧し き 者 に も 等 し く 向 けら れ て いる の に 、 一 体 、 聖 預言 者 が 、 青 人 に 了 邪険 な 態度 を 
取る こと が ある だ ろう か ? そ の よう な 行為 は 、 彼 自身 の 高い 徳 性 と 矛盾 する の みな ら 
ず 、 人 間 の 理性 に も 反する も の で ある 。 こ の 特殊 な 場面 で の 聖 預 斉 者 の 行為 は 、 事態 
が そう させ た の で あり 、 彼 の し た こと は 正しかっ た 。 
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敗 十 意 アバ サ “Abasa( 帳 を ひそ め て ) 三谷 


ば ん \ ン ン ンマ る ランズ 
13. され ば 欲す る 者 は 、 そ れ を 肝 に 銘 で OS ES 
ず べ し 、 
14. 尊 き 聖典 の 中 に あり 2258、 の az はろ 8 
s. 至高 せしめ られ 、 浄 め ら れ た る GE 
『 ク 
は 
16. 書記 た ちの 手 に あり 、 SC 
17. 高 崇 に し て 高潔 な る (書記 た A 
ち ) 3257 SA 
18. 人 間 に 災 いあ れ ! 彼 は な ん た る @85391E8LSMIS 
恩 知 ら ず 者 よ 1 2 
19. 彼 は どん な も の か ら 彼 を 創り し GE EG 
か ? 上 
20. “精液 か ら な り 。 彼 を 創り 、 次 い Eg 
で 彼 を 釣り 合い の と れ た 者 と な せり 。 
21. 然 る 後 、 役 の た め に 道 を 容易 な ら OE 
し め た り 。 
22. 然 る 後 、 彼 を 死な し め 、 し か し て 、 OU28 6 AS 


彼 を 墓 に 入ら し め た り 9。 


218:38,: 35:12: 36:78: 40:68. 


2 や 悪 ク ルアー ン は 、 さ ま ざ ま な 啓示 書 に 含ま れる 永遠 不滅 の 教義 全て を 要約 し た も 
の な の で 、 い わ ば 、 全 て の 聖典 の 集大成 と 言え る 。 こ れ が 「 尊 き 聖 典 の 中 に あり 」 の 
意味 で ある 。 当 節 は 更に 、 聖 クル アー ン が 聖典 と し て 書か れ 、 崇 め ら れ 、 あら ゆる 改 
ざん や 平 渉 か ら 守 られ る で あろ う 、 と 述べ て いる 。 
"先行 する 14-13 節 で 述べ られ た 聖 クル アー ン の 三 つ の 主要 な 特性 に 対し 、 その お 
告げ の 伝道 者 の 三 つ の 等 し く 際 立っ た 特質 が 、 当 4 節 及び 前 節 に 述べ られ て いる 。 聖 ク 
ルアー ン の お 告げ を 伝え る 者 は 、 高潔 で ある こ と に 加え 、 普 く 旅 を し て 、 そ れ を 明 ら 
か に し 広め る 。 
の 軸 ク ルアー ン は 、 そ の お 告げ を 受け 入れ る だ け で 、 不信 者 が 徳 の 妊 し さか ら 精 神 
的 楽 光 の 高まり へ と 引き 上 げ ば られ る よう に 啓示 され た も の で ある 。 し か る に 、 聖 クル 
アー ン の ご と き 偉 大 に し て 高尚 な 聖典 を 拒む と は 、 不信 者 は 何と 思 知 ら ず な の だ ろう 。 
” 肉体 を 離れ た 後 、 人 の 魂 は 、 現 世 の 行状 に 応じ 、 新 た な 身体 を 得る 。 そ れこ そ 、 
人 の 真 の 墓 で ある 。 それ は 、 遺体 が 肉親 の 手 で 更 られ る 穴 で は な く 、 精 神 的 な 状態 に 
応じ て 幸福 に も 不幸 に も な る 住居 で ある 。 
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ニ 十 代 アバ サ “Abasa( 眉 を ひそ め て ) 八 十 章 
23. 然 る 後 彼 、 己 が 欲す る 時 に 、 彼 を OA SS 
難 ら し めん 。 

24. 用 心 せよ ! 彼 が 彼 に 命ぜ し こと ONLI 
を 彼 は いま だ に 果 さ ざる な り 。 - 
25. され ば 、 人 間 は 己 が 食物 を 見 る LL IEGYL SS 
べし 。 

26. “げに 、 我 等 は 水 を 注 然 と し て 降 らら IE くっ 新 
らし た り 。 N 

27. 次 いで 、 我 等 は 大 地 を よく 裂き OE TELS 
た り 。 

28. され ば 、 我 等 は そこ に 殻 物 を 生 ぜ SL 
し め た り 。 
29. また 符 荷 や 野菜 を 、 QOSei 


30. また 欄 人 や 東 格子 の 樹 を 、 03 人 N33 
31. < また 、 緊 茂 し た る 庭園 を 、 SE 
32. そし て 果物 と 牧草 を 、 EE 
33. ( そ は ) お 前 達 の た め 、 並 びに お SN EE: 
前 達 の 家畜 の た め の 4 利 益 な り 。 

34.? され ば 、 高鳴る 一 声 が 来 た る 時 、 OBLAITzEG 
35. 7 その 日 、 人 間 は 己 が 兄弟 か ら 逃 げ OS 
天 ら ん 抽 
36. また 己 が 母 や 己 が 父 か ら も 、 の 25 25 


37. 面 し て 、* 己 が 妻 や 子女 か ら OL IES 


ン | グ 
も 3259A 
o 
7 に 12: 78:15.678:16. 78:17.979:34. F719:35.144:42, 870:13. 
3259A Eb mi 世 ER = 
裁き の 日 の 何と 恐ろし い 捕 号 で あろ うか 。 
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二 党 アバ サ “Abasa( 層 を ひそ め て ) ニ 二 谷 


38. その 日 、 彼 等 の 各 人 は 、 自 分 を ( 他 る 2 OAS 6 
の すべ て か ら ) 無関心 に せ し む る 状態 を 


に 導 う 

39. < その 日 、 或 る 顔 は 導き 、 3 
40. 笑い 且つ 喜ば ん 。 5 
41. また 或 る 顔 は 赤 に まみ れ 、 EE 
42. "時 上 が それ ら を 柳 わ ん 。 ⑧828 gg 


43. これ 等 の 者 ども こそ 、 恩 知らず な を  ⑧ あ くる 交 あ 作 2 る 届 
悪人 な り 。 


93:107, 10:27. 068:44: 75:25: 88:3-4. C14:51; 23:105. 


3269 基 し みや 悲し み の 時 、 人 は 近親 者 の こと さえ 忘れ が ちと な る 。 彼 は 余り に も 多く 
の 問題 を 抱え 込み 、 手 が 開か な い の で ある 。 
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八 填 一 章 
アッ タク ウィ ー ル At-Takwir( 局 み 隠す 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され た も の で ある 。 恐らく 使徒 の 拝命 を 
受け て 六 年 目 か それ より も 早い 時 期 で ある 。 前 の いく つか の 章 で は 、 復活 の 
主題 と 聖 碧 言 者 に よっ て その 信者 た ち に 起こ され た 偉大 な る 奇跡 的 な 革命 の 
こと を 取り 扱っ て いた 。 そ し て 、 そ れ は 聖 ク ルアー ン に 於 いて 、「 復 活 」 と も 
呼ば れ て いる 。 こ の 復活 は 2 度 な され る べき で あっ た 。 最初 は 聖 預 斉 者 自身 
の 出現 に 於 いて 、 そ れ か ら そ の 再臨 及 びそ の 偉大 な る 代理 に な る 者 つま り 、 
約束 され た 救世 主 で あり マハ ディ ー で ある 者 の 出現 (到来 ) に 依っ て で ある 。 こ 
れ は 62:4 節 で 明らか に 言及 され て いる 。 そ れこ そ は 約束 され た 救世 主 の 手 に 
依る イス ラム の 2 度目 の 復興 ノル レ ルネサンス) で あり 、 彼 の 時 代 に 於 ける 偉大 な る 
革命 で ある と 当 章 が 語っ て いる 。 当 章 は 、 そ れ 等 の 変革 の 叙述 で 始ま り 、 そ 
し て 当時 の ムスリム の 道徳 上 の 堕落 退 府 と その 原因 を 言及 する は か な い 参 照 
を 引き 続け て いる 。 そ し て その 楽観 さと 快活 さ の 書き 留め で 終わ っ て いる 。 
そし て また 、 ム スリ ム 人 達 の 堕落 の 夜 が つい に 、 彼 等 の 成功 の 夜明け に 変わ る 


れ た 神 の 最後 の 神託 で ある か ら で あ る 。 
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入間 
アッ タク ウ | ー ル At-Takwir( 包 み 隠 す ) 
人 節 数 30、 メ ッ カ 刻 3 


1. 7 慈悲 深 く 、 恵み 記 く アッ ラー の os ES 
御名 に お いて 。 

2. 太陽 が 包ま れる 時 281、 bu RA 
3. また 星々 が (その 光り を ) 消 され る OE 
時 292 

4 また 2 山々 が 移し られ る 時 263、 (GE お と と NIIHE 
s. また 懐胎 十 カ 月 目 の 雌 路 陀 が うち る ご gg CE EA 3 
捨て られ る 時 3264、 


LL 18:48: 52:11: 78:21. 


2 当 章 は 、 我 々 が 知る よう に 、 自然 の 法則 及び 過程 が 作用 し な く な る 最後 の 復活 を 
扱う と 一 般 的 に 昔 わ れ て いる 。 し か し 、 そ の 全体 の 趣旨 は 、 物質 界 の 状況 を 明確 に 示 
すこ と に あり 、 も し 最後 の 復活 の み を 語る と 採れ ば 、 数 節 は 全く 意味 を な さ な く な る 。 
事実 、 当 章 は 、 聖 預言 者 の 時 以降 、 特 に 現代 に お いて 物質 界 、 人 間 の 生活 の 中 で 既に 
起こ っ た 大 いな る 変革 に 触れ て いる 。 当 節 は 次 の こと を 示し て いる の で あろ う 。 世界 
中 を 精神 的 な 閣 が 贅 う 時 、 す な わ ち 、 精 神 の 太陽 ( 聖 預 昔 者 ) の 光 が が 薄れ 消え る 時 。 あ 
る い は 、 拭 預言 者 の 有名 な 言葉 に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 に マフ ディ ー の 時 に 起き た 、 
世に も まれ な 出来 事 、 す な わ ち 、 日 食 と 月 食 を 指し て いる の か も し れ な い ( ク トゥ ご 
ー188 頁 よ り )。 こ の 日 食 と 月 食 は 、 預 言 通 り 1894 年 に 起き た 。 

や アン ヌ ジ ュー ム ( 星 座 ) と は 、 神 学者 た ちな を 示す 。 こ の 意味 は 聖 預言 者 の 有名 な 詩 
葉 に 裏付け られ て いる 。「 我 が 弟子 た ち は 星 の よう だ 。 あ な た 達 が 誰 に 従 お うと も 、 
正しく 導 か れる で あろ う 」 (パイ ハ キ ー よ り )。 そ れ 故 、 当 節 は 、「 宗 教 の 指導 者 た ち 
が 堕落 し 、 力 を 行使 で き な く な る 時 」 を 意味 する 。 この 言葉 は 又 、 神 の 指導 者 の 時 に 、 
まれ に 見 る 数 多く の 星 が 落 ち て 来る こと を も 指す よう だ 。 

73 山 が ダイ ナマ イト で 吹き 飛ば され 、 そ こ に 道 が 通さ れる 時 。 比較 的 に は 、 統治 
の 権威 が 徐々 に 失わ れ て 行く 時 。 ジ ャ バル ( 山 ) と いう 語 は 、 人 々 の リー ダー を 意味 す 
る (Lane より )。 時 a 

3264 イシ ャ ー ル と は 、 慎 胎 十 カ 月 目 の 牝 駒 有 を 意味 する ウシ ャ ラー と いう 語 の 複数 形 
で ある 。 イシ ャ ー ル と は 、 そ の 何 頭 か が 出産 し 、 他 は 出産 を 期待 する 牝 双 有 に 当て は 
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三谷 アッ タク ウィ ー ル ArTakwir( 包 み 隠 す ) 八 十 一 章 
6. また (諸々 の ) 野 獣 が 一 緒 に 集め ら OR RN 
れる 時 や 68、 

7.“ ま た 海洋 が 遂 涯 せしめ られ る RM 


も 3266 
時 \ 


8. また (諸々 の ) 人 々 が 一 緒 に され る RTA EN 


P3267 
SN 


% また 生 埋 に され た る 女子 が 問わ れ EE 
る 時 、 - 


10. 「 如 何 な る 罪 に て 殺さ れ し か ? 」 SE 
と 3268 を a 
HI. 面 し て 、 書 籍 が 普及 され る 時 3269、 IS 
12. また 天 が 剥き 出し に され る TEAC NS 3 
時 3270 


452:7; 82:4, 


まる (Lane よめ)。 牝 別 能 が アラ ビア 人 に と っ て さえ 、 価 値 が 無く な る で ある ろ る うこ 
を 当 節 は 示す 。 こ の 言葉 は 、 央 能 が 、 よ り 速 い 交通 機関 、 鉄道 、 蒸気 船 、 自 動車 、; 
行 機 等 に 取っ て 代わ られ る 宿命 に ある こと を 示し て いる 。 聖 預言 者 の 発言 の 中 に 、 騎 
能 が 液 の 交通 機関 に 置き 換え られ る と いう 上 旨 の 、 適 切な 言葉 が ある 。「 能 は 見 捨て 
られ 、 場 所 か ら 場 所 へ の 移動 に 使わ れ な く な る で あろ う 」( ム スリ ム よ り )。 

?265 フ シラ (Hushira= 集 め ら れる ) と いう 語 の 語源 の さま ざま な 意味 を 考慮 すれ ば (Lane 
より )、 当 節 は 次 の こと を 指す と いえ よう 。 獣 が 動物 園 に 集め られ る 時 。 あ る い は 、 
未開 人 が 組織 化 され た 文明 社会 に 移住 させ られ る 時 。 又 、 彼 等 が 生地 を 離れ る よう 強 
いら れる 時 。 

2206 当 節 は 次 の こと を 意味 する 。 川 の 水 が 瀧 混 そ の 他 の 目的 で 抜か れる 時 。 あるいは 、 
海戦 で 大 型 船 に 火 が 付き 、 海 が 燃え て いる よう に 見 える 時 。 又 、 大 洋 が 運河 で 結ば れ 
る 時 。 更 に は 、 地 方 の 人 口 が 都会 へ 流れ 込み 、 町 が 住民 で 溢れ る 時 (Lane より )。 
3267 祥 遂 及び 通信 手段 が 非常 に 発達 すれ ば 、 遠隔 地 に 住む 人 間 の 往来 が 容易 で 頻繁 に 
な り 、 彼 等 は 一 つ に 結び 付け られ る 。 当 節 は 又 、 類 似 し た 社会 観 、 政治 思想 を 持つ 人 々 
が 党派 を な す 、 と も 示し て いる 。 

298 少女 を 生き 埋め に し た りら 焼き 殺 し た りす れ ば 、 死 罪 と な る で あろ う 。 


299 この 言葉 は 、 新 聞 、 雑 誌 、 書 物 の 普及 、 図 書館 の 制度 、 読 書 室 、 そ の 他 の 知識 を 
広め る 設備 や 手段 が 、 後 世に 生じ る と 告げ ば て いる よう だ 。 


9279 当 人 節 は 、 後 世に 起こ る 宇宙 科学 の 著しい 発達 を 示し て いる よう だ 。 過去 10 年 間 
に お ける 科学 の この 分 野 の 進歩 は 、 世 界 を 驚か せ た 。 
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八 二 一 章 アッ タク ウィ ー ル ALTakwir( 包 み 隠 す ) 三 十 鈴 


13. また 、 地 狼 が 燃え 盛 らし め られ る SN 
時 3 
14. < 面 し て 天国 が 近づか し め ら れる ES EI 
時 3272、 
15. 6 各 生命 は 己 が 持ち 来 た る も の を る ご の ちせ おら <c 
知る べし "2.。 
16. され ば 用 心 せ よ 、 わ れ は 秘 事 を な rE YS 
し て 帰り 行く も の に 的 う 、 
17. つま り 、 隙 れ る べき 時 (また は 隙 れ @, くう < 2 
る べき 場 US 

。 面 し て 、 背 を 向け て 行く 夜 に 、 Ey 
19. また 、 息 づき 始め る 夜明け に ( OE 
3 5 き 
20.? げ に こ は 高貴 な る 使徒 の 言葉 3 が 9 どう 0 多加) 
な り 3279" 


21. 力 あ る 者 、 玉 座 の 主 の 御 許 で 高綱 の OS U3 33 G5 
な 地位 を 占め る 者 、 - 

22. 従う べき 者 、 上 且つ ( そ の 信託 に ) 思 の CS の EK 
実 な る 者 な り "7。 


950:32, 63:31: 82:6. 74:35. 969:41. 


3271 人 の 罪 深 く 非道 な 行為 が も と で 、 神 の 怒り に 火 が 付き 、 真 の 地獄 が 壊滅 的 な 戦争 
の 形 を 取り 、 世 に 放 た れる で あろ う 。 

や グ 後 世に 、 悪 が 大 に あふ れ 、 人 は 悪事 と 富 の 神 へ の 錠 拝 に ふけ る た め 、 さ さや か な 
善行 で すら 、 そ れ を な す 者 は 大 き な ほ う び を 接 け られ 、 神 に より 近付く で あろ う 。 
3 神 の 特命 が 下さ れ 、 人 の 悪事 の 罰 は 広範 囲 に 及ぶ 自然 災害 の 形 を と る で あろ う 。 
7 後 世に お いて 、 イ スラ ム 教 徒 は その 高位 か ら 落 ち 始め る で あろ う 。 そ れ は 、 彼 等 
が 軽率 に も 自ら 意図 し た 計画 を 実行 し よう と 走り 、 あるいは 失意 の 内 に 前 向き な 努力 
を 放棄 する た めで ある 。 

3278 後世 の 神 の 改革 者 出現 と 共に 、 イス ラム 教徒 の 道徳 的 退廃 の 夜 は 去り 始め 、 イス 
NAIKI 

?276「 高 貫 な る 使徒 」 と は 聖 預言 者 の こと で 、 一 般 に 誤解 され て いる よう に 天使 長 ガ 
ブリ エル を 指し て いる の で は な い 。 
77 五 つの 特性 、 す な わ ち 高潔 な 神 の 使徒 、 力 ある 者 、 神 の 座 の 前 の 高位 を 享受 する 
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古人 漠 アッ タク ウィ ー ル ArTakwir( 包 み 隠 す ) 八 十 一 章 


23. され ば 、 お 前 達 の 仲間 は 狂人 に A 
非 ず 。 還 a 

24.? 面 し て 、 彼 は 確か に 明る い 天 界 の 9138YUz535 3 
に 彼 を 見 た る 278 な り 。 a 

25. 面 し て 、 彼 は 見 る あ た わ ざる こと LA EE RS 
に つい て 告げ る を 管 お 者 に 非 ず 2? る 

26.“ 面 し て 、 そ は 師 旧い 払わ れ た る Os る し 5 
悪魔 の 言葉 に 非 ず 。 a - 

27. され ば お 前 達 、 何 処 へ 行く や ? DGS crG 
28." こ は 森雅 万 象 へ の 訓 戒 以外 の 何 OR EY さる 
も の に も 非 ず 、 

29. お 前 達 の うち 不 抜 を 堅持 せん と NR 
する 者 へ の 。 _ 

30. < され ば 、 森 羅 万 象 の 主 な る アッ EOIN FCS 
ラー が 欲す に 非 ず ば 、 お 前 達 は 何 も の 」 a 

も 望み 得 ざ る べし 289 (3 OE 


632:30: 68:3. 653:13.26:211. 12:105: 38:88. 74:57: 76:31. 


者 、 思 節 を 与え られ た 者 、 神 の 目 に 信仰 に 忠実 と 写る 者 、 こ れ 等 は 全て 聖 預 昔 者 に そ 
の まま 当て は まる 。 

3278 フ (hu) と いう 代名詞 は 、! MNO 
(つま り 型 預言 者 ) を 意味 し て お り 、 第 一 に イス ラム の 輝かしい 未来 に つい て の 預言 
実現 と 、 第 二 に 聖なる 預言 者 は 、 遠 い 東 の 地 の 約 束 さ れ た メシ ア と いう 人 物 に 、 a 
を 見 た こと を 表し て いる と も いえ る 。 

や 。 神 は 、 聖 預言 者 の 口 を 通し て 、 未 知 の 偉大 な る 神秘 を 世に お 示し に な られ た 。 
や 神 の 御 意志 を 求め 、 自 ら の 意志 に 優先 させ る 者 の み が 、 正 義 の 道 に 導 か れる で あ 
ろう 。 
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De 
アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル Al-Infitar( 列 ける) 
メッ カカ 啓示 

序 言 

当 章 は 前 章 と 文体 も 主題 も ちほ と ん ど 似 て いる 。 い わ ば 写し で ある が 、 異 
な っ た 題名 の も と に 。 あ る 文章 の 重要 さ を 表 す た め 、 特 定 の 章 の 説 を 取り 出 
し て その 主題 に 注目 を させ る こと は 、 聖 クル アー ン の 特徴 で ある 。 又 、 離 れ 
た 部 分 は 記憶 に ゆだね られ る か ら で あ る 。 そ し て 、 そ れ ら に 際立っ た 名 称 と 
個性 を 与え る 。 当 章 で は 、 将 来 キ リス ト 教 徒 達 の 教義 や 生き 方 が 広まり 、 キ 
リス ト 教 で な い 人 々 、 特 に ムスリム 達 の 生き 方 や 考え 方 に 深く 印象 づけ られ 
る こと を 取り 扱っ て いる 。 当 意 で 言及 され た 全て の 預言 は 文字 通り 叶え られ 
た 。 当 意 は 使徒 に 拝命 され て 間 も な い 早い 時 期 に メッ カカ で 紗 示 され 、 前 章 の 
啓示 の 時 期 と 同じ ころ で ある 。 
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アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル Al-Infitar( 像 ける ) 
節 数 20、 メ ッ カ 啓示 


1. 2 慈悲 深く 、 恵 み 計 く ア ッ ラ ー の SN GEENA SS 
御名 に お いて 。 - 
2. 6 天 が 裂け る 時 281、 a 
3. ま た 、 星 々 が 落ち 散ら され る OE 
時 3282 と 5 リラ 
4.< 面 し て 、 諸 々 の 海 が 裂 か れる OS 
時 2 

5. 4 また 、 寺 頻 が 発 か れる 時 284、 CN 
6. < 各 生 命 は 己 が 先 に 送り し も の と 、 の $1 SE ZEEE 


後に 残り し も の と を 知る べし ""。 
1.673:19.817. 100:10. “3:31: 81:13、 


3291 序 言 で 述べ られ た よう に 当 章 は 、 キ リス ト 教 が 非常 に 優勢 で 、 三 位 一 体 、 神 の 子 
イエ ス 、 味 罪 、 こ の キリ スト 教 の 三 教義 が 至高 を 極め る 時 を 、 特に 取り 上 げ て いる 。 

偽り の キリ スト 教 の 教義 の この 優勢 に 対し 、 聖 クル アー ン は 非常 に 厳し い 言葉 を 述べ 
て いる (19:91.92 節 )。 当 節 は この 二 節 に 言及 し 、 そ の 時 キリ スト 教 の 偽り の 教義 が 世 
を 支配 し 、 そ の 結果 、 神 の 怒り が 下さ れ 、 天 台 が さま ざま な 形 で 世に 迫る 、 と 述べ て 
いる 。 

282 当 節 は 比較 的 に 語り 、 後 世に お いて 、 真 の 精神 的 な 知識 と 導き を 持つ 者 は 無く な 
る か 又は 希 と な る 、 と 示し て いる 。 

7229 その 時 大 海 は 運河 を 通じ て 繋が る だ ろう 。 あ る い は 、 そ の 入り 口 は 、 大 船 が 往来 
で きる よう に 、 幅 広く 握り 下げ られ る で あろ う 。 こ の 言葉 は 、 パ ナマ ・ ス エズ 両 運河 
を 指し て いる よう だ 。 

Re お いて 、 古 代 エ ジ プ ト の 墓 同 様 に 、 墓 は 掘り 出さ れる で あろ う 。 又 、 当 和 館 
は 、 水 中 に 沈み 長い 間 忘 れ 去 られ た 町 や 遺跡 が 発掘 され る 、 と 示し て いる の か も し れ 
な い 。 

2285 立 節 友 び 次 の 二 節 で は 、 偽り の キリ スト 教 教義 の 主唱 者 に 向け て 声明 が 出さ れ て 
いる 。 彼 等 は 、 そ の 他 り の 教え の 非道 を 悟る で あろ う 。 
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八 十 二 章 アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル ALInfitar( 像 ける ) 三 十 准 


7. 人 間 よ 、 液 の 慈悲 深い 主 に つい て 、 ご っ の 党 つ yi 
溢 を 歌 か し め た る は 何 も の や ? 


6 ょ っ うく) 

8. 彼 、 激 を 創り 、 次 いで 汐 を 完全 な の S632 で Le 
らし め 、 面 し て 液 を 正しく 釣り 合 
せ 3286 
9. 己 が 欲す る 形 に 玖 を 形 造り た り 。 DEI 
10. 用 心 せよ 、 お 前 達 は 審判 を 虚 作 と Os OR EN 
みな す な り 、 ーー 
11. 2 お 前 達 の 上 に は 監視 者 ある に も TRI 
か か わら ず 、 
12. < 買 き 記録 者 な り 97、 OE GS 
13. 彼 等 は お 前 達 が な すこ と を DOREL OR 
知 蒸 す 

14. 7 け に 商人 々 は 天国 に 在 らん OR 8 う 38 
15. < され ど 、 邪 悪 な 者 ども は 確か に EE EY 
地獄 に 在 らん 。 
16. 7 彼 等 は 、 審判 の 日 に 、 その 中 に 入 SG 
らん 、 
17. 面 し て 、 彼 等 は そこ より 脱出 する SR 
能 わ ず 。 NN 
18. され ば 、 審 判 の 日 と は な ん た る ree 2 RN 

、 激 を 如何 に 理解 せ し む る や ? 1 


a87:3; 91:8, 66:62. C43:81: 50:19. 45:3 83:23. 883:8.723:104: 83:17. 
3286 神 は 、 人 間 に 、 精神 の 最高 峰 へ 登り 詰め る よう に と 、 素 晴らし い 力 と 才能 を 授け 
られ た 。 


3287 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 行為 者 で あり 、 自 ら の 決断 と 行為 に 足 任 を 持つ 。 こ 
の こと が 「 貴 き 記 録 者 」 の 手 で 記さ れ て いる 
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三 十 伏 


19. か さ ね て 、 審 判 の 日 と は な ん た る 
か 、 液 を 如何 に 理解 せ し む る や ? 
20. “その 日 、 如何 な る 生命 も 他 の 生命 
の た め に 、 いさ さか も 力 を 有する 能 
ず 。? さ れ ば その 日 、 裁 決 は アッ ラー 


に 属す る な り 。 


アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル AHInfitar( 像 ける ) 八 十 ご 3 


ec 


et 2 LEUIG 


2:124: 31:34. P18:45; 40:17. 
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7 
アル ・ ム タッ フィ フィ ー ン Al-Mutaffifin 
( 量 目 を ご ま か す 者 ) 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 偽 の 計量 に よっ て 人 々 を 騙す こと を 厳格 に 非難 する こと で 始ま る 。 
専門 家 た ちの 意見 に 従う な ら ば 、 当 章 は 使徒 に 拝命 され た 早い 時 期 だ と いう 。 
ノル デ ケ も ミュ ー ア も 使徒 に 拝命 され た 4 年 目 頃 だ と 認定 し て いる 。 前 章 は 
不信 者 た ち に 、 最 後 の 審 判 の 日 に 於 いて 、 過 去 の 行為 の 説明 が 求め られ 、 精 
神 的 損失 を 自分 た ち で 埋め ゆな く て は な ら な いこ と 、 そ し て また その 日 に は 、 
他人 の 仲裁 や 調停 が 役立た な いで あろ うと いう こと を 警告 し て 終わ っ て いる 。 
前 草 で は 人 間 と その 創造 者 な る 神 と の 関係 が 述べ られ て いた 。 然 し な が ら 当 
発 の 人 々 か ら の 残酷 な 略 故 を 特に 照会 する こと で 人 間 仲 間 同 士 の 行為 が 取り 
. ト 上げ られ て いる 。 当 章 は 、 不 正 で 不正 直 な 人 々 が 訓 せ られ な いま ま に 許 され 
る は ず が な い 、 と いう 叙述 で 終わ っ て いる 。 そ の 清算 の 日 は 恐ろし く 、 江 烈 
に 彼 等 を 待っ て いる 。 
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2 葉 


節 数 37、 メッ カ 啓 示 


1.? 慈 悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の ON 
件 名 に お いて 。 

2.? 量 目 を ご ど ま か す 者 ども に 災い oR 
あれ 。 


3. つま り 、 人 々 か ら 量 り 受け る 時 は pI よる CE | 


( 量 目 を ) 十 分 に する 者 ども 、 9 
の 0 あぶ う 
4.* さ れ ど 、 自 分 が 彼 等 の た め に 量 こる 315 引 とる 約 衝 51 5 
り 、 ま た は 計量 する 時 、 彼 等 は 減ら 1 
OIL あこ ここ 


す な り 。 

5. これ 等 の 者 ども は 、 自 分 が 中 ら し もの す 22 YT 
を っ 2 

め ら る る こと を 考え ざる か 、 の 


6. 尊厳 な る 日 の た め に 8、 放す 


bon 人 zeameoto dG 
御 府 に 立た ん 。 > 

JC せよ 、 び に 人 ども の 88 は あ OS っ あと な 
確か に スィ ッ ジ ー ン の 中 に あり 3289_ ジン ント ンス 


Ud L185; 26:182-184: 35:9. 53:10. 


3288 来世 に は 、 人 が 自ら の 行為 の 申し 開き を 主 に 対し し な けれ ば な ら な い 裁 き の 日 が 
ある 。 し か し 、 人 々 の 悪行 が 法 を 犯し た と き 、 こ の 裁き の 日 は 現世 に お いて も その 此 
達 に 訪れ 、 彼 等 は それ ぞ れ の 復 し ゅ う の 女 神 と 出会う の で ある 。 

299 スィ ッ ジ ー ン (Sjin) と は 、 聖 クル アー ン の 或 る 解説 者 達 に より 、 ア ラビ ア 語 の 言 
葉 で は な いと 誤っ て 考え られ て いる 。 し か し 、 そ の 分 野 の 著名 人 で ある ファ ッ ラ ー 
(Farrs)、 ザ ッ ジ ャ ー ジ ェ (Zaji)、 ア ブー・ ウ バ イダ (Ab Ubaida)、 そ し て ム バ ッ ラ ド 
に よる と それ は サジ ャ ナ と いう 語 に 由来 する アラ ビア 語 で ある 。 リサ ー ン (Lisan) は ス 
ィ ジ ュ ン (Sijn= 監 獄 ) と 同義 語 で ある と し て いる 。 ス ィ ッ ジー ン は 、 悪 事 が 記録 され 、 
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八 十 三 章 アル ・ ム タッ フィ フィ ー ン AL-Mutaffifin( 量 目 を ご ま か す 者 ) 三 十 伏 


9. され ば 、 ス イィ ッ ジー ン と は な ん OE 
た る も の か 、 液 を 如何 に 理解 せ し お 8 

る や ? 

10. ( そ は ) 書 か れ た る 帳 短 な り 9290。 SE 
11. 虚偽 と みな す 者 ども に と り て 、 そ i 
の 日 は 災い な る か な ! 上 

12. 審判 の 日 を 虚偽 と みな す 者 ども 。 OS CS 


13. 耐 し て 、 を 虚偽 と みな す 者 は す ara 
べ て の 娘 を 超え る 罪人 に 外 な ら ず 、 

14. 2 彼 に 対し て は 我 等 の 神 兆 が 読 衣 信じ TJ CI と Ek 、 記 9 
せら れる と 彼 は 云う 「 音 の 人 々 の 物語 
な り 」 と 。 OLIN 


i 事実 彼 等 oe 
SS その 稼ぎ し と て っ と が 故に 。 角 2 


四 i 


C 


16. "用 心 せ よ 、 げ に 彼 等 は 、 そ の 日 、 45 ュ っ る う 、 つ テス る つ ) る 
その 主 か ら 締 め 出 され ん 3291 ょ ンタ っ タ ラン 
③⑨O% Rar 


8:32: 16:25; 68:16. 23:78. 


1 れる と いわ れる 記録 滝 や 本 で ある 。 こ の 言葉 は 、 そ の 他 困 難 、 耐え 難 
、 継 続 的 、 了 永遠 に 続く も の を 意味 する (Lane より )。 


A 邪悪 な 不信 者 に 対す る 軸 が 、 厳 し く 長く 続く こと を 示 
し て いる 。 あ るい は 、 当 節 は 、 邪 悪 な 者 は 屈辱 の 中 に 置か れ 、 こ れ は 廃棄 で き な い 決 
定 で ある 、 と 意味 する の か も し れ な い 。 そ れ と も 、 ス ィ ッ ジー ン 並 びに 、 イ ッ リ ッ イ 
ー ン と は 、 聖 クル アー ン の 二 つ の 部 分 を ポ し て いる よう で ある 。 前 者 は 神託 を 拒む 者 
達 と 彼 等 * に 値する 穫 罰 を 取り 扱い 、 RM 
を 取り 扱っ て いる 。 従っ て 、 当 節 の 意味 する と ころ は 次 の よう で ある 。 と れ 等 の 
の 部 分 に お いて 記録 され た 評決 が 変え られ た り 変 更 さ れ た りす る こと は 出来 な い 。 


。 后 へ の 拝 調 は 、 二 段階 に 分 け て 信者 に 許さ れる 。 第 一 受 階 は 、 信 じ る 段階 で あり 、 

この 時 信者 は 神 の 特質 を 確認 する 。 第 二 段 階 は 、 つ まり より 人 と 、 神 の 
悟り を 授け られ る 。 罪 人 は 、 そ の 罪 改 に 、 裁 き の 日 に 神 の 悟り を 与え られ な いま ま に 、 
神 の お 顔 を 拝見 で き な い で あろ う 。 
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三 十 伏 アル ・ ム タッ フィ フィ ー num ご ま か す 落 ) a 


17. 2 然 る 後 、 彼 等 は 必ず 地獄 に 入 dA 5 る 
の 
18. 次 いで 、 彼 等 は 云わ れん 「 こ れこ 2 る 2 プ イン る る 
a EE lia ふい 
そ は お 前 達 が 2 虚偽 と みな し た る も の 「 と ーッ a 
な りき 」 と 。 ODORISS 
る | ~~ 


19. 用 心 せ よ 、 げ に 義 し い 人 々 の 記 あの 05 WEE 
- Ce て おり) ンー こう いつ 
録 は 確か に イッ リッ イー ン の 中 に 6 


あ り 49322 

20。 さ れ ぼ 。 イツ リリ イニ ッ WS SLE 
な ん た る も の か 、 液 を 如何 に 理解 せ 

むる ゃ や? 

21. ( そ は ) 書 か れ た る 帳簿 な り 。 @ る 8 ママ 
22. 側近 くせ し め ら れ た る 者 達 は そ SO 
れ を 立証 せん 。 

23. < げに 義 し き 者 た ち は 至福 の 中 に ® RITE 
あら ん 、 

24. 4 揚 末 の 上 に ( 邊 し て ) 晃 め ん 。 EO MbYI 


の 肖 


25. 激 は 彼 等 の 面 上 に 宇 福 の 光導 を お ょ と A 別 2 のち ん 33 さ る 
認め ん 。 5 


23:104: 82:16. 152:15. 145:31; 82:14.915:48: 18:32; 36:57; 76:14. 


ダウ イッ リッ コー ン (Hhiyyam) と は 、「 高 か っ た 」 ある い は 「 高 く な っ た 」 を 意味 する ア 
ラー と いう 語 か ら 派生 し た も の と 考え る 人 も お り 、 高潔 な る 信者 が 亭 受 する 最高 位 を 
意味 する 。 ム フラ ダー ト 辞 典 に よれ ば 、 イ ッ リ ッ ユ ー ン (Hiyyan) と いう の は 他 者 より 
精神 的 な 優位 を 亭 有 する の は この よう な 高潔 な 信者 の 高み の こと で ある 。 この 言葉 は 
又 、 信 者 の 大 いな る 向上 と 緊 栄 に つい て の 預 斉 を 含む 聖 ク ルアー ン の 簡 所 を も 指す 。 
イブ ン ・ ア ッ パ ー ス に よれ ば 、 こ の 語 は 天国 を 意味 し (カス ィ ー ル より )、 一 方 イマ ー 
ム ・ ラ ー ギ ブ は 、 そ れ は 天国 の 住人 の 名 で ある と 考え る 。 

”。 スイ ッ ジ ー ン が 単数 形 で あり 、 イ ッ リ ッ ユ ー ン (Hiyyun) が 複数 形 で ある こと か ら 、 
OE ON RL か れる も の で 、 US 


内 snes で あろ 3 う 。 
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八丁 三 章 


は か り 
アル ・ ム タッ フィ フィ ー ン Al-Mutaffifin( 量 上 日 を ご ま か す 者 ) 


26. 彼 等 は 封印 され た る 飲料 “4 の 中 
か ら 飲ま され ん 。 

27. その 封印 は 時 知 なり 、 さ れ ば それ 
(つま り そ の こと ) に 於 いて 、 競 い 合 い 
を 求め る 人 々 は 互い に 競い 合っ て 求 
め る べし 。 

28. それ に は タス ニー ム が 混ぜ られ 
た る な り 、 

29. 側近 くせ し め ら れ た る 者 た ち ヵ 
飲む 泉 な り 。 

30.? げ に 俳 を 犯し た る 者 ども は 信じ 

た る 人 ん 々 を 剛 笑 いた る 295 な り 。 


31. また 、 彼 等 の そば を 通り すぎ る 
i 


on eh 


三伏 
RE GI 
DE GI に な 
pe bees | 


0 もつ Sc 
の て 1 21338 


Pu 


3 RE 


33. また 、 彼 等 は 彼 等 を 見 る や 、 云え 2Y 各 186 2 35 
り 「 げ に この 者 た ち は 確 か に 迷い た る oo 
な り 」 と 、 OD PLA 
34. 彼 等 は 、 彼 等 の 監視 人 と し て 遣わ SRL EE 
され ざり し に も か か わら ず 。 
35. され ば 今日 、 信じ たる 者 た ち は 不 3 e183 FG 
信者 ども を 笑わ ん 、 。 
93 る 
923:111. P84:14. 


3294[ 封 還 さ れ た る 飲料 」 が 聖 タ クル アー ン を 指す と すれ ば 、 タス ニー ム は 、 神 の 選民 、 
了 型 預 言 者 の 高潔 な る 弟子 達 に 授け られ る 啓示 と 考え られ る で ある 3 う 。 
3298 イス ラム 教 が 、 そ の 存続 の た め に 、 一 見 負け 戦 を 戦っ て いた 時 に な され た 、 イ ス 
ラム 教 の 急速 な 普及 と 勝利 の 預言 を 、 不 信者 達 は 内 心 あ お ざ 笑 っ た も の だ っ た 。 
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36. 楊 床 の 上 に ( 盾 し て )" や 5 胸 め ん 。 69 AD yk 


37. 不信 者 ども は その な し た る こと & 0H IS 
に 対し て 返 報 さ れ ざ り し か ? 


”。 この 言葉 は 次 の こと を 意味 する 。(1) 高 位 の 座 に つく の で 、 信 者 達 は 、 優 慢 な 不信 
者 の 哀れ な 運命 を 目撃 する で あろ う 。 又は 、②) 彼 等 は 権力 の 座 に ある た め 、 人 々 を 裁 
く で あろ う 。 あ る い は 、(3) 彼 等 は 他人 の 要求 に 十分 配慮 する で あろ う (Lane より )。 
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八 十 四 章 
アル ・ イ ン シ カ ー ク Al-Inshiqaq( 人 破裂) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
先行 の 三 つ の 章 と 同様 、 当 草 は メッ カ 時 代 の 早い 時 期 に 啓示 され た 。 こ 
れ ら の 四 章 は 、 そ の 形式 並び に 構成 に お いて 、 そ し て 主題 も 非常 に 似 て いる 。 
ノル デ ケ も ミュ ー ア も ムスリム 学者 た ち が 言 う 当 章 の 啓示 時 期 に 同意 し て い 
る 。 事 実 、 当 章 は 、 先 に 連続 し た 三 章 主 要 構 成 部 分 か ら の 完結 部 分 で ある 。 
前 章 の 終わ り に 向かっ て 、 不 信者 た ち は 彼 等 の 力 が 破壊 され 、 そ の 栄光 は 立 
ち 去 っ て し まう こと を 警告 され た 。 然 し な が ら 当 章 で は 、 不 信仰 が 信仰 に 変 
わり 、 荒 廃し 廃 堪 の 跡 に な っ た 体制 か ら 新 し い 活 気 の あ る 力強い 体制 が 出現 
する だ ろう と は っ きり 述べ られ て いる 。 当 章 は アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 章 の 主 
題 を 継承 し 、 介 在 す る アル ・ ム タッ フィ フィ ー ン 章 は その 単なる 延長 に 過ぎ 
な い 。 ア ル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 章 は 、 天 が ば ら ば ら に な っ て 像 ける 主題 で 始ま 
る 。 そ し て 当 章 は 、 類 似 の 表現 で 始ま る 。 然 し 次 の 違い が ある 。 ア ル ・ イ ン 


させ る が 、 当 章 に 於 いて は 、 天 が ば ら ば ら に 破裂 する こと は 天 か ら 精 神 的 革 
命 が 降る こと 、 及 び 精 神 的 知識 の 進展 と 上 昇 を 意味 し て いる 。 そ れ 故 に 、 前 
三 章 と 連携 し 、 当 章 は 後世 に 於 ける イス ラム の ルネ サン ス と 前 世 の 不 正 や 邪 
悪 を 取り 扱っ て いる 。 当 章 は 特に イス ラム の ルネ サン ス を 取り 扱っ て いる が 、 
一 方 前 章 は 、 キ リス ト 教 徒 の 堕落 と 不道徳 な 行為 を 取り 扱っ て いる 。 
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三 十 笹 八 十 四 草 


hE 
アル ・ イ ン シ カ ー ク Al-Inshiqaq( 破 像 ) 


節 数 26、 メ ッ カ 成 示 
1. 2 慈悲 探 く 、 恵 み 周 く ア ッ ラ ー の OI 
御名 に お いて 。 
2. 2 天 が 粉々 に 裂け る 時 9297、 oT PA 
3. 面 し て 、 そ は 己 が 主 に ・ 耳 を 傾け TELE RE 
ん "29% され ば これ こそ 、 そ れ に 課せ i 
られ た る な り 。 
4 また 、 大地 が 伸 べ 広げ られ る OES 
時 3299 
5. され ば 、 そ は その 中 に ある すべ て の は 333 じ ご 35 
を 吐き 出し 、 面 し て 空席 と な らん "9、 
6. 面 し て 、 そ は 己 が 主 に 耳 を 傾け ん 。 DER 
され ば これ こそ 、 それ に 課せ られ た る 
な り 。 


UL 055:38, 69:17. 41:12. 78:7. 


297 天国 の 門 が 開か お れ 、 聖 クル アー ン を 支持 する 天 の お 告げ が 数 多く 現れ 、 高 位 
の 人 々 が 、 啓 示さ れ た 手 本 に つい て 思 率 を 始め る 時 。 当 人 節 は 、 こ の 時 の こと を 述 
べ て いる 。 

2 新た に 一 人 の アダ ム が 生ま れ 、 天 国 の 天使 達 は 、 彼 の 神 の 使命 推進 及び 伝達 を 助 
け よ うと 、 彼 の 側 に 立つ で あろ う (69:18)。 そ れ は 、 こ の こと こそ 、 彼 等 が 作り 出さ れ 
た 主 な 目的 で あり 、 彼 等 の 義務 だ か ら で あ る 。 

3299 地球 は 寿命 が 延び 、 人 の 罪 故 に 受け る べき 有 骨 壊 は 引き 延 ば さ れる で あろ う 。 そ し 
て 、 そ こ に 住む 人 々 の 魂 の 向上 の た め に 、 新 た な 手段 が 与え られ る で ある ろう 。 当 節 は 
又 、 天 に 届 す る と みえ る 惑星 の 幾つ か が 、 地球 の ある 地域 で 発見 され 、 人 が ロケ ッ ト 
等 を 使っ て そこ へ 行こ うと する だ ろう 、 と も 示し て いる 。 ム ッ ダ と いう 語 は この よう 
な すべ て の 意味 を 持つ (Lane より )。 
900 地球 は 隠さ れ た 財宝 を 余り に も 多く 追い 出す た め 、 地 球 自 体 が 「 空 席 」 の よう に 
見 える で あろ う 。 
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狼 十 四 章 アル ・ イ ン シ カ ー ク Al-mshiqaq( 和 破裂 ) 三 十 全 
7. 人 間 よ 、 げ に 泊 は 己 が 主 へ の 道 に EP る OYIGG 


苦労 し て 努力 する な り 、 され ば < 没 彼 の 
に 会 える な り 。 OLE ENS 


8. され ば 、 5 豆 が 帳 鐘 を その 右手 に 流 DL LG A 
され る 者 あら ば 、 


9. 確か に 彼 は 安易 に 清算 され ん 、 OTA CG ra 
10. 面 し て 、 彼 は 喜ん で その 家族 の と OER 
ころ へ 帰ら ん 。 

ャ ン 1 ュー アン 


ビィ 3 っ な ン ン ルン ン パ 24 2 ン 1 04 ン 
1. 然るに 、 そ の 背後 に (隠さ れ た る )  ⑤。, 少 引 う SG 
己 が (行状 の 帳簿 を 渡さ れる 者 あら 


ば 2 お 

12. 彼 は 必ず ( 己 の ) 破 滅 を 叫び 求 の B38 る 53 
めん 92 

13. 耐 し て 彼 は 、 燃え 盛る 業火 に 入る SL 
べし 。 


14. げに 彼 は 、 己 が 家族 の 中 で 稚 楽 OGRA GE 
し た る な り 。 


& 

15. げに 彼 は 、 目 2 分 が 決し て 復活 さ れ ゃ 3 A TE 
9 2 3 人 すき 1< 608 

ざる と 思い た り 。 OR 


16. 癌 、 げに その 主 は 彼 を つぶ さ に 照 ょ と ゥ の 2 a る ン 8 を イン 
覧 し た る 者 な り 。 DR IOS DO # 
17. され ば 用 心 て せよ 、 わ れ は 草 紀 に OR 3 YS 
弧 う 、 a 

欧 計 ー 3 る ンション ン 2 抽 し 
18. また 、 夜 と その 積 う も の に 、 0 
19. また 、 輝 き 満ち た る 月 に “9、 ENS) し <)5 


92:224: 11:30; 18:111. P17:72; 69:20. 69:26. 983:32. 


ST 聖 クル アー ン を 廃棄 され た 物 の よう に 扱う 人 々 (25:31)。 
や 人 は 非常 な 苦しみ の 中 に ある 時 、 死 が その 生命 を 終わ ら せ る よう に と 願う 。 
3903 第 17 か ら 19 まで の 諸 節 に は 、 イ スラ ム 教 徒 の 一 時 的 な 退廃 と 、 聖 預言 者 の 偉大 


1631 


三 十 伏 アル ・ イ ン シ カ ー ク Al-mshiqaq( 破 裂 ) 八 十 四 音 

Ne さ > 2 上 6 PO 
20. お 前 達 は 必ず 段階 を お っ て 上 達 DGC 
せん 304 (みろ O と * Orn 
21. され ば < 彼 等 は 如何 に な り し か 、 DO HILL 
彼 等 が 信 ぜ ざる こと は ?3305 

Ry イン るー る エタ ルン 

22。 また グル アー ン が 、 彼 等 こ 対 し OD Ee SS Isls 
て 読 謝 せ られ る と 、 彼 等 は 叩 頭 せ ざ 
る な り 。 
23. 否 、 事 実 不信 せ し 者 ども は ? 大 人 Rg ぴ 
と みな す な り 。 
24. され ど ア ッ ラ ー は 彼 等 が 貯蔵 す OCEAN 
る も の を 熟知 し 給 う 3398。 - 


wd 2 
O03 Y 


A 


25. “され ば 、 彼 等 に 痛ま し い 南 苦 の RN 
吉報 を 伝え よ 。 RN 
26. され ど 、? 信 じ て 善 行 を 積み し E333 
人 々 に つい て は 、 彼 等 に は 尽き る こと の っ 
な き 報 奨 あら ん 。 & 0 な 4 


43:89. 085:20. 09:34. A 1:12; 41:9; 95:7, 


な る 代理 、 約束 され た メシ ア を 通じ て の 復活 に 関す る 預言 が 含ま れ て いる 。 こ の 約 東 
され た メシ ア は 、 月 の よう に 、 太 陽 ( 亜 預言 者 ) の け る 光 を 、 完 全 に し て 忠実 に その 
身 に 映し 出す こと と な っ て いた 。 

や イス ラム 教徒 は 、 先 の 数 節 に 書か れ た あら ゆる 状況 を 体験 する で あろ う 。 

3908 不信 者 達 は 、 こ の 預言 の 初め の 二 箇 所 が 成就 され た の を 目撃 し た 後に 、 何 夏 三箇 
所 目 が 成就 され な いで あき ら め た の か ? 彼 等 は 、 精神 の 開 夜 の 後 、 イ スラ ム 教 の 日 の 
出 の 朝焼け を 目 に し た 。 し か し 、 彼 等 は 、 満 月 の 夜 に 月 が 痢 を 追い 払う た め に 現れ る 
と は 信じ な い 。 

3908 不信 者 達 は 、 神 の 使徒 に 対し て 、 彼 等 が 心中 に 隠し 持つ 敵意 を 、 神 は よく 御存知 
で ある 、 と 警告 され て いる 。 神 は 又 、 神 の 目的 を 推し 進め る た め の 、 神 の 使徒 の 使命 
と 努力 を 無 に し よう と する 彼 等 の 陰謀 に も 気付 いて お られ る 。 
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八 十 五 草 
アル ・ ブ ルー ジュ Al-Burni( 星 座 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 使途 に 拝命 され て 数 年 以内 に メッ カ で 啓示 され た も の で ある 。 当 
音 と 前 草 の ア ル ・ イ ン シ カ ー ク (破裂 ) と の 関係 が 、 前章 で は 、 満月 の こと が 証 
拠 と し て 引き 合い に 出さ れ て いる と いう 事実 で 、 ま た 当 章 で は 、 幾 多 の 星座 
や 約束 の 日 の こと で 同じ 目的 で 引用 され 、 暗 示さ れ て いる 。 ブ ルー ジュ 、 つ 
まり 幾多 の 星座 と いう の は ヒジ ュ ラ 暦 の 各 世 紀 の 頭 に 於 いて 出現 し た 12 の 天 
の 改革 者 (ムジ ャ ッ デ ィ ド ) を 意味 し て いる か も し れ な い 。 そ し て 約束 され た 
と いう の は ヒジ ュ ラ 歴 の 14 世紀 を 表し て いる 。 当 章 は 約束 され た 救世 主 の 信 
者 達 が 被る 激しい 迫害 を 指摘 し て いる よう に 思わ れる 。 そ し て 終わ り で は 、 
彼 の 時 代 に 於 いて 聖 クル アー ン は 神 より 降 され た 経典 が 持つ べき 清廉 さ 故に 
あら ゆる 方 向 か ら 、 特 に キリ スト 教徒 の 作家 た ちか ら 襲 われ 、 そ の 攻撃 の 反 
双 の た め に 彼 は 全て の 精力 と 神 か ら 与え られ た 偉大 な る 力 を その 確実 性 や 不 
可視 性 を 証明 する た め に ささ げ る で あろ うと 叙述 され て いる 。 
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三 症 谷 八 十 五 章 
Se 人 に た トー 3 
八 十 五 章 


アル ・ ブ ルー ジュ Al-Burai( 星 座 ] 
節 数 23、 メ ッ カ 啓示 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の の SH ES 
御名 に お いて 。 

2. 6 諸星 座 を 有する 天 に 替 て 9997、 りり NE 

本 の 3 うろ 2 

3. また 、 約 束 さ れ た る 日 に (か け の El eH 2 
て 3308 3 es od [9 
4. また 、 立 証する 者 の と 立証 され の 4 AaUS2 
る 者 に (か け で て )。 


91:1. 015:17: 23:62. 


3307 ジャ ッ デ ィ ド 達 (Mujaddids)、 つ まり イス ラム の 精神 的 領域 に お ける 12 人 の 典 は 、 
精神 的 な 陽 が 沈ん だ 後 も その 光 を 輝 か し 続 ける 。 つま り 、 イス ラム が 繁栄 し た 三世 紀 
が 過ぎ た 後 、 精神 的 な 暗闇 が 世界 を 暫 う 時 で ある 。 こ れ ら の 改革 者 は 、 イ スラ ム の 真 
実 、 聖 クル アー ン 、 そ し て 聖 預 言 者 の 証人 で ある 。 

3308 [約束 され た る 日 」 と は 、 約 束 さ れ た 救世 主 が 、 イ スラ ム 教 復活 を 成し遂げ る た 
め に 立た され る 日 を 指し て いる よう だ 。 事実 イス ラム 教 の 歴史 に は 、 約束 され た る 日 
と 呼ば れる 日 が 数 多く あっ た 。 バド ル の 戦い の 日 、 党 の 戦い が 輝かしい 結末 を 迎え た 
日 、 メ ッ カ 陥落 の 日 、 等 が それ に 当たる 。 し か し 約束 され た る 日 は 、 そ の 中 で も 特に 
抜き ん 出 て お り 、 ヒ ジュ ラ 暦 14 世紀 に 、 聖 預言 者 の 再来 が 、 彼 の 代理 の 身 に 起こ っ 
た 日 を 指す 。 この 時 、 イ スラ ム 教 は 新た な 命 を 得 、 他 の 全て の 宗教 に 勝つ こと と な っ 
て いる 。 約束 さ れ た る 日 は 又 、 正義 な る 者 が 、 そ の 王 と の 出会い と いう 至福 を 享受 す 
る 日 で も ある よう だ 。 
や 。 全て の 預言 者 叉 は 神 の 指導 者 は 、 彼 等 が 神 の 存在 の 生き 証人 で ある た め 、 シ ャ ー 
ヒド (証人 )、 つ まり 証明 する 人 と な る 。 又 、 神 は 彼 等 の 手 に し る し や 奇跡 を お 示し に 
な る こと で 、 彼 等 の 真実 を 証 さ れる た め 、 彼 等 は マシ ュ フ ー ド ( 被 証 者 で も ある 。 し 
か し ここ で は 、 本 文 の 示す 通り 、「 証 人 」 は 約束 され た 救世 主 で あり 、 「 被 証 者 」 は 聖 
預言 者 を 指す 。 そ し て 当 節 は 、 約 束 さ れ た 救世 主 が 、 説 教 や 書物 で 、 又 神 が 彼 の 手 に 
お 示し に な る し る し に より 、 聖 預言 者 の 真実 を 証明 する で あろ う 、 と 示し て いる 。 彼 
は 又 、 ヒ ジュ ラ 暦 14 1 紀 の 約 束 さ れ た 救世 : 主 お よび マフ ディ ー の 到来 に 関す る 聖 問 
言 者 の 預言 が 、 そ の 身 に 成就 され る と いう 意味 に お いて 、 立 証する で あろ う 。 聖 預 言 
者 自身 が 約束 され た 救世 主 を 証明 し た と いう 意味 で は 、 彼 も 又 被 証 者 で ある 。 こ の よう 
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八 十 五 章 アル ・ ブ ルー ジュ ALBaurai( 星 座 ) 三 十 伏 


5. 壌 の 者 ども は 破滅 され ん “や 、 @> 32SI こ (で 
6. つま り 、( 豊 富 な ) 燃 料 の ある 火 の ひこ 5 ) 還 
(者 ども )。 - 

7. 彼 等 、 そ の 傍 に 挙 する “時 、 05328 に EE は 


8. 耐 し て 、 彼 等 は 信者 た ち に な せる Oz2L OR 33 
己 が 仕打ち を 立証 せん 2。 


まあ タラ ライ 


(OFT 


% 々 彼 等 が 彼 等 に 対し て 憎しみ を 持 0 し 12 人 801 VI 2 で AI に 3 
つ は 、 た だ 、 彼 等 が 威力 者 に し て 讃 美 


すべ き ア ッ ラ ー を 信じ た る が 故に 外 Oi 
な ら ず 3313 


10. ? 諸 天 と 大 地 の 王 権 は 彼 に 属す る と ちら 
< に つ ミラ Rt 
御方 。 され ば アッ ラー は すべ て の こと NY ニー S32 


97:127. b14:3, 


a 当 節 が 、 イ エメ ン の イス ラ エ ル の 王 ズ スー・ ヌ ワー 
ス に よる キリ スト 教徒 の 火 刑 を 示し て いる 、 と 解釈 し て いる 。 又 別 の 解説 者 に よれ ば 、 
バビ ロン の 王 ネ ブ ガ ド ネ ザ ル が 、 イス ラ エ ル の 指導 者 達 を 、 燃え さか る 炉 に 投げ 入れ 
た こと を 指す と 解 さ れる (ダニ エル 書 3:19-22)。 当 節 は 、 更 に 、 真 実 の 敵 に も あて は め 
られ る 。 役 等 は 、 全 て の 神 の 指導 者 の 時 に 、 信 者 に 激しく 対立 し 、 迫 午 する 。 こ こ で 
は 、 過 去 の 、 真 偽 の 租 が 定か で な い 出 来 事 を 述べ よう と し て いる の で は な い 。 聖 クル 
アー ン の どの 箇所 に も 、 神 が 過去 の 事実 に より 誓 わ れ た 事実 は な く 、 第 三節 で 、 神 は 
[約束 され た る 日 」 の 名 の も と に 証言 され て お られ る 。 当 節 及 び 次 の 数 節 で は 、 約 束 
され た 救世 主 の 弟子 達 は 、 そ の 大 いな る 日 の 到来 を 告げ る た め に 、 非常 な 苦し み を 味 
わ わ ね ば な ら な いで あろ う 、 と 暗示 され て いる 。 
3 は 第 $ ぅ か ら 9 節 で は 、 真 実 の 敵 に 触れ て いる 。 彼 等 は 、 い つの 世 で も 、 高 潔 な る 信 
者 に 対し 据 害 の 火 を 付け 、 常 に それ を 燃やし 続け る 。 彼 等 の 結末 は 11 節 に 預言 され 
て いる 。 
や 真実 の 敵 は 、 彼 等 の 妨害 が 残酷 か つ 不 当 な も の で あり 、 彼 等 の 残虐 行為 の 犠牲 者 
が 無実 で ある こと を 実は 知っ て いる 。 
98 当 節 は 哀 感 に 満ち て いる 。 神 へ の 信仰 は 、 そ れ を 持つ 者 が 残虐 な 迫害 を 受け ね ば 
な ら な い 程 に 、 極 悪 非道 な 罪 な の で あろ うか 、 と 間 い か け て いる 。 
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三 十 傘 


を 立証 する な り 。 


1H1. げに 信者 た る 男 た ち 並 びに 信者 
た る 女 た ち を 試練 に 遭わ せ 、 し か も 後 
悔 せ ざる 者 ども あら ば 、 彼 等 に は 地獄 
の 責 苦 あ り 。 耐 し て 、 彼 等 に は 業火 の 
貢 苦 あ り 。 

12. げに 信じ て 善行 を 積み し 人 々 に 
は 、 そ の 下 に 河川 流 る る 楽園 あり 。 こ 

は 偉大 な 成就 な り 。 


13. げに 、 < 流 の 主 の 捕え 方 は 猛烈 
な り 。 ' 

14. 2 げに 彼 こ そ は 創 め 、 耐 し て 繰り 返 
す 者 な り 3314。 

15. 面 し て 彼 は 、 寛 大 者 、 慈愛 者 な り 、 


16. 玉座 の 主 、 尊 厳 を 有する 御方 な 
り 、 

17. 己 が 欲す る こと を 必ず 実行 する 
者 な り 。 

18. 次 に は 諸 軍 勢 の 消息 は 来 た り し 
か ? 

19. ファ ラオ と サム ー ド の 。 


古 、 不 信 せ し 者 ども は 虚偽 と みな 


す ば か りな り 。 
21. アッ ラー は 、“ 彼 等 の 前 後 か ら 取 
i 


ーーーーーーーーー 八 十 五 章 
る る と か) 
る ああ 弘 | $ 


1< 2 


I CE) 

EE OS 

DRT IE SS 
EA LE 2 


内 た 
デ 


2 


Ne ー 
A 
6 を 


gd 
ンタ 


OI UN 
a 3 


sl? 
? > の 


Ce YU 
ン 


3 と < こう 


ORIG SE 
MP 


1:103: 22:3. 229:20- 30:12.<17:60. 


や で 神 は 、 信 者 に 対す る 残酷 で 専 | 
られ る で あろ う 。 


制 的 な 迫害 者 を 、 現 世 で 、 ま た 来世 に お いて も 罰せ 
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八 十 五 章 


アル ・ ブ ルー ジュ ALBurai( 星 座 ) 


22. 9 否 、 そ は 尊厳 を 有する クル アー 


ン な り 。 


a 9 ) 
23. 守護 され た る 書き 板 に あり T。 各 
内 


930:2: 56:78、 41:43: 56:79. 


9 当 節 は 、 聖 クル アー ン が あら ゆる 干渉 、 歪 曲 か ら 守 られ る と いう 預言 を 述べ て い 
る 。81-85 章 に つい て 注 1482 も 参照 の こと 。 解説 の 特大 版 も 参照 の こと 。 
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八 十 六 章 
アッ ター リク At-Tariq( 夜 に 現れ る も の ) 
メッ カカ 啓示 

啓示 の 日 と 背景 

ムスリム 神学 者 達 の 合意 に よれ ば 、 当 章 は 使徒 に 拝命 され た 初期 の も の 
で ある 。 欧米 の 学者 で ある ノル デ ケ や ミュ ー ア も 同意 見 で ある 。 当 章 は 、 イ 
ン フ ィ タ ー ル 童 ( 像 ける ) で 始ま っ た 続 章 の 最後 で ある 。 こ れ ら の 続 章 は 全て 、 
最初 の 説 は 、 形 式 が 同じ で あれ 、 違 っ て いよ う が 、 将 来 に 現れ る 改革 者 の こ 
と を 証言 し て いる 。 然し 介在 する アル ・ ム タッ フィ ブフ ィ ー ン 章 は 違っ た 方 法 
で 開 扉 さ れ て いる が 、 実 は アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 章 の 一 部 で ある 。 当 章 は 、 
アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 章 と それ に 続く 草 が 取り 扱っ た 主題 を 持続 し 完成 する 
も の で ある 。 そ し て 当 章 は 、 前 章 と 続 章 の 間 の バル ザ フ (Barzakh= 待 機 の 場 ) 
の よう で ある 。 然し な が ら 、 当 章 か ら 新しい 主題 が 始ま る 。 
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狼 十 六 童 三 十 倫 


アッ ター リク At-Tariq( 夜 に 現れ る も の ) 
節 数 18、 メ ッ カ 啓示 


1. “慈悲 深く 、 恵み 過 く アッ ラー の 28 ES 

御名 に お いて 。 

2. 天 と 夜 に 現れ る も の に 販 て 3%、 0 

3. 耐 し て 、 夜 に 現れ る も の と は 何 た EEE 1 し 3 

る や 、 汐 を 如何 に 理解 せ し お る や ? 

4 ( そ は ) き ら め き 訂 く 星 な り 。 OC 

5. 何人 も 己 が 上 に 守護 者 "無き 者 EE RS 

は な し 。 4 

6. され ば 人 間 は 、 己 が 何より 創 られ SSRN 

し か を 考え る べし 。 6 

7. 噴出 する 液体 より 創 られ た り 3、 OE 

8. そ は 、 腰 と 助 骨 の 間 か ら 出 で る な 人 MK の 

り 3318A ca 
OI LA 


は 


彼 の 到来 は 、 3 本 っ 間 間 に の TDN 普及 の 夜 
明け を 告げ る も の で あっ た 。 し か し 、 解説 者 た ちの 中 に は 、 当 節 は 聖 預 言 者 自身 を 指 
A に よれ ば 、 聖 預言 者 が 現れ た 時 、 精神 の 開 夜 が 全 世 界 を 飛 
、 彼 の 到来 地 ア ラビ ア は 痢 に 包ま れ て いた 。 
I 
すなわち 、 聖 預言 者 を 守ら れる で あろ う 。 
や や 人 の 精神 的 向上 は 、 噴 出 の 後 勢 い の 層 ま る 精液 の よう に 、 前 進 と 後退 の 時 期 を 交 
互 に 繰り 返し が ち で ある 。 
33184 陳 ク ルアー ン の 文体 の 特徴 は 、 厳 し くそ っ け な い 言葉 で は な く 、 穏 や か な 表現 
を 用 いて いる こと で ある 。「 腰 と 助 骨 の から 出 で る 」 と いう の は 、 聖 クル アー ン に 


汗 
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三 十 伏 アッ ター リク At-Tariq( 夜 に 現れ る も の ) 狼 十 六 意 

9. “げに 彼 は 、 そ の 返 選 に 全能 に まし の E46) 

ます 、 

10. 2 秘密 な る こと が 暴露 され る その SE 
2 ント 

日 、 

11. され ば 彼 に は 如何 な る 力も な く 、 6 25Y 3865 的 じ 3 

また 助け 手 も な か らん 。 1 

12. 繰り 返し 雨 を 降ら す 天 に 将 て 、 そり に FPPGIE 

13. また 、 彰 え 出 で し むる 大 地 汐 @ と も 多 っ 5 YS 

て 3319 の < < 

14. げに そ は 確か に 決定 的 な 言葉 EE 

な り 。 

15. 面 し て 、 そ は 空論 に 非 ず 。 @0540 ス じ 5 

16. げに < 彼 等 は 策謀 を 企む な り 。 SCE 

17. され ど わ れ も 策 を めぐ ら す 。 a 


18, 9 され ば 不信 者 ども に 猫 予 を 与え & あめ ンズ っ a ョ イン ぅ 2 * wu 
\ As | * Wa | 
REIN OI ODN 


94634、 P10:31. 052:43. 968:46: 73:12. 


使わ れる 書 曲 表現 の 一 つ で ある 。 当 節 は 、 人 が 父親 の 腰 か ら 出る 水 よ り 生 まれ 、 母 の 
胸 で 育て られ る と 意味 する よう だ 。 ほ と ば し り その 後 勢い の 弱まる 液体 か ら 人 間 が 作 
り 出さ れ た と いう こと は 、 彼 が 急激 な 進歩 を 遂げ る 大 いな る 力 を 生ま れ な が ら に し て 
備わっ た が 、 同時 に も し この 神 よ り 授 か っ た 力 を 適切 に 用 いな けれ ば 堕落 の 深み へ 随 
ちる 可能 性 も ある こと を 示し て いる 。 噴出 し その 後 勢い が 弱まる 精液 の よう に 、 人 の 
精神 的 向上 も 前 進 と 後退 の 時 期 を 交互 に する と 当 節 は 示し て いる 。 

り 地上 の 草木 に 欠か せな い 雨 は 、 空 か ら 降 り め 、 そ れ が 止ま れ ば 、 地 上 の 水 は 徐々 に 
干上がる 。 同様 に 、 天 の 啓示 が 無けれ ば 、 人 の 理性 は 、 そ の 純粋 さ 、 強 さ を 失う 。 当 
節 及 び 前 飾 で は この こと を 示し て いる 。 

9194 不信 者 は 、 イ スラ ム 教 や 聖 預 斉 者 に 対し 、 持 て る 力 と 財 を 全て 使っ て 悪 計 を 試 
みる た め の 猫 予期 間 が 与え られ て いる 、 と 当 節 で は 述べ て いる 。 彼 等 の 計略 や その 自 
慢 の 力 を 持っ て し て も 、 イス ラム の 勝利 は 、 ゆ る ぎ な く 、 イス ラム 教 が 神 か ら の も の 
で あり 、 神 の 支持 を 得 て い る こと を 立証 する で あろ う 。 
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八 十 七 章 
アル ・ ア ー ラ ーAl-A“1a( い と 高き ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 、 聖 預言 者 の メッ カ 時 代 の 非常 に 初期 の 啓示 で ある 。 殆 どの 聖 ク 
ルアー ン 注 釈 者 の 他 に 、 ミ ュー ア や ノル デ ケ も 同一 見 解 で や る 。 ノ ル デ ケ は 、 
その 啓示 を 第 78 章 の 後 と し て いる が 、 ムスリム 神学 者 の 何人 か は 聖 ク ルアー 
ン 啓 示 の 年 代 順 に 於 いて 、 そ れ を 第 八 番 に 割当 て て いる 。 前章 は 、 聖 クル ア 
ー ン は 神 の 完成 され た 完全 な る 法 【 律 法 】 で あっ て 全て の 人 類 の 要求 や 必要 
条件 を 完全 に 満た し 、 そ し て 時 代 に よる 変更 、 廃 棄 や 改善 の 必要 が な いも の 
で ある と いう こと に 留意 し て 終わ っ て いる 。 聖 クル アー ン の この 主張 は 、 避 
けら れ な い 当 た り 前 の 質疑 を 起こ す 。 す な わ ち 、 前 の 幾つ か の 章 で 述べ られ 
て いる 新しい 改革 者 の 必要 は 、 こ の よう な 完全 無欠 な 経典 の 面前 で どう し て 
ある の だ ろう か ? 当 章 は この 重要 な 問題 に 答え て いる 。 ア ッ タ ー リ ク 章 で 、 
人 間 の 発達 は 繁栄 と 没落 の 交替 の 周期 で ある こと が 更に また 述べ られ て いた 。 
この 事実 は 、 ま た 同じ よう に 他 の 重要 な 質疑 を 起こ す 。 す な わ ち 、 完 全 無 欠 
な る 律 法 が 啓示 され て か ら 、 人 間 の 発展 は 当然 に 一 様 で 途切れ な く 、 す べ て 
の 後退 の 可能 性 か ら 免 除 さ れ て いる は ず で ある 。 何故 世 界 の 初め か ら 完 全 な 
る 律 法 は 啓示 され な か っ た の か ? そし て 何 履 そ れ が 聖 預言 者 の 時 代 ま で 延期 
され て いた の か ? 当 間 は この 疑問 に も 答え る 。 そ れ は 、 前 章 と も う 一 つの 深 
い 関 係 を 持つ 。 前 章 で は 、 人 間 は 、 父 の 腰 か ら 出る 一 滴 の 液体 か ら 生 まれ 、 
母 の 胸 で 滋養 を 得る と いう こと が 述べ られ て いる 。 こ れ は 、 人 間 の 物理 的 成 
長 の 潤 進 的 な 変遷 に つい て 名 状 し が た い 了 暗示 を 構成 する 。 物 理 的 発展 と 同様 
に 、 人 間 は その 精神 的 発達 も 酒 進 的 で ある と いう こと が ここ で 教え られ て い 
る 。 聖 預 斉 者 は 金曜 や イー ド の 礼 振 の 際 に いつ も 当 章 と 次 章 を 読 輔 し て いた 。 
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アル ・ ア ー ラ ーAIl-A9a( い と 高き ) 
節 数 20、 メ ッ カ 札 示 


1. 慈悲 深く 、 恵み 財 く アッ ラー の ON 
御名 に お いて 。 

2. 2 液 の 至高 者 な る 主 "の 御名 を 讃 ok a 
えよ 。 

3. “ 彼 は 創造 し 、 従っ て 完全 な らし め OE CN 
給 う た やれ 御方 、 

4. 4 また 彼 は (物事 を ) 釣 り 合わ せ 、 昌 RCE 
つ 導き 給 うた 御方 、 

5. また 彼 は 牧草 を 前 え 出 で せしめ た UP 
る 御方 、 

6. 次 いで それ を 黒い < 刈り 株 と な せ SR 
り 3322 


1:1.256:75: 69:53. C82:8; 91:8. 80:20. “18:46; 57:21. 


9320 神 の ラッ プ (Rabb= も の を 段階 的 に 育て て 発展 させ る 主 ) と いう 属性 は 、 次 の 意 
生じ させ る 。 な ぜ こ の 完全 な 法則 は 創造 の 初期 に 啓示 され な か っ た か ? この 言葉 6 
完全 な 法則 は 、 人 の 知性 が 、 徐々 に 長期 間 に わ た る 進歩 を 経て か ら 啓 示さ れる べき で 
ある こと を 示し て いる 。 
2 高尚 な 運命 が 人 を 待ち 受け る 。 彼 は 最も 高 言 な 精神 を 身 に つけ 、 自 身 に 神 の 性 質 
を 反映 させ 、 創 造 主 の 鏡 と な る こと が で きる 。 

7322 なぜ 神 は 、 初 め に 啓示 を し た と まき 、 そ の 時 代 に 啓示 を 受け た 特定 の 人 々 の み の 
MS さっ た 不 完全 な 法 を 降 され た の か ? そし て な せ ぜ 最 終 的 に クル アー ン と いう 
全 な 律 法 を 啓示 され た の か ? 」 当 節 で は この よう な 問い に 対す る 器用 な 回 答 を 含ん 
で いる 。 回答 と し て 、 神 は 二 種 類 の も の を 創 ら れ た 。 (a) 草 や 牧場 の よう に 、 人 の 暫定 
的 な 要求 を 満た す も の で 、 命 の 期限 が 決ま っ て いる も の で ある 。 初期 の 経典 は 、 人 の 
一 時 的 な 必要 性 を 満た す た め だ け の も の で あっ た の で 、 衰 退 、 消 滅 が 定め られ て いた 。 
() 太 陽 、 月 、 大 地 な ど は 永久 的 に 人 の 使用 の た め に 存在 する 。 これ らち は 世界 が 続く 限 
り 存在 する 。 聖 ク ルアー ン は 世界 と 同様 に 、 終わ り の 時 まで 人 間 の 正確 な 道しるべ と 
し て 定め られ た も の で あり 、 変 化す る こと や 影響 を 受け る こと が な いも の で ある 。 
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八 十 七 章 アル ・ ア ー ラ ーAl-A'"( い と 高き ) 三 十 伏 


7. 我 等 は 必ず 汐 に 読 語 せ し めん 、 さ aE 
れ ば 激 は 忘れ ざる べし “29、 ee 
8. 但し 、 ア ッ ラー が 欲す る も の は 別 03125 区 外し 
な り 。 げ に ? 役 は 現われ た る も の CS 
も 隠れ た る も の も 知り 給 う 。 

9. 2 面 し て 、 我 等 は 溢 の た め に 容易 な SEU 
らし めん 338。 II 


10. され ば 次 、 訓 成せ よ 。 訓 成 は 確か eI $3 
に 有益 な り 。 
11. * 良 れる 者 は 必ず 思 告 に 従わ ん 。 の 4892 て に っ 


12. され ど 最も 不幸 な る 者 は 之 を 避 OEE; 
けん 。 as 

13. 彼 は 巨大 な る 2 業火 に 入る 者 な OE IAN LS 
り 。 ye 
14. 然 る 後 、 彼 は その 中 で 、 死 ぬ も OS SS 
な ら ず 、 生 きる も な ら ざ らん 。 M 


2:34: 20:8: 21:1 11; 24:30. 92:8. SL:S6. 988:5. 18: 20:75. 


3323 陳 預 言 者 は 人 間 で あり 、 日 常 の こと に 関す る 限り 、 彼 も 物事 を 忘れ る こと が あっ 
た 。 し か し 、 絶対 に 正しい 知恵 を 備え られ た 神 が よ く ご 準備 な さっ た た め 、 聖 預言 着 
に は 学 が な か っ た に も か か わら ず 、 又 時 に は 長い 章 が 一 度 に 彼 に 啓示 され る こと が あ 
っ た に も か か わら ず 、 啓示 は 彼 の 心 に し っ か り と 刻み 付け られ 、 その 啓示 され た 部 分 
を 暗唱 する と き 、 彼 は 忘れ た りつ か えた りす る こと は 決し て 無かっ た 。 第 2 章 、 第 3 
章 、 第 4 章 、 の よう に 非常 に 長い 章 は 少し ずつ 啓示 され 、 啓示 の 間隔 が 数 年 に も 及 ん 
だ が 、 聖 預言 者 は 、 啓示 され た 節 を 正しい 位置 に 据え る の に 、 一 瞬 た り と も 中 踏 し な 
か っ た と は 、 実に 驚く べき こと だ 。 これ は 、 聖 クル アー ン を 最も 激しく 非難 する 者 で 
さえ 、 反 論 で き な か っ た 事実 で ある 。 

”。 「 ア ッ ラ ー が 欲す る も の 」 と いう 言葉 は 日 常 の こと に の み 関 する も の で ある 。 
3325 当館 は 次 の こと を 示す 。 (D) 型 クル アー ン を 覚え る の は 易しい 。 ② 聖 クル アー ン の 
教義 は 、 状況 の 変化 に 応じ 、 気質 の 異な る 人 々 の 必要 に 見 合う よう それ ぞ れ に 融通 性 
を 備え て いる 。 ⑬) 聖 クル アー ン の 禁止 令 は 独断 的 で は な く 、 賢明 で 理 に 適っ た も の で 
ある 。 以上 の 要素 が 陸 ク ルアー ン を 学び 易く 、 従い 易い も の に し て いる 。 こ れ 等 は と 
り 分 け 、 神 が 聖 ク ルアー ン の 聖 句 及び その 意味 を 永遠 に 守ら れる よう に 用 意 し た か ら 
で ある 。 
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三 十 伏 アル ・ ア ー ラ ーAl-Ala( い と 高き ) 八 十 七 章 


15. < 身 を 浄 め た る 者 は 確か に 成功 し る R38 
た る な り 、 | 
16. 面 し て 彼 は 、 己 が 主 の 御名 を 念 SS 
じ 、 上 且つ 礼 振 を し た り 。 
17. 9 事実 、 お 前 達 は 現世 の 生活 を 優 ec に いい 
先 す る な り 、 ーー 
18. < 来世 の 方 が 最善 に し て 、 情 久 な ON 
る に も か か わら ず 。 
19. げに こ は 吉 の 諸 亜 典 に あり 、 OC 
20. (すなわち ) ア ブラ ハム や モー ゼ の & OR RI RS 
弄 貼 に 3326 0 

91:10. 075:21. €93:5, 920:134. 
や 全て の 宗教 の 根本 原理 は 基本 的 に は 同じ で ある が 、 これ まで の 節 に 述べ られ た 教 
義 は モー ゼ と アブ ラ ハ ム の 書 に も 見 られ る 。 世に 最後 の 神 の お 告げ と 最も 完全 な る 孝 


義 を も た ら す 宿命 に あっ た 、 偉 大 な る 聞 詩 
の 書 に 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる よう だ ( 申 命 記 18:18-19 及び 、33:2)。 
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八 十 八 章 ーー 
アル ・ ガ ー シ ャ ヤ Al-Ghashiyah( 圧 倒 的 事態 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 前 章 と 同様 、 メ ッ カ に 於 いて 早い 時 期 に 啓示 され た 。 著 名 な 初期 
の ムスリム 神学 者 た ち 、 例 えば 、 イ ブン ・ ア ッ バ パース や イブ ン ・ ズ バイ ー ル 
な ど は 、 こ の 見 解 を 支持 する 。 有 名 な ドイ ツ の 東洋 学者 で ある ノル デ ケ は 、 
使徒 の 拝命 を 受け た 4 年 目 と し て いる 。 当 章 並び に 先行 する くつ か の 章 は 聖 
預言 者 の 時 代 と その 後 の ム スリ ム 共 同体 の 集団 生活 を 取り 扱っ て いる 。 そ の 
よう な 事情 で 聖 預言 者 が 通常 金曜 日 と イー ド の 礼拝 に 、 当 童 を 就 議 し て いた 。 
前 の いく つか の 章 に 於 いて 、 イ スラ ム は 物質 的 手段 だ な け で は 成功 し な いで あ 
ろう と は っ きり 述べ られ て いた 。 ム スリ ム 達 が 傾き 衰え る 時 、 及 び 聖 クル ア 
ー ン が 降 さ れ な か っ た か の よう に 天 に 登 昇 し た 時 、 天 の 改革 者 が 現れ て それ 
を 地上 に 取り 戻し 、 そ の すばらし い 教 え や 輝き の ある 哲学 に 栄光 を 与え る で 
あろ う 。 又 当 章 で は 、 イ スラ ム が いつ の 時 代 に 於 いて も その 神託 を 布教 し 宮 
教 す る 誠実 且つ 献身 的 な 信者 を 持ち 続け る で あろ う 。 そ し て 他 の 予測 で き な 


章 に 於 いて は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 激しい 抵抗 と 迫害 に 遭遇 する で あろ うと い 
うこ と が 述べ られ て いる 。 そ し て 、 彼 等 は 忍耐 強く その 試練 に 耐え た 後 、 成 
功 が 彼 等 に 来る で あろ う 。 然し な が ら 当 章 は 、 ム スリ ム が 現世 で 体験 し な け 
れ ば な ら な いと ころ の 避け 難い 人 生 の 浮き 沈み を 主として 取り 扱っ て いる 。 
それ は 又 、 そ の 名 が 示す 如く 、 復 活 の 日 で あら る こと に も 言及 し て いる 。 物 指 
し が 置か れ た 時 の 現世 か 来世 の 精算 の 日 、 或 る 者 の 顔 は 意気 消沈 し 、 恥 辱 と 
不 名 準 に 竹 われ る 。 そ し て 他 の 者 達 の 顔 は 役 等 の 苦労 が 報 わ れ て 辿 び 輝 いて 
いる で あろ う 。 
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八 十 八 章 


八 十 八 間 
アル ・ ガ ー シ * Al-Ghashiyah( 圧 倒 的 事態 ) 


き 


節 数 27、 メ ッ カ 啓 っ 


1 “慈悲 深く 、 恵み 記 く アッ ラー の 
御名 に お いて 。 
2. 液 に は 、 圧倒 的 (事態 の ) 2 消息 が 来 
た り し か ? の 3327 
3. 或 る * 顔 は 、 そ の 日 、 記 れ お の の き 、 


4. 音 労 し 、 疲 れ は て 、 
5. ( 彼 等 は ) 燃 え 盛 る 4 業火 に 入ら ん 。 
6. 煮え 湯 の * 朱 から 飲ま し め ら れん 。 


ば 


7. 彼 等 の た め に は 、 苦 い 失 較 以 外 に 
食物 は な か らん 。 


8. そ は 太ら し め ず 、 ま た 負 を 癒さ ざ 


る な り 。 
9. 或 る 7 顔 は 、 そ の 日 、 克 然 と な らん 、 


10. 叫 が 努力 に 満悦 し ず 党 、 
11. 8 至高 の 楽園 に あら ん 、 


12. 流 そ の 中 で 無益 な 話 を 聞か ず 。 


こり ) 、・ 本 とう IP まさ 
PH 
CE 482 う 
OR 
ERIS 
OES 
ON ICE 3 
OE RGN 
る et 5 R053 
A 
@⑥4cyus を 3Y 


1:1. 12:108. 68:44: 75:25: 80:41-42. 87:13: 101:12. 255:45. 5:23. 869:23. 


23927 裁き の 日 、 又 は 恐ろし 災難 。 ②) 聖 預言 者 の 時 代 に 、 お よそ 7 年 間 メ ッ カ を 襲 


っ た 深刻 な 餅 鐘 は 、 


聖 ク ルアー ン に 「 ガ ー シ ヤ 」 と し て 記さ れ て いる (44:11, 12)。 


3328 吉 潔 な る 信者 は 、 イス ラム 教 の 目的 の た め に 払っ た 犠牲 の も た ら す 素晴らし い 結 


果 に 喜ぶ で あろ う 。 
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八 十 八 章 アル ・ ガ ー シ ャ ALGhashiyah( 圧 倒 的 事態) 三 十 八 


13. その 中 で 泉 が 流れ る な り "29。 を 


14. その 中 で 高く あげ られ た る 損 呆 
あり 、 
15. ? ま た 備え られ た る 杯 、 


16. また 列 に 並べ られ た る 手 、 
17. また 敷き つめ られ た る 敷物 あり 。 


18. 彼 等 は 双 能 を 見 ざる か 99、 
そ は 如何 に 創 ら れ た る か を ? 


19. ? ま た 大 空 を 、 そ は 如何 に 高々 と 揚 
げ ら れ た る か を ? 

20.“ ま た 山々 を 、 そ は 如何 に 据え られ 
た る か を ? 

21. 7 また 大 地 を 、 そ は 如何 に 拡げ ら 
れ た る か を 23931 

22. され ば 液 、 訓 戒 せ よ 、 液 は 一 介 の 
訓 戒 者 の みな り 。 

23.* 液 は 彼 等 に 対し て 看守 者 に 非 ず 。 


RT | 
る “ 3 = 


⑤ こ とのこ 55J じ aJd 5 


OLS ES II 
イィ 。 ブラ アン て る っ コン イン 
OCB I 

3 2 と ラー ョ ン ンー 2 


43772. 皿 3:3: 55:8. “50:8. 50:8: 79:31. 6:108: 39:42: 42:7. 


3329 浸 き 出 る 泉 の よう に 、 彼 等 の 善行 は 絶え ず 流 れ 出 る だ ろう 。 

や 覆 配 が 導く も の の 後 を 一 列 に 並ん で 進む よう に 、 信 者 達 は 彼 等 の 指導 者 に 完全 に 
従う 。 ある い は 、 暑 い 破 漠 を 水 無 し に 何 日 も 進む 貼 能 の よう に 、 彼 等 は 試練 の 中 で 無 
限 の 忍 机 力 を 持ち 、 不 平 も 言わ ず に 精神 的 旅 を 続け る 。 イ ビル (bi= 双 能 > に は 雲 と い 
う 意 味 も ある (Lane より ) の で 当 節 は 、 神 が 全土 を 矯 うぅ 精神 的 な 水 で ある 聖 ク ル ア 
ー ン の 教義 を 広め られ る で あろ う 、 と 示し て いる の か も し れ な い 。 

81 こ の 四 節 (18-21) は 、 イ スラ ム 教 徒 に 次 の よう な 至高 の 道徳 上 の 教訓 を 示し て いる 。 
(① イ スラ ム 教 徒 は 雲 の よ うに 寛大 で 、②) 天 の ご と く 気 高く 、③) 山 の よう に 不屈 の 決 
意 を 持ち 、(④ 土 の よう に 優し く 謙 虚 で な けれ ば な ら な い 。 
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アル ・ ガ ー シ ャ AL-Ghashiyah( 圧 倒 的 事態 ) 八 十 八 章 


24. され ど 、 背 を 向け 、 信 仰 を 拒み し 


者 あら ば 、 


25。 アッ ラー は 最大 な る 責 苦 を 以 て 


彼 を 加 せ ん 。 
26. ば に 我 等 が 許 に 
な り 。 


27. 然 る 後 、 彼 等 の 清算 は 確か に 我 等 ト き 


の 務め な り 。 


こそ 、 彼 等 が 帰る 
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八 十 九 章 
ルレ ツア 0 Al-Fajr( 舟 明 ) 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

当 莉 は メッ カ で 啓示 され た 初期 の も の の 部 類 に 入る 。 歴史 的 資料 に よれ 
ば 、 使 徒 に 拝命 され た 4 年 目 頃 と 推定 され る 。 ノ ル デ ケ は 、 使 徒 に 拝命 され 
た 4 年 目 に 啓示 され た アル ガー シヤ 章 の 直後 の 啓示 と し て いる 。 当 章 は 第 一 
に 、 主 と し て 聖 預 言 者 に 当て は まる が 、 第 二 と し て 、 約 束 さ れ た 救世 主 に も 
当て は まる 二 重 の 預言 で ある 。 当 章 は 、 美 し いた と え 話 で 、 聖 預言 者 の 過去 
10 年 間 の メッ カ で の 苦難 な 生活 、 そ し て 忠実 な 弟子 の アブ ー・ バ クル の 随伴 
で メデ ィ ナ へ 移住 し 、 メ ディ ナ で の 過労 と 緊張 の ある 最初 の 1 年 間 の こと を 
それ と な く 言 っ て いる 。 ま た 当 章 は イス ラム が 当初 か ら 300 年 間 の 一 定 の 成 
功 の 後 10 世紀 間 衰 える こと 、 並び に 約束 され た 救世 主 の 出現 と その 弟子 た ち 
と 一 緒 に 初期 の 世紀 は 苦難 と 困難 に 中 う こと も 言及 し て いる 。 聖 預言 者 及び 
救世 主 の 時 代 に 於 ける イス ラム の 命運 の 浮き 沈み と 不安 定 さ を 寅 話 的 に 語っ 
て か ら 、 当 章 で は 真理 が 常に 遭遇 する 抵抗 の こと を あら わす ファ ラオ の 事件 
に も 言及 し て いる 。 又 、 真 理 の 反対 者 は 特別 の 階級 の 手 に 力 と 富 を 薔 積 し 、 
富 と 権威 の 誤っ た 使い 方 で 彼 等 に 衰退 を 生じ させ る 。 当 章 の 終わ り で は 、 わ 
ず か の 幸い な 人 々 は 神託 を 受け 入れ 、 そ し て 正義 の 道 を 歩ん で 神 の 喜び を 得 
る の で あり 、 そ の 結果 と し て 失敗 や 恐怖 か ら 免 責 さ れ て 神 に 選ば れ た る 一 団 
と な っ て 天国 に 入る の で ある こと を 誕 述 し て いる 。 
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= 二 傘 八 十 九 章 


上 九 音 
アル ・ フ ァ ジ ュ ル Al-Fajr( 倫 明 ) 
由 弟 数 31、 メッ カ 啓 詳 示 


1. ? 閑 悲 深 く 、 恵 み 週 く ア ッ ラー の Os2S AI しい 
御 な に お いて 。 ンー 

2. 慰 明 に 裁 て 2、 OA 
3. また 十 夜 に も 393、 ⑥ Es 
4 また 個数 と 奇数 に も 2994、 6 330505 


A 


32 「 藤 明 」 と は 、 メ ッ カ に お ける 迫害 の 暗 夜 に 終止 符 を 打つ こと と な っ た 、 旦 
者 の メデ ィ ナ へ の 移住 を 指し て いる よう だ 。 又 、 何 世紀 に も 及ぶ イス ラム 教徒 の 堕落 
の 後 、 彼 等 へ の 希望 と 明る い 未 来 の お 告げ ば を も た ら す こと と な っ て いた 約束 され た メ 
シア の 到来 を 示し て も いる よう だ 。 


3933「 十 夜 」 と は 、 イ スラ ム 教 徒 が メッ カ で 受け た 厳し い 迫 害 の 最後 の 十 年 、 あ る い 
は 、 約 東 さ れ た メシ ア 出 現 前 の 、 イ スラ ム 教 徒 腐敗 の 十 世 紀 間 を 表し て いる よう だ 。 
この 約束 され た メシ ア 到 来 に より 、 イス ラム 教徒 の 精神 的 、 政治 的 退廃 の 暗黒 時 代 は 
終わ ちり を 告げ 、 イ スラ ム 教 の 輝け る 未来 の 夜明け を 告げ る こと と な っ て いた 。 こ の 「 十 
夜 」、 あ る い は 、 イ スラ ム 教 退廃 の 十 世紀 を 示す 箇所 は 、 他 に も 聖 ク ルアー ン に 上 鳥 ら 
れる (32:6。。 イス ラム 教徒 が 道 術 的 に 退廃 し た この 十 世 紀 間 (千年 ) は 、 聖 預言 者 が イス 
ラム の 最高 の 三世 紀 聞 と 呼ぶ ぶ ( ブ ハー リー, リ カー ク 書 )、 彼 等 の 名 准 と 威厳 の 全盛 期 で 
ある 初期 の 三世 紀 間 の 後に 来 た も の で あっ た 。 イス ラム 教 の 退廃 は ヒジ ュ ラ 暦 三 世紀 
末 に 始ま っ た 。 この 時 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ に 対し 、 ロ ー マ の シー ザー と 友好 
” 比較 を 続け な が ら 、 ア ッ シ ャ フウ (偶数 ) と いう 語 は 、 聖 預言 者 と 、 彼 の か つて の 
信心 深い 仲間 アブ プー・ バ クル を それ と な く 指 し て いる よう だ 。 聖 眉 の 苦難 の 時 に 二 人 
だ け で (偶数 で ) 逃 れ た が 、 彼 等 と 共に お られ た 神 が そ れ を アル ・ ワ トル (奇数 ) に な さ 
っ た 。 この 「 偶 数 と 奇数 」 の 数 に 関し て は 、 9:40 に 適切 な 記述 が 見 られ る 。 ある い は 、 

聖 預 言 者 と 約束 され た メシ ア は 偶数 を 、 アッ ラー は 奇数 を 表す 。 又 「 偶 数 と 麻 数 」 は 、 

聖 駐 言 者 と 約束 さ れ た 救世 主 は 別人 で あっ た が 、 後 者 は 前 者 と 同一 化す る 程 に 前 者 に 
心酔 し て いた こと を 示し て いる よう だ 。 
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s. また 、 逝 り 行く 夜 に も “**。 OS 


P に a と PO 2 うふ や ンタ 1 1 っ 56 イン 
6. この 中 に は 思慮 ある 者 へ の 百 い あ 〇 ふっ > つう うー る 5 08 
りや ? 上 


7. 流 は 見 ざり し か 、 流 の 主 が アー ド OASIS 
族 を 如何 に 処分 せ し か を ? "999 


8. (すなわち 、 諸々 の ) 大 き な 柱 を 有 す 3) 
る イラ ム ( 支 族 ) の こと を 。 


9. それ ら に 類する 建築 は 国々 の 中 で SSS 
造ら れ ざ り し な り 。 - IN 
10.< 面 し て 、 渓 谷 で 岩 を 切り 刻み し ONL RI 
サム ー ド 族 も 、 ま た 然 り 。 | 

11. 柄 し て 、 杭 の 宇 な る ファ ラオ も 、 Nie 85 る 3 
また 人 然 り 。 SE 
12. ? 彼 等 は 国々 に お いて 反逆 せ し 者 CREE 
な り 。 SN 

13.< 耐 し て 、 そ こ で 大 い に 騒 乱 を も 83 じ iksi 入 を 6 
た ら せ り 。 


か ちち 3 
ドッ kk a EMEA i 3337 = で ン グッ ププ と 交 プン タ キン る ン イ 
4 NA 電 O 了 を OE LL ED gles 
彼 等 に 科 し た り 。 < 
15. げに 液 の 主 は 確か に 待ち 伏せ OEE 
た り 。 上 


27:73: 26:130. 228:5. 28:3, 


335「 夜 」 と は 、 聖 預言 者 の 悩み の 種 が 尽き な か っ た ヒジ ュ ラ 暦 の 最初 の 年 を 表し て 
いる よう だ 。 メ ディ ナ へ の 移住 の 後 、 イ スラ ム 教 徒 に 朝 が 訪れ た が 、 彼 等 は まだ 完全 
に 困難 を 脱し て いた 訳 で は な か っ た 。 彼 等 は も う 一 胸 苦 難 に 耐え ね ば な ら な か っ た 。 
つま り 、 東 に 一 年 の 苦難 を 経て 、 バ ドル の 戦い で クタ ライ シュ が 完敗 を 喫し 、 イ ザヤ 預 
言 者 の 預言 (2L:16) は 文字 通り 成就 し た の で ある 。 つ まり 、" エ エホバ は 私 に こう 言わ れ た 


栄光 は 必ず その 終わ り に 至る 

*% ア ー ド (AO 族 は 、 当時 非常 に 勢力 を 持っ て いた 人 々 で あっ た 。 彼 等 は 物質 的 に も 
資源 に お いて も 同時 代 の 他 の 民族 より 秀 で て いた 。 

37 サウ ト (SauD と は お ち 、 天 秋 、 激 し さ な ど を 意味 する (Lane より )。 
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三 十 巻 アル ・ フ ァ ジ ュ ル Al-Fajr( 奏 明 ) 八 十 九 章 


16. され ば 、 人 間 と いう も の は 、 その 4z ぐ 5 品 2 和 ESISCYIEG 
主 が 彼 を 試さ ん と し て 彼 に 栄 准 や < 時 - r 


友 ン ン ライ ィ ラ ロン イプ ョ コミ ~~ 
恵 を 授け る と 3938、 彼 は 云う な り 「 わ OA SI HS A 


が 主 は 我 に 栄 准 を 授け た り 」 と 。 

> ラス マー で 4 5 3 る る ライ ン ン ン スイ ズ “> TT 
17. され ど 、 彼 が 試さ ん と し て 彼 に 対 493 と に 353838426 
し て 、 その ? 滋養 物 を 乏しく せしめ る 


と 、 彼 は 云う な り 「 わ が 主 は 我 を 辱 し Ol 20s 
め た り 」 と 。 


18. < 用 心 せよ 、 事 実 お 前 達 は 孤児 を 大 OEYIEYN 
切 に せ ず 、 J - ペ 

19. 4 ま た 、 負 者 を 食 さ せる こと を 互 の に AS と EY 
い に 奨 励 せ ざる な り 、 eR RE 
20. 耐 し て 、 お 前 達 は 遺産 を すべ て 次 OT GE 
り 食う な り 。 

21. < また 、 お ね 前 達 は 過度 の 愛 を 以 て 党 SEE 
を 愛す る な り 9999, 

22. 用 心 せ よ 、 大 地 が 粉々 に 砕 か れる OS EN ES 


ーー 


63 


と 
時 、 
23.7 箇 し て 、 液 の 主 は 来 臨 し 給 う > る 
s340 、 面 し て 、 次 々 に 列 を な す 天 使 等 
も 、 ま た 然 り 。 


17:84. 17:84, C107:3, 969:35. A104:3.72:110; 6:139: 16:34. 


や や 恩恵 は 、 時 に 人 の 気概 を 試す た め に 、 又 ある 時 は その 善行 に 報い る た め に 、 人 に 
授け られ る 。 同様 に 、 人 は 困難 に 巻き 込ま れ 、 そ の 結果 試さ れ 、 報 いら れる か 応 分 の 
処罰 を 受け る こと と な る 。 し か し 、 人 は 豊か な 時 、 そ れ は 自身 の 働き と 知恵 の た ま も 
の で ある と みな し (28:79)、 逆 に 不 論 に 襲わ れれ ば 、 そ れ は 神 の せい だ と する の が 淀 だ 。 
3939 当 節 は 、 富 を 貯え る 者 に 、 鞭 積 の 悪 を よく 理解 させ る 。 金銭 に 対す る 極端 な 執着 
は 、 良 い 目 的 の た め に は 使わ ず 、 た だ 、 ひ た すら 自分 の 財産 を 増やし た いと いう 節度 
の な い 和 欲望 を 、 人 の 心 に 生じ させ る 。 そ れ は 、 財産 獲得 の た め に は 手段 を 選ば な いよ 
うに 人 を 変え 、 人 の 道徳 的 退廃 を も た ら す 。 イ スラ ム 教 は 、 個 人 と 同様 、 社 会 の 道徳 
の 健全 さ に も 非常 な 配慮 を 示す 。 社 会 が 健全 で ある た め に は 、 物 が 広く 行き 渡り 、 富 
が ゆる や か に 循環 する こと が 必要 で ある 。 

4 天使 達 が 随行 する 「 来 臨 」 と は 、 聖 クル アー ン の 成句 で 、 差 し 迫っ た 破壊 的 な 神 
の 社 を 表す 。 
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八 十 九 章 アル ・ フ ァ ジ ュ ル ALFajr( 不 明 ) 三 十 傘 


- され ば 、 そ の 日 、 地獄 は “も た ら の の 5 
陸前 その 日 、 人 間 は 忠告 に 従わ ん ユー と ョ し シン 
と する な り 。 さ れ ど 、( 今 さら ) 役 等 は OEP GI ON 


6 如何 に し て 忠告 を 受け 得る や 。 


25. 彼 は 云わ ん 、「 情 け な や ! 我 は 己 OI ERIE 
が 生命 の た め に 何 か を 先 に 送 ぶり た 和 れ 

ば な あ ! 」。 

26. され ば その 日 、 そ の 懲 六 の 如く uN RTR Re 
答 大 も 神 し 得 ぎ る べし 。 ーー a 
27. また 彼 が 東 縛 する が 如く 何人 も SMG 2395 
東 縛 し 得 ざ る べし %%.。 

28. お お 没 、 安 ん じ た る 魂 よ 、 る 3 Bi いこ ISU 


29. 自ら 満 備 し 、 間 され つつ 、 己 が 主 6 っ 2 うま 291 の > 
許 へ 帰れ 42 


30. され ば 、 わ が 人 機 幸 の 中 に 入れ 、 Oe GE 
T SNE ご と 2w タン 2 プラ ルン 
31. 血 し て わか 楽園 の 中 入れ 。 (Ga ⑥、A な (15 


26:92. 79:36. 


1 神 の ひき 円 は 、 ゆ っ くり し か し 非常 に 細か く ひ く 。 神 は 、 す ぐに は 宙 を 下さ れ な 
い が 、 神 の 罰 が 下さ れる 時 、 それ は 最も 破壊 的 な も の で ある 。 74:29 節 も 参照 の こと 。 


や や これ は 、 人 が 神 を 喜び 、 神 が 人 に 満足 な さる 、 精 神 発達 の 最高 の 段階 で ある (38:23)。 
天 の 階 段 と 呼ば れる この 障 段 に 至れ ば 、 人 は 道徳 的 な 弱 さ に 免疫 を 持つ よう に な り 、 
独特 の 精神 的 な 強 さ で 支え られ る 。 人 は 神 と 結び 付け られ 、 神 無し に は 存在 し 得 な い 。 
この 素 晴 ら ER 化 が 人 に 生じ る の は 、 現 世に お いて で あり 、 来 世 で は な い 。 
叉 、 天 国 へ 和信 る 許可 が 与え られ る の は 、 ど こ で も な い 、 こ の 現世 に お いて で ある 。 
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の 32 が ド Al-Balad( 邑 ) 
メッ カ 啓 示 


当 章 は メッ カ で 啓示 され た も の の 中 で も 、 早 い 時 期 の も ちの で ある 。 キ リ 
スト 教徒 の 作家 た ち に 依 れ ば 、 当 章 は 、 使 徒 に 拝命 され た 最初 の 年 の も の で 
ある 。 も し そう で な けれ ば 、 拝 命 を 受け た 、4 年 目 の 始 めか 、3 年 目 の 終 わり 
で あろ う 、 と し て いる 。 ア ル ・ フ ァ ジ ュ ル ( 篤 明 ) 章 で は 、 聖 聞 言 者 は 使徒 に 振 
命 され た 後 の 3 年 間 は あざ けら れ 、 愚 弄 さ れ 、 そ れ は 組織 され た 抵抗 と 反対 
つま り 迫 害 へ と 変わ り 、 十 年 間 も 続 く で あろ うと は っ きり 述べ られ て いた 。 
これ は 「 十 夜 」 と し て 後 の た と え 話 に 語ら れ て いる 。 然 し な が ら 当 章 で は 、 
聖 預 言 者 は 愛す る 生ま れ 改 卿 の 町 メッ カ で 、 自 分 自身 の 親類 縁者 た ち に よっ 
て 、 彼 も 弟子 等 も 迫害 され る で あろ うと 教え られ て いる 。 さ ら に 当 章 で は 、 
数 世紀 前 に 神 命 に 従っ て 、 ア ブラ ハム 族長 と 高潔 な 息子 イス マイ ー ル が 聖 な 
る メッ カ の 町 の 基盤 を 整備 し 、 そ れ は 全 世 界 を 照ら す 光 の 中 心 に な る よう に 
と 神 に 祈願 し た 。 父 と 子 は 神 命 を 遂行 する た め に 多く の 犠牲 を 払っ た 。 ア ブ 
ラ ハ ム の 祈願 は 認め られ 、 そ し て 聖 預言 者 は 機 が 鷹 し て 世に 登場 し 、 完 全 な 
る 神 の 教え を 聖 ク ルアー ン と し て 世界 に 与え を た の で ある 。 人 間 と いう も の は 
安易 な 途 を 選び 、 上 昇 そ れこ そ が 栄え ある ゴー ル の 達成 と な る 途 を 試み よう 


か っ て 努力 する 人 々 の み が 目 的 を 達成 する と 記さ れ て いる 。 高潔 な 目標 も な 
く 犠 牲 を 惜しみ 、 知 な る 目的 を 持た な い 人 々 は 、 失 敗者 、 挫 折 者 と し て 非難 
され る 。 
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アル ・ バ ラド Al-Balad( 邑 ) 
節 数 21、 メ ッ カ 北 示 


1. “ 禁 悲 深く 、 恵 み 填 く ア ッ ラ ー の SE 
御名 に お いて 。 ーー - 

2. ヶ 用 心 せ よ 、 わ れ は この 邑 に か け て DIL 
tg 3343 2 ラプ ンー 

3. 面 し て 、 流 は (ある 日 ) こ の 邑 に 降り DAML de Es 
立つ なり _ 

4. また 、 父 と その 創り し 子 に か け の NIN 
て 3348 6 


1:1、652:S: 95:4. 


3 ここ で の ラー (La) と いう 不変 化 詞 は 、 取 りあ げ ら れる べき 主題 に 注意 を 惹く た 
め 使 われ 、 この こと は 誕 斉 する 必要 も な い ほ ど 明 ら か で 確実 され て いる と いう こと を 
示す 。 或 い は 、 そ れ は ある 暗黙 な 疑問 を 反 民 する た めで ある 。 こ の 場合 は 、 次 の よう 
な 意味 を 持つ 。 液 は 、 不信 者 達 が 考え る が 如く 提 道 者 に 上 非 ず 。 それ ば か りか 、 液 は 神 
の 真実 な る 使徒 で あり 、 こ の 町 が その 事実 を 証言 する よう に 取り あげ られ て いる 。 然 
し な が ら 、 当 節 の 最も 適切 な 意味 は 次 の よう で ある 。 当 節 は 次 の こと を 意味 する 。 「 お 
前 達 は イス ラム 教 に 対し て 悪い 企み を 抱い て いる 。 ああ 不信 者 達 よ 、 お 前 達 が 何 を 心 
に 抱い て いる か 私 は 知っ て いる 。 し か し 、 お 前 達 の 望み 通り に は いか な いと 告げ て お 
く 。 私 は 、 こ の 事実 の 証人 、 と し て この 邑 を 挙げ る 」。 

3344 ヒッ ル (Hil) と は 、(1) そ の 行い が 合法 で ある こと (0) 目標 3) 義務 の な い 者 (④ あ る 場 
所 に 降り 立つ ある い は 居住 し て いる 者 を 意味 する (Lane より )。 当 節 で は 、 語源 と な る 
ハッ ラ (Hallay) が これ ら 全 て の 意味 を 含ん で いる こと を 示し て いる 。 (⑪ 聖 な る メッ カ の 
邑 、 そ の 市 内 で は 殺害 は 勿論 の こと 、 生き 物 に 対し て 僅か な 危害 を 加え る こと も 厳格 
に 禁じ られ て いる 中 で 、 敵 は 液 に 対し て あら ゆる 危害 を 加え る こと や 殺人 すら も 合法 
で ある と 考え て いた 。 ②) こ の 聖なる 邑 に お いて 、 汐 だ けが あら ゆる 迫害 、 危害 そし て 
残酷 な 行為 を その 人 生 や 財 産 、 名 準 に 対し て 受け る 標的 で あっ た 。(⑬) 液 は 追放 され 、 
亡命 者 と な っ た この 聖なる 地 に 、 勝 利 者 と し て 降り 立つ で あろ う 。 (④ 溢 が 勝利 者 と し 
て 聖なる 邑 に 入る と き 、 し ば らく の 間 そ の 神聖 さ を 遵 守 す る こと か ら 免 れる だ ろう 。 
そし て 、 言い表せ な い 程 の 残虐 行為 を 罪 の な い ム スリ ム に 対し て 行っ て 来 た 不道徳 な 
人 々 に 、 液 の 慈悲 が 下さ れる だ ろう 。 

や や カー バ 神 殿 の 基礎 が 作ら れる 間 に 、 アブ ラ ハ ム 預言 者 と その 息子 イシ ュ マ エル は 、 
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三 十 巻 アル ・ バ ラド ALl-Balad( 邑 ) 九 二 章 


5. げに 我 等 は 、 人 間 を < 絶え 間 な ぎ OLSGOYNCIE 
労苦 する よう 創り た り 9%%。 
6. ? 彼 は 思う や 、 何人 も 彼 に 対し て カ を ⑤3<McASS239 に 、 ぶ 3 
を 有 す 能 わざ る こと を ?9% 


7. 彼 は 云う 「 我 は 英 大 な る 富 を 浪費 SN 
し た る な り 」 と 

8. 彼 は 思う や 、 価 人 も 彼 を 見 得 ざ る SLG 
こと を ? 

% 我 等 は 役 に 、 両 眼 を 授け ざり し EN ES 
か ? 

10. また 知 と 、 両 圭 を も 。 Oo IES 
11. "また 我 等 は 、 彼 に 二 つ の 道 や や OR LES 
を 指摘 せり 。 

12. され ど 彼 は 内 明道 を 登ら ざり し EPS 
な り 39902 


9847.096:13. 76:4、 


メッ カ の 人 々 の 中 か ら 神 の 使者 を 出現 させ る よう に 、 神 に 祈っ た (2:129, 130)。 こ の よ 
うに 「 父 と 子 」 は 、 聖 預言 者 の 真実 を 証明 する 。 

3346 悪 預言 者 は メッ カ を 追放 され 、 勝 利 者 と し て そこ へ 戻り 、 メ ッ カ は 彼 に 屈服 し 、 
その 住民 は イス ラム 教 の 輸 に 加わ る で あろ う 。 上記 の 預言 は 、 聖 預 間 者 と その 民 が 非 
常 な 困難 を くぐり 抜け て 初め て 成就 され る で あろ う 。 つ まり 、 彼 等 が 目標 を 達成 する 
に は 、 激 し く 続 く 戦 い が 求め られ る で あろ う 。 

3947 神 は 不信 者 の 悪 の 企 て に 気付 か れ て いる 。 神 は その 力 を 持た れ て お り 、 彼 等 の 計 
画 を 無効 に され る で あろ う 。 

や イス ラム 教 の 普及 を 阻止 し よう と 、 対抗 者 は あら ゆる 手 を 尽く し 、 多 額 の 金 を 使 
う が 、 そ の まま や り た いよ うに させ な い 。 彼 等 の 企み は 成功 せ ず 、 イ スラ ム 教 が 、 精 
神 的 、 政 治 的 勝利 を 治め 続け る で あろ う 。 当 人 節 は この よう に 述べ て いる 。 

2 アンナ ジュ ダ イン と いう 語 は 、 普 と 悪 の 二 つ の 道 : 真実 と 偽り 道 : 精神 的 前 進 と 
物質 的 繁栄 の 道 を いみ する 。 人 が 正しい 道 を 見 出し 、 悪 か ら 正 義 へ 、 偽 りか ら 胡 実 へ 


神 的 そし て 肉体 的 に も 目 が 与え られ 、 導き を 求め る た め に 、 舌 と 二 枚 の 唇 を 授け られ 
た 。 とりわけ 、 持 て る 力 を 全て 注い で 成就 する よう に と 、 神 は 人 の 前 に 至高 の 目的 を 
置か れ た 。 

や 。 聖 預言 者 を 通し て 、 神 は 、 人 が 精神 的 、 物 質 的 に 最大 の 進歩 を 遂げ る た め の 方 法 、 
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九 十 章 アル ・ バ ラド ALBalad(5) 三 十 人 


13. 面 し て 、 険 則 道 と は 何たる も の LNG 
か 、 激 を 如何 に 理解 せ し む る や ? 

14. そ は 奴隷 を 解放 する こと な り 。 CE 
15. < 或いは 、 角 傍 の 日 に 食 せ し お る NC 
こと な り 、 

16. 近親 の 孤児 OE NA 
17. 或いは 地面 に 扉 す 貧者 を 51 GE NT | 


18. 然 る 後 、 彼 は 信じ て 、 忍 醒 す べき 142 人 331 oS 


こと "を 互 に 奨励 し 、 且 つ 情 け を 互い SR 
に 奨励 する 者 達 の 中 と な れ り 9352。 Os ll bol SY A 
19. これ 等 こそ 、 右側 の 人 々 な り 。 Gr Fa POL 


20. され ど 我 等 の 神 兆 を 拒み し 者 ど RL 33 
も 、 彼 等 こそ 4 左側 の 者 ども な り 。 


NN ) っ と 
21. 彼 等 に は 業火 が “ 牧 い か ぶさ れる A 
ず で t OI 


べ し 2 


76:9: 89:19. 4103:4. CS6:28. 56:42. 104:9. 


手段 を 全て 示さ れ た が 、 人 は この 目的 を 成し遂げ る た め に 、 必要 な 犠牲 を 払う こと を 
拒ん だ 。 

414-17 節 は 、 人 の 道徳 性 を 向上 させ る ご つの 方 法 を 述べ て いる 。(D 奴 隷 解放 、 つ 
まり 社会 の 抑圧 され た 階層 を この 世 で 同等 の 仲間 に まで 引き 上 げ る こと 。②) 鬼 児 や 貧 
し い 人 々 が 、 自 立 し 、 社 会 に 役立つ 一 員 と な れる よう 手助け する こと 。 

3352 先行 する 数 飾 で 述べ られ た 善行 だ け で は 、 社会 全体 が 向上 する に は まだ 不 十 分 で 
ある 。 道徳 の 正道 に 対す る 絶え ざる 上 忠誠 と 徳 を 他 の 人 々 に 伝え る 行為 が 伴っ た 優れ た 
理想 と 正しい 主義 も 又 、 前 途 の 高い 目的 を 達成 する た め に は 欠か せな い の で ある 。 
や 四方 か ら 迫 る 火 が 最も 破壊 的 と な る 。 
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- 午 。 EE 
九 十 一 章 
アッ シャ ム ス Ash-Shams( 太 陽 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
当 攻 は メッ カ で 使徒 に 拝命 され て 間もなく 啓示 され た 部 類 に 属す る 。 あ 
る 神学 者 有 傍 に よれ ば 、 使 徒 に 拝命 され た 最初 の 年 の 啓示 で ある と みな し て い 
る 。 又 、 あ る 神学 者 達 は 、 使 徒 に 拝命 され て 二 、 三 年 後 だ と し て いる 。89 章 
か ら 93 章 に か け て の 5 章 は 著しく 類似 し て いる 。 それ ら の 全て で は 道徳 の 発 
展 、 特 に 社会 全般 の 発展 と 繁栄 に 関す る 道 徹 に 強調 を 置い て いる 。 ム スリ ム 
達 は 負 し く て 虐げ られ た 人 々 の 生活 水準 と その 状態 を 引き 上 げ て や る た め 、 
すなわち 、 彼 等 に 社会 的 運動 で 公平 な 分 け 前 を 取る 機会 を 与え る た め の 雰 囲 
気 や 環境 を 作る こと を 熱心 に 勧め た 。 直 前 の 章 は 、 ア ブラ ハム と その 息子 の 
イシ ュ マ エル が カー バ 神 殿 を 建立 し た 至高 の 目的 に つい て 暗示 を 含ん で いる 。 
それ は 2:130 で 記述 され て いる 。 そ こ で 記述 され た 預言 者 ( 聖 預 言 者 ) と その 道 
徳 性 に 当 章 は 光 を 照ら し て いる 。 当 章 の 終わ り で は 、 道 徳 性 の 卓越 さ は 離 で 
あれ 、 悪 を 避け 正義 の 道 を 歩め ば 、 成し遂げ られ る と 指摘 し て いる 。 当 章 は 、 
神 が 降 され た 搾 を 拒否 し 、 邪 悪 の 道 を 選ぶ 者 は 自ら の 手 で 滅亡 を 引き 起こ す 
の で ある と いう 記述 で 終る 。 
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0 
アッ シャ ム ス Ash-Shamns( 太陽) 
節 数 16、 メ ッ カ 啓示 


1. 9 慈悲 深く 、 妃 み 選 くく アッ ラー の っ っ な 別 逢う 
NE 

》 3 

い 夷 見 中 と その 際 射 し 3354 に * a S95 9 ~ ) る ‘3 

3. また それ に 追 科 する 月 9596 に も 、 SC 
sy ウサ Am 3 i Pd ‘ デ 

4. また それ を 輝き 照ら す 昼 “YY に も 、 OI a 

5. また それ を 材 う 夜 “% に も 、 SN 


CIRNM 


4 当 和 飾 の 「 太 陽 」 は 精神 界 の 太陽 、 聖 預 計 者 を 指す 。 彼 は 魂 の 光 の 源 で あり 、 終 わ 
り の 時 まで 世 を 照ら し 続け る で あろ う 。 

9 亜 ク ルアー ン の 碧 い は 、 そ の 興 に 深い 意味 を 含む 。 神 の 戒律 は 神 の 業 の 二 面 、 明 
回 な も の と 推定 に よ に る も の を 表す 。 前 者 は 理解 し 易い が 、 後者 の 理解 に は 誤り の 可能 
性 が ある 。 神 は その 宣 加 の 中 で 、 明らか な も の より も 推測 され る も の に 注意 を 向け ら 
れ た 。2-7 節 の 的 い に ある 、 太 陽 と 月 、 昼 と 夜 、 天 と 地 は 明白 な も の に 悦 し 、 そ の 属 
性 は 広く 知ら れ て いる こと と それ 等 の 節 に 述べ られ て いる 。 し か し 、 人 の 魂 に 見 られ 
る この 同じ 属性 は 明白 で は な い 。 人 の 魂 に これ 等 の 属性 が 存在 する と いう 推論 を 導く 
た め に 、 神 は 神 の 明白 な る 業 を 証言 する よう 命じ られ た 。 注 2465 も 参照 の こと 。 
2356 月 」 も 又 聖 預言 者 を 指す 。 そ れ は 彼 が 神 よ り 光 を 授かり 、 そ れ を 精神 の 痢 の 世 
に 伝え た か ら で あ る 。 ある い は この 青葉 は 、 聖職 者 や 宗教 の 指導 者 達 、 特に 聖 預言 者 
の 偉大 な 代理 で ある 約束 され た メシ ア を 指す と も いえ る 。 彼 は 聖 預言 者 より 真実 の 光 
を 借り 受け 、 道 宋 と 精神 退廃 の 凍 を 払う た め に 、 そ れ を 世に 伝え る こと と な っ て いた 。 
397「 昼 」 と は 、 イ スラ ム 教 の お 告げ ば と その 創設 者 の 実在 が 確証 され 、 そ れ を 世に 伝 
える た め に 基盤 が 築 か れ た 時 を 指し て いる よう だ 。 当 節 の この 言葉 は 、 イス ラム 教 の 
光 が き ら び や か に 輝い て いた 、 聖 預言 者 に よっ て 正しく 導 か れ た カリ フ の 時 代 を 特に 
示し て いる の か も し れ な い 。 

3998「 夜 」 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 和 覆い 隠さ れ 、 世 の 人 々 の 目 か ら 見 えな く な っ た イス 
ラム 教徒 の 退廃 の 時 を 指し て いる よう だ 。 この 四 節 (2-5) は 、 イス ラム 教 の 波乱 に 富ん 
だ 歴史 の 内 の 四 時 期 に 触れ て いる 。 (1 精神 の 太陽 ( 聖 預 言 者 ) が 精神 の 空 に 燃え る よう 
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三 十 登 アッ シャ ム ス Ash-Shams( 太 陽 九 二 一意 


6. また 天 “9"% と その 創造 し た る こと OS 
に も 、 

7. また 大 地 と その うち 拡げ ば た る こと OKA VI 
に も 、 


8. また すべ て の 生命 と その 完成 し た 
る こと に も 594 

9. され ば 、 そ の 不正 な る こと と その の 5323 
異 散 な る こと (を 識別 する 才能 > を それ 

に 黙示 せり 9360_ 


& み 9 ~ タダ ン 
Op gas 3 83 


10. ば に 、 之 を 清め る 者 は 成功 せり 、 あし 3138 
11. され ど 、 逐 を 士 に 理 めし 者 は 失敗 Os は 385 
せり 。 

に 輝く 、 照り 映え る 、 約 東 


され た メシ ア の 上 時代 。 (③ イス ラム 教 の 光 が ま だ 輝 いて いた 、 聖 預 言 者 直後 の 後継 者 の 
時 代 。 ④ イ スラ ム 教 が 栄光 の 極み に あっ た 初め の 三世 紀 間 の 後 、 精神 の 閣 が 世 を 響 っ 
た 時 代 。 

3359 当館 及び 次 の 2 節 の 前 置 詞 マ ー(Ma) は マス ダリ ッ ヤ (Masdariyyah) で ある か 、 そ れ 
と も アッ ラズ ィ ー(Alladh) を 意味 し て いる 。 つま り 、「ー な 彼 」 で ある 。 従っ て これ ら 
の 館 で は 、 世 界 の 偉大 な 製作 首 、 建 築 者 、 そ し て その 創作 物 が 何 の 欠陥 や 不足 の な い 
完璧 な も の で ある こと に 焦点 を あて て いる 。 

PA 当館 で は 、 神 の 創造 物 の 役 に た つた め に ある 、 月 や 太陽 な どの 偉大 な 天体 や 、 
第 10 節 で 暗 に ほ は の めか さ れ て いる よう に 、 人 に は 高い 割合 で こう し た 類似 する 全て 
の 性 質 が 授け られ て いる と 証明 する 。 事実 、 人 は 世界 を 涯 縮 し た よう な 存在 で あり 、 
外界 に ある 全て が その 中 に 小 規模 な か た ち で 存在 する の で ある 。 人 は 、 太陽 の よう に 
知恵 や 知識 の 光 を 世界 に 注ぐ 。 月 の よう に 、 叶 闇 に いる 人 々 に 、 本 源 よ り 得 た 偉大 な 
啓示 や 関 き を 送る 。 日 中 の よう な 明る さ で 、 真 実 と 道徳 の 道 を 照ら す 。 夜 の よう に 、 
他人 の 過ち を 蒼い 隠す 。 負担 を 和らげ 、 疲労 し た 者 を 休ま せる 。 天国 の よう に 苦痛 に 
ある 魂 を 保護 し 、 生気 の な い 土 地 に 雨 を 降ら せ て 生き 返ら せる 。 大 地 の よ うに 、 自 ら 
の 自尊 心 を 差し 出し 、 他 者 を 試す も の と し て その 上 を 歩か せる 。 純潔 な 魂 で 、 知識 や 
真実 を 実ら せ 、 そ の 影 や 花 、 果実 で 世界 を 飾る 。 代 大 な 預言 者 達 や 改革 者 達 の こと で 
あり 、 最 も 完璧 な 存在 は 聖 預 計 者 で ある ( 彼 に 永遠 の 平安 あれ )。 

3969 神 は 人 間 の 本 質 に 善 と 悪 の 感覚 を 植え 付け られ 、 悪 を 避け 善 を 選ぶ こと で 魂 の 完 
成 に 到達 で きる こと を 人 間 に 示 され た 。 
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九 士 一昔 アッ シャ ム ス Ash-Shams( 太 陽 ) 三 十 巻 


12. サム ー ド 族 は その 反逆 さ 故 に 虚 SU っ 32438 っ 3 
偽 と みな し た り 。 i 
13. 彼 等 の 中 の 最も 不幸 な る 者 が 起 | 


ち 上 り し 時 、 

14. され ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は 彼 等 に 535 RIG 
向かっ て 云え り 「 ア ッ ラ ー の 典史 時 0 
set と その 水 を 飲 お 権利 (を 忘れ る な OCS 
か れ )」 と 。 

15. 然るに 彼 等 は 彼 を 慮 偽 と みな し 、 gE P3338 53 
面 し て その ( 雌 鷺 騙 の ) 肝 を 切り た _ 
り 。 され ば 、 彼 等 の 主 は 彼 等 の 罪 ゆえ Op IDE 
に 彼 等 を 絶え 間 な く 打 ち た た き 、 それ 

(つま り そ の 邑 ) を 滅ぼし 平ら げた り 。 

16. 評 し て 、 彼 は その 結果 を 雇 感 せ ざ & SLESEY5 
る 3361A なり 。 N | 


双 能 の 自由 な 動き を 妨げ る こと は 、 サー リフ 自身 を 妨害 し 、 神 よ り 彼 に 託さ れ た 神聖 
な 義務 の 遂行 を 妨げ る に 等 し いこ と で あっ た 。 あ る 意味 で 、 サ ー リ フ は 、 全て の 神 の 
指導 者 と 同じ く 、 神 の 雌 駒 能 な の で あっ た 。 

33914 ある 民族 が 神 の 罰 を 受け 、 滅 ぼ さ れる 時 、 そ の 破壊 を 生き 延び る 者 に は 、 構 わ 
れ な い 。 又 は 、 神 は 、 彼 等 が 如何 に 悲惨 な 状況 に 置か れる か に は 留意 され な いこ と を 
意味 する 。 
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九 十 二 草 
アッ ライ ル Al-Lail( 夜 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
高 名 な ムスリム 神学 者 、 イ ブン ・ ア ッ バ パー ス や イブ ン ・ ズ バイ ー ル は 、 

当 章 は メッ カ で 非常 に 早い 頃 に 啓示 され た と いう 見 解 で や る 。 ウ ィ リ アム ・ 
ミュ ー ア も 二 人 の 見 解 に 同意 し て いる 。 当 章 は 既に 啓示 され た いく つか の 章 、 
特に アル ・ フ ァ ジ ュ ル 章 と アル ・ バ ラド 章 に 非常 に 似 て いる 。 直 前 の 章 ア ッ 
シャ ム ス で は 、 ア ル ・ バ ラド 章 に お ける カー バ 神 殿 の 最大 の 目的 が 偉大 な る 
使徒 、 つ まり 卓越 し た 精神 力 な し に は 達成 し 得 な いと いう こと が 述べ られ て 
いる 。 然 し な が ら 、 当 閣 で は 、 理 想 の 師 で ある 聖 預 言 者 に 理想 の 仲間 で ある 
弟子 た ち が 与 えら れ た 時 、 真理 の 布教 は 二 借 に 促進 され る と 述べ られ て いる 。 
また 当 章 は 、 聖 預言 者 の 弟子 達 の 印 で ある と ころ の 幾つ か の 優れ て いる 道徳 
性 も 述べ られ て いる 。 そ の 反面 、 人 々 を 堕落 させ る 二 つ の 紛れ も な い 悪 徳 も 
述べ られ て いる 。 
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アッ ライ ル Al-Lail( 夜 ) 
節 数 22、 メ ッ カ 啓示 


1. "慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の ie ES 
御名 に お いて で お 
2. 2 激 い 隠し た る 時 の 夜 に 次 て “2、 0 
i に = | 』 アグ し 人 
3.< ま た 光り 多き た る 時 の 昼 に も Sl CN 
3363 Oles JI5 
2 NN NA 指 J 3 1 2 て れれ ンマ ン と と @ «< アデ 
0 創り 給え し 男 と 女 に も ON て 33 は じ 5 
5. げに お 前 達 の 努力 は 多様 な り “4。 EL 


ALL. P01:5. C91:4, 36:37; 51:50; 78:9. 


2 前章 に お いて 、 主 な 主題 は 「 太 陽 」 つま り 、 あ ら ゆ る 光 の 源 で ある 聖 預言 者 で あ 
っ た 。 大 陽 や 昼 が 月 や 夜 よ り 先 に 語ら れる の は 、 こ の た めで ある 。 し か し 当 章 で は 、 
信者 と 不信 首 の 対比 が 始め られ る 。 後者 は 一 般 に 人 数 が 多く 、 よ り 大 き な 権 力 を 振 う 

の で 、 不 信者 を 表す 夜 が 、 信 者 を 表す 昼 よ り 前 に 述べ られ る 。 

3363 前章 の 対応 する 節 に 用 いら れ た 「 壮 観 さ を 見 せる 」 に 代え て 、 当 人 節 で は 「 光 り 交 
く 」 と 言う 語 を 使っ て いる こと か ら 、 前 章 で は 、 神 聖なる 指導 者 の 高い 精神 の 発達 に 
重き を 置か れ た が 、 当 章 で は 、 神 聖なる 教義 を 学び 吸収 する た め の 、 弟 子 達 の 素 晴 ら 
し い 能 力 を 強調 し て いる こと が 示さ れ て いる 。 

39634 人 の 誕生 は 、 二 個 の 異性 の 結び 付き に よる も の で ある 。 一 方 の 性 (男性 ) の 特質 は 
与え る こと で あり 、 他 方 (女性 ) の それ は 受け る こと で ある 。 物 質 界 同 様 、 精 神 界 に も 

男性 、 す な わ ち 、 教 え 導 く 神 の 偉大 な る 預言 者 及び 神 の 指導 者 と 、 精 神 界 の 女性 、 す 
な わ ち 、 神 の 教義 に 得る と ころ ある 彼 等 の 弟子 達 が 存在 する 。 当 節 は 、 完 全 な る 指導 
者 、 聖 預言 者 と 、 そ の 最善 の 弟子 達 、 す な わ ち 彼 の 仲間 が 力 を 合わ せる こと に より 、 
新た な 世 が 真 に 生ま れ よ うと し て いる と 暗示 し て いる 

や 当 節 は 、 信 者 と 不信 者 の 大 きく 異な る 目標 、 及び それ ぞ れ の 目標 成 に 向かう 努 
力 の 相違 に 注意 を 惹 い て いる 。 信者 の 努力 は 真理 の 普及 に 向け られ 、 他 方 不信 者 の そ 
れ は 、 真理 の 普及 を 阻止 する こと に ある 。 この 両者 の 努力 の 結果 は 当然 異な る に 違い 
な い 。 
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ニ 十 倫 アッ ライ ル AL-Lail( 夜 ) 九 十 二 草 


か ーー 吾 は 遇 ンー サラ イッ ン ,z イ ン 
6. され ば 施し を な し 、 曽 し て 虹 散 せ 〇 お | ds oe 1 
し 者 、 
時 妻 里 ら RI 実 軒 3 タッ タマ 2 る ン ン 
る 者 あら ば や の 、 に 
8. 2 我 等 は 必ず 、 あら ゆる 便宜 や % に 2 2 チイ し コー ョ ンプ oT 
OG nN 8 
於 いて 彼 を 容易 な らし めん 。 sw 
りん し ょ く 
9. され ど 次 澤 し 、 冷 淡 に 振舞 いた I To イン 
O だ さこ 9 りこ CVT り 1 
る 者 、 8 
10. 面 し て 最も 素晴らし い 善 を 虚偽 OASISS 


と みな し た る 者 あら ば "7、 

< トト 必 さ 大 人 ご 5 Pp レベ っ タイ ンプ ン を 
1 我 等 は 必ず 光 儀 に お いて 彼 を 容 a 5 
易 な らし めん "9。 

b 滅び 去 詩 富 よ & 々 イイ ンコ タン タッ ネコ トン 
2 RM 唄 び 去り し 時 その 営 は Di LLE 、 5 は 95 
彼 に 役立た ざる べし 。 

c3 賢 0 トド に . タン ンプ し る の 
13. “< 聞く こと は 、 げ に 我 等 の 務め DN EE 
な り 。 

し か 補 つっ 人 る は し の 0 ー イド っ る そる レ ン 。 1 タン てる > 
14. 面 し て 、 来 世 も 提 世 も 確か に 我 等 (の を を 1 Als 
の 所 有 な り "99。 

87:9. b3:1 1; 58:18; 111:3. “2:273; 28:57. 
3365 当 節 及び 前 館 に は 、 人 生 で 成功 を 治め る 人 々 の 三 つ の 特質 が 述べ られ て いる 。 要 
する に 、 彼 等 は 正しく 行動 を し 、 感 情 も 思考 も 正しい も の で あり 、 こ れ 等 の 特質 を 信 
者 た ち は 十 分 に 有する 。 
” 。 先 の 二 節 に 述べ られ た 三 つ の 特質 を 持つ 人 は 、 自 ら の 行為 が 望ま し い 結果 を 生み 
出す と 気付 く で あろ う 。 あ る い は 、 善 行 を な すこ と は この よう な 人 に は 容易 に な り 、 
彼 は 又 そ れ を 喜ん で する 、 と 当 節 は 意味 する の か も し れ な い 。 
や 先行 する 二 節 (6.7) に 述べ られ た 三 つ の 療 な る 特質 と は 対照 的 に 、 人 の 精神 的 破滅 
を も た ら す 三 つ の 悪 な る 特質 が 、 こ の 二 節 9, 10) に 述べ られ て いる 。 
や 前節 で 触れ た 人 の 行為 は 、 的 を は ず し 、 望 み と は 逆 の 結果 を も た ら す 。 あ る い は 、 
この よう な 者 に と り 、 善 行 を な す の は 難し く な る 、 と 当 節 は 意味 し て いる と も いえ る 。 
9 邪悪 な 不信 者 は 、 現世 で 敗北 を 喫し 、 来世 で 久 を 受け る で あろ う 。 それ は 、 現世 、 
来世 共に 神 の 支配 下 に ある か ら で あ る 。 当 節 は 又 、「 万 物 の 始ま り と 終わ り は 我 等 に 
属す る 」 と も 意味 し て いる の だ ろう 。 
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九 十 二 章 アッ ライ ル Al-Lail( 夜 ) 三 十 巻 


15. され ば われ は 、 燃え 盛る 業火 を お BEE SDLE 

前 達 に 警告 1 

16. < 最も 不 六 な る 者 以外 に 、 倍 も SNLSY 

その 中 に 入ら ず 、 

17. 4( つ まり ) 虚 偽 と みな し 、 背 を 向け る 1 の 3 っ 作 る 
し 者 な り 38379. i 

18. され ど 最 も 曳 散 な る 者 は 、 そ れ よ 0 証 や UP 
り 守 られ ん 、 

19. (つま り ) 清 浄 を 求め ん と し て 己 が 5 RCL 

富 を 与え る 者 な り 。 


20. され ば 、 彼 に は 誰か に 対し て 、 報 8 うみ <8528 で に っ と に る 
酬 され る べき 恩義 な し 。 ( 


21. た だ 、 己 が 至高 き 主 の 喜び を 求め OT A RIFE 

ん が た め な り "7。 

22. され ば 彼 は 、 必 ず 満 層 す べし 。  & DI IH 
12 


92073: 87:12-13.720:49、 
3370 カッ ザ バ (Kadhdhaba) と いう 語 は 、 罪深い 不信 者 は 誤っ た 信仰 を 抱き 、 タ ワッ ラー 
wel と は 決し て 凌い 行い を し な いこ と を 意味 する 。 


7 高潔 な る 信者 は 他 の 人 々 に 善行 を 施し 、 そ れ に 対す る 見 返り を 受け る こと 無く 、 
た だ 神 の 創造 物 の 役に立ち 、 天 主 且 つ 、 マ スタ ー の 喜び を 得 た いと 願う の で ある 。 
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九 十 三 章 
アッ ドゥ ハーAd-Duha( 朝 ) 
メッ カ 嘱 示 


最初 の 二 、 三 章 が 啓示 され た 後 、 啓 示 は 一 時 中 断 さ れ 、 当 章 は 、 再 び 刻 
示 が 開始 され た 初期 に 啓示 され た 章 の 一 つ で ある 。 従っ て 、 そ れ は メッ カ 時 
代 の 初期 の 啓示 だ と 考え られ て いる 。 ノ ル デ ケ は アル ・ バ ラド 章 の 後 と 位置 
づけ て いる が 、 ミ ュー ア は 年 代 順 か ら 見 て 、 ア ラム ・ ナ シュ ラフ 間 の 近く と 
説明 し て いる 。 当 章 で は 、 聖 預 斉 者 の 全て の 翌日 は 彼 の 前 日 より 優れ る と い 
う 素 晴らし い 預 言 が 含ま れ て いる 。 そ し て その 目的 が 完全 に 成功 を 収め る ま 
で その 状況 は 続く で あろ う 。 そ の 預言 は 了 預 言 者 の 次 々 の 勝利 に よっ て 明確 
に 満た され た 。 主題 に 於 いて 当 章 は 、 前 章 の いく つか に か な り 似 て いる 。 そ 
れ ら 同様 に 、 当 章 で は 、 特 に メッ カ の 人 々 が 習慣 と な っ て いる 悪意 を 強調 し 
て いる 。 た だ し 、 当 章 で は 聖 預 言 者 並び に 弟子 達 が 自分 達 の 富 を 正確 に 費 や 
す よ うに 強い て いる が 、 前 章 で は 、 孤 児 達 や 貸し い 人 々 と の 扱い 方 に 於 いて 
信者 達 と 不信 者 達 の 対比 が 述べ られ て いる 。 そ の 上 前 章 で は 、 真 の 信者 は 自 
分 の 富 を 神 の 道 に か け て 費やす こと が 簡単 に 述べ られ て いる 。 然 し な が ら 、 
当 凍 で は 神 は 自分 の 選ば れ た 僕達 に 、 聖 預言 者 と の 特殊 な 関係 を 持つ 上 に 授 


か る 祝福 に つい て 語ら れ て いる 。 従っ て 当 章 は 、 先 行 す る 章 の 続編 で ある 。 
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九 上 三間 
アッ ドゥ ハーAd-Duha( 朝 ) 
節 数 12、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


1. < 慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の まり IP どこ 
御名 に お いて 。 a 
2. 輝き た る 朝 に て 372、 の 3 
3. ? ま た 喧 黒 な り し 夜 に も 7。 ndN 
4. 流 の 主 は 液 を 見 棄て ざり き 、 ま GN eS 
た 液 に 対し て 不快 に な ら ざ り し な 
の 3374 

5、 面 し て 、 後 江 は 如何 な る 先立つ dN Ns 
i 良 
な り TD. 
6. 面 し て 液 の 主 は 必ず 液 に 賜 わ ん 、 A 
され ば 激 は 満悦 せん 。 i 

0 的 を 撤 児 と し て 見 出し た れ ば 、 rT EA | 

底 護 を 賜 い し に 非 ず や ?3376 

Al. 81:18 


や ゲ 「 郊 きた る 朝 」 と は 、 イ スラ ム 教 の 勃興 を 指す よう だ 。 又 、 聖 預言 者 が 、 一 万 人 
の 信心 深い 聖なる 戦士 か ら な る 軍隊 の 先頭 に 立っ て メッ カ に 入り 、 カー バ の 偶像 が 廃 
され た 特別 の 「 朝 」 を 述べ て も いる よう だ 。 

7「 夜 」 と は 、 イ スラ ム 教 退廃 の 長期 間 を 示し て いる よう だ 。 更 に は 、 聞 が 訪れ た 
後 、 融 言 者 が 家 を 出 て 、 アブ ー・ バ クル と サウ ー ル 洞窟 に 避難 し た 特別 の 夜 を 指し 
て も いる よう だ 。 事実 、 聖 預 斉 者 が メッ カ を 去っ た 夜 、 そ し て 闇 が 訪れ た 日 は 、 聖 預 
言 者 の 全 生涯 に お ける さま ざま な 浮き 沈み を - - 言 で 表し た も の で ある 。 

974 再 預 言 者 の 全て の 昼 と 夜 、 彼 の 大 いな る 成功 と 一 時 的 な 敗北 、 彼 の 喜び と 苦難 、 
彼 の 夜 の 礼拝 と 昼 の 活動 、 こ れ 等 全て は 、 神 が 彼 と 共に お られ る こと を 証し て いる 
78 聖 預 言 者 の 人 生 の あら ゆる 瞬間 は 、 そ れ 以 前 より 更に 良い も の で あっ た 。 

や 6 型 預 詩 者 は 、 比 隊 の みな ら ず 、 事 実 孤児 で あっ た 。 彼 の 孤児 の 身の上 は 、 非 常に 
過酷 な も の で あっ た 。 父親 は 彼 が 生ま れる 前 に 、 母親 は 彼 が 六 才 に な る か な ら な いか 
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三 十 伏 アッ ドゥ ハーAd-Duha( 朝 ) 九 十 三 章 


8. また 激 を 、( そ の 愛 に ) 没 頭 し た る IEE 
"を 見 出し た れ ば 、 導 きた り 。 
布 し て 、 汐 を 鍛 乏 者 と し て 見 出し OK UE 
富 栄 え し め 給え り "78。 
し いた ッ ン デン ル 】 アン 
10. され ば 孤児 を 虐げ る な か れ 。 OG 
11. また 請う 者 を 叱る な か れ 。 EI 
12. 面 し て 、 己 が 主 の 恩恵 を 宮 べ 伝え 系 8 も RE 
よ 3379 A = ゲー 4 


の うち に 亡くな り 、 母親 の 死後 彼 の 世話 を し た 祖父 アブ ドル ・ ム ッ タ リブ は 、 貧しい 
伯父 に 彼 を 託し て 二 年 後に 死ん だ 。 こ の よう に 聖 預言 者 は 、 幼く し て 父母 の 保護 と 愛 
を 約 わ れ た 。 し か し 彼 は 、 目下 の 者 、 目 上 の 者 か ら 、 彼 の 仲間 や 向 胞 か ら 、 後 に は 彼 
の 弟子 達 か ら 、 一 女性 か ら 生 まれ た 者 誰 も が (人 間 誰 も が )、 こ れ ま で 受け る こと が な 
か っ た 、 又 今後 と も 受け る こと が な いで あろ う 程 の 多く の 愛 を 受け た の で あっ た 。 

9077 ダッ ラ (Dalla= 愛 に 没頭 し た ) に は 、 一 般 的 な 意味 と し て さま ざま な 意味 が ある 。 
道 に 迷う 、 と いう 意 。 進 ぜ か どう か た め ら う 意 。 また 、 物 事 の 追求 に 努め て いる 際 の 


無 我 夢 中 の 状況 を 示す 意 が ある (Lane より )。 ダ ッ ラ と いう 語 の さま ざま な 意味 か ら 
みれ ば 、 当 節 は 次 の よう に 解説 され る 。 (1) 聖 預言 者 は 神 に 到達 する 手段 を 求め る こと 


に 没頭 し て いた が 、 神 は 、 彼 を 望み の 目的 地 へ 導く 戒律 を 彼 に 示さ れ た 。 (② 聖 預言 者 
は 、 自分 が 追求 する も の へ 達する 道 を 、 如何 に し て 見 つけ た ら 良 いか 分 か ら な か っ た 
が 、 神 が 役 を そこ へ 導 か れ た 。 (3) 彼 が 心から 一 族 の 人 々 の こと を 思っ て いた の で 、 神 
は 彼 に 、 彼 等 に 対す る 完全 な 手引 き を 与え られ た 。 (④ 彼 は 世 の 人 々 の 目 か ら 隠 され て 
いた が 、 神 が 役 を 見 出し 、 神 へ 導く 者 と し て の 任務 の た め に 彼 を 選ば れ た 。 従っ て 、 
ダッ ラ (Dala) と いう 言葉 は 、 聖 預言 者 を 非難 する の で は な く 、 褒 め 称 える た め に 用 い 
られ て いる 。 道 に 迷っ た と いう 意味 で は 、 こ の 言葉 は 聖 預言 者 に 当て は ま ら な い 。 そ 
れ は 、 聖 クル アー ン の 他 の 箇所 ($3:3) に よれ ば 、 彼 は 誤り を 犯し た り 、 道 を それ た り 
し た こと は な か っ た か ら で あ る 。 更 に 、 当 章 の 第 6 節 は 、 あ る 相続 いで 起こ る 出来 事 
を 表し て いる 。 第 7、8、9 節 は 第 10、11、12 節 に それ ぞ れ 対応 し 、 深 く 結 び つ いて 
いる 。 第 8 節 の ダッ ラ ①alla) は 第 11 節 で 「 請 う 」 に 置き 換え られ 、「 神 の 許 へ 導 か れ 
る よう に と 神 の 助け を 求め た 人 」、 又 は 「 神 の 手引 を 授け られ る よう 求め た 人 」 と 後 
者 は 前 者 の 意味 を 説明 し て いる 。 当 和 館 は 又 、「 神 は 梁 が 神 を 求め て いる こと に 気付 か 
れ 、 液 を 神 の 許 へ 導 か れ た 」 と も 意味 し て いる よう だ 。 

や の 聖 預言 者 は 、 孤児 と し て その 人 生 を 始め 、 ア ラビ ア 全 土 の ま ぎれ も な い 支 配 者 と 
な り そ の 生涯 を 義 じ た 。 

3379 第 7、8 と 9 分 は 、 聖 預言 者 に 授け られ た 神 の 恩恵 に つい て 語り 、 第 10、11、12 
節 で は 、 聖 預言 者 は 、 同 様 の 恩恵 を その 仲間 に 施す こと で 、 神 へ の 謝意 を 示す よう 命 
ぜ ら れ て いる 。 こ の 戒律 は 彼 の 弟子 達 へ も 等 し く 向 けら れ た も の で ある 。 
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九 十 四 草 
アラ ム ・ ナ シュ ラフ Alam-Nashrah 
( 我 等 は 開き た る に 非 ず や ) 


啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 前 章 と 深い 関係 が あり 、 そ の 主題 の 延長 で ある か ら 、 明 ら か に メ 
ッ カ で 啓示 され た も の で 、 使 徒 に 拝命 され た 恐らく 二 、 三 年 後 と 思わ れる 。 
前 章 は 聖 預 言 者 な ら び に あら ゆる 真理 の 布教 者 の 目的 が ます ます 強まる に 対 
し て 、 当 章 は 何 か 気 品 の ある 特徴 を それ と な く 言 っ て いる 。 そ し て 、 真 理 の 
伝道 問題 の 究極 の 大 勝利 が 確か に 保証 され る こと が 制定 され る 。(』) ま ず 最 初 
に 、 彼 は その 主張 の 真実 性 に 信念 を も ち 、 そ れ を 普及 させ る 必要 な 手段 を も 
つこ と 。(b) 次 に 、 人 々 の 関心 を 惹き つけ な けれ ば な ら な い 。(o) 最 後 は 天命 に 


従っ て 、 彼 の 働 務 は 普及 させ る こと で ある 。 
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1 九 十 四 章 


アラ ム ・ ナ シュ ラフ Alam-Nashrah 
( 我 等 は 開き た る に 非 ず や ) 
節 数 9、 メ ッ カ 啓示 


< 半 悲 深く 、 恵 み 則 くく アッ ラー の eu いこ こま 9 交 みお 
iP 
2. 我 等 は 次 の た め に その 胸 を 開き た OE LSE ET 
る に 非 ず や 、 
3. また 、 我 等 は 次 より その 重荷 を と SEE 
り 除き た る に 非 ず や 、 6 
4 泊 の 背 に の し か か り し 重荷 を ?3380 OR CS yt 
5. 証し て 我 等 は 、 波 の た め に その 名 OE SE 
声 を 高め た り 3391 i 

こ 、 確か に 安楽 クラ ター ラプ れれ と ど ン 61 る 

生ま 計 労 と 共に 、 確 か に 安楽 EE 


2 お も 


980 型 預言 者 は 、 こ れ ま で 誰 も 託さ れ た こと の な いよ うな 、 神 経 が すり 減り 忍耐 を 要 
する 任務 、 すなわち 、 堕落 し た 人 々 を 道徳 的 退廃 の 深み か ら 道 徳 的 卓越 の 頂点 へ と 引 
き 上 げ 、 その 後 彼 等 を 通し て 、 非道 と 無知 と 迷信 の 垢 に まみ れ た 全 人 類 を 浄化 する 任 
務 を 課せ られ て いた 。 これ は 、 事実 、 彼 を ほとん ど 押 し つぶ そう と する 程 に 重い 貢 任 
で あっ た が 、 神 は 彼 の 重荷 を 軽く され た 。 
や 当 童 は 使徒 に 拝命 され て か ら 二 年 目 又は 三 年 目 に 啓示 され た 。 こ の 時 は まだ 、 聖 
預言 者 は 近隣 以外 で は ほとん ど 知 られ て いな か っ た が 、 間もなく 彼 は 、 宗教 の 指導 者 
の 中 で 、 最 も 有名 で 、 か つ 愛 され 、 尊 人 芝 さ れ 、 成 功 を 治め る 者 と な っ た 。 宗教 界 に お 
いて も 、 又 俗 界 に お いて も 、 聖 預言 者 程 従う 者 の 愛 と 尊敬 を 集め た 指導 者 は 他 に 見 ら 
れ な か っ た 。 

3382 「 げ に 苦労 と 共に 、 確 か に 安楽 あり 」 と いう の は 、 二 度 繰り 返さ れ て いる 。 こ れ 
は 次 の こと を 示し て いる 。 イス ラム 教 は 非常 に 苦し い 時 を 経 ね ば な ら ず 、 二 度 に わた 
り そ の 存在 の 危機 に 直面 する 。 一 度目 は 、 イ スラ ム 教 創始 の 数 年 間 、 二 度 目 が 「 後 世 」 
で ある 。 この どちら の 時 に も 、 イス ラム 教 は 普 難 の 中 か ら 新 た な 力 を 身 に 付け 立ち 上 
が る で あろ う 。 これ 等 の 節 は 又 、 聖 預 言 者 や イス ラム 教徒 が 直面 する 苦難 は 一 時 的 な 
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九 十 四 間 "アラ ム ・ ナ シュ ラフ Alam-Nashrah( 我 等 は 前 きた る に 非 ず や ) 三伏 

7. げに 苦労 と 共に 、 確 か に 安楽 あり 。 OG Ed 

8. され ば 溢 、 自 由 に な ら ば 、 奮 間 DG EE 

力 す る よう 力 を 結集 せよ 、 5 に 

9.? 面 し て 己 が 主 に 傾倒 し 奉 れ & OT 
a73:9; 110:4, 


も の で ある が 、 彼 等 の 成功 は 永遠 に 且つ 常に 拡大 され る と も 示し て いる 。 

3824 精神 的 発達 の 終わ り 無 き 展 望 が 聖 預言 者 の 前 に あり 、 彼 の 行く 道 を 遮る 困難 を 
克服 し た 後 、 成 し 遂げ た 成功 に 満足 し て 休む こと な く 、 一 つの 峰 を 登り 終え る と 、 次 
の 帳 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 そ し て 彼 の 注意 は 全て 、 央 落し た 人 類 の 再生 へ と 、 
又 、 地 上 に 神 の 王国 を 築く こと へ と 向け られ る べき で ある 。 以上 の こと に 、 聖 預 詩 者 
は 確信 を 持っ て 従う 。 当 人 節 は 又 、 次 の こと も 示し て いる よう だ 。 聖 預 斉 者 は 、 弟子 へ 
の 説教 や 他 の 俗 事 の 処理 と いう 日 々 の 業 を 終え る と 、 心 を こめ て 神 に 向かわ な けれ ば 
な ら な い 。 そ れ は 、 彼 の 精神 的 な 旅 が 終わ り の な いも の だ か ら で あ る 。 
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九 十 五 章 。 
アッ ティ ー ン At-Tim( 無 花 果 ] 
メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

当 草 は メッ カ に 於 ける 非常 に 早い 時 代 の 啓示 で ある 。 こ れ は イブ ン ・ ア 
ッ パ バース 並 びに イブ ン ・ ズ バイ ル の 見 解 で や る 。 ノ ル デ ケ は 、 当 章 を 83 章 の 
啓示 の 後 と 位置 づけ て いる 。 前 章 で は 、 聖 預言 者 は 光 多 あ る 未来 を 迎え る こ 
と に つい て 道理 や 常識 に 基づい た 論証 が 述べ られ て いる 。 な ぜ な ら ば 、 彼 は 
使命 を 果たす た め に 必要 で ある すべ て の 資質 を 持っ て いる か ら で あ る 。 当 章 
で は 、 聖 預言 者 自身 の 事情 は 他 の 預言 者 た ち に 似 て いる よう に いく つか の 例 
が 述べ られ て いる 。 従っ て 、 彼 等 の よう に 聖 預言 者 も また 成功 する で あろ う 。 
89 章 か ら 94 章 に 於 いて 、 聖 預言 者 の メデ ィ ナ へ の 移住 と その 後 の 成功 が 色々 
な 形式 で 暗示 され て いる 。 或 る と ころ で は それ と な く 、 ま た 或 る と ころ で は 
間接 な 参照 指示 で 、 そ し て 他 の 箇所 で は 明快 な 言葉 で 述べ られ て いる 。 当 章 
に 於 いて 、 聖 預言 者 の よう に 以前 の 預言 者 た ち も そ の 使命 の た め に 移住 し な 
けら ば な ら な か っ た と いう こと も 暗示 され て いる 。 
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九 十 五 章 三 十 傘 


ルト 五 章 
アッ ティ ー ン At-Tin( 無 花 果 ) 
節 数 9、 メ ッ カ 盛 示 


』。 g 慈 甘 深 w 恵 所 A 2 
. "慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の | 、・ ES PP 
御名 に お いて 。 

3 Ls る nr ぅ 避 グン 
2. 無花果 と 概 枢 に 普 て “W、 Oo HBAS 
3. また ヶ シ ナイ の 山 に も "5. の ざり 


1 は 252:2. 


3993「 確 花 果 」「 概 村 」「 シ ナイ の 山 」「 安 全 な る この 記 」 左記 の 言葉 は 、 聖 預 言 者 は 

の 使命 を 果たす 、 と いう 当 章 に 述べ られ た 主張 を 証 す 証拠 と し て 用 いら れ て 来 た 。 了 
花 果 」「 様 橋 」 は イエ ス を 、「 シ ナイ 山 」 は モー ゼ を 、 i は 聖 預 言 者 
を それ ぞ れ 象徴 し て いる 。 この 三節 は 共に 、 次 の 有名 な 聖書 の 言葉 を 示し て いる 。 「 主 
は シナ イ か ら 来 られ 、 セ イル か ら 彼 等 を 照ら し 、 パ ラ の PP ( 申 
命 記 33:2)。 だ が 、 注釈 者 の 中 に は 、 「 無 花 果 」 は 仏教 を 、「 標 構 」 は キリ スト 教 を 、「 シ 
ナイ 山 」 は ユダ ヤ 教 を ん 、 そ し て 、「 安 全 な る この 序 」 は イス ラム 教 を それ ぞ れ 指す 、 
ON CS NE CS 


花 果 」 は ア ダム の 時 代 を 、 「 村 2 「 シ ナイ 山 」 | は モー ゼ の 時 代 を 、 
そし て 「 安 全 な る この 邑 」 は イス ラム 教 の 時 代 を 象徴 し て いる 。 i 聖書 や 
聖 ク ルアー ン が 十分 に 裏付け て いる 。 アダ ム と イブ が 禁断 の 実 を 食べ 、 分 達 が 裸 で 
ある こと に 気付 いた 時 、 彼 等 は 無花果 の 葉 を つづ り 合 わせ て 、 OR 
っ た (創世 記 3:7)。 ノア に つい て は 次 の よう で ある 「 鳩 は 夕方 に な っ て 、 役 の も と に 帰 
っ て 来 た 。 す る と 見 よ 、 む しり 取っ た ば か り の オリ ー ブ の 若葉 が その くち ば し に ある 
で は な いか 。 そ れ で 、 ノ ア は 水 が 地 か ら 引 いた の を 知っ た 」 (創世 記 8:11)。 又 、 モ ー 
ゼ が シナ イ 山 で 神 の 啓示 を : 受け た こと 、 更 に は 、 イ スラ ム 教 誕生 の 地 メ ッ カ は 、 有 史 
以前 より 「 安 全 な る この 邑 」 と 認め られ て 来 た こ と は 、 周 知 の 事実 で ある 。 こ の 四 時 
代 は 、 人 が 完 2 RT RG 『 代 を 表す 。 アダ ム の 時 代 に 
人 間 の 文明 の 基礎 が 築 か れ た 。 ノ ア 人 者 で あっ た 。 モ ー ゼ の 時 代 に は 、 律 
法 の 詳細 が 啓示 され 、 聖 預言 者 の 出現 と 共に 、 神 の 応 示 は あら ゆる 面 で 完成 され た 。 
こう し て 、 人 間 は 、 知 的 、 社 会 的 、 道 徳 的 、 て し て 博 人 人 に 完全 な 発達 を 遂げ た の で 
ある 。 「 無 花 果 」 は 又 、 モ ー ゼ の 律 法 を 、 「 枝 棋 」 は イス ラム 教 の 律 法 の 象徴 で も ある 。 

この 直 職 は 、「 シ ナイ 山 」 「 安 全 な る この 邑 」 の 語 に 、 よ り 内 体 的 に 表 さ れ て いる 。 

や スイー ニー ン (Sinm) と いう 語 は 複数 形 で あり 、 同 じ 名 前 の 山 が その 地域 に 数 々 存 
在 し て いた こと を 示し て いる 。 そ の うち の 一 つ に て 、 神 は モー ゼ に 存在 を 見 せ た 。 
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古谷 アッ ティ ー ン At-Tin( 無 花 果 ) 九 十 五 章 


4 また “安全 な る この 回 に も 。 ONAN 


5. ? げ に 我 等 は 、 人 間 を 最上 の (進化 3 < の GE 放 5 


的 形態 に 創り た り 。 ST 
Ooi >>] 

6. 然 る 後 、 我 等 は 彼 を 、 低 い 段階 DE 3 

に 戻る 者 の 中 で 最も 低く 戻ら し め 

た り 3384 


7. “但し 、 信 じ て 善 行 を な し た る 者 は CN EG FR Y 
別 な り 。 され ば 彼 等 に は 尽き せ ぬ 報奨 和 2 コリ レル ライ の ライ ラコ イイ 


8. され ば この 後 、 信仰 に 関し て 流 を る 33U45S53S じ 3 
虚偽 と みな す 者 あり や ?3385 a 

9. アッ ラー は 裁決 する 者 た ちの うち & GS LT 
最も すぐ れ た る 裁き を する 者 に 非 ず 「 1 - 

や ゃ や? 


90:2. P23:12-15. C11:12; 41:9; 84:26、 


3384 人 間 は 、 自 ず と 善行 に 向かう 純粋 な 性 質 を 持っ て 生ま れ た が 、 同 時 に 、 意 志 と 行 
動 の 自由 裁量 を 大 幅 に 与え られ た 。 人 間 は 、 究 極 の 道徳 的 発達 を 遂げ 、 神 の 層 性 が 写 
し 出さ れる 鏡 と な る よう 精神 的 に 高まる た め に 、 大 いな る 力 と 創造 を 生まれ な が ら 
に し て 授け られ た 。 し か し 、 も し 人 間 が 神 に 賜っ た 能力 や 特質 を 誤っ て 使え ば 、 獣 よ 
り も 卑 し く な り 、 次 館 が 示す 通り 、 悪魔 の 化身 と な る の で ある 。 つま り は 、 人 間 に は 、 
善行 を も 、 又 同時 に 悪行 を も な す 可 能 性 が ある の で ある 。 

3385 人 間 は 、 非 常に 高度 な 精神 的 運命 を 遂げ る た め に 創り 出さ れ 、 こ の 偉大 な 目的 達 
成 を 助け る た め に 、 神 は 、 ア ダム 、 ノ ア 、 モ ー ゼ 、 聖 預言 者 の ご と き 神 の 使徒 を 送り 
出さ れ た 。 も し 人 間 が 生来 の 能力 を 適切 に 用 い ず 、 神 の お 告げ を 拒み 、 神 の 使徒 に 刃 
向かう な ら ば 、 人 間 は 罰せ られ る こと と な る 。 こ の よう な 時 に 、 現世 に 、 又 来世 に も 
裁き の 日 が あり 、 最高 の 審判 長 で あら れる 神 の 戒律 が 六 を 下さ ざる を 得 ず 、 人 間 の 行 
為 が 報い 無し で は 済ま な い の は 当然 で も や り 、 こ れ を 人 耕 定 する こと な ど 誰 に で きよ う 
か ? 
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九 十 六 章 
アル ・ ア ラク AI-“Alaq( 吸 いつ く 現 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 ーー 
当 章 の 最初 の 5 つの 節 は 、 聖 各 の 13 年 前 の ラマ ダー ン 月 の ある 夜 、 ヒ ラ 
ー の 洞窟 に 於 いて 、 聖 預言 者 に 降 され た 最初 の 啓示 で あっ た と 一 般 的 に 認め 
られ て いる 。 こ の 日 付け は 、610 年 に 相当 する 。 その 運命 の 夜 、 聖 預 言 者 が 洞 
癒 の 床 に 寝転ん で 眼 想 し て いる と 、 こ れ 等 の 節 が 啓示 され 、 心 に 焼き 付け ら 
れ た の で ある 。 カ スィ ー ル (イス ラム の 歴史 書 ) に 依 れ ば 、 こ れ 等 の 節 は 、 神 は 
その 僕 に 授け る 慈悲 の 一 番 最初 の 行為 で ある 。 当 章 と 前 章 の 関係 は 、 前 章 で 
述べ られ た よう に 、 神 は 遠い 昔 か ら そ の 使徒 や 預言 者 た ち を 送り 、 彼 等 に 啓 
示 を 下さ る 事実 か ら 成り 立っ て いる 。 ア ダム が 最初 に 遣わ され 、 そ の 後 は ノ 


進 的 な 発展 の 過程 の 結果 で ある と 同様 に その 精神 的 発展 が ある と いう こと が 


叙述 され て いる 。 前章 に 於 いて 例証 され た 預言 者 達 は 、 精 神 的 発達 の いろ い 
ろ な 段階 に 達成 する こと を 言及 し て いる 。 し か し 聖 預言 者 は 人 間 の 完全 な る 
精神 的 発展 の 最高 の 模範 と な る 。 
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も の 
アル ・ ア ラク A1-*Alaq( 吸 いつ く 塊 ) 
節 数 20、 メ ッ カ 啓示 


あま ね ン と 2 } 
1.? 慈悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の | みり AU この 
深く み 遍 く ア ッ Os ea 
名 に お いて 。 
2. 読め 386、 創造 し た る 激 の 主 の 御名 の 3 ほら 1 そう 4133) 
に お いて 、 NR 


3. 彼 は ? 吸 いつ く 塊 よ り 人 間 を 創り BENIGE 
3387% ム テリ 。 ク 

4 読め 、 さ れ ば 流 の 主 は 最も 尊 貴 な oO と たつ YE 
る 御方 に まし ます 3388、 

s. 筆 に よっ て お し え 給 うた 御方 39、 Sd 


91:1.723:15: 40:68; 75:39. 


こと を 意味 し て いる 。 ラッ プ (Rabb) と いう 神 の 属性 (育て る も の 、 発展 させ る も の 、 支 
持 者 を 意味 し 、 人 の 発達 段階 の 全て を 通し て 支え る 主 ) は 、 人 の 発展 は 、 聖 預言 者 に 
お いて 完全 さ を 見 出す まで 段階 的 に 行わ れる こと を 示す 。 

"37 神 の 愛 は 人 の 本 質 に 深く しみ込ま され て お り 、 こ の 生得 の 衝動 に より 神 の 愛 が 現 


その 創造 主 を 心から 愛し た 、 聖 預言 者 で あっ た 。 当 人 節 の 「 人 間 」 は 、 本 文中 に 与え ら 
れ た 意味 以外 に 、 完 全 な る 人 、 聖 預 斉 者 を 指す 。 

や 映 ク ルアー ン が より 多く 読ま れ 世 に 示さ れる 程 、 神 の 神聖 と 人 間 の 尊厳 は より 良 
く 理解 され る 。 

3389 亜 ク ルアー ン を 書き 記し 、 紛 失 や 歪曲 か ら 守 る た め に 、「 筆 」 は 非常 に 重要 な 役 
割 を 果たす で あろ う 、 と の 預言 が 当館 に 含ま れ て いる よう だ 。 聖 ク ルアー ン に 啓示 さ 
れ た 精神 科学 と 神秘 、 聖 クル アー ン の 研究 が 刺激 を 与え る 自然 科学 、「 筆 」 は これ 等 
の 普及 に 大 い に 貢 献 し た 、 と も 当 節 は 述べ て いる 。 散 意 を 払う で も な く 、 ほ と ん ど 
使用 する こと も な い 人 々 の 間 で 啓示 され 、 し か も 啓示 され た 人 自身 が 読み 書き も 
出来 な か っ た と いう 、 そ の 聖典 の 中 に 「 筆 」 が 多用 され て いる の は 、 非 常に 重要 
な 意味 を 持つ 。 
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九 十 六 章 アル ・ ア ラク AIAlaq( 吸 いつ く 塊 ) 三谷 


6. 人 間 に そ の 知ら ざり し こと を 教え SN 
給え り 。 _ 

7. 用 心 せよ 、 げ に 人 間 は 反逆 する DRSEINEG IE 
な り 、 

8.( そ は ) 彼 は 己 自身 が 自主 自足 な る の 3392 
と 思い し が 故 な り 。 

9. げに 、? 溢 の 主 の 御 許 へ こそ 帰る oO 
な り 。 6 

10. 液 * 妨げ る 者 を 見 た る か ? | 
Hi. 借 大 な 秋 39 を 、 そ の 礼拝 を 捧げ op ARI 
る 時 に 、 

12. 液 考え た る や 、 も し 彼 が 特 導 に 従 DE EE EE 
いし こと を ? 

13. 或いは 思 散 する こと を 命ぜ し こ OL 1 
と を ? 1 

14. 汐 考 えた る や 、 も し 彼 が 虚偽 と み TK] 
な し て 、 背 を 向け し な ば ? 

15. 彼 は アッ ラー が 確か に 照 覧 する CC A 
こと を 知ら ざる や ? 


16. 用 心 せ よ 、 役 も し 止め ず ば 、 我 DBT YE 
等 は 必ず その 前 髪 を 掴み て 引き ず 2 で 
る な り 3391 


td: 14; 55:5. 221:36: 53:43. ©2:115; 72:20. 


や この 語 は 、 祈 り を ささ げ る イス ラム 教徒 全て に 、 特 に 聖 預 言 者 に 向け られ て いる 。 
や これら の 数 節 (10-18) は 、 一 般 的 に 横柄 で 常習 的 な 不信 者 の 全て に あて は め ら れ 
る が 、 あ る 解説 者 に よる と 、 特 に メッ カ の クラ イシ ュ 族 の 長 で あっ た アブ ー・ ジ ャ フ 
ル (Aba JahD を 指す も の で ある 。 ア ブー・ ジ ャ フル (Abe Jahh) は 聖 預 詩 者 や ムスリム 人 達 
を 嫌い 、 反 対し 、 迫 害し た 中 心 人 物 で あっ た 。 当 時 イス ラム を 受け 入れ た 放 隷 達 は 、 
前 愛 を つか まれ て メッ カ の 路上 に 引き ずり 出さ れ た 。 バド ル の 戦い で 敗北 し た 後 ク レ 
イシ ュ 族 の 何人 か の 長 達 の 遺体 は 、 前 髪 を ひき ずら れ て 彼 等 の た め に 掘ら れ た 穴 に 放 


り 込 まれ た 。 それ は 数 年 前 メッ カ で の 無力 な ムスリム 達 へ の 役 等 の 仕打ち に 適合 し た 
加 で あっ た 。 
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三 十 湖 アル ・ ア ラク AL'Alaq( 中 いつ く 塊 ) 九 十 六 章 


17. (つま り ) 嘘 つき 、 罪 深い 前 髪 を 。 OE 63ab 
18. され ば 、 彼 は 己 が 仲間 を 召喚 すべ Ce 
し 。 

19. 我 等 は 必ず 地 獲 の 天使 た ち を 呼 @4 っ し 絢 を ぶっ 


ば Fs 3392:, 
20. 用 心 せよ 、 彼 に 従う な か れ 、 耐 し 
て 叩 頭 し 、 且 つ ( 神 に ) 近 付く こと を 努 
力 せよ 。 


『& OO SIC I 


0 


3392 ザ バ ー ニ ヤ (Zabaniyah) と は 、 武 装 し た 将校 や 警察 の 長官 、 地 獄 の 監視 員 や 天使 、 
呈 の 天使 を 意味 する (Lane より )。 
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九 士 七草 
アル ・ カ ドッ ゥ ル Al-Qadr( 定 め ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
軸 ク ルアー ン の ある 解説 者 は 、 当 莉 は メデ ィ ナ で 啓示 され た も の だ と 考 
えて いる 。 然し な が ら 、 そ れ は 歴史 的 事実 に 反し て いる 。 こ れ は 間違い な く 
メッ カ で 啓示 され た も の で あり 、 使 徒 に 拝命 され た 早い 時 期 の も の で ある 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス や イブ ン ・ ズ バイ ル 、 そし て アイ シャ な ど 著 名 な 人 々 も 、 
A Et i 
の 章 の 一 つと 推定 し て いる 。 前章 は 聖 預 詩 者 へ の 最初 の 啓示 で あり 、 聖 クル 
ー ン を 読 議 し 、 CAS こ NE は 、 


i RN CS 
れ て いる の で ある 。 定 め の 夜 の こと は 聖 ク ルアー ン の 他 の 場所 で も 祝福 され 
た 夜 と し て 述べ られ て いる (44:④。 当 章 は ビス ミッ ラー を 除い て た っ た 五 節 か 
ら 成 り 立 つも の で ある が 、 そ の 意味 と 内 容 は 深遠 で あり 、 霊 的 な 意義 を 持つ 。 
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九 上 上 章 


アル ・ カ ドッ ゥ ル Al-QOadr( 定 め ) 
節 数 6、 メ ッ カ 啓 ポポ 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の Od 
御名 に お いて 。 

2. げに 我 等 は 之 を 定め の 993 夜 3394 1 RS 
に 於 いて 降 し た り 。 

3. され ば 、 定 め の 夜 と は 何たる や 、 oS SU bs 


液 を 如何 に 理解 せ し む る や ? 9 
は 


や カド ル (Qadr) と いう 語 は 、 価 値 : 充足 : 威厳 : 定め : 運命 : 力 、 を 意味 する (Lane 
より )。「 カ ドル 」 と 「 ラ イラ (Lailah)」 の さま ざま な 意味 を 考慮 すれ ば 、 当 節 は 次 の 
よう に 解釈 され る 。 聖 クル アー ン が 啓示 され た の は 、 神 の 特別 な 力 を 表す た め に 取っ 
て お か れ た 夜 で あっ た 。 又 は 、 他 の 全て の 夜 が 合わ さっ た の に 等 し い 価値 を 持つ 夜 で 
あっ た 。 ある い は 、 お ご そ か な 人 夜 。 満ち 足り た 夜 、 つ まり 、 聖 ク ルアー ン は 、 道徳 的 、 
精神 的 な 人 間 の 要求 を 全て 十分 に 満た す の で ある 。 又 、 神 は 「 定 め の 夜 」 に それ を 啓 
示さ れ た 、 と も 意味 する 。 つ まり 、 人 の 運命 が 定め られ 、 世 界 の 未来 像 が 決定 され 、 
人 類 を 導く 正しい 教義 が 来る べき 時 に 、 向 け て 制定 され た 時 に 、 聖 クル アー ン は 啓示 
SU RN 「 定 め の 夜 」 と も 呼ば れる 。 そ れ は 、 
6 き 延 し 、 悪 の 論 力 が は び ば こっ て いた か ら で あ っ た 。 又 、 聖 クル アー ン 
啓示 され 始め た ラマ ダー ン の 、 最 後 の 10 日 間 の 異常 な 夜 の 中 で も 、 際 立っ た 夜 を 
oo ある い は 、 聖 クル アー ン が 徐々 に 啓示 され つつ あっ た 聖 預言 者 の 
23 年 の 任期 全て を 指す と も 言え よう 。 
3394 一 般 的 に 、 ラ イル (LaiD) と ライ ラ (Lailah) は どちら も 夜 を 指す が 、 有 名 な 辞書 編集 
学者 で ある マル ズー キー に よる と 、 ラ イル (LaiD は ナハ ー ル (Nahan の 、 そ し て ライ ラ 
(Lailahy は ヤ ウ ム (Yaum) の 反対 語 と し て 使用 され る 。 ラ イラ (Lailah)y は ライ ル (LaiD よ り 
も 広く 深い 意味 を 持ち 、 同 様 に 反対 語 で ある ヤ ウ ム (Yaum も ナハ ー ル (Nahary よ り 深 い 
意味 を 持つ 。 ラ イラ (Lailah) は 聖 ク ルアー ン の 中 で 8 ヵ所 使わ れ て お り (2:52: 2:188: 
44:4 7:143 で 2 回 、 そ し て 当 音 で 3 回 )、 全て 回 ク ルアー ン の 啓示 や 関連 する 題目 で 使 
われ て いる 。 従っ て 、 こ の 詩 葉 は 、 聖 クル アー ン が 啓示 され た 夜 の 偉大 さ 、 威 厳 、 そ 
し て 権 成 を 表す 。 


や や 「 定 め の 夜 」 の 恩恵 は 、 計 り 知れ な いも の で ある 。 
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丸 十 七 章 EA 三 十 伏 
4. 定め の 夜 は 、 千 の 月 に も 優る な 羽 る TE 


のり 2999 


s. その 中 に 、“ 諸 天 使 並び に 聖 圭 397 3 
は 、 そ の 主 の 命 に よっ て 、? す べ て の Sg BG 
こと に 於 いて 降 中 する な り 。 OEE 0 
・ 平安 な り 8。 こ は 独 朋 (の 光り ) E& 6 る 終る 人 

6. 平安 な り こ は 般 明 (の 光り ) Eg& © A 


た ち 昇 る まで な り "4。 
16:3: 40:16. 1 44:5. 


3396 アラ ビア 語 で 最大 の 数 で ある アル フ ( 千 ) は 、 数 えき れ な い 数 字 を 表し 、 当 節 は 、 
Nd 0 8 ゞ わせ た より も 素晴らし いも の で ある と 示し て いる 。 つ ま 
聖 預 斉 者 の 時 代 は 、 他 の 時 代 全 て 合わ せ た も の に 伯 か に 勝る の で ある 。 当 節 は 、 
I 苦難 の 中 に あっ た 叶 、 彼 等 の 間 か ら 神 の 指導 者 が 現れ た こと を 暗示 し 
て いる 。 千 ケ月 は お お よそ 一 世紀 に 当たり 、 聖 預言 者 は 次 の よう に 語っ た と され る 。 
各 世 紀 の 初 頭 に 、 イ スラ ム 教 を 吐 ら せ 、 新 た な 生命 と 活力 を 与え る 神 の 指導 者 を 、 神 
は 聖 預言 者 の 弟子 達 の 中 か ら 立 た せ 続 けら れる で あろ う 。 
3997 こ こ で の アッ ルー フ プ (Ar-Ruh) と いう 語句 は 、 改 まっ た 精神 目覚 め る こと : 熟 
心 さ や 決断 力 を 意味 する 。「 定 め の 夜 」 に 、 神 の 天使 達 が 、 神 の 使徒 又は 神 の 指導 者 
が 神 の 目的 を 推し 進め る 手助け を し に 降り て 来る 。 そ し て 、 彼 の 弟子 達 は 、 神 の お 告 
ば げ を 広め る た め に 、 新 た な 命 、 新 た な 目覚 め を も た ら さ れる の で ある 。 
3398 ある 預言 者 又は 、 神 の 指導 者 の 時 代 に 、 困 紛 に ある イス ラム 教徒 達 に 、 特 別 の 心 
の 平安 が も た ら さ れる 。 その 時 彼 等 を 奪い 立た せる この 天 の 喜 び は 、 あ ら ゆ る 物質 的 、 
感覚 的 な 喜び に 勝る も の で ある 。 
3 「 符 明 ( の 光り ) た ち 昇 る 」 と は 、 苦難 の 夜 が 過ぎ 去り 、 神 の 目的 が 優位 に 立つ 夜 
明け を 表す 。 
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九 十 八 草 


アル ・ バ ッ イ ナ Al-Bayyinah( 明 証 ) 
聖和 選 前 の 啓示 ※ 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 が 啓示 され た 時 期 に つい て 神学 者 達 に 相違 が ある 。 イ ブン ・ マ ル ダ 
ウェ ー に よれ ば 、 ア ー イ シャ は メッ カ で 啓示 され た も の だ と 語っ て いる が 、 
イブ ン ・ ア ッ パ ー ス は 、 当 章 は メデ ィ ナ の 初期 に 啓示 され た も の で ある と 言 
う 。 歴史 的 に 関連 する 全て の 事実 に お いて 多数 の 神学 者 達 は 、 ア ー イ シャ の 
意見 に 同調 する 。 当 章 の 前 の いく つか の 意 は 聖 タ クル アー ン の 紗 示 や その 比肩 
| 得 な い 美 徳 と 素晴らし さ の 重要 な 主題 を 取り 扱っ て いた が 、 当 意 は 聖 ク ル 

ー ン に よっ て 引き 起こ す 革 命 的 変化 の こと を 取り 扱っ て いる 。 当 章 で は 、 
i 経典 の 民 と 偶像 崇 者 ども は 普 開 の 
中 で 手探り を し な が ら 、 罪 と 邪悪 で 満ち た 生活 を し 続け た だ ろう と 明確 に 語 
られ て いる 。 然 し な が ら 微 等 を 不審 や 不正 の 暗黒 か ら 連 れ 出 し 、 正 し い 信仰 
と その 括 導 へ 導い て くれ た の は 、 聖 預言 者 その 人 で ある 。 


* 当 章 の 上 記 の 序 言 で 述べ られ た よう に 、 当 章 が 啓示 され た 時 期 に つい て 神 
学者 達 に 相違 が ある 。 編 集 者 は 、 当 章 が 聖 遷 以前 の 啓示 で ある と いう 見 解 を 
有する 学者 達 の 意見 を 優先 に し て いる 。 然し な が ら 、 決 定 的 な 証拠 に 基づく 
最近 の 学者 達 に よれ ( に 当 章 は 聖 林 後 # 族 示 され た も の で ある 。 こ の こと は 、 
約束 され た 救世 主 ( 彼 に 平安 あれ ) の 第 二 後継 者 で ある ハズ ラ ト ・ ミ ル ザ ・ 
バシ ー ル ッ デ ィ ー ン ・ マ フ ム ー ド ・ ア フ マ ド 氏 に よる 、 聖 クル アー ン の ウル 
ドゥ ー 語 解説 版 で 詳し く 述 べら れ て いる (出版 社 よ り )。 


1682 


ルト 八 章 ニ ト 合 


九 十 狼 剖 


アル ・ バ ッ イ ナ Al-Bayyinah( 明 証 ) 
節 数 9、 聖 邊 前 の 啓示 


あま ね a 
1. 9 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く アッ ラー の | 、・ ES 
次 な 
御名 に お いて 。 


2. 経典 の 民 、 並 びに 多神教 徒 達 3 NN に 

の 中 不信 せ し 者 ども は 断じて 思い と - 
とまる 者 に な ら ざ りき 、 明 証 が 彼 等 に っ BS OS 
到 り た る に も か か わら ず 。 と ビビ | 


キト 


3. ? ア ッ ラー の 使徒 が 沙 き 是 典 を 朋 読 〇 32453 2 し うに 0 コジ う 
し た る な り 、 

SS し え Pd 
4 それ ら の 中 に 恒久 的 剖 典 あり き "。 Os ママ は 3 


5. され ば 、 経 典 を 授かり し 人 々 は 、 62 ざこ 3 の 0 5 ビタ 


明 証 が 彼 等 に 来 た る 後 、* 分 像 し た る | EE ビ 記 
に 外 な ら ず 。 OI 


6. 面 し て 、 彼 等 が 命ぜ られ た る こと 放 っ FPP AANI 中 3 a ibs 
は 、 彼 等 は た だ その た め に 信 念 の 誠 を 3 
つく し 、 “帰依 し な が ら ア ッ ラ ー に ANAS 3 に sia 
仕え る に 外 な ら ず 。 面 し て 、 礼 拝 を 

21. D3:165; 62:3. 42:13: 45:18. A140:15, 
" 。 型 クル アー ン は 、 不信 者 を 種類 、 経典 の 民 と 偶像 崇拝 者 (如何 な る 啓示 書 を も 信 
じ な い 人 々 ) に 分 けた 。 
2 聖 ク ルアー ン は 、 そ れ 以 前 の 啓示 書 の 教義 の 中 で 、 優 れ て し か も 永遠 に 残る も の 
全て を 要約 し 、 更 に は 、 そ れ 等 の 啓示 書 に 欠け 、 し か も 人 の 道徳 的 、 精神 的 向上 に 無 
く て は な ら な いよ り 多 く の 教 義 を 備え て いる 。 永遠 に 人 の 役に立つ 、 正しい 規範 、 法 
則 、 法令 、 戒 律 全て が 、 そ れ に 含ま れる 。 聖 クル アー ン は 、 い わ ば 、 そ れ 等 の 盛 示 書 
の 後ろ 立て と な り 、 し か も それ 等 に み ら れ る 欠陥 や 不純 物 を 避け て 来 た 。 


3 


E 
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九 十 八 重 アル ・ 


遵守 し 、 且つ 定め の 豆 捨 を 納め る べ 
し 。 さ れ ば これ こそ 人 恒久 的 (教え の ) 
宗教 な り “74。 

7. げに 経典 の 民 、 並 びに 多神教 徒 達 
の うち 不信 せ し 者 ども は 、 必 ず 地 獄 の 
火 の 中 に 在り 、 そ の 中 で 長く 住み と ど 
ま ら ん 。 これ 等 の 者 こそ は 最悪 の 被 造 
物 な り 。 

8. げに 信じ て 問 行 を 積み し 人 々 、 こ 
れ 等 の 者 こそ は 最良 の 被 造物 な り 。 


9. 彼 等 『 の 報 長 は その の 件 許 に 、 そ 
の 下 に 河川 流 る る 永吉 の 楽園 な 
彼 等 は その 中 に 永 茂 に 住ま ん 。 ア 

ー は 彼 等 i 
る な り 01、 5 こ は 己 が 主 を 長 れ 散 う 
者 の た め な り 。 


バッ イナ ALBayyinab( 明 年) 


三 征 傘 
oe OL 3 が 3 Fi 9 


SN R234 CN) 
A EEE 


ン 和 る で ミ ーッ zi 
る 3 | 
UNE EN 
ある ンタ タタ クー ラ zi イ 
OW Re A&E 
ッ ン スラン 2 ョ グン う > っ イタ ヤ イン 
2 2 
aa うる | GS 
+ “2 つう 9 っ ンス 4 
むむ “ela 3 3 あと サイ 1( チン Me 21 
\ 
を OE EI 


a9:72; 13:24; 16:32: 35:34, 236:12: 35:47. 


34094 ディ ー ン (Din) と は 、 服 従 、 支 配 、 命 令 、 


する (Lane より )。 


"精神 発達 の 最高 の 段階 は 、 人 の 意志 が 神 の 御 意志 と 完全 に 一 


こと の で きる も の で ある 。 


計画 、 構 成 、 習 慣 、 行 動 や 行い を 意味 


~- つ に な る 時 、 達 する 
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九 十 九 章 
アッ ズ ィ ル ザー ル Az-Zilzal( 揺 れる ] 
メッ カカ 啓示 


唱 が 季 示 され た 場所 と 日 時 に いく つか の 異な っ た 意見 が ある 。 ム ジャ 
ー ヒ ド 、 ア ター や イブ ン ・ ア ッ パ バース な どの 神学 者 達 は メッ カ 啓 示 の 見 解 で 
ある が 、 SO 
は 明白 な 歴史 的 事実 に 根差し た も の で は な い 。 前章 で は 聖 預言 者 に よっ て 成 
NS と が 述べ られ て いる 。 当 章 で は 、 将 来 つ ま 

り 、 聖 預言 者 の 偉大 な る 代理 人 で ある メシ ア と マハ ディ ー( 救 世 主 ) の 時 代 に ま 
た 同じ よう な 精神 革命 が 起こ る で あろ うと 述べ られ て いる 。 す な わ ち 、 全 て 
の 社会 制度 の 基盤 が 揺れ て 、 科 学 の 分 野 に お ける 新しい 発明 や 発見 、 並 びに 
学識 の 変化 に よっ て 、 も の の 形状 や 人 間 の 日 的 と 考え 方 が 新しい 適応 の 指導 
を 身 に つけ る で あろ う 。 


九 十 九 間 
アッ ズ ィ ル ザー ル Az-Zilza1( 揺 れる ) 
節 数 9、 メ ッ カ 啓示 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラー の OE 
御名 に お いて 。 

その : 補 れ に 3 て も 。 イッ で に 
2. 大 地 が その 激しい 揺れ に よっ て 激 OG eI 5) 
動 され る 時 “2、 「 
3. また 、 大 地 が その 中 の 荷 を 吹 き 出 SEN 
だ す 時 SA095 
4 され ば 人 間 は 云わ ん 「 逐 、 加 何 に 6 じじ 68UNIJU2 
な り た る や ?」 と 4。 
5. その 日 こそ 、 そ は 己 が 諸々 の 消息 @ ら 2 も 3<5 

語ら ん 3495、 1 
6. の 主 が それ に 黙示 し た る “9 が 6 ば ま 引 55 う 8 し 
故に 。 上 
分 凍 サ し 集結 を ンタ て uy ES 

7. その 日 、 人 々 は 分 散 せ し 集団 に な AR 


り て 出 で る べし 7 、 彼 等 は 己 が 所 業 
bt 

3402 世界 中 が 、 外 的 の みな ら ず 内 面 的 に も 、 あ ら ゆ る 激変 を 経験 する で ある ろう 。 

1) 地球 の 内 部 が 切り 開か れ 、 鉱物 資源 が 取り 出さ れる で ある ろう 。⑫②) 精 神 科学 の み 

な ら ず 、 自然 科学 、 特に 地質 学 及び 考古 学 に 関し て 、 あらゆる 種類 の 膨大 な 量 の 知識 

が 発表 され る だ ろう 。 

3494 変化 が 何 度 も 広範 囲 に 及 ん で 起き る で あろ う 。 そ し て 余り に も 沢山 な 発見 が な さ 

れ た た め 、 人 は 驚き うろ た え こ う 叫 ぶ 。「 地 球 に 何 が 起こ っ た の だ ?」 

7498 当 人 節 の 意味 を 尋ね られ た 時 、 聖 預言 者 は 、「 審 か に 行なわ れ た こと は 全て 、 明 る 

み に 出 され る で あろ う 」 と 述べ た と AT より )。 

3406 神 が そ う 命 じ ら れ た た め 、 地 球 は その 財宝 を 出す だ ろう 。 ア ウ ハ ー(Auha) と は 、 

彼 は 命じ た を 意味 する (Aqrab ょ り )。 

297 後世 に 於 いて 人 々 は 、 そ の 政治 的 、 社 会 的 、 経 済 的 利益 を 守る た め に 、 政 治 的 、 

経済 的 な 基盤 の 上 上 に 、 そ れ ぞ れ 集 団 を 形成 する で あろ う 。 そ し て 、 強力 な ギル ド 、 カ 

ル テ ル 、 シ ンジ ケー ト が 生じ る の で あろ う 。 
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九 十 九 章 アッ ズ ィ ル ザー ル Az-Zilz 誠 (揺れ る ) 三伏 


を 見 せら れん が た め に "%。 SSG 


8. “され ば 、 一 微塵 の 重 さ で も 善行 ⑤82312 和 な 3330 も に 計ら 8 
いし 者 あら ば 、 彼 は それ を 見 る べし 。 

1 ウラ 
また 、 一 微 應 の 重 さ で も 悪 を 行い を 6 に 5 1 5 に 5543 
し 者 あら ば 、 彼 は それ を 見 る べし ""。 


4:124-125; 17:8; 28:85; 41:47. 


3408 個々 人 が 共同 出資 し 、 集団 の 努力 が 個々 の 努力 に 取っ て 代わ る で あろ う 。 そ れ は 
集団 を つく る こと の 重要 性 を 感じ それ が 良い 結果 を も た ら す と 考え る か ら で あ る 。 


?409 人 の 行為 は 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 、 無駄 で は な い 。 そ れ は 、 そ れ な り の 結果 
を 生み 出す に 違い な く 、 又 、 事 実 そ う で ある 。 
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ba 
白 草 
アル ・ ア ー デ ィ ヤ ー ト Al-*Adiyat( 迅 速 な 馬 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
ジャ ー ビ ル 、 イ クリ マ と 聖 預 言 者 の 初期 の 弟子 で あり 、 聖 クル アー ン 年 
代 学 の 泰斗 で ある イブ ン ・ マ スウ ー ド は 、 当 章 は メッ カ に 於 いて ご く 早 い 時 
期 に 啓示 され た と いう 見 解 で ある 。 啓 示 の 時 期 の 順序 と し て は 、 前 章 の 前 に 
な る 。 先行 の 章 に 於 いて 、 聖 預言 者 の 時 代 と その 後世 の 両 時 代 の 状況 が 同時 
に 言及 され て いる 。 ア ッ ズ ィ ル ザー ル 章 で は 、 科 学 と 知識 、 特 に 地理 学 が 成 
し た 偉大 な 進歩 の こと を 取り 扱っ て いる 。 そ し て 又 、 後 世に 於 ける 政治 、 社 
会 及び 経済 が 大 変化 する こと も 取り 扱っ て いる 。 当 章 は 聖 預 言 者 の 弟子 た ち 
の 熱情 と 意気 込み を 取り 扱っ て いる 。 そ し て また 、 神 の 道 に か け て 彼 等 が 大 
な る 犠牲 を 捧げ た こと や 強敵 に 抗 し て 戦っ た こと も 取り 扱っ て いる 。 当 章 は 
いく つか の 比 職 で 、 正 し い 信者 達 が 邪悪 の 激情 と 性 癖 に 抗 し て きり の な い V 戦 
い を 続け 、 そ し て 、 そ の 成功 の 結果 と し て 天国 の 光 を 手 に する こと に も 言及 
し て いる 。 
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百 章 
アル ・ ア ー デ ィ ヤ ー ト Al-*Adiyat( 迅 速 な 馬 ) 
節 数 12、 メ ッ カ 啓示 


あま ね ン a # 
。 a 郊 悲 深 恵 = te ー の ? すう w 見 2 
名 に お いて 。 
2. 吐く 息 荒 立 て る 迅速 な 馬 に 碑 os 
て 3410 や の 
3. また 火花 を 散ら し な が ら 秋 を 噴き @ し 8 ら 88 
だ すう や も の に も 、 - 
4 また 吾 明 に 急 過 する も の に も 42、 OE 


| 


" 悪 の 勢力 に 対し 厳し い 戦 い を 行う 著 た ち は 、 神 に と っ て 如何 に 愛し いも の で あろ 
う 、 神 は 彼 等 、 ま た 彼 等 に よっ て 、 そし て また 彼 等 の 馬 に さえ 、 響い を 立て た ゆえ に 。 


を 得る た め 、 ま た は 神 の た め に 命 を 犠牲 に する た め 、 大 き な 喜 びと と も に 戦場 に 赴 い 
た 。 また 、 軍 時 の 素早 さと 彼 等 の 攻撃 の 迅速 さ を 人 満 貸し て いる 。 当 節 は 、 メ ッ カ で 啓 
示さ れ た も の で 、 ム スリ ム が 馬 を 持た な い 時 で あっ た 。 バ ドル の 戦い で は 、 ミ クダ ー 
ド と ズバ イル が 所 有する 馬 の 二 頭 以 外 に は 、 ム スリ ム 軍 に は 馬 が な か っ た 。 当 節 は 、 
ムスリム 軍 が 選 を 持つ よう に な る 預言 を 含む も の で ある 。 ア ー デ ィ ヤ ー ト (AdiyaD)、 


が され て いる 。 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス に よる と 、 巡礼 に 向かう 貼 能 を 指す が 、 ルー フル ・ 
マ ア ー ニ ーC(Rahul Ma‘ani) の 著者 に よる と 、 ム スリ ム 戦 士 の 馬 を 指し て いる と の こと 
で ある 。 また 、 神秘 主義 的 思想 を 持つ 学者 等 は 、 自 分 の 主 及び マス ター へ の 対面 を 果 
た す た め に その 精神 的 な 旅 を 急速 に 走る 精神 的 な 旅人 を 描写 し て いる と 考え る 。 
9 せ イス ラム 兵士 の 軍馬 は 余り に も 速く 走る た め 、 地 面 に ひ づ め を 打ち つけ る 時 、 火 
花 が 生じ る 。 こ の 隠 職 は 、 神 の 道 に か け て 戦う イス ラム 兵士 の 熱意 を 示し て いる 。 
3412 青 逆 な イス ラム 兵士 達 は 、 夜 討ち を か け て 敵 の 隙 に 乗じ る よう な 不法 な 真似 は し 
な い 。 彼 等 は 完全 に 光り 輝く 朝 に な っ て 彼 等 を 攻撃 する 。 彼 等 は 勇敢 で 正 々 堂々 な 戦 
士 た ち で ある 。 
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百草 アル ・ ア ー デ ィ ヤ ー ト AL-*Adiyat( 迅 速 な 馬 ) 三 十 浴 
RRMA PEER RR THR ER TRIER RE ERROR ER RE RORSCHACH ETI TETRIS ER TIE NE 


5. され ば そ は それ (つま り 攻 撃 ) に よ る 2 は 586 
っ て 砂塵 を まき 揚げ ず “、 が 

6. 従っ て 、 その (砂塵 ) と 共に 大 軍 の 真 OK と ん 51522 
ん 中 に 突入 する 3% な り 。 と 

7. げに 人 間 は 、 己 が 主 に 対し て 忘 因 539L3YI6) 
な り 。 

8. 面 し て 彼 は 確か に 、 そ の こと に 対 OS E483 
する 証人 な り 。 

9. また 彼 は 々 富 を 好む こと に 熱烈 LS EER 
な り 。 

10. され ば 彼 は 知ら ざる か 、 墓 中 の も る っ 0G) tt 


11. 市 し て 胸中 に ある も の が も た ら SSINGG LE 
され る 時 も 、 ま た 然 り 346。 


) 四 
12. ば に その 日 は 、 彼 等 の 主 が 彼 等 の 94 おろ る る お 
こそ の 日 は 、 彼 等 彼 等 で O45 


こと を すべ て 御 承 知 な る べし ず "。 

89:21. 
3 了 イス ラム 軍 の 猛攻 は すさ まじ く 、 彼 等 の 馬 の 素 速い 動き に 鐘 い 上 が る 砂 ぼ こり で 、 
当たり 一 面 痢 と な る 。 
44 了 イス ラム 兵士 は 、 一 人 一 人 を 、 あ る い は 、 有 弱い 女 、 子供 や 年 寄り を 龍 っ た り は し 
な い 。 彼 等 は 一 丸 と な っ て 、 敵 の 総 戦力 を 攻撃 し 、 敵 軍 の 中 枢 部 へ 深く 切り 込む 。 
418 不 信者 の 中 に 、 生 き 残 っ た 者 は いな いよ うだ 。 彼 等 は 、 そ の 墓場 、 す な わ ち その 
家 に 、 死 ん で 横たわっ て いる 。 し か し 、 す ぐに 彼 等 は イス ラム 教 に 対す る 敵意 の 中 で 
上 り 、 メ ディ ナ の 聖 預言 者 を 攻撃 する た め 、 長 い 道 の り を 行軍 す る で あろ う 。 
サマ イス ラム 教 に 対す る 敵 の 陰謀 は 明る み に 出 る で あろ う 。 
や" 神 は 彼 等 の 企み を よく 御存知 で あり 、 そ の 悪 業 故に 彼 等 を 罰せ られ る で あろ う 。 
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百 一 章 


アル ・ カ ー リ ア Al-Qariah( す さま じい 一 声 ) 
メ ッ カ 啓 示 


当 章 (は メ ッ カ で の 初期 に 啓 夫 され た 。 聖 クル アー ン の 全て の 注釈 者 は こ 

の こと に 同意 し て いる 。 ノ ル デ ケ と ミュ ー ア も 同じ 見 解 で ある 。 当 章 は アッ 

ズ ィ ル ザー ル 章 と 同様 、 将 来 に 大 地 の 基 盤 が 揺れ る ほど 激しい 震動 と 大 災害 

を 起こ す 隆 起 の 叙述 か ら 始 まる 。 直 前 の 章 は 、 聖 預言 者 の 弟子 達 が 暗黒 の 強 

圧 に 対す る 偉大 な 戦い の こと を 扱っ て いる 。 当 章 は また 不信 者 達 に と っ て は 
最大 の 災難 で ある 最後 の 審判 の 日 に も 当て は まる 。 
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アル ・ カ ー リ ア Al-Qari*ah( す さま じい 一 声 } 


節 数 12、 メ ッ カ 意 示 


1. "慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の OS 
御名 に お いて 。 - 

2.、 すさ まじ い 一 刺 ! 6 
3. その すさ まじ い 一 声 と は 何ぞ ot の 631 の 
AO の 3418 

4. また 、 そ の すさ まじ い 一 志 と は 何 EAE 
ぞ や 949、 泊 を 如何 に 理解 せ し む る - 

や 2 


5. その 日 、 人 々 は 四散 され た る 里 の 。 ( ぁ う 9 ぽ 、 メ OS 
如く な らん 、 A 
| 


6. 耐 し て 、 山 々 は 枯 か れ た 半 手 の 加 の Sd E33 
く な らん “9.。 NII 


7. され ば 、 ら その 絆 量 が 重く な り し 者 OL RIE 


あら ば 431 


1:1. 7:9: 23:103. 


やや カー リア と いう 語 に アル (al) の 定冠詞 を 加え る こと に よっ て 、 人 災難 の 刀 ろ し さ が 
更に 増し て いる 。 マー と いう 前 置 詞 を つけ て 、 そ れ は より 悲惨 で 破壊 的 な ニュ アン ス 
が 含ま れ て いる 。 

すこ の 惨事 は 余り に も 悲惨 で あり 、 そ の 恐ろし さ を 想 像 する こと も 、 ま し て や 言葉 
に 表す な ど で き る 訳 が な い 。 類似 の 効果 を 及ぼ す 同 じ 表 現 が 使わ れ て いる 。69:2-$ 節 
も 参照 の こと 。「 す さま じい 一 声 」 と は 、 大 惨事 と いう 意味 の 他 に 、 突 然 下 され る 六 
を も 意味 する 。 

220 を の 惨事 の 恐ろし さ は 想像 を 絶する も の で ある が 、 そ の 恐ろし い 結 果 が 二 、 三 述 
べら れ て いる 。 当 節 及び 次 節 で は 、 そ れ の も た ら す 混乱 や 療 悩 の 状況 が 描か れ て いる 。 
すさ まじ い 一 声 は 、 戦 を 敵 ら す よ うに 人 々 を 四 表 さ せ 、 彼 等 は 逃げ 場 を 失う で ある ろう 。 
4 「 マ ワズ ィ ー ン 」 と は 、 一 個人 に 関し て 使わ れる 時 は 、 人 の 仕事 を 意味 する が 、 
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百 一 章 アル ・ カ ー リ ア ALQariah( す さま じい 一 声 ) 三 十 谷 


8. 彼 は 誠に 満 憶 な 生活 と な る べし 。 SE 
9. され ど ? そ の 衝 量 が 軽く な り し 者 OIEE 
あら ば 、 

10. 地獄 は その 母 2? と な らん 。 Or 
1. され ば そ は 何たる か 、 汐 を 如何 に OES 
理解 せ し む る や ? 

ご 5 が M FF 
12. ( そ は ) 燃 え 盛る 業火 な り 。 5 OA 
a 


97:10) 23:104. 
- 国 に 関す る 時 は 、 そ の 国 の 物 的 財産 を 表す 。 現代 の 戦争 用 語 で 、 軍 艦 の トン 数 を 表 
す ト ン ネ ー ジ は 、 国 の 物 的 財産 の 特有 の 表現 の よう だ 。 後者 の 意味 に お いて 、 物 的 
財産 を 多く 持つ 国 、 又 は 、 汽 船 や 飛行 機 の 積 量 の 重い 国 は 、 相 手 国 に 対し て 優位 


” 俳 深 き 人 々 と 地獄 と の 係わり は 、 赤 子 と 母親 の 結び 付き に 似 て いる 。 胎児 が 子宮 
の 中 で さま ざま な 発達 の 段階 を 経て 、 完全 な 人 間 の 形 で 生ま れ て 来る よう に 、 罪 人 は 


さま ざま な 段階 の 苦悩 の 後 、 彼 等 の 魂 は 罪 の 痕跡 を 完全 に 洗い 流さ れ 、 彼 等 は 新た な 
生 を 受け る の で ある 。 こ の よう に 、 地 獄 の 六 は 、 彼 等 の 罪 を 悔い 改め させ 、 彼 等 を 更 
生 さ せる こと を 目的 と し て いる 。 イ スラ ム 教 の 概念 で は 、 地 獄 は 矯正 施設 で ある 。 
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百 一 草 
アッ タカ ー ス ル At-Takkathur( 競 い 合い ) 


啓示 の 日 と 背景 

大 方 の 意見 が 一 致す る と ころ に よれ ば 、 当 章 は メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 
され た も の で ある 。 前章 に 於 いて 、 聖 預言 者 と その 再 出現 の 時 代 、 並 びに そ 
の 後 の イ スラ ム の 長い 経歴 に 於 いて 、 不 信者 達 に 天罰 が 突然 下さ られ る こと 
を 叙述 し て いた 。 当 章 で は 人 間 の 中 に 不信 性 を 引き 起こ し 、 そ の 注目 を 神 か 
ら 引 き 離 し て し まう 要素 を 取り 扱っ て いる 。 そ れ は 非常 に 一 般 的 で ある けれ 
ども 、 精 神 的 な 面 に 於 いて 非常 に 致命 的 な 病 幣 で あり 、 す な わ ち 、 世 俗 的 富 
を 蓄積 する こと を 競い 合い 、 そ の 多 宴 を 自慢 する こと で ある 。 聖 預言 者 は 当 
章 の 重要 性 を 強調 し て 「 当 章 は ( 陸 ク ルアー ン の ) 千 の 諸 節 と 同じ くら い の 重 み 
と 価値 が ある 」 と いっ た と 報告 され て いる (バイ ハ キ ー 有 及び 、 デ ー ラ ミー より )。 
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YUo> ぐ eo 計 
百 二 章 


アッ タカ ー ス ル At-Takathur( 競 い 合 い ) 
節 数 9、 メ ッ カ 啓 示 


あま ね シ の 1 

1. < 慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の Na 2 
御名 に お いて 。 
2. お 互い を 追い 抜く 競い 合い こそ お に 5 て | 
前 達 を 無頓着 に せしめ た り "29。 
3. され ば お 前 達 、 英 に 到 り し な り 。 oc 
4. 用 心 せ よ ! お 前 達 必ず 知ら ん 。 OR IE 

rl 2 て と Ns や さかた = 没 ニョ ョ イッテ ーッ ン 9 ンー ンス 
5. 重ね て 用 心 せ よ ! お 前 達 必ず 知ら o7or に 1 合い に 全く 
ん 2220 


6. 用 心 せよ ! お 前 達 も し 確か な る 知 OE OR YE 


識 で 知ら ば 、 
7. お 前 達 必ず 地 堪 を 見 る べし 5。 の ssl63 


i 


物欲 、 つ まり 、 富 ・ 地 位 ・ 名 准 に お いて 他人 を 凌 食 し た いと いう 人 間 の 法 外 な 歓 
望 か ら 、 人 は さま ざま な 問題 を 引き 起こ し 、 人 生 の より 重要 な 事柄 を 看過 し て し まう 。 
世俗 的 な 物 を 得 た いと いう 感情 に は 限り が な く 、 神 や 来世 の こと を 思う 時 を 人 か ら 礁 
っ て し まう 。 人 は 死ぬ まで これ 等 の こと に 心 を 稚 わ れ 、 死 後に 初め て 、 貫 重 な 人 生 を 
無駄 に 過ごし た と 気付 く の で ある 。 

4 当 節 の 繰り 返し は 、 こ の 章 に 含ま れる 警告 を 強調 し 、 よ り 効 果 的 に する た め の も 
の で ある 。 ある い は 、 現世 で 世俗 的 な 物 の 獲得 に ふけ っ た 後 、 も た ら さ れる 因果 応報 
を 、 当 意 は 示し て いる の か も し れ な い 。 

やや も し 人 が 常識 を 働か せれ ば 、 ど ん な に わずか な 知識 し か 持ち 合わ せな いと し て も 、 
必ず 人 は 、 現世 で 目 の 前 に 大 きく ロロ を 開く 真 の 地獄 を 見 る だ ろう 。 つ まり 、 一 時 的 な 
華やか さ 、 仰 々 し さ 、 物 的 優越 を 求め る こと に 夢中 に な れ ば 、 道徳 的 退廃 を 招い て し 
まう と 人 は 悟る で あろ う 。 
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百 二 章 アッ タカ ー ス ル AcTakathur( 競 い 合 い ) 三 十 伏 


8. 然 る 後 、 お 前 達 は 必ず 明確 な 目 で SRDSEL LE 


見 る 如く それ を 見 ん “5。 
} ン ンプ イレ ーー ョ ンー ンー 
9. 然 る 後 、 お 前 達 は その 日 、 享楽 に き を の EE 3 
ww Y デン ッ ー ン と 
関し て 必ず 組 間 され る べし 。 ・ 


426 第 5-8 節 は 、 現 世 で 地獄 の よう な 生活 が 始ま る こと に 疑い を 差し は さま な い 。 来 
世 の 地獄 は 現世 で 準備 され て お り 、 そ れ は 人 の 目 か ら 隠 され て は いる が 、 そ れ を 考え 
る 者 に は 確信 を 持っ て 認識 され る 。 これ 等 の 節 に は 、 地獄 に 関す る 認識 を 確か な も の 


ヤキ ー ン (視覚 に よる 確信 )、 ハ ッ ク ル ・ ヤ キー ン ( 悟 り に よる 確信 )、 以 上 の 段階 で あ 
る 。 悪 の 本 質 を 表す 者 を 見 れ ば 、 こ の 世 で も 地獄 の 存在 を 推測 で きる が 、 死 後に 、 人 
は 自分 の 目 で 地獄 を 確か め る こと と な る 。 一 方 、 復 活 の 日 に 、 人 は 実際 に 地獄 に 堕ち 、 

確信 し て いた こと は 真実 だ っ た と 完全 に 悟る の で ある 。 


1696 


百 三間 。 
アル ・ ア スル Al-*Asr( 時 間 ) 
メッ カ 啓 示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 使徒 に 拝命 され た 初期 の ころ の 啓示 で ある と 合意 され て いる 。 イ 
スラ ム 教 徒 の 聖 ク ルアー ン の 解説 者 達 と 共に 欧米 の 学者 達 も その 時 期 と 推定 
し て いる 。 前章 で は 、 人 間 の 世俗 的 富 を 蓄積 する 競争 と その 悪化 を 叙述 し て 
いた 。 当 章 で は 、 も し 人 間 は 信仰 を 持た な けれ ば 、 そ の 物質 的 進歩 と 繁栄 は 
人 々 を 救済 し て 正常 な 生活 の 道 へ 導く こと は 出来 な いと 教え て いる 。 こ れ は 
確実 に 現代 の 証明 で ある 。 巨 大 な 資源 、 力 、 威 信 や 繁栄 の あま り 、 酔 いし れ 
て いる 不信 者 達 、 特 に 欧米 の キリ スト 教 国 は この 資源 に は 拘 泥 や 削減 が な い 
と 誤解 し て いる の で ある 。 一 方 ムスリム 達 は 将来 に 絶望 し て いる よう に 思わ 
れる 。 当 章 は 特に 現代 を 語っ て いる 。 然 し な が ら 、 ア ル ・ ア スル と いう の は 
聖 預言 者 の 時 代 の 意味 を も た ら す か ら 、 聖 預言 者 の 時 代 も 語っ て いる 。 
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アル ・ ア スル A1-*Asr( 時 間 ) 
節 数 4、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


1. “慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の 2 こら 9 逢う 
i 

2. 時 間 に 的 て “%"。 0D 3 
3. げに 人 間 "2 は 2 損失 の 中 に あ EIN 
り 3429 を ‘ 
4. 但し 、 信 じ て 普 行 を 積み 、 並び に 2 で 
真理 を “互い に 励み 、 旦 つ 忍 耐 を 互い も の 5 
に 励み し 39 人 々 は 別 な り 。 を ORAL GS Sb sol 


LL 10:46. “(90:18. 


3437 アス ル (Asr) と は 、 時 、 歴 史 、 時 代 の 継承 、 午 後 、 夕 刻 を 意味 する 。 ア ル ・ ア スラ 
ー ン (ALAsran) と は 日 中 と 夜間 、 朝 と 晩 を 意味 する (Lane より )。 
3428 ここ で の アル ・ イ ン サ ー ン (ALTInsan= 人 ) と は 、17:12: 18:55; 36:78 及び 、70:20 節 
に も 記さ れ て いる よう に 人 間 を 意味 する 。 即 ちせ っ か ちな 、 議 諭 好き な 人 、 使 徒 た ち 
に 反抗 する 人 を 指す 。 
3429 この 世 で 授け られ る 機会 を 有効 に 使わ ず 、 人間 の 運命 を 左右 する 永遠 の 自然 の 法 
則 を 拒む 人 又は 国家 は 、 必ず 災難 に 道 遇 する と 歴史 は 証明 する 。 RRR 
家 は 、 時 間 に 対 し て 敗 閉 (時 を 経 る ご と に 衰退 し て いく も の ) で あり 、 当 莉 で は 、 特 に 
「 損 を する 人 間 」 と いう 言葉 葉 が あて られ て いる 。 神 の 控 を 無視 する こと に 対し て 、 懲 
六 を 下さ ざる を 得 な い の で ある 。 
3430 当 間 及 び 聖 クル アー ン の 他 の 数 箇所 に お いて 、 信者 達 は 正しい 教義 を 受け 入れ る 
だ け で な く 、 そ れ 等 を 他 の 人 々 に 伝え な さい 、 そ うす る こと が 周囲 に 健全 な 環境 を 作 
る 助け と な る 、 と 告げ られ た 。 彼 等 は 更に 、 そ の 非常 に 困難 な 任務 を 遂行 する 際 、 直 
面 す る で あろ う 抵 抗 や 迫害 に ひる ん で は な ら ず 、 不 屈 の 精神 で それ に 耐え る よう 申し 
渡さ れ て いる 。 こ の よう に 、 当 章 は 、 短 い 一 節 の 中 で 、 人 は 、 伴 福 で 、 満 ち 足 り 、 栄 
えて 、 し か も 前 向き な 人 生 を 送る こと が で きる と 述べ る こと に より 、 行 動 規範 を 定め 
て いる 。 
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百 四 章 
アル ・ フ マ ザ Al-Huamazah( 陰 口 する 者 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 草 は メッ カ 時 代 の 初期 の 頃 の 啓示 で ある が 、 初 期 に 啓示 され た 章 の 中 
で も 早い も の で ある 。 こ の 点 に 関し て は 、 聖 クル アー ン の 解説 者 た ち は 同 意 
見 で あり 、 欧 米 の 東洋 学者 達 も 同じ 意見 で ある 。 ア ッ タ カー スル 章 で は 、 不 
正 な 薔 財 競争 や 財産 を 自慢 する こと は 、 つ まり 、 人 間 の うぬぼれ や 得意 に 思 
う 意 識 が 神 へ の 関心 や 人 生 の 真 の 意義 か ら 有 震 に な る と 警告 され て いる 。 そ 
し て 、 ア ル ・ ア スル 章 で は 、 高 尚 な 目的 や 正しい 品行 を 採用 し た 人 達 の み が 
損害 か ら 免 れる と 述べ られ て いる 。 当 章 で は 、 よ い 目 的 の た め に 自分 の 溜め 
込ん だ 財産 を 使 ち も うと は せ ず 、 そ れ ば か りか 、 か えっ て 誠実 な 信者 達 の 欠点 
を 探し 、 中 傷 に 碗 る こと に な る 不信 心 者 の 恐ろし い 末路 が 述べ られ て いる 。 
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百 四 層 
アル ・ フ マ ザ Al-Humazah( 陰 口 する 者 ) 
節 数 10、 メ ッ カ 啓示 


1. < 慈悲 深 く 、 恵 み 過 く アッ ラー の まこ さり IP いりこ 
ES 
_ 5? エイ ーー ラジ 3431 人 1 ンプ 。 ィ レイ 1 ッ ン 
すべ て の 陰口 する 者 “や 、 中 傷 す DA A 
の 0 
3. (つま り ) 富 を 蓄積 し 、 そ れ を < 勘定 DE NE 
し た る 者 な り 3432. 
4 彼 は その 富 が 、 彼 を 永遠 に 存続 た OPE REA 
らし むべ し と 考え る な り 2。 
s. 用 心 せよ ! 彼 は 必ず 厳 同 の 中 に 投 OE GIIIYE 
ぜ ら れん 34 の 
6. 面 し て 厳 同人 と は 何たる や 、 汐 REE 


を 如何 に 理解 せ し む る や ? 


9:1、 P49:13; 68:12. 9:34: 89:21. 


と は 、 陰 で も 、 和伸 是 の も ー つ の 
基本 的 な 善 の 本 質 が 前 章 に 述べ られ た 寛容 と 忍耐 に 対し 、 社 会 の 平和 と 秩序 を 根底 か ら 
くつ が えす 二 つ の 悪 の 本 質 が 当 章 に 述べ られ て いる 。 陰 口 を いう こと と 中 傷 を 言い ふら 
すこ と 、 こ の 二 つ の 主 な 悪 に 、 い わ ゆ る 文明 社会 は 今日 非常 に 被害 を 被っ て いる 。 
3432 所 節 は 、 世 欲 的 な 富 に 対す る 人 の 欲望 に 、 悲 し い 注釈 を 付け て いる 。 富 (物欲 ) の 
神 を 振 振 する こと は 、 ON 


誇り 、 PP 日 遇 の ため に 人 9 と は し な い 。 2 それ が 彼 を 不滅 に し 
彼 の 名 が 消え 去る の を 防ぎ 、 永遠 に 繁栄 を も た ら す も の だ と 考え る 。 し か し 、 彼 は 大 
き な 誤 解 に 悩む の で ある 。 

3434 人 が 全力 で 戦い 、 力 を 尽く し て つぶ そう と し た 大 義 が 、 前 進 し 栄え る の を 目 の 当 
た り に する こと 程 、 人 に は な は だ し い 届 屋 感 や 苦悩 を 与え る も の は 他 に は な い 。 ク ラ 
イシ ジュ の 指導 者 達 の 目前 で 、 イ スラ ム 教 の 弱 々 し い 苗 木 が 大 木 に 育つ の を 見 て 、 彼 等 
が 感じ た の が 、 こ の 心 の 燃え る よう な 痛み で あっ た 。 

34944 ア ラブ 人 は 、 ハ タマ トウ ゥ フッ スイ ィ ン ヌ (Hatamat-hus-Sinnu) と 言う 。 つ まり 、 参 年 
は 彼 を 衰弱 させ た (Lane より )。 
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百 四 章 アル ・ フ マ ザ ALHumazah( 陰 口 す る 者 ) 三 十 伏 


7. そ は 燃え し め ら れ た る アッ ラー の 
火 な り 、 
8. 心 に 到達 する も の な り 。 


9. げに そ は 役 等 の 上 に ? か ぶせ し め 
られ る "95 な り 、 
10. 工 し 伸ばし め ら れ た る 柱 の 中 & 


(に 3435A | 
て < Qo 


290:21. 


3435 何 層 に も 取り 囲ま れ た 上 炎 の 熱 は 、 ど ん どん と 」 


上 っ て 行く 。 


差し 伸ばし め ら れ た る 柱 」 と は 、 不信 者 た ちの 人 生 を 有益 な 規範 に 従わ むせ な い 


悪 習 を 指す 。 
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百 五 章 
アル ・ フ ィ ー ル Al-Fil( 象 ) 
メッ カ 忠 示 

盛 示 の 日 と 背景 

当 章 は メッ カ に 於 いて 、 早 い 時 期 に 啓示 され た 。 そ の 題名 は 第 二 節 で 玉 
べら れ た 如く 、 ア スハ ー ブ ル ・ フ ブフ ィ ー ル ( 象 の 持ち 主 ) か ら 採ら れ て いる 。 な ぜ 
な ら 、 ア ブラ ハ の 軍隊 は 数 頭 の 象 を 率い て いた の で 、 そ うい う 名 で 呼ば れ て 
いた か ら で あ る 。 当 章 は アビ シニア 王 の ニー ガス の 機 嬢 を と る た め 、 及 び ア 
ラブ 族 の 団結 力 を 憶 体 化 さ せる た め に 、 カ ー バ を 破壊 する 目的 で 押し 寄せ た 
アビ シニア の キリ スト 教 王 の イエ メン 総督 で ある アブ ラ ハ ・ ア シュ ラム に よ 
る メッ カ 侵 略 の こと に 言及 し て いる 。 さ も な いと 、 伝説 どおり に 、 近 未来 に 
その 出現 を 熱望 し て 待ち 望ま れ て いる 偉大 な る 預言 者 の も と に アラ ブ 民 族 意 
識 が 高揚 する 恐れ が あり 、 そ れ を 食い 止め る た めで あっ た 。 そ し て 、 そ れ は 
また 、 カ ー バ 神殿 へ の アラ ブ 族 の 注目 を を そら せる た めで あっ た 。 つ まり 、 ア 
ラビ ア に キリ スト 教 を 伝道 し 広 ゆ る た め に 、 ア ブラ ハ は イエ メン の 首都 サ ヌ 
ア に 教会 を 建立 し た 。 し か し な が ら 、 彼 は アラ ブ 人 た ち を お だ て た り 、 強 制 
し た り し て みた が 、 カ ー バ 神殿 に 代わ る 信仰 の 中 心地 と し て 教会 を 受け 入れ 
させ る こと は 出来 な か っ た 。 従 っ て 彼 は 把 り が お さま ら な か っ た 。 そ こ で 彼 
は 強大 な 自国 の 軍事 力 に 覚醒 され 、 カ ー バ 神殿 を 倒壊 し つく す た め に 二 万 の 
強力 な 軍勢 を 興し 、 メ ッ カ へ と 進軍 し た の で ある 。 メ ッ カ に あと 数 キロ と い 
う 地点 で 、 彼 は クラ イシ ュ 族 の 指導 者 た ちと カー バ 神 殿 の 運命 に つい て 交渉 
する た め 、 使者 を 送っ た 。 クラ イシ ュ の 代表 団 は 尊 散 すべ き ( 貼 緒 あ る 家柄 の ) 
聖 預 言 者 の 祖父 アブ ドル ・ ム ッ タ リブ 、 で あっ た 。 彼 の 先導 に よっ て 一 行 は 
アブ ラ ハ に 面会 を し た 。 ア ブラ ハ は 役 等 を 卿 重 に 接待 し た の で あっ た 。 し か 
し な が ら 、 ア ブラ ハ は 驚き 、 と と も に 僚 辱 さえ も 感じ た 。 アブド ル ・ ム ッ タ 
リブ は アブ ラ ハ に カー バ 神 殿 が 容赦 され る こと を 懇願 する 代わ り に 、 ア ブラ 
ハ の 兵 に 礁 われ た 自分 の 200 頭 の 駒 蛇 を 戻し て くれ る こと を 要求 し た 。 ア ブ 
ラ ハ は 神聖 な る 礼拝 所 を 破 練 する た め に 来 た の に その よう な くだ ら な い 要 求 
を 期待 し て いな か っ た と 答え る と 、 ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ は 、 カ ー バ 神殿 が 
不滅 で ある こと の 確か な 証 と し て 心から の 苦悩 を 言葉 で 次 の よう に 述べ た 。 
「 私 は 双 及 の 所 有 者 で ある 、 そ し て カー バ 神 殿 に は カー バ 神 殿 を 護っ て くれ 
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アデ アル ・ フ ィ ー ル Al-FiI( 象 ) 


る 主 が ある 」 (アル ・ カ ー ミ ル 1 巻 よ り )。 そ の 結果 、 話し 合い は 御 破 算 に な っ 
て し まっ た 。 そ し て 、 ア ブラ ハ 軍 に 対し て 徹底 抗戦 する た め に は 、 自 分 達 は 
弱 過 ぎる こと を 知っ て 、 ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ は 自分 の 同胞 人 た ち に 周囲 の 
丘 へ 寄り 集まる よう に 助 詩 し た 。 町 を 離れ る 前 に 、 ア ブ ド ル ・ ム ッ タ リブ は 
カー バ 神 殿 の へ り を 掴み な が ら 哀 感 を こめ て 神 に お 祈り し た 。 悲痛 な る その 
祈り の 言葉 は 次 の よう で ある 。* 自 分 の 家 や 財産 を 略 礁 者 か ら 護 る 人 の よう に 、 
液 、 お 一 神 よ 、 液 の 家 を 護り 、 カ ー バ 神殿 に 対し て 十字 架 の 大 勝利 で 悩む こ 
と か ら 守 り し 給え "(アル ・ カ ー ミ ル 及 び 、 ム ニー ル よ り )。 ア ブラ ハ の 軍 が 前 
進 に 難儀 し て いる 時 、 和 突然 天罰 が 襲い か か っ た 。 ア ブラ ハ の 軍隊 に 悪性 の 疫 
病 が 突然 襲い か か っ た の だ 、 と ミュ ー ア は 指摘 し て いる 。 そ れ は 玲 命 的 な 膜 
疫 や 膜 交 で あっ て 、 恐 らく 天然 瘍 が 悪化 し た も の と 思わ れ た 。 ア ブラ ハ 軍 は 
うろ た え 混 乱 し 、 退 却 を 開始 し た 。 指 揮 官 に 見 捨て られ た 兵 た ち は 谷 と 谷 と 
の 間 で 死に 絶え た 、 そ し て 洪水 が その 多数 を 海 に 押し 流し て 行っ た 。 そ の 稚 
病 に 一 度 襲 われ た 者 は 殆ど 回 復 出来 な か っ た 。 そ し て 、 ア ブラ ハ 自 身 は 、 そ 
の 膜 導 が 悪性 の 坦 と な り 腐っ て 畑 れ て し まい 、 サ ヌ ア に 帰還 する と 哀れ な 死 
に 方 を し た 。 当 章 が 言及 し て いる の は 、 特 に この 事件 で ある 。 偉 大 な る 歴史 
家 イ ブン ・ イ スハ ー ク に よれ ば 、 ア ブラ ハ の 軍 を 壊滅 し た 病気 は 悪性 の 伝染 
病 つ まり 天然 瘍 、 で あっ た と いう 事実 が 支持 され て いる 。 彼 は 、 聖 預言 者 の 
非常 に 素晴らし い 有 能 な 者 ア イシ ャ の 言葉 を 引用 し て いる 。 彼 女 は 或 る 日 メ 
ッ カ で 二 人 の 吾 の を 人 食 に 出会っ た 。 彼 等 は 誰 な の か 尋ね る と 、 彼 等 は アブ ラ 
ハ の 象 使い 達 だ っ た と 答え た と 伝え られ て いる (マン スー ル よ り )。 
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百 五 間 
アル ・ フ ィ ー ル Al-Fil( 象 ) 
節 数 6、 メ ッ カ 啓示 


人 2 で 26t0 2 
1. 7 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の Os 
御名 に お いて 。 
“ NN ゃ さ 6 プレ ンー イン イ ィ ッ ング っ イイ 
2. 流 は 見 ざり し か 、 液 の 主 が 象 の 者 a の | 
ども を 如何 に な し た る こと を ?3436 0 
OR 


3. 彼 は ? 彼 等 の 企み を 失敗 せしめ た OS CEA 
る に 非 ず や ? 5 a 


4. 証し て 彼 は 彼 等 に 対し て 次 々 に 君 es 
れ を な し た る 鳥 を 遣わ せり “7. - | 
5. そ は 彼 等 に 小石 混じり の 土 の 條 を EO 


投げ つけ た り 398。 


6. され ば 彼 は 彼 等 を 、 喰 い 荒さ れ た る 7 Py 
る 薬 く ず の 如く な し 給え り 。 


al:]. 627:S1-32 


3436 エチオピア 皇帝 の イエ メン 総督 の アブ ラ ハ は 、 西 暦 570 年 、 聖 預言 閉 誕生 の 年 に 、 
カー バ 神 殿 の 討伐 の た め 、 大 軍 を 率い て メッ カ へ 進軍 し た 。 彼 は た くさ ん の 象 を 連れ 
て 行っ た 。 天然 瘍 の 自然 発生 が 彼 の 軍 を 壊滅 させ 、 彼 等 の 腐っ た 死体 は 鳥 の 大 可 に つ 
い ば ま れ た 。 当 章 の 概論 も 参照 。 

2437 或 る 権威 者 た ち に よれ ば 、 ア バー ビー ル と いう 語 は アッ パウ ル の 複数 形 で あり 、 
後に 付い て くる 和 鳥 や 馬 や 駒 能 の ば ら ば ら に な っ た 形 や 別個 の 群れ を 意味 する 。「 タ イ 
ラン ・ ア バー ビー ル 」 と は 、 そ れ ぞ れ に 群れ を な す 烏 、 季 節 さ ご と に 群れ を な す 鳥 、 一 
羽 ず つ 又 は 一 群 ず つ 並 ん だ 鳥 を 指す (Lane より )。 

や 烏 の 大 群 は 、 侵 入 者 の 死体 の 肉片 を 、 石 に 打ち つけ な が ら 食 べた 。 こ れ は 、 動 物 
の 死体 の 小さ な 肉片 を 食べ る 時 に 、 鳥 が よく や る 方 法 で ある 。 バー と いう 助詞 は アラ 
ー つ まり 、…・…・ を 、 ま た は 、…・ に 対し て 、 を 意味 する (Lane より )。 
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i 
白 7 v 呈 
クラ イシ ュ Quraish( ク ライ シュ 族 ) 
メッ カ 夏 示 
砂 示 の 日 と 背景 
当 章 は 前 章 と 同様 、 使 徒 に 拝命 され た メッ カ の 初期 の 啓示 で ある 。 当 章 
は あら ゆる 面 で 独立 し た 章 で ある が 、 あ る 注釈 者 達 に よれ ば 、 そ の 主題 は ア 
ル ・ フ ィ ー ル 章 の 構成 部 分 で ある よう に 誤解 され る ほど 近く 関連 し て いる 。 
アル ・ フ ィ ー ル 章 で は 、 簡 潔 で ある が 、 生 き 生 き と し て 力強く アブ ラ ハ 総 上 
の 軍 の 完全 な 絶滅 、 す な わ ち カー バ 神 殿 を 破壊 する た め に 攻め 登っ て きた 時 、 
役 等 は 悪性 の 天然 瘍 の 天 凡 で 全滅 され た こと が 述べ られ て いる 。 当 章 で は 、 
神 は クラ イシ ュ 族 に 聖典 の 主 を 崇拝 する 義務 を 思い 出さ せ て いる 。 そ の 聖 殿 
に 奉仕 する こと に よっ て 、 彼 等 は 人 負え と 恐怖 か ら 安 心 が 保 証 さ れ た の で ある 。 
前 草 で は カー バ 神 殿 の 敵 の こと 、 そ し て カー バ 神 殿 を 攻撃 し よう と する その 
恥知らず な 面 に 対し て 、 与 えら れ た 天 凡 の こと が 述べ られ て いる 。 そし て 寒々 
と し て 不毛 の 谷 メ ッ カ で 神 は どの よう に 神殿 の 保護 者 に いろ いろ な 食物 を 与 
え 、 餌 えと 恐 頂 か ら の 無事 を 保証 し た の か と いう こと が 述べ られ て いる 。 
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百 六 章 
クラ イシ ュ Quraish( ク ライ シュ 族 ) 


節 数 $、 メ ッ カ 啓示 


1. «慈悲 深く 、 恵 み 訪 く ア ッ ラ ー の OSS OASIS 
御名 に お いて 。 ON 
2. クラ イシ ュ 族 33? に お 互い の 愛情 oT Cy 
を 持た せん が た め に 4、 

3. 彼 等 に 愛情 を 持た せん が た め に 、 OR 


( 我 等 は ) 冬 と 夏 の 旅 % れ を 設え た り 。 


1 


3439 「 ク ライ シュ 」 と いう 語 は 、 そ の 語源 「 カ ラ シ ヤ 」 か ら 派 生 し た も の で ある 。 こ 
の 「 カ ラ シ ヤ 」 は 、 彼 は それ を あちこち か ら 集 め た 、 又 は 、 彼 は 一 部 を 別 の も の に 付 
けた 、 と いう こと を 意味 する 。 ク ライ シュ の 一 族 が そう 呼ば れ た の は 、 彼 等 の 祖先 の 
一 人 、 キ ラー ブ ・ ビ ン ・ ナ ザル (Kilab bin Nadr) が 、 彼 等 が 遊牧 民 と し て 暮らし て いた 
アラ ビア 全土 か ら 、 メ ッ カ へ 移住 し そこ で 定住 する よう に 説き 伏せ た た めで あっ た 。 
バ ヌ ー・ カ ナー ナ の うち 、 メ ッ カ に 定住 し た ナ ズ ル の 子孫 達 だ けが 、 彼 等 は 小 集団 で 
あっ た た め に 、 小 さ な 集 団 が あちこち か ら 集 まっ た と いう 意味 の クラ イシ ュ と 呼ば れ 
た の で あっ た 。 

3440 イー ラー ブフ (taD と は アー ラフ ァ (Alafa) か ら 出 た 不定 名 詞 で あり 、 固 着 す る こと 、 
また 人 を 何 か に 固着 させ る 、 愛 する こと 、 ま た 人 に 誰か ある い は 何 か を 愛さ せる こと 、 
人 に 物 を 提供 する こと 、 警 約 、 安 全 へ の 貴 任 を 伴う 義務 、 保 護 を 意味 する (Lanec より )。 
や 。 グラ ビア 語 で ラー ム と いう 語 は 不変 化 詞 で あり 、 新た な 文書 が 不変 化 詞 で 始ま る 
こと が 出来 な いか ら 、 或 る 暗黙 な 文書 、 諸 節 や 言葉 が その 前 に ある と 考え られ る 。 当 
節 は 、 二 様 に 解釈 が で きる 。 わ か りや すい も の か ら 述 べ る と 、「 ム ハン マ ド よ 、 神 が 
その 心 に 夏 と 冬 の 旅 へ の 愛 を も た ら さ れ た クラ イシ ュ に 対す る 、 神 の 大 いな る 恩恵 に 、 
液 は 驚く の か ?」 神 の 恩恵 は 次 の 事実 に あっ た 。 冬 に は イエ メン へ 、 夏 に は シリ ア や 
パレ スチ ナ へ 隊商 を 組む こと で 、 ク ライ シュ は メッ カ に 生活 必需 品 を も た らし た 。 こ 
の 商業 活動 に より 、 彼 等 は 町 の 繁栄 に 加え て 、 あ る 種 の 信望 を 得 た 。 又 、 ア ラビ ア に 


ン の ユダ ヤ 教 徒 や @、 シ リア の キリ スト 教徒 と の 交流 が も た らし た も の で あっ た 。 ク ラ 
イシ ュ は その 地 に 深く 根付 き 、 カ ー バ に 非常 に 愛着 を 感じ て いた の で 、 そ の 地 を 例え 
片 時 で も 離れ る ぐら いな ら 餅 え 死 に を 選ん だ で あろ う 。 彼 等 が この 呼び か け に 応じ た 
の は 、 聖 預言 者 の 偉大 な 祖父 、 ハ ー シ ム の 熱心 な 勧告 に よ に る も の で あっ た 。 彼 等 は 、 
これ 等 の 旅 に より 利益 を 得 た だ け で な く 、 こ れ 等 の 地 を 旅 す る こと で 、 間 も な く 到 ! 来 
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百 六 草 クラ イシ ュ Quraish( ク ライ シュ 族 ) 三 十 鈴 
4. され ば 彼 等 は "この 聖 殿 の 主 を 崇 CP 
拝 す べし 、 Ch * 3 
5. (つま り ) 錠 え か ら ( 救 いな が ら ) 役 等 S| 
に 食 せ し め 、 面 し て 麗 怖 から ( 救 いな 。』 _ th 
が ら ) 彼 等 を 安 じ た ら し め た る 御方 PS 
を 3442 
93.07: 27:92, 


が 期待 され る 聖 預言 者 受け 入れ の 準備 を させ られ て いた が 、 こ れこ そ 、 彼 等 に 対す る 
偉大 な 神 の 恩 意 で あっ た 。 文脈 に 添っ た 、 あ る い は より 適し た 、 当 侵 の も う 一 つの 解 
釈 が ある 。 そ れ は 次 の よう で ある 。「 ム ハン マ ド よ 、 液 の 主 は 象 の 所 有 者 達 を 滅ぼさ 
れ た 。 そ れ は 、 彼 等 が 、 冬 と 夏 自 由 に 旅 す る た め の ク ライ シュ の 要 所 を 攻撃 し た か ら 
で ある 。 こ れ が 、 ク ライ シュ に 対す る 偉大 な 神 の 恩恵 で あっ た 」。 も し アブ ラ ハ が 減 
ぼ さ れ て いな けれ ば クラ イシ ュ は 彼 の 地 へ の 旅 を 好ま な か っ た で あろ うし 、 彼 等 の 旅 
は 安全 で は な か っ た は ず で 、 上 記 の 解釈 は も っ と も らし く 思 える 。 この アブ ラ ハ の 滅 
亡 は 、 ク ライ シュ の 貿易 路 を 開い た だ け で な く 、 カ ー バ は 、 既 に 聖地 で あっ た が 、 ア 
ラブ 人 の 目 に は 、 よ り 一 層 神 聖 不可 侵 な も の と な っ た 。 そ し て これ が 又 、 ク ライ シュ 
の 貿易 に 対し は ずみ を つけ る こと と な っ た 。「 主 は クラ イシ ュ を まもる た め に 、 人 の 
所 有 者 達 を 滅ぼし た 」。 

3442 タラ イシ ュ は 恐怖 か ら 和 守ら れ て いた が 、 彼 等 の 周囲 は 全て 、 恐怖 と 不安 が 押し 寄 
せ て いた 。 更に 、 彼 等 は 一 年 中 あら ゆる 種類 の 果実 や 食物 に 恵まれ て いた 。 こ れ は 全 
て 単なる 偶然 で は な く 神 の 御 計画 の 遂行 で あり 、2300 年 前 に アブ ラ ハ ム 預言 者 が 行 
っ た 預言 の 成就 で あっ た (2:127, 130: 14:36, 38)。 彼 等 に 偉大 な 恩恵 を 授け 、 餅 え や 巡 
怖 か ら 彼 等 を お 守り に な っ た 寛大 な る 神 よ り も 、 木 や 石 で 出来 た 神 を 祭 め た 忘 思 の 罪 
を 、 当 節 は 不信 者 の タカ ライ シュ に は っ きり 悟ら せる の で ある 。 
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百 七 章 
アル ・ マ ー ウ ー ン Al-Ma‘un( 必 需 品 ) 

メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 
当 章 は メッ カ 時 代 の 初期 に 啓示 され た も の の 一 つ で ある 。 前 章 で は クラ 

イシ ュ 族 は 、 神 か ら 平 和 と 安全 を 授かる こと が 語ら れ て いた 。 そ し て 生活 に 
必要 な 物 が 全て 供給 され た 。 何 故 な ら ば 、 そ れ ら を 受け る に 足る の は 彼 等 の 
努力 で は な く 、 神 の 特別 な 恩 久 を 得 た か ら で あ る 。 従っ て 彼 等 は 、 感 謝 の 行 
動 と し て 慈悲 深き 創造 者 に 誠実 と 献身 的 な 奉仕 を し な けれ ば な ら な いと 言わ 
れ た 。 に も か か わら ず 、 彼 等 は 世俗 的 事柄 に 没頭 し 偶像 崇拝 に 専念 し た 。 当 
章 で は 人 々 は 現世 を 愛す る な ら 来 世 を 見 失い 、 神 を 忘 吉 す る こと と な る 。 そ 
し て 、 更 に 当 章 は 、 神 の 崇拝 と 人 類 へ の 奉仕 と いう イス ラム の 二 つ の 基本 的 
原則 も 取り 扱っ て いる 。 こ れ ら の 二 つ を 無視 する こと は 、 宗 教 自 身 を 耕 定 す 
る こと に な る 。 
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百 七 章 
アル ・ マ ー ウ ー ン Al-Ma*an( 必 需 品 ) 
節 数 8、 メッ カ 嘱 克 包 N 
1. 4 慈悲 深く 、 恵 み 計 く ア ッ ラ ー の Od 
御名 に お いて 。 


2. 波 は り 代 仰 を 慮 偽 と みな す 者 を 見 ⑥cs3 い つき Sg 着 3g う 


た る や の 3443 
3. され ば か か る 者 こそ 、 孤 児 を 追い の GS 
RR 
4 面 し て 、“ 彼 は 貧者 を 食 さ せる こと 。 8S EY 
を 奨励 せ ざ る な り 。 NT 
5. され ば 、 そ の 礼拝 する も の ども に ot 
SN 

6. (つま り ) 己 が 礼拝 を お ろ そ か に す 。  ⑧92 じ にょ 59L25524 で 53 
る 者 ども 、 


7. 見せかけ (の 礼拝 ) を する 者 OA dR 
ども 、 
8. 面 し て 彼 等 は 必需 品 を 差し 控え る o7Cr い IPGC は ZI 


引 :1. 282:10. 69:35: 89:19. M4:143. 


ぞ 。 神 の 六 を 信じ ず 、 あ る い は 、 全 て の 道徳 の 源 で ある イス ラム 教 を 信じ な いと は 、 
彼 は 実に 罪深い 者 だ 。 

294 当 節 及び 次 節 は 、 二 つの は な は だ し い 社 会 的 罪悪 を 述べ て いる 。 こ れ 等 の 罪 は 、 
も し 周到 に 防 が れ な けれ ば 、 社 会 を 完全 に 月 壊す る と 推測 され る 。 孤児 に 対す る 適切 
な 世話 を 怠 れ ば 、 犠 牲 の 精神 を 人 の 心から 抹殺 する こと と な る 。 又 、 貧し き 者 の 放置 
は 、 社会 の 有益 な 部 門 か ら 、 彼 等 の 運命 を 変え よう と する 意志 や 決断 を 奪い 取っ て し 
まう 。 
5 新 り と は 、 我 々 が 神 に 負う 義務 を 表す 。 神 の 創造 物 へ の 義務 を 果たさ な い 偽 癌 者 
の 祈り は 、 魂 の 無い 肉体 、 中 身 の 無い 殻 で ある 。 

6 偽善 的 な 人 々 は 、 魂 の こも ら な い 慈 善行 為 を 示す の み で ある 。 

MA マー ウー ン (ALMa'an) と は 、 基 や 料理 鍋 な ど 、 家 庭 で 日 常 的 に 使う 物 ; 親 
切な 行動 、 あ ら ゆ る 役に立つ も の 、 喜 捨 を 意味 する (Aqrab より )。 
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百 八 草 
アル ・ カ ウサ ル Al-Kauthar( 潤 沢 ) 
メッ カカ 啓示 


当 es 


ヨ 凍 


本間 の の の こら で お 聖 ク ルアー ン は 神 の 啓示 で 


ある こと と その 各 章 が 神 の 指図 の も と に 順序 づけ られ て いる こと を 強く 証明 


し て いる 。 そ し て また 、 当 章 は メッ カ 
最初 の 4 年 間 の 或 る 時 期 に 啓示 され た 
て いる 。 現在 の 聖 ク ルアー ン に 於 ける 
っ て いる 。 実に に これ は 聖 ク ルアー ン の 


時 代 の 早い 時 期 及 び 使 徒 に 拝命 され た 
か ら 、 聖 クル アー ン の 未 尾 に 配置 され 
順 座 は 、 そ れ が 啓示 され た 順序 と は 違 
奇跡 で ある が 、 そ の 各 章 の 啓示 され た 


順序 に つい て は 、 啓 示さ れ た 時 代 の 人 B 


成 部 と し て 配列 され た 順序 は 、 将 来 を 


に 沿っ て も っ と も 適する よう に 並べ られ て いる 。 


肖 の 必要 に 最も 適し て いた が 、 そ の 構 


見 据え て 人 間 が 必要 と する だ ろう こと 


当 草 に 含ま れる 約束 は 聖 預 


言 者 が メッ カ の 外 の 世界 に ほとん ど 知 られ て いな か っ た 時 代 に な され た 。 そ 
し て 又 、 彼 は 人 類 の 最後 の 救済 者 で ある と いう 宮 言 は 、 同 胞 の 人 々 に と っ て 
は 全く 尊 散 され ず 、 一 - 考 に も 値 し な か っ た の で ある 。 当 章 の 約束 は 強調 され 

言葉 で ある 。 「 我 等 は 液 に 潤い を 与え た り 」 と いう 言葉 は 、 約 束 さ れ た 潤い 
は すでに 聖 預 言 者 が 授け られ た と いう こと を 表し て いる 。 聖 クル アー ン の 起 
源 が 神聖 で ある こと を 証明 する た め に 、 人 知 の 限り で は その 約束 が 達成 され る 可 
能 性 が 非常 に 低い 時 代 に 於 いて 、 当 章 が 啓示 され る べき で あり 、 そし て その 約束 
が すでに 達成 され た 時 、 聖 クル アー ン の 末尾 に 配置 され る べき で ある 。 

当 章 と 前 章 の 関係 は 、 前 章 で は 偽善 者 達 の 突出 し た いく つか の 道徳 上 の 
罪 が 言及 され て いて 、 当 章 で は 正しい 信者 達 の 一 致し た いく つか の 美徳 、 つ 
まり 気 前 の よさ (寛大 さ ) や 、 毎日 の 礼拝 の 遵守 、 神 へ の 献身 、 国 家 の 大 義 の た 
め に な す 犠 牲 な ど が 述べ られ て いる 事実 に 成り 立っ て いる 。 
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アル ・ カ ウサ ル Al-Kauthar( 潤 沢 ) 
侵 数 4、 メ ッ カ 啓示 


1. < 閑 臣 深く 、 恵 み 財 く ア ッ ラ ー の SN GU 
御名 に お いて 。 i 
2. げに 我 等 は 激 に 潤沢 を 授け た OT KLE 
り 3448 2 中 
3. され ば 己 が 主 の た め に 礼拝 し 、 昌 REL 
つ 犠 牲 を 控 げ よ 。 
た 1 

4. げに 汽 の 敵 こ そ は 、 “(子孫 を ) 断 た NY RE EEE 

流 の 瑞 こ (子孫 を ) 断 た を ON REEL 


れる 者 な り 9。 
1.293:6. 1 時 2. 


4 カウ サル (潤い ) は 多量 の 善 を 意味 する 。 又 、 豊 か な 徳 を 備え た 人 、 何 度 も 多く の 
物 を 与え る 人 、 を も 意味 する (Mufradat 及び 、Jarir より )。 当 章 は 、 神 が 豊か な 徳 を 
授け た 人 と し て 、 聖 預言 者 の こと を 語っ て いる 。 そ れ は 、 聖 預言 者 が 何 も 持 た ず 、 又 
与え る 物 を 持た な か っ た 時 に 啓示 され た 。 彼 は その 時 非常 に 貸し く 、 預 言 者 だ と いう 
彼 の 主張 は 、 軽 べつ を 持っ て まじ め に 取り 合う 価値 の 無い も の と し て 受け 取ら れ た 。 
当 音 が 啓示 され た 後 何 年 も の 間 、 彼 は あざ けら れ 、 迫 害さ れ 、 つ い に は その 首 に 賞金 
が か けら れ た まま 、 逃亡 者 と し て 生地 を 去ら ね ば な ら な か っ た 。 メ ディ ナ で の 数 年 間 
も 又 、 微 は 絶え ず 危 険 に さら され 、 彼 の 英 は 、( 人 間 的 見 地 か ら す れ ば し ご くも っ と 
も な こと だ が ) 悲 劇 を 、 イ スラ ム 教 の 早期 終 麗 を 目 に し よう と 待ち 望ん で いた 。 彼 の 
命 が 消 えよ うと し た その 時 、 多量 の 癌 が あら ゆる 形 を 取り 、 滝 の よう に 彼 に 注ぎ 始め 
た 。 そ し て 、 こ の 章 に 含ま れる 約束 は 、 恵 実に 成就 され た の で あっ た 。 メ ッ カ か ら の 
追放 者 は 、 ア ラビ ア 全 士 の 運命 の 裁定 者 と な り 、 破 漢 の 文 育 の 息子 は 、 全 人 類 に と り 
永遠 の 指導 者 と な っ た の で ある 。 神 は 後に 、 以後 永遠 に 人 類 の 絶対 の 指導 書 と な る 神 
の 書 を 授け られ 、 神 の 属性 を 受け 人 入れ る こと で 誰 に で も 可能 な よう に 、 主 の お 側近 く 
の 高み に まで 上 っ た の で ある 。 彼 は 、 比 類 無 い 思 誠 を 備え た 、 献 身 的 な 弟子 の 一 団 に 
恵まれ た 。 こ の 世 を 去れ と いう 主 の お 召し が あっ た 時 、 彼 は 、 自 分 に 託さ れ た 聖なる 
務め を 十分 に 果たし 終え た こと に 満足 し た 。 要約 すれ ば 、 物 質 的 、 道徳 的 な 、 あ ら ゆ 
る 種類 の 善 が 、 十 二分 に 聖 預言 者 に 授け られ た の で あっ た 。 そ れ 故 、 役 は 最も 成功 を 
治め た 預言 者 と 呼ば れる に ふさ わし い 人 物 で あっ た (ブリ タニ カ 百 科 事 典 よ り )。 

4 当 節 で 、 聖 預言 者 の 敵 が アブ タル (男の子 を 持た な い ) と し て 述べ られ て いる の は 、 
非常 に 重要 な こと で ある 。 一 方 、 当 章 の 啓示 前 後に 相次い で 生ま れ た 聖 預言 者 の 息子 


EE 
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八 章 アル ・ カ ウサ ル Al-Kauthar( 潤 沢 ) 三 十 准 


は 全て 亡くな り 、 彼 に は 、 男 の 後継 者 が いな か っ た こと は 、 事 実 で ある 。 これ は 、 こ 
こ で の アブ タル (男の子 を 持た な い ) と いう 語 は 「 い わ ゆ る 息子 で は な く 、 精 神 的 な も 
の を 奪わ れ た 者 」 と いう 意味 で し か な い 、 と 示し て いる 。 聖 預言 者 は 、 終 わり の 時 ま 


で は 、 い つの 時 代 に も 、 多 く の 皿 子 達 の 精神 


的 な 父親 で あり 、 こ の 皿 子 


達 は 、 ど の 父 


親 の 実子 より も 、 遥か に 思 実 で ある と 運命 づけ られ て いた の で 、 悪 預 言 者 は 男 の 後 継 


者 を 残し て は な ら な いと いう の が 、 事実 神 御 


の 血 の つ な が り を 恥じ た か ら で あ る 。 
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自身 の 御 計画 で あっ た 。 こ の よう に 、 男 


の 後継 ぎ を 残さ ず に く な っ た の は 、 聖 預言 者 で は な く 、 彼 の 敵 の 方 で あっ た 。 彼 等 の 
息子 達 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 輪 に 入り 、 聖 預言 者 の 精神 的 な 息子 と な っ て 、 実 の 父親 と 


百 九 章 


アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン AIl-Kafirnun( 不 信者 ども ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 は 、 メ ッ カ で 啓示 され た も の だ と 合意 され て いる 。 ハ サン 、 イ クリ 
マ 並 びに イブ ン ・ マ スウ ー ド が この 見 解 で ある 。 ノ フル デ ケ は 使徒 に 拝命 され 
て か ら 四 年 目 の 始め ご ろ と 推定 し て いる 。 当 章 は アル カウ サル 上 章 と 深い 繋が 
り を 持っ て いる 。 ア ル ・ カ ウサ ル 章 で は 、 精 神 的 及び 物質 的 恩恵 が 人 間 の 歴 
史 に お いて 先例 や 匹 英 する も の も な い は ほど 型 預 言 者 に 授け られ る で あろ うと 
述べ られ て いる 。 然 し な が ら 当 章 に お いて 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ な いと 天 
命 を 定め られ た 不信 者 達 に 警告 され て いる の で ある 。 そ れ は 、 彼 等 が 豆 預言 
者 に 味方 する 明白 な 神 兆 を 見 て も 、 受 け 入 れ を 拒否 し た の に 、 ど うし て 彼 等 
は ムスリム 達 に 信仰 を 諦め て 自分 達 の 思 か で 空想 的 な 信仰 を 受け 入れ させ る 
こと が 期待 出来 る だ ろう か と いう 警告 で ある 。 聖 預言 者 は この よう に お っ し 
ゃ っ た と 語ら れ て いる 。「 第 百 十 二 章 の イフ ラー ス (ikhlss) は 聖 ク ルアー ン の 三 
分 の 一 に 匹敵 し て いる が 、 当 章 は その 四 分 の 一 に 匹敵 する 。 そ し て この ご こつ 
の 章 を よく 読 謀 し 、 そ の 主題 に つい て 深く 考え る 者 は 、 誰 で あれ 、 尊 敬 と 感 
光 に 恵まれ る 」 と (イブ ン ・ マ ル ダ ウ ェ ー よ り )。 と いう の は イフ ラー スズ (lkhlas) 
章 で は 神 の 独 一 性 と いう イス ラム の 根本 原理 に つい て 述べ られ て いる 。 そ し 
て 同じ よう に 、 当 章 で は 信者 達 が 逆境 や 敵意 ある 環境 の 中 で 自分 の 信仰 を 男 
気 を 持っ て 守る こと を 課せ られ て いる の で ある 。 従っ て 、 こ の 二 章 の 重要 さ 
及び 意味 深 さ を 理解 し 悟る 者 は 、 必 然 的 に 尊 散 を 授かる の で ある 。 
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アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン AI-Kafirnn( 不 信者 ども ) 
節 数 7、 メ ッ カ 啓示 


1 7 慈悲 深く 、 恵み 遍 く アッ ラー の で 
| Oa 
と 「 決 筐 3451 玉 信 老 ど る ラー で 1 も (1 で 人 行人 
a 液 等 不信 者 ども © a A 
3. 我 は お 前 達 が 崇め る も の を 崇 00525E2ETS 
め ず 。 
4. また 、 お 前 達 も 我 が 崇め る も の を OF 上 LToFW <41 い が 
崇め る 者 に 非 ず 。 i 
5, 5 我 は お 前 達 が 崇め た る も の を CE 
を 崇め ず 。 i 
e Si は め る も の “55 ENR EN 
を 崇め る 者 に 非 ず 。 ” 


i 


3450「「 云 え 」 と 言う 言葉 で 表 さ れ た 神 の 御 命 令 は 、 全 て の イス ラム 教徒 に 向け られ た 
も の で ある 。 こ の 章 以 外 に も 、 第 72, 12, 113 及び 、114 章 の 始め に この 言葉 が 書か れ 、 
聖 ク ルアー ン 全 体 で 約 306 節 に 於 いて 使わ れ て いる 。 この 言葉 は 、 使 われ る 全て の 人 簡 
所 で 、 主 題 の 重要 性 を 強調 する 。 こ の よう に 、 信 者 た ち は 、 こ の 章 に 示さ れ た イス ラ 
ム の 偉大 な 教義 を 、 繰り 返し 声高 く 宣 言 し 、 又 この 教義 を 明確 な 言葉 で 不信 者 た ち に 
伝え よ 、 と 命じ られ て いる 。 

や 「 流 等 ・・ ・ よ !」 と いう 言い 方 は 、 当 竜 の 主題 へ 注意 を 引き 付け 、 そ の 重要 
性 を 強 貞 する た め に 用 いち れ て いる 。 この 言 太 は 上記 の 目的 で 下 ク ルアー ニン に よく 
使わ れ て いる 

3492「 不 信者 た ち 」 と は 、 固 く 挑 戦 的 な 真実 へ の 拒否 と 、 受 け 入 れる 可能 性 を 一 切 排除 
する こと で 、 不 信仰 心 が 人 生 の 一 部 に な っ て し まう 、( 事 実 も その よう で あっ た ) 慢性 的 
な 不信 者 を 表し て いる 。 

2453 当 節 及び 前 三節 は 、 注 釈 者 の 手 で 、 さ ま ざ ま な 解釈 が な され て いる 。 あ る 人 々 は 、 
多神教 徒 で ある メッ カ 人 が 一 種 の 表現 を 使っ て 質問 し た の で 、 それ に 答え る 時 二 つ の 
表現 が 用 いら れ た と 主張 する 。 他 の 人 々 は 、 こ の 繰り 返し は 強調 の た め だ と 言う 。 又 
別 の ザジ ャ ー ジ の よう な 学者 は 、 初め の 二 文 は 現在 の 崇拝 否定 を 示し 、 後 の 二 文 は 未 
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百 九 章 アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン Al-Kafirun( 不 信者 ども ) 三 十 伏 


7. お 前 達 に は お 前 達 の 宗教 あり 、 面 は 6 も Cc こう 5: る る 
し て 我 に は 我 が 宗教 あり 」?"。 - 


来 に お ける その 否定 を 指す せ 、 と みな す 。 こ れ に 対し 、 ザ マク シャ リー(Zamakhshar の 
よう な 学者 は 、 前 者 の 二 文 が 未来 に お ける 鍵 拝 拒否 で 、 後者 の 二 文 が 現在 の それ の 拒 
舎 だ た と 述べ る 。 そ れ は と も か く 、 ラ ー(a= 償 、 無 ) と いう 前 置 詞 が 不定 過去 を 支配 する 
と き ぎ 、 そ れ は 未来 時 制 を 指し て いる 。 NE ラー・ ア ー ブ ド 
(a Abudu) と いう 表現 は 、 私 は 決し て 崇拝 し な いと いう に な る 。 


前 置 詞 の マー(ma) は 2 つの 形式 で 使わ れ て いる 。 マ スタ ダ リッ ヤ (Masdariyyah) 形 と し 
て 、 そ れ は 、 そ の 支配 する 動詞 を 不定 形 に 変形 させ る 。 そ し て マウ スー ラ (Mausalah) 
形 と し て 、 それ は 、 ア ッ ラ ズィー(Alladhi= そ れ 、 そ の も の ) の 意味 と な る 。 ま た 、 時 々 
それ は 理性 的 な 人 間 を 示す の に も 用 いら れ て いて 、" そ の 者 "と いう 意味 を 持つ 。 先 立つ 
2 節 で 、 マ ー(m&) は 、 マ ス ダ リ ッ ヤ (Masdariyyah) 形 と し て 採ら れ 、 後 の 2 節 に お いて 
は 、 ER し れ な い 。 ま た この 4 人 節 は 、 私 は 、 あ な た の 
本 受け 入れ な いし 、 あな た も 私 の 崇拝 の 仕方 を 受け 入れ る 必要 は な 

。 また 私 は 、 ee それ ら の 偶像 や 、 理性 を 備え て いる 人 間 ま た 備え 
tr あな た も 私 が 崇拝 する 主 ( ア ッ ラ ー) を 崇拝 し な い だ ろ 
うと いよ うに 解釈 で きる で ある ろう 。 

3454 信者 の 生き 方 と 不信 者 の 生き 方 の 問 に 共通 の 土壌 は 全く 無い と 当 節 は 示し て い 
る 。 両 者 は 、 宗教 の 基本 理念 の みな ら ず 、 そ の 細か い 部 分 に お いて 、 又 他 の 面 で も 全 
く 意 見 が 合わ な いた め 、 歩 み 寄 り は 不可 能 で ある 。 


-』、 を 
百 十 章 
アン ナス ル An-Nasr( 援 助 ) 
各 選 後 の メッ カ 啓 示 

啓示 の 日 と 背景 

当 章 は 、 聖 預言 者 の 死 の 七 十 日 か 八 十 日 前 に メッ カ で 最後 の 巡礼 中 に 啓 
示さ れ た も の で ある が 、 聖 居 後 な の で 、 そ の 意味 で メデ ィ ナ 時 代 の 啓示 に な 
る 。 RM また 聖 預言 者 の 初期 の 優 
れ た 弟子 達 の 一 人 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー・ ビ ン ウ マル の よう な 著名 な 人 物 の 意 5 
に よっ て 、 I 
童 は 全 章 が 一 度 に 啓示 され た も の の 中 で 一 番 最後 に な る が 、 聖 クル アー ン の 
- 番 最後 に 啓示 され た の は 第 5 章 の アル ・ マ ー イ ダ の 第 4 節 で ある 。 前 章 で 
は 、 不 信者 達 が 生活 や 考え 方 、 教 義 や 宗教 的 習慣 や 崇拝 の 目的 と 方 法 な どの 
あら ゆる 面 で 信者 達 と 全く 違う か ら 両 者 の 妥協 は あり 得 な いと いう こと が 述 
べら れ て いる 。 彼 等 は 自分 が し た こと の 報い を 受け る で あろ う 。 一 方 信者 達 
は 自分 の 努力 の 果実 を 楽し む で あろ う 。 当 章 で は 信者 達 に 対し て 、 勝 利 は 既 
に 到来 し 、 多 く の 人 々 が イス ラム に 人 信 し 始め て いる と いう こと が 語ら ち れ て 
いる 。 従っ て 信者 達 は 聖 預言 者 と 共に 神 に 感謝 すべ き で ある 。 そ し て 将来 、 
大 衆 が イス ラム に 入信 し て 来る 時 に お いて 、 彼 等 と 共に 自然 に つい て くる 弱 
点 や 欠点 に 対し て 神様 を 讃 美 し 、 底 護 を 求め る べき で ある 。 な ぜ な ら ば 、 人 人 
信 し て くる 信者 の 多数 に 対し て 、 彼 等 に イス ラム の 真理 を 教え る た め に 教育 
と 経験 の ある 教師 の 数 が 不足 する の で 、 彼 等 が 真 の 教え を 正確 に 理解 せ ず 、 
それ を 精神 的 に 受け 入れ られ な いい 恐れ が ある か ら だ 。 


アン ナス ル An-Nasr( 援 助 ) 
節 数 4、 耳 避 後 の メ ツ カ 啓 1 示 


1. て 半 悲 深く 、 恵 み 過 く アッ ラー の 本 NRN 
御名 に お いて 。 

2. アッラー の 援助 と 勝利 が 来る OC A AL ) 
時 245 

3. 面 し て 激 、 人 々 が 次 々 に 群れ を 0 DIED 
な し て アッ ラー の 宗教 に 入る こと 2 3 


246、 彼 に 央 乱 を 請 え “7。 げ に 彼 は 


4 され ば 激 、 己 が 主 の 栄光 を 議 え て 縛 こる sb っ JA る 
大 い に 悔 司 を 受け 入れ る 御方 な り 。 を 


Al:l. 15:99; 20:131; 50:40. 


や 約束 され た 勝利 。 
9 陣 預 言 者 は 、 神 の 約束 が 成就 され 、 多 く の 人 々 が イス ラム 教 の 輪 に 加わ り 始 め 
た の で 、 彼 は 主 に 、 約 束 の 成 就 を 感謝 し 、 主 の 替 美 を 歌う べき だ と 此処 に 命じ られ 
て いる 。 
9997 聖 預 言 者 は 此処 で 次 の よう に 命じ られ て いる 。 勝利 が 聖 預 斉 者 に も た ら さ れ 、 イ 
スラ ム 教 が この 国 の 地上 で 、 優位 に 立ち 、 彼 の 従来 の 敵 は 彼 の 忠実 な 弟子 と な っ た の 
で ある か ら 、 過去 に お いて 彼 等 が 彼 に な し た 容易 な ら ぬ 悪事 の 数 々 の 許し を 、 彼 等 に 
代わ り 彼 が 神 に 請う べき で ある 。 こ れ が 、 神 の 許し を 求め よ と いう 、 聖 預言 者 へ の 命 
令 の 意味 で ある よう だ 。 ある い は 、 次 の よう な 意味 に も と れる 。 新 た な イス ラム へ の 
入信 者 た ち は 、 適切 な 訓練 や 教育 を 欠い た が た め に 、 イ スラ ム 社 会 に 道 を 見 出し た の 
で あり 、 彼 等 の 憧 さや 欠点 を 守っ て いた だ ける よう に 、 神 に 祈る こと を 、 聖 預 言 者 は 
命じ られ て いる 。 聖 ク ルアー ン の 中 に お いて 、 聖 預言 者 に も た ら さ れる 勝利 及び その 
他 の 大 いな る 成功 を 記述 し た 全て の 個所 で 、 彼 が 、 神 の 許し を 請 い 、 神 の 保護 を 求め 
と 告げ られ て いる の は 、 非 常に 重要 な こと で ある 。 こ れ は 、 当 唐 に お いて も 、 彼 が 
神 の 許し を 請 い 、 神 の 保護 を 求め 、 し か も それ は 彼 自 身 の た めで は な く 、 他 者 の た め 
に そう する よう に と 命じ られ た こと を 、 は っ きり と 示す も の で ある 。 つ まり 、 彼 の 弟 
子 達 が イス ラム 教義 か ら そ れる 恐れ の ある 時 は いつ も 、 神 が その よう な 危機 か ら 彼 等 
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三 十 傘 アン ナス ル An-Nasr( 援 助 ) 百 十 草 


を お 守り 下さ る よう に と 、 彼 は 祈る こと を 命じ られ て いる の で ある 。 この よう に 、 聖 
預言 者 が 、 自 身 の 行為 の いずれ か に 関し て 許し を 請う た と いう 可能 性 は 、 此処 に は 全 
く な い 。 瑞 クル アー ン に よれ ば 、 彼 は 、 正道 か ら そ れ て 道徳 的 退廃 に 陥る こと の な い 
よう 、 完 全 に 守ら れ て いた の で あっ た 。 注 2612 及び 2765 も 参照 の こと 。 


1718 


ー es 
百 十 一 草 
アッ ラ ハ ブ Al-Lahab( 炎 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
イス ラム の 神学 者 達 並び に 解説 者 達 は 、 当 章 は 使徒 に 拝命 され た 初期 の 
頃 啓 示さ れ た と の 同じ 意見 を 持っ て いる 。 ノ ル デ ケ や ミュ ー ア も 同意 見 で あ 
る 。 然 し な が ら 、 あ る 学者 た ち に 寄れ ば 、 当 章 は 五 番 目 に 啓示 され た 章 だ と 
思わ れ て いる 。 ア ル ・ ア ラク 章 、 ア ル ・ カ ラム 章 、 ア ル ・ ム ッ ザ ッ ミ ル 章 と 
アル ・ ム ッ ダ スィ ル 章 の 四 つ の 章 が この 前 に 啓示 され て いる 。 当 章 で は 題名 
通り に 顔 を 真っ 赤 に し て 、 和 怒り や すい 人 達 の こと が 述べ られ て いる 。 ア ル ・ 
カウ サル 章 で は 聖 預 音 者 に 二 つ の こと が 約束 され て いる 。 そ れ は 信者 の 数 が 
乱 汰 に 増加 する こと と 、 イ スラ ム の 敵 の 陰謀 が 稚 敗 する こと で ある 。 直前 の 
章 ( ア ン ナ スル ) で は 、 この 約束 の 前 半 に 言及 し て いる が 、 当 章 で は その 後半 に 
言及 し て いる 。 
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アッ ラ ハ ブ Al-Lahab( 炎 ) 
節 数 6、 メ ッ カ 盛 閣 示 


1. «慈悲 深く 、 恵 み 計 く ア ッ ラ ー の SM 
御名 に お いて 。 a _ 
2. 5 アブ ー・ ラ ハブ 8 の 両手 が 滅び 、 の aT 
面 し て 彼 も 滅び た り 。 人 
3. “その 富 は 彼 に 役立た ざる な り 、 面 OA PU 
oe し も の 959 も また 娠 り 。 
必ず 燃 い こ ン イ ン 31 ンド ーッ ンー 
層間 OE LS 


Ll. D108:4. C3:11; 58:18. 


や アブー・ ラ ハブ ( 炎 の 父 ) と は 、 聖 預言 者 の 伯父 、 彼 の 執念 深い 敵 で あり 人 迫害 者 で 
ある 、 ア ブ ド ル ・ ウ ッ ザ ー の あだ名 で あっ た 。 彼 が そう 呼ば れ た の は 、 彼 の 肌 の 色 と 
髪 が 赤 味 が か っ て いた か ら か 、 あ る い は 、 そ の 汐 し や すい 性 格 の た めで あっ た 。 当 章 
は 、 型 預言 者 の 初期 の 頃 の 説教 の 途中 に 起き た 出来 事 を 思い 起こ させ る 。 親戚 の 者 を 
集め て 、 彼 等 に 神 の お 告げ を 伝え よ と の 神 の 命 を 受け 、 聖 預言 者 は 、 あ る 日 サブ ファー 
ON ウジ SEO プラ ドン トウ た の の だ 
更に 彼 の 近親 者 を 呼び 寄せ た 。 そ し て 彼 等 に 、 彼 が 神 の 使者 で あり 、 も し 彼 の お 告げ 
を 受け 入れ な けれ ば 、 彼 等 は 悪 の 道 か ら 抜 けら れず 、 神 の 罰 が 彼 等 に 下さ れる で あろ 
RM アブ ー・ ラ ハブ が 立ち 上 が っ て こ 
う 言 っ た 。「 な ん て 奴 だ 、 こ ん な こと の た め に 呼ん だ の か 」 ( ブ ハ ー リ ー よ り )。 この 「 炎 
の 父 」 と いう あだ名 は 、 特 に アブ ー・ ラ ハブ を 指す が 、 同 時 に 、 イ スラ ム 教 の 短気 な 

敵 全て を 、 ある い は 、 原子 爆弾 や 核 爆弾 を 持ち 、 支 配 する 後世 の 西側 諸国 を 指す と 言 
っ た 方 が 良い か も し れ な い 。 彼 等 の 内 、 あ る 集団 は 完全 に 神 を 拒絶 し 、 又 別 の 集団 は 
唯一 神 を 否定 し て いる が 、 on GT GS この 意味 で は 、「 両 
の 手 」 は この 二 つ の 集団 を 意味 し て お り 、 当 人 節 は 次 の こと を 示す こと と な る 。 イス ラ 
ム の 敵 、 特に 西側 勢力 の この 二 集 団 と その 衛星 国 に よる 課 略 は 全て 失敗 に 終わ り 、 彼 
等 の 著 悪 な 企 て は その 頭上 に は ね 返る で あろ う 。 彼 等 は 、 イ スラ ム が 前 進 し 、 彼 等 自 
身 の 滞 と 権力 が 目 の 前 で 消滅 し て 行く の を 目撃 し 、 篤 り に 燃え る で あろ う 。 

9 「 そ の 富 」 と 云う 語 は 、 自身 の 国 で 生み 出し た 富 を 意味 し 、「 稼 ぎし も の 」 は 、 層 
小国 を 擁 取 し 、 そ こ か ら 奪 い 取っ た 富 を 表す 。 

"ブー・ ラ ハブ と いう 表現 は 又 、 火 を 作り 出す 物 を 発明 し た 人 、 あ る い は 、 自 ら 
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百 十 一 章 アッ ラ ハ ブ Al-Lahab( 炎 ) 三谷 


の 2 ー と 公 詩 か YE と イン も る く 和 マン ブイ ン 51 6 
5. また 彼 の 妻 も 然 り 、 新 を 運び な が OES AS 
ら 3461 
の や し I ! < ッ > 
6. 彼女 の 頭 に は 秀 子 の 皮 で 的 られ た を EB I ES 
GH ‘1 3462 ™ を es の 
る 縄 が ある べし "6。 


誠に 焼き 尽く され る 人 、 を も 意 昧 する 。 後 者 の 意味 に と る と 、 当 節 は 、 現 代 の 二 大 政 
治 圏 が 、 原子 爆弾 や 他 の 核 爆 弾 の よう な 火 を 吹く 自ら の 兵器 に より 、 壊滅 する こと を 
預 営 し た も の と 、 解 釈 さ れ 得 る 。 又 、 当 節 は 、 こ れ 等 の 国々 に と り 、 裁 き の 日 が 遠 か 
ら ず 訪れ る 、 と も 示し て いる よう だ 。 
349+ 当 節 の 言葉 は 、 ア ブー・ ラ ハブ の 妻 、 ウ ン ム ・ ジ ャ ミー ル を 語っ て いる よう だ 。 
II 預言 者 の 通り 道 に と げ を まき 散ら し 、 彼 の 悪口 を ふれ 回 っ た 。 ハタ ブ と は ま 
、 中 傷 を 意味 する こと も ある (Lane より ) 当 節 は 又 、 イ スラ ム 教 お よび 聖 預 言 者 
PH 当て は まる よう だ 。 


oC これ ら の 国民 は UN US や 体制 


た め に 絞 役 さ れ た と 伝え られ る ウン ム ・ ジャ ミー ル の よう に これ 等 の 国民 な は 、 他 を 滅 
ば そう ど し た た め に 、 同じ 方 法 で 滅び る で ある ろう Do 
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百 十 ニ 
アル ・ イ フラ ー ス Al-Ikhlas( 誠 実 ) 
メッ カカ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
ハサン 、 イ クリ マ 、 そ し て 特に 最も 初期 の 弟子 で ある イブ ン ・ マ スウ ー 
ド の 見 解 に 寄れ ば 、 こ の 章 は メッ カ の 初期 に 啓示 され た も の と され る 。 然し 
な が ら 、 イ ブン ・ ア ッ バ ー ス 、 イ ブン ・ マ スウ ー ド より 若く 、 そ し て 最も 学 
32 RS これ を メデ ィ ナ で 啓示 され た も の と 信じ 
て いる 。 聖 預言 者 の 権威 ある 弟子 達 の 意見 の 相違 は 聖 ク ルアー ン の 解釈 者 達 
に よれ ば 、 当 章 は 二 度 啓 示さ れ た も の だ と 考え られ て いる 。 最初 は メッ カ で 、 
次 は メデ ィ ナ に 於 いて 。 西欧 に 於 ける 著名 な 東洋 学者 ミュ ー ア に よれ ば 、 メ 
ッ カ 時 代 の 初期 の 啓示 の 一 つ で ある と 位置 づけ て いる 。 然 し な が ら 、 ノ ル デ 
ケ は 初期 の 終わ り の 頃 で ある と 推定 し て いる 。 す な わ ち 使徒 に 選ば れ た 四 年 
目 頃 と な る 。 そ の 主題 の 重要 さ を 考 慮 し て 、 当 章 は 、 い くつ か の 題名 で 知ら 
れ て いる 。 そ れ ら の 中 で 重要 な る も の は 、 ア ッ タ フリ ー ド 、 ア ッ タ ジュ リー 
ド 、 ア ッ タ ウ ヒ ー ド 、 ア ル ・ イ フラ ー ス 、 ア ル ・ Si ッ サ マ ド 、 
アハ ド 、 ア ン ヌ ー ル 、 な ど と 呼ば れ て いる 。 当 閣 は イス ラム の 基本 的 
な 信仰 " 神 の 独 一 性 "を 取り 扱っ て いる た め 、 当 章 は 聖 ク ルアー ン の 全 章 の 中 で 
最も 素晴らし い 章 で ある と 聖 預言 者 が 語っ て いる 。 ア イシ ャ に よれ ば 、 聖 預 
言 者 は 夜 寝る 前 に 、 当 章 と 最後 の 二 章 を 最低 三 回 詠唱 し て いた そう で ある 。 
当 章 は イフ ラー ス と 題名 され て いる 。 何故 な ら ば 、 訪 唱 者 を 神 へ の 深い 愛着 
A UI TI EN RN 
て いる と 考え られ る 事実 が その 重要 性 を 増し て いる 。 当 章 と それ に 続く 二 
OR RA Re 
し た 神 の 属性 を 取り 扱っ て いる が 、 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 章 は 同じ よう に 四 つ 
の 属性 を 取り 扱っ て いる 。 
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アル ・ イ フラ ー ス Al-Ikh1as( 誠 実 
館 数 $、 メ ッ カ 啓示 


あま ね 


ビ EZ Y ー テ ーー う る E 基 1 MM う 
御名 に お いて 。 
こ 20206 2 
2. 云え 、 3463 「 彼 3464 は アッ ラー3465 OT 8 
ぁ 唯 一 に まし ます 御方 な り “%。 
+ a 1 ン 
3. アッ ラー は 自足 者 な り “7。 (ot 


1. 16:23: 22:33: 59:23. 


?463 ここ で の クル (Qul= 云 え ) と いう 斉 葉 は 、 ム スリ ム に 対し て 「 神 は 唯一 で ある 」 と 
唱え 続け ろ る と の 不変 の 命令 を 含む 。 

3464 フワ (Huwa= 彼 ) と は ザ ミ ー ル ッ シ ャ ー ン (Damirush-Sha nm) と し て 用 いら れ て お り 、 
「 真 実は こう で ある 」 と の 意味 で ある 。 そ の 真実 と は 、 神 は 存在 し 、 唯一 で あり 独立 
し て いる こと で 、 人 の 人 性質 に 内 在 し て いる こと を 示す 。 

498「 ア ッ ラ ー」 と は 、 聖 クル アー ン で も ちい られ て いる 神 の 特有 な 名 称 で ある 。 ア 
ラビ ア 語 で は 、 この 言葉 は 他 の 物 や 人 に は 一 切 使 われ な い 。 そ れ は 、 神 の 実質 的 な 名 
で あり 、 必 性 を 表し た り 説 明 を 加え た りす る も の で は な い 。 注 3 も 参照 の こと 。 
34996「 ア ハ ド 」 と は 、 神 の み に 用 いら れる 形容 語句 で あり 、 唯 一 の 方 、 比 類 無 き 方 、 
これ まで も そし て これ か ら も 唯一 の 方 、 そ の 地位 と 属性 を 分 か ち 合 う 者 の 無い 御方 、 
を 意味 する (Lane より )。「 ア ハ ド 」 と は 、 神 の 存在 の 唯一 性 、 つ まり その 支配 権 に 
第 二 の 存 在 は 考え られ な いこ と を 示し 、「 ワー ヒド 」 と は 、 神 の 層 性 が 比類 無き こと 
を 示す 。 従っ て 、 ア ッ ラ ー フ ・ ワ ー ヒ ドン と いう 語 旬 は 、 Se 天 常 で あら 
れる こと を 示す 。 そ し て 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ハ ド ン 」 と は また 、 ア ッ ラ ー は 、 900 
2 の 目 放 の は る いう 時 、 我々 の 心から 他 の 全 て が 人 える と いう 聞 味 に お いて 、 


六 背 の 初 ま り で も な けれ ば 邊 わり で も な い 。 神 に 代わ る も の は な く 、 駐 . は 如何 な 
る も の と も 似 て お られ な い 。 こ の 御方 が 、 聖 クル アー ン に 記さ れ た アッ ラー で ある 。 
や サマ ド 」 と は 、 頼ら れる 者 、 従わ れる 者 、 そ の 者 無く し て 何事 も 遂げ られ な い 者 、 
その 上 に は 如何 な る 人 も 物 も 存在 し な い 者 、 等 を 意味 する 。 神 の 属性 で ある 「 CC 
ド 」 は 、 必 要 の 成就 を 求め られ る 天帝 、 如 何 な る も の の 影響 も 受け ぎじ か も な て 

NN DN 
の の 無い 御方 、 を 示す (Lane より )。 前 館 で は 、 神 が 唯一 で あら れる と の 主張 が な され た 。 
当館 は 、 そ の 主張 を 立証 する 。 万 物 は 神 に 依存 する が 、 神 御 自身 は 独白 で あら れ 、 し 
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三 十 登 アル ・ イ フラ ー ス Al-Ikhlas( 誠 実 ) 百 十 二 意 


4. < 彼 は 産み 給 わ ず 、 また 生ま れ 給 わ I 
ず 29069 四 4 
本 = 1 と イル ンプ イ GE ョ イ 
5.? 役 と 比肩 し 得る 者 、 何 も の も な & ON SS 02 
し 」 3469 を 時 9 ご マー 


a17:112; 19:93: 25:3: 37:133. 242:12. 


か も 全て を 求め られ る 方 で ある 。 万 物 は 神 を 必要 と する が 、 神 は 何 も の を も 必要 と さ 
れ な い 。 神 は 宇宙 を 創造 され る に 当り 、 如 何 な る 助け も 必要 と され な か っ た 。 事 実 、 
字 宙 の 万 物 は 一 つと し て 、 最小 の 原子 で すら 、 そ れ 自 体 は 完全 で は な い 。 独自 に 存在 
で きる も の は 無い 。 万物 は 、 そ の 生存 の た め に 他 に 依存 する 。 何 も の に も 依存 し な い 
の は 、 神 唯一 で ある 。 神 は 概念 や 推測 を 越え た 御方 で ある 。 神 の 属性 に は 限り が な い 。 
3468 神 の 届 性 「 ア ッ サ マ ド 」 と は 、 ア ッ ラ ー が 「 ア ハ ド (唯一 、 独 一 )」 で あら れる 
と いう 主張 を 立証 する た め に 、 前 節 で 述べ られ た 。 そ し て 、 当 節 で は 、 神 の 属性 「 産 
み 給 わ ず 」「 生 まれ 給 わ ず 」 が 、 神 が 「 ア ッ サ マ ド ( 他 の も の を 必要 と され な い ) で あら 
れる こと を 示す た め に 述べ られ て いる 。 そ れ は 、 も し 神 に 必要 が 存在 する と すれ ば 、 
その 前 提 と し て 、 神 は 何者 か の 援助 を 必要 と され 、 神 は それ 無く し て 業 を 遂げ られ ず 、 
その 者 が 彼 の 死後 神 の 業 を 引き 継ぐ と と と な る か ら で あ る 。 万 物 は 、 他 者 が 死に 支配 
され る が た め に 、 継 ぎ 、 継 が れる 者 と な る の で ある 。 ア ッ ラ ー は 誰 の 後継 で も な く 、 
又 誰 に も 後 を 継が れ な い 。 神 は その 全て の 属性 に お いて 完全 で あり 、 永 遠 に し て 、 絶 
対 で あら れる 。 

前 侵 の 内 容 に 対し て 起こ り 得る 疑い を 、 当 節 は 取り 除く 。 仮 に アッ ラー が 「 唯 一 」 
絶対 で あり 、「 自 足 」 で ある と し て も 、 又 、 仮 に 「 産 み 給 わ ず 」「 生 まれ 給 わ ず 」 だ と 
し て も 、 アッ ラー の よう に 、 アッ ラー の 持た れる 全て の 属性 を 備え た 今一つ の 存在 が 
ある か も し れ な い 。 当 人 節 は この 疑惑 を 払い の ける 。 アッ ラー の よう な 存在 は な い 、 と 
それ は 告げ ば る 。 人 の 理性 も 又 、 全 宇宙 の 唯一 の 創造 者 で あり 支配 者 を も と め て いる 。 
そこ に 広がる 完全 な る 秩序 は 、 唯 一 一 定 の 法 が それ を 支配 し な けれ ば な ら な いと いう 
必然 的 な 結論 に た どり 着き 、 法 と 計画 の 一 致 は 、 唯一 の 創造 主 を 立証 する (21:23)。 こ 
の よう に 、 当 章 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る 多 神 信仰 、 二 神 、 三 神 あ る い は より 多く の 神 


義 の 美 、 宗 高 、 荘 厳 の 周辺 に すら 触れ た も の は な い 。 
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こす ーー 
百 十 三 草 
アル ・ フ ァ ラ ク AI-Falaq( 得 明 ) 
メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 章 と 次 章 は それ ぞ れ 独立 し た も の で ある が 、 お 互い に 緊密 に 結び つい 
て いる 。 従っ て 後 の 章 の アン ナー ス は 、 当 章 の 内 容 を 補足 する も の と 扱わ れ 
て いる 。 当 章 で は 同じ 主題 の 一 面 が 書か れ て いる が 、 次 章 で は 他 の 一 面 が 述 
べら れ て いる 。 二 つの 章 と も 「 我 は 主 に お 細 り 申す 」 と いう 意味 を 持つ 表現 
で 始ま る の で 二 つ の 章 も ム ア ッ ヴィ ダ タ ー ン ( 底 護 を 与え る 二 つ の 章 ) と 言わ 
れ て いる 。 当 章 が 啓示 され た 時 期 に つい て 学者 達 の 意見 に 大 き な 相 違 が ある 。 
イブ ン ・ ア ッ バ パー ス や カタ ー ダ を 含め て 神学 者 達 の 一 部 は 、 当 章 は メデ ィ ナ 
盛 示 だ と 推定 する が 、 ハ サン 、 イ クリ マ 、 ア ター や ジャ ー ビ ル が それ を メッ 
カ で の 啓示 だ と 推定 し て いる 。 当 章 に 関連 する 事実 や 歴史 的 な 背景 に お いて 、 
大 多数 の 学者 達 や 注釈 者 が それ を メッ カ で の 啓示 だ と 推定 する 。 
主題 
この こつ の 章 と イフ ラー ス 章 は お 互い に 関連 し て いる 。 こ の 関連 は イフ 
a 0 用 9 の 5 過重 50lGRN Nd 


I 
ど を 恐れ て は な ら な いこ と で ある 。 ま た 、 神 は 全 宇 宙 の 主宰 者 で ある か ら 信 
者 達 に 降り か か る どん な 災難 や 被害 か ら も 底 護 し て くれ る 力 を 持つ 存在 で あ 
る こと を 確信 する べき で ある 。 然し な が ら 、 聖 クル アー ン の 主旨 は イフ ラー 
ス 章 の 中 で 手短 に 繰り 返さ れ 、 終 問 に な っ て いる が 、 こ の 二 つ の 章 は 結び で 
ある 。 こ の 二 つ の 章 で は 、 信 者 達 が 正しい 道 か ら 逸 脱し な いよ うに 、 ま た 、 
自分 の 過ち や 悪意 の せい で 物質 的 か つ 精 神 的 進歩 が 阻害 され な いよ う 神 の 計 
護 を 求め て いる 。 聖 聞 斉 者 は 毎晩 寝る 前 に これ ら の 章 を 読 語 し て いた 。 
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アル ・ フ ァ ラ ク AIFalaqg( 祭 明 ) 
節 数 6、 メ ディ ナ 啓 示 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 週 く ア ッ ラ ー の SR 
御名 に お いて 。 NN 
2. 去 え 、「 我 は ? 艇 明 の 主 に 御 加護 を OE 
3. 彼 が 創り 給え し も の の 悪 か ら 、 ok その 
4. 面 し て 、 暗 聞 を も た ら す も の “7 OR 3585 
の 悪 か ら も また 然 り 、 そ の 覆い た る ニョ 

時 に 、 

5. また 結び 目 “2 に 息吹 きか ける も DS 
の の 悪 か ら も 、 08 

1、6:97. 


9「 フ ァ ラ ク 」 と は 、 和 夜明け 、 地 獄 、 万 物 の 創造 を 意味 し (Lane より )、 イ スラ ム 
教徒 は 次 の こと を 祈る よう に 告げ られ て いる 。 (1) イ スラ ム 教 を 覆う 開 夜 が さり 、 イス 
ラム の 輝け る 未来 の 朝 が 訪れ る 時 、 イ スラ ム の 太陽 が 真 上 に 来る まで 輝き 続け ます よ 
うに 。(②) 遺 伝 や 伝統 、 悪い 環境 、 教育 の 欠如 等 に よる 悪影響 を 含み 、 神 が 創 り 出さ れ 
た も の の 、 隠れ た 悪 と 明らか な 悪 より 、 彼 を 守り 給え 。 (3) 神 が 、 現世 及び 来世 に お い 
て 、 地 獄 の 苦し みか ら 役 を 救い 出さ れ ま す よ うに 。 
人 節 は 、 神 の 光 が 消 され 、 罪 の 聞 が 地上 を 枚 い 尽く す 時 の 悪事 に 言及 し て いる よ 
うだ 。 あ る い は 、 人 が 貧困 に 押し つぶ され 、 彼 を 痢 が 取り 囲み 、 最後 の 希望 の 光 が 消 
えた と き の 悪 事 を 述べ て いる の か も し れ な い 。 

3972 当 節 の この 言葉 は 、 悪 い 考 え を 吹き 込む 者 達 、 を 指し て いる よう だ 。 彼 等 は 、 重 
大 な 契約 や 友情 が 壊れ る よう 画策 し 、 既成 の 権威 に 対す る 反抗 精神 や 、 忠 誠 の 痺 い の 
破 華 を 人 々 に 吹き 込む ぜ せ 。 こ の よう に 、 彼 等 は 、 イ スラ ム 社 会 に 不 和 が 生じ る の を 望み 、 
人 々 の 間 に 分 裂 傾 向 を 煽る 。 次 の 章 が 人 生 の 精神 面 を 扱う の に 対し 、 当 章 は その 物 的 
側面 に 触れ て いる 。 人 は 、 人 生 に お いて さま ざま な 危機 や 困難 に 直面 させ られ る 。 人 
は 非常 に 重要 な 任務 に 携わる 時 、 特に 、 神 の 光 を 広め る 任 を 負う 時 、 閣 の 勢力 が 彼 を 
四方 か ら 取 り 囲 む 。 そ し て 、 彼 が 成功 し て いる よう に 見 える 時 、 悪 意 ある 者 達 が 彼 の 
道 を 穴 ぎ 、 彼 に 対し あら ゆる 妨害 を な す 。 し か し 、 最 後に 彼 に 成功 が も た ら さ れる 時 、 
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百 十 三 章 アル ・ フ ァ ラ ク AL-Falaq( 公 明 ) 僅 


面 店 イ か に : ペー (て ンー ww 名 う デ 
6. 面 し て 、 如 する 者 の 亜 か ら も ま & な 旧 間 しれ 


た 然 り 、 そ の 災 む 時 に 」。 


克 如 深い 人 々 は 、 努力 の 結 唱 を 彼 か ら 奪 い 取 ろう と する 。 人 生 に お ける これ 等 全て の 
妨害 ・ 困 難 ・ 危 機 か ら 身 を 守る 手段 と し て 、 聞 が 狼 う 時 、 そ の 身 を 照ら し 、 中 傷 す る 
者 の 悪 企 みや 娠 始 深い 者 の 陰謀 か ら 守 っ て 下さ いと 更 明 の 主 に 助け を 祈願 する よう 
信者 は 告げ られ て いる 。 
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百 十 四 章 
アン ナー ス Amn-Nas( 庶 民 ) 


メデ ィ ナ 啓示 
啓示 の 日 と 背景 
当 音 は 、 ム アッ ヴィ ダ タ ー ン ( 底 護 を 求め る 二 つ の 意 ) と 呼ば れる 章 の 二 番 
目 で あっ て 、 前 章 の 主題 を 引き 継い で いる 。 前 章 の アル ・ フ ァ ラ ク で は 、 信 
者 達 は 現世 の 苦難 と 角 芝 か ら 神 の 底 護 を 求め る よう な 内 容 が 書か れ て いた が 、 


当 章 で は 、 精 神 的 な 昇華 に お ける 試練 や 苦難 か ら 神 に 底 護 を 求め る こと が 書 
か れ て いる 。 ま た それ を 言葉 で 懇願 する だ け で は な く 、 神 の 恵み を 授かる よ 
うに 行動 で 示す べき で ある と 書か れ て いる 。 それ が 、 ク ルル (云え ) と いう 命令 の 
意味 深 さ を 表し て いる 。 当 章 は 、 まさに アン ナー ス ( 庶 民 ) と いう 題名 が 適合 す 
る 。 な ぜ な ら ば 、 ジ ン 達 は 庶民 の 心 に 悪 を 誘導 する の で 、 庶 民 は 神 に 助け を 
求め て いる か ら で あ る 。 当 章 は 聖 ク ルアー ン の 最終 章 に 相応 し く 、 前 章 の ア 
ル ・ フ ァ ラ ク の 内 容 を 引き 継い で いて 、 同 時 に 啓示 され た も の で ある 。 
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アン ナー ス Am-Nas( 庶 民 ) 
節 数 7、 メ ディ ナ 啓 示 


あま ね ン の 2 1 
g 慈 悲 深 く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー EN 
1 " 慈 巧 3 深く ゝ 恵み 遍 く アッ プー の ンー あこ こつ こり たい りう) 
御名 に お いて 。 ー 
2. 云え 、「 我 は 人 類 の 主 に 御 加護 を 講 ON 
い 原 う 、 

3. 2 人 類 の 王 に 、 @ ら oe に 
4. 人 類 の 神 に 473、 bial) 
2 う を が い うた が い と & る ン 2.3 ン っ ゥ ン ? し 
5. 中 を 忍び 込ま せる も の 、 路 を 忍 OE pl 


び 込 ませ て 退く も の の 悪 か ら 、 


ALL, D59:24; 62:2. 


類 の 神 )、 が 、 前 章 の 一 つの 属性 、「 各 明 の 主 」 に 対し て 、 引 き 合 い に 出 され て いる 。 
それ は 後者 の 一 つの 属性 が 、 前 者 の 三 つ の 属性 を 含む か ら で あ る 。 神 の 一 つの 属性 、 
般 明 の 主 が 、 前 章 で 四 つ の 危害 に 対す る 旗 護 を 求め て 引き 合い に 出さ れ た の に 対し 、 
当 章 で は 、 三 つの 神 の 属性 が 、 害 悪 、 悪魔 の ささ や き に 対す る 「 底 護 」 を 求め て 引き 
合い に 出さ れ て いる 。 こ れ は 、 サ タン が ほのめかし て 誘発 させ る こと が 考え 得る 限り 
の 悪 を 含む か ら で あ る 。 

この 三 つ の 神 の 属性 は 、 人 の 肉体 的 、 精 神 的 状態 と 微妙 に 結び 付い て いる 。 人 の 身 
体 的 、 道徳 的 発達 は 「 人 類 の 主 」 の 属性 の も と に 起こ り 、 人 の 思考 、 発言 、 行為 は 「 人 
類 の 王 」 に より 六 せ られ る か ある い は 報い られ 、「 人 類 の 神 」 の 属性 は 、 神 が 人 の 愛 
と 崇拝 の 対象 で あり 、 人 の 目標 で ある こと を 示し て いる 。 当 章 で 、 三 つの 神 の 属性 が 


の で ある 。 そ れ は 次 の よう な 時 に 起こ る 。 ある 者 が 、 他 者 を 己 が 主 、 又 は 神 又は 王 と 
し て 崇め る 時 、 即 ち 、 前 者 が 後者 を 人 生 に お ける 主 な 支援 者 と みな す 時 。 あ る い は 、 
後者 の 不当 な 権威 に 卑屈 に 身 を 和朗 ね る 時 。 又は 、 後 者 を 自ら の 愛 と 宗 拝 の 対象 に する 
時 。 信 者 は 、 人 生 の 真 の 支援 者 と し て 神 の み を 崇め 、 神 の み に 真 実 絶対 の 従順 を 搾 げ 、 
唯一 の 神 の み を 上 真 の 愛 と 宗 拝 の 対象 と する よう 命じ られ て いる 。 ある い は 、 だ まさ れ 
や すく 単純 な 人 々 を 不当 に 利用 し 、 彼 等 を 非情 に も 搾取 する 、 悪 賢い 聖職 者 達 や 、 不 
正 な 資本 家 、 旦 君 か ら の 保護 を 絶え ず 求 め る よう これ 等 の 節 で 信者 は 告げ られ て いる 
の か も し れ な い 。 
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三 十 伏 アン ナー ス An-Nas( 府 民 ) 百 十 四 曹 


6. (つま り ) 人 類 の 心 に ささ や きか け OM 28 TR 
る も の 、 

Ww に EN っ 1 し 4 nw ろう a 
7. ( そ は ) ジ ン か ら 、 旦 つ 席 民 か ら ( で & の ue? Callce 


Y4 


あろ うと も )」 ""。 


474 サタ ン は 、「 ジ ン 」 や 「 庶 民 」 の 心 に 悪意 を ささ や く が 、 誰 を も 助け は し な い 。 
ある い は 、 悪 意 を ささ や く 者 は 、「 ジ ン 」 に も 「 庶 民 」 に も 見 られ る 、 と 当 節 は 示し 
て いる の か も し れ な い 。 
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聖 ク ルアー ン の 朗読 を 完了 する 時 の 祈り の 言葉 


RSS GRE SIF Wa Cd ekg liad ODDSL ois 3 LEU 
SN SE II EL BR i Ea SI 
RI EI CE RA ES 
我 が 主 な る アッ ラー よ 、 偉 大 な る クル アー ン (の 恩恵 ) を 以 て 、 我 に 閑 
悲 を 垂れ 給え を 。 ま た 、 我 が た め に 之 を 手 本 且つ 、 光 明 、 携 導 、 慈 直 と な し 給 
え 。 我 が 主 な る アッ ラー よ 、 我 が その 中 より 忘れ た る 分 を 我 に 覚え せしめ 給 
え 。 ま た 、 我 が その 中 より 無知 な る 分 を 我 に 教え 給え 。 ま た 昼 や 夜 の 諸 時 刻 
に 於 いて 、 我 に その 朗読 する 力 を 投 け 給え 。 森 衣 万 象 の 主 よ 、 之 を 以 て 我 が 
た め に 権 成 た らし め 給 え 。 


朗読 中 休止 する と ころ を 示す 微 の 説明 

の 規定 的 休止 。 
O 節 の 終わ り を 示す 徴 。 規 定 的 休止 で は な い が 、 休 止 す る 方 が 良い 。 
3 規定 的 休止 で は な い が 、 休 止 する 方 が 良い 。 
O 休止 する こと も 、 し な いこ と も 自由 で ある 。 
を 休止 する こと が 良い 。 
Y 休止 せ ず に 、 続 ける 。 
449 9 息抜き ぎ せ ず に 、 声 時 だ け を 一 時 的 」 上 め る 。 
っ cueoe8 休 止 せ ず に 、 続 ける こと が 望ま し い 。 
ご 8 OM か 

8 % 等 の 微 の 問 に 挟ま る 節 の 部 ) は 次 の よう に 示す 。 最 初 
Pa 、 次 の と ころ に は 休止 せ ず 、 続 ける が 、 最 初 の 徴 
の と ころ に 休止 し な けれ ば 、 次 の と ころ に は 休止 する べき で ある 。 
例 、 


を を うる っ イネ ゃ 1 レコ デラ デー 
GE 428/ の 5 う Y ご 5 そい っ Et RY 
A 9 2 
OssN Oc 
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アラ ビア 語 の 語 野 と 表現 
簡易 な 説明 と と も に 述べ られ て いる (AB.C 順に 則っ て ) 
(括弧 内 の 数 字 は 注釈 番号 を 示す ) 


アプ (Ab)-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (150). 
アバ ー ビ ー ル (AbabiD ーー (3437). 
(マー) ア ゲー バウ ・ ビ セー 
(ma a'bau bi-h1) ーーーーーーーーーーーーーー (2093). 
アブ ラス (Abras) ーーーーーーーーーーーーーー (420F) 
アブ サー ル (Absar) ーーーーーーーーーーーー- (887) 
アブ タル (Abtar) ーーーーーーーーーーーーーー- (3449) 
アブ プ ブー・ ラ ハブ (Abu Lahab) - (3438, 3460) 
アダ ム (Adam)-ーーーーーーーーーーーーーーー (425) 
アド アー ファ ン ・ ム ダー アフ ァ 
(AdafanMudaafah) ーーーーーーーーーーーーーー~ (477) 
アダ ッ ラ フッ ラー(Adallahullah) ------- (49) 
アザ ー(Adh8)-ーーーーーーーーーーーーーー 331) 
アー ザー フ (Adhahu) ーーーーーーー (2373) 
アザ ー ン (Adhan) ーーーーーーーーーー (1153A) 
ウズ ン (Udhun)-ーーーーーーーーーーー (1194) 
アド イヤ ー(Adiy8) 一 ーーーーーーーーー (2331) 
アー ファ ー ク (Afaq)--ーーーーーーーーーーー (2642) 
アフ イダ (ATfidah) ーーーーーーーーーーー- (2730) 
アハ ド (Ahad)ーーーーーーーー… (1432, 3466) 
アフ カマ フー(Ahkama-hn) ーーー (1293A) 
アフ バー ル (Ahbar) ーーーーーーー…… (1177) 


アフ ルッ ズ ィ ッ マ (Ahlud-Dhimmah)(1161) 
ーー アル ・ バ イト (alLBait) --- (1333, 2353) 


アフ ザー ブ (Ahzab) ーーーーーーーーー (1448) 
アジ ャ ル (AjaD 一 ーーーーーーーー (1041, 1348) 
バラ ガル ・ ア ジャ ラ 
(Balaghal-Ajala) ----ーーーーーーーーーーーーーーーー (283A) 
アク ダー(Akd8) ーーーーーーーーーーー (2886) 


アア フフ ァ ー(Akhf) ーーーーーーー 1810) 
アフ ファ アシ ャ イア 
(Akhfa ash-Shaia) ーーーーーーーー- (1815) 
アル ・ ア ー ヒ ラ (al-Akhirah)--ーーーーー (25) 
アク マフ (Akmah) ーーーーーーーーー- (420D) 
アル (AD ーーーーーーーーーーーーーーーーー ($, 17A) 
アー ル (AD ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (88) 
アル フ (AID ーーーーーーーーーーーーーーーー (3396) 
アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 
(AIf LAm Mimm) ーーーーーーーーーーーーーー (16) 
ー サ ー ド (SadD-ーーーーーーーーーーーーーー (942) 
アッ ラー(AIHAh) ーーーーーーーーーーー (2, 346$) 
アッ ラ ザ ー ニ (Alladhami) ーーーーーー- (577) 
アッ ラズ ィ ー ナ (Alladhina) ーー- (2028) 
アル カー(Alq8) ーーーーーーーーーーーーー (2303) 
アル キヤ ー(Alqiy)-ーーーーーーー (2809) 
アマ ド (Amad) 一 ーーーーーーーーーーーーーー (3146) 
アマ ー ナ (Amanah) ーーーーーーーーーーーー (355) 
ハマ ラル ・ ア マー ナタ 
(Hamalal-Amanata) ---ーーーーーーーーーーーーーーーー (2374) 
アル ・ ア ミー ン (al-Amin)------------- (2133) 
アッ マー(Amma) ーーーーーーーーーーーーーーーー- (3254) 
アム ル (Amr) ーーーーーーーーーーーーーーーーー- (3065) 
ーー ジャー ミイ (Jami) ーー (2059A) 
アム ル 及 び 、 ハ ルク 
(Amnr &Khalg) ーーーーーーーーーーーー (987, 1647) 
アム ワー ト (Amwa0) ーーーーーーーー (50, 527) 
アー ナー クタ (A nag) ーーー (2095) 
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アル ・ ア ン ア ー ム (aLAn'8m) ーーーー (2419) 
バビ ヒー マト ウゥ ル ・ ア ン ア ー ム 


NR ahrmatul-An "Hm) ----ーーーーーーーーーーーーーー (716) 
アン バー ツウ (Anb) ーーーーー (822, 2227) 
アン アス (ANNNNMMWANIAnaeses (95) 

アン フサ ・ フ ム (Anfusa-hum) 一 (665) 

アン フサ ・ ク ム (Anfusa-kum) ーー (95) 
アン ファ ー ル (Anfal) 一 ーーーーーーー (1092) 
アン ハー ル (Anhar) ーー (2748) 
PIANHSN SS 2②71) 
アン ザラ (Anzala) ーーーーーーーーーー (2563) 
アカ ー マ (Aqdama) ーーーーーーーーーーーーー QV 

ムキ ー ミ ー ン (Muqimin) ーーーーーー (705) 
アク ナー(Aqn8) ーーーーーーーーーーーー (2889A) 
アー ラー ブフ (AraD ーーーーーーーーーーーー (978) 
アル ・ ア ルド (alLArd) ーー (1802, 3110) 
アサ ッ ル ー(Asarr)-ーーーーーーーーー (1270) 
アー サー ル (As8D -ーーーーーーーーーーー (1091) 
アシ ュ フ ルル ・ フ ルム 
(Ashhurul-Hurum) --ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1153A) 
アス ハー ブル ・ ア イカ 
(Ashabul-Aikah)--------ー-ーーーー--ーーーーーーーーー- (1516) 

ー ア ゲル ・ カ フフ (aLKahDD ーー-- (1666A) 

ー ア ダル ・ カ ル ヤ (aLQaryah) ------- (2432) 
アシ ュ ラ ー ト (Ashrat) 一 ーーーーーーーーー- (2751) 
アシ ュ ッ ド (Ashudd) ーーーーーーー (2726) 
アス マー(ASM8) ーー (62A) 
アタ ー・ ア シャ イア 
(Ata ash-Shaia) ーーーーーーーーーー (1835A) 
の 97 (1847) 

アス ハナ ・ フ ィ ル ・ ア ルディ 
(Athkhana 1i に Ardi) ---ー-ーーー-ーー-ーーーーーーーーーー (2738) 


アト ワー ル (Atw8r) ニーーーーーーーー (3133) 
アウ (Au) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (524) 
ア ウフ クー(AUh8)-ーーーーー---------- (1743, 3406) 
マー・ ユ ー ハ ー(ma Yah ーーーー (1821). 
アウ ラ ヤ ポーン (Aulaya0N-ー ーー ーー (802). 
アウ サト (Ausat) ーーーーーーーーー- (790). 
アウ ター ド (Aulad) ーー (2520). 
アー ヤ (Ayah)--ーーーー-- (131A. 132, 1133) 
アー ヤ ト ル ・ ク ルス ズィー 
(Ayatul-Kursiyy) ーーーーーーーーーーーー (318) 
デ ギ ー マ ー(AV8OOS- て ーー ニン (2045). 
アー ユン (Ayun)--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (1314). 
アッ ヤー ム (Ayyam) ……ーーーー……- (984) 
アッ ヤー ムッ ラー(Ayyamullah)-(1434). 
アッ ユー ブ プ ブ (Ayyab) ーーーーーーーーー- (869). 
アー ザル (Azar) ーーーーーーーーーーー (864). 
アー ズ ィ フ アァ (Azifah)-ーーーーーーーー (2894). 
アー ビ ド (Abid) ーーーーーーーーーーーー (2688). 
アブ ー ス (Abns)…-ー-ーー…ーーーーー (3195). 
アー ド (A の ーーーーーーーーーー- (995, 1323) 
アザ ー ブ ル ・ ク ルド 
(Adhabul-Khuld) ーー (1269). 
デー ディ ヤー ト (AdiyaD-ーーーーーー (3410). 
NMLCAO) コラ ーーー と (86, 1570). 
アド ウド (Adud) ーーーーーーーーーー (2216). 
アフ ヴ (Afw) ーーーーーーーーーー (265, 480.481): 
アフ ァ ッ ラー ブ ・ ア ンカ 
(Afallahu anka) ------ーーーーーーーーーーー (213, 1189): 
ヤー フー(Yarf) ーーーーーーーー (294A). 
アー ハ ダ (Ahada) ーーーーーーーーーー (1130). 
アイ ー ン ・ ス ィ ー ン ・ カ ー フ 
(Ain Sin OB 0 ーー ペー (2643A). 
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アイ ン (Ain)-ーーーーーーーーーーーーーーー (1822): 
アイ ヌル ・ ヤ キー ン 
(AinuLYadin) -----ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (3426). 
アラ ー(AI&)-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (127): 
ー サ ワー イン (Sawain) ーーーーーーー (1136): 
ー イ ルミ ン (Hmin) ーーーーーーーーー (2699). 
アル ・ ア ー ラ ミー ン (Al-Alamnn) ーー- (⑥). 
アラ カ (Alaqah) ーーーーーーーーーーー (2365). 
アー ム (Am)-ーーーーーーーーーーーーーー (1038). 
アマ ル (Amal) ーーーーーーーーーーーーー (1319). 
アミ ー ン (Amin) ーーーーーーーーーーーーー- (994): 
アミ ヤ ・ ア ライ ヒル ・ ア ムル 
(Amiya Alathil-Amru)--ーーーーーーーーーーーーー (2228). 
アン (An)--ーーーーーーーーーーー (2113A, 2329): 
アン ・ ヤ ディ ン (An Yadin) ------- (1175). 
アー カブ トッ ウム (Aqabtum) ーーーー (3032)、 
アキ ー ム (Aqim) ーーーーーーーーー- (1965). 
アラ ビッ コ ユ (Arabiyy) ーーーーーーー (1337). 
アラ ファ (Arafa) ーーーーーーーーーーーー (2757). 
アラ ファ ー ト (Arafat) ーーーーーーーー (235). 
アル ド (Ard) ーーーーーーーー…ー (479, 2996) 
アラ ド (Arad) ーーーーーーーーーー…ー (1067). 
アリ ム (Arim) ーーーーーーーーーーーーー (2384). 
アル シュ (Arsh) ーー (985, 1232A, 1420A, 
ーーーーーーー…・ 1809, 2171, 2595, 3111): 
ズル ・ ア ル シ ュ (Dhul Arsh) ーー (2600). 
アサ ル (Asal)-ーーーーーーーーーーーーー… (2748). 
アサ ー(As&) ーーーーーーーーー (1816A, 2117A). 
アー シル ー・ フ ン ナ ((Ashiru hunna) (581). 
アス ル (Asr) 一 ーー-ーーーーーーーーーーーーーーーー- (3427). 
アタ バ (Ataba) ーーーーーーーーーーーー (2298). 


アル ・ ア ズィー ム (al- Azim) 一 ーーー (3223). 
アル ・ ア ズィー ズ (aLAziZ)-ーーーー (1378). 
バー(B8) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ④ 
ベッ カ (Becca) ーーーーーーーーーーーーーーー (443) 
バド ル (Badr) ーーーーーーーーーーーーーーー (469). 
バー ディ アッ ライ 
(Badiar-Ra’ yi) ーー (1310). 
バー ド (Ba'd) ーーーーーーーーー (2617, 2707): 
ミン バー ディ ヒー(min Ba'di-hi) --(516). 
バグ ユ (Baghy) ーーーーーーーーーーーー (1570). 
バ ヒ ー マ ト ウゥ ウル ・ ア ン ア ー ム 
(Bahimatul-An”am) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (716) 
バビ ヒー ジラ (Bahircah) ーー- (798). 
バイ アト ゥ ッ リ ド ワ ー ン 
(Bai'atur-RidWan) ----------ー-ーーーーーーーーーーー (2774). 
バー ヒ ウ (Bakhi) 一 ーーーーーーーーーーー (166④. 
バー ル (BaD ーーーーーーーーーーーーーーーー (2502). 
バル (Bal) ーーーーーーーーーーーーーーーー (323B). 
バラ ー(Bala) ーー (471). 
バラ ガル ・ ア ジャ ラ 
(Balaghal-Ajala) ーーーーーーーーーー…ー (283A). 
バナ ー ン (Banan) ーーーーーーーーー (3178). 
バキ ッ ヤ (Baqiyyah) ーーーーーーーー (1341). 
バラ ー ア (Baraah) ーーーーーーーーー 1S51). 
バル ド (Bard) ーーーーーーーーーーーーー (3230). 
バル ザ フ (Barzakh) 一 ーー (33, 2017, 2609). 
バー ス (Ba*fh)-ーーーーーーーーーーーーーーー (2122). 
バサー イル (Basair) ーーーーーーーー- (888, 1089): 
アブ サー ル (Absar) ーーーーーーーーーーー- (887): 
ム ブ スィ ラ (Mubsirah) 一 ーーー- (2150). 
アル ・ バ サー(al-Ba's8) ーーーーーー (202A)、 
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バッ ヤ タ (Bayyata) ーーーーーーーーーーーー (944). 
ビ ド ア (Bid) 一 ーーーーーーーーーーーーーーー- (1383、 2270). 
アル ・ ベ イト ル ・ ア ティ ー ク 
(a-Baitul-Atiq) ------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1948): 
アフ ルル ・ バ イ テ ィ 
(Ahlul-Bait) ーーーーーーーーーーーーー (1333, 2353). 


ビル ・ ハ ッ ク 


(BiLHaqq).. -- (364, 456, 1094, 1481, 2255). 


YIOBit) sadistaagstenndadaanas (80). 
ビス ミッ ラー ヒッ ラ ハ マ ー ニ ッ ラ ヒー ム 
(Bismillahirrahmanirrahim ) ーーーーーー- (1-4). 
ブー ド (BW' の) ニニ ーー ニーー (1325A, 1997). 
ダー ビル (Dabir) ーーーーーーーーーーーー (851): 
ムダ ッ ビ ラー ト (Mudabbira0) 一 - (3240). 
ダブ (Da'b) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (376). 
ダー ッ パ (Dabbah)-ーーーーーーーーーーー- (2191): 
アッ ダ ワ ーッ プ (ad-Dawabb)----- (2419). 
ダフ ル (Dahr) ーーーーーーーーーーーー (2713). 
ダー イラ (Dairah) ーーーーーーーーーー (758). 
ダッ ラー・ ア ッ ダ ル ワ 
(Dalla ad-Dalwa) ーーーーー…ー (2875); 
タダ ッ ラ ー(Tadall8) ーーーーー…- (2875). 
ダマ ガブ ー(Damagha-hG) ーーーー- (1876A). 
ダー ル (D8r)…ーー……ーーーーーーー…… (1032). 
ダラ サ (Darasa) ーーーーーーーーーー (1068). 
ダラ ジャ ー ト (Darajat) 一 ーーーーーーーーーー (519). 
ディ ー ン (Din) ーーーーーーーー (8, 3400A): 
ヤ ウ ム ッ デ ィ ー ン (Yaumud-Din)---(8). 
ドウ ハー ン (DukhBn) ーーーーーー (2694). 
ドゥ ルー ク : ダ ラ カ テ ィ シ ャ ム ス 
(Duluk; Dalakahish-Shamsu) ーー (1641). 


ドゥ ー ン (Dan) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (2866). 
ザ カ ラフ ー(Dhakara-h)---- (1898, 1887A). 
ヤッ ザッ カル ニー ジ 


(Yadhdhakkartn) 一 ----------ーーーーーーーー (1535); 
ズ ィ ク ル (Dhikr) ーーー (2637、2681). 
ザー リカ (Dhalika) ーーーーーー (17, 1131); 
ザー リカ ル ・ キ ター ブ 
(Dhalikal-Kitabu) ーーーーーーーーー (17A). 
ザ ヌ ー ブ (Dhannb) ーーーーーーーーーー (2842). 
ザン プ (Dhanb) ーーーーーーーー (2612A, 2763): 
ズ ヌ ー ブ (Dhunnb) ーーーーー (380, 548). 
ザー カ (Dhadqa) ーーーーーーーーーー (1383). 
アッ ザー リヤ ー ト 
(Adh-Dhariyat) ーーーーーーーーーーーーー (2824). 
ズ ィ ッ マ ; アフ ルッ ズ ィ ッ マ 
(Dhimmah; Ahlud-Dhimmah)--------- (161). 
ズル ・ ア ル シ ジュ (Dhul Arsh) ーーー- (2600): 
ー ア ウタ ー ド (Autad) ーーーーーー- (2520): 
ー キ フル (KifD ーーーーーーー (1912, 2542). 
ダダ ヒ カ (Dahika) ーーーーーーーーーーーーー (2158). 
ダラ ー ラ (Dalalah)ーーーーーーーーーー (427A): 
ダー ッ ル (DD ーーーーーーーーーーー (2102): 
ダッ ラ (Dalla)-ーーーー…ーー (3377, 2102): 
アダ ッ ラ (Adalla) ーーーーーーーーーー (49). 
ダー カ ・ ビ ヒー・ ザ ルアン 
(Daqa bihi Dhar an) --ーーーーーーー- (1335, 2231). 
ダラ バ (Daraba) ーーーーーーーーーーー (110); 
ー ア ゲル ・ マ ス ア ラ (aLMathala) ----- (48): 
ー ア ル ・ ア ル ダ (aLArda) 一 ーーー (10D; 
ー ア ラー・ ウ ズ ニ ヒー 
(ala-Udhnihi) ーーーーーーーーーーーーー (1668): 
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ー ア ン フ (An-he) ーーーーーーーーーー (2670). 
ディ ヤー(Diy8) ーーーーーーーーーーーーーーーー (1236). 
ドウ ー フ (Dew ーーーーーーーーーーーーー- (2295). 
ファ ドル (FadD--ーーーーーーーーーーーーー (668). 
ファ フシ ャ ー(Fahsh8) ーーーー (339, 1370): 
ファ ー ヒ シャ (Fahishah)--ーーーーー- (376). 
ファ イ (Fai) ーーーーーーーーーーーーーーー (3021). 
ファ ラー ブフ (Falah) ーーーーーーーーーー (1978). 
ファ ラク (Falaq) ーーーーーーーーーー (3470). 
ファ クル (Faqr) ーーーーーーーーーーーー (338). 
ファ カラ ト フ ッ ダ ー ヒ ヤ ト ッ ウッ 
(Faqarat-hud-Dahiyatu) ーーーーーーー- (3183). 
ファ ー リ ヒー ン (Farihin) ーーー- (2128A). 
ブ プ ァ リッ コ ユ (Hanyy) ーーーーーーーーーー- (1762). 
ファ ー テ ィ ル (Fatir) ーーーーーーーーー (829): 
フィ トラ トウ ッ ラ ー(Hitratullah) (2284). 
ファ ウタ (Faug) ーーーーーーーーーーーー- (48B). 
ファ ワー ク (Fawaq) ーー- (2521. 
フィ ー(HFD ーーー (628, 1438): 
フィ ッ ラ ー(Eiah)-ーーーーーーーー (1547). 
フィ ル ダ ウ ス (Firdaus)-ーーーーーー (1983). 
フィ スク (fisq)-ーーーーーーーーーー (924). 
フィ トナ (Fitnah) ーーーーーーーーーーー (648). 
フル カー ン (Furqan) ーーーーー- (94, 2063); 
アル ・ フ ルカ ー ン 
(ALFurqan)-ーーーーーーーーーー (367, I114). 
フル ー ジ ュ (Fura]) ーーーーーーーーーー (2043A). 
フル シュ (Furush)---ーーーーーーーーーーーー- (2967A). 
フッ スィ ラ ト (Fussilat) ーーーーーーー (1294). 
ガ フ ァ ル ナー・ ラ ブー 
(Ghafarna 1a-h ) --------ーーーーーーーーーーーーーーーーー (2526): 


ガブ ファラ ル ・ マ ター ア 


(Ghafaral-Mataa) -------ー-ーーーーーーー- (2612): 
マグ フィ ラ ト (Maghfirat) ーー- (332): 
イス ティ グフ ァ ー ル 
(Istighfar) ーー (664, 1320, 2612). 

ガー フィ ラー ト (Ghafilat) ーーーーーー (2038). 
アル ・ ガ イプ ブ (AI-Ghaib) ーーーーーーー (20); 
イズ ハー ル ・ ア ラー ル ・ ガ ハイ ブ 
(Hzhar ‘alal-Ghaib) -ーーーー (3147, 3148): 
ビル ・ ガ イブ (bil Ghaib) ーー (1787). 
ガイ ラ ・ ム スマ イン 
(Ghaira Musma'im) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (613) 
ー サ ー リ フ (Salih)-ーーーーーーー (1318). 
ガム ラ (Ghamrah) --------ーーーーーーーーーーーー- (2828). 
ガマ ー ム (Ghamam) ーーーーーーーーー- (251). 
ガ ナ ム ル ・ カ ウム 
(Ghanamul-Qaum) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1903). 
ガル ク (Gharqd)-ーーーーーーーーーーーー (3237). 
ガサ ク (Ghasaq) ーーーーーーーーーーー (1641). 
グラ ー ム (Ghulam) ーーーーーー- (408, 1716); 
ギル マー ン (Ghilman) ----------- (2855). 
グ サ ー ア (Ghutha) ーーーーーーーーーーーー (1996)、 
ハ ド コ (Hady)ーーーーーーーーーーーーーー 720): 
ヒダ ー ヤ (Hidayah) ーーーー- (13, 2742): 
フ ダ ー(Hud8)-ーーーーーーーーーーーーー (1933). 
ハイ ア (Haiah) 一 ーーーーーーーーーーーー (420B). 
ハイ ハー タタ (Haihata) ーーーーーーーー (199S). 
ハイ タ Haita) ーーーーーーーーーーーー (137D. 
ハル (Hal) ーーーーーーーーーーーーーーーー (762). 
フー マー ンジ (Hamman) 一 ーーーーーーーーーーーーーーー (2198). 
ハー ルー ト 及 び 、 マ ー ル ー ト 
(Harat & Marnt) -ーーーーーーーーーーーーー (130). 
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フ ド ウゥ フ ド (Hudhud) ーーーーーー-ー (2160)、 
ブリ (Huwa) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (3464); 
フ ム (Hum) 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (62B) 
フ マ ザ (Humazah) ーーーーーーーーーーー (3431). 
ハー・ ミ ー ム (H8& Mim)-…ー (2592, 2643) 
ハデ ィ ー ド (Hadid) ーー (2998). 
ハフ ィ ッ コ (Hafiyy) ーーーーーーーーー (1083). 
ハー ジャ (Hajah) ーーーーーーーーーーー- (2619). 
ハマ (Hama) ーーーーーーーーーーーーーー (1493). 
ハマ ラル ・ ア マー ナタ 
(Hamalal-Amanata)---ーーーーーーーーーーーーーーー (2374): 
タフ ミル フー(Tahmilu-h)-------- (1761); 
アル ・ ハ ー ミ ラー ト (al-Hamilat) (2824). 
ハラ ド (Harad)--ーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーー- (1404). 
ハラ ジェ ュ (Haraj) ーーーーーーーーーーーー (2059). 
ハル フ (HarD-ーーーーーーーーーーーーー (1935). 
アル ・ ハ ルス (Al-Harth) -------------- (1905). 
ハラ ム (Haram) ーーーーーーーーーーーーー (2267): 
アシ ュ フ ルル ・ ブ ルム 
(Ashhurl-Hurum)-ーーーーーーーーーーーーーーーー (1133A). 
の ツー ンジ ネリ ウッ ラー セ 
(Hasha liH 和 hi 一 ーーーーーーーーーーーーーーー (1388). 
ハシ ャ ルナ ー(Hasharna) ーー--- (1697): 
フシ ラ (Hushira) -ーーーーーーーーーー (3265) 
NE Taibo (3461). 
ハタ マト フッ ズ イ ッ ヌ 
(Hatamat-hus-Sinnu) ーーーーーーーーーー (3434A). 
ハッ ター(Hatt) ーーーーーーーーーー (1417 A). 
フッ ジャ (Hujjah)ーーーーーーーーーー (2714). 
フタ ク ブ (Huqub) ーーーーーーーーー (1704A). 
フー ル (FIQr) ーーーーーーーーーーーーーーーー- (2851). 
フス ナー(Husn 一 ーーーーーーーーーーー (1254). 


フー ト (HD-ーーーーーーーーーーーーーーー (1705). 
イ ビ ル (biD) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (3330) 
イブ リー スズ GbHfs)--ーーーーーーーーーーーーーー- (67). 
イブ ン ・ マ ル ヤ ム 

(Ibn Maryamm) ーーーーー (417、1767). 
イブ ティ ラーQbH0ーーーーーーーーー (142B). 


イブ ヤッ ダダ 及び 、 イ スワ ッ ダ ・ ワ ジュ 
フ ・ ブ ー(Ibyadda & Iswadda Wajhu-hu) 


eit (455.1352A). 
イブ ヤッ ダ ト (アイ ナー フ ) 
(Tbyaddat (Aina-hu) ーーーーーーーーーー (1403). 
イド リー ス (Idris) ーーーー (1783). 
イフ サー ン (Hhsan) ------------- (1570, 2947). 
イク マー ル Gkmal) ーーーーーーーーーー (721). 
イク タ サ バ (ktasaba) ーーーーーーーーー (360). 
イー ラー(⑪) ーーー-ーーーーーーーーーーー (275). 
イー ラー ブフ (HH8D ーーーーーーーーーーー (3440). 
イラ ー フ Iah) ーーーーーーーーーーーー (3473). 
イル ハー フ GHhafD ーーーーーーーーーーー (348). 
イッ ル (HDーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1160). 
イッ ラー(HH8) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (66): 

イッ ラー ナブ サカ 

(HHH8 Nafsa-Ka) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (641). 

ル ヤ ー ス ィ ー ン CGCHyasin) ーーーー (2303) 
イマ ー ム (Hmam) ーーーーーーーーー (143, 2431) 

「ー マ ー ン (Hman)ーーーーーーーーーーー (1282). 
イシ ジ (10) ター ここ こう (486) 
イナ ー ズ (In) ーーーーーーーーーーーーー (671). 
ンジ ー ル (Hai) ーーーーーーーーーーーーー- (366). 

アル ・ イ ン サ ー ン 
(ALInsan) ーーーーーーーーーーー (1788, 3428, 3429). 
イン タラ カー(Hntalaga) ーーーーーーー- (1713)、 
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イク ラ (lqra) ーーーーーーーーーーーーー (3386). 
イス ラム (Islam) ーー------------ (383, 1282). 
イス ム (Hsm)-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ③) 
アス マー(Asm8) ーーーーーーーーーーーー- (62A): 
ビス ミッ ラー(Bismillah) ーーーーーー- (④. 
イイ スル (st) ーーーーーーーーーーーーーーー (362). 
イス ラー 及び 、 ミ ー ラ ー ジ ュ 
(Hsra & MT)) ーーーーーーーーーーーーーー (1590). 
イス ラ エ ル ( イ スラ ー イ ー ル ) (srael) 
(Hsr8iD ーーーーーーーーーーーーーーーーー (75). 
イス タム タ ア (Hstamta'a) --------------- (390). 
イス タワ ー(Hstawa) ーーーーーーー (54, 2873). 
イス タグ シャ ウ ・ ス ィ ヤ ー バ ・ フ ム 
(Gstaghshau Thiyaba-hum) ------------- (3131). 
イー ター イ ・ ズ ィ ル ・ ク ル バ ー 
(Ttai Dhil-QUrb8) ーーーーーーーーーーーーー (1370): 
アー ティ (AG) ーーーーーーーーーーー (2288). 
イス ズム (lthm) ーーーーーーーー (199, 263, 766): 
イス ミー(1thmmt) ーーーーーーーーーーーーー- (738). 
エー ティ カー ブフ (HPtkaf) ーーーーーーー (215). 
イト ウゥ ミー ナー ン (Itminan) ーーーー- (327). 
イズ ハー ル ・ ア ラル ・ ガ イブ 
zhar alaLGhaib) ーーーーー (3147, 3148). 
『 バー ダ (Ibadah)----------- (11, 1774, 2840); 
アー ビ ド (Abid) ーーーーーーーーーーー- (2688). 
イブ ラ (Ibrah) ーー (1555, 1991). 
イー ド dd)-ーーーーーーーーーーーーーーーー (809). 
イッ ダ (lddah) -----(278, 289. 3064, 3068A) 
イデ イー ン dGdim) ーーーーーーーーーー (1325). 
イフ リー ト GfiD ーーーーーー (2172, 2173). 
ッ リ ッ イ ー ン (HHiyyin) 
ーーーーーーーーーーーーーーー (3290, 3292, 3293). 


イル ム (Hm) ーーーーーーーーーーーー (1933, 2237): 
デラ ー・ イ ルミ ン (Ala Hmin) ---- (2699). 
イル ムル ・ ヤ キー ン 


(Tlmul- Yaqin) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (3426): 
イム ラー ン (Hmran) ーーーーーーー (399, 400): 
イム ラ ア ト ・ イ ムラ ー ン 
(Immra "at Imran) ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (401). 
イー ン (m)ーーーーーーーーーー (2482, 2851A). 
イー サー(s0ーーーーーーーーーーーー (416). 
イシ ャ ー ル (Hshar) ーーーーーーーーーー (3264). 
ジャ アラ (Ja'ala) ーーー-- (424B, 817, 1393). 
ジャ バル (Jabal) ーー--------- (1317, 3263); 
ジ バ ー ル (ibal) ee (1441, 1697; 
ーーーー 1802, 1851, 1907, 3110). 
ジャ ハン ナム (Jahannam)-ーーー (246, 1790): 
ジャ ー ヒ ル (QAhiD) ーーーーーー- (844: 
ジャ ハー ラ ハ (Jahalah)-ーーーーーー (1585); 
ジャ フー ル (Jah)ーーーーーーーーー (2374). 
ジャ ラー ビー ブ (Jalabib) ----- (2044, 2369). 
ジャ ー ル ー ト (Ja ーー 310A, 311). 
ジャ マル (Jamal) ーーーーーーーーーーーーーー- (974). 
ジャ マ ア ・ カ イダ フー 
(Jama’a Kaida-hQ)--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1830); 
アム ル ・ ジ ャ ー ミ イ 
(Amr Jami) ーーーーーーーーーーーーー (2059A). 
ジャ ン ナ annah)--ーーーーーーー (68, 1837). 
ジャ ーッ ツン (Jann) ーーーーーーーーーーー (1023). 
アル ・ ジ ャ ー リ ヤー ト (Al-Jariyat) (2824): 
タ ジ ュ リヤ ー ン (Tajriyan)--------- (2950). 
ジブ リー ル ( Jibril) ーーーーーーーーーーーー (123). 
アル ・ ジ プ ブ ト (al-Jib0)--ーーーーーーーーー (617). 
ジ ダ ー ル (did 和 ) ーーーーーーーーーーーーーー (233). 
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ジハード (Jihad)-----ーーー (1199, 1580, 1956, 
1976, 2084, 2239, 2268, 3077). 
ジン (Jinn) ---- (885, 900, 2153, 2945, 3139). 
Ve RO (2528A). 
ジ ズ ヤ (Jizya) ーーーーーーーーーーーーーーー (1173). 
アル ・ ジ ュー ディ ー(ALJOd) (1317A). 
ジュ ズ Quz) ーーーーーーーーーーーーーーー (329). 
カー バ (Ka'bah) ---(145, 163、 1943, 1943A). 
カバ ー イ ル (Kabair)-ーーーーーーーーーー (594): 
カビ ー ル (Kabir) ーーーーーーーーー (1400). 
カッ ザ バ (Kadhdhaba) ーーーーーー- (3370): 
トゥ カッ ズ ィ バ ー ン 
(Tukadhdhiban)-ーーーーーーーーーーー (2923)、 
カー フィル (Kafr)ーーーーーーーーーーーーー (3056) 
カフ ァ ル ナー・ ビ クム 
(Kafarn8 bi-Kum) --------ーーー-ーーーーーーーー- (3029): 
カフ ブー ル (KafWr) ーーーーーーーーー- (3192). 
a a EO 
(Kaf Ha Ya Am Sd) ーーーーーーーー (1738). 
カー ッ フ プア ァ (Kaffah)-ーーーーーーーーーーー (249). 
カフ ル (KahD) ーーーーーーーーーーーー (418B): 
ク フ ー ラ (Kuhnlah) ーーーーーーー (418A)、 
カラ ー ラ (Kalalah)--ーーーーーーー (575, 715). 
カリ マ (Kalimah)-ーーーーーーーーー (414, 712): 
カリ マー ト (KalimaD ーーーーー (142A). 
カッ ラー(Kall8) ーーーーーー (1797, 3166). 
カマ ー(Kam8) ーーーー-ーーーーーーーーーー (1093). 
カシ ャ ファ ・ ア ン ・ サ ー キ ヒー 
(Kashafa an S8dihtD -----ーーー-ーーーーーーーーーーーー (2177). 
カサ バ : イ クタ サバ 
(Kasaba: Tktasaba) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (360). 


カタ ブナ ー(Katabn8) 一 ーーーーーーー (1049); 
ムカ ー タ バ (Mukatabah) ----------- (2046). 
カウ サル (Kauthar) ーーーーーーーーー- (3448). 
カワ ー イ ブ (Kawaib)--ーーーーーーーーーー- (3233). 
キ ブ ル (Kibr)ーーーーーーーーーーーーーー (2613): 
ム ス タ ク ビリ ー ン (Mustakbirin)- (2007). 
キ フ ァ ー ト (Kifat) 一 ーーーーーーーーーー (3214. 
キ フ ル (Kif) ーーーーーーーーーーーーーーー (642). 
キタ ー ブ (Kitab) ーーーーーーーーーー (2996A); 
アル ・ キ ター ブ (al-Kitab) ーー (2222); 
キタ ー バ ン ・ ム タ シ ャ ー ビ ハ ン 
(Kitaban Mutashabihan) --ーーーーーー- (2572): 
クン (Kun) 一 ーーーーーーーーーー- (1546, 1770): 
マー・ カ ー ナ ・ ラ フー 
(ma Kana 18-h) ------------ーーーーーーーーーーー (432). 


タル フ 及 び 、 カ ルフ (Kurh & Karh)(2625). 
クル スズ スィー アー ヤギ トル ・ ク ルス ズ スィー 


(Kursiyy: Ayatu-Kursiyy)ーーーーーーー (318). 
ハバ ー ル (Khabal) ーーーーーーーーーーー- (462). 
ハビ ー サ ー ト (Khabithat) 一 ーーー (2041). 
ハー ダ ア フー(Khada'a-hn) ーーーーーー (29). 
ハイ ル (Khair) ーー (344, 348A, 452, 1242)、 
ハー リ デ ィ ー ン (Khalidin) ーーーーー- (13S1). 
ハル ク (Khalg) ーーーーーーーーーーーーー (987): 
ハラ カ (Khalaqa) ーーーーーーーー- (420O): 
フリ カル ・ イ ヌサ ー ヌ ・ ミ ン ・ ア ジャ ル 
(Khuliqal-Insanu min Ajal) ーーーーー- (1888). 
ハム ル (Khamr) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (261). 
ハリ ー フ ァ (Khalifah) ーーーーーーーーー- (61). 
ハラ ジュ タ (Kharajfta)ーーーーーーーーー (172). 
ハー スイ イー ン (Khasiin) ーーーーーー (107). 
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ハト ウブ (Khatb)--ーーーーーーーーーーーー (1846). 
ハー タム (KhaAtam) ーーーーーーーーーーーーーー (2359). 
ハタ 及び 、 ヒ ト (Khats & Khit) 一 -(1614): 
ハ テ ィ ー ア (Khatiah) ーーーーー (361, 667). 
ハウ ブフ (Khauf) ーーーーーーーーーーーーーーー (72): 
タ ハ ッ ヴ フ (Takhawwuf) ーーーーー- (1349). 
ハ ワ ー リ ブフ ブ (KhawaliD-ーーーーーーー- (1205). 
ヒマ ー ル (Khimar)ーーーーーーーーーー (2044). 
ヒン ズィー ル (Khinzir)--ーーーーーーーー (198). 
(ミン ) ヒ ラー フィ ン 
(min) Khilafin)--ーーーーーーーーーーーー (1833B). 
フル ア (Khul) ーーーーーーーーーーーー- (282) 
フル ク (Khuluq) ーーーーーーーーーーーーー (2127) 
ラー(L8) ーーーーーーーーー- (2976, 3176, 3343). 
ラ ア ッ ラ (La'alla) ーーーーーーーーーーーーーー- (1301). 
(アブ ー) ラ ハブ ((Abn) Lahab) (3458, 3460). 
ライ ル (Lail) ーーーーーーーーーーーーーー (3394). 
ラー ム (Lam)(534, 1075, 1629, 2200, 3441). 
ラマ ム (Lamam) ーーーーーーーーーーーーー (2883). 
ラー タ (Lata)ーーーーーーーーーーーーーー (2516). 
ラ ワ ー キ (Lawaqih) ーーーーーーーーー (1491). 
リー ナ (Linah) -ーーーーーーーーー…ー (3020). 
リサ ー ヌ ・ ス ィ ド ウゥ キン 
(Lisan Sidqin)ーーーーーーーーーーーーー (1779). 
マー(M8) ーーーーー- (628, 1821, 1895, 2877, 
nn 2892, 3359, 3418, 3453). 
マ ア ー リ プ ブ (Ma'arib) 一 ーーーーーーーー (IS16). 
マダ ドナ ー(Madadn8)---ーーーーーーー (1489). 
マフ ァ ー ザ ハ (Mafazah) ーーーーー-- (545). 
マフ ァ ー テ ィ ブ (Mafatih) ーー (2232). 
マグ フィ ラ (Maghfirah) ーー (332). 


マフ ド (Mahd) ーーーーーーーーーーーー (418A). 
マフ ルー ム (Mahram)-ーーーーーーーーー- (2830). 
マイ スズ ィ ル (Maisir) ーーーー-ーーーーーーーーーー (262). 
マジ ュ マ アル ・ バ ー レ ー ン 
(Majma’al-Bahrain) ーーーーーーーーーーーーー (1704A). 
マジ ュ ヌ ー ン (Majndn) ーーーーーーー (1480). 
マカ ー ナ (Makanah) ーーーーーーーーーー (1355). 
マフ ドウ ー ド (Makhdnd) ーーーーーー (2965). 
マラ (Mala) ーーーーーーーーーーーーーーーー (1003). 
(マー) マ ラ カ ト ウゥ ・ ア イマ ー ヌ クム (qm 
Malakat Aimanu-Kum)--ーーーーーーー- (561, 389). 
マリ ク (Malik) ーーーーーーーーーーーーー- (3473): 
マー リク (Malik) ーーーーーーーー- (10, 2687). 
マラ ー イ 方 (Mala'ikah) ーーーーーーーーーー (57A). 
マン (Man) ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (2474). 
マン ナ (Mann) ーーーーーーーーーーーーーーー- (98, 331). 
マン サク (Mansak) ーーーーーーーーーーー- (1952). 
マン ティ ク (Mantiq) ーーーーーーー (2152). 
マク ブー フ (Maqbnh) ーーーーーー- (2217 A). 
アル ・ マ ル ワ (aLMarwah)--ーーーーー- (184). 
マッ ラ タ ー ン (Marratan)ーーーーーーーー (280). 
マル ヤム (Maryam) ーーーーーーーーー (402B): 
イブ ン ・ マ ル ヤ ム (Hbn Maryam) --(417). 
マー シ ジ シャル (Ma'shar) ーーーーーーーーーー (908). 
マジ ュ ア ルル ・ ハ ラー ム 
(Mash'arul-Harm) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (236). 
マシ ュ フ ー ド (Mashhud)-ーーーーーー- (3309). 
アル ・ マ スィー ブフ (Al-Masih) --------- (415). 
マス ヌメ ヌーン (Masnnn) ーーーーーーーーーー- (1493). 
マサ ル (MathalD---ーーーーーーーーーーーー (2299). 
マサ ー バ (Mathabah) ーーーーーーーーー (144). 
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マサ ー ニ ー(Math&n) ーーーーーーーーー (2372): 
アッ サブ ウル ・ マ サー ニー 
(As-Sab’ul-Mathani) ーーーーーー--------- (1522). 
マウ イザ (Mauizah) ーーーーーーーーーー (1271). 
マー ウー ン (ME Un) ーーーーーーーーーー (3447). 
マウ ター(Maut3) --ーーーーーー (110A, 844A): 
アム ワー ト (Amw&0ーーーーーー (30, 327). 
マウ ルー ドゥ ン ・ ラ フー 
(Maulndun la-hu)----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (287). 
マ ワ ッ ダ タ ・ バ イニ クム 
(Mawaddata bainikum)---ーーーーーーーーーーーー (2248). 
マ ワ ー リ ー(MawalD-ーーーーーーーーーーー (396). 
ミー カー ル (Mik 和 )--ーーーーーーーーーーーーー- (124). 
ミン (min) ーーーーーーーーーー- (343, 1891, 2721) 
ミン ・ ク クム (min-kum)--ーーーーー- (1793A): 
ミン マー(mmimmma) ーーーーーーーーーーーーー (3127): 
ミン ・ キ ラー フィ ン (min khilafin)(1835B). 
ミン ハー ジョ (Minhaj) ーーーーーーーー (753). 
ミー ラー ス (Mirath)----ーーーーーーーーーーーーーーー- (537). 
ミツ ッ ラ フラ (Mirrah)-ーーーーーーーーーーーーーーーーー-------- (2872). 
ミー デン ラー シュ 眉 び 、 イス ラー 
(MTraj & sr) ーーーーーーーーーーーーーー- (1590, 2876). 
ミス バー (Misbah) ーーーーーーーーーーー (2047). 
ミー シャ ー ル (Mirshar) ーーーーーー (2402). 
ミシュ カー ト (MishkaD ーーーーーー- (2046B). 
ミー サー クン ナビ ッ イ ー ン 
(Mithaqun-Nabiyyin) ーーーーーーーーーーーーー- (433). 
ミー ザー ン (Mizan) -----(2650, 2997, 2999): 
マ ワ ー ズ ィ ー ン (Mawazin) ーー (3421). 
ム ア ッ ズ ィ ル (Mu'adhdhir) ーー (1207). 
アル ・ ム アッ キバ ー ト 
(al-Mu'aqqibat) 一 ----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1427). 


ム バ ー ラ ク (Mubarak) --- (932, 1894, 2527): 


タバ ー ラ カ (Tabaraka)----ーーーーーーー (2062). 
ム ビ ー ン (Mubin) 一 ーーーーーーーーーーーーー (128D. 
ムダ ッ ビ ラー ト (Mudabbirat)-------- (3240); 
タ ド ビー ル (Tadbir) ーーーーーーーー (1258). 
ムッ ダ (Mudda)-ーーーーーーーーーーーーー (3299). 
ム ド ガ (Mudghah) ーーーーーーーーーー (2365). 
ムギ ー ラ ー ト (MushiraD-ーーーーー (3410). 
ム フ ブフ カム (Muhkam) ーーーーーーーーーー (369): 
ム フ カ マー ト 及 び 、 ム タ シ ジ シャー ビ ハー ト 
(Muhkamat & MutashabihaD ------- (373) 
デフ カマ ・ フ ー(Ahkama-hn) --(1293A). 
ム ハ ッ ラル Muharrar) -----ーーー-ーーーーーー- (401). 
ム フ サ ナー ト (MuhsanaD ーー (588, 2028). 
ム ハ イ ミン (Muhaimin) ーーーーーーー- (752). 
ム フ ス ィ ン (Muhsin)(989, 1589, 2203, 2829): 
イフ サーン (Thsan) ーーーーーーーーーー- (1570); 
フス ナー(Husn8) ーーーーーーーーーーーー (1254). 
ムジ ャ ー ヒ ド (Mujahid)ーーーーーーーーーーーーーーー- (654). 
ムカ ー タ バ (Mukatabah) ーーーーーー (2046). 
ムウ ミン (Mu'min) ーーーーーーーーーー- (3056)、 
ム ナ ー フ ブフ ィ ク (Munafiq) -------------- (1196). 
ムン カル (Munkar) ーーーーーーーーーー (1570). 
アル ・ ム カッ タ ア ー ト 
(al-Muqatta’ 80 ーーーーーーーーーー (16, 2094). 
アル ・ ム カッ スィ マー ト 
(al-Muqassim8t) ---ーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーー (2824). 
ムキ ー ム (Muqim) ーーーーーーーーーーー (1S15) 
ムキ ー ミ ー ン (Muqimin) ーーーーー (705). 
ムク タス ィ ミ ー ン (Mugtasimin) ---- (1524). 
ムル サー(Mursa) ーーーーーーーーーーー (1081) 
ムー リヤ ー ト (Miriya0 ーーーーーーー (3410). 
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ムー スィ ウー ン (Masi'mn) ーーー (2837A). 
ム サ ッ ディ ク (Musaddiq)--ーーー (77. 433A). 
ム サ ッ ヴィ ミー ン (Musawwimin) 一 -(473). 
ムジ シャー ワ ラ (Mushawarah) ーーー- (515). 
ム ス タ ク ビリ ー ン (Mustakbirin)---- (2007). 
ム ス タ カ ッ ル 及び 、 ム スタ ウ ダ 


(Mustaqarr &Mustauda') ーーーーーー- (883, 1298). 
ムタ カッ ラブ 及び 、 マ スワ ー(Mutaqallab 
& Mathw8) -ーーーーーーーーーーーーーー (2733). 
ムタ ワッ フィ ー(Mutawaff) ーーー-- (424). 
ムタ ワッ スイ ミー ン (Mutawassimin)(1514). 
ムッ タキ ー(MuttaqD) ーーー (19, 1589, 2829). 
ムタ シャ ー ビ (Mutashabih) ーーーーー- 371): 
キタ ー バ ン ・ ム タ シ ャ ー ビ ハ ン 
(Kitaban Mutashabihan) --ーーーーーー- (2572): 
ムタ シャ ー ビ ハ ー ト (MutashabihaD(373). 
ム ワ ッ リ ー(Muwali)ーーーーーーーーーーー (171). 
ナ バ ア (Naba う ーーーーーー…ー (2551, 3223). 
アン ナビ ー(an-Nabi) ------------ (784, 2329): 
ラス ー ル 及び 、 ナ ビー 
(Rasal & Nab) ーーーーーーーーーーー (1780). 
ナッ ダー ハタ ー ン (Naddakhatan) -- (2950). 
ナ フ ス (Nafs) ------ーーーーーーーー- (109, 397): 
ナジ スズ ラッ ワー で マ で 
(Nafs Lawwamah) ------------ーーーーーーー (3177): 
アン ブス (Anfus) ーーーーーーーーーーーー (95); 
アン フサ ・ ク ム (Anfusa-kum) -----(665). 
ナー ブ ィ ララ (Nafilah) ーーーーーーー (1642). 
ナハ ー ル (Nahar)-ーーーーーーーーー…ー (1969): 
アン ナハ ー ル 及び 。 デッラ イル 
(an-Nahar & al-Tai)-ーーーーーーーー (2413). 


アン ナジ ュ ダ イン (An-Najdain) ---- (3349). 


ナジ ッ コ (Najiyy) 一 ーーーーーーーーー (1399A). 
ナッ カラ フー(Nakkara-hQ) ---------- (217S): 
ムン カル (Munkar) ーーーーー--ーーーーーーーーーーー (1570). 
ナム ル (Naml) ーーーーーーーーーーーーーーーー (2156). 
ナス ィ ー プ (Nasib) ーーーーーーーーーーーー (642). 
ナシ ャ ザ テ ィ ル ・ ム ル ア ト ウゥ (Nashazatil- 
Mar at)--ーーーーーーーーーーーーーーーーーー マ ーーーーーーーーーーーーーーー (599). 
アン ナー スズ (qan-Nas) ーー (46, 2419, 2614). 
ナー シタ ー ト (Nashita0 一 ーー- 3238). 
ナ ザ ラ (Nazara)--ーーーーーーーーーーー (3296): 

ウン ズル ナー(Unzurn&) ーーーーーー- (131). 
ナー ズ ィ ア ー ト (Nazi' 0 ーーーーーーー (3236). 
人 の RNN NDC (189). 
ニカ ー (Nikah) ーー (2026A). 
ニス ヤー ン (Nisyan) ーーーーー (361, 1197). 
ヌ ジ ュー ム (Nujam)-ーーーーー (2977, 3262): 

アン ナジ ュ ム (an-Najim) ーーーーー (2868). 
ヌー ル (Nar)-ーーーーー- (1236. 2046A). 
ヌメ トウ ファ (Nutfah)---ー-ーーーーーーーーーーーー- (2565). 
ヌ ズル (Nuzul) ーーーーーーーーーーーーーーー- (552). 


ヌ ワ ッ リ ヤッ ナカ (Nuwalliyannaka)-(163). 
カー ブ : カ ー バ ・ カ ウサ イン 


(Qab; Qaba Qausain) --ーーーーーーーーーーーーーーーーー (2876). 
カブ ド 及 び パ バスト (Qabd & Bast)--- (2053). 
カビ ー ラ (Qabilah) ーーーーーーーーー (2796). 
カ ダ ム (Qadam) ーーーーーーーーーーーーー (1231). 
カド ウゥ ル (Qadr) ーーーーーーーーーーーーー (3393). 
カ ダ ル 及び 、 カ ダー 
(Qadar  Qad8)---ーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーー- (1754); 
ラン ナク ディ ラ ・ ア ライ ヒ 
(Lan-Naqdira "alai-hi)--------ーーーーーーー- (1913). 
カー フ (QaD ーーーー-ーーーーー-ー- (2799). 
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アル ・ カ ー ヒ ル (AI-Qahir) 一 ーー (832. 837). 
カー ラ (Qala) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (37): 
クル (QuD 一 ーーーーーーーーーーー- (3450, 3463): 
ラ ヤ クー ルン ナ (la-Yaqullunna) - (2314). 
カラ ー イ ド (Qalaid) ーーーーーーーーー (720). 
カル プ ブ (Qalb) ーーーーーーーーーーーー (2816): 
ムタ カッ ラブ (Mutaqallab) ーー (2753). 
カー ルー ン (Qardn) ーーーーーーーーー (2231). 
カル ン (Qarn) ーーーーーーーーーーーーーーー (823). 
カー リア (Qari'ah) ーーーーーー (3418, 3419). 
カト ウ (Qat り ーーーーーーーーーーー- (744); 
カタ アッ タリ ー カ 
(Qata‘at-Tariqa) ーーーーーーーーーーーーーーーーー (2249). 
カト ウル (Qat) ーーーーーー- (103, 306B, 646): 
カタ ルト ウム (Qataltam) --------- (09A): 
ウ ク ト ゥ ルー・ ア ン フ サク ム 
(Uqtulu Anfusa-kum) ---------ーーーーーーー- (627): 
ヌカ ッ テ ィ ル (Nugattilu) ーー (1036); 
マー・ カ タル ー フ ・ ヤ キー ナン 
(ma Qataln-hu Yaqinan-) ーー (699). 
カッ ワー ムー ン (Qawwamum) ーーーー- (398): 
カッ イム (Qayyim) 一 ーーーーーーーー (1662): 
ウッ マト ゥ ン ・ カ ー イ マト ッ ゥ ン 
(Ummatun Qimatdn) 一 ーーーーーーーーー (439). 
カワ ー イ ド (Qawa'id) ーーーーーーーー (2058A). 
キ ブ ラ (Qiblah)--ーーーーーーー (159, 162, 168). 
キバ ー ル (QibaU) 一 ーーーーーーーーーーーー (2170). 
キッ ズィー スズ (Qissis) 一 ーーーーーーーーーーーーー (785). 
キト ミー ル (Qigmi ーーーーーーーーー (2413A). 
クル アイ シュ (Quraish) 一 ーーーーーーー- (3439). 
アル ・ ク ルアー ン (alLQur'"an)--ーーー (207B). 


アル ・ ク ラー(aLOur8-ーーーーーーーーーー (911): 
カル ヤ (Qaryah)(1063.1401. 1603, 2432). 
クル バー(Qurb8-ーーーーーーーーーーーーー (2654). 
クル ー(Qurd") 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (277). 
タッ ワ (Quwwah) ーーーーーーーーーーー (1137)、 
ラッ プ ブ プ GRabb)--ーーーーーーー (6A. 3320, 3473). 
ラッ パー ニッ イー ン CRabbaniyyin)(432A). 
ラー ビ ト ッ ウーGRabitm) ーーーーーーーーー (554). 
ラフ ァ ス (Rafath) ーーーーーーーーーー (233). 
ラフ (Raf) ーーーーーーーーーーーーーーー (424A). 
アッ ラフ マー ン (ar-Rahman) ----- (1, 3087): 
アッ ラ ヒ ー ム (ar-Rahirn) ーーーーー- (1D: 
ラフ マ (Rahmah) ーーーーー- (106, 990). 
ラフ ヴ (Rahw) 一 ーーーーーーー (2697). 
ライ ブ (Raib) ーーーーーーーーーー (2857). 
ラー イナ ー(R& “ina) ーーーーーーーーー (131). 
ラジ ー ム (Rajim) ーーーーーーーーーーーーー (402D); 
ラマ ジャ マブ プー 
(Rajama-h) ーー (1776, 2129A, 2435). 
ラジ ュ ル (RajuD-ーーーーーーーーーーーー (2437): 
リ ジ ャ ー ル (RijD) ーーーーーーーーー (3139). 
ラジ ャ ファ (Rajafa) ーーーーーーーー…- (3241). 
ラー キ (Raki9 ーーーーーーーーーー…ー (79). 
ラマ ダー ン (Ramadan) ーーーーーー- (207A). 
ラム ズ (Ramz) ーーーーーーーーーーーーーー (1745). 
ラス ズー ル (RasalD) ーーーーーーーーーーーー (2100): 
ラス ー ル 及び 、 ナ ビー 
(Rasal && Nab1) ーーーーーーーーーーーー (1780). 
ラー ワダ フー(Rawada-ha) ーー (1370). 
リバ ー(Riba) ーーーーーーーーーーーーーーーー (350). 
リッ ピッ ユー ン (Ribbiyynn) ーーーー (495). 
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リド (Rid)-ーーーーーーーーーーーーーーー (2215). 
リフ ド (Rifd)-ーーーーーーーーーーーーーー (134④. 
リー ブフ (Rih)---ーーーーー- (1128, 2185, 2380). 
リ ジ ュ ス (Rils) 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー (924). 
リズ クタ (Rizq) ーー (22)、 
ルフ バー ン (Ruhban) ーーーーーーーーーーー 786). 
ルー フ プ (Rih) ーーーーーーー (712, 1529, 1647, 
ーーーーーーーーーーー 2324, 2666, 3120): 
ー ア ル ・ ク ドウ ス (-aLQudus) ーー (119): 
アッ ルー フ (ar-Ramh.) ーーーーーーー (3397): 
ー ア ル ・ ア ミー ン CaLAmin) 一 ーー-- (2133). 
ル ジ ェ ュ ズ (Rujz) ーーーーーーーーーーーー (3161). 
ルク ン (Rukn)-ーーーーーーーーーーーーーー- (2836). 
ラッ スズ (Rass) --ーーーーーーーーーーーーー (2078). 
アッ サー ア (As-s8'ah) ーー- (1929, 2069). 
サバ ア (Saba?) ーーーーーーーーーーーー (2383A). 
サフ (Sabaha..) ーーーーーーーーーーー------------- (2981): 
サー ビ ハ ー ト (Sabih&D--ーーーーー (3239): 
タス ビー フ (Tasbih) -----(60, 3013, 3055): 
ヌサ ッ ビ ブフ (Nusabbihu)--ーーーーーー- (39). 
サー ビク ー ン (Sabiqnn) ーーーーーーー (2962). 
アッ サブ ウル ・ マ サー ニー 
(as-sab'ul-mathant) ーーーーーーーーーーーー (1322). 
サディ ル (Sadir)--ーーーーーーーー… (2880). 
サフ ィ ハ (Safiha) ーーーーーーーーーーー (148). 
アッ サフ ァ ー: ア ル ・ マ ル ワ 
(as-Safa; al-Marwah) 一 ーーーーーーーーーーーーーー (184). 
サー イ バ パ (Saibah) ーーーーーーーーーー (798A). 
サー イ 夕 (S'i)-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (2807). 
サッ ハラ フー(Sakhkhara-hD ーー (2020) 
サラ ー ム (Salam) ーーーーー (1253, 2436). 


サル サビ ー ル (Salsabi) ーーーーーー (3197). 
サル ワー(Salwa) ーーーーーーーーーーーーーー (99). 
サム ク グ (Samk) ーー (3245A). 
サマ ー(Sama) ーー (39.1937): 
アッ サマ ー テ ワート 
(as-Samawat) ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1802)、. 
サミ ッ ス (Samiyy) ーー (1742. 
サミ リーSamir) ーーーーーーーーー (1841). 
サザ (SADah)- ニ ニュ ーー ニー ニー ニー (1038): 
サナ 及び 、 ア ー ム (Sanah &‘Am) (2243). 
(Pe (3185). 
アデ アッ サー リク (as-Sariq) ーーーーーーーー- (744). 
秒 芝 ド ヴ み (S8U)eekosttctodeen (3337). 
サー デー(SW り Da (1136). 
サッ ワー ブフ (Sawwa-hu) ーーーーーーーーー- (55); 
イス タワ ー(dstaw 和 )--ーーーーーーーーーーー (54). 
サッ イア (Sayyiiah) ーーーーーーーーーーーーーー----- (958): 
サッ イア ー ト (Sayyira0--ーーーーーーー ($48). 
スィ フル (Sihr) no (128, 1281); 
サー ヒル (Sahir)-ーーーーーーーーーーーーー- (1023): 
ム サ ッ ハル (Musahhar) ーーーーーー (2129). 
スィ ッ ジ ー ン (Sn) ーーーー (3289, 3290). 
スイ ィ イー マー(Sima) ーーーーーーーーーーー (347): 
ARAL VI seid (1810); 
アサ ッ ル ー(Asard)ーーーーーーーー (1270). 
スプ ブル (Subul) ーーーーーーーーーーーーーー (1338). 
スッ ジラ (Sujjira) ーーーーーーーーーーー (3266). 
スカ ー ラ ー(Sukar8)---ーーーーーーーーーーーー- (609). 
スナ ン (Sunan)--ーーー--ーーーーーーーーーーーー (484). 
スキ タ ・ フ ィ ー・ ヤ ディ ヒー 
(Suqita ft yadi-hD ーーーーーーーーーーーーー (1054). 
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シャ アー イル ッ ラ ー 


(Sha ‘a'irullah) 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (242). 
シャ ッ ダ ・ ア シャ イア 
(Shadda as-Shai'a) ----ーー-ーーーーーーーーーーーーー (1283B). 
シャ ファ ー ア (Shafa'ah) ーーーーーーー (85): 
アッ シャ ブウ (as-Shaf') ーー (3334). 
シ ジ シャー ヒド: マシ ュ フ ー ド 
(Shahid: Mashhad) ーーーーーーーーー (3309): 
シャ ヒー ド (Shahid) ーーーー (445, 2807). 
シャ ヒー クタ (Shahiq) ーーーーーーーー (1349). 
シャ イ (Shai) ーーーーーーーーーーーー (41A,136). 
シャ イ ターン (Shaitan)(70. 964, 1102, 1910): 
シャ ヤー ティ ー ン 
(Sh&yatin)-ーーーーーーーー (32, 2334, 2535). 
シャ ジャ ラ (Shajarah) ーーーーーーーーー (69). 
ジャ ー キ ラ (Shakilah) ーーーーーーーー (1646). 
シガー ブフ (ShighaD--ーーーーーーーーーー (1379). 
シル ク (Shirk)--ーーーーー (615, 1247, 1606). 
シル ア (Shir'ah) ーーーーーーーーーーーーー (753). 
シュ アイ ブ (Shur'aib) ーーーーーーーーーー (1011). 
シュ ッ ビ ピ ビ ハ ・ ラ ブフ ブ ム 
(Shubbiha la-hum) ーーーーーーーーーーーー (698). 
シュ クル (Shukr) ーーーーーーーー (690, 1433): 
シュ クル 及び 、 ク ブル 
(Shukr & Kufr) ーーーーーーーーー (2566). 
ショ ュ ブ (Shuh) ーーーーーーーーーーーーーーー- (2341). 
ジ シュー ラ ー(Shur) ーーーーーーーーーー- (2660): 
ムジ シャー ワ ラ (Mushawarah) -------- (515). 
シュ ッ フ アン (Shurra‘an) ーーーーーー (1064). 
シュ ウー ブ プ ブ (Shu'Qb) ーーーーーーー- (2796)、 
シュ ウー ル Shu'mr) ーーーーーーーーー (2125). 


語 貸 と 表現 


サッ アラ ・ ハ ッ ダ フー 


(Sa'aara Khadda-hu) ------------ーーーーーーーー- (2309). 
サブ ル (Sabr)-ーーーーーーーーーーーーー (82, 179). 
サダ カ (Sadaqah) ーーーーーーーーーーー (349): 

サダ カー ト (SadaqaD ーーーーーーー (1193): 

サド ゥ カー ト (Saduqat) ーーーーー (563); 

サッ ダ カ (Saddaqa)--ーーーーーーーー (3186). 
サー ド (Sad)-ーーーーーーーーーーーーーー (2513). 
サッ ダ (Sadda)-ーーーーーーーーーーー (2682). 
サフ ァ ハ ・ ア ン フ (Safaha *an-hu)- (2670). 
サー フィ ナー ト (S&finaD) ーーーーー- (2528). 
サー ギル ー ン (Saghirun) ーーーー-ー (1175). 
サー ヒ ブ (Sahib) ーーーーーーーーーー (1078). 
サイ ハ (Saihah) ーーーーーーーーー… (1328). 
サフ ラ (Sakhrah) ーーーーーーーーーーー (1707). 
サル サー ル (Sals&)--ーーーーーーー (1493, 2924). 
サラ バ (Salaba) ーーーーーーーーーーーーーーーー (697). 
サー リフ (Salih) ーーーーーーーーーーー (999): 

サー リハ ー ト (Salihat) ーーーーーー (1235). 
サラ ー ト (Salat) ーーーーーーーーーーーーー (2051); 

サッ ラー(Salla) ーーーーーーーーーー (3186); 

ユ サ ッ リ ー(Yusalli) ーーーーーーー- (2359A). 
アッ サマ ド (as-Samad) 一 ーー (3467, 3468). 
サッ ラ (Sarrah) ーーーーーーーーーーーー (2833). 
スィ ブ ガ (Sibghah) --ーーーーーーーーーー (136). 
スル ・ フ ッ ナ (Sur-hunna) ーーーーーーー- (328). 
タ ア ッ プ フ (Ta'affuf) ーーーーーーーーー・ (348). 
ター ブー ト (TabG) ーーーーーーーーーーーー- (308). 
タダ ッ サ ラ (Tadaththara)ーーーーーーー (3159). 
タフ ァ ッ カ ダ Tafaqqdada)ーーーーーー (2139). 
タブ ジー ル (Tafjr) ーーーーーーーーー (3192A). 
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タフ ト (TahD ーーーーーーーーー- (1240, 1758). 
ー・ タ フナ ス (H Tahnath) ーー- (2539). 
タ ジ ャ ッ ラ ー(Tajall8)--ーーーーーーーー- (3363). 
タ ジ ュ リヤ ギー ン (Tajriyan)ーーーーーー (2950). 
タ ハ ッ ヴ フ (Takhawwuf)-ーーーーーー (1349). 
タラ ウト ウゥ ・ フ ー(falautu-hQ) ーー (126): 
ヤ ト ウゥ ルー ナ (Yatlmna) ーーーーーーー (142): 
ウト ッ ウル (Utlm)-ーーーーーーーーーーーー (2256). 
タマ ッ ト ウ (Tamattu う ーーーーーーーー (230): 
タッ マッ タ ア (Tammatta 'a)ーーーーー- (390). 


タミー ダ ・ ビ ヒム (Tamida bi-him)-(1885). 
タナ ー ザ ウル ・ カ サ 


(Tanaza‘ul-Ka’sa) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (2854). 
タカ ッ リ ワラ (Taqawwala) -------------- (2860). 
タス ビー ブフ (Tasbih) ーーー- (60). 
タス ニー ム (Tasnmm) ーーーーーーーー… (3294). 
タ サ ッ ダ ー・ ラ フー(Tasadda laha) (3252). 
タウ バ (Taubah) ------ (83, 631, 1295, 2091): 
ター バ (Taba) ーーーーーーーーーーーーーー 122D. 
タウ ラー ト (Taura0) ーーーーーーーーーーーー (365). 
タウ ー ル 一 (Ta'GIQ)…ーーーーーーー…ー (562). 
タウ ィ ー ル (Ta' wil) ーーーーーーーーー (372, 983). 
ティ ルカ (Tilka) ーーーーーーーーーーーー (1228). 
ラー・ ト ゥ ダー ッ ラ プラ (a Tudarra) -----(286). 
トッ ウッ バウ (Tubba 3) ーーーーーーーーー (2700). 
トゥ カッ ズ ィ バ ー ン (Tukadhdhiban)(2923). 
トゥ ラー ブ (Turab)-ーーーーーーー (2277). 
サム ー ド (Thamnd わ ーーー (998, 1326, 2128). 
アッ サカ ラー ン (ath-Thaqalan)------ (2933). 
スィ ヤー ブ (Thiyab) ーー (3160): 
イス タグ シャ ウ ・ ス イィ ヤー バ ・ フ ム 
(Istaghshau Thiy&bahum) ーーーーーー- (313. 


スバ ー ン (Thu' ban) ーー (1023). 
スッ マ (Thumma) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1791). 
タ ア ナ (Ta'ana) 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー (1163). 
ター・ ハ ー(T& HH8)-ーーーーーーーーーー (1807): 
ター・ ス イィ ー ン (Ta Sin) ーーーーー (2143). 
ター グー ト (Tagha0) ーーーーーーーーーー 320). 
タイ ル (Tair) ---- (420A, 1907, 2153, 2154): 
ター イル (Tair) ーーーーーーー (1039, 1599): 
タタ ッ ヤ ラ ・ ビ ヒー 
(Tatayyara bi-ht) ーーーーーーーーーー- (2177A). 
ター ルー ト (TaIGO 一 ーーーーーー (307, 312). 
タマ サ ・ ア ライ ヒ (Tamasa *alaihi)(1284A). 
タ 仙人 2 (2174): 
アト ラー ブフ (At) ーーーーーーーーー (1451). 
タリ ー カ (Tarigah) --ーーーーーーーー (1831A): 
タリ ー カ トル ・ カ ウム 
(Tariqatul-QaUm) ーー (1850A). 
タウ ル (Taul) ーーーーーーーーーーーーーー (2593). 
タッ イプ (Tayyib)-ーーーーーーーー (192.722): 
タッ イ バ ー ト (Tayyib&D ーーーーー (197): 
ティ ブ ト ウゥ ム (Tibtum) ーーーーー (2390). 
ティ バー ク (Tibag) ーーーーーーーー (3079A). 
ティ ー ン (Tm)-…ーーーーーーーーー…ー (420). 
ウブ リウ (CUbriPu) ーーーーーーーーーーーーーーーー- (420E). 
ウズ ン (Udhum) ーーーーーーーーーーーーー (1194). 
ウッ フ (UfD ーーーーーーーーーーーーーー (1608). 
ウフ トウ (Ukh0D ーーーーーーーーーーーー (1763): 
ウフ トゥ ・ ハ ー ル ー ン 
(Ukht Hrun)-…ーーーーーーーーーーーーー (401). 
ウッ ム (Umm,)-ーーーーーーーー (370, 1450); 
ー ア ル ・ キ ター ブ 
(CaLKitaD) ーーーーーーーー- (2643, 2669): 
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ウッ ミー(Ummi) ーーーーーーーーーーー (1058): 
ウッ ミッ ユー ン 
(UmmmiyyUm。)-----ーーー-ーーーーーーーーーー (113A, 384) 
ウッ マ (Ummah) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー (1586). 
ウン ズル ナー(Unzurn) ーーーーーーー (131). 
ウリ ー ド (Uridu) ーーーーーーーーーーーーー (737) 
ウシ ュ リ バ (Ushriba) ーー (122). 
ウド ウゥ ワー ン CUdwan) ーーーーーーー (223) 
ウム ラ CUmrah)-ーーーーーーーーーーー (228) 
ウム ユン CUmyun) ーーーーーーーーーーー (34). 
ウル ダ (CUrdah) ーーーーーーーーーーー- (273). 
ウル フ (CUTf) ーー (1087A) 
ウル プ (CUrub) ーーーーーーーーーーーーーー (2968). 
ウザ イル (CUzZair) ーーーーーーーーーーーー- (1176). 
ワ バ パール (Wabal) ーーーーーーーーーー (3070). 
ワー ヒド (Wahid) ーーーーーー- (1432, 3466); 
ワ ヒ ー ド (Wahid)--ーーーーーーーーーー (3164). 
ワ ジ ュ フ (Wajh)-ーーーー (135, 2236. 293 1); 


ヴ ジ ュー ブフ (Wujah)(1854A, 2077A, 2372): 
イブ ヤッ タダ 及び 、 イ スワ ッ ダ ・ 
ワ ジ ュ フ フー 


(Ibyadda & Iswadda Wajhu-ht) ----~-- (455). 
ワラ ド (Walad) ーーーーーーーー (574, 677A). 
ワリ ッ コ (Wahyy) ーーーーーーーーー (2178A). 
ワカ アル ・ カ ウル 
(Waqa 'aLQaulu)-----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (2190)、 
ワラ ー(War)-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (2992) 
ワラ ク (Waraq) ------ーー------------ (959, 1861) 
ワサ ト (Wasat) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- (160): 

アウ サ ト (Ausat) ーーーーーーーーー (790). 
ワウ スィ ー ラ (Wasilah) ーーーーーーーーーー (743) 


ワ ス ィ ー ラ (Wasilah) ーーーーーーー (798B). 
アル ・ ワ トウ ゥ ル (ALWatr) ーーーー- (3334). 
ワタ ル (Watar) ーーーーーーーーーーーーー----------- (23574). 
ワー ヴ (Waw) ーーーーーーーーーーーーーーーー (2465). 
ワザ ア (Waza'a) ーーーーーーーーーーーーー (2155). 
ウィ ルド (Wird) ーーーーーー (1343B, 1801). 
ヤ ド (YadDーーーーー- (744, 1817, 2540, 2837): 
アン ・ ヤ ディ ン (Can Yadin)ーーーー (1175); 
ヤ ド ・ バ イダ ー(Yad Baida&')----…- (1818) 
ヤー フー(Ya'f) ーーーーーーーーーー (294A) 
ヤグ リブ ー ン (Yaghlibmn) 一 ーーーー- (2271) 
ヤ フ ヤ ー(Yahy8) ーーーーーーーーーーーー- (406). 
ヤジ ュー ジュ 及び 、 マ ジュ ー ジ ュ 
(Ya Maj 生 )ーーーーーーーーーーーー (1728). 
ヤル ハス (Yalhath)--ーーーーーーーーーーーー- (1074). 
ヤミ ー ン (Yamin) ----- (2478A, 2495, 2587). 
ヤキ ー ン (Yaqin) ーーーーーーーーーーーー- (3172): 
アイ ヌル ・ ヤ キー ン 
CAinul-Yaqin) ーーーーーーーーーーーー (3426). 
ヤー キル ー ン YiqilQn) ーーーーーーー (1535). 
ヤク ヌメ トウ (Yaqnut) ーーーー…ーーー (2351). 
ヤー リフ ー ナ ・ フ ー(Yarrifana-hQ)--(170). 
ヤル ジュ ー(Yari9) ーーーーーー…ーー…ーー (2238) 
ヤス タフ ズ イ ィ ウ (Yastahzi'm) ーーーーー- (33). 
ヤス アー(Yas 9 -ーーーーーーーーーーー (2438) 
ヤー スィ ルー ン (Yar'sirnn) ーーーーー (1386)、 
ヤ タ タッ ハル ー ン (Yatatahharnn)--- (2180). 
ヤ タ ファ ッ カ ルー ン (Yatafakkarnn)(1335). 
ヤ ト ウゥ ルーナ (YatHdna)--ーーーーーーーーー- (142) 
ヤ ウ ム (Yaum) ーーーーーーー (9, 323A, 2622): 
ー ア ッ デ ィ ー ン (一 ad-Din) 一 ーーー 9: 
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アッ タ ガ ー プ ブン 
(at-Taghabun) 一 -----ーーーーーーーーーーーーーーー (3061): 
アブ ー ス 及び 、 一 カム タリ ー ル ン 

(‘Abus & Qamtarirun) -------- (3195); 
アッ ヤー ム (Ayyam)-ーーーーーーーー 98④. 
ユ ガ ー ス (Yughathu) ーーーーーーーーーー (138S). 
ユ テ ィ ー ク ー ナ (Yutiqdna)-ーーーーーー (207). 
ザ ア マ (⑦Za'ama)-ーーーーーーーーーーーー (3059). 
ザ バ ー ニ ヤ や (Zabaniyah) ーーーーーーー (3392). 
ザ ブ ー ル (Zabmr) ーーーーーーーーーーーーー (540). 
ザ フ ィ ー ル (Zafir) ーー- (1349). 
ザ ハ カ (Zahaqa) ーーーーーーーーーーーー (1645). 
ザ カ ー ト (Zakat) -- (349, 1981, 2288, 2289). 
ザ カ リッ ヤー(Zachariah)--ーーーーー- (403). 
ザッ マラ (Zammala) ーーーーーーーーーーー (3150). 
アッ ザー ニー(qaz-Z8m1Dーーーーーーー (2025A). 
ザン ジャ ビー ル (Zanjabi)-ーーーーー (3196). 
ザッ クー ム (Zaqd0m) ーーーーー (2486, 2971). 
ザッ ワ ジ ャ ・ シ ャ イア ン ・ ビ シャ イ ・ イ ン 
(Zawwaja Shai’an bi-Sha’in-)--------- (285D. 
ザッ ヤッ ナ (Zayyanna) ーーーーーーーー (895): 
ズィー ナ (Zinah) ーーーーーーーーーー (2044). 
ズ ィ ヤ ー ダ (Ziyadah) ーーーーーーー (1255). 
ズ ジ ャ ー ジ ャ (Zujajah)ーーーーーーー (2046C). 
ズー ル (Z 机 )-ーーーーーーーーーーーーーーー (2092)、. 
ザ ヒ ー ラ (Zahrah)-ーーーーーーーーーーー- (2058). 
ズ ィ ハ ー ル Zihar)-ーーーーーーーーーーー- (2330). 
ズル ム (Zulm)--ーーーーーーーーーーーーーー (948, 1020): 
ザル ー ム (Zalam) ーーーーーーーーーーーーー (2374); 
ザラ マ ・ フ ー(Zalama-h0)--ーーー-- (2206): 
ズル マー ト (Zulnmat) ーー (37, 858). 
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主題 … ト it 頁 番 号 …… バ ドド ドド ドド oo 参照 

あ 

アイ シャ (A'ishah) 
10 PHP の PT OA Ces as Rn Ss 24:12、 注 2032 
本 SCPH OI Sa 24:17 

愛情 (Affection) 
信仰 者 間 RS TIC NR 5:355 
EE 1368…………ーーーーーー48:30、 注 2785 
Sn OR RD TE 1476……・……・ 59:10-11、 注 3023-3024 
兄弟 愛 も 参照 

アー ザル (Azar)、 ア ブラ ハム の 仙 ………… ト トト … 8 RA 6:75、 注 864 

アダ ム (Adam) 
服従 する 央 便 ………………ーーーーー バ バー バー バー で 内 2:35、 注 65 
ERE RAR NT 421.…… い の nnn 712、 注 930 
add RR RN G85 15:29-30、 注 1495 
WGN RE ERS 53017:62、 注 1629 
RSE DA NAD eA ARREST, 129 Gis a 38:72-74、 注 2353 
悪魔 の 歌 き ……ーーーー ヨ ーー ーー ドー SO だ 2:37、 注 70 
ROBE 423ーーー バ ーーーーーーーーーー7223、 注 959 
MY で 856……ーーー20:121-122、 注 1860 
選ば れ た 閉 で ロ Sd tk 3:34 
文明 生活 の 付随 物 …ーーー…ーーーーーーーーー BSG: 20:119-120、 注 1858 
伸 千 Ee Riots Or 3:60、 注 425A 
アッ ラー の イメ ー ジ と LU で Rk EN tee 38:76、 注 2555 
伴 ま VR TB eta ER 2:36、 注 68 
移住 上 …Q ト ヘー ドド oon・ DOR RAR 2:37 
ne En EASE 8 RR TO ORD 0 0) 
ROO A425 725、 注 961 
eevee 857eeee 20:124、 注 1863 
イプ 禁断 の 栖 に に EN RR 2:36、 注 69 
PtP NT 423………… ト ーー7:20、 注 957-957A 
SE GR 836……………・20:118-122、 注 1857-1859 
イブ リー ス の 服従 へ の 拒否 ee CES et 1S:32、 注 1496 
RIRS Ra 750-…・ーーーーー バ ーーーーー17:62、 注 1629 
業 ヘ iii 33 rssassiniiiss eadetaceies 2:31、 注 61 
6 ALR i et | OP 3:60、 注 423 
神 の 知識 2 DS SA 2:32、 注 62A 
過失 と 救済 ……ー ト ーー ドー ツー 856………ー…・ 20:121-123、 注 18S9-1862 


EPR DG 2 2:34、 注 64 
3 PC お PP の PR A ERI 2:38 
SE < SDA eT E960 
HE RR TSR ONE 7:23、 注 958 
Ed EERE 855 さ it 20:116、 注 1856 
精神 的 機能 …………ー ド ーー に ーー CBT Rt 13:29-30、 注 1495 
SRN ES UeRRBIEEe 1926.asiepesssuesosveooei28272.73 
寄 在 ② 時 Eo A REN 7:12、 注 951 
0 IIT 5:28、 注 736 
イブ リー スズ ス に 対す る 警 等 …………ーー……… に GPX 人 PR 20:118、 注 1857 
アー ド (&ad⑪①、 破 壊 ドド ドド ドド ーー の TTA Rk 29:39、 注 2252 
DS GR 1420……ーーーーーーS4:19-22、 注 2904 
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不信 仰 者 か ら の 苑 腕 cee SA 9:114、 注 1220 

RN SER 993 1483.-…… ーー60:S-6、 注 3029 

王 と の 論争 ーー ドー ドー ドー ツー AYA GLASS 2:2S9、 注 321 

移 人 性 00OANAee2o720oo000rrAnaurnoeAetet rs BOLE eo 21:72、 注 1903 


聖なる 家 を 清らか に 保つ 命令 .………………ー… TE SN 2:126 
OSE 900-…ーーーーーーーーーーー22:27、 注 1944 
神 へ の 服従 の 命令 .……ーー…ーーーーーーーーーーー Nk ES 2:133、 注 149 
RIDGE 1303.-… バ ーーーーーーーー|43:29、 注 2673 
学際 の 質 次 上 の いこい it SS EE 3:34 
模 和 es i oq REP 16:121、 注 1S86 
RR NR RE RRR 1483.…ーー…ーーーーーーー60:S、 注 3029 
唯一 神 の 信奉 者 ……… バ ーー ツー T3043 RR RR 43:28-29、 注 2675 
Pi の 2 生れ の 0 の 62 4:126、 注 675 
イサ ク と ヤコブ へ の 授与 ーー…ー…ー PT 6:85 
邊 学 の 吉報 ilioiieziixiiiititiiiriiivititso OPT が 000 15:54-57 
RN RG 1391……… バ ーーーーーー5 ま 29-31、 注 2834 
TF RNS NN 1204 ss tst: 37:109、 注 2499 
自然 法 の 知識 を 授け た ……………ーーーーー…ー ICING cec rb 6:76、 注 865 
神 の 和香 き cenet TER et 21:S2 
CE i SE it 6001…ーーーー… 11:70-74、 注 1330-1332 
ZOS O00 OT 688 15:52-61、 注 1505-1306 
CE EE EE EE 1391 S25-35、 注 2833-2835 
偶像 を 打ち 砕く ee BI Crea 21:58-68、 注 1897-1901 
eG GES ESSE EE 1201…… | ドー37:92-97、 注 2494-2495A 
PP の PR LIE Gi 6:75、 注 864 
己 が 子孫 の 中 で 一 人 の 使徒 の 出現 の た め 
イシ ュ マ エル と の 祈り ee 7 2:130、 注 147 
イシ ュ マ エル と の カー バ の 再建 ……………… TCE 2:128、 注 146 
芝 の ) 頁 実 の 立証 ・ 1653………… に ーー バー バーー 90:4、 注 3345 
2:260-261、 注 322-329 
RE 21:53、 注 1895 
了 REYKP 和 2CYYSY が た VEC 26:72 
Ro 22:28、 注 1946 
ロト の 人 々 の た め の 捉 願 ………ーーー……… CO TSC 11:75-76、 注 1334 
父 の 赦し の た め の 祈 りー トー トー ドー BA dea nied 9:114 
SR EO a 48 
息子 の 授与 の た め の 祈 9 20 di 37:101-102 
永続 する 名 声 の た め の 祈 りーーーーーー QOL oa 26:85、 注 2121 
メッ カ の 安全 と 繁栄 の た め の 祈 り ………… 07 の SA 14:36、 注 1468 
AA 人 ADD 673…ーーーーーーー14:38、 注 1470-1471 
子孫 の 神 へ の 服従 の た め の 祈 り ……………… TT NR 2:129 
預言 首 の 坪 分 kn TS iis 2:125、 注 142B 
RN RR TO RS 
Ne IIT Gea ai ii FOAL EL 
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AA QRS 9:42 
BN RS RE EE 879.……ーーーーーーー2172-74、 注 1903 
REGGE は IG EE R46-48 

『 著 の 身分 ーーーー…… 107 ま ei 29:28 
RR SEE EE: 1205……ーーーーーーーー37:114、 注 2500 
明和 PP 1 の 2330 SE 846:4 
SS RR SER A ES II 
子孫 の 盛 翼 eee AA 2:261、 注 329 
ES ERG RRR Es TR ni 19:42-49、 注 1474-1476 
RR RE EEREE 876 ニ 253-59、 注 1895-1896 
PO 0A 877……ーーーーー21:63-65、 注 1900 
RR RR RN 997.-…ーーー… 26:70-83、 注 2118-2120 
RN GR GR 1201……ー…ーー37:86-97、 注 2491-2493 
アラ ビア 語 (Arabic) 
ER ES 13830 ER 50:31、 注 2811 
まま 困 性 A GG si 12:3、 注 1337 
RR sb: 00 Sa oR AI 
アラ ビア と 精神 的 知識 
(Arabia and spiritual Knowledge) ………… 8Leeeen 36:35、 注 2444 


アラ ん COD) 


3:104、 注 450 


人 RC PR 71:24、 注 3134 
継母 と の 結婚 … バ バド トド ーーー て トー の 6NISSRSRENGOGESE 4:23、 注 585 
IE EEE RR EE 2 6A RG 40:69、 注 2616 
迷信 的 な 習慣 ーーーーーーーーー 5 va S:104、 注 798-798D 
CR A ER 404……ーーーー 6:138-141、 注 915-921 
SS な ENT Re S20…ーーーーーーーーーーーー 0 の :37、 注 1183 
アロ ン (Aaron) 
ファ ラボ バ べ の 使者 . ぶ いく ぬら S60 dei 10:76 
RO CN TE BAER 0 
oh ee ON CS 9a 26 
宰 の 帳 鐘 noe: IO Fi i 37:115-121 
モー ゼ 、 そ の 従者 と 代理 人 ーー… ト … SG i 7:143、 注 1045 
aA Ne Shade 839…ーーーーーーーー20:30-37、 注 1820 
RR NR SE EE OT aa tna 25336 
RR RTD NO A NNR ER NS 990-……ーーーーーーーー26:14-16、 注 2098 
ON RN 1050……ー…ーー28:35-36、 注 、 注 2215 
モー ゼ の 祝 り ーー トト コード ドド ーー ツー HGF Es 7:132 
窒 言 者 の 身分 sei Ses eer 0G 4:164 
ROR DTN TN RTT D0 PO RN EGE 683 
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RE EE ES SCO TE 106 
DAN DE A ON 0 
RAN EE TS ET EN 
NS EE DIT SR I 46 
SERRA SE QTC E253336 
モー ゼ の 叱 貴 と 弁解 .…………ー…ーーーーーーーーー HCI EE EE 7:1531、 注 1055 
SR NSR ER RR RR BS na re 20:93:94 

弁明 RAS RN ES ION 20:91、 注 1845 

援助 者 (Ansar) 
メッ カ の 移住 者 と の 兄弟 正 ………………… Gn 59:10-11、 注 3023-3024 

安息 日 (Sabbath) 
ROR DE i ND ein DONE RR 2:66 
RR NA eth et TICT EE RRS RE 
RR Et2265s A Ne ane ee TL64 

い 

イエ ス ・ キ リス ト (Jesus) 

TR Sa RI RG 3:46、 注 415、418 
YE も セキ YE DOE か 2:37、 注 71 
区 年 Rn I 3:46、 注 414-415 
OPRO 184…ーーーーーーーーーーーー3:48、 注 419 
OO ORP が PO COP お 301…ーーーーーーー 4457、 注 696 
NOOR PION A NOT CT TO a eC TA | 
RDG GE STERN 809 ーー 19:19-26、 注 1751-1759 
EO TEE EE に 2:73-74、 注 109、110-110A 
A OR EER BO So 55 EA23 
RR SC NE SE 301……ー…ーー・ 生 158-160、 注 697-701 
NO A EAE 355……ーーーーーーーーー 5:111、 注 806 
独特 な 名 前 -……ーー バ ーー バー ババ バー バー バー バーーー 8910 19:3$、 注 1767-1768 
軍人 の に OS ES RG 3:3、 注 363 
RT 165.……… い の (ーーー3:7、 注 368 
RD A AOD EEE SARS 321……ーーーーーーーーーーーーS:18、 潤 728 
RTSRRECSESROEKS RE 343……ーーーーーーー3576-77、 注 780-781 
REE ES B68 2 L222、 注 1878 
NR EGS EE EE 1301…ーーーーーーーーー43:16、 注 2672A 
RNN 1311…ー バ ーーーーー43:82、 注 2688 
AR OE ali 4:159、 注 700 
了 3:51、 注 421 
RO RR 5:47 

ERR BOT eas nat 19:16、 注 1746 
マリ の 細江 So Re に 19:30-31、 注 1764-1763 
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弟子 達 の 圭 感 .……… ロ ーーーーーーーーーーーー BIG EE 5:112 
i en eg EN CR RO NP N00” OE RS 4:177、 注 715 
NZ EC いか RE 3:46、 注 415 
REN RE 928.………ーーーーーーーー23:51、 注 2000 
トー ラー の 知識 ーーーーーーーーーーー OSCR NESE 3:49 
NE EE RS es 3:50、 注 420A-420F 
RS NR ARADO RRk 355.…ーーーーーーー バ ーー S:111、 注 805-806 
a ER RR NRN 2 816………ーーーーーーー19:33、 注 1766 
REN Tt NR ES RR AER RR 3:50-51、 注 419A 
DE es Se et BS See nS A C0 ERP 3:56、 注 424 
OPPO おか 00 218……ーーー…ーーーーーーー S145、 注 494 
RR Oa ED CS CS SA DON ON DTD ST 343…ーーーーーーー バ ーーーーーーS:76、 注 780 
RG ER nt ER a 337…ーーーーーS:117-120、 注 814-815 
SR NEE SA ROR AIS ssa econ Ti26, E962 
ER EE TF 19:32-33、 注 1766 
NO SSE IT osirase 5:115、 注 808A-809 
EN RO EE RE 180T tie oh 43:S8-S9、 注 2682-2683 
A a DR SO OO OR PR OO GR 4:173 
(復活 の ) 時 間 の 仁 微 re 1308Se 43:62、 注 2685 
アダ ム と の 類似 …… 和 ーー トー トー 1 CE 3:60、 注 423 
神 の 上 生 io ER 19:36、 注 1769 
19:91-94、 注 1802-1804 
an st 23:92、 注 2013 
RE 3:47、 注 418A-418B 
19:30-34、 注 1765-1766 
FOR: 2:88、 注 119 
OR TD 2:254、 注 314 
RD RENE EE DR 3:52 
NE DEON 5:73、 注 777 
EN 5:118、 注 813 
PP 37:103、 注 2497 
RP NR OR MINS PO RTR RN 1334 os 47:37-39、 注 2759-2762 
SARS な ASA 1502………ーーーーーー63:10-12、 注 3054 
イサ ク (Isaac) 
AR RRO BO cs EE 
NU RS SU EE EDT 
A AGEORGONRESSDSekae に 6 0 10 iR|| 
SA SN SR EI OCGA ST NA EO 
PPE BIG in 68S 
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RD EES GOR SESS ES 
OO O00 BIO ee TIT 

遺産 (Bequests) 
EE OCN OR Ne 2:181、 注 205 

イシ ュ マ エル (ishmaeD 
江 際 べべ の 析 軍 ei OS 37:114、 注 2300 
GE RG BI eS UN EEE 19:35-56、 注 1782 
AR A RE ET RG CO RA RN 21:86 
FE DN eC Rn CTI pri 14:38、 注 1469-1471 
RR SIE EE 2 0dreits 37:103-108、 注 2497-2498 
Hh QI ezine 19:50、 注 1778 
アブ ラ ハ ム も 参照 

イス ラ エ ル (IsraeD 
ダビ デ の 統治 (に お ける 状態 ) …………… | OA 7 JOON Oe RN 38:23、 注 2323 
一 時 的 な 設立 re BA oR 33:62、 注 2371 
SN ER Rab st Glee 17:105、 注 1658 
イス ラム 教徒 に よる 占領 …ーーーー…ーーーー ROOT ts 21:106、 注 1925 

イス ラム (dslam) 
巻 を 認識 する こと ーーー ES の os Un 2:220、 注 264 
大夫 的 原則 KR 2:4-6、 注 20-25 
に PH お TO SE 18:80、 注 1715 
信仰 の 問題 へ の 妥協 に つい て 03 3:6S、 注 426A 
OOO 0 2:186 
すい で を セイ どい が nn 
NR TCR A GE EG Ei ITY 
RR 230i 111:2-6、 注 3458-3462 
KE i CE Sl FIO RE 5:98、 注 794 
SN DAR ERE RG 981.……ーーーーーーー23:S4、 注 2085 
権力 の 行使 ………………ーーーーー バ ーー の 0 ババ ーーー バー 575.……… 10:100、102、 注 1289、1291 
過 の 自 財 sony ec20 つ moon な 2 TU REC 2:257、 注 319 
DE eI DE EE TS 8:40、 注 1120 
不 拓 eee 22:16、 注 1937 
EE EE S:9 
伝道 の 性 9:122、 注 1224 
その 他 の 宗教 バム 和 和 ーー トド ーー 【6K no: 25:54、 注 2085 
ennai ee es 1166eeee35:13、 注 2412 
楽団 EE CEO IE:109、 注 1351 
人 金 て の 預言 閉 の 設 議 re hi 2:137、 注 154 
RCN CE CR I OO sa sierra I83L 注 :435 
アブ ラ ハ ム の 宗教 と し て ……ーー…ーーー A 6:162 
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実行 の 報い ……… バ ーー バー ババ ーー バー バー バー TIT GE EE 4:70、 注 629 
RG RC OG EE 22:33、 注 1930 
興亡 と 復 手 ーーーーーーーーー…・ ON 32:6、 注 2323 
EP おま CFP O04 3123、 注 2313 
重要 性 ーーーーー ぐ 、 に ドド ドド ーー ドー Tf issi 2:113、 注 135 
RN SRR 114……ーーーーー バ ーーーーー 2:209、 注 249 
ERENT RE RRND 292.-…ーーーーーーーーーーー 126、 注 675 
RR NN 413eeeeeeeen 6:163、 注 939 
罪 の 回 避 … ム ーー ニート ーーー 0 6:121 
政治 的 犯罪 者 の 待遇 ーーーーーー…ーー NR $S:35、 注 742 
Aa SO NR 9:33、 注 1179 
CR RO DE RO 659…ーーーーー13:42、 注 1451-14S1B 
OR の A703 70 756.-……ーーーーーーーーーー17:82、 注 1643 
ER I Ges CRG 2:22、 注 42 
NN GS hhh 17 ee 3:20-21、 注 383-386 
DG RNR NS te Eh 203ーーーーーー バ ーーーーーーー3:97、 注 - 443 
NANKA な PD 315-…ーー バ ーー バー バーバ ーー 5:44、 注 721 
背 教 者 へ の 警 告 ーーーーーーーーー MARNE 2:210 
祈り (Prayer) 
その 前 の 洒 浴 …ー ド ーーーー OO OO 5:.7、 注 725-725A 
因 恵 清浄 Sie i 0TS hin de 29:46、 注 2256-2256A 
信者 達 ーー トー ボ ーー ドー ドド ドド 02 (ce 23:2-3、 注 1978-1979 
KIRAKEERAANSKCESRRNSGGEOS 2aRNGeeSds 1549・………ーーーーーーーー こ ーー 70:35-36 
OOO OO 1259-……………ーーーーーー40:51、 注 2610 
れれ の 場合 un eo つつ tb 1 2:240、 注 297 
不誠実 心 ドド に に に に に に に ドー 1709.……ーー… 107:5-7、 注 3445-3446 
上 SII ES 10:13 
容器 欄 saaanto sie OBS 25:78、 注 2093 
NR TSS Susiers EPC 17:80、 注 1642-1643 
SAE RE ER RGSS 1566-ーーーーーーーー 73:7、 注 3132 
ee ta a de dion BID ha DN 19:60、 注 1785 
導 守 バー の 2:4、 注 21 
SR E11: 131………ーーーーーー2.239、 注 295-296 
SDR ES nh TGS egao TT 
CS の OS 4:44、 注 609-612 
AA 285 ーーーーー…ー 4:102-103、 注 659-660 
時 間 | OSES SN TDS DC 17:79、 注 1641 
i RE OG NE 859…ーーーーーーーー20:131、 注 1867 
委託 物 (Trasts)、 取 り 扱 い …ーー ド ーーー 5 2:284、 注 355 
一 夫 多 委 Polygamy) 、 許 可 一 ーー 2 4:4、 注 560 
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ROO TO 0 OR 2944…ー…ーーーーーーーーー 4:130、 注 680 
イブ (Eve) アダ ム を 参照 
イブ リー ス (Gblss) 
滞 お の 生生 A 7:13-19、 注 952-955 
AND TT SE ER 2:35、 注 67 
DA EE ER CRUCEAR SS 421-… バ ーー この ーー ドー712、 注 9S1 
PRSP RG SRNR 685 15:31-42、 注 1496-1499 
EN 750-…… ド ーーーーーーーーー17:62、 注 1629 
PO で TR Ra RS 
Gr RE 20:117 
悪魔 (Satan) も 参照 
移民 (Emigration) 
アッ ラー の 道 に か け で 上 ロード ーー TES i 4:101、 注 658 
也 朱 二 蔽 誠人 RR SO oor Ge 9:40、 注 1185-1186 
イム ラー ン (Imran) 、 身 分 ーーー… TS 3:34、 注 399 
ANNA2GSGSDSRSSDESRSRES 人 EYE ADD PS で 2 176…ーーーーーーーーー 3:36、 注 400-401 
イル ヤー スズ (Elias) 、 身 分 ドド ーー TIT aa sn Soto ed 6:86 
イド リー ス (Idris) 、 身 分 ーーー BIT GN 19:57、 注 1783 
隙 通 (Monasticism) 、 非 苑 ee 1460 EER Rk 57:28、 注 2999 
3 
ヴェ ー ル (veiD( 狼 い )(Purdah) 
王 素 SC RE Ta O05 24:31-32、 注 2043-2044 
EE GOR RE 965…………24:59-61、 注 2058-2058A 
RR 1140…………ーーーーー33:60、 注 2369 
宇宙 (Universe) 
アッ ラー へ の 指示 者 …… バ バー トーーー………ー TIR 29:45、 注 2255 
Se gs Bed RN eS 11059………ーー ド ーーーーー3E26、 注 2314 
NEE NN RE 1182.-…-…ーーーーーーーー36:41、 注 2446 
NRT RE ER GE NG 1323……ーーーーーーーーーー67:4-5、 注 3080 
3 昌 CHCKEAOPCFOK を TCPt き 7 と OI a IARI 2:165、 注 188 
Nt Ce A Re OT NER OZ 
TP 434…ーーー バ ーーーーーーーーー7:35、 注 984 
PP た た の FFP どす PO GT SE A 
OORT ON COIN 870…ーーーーーーーーー2E31、 注 1884 
RO 1109-…ーーーーーーーー 32:5、 注 2321 
i GE REESE 1272 ceedt:13、 注 2627 
破 域 Ne a OD 1 46:4、 注 2717 
bi sade 1431…ーーーーーーーーー55:27、 注 2930 
アッ ラー の 讃 美 .…………… バ ーーーー バ ーー ビーーー に KR 37:2、 注 2981 
ERE RD SNR ATG 1473 よ ーー バー バー 59:2、 注 3015 
2 1504-…ーーーーーーーーーー 64:2、 注 3055 


索引 
支 構 の 法 …ーーー バ ーー バー バー バー バー 272 Jaheh yns 41:12、 注 2623-2626 
RE EE EEE 1428…………ーーS5:6-8、 注 2920-2921 
徒 に 創造 され て いな い ……ー ド ーーーーー… TG 3:191-192、 注 546-547 
EE AE NO RE 867-…ーーーーーーーー2E17、 注 1875A 
ENR EE EE 1 OS Ed 2828 
RR RE SS CEE RE 1318…ーーーーーーーー44:39-40、 注 2701 
DER RS OE RE TA DR 1326・………ー… バ ーー の ーー45:14、 注 2708 
理解 で き な い 性 質 …………ーーーーーーーーーーー ODN SS:34、 注 2934 
ウフ ド (Uhd) 、 戦 いよ ーー ドーーーーーーーー の 年 netuoetanes 3:122、 注 467-468 
PR の 211…… 3:123-127、 注 470、472、474 
RES RSE 217. の nnnisssssesosoe33141、 守 88 
を 221……ーーー 3:153-15S、 潤 500-S06A 
DRE Ei ant 227.ーーーーーーーーーーー3H162、 注 517 
DD ES ee D28erereerererereeeeeee 3168、 注 523 
売り こみ (Exploitation) 、 結 果 .……… ド ドー… TOI Rk 83:2-6、 注 3288 
うわ さ (Rumours) 、 ひ ろ が り …………ー… TIS eos 49:7、 注 2791 
運命 (Destiny) 
人 は 自分 の 運命 の 創造 者 i DA 39:42、 注 2579 
O00 の 070302 1 の 20921 
BEE RA sa 1326 csi ee Ads 6 
PO TORT LAE ne 44:4-5、 注 2692-2693 
Re SR TRE 1680……… ド ーー97:2-6、 注 3393-3398A 
え 
エジプト 人 (Egyptians) PP rE A SG 7:134-13$、 注 1040 
エズ ラ (Ezra) 、 神 の 息子 の 身分 …………… ST EAC 9:30、 注 1176 
エズ キ エ ル (EzekieD) 
OO RITTER 21:86、 注 1912 
El nS 4 の aa oii 2:260、 注 323-326 
エリ シヤ (Elisha) 、 身 分 ………ーーーーーーー 7 6:87、 注 870 
エル サレ ム (Jerusalem) 
崩壊 と 復 舞 .…………… ーーーーーーーーー の て | の PTC 2:260、 注 322-323 
ソロ モン の 寺院 ーー ドーーー 7 17:2、 注 1590 
お 
女 (Bondwomen) 
偶像 を 昧 拝 す る 女 と その 信仰 -…………ー… 1 2:222、 注 267 
雪 通 に 対す る 軍 .…………ーーーーーーー バ ーーー ビ ーー の OsAANrAtndt2 ct 4:26、 注 592 
電位 縛 eS DA NE EE 4:4、 注 561 
CR NS NIS 0 Grn sn IE 
か 
カー ルー ン (Korah)、 月 填 ーー 1059. ーー…・ 28:77-83、 注 2231-2232 


1767 


NEE OID Et I A0 
火炎 で 食い 尽く され た 供物 (Burnt-offering) 
ORR CO ITA 3:184、 注 539 
解 宗 (Inferpretation) 、 規 則 ee OS 3:8、 注 373 
賭け ご と (Gambling) ドド の ER SS 2:220、 注 262 
RR: 347-…・ーーーーーS:91-92、 注 790A 
カタ コン ベ (Cave) 、 そ の 仲間 達 ………… TC 18:10、 注 1666A-1667 
DC ERE 7Q ニ 18:12-17、 注 1668-1673 
NUR 73ee 18:19、 注 1675-1676 
礼拝 常 の 建物 ーーーーーーーーーーーーーー 人 7 人 18:22、 注 1683 
倒す か HE も Ne TE 18:23、 注 1684 
に 2 TI Cran 18:26、 注 1686-1687 
RMB RR Ros TT DR 18:18、 注 1674 
キリ スト 教徒 も 参照 
カー デイ アー ン (Qadian)、 楽 園 の 墓地 ……… 1 に EEEEREREREOEE 36:27、 注 2440 
カー バ (Ka’bah) 
EE RR a DGD SN 2:128、 注 146 
OS RSS 203…ーーーーーーーーーーーーー3297、 注 443 
PEPPY 902.-……ーーーーーーーーー22:30、 注 1948 
アダ ム に よる 建設 …… バ ーー GOO Rr 22:27、 注 1943 
礼拝 の 中 心 ト ーー ドー ドー 7 2:126、 注 144 
OO ENE OR TGR NNO 83 ee 2:143、 注 159 
OIRO IR TU Ny 203…ーーーーーーーーーーーーー3:98、 注 444 
OO 136T iii 48:27-28、 注 2782-2783 
神聖 買お で SG RE 9:28、 注 1174 
SRO REESE SSR 902.eeeeen22:30、 注 1948 
VPS アン YY OO EIEN 22:27、 注 1943A 
侵略 トト に に 1704…… い ーー 105:2-6、 注 3436-3438 
NS RN TS で 2:126、 注 145 
EE ES UEDA ET RR Eis BB 2131. 注 176 
潤 人 eo OOOKNLe RE Ne: 22:27、 注 1944 
PT TC RE BS Tia ce ka 2:14$、 注 163-166 
PORN TC es 2:128、 注 146 
RE koi a he RE O00 5:3 
ONE 350…ーーーーーーーーーーーーーS:98、 注 794 
SER Eg Ri 900-………ーーー… ム 22:27、 注 1943-1945 
NACS 1080-………ーーーーーーーー29:68、 注 2267 
RS EE 1397……ーーーーーーーー 52:5、 注 2845 
に: 時 PRIN に ae oi 9:19-22、 注 1170 


メッ カ も 参照 
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愛 婦 (Widows) 
RPCTOPWPPYPP 132 ast 2:241、 注 298 
HA SENS EON 2:235-236、 注 - 289-291 
カー ブ (Kab) 
(① ア シュ ラフ の 息子 ーー ドド ーー RO SASS 2:74、 注 110A 
の マー リ な の 幅 務 Sede SDE 9:106、 注 1216 
ガブ リエ ル (Gabrieb 
天使 た ちの うち で 中 心 的 存在 ……………… BARR tk 2:98、 注 123 
神々 (God($)) 
に PPP すす OD RN RS 6:109、 注 894 
理解 の 投 階 NS DRE 2:113、 注 135 
神 の 息子 の 理論 ………ーーーーーー バ ーー バー ビー バー TRS 2:117、 注 139 
CE ER RR 829 い 19:91-93、 注 1802-1803 
アッ ラー も 参照 
カレ ンダ ー (Calendar) 、 イ スラ ム 暦 …… 105. ddo: 2:190、 注 217 
RR RR 519-……ーーーーーー 9:36、 注 1181-1182 
NSCA ooo 550.-…… ド ーーーーーーー10:6、 洋 1236-237 
カリ フ ( 後 継 者 、 キ ラフ ァ ト (Khilafat) 
人 DI Sn RNR 3:160、 注 515 
NA PE 0 24:S6、 注 2037 
環境 (Environment 
八 聞 の 行動 ii GIA a 13:24-25、 注 1436-1437 
改 筐 徹 和 eS A Oe EE 8:26、 注 1111 
寛大 (Tolerance) 
イス ラム に お (は る oi TT Ss 2:115、 注 137 
DEORE RE EE EE 140.……… ド ーーーーーーー2:257、 注 319 
AN EE EE 191… バ ーー……… バ ーーー3:62、 注 426 
OAS EE Eat S10 Secs se iii doa 0:6、 注 11S8 
姜 通 (Adultery) 
EM sa en da et GAG sn se det sis 24:14、 注 2034 
RR RD A RN TNT reo ns 17:33、 注 1615 
Se RO EE 3 984……ーーー25:69-70、 注 2090 
の の 0 の R000 < 1A8T sein es i ai 60:13 
信和 TP か (6 24:4、 注 2026A-2027 
防止 方 濾 ……… 上 ーー トムス ツ (ドド トド ーー トバ OS に nateee 24:28-32、 注 2042-2043B 
BE eaveseiness eect の 50 4:26、 注 392 
NOTE の 944 24:3、 注 2025A-2026 
その 他 の 不道徳 へ の 六 ーーーーーーー……………ー IED i: 4:16-17、 注 576-577 
き 
栖 跡 (Miracles) 
A EA CE ET a EQS go ns 3:50、 注 420F 


PH たり A 7:108-109、 注 1023-1024 
陽 預 斉 莉 … 旧 … ーーーー ド ーー ツー MEO nine 8:18、 注 1107 
Ek 758 い 1417:91-94、 注 1651-1632 
偽善 者 (Hypocrites) 

タブ ー ク の 戦い ……………ーーーー バ ーー バーーーー SI esis 9:45-59、 注 1191-1192 
邊 et TOI 63:9、 注 3033 
人 に 本 HK も お に 1 を KC 9:74-87、 注 1204 
URE RE SE SRE: 9:90 
矛盾 する 傾向 ee 1352 47:27.31、 注 2755-2756 
2 を ( 生 143-144.146、 注 687 一 689 
UH PO 070 74 0 E008 59:15、 注 3026 
まぎらわしい 言葉 ceesstssesst reese 1350 に ドド トド ーー ドー 47.17、 注 2749 
邪悪 な 望み ………… バ ーー バー バー バー バー バー バー 1362 た ーー バー バー ドー ドー バー 48:13、 注 2771 
2 宛 バ 江 の 避 従 4oryAooon75o Go:55nn SLI 48:16、 注 2772 
前 EE の (RY 2:18、 注 37 
SR EGE 63:8、 注 3052 

OO 59:12、 注 3025 

SE 2:16、 注 33A 

2:20-21、 注 40-41 

Na 63:$、 注 3051 

NACS 63:2、 注 3049 


9:67-69、 注 1197 
9:107-108、 注 1217 


RE tT ie 9:64、 注 1195 
RD Ga SR 1456・… バ ーー… 37:14-16、 注 2991-2995 
の や TCP 0 37:8、 注 2472 
ii TT 4:64、 注 624 
COO 279eeeeeeeen4:89、 注 644 
WT Ra En DO PRI RE RE 3:1SS、 注 306A 
SR NE EE 228…ーーーーーーーーーーーー 3:168、 注 525 
キ ブ ラ (Qibla)、 変 化 ee IR ES 2:143-146、 注 159,163,168 
教育 (Education、 子 ども ……… ド ーー ドーー 7 の NORI 17:32、 注 1613 
別 弟 愛 (Brotherhood) 
真意 を 促す 要因 ーーー……ー ド ーーーーー 7 10:88、 注 1284 
イス ラム 教徒 上 上 ii ドド ーー スッ OS 8:73、 注 1147 
RS SR dt 506eeeeee 8:76、 注 1149 
RR Na aE Rd SR BIO ba TT 
Se TR Re SR Rt 1373-… ゴ ーー・49:11-13、 注 2794-2795 
Sa RR RNR RS 1375……ーーーーーーーーー49:15、 注 2798 
協定 (Agreemments) 
属 行 Seo ei iia 314-…ーーーーーー Sea な 5:2 


OT Oe BOS side i i 4 ETSS 
COO DNC RON SO te nT TE 1139 
EE EE 0 OR 8:59、 注 1136 
強制 (Compulsion) 
AT AO es 2:257、 注 319 
RE ERE: 510…ーーーーーーーーーーーーー9:6、 注 1138 
CERES TN TT $830 
SS Rs REI SRO SS 982.……ーーーーーーーーーー25:S8、 注 2086 
行政 (Government) 
RR I GI gies 4:59-60、 注 621-623 
VANE EE 1293.……ーーーーーーー ド 42:39、 注 2660 
凡人 856… ト ーー トー ムー 20:119-120、 注 1858 
キリ スト 教徒 (Christians) 
アッ ラー と の 約 東 ーー ボー ドー OR es S:15-16、 注 727C-727D 
優 答 Ve DC O20 82:2-20、 注 3281-3287 
EE ES ITA sd 18:20-21、 注 1678-1682 
祈り の 競技 へ の 挑戦 …………ーーーーーーーー aaaedrtepeettnte 3:62、 注 426 
科大 の 神 陳 化 ee 0 4:172、 注 711-712 
RR ns 9:30 
OM 18:111、 注 1737 
RE BRE Ss:84、 注 788 
YY 3:6$、 注 426A 
OREO 9:32、 注 1178 
ee 18:19、 注 1675-1677 
Es 18:33、 注 1689 
18:41-43、 注 1692-16935 
物質 的 繁栄 の 時 代 …………ーーー バ ーー バーーー バ 853 oii 20:103-104、 注 1849-1850 
紳 圭 ORR TCI a 18:10、 注 1667 
破滅 に 関す る 預 18:9、 注 1666 
PPP すす すす すす すす すす すす すす すま すす すす すま で で すす すず 19:41、 注 1772 
EE sad od TORN 35 S:113-t15、 注 807-809 
待ち 構え た 六 一 ーー トー…ー…ー…ー ド ーー ドーーーー TTC iin 3:197-198、 注 550-551 
Ee ERNE CE CS mee 357. ーーーーーーーーーー 5:116、 注 810 
LE di RR 0 18:19、 注 1675-1677 
か TT asi ati 18:33-44、 注 1689-1695 
RE agete 人 とも HEY 2:63、 注 104 
創造 の 竹 い バー る ーー ピー BO 18:110、 注 1736 
イス ラム 教徒 に 対す る あざ けり …………… Gna 18:35、 注 1690A 
OM SES CR CE TT en a re ii 18:13、 注 1669 
kN ER Et TOS 18:354、 注 1701 
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RR GT ET 18:5、 注 1663 
RN CO OT ei 830.-……ーーーーーーーーー19:99、 注 1806 
NNE 853…ーー…ー20:103-108、 注 1849-1832 

禁欲 (Abstinence) 
夫婦 関係 .………ーーーーーー バ ーー バー バー バー ベー バー 0 ON 2:188、 注 215 
RD ER TI sss oon 2223, E268 
食物 も 参照 

く 

偶像 朱 拝 (tqolatry) 
反対 論 …ーー… ボ ドー ドド ドー トー トー AA 2:259、 注 321 
の PPE 221…ーーーーー バ ーーーーーー3152、 注 498 
RA OE SO RR RA CO RRR RN as 363-…ーーーーーーーーーーーーー 6:2、 注 817 
REDE GE Ee SUM 367 ホ ーーーーーーーーーーーー6:20、 潤 833 
AA EE Se 819.-……ーーーーーーーーーー19:45、 注 1775 
DOR 851……ーーーーーーーーー20:90、 注 1844 
CCDA ED NSE Ys Th 876-……ーーーーーー2LS3、 注 1895 
EE ES Sri 896……ーーーーーーーーー22:14、 注 1936 
OKA と PC 898ーーーーーーーーーー2219、 注 1940 
RN EEA EE 902.-………ーーーーーーー22:31-32、 注 1949 
CYST ES 2272. E1973 
SA GE 915……ー…ー 22:74-75、 注 1974-1975 
RY OD OTA ORT 1074……… バ ーーーー29:42、 注 2254 
RE OS NO ERE 1091eeeee 30:36、 注 2287 
NE CSS 1092 ニ ee 30:41、 注 2290 
ER 104-… ii31:21、 注 2310-2311 
NS AE EE 1201…ーーーーーーーーー37:87、 注 2491 
OS も 526ESE SGS 人 AS 1201…ー…ーーーーーーーーーー37:93、 注 2494 
eave ee 1208…………ーーーーーー 37:150、 注 2507 
RG SESE NE 1231……… バ ーーーーーーーー 39:4、 注 2562 
Rn EE EA TE 1237.……ーーーー バ ーー39:30、 注 2575 
REE ER 1244eerenn39:68、 注 2587 
GAS 1301………43:19、22、 注 2673、2674 
OR 1334.………………… 46:5-6、 注 2718-2720 
OR OT 1410eieeeeseeeeeeeeen S53:24、 注 2883 
PF SIA dna 10:19、 注 1247 
無関係 で ある こと の 宣言 SOSAttotocttae 9:1-4、 注 1150-1155 
MD LC EG SNORE 9:113-114、 注 1220 
68 OS ste es 22:74、 注 1974 
MET NE RN Res bie Ce 6:72 
ウロ SI 9:17-19、 注 1168-1170 
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アラ ビア に お ける HE 2 の SO 34:50、 注 2404 

亜 な る 礼拝 党 ESE ER RS BG 9:28、 注 1174 
苦難 (Calamidies) 

人 TA OE 17:59、 注 1626 

補 の 法科 AOT aii eo 6:132、 注 911 

OS SE SNS NE 4d6reeeeeee 2:95、 注 1015 

SSS ER RS EI St RE ARI DE NS 1011…ーーーーーーーーーー 26:209、 注 2137 
クル デー ン (Qur'an) 

Ea OR Gi PD Oe ER 2:2、 注 16 
PP すか OD ii es 2:107、 注 132 
時 代 貸 調和 TO RE 3:36、 注 400 
EE EE i Ga 7 25:31、 注 2075 
合理 LoerEnsen 17:107、 注 1659 

ei S1:8-9、 注 2825-2826 
下 午 … NR Rk 2:36、 注 69 
SR eNO RE AO Gi 2:55、 注 95 
DRO IS ENE Es ND ie 2:244、 注 302 
RR EG SRE 2:248-252、 注 307-311 
DNS RE EGS RI EE 6:75、 注 864 
諸 節 の 人 分類 a TOS nta 3:8、 注 369-373 
A A RSE I RO Rd 11:2、 注 1294 
特 補 SR SE 87:9、 注 3325 
Mo Od 6:115、 注 901 
EA EE ES RE ne 516-ー………ーーーー こ ーーーーー 12:2、 注 1356 
OO ip 0 COSI s4:18、 注 2903 
収集 75:18、 注 3181 
広範 半 ーーー ド ドド ドド ーーー 258 ドー ドー ドー バー 17:90、 注 1650 
SR SD EN NG TAN 人 eS RT Sa asus a ES 注 1894 
CRO TRE RT RE A GSI ot 98:4、 注 3400 
A NERA の RS 4:83、 注 639 
HN Rt 2 12:50、 注 1385 
軍 の 剛性 I 112:2-5、 注 3465-3469 
Vd Ce RS DA RD i ig a OR CTO 17:87、 注 1648 
に 9 ロー Bdge nna ee 1:1-7、 注 1-15 
人 慢 守 oo DT ーー トト < トド に 2:24、 潤 44 
PP も PTP か 493・ーーーーーーーーーーーーー8i32、 注 16 
RON EE 5S60…ーーーー10:38-40、 注 1261-1262 
RCCHPRY れ NYPD 5S84…ーーーーーーーー1HE14-15、 注 1303 
TE en RPC BO a: 21:25、 注 1880A 
RS Oa ed: 1611……ー・80:14-18、 注 3256-3258 
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神聖 な 贈り 物 ………ー バ ーー バー バー バー バー バー バー TAI GEE 33:3、 注 2918 
神聖 な 監視 者 …… パ ーー トー ドー TET 18:3、 注 1662 
FT TI TNE CE EE SI kl 19:42、 注 1773 
ES TET ENE RE RIS RE EE 19:55、 注 1782 
FR EE EE RO EN 19:17、 注 1747 
SE BI (EE SR i 19:52 
副 預 言 者 ee G4: 87:7-8、 注 3323-3324 
構成 に お ける 人 間 の 助け ーーー… oe 16:104、 注 1578 
RNN 23SRTRG な の 1011……ー ド |26:212-213、 注 2138-2139 
人 間 の 性 質 …… ひ 〇 ーー ドド ーーー ツー RAIA es 20:3、 注 1808 
栄 準 の 源 …Q… バ ーー ドド ドド ドド 869.…ー ド ーーーーーーー 21:25、 注 1880A 
ER SCAR CRO CR ES CEE ER ED 1305.eeeeeeeen43:43、 注 2681 
FR i oo ER a CBT nd eg 15:22、 注 1490 
ES Gh RRR RSE LO0IG das oi ts i 29:50、 注 2239 
EE OORT SRA eR It:14-15、 注 1303 
BENGE GD EE 758.…ーーーーーーーーーー17:89、 注 1649 


ED Nt OT ToS 29:51-52、 注 2260 
DA NR 1299・ 上 ーーーーーーーーーー 43:5、 注 2669 
NC RIT dR 532:6、 注 2846 


2:18、 注 36 
REESE EEE EE 5D TA E1433 
ORO DR SPDR 670 14:25-28、 注 1465-1466 
2 GS ECE I TEE 715.-……ーーーーーー バ ーーーー16:76、 注 1562 
DR 725.……ーーーー・ー 16:113、 注 1581-1583 
COREG 737……ーーーーーーーーーーー 713、 注 1598 
NRT. 960-……ーーーーーーーー24:41、 注 2049 
BHC ん SKK まま 28 と I と KK PROGNO te 5:4 
CE RS DE A EE 4 6:156、 注 932 
TINA ER 670……………ーー ボ ーー4:25-26、 注 1465 
NC RR GN ESE RR EGOSS SOS GTB T5352 注 1476 
CR RE NRE RAAT 1236-……… バ ーー39:24、 注 2572 
NR ND SNC 1237…… バ ーーーーーーー39:28、 注 2574 
EAR OPC BD SOS 1566・…………ーーーーーー 73:6、 注 3131 
クル アー ン に 関す る 疾 間 ……ーーーーー…ー…… A ens 2:42、 注 77 
GR CE NN SRN 62 e290、 注 120 
RN Re RN RE GS ni ti TL02 
GO 1009-……ーーーーーーーー 26:197、 注 2135 
タル アー ン の 中 の 預 詩 ……ーー ド ーー GO enn 101:2-9、 注 3418-3421 
に (だ RF OTOL GE 15:10、 注 1482 
TOE LONE NP ROOT SOOT ar MN 681…ーー…13:18-19、 注 1487-1488A 
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GR RP PDI 7 ORR 10090……… バ ーー 26:194、 注 2133 
NYADSNSRYRTRCGCRTENORNERIARSEn 193.-…ーーーーーi37:11、 注 2473 
RRP OIDS eS 1449………ーーーーーーーーー56:79、 注 2978 
SDS RE 1637……ーーーーーーーーー85:23、 注 3315 
読 珍 の 租 囲 eee G1G: eisai 12:3、 注 1357 
CE i EN 1016………ーーーーーーーーー27:2、 注 2144 
TE IPP す すそ FE TIDE PRA Te RT 16:99 
繰り 返し ーー スー トード ーー に ーー スバ 7 17:42、 注 1621 
RSC お RSS AE RE 1341-… バ ーーーーーー46:28、 注 2732 
敬意 eR I TG RS: 7:205、 注 1090 
区 され た 時 SR 0 D0 2:186、 注 208 
寺 葉 の 性 鐘 de 1009………… 26:194-19$、 注 2133-2134 
AR 1017……ーーーーーーーーー277、 注 2146 
過 語 交 席 式 RR TT ES aE 25:33、 注 2076 
NINE RE RA 1S88……ーーーーーーーーー76:24、 注 3200 
神 陸 な を 源 … バ ーー ドド ーー ドド ドー 360…… バ ーー…ー 10:38-39、 注 1261-1262 
SNORE NSRY SG 753.-…ーーーーーーー1771、 注 1635A 
DE EN A SGS BS 1291 ee 42:30、 注 2656 
GR YE Ed 1292…ーーーーーーーーーー42:33、 注 2658 
Oe DT 1402-……ーーーー52:34-35、 注 2861 
dA Es 1542.……ーーーーーーー69:40-41、 注 3117 
定め の 夜 の 啓二 TASC 44:4-5、 注 2692-2693 
EE RRR BI Oa 21:31-32、 注 1884-1885 
な 952.………ーーーーーー い の 24:25、 注 2039 
EE GE EE 1278-……… バ ーー 人 41:43、 注 2638 
その 他 の 経典 ーーーーーーー IIB Sn 5:49、 注 752 
重要 性 RR IRN 2:186、 注 207B 
精神 的 病 ………ー…ーーーー バ ーー ババ ーーー バー バー BOSE eis 10:58、 注 1271 
勝利 CSG 13:32、 注 1441-1444 
上 天 る AS SE RE ROO EE TE 2t:11、 注 1874 
NE EA NE RG VE RE 978.…ーーーーーーーーーーー25:34、 注 2077 
理解 eee TAO ar 36:80、 注 2979 
吐 記 性 NO SE ti: OOO Ea 26:193、 注 2132 
RAN RG SACDSRSKSORE2SRS 1219… バ ーーーーーー38:30、 注 2327 
EC と 307 た …ーー ニ ドー ド トート ーー 4:167、 注 710 
et tan oak ns 389…ーーーーーーーーーーー6:92-93、 注 873 
ONGER EER 548.…ーーーーーーーーーーー 10:2、 注 1230 
PP そい PH が HE S65-… バ ーーーーーーーーーー10:S8、 注 1271 
RR SS NS: Ss80…ーーーーーー・ 11:2、 注 1293A-1294 
DR NG Ei GT8Beeeeeceeeeeeen 15:2、 注 1476 
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ES CE EE BIS cise 2 ST E8394 
SR CR CE 931.……ーーーーーーーーーー23:63、 注 2005 
EES 97 Le 25:2、 注 2062-2063 
NS GRR EE 1100…ー…ーーーー の の ーー3E3-4、 注 2301 
時 すま ドサ 176-ーーーーーーーーーーーー 36:3、 注 2427 
クラ イシ ュ (Ouraish) 
と 71 し PR すま で すす 06 Et 106:2、 注 3439 
神 の 恩 失 トム 和 ム 和 ーー omemew… I 06 Srna 106:3-4、 注 3441-3442 
電 隊 (Military) 
電 較 ee 0 0 PP 8:59、 注 1136 
AS 8:16、 注 1105 


8:46-49、 注 1129-1130 
8:37-S8、 注 1134-1133 


Rn SR CR TR 8:62-63、 注 1140 
NRG ts 47:36、 注 2758 
NE 3:201、 注 554 
Kr 8:61、 注 1137-1139 
SC 16:127 
NR 8:17、 注 1106 
8:66-67、 注 1141-1143 
この CPP か 60:2、 注 3028 
け 
経済 CEconomy)、 イ スラ ム 閉 ………………… TATE Rs ES S9:8、 注 3021 
継承 (Inheritance) 
イズ ラム の 法 ei 00 sat 2:181-183、 注 205-205B 
OV D48 ee 4:8-14、 注 570-575A 
DR RSE: 1119……ーーーーーーーーー 33:7、 注 2333 
が ウド SOR 4:177、 注 715 
啓示 (Revelation) 
継続 心 ーー ペー ドド ドド ーーー トバ Me i 7:149、 注 1053 
の だれ 1169………ー ド ーーーーーー35:28、 注 2418 
RE RR 1300…ーーーーーーーーー43:12、 注 2672 
抽 い PP1PF GAS RR 2.98 
RS ae DR ts 0 C00 6:100、 注 884 
RON EN Oe GCC 436eeeeen 7:59、 注 991 
GEE eid: S48……ーーーーーーーー 10:3、 注 1231A 
本 32 oon な 2 16:69-70、 注 1556-1537 
oN NN GEES SR 1296-…ーーーーーーーーー42:32、 注 2665 
完全 な 注 則 トト ーーーーーーーーーーーーーー 1642.……… 87:2.5-6、 注 3320-3322 
介 理 者 二 is OC oi 4:164-165 
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EE 1562-……ーーー72:27-29、 注 3148-3149 
上 半生 HIG 36:3、 注 2427A 
経典 (Book)、 刻 示さ れ た も の の 特性 ………… 670………ー… 14:25-27、 注 1465-1466 


契約 、 聖 約 (Contract。 Covenant) 


NANA nt 5 の > 2:17、 注 35 
RR STE 2:283 
3:82、 注 433 
OR NE RS 1120eeeeenn 33:8、 注 2334 
月 経 (Menstruation) 夫 婦 関 係 ………… ト ーー… 1 月 3 2:223、 注 268 
結婚 (Marriage) 
Se i Rh CR RR RNR IG Snes ag nn 4:22、 注 584 
人 AS 1483.…………… 60:11-12、 注 3031-3032 
偶像 時 振 の 人 々 ーーー ンーーーーーーーーー 120aurunteofeeizaabtet 2:222、 注 267 
上 ES CR EE Od i 2:188、 注 212 
RR NR NEG OAS RR RR RA E560 
経典 の 人 る ーー トト ドー… ト ーー トー 時 YE 5:6、 注 724 
A RE Rt D2 rt 2:224、 注 272 
ー 7 年 390 
算 婦 と 処女 ーーーーー ト ーー ババ OS 24:33、 注 2045 
女 捕 賠 の ROOT 4:4、 注 361 
PR EN RRNA GD 956…ーーーーーーーーーー2433、 注 2045 
禁じ られ た 階級 の 女性 …… パ ーー ドー………ー 256……ーーーーーー 4:23-25、 注 585-589 
獣 (Amimals) 
イス ラム 教 の 富 の 分 か ちあ い …………ー… 1390 gene rt S1:20、 注 2830 
権力 (Power)、 一 時 的 …ー ド ーーー (DAG 40:5、 注 2594 
cc 
行為 (Actions) 
OR" 70 5:6 
EO RR RD SA eR Lvsnun5on3519 
SE RN NTE NEE 1425.eeeeeeeee S54:53、 注 2916 
TCP や た TDI ee 16:98、 注 1576 
Rn ari 239 17:20、 注 1604 
WR RD SE 1329 Sia 45:30、 注 2715 
A NaN 1621-……ーーーーーーー82:11-13、 注 3287 
GS NT 3:196、 注 549 
eS RE 264ーーーーーーーー バ ーーーーーー 和 41、 注 606 
ASS の DGG 147-……ーーー34:3-6、 注 2376-2377 
Che も ROSSG330333: 1339-…ーーーーーーーーー46:20、 注 2727 
RS GAAS 1346…ーーーーーーーーー 47:5、 注 2741 
SPP が YE ED ii os 6:161、 注 938 
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RS GASHGGOTTANOESS 1061…ーーーーーーーーーーー28:83、 注 2234 
NE GE 1413……ーーーーーーーーーー53:40、 注 2888 
ES A OL 7:9-10、 注 947-948 
貢献 (Contributions) 
良き も の を 費やす ーーー バー by 2:268、 注 337 
RRR SE ER 202-ーーーーーーーーーーーーー3:93、 注 438 
成功 の 電 き Sk の 000 2:4-6 
導 誠 Ss SN ER 2:246、 注 305 
ENR ON 145………ーーーーーーーーーー 2262、 注 330 
SS AO TR ET 
DB CS SEE SE NTRP 3:182、 注 538 
アデ アッラー の 途 に か け て ・………ーーーーーーーーー YR 2:220、 注 265 
後悔 (Repentance) 
PF が pp 3:91、 注 437 
受容 性 NN esp IA Gs 4:18-19、 注 578-579 
UP と こも YY の 0300 KAORI 06320 4:111 
ea RRR TR et gis I3 (asie Bs ete cd 540 
RC NER ERE TT SE NE EE E6SS 
NS RR SNE 984……ーーーーー23:71-72、 潤 2091 
ERA A Dn eR 96 on 40:86、 注 2620 
DR SS Ge: 35a 7ES、 注 3130 
合議 (Conferences) 
PP すい 1468・…ーーーーーーーーーー Ss8:12、 注 3008 
悪 の た め に 禁じ られ た も の …………ー…… 1467-・ い で の 58:9-11、 注 3005-3007 
目的 ER OR OO 4:115、 注 670 
国家 (Nations) 
の OIA ER 38:54、 注 2543 
HE SCC RN SG ra 10:25、 注 1232 
PP 609eeeee L102、 注 1345 
NR RN 668…… バ ーー ボ 14:22、 注 1463-1464 
Beige i 1069.eeeeeee 29:21、 注 2245 
Rr OP 1070……… ド ーーーーー29:25、 注 2247 
SOS 1106・……… こ ーー の 3E30、 注 2316 
TR ed ois 1165…ーーーーーーーーーー35:10、 注 2410 
care ee H87ーーーーーーーーーーー36:69、 注 2459 
rt nh Ri Ea ee 1550eee 0:42、 注 3128 
ee Re SN SN 1657…………90:14-18、 注 3351-3352 
ムスリム 国家 (Miuslim State) 
非 イ スラ ム 国 と の 同盟 ーーー TA 3:29-30、 注 395-396 
2 TI Sao Erato 3:160、 注 513 


eR IG 20:120、 注 1858 
国家 の 進歩 (Nasional progress) 
PE SE RE Rk 2:245-246、 注 304-305 
NSR SR GN 145…ーー バ ーーーーーーーーーー 2262、 注 330 
RS EE AB rs ena.270: : 注 :340 
OR 217…ーーーーーーーーーーーー3 は 40、 注 487 
ee DSG Re 3:27-28、 注 394 
NR RS B87 2 L977、 注 1919 
国 運 (U.N.O)、 原 則 … ト ーー ドー ブー 27 SR 49:10、 注 2793 
ゴ グ と マ ゴ グ (Gog and Magog) 
昌和 TIOGA 18:95、 注 1728-1729 
ANN RAS ERA REN 799……ーー 18:98-100、 注 1732-1734 
物質 的 栄光 と 滅 世 …… バ (ーーー 7 ん 10 18:41-43、 注 1692-1695 
ED NER RRR TE ens 18:48-49、 注 1697-1698 
RG GG 887……ーー21:97-98、 潤 1919-1920A 
険 謀 に 対す る 祈り ……ー ト トド ーーーーーー OOo SR 21:113、 注 1928 
キリ スト 教徒 も 参照 
孤児 COrphans) 
結 尋 So DANTE a 4:4、 注 560 
RR SPY が 5 292 に nm の mew 4:128、 注 677 
用 IAI i 4:3、 注 SS9 
ER ARN a CR A847、 注 567-569 
RN NNR ER DAO Ro ed 
RRR EE T4417:35、 注 1617 
福村 EG OOS 2:221、 注 266 
子供 (Children) 
韻 潔 な 子 の た め の 顧 望 ………ーー…ーー…… PROT SE 3:39、 注 405 
両親 に 対し て の 次 大 な 待遇 .…………………… A OODLE RE 6:152 
CN CE RE ERS A017:24、 注 1607-1608 
RA ER NO OT RR 0 の (1 6} 
Se Ni ss 1102…-ー…ーーーーーーーーーー3E15、 注 2306 
EESTI 1337 た に ルー の この ーーmmsei A616 
礼 捧 の 遵守 ーー トー トト ーーー GORE 20:133 
殺害 vee EO eo et 6:132 
Na EC CNS SEE NI 742 よ ーーーーーーーー17:32、 注 1613-1614 
義人 NS ts OS 31:15、 注 2306A 
ea RR NR 1337.……ーーーーーーーー46:16、 注 2725 
婚 資 (Dowry) 
夫婦 関係 前 に 離婚 し た 女性 .…………… ド バボ … バ 30… 2:237-238、 注 292-294A 
放 還 Et 1 の 9 2:230、 注 282 
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SS BSR EE 2:230、 注 281 
支払 と 解決 ーー ババ ババ ーー バー バー バー の 247 Si i es 4:5、 注 363-564 
SE DIET EG AREA 
取り 戻す ei TIFisiesis iis 4:21-22、 注 5382-583 
に 
最後 の 審判 の 日 (Doomsday) 
支持 の 議論 ………ーーーーー バ バー ババ バー ビー バー バー TG es Ga 95:8、 注 3385 
不信 仰 者 の 運命 .…………ーーー バ ーー バーーーー 13984 issi 32:10-17、 注 2848-2830 
政光 NONE 99 2:25S$、 注 315-317 
重吉 性 SS TE 6:41-42、 注 847-848 
財産 (Property) 
[は RD 1 0 SC 2:189、 注 215SA-216 
DR AG NA RR a TCO ri te nd 30 
A RAE RE DATE NE Ei 4:6、 注 366 
AS) DATr ek 4:6-7、 注 5635-569 
ミン TE Go 16:72、 注 1558 
RR EE A OT AEN 8:29 
サイ ラス (Cyrus) 
ビシ の ECR io CGE 2:103、 注 130A 
エル サレ ム の 再建 .… バ ーーー…ー………ー………ー 1420000K0ou2tooyaennnos 2:260、 注 323 
ザ カ ー ト (Zakat Ahms) 
募金 及び 分 配 …ー ド ーー ドー トーー 149.…ー ド ーーー 2:274、 注 346-349 
RGEC 3526s 9:60、 注 1193 
光 化 す る 手 設 …………ーー バ ーー バー ババ ーー バー バー DB RRS 9:103、 
ザ カ リッ ヤー(Zachariah) 
息子 の 誕生 …………ーーーーーーー バ ーーー で ーー 805…… ト ーーーー 19:3-12、 注 1739-1745 
Pr IE CE 3:38、 注 403 
EG RE SC BO 3:39-42、 注 403-410 
OR nod OF 19:6-7、 注 1741 
悪魔 (Satan) 
アダ ム と ど と イブ へ の 瑞 き ………… バ ーーーーーー ON CN RC SS 2:37 
ONO AO NO 7:21、 注 957A 
17:63、 注 1630-1631 
SS 17:66、 注 1633 
EAI Ass 22:S、 注 1931 
DSR RES 37:163、 注 2509 
CGN OR 3:176、 注 532 
ER need 17:34 
CO tn i nats 22:53、 注 1962 
i NN 25:30 
A 36:61 


邪 愚 な 謎 い …………ーーー バ ーー ババ ーー バー ババ 93 し cnnot cetnobtirn 7:21、 注 957A 
視 の 商 関 Oi 909.…… ーー… 22:33-54、 注 1962-1963 
ROR ST 7:202、 注 1088 
SS ODN 38:86、 注 2360 
22 Ah お が の ASY 2:15、 注 32 
EE CR et BO ss ese 2:37、 注 70 
BR RR RR RE A237:23、 注 959 
人 間 へ の 誤っ た 指導 ee TS REE 17:65、 注 1632 
承認 され た 獲 予 ーー バー BIT RNS 38:80-82、 注 2558-2559 
人 闇 の 進歩 の 遅れ … ト パー ムー ドーーーーー HO CG NL 7:28、 注 964 
TS EGE EE 20(05S se 邊 118-122、 注 672-673 
昌和 OR 19:4$、 注 1774 
A EE EG te S53 3421-22、 注 2387-2388 
イブ リー ス も 参照 

殺人 (Homicide, Murder) 
ACARD CS SE 281ーーーーーーーー 4:93-94、 注 649-651 
ENN の ae とら $:33、 注 740 
SO OASIS 409AAuRSOR Seenit6:ES2 

サー ビア 人 (Sabians)、 身 分 …… で ドド ーー BA et8 Eee sts 2:63、 注 104 
SER EE ES 341……ーーーーーーーー570、 注 773 

サム ー ド (Thamud) 
ES RG EES CIDE 15:83、 注 1520 
ER AE EOE 1003eeee 26:142、 注 2128 
1 は コト CPK や YY タン SPY NA 7:74-80、 注 998-1004 
AR ER EE San 448.……ーーーーーーーーー7102、 注 1017 
EE 597…ーー 1:62-68、 注 1326,1328 
RC RC SE 692.-…… バ ーー の ムー1S:81、 注 1518 
CE EOS 979-…・…ーーーーーーーーー25:39、 注 2078 
SS 1393・…ーーーーー ド ーー 51:44-46 
EAE NR I OA RES 1421…… 54:24-32、 注 2905-2908 
PP 1003-……… 26:142-159、 注 2128-2129 
サー リフ も 参照 

サー ミリ ー(Samir) 
SS AD Ee 20:86、 注 1841 
イス ラ エ ル 人 の 堕落 へ の 導き 0 RI (ns 20:89、 注 1843 
re aE EE 852-………ーー20:97-98、 注 1846-1847 
Ee ERG: SDD RN 20:96-98、 注 1846-1848 

サー リブ (Salih) 
アプ デラ バハ み と ど 同 時代: non Sk 7:74、 注 999 
FPP が 00 の に こい 15:81-89、 注 1518-1521 
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RE EE EE 1003………|26:142-159、 注 2128-2129 
CE 1661………… 9t:14-15、 注 3361-3361A 
4 注 1000-1001 


機 E RNR OE 31:11、 潤 2303 
RO CR (CPP 16:16、 注 1537-1538 
し 
死 (Death) 
E の 入信 aoinnyisso OIRO 26:82、 注 2120 
SR ESD ES 3:186、 注 542 
itr Rts 4:79、 注 635 
RR 23:16、 注 1986 
OPP 67:3、 注 3079 
A SENN 40:12、 注 2598 
26:225-228、 注 2142 
OE 36:70、 注 2460 
ジー ア (Shiah)、 告発 er eV ud 9:100、 注 1212 
強い る (Foree)、 利 用 ……… ド ドド ーー ドー ドー 140 cies: 2:257、 注 319 
RR EE EEG EE 445.…ーーーーーーーーーーー7:89、 注 1013 
強制 も 参照 
寺院 (モス ク )(Mosques)、 無 礼 パム トッ TR EO 2:115、 注 137 
シバ の 女王 (Sheba(Queenof)) 
設け られ た 王座 ee 1026 es 27:39-43、 注 2171-2176 
アッ ラー へ の 服従 .…………ーーーーーーーーーーー OI GRRE 27:4$、 注 2177 
死刑 Death-penalty)、 殺人 の 後悔 TAF ond 17:34、 注 、 注 1616 
死者 (Dead) 
PR の BO vs es 21:96、 注 1917 
DE ii Na DIL cside ihe T3000 
精神 的 再生 … ト ーー トーー…ーーーーーーーーーーー い ーー PP で 2:37、 注 96 
DR EE 372…ーーーーーーーーー 6:37、 注 844A-845 
預 斉 者 達 の 真実 の 証明 ーーーーーーー……ー OG a as 6:112、 注 898 
ジ ズ ヤ ( 生 )dizya)、 微 収 …… ト ーー NES es: 9:29、 注 1175 
慈善 (Charity) 
聖 預言 者 と の 話し 合い 以前 ………… ド … 1469…………… S8:13-14、 注 3009-3010 
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索引 


人 を 貧し くし な い 禁 状 ーーーーーー…… EA TR RA 2:269、 注 339 
公然 と ひそ か に ーー に ーー バー WAR gE 2:272、 注 342 
SCPH 530 EE ETI 
i A RA A Ge Rt 2:273、 注 344 
DR EC EO ROSS 149.eees 2274、 注 346 
あさ ざけ りみ 損傷 RR PAS 2:263-268、 注 331-339 
指導 (Guidance)、 付 随 す る 法 ーー… CSTE 13:28、 注 1439 
シナ イ 山 (Sinai-Mount)、 イ スラ エル 人 の eee ED SORA 2:64、 注 105 
ジハード (聖戦 )(Jihad slamic wars) 
重要 性 の 和 和 ーー ポー ドド ime 905…ーーー…ー… 22:39-40、 注 1956-1937 
RC SAR CAE 916-…ーーーーーーーーーーー2279、 注 1976 
ビザ ンチ ン 錠 国 と イラ ンド ーー トー…… 13 604 48:17、 注 2773 
戦い の 状況 ーー ドー ピー 106 に っ 2:191-194、 注 219-224.226 
ERA CE EEE 274…ーーーーーーーーーーーーー476、 注 633 
RG EG S10 8-13、 注 1160-1167 
防戦 の 性 費 に oo 0G RSS 22:40、 注 1957 
免除 の 認可 betatddmottettonetetreons BS ee 9:91-92、 注 1208 
列 教 者 ii OO 2:155、 注 181 
RN RS 229.……ーーーーー3:170、 注 327 
000000S000082 10606 和 io 29:7、 注 2239 
EE RO 1080…ーーーーーーー20:70、 注 2268 
AOR URI 1520……ーーーーーーーーーー66:10、 注 3077 
金銭 的 買 献 -……ーーーーーーーーーーーーーー BS EE GE 8:73 
es 1 RR 2:232、 注 313 
A RE EE EC EE tiDGa 327.-……ーー こ ーー 5:34-35、 注 741-742 
イス ラム の 普及 cee TAO CE 2:257、 注 319 
VS EEE RE 394.…… ド ーーー バー 6:105、 注 891 
RR RDS EA DRS RSE RE 495.-………ーー こ へい (の Si40、 注 1120 
NE EE EOE OR RNIN S10…ーーーー バ ーーーーーーー9:6、 注 1158 
戦 旨 旧い に A GIES 8:2、 注 1092 
So Re eR or A495 8:42、 注 1122 
TIT DA ne (9 に DR 25:33、 注 2084 
軍隊 も 参照 
邪悪 (Evil(s), Vices) 
CRP PRR PE ae 4:18、 注 578 
NR Oe NC NR EN 727.-ー…ーーーーーーーーー 16:120、 注 1585 
DS EE GE SO NR 2:82 
NR te CRS OOD bd SR 124 
不信 者 の 固執 ーー トーー、ーーーー ン ーー IO I es yat Ac 7:29 
HN i i GE O16 ss 27:3、 注 2143 
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ME EEE Se 3:32 

RE EET Gis vase E3136. 注 482 

NE EE EE DR NIE EA 

豆 に 基づく 衣 情 Se TER 16:87、 注 1369 

人 間 自 身 に 起因 する も の ーーー TGR SN 4:80、 注 637 

PIR Nag Rs OO ERS 6:121 

ON 6:132 

RBO 7:34 

PEG26 DA 6:161 

RR ER 10:28、 注 1236 

SS ch 28:85、 注 2234 

NO の 21 11:113 

DR 13:23、 注 1435 

16:120、 注 1583 

A 28:85、 注 2234 

RS 49:13、 注 2795 

ka 17:33、 注 1615 

PPP れき 2S:69、 注 2090 

ER SE 4:108 

I RR 25:69、 注 2090 

PR POR 4:38 

ORDER PON 38:3、 注 2515 

RR 40:57、 注 2613 

0 に PEPPY や SPP と TA 17:27-28、 注 1610 

ED i IN 5:39、 注 744 

容 比 ee TA CE ER 17:37、 注 1619 

TE ES NE LE Si ON 22:31 

に か CE を PP か FFP せま KT OTE iS a 23:4、 注 1980 

ジャ ー ル ー ト dale AT 2:251-252、 注 310A-312 

社会 的 関係 (Social relations)、 促 進 ………… OO NR 4:149、 注 691 

NR Ns A NC RT 31 本 ーーーーーーー 85:3、 注 720B 

AR CR TREN 395.…… バ ーー バーーーーーー6:109、 注 894 

社会 的 変化 (Social change)、 法 則 ーー OORT 8:54、 注 1132 

社会 法 (Sociallaws)、 抑 圧 ee 1042 oe 28:7、 注 2199 

借金 (Loans) 

ER oe bee Scorestet 0 153.…ーーーー…ー 2:283-284、 注 354-354B 

返済 の 延期 ーーー ル ツー ぐー ドー DS eS 2:281、 注 353 

ジャ リー ア (Shariiah)、 基 本 …… ド ドド DEAR 5:102、 注 796 
シュ アイ ブ (Shu'aib) 

RY A in na RE 7:86、 注 1011 
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NRE EE EEE HAAS 7:89-92 
RR TS 605 日:85-96、 注 1340-1343A 
RE SI 1007………・26:177-190、 注 2130-2131 
自由 Freedom)、 重 要 性 ドー ドーーー…ー SA 13:16、 注 1431 
習慣 (Custeoms)、 メ ッ カ の 不信 仰 者 …………… 352… ドド ーーー 5:104、 注 798-798D 
宿命 (予定 説 )(Pre-destinatiom)、 重 要 性 ……… 609 ei il:102、 注 1345 
0 O07 の 927.-……ーーーー こ ーーーーー23:44、 注 1998 
RE RR NO GRE 971…ーーーーーーーーーー 25:3、 注 2064 
RNR ES 998.…ーーーーーーーーーーー26:81、 注 2119 
KNO 1413…ー…ーー…ーーーーーー53:40、 注 2888 
省略 (ムカ ッ タ アー ト )(Abbreviations)、 意 味 19 ドー ドド ーー の 2:2、 注 16 
YY Os eet の 2、 年 942 
er oe tt BA sree citi 2 注 1738 
OR RAD ACROSS 834…ーーーーーーーーーーーー 20:2、 注 1807 
CN RE 988……ーーーーーーーーー 26:2、 注 2094 
DIR IS te 1016…ーーーーーーーーー27:2、 注 2143 
る な SE の So ある 92 1041ーーーーーーーーー 28:2、 注 2195A 
AE 1065……ーーー… ボ ーー29:2、 注 2236A 
SN Th i SN 1083-……ーーーー30:2、 注 2269 
SRA RECGAOLG OO の 2 
A ET Dn pn rE 1249……ー ボ ーーーー40:2、 注 2592 
ジュ ー デ イー((@DJidD、 ノ ア の 箱 骨 の 上 陸 … 53920 11:45、 注 1317A 
狩猟 (Hunting)、 鳥 獣 の 訓練 …… パ ーー ド パ ト … ド … PP 5:5、 注 722A 
絢 教 者 (Martyrs) 
永遠 の 生命 ーーー バー バー バー バー バー バー OO 2:155、 注 181 
ER CO RE RE 225 い いい の こい の の or 3158、 注 511 
RR NE EG ERR 229.……ーーーーーー3:170-172、 潤 528 
OE 1346 osa si sa 47:5-7、 注 2742-2743 
巡礼 (Pilgrimage) 
TE DE ER RE Oise i 22:28、 注 1946 
HN SO A le 5:3、 注 720A 
RA ER et AG ee e596:97 
種類 ーー ドー ツー On i 2:159、 注 185 
義務 性 os DOG be i i i ge 3:98 
上 RNG SR 0 S:98、 注 794 
人 Oundle on 2:159、 注 184 
RR SR 108……ーーーーー 2:197-201、 注 227-239 
Bm だ 112.…ーーーーーーーーー2204、 注 240-242 
BR NI ES 901.-…ーーーーーーーーーーー22:29、 注 1947 
商業 (Cemmeree)、 公 正 な 取引 ーー TAN Tg Go 17:36、 注 1618 
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証拠 (Evidence) 
款 通 罪 に つい て ……ーーーーーーーーーーーーーーー 949.trnmetreerroieo 24:14、 注 2034 
人 SEIS YS NEDOeienravsroo 2:283 
DRG NN GR EN 248-…ーーーーーーーーーーーーー 4:7、 注 569 
DR ER 2531ーーーーー バ ーーーーーーー 生 16、 注 576 
RR RE ERA 295…ーーーーーーーーーーー・ 4:136、 注 682 
SN RAE RR RD RN SS 353-…… 5:107-109、 注 800-802 

昇天 (Ascension) 
ENE EE DO SS SR OR 2:37、 注 71 
OS RR RNR SR IS rues rev 326. 注 962 
Tn P07 の BAS RE S256 
イエ ス ・ キ リス ト も 参照 

購 罪 (Atonemen0、 論 人 破 バ ーー SO 2:287、 注 359 
RYOpeasucos 163… ーー 33、 注 363 
RR lL 173.crpuotesnteisosissss:326、. 注 391 
CORDLESS SRD 260…ーーーーーー バ ーーーーーーー 生 29、 注 593 
SER Ye 343.-…ーーーーーーーーーーーS5:75、 注 779 
TOPE OD TS 413.-……ーーーーーーー 6:165、 注 940 
OD SR 738eeeee 17:16、 注 1601 
CE RR 14139-……ーーーーー33:39、 注 2887 

食物 (Food) 
非 合 潜 合法: OA 2:169、 注 192-193 
ROO NO EAC 95 ……ーーーー 2:173-174、 注 197-199 
RS TE da ee S22 FTG 
RD Ei 316-…… ーーーーー 5:5-6、 注 722-723 
GR RR TAC SG I E89 
OO かい 077 348.………ーーーーーーーーーS:94、 注 791 
RE IR RD ER 399-……… い ーー6:119-120、 注 904 
CO EN OS CEERI 399……ーー ド ーーーーーーー6:122、 注 905 
SER ND NON の 406……ーーー・6:143-147、 注 922-926 
A ER 427eeeeee 7:33、 注 968 
火 間 の 行動 A IT IAN 7:32 
OO 5 TIG e16116-119 
CE TN ei 930.-……ーーーー の ーー23:32、 注 2001 
半分 揚 27 4E11、 注 2624 

ジョ シュア (Joshna)……… ド ドド ドド ドド ーー ドー RIA tn eR eo 3:24、 注 734 

女性 (Woman) 
男性 と の 平等 ロト ムーー ツ ドド ドー Dn kn NS 3:196、 注 549 
RR Ek TID Wn si nd 25. E674 
OR I EM TINO Or RNR CNN MU TT oiersiee ue 6:98、 注 1376 
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SRN: 1129.-……ーーーーーーーーー33:36、 注 2355 
や PET OR TN 2:188、 注 212 
待 財 ERR TTA 4:20、 注 580-581 
ジョ ン ( ヨ ハネ 、John)、 バ プティ スト 
BU EEE ES EE Ro 180eeee 3:40、 注 406-407 
EN SO 19:8、 注 1742 
性 OTR ES 19:13-16 
し る し (Signs)、 谷 定 … ド ドド ドド ドド ドー 306:erecp ene 6:110-111、 注 896-897 
進化 (Evolution)、 神 へ の 信 伽 ーー…… SS :2、 注 6 
信仰 (QBelief、Faith) 
来世 へ の 信仰 …ー ト トー ドド ーー トト ーー PR 2:$、 注 25 
RP PO OR OP rE LoL 0 DNR NR TONE PP 6:93、 注 876 
RR RR RR OTC RR 27:4 
RE CN GE OO SG a Ro 31:5 
RS RS Ek 70:27、 注 3125A 
A SE 12:109、 注 1417 
REESE RR YE は 25:74、 注 2092A 
っ KK ます PE と FPS PP 2:63、 注 104 
RN NR NR SS EE: 2:286、 注 358 
RN RS A INE NE 5:70、 注 775 
NN ER 13:22、 注 1434 
神 と 人 間 の 本 質 へ の 信仰 nn 2 7:173、 注 1070 
OE OAR ER et NAS Si ri Re Ss 57:9、 注 2988 
神 の 律 法 の 遵守 10:101、 注 1290 
RG EE EEE EE EE 4:125 
AEN CCE EE OO 30:32、 注 2285 
BOON EN DI ESE EE 40:41 
NA EEOC RC NAO EE RR 61:3-4、 注 3034 
准 て の 預言 圭 和 Ei 2:5、 注 24-25 
SECA RE ER i i RS sa 2:137、 注 134 
ur 2:286 
REAR RE A TSE ro ei 29:47 
善行 と 報い ーー バー TO EN ie 2:26、 注 46A-47 
不信 仰 送 の 装 騙 es RE Gr 11:2S、 注 1308 
Se Ne CST ois ni tii ae i ie 13217 
NE Ct eS 1168…ーーーー 35:20-23、 注 2415-2416 
NE RN GE SE i A039 
Ne SN a RR 1326……ーーーーーーーーー67:23、 注 3085 
し SCHA Sd 9:23-24、 注 1171-1172 
PPP や PPT OIF i i 40:29、 注 2603 
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EC ER ER BNE 2:137 
NN 23230menocettnnct enososeeetne:astA00 
OR DR TORR OSA ET 
OER CE ER MOT NS TES9 
Re CE REE DD GERI GSN 3:174 
ER RN 08 ra 6:117-118、 注 903 
軽 そ つ な と りあ つか い ーーー ド ーー 2961… ト ドド ーー バン 4:141、 注 686 
A DE nS SE NNR ES 8 vii i663:71 
1 0 ENP いで nH スス OCS の SD SGS 2:4-6 
NE EE RC RS ah 93 ee 2:166、 注 190 
TRA CRN RT ES i FIRE 
DR SEEN 299.-……ーーーーーーーー 和 151-153、 注 692 
撤回 ーー ペー ドス スピ し し て いし TINS por outs 16:107、 注 1379 
OPPONENT 0 725…ーーーーーーーーー16:111、 注 1580 
ROS RR SAR i 2:2S8 
信仰 者 も 参照 
信仰 者 (Believers) 

分類 TEPC Seen 4:96、 注 654 
NG 1067………ーーーーーーー29:11、 注 2241 
GEIR ETE 1455………ーーーーー57:11、 注 2990 
移住 の 状態 バーーーーー、 ド ーー DAS date 4:98、 注 655 
SN RR CN TG EGE 285…ーーーーーーーーーーーー 4:101、 注 658 
アッ ラー の 友 ーー バー バー バー バー バー バーー KT 2:258 
CA RON POE OA:69 
CO TT E520 
努力 の 豊か な 実り ーーー OTA NE 4:12S、 注 674 
アッ ラー の 助け ーー ドー ドー に CC まま 10:104 
ease 1260……ー… バ ーーーーーーーー 40:32、 注 2611 
の 147 Le 58:22、 注 3013 
アッ ラー に よる 名 敬一 esa 90 4:176 
RS 1086・…………ーーー30:16、 注 2275 
僧 沢 大 深 め る つの の ne NGS dn Te 8:3 
EO RE ENR Sd an 24 
真実 の し る し ーー バー Oise 3:18、 注 381 
ROR EE EDR EN 215……ーーーー 3:135-137、 注 481-483 
RN RE SS HSS es i 3 
RS GE BOO EE EE EE 
WN Ss 868-…ーーーーーーj ス 20-21、 注 1877 
AASDOENGGADAUGDSASDESGEBSC3 920…ーーーーー 23:2-12、 注 1978-1983 
NR NE Ei ii 939.-… バ ーーーーーーーーーー2 邊 38、 注 2048 
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RE 963.eeeee 24:52、 注 2056 
EEE EE 967ee24:63、 注 2060 
SE ER 1585 い 76:8-11、 注 3193-3194 
SN OS TDG EE SEA ERT 1482…………60:2-3.9-10、 注 3028-3029 
紋 休 も な く 、 苗 嘆 も な い …ーー…ーーーー…ーー…ー SE RR 2:63 
RE EE O07 0] 
RR RR RS TIE 649 
ARs: 566eeeee 10:63、 注 1274 
RS RR 1337 ee 46:14、 注 2724 
中 計 の 遵守 ……ーーーーーーーーーー に ーー トー MM2OSANUVASA SS SS:9-10、 注 2922 
RU OS の 2:26 
RS RA NE RAD 215-…ーーーーーーーーーー3:134、 注 479A 
NA nash 238…ーーーーーーーーーーー31199、 潤 532 
LAS RR TDI ei a dA 
NR GE SE kk ki DG see dS TE 620 
DS RE EE OI OE ELE EE ET 
Sa eR EEE RSE ss: NG sa SG 
RTR RE SOSDK2 02 000 427.ーー バ バーバ ーー ここ ーーーー ン 7133、 注 968 
NE: 431.……ーーー の ーーーーー7:44、 注 976 
PT NANNY で ID tia ne AT 978 
ORG RE CA EN SOC ETS 
RO A RR ER CR CSE Os SNE E00 
DROS EC EE GE 360 
AYU 551…ーーーーーーーーー10:10、 注 1240 
WEE RE 683.-………ーーーーーーーーー15:24、 注 1492 
POSREN EE ES 705.…………ーーーーーー16:31-32、 注 1542 
OC RE NN 737.-……ー…ーーーーーーー17:10、 注 1596 
SMOKE NSR 974ー…ーーーーーーーー28:16-17、 注 2071 
ND GSE 1078………ーーーーーー29:59、 注 2263 
ERZS RR DN OA E3046 
Sesion a edna ear 1250………ーーーーーーーーー40:9、 注 2596 
ER ER A ER NR SR 1349……ーーーーーーーーー47:16、 注 - 2748 
HP 1434……ー…・S53:47-59、 注 2939-2946 
SR EE Sh CSK 1436 いい 55:63-79、 注 2948-2954 
NN CO OE EER 1442-……ー…ーS6:16-41、 注 2962-2968 
BSN Ni 15S84……ーーー76:6-7、 注 3192-3192A 
OR 1586 76:12-23、 注 3196-3199 
楽園 の 発 却下 ーー ドー バー DA a RD I SS RE 4:75 
RR RR RE DAO AEE 
EE EGTA SE EC EE 
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有明 族 の 直 に 立つ yon TITRE 6:58 
NES TE 643.……ーーーーーーーーー 12:109、 注 1417 
FCS 1065- ロ ルー トーー ド ーー 29:3-4、 注 2237 
内 FPP すす 1233……ーーーーーーーーー39:11、 注 - 2567 
勝利 を 得る ーー バー バー D3 CR da 5:57 
A RSE RE SE ESR 20 
アッ ラー の 崇拝 ーー バー バー バー バー バー 123aunytAsorx。 39:3.12.15、 注 2568 
楽園 も 参照 
真実 Truth) 
dO の OPRO HCI NS 8:8-9、 注 1098 
も また ん HP か すす PT 652.-……ーーーーーーーーーー13:18、 注 1433 
不信 者 大 の 反応 ……… バ ーーーーーーーーーー BG ei ee 10:77、 注 1281 
神 性 (①Divinity)、 試 練 … バ ーー ドー eR 10:35-37、 注 1259-1260 
ジン (Jinn) 
軍人 40080 0rd ea a 6101、 注 885 
骸 の よう な 人 性質 CS 15:28、 注 1494 
46:30-31、 注 2733-2734 
EEE 72:2-7、 注 3137-3139 
no 6:113、 潤 900 
AN 6:129、 注 908-910 
ee 23:S3、 注 2002 
a RE 33:5、 注 2330-2331 
RE 58:2-6、 注 3001-3004 
ズル ・ カ ルナ イン シン (DhulQarnain) 
英 分 と 作 事 eee 793.……ーーーー… 18:84-99、 注 1719-1732 
救い (Salvation) 
ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の 主張 ……………… nis a 2:112、 注 134 
NSK CO IE Bes 2A E457 
eR SE RRR RR RS 173…ーーー… バ ーー バーバ ーーー3:25、 注 390 
非 イ スラ ム 教 徒 上 ホー バート ーー OR a 22:18、 注 1939 
預言 者 の 出現 以前 の 人 B42 20:52-53、 注 1826-1827 
NE 人 ERE REASON 2:63、 注 104 
RE dh 1320.-…ーーーーーーーー4 生 58、 注 2705 
取得 ーー ドド トー スー ON 2:255、 注 315 
せ 
正義 (Justice) 
PP YYPPYPY す FFPPFYPPPPPPCPPFY DT sn ti 4:106、 注 663 
Se AGO RN RE 295…ーーーーーーーーーーーー 4:136、 注 682 
時 9 お PP HE ees eg osc 6:133 
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EN CREE es NOES 5:9 
成功 (Success)、 法 則 ee DTS 2:149、 注 171 
NEES: DO i rier SA 注 180 
O00 の 0 の 0100) 239…ーーーーー バ ーーーーーー 3:201、 注 555 
EA OEE 492.-…ーーーーーーーーーー 8:30、 注 1114 
ER SE ER 651-……ーーーー…|13:15、 注 1429-1430 
精算 (Accountability) 
人 聞 の 思考 と 行為 ……ーーーーーーーーーーーーーー 33 KEY 2:285、 注 356 
RR EO Sh RE TO Rh EDN ER O63 
上 RT SR 2 の 48 
POC 1505……ーーーー64:S-8、 注 3058-3039 
A RR ee RA 1334……ーーーーーーーーーー68:40、 注 3102 
et 67 た ーーーーーーーーーー99:8-9、 注 3409 
周 人 の 性 質 -…ーーーーーーーー ド ーー バー Dye ee te 2:140 
EE Ei SOE OAD 
DE SSN OS NS TIT a Se Rd 18 
借 者 と 人 を 上 ーー バツ ム ーー いい A ON 7:7、 注 946 
聖書 (Bible) 
聖 ク ルアー ン に よる 廃止 、 ーー…… Ge En 2:107、 注 132 
異な っ た 解釈 、 聖 クル アー ン に よっ て : 
アジ ラバ た の 2 NNE 6:75、 注 864 
アブ プラ ハム の 正直 re に CITYRPPPR 19:42、 注 1773 
TE a To nt SS 20:91、 注 1843 
イエ ス の 生 邦 : に ee Been 19:26、 注 1759 
禁断 の 木 .…………ーーー バ ーー ババ バー バー ババ ーー SRE 2:36、 注 69 
P7000 OPE か 423.………ーーー 7:20-23、 注 9357-958 
エジプト 人 に よっ て イス ラ エ ル 人 
だ 生 え られ た 移 Se に 10 22PWYET PPP 20:88、 注 1842 
ジャ ー ル ー ト ーー ドド ーー ドー ババ ーー 137。 si 2:251-252、 注 310A-312 
TI EN EN 6 12:$、 注 1360 
Te dot BS. 19:17、 注 1747 
イス ラ エ ル 人 の 殺し あい ……………ーーーーー RO RNR 2:S$、 注 95 
出 エ ジ プ ト の イス ラ エ ル 人 の 数 …………… ト ひひ OR NNR 2:244、 注 302 
ファ ラオ Re A SDR ST 10:93、 注 1286 
策 崇 近 へ の 罰 MG a 2:55、 注 95 
アロ ン の 姉妹 バー バーーーー…ーーーーー に ーー DAE ea 19:29、 注 1763 
RT = GR Oia 2:249、 注 308-309 
ター ルー ト ( ギ デオ ン )……6…ー ド ドー ドー ドー 1 bg 2:248、 注 307 
on FT Sn We de ig 2:76 
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RR NG EE Ts 9 EA 

NOE EE I CGE EN 

SN RE IO 

イス ラム に つい て の 預言 ee に 人 Et 2:150、 注 173 

EN EE 4644…ーーーーーーー バ ーーーー 158、 注 1059 

BER ES EE 540-…ーーーーーーーーーーー9:111、 注 1219 

RN RA 923.………ーーー こ ーーーーー23:21、 注 1990 

Oe RSESIERSSE SGP 1368……ーーーーーーーーーー48:30、 注 2786 

NC RN RR 1490-……ーーーーーーーーーー6E7、 注 3037 

精神 的 進歩 (Spiritaal progress) 

だす Pr Os ds 6:97-98、 注 881-882 

EER NEIk 472 176-177、 注 1072-1074 

TR Rs I:115 

OR DI 36:72、 注 2462 

8:25-26、 注 110A-1111 

A 10:29 

Rs 24:51、 注 2055 

oR 77:31、 注 3216 

GN GR s:94、 注 791 

SN RE 11:4、 注 1295 

SSR 11:24、 注 1307 

RON 16:91、 注 1570 

Eee 16:129、 注 1589 

ee 23:2-12、 注 1978-1983 

24:45-46、 注 2053-2054 

HAR 35:33、 注 2421 

CR 51:17-20 

EE WG Ri AS TE 7:138、 注 1042-1043 

継 天 者 上 …〔ーー……ー ド ーー バー バー BAG 21:106-113、 注 1925-1928 

イベ ラル ye 2 5:22、 注 731 

TRNA i en ah eR Sn ae ka 455.………ーーーーーーーー7130、 注 1037 
生命 CLife) 

水 へ の 依存 oie B28 eras 67:31、 注 3088 

ED ee yn nn TB os ei 18:46-47、 注 1996 

は REL Rt 34 So bow da no 46:36、 注 2736 

の が 7 の の が いい 【6 0 ON 23:114-115、 注 2021 

西洋 (Wes0D、 崩 時 ……ー ド ーーーーー 1720。k2 iceno 111:2-6、 注 3458-3462 

聖 喜 (Spirit of holiness) … 氷 …… ド ーー の eo An 2:88、 注 119 
善 (Geod) 
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FE ES OR AO RE 10:3、 注 1235 
EN SR EE 823.-…ーーーーーーーーーーー19:61、 注 1786 
アッ ラー か ら 生 じ る 善 と 悪 ……………ー… SOG NR 64:12、 注 3062 
巻 と 悪 の 知識 を 与え られ た 人 間 .……………… OS 90:11、 注 3349 
善 と 構 の 報い ………………ーーーーーーーーーーー RET SR 10:28、 注 1256 
戦争 の 捕虜 (Prisoners of war) 
人 GR DN Ta ER 4:4、 注 361 
RR EE RE 957.-…ーーーーーーーーーーー24:34、 注 2046 
HEUE RCZ PR だ HP を RT OS CR 24:33 
ンス RT の PP の PC 504ーーーーーー 8:68-69、 注 144-1145A 
笠 財 SG GE 4 ea ean 47:3、 注 2739 
専門 化 (Speciaization)、 宗 教 的 訓練 …… ひ …… SAI 9:122、 注 1224 
戦利 品 (Spoils)、 分配 …ー ド ドー ドド ーー HOS ee eed ia 8:42、 注 1122 
SEE GR RN GRG 1475 59:8-9、 注 3021-3022 
そ 
装飾 (Adornment)、 認 可 MDT Ve RE 7:33、 注 968 
創造 (CCreation) 
RG: 16:14、 注 1334 
41:10-11、 注 2622-2623 
RE 46:34、 注 2735 
PP 13:4、 注 1421 
OPE 36:37、 注 2445 
SA Si:50、 注 2838 
NAS ea 16:41、 注 1546 
PE 64:4、 注 3057 
六 つ の 期間 で 宇宙 の 創造 …………ー ド ーー 3 人 7:5S$、 注 984-986 
相談 (Consultation)、 イ スラ ム の 基本 的 性 質 2 3:160、 注 515 
DR SR RRA NRE NR REG 1293-……ーーーーーーーー42:39、 注 2660 
ゾロ アス ター 教 (Zoroastrianism)、 反 論 ……… 0G PCI 6:2、 注 817 
ソロ モン (Solomon) 
ErPY そ の CPP IP ま PP EG per re a iar GR 6:8S 
ER iti 1020 27:18-28、 注 2153-2161,2164 
技術 の 発達 ee QED ri te 21:83、 注 1910 
She SE CR ES 1019……ーーーーー27:16-18、 注 2151 
音 語 の 知識 ーー ドー ドー 1101OLNoatSoeSueboneeke: 27:17、 注 2132 
ダダ や 大 の 際 斉 otouuootoi: 66a 2:103、 注 130-130A 
政策 上 SO 21:79-81、 注 1905-1907 
シバ の 女 ギ ーー トス トッ ツン ーー 0 の ae 所 27:23-4$、 注 2161-2177 
PPP や PP さも OC EE EG 4:164 
Ee ER BRIDE he es 21:83、 注 1910 
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PP を な PICO を や を FPS RADE 21:82、 注 1909 
お 03 FE 27:77、 注 2188 
人 RAO RS 21:80、 注 1906 
RSS AER EE 1019……ーーーーーーーーー27:16、 注 2151 
ター ルー ト ( ギ デオ ン )(Talmt。 Gideon) 
GR EG RN A EN Se 2:248、 注 307 
ジャ ー ル ー ト の 殺害 ee 1 nee 2:252、 注 312 
多 神 論 (Polytheism)、 非 難 a GT RR 4:49、 注 615 
Ne RN CE TOO RR 
ダッ ジャ ー ル ①ajjal) 
RS Re SDs BOR 18:111、 注 1737 
の 0 22:48、 注 1961A 
ダビ デ (David) 
殺害 の 企 て …ーーーーーーーーーーーーーーーーーー DT es 38:22-25、 注 2523-2525 
EO Et RO RAR 2:252、 注 312 
ST SYS 306-…ーーーーーーーーーーー 4164、 注 706 
イエ ス に 呪 わ れ た へ ブラ イ 人 ………………… AAS LRG 5:79、 注 782 
RE CR GR QL RN 21:79、 注 1905 
権力 と 業 光 ババ ーー ドー RIOR 21:80-81、 注 1907-1908 
ON ER 1019……ーーーーーーー27:16、 注 2151 
SCAR RCO OS 1149…………ー…ー ド 34:11-12、 注 2379 
NO ORE 1216…………ーーーーー38:18-21、 注 2522 
メア の 学 人 es VO RR SE RR 6:85 
中 1919 om Sr 38:26、 注 2326 
タブ ー ク (Tabmk)、 選 年 ……… ド ーー ドー ドー… ド ーー に 0 9:38、 注 1184 
HOO Ee S22-ーーーーーーーーーーーー 0:42、 注 1188 
魂 (Soul)、 人 間 の 魂 を 参照 
断食 (Fasting) 
RO EN O02 2:186,188、 注 209,214-215 
rc 101…2:184-187、 注 206,207A,209-210 
断食 の 月 の 間 ク ルアー ン の 啓示 …………… 0 2:186、 注 208 
ち 
玲 い (Qaths) 
湖 邊 int TAT a Bu 5:90、 注 789 
0 業 財 DAN2LKeeEAof06AoneteoisesAN DOr see 2:223S、 注 273 
代 N EE TER 66:3、 注 3072 
MH eR TI Or ie 16:93,95、 注 1572-1374 
RS EEE: 1390T Go SI ED843 
完 し き 宮 堆 へ の 久 … バ ーーーーーーーーーーーー 02eten002A50042 2:226、 注 274 
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A SR ER 1470………ー…ー 58:17-20、 注 3011-3012 
事 柚 性 ie OD 37:2、 注 2466 
SE EE 1659・…… バ バー の EE2、 注 3355 
地球 (Eartb) 
食物 生産 購 …………ーーーーーーーーーーーーー… 1271 に memenn 41:11、 注 2623-2624 
HAP も タタ 1 65:13、 注 3070A 
所 有 権 .……… バ ーー ババ ババ ババ ーー バー バー バー し に 全く を に 7:120 
地獄 (HelD 
僧 者 吉 .…………ー バ ーー バー ババ ーー バー バー IE EE 19:72、 注 1793A 
NN RSE SR 888eeeee2 L102-103、 注 1922 
0 可 性 at A OER SA 2:40、 注 74 
SR ll: 610-…ーー 11:107-108、 注 1349-1350 
OGA EI 875-……ー バ ーーーーーーーー2148、 注 1893 
BRL お 2 9 RN 2:25、 注 45 
FR RR SR Sn DAE RR GENE 2:168 
SR ER DD GO Rs 4:37、 注 619 
嘆き 目 つ 唱 ーー ドー ドー トト ピトー Oo 11:107、 注 1349 
PP や PP oo 13:19 
知識 (Knowledge) 
SS 9:122、 注 1224 
72:9-13、 注 3142 
休 傾 oe 2:270、 注 340 
中 傷 (Slander) 
て すす や で デキ YY OS RS 24:22、 注 2036 
NE NA RAE Re 1700・……ーーーーーーー104:2、 注 3431 
ee DEG 24:5-6、 注 2828-2829 
EE IE 950eeee 24:20、 注 2035 
. 配偶 者 RCRD RR RE ATE 24:7-9、 注 2030-2031 
手 水 (Ablution) 及 び 、 祈 り の 前 の タ ヤ ッ ム ム 
NER OT SS EI IQG5.eeeereeereree 4:44、 注 610-612 
RC CR SNS 317.-……ーーーーーーー5:7、 注 725-725A 
貯蔵 (Hoarding) 
は りか PP 1700・…ーーーー… 104:3-S、 注 3432-3434 
A RSI RD SG dati 9:34-33、 注 1180 
づつ 
月 (Months) 
ONE 0 SO 2:190、 注 217 
ae AEGIS S19…ーーーーーーーーーーーー 9:36、 注 1181 
MM SS SFOS 9:36、 注 1182 
月 (Moon) 
WF BNE NE SS 1 人 PP 54:2、 注 2896 


罪 (Sin) 

HE RD RE DIS 41:24、 注 2630 
CE EE 1445 ーーーーーーーー56:48、 注 2970 

表し 1242 39:54-56.60、 注 2584-2386 
人 間 の 示 因 ea HAI a NE 7:43、 注 975 
Io UO RE kst 4:113、 注 667 
大 き な も の と 小さ な も の ーーーー…ー… 9 の 061 に RR 4:32、 注 594 
SER は EE DHEA 1412 ーーーーーーーー53:33、 注 28835 
公然 お 肉 鶴 es TOC A eA IS 6:121 
SE NEN EN A CNS EC 
多 神 論 ーー ドド トト トト いい の 6 4:49、 注 615 
NR RR SR I TO ec Rg ET AS 
防護 eb Gs IS ri oa 12:34 

て 

抵当 (Mortgage) ニー SA Et 2:284、 注 355 

匠 学 (Philosophy)、 真 実 …※……… ド …………… TO ie 36:3、 注 2427A 

天 (Heaven) 
が のり 1393 sl:48、 注 2837-2837A 
機能 Rd DT et 2:23、 注 43 
RN AE 87 T2133-34、 注 1886-1886A 
惑星 の 較 道 uaeeseaseeaeeanata SG da S1:8、 注 2825 
創造 の 目的 トー バ ーー トー CGR 16:4、 注 1530 
指導 と 生命 の 源 ……ーーーーーーーーーーーー GCC a bi 14:11、 注 1458 
RR SR EE 1252 ーー ムー 人 40:14、 注 2599 
精神 抱 和 ベ ーー ドド ドー ババ 983.………… 23:62、 注 2087-2087A 
柱 の な いい CATE nS 13:3、 注 1420 
創造 の 時 Ss HTN EC EE 7:55、 注 984 
A ES ER RSS SAO NRE Ed 
A 人 0 

天使 (Angels) 
何人 ーー ON 2:178、 注 203 
eDOCS RE 155…ーーーーーーーーーーーー 2:286、 注 358 
RE ER DGG i htt dt37 
A ii edion paid 06 oii onda 6:112、 注 898 
RO ON 1140 Sian 33:57 
Se GR hat 1163 ee 35:2、 注 2407 
PO O00 1226 38:73-74、 注 2553-2554 
RR NC NT oR ED ES 1246 e976、 注 2591 
RN EE SN RE 1284 ee 42:6、 注 2643B 
神 の 久 の 前 兆 …ーーーー ド ーーーーーーーー GS 6:9、 注 826 
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索引 
SR NE 412.……ーーーーーーーー6:159、 注 934-936 


地 氏 
無知 


神 の 属性 を 喘 ず る 
上 AS の 3 提 人 0nDNNMGSN5e0eeee 


神 の 唯一 性 と 使者 の 


統治 (Administration) 
相互 合議 


道徳 性 (Morality)、 段 階 
富 (Wealtb) 

貧困 の 分 か ちあ い 
精神 的 発達 ROSS な Se 
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15:9、 注 1481 

222 252 
less 3:124-127、 注 469-470,472,474 
A RT RSS RRS 8:10、 注 1099 
12I6 is 41:31-32、 注 2635 
3 10siandiciie ss 43:78、 注 2687 
RRR RE 2:31、 注 S8-59 
SD Gi i tS SR 2:33、 注 63 
DUR RSS 2:99、 注 125 
2900AAaereeoiosento Ss0:18、 注 2806 
1 S0:22、 注 2807 
SD Ct 2:33-34、 注 63-64 
ky OO 2:3$、 注 65 
2 の 2 Rh; 7:12、 注 950 
CRI Et So 15:30、 注 1495 
50020 RE 17:62、 注 1629 
TIED NE SE 18:51 
BIC 20:117 
I OE SE 3:19、 注 382 
TSE 4:167 
TI GSO Es 16:126、 注 1588 
Nr 20:45、 注 1824 
OTR 26:21$、 注 2140 
107 3s ce ts 29:47、 注 2257 
DI TE SE 41:35、 注 2636 
TA Re 51:56 
DA OND RE RTE 4:4、 注 561 
I59...ereierreresareravereees 4:26、 注 592 
TIS nd Th 3:160、 注 515 
1 42:39、 注 2660 
960 kateehnneStcrtin 4:59、 注 621-622 
295…ー ド ーー ドーーー 4:136、 注 682-682A 
701.…… こ いこ ーー バーー バ 16:12-14、 注 1335 
ROO S1:20、 注 2830 
TSV toeo7raion 34:38、 注 2400 
1695…………… 102:2-9、 注 3423-3423 


トー ラー(Torah) 
コタ ダ ヤ 人 の 指 坦 Geass BDSG 5:45 
+¥h+ SG 410-…ーーーーーーー の ーー6:155、 注 931 
信奉 者 へ の いざ な い ………… バ ーーーーーー TTD 5:66-67、 注 771 
BE ERE a 321……ーーーーーーーーーーーS:16、 注 727D 
REG EG EE IDNR 
イス ラム 教徒 上 ーーー バー ツー T1368 cides se nh: 48:30、 注 2786 
聖 預言 者 に つい て の 預言 45:18-19、 注 2711-2712 
ウリ ブン 2 5:44-46、 注 748.750-751 
RR SR Rn OO dit 3:4、 注 365 
執り 成 し (tntercession) 
HR RIA OR RR ES RR CRE ER 0 0 が 2:49、 注 85 
EE AR ek 4:86、 注 642 
条 信 合 著 ooo: TG RR 6:52 
OT WAC SE 2:256 
DS RE 1153…ーーーーーー34424、 注 2389A-2392 
奴隷 制度 (Slayery) 
EE EE ITD 24:34、 注 2046 
SRIEYSS TRS 1346…ー…ーーーーーー 47:3、 注 2739 
EWE CE DR en DA oats 4:4、 注 561 
に 
二元論 (Daalism)、 反 諭 te 720 4:79 
Ye OEE SR CE RG23SNes 363…ーーーーーーーーーーーー6:2、 注 817 
乳児 (Sackliing)、 規 則 … バ ーー ドド ドー 98 re 2:234、 注 286-288A 
人 間 (Man) 
アッ ラー と の 関係 ……………ー バ バーバ ーー バーー OE 8:25、 注 1110A 
天使 の 服従 上 ………ーーーーー バ ーーー ビバ ーーーーー の YR 7:12、 注 950 
神 と の 親交 ーー バーーー バ ーー バー バー バー バー COA RE 13:27、 注 1493 
RS ASS 685ー…ー…ー バ ーー バン 13:30、 注 1495 
大 地 と の つなが りー バー バー バー バー バー STIS Ra 7:26、 注 962 
創造 SS Oi 3:60、 注 425A 
時 に PRE 363-…ーーーーーーーーー6:3、 注 818 
RN RRA OR RE SR ER RIRS HO 421……… ム ーー 7:12-13、 注 949-953 
SN RE ACESSeR2S 684 115:27-28、 注 1493-1494 
A UE RT NG A RR 867…ーーー2E17-18、 注 1875A-1876 
MRS RR Rd 921 ーー23:13-15、 注 1984-1985 
tn RN CR nl 939.-……ーーーーーーーーー 23:116、 注 2022 
EPC を た 1394-…ーーーーーーーーーSE57、 注 2840 
RE SS CO OT A 1429…ーーーーーーーーーーー55:15、 注 2924 
OGA bo 1674-…ーーーーーーーーーー9S:S-6、 注 3384 
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Er CRE お REP TTA 17:16、 注 1600 
NRT pNP NO 1095………ーーーーーーーーー30:54、 注 2294 
RN «< 1240・………ーーーーーーーー39:42、 注 2579 
REE SEO STSS 1305……ーーー バ ーーーーー43:39、 注 2679 
SSR SE EERE 1400……ーーーーーーーーー2:22、 注 2853 
EEE 1413……ーーー…ー 53:39-42、 注 2887-2888 
DA NRA 1642.………ーー 87:3、 注 3321 
神 の 慈 想 ーー トー ドド ーー ババ CL sn IE:111、 注 1352 
沿 揚 CR Ee Rs TR ine 17:71、 注 1635B 
EDY が CH 822.-…ーーーーーーーーーーー19:59、 注 1784 
TKY を かす 423. seinn eno 7:20、 注 957 
ON DROS Rs 6:108、 注 892 
RE AD NE 408eeeeeeeen 6:150、 注 927 
NA A eR Td Gi E49 
HV RR RS AG se 5:94、 注 791 
RO RR RS rt 391eeeeeeeenn6:96、 注 879 
女性 に 対す る 保護 者 en eee 2:229、 注 279 
DAR TR CN RN G2 i dS E3598 
HE i IIT ns 6:37.39、 注 845-846 
2 1090 に ee 30:31、 注 2284 
NSCASGERSESe』 1091…… ーー バー バーーーーーーーー 30:37 
OR NN Re Rn 1142…ーーーーーーーーー33:68、 注 2372 
TN ED SCR 1155…ーーーーーーーーーーー34:32、 注 2397 
RARE 人 SERENE 1225………………38:61-62、 注 2547-2348 
EE RE ER も ROSS RSE 1241.……………… バ この 39:50、 注 2583 
TREE EN RSE 1251……ーーーーーーー40:11、 注 2597 
RE OR EE EE RO SE gt 41:51-52、 注 2641 
論争 好き ーー いい に いい ババ IORI 16:$、 注 1531 
RRR SE RA RR RG 7844 ーー ドー 18:55、 注 1702 
EN EO ER NS OO aa 31:7、 注 2302 
性 it BID ne AE 21:38、 注 1888 
不 拭 cree 1198 ーー 37:39-61、 注 2484-2485 
HB rc ec: i POE EON 17:101 
DE NS RR A RE 1548……ーーーーー70:20-22、 注 3123 
死す べき 運命 ーーーーーーーーー CEN NE 21:35、 注 1887 
迷信 Nargis oi OSes oe 31:22、 注 2312 
軒 知 ちず ーー トード DSI Nl 10:13 
70 SD 0A2 
ER SS 752.-…ーーーーーーーーーーー17:68、 注 1634 
ET Vi ei oasis i kn 1 io Dp 33:73、 注 2374 
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SS EE 1504-ーーーーーーーーーーーー 64:3、 注 3056 
nA RE ER CEE 1660eeeee 99、 注 3360 
HD ER 0 ce っ Ss7:23、 注 2996A 
優越 mn トー ドド ーーー ツー TI esi ve 17:71、 注 1635B 
縮小 し た 近 再 nt の トト ーー ジー ジー 166Q ieee 91:8、 注 3359A 
RE NR AR ITI ERE 41:12、 注 2625-2626 
自身 に 対す る 目撃 者 .……ーーーーーーー…ー…ー 1274-…ーー…・ 41:21-23、 注 2628-2629 
記 業 OS TIR Te RR reo 17:14-15、 注 1599 
人 間 の 進歩 (Human progress) 
希望 と 恐れ と の 結び つき eee RR 10:8、 注 1239 
人 間 の 本 質 (Human nature) 
PWF OSE 6:109-111、 注 895.897 
TS CET Gn SE 15:43、 注 1500 
人 間 の 魂 (Human souD 
創造 Sere TO 32:10、 注 2324 
ラド 1 束 層 SO EG EE TG RG ls 2:118、 注 140 
EC NE 1446…ー ド ーー トー トー 36:61-62、 注 2972 
NR OR PT NSR SS 1546-…………ーーーーーーー 70:5、 注 3120 
RR Sa i 124 0 39:44、 注 2580 
性 加 SR SS Da SE GE ER 10:13 
下位 RE ES di OT EE 35:19 
発展 の 眉 階 i ST RS 75:3、 注 3177 
EEO EE GRR 1S84……………76:6-7、 注 3192-3192A 
RE EE 1586……ーー・76:18-19、 注 3196-3197 
SS ESSAY EE 1587.………… こ 76:22、 注 3199 
RAS RR 1653……… バ ーーーー89:28-29、 注 3342 
Eh ES NAT PAO RE 39:44、 注 2581 
人 間 の 名 誉 (Human honor)、 尊 厳 …………… の CR か 17:37、 注 1619 
人 間 の 理性 (Human reason) 
宰 の 理解 ーー ュー ドー ドー 30 See 6:104、 注 887 
CK すか YWP OS 2:171-172、 注 195-196 
SR NA RN CA nt ROR SD La rar 3109 
RN NN RE ES TA ER 
RR Ri nna TO EE Ni 16:12、 注 1333 
ORO RR NG di i RE SE 2712 16:67、 注 13555 
ぬ 
盗み (Stealing)、 拉 ドド ドド oo OR 5:39、 注 744 
ね 
ネ グ ダス (Negus)「 ナ ジャ ー ジ ー」 (Najashp 
イス ラム 教徒 に 与え られ た 避難 所 ………… 345… 5:83-84、 注 787-788 
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ネ ブ カ ド ネ ザル (Nebuchadnezzar) 


エル サレ ム の 和 酸 壌 ーーーー バ ーー バー バー バーー 4 eo 2:260、 注 323 
A SEE 883eeeen 2 Lh86、 注 1912 
の 
ノア (Noah) 
その 生涯 に お ける 聖 預 斉 者 へ の 言及 …… PEPPY 1t:S0、 注 1322 
EN SE ESR 0 nt 11:38-45、 注 1314-1317A 
NN Ri ROO 11:41、 注 1315 
CORN RD EE 593eeeeeee TL:49、 注 1321 
SO A NR SN 924-…ーーーーーーーーーーー23:28、 注 1993 
ES ti SUC 6:85-87、 注 870 
PP WOO RMD CR RRS RMR ODE PR OR 1200……ーーーーーー37:76-78、 注 2490 
神 と の 対話 ーー ツー ドー DOO or ri 11:46-49、 注 1318-1321 
1 の PE 1068 は な 29:1S、 注 2243 
息子 の 測 TP SO ER en 11:43-44 
No OS DER RD IT 7:60-63、 注 992-993 
NO EN CORSE 68 10:72-74、 注 1278-1279 
NS SRG 587 1:26-49、 注 1309-1321 
RT ET RT OD PRT" 924.-……ーーーーーーーー23:24-31、 注 1992 
PF を すす 1419……… ド 34:10-17、 注 2901-2902 
APPS の PC RC 11:35-37、 注 1312-1313 
ORO NONE 1555………ー ト 27-29、 注 3135 
人 SRE 3:34 
は 
バ パール (Ba)、 偶 像 の 名 前 ee 06 RS: 37:126、 注 2502 
背 教 (Apostasy) 
後悔 に より 容赦 ……………ー ド ーー の 0 Li 3:90-91、 注 436A-437 
教義 の 主義 に は 無害 .………………ーーーーー……ー の ESSAY AD 3:14S、 注 494 
SRNR IEA ST IO RSE 5:55、 注 760 
Hee erat 2:218 
RR RE RT RON 3:87-89、 注 436 
DARREN D0 Gr na 4:138、 注 684 
DR aN SRNR 16:107、 注 1579 
廃止 (Abrogation)、 経 旧 n69 ee 2:107、 注 132 
ウル ガー シン ロ 0 2:181、 注 205 
DE SR SS OR ee gigi 5:98、 注 794 
RR EN ES 16:102、 注 1577 
ハ ガ ガ ル (Hagar)、 身 分 ee 37:103、 注 2497 
ハイ バル (Khaibar) 、 ER Gi 48:16、 注 2772 
WR VOR EO Da 1364……ーー…ー 48:19-20、 注 2776-2778 
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ハウ ツラ (Khaulah) 、 ズ ィ ハ ー ル な ど ……… 1465 tt 58:2-6、 注 3001-3004 

迫 審 (Persecutios) 
「 財 BPR TK も OO 2:215、 注 256-257 
AOR DIG viii ea 3:168、 注 523 
SR SC RR 232.-ーーーーーーーーーーーー S180、 注 535 
0 の 235…ーーーーーーーーーーーー 3 は 87、 注 543 
逢 東 (Ark)D、 ノ アー トー ボド ーーー A CE ER ECR ER RR 7:65 
i SE SI SR SC AR S68 si en O04 
OE AC SOO i a Gd i E3839 
ee et CC OA RE ONS RI DS 

玉 (Punishment) 

RH DO NAR SONNE RRND 4:26、 注 392 
DN RE EE tens 944 ene 24:3、 注 2025A-2026 
EG SO GE Tene 5:34、 注 741 
不信 促 ーー ドゥ トト トト ーー 1074… ド ドー ドー ドー ドー 29:41、 注 2253 
破廉恥 な 行為 … バ トード ーー ドー トー いで TI ne oR 4:16、 注 576 
LE ES 0 U2 OG eimai 2:179-180、 注 204-204A 
AR EN CE ES 281.……ーーーーーー 4:93-94、 注 650-651 
RY の PT かす DIO RRA avere 5:39、 注 744 
直人 OG EE 24:5-6、 注 2028-2029 
極悪 非道 の 罪 …ーーー…ー…ー…ー……ーー ド ーー pe tb CC MP CTE 4:17、 注 577 
人 DTN RE 10:99 
原 学 爆音 cis BRR 36:30、 注 2441 
RE A NRE 1184………ーーー…ー 36:50-51、 注 2450 
RG RSS SER 1185-………… い ーー36:54、 注 2453 
業 代 本 和 和 ーー に に いい 609.…… バ ーー バーーーー 11:104、 注 1347 
EA OR RS 10 EK で PR な 6:66、 注 859 
SN 人 RG RAN eS et 553-……… バ ーー バー バー バーーー10:14、 注 1243 
SR ERE 1113…………… ド ーーーー32:22、 注 2327 
清く を も CYP OT CRRA SNR 29:56、 注 2262 
犯罪 と の つり あい ee RT RE RR 10:28、 注 1256 
針生 ーー トロ ババ TA SRN 16:62、 注 1554 
天罰 に 対す る 樋 …… ひ ( バ ぬ Wー ド ーー… ド ーーーーー OA ha 8:34、 注 118 
人 SN Rt i SE IIB da ini 17:16、 注 1602 
se Ee TAT RS 8960135 
AYA eX 1011……ーーーーーーーー 26:209、 注 2137 
の 28:60、 注 2226 
1H:102、 注 1345 
SARS ts 2t:16、 注 1875 
OASISOESa 1008ーーーーーーーーーーー26:189、 注 2131 
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RE EE 1340……ーーーーーーーーー46:24、 注 2729 
ハデ ィ ー ス (Hadith)、 信 頼 性 ーー…ー… OTIS ER 注 426A 
バド ル (Badr) 

戦い へ の 信者 の 嫌 題 -……………………………ー NIC Si 8:6、 注 1095 

英 の 軍勢 の 傾向 …………ーーーーー バ ーーーーー 496-……ーーーーー 8:43-45、 注 1124-1126 

イス ラム 教徒 達 の 埋 失 .…………ーーーーーーーー TL: 3:166、 注 521 

= 放 の 選定 SE DORR 3:173、 注 529 

重 柚 性 ーー ドーーーー… GT Gi ss 25:27、 注 2074 

信者 達 の 勝利 Sob EAR 2:211、 注 252 

OE RO eS Se EE SS SS 168……ーーーーーーー 3:14、 注 377-378 

ER AR NE 211…ーーーーーーーーーーー 212 注 469 

ROO SR 487.-…ーーーーー・8:8-13、 注 1097-1098 

HO CG RD St 48D eat tt a8 RE 1107 

ROOMEASe 1114…… ド ーー32:30、 注 2328 
派閥 主義 (Sectarianism)、 非 難 ………………… 1 の ay26SEANAEEGOZDS63S6 6:160、 注 937 
ハー リド (Khalid)、 ワ リー ド の 息子 

デズ スラ た べ の 大 依 yonnntn narbos: 2 Ns. 3:129、 注 476 
は りつ け (Crucifixion) 

A PCPS TO 4:158、 注 697-699 

モー ゼ の 時 代 … バ トド ーー に に ーーー HSE Si: 7:125、 注 1033 


イエ ス ・ キ リス ト も 参照 
バル アム ・ イ ブン ・ バ ウー ラ (BaPam ibn Ba’'ura) 


威信 の 棋 失 . 司 ホ ニー コー の ーー 472:rnonnn の 7:176-177、 注 1072-1074 
ハー ルー ト 及 び 、 マ ー ル ー ト (Harut and Marut) 

叙 事 的 名 前 …ー バ ーー バー バー バー 0 2:103、 注 129-130 
バル ザ フ ( 障 壁 )(Barzakh(barrier))、 削 ……… IT 23:101、 注 2017 

CS SAN RS 981.-…… ド ーーーーーー25:54、 注 2085 

SRE RR TS RR 1259………ーーーーーーー40:47、 注 2609 
バル ナ バ ス (Barnabas) 

福音 書 に お ける 陵 預 詩 者 に つい て の 預 営 1490……… バ ーーーー…ーー 61:7、 注 3037 
ひ 
ヒジ ャ ー ズ (ijaz) 、 浄 化 …ー… ド ドー ドド ドー BOS i tets 9:3、 注 1154 
必要 性 (Necessity)、 非 合 法事 の 合法 化 ………………… ES RR NE 5:4 

RNR CE RR Es HT oak diene 6:146 
秘密 (Secrets)、 毅 串 ……ー ド ドド ーー SR 66:4、 注 3073 
平等 (Equality) 

人 金 で の 大 問 ら SR TA SN ee 17:71、 注 1635 

RE NN 1375……ーーーーーーーーーー49:14、 注 2797 

男性 と 女性 ーー トー ドド ーー CU OOP NN 4:33、 注 595 
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ファ ラオ (Pharaoh) 
RSE OSrhneratfSonnorrto 28:39、 注 2217 
軍 の 湊 域 SGS STO NCES 10:91、 注 1285 
eR ESERIES 1317 e444:30、 注 2698 
iE OR IS TE 40:38、 注 2606 
TN I RE Dg AA ois 7:108-109、 注 1023-1024 
モー ゼ と 魔術 師 達 ee 449. 7:105-128、 注 1025-1028 
EPP 453 7:131-137、 注 1038-1041 
ES RNA CS NI Co SRA EDEN 608…… ド 11:98-100、 注 1343B-1344 
遺体 の 保存 …………ーーーーーーーー ビ ーー バー ドー 信和 PE 10:92-93、 注 1286 
僧 個 の 身分 … バ 』 バ ハト に に に で ので TO 28.7、 注 2198 
イス ラ エ ル 人 の 追 貴 …ーーー ド ーー ツン WA atts 2:51、 注 89 
政治 的 権力 の 仁 微 ee IF54 Ss Re: 40:25、 注 2601 
政治 的 手腕 SS 0 28:5、 注 2196 
フー ド (Hud) 
拒否 者 の 運命 バー トト ーーー…ーー…ーーーーーーーー A dis 7:66-73、 注 997-997A 
PP や なか HRP で S94……ーー・11:S1-61、 注 1323-1323 
FPP 1002 に one 26:124-140、 注 2126 
夫婦 関係 (Marital relations) 
PP まだ PP pL 0 Je ROO TO PRS 4:129、 注 679 
一 人 以上 の 雪 -……… パ トバ ーーー トー の DO GE 4:130、 注 680 
福音 書 (Gospel(s)) 
イス ラム 教徒 に 関す る 記述 .………………… EG 48:30、 注 2786 
ER TE RR 1 3:4、 注 366 
SR GT 5:47-48 
7:158、 注 1059 
SR esi 61:7、 注 3037 
復讐 (RequitaD、 善 と 悪 …… ド トト ーーー ドド ーー A 6:161、 注 938 
服従 (Obedience) 
RET a liar TS ein nade 3:32、 注 398 
RRR CR ards 3 
CREE kh EE JI a 3 ET 
SR Na RNN DT vi G3 
SN AE TIC gue nace dR 
法 的 権威 ・………ーーーーーーーーー バ ーー バー バー バー バー DT RE 4:60、 注 623 
WN eo TE FTD OC eo 4:70 
負債 (Debts)、 返 済 … ぬ ゆ …ー バ ーー の onestetooetLAeoneiteiaa 4:13、 注 575A 
不信 者 居 (Disbelievers) 
ジロ OGTR 29:13-14、 注 2242 
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導き に 対す る 無関心 ………ーーーー バ ーーーーー II OEE 41:6、 注 2621 
イス MO 2 AOO RE 6:126、 注 907 
CREEP SBOE 11:25、 注 1308 
の 000 2 753.-…ーーーーーーーーーー17:73、 注 1637 
ER RR EE ERE 123T sinses so Sissi 39:25、 注 2573 
PE RES 1289……ーーーーーーーーーー42:23、 注 2653 
預言 者 の 出現 の 継続 ee 1236 ii ois 40:3S、 注 2605 
目 と 了 芽 の お ね おい ーーー バー バー バー バー バー バー TAG ho 17:47、 注 1623 
OO 7 15:15-16、 注 1484-1485 
MEN aS CR CAA i 12:111、 注 1418 
en RESRS な CORE 705…ーー…ー16:34-3S5、 注 1543-1544 
安全 の 誤っ HEC 1 10 32:4S、 注 2865 
固 章 を 授け られ な い ……ー… ド ーー ドーーーーー [DIS ovat oni 41:23-26、 注 2631-2632 
視 事 の 無駄 ii 6 7:9-10、 注 948 
EYEADY SR 1346 sii Ertes 47:2、 注 2737 
NEE TC EE EE ES 1348……ーーーーーー 47:9-10、 注 2744 
Re sisi ST tec8: 34:39、 注 2401 
信仰 へ の 無害 … ム ドー ドド ーー ドー TOT EE 6:22、 注 835 
屈 厨 en 0 16:28-29、 注 1341 


16:40、 注 1545 
10:77、 注 1281 
ERC 2:24、 注 44 
8:32、 注 1116 
10:39、 注 1262 


TRSRSSRS es 584…… い 114-15、 注 1303 
獣 と の 類似 …ーーーーー ド ーーー ドー ピー ツー CEOS EG mt 11:107、 注 1349 
NS EAE EE EE 1349……… バ ーーーーーーー47:13、 注 2746 
ES tii si TO ss ee 邊 151-153、 注 692 
DR NS a i ig es 431 en 7:46、52、 注 977、982 
EO の RH QR 36:53、 注 2452 
知覚 ある 理解 カー バーーーーーー、…ーー…ーー SCR RR 10:44、 注 1263 
悲観 主義 ーー バー ババ バー バー バー バー バー RAS 10:3、 注 1231A 
PP PPP の PE エド OP Te 36:9-11、 注 2428-2430 
ee ST 6:43-48、 注 849-831 
eR ORE RS CEE 430-ーーーー い の ムーム 7:41、 注 974 
GR rn TD on S85 1 1:20-23、 注 1306 
RNR 973……ーーー25:12-1S、 潤 2068-2070 
SDC る 1077……ー29:54-5S、 注 2261-2261A 
NP OPN ONO NPN 1339.-………ーーーーーーー46:21、 注 2728 
弧 理 の 相 縮 no 1 Rp ORD 1l:6、 注 1296 
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RNR < 1275…:… っ cookn4127、 注 2633 
欲望 の 放 隷 ……… ド ーー ツー だ KW 16:76、 注 1362 
思 tt RI 3hEuTonttnoss Ss0:28、 注 2810 
IP IA CG 23:25、 注 1992 
EE NR EE RR TG 17:98、 注 1654 
OO TRA RR 18:58、 注 1703 
イス ラム 教徒 で あっ た ら と いう 願望 …… GTR Syst 15:3、 注 1477 
自身 に 対す る 目撃 者 ……………ーーーーーーー HIG Ss 36:66、 注 2437 
フ ダ イ ビ ヤ (Hudaibiyah) 
恵 需 の 枚 い ーーーーー ド ーー トー 13064 の moto 48:19、 注 2774-2775 
WE EGG I EER EE 48:2、 注 2763 
HH めす か 1366……ーーーーーーーーーー48:23、 注 2780 
AA A NR RE 1367 e448:27、 注 2782 
復活 (Resurrection) 
使徒 達 の 召集 ………ーーーーーーーーーーーー IS Ss:110、 注 803 
の らし PKK た の 70 A 4:88 
HE GR Pe 0 8:25、 注 1110 
OO 1379-……………… 30:4-16、 注 2801-2805 
SN RE EE 1441………ーー36:2-7、 注 2956-2958 
AE RT 1539-……ーーー69:14-17、 注 3109 
EPC いと YE や PE の WT NE ER 2:57、 注 96 
AR NE RR 372-……ーーーーーー6:37、 注 844A-845 
AE EARNED ER EE 422.……ーー… ド ーーー715、 注 954A 
dE Gt cs 491…… い の ーー 8:23、 注 1110 
複 活 の 月 の 清 條 oe 8907 78:3-5、 注 3223-3224 
RC RNR RS 1598 いい 78:18-21、 注 3227-3229 
IG ESE i ST VOR 75:4-14、 注 3178-3180 
物質 (Matter) 
人 OT NG 6:19、 注 832 
いわ ゆる 永遠 性 の ニー ドー 人 ES 2:118、 注 140 
フナ イン (Hunain)、 ム スリ ム 達 の 勝利 ……… 人 PC で PC 9:25、 注 1173 
フロ イト (Freud) 、 モ ー ゼ ぜ ………… ド ドド ーー 98 20:10、 注 1812 
YN 
平和 (Peace) 
国際 平和 の 原則 ーーーー…ーーー BT is 49:10、 注 2793 
RG ee RO ge eon 095 13:29、 注 1440 
8 RPC で PF PPPP STE 8:62-63、 注 1140 
ペスト (Plague)、 預 講 ……ーーー ド ーー OS 27:83、 注 2190-2191 
へ ブラ イ 人 (イス ラ エ ル 人 ) sraelites) 
アッ ラー を 見 る てこ と ーーーーーーーーーーーーー TE AN 2:56-57、 注 96 
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RNN Re eNOR OR RRR 300eeeeen 1S4、 注 693 
IE TD ERE SE DAR AR: 2:66、 注 107 
EE ED RN IT RE S60 ETG4 
SSE EE 470ーーーーーーーーーーー 167、 注 1063 
根拠 の な い 理 論 … ニ ee AT ERNE 20:78、 注 1838 
人生 の 休 衝 に BS EE 2:52、 注 92 
RE ER ENR REEVE St 63 rss 2:94、 注 122 
NU EAR OO oa ee T3534 
NR ES 461ー い ーーーーーーーーーー7H149、 注 1053 
RR RR CE SR ON ES RN 2 7 OOP NAC TT ONT RW 2:58、 注 97 
RN POON OR HG ta En da TE 
共 周 的 な 生 打 oe に 人 XPPPRPSYFPY 10:88、 注 1283-1284 
神 と 預 斉 者 の の ろ い ーー ドー ンー CV 5:13-14、 注 727A-727B 
a ENR RS DLA sis oi ee i 33T9. ET82 
RODE RE EE TAG siesta TT 注 1628 
RR GT OP 10:86-87 
A RN A NS O04 i 8 E97 
神 の 必 鐘 nabeiaecttno2reo GAGE 20:81、 注 1839 
KN RR ES SAE nnd: 5:80、 注 783 
RN eS RE ni AO RRs 2:61、 注 101 
DE GS RS SR Rm A468 7161、 注 1061A 
イシ ュ マ エル 族 へ の 憎悪 ーー oR ON OT NY 5:28、 注 736 
約束 の 地 へ の 入場 iui 132.…… 2:244-245、 注 300、301、303 


5:23、 注 732-733 
5:25、27、 注 735 


DA RN 2:247、 注 306 

OE EN RE 7:139-141 

PP 7:1S1、 注 1055 

YEN EGG 2:42、 注 77 

王国 と 預言 者 の 身分 eee PR 5:21、 注 730 
Ry RGD A PTO TT ON aT Sas 2:58、 注 98-99 
エジプト か ら の 移住 er 3 の ARTORDa 2:244、 注 302 
道徳 的 遺産 ……………ーーーーーーーー バ ーーー で ーー 136ーー ド ーー 2:249、 注 308-309 
神 の 音 葉 の 誤用 ーー トード ーー SCS ts 2:80、 注 114 
ファ ラオ の 残酷 一 ee 66 14:7 
RES i 1041…… ーー28:57、 注 2196-2197 
約 東 の 地 パ ーーー バー ドー ドー 09 有 6 26:60、 注 2116 
3 ます FI も FPP ます CD GS 2 2:90、 注 120 
RR SG dee os ed ata 2:81、 注 115 
NN NA NS ITIL LT ELI92:1594 
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RN EG TTS 17:8、 注 1595 
反抗 的 な 人 々 上 ーーー ドー ツー OCS 2:62、 注 102-103 
KRC PHI で に AR RR 2:51、 注 89 
和俊 恒 に RS 4 7:150、 注 1054 
パレ スチ ナ で の 再 植民 …………ーーーー…ーーー TG SS 17:105、 注 1658 
ND PB 2.50、 注 88-88A 
RDNS も CN Rn A UE EE EE 7 の 
Gl GE BAT RS 5:78 
式 時 SE CAG eR 20:81、 注 1839 
ほ 
法 (Law) 
7 SDA es 5:104、 注 798D 
奏 中 と Re し PP 7:108-109、 注 1023-1024 
DO TT 6:35、 注 843 
NG NENNS kL ELE 398.-…ーーーーーーーーーー61116、 注 902 
ASA SADS RS ER i a 1173 35:44-46、 注 2424-2425 
90700 1366 sorsesscs tsi oa A824 
自然 と シャ リー ア の 法 ーー バーーーーーー 08 to 22:19、 注 1940 
神 性 の 必要 性 … 和 ーー ドー ドー ドー I GO 4:29、 注 593 
ee 2 0G a Rn 42:41、 注 2661 
ER に 人 GiGi 9:19、 注 1170 
貿易 (rade)、 規 則 ーー ドー I CO EE EE 4:30 
NE RE ERE: 515……ーーーーーーーー 9:24、 注 1172 
報復 (Retaliation) 
存続 の た め の 方 法 と し て ーーー 0 2:180、 注 204A 
トー ラー パー ドー ド ドド ドー バツ ID Bri 5:46、 注 731 
施し (Alms) 
徴収 と 分 配 …… ド ーー に ーー OS 2:274、 注 346, 349 
RD RR TAN IS OC RRR TE RTR 326・……ーー… バ ーーーーーー の :60、 注 1193 
半 化 の 廊 法 NAS GRR 9:103 
壌 の 戦い (Trench (Battle oP)) 
偽 養 者 達 上 上 和 ト ム ム ユ コ ヤレ 后 や で ーー ツバ 1121……- 33:11、14-15、 注 2337-2339 
RS GE NNR SGS 123… ーー33:20-21、 注 2341-2342 
十 杉 性 ere 0 33:10、 注 2335-2336 
DTD SHeSAA Eee 1126-…ーーーーーーーー33:26、 注 - 2346 
ま 
マ ド ヤ ン (Midiap)、 人 ドド ドド otnm AD 7:86-94、 注 1010-1014 
NA ON ER 605…ーーーーーーーーーーー1LE8S、 注 1340 
マリ アデ (Mary) 
3 ita TGS ise sit 3:36、 注 400 
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イエ ス の 誕生 ーー RR SNE 3:46、 注 416 
MER 809……ーーー19:21-24、 注 1751-1754 
NE EE 814-…… バ ーーーーーーーーー9:27、 注 1760 
FE NAND 21:92、 注 1914 
神 の 奉仕 へ の 献身 …………ーーーーーーーーーーー Gas 3:36-37、 注 401-402D 
いわ ゆる 神 性 ーー バー IIR 5:117、 注 811 
EC の C1 So es 3:43、 注 411-412 
神 の 思 紅 Ei EO Ras 3:38、 注 404 
アア の hi EA Se 19:29、 注 1763 
OR RG 808-…ーーーー…ー 19:17-28、 注 1747-1762 
SR SN Gi DAT SR 5:76 
MR eo 9 3:48、 注 419 
RD RA DR RR 809…ーーー19:21-24、 注 1752-1757 
エル サレ ム へ の 旅 …ーーーーーーーーーーーーーー BEA 19:28、 注 1761 
ザウ ヤ ーー TO RE EE 3:38、 注 403 
イエ ス ・ キ リス ト も 参照 

まぼろし (Vision) 
誤っ た 解 吾 … バ ムトーーー オ ーー トー 367SeGSootttn 48:28、 注 2783 
キジ PEPPYC い OFF PPEP が PPPPCPP ま の 1382 sash coeur 50:23、 注 2808 

み 

見 る あ た わ ざる も の (Unseen)、 知識 ……… 033 ene 27:66-67、 注 2187 

ミカ エル (Michael) 
ユダ ヤ 人 の 気に入り の 天使 CFE NR: 2:99、 注 124 

鶴 (Honey)、 人 問 の 治療 痢 en 人 16:70 

む 

無神論 (Atheism)、 ア ッ ラ ー を 参照 (存在 ) 

ムスリム (イス ラム 教徒 (Muslims) 
儲 股 oi TD OE RCE 2:116、 注 138 
谷 張 りー トド いい てい に YE 20:132、 注 1868 
アッ ラー へ の 献身 ese 3 ee ne 2:245-246、 注 304-305 
RADE RR ER REN 533……ーーーーーーーー 9:88、92、 注 1208 
平和 200 mee RSS 3:116、 潤 460 
お FPP 0 2:153、 注 178 
憶 作 ee DAM spake Sos Gn 9:124 
非 イ スラ ム 教 徒 と の 友情 ーーーーーー 1 3:29、 注 395 
NONCODING RN 209-……ーーーーー 3:119-121、 注 462-466 
on OE i 9a ie os sii 3 は 50、 注 497 
OO 0007 の FAsessiil ogee sant 353, 注 720B 
A Ne RNG 335ー-ーーーーーーーS:52-53、 注 756-759 
GHOST PD ORC OT 337…ーーーーーーーーーーーS:58-39、 注 761 
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SN RS EE EE ES 1ASS ESE:910 
同村 A CP 17:10、 注 1596 
OC Re SO 8:73、 注 1147 
ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 el 2 3:101 
SS 238.… バ ーーーー・3:197-198、 注 550-551 
ER EE OS 4:136、 注 682 
WS RR RC RR 314.-…ーーーーーーーーーーーー 5:3、 注 720B 
ER SR NE NO CE 3 
RR NA NR 4 EO 6:153、 注 930 
ネズ スズ ラム の あい に いさ Dis ees DT Re dR NS 4:87、 注 643 
RR RS SNR 282-ーーーーーーーーーーーーー 人 95、 注 652 
多数 TIO. 5:101、 注 795 
伝道 組織 キー ドー ンー DB ees 3:103、 注 432 
非 イ ズラ ム 教 国 ee sneer BOS Rn 8:73、 注 1147 
法 的 権威 へ の 服従 ーーーー DORR 4:60、 注 623 
0 の 0 で O00 Ri ose nS 2:137、 注 153 
ER CR EE i 62 BA rt 2144、 注 161 
CC EES 93 ee 2:166、 注 190 
SE Tsan ETE 
2 EG SR2SeaR 108…ーーーーーーーー2196、 注 226 
SG 207ーーーー ド ーーー 3111、 注 457 
DSE 216…… バ ーー ここ いこ いて mr 3138-139 
ARAGON 414… バ ーーーーーーーーーー 6:166、 注 941 
NRN CE 612eeeeeeeee 11113、 注 1353 
EE EER RT Nr 1352eeeen47:23、 注 2754 
迫 響 veer DT NT 3:196 
RN TN ON RACE GN TT RE CERES 18:32、 注 1688 
劉 … 尺 人 ムー ニー ドド ドド た に TTS ini 17:8、 注 1595 
RS IRIS 761…ーー バ ーーーーーーー17:10S、 注 1658 
自然 の 探 叶 上 秋 6 和 ト ムウ で … に ドド ーー に いい TOYRE EE 18:8、 注 1665 
クリ ズー 昌和 PC 6:156、 注 932 
YY 419.……ーーーー の ーーー 3、 注 943 
戦争 へ の 反感 …… バ ーーーーーーーーーーーー ER 2:217、 注 259 
RN So tae tN sig DGC nin: 10:64-65 
Ne NRC SN ES 1197 37:42-50、 注 2480-2482 
RO の DO REN NEN Ts 4:93、 注 651 
心 の 状況 SS Sn REE CA RR NS 17:110、 注 1660 
着実 ser O(n 2:154-1S8、 注 179-183 
ed Ped OR ER 9:4 
RR a ei oi ET 3:104、 注 449-450 
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OEE SE EE 412.-…ーーーーーーーーーー 6:160、 注 937 
REE ER 1489・…………ーー バ ーーー 6:5、 注 3035 
隊 利 ES 066 Re 48:25、 注 2780 
上 時 1388 Wo ise 51:2-5、 注 2824 
ムハンマド ( 聖 預言 者 )Mtehammad) 
アブ ドゥ ウッ ラー・ イ ブン ・ マ クタ トゥ ー ム ・ 1609-… バ ーーー バ ーー バー バー 80:2、 注 3230 
OS RET SR CT EE 2:90、 注 120 
RR SN NR TT nna 2130:- 注 147 
0200 導い 672 14:36-38、 注 1468-1471 
OR ONO NT PP A OR 17:2、 注 15390-1591 
RNR NRE Et T4917:61、 注 1627A 
NS OS RR Ne eS 1407……ーー…・53:8-19、 注 2874-2880 
es TOF es 24:52-55、 注 2056 
RES 1130…ーーーーーーーーーー33:37、 注 2336 
祈り の 競技 へ の 挑戦 ……ーーーーーーーーーー ei 3:62、 注 426 
DER EE OYK $S:23、 注 733 
eNO NDA TOO SE DR 536-…ーーーーーーーーーーー9:100、 注 1212 
NR CS OO RS OOOO 6 07) 
EE: 959 ee 24:38-39、 注 2048 
ND RET ARR 1012.-……ーーーーー26:220、 注 2141 
OCR 所 BRT 1126…ーー ド ーーー33:24、 注 2345 
CE NR ER NAT EN 1346eeeen 47:5、 注 2740 
RECESS 1591……… ーー77:2-7、 注 3204-3208 
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